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解 題 

黑 木勘藏 

淨 瑠璃 名作 集 上卷に は、 義太夫 劇の 創始 時代 か、 し 元祿の 盛時 を經 ていよく その 最盛期に 向 はう とする に 

至る 迄の 期間 9i 表 的 名作 を 年代順に 收 戦して 置いた C 本卷は その あと を 受けて、 義太夫 劇の 黄金時代の 名 

篇 傑作 を 始めと して、 その後に 出で たる 代表的 名作 十 几篇を 年代順に 收 める 事と した。 

蓋し 義太夫 劇 2 黄金時代と 稱 すべき は延享 • 寬延 前後-て あつたと 謂って よから う。 「淨 1? 璃譜」 の 延享ニ 年 

七月 「夏祭 浪花 饉」 の條に 「操り 段々 流行して 欲 舞仪は 無き が 如し、 芝 I： 表ば 数百 本の 檄 進物 等數を 知らず、 東 

璺竹、 西 竹 本と 相撲の 如く 東西に 別れ、 町中 近^.? S 貭を なし、 操りの 繁昌 言 はん 方な し」 と あるが、 この 前 

後が 寅に 義太夫 劇の 秘盛 時代で あつたと ：3- て 差 支ない やうで ある C 而し てこれ を その 作品に ついて 見ても 亦 

この.， 期間が 最も 注： u すべく、 後 m 迄 舞 上の 生命 を 有して、 操りに 歌舞伎に 幾 回 となく 繰 返されて 今日に 及 

ん で 居る 名篇 傑作が 次かん 次と 作られた 時であった。 殊に 注：： H すべき は、 從來璺 竹 座の 作者と して 名 聲の高 

かった 並木 宗輔 が、 並木 千 柳と 名の つて 竹 本 座の 作者と して 竹 出 出 雲 . 三好松^！^等と共に筆を執るに至った 

延享ニ 年 以後の 数年間であった C 卽ち 本卷の 始めに 收 めた 「夏祭 浪花 i^」 以下の 五篇 はこの 年 問の 代表作で あ 

つて、 是等 こそ 「命 璃の 名作 中の 名作と 稱 すべき ものである。 淨 璃 として、 はた 又 我が 國 戯曲と して 是等 

の 諸篇は 最も 勝れて 居る 事 は 言 ふに 及ばない が.. その後に 於ても 注目すべき 作品 は 決 I- て少く はない。 .irH 
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題 解 


に 敵役 大鳥佐 贺右衞 門 •； 二 河屋義 ギ次等 を 配して、 主として 大阪俠 客の 達 引 を 描いた もので、 九^から 成って 

る C 世話物 九お，；^ はこれ を 以て 始めと する。 

本 曲の 荒 筋 はかう である C 泉州濱 出の 家中 玉 鳥 兵 太夫の 侔 磯之 永 一は 堺の 遊女 琴 浦に れて 放. 锊を： g めた 結 

果勘當 された」 兵 太 失の 恩 を 受けた^ の 魚 賣圑七 九 郞兵衞 は 碟之丞 の 世話 をして 琴 浦と 添 はせ ようとす る。 

然るに 磯之 丞の戀 敞大烏 佐 贺ぉ衞 門 は 琴 浦 を 手に入れよう として 奸染 を： 弁し、 力-その 後援者と して 俠 .が 一寸 

德兵衞 が う- 自然^ 七と 德兵衞 との 達 引と なった が、 德兵衞 も 亦玉岛 家の 恩顧 を 受けた 者と わかり、 二、 

は 兄弟の 誓 をして 磯之 丞： おつ 浦の 爲に龜 す 事と なり、 德 兵 衞の舅 釣船 三婦の 許に 雨 人 を かくま ふ C 德兵衞 の 女 

1^ ゾぉ辰 は 磯之 丞を德 兵衞の ItSf; 備中玉 岛へ送 リ屆 ける 役 U を すため に 自ら 美しい 額に 燒鐵 を當 てて^ 婦と 

なって 世の 疑惑 を 避ける 用意 をして 旅立つ C 然るに圑七の舅三河2!!義：牛次は琴浦-^」勾^?して大為に渡して金 

にしよう とする 0 圈七は あらゆる 侮辱 を 忍んで 哀願した が聽 入れぬ ので 遂に 舅 を f おして ； B 一玉 鳥に 週れ たが 

自ら 名のって 繩： In にか、 リ、 大. M は舊 惡露顯 し、 磯之 丞は歸 參が叶 ふとい ふに 終る C 六 段 目 松 町： 二 婦內、 

七 段 目 長 町 褻が 仝^の 山で ある。 

さて 本 曲の 主人公た る 圑七九 郎兵衞 の資說 について は 明かで ない C 稀彥の 「雅俗 隨筆」 に は、 劃 七 九 郎兵衞 

の 親 殺し は 元祿十 M 年 九月 廿六 n、 千：：！ 前にて 隙 さると えて 居る が、 元祖 片 3? 仁 左衞？ -が、 モこ元 

たやの 一 月から 翌 十二 年 春に かけて 大阪 の片岡 座で 「泡 無阐 七」 の 芝居 を 演じて 40 おり を-取って 居る のによ つて 

見れば 種 彥の說 も 信じみ I い C 本 曲 初演 赏 時の ^附 の；：！ 上 害に は 次の やうに ある C 

魚 賣阐七 高 津^- W 宮畏 li- 赛 にて 舅 を 殺し 候 は 11 拾 年 以前の 俄に 御座 候是 迄狂官 に は 仕險へ 共い まだ,^ る 


りに は 仕らず 候 ゆへ 始終の 實說を 承 合此度 新作に 取組 

申 候 (下略) 

と ある C 本 曲 初演 2 延享ニ 年から 四十 年 以前と い へば 寶 

汆 111 年で あるが、 これで はいよ く 年代が 合 はない、 こ 

れ より 更に 十 年 溯れば 元祿九 年と たるので あるから、 こ 

の 四十 年 は 恐らく は 五十 年 GST て はなから うか 0 それ は 

鬼に 角、 本 曲 は 仁 左衞門 S 「宿 無幽 七」 を 本と して 新に 脚 

色した もの-, 相？ 31 ない 事 は、 旣 にこの 芝居に 圑 七の 外に 

德兵衞 も！ 一一ぶ も圑七 女房 も 出て ゐ るので 推測され るが、 

*J の 芝居 を 出さう とする 動機 を 作った の は、 類似の 事件 

があった ほかと 推察され る 村 料が ある C それ は濱 松欺國 

の 「攝 E1 奇觀」 卷 六の 長 町裹舅 粒 事實と 題す る 次の 記事で 

ぁ气 

延享 元年 の 冬 泉 州堺の f り 博奕の 出入に て 長 町の 

惡漢を 長 町 にて？ お 害す。 折節 其 ，年 は 雪 深く、 殊に 其 

頃は赏 世.. 如く 人家 もた き 野原 なれば 处 を 雪に 埋 み 

B し 故、 此事 誰あって 知る 者な かりし が、 翌年の 春 雪 


解けて 右の 死骸 出 たれ ども、 日 數經し 事 なれば、 誰が 所爲 とも 相 知れ ざり しが、 天網 遊れ がた く， 些かの 

事より 露 顧に 及び、 召 捕れて 死罪に 行 はれし、 此 * 實を竹 本 座の 淨 網 作者 並木 千 柳 筆 作して 舊 冬の 雪中 

の 事 を轉 じて 時候 を 夏 とし.、 其 年の 秋 芝居に 夏祭 浪花 錢と 題し^の 魚う り 1- 七 九郎兵 衞に聳 舅の 義理 を か 

ら みて 長 町 うらの 段 は高津 祭の 宵宮に て 俄 御輿に 扮れ 5^ みて 札の 辻 八丁： n へ 歸 る 趣向 はこれ 作者の 發叨と 

いふべ し。 

仁左衞 門の 「宿 無團 七」 の 筋が 分らない から、 件の 事件が どの 程度 迄 本 曲に 作り 込まれて 居る か を 知る 事 は 出 

來な いが、 少 くと もこ の 事件が 動機と たつ て 本 曲が 作られた と は 宵 ひ 得る であらう C 

また 本 曲 第六册 B 德兵衞 女房お 辰燒鐵 C 趣：^ は 了然禪 尼が 白 1<  和尙 に從學 せんが 爲に 自ら その美し い 面 を 

焙 いた 話 を 韓 用した ので あり、 八册目 住吉の 場で、 德兵衞 M 七 達 引の 問の 文句に、 其 拔 きさいた る 髭拔か 

うと 床の 床几に 上足 打 煙草 入から 出す 鑷 なんぼう ふとき せんさくな リと あるの は、 名 古：！ の 南方 鑷と いふ 名 

物の 毛拔、 これ は孔 明の 出師 表に 深く 不毛に 入りて 今 南方 を定 むと あるのに よって 近衞 公が 命名され たと い 

ふ 由緒の ある 毛拔を 利かせた ので あると 西！^ 一  鳳 は 言つ てゐる (脚色 餘錄ー ニノ 下) 

本 曲は大 好評であって M に歜舞 伎に 入り 同年 八月、 京都 都 萬 太夫 座で 演じ * 十二月に は 大阪の 1H 座 も競爭 

の 形で 出し、 爾來 操りで も 歌舞伎で も 幾 回 も 繰 返されて 居る C それ は 作柄の 勝れて 居る のによ るの は 言 ふ 迄 

もない が、 かく 人氣を t 'ぶに 至った の は、 人形 遣の 吉 £ 文三郞 の 演出 上の 新 H 夫に 負 ふ 處も少 くな つた。 r 淨 

璃譜」 の 本 曲の に は 次の やうに ある。  , 

是赏 芝居 はじまり てよ り 世話物 九 段 綾 はじめな り 頃し も 暑 氣の氣 をと り， SI つ B よ り 八つ 目 迄 始めて 
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人形 衣裳 帷子 をお せる c これ 三代 前吉 E 文三郞 趣向に て、 七 册目長 町 裏の 段 本 泥に て 人形 水 を かくる 事 を 

思 ひ： W: しは吉 HI 文 三 郞なリ C 此 人操リ にかけ て は 人形 を 持 出れば 人の 如く、 右狂首に ては役團七九^^兵衞 

1 寸女 lei- お たつを 使 ひ、 お た つ 女 は 今に 歌舞伎に て も枯梗 の 帷子 M 一 緩 子 の 前 帶淺黃 の 綿 精子より 外 を 着れ 

ばお た つの やうに 见ぇぬ も 不思議、 又 圑七九 郎兵衞 人形 の わけ ゅスに 記す C 

f ^校 はじまり てより 人形 頭 を 打つ 事 名人に て笹 八 兵 衞と いふ 者 あり C 今 も 操り に て m,; 人 ども 能き 頭 を 

八兵衞 とい ふが 樂 M の 符牒な リ。 此 八兵衞 一生の 內國 爺の 頭、 ^大人の 頭、 日本 报袖始 素盞鳴 ザの 1^ 其 

外 新 『&? によって 數多頭 を 作りし 故、 其 狂言の 名 を 以て 記す C 大 塔宮齋 藤の 頭、 船 軍談に て孔叨 かしら、 

用 明 .4<皇檢 非^ 使 頭 その外 人形 頭の 異名 數 知れず。 右- 祭團 七の 頭國性 爺と いふ 敵役の 頭 を糸髮 となし、 

薄肉に 塗らし、 花色の ぎん 付の 綿 入、 やげんの 紋、 三つ 目宋- 内より 大ひ  1 佐 贺右衞 門の 手 を捻ぢ 出る 所 新 

しく 甚だ 妙な リ C 六つ 目より 茶の ii- 盤 縞 を 着せ、 德兵衞 頭 は素魏 鳴の 頭 を，：：： 塗^ 賛 にて、 紺の 基 縞， Z 着 

せし 故、 今に 闻 七の 狂言 この 通リの 姿で なければ^ 舞 伎操リ にて ゴ刚七 德兵衞 と えず C 旅 芝 津々 浦々 

唐土 迄. も 外の 衣裳に やりつけ にたれ ど、 此圍七 縞德兵 衞の 動かざる は、 三代 前吉 E 文三郞 名人と い ふべ し。 

？:^ 舟の 三.^ は 安人 入の 頭 を C 髮と なし、 赤 小豆色に 塗リ、 照 it の 帷子、 龍の 爪に て 玉 をつ かんで 6： る 紋所 

舅 小 次は裔 蔵の！^、 黃 色，：. 帷子、 今に 於て 替ら ざる は、 定規の 板に 押した る 如くな リ C  (この 人形 口 翁 

參 S 一〕 

名人 文； 二 郎の新 1 夬.^ 後に 及し た 影響 の 顯著な 一 例で あ る と 共 に、 人形に 帷子 を^せ てこれ を 使 ひこな し た 

彼の 手 婉 の 非凡 さに 驚かずに は ゐられ ぬ- 
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本 曲 は 歌舞伎に 入 つ て 行 はれた と共に、 江戸に 於て は 後に なって、 色々 の 書 替へも 作られた が、 X 一  方大 

£ ^では、 岩 弁 風呂の 湯女 殺し を 取 入れて： 組まれた 「招 無圑七 雨傘」 (並木 正 三 作) が 明 和 五 年 八月から 道頓 

堀の 竹 W 芝： W で 演じられ、 これ 亦 名高い 作の 一 つと なった が、 これは文化1113^八月には逍頓3^ 大西芝：8?で搮 

りに 仕立てて 興行され、 その後 も數 M 繰 返されて ゐる。 

作者 並木 千 柳 C 宗輔) の 小 傳は上 卷 解題 n 刈董 桑門 筑紫 様」 の條に 述べて 置いた C 

ま. か はら て ん じ ゆ てな. J- ひか y み 

菅 原傳授 手習鑑 

延享一 ：1 年 八月 廿 一 日から 竹 本 鹿 興行 C 作者 竹 W 出 雲 • 並木 千 柳 ふ 一好 松？^, 竹 田 小 出 雲。 

延寶九 年 (天 和 元^〕 ハ n 刊行の 宇治 加賀 嫁の dr- 物 集 「火 竹 集」 の 中に 「虎 卷」 と 題し 「管 丞相 亂 曲」 と 見出し 

をつ けた 短篇が 載つ てゐ る。 菅 公が 左大 Eg-: やの はに 讒 せられて 筑 紫に 流され、 恨 をのんで 太宰府に 薨じ、 

遂に 雷神と なって 時 や を 取^し、 のち 北お に fKfic 在： 大 神と 祭られる までの 事 を 簡明に 緩って ある C その 中 

に 菅公は 父母 共に なき 天降り 人で ある こと も、 「梅 は 飛び 櫻は枯 る、」 の 敬 も、 飛 梅の 奇瑞 も 作り 込まれて 居 

り、 殊に 鈑山 ^ 空坊 の-許の 拓榴 火の 條は 割合に 詳しくて、 ほ 謠曲 「雷-荒」 を路 襲して ゐる C 短篇ながら 纏つ 

てゐ る。 同じく 加 贺椽の 正本と して 「天神 御 本 地」 の 外題が 傳 はって 居る が、 未 のま： E. て あるから 本 曲との 關 
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/.^..^^^.^ぉメぁぁょ I 

ぶ舟ま 小き かめ  1 

ぜ， キ きふ 暴、 义疼 Y あゆ や 

べ；^乃ふゃ^^? なも め>-&:&, 

.^w.^*^;^t.!,lぎ趙さ妖^5^死 
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产  、 V? 、ノ、  、二，  i  4  - 


イ. J, ぞ二  y 


一 、、メ  \ 


ドミ ゃヽ 

ヽ をヽ 


ゥ ^IJV バ j,f 一  - 、トメつ ヽ 

、lc キ まハ， A¥ か.^ 執 炎が 

ぞ 遞ぁ 舟す 義> 


題 解 


11 


！ 


*  、 一  づレ； -  f  ^  -  ¥ 
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f ま很> 難 J あい？ c^vfe^ 

更バ ，？ぃ街ュ"^2^:,^..^>&？^ 

-Lhv. 贵キ まべ： も ぼ .4 め 
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V  i-  、？； -  二-、、、  ん  ノ 』9  一 

て ゆあ^. ^ろ" あち！！^ う 翁 ^ 

き 熵 へ お 卜 き fye 

<虜 乃-^ 


16 


m お i 


I 


ク 


ゥ 

、 、  i  ^ 


き 2ililf して f た i として は 本 

た。 左 大ぼ時 平が JiJS き""？；！ ある。 iiiif^ 

偽に て、 ist  お huM^ を 1 唐 帝 SI つたと は 

太宰府へ si 平 は そ SIS 人 をいて；^ はれ 4"^" しょうと S 臣 であ？ 謙して 

た？ S 身秦 S 竹 及び そ S 十六夜， 働"" in は" r としたが、 公 ssf 受け 

^:_:加へょぅ参る惡|膽麼.；^は訂"ば：：^1^!:"""""仕！け、又公に 

結ぶ？ なると、 尼が 崎の 沖で I の爲： f の 矢" 「「"力：： § は 白太 夫の 乙き 小ず 夫婦の 契 を 

どが あって、 0iLHUHU^^^gn^i 

相！， よった 點も あま， .^^^h^uHiil 前の 加！ si 

これ ilif で 作お： uhF^;^  、拓 ilil として、 

  .  そグ 題名の 示す.^  く^ 公と その 御 中心の 作で あるが、. 3 


0 
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太夫 及び その子 荒 藤 太 小 松 (十六夜) 小 梅 及び 時 平 兼 竹な どが 主要人物 として 活動して 《w る C 

本 曲 は 翌-化 德四年 二 0= 九：：： から 大阪 の获& 八 m- 桐 • 嵐 一一； 右衞門 座に 於て 「竹 本^ 後， 嫁： 止 本 之？ i 狂-百に 仕 候 

と 斷り書 迄つ けて 興行して 居る。 參 

考 として その 附をこ に 揭げて gl^ 

さて 此の 「天神 記」 を 藍 本と して 更 

に 々の 傳說を 取 入れて 趣向 を 立て 

技巧 を 凝して * 作リ 上げられた のが 

ric お 原 傅 授手習 ； である C 今 兩作中 

の、 W 要人 物に ついて みるに、 白 太夫 

は 性格の 相、？ おは あるが 共 Jf^ の 名で あ 

る C 然るに その子 供で ある 此の 作に 

於け る 松 王 • 梅 王 ，樓 丸 は、 彼の 作の 

荒 藤 太 • 小 松 • 小 梅を轉 化させた ので 

あ ら うが 、 三つ 兒と したのに は、 《お 

時大^の天滿でー！ー っ兒を生んでぉ上から五十赏文の^;:?=を下さっ た のを赏込んで、 「梅 は 飛び」 の 欲に よつ て 

想 を 構 へ て 人物 を 描き 別け たものと 思 はれる-」 而して彼の兼竹が是の松王に振^^へ られ、 是の^.仏王に^?5る彼 


ま， § ^也 

，  ^ 


(行 « 年四德 正） 附 g      If! 神 天 


の 荒 藤 太 はこれ の (伯 禱太郞 に 轉じ替 へられて 居る C そ. J. 

て 松 王の 女 iSS に 千代- 梅 王に 卷、 櫻 丸に 八^ を 配した の 

たど は 頗る 凝った 命名法で ある C 武部源 藏は傳 內流を 開 

いた 江戸の 書家 -然傳 か ら思 ひ 付いた ので あ 、し う が 、 

不義 をした 彼等 夫 が 丞相の 御臺の 庇護 を 受けて. 深く そ 

の 恩義 を 思 ふの は、 「天神 記」 で 兼 竹と 十六夜との 問の 不 

義の兒 を 御臺が 拾 ひ 上げた 恩に 感じて 丞相の 爲に 命を捧 

げ ると いふ 趣向の 飜案 である 0 斯の 如く 兩作を 仔細に 比 

較 すれば， その^ 係 は 決して 淺 くない C 而も 本 曲 は 「天 

記」 の 如く 作意 を 管 公 を 中心とせ ずして、 その關_>^;-者 

の 活動 を 主と したの は- 旣に 「天神 記」 が ある 以上 は赏然 

の 行き方で あるが、 その 構 怨は颇 る 膨れて 居る C 殊こ乍 

者 n 一人が 相談の 上で 持 場 を 定めて、 松 济はニ £:-r:II の 切で 

普 公と^ 屋姬 との 生き別れ、 千 柳 は 三 段 0 の 切で 白太お 

と 櫻 丸との 死別、 出 雲 は 三段目の 切で 松 王と 小太郞 との 

首の 別れと、 かう 肉 身の 生別 死別 を： 一一 樣に 描き 別けて、 

しかも 互に 趣向が 侵し 合 ふ 事が なく、 それぐ 特色 を發 


8 覆え in 遷 

二  jlsrf 靈へ 

f 勺 

に： 
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揮して るの は 他 に 類例 を た い： ST て ある C 

仝 を 場、 M リ にして：：； 5- れば、 大序大 内 の 段から、 ロ贺茂 堤の 段で 親王と- t 刈 ：3{ 姬 との 濡 事が 後の 波瀾の 

伏線と なり、 切の^^ fe^ の 段が g: 段 n! の 寺 子 Ki! へ L"i 應を 保つ。 跡 は 門 外 C  二  は 近； 仃、 ：： 汐 待の 段、 切 

は s;- 叨 寺で 杖 折， 股、 八^ 揚、 丞相 名 の 各 場から 成る C 三段目 は： 1 が iEl.^、 切 は i?r:g 村のお の 祝で、 茶 宪洒、 

訴訟、 招 丸 切；^ と展 する。 SI 段 口 は筑紫 配所の 場、 HA 拜山飛 梅、 北？ 峨 の隱れ 家、 寺 子 a- とかう 別 

れて 居リ、 今： n; 仃 はれる 松 王 敷の 段 は 後の 蛇足で ある C 五段： H は 火 内の 場で 時 平 一 味の 最期 を 巾 心と する。 

木 曲に 於て は， の 切せ 子 M が 最も 有名で あり、 又^-取も勝れてぱる^？-はーーー：：ふ迄もな ぃ寧で、 ©1リ 消の 

昨代物を，^^じて  一 4< 系統 をな す 身代 リゃ ¥ 货檢の 趣向の 代表的の もので、 近 松 以來の 諸 作者に よつ て 幾！： とな 

く 試みられ たこ の 趣， S: が、 こ、 に 至つ て その. ま點を 示した もの といって よい C それと 共に 乂 この 場の 名セリ 

フ や 名文 句に も、 前のっ^^作に负ふものが少くた い。 例へば 一人 形 かく 子 は あたま かく、 敎 ゆる 人 は 取 分けて 

世話 を かくと； て： えに ける」 は 近 松の 「釋迦 如^ 誕生 食 Js„ き 一段 樂特手 習の 條の ー覺ぇ S  くせに あて 字書く、 

； r:^ ゆる 人 は 頭 かく、 世話 を かくと ぞ えに ける」 から 來てゐ る C 又き ，13; 檢の場 は 大體に 於て 近 松の 「吉^ 都 

女楠」の4が三^1^01ロ來夺&"氏本陣の場の 小山£前司の^01|只検の場の 飜案，てぁっ て、「眼カ光、しす松王が、ためっ 

すがめ つ 窺ひ见 て」 は 「近々 と 立寄リ 右へ 廻リ 左へ 向き、 ためつ すがめ つ 見れば 见 る 程、 疑 もな き 我が 子の- 

高 家 一 とい ふ 句の 作リ かへ であり、 「生 額と 死 .g は 相好が！ るた どと、 身代 リの歷 首、 それ- >  たべ ぬ、 古手な 

^して 後悔すな」 は 「これ 前： 一? 殿、 生 餌と 死 貌とは 相好の 變る もの」 と ぃふ太森の！^の燒^^しでぁる" そして 

源藏 夫婦の 「五色の 息」 は 「天祌 記」 の 白太 夫の 「五色の 淚， 1. から 來 たので あるら しく、  ^切れの いろは 送りの 名 


文句 は 並木 宗助 (f 柳 ：} 作の 「藤 原 秀鄕俵 系圖」 (享保 十四 年〕 の^ g; 段 B の 切の 

ぬるから だ を かき 抱き、 


賢 女、. - 手本 我がい る は、 ちリ 
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送る 夫の 契り は あさき、 ゆ 

めみ し 心地 立 洒にゑ ひ も、 

せず 京都 路に 母と、 妹 は 立 

歸る」 の 改作と い つ て 差 支 

なから う C 

此&; ：? 璃は 非常な 好評で 

翌四年 三月 迄 打 給け たが、 

これ は 作柄の 勝れて 居る 上 

に、 人形 遣の 吉田 文； 一； 郞の 

考案が 與 つて 力あった 華 は 

淨 璃讃の .^ 事が 之 を證し 

て 居 る_- 彼が H 夫した 菅丞 

相 や、 松 王 • 梅： 榴 丸の 衣 

裳な ど は 後 迄 も その 錄 式が 

守られた 程であった C  ^^si00^fi^^f?An-^i 


-れょ C 

e お 

J, I- 


^き 

ヅ 


， 


{ I:  si:.* せ ; 

一一 ム 


寸 

^ぼ 


一 やま 4  -Is^ 

I ね if .« チ. 11 


菅 


0 


0 

六 

A 


き 1 


し 


tfn 町中の 手；^^ K 


方へ 切 i& 札 を 配って 人氣を つたので、 これ亦大^^りて、 軟迄打 通した 

缺 舞.. < で 始めて 演じられ たの は、 延享 三年 十月 京都 淺： 元 五郎 座で あり、 大阪 中の 芝居で は延享 八月 

江戶では、巾村、市村兩^|!1とも延享21年五月から演じられ、 その後 度々 繰 返されて 居る。 こ、 に は 寶暦六 年 八 

R: 中 村 座で： S じられ て 好-ぼであった 時の 输番附 を 示して 置く  C 

^^^の 方 ：3 での^ 案^と して は、 「振袖： 入神 記」 が ある C  和 六 年 E 月 竹 本 座 上場で、 作者 は 近 松 牛 二 • 近 

松 桃. ！• 松 E 才ニ 丄 一一 好 松？ S である C  ^丞相の 生 立ちに 紀名虎 • 橘 ふ. 小 岡の 叛逆 を. 取合せ たもので ある C 缺舞^ 

の 方面で は 並木； 止 三の 「H< 滿 お菜 5^ 御供」 〔安永 六 年) が 名高い ものである C 

よい つ r やひ も * ん ざ，、, ゥ  ^ 

義經 千本樱 

延享四 年 十一 月 十六 日から 竹 本^ 興行。 作者 竹 E 出 fT 三 好 松 洛， 並木 千 柳 C 

數 ある 判， K 物の 戯曲 中 最も 名高い もので、 前に 述べた 营原ゃ 後の 忠臣蔵と 相 並んで 最も 世に 知られて 居リ 

又 最も 受けの よい 作で ある C 外題 は 「義 I- 千 本 櫻」 となって 居る が、 內容は 壇 浦に 於て 沒 落した 平家の 後日 譚 

とい ふ 方が 赏 つてん る C 賴朝の^^者川越太郎が義^に尋問した三ケ條の不恭の第ー として、「平家の首の內、 

新中納 知 盛、 三 中 將維盛 能 登 守？ ぉ貍 この 三人の 首 は 魔物 云々」 と 盲って ゐる C この 言葉 は 宵に 仝篇 の：^ 

泉 を 敷いた ものである C されば 之に. ir じて M 島の 陣を拔 出で て it 野に 登り 熊 野に 詣 でた 三位 中將維 盛を吉 ま. 

下 市の 彌 助に、 ^^を负って境ん浦に人水した新屮納官知盛を大物浦の渡海ぉ銀：牛に、 內 侍の 局 を 銀 平 女 

一 「な：、 少女 赏は {女德 帝、 横 河 &範. K は 能 登 守^ 經と、 かう いづれ も變ぉ 装 させて 世 を 忍び 人 = を くらまん. 
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つ  > -、 義經を 討取リ 源氏に 復簪 しょうと する。 こ > "に 赏代 民衆の 探求 的 興味 を 喚起す ると 共に、 花と 散った 

平家の 末路 を 悼む M 情の 念に 或 稀の 滿足 を與 へようと し * 併せて 血 ぁリ淚 ある 名 將義經 の 面^ を 浮 出させよ 

うと 企てて 居る やうに 思 はれる。 但し 作 仝體を 通して 見れば、 人物の 上で は 義經は ジキ役 で、 源氏 方で は 

.. 忠信と、 その 姿 を 借りた 狐 忠信と が 最も^ 耍な役 をつ とめて 居る C 發端 iii: 詞の 「忠なる 哉忠、 信なる かな 信」 

と いふ 句 も 何とた くそれ を.^ 示して 居る やうに も 取れる C 

仝 篇 五段の：^ 槪を 示せば、 第一お 大序は 「大內 の 場」 で、 平家を滅して後0河法れ^1に復命した義雜は、 左大 

臣 朝方から、 勅；？ _w 、の 名の 下に、 兄 賴朝を 討てとの 謎 を かけて 初音の 鼓 を 賜る C 止むを得ず 1 生 鼓 は 打たぬ 決 

心で 拜領 して 返 出す る C 中 は 「北 t: 峨 庵室の 場」 で、 世 を 忍ぶ 維 盛の 御臺 若菜の 内侍 は、 夫が 高野山に あると 

聞いて 六 代 君と 共に、 王 馬の 小金 吾 を 供に 出立す るつ これ は 三段目への 昭； 慮 をな して 居る C 切 は 「川 連 上使の 

場」 である。 f ぉ舞仪 では 大抵 こ - から 出す。 二 段 目 口 「伏 見稻 荷の 段」 に靜 が義經 から 形见 として 初音の 鼓と 

藩 背 長 を 賜る 場で、 1： 段 HQ 狐 忠信の 伏線 を 敷いた ものである C 巾 渡海 房から、 切 大物 浦 船 車の 場 C 三段目 

口 椎の 木から-切 蚱， M の 段。 E: 段 H は 「逍行 初 昔の 旅」 から 吉野藏 王 堂の 評議の 場が あって、 屮 「狐 忠信の 段」 

から， 切の 横 河 毚範. K は 能 登 守敎經 と義， 1 との 出會 となる C 五段 nl は 「吉野 山の 段」 で、 忠信が 義， 經と 名のつ 

て綠倉 方の 者と 戰っ て 居る 處へ 覺範が 現れる と、 忠信 は屋 島に 於け る兄繼 信の 敵と 打つ て か 、 リ、 雙方互 ffi: 

の 働き、 殊に忠信には源九郞狐が附添って居るので通カ^^I在でぁるC こ、 へ 河 越 太郎が 元兇：？ 方に 繩を かけ 

て 出る と、 平家に 取っても 敲 であると 覺 範の敎 IT かその 首 を 討ち、 覺範は 忠信に 討 たれる C 

本 曲で は 三段目の 渡海 屋と 四 段 H の 切から 五段 目の 吉野 山の 段と へ かけて が 眼：；：！ であるから 外題に も 「大 


(ず. 一十ね 文） 附 S     » 本 千 


題 解 


s-?- 溶 

€  **:r, 一 


一 傲 

£0  t  : 


一, き！ 

お. 八つ； SJS 

： -ぶ， 


お 船 矢 倉 ー「4!2 野 花 矢. «」 と^をつ けて ある。 而 して 渡海 

か 知盛 S 段 は .ぃ ふ 迄 もな く謠曲 の ri" 辨 」 S 魏案 

であるが、 こ の 趣. e を 立てる おに ヒ ン トを た の は 「ひら 

がな 盛衰 記」 の fl; 段 B の^ 頭權 w 郞內 から 逆蟠ん 趣向で 

はな か 、りう かと 思 ふ C 

次に 狐 忠信の K 據は何 か C これより 以前に 源九郞 狐の 

傅お があった と いふ 事 は 聞かな い C 寧ろ 源九郞 狐の 名 は 

彌助 鮪と 共に こ S 作に 基いた ものら し い C 愚见 では 近 松 

の riK 鼓」 (ft 十 N 年〕 から 想 を 得た もので は あるまい かと 

思 ふ C 何と なれば 一 H< 鼓」 では 伶人 富士 丸の 家に 傳 にる 名 

高い 天 鼓 は 丹 州 四 松の， H 狐の 御臺 狐なる 千年 劫經 たる 女 

狐の 革で 張った もので • これ を 守る 多くの 狐の 中に 伊賀 

の 上野の 古狐 彌左衞 門 狐と その子 彌助 狐と があって、 こ 

の 二つ の 狐が 働く とい ふ 仕組に なつ て 2W る。 處が本 曲の 

初 昔の 鼓 は 15! 武 天皇の 街 宇に 內 裏で 雨 乞の 時に 打つ n 的 

で 大和 國に 千年 劫^た る 牝狐牡 狐の 单で 張った もので あ 

る。 そして 子〉！： がその 鼓の 音に 引かれて 忠信の 姿 を 借り 


ふ 仕組で 彼此 相.^ ずる 想で ある。 のみならず 彌左衞 門 • 彌助 親子の 

此に 於て は 鮑 崖 親子の 名で あるな ど、 兩 作の 問に 關係を 求めても 無 


て现れ て靜の 手に ある この 鼓 を 守る と 

名 は 彼に あって は 狐の 名であった のが- 

理 では あるまい と 思 ふ C それ 故 初音の 

鼓 は 天 鼓から 生れた もので、 彌左 衞？： 

彌助 親子 狐の 名 は が1屋 の 方へ 振替 へら 

れた 代りに、 こ." へ is? の 葉と 狐 葛の 葉 

の 趣向 を飜 案して；^ 合せ * 忠信と 狐忠 

信と を 働かせ た ものであると 考 へる。 

この 淨 るり も 大赏リ であった が、 そ 

の功勞 者の 一人た る 吉田文 三郎の 働き 

に つ いて 例の！ i;^ 瑙璃譜 は 次 S やうに 言 

つ て 居る、 

此 吉 S 文 ！ 1.！ 郎役、 渡海 屋 銀 平 ，能 nsl 

彌左衞 ！：• 佐 藤 忠信 三.^ たリ、 源 九 

郞 狐の 人形 廣袖 にて、 是に 1§ 氏 車の  ， 

模樣 だんだら の 丸^、 人形 頭素盞 に て、 此時 はじめて 耳 S 簡く 仕掛 を 思 ひっきし なり。 1^ 九 郎ゅゑ 源氏 

車の 模様 を 付 はしに は あらず。 此 趣 向 最初より 狐と 見せざる 事故 玉 もつ けられず。 色々 に H 夫 をな し、 右 
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i, ズヒ. く. > 汰.. 療氏ポ ゆ も、 氏の ゆかりに て 源氏 車の 模樣 つけし 故、 今 も 歌舞伎な どに" 

Mr て utHtu^r さ Ailli 狐攀、 till 始め 

て何國 でも 此 i ぶで なければ 源 九 郞狐は 出来ぬ く  (  、  c^l  f  i(J  V て 今 uwjt 舞 査に生 

命 を 有して ゐる C 而 して t 仪 U  JFU^U じられ たのが 始めで あると いふ。 さ」 同年 五月 五日 初 

,f て 江 戶の中 I て i  、は^ 銀 ひ""" "，權 太 中 I き 門、 i.l 大谷 I 衞門、 忠 

海老 IT てあつた C 一ヶ月 後れて に. 年 一月 r^ul^ て I 錫^ 權;^ ト 1H 一，， Is, 嫁、 靜芳 # 崎 之 助、 £ 

信ま郎 mi あやめ ま 役割、 更に 同年 八月に は大 lu"^"u" " 都 れ 

九 郎狐 川 I 三十 郞、 I 衞門 ，震姉 川 SSS 割て 演じられ ，v 才ょ 1三都 をお め カブう 

んに 上演され るに 5 た C  ミ、： ：c その S なる もの を 左に 年代順に 列舉 する C 

ェ 3 でよ、 ？ だけに =„e- 調 を 避けて M リ後、 《p を 月，^, ュ ク ョ a- ク 2 ュ 

年" m 村 座 §1 旅 常？： 若 太夫 i  a 


一一 芋 r;^nn 卞村座 道； 仃 初音：！^  t:S  士岡 若. 

1  女 永  一一- J^-/ 月 "I キ g お^;; J, ，の はな ま V,,, 

安永 六 年 四月 森 E 座" ®  卯-吐 籙 常 やり 兼 太夫 

(この 曲 は 好： f 。で、 「古 忠倍 一と 稱 へて 後 迄 行 はれた) 

夭 明 元年 七月 森 E 成 友，-ぎ經初音旅.^^- 常 磐津芳 太夫 


孤忠 .：；^風 三 五郎) j 

狐 忠信： 松 本 幸 四 郎)， 


靜 (瀬 川 三郎) 

(岩 井 半 四郎) 


源 九郎狐 (岩 井籴 次郞) 靜 (山 下 松 之丞) 


ほ、 ゝ-; O ぎ す はな あ ろ さ •/.! 

寛 政 六 年 五月 河原 崎 時鳥 花 有 常！？ 文字 太夫 

(作者は^|"^金八(， 寬政十 年 六月 屮村使 再演〕 


狐 忠信 (岩 井中 四郞〕 靜 (小 佐 川 吊 世) 


文政 十 

その他？^ し- 


年 三月 

、擧げ る 煩に 堪 へな 


常 ICilS: 小文字 太夫 

キス、 に 、、- り せきの は つ ね 

河原 菊 雜關初 省 淸 元延壽 太夫 


-程多 い- 


享和 三年 八月 市 村 鹿 戀 中.， ポ初音 の 旅 

常 磐津喜 代 太夫 狐 忠信 (市 川 八 百藏) 

靜 C 瀨 川路 之 助) 

(作者 は 福 森久助 0 好評、 「忠信」 と稱 

へ られて 後 迄 行 はれた) 

： ； •  .  ,  ,  hi いつもき くて ふはつ. C のみち ゆき 

文化 rf:, キ 五月 中 村 座 幾 菊 蝶 初音 マ； 7! 行 

(：z 本 前 太夫 狐 忠信 (巾 村 馱右衞 門) 

靜 (泡 川路 考〕 

(好評、 富 本名 S の 一、 通稱 「忠 13」〕 

文化 八 年 九月 市 村 座 道行 初音 旅 

常 I ィ， $i 小文字 太夫 

文政 八 年 五月 市 村 座 新曲 初 一： i;: 旅 

狐 忠信 (坂 束三津 五郎) 靜 (瀬 川 菊 之 永 一) 

狐 忠信 ハ關 三十 郞) 靜 (尾 上 菊 五郎) 

こ の 中で 最も 著名な の は、 名人 二 代 目 富 本 ssg 太夫に よって， り 


出された 「幾 菊 蝶 初音 ^付」 である o これ は 後に 外題 も 詞章 も その ま. -活 元に 移されて、 同流に よっても 語ら m 

れてゐ る C 文章は！^作「^;^行初音旅」を多少改めてぁるがその語リ出しの「戀と忠義は いづれ が、 m い. 1 の 名文 句 I 

0 

は その ま. "跌 製され て る。 

か な で ほ 八ち う しん ch 

假名 手本 忠臣蔵 

寛延 元年 八月 十 E: 日から 竹 本 座 上場. - 作者 竹 田 出 雲 •；！： 好松洛 ，並木 千榔 C 

今更 解題 を 加へ る 必要 もない 程 知れ渡った 作で あるが、 また t! き 出せば 際限 もない 程 材料 も 多ので あるか . ； 

、し， 他との 釣合 上大體 を、 述べる に 止めようと 思 ふ C  一 

先づ 義士 戯曲の 系統 を槪， 0 しょう C 元祿 十五 年 十二月 十 s:::! の 夜 赤秘の 義士が 復簪の 本-お を とげ、 翌 十六 一 

年 二月 gin 1 同に 切腹 を 仰 付けられ たし この 絕 好の 村 題 を先づ 劇化して 演じた の は、 それより 十二  HE の 事 

であった。 「古今 いろは 評 林」 所 引の 其 化から 穴阪の 某氏へ 宛てた 手紙の 一 節に 曰く、 

おお 0 一  件 も 二月 四 H に 片付 院て 甚^と り-,^ 花やかなる 說も 多く 候て 無上 忠 E と 取沙汰 此節其 事ば かリ 

に^^^|?町勘三座にて十六=ょリ曾我夜討に致候て十郞に少長五郎に傳吉ぃたし候へども^ぉ，むの事遠慮も有 

る ベ き， W とて 三 H にし て 相 止 候 一 K 々 

卽ち ー兀祿 十六 年 二月 十六 日から： つ 1 戸の 中 村 座で 曾 我の 夜 討 狂言に 托して、 この (仅饕 を 仕組み、 十郎は 元祖 中 

村 七三 郎、 五郎に は {3；1 崎傳 古が 扮 したが、 僅か：  一 iH で 差 止められ たので ある C 次に 出た のが 近 松の 作 【碁悠 

太平 記」 で、 *|^件ょり五^;3の贊永ー11年六月でぁる0 これにつ いて は 近 松 名作 集 上卷に 本文 を收 め、 解 f お 


5^ へて 置いた、" 次 は 寶永七 年に 大阪篠 塚 ffi 松^で 興行され た 「鬼 鹿毛武 藏燈」 である C 作者 は-苦 妻 一一； 八、 小 架 

橫 山の 世界で、 德；！^^次郞右 

衞門大 岸 宮內、 佐 野 川 万 菊 

力- 彌大 常り であった。 續 い 

て 京の 夷 尾 座 も 萬 太夫 座 も 

大阪の 稱山座 も 相 競つ て こ 

れを 上演した 0 のみ ならず 

紀海音 は これ を 藍 本と して 

淨 瑠璃 「鬼 鹿 毛 無 佐 志 澄」 を 

作って- 正德 三年 十二月 一 

日から 蟹； 竹 座で 興行した。 

これ は 本名 作 集 上 卷に收 め 

て ある C こ の あと を 受け て 

出た 潘 るり は 「忠臣 金 短册」 

で 同 じく 登 竹 座 に 上場され 

たもので、 作者 は 並木 宗輔 

を 主として 小川 丈；^ と 安田 蛙 文が 加 は つ て 居る C  f 基盤 太平 記」 ふ-一 鹿 モ無佐 志 鏡」 を 折 i^- して 更に 新 工夫 を 


「.〕 

S. 


^^^^ 

元祖 、#- 

^  後年； 5^ 名 仅寸郎 ト.^ 、„^t.<- 助 高。 gj.- 高钾 え" 
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施した 作で ある c 又 正本 は 1^ ない が、 元 文 三年 七月に は 京都の 宇治 加 賀の搡 芝居で は 「忠臣 いろは 夜 討-を 出 

してお る 0 

韓 じて 歌舞伎の 方面 を 見る と、 るりの 方面よ リは 更に その 興行 は 頻繁であった 0 「古今 いろは 評 林」 に 次 

の やうに あ る 。 

其 後 享保ニ 酉 iif 大阪 にて 故澤 村お 十 郞大， おとたり て、 姉 川 新 w 郞寺岡 平 右 13 門の 役 をぞ 勤め 大赏リ を 得て 

同 十一 午： やの 秋 大阪嵐 三 右衞門 li.; にて ズも^ 長此役 をな せど、 此時は 狂せ；： 少し 變 りて， 不. お数 右衛門に 嵐 

勘 g; 郎 勤めした リ。 享保サ卯年四月火阪にて中村十藏則ち座本にて大岸^«內の役をなして、 此時堀 部 安 兵 

衞に藤 川 平 九郞、 夫よ リ後狂 1 一 n いろくと かはリ 作る C 或は 大 岸に 姉 川 新四郞 などの 勤めし 事 もぁリ C 後 

延享 M ギ 京都 中 村 条太郎 座 本の 時， 大矢數 四 十七 本と 外題して 澤村宗 十 郞大岸 役に て 六月 朔 口より 初日 出 

して 大人 を取リ した リ、 其 矢 聲大 K に ひ V き 问 じ 外題に て 市 山 助 五郎 (=1: 内の 役に て 狂言 勤めたり C 今の 僞 

名手 本 七つ 目は此 s-^ 村 宗十郞 が 形と 成りて、 凡そ 其俤を 手本と 成し 來れリ C 

斯の 如く 搡 りに 歌舞伎に 新作が 上演され て、 名人の 型 も 出来た あと を 受けて 元祿 十五 年の 討 入より 丁 

度 四十 七 年に 當 つて 作られた のが、 「假名 手本 忠 E 蔵」 である。 大體^&るリ系较の諸^の長を取っ て更に新ェ 

夫 を 施した ので あるが、 又 欲 舞 伎の 「大 矢數 四十 七 本」 に 負ふ處 多く、 殊に 七 段： M の大 星は澤 村 宗十郎 の 一は！ 一 を 

モ デルと した 事 は 一 古今 いろは 評 林」 の藝； W の 部に も 詳述され て 居る 事で ある。 かう いふ 次第で、 いは 1- 忠 ほ 

蔵 はこれ 迄の 義士 劇の 集大成され たもので ある。 それと 共に、 後の 數 多くの 改作 3^ 案 物に 對 して K 接 M 接 影 

響 を 及して 居る。 今 こ の 忠臣蔵 を 中心として、 その 前後に 如何に 多くの 義士 劇が あるか を概觀 する 便宜上、 


so 


m  m 


0^ 1 鳳の 「忠藏 類聚 大成」 の 序の 屮に 擧げて ある 年表 を 左に 引用す る。 


0 瑠 

歌 舞 

淨 瑶 

歌 舞 

. 同 

淨 瑠 

歌 舞 

0 增 

同 


璃碁盤 太平 記 

忠臣 金短册 

伎 鎧 櫻 故鄉錦 

忠 臣 い ろ は 軍 J:!^ 

忠 臣 い ろ は 夜 討 

赞 武 者 いろは 合戦， 


璃 

璃 

璃 


淨 


舞 伎 

瑠 璃 


大矢數 四 拾 七 本 

假名 手 本 忠臣蔵 

泰平 いろは 行列 

な-一は ま る 1 )* かねの に は 、、一り 

難 波 丸金雞 

いろに 歌 義臣 螯 

太平 記 忠臣 講釋 

通矢數 四十 七 本 

てく  * ぶり 

小袖 藏 いろは 配 

忠臣 後日 喊 

鎖 方 武士 錢. 


上 下 寶永三 戌年 五月 五： n より 竹 本 座 作者 近 松 門左衞 鬥 

三 段 0 享保 十八 a 年 十月 朔 H よ リ璺竹 座 作者 並木 宗助 

八 段物 享保廿 年 三月 十一！： Z より江 戸中 村 座 作者 澤村訥 子 

九 段物 享保サ 卯年 九月 十八 日より 江戸 市 村 座 作者 津打 治兵衞 

五段 績 元 文 三年 七月 十五 = より 京都 芝居 作者 宇治 加賀探 

九 段物 寬保元 酉年 九月 九 口より 中の 芝居 作者 並木 丈 助 

九 段 延享五 寅年 七月 七日より 角の 芝居 作者 並木 永 助 

十 一 幕 寬延元 辰年 八月 十四日より 竹 本 座 作者 竹 E 出. ©橡 

十段續 寶暦 十二 午年 極月 十二 日より 角の 芝展 作者 並木 正 三 

十 ニー  段 寶暦九 卯年 五月 十四 H より 豐竹座 作者 中 村 阿 契 

十 一 段 明 和 元 キ臘月 十五： W 豐竹座 作者 巾 村 阿 契 

讀切十 一 冊 明 和 三 戌年 十月 十六 日より 竹 本 座 作者 近 松 牛 二 

十段績 叨和七 寅年 十月 三日より 竹 本 座講釋 忠臣蔵 寄 物 

七册物 叨和八 卯年 四月 十一：：！ より 京？ - 芝居い ろく 寄 物 

上  下 安永 元 辰年 四月 七日より 堀江 豐竹座 作者 北 脇 素人 

十  g  . お 永 元 辰年 四月 サ八 口よ リ竹本 座 作者 近 松 半 二 


題 解 


淨瑠 いろは 藏 三組 盞 續十幕 

安永 二；： J 年 七月 卄. 八：；： ょリ曾 根 崎 

竹 本 座 作者 近 松 平 二 

忠臣 鑑七册 物 

安永 三 午年 霜月 八 = より 京 w 幡藥 

帥 作者 万作 

淨 ^ 忠臣い ろ は ゆ！ £ 綾 十一 段 

安永 四 未年 七. 十五： W ょリ 江戶豐 

竹 座 作者 福 23- 外 

はた はさ くらぎ あこの！ ほ が . -. i 

^舞 伎 口 本 花 赤 城 いろは 文字 e: 十七 段績 

安永 七 戌年！ 月 四： H より 角の 芝 

作者 並木 五瓶 

0  ^  .^ 合詞 ral 拾 七 文字 十 一 段 

安永 九 子， 年 九月 廿ー 1 一日よ リ 堀江 此 

太夫 座い ろく 寄 物 

歌舞伎 敵 討 四 十 有 七 人 十 一 幕 

天明 二 寅年 正月 十九 日より 京 早 雲 


F, 言き 

.J 麵 


き 謹 簡 


ゲぷ 

，^ 


f ラ i -PTW ト"^ は 
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題 解 


座 作者 並木 正 三 

1" いへい ぎしんの い しづゑ 

淨？？ 璃 太平 記 義臣 礎 十册物 

天明 四 K 年 正月 二日よ リ 堀江 此太 

夫 座 作者 黑藏主 

さ £  *^ や の ゆ 

同  廓 景色 雪 の 茶會十 一 段 

天叨七 未年 九月 廿 一 日よ リ豐竹 座 

作者 梅の 下風 

歌舞伎 いろは 假名 四 十七， 訓 十 一 册 

寬政三 亥年 九月 十 一 日より 角の 芝 

居 作者 奈河 七五三 助 

はん  <  て ほ，：' きふき 八 ぐら 

淨 瑠璃 鼻 手本 給金 藏九 幕 

寬政五 丑年 九月 晦： w より 堀江 此太 

夫 座い ろ，， （-寄 物 

歌舞伎 忠臣 双葉 葳淸 書九册 

寬政五 丑 ：ゃ 十 一 月 七日よ リ 中の 芝 

居 作者 K1: 万作 

同  義臣 傳讀切 li 釋 十一 册 


ゅ瑠 I? 1:1 矢 数 g: 拾 七 本 いろ 

H  忠は兩 1： 織 

0  ^  ^ 忠臣 二度 B 淸書 

欺 舞 伎 名 產赤德 花 凝 

0  ^ 璁 忠臣 一 力 祇園 曙 

耿舞伎 檢本忠 Hi 蔵 

淨 璃 假名 手本^ 士の書 添 

ほまれの めいほく 

欺 舞 伎 いろは 歌眷 櫻 花 

はつ のしう いつ 

同  以呂波 歌 櫻 秀逸 

さくらの 

同  大石招 樓 花短册 

さ ひら ひ n-  ノ み 

同  太平 記 士 

あやち 

同  花菖蒲 いろは 述歌 

司  ^綴 いろは 文庫 

あはせ か. X み 

同  いろは 藏 双合经 

^  0 表 忠臣蔵 

R  大石招 義士 法帖 


寬政六 ia; 年 十一 サ 二：：： より 巾 5 芝居 作者 並木 五瓶 

は 假名 w 十七 段- 1 寬政九 巳年： 一； 月 十- れ：！！ ょリ 巾の 芝居 作者 KM 万作 

十  一 ^11- 寛 政 十 午年 五月 五 n より江 戶森 作者 機 E 治 助 

繽十 一 段 寬政十 午年-一 一月 十一 日より 江戶 一竹 斑 作者. ぉ卒焉 li^r 

十 一 册 寬政十 午年 九月 十三 日より 江戸 市 村 座 作者 福 森久助 

九册物 寬政十 午年 八月 十五 日より 堀江 此 太夫 座 作者 芝 2^ 芝叟 

十册物 享和三 亥年 七月 廿 二日より 大西 芝！ 作者 近 松德三 

十 三 段 享和三 亥年 八月 十九 口よ リ堀 }jd 此 太夫 座 作者！ L 浙風褢 形 

^ 十 七册 文化 三 {A 华正 5 廿 一 日より 角の 芝居 作者 近 松德三 

十 一 首 文化 七 午年 五月 九日より 曾 根！^ 芝 作者 奈河晴 助 

拔サ V 十三 枚 文政 五 午年 三月 十日よ リ 中の 芝 作者 奈河嘀 助 

十 一 幕 天 保 六 未年 十月 三日より！？： の 芝 作者 四澤 一鳳 

g: 十七 段 天 保 十二 丑年 五月 十日より 江 戶市村 座 作者 西澤 一 鳳 

十 一 段 天 保 十三 寅年 七月 サ  一：： ：！ より 角の 芝居 西淨 一鳳 

十册物 天 保 六 未年 三月 四 口よ リ 伊勢 古市 芝 3W いろ/ \ 寄 物. 

幕な し 廿ニ段 天 保 十 一 年 一； 一月 七： H より江 戶 河原^ 座 作者： 一： 升 M  二三 治 

十 1 册 "大保 年^ 未 不出^る り 近々 出^作 者 ©si 1 鳳 
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^  ^補 裏表 忠臣蔵 幕 ありな し廿ニ K 

天 保 十五 S 年！ 二月 七日よ リ 角の 芝 

居 作者 澤 一 鳳 

瑶 璃 忠 臣 國 字 譬 四十 七 枚 

天保^問の作讀^&るリ近々出版作 

者西澤 一 鳳 

以ヒ は强 ひて 義士の 數に 2： んで 四 十七 篇を 選び、 nS つ そ 

の 中へ 自分の 作 を 多く 加へ ようとした 爲に、 漏れて 居る 

作 も少 くな い 0 例 へ ば淨 るりの 「鬼 鹿 毛 無 佐 志錢」 の 如き、 

歌舞伎の 「太平 記さ V れ石」 「豐： 牛榮 代藏」 の 如き この 一 例 

である 0 而 して 乂^ 舞 伎に 於て は； 大保 以後に 於て 新作 さ 

れ たもの も 亦 勿.； i 少く なく、 これ を 拾ったならば 二十 篇 

以上になる かも 知れない C 今更ながら その 數の 多い の に 

驚かされる 。こ の 屮淨 るりと して は 「基盤 太平 記」 「忠 E 金 

短册」 「假名 手本 忠 E 藏」 「太平 記 忠臣 講釋」 が 勝れて 尻リ、 

殊に 忠 E 藏が 群を拔 いて 歡迎 される 事 は 言 ふ 迄 もたい G 

大^の、 王 要な 操りで 慶應 末年 迄に 繰 返された だけで も 七 


餘 回て ある、 仝^に 於て 今：！！ 迄に si^ して 何： 錄 返さ. ji た 事で あらう 0 


暴參 


,■ ,  fii-?. リ-ユ 


*: 入お  一 ■ 

. -I ん 1 かヌ" . 

，裏 ？ 


ぶ 


リ. ife- 


して、 その 强烈た 色彩の 問に 底光りの する 大足と 


忠 K 一. IT か 斯く迄 世 に歡迎 さ れた 原： Z とし て は 稀々 の 倏- 

件 を舉げ 得る であらう が、 その 第一 は 作柄の 勝れて 居る 

事で あると 思 ふ。 義士の；^: 末は大 1^ の 人が， 知 つて ゐ るの 

で、 その 中から 成るべく 劇化して 成功し さうな 部分 を 巧 

に抽き 出し、 又 この 忠臣 や より 前に 興行 さ れ た 諸 作 を 土 

臺 として、 一 般觀 衆の 有つ その 豫備 知識 を 利用し、 筋の 

推移 は 成るべく 陰に 置いて、 一 見 絡の 無 ささうな 異る 

揚面を 示して、 しかも その Si に- 隱微の 有機的 關 係 を 保た 

せて 居る C 卽ち大 序 は 大時代 風の 莊 魔な 鶴が！： の 場に 始 

まリ、 へ久に 大名 生活の 一斑 を 示す 松伐諫 首から、 傷 * 切 

腹と いふ 物凄い 場面に 移リ、 それより 一 轉 して. E 科 街 

の 二つ 玉から 寂れた 山 科の 農家に 於け るお かるの 身賣、 

勘 平の 切腹と いふ 悲劇的 場： S が 展開され たかと S ふと、 

次 は 忽然と 轉 じて 華やかな 祇園 一 力の 揚： is; の杠燈 綠洒の 

場と なり、 こ >- に 義士の 楝梁大 星 を繞る 色々 の 人物 を 配 

いふ 大人物の 片^ を 示し、 又々 韓 じて 旅路の 嫁入よ リ、 義 
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題 ザ 


缺 ©ssr 壤丄 《4 


, 拿ぬ s  .  >  ,  i 奮； 一-.. と 勢 町 

清 一 夫虚き 、 


のために 夢の やらな 靑 春の 可憐なる 戀を 捨てねば ならぬ 悲しき 場面から、 子 を 思 ふ 慈父と してや 本 蔵の 最期 

とたり、 更に 棘 じて： 大川 ：2li の 場から 討 人 迄が 十一 段に 仕組まれて 居る 0 かくして 赏代 社會に 於け る 各階 級 各 

方面の 生活 相が 次から 次 へ と展 されて 

行く 間に、 大 DHi- を 始めと して 義士の 面々 

を廣汎 なる 範 園に 一旦 つ て 活動させる と 共 

に、 怒 リ：： い 大名 氣質 S 人物 や、 地位と 特 

權とを 利用して 放恣 Is: 慾の 限り を 盡す奸 

物 を 配し、 その 思慮 分別に 富み n ハ脊 主家 

を 大切に 思 ひ、 又 その 血氣に 逸る を 止め 

ようとして 却って 誤解され て 非業に 終る 

地味な 人物 も 大切な 役目 をつ とめ、 夫の 

ために .：^5^ を賣る 女、 忠義の 爲に 身の 卑賤 

を！ S ずに 働く 健氣な 足輕、 男と 見込まれ 

て 然諾 を 重 ん じ 妻子 を權牲 とす る も嶽は 

な い 町人など の ゃぅな^ii々異る人物を活  ， 

動せ しめて、 結局 復 饕 の大 目的 へ と 歩 ： 歩 進ませて ゐ る。 かくして 有機的に して、 しかも 各場而 毎に 特殊の 

價値を 有つ 作柄， r- なり、 對 Si の 妙 を 示し、 京 たる 波瀾 を 描いて ゐる C これが 忠は ー持徵 であって、 や 


題 m 


がて. 货演 して  一！^ に歡迎 される 一原 S であらう と考 へる c  解 

此？ £产2 璃に大 J ぉリ で M ハ行 を^け たが、 その 年の 十月に なって、 九 Knr 山 科 ^居の 場を受 持って 好： _ ^を 博し 

て： i5 た 竹 本此太 失と 人形 造の 吉 m 文： 一： 郞 との 問に 演出 上の 意 の 相 1 遜 おに 銜 究を來 して、 此 太夫 は  >场 太夫 - 

百合 太 失^と 共に 返 m したので、 その 代 リに內 匠 太夫 (豐竹 上野 少， 核) お 門 太夫 • 千賀 太夫 等 を 人れ て 十一月 

迄 興行 を： i. おした。 欲 舞 伎で は ：！： 年 十一 月  一口 大 K の-:^ 座で 由 良 之 助 • 勘 平 嵐 三十 郞、 石 堂 *義 平 姉 川 新 四 郎 

本 藏， 九 太夫 片！！ 仁 左衞門 等の 役割 で^じた 2 が 始めで ある。 江戶 では その 翌寬延 二 年 夏 三 座 鼓爭の 形で 上 

演 して いづれ も大 入であった C 

活元で 行 はれる 「逍行 旅路の-お 入， 一 俗に 「八 段 目」 又は 「おかげ 參リ. 一と t- ばれる „ &るリ は、 19- 作の 八^：：:: 泣 行. 

へ おかげ 參リと 女 商人と をから ませた もので、 三 升！ 二三 治の 添削で 天 保 元年 四月 十九 ：= から 个 村 座で 上演 

された。 又！： 流の 「道行 旅路の 花鸯」 は fK 保 四 3f 三月 五日から 河原 て 興行の 裏表 忠 は^の 三^!;:!  一 s« のお か 

る 勘： 牛の 道行で、 俗に 「i5w 人」 と 呼ばれる。 これ 亦 三升屋 二三 治の 作で、 今 H も 行 はれて &る C その他の ユ後 

節で や；！ 行 を 語られた もの も 色々 あった が 略す る。 

がた つて ふ/、  くろ れ につ キ- 

雙蝶々 曲 輪 日記 

寛 延ニ年 七月 廿 四日から 竹 本 座 上場 C 作者 は 竹 E 出 雲 • 三 好 松；^ • 並木 千榔。 

外題の 角 書に 「關 取の 濡髮、 名 取の 放 駒」 とあって、 外題に も r 雙 蝶々」 とつけ て あるので も批 測し 得られ 

る やうに、 濡髮 郎と放 鉤の長 吉とを 主要人物 として、 これに 山^ 與 次兵衞 親子、 傾狨 あづま、 南 與兵衞 お 


等 を 取合せ て 脚色した 淨！ f 璃 である。 

潘髮 ：ぺ 五郎の. K 說 につ いて は、 武攝雙 蝶祕錄 (攝陽 奇微所 引) に 次の やうに 見えて，^ る C 

上 州 沼 E 城主 土 岐丹後 {寸§^.. 享^ 屮大； ^御城 代な り ) 江 戶家來 岩 村長 右 衞門 とい ふ もの 故あって 浪人して 城 

州 八幡に 蟄居し、 都 倉與惣 兵衞と 改名して 手跡の 指南 を 業と す、 其子長五郞生得^^カを好み、 同所 荒 石斧 

右衞 門と いふ 角力 取の 養子と 相 成り、 荒石錢 へれ 郞と 名乘 りけ リ (八幡の 荒 石斧 右衞門 は其顷 角力 仲間の 親 

仁 分の よし J 此長 五郎 は 若 氣の血 氣に暄 嘩=;ー1 を 好み、 平常に 紙 を 水に て 浸し、 頭 を 手拭に て 捲く、 尤も 

これ HS 意の 宜しき なリ。 満れ たる 紙 は ％ 物と て も 通る 事な し、 M ハ國 にて は 紙 具足と て 水に て 数枚の 釈を身 

に張リ ける 由、 此现を 以て 長 五郎 も 常に 濡紙を 額に あつる 故に 荒 石と いふ 名乘は あれ ども、 ^？人ぬれがみ 

/\ とぞ 呼びけ る C 潘髮 にあらず ぬれ 紙た リ) 土 岐丹後 守 殿大阪 御城 代の 節孺 紙お 五郎 難 波 裏にて 服 都^ 左 

衛 I： と い へ る 侍と 暄 t- をな しつる に、 右 左衞 門 を 粒して 親 組 八幡に 身を游 みけれ ども 天網 遞れ がた く 入 

牢に及 ぶ こ れ享. は 中の 事な リ C 

次に 放 駒 Ili^ 吉の. 實說は 明かと はい へない が、 大 S 大寶寺 町の 摁米 展丸屋 仁左衞 門 の 養子で、 養女のお 長と 許 

嫁の 仲で あ つたが， 家業 を顚 ずに 男 達の 仲？ E 入り をして 居た もので あらう C そして その 货 父が 果して 正德享 

保顷 大阪市 中で 持 難され た 小 膏 藥を裒 つた 近 顿堀中 橋 北 詰の 作兵衞 とい ふ 者であった とい ふの が 事 貸 か 

どうか は 解らない が、 鬼に 角 長吉を かう いふ 閥 係の 者と して、 前の 力士 長五郞 と共に、 王耍 人物と して 先づほ 

むかし ；.- め ま 八 ごく、，；、 ほし 

るリに 仕組まれ たの は 「昔 米 万 石 通」 である。 

「昔 米 万 石 通」 は 一 風 *出 中 千 柳の 合作で、 享保十 年 正月 二日から 「女婵 丸」 の 切と して 豐竹 座で 興行され 
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千歳との 閥 係 を西國 武士： や！： 鄉右衞 門と 舆 a 郞とぁ 

づま との 關係に 作リか へ 、 潘 髮は與 五郎の ために 働 

^ き 放 駒 長 吉はギ 岡に 賴ま れて雙 方の 達 引と なる 仕組 

^ とし、 南 與兵衞 は 長- rp- 郞とは 義理 ある 兄弟と いふ 關 

曲 係 を 持たせて 更に 又 「万 石； 迎」 の長吉 とお 蝶との 關係 

H を 長吉の 姉お 閥と 長吉 との 關 係に 轉 じて 趣向 を こら 

ほ したので ある C 

附 仝篇九 段より 成リ， 第 一 浮む 瀨の 段、 第二 相撲の 

^ 段、 第三 揚 崖の 段、 第 四 大寶 寺の 段、 第五 難 波 の 

十 ^、 第 六 橋 本の 段- 笫七 逍行茱 稀の 亂吹、 i か 八 八幡 

年 の 段、 第 九械心 寺の 段に 分れて： i る 0 この 中 第三 段 

^ で あづまが 與兵衞 の 難 を 救 ふ 趣向、 第五 段の 喧嘩の 

月 場、 れ^^六段の駔落の趣向等は ぃづれもー.壽門松」から 

座 の飜 案で ぁリ、 第 四 の大寳 寺の 米 al^ の 場 は 「万 石 通」 

^. の中卷 5 脫化、 第 八 八幡の 親 ての 髮 剃り は 「万 石 

通」 の 上の 卷の 切から 來て る。 而 して 41! 體の上 か 

ら見 てこの 第 八 段が 山で あり、 殊に 引窓の 趣向 は 舞 


免暖溲 

之 象き 食 幾.^^ 

八 『 まれ K 力 A 


《f . や ふや 、^^  i リ 

s ^ -,^  f  、 さレ "一.， ぃメ V レ、 タ 
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S の S 菜 R  2 


. ^  0 岸 村 《泉 


CH、 吉 右^,.,^ 夫 


S 技巧と して 巧妙 を： W めて 居る C 尤も この 一 段 は 以前 は 

笫ニ おの 相撲の 場 程持權 されなかった が、 近年に なつ て 

度々 上演 を 兄る やうに なった 0 

此！ 璃 初演の 時 は颇る 不評). 「夏ほ^^俨.^鑑」の國七 

九 郞兵衞 と 一 寸德 兵衞を 前髮に 1 二  .：1 五郎 1 一： ズ吉 とした や 

うで あると いはれ たとの 事で あるが、 兩作を 比較して 党 

れぱ 如何にも さう 思 はれる 點も ある C 作者が 双方 共に 同 

じ 一一； 人で、 村 題 も 亦 同じく 遊 Ki に 於け る俠 客の 達 引で あ 


官. ま 


る爲も あらう が、 類型の 部分の 多い 作で ある C 併し 歌 

舞 はに 移入され てから は 好評で ぁリ、 後に は 操で もし 

ば/ (、繰 返されて 居る 0 又 歌舞伎の 方に は 書 替物も あ 

る 0 因 に 初めて 歌舞伎で 演じられ たので は、 同じく 寬 

延ニ 年の 八月 京都の 布袋！：！ 座で 中 出 新 九 郎の濡 髮長五 

郞 が大當 りで あつたと いひ、 大 K では 寶暦 十二 年 十二 

月 角座與 行の 中 山 文 七の 滞髮が 好-評で 翌年 四月 下旬 迄 


常 太 us 

哭翼 


155； けた o これ ま 文 七の 出世 蘇であった とせ！： つても よい。 今 その 時の 番附 を參考 として 揭げて 置く  C 江戸で： M 

じられ たの はずつ と 後れて、 安永 三年 九月 中 村 座興 行が 始めら し い。 

他流 の語リ 物と し て はお^ 怖 の 詞章が 二 段 残って 居る。 「緣の -辻 駕籠」 は 原作 の 第 六 段 の l-a- 界 甚兵衞 とぁづ 

まとの 親子の 名 乘リ合 ひの 場 を 取った ので ある。 「道行 茱 稀の 亂 は 原作の 第 七お を轉 用した ので ある。 乂 

文 七以 *W こ 於て は JduT  8 歌舞伎で は、 豐後 節の 地で 演じられた 與五郞 あづまの 道行 も 多い が、 それ は 4<抵 書 

,1 4;  .  できあき  ちぐさの はないろ のよ 

おゆであって、 例へば 風鈴 の 娘 殺し を 取 入れた 「常櫬 八幡 祭」 の 透 行で ある 常 磐^の 「千 種 花 色 世 

. ざ，， \  .  う； f やな. ぎ はるの みちゆき 

盛 力」 (文化 七； や 八 H:^ 村 座〕 の 如く 夜 そば 寶ゃ 大和 阒子賣 をから ませたり、 一 梅 柳 春 道 行」 (文政 元年 正月 中 

村 座) の 如く 梅 野 由 丘ハ衞 との 絢 ひ 交ぜに なって ゐたリ 、淸 元 の 「壯酌 子 色 成 田 展」 (弘化 一 一年 五月 河原^ 座) の 

如く 女 夫 圑子寶 を あしらったり したやうな 趣向の ものが 多い が、 今 それ を 一 々列舉 する の 煩に 堪 へない 0 

いちの たに 、，"ぶけ ぐ  <  き 

一 谷嫩 軍記 

寶曆 元年 十二月 十 一 = から 竹- MM (行 C 作者と して は、 淺田 一 鳥 *浪 岡- 1兒* 並木： 止 三， 難 波： 一； 藏 •】〉 竹 甚六 

等 五 人の 名を述 ねて る 上に、 故人 並木お 輔 の 名 を も 揭げて 居る C 本 來豐竹 .M の 作者で あつ た 並木 宗棘は 延 

享ニ年 並木 千 柳と 名乘 つて 竹 本 座の 作者に 列し、 上；？ 諸 篇の外 合せて 十一 篤に 筆 を 執った が、 七 年 u の寶曆 

元年. 冉び 观ュ竹 座に 歸リ、 並木お 輔の 名で、 十 W:M ハ行の 「口 ^聖人 御 法 海」 の 添削 をな し， "史 に 本 m の 第： 二 段 

迄 を 作つ てこの 3f 九月に 物故した C よ つ て そ 3 あと を 他の 淺 W 一  鳥 等が 迫 加して 一 篇に 纏め 上げて こ に 上 

場 を a るに 至った ので あると いふ C 但し 三 段 E 迄 の 仝 部が 宗輔 の 筆で あるか どうか は斷 1 一一 n し 得ない が、 少く 


とも 三段目 は 彼の 作と 見て 差 支な いで あらう。 

平家物^^川以來愛好せられて：^る！：：^的史譚ともぃふべき 一 の 谷に 於け る 熊： "^敦 盛、 忠 度六彌 太の 物 を 主 

村と した 作で、 本名 作 集 上 卷に敉 めた 「須磨 都 源平 践： 踢」 とほ^ 共通の 村 題 を 扱って 居て、 この 作に お ふ 所 も 

あるが、 その 趣^の 立て 方に 於て 颇る 相違して、 一段と 技巧 を こらして をる C  二つの 大きな 事件 を 絢 ひ 交ぜ 

たために 筋は隨 分複雜 にな つて 居る。 仝篇 五段の 場 割 を 表示 すれば 次の やうになる C 


初 


二 段 目 


1】 一 M 


四 ほ n! 


序 


- 堀川 御所 (熊、 4- 六彌太 出陣) 

• 北 野天 神の 場 (卿の？ if^ の 自害) 

.1- 盛 前 (敦盛 出 if) 

• 1 の 5^::^:!: (小 次郎 先陣〕 

. 組 打 r 敦盛 C 奴 期) 

.蒐原の5-林住家(太^:-平出陣、 六 彌太忠 乂へ 櫻の 抉 渡し) 

-彌陀 六 内の 場 (小 ：@ と t お 衆. K は教 盛との 潘事) 

，御影 3 松原 (き 葉の 笛 渡し、 寶 引) 

. 熊 谷 陣屋 

. (菊の 前と 乳^ 林との 缣倉へ の 道 汀) 

. 鶴が 岡 八幡の 場 (菊の 前が 危難 を 救 はれた 深 編 笠の 侍から 忠 度の 敵 は 六彌太 

と敎 へ られ る〕 

丄ハ 太 館 (樂人 齊事太 五平の 述懐) 
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!■ 大內の 場 (義. 經賴 朝牒し 合せ 時忠 より 寶劍 を联 返す) 

. I  I 扇 谷 ギ山陣 所 (六彌 太 叛逆 人 平 山 を 討つ〕 

大序 堀川 御所の 場に 於て 大將義 經は辦 £ ふの 書いた 「一 枝 を 伐ら ば 一 指 を 切る ベ し」 云々 の 制札 を 熊 谷に 渡し 

て 一 の 谷の敦 盛の itLSM はせ、 六彌 太に は 「さ  >  彼 や 士心賀 の 都 は 荒れに し を …… 」 の 短 册を附 けた 山 櫻の 枝 を 

渡して 忠 1^ に 1^ けよ と 言 ひ舍 める C これが 全篇に 亙る 大切な 伏線と なつ て 居る C 熊お は 若木の 櫻 をいた はれ 

との 義經の 心 を 汲んで 一 の 谷で 我が 子の 小 次 郎の首 を 討って、 後に 陣屋. て 義經の 赏檢に 供へ る 時 「教 卿 は 

院の御 胤、 此花江 南の 所 無 は、 則ち 南面の 嫩>  一 枝 を 切らば 一 子 を 切る ベ し、 花に 準 へ し 制札の 面、 察し. a. 

して 討った る此 首、 御 賢慮に 叶 ひし か、 但し は 直 賁過リ しか 御 批判い かに」 と 首 ふので ある C 救 はれた 敦盛 

の 爲に佻 養の 石塔 を 5^ 立した 彌陀六 は、 梶 原の 爲 にこの 陣屋に 引かれて 來て 居た が、 義經は それが 昔 自分 達 

が 伏 見の Si で 雪の 夜に 救 はれた 宗淸 であると 觀 破して 舊恩を 感謝す る、 そして 彼が 大切に 育てる 娘の 小 雪 (重 

盛の 女ソ への 贈物と して 鎪椴 を與 へる、 中には 敦盛が 忍んで 居る C 有爲轉 ii の 世の 無常 を 悟った 熊 谷 は 出家 

する、 三段目の 切で 全篇の 山で ある C 

兎 原の 里の 隱 家で 櫻の 校 を 受取って 我が 歌の 勒撰 集に 入れられ たの を 知った 忠度 は、 義に 感じて 須 磨の 浦 

で六彌 太に 首 を： ひ. ける C 六彌 太が 大力 無雙 の忠 度の 首級 を あげ 得た の は、 旗 持が 忠 度の 右腕 を斬路 したおで 

あった。 その 功で 旗、 持 太 K 平 は 樂人齋 と 名の つて.； ハ彌 太から 舅と して 敬 はれる 身分と なった C 併し 樂人资 は 

赏 は重衡 8 臣 後藤-お 衞守長 と 菊 の 前の 乳母 林と の 仲の 子で ある。 父の 汚名 を 雪が うとして、 夕 1^1^ の 亂箪中 誤 

つて 六彌 太と 思つ て 忠度を 斬った ので ある C 菊の 前が 林と 共に 六 彌太を 討た うと 館へ 入 込んだ 時 わざと 菊の 
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前に 斬られて 一 切 を吿. a する、 しかも こ  >- へ 來 <?« せて 

居た. K 彌太 の 馴染 の 京九條 の 遊女 一せ 原 は そ の 妹で ある 

とい ふ 持って 廻った 仕組みで、 こ 、 に 太 五： 牛 親子 兄妹 

の 邂 H?! と 死別と を 見せ て i5 る C 


この 四お：： n の 切に 後に 西？ t 一  鳳が 加筆して、 「流しの 

枝」 とい ふ 琴^ を 入れ、 佐々 木市藏 が 作 曲し、 弘化三 

年 正月 大阪の 角 座で 市 川 海老 藏の獨 吟で大 i ぉリ であつ 

た C  ^永 二 年に 八 代 n 闕十郞 が 下阪した 時 これ を 習つ 


いへ づ w 

て歸 り、 八月から 河原 崎 座で 「一 谷 武者 畫 土^ 」 と 題 

して 土 iJi 一 H として： M じた c  (傳奇 作 書 拾 遺 下 ) 

又 後に 新^ 舞 伎 十八番の 一 として： 減ぜられた 「蓮 生 

物語」 は 本 曲の 第三 段：：！ 切から 脫 化した 蓬生の 後日. Bt 

である C 天 保 十二 年？： 屮村 座で 「堺 開帳 一： 升 花 衣」 と 

題して、 蓮生坊 海老 藏" 玉 綠姬榮 一一 一郎、 盛久彥 三郞で 

演じた のが 始めで、 嘉永 五^三 月 河原 峰 座 再演の 時 「新 

十八番の 內蓮 生物 語」 と銘を 打って出した。 

この 锨 軍記 は. り 大入りで， I 立 寶曆ニ 年の 春から 

夏 を 打 通し、 盆から 大切に 操リ踊 を附 け て It 行した 程 

で あった。 操りで 好評で あ つ た爲 に 歌舞伎 へ も に 移 

入され、 寶曆ニ 年 五月に は 戸の 屮村座 森 S 座が 相 共 . 

に 上 5kw し、 同年 十 1 月 に は 大阪の 中の 芝居で も 演ぜら 

れ、 以後 操リ でも 欲 舞 伎で も 何 IS となく 繰 返されて 今 

rz に 及んで 居る 0 


あう しう 

奧 州 


あ たもが はら 

安 達 ^ 


Rt 番 上 衬中月 五 〈ti  二  ® 寶 


寶曆 十二 年 九お 十 = から 竹 本 座與行 c 作者 は 竹 阳和泉 • 近 松 牛 二  • 北 窓 後  一 • 竹 本 三 郞兵衞 C 

前 九： やの 奧州攻 を 世界と した 淨 るり は 少 くないが、 本 e は 前 九 年の 合戰 後の 安倍い ：3:任* 宗任 兄弟 を 中心と 

しての 一族 家臣 等の 再擧の ほの 苦心 を 主 村と し ■ 

に も 作られ て：„^5る=1^知な4 の傳^^-と安達原 


之 を 脚色す るに、 奧州 


锞 故の ある 古來 の傳說 として 旣に 


の 鬼女の 傳說と を 利 し て 悼奇的 2- 色彩に 富 

む 趣向 を 凝らして ある。 その 場 割りと 梗槪と 

をい へば、 第一 段大序 「鶴 ガ！： 假 接の 場」 で義 

家 は 金 札 をつ けた 鶴 を 放つ、 二 段 3 への 伏線 

である。 次の 「吉 E の 神前の 場」 で 皇弟環 の 宮 

が lii の內 侍と 共に 行方 不叨 となる C 切 「義 家へ ぬ 

の 場」 義家 はおの せ il 失-おの 當の責 任 者た る 志 

賀崎生 駒 之 介 を 勘お する C そ Q 情人 倾城戀 絹 

が^ 任の 妹た る を 知り 共々 に 一 つ 2 功 を 立て 

よと 言 ひ 含める C 第二 段 目 は 「外が 濱の 場，！ と 

「善 知 烏文ュ m 住家の 場」 とに 分れ、 5!- 任の 一子 

千代童の藥代の爲に禁制の鹆の金札を取った善知^！文治は訴 へ むれる 市と なった C 併し その 訴人た る 外ガ濱 

の 南 兵 衞とは 主従の 問 柄、 卽ち 南兵衞 はお 任で ある 事が 分る と、 南 兵衞は 文治に 代って 科 人と なって 都に 引か 


れる、 義 家に 一 矢 を 報いん との 心からで ある。 第三 段 n は 「朱 雀の 堤の 場」 で、 義 家の 舅で 環の 宮の 傅た る 像 

仗 底 方が 不義の 藤で 勘お した 長女の 袖获が 非人と なって 2? るのに 會 ふ條、 切 は 名高い 「僚 仗 館」 で、 袖 の 祭 

文から a- 仗の 切腹、 偽勦4-桂中納せ：Iと名乘った與任と；$^:-袖萩及び鶴殺しの^兵衛との絡ぇて久しき夫婦兄 

弟の 對面 C  ^四 段 口 「奥州 白 河の 闢の 場」 で、 環の 宮の 行 方 を 尋ねさ まよ ふ 生 駒 之 介と 戀 絹と は 惡 人の 離 を „^i^ 

れて 安達原の 一 つ 家に 迎 りつく C 切 「一 つ 家の 段」、 负任ぉ任兄^^の母岩手御前は 一 つ 家に 住んで 環の {tK: を か 

くま ひつ 、强. ぬ を 働いて 軍 川 金 を 作って 居る C 宮 の止聲 を 平癒させる 爲 にと 折 柄 泊り 合せた 戀 絹の 腹 を 割 

いて 胎兒の 生血 を 取った が、 女の 血が 亡夫の^ 體に にじんだ ので 我が 娘と 知る のみでな く、 環の .K と は 寅 は 

義 家の 子 八つ 若、 Ml の內侍 は實は 新羅 n 一郎で、 いづれ も義 家が 裏の 裘 へと 手 を 廻して、 神の如き§^51ポを以て 

計って 置いた 事が ：1 く 明かになる C 故に 第五 段に 於て 良 任は豫 てお 令って 隱 して 置いた 十 握の 寶劍 を義 家に 

渡し 宗 任の 後事 を 托して. E 寄し こ >t に 萬ポ： >  は 解決す ると い ふ^で ある G 

お 任の 子 千 eif 童 を 守り 育てて W 擧を 計る 趣向 は、 "1^ ょリ 先、 元 文 二た や 正月 週 竹 座興 行の 並木 宗輔の 作 「安 

まつらき 2 かさ 

倍 宗任松 浦 1 」 に 仕組まれて 居る の を 取って 善 知 烏 8 傳說を 取合せ て 趣向 を 立てた の は 巧妙で あり、 安達原 

の 一 つ 家 も 如何にも 器用に 飜 案され て、 1 切の 秘. おはこの 家の 正 體を發 いて 初めて 解る やうに 化 組んで ある C 

誠に 技巧の 1^ と い へば いふべき であらう が、 何とい つ て も 割合に 劇的に 勝れて 居る の は 三 段：：： の 切で ある C 

例の 南 兵 衞の宗 任の 「我が 國の 梅の 花と は nj- たれ ども 大 -K 人 は 何とい ふらん」 の 歌 話 は旣に 1^ 家 物 詰の 劍の 

^5^-などにも见ぇて！1^る程で相赏に古 いもの でぁらぅが、 これ を 劇に 仕組んだ の も 本 曲よ リは 前で あつ た，」 こ 

もろ たづな ぐろ 

こに sr ける 費麼 二. 年 秋 江 月の 中 村 座で M ハ行され た His  fe- 奥州 黑」 の綺づ くしの 一部な ども その 一例-とな るで 


あらう t 

本 曲が 初めて 駄舞 伎に 移入され たの は、 寶瞎 十三 年 二 

月 十日から の江：： 森 E 座の M ハ むの^で ある C こ 、に 揭げ 

たの は その 時の 紋番附 面で あるが、 終りの = に 賨释 十 

二 年と あるの は、 いくら 番附 でも 十三 年の！ T て ある 事 は 

官ふ迄 もな い C  も操リ の番附 面の もの を ほ V そのよ 

ま 取つ て： 1W る 事 は！ S 者 を 比較 すれば 叨か である C 

乍 者 として 名 や- 违 ；： て 居る ra: 人の 中で は 、！^ - な る は 近 松 

牛 二、 次いで は 竹 本 一：： 郞兵衞 である C 

J^l^4- つ 、近 松 5： 左衞 門，」 4^ 人で 「難浪 土產」 の 齐 

として 知られた 大^の 吊 者；：！ 镜以 貫の 子 C 少く して 放逸、 

竹 S 出： S の 門に 入つ て^ 产 W 璃作 みとなる C  .Ks^ 元年 十月 

の 作 「没 行者 大 3f 櫻 一に 作者と して 始めて 名 を 列ね てから 

作者 生 iS; 一一 十三 年 天叨： 一； 年 二月 五十 九^ を 以て 歿した" 

その 作 は總計 十 に 及ぶ が 大部分 は 合作^で ある" 

本名 作 屮に收 めた 諸篇 がその 代表的 名作で ある C 大阪に 

於け る 操 芝居 衰 if」 期に 出で てよ く 入氣を 保持し 得た の は 


丁，  ノ  ley  ■>  t^fc^Tlr 一 

1、 十- 一 o/p -£フ1ー.1§， 上 も-叫 --~ 
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彼の 力が 與 つて 多い c 舞 S 技巧に 長け て リ.. その. 品 

に は、 今な ほ^ It はに 於ても 異彩 を 放つ ものが 少 く，. リ- 

•••••• 

竹 本 三 郎兵衞 は 人 遣 二 代 目 吉田ー 1 一郎 兵衞 のこと であ 

る C 名人 吉田 文. 三郎の 子. アヽ 初め 吉 W 文-吾と 稱へ竹 本 座 

へ 出勤して 居た C 寳曆九 年間 七月 父と 共に 二 時 竹 本 座， ど 

返いた 力 ：！： 年 九月 .E 分 だけお 歸し、 吉田 三郎兵 衞と改 

めて 出 座し、 同時に 竹 本： 一； 郞兵 衞と稱 へて 作者 を も 兼ね 

た C ゃズ 永 ー兀 年 十二月 の 「艷容 女 舞 衣」 以後 の 正本に は そ の 

名が 見えな い C  ズ年 未詳 C 

丄 に丄 L か，， 

本 ® 廿 四 孝 

w-f 一一】 年-. 月 十 叫 n か ら竹； 4-^ ト-場 C 作者と して 十，"、 

近 松 半 二 o: 好お お 幡， 竹 出 小 出 * 竹 田 平 七 • 竹 本 

二； 郎兵衞 等 六 人の 名-ど 連ねて 35- るが 主なる は 牛 二で ある 

事 に 首 ふ 迄 も な い C 

信玄 > 謙 信 と の 碗 執 を 村题 とした ms ム」 して は、 近 

松の 「信 州 川 中お 合戰」 ，9^:松ク；：作5^-下^1-所收)を始めとし 


一？^ ts\5 を 衣 *o 十， 

中お. 9r も 
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て、 次に 出た のが 延享 一 一 年 正月 曾极崎 の i; 石 越後 掾座上 

：ぱ の 「三軍 枋 一で、 作者 は 櫻 井^^ • 戶田采 女 等で あ 

る C 又 海 音 の r  ElE お 軍 §s 今樣姿 」(享 保 ニキの 作) の 系统 

を 引いた ものに.！ « 暦 六 年 十 一 月  一 口から 咢； 竹 斑で 興行 

された r 甲斐 源氏 is 配」 が ある C 淺 E 一 患 等の 作で、 

訪法 性の 兜.. 探索の ために 國を 出で、 好色に，^«^を持崩す 

と 見せて、 .K は謀將 ef^ 士を 語ら ふ武 m 晴 iis の 働きに 村.^ 

義 ii? の 奸策 を 取合せ、 武 E ヒ杉 C 合戰 は 村 上の 離 i^i 東に 

よる： if.g、、J して、 その 問に 山 木 勘. を 働かせて 3iS る C 斯 

探に 色々 の 作が あるが、 そ 5 屮 で^れて 居る の は 「信 州 

川屮 ^12 合戰」 である。 「本朝 廿 §： 孝」 は 藍 本と して この 作 

を 採り、 傍ら その他の 前.. に 諸 作の 作意 を も參 酌した 上に 

更に 牛 二 式の 技巧 を 凝ら， して 作リ 上げた もので、 筋が 複 

雜 を！^ めて aw る， 上に、 面の 人^ や 疑問の 曲者 を 山に 

働かせて ある 點に 於て、 恐らく は 技巧^ 山の is^ 本 中の 典 

型と いってよ か、 しう と 思 ふ C 

本 曲の 仕組 は 非常に 入 込んで 居る が、 筋 を ほぐして 要 


點 をい へば 次の やうで ある。 種が 島の 一 發で將 軍 義晴を 

射殺-して： 逸- m した 井上 新左衞 門、 識訪明 神 鳥居 前の 力石 

の下ょリ顯れる曲^|^上杉家の花作リ關兵衞と、斯ぅ姿を 

0 へ て 足 利 家 を滅し fT> を 覆さう と 企てて る 美 濃の 齋 

雜 ^s^nll が 本曲 に 於 け る 事件 紛糾の 黑 幕で、 これに 腹 黑き 

北倏氏 時と 村 上左衞 門と を 取合せ て、 彼等の 奸計に よつ 

て、 li 訪法 性の 兜の 事で 不和の 武出上 杉の 確執 は いよ 

く 高まる と 共 に 、 將軍 者 を 捕 へ 得なければ 三 年後 

に は 切， M とその 兩親 によって 誓 はれた 勝 賴と景 勝は拔 

ならぬ 羽 E になって 行く C 雨 人 共に 身代 リの 必要に 迫ら 

れ た 0 景勝 と 慈悲. 藏 Q  ^^江 .E 城 と は、 慈悲 藏 の 兄 横 蔵 をお 

抱へ で 身代 リ にしようと したが、 横藏は それに は 餘リに 

深慮 大望 の 士 で あった。 義晴 が 暗殺され た 時に その 胤 を 

懐^して： IW る 賤の方 を ひ 去った 覆面の 人物 は 彼で あつ 

た e 識訪叨 神の 力石で 勇力 を 示して 曲者から 载を 得た の 

も 彼であった C 彼 は 夙に 武田 信玄と 肝膽相 らし- その 

内命に よって 足 利 家の 若！？ を 我が 子と して 育てて 居た 山 
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■  ― 一  ；》: ^リ。 


本 勘 介であった」 扨乂 一方に 於て 武 田家に 於て は、 勝艇 

の 傅；？^ 垣 共 部 は 生家横^? の 底意 を 以て 勝賴と 我が 子と を 

ば^^へて！^ぃたが、 H<_.w! とい はう か、 苦心した 身代 リの 

お 作 は 間に合 はずに 我が 子が 切腹した C かくて 勝賴 なら 

/一^^ は 偶然 身代りの 役 をつ とめて、 眞の勝 親なる 薪 作 

は 却って 上 杉の 館に 花作リ となって 入 込む 事と なる C そ 

して こ の 問に 二人の 勝 蛾 をめ ぐつ て濡 衣と 八重お； 姬 との 

戀が展 iS され、 濡衣 は雜晴 の御臺 を 狙って 居る 已が 

货父道：ニ の&3に御臺の ^^^^リに立ち、 法杜 の.^ は 八 直 垣 

姬の 働で 武 E 家に 一:^ り、 事件の 口火を切った 道 三 は 萬 事 

休して 切腹し、 北^ 村 上 も 捕 へられて 兩家は 和解す ると 

い ふ 恐ろしく 入 組んだ 趣向で ある C 

山 本 勘 介が 關丘 ハ衞の li- 體を觀 破した の は、 識訪 明祌の 

力石の 下から 顯 はれた 時に 「七重 八 m- 花 は 咲け ども 山吹 

のみの 一 つ だに 無き ぞ 悲しき」 と いふ 歌と 共に その 身に 

つ け た 管 蓑 を 後：：： W 會の 證 にと 渡された ので、 この 歌 の 

作 若た る. 太 田 灌 S 後裔であって 領國类 濃 を 足 利 氏に 奪 


はれた 0 を 怨んで 居る. 鱭鷗追 三た る 事 は 「みの 1 つ だに 

た きぞ 悲しき」 によって 覺 つたと は、 恐 らく 院本 作者 の 

味噌の 上乘 なる もの であらう C 題名 は 本 曲 3 山た る 勘 介 

住家の 笱掘 リに 基く こと は 言 ふ 迄 も あ る ま い 

仝 II の 場 割リを 表示 すれば 次の やう になる C 

口 …… 室町 館 S 場 (賤の 方 懷胎の 祝， 武 E 上 杉 

確^^が問題 となる C 義喑の 上意で 勝賴と 

八^お ー姬 との 婚約 を さ せ る —— 四 段 H 

へ の 伏線) 

中 …… 誓願 寺 茶 W の 場 (^江山 械と賤 の 方の 暖 

;>^八っ^^1の不義問越) 

切 …… 室町 奥御殿 ハ義喘 9 暗殺、 賤の 方の 奪取、 

g 者の 投げた 小 枘が三 段 H  , 伏線 江 

_ んっ 橋の 追放、 これ も 三段目へ 聯絡、 上 

严 杉武 田の 誓 首) 

、— ：… 下碘^訪5^1:の場(：兵8^蓑作^:::抱、 濡衣百 

二 段 E 一  ^參 り、 横藏 曲者 出會) 

…… 信玄^iG場(勝賴の切腹〕 


初 段 


12^ 


■ -1； ボ植ガ 原の 場 (境 nls!! 'ひ、 捨兒〕 

二ぎ E:<^ 

一切 …… 勘 介 住家 (景勝 下駄の 場、 ：^!? 掘り、 横藏の 物語) 

，道行 (一； お 作と 濡 衣との 信 澄への 藥賈 となっての 逍行) 

四 段 U  口 …… 和 E 山村 上 館 (百 物語、 村ヒ 狐にば かさる) 

一切 …… 謙 信 館 (十 種 香、 狐火、 近 三 最期) 

五段 rn  大则^ 

三 段：：； r の 口の 枯：^ .14 に 於け る 境界 爭は： ir- 松の 「^ほ 女 夫 池」 の 第二 段の 境界^からの 脫化 らしく、 勘 介 住家 

は 「川 中島 合戰」 の 輝 虎 配膳の 場の 鎖 案た る こと は叨 かで ある。 

此の 淨瑠^ M ハ行の 際、 第 四 段 目に 於て 見物 席 を はすに 引 割 御殿 をせ り 上げ、 古今の 大道具で、 大入 であつ 

た。 その後 操リ でも 度々 繰リ 返された のみでな く、 同じく 明 和 一二 年 五月 大阪の 中座で 初めて 上演され て以來 

馱舞 伎で も 長く 屢々 演ぜられ るに 至った C 

せき タ J り せん りゃう の, ゾリ 

關取 千兩幟 

叨和 31 年 八月 ran から 「花 軍壽永 春」 の 後 芝 として 竹 本 座與行 0 

作者 は 近 松 中二  • 三 好松洛 • 竹 田 文 さ • 竹 田 小 出 人民 平 七 • 竹 本； 一 一 郞 兵衞。 

此の 赏 i す大阪 で人氣 力士と して 《€ 負の 血 を 湧かせた 稻川千 田 川 を モデルと して r 雙蠑々 e^L 日記」 の 力士 


達 引の 趣向 を 翻案して 想 を 構へ た 作で ある c 

江 州彦根 藩の 御用 を 勤める 大阪 の 鶴 屋淨久 の i: 鱧 n 一郎 

は 大阪： m 抱へ 錦 木に 溺れて、 その 身 請金才 SI: 一の 事から 戀 

敵た る彥 根の 浪人 村！： 圑右衞 門 及び その 一味の 徒から 廣 

金 をつ かまされて 親の 勘赏を 受ける。 丁度 この 時 彥根藩 

物 頭 役 三 島彌 太夫の 女お さいが 許嫁の 男 ある. ％ で 禮三郎 

と 密通して： Ii5 た 事が 顯れ て、 これ も勘赏 されて 禮三郎 を 

たよって 來る C 禮三郎 は 進 返に. M する C  ^久に 恩の ある 

池 田の 關 取お 川が fg; 一一と 錦 木 を^り、 おさい は 力士 千 羽 

川の 女房が る C これが 事件の 發 端で、 園右衞 門の 手先 

に は 力士 鐵ガ嶽 が 居る。 S 然 31^ 川との 達 引と なり 川 は 

先方の 錦 木 身 請の 猶豫を 乞 ふ爲に 千番に 一 稀と いふ 大切 

な 十： 俵 リ 勝 を 鐵ガ嶽 に 譲らう とする を、 岩 川の 女 Has お 

とわが 身を賣 つて 危機 ー髮の 際に 之 を 救った C 併し 錦 木 

はおと わの 義に 感じて 再び 身を賣 る、 一 方 禮三は 鐵ガ： 

殺しの 媒疑を 受けて 前途 を悲 み、 錦 木と 情死 を 企て た が 

人々 の盡 力に よつ て 目出度く 納 ると いふ のが 大 で、 こ 


夫- お ？ 3  ！ 5     «  11 兩千取 E 
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題 解 


vb--^v£^f ズ、 ^.^^^^ ュゅ巧 >5 ^ゾ ：、 ^  , " 


Is 

W 氣 $4 


れに おさ ぃの許婚に赏る丹波の家中^^田兩助が抱 へ の 力士 鐵ガ嶽 殺しの 詮議 人と して 千 羽 川の 許なる 疆 三お 

さ いの 隱れ 家へ 来る 筋 をから ませ、 又 村 岡のお さ いの 父彌 太夫に 對 する 惡 事な ど を 取合せ て 九 段に 仕立てて 

ある C 併し その 中で は 二 段のお 川內の 場が：！； S も 名高い C 第 七 段の IS 谷醴三 II- 家の 場 は 「新 口村 J の魏 案で 

はな いかと 思 にれ る やうな 趣向で あるが、 餘 りに 技巧的で ある。 

力士の 岩 川 を 猪 名 川と 改めた の は、 

操りの 方で は 文政 九： キ 二月 座 ^^內の 

興行の 時からで ある" 

歌舞伎での 初演 は、 明 和 六 年 春 江戸 

の 森 E 座で 岩 川三津 五郎、 千 羽 川鐵ケ 

牛右衞 門、 岩 川 女房 牛 四 郎等の 顔 J!^ 

での M ハ付 であ、 しう C 

本 S の書替 物と して は 「關 取 ニ代膨 

； 5! 附」 が ある C 叨 和 五 年 九月 龜：" ^芝居 

で與 行され たもの で、 作者 ほ 八 K 平 七 • 

並木 正 三等で、 十雨 校の 秋ホ島 鬼ガ嶽 

の 達 引 に 六角 家 の 家 定 めん 相撲の 事 

を 取合せ た 趣向で ある C 「關取 一 鳥居」 


取 


兩 


(明 和 八 年 作) はこの 改作で あり 「關 

联ニ 代鑑」 は 改題で ある C 

本 曲が 轉用 された 他流の 語り物と し 

て は 詞章 G 残って 居る ものに 宮蘭 節の 

力の 段」 ひ 七 段 目 趟谷を 取った 

「名残 初 女 夫」 が ある。 又 「^名 川內 

の 段」 は 新 内で は 今 も 行 はれて ！w るの 

は 周知の 事で ぁリ 、又 常 I や：！ i にも あるり 

常磐津 の 岩 川 內の段 は 天 保 六 年 六月 市 

村 座で 興行され てゐる C 

序に 正本に ついて 一 言 し て 置き 度 


-卞 _,i 


現存 の 本 に 「花 軍壽永 春」 と 合 殺 

ひも ひと 單 行の ものとの 二種 ある C 合 緩の 方が 原作で、 之 は 三十 

は 一一 一 I 二 丁 表から 起して あるので、 原作の n; 十  一 丁裹 と； 二十 二 丁 

約して ある C あと は 同文 C 單行 本の 丁附の 初めに 「關 初ノ 三十 二」 と ある はこれ が 爲 である- 


f お 


お 


本 


T の から 起し て あ るのに、 單行 の もの 

S5 ち 三 la: に； ローる 文 を 三十 二  丁の 二 頁に 縮 


あ ユ み ん じ せん じん 0-か た 

近 江 源氏 先陣 館 

叨和六 年 十一 一 パ 九！：： か、 與 の 竹 本 座興む C 作者と 

して は 近 松 牛 二 を 筆頭に AK 平 七 .松^ 才ニ • 三 好 松 

*竹田 新 松 *；^^ 松 iB- 南 • 竹 本 三 郎ぉ衞 ^3- の 名 を 連ねて 

ほる が、 1£ 版の 正本に は ^一 T 牛 七 • 三 郞兵 街の 名を揭 

げて 居る のみで ある。 この 中半 二が 立 作者た る は 首 ふ 

迄 もな い C 

史劇の 絶好：；？ 題の 一 つと もい ふべき 10- に 氏の 末路が 

劇に 让 組まれる に 至った の は、 江 尸の 後期からの 事で 

あった 。それ とても 難波戰 記た どの やう た 、これに 關す 

る戰 記な どに 基く 脚色で も 0 せ な 人 名 を 以 てして は 其 

筋から 容易に 許された い C そ こで 忠臣 藏ゃ i:!^ 原合戰 や、 

又は. S 井 正 茸な どと：！： じく 世界 を 昔に-取った C 寶永七 

年！：；^月 (？) 豊竹， m 上場と 傅へ、 しれる 紀海音 の 作 一. 賴 

光 新 跡 ほ 論」 は井上柵磨の！；^本でぁった輯光の跡目諷 

に 托して、 閥ケ 原の^ を 組み、 賴光 を秀士 n、 賴 It!? 


ki  S の iS 初 「W 


m 
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を 家康、 義親を 秀賴、 松 名 道 成 を 石 田 三 成、 その E 幾 

左 近 を CIS 左 近に あてて、 賴 光の， ¥ 後 松 名が 遣 命と 稱 

し て 義親を 擁立 して 賴信を jg さう とする 仕組に した C 

これが 登臣 氏の 末路 を 淨瑞璃 に 作り 込んだ^ 矢で あら 

う C 次いで 享保 三年 月から 豐竹座 で 上 場 さ れた紀 海 

音の 作 「義經 新 高 館」 が 出た C 大阪络城の顏末を義！！^王 

從の高 館の 沒 落に 假 托して 脚色した もの で、 頗る 火 膳 

に 露骨に 仕組まれて 居る。 賴朝は 家 厳に、 義經は 秀賴 

に、 權. 姐^- &は 片桐且 元に、 和 泉 三 郎は眞 ほ 幸 村に、 龜 

井 六 郎は木 村 成に 當て たので あるが、 これが 豐臣德 

川の 不和 を賴朝 義經の 不和に 假 托する 始めで ある C こ 

の 系統 を 引いて 更に 大謄 露骨な 描寫を 試みた のが 並木 

な， ん てつ 「一、、 一う め u き 

お 棘の rmfi 後藤 目贯」 (享保 二十 ハキ 二月 登 竹 座 上場) 

である 。こ S 作 は 世界 を 南北朝時代に H- リ、 足 利 尊 氏 を 

德川家 嵌に、 新 E 義 M ハを璺 臣秀賴 に、 舟 m 利 村 を 3M 田 幸 

村に あて 、江 州に 住む. KiS 漢 にして： M 貫の 名工 後藤 乂 

治 を 後藤 基 次に よそへ、 この 醉漢が 舟 W の 切た る推擧 


BR 


や 


太 
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に 動かされて？^ 師 として 大阪^に 入る 事と し、 舟 S が 空砲 

によって 役 藤の 本性 を 試みる 事、 後藤の 妻關 女が 尊 氏 を 砲 

舉 する 事な ど を 山と して 仕組んで ある C その 描. か 頗る 赤 

裸々 にして ハ、 膽で あった 爲に、 その 筋の 忌^ に 觴れて 出 K 

を ItK 止された C 然るに 十： キ 後の 延享 元年 三月 江戸の 肥 前座 

に 於て この 作 を f 義转新 <,:: 狀」 と 改題して M ハ行し、 併せて 

正本 を も 出版した C 南北 S: ゾ徙界 を賴朝 時代に 改め、 文章 

に 多少の 修正- J. - 施した が、 大 體 に 於て 原作と： 物で ある C 

外題 1^ に 「後 よ^ 達 H 貫」 「泉 三郞 伊達： nft 一  などが ある C 

而 して 更に 十 一 年後の 寶» 四 年 七月 登 竹 座で この 改作た る 

「義！ -1^ 越狀」 0>^- 木 宗輔の 捕淮〕 が 興行され た虔 ベ，， 四 段 

= はヒ； S を禁 4- され、 ： 止木 も 亦 辛 じて 三段目 迄 を 出版し 得 

た。 これ は §: 段 H の d 鶴ガ の 場で 家康 にあて た 親 朝を關 

女が 狙犖 する^が 問題と た つ た ので あ る。 但し 本 曲 は操リ 

で この 後 1^ 々緣 返された みみで なく、 敬 舞 はに も 人つ て- 

五斗 兵衞は 永く 劇增を 服して： « る C 

其の. S く、 大阪陣 を 村 題と して、 臣氏 に！： 情 を 寄+; て 


作られた 教曲 は、 相 (おに その 筋 の 壓迫を 蒙 つたに 拘らず 手 

を 代 へ 品 を 代 へ て 舞臺に 現れた 。その あと を 受けて 作られ、 

そして 乂 名作と して 後 迄 も 持 離された の は. に こ 、 に收め 

た 「近 江 源氏 先陣 館」 である。 本 g は 上記の 諸 篇を藍 本と 

して 技巧 を こらした ものである C 世界 を 鎌倉時代に 取り 

近 江の 坂 本 域 を 大阪^に 擬し * 近 江 源氏の 嫡流た る 佐々 木 

三郎盛 綱と 弟 四 郞高辆 とが 敵 味方と 相 分れ、 義 によつ て 骨 

肉 相 戰ふ處 に 山 を 設けて、 こ れに片 岡 造酒 之 頭が Iw 氏と 北 

條とを 結ぶ 爲に時 政の 女- 姬と賴 家と を緣組 させよう とす 

る苦心、時姬は三^§之助.^-1:村を戀して！^る事、坂本城に於て 

は.^ 江 人道 藤 澤鼓人 等が 宇治の 方と 賴家 母子 を 亡き者に し 

ようと 奸計 をめ ぐらして 造 IS 之 頭 を 斥ける 事、 造酒 之 頭の 

志 を 繼ぐ三 浦 之 助 は g; 斗 兵衞ふ 呼ばれる 大 漢、 貸 は 和 田 

兵 衞\^ 乃 盛 と い ス 智勇 兼^ の 豪傑 を 本 城 の 軍師に 招聘し. - 

彼 は その 意氣に 感じ て 働く 事な ど を 取合せ て 九 段に 仕立て 

て ある C その 場 割 は 次の 通りで ある C 第 一 嫌 倉 御殿の 段、 

第二 來大 七ォの 段、 第： 一： 賴家 館の 段、 第 s: 道行 旅路の ぬれ 衣、 


1  が 五 高お 茶 si- の 段、 i が 六 W 斗兵衞 住家の 段、 第 七 坂 本狨の 段、 第.^ 盛辆 i: 尾の 段、 第 九^々 木 船長より 和-お 

迄。 この 中で 名高い Q はお 六と 第 八との 兩 段であって、 第 六 段 は 「南 蠻鐵 後藤 目^」 以來の 豪快な 場面 を以 

て 勝れ、 笫八^ は. 代リ 首. K 檢の 最も 技巧 を 凝され たる ものと して、 作者の ぉ\ 倾を： > ^ふに 足る 場面で ある。 

本 曲が 始めて^ 舞 伎で 演じられ たの は、 叨和七 年 五月 十三： ：！ からの 大阪 中座の 興行で、 盛辆 i  一一^ 大 五郎、 

三 浦 之 助 小川 吉太 郎、 四 斗 兵衞藤 川八藏 * ぉ綱* 時 政 中 出 文 七 等の 效 ぶれで^ カチる 

本 曲 初演の 翌年なる 明 和 七 年 五 S サニ 口から 同じく 竹 田 新 松 座に 於て 「太， 平頭鍪 飾」 を 上場した 處が興 

行 禁止 を 命ぜられて 六月 十六 日限り で 中止した。 爲に1^^本>"出版されなかっ たが、 番附 によつ て 見れば 「近 

江 源氏 先 iS: 節」 の 改作ら しく 思 はれる C なほ 义 これよ リ 後に 作られた 「鎌 倉 三代 記」 (天 叨 元年 三月) や 「日 

本 賢 女鑑」 r 寬政六 年 十月) や 「鳴 湖 高名 硯」 等 も 亦！： じく 登 E 氏の 末路 を 村 題と した もので、 共に 「近 江 源 

氏 先 館」 の 響 を少 からず 受けて る C 

し 八 れい や ぐち のれた し 

神 靈 矢 口 渡 

叨和七 年 正月 十六 口から 江戸 外 記 t;MU 仃 C 作者 は 福 内 鬼 外 C  W 助、 .111: 田 冠 子*玉 泉 堂 ，吉田 二  一  C 

新田 義 M ハが 竹澤良 衡；： i 戶高宽 等に 謀られて 武藏の 矢 ロ^に 於て 横死 を とげ、 その 怨念が 雷電と なって 江戶 

高 m, を 悶死せ しめ、 のち 同所に 新 m 明祌 として 祀られ たとい ふ 事 は、 太チ SiS 三十 一二 卷の 「新田 左兵衞 義 

興 自害の 事」 の條に 詳しい C これ 卽ち矢 口 叨祌緣 起の ig 據 であるが、 村 題 を こ、 に 求めて 脚色した のが 「神 

"s^ 矢 口 渡」 である。 作者が 本 曲 を 作る に 至った の は、 矢ロ叨 神の 祌 主の 依^に よった とか、 祀 上太郎 の慫慂 


に 基く とか、 吉田冠 子の 發意 であると かいふ やうに、 色々 の宣傳 めいた 言 傳へも あり， 乂舞臺 に 上せても：； i 

戶の li{ 衆から 喝采され た 程で 頗る 有名な 淨^ 璃 である C 併し 一代の 才人 平 贺源內 の 作品と して 見れば、 i:.; 特 

有の 辛辣なる 諷刺 も 皮肉 もな く、 平凡な 類型的の 構 和^と 趣向と に墮 した 淨？？ 璃 たるに 止って 屛 る。 併し 

璃 作者 福 內鬼 外の 作と して は 代表作で ある C 自然 江戶 作者の 淨 瑠璃 中の 名作で あるの みならず、 義太失 淨？？ 

璃と い へば 大阪 中心で あつたのに 對 して、 場所 も 出 來事も その^ 耍 なる 部分 は 江戸 附近で ある 上に、 ，に 戸の 

作者の 手に よって、 所謂 江戸前の 呼吸で 緩ら れ たものと して 注 H すべき 作品で あると 謂って よい C 

本 g は 新 E 義 興の 撗 死後の そ。 遣 族 遺臣の 污動を 主眼と して 居る が、 これ を義 M ハの遣 孤 德壽丸 を 守 立てる 

遣臣 の苦褒 と、 義 興の 弟義 3# をめ r る 悲劇と の 二つ の 大筋の 組合せと し、 それが 爲 にニケ 所に. K きな 山を設 

けて ある。 その 仕組の 耍點を い へ ばかう である C 新田 義^; 心中 深く 覺 する 齒がぁ つ て、 小手 指 原で 足 利 

尊 氏と 戰ひ 老臣 由 良 兵. S 之 助の 諫を川 ひずして 竹澤 監^ の 一 W に 1:- つて 輕 々しく 尊 氏 追擎を 企てて 矢 ロ^に 於 

て監 物の 奸計に か V つ て 自^す る C 遣 臣南瀨 六郎は 新田 城なる 幼君 德壽丸 を 伴うて 六十 六部に 身 を やつして 

敵の 追跡 を遁れ たに、 兵 庫之助 はおめ くと 足 利に 降參 した C 但し これ は 表面で、 赏は南 瀨と兵 庫之助と は 

腹 を 合せて、 德壽 丸と 兵 庫の 子と を 取換へ 置き、 兵 庫 は 足 利の 祿を食 みつ  > -德壽 丸 を 我が 子と し P 養育して 

居る C 年， 1 てこ  >" へ 六郞が 竹澤の 部下に 追跡され て 避難し、 兵 庫 は竹澤 へ の申譯 として、 彼が 德壽 丸と n を 

つけた 我が 子 を 身代 リに 立て、 折 柄來會 せた 先君の 御臺ゃ 我が 妻に 本心 を かすと いふ 三段目の 兵 庫 館の 場 

がー つの 山と なって ゐる C その あと を 受けて 2： 段 目の 頓兵 衞內の 場に 於て は、 義^^に戀した：^ぉ衞 の：^ぉ舟 

が、 身 を 捨てて 義峯を 助ける 條に 更に 大きな 山 を 設けて ある C かくて 結局 義峯は 義與の 怨靈と 水 破 兵 破の 二 
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2 見 新 "H  r?3  ^ 金 氏 s 生 srj 


神 矢の 加護と によって 竹渾 一 味の 敵を滅 し- 新 S 足 利 は玆に 和睦し 義興は 矢： t 明 神と， 耽られる に 終る C 

作屮 最も 特色 あ る 人物 は ふ 迄 もな く 矢 U の 渡 守 顿兵衞 で、 金の 爲 に は 義理 も 人情 も IS みない 惡に 徹した 

圔 太い 人， おとして 描かれて 3W るが、 この類 型の 人 fl として は 近 松 2 「杷 狩劍本 地」 の 三段目 艾屋の 場に 出て 

來 るお：」 徹した 久作を 舉げる 事が 出來 ると 思 ふ C 

作^ 一 1 內^ 外 "平 贺源 内の 淨^ 璃 作者と しての 戯 1^。 諧岐志 度 G 浦の 人 C 名 は 國儉、 字は士 桑、 鳩 溪と號 

し、 ズ戯名を3^來山人*天竺浪人.森賴 

萬 象な どと もい つた。 彼の 傳記、 彼の 

多方面に 亘 つての 活動に つ いて は 世に 

知 ちれて る 事故、 こ、 に は 特に 彼の 

筆になる 淨 瑠璃の 外題 名と、 その 興行 

座 及び 初日 を 左に 列舉 する に 止めて 置 

く  0 

神 靈矢ロ 渡 

明 和 七 年 正月 十六 口 外 記 座 

源氏 大 草紙 

明 和 七 年 八月 十九 n 肥 前座 

弓勢？？ 勇湊 


明 和 八 年 正月 4=：= 

わ か のみ. ひ り 

$1； 棄葉 相 生 l^th: 

安永 ニハ小 四月 计：： ：： 

前太平^^^.K:蹄ia 

安永 三年 Id- =1； 十二：！： 

忠臣^ 呂^. 5cr, 忠 


午、 口 


あんみた A 


たのしん 


御&新 m 神德 

安永 八 年 二月 八日 

靈驗 {ne 戶川 

安永 九 年 三月 三日 

源氏 金 王 櫻 . 

寬政十 一 年 正月 

以上の 九篇が ある C 巾に 

大部分 は 鬼 外の 筆で ある 

八 n であると も傳 へられ 

殊に 「實生 源氏 金 王 櫻- 


結 


安永 5： 年 七月 十五 日 肥 


前 座 

前 座 

城 座 

前 座 

城 座 

前 座 


貪 像き き 


雙€§ 

/參 


は.^^ロ田仲ニ  (ニー  と！： 人 か 7 や 二  ^森 羅萬象 (源平 藤 橘) が手傳 つたの も あるが、 

C 而 して 鬼 外が 歿した の は 安永 八 年 十二月 十八： w であると も、 又は 安永.， 几 年 二月 十 

て 居る が、 兎に^ 「靈 驗宮 戸川」 は 彼の 歿後に M ハ^され たものと いふべき である。 

に 至って は、 ずっと 後に なって 興 行され ると 共に 正本 も？^ 行され たもので、 「故人 
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福 内 鬼 外 遣 作」 として、 三 段 E 迄 を 出し、 その 本 表 秋 見返しの 太夫 役割 附の四 段 cn 以下の 空 C 榴に 一福 C 

电外 故人に 成 候 故 此跡出 來不. S. 候 御 斷中上 候 座 本」 と 記入して ある C 

いも せ やま を 八 な てい き 

妹，^ 出 婦女 庭訓 

明 和 八 年：， パサ 八！：： から 竹 本 興行。 作者と して は 近 松 牛 二  *松田 ばく  ，榮 善 平*近 松 東南 8 名 を ね、 後 

として 三 好 松： が-お へ て 居る が、 これ も 牛 二が 屮心 たる 事 は 言 ふ 迄 もな い C 

初代，： f 太夫が 旗-上げ をして から 八十 餘年 連綿と して 摸いた 竹 本 座が 叨 和四ハ 牛に  ー^^返轉し、 明 和 六 年 十二 

月 竹 W 新 松が 瘦本 として W 興し 「近 江 源氏 先陣 館」 を 出した が、 それ 以來も 鬼 角 振 はずして、 窮餘の 策と し 

て、 和 七：. If 秋 三代：：：！.；^ E 文 三 郎冠子 を：； d 月から 呼 下し、 、ば 戸で 好評の あった 「矢 口 渡」 や 出した が、 これ 

もさした る 反響 もな く、 竹 本 座 も乂々 廢 座の 運命に 迫った 時に、 牛 二が 一 生 の智惠を^！^っ てこ の 妹 脊山を 作 

リ、 特に 出の 段の 定香 を？：！ 5 時賈 出しの 春 太夫に、 大判 事 を 名人の 聞え ある 染 太夫に 語らせて 大 好評 を 博し、 

四 五 年 來の不 入 を  一 に 取 返して、 座の旗、色が立^^った^12璃でぁったと いはれ る 0 それ ゆ ゑ故续 村翁 は 曰 

く、 「此の 作 は 半 二 一  代の 手柄の みに あらず、 竹 本 座 再興の 獨參 湯と もい ふべき なり. 一と C 

思 ふに 本 曲 は 結構の 雄大に して、 稀々 の傳說 趣， M の 巧みに 利用せられ、 巧妙 複雜 なる 技巧の Hi 致 を 示して 

居る に 於て、 * 止に 15:^ 璃王 代； ^巾の 雄篇 名作の 一 つと 謂って 差 支ないで あらう C 

謙；：. y が 入 鹿を滅 した 事件 及び 珠取 海士の 倬說を 村と した 戯曲と して は、 古く は謠 曲の 「侮 士」、 幸 若の 「た 

いしょくわん」 がぁリ、 古！^^：^璃にも、 山 本 角 太夫の 「大 しよくわん」 (延寶 八 年〕 井上 播磨 2 「大職 冠 知略 


玉 取 一、 岡 本文 彌の 「大職 冠 方便 玉」、 松 本洽太 失の 「大 伽藍 寶物 鏡」 等が ぁリ、 更に 近 松の 「大綠 冠」 (正德 

みやこ あら. 一 ひ 

ニ年^,^) から 竹 E 出 雲の 「入 鹿 大臣 皇 都 諍) (寬保 三年 g: 月) と 次 i% に 後になる 程 技巧的と なった 作が 現 

れ、 乂 歌舞伎に 於ても 夙に 元 祿六年 京都の 早 雲 座で は 「面向不背 玉」 (白 石 彥兵衞 作〕 が 興行され、 元祿 十四 

年 正月 は 江戸の 中 村 座で 「傾城 王昭 君」 (^川 團十郞 作) が 上演され て 居る C 中二 は 如上の 大織冠 物の 山-か 

ら， 特に 入 鹿 討伐の 方 _2 の 村 料 を 求めた 上に、 更に 大和に 於て 古來 有名な 傳 說で旣 に^ 璃ゃ 歌舞伎に も 仕 

組まれた 事の ある 采 女の 紹掛 柳の 傳說、 ？ 1 鹿 殺しの 科と しての 石 子 詰の 十三 鐘の 說話 及び 謠 M 「三輪」 の _宁 環 

の 傳說等 を 巧に 取 入れて 1 篇の趣 S を こらして 居る C 而 して 是 等の 多くの 說話 傳說を 活用す るた めに、 作者 

は 先づ、 筋 立の 必耍 上から 惡の權 化と も いふべき 超人 的の 力 を 有する 入 鹿の 生 立に つ いて 次の やらた 招 命 

的の 21 緣を與 へ て 居る。 彼の 父 蘇 我の 蝦夷が：！ 1 傾く 顷迄も 一 子た きを 憂 へ て 時の 博士に 占 はせ、 白き^ 鹿の 

生血 を 取り- 之 を 母に 與 へた その 驗 として 健 かなる 男子が 出生した、 鹿の 生血が 胎內に 入った によって 入 鹿 

と 名 づけた ので あると いふ C それ 故 彼が 心 を とら かして、 その 所持す る 寶劍を 奪還して その上で 彼 を 誅伐す 

る に は、 爪 M 一の 鹿の 血 汐と疑 著の 相 あろ 女の 生血と を 混じて 鹿 笛に 注ぎ かけて 吹く 時 は 秋 鹿が. 妻戀ふ 如く 自 

然と 鹿の 性質が 顯れ て、 その 色 音 を 感じて 正體が 無くなる ので ある C それ 故 入 鹿 討伐に 粉 # する 淡 海と その 

腹心の 者と は、 この 最後の 口 的 を 達する-おに 働いた。 卽 ち獵； g 芝 六 は 我が 子の 三 作が 石 子 詰になる の も嶽は 

ずに 禁を して 爪黑の 鹿の 血沙を 得た C 漁師 鰻 七の 金輪 五郎 は戀に ふ 可憐なる お 三輪 を 疑^の 相 ある 女と 

して 殺しな C 面して 淡 海 を 中心として 戀 を！^ ふ橘姬 とお 三輪と の 三人 を 入 鹿の 館に たぐ リ 寄せて 二 女の 犧牲 

に よつ て 〔5  士  5 を 遂げさせ るべ きの 機緣を 作る ほに 苧 環の 糸 は 繰られる と いふ 趣向に なつ て 居る ので ある C の 
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殳 

3 


段 


0 

中 *  口 鲁切《 屮 》ロ< 


初 


中 *大* 


みならず 天智 ：大皇 と釆 女と を 入 鹿の 毒手から 救ふ爲 に銷掛 柳の 傳說 の飜 案が 川 ひられて 居る C そして これが 

一 つの 動 糖と なって 相愛の 久我之 助と 雄鳥と は、 その 親と 親との 和解し 難き $ 'を 象徵す るかの 如き 越え 難き 

吉^ 川 を 隔てて 侍の 體 面と 女の 操との $5 に 自害して 彼等の 悲しき 戀を 蕾の ま  >- で 永久に 吉 野の 川瀬に 流し 去 

るので あ る C 

かう いふ 複雜な 趣向が、 おその 上に 輔助 的の： g 立 や 挿話が 件 ひ つ. *、 第一お 第二  £i の それぐ の 場 面の 問 

に 逾{ 几に 伏せられて、 それが 三 段 Hg: 段 HI のお 藤の 山 を 越えて 次第に ほぐれて 最後に 至 つ て 漸く  4- 都が 明か 

される と いふ 仕組で あるから、 筋 を汕る 上に 於て は隨分 厄介 千 萬で ある C その 場 割り を 簡單に 表示 すれば 次 

のゃラ である C 

-:: 大 内の 場 

：: 春 日 野 小 松原の 場 (久我 之 助と 鎌 鳥との 濡れの 場、 三 段 E 切 へ の 伏線) 

口  蜈夷， E 害の 場 

切 …… 入 鹿 入定の 場 (入 鹿の 本心 明し) 

^澤 池の 場 (絹掛 柳.) 

ら V ら山鹿 殺しの 場  ， 

-芝六 住家のお (かけ 乞、 萬 歳、 十三 鐘) 

.定 香 館 

-花 渡し 
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切- 

次. 

奧. 


. 山の 段 

. 井戶が へ の 場 

-杉 1^ 屋の場 


行 


これ は 近 松の 「信 州 川 中島 合 


. 御殿の 段 (橘 姬歸 館、 鰻 七 上使、 竹に 雀、 奧 御殿) 

. 入 鹿 退治 

五段 目… 大圑圆 

本 曲に 於て は 三段目 切 山 の 段が 最も 舞臺 技巧 を 弄した 有名な 場面. て あるが _ 

戰」 二 孕 保 六 年) の 第 I 段 目 山の 段から 脫 化した もので あらう かと 考 へられる C 

歌舞伎で 始めて 演じられた の は 操での 初演と 同じ年に 大阪の 小川 座で 興行した ので あり、 江戶 では 安永 七 

年 春 森 田 座で 初めて 興行 3 れた C 道行 は 竹 本で あつたが、 文政 十一 年 八月 中 村 座興 行の 時、 その 道行 を 富 本 

にして 「柳 糸戀苧 一，^」 と 題して、 富本豐 前 太夫 等が Si つた C 富 本で 行 はれる 「お 三輪， 一 はこれ で、 詞章に は 

筆 を 加 へ られて 居る C その後 天 保 四 年 七月 河原 崎 座で 演じられた 時には その 道行 を 常 磐津で 語った。 外題 は 

ね * か のい-. i えに しの をた まき 

一 願 絲緣苧 環」 とい ひ、 詞章 は 寳出壽 助が 補 緩した。 これが 常 勞淨の 「お 三輪」 である。 


せつ 


がつ 

合 


おう 

ま 


が つ 


土 


安永 二 年 二月 五 nz から 北 堀江 座 MX 行。 作者 菅專 助， 若 竹 笛躬. - 


ベ 阪の天 王 寺の 西 門の 傍に^ 魔 堂-:^ 立の ために 勸化を 事と する 合 邦 は、 元は 缣倉 2 大名 靑砥藤 網の 子で あ 

つたが、 侫 人に 讒 せられて 世 を 捨てた ものである。 その 娘お 辻 は 河內の 大名 高 安左衛門の 館に 仕へ、 その 寵 

を 得て 正妻に 引上げられて 玉 手 御前と 呼ばれた。 先妻の 子に 世 鎮俊德 丸が あり、 外戚 腹に 次郞 丸と いふの が 

ある。 次 郎丸は 惡人壷 井 平 馬 等と 謀って^ 繼の絵 旨 を 窃取し， 又 俊德丸 を？ おして 家 を 奪 はう と 企てた 德丸 

に は 和 泉の 彪山 長者の 女淺 香姬と ぃふ許^^がぁっ て、 二人 は 相思の 仲であった 0 然るに 玉 手 御前 は 義理 ある 

子 の 俊德丸 に 深く 戀 慕し て、 その 戀の叶 はぬ 怨みに 俊 丸 に 毒？ S シ 一す、 めて 癍病 にか- -ら せ た C 俊德丸 は 家 

出して 天 王 寺の 非人 小屋に 身 を 寄せた が、 淺香姬 が 尋ねて 来て 連 らうと する C こ 》 へ 次郞丸 一 味の 者が 襲 

ひ 寄せて 旣に危 かった 魔 をん：： 邦に 助けられて その 家に.^  くま はれた C 執念深く：^ 德 丸の 跡 を 追 ふ 玉 手 御前に 

こ  >, で 逢 ふ C 合 邦 は 娘の 不偷を 憤って 之 を 刺す と、 玉 手 御前 は 始めて 本心 1 だ i}C 白した。 俊德 丸へ の^ならぬ 

戀 慕は惡 人の 難 を 避けさせる 計略であった。 寅の 年月日 揃った 自分の 生血 を铰っ て飮 ませる と 伎德丸 は： 牛瘡 

した。 かくて 玉 手 御前 は繼^ としての 義理 を 立て、 寵愛され た 高 安左衞 門へ 3 報恩 を 全うした。 

からい ふ 筋 を 上下 ニ卷に 分けて、 上卷 あられの 松原 毒酒の 場、 中高 安 館、 切 仏 稍 旨 取 戻しの 場、 下卷ロ 夭 王 

寺 西 門の 場、 切 合 邦內の 段に 分けて 脚色して ある。 

よ 一つし 

本 曲 は 弱 法師の 傳說 を主材 とした 事 は 言 ふ 迄 もない C 故吉 EHis- 伍 博士の 說 では、 太平 記卷 五の 「相模 入道 

m 樂を 弄ぶ 事」 の條の 「天 王 寺の やよ うれ ぼし を 見ば や」 とい ふ 田 樂の新 座 本 座の 者 北ハの 1： し 言葉の 中なる 

よろ ふし 

「ようれ ぼし」 は妖靈 星と いふ 惡 IKT て はなく、 弱 法師の 訛語で あらう とい ふ。 然り とすれば 旣に北 條高時 に 

大いに 行 はれた 田 樂に弱 法師と いふ 曲名が あった もので あらう。 その 内容が 明かで ないから 斷言は 出来な い 
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が、 或は この 弱 法 帥が 謠 曲の 「弱 法師」 の原據 であるか も 知れない。 謠 曲の 「弱 法師」 は 河内の 高 安の 里の 左衞 

門 尉 通 俊が 讒言 を 信じて 1 子伎德 丸 を： ぶ.！ 放した C 俊 德丸は 盲目の 非人と なって 弱 法師と 呼ばれる 悲慘 な^ 涯 

に 沈んだ が、 天 王 寺に 於け る 父の 施行の 満願の：：！ に邂返 して 救 はれる とい ふ 筋で ある C 而し てこの 說 話は更 

に 1 方に 於て 說經の 「しんとく  A」 となって 世に 弘 まつ て 名高くな り、 古淨 璃に 於ても これ を轉 用して 語つ 

た。 寬文元年九月刊行の山本九兵衞板の「しんとく.|!^」がそれでぁる。 この 說輕 系の 古淨 I？ 璃 「しんとく 丸」 に 

謠 曲の 構想と 詞章と を も 取 入れて 作った のが 初代 義太夫 9 正本 「弱 法^」 である C 本 曲 は 元 祿七年 九月の 作と 

考定 される が、 高 安 左衞 門の 嫡子 伎德 丸が 父の 死後 繼 母の 呪 鼠に よりて 惡疾を 得て 盲 E とな リ、 流浪して 弱 

法師と 呼ばれた が、 その 情人た る 陰山 中 納言信 之の 女 露の 前 3 情と 善 光寺 如來の 功力と によ リて 一;^ 氣 本復し 

忠臣 柳 井中 光 等と 共に 1K 王 寺に 於け る 善 光寺 如 來の出 開帳の 際、 異母 弟 二 郎丸を 始め惡 人 共 を 捕 へ ると いふ 

筋で、 第 三段目 は謠 er 弱 法師」 によって awic 

「合 邦 辻」 はこの 義太夫の 「弱 法師」 を 根幹と し： る 事は叨 かで あるが、 併し こ >• に 注：：： すべ き 事 は、 この 「弱 

法師」 及び その 原作と なった 古掙 璃ゃ 說經に 於て は、 伎德 丸は繼 母に 惡 まれて 苦 楚を. 存め るので あって、 

総 母が 伎德 丸に 戀 慕した が卟 はぬ 爲 であると いふ 想 は どれに もな い C 併し 合 邦 辻に 於て はこれ が 1^ めて 大切 

な 想で ある 事 は 言 ふ 迄 もない。 然らば これ は 何に よった かとい ふに 、「しんとく 丸」 と问 じく 說經 として 名高 

い 「愛護 若」 の 系統 を 引く ものである C 蓋し 年若き 繼 母が 左程 年齢の 差の 無い 美しい 繼 子に 戀 して、 それが 悲 

劇の 動機と なるとい ふ說 話の 原據 をな す もの は、 八， 昔 物 詰卷 四の 「狗 攀羅 太子 眼 >J ^抉リ 法力に 依りて 眼 を 得 

る 語」 であらう C この 物語 は 天竺の 阿育 王の 太子 狗攀羅 が 縟^の 戀を 斥けた ために 讒 せられて 父 王から 放 
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された 上に、 更に 奸計に か、 つ て； S 眼 を：^ リ ifi 、るべ く餘^ なくされ、 .IHRI となつ て 流浪した 末 それと 知らず 

に 父 王の 1^ に 迷 ひ來て 琴を彈 いたので、 こ 、 に父王に^返し得て.^?の明リが立ち、 U っ大 阿羅漢の 法力で 再 

び 眼 を 得た と いふ 話で ある C この 說 話が 分れて 一 方に は 弱^ 師 系の ものと なり、 他方に 於て は 愛護 若 系の 說 

話と なった とも 考 へ られ るが、 愛護 若；！： として は說. 經. か 古く、 これによ つて 古 淨？？ 璃の 「あいごの 若」 が 作ら 

れ、 更に初代義太夫の1^^本ー都の{:5士.ー0兀祿六年〕となり、 更に この 作から 海 音の 一 愛護 若 t- 筘」 (正德 §： 年) や 

辰 松 幸 助の 「愛護^ 都の 富士 一 や 近 松 牛 二等の 一， 愛護 若 名歌 勝 開 一 (资曆 六 年) など 8 やうな 諸 作が 生れ 出る ので 

あるが、 耍 する にこの 系統の ものに 於て， に、 ニ條淸 平の 子 愛護 若が 繼： の戀を 拒絶した ために 父に 讒 せられ 

て 家 を 追放 され、 身 置き な きま V に 大^4 濱 に 人 水し た が 、 山王樓 現の 利益に よって 助かる とい ふの が 主 

想で ある C この 繼^! ^子の 道たら" 戀、 それ は 例へ ば 一. 都の 富士」 ひど S 構想の やうに 不自然の 結裕の 爲に樣 

牲 とたった 名： H 上の 繼 母が、 若き 子に 對 して 自然の 人情に 崩す 戀 とたつ て顯れ てこ 、 に 悲劇 を瞌 すと いふ 

風に 脚色され ると 頗る 意味の ある 作柄と なる ので あるが、 本 曲の や うに それが 計略で あつたと 知れて は 技巧 

の 弊 を T 苦笑せ ずに は 3W られ ない C  に 愛 *i 若系ハ 璃 につ いて は、 本名 作 集上卷 r 愛攮 若^ 站」 の 解題 御參 

照 を 乞 ふ. - 

. i た ほれい じん あづまの：. >  な V 'た 

尙本曲 構成の 大切な 一 素材と なった ものと して aM! すべ か. し ざ 0 に 「赛 伶人 吾妻 鏍 形」 である C これ 

は享保 十八 年 七月 十六：：： から 豊竹 座で M ハ行され たもので， 作者 は 並木 宗補 •！： 丈 助の 二人で ある C 前に 述べ た 

義太夫 正本の 一 弱 法師 一の 書替 物で ある C 北條貞 時が 先祖 時 政の 法會に 高 安通 俊の 子 伎， 垆ぃ 丸に お 秋樂を 舞は せ 

ょぅとした.溪が、カ11^^兼則の子次郞丸が之を1^んで*俊德丸を欺ぃて毒洒を飮ませて察一;^患者とし、 又 已の舞 
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樂 の師淺 左 i マ 門 をして 伎德 丸の 師富士 右京 を 粒 させて IBS 秋 樂の祕 書 を 奪った c 伎德 丸を戀 して 居た 右京 

の 女 初花が、 寅 レノ 年月日 揃った 生れで ある 故に、 自ら 胸 を 割 いて その 生血 を 伎！： む 丸に 飮 ませた ので、 さし も 

の 難 も； 率 癒して、 忠 E と 共- -惡 人を滅 すと いふ 筋で あるが、 この 中で、 ポー 段 2 住 吉の濱 邊の汐 千 狩の 場 

で俊德 丸が 毒： -I- を飮 まされる 場と、： 1 i 段 目 切の-大王 寺の 場で 初花が 生血 を伎德 丸に 飮 ませる 場と は 合 邦， t! に 

影響 を 及して aw る 事 を 5^ して はならぬ と 思 ふ C 

..6た合邦內の段で玉手御前が兩親の許へ^^りっ いて、 戶 外から 母 を 呼んで 「こ I 明けて」 と 叩く 條は近 松の 

1 傾城 島 原 虹 4 "戰」 の 三段目 手 塚浪宅 2 場で、 娘の 更 科が 立歸 つて 尸 外から 兩親を 呼ぶ の を 父 は 紛らさう とし 

て讀鹩 し、 ^は 明け て 入れようと して あせる 場面からの 脫化 である C 

ぃミ  V 、くら まん  てう そた ち 

絲樱 本朝 育 

安永 六 年 n; 月 十 一 日から 江戸の 外 記 座 (座 本 登 竹 新 太夫) 上場 C 作者 紀上 太郞、 、J 助 達 m 辨ニ C 

元祿 十七 年、 寳永 元年) H 一月 刊行の 「T 络葉 集」 卷 四、 古來 中興 赏流踊 歌百番 中の 六十 六に 「絲 isi 娘 踊」 と 題し 

て 次の 歜が 載って ゐる C 

二 上り 本 t?  二  丁目 を とん/ \ とん {\ みことん、 とこ とん^.. \ とんと ことん^^ 通りた うはない が 絲 M 

はや-ち 

はサー 一 十、 やつし つし^^、 姊に みは 少しもな いが、 妹见 る： ：11 はしん とろ-. (-- とんと、 親 を 見る 

さる まな I  _ 

目 は 猿 眼 え、 さる.' \ さる /、^眼え へ姊に 望み 返し 

これが 一 姉は廿 一 妹 は 二十」 と； 5： 書 をつ けた 「絲櫻 本 町 育.」 の原據 となった 歌で あらう と 思 ふ C この 歌で 本 町 二 


丁目と いふの は 江戸で あらう が (大阪 にも ある)、 この 敬の 主として 歌 はれた の は 上方で あらう-し 慮で この 絲 

屋の姉 娘 をお 房 妹-: 力ず ど 小 糸と び、 相手の 男 を 左 七と いふに 至った の は いつからの 事 か、 資說に はかう 呼ば 

れた 人物が あつたの を、 歌に は その 名が 出なかった もの かも 叨か でない C 而 して 管 範圍 では この 歌の 想 

が 元と なって 始めて^^ に 仕組ま 


れ たの は、 {a 古路 謦； 後の 正本 「二 I 

の 組帶」 である C これ は 七 行 十六 权 

(異版 十三 枚) の 短篇で あるが、 これ 

だけの ものと 思 はれる C  K 式から 見 

れば、 享保末 か 元文顷 かと 考 へられ 

る。 荒 筋 はかう である C 

本 町 二  丁目の 絲ぉ の 姉^お ふさ に 

親類から 左 七と い ふ 每を取 つて 雨 親 

は淺 草？ 松に 隱 居した C 處が左 七 は 妹 

の.^?糸と深ぃ：5:となリ、 ；！？ _i に 述れ立 

，つ て 家を拔 出て 小石 川の 駒 込の 裏 借 


SUT て 手鍋 を 投げ るれ せし をす る 事と な 

り、 相 借： si- の 人々 に 招 洒を 舞 ふ 。ぉ屋 連中 は 


：! 蟹 二 さ f  II 

泔び まぜ きれ 有 尜¥- 


氣に醉 つて 騒 
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令^ 权者^ 


^町 い.^〃 や 


會 


同 


臭 


E を 泣き はらした お 11^ を つれて 尋ねて 來た C 左七はぁはてて小糸を炬^^に隱してニ人に應對して (熏 井筒の 

格)、 小 糸 は 御殿女中に やった か、 し、 思 ひ 切つ 

てお と 添 ふと ： 一一" つて 一先 づー 一人 を し た 跡 

で、 小 糸と 共に、 山の. 奥で も 添 ひとげ よう、 

それが 出來 なければ 心中して 未 來で添 はう と 

いって 乂こ、 を 出る とい ふ 筋で ある C 

さ つ きま つ 亡 

歌舞伎で は齊曆 六 年 春 市 村 座 ー阜 需 曾 

がの たち is な 

我 橘」 の 二番 H に絲 ；^；^：吸 おふさ 菊 次郎、 

妹 小い と条 太郞、 左 七 菊 五郎の 役割で 演じて 

居る C 

この 次に 出た のが 本 曲で ある C 荒 筋 を 言へ 

ば 次の やうで ある C 赤 城 家の 臣祌原 左 五郎 は 

惡 人山 住 五平 次に 主家の « 寶定家 筆 小 倉の 色 

紙 を 窃取され た 青 任 者と して 浪人と なリ、 そ 

れを搜 索す るた めに 吉 原で！ 5E 間 左 七と 名のって 居る。 そして 本 町 二 丁  E の 中极尾 耦五郞 の 人物 を 見込み、 そ 

の馴染の遊女三^^：^の花^^が五平太に身^されょぅとした場を救ひ、 それ を 綠に綱 五郎に 一 身上の 大事 を 打 

明けて 助力 を 賴んだ C 網 五郎 は 姉お 房の！！ として 左 七 を 入れ、 自へ刀 は 係 55.、 を J_ ；;」 れ て命づ くで 色. 妖ナ， '奪還す る 
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悟 を：^ めた e  .-ST がお 房と 左 七との 祝言の 翌= お 房の 妹 小 糸 は 養家から 戾 された る こ の 小 糸 は 赤 城 家 へ 出仕 

中に 左 五郎と 私通して 懐胎した のでお 暇と なり、 養父の 手から 更に 資家 へ と 渡された ので ある。 左 七と 小 糸 

は 奇遇に 驚く と 比： に相携 へて 出奔し、 小石 川に 游んで 居た が、 結： ？销 だ郎の 力に よって 色紙 も 手に入 リ、 一 

！ E:^.: に 出て n 出た く納る C 八册 物て、 淺苹地 内の 段、 赤 城 屋敷の 段、 原 仲の 町の 段、 本 町糸屋 の 段、 泣 付 

妹 脊の組 糸、 淺 草 駒 形の 段、 下 總行德 の 段、 小石 川隱 家の 段に 分れて 3W る。 こ 2 中二 册： U の 赤 城 an: 敷の 段 は 

尾 上 岩 薛の詰 開きの 原作で あり、 行德に 於け る 山お 藤の 花 〔咲、 松葉い ぶし は 天姬の 松葉い ぶしの やつし. て ある C 

小石 川 の^は 前に 舉 げた 宮 古路 璺 後の 「二世の 糾帶」 によって 居り、 長 t. 振舞の 條の書 出し は问 文で ある C 

本 曲の 上演と！： じ 安永 六ギ三 から 江戸の 肥 前座に 於て 同じく 小 糸 佐 七の 淨 t," 璃ー £p 自慢 戀ー. > 人」 を 出し 

て 居る c 作者 は 友三郎 ，鬼 眼の 二人で ある C 「本 町 育」 に は 正本に 三月 十 一 日と ある 5 に， この 方 は 只 三月と 

あるの みで： u 附が無 いので、 その 作られた 前後に 迷 ふが、 雙方 を讀み 較べ て 見れば 一戀 商人」 の 方が 後で、 「本 

町 育」 を^ 案して 俄作リ にした 事 は 明かで  >  作柄 も遙 かに 劣って： る C 

本 曲 は IT じ 安永 六 年 秋屮村 座で 「本 町 育 浮 名花， 一と 題して 演じられた C セ- なる 役 は 左 七三 ョ" 郎、 小 糸い ろ 

は、 おふさ 好、 箱 五郎 廣次、 母： 一；. 体 五郎， 十 兵衞長 十郎、 五平 太津太 右衞門 C 

書 t!^ として は、 麟： 151； 南北と 二世 樓 £ 治 助との 合作 「心 謎 解 a 糸. 「が 文化 七 年 li! 月 市 村 座で 上場 さ 

れた C これが 有名で あるが， その他に もい ろ/ \ あり、 殊に 「江戶 育お 祭 佐 七」 は 名高い C 

作者 かわか^ 南 家 三 井，.：、 王 人 C 名 は 治 郞右衞 1： 高 業、 字 は公勒 C 鰯； 柳の 門 下で 仙 3;- 亭嘉 栗と 號し、 

別に 2： 貫 *出 平等の 號が ある C 浪華に 生れて 江戶に 出た C 和漢の學に通じ、^?&賓をょ<し、 狂 に 堪能で あつ 
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た c 慕 府の爲 1^ 用達 を 勤めて 江 戶駭河 町に 住んだ。 紀上太 郎と號 して 淨§ ？!? を 作った。 その 中で は 「志贺 敵 

討」 「糸 樓本町 育. f 其ム 太平 記 C 石噺」 などが 知られて ゐる。 寛 政 十 1 年 四月 残す、 年 五十 三。 

. し，^  はん  うた  ざい  も,， 一 

新版， 歌 祭文 

安永 九 年 九月 廿八 口から 竹 本 座 上場. - 作者 は 近 松 牛 二。 

ぉ染久 松の 情死 事件 3 赏說 やその 戯曲の 系統に つ いて は、 旣に 本名 作 集上卷 「袂の 白し ぼリ」 の 解 趙の條 下 

に 述べて 置いた。 本 曲 は その 「抉の 白し ぼり」 及び 改作た る 「染模 樣妹北 =1： 松」 を 粉本と して 作った もので、 半 

二 の 作 中で も 名高い もの の 一 である。 半 二 は 原作に 於て は 單に野 崎 村 2 百姓 久 作の 子と なつ て る久 松に 對 

して 次の やうな 素 生 を 持たせ た 0 

和 泉の 石 律の 家臣で 千 五百石 取の 相 良 丈 太夫 は 主君の 重 I- 吉 光の 短刀 を预 つて 居た の を 盗まれた ので、 阿 

房 拂に逢 ふの が 無 〈ふさに 切腹して その 家來三 平が 介錯し、 三 平 は 追 腹 を 切った C その 時文 太夫に は 六つに な 

る孤兒 があった。 三 平の 妻で この 兒の 乳母で あつたお 庄は、 その 兄で ある 野峙村 の久 作に その 兒の 養育 を賴 

んだ C 久松と呼ばれたその子は十^^の年行儀見習のために大阪瓦；^橋の油屋 へ奉公に行った。 久作は 後； ズの 

連れ 兒 のお 光と 久 松と を 夫婦に させようと 思って 居た-. -久松 を 兄に 托した お 庄は吉 光の 短刀 を 手に入れる を 

條件 として、 、王家 再興 をお々 に 家老に 歎願して 刀の 搜索 に爱き 身 を やつして 居る。 

翁 かう い ふ-お 遇に あった 久 松が 父の 横死 後ト 三年 目の にお 染と 化する 事件 を 脚色した のが 本 曲で ある。 

原作より は 背 3j おが 複雜 であり、 出て 來る 人物の 問にから くりの 糸が それから それ へ と 引 掛けられて 居って、 


m  m 
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接^ « 萆 s  「^?5 合 掛タ、 越 a 伊」 


牛 二 式の 技巧 澤 山の 世話物の 特長が 最もよ く 出て 居る 作で あるし 場面と して は 野 崎 村の 段が 勝れて 居る 事 は 

いふ 迄 もな く、 こ  >- に は 中二の 舞 一な： ー藝術 家と しての 手腕が 最もよ く あら はれて 居る C 

佐 川魚 唐の 改作した 「^^新 校歌 祭文」 (文 

化 元： 牛 八月 十五：！ I〕 は 筋 立 も 文 草-. "相途 して 

& る C 

い "か ； -I えだう ち- すごろ，、 

伊賀 越 道中 雙六 

^<叨 三年 四月 廿七： = から 竹 本 座興 行 e 作者 

近 松 牛 二  • 近ね 加 作 C 

寬永七 年 七月 備前岡 山の 家士 渡邊數 馬の 弟 

源 太夫 は 川 合 又 五郎 主從 3! 人の ために 殺され 

た C 又 五郎 は 江戶に 逃れて 、本の 士久世 三 四 

郎， 阿部 四郞 五郎 等 庇護の 下に 他國に 港んで 

ゐた C 1 方 源 太夫の 兄 渡 邊數馬 は、 大和， # 山 

に 仕へ てゐ る姉將 荒木 又右衞 門と 謀リ、 又 右 

衞 1： は 仕官 を g して 數馬 と共に 又 五郎の. お 迹-ど 尋ねた C 而 して 遂に 寬永 十一 年 十月、 又 五郎が 伯父： H: 合 勘 左 

衞 I： の 妻子の 居 地奈， おに 入リ、 十 一 月奈. は を 出て 江戶に 下る 事 を 知リ、 伊賀上 野 小 E 町に 耍擎 して 又 五郎 を 
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始めと して、 河 合 勘 左衞門 及び 姑^ 櫻 井 半 兵衞等 二十 人 を 討って 多年の sir: み を 達した C これが 德川資 記 • 橡 

川 太平 記な どに „^ える $ ^賀 越の敲 討の 槪耍 である。 

而し てこの 敵 討が 後に 戯 g に 仕組まれ るに 及んで は、 弟の 敵 を 討つ の を 父の 敵 を 討つ 事と し、 忠臣 藏と曾 

我 兄 架と 併せて IK 下 の 三大. & 討と ゆばれ る に 至った。 

始めて 劇に 仕組まれ たの はいつ か叨 かで ない が，， 寬保 元年 江戸の 市 村 座で 「敵 討 三組 Ki」 と 題して、 この 伊 

賀 越と 赤，； i 義士 復饕 と巖柳 島と を 取合せ たのな ど は 古い 方で あらう C 淨 s,?wr て は 安永 K 年 八月 一 ：：： から 江戶 

の 外 記 座で 興行した 「志 賀の敵 討」 が 始めら しい C これ は紀上 太郎の 作で、 价贺 越に 笆燕が 俳諧に 身 を 捧げる 

に 至った 動機 を 取合せ た 作で ある。 備 前生 田 侯の 家臣 渡邊數 3t 太夫が 瓦 井 有 鱗问政 五郎 3 爲に 暗殺され たの 

を、 數馬 太夫の 遺子 之 助が 蘭 乂右衞 門の 助太刀の 下に 江 州 志賀の 濱邊で 復謦の 素懷を 遂げた C 折し も 兄 

の 敵と して K 井 を 尋ねて 來た松 藤 じ郎は • 渡邊に 先んじられ たの を 見て、 大小 を 捨てて 芭^と 改めて 俳〕 迫 

に 入り、 家 來の寳 井晋 介 も 亦 其^と 改めて 弟子と なるとい ふ 筋で、 荒唐無稽 を！ i めて 居る が、 $ ^賀越 を 素材 

とした 事は叨 かで ある。 

同じく 安永 五 年の 十二月 二： w から 額 見^ 狂言と して 大阪 中の 座に 於て 「$, 贺越 乘掛 合羽」 が 上場され た C 奈 

河龜 助の 作で 非常に 好評 を 博し、 四月 十八： w 迄 興行 を續 けた。 この 大當り を 見て 北 堀江の 璺 竹此吉 座で は、 

近 松 東南が これ を 淨瑶璃 に 仕立てて、 同じ 外題 を 以て 興行した。 この 正本 は 十册に 分れて 次の やうに"^ 出し 

をつ けて ある。 第 一 鎌 倉 山の 櫻が りに 大名の 鋤娥 (東 山 櫻 狩の 段〕 笫ニ 正宗の 名作に 恩を饕 なる 非 迸の 心 ニ仃 

家：I!^-敷I■胶五郞の行家殺し、 八丁 啜 松原) 第三 上 杉の 出陣に 立 離の 御上 使 (上 杉 館の 段-. -秋定 出陣) 第 四^ 覺 


題 解 
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寺の 會ム 口に 茶の湯の 祝 首 ハ^ 覺 寺の 段) 第五 道行 胡蝶の 猫、 第 六 木. 辻の 居績 けに 御意 打の 餞別 (木 辻の 揚 尾 j 

眷田內 記 政 右衛門に 助太刀 を 許す ソ 第 七 般若 坂の 隱れ 家に 身代りの 妙薬 (校 若 坂攝^ 村に 於け る胶 五部の 醫 

者^ し：) i が 八 長 町 招展 に 磨 立 た眞珠の貞心(長町傳法屋の段； ぉ袖身賣、靜馬眼^^平癒)第九借ゅー敷の晦 日 

養麥は打っ て替へ た^：！：女の：：^-言广伏見の樓田钵左衞門旅宿、 胶五郞 女房お その 夫に 意見して 自害) 笫十 千秋 萬 

歳樂 叶うた 9 な 敵 討 C  L 

で 、 777TT4,^  fe^. つ J )/^ あ/ 1 、  1 


こ の乗掛 合羽 は 操りで も 受けて 

後に も 度々 繰 返されて 居る が、 本 一 

曲の 初： より 七 年後に 於て 近 松 ま 

二 はこれ を土臺 として 「伊賀 越？ M 一 

中雙 六」 を 作った ので ある C 

これ も 十 段から 成 9、 第 一 鶴が Ki 

の 段、 第二 行 家 敷 S ン段、 第三 齅 

^寺のお、 第 s: 郡 山 宮居の 段、 第一 

五 郡 山！ 敷の i:r 第 六 沼津の IliTI 

一 

第 七^ 所の 段、 第 八 岡^の 段、 ^ 

九 伏 G-t- 段、 第 十 敵 討の 段に 分れ 一 

て 居る 0 而 して 雙方を 比較して 見 一 


め ^V/H^A, —— ノ 4 な ふ- 

-f7i>  ，タメ さ- 1  //V せ _M?^^ 


rt^  4  rcM 义む， 


411 の 


焚 


if  ^ I ' ゥ-  一 tt.  ― -  、 ?<v  * 


るに、 これ は 彼の 改作た る 事 は 明  > 

かで、 第一 の 櫻 狩 は鶴ガ 岡と なり t  :JGi.-7 

行 家： Si 敷 は あるが 松原 はなく、 第 ， 

三の 上杉航 はなくて i か 四の 圆覺寺 

が 第三に 配され、 第 六の 木 辻の 揚 

ssf か 郡 山の か、 し， 都 山 US! 敷と 飜 

案され、 般若 奴 はなく、 沼^|1と關 

所が 新に 加 へ むれて 大切な 場面と 

なリ、 長 町 傳法屋 から 代 見の 借 座 

敷が 1;^ から 伏 見の^ 招と 改めら 

れ、 敵；^ は雙方 同じで あるの みか 

文句 迄 も 不用意に その 與 の あと 


wv」  一 A/y^/ 

f  $^」 フへ享 


掛 


合 


ほ 


序 


文 


を 示して 居る 箇所 さへ ある C 併し 

大體に於て^？！中雙六 の方が作枘は膨れて居り、 乘褂 合^の-第 一 段 櫻 狩で^ 殿上 杉 春 太郞が 傾城 大 橋に 惑溺す 

る 代り こ鶬ガ 1： で瀨 川と 志 律； 1^ との 假 M, の出會 としたの も 後の 沼津 へ の 大切な 伏線と なって 非常に 利いて 居 

る。 殊に 乘掛 合羽で は 端役で ある 服 3£： 十 兵 衞が望 要な 人物と なり、 また * 平作 や 幸兵衞 などが 新に 加 へら 

て それん \ 大切な 役 をつ とめて 居る ために 全く 違った 作枘 となって 居る C こ  >- に 半 二の 手腕が あら はれて „„w 


ると 見られ 得る c 本 曲 も 好評で、 ^に 歌舞伎に も 入リ、 同じく： 大 明-一一 年 九月 十三 口から 大阪 中座で 興行され 

爾來： 二 都の 劇壇 を賑 はすに 至った。 

乘 ム：： 羽と 道中 雙 六と は 操 芝居で も 相 並んで 時々 繰 返された が、 文政 元： キ四 H 五日から 堀江 市の 側の 操 芝 

1= で 「供 贺 越，；^ 掛 合羽. 一の 外題で 般若 坂まで は 原作 ハ場 割リ で、 そのぁとへ沼^:-、 關所、 岡 崎、 伏 見、 敵 討 を 

せ」 巾雙 六の 方から 取 つ て 演じて 居る。 ^ち 外 题は采 損 合羽で あるが 事. K 上兩 作の 接合 は この 時に 行 はれた の 

，て ある C それが 文政 七； 牛 八月 稻荷 の文樂 座での 興行に は 外題 も 「乘掛 合羽； • 迫中雙 六」 と 割 書に して 「伊賀 越」 と 

題して！： W る C 後に は 「伊賀 越乘褂 合羽」 の代リ にこの 外題が 操で は 長く 繰 返された C 尤も 「$: 賀越 道巾雙 六」 の 

外題で も 繰お 一され るが • これで も、 內.： ^は 乘褂 合羽との つき 合せに なって ほリ、 時に よって 場 割リに 多少の 

相 („^ は あるが、 上 杉 館 や 般若 坂は大 §ー  の 場合に 加へ られ たやう である C 但し 今 R では また 逍中雙 六の 本筋に 

つて 居る C 

めい  > すな  だい  X ..3. 

伽.^ 先代 获 

天明 五 年 正月 江戶 結^ 座 上場 C 作者 松 貫 g> 高 橋 武兵衞 inw 角 丸 G 

有名なる^ 達 騒動 を 仕組んだ 戯曲 中 最も 名高い もので、 今お 舞 臺 生命 を 有する 作 C 

伊達 騒動 を 始めて 劇に 演じた の はいつ からか 明かで た い C 泥 美 淸太郞 氏 は延享 元年 五月 市 村 鹿に 上演され 

た 「iE 關今 川狀」 で はない かと 言って 居られる C 年代記の 役割 を 見る と 出 名. お 令 >  赤松 彈 一止 • 欲 舞 伎の^ 元お 國 

紙 園のお 梶*關 取 雷 鉄 之 助な どが 出、 又 二番 nl に累 與右衞 門が 仕組まれて： IW る の に よれば 如何にも さう らしく 
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/. .  ^^.^w  "メ  つ、 •< え.？ L  ^-!  i つ . ，ん ，タ， ，つ、 ほ 


恩 はれる が、 筋が 分らない ので 斷言 は出來 ない C  に延享 三年 十一 森 出座與 行の 「大 鳥^ 五十 il 郡」 もさう 

ちみ： U のうち かけ 

だとい はれる が、 ゃはリ筋が知れな い。 降っ て安永元年七月森£座興行の「け いせ ぃ*.^  横」 は 芝居 ギ 

代 記に 5： 達駿 動 の 狂言 なりと ある 通 

り、 倂達騒 を 信 田の^ 界 にして 女 

淸玄を 取合せ て 仕 Si ん である。 信 田 

左衞 1： (富 十郞) が 辋宗、 澤田縫 殿 (圑 

十郞) が^^^、 この 縫 殿が. K 惡で大 

出來 であった」 そして 洁玄を 取 入れ 

た 二人 淺 間 では、 淨^^ はせ E 士岡若 

太夫 等の 地で、 淸玄 亡魂 剛十郎 、高 尾 

幽魂 中 村の しほで、 これ も 大赏リ で 

あ つ た とい ふ C 

, ^方に 於て は、 和 EI 年 正 H: 廿 S 


I 伊 J 

0 

阿 


か X '大阪 中座で 興行した 並木 十 助の 

むつの た i が は 

作 「けいせ ぃ睦玉 川」 が 名高い も 

ので 1 近 江の 佐々 木 験 励 3 世界に な つ てお る C 次 いで 安永 六 年 ilw: 北 U から 「伽 ¥: 先代 蘇」 が 上演され た C 

は 同座 3 この 前の 赏リ 狂言 「^賀 越乘掛 合；^」 を 書いた 奈 河. 龜 助で め つ たし 「奥州 乃^ 跡：：： 一と ^ 外題 を S 


m  m 
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いて、 世界 を^ 朝 時代と し、 ^^原-ん^^時ハ洒井雅樂頭：-に巾村歌右衞門、 秩父^ 忠： 权倉 內膀) に 中 山 文 七、 常 陸 解 

坊海存 (原 田 甲 §oi?-Ki お 十郞、 治郎 秋^-, 達 安藝) 屮山來 助、 泉 小 次 郎親衡 (片倉 小 十郞) 中 山 文 七、 乳 J 

母 政！： 屮山來 助、 榮 御前 屮 村治郎 三、 沖の 井 花： wm: へ 松 * 八汐 裥山紋 治と いふ 役割で、 九 段？ m であった C 而し 

て 今：：： の ものと は 相 1=^」 する が、 この作に於て始めて政！：の^^焚きから宋下が出來たのでぁる" 

この 作は大 好評で 四月から 六月 迄打績 け、 そして|.亍^^„^水七；4^京都の竹本春太夫座に於ては、 これ を その ま 

ま^ i ッ璃に 仕立てて 御殿の 場 迄， 院本と して 出- S したと 西澤 一 鳳の 傳奇作 書殘篇 中に 見えて 居る C 

だてく-. r ベ お. 、にかぶ き 

い ST か }£戶 では 安永 七 年の 秋 中 村 座で、 樓 ra 治 助の 作 「伊達 鼓； 1： 國戲 場」 が 上演され た。 これ は應仁 記の^ 界 . 

に累與 右衞門 を；^ せせ たもので、 足 利賴滎 を辆宗 に、 山名宗 仝を洒 井雅樂 頭に、 仁 彈： 止 を 原 ws- 斐に、 渡 

1? 仏 民 部 を 伊達 安藝に、 荒 御子 男 之 助 を鐵之 助に あてて 脚色して 居る が、 それに は 飯 焚 はない。 この作を烏亭 

焉^!?*^^|田辨ニ-セ：1出鬼1^の三人が淨るりに仕立てて， 同 一 の 外^で 永ん 年から 江 戶2§ 乂竹？ -治 -IK 肥 前- n) 

で 與 行した C 三つ H の 伏 見 京 橋の 絹 川 谷 蔵 高 尾 殺しの 場 は、 今：：： 行 はれる 花 水 橋の； 監本 である C  乂 この 作で 

は累與 右衞門 3:^3 が 却って 名高くて 四つ目 豆腐 ar 八つ：：； 生 村、 九つ H 上檢 のお 等 は 今でも 残って 居る" . 

以上に 列擧 したやうな 種々 の 作 S あとに 出た のが、 こ X に收 めた 淨 るり 3 「伽羅 先代 萩」 であつ て、 要する 

に 上記 諸篇の 影響 を 受けて 居る ので あるが、 殊に 歌舞伎の 「伽羅 先代 获」 に 依った もので、 やはり 賴 ゆ 時代の 

揪界 である C  M ハ 残念た 事に は、 京都の 竹 本 irj^ 太夫 座に 於て 淨 るりに 仕立てた とい ふ-脱 本の 現^す る 事 を 耳に 

しな いから 比 if. し？ な いが、 本 曲が、 京都 及び その 附近 殊に 江 州な ど を 主要た 場所と して をる のによ つて 見 

れ ば，：： dc- 作者の 手に よって 創作され たもので はなくて、 上方 系の ものに 多少 手 を 加へ たに 過ぎない もので、 W 


大體に 於て 歌舞伎の 「伽羅 先代 萩」 が^る リに 仕立てられ たもの かと 考 へられる。 場 割り をい へば、 第一 舟 岡 

山、 擲踢 山、 第二 伊達， f 綱 上 M 敷 門外、 第三 貝 Es- 敷， 第 1： 浮世 渡 平 住家、 豆腐：^、 第；；； J 近 江 堅 田 浦、 道行、 

れ^：六御殿、 第 七明衡 ぉ- 敷の 上使、 笫八定 倉 2!!! 敷、 第九對 決と なって 居る C この 中で は 第 六の 御殿が 最も 名 ー22 

く、 後に 操りで 繰 返される 場合に もこの 場 だけが 出る のが 普通で、 仝體を 出した 事 は 稀で ある C 而 して 八 や： 體 

を 出す 揚 合に は r 阿國戲 場」 の坡生 村の 段 や 土橋の 段が 取合せられ た 例 も ある。 尤も 御殿の 段と 雖も、 今 口 歌 

舞 伎で 演じられる 床下の あの 勝れた 場面 は、 るりから 歌舞伎に 人って、 名優 等の 工夫に よって 大成され た 

も の である 0 

ちか i  ごろ 力 はらの たて ひき 

近頃 河原 達 引 

lil 本に 二 稀 ある C 一は 天明 五ギ だ-月 五日から 江戶肥 前座に 於て 興行され た 時の もので、 作者と して 爲川宗 

輔* 筒 川 牛 二， 奈河 七五三 助の 名 を 速ね てゐる C 他力 一 は 同年 九月 九 U の 刊行で- 屮村 m 一助 再 撰と あり、 卷末 

に 豐竹八 望. K 夫が 天 叨ニ年 逍頓堀 中の 芝 3W に 於て 語った 時 正本 を 出し i;^ なかった の を 今 出版 するとい ふ 33 が 

記して ある C 內容は 同 1 である。 又 一 說には 作者と して 近 松 半 二 を 舉げて 居る と い ふやうな 次第で、 成立に 

ついても 確說 がた i«= 

のみならず その 原據 につ いても 疑 問 があって、 解題 者に 取って は le! 介な^^ 璃 である C 松 村 操の 實事譚 の 

おし ゆん 傳兵衞 の實說 によれば、 京都 烏 部 山：：： 蓮 宗本壽 寺の 境内に おし ゆん 傳兵衞 情死の 境 墓が ある。 而し 

て 二人の 情死 は 元 文 三年 十 一 月 十六 =5 朝の 事で、 男 は 釜 姉 小路 下ル 吳服屋 井筒：^: 傳 兵衞、 女 は 川端 EI 條 
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上ル 先 斗 町 近 江 金 七 抱へ のお やまお 伎と いふ もので、 傳兵衞 はお 俊を受 出す 金 もな し、 緣も 切り得ず と い 

ふので 聖護院 の杜で 心中した ので ある C 而 して 「河原の 達 引」 と 題した の は、 1： 年 十 .1 月 十三：：！ 1 德大寺 家の 家 

來中村 主 水と 下部 音 吉， 戊び グ 我家の 家來秦 野^ 織との 三人が W 條來の 芝 見物に 行き 所 司 代の 下部 五 人と 芝 

居 歸リに 河原で. 嘩双 傷に 及んだ 事 を 取合せ たからで あり、 乂猿 廻し 與次郞 とい ふの は、 堀川 一條 上ル富 

田 町の 丹 後 佐吉と い ふ 猿 廻し が 盲目の^ 親に 孝養 をつ くして； 1： じく 元 文； 一一 年 九月 サ 七日に 其 筋から 表. さ 

れ たの を、 享 保の 末に 名高かった 叩きの 與次郎 の 名 を借リ てお 俊の 兄と し、 この 三 事件 を 取合せ て 「近 顷河 

IS の 達 引」 と 題した ので あると いふ。 

併し 元 文 三年の 事件 を 四十 八 年 も 俊の 天明 五 年に 仕組んで 「近 顷」 とい ふ も隨分 問の 拔 けた 事で ある 上に、 . 

お 伎 悼 兵衞の 情死 事 伴 は旣に これより 以前に 人口に 臉 炙され た 名高 い 巷 說で戯 m にも 作られて ゐ るので ある 

から、 よしや 前記の やうな 情死 事件が 元 文 三年に あって、 それが 本： M 構成の 一 素 村と なった としても、 念の 

ために 一 應 古いお 俊 傳兵衞 の 情死 事 伴に つ いて 顧る 必耍が あらう。 

享保； 一； 年 京 夷屋座 興行の 「おし ゆん 傳兵衞 十七 年忌」 を 以て 假リに 二人の 心屮 の正當 の 十七 年忌 を 13 込んだ 

ものと して 逆算 すれば、 その 心中 は 元祿 十五 年の 事と なる。 蓋し 二人の 心中 は その 顷の 事で あつ たらう C 寳 

永 元年 刊行の 「心中 大鑑」 の 「來 河原 は夜叨 けの 紅」 と 題す る 米： f 庄兵衞 、と 八 百 2i! お しゅんとの 心中の 話 は、 歌 

祭文の 「ニ倏 河原 心中」 にも 緩ら れて 居る。 お しゅんと 庄丘 ハ衞は 深く 契って 居た が、 お しゅんの 母親が お 俊 を 

金で 寳る 事と なリ、 庄兵衞 は それに 封抗 する だけの 金力が な いので 二人 は 連立って 卯月 五日 二： 您 河原で 心屮 

するとい ふので ある-, - この 筋 は 歌 祭文の 「京お しゅん 傳兵衞 心中」 と 同 一 であつ て、 米屋の 庄兵衞 が 米 ほ-の 傳 


ろ-. O  C -,、  OS.  ,.,7^ ク 

. れぉ 人 金 

お >7\  .21 A  ノマ， 寺 ノ き..^ 

K 畲き r 基 


JLJ",^ ミー 一-. K やろ 

.^4^な41ほきき 


々-ふ ci^:y ふ？ i 小 


さ ^よ 拿 


- "ケ き is き 

養 §气浓川毫 

つ t>  >をきム玲4 星氣ぎ 

V ネ 瘠 かる 一 た ふ 三 1 


兵嗇と Si つ て 居る だけで ある C 雙方を 比較して 見る に、 「ニ條 河原 心中. 一 が 原作で、 これに 少し 手 を 入れた の が 

「おし ゆん 傳兵衞 心中」 の， w.^- 祭文で、 違った 精に よって 出來 たものと は考 へられない。 都 一 中の 正本に、 「おし 

ゆん 悼兵銜 河原 心中. 一 と いふの が あると 外題： ヰ鑑に 見えて 居る が 未見で あるから 斷言は IW るが、 恐らく はこ 

の^ 祭文 を 村 題と して 緩った もので 

あらう。 次に 「おし ゆん 傳兵衞 十七 

が广 忌」 も 亦 件の 歌 祭文が 素 村と なつ 

て、 これに 多少の 技巧が 加 へられた 

ものである C 卽ち筋 は 極めて^ 純で、 

糸 SS1 の 手代 傳兵衞 は 堀川 邊 の 裏 借屋 

の 後 •} ^め 娘お しゅんと 契つ て 居た が 

朋輩の 彌兵衞 の 奸計に か. - つて 主家 

赏 代の 刀 を 盗んだ 濡衣 をき せられた 

上に、 お 伎 は 母の 一 存で傳 兵 衞の實 

父と. 宵 兄との おに その 仕 へ て！ る 阿 

波の 樣に買 はれて 行く 事が 分って 

^退に 窮 し， ニ倏 河原で ii? 死 を 企て 

たが 未逮 のま 、で 人々 に 救 はれる と 


一 v?;y り もま 5S>€ 一き えら 


ジ急ん . 
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m  m 


いふので ある c 宫 古路 麓：： 後 の 語 物に 

「傳 兵！！ おし ゆん 十七 年忌 遠饤」 と い 

ふ の が ある C 文章から ると、 こ の 十 

七年忌 興行 の 際に 詰った ものと して 

は， 二人の 最期の 模榇が 作意に 合 は 

たいの. によって 考 へれば、 別に 出來 

たも の かも 知れな い C 

m の 如く お し ゆ ん傳 丘ハ衞 の 情死 は 

旣に元 文三ギ 以前に 於て m に琉 布し 

た 名 高 ぃ巷說 であつ た か ら 、 私 は 前 

の .K 事譚 に あ る お 伎 傳丘ハ 衞 の 情 死 を 

今强 ひて 否 {! たしょうと はしな いが、 

「何 原 達 引」 に も 古 い お 俊傳 兵衞 の 系 

統をも 引 いて 居 る と n.J て も 差 支な く 

は あるまい かと 思 ふので あるし 

又 

お 伎 を 岩 井. 午 四郎、 傳兵衞 を 松 本 幸 四郞が 勤めて 居 


S 豪す セ" 


叶む 


_ま ぶ J^i* に、 

ま.^ 645ll$6$ows^. ^？》 薄 参 

^...CK 夢 驚 費ぶ §:J^V^^?&S:, ふ ヌ€達 

あふひ 一尊？ <vcf、>OK ま &#零 き €x<〈 

え 息ぶ 444 手？. 婆 5^ ぶこ ハ表歲 ま £,」 


方に 於て は 天 二 年 二月 十八 口から 戶の市 村 座で は 常 舵ク汴 兼 太夫 等の 地で 「近 顷 戀 ^ lfs」 を 出し、 

その 翌年の 春 は 村 座 で 富本璺 前 太 失 等の 淨 るりで 
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有名な 樓田治 助 作の 「身替 ぉ忮」 が 牛 四 郞 (おし ゆん) 八百藏 (傳 兵衞) 門 之 助 (白 藤 源 太〕 等に よって 演じられ、 

又 竹 本 八 m; 太夫 は： 大叨ニ 年 1=- 月 江戸の 薩摩 座で お 俊 傳兵衞 の 猿 廻し の 段 を 語って 大喝 采を 得た と 「俗耳 鼓吹」 

に 載せて あるの な どに よつ て 見 れ 

ば、 本 曲の 成立 年代に 闘して は尙硏 

究の餘 地が ある やうに 思 はれる C 

； f 川の 段の 稽せ とし てうた はれ 

るー.^::;!^^山」は、 寧 水： 二 年 正月 京都の 

都 萬 太夫 座で M ハ行した r 鳥邊山 心中」 

の 泣 行が そ の -5- 作で ある C 而 し て こ 

の 道行の 少 し 改作 さ れ た のが 上方 唄 

e 「鳥邊 山」 で、 「敬 系 51, 一に は 近 松 門 

左衞 門の 作と なつ てんる C 本 曲に 引 

かれた ，：： は その 欲で ある C 


る； ほん たい こ- フ 

給 本 太 功， 


含 

己 

き n 


,4^^ 杯^  . . 

#^^¥！^ 象ぎ； 


宮 

豐 

正 


寬政 十一 年 七月 十二：：！ から 迸 IS 堀 若 太夫 芝居 與行 C 作者 は 近 松 柳 • 近 松 湖水 軒， 近 松 千 葉 軒 C 

出世： の^ 界、 卽ち太^-^^^系統のぉ；^太阁記*紛本太阁記等を材題とした戯曲は非常に多ぃ.- 近 松の 「本朝 


三國 志， K 享保四 年) 出 雲の 「出 世 握 虎稚物 語」 (享保 十 年〕 等 を 始めと して、 淨 るり だけで も 十 數篇に 達 

する。 殊に 叨和 以後 操 芝居の 袞 期に 入リ、 新作 淨るリ の 振 はない 時代に なって は、 敵 討 物と 火閣記 種の 物 

とが： M 立って 多くな つた。 その 大阁記 種の 多くの 作品 中 最も 世に 知られて 居る のが 本 曲で ある。 

本 曲 は その 題名の 示す 通リ、 讀 本の 「緣本 太閤 記」 によった ものである C 本書 は！： 田 玉 出が 寬政九 年から 享 

和 二 年に 亘 つ て 完成した もので、 文化 元年に 絕阪を 命ぜられ たので あるが、 まだ 完結し ない 問に、 特に 光秀 

の弑逆 事件 を 中心とした 前後の 事； W を 素材と して 脚色した ものである 0 卽 ち武智 光秀 はお 君 小 田 春 長に 妙國 

寺の 蘇鐵を 返す やうに と 諫め、 乂 寵臣 森 蘭 丸 と^った 爲に春 長よ リ散々 に 侮 M ナ された 精 憤 抑へ 難く、 ヤ ：！ に 意 

を決して本能寺を襲ぅて舂長父子を弑した。中國に出怔して高松狨水攻中の！15柴久吉は安阔寺惠項、^^將淸水 

宗 治の 妹 玉露 等の 力に よりて 郡 家. V 和し、 J 举を して、 王 君の 弔合戰 をしょう とする。 妙 心 寺に 在った 光秀 は 

母の 皐月の 苦 諫に心 を 動かされて 自害しょう としたが、 四 王天但 馬に 諫止され て 久吉と 戰ひ慘 敗して 小： ii- 栖 

土民の 竹槍に か、 つ て 命 を。 おすと いふ 筋 を 六月 1 日から 同 十三 日に 分けて 十三 册に 仕組んで、 それに 別に 發 

端蘇鐵 の諫； 一目 を 添へ て ある C 

その 中で は ニ册目 本能 寺の 段、 五册 y 高 松 城 水責の 段、 六册 H 妙 心 寺の 段、 七 册目孫 市 切腹の 段、 十册 H 

尼ケ 崎の 段 等が 勝れて 居て 世に 知られて ゐる C 殊に 誰でも 知って 居る 夕 額 棚の 尼ケ 崎の 段 は、 近 松の 「用 明 

天皇 職人 鑑」 の 第二 段 目 佐 渡の 兵 藤 太內の 段に 於け る 母の 身代りの 趣向の 齦 案で ある C 

本 g の 人物と して は 光秀の 母 や 妻子 は いづれ も 世の 義理 人情に 照して 同情され る 人柄で あるが、 それ 以外 

に 於て、 小 E 春 長 は 暴君で あり、 眞柴久 吉は智 1® 兼備の 夭 成の 名將 として 扱 はれて 居る に對 して、 主人公た 
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る 光秀 は 特に 光って： „w る e 作者に それ迄の が あつ て作リ 上げた もの かどう か は Itl 一：： し 得ない が、 ^る 色 

彩 を 異にして 居る 0 とい ふの は、 武！； I 光秀と いふ その 姓名が 表象す る やうに、 彼 は 仁智 勇 兼 の 立 3^ な 人物 

であ つたが、 暴君の ために そ S 武將 としての 面目 を 蹂躏さ れて 感情 を械 度に 激怒 さ せ られ た の で、 0 覺し つ 

つもとう/ \ 逆賊の 汚名 を 受ける を餘 儀な くさせられる やうに なった 。そして 遂に 運命 と ；近義 と に 夠ず る と 

いふ 風な、 いは V 頗る 近代的の 悲劇の 主人公た る 素質 を 有する 人物と して 描き出されて 居る の は， 動と もす 

れば額 型に 墮 する 院本の 人；， お 中に 於て 頗 る 異彩 を 放 つて 居る やうに 思 はれる C 

(を は no 

昭和 三年 十二月 


M 七 九 郞兵衛 つ 一 ； i い 1^  -^J  P 

^^^^ 夏祭 浪花 鑑 


^1 色の 水上 议分 けた 

^  I  御 鯛 茶屋の 慶 籤 

序 a; 諸行無常 と 響き つ X  。 菩提 を 知らす 

る 遠 寺の 鐘。 生者必滅 四季 轉 k の 花の 色 

さだめ  モんゎ 5  ti 

定 なき は 娑婆 世界。 爱に六 孫 王の 御 孫 多 

だ んぢ. つ おん  らいく わ 5 

田の 滿 仲の 御 摘 子。 攝津の 守 源の 賴 光と 

て。 ォ。 シへ 智勇 尊き。 大將 あり。 地 然る 

に 如何なる 御宿 運に や。 御 心地 例なら ね 

ば 渡 逢の 綱。 坂 田 公時ト 部季武 臼井定 光。 

其 外 殘る諸 大名 思 ひくに 相 詰めて フシ 

御機嫌^ 何と 窺 ひ 居る。 請 中に も 渡邊進 

み 出で 申す やう 如何に 方々。 此度 君の 御 

病 氣は御 心の 結 ぼ ほれと 覺 ゆるな り。 せ 

御 慰 を 催して 御 心を晴 しなば 然る ベ しと 

述べければ。 人々 頭 を 傾けて 7 シ 未だ 詞 

も 出さ 1- るに。 》- 公 時 やがて 進み出で。 


«5 先づ 某が な 候 は。 夫人の 心 をい さむる 

事。 酒宴に 增 したる 事 候 はや。 唐土の 樂 

天が 酒 功讃を 事び。 御 庭前に 滔の泉 を 港 

へ 美女 を 揃へ。 今様 朗詠 さまぐ に。 音 

聲 微妙 を 盡 さん 事 如何 あらん と 申さる 

る。 渡 邊綱是 を 聞き。 K 尤も 面白く は 

候へ ども それ は 異國の 諮な り。 地 近き 我 

が 朝の 風景 を 巾すべし。 瞎哦の 天皇の 御 

宇 かとよ 融の 大臣と いひし 人。 思 ひや 空 

に 陸 奥の。 千 k の籩竈 を堪へ 忍び" 六條 

河原の 院ゃ 鹽憲を 移し。 難 波の 三 律の 浦 

f しほ い "つけ ，3 

よりも。 潮 を 汲ませ 遊興 有りし は。 何と 

やらん 妙なる 様に 存卞れ ば。 御 庭 is に鹽 

屋の體 を 飾り。 美女 を 焦め 蟹 乙女に 作り。 

汐 汲む 體の 遊景は 如何 あらん さりな が 

ら。 鬼 角 書付 を 以て 言上 然るべ しと。 や 


がて 一 々相 記させ。 扨 人々 を 召 具して" 1 

フシ ォクリ 御前 をへ さして ぞ出 でら る 1,。 

ハル フシ 御前に なれば。 右の 次第 を 言上 

有る。 《«賴 光御覽 じ先づ 以て 某が 病中 を 

t い <■ 、  レ； 

悲 みて。 精 誡を盡 さるの 段。 誠に 以て 祝 

著せり。 《- いづれ も 宜しき 事ながら。 中 

にも 此千 賀の鹽 竈の 事 は。 吾 盛の 古 陸 輿 

へ 下りし 時。 少し は昆 物申して 有り。 昔 

の體 「入懷 しく 思 ふ 間。 先づ 鹽？； S の 風景 

望みな りと。 御機嫌 宜しく 宣 へ は 俄に 

ハル 三重 用意と。 》- 聞え ける。 フシ 心 も 詞も。 

及ばれす。 上下 洒落たる 遊びと て。 フシ さ 

ざめ き 渡る 海景 色。 《 "目元に 汐を 汲む 海 

士は。 千賀 の鹽憲 引き か へ て。 痴話の フシ 

鹽 がま 是 ゃ此。 君が 心 を 汲みて 知る。 賤 

が 手業の し をら しき。 色と 情の 二人 連。 

なる かならぬ か 鳴 尾 崎。 今日 打 解けて g 

淡 路嶋。 通 ふ 53- 守の 廓に て。 幾夜 重ねん § 

香が の 端 花の 顔 せ 飲 付ける 。それく， -  0 


こ はい 東風 かぜのば つと 吹 井の。 7 シ浦 

かとよ" 了 ン我名 を 問 はば 琴 浦が。 里に 

ありし は 昨日 今日。 興 も 一 入增 さるらん。 

いざく 汐 を：^ むべ し" サァ な- フ汐を 汲 

まうよう。 たんぶ。 ^,\» と 汲み分けて 

：  n  、<  <« づ. 》  »soy 

持つ や 田 子の 浦。 東から ゆの 汐衣。 一 一月 

の。 雪と 見なせば。 フシ 消え まじき 壽。 な 

りと 祝 ひける。 き 時に 紀州熊 野の 別當惶 

急し く參 上し。 百合 オット； JJ!:- つて 賞 はう。 

此扭も 若 王 寺の。 百合 ハ テサテ 淨溜璃 待つ 

たて や。 ャィ茶 平 そり やど うぢ やい。 ^ 

常の 装束 裝裟衣 を 忘れた か。 昨日の 役割 

俵醉 うて 覺 えぬな。 玉嶋礒 之丞は 源の 賴 

光 役。 此大鳥 住賀 右衛門 は 渡邊の 縛。 公 

時 は 此御飼 茶屋の 亭主。 八百屋の 末武久 

三の 定光琴 浦す の汐 汲で。 跡目 論の 淨溜 

璃 狂言 。是 まで S 梅が よかった に。 頭取。 

なん 

何と 言 ひ 付ける ぞいと。 *- 叱られて 公 時 

も。 ョ茶平 何と 狼 狙へ てぢゃ 。衣装 著て 


出な ほした。 いや/、，.^ く 出な ほし 

よりち.；' て く 

所ぢ やな いわいの。 賴 親の 調伏より 大き 

な 事が 出来て 來た。 ムゥ來 たと は 何が。 

来ました く。 しかも 歷々 C ムゥ 又礒之 

丞貴 樣の迎 ひか。 面倒な 去な してし まや 

れ。 墦 いなせ. （-と 放埒の。 腰 押す 惡事 

の佐賀 右衛門に さがな や ふ はと 乘 せられ 

て。 IE コリ ャ去 ねと 言 へ く。 去な 中ば 

はやう ぼい 去な せと。 增滔 がい はする 我 

儘 八 百。 ィャ/ \  « ^いつものと は 遠 ひま 

する。 泉州濱 田のお 屋敷から。 御 傍輩の 

介 松 主計 樣。 棵 のお 鲷 茶屋 は是 か. - 玉 鳴 

兵 太夫 殿 子息。 同 苗 ff 之丞 殿。 明 暮是に 

居 申さる 由 承り 使者に 參 つたと。 乘 物で 

ぐ わった ひし。 ャァ 何ぢゃ 主計が わせら 

れ た。 そり ゃマァ 何し にわ せられた。 ェ 

ヱ ひ よんな 所へ わせる 和郞 と。 《- 驚く 賴 

光 || てる 網。 肘 取られし 顔つきで も 口 は 

利口に ヱ、 コレ a" 礒之丞 何 をう ろく  0 


主計が それ 程お 身 は 怖い か。 堅い 自慢の _a 

尤顔 意見に 来たに 逢 ひ は 有るまい。 畏 I 

つたの ぬらり くらり 當分 通れに 間に合 は 

した。 增身 ども は そっと 拔 けて 去ぬ と 

立. 4 れば。 詞ァ、 これ 佐 賀右氣 の 悪い。 

責樣が 執 成 言うて くれねば 仕舞が つ か 

ぬ。 ィャサ つかう がっく まいが 身 ども は 

主 i に 逢うて は濟 まぬ と。 增 我が身 勝手 

の爭 合な かば。 それもう 爱へ お通りな さ 

る i 跡目 論 取り 置け と 手々 に 衣装 著 代 

へ る やら。 譯も 何やら 知らね どもい ひ 交 

したろ 夫の 爲。 碌な 事で は あるまい とそ 

レ！ B  く. < 

ぞろ 淚に汐 汲の コレ 太夫さん。 ョェ、 こ 

れく 泣く 所ぢ やない。 お前 は 臭へ 禿 衆" 

奥 へ 連れ ましてと" * 氣を 揉む 身 內の冷 

t に。 紅粉の 剝 げたる 公 時が 顔 は 斑の 飛 

いりつ ま S  す auiij 

入 棒。 首が 落ち はしょまい かと 騒ぐ 末武 

ふびに 

八百屋 物。 鳶 田の 見 世へ 出 やせぬ か。 旦 

那樣 申し 聞え ませぬ やつば り久 nr か 役 相 2 


應米 踏む； n 井が まし ぢ やのに。 定光 尻が 

くるで あろと。 口 合 やら 泣 事 やら 引かれ 

者の 歌 同前。 夢中になる を 踏みとば し。 

どうで あらう とおり や 去ぬ ると。 雑 儀 を 

人に 塗り付けて。 去ぬ る大鳥 佐賀 右衛門 

プシ惡 事と 後に 知られたり。 *" 酒に 亂れて 

も 武士 は 武士 碟之丞 は 著る 物 著 代へ。 詞 

コ リ ャ 亭主 茶 平。 汝等も 皆 勝 手へ 行け 

くく。 主計に 逢うた 其 上 はどうした 

事が 出来う も 知れぬ。 必ゃ騷 ぐな 出まい 

ぞょ。 *■ 太夫 も 必す出 やるな と覺悟 極め 

た詞の 端。 聞く 氣遣は 有りながら 早 や 次 

の 間の 足音に。 短氣を 出して 下さん すな 

と。 心なら や も 打 連れて ォクリ 奥の。 1 

さ. t- 

間に 潜み 居る。 フシ 次の間 も。 g 一驚き つ 主 

計と は 0 長 《- 女の 名に も 付く なれ ど それに 

は あらぬ 打 かけ は 町と 屋敷 を 合せ 帶。 骨 

た  しもざ 

牌 結びの 折目 高。 7 シ 下座に 著けば 。坤儀 

之丞喧遠ぅたる使者^^！け。 ^姿に 合點 


行かす。 K そなたが 介 松 主計 殿な。 介 松 

氏とは懇意にぃたせば奥方も^^じ て居 

る。 沮し 主計 はいつ 女に なられた。 何 用 

有っての 只今のお 出で。 *- まづ あれへ お 

通りと 盤 にあしら へ ば。 詞 主計 様と は 

お 目に か-らうば つかりの 作り名。 お袋 

様から お 使に。. 言 ふな^, x-。 殿様お 歸り 

なさる i 故。 お 留守に 〔仃 てるる 親 兵 太夫 

も 屋敷へ 戾らる i によって。 戾らぬ 先に 

俺に 戾 つて 居よ との 使 か。 戾られ うが ど 

うせう が 去んで から 又 出に くい。 去ぬ ま 

とんぼ がへ し 

いと 云 ふから は。 母 者 人が 蜻給 返り 仕 や 

らラ が。 親 仁が 目玉む かる i たけ はむ き 

やっても 去ぬ 事なら ぬ。 勘 當は御 勝手 次 

第と いんで 首へ。 又してもく 戾れく 

と。 役に も 立たぬ 使お こしゃん な。 遊び 

い ろ. 0 い 

の 邪魔に 成る と 言へ。 何ぢゃ 異類 異形な 

者が 来て あへ さがす。 《- きりくい ねと 

腹 立聲。 ァ 、 司お 見忘れ も 御尤も。 前 か 


どお 屋敷に 御 奉公 申しました おかちと 申 3 

す 者。 サァ おかちで あらう がお まけで あ 

らうが おぬ る 事なら ぬく。 ならす ばお 

歸 りなされ いで も 大事ない。 お 使の 御 口 

上 は 殿様 明日お 歸 りの 寄 なれ ど。 大 井川 

タめ 

で 三日の 逗留。 阿部 川で 又 五日の 川留。 道 

中 八日のお 隙 入りお 歸りも それほど 延び 

る。 お 留守の 内 はお 館に 御用 もな し。 お 

歸り迄 は ゆるり つと お遊びな されて ござ 

り ませと。 お袋 樣の粹 なお 使。 誰が 来て 

もお 迎 かと 思 召して お 逢 ひなされ ぬ。 折 

から 私 もお 願あって お袋 様へ 參り まし 

た。 山 今 頭のお 使者の 御用 承った 私が Si!: 

り。 主計 樣と 言うた りやこ そ。 お 逢 ひな 

さる x 様に も 成る ホ ゝ、、 、 お 嬉しう 存 

じます る。 御 口上 は此 通りと。 * 思 ひの 

外に 性惡 の。 7 シ腰 押す 母の 御意 はよ し。 I！ 

增 下地 は 好きな り。 a" ムゥ 川留で 房り が 

遲ぃ。 それ迄 は ゆるり つと 爱で 遊べと 言 ま 


はる V か。 そり や ほんに か。 丁ィァ おれ 

を 産んだ 和 郞程 有る。 いかう 粹に なられ 

たの。 さう と は 知ら 卞麁相 申した。 そん 

ならばつ いちょつ と。 狀 おこされり ゃ濟 

む 事 を。 櫓 あったら 阡 を 冷やさした 茶 

平 勘六來 いくく。 おっと 障子 を 引 明 

けて いそ^.^ ひよこ. v^o  _ss ォ イデ./.., »o 

ど うぢ や 聞いた か。 承りました 氣 疎い^ 

か。 お袋 樣は 日本 一 の S 大明 神。 i も 

追 付け a 見 だい 明 神に お成りな さる I- 

稱相 めでたし /、と。 そ i り 立 つれば コ 

リャ おかち。 ぉ汝 への 今日の 褒美に は 人 

は 見せぬ 取って置き。 守の 里から 琴 浦 

とい ふ裉 引の 鬼れ。 丸 貌を拜 まさう。 太 

夫々々 と增 呼び立てられ。 つい 爱には 居 

る けれど 。行ても 大事ない かへ と 了ン面 

は ゆけ に 立 出づれ ば。 增 おかち は 會釋し 

手 をつ かへ。 a お まへ が 琴 浦 様 かいの。 

若旦那のお いとしが り。 ほんに 御 無理と 


申されぬ。 お 目元なら 口元なら。 殊に あ 

なた をい としをが つて 下さります。 ほん 

にお 嬉しう ござり ますと。 《- やさしい 詞 

の貌 つくぐ。 きはんに 汝ゃ前 屋敷に る 

たお かち。 義平 次と やらが 娘ぢ やな。 さ 

つきに は 腹の 立つ と氣の 揉めた ので とん 

と 見忘れ。 コレ 太夫。 あれ も 嫌 ひで ない 

ぞいの。 色事で 屋敷 を 出た が マァ どうし 

て 出入 をハ ァぉ赦 し はな けれども。 お 願 

あって ムゥ 成程 知った く。 去年の 寶の 

市に。 中間と 口論 して 牢舍 した。 アイ 

アイ 其 H 七 殿 事に ついて。 ヲ、 サ氣 遣す 

なく。 喧嘩の 相手の 中間が。 主の 大鳥 

佐賀 右衛門 は 俺が 友達。 たった今 迄爱に 

居た。 主計と 云 ふ 名で 聞き 怯ぢ けて 去 

ん だは。 弱い やつ。 おれが 味よう 言 ひ 聞 

かせ。 佐 賀右衞 門が 申しお ろせば つい 濟 

む 事。 追 付け 事な ぅ濟 してやろ。 * そん 

なら どうぞお 世話して おかち 樣 の氣休 


め。 佐 賀樣へ 人 やって と 女の 事 は 女 同士。 夏 

名に も 引く かた 琴 浦が 裏な き 詞に牽 頭の 浪 

茶 平。 司 サァく 目出度い 埒 明いた。 此 

悅 びに 今！！； の 趣向。 跡目 論の さっきの 淺 

り。 *? 見物に はお かち 養 始めう では 有 

るまい か。 但し それより 飮 にして 大きな 

物で 始め ましよ。 お 銃 子 早う と 叩く 手 

の。 返事 も 長き 春の 日の。 濱邊の 礒な踏 

みあら し。 # 見る めけ やけき 非人の 喧嘩。 

取り さへ 人 も 友 襤褸。 待てよ 放せと 聲か 

5 わ >r-  け 5 

け 造りの 下の 騒 は。 こり や 一 M ハ跡 目論よ 

りJ^ot論。 賴光ぢ やない 囉 ひこう。 様子 

を 聞かう と緣 先から。 見 をろ す 下にぶ ち 

叩き。 IS ャァ こつば とめな。 コリャ 八よ 

待て。 ィャサ 邪魔すな ィャサ マ 、待て。 

n リャ われ も 仲間で 口 利 者。 譯も云 は f- 

にぶち 嫩き。 どラ した 出入 ぢゃ 一一 一一 n うて か 

ら せい。 ヲ 、 理窟が なうて せう か。 コ レ 

此奴め は此 頃の 新米。 見れば 骨 も 堅し。 4 


仲間に 入れて 大事ない と 思 ひ の 外 横道 

者。 fK 下 茶屋から 廿町餘 り。 一文の 錢 1^ 

おのれ 

はう とて 追うて 來た 旦那衆の 巾着。 儕が 

切って よう 俺に 難儀 させた なァ。 大 掏摸 

め。 大盜 人め。 コ リャャィ此辨街道は^!^ 

よなか 銀 持って 通らう が。 指さす 乞食 ひ 

つ とりもない。 倚が 様な やつ 生けて 置き 

や。 仲間の 者の 足 が 上 る。 地其處 退け 

彼奴 打殺す と摑 みか.^ る を マ 、 、待て。 

K コリャ 新米よ。 なまの 八が 云 ふ 通り。 

己り やちょ こ， v,^ 腰な 物ひぢ るな。 そん 

なら 手よう 盜人 せい。 但し 盜ま ぬと いふ 

雷譯 有らば 。サ ァ、 ) つき 出せ まき 出せと。 

せこつ ばの 權に きめられて。 % も 心 もし 

よけく と。 SS こなた 衆が 皆 尤も。 盜ま 

うと 思うて した 事ぢ やない。 帶の 間から 

落ち か- -っ てあつた を。 ちょっと 持った 

ら卞 るりと 拔 けたが。 盗み 始めの 盗み を 

さめ。 殺した か 殺せ。 もれが 段々 なり 下 


つた 懺悔 を 聞いて 下 はり ませと。 《■ 詫ぶ 

れば 上に は コリャ けうと い。 したが 非人 

の 言譯と は。 靑江 下坂 ぢゃ 有るまい か。 

旦那 それから 御覽じ ませと。 封 € 間 が惡ロ 

耳に も かけや。 まあ コレ 二人ながら 聞 

いて 下 はれ。 わしが 親 は 太 物 問屋。 大名 

の掛屋 もして。 羽が ひの 下で 人の 百 も 養 

うた 者。 それ 程に 仕出した 和郞ぢ やによ 

つて。 何もかも 始未 しられた やら。 四十 

過ぎての 一 人 子。 おれと は 違うて よい 衆 

付合 させに やならぬ と言ラ て。 謠を習 ふ 

舞 を 習 ふ。 鼓の 茶の湯の 何の かのと 付合 

に錢の 人る 事ば つかり。 伽羅 かけ るん 秤 

とやら 手に 取った 事 もない。 綿が 高い の。 

錢が 安いの 手代 共が 寄 合うて。 勘定が 合 

はぬ の 引く の 山の。 そんな 事 は 空 吹く 

風。 嚓 しても 人參 三昧。 物心 覺ぇ ると 

のら友達に！^？^はれて。 此^の 3^ 守へ 來初 

*<4  つめく は 

め。 太夫が 傍で は 恥 かしうて 爪銜 へて 居 


た 者が。 二度に なり。 三度に なり。 四 度 

5 

め は 面白し。 五 度め は 可愛うな り。 それ 

から 連 も 邪魔に なり。 十日 も 廿日 も居續 

よ りさ は  ついし や 5 

けの たわいなし。 寄 障る 者 皆 追從。 旦那 

くわつ とに 乘せ上 ゆられ 粹と言 はる \か 

痦 しさに。 來ぬ 日の 紋日 も 買 ふ樣に 成つ 

て來 ると。 始には 似 ざり けり。 のらめ 

\ と 親父の 意見 絲 瓜の 皮と も 思 は } 

お e  i-t ピ やひ i  V  » 

そ。 親 を 親と もせぬ 俺 を 母 者 人 はま だ 抱 

ひな いく 仁び *t  t ん 

へ て。 陰へ なり 曰！^ になり 幾度 か 女夫喧 

嘩。 其 母 者 人 へ は 義理 はなく。 得手勝手 

の 義理 ぢゃ のし やばる の。 それから は 身 

請 穿鑿。 親方が 高ば る。 手代が 困る 此方 

はし こる 親父 は 叱る。 ひつ 捉ま へて 二月 

ほど 座敷牢 同然 一 寸も 動かさ 卞。 物 ほし 

い 時分に 無理に 嫁 呼んで あてが ふ。 何が 

親父が 孔明を やられても 此韓信 跨 は潛ら g 

f- 。鋭 飛して 置く 故に 五日 歸 りに 直ぐに i 

% 狀： 孔 明が 死んで から 三國 志の 亂ロ。 


一 七日 立たぬ 內 彼の 色を詣 出して 女房に 

持つ と。 家の 手代 は 見限って 引く 様にな 

つて 来る。 主が 主なら 家來も 家來。 新季 

ひき. S ひ  そ 

の 手代 は 引 負す る田舍 の， 客 も 餘所 へ 行 

く。 仕樣 事な しに 商資變 へて マァ請 酒屋 

と 出て 見れば。 よその 飮人は 一 人 もな く。 

家內 して 飮 上け るつ 當分 いらぬ 衣装 道具。 

質屋へ 飛んで 月の 切れた も理の 前。 流れ 

の 者 を 女房に 持った 因 某。 まだ 奇特に も 

t む きさ t いれ G こし i り- 3り め 5 と  5*1- 

お 眞向樣 は 入 续の取 資で女 夫暮す 中。 盗 

ちょこ 

人に 遭 ひ 大事に 遭 ひ。 ぼん やしても 猪口 

才で てらの 錢皆 はり 込み。 分散した 賽の 

目で。 死んだ 親父が 草葉の 蔭から 睨まれ 

た。 親の 罰 銀の 罰 身の程 忘れた 罰で。 ® 

瘻 著る 様になつ たと は 今では 合點 がいて 

も 跡の 間- 人の 餘り 喰ふ樣 になって。 く 

れぬ 物つ い 取る 氣 になった の は。 榮躍 榮 

華に 銭へ 過ごし。 罰の 當 りたい 程當 つた 

敎。 搏 きなりと 殺しな りと。 存分にして 


くれと。 《■ 命惜 まぬ 悔泣。 欲り 上け く。 

淚に か 身の上 は。 二人が 身に も 外なら 

もら ひなき 4? 

す。 めんつに 餘る嚷 泣實 にも。 7 シ乞 食の 

淚 なる。 《- こつば も淚押 k ひ。 f ィハ 

聞き や 素性 もよ い 者な りな まよ。 堪忍し 

て やれ。 ヲ、 汝が富 ふ 事な りゃ赦 してや 

る。 重ねて 盜 ひろいだら ほで 打 折る がか 口 

點か。 中 直りに 醬油 璩 うてきす ほ燒 かう。 

板お 造酒で も 振舞へ と。 《_ 腹の 酒樽 詰 

めかける は。 伊丹に あらぬ 薦被り フシ 打 

連れて こそ 急. き 行く。  *■ 始終 を 聞いて 礒 

ひつ さ ； i ち 

之丞。 物 を も 言 は f- 片隅の 刀 5^ け 立 

上れば。 申しお まへ は 何な さる どこへ 

お出で 遊ばす と。 琴 浦に 咎められ。 

ィャ何 處へも 行かぬ 俺 や % ぬる。 去ぬ と 

は 旦那 そり や 何故に。 ど うぢ や 知らぬ が 

俺 や 去にたい。 お まへ がお 歸り 遊ばす と 

今日の 私が 使の 口上。 お袋 様の 御 內意を 

無下にな さる- - 同然。 ィャサ 無下にな 


らうが 如何せ、 フが。 今の 新米 乞食が 言 分。 夏 

A もち  :n  ^ 

俺が 身 持に 違 ひない。 胸に ひっしと 應へ 浪 

て 来て。 爱には どラも 居られぬ く。 內 ss_ 

の 首尾 見て 又來ラ 太夫。 アイナ それ もお 

袋 様のお 心 休め ぢゃ 近し いに 又お 出で。 

松屋の 門 迄 送って たも。 おかち は^に 戾 

れ よと。 增居 浸れ 客に 去 神の 憑いて は 其 

處に 堪られ す。 サ ァぉ歸 りに 漸と。 息の 

出で たるたい こ 持。 爱は 一 番 さつば りと 

サハリ いなう 峠の 孫ぢ やくしと きた わい 

な。 唆る たいこが 拍子に は。 あはぬ 玉嶋 

if 之 丞了ン 送られ * 館に： g りけ り。 *- おかち 

も 跡 を 見送りし が小戾 りして 緣 先に。 乎 

を 五つ 六つ 打 鳴らせば。 ざ わくく と 

フシ 立戾 り。 《- 濱邊に 髯ふ 以前の 乞食。 《5 

お 家 様お 首尾 は 好 ござりました か。 首尾 

X  そち  4i* し 

は 好い ともく。 其方 達が 身の上 咄で。 

唐の 孔子の 意見より あなたお 一 人 御合點 

いて。 館へ ぉ歸 りなされ たはい かい 傲。 


お袋 様のお 悅び おかちが 今日 の 身の 面 

目。 《- 疆を いはう と 勝 乎より 取 寄せ 置 

さ， e まこ  それ， \ 

きし 扰 箱。 蓋 押 明けて 夫々 にち はる 布 子 

ゆき； i け  あら * とこ  *  て きお 

の 桁 尺 も。 荒 男に は大 島と 目 利 手 利の 仕 

き は てんで 

立 際。 手々 に 戴き 戴いて。 《 "コリ ャ お金 

まで 下さり まする。 お袋 様から 當 座の 御 

褒美。 お 有難う ご.. さります る。 さらば。 

えびす 

*  くの 悅び は。 おめでたい 茶屋 戎嶋ぉ 

かち は。 屋敷へ。 三重へ 急ぎ 行く 

ホ pill 殿の 意 卷 .A ん；. i 

f 二  おやま 精の 拜領物 

«■ 治まる 御代 は國 民に ハル 7 シ惠も 深き。 

和 泉の 國。 *- 濱 田の 御城 主 東より 御歸國 

か ち，っきち  A もて  ひと 

と。 上下 賑ふ 家中 町。 7 シ表 美々 しき 一 

構 C  <? ぉ國 詰の 諸子 頭 玉嶋兵 太夫。 今日 

御上 使の 御 入と 中間 小者が 掃き 捂除。 庭 

の 盛 砂き 目に 武家の 7 シ 行儀 を顯 はせ り。 

3: なんと 角內。 お 屋敷 は此 様に お 客設で 

5^ ぜ返 すに。 若旦那 礒 之乘樣 は^ 守の 愤 


城に 腰打拔 かし。 一 昨日から づ つと 出ら 

れた。 されば いの。 今朝から 七 度 半の 呼 

使で もお 歸 りない。 あのお 身 持が 親 旦那 

の 耳へ らば。 久 離が 物 はぶら つく。 仕 

舞 は あなたの 身の上 を。 歌 祭文で やり を 

ろと。 《■ さがな き 下の 口の端に。 か i る 

折節 礒之丞 三日 醉を乘 物に。 搖られ く 

て戎 嶋ぉ鲷 茶屋より 立歸れ ば。 おかち も 

後より 息 急と 走り 付き。 コ レぉ乘 物す ぐ 

に フシ すぐにと 舁き入れさせ。 《- 音な ふ 

4- さな ひ  4 

間もなく 奥方 は稚 子の 手 を 引きて。 疾し 

ゃ遲 しと 一間 を 出で。 a" ヲ、 おかち 戾り 

やった か 大儀々 々。 奧樣 にも 腕白 者で 撫 

おやか ましう 思 召 そ。 ィャ なう 其方の 育 

ちが 良さに 年より はおとな しい。 此樣な 

子 を 持つ は 親の 大きな 氣 助り。 それにつ 

き。 今 奥で 儀 之 丞が顏 を 見て。 孃 しい 中 

にも 腹が立つ。 是 迄の 放埒 は 若い者の 有 

る 習 ひと。 父御の 手前 は愼 みしが。 今日 


は 殿様より 仰せ 渡さる I- 子細 有って。 俄 

に 御 家老 介 松 主計 樣の御 出。 此 御用に は 

づれて は 再び 屋敷へ 歸る事 も 叶 はす。 增 

品に よらば 夫に も 如何なるお 咎が 有らう 

も 知れ や。 其 憂目 を 見る 悲し さに。 心 一 つ 

で 鬼 や 角と 案じ 暮し。 親子の 緣も 今日 限 

りかと 。其方が スユテ 便 を 聞く 迄 は。 なん 

ぼう 胸 を 7 シ 痛めし ぞゃ。 _^ァ 、それ は 

お 道理。 撫ぉ待 兼な されう と 私 も 心 急い 

たれ ど" 何が 御遊 興の 最中 なれば ほつ か 

りと も 行かれ や。 御 家老 主計 様のお 名 を 

借って。 どうやら かう やら 若旦那のお 目 

にか \ つ たれば。 お聞き 遊ばせ かちで は 

ないかと。 それ はくお 目角 强 くひ 迎 に 

來 たか 意 兑に來 たか。 アイと 申 上け たら 

は。 歸ら ぬお 心 推量して。 ぉ歸 りの かの 

とほ あ ひ  € 

字 も 言 はす。 遠 合からの 御意 見が お 耳に g 

とまり。 早速お 歸り 遊ばした。 ヲ、 夫 は § 

出かし やった。 磧 之 丞が此 家 を相續 する I 


も。 偏に 其方が 慟 返す < ^も 忘れ はせ じ。 

ァ 、勿體 ない 事 御意 遊ばせ。 扣私 がお 使 

の 役目 も是 迄。 お借り 申した 此ぉ 小袖。 

« -奧樣 御免 遊ばせと 襠上 著晚ぎ 置けば。 

下は晴 著の 木綿物 疊 さはり も しとやか 

に C 親子 諸共 座 を 押し さがり 手 をつ かへ。 

K 憚りながら 奥様に。 お 願 ひ 申 上け たき 

は 夫の 身の上。 今 さら 改め 申す に は 及ば 

ね ども。 私が お 家-」 御 奉公の 中。 お 屋敷 

へお 出入の の 魚賣。 團七 殿と 不義 致し 

たる 誤に て 直にお 暇 下され。 それより^ 

の 南の 店で 夫婦 共 持の 魚 商寶。 何と ぞ御 

恩のお 主 様へ お詫 申しに。 今日よ 明日よ 

と 思 ふ 中に 此子は 出来る。 世帶の 世話に 

yo  *v つと 

格 まれ 思 はす 御無沙汰。 所に 此度 夫團七 

の 難儀 定めて お 聞 及び 遊ばさう。 去年の 

九月 十三 日寶の 市の 歸る さに。 此御 家中 

のお 草履 取と 乳 守の 中で 口論 仕出し。 相 

手 は 主人 を かう にきて 酒 機嫌の 刃物 三 


昧。 何が 夫 もき かぬ 氣 なれば。 先の 相手 

1.4 手 を 負せ 歸 りし を。 喧嘴兩 成^と 有つ 

て。 相手 も倶に 牢舍仰 付けられ。 事の 濟 

む 迄 大阪の 長 町。 三 河 屋の義 平.？ 5- と 申す 

私が 親元へ。 此子を 連れ 歸 つて 居ても。 

主 の 難儀 を 思 ひやって は 有る にも あら れ 

す。 泣いて 計り をり ませし が。 《• 殿樣御 

に ふ-一く  あ とがにん 

入闺 のお 悅 びに。 數 多の 科 人 を御赦 さる 

ると。 聞く や 否や 此子を 連れて 出牢 のお 

願 ひ。 何卒 此 度のお 目出度に。 夫團 七の 

科 を 御 赦免 有る 様に。 旦那 様 や 奥様のお 

取りな しなされ 下さらば。 此上 もな き 御 

慈悲と フシ 淚と 倶に賴 むに ぞ。 3 ヲ 、 夫な 

らば 道理々 々o 今 も 言 ふ 通り。 今日は 御 

家老 主計 樣も御 出 なれば 願うても ない 幸 

ひ。 親子 連れで お 願 ひ 申し や" 夫 兵 太夫 

殿へ は自 がお 話し 申す。 *■ 上使のお 出に 

間 も 有るまい。 其 間 勝手へ 〔仃 て 休息し や。 

後に/^ と 入り 袷、 ば。 かち もい そ^^ 


市松 を ォクリ 連れて 气 勝手へ ス りに ける。 夏 

なほ 

ハル フシ 直き は 武士の。 常 なれ や。 *> 和 泉 § 

の 國の執 權職介 松 主計。 跡に 精いて 大鳥 g 

佐賀 右衛門。 御用の 長 樅 家来に 持たせ 徐 

徐と 入り 來れ ば。 館の 主 玉嶋兵 太夫 同 苗 

薩 之丞。 其 外 組 下の 役人 召 連れ出 迎ひ。 

先づ 以て 今日は 御兩所 共に 御 苦勞。 い 

ざ先づ あれへ。 *" 然 らば 左様と 上座に 通 

り。 7 シ各 席を改 むれば。 a 主計 諸 士に打 

向 ひ。 扨 何れも 仰せ 渡さる i 子細と い 

つば。 此度 殿御 入國 の御悅 びに。 ぉ國詰 

の 諸 役人へ 御 土產を 下さる i。 目 錄に引 

合せ 頂戴 有れ。 《- それく と 有れば 佐賀 

く， しら 

右衛門 目錄 ひかへ。 8 組頭 玉 鳴 兵 太夫 

殿是 へく。 拉 貴殿に は 御 在京の 間 役儀 

怠 なく 勤められ。 非番の 折々 は 組 下の 

諸士を 集め。 武藝を 專ら勵 まれし と 上聞 

に 達し。 殿に も 殊の外 n 滿足 遊ばされ。 

V さ ふね  ひ とこし A やけ  . ！ 

長 船の 刀 一 腰 御 土産に 下しお かれ。 御析 8 


紙に 新地 二百 石の 御 加増。 有難う 思 召さ 

れ よと。 * "渡せば 退って 頂戴し" コ ハ冥加 

もな き 仕 合。 武士の 面目 此上 なし。 御前 

宜しく 御 推 舉賴み 奉る と。 一 禮 フシ 述べ 

て控 ゆれば。 詞組下 駒" お 空 兵衞 殿。 《" ハ 

ッ ト答 へ て 立出づ る。 承れば 其方に は。 

晝夜碁 將荼の 稽古に 精魂 を盡 さる i と。 

お 上に も 御沙汰あって！^ 盤 一 面 遣 さる 

る。 尤も 盤將 は。 軍の 法に 同し けれど 云 

は 遊藝。 武士 は武 藝を勵 むが 肝要。 此 

後 とても 心得の あるべき 事と。 》" 詞の中 

手 入れられて 不首尾 千 萬將棊 盤。 蘇 盤 か 

か へ て 空 兵衞は 隅に 目 を 持ち 控 へる る。 

同し く 音 羽浪之 進。 髮 のか i り も 四 座 風 

に。 歩む も 三 ッ地長 地の 間。 のつ し 慰 斗 

目の 袖 捌して 畏る。 S 其 許に は 此間小 鼓 

たん；； ん 

をよ く截鍊 せられし とあって。 此 度の 御 

土産に 小 鼓 一 挺 下し 置かる.^ 有難い と 頂 

戴 あれ。 您刖 大名 高 家に は。 猿 樂を召 抱 


へ お 慰に なさる i を。 武士 は打嚇 しせね 

ば 叶 はぬ と 心得 。武具 馬具 も 代な し 。小 鼓 

に 金銀 を 鏤めても。 其 鼓が まさかの 時お 

馬の 先の 御用に 立た す。 遊 藝に身 を搏っ 

は 町人の 業 。重ねてき つと 嗜み 召されと。 

增 やり めら れて浪 之 進 ちっとも ホウと 

も 返答な く。 生れ 付いた る 薄皮の。 顏を 

赤め て 獲々 舞 フシ まひ/、 して ぞ 入りに 

ける。 *■ 跡へ 出で たる 大男 年 は 四十 七 八 

手。 名 さへ 羽根 倉關 右衛門 . シ 相撲 i と 

ぞ 知られけ る。 t!S 御 自分 は 先達 上聞に 

達せし 相撲 好。 戰 場での 組 打に 勝利 を 得 

る も 相撲の 手。 武士の 上で は遊藝 より は 

るかに 勝り。 まさかの 御用に 立つべき 業 

と。 緞子 三本 化 £k お 心 付いた る 下され 

物。 此 主計 も 茹銷百 ぱい 花に 進上 仕らん. 

と。 *■ 家老 職の 戲 言に 7 シ 時の 舆をぞ 催 

ける。 《s 次 は 玉嶋磋 之丞 。委細 は 只今 

見ら る X 通り。 銘々 好む 業に よって 御 土 


產を賜 はる。 取 分け 其方 は 御 親父 兵 太夫 9 

殿の 役儀 を 大切に めさる i 故。 御懇 is 

からす 此 一 軸 を 下さる i。 殿の 御 思慮 を 

廻らされし 掛 物。 有難 5 思 ひ 《- 拜見 あれ 

と 差 出せば。 父の みならす 拙者に 迄 重. 

深き 御 厚恩と。 押 戴きく。 定めて 殿の 

お 物 好 なれば 墨 跡の 類な らん。 何にもせ 

ょ拜 見と さらく と 押 開けば。 大和 槍師 

西 川が 筆を揮うて 畫 いたる 傾城の 姿繪。 

こ は 如何に フシく と 惆れ。 果てた る 計 

りなり。 H ィャサ 驚かれな。 聞けば 其方 當 

ち もり  しんみ や， r, 

所 守の 傾城に 身命 を據 ち。 書 夜 を 分か 

す 通 ひめさ るん 事。 上聞に 達し 此掛槍 を 

遣 さる。 覺 なく は 明白に 言 譯々 々 。ァ、 

成程 身に 覺 なき 御 不審 を 蒙れ ども。 差當 

つて 申譯 致す ベ き 様なければ 誓言 を 仕ら 

ん。 コ レく儀 殿。 目前に 誓言の 罰が 當 ^ 

ら ぬと て。 此佐賀 右衛門が 聞く 前で。 ぬ § 

けく とした 事 云 はれな。 と は 何故々々 |_ 


と は 白々 しい。 乳 守の 傾城 琴 浦 を 請 出し 

て、 パ母 日々々 歌舞伎 狂せ 3 しらる i を。 誰 知 

らぬ 者がない。 ィャ それ は 御 自分 も C ヲ 

えびす じ. K 

ヲサ 手前 も此間 住吉へ 社參の 時。 戎嶋の 

ぉ鲷 茶屋で。 傾城 集めて どら 打た る X を 

黑ぃ 眼で かに 見た。 爭ふ 事なる まいと。 

い し， ゆ. »ら ton  i が 

*- さす 戀の 意趣 晴し汝 が 科 を 塗り 隱せ 

ど。 誤り ある 身 は 返答 もせん 方。 ズ H テな 

うぞ 見えに ける。 # 父 は 始終 默 然として 

居たり しが。 すんど 立って tf 之 承-を 白洲 

へ はった と 落し。 刀 すらりと 拔 放し。 

振 上ぐ る 乎 をし かと 取り。 詞兵 太夫 殿 こ 

り やどう 召さる i。 ィャサ 不所存な 枠。 

眞 二つに ぶち 放す。 お退きな され 13 怒 

の 面色 C  K ィャ くそれ は 了簡 逮ひ。 お 

上に も樣々 と 御 K 慮 を 廻らされ。 お 慈悲 

を 以て 下し 5 はかる X 此掛物 は。 則ち 殿の 

御 折搭も 同然。 それに 御 自分が 子息 を 手 

にか けられて は. - 殿のお、 むが 無 足になる。 


せとく と 分別 あられよ と。 主計の 詞 骨身 

にしみ。 父 も はっと 頭 を 下け 恭淚 にくれ 

ゐ たる。 S ァ、 これく 御 親父 御 立腹 は 

か ？  ？  ？ し ふ 

尤 なれ ども。 傾城の 梅花の 香 鼻の 先へ 滲 

込んで は。 K から 釣った 意見で もい つか 

ないかぬ。 此佐賀 右衛門が 申す 通り 微塵 

も 逮ひは あるまい と。 《- いへ ど 上 ili は 親 

と 子の 心 を 察し 返答 も。 なく^,, -父は 白 

洲に 飛びお り C 儀 之 丞が襟 t ぃ摑 みぐ つ 

と 引 寄せ。 K 只今 身が 手に かくる 奴 なれ 

ど。 殿のお 慈悲 を 以て 命 を 助け 勘當。 武 

士 でも 杭で もない 奴に。 《- 刀 脇差 無用 ぞ 

と 大小 椀 取り。 ホ、 ゥ よい ざま/^。 

傾城に 魂 を 奪 はる i 根性から 恥 かしう も 

思 ふまい。 他人に なっても 兵 太夫 は。 何 

れ もに 面目なうて 此皴面 を 得 上け ぬ。 汝 

が 恥 は 身共が 恥。 今日 賜った る 二百 石の 

御加增 を。 汝 が申猜 けたら ば。 親の 身で は 

な 何 ほう 嬉し かるべき ぞ。 不忠 不孝の^ 


盗人 C  # 憎い 奴め と齒 をく ひしめ。 目に 夏 

は 憎め ど 恩愛の。 ス？ 淚 先立つ ばかりな I 

り。 《- かくと 聞く より 奥方 は 一 間の- 2： を § 

轉び 出で。 コ レ ff 之：^。 心 がらと は 言 

ひながら 淺 ましい 形に なり やった の。 此 

悲しい 目 を 見まい 爲。 父御の 手前 は 陰に 

なり 陽と なり。 母が 意見 を 聞 人れ なく。 

勘當の 身に なって 今 思 ひ 知り やった か 0. 

«- 生れ 落ちて 今日の 日まで 憂いめ 辛い め 

知らぬ 身で 。京大 坂 へれた とて.， i>o どこに 

1 日 半日 の\ ィ みがなる べき ぞ。 不便の 者 

やとば かりにて 0 人目 も %ぢf 'かっぱと 

伏し 7 シ身 を悶。 えて ぞ歎 かる. -。 jsn リャ 

女房。 未練な， 繰言 見苦しい。 ャィく 家 

來共。 彼奴 門外より 阿房 拂ひ。 情 を かく 

れば 同罪と。 *- 厳しき 詞 にお ぢ 恐れ。 遠 

慮 會釋も 荒 子どもに 引 つ 立てられ T 歳 之 

せんび 

丞。 先非 を 悔いても 歎きても。 再び 返ら 

ぬ t の名殘 親に 名 续の惜 まれて。 見やれ ー 


ば 共に 奥方 も。 見送りく のび 上り わつ 

と 叫び 入り 給 ふ を。 腰： 兀婢 介抱し 伴ひ奧 

へ 入りければ。 母の 歎 も。 父の 怒 も 我が 

誤 としをく 。館 を 出で て 行く 。增 取次 

を さな 

の侍罷 出で。 5«前 より 女 一 人 稚き者 を 

召 連れ。 御 訴訟 ありと て玄關 に控へ 候。 

通し 申さん やと 伺へば。 《> 兵 太夫 打點頭 

さ， だって  ：；！ が ひ 

き。 詞 先達より 其 願の 事 聞 及ぶ。 幸 ひ 御 

上使 もお 出 なれば。 此方へ 通せの 聲に 

つれ。 7 シ かち は 我が 子の 手 を 引いて。 

居 馴れし 屋敷 も 心から 空 恐ろ しくお づ 

くと。 白洲へ 出 づれば 佐賀右 衞鬥。 m 

願と ある は汝 か。 何事なる ぞ早々 申せ。 

恐れながら 私 は。 ^南の 棚に 居ります。 

魚屋 團 七と 申す 者の 女房 子。 此 度のお 悅 

とがにん 

ひに 數 多の 科 人 を御赦 さる i と 承り。 親 

子が 願の 趣此 一 通に 認め 參 りしが。 女子 

の 書いた 物 なれば 釘の 折れ やら 釣針 や 

ら。 讀 めぬ 所 はよ い 様に 御覽 なされて 下 


さり ませと。 *> 願の 一 通 差 出せば 主計 取 

上け 押 開き。 a: 何れも 御覽ぜ 。是は 去年 乳 

守の 中で 口論 仕出し。 相手に 手 疵を負 ふ 

せし によって 雙 方牢舍 言付けし を" 出牢 

さして くれと ある 妻子 共の 願書と。 《- 聞 

きも あへ す 佐賀右 衞鬥。 相手 は 身が 

草履 取。 ほて ふりの ^；; として。 武士の 家 

S  しつ 

來に手 を 負 ふせた る 暴れ者。 科 を赦し 

牢 させて くれよ と は。 のぶとい 奴等 此願 

叶 はぬ く， -ィャ くこれ さう 仰 有るな。 

此兵 太夫が 存ゃ るに は。 先づ 彼等が 願 ふ 

ひと i ほり 

一通 を 聞いた 上 ハテ。 赦 さう が赦 すまい 

が 其 時の 評議。 ィャサ 評議 も絲 ffi: も 入り 

申さぬ。 身が 家来 は 手疵が 重って 今朝 牢 

^し じん しな 

死 致した から は。 其圑 七め を 下手人。 品 

によって is 等親 子 共牢 へぶ ち 込み。 縛 首 

しゃ なん  rt* つ 

の 相伴 さする。 *- 覺 悟し をろ と 睨 付 くれ 

ば。 はっとば かりに 女房 は。 賴みも 力 も 

落ち 果て X せんかた 淚 にくれ けれど。 ま 


だ 稚き 市松 は。 親の 歎 も 白洲の 小石 クシ n 

拾 ひ 集めて 手 惡戯。 コリャ 市松 今の を 

聞かぬ か。 先の 相手が 死んだ によって 父 

様の 甘 切る といの。 *" お詫 申し やくと 

押出せば 手 を 4 口せ。 詞コ レ殿樣 。私 を 代り 

i つ 5*4  こら 

に牢へ 入れて。 父 様の 首 切らす に：^ へて 

進ぜて 下されと。 》- あどな き 願に 兵 太夫。 

目 をし ばた \き 居たり しが。 《s 御上 使 何 

と 思 召す。 相手が 手 班で 相 巣て なば 圑七 

も 極めて 死罪 C 何にもせ よ w 人 を 引出し。 

死骸の 吟味お けた 上。 彼等が 願 も 決 著 致 

さん。 成程々 々 ャィ く家來 共。 獄屋へ 

參 つて 二人の 囚人 連れ 来れ。 *> 早う く 

と 追つ 立て やり。 コリャ く 女。 a 最前 

より 幼い 者が 親に 代って 牢舍 の&。 訴狀 

の 表 も 其 通り。 囚人 を 引出し 死骸 吟味の 

其 上。 父親が秘を赦し^！：を牢舍さする事 g 

も ありなん C 願書 相 遠 はない か。 《• そちが S 

所存 も 聞きた しと 0 念 を 押されて 母の 親。 P 


詞博 りながら お聞きな さてれ 下さり ませ。 

團七 殿が 牢の 中で。 樣々 憂き目に 逢 はつ 

しゃる 話の そしり はしり を 聞き。 五つ や 

六つの 子 心に も 悲しい やら。 父親に 代り 

牟 へ 入らう と。 毎日 々 々 此母を 泣き わめ 

いてせ がみ ますれば。 女子の 愚 凝な 心 か 

ら。 あれが 魂に 神 佛が人 代って おっしゃ 

るかと。 《■ それ 故のお 願 なれ ど 夫な り 我 

が 子な り。 どちら を どうと も 悲しい もの 

は 私 一 人。 何卒 夫が 此 度の 科 を 御 赦免 下 

さら は。 生々 世々 の 御 慈悲と。 白洲に か 

つばと 7 シ 身を投 伏し 泣き わぶ る 。こそ 

不便なる ゥ * 佐贺 右衛門せ、 ら笑 ひ。 ハ 

ハ、、 ハ、 テ およい 工面 を やり 居った。 

子 を 持った 者 は どれ 共に あの 手に はは ま 

ら にやなら ぬ。 あれ は豫て 小！^ にい ひふ 

くめた^£物： 子供 ごかし に 親め が 命 助か 

らうと いふ 事 か。 * ェ 、け*^太ぃ女め巧 

い 事 はぎき あがれと。 やり こ むれば 兵 太 


夫 。ィャ く  それ は 一途の 了簡。 旣に 

もって 漢の揚 修孔融 は。 a 歲六歲 で 才智 

勝れし と 聞けば。 いはん や 日の 本 正直 を 

本と する 神の 國。 子供に 孝行な 者 ある ま 

いと も 言 はれす。 コリャ 幼い 者。 增 

物 とらせ- T と 招き 寄せ。 かけが I に うづ 高 

く 盛り 上け し 菓子 取 上け。 *■ 身共が いふ 

事よ つく 聞け。 父親の 代りに 其方が 首 を 

切らす るか。 この 菓子が 欲しい か 望み 次 

第と。 》- 問へば そばから 母親が。 それ 

く 市松 父 樣に替 り ませう とお 願 ひ 申し 

や。 やい のく と あせり もがけば 佐賀右 

衞鬥 OS ャァ 女め 云ひ敎 へる か。 退れ く 

とねめ つくる。 地 市松 は會釋 もな く。 首 

切らる i 事お り ゃ厥ぢ や。 菓子が ほしい 

殿 棟と 手 を 差 出せば。 フゥ へなら ば 

代って 入る 氣。 首 切らる- -は厭 •  ちゃ 迄。 

ヲ 、 よういう たな 菓子 とらせう。 何と 佐 

賀 右殿ァ レ 見られた か。 親に 代って 切ら 


れ うより。 菓子 欲しい と云ラ たの はい ひ S 

ふくめぬ 是 證據。 どうで も 子 佻 は 正直な § 

と。 * 落つ る 所を兩 人が 引 上 ゆく 云 廻 お 

せば。 佐 賀右衞 門 はむしゃ くしゃ 腹。 フシ 

% ふくらして ゐ たりけ る。 »- 程なく 牢屋 

め レミと 

の 役人 ども。 見ろ も いぶせき 牢死の 囚人 0 

# に 指 荷 はせ 肩肘 怒らし 引 添うたり。 

後 へ 引出す 縲付は 日影 見ぬ 目 の 色靑さ 

め。 月 代 延びて 顏付も 。變り 果たる 7 シ有 

様に。 ァ レ 詞 市松 父 樣ぢゃ 圑七殿 か 懐か 

しゃ。 常々 に 此方の 短氣を 意見しても 聞 

入れな く。  *- 今 此樣な S き 目 を 見る。 此 

子 は 可愛うな い 事 かと 聲を上 ゆかき ロ說 

き。 淚 ながらに 寄る を。 寄るな くと 

役人 ども 突 退けく 白洲に どっかと 引据 

ゆれば-) 佐賀 右衛門 緣 より 飛びお り。 ™ 

ヱ 、汝 35 いやつ。 あの 通わ 身が 家来 を 切 

り 殺し たれば 下手人 は 運れ ぬ。 *- 見る も 

中. 》f 腹^ やと。 立^に どうと 踏 倒し。 惡 1 


^^- .^^ しゃつ 面と。 い-ひて は し 踏 

飛し。 眉間 肩 骨鐵 脚に て。 ぐつ くつと 踏 

付く る を。 见る 女房の 其 悲し さ 我が身 も 

共に 踏まる、 心地。 短 氣の圑 七 ぐっとせ 

き 上け。 雜取 ひつ 立て 立 上る を 役人 ども 

立ち か \ り引据 ゆれば。 詞ャァ 其 態に な 

り. 4 つても 此佐贺 右衛門に 乎 向 ふ 氣か。 

*- しゃらくさ い ふさぎと 。や はと 拔 

いて 刀の 背 打。 ァ 、 ， J れノ、 聊雨 あられ 

なと a け 寄って 止 むれば。 S コレ兵 太夫 

殿 科 人の 肩 持た る.^ か。 ィャサ 拙者が お 

おめ 申す も。 いは 1- 未だ 落 居せ ぬ 科 人。 

萬 一貴 殿のお 手が 廻り。 過ち 有って はお 

爲 にならぬ。 いかに 若い とてち と 御飽相 

に存 すると。 * 理窟に 詰められ 拔 いたる 

刀。 了 ン手持 無沙汰に 見えに けり。 ョコリ 

ャく 牢屋の 役人 ども。 死骸 を それへ 引 

出して 御上 使のお 目に かけよ。 御 苦勞な 

がら 主計 殿。 埯 成程- * 一 所に 檢分 dd ら 


んと兩 人 立 合 ひ。 《s コレ 見られよ 兵 太夫 

さん 

殿。 此班は 二十日 も 以前に えた 金瘡。 

成程 左様。 全く 病死に 極 つたれば。 《■ 圑 

七に 構 ひなし と 言 はせ も 果て す 佐 賀右衞 

門。 K 庇 は ともあれ かく も あれ 。人 を あや 

めた 科 人 を 構 ひなし とい はれて は。 國の 

政道 立つまい く。 ィャ それ はい はれぬ 

指圔 。今 口 殿のお 眼 i を 以て。 役儀 勤む る 

此 主計 國の锭 は 背かぬ。 病死した は 彼奴 

が 不運。 相手の 疵平竊 なれば 圑 七に 科 は 

ない と 申した が 誤り か。 殊に 以てお 身の 

家来。 御 法 跡の 傾城 町へ 入 込み 酒 狂から 

の 口論。 道 をい は 貴殿が 钆明 しらる I- 

害。 但し 其方が かの 色里へ お供に 連れら 

れ。 同じ 穴の 狐と 思 ひ 非 を 理に枉 ゆて- $ - 

属の 沙汰 を せらる、 かと。 *- 只 一 口に 大 

鳥 も。 いひ こめられて しょけ 鳥の まぢ 

くと して フシ 閉口す。 《- 兵 太夫 女に 向 ひ。 

0 幼い 者が 孝心 を 感じ入り。 汝 等が 願の 


通り。 團 七が 科 を赦し 明日 當所 をお 拂ひ 3 

1 

有難う 存ぜ よと。 * 聞く より 親子 は 飛 立 

つ 計り 。伏拜 みく フシ 嬉し 淚 にくれ けれ 

ば。 何が な 彼奴に 面 あてと。 佐 賀右衞 

門し やくり 出で。 詞ヱ 、汝 命冥加な 奴 。さ 

りながら 家財 を閼 所して 當地 をお 拂ひ。 

重ねて 當 所へ 入 込む と 急 度 曲事に 言付け 

る。 それく 役人 ども 彼奴 脚 腰の 立たぬ 

程國 境より 叩拂 ひ。 ィャ 先づ待 たれよ。 

彼が 科と て さの み投を 背いた とい ふで も 

なし。 口論の 事 なれば 家財 闕 所に は 及ぶ 

まい。 かう いへば とて 兵 太夫が 私の 依怙 

なら 中 殴の 御 慈悲。 御 政道の 筋 を 以て 科 

を 御 赦免な さる- -間 。有難う 存じ 重ねて * 

心 を 改めよ。 身が 粋 儀之丞 不所存 故に 今 

日 勘當。 定めて 方々 を 彷徨 ひ 歩き。 果は 

野末 か 橋の 下の たれ 死 をし 居らう C 萬  一 g 

大 坂で 遇うたり とも。 身が 恩 を 受けた な 13 

ん どと 田 ：3 ひ。 必 ゃ/^ 情 を かくるな。 ナ f 


ナ。 合 點か情 を かくれば 恨む るぞ と。 《■ 

口 は 立派に いひな せど。 7 シ心は 賴む詞 

の 色。 地上 使 は 見ぬ i かぬ 顔。 早お 暇 

と 座 を 立てば。 《s 最早お 出な さる i か 先 

づ 以て 今日は 御 苦勞千 萬。 ィ ャサ責 殿に 

も 子息の 俄に 就きお 心 遣 ひ。 ィャ もう 其 

儀 は 御沙汰な し。 成程々 々。*" 御內證 へ 

も. S しくお 賴 みび やる と。 挨拶 すれば 佐 

賀 右衛門。 a ァ、 御 亭主 段々 の 御馳走 忝 

い。 ぉ禮は 重ねて， 度 申さ ラ。 と 

歪む 大鳥 直なる 主計。 いはね ど それと し 

ら すのお 5s 護 割 竹 打 立て 立ち か、. 

つ れば圑 七 も 屠所の 羊に 引 代 へ て。 命 助 

かり 廻り 合 ひ。 親子の！^ 縛 様 引かれ。 出 

づるぞ  一 i へ惠 ある 

*t 三 出 人の 數.^ つ ぐった 

f 一一 一  珠數 三昧の 男 作 

* 住吉の ハル フシ 濱逢を 春の。 名に 高き。 

それば かりで は 並木の 蔭。 新 家の 


結 床。 櫛の 齒を ひく 往来 も 自由な 堺 海道 

を。 大 坂の 方から ひよこく と 來るは 撥 

髮糟 毛の 親 仁。 釣 is の 三ぶ とて は C 人の 

厭が るぶ らく も 。年が 意見で 直った か 0 

片手に は珠數 片手に は。 だつ まの 様な 小 

じ や， f ビん 

ぢょ つぼが ォクリ 冗談 歩き 持て あぐむ。 母 

のお かちが 付添うて。 フシ 道々 機嫌 鳥居 

前。 《5 マァ巿 ちっと 爱で 休み や。 三ぶ 様 

も 休まし やん せ。 ヲ、 サテ此 坊主 はよう 

歩いた の。 大方 夭 下 茶屋 邊で储 かに 駄々 

けうと 思うて。 廿五 文が 駕籠 相舆で 振舞 

ふ 所 を。 三文が 地 黄 玉で まじな ラた。 

昨日 此方が 戾 つて。 今日 圑 七が 牢 から 出 

ると 聞いた 故。 痦しぅて^^か寐られゃ。 

夜の 明ける を 待ち兼ねた。 コリャ 坊主。 

追っ付け 父に 逢 はして やらう。 ィャ した 

が もっと 隙が いらう。 祝うて 明 神様へ お 

禮が てら。 連れて 參 らしゃ れんかい。 間 

遠の ない 様に おり ゃ爱に 待って 居よ。 ほ 


んに 三ぶ 樣 こちの 團七殿 念 頃な 中ぢ やと 夏 

てコ いかい 世話で ござんす。 何のい のし I 

たが 言 ふぢ やない が 此方の 親父。 三河屋 始 

の義平 次が 迎 ひに 来て 遣り やる 害。 今日 

は 又な ぜ來 ぬの。 今朝から 膝が 痛い と 言 

うて。 サァく サァく 作病 ぢ やて。 殊 き 

に 直に も 無い 和 郞ぢゃ もの。 こんな 事 誰 

も來 とむな がる。 マ參 つて ござれ。 アイ 

そんなら さう 致し ませう。 コレ がんが へ 

參 つて 來 やん しょと 《- いやい のと。 口 

うつしい ふ講 鵜の 鳥。 親子 は宮へ 三ぶ は 

火打石に 腰かけす つぼく。 フシ 茶の 錢 

始末と 見えに ける。 ハイく く賴み 

ませう。 杖 せんか。 *- ヲ大 小路の あたり 

から 持って来て。 <« ^杖の 先 にぶらり と駕 

つつ A  あと ； 1 て. a 

籠 突張り。 詞 旦那 申し。 後の 立場の 駕籠 

と 代へ ます 錢 やって 下 はんせと。 *- 願へ 

ば 垂の內 よりも。 極めた は 大坂迄 着け 

てから 先で 渡さう。 ィャサ ，てれ ぢ やちと 


勝手が わる ごんす： 後の 駕籠と 代へ ねば 

ならぬ。 ど うぢ や あろと 爱で やって 下さ 

り ませ。 サァ やる 事 は 易 けれど。 錢を爱 

に 持 合さぬ。 大 坂で 储に 渡す。 ハァ 相棒 

聞いた か。 勿怪な もの ぢ やな。 ィャ 受取 

ら にや 勝手が 惡ぃ が。 大坂は 何處へ 着け 

るの ぢゃナ 。長 町邊で 尋ねたら ば。 ムゥ 

先 は 知れぬ ので ござります か。 ィャモ そ 

ん ならいよ く爱で 渡して 下さり ませ。 

ハ テ 執拗い 爱 には錢 がない とい ふのに。 

ムゥ そんなら おいら を 街る のかと *? フシい 

がみ かくれば ァ 、 コリ ャ麁 相い ふな。 

武士に 向って ャど、 1 へ 武士。 有様 は 丸腰 

エイ それで 街の 手め 上 ゆた。 こんな 奴 は 

ャァ かう せいと。 * 思 ひ 合った る 惡者同 

士。 駕籠 をく るりと 打 返され。 內 より 出 

たは ff 之丞。 落ちた る はやみに 膝 指り 剝 

き。 くわつ とせく 氣も 身の 恥 を ハル フシ さ 

しう つ。 むいて； へ ゐる。 司 コリャ 棒 組。 


何でな と爱 迄の 駕籠 代。 算用して 取って 

しま へ 。下 著な りと 上 著な りと。 *> 手繰つ 

て 算用 濟 まさ- リと 7 シ立 ちか i らんと す 

る 所 を。 n リャ くく 滅多な 事して。 

後悔すな と堆橫 合から 三ぶ が聲。 詞ャ何 

も 知らいで そこな ^ 爺 何い はる ぞい。 ホ 

ホ 知って ゐ るく。 コリャ いがむな やい 

^.,-0 サァ 足元の 明い 中に とつ 走らいで。 

な こな 樣 若い がァ溫 順し いよう 堪忍 さ 

つし やる ぞ。 シテ 駕籠 代 は 何 ぼの 極め。 

直な した は 二百 五十 か。 て も 高い 駕籠 ぢ 

やの。 からし やった こな 樣 もこな 樣ぢゃ 

て。 由緣か i り はな けれども コ レ此 親父 

がヲ尻 持。 ャァ わり 樣が尻 持つ か。 ヲ此 

釣船の 三ぶ が 尻 持った 達 引。 此珠 數で數 

へて 見り や。 丁度 九 百 九十 九 出入 あろ。 

前なら 汝疊ん で 仕舞 ひ。 千 人 投の數 に 合 

すけれ ど。 *> 堪忍して 去な してやる と。 

^切る 顏を じろ りと ながめ。 與ホ、 釣^ 


面白い。 どうして 去な しゃる。 《- サァ見 5 

ようと。 摑 みか.^ る を 身 を か はし。 ころ 

りと 投け たは 百の 錢。 高い 極め は 此方の 

損。 了簡して 半分 やる。 此格 でい がんだ 

ら 大きな 目に 逢 ひ をろ と。 丸う 捌いた 男 

作。 美しい ので 氣味 惡く錢 受取る も 怖々 

に。 尻 こそば うて 雲助 は フシ 駕籠 引つ か 

たけ 歸り ける。 》"礤 之 丞は靜 々と。 三ぶ 

に 一 禮。 謂 狼藉者に 出合 ひ 難儀の 所。 其 

許のお 世話に て 事な く 納まり 大慶 致す。 

只今 拙者 流浪の 身。 時 を 得て お 鱧 を 申す 

爲 なれば。 お 在所 は 何 所 承りたい。 ィャ 

さう あって は此 親父 所 は 申さぬ。 長町邊 

と ある 故に。 わし もちよつ ちょと あの あ 

たりへ 〔t きます 者。 長 町 は 何 町 目。 ィャ 

何 町 目 か は 存ぜね ど" 三 河 屋の義 平 次 を 

尋ねて 參る 者。 ムゥ あの 義平 次に 用が あ g 

ると は。 テモ變 つた 者に お 近付 ぢ やの。 ^ 

ィャ 近付で は ござらね ど 其 娘のお かち。 ，3 


へ ェ。 そんなら お まへ はてつ きりつ 谨之丞 

樣 とやら で ござ わます か。 と は 又よ く 御 

存じ。 サァ かう で ごんす。 今日 圑 七が 出 

牟迎 ひに おかちと 息子と。 わしが 連れて 

来て やりました。 道ケ お前の 話 聞き まし 

てお 笑止に 存じます が。 團 七が よい 様に 

しませう ぞ氣遣 ひも さし やますな。 おか 

ち は宫へ 參られ たが 戻りの 遲 いは。 エイ 

てっきりと コリャ 坊主が-た k けて 新 家の 

寛 ft。 あっち やから 行て 昆布 屋に居 まし 

よ。 三ぶ に 聞いた と：； 目 はしゃ ませ。 是は 

重 1®。 昨日 は 挑で 日を暮 し。 .^マ日は大坂 

そ 二. 6 と 

へ參る 所。 よい 所で 其 許のお 目に か i り。 

ァ、 其 挨拶 も ゆるり と/、。 マァ ちゃつ 

ちゃと 行かし やませ。 《■ 然 らば 後程 御意 

得ん と。 フシ 昆布 屋を さして 急ぎ 行く。  E 

ァ あの人よ い 所で 俺に 逢うた ぞ。 ィャ逢 

うた は 逢うた が此圑 七" もう 来さうな 者 

では ある。 地 爱で問 ふと 暧藤を ひらり。 


a 床の 衆 今日のお 拂ひ 者い かう 運う ござ 

るの。 わしゃ 大 坂から 迎 ひに 來た。 《- 來 

るまで 爱を 借り ませう と 7 シ 待つ 間 程な 

< /)/\0 そりゃ^！^人ぢゃと見る 

人 も 十が 九つ 歪んだ 世に。 直なる 道 を 引 

かれ 来る は 兵 太夫が 情に て。 助かる 恩と 

賴 みの 詞。 本フ シ 身にしみ ぐと 忘られ や。 

*- 我が 營 みの 生洲の 魚。 フシ 沖に 出で たる 

心地な り。 *> 警 固の 役目 は 其 日の 當番。 御 

法の 如く 囚人が 維 解かせ。 コリ ャサ圑 

七。 詳しく は 屋敷に て 介 松 主計。 玉 鳴 兵 

太夫 兩人申 渡さる i 通り。 去年 九月 十三 

日。 御 家中 大鳥 佐賀右 衞鬥が 家来に 手 を 

負 ふせ。 雙方 ともに 牢舍の 所。 手 疵は癒 

えて 相手 は 牢死。 其 故 死罪 を 御 赦免な さ 

れ。 和 泉^ をお 構 ひな さる。 ありがたう 

存じ 奉れと。 さ 一目 渡す 事 言 ひ 仕舞 ひォ タリ 

すぐ 様。 屋敷へ 了 ン歸ら る i。  *p 後見 送 

つて 團七は 故 lg の 方 を伏拜 み。 ョァ、 忝 


い。 佐 賀右衞 門が 中 閒づれ の。 下手人に 夏 

くち. S- し  ^ 

取らる i かと ra^ へば 無念で ロ惜 かった。 浪 

兵 太夫 樣ぉ禮 は 申さぬ。 其 代り 之 丞殿 鑑 

身の上。 堆命 にか へても 微塵 さらく 

つお や 5 しろ 

御難 儀 はさせ ませぬ と。 ひとり^く 後 か 

ら團 七。 々々と 呼んだ は どこ。 ィャ床 か 

ら と。 すっと 出る はャァ 三ぶ 殿。 _ss て も 

珍し i- 息災に ござった の。 ヲ 、 テャ 。おり 

ゃ大坂 から^へ 通 ふ。 わり や から 大坂 

へ 通 ふ。 商資は 違うても 心 は 變らぬ 懇意。 

了簡 强ぃ汝 が あ、 した 事。 よくく 聞か 

れぬ 事が あってと 思ラ て。 扨 案じた は 出 

かした く。 必 す恥ぢ やと 思 ふなよ 0, 江戶 

見ぬ と牢へ 人らぬ と は 男の 中ぢ やない と 

いふ。 今朝から * 衆 も 坊主め も。 連立つ 

て迎 ひに 来て 待って 居た。 H ちゃつ と 顔 

見せて やり ゃぢ やが。 テモ 長い 月 代。 ムゥ 

，ろ もの  ，せかへ 

臭い 着物。 ぢ やな" 着替 一 つ 持て 来た。 

幸 ひな 此 床で 月 代 剃って 明 神樣へ もお 禮 ー 


申せ。 おり や BiJ 布屋へ 行て 落着か そ。 ァ 

そり ゃ大ぃ 世話で やした。 貴様 見ぬ 中に 

きつう 珠數ぢ やの. /-\。 サァ今 はとん と 

これ。 腹が立 つ て も 南無 阿 彌陀。 笑 ひく 

も 南無 阿 彌陀。 念佛 講で忙 がしい 賴 母子 

が はやる。 扨と 序に。 汝が最 貭の片 岡 仁 

左衞 門。 扨當 つた。 頦見 世へ 持 越して 今 

ひ .,；J- 1 も 

に 日向 丸 をして ゐる わ。 コ レ. /^こちら 

の 辻札。 竹 本義 太夫 曾 根 崎の 心中で 打破 

いちにち  r 

つたの。 マァ 一 日 見に 行け やい。 ィャこ 

んな 事い や 日が 暮れる が。 一 つい はに や 

ならぬ 事 ある わい。 おかたが 話で 詳しう 

聞いた。 儀之丞 殿に たった今 逢うた 故。 一 

所に 昆布 屋 へやって 置いた。 ソリャ わ 

しが 大事の. 人。 サァ くく 其譯も 聞い 

て 居る て や/ \ -。 とかく 昆布 屋で ゆるり 

と 話 そ。 《- おり や 先へ It て 居る と 風呂敷 

包 手に 渡し。 中に ゃ錢も 入れて ある。 

月 代 剃って 早う ぉぢ や。 コ レ 床の 衆 一 つ 


してやって。 地賴 みます ると 氣を 付けて 

フシ 內と新 家へ 別れ 行く。  《 "我 故にい とし 

男の 身の 難儀。 聞く 悲し さの 跡 追うて 大 

坂へ と 計り あてどな く。 走り 躓き 琴 浦 は 

痞を 撫でて。 K ァ、 爱は何 所ぢゃ ほんに 

住 吉樣。 儀樣と 連立って 難 波屋へ もよう 

來 たが。 *- もしゃ あそこに ぢゃ あるまい 

かと。 見返る 後に 憎い 奴。 佐賀右 衞鬥が 

爱へ 來る昆 付けられたら 捉へ をろ。 どこ 

へ 隱れう 7 シ間も あらせ や。 E アコ リャ 

く 見付けた ぞ けまい，/.. \.。 ぉ鲷 茶屋 

からよう 拔けそ を やった なァ。 俺が いふ 

事 何と 聞く ぞ。 元来 * 樣に は此佐 賀右衞 

門が 行て 居た を。 ァノ 儀め が 身 請して。 

お 鯛 茶屋の 箱 入。 指 もさ. - せす 賞 獸しを 

る。 そこで 我等が 幫 間み 持ち" 獄道 者に 

こ tfe-  さ t 

搏へ 立て。 勘當 させた 骨折 も 皆 そ 様から 

起る 事。 風來 人に 心が 殘 ると。 仕舞の は 

とび ti  さら  なさけ タ ころ 

ては鳶 田へ 爆され。 情 所 を 犬 や 烏が ヲ思 


ひ 出す も 身が 顛ふ。 まだ 其 上に ひょっと 7 

すると 。男 は 助って 女 は 死 損。 そんな 危な 

い 事せ うより さらり と 氣を變 へ。 サァま 

あ 難 波屋で 《 "祝言の 盃せ うと 了 ン手を 取 

れぱ。 a" ェ 、嫌らしい 聞きと むない。 コ 

レ爱 をマァ 放さん せと。 もがく 程猶 しつ 

かと 握り。 E ハ テぴん しゃん しても 此大 

鳥が 摑ん でから は 放さぬ く。 ヱ 、憎て 

らしい あれ ェ 。く。 ハテ はしたない fsH 

が 高い。 高うても 私 や ^ ぢゃ く。 厭で 

あらう が 如何で あろが。 連れて行んで 女 

房に すると。 *" 合點 せぬ 者 無理 無體。 引 

指る 意地 張る 床の 前。 ハ テぉぢ やい のと 

引立てる。 佐賀 右衛門が 利 腕ぐ つと 暖籐 

ごし 拾 上 ぐれば アイ タ、 ゝ ous こり やどい 

つ ぢゃ何 ひろぐ。 ィャ 何もせ ぬ 俺で えす 

I  .  そり； i て い. * びん. 《 卞. fet. さかや？.，  i 

と 。堆 f- つと 出で たる 剃 立の 糸髮 1^ 靑月 代。 g 

ャァ汝 や 今日 牢 から 出 をった。 ヲ、 驚 § 

くまいへ 、：。 圑七 でえ すわい な。 さ ®, 


つきにから 出来ます るよ。 れつ， きとした 

4. ん なわら ベ 

侍が 女 童を摑 まへ て。 マ 、此手 を 放して 

やらうて やと。 《- 拳 痛めて 突 退 くれば。 

ィャ 《«汝 いらざる 所へ 出しゃばって。 邪 

魔 ひろぐ か 何とす ると。 *- いうても 相手 

になら ば こそ。 ？ 1 な樣が あの。 ぉ鲷茶 

屋に居 やしゃった 琴 浦樣ぢ やの。 シテ礒 

之丞 様に 逢 はんした か。 い- - やか。 さう 

して マ ァ供は どこに 居る- ぞ。 き ィ、 ェ 

誰もな いわいな と。 話の 半へ 騙し 打。 團 

七 二つと 靳付 くる を 引っぱ づ して フシ 翻 

斗 打た せ。 K ハ テ大膽 な，.' そんな 事ぢ やさ 

かいに。 あんな 惡 魔が 魅^りたがる。 コ レ 

私 は磁樣 を 世話に する。 團 七と いふ 者で，) 

ェ ィ そんなら お前が おかち 樣 のお 連合 か 

え。 *- ァ ィく 。挨拶と 刀の あしら ひ兩方 

かひな つか こぶし 

を。 S けつ 答へ つ 又 切る 院。 柄と 拳 を 

一 握り。 ムゥ そんなら お まへ 此方の 嘆。 

アイ 知って 居ります とも。 是 はしたり と 


踏みの めし。 ヮリ ャマァ どこで は脊 骨に 

膝。 サイ ナァ。 ぉ鲷 茶屋へ ぉ迎 ひにご ざん 

して ナ。 始めて 逢うて 間もなく。 薙樣も 

私 故に。 コ レ氣 遺しよ まい。 礤樣 もつ い 

其 所に-ちゃ。 そこにと は どれ 何 所に ェ。 

何處は ツイ そこの。 コレ 耳お こした。 コ 

レ ナァ 何と 嬉し かろが。 サ ゝ ちゃ つと 早 

ラ行 かしゃん せ。 增早ラ くと 儀 之丞 が。 

在所 を 囁き 敎 へられ フシい そくと して 

急ぎ 行く。  *P ャァ あの 女郞 やる 事なら ぬ 

と 跳 返して 甌け 行く を。 首筋 摑ん で是は 

いな。 BSn レ 東側 ぢゃぞ へ C 此 時宜 必 す い 

ふまい. ぞ。 三ぶ とい ふ 者が 居る 程に。 よ 

う 賴んで 置かし やん せえ と。 《• 底の 底 

迄氣を 付けて。 世話 やく 隙に 刀 を 鞘。 納 

めた 思案 か佐賀 右衛門。 フシ 飛ぶ が 如く 

に立歸 る。 * と は 知ら ャ お 侍。 もぅ^}^に 

やらいで と 振 返り。 _ ？〕 れ はしたり。. IP 

所へ. やせた。 てっきり 新 家の 香 嗅いで。 先 


へ はよ もや 廻るまい。 せと はいへ 道が 氣 夏 

づ かひな。 宫へ はいつ でも 參ら ろ-と。 S 

心 は 急いて 行く 跡から お i い： く， \。  i_ 

S ハァテ 呼ぶ のに こな 男。 待って 貰う 

と 三人 づれ。 中に 二人 は 以前の 駕籠 异。 

裰袍布 子の フシ 懐手-) E ムゥ 俺に 待てと は 

何ぞ用 か。 ハテ 用が なうて 呼 ほかいの。 

こっぱよ なまよ そろく と 仕 懸け や い 

く。 汝等 でい かざ 助けて やろ： * 其 間 

に拔 きさいた 髭拔 かう と。 床の ill 几に 上 

足 打ち。 煙草 入から 出す 鑷も フシなん ほ 

う 太き &索 なり。 a いがみと 早う 見て取 

る圑 七。 《5 コリャ 出入で もす る氣 かな ァ。 

いらぬ 事ぢ やおけ やい。 ィャ おくまい わ 

い。 名 は 言 はいでも 賴 まれた と 言 ゃ合點 

さつ  もら 

ぢゃ あろ。 ハテ 高が 先き の 女中 貰 ひに 來 

くちて 44 

た。 口 手間 いら やと 請 取ろ かい。 ムゥ聞 

えたが 。そんな 事い はぬ もの ぢゃ。 いはぬ 

ものと は。 ハ テサ 度すまい と言うた 時 Li 1 


や o ハ、、 、どうもな るまい がな o コ レ 

これで 貰 ふ。 くわい。 此 腕で。 こつば 

の權。 なまの 八が 受取る わい。 ィャ 此奴 

が 避けて 通せば 方圖 がない。 も-つきかぬ 

ぞょ/ \0ャ きかぬ というて 如何し やる 0 

« "ィャ か， フ^^す ると 右左。 7 シ ばたり 

くと 鋭 倒せば。 S ィャ こいつ 脚 出した 

ぞ。 疊ん でし まへ 合點ぢ やと。 床に 凭 

せし 開帳 札。 手々 に提 けくて。 滅多 無 

性に 擲 きか i れば 身を躱 して 搔摑 み。 引 

つたく つたる 後より こつば 微塵に 打 付く 

る を。 採いだ る 札に て 打 落され。 怯む 所 

つ r け 5 ち 

を繽 打にば たく/. \。 數も 回向 も 二 萬 

日。 弓矢八幡 壶 井の 札。 こらへ ぬ 武者 

に打据 ゑら れ。 二人 はは ふく 片息 に。 

後を賴 むと 云 捨て \ フシ 命から く sji け 

て 行く。 均 見て ゐた奴 は 大瞻者 。髭拔 きし 

まひ 鑷 を 納め。 詞 へ、、 、テモ 弱い 奴等 

ぢゃ。 あれで も 人に 頼まれる ぢゃ 迄。 と 


いうて 退けても 居られまい。 俺賴ん だが 

無理 ぢ やない。 ドリ ャ a 出て 逢 はう との 

つし^ つ 圑七 ちょと 下に 居て 貰 ひま 

せラ わい。 同し 棒組賴 むに 退かす。 一寸 

も 後へ は 寄らぬ 一 寸 德兵衞 が。 ちょっと 

マァ へ、、、、 かう して 見よう か いと。 

« "帶の 前側ぢ つと 取る OJ« ホ 、 、 、こり や 

また 身が あって 面白い わい。 そんなら 指 

& 斯うせ うかい。 ムゥ さう 仕 やり や。 コ 

レ。 ャか うする。 ムゥ かう する。 ィャぉ 

り やかう する。 地ィャ かう する わと 打つ 

手。 止む る 手 右左。 片手に りんと 7 シ尻ひ 

つからけ。 堆 出入 花 さく 折も折。 餘り遲 

さに 新 家から。 迎ひ にお かちが 唯 一 人 。來 

れ ばうた て や 又喧曄 かつ コレ もう 了簡 さ 

つし やれと いふ を もき かぬ 摑合 ひ。 打つ 

つ 打た れつ 止めても 踏 飛す やら^ 飛す や 

ら。 止めぬ 仕樣 も雙び 立つ 辻札 取って 二 

人が 中 へ 。橫 に仆 した 櫞轉の 枷 。止まる 夫 


止まらぬ 0 相手の 布 子 見知 あろ 顔 は ャァ。 9 

われ 二の \ つ •> こつじき さが  -/ ち 

詞 汝ゃ此 中の 乞食め 下れ。 此方の 人に 何 

で 手 向 ひ 非人め が。 人で なしめ と 《- 叱ら 

れて 詞コ リャぉ 家樣で ござります かと。 

誤り 入った 顏 付で。 7 シ 出入の 腰 は。 

折れに けり。 《«コ リャ 女房。 俺 やすんど 

合.^ がいかぬ。 彼奴 どうして 見知って 居 

る。 見知って 居いで 何とせ う。 短う い へ 

ば礒之 樣。 ぉ鲷 茶屋から ぉ歸 りなされ 

ぬ 其 時の 思 ひ 付。 お遊びな さる 濱 先で。 

非人の 喧嘩 身の上 話。 こいら を賴ん でい 

はした がお 耳へ 留 つてお 歸り。 お袋 様の 

お $r ひ。 其 御 褒美に あの 布 子。 ま. 穴 其 上 

にお 金 も あり。 それから 止めた 其 形ぢゃ 

な。 ムゥ そんなら 重々 憎い 奴。 玉 鳴の 御 

恩 を 著て。 儀之丞 殿に 仇 をす る。 佐賀右 

衞 門が 尻 持つ 恩 知ら 中の. 畜生め。 もう 赦 gl 

さぬ と 飛び か X れば增 飛びし さって ァ、 御 

待った く。 詞其 礒之丞 殴と いふ は備州 S 


出のお 侍。 玉 鳴 兵 太夫 殿の 御子 息 か。 ハ 

ァ 知らなん だく。 此德兵 衞も備 中の 玉 

嶋 生れ。 少しの 科で 追拂 はれ。 國を 出た 

時淺 して いた 女房へ 釣っても お 主。 俺 

が爲 にも 親方 筋。 其 思 はく 琴 浦 殿に。 橫 

戀慕 する 佐賀 右衛門に 賴 まれた C 傍擎の 

尻 持った は 大きな 間 達。 達 引く 所 か 俺 も 

俱々 《- お 世話 さして 下されと。 ほっくり 

折れる 吉野 尺。 一寸 德兵衞 がー 分の フシ 

U て 4- め 

立 初と こそ 知られけ り。 *■ 團七 始終 をと 

つくと 聞き C 貝緣 につ ろれば 遠の 物と。 

， J わ や 珍し い 出合 ぢ やな。 其 詞違 はやば。 

何ぞ as な 固 をせ うわい。 ヲ そり や 何なり 

と 望み次第。 コ レぉ內 俵。 此 辻札の I- を 

見さし やれ。 曾 根 崎 心中の 德兵衞 が。 生 

玉で 叩かれて 恥 面 かいて 居る 所。 其德兵 

衞の 看板で。 此德 兵衞が 出入 を 留め。 か 

5 打明けて 融合うた は。 明 神の 引合せ。 

ェ ィ恭 いくした が。 俺 やちつ との 間 も 


薦：^ つたで。 煩さがって 下さん な ヤコした 

が 餘り物 は 嗆 はなんだ ぞい。 あのお 人の 

いはし やる こと。 》■ 寺へ 行た 折 聞き やん 

した。 百 人 一 首の 天智 天 皇榇も 乞食の 相 

があった 故" 木の 丸 殿に ござった けな。 

浮沈 は ある 習 ひと 會 || に 圑七心 付き。 0 

女房 共。 この 二人の 衆 は 昆布 屋 にか。 サ 

イナ 三ぶ 樣の いはし やる はな。 募の 所へ 

昃り がけ。 掛人 1 一人 連で 〔仃 ん だら 氣に人 

るまい。 今夜 は 此方へ 連れて 往ん で。 女 

中 一 人 は 引 請けう。 If 之 丞樣は ゆく./ \ 

は。 大事ない 奉公で もさせましたら よか 

らうと 0 地 市松と 四 人 連 先へ 注んで 1. ご 

ざんした わい の。 BS ヲ、 そり や 链々。 储 

な 序に 固 はどラ する。 ヲ 、腕 ひかう か 。血 

を吞 まう か。 ィャく 腕 ひいた とて 如何 

したと て。 コ レ旰 心の 爱が 据ら にや 役に 

立たぬ。 がわが 性根 見据 ゑた 故。 固の 印 

渡さう かい 。问 なりと も 請 取らう。 * コリ 


ャ是を 渡 そと 肌 襦祥の 袖 引 フシ 切って 差 S 

出し。 e コリャ 是は圑 七が 身に 付けた 片 g 

袖。 礤之丞 殿 を 世話に する" 片腕に する iK 

證據の 袖。 とっくりと f 一？ 取れよ。 ヲ 、面 

.m い" I に 心底 包ます 隱 さぬ 德兵衞 が。 

證據も 又 かう ちぎって 渡す は" 礒之丞 殿 

を 袖に せぬ とい ふ 印。 どんな 事が あらう 

とも。 御難 儀になる 事な り やそで ない と 

いひぬ く 證據。 サァ請 取れ。 サ ァ請 取れ。 

ヲ、 請 取った。 くと。 に 取替へ 手に 

通し。 BT 俺が 此袖 かう 肩に 引き かけて 世 

話したら なう 德兵 衞。 ヲ、 俺 も かう 引き 

かけり や。 ヲ 、氣遣 は 微塵 もない。 俺も大 

坂へ すぐに 出よう。 そんなら ばサァ 連立 

たラ 。サァ いか、 フ くと。 * 裏表な き氣 

の廣 袖。 固 はしゃん と 住吉の C 亡者の 袖 

よりたし かな 袖。 引 連れて こそ 一一 一重へ い 

そぎ 行く 


0^ 手代が 戀 yj- 掘 出した 

f  ^  浮 牡丹の^ 入 娘 

ハ ル フ シ難波 津に。 增爱も 眼の 內本町 通 筋 を 

堅 横に 引 廻した る 角 屋敷。 道具屋の 孫 右 

衞鬥 とて 乎廣ぅ 商ふ大 商人。 表に は 茶の 

湯の 道具. 時代 蒔繪の 道具 類。 ハル フシ 和漢 

の 器物 を 店 一ば いに 取廣 ゆ。 フシ 人 も 

む 居な しなり。 《- 重手代の 傳八は 埃 叩き 

を斜に 構へ。 掃い つ 拭う つ 代物に。 花 を 

飾る は此 家の 娘。 嫁入 盛の ぼつと り 者と 

小 ォクリ 人 も。 心 をよ せ 敷の。 ス H テ暖應 の 

陰より コレ傳 八。 詞淸七 は 其 所に 居 やら 

ぬか。 ハァぉ 中樣。 淸七は 今藏へ 道具 出 

しに 參り ました。 何の 用で ござります え。 

ヲ 、 それなら わがみで も 大事ない。 此五 

十 兩の金 は 屋敷の 爲替。 伏 見 町の 加賀屋 

へ 渡し やと 父 様の 云 付。 ヱ 、其 用なら ば 

俺が 請 取っても 濟む事 を。 新 參の淸 七ば 

かりし なつこら しう 物い うて。 聞え ませ 


ぬお 中樣。 幸 ひ 外に 人 もな し 。かねぐ 

のお 返事 を。 ちょっと 爱で としな だれか 

かれば 後より。 詞傳 八く。 旦那 殿の 呼 

ばっし やる。 ホウ 淸七 か。 き 何の 用ぢゃ 

知らぬ 迄と 云 捨て 立って 入りければ。 S 

コ レぉ 中樣。 さっきにから 傳 八と ぢ やら 

くらく。 又淸 七の あられ もない 疑 ひ。 

# 私が 心 を 知らぬ か 何ぞの 様に。 7 シ 聞え 

ぬ 人. ちゃと 寄 添へば。 詞コ" ャく淸 七 

見付けた ぞ。 H  、われ は橫 著者よう 噓を 

ついた なァ。 旦那が 汝を 呼ばつ しゃる。 

地き り， /(\ 行けと 傳 八が。 どっち ゃラ聲 

にび つくりし 0 フシ こそ-,^ \.»/^ 0 入り 

にけ る。 コレ其 様に 何く はぬ 顔 さし や 

つても。 如何で もき やっと 合點 がいかぬ 

と。 地い ひも 鬼て ぬに 傳 八々々。 詞コリ 

ャ 手の. 惡ぃ嗜 めく。 今 こそ 旦那が 眞實 

呼んで ぢゃ。 ィャ く嚷。 俺 を 取る のち 

や。 ハテ « か 誠 か 行て 見り や 知れる。 地ハ 


ァ それならば 行て こま そ。 フシけ たいな 1 

事-ちゃと 走り 行く。 詞コ レ淸 七。 今 言う 

た 通り。 疑- フて たもん なや。 增 死なし や 

r  *51 いひお き  なか 

つた 母 樣の言 置 なれば この 中が 氣に 入つ 

た 男で なけり や 私 や 持たぬ。 殊に そなた 

の 氏素性なら 器量なら。 どこに 一 つ 難癖 

のない も理 り。 玉 島 儀 之 丞樣。 く/、 

とい ふ 口 抑へ て。 ァ、 わつ け もない。 詞 

そんな 事い はぬ ものと。 地 人目 を 忍び ひ 

そくと。 咬き 囁く 其 中へ。 得意 廻りの 

肴屋 が。 _s 御用 ご. さり ませぬ かと 堆 門口 

から 音な へば。 ちゃつ と 飛 退き けんに よ 

もな う。 詞 ホウ 九 郞兵衞 精が 出ます。 ソ 

レ 魚屋が 來て 居らる.、 と。 お 5„ ^母に さう 

いはし やませ。 增 早う くを鹽 にして。 

フシお 中 は 勝手へ 走り 行く。 地 どれく 看 

見ようかと _此 家の 狡猾 05- 母。 堙 管 片手に g 

表へ 出で。 詞 今日は 旦那 様の 病氣 本復の ^ 

內祝。 鰭で もせう かと 思 ふが。 もやす い 


物が あるかい の。 されば 此 間の 栗 花 落 上 

りで。 雜魚 場に も 物が 少ラ て。 籠に さら 

りと 見えた 通り。 マ ァ此鲷 がぶ りばん ど 

う。 ヲ、 俺 やそん な 事 知り ませぬ。 おつ 

とつ B ら では 1  一.^ 八 分 。ヲ 、 そり や 高い そ 

れ なら. 江附が 十で 八 分。 されば なう 。增秋 

口から 段々 に 名の 變 るが. 江鲋の 出世。 祝 

ひ 事に よから うか。 詞ィャ 名の 變る 序に 

圑七殿 も。 前堺 から 見えた 時と。 今 は 名 

も變 つた ゆなが。 どうした 事で 變へ さし 

やった。 されば く。 去年え らい 難儀に 

遭うて。 大 坂へ 引越し 心 も 入れ 替へ。 名 

も 九郞兵 衞と變 へたれ ど 言 ひつけた 名な 

れば。 今に 於て 圑七九 郎兵衞 とい ひます 

る。 ィャ もう 次第く に 豆の 數が 重なる 

MO 心 も ひとり 直る もの。 爱に 居さし や 

る 淸七殿 も。 俺が 請に 立って 手代 奉公に 

おこした が 0 死なねば ならぬ 程の 事で も。 

堪忍す るが 若い者の 嗜。 奉公す る 身は猶 


もって。 物事；^ へさつ しゃれ。 まだ f_" む 

のが 色の 道。 ィャ 色で 思 ひ 出した。 の 

子に は此 赤貝が よから う。 なう お 乳母 樣。 

ヲ、 とで もない 大口い はしゃる。 《> 內祝 

なれば 輕 5 て も 事が 濟む。 どうな と 此方 

こレら 

よい 様に 持へ て 下されと。 勝手へ 行け は 

聲を ひそめ。 S 申し 磋之丞 様。 なされ も 

付けぬ 奉公で さぞ 御難 儀。 ぉ國へ 歸參な 

さる i 迄 は。 隨分 辛抱な され ませ。 ヲ 、 

さ うぢ やと も。 何 かにつ けて 其方の いか 

ぃ心づ かひ。 ハチ やくたい もない 0 そん 

な 事ぐ づ/ \\ 思うて。 煩うて 下さります 

な。 》■ 後に くと 圑七 は。 フシ 荷 を 引擔ゅ 

入りに ける。 增か \ る 折節 表の 方へ 一 

僕 つれたる 田舍 侍。 道具 見物 致さ-つかと 

店先へ 立 寄れば。 淸七 庭に 飛んで 下り。 

K よう お出でな されました サァく あれ 

へ。 暫くお 腰掛けられ ませと。 坳 挨拶す 

れば傳 八 も 奥より 出で。 ソレぉ 煙草盆お 


茶 持て 來 いと。 埃 叩で 揚りロ 叩き 立つ 夏 

ぁきな ひ  & 

る も 商 旦那へ フシ 馳走ぶ りと. ぞ 見えに け 浪 

る。 ィャ 苦しうな い 構 はれな。 何と 昨日 l|S 

見た 浮 牡丹の 香爐。 五十 雨に まけ 申さぬ 

か 。されば； も 段々 申して 見 ましたれ ど。 

八十 兩の 口が 一 步缺 けても な ら ぬと 申 

す。 畢竟 手前の 道具 なれば。 又 御 相談の 

致し 樣も あれ ど。 と 申して 私が。 かはく 

な ロ錢を 取る でもな し。 重ねて 御用 も 承 

りた さに 力 一 ばいな-つ- 傳八。 ヲ 、 さう. ち 

や。 後々 が 大事 なれば。 賈 損な 物お 勸め 

申さ や。 見る 所が 正眞 の。 浮 牡丹に まが 

ひなければ。 五十 雨に は 强ぃ掘 出し。 此 

頃 も 一 休の 正 筆に。 坊主に なるな 魚 を 食 

へ。 地獄へ 行て 鬼に 負けるな と ある 假名 

物 を。 紙屑 買が 十九 文に 買うて 来て。 大 

分 金 を 儲けた と" 大坂 中の 評判 なれば。 

«- 少々 は 思 ひはづ して。 どうぞお 求めな 

され ませ。 淸 七も隨 分と ぉ犴煎 申し や。 2 


成程 拙者 も 正 眞と見 申した 故。 五十 兩 

に 付け 申した。 國 元より 申して 參 つた 殿 

の 御用 なれば 。是非 求めで はなり 申さぬ。 

M 是- -. 預り 召された らば 今 一 度 見 申さう 

と。 詞の 中に 箱 取 出し。 フシ 袋 を 開き さし 

寄 すれば。 地 成程 是々。 浮 牡丹に 違 ひな 

い。 かう 致 そ。 マ ァ五兩 付けて おくり や 

れ。 直が なったら ぱ 明日 屋敷から。 金子 

持參 致させう。 同じくならば 今日中に。 

なるなら ぬ を 聞き 切って 歸 りたい。 それ 

なら ズ 追つつ け 買 も 參-る 害。 《- 見苦し 

くと も暫 しが 中。 あれへ ござって 御 休息 

なされ ませ。 請 それ は 幸 ひ。 然 らば 少し 

の 間。 座敷 御 無心 申さう * 御免々 々と傳 

八が。 フシ 案內に 連れて 入りに ける。 地 待 

つ 間 程なく 仲買 彌市。 《 ^ヲ、 よい 所へ わ 

せられた- - 幸 ひ 香爐を 求めた がるお 侍 も 

來て なれば。 今日 ST を 明き やらぬ か。 埒 

と 一一 一一 口うて どの！ M ぢ や。 ハテ 今朝い うた 通 


りに 負け やい の。 ィャ /、 氣 もない 事。 所 

所 方々 の 開帳へ 貸しても。 損料 は それ 程 

取れる 。八十 兩と いふ 發 句から 安ければ。 

負けぬ く。 それなら 俺が 取る 口 錢を打 

込んで。 も 一 雨で 手 を 打た う。 されば な 

う。 急に 小判に したいの なれば。 先へ 問 

は す と JP? け もせ- TSO さらり 地， /\- と 手 を 

打って。 s 扱い はぬ 事は惡 いが。 明日で 

なければ 金が 渡らぬ。 其 時 香爐と 引換へ。 

ャァ それで は 此方の 工面が 違 ふ。 百兩の 

代 J を 五十 雨に 賣拂ふ も。 今日 金子に し 

たさ 故。 所設 こり や IT が 明くまい。 人の 

大事の 道具 ぢゃ。 香爐を 此方へ 戾 して 貰 

ふ。 ヱ 、^もない 事に 足 手 を 引いて 1? し 

い。 コ レ彌 市。 さ ラ沒義 道に いはれ な。 

向う も 堅い 武士 なれば。 明日 金 を 渡さう 

と、，' ふ 議定 はちつ とも 遠， A まい。 ハテひ 

ちく どい。 明日と いうて はならぬ と 云，^ 

わ ーゾ りよ 

に 同じ 事 をぐ づ./ ^と。 自體和 钢 僚カ埒 


明かす。 明かぬ も 道理 か。 やうく 此頃こ 3 

れの內 へ 奉公に 来て。 道具の 道 も 知らす 

五十 兩 とい ふ香爐 を。 夢に 見た 事 も ある 

まいに 肝 前 i かき やる が 大きな 違 ひ。 ムゥ 

ぁぢ なま 分。 道 を 知らう が 知るまい が。 

香 爐を阡 前 一 つて 買 はしたら 何とす る。 ハ 

ハ 、 ゝ 、うまい 事い はれな。 五十 兩 とい 

ふ 金 。盜 せう ば 知ら ぬ 事 。溫か にょう 出よ 

うぞ と。 地氣を 持た すれば 猶急 上け。 出 

して 見せう が汝ゃ 見る か。 ィャ なるまい 

と フシ つんめ 目 1:- つ て爭 へ ば。 き 傳八も 出て 橫 

かや, り 。 詞ぁ X 言 はれて は淸七 立つまい。 

傍輩 迄の 面汚し なれば。 旦那から 請 取つ 

た 屋敷の 爲替 五十 兩。 地傳 八が 貸して や 

る。 此<5 ^渡して 男 を 立てい。 誠に さ うぢ や 

忝い と 。封 押切って 五十 兩。 香爐の 代金 サ 

ァ請 取れ。 も 一度 Ml 叩かいで なと。 フシ g 

小判ぐ わらり と投付 くれば P 地彌市 はに 5 

こく 拾 ひ 上け。 詞 畢竟 今の 様に 云うた 《- 


io 今日 金が US 取りた さ。 商人 は 相 身 互" 

耳に 障ったら 了簡 さし やれ。 仲間同士 は 

いらね ども。 素人から 出た 道具 なれば。 

念の 爲 ぢゃ資 上書 かう。 ，トレ 硯 貸さつ し 

やれつ ィャ モウ さう いやれば 言 ~ 刀 がした 

う もない" それなら 嬉しい。 增又掘 出し 

があるなら ば 持って 來 ま せ う。 さらば 

くも そこ/、 に。 フシ 金 受取って 立歸 

る。 *1 間の 中より 最前の 侍。 刀 提ゅ立 

出で。 Bsa お 手代 衆。 先づ 以て 今日は 忝 

い。 座敷 を 御 無心 申した 上" 色々 馳走に 

預り思 は や 1 睡。 增さらばぉ§£^仕らぅと 

いふ を 淸七暫 しと 止め" 詞 a ぉ賴 のかの 

香爐。 どうやら 斯う やら 五十 兩に さらり 

と埒は 明きながら。 氣の毒 は 今日中に 金 

請 取らう と 申して つ 私と や つつかへ しつ。 

つ b ひらき 

詰 開の 上で。 當分 手前の 金子お 取換 申し 

たれば。 明日 中に 香爐の 代金。 *- お渡し 

なされて 下さり ませと。 聞き も あへ す0 


ィ ヤコ レ 若い者。 手前 其方 を賴 みて。 香 

爐 買うた 覺ぇ がない。 ハ 、 、 、御座 興 も 

事に よる。 ィャ 座興で ない 眞實ぢ や- ヱ 

ェ 昨日 も 今日 も 香爐を 見て。 金 五十 兩に 

直 段 をお 付けな された を傍輦 ども も 聞い 

て 居る。 それでも 覺 えな いぢ やまで- ム 

ゥ これお 侍。 いかに 口先の 契約. ちゃと て： 

今更 さう は 言 はれまい。 街と 見たり ゃ猞 

以て。 首筋 抑へ て 買 はさに やおかぬ 3 ィ 

ャ 此奴 慮外 者" 身に覺 えの ない 事 を 云 ひ 

かける さへ あるに 。武士 を 捕へ て 街と は。 

素 町人め どの i 析 でぬ かした。 サァ 》- 今 

一度い うて 見よ 眞 二つに ぶち 放す。 ィャ 

く 詞 いふまい。 俺 も 腹からの 町人で な 

ければ 知って 居る： さう した 武士の 性根 

で 人が 切る V 物で ない。 ヲ、 切って 見せ 

ろ 動くな と。 *■ 刀の 柄に 手 を かくれば。 

傳八 中へ 割って入り ァ 、 お前の が 御尤。 

まづ 暫くと 押しと？^ め。 コリ ャ詞淸 七。 


今の 金 戻して 貰 ふ。 ィャサ 其 金は此 侍に M 

請 取って 戻さう。 此香爐 を それまでの 質 お 

物。 ァ 、言 ふな。 明日 渡す 爲替 金に。 質 ^ 

物 取って よい もの か。 拉は彌 市め とぐ る 

に 成って 此傳八 をう 街った か。 親方への 面 

晴ぢ や" 覺 悟し 居ろ と 飛びかん り。 髻 

摑 んで投 付く る强カ 者。 脊 骨に ぐっと 乘 

つか i り大盜 人の 生 街と。 握 拳で 滅多 打 

ちそ こ 退け 傳八。 惡ロ ぬかした 其 類が。 

緩 裂いて くれん と 踏 付けく 相 すり ども 

が 責め 殺生つ かよわき 淸七手 ざし もせす 

スェテ 無念。 々々の 聲に 驚き 親方 孫 右衞門 

團七も 走り出で。 傳 八が 首筋 摑 み引擄 ぎ 

取って 投け。 踏 付 くれば 侍が す はと 引拔 

き 切り かくる。 利 腕 取って ぐっと 捻 上 ゆ 

額 見れば。 我が 舅 三 河 屋義平 次。 ャァこ 

なた は。 ナ -I 御 自分 は。 はてな。 くお 

侍ぢゃ 迄。 御仁 體に 似合 ひませ ぬ 地嗜ま 

れ よと 突 放せば。 舅 も 俄に 力み を 止め。 2 


惡ぃ 所に 簿が 居て ® 侍の 手め 上りと。 水 

淺 黄の 帷子 を 7 シ 汗に ひたして 尻 ごみす。 

*- 親方 は斯 くと も 知ら 卞。 as 段々 御 立腹 

御尤。 とかく 憎い 扠は 手前の 家来。 たと 

へ 香爐を 求めう と 仰し やった にして か 

ら C 駕と あなたに 折 極め もせす。 金お 取 

換 申した は淸 七め が 不調法。 殊に 其彌市 

とい ふ 者 仲買で 聞 及ばす。 何にもせ よ 胡 

亂な 事。 地 マ ァ 此浮 牡丹の 香爐 から。 合點 

がいかぬ と 袋 を 開き 手に 取 上け。 ャァこ 

り や 物 。もの. -見 事に 街ら れ たと。 地 

聞く より 淸七 やん ど 立って。 驗 出す を こ 

り や 何 所へ。 詞彌 市め を ほつ かけて 街ら 

れた金 取 返す。 ハ 、 、 、甘い 事い はれな。 

これ 程の 事 仕出す 奴が。 此 ii に まひく 

と 狼 狼へ て 居て よい もの か。 氣づ かひせ 

まいもう 是 から 此圑 七が。 どいつ もこい 

つも 設議 して。 街ら れた金 取 返す。 コ レ 

お 侍。 御 自分に は猶 以て。 ぐっと 言 分の 


ある 人 なれ ど。 心が あって 今 はい はぬ。 

足元の 明い うち 疾と i 早ラ 去な れいと。 

增 突飛せ どび くと もせす。 3 身の 證明さ 

へ 立つ たれば。 居よ というても 此 所に は 

居ぬ。 町人 めら を 相手に は猶 せぬ。 親方 

もどい つも こいつ も。 言 分 はな いぢ や 迄 

と 地 フシ 立 上る を コ レぉ 侍マァ 待った。 

待てと は 身共に 用 あるか。 ヲ、 九 郞兵衞 

がい ふ 事 ある U ヱ、 こなた はの。 見る も 

中々 腹が立つ がよう ござった。 地ヲ、 歸 

るね としら ばけに。 7 シ家來 引 連れ立 歸 

る。 地 孫 右衛門 眉 をし わめ。 E 何 をい ふ 

も 彼 をい ふ も 皆 こっちの 不調法。 手前の 

用心よう すれば 盜人 にも あはす。 巾 著 切 

に 取られ もせぬ。 ャィ淸 七。 汝も是 迄 奉 

公 も 仕つ けャ。 悪- ブ 育たぬ やっと 思 ひ。 

ふ びん  か 仁 

不便 を かけて 使う たれ ど。 大枚の金 を 街 

られ たは 引 食 同然。 金の 濟む迄 請 人 なれ 

ば 九 郞兵衞 に 急 度 預ける。 ァ 、成程。 そ 


り やもう 請に 立つ から は覺 EE の 前。 街ら 5 

V は  2 

れた 金の 行 端。 詮議し ぬいて 御 損 はかけ 

ぬ。 サァ淸 七 殿 立った く。 ィャ くま 

だ 明い 內に其 形で 去な して は。 此 孫右衞 

鬥も 名が 出る。 增此編 笠 をと 親方の。 御 

恩 を 戴く 目堰 笠。 1 言 ひ 甲斐 もな き 不屆者 

とお 憎しみ も あるべ.. VII。 お 情深き 御詞 

有難し 忝し。 K 私 とても 金 を 街ら れ打搏 

にあ ひ。 どう 存 へて ゐられ ぅぞ。 坤淸七 

が 心の 內。 御 推量な され 下されと。 ^淚 

に 額 を も 上け や。 もうお 暇と 圑 七が 預る 

重荷と 看の 荷。 一 荷に しゃんと 打 擔ゅ。 

フシ 表に 出で。 詞ァ 、これ 大事ない く。 

此九郞 兵衞が 居ます わい の。 サァ くき 

な/ \ 思 はやと 早う ごんせ。 ェ 、殘り 多 

いさつき の 時 。あいつ 等が 脚 骨" ぼっき 

ぼきと 折って やりたい。 齣 フン や 。錢ヲ お 

コ ゥ 生ィ錢 や。 より 物 コ ゥ より 物。 車 海 ^ 

老。 * 賫 りく 連れて 出で て 行く。 もはや . - 


世間 も 店 さし 時分 。傳八 表に 氣を 付けて。 

とっくりと 錠お ろせ。 ァ 、 一 日 も 苦の 止 

む間がなぃとォクリ.&:き。^^く奥に入る。 

ハル フシ あるに も あられす。 娘のお 中 人の 

ない 間 を 窺 ひ。 表の 方へ 走 出で。 ャァ 詞 

淸七 はもう 行. き やった さうな。 liTI に詞は 

交さ 卞 ともせめ て顏を 見て なりと も 暇 乞 

と 思うた に ひ よんな 事しての けた。 あの 

金の 濟む迄 は 逢見る 事 も。 增 フシなる まい 

し。 增淸 七の 今の 詞を 聞く に。 生き 存へ 

て は rs ぬ 心。 ^^^"ゎしも後から追はぃて。 

« 死なば 一 所と！^ 出で。 表 を 見れば 錠お 

りたり。 ァ 、悲し やどう せう； てと。 7 シ立 

つたり 居たり 狂氣の 如く 身 を 揉み。 あせ 

り 歎きし が。 ^ヲ 、 それよ。 ^あの人よ 

り 一 時 も， - 長 《- 早う 先立ち 一 1 心なき 心底 

見せん と 娘心で。 * 太夫 一 筋に。 思 ひ 詰め 

たる 手箱より。 取 出す は珠數 ％ 刀。 此世 

の" 緣は 薄く とも フシ 未來は 一 つ。 蓮. ぞ 


と植ノ 山淚。 ながらに 繰る 珠數 の。 3; いと 

ほし や 父 様の 。わしが 死んだら 悲し かろ。 

此淸七 も <fp- 頃 は。 どこに どうして 居 やる 

ぞい。 堆 も 一度 顏が 見て 死にたい と聲を 

も 立て 卞 さめ と ス モア 忍び 。淚 にくれ 

ゐ たる" 增 35- 母 は 娘の 形 素 振 心 を 付けて 

居たり しが。 後より 何氣 もな うお 中樣何 

して ぞと。 聲を かくれば 恂 りし。 詞ヲ 、 

5^ 母と した 事が。 きょと くしい 聲 わい 

の。 今宵 は。 ァノ母 様の 逮夜 なれば： そ 

れ で珠數 をく つて ゐ ると。 堉權輿 もない 

額 付 を。 乳母 はつれん、 打 眺め。 ヱ 、. 詞 

こなた は 聞え ませぬ。 生れ 落ちさし やる 

と。 十七 年の 今日まで 育て 上け た此 53^ 母 

に。 なぜ 物を隱 さし やる。 ヲ 、あの人の。 

隱 すと は 何を隱 す。 あれ まだ あらが うて 

ぢゃ。 其 額 鏡で 見た がよ い。 ソレ 目が 泣 

き はらして ある わい の。 それでも 物を隱 

さぬ のか。 增とラ から 此方と 淸 七と。 わ 


け ある 事 知って ゐる。 ァ、 よしない 事ぢ 夏 

やと 思う たれ ど。 獨 子の 事 なれば どラで f 

S 耳 御 を 取らねば ならす。 氣に 好いた 事な S 

らば。 ァ 、 どうな りと 行く/. \» は。 旦 

那の 耳へ 入れう ど 思うて るた 中に 思 ひも 

寄らぬ。 清 七 殿の 仕 損 ひ。 *- 金の 濟む迄 

請 人に 預けた を こなたの 氣 では。 萬 劫 末 

代 逢 ひ 見る 事 もなる まい かと。 思 ひ 詰め 

て さっきにから。 a" 死ぬ る覺 悟で あらう 

がの。 》- 萬 一 其 身に もしもの 事が あった 

らば。 H 後に 殘 つた 父御の 身で は。 なん 

ぼ 程 *■ フシ 悲しから ぅぞ。 《- 殊に 此春 の大 

病から。 あの 弱りが 目に 見えぬ か。 こん 

な 事 聞かしたら。 先へ 死んでの けさし や 

ろ。 いふ さへ 淚が こぼ * る i と歡 けば 一間 

の內 よりも。 親 孫 右衛門の 聲 として。 詞 

乳母よ く。 用が ある 早う 來ぃ。 丁  、 ァ 

そこへ 參 ります と。 《- 鼻 打ち かみて 聲を 

潜め。 それの みなら ャ お袋 樣御 臨終の 枕 a 


元へ。 此^ 母 を 呼 付け。 詞 何にも 心に か X 

らねど 黄泉の 障は此 娘。 汝母 になり か は 

りて 育て、 くれとの 一言が。 耳に 殘 つて 

忘 e ねば。 地 乳母 は コレ此 様に。 皺 も 白 

せこけ 

髮も厭 はす of 】 なた の脊 丈の 伸びる の を。 

蝶よ 花よ と フシ 樂み て詞 おのれ やがて^ 御 

を 取り。 玉の 樣な 子を產 まして。 乳母が 

死んだ 其 時に。 冥土に ござる お 家 様に。 

土產 にせう と 思うて ゐ るに。 病で も ある 

事 か。 地 美しい 其 肌に。 刃 を あて i 死な 

うと は 未来の 母御 を 奈落へ 沈め。 ァレ詞 

此 世の 父御 や。 コ レ此 a 母に も。 泣 死に 

死ねとの 事 か。 《- あんまり むごい 洞 慾な 

と 聲をも 立てす かきくどけば 娘 も 倶に正 

體 なく。  E 孰 母 誤った こらへ てた も。 や 

いの。 地く と 手 を 合せ かっぱと フシ 伏し 

て。 泣き 居た る。 詞孰 母よ ノ、。 さっき 

にから 呼ぶ に埒の 明かぬ。 お 中 もき り 

く 寝ぬ かい やい。 アイく もう 其 所へ 


參 ります。 コレ 乳母。 增 呼んで ぢ やに マ 

ァ 行き やい の。 詞 いやく 行かれぬ" おれ 

が 〔一;: た 後で。 こなたが 此刹 刀で 是々 せう 

おそ t-l 

でぢ やの ヲ、 怖し や。 コレ よう 聞かつ し 

やれ。 今 はやる 心中 も。 金と 不孝に 名 を 

流す 。淸 七の 誤り も 。五十 兩 あれば つくら 

はる X。 堆爱な 身代から 見て は輕ぃ 事。 

たと へ 千 兩萬兩 でも。 我が 子に か へ る寶 

はない。 K 此^ 母が 金と て はな けれども。 

氣遣 ひさし やるな。 ど- フぞ して 金 調へ。 

地 淸七殿 さへ 歸參 しゃれば 添 はれまい も 

ので もない と。 フシ 力 を 付ける 折 こそ あ 

れ。 母よ. C  。用が あるに なぜ 來ぬ 

ぞと。 《■ 孫 右衛門 は 息 急き 立 出で。 3 俺 

も 今日の もやく で。 きつう 氣が 上った 

やら。 戶 棚の 鍵の 置 所 を とんと 忘れた。 

乳母。 わが 鍵 を 貸して くれ。 ヲ 、それ は 

ひ よんな 事 やの C わしが の は 長 持と 簞笥 

と。 數 もない 二つの 鍵。 ハテ 二つ ぢ やと 


て 合 ふまい もの か。 あはねば もとく。  ^ 

アイ 成程 どれ. と。 《 "吹 散り さうな 巾 

着より 。鍵 取 出せば ヲ 、 これく と 了ン提 

けて 行く。  E ぉ中樣 あれ 見さし やれ。 時 

時 は あの 様に。 金 戸棚の 吟味が あって は。 • 

思ふ樣 になり にくい。 地ァ、 どうしたら 

よか. らうと。 思案と り <\> 榇々 に。 フシ 二 

人 は 胸 を 痛めけ る。 《s 乳母よ/^。 今の 

鍵が ょラ 合うた ぞ。 金 戶棚を 明けて 見た 

れ ば。 中に きょろ りと 入れて 置いた。 ァ 

ァ 年寄れば 物忘れ。 ソ レ鍵戾 そ。 宵から 

是が氣 にか i つて。 むしゃくしゃと 寐ら 

れ なんだ に。 是 でさつ ばりと 夜が 寐 よか 

ね ひえ 

らう。 お 中も寐 冷せ ぬ 様に よう 着て 寐ょ。 

もし われが 煩うたら ばお り や 何とせ う-" て 

いやい。 母 も 休めと 孫 右衛門。 了ン心 

を殘 して 入りに ける。 E さっても 不思議 1^ 

ぢゃ。 まへ お 家 様の ござった 時。 丁度 此 § 

樣 に金戶 棚の 鍵が 見えいで。 此鍵を 合し 


て 見 たれ ど。 氣 もない 事 合 はなんだ に。 

*? 今 此 鍵の 合うた の は 合點が いかぬ とよ 

くく 見て。 《s コレ ぉ中樣 。今迄 二つ あ 

つた 鍵が" 三つに なった はこり や 如何 ぢ 

や。 ほんに の。 此鍵は 父 様が- 不斷提 け 

て さっし やる。 金 戸棚の 鍵ぢ やわい の" 

エイ それ なれば 此 鍵で。 戶棚を 開けて 金 

取れと。 口で は 言 はれ す 心の 謎々 a- ハ丁 

ァ忝 なや 尊と やな。 是皆 親のお 慈悲 ぢゃ 

ぞゃ ゥマァ n レ ちゃつ と 拝まつ しゃれと。 

いへば 娘 もが 影。 伏拜 みく 7 シ！ S し。 淚 

に 暮れ 居た る" 《- 乳母 は悅 びサァ お 中榇。 

一 時 も 早ラ， （• と氣 み-い ら て ば。 ィ ャ 

待 ちゃ。 父樣 はま だ寐す に て あろ 「-咎 

めら れ たら どうしゃる。 ァ 、愚な 事い う 

て. ちゃ。 コ レ 親の 慈悲に はの。 目 を 明いて 

寐て ごさる C  IP おれ 次第にして サァ ごさ 

れとォ クリ打 連れ 納戸に 入りに ける ハル フシ 

夜 も 早 四つの かねてより。 思 ひ 定めて 淸 


七 は。 顯 被りに 一 腰 ぼつ 込み 內の樣 子お 

窺 はんと 門に 耳 寄せ 7 シ 聞く.； てと も。 知 

ら やお 中 は 今宵の 首尾。 淸 七に 知らさん 

と 戀には 太き 抱帶。 引きし めく 表に 出 

で。 ヱ 、ひ よんな まだ 錠が 下りて ある 

と" a-^  く聲を 表に 聞 取り" 3 お 中 様-ち 

やない か。 さう いやる は淸七 か。 なう 

なつかし や 顔 見た やと 思へ ど 叶 はぬ 此錠 

前と。 潜に ひしと 身 を 寄せて フシ 聲を も。 

立てす 歡 きしが。 堆扨 もく そなた 故" 

今日 一 日の 物 思 ひ。 K ィャ私 とても 金 を 

街ら れ" 團 七に 預けられの め/ \ として 

るら れ卞。 拙者が 難儀の 元はと いへば。 

お まへ の 事 を 妬に 持つ 傅 八が 皆す る 業。 

彼奴 を 今 衣 人知れ す。 ぶち 放して 仕舞 ふ 

合 點と。 增 いふ をお 中 は 聞 取って ィャ其 

&案は t しにし や" それに 及ばす 悦ぱす 

事が ある。 コ レ よう 聞き や。 口で こそお 

つし やらね そなたに やれと て父樣 が。 金 


五十 兩 下さった と。 聞く より 淸七手 を 合 夏 

せ。 主人のお 情 有難し と。 戶に耳 を 寄せ I 

口 を 寄せ 7 シ咄す 折から 內 よりも。 K お 中 お 

様/ \- と *- 呼ぶ 聲に。 そ りやこ そ 人よ と 

淸七 は。 四 辻の 番屋 の戶。 フシ 引 明け 內 

に 忍び入る。 "《ェ 、 お 中 様。 旦那 殿の 呼 

ん で-ちゃに 愛に 何して 居さつ しゃる。 想 

體 今夜 は そ はくと 合點 のい かぬ 身 振。 

それで 此傳 八が 戸口に 錠 を 下し たれ ど。 

俺が るれば 氣づ かひない と。 鍵 取 出し 

く, -hi-  つん"！. f- 

潜戶押 開け。 お 中 を ほうど 引 抱へ" 旦那 

の 呼ばし やる は嗫： 俺が 此方に 逢 ひたい 

故。 ちょっと ござれと 口に 手を當 て。 無 

體に 表へ 引きす り 出し。 コレ よう 聞か 

つし やれ。 淸 七め を ほひ 捲った は 此方に 

1.* ひ  i 

靡いて 貰 ひたさ。 地 所詮 親方の 內 では 自 

一一 目辭が あらう と 思 ひ。 此方. V ぐっすり 入 

れて 置く。 どや 迄仕覺 して あれば。 是非 

今夜 II け て^く。 も 一 返り 內へ 行て 臍 繰 2 


雜 取って来る 間。 爱に 待てと いうた とて 

待って ぢゃ あるまい。 a! ィャ幸 ひな 入所 

と。 增泣 沈む を 無理やりに。 番屋へ 押 込 

て も， け  f 

み 手 盛 を 食うて 傳 八が。 外から しゃんと 

閉 括り。 扰 どうして かう してと 胸算用の 

胴中へ。 提燈 さけて 仲買 彌市。 詞 これ は 

ビ、。 よい 所で 傳八 殿。 今日は 互に 上首尾 

上首尾。 晝 の 儲の 五十 兩。 三 河 屋の義 平 

次と。 こなたと おれと 三つ 割。 金 渡す 請 

取らし やれ。 地ヲ 、成程々々。 早速な が 

ら賴 みたい は 彼のお 娘。 今夜 連れて 退く 

工面で 番屋へ 入れて 置い たれ ど。 俺が 今 

動かれぬ。 大條 ながら 彼の どや 迄 連れて 

行て。 E 傳 八が (t く 迄 動かすな と言うて 

たも。 堆賴 むくと 言 捨て 內へは ひれば 

ヲ 、合 點。 生物 を預 るから は油斷 がなら 

ぬと 尻 引から け。 サァぉ 娘 出られい と。 

何 心なく 番屋 の戶。 ぐ わらり と 開ける を 

47 影に 透し。 a 彌 市め か。 ャァ淸 七 か。 


地 こり や 叶 はぬ と 迸け 行く を ほつ 駔けぼ 

つ 詰め 拔 打に。 肩先より 脊骨 迄。 大裝裟 

に 切り放せば。 其 儘 息 は提燈 と俱に 消え 

たる フシ 戀 慕の 闇。 かくと も 知ら ゃ傳八 

くらがり 

は。 彌市。 々 々 と闇黑 を。 探り 廻 つて ハ 

ァ爱 にかと。 淸 七が 手をぢ つと 取り。 

今 取って来 たこの 金と。 配け 口の 金と 二 

モな. U  し 

包。 其方に 渡す。 是で よい 様に どやの 支 

覺 してた も。 命 金ぢゃ 落すまい ぞ。 《- 追 

付け 其 所へ 行く 程に 早う く。 お 娘 もめ 

ろ， 泣くまい と。 いふ 中に 傳 八々々。 

早う/^ と 呼 立 つれば。 ァ、 せ はしゃ 是 

では 何 をい ふ 間 もない と。 一度なら ゃ傳 

八が。 二度の 手 盛に うまい。 くと 舌 打 

して 入りければ。 謂 n レ淸 七。 お 中樣。 

サァ ござれと 手 を 引立て 行方 も。 知ら 

す 三重、 走り 行く 


第五 道行 妹 脊の走 書 

OS ヲ、 ウイ。 A く。  0 これ 早う 來 てた 

もい の。  < "ァ 、嬉し や 今の は 追手で はな 

かった さうな。 0 ャァ あの 二人 ハル フシ 鑌は 

九つ 心 も。 戀路の 闇に。 迷へ ど 道 は フシ 迷 

はじと。 松屋 町筋 一 筋に。 長 《■ 思 ひ 染めた 

る 紅 桔梗お 中が 振の 目立 つ にぞ 見えつ 隱 

れつ 軒傳 ひ。 戀の 道に は 主從の わけ も隔 

て も 夏の 夜に 。本 フシ 空の 暑さ は 凌け ども。 

越す に 越されぬ 人 目 の關 は。 よに 大 坂の 

町锓 き。 フシ ォク" 行け ど ュ=^ 歩め ど フシ 果 

か  あや  せ《 

敢 なき は。 人 を 殺め て狹き 世の。 憂身 を 

何と 淸七も 心の 覺悟 書き 殘す。 ス モア 筆の 

歩み も 道筋 も。 俱に あやなき 矢 立の 墨。 

薄き 此 世の 契りと 知らで。 わしと 其方 は 

あの 常 盤 町。 サハリ 千歳の 末の末までと。 1^ 

戀ゅ ゑつく ろ 罪科 を。 かけて 見せば や g 

ナホ スフ シ兩眷 町。 露の命の 價 さへ ォクリ 見 


る 影。 ほそき 煑賣の 灯。 假 初なら ぬ 身の 

上 か。 さらく くと^り 書。 餸 飩裔麥 

切き り-/ \» と。 フシ 急けば 跡 は。 .暗 きょ 

り 暗き に 迷 ふ 墨 衣。 後の世 照らす 提燈の 

ォクリ 影に。 立 寄る 二人 連。 死にに 行く 身 

か 痛 はしゃと。 回向の 聲も 松虫の 鐘 細々 

と 打 鳴らし 南無 阿 彌陀。 《 南無 阿 

彌陀 《  。いっか 7 シ 火宅 を 和 泉 町。 

ふるさと  め 

我が 故鄉の 名に 愛でて。 影はづ かしき 

朝 曰の. 宫。 逆 櫓の 神 も 古 の 武士の 身な 

らば 祈るべき。 今 一 腰と くづ をれ て 遂に 

t ツユ リ此 身の 尾 張 坂 ハル フシ 登りつ 下り。 つ 

しゃな くと。 I 一一 下リ 46 思 ひ 合うた る。 二 

人が 中 は。 陰と 日向の。 二つ 紋。 来た わ 

いなく。 忍ぶ 戀路 は。 閽 こそよ けれ。 

顏が 見た さに。 又 傍へ。 來 たわいなく。 

いとし かはいと。 ナ * ス フシし め 合うて。 變 

か はら や * し 

るな 變らじ 瓦屋 橋。 我を尋 ぬる 返せに あ 

,ら で 祭 鳴らしの。 < ^太鼓 鉦 現 か 夢 か 夢な 


ら で。 フシ 極 樂橋も 早 渡る。 短き 緣も長 町 

裏 三下 リタ、 キ稻葉 そよ く 吹く 風に。 連れ 

て 聞 ゆる 寺 町の。 鐘 も 幾つか 四つ 五つ。 

六つの 御手に 愛敬 を 願 ふ も ナ * スフ シ婷し 

勝曼 坂。 此 世から き へ 浮む 瀬に。 騒ぐ 火 

影の ほの 見えて。 * 思 切れと は 死ねとの 

事 か 死ねば 野 山の 私 や 土と なる。 ハル フシ 

死ぬ る覺 悟と。 死ぬ る氣と 心々 の 野邊の 

露。 長 《- 今宵 限りの 命ぞと 書き 置く 筆の 

藻汐草 世の 浮 草 や 道草に。 急ぐ 先 さ へ 的 

どなく 夜道 はいと 身 も 疲れ。 心づ くし 

の 天滿神 を。 ス モア 爱 にも 移す 祌垣 や。 安 

居の。 7 シ 森に ぞ 着きに けり。 

きお 中 は あどな き娘氣 にて コ レ なう 淸 

七。 BS かう 思 ひ 合うて 出た から は。 云 ふ 

に 及ば や 眞の女 夫。 殊に は 二人 暮す 程。 

そな. a 

貯 へに 事 缺 かねば。 夜明けぬ 中に 其方の 

h 鄉。 和 泉へ 行て 一日な りと も。 * 二人 

its=: に暮 したいと 心 7 シ いそく 急ぐ に 


ぞ。 a ヲ、 成程。 所存 を わけて 咄 さねば 夏 一 

それ 一理 さりながら。 金 を 街った 彌 市め 浪 

メ  B 

なれ ども。 殺した 科 は遁れ ぬく。 たと 鑑 

へ隱れ 忍ぶ とも 遂に は蹈し 出され。 縛 首 

討 たれて は。 親 一 門の 面汚し。 物の 見事 

に 切腹 せんと。 道す がら 淸 七が 覺悟 極め 

た此書 置と。 *■ 聞く より わつ と 泣 出し。 

常々 もい ふ 通り 死ぬ ると も 生きる とも。 

一 つ 所と 云 ひ 交した に 親に 代へ た 大事の 

男。 のめく と 殺して 生き 存 へて。 ゐら 

れ うか。 ほんに 聞えぬ 胴愁 なと フシ 恨み" 

託ちて 泣 きゐた る。 ヲ 、 5^ ハ志は 過分な 

れ ども。 よう 物 を合點 さっし やれ。 二人 

1 所に 死んで はの。 安居の 宮 S- 心中と。 

大坂 中の 口の端に か乂 つてい よく 恥の 

お Ira ィャ どう あっても 一 所に 死ぬ る。 

死んでの 後 は 笑 はれても f% かいても 大事 

ない。 所詮な がらへ 果てぬ 身 を。 早う 殺 

して/ \ と。 期 を 急ぐ 心の中 田 ひやら 


れて ハル 7 シ痛 はしき。 《" か、 る 折節 向う 

< ビ&ち 

より。 野道 畔^ ぶら/ とふら つき 廻る 

小 提燈。 振 上 ゆて ャァ If 之丞樣 か。 511 

ぶ 殿 か。 三ぶ 殿 所ぢゃ ござるまい。 九郞 

兵衞が 留守の 間に 行方が 知れぬ 故。 預り 

人 を 取 迸す とい ひ。 萬 一 こな 様の 身に 

過 あつ て は 九 郞兵衞 が 男が 立たぬ と 日 

頃の あれが 氣。 上 を 下へ まぜ かへ し。 川 

崎 北 野 梅 田 堤の 北方 角 は。 九 郞兵衞 と 一 

-寸德 兵衞と 二人 づれで 尋ねに 出る。 此女 

中 は 聞 及う だ 道具 やの 娘 御ち やの。 かう 

なん * 

あらう と 思うて。 此 釣船 も 難 波 今 宮生玉 

勝髮。 心中く さい 所 を m 利して 尋 廻り。 

今爱で 逢うた の も。 願 ひ 込んだ 珠數 のお 

蔭 添いが。 一 一人 共に 嗜ま しゃれ。 僅な 金 を 

られ たと て。 心中して 死なう と は 無 分 

刖の花 盛。 娘 御の 內も さぞ 騒動。 世間へ 

ばつと ならぬ 中。 *- サァ/ ^早う と 7 シ氣 

をせ いたり。 ァ、 お 世話 忝い つ 知らる 


る 通り 淸七も 以前 は 武士。 色に 溺れ 心中 

する 所存で なし。 我が 心底ぐ どくい ふ 

に 及ば 卞。 增此 一 通に 認め 置く と 渡せば 

取って 押 開き。 提燈 さし 寄せ。 フゥ何 

ぢゃ。 書 置の 事。 仲買 彌 市に 意趣あって 

今 { 竹 手に かけ 切 殺し。 ハァ 南無 阿 彌陀佛 

- (-。 さるに よって 安居に て相果 つる 者 

なり。 扨 は 其 街め をお 前が 殺 してし ま 

つた か。 したり。 それで 死ぬ る 覺悟ぢ や 

まで。 コリャ 尤も。/ \  。したがよ ラ切 

らしゃった。 後生 一 遍に取 入って 居る 此 

三ぶ でも 切らねば ならぬ 。ァ 、 切ります。 

ぎ 文 切る 氣ぢ やが。 死ぬ るに は 及ばぬ。 

何故と いはし やれ。 マァ 第一に 彌 市め は 

どす ごかし の大 街。 殺す が 世界の 爲 なれ 

ば。 根深う 切 人の 御 設議も あるまい。 た 

とへ あるに してから。 暫 しが 問 蔭 をして 

ござれば 濟む。 此 釣船が 存 込んで から は。 

大船に 乘 つたと 思うて。 遺せまい と 


賴 もしき 詞に ハル 了ン 二人 も 安堵せ り。 H. ァ 

レ 見さし やれ。 他に も此 手が はやる やら。 

無上に 人 を 呼びます ぞ やと。 *- いふ 間に 

近付く 呼 聲は储 にお 中と 聞え る. （-。 何 

にもせ よ 此體を 見付けられ じと 提燈吹 消 

し。 三人 諸共 かしこの 木蔭に フシ 忍び ゐ 

る。 *. 淸 水の 方より 迷子のお 中 様。 迷 娘 

の お 中 様と 呼び く來 る は 道具屋 傳八。 

出入の 男が 手ん 手に 提燈 棒つ き 散らし。 

淨 瑠璃 やら 物 露 似 やら 身に か&ら ねば 半 

分 は。 雜ロ まじり 聲々 に 我 も 7 シ くと 

呼 立 つ る。 《 "傳 八ほラ どくはぬ かし。 詞ど 

う 因果な 娘に か X つて。 土用の 中に 齪歩 

き 身き は 斑 枝 花。 男 共 も さぞ 草 臥。 ィャ 

もう 草 臥 も 大概。 かう 打 揃うて 歩いても。 

祭の 俄と 違 ひ 所望が なラて 淋しい な。 ハ 

レゎ つけ もない。 こち とらに はせいめ き S 

め 尋ね ま はらして。 てっきり とお 中 様 は ^ 

ど こぞの 蛟帳 へぐ すと 入り。 兩 面子 を 見 t 


る 様に ひつ 付いて 居さつ しゃろ。 ィャさ 

うい はれぬ。 ことしの 樣に爱 かしこで。 

切った の 突いた のが f 行る 時 は。 上に な 

下にな りっかれ て 死んで であら ラも知 

れ まい。 if^ に 茶臼 も 尋ねて 見よう。 ヲ 、 

そり やよい 氣の 付け やう。 十が 九つ 淸七 

めが 連れて 退いた に 極まった。 傳八は 休 

んでゐ る。 大 俊ながら 尋ねて くれい： *- 

心得 太 郞兵衞 の婆樣 ではな い 娘 御と。 フ シ 

仇 口々 に 急ぎ 行く。  》■ お 中 は 木 を 走り 

出で。 a ど こぞ そこらに 淸七は 居 やらぬ 

か。 淸七。 * 々々と 尋 廻る を 傅 八が。 熊 

鹰眼 見付けた ぞ と鴛摑 み。 なう 偉 八か悲 

しゃな。 情に どうぞ 見通して 死なして た 

もと 泣 詫 ぶれ ど。 びつ くと も 動かさ や。 

此方に か i つて 大勢が 亂雜忽 敗。 それ 程 

に 死にた くば 見 運して やり もせう が。 ェ 

ェ こなた は 聞えぬ ぞ やく。 よう おれ を 

.f- けお ち 

出しぬ いて Ife 落さし やった。 此淸 七め は 


何 所に をる。 されば。 今夜 淸 七と 死ぬ る覺 

悟で 来たれ ども。 俄に 心が 變っ たやら 私 

を 捨てて 胴欲な。 あの人に 見捨てられ 片 

と 5  いだ *- と 

時 も 生きて 居ぬ と。 出す を 又 抱 止め。 

m それ 見て か 。俺に 酷う 當 つた 罰 。今から 

傳八 がおか 様になる 氣 なら。 旦那の 手前 

はよ しなに 云 はう。 «- ど うぢ や./^ と 懐 

へ 無理 無體〕 ィャく 放して 殺して たも 

とい ふ も 聞か す 手 を 差 入れ。 肌に 付けた 

よ く あか ま んなラ  t、 

る 金 財布に 探り 當るも 欲 5% 煩惱。 色も戀 

も投け やって 欲に 目の ない 傳八。 金せ し 

めう と 分別し かへ。 a ハテ それ 程に 死に 

たくば 見遁 さう が。 よも やよう 死に やさ 

しゃるまい。 ィャく 死ぬ る。 冥土から 

比恨靑 七に いはいで は。 とはい ふ ものの 

物 はなし。 竟に 死んで 見た 事なければ。 

どう 死んだ がよ からう 覺 えてなら 敎へ て 

たも。 ハテ： g 相な。 誰ぢ やて i 死んで 見 

た 者 何 所に あろ。 物が なくば 無い やう 


に。 世間 通用の 首く \ り。 サァ其 首 はどう 夏 

して 締める。 そなた 何卒 敎 へて たも C これ M 

は 迷惑。 明日から は 首し めの。 指南の 看 が 

板 を 出さす はなるまい。 こなた は 己が 首 

く. - りの 一の 弟子と。 增 三尺 手拭 か、 へ 

ひん  そな 

帶。 ひとつに t やん と 引 結び 傍なる 枝に 

しっかと 括り。 K^sa これからが 首し めの 

習 ひ 事。 よう 見よう ぞゃ。 此 喉の 佛樣 を。 

かう ぐっと しめつけて。 ァ イタ ゝ、、 ァ 

ァ いかう 術ない もの ぢゃ。 此 切株へ かう 

上り。 ひらりと 飛んで 見せ 度 けれど それ 

では 己が 堪ら ぬ。 何と 合點か 《- くと 足 

を 爪立て 敎 へる を。 三ぶ 後より 傳 八が 兩 

足 どう ど 踏 落せば。 うんとば かりに 虚空 

し f てん. a つ t  、フ  あ ふ 

を 摑み七 顚八倒 目 を 見出し。 乎 足 を 編ち 

身 を 藻 搔き狂 ひ 死に 死した る は 7 シ 心地 

よくこ そ 見えに ける。 # 淸七も 走 出で お 

中樣 出来ました。 工面の 通り 行き をった 

は 己が 罪 己 を 責める 天 の 罰。 3« ヲ、 さ-. .-3 


ともく oc 取 前の 窖 置に。 宛名の ない が こ 

れ幸 ひ。 仲買 彌市を 殺した を •  此奴が 科に 

する 仕樣。 三ぶ が 分別して 置いた と。 《■ 

^^肘七の書澄を死骸の傍に直し返き。 ざ." 

れで お前に 難 依が か- -ら ぬ。 1^ 明けぬ 中 

に 一 時 も。 《- 早う くと 釣船が。 兩 手に 

^木の 花 紅葉 上 キォヒ 打 連れて こそ 立 

歸る 

ゝ 男の 意地，^ 立て ぬいた 

f ズ  燒鐵の 女お 作 

* マ ドリ 阪 はしき。 難 波高 津の夏 神樂。 練 

込む 振 込む ナ * スフ シ荷ひ 込む。 地て うさよ 

うさの 伊達 提燈 e: の 揃へ は 地下 町の。 印 

を 見 世に 伊豫 簾-フシ 竝ぶ家 i5 の 共 中に。 《- 

釣船の 三ぶ が內。 客 は內證 K りの 3^ 守の 

太夫 琴 浦と。 結び 合うた る 確 之 丞見世 を 

く  つ  すれあ  ほむら 

屋の祭 見に。 ロ說 しかけて 掛 合うて 炎 

け ふり 

の 煙管 打 叩き。 煙 くらへの ぴん しゃん は 

プ シ火覆 も？ ん- に なる ばかりな り。 《- 三 ぶ が 


女房 は 料理 挤へ 火鉢に かけし 燒物 を。 151 

ぐ 片手に コ レ琴沛 様。 おもう 好い加減に 

仲 直ったら よかろ がの。 道具屋の 娘お 中 

殿と やら を 三ぶ 殿が 送って 〔仃 たも。 倍氣 

辛氣な 顔が 厥 さに。 それに 何ぞゃ 柴盒た 

様に お前 も粹の 様に もない。 男に 勤 奉公 

を 《 "さした と 思-? たがよ いわいな と。 挨 

梭 すれば。 ァノ おつぎ 様の いはんす 事 

わい の。 お 中 殿と 心中に W た淸七 男。 仲 

直った とて 面白う も ござんせ ぬ。 じたい 

娘の ある 內へ 奉公に やらん した。 九郞兵 

衞 様が 聞え ませぬ。 ァ コリャ 九 郞兵衞 に 

恨い ふ氣 なら 此淸七 男に いへ。 三ぶ の 世 

話して たもる の も 九郞兵 衞の賴 みから。 

サ其 恩の ある 人 を 恨み さす る はお 前の 

業。 いふな やい。 祸 膳と 河 脉汁を i ほ はぬ は 

男の 內 ではない。 ソレ其 口が 猜憎 いと。 

せり 合 ふ 中へ、 王の 三ぶ フシ 珠數 爪繰つ 

て 門 n よけ。 詞女房 ども ケ 1;^ つた。 祭の 


料理 出來 てめ るかと。 地- s: 入よ きに お 次 

も ほれぐ。 お出 來て あるく。  I- への 

2^^の燒物。 指 立 汁に 皮 鮭。 ヲット それで 

むすめん V- よ 

哈 へ るく。 シ テ道具 屋の娘 女 は戾 して 

来て か。 ハテ 人の 大事の 娘 勾引した とい 

はれて は。 磁 殿の 男が 立たぬ。 首く i つ 

た傳 八め に 何もかも 负せ 金の 事 もさら り 

と濟 み。 仲買の 彌市を 殺した 事 は。 かの 

書 超て してやつ たりと 思うた が。 舰な風 

說が ある。 お 二人 も かしゃ ませ。 その 

書 S の 手が 傳 八が 手で ない と。 一門 共が 

言 出し 御 詮議 を 願 ふとの^。 スリ ャ碌之 

丞 様を大 坂の 地に は S かれまい と 。九郞 

兵衞 もい ふ 俺 も 思 ふ。 マァ當 分立 退かす 

あてさ 

相談と いうて 當途 無しに やら れも せま 

い。 よつ 程な 痃 i^。 マァ 端近へ 出て 入に 

顔兑 せる も惡 い。 殊に 琴 浦 殿 は 目 かける g 

奴の ある 身の上。 房 ども も 女房 ども。 ^ 

何故 表へ 出します るぞ と， - « -呵り 廻せば 旌 


ゾレ a- さんせ の。. g; 榮 らしい 倍氣 どこ 

ろか。 事-によったら 一 一年 三年^れ くに 

ござろ も 知れぬ。 地§^乞と仲直りの汙を 

一度に かいて 置かん せ。 う； 0 くせす と 

琴浦樣 連れまして 行かん せと。 粹な 女房 

の 挨拶 もよ い 折 口と コレ磁 様。 いふ 事が 

たんと ある 。サァ ござんせ と 手 を 取れば。 

ふいと 振り切り 不行儀せ まい" 謂 三ぶ が 

きっと 見て 居 やる と。 * お道化 をし ほに 

_ 一人 連。 手 を 引。 フシ 合 5 て 入りに ける。 

* . トリ ャ 燒物 を燒立 てて 祭 進 じょと 立つ 

女房。 表へ 二十 六 七な 了 ン所目 馴れぬ 笠 

の 中。 堆 そこ か爱 かと 見廻して。 'り 

荷物の 世話な さんす。 三ぶ さんと いふお 

か タ ち 

方 は。 地爱ら ではない かえと。 問 ふ門內 

より 爱で ござんす。 S どなた ぢゃ。 わし 

ぢ や。 わしと はえ。 ヲ 、ょラ ござった 。ァ 

リャ 德兵衛 のお 內儀ぢ や 。これ はしたり。 

サ アマ ァ こちへ と * 挨拶 を 馴染に して 


打 上り。 ョ 三ぶ 様に は 先程 九 郎兵衞 様で 

お 目に か M り。 何 かのお 禮を 申しました 

がお 前に は 始めて。 私は備 中の 玉 嶋に居 

ります る 辰と 申して。 德兵衞 女房で ござ 

ん する on レ ハ/ \ ょ-フ 上らん したな ゥァ 

アイ まあ 連合 德兵衛 殿 事 は。 僅な 科で。 

國を立 退かれまして。 和 泉と やらに 居ら 

れ ました を。 皆さん 方が 世話に して 暫く 

大 坂の 住居。 生れ 付きが あら こまし ぃ喧 

嘩 といへば 一番 齪。 肌 刀 差いた 様な 人。 

定めて 何 角お 世話が ちと。 ー趙 いへば ァ 

^がましい 何のお 禮。 ！S ィャ もうあら こ 

ましい は 何方に も覺の ある 事。 手前の 人 

もナ 五六 年 以前まで は。 それ はく 喧嘩 

S でな。 假初 にも ちょっと 橋 詰へ 出て 貰 

ふが 毎日 毎晚 。それ も 又 直れ ぱ 直る もの。 

今では 虫 も 踏 殺さぬ 佛&。 ァレ あの 様に 

片時 も 珠數を 放さ や。 腹の 立つ 事が あれ 

-H 念佛で 消して 居られます。 鳴が いふ 通 


り 常住 これ ぢ やく、， - ハ テナ ァ それ は 結 夏 

構な 事。 ィャぉ 儀 德兵衞 も 同道で 下ら § 

れま すか。 サイ ナァ 女房の 思 ふ 様に もな ss 

い 聞いて 下ん せ。 お 國の咎 も lg りて 迎ひ 

に來た を。 ャ レ嬉 しゃと いふ 氣 もな ラ て。 

マァ四 五日 も 跡から 下ろ 先へ 下れと ひつ 

しょな さ。 IP 未練 さう に付き はっても 居 

られ す。 是非な う 先へ 下ります と" 咄の 

內に 三ぶ が 女房 思 ひついた る 一 つの 賴 

み。 言 出す しほに 茶 を 差 出し-" お ィャ申 

しお-お 馴々 しいが お前へ ちっとお 賴 

み 申したい 事が ござんす。 地 何と 私に 賴 

まれて 下ん すまい かと 裏問へば。 立直つ 

て 襟 かき 合せ。 玉 島の 田舍に 住んでも 

一 寸 德兵衞 女房- M で ござんす。 賴 むと あ 

る を 一 寸 でも 蹄へ 寄らぬ が 夫の し-にせ。 

引き はせ まい マァ いうて 見さん せ。 マァ 

いお から 申します。 定めて 德 兵衞樣 

の咄で 聞いて 御 ざん せう。 和 泉の iS 接 田 3 
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の 御 家中。 玉 兵 太夫 樣と いふお 方の 御 

子息？ f 之 丞樣と 云 ふが。 様子あって 町 奉 

公な されて ござった 所に。 若氣の 至りで 

人 を。 マァ大 坂に 置かれぬ 首尾。 今 も 今 

とて かけさせ まする 相談。 此ぉ方 を 何卒 

マァ。 私が 方へ 預り ましよ。 ァノ預 つて 

下ん すか。 そこ を 引かぬ が 一 寸が 女房。 

殊に 其 親御の 兵 太夫 樣へ 釣って はちつ と 

こっちに 由緣も あり。 預 つて 連れまして 

歸り ましよ。 そんなら さう して 下さん せ 

ァ 落着いた く。 地テェ 呼びまして 來ま 

せう と 立つ を 釣船 コリャ 待て 女房。 女 賢 

しうて 牛寶 られ ぬと； <ら ざる 倚が 差配。 

賴ん でよ けり や 俺が 賴む。 磁之丞 をお 辰 

殿へ 預けて は此 三ぶ が顏が 立たぬ。 サァ 

そこ を 外へ 預ける が あなたのお 爲。 マダ 

ぬかす 男の 一 八 ^ 捨てさす か。 面 汚さす か 

癡 《1 ^めと。 *p 呵り 飛ばされ も ぢ^^ 5 ぢ 

く。 德兵衞 女房 聞 咎め。 ィャ 三ぶ 蒙。 


無理に 賴 まれ 度うて いふで はない が。 私 

が 其 入預れ ばお 前の 男の 立たぬ は 如何し 

て。 但し 女で まさかの 時 役に立た ぬと 見 

すゑて か。 まんざら ひぢ りかす り を嗆ふ 

様な アイ 女子で も ござんせ ぬ。 一旦 賴む 

の賴 まれた のと 云うた から は。 三日で も 

預からねば 私 も 立たぬ ぞぇ。 立てて 下ん 

から  5 んレょ 

せ 親 仁さん と。 辛い 女房の 詞の 山椒 フシ 

茶 びん あたま を 動かす る。 《s ィャ どラぃ 

うても 預けて は此 三ぶ が 男が 立たぬ。 サ 

ァ其 立たぬ 譯 聞かう。 いかさま それに は 

様子が あろ。 そり ゃマァ どうして 立ち ま 

せぬ。 ホ 立たぬ とい ふ譯 は。 內 儀の 顔に 

色氣が ある 故。 德兵衞 が 思 はう にも。 三 

ぶと いふ 者 はよ い 年 をして 不 遠慮な。 身 

に 火の 付いた が 切ない とて。 若い 女房に 

若い 男 を 預けて やった は 聞えぬ と。 思 ひ 

はせ まい か 又 思 ふまい もので もない。 あ 

ながち 此方に 限って。 さう した 事 は ある 


まい けれど。 分別の 外と いふ 事-か ある。 ^！? 

によって 又 疑 ふまい もので もない. か。 な 

ぃ事ぢ やく。 ない 事ぢ やによ つて 結句 

戸が 立てられぬ。 腹 立つまい ぞ やく。 

いっそ 此方の 顔が 歪んで あるか 半分 削け 

て も あったら。 德兵衞 もなん とも 思 ふま 

い 又 世間 も濟 む。 俺 や 霄文コ レ此 珠數に 

かけ 預けたい く。  •  此方の 根性 を 見据ゑ 

たによ つて。 が 萬々 が 一 德兵衞 が 立たぬ 

事が 出來 ると。 俺 は 勿論 九 郞兵衞 までが。 

男が 廢る。 とい ふ 事 は あるまい けれど。 

外と いふ 字で 預けに くい。 マァ さう 思う 

て 下 あれと。 地 事 を 分けた る 一 言に 連 添 

ふ 4.- 房 も理に 伏し。 お 辰 は 元より 詞も出 

す。 フシ さし- rv つむいて 居たり しが。 增何 

思ひけん立^&り火鉢にかけし鐵橋の。 火 

になった の をお つ 取って。 我と 我が 手に 

我が 顔へ。 べったり 當 てる 燒 I に うんと 

ばかりに 反り返る。 これ は 何故 何事と 夫 


おは て 抱き か i ヘス ェチ藥 よ 水よ と 痛 は 

れ ば。 《 -正氣 付きし かむ つくと 起き。 ョ 

なんと 三ぶ 樣。 此顔 でも 分^の 外と いふ 

字の 色氣が あらう かな" 出来た。 ぉ內俄 = 

？ f 之？^ 殴 事 を賴 みます。 スリャ 預けて 下 

さんす か。 唐まで なりと 連れ立って 下さ 

れ。 ァ 、嬉しう ござんす それで 私 も 立つ 

た. - 礒之 丞樣の 親御 兵 太夫 様は備 中の 玉 

島が 御 生國。 德兵衞 殿の 爲 にも。 私が 爲 

にも 親方 筋。 其 裨 子息 様 を 預から い では 

. ナ 連合の 男 も 立た す。 わし も 主へ 立たぬ 

によって。 親の產付けた滿足な顔へ^^付 

けて 預ろ 心。 * 推量して 下さん せと。 語 

る を 聞いて お. も淚 三ぶ も淚の 横手 を 打 

ち。 ハテ德 兵 衛は賴 もしい 女房 を 持つ 

たな ァ。 なぜ 男に は 生れて こぬ ぞ。 あつ 

たら 物 を 落して きた。 ソ レ 女房 ども。 奥 

へ 伴 ひ If 殿に も 引合せ 備中 へ 下す 心 持 

へ。 ぉ內 儀。 班 は 痛み はし ませぬ か。 何 


のい な 我が 手に した 事 《- ヲ恥 しと フシ 

袖 覆 ふ。 <P 惜し や 盛 を 散らせし と。 三ぶ 

が 女房 はいた はりて オクリー 間へ で〕 そ 

は 連れて行く  7 シ早暮 近く。 生 なれの 立 

てるで もな し 横に 出る。 男 仲間の はね 出 

され こつば の權 なまの 八。 猫 子に 雇 はれ 

赤 頭。 フシ せん まの 形 を 其 儘に。 ョ 三ぶ 殿 

內 にか 宿に かと。 * つき 聲 やり 聲 り 込 

む。 ホ こり や 二人ながら 祭の 形。 まだ 

仕舞 はす か。 飲みに 来たの か。 今 經し 

かけて 珠數 C 手が 放されぬ。 そこらに 樽 

が あろ 一 杯せ い。 南無 阿頸陀 /、。 膳 棚 

に銷が あろ ぞ C 南無 阿 彌陀佛 く。  *- そ 

れを看 と 口で はぶつ く。 爪繰る 珠數と 

ク しゃ こな tt  f, づ め づ 

挨拶 を 取 交ぜ 後生 佛性。 此方 は 牛 一頭 馬 Is 

悪鬼 あ 7 シ漆打 叩いて。 W 八よ 親 仁に 今の 

をす を かい。 ハテ ぶつく を 聞いて 居よ 

より 言 出せく。 コレ 三ぶ 殿。 二人が 連 

立って 來 たは。 こなたに 貰 ふ 物が あって 


来た 花が 欲しい 花 下 はれ。 ャァ /、何. ち M 

や 花 をく れい。 へ ェ扨は 留守の 間へ 山車 お 

でも 持てき たな。 ヲ翁子 持って来て 美し ^ 

い 花 を 見付けて 置いた。 さる 侍に 賴 まれ 

その 花 を 莨 ひに 来た。 ナ 八よ。 夫. _f つい 

摑んで 来て 進 じょうとい うて。 お 侍 を {H 

の內に 待た して 置いた。 前なら ir. つくで 

貰 ふけれ ど。 白髮の 生えた 人 を さう もな 

るまい。 伹 しこみ f 'い-? て 見る 氣か。 

にで もす る氣 かと。 * しかける 喧嘩 を珠 

數で扮 し。 ョェ 若い者と いふ もの はす は 

くと 嗜 めく。 わ いらは 住吉で 始めて 

逢うて それからの 出合。 も- フ 根性が 直つ 

たと 思うた が。 フ ム其 侍と い ふ は 。大鳥 佐 

賀 右衛門と いふ わろ であら 5 がな。 マァ 

そんな もの。 コリャ おんで 云 はう に は。 

琴 浦に は ts 之丞 というて。 歷 とした 男が 

ござろ と 去んで いうて くれ。 コナ親 仁 はつ 

おい  »n  S 

5J>- らを 子供の 樣に思 ふさうな。 ヲ 俺が 目 


. ^ら はいな ごの 様に 思 ふ。 ドリ ャ そんな 

ら摑ん で 去の かと。 地 立 上って 兩 人が 奥 

をめ がけ 能 入る 所に。 襖 さっと 柙 開け 脇 

差 提げて 三ぶ が 女房。 謁コレ 此方の 人 私 

やさつ きにから 聞いて 居た が。 こな 樣も 

う 堪忍が なるまい がの。 嗅 五六 年 願うた 

後生" を 無にして。 いっそ 斬って 仕舞 は ざ 

なるまい。 ヲ そんな 事 もよ ござんし よ。 

ふびん，  3 

が。 あんまり それ も 不便な 事ても あり。 

ィ ャ こんな 時 斬ら ざ 斬る 時 も あるまい 

と 。地い ふに 一 一人 は うぢ^,^ きょろ，， ，^0 

性根 を据 ゑて 身 を 固め。 S 面白い 斬られ 

う。 脚 腰 立たぬ 老耄 斬り はづ さして 臺座 

御 光 0 地し まうて くれう と兩 方より サァ 

斬れく とせが み 立て。 フシ； k 身に なつ 

て 待ち かくれば。 《> 三ぶ はすつ くり 立身 

になり。 IS 嗔 モウ 是非がない 切って しま 

を。 ャ それ はィャ 俺が 斬る は 此珠數 と。 

5 しろ 

»> ふつつ り 切って 後へ 投け。 サァ是 から 


が 元の 釣船。 汝らに 刃物が いらう かと は 

つし くと^ 倒し フシ 尻 ひっから け。 „ ^ド 

レ其 脇差。 ハテ もう 刃物 はいらぬ でない 

か。 ィャ此 がらくた は 爪に も 足らぬ。 根 

ざしの 侍め をば らして 仕舞 ふ。 男の 丸腰 

も 見苦しい と。 地大 だら 腰に ぼつ 込む 所 

ひだ £1  , 

を。 どっこい さう はと 右左 摑み 付く 腕ぐ 

つと 拾 上け。 詞喷 iS: に 逢うて 來ぅ。 * ヲ 

いて ごんせ とやる 女房 行く 男より 氣の强 

さ。 m へ 押出し 門ぴ つし やり。 三ぶ は 二 

人 を 引立て 宮の 7 シ內 へと 。連れて行く。 

ハル フシ 奥は暫 しの 。別れ ぞと。 》- 琴 浦に 吞 

込ませ。 7 シ酒 汲み か はす 折からに。 增表 

へ 来る は 九 郞兵衞 が 舅 三 河 屋の義 平 次 

が。 駕籠 釣らして 戶を ことく。 誰-ちゃ 

と 云うて 開けに 出る。 P ホ 三ぶ 殿の 御內 

窒此中 は 逢 ひませ ぬ。 いつ 見ても まめ さ 

うな。 お まへ も 達者で 珍ら しい 何と 思う 

て。 サ年 まると 子に 使 はれます。 九 郞丘ハ 


衞が云 ふに は。 此 中から 惡者 共が 賴 まれ 5? 

て。 琴 浦 殿を盜 まんと 念が ける。 定めて 

三ぶ も心づ かひ。 四 五日 此方へ 取 込んで 

置いたら。 燈臺下 暗し と氣が 付くまい。 

女 夫の 衆の 氣 休めに。 迎 うて 來 いとい- フ 

て 驚 籠までお こしました。 *■ これまで は 

いか い 世話と 取& へば ナン ノ ぉ禮に 及ぶ 

事。 請 今 も 今と ていけす 達が わ つばさつ 

ぱ 。連合 は 其 出入に ih かれました。 いかさ 

ま 二三 日 此家を あらけ。 あいつら に 鼻 あ 

かす も 魂膽。 九 郞兵衞 樣も其 胸で 俄の 迎 

ひで ござんせ う。 舅 御のお 前に 渡す は IT 

奥に ぢゃ 呼んで 來 ませう とつい 立 入れば 

義平次 は。 駕 の 衆 待って 莨 はう と。 鬥 

につつ ほり 人顏の 7 シ 見えぬ を 首尾と 待 

ち 居たり。 《_ 奥は盃 取 納め 伴 ひ 出で て 琴 

わし  さん  3 ん  ， 

浦が。 そんなら 私 も 三ぶ 様 ゃ九郞 兵衞樣 I 

に譯 いふて。 跡から 行く が合點 か。 ハテそ § 

り や 其 時 私が 又迎 ひに 來 ると M が 挨拶。 ® 


tf 之丞も 共々 に 一 時には 目立つ 故。 猶以 

て 連れて は 行かれぬ 兎角 あの 衆の いふ 樣 

にと。 宥めて 刖れ 女郎 は 駕籠 議 とお は 

： かなば 

船 場へ と。 表へ 出れば 三ぶ が 女房。 a! 義 

平.？ 5- 樣 渡した ぞ，^ お 1 一人 様 も 御 無事で と" 

畏增暇 乞 も 挨拶 も 互の 思ひ暮 過ぎて 又の 

&を 松屋 町。 南と 北へ 引 別れ。 7 シ 足早に 

こそ 歩み 行く 《- 宫には 喧嘩々 々と 騒ぐ う 

ち 若い者 ども 聲々 に。 g 親 仁 殿もう よい 

く。 高が？？； ：！ げろ 侍 を 相手に する は 大人 

氣 ない。 マァ 去 なれ い 戻られと。 《- 德兵衝 

九 郞兵衞 諸共に 三ぶ を 有め て歸る 店先。 

女房 立って r- レ 错樣。 ョ 出入の 濟ロ どう 

ぢ やく  0 こちの が ひけで は ごんせ ぬか。 

«_ 年寄 だけで 氣遣 なと 問 へ ば 德兵衞 いか 

な ノ、。  51n に 變らぬ 達者な 和郞。 八と 

樣とを 蓮 池 へ 何の 苦 も 無う どんぶりい は 

せ。 侍 はふけ つた^,^。 ヲ 、そんなら 入 

らんせ。 一おう て わつ と 酒に せう。 コリャ 


t 房氣が 付いた。 德兵衞 に は 取 分けて 內 

儀の 事を咄 さに やならぬ。 九 郞兵衞 にも 

安堵 さそ。 a サァ まあ 奥へ と 先に 立つ。 

どり ゃ內 儀の 御馳走 を 食べ てまの かと 德 

兵衞は フシ 伴 ひ 一間へ 入りに ける。 统に 

九 郞兵衞 立留り お 內儀琴 浦 殿ゃ礒 殿が 

見えぬ が。 何 處へぞ 行かれた か。 されば 

いなどう やら そぶ-^ いふに よって。 お 

辰さん に 預け 樣は備 中へ やる。 琴浦樣 

はたった 今お 前の 方から 迎 ひに 来た。 ソ 

リャ 誰が。 ハテ親 仁 様が 見えて 九 郞兵衞 

が 云 ひます る。 四 五日 灵 して 下されと 駕 

儘まで 持た して 迎 ひに お出。 ャ ァくァ 

ノ此九 郞兵衞 がい ふというて。 舅 < ^親仁 

か 連れて 去んだ か。 ヲ イノ。 シテく 其 

駕籠 は どっちへ。 たしか 南の 方へ C  *- そ 

れ やって はと 能け 出す をコ レ 待った 氣づ 

かひな。 <JS 迎 ひに 来た 事お まへ は 知らす 

か。 知った 知らぬ は » での 事。 ィャ それ 


聞かぬ 内 は。 》-H 面倒な と 跳 飛ばし。 舅 夏 

の 跡 を 九 郎兵衞 は 息 を はかりに  一-一 *r '追 I 

ひかくる  ほ 

*c ヒ S が愁. 止め 兼 n た 

0^  杠粉较 の 色入稚 子 

百合 增 神と 佛を荷 ひ 物 礫し 立て たる 下 寺 

町。 高津脊 宮の賑 ひに 紛れて 急ぐ 舅義平 

次。 駕篚の i を 細引で ぐるく 卷の俄 網： 

追つ 立て 行く を 跡よりも。 &ヲ、 ィ. 

呼びかけ 飛 來る箄 の九郎 兵衞。 巧 合 南無 

三 寶と橫 切れに 畔道 行けば 追 ひつ き。 

ft 駕籠の 棒 摑んで 畠 中 どう ど 打据ゑ どつ 

かと 坐り 7 シ ほっと 一息 つきあへ や。 コ レ 

S 申し 親 仁樣。 此 女中 は 知っての 通り 恩 

ある 方からの 預り 人。 それ を 此方が 何處 

へ 連れて ござる。 こり やて つき もと 惡者 

に賴 まれ 金に する 氣 であらう が。 さう し 

られて は 此九郞 兵衞が 顔が 立たぬ。 悪い 

ぞ えく。 此中 も內本 町の 道具屋で 田舍 


侍に 出立ち。 蹩香爐 を 以て 五十 雨の 街 事。 

へ ェ 、兒 下け 果てた。 重ねて 急 度と 云う 

てからが 嗜む心 も あるまい。 コ レ 駕籠の 

衆。 大儀ながら 其 かご 《 "跡へ 戾 してと sk 

上け さすれば OR な詞 コリャ 待て 九郞 兵衞。 

嗜む 心が あるまい 見下 ゆ 果て たと は 忝 

い。 其 愛想 づ かし を 待って 居た わい。 六 

年 以来 おれが 娘 を 女房に して。 慰み者に 

してる るサァ 揚代囉 ふ。 ャィ。 爱な恩 知 

らャめ C 汝は元 宿な し圑 七と.. うて。 粹 

方 仲間の 小 あるき。 K ひ 喰 ひで 暮 して 居 

つた を 引 上 ゆて。 稱の濱 で魚寶 させ。 ま 

だ 其 上に 娘のお かち をて X くり。 市松と 

いふ 子 迄へ り 出さし 居った。 月々 の あて 

が ひ 取る がよ さに。 目 を I つて 居る 中。 

乳 守の 町で 喧嘩 仕出し。 和 泉の 牢へ かま 

つて。 百日の 上 4„< 房 子 を 誰が 養うた と 思 

ふ。 W サァ それ は 皆 其 許 校のお 世話。 t 合 

ぬかすな。 せめて 其 入 目 を 入 合 はさう と 


思うて。 儲け 事に か i れば。 お? 5 道具屋 する ハ淑。 は ィャサ それで は 顔が。 百合 立た % 

の內に をって 。ようぼく 上け さした なァ。 ぬか。 ァノ 長々 頃 を 養- フてゐ た此。 此。 

二 ちら 

K ィャ それよ 其？ おのつ い。 S 合 またぬ かす 此 顔が 立たぬ か。 但し 此方の 此。 此。 此 


か 。今 R 琴 浦 をち よろ まかして 来たの は。 

惚れて 居らる、 佐賀 右衛門 殿 へ 渡し 金 に 


顿^ が 立たぬ かと。 地 立 に はった と. M  g 

られて も。. 政 は 親と 無念 を堪 へ。 齒を き 


W 番の行 興 座 衞兵郎 吉屋子 姪;！ 七 年 七暦资 
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喰 ひしば り 居たり しが。 とかく 詫びる に 

しく はなしと。 揉 手の 上に 膝 折り 屈め。 

段々 の 仰せ。 一つと して 返す 詞も ござり 

ませぬ。 長々 のお 世話の 上 又して は 金 儲 

を妨 け。 お腹の 立つ は 御尤。 もうふ つ つり 

とお 邪魔 は 致します まいが。 あの 女中の 

事 計り は。 ほ 合ィャ ならぬ。 * サァ 素手で 

お詫び も 申しますまい。 友達 共が 賴 母子 

を 致して くれまして。 爱に 三十 兩ご ざり 

ますれば 是を お前へ 渡し ましよ。 身の 代 

に 取った と 思 召し。 琴 浦 殿 を 三ぶ が 方へ 

戻して 下され。 外へ やって は此九 郞兵衞 

が 顔が どうも 立ち ませぬ。 情-ちゃ 慈悲-ち 

や 親 仁樣。 一 生の 御 無心。 申しく。 コ レ 

申しと。 *- 手引き 袖 引き 膝 を 突き 無念 淚の 

フシ 男泣き 親と。 いふ 字 は 是非 もな や 0巧合《- 

義平次 も 三十 兩當分 取る に 少し は柔 ぎ。 

K 琴潘を あっちへ 渡せば 百 雨が 物糙 にあ 

れ ども。 か i り や 紫が る 娘の 緣。 た や 


つたと 思 ひ 三十 兩で戾 

してやろ。 ヤコ レ 駕籠 

の 衆。 今乘 つて 来た 所 

迄駕籬を15^3て。 駕籠 

代も^^分先で取れぃと。 

惡氣付 くれば こん 

な 時よ い 强請取 サァこ 

いと。 鼓 ひ 勇みの 駕籠 

の 者 了 ン來た 道へ 又 荷 

ひ 行く。 サァ 約束 

の 三十 兩 受取ろ。 せ 渡 

せの 催促に。 1««^ィャ 

其 金 爱には ござり ませ 

ぬ。 增 宿へ つて 才覺 

と 立たん とする を 

飛び か i り 束 摑んで 

引仆 し。 詞ェ 、腹の 立 

うま./.^ と 一ば ひ。 政， 


何の 申し 左様で は ござり ませぬ。 內へ歸 

て 

れ ば心當 がま あくく 爱を 放して。 a 合 

ャァ どこへ く。 うぬが 樣な賫 Is め はか 

うして 腹癒よう か。 ィャ かう して くれ、？ 

かと。 地 捻 廻し。 引 廻し。 踏んだり 蹴た 

り舉 句に は 。砂に 摺 付け 石に 打付け フシ 

引 廻し C  く。 政 坳引廻 されても 手 向 ひの 

ならぬ も 無念 さ 口惜し さ。 堪へか ぬれば 

つら  め rs 

ほ<&5 其 面つ き何ぢ や。 肩肘張って 其 眼 付 

何ぢ や。 コ リャ ャィ。 は 親。 ァ , 慮外 

ながら。 親に 向って 白眼。 域 澄す ぞょ。 

無念な か 口惜しい か。 ム 、 、 、泣く か。 可 

愛 やな ァ。 擦 歪めて やらう。 この 雪駄の 

皮 喰へ と。 綱り 付けられ 齒ぎ しみ 齒 

ぎり。 n 合 透し 眺めて。 I5S おのり や 脇差 さ 

いてび こっく か。 面白い。 斬られう。 ど 

こへ 跡へ 寄り をる と。 付け 廻して 引つ 

捉へ。 《^ 見事 此赤 Si で やって せ 見る かと 

lij! 添へ 引拔 き。 サァ 詞是で 斬れく。 サ 


ァ く 斬らぬ かやい。 & 何の 私が お前 を。 

w< 。ィャ 斬る 氣 であらう。 くく ひ 斬ら 

れぅ 斬って 貰 ふ。 一寸 斬ったら 一尺の 竹 

鋸で 挽 返す。 サァ 斬って 見よ 突いて 見よ 

も？と 

と。 堆差 付け 突 付け 捥 取らん くと せり 

合 ふ 中。 政 思 はす 舅が 耳の 极 つかり。 

合ャ レ 人殺しよ 親 殺しと。 》 ^叫 はる 聲に 

1^ よくも" -1 人 祇園 嚇 子の 太鼓 証。 &九郞 

兵衞は 殺す 氣 もない に 因 ml^ と 3^ が 大聲。 

ほ 合切った くと 人寄せの。 * 聲を 留めん 

と 又 ざつぶ り。 あたり ほとり を 見廻して 

うろつく 中に-. n 合摑み 付き。 橫に拂 へば 

又す つばり。 人は來 ぬかと 氣もそ ろ。 

二人 松の 內 行く 提燈 の。 あかりが 賊 さに 

どつ さりの 。昔 は醣 子に 合堆へ 紛れても 

扮れぬ 命の 終り 際。 うんと 反れば 是非な 

くも 取って 抑へ て 止めの ぐっと 差込 

む 其內に 間近く 聞え る 御輿の 太鼓。 死骸 

を 池へ 投 込みく。  7 シ血汐 を 流す 桔擅。 


づ は 1 なん 

«> 汲む 水 則ち 三途八 難。 我が身に か-る 1 
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罪科 を 洗 ひ 落せ ど 濁り 井の。 水より？； S き 

夏 神樂 ちゃう さよう さの 御輿の 俄。 これ 

幸。 と 紛れ込み 遁れ 出で たる 千歳 樂。 萬 

歲樂 ゃ極樂 橋。 命の 瀕戶の 札の 辻 八 町。 

目へ と. ぞ 一一 一重へ 粉れ 行く 

友達 LL 心，^ はいた 

石 割 雪踏の 合印 

堆日數 さへ。 ハル フシ 早 一七 日 田嶋町 魚屋 

商 寶躇の ある。 主 は 圑七九 郞兵衞 とて 昔 

と 令の 名 を 合せ。 手强き業も五人前高^^ 

祭の 其 夜より。 へ歸 りて ゆっくりと 何 

知らぬ顔。 せぬ ふりに。 人 は-てれ ぞと氣 

も 付か チ油斷 枕の 高鼾。 子 は 友達と 惡ぁ 

がき 切つつ はつつ も 親に 似て。 フシ 負け 

ぬ 性根 ぞ 逞しき。 《s- 妻のお かち は 父親 ^ 

の。 敢 なき 最期 常からの。 心 ゆ ゑと はい 花 

ひながら ォクリ 悲し さ 。餘り 今日 も 亦。 フシ 


墓參 りして 立 る。 增 子供 遊びの わやく 

同士 ァ レ 市松の 搏き やった。 私 も 打 たれ 

た 切られた と 泣く  く 表へ 駔出 づれ， ば。 

おかち はやが て 抱きと め。 謂 又 こり や 

市松が せ ぶら かした か。 堪忍し や/ \。 

ェ、 憎い 奴ぢ やの。 *? 私が # きかへ して 

やらと {t: めす かせば 子供 共。 as 此方の 町 

へ來 をったら 寄って か i つて 轉 つて やろ 

と。 *-n 々 いひて 歸 るの も 7 シ 物が 知らす 

か氣 にか、 る。 》" 汝其 口止めて やろ と 竹 

捂 けて 市松が。 追つ 駔け 出づろ をお かち 

は 押 止め。 IS ャレ こな 子よ。 杖 棒 持って 

ほん 

あの 子供に。 怪我 さしたら 何とす る。 眞 

に/ \ 親に 似ぬ 子 は 鬼子と。 丸 郞兵衞 殿 

の 一 徹 にょう 似た なァ。 祖父 様が 七日 後 

に。 長 町褢で 殺され 其 切 人 を 御 ST 意趣 

ある 者の 覺ぇ はない かと。 嗅 は 毎日 御前 

へ 呼ばれ。 壎 心 も 心ならぬ に。 いかに 子 

供ぢ やというて あんまりな。 BS そして マ 


ァ父様 は。 そなたば かり を？ d いて 何處ぞ 

へ.； て ご. さった か。 よも やさう でも ある ま 

いが。 留守 かや。 ィャ あの 1W 風の 內に父 

様 は 寢てぢ や。 俺 は 敵 討の 芝居 事して ゐ 

たれば 彼奴 等が。 親の 敵と いうて 搏き居 

つたに よって。 祖父 様の 敵と いうて 據き 

返した。 母 様 祖父 様 を 斬った 奴が 知れた 

ら 俺が 殺して やろ ぞ やと。 *- いふ を寢て 

ほる 九 郞兵衞 は。 聞く に 付けても ハル フシ 

胸 ふさがり 是非 も。 淚 にくれ 居た る。 地 

おかち は 堰き來 る淚を 押へ。 《5 そなた さ 

へそれ 程に 祖父 様の 事 思 やる に。 私 は 常 

から 愛想が 盡き。 疊の 上で はェ 死に はさ 

つし やるまい。 ひ よんな 死 をす る 人と 思 

うた 故。 斬った 奴 を 金輪際と も 思 はなん 

だ。 思へば 私 は 不孝な 者。 增惡ぃ 人で も 

親 は 親。 澤山 さう に 思った のが 今ではが 

しい。 ハル フシ 悲しい とロ說 き。 淚の折 か 

らに。 *- 心の 合うた 友 烏。 なきに 立 寄る 


一寸 德兵衞 に 貧 錢 了ン引 懸けて 九 S 

郞 兵衞內 にか。 玉嶋へ 下る 故 暇 乞に。 & 浪 

ちょっと 来たと 菅笠 取って 內に 入る。 お 0 

かち はちゃつ と 泣顏隱 し。 詞ホ こり や 今 

下らん すか。 暑い 時分に 大儀な 事 や。 し 

たが 日和 精き もよ ござんし よ。 コ レ^^ 

お K 樣へ よう 心得て 下さん せ。 ィャ モウ 

ことづけ 

言傳 受取っても 死人 同然" ついに 云うた 

事がない。 ャ其 死人で 思 ひ 出した。 親 仁 

を 殺した 者 は 未だ 知れぬ か。 サぉ 上に も 

御 ：？^ 議が强 いけれ どま だ 知れ ませぬ。 さ 

うで あろく。 あれが 殺して 物 を 取った 

とい ふか。 其晚に 大きな 出入で もあった 

ら 詮議の 手 懸りも あらう。 あの 親 仁に 意 

趣 ある 者と いへば。 大坂 中に 殘る 者が な 

いすり や 知れぬ 害。 定めて 其 事で 九郞兵 

衞も心 J!^ ひで ござらう コ 推量して 下さん 

せ。 主 も ほっとし たかして 寝てば つかり 

居られます。 どうで 斬った 者 は 知れまい 4 


し *- いとし や 犬 死で ござんし よ ョァレ 又 

泣かし やる。 犬 死で も 馬 死で も 時刻 ぢゃ 

く。 モウ 諦めた がよ いわいの。 俺 も 九 

郞兵衞 に ちょっと 逢うて 行きたい もの ぢ 

やが。 ほんに 起し ませう。 ァ コ レ，/ \ も 

うよ ござる わ。 可愛 さう にょう 寢て 居る 

もの を。 ィャ又 後で 呵られ ましよ。 埴ソ 

レ 市松 起し まし やと。 いふに 立 寄り 屏風 

押 明け。 《sn レ 父樣。 伯父 様が 逢 ひに き 

て ぢゃ。 コレ ノウ これな- フと。 《- ゆすり 

起され 目 を 擦り/^。  伯父 樣と は。 ェ 

德兵衞 か。 旅立の 装で 船に でも 乘る のか。 

ハ レ 起さす と 置き はせいで。 ャ此 間の 取 

込みで ま 草 臥で あらう 。推量して たも 0 舅 

太夫が 惡ぃ死 を しられた 故。 ァ、 フ、 身 

中が ぶきく いふ 程 草臥れた。 ヲ 道理 道 

理。 ィャ モウ 主の 大ぃ氣 扱 ひわし にか. - 

つて。 ハ テ そり や 其 害の 事。 舅 は 親。 九郞 

兵衞が 世話 仕內の 事。 したが そんな 事 は 


いか ラ氣が 探め る 物-ちゃ。 佝と氣 休めに 

いっそ 俺と 連立って 下へ 行き やらぬ か。 

なん 

ィャ 何のい の 。ハ テさ うでない.； て や。 そん 

な もやく した 事の あった 上で は。 必す 

大 煩が 出る もの。 俺が いふ 樣 にお ぢゃ下 

へ 行 こ。 何 を やくたい もない 備中 三界 何 

しに 行く 物で。 ィャ まん， さら 用がないで 

も あるまい。 俺が 女房に 磁 之 丞殿を 預け 

て 遣つ たれば。 見舞が てら 下っても 大事 

あるまい。 ホ 顔に 燒 鐵迄當 てて 預 つて 去 

んだ内 依。 覺束 なさう に 見舞に も 行かれ 

まい。 コ レ そり や 大事ない。 ィャ 殊に 俺 

は 海 給 は 嫌ひぢ や。 板 一 枚 下 は 地獄。 今 

年 は 取 分け 川 船 さへ 怪我す るに。 i 上 は 

お h-  こ は 

俺 や 厥-ちゃ 怖い。 ム ウス リャ あり 樣は海 

船が 怖い か。 ァノ海 船が。 ハ、、 、ヽ、 

こり や を かしい。 ィャ こり や 怖 かろ。 道 

里ぢ や. （-。 ハ テ 人と いふ 物 は 見かけに 

よらぬ 命 は 惜しい 物ぢ やの。 ヲ取 分け 此 


九 郞兵衞 は男ぢ やによ つ て 命が 惜し い。 3 
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大恩 受けた 兵 太夫 殿が よそながら。 賴む 

とい はれた 一 言。 儀之丞 殿の 歸參が 叶 ひ。 

親御の 手へ 渡す 迄 は 大事の 命。 サ ァ其大 

.wa わ づらひ 

事の 命ぢ やによ つて。 かの 大镇の 起らぬ 

中に 下り やらぬ かとい ふ 事 。ナウお 內儀。 

さう で ござんす とも。 主が 煩 はれます と。 

私 や 市松が 狼 狼へ まする。 こり や 德兵衞 

様の いはんす 通りに。 何ぬ かす。 大坂を 

放れて は 和 泉の 様子。 璜之丞 殿の 歸參の 

程が 知れぬ。 女の 出過ぎた すつ こんで け 

つかれと。 * 呵り 飛ばせば 德兵衞 引つ 取 

り。 ァ ま レぉ內 儀。 a お茶 一 つ 下され 

と 茶で 紛ら かす 主の 機嫌。 アイと 返事 を 

立つ しほの。 常の 辛い を吞 込んで。 r ン勝 

手へ こそ は 汲みに 行く。 增 德兵衞 重ねて 

あたり を 眺め。 舅が 最期の 場に ありし ®  g 

踏 片足 膝より 出し。 "コ レ此 山形に 丸 印 ^ 

の 雪踏。 *" 見知りが あるかと 差 出す。 ぎ 4- 


よつ とせし が。 《5 ヲ これ は 俺が 雪踏 。それ 

が 又 何と ぞし たか。 サァ是 がそな たの 雪 

踏ぢ やによ つて。 下へ 厅 きゃらぬ かとい 

ふ 事。 ムゥ それが 又 俺が 雪踏 なれば。 何 

で 下へ 行く 事ぞ。 ィ ヤコ レ九郞 兵衞。 此 

雪踏 を 味な 所で 拾うた の。 長 町 裏の 畠 中 

で。 ぢ やによ つて 下へ 行き やらいで とい 

ふ 事. - ム ウイ ャ其 は。 此中練 物見よ 

うと 思 ひ。 小間物屋 店へ 上つ たれば 片足 

犬に 取られた。 定めて それ を 畠 中へ 銜へ 

て It た 物で あろ。 仰々 しい 何 ぞ事も ある 

様に と。 * けん も ほろ i に 顔色 も フシ 人 を 

殺せし 體も なし。 * 德兵衞 は E も 潤み 流 

る  > 汗と 俱に 拭き取り。 へ H  、聞えぬ ぞ 

や 九郞兵 銜。 そなたと は住吉 で。 腕 引 

く 代ぢゃ 片腕 ちゃと 取 交した 片袖。 おり 

や 大事に かけて 持って 居る ぞゃ。 有樣は 

雜巾 にがな したで あろ。 これまで 兄弟 同 

然に 心底 あかす 友達 中。 なぜ 物 を g:- して 


たもる。 其方に は 市松と いふ 子 も ある 0 

しかもいた いけ 盛り。 伯父 様く といへ 

つ. 0 し T 

ば。 追從 でない おれ も 不便な。 もしもの 

事が あったらば 女房 子 迄 引出され。 どん 

そな； 一 

な 憂目に 逢 ふ も 知れす。 其方 一 人の 命 は 

三人に か、 ると 思 ひ。 コ レ これ を 見や。 

俺が 雪踏 も 山形に 丸 印。 片足 見えぬ がお 

i へま はり 詮議の 種に なった 時。 この 德 

兵 衞で ござる と 身に 引受ける 覺悟。 增こ 

れ 程までに 思 ふ 俺に。 隱し 包み は 曲がな 

い。 なぜ 明かして 共々 に 相談して たもら 

し？ -5 ねだ t きづか ひ 

ぬ 。但し この 德兵衞 が 性根 魂が 氣遣 なか。 

t 腮 叩く と 思うて いはぬ か。 そり やあん 

まり 聞えぬ。 おれ も 男-ちゃ。 /\0/\ 

くと。 *- 肩 振りい がめ 肱 張って。 親の 

時 さへ 泣かぬ 目に 恨の 淚。 ス H テ はら/ \ - 

と フシ 保ち。 兼ねた る 殊勝 さよ。 堆九郞 兵 

そこつ  さ レ W つむ 

衞も 身の 大事 齒忽 にも 明かされ 卞差 俯い 

て 居たり しが。 《«投 々の 志。 悪う は 受け 


ぬ 過分な く。 さ 5 いやれば 其 雪踏が 惡 M 

い 所に あった 物で がな あろ。 マァょ 5 思 I 

5 て 見や。 泣く と^はう とい ふ 子 はあり 3  ^ 

女房 は 若し。 身 を 仕舞 ふ 樣な事 仕出して 

よい 物 かいの。 サァ そこが あるに よって。 

身に 引受ける 覺 悟の 雪踏。 サァ其 引受け 

さして。 見て 居る やうな 九 郞兵衞 でもな 

いわいの。 元より 身に 覺ぇ のない 事。 必 

ゃ氣遣 ひせ 卞 ともう 船 も 出る 時分。 早う 

r* ん 

下って 碟 殿の 事 世話して たも。 それが 眞 

の 命 を 貰うた 同然。 スリャ ど- T 'いうても 

明して いはぬ の。 ハテ 何にもい ふ 事 はな 

いて や。 曰の たけぬ 中 早う 行 まや。 * "俺 

も 見さした 夢見る と。 入らん とする を 思 

ひがけな く。  ^^-九郞兵衞取ったと*-聲か 

くる。 はっと 目を据 ゑ； 3^ 廻し/^。 ョ德 

なん 

兵 衞何ぢ や。 何 を 取った。 ィャ今爱で^|« 

を 取った。 ハテ 仰山な。 コレ 見やく。 

4 

蚤と いふ 物 は 愚な 物ぢ や。 忽ち 命 を 取ら ^ 


ろ.^ 事 を 知らいで。 骸の內 を。 ノウ コレ 

內を得 放れぬ" なん ほ 飛ぶ 程の 術 を 得て 

も。 天 下の 息の か \ った此 指で。 ドウ 押 

へられて は 叶 はぬ く。 捉 へられぬ 內 

に此 *1 め も 高 飛し 居ったら よかった にナ 

ゥ九郞 兵衞。 司 何 をい ふやら きょろ く 

と。 其 6^ もぢ つと 縫目の 內に 居れば。 捉 

へられる 事 もない。 なま 中に うぢつ いて 

飛び あるく 故 押 へられた。 それ も 又 其 蚤 

に。 コ レ此劍 の 様な 針が あると。 切って 

く切拂 ひ。 唐 天 竺へも 一飛び。 一寸の 

虫に も 五分の 魂。 一寸の 虫に も。 な。 德兵 

睛。 其 中 逢 はう «- ォクリ さらば。 ^, ^と。 

プシ いうて ぞ 入りに ける。 》- 茶 を 入れ か へ 

こな ね t てぶ ち  い 

て 女房が。 持ち出る 此方 は捨 扶持で。 去 

にかけ るの をコ レ茶を 一 つま ゐら ぬか。 

端 香 一 つと フシ 差 出す。 詞ィャ モウ 茶 も 水 

も ァぉ內 儀 面白う ごんせ ぬ。 我等が 志 

こなん 

水の 泡と なった ぢゃ。 せめて 此方な と悅 


んで 下ん せ。 ヲ 、何ぢ や 知らぬ が。 常 か 

らお 前の 志 私 や 嬉しう 思うて 居る わい 

な。 ハ テ九郎 兵 衞と懇 する も。 堺の戎 島 

で 此方 様と 出合うて から ふっと 其 時。 テ 

モ あの 女房 は 可愛らしい。 それ も 何の 役 

に 立たぬ 事であった。 增 ハル フシ 去んで 來 

ましよ と 立出づ る。 ァ これ 德丘 (衞 様。 

ソ レ お前の 推 子 は。 何處も 彼處も 綻びて 

裾 廻りが ばら/、。 き てれ 著て 船へ は乘 

れ まいと いふに 身内 を ほんに なァ。 詞^ 

びた 所 を 括って 澄いた が呰 ほどけた。 一 

針 やって 下ん せぬ か。 ヲ 2^ い 事ち やっと 

脫 がんせ。 ィャ ついかう して。 ヲ 辛氣。 

さう して それが 縫 はれる もの か。 デモ 內 

證 北國ぢ や。 ム 、自慢で 加賀 の下帶 か。 *- 

ィャ其 隣の 越 中. ちゃと。 袖無し 繙絆 一 つ 

になり 。^いで 渡せば 針刺しの ォクリ 糸の。 

結 ぼれ 7 シ緣の 端。 もつれ か-る や サ ハリ 

咽の 下。 穴の あく 程 顔 打 眺め。 a! いつ 見 


て もく 美しい 御 而相。 九 郞兵衞 が大坂 5 

を 離れぬ も 道理。 い 程^が ある。 地ヲ 

何ぢ やい のじ やら-くと。 國へ おんで お 

辰 様に さう いうて 悅 ばさん せ。 IS ィャモ 

ゥそ ゆめが 頻は兑 たう もない。 下地の 杓 

子に 燒鐵 で。 革 足袋の 焦 ゆた 樣な。 * デ 

モ 久しぶり でしつ ぼり と 面，： n かろ。 „ ^ム 

ゥ：. g 白けり や 何と ぞ 思ふ氣 か。 ァノ发 な 

すっとの 皮め が。 ヲ 何さん す 痛 いわいな。 

何の 痛 かろ。 おり や 此方の 綻 ベた 所が 縫 

うて やりたい。 コレ 悪い 事さん すと 針で 

突く-; て。 ァ、 危 いく。  * ェ 卑怯な 男で 

は あると。 7 シカ、 リ惡戟 高 じる 其 中に。 

表へ は 釣船の 三ぶ が來か i り內 より は。 

夫が 出かけて 見る とも 知らす。 《 ^有り や 

うは 九 郞兵衞 を 下へ 下した 跡での 事と。 

思ラ たが 圖 へいかぬ。 ソレ1^^島で額ん.た g 

時の 約束。 サァ其 時 はさう 思うた けれど。 I 

地 けれど；^ むかと 抱 付く を。 九 郎兵衞 


飛 出で 取って 引退け。 女房が 持った る帷 

子拘 取って 。どう ど 打付け 中に すつ くり。 

ハットお かち は氣 も， Hri-," 德兵衞 は うぢ 

/、もち/、。 そっと 7 シ 帷子 引取って。 

ハル 7 シ 著る 中 もま だ へら や 口。  ァ、 去 

んで くりょく。 大 坂に 居た とて 花 富の 

. おく 事 も あるまい。 ァ 、 云んで 女房の 顔 

なと 見て 樂 しまう わい。 ェ 、疾 -フに 船に 

乘る もの を。 あた^ 臭い。 へ 一 つ 娃ラ 

て 貰 ふで 帶 解いた。 俺が 著る 物 俺が でに 

俺が 著 るから き 俺 次第 ぢ や と。 7 シ 滅多 

無. 4 に帶引 廻し。 增 船が 遲 なる 去んで く 

れ うと 行かん とする を コリャ 待 て德兵 

衞。 K とっくりと 蒂 しめて 。そこへ 直れ 

と聲 かけられ。 * 行く も 行かれぬ 命の 際。 

破れ かぶれと 性 极を据 ゑ。 5r ちゃ 用が 

あるか 九郞 兵衞。 內 俵との 事 ならぐ づ 

くい ふに 及ばぬ。 疾 うから 俺が fUi て 

るれ ども。 友達の 義理 を 思ひ齒 節へ も 出 


さなんだ。 時節 も あら ラ もの ぢゃ。 其方 

から 隔てる 樣 になって 今では 義理 も瓢簞 

もない。 サァ いっそ 內儀を おれに くれる 

か。 さもな くば 胸に ある 事 そこへ まき 出 

せ。 ホ、、 、 、賴 もし さラ にい ふと 思う 

たが。 女房 欲しがる 根性で 樣 子が さらり 

と 知れた。 欲し か 女房 もやら ラ。 聞きた 

か 大事 もい うて 聞かさう。 見事 われ 聞い 

たり 貰うたり せいよ。 ハテ 二色 共に 望ん 

だ 事 聞いたり 貰- フ たりせ うわい。 ヲ やろ。 

ヲ もら を。 云 を わい。 聞 こわい。 サァ。 

サァ。 さあ 來； 'と 身 持す る 表に も。 三 

ぶ も 身 構 まさかの 時 走り込 まんと 7 シ控 

へゐ も。 女房お かち はは あくと 氣を 

揉み あせれ ど 女 業 何と せんか たなき 內 

に。 九郞兵 衛は扶 より。 取り か はした る 

片袖 出し 寸 *f に 引裂けば。 德兵衞 も 待合 

せ 共に 引裂き 一度に 投付け。 お 互の 固 を 

破った から は 心 は续ら ぬ。 ヲ それ/、。 


サァ 出い。 墦 出い とコハ リ搖ぎ 出で。 すつ 夏 

と 立 寄り 額と 額。 目先 三寸 05 先 四寸。 ぢ I 

つと 體を 小疊 に。 た i んで 互に ナ * ス フシ ^ 

膝 指 合 ひ。 《5 思へば ちっとの 間の 懇 であ 

つたな ァ德 兵衞。 ヲ是迄 はいかい 世話。 

ソリャ 互に 0 サァ貰 ひかけ うか。 どうし 

て 貰 ふ 0 增 ヲまづ かう してと 切り かける。 

丁ど受 止め 受 流しば つし くと 討 合 ふ 刃 

音。 コレ 待って と 女房が 支へ る 中に 三ぶ 

は K 入り。 き コリャ 待てく と 制しても。 

* 逸り 切った る 二人が 勢。 どっこい させ 

ぬ はこり やさせ ぬと。 彼方 を 突 退け 此方 

を フシ 跳ねして こい 止めた と 支へ たり。 お 

ャァ 邪魔せ まい 危 いく。 增 怪^せ ぬ 中 

に 退かれい と 引退 けても 入りく。  ^ 

コリャ 斬れく 堪忍なら-さ 俺 を 斬れ。 サ 

ァ此 三ぶ を 斬れく く。 コ リャ。 コリ 

ャ C 斬れく くくと。 * 胸 打 叩き 膝 

6 

_« ？. き拔身 をび くと も 思 はね ども。 思 ひ 切 4- 


つたる 匁に あぐみ 枕： * 風 を 追つ 取って" 

合せた 劍の眞 中 を 押へ て 直に 骸を 重り。 

どう ど 坐れば 二人 もべ つたり。 Hn レ親 

仁。 邪魔し やる の は 德兵衛 が 1« 持つ 心 か 

サ、、 、 ど うぢ や/,. »。  を 持つ も 背 を 

持つ も 様子 知らぬ 上の 事。 知って 非道に 

與せ うか。 最前より ひか へ て 居た も 了簡 

思案 を兑 ようば かり。 討果 さう と は 若い 

く。 ャ t 房 を 盗まれ 男が 立た うか。 若 

う て も 年寄 でも 此方 は 堪忍す るか ヲ 堪忍 

すると も。 コ レ九郞 兵衞。 世界に 堪忍の 

ならぬ とい ふ は。 腹 寒い より 外 堪忍の な 

らぬ事 はない もの ぢゃ。 此三 ぶが 此年迄 

見 来りて 来た 中。 密 夫の 行 ひ 様に 上中下 

三 段 あり。 若い によって 知るまい く。 

先 づ其中 下の 了簡と いふ は。 今 其方が す 

る 様に 討果 すか。 重ねて 澄いて 四つに す 

る を。 極々 下の 下の 下の 思案。 何故と い 

へ。 男らしい 事 をした と 言 はれう とする 


と。 盜 まれた 鼻毛の 恥が 世 

間へば つと 立つ。 そ、 ^ を 思 

うて 內證で 耳 を 削ぎ。 暴 を 

PO 坊主に する をよ い 様 

に 思へ ども 是が まだ 第一 一番 

めの 中の 思案。 極上々 の 思 

案と いふ は。 堪忍の 胸 を 擦 

つて。 世間へ も 知らさぬ 樣 

に內證 で。 さらり つと 隙 や 

つて 仕舞 ふが。 大 極上々 箱 

人の 思案と いふ。 元より 不 

義 があった ではなし 口先の 

戯談。 それやい ひ 立て 討果 

す は 彼の。 極々 惡ぃ 下の 下 

の 思案。 そこ を 思うて この 

出.^ 貰 ひに 出た。 サァ 俺に 

たも/、。  IP.CT 髮に たも， 

1 向に。 貰 ひか けられ 九郞 

兵 衞 も。 本了ソ a ひ迥 せば 


我が身に も。 墻大寧 抱へ て是 しきに 命 を 

果す 様な しと。 ハル 7 シ 傍に 立って 。硯 箱。 

さら/^ さっと 7 シ書 認め。 ； コ レ 三ぶ 

殿。 此方 を 立てて 何にもい はぬ。 》- それ 

渡して F されと 害いた 一 通 投付けて 。フシ 

一問へ こそ は 入りに けり。 增女房 取 上 ゆ 

開き：：：^ て。 ャァ 《s こり ゃ去狀 5^ の狀 *- ハ 

はっと。 ス子 T 計りに 泣き沈む。 增 三ぶ は 

突立ち 何め ろく。  a 覺 えが あらう が 有 

るまい が此 家に 置かれ 卞 立った くと。 

引立てられて。 a ナウ 悲し や。 せめて 別 

れに 市松に。 一 目 合せて 下さん せ。 市松 

何 處にぢ や 市松と 呼ぶ 聲慕ひ 走り 來る。 

ャァ 面倒な と 突；^ 一け く。 ョ 一寸に は此 

三ぶ が 相手に なって 存分い ふ。 *■ サァ來 

いうせ いと 片手に おかち. - 片手に 德兵衞 

引立てて。 《s 九郎 兵衞 見て か。 腹 あに 頰 

か乂 して 先つ かう と。 鬥へ投 出し 跡ぴ 

つし やり。 *- ナウ コレ 母樣々 々と K 出づ 


る 市松 引つ 捉へ 。舅 畜生の 親 慕 ふから は。 

此奴が 性根 も 見えた く。 九 郞兵衞 がた 

めに は 摘 足 手 纏 ひ。 犬の 母め と 一 所に う 

せい。 父親と は緣 切った と共に 突出し 

，シ 門 n 引 閉め。 K 何と 九郞兵 衛 腹が 接た 

か。 其 代り 俺 は 草臥れた。 *? いっそ 妥に 

寐て 去のと。 我が身 を 横に やっころ り。 

ひとやす  li- 

フシ 肘 を 枕の 一休み。 ハル フシ 表に 親子 は。 泣 

仆れ。 德兵衞 も 7 シ打 萎れ 暫し。 詞 もな 

かりし が。 # 思 ひ 合った か 三人が ぢ つと 

顔 上け フシ あたり を 眺め 三ぶ がそろ， \ 

立 寄る 戶ロ。 表に おかち は 淚聲。 ナウ P 

三ぶ 榇。 德兵 衞樣。 お前 方の いはんす 通 

つれ あ ひ だ t いと ** 

りに。 連合 を驍し 暇の 狀を 取つ たれば 男 

は 親。 九 郞兵衞 殴 は 親 殺しに。 *■ なり は 

せぬ かと フシ どうと 伏し 前後。 不覺に 取 

亂 す。 ユリ 地 三ぶ もせき くる 淚を 押へ。 m 

舅 は 親。 耳 は 子 。親 殺しに なった 時 は 市松 

こな 仁  のこ V- つ 

と 此方が。 竹雜で ひかねば ならぬ。 それ 


が 悲しい ばっかりに 德兵銜 に 不義し かけ S 

させ。 俺 も 共々 口 叩き。 狀を害 かし I 

ました。 此 上に 捕 へられ 殺さる とも 一 思 ^ 

ひ。 他人 同士の 喧嘩に なって。 苦しい 死 

はせ ぬで は あろが、 - 今日 ゃ顯れ 捕へ に來 

るか。 明日 や 痛 目に 及ぶ かと。 ^じて^ 

の 目 も 合 ひませ ぬ" こんな 氣 ではな かつ 

たが。 ェ、 年寄つ たれば 心まで。 * た 

の 父に なりました としゃくり 上 くれば 

德兵衞 も。 どうぞ 備中 へ 連れて行く か。 

明して いは 去狀 も。 相談 づ くで 書か さ 

うと。 思うて 問へ ど枳 ぅ隱す C 戰 13 盡 

きてい ひ 合せた 通り。 心に 思 はぬ 不義 si 

さぞ 腹が立と。 憎から う。 どうした 

か-兄弟より 親しう してた もった 人に。 

人で なしと 思 はる i おれ も 因果。 內儀も 

因果." 地 因果 7 シ 同士の 寄り 集り。 *> 成 

程 さう で ござんす とも。 取 分け 女子 は 去 

られ まい。 隙 取るまい とする 苦 を。 愛想 4 


づ かし は 九 郞兵衞 殿。 皆 こなさん の爲ぢ 

ゃぞゃ 。コ レ 市松 もよう 聞いて たも 0 わし 

は 親 を 殺されても 。慠 いと も 聞えぬ とも。 

a ふ 心 は微鹿 もない。 地よ くく 腹の 立 

つ 事が あっての 事と 思へ ども。 情ない は 

さヒの $ ゆ E 今日 も 御前で お 代官 様が。 

コリ ャ氣遣 ひするな。 今の間に^^。議仕出 

し， I  おつ 

して r ち 人 を。 取って やる. ぞと 仰し やつ 

た。 其 時の 私が 悲し さ。 泣いて ばっかり 

居 たれば の。 お 町 衆が 腰 押して ソレ 有難 

C とお ？？：中 せ。 ぉ禮 申せと せ り 立 てられ。 

e  £.1^!^^ふ夫を殺すとぁるを。 有難う ごさ 

ります ると。 いうた 時の 其 苦し さ 。死なれ 

る ものなら 其 場で 直に。 死にたかった と 

せき 上け て 歎けば 立 聞く 九 郞兵衛 が。 胸 

に ぎ.^ を。 呑む よりつら き 血の 淚" 

妻の 心。 三ぶ が 情。 德兵衛 が 赏氣を も。 聞 

いて 遙に ハル フシ 乎 を 合せ 泣いて。 まお いふ 

, まかりな り。 sli きぬ 歡 きと 三ぶ は 手 を 


取り。 が此 家に f は。 夫婦の 綠 

の 切れぬ も： 1； 然。 萬 一 の 時 言 譯も喧 まし 

い 0 とかく 九 郞兵銜 が 親 殺しに ならぬ 様。 

に 名淺も 惜し かろ けれど。 俺が 所へ 

サァ ご. ざれと。 引立てられて おかち は猶。 

しゃく. C 上け く。 欵 けば 共に 市松が。 

M 母^ どこへ も 行く 事い や。 Hn- い 事 もし 

ますまい。 父 様と 一 所に 地內に 居て 下さ 

と。 縱れ. ば 思 はや 聲上 けて わつ とば か 

りに 取亂 す。 三ぶ も 德兵衞 も 諸共に。 ヲ 

ヲ 道理 ぢ やく  7 シ 道理々々 と 泣 沈む。 

ハル フシ 罪科 遁れ ぬ。 天の 網 四方 を 取卷く 

人聲 足音。 德兵衞 はっと 三ぶ も悔 り。 詞 

コリャ 泣いて 居る 所でない。 アレ^,^ 捕 

手と 見えて 大勢の 人 聲.^ 地 まづ九 郎兵衛 

を 落さう か 裏表 を 閉めう かと。 騒ぎ 廻れ 

ば.^ 房 も 市松 連れて I 湫も そ^ろ。 德兵衞 

思案し。 暫し S 間 は 隙 どらん 。其 問 に 早 

う， したく。 地合點 がてんと 釣船 は。 


親 千の 者 を 引 連れて ノン 奥へ 行く 間に 程 ^ 

なく。  * 所の 代^ 捕 乎の 大勢 ばら/ \と 

亂れ 入り。 詞九 郞兵銜 はいつ くにをる" 

舅 教平次 を 殺した る 科 明 n」§ -れ たり" 

是へ 出よ と 呼ば はったり。 地 tc^\i! ハ銜ゃ 力 

て 差 出で。 S コ ハ思ひ よらぬ 仰せ。 それ 

に は： r そ储な 設據。 ャァ ぬかすまい。 其 

節 i の 中 lt 山形に丸印の_^^^ル足はり 

あった を。 段々：^^|をすれぱ九郞^衛が 

^i;t踏なる出。 遁れぬ 所是へ 出せと U  * 仰 

せの 中より。 ィャ其 印 は 私 とても かく 

の：^ りと ぬいで 見せれば。 ィャサ おそれ 

ばかりで ない。 義平 次九郎 "〈衞 哈：啤 の 場 

所より。 女 を 架せ たる 鶴 t1 の 者。 立： t る 

ふりに て 見 屈け たと ロハ 八， 役所へ 訴へ" 地 

何と それでも 諍 ふかと 退 引なら ぬ 訴人に 

え-、  1 U 一 

は。 首 句 も 出で. f 赤面しながら。 詞 さは 祭： 

ど^な 設據 ござれば 九 郞兵衞 は 科 人。 し ^一 

かし。 荒立てて は 中々 お 手に 廻ります ま 


い。 私に 仰 付けられ ませうならば。 編 し 

捕りに 揃って 上け ませう。 《- それともお 

ひ あらば 7 シ御勝 乎 次 竹め と 首 放せば。 

«" ヲ M 及んだ る 强カ者 迂濶に は 蹄 込まれ 

^ 。  * 共 方 も 共 々にお 上の 奉公 攝け と。 

C-!I 付けて 奥に 目 を 付け。 ャ ァ ョ裘近 へ 行 

くが 储に 九郞兵 一!ir  *-それ^^すなと大勢 

が フシ 捕った くと 亂れ 入る。 * ハット 德 

兵衞 見やる 中 n 一ぶ は 妻子 を 引つ 抱へ。 走 

出でてモゥ叶はぬ？.^もし此市松を擒にし 

られて は。 氣が おくれて 九 郎兵衞 が 思 ふ 

樣に 働きなる まい。 堆 親子の 者を你 方へ 

ぞ 預けて 來る屮 跡 を 頼む" 合 點ぢゃ ござ 

れと 三人 を 見送る 中に 奥の 騒動。 それ 

く 九 郞兵衞 が 屋根へ？ a けた ぞ。 突いて 

捕れ 卷 いて 捕れ。 *f 突 棒よ 刺 叉よ と 騒ぎ 

につれ て 德兵衞 も。 何と せんかと 思 ひ 廻 

して 表へ！！ S 出で。 梯子 追つ 取りお だれに 

打 掛け。 登る も 心 板屋 葺 重ね 重ぬ る  一一 i 


A 身の 科 も。 爱ぞ絕 3g 絕命 と。 九郞兵 

衞は 屋根の 上， 力士の 如く 拔身 を提 ゆ。 フシ 

寄らば 斬らん づ共 勢" ョ V リ捕 乎の 人數は 

後より 駔 上って 右左。 捕った とか、 る を 

唐 竹 梨 割 車 切 はらり ノ，、 と薙 倒す。 1? 德 

兵 衞が捕 纈は擔 けて 来る 路錢の Ji; ざし。 

手繰って 向う へ 立 廻り。 《s ャァ 卑怯な り 

九郎 兵衞。 とても 通れぬ 身の 大罪。 尋常 

に 織 か、 れと 高聲に 呼ば はれば。 ホ 、德 

兵 衞か逢 ひたかった。 何 かの 様子 は膂聞 

いた。 コリャ 何にもい はぬ。 もい はぬ。 

サァ ならば 隨 分捕って 見よ。 ヲ 捕って 見 

しょこり や 捕った と。 《- 貫 ざし 肩へ 打ち 

かけて。 落ちよ？？ a けよ と 突き やり 捩-ち 合 

ふ 屋根の 上。 踏みぬ くば か りめ りく 

/\0  «| どっこい させぬ。 こり やさせ ぬ 

と。 拔身を 取ったり おられたり。 下に 

は 捕手が 取りまい て 落ちば 括らん 十手 早 

0C 一足 突き やり 二足 歩み。 《5 運れば 捆 


んで 引戻し-) 叉 K け 行く も 七 足 八 足。 》- 夏 

十 足の 貫 ざし 首に 懸けさせ せり 合 ひ 行く  ■ 

も 角 屋敷。 橫町 こして 隣町。 下は隱 居の i 

座敷 前人な き 所へ コ リャ爱 で。 捕った は 

やい と 九 郞兵衞 を。 お だれの 上より 突 落 

し。 《5 コリャ く 落着く 所は備 中の 玉 島 

合點 か。 *■ 合 點ぢゃ 過 < ^と 九 郞兵衛 は 

キォヒ 飛ぶ が 如くに  一- ir 遁れ 行く 

tku 親と 子の 緣ん 養い！ U 

が リブ  貫 ざし の Ira s« 

* 名物 は 刃物 燒物唐 海月。 備前備 中兩國 

で 骨と いはれ し 一 寸德 兵衞。 命に かけて 

九郞兵衞を|5^.-遂ゅれば今日も亦。 庄屋 

代官の 呼 使 7 シ 是非な く 行って 留守の 內。 

地 飛脚と 思しき 撥髮男 門口より 聲 高に。 

ョ 一 寸屋の 德兵衞 殿は爱 かの。 大 坂から 

來 ましたと IP 踏 込む 足 も 草鞋が け。 お ：！^ 

は 出で 是はく 。  St 遠々 の 所よう こそ 

ようこそ。 シテ大 坂 は佝處 0 增 どなたと 5 


ii: へ は w は あたり を兑！ ^し。 _J< 坂 は 商 

津町 釣船の 三ぶ 殿からの 使。 夫：^ ともい 

はる V に は。 永々 九郞兵 衞殿を K まうて 

下 はって 過分に えんす。 したが 此間は 其 

へ も づきが 廻り。 ごろつ くと 聞いた に 

よって。 九 郞兵衞 殿を迎 ひに やります。 

此 者と 連れ もって！；^ してく つさん せと。 

增 いへ て 1^ えんす と 常 首 付けぬ 口上 を。 

フ. ン首廻 はすれば。 增 目高な 女房 打 頷いて 

成 3； ！々々 。 則ち 隣の 明 家に 忍ばして 置 

きました。 地 連れまして 4i んで 下さん せ。 

大儀な がらと 賴 むに 幸 ひ。 そんなら 釣 

船 も，^ つて 居る 害。 連立って 去に ましよ。 

隣の 明 家 は ドレ どこと。 門口 出る を 跡 

ひっしゃり 鎮 かけて。 詞コ レ大坂 飛脚お 

いて 賞 はう。 此國の 御 詮議 は 昨夜からの 

もめ 出し 。それが 聞え て迎 ひに 来たと は 0 

ァノ 五+里 隔てた 大 坂へ 鳥が 觸れ たか 風 

がいうた か。 .^>とょり此万にぽまはねば 


構 はぬ 事。 *■ ぢ やが 都合が 惡ぃ 出かけ 直 

して ござんせ と。 す つかりい はされ 飛脚 

はきよ ろり。 了ン 立ちはだかって 居る 所 

へ。 W どう-ちゃ/^ 様子 はどう ぢ やと 尋 

ね 寄る はな まの 八。 ョァ、 失敗って のけ 

て 様子 は 知れぬ。 あの 體 ならば 九 郞兵衞 

は此 内に 居らぬ であろ。 ナ。 ナ。 * と 耳に 

口寄せ。 レか うぢ やによ つて 居らぬ 

であろ。 賴 まれた 佐賀 右衛門 殿へ 申 上 ゆ。 

濱邊の 方 を 詮議せ うと。 * いうて は 囁き 

•r- なづ  V づく 

頷き 合 ひ 7 シ!； 處 ともなく 立歸 る。 *" 様子 

を 立 聞きお 辰 は 安堵。 ョ5^〕そ飛脚は廻 

し 者 德兵衞 殿の 內 になら。 *- 鼻 削いで 去 

なさう にと。 いひつ i 立 寄り 戶棚を 叩き。 

ョ九郞 兵衞様 今の 飛脚 は 廻し 者。 お前 を 

かう した 所に 忍ばして 置きます る も。 あ 

んな事 も あらう かと 主の 利 勘 C  »- ちっと 

の 間暢氣 させ ましよ かと。 錠 押 明 くれば 

戶を 開き。 手足 を 伸して 團 七九郞 兵衞リ 


^ テモだ る やく 窮屈 や。 起きれば つか 1 

5 

へ る寐れ ばす くばる。 提燈の やうに 

なって。 足 も 腰 もめり/^ ァ 、退 

屈な 事。 おか 樣。 錢之丞 殿 は 何 所 ぞへぞ 

〔仃 かれました か。 アイ 出の 口の 小 座敷に 

本讀ん でで ござんす る。 ァ又氣 がつ けう 

が。 最前 来た 飛脚め は储 か。 こっぱの 權 

めが 聲ぢ やが。 ァ そんな 事で も ごんし よ 

かえ。 佐 賀右衞 門に 賴 まれ 嗅ぎ 歩く と 見 

えた。 あいつら に 恐れ こんな 窮屈な 目し 

て 居よ より。 早う 名乘 つて 出て 仕舞が つ 

けたい。 ァ 、又 そんな 舉 いはんす かいな。 

艤 之；^ 様の 先途 を 見届けさ せんと。 連合 

德兵衞 殿の _ 心 遣 ひそれ を 無にして 早う 死 

にたい か。 ィャサ それ ぱ つかりで 九郞兵 

衞 程の 者が 53 け隱れ る。 殊に 德兵衞 の 志 

破る は。 人で も找 でもな いと 堪へ て は： 115  ^ 

れ ども。 最前の 様な 赤 犬め がう せる と。 § 

飛 出て 骨が ひしぎ 度なる。 これが 私が 病 


でえ す。 コレ そんな 時にはな 。大 坂に 居 

やん すお かち 樣ゃ。 市松の 事 思 ひ 出した 

がよ いわいな と。 增 いはれ て乂も 故郷の 

事。 《そァ 思 ひ 出す る 折からに。 へ歸 

る 主の 德兵 衞。 ョ こり や 何で 門 n 閉めた 

と * いひつ、 しゃくろ 潜戶 の。 ft に 驚き 

そり や 又 人よ と 九郞兵 衞を。 無理に 戶棚 

へ 押入れて。 下す 昔 敲く昔 紛れて ヲィ 

と 答 さへ 7 シ ^どま くれて 明けに 出る。 

a ハ テ 扱。 逮 中に 閉めて くと 活 人が 不 

思議 立てる。 大ぃ 阿房で は ある わい のと。 

m いひつ.^ 入れば されば いな 。き〕 な 様の 

留 { サ の內。 大 坂から ぢゃ いうて 赤 犬が 

来て な。 ソリャ こつば の 横め であろ。 ム 

ゥ 知って かえ。 ヲ、 サ 今日 代官 所で 様子 

を 聞けば。 大坂 表より 九 郎兵衞 が 生國和 

^^の3:へ訴ぁって。 大鳥佐 賀ぉ衞 門と い 

ふ 奴。 詮議に 下りし との^。 こいつ 根深 

い is^ 者。 犬に 犬 を 人れ て 3!<ざ 歩かす と M 


いた。 縱へ 一 家で あらう が。 女房 子で あ 

らうが。 肌の 赦 されぬ 時節。 礒 之？^ 一 殿 も 一 2： 

に ふやる か。 增 出歩かれぬ 様に いへ と 心 

を。 フシ 付ける 折からに。 增所目 馴れぬ 侍 

の 編 笠 取って 內に 入り。 卒爾な がらお 

身が 此 家の 亭主。 一寸 德兵衞 とい ふので 

あらう。 身共 は 泉州濱 田の 家中。 介 松 主 

計と いふ 者。 初 封 *fS でお. ちゃる。 * 赦し 

めされと 座 を 占 むれば 0 お 辰 はきよ ろ 

く 德兵衞 は。 聞 及んだ る 名 苗 宇に 上足 

し 座 を 下り。 《s 成程 拙者が 一 寸德 兵衞。 

珍しき お尋ね 何の 御用と 手 をつ けば。 外 

の 儀で もない。 此 家に 玉 鳴 兵 太夫 子息。 

tl.f4 承が お居 やる であらう。 迎に參 つた 

逢せ てお くりやれ 。これ は 思 ひ 寄らぬ 仰。 

シテ御 迎の筋 は。 善で ござります るか 惡 

で ござります るか。 ヲ、 サ悪 とも./. \«。 

礒之 承に は 盗賊と いふ 御 不審が 立 つ た。 

ェ そり や 又 どうして くと。 女房 諸共 仰 


灭 すれば。 戶槻 の- C にも 身 を 揉む 昔。 一間 夏 

に 立 聞く If 之 丞堪へ 兼ねて 飛んで 出で。 I 

詞 お 久し や 主計 殿 0 シテ此 礒之丞 を 盗賊と 舞 

は 何 を 以て おっしゃる。 御 返答に よって 

浪人の 切れ味。 お 目に かける と 切 刃 を 廻 

し 急き に 急いて 詰め かくれば。 ホヲ まだ 

侍の 性枳殘 つて 珍重々々。 盗賊の 筋 は 御 

せんに 5.0 ん り， ゎダ 

.a 分。 國 方で ぉ預 りの。 千 手院カ 王のお 

刀お 藏の內 にて 紛失。 ヒ ャァ。 大 鳥佐賀 

右衛門 申 上 ゆるに は。 磁之丞 が 殿のお 刀 

を盜 んで寶 代な し。 傾城 を受 出した と惡 

說を雷 出し。 お 耳に 入って 親 兵 太夫 殿 は 

物 頭へ お預け。 拙者に は 御 自分の 有 所 を 

尋ね。 急度^^^議を礼せょと御上意。 よも 

や 左様な 不所存 は あるまい なれ ども 一 生 

懸命。 *■ サァ 返答 あれと いひ かけられ 0 

ハ ット當 惑 さしもの 德 兵衞。 礒之 丞は猶 

赤面の 覺 えなき 身の 氣は うろく  7 シせ 

ん かた 。盡 きて 切腹と 。脇差 拔く をお： K は & 


押 止め。 誇 n レ お前 は 狼 狼へ て か。 但し 

お 身に 覺 えが あるか。 言 譯 なされ 言 譯を 

と。 *- あせれば 無念の 齒を嚼 みしめ。 a" 

わが 傾城 狂 ひも もと 佐 賀右衞 門め がす V 

め。 とはいへ 今更 侍の 武具 馬具 を 代な 

して。 身 請した と曾譯 がどうなる も のぞ 

ぉ內儀 。これ^お. 王と 親の 罰 。思 ひ 知って 

の 切腹と 拘ぎ 放す を 主計 は @ かけ。 "ャ 

ァ覺 えなき 身が 切腹して。 親 迄 恥辱 を與 

へる かと 墙 一句で 止められ 死 もなら す。 

ハット 7 シ ばかり に 忍び泣く 心 を 察し。 

ホヲ 5^ 兎角 力 王のお 刀。 尋ね 出す が 身の 

言譯。 まづ それ迄 は 贵殿は 科 人。 其 儘に 

は 差 置かれ や。 ィサ旅 宿へ 同道 致さん。 

仁ち 

お 立 あれと 引立てられ。 * 是非な くす ご 

く 了ン立 出づる を。 * 德兵衞 立 寄り 捥ぎ 

離し。 an レぉ 侍樣。 此礒之 丞殿は 手前 

の 客人。 詮議が あらば 此 場で なされ。 旅 

宿へ やる 事な り ませぬ と。 增强 ばり か- - 


れば t? 入れ。 3 ホ尤 もさりながら。 詮 

議を遂 ぐる は 胡亂の 沙汰。 礒之丞 殿 限り 

よも や 左様な 不所存 は。 サ無 いと 思 は 1- 

同道 御 無用。 ィ ャサ。 そこが 主命。 一 旦 

御 不審 か、 りし 者。 見 週し 置いて はお. 4 

へ 不忠。 ィャ そり やそつ ちの 御 勝手ば か 

り。 友達 どもより 預 つた 若い 人に 無實を 

いひ かけ。 其證 明の 立つ 迄と 連立って 貰 

うて は。 マ 、此德 兵衞が 男が 立たぬ。 サ 

ァ そこが 了簡。 お 身 は 高が 町人。 身共 は 

武士 サ 。其 武士 ぢゃ によって 猶 ならぬ。 何 

故々々。 德兵衞 が 町人 か 百姓なら ば 渡し 

もせまい。 小 見す もい はう が 相手が 侍。 

ぢ やによ つて 預 つた 人 を 渡した。 刀が 怖 

さとい はれて は。 此男 一生が 廢る。 それ 

とも 是非 受取って 歸 りたく ば。 コレ此 首 

と 一 所に。 ハテ 一 度 死んで 一 一度 死なん と。 

*■ 臺座据 ゑた る大 胡座 命 を 鹿と。 7 シ投出 

したり。 * 流石の 主計 も 道理に は。 當 てる 


刃の 刃 金 もな まり。 ス モア 暫し。 思案し 差 M 

したる 刀 鞘と も投 出し。 S コ レ德 兵衛。 

ハ テ 其方 は 性根 魂の 据 りし 男。 見込んで 

武士の 一 腰 を 預ける。 コレ差 K ばかりに 

なつ たれば 身 は 町人。 何と 町人 ぢ やが。 

之丞を 預け くれまい か。 ムゥ すり ゃ此 

一 腰 を。 ハテ 刀に 恐れぬ 其方が 一一 目譯。 シ 

タリ。 御 勝手に 連れまして ござり ませ。 

スリャ 得心の 召さった の。 ソレ 女房 ども 

日が 暮れさうな 小提燈 でも 上け ませい。 

ィャ それに は 及ばぬ。 «" 過分々 々と ハル 7 シ 

引 連れ出 づれば 門まで 見送り。 ョ 申しお 

侍樣。 ちと 御 無心が ござり まする a 何 か 

/)0 さる 方から 賴 まれました。 ァノ此 

刀お 買 ひなされ て 下さり ませ。 ハテ此 刀 

は 其方 へ。 ィャ 代物に は 礒之丞 様の。 お 力 

になって 《> 下さり ませと フシ 渡す 心の し を g 

らし さ 。せいかな 武士で も ほろ りと 折れ。 i5 

ョ氣遣 ひ 召されな 請 取った と。 * あいた .3 


接 をば 塞ぎ 行く。  W の 心 丸 跨の。 金の 目 

k に 銀の よい 持への & 持と ォクリ 親み 

て。 ヽ こそ は^れ 行く。 ハル 7 シ 黄昏 過ぎ 

て G とぼく と女子 供 を 引 速れ て。 as か 

爱らと 釣船 は 門口 そっと ェ爱ぢ や。 8 九 

郞兵衞 の 女房 や 息子の 市松 連 れて 下つ 

た。 德兵衛 マ ァ悅び や。 tg 之 承 殿が すか 

と やられた。 かの 仲買の 通 市め は极 がお 

お さおき 

尊ね 者で。 傳 八が 書 置の 手が 達うた も 

何にもな しに 0 さらりっと事が^£む0 小 

道具屋の 孫 右衛門 殿の. 悅び。 娘のお 中と 

琴 浦 殿と を 兄弟分に して。 If 殿の 出世 を 

待って 居らる- -。 また 此 二人 も 何 やか や 

で 連れて 下った。 おか 様 まめに あつたの 

と。 增取り まぜ 咄 せば 女房お K。  3 コレ 

マ ァ よう 連れまして 下らん したつ おか 

ち 様 市松 殿 も 大き 5 成って。 ャレ 久し や 

珍し や。 增サァ マァ こちへ と 拶挨も ス 子ァ 

身に 付く ほに はれて。 a ほんに マァ何 


からお 禮申 しませ ラ やら。 連合 九 郎兵衞 

^のお 世話。 詞 では 言 盡 され ませぬ。 そ 

して マァ いよ，.^ まめで 居ら れま すか 

な。 まめな とも/、 マァ ちょっと 逢 はせ 

ませう と 0  «■ 立つ を 德兵衞 コリャ 待て 女 

房。 逢 はすと は 誰に あはす。 ハ テ 九郞コ 

リャ九 郎兵衛 は 北 SI へ 下って 爱には 居ぬ 

が。 ェ いやさ 假令 35 るに もせよ。 一 旦隙ゃ 

つた 女房に 逢 ふ 様な 未練 者で ない。 元よ 

わ 此內に は 居ぬ。 ナ 居ぬ。 いぬと い， vl! 

氣を 付けよ と。 *- 呵り 廻せば お K も氣が 

付き。 "^ほんに 私と した 事が 麁 相々々。 

天に 口と やらいへば ナウ 德兵衞 殿。 それ 

がすぐ に 壁に 耳。 ソ レイナ。 何にもい はれ 

ぬお かち 様。 ァレ あの 戶 棚の 物い ふ 世の 

中ぢ やわい なァ。 ェ そんなら あの 戶棚リ 

コ レ內儀 モ逢ふ 事 はならぬ 此 所に はお 

ぬと。 《- いはれ てお かち は遙々 と 逢 ひに 

下りし かひ もな く ス そ ァ淚も 。胸に 迫りし 


が" *- 緣を 切った は 表 向 心の 緣は 切らね a 

ども。 去り 狀 取った が 誤なら。 《MS わ I 

たし は 逢 ひますまい。 其 代りに 市松に 逢 ぬ 

つて やって 下さん せ。 主 も 定めて 逢 ひた 

かろ。 增 顔見せて 下さん せ。 お 世話の 上の 

お 情と。 歎けば 三ぶ も 7 シし をれ ながら。 

««ァ レ あの 通りに 常住 泣いて 居らる-。 

內儀 はま だ 得心 もさせよ いが。 難儀 をす 

るは此 坊主め。 父 樣に逢 ひたい ノ\ と 泣 

いてば つかり 居って。 此間は 物 も 得 1«5 ひ 

居らぬ。 あんまり 見る 目が 痛々 しうて 

II 先 思 はす 連れて 下った。 內僙に 逢 はす 

事なら ざ。 此奴ば かりに 逢うて やって た 

；な ti 

もらぬ か。 ァ、 コレら つち もない 此方 

までが 同じ様に。 その 逢 ひたい 見たい を 

堪へ るが。 fK の責 網の 代りに 辛抱 さした 

がよ い。 ィャ德 兵衞。 もう 1K の 網が か-つ 

た わい の。 ソリャ どうして。 墦コ レ是見 

てた もと 市松が 肌を脫 がせば 懐手 錠。 ヒ 


ャァ こり や li: に 手枷 か。 いとし や 此子を 

下 ih 人 かと。 お. おが 泣^? i れ 聞く 戸棚。 

九郞 -.i; 、銜は 身 も 世 も あられず。 我が 子に 

S 目 を かきょより はと 戶を押 破る をコ リ 

ヤコ リャ く。 詞 愛を堪 へる が男づ くの 

義理 合。、 ) の 德兵衞 が 志 を 破 るの かと。 *p 

聲 かけられて 出 もなら す。 是非 もな き 身 

の悔 泣き。 フシ 胸に。 淚ぞ せきの ぼす。 》 - 

お 一お は 市松 撫でさす り。 詞 いとし やの 不 

.1III.E にあら う。 他人の 私さへ 悲しい もの 

一 一親の 心 は どの 様に あらう ぞ。 德兵衞 殿 

了簡 付けて たつ；^ 一  目。 ィャ その 手枷 猶 

合點 がいかぬ。 舅 殺しに さすまい 爲 女房 

と緣 切らした。 スリ ャ義平 次と は あかの 

他人。 他人 を 殺した 九 郞兵衞 が 子までに 

難儀が か& ると は。 三ぶ 殿 此方 綠 切った 

事 申 上け すか。 申 上け た 段で はない が。 

下司の 智 は 跡の 悔。 義平次 を 殺した は 

六月の 十 一 日の 夜。 暇の 狀は 七日 後。 や 


つばり 权 しにな つて 市松へ 手 銃。 あん 

まり 兑る 目が かはい さに。 f: を媒 鳥に し 

て 九郞兵 衞を尋 出し ませう とお 願 ひ 申し 

て。 連れて 下った 其 心 は。 いっそ 親子 三人 

連れで 筑 紫の 果へ もやる 思案。 預 つて 來 

た 俺が 難 俊はコ レ白髮 首 一 つ。 願うた 後 

生 はなし 是も 慈悲。 そなた も 慈悲 どうぞ 

逢 はして やって たもく。 地 親む くと 

親子と 俱に餘 俄な くい ふに 德兵衞 は。 す 

つと 立って 幸 ひと？ i 玉の 立つ 茶び ん提 

ゆ。 ！！！ コ レ おかち 殿 三ぶ 殿。 此內 に九郞 

兵衞が 居ぬ とい ふ 證據。 見て 疑 を 晴らさ 

れ よと。 せた ぎりし 沸揚を 綠侧へ ざっと 

流せば 下よりも。 あつやく と 55^ ゆ 出る 

こっぱ。 すかさす 駄け 寄り そつ 首 摑み。 

0 コ レ 見られた か 三ぶ 殿。 最前から 蟲の 

音が 止った 故 睨み付けて 置いた。 飛脚に 

うせた も 此奴で あろと。 地 引つ 擔 いて 鬥 

ffi へ 打付けん とする 所へ。 又も 飛 出るな 


まの 八。 コリャ させぬ はと 取 付く を汝も 5 

^んで 居った かと。 揉 合 ふ內に こっぱ は 

遁れ。 九 郎兵衞 が 有 所 は 愤に戶 棚の 內と 

呼ば はって 駔け 行く を。 それい はして は 

と 八 を 鋭 飛ばし。 追駄け 行けば 遣る まじ 

と績 いて 走るな まの 八。 それ 又 やら じと 

釣 f フシ 力、 リ跡を 慕うて K けり 行く。 

1 一人の 女房 は あぶくと お 辰 は猶も 夫が 

氣遣。 おかち 様 留守 賴 むと 言 捨て _ 小 棲 引 

つ 挾み。 7 シ飛 ぶが 如くに 行く 跡に。 地お 

かち はう ろく あたり を： 廻し。 人影な 

きを 幸 ひと 市松 連れて 戸棚の 戶を。 開け 

ん とすれば 錠 下りたり。 H あんまりな 用 

心と。 戶を ことく 打 叩き。 《 ^九 郎兵衞 

殿 まめで 居て 下ん したの。 此子も 元より 

逢 ひたがる。 わし も 逢うて 一 通り 言 譯せ 

ねば 心が^まぬ。 あたりに 人 も ござん § 

せぬ。 戶 棚の 戶を引 放し 顔見せて 下ん せ 

と。 フシい ふも淚 のし やくり 聲。 地戶 棚の 


內には 泣く 音を隱 し。 "^市松よ。 汝ゃ父 

が 代りに 手が ね を 打 たれ。 さぞ 腕が 拔け 

る杼 にあら うな。 さう、.， ふ 難儀が か X ろ 

と 知ったら 何で 大坂を 立 退かう ぞ。 今で 

は德兵 銜 への 義理が あって。 薄紙 一 重の 

尸 も 破られす。 此 家で 命 を 捨てる 事 もな 

らぬ。 とヒか 額が 見た くば。 獄門に か i 

つて：：^ るか。 繩か \ つて 逢 ふより 外 逢 ふ 

事 も あるまい。 おかち 坊主め が 手 は 腫れ 

はせ ぬか。 イエく。 ちっとば かり 水ぶ 

くれに。 かはい や i 伎 ひ 入る 様に あらう。 

きつう 痛む とはい はぬ か。 次第に 緊 つて 

痛む かして。 此中 はしく く 泣いて ぱっ 

かり 居ます。 ソレ 市松 父樣 にちやつ と 物 

モは 

を 言 や い のと。 地戶 棚の 傍 へ 押し やれば。 

K コ レと k 様 か-様と 一 所に 內へ戾 つて 

下され。 マァ 顔見せて 下されと。 增戶棚 

に 槌れど 手 は 叶 はや。 あせり 歎く を 二親 

は 内と 外との 諸淚。 堪へ 兼ねて 思 はす も 


わつ とば かりに 泣き叫ぶ。 堆早 廻りく る 

知らせの 刻限 こっぱが 知らせに 捕手の 入 

MO 表口より 所の 代官。 裹 口より は大鳥 

佐 賀右街 門。 捕った くと 亂れ 入り" 詞 

脇 は 構 はす 戸棚 を圍 ひ。 九 郞兵衞 が 在所 

はこの 內。 增戶を 打ちめ けと 玄翁 掛矢。 

ナウ コ レ恃 つてと 駔け 省ろ 4- 房。 家來の 

大勢 手 ごめ にし 情なく も打碎 く。  ニ枚戶 

碎 けて はら，..，^ とす はやと 思 へ ば 內は明 

きがら。 E 南無 三 寶後を 切って？ 5^ けたる 

ぞ。 お 績けゃ 来れと 佐賀 右衛門。 追ひ駔 

け 行けば 房 も 死なば 夫と 諸共と。 市松 

連れて 跡に 付き 裘道 さして  一- sr» 駔 けり 

行く 增裏 は大薮 十重 一 一十 重。 追つ 取り 

卷 きし 中に もこつ ば。 なまの 八が 待ち か 

けて 遁れ ぬ覺 悟と 捕り かけたり。 九郞兵 

衞は 得手に 帆。 儕 等 二人 を 待 兼ねし と 左 

と 右手に 引受けて。 小 枕 返しに どつ さ 

り ど さり。 加勢が 捕った と 取 付く を 何 ひ 


ろぐ と 捻 上け て 。弱腰 ほんと 命の 域 上け。 a 

其 間に か i る惡者 二人。 鯛 殺しと 眉間 I 

it 

先 斬られて 土手 を ころくく。 這 上れ ^ 

ば 切 付く る。 むしゃぶり 付けば 薙 仆す訴 

人の. 装 美に 此 世の 暇。 冥土へ うせいと 兩 

人 を 削いだり 切ったり はつったり。 嬲？ 杈 

しと 止め の 刀 其 問に 大勢 立 ちか、 る を。 

薙き 立てく 切り まくり フシ 蔌の 内へ. "て 

身 を 忍ぶ。 -增 か- -る 騷ギ. の 折も折 引かれ 

來る磋 之丞。 一一 一一 n 譯立 たや 縛り 繩後 にし を 

く 德兵衞 釣船。 願 ひの 揉 手 も 聞 入れす。 

詞國へ 引いた 上の 事 主計が 力に 及ばす 

と。 增引 なて 通る を 佐 賀右衞 門 それと 見 

つけて 小指 出で。 《s 是 はく 主計 殿。 お 

刀の 盜入召 捕られし は 重疊々 々o しかし 

遙 々 と國 方まで 引 連れら る i は阈 土の 

費。 *- 首にして ぉ歸 りと。 フシ 日 比の 意趣 

を 持ち かける。 《 -ィャ まだ 盗賊の 筋治定 

6 

致さ f-o さるに よって 召 連れる と 。地い は 5 


a ろ 

せ も 立て や ィャサ それ は 手緩し く。  0 

盜人 たけみ、 しいと いつ まで も 諍 ふ も 

の。 コリャ 拙者に § せと 堆藪蔭 へ引据 

ゑ させ。 《5 こんな 奴 は 手ば しかう。 臺趣 

離して 仕舞 ふが よいと。 *? 刀す るりと 拔 

放し 板 上け 丁 ど 討つ 所 を。 主計 はす かさ 

や 其 腕捨上 ゅ拔身 拐取り。 ソレ 躇之丞 其- 

刀 吟味 あれと。 《- いふに はっと 雜はづ 

し 明りに 透して。 《s ヒャァ これ こそ 千 手 

院カ 王のお 刀。 扨 こそ 知れた 盜賊 めと。 

* 引撸 いての めら すれば。 德兵衞 釣船 踏 

付け^^。 小う まう 手 盛 をまゐ つたと。 

さ 一寸 繩に締 上 ゆる。 增 主計 はやが て聲 

張 上け。 ャァく 團七九 郞兵衞 。藪 

內 にて 樣子は 見るべし。 殿のお 刀尋 出し 

せんち 

たる 功に 依って。 礒之丞 は 先知に 歸 る。 

さすれば 其方が 願 ひも ある まじ。 サァ尋 

常に 綞か i れと。 *- 呼ば はる 聲を 聞く よ 

り 九 郞兵衞 。妻子 を 引 連れ 榣ぎ 出で。 


ァ 、恭き 御 差配。 もはや 浮世に 心 も殘ら 

す。 * 急いで 繩と兩 手 を 廻せば ヲ さも あ 

らん。 詞 幸ひ總 かける 役人 《- 是 にあり と 

立 寄って。 市松が 手が ねを赦 し。 „ -コリ 

ャ德 兵衞。 枠 は 女房に 付け 離緣 致した と 

申 上 ゆても。 日限の 相違に てお 上の 疑 ひ 

晴れす。 申 譯の爲 母が 代りに。 市松に 鞠 か 

けさせよ。 コリャ ャィ 但し は 竹雜を 

持た する かと。 * 是非な き 仰に 目顔 をし 

かめ。 リャ 市松 父に 織 かけて お 目に 

かけい。 ほんの 是が 親子の 別れと。 增淚な 

がらに 捕繩 持たせば おかち はわつ と 泣く 

ばかり。 市松 はう ろ Z 、と。 a; おり やそ 

んな 事い やくく。 父 様と 連立って 早 

う 去にたい 母 様と。 *- 鎚り 歎けば しゃく 

り 上 ゆ。 《5 それが 叶 ふ 程なら ば 私に 如才 

が あろ かいのと。 *■ 親子の 歎き 九 郞兵衞 

が 身にしみ 渡り 人々 も。 7 シ堪 へ 兼ねた 

るば かりなり。 《" 時刻 延びる と 德兵衞 は 


無理に 市松 引立てて。 繩を 手繰って 後よ 7 

り 兩手を 持 添へ。 H サ ァ九郞 兵衞。 これ 

が 親子の 因果の 瀬戶。 かすり 疵 でも 負せ 

る 程に 働く が緣 切った 印。 此方に も 遠慮 

はない 。增 サァ こい やっと 捕り かけたり。 

^ ヲ 、これ も 過去の 約束事。 廻る 報 は 親 - 

>づ*？  し. 0 し 

子の 胖。 切った 印を是 見よ と。 增拔身 を 

振 上け 見ダ はす 顏。 父樣 怖い 伯父 樣爱を 

はなしてと。 身 を 揉み あせる は 修羅道の 

フシ 苦 患 も かく やと あさましし。 隙間 を 

見て 無理やりに しがみ付かせば 九 郞兵衞 

も。 程よ くどつ かと 大地に 仆れ。 抑へ て 

雜を かける も淚 わつ と 取 付く 房 を。 押 

退け 突 退け 介 松 主計。 請佐賀 右衛門と 諸 

共に 國へ 引いての 釆 配と。 お引立てさせ 

る IK の 網 か.^ り や 紫が る礒 之丞。 我が身 

にかへ て 命乞 追 付け めでたき 吉 左右と。 g 

情 も 深き 備 中の。 玉嶋 にて 德兵衞 が團七 g 

九 郞兵衞 捕ったり しと。 言傳 へし は 義理 錄， 


の铺。 情の 铺と怨 の縲。 皆 引 連れて 和 泉 

の國濱 田の。 館へ 立歸る 
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で ん？ 


-ひ か- 


菅原 傳授手 習， 


S 蒼 々 た る 姑射の 松 化して 綽 約の 美人 

と顯 はれ。 珊々 たる 羅浮 山の 梅。 夢に 淸 

鱧の 佳人と なる。 皆 これ 擬議 して 變化を 

ちろ こし 

なす。 豈 誠の 木精な らん や。 唐土ば かり 

ひ  もと 

か 日の 本に も 人 を 以て 名 付く るに。 松と 

呼び。 梅と いひ。 或は 櫻に 准 ふれば 花に 

-- -ろ ぁ£ み 

も 情天滿 つる。 大 自在 天神の 御 自愛 あり 

し 御 神 詠。 ォ" シへ 末世に 傳 へ て。 有難し。 

地 神い まだ 人臣に まします 時。 菅 原の 道 

眞と 申し 奉り。 文舉に 達し 维 道の 奥 儀 を 

極め 給へば。 才 擧智德 兼備 はり 右大臣に 

す- C- にん 

推 任 あり。 權 威に はびこる 左大臣。 藤 原 

の 時 平に 座 を 列ね。 菅 丞 相と 敬 はれ。 

君 を 守護し 奉らる 7 シ延 喜の。 御代 ぞ豐 

なる。 地 然るに 主上 この 程より。 御風の 


竹 田 出 雲 作 

心地と て 病の 床に 臥し 給 ふ。 IK 顔 を 伺 ひ 

：  む ^ん ときよん-  さん； - 『い 

奉らん と。 御弟宮 無 品齋世 親王。 一 5： の 

御 共に は院の 廬の官 人。 判官 代輝國 フシ 

階下に。 伺候 仕れば。 地 席 を 正して 丞相 

に 打 向 はせ 給 ひ。 _® 今朝 院參 致せし 1^ 法 

皇^せ ある 様 は。 當 令の 御 惱日を 追って 

快然 ならす。 急ぎ 齋 世に 參內し 龍 顔を拜 

し御樣 子。 ありの 儘に 告知ら せよ と 判官 

代 を 相 添 へらる。 御容 鉢い か 渡らせ 給 

ふやらん。 地菅 丞相 正 ^ あり。 詞 さし 

て 御變り もな く 候。 委しく は 道眞に 御尋 

ね あらんより は。 直に fK 機 を 伺 ひ 給へ 然 

らば 左様に 致さん と。 時 平に も 挨拶 あり 

ォクリ 常 殿に 入り 給 ふ。 地 か、 る 所へ 式 

L た. T かさ しゅん どブ げんばの じ や 3 もど かげ  てい 

部 省の 下司。 春 藤 玄番 允 友景罷 出で 庭 


上に 頭 を 下げ。 與 今度？ g:^ 國 より 來 朝せ 9 

：  もろ-; し * そ、3 

し 唐 僧 天 蘭 敬が 願 ひに は。 唐土の 微宗 

皇帝。 當 今の 聖德を 傅へ 間き。 何卒！ K 顔 

を拜し 奉り。 御 姿 を 霱に寫 し歸國 せよ。 

その 欝 を 則ち 日本の 帝と 思ひ對 面せん と 

の 望みに つき 。數々 の 物。 地 則ち これ 

に 候と 庭 上に フシ 飾ら すれば。 地 サ^« 丞相 

間き 給 ひ。 詞コ ハ 珍ら かなる 街 僧が 願 ひ。 

當 ぺマ延 喜の 帝。 聖王 にて まします 事 隠れ 

なく。 御 姿を拜 せんと 唐の 帝の 望み は。 

すぐ  ほまれ 

直に わが 國の譽 なれ ども。 堆折惡 しき 天 

子の 御惱 ありの 儘に 云閉 かせ。 き 物も^ 

愤も 唐土へ 歸 されん や。 時 平の 了簡 まし 

ます かと 仰せに 冠 打 振って。 5? さう でな 

い 道眞。 御 病氣と 巾し^ かしても よも 實 


に は 思 ふま じ 。延 喜の^ば 聖 王で も。^ が 

かん-た すぐち いざ"  なリ 

瞎か缺 唇か蹇 か。 天皇ら しうな い 形 故。 m 

授 

病氣 とい ふ は 間に合 ひとい はる、 は 口 本 55!： 

の疵。 面倒な 事い はさんより。 御 形代 を 搭 


ちん 


持へ 天皇と 偽って。 唐 僧に 拜 さすれば 何 

事な う 事 は 滴む。 誰彼と いはんよ りこの 

時 平が 代り を 勤め。 * 袞龍の 御衣 を 着 

し。 天 子に なって 對 面せん と 一 口に 言 ひ 

放す 7 シ 謀叛の。 兆ぞ 恐ろしき。 地 判官 

k  „1  *v ざ はし もと 

代 輝國階 の 下に づ つと 寄り。 こと 新 

しき 殺 命。 唐土の 天 蘭 敬 は。 時 平 公の 御 

姿を寫 しに は參る まじ。 上って g— 廣 

く。 頰骨 高き 延 喜の 帝。 席 僧が よも 呑 込 

むまい。 神武 以来 ひとりの 惡王。 武烈 天 

皇の 名代なら ば 時 平 公が 最究 If  * 當今 

の 御代りと は 鹿 を 馬との 出 そこない。 ハ 

,  1 ,  ぶ ざ わら 

" 、 、 、御 無用と 嘲笑 ふ。 ！^^ャァ舌長し 

辉國 退去れ やっと 呵 りつけ。 ャァ /、 玄 

^。天 蘭 敬 を €： 裏 へ 伴へ。 *天 子に はこの 

時 平 用意 せんと 立つ 所 を。 菅 丞相と i- め 

給 ひ。 謂時平の仰せは^<下のため1^滅化 

と はさる 亊 なれ ども。 もし はかの， 曾れ 

にて。 君臣の 相 をよ く 見るならば。 お? 5! 


にあらぬ 臣下と 知るべし。 * 其 時い か V- 

仕らん と。 理窟に 時 平行 常れば 三 善の 淸 

行進み 出で。 S 菅 丞相の 詞 とも 覺 えす 。か 

,r  .  ^ にん  さき 

の 坊主 を 相 人と は。 あんまりな 先ぐ り 念 

まれよ 

に 念が 入 過ぎる。 左 中 辨><1^ 世殷さ うぢ や 

ないかと 差 出口。 ィャ これ 念に 念 を 入れ 

て さへ 過ち 仕 落ち はあるなら ひ。 假 初な 

らぬ 唐土 人御對 面の 事 なれば。 * 輕々 し 

く 計ら はれす と。 7 シ暂 しが 間 御 思案 あ 

り。 3 所詮 天子の 御 か はり 人臣 はなり が 

たし。 幸 ひ 御 同腹の 御 弟宫。 齋 世の 親王 

を 今日 I 日 1K 子と 仰ぎ。 御 姿霱を 唐土 ま 

で傳 へて 恥じぬ 御驻 ひ。 此儀 いか と理 

にかな ふ。 詞に逮 ふ 時 平が 謀計 目と 目 を 

三 善の 淸行 も。 7 シロ あんごり と 開き 居 

たる。 ハル 7 シ 深き。 I 間より。 伊豫 

ないじ】  あらそ 

の 内； 1^ 立 出で 給 ひ。 兩臣の 御 諍 ひ 我が 

君 委しく 閉 召され。 朕が 代り は iSi 世の is 

ちきく  い 

と 直々 の 勅 読に て。 * 只 <lh 御衣 を 召替へ 


給 ふ。 此由 申し 傳へ よとの 仰せに て 候と 菅 

フシ 內侍は 奥に 入り 給 ふ 。地 時 平 は 俄にむ 龍 

つと 顏輝 國が悅 喜の 眉 ひらく 扉 は 日 花 5f 

鬥。 玄番 允が 案 S にて。 瀚海國 の 僧 H< 蘭 ^ 

敬。 倭朝にかはる衣の^^^ゲ フシ 庭に 覆 ひ 

て 長 まる。 S3 ム、 唐土の 僧 天 蘭 敬と は汝 

よな。 顏を寫 し 奉らん との 願 ひ。 叶 ふ 

は汝が 身の 大慶 有難く 存じ 奉れと" * 時 

平が 指 園に #t の聲 諸共に 高々 と。 £^ 

卷上 ぐる 其內に は。 弟宮齋 世の 親王 金 巾 

子の 冠 を 正し。 御衣 さわやかに 見え 給 ふ 

實に 王孫の しるしと て。 唐 僧 はじめ 座 列 

の官人 7 シ あっと。 平伏し 敬へ り。 地 天 蘭 

敬 やうく 頭 を とげ。 玉體 をつ くぐと 

拜し 奉り。 US ハ 、ァ 1K 晴聖主 候 や。 我が 

こと は 

國 の徵宗 皇帝 慕 はる、 も理 なり。 地 三 4- 

二相 備 はって いはん 方な き 街 形。 勿體 

なく も が 筆に 寫し 奉らん と。 ハル フシ 用 

意の褰 絹硯 箱。 檜 木 さらく と。 眉 6 


のか >. り 額際 見て は寫 し。 小 ォクリ 書いて 

は拜 し。 御笏の 持たせ やう 御衣の 召ぶ り 

遠 ひなく。 卽席 書の 速 かさ 顔 輝が 子孫 か 

たぐなら ぬ 7 シ雷 筆の 妙を顯 はせ り。 地 

判官 代 は 差 心得 棒 物取納 むれば。 道ね て 

f:r 轍 賜び てん ぞ 旅館に 歸れ と道眞 の。 下 

知 を 請锻ぐ 卷藤玄 薪。 お 暇 申させ 唐 僭 を 

ォク 9 伴 ひて こそ 退出す。 地 歸るを 待って 

時 平 大臣 玉座に 駔け 寄り。 齋 世の 宫の肩 

先 摑んで 引 指り 出し。 御衣 も 冠 も かなぐ 

りく。 詞 唐人が 歸 つたれば 暫く も 着せ 

て は 置かれぬ。 九 位で もない 無位 無官 

に。 着せた 装束 この 冠 穢れた 同然。 內裏 

に 置か. f 我が 預かる。 今日の 次第 は右大 

臣奏閒 せられよ 身 は 退出。 地 罷り 歸 ると 

御衣 冠 奪取って 行かん とす。 道眞 立って 

引取り 給 ひ。 詞聊爾 なり 時 平。 勅 もな き 

御衣 冠 私 に持歸 り。 過って 謀叛の 名 を 

取り 給 ふやと。 地 何 心なく 身の 爲を いは 


る、 身に は 胸に 釘。 7 シ頭 ゆがめて 閉口 

す。 《 驚 世の 宮菅 丞相に 向 はせ 給 ひ。 EIK 

子 序の 勅 詫に は。 老少不定 極り なし。 何 

時 しらぬ 世の中に 名ば かり 殘すは 其 身の 

爲。 道 を 殘すは 末世の 爲。 妙 を 得た る 筆 

の道傳 ふべき 總領は 女子 なれば 是非に 及 

ばす。 稚 ければ 弟の 菅 秀才に も傳 ふま 

じ。 弟子 數多 ある 菅 丞相 器量 を擇 みて。 

や？ 

地 筆 道の 奥 儀 を 授け 長き 世 の。 寶 とせよ 

との 御 事と。 仰せの 中に 左 中 辨宫の 前へ 

すっと 出で。 菅 相の 弟子のう ち 位と い 

ひ 器用と いひ。 希世に 上越す 書 はなし。 

S 幸ひ是 にて 傳授 あれと。 御 申 付け 下さ 

るべ しと 言 は せ も敢 す。 菅 丞相 につ こと 

打 笑み。 詞內 裏に ある 時 は 我が 傍輩。 筆 

法 は 我が 弟子 なれば。 此道 において 師匠 

を 差 置き 。我儘の 願 ひ 致されな と。 地， 誡の 

詞嚴々 と 襟 を 繕 ひ 勅答に は。 詞 有難き 君 

の惠 み。 我が 筆法の 大事に は。 神代の 文字 


なぬか ものいみな-ざ  へい 

を傳 ふる 故 七日の 齋 七 座の 幣。 神道 加 

から や * と もん， J  6 

持に 唐 倭。 文字 は 何 萬 何千に も C  S 我が 

筆 道に。 フシ 洩らし はなし。 詞 それとも 知 

ら す此處 かしこに 手 習 ふ 子供 も 皆 我が 弟 

,  えらみ. だ 

子。 E 今日より 私宅に 閉 籠り。 槔 出して 

器量の 弟子に。 筆傳 授け 申すべし と。 地 

宣ふ詞 は 今の 世に 傅へ て 淺る筆 道の。 道 

は 御名に 顯 はれて。 眞な るかな 誠なる 君 

が 。御代 こそ 大墨 S- なれ。 * 引捨 つる ハ 

ル フシ 車 は 松に 輪 を 休め。 フシ 舍人 二人 は 

肘枕。 S ニ輛 並べし 御所車 かたへ は 藤 原 

かたへ は菅 原。 道眞 公の 名代 は 左 中辨希 

世。 時 平 公の 代 參は三 善の 淸行。 加 茂 明 

神へ 御腦の 祈願。 神 子が 湯 立の 其 間 眠る 

むま さは 加 茂 堤。 7 シ 夢に 夢 を や 結ぶ ら 

ん。 地 松 吹く 風に 菅 原の 舍人。 梅 王 丸 g 

目を覺 し。 コリャ やい 松 王 丸 0 そちが ぼ 

主の 時 平 公 は短氣 者で も 根が 大鳥。 名代 

にわせ た 淸行殿 は 短 いくせ に 根が 惡者。 „^ 
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呼び 使 を 請けぬ 内 n を SI 几して 往 かいで 

な 。ホウ 梅 王の いはる、 わい の。 こなた 

の 主の 名代に 来た 希世 殴 こそ 大邪 人。 藝 

喰 ふ 虫 もす きぐと あ の 和郞を 弟子に し 

たり。 代參 にお こしたり なさる- -。 营 丞相 

のお 心が 知りたい。 ィャ そり や 其方 逹が 

小い 了簡と. は 遠 ふ 。聖人の 胸の 廣 さは。 此 

方 等が 身に も^えの ある 事。 齋 世の 宮様 

の 車を报 く。 櫻 丸と 汝 とおれと 三人 は。 

世に 稀な 三つ子。 顔と 心 はか はっても 着 

物 は 三人 一緒。 ひ よんな 者產ん だと 親父 

が氣の 毒に 思うた をお 聞きな され。 三つ 

子 は 天 下 泰平の 相。 舍 人に すれば 天子の 

りと なる。 成人 さして 牛 飼に 差 上げよ 

と。 菅 丞相 樣 のお 執 成で 御 扶持まで 下さ 

れ。 筏 四 郞九郞 殿 は 今 太 村の 御領 分に。 

御 寵愛の 梅樓 松を預 り。 安樂に 暮 して 居 

らる \。 其 御 寵愛の 11 一木の 名 を 我々 にお 

付けな され。 おれ を 兄のお 心， でか 枸王丸 


とお 呼びな されて 召使 はる。 * 其方 は 松 王 

丸 櫻 丸は宮 の舍 人。 烏 S 子 親と いふ 御 恩 

のお 方。 地 家 を 隔てて 奉公す ると も。 必 

す徒辣 かに 思 はぬ がよ ぃぞ よ。 謁ァ、 ぐ 

どくく と 長談義 說く 人。 もう 齋 世の 

宮 もお 參 りなされ。 牛 休めに 櫻 丸 も來さ 

うな もの。 何ぞ 用が あるか C ハテ佐 太 村 

の 親父 殿から。 来月 は 七十の 賀を祝 ふ 程 

に。 三女 夫, で來 いと 人お こされた。 其 

事い はう と 思うて。 ソリ ャ銘々 に 人が 來 

てよう 知って なる。 思へば 親父 殿 は 負 は 

す惜ら すに 子 三人と。 * 果報な 人で は 

* やう 1- いはな し 

ある わい なァ と。 7 シ 兄弟 咄の其 中へ。 地 

た； 5 はら とチ  おないどし 

同じ 氣腹 一 時に 生れて 年 も 同年。 どれが 

兄と も 弟と も 梅と 松と に樓 丸。 三 幅對の 

車 ひき 小 は < に 一輛 引 捨てて。 堤の 上から 

是は/ \o き 一人と も ゆっくり として 居 

ら る、。 御 神事 も 早 や 半 過き。 呼 立てら 

れぬ うちに 往 たらよ かろと C 地眞 顔で い 


へば 梅 王 丸。 御 神事が f れんだら i=c 樣か 

らお 立で あろが。 其方 や 又 1?^ へ 何し にき 

Z ち  かんづか さ 

た。 ィャ 此方の 宮樣は 神 司の 方で。 御 休 

ある 故お 立の 程が しれぬ。 此方 衆の 乗 

せて 來た 御名 代の 衆 は。 禁廷の 御用が あ 

ると て 立 騒いで 居た ぞゃ。 地油斷 し て 

呵られ まいと いふに 松 王い か 様。 P 役な 

しの 宮樣と 時 平 公のお 眼 Is で。 御用 繁き 

淸行 様と は 達 ふ。 何時 知れぬ いざ 往こ 

と。 * 荜 にか、 れ ばャレ 待て 松 王。 5^ 

行樣 がお 立 あれば。 此梅 王が お供した 希 

世の 卿 も 同然。 萬 一 お 立で ない 時 は。 あ 

お ほぜい ぐん 11 ゆ 

の 大勢の 群集の 中へ 二 輛の車 を 引き かけ 

て。 怪我 さしても 損ねても。 不調法 は舍 

入の 誤り。 * 一走り 往て樣 子 を！ て 取り 

に歸る 迄の 事。 休んだ 代り ぢゃサ ァ來ぃ 

と。 引 連れ立って 兩人は 7 シ 宮居の 方へ 

走り 行く。  **! 兑 SJS りて 樓丸。 S ハ 、 、 、 

I ばい 食うて 往た わ/、 と。 地獨 言して 


相 圔の手 拍手。 招けば 招かれ 戀 草の。 露 

踏 分けて 十五 六。 フシす の 風の。 やさし 

き は。 * 菅 丞相 の 御 娘 。ス M テ刈 屋姬と て 色 

も 小 ォクリ 香 も 文 は。 父御のお 家柄 0  S 地口 

說き 落して 宮様に 逢せ ません と 跡に つく 

供 は 八重と て 花め きし。 櫻 丸が 自慢の 女 

房 先へ 廻りて コ レ こちのお 人。 首尾 はよ 

ゥな づ 

いかと 問へば 點 頭き。 詞 よいと も， （-。 

やすみ 

<fr 日 此加茂 堤 はお 車の 休 所。 人 どめして 

1 人 も 通さぬ 鼠の 子 もな. S 所と 思 ひ。 宮 

様 を そび き 出して 來た 所に。 梅 王 丸 や 松 

王が どんぐり 目玉に ほっと 草臥れ。 一生 

に つかぬ を また 吐 い てまん まと 散らし 

て 仕 まうた。 地姬 君様耻 しさうな 顔せ す 

とも お出でく。  E ドリ ャ 開帳 仕らう と。 

地 車の 御旅 を 引 上 ぐれば。 齋 世の 宫 は ik 

は ゆげに。 姬 は^しも 顔兑 合せ。 フシに つ 

と 笑うて 袖 S ふ。 詞サァ こ &らが 下々 と 

遠うて" 飛 付かして 輕業 もさせに くい。 


女房 ども。 嗜閬 にしたい なァ。 何の. S な 

畫ぢ やとて 結構な 車の 內。 ェ 、すばやい 

奴で は ある ぞ。 * 我等 は暂 しお 暇と。 フシ 

木蔭へ はいれば それく。 こんな 時には 

男 は 邪魔。 サぉ 姬樣。 申 上げたい 事 あら 

ば 遠慮な しに おっしゃれと。 突き 遣られ 

て 刈 屋姬。 千 束の 文のお 返事に 首尾 あら 

ばとの 御す さみ 有難い やら 嬸 しい やら 

今日の 此 首尾 待 兼ねて。 ぉ呵り 受けに 參 

りしと 7 シ袂く はへ て宣 へば。 地齋 世の 

宮も 十七の いとま だ 若き 初戀 に。 何と 言 

寄る 品 もな う。 -詞櫻 丸が いかい 世話。 文 

見る度に いやまさり 逢 ひたかった にょう 

こそく。  * 撫恭 風で 寒 かろと。 仰せ は 

姬の身にこた へ ^^風ょりも戀風が 7 シぞ 

つと 身に しむば かりなり。 地 車の 陰より 

樓丸 ぬつ とや 3 出し コリャ 女房。 S 我が身 

抓って 人の 痛 さ。 おり や 先刻にから 死脉 

が 打つ。 地 早う 配劑し をらぬ かとせり 立 


てられて ヲ それく。 泰 風で お^いとお 

3 

つし やる。 憚りながら 御 車を暫 しの 内の 

風 凌ぎ。 御免 ありて と姬君 を。 無理に 抱 

上げ 押入 るれば。 詞ァ コ レ是は 何し やる。 

地勿體 ない と 云 ひつ i も 車の 內へ 入り 給 

へいち やう み 

へば。 差 心得て 櫻 丸 フシ さらば 閉 帳と 御 

簾お ろす。 地內 には宫 の御馨 にて 嬉しい 

かみ まう で 

ぞ やとのお 詞と。 神 詣の御 車で Si が當 

ろと シ ャ儘 よの 地 睦言 閗ぃ て 夫婦 は 飛 退 

き。 女房 ども。 たまらぬ/ \。 隣り 嚴 

しうて ひ よんな せ寶を 儲けた と 7 シ身 

もだえ すれば。 K ヲ これ 間え る わい の。 

お 二人共に 御機嫌よう 嬉しい 事で は ごん 

せんか。 ィャ もうあん まり 御機嫌が よ 過 

ぎて 近所まで 難儀が か-つた。 とはい 

ふ ものの 有様 は そちが 働き。 よう マァ尋 W 

ね 逢うた な。 こなさんの敎の通り內』£^-上 I 

藤の 形に やつし。 社家の €： へ すっといて g 

姬 君のお 傍へ 通り。 櫻 丸が 女房 八重で ご 楚 
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ざり まする と 申 上げ たれば。 方に も 待 

1^ ねて ござった かして。 ようお ぢ やった 

もうい こかと。 地 腰元 衆 を 待た して 置 

いて 裏道から 忍んで お出。 ヲ、 1 其 害 其 

itjn。 此 中から 手 51 して。 菅 丞相 様の 筆法 

傳授に 取 籠って ござる を 幸 ひ。 お袋 樣へ 

祌參 りと 願 はせ。 お供の 衆に は C 藥水撤 

くやう に飮 まして 置いた。 ャ其 水で 思 ひ 

出した。 追 付お 手 洗 水が いろ ぞょ。 何い 

はんす やら。 あの おぼこな お 二人 0 うま 

いやつ では ある。 手 洗 は Is かお £ お^い 

ろ も 知れぬ。 そんなら つ. S 此川 水をァ 、 

ィ ヤコ リャ。 雨 あがりで 堤が 滑る。 怪我 

さして は晚 から^が 不自由な。 神： W の 水 

汲んで 来い。 ソリャ まあ どうやら 勿 鉢な 

い 大事ない 王 は 十 善 神 は 九 善。 其 

王様の 弟御 九 善 半ぢゃ 往て來 いとつ 地せ 

り 立てられて 女房 は ォク * 神前へ さして 汲 

みに 行く。  * 跡は氣 休め 一休みと E しふ 


所へ 三 善の 淸行。 官人仕 丁に 十手 持たせ 

裝束卷 上げ a 来り。 ャァ 詞 それに をる 櫻 

丸。 おのれ 最前 齋 世の 宫を 奉す も 濟 まぬ 

うち 連 退いた との 風聞。 何處へ 供した サ 

ァ 吐かせと。 せせ ちが ひか. t れば 存ぜぬ 

>  ，7?  ぶ  モ つち 

(0 詢下 として.^ の 事。 其方 をと つく 

と 塊お 尋ねと 言 はせ も 立てす ャァ 吐かす 

まい。 詞豫て 汝が取 持に て 物く さい 事 聞 

いて 居る。 取 分け 令 曰 は御惱 平癒の 神い 

さめ 。其 場所へ 来て 不淨が あると 。親王で 

，うぐう  ネ -CMI  あ りゃう 

も 東宮で も 急 度 捕へ て 罪に 行. ふ。 有様に 

ぬかさす ば 引 捕へ て 拷問す る それ。 ff 繩 

かけよと 下知の 下お つ 取 卷くを 身 構し。 

I  I  こん B- ん ざい 

詞 知らぬ というたら 金輪際。 奈落の底 か 

ら >f< まで 知らぬ 。聊爾 召さる と片 つばし。 

下手 0 お；^ の 蹴て/、  踏む。 の i 風 

梅見せ うかと ぐっと 踏 出す 兩. 足 は 7 シ顔 

に 似 <Jn はぬ 古木な り。 * シャ 下郎め が 味 

を やる。 最； is から 見る 所が 車の に 人 こ 


そ あれ。 御簾 引 斷り檢 めよ とい ふに 隨ひ 

立 寄る ところ を。 首筋 摑んで K 退け § ^退 

け。 _詞 車は舍 人が 預り物 命が あらば 寄つ 

て 見よ と。 地 か、 る を獄 飛ばし I 飛ばし 

ち？ 

十手 5^ 取り 片 つばし フシ 雞 立て/、 追う 

て 行く。  * 其 間に {S と 姬君は 人に 昆られ 

て 叶 はじと。 車 の^より 飛び下り/, \ 'さ 

すが 若氣の 一筋に。 遁れて 旅の かり 衣 フシ 

何國 ともなく 落ち 給 ふ、 0 埯 隙間 を 兄て 淸 

行が 取って返して 車の 內。 引 明け 見れば 

內は 空殼。 請 南無 三寶見 違へ た。 舍 人め 

が 戻ったら 大抵で は * あるまい と。 下道 

さして 逃ぐ る 跡。 間もなく 龊來る 櫻 丸 0 

御 二方の 見えぬ に悔 り。 車 を 見れば 宮の 

書 置。 E 何々。 見付けられて 辱 を 受け 

た ち0 

うより 立 退く と ある 文章に。 せ ハット 

き 胸 は 板 イデ。 追 付いて 御供と a 行く 向 

うへ 女房 八 1。 - まサァ これお 一 i 洗 汲んで 

来たと * 見せる を 撥 退け ナ II 手 洗 どこ 


ろか。 a 淸行 めが 車の 內詮議 せんと 来り 

し 故。 見付けられ じと 二方 は何國 ともな 

う 落ちな された。 ャァ 地 そり や マ ァ眞か 

と 女房 はび つくりぐ わったり 水 桶 落し。 

こなた 

脔シ テ まあ 此方 はこり やど こ へ。 ャァ何 

f  もと 

處 どころ か元姬 君は菅 家の 御 養子。 實母 

は 河 s: 土師む 里。 ー^：！丞相の御伯母？！；；。 先 

づ 此方へ 志し 跡 を 慕 ひ 奉る。 汝は あの 御 

車 を. 宫の 御所へ 引いて 行け。 捨 置いて は 

後日の 咎め。 成程 さ うぢ や こな 樣の。 地 

i  , ゆつ Z  ゆ  はくち やう 

姿に 扮 して 引いて 行 こ。 ドレ 白 張と 受取 

つ て。 詞跡 案じす とも 行かし やん せ 。地 ヲ 

しらすな 

ヲ合點 と 白砂 蹴立て 7 シ飛 ぶが 如くに^ 

り 行く。 地 八重 は顿て 夫の 姿.！ T 張 肩に 引 

つかけ て。 車の 牛 を 引 直し。 させい ほう 

せい 精一ば い。 引け ども 遲き 牛の 足。 ェ 

どんくさ いと 後から。 押せば 単 もく るく 

ると。 廻る 月日 は不 成就 日 か。 お 一" j だ 

？ま く  > お にち をつ と  *^.v ぐ 1-  キ- し，、 

樣の 會日か 夫の 爲には 十 方暮。 地^ i 


車 を 押し かけて。 天教天 一 天上のお 首尾 

もよ かれ 神よ しと。 析る心 は 八 專の。 s| 

日に 間 日の 斑牛。 追 立てて こそ 一 立歸 

る。 上 根と ハル 7 シ地 稽古と 好と 三つの 中。 

好き こそ 物の 上手と は。 藝能 修行 敎 への 

きん- 1 ん  いごえ あけくれ 

金言。 公務の 明暮 に 好ませ 給へ る 道 

公。 堂上 堂 下 はいふに 及ばす。 武家 町人 

に 至る 迄。 風 俊 を 慕 ふ 御門 人 フシ 數も限 

り もな き 中に。 S 左中辨 平の 希世 手 習 精 

古 ふる 兄笫 子。 今度 筆法 御 傳授は 指れ i 我 

等に 極り しと。 勝手 覺 えし 御殿の 眞中。 

朝の 夜から 机 を 直し 7 シ烟 草よ 茶よ と 呼 

立つ る。 * 聲も屆 かぬ 奥勤め 女中 頭が 閒 

咎め。 コレぉ 次に 誰も 居 やらぬ か。 希 

世 様の 御用が あると a 呼 次ぐ 局に 不足 

顔。 コレ詞 手の 皮が ひりつく 程 叩いても 

し- - らしん。 ムゥ 合點。 顔出しせ ぬ は 毎 

日 來るを 面倒が り。 言合せ て 鼻 あかす の 

なぬか こ のて なら ひ 

か。 <frc:! で 七 ロ此手 習。 おれが 爲 ばかり 


ぢ やない。 御子 ft- の菅 秀才 は 年；^ 七つ。 5 

傳授 所へ 行かぬ によって。 此^世が 傅控 

して。 营 秀才の 成人 以後。 身共から 又傳 

授 さすれば 主の 奉公 も 同じ 事。 ハツ ボと 

いうて 廻る 笞。 總 じて こなたが 生溫こ 

い。 コレ勝 野よう 心得 や。 そなた 衆の 不 

調法。 こける 所 は 局が 迷惑。 何 おっしゃ 

ろと あい/^ とナ。 申し 希世 様。 成程 さ 

うぢ やよい 了簡。 毎日々々 氣を 詰める も 

菅 原の 家の 爲。 地 今日 も 亦 此淸書 フシお 

目に かけて と 差 出す。 詞ィャ 今日は 押 赦 

され。 赦 せと は なぜく。 ハァテ 幾度お 

目に かけましても。 丞相 様の！^ に 入らね 

は。 お 手の 業で は ござるまい。 取次の 仕 

様の 惡さ 手が はりに 今 B は 勝 野。 ィャこ 

れ さう はならぬ。 筆法 傳授も 神道の 秘密 サ W 

事。 擧問 所の 注 連が 目に 見えぬ か。 油 こ 

授 

い 女子 はやられぬ。 昨 s 迄 は氣に 入らす ^ 

と。 此淸書 は 格^ 筆先に 肉 を 持たせ。 天喑 ^ 


经習手 g 傳原菅 


骨&を 書き 得 たれば。 1? 傳控 はする/.、 

I； 切って 往 てた もれと。 7 シ頼 むに 是非な 

く 立って 行く。 ョコ レ勝 野。 局の いはれ た 

あい/、 を 合點 か。 地 アイ 心得て をり ま 

する。 » ^ェ 、忝い 幸 ひ 達に 人 もな し鼷德 

の 三年め。 堆屛 風の 陰でつ いちょ こく 

と。 取る 手 を 振 切り ェ 、 5- やらし. 無 

體な 事な さる  >- と聲 立てる が <J:: 點 か。 IE 

ヲ 、 合點ぢ や。 聲 立てる が 怖い とて。 し 

かけた 戀人叶 ひ をれ と。 * ほうど；^ へて 

連れて行く。 ァレく 申し。 IS 申しと は 

誰に 申し。 ァ 、 御 臺樣ゃ 若君 樣申 しく 

とい ふ聲 の。 7 シ 洩れ 閉 えて や。 菅 丞相 

の御畜 所。 若君の 御手 を 引立て 出で 給へ 

ば。 希世 は 仰天 是 は/. -惡ぃ 所へ よう 御 

出と 手 持 不沙汰 も 滅らす 口。  勝 野に 瘦 

の 療治 を 親 まれ。 取りに か& つて 斯 くの 

仕 合。 御臺 にも 刺 存じの 如く 萬 能に 達せ 

し 某。 世に 希な 器用 者と て。 希世と 付け 


たは 親 共が 自慢の 名。 其 例は此 若君 年よ 

り は御發 明。 菅 秀才と 呼び 給 ふ も。 秀は 

ひ いづる。 才は 才智の 才を 取って。 菅家 

の 公達 菅 秀才。 * あら/、 謂 7 シ かくの 

如し。 地 我等 は あんまり 器用 過ぎ。 取 損 

うた 按摩の しだら。 御臺 所の 思 召が。 ， 

ァ その 言譯に 及び ませぬ。 日頃の 行儀 知 

つて 居る。 地 そんな 疑 ひ 何のい なと。 フシ 

物に 障らぬ 御 挨拶。 as ァ 、それ 聞いて 落 

付いた。 今の しだら の 序ながら お尋ね 申 

す 事が ある。 御 息女の 刈 屋姬。 齋 世の 君 

とに や ほやした 世間の 取沙汰。 今日で 七 

日 相 詰める。 御所に は 何の 沙汰 もない 虚 

說 かと 存 すれば。 刈 屋姬の 御殿 は 明 家。 

御 詮議 もな されぬ は 親御 達 も 合點の 上。 

駐落 でが なござる かと。 * 問 はる V 辛 

さは 御臺所 ス 予ァ暫 し。 返事 もなかり し 

が。 * 隱 しても 隱 されぬ さがな き 人の 口 

の SP に。 か i る も 是非な き 刈 屋姬。 齋仳 


の 君 はな ほ 以て 大切な お 身の上。 互に 忍 

ぶ 戀路の 車 廻り 逢瀬 も そこくに。 事顯 

はれし を 恥 かしく 思 召され。 1 御所へ お 

歸 りなされ ぬ ものと あって 常の 御 方なら 

ねぱ。 宮様 附々 の 人々 がそれ なりけ りに 

して 置くまい。 又 此方の 娘の 事 は 希世 樣 

も 知っての 通り。 ほんの 母樣は 河内 國。 

土師 村の 覺壽樣 とて。 連合の 爲には 伯母 

御 様。 菅 秀才 を 設けぬ さき 乞 請けて 養子 

娘。 此 御所へ 房ら れす 伯母 樣方 へと 心づ 

き。 自ら. f 誇で 尋ねに 人 を 遣 はした。 此 

1 落 は 今日が 日 迄 わざと 父御へ。 7 シ 知ら 

しませぬ。 * それ も 何故 勅 詫に て 筆法 傳 

授 七日のう ち。 參内 やめて 取 籠り 世の 取 

沙汰 は 何にも 知らす。 傳授も 過ぎて 聞き 

給 はぐお (やび つくりし 給 はんと。 彼方 此 

方 を 思 ひやる 心 を 推量して たべと 7 シ案 

H- うし やはん ひと £ 

じ 給 ふぞ理 なる。 地 內玄關 の 奏者 番 一間 

fti^ に 長り。 先年お 館 t 相 勤めし 武部 


乾 習 手授傳 K>: ず 


源藏定 尋ね 參れ との 仰せに より。 此 

間 所々 方々 吟味 致して。 漸ぅ 只今 夫婦 一 

所に 參 りたり。 是へ 通し 申さん やと 地 伺 

へ ば御臺 所。 詞ヲ 、 待 兼ねし 源藏 夫 婦。 

早々 此處 へ參れ といへ。 コ レ菅 秀才。： 源藏 

に 逢 ふ 間 愛に ゐては 氣が盡 けう。 勝 野 を 

奥へ 連れて 往て 機嫌よう 遊ばし やれ。 希 

世 様に も暫 しが 間。 ヲ 、此處 にゐて 邪魔 

になら ば OS 所替 仕らん とォク „ ^鑌 いてべ 奥 

にぞ 入りに ける。 * 人知れ すと ハル 7 シ思 

しう おや 

ひ 初めし が 主 親の。 不興 を 請ける 種と な 

ちぎ 9  ^*wt 

り。 夫婦が 二世の 契より 三世の 御 恩辨へ 

ぬ。 不義より 御所 を 追 出され さむい 暮し 

を 素浪人。 尾羽 打 枯れし 武部 夫婦。 今日 

のお 召 は 心の 優 暴 華 開く 襖の s: 外まで。 

勝手 は 今に 忘れね ど 身の 誤りに 氣 おくれ 

し。 本 フシ 膝 も わなく 窺 ひ 足。 御 臺の御 

座 を 見る よりも。 ハット 長れ て 飛びし さ 

り フシ， りたる ばかりな り。 a ャァ 珍ら し 


ゃ源藏 夫婦。 連合の 氣に 背き。 此 御所 

を 出 やった を數 へれば もう 四 年。 日頃 人 

を 捨て 給 はす。 慈悲 深い 程 きっさ もき つ 

い。 思 ひ 切って はいかな 事 見返らぬ 夫の 

お 心" 叶 はぬ 事と 思 ひの 外。 源藏 に參れ 

と ある 御用の 様子。 何 か は 知らぬ か氣遣 

な 事で は あるまい 定めて 吉 左右。 ャァ自 

らが いふ 事ば かり。 さぞ 待 兼ねで ござる 

であろ。 地源藏 夫婦が 參 りしと 誰 そ 輿へ 

お知らせ 申し や。 サァ 詞 二人共に 顔 も 上 

fj^ う 寄り や。 ハァテ 遠慮に 及ばぬ 近う 

く。 年月の 浪人 住居。 渡世が 苦になつ 

たか 昔の 面影 どこへ やら。 《^源藏が着 

した- *^ きる もの 

てゐ やる は 荒々 しき 下々 の 着物。 戶浪は 

それに 引き かへ て。 小袖 縫箔 さすがに 女 

子の 嗜か。 二人の 中に 子 も出來 たかと 問 

はれて 戶浪 は。 フシ 有が た淚。 詞 冥加 至極 

もない ぉ詞。 主人のお 目 を くらませし 罰 

が c。s つて 苦 勞の化 渡。 塊 夫婦が 着替も 一 


あさゆ ふ  しろ なし 

っ賣り 二つ も 三つ も 朝夕の。 煙の 代に 成 

てし。 やうく 殘 せし 此 小袖 は。 御毫， 

樣の 下されし 御 恩 を 忘れぬ 賫线。 * 髮の 

飾り の iS 甲 も いっか は 梓 の 引 櫛と 變り は 

てた る 共 稼。 謂 連合 は 布 子の 上。 糊 立た 

ぬ 麻 上下 もけ ふ 一 日の 損料 借。 ァ , おは 

もじ。 お 上に 御存じない 事まで。 身の 耻 

顯 はす 鯖 刀つ <r 日まで 人手に 渡さぬ 武士 

の 冥加。 アイ。 女房が 申 上げます 通り。 

ざ £  ひとし ほ 

この 態に なりさがれば。 地 一入 昔の 不義 

放埒。 思ひ迴 せば 主人の 罰悔 むに 詮方な 

しち i せ 

き 仕が n と 。夫婦 諸共お ろく 淚。 S 折から 

局 は 奥より 立 出で。 詞ぉ舉 問 所へ 召し ま 

す は 源 藏殿只 I 人。 御用 濟ん でお 手の 鳴 

るまで。 御臺樣 にもお 出 はならぬ との 仰 

せられで ござります。 成程.々 々心得た。 

源藏は 局と 同道。 * 戶浪 はこち へと 7 シ 

入り 給 ふ。 IS 只今 御前へ 召 出さる-源^ 

が 身の 嬉し さ 怖 さ。 局 はかくと 申 上げ 立 


® 習手授 傳原菅 


たる 障子 明け渡せば。 恭しく 注 連 引き 

はへ。 常に 變 りし 白木の 机。 吠 然として 

坐し 給 ふ。 凡人なら ざる 御 有様 長れ 敬 ふ 

源藏 が。 五 體の汙 は 布 子 を 通し 7 シ肩衣 

絞る ばかりな り。 * や-あって 仰せに は。 

a: さりが たき 仔細あって 汝が 行方 を 尋ね 

十 みどころ 

しに。 住所 さだかなら す。 やう.， 昨日 

在所 を 求め。 今の 封面滿 足せり。 その 方 

儀 は 幼少より 我が 膝元に 奉公し。 堆 天性 

好いた る 筆の 道。 M 好く に 上り 習 ふに 覺 

え。 古き 弟子 ども 追拔 き。 あつ ばれ 手書 

になる べしと。 思 ひの 外に 主 從の緣 まで 

切って その 風體。 筆 取る 事 も 忘れつ らん 

と。 a 仰せ に^も 恐れ入り。 調 御 返答 申 

す は 憚りながら。 is 髮立の 時分より お 傍 

近う 召使 はれ。 手 を 書く こと は藝の 司。 

書け よ 習へ と 御意な され。 御 奉公の 間々 

書き 覺 えたと 申す も 慮外。 のの たく 

つた やうに 書く 手で も 藝は身 を 助け る 


とやら。 浪人の 生業 鳴 瀧 村で 子供 を 集 

め。 手 習 指南 仕り <& '日まで。 夫婦が 命 毛 

筆先に 助けられ。 淸 書の 直し 字每 H 書け 

ども 上らぬ 手跡。 御 尋ねに 預かる 程 身の 

不器用と 御 勘 (s。 悔 むに 詮方な き 仕 合せ 

と * 歎く を つら，/ \閗 し 召し。 K 子供に 

指南 致す と は 。賤 しからざる 世の 營み 0 筆 

の 冥加 藝 の德。 申す ところに 僞 なくば。 

手跡 も か はら じ改 むる に 及 ばね ども。 

爱 にて 書かせ 道眞が 所存 は 後に て 言ひ閉 

£rj かな しいか 

かさん。 認め 置いた る am 字と 假名。 詩歌 

を 手本に 寫し 見よ と。 * 白木 のれ 御手 づ 

から 差 寄せ 給へば ハァ はっと 先へ は フシ 

出です。 跡す さり。 * 志 根 惡の左 中辨物 

陰より すっと 出で。 B!Sn リャ源 藏樣子 

たちさ 

らす あれから 立 聞く。 師匠の 指 圜は鬼 も 

角 も。 辭退 申して 出る 等が。 兩手 をつ い 

ひきが へる 

て 目 を ましく し 蟇 の 所作 がらする は。 

書いても 見ようと 思ふ氣 かそれ はの 太い 


叶 はぬ 事。 ハァぉ 馴染と あって 1K4 い。 希 

世 様のお 詞に 一 つも 遠 はぬ 役に立た す。 

併し 身の 分際 を 顧みぬ。 源藏 めで も ござ 

り ませぬ。 只今 これにて 書け と あるお 手 

本。 書いて 可い やら 惡 いやら。 跡 先の 様 

子 も存ぜ す。 四 年 z| 來 在所 住居。 くさ 墨 

に 三文 筆。 書 出し や 反古の 裏に 書け なら 

ば 場 打 もせまい。 其 結構な 机に 墨维。 大 

髙擅 紙の 位に 負け。 一 宇 一 點 いかな く。 

ホ、 好い 了簡。 いかぬ と 知って 何故 立た 

ぬ。 サァ そこで ござります 。御 勘 當の私 0 

御意に あまえた 身の 願 ひ。 お 執 成 頼み 上 

げ まする。 ムゥ それで 閉 えた。 詫 言 はし 

て やろ が 今 はならぬ。 とい ふ 其 仔細 ひつ 

% んで咄 して 聞け う。 此度 帝の 仰せに は。 

ふ S 中 5  しゃ 5 じ  ら 5 にやくし や 

存命 不定の 世の中。 生死の 道に は 老若 差 

刖 はな けれども。 マァ 年寄から 死ぬ るが 

順 道。 菅 丞相 は 當年 五十二。 天命 を 知る 

は ひ 

とい ふ。 ^も 過ぎ 寄る 年を惜 ませ 給 ひ。 
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て廣 まで むる 菅 原の 一 流。 これまで 傳 

授の 弟子 もな し。 一 代 限で 絡 やす は殘 念。 

も 0 

手 を 選んで 授 せいと。 勒 詫で 七日の 齋 

戒 殊の外お 取込み ijs-is ん でから 願うて や 

ろ。 ハァ 様子 段々 承れば 御 大慶な 勑誌。 

サァ其 勅 詫 も大 も 知れた 事 いはす と 

はやく 

も。 早 * 歸れ とせり 立つ る。 ィャ 立つな 

源， 成。 いひつ けた 手 木 只今 書け と。 * 仰 

せは武 部が 身の 大慶。 希世 は 偏執む しゃ 

くしゃ 腹。 立 寄る 源藏 睨み付け。 詞 わり 

や 兄弟子に 遠慮 もせす。 書かう と 思うて 

出しゃば るか。 ホ、 お 笑 ひあって も 恥し 

から や。 地 御免 なれと 机に か、 り 。手本 を 

取って 押 戴き。 ハル フシ 心 臆せす 拐る 墨の。 

色 も 匂も馨 しき。 7 シ 筆の 冥加 ぞ 有難き。 

地 希世 傍へ すり 寄って。 K わが 様な 横着 

す 今； う つ  一 J め 

者 は 手本の 上 を透寫 し。 その 手 目 は 身が 

あたま 

させぬ。 恥と 頭 はかき 次第。 身の ざまの 

恥 煩わり や 何とも 思 はぬ か。 温袍の 上に 


汚れ 袴。 机に 直って 居る ざま は。 貧乏 寺 

の 講中 奉加 場の 帳 付に 其 儘。 無綠 法界 を 

書くな よと。 地惡 口たら ぐ 言 ひち らし。 

怪我の ふりに て 机 を 動かし。 肘に 觸 つて 

邪魔す る も 構 はす 咎めす 手本の 詩歌。 心 

よく 書き終せ 机 も 共に 御前に 直し 7 シ退 

つ て 。頭 を 下げ ゐ たる。 * 丞相 淸書を 取 上 

ひさ ご をォ るく さはた r さんぶん ほか q きに * 二： がる かすみ 

げ給 ひ。 詞鑽沙 草 只 三分 計。 跨樹霞 

m^p 餘。 是は 我が 作れる 詩。 昨日 こ 

そ 。年 は 暮れし か 春霞。 春 H の 山に 早 や 立 

ちに けり。 是は叉 人 丸の &歌。 何れも 早 

春の 心 を 詠み かなへ り。 假名と いひ。 眞 

字と いひ 是に 勝れし 筆 や あらん。 * 出来 

したりく。 詞惣 じて 筆の 傳授 といつ ば。 

永 字の 八 法 筆 格の 十六 點。 名 を それく 

にい ふに 及ばす 人々 の 知る 所。 菅 原の 一 

流 は 心を傳 ふる 神道 ロ傳。 七日 も滿 つる 

今日 只今。 地 神慮に も 叶 ひし 源藏と フシ 

御 悅びは 限りなし。 詞ハァ 有難 や 忝い。 


笨法 御傳投 あるから は。 御 勘 當も赦 され 

さ 含 

前に か はらぬ 御主人 様" ャァ 主人と は 誰 

を 主人。 俾授は 傅 授勘常 は 勘 常。 格^の 

沙汰 なれば。 不屆 なる 汝 なれ ども。 能書 

なれば 捨 置かれす。 私の 意趣 は 意趣。 筆 

は 筆の 道 を 立つ る。 道 露が 心の 潔白 歙闭 

に 達しても。 S 依估と は 思 召されまい。 

詞 希世に も 疑 はれな。 勘當は 前の 如く 主 

でな し 家来で なし。 この 以後 對面 かな は 

じと 地 鋭き 御 聲源藏 が 肝に k 鐵 刺さる 

る 心地。 道理 を 分けての 御意 なれ ども 傳 

授は 外へ 遊ばされ 勘當。 ス H テ 御免と 泣き 

jf ^ぶる。 詞コリ ャ源藏 が 歎く が 道理 勘當 

を赦 されねば。 傳授 しても 規模がない。 

彼が 願 ひも 希世が 望み も 立つ やうの 了簡 

は。 傳授 と勘當 かへ-, \- にして 遣 はされ 

たら。 よさ さうな ものの やうに 地 存じ ま 

すると 7 シ いふ 折から。 a 當番の 諸 太夫 

J 能 出で。 詞 俄の 御用 これ ある 間 只今 參內 
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遊ばされ よと。 瀧 口の 官人 參られ しと * 

申 上 ぐれば 御 不審 顏。 ほ 七日の 齋戒 過ぎ 

卞 ねじん じち や 5 

ざるう ち。 御用と は 何事。 隨身仕 丁の * 用 

意せ よと 7 シ 装束の。 間に 入り 給 ふ。 地 

參 內と閉 召し 立 出で 給 ふ御臺 所。 襠の下 

に戶浪 を 押 隱し入 目つ みも餘 所な が 

ら。 お 顔 をせ めて 拜 ません と心づ かひ は 

希世が 手前。 詞傳授 の樣子 承れば。 お 

前に は殘り 多から う。 仕 合 は源藏 さりな 

がら。 御 勘 *e は赦り ぬげな。 * 館の 出入 

も 今日 限り かなた こなた を 思 ひやり。 御 

參 -2： を 見送りが てら。 それで/、 と檔の 

下 を しらする 御 目 あ ひ。 夫婦 は 重々 お 情 

かたじけなみだ  け だか 

の 身にしみ 渡る 恭 淚。 束帶氣 高き 菅丞 

相。 一 間の 內 より 立 出で 給 ひ。 % 道秘文 

の 傳授の 一 卷源藏 に 賜 はりけ る。 當 座の 

面目 御流義 末世に 傳 へ る 寺小屋の 敬 ひ 申 

し 奉る フシ 因錄 かくと ぞ 知られけ る。 》«サ 

ァ傳授 1^ むから は對面 これまで。 i 能り 歸 


れ 立てよ くと 頻の御 誌。 コリャ 源藏。 

ほ *^ づら 

頸 かいても もう 叶 はぬ。 腰が 拔 けて 得 

立た すば。 地 引 1^ り 出さん と 立 寄る 希世。 

なう 荒氣 なくし 給 ふな。 K 三世の 緣の切 

ことわ 》- 

目ぢゃ もの。 * 立てぬ も 歎く も 道理 

淚と 1- めて 御 暇 乞。 見 奉れと 襠の 棲より 

すね 

^かす 戸浪が 顔。 それ ぞと 推し 給へ ども 

知らす 顔に て 立 出で 給 ふ。 何として か は 

かんむ 9 

召された る 御冠のお のづ から。 落つ る を 

御手に 受^め 給 ひ。 物に も觸ら す脫げ 

たる は。 ハ ァ はっとば かりに 御氣 がかり。 

ィャ それ は 源 藏が願 ひ 叶 はす^ 淚 いた 

す。 落 は 落つ ると 訓む なれば。 其 験で が 

なィャ /、左に て はよ も あら じ。 參內の 

後 知れる 事。 源藏 早く 歸 されよ * 冠 正し 

て。 參內 ある。 * 希世 はこ はぐ 御 見送 

り。 御 勘當の 身の 悲し さは。 行く に 行かれ 

す 伸 上り。 見やり 見送る 御 後 影。 御簾に 

障 へられ 衝立の 邪魔になる の も 罰と。 


五 體を投 伏し 男泣き。 戶浪が 悔み は 夫の 

百倍。 こなた は 御前のお 詞か、 り。 直に 

お 顔 を 見さし やった。 私 はやう く 御臺 

5 しろ 

様の 後に 膳れ て あんじり と。 お 顔 も拜ま 

ぬ 女房の 心。 思 ひやっても 下されぬ まん 

がちな 一 人 泣 。同じ 科で もこな たは 仕 合。 

女子 は 罪が 深いと いふ どうした 謂で なぜ 

深い。 銷な 女子に 生れし と。 御臺 のお 傍 

it- か  はて 

も 悼り なく  7 シ果 し。 淚ぞ. S ぢ らし、。 

* 希世の さく 立 戻り。 S ャァ源 蔵 を^ 

されぬ は。 御臺様 御油 斷く。 一  刻 も 早 

くぼい まくれと。 重ねて 仰 付けられた そ 

こ を 少し 身が 了簡。 その か はりに は俾授 

の卷 物。 讀んで見る望みはなぃ筆^-冥加 

にあ やかる 爲。 ちょと 戴かして くれん か 

と。 * 望む に 是非な く 懐より C 取 出す を 

ひったく いち あしだ  .； ._  ) ) 

引手 繰り 逸足 出して^ 行く を どつ こ 

いやらぬ と 源藏が ほつ かけ ぽっ 詰め襟が 

み插 み。 引 り戾 して 镥き 投げ。 大の男 
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に 一 泡 吹かせ。 傳授の 一 卷取 返し。 S こ 

れを おのれが 引 掛けう で 直 垂の羽 繕 ひ。 

ひるとんび こっち や 5  , 

晝鳶の 骨張め。 びくと もせば 打殺す と 

SP 刀 四 五寸拔 きかくる 0. 詞コ リャ 源藏聊 

爾 すな。 ® 戶浪過 さするな とお 詞カ i れ 

ば。 詞ェ、 。ェ、 。おのれ ェ、 ェ。 おのれ 

をな。 只 助ける も殘 念な。 * 寺子屋の 折 

橙の 机 はこい つが 青 道具。 女房 此處 へと 

取る より 早 く 背中に 机お ほげ なし。 兩手 

を 引 張る 机の 脚。 装束の 紐 引 扱き 雁 _ 字搦 

ぬすみ  しっけ しつべ い 

に 括り つけ。 盜 ひろいだ 師匠の 装。 竹筻の 

代り 扇の 親骨。 頰に 見せしめ ひりつ かせ 

んと打 立てく 突飛ば せば。 痛 さも 無念 

も 命の 代り 7 シ恥を 背負うて 歸り ける。 地 

藏 夫婦 手 をつ かへ。 ™; 禁裏の 様子 承り 

歸 りたく^ すれ ども 長居 は 恐れ。 御臺樣 

此 上ながら 夫婦が 事。 お捨てな されて 下 

さります な。 ヲ 、 それ は 心得た が 0 今 行 

くと いふ を閉捨 に。 せめて 一夜と いはれ 


もせぬ 命が 物種。 も盡 きすば 义逢 はう 

もう 行き やる か。 アイ。 アイ * 參り ませ 

ねばな り ませぬ で ござり ますと 戶 浪が淚 

なおし ほ 

フシ 長汐に 乾く。 間 もな き 袖の 海。 見る目 

いぢら し 夫婦が 姿 泣く く。 御門 を 一一 一重 

へお でて 行く。 地 源 藏と引 遠へ 歸る梅 王 あ 

と い ザ 一 もん ？ いき あし r まう  二 

を 息 吐息。 門の 臺 木に 足 t き かっぱと 轉 

けて 起きる 間 も 待 たれぬ く 侍 衆。 詞御 

大事が 發 つて 來た。 科の£^子は何かは知 

ら. f4i の 廳の官 人 共。 丞相 様 を 取 廻し。 鐵 

& 破ぎ ァ レく爱 へ。 * 御臺 様へ 此樣子 

をと！^ の 騒動 門外に は。 鐵棒打 振り 待 固 

の 役人。 舆 にも 召させ 奉らす。 菅 丞相の 前 

後を團 み。 先に 進む は 時 平が 方 人 三 善の 

淸行。 門外に 立ちはだかり。 誇 ノリ 齋世親 

王 刈 屋姬。 加 茂 堤より 行方 知れす。 仔細 

御 詮議な されし 所。 親王 を 位に 卽け娘 を 

后に 立てん とする。 菅 丞相が 豫 ての ェ。 

其 罪 遠島に 相 極り。 流罪の 場所 は 追って 


の 沙汰。 それまで は 押込め 置き 出口々々 1 

お ほぬ i.^  ひ  ち  7 

に大貫 鍵。 門の 警固は 身が 家来。 荒 島主 

稅 をが 置く と。 地 呼ば はる 聲を閒 くつら 

さ。 御 臺は警 固の 人目 も 恥ぢす 走り 寄つ 

て 道 a; 公。 コハそ もい かなる 御事ぞ や。 

齋戒の 間の 事姬が 身の上 御存じない 言譯 

な ！ W  さすらへ 

は 何故な されぬ。 科 もない 身 を 左遷との 

仰せ は閉 えぬ ギン シ 恨めし やと 歎き。 給 

へば ハァ。 愚かく。 道 眞虛命 蒙れ ども。 君 

を 恨み 奉らす。 渐く齡 傾きし 臣が 拙き 筆 

跡 迄。 惜 ませ 給 ふ 傳授の 勅 誌。 * 昨日 迄 は 

彀 慮に 叶 ひ。 3<Jr 日 は逆鳞 蒙る とも。 地 皆 

天命の 爲す 所。 詞 先程 冠の 落ちた る は, 

上の 簡を 削られ。 無位 無官の 身と なる 知 

らせ。 令 さら 悔 むは 愚かく。 地 これよ 

り 配所へ 行く にも あらや。 見苦しく 歎 

かれな と 7 シ御臺 を。 遠ざけ 給 ひける。 

地 希世 は 道より 取って返し。 5^ 行 殿御 

苦勞千 萬。 此&郞 の 様子 承 はり。 弟子の 
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f^^ら師匠をぁげ向後頼むは時平公" 菅 

丞相と 一 つで ない 執 成 宜しく 賴み 入る。 

氣遣ひ あられな 呑 込んだ。 作法の 通り 菅 

丞相。 內へ追 込み 門 を 打て。 * 畏 つたと 荒 

島主 &釗竹 振 上げ 立ち か i る。 コレ 待つ 

た 其 役目 希世が 代って 仕る と" 割 竹 受取 

あたり 

り コ レ 謀叛 人 殿。 ョ 今迄と は當が 遠 ふ： 時 

平 公へ 宗旨 を かへ た 手 見せの 働き。 地釗 

竹 一 つと 振 上 ぐれば 血 氣の梅 王す つと 寄 

り。 希世 を 四 五 閒 突飛ば す。 ョャ ァ 下司の 

慮外^！？自滅したぅて出しゃばったな。 ハ 

レャレ 知れて ある 下司 呼ば はり。 こなた 

の 口から 慮外と は。 ハ 、 、 、腸が よれ 返 

る" 其 割 竹 振 上げて 誰 を /、ヲ 、 サ 謀叛 

人の 此ゎ ちょ を 。ャァ 謀叛と は 誰 を 謀叛。 

御 恩 を 忘れし 人非人。 菅 丞相に はお 構 ひ 

なくと おのれに 罰 は 身が 當 てると。 S 又 

飛 掛る梅 王 丸 御手 を 指 延べ 引 寄せ 給 ひ。 

i こ f か 

ョャァ 小賢しい 汝が 振舞。 勅； fj^ に 依って 


かくなる 道眞。 希世 はさて おき。 其 外へ 

も 手 向 ひする は 上への 恐れ。 汝は 勿論 館 

の 者 共 我が 詞を用 ひすば。 七生 迄の 勘 富 

ぞ と。 * 閒 いて 希世が こ はげ も拔 け。 8" コ 

リャ梅 王。 して 昆 ぬかい。 頰桁 ばかりの 

腕な しめと。 * のさば る 無念；^ へる 梅 王。 

是非 も 情 も 荒 島主 稅。 官人 ばらに 追 立て 

られ。 すご/、 館に 入り 給 ふ ォクリ 御 有 

フシへ 樣 こそ 痛 はしき。 * サァ/ /^ffl 意の 

お. Is:  * かナ i.- ひ  じ spin- あな もん 

太 貫 鍵 = 表と 裏へ 手 分の 人數 築地の 穴 門 

樋の 口まで。 暂 t- の 間に 打付けし は フシ 

物 忌 はしく 見えに けり。 * 淸行 見廻し ハ 

レ よい 氣味。 出口々々 の締り もよ いが。 

k 地の 屋根 も 越さう も 知れぬ。 主稅 万端 

油斷 すな。 暮に 及べば 希世 殿。 いざ 歸 

らんと 打 連れて 六 七 間 も 打 過ぐ る。 築地 

の 陰に 待 居た る 武部源 蔵ぬ つと 出で。 希 

ひと あて  *J げ 

世 を 一 當悶絕 させ あわてる 淸 行 相伴 投。 

ス ハ^藉^！^：打-ちのめせ殺せ縛れとひしめ 


いたり。 武部は 戶浪に 指 添 渡し フシ 寄ら 

ば 切らん す 勢 ひなり。 せ 希世 は漸ぅ 人心 

地。 立 上って ャァ うぬ は 源 蔵め。 1 度 

ならす 一 一度なら す ひどい めに 合した な。 

うぬが す る 狼藉 菅相丞 がさした になつ 

て 。流罪の 仕置が 死罪に なろ と。 云 はせ も 

果てす 髙笑ひ 女房 ァ レ閉 け。 物覺 えの な 

ぃ拔作 殿- 傳授は 受けても 勘當 ゆりぬ。 

この 源 蔵に は 主人がない。 梅 王 は 主持で 

おのれめ を 貴ます。 へて ゐる かはい さ 

に 名代に 投げて こました。 名代 次 手に 皆 

捶 切と。 女房 諸共 拔 放しめ つたなぐ りの 

太刀 風に。 小糠 侍雜屑 公家 7 シ吹 立てら 

れて 散り 失せけ り。 * 敵なければ 立歸る 

時節 も 幸 ひ 黄昏 時。 門の 扉 を とんく と 

ん扣 けば 内より 咎 むる 聲。 誇 聞き 覺 えた 

梅 王 か。 さいふ は 武部源 蔵 殿 か。 殿 どこ 

ろかい 若い者 油斷 して ゐる 所でない。 扉 

の 釘 付踏陂 り。 御主人 達の 御供し 此場を 


く は 易 けれど。 おこと が 今も閉 く；， 通り 

仁義 を 守る 道 a! 公。 とあって 識者が 計 ひ 

にて。 お 家の 新絕覺 束な し。 御 幼少の 御 

若君 夫婦が 預り 奉らん。 所存 を 立つ る は 

コ レ梅 王。 若君 を こっそりと。 築地の 上 

からでき たく 源 is^ 殿。 お 上へ いうて は 

得心 あるまい 盗み出す がお 家の 爲-) さう 

ぢ や/ \ 能い 了簡。 一 刻 一 歩 も 早 や a~ き 

たし。 * 親む/ \ と いふ 間もなく 築地の 

ォ タリへ 上から ハル フシ 梅 王が 心の 早^き 勝 

ぽ& せた る 花の 顔ば せ。 大事の 若君 怪我 

さしますまい。 心得 高き 築地の 屋枳。 伸 

上っても 屆 かぬ 背丈。 とや せん 戶浪を 抱 

上 ぐれば。 軒に 手 屆く心 もと^く 若君 請 

取り 抱 下し。 外と s: とに 忠臣 二人 胸 は 開 

けど 7 シ ひらかぬ 御門。 a 荒 Jig 主稅 目早 

く 見つけ。 S ャァ盜 人の 隙 は あれ ど 守 人 

よ ひ のぞき 

の 隙がない。 宵 顯めを 手引す る內と 外と 

の相盜 めら。 菅 秀才 を 盗んだ 此 3snp  注 


進 せんとけ 出す 先に 源 蔵が。 立 塞って 

どこへ く。 おのれ を 遣って よい もの か 

と。 討つ て掛 れば拔 合せ 切 結び 切 解き。 

追つつ 返しつ 二人. か 勝負。 屋根の 上から 

見て ゐる梅 王。 棧敷 正面 眞 向 二つ。 破れ 

て 命 は 荒 島主 稅。 と めに 及ばぬ 切捨て 

く。 危ぃ 場所 を盜人 夫婦。 行末 榮 ゆる 

营 秀才。 若君 賴む 夫婦の 衆。 館の 父君 母 

君 を 賴むぞ 梅 王 心得た と。 互に 賴み轔 ま 

る-。 忠義々 々を 書き 傳 ゆる 筆の 傳授は 

寺子屋が 一 藝。 一 能 名 も 高き 人の。 手本 

となりに けり 

第二 道行 詞の 甘替 

詞 サァく 子供 衆 買うたり く。 飴の 鳥 

ぢゃ 飴の 鳥。 それが いやなら しる 飴髮切 

泣く 子の 口 へ は 地 黄 一 玉。 扨 その外 平野 

飴 桂の 里に は 飴。 西の 宮には 飴の 金 そ 

の 品々 は往て 買うたり。 拙者が 自慢で 寶 


弘 める。 櫻 飴 を 13 つし やい 櫻 飴々々。 

ハル フシ 櫻々 と。 おのが 名 を 0 いへ ども 包 

む 頼 かぶり。 木綿 頭巾に 袖な しの。 羽錢 

は輕き フシ 身 なれ ども。 忠義 は 重き 牛 飼 

の 櫻 丸 は いつぞやより。 賀 茂の 川 浪立出 

でし。 齋 世の 宮と姬 君に。 漸 うと 廻り 逢 

ひと ひ ふた ひ 

ひ。 一 日 二日 は 我が家に も。 忍ぶ に 何と 

菅 原の。 伯母 君 賴み參 らせんと。 行く は 

車の 供なら で 小 ォクリ 跡と。 先と に 打 荷 ふ 

飴の 荷 箱の かた/、 に。 御 二方 を 人れ 參 

らせ 浮世 を 土師の 里へ とて。 飴のと り 

ぐ 賣 りて 行く。  7 シこ、 ろ ォク r つか 

ひぞ。 せつな けれ。 7 シ都 をば 夜 を 深 。草 

に。 出 でても 道 は あゃなくて。 スきァ 御 香 

の宮に 明け渡る。 道 を 111^ 川 淀も趑 え。 町 

を 過 ぐれば 爱ぞ よし。 か は 何と 石 7 ン IS 

淸水。 サァく お出でと 荷 をお ろし。 箱 § 

を 開けば 堆髙き 姿 あら はに 刈 屋姬。 暫く  £ 

拜む日 Q 影に。 目 なれぬ 山 や 知らぬ 里。 
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思 ひなくて ぞ見 まほし- -。 なう 宮様と あ 

りければ。 * されば とよ。 そなたの 父菅 

相い かなる 事の 誤りに や。 押 || の 身と 

失さ 

なりけ る も 我々 出で し 跡なる 故。 正しく 

は 知らね ども。 やがて 赦 され フシ ありぬ 

べし。 鬼に も 角に も 我が身 は今賣 る 飴の 

如くに て。 as 傘に 覆 へる R かげの 身。 地い 

つかと けなん 心ぞ と。 御 仰せに 樓丸。 詞 

左様に て は 候 はす 御 忍び まします も。 飴 

をば 上に 君 を 下。 取り も 直さす あめが 下 

しろしめす 瑞相 にて 候 ふと。 地 申 上ぐ る 

に宮は 猶勿體 なしと 身 をす ベる 野路の。 

畔追。 7 シ そろく と。 蕨が 裾に 手 を 入 

れて 7 シ ハル 棲 ひるが へす。 裏 模様と め 木 

に 草 も 芳しき。 春の 野 面に 群れる 蝶。 ハ 

ズミ 袖に とまらば。 羽 招り て 鏡 絶やせし。 

フシ 化 M せん。 愛に 我が 名 を かりやの 里。 

は L ろ  て ？ 

今 苗代の 時 を 得て。 民の 手業 も 遠目に は。 

ひぎ づも 

いと 珍ら かに。 引 鶴の 聲に 千歳 も 變らじ 


と。 地 契りし 今の 閨の內 宵より しめて 寢 

る 夜 さは 0月 は 出る やら 暴る やら。 三下 リ喷 

枕と る 手に 。寝て 解く 帶の。 いかいお 世 

話。 く。 枕と る 手に 。寢 てと く帶の 。いか 

さ £ 

いお 世話。 /\。 結ばぬ 夢を覺 せと や。 

_ -シ 春の 風。 ぬるみし is の 快く。 行 手の 森 

の 人 音に。 見付けられ じと 手ば しかく。 

又 忍ばす る飴賣 が。 片手に 太鼓 片手に 1。 

聲を かしく も 拍子と り。 1:1 卞 "拍子 こんり 

や/、 く/、。 是が 天子の 始めな され 

しんむ  じんむ 

た 神武 飴と て。 合 神武 IK 皇は 飴が お好き 

で 練らし やり ましたる 名物 飴 をば。 こち 

しなら  もみ 

も 仕 習て 濞等ゃ 嫁 等が。 紅 絹の 搏を しん 

どろ もん どろ かけて。 合しん とろり 0 合 も 

ん とろり と 練り やりました を 買 ほなら 今 

ぢゃノ 、と or ゾナ * ス寶 る聲の 0 フシ ハル子 供 

あつめに 子の 親が。 袖の 土産 を 買 ひに 來 

て 認める 間の 取沙汰に。 惜し や 都の 菅丞 

相 k 紫へ 流され 給 ふ 故。 津の國 安井に 風 


I  ゆ < - 

待して おはし まする はいた はしと フシ 所 

綠と 知らす 告げて 行く。 ハル フシ 跡の 驚き。 

悲しみ は 箱 を 細目に 顔ば かり。 なに 道眞 

さ * ん 

は 左遷と や。 父上 安井に まします とや。 

せめてお 顔が 拜 みたい。 何卒お 船の 出ぬ 

先に。 逢 はせ てた も 櫻丸賴 む/^ もし ど 

ろに て フシ わつ とば かりに 泣き 給 ふ 。ハル 

* つば 

フシ 聲をも 人に 知ら せ じと 喇叭の 笛に 紛 

らして。 それより 道を撗 切れに。 一荷の 

淚撸ひ 行く。 先 は 何 處ぞ津 の國の 安井の 

岸の 安から ぬ 思 ひ 重ぬ る  一二 重 r 哀れ さよ。 

おもて  みなと 

地 世に つれて 海の 面 も 風 さわぐ。 湊に御 

船と めし は菅 原の 道眞 公。 終に は 護？ 

の 舌 强く覺 えなき 身に。 罪 極まり。 筑紫 

宰府 へ 流罪の 籠& 津の國 安井に 着きし か 

ば。 警 固の 武士 は 法皇の 舊臣院 の廳判 {E1 

代 輝國。 逢坂 增 井に 陣幕 打た せ 見る め嚴 

や-' なぎなた あえた  で ふね 

しき 鐘 長刀。 數 多の 官人 四方 を圍ひ 出^ 

を 松の 下 かげに 7 シ 日和。 見合せ ゐ たり 


ける。 s 判官 代輝國 海の 面 を 見渡し。 幕 

絞らせて 承-相のお はします。 龍舆の 下に 

手 をつ かへ。 H 沖の 様子 を 窺 ふ 所に。 五 

三日 も 御 出船の 日和と も 相 見え 申さす。 

この 所に 御 逗留 あらうよ り。 河内の 國土 

師の 里 へ お越しあって。 伯母 君覺壽 公と 

も 御 暇 乞 ひ 候へ かしと。 港 申 上 ぐれば 菅 

1^ 相 面 やつれた る 御顔ば せ。 物見より 現 

はし 給 ひ。 詞院の 御所に 使 はるれば。 上 

を擧ぶ 下々 まで 情 ある 武士よ。 地 かく 囚 

人となりし 身 を。 赦し 送らば 我よりも。 

おこと が 罪 はいかに せん。 フシ 思 ひ 寄ら 

すと 宜 へば。 _詞 こ は { 難き 御仁 心。 左程 

尊き 御 方の。 ぉ爲 になって 咎めに あは は 

死後の 面目 子孫の 譽" 殊に 私 わざなら す 

法皇 豫 ての 仰せに は。 土師の 里に 伯母 あ 

しほ チち 

りと 閒き 及ぶ。 もし 津の國 にて 汐 待の 隙 

あらば。 暇 乞 させよ と密々 の 御 仰せ。 

憚る 事 もな し 御 心 置きな く 土師の 里へ 御 


出と。 * 動め 申せば 菅 丞相。 都の 方 をう 

ち 詠め させ 給 ひ。 詞 世に 有難き 法皇の 御 

心 や。 天子に 父母な しと 雖も 現在の 御 父 

とら 《ti 

君。 其 御 力に 及ばす して 斯く 囚人と なる 

事 は。 《s 如何なる 罪の 報ぞ や。 はかなの 

浮世 ゃ淺 ましの 身の 果 やと。 三世 を 悟る 

御身に も。 世 をつ らしとの 御 述懐。 フシ 

哀れに も 又いた はし \。  * 日和見の 船頭 

罷 出で。 詞今 朝の 天 氣相 まだ 二三： n も 

這留 と存ぜ しに。 思 ひの 外 立直り 風 治ま 

り 候へば。 *御出船0御^意とぃふょ^^ 

なほ 

輝國ャ ァ默り をろ。 _^^立直るまじき日和 

立直った と 吐かす から は。 よき 日和の 惡 

まなこ 

しくなる もお のれが 腿に か- - るまい。 ィ 

ェ/ \ 左 樣ぢゃ 御， M り ませぬ。 二八 月 は 

船頭の あぐみ 時。 得て は 手の 裏返します。 

ソレ まだ 吐かす。 左様な 手の 裏返す 日和 

に。 大切な 流人の 船出 さる、 もの か。 ィ 

エサ これ は储 に。 ャァ狼 根 者。 向う 山に 


雲が か \ つて まだ 四 五日 も 御 出船の 日和 

5 

はない。 いらざる おのれが 奉公ぶ りと。 

* 珂り つくれば 询 りし。 いかな 巧者な 

船頭で も。 この 暴風に は 仕樣がない と 

ハズミ フシ 眩き 入りに ける 。菅 丞相 は 輝 

國が志 法皇の。 御 心の 有難 さに。 河內の 

國へ 赴かん と。 仰せ ゆたかに 安々 と御舆 

と まる 所と て。 井の 字 を 居る と 書き か 

へ て。 安居の 宮と 末の世に 仰ぐ も 神の 威 

みや ひめ キみ お trj も 

德 かや。 か&る 折から 櫻 丸宮姬 k を 御供 

申し。 さきに 進んで 馳來 り。 詞菅 丞相 御 

流 ss^ と 承 はり。 緣 類の 者 暇 乞の 願 ひ。 ま 

た 一つに は 科の 樣子も 承 はりた し。 * 御 

役人へ 直談と 立 寄る を數 多の 官人。 ャァ 

直 &とは 慮外 者 暇 乞と は 無法者。 油斷 

ならす と 取卷く を。 それと 悟りて 輝國。 § 

ャレ術 S すなと 押鎭 め。 科の 様子 聞き 醋 

たくば 云うて 閒 かさう。 上より 咎めの 條 習 

條 具にい； 3 関き 給へ ども。 齋 世の 官と刈 
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屋姫 密通の 言譯。 御存じな きとて 證 立た 

す 是非な く 科に 落ち 給 ふと。 地閗 いて 悲 

しく 刈 屋姬宫 31 共に 駅 出で 給 ひ。 なに 我 

我 故囚れ とや。 情な ゃ淺 まし や 不義 は 二 

人が 誤り ぞ。 流しな りと も 切るな りと も 

罪に 行 ひ 丞相 を 助け 得させよ 父上 に 逢 は 

せて たべ 助けてた ベ。 對 面させよ と 二方 

は 泣き叫び ス モア 給 ふに ぞ。 地 輝 國遙に 頭 

を 下げ。 詞 恐れながら 御對 面あって は。 

もとこ 0 

彌々 1^ 相の 罪 重くなる 道理。 元此 おこり 

は 去る 頃。 君 天子に 成り 代り 御 姿 を 唐 僧 

に寫 させし は菅 丞相の 計 ひ。 磨 土まで 天 

*v さぎ  ぐ；； いせ 含 

子と 甲； I はせ 我が 娘 を 后に 立て 外戚と なら 

ん下ェ と。 識者の 舌に か&る うち 宮姬を 

連れ 御 出奔。 いよく それと 彀閒に 達し 

罪な くして 罪に 沈む。 殊に 姬 君と は 親子 

の 中。 これ 天子への 畏れ あれば よも ゃ對 

面 候 ふま じ。 地と かく 此上菅 丞相の 爲を 

思 召さば。 これより 刈 匿姬と 御橡を 切ら 


れ。 再び 禁廷 へお 歸 りあって。 詞 謀叛な 

き 趣 を 仰せ 分けられ。 丞相 歸洛を 御 願 ひ 

候へ かしと。 S 申 上 ぐれば 齋 世の 宮。 我 

ゆ ゑ 罪に 沈む も 悲し。 叉 我 をのみ 戀慕ひ 

付添 ひ 来る 契り をば。 見捨てて 何と 去な 

れぅぞ と §： ち 給へば 姬は 猶更。 父の 爲に 

は 11^^ を 罪して 御 流罪 を。 赦 してた ベ 

人々 と 伏 沈みく。 消え入る ばかりに 泣 

き 給へば 。な S したる 身に 取って。 辛 さ 苦 

しさ 楼丸。 骨に も 身に もしみ 渡り。 思へ 

ばく 我な くば 此戀 誰か 取 持たん。 科 人 

は M ならす と悔 めど 今更 詮方 も。 淚 先立 

つ 計りに てと かう。 フシ 1E もなかり しが。 

地 立直って 官 のお 傍に 恐れ入り 。詞私 もと 

とね リ 

は 土百姓の 枠。 御 扶持 を 下され 君の 舍人 

を 勤める も皆菅 丞相 様のお 蔭。 其 恩 ある 

方 を 流罪 させの めく 見て は ゐられ す。 

と 申してから 我々 風情の 及ばぬ 所。 輝國 

殿の 仰せの 如く。 これより 姬 君と 御 綠を 


お切りな され。 他人と なって お 願 ひ あら 

ばよ もや 叶 はぬ 事 も ござりますまい。 1$ 

び 丞相 樣御 歸洛 あって 後。 表 向の 御緣結 

び。 晳 しの 間の お^れお 閒 入れ 下され 

よ。 と 身に か、 つたる せつな さに。 ス予ァ 

土に If^ し 願 ふに ぞ。 棗 世の 宮は M 淚。 

一 旦 M を 出で し 身の 面 恥 かし 二 虚の恥 

と。 仰せに 郎國詞 を 返し。 詞 御館へ こそ 

ぉ歸 りなく とも。 法皇の 御所へ お越し あ 

らば 猶 以て 御 願 ひの よき 便り。 地 ひらに 

是非に と勸 むる にぞ。 とかく 淚 にくれ な 

がら 姬 君に 差 向 ひ。 我が 戀 草の 思 ひに 迷 

ひ。 丞相の 歸洛を 願 はすば fK 道 怒り 給 ふ 

べし。 契り は盡 きす 變らね ども 親の 爲と 

諦めて 。別れて たも 刈屋 姬と淚 と共に フシ 

宜 へば。 詞 こ は勿體 ない。 お 歎き を かけ 

る も 元は 自ら 故 いっそ 焦れて 死んだら ば 

今の 思 ひ は あるまい に。 地お 名殘 惜し や 

と 御顔 を。 兄る も淚 見ら る V も， - ハル フシ 


鑀 習手授 傅原菅 


淚。 片手に。 詞又逢 ふまで は隨分 まめで。 

お まへ 樣 にも 御機嫌で と。 お 跡は溴 のす 

がり 泣き わつ と フシ 絕ぇ 入り 給 ひける。 

ハル フシ か V る 折節。 何れと も 知らぬ 女中 

の乘物 つらせ。 怖め す 臆せす 判官 代に 差 

は じ さとた つた  —■> 

向 ひ。 S 私事 は 土 師の里 立 田と 申して。 菅 

丞相の 伯母の 娘と。 地閒 くに 嬉しき 刈屋 

姬。 コ レ姉樣 ナウ 立田樣 かいのと。 取 付 

き 給 ふ を 突き 退け 刎ね 退け。 詞 母の 覺壽 

左遷の 様子 を閗き 及び。 年寄っての 悲し 

み 御 推量 下さり ませと。 * いふうち に 又 

姬は取 付き。 そのお 歎きが 身に 取って 猶 

悲しい と。 歎く を 振 切り。 K 何卒 此 所の 

汐待を 土師の 里に て 御 一 宿 あらば。 心よ 

く 暇 乞 も 致し 度き 願 ひ。 明日 を も 知らぬ 

老の 身の。 少し は 歎き も 留めた く 無體の 

御 訴訟。 夫 宿 彌太郞 が 參る答 なれ ども。 

郡 役 も 勤める 身で 身勝手な 事 申す も， 奴 

ko 女の 慮外 は 常の 事と。 不調法 も 顧み 


すお 願 ひに 參 りし r 地お 役人の 御 了簡 偏 

に賴み 上げます と。 願へば 輝國。 ィャ 

たいせつ めし 5 どなみ. フち 

1 家の 願 ひ 叶 はぬ こと。 大切な 囚人 浪打 

ぎ は  こ、 ろ もと 

際の 一 宿 心許なく。 只今 用心の ため 土師 

の 里へ 立 越える。 一宿 は 覺壽の 許と。 * 

聞いて 嬉しく。  8^  H  、それ はマァ 結構な 

御用 心と。 * 悅び 勇む 立 田が 袖。 姬は控 

へて コ レ 申し。 とてもの 事に 父上に お 目 

にか \ るお 願 ひと。 頼む 袂を振 放し。 詞 

恐れ多い。 丞相 樣 へどの 顔 さげて 逢 はう 

と 思 召す ぞ。 もと あなたに 菅 秀才と いふ 

お 子の ない 先。 母 様が お前 をば 藁の 上よ 

り 遣 はされ。 私が 爲に 妹で もん r は菅 原の 

姬 君樣。 勿體 ない 宮様へ 戀仕 かけて 今 こ 

の 大事に なった でない か。 戀は 心の ほか 

でもな。 これ は あんまり 外 過ぎて 姉の わ 

しまで 人々 へ 顔が 出されぬ。 * 恥 かしと 

はらから  よんみ 

呵る心 も 姉妹の。 クシ さすが； i と 知られ 

ける。 难舆の 內 には菅 丞相 わざと 詞をか 


け 給 はす。 事 を 計る は判宫 代。 ャァ 詞立 

田殿今さら御意見益なき^?^- コリャ やい 

樓丸何 をう つかり。 一 時 も 早く 宮を 法皇 

の 御所へ 御供 申せ。 立 田 殿 は 刈 屋姬を 御 

同道 は必す 無用。 ナ<^0點か。 コ レサ 土 師 

の 里の 親元へ。 急 度お 預けな されよ と 表 

を 立てて。 * フシ 心 は 情。 地 立 田が 持たせ 

し 乗物へ 菅 丞相 を 召し かへ させ。 後と 先 

とは警 固で かため 御 乘物は ゆるやかに。 

常の 旅行 同然に 輝 國が引 添うて 7 シ士師 

の 里へ と 急ぎ 行く。  * ナウ これ 父上。 丞 

相と 宮 諸共に 驅け 行き 給 ふを樓 丸が 引留 

め。 立 W が 押さへ て フシ 引き わくる。 - 

名殘盡 きせぬ 妹脊 の^れ。 お ふぎ の^れ 

とさす が 又。 姉が 情で 引合 はす。 いと^ 

思 ひは增 井の 濱 ：H は 泣き。 腫ら す 赤 井の 

水。 いっか 安居と 逢坂の。 水の あはれ や 泣 

^れ 。さらば。 さらばと =5 へ聲殘 る。 埋菅 

丞相の 御^れ iS 面 ありた き 覺壽の 願 ひ。 
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流人 預かる 判官 代 輝國の 用捨 を 以て。 河 

內の 屋敷へ 入り 給へば。 老の悅 び 大方な 

ら. f 馳走の 役人 夜 晝の。 7 シ 分ち も 知ら 

ぬ 忙し さ。 * 立 田の 前 は^ 場に て 思 はす 

逢うた る 刈 屋姬。 密かに 伴 ひ歸れ ども 家 

來も 多く は 知らぬ がち。 隠し 置いた る 小 

座敷の きを そっと 押 開き。 舅撫 淋しから 

う 精 もぎけ う C 額 見に 来たい は 山々 なれ 

は- 

ど。 さりと て は 何 やか や 用事の 多 さ。 母 

さえ  すき 

様の 傍 離されね ばえ 参らぬ。 今が よい 隙 

誰も 来ぬ 氣晴 しに サァ爱 へと。 * 心 遣 ひ 

も 姉妹の 姉の 情 を 刈 屋姬。 一間 を 出づる 

フシ HI は淚。 《f 齋世樣 に^れて より 段々 お 

世話に 預かる 上。 父上 樣 にもお 目に か、 

りせ めて 不孝の 申譯。 それ も 叶 はぬ 物な 

うみ は V 

らばと。 我が身の 覺悟 極めても。 生の 母 

様覺 壽樣。 今の 母樣 都の 弟 親王 樣の御 事 

は 。翁し も 忘れぬ 得 忘れぬ 0 心 を 推量して 

フシた ベと 歎けば。 共に！^ ぐみ。！！ 《 悲しい 


は 道理々 々o さりながら 丞相 樣に逢 はぬ 

とて。 短氣な 事な どかん ま へ て 思 ひ 出し 

て も 下さん すな。 母 様のお 願 ひ 立って 此 

屋敷に 御 逗留。 どうぞ 首尾 を a 縉ひ 母樣 

のお 耳へ 入れ。 ぉ指圜 請けて と餘 所な が 

. ら。 口む しり かけて 見 たれば な。 こちの 

思うた 坪 へ はいかす 母 様の 堅く ろし さ。 

お果てな された 郡領 様に 少しも か はら 

ぬ 行儀作法。 我が 産んだ 子で も 人に やれ 

ば。 先 こそ 親 なれ こち は 他人。 それ を 

親ぢ やの 娘ぢ やと 思 ふ は 町人 百姓の。 譯 

をば 知らぬ 子に 甘 さと。 幸 先惡ぃ 訴訟 も 

ならす。 外の 事に 言 ひ 紛らん 其 場 は濟ん 

でも 始終が 濟 まぬ。 a: お 宿 申す も 今日で 

三日。 暴風 空 も 吹き 晴れて。 下り 日和に 

ふな. « 

- 直った と 能 場から 注進 故。 今宵 八つが お 

立と て。 輝國 殴の 旅 宿より 知らせに よつ 

てお 立ちの 用意。  <1|' やなん どと 思 ひの 外 

手^にな つたが どうして 好から う。 * 膝 


とも 談合 コ レ 泣かす と。 よい 智惠 出して 

下さん せと。 プシ 取つつ 置い つの 胸算用。 

* 後， にす つくと 宿彌 太郞。 読よ い 分^者 

これに あり。 ャァ 太郞樣 いつの 間に。 ム 

ム 何時 0 間にと は コ レ立 田。 連れ添 ふ 男 

の 目を拔 いて こっそりと 1^ 込んで。 だい 

それた 身の上 咄。 刈 屋姬は そなたが 妹。 

藁の 上から 養子の 仔細。 知って は ゐれど 

京と 河內。 武家と 公家と は 伉 も 格^。 菅 

丞相の 伯母 風 吹かし。 彎 めかしても いつ 

くらね *< け ば -5 

かなめ かれぬ 位負。 名 計り 閒 S て 逢うた 

は 今 てんと 御 器量。 齋世 とやら 樣 とやら 

,フ つ-さ *x  ) 

が現樣 になら しゃった も 道理 ぢ や/、 

姬の顔 13- ぬ 先 はおれが 楊 貴妃ぢ やと 思う 

たが。 絞べ て 見れば 無 楊 貴妃。 そなたの 

名も變 へねば ならぬ。 ソリャ 又 何とへ。 

ハテ 知れた お 次の 前。 ェ 、す はくと W 

放題。 ff 母 様へ も隱 して ゐる。 この 譯何 

ともい はしゃん すな。 それ は氣遺 ひし 


給 ふべ からす。 明日のお 立 知らされし 輝 

國の旅 宿へ 參り。 此間御 逗留 心づ かひの 

一 禮 申し。 いよく 刻限 相違な く 一 番鷄 

の 鳴く のが 相圖。 申し 合せに 往て來 いと 

覺壽の 云 付。 只今 參る 道で よい 思案が 出 

たら。 コレ戾 つてい はう お 次の 前。 地ァ 

レ まだ じ やらく 惡戯 口。 ヲット 閉口 往 

おもて  あと 

て 来う と 7 シ 表の 方へ 出で てた C  く。 地 後 

あなた  rjj あ ひ 

を 見やりて 刈 屋姬。 彼方が お前のお 合 

身の上の 事に 取 紛れ" 御 挨梭も 得 申さぬ。 

K ァ 、 これ 挨接 はいつ でもなる 事。 こち 

の 願 ひは延 されぬ。 地ァ、 どうがな と 

案じ 煩 ひヲ、 それ ノ、。  S 所詮 母 様に い 

うたと て埒の あかぬ は 知れて ある。 連合 

も 留守。 母樣 もお 傍に ござらぬ 折 柄 なれ 

ば。 お前 を 私が 連れて 往て。 * 呵られ う 

がどうな らうが 後 は 儘い な。 サァ こなた 

へと フシ 姬の手 を 取る 後より。 飼 不孝 者 

どっちへ 行く と。 《?澳 ぐ わらり と 母の 覺 


壽杖振 上げて 飛び か、 る を。 立 田 ははつ 

と 抱きと め。 お前に 明けて いはなん だ隱 

したお 腹が立つならば この 立 田。 打ち も 

搏 きもな され ませ。 この 中も宣 はぬ か。 

S 人に やれば 我が 子で ない と 仰し やって 

の 折 澄 は。 母 様と も覺 えませぬ。 * 丞相 

様の 御 秘藏艰 杖 捧 あてて よい もの か。 サ 

ァ 自ら をく と姬に 代つ て 身 を 厭 はす。 

ィャぉ is に 科 はない 不孝な 自ら 打ち 給へ 

と。 立 田 を 押 遺る 杖の 下ィャ くお 前 は 

打た されぬ。 ィャ こな 樣 はと 折 橙の 杖 を 

爭ふ 7 シ 姉妹 思 ひ。 地 老母 は猶も 怒りの 

顔色。 詞コ リャ立 田お り や 他人に は 折 橙 

せぬ。 養子に やった 丞相 殿 はおれが 爲に 

は 甥の 殿。 子に やった 姬は甥 孫。 親も赦 

さぬ いた づ らして。 大事の く 甥の 殿 

流され 給 ふ は 誰が 業。 憎うて く コレこ 

の 杖 折れ る程擲 かねば 丞相 殿 へ 言 譯 立た 

しらが あた e< 

ぬ。 * 六十に 餘 つて 白 天窓。 連合に^ 


れた時 剃る を 刹ら さぬ 立 田の 前。 尼に 9 

7 

なって は 便りがない。 力がない と 留めら 

れて 法名ば かり 覺壽と 呼ばれ。 邪魔に 思 

しらが 

うたこの 白髮 今日と いふ 今日 役に立 田。 

天窓 を 剃つ て 衣 を 着れば 打 搏の杖 は 持た 

れ ぬわい。 * 傍杖 望む 立 田から と 走り 寄 

つてち やうく く。 打た る、 姉妹 打つ 

母もス M 共に。 淚の荒 折 樫 OJS ァ 、 これく 

伯母 御前 率爾の 折 橙し 給 ふな。 齋 世の 君 

の 御 不便 ある 娘に 疵 ばし 付け 給 ふな。 父 

を ゆかしく 慕 ひ 来る 。刈 屋姬に iJ 面せん。 

S これへ 伴 ひ 給 はれと 障子の 內 より？^ 相 

の。 御聲 高く 閗 ゆるに ぞ。 老母 は 杖 を か 

ら りと 投げ 猞て。 わつ と 叫んで 伏し 轉び 

暫し。 答 もなかり しが。 W 生の 親の 搏 

は 養 ひ 親へ 立つ る 義理。 地 養 ひ 親の 慈悲 ^ 

心 は 生の 親へ 立つ る 義理。 あまき 詞も打 SEl 

擲も。 子に 迷う 7 シ たる 親心。 地 逢うて 習 

楚 

やろ とは姬 よりも 母が 悅び。 詞には 言 ひ 


盡 されぬ。 国 刈 屋姬。 結構な 親 持った。 

地 持った くと en に 持った 淚の 限り 聲 

限り。 二人の 娘 は 何^もお 慈悲/、 とば 

かりにて 7 シ泣 くより 外の 事ぞ なき。 コ 

レ K なう 爱 から 禮 をい はうよ り。 來 いと 

あれば いざ 傍へ と。 * 隔ての 襖 押 明 くれ 

ば菅 丞相 は 見え 給 はす。 逗留のう ち 作ら 

れし 主の 姿の 7 シ 木像ば かり。 * コハそ 

もい かにと 刈 屋姬。 逢うて やらう と宣ひ 

し は 母樣の 折檻 を « め ん爲。 とにかく 不 

孝な 自ら 故お 逢 ひなされ て 下されぬ か。 

BMr 物 を 仰し やった は 父上に 逮ひ はな い 

に a 木で 作りし 父上 様が 但し は 物 を宣ひ 

しか。 墙 又は 何 所ぞへ 隱れて かと。 立つ 

て 見 居て 見 7 シ うろ/ \ -> く。 ョ なう 騒 

がしい 刈 屋姬。 丞相の 逗留 中。 御馳走 申 

す は 奥座敷 爱へ は餘程 間數も 隔たり。 さ 

き程聲 のか- - つた 時爱へ はどうして ござ 

つたと 思 ひながら。 痦 しさに 辨 へな <^ 


れば此 木像ば かり。 次 手ながら 刈 屋姬咄 

ぬし たち 

して， S かさう。 逗留の 中に 主の 像。 描い 

かたみ 

てな りと も 作って なりと。 伯母が 形昆に 

しょて 

下されと 願うた n から 取り か &り。 初手 

に 出来た は 打破 わ 捨て 二度目に 作り立て 

られし を。 同じく 是も打 碎き。 * 三度 目 

に此 木像 作り上げて 仰し やる に は。 S 前 

の 二つ は 形ば かり。 精魂 もな き 木 偶人。 

是 は乂！ ^相が。 魂 す筐 とて 下されし 主 

の 姿。 *f 物 をい ふまい ともい はれす。 帝 

への 恐れ あれば。 逢 ひたうても 逢 はれぬ 

親子。 木と な 思 ひそ 刈 屋姬。 * 物 仰し や 

つた 父上に 逢 やって 嘸 嬉し かろ。 母 も 本 

？!; 土 遂げ ましたと 親子 三入悅 びの。 中への 

さく フシ 立歸 る。 * 太 郎が爺 親 土師の 

兵衞。 S 覺壽 これにお はする か。 お 客人の 

お 立 も 明朝 出立の 椿へ さぞ 取 込。 役に立 

たす とお 見舞 申し 手傳 ひで も 仕らう と。 

參り. かけに 輝國殿 の 旅 宿へ もちよ と付屆 


け。 枠が 幸 ひ 居り 合？。 用意 も大 かた 出 ト， 

と か-，  «K 

來 たと 聞き 先づは 大慶。 左右す るう ち も ^ 

,  傳 

う jB! 相。 一先 づ歸 つてお 立の 時分 又參る f 

の も老足 なれば。 お 邪魔ながら これに を 站 

ろ。 心づ かひな し 下されな。 兵衞 殿の 

義理々々 しい。 嫁 子の 所は內 同然 斷 りに 

及ぶ 事 か。 用が あらば 遠慮なく 仰し やつ 

たがよ いわいの。 刻限 迄はコ レ立 田。 そ 

なた の 部屋に お 寐間を とりや。 * 後程お 

目に か、 らんと フシ 姬を 連立ち 入り 給へ 

ば。 地 後 は 親子が 小聲 になり。 謂 コリャ 

道. 1- 殿し 合した 通り 太郎 ぬかるな。 氣遣 

ひな さるな 親 人と。 * 奥と 部屋と へ^れ 

行く 座敷々 々は 燭臺 照らし。 今宵 限りの 

御 奔走と りぐ 騒ぐ へば かりなり。 * 

土師の 兵衞は 一 間より そっと 拔 出で 前栽 

含 9 と ぐち 

の。 勝手 覺 えし 切 戸口 綻埝ぢ 切って 押 開 

はさみ はこ  かち： 

けば。 外から 相 圖の挾 箱 差 出す 中間 徒 若 

0 

黨。 KKn リャ やい 一一 IH 付けた 人數の 装束。 


丞相 を迎 ひの 張舆。 す はとい ふ 時間に 合 

せと。 進 家来 共 先へ 歸し挟 箱 引ん 抱へ。 

月影 漏る V 木の間く うそく 窺 ふ 同腹 

s>  «1 親 人お 首尾 は 。件の 物は參 りし か。 

枠氣遣 ひ 仕るな。 n リャ此 中に 計略の か 

の T^。  * 大事の ぎ合 爱へ くと 大庭 

の。 池の 邊 でさ、 やく 親子。 宵から 素 振 

めはなし 

に氣 をつ けて。 宿 禰太郞 に 目 放せす。 立 

田の 前が 物陰より 聞く とも 知らす 宿 痛 太 

郞。 S5 先程お 間き なさる.. - 通り。 判官 代 

輝國迎 ひに 参る は 八つの 上刻" 時 平 公よ 

りお 頼みの。 菅 丞相 狡す 工面。 楚物仕 立 

て迎 ひと 偽り。 受取って 途中で ぐつ。 と 

Li と^ 

はいふ ものの。 一番 鷄 がうた はねば。^ 

の 片意地 名 殘惜ん で 渡されまい。 *A つ 

よ ひな *J 

鶏の 鳴かぬ さきに 宵 鳴す る鷄。 これに あ 

るかと 挟 箱より 取 出し。 ® ホ、 皮 % のよ 

しろし や 3 こく  よ ^か 

い 白 相國。 * とかう する うちもう 夜半。 

、一 調子 はり 上げ 存分にう たうて くれ。 一 


聲閉 かねば 落 付かぬ。 親 人. なぜ 鳴き ませ 

ぬの。 S ィャ其 5- では 鳴かぬ il。 宵 鳴 は 

fK 然 自然 極めて は 鳴かぬ もの。 それ を 鳴 

かすが 秘密 事。 大 竹の 中へ 熱浪を 入れ。 

其 上に とまら すれば。 陽氣の 廻る を 時節 

と •<  ，だけ 

と 心得 時 をつ くる。 留竹も 挾 箱に 入れて 

來た。 * 臺 子の 湯 も 沸って あろ。 釜ぐ 

ちそつ と 取って来い。 s ホ、 取って来る 

は 易い 事。 湯 を 仕 かけて 鳴かぬ 時 は。 ハ 

テぐ どく。  * 鳴かぬ 時 は 又 分別と 親子 

が &計。 南無 ミ寶 一大事。 先へ 廻って 母 

樣へ お知らせ 申して ィャ さう して は。 ィ 

ャ いはいで は 又 こちらが。 いうて は あち 

らが こちらが と 。心 迷 ひし 7 シ胸撫 下し。 

詞宿踊 様。 太郞様 は何虚 にと。 * 尊ぬ 

はい *5 は でん 

る聲に はっと 二人が S 忘 怪顚。 鶴 隠す 挟 

箱。 あた ふた 締めて 左 あらぬ 風情。 飼ャ 

ァ事. <- しう 呼 立つ る は。 何ぞ 急な 用で も 

あるか。 さもない 事なら 不 遠慮 千 萬。 親 


人 もこの 宿禰 も。 肝に こたへ て：^ りした I 

と。 * いふ 顔 つれぐ 打 め。 S お前 方の 

佝り より 0 わしに りさ、 しゃん した。 

* 閗 えぬ 鑑合舅 君。 费迎ひ を 持へ て 菅！^ 

相樣 殺さう と は。 あなたに 何ぞ 恨みが あ 

るか。 但し は 時 平に 頓 まれし 欲に は 馴染 

の 女房 も 捨て。 母 様の 義理 も 思 はす か 

お前 捨てる 心 でも わ しゃ 得 捨てぬ 太郞 

樣。 コレ 申し 親父 樣思ひ 止って 下さり ま 

せと。 舅 を拜み 夫を拜 み。 聲も得 立てぬ 

JHf 女 7 シの思 ひ淚。 搡を顯 はせ り。 地 兵 

衞は 宿禰に 胸し。 謂 いやはや 親身の 意見 

* や. 5 こ 3 

に 逢うて。 親 も 枠 も 面目ない。 向後 心改 

める。" M 女 此事開 流しに ァ 、勿 贈ない。 

閗き 流さいで よい もの か。 地 御 得心と 

あるから は。 此世 ばかり か 未来 迄 か はら £ 

ぬ 夫婦 舅 君。 まだ 二月の 餘寒も 烈し。 炬 M 

缝に鹏 ^ め 酒。 I つ 上げたい サァ お出で 1^ 

と。 先に 立 田が それ そこ を。 心得 太郞が 接 
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、r 'しろ さ か リ， さき 

後装裟 肩先 四五寸 切られながら。 振 返つ 

て 桶み 付き。 国 F- 、 これ 人で なし 卑怯者。 

1 人の 手に も 足らぬ もの。 欺し 殺しが 本 

望か0地色女の義理を立て過ごし^#しゃ無 

念と 罵る 聲。 おと ぼね 立てな と 宿 禰が下 

着。 &元 口へ 押 込み！ fs^ せ 肝 先ぐ つと。 

フシ 一 剖り。 * 兵衛は 前後に 心 を 配り。 IS 

枠 息 は 結えた か。 氣遣ひ 召すな 只今と 

め。 さて 此 死骸 は。 問 ふに 及ばぬ この 大 

からだ  たもと 

池。 * 骸を 浮さぬ ザ ごろの 石 抉 ゃ帶に 

i り 添へ。 深みへ やれと 二人して 投 込む 

死骸 は杠 の。 血汐に 染まる 池まで も 7 シ 

立 田が 名 を や 流す らん。 n レ ほ 欲 人。 こ 

れ はこれ でも 濟 まぬ は 截。 臺 子の 湯 を 取 

つて 參 らう。 太郞 それに はもう 及ばぬ。 

鳴かす 仕様 は 身共に 任せと。 * 武士の 

IT む 憤 中 松明 手ば しかく 燈し 立て。 池の 

あ t 

中へ 明 を 見せ。 挟 箱の 蓋 あ をのけ 鷄を 上 

に 乗せ 浮める 池の 水の面 刀の 絵 差 延ば 


す 腕 I ばいに 押 遣れば。 動かぬ 水 も 夜嵐 

に 立つ や 小波のう ねりに つれ 7 シ半 段ば 

かり 流れ 行く。 詞親人 何 をな さる i 事。 

挟 箱の 蓋 を 船に して。 子供の する 業お と 

なげない。 あれが 何の 役に立つ ハ 、 、 、。 

譯を 知らす ば 言うて 聞け う。 總^ 淵 川へ 

沈んで 知れぬ 死骸 は。 鶏 を 船に 乘 せて 尋 

ぬれば。 其 死骸の ある 所で 時 をつ くる。 

幾の I 德思ひ 出し。 池へ 沈めた 立 田が 死 

骸。 今 一 I^に立てて見るぅま.SS5。 拍 

子まん が 直って 来た。 地 あれく 太郞羽 

た、 きする は 死骸の 上 か。 そ りやこ そ 鳴 

とん てん •？  とん てんか.,' 

いた は 束 天 紅 ァリャ 又うた ふ は 東天 杠。 

八つに もなら ぬ 宵 鳴の 聲 さえ か へる 卷の 

夜 や。 庭木の 塒に 羽た 、きして I 鶏鳴け 

ば 萬 鶏うた ふ。 函谷關 の 關の戶 も フシ 開 

く。 心地に 親子が 悅び。 K これから 急ぐ 

は菅 丞相。 迎 ひの 持へ 氣 がせく と。 兵 

衛は 出て 行く 切 戸口。 宿 獮 太郞 はたく み 


の 仕淺し ォクリ だめ を。 7 シへ閉 かして 入 

りに けり。 地早ゃ刻限ぞと^^瞎の椿へ0銳 

子 土 sli: 斗 昆布 腰元 共に 島臺 持たせ。 伯 

母御 フシ 座敷へ 出で 給 ひ。 詞 百日 千夜 55 

めたり とも。 別る-. 時 は 變らぬ 辛 さ。 地此 

上顆 むは 御免の 勅 詫。 歸洛を まつの この 

島臺 行末 3- ふ 2«5 斗 In^ 布。 菅 丞相 も 此聞心 

遣 ひの 御 I 禮。 ス モア 互に 盡 きぬ 御名 殘。 地 

宿 痛太郞 罷り出で。 S 御 立の 刻限と て 早 

や 門前まで 迎 ひの 官人。 刺 官代輝 國は路 

.ffc の 用心 辻 固め。 只 令 旅 宿 を 立ち 申され。 

が官 人に 譜代の 家来 を 相 添 へ られ。 

* 色 只今 これへ 參 上と 怪しの 張舆 Bk 入れ 

て。 時刻 移る とせり 立つ る。 菅 丞相 は悠 

悠 と大廣 間より 出で させ 給 ひ。 舆に 召す 

まで 見送る 老母。 人前 作って にこく と。 

f ノ 泣かぬ 別れ ぞ 哀れなる。 * 宿 彌太郞 

も 御 見立て 鬥 送りして 立歸 り。 ャレ嬉 

しゃ： H 舞が 付いた。 覺羃樣 もお 氣 休め。 
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寐 間へ ござって ィャ寐 たうても 寐られ ぬ 

ご *v しょく 

わい の。 寐られ ぬと は御氣 色で もァ レま 

ひとみち 

たいの。 客 を 立てて 嬉しい と。 一 道な iJt 

殿の 悅び。 一 つ 屋敷に ゐ ながらの 暇 乞 も 

得せいでの。 刈 屋姬が 悲し かろ。 人の 逢 

ふの も 羨 か， つと。 かけ 構 はぬ 立 田 さへ そ 

れで 態と 呼 出さなん だが。 機嫌よう 立た 

しゃった を悅 びに はな ぜ來 ぬぞ。 誰ぞ It;: 

て 見て こいと。 * いふに きょろ つく 宿 翻 

太郞。 7 シ 腰元 ども は 立 戻り。 詞奥 にご 

ざる は 刈屋姬 只お 一 人。 立 田 様 は ござり 

ませぬ * 何ぢ やい ぬ。 內 を 放れて どこ へ 

いき やろ。 *今 一 度見てこ ぃ^^敷の隅々 

かくれ， f -。 尋ね/ \ と 吟味の 嚴 しさ。 

提燈 手ん 手に 若黨中 幾人 あっても 行き 

届かぬ。 花 擅 築山 手分けして 尋 ぬる 輿の 

はた  な ♦< ち 

池の 端。 芝に 溜った 生血 を兒 つけ コリ 

ャく此 血の 流れ込む。 池 を 捜せと 聲々 

やつ-一 ども  み なぞ-一 • 

に。 水心 得た 奴 共 飛込みく 水底より。 


かづき 上げた る 立 田が 死骸。 フシ 驚き 騷 

ぐ 家 內 の 騒動。 * 太 郎は鼻 も 動かさす。 

詞 殺した 扠は內 にあろ 詮議 濟む 迄 門 打つ 

て。 家来 共 動かすな と。 地 喚き ちらせば 

ひめ  t ろ 

母 覺壽姬 も かしこへ 轉び 出で。 コハ誰 人 

し i: ざ  $ 

の 所爲ぞ や。 先から ぉ顏を 見なんだ は。 

伯母 様のお 傍に と 思 ひ 設けぬ この 死骸。 

父上に は 生別れ お前に は 死別れ。 時 も か 

いっとき 

はらす 日 も か はらす C 悲し さつら さ 一 時 

に。 か.^ る 例 も ある 事 かと ス モア 老母に 

くやみ-なき  I  )  , , 

取 付き。 悔泣。 ヲ 、 S 道理々 々。 そなた 

はおれが 傍に と 思 ひ。 おれ は そなたが 傍 

に 居る と 思 ひ 違 ひが 娘が 不運。 * 母が 因 

果 でお ぢ やる わと かつば と 伏して 正體な 

し。 太郞 傍へ 立 寄って。 詞淚が 死人の 爲 

に はならぬ。 女房 どもへの 追善に は 殺し 

た 奴 を ひつば り 切り。 壜 これにて 訟議仕 

はな  あぐら 

らんと 綠 端に 大胡 iis5。 男女に 限らす 家來 

の やつばら 片端から 設議 する。 マァ とつ 


付に をる % 内め。 身が 前へ 出 あがらう。 

ナイくな いと 地 御前に かつ 撙ひ。 お 人 

は 知らす 拙者め にお 疑 ひ は ござない 喾。 

お 死骸 を 取上げた。 御 褒美 を 下されう で 

1 番 にお 呼出し。 忝い 義でご はります る 

で ご はります。 ャァ禍 々しい 褒美と は橫 

着 者め。 立 田が 死骸 池に ある を汝 はどう 

して 知り をった それ 吐かせ。 ィャ あの 尻 

も 天窓 も 見やう は ご はり ませぬ。 池の 

深みへ 芝から 傳 うた 血 を證據 にャァ ぬか 

ひ あか り  1 

すな。 提燈 の. W 明で。 それが それと 知 

れ， る もの か。 うぬが 殺して 沈めた 池。 外 

の 者が どうして 知らう。 血の 分で は言譯 

立たぬ。 これ はお 且那 無理 おっしゃる。 

言譯 立た うが 立つまい が。 池が 血へ 流れ 

込んだ 其 外 は 存じ ませぬ。 ャァ 池が 血へ 

流れた と は。 血迷うて 何 ほざく。 き やつ 

詮議 場で 水 くら はせ。 白狀 さする それ 引 

立てと。 地 宿禰も 接いて 立つ 所 を 老母 押 


止め。 s ィャ資 める に 及ばぬ 詞 のてんで 

ん。 嬉し や 娘の 敏が 知れた。 ハァ 貴め な 

と は H< 晴ぉ 高。 《? 科 極った 罪人。 女 共 

へ 手 向ける 成欧大 3«裟 に 打 放す。 院 を 左 

右へ 引 張れと 刀 投げ 立 寄る 宿 痛。 S ィャ 

とお じん け さ 

成敗 は 常の 科 人 si« 装に 切って はた 1 思 

ひ。 苦痛 させねば 腹が 癒ぬ。 娘の 敏初太 

刀 はこの 母。 统は S5t 殿 刀 を 借る と。 逢 か 

ひぐ しく も 棲 引上げ 向 ふ目當 はねに あ 

ら. f-" 油 斷太郎 が 弓手の 肋骨 突 込む 刀に 

宅 は。 7 シ命 拾うて 逃げて 行く。  * 宿 

痛 太郞は 急所 を 刺され 閣錄 き 苦しむ 息の 

下。 身 どもに 何の 科あって 老！^ めが と 言 

はせ も 果てす。 a: 覺 えない とはい はさぬ 

(0 わが 科 を 人に 塗り。 成 耽 をして 見 

つ 1 さぎ 

せ だて。 港 はせ 折った 下着の 棲 先 切れて 

ある。 その 切れ は コリャ 立 田が 口に 聲立 

て させぬ 無理 殺し。 齒を «1 みしめ 放さぬ 

棲 先。 切った 事 を 打 忘れ。 おのれが 科 を 


おのれが 顔 はす 極 重 悪人。 * 死骸の 前で 

た きも さき 

敲を 取る 母が 娘へ 手 向の 刀。 肝 先へ こた 

へた かと 大の男 を 仕と める 老女。 流石に 

河 內郡領 の。 武藝の lilf されし 7 シ 後室 

とこ そ 知られ けれ。 * や k 時 移れば 5: 宫 

輝國 只今 これへ 御 i と。 家来が 申す に老 

母 は 驚き。 SS 丞相 は 先程お 立ち 誰 を迎ひ 

に。 心得ぬ 事ながら 此方へ 通し ませい。 

刈 屋姬は 輿へ 行き や。 こいつ はまちつ と 

苦痛 を さすと。 *f 刀 を 其 儘 k 押 退け フシ 

出迎 へ ば。 *fa. 國も早 ゃ入來 り。 飼お 迎ひ 

の 刻限。 御用 意よ くば 早 やお 立ちと。 蠊申 

す 詞の先 折って。 S 輝 國殿何 おっしゃる。 

丞相の 迎 ひに は 足下の 家来が 先程 見え。 

いっとき 

請 取って 歸られ たはもう I 時 も 先の 事。 

ャァ これく 伯母 御。 身が 家来に 渡した 

と は 旁 以て 心得す。 鶴の 整に 刻限 量り。 

只今 鳴 いた 旅 宿の 鶴 八 つ に 參る迎 ひの 約 

5命ー 

束。 家来と はいう が。 直に 身共が 參 つた 


とて。 刻限 も 来ら. f 鶏 も かぬ 先。 渡し 菅 

たというて は濟む まい 。船が かりの 其^  m 

をば ご  ようしゃ 

伯 a 御に 逢 はす はこの 輝國が の 容教。 手 

;^^11の今になって名-2|^?も 一 倍。 島へはゃ 《 

らぬ 渡した とい へば それで 濟 むと。 鼻の 

先な 女子の 了簡。 K ば？^ 相の 仇に こそ なれ 

爲に はならぬ。 ® りな 申され そ。 ィャ偽 

り は 申さぬ。 庭で 鳴いた 鷄 の聲。 そこへ 

ござった 迎 ひの 衆。 渡した に 遠 ひ はない 

が。 請 取らぬ とおつ しゃる ので。 娘が 最 

期 めが あの ざま。 思 ひ 合せば 先刻に 來 

たは 智迎 ひ。 コ レ伯 母御。 の 騒動 死人 

の あるう へ « 迎ひ 整で は あるまい。 nfs 希 

しわざ  ひと とキ 

どもの 所爲 であらう。 * 一時 遠へば 三 里 

の 後れ。 追 付いて 取 返さん と 急き にせい 

てかけ 出す 輝國。 S ャァ /、刺 官先づ 待 . 

ひと 《< 

たれよ。 菅 丞相 はこれ にあり と ，一 間 

より 出で 給 ふ。 覺導 は： W りさつき に^れ 

た菅承 相。 そこに はどうして くと 7 シ 


不審の 立つ も 道理な り。 地 判官 輝國打 

笑 ひ。 ぬけく とした 伯母 御の 偽り 暫時 

の 仰天。 丞相 これに まし ませば 郞國が 安 

堵々々 。 a 見え 渡った この 御難 俵。 譯も 

閉 きたし 力に なって 進ぜた けれど。 私な 

らぬ努 固の 役目。 * はや 刻^も 移りぬ 

れば いざ 御 立と 勧む る 所に。 先程 見え 

た務 固の 役人。 たった <S '門前まで。 何ぢ 

や 善 固が ハテ よい 所へ 戾られ た。 嘘つ か 

ぬ覺壽 か證據 これへ 通し。 輝國 殿へ 晃せ 

かた  にせ やくにん ぢ tj 

ませう。 ィャ 身が 名 を 街った 役人。 直 

に 逢うて は惡 しかるべし。 地 忍んで 樣 

子 を 窺 はんと 1^ 相 諸共！ 間の 陣子。 フシ 

ひぎた 

引立て 内に 隠 れゐる。 * 舆 にさき 立つ！^ tr 

固が 大聲。 53 コ レ 老母。 輝國の 名代と け 

侮り。 とで もない 物 身 どもに 渡しよう ぬ 

つけり さ、 れ たの。 これ は 迷惑。 1^ 丞相 

を 請 取りながら。 とで もない と は 何お つ 

しゃる。 ァレ まだぬ つべ り。 承 相 は 丞相 


でも。 木で 作った は 此方に 入らぬ。 付 

の菅 1^ 相。 替へ る氣で 持って来た 木像。 

コ リャ此 興に と 地い ふに 覺壽も 心 付き ェ 

ェ 忝い。 さて は 魂 を 籠め られし 木像で あ 

つた かい。 猶も 證據を 見届けん と 心の 悅 

こなた 

び押隱 し。 詞 此方の 言 分合點 がいかぬ。 

其 木像 見せさつ しゃれ。 ヲ 、 しゃち こば 

つた 荒木 作り。 堆サァ 今 見せう と 明ける 

戶の舆 に 召した は 木像なら ぬ。 優美の 姿 

菅 丞相に つ こと 笑うて 立 出で 給へば。 瞀 

•  J  k ろ あて 

固 はぎよ つと 呆れ顔。 覺壽も 違 ひし 心當 

障子の 內と今 見る 姿。 心 どき まぎ 疑 ひな 

がら。 ァ、 よう 戾 して 下さった。 糙に 

伯母が 請 取りました。 ャァ どこへ くそ 

り やならぬ。 ならぬ とはい ふ ものの。 連 

れて歸 つて 見た の は 木像。 すり か へられ 

たと 氣が ついて。 かへ に 戻った 爱 では ほ 

んの菅 丞相。 おれが 目の 惡ぃ のか。 見所 

によって 變 るかい。 * ィャ變 らうが か は 


るまい が 戻された 菅！^ 相。 いざ 此方へ と ，， 

立 寄る 覺毒。 ャァ のぶとい と 突飛ば し丞 

相 を 又 舆に乘 せ。 戶を 引立てて 家来に 向 

ひ。 わい らも 様子 を 見る 通り。 いかにし 

て も 怪しい 事 ども。 此分 では 歸られ す m 

念のため 家 捜しす ると。 k 込む 先に 宿禰 

太郞。 半死 牛 生の た 打つ 苦しみ。 南無 三 

はう 

寶太 郞樣が 切られて ござる。 且那々 々と 

呼ぶ 聲に警 固の 中から 親 兵衞。 前後 も更 

に辨 へす 走り 寄って 引 起し。 コリャ 枠。 

この？ i 手 は どいつ が 所爲。 7 シ 相手 を 知 

ら せと 氣 をせ いたり。 K なう 兵衞殿 相手 

は姑ァ 、私が 手に かけた。 ャァ聲 を 手に 

ゆにと が 

かけ 落着き 自谩。 何 科あって 身が 枠 をャ 

ァ とぼけさ しゃん な 椏 殿。 そいつが 立 

田 を 殺した 時。 こなた も 手 傳ひ仕 やろ が 1:=^ 

の。 娘の 敵 切った が 何と。 轡迎 ひの 棟梁 ^ 

殿。 何もかも 編 はれ 時。 さつば りと いう g; 

た/.、。 ェ 、续 念々 々。 枠め が 出世 を 思 m 


ひ。 時 平 公に 1^ して 菅 丞相 を 殺さん 

に と，  おは 

爲。 鶴に f お？？ させ。 十が 九つ 仕 終せ た 兵 

衞が方 i^。  树り娑 めに^ぎ 出され g« さ 

れた 枠が 敵。 焭悟 ひろげと 飛び か、 る を 

ャァ さは させ じと 判官 蹄國。 小 蔭より 顯 

はれ 出で 覺毒 を圉 うて 突っ立ったり。 ャ 

ァ どなたが 出ても びくと もせぬ。 兵衞が 

たくみの 破れ かぶれ 死物 tji ひの 働き 見よ 

と。 切って が V れ ばかい く  り 持った る 

刀 踏み 落し。 利 腕 &| んで 引つ くり かへ 

し 。足下に 踏 付け 大昔 上げ。 S ャァ 輝國が 

家來 共。 Sit 者 めら を 片端から 括れく と 

いふ 聲に。 始の 擬勢ね けノ、 に フシ 一 

人 も らす 失せたり。 * 覺專 はとつ か 

は 舆の戶 の 明く ろ 間 さぞ やお 氣 詰りと。 

內を 見れば こ はいかに 蟹の 木像 又： E り。 

これ はいかに と立歸 りこな たの 障子 押 明 

くれば。 伯母 御 5^ がせ 袷 ふなと。 菅 丞相 

の 御詞。 愛で も： E り 彼虑 でも。 ：^りびく 


りに 心の 迷 ひ。 どちらが ど うぢ や 輝！ i 殿 

目 利な されて 下されと。 問 はる-人 も 問 

ふ 人 も クシ 呆れ果て たるば かりなり。 地 

まどろ 

丞相 重ねて。 ョ輝 國の迎 ひ逞參 故。 陲 むと 

もな く 暫時の 間。 物騒し く閉 えし 故 窺 ひ 

見れば。 兵衞 がた くみ 太郞が 所爲。 熥立 

田の 前 はは かなき 最期 是非 もな し。 伯母 

御の 心底 さ こそく。 某 これへ 来らす ば 

か \ る 歎き も ある まじと 今更 悔みの 御 

淚。 S ィャ 娘が 命 百 人に も。 替へ 難き 大 

事のお 身。 怪我 過ちの なかった を 悅びこ 

そ すれ 何の 泣 こ。 何の。 くと *f いふ 目 

に淚。 なう 輝國 殿。 惡 事の 元 は その 兵 

銜。 此 世の 暖を 早う く。 太郞も 共に と 

ちと r  ， 

立 寄って 髻 引上げ。 丞相の 堅固の 有様。 

おのれ 親子に 見せた が 本望。 娘が 恨み も 

晴れつ らんと 7 シ 刀を拔 けば 息 培えたり。 

JI へェ 憎いながら も 不便な S ざま。 * 有 

爲轉變 の 世の なら ひ。 娘が 最期 もせ 刀。 


I 耳が 最期 も此 刀。 母が 罪業 一 消滅の 白髮も 

同じく 此 刀と。 取 直す 手に 髻拂 ひ。 初 龍 

まご  すご  はち しら 

孫 を 見る 迄と。 貯ひ 過した 耻 白髮。 孫 は Sf 

得 見いで 憂目 を 見る。 娘が 菩提。 ，逆 緣， is 

ながら 弔 ふこの 尼。 種々 因緣 而求佛 道。 

南無 阿彌陀 佛と唱 ふれば。 菅 1^ 相も唱 名 

の。 聲も淚 に 7 シ 回向 ある。 地判 官 S. 國大 

ご ぜ やん  さが 

きに 感じ。 伯母 ®; 前に 先 とられ SI に 退つ 

たお のれが 成 耽。 强欲 非道の »tl- と 水 も 

たまらす 打 落す。 覺壽は 木像 抱き 拘へ菅 

丞相の 右手の 方。 II 座 を 並べて 直し 置き。 

85 兵衞 親子が たくみ も顯 はれ。 何も彼も 

納まりし。 * この 木像の 思議な 勸き。 

かる、 例 も 7 シ ある 事 かや。 ョ 5- やとよ 

最前 もい ふ 如く。 匹夫々々 がた くみ も 顧 

はれ。 我が 急難 を遁れ しも 暫時の, 眠 前 

後 を 知らす。 木に 彫み 筆に 霞く。  % は 本 

朝 名高き 繪師。 巨 勢の 金 岡が 書いた る 馬 

は。 夜なノ、出でて萩の戶の获を^?ひ。 e 
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おに も 名 ® の譽" 突 道 子が M 翁の 

雲 龍 雨 を 降らせし^も あり。 また 神の 尊 

像 S ^網な どの。 人 Q 命に 代らせ 給 ふ 例 は 

か ぞへ盡 されす。 5; ば 相丞が 三度まで 

作り直せし 物 なれば。 木に も魂備 はって 

我 を 助けし もの やらん。 表具 詞 識者の 爲に 

罪せられ。 地 身 は 荒 礎の。 ギン 島守と。 朽 

かたみ  . 

ち果 つる 後の世まで 形見と 思し 召されよ 

と。 ナ ホス 仰せ は 外に 荒木の 天神。 河内の 

？-師 村道 明 寺に 7 シ殘る 威德ぞ 有難き。 

*f 輝國 四方 を 打 眺め。 思 はざる 儀に^ 

を 取り。 夜 も 明け はなれ 候へば 御 立ぞふ 

と 申す にぞ。 ハル フシ 又改 むる。 暇 乞。 伯 

母が 寸志の 錢^ せん 用意の 物 こなたへ 

と。 刈 屋姬の 上着の 小袖 かけた る i 籠 諸 

共に。 7 シ御傍 近く 取 直させ。 地浪風 荒き 

楫枕餘 寒 を 凌がせ 申さん 爲。 伯母が 心 を 

たきしめた 小袖 を 島まで 召さる. * 樣に。 

輝蘩 のお 世話ながら ス モア 親み。 まする 


と ありければ。 a これ は 宜しき 進ぜ 物。 

a 苫 の！！ 防ぐ とめ 木の 小袖 家来に 持た 

せ參 らんと，' 立 寄り 伏 籠に 手 を かくる。 

1^ 相し ばし と 止め 給 ひ。 御 恩 を 厚く 飽 

め 給 ふ 伏 にかけ し此 小袖。 中なる 香 は 

めい  ふせや か 

きかね ども。 名 は 大方 伏屋 か 刈屋。 伯母 

御前より 道眞 が。 申請け し 女子の 小袖。 

yr せ は つみん ど 

g も狹き 罪人 

が此 儘に お預け 申す。 わが 小袖と 思しめ 

し。 立 田の 前が 追善の。 佛事も 共に と 伯 

母御 前の 心 を 悟る 御詞。 骨身に こたへ 忍 

びかね 思 はや わつ と聲 立てて。 歎く に K 

はと 7 シ輝國 も 心 を。 感じ 萎れ 入 る。 * 

覺壽の 心 は i 籠の- §:。 泣いた は 結句 あの 

子が 爲。 ^れに ちょっと 只 一 目 伯母が 願 

ひ を 叶へ てと。 立 寄る 袖 を 引止め。 S8 お 

年 故の そら 耳 か。 今 鳴いた は储 に鷄。 あ 

の 聲は子 鳥の I 曰。 子 鳥が 鳴けば 親 も。 

* 鳴く は 生あるなら ひ ぞと。 心の 歎き を 


隠し 歌。 鳴けば こそ。 ^れを^1.,-げ幾の 

音の。 * 聞えぬ 里の。 曉 もがな と フシ 詠 じ 

捨て。 地名 殘は つきす お 暇と 立 W で 給 ふ 

御詠歌より。 今 この 里に 鷄 無く 羽た. -き 

もせぬ 世の中 。や 伏 籠の s: を もれ 出づ る。 

姬の思 ひ は 羽ぬ け 鳥。 前後左右 を圍 まれ 

て。 父 は 元より^の 鳥。 雲井の 昔。 忍ば 

さすら へ 

る-。 左遷の 身の 御 歎き。 夜 は 明け たれ 

ど 心の 闇路。 照す は 法の 御 誓 ひ。 道 明ら 

だう みやう じ  .! 

けき 寺の 名 も。 道 明 寺と て 今 も摘榮 えま 

します 御 神の 生ける が 如き 御 姿爱に 残れ 

る 物語。 盡 きぬ 思 ひに せきかぬ る溴 の。 

玉の、 木樓 ん樹。 珠數 の數々 くり かへ し。 

歎きの 聲に只 一 目 見返り 給 ふ 御顔ば せ。 

これ ぞ此 世の 別れと は 知らで。 刖る \刖 

れ なり 

第 三 

地 鳥の 子の 巢に 放れ 魚 陸に 上る と は。 浪 
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人の 身の iff。  f;1 相の 舍人梅 王 丸。 主 

君 流罪な されて より 都の 事 ども 取 賄 ひ。 

isk お <t ねんと 笠 ふか.. V- と 深 

^0  7 シ 土手の 並木に さし か i れば。 « 

向ぅからも深編笠我に^^はぬ-ての扮装_ 

互に それ ぞと 近く 寄り C  S 梅 王 丸 か C こ 

れは Z 、楼 丸。 ャレ そちに 逢 ひたかった- 1 

マ ア^す 事 k く 事 ありと a 兄弟 木! 8 に 笠 

傾け。 S 扨 先づ問 はう 其方 は 日 外 加 茂 堤 

より。 宮姬 君の 御 统慕ひ 尋ね 行きし と。 

がいが 八重の 物語。 何とお 二方に 尋ね 逢う 

たか。 成程 道に て 追 付き 奉り、" 菅 丞相 御 

流罪と 閉 くより 對 面な さしめ 奉らん と。 

P ナね 

安居の 岸 迄 御供せ しに 御 對面叶 はす。 鄹 

a 殿の 計 ひに て。 御 歸洛願 ひの 妨げと お 

1 i 方の 莉綠も 切られ。 姬君は 土 師の里 伯 

母君の 方へ 御出で。 ^&世の^«1樣は法皇の 

ぐ ぶ  を さ 

御所へ 供奉し 奉り 事 治りし と いひな が 

ら。 ！ E まらぬ は 我が身の 上。 冥加に 叶 ひ 


お 車 を 引く その あわ 難い 事 打 忘れ。 賤し 

い 身に て 戀の取 持 終に は 御身の 仇と な 

り。 宮御 謀叛と 讒言の 種 持へ。 埭 Si 恩 請 

けたる 菅 丞相 樣流罪 になら せ 給 ひし も。 

皆 この 櫻 丸が なす 業と 思へば 胸 も 張 裂く 

如く。 今日 や 切腹。 明日 や 命 を 捨てう か 

と。 思 ひ 詰め は 詰め たれ ど C  佐 太に お 

はする 一 人の 親 人。 今年 七十の 賀を祝 ひ。 

兄弟 三人 嫁 ニー 人。 並べて見ると 常春より 

悅び 奥み お はする に。 * 我！ 人缺 ける 

ならば 不忠の 上に 不孝の 罪。 せめて 御 祝 

儀， S うた 上と 詮なき 命け ふ 迄 も。 ながら 

へ る 面目な さ 推量 あれ^ 王と。 拳 を 握り 

齒を嗆 ひしめ。 先非 を 悔いた る その 有様 

梅 王 も ST と 7 シ 暂し詞 もなかり しが。 

ヲ、 51a 理々々 。 我 とても 主君 流罪に 逢 

ひ 給 ふ 上 は。 都に 切 まる なけれ ど。 御 

館沒落 以後 御？ *5 樣 の お 知れす 先づ此 

方 を 尋ねう か筑 紫の 配所へ 行かう かと 取 


つ 置. S つ 心 は れど。 k 方が 言 ふ 如く。 

年寄った 親 人の 七十の 賀の 祝 ひも この 

月。 これ も 心に か、 る 故 思 はす 延引。 * 

互に 思 ひ は須彌 大海。 是非 もな き 世の 有 

様と。 兄弟 顔 を 7 シ 見合せ て淚。 催す 折 

からに。 * 鉱 i 引いて 先 拂ひ先 退いて 片 

寄れと 雜色 がいかつ 聲。 SS 梅 王立 寄り 何 

人 ぞと尋 ぬれば。 本院の 左大臣 時 iefk ム吉 

a へ の御參 銃。 出しゃばって 鐵 棒く 

らふな と 7 シ言 捨てて 急ぎ 行く。  何と 

とぎょ  みや 

閗 いたか 櫻 丸 C 鬻 世の 宫菅 相 を 憂目に 

逢 はせ し 時 平の 大臣。 存分い は うぢ や あ 

るまい か 成程々々。 よい 所で 出つ く はし 

たと C  S 兄弟 道の 左右 に^れ。 尻 引寨げ 

身 構へ し 7 ゾ 今や 来る と 待ち 居た る。 飑 

あきんど ，よじん 

程なく 森く 車の 音。 商人 旗 人 も 道 をよ ぎ 

おと r  *. やう さう 

る 時 平の 大臣が 路 次の 行粧。 さながら 天 

み &き  f-ct ん やい し 

子の 御 幸の ごとく。 隨身靑 侍 前後に 列し 

tl  ザ しら 

大路 。狹 しと 7 シ s せたり。 地兩人 木蔭 を 


飛んで 出で 車 やらぬ と 立塞がる" S ャァ 

何者 なれば 狼藉す ると 顔 を 見れば 松 王が 

兄弟。 梅 王 丸 櫻 丸。 ム 、 閗 えた。 主に 離 

れ 扶持に 離れ。 氣が 達うての 狼藉 か。 但 

し は 又 此車時 平 公と 知って とめた か 知ら 

いでと めた か。 返答 次第 兄弟と て 容赦 は 

せぬ と。 白 張の 袖 まくり上げ 摑み ひしが 

ん其 勢。 * 梅 王 丸 似非 笑 ひ。 ャァ a いふ 

な/、。 氣も逮 はねば この 車 見 遠へ もせ 

ぬ 時 平の 大臣。 齋世 親王 菅 丞相 i 言に よ 

つて 御 沈 落。 その 無念 骨髓に 徹し。 出逢 

ふ 所が 百年目と 思 ひ 設けし 今日 只今。 樓 

うし  5 しおひ だけ 

丸と この 梅 王 牛に 手 馴れし 牛 追 竹。 位自 

馒で喰 ひ 肥えた 時 平 殿の ^  二つ 三つ 五 

六 百 くら はさねば 堪忍なら ぬ。 いはれ ぬ 

主の 肩 持 顔出し やばって 怪我 ひろぐな。 

ャァ 法に 過ぎた 案外 者。 ァレ ぶちのめせ 

引 括れと。 * 供の 侍聲 々に 前後左右に 

追取卷 く。 兄弟 は 事と もせす。 取って は 


投 退け 摑ん ではぶ ち 付け^ 

く^付 くれば 7 シ 傍に 近 I 

付く 者 もな し。 * 松 王 焦つ 

て。 ャ了  命 知らす の あば 

れ者。 いづれ も はお 構 ひ あ 

るな。 御主人の 目通り 御 奉 

ハム は此 時節。 兄弟と 一 つで 

ない 忠義の 働きお 目に かけ 

ん。 コリャ やい。 松 王が 引 

きかけ たこの 車と めら る i 

なら 留めて * 見よ と。 鼻 づー麵 

ら 取って 引出す 車。 ホ 、 ゥ- 

E 櫻 丸 梅 王 丸 爱 になく ばい 

さ 知らす。 一 寸 なりと やっ- 

て 見よ と。  * 兩 人？^ に 手 を 一 

かけて エイく くと 押 USA 

せば" 牛 も W 足 を 立 兼ねて 

跡へ くと 7 シカ、 9 退り 行 一 

く。 松 王 車の 後方へ 廻り。 兩 
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>  あらそ 

手 を かけて 力足 やらん やら じの 諍 ひ は。 

，れ  ご  とね 9 

佌 にも なる； 二つ 子の 舍人 互に 劣らぬ 主 

忍 ひ。 ナ ホス 命 限り 根限り 遣つつ しつ 引 

八：： ふ^。 大地 は； ま硏と 掘？ 分ち 土に にえ 込 

むホの ャ 丁 而 倒な 畜生めと。 を 放せ 

ば 逸 散に +は 離れて 7 シ馳 けり 行く。  * 

車の- s: ゆるぐ と 見えし が。 御旅 も 飾り も 

路 折りく 踏破り。 顯 はれ 出で たる 時 平 

の大 ほ。 金 巾 子の 冠 を 着し 天子に か はら 

ぬ その 粧ひ。 赫々 たる 面色に て。 ャァ 飼 

.  *^ を^へ  なお 之 

牛 扶持く らふ 靑螞 めら。 轅に とまって 邪 

魔 ひろがば。 轍に かけて 敷 殺せ。 ャァさ 

いふ 大臣 を 敷 殺さん と。 地 二人が 力に 車 

を宙 だめ。 引 繰り か へ す を 返され じと。 

谂合ふ 松 王 右へ 押せば 左へ 押し。 上げつ 

きんと 

おろしつ 二三 度 四 五 度。 爱を 先途と 揉 合 

ひし は 7 シ 祭の 祌舆に 異ならす。 S 時 平 

は 上より 金剛力。 どう ど 踏んだ る 其 響。 

車 も 心 木 も粉微 碎けし^^を銘々徵げ 


大臣 を 打たん と 振 上ぐ る。 ャァ詞 時 平に 

向 ひ推參 なりと。 地嚇と 睨みし 眼の 光。 

千 世界の 千日 月 一 度に 照す が 如くに て。 

追の 梅 王 櫻 丸" 思 はす 跡へ たぢ くく 

五 鉢す くんで 働かす スェテ 無念。 々々と 

計りな り。 何と わが 君の 御 威勢 見た か。 

此 上に 手 向 ひする と 御 目通りで 一 討と。 

刀の 柄に 手 を かくれば ャァ松 王 待てく 

と。 * 車より 飛んで おり。 s« 金 巾 子の 冠 

を 着 すれば H< 子 同然。 太 政 大臣と なって 

<x つ と と W おこな  がんぜん 

fx 下の 政 を 執行 ふ 時 平が。 眼前 血 を あ 

へす は 社參の 接れ。 助けに くい 奴 なれ ど 

も 下郎に 似合 はぬ 松 王が 働き。 忠義に 免 

じて 助けて くれる。 a ハレ 命冥加な 龃虫 

あ/一  9 

めら と 7 シ邊 を。 晚んで 進み 行き 地扳返 

つて 松 王 丸。 S よい 兄弟 を 持って 兩人共 

に 仕 合 者。 命 を 拾うた 有難い 忝い と三拜 

せよ と。 地い はれて 兩人 くわつ とせき 上 

げ。 an  、汝 にも 言 分 あれ ども 。親 人の 七 


十の 賀 祝儀 濟む 迄。 ナウ 梅 王。 ヲ、 其 上 

では 松の 枝々 切 折つ て 敵の 根 を 斷ち菜 を 

枯らさん。 ヲ 、それ は 此松王 も 親父の 賀 

を 祝うた 跡で。 梅 も 櫻 も 落花 微塵。 足元 

の 明い 中 早く 去れく。 ャァ推 參な歸 る 

をお のれに 習 はう かと。 * 詰 寄りく 兄 

弟 一 二人。 互に 残す 意趣 遣 恨 睨んで。 左右 

へ 三 a へ 別れ 行く。 ハ ル 7 シ春 さき は。 在々 の 

すキ- く. I  いち も C づく  9 

鋤煞迄 も樂々 と。 遊びが ちなる 一 農。 一 

番村 では 年 古き 人に 知られし 四郞九 郞。 

Si 義 一 遍 取得に て菅！ ^相の 御領 分。 佐 太 

しも  *4 つうめ 

に 手輕き 下屋敷お 庭の 掃除 承 はり。 松 梅 

さくら ご あいじ S つちか  ものつ く 

樓御愛 樹に& "ひ 水の 養 ひも。 根が 農り 

の鐵 仕事 我が身の 老木 厭 ひなく。 幹 を こ 

やしの 百姓 業？ シ 畑の 世話より 氣樂 なり。 

塊 堤 端の 十 作が 親 打ち かたげ 門口から。 

四 郎九郞 殿 にかと 這 入る を 見付け こり 

や 十 作 畑へ か。 ィャ K 今 仕舞うて 戻った 

り や がい ふに は。 何やら H 出たい 祝 ひ 
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ぢゃ てて。 大きな 重箱に 眼へ は ひる やう 

あさち や しほ  くひた 

な 餅 七つ。 朝 茶の 暨 にも 哈 足らね ど 貰 は 

ぬよりも 恭 い。 禮 もい ひたし。 祝 ひとは 

マァ 何で ござる。 サ イノ。 菅 丞相 樣のふ 

つて 湧いた 御難 儀。 お 下に 住む おら、 が 

身 祝 ひ所ぢ やな けれど。 爲 にやなら ぬ さ 

かいで 爲 るは爲 るが。 世間へ も 遠慮が あ 

つて。 彼岸 團子 程な 餅 七つ 宛 配った は。 

ちゃう  ねんとう 

この 四 郞九郎 丁 七十。 この 春 年頭のお 禮 

におった 時 おらが 年 をお 尋ね。 七十と 申 

なか い き 

したり や。 古来 稀な 長生。 其 上 珍ら しい 

三つ子の bl。 禁裏から 御 扶持 下され。 

とね， 

淬共は 御所の 舍 人目 出たい/、。 產れ月 

產れ 曰。 産れ 出た 刻限 違へ す 七十の 賀を 

祝へ。 其 日から 名も更 へと て。 ナウ 閗か 

お し  しら だ いふ 

しゃれ。 伊勢の II 師か何 ぞの樣 に 白大夫 

とおつ けなされた。 則ち 今日が 誕生日。 

白黒まん-たら かいは 掃 ^ へ投 つて 退け。 

a 今日から 白大 夫と いふ 程に さ う 心得 


て 下され。 それ は 目 出たい。 序ながら 

問 ひましよ。 三つ子 產 むと 扶持 下さる。 

其 謂 も W かしゃった か。 サ イノ 死んだ 女 

あた とな 

房が 産んだ 時 は邊り 隣り の 外閉。 ひ よん 

な事ぢ やと aw うたが 勿怪の 幸 ひ。 三つ子 

の 爺 I 一代 は 作り 取りの 田地 三 反。 日本 

ばかり ぢ やな いげな。 唐 迄 もさ うぢ やて 

て。 男の子な り や 御所の 牛 飼。 女郎 なれ 

ぁづ i わら は 

ば 東 童 とやら 是も 御所で つか はる >-。 

法式 は n_ ふい もの。 旦那 殿 は 流罪 なれ ど。 

- おひた  . でん s- 

おら は 所 も 追 立てられ. f 下された 田地 は 

其 儘 。そちの 嬉も 若い 程に。 a 產 ますなら 

あやか  ft かみち た £ 

おらに 肖り やと ハル 7 シ咄の 中 jj^o 迪り來 

る は 櫻 丸が 女房 八重。 今日は 舅の 祝 ひ 日 

とて 風呂敷 包 片手に 提げ。 フシ 嬉し ゃ爱 

ぢ やと 笠 取れば。 一 15 ホ、 櫻 丸が 女房 八重 

か。 早かった く。 外の 嫁御 も 摘うて く 

るか。 マァ 上って 抱へ も 解き や。 アイ ァ 

ィ ま. た 皆様 はお 出で ないか。 遲 かろと 氣 


がせいて。 淀 堤から 三十 石の 飛乘 り。 せ 

<fc びれ  は 

船の 足の 早い ので 草^も せす 早よ 來 たか 

仕 合せで ござんす る。 コレ 四郞九 殿。 

お 客 さうな もう 往に ましよ。 ェ、 四郞九 

郞と は物覺 えがない 十 作。 白 大夫 はや 忘 

り やった かいの。 ィャ 忘れ はせ ぬわい の。 

餅の 祝 ひとは 格别。 名酒吞 まねば 何時 迄 

も四郞 九郞。 ハレ ャレ 盛った を 呑まぬ 

と は。 但し はま だ 呑 足らぬ か。 合ぬ けく 

と e« いふ わち よ。 おらに 酒い つ 盛った。 

ヲ、 さっきに 盛った。 樽 や 利 は 目に 立 

ち やせん  さかし ほ 

つ 故。 餅の 上へ 茶宪の 先で。 酒暨 打って 

やった ので 二度の 祝ひ濟 んだぢ やな 

いか。 詞ェ、 それで 閉 えた。 嘆が 酒く さ 

ほか 

ぃ餅ぢ やというた。 外へ は 遠慮で さう 仕 

やろ と。 地お らは懇 だけ。 晚に來 て 

寢酒 j ぱい。 7 シぉ客 これにと 出 でて 行 

よめん 5 よ 

く。  s« 嫁 女 ァレ閉 き やった か。 今の 世の 

人 はきめ ごまかで。 おらが 始 *Q 手 cn 
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見付けて。 ^にきて 寐酒 たべう。 ハ 、 、 きして， 寄る 事 も 忘れた に。 

ハ、 ァ、 せち 賢い 窓 ぶり" ィャ 又お 前 お 千代 樣と はよ い お出 合 

もお いな S 間き も 及ばぬ 茶 宪酒ホ 、、ゝ ひ。 サ イナ 地お 舂樣に 逢 

ネ。 、、、、、と。 7.> 嫁と の睦 しさ。 うた はわし が 仕 合せ。 賑ゃ 

a 梅 王 松 王 兄弟の。 女房が 来る iSiif も。 かな 道連れ。 それ は それ 

P の に。 ，が 親父 樣。 料理の 持へ 

が。 枸祀 S を 目印に。 サァ ぢ 出来て あるかえ 。ィャ 出来 

わ こ ぢょ 

お 春 樣マァ 先へ。 ィャぉ 千代さん から てない。 和 御 女達に さす 合 

と。 an^k 士 が^での k 宜合。 白大夫 點。 こてく とむ つかしい 

づ 

可笑しが り。 S5 一時に 産れ た 三つ子の 事 はいらぬ。 今朝 搗 いた 餅 

嫁 ども。 先の 慰の 所 かい。 八重が とうか で 雜煮仕 や。 上 置 はしれた 

ら寺 つて 居 やる。 どち こちな しに 這 人れ 昆布。 隙の 入らぬ 樣に Is で 

(0 ほんに 八重 樣 早かった。 ござんす て 置いた。 大根 も 芋 も そこ 

5 そ  _ 

る 道 なれば。 春が 所へ 誘うても 下さん し に 有る. - 勝手 は 知るまい。 

よかと。 待った 程が 遅な はって 心せき a ャァ えいく と 立 上れ 

な 道す. から。 千代 樣に行 合うて つて ば。 ィャ 申し。 今日の 祝 ひ 

てんごう  したし はめな たん  め あて 

くる 道 惡戲。 今日の 祝 ひの 浸に と 嫁菜 蒲 はお 前が 目當。 料理 方の 出 

5^^<ニ人の仕業。 ョ それ はよう 氣が つい 來 るまで。 何にも 構 はす 一 

た 。春樣 ふ 約束 も。 日附の 長け たに 氣ぜ 寐 入りな され ませ。 勝手し 
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か  いだ  so 

らねど 三人 寄って 何も彼も 取 出す。 S さ ァ、 この 中 誰 やら。 才 , 

うぢ やて て 立った 棚な 物 下して やろ。 それく 。今 去んだ 十 作が 

S  ，  くる *< さぎ 

n レ くこれ 見や。 祖父の 代から 傳 はつ 咄に は。 時 平 殿の 車 先で 三 

た &ぉ^ ぢゃ。 ^^も 拾 枚。 おらが" fcj 人の子 供が 大 喧嘩。 聞いて 

な もこの 捥折 敷。 堅 地な とてかん ま へ て かと 知らして くれた。 喧 • 

手荒う 當 るな 嫁が 達。 この マァ枠 ども は の 様子 嘆 達 は 知って 居よ。 

ひとい ぴき からだ  ： . - 

なぜ 遲 い。 * 來 るまで に 一 鼾と。 歷を 車 先での 事と あれば。 時 平 

横に 差 枕 7 シ堅地 作りの 親父な り。 コレ 殿に 奉公す る 松 王が 女房。 

K 皆様。 何ぼう あの やうに 仰 有っても。 爱へ 来て 様子 をい やと。 ， 

雜煮 ばかりで は 置かれぬ。 * 釵も 焚か ざ 名が しに 逢うた は 千代が 迷 

かつをな ** ナ  す 

なるまい し 何 はせいで も 睦 ^K。 道草の 惑。 お 祝 ひ 事の 濟 むまで は 

嫁茱ぉ 汁に よかろ。 八重さん 千代さん 頼 お前の 耳へ 入れぬ がよ い 

ま、 し  》s 

みます。 此春は 飯 仕 かけう と 手ん 手に 俎 と。 三人ながら その 心。 い 

板檑粉 鉢。 米坎 桶に 量り込み 水 入らす の ら ぬ事燒 5n られ て隱 されね 

ど し ながた な 

相 嫁 同士。  刀 取って 切 刻み。 ちょき ば 申します。 K 梅 王様 櫻 丸 

く- (-と 手品よ く。 味 檑る音 も 7 シ 様 0  二人の 相手に こちの 人。 

賑 はし X。  * 白大夫 目を覺 し。 a こり や 日頃の 短氣 いひ 上って 兄弟 

枠 ども はま だ 来ぬ か。 正月から 知れて あ 喧華。 したが 氣遣 ひなされ 

る おらが，？ g ひ 日。 油斷 せう 害 はない が。 ますな。 三人ながら 怪我 も 


なく。 其 場 は それで 濟ん だれ ども。. もち 

やくち や 云うて ゐられ ます。 春さん 八重 

さんお 前方 もさう であろ。 氣の 毒な 男の 

不機嫌。 成程々々。 千代さん のい はんす 

通り。 今日の， S ひ をい ひ 立てて 兄弟 御の 

中 直し。 * 親御のお 詞か& らいで はと。 

かぺ そしょう  わ r  9 よ 

フシ 男 思 ひの In 訴訟。 ェ、 和 御 察 達に 

問うたら ば 知れう と 思うた。 喧嘩の 筋 知 

たね はら いっと 會 

つて ゐて もい はぬ か。 同じ 瓶 腹。 一時に 

ぺもく  ふたご 

生れた 枠で も 心 は 刖々。 よう 似た 顔を孖 

とい へど。 それ も それに は 極まらぬ。 だ 

夫子 も あり 又 顔の 似ぬ 子 ある。 マァ大 

槪 顔が 似れば 心 もよう て. - 兄弟の 中 も 

よい もの ぢゃ。 おらが 枠 共 li が 見ても j 

さく  %1 

作と は 思 はぬ。 生ぬる こい 樓 丸が 顏付。 

理窟め いた 梅 王が 人相。 見る からどう や 

ら 根性の 惡 さうな 松 王が 面 i い ャ 千代が 

そ さう 

傍で 齒相 いうた。 氣 にかけ てた もんな。 

マァ 怪我が なうて 稳 しう をり やる。 怪我 


の に。 孫め は^な か。 連れて来て 顔 見 

ラち 

せいで。 ャァ とかう いふ 中もう 七つ ぢゃ 

さる  ( 

* おれが 生れた は 申の 刻限。 料理 も大か 

た 出来た であろ。 S 嫁た ち 膳 を 出さぬ か 

い。 アイく く。  * 刻限の 過ぎる ま 

で g 合 衆 は なぜ 見えぬ。 千代さん 八重 さ 

ん 道まで 往て 見て 来まい か。 爱で 待つ よ 

り 三人ながら ござんせ 往 かう。 ™ ャァ嘆 

たち 何い ふ ぞい。 子供 ども は 来て ゐるゎ 

いつ ァノ 來てぢ やと は何處 にく。 ェ ヽ 

鍵な 嫁 共。 そこに 居る を 得 知らぬ かい。 

コ レ 三本の あの 木が 子供 等。 梅 王 松 王 櫻 

丸。 顔 は 接ら す 揃うて ある。 勿體 ない 菅 

丞相 樣。 く-める やうに いはし やました。 

生れ 日の 刻限が 違ゃ惡 い。 祝儀に は 陰の 

膳も据 ゑる 習 ひ。 サァく  * 早う と白大 

夫が。 いふに 翁豫 もな り 難く 俄に 盛. 5 や 

ら箸 打つ やら。 椀の 向う の 小皿に 薛。 先 

づ I 番に 親父 樣 これでお 坐りな され ませ 


と。 給仕 は 元よりなら はね ど 貝 勦れ 閗 „© 菅 

れ立 振舞 7 シ 八重が 配膳 與 所め けり。 S  g 

ィャ おれ も彼虑 へい こ。 ィャ 土間で は 冷 i 

えが 上ります。 地 やつば り爱 でと 押 供へ。 接 

これ か ら 夫 の 給仕ぎ を 捧げて 庭に 下 

り。 この 梅の 木が 梅 王 殿。 枝ぶ りすん と 

日頃の 八重が 連 添 ふ 男ぶ り。 フシ 

木ぶ りも吉 野の 榑丸。 〈*7 シ これ は 千代 

まで 添 遂げる。 女 夫が 中の 若綠色 も艷々 

ひよ い。 S 松 王 殿で 子 達 も 揃 ふ。 サァ 

親父 樣 地目 出た うお 箸。 7 シ なされ ま 

せ。 ホ 、 なされう とも/ \。 親が ひに 

座が 高い。 子供 どもへ ドレ 挨拶。 * ハテ 

もう それに は 及び ませぬ お 加減の さめぬ 

うち。 K ィャ くお 春 そでお ぢ やらぬ。 

親で も 子で も 極まった 辭宜 作法と。 庭 

に 下りる も餘 やかに 樹の 前に 長り。 ヨ子 

供 衆。 何も 御座らす とも 斯う まねって 下 

されい。 親が 折角お りての 辭宜。 辭 i^*^ 


«習手^^^原蓊 


したうても 動かれぬ は 知れて ある。 爱で 

(0 地 ハ、、 、嘆た ち 餅を眷 やい のと 

フシ 尻 もちつ いて 悅び笑 ひ。 地 わが 瞎に押 

直り 箸 を 取る より。 ムゥく  扨 梅ぢ 

や 味し く。 三人の 嫁 女達。 給仕 も 偏い 

きせぬ 様に。 三 杯 は^ふ 合點 で。 ® ぉぢ 

やらし まする ぢ やなん よえ。 ハ、 、、！ IS 

こり や 新しい 三方 土  誰か 持って来 まし 

たぞ。 ィャ それ は 八重さん の。 ハテ氣 が 

付いて 恭.^  。春 も 何 ぞくれ るかい。 地 ほ 

H- でみ やげ 

んに 忘れて をり ましたと 扇 三本 袖 土產。 

中の 禱は梅 松 櫻お 子 達の 數を 祝うて。 三 

本ながら 末廣 がり 目 出た う 祝うて 上げ ま 

する。 Sin リャ めでたい 忝い。 中の 搶も 

咄で 知れた。 明けて 見る に 及ばぬ 此儘此 

戴きます ると 《5 機嫌に 千代が 抉 か 

ら。 これ は 诚の有 合で 私が 縫うた 手づっ 

頭巾。 頭に 合 はすば 鏠 直さう。 お召しな 

されて 下さん せ。 B8 ヲ、 どれ も.，^ 不足 


-1- ろづ 》< 

もない 心 付な おくり やり 敉。 サァ 1^ も濟 

んだ わ。 おれが 瞎 から 上げて たも。 子供 

も 9 なほ 

等が 瞎は 盛った 俊。 冷えた であらう 盛 直 

して コ レ鳴 達。 地 二人前 宛 la てた もや。 詞 

わたしら  ぬし 

イエく 私 等 はま そつ と 待って。 主 達 

が 見えてから 打 並んで 祝 ひましよ。 そん 

なら それよ。 おれ は 村の 氏神 樣へ參 つて 

來 ませう。 そんなら ぉ參 りなされ ませ。 

ヲ 、 く往 きまし よ。 持へ て 置いた 十 I 一 

銅 そこに あろ 取って たも。 三本の この 扇 

末廣 うに。 子供の 生 先 氏神へ S 頼んだり 

見せたり せう 0 ャァ 八重 はま だ 參るま 

い。 手ながら 述立 たう。 サァ くこち 

へと 機 嫁よう ォク。 表 を。 へさして フシ 出 

でて 行く。  コレ 千代さん 。年寄らし や 

つても 物覺 えがよ い 事。 こな 樣ゃ この 春 

は 氏神 樣 知って ゐる。 八重さん は 今が 始 

め。 いはし やん すり や 其 通り。 物覺ぇ Q 

よい 親御に 違 ひ。 物忘れす る 子供達。 


松 王 殿 何故 遲ぃ ぞ。 こちの 夫 も なぜ 見え 

ぬ 51 し は 來ぬ氣 か。 as 今日 見えいで よい 

物 かいな。 それ こそ 其 處へ松 王 殿。 ェ 、 

これ 女房 を 立つ そに 立た して。 刻限 過ぎ 

た を 知らす かい 。ャ アベり くと 喧しい。 

時 平樣の 御用あって それ 仕舞 はねば 動か 

れ ぬ。 先へ 參 つて 其譯ぃ へと 云 付けた を 

忘れた か。 梅 王 も 櫻 丸 もま だ 来ぬ さうな。 

親父 殿 も 内に ござらぬ。 サァ その 親父 樣 

は 八重 樣を 同道で。 地 もちつ と 先に 氏神 

參り。 兄弟 衆 はま だ 見えぬ。 18 ソレ 見. S 

な。 遲 いとい ふ おれ は 主持ち。 梅 王 も 櫻 

丸 も 主な しの 扶持 放され。 用 もない 和郞 

ほん 

達が 遲 いのが 眞の遲 いの。 お 春 殿 そぢゃ 

ないかと。 * 詞の 端に も 7 シ殘る 意趣。 地 

梅 王 も 日脚 はたける 急いで 來 か. - り 突 

そむ 

つか \ り。 松 王に は 顔 ふり 背け。 お 千 

代 殿 今日は 大儀。 コリャ 女 ども。 親 人と 

櫻 丸。 八重 も 爱には なぜ 居 やらぬ。 ィャ 
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今 も 松 3 樣 のお 1* ね， - 樓丸^ はま だ兑ぇ 

ぬぉニ人は^«1參り。 ム、 樓丸 はどうし 

て來 ぬな ァ。 待 兼ねる 者 は 来いで C 胸の 

わるい 兑 とむな ぃ頰 がまへ と。 * 梅 王に 

常て こすられ。 松 王が 一徹 短慮。 あた 

ぶの 惡 いねす り 言い ひ 分 あらば 直にい や 

れ。 何の われに 遠 ぼせ う。 わが 頰 がまへ 

を 見る ffi 々ゲ イノ、 と 虫 唾が 出る。 ハ 、 

ハ、、 ハ レ 申したり 腹の 皮。 この 松 王 は 

生れつ いて 淚 もろい。 樓丸ゃ 其方が やう 

や おとが ひ 

に 扶持 放されの 痩 頭。 ひだる 力ら うと 甲；？ 

うて やる が 兄弟の よしみ だけ。 ホ、 扶持 

放されと 笑 ふ 船が。 噙 ふ 扶持が ろくな 扶 

持 か。 錢丸を 食す とい へ ども。 心？！ S れた 

る 人の 物 を 請けす と は。 八様大 菩薩の 御 

託宣。 心 汚れた 時 平が &持 有難う 思 ふ は 

な。 人で なしの 猫 畜生。 ケア 畜生と は 舌 

なが 

長な 梅 王。 今一 言いうて 見い。 ホ、 望み 

なら 安い 事。 畜生々々 どう 畜生。 * もう 


救され ぬと 松 王 丸 刀の に 手 をが くれ 

ば。 梅 王 も 反 打 返し & 寄り 詰めよ る 二人 

の 女房。 a これ はマァ おとましい 氣が違 

うたか 松 王 殿と。 埯 千代が 夫 を 抱きと む 

おや 5  i 

れば。 七十の 賀を祝 ひに 來て 親父 様に 逢 

ひもせ す 。反 打って どうさし やる 。祝 ひ 日 

に拔 いてよ いか こちの 人 梅 王 殿と。 刀の 

柄に しがみつく。 女房 春 を 取って 突 退け。 

m 七十の 賀 でも， g ひ 日 でも。 堪忍袋の や 

ぶれ かぶれ 留 立して 怪我す るな。 コリャ 

松 王お くれたな。 女房が 留める を 幸 ひに 

まう 

頰 げたに 似ぬ 院 なしめ。 ヲ 、 留めら る、 

を 幸 ひとは。 わが 心に 引 絞べ て 松 王に は 

慮外の 雜言。 身が 女房が 留めた より 其方 

が 女房が。 親に もま だとの 一 言。 阡 先へ 

きっと 中り。 i» へ./^/、 たがもう 堪 

らぬ。 * 眞痴の 勝負 は 親 人に 逢っての 後。 

はらいせ  A ん にん 

それ迄の K» に 砂 かぶらせねば 堪忍なら 

ぬ。 千代に これ を 預ける と 兩腰拔 いて 1« 


り 出し。 7 シ祸 引赛げ て身搏 へ。 ョホ 、畜 

生めが こり やよい 了簡。 樓 丸が 来る 迄 は 

松 王が 命 松 王に 預ける と。 煽 同じく 兩暖 

&り 捨て。 匁 物 を 渡せば 血 は あやさぬ。 

女房 共 邪魔す るな とつつ と 寄って 綠 より 

下へ 路 落せば。 早速の 松 王 落ちさ まに 諸 

あし  まつ さかさ 

足 かけば 梅 王 丸 sil 樣に 落ち かさなり。 

ョ^5^^ぁひ 裙きぁひ。 組んで は 放れ。 離 

れては 又 組合 ひ。 1^ 付け 引 伏せ 欲つつ。 

踏ん づ。 乂9双方カも同ぃどし血氣<^^_り 

の 根 競。 * 千代と 春と は 二人の 兩膝。 取 

られ もせ うかと 氣づ かひ 半分 傍へ も 寄 

られ す。 ハァ くくと 心 を あせり 氣を 

た- 

もみ 上げ。  S どちらが 勝 も 負 もせ ゃ搏き 

ぞんぶん 

合うた が 二人の 存分。 梅 王 殿もう よい わ 

いな。 核 王 殿もう 置かし やん せ。 * やめ 

てく とい ふ をも閉 かす。 S 勝負つ かで 

はむ だ 働き。 &げ てく れんと 松 王 丸。 嵩 

にか、 つて 押す 力。 ひるまぬ 梅 王つつ 


かくる。 肩先 ひねって がっくり させ。 横 

に 慰へ る 松の木 腕。 K 劣らぬ^ 骨 K く 梅 

の 木" Mog みもぢ つて 押 合 ふ 力 0 地 双方 一 

度に こけ か V り。 もた る X 拍子に 櫻の 立 

木。 土 際 四 五 寸殘る 木の 上 は ほっきり ぐ 

わつ さりと。 S 折れた に 驚く 相 嫁 同士。 

二人が 勝負 も 破れ 角力 7 シ俱 に。 呆れて 

手 を 打 拂ひ。 うろつく 中へ 早 下向。 調ァ 

レ 親父 様のお 歸りぢ や。 白 大夫樣 のとい 

ふ聲 に。 S  二人 は 肩入れ 裾お ろし。 腰 

刀 差す 間 も あらす 戾られ し。 年 は 寄って 

も 怖い は 親。 上へ も 上らす 犬 歐&。  8« 今 

日の 御 祝儀お 目 出たい と。 * 祝儀 は 述べ 

ひ-^ 

て も 赤面し フシ 塵 を 捻らぬ ばかりな り。 

地 親 は ほやく 機嫌 顔。 詞嬉 達が 先へ 來 

て 七十の 賀を 祝うて くれたで。 今日の 祝 

ひ はさら りと 仕舞うた。 知れて ある 刻限 

遲 いは 何 ぞ 障りが あって 來 ぬに 接め た。 

梅 王 松 王よう こそく 來て くれた。 コ レ 


二 嫁 女。 煮 くちたで あらう が 箱 煮 祝 はし 

てた もった かと。 《 折れた 搏は 見ながら 

も 誰が 所爲 ぞと咎 もせす。 呵る所 を呵ら 

ぬ 親 7 シ 一 物 。ありと 知られたり。 15 梅 

王 丸 懐中より 用意の 一 通 取 出し。 ョ祝康 

すんで 候へば 私の 所存の 願 ひ C これに 書 

付け 候 ふと 親の 前に 差 出せば C  * 松 主 も 

亦 I 通 身の上の 願ひ是 にあり と。 同じ 所 

へ 直せし は フシい ひ 合せ。 たる 如くな b。 

白 大夫打 笑 ひ。 詞心 やすい は 親子 兄弟 

夫婦。 かう 並んだ 中 願 ひ あらば 口で はい 

はいで。 ぎつ とした 此 書付。 さらば おら 

もぎつ として 代官 所の 格で 捌く と。 

in 手に 取上げつ ぶく 譲む も 口の 中。 願 

ひ は 何やら 閗 えね ど。 春と 千代と は 夫の 

心 知って ねる 害 跡 先 を。 知らねば 案じる 

は 八重 一 人。 三人の 兄弟 諍 ひ 親父 樣ぉ頓 

み 申し。 今日中 直しと 云 合 はした。 千代 

さん 春さん こり や 何 ぞい。 何 をい うても 


こ .* ち あて 

こちの 人。 櫻 丸 殿 ござらぬ 故 心 當が皆 遠 7 

うた。 道で k 暈が 發っ たかと 見えぬ 男 を 

案じる やら。 二人の 願 ひも 氣 にか 、り。 

ス M テ 小首 傾け 案じ ゐる。 親父 は 二通 讀み 

了 ひ。 sn リャ梅 王。 そちが 願 ひに 旅へ 

立つ 隙 くれと は。 ム、 推量す るに 外で も 

あるまい。 菅 丞相の ござる 島 か。 成程 成 

程。 結構な御殿に：^^-かへ。 植生の 小屋の 

御 住居。 御用 聞く 人なければ。 梅 王 下つ 

て 御 奉公 仕らん。 身のお 瑕と 申しけ る。 

ム 、恩 を 知らねば 人面 獸心 というて な。 

額 は 人で も 心 は 畜生。 島へ 參 つて 御 奉公 

がしたい と は。 まんざら 恩を辨 へぬ 畜生 

氣は 離れた 心。 コリャ ャィ。 御 臺樣ゃ 若 

君 樣ぉ變 り も 遊ばされす。 ござる 所 も 知 

れた 上^ S の 願ひぢ やな。 ィャ御 臺樣は I 

其 以来お 目に も か、 らす。 莉 座所 も 存じ I 

ませぬ。 併し だ 儀の 御 事 なれば。 お 君 g 

と は 叉 格刖。 菅 秀才の 御 事 は にと い f 
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はんとせ しが。 松 王 を ni^n に.^ け。 ョ^§ 

に 所 は 存ぜね ども 息災に 御座 ある 堪。 ャ 

ィ 馬鹿者。 大切た 管 秀才 様。 息災な を 聞 

いたば かりお 目に も か V らす 在家 も 知ら 

す。 それでお のれ 忠義が 濟 むか。 女 儀の 

身と 吐かし をる 御臺様 は主ぢ やな いか。 

コリャ やい。 尤も 御 不自由な 配所のお 住 

居。 お 傍へ 參 つて^ 用を閉 く。 膝行 役の 

奉公 はこの 白大 夫が よ ぃ役ぢ やわい 血氣 

g| り 奉公 り。 菅 丞相の t 錄と あれば。 

根 掘り 葉 掘り 絕 やさんと て ST の 目 魔の 

目。 油斷 ならぬ 翁 者の 所爲。 す はとい ふ 

時 身を惜 ます。 御用に 立つ 所存 はなうて。 

膝行 役 を 願 ふ は 命が 惜しい か。 敵が 怖い 

か。 旅立の 願 ひ 叶 はぬ /-、 取上げぬ と。 

si 赛 顔へ 打付けて はった と晚む 4^ の 

はら- It ち 

腹 立。 道理 至極に 梅 王 夫婦 7 シ 誤り 入つ 

たる 風情な り。 55 ャィ松 王。 そちが 此願 

ひ を 見れば。 勘當を 請けたい とな。 ハァ。 


ハ 、神武 天皇 樣 以来 珍しい 願び ぢ やな。 

ハ、、 、 、不孝と いは 饔 のない やつ。 

餘り 珍しい 願 ひなれば S 闭屆 けて くれる 

ぞと 親の 了簡。 ハ 、 ハァ 恭しと 悅ぶ松 王 

勇み立ち。 親子 兄弟の 緣を 切る 所存 も 

間 はす 赦 されし は。 この 松 王が 主人へ 忠 

義。 推量 あっての 事なる べし。 ハ、、 、 

B5 いかさま 口 は 調法な 物ぢ やな。 主人へ 

の 道 立て 瞬が くねる 。道 も 道に よってな。 

横に 取って 行く 道 を。 蟹 忠義と いふ わい 

やい。 甲に 似せて 穴 を 掘る と。 勘當 請け 

てキ I た 

れば 兄弟の 緣も 離れ。 時 平 殿へ 敏對 はば 

ズん あくしゃ ぺ つ 

切つ て も 捨てん 所存よ な。 尤も 善 惡差刖 

そむ 

なく 主へ 義は 立つ にもせ い。 親の 心に 背 

く をな。 IK 道に 背く とい ふわい。 望み 叶 

へて とらす る 上 は 人外め 早 や 歸れ。 ® 隙 

どらば 親子 の^れ 竹箒 くら はさう と 筋骨 

立てて 《i る聲。 松 王 は 思 ひの 儘 女房 来い 

と 引立て 行く。 千代 はさす がに 親兄弟 名 


殘も 惜しき 相 嫁の。 顔 を 見る目 も あかれ 

ぬ淚 7 シ抉 絞って 出で て 行く。 ハレ ャレ 

SS, 嬉し や 面倒な 奴 片付けた。 そこな 馬鹿 

者。 御臺 若君の 御 15 尋ねに いかぬ か。 

a うせぬ かと。 これ も手强 うきめ 付けら 

れ。 M そんなら 島へ は。 サァ 行く 所へ は 

おれが 行く わい。 e 出て 行け/ \ を こ は 

がるお #。 八 {5& 後でよ いやう に。 SS 

をと 云 捨てて 。夫婦 は鬥 へ 白 大夫は フシ 

唾 を。 呑 込んで 奥へ 行く。  a 兄弟 夫婦に 

し ひ 

引 別れ 取殘 されし 八重が 身の。 仕 廻 もつ 

かぬ。 フシ 物 思 ひ 門へ 立つ そに 待つ 夫。 思 

ひがけな き 納戶ロ 刀 片手に 爾と笑 ひ。 

R« 女房 共 待ちつ らんと。 * 聲に びっくり 

走りより。 ャァ いつの 間に やら 來た とも 

いはす。 案じる 女房 を 思 はぬ 仕方。 兄弟 

はらだち 

衆の 事に ついて 親父 様のお 腹 立。 其 場へ 

は 出 もせいで。 a マァ なんで 此方 樣は納 

戶の e: に。 ェ、 これ ナァ。 a 揮を閉 かし 
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て？ 、と。 7 シ閉 きたがる こそ 道 a< なれ。 

はみだし 

埯 暫くあって 白大 夫。 食出 鋒の 小脇 差。 

三方に 乘 せし を/ \- と。 出 づるも フシ 老 

の 足弱 車 C  * 舍人 櫻が 前に 置き。 用意よ 

くばと く/^ とい ふに 女房が 义恂 り。 飼 

コリャ ぢゃ 親父 様。 樱丸殿 どうぞい な 

ァ。 何で 死ぬ クン ぢゃ 地 腹切る のぢ ゃ上サ 

ハ "切らねば ならぬ 譯 ならば 。未練な 拔性 

さぎ やしませ ぬ。 こなさん が 云 はれ やば 

親父 樣の只 一 言。 案じる 胸 を 休めて たべ 0 

お 慈悲/、 と  <ル フシ 手 を 合せ 泣く より。 

外の 事ぞ なき。 詞ャァ 親 人に 何 御 苦勞。 

«^是 迄 馴染む 夫婦の 中 所存 残さす 言 閗か 

さん。 詞 某が 主人と 申す もお 畏れ 多き il 

世の 君 様。 百姓の 粋 なれ ども。 t\ ば 丞相の 

御 不便 を 加 へ られ。 親 人 へ は 御 l-^lt^。 

御 愛 樹の松 梅 櫻。 兄弟が 名に おに。 松 王 

梅 王樓丸 * 悔り あり や。 7 シ 冥加な や *sl^ 

isE 子 子に なし 下され 御 恩 は 上な き yf^ の 


勤め。 三人の 其 中に 櫻 丸が 身の 幸 ひ。 人間 

たね  その ふ  げ - 

の I ならぬ 竹の園生の 御所 奉公。 下々 の 

下々 たる 牛飼舍 人。 勿 鉢な くも 身近く 召 

►  おん ふ * 

され。 菅 丞相の 姬君 とわり なき 中の 御文 

使。 仕 了せ たが 仇と なって 讒 者の 舌に 御 

身の 浮 名。 終に は 謀叛と 云 立てられ。 菅原 

の 御家沒 落。 是非 もな き 次第 なれば。 宫 

姬 君の 安堵 を 見届け。 義心 を潁 はす わが 

生害。 今朝 早. -爱迄 来て 右の 段々。 生 

きて ゐられ ぬ 最期の 願 ひ。 聞 届けて 切腹 

刀。 親の 手づ から 下された わい 女 共。 地 

我に 代って ぉ禮も 申し 死後の 孝行 賴むぞ 

と義を 立て 夺る 夫の 詞。 女房 わつ と聲を 

上げ。 仇なる 戀路 のお 媒介 親王 様の 御惡 

名。 丞相 様の 流され 給 ふその 1  一一 一口 譯に 切る 

腹なら。 この 八重 も 生きて は ゐられ ぬ。 

私は殘 つて * 行せ い と 胴 怒 にもよう いは 

れた。 それより はま だむ ごい 腹切る 禮を 

申せと は。 それが 何の 蹬 どころ 無理な 事 


いふ 手間で。 一緒に 死ねと コレ 申し 女房 

の 願 ひ 立てて たべ。 親父 様の 思案 はない 

か 俯向いて ばかり ござらす とも。 よい 智 

惠 出して 下さり ませ。 夫の 命 生死 は 親父 

樣 のお 詞 次第。 お前 は 悲しう ござり ませ 

ば-/.' はらぎ 0- がな な 

ぬか。 親の 手づ からこの 三方。 腹切 刀 は 

何事 ぞと。 恨みつ 賴 みつ 身 を フシ 投^し 

悶え。 こがる- "有様 は。 ハル フシ 物 狂 はし 

き 風情な り。 地 白 大夫顏 ふり 上げ。 子に 

死ねと いふ 腹切 刀。 むごい 親と 思 ふ 言 譯 

ではな けれどな。 この 曉 はわが 身の 祝 

ひ。 い つもより 早く 起き 門の 戶明 くれば 

樓 丸。 ャレ 早う 来て くれた。 陸なら ば 夜 

通し。 但し は 船 か。 まァ" 此方へ と 呼 入れ 

て 樣チを 間けば 右の 次第。 白大夫 づれが 

枠に は 驚き入った 健気-者。 と めても ii 

人れ す-" ん rf の 祝儀し まひ 迄。 女房が 來 

て も 逢 はし はせ ぬ。 おれが 出い とい ふ 迄 

は 納戸の 內に 隱れて 居い と。 え！ 寸延し 


に 命 を かば ひ。 助けてよ いか 悪い か はお 

らが 了簡に 及ばす。 神明、 の 加護に 任さん 

と。 ョ：«前 祝 俊に くれた 扇 三本。 幸ひ搶 

に は 梅 松樓。 子供の 行末 祈る 顔で 氏神の 

祠へ ^ し 置き。 信 を 取って 御 11 の 立願。 

樓 丸が 命乞 ひ。 中の 絡 は 上から 見えぬ 三 

本の 此扇。 初手に 樓を とらして たべ 上ら 

せ 給へ と再拜 祈念 取上げた 扇 開けば の 

花。 南無 三 これ は 叶 はぬ 吿か。 神の 心 を 

疑 ふ 御 M の 取 直しせ ぬ もの なれ ども。 助 

けたいが 一 ばいで 取 直す 次の 扇。 今度 も 

違うて 又 松の 紛。 * 頼み も 力 も 落ち 果て 

V 'や- フご； あきら 

て 下向す り や 折れた 樓。 定業と 締めて 腹 

切 刀^す 親。 S 思 ひ 切って おり や 泣かぬ。 

そなた も 泣 きゃんな。 ャ 0 ャ0  、 、、ァ 

レ閉 いたか 女房 共 * 櫻 丸が 命惜 まれて 老 

人の 心 遣 ひ。 御 恩 も 送らす 先立つ 不孝。 

御赦 されて。 7 シ 下されい。 * 下郎ながら 

恥 を 知り f« の爲に 相果 つると。 三方 取つ 


て 戴く にぞ。 もう コ レ 今が 別れ かと ス, ？ 

泣く に 泣かれぬ 夫の 覺悟。 白 大夫目 を 

い 5 ぎよ  いしやく 

しばた、 き。 《s 潔 い 枠が 切腹。 介錯 は 

親が する。 埯 その 刀コレ 見やれと 憤から 

取 出す は。 願 ひ 込んだ る^ 撞木。 コ レ a 

この 刀で 介錯す れぱ。 未来永劫 迷 はぬ 功 

力。 * 利 倒卽是 彌陀號 と。 撞木 を 取って 

かわ  なむ 

打 鳴らす。  <ル7 シ証 もし どろに C 南無 あ 

みだく。 南無 あみだ。 くく。 南無 

あみだく  く。  念が の聲と 諸共に 襟 

押寬げ 九寸五分。 左手の 脇へ 突立 つれば。 

八重が 泣く 聲 打つ 鉦 も。 拍子 亂れ て。 南 

.  あばら 

無 あみだく くくく。  *f 右の 肋 

へ 7 シ引 廻し。 ョ 憚りながら 御 介錯。 ヲ 

ヲ * 介錯 と 後 へ 廻り 揸木振 上げ。 南無 

阿 彌陀佛 と。 打つ ゃ此 世の^れ の 念佛。 

九寸五分 取 直し- のく さり を 刎 ザつ て。 

7 シ かつば と 伏して 息 絶えたり。 地 八重 

ち がた な 

が覺悟 もこの 場 を 去らす 夫の 血 刀 取 上ぐ 


る。 枳穀の 陰より；^ 王 夫婦 走り 寄つ て。 菅 

こり や 何事と 九寸五分 摸 取り捨て 親の 前 傳 

に畏 り。 先程 歸れと ありし 時 表へ は 出 1^ 

たれ ど。 樓 丸が 来ぬ 不思議と。 丞相 様の 接 

御秘藏 ありし。 港の 折れた を設議 もな さ 

れぬ。 彼 is^ 不審に 存す るから 裏より 忍び 

立 戻り。 始終の 様子 は 承 はった。 《f 是非 

に 及ばぬ あの 樹 と共に 枯れし 命の 樓丸。 

兄弟の 最期 餘 所に 見て。 親 人の 鉦 鼓に 合 

め を と  ねんぶつ 

せ。 女 夫の 者が 忍びの 念佛。 あったら 若 

者 殺せし と。 悔む 夫婦 も 閉く親 も。 八重 

も 死なれぬ 身の 繰言 ス H テ 是非 も淚 に。 

南無 阿彌陀 怖と C ハル 7 シ 納め。 撞木 

とか はる 杖と 笠。 白 大夫は 片時 も 早く。 

おん あと  け厶 V- たびだち 

菅 丞相の 1^ 跡 慕 ひ 島へ 赴く 現世の 旅立。 

楼 丸が 魂魄 は 未来へ 旅立。 この 亡骸 梅 王 

夫婦 賴むぞ と。 八重が 事 迄つ ど/^ に 親 

む 詞の置 土產。 其途 のみやげ は 只 念佛。 ，. - 

南無 阿彌 陀佛。 く。  ^無 あみだ 1 


佛く ノ、。 地 南無 あみだ 笠 打 被り。 力； 

西へ。 行く 足。 +萬億 土。 亡骸 送る 親 送 

る。 生きての 忠義 死した る 義臣。 一 樹は枯 

れし 無常の 樓。 接る 二 樹は松 王 梅 王。 三 

つ 子の 親が 住所。 末世に それと 白大 夫。 

佐 太の 社の 舊跡も 神の。 惠と 知られけ る 

第 四 

I 一一 下 9® 君 を 思へば ょゃョ ホイ ホ結 ぼれ 糸 

のハ リナ。 とけぬ 心が つろ ござる いよ 辛 

ござる。 つらき 筑 紫に ナホ ス フシ 立つ 年月。 

ハル フシ 御いた はしゃ。 菅 丞相。 *? 識者の 

わ *u  •  . せに ふ こ や おきふし 

業に 罪せられ。 地 生の 小 家の 起臥 も。 本 

タ0 ふ ：•  は  0- ん *. 

7 シ 昨日と 暮れて 今日は 早 や。 £ 延喜 三年 

4fJ さらぎ な.. 尸. ば 

如月 半。 空 も 春めく 野 山の 眺め ォク 9 野 飼 

に。 召させ 奉る。 わが 樂 みは 在 唄。 © 

君 を 思へば ょゃョ ホイ ホ。 ハ、、 、ハ 

ァ何 をが なお 氣晴 し。 しはらく さいどつ 

てう 聲。 牛 殿の 手前 も 面 E ない。 K  、見 


けたみ  かま  な- V 

れば 見る 程昆 事な 毛 並。 角 Q 構へ 眼の 備 

へ。 頭 持の 様子 骨 組 肉 合。 せ 慰 毛 一 色眞 

くろく 5 し  ヒ * す  ち 

黑." t 牛。 渡 hlf 子 も 及ばぬ 色黯。 天 角地 

4 ん いちこくろ くさつ に チ., 'は KjS ふ  おん ざ ふら ふ 

眼 I 黑直頭 耳小齒 遠。 天 晴御牛 候よ ち 

よくら のちよ せいと。 フシ 響めに ける。 

a 菅 丞相 はめ づら かに。 ス, -テ間 馴れ 給 

はぬ 嬖詞。 ャ ィ白大 夫。 S 春 は 耕へ し。 

秋 は 刈 穗の稻 を 負 ほせ。 耕作の 助けと な 

る 牛の 善惡 よく 知る 笞。 „«B< 角地 眼と 

つつ i な こ  いちこくと 3 

申せし は。 角と 眼の 備 への 事。 I 石 六 斗 

二 升と は。 地 牛 を 買 取る その 價升 E を 積 

る もの やらん。 フシ 語れ 閒 かんと 仰せけ 

る。 さっても したり。 1K 下に ありと あ 

ら ゆる 事 ども。 餘 さす 漏 さ. f 知って ござ 

る 丞相 様。 牛の 事 は 御存じな く。 お尋ね 

に 預かる は。 百姓に 生れた 一 德。 お 慮外 

ながら。 牛の 講釋聽 かしゃり ませ。 ー黑 

七 申す は 。使 物の 石 目で は ござり ませぬ。 

毛色 を 吟味す る 時 は。 黑 いが 極上 それで 


い *0  ろくと， r-  あだま  と、？ 

I 黑。 次に 直 頭と は 天窓の 見所。 頭と は ー 

0 

かしら  ： 1- 

頭。 どっちへ も 傾かす。 まんろく ながよ 

いさかいで 直 頭と 申します。 耳 小の 耳 は 

耳。 小 はち ひさし。 隨分耳 はち ひさい を 

好みます。 担ぎ 違と は。 き やつが おねお 

ね にれ を ほむ。 、ど 下の 齒先揃 ふは惡 し。 

ぐ いち  はちが ふ  み VN; ろ 

五一に 生えた が掛 違の 齒の 見所。 地 次第 

を 上から 云 立 つれば。 いちこく ろくとう 

にせう はちが ふ。 牛の 講 釋 もう。 7 シ仕 

舞で ござます る。 a 誠に 性 は 道に 依って 

賢し。 白大 夫が 咄を閒 き。 お」 一 つの 德を 

得た る わと。 仰せに ひよこく 小躍りし 

て。 11^こりゃマ ァぁんたる仰せぞぃ。 親 

の 代から 御 節分の 百姓。 三つ子の 事 迄お 

世話になされ。 御 恩に 荆恩 有難うて。 寢 

た 問 も 忘れぬ この 親と 遠うて。 三人の 枠 £ 

ども。 I 人 は 死ぬ る。 跡 二人 は 氣も揃 は g 

, す。 面倒な 奴等 打 放って。 此 太宰府へ 參 £ 

つた は 去年の 三月。 うそ 淋しい 不自由な 接 


猪 習手授 傳原符 


お 住居。 1 年の 日 數は經 て ど。 月見 花見 

に 出 もな されす 0  <ir 日 は 何と 思 召し。 牛 

引けと ある 御意が 出て。 私が 皴も腰 も。 

の づら あんらくじ 

ァ 、 延びゃかな^^の野面。 安樂 寺 へ ぉ參 

詣は。 御 歸洛の 御 立" i で ござり ませう。 

否と よ 我に 科なければ。 佛 に苦勞 かけ 奉 

り。 身の上 祈る 心 はなし。 地讒 者の 業と 

しろし 召さば 罪な き 事 も 世に 顯 はれ。 歸 

洛の勅 下るべし。 それ迄 は菅 丞相。 

月に も 花に も 目 はふれ す 私な き 臣が心 

帝 はしろ し 召されす とも。 天 の照覽 明ら 

かなり。 安樂 寺へ 志す は此曉 ふしぎの^ 

夢。 《s ^丞相が 愛樹の 梅。 今 如月の 花 盛 

り。 * 都の 住居 思 ひ寐の 枕の 硯引 寄せて 0 

筆に 任せて 斯く ばかり。 あ 風 吹かば。 句 

あるじ 

ひお こせよ 梅の 花。 主な しとて。 な 忘 

まどろ 

れ そと。 心 を 述べて。 陲 みしに。 地 妙な 

る 天 直 わが 枕に 立た せ 給 ひ。 S 汝 憐愍の 

いさをし  3.> 

心 深く。 仁義 を 守る 忠臣の 功。 心なき 草 


木まで 情 を 受けし 主 を 慕 ひ。 地 花 ものい 

しるし  じ げん 

はね ど 其 験 安樂 寺へ 詣で 見よ と。 示現に 

依って 宣ふ 所へ。 安樂 寺の 住僧 杖 を 頼り 

に老の 足。 それ ぞと見 奉りし より。 小 腰 

を 屈め 立 寄れば。 丞相 鞍より。 ハル 7 シ下 

りさせ 給 ひ。 K 住 侶の 歩行 は何處 へぞ。 

し 5 

我 は 貴院へ 行く 折から。 これにて 對 面-祝 

着々 *。 ハァ 愚僧 儀 も 外なら す。 公の 御 

目に か、 りたく 參る 仔細 餘の 義 にあら 

す。 夜ぎ ふしぎ び 鼸 夢の 吿。 御 慈愛の 梅 

ひ 一 樹。 配所の 主に 見せよ と ある。 地 示 

にか はらぬ 觀音 堂の 左の 方。 I 夜に 生 出 

づる 不思議 さよと。 語る も閉 くも 正夢の 

割符 を 八 a せし 如くな り。 これより 寺へ は 

かち r 

程近し と ォクリ 住 侶 へ 伴 ひ 御 步路。 * 安 

樂 寺に 入り 給へば。 それ ぞ としる き 梅花 

の藭 袖に フシ 留 木の 心地せ り。 * 晳 くこ 

おんなが め しゃう ぎ  しとね 

れ にて 御詠と。 床几 直させ を 設け。 御 

さ-之  もてなし 

范子小 竹筒と 住持の 楚應。 白大夫 はこつ 


てこて 梅の 土 際^き 廻り。 詞 こり ゃ不思 

• 議。 ィャ 1^ 代 ぢゃ。 S- し 丞相 樣。 道す が 

らお 住持の 夢咄。 へ、 何 を やらる、 や 

ら。 そんな 事が よう あらう と。 誠し ない 

事 疑うて をり ましたが。 來て 見て 询り。 此 

木のお ぶり 花の 句 ひ。 佐 太のお 下屋敷に 

預かって をり ました C それ ぢ やく。 せハ 

梅で ござり まする。 ァ 、祌佛 の 吿は爭 は 

れぬ。 おらが 愛へ 来た 跡で は。 水 一杯 飲 

まし 人 も あるまい に。 ぶき.^ とした 木 

の 色 鹩。 芽 立の 氣條 がつ ういつ い。 花 は 

うざる 程 付い たれば。 梅 Is の 時分 二三 斗 

は储に 生らう。 地 五 升 は 地 を 借った t ヰ 

貢 代。 お 寺へ も 進ぜます。 跡 は 此方の 實 

入りく。  55 今 は先づ 腹の 寶 入り。 御馳 

走 酒 下さり ましよ。 ァ 、 これお 酌。 白大 

てん おく たち ざけ 

夫が 盃は。 いつつで も此天 H。 立 酒は氣 

モ. ば  つく は 

にか、 ると。 地 床几の 傍に ちょつ 蹈ひ。 2 

あ 9  りちぎ  K 

口 も、 ：3 も 有の ls。  7 シ兑 えた 通りの 律 li^ 


ひとし は <^-ょほ 

者。 * 花の 眺めに 一 入の 興お 催しお はす 

る 所に。 そり や 11?! 嘩ょァ V ャ拔 いた。 切 

合うて そり ゃ來る わ。 寺內へ 入れな 門 打 

てと. S ふ 間 あらせす 踏 込みく。 打 合 ひ 

戰ふ侍 二人。 寺 僧 は iS? き 白大 夫。 御座 を 

圃ぅ てァ， これく。 詞兑れ ば 双方 旅装 

束。 ia 嘩 はふり 物と あってから。 爱で仕 

舞 は 付けさせぬ。 S 出 やれく とい ふ を 

も聽 かす。 切 合 ふ 一 人 はわが 子の 梅 王。 

コリャ まあ 其方 は 何として。 ハァ くひ 

あいな 切られな と。 氣を もみ 焦る 親心。 

あ ひて 

聲の 助太刀 相手の 刀。 梅 王に 打 落され 

逃ぐ る を 膝 さや 飛び か、 り。 片手 摑 みに 

もん ど P  けなげ 

筋 斗 打た せ。 * 膝に かためし フシ 健氣の 

振舞。 ャレく 出かした 手柄々々。 ャ 

手柄 はした が喧 の，？ 第。 次に は 其方が 

下った 様子。 都の 事 を 案じて ござます。 

幸 ひこれ に 丞相 樣 li 子 r 申 上げい。 ハ 

ッ ハ ァ 恐れながら 梅 王が 念願 達し。 變ら 


せ 給 はぬ 御 尊 ar 見 奉る は 生涯の 本望。 

都に 御 趣 あるお 二人 様。 世 を 忍ぶ お 身な 

れば r 所に は msl きまされ す。 若君 様は武 

部 源 St に 預け 置き。 私が 妻。 櫻 丸が 女房。 

八道と 1^ と は 御 I- 様の 御 介抱。 お 身の上 

は 差 © かれ。 配所の^ 子 見て 參れ と。 仰 

せに 幸 ひ 出船の 手番。 地 天運に 叶 ひ 日和 

ひ * は ひか 中  やぜん 

まん。 千里 一 跳ね 日數も 込めす。 夜前 こ 

の 地へ 筑紫 d。 乘 合 ひの 中に 時 平が 家來 

鷲 塚 平 こ の 梅 王 を 見知らぬ 馬鹿者。 

ふづくりかけて^5^子を問へば。 菅 丞相 を 

殺しに 来たと。 おのれが 口から 最期 を 急 

ぐ。 地 寺に ござる をよう 知って 直に 仕 か 

ける 不敵 者。 梅 王が 御 土産と 早繩 かけて 

ん はしら 

ぐっと 綠め 上げ 。綠 柱に 猿 紫ぎ ハズミ 7 シ心 

地よ くこ そ 見えに ける。 相 御 悅克： 淺 

からす。 戀 しき 都の 様子 を 知らす。 忠莪 

の 花 は 有情の 梅 王。 示現に よって 飛来る 

花 は 非情の 此 梅の 木。 有情 非情 も 隔てな 


く菅 丞相 を 慕ひ來 る。 梅に 褒美の 御！！ K の ^ 

葉。 梅 は 飛び 樱は枯 る、 世の中に。 何と 

て 松の 情な かるらん。 ノ、 松 王 は 時 平が 

舍 人。 枯れし 樱は iiiii の舍 人。 梅 王 はわが 

舍人。 花の 榮ぇは 安樂 寺 その 名 も 高き 飛 

梅の f 不思議 は 今に 鼠れ なし。 ^ャィ 

なぞら 

梅 王。 有難い 令の 御 歌。 こ. の 梅に 准へ 其 

方 をお 譽め 遊ばし。 樱は祜 る V 世の中と 

は。 死んだ 枠 を 御 悔み C つれな かるらん 

と ある 松 王め は。 時 平に 追 從し て をろ 

な。 ホ 、 親 人の 推量 遠 はす。 兄弟と いふ 

も穣 はしい。 畜生め は 差 置いて。 さす 敵 

は此 Si? 塚。 地 サァ時 平が たくみ 白狀 せい。 

いやと いへば 刀の 引導。 ど うぢ や/、 と 

立ち か \ る。 _s ァ これ 聊爾 あるな。 主 

從の義 を 立てぬ き。 命に かへ てい はぬ 古 g 

風。 いはして 置いて 殺す も 古風。 新ら し I 

う 助かる 樣に 殘らす 申す。 時 平 殿 は 王位 ■ 

の 望み。 邪魔になる 丞相 首 取って 立歸 お 


れ。 軍陣の 血 祭して 大望の 筑を 上げ。 H< 

しん.；： -r-  かたはしし *<  ひとのみ 

皇 親王 院の 御所。 片端 了うて fK 下 を 一 呑。 

身共 も 公家になる 樂み。 {4i 悅 びの 裏 カ來 

て。 耻を 晒す 縛り 綴。 早う 解いて 下さり 

.13<*.- や <  い-つ ノ\- 

ませと。 * 時 平が 叛逆 一 々残らす。 M し 

召されし 菅 丞相。 柔和の 形相 忽ち 變り。 

え なじ *■  t2  4;  ^  /- 

御 昔に 血 を そ  ぎ。 眉毛 逆立ち 御 憤り。 

都の 方 を 睨みつ け 物 狂 はしく  7 シ 立ち 給 

へり-し * 白大 夫：^ りし。 知れて ある 時 

平が たくみ。 <{t '閉 いたか 何 ぞの樣 に。 つ 

いど el 凡えぬ 饰 いお 額。 爱 から 晩 まし やま 

しても。 都へ は屆 きませ ぬ。 御 持病の 痞 

が發れ ば。 *。 セ ヘン 悲しう ござり ますと 

ス M テ老 のぐ どく 物案じ。 S や をれ 梅 王 

白大 夫。 時 平の 大臣が 謀叛の 企て。 閉捨 

てられぬ 御大^。 赦免なければ 歸洛も 叶 

はす。 王位 を 望む 朝敵と。 しろし 召され 

ぬ 玉 體危 し。 臣が 忠義 徒らに。 此 所に 

朽果 つる。 Is は虚命 蒙る とも 死した る 後 


は 憚りな し。 鑿 魂 帝都に 立 歸り帝 を 守護 

しるし 

し 奉らん。 1K に 誓の わが 願 ひ 験 は 目の前 

白梅の。 氣 ぎぼつ きと 折 取り 給 ひ。 朝 

敵 一 味の 1^ 人 輩。 退治の 手始め これ 見よ 

と。 地 枝に てち やう ど 打ち 給 へ ば。 平 

馬が 首 は 飛 梅の 氣條も 花の 亂れ 燒。 眞の 

つるぎ 

飼 も 及びな き 梅の 名作 御手の 中。 フシ 親 

子 は 恐る i ばかりな り。 a ャァ汝 等。 か 

かる 大事 を閗 くから は 片時 も 早く 都に 上 

り 時 平が たくみ 奏閉せ 

よ。 色 我 は 見 上 ぐ る 

この 高山 筢 頂に 三日 一 二 

た t,- ぎ-や i あ。 ？ や，， 

夜。 立 行 荒 行 根氣を 

碎き。 梵 1K 帝 釋開羅 王 

三 天 王に 誓 を 立て。 魂 

U  く  なる いか. T ち 

魄 雲井に 鳴 0 十六 萬 

八 千の。 首領と なって 

眷屬引 速れ 都に 上り。 

3 謀叛の 奴輦 引裂き 捨 


てん。 現世の JS; 面 これ 迄な り 急 ふれ やつ 菅 

と * 御聲 も。 义 9 共に 烈しき はやち 風。 

吹 立てく 本堂の 甍 破れて 庫裡 方丈。 群 55 

遣戶は 木の葉の 如く。 庭の 立 木 も 飛 梅 ^ 

も。 ナ. K ス 7 シ花も 砂 も 吹きし きる。 a 親子 

も 住 寺 も 大きに 驚き。 期 も 来らざる 御 

身 を 捨て。 天帝へ 祈誓 ある。 御 本意 は 達 

すると も。 *r 御 臺姬君 若君の 御 I きはい . 

かば かり。 と- 1- まり 給へ と 御 袖に。 取 付 


4 

0 


く 梅 王白大 夫。 弓手 馬 手へ 1" 飛ばし。 S 

ノリ 住僧いた くな 留め 給 ひそ。 早 や fx 帝の 

惠み によって。 形は此 儘鳴祌 の。 地 ふし 

ぎ を 見せん と 散り 殘る。 梅花 を 取って 口 

に 4^ み 天に 向って 白梅 花。 禍く 花びら 火 

焰 となって。 雲井 遙に 行末 は 怪し。 恐ろ 

し 三 m へ 夢 破る。 * 門 山伏が 螺の貝 吹 立て 

く 北 暖哦の 。サ 〈リ在 も 山家 も拔 目な く。 

の 行者の 跡 を 追 ひ。 朝夕して やる 五 器 

膳 器。 五 器の 實 フシ 修行と 知られたり。 

謂 ァ 、 やかまし 御 奉 糟殿貝 吹いて 下さん 

な。 頼う だ 方のお 氣結 ぼれ 夜 はろ くに 御 

寢 ならす。 今と ろくと ぉ睡 み。 ァレま 

だいの 斷り いうても 閉 入れぬ。 無法 禮殿 

止め やらぬ かそして から 無遠慮な。 笠 も 

脫が すに 内へ 道 入り。 うそくと 何 見や 

る。 女子ば かりと 思 やったら 當の槌 が 違 

ひましよ。 サァ出 やらぬ か往 にやらぬ か 

と。 * 呵り こかされ 御 奉 SS 門へ は 出れ 


ど 目 は 後に。 7 シ心殘 し 

て立歸 る。 地 ェ、 どん 

な 奴が うせ をって 御 機 

嫌 は S 何ぞ と。 障子の 

此方に 手 をつ かへ。 思 

£ ら 

ひがけない 蝶の 貝お 目 

も覺 めう。 お 病 はの ぼ 

ら ぬか。 八重さん いか 

がと 尋 ぬれば。 詞サレ 

バ イナ。 いつにない 御 

臺 様す やくと 寐 入ば 

な。 貝に 驚きな された 

か總 身に 冷汗。 思へば 

やま ぶ  わし 

憎い 山^ づら。 サァ私 

も 腹が立って。 入れる 

手の 中 もやら なんだ 

と。 *  二人が 咄に^ 

中ぇぶ し 

蹇所。 ィャ なう 山伏の 

業で はない 恐ろしい 夢 
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を 見て。 動氣が 今に 納まらぬ。 その 夢の 

物語。 春 も 八重 も 聞いて たも。 M 所は宰 

ぎ 安樂 寺。 連合の 御秘 藏が筑 紫へ 飛 梅。 

梅 王 丸 も 一 時に 下り 合せた 御悅 び。 梅 は 

飛び 櫻は枯 る- "世の中に。 * 何とて 松の 

つれな かるらん と卽 座の 御詠歌。 一宇 も 

忘れす 覺 えし は。 物の 知らせの 7 シ 正夢 

か。 * まだ 其 上に 時 平の 家来。 ョ 丞相 

樣を 殺す たくみ。 事顯 はれて 都の 樣子。 

王位 を 奪 ふ 敵の 企て 白狀 する をお 閗 きな 

され。 以ての外 なお 腹立ち。 * 赦免な け 

れば歸 洛も叶 はす。 危 いは 天皇のお 身の 

上。 帝釋 H< へ 祈誓 を かけ 鳴 I 田の神と なつ 

て。 時 平に 與 せし 同類 ども。 獄 殺し 捨て 

んと お憤り。 その 凄まし さ 恐ろし さ。 夢 

と はさら に 思 はれす と 語り 給へば 二人の 

女房り ョ お案じな さる は 御尤も さりな が 

ら。 逆夢と 中し ますれば 却て めでたき 御 

tn 左右。 なう 春さん さう でない か。 成程 


さ うぢ や。 追 付け 御歸洛 なされ ませう。 

したが 今 來た山 づら。 編 笠で 顔 も 見せ 

す 物 も いはす。 うそく 親いて 去に をつ 

たが 如何にしても 氣 にか \ る。 夫 梅 王 殿 

の 指 園に てこの 緩 蛾に 人知れ す。 御臺樣 

の ござり まする を SK 出しに 来た 敵の 犬。 

* 白 大夫樣 梅 王 殿 も。 筑 紫へ 下って 我々 

ばかり。 もラ爱 にも 置かれ ませぬ。 幸 ひ 

此頃承 はれば。 法性坊 の阿闍 梨樣。 下 

緩 へ 来て ぢ やげ な。 丞相 樣とは 師弟の 

約束。 右の 樣子を 申 上げ 御臺 様の 御 事 を。 

お 5^ み 申して 今日中に。 早う 所が 簪 へま 

したい。 わしゃ 一走り 往て來 やん しょ。 

八重さん 萬に 心 を 付け。 油斷 して 下さん 

すな。 ヲ、 春さん のよう 氣が 付いた 地 

太 儀ながら 往て 下さん せ。 跡 は氣遣 ひさ 

しゃん すなと 男勝りの かひぐ しさ C 御 

臺 もこと なう 御悅 び。 ョコレ 春。 tel 正樣 

に 逢 やったら。 夢の 事 もお 話し 申し。 善 


惡 の譯閗 いてた も。 アイ/、。 何も彼も 

心得て をり まする。 《s 鬼 角 は 緩り として 

わられぬ と。 抱す る やら 笠 取る やら。 追 

付け 吉 左右お 知らせと。 フシ こっくし 

てこ そ 急ぎ 行く。  K 程 も あらせす 時 平が 

家来 星 坂 源 吾。 あれ こそ 丞相の 御臺 よと 

手の者 連れて IS け 入る を。 手早く 八重 は 

なげし な ギ- なた 

長 押の 長刀。 御臺を 奥へ と Ea で 知らせ。 

何者 なれば 踏 込んで 狼藉。 n に 物見せ 

んと振 廻す。 ャァ小 ざ かしい 女め。 時 平 

公の 仰せ を 請け 御 臺を迎 へ に 来ったり。 

* 邪魔 ひろがば 討 取れと。 IT 知に 隨ひ茅 

花の 稳先切 立てく 三重 〈追 ひまくれ ど。 

*f 多勢に 無勢 數ケ 所の 疵。 長刀 杖に 立歸 

り。 iss ナウ 御臺樣 もう 叶 はぬ。 はやう 退 

いて 下さり ませ。 春樣 はま だ歸ら すか。 

ェ、 口惜しい く。  * 無念々々 と 云 ひ 1^ 

に。 はかなき 八重が 最期の 有樣。 御臺は g 

前後 も辩 へす ス Z テ 死骸に 取 付き 御 歎き。 
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ら 私が 呼びに 參り ましよ。 いえ/ \ 幸 ひ 

^^も參って來る所がぁれば。 そのうちに 

はお 歸 りで ござり ませう。 コレ 三助。 其 

持って来た 物 あなたの 傍へ 上げ ませ。 ァ 

さか ひぢぅ へギ- 

ッと S 答へ て鎅 重。 榧に 乘せ たる 一 包。 

7 シ S: 儀の 傍へ 差 出す。 詞 これ はま あ/、 

いはれ ぬ 事 を。 ィャ おは もじながら この 

しるし  みやげ 

子が 参った 印。 此棵重 は 子 達への 土産。 

とリ ひろ 

S 取弘 めて 下さり ませと いはね ど 知れし 

わが 子に 世話 を燒 豆腐。 粒椎 

ほんそ C 

茸の 入った る は フシ 奔走 子と こそ 見えに 

けれ。 詞是 はマァ 何から 何まで 取 揃へ て 

御念の 入った 事。 地 戾られ たら 見せ ませ 

う。 E ィャモ ほんの 心ば かり 宜しう ぉ頓 

み 申 上げます。 コ レ小 太郞。 ちょっと 隣 

村まで 往て來 る 程に。 おとなし うして 待 

つて 居 や。 惡 あがきせ まい ぞ。 御 證様 

往て參 じ ましよ と。 * 表へ 出づれ ば母樣 

わし も 行きたい と。 鎚り 付く を 振 放し。 


S 嗜 めよ。 大きな 形して 跡 追 ふの か。 御 

覽じ ませ まだ 頑是 がご ざり ませぬ。 ソリ 

ャ 道理い な ドリ ャ小 母が よい 物 やり まし 

よ。 地つ い 戻って やらん せと。 目で 知ら 

すれば アイく つい ちょっと 一 走りと。 

跡 追 ふ 子に も 引か さる i 振 返り 見返りて 

ォ クリ， 下部へ 引 連れ 急ぎ 行く。  a ど りやこ 

ちか. 0*J  そ ほ 

ちの 子と 近付に と 若君の 傍へ 寄せ。 機嫌 

あるじ  つね 

紛らす 折からに。 立歸る 主の 源藏 常に 變 

わる 

りて 色 蒼 ざめ 。內 入り 惡く 子供 を 見廻し。 

0 ェ 、氏より 育ちと いふに。 繁華の 地と 

遠 ひ。 いづれ を 見ても 山家 育ち。 世話が 

ひもな き 役に立た すと。 地 フシ 思 ひ ありげ 

に 見えければ。 地心なら す 女房 立 寄り。 

わる  ふる £ひ さ - 

0 いつにない 顔色 も惡 し。 振舞の 酒 機嫌 

か は 知らぬ が。 山家 育ち は 知れて ある 子 

供。 憎 鉢 ロは閗 ぇも惡 い。 殊に 今日は 約 

束の 子が 寺 人して 居ます る。 * 性惡ぃ 

人と 思 ふ も氣の 毒。 機嫌 直して 逢うて や 


つて 下されと。 小太郞 連れて 引合せ ど 差 g 

俯向いて 思案の 鉢。 いたいけ fc 手 をつ か 

つ お 師匠 様兮 から 賴み 上げます と。 

ふり あ を やっと 

地 いふに 思 はす 振 仰向き 急 度 見る より 晳 

く は。 打 守り 居たり しが。 忽ち 面色 和ら 

ぎ。 a 扨々 器量 勝れて 氣 高い 生れつき 。公 

家 高 家の 御子 息と 云うても おそらく 恥 か 

しから ャ。 ハテ扭 そなた はよ ぃ子ぢ やな 

k ん 

うと。 * 機嫌 直れば 女房 も。 Bi 何とよ い 

子よ い 弟子で。 ござんし よが。 好い とも 

く 上々 吉。 シテ その 連れて来た お袋 は 

何處 に。 サ お前の 留守なら 其 間に 隣村 ま 

で 往て來 というて。 ヲ 、それ もよ しく 

大 極上 先 づ 子供と 奥 へ やり 機嫌よう 遊ば 

し 召され。 それ 皆お 暇が 出た。 小 太郞共 

いざな  あと 

に 奥へ くと。 e 若君 諸共 誘 はせ。 7 シ跡 

先見 廻し 夫に 向 ひ。 》8 最前の 顔色 は 常な 

今 J つ さミ 

らぬ氣 相。 合點の 行かぬ と 思うた 所に。 

今 又 あの 子 を 見て 打って か へ ての 機嫌 
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« 星 坂 透 I 走りより 引立て 行かん とせ 

し 所に。 以前の 山伏の つ さくと 顯 はれ 

出で。 いで 其 御 臺を齋 料と。 飛掛 つて 源 

吾が 首筋。 摑んで 目より 高く 差 上げ。 冥 

ど  ど ろた  づ でんだ、 ゥ 

途の 旅へ うせ をれ と 泥 田の 中へ 頭轉 倒。 

すぐ  ひん  すな 

直に 御 g を 引 抱へ。 石 原 砂 道 嫌 ひなく 飛 

ぶが 如くに。 ミ まへ 進み 行く。  a 一字千金 

二 千金 フシ 三千世界の。 寶ぞ と。 敎 へる 

*4 じ 

人に 習 ふ 子の 中に 交 はる 菅 秀才。 武部源 

蔵 夫婦の 者いた はり 傅き わが 子ぞ と。 人 

目に 見せて 片山冢 。ス M テ^ 生の 里へ 所替。 

子供集めて讀書の器用不器用1^書を。 顔 

に 書く 子と 手に 書く と 人形 書く 子 は 天窓 

搔く。 敎 ゆる 人 は 取 分けて 7 シ 世話 を か 

くと ぞ 見えに ける。 * 中に 年 かさ 五作が 

息子 コレ 見な これ 見や。 ほお 師匠 様の 

留 主の 間 に 手 習 ひする は 大きな 損。 f 

や 坊主 fK 窓の 清書した と。 見せる は 十 

五の 诞 くり 若君 はおとな しく。  HI 日に 


1 字 寧べば 三百 六十 字との 敎。 そんな こ 

と 書かす とも 本の 淸書 したがよ いと。 地 

八つになる 子に 呵られ て。 ませよ くと 

てラけ 

指 ざして 7 シ誘 戯か. -るを 接り の 子供。 

a 兄弟子に 口 過す 薛 くりめ を いがめて や 

ろと。 * 手ん 手に 壓尺振 廻 はす 自然 天然 

あ も • 一 

肩 持つ も 7 シ傳 ふる 筆の 威德 かや。 ^主 

の 女房 奥より 立 出で。 S 叉 こり や 例の 翻 

諍 かおと まし やく。 争 日に 限って 1^ 合 

の 源 蔵 殿。 振舞に 往て なれば 戾りも 知れ 

いっと 

ぬ。 ほんに くこな た 衆で I 時の 間 も 待 

兼ねる。 今日は 取 分け 寺 入 も ある 害。 晝 

から 休ま 1 程に。 皆 精出して 習た/、。 

If ソリャ 又 嬉し や 休み ぢ やと。 ハズミ フシ 

筆より 先に 讀む聲 高く。  S いろはに。 お 

5?  P  んひ とく だされ  そろ ぺ< 

中 は 御 人 被 下。 一 筆 啓上 地 f の ハル フシ 

さん ひ V.5 ぶんこつく  *t にな 

男が 肩に 坊重。 文庫 机を撸 はせ て 小ォク 9 

利努 らしき 女房の 七つば かりな 子 を 連れ 

て。 親み ませう と 云 ひ 入る、。 内 にも そ 


れと早 や 悟り。 此方へ お入り 遊ばせと。 

いふ もしと やか アイく と 愛に 愛 持つ 女 

同士  7 シ來た 女房 は猶 笑顔。 S 私事 は此 

村 端に。 輕ぅ暮 して をる 者で ござります 

る。 此 わんば く 者 をお 世話な されて 下さ 

りよ かと。 お尋ね 申しに おこし ましたれ 

ば。 おこせ 世話して やろ と 結構な ぉ詞に 

あまへ。 早速 連れて 參 じました。 內 方に 

も。 御子 息樣 がご ざり ますげ なが。 どの 

お 子で ござります ぞ。 アイこれ が 源藏殿 

の 跡 取で ござります。 コレハ /、よいお 

子樣 や。 外に も 大勢の 子 達い かいお 世話 

で ござり ましよ。 アイ 御 推量な されて 下 

さり ませ。 シテ寺 入 は此ぉ 子で ござり ま 

すか。 名 は 何と 申します。 アイ 小 太郞と 

申しまして。 わんば く 者で ござります。 

け たか  わる 

ィ、 ャ ィャ。 氣高 いよい お 子 や。 折惡 

つれ あ ひ  ふる t ひ 

う 今日は 合源藏 も。 振舞に 參られ まし _« 

た。 これ はマァ お^ 守 かいな。 お 待 遠な 1 


額。 摘 以て 合點 行かす どうやら 樣 子が あ 

りさうな 氣遣 ひな。 閉 かしてと 問へば 源 

W ふ  もて a し 

藏。 ホ、 ゥ氣遣 ひな 害。 今日 村の 翌應 

と偽り^！を庄屋の方へ呼付け。 時 平が 家 

しゅんどう げんぼ  & 

来春 藤 玄番。 今 一 人は菅 丞相の 御 恩 を 被 

.5;?, から。 時 平に 隨ふ松 王 丸。 此奴 病み 耄 

けながら ぎ 分の 役と 見え 數百 人に て 追 取 

港き。 汝が 方に 菅 丞相の 一 子 管 秀才。 わ 

が 子と して 匿 ふ 由 訴人あって 明白。 急ぎ 

首 討って 出す や 否 や。 但し 踏 p^」 み 請 取ら 

うや。 返答 如何にと 退 引なら ぬ Sth 詰。 是 

非に 及ばす 首 討って 渡さう と 請 合うた 心 

は。 數多 ある 寺 子の €:。 いづれ なりと も 

身代りと 思うて 歸る 道す がら。 あれ かこ 

れ かと 指 折っても。 玉雜の 中の a 生と。 

こもだれ 

菰垂の 中で 育った と は 似ても 似付かす。 

所詮 御 運の 末なる かいた はしゃ 淺ま しゃ 

て んた 5 

と。 地 屠所の 5^ みで 歸 りしが 天道の ひか 

へ 强き にや。 あの 寺 入の 子 を 見れば。 ま 


さ， 

ん ざら 烏を鶯 ともい はれぬ 器量。 W 1 日 一 

身代りで 欺き 此場 さへ i れ たらば。 直に 

河 h へお 供す る 思案。 今 暫くが 大事の 場 

所と 語れば 女房 待たん せ や." ョ其松 王と 

わるもの 

いふ 扠は 三つ子の 內の惡 者。 若君の 顔 は 

よう 見知って ゐるぞ え。 サァ そこが 一 か 

ばち か。 生 顔と 死 顔 は 相好の 變る もの。 

おもざし 似た る 小 太 郞が首 よも や 蟹と は 

思 ふま じ。 よし 又 それと 顯 はれたら ば 松 

王め を 露 二つ。 る 奴 If 切って 捨て" 叶 

はぬ 時 は 若君 諸共。 死 出 三途の 御供と 胸 

を据 ゑた がー つの 難儀。 今にも 小 太郞が 

母親 迎 ひに 来たらば 何と せん。 * 此 儀に 

當 惑差當 つた はこの 難儀。 S ィャ其 事 は 

氣遣ひ あるな。 女子 同士の 口先で ちょつ 

ほく さ 欺して 見よ。 ィャ その 手で は 行く 

まぃ大事は小^；^！-ょり顯はる、。 事に よつ 

たら 母 諸共。 K  、 ィ。 こり ややい。 若君 

には替 へられぬ お 主の 爲を辨 へよ と。 地 


いふに 胸す ゑ 左樣で ござんす。 氣 as うて 

は 仕 損 ぜん。 鬼に なって と 夫歸は 突立ち。 1 

互に 顔を兑 合せて。 S 弟チ 子と いへば 我 

が 子 も 同然。 サ 今日に 限って 寺 入した は 

あの 子が 業 か 母御の 因果 か。 報い は 此方 

が 火の車。 追 付け 廻って 來 ませう と。 * 

妻が 歎けば 夫 も 目 をす り。 せま じき もの 

は宮仕 へ と ス予ァ 共に 。淚 にくれ 居た る。 S 

か k る 所へ が 藤 玄番首 見る 役 は 松 王 丸。 

病苦 を 助く る 驚 乗物 7 シ 門口に 舁据 ゆれ 

お ほぜい  つきし だが 

ば。 * 跡に は 大勢 村の 者附隨 うて 申 上げ 

ます。 皆 これに をる 者の 子供が 手 習に 

參 つて をり ます。 若し 取 遠へ 首 討 たれて 

は 取 返しが 成り ませぬ。 何卒お 戾し 下さ 

れと 地 願へば 玄 番ャァ かしましい 樋虫扠 

等。 うぬら が 枠の 事まで 身 どもが 知つ £ 

たこと か。 勝手次第に 連れ 失せう と。 *  £ 

叱りつ くれば 松 王 丸ャレ お待ちな され 暫 鬭 

くと。 駕 より 出る も 刀 を 杖。 E 悼り なが 
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ら。 彼等 とても 油斷 はならぬ。 病中な が 

ら 拙者め が檢 分の 役 動む る も。 外に 菅秀 

才の 顔見知りし 者な き 故。 今日の 役目 仕 

i すれば 0 病身の 願 ひ 御 暇 下さる べしと。 

い  おろ そ 

有難き 御意の 趣 疎かに は 致されす。 菅丞 

相の 所 綠の者 この 村に 置く から は。 百姓 

ども もぐる になって。 銘々 が 枠に 仕立て 

助けて 歸る術 も 有る 事。 コリャ やい 百姓 

めら。 ざ わ/ \» と 吐か さすと も 一 人づ 

つ 呼 出せ。 面 改めて 戾 してく りよと" m 

e つび チ  く， かす K- ひ 

退 引 させぬ 釘^。 打てば 響け の 內 に は 夫 

婦。 豫て覺 悟 も 今更に 7 シ胸 ® かすば か 

しらが  かどぐち 

りなり。 * 表 は それとも 白髮の 親父 門口 

より 聲 高に。 長 松よ くと 呼 出 だせば。 

ヲット 答へ て 出て 來るは 腕白 顔に 墨べ つ 

たり。 似ても 似付かぬ 雪と 墨 これで はな 

いと 赦 してやる。 a 岩 松 は 居ぬ かと 呼ぶ 

聲に。 * 祖父 1$ 何ぢ やと 敏捷で。 出で 

来る 子供の 頑, なき。 顔 は 丸顔 フシ 木み 


しり 茄子。 雉 設議に 及ばぬ 連れう せう と 

にら * つ  こ は 

院 付けられ ヲ怖 や。 as 嫁に もく はさぬ 此 

孫 を 命の 花落ち 通れし と。 *f フシ 祖父が 抱 

へて 走り 行く。 塯次は 十五の 诞 ぐり 坊ょ 

/、と 親父が 手招き。 ai 父よ おれ はもう 

爱 から 抱かれて 往 のと。 * あまへ る 顔 は 

-Mi ま n: ん， -す 

馬 顔で。 聲 恭 ヲ 泣くな。 抱いて やらう 

ざけ 

と干鲑 を。 猫な で 7 シ親 がくはへ 行く。 

私が 枠 は 器量よ しお 見 違へ 下さるな と。 

* 斷り 云うて 呼 出す は。 色白々 と 贝實顏 

5 ろん ひつ とら  《< つく-力， *、 

こいつ 胡 Si と 引 捕へ。 見れば 首筋 眞 S ！々 

墨 か tit か は 知らね ども。 こいつで ない と 

突 放す。 その外 山家 奥 在所の 子供 殘らす 

呼出して。 見せても/, \ 似ぬ こそ 道理 土 

う *~  はか 9 いも 

が產 した 計 芋。 フシ 子ば かりよ つて 立歸 

る。 スハ 身の上と 源藏も 妻の 戸浪 も 胴 

を据 ゑ。 待つ 間 程なく 入来る 兩人。 S ャ 

ァ 源藏。 此玄番 が 目の前で 討って 渡 そと 

請 合うた 。菅 秀才が 首 サァ請 取らう。 * 早 


く 渡せと 手 詰の 催促 ちっとも 隐 せす。 as 

假 初なら ぬ 右大臣の 若君。 搔き首 捻ぢ首 

にも 致されす。 地 暂くは 御 容教と 立 上る 

を 松 王 丸。 詞ャァ 其 術 はく はぬ。 暫 しの 

容赦と 隙 どらせ 553 支度しても。 裏道へ は 

數百入 置き。 檨 の 這 出る 所 もない。 

いぎ！^ ほ しにが ほ さラが ラ 

生顏と 死顏は 相好が 變る などと 身替り 

ふるて 

の S 首 それ もた ベぬ。 地 古手な 事して 後 

悔 すなと 云 はれて ぐっとせ き 上げ。 国ャ 

ァ いらざる 馬鹿 念。 病み ほうけ た 汝が目 

51 f  さかさ £»* な-一 

玉が でんぐり返り。 逆様 眼で 見やう は 知 

らす。 紛れ もな き 菅秀ネ の 首 追 付け 見せ 

う。 ヲ其 舌の 根の 乾かぬ 內に 早く 討て。 

* とく 切れと 玄番が 權柄。 ハットば かり 

に 源 藏は胸 を 。フシ 据 ゑて ぞ 入りに ける 。地 

傍に 閗 きゐる 女房 は爱ぞ 大事と 心 もさ。 

けんし  》5 こ <a  . 

樹使は 四方八方に 眼 を 配る 中に も 松 王 

机 文庫の 數を 見廻し。 85 ャァ 合點の 行か 0 

ぬ。 先だって 往んだ 餓鬼 等 は 以上 八 人。 1 
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机の 數 がー 脚 多い。 その 枠 は 何 所に をる 

ぞと。 a 見咎められて 戶浪 ははつ と。 a ィ 

ャ こり や 今日 始め て 寺ィ ャ寺參 りした 子 

が ござんす 。なに 馬鹿な。 ヲ 、それく。 

これが 則ち 菅 秀才のお 机 文庫と。 * 木地 

を 隠した 塗 机 フシ ざっと さばいて いひ 拔 

ける。 SS 何にもせ よ とらす が 油 斷の元 

て づ* 

と。 * 玄番 諸共 突立ち 上る こなた は 手 詰 

命の 瀬戶 際。 奥に はばったり 首 討つ 音。 

はっと 女房 胸 を 抱き 7 シ踏 込む 足 もけ し 

しら だい  をけ 

とむ 内0 地武 部源藏 白^に 首桶乘 せて し 

づく 出で。 目通りに 差 置き。 a 是非に 

及ばす 菅 秀才の 御 曾 討ち 奉る。 いはば 大 

切ない 御 首。 (いはば 大切な お 首 十 £^) 性 

极を すゑて サァ松 王 丸。 しっかりと 檢分 

つせ もと  やよ 

せよ と。 地 忍びの 元 くつろげて。 虚と 

いはば 切 付けん 實と いはば 助けん と フシ 

堅 唾 を。 吞んで 扣へゐ る。 a パ 、、、、何 

のこれし きに 性根 どころ か。 今淨玻 if の 


鏡に かけ。 鐵札か 金 札 か 地獄 極樂の 境。 

家来 衆。 源藏 夫婦 を取卷 きめされ。 地 

畏 つたと 捕手の 人數 十手 振って 立ち か i 

る。 女房 戶浪も 身 を 固め 夫 は 元より 一 生 

懸命。 サァ實 檢 せよ 撿 分と いふ 一 言 も 命 

,フ しろ  くせ も Q  5 な こ 

がけ。 後 は 捕手 向う は 曲者 玄番は 始終 眼 

を 1^ り。 こ.^ ぞ絶體 絶命と 思 ふ 內早ゃ 首 

桶 引 寄せ。 蓋 引 明けた 首 は 小 太郎。 と 

いうたら 一 討と 早ゃ拔 きかけ る 戶浪は 祈 

願。 天道 樣佛神 ノ様憐 み 給へ と 女の 念力。 

眼力 光らす 松 王が ためつ すがめ つ 窺 ひ 見 

て。 51 ムゥ こり ゃ菅 秀才の 首 討った は。 粉 

ひなし 相逮 なしと * いふに も恂り 源藏夫 

あたり 

婦。 7 シ傍 きょろ/^ 見合せ り。 《?檢 使の 

玄 番は撿 分の 詞證據 に W かした /、よく 

討った。 国 褒美に はかく まうた 科赦 して 

くれる。 ィザ松 王 丸 片時 も 早く 時 平 公へ 

ひ t ど  とがめ 

お H にか けん。 いかさま 隙 取って はお 咎 

もい か 1^。 拙者 はこれ よりお 暇 賜 はり 病 


氣 保養 致した し C ヲ 、役目 は 濟んだ * 勝 ：：： 

や. A た  1 

手に せよ と 首 請 取り。 玄骄は 館へ 松 王 は 

フシ 駕に ゆられて 立歸 る。 地 夫婦 は 門の 戶 

あ を：， キ-と ぃネ 

ひ つ しゃりし め 。物 も い はす 息 吐 <«9。 

しき  いつ とさ  - ' > 

五色の 息 を 1 時に フシ ほっと 。吹お すば か 

りなり。 地 胸 撫でお ろし 源藏は 天 を拜し 

ぼんにん 

地を拜 し。 K ハァ、 有難 ゃ恭ゃ 。凡人なら 

ぬ 我が君の 御聖 德が顯 はれて。 松 王め が 

眼が かすみ 若君と 見定めて 歸っ たは。 * 

ss^ & 不思議の なす 所。 御 壽命は 萬々 年悅 

ベ 女房。 S ィャ もうく 大抵の 事 ぢゃご 

ざん せぬ。 あの 松 王 めが 股の 玉へ 一せ 丞相 

は ひ  わ- rlJ ん ぶつ 

様が 入って ござった か。 但し 首が 黄金 佛 

ではなかった か。 似た というても 瓦と 金。 

寶の 花の 御 運 開きと あんまり 嬉しうて！^ 

が こぼれる。 * ハァ、 有難 や 尊 やと 7 シ 

悅び いさむ 折 柄に。 せ 小 太郞が 母い きせ 

きと。 迎 ひと 見えて 門 の戶 叩き。 a 寺 入 

の 子の 母で ござんす。 令 漸ぅ歸 りました 
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と。 * いふ 聲聞 くより 又： S り。 一 つ 週れ 

て 又 一 つ こり や マ ァ何 とどう せう と。 妻 

が騷 げば 夫 は 胴す ゑ。 《 "コリ ャ最 前 言う 

たは 爱の 事。 馕 若君に は替 へられぬ 狼 現 

%0  ひ^の 

者め と 戶浪を 引退け。 7 シ 門の 戸ぐ わら 

りと 引 明 くれば 女 は會釋 し。 ョ これ はま 

わる 

あくお 師匠 樣で ござります か。 惡さを 

お 親み 申します。 埯何 逸に 居 やる ぞぉ邪 

魔で あろに と。 いふ を 幸 ひ。 K ィャ 奥に 子 

供と 遊んで 居ます。 * 連立って 歸られ よ 

と SSBI でい へ は。 ョヲ、 そんなら 連れて 

歸り ましよ と。 熥 すっと 通る を 後より 只 

I 討と 切 付く る。 女 もしれ もの ひつば づ 

し 逃げても 逃-かさぬ 源藏 が。 R^-するどに 

切 付く る を わが 子の 文庫で はっしと 請け 

とめ。 S コレ 待った 待たん せこり やどう 

ぢ やと。 * 撥ねる 匁 も 容赦な く 又 切 付く 

る 文 it は 二つ。 中より ばらり と經 帷子。 

南無 阿 彌陀佛 の 六 字の n 顯 はれ 出で し は 


コハ いかにと。 不思議の 思 

つ, OS な t  ！  S  .  L 

ひに 搠も ii: り 7 シ 進み 兼ね 

てぞ 見えに ける。 地 小太郞 

が母淚 ながら。 S 若君 菅秀 

才 のお 身が はり。 お 役に立 

てて 下さった か。 * まだ か 

樣 子が 聞きたい とい ふに：^ 

り。 a シテ/ ^それ は 得心 

か。 得心な りやこ そ。 この 

經 帷子 六 字の tt。 ムゥ して 

其 許 は 何人の 御內證 と。 * 

尋 ぬる 內に 門口より。 S 梅 

は 飛び。 櫻 はかる > 世の中 

に。 何とて 松の つれな かる 

らん。 女房 悅べ 、悴 はお 役に 

立った ぞ と。 *M くより わ 

つと せき 上げて. <予ァ 前後。 

不覺 に取亂 す。 * ャァ 未練 

者め と呵 りつけ。 すっと 通 
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る はお 王 丸。 るに 夫婦 は 二度 り。 ig- 

5 つ. *  -^」 

力 現 か 夫婦 かと フシ 呆れて。 詞 かり 

しが。 * 武 部お i 跛 威俊 を P し。 H  I  は 先 

づ 後の 事。 是迄 敵と ひし 松 王 打って 變 

つた 所存 は 如何に 「^ しさよ と尋 ぬれ 

ヲ、 御 不審 尤も。 存知の 通り 我々 兄弟 三 

人 は 。銘々 に 別れて 奉公。 情な や 此松王 

は。 時 平 公に 隨ひ 。親兄弟と も肉緣 切り，， 

御 恩 請けた 丞相 へ i¥ 主命 とはい ひ 

な 力ら 皆 これ 此 身の SST 何と ぞ主從 の 

緣 切らん と。 作病 耩へ g の 願 ひ。 菅 秀才 

の 首 見たら ば 暇 やらん と 今日の 役目。 

もや 貴殿が 討ち はせ まい。 なれ ども 身 

はりに 立つべき 一 子な くば 气 せん。 爱 

ぞ御恩 報す る 時と。 女房 千代と 云 合せ。 

二人の 中の 枠 をば。 炮 先へ 廻して この 身 

が はわ。 机の 數を 改めし も。 わが 子 は 

来たん と、 むの 蕃。 皆 丞相に はわが 性根 を 

兑 込み 給 ひ C 何とて 松の つれな からう ぞ 


よ 


との 御 欹を松 はつれない/. » と。 世上の 

口に か i る 梅し さ。 * 推量 あれ 源藏 殿。 

がな くば いつまでも C 人で なしと いは 

ォん に。 持つべき もの は 子なる ぞ やと。 

いふに 女房 齒 せき 上げ。 草葉の 陰で 小 太 

力 聞いて 嬸 しう 思 ひましよ。 K 持つ，、 

きもの は 子なる と は あの 子が 爲 にょい 手 

向 C 思へば 最； W 別れた 時 C いつにない 跡 

追うた を。 呵 つた 時の 其 悲し さ 。n おの 

^へ 寺 入と 早蟲が 知らせた か C 降 村へ  一 了 

くと いうて。 道まで 柱んで 見 たれ ども。 

子 を 殺さし にお こして 匿いて。 どう 

ァ 家へ 往なる. -も のぞ。 死 とも 令 

i 度兒 たさに 未練と。 * 笑うて 下さん す 

な。 包みし，成儀はぁの子が^^  S1 十九 

日の 蒸 物まで 持って 寺 人 さすと いふ。 悲 

しい 事 力 世に あらう か 育ち も 生 h> も賤し 

くば〕 殺す 心 も あるまい に。 死ぬ る 子 は 

E5 目よ しみ-美しう 生れた が。 可愛 やその 


身の K- 仕 八 n せ。 何の S 菜に 迄。 しま 

うた 事ぢ やとせ き 上げて かつば と。 フシ 

伏して 泣きければ。 埯 共に 悲しむ 戶 は 

立 寄り。 ，お前に ナ。 m おの 身代りと 思 

ひついた 傍へ 往て。 も師： 樣 今から み 

上げます と。 いうた 時の 事 甲？ ひ 出せば。 

他人の 私さへ 骨身が 碎 ける。 《f 親御の 身 

で は お 道理と 疾添 ゆれば ィ これ 御内 

證 コ リ ャ女房も3:でほぇる。 £|£^悟し 

た荆 身代り。 で 存分 ほえた でない か。 

御 夫婦の 手前 も ある。 ィャ なに 藏殿。 

申 付けて はお こし たれ ども- 定めて 

の ISC 未練な 死 を 致した で 御座らう。 ィ 

ャ 若君 I お 秀才の 御身が はりと お^か し た 

い さ つ 

れば。 潔う 首 さし 延べ。 ァノ  げ れも 

致さ チに ナ。 にっこりと 笑うて。 ム 、 、 

ム、、 二、、、、.  、±t 木) 出かし をり 

ました。 利 a な 奴 立派な 奴。 ^1- な 塊 八 

つや 九つで a- に 代って ほめお くり。 お 役 こ 
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立つ は 孝行 者 手柄 者と 思 ふから。 思 ひ 出 

さぎ 

すは樓 丸。 莉恩も 送らす 先 だち し #• や 草 

號の 陰よりも C 羡 しかろ けなり かろ。 枠 

が 事 を 思 ふに 付け 思 ひ 出さる、 くと。 

流石 同腹 同姓 を スエ 忘れ 兼ねた る 悲歎の 

淚 a なう その 伯父 御に 小太郎 が。 S 逢 ひ 

ます わい のと 取 付いて スェ わつ とば かり 

に 泣き沈む。 歎き も 漏れて 营 秀才 一 間の 

内 より 立 出で 給 ひ。 我に 代る と 知るなら 

ば此 悲しみ はさす まいに。 可愛の 者 やと 

御 袖 をし ぼり 給へば 夫婦 ははつ と。 共に 

浸す る 7 シ 有難 淚。 * 序な-から 若君 樣 へ 

みやげ 

御 土産と 松 王つつ 立ち。 申 付けた 用意の 

乗物。 早くく と 呼ば はるに ぞ。 ハツと 

答へ て 家来 共 7 シ御 目通りに 界据 ゆる。 

« 早 や 御出でと 戶を 開けば 菅 丞相の 御臺 

所。 ナウ 母樣 かわが 子 かと 御 親? h 不思議 

の御對 面。 源藏 夫婦 横手 を 打ち。 S 方々 

と 御 IC 方 尋ねし に。 何虚 にか 御座な され 


し。 サ レバ /、。北 槎哦 の御隱 家。 時 平の 

家来が 閒き 出し 召 捕りに 向 ふと 間き。 某 

あや ふ は ひ i  >  I . 

山伏の 姿と なり 危ぃ所 奪取ったり 地<1„^ 

ぎ 河内の 國へ 御供な され。 娘 君に も御對 

面 コリャ く 女房。 小 太郞が 死骸 あの 

乘 物へ 移し 入れ。 野邊の 送り 營 まん C  * 

ァ ィと 返事の そのうちに 戸浪が 心得 抱い 

て 来る。 死骸 を 網 代 S 乗物へ。 乘 せて 夫 

婦が 上着 を 取れば。 哀れ や S より 覺 悟の 

しろむ ,. 

用意。 7 シ 下に 白 無 坂 麻 上下。 地 心 を 察 

して 源 蔵 夫婦。 野邊の 送りに 親の 身で 子 

を 送る 法 はなし。 * 我々 夫婦が 代らん と 

立 寄れば 松 王 丸。 a ィャ くこれ はわが 

な 今-がら 

子に あらす。 菅 秀才の 亡骸 を 御供 申す。 

かどび  i 

« いづれ も は 門火く と 門火 を。 7 シ賴 

み賴 まる、。 地 御 棗 若君 諸共に しゃくり 

上げた る 御淚。 冥土の 旅へ 寺 入の。 師匠 

は SR 陀佛釋 „ ^牟 尼佛。 六道 能 化の 弟子に 

なり 赛の 川原で 砂 手本。 いろは 害く 子 を 


あへ なく も C ちりぬ る 命。 7 シ 是非 もな 

や。 あす 夜 たれ か 添 せん C らむ褒 目 見 

る 親心。 合 甸と死 出の やまけ こえ。 合 あ 

さき 夢見し 心地して 跡 は。 門火に ゑ ひも 

せす。 京 は；^ ぎと i^s れ鳥邊 野。 さして 

連れ 歸る 

第 五 

* 雲井 長閑き 大內山 はや 立ち か はる 水 無 

^_下 旬。 日毎々々 に 時 違へ す 電光 雷火 露 

M。 打續 いての 天 5^ 只事なら す。 玉 鉢 安 

全 雷 除の 加持 あらんと 勅使 三度の 召に 應 

じ。 の 阿 S 梨參 あり。 紫宸殿に 

へ、，. M  く  くこ さん これいし やく  S や、 7 

檀を 構へ 幣帛 押 立て。 獨鈷 三鈷鈴 錫杖 ふ 

り 立てく 祈らる >-。 フシ!^ 護 も 撫と知 

られ ける。 * 寬平 法皇の 御 使と して 判官 

輝國。 齋世 親王 刈 屋姬菅 秀才 を 伴 ひ 御 階 

の もとに 7 シ伺 候す る 0 ほ 僧正 壇より 下 4. 

り 給 ひよく こそ 參 内 まし ませし と。 * 親 


王の 御手 を 取り 上座に 移し 參ら すれば。 

輝國 階下に 頭 を さげ。 85 豫て 法皇 貴僧に 

談じ給 ひし 通り 菅 秀才に 菅 原の 家相 mo 

IK 搂 宜しき 手 を 以て 御沙汰あって 給 は 

りし か。 *f 承 はって 參れ との 使 ざ ふと 述 

ベければ。 親王 も 僧正に 向 はせ 給 ひ。 as 

此 度の 天 變 察する 所。 無實の 罪に 沈んだ 

しょね 

る菅 丞相の 所爲 なるべし。 この 暴 魂 を鎮 

めんに は 法皇の 仰せの 如く。 菅 秀才が 勅 

勘を赦 され。 菅家 再び取 立て 給 はば 亡魂 

も 恨み を 晴らし。 * 天下 萬 Di- の悅び これ 

にし かじ 偏へ に 貴 佾を 頼み入る。 次に は 

麿が 虚 命の im。 申し 晴らして 給 はれと 

ス ，- テ事叮 に述 ベ 給 へ ば。 a 仰 せ の 如く 菅 

丞相 恨み は 晴れぬ 變 不顒。 Is^ 僧 元より 

菅 f 孤 相と は 師弟の 中。 蓬 の 怒り を やす 

むる 菅 原の 家相 接。 《s 宜しく 奏し 奉らん 法 

皇 御所へ も此 通り。 輝 國申上 げらるべし 

各 は. K 方 へ と。 打 連れ 奥に 入り 給へば 


判官 代 大きに 悅び。 僧正の 御 1:5^ 法皇に 

申 上げ。 追 付け 参上 仕らん と フシ 心い そ 

く立歸 る。 *f 齋世 親王? の 兄弟 密に 

參 c 致せし と。 ^KISS が 知らせに よつ 

て。 5 のお i 大き S き。 r 世 霧 前 

後に 隨 へ！^ 散に 新来り。 寢殿遙 に 窥ひ見 

れば。 S 實 にも 玄番が 申す に 違 はす。 寺 

あだ  おた つまし 

平が 怨 となる 奴 ばら 片# 打殺し。 天皇 法 

皇 遠島 させ 我 If 乗の 位に 卽 かん 0  a 淸行 

希世ぬ かるな と 八方へ 眼 を 配り。 事 を 窺 

む 待つ とも 知らす 0 判官 代は歸 りし かと。 

奥より 出 づる菅 穷ネソ レと時 平が か 

に- 左中辨 つつと 寄り 小 K 取って 稳 伏せ 

たり。 時 平の 大臣から，， と 打 笑 ひ。 IK 

絹 同然の 小 枠 なれ ども 生け 置いて は!^ 

の 仇。 首 討った ると 思 ひしに 小 ざ かしく 

たばか 

も W を 謀り。 今日まで 存命せ し は；^ ム王め 

； ばから，  く！ b<& 

力 計りよ な。 费 首^うた うつ そり. oto 

« 春 藤 玄番が 肩 骨つ かみ 不忠 油 斷の見 さ 


しめと。 首引拔 いて かしこへ 投 捨て。 S 

ャァ -.^ 兩人。 此小枠 は 麿に 住せ。 齋世 1 

親王 刈屋姬 引立て 參れと 下知す るに ぞ。 

m 淸行 希世 心得し と 奥 を さし て 行く 所 

に。 俄に 晴 fK かき 曇り" 7 風雨 つて 結 

間な く 電光 虚空 に^めき 渡り。 デ、 ％ も 3g 

お ほ S みな，  fcfl 

る \大 雷 ばち 、くぐ わら. 

(0 二人 はがち く 胴ぶ る ひ色靑 ざめ 

, まど  ietr 

て？？ 5 げ惑 ふ。 * 時 平の 1<臣 はび くと もせ 

す。 《 -ャァ 臆病な 腰 I 共 。鳴れば 鳴れ 落ち 

ば 落ちよ。 雷神 雷火， feir にかけ。 地 

み 消して くれん す ものと 菅 秀才 を 小脇に 

i 込み。 虚？^ 睨んで 突立ったり。 接 も 

はためく 震動 雷電 希世 は 生きた る 心地な 

く。 街 階の 下に 屈み ゐる 頭の 上に 車輪の 

火 の 玉。 落つ ると 見えし が 左 中辨五 j| 縱 凊ー 

に 燃え ii れ。 目の： |g 師匠の 黼 他 

地よ かりし 最期な り。 * これに も 屈せぬ 手 

强氣の 時 平。 a 一一 f 善の 淸行 いづく にある 


SB 手 R 傳原昔 


縻に 敵す る 雷神な し" 怖く ば 愛へ 来れよ 

と。 iS 呼ぶ を 力に 立 寄る 淸 行。 あは やと 

三 善 も 雷火に 打 たれ 7 シ卽 時に 息 は絕ぇ 

菜て たり。 *  二 入が 最期に さしもの 時 平。 

心蹈 して 膝 わなく。  にした る菅 秀才 

ォクリ 3^ げて。 へ 行方 も 知らば こそ。 地此 

上賴 むは； と 壇上 に 1& 上り。 兩手を 

覆う V い^る。 左右の 耳より 尺 餘の小 蛇。 

顯 はれ 出づれ ば悶絕 しうん とのつ けに 

フシ 反り か へれば。 二 疋の小 蛇は拔 出で 

て 擅に 立った る JfE 帛に。 入る よと 見えし 

が 忽ちに。 此世を 去りし 樓丸 夫婦が 姿と 

顯 はれ 出で。 影の 如く 擅 上に すっくと 立 

ち。 Igs 腹立ち や 恨めし や。 汝 故に 菅？^ 

相。 無 s の 罪に 浮き沈み。 心筑 紫に 果て 

ナー j!i 給 ふ。 ス I 其 怨念 は。 フシ 晴れ やら 

ぬ。 ハル フシ 空に 森き。 鳴 神の 炎 1*{ じ て杠 

と。 樓 共に 散らさん 来れ や 来れと ハズミ 頭 

を 。解んで 7 シ引 立つ る。 * 音に 驚き 法 性 


坊紫虔 殿に a 出で て 見 給へば。 物の怪の 

姿 あり/、、  7 シ有 明樓。 地 祈 加持して 退 

けんす ものと。 珠數 さらく 押 揉んで。 

Hl^ の 陀羅尼く りかけ /-»。  * 祈り 祈れ 

ば 時 平 は 夢と も 現と も。 思 はす 知ら チ立 

上れ ど楼 夫婦が 妄執の。 雲霧に 隔てられ 

7 シ形 は。 a えて 手に 取られす。 7 シ^げ 

ん とする を。 がさ じと 向 ふに たちまち 

八重 一 重。 にか、 りこの 世 を 去り。 

は 終に 呵責の 火樓。 此身を i す フシお i 

をん ねん 

樓。 1 いかに 憎 正 祈る とも。 此 怨念 は 何 

時 迄 も。 付き纏 はって 糸樓。 サハ 9 退か じ 

£fl ろし 

放れ じ 幻 は。 打て ども 去らぬ 犬 櫻" 义， 

死 髮 を 去ら さで 置くべき かと。 揉み かけ 

く 祈り 給 へ ば 夫婦が S 魂。 ィャく 

ちろ とも 

くくく いか 程 祈る とも。 我々 諸共 

冥途の 苦 患 見すべし と 寄れば。 ョ 祈り。 

祈れば 一一 人形 は 見えつ 隱 れつ 九重の。 彼岸 

博と ちり。，^ に 1£ 正の 珠数 先へ フシ 恐 


れて 寄らぬ ぞ 不思議なる。 * 紫 庭 殿に 僧 

正 あれば。 "弘徵^^^に夫婦の姿。 弘徵 殴に 

移り 給へば。 淸凉 殿に 死 髮 の 形。 淸凉 殿 

に 移り 給へば。 梨壺。 梅 壷。 夜の 御殿 晝 

の 御座。 行 違 ひ 行 廻り。 祈る は 僧正 去ら 

もみあ 

ぬは怨 揉 合 ひく。 ナ ホス 祈り 伏せられ 

樓丸。 a ャァ /、僧正。 菅 丞相 を 讒言し。 

帝位 を 奪 ふ 時 平 を 助け 給 ふ は 心得す。 拉 

は 貴僧 も 朝 敏にカ を 添へ 袷 ふかと。 * 聞 

くより 僧正 大きに SJg き。 ャァ か- -る 天下 

の 仇と も 知らで。 ？|ぎを^«せし勿體なゃ 

と 7 シ法座 を 立 去り 入り 給へば。 * 時 平 も 

恐れ 諸共に 御座の 間 さして 3^ 入る を。 &i 

を 取って 引戾 し。 今 こそ は 思 ひの 儘。 冥 

中み ち  しもと 

途の 闇路に 伴 はんと- 樓の 枝の 笞を振 上 

げ追 立て。 ^追 © し笞を 持って ちゃう 

くく。 打 たれて うつ \、is^ の フ 4^ 

の骸 C さて こそ 5^ み 晴れたり と 死 接 は 時 e 

平 を 庭 上に。 どう ど 蹴落し 搭 しげに。 形 1 


は 花の 散る ごとく。 消えて 見えねば 丞相 

の 。接 も しづ まり i„Jj 晴れて 7 シ 日輪。 光り 

镩 けり。 * かくと 見る より 菅 秀才 刈屋姬 

庭 上に 走り出で。 S 父上の 敵遁 さじと 用 

意の 懷劍拔 き 放し。 恨みの 刀 思 ひ 知れ 

と。 堆 刺し通しく 悅び給 ふ r ゾ折 こそ 

あれ。 地 宮 御 夫婦 若君の 安否い か と 松 

王 丸。 輝國 伴ひ參 内すれば。 白 大夫梅 王 

さいふ  み ねし もと 

も宰府 より 立 歸り御 階の 下に 伺候して。 

をん ねん 

櫻 丸 夫婦が 怨念 時 平が 惡事 を顯 はせ し 仔 

細を閗 くより 人々 喜悅。 共に 悅び 法相 坊 

親王 を 伴 ひ 立 出で 給 ひ。 詞人々 の 願 ひの 

如く。  _ せ 秀才に は菅 原の 遣 跡 を 立てさ 

せ。 菅 丞相に 正 一 位の 贈官 あり。 右近の 

馬場に 社 を 築き。 南無^^<滿大自在1K神と 

3SC 地 皇居の 守護神 たるべし との 宣旨 

なりと 述べ 給へば。 皆 一同に 悅び をき く 

に 北 野の 千 本 松。 榮ぇ榮 ゆる 御社 は 千年 


柱。 瑪琐の 梁 瑶璃の 垂木。 廻廊 拜殿 あり 

くと 拜 まれ させ 給 ひける。 京に 北 野 難 

波に天滿祌德^<?瓏並びなく。 榮 えまし ま 

す この 御 神 緣起を あらく 害き 殘す 筆の 

冥加 や 御傳授 の。 傳 はる 和國 にいち じる 

き威德 を。 I？ め 奉る 


延享 三年 寅 八月 廿 一 日 
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2S 忠なる かな 忠。 信なる かな 信。 勾践 

の 本意 を 達す 陶朱 公。 功 成り 名 遂げて 身 

ひとは  なみまくら * いし 

退く。 五 湖の 一 Is 浪枕。 西 施の 美女 を 

伴 ひし。 i を爱に & 接。 四海 漸く 穩 かに 

ことぶ，  1： ん 5- やく みことの， 

毒 永き 年號も 短く 立って 元 暦と 詔 も 

あら i-i  しらはた 

革 り。 戶 ざさぬ 垣根 卯の花 も。 皆 白旗 

さ. A 

と 時め きて。 ォ。、 Y 武威 はます/^。 盛 

ん なり。 堆寰： 八十 一 代の 天子 安德 帝。 八 

島の 波に 沈み 給へば。 後白河の 法皇 政 

^9  さっきん くぎ や 5 

を 執行 はせ 給 ふ。 眤 近の 公卿 は 左大臣の 

とも^た 

左 大將藤 原の 朝方。 君の 御覺 えよ きま、 

に 己に &i ふ 者に は。 官位 昇進 中 下し。 

iw^ 属の 沙汰 大方なら す。 群臣 これ を 如 

何ともい は 叙 慮に 背かん かと 7 シ おの 

おん ひ 

く。 舌 を卷筆 や。 *f 大内 記裤日 次に 硯 


取 添へ 座ル する。 瀧 口に 案 e: して 頑 氏の 

は- フぐ わん  iCS ん ざん 

大將。 源九郞 i 官義經 院參の その 牲ひ。 

五位の 雜袍 善盡し 派手. t つくせし 太刀 飾 

り。 供の 飾り は三國 一 西&" の 武藏坊 辨慶。 

大紋の 袖 立 烏 精子 儈衣を 憚る い i 装 は。 フシ 

實 にも 由々 しく 見えに ける。 《p 大內記 取 

次に て 源氏の 武士 參 上と。 申 上 ぐれば 左 

大将い かに 義經。 《 ^此度 八 島の 合 戰の様 

子。 法皇 委しく 閉 召さす。 fK 皇の 入水 I 

ひ なみ 

門の 最期。 御 日 次に 記されん 申 上げよ と 

こんど ？ かひ 

ある。 義經 はっと 承り。 さん 候 今度の 戰。 

平家 は千騎 ばかりと 見え。 八 島の 機に 陣 

を 張る。 義經が 勢 は 四百 餘驗。 只事に て 

ふ じ  とき C"*  一 

は 勝つ ことなしと。 不時に 寄せた る鬨聲 

あわて ふた. 0 

に。 it 章 浪祸き 平家の 勢 船に 取 乘り沖 中 


へ。 11<皇 を フシ 具し 奉る。 コハ。 その 時 城 

あか  *<な こさ ♦< 

に 火 を 故ち。 明りに 眼覺 せし やらん。 能 

の， つ. n せ 5*- ん  ま た い ゆん u- き 

登 守 敎經小 1^ に 乗 移り。 稀代の 弓 力 引 詰 

め 差 詰め。 ，新たる 矢先 は義經 が。 5^ の 

先に 立塞がる 住 藤 韆信& に 5 け。 馬より 

下に どう ど 落つ る。 その 首 取らん と 菊 王 

丸。 船より 機邊に 上る ところ。 弟 佐藤忠 

信が 射返す 矢先に 敵 味方。 互に 不便の 武 

C ふ  あ ひ ぴキ 

士を 討た せし 供養と 相 引に。 その 日の 軍 

はプシ さっと 退く。  <ル7 シ明 くれば 敵より 

出す 扇。 與 市宗髙 射て 落す。 ギン 尾谷景 

淸錄； 敵が 感 する 味方が 111 むる され ど 

fb んじ ちいく さ  ぐん s!^ け  メ 

も。 源氏 は 勝 軍。 平家 は 軍兵 討ちな され 

能 登 守 敎經。 ま 安藝の 太郞。 同じく 次郞。 

1 一人 を 左右に 引 挟み 海へ かっぱと 飛 入つ 

ひど わきの， も o- 

たり。 * これ を 冥途の 門脇敎 盛。 同じく 

經盛。 資盛有 盛" 行 盛なん ど 我 もくと 

接いて 入る。 _^"新中納言知盛は。 御所の 

御船の 御供と 進んで 海に ざんぶと 入る。 


* IK 皇の御 事 はや はかと 存ぜし 油 斷の間 

あ じ中ラ 

に。 二位の 尼 上 御供し。 《K 海へ 入りし と 

W いたる ばかり 御 骸をも 求め 得す。 女院 

とも；^ ら さき 

ばかり 助かり 給 ふ。 生 捕った る 黧 は 先 

達て 一 紙に 認め。 釵覽に 供へ 奉れば。 地 

申 上ぐ るに 及ばす と 事 こまやかに 述べ ら 

る、。 その 辯 舌 を 其 儘に フシ 日 次に。 記 

丄 もお fc に ：4  け し- 5.1 

しと 5- めけ る。 地 朝方 苦った る氣& にて。 

それ 程の 功 ある 義經。 賴 朝に 對面叶 は 

す腰趑 より 追. 逸された。 その 科 をい へ閒 

かんと。 * 閉 くより 辨慶 進み出で。 詞我 

が 君の 御 爲には 御 兄 なれ ども。 li 冠 者 

範賴卿 緩い お生れ。 手柄が 無 さに 義經公 

あっち 

にしな す を 付け。 彼方の 手柄に せうた め 

に。 附從ふ is 人 ばらが！ SS と。 * 氣の つか 

ぶ * んき 

ぬ は 鎌 倉 殿の 無 詮議と い はぜ も 果てす。 

S ャァ だまれ 辨慶。 假令護 者の 業に もせ 

よ。 一 旦の 兄の 命. & 開かす。 腰 越より す 

ごくと 歸 りし は。 弟の 義經さ へ あの 通 


りと 世上の 見ぎ し。 理非 辨 へぬ 麁 忽の雜 

ごん  ぴ ら-ジ  いましめ  しん ぺ 5 

一 頁。 * 尾籠 至極と 誡 の詞。 詞ホ、 ゥ 神妙 

なり 義經。 軍の 次第 を 奏聞して。 御前 宜 

しく 計 はんと。 * 表面 はぬ つべ り 取 持 顔。 

寐鳥さ ふんと 底 巧 大内記 引 連れて。 ？シ 

t ぶか  こじと * 

御殿 間 深に 入りに ける。 * 小 lie の 陰より 

左大將 朝方の 諸 太夫 ビ 4^ に 劣らぬ 人畜の 

めう じ .qo くま だい G しん 

苗字 も i 熊大之 進。 コレ く義經 殿御 

油斷 く。 洽 つたと は S ひながら ISf 家の 

これ  れん *?  ないし 

殘黨。 小 松の 三位 維 盛の 簾 中 若葉の 內侍。 

その 儘に 置かす とも 何が 片付けて 了 はれ 

ぬ。 ホ 、ゥ 何事と 存ぜ しに 女 童 の 事よ 

な。 何 萬 人 ある とても H< 下の 妨に ならぬ 

こと。 その ま、 で 事は濟 む。 ムゥ こと 濟 

むと は。 どうな りと 成り ffC 第なら こっち 

も 勝手。 身が 主人 朝方 公。 若葉の 內 侍に 

御 執心と。 * 皆まで いはせ ゃ武 蔵坊。 

ャァ ならぬ く。 錄倉 殿の お 指 園で 緣組 

は 鬼 も 角 も。 平 冢 方の 女房 を 私に 引 入る 


る は 味方 も 同然。 ならぬ ことと いひ ほぐ S 

せば。 ャァ しゃらくさい おけく。 左い 

ふ 義經。 平 大納言 時忠の ならす や。 い 

はいでも それで 知れた。 若葉の 内侍 もち 

え/^ くった な。 ャァちぇ-^^^-くったと 

は 我が君 を。 雀の 様に ぬかした りな。 コ 

リャ肚 -H^f が 鳥なら おのれ は繩。 * ぶう ぶ 

うぬ かさす すつ こめと。 ひつ Si んで ちょ 

いと 抛る 音 は どつ さり。 ァ イタ、 、 、ャ 

レ 荒立つ るな 武蔵 坊。 しされく と フシ 

制する 折から。 * 御座の 間の 御篪捲 上げ 

あや  ひんだお 

左大將 朝方。 怪しの 箱 引： g へく わんく 

たる その 風情。 ャァ く義經 敬って 承 

あ ** ご ひ 

れ。 桓武 天皇 雨 乞の 時より。 禁廷 にと》 

つ r み  かね 

め 置く 初音と 名 づけた る 鼓。 義經豫 て 望 

きこし  わん ぜん 

む由閉 召し 及ばれ。 此 度の 御 恩賞に 院宣 

に 添へ 賜る ぞ。 拜 見せよ と 差 出す。 地義 m_ 

經 はっと 頭 を 下げ。 -詩數 ならぬ 身に 及び 

なき 願 ひ。 雨 乞に 用 ゆる 鼓 軍の 爲 にと 存 樓ー 
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する 所" "有難し と 箱 押 戴き 

相 添 へられし 院宣と は 如何なる 勅命。 い 

で拜 見と 箱の 蓋開けば 內には 鼓ば かり。 

ホ 、 ゥ 院宣と て 外にな し。 其 鼓が 則ち 

院宣。 惣 じて 二つ ある 物 を 陰陽に 取り。 兄 

弟に 像る。 鼓の 裏 皮 表皮。 同し 育ちの t ぶ 

くらに かけ 合 はされ し はこれ 兄弟。 裏 は 

義經。 表 は 頼 朝。 准へ て 其 鼓 を 打てと あ 

るが * 院宣な りと SW きも あへ す。 《s ハァ 

ァ其鼓が院宣ならば輯{^^5«經打和らぎ。 

睦 じく 禁廷の 守護 致せとの 勅 侯 ふや。 

ィャ さう でな いく。 君に 忠勤 づる 

義經 を。 科 ありと 追 返せし 賴朝 は。 法皇 

へ 敵!； ふ 所存。 兄 輯朝を 打てと ある 追討 

の 院宣と。 《f 理を押 抂げて 兄弟 中。 同志 討 

させて 了 はんたく み。 義經 はっと 當 惑し 

さし 

スシ 差う つむいて 居 給 ひしが。 S コ ハ 日頃 

に異る 法皇の 勅命。 ^<u"»!s に 背く とも 

兄 を 討つ 事 存じ も 寄らす。 賴 朝に 3t あら 


は。 義轻も 御 刑罰に 罪せら る- -が 弟の 道。 

地所 詮此 初音の 鼓 申請け ねば 院宣 も 承ら 

すと 差戾 せば。 朝方い よくしたり 顔。 

輪 首 は 汗の 如し。 勅命 を 背けば 義經。 朝 

敏な るが 合點 かと。 * 無理と 非道に いひ 

枉 ぐる 巧と 知っても 勅命と。 いふに 返答 

おれあり。 7 シ只 ハツノ  \ と ばかりな り。 

* 堪り 兼ねて 武藏坊 すっと 出で C 試コレ 

サ 左大將 殿と やら。 王樣は 天下の^。 無 

理. S はしゃれば 天下 中が。 皆 無理い ふが 

S  く ぼ 

八 G 點か。 無理が あるなら 傍に 居る 公家の 

役で 何故 鎮めぬ。 大 にも 怯まぬ 大將ょ 

いちごん  いひ £ 

う 一 言で やりこめ たな ァ。 言 負けさせて 

は此 腹の虫が 堪忍せ ぬ。 * サァ 出直して 

謝罪り やと 腹 立つ 儘の 傍若無人。 義經は 

つ たと 院 ませ 給 ひ- H や をれ 辨慶。 高位 高 

宫に對 しての 悪 n。  前より 無 纔 の 段 * 

言語 道 斷其所 立ちされ。 我が IH 通り は 叶 

はすと。 * 以ての外の 3 搔條 に。！ 方 も 


なく 立 端な く。  7 シカ； 誤り 猪 熊よ い JJ3^ 

味と ほく そ づくを 目 も かけす。 朝方に 打 

向 ひ。 一お 日頃の 懇望 却って 仇と なる 鼓。 

申請け ねば 君に 背く。 申受 くれば 兄に 敏 

對。 二つの 命 を 背かぬ 了簡。 打てと ある 院 

宣の 鼓。 たと へ 拜領 申しても 打ち さ へ せ 

ねば 義經 が。 身の 誤に もなら ぬ 鼓。 地拜 

領申 奉る と 鼓 を 取って 退出 T。 卸 手の 中 

に 朝方が 惡事を 調の しめく 、り« にも 名 

高き 大將 と。 末世に 仰ぐ 搏實 の。 强く！ $1 

なる 其 姿 C 一度に 関く 千 本櫻榮 え。 久し 

き 一 §r 君が代 や。 * 蘭 省の 花の 時 錦 帳の 

內 にか しづかれ し。 小 松の 三位 維 盛の 御 

ss« 若紫の 若君 六 代 御 is. 家 都 を 落 

ちしより。 今は廣 山の 瞎れ 里。 北 嵯哦の 

草庵に。 ス H 親子 議共身 を 忍び。 仕馴れぬ 

業 も佛の 行と 小 オクス 仓の。 流れ を 水 桶に 

主の 尼と 差 街 ひ。 スシ 庵の- s: に立歸 り。 

爿ゴレ 申し^ 裹樣。 わしが 一 日た が/、 


する を 笑止が つて。 荷の 片端お 手傳 ひな 

され 。それ/^ お 肩が 痛 さうな。 地下々 の 

わさ  とぎょ 

する 業 は 夢に 見 もな されまい。 時世と て 

おいと しぼ や。 《«ァ レ何閉 いて やら 六 代 

樣の莞 新と 笑うて ぢゃ 能う ぉ留夺 なされ 

たなう と。 地 ほた- (->  いうて あしらへば。 

し を  つ i 

御 臺所も 打 萎れ。 き 知り やる 通り 夫の 維 

盛樣。 御 一 門と 諸共。 安德 天皇 を 供奉し。 

都 を 開き 給 ひしょり。 此 庵に 親子 諸共。 

永々 の 世話になる も。 そなたが 昔お ぎに。 

奉公し やった 少しの 所緣。 《s 維 盛 樣も西 

海の 軍に 海へ 沈みお 菜な された とも。 又 

生きて ござる とも 樣々 の嗶 なれ ども。 詞 

都 をお 立ちな された 日 を。 御 命日と 思う 

て 居る。 に 今日は 舅 君 重 盛 樣の御 命日 

なれば 。心ば かりの 香 花 取つ て。 闘 i の 水 

も洪 へ ん爲。 手づ から 水 を 汲みました 。取 

分け 此月 はお 祥月。 昔の 形で 0 向せば。 

け ふ  ほそぬ G 

a せめて 佛へ 追善と。 狹 布の 细 布 身せば 


なる ォク 《 'さもしき。 小袖ぬ ぎ 捨てて 卯の 

花色の 二つ 襟。 ぅきに^^ー身の數々は。 十 

二 單の薄 紅梅 思 ひの。 Jiea 色 や： i の 袴。 

いで そよ 元は 大 に。 ハル フシ 宮 仕へ せし。 

ナホ ス フシ はれの 衣。 引 繕 ひ。 堆鎗 すった 

る 手箱より 重 盛 公の。 緣像を 取 出し さら 

/^と。 本 7 シ佛 問に かけて 手 を 合せ。 小 

松の 內府 淨蓮大 居士。 佛果 7 シ 菩提と 回 

向して。 コ レ六 代。 そなたの 爲 には祖 

い  おさな  ちゃく 

父君。 稚 けれども 平家の 摘 流。 よう 手 を 

な n して 拜 みやいの。 取 分けて 此緣 像。 親 

子 御と て 維 盛 様に 生きう つし。 ほんに 扨 

重 盛樣が 今迄 生きて ござらうなら。 地平 

家 はよ もや 亡び はせ じ。 孫子の 爲 にもよ 

からう に 彼方が ござらぬ ばっかりで。 此 

憂目 を 見る わい のと。 緣 像に 向 ひ 在す が 

如く。  くどき 立て^^ かつば と 伏して。 

ス H 泣き 給 ふ。 *^折節表 へ來る足音。ちゃ 

あるじ 

つと 心得 主の 尼。 枕屏風 を 引 廻し。 フシお 


あ ひだ  とば そ  はい 

姿 隠す 間もなく。 1^ 引 明けす つと 入り。 

お n レく 庄屋 殿へ 判 持て ごんせ。 ハァ 

ァ それ は合點 がいかぬ。 今迄 は 一 年に 一 

あらため  しと n- あ 5f 

度。 宗旨の 改 より 外に 判の いらぬ 獨尼。 

こな つ ャぺっ  * ぶる き 

殊に 此方 も 月別 取りに 來る步 行 殿と は 遠 

うた。 マァ 何事 ぢゃ間 かさつ しゃれ。 ィャ 

されば。 爱らの 事で はあり そ もない が。 

此嵯哦 の 庵室に 珠數 の實で 過ぎる は 付け 

たり。 表 向に は佛を 見せかけ C  S: 證へ取 

みめ vi  .f みな； ：-  I 

り 入る と。 小 眉目の 美い 髮長を 出し 力け 

r しょで *;t でか-一 ひもの  かい か：^  ► 

て。 御所 出 尼出圍 者。 大海 小 海と 名 をつ 

け。 一 屛風を 何 ぼ 宛と。 佛 前の 線香 を 立 

くら あさた 

て。 嗜商ひ を するとい の。 是と いふ も。 

祇王祇 女。 佛 などと いふ 白拍子の しゃの 

果が。 尼に なって 此緩哦 に 居る 故に。 そ 

れで 所がみ だらにな つたと て。 人^の 判 

形。 此 Ig! にも 其樣 な。 じだらく は ござら ^11? 

ぬか や 。ヲ、 あのい はしゃる 事 わい の。 5^ 

佛樣は 昆 通し。 そんな じだらくな 事 何で 樓 


せう。 閗 くも 汚れる 往んで 下され。 ハテ 

往 にます。 埯 早う 印 S おこさつ しゃれと。 

7 シ家內 を 見 超し 立歸 る。 * ぉ氣が 詰まろ 

あるじ 

と 主の 尼 枕屏風 を 押しの けて。 今の をお 

閉き なされた か。 a 免え もない 事い うて 

来て。 そして マァ氣 味の 惡ぃ。 家内 を ひ 

つた 見遷 して。 ヲ 、是 はしたり。 今の 

めに お前のお 草履 ちょろり 一 足せし めら 

れた。 ェ 、 小盜 人であった もの 。氣 がっか 

いで 取られた と。 * いへば s:s も 一 ^ぐみ。 

なに か 

世 を ぶ 身の上 は 何 角に つけて 案じが 培 

なさけ 

えぬ。 a もく 情なき。 親子の 身で は あ 

る ぞいのと 内 は。 ス M 歎きに 暴れ ども。 

堆外は 春めく 物資 聲。 K 菅笠 加 貧 笠。 V 

ゆすく 一 苻 ^；: &げ笠 をお 召しな されぬ 

かと 07 シ 門口より 差 親けば 0  a ヲ 、とで も 

ない。 尼の 內に 菅笠が 何でい ろ。 駕， 胡 散 

な 和郞ぢ やと^られ て。 * ィャぉ 氣づか 

ひな 者で なし。 《f 私で ござる と 笠 取って 


入る を 見れば 小金 吾武 里。 御 臺所は 飛 立 

つ 計り。 此間は 便も閉 かす どうか かう か 

と 案ぜし に。 サァく  7 シ爱 へと ありけ 

れば。 * 小金 吾 も 手 を さげて。 a 先 づは御 

WS 所に も 御 健勝。 ホ、 ゥ 若君 も 御機嫌よ 

き 顔を拜 し。 拙者 も大悅 仕る。 いか 樣 

こんにち 

にも 今日は。 先君 重 盛 公の 御 祥月 御 命日 

なれば。 御 装束 を 改め 御 回向 をな されし 

よな と。 * 佛 間に 向 ひ 手 を 合せ 。此 君お 一 

入 まし まさぬ 故 御 一 門 はいふに 及ばす。 

我々 迄 も 憂 艱苦と ス M 暂し。 淚 にくれ け 

るが *  W 拙者め も 御 貢の 爲。 思 ひついた る 

笠 商賣。 前髮 立の 此 小金 吾。 何が 仕付け 

ぬ商賈 なれば。 IT 推量 下さるべし。 先 

づ申 上げた き は。 主君 锥盛陶 の 御身の 上。 

未だ 御 存命に て 高野山に 御 入りと。 sa な 

る 都の ST 何と ぞ 拙者 も。 若君の. » 供 を 

して 髙 野に り。 莉 親子の 御 對面。 一 つに 

は 小金 吾 も。 再び 主君の 御顔 を 拜し申 度 


き 願 ひ。 それ 故 旅の 用意 を 致し 只今 参り 義 

候と。 *? 聞く より 斜臺も 夢見し ごとく。  5? 

なに 我が 夫の 高 野と やらん に 生存へ て ご i 

ざると や。 それ は 嬉し や 有難 や 六 代ば か 

りと 言 はすと も 。女子の 上らぬ 山なら ば。 

みづ から 

麓まで 自 も 同道せ ょゃ武 里と 7 シ悅び 

淚 にくれ 給 へば。 ョヲ、 お 嬉しい はお 

道理く。 わし もお 供した けれど。 足丰 

まと ひな 年寄 尼。 それならば 日の たけぬ 

いっと S  すんぜんし やくえ 

內 I 時 も 早い のが。 ヲ 、 成程 寸善尺 魔の 

なき 中に。 御&子 共に 御用 意 早う。 * 笠 

は 私が 手の 物 早速ながら 御用 に 立てん 

と。 俱に 用意 Q フシ 折 こそ あれ。 * 表の 

方に 人 音 足音。 尼 は 心得い つもの 通り 佛 

壇の 下戶槻 へ。 御臺 子 御 押入れつ き 

やる 其 間もなく。 朝方の 諸 大夫猪 熊大之 

進。 家来 引 具し 柴の戶 踏みの けど やく 

h; 亂れ 入り。 ョ此 庵室に 維 盛の 御臺 若葉 

の £ 侍。 粋 六 代 諸共に かくま ひ 置く 由。 1 


注進に よって 召 取りに 向うたり。 何虔に 

隙せ し 有様に 白狀 せよ と * 星 を さ-. れて 

t じ 

主の 尼。 はっと 思へ ど 素知らぬ顔。 S こ 

れは 又！！ 難題 維 盛の 御臺と は所緣 か- -り 

の 無ければ。 かくま ふ箦 もな しと。 * い 

ふに 傍から 小金 吾武 里。 それ は 定めて 

庵室 遠 ひ。 外 を 御 ifiSI? 遊ばせと 間き も あ 

へす。 ャ ァ前髮 めが 小差 出た 指圔。 先づ 

やつ  あきん M 

うぬ は 何奴。 ィャ私 菅笠 資。 ャァ 商人なら 

ばと つと と歸れ と。 地 家来に 持たせし 絹 

&の 草履 取 出し。 8 コリャ 諍 はすまい 爲 

に 家来 を 所の 歩行に して 入 込ませ。 證據 

の爲に 取った る 草履。 年寄 尼め が 赤 たれ 

た 履物 穿き はせ まい。 サァ是 でも あらが 

ふか。 奥へ 連行き 責めさい なみ 白狀 させ 

んと。 *主の尼が小肘取ってぐっと^^^ 

げソ レ家來 ども 。拷問せ よと あらけ なく。 

ひとま 

引立てく  7 シ 一 間の 中へ 入りに ける。 

地 小金 吾 は 氣も氣 ならす 何と せん 彼と せ 


んと。 口 親 ひ 隙間 を 見て。 御臺 親子 を 

出し 參らせ 幸 ひの 菅笠 荷と。 細引 かなぐ 

り签押 明け。 荷 底に II 人 を 入れ 參ら せ。 

旅の 用意の 風呂敷 包。 重 盛 公の 綺像 迄。 

取って は 押 込み さらへ 込み。 あた ふたし 

つら ふ 其 中に。 を 一 間に 縛り上げ 立 出 

くち 

づる大 之 進。 《s 察する 所 風 を 食うて ふけ 

らした もので 有ろ。 菅笠 屋め 存ぜ ぬか。 

ァ 、 いか 樣。 それならば 此 庵の 裏傳ひ を。 

をな ご 

氣 高い 女が 子 を 連れて。 5^ げたの はたつ 

た 今と。 くより 猪 熊 目 を 光らし。 ヲ 

ヲ それに 極った。 高が 女の 足 なれば ぼつ 

かけて 搦め 取らん。 家来 二人 はこれ に殘 

り 奥の 尼め を 取 すなと。 フシ 跡 を 慕うて 

追 掛け 行く。 地して やったり と 小金 吾 は 

ハル 7 シ心も 空に 荷 を 打 かたげ。 行かん と 

する を 二人の 家来。 兩 方より 小金 吾が 棒 

はな 

端 取って どっかと 引据ゑ 動かさねば。 S 

n リャ どうな さる。 ャァ どうす ると は 胡 


ろん も 0  に そこ  *-6*0 

亂者。 此荷 底に 挟まれた は 女の 着物。 ィャ m 

これ は 跳へ 笠の いた き。 ャァ ぬけく 

とばすまい。 御臺 親子に 極った。 ぶち 明 

けて 詮議 せんと。 * 立ち か i る兩 人が。 

肩 骨つ かんで 引退く る。 詮議 させぬ は 曲 

者と すらりと 拨 いて 切り かくる。 引つ 

ばづし 引つ ばづ し： e を 振 上げ。 * 弓手 馬 

手へ 叩き伏せ。 急所々々 を 力に 住せ。 叩 

きのめせば 二人の 家來。 目 募より 血 を 出 

し フシの た 打ち 廻って 死して げり。 地 敵の 

歸らぬ 其 中に と。 荷 を 打 櫓げ 聲張 上げ。 

菅笠 加賀 笠。 かさ 編 笠。 キ * ヒ網を 通れて。 

三 出で て 行く。  <K 花の 姿 も 引き かへ て。 

、i 七騎。 駒の はな。 昇た むろの 岡で 返 

り^。 再び 御 運 開かれし。 かの 賴義 わ。 奥 

州&。 君 は 八 島の 勝 軍。 國も靜 が。 ナ * ス？ ゾ 

0^  * いやく どっと 譽 むる 聲。 関聲 ^ 

と は 打ち か はり 賑ふ 御所 はニ條 堀川。 九 A: 

郞義經 の 方 勇めの 御 催し。 中座の 御殿 .1 
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は 卿の 君 新 は 九郞義 $li。 一方 女中が 取 

卷 けば。 かたへに並ぶは^^河の次郎。 次 

•  J5  11 いしん ど ？ 1 

は 功 ある 龜 井の 六郎。 陪臣 外様に 至る 迄 

舞の 樣子は 知らね ども。 やつち や 名人お 

上手と。 靜眷 める も 君 春める フシ 色めき 

てこ そ 見えに けれ。 お御^から 御殿への 

女中の 使 此方より。 井が 使者の 莉 口上 

^Aにめでたぃ面白ぃo お 菊 はっきぬ か 好 

い 慰みと。 御 夫 嫁 中で も錢 儀式 事 終れば 

ひろび さし 

樂屋 より。 ハル 7 シ 装束 改め。 靜 御前 。廣庇 

に 立 出で。 院河 »- 井に 會釋 して。 御臺 所の 

御前に 向 ひ。 《s 御望と ある 故 壜 拙き 舞 ひ 

ぶり 御 目に かけ。 おは もじ さよと 7 シ述 

ベければ。 K ィ ャナケ 始めて 見ました が 

面白い 事。 此 間より 醫 の 助け を 請けても。 

心 悪しく 基せ しに。 * 我が君 樣 のお 勸め 

で 今日は 思 はぬ 好い 慰み。 そ もじに は 御 

大儀と 仰せに はっと stl^ に餘 り。 お 其 御 

に 甘え 申 上げたい お 頃 ひ 有り C  * お 


取上げ 下されう かと 7 シ物々 しげに 言上 

ぐる。 ョ ナウ 其お 尋ねに 及ばぬ 事 願 ひと 

は餘 所々々 しい。 地 近う 寄って 物語りと 

仰せ に^も 恐 入り。 S お 願 ひと 申す は 外 

でもな し 。氣の 毒は武 坊辨慶 殿。 何か大 

きな i 損 ひした とて。 樂屋へ 來て大 づけ 

わたし  つ i 

ない。 ほろ/. \ 泣いて 私を賴 み。 つき 詰 

つた 氣の 細い お 人 さう で餘 りと 申せば い 

ぢ らし.，。 何と ぞぉ詞 添 へられ。 我が君 

樣の御 機錄も 直る 様。 * 此事 ひたすらお 

願 ひと。 申 上 ぐれば 莉臺は を かしく 君に 

も 笑 ひ。 駭 河の 次郎佛 頂顏。 いやはや 

か \ つた 事で はない。 六郞 お聞き やった 

か。 武 蔵坊辨 度と もい はる X 者が。 女中 を 

賴ん でお 詫 言樂屋 へ往て 泣く といの。 ホ 

ゥ ちっと さう であろ/,^。 彼め と 馬の- 4n 

うた 伊勢 片岡 C 熊 井 鷲 尾 軍 治まって より 

休息のお as で國々 へ？ し 賴 みに 思 ふ 佐 

藜 忠信 は。 母の 病氣 とあって 出 羽の 國へ 


往 ぬる。 sin 殿と 某 は 相手に ならす。 どこ 

打って 舞 はう で 舞 ひから 取 人って 詫 言。 

こら  あたえ 

ま そっと 懲 していつ その 事。 坊主 天窓 を 

奴に せう と。 * いうて 見たら ば 猪よ かろ 

と 07 シ內證 評議 も 翁 を かしく 。せ 碑 臺は笑 

ひの 內 よりも 如何なる： U 損じせ し 事ぞ。 

笑止 を かしい 執 成と 仰 あれば 義經 公。 - 

過ぎつ る 參內の 折から 禁廷 にての 我儘。 

左大臣 朝方 公への 惡ロ。 御 家来 を路打 搏。 

其 場で 急度呵 付け。 我が 目通りへ 叶 はぬ 

と 申 付けた がそれ 故な らん。 手 赦すと 

人 喰 馬。 公家で も 武家で もた まらさぬ。 

持て あぐん：^ 號 i^" 主め。 ま そっと 懲 せと 

御上 意に。 駭 河の 次郎國 に乘っ て。 自體 

あの 七ッ 道具が 大きな 邪魔。 鹿 氏に は坊 

主の 大工が あると お 家の 名 折。 此儀も 急 

度 止める 樣。 仰 付けられ 然るべ しと。 * 

申 上 ぐれば 龜 井の 六 郎 C  a ィャ まだ 七ッ 

道具 は御瞀 請の 役に も 立つ が。 黢 儀な： E 1 


* め  な なた ^  は 

は 彼の 大 長刀。 柄 も m 尺。 も 四 尺。 八 

I  -1- ぼちた S 

尺の 物 を 振 超す によって。 傍 J^BJ の がた 

まらぬ。 太平の 代に は 役に立たぬ 人間。 

S 鬼 角當分 押込めて S くが よかろ と フシ 

？ tsiu。 ぉ御臺 は 笑止と ャレ其 様に i 

る を K いたら 又 怒ろ。 共々 お &と執 成し 

あれば 義 581 公。 a 性^も なき 坊主め。 ^ 

と  ぁ& 

度意見し重ねて荒^,來を出さぬ様。 S 靜も 

共に と 座 を 立ち 給 ひ。 £^河龜井と引連れ 

て 7 シ 1 間へ. - こそ は 入り 給 ふ" 辭は嬸 

しく サ ァ急 いで 武蔵殿 を t. びまして と 女 

中 を 走らせ 。御前のお 詞 添うた 故 。有難う 

^^：じますと 7シ挨^すれば。 ？ S ィャそ もじ 

のお 願 ひ 故と 地 互の 辭 俊も戀 の！^ 理 oira 氣 

缺 妬の 角 もな く 丸い 天窓の 武 藏坊。 腰元 

婢に 引立てられ こ はい。 ノ\ で 七 尺の 體 

も 三尺 八九寸 。四 尺に 餘る大 太刀 を。 7 シ 

引す らして ぞ 這出づ る。 ぉ胺元 ども 口々 

に。 "さりとては片^12-地なせ？^。  丁レ御 


覽じ ませ。 跡 退り ばかり 致され ますと。 

*f 吿ロ いへば 是 さく。 誇 其 様に 惡 くい 

はぬ もの。 弱 身へ 付 込んで 慘 ぃ和郞 建。 

* 人に は 報が ある ぞ よと 見廻す 目玉に。 

ほそめ 

-跔ァ レ 义 睨まれます。 コ レサ 細 E だ。. C 

とお HI 額し かめて。 7 シ身を 縮む。 * 靜 

は 手 を 取り 御前へ f 遇 出で。 モウ 堪忍して 

おやりな されて 下さり ませと。 半分 笑 ひ 

の 執 成に。 卿の 君 はしと やかに。 a" 君 は 船 

なり 臣は 水。 浪 立つ 時 はおの づ から。 君 

のお 船 を 覆へ す。 家来の 業と てず 譯 ない 

あら *- 

ぞ。 重ねて 急 虔荒氣 を やめ。 おとなしう 

なったら よかろ と S 子供 意兑 に辨慶 は。 

た アイ。 ノ，， 一と？ M$ 手して 7 シ， り 入り 

し 風情な り。 地 然る 所へ 見の 役人。 篠 

原藤內 あわたに しく 罷 出で。 ^«ノリ今日大 

津坂 本の 透 を巡兑 致せし に。 忍びく に 

錄倉 武士 都へ 入 込み 候 中に も" 土！ t," 坊正 

^%5?の太郞行永。 . 熊野詣 と^り 我が君 


の 討 手に 向 ふと 專らの 風聞。 に 只今：^  ^ 

しげより  ぢ 41. だん  1 

倉の 大老 川 越 太郞重 頼。 我が君へ 直談と 

てお 次に 控へ罷 在り。 地 如何 計ら ひ 申さ 

ん やと 尋ね 申せば 卿の 君。 試 心得ぬ 事 ど 

み. T から 

もや。 其 川 越 太郞は 自 と は 故 ある 人。 

土 佐坊海 野が 討 手の 様子。 知らさん 爲に 

來り しか。 何にもせ ょ緣 あれば 苦しうな 

し 通し 申せ。 其 3y 君へ も. S. 上げん。 地ぎ 

に武藏 もお 目見えと。 7 シ座を 立ち 給へ 

ば武 藏坊。 討 手と はう まし/、 我等が 

世盛恭 い。 土佐坊 でも 海 野で も。 たった 

1 呑 一 t。  * 首 引抜いて 參 らんと。 駄 出す 

を靜は 押と め。 ョゾレ それが もう 惡ぃ。 お 

上の 御意 も 待た すお とましの 坊様 やと。 

«f 無理に 引立て 御臺 と共に。 義經 公のお 

はします ォクリ 奥の へぞ 急ぎ 行く"  « 

程なく 人來る ik 士は。 定の 役人 川 g 

ひもん い .<  ぽ 

越 太郎重 親。 大紋烏 5£ 子. 1^ に。 年 も A 十 ^ 

&の 〈刀^ ォ^ り。 7 シ衝 庇に 入来れば。 S お 
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御主 九郞 判官。 御 装束 を 改められ。 しづ 

くと 立 出で 袷 ひ。 S ャァ 珍し や 重賴。 兄 

賴 朝に も御變 りなく。 百 侯 百 司 も * 恙な 

しゃと 仰に はっと 頭 を さげ。 ョ先づ は 御 

健 鉢を拜 し恐悅 至極。 右大將 にも 安全に 

渡らせられ。 諸 大名 も 毎日の 出勤。 * 賢慮 

安んじ 下さる べしと 申 上 ぐれば 義經公 

シテ 其方 は 海 野 土佐坊 同役に て 上り つら 

ほか 

ん。 但し は 外に * 用事 あり やと 尋ねに 重賴 

されば の 儀。 SS 君に 御 不審 三 ケ條。 一 々お 

尋ね 申 上げ。 御 返答に よって 海 野 土佐坊 

と 同役。 恐れながら 過言 は 御 赦免な され C 

訊ぬ る 仔細 御 返答と 申 上 ぐれ ばホ 面白 

し。 此義 IS に 不審 あらば。 兄賴 朝に 成り 代 

り 過言 は教 す。 11^ ねて 見よ 申 開かん 遠慮 

無用と。 地 仰に 猶も 平伏し。 S 冥加に 餘る 

仕 合せ。 とてもの 事に 御座 改め 下されよ 

と。 觴席を 立てば 大將も 末 皇 へさが つて 

川 越 を。 7 シ 上座へ こそ は 請ぜら る。 地 


席改 つて 川 越 太^い かに 義經。 講 平家の 

大敏を 亡ぼし 軍功 を 立てながら。 腰 越よ 

り 追つ か へ され 無念に あらん。 但し さも 

なかり しか。 a はっと 義經袖 かき 合せ。 

兄の 禮を重 ん すれば 無念な とも 存ぜ 

す。 ャァ 其詞虚 lss々々。 親 兄の 禮を 重ん 

する 者が 平家の 首の 內新 中納香 知 盛。 三 

位 中將惟 盛。 能 登 守 敎經。 此 三人の 首 は 

|< 物。 何め 偽って 渡した ぞ。 先づ此 通り 

の 街 立腹 C サァ it 返答 はと 訊 ぬれば。 ホ 

ヲ 、 。 * 其 言譯 いと 安し。 首 を 以て 眞 

とし。 實を 以て 蟹と する は 軍 慮の 奥義。 

平家 は 二十 四 年の 榮華。 亡び 失せても 舊 

臣 陪臣 國ス へ 分散し。 赤 翁の t 翩 する 時 

を 待つ。 一門の 中に も 三位 中 將惟盛 は" 

小 松の 摘 子で 平家の 始流。 * 殊に 親 重 盛 

仁 を 以て 人 をな つけ。 厚恩の 者其數 知ら 

す。 锥盛存 へ 有りと 知らば 殘黨 再び取 立 

つるに 治 定，。 S 又 新 中： ^言 知 盛。 能 登守敎 


鞋は 古今 獨 歩の えせ 者。 大將の 器量 あり 

と 招きに 從ひ馳 集る 者 多 からん。 雉 さす 

れば 天下 穩 ならす。 何れも 入水 討死と 世 

上の 風聞 幸 ひに。 一 門 らす討 取りし と。 

暨首を 以て 欺きし は。 ョ 一旦 1K 下 を靜ち  1 

させん 義經が 計略。 と 有って 捨 置かれぬ 

大敏 故。 熊 井 紫 尾 伊勢 片岡。 究竟の 輩 を 

休息と 偽り 國々 へ 分け 遣し。 * 忍びく 

に 討 取る 手 害。 かく 都に 安座 すれ ども。 心 

は 今に 戰 場の 苦しみ。 き 兄 親 朝 は錄ス ail. 山 

.4 し. P  つ き iltt 

の 星月夜と。 諸 大名に 傅かれ。 月 雪花の 

もて あそ  v:i4  あした 

^ び。 同じ 淸 和の ながら。 晨 には禁 

廷に接 を 屈し。 夕に は 御代 長久の 基 を i 

る。 何時か 枕 を 安ん ぜん 《«淺 ましの 身の 

上と。 ス， -打 悄れ。 給 ふに ぞ。 地 實に理 

と重賴 も。 思 ひながら も 役目の 切羽。 a 

ムゥ a は 其述该 ある 故 御 謀叛 思し 立 たれ 

しかと。 壜 いはせ も 立て. とせき 上げ。 

_» ャァ ^«ら はし。 謀叛と は 何 を 以て 何 を 


ご * しょく  ；  » 

目當 と。 耀御氣 色變れ どちつと も 恐れす。 

SS 君 鎌 倉 を 亡さん と 院宣 を 乞 ひ 給 ひし 

に。 初音の 鼓 を 以て 裏 皮 は 義經。 表皮 は 

賴朝 打てと いふ 聲 あると て 頂戴 ありし と 

は 。左大臣 朝方 公より 急の 知らせと。 * 閒 

いて 義經。 IS 扨 は 朝方が 識言 せし な 。其 鼓 

かね 

の 事は豫 ての 懇望。 下し 置かる. -場 にな 

ほん？ 中 く 

つて 反逆に よせた る詞の 品。 是 朝方の 計 

おん 

ひとは 思へ ども。 * 院 中より 下さる、 恩 

もつ ミけを さ 

物。 請 めすば 綸 命に 背く。 受けて は 兄 

輯 朝へ 孝心 立た すと。 望みに 望みし 一挺 

なれ ども。 a 打てば 鼓に 聲 ありと ァレぁ 

の 如く。 床に 飾りて 眺 むる ばかり。 地 神明 

佛陀 も照覽 あれ。 打ち もせす 手に も 解れ 

すと 仰に 川越ハ 、 、 、はっと 三拜 し。 調 

其 御 誓言の 上 何 疑 ひ 奉らん。 二つの 仰 分 

けられ さつば り 明白 さりながら。 情なき 

は 今一 つ。 御簾 中 卿の 君 は 平大納 1115 時忠 

0 娘。 平家に 御緣 組まれし 心 はいかに？ 


ャァ 愚かな 尋ね。 兄 親 朝の 餌 憙政子 は 北 

條が 娘。 時 政 氏 は 平家に あらす や。 ィャ 

それ は 主君 賴朝。 伊豆の 伊東に 御座 ある 

時。 北條 一家 を 味方に つけん 計略の 御緣 

組。 ャァ いふなく。 もと 卿の 君 は汝ガ 

娘， - 平 大納言へ 貰 はれ 育てた は 時忠。 肉 

身 血 を 分けた 親 は 其方。 なぜ それ 程の 事 

緻倉 にて 言譯 せざる や。 但し 義經 と緣ぁ 

ると 思 はれて は。 身の と 思 ひ 隱し包 

ん だか。 地 卑怯 至極と 仰 を 聞く より 川 越 

太郞。 居た る 所 を どっかと 居直り。 詞ャ 

ァぉ 情ない 義經 公。 淸和 1K 皇の 末流。 九 

郞義經 を 聾に 持った は 恐らく 日本の 舅 

頭。 五十に 餘る川 越が。 名 を 惜んで fa^ を 

-I なた 

貪らう や。 今 肉緣を あかせば。 此方の 言 

譯 する も 暗く。 緣 者の 證據 となる 故に。 

ヲ鎌 倉で は 曙した 包んだ。 陰に なり 日向 

になり。 言 ひくろ むれ ども 御前に は 翁 者 

の 舌 は 強くな り。 智者と いはれ し 秩父さ 


へ 力に 及ばぬ 平家と 緣組 C 今にな つて 川 ^ 

越が 娘と いうて 得心 あらう か。 卑怯 至極 

と 思 召す 御 心根 も 面目なし。 坡腹 一つが 

御 土産と。 * 差 添 手早に 拔 放す。 ナウ 是 

待って と鄉 の君靳 出で て 手に 縫り。 其 言 

みづ から  のど 

譯は自 と^ 物 もぎ 取り 我が 咽へ- ぐっと 

突立て どう ど 伏す。 是 はと 驚く 義 經公靜 

も K 出で 1 起し。 藥ょ。 水よ と狼识 へて 

フシ 淚 より 外詞 なし。 * 川 越 は 見向 もせす。 

詞^ かされた 時忠の 娘。 さうな うて は 御 

兄弟。 御 和睦の 願 ひも 叶 はす。 とくに 呼 出 

し 我が 手に かけんと 思 ひしが 地 我と 最期 

を 遂げさして 死後に 貞女と いはせ たく。 

_B わざと 自滅と 見せかけし。 よう 拔身を 

楚 取った。 あつ ばれ 健氣な 女中 やと 地餘 

所に 譽 むる も。 7 シ 心は淚 CS 義經 間近く 

立 寄り 給 ひ。 かく あらんと 思 ひし 故。 わ S 

ざと 川 越が 血筋 を顯 はし。 平家の 緣を除 

かんと 。甲 ：- ひし 甲斐 もな き 最期。 * 淺 まし 模 


の 身の 果 よしなき 契 を か はせ しと。 御 a_ 

に 絵る. 1^、 の色靜 t^g も 諸共に。 方： ず 

を 思 ひやり。 ス I テ 泣き しづみ 給 ふに ぞ。 

* 手 負 は 君を戀 しげに。 打 眺め。 7 シ打 

晚 めつ f つなら チ 二つまで 大 g な 一 SS 

立ち。 殘る 一つ は 平家と 53s。  * 其 f わ 

たしが 皆な す 衆 C 戀慕ふ 身 をお 見お なう。 

是 迄は甚 いお 情。 世に つれない と はかな 

いは。 明 B を 定めぬ 人の 命. - 短う お^れ 

a. します。 S3 静 殿。 我が君 樣を 大切に。 

* 糉むぞ やい のとせ き 上げて わつ とば か 

りに。 泣きけ るが。 サァ川 錢殿。 平大納 

言 時 中； -が 娘の 首。 賴朝樣 へお 目に かけ。 

御兄弟の 御 和睦。 それが 冥途へ よい 土產 

と。 „^首 さしのば す 心 接 を。 思 ひやる 程 

川 越太郞 0 胸に 滿 ちくる 淚 をば 呑み こみ。 

/^傍に 立 寄り 。似合 はざる れ ども。 

S 玄宗の 尸 n 裼贵妃 は が 原に て。 IJ^m 

翰に 討 たれ。 fK 下の 煩 ひを拂 ふ。 邦 兄弟 


4fj«- とならば 萬 民の 歎き。 淸き 最期 もデゝ 

下の 爲： 出かされた M "や。 あかの 他 

人の 某が * 介錯して 進ぜう と。 刀す る 

りと 拔 放す。 ナウ 其 あかの 他 入の。 お 

手 を 力る も 架き 御綠。 とてもの ことに。 

たった 一 言。 親子の 名乗 は * 来で せう。 

さらば/、。 さらば。 If/,,.- と 討つ 曾よ 

り も 12 は 先へ 川 越が。 どう ど 坐して ぞし 

を. W 居る 心ぞ。 7 シ JJ やひ やられたり。 S 

靜 御前 も 義經も 歎に 沈み 給 ふ 折から。 耳 

を 突 拔く鐘 太鼓。 フ シ赌を ど つと ぞ 上げ 

にけ る。 ぉコハ 如何にと 靜は 仰天 君 も iff 

き。 扭は海 野. H 佐坊 めが 攻め かけし と覺 

えたり。 8S 河と 仰せ よ，^^ 

で兩 人が。 表 を さして！ 1^ 出づる を。 ャ- 

レ待 たれよ と 太 郞は呼 留め。 ピ 間く 

迄 はと SI 置きし を 攻め かけた は。 彼等 も 

者と 一 味の SIT  はいへ 兩人錄 倉 殿 

の 名代。 過あって は敵對 する も 同然。 R 


速 かに 追 返す か。 威の 遠矢で 防がれよ。 I 

さない と 忽ち 義經の 仇と。 いひ 含 むれば f 

兩人 は。 尤も 道理と Is んで 7 シ表を さ 

して かけり 行く。  《f 義經公 を 拉が詞 至 

極と 猶も氣 を 付け。 ョ 無分別の 辨 慶 が 心 

許な し。 武藏 々々と * 呼び 給 へ ば瞜 It 立 

出で。 ま武蔵 殿 は 最前より m 情れ 居られ 

しが。 嫁 波を閉 くと 早。 悅び 男んで 行か 

れ しと。 *閉 くより 此な事 仕出さん。 靜 

參 つて 急ぎ 制せよ。 矢先 危しソ レ 鐘。 は 

つと！^ 元 持出づ る。 7シ其間に長^の長 

刀 かい 込み。 表へ 走る 女 武者.^ 堀川 夜 討に 

靜が Sg き 7 シ 末世に いふ も是 ならん Off 

と 案じ 給 ふ 所へ 趣 井 河^ 戻り。 JS ノ， 

我々 味方 を 制して 的 矢 を 射させ。 ^！^さ 

んと 存ぜし 所" 武藏坊 の 無法者 csgl^J- 

を 以て 敲 をみ しゃぎ。 大薪 にて 人 を 引 切 

り。 討 手の 大 海 野の 太郞 を- ソ てっぺい 

から 爪先 迄 梯き碎 いて 候と。 * 中 上 ぐれ § 


ば 大將！ ： 木れ。 川 越太郞 ははつ とば かり。 

へェ しなしたり ひろいだり。 时 手の 大 

將时 取って は 御 連枝 和睦の 願も卟 はす" 

不便 や 娘 も 詮なき 犬 死。 均 是非 もな き 世 

くやみ 

の 有様と。 悔淚 に^ 經公。 詞 古人 は 人 を 

恨みす。 傾く 運の なす わざと 思へば 恨 も 

悔 ts> なし。 武藏が 不骨を 幸 ひに。 都 を 開 

かば 綸命も 背かす.. 兄 親 朝の 怒 も 休まる。 

地是を 思へば 卿の 君が 最期。 殘り多 やと 

御淚皆 夢の 世の 有爲 轉變。 我 も 浮世に 捨 

てられて 驛路の 鈴の 音 聞かん。 飽井^ 河 

供せ よと 7 シ立 出で 給へば。 地 川 越太郞 

し をれ ながら 暫 しと 55 め。 床に 飾りし 鼓 

ちょ- ゥ は ゥ 

携へ。 君 多年 御 懇望 ありし 重寶 し 置 

かれて は 。取 落されし と 申す も殘 念。 院勅 

に 打つ とい ふ聲 ありと は。 皮より 穰れし 

譏 者の 詞。 打つ を 拙者が 調べ 換へ。 * 再 

び 御 速 枝ぐ はいの 取 持。 長路の 旅の 御物 

忘れと 7 シ心を 。こめて 差 出す 。地 義經御 


4*- なみ 

+に ふれ 1? ひ。 親しき 兄弟の 因 をば 打 

切らる、 も 速の 1^ き U 結び 返せよ 川 越と。 

* 駭河龜 井 を 御供に てす ごく 館 を 出で 

給 ふ。 御 心根の いた はし さ 見送る。 人も銶 

倉へ 是非な く/、 も 立歸る 世の 成 行ぞ。 

フシ 是非 もな き。 《s 跡 は 貝 鉦 一 動す る 

も sfV* 武藏坊 辨慶が 海 野の 太 郞を討 取 

つて。 序に 土佐坊 せしめて くれん と。 追 

駔け 廻って 正 尊が。 乘 つたる 馬の 尻邊に 

しらす  やかた 

乘り。 ぼつ 立て 敏 立て 白洲の 庭。 館 も ゆ 

るぐ 撞鐘聲 Q  81  ノリ ャァく 我が君 やお は 

する。 討 手に 向 ひし 海 野 は 粉に して 土 佐 

坊めを 生 柿ったり。 趣 井駿河 は^ 國に居 

る。 武藏が 料理の ia 接し 賞^せ ぬかと 呼 

ば はっても。 は ひつ そと 靜 まって。 

答へ る 人 もな きふし ぎ。 不思議/、 と 7 シ 

-, i おび 

見廻す 內。 * 坂 東 一 の 土 佐坊か 腰の 上帶 

引 切って。 馬より 飛 下り 大聲 上げ。 者 ど 

ひや- 7 ぐ つ はもの す 

も 来れと 下知の 內。 兵 具の 兵 數 百人ソ 


レ。 討 取れと 押 取り まく。 武， 練 も おより 

.T 足 飛。 太刀 も 刀 も鷺づ かみ。 gr つかみ 

の 曾の 骨。 握る ときれ る 數萬カ 雨 か か 

^^o 隙間 を 見て 土 佐坊が 武藏が 弱腰し 

つかと 抱く。 BS ノ "シ ャ 小僧め が 味 を やる。 

ひじ  5f 

腰の 換 治で 拾る か 揉む か。 * 擦って おけ 

ろの フシぶ. ど さり。 地 尻餅つ いて 

ひる  だん S- らもの J 

も 怯まぬ 曲者。 四 尺に 餘る 大刀 物 -詞ノ "- 

討って か、 れば 閃り とはづ し。 江戶 てう 

ど 切れ ぱ柄 先で 。しゃんと 請けと め。 詞ホ 

ホ、 、出かす/、。 腰 を さすった 其 代り。 

き 筋 ひねって くれん すと。 地 ばっしと は 

ねて 身 を か はし。 大 太刀 蹴落し 素首 摑み 

フシぐ つと 引 寄せ。 * 膝に ひつ 付け 。詞我 

が君樣 。御臺 樣 。龜井 やい。 K 河 やい と 地 

引す り 廻り 呼 廻り 尋ね 廻れ ど 人々 の 御行 

方 も 見え ざれば。 扨 は此家 を 落ち 給 ふか。 g 

コ ハ何ゅ ゑと 身の 科と 思 ひ よらねば 言 ふ M 

からす  わび  «k 

人 も。 答 ゆる 入 も 梢の 烏 泣いて 詫す る 土  A 
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佐坊 A*。 右 を,' シ 左へ 持直し。 s 自體 此奴 

が 逸 廻り。 際 取った 故お 供に おくれた。 お 

のれが 首の 飛ぶ 方が 我が君 樣の 御行 方。 

4^ げ t ひっつ ケ  あたえ 

よい 扰算と IJl^lK み。 ちょつ ベ い 天窓 を 頭 

巾 越し。 す ぼり と拔 いて 空へ 投げ。 si 

けたる 方 は SS の 間。 HMJl? 原 小 原の 方で も 

あるまい。 元は 牛 若 丑の 方。 巳 午 もよ し 

や 吉野も 5»づ かひ。 S 爱に戌 亥ゃ酋 なら 

で。 程 は あるまい 追 付かん と。 電 忠義と 

t  ひつじ さる 

思 ひ 爲し事 も。 今にな つて は 未 申。 思 ひ 

遠 ひの 荒 者が。 あら 砂 蹴 立つ る S* はどう 

/\ どろく く。 踏みし めく 踏みな 

らし。 義經 の。 を 寅の刻 風 を。 起して 

追うて 行く 

第 二 

埯 吹く 風に f ノ つれて S ゆる。 鬨聲。 物 

すさまじき 7 シ菊 <e3 かな。 壜 昨日 は： fes 

の 守護 今日は 都 を 落人の。 身と なり 袷 ふ 


九郞 義經。 數 多の 武士 もちり ぐに なり 

趣并 六郞駭 河の .fjc 郞。 主從 三人 大和 路へ 

が i に 急ぐ 旅の さ。 跡 握 返れば 堀川の 御 

所 も 一 時の 雲煙。 浮世 は 夢の 伏 見 道 。フシ 

稻 荷の 宮居に さし か、 れば。 * 趣 井の 六 

郞後劂 せに 驅 付け。 正しく あの 鬨聲は 

a  おん や 0 し 

鎌 倉 勢。 後 を 見す る も 無念な り。 * 御赦を 

蒙って ー合戰 仕らん と。 申 上 ぐれば いや 

とよ 重淸。 ョ都 にて 舅 川 越 太郞が 言つ し 

鎌 倉^の 憤り。 明白に 言 開き。 卿の 君の あ 

へな き 最期 も。 義經が 身の 言譯な るに。 早 

まって 辨慶が 海 野の 太郎を 討った る 故。 

しんぎ ゃミ 

止む 事 を 得す 都 を ひらく は。 * 親 兄の 禮 

を 思 ふ 故 此後は 接 以て。 鋒 倉 勢に 向 は 

ば 。主従の 綠も それ 限りと。 仰に 二人 も 婉 

撫でさす り。 7 シ拳を 握って 扣 ゆる 折 か 

ら。 *義經 の 御 を 慕 ひこ がれて 靜斜 前。 

観つ 。轉 びつ 來 りしが 。それと 見る より SS 

りつき 。稱 慾な 我が君と 暂し。 淚に 粗び し 


が。 武蔵殿 を 制せよ とわし を やった 其 跡 

で。 早 御所 をお 退と 閉きニ 里 三 里 後れう 

とも。 追 付く は 女の 念力。 ようもく 慘た 

らしう。 この 靜を捨 置いて 二人の 衆も閉 

えませぬ。 私 も 一 所に 行く やうに 執 成 一 W 

うて 下さん せとで ス, - 歎けば 共に 義經 も。 

情に フシ 弱る 御 心。 * 見て取って 駭 河の 

次郞。 S ヲ、 主君 も途 すがら なきに は 

あらね ども。 行く 道筋 も 敵の 中。 取 分けて 

落 行く先 は 多 武の峯 の 十字 坊。 だ 義を同 

道な されて は 寺 中の 思 はく 如何な りと。 

駕 SJ し宥 むる 時し も あれ。 武藏坊 辨慶息 

を 切って 馳 着き。 ョ土佐 坊海野 を 仕舞う 

ての けんと 。都に 接り 思 はす 遲參 仕る と。 

壜言 ひも あへ ぬに 御大 將。 扇 を 以て 丁々 

と。 なぐり 情 も 荒法師 を。 目鼻 も 分かす 

叩き 立て。 坊主び くと も 動いて 見よ。 義 

IT か 手 討に すると。 裨怒の顔*^に思ひが 

けなき武»^坊0  7. ゾ はっと 恐れ入り ける 
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が。 s 此 間大內 にて o 朝方 殿に 惡 口せ しと 

て 御 勘當。 永々 出仕 もせ ざり しが 靜樣の 

詫 言で 御免あった は 昨日 今日。 其 勘當の 

ぬくもりが 手の 中に ほの くと。 まだ さ 

め 切らぬ 其 中に * 又 候 や 御機嫌 を 損うた 

さう なれ ど。 辨慶が 身に 取って 不調法せ 

し覺 なし。 詞 ャァ覺 なしと はい はれまい 0 

鎌 倉 殿と 義經 が。 兄弟の 不和 を 取 結ばん 

と 川 越が » 義。 卿の 君が 最期 を 無下にし 

て。 義經が 討 手に 上りし。 鎌 倉 勢 を なぜ 

切った。 是 でも 汝が 誤で あるまい か。 サァ 

返答せ よ 坊主め と。 地 はった と院 んで宣 

へば..」 武 は 返す 詞 もな く。  7 シ頭も 上げ 

す 居たり しが。 詩 憚りながら 其 事 を存ぜ 

ぬに て は あらね ども。 正しく 御所の 討 手 

として 上った る 土 佐坊。 a いかに 御意が 

重い とて 主君 を 狙 ふ を まじく と。 昆て 

居る 者の あるべき か。 さある 時 は 日本に 

忠義の 武士 は絕 果てなん。 誤りなら ば 幾 


重に もお 詫 曾 仕らん。 いかに 御 家來 なれ 

ばと て餘り あい 呵 りゃう。 是と. S ふ も 我 

が 君の 漂泊より 起った 事。 無念々々 と 拳 

を 握り。 竟に 泣かぬ 辨慶 がた しない 淚を 

こぼせし は。 7 シ 忠義 故と ぞ 知られけ る 0 

せ 靜も武 藏が心 を 察し あれ 程に いうて ぢ 

やのに。 どうぞ まあ 御 了簡と。 柔 かな 詫 

言の。 其 尾に ついて 龜井駿 河。 スラァ 御免 

御免と 詫びければ。 ^經面 を 和げ 給 ひ。 

詞 母が 病 氣で故 鄉へ歸 りし。 四郞 兵衞忠 

信 を。 我が 供に 召 連れな ば 武藏が 詫 は 聞 

かね ども。 行 先が 敵るな つて。 一 人で もよ 

き 郞等を 力に する 時節 なれば。 此 度は赦 

し 置く と。 S 仰に 辨慶 はっとば かりに 頭 

を 下げ。 坊主頭 を撫 廻し。 これに 懲りよ 

武藏坊 。ァ 、靜樣 は 重々 の 詫 一一 一一 口。  7 シ いか 

いお 世話と 悅 ベば。 * マァ お詫が すんで 

めでたい。 是 から は 此靜が 君のお 供 をす 

る 様に。 執成輯 む武藏 殿と。 フシ 思 ひ 詰め 


たる 其 風情。 8-<&.-;!^?-言©んだとて當り3 

な 返報。 義理で も あっと 申した けれど 此 

辨慶其 意 を 得ぬ。 御 家来 さへ 跡 先に 引 S 

れて 行く 忍びの 旅。 落着く 所 は豫て 聞き 

置く 多武 の峯。 是 以て 女 は 叶 はす。 夕に 

變る 人心 なれば。 十字 坊の 所存 も 量りが 

たし。 是 より 道 を 引 遠へ。 山 崎 越に 津の 

國 尼が^。 大物の 浦より お 船に R:: し。 g„l 

前の 尾 形 を 御 親み 有らう も 知れす。 それ 

なれば 長の 船路 。翁 以てお 供 はなるまい。 

* ふつつ りと 思 ひ 切って 都に 止り。 君の 

御 左右 を si へと。 言 ふに わつ と 泣 出し。 

かた とき 

今迄お 傍に 居た 時 さへ 片時お 目に か、 ら 

ねば。 身 も 世 も あられぬ 此靜 何時 又 逢 は 

れ る事ぢ ややら。 行 先知れ ぬ 長の 旅 跡に 

なん 

殘っ て 一 日 も。 何と 待って 居られう ぞ。 

如何なる 薆 目に 逢 ふとても。 ちっとも 觖 

はぬ 武藏 殿。 連れていて 下さん せと 淚な 

がら 我が君に。 ひしく と 抱 付き。 フシ 
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離れ。 がた なき 風情な り。 《^ 靜が 別れに 

1： 宫も目 をし ばた- 1 きお はせ しが。 《s 只 

今 武藏が 言 ふ 通り 行 先知れ ぬ 旅 なれば。 

都に 殘り義 經が迎 ひの 船 を 待つべし と。 

*f 趣 井に 持たせし 錦の 袋。 それ 此方へ と 

ねんらい 

お出し。 a 是 こそ 年来 義經が 望 を かけし 

初音の 鼓。 此度 法皇より 下し 賜 はり。 我 

が 手に は 入りながら。 一手 も 打つ 事な り 

がた き は。 兄 頼 朝 を 討てと 有る 院宣の 此 

ねち よく 

鼓。 * 打たねば 達 勅の 科遁れ や。 打てば 

正しく 錄<3！ 殿に 敵對も 同然。 二つの 是非 

を 分け 兼ねた る 此鼓。 身 を も 離さす 持つ 

たれ ども。 又 逢 ふ 迄の 形見と も。 思うて 

朝夕 慰めと。 ハル 7 シ 渡し 袷へば。 お 手に 

取上げ 今迄 はさ わと もと 思 ふ 願 も 網も斷 

れ鼓を ひしと 身に 添へ て" かつば と 

伏して 泣き 居た る。 * 趣 井の 六郞 進み 

出で。 長！！： ss® に 時 移り 土佐坊 が接黨 t^。 

討って 来らば 御大 事と。 *^3|1ト：？：に練めら 


れ淚 と共に 立 給へば。 靜は其 儘 我が君の 

御 袖に i りつき。 わし 一 人 振 捨てられ 焦 

死に 死なん より。 淵 川へ も 身 を 投げて。 

も J あえ 

死ぬ る-^ と 泣 叫べば。 人々 も it 餘し。 

a 過ち 有って は 我が君の 御名の 疵。 地 何 

とせん 方駿 河の 次郎。 立 寄って 會釋 もな 

く 取って 引 追け。 幸 ひの 縛り 維と 鼓の 調 

こ^ひな 

引き ほどき。 靜 の小婉 手ば しかく。 過ち 

させぬ 小 ih 縛。 道の 枯木に 鼓と 共に。 應 

子 S? に 括りつ け。 S サ ァ 邪魔 は拂 うたり。 

* いざさせ 給へ と 諸共に 7 シ道を 早めて 

急ぎ 行く。 ハ 7 シ 跡に 靜は 。身 を もがき .0 

* 我が君の 後 影 見て は 泣き 泣い て は 見-. -ェ 

ェ胴愁 な駭河 殿。 情に て かけられた 縛 sl 

が 恨めしい。 引けば 悲し やお 形見の 鼓が 

損ねう 何とせ う。 ほどいて 死なせて 下さ 

れと。 をば かりに 泣 叫ぶ は 7 シ 目も當 

てられぬ 次第な り。 * 落 行く 義經遷 さじ 

と 土 住が 郎等 I 見の 藤 太。 數 多の 鬆 兵め 


いく 松明 膝 挑燈。 道 を 照らして 追つ か 

けしが。 枯木の 蔭に 女の 泣く 聲。 何者なら 

んと立 寄って。 K ャ ァ此扠 こそ 音に？ W く 

義經 が妾靜 とい ふ 白拍子 繡迄 かけて。 あ 

てが うた はう まし/,、。 此鼓も 義經が 重 

m せし 初音と いふ 鼓な らん。 此 道筋に 判 

官 も隱れ 居る に 疑な し。 地 輻德の 三年 目 

と。 藤 太 手早く 雜 切り ほどき。 鼓 を 奪取 

り 7 シ 引立て 行かん とする 所へ。 * 四郞 

兵衞 忠信。 君の 御 跡 慕 ひ 来て。 斯 くと 見 

るより 飛び か- -り。 藤 太が 肩 骨 ひつ 揮み。 

初音の 鼓 を 奪 返し 宙に 提げ 二三 間。 取つ 

て投 退け 靜を圍 ひ。 ふん ぢ かって 7 シ立 

つたる は 心地よ くこ そ 見えに けれ。 "ャ 

ァ 忠信 殿 好い 所へ。 * 能う 見えた と悅べ 

ば。 ！？ J 見の 藤 太。 ^«拉 は 忠信よ き 敵。 地 

溺 捕って 高名 せんと。 ばら/ \ と 追 取り 

まく。  ャァし をら しい うんざ いめら 0 

ならば 手柄に 据 めて 見よ と。 * いはせ も 1 


立て や 双方より。 捕った とか- -るを 引 

W し。 せ 筋 擴 ん でえ いやつ と。 * 右と 左 

へ 筋ん 斗 打た せ碟 間もなく 後より。 大努拔 

き 速れ 切って か、 れば。 心得たり と拔合 

つまな  ひ ら 

せ。 茅 花の 镇 先と 閃めく 刀 を。 飛 の ご 

とく 飛錢 え！！^ け迴 り。 眉間 ^  0 

雇れば 7. Z わつ とば かりに？ 5^1 退いたり。 

地 後れ て^ぐる 逸兑の 太が。 素首つ か 

そく か **  1? のれら ぶん 

んで どう ど 投げ 足下に 路へ。 a! 汝 等が 分 

際で 此； 15; を 取らん と は。 胴よ り 厚き 面 

の 皮。 打 « つてく れんす と。 S ぼん/.、 

と路 みのめ せば。 ぎ *t- つとば かり を 最期 

にて。 7 シ其儘 息は絕 果てたり。 地 鳥居の 

本の 木蔭より 義 經主從 かけ 出で/、。 珍 

しゃ 忠信と 。仰 を閒 くより はっとば かり。 

けんざん 

こ は 存じ よらぬ 見參 と。 飛びし さって 手 

をつ けば。 龜井 駿河武 藏坊。 フシ 互に 無 

事 を 語り あ ふ。 * 忠信 かさねて 頭 を 下げ。 

そん ん 

先づは 變らぬ 君の 尊顔。 拜し 申して 拙 


者 も 安堵。 某 も 母が 病氣昆 舞 の 爲ぉ暇 

賜 はり。 生國出 羽に 罷 下り 永々 の 介抱。 

程なく 母 も 本復 致し。 罷 上らん と存 する 

中。 君瞜錢 より 追 返され。 緻倉 殿御 兄弟 御 

中 不和と 承る より。 取る 物 も取敢 へす 都 

へ歸る 道す がら 。地 土佐坊 君の 討 手と 閉き 

夜 を 日に 次いで 堀川の。 御所へ 今晚 け 

しに。 早 や 都 を 開かせ 給 ふと。 閗 くより 

是迄御 跡 慕 ひ。 思 ひがけな き靜 様の 御難 

i§ を 救 ひし は。 地 我が 存念の 届きし 所と。 

申 上 ぐれば 御悅喜 有り。 き 我も當 社 へ 參 

詣- して 令 の 働き 委しく も 見届けたり。 錄 

倉 武士に 匁 向 ふなと 堅く 申 付け たれ ど。 

土 佐坊討 たれし 上から は 其 家来 を。 忠信 

が 討った ると て 構 ひなし。 地 今に 始めぬ 

汝が 手柄 逋 々 取り分けて。 _s 兄 港 信 も 

我が 矢面に立って 討死した る は 5ga^ の忠 

臣。 其 弟の 忠信 なれば。 我が 腹心 を 分け 

しも 同然。 * 今より 我が 姓名 を 蓬り 淸和 


天 皇の後 蹴。 源の九郞義終と名乗h^。  5- 

1 

まさかの 時 は 判官に 成 代って 敵 を 欺き。 

後代に 名 を 止めよ。 是は當 座の 褒美と て 

家来に 持たせし 御着 長。 7 シ忠 信に たび 

ければ。 地 はっとば かりに 押 戴き" 頭 を 

土に すり 付け/、。 與土佐 坊づれ が i 

2 つちら 

を 追 散せ しと 有って。 御着 長 を T し 賜 は 

る 其 上に。 * 御 姓名まで 賜 はる は 生々 世 

世の 面 H。 武士の 冥加に 叶 ひしと。 天 を 

^し 地を拜 し。 7 シ 悅 淚 にくれ ければ。 

«t 判官 重ねて。 a" 我は是 より 九州へ 立 越 

え。 豎 前の 尾 形に 心 を 寄せん。 * 汝は靜 

を 同道して 都に と まり。 萬 事宜し く 計 

へと oils 君 は静に 別れ を 惜み便 も あらば 

音 言 れんさら ば^,^ と 立ち 給へば。 今が 

i が 別れ かと 立 寄る 靜を武 蔵坊。 "^井 駭 

河 立 隔て 押隔 つれば 忠信 も。 7 シ 我が君 f 

に SM^ ヒ "ヒ 互に。 無事 をうな づき 八" ひ。 SJ 

歎く 靜を押 退けく。 心强 くも 主從四 ... 


人。 山 崎 越に 尼が 崎。 7 シ 大物 さして 出 

で 給 ふ。 S コレ なう 暂し 待って たべと。 

行く を 制し 止 むれば。 御行 方 を 打 守り。 

御 容顔 を 見る やうで。 戀し いわいのと 地 

に し。 XHK 鉢 もな く 泣きければ 。ョ 

ヲ、 道理. -r 々さりながら。 * 别れ も暂し 

此鼓。 君の 形兑 とある^ら は。 君と 思うて 

肌身に 添へ。 1!^ さ を 晴らさせ 給へ やと。 

きせな； i  I  、  k 

下し 賜 はる 御着 長。 ゆらり と 肩に 弓つ 力 

な だ 

たげ。 ハル 7 シ 宥め/、 て。 手 を 取れば。 

ヒロ ヒ靜は 泣く く 形見の 鼓 肌身に 添へ。 

盡 きぬ 名殘に 咽せ かへ り。 淚と。 共に 道 

筋 を たどりくて。 三-へ 行く 空の。 * 夜 

毎日 毎の 入船に 濱逢賑 ふ 尼が 崎。 大； i の 

浦に 瞎れ なき 渡海 屋銀 平。 海 を 抱 へ て 船 

商齊 店は碇 I 木綿。 上り下りの 積 荷物。 運 

A こ  ひと だ 之  产 など ひや 

ぶ 船頭 水 主の 者人絕 のな き 船 問屋 7 シ世 

を ゆるがせに 暮 しける。 * 夫 は 積 荷の 問 

屋蹈 り。 內 を まかな ふ 女房お りう。 宿 借 


り 客、 の 料理 持へ。 所柄とて網の物^^辛な 

埕瓶 も。 甘う 育ちし 一 人 娘。 お 安が つい 

の 轉寢に ォクリ 風 ひか。 さじと 裾に 物 奥の 

襖 をぐ わらり と 明け。 風呂敷 わい がけ 旅 

の 僧に よきく と 立 出づれ ば。 S 是 はマァ 

お 客僧 樣。 今 御 膳 を 出します に何處 へお 

いで  で ひ 

出な さる、 ぞ。 されば-.^ 西國 への 出 日 

和 待 つ て 。連 ども 迄 も ほつ と 退屈。 只 居よ 

より は 西 町 へ往て 買物 をして 來 ませう。 

是 はく 接り 多い。 外のお 客 へ は 鳥貝 

0^ 御 出家に は 精進料理 分 だって 择 へた 

に。 つい あがって ござらぬ か 。ィャ /、0 

愚僧 は 山伏 なれば 精進せ ぬ。 鳥貝 よか 

ろぞ や。 それでもお 前。 今日は 二十 八日 

で 不動 樣 の淘綠 日。 ほんに さ うぢ や。 大 

事の 精進 。ハ テ なんとし よしよ 事がない。 

* 往て來 ませう とふい と 立ち あいた あい 

た/、。  P ハァぉ 客僧 樣何 となされ た。 

ィャ刖 のこと でもない が。 衰て 居る は爱 


のお 娘 か。 此 子の 上 を 踏 越え たれば。 俄 義 

に 足が すくば つて。 ェ、 閉 えた 小さうて 刊 

も 女子 なれば 。虫が 知らして しゃき ばつ 樓 

た 物で あろ。 ャ ァ大& のせぬ 中に。 * 往 

て來 ませう と武 藏坊。 ばって ふ 笠；；^ 慰り 

フシ 何虚 ともなく 急ぎ 行く。  * 母 は 娘 の 

新に 寄り コレぉ 安。 ョ其樣 に轉寢 して。 

風 ひいて たもるな やと。 * 抱き起せば 目 

を 擦りく。  ヲ、 母樣。 お前の なさる 

る 事 見て 居て。 ついと ろ/、 と 一 寝入。 

ヲ 、 それならば 目を覺 して。 今朝 習うた 

淸書 を。 とっくり とよう 書いて。 父樣の 

お 目に かき やと， * 子に は 目の なき 親心。 

フシ 手 を 引き 納戸に 入りに ける。 * か. * 

る 所 へ 誰と も 知ら ぬ錄倉 武士 家来 引 具 

し。 亭主に 逢 はう と內に 入れば。 女房 

おっと たきゃ5 なん 1  , , . 一 

き 走り出で 夫 は 他 lb 何の 御用 と尋 ぬれ 

ば U a 身 は 北 條が家 來相模 五郎と いふ 者。 ，> 

此 Is 經尾形 を © み。 九州へ^ 下る との 


風閉 によって。 錄倉 殿の 仰 を 請け。 主人 

時 政の 名代と して。 討 手に 只今 下れ ども。 

打 接く 雨風に て 船 一艘 も 調 はす。 幸ひ此 

家に 借り 置いた る 船。 日和 次第 出 殿と 閒 

く 願 ふ 所 なれば。 其 船 身 どもが 借 請け 赠 

を 押切って 下らん す。 旅人 あらば ぼい ま 

くり 座敷 を 明けて 休息 させい。 * 早う 早 

うと 權戚 を。 7 シ 見せて 延し 上れば。 地 女 

房 はっと 返答に 當 惑しながら &に 寄り。 

S 御大 切な 御用に 船が なうて ¥〔  it 難儀。 

手前のお 客 も 二三 日 以前より。 日和 待し 

て 御 逗留。 今更 船を斷 いうて。 お前の 御 

さき t^l ま 

用に も 立てが たし。 殊に 先 も 武士 方な 

れば。 御 同船と も 申されす。 何と ぞ御 了簡 

あって。 今 衣の 所 をお 待ちな されて 下さ 

らば。 * 其 中には 日和 も 直り 何艘 もく。 

入船の 中 を 借り 調 へ て 上げ ま せう 默れ 

女) S 逗留が なれば 汝 等に はい ひつけ 

すん- T， 

ぬ 所の 守護へ 樣 付に いひつ くる。 奥の 侍 


が 怖うて Is らが 口から 言 s» くば。 身 ども 

が 直に 言 ふべ いと。 地 チんど 立つ 扶 にす 

がり。 ！ I おせきな さる は » 尤 なれ ども 0 

«..«> ご あ ひ 力い 

お前 を 奥へ やりまして。 直に 御 相^ さし 

ふなやど 

まして は舴 宿の 難儀。 何分 夫の 歸ら る、 

迄。 * お待ちな されて 下されと 手 を 擦り 

詫びれ どャァ しちく どい 女郎 奴。 a 奥の 

武士に 逢 はさぬ は。 察？？ 所 平家の 餘類 

か。 義經の 所緣の 者。 地 家来ぬ かるな 油 

と h  はねの 

斷 すなと 。止む る 女房 を 撥 退け 突 退け。 又 

取 付く を あらけ なく 踏 倒し 獄 倒す を。 戾 

りか、 つて 見る 夫。 走り 入って かの 侍が 

手 を 取って。 眞! f. 御免 下さるべし。 則 

ち私此 家の 亭主 渡海 屋銀 平。 御 立腹の 樣 

子 * 我等に 仰 下さる べしと 膝 を 折り 手 を 

つけば。 s ムゥ汝 亭主なら 言って M かさ 

ん。 身 は 北條の 家来なる が。 義經の 討 手 

を 蒙り。 奥の 武士が 借った る 船 此方へ 借 

らんた め。 奥 へ ぼ 込み 身が 直 に 其 武士 


に 逢 はう といへば。 わが 女房が 遮って 止 幼 

むる 故に <fr 此 仕儀。 へ H 憚りながら。 そ 

り やお 前が 。御 無理な 様に 存じられます。 

I： 故と 仰し やり ませ。 人の 借って 置いた 

船 を。 無理に 借らう と 仰し やります は。 

ナァ御 無理 ぢゃ ござり ませぬ か。 其 上に 

まだ。 宿 かりの 座敷へ まう となされ 

た を。 やらん とおつ しゃって 女房 ども を 

踏んだり^ たりな さる、 は。 お is に は 

似な 口 ひませ ぬ樣に 存じます。 此家に 一 あ 

あき t ひだんな 

でも 宿 致し ますれば 商 旦那 樣。 座敷の 

中へ & 込まし まして は。 どうも 私が お 客 

人へ 立ち ませぬ 。何う ぞ御 了簡な されて。 

ぉ歸 りなされ て 下さり ませ。 ィャぎ 町人 

め。 鎌倉武 i- に對 つて 歸れと は 推參。 

地 是非 奥 へ 股 込む と 反 打 返して ひしめ け 

ば。 _» ァ、 お 侍樣。 それ はお 前の 御短氣 g 

で ござり ましよ。 私 も 船 問屋 はして 居 ま 5£ 

すれ ど。 S きはつって をり ますが。 惣^ 1 一 


分 脇差で は。 人 切る 物ぢ やな いげに ござ 

ります 。お 侍樣 方の 二 膝 は 身の 要! 《 。人の 

危忽 狼藉 を 防ぐ 道具 ぢゃ とやら 承り まし 

た。 さるに よって 武士の 武の宇 は 戈 を 止 

むる とやら 0 書き ますげ に ござります。 ャ 

ァ小癢 な 奴め。 《 ^嘲け る 額げ た 切 裂かん と 

拔 打ちに 切 付く る。 引 外して 相 校が 利 腕 

むン すと 取り oaf コ リャ もう 了簡が ならぬ 

わい 町人の 家 は 武士の 城郭。 敷居の 內へ 

ど ろ, £1 

1^ 據を 切り込む さへ あるに。 此 刀で 誰 を 

切る。 其 上に 平家の 餘 類の。 ィャ 義經の 

所綠 なんどと。 旅人 を 威 If すの か。 よし 

又。 判宫 殿に もせよ。 大物に 隱れ なき。 

眞 綱の 銀 平が お 匿 ひ 申したら 何とす る。 

サァ眞 網が 控 へた。 ならばび くと も 動い 

て 見よ。 素 頭 微塵に はしら かし 命 を取楫 

此 世の 出船と。 刀 もぎ 取り 宙に 提げ 持つ 

て 出で。 門の 敷居に もん どり 打た せば。 

いたみ  つ.." - 

死に 入る ばかりの 痛 を こらへ 頼 をし か 


めて 起 上り。 H 亭主め 能く 覺 えて 居よ。 

此 返報に はう ぬが 曾 さらへ 落す 覺 悟せ 

よ。 また 頰 げた 叩く かと 庭なる 碗 をぐ つ 

と 差 上げ。 微塵に なさん と投付 くれば。 

に 遭うた る 小船の 如く。 尻に 帆 かけ 

て 主從は 7 シ跡を 見す して^ 失せけ る。 

«f ホ 、 ゥょ いざ まくと 烟草盆 引奇 せ。 

詞 何と 女房。 奥のお 客人 も 今の もやく や 

あ  ^をと 

ぉ閗 きな さった で 有らうな と。 * 女 夫 力 

お 語く 咄し聲 ：ル 7 シ 漏れ聞え て や。 一間 

の！^ t 開き 義鞋 公。 旅の 艱苦に れ杲て 

た-る。 ノン 御 fl 颟。 * 駿河飽 井 も 跡に 從 

ひ 立出づ る。 こは存 P よりな やと。 ?k も 

俄に 膝 立直し 夫禄 諸共 手 を 下 ぐれば。 

隱 すより, る. - はなしと。 兄 頼 朝の 不興 

を 受け 世 を 忍ぶ 義經。 尾 形 を賴み 下らん 

いっしゅく  か 

と此 所に 一 宿せし に。 其方よ くも 量り 知 

つて。 時 政が 家来 を 追 退け。 .^マの難^を 

救うた る は 業に 似ぬ うい 働き。 我  一 0 谷 


を 攻めし 時。 鷲 尾と いへ る 木 樵の 童に。 ^ 

山道の 案 內 させし に。 山 樵に は剛 なる 者 千 

故。 武士と なして 召使 ひしが それに 優つ « 

た汝が 働き。 あつ ばれ 昔の 義經 ならば。 

地 武士に 引上げ 召使 はんに。 あるに 甲斐 

なき 漂泊の 身と。 武勇 烈しき 大將 の。 身 

を 悔みた る 御詞。 駿河趣 井 も 諸共に ス I 

無念の 拳 を。 握りけ る。 ® 是 は/、 有難 . 

い 御 仰。 私も此 界隈で は。 眞 網の 銀 平と 

て。 人に 知られて 居 ますれ ど 高. か 町 入。 

こ/ご- V ノ  か i どしゃ. 3 ぐん 

今. fa の 働き も 畢竟 申さば 將 軍。 些細 

な 事が お 目に とまって。 a 我々 i5S に卸衮 

美の 御詞 冥加に 餘る仕 合せ。 a: 殊に 君 を 

見覺ぇ 奉る は 八 島へ 赴き：^ ふ 時。 渡邊福 

島ょり兵船の!^にさ&れ。 拙者が 手 船 も 

御用に 達し。 一度なら す 此度も 。不思議 

にお 宿 仕る も 深き 御緣。 さるに よってお 

爲を 存じ 申 上げた き は。 北條が 家来 取つ お 

て 返さば 御大 事。 一 刻 も 早く 御乘船 然る 1 


べしと。 * いひ も あへ ぬに 駭 河の fs- 郞。 

我々 も 其 心。 此！ K 氣 にて 御 出船 は 如何 

あらん。 ァ 、それ をぬ かってよ ござり ま 

5*^0  わす 

しょか。 弓矢 打 物 はお 前方の 業。 船と B 

和 を 見る 事 は 舟 問屋の 商資。 昨日 今 口 は 

よ たか  あけがた  W さあら し 

辰 巳。 夜半に は 雨 も 上り。 明 方に は 朝 嵐 

に變 つて。 御 出船に は 引 fil の 上々 日和。 

數 年の功に て 見 置いた と。 * 見 透す 樣に 

いひけ る は 7. ン其 道々 と 知られけ る。 お 

龜 井の 六郞 すんど 立ち ヲ、 銀 平 出かした 

り。 ョ 其方が 詞 について 雨の 晴 間に 片時 

も 早く。  * 主君の 御供 仕らん と 申 上 ぐれ 

ば義絰 公。 船中の 事 は 銀 平が 宜しく 計 ひ。 

得させよ と。 仰に はっと 頭 を さげ。 只 

今 も 申す 通り。 幼少より 粒の 事 はよ く截 

鍊 仕れば。 御 見送りの ため 拙者 も 手 I で。 

須磨明 石の 達 迄參 らん。 さ兀 船の ビ 

五町 あまり 沖の 方。 舟 は 卽ち日 吉丸思 ひ 

立っ日が吉日吉？^。 我 も 雨具の 用意 を 致 


し 跡より 追!！ き 奉らん 女房。 君 を 御 見 立 

て 申せと 言 捨て 7 シ納戶 に 入りければ。 

せ 妻 は 心得 御身 をば 隱れ蓑 笠 参らす る。 

ヲ 、 心 遣 ひ 忘れ じ. <J。 趣 并駿河 諸共に 蓑 

笠 取って 被せ 參ら せ。 二人 も 手早く 紐 引 

きしめ いざさせ 給へ と主從 三人。 れ 連立 

.A ね  はしぶ ね 

つて 濱？^ に 出で 豫て 用意の It 舟に 7 シ召 

し 給へば。 地兩人 も飛乘 りく 。サァ く 

船頭 仕れと。 2^ 解けば 女房。 鬥 送りして 

舟 場に 下り 。御 武運 目出度く， ましまして。 

御綠も あらば 重ねて 御 目に か、 るべ しさ 

らば。/、 に J^s: 立 て 沖 へ 出船 女房 は。 

フシい きせき 内へ 入相 時。 地ァ、 心せ か 

れ やと。 本 フシ 火璲。 ならして 油 さし 神栩 

お 上に i;; をて らし C 娘々 お 安 と 呼 出 

し。 暮 方に 手 習 もお きゃらいで。 今夜 

は 父 樣侍衆 を。 元 船 迄 送って なれば。 和 

女 も 寢る迄 爱に居 や。 ほんに 主と した 事 

が。 * 千里 萬 里 も 行く 樣に身 持へ。 もう 


日 も 暮れた。 用意が よくばい かしゃん せ §5 

と。 呼べ どぐ つと もずな し。 もし 晝の草 

臥で 轉寢 では あるまい か。 ョ銀平 殿く 

と 呼 立 つれば。 S 抑是 は桓武 H< 皇九 代の 

後 威。 平の 知盛幽 il なり。 ナ く 渡海 

屋銀 平と は假の 名。 新 中 納言知 盛と 資名 

を顯 はす 上 は。 ぉ畏 ありと 娘の 手 を 取り。 

上座に 移し 奉り。 お 君 は 正しく 八十 一代 

の 帝。 安德 W< 皇 にて^ら せ 給へ ど。 源氏 

いくさ 

に 世 を せばめられ。 所詮 勝つべき 軍なら 

ねば。 玉體は 二位の 尼 抱き 奉り。 知 盛 諸 

共 海底に 沈みし と 欺き。 某 供奉して 此年， 

月。 お 95? の 人 を 女房と いひ。 11K の 君 を 

我が 子と 呼び。 時節 を 待ちし かひ 有って。 

九 郞大夫 義經を 今宵の 中に 討 取り。 * 

年来の 本望 を 達せん は。 ハァ、 悅 ばしゃ 

嬉し やな。 典侍の 局も悅 ばれよ と。 勇め 義 

る 顔色 威あって 猛く。 平家の 大將知 盛と 

は 其 骨柄に 7 シ顯れ し。 地 扨 は 常々 の 


. ii ひ。 今夜と 思し 立ち 給 ふな。 S わき 

て九郎 はす、 どき 男。 仕損じば しし 給 ふ 

な。 ヲ 、 それに こそ 術 あり。 北條が 家来 

相桟 五郎と いひし は。 我が 手下の 船頭 ど 

も。 討 手と り 狼藉 させ。 某義經 に加撸 

£ てい  なんぶ 5 

人の 體を 見せ 心 を ゆるさせ。 今夜の 難 風 

て S て 

を 日和と © り。 船中に て 討 取る 術 なれ ど 

も。 知 盛 こそ 生续 つて。 義輕を 討たん 

なりと。 * 沙汰あって は 末々 君 を 御 養育 

もなら す。 重ねて 賴 朝に 仇 も 報 はれ 卞 

さるに よって 某人數 を 手配り。 tej にて^ 

より ぼつ 着き。 * 義經と 海上に て戰 はば。 

西 海に て 亡びた る 平家の 惡蟹。 知 盛が 怨 

0T  »5 こ く& 

整な りと 雨風 を 幸 ひに。 彼等が 跟を弦 ま 

せん 爲 0 我が 形 もこの 如く。 怪しく 見す 

し .£ いと を どし  しら *^ 

る 白糸 械。 此 白^の 長刀に て。 九 郞が首 

取り 立録 らん 勝負の 合 8S は 大物の 沖に 方 

つて。 a 挑燈 松明 一度に 消えな ば。 知 建 

が 討死と 心得。 君に も 御覺悟 させ まし。 


碑， 骸 見苦しな き樣 に。 ヲ 、 li 氣づか はす 

と 好き 左右 を 知らせて たべ。 知 S お早うと 

勅 こ は 有が たしと 龍 顔 を。 拜し 申せば 

おとなしき 0  7 シ 八つの 太鼓 も 御 年の 0 

數を象 る 合 園の しらせ。 はやお 暖と S ゆ 

ふなみ に。 長刀 取 直し。 巴 波の 较 あたり 

を梯 ひ。 砂 を敏立 て。 早 風に つれ て G 

ナ .K ス 地 眼 をく らまし 飛 ふが 如くに 三 W へ 

かけり 行く。  ailli 送って 典！： の 局 。碑 

傍に 差 寄って。 ョ今知 盛の 仰し やった を 

おさな 

ようお 聞きな された か。 稚 けれども 十 善 

いくさお み 

の 君。 この さもしき 御 姿に て は 軍神への 

恐れ 有り。 御 装束と 立上り。 まさかの 

時 は 諸共に。 冥途の旅の^^_裝束と心に籙 

めし 納戶 口。  7 シ淚隱 して 入りに ける。 

ハル 7 シ夜 もはや 次第に。 更け 渡り。 雨風 

烈しく 閉 ゆれば。 今頃 は 知 盛の 難 俵し や 

ひたすら 

らんい とほし やと。 ねび させ 給へば 只ぎ g 

に。 _<,<案じ^5^びたる御氣,^、0 程なく 局 


4 -ん むり 

は山鴻 色の 御衣 冠。 恭しく 臺に 載せ。 其 IS 

あらた  へ t  0 

身 も 共に 衣服 を更め 一 間 を 出で。 片時 も ^1: 

早く 御 装束と 御 傍に 立 寄り。 賤の 上着 を 樓 

^ぎ かへ て。 ™ 下の 衣 上の 衣。 <. ？ゾ御 

あて や * 

衣冠に。 至る 迄 召さし かゆれば 綺麗に。 

始の 姿 引き か へ て 神の 御 末の 御駐 ひ" 

フシい と 尊く も 見え 給 ふ。 《- サァ是 から 

は 知 盛の 吉 左右 を 待つ ばかりと。 そよ と 

の 音 も 知らせ かと 胸と ろかす 太鼓 鐘。 

す はや 軍 莨 最中と 君のお 傍に 引 添うて。 

知らせ を 今やと 待つ 折から。 知 =盜 の 郎等 

相模 五郞。 息 つきあへ す馳 着けば 様子 は 

如何に 。早う 閉 かせよ^,^ と 7 シ局 もせき 

にせき 立ったり。 詞 されば 豫 ての 術の 通 

り。 暮 i より 味方の。 小船 を乘 出しく  C 

義轻が 乗った る 元 船 間近く 港 寄せし に。 

* 折し も 烈しき 武庫 山 に 連れて 降りく 

る 雨 1! 。 時こそ來れと水5^得たる昧方 

の 勢。 皆 海中に 飛込み./、。  a 西國 にて 亡 1 


びし 平家の 一 門。 義經に 恨 をな さんと 整 

聲に 呼ば はれば。 敵に 用意 やしたり けん 

挑燈 松明ば らくと 味方の 船に 乘 移り。 

爱を 先途と 戰 へ ば 味方の かり 武者 大半 討 

たれ。 事危 ふく 見え 候。 * 某 は 取って返 

し。 主君 知 盛の 御 先途 を 見届けん と 。フシ 

申す も あへ す 1^ けり 行く。  S サ ァく大 

事が 起って 來た。 さる にても 知 盛の 御身 

の 上氣遣 はし。 * 沖の 様子 は 如 t ならん 

と 一 間の 戶 障子 押 明 くれば。 挑燈 松明 星 

の ごとく。 "ハ.》天を^|せば漫*たる海も 

1 目に 見え 渡り。 數 多の 小船 遣り 違へ 

(0 Isg を 小楣に 取り。 敵 も 味方 も 入 

a れ舟 を。 飛越え i 越えで。 追つ 搏 つつ 

えい^^ 聲 にて 切 結ぶ。 人影まで も あり 

くと 戰ふ聲 々風に 連れ。 ハズミ 手に 取る 

やうに 閉 ゆるに ぞ。 a あれ/、 御 覽ぜぁ 

の 中に 知 盛のお はすらん。 a やよ いづく 

にと 伸 上り。 見 給 ふ 中に 挑燈： ^明。 次第 


次第に 消失 て 7 シ沖 も。 ひつ そと 鎭ま 

れば。 * 是 こそ 知 盛の 討死の 合 園 かと。 

餘り 呆れて 泣かれ もせす ス， f 途方に。 く 

れて 立った る 所に。 入江の 丹 蔵 朱に なつ 

て立歸 り。 S 義 經主從 手いた く 働き。 味 

方 殘らす 討死 まった 主君 知 盛 も。 大勢に 

取り まかれ 旣に危 く 見えけ るが。 かいく 

ひ つ 

れに 御行 方 知れ や。 必定 海に 飛 cs;! んで御 

最期と 存 すれば。 場 冥途の k 供 仕らん と 

もろはだ 

いひ も あへ す 諸肌 くつろげ。 持った る 刀 

腹に 突立 てんの 深みへ 飛込めば。 ャァ拉 

は 知络も あへ なく 討 たれ 給 ひし か。 はつ 

とば かりに どう ど 伏し 前後 も 知ら. f 泣き 

ければ。 君 も！ る « 閉く 事の。 悲し さ 7 シ 

怖 さ を 取り まぜて 共に。 淚 にくれ 給 ふ。 

* 局 は 歎の 中よりも 君 を 膝に 抱き上げ。 

御顔つ くぐと 打 守り。 二 餘り は此見 

苦しき 荒屋 を。 玉の % と 思 召して り 御 住 

ひ あさゆ ふ ぐ C  tfe^\ 

居。 朝夕の 供御 迄 も。 下. 《f と 同じ様に 


さもしい 物 。それさへ 君の 心で は a 殿お に g 

ての 榮華 とも 思うて ぉ暮 しなされ しに。 

* 知 盛お 果てな されて は賤が 伏屋に 御身 

1 つ。 置き 奉る 事 さへ もなら ぬ やうに 成 

果てて。 終に は此 浦の 土と 成り。 フシ 給 ふ 

かや。 I？ 上 もな き 御身の 上に 悲しい 事の 

藪々 が。 辏 けば 接く もの かいのと。 フシ 

くどき 立て^,. -身 も 浮く。 ばかり 歎きし 

が。 ァ 、 よしなき 悔み ごと 御覺悟 急が 

んと。 * 淚 ながら 御手 を 取り。 フシ ォク， 泣 

くく へ濱 逢に 出で けれど。 いと 尋常な 

る 御姿此 海に 沈めん かと。 思へば 目 もく 

れ心も くれ ス M 身 も わなく とぞ賴 ひけ 

る。 ff 君 はさ かしく まし ませ ど。 死す る 

事と は 露 知り 給 はす コレ なう 母。 S 費 

悟々々 というて。 いづく へ 連れて行 くの 

ことわ，  fee 

ぢ やや。 ヲ 、 さう 思 召す は理。 コレ よう g 

ひのもと  u« 

*，- 閉き 遊ばせ や。 この 日本に はな。 源氏 ^ 

の 武士 蔓 りて 恐ろしい 國。 此 波の 下に こ 樓 


そ。 極樂淨 土と いうて 結構な 都が ござり 

ます。 其 都に は。 祖母 君 二位の 尼 御 を始 

め。 平家の 一 門 知 盛 もお はすれば。 君 も 

其 虔へ御 11. あって。 物憂き 世界の 苦しみ 

を。 免 がれ させ 給へ やと。 *f 宥め 申せば 

打 悄れ給 ひ。 あの 恐ろしい 波の 下へ。 只 

1 人 行く のか や。 3 ァ 、 勿體 ない。 此ぉ 

5^ が 美しう 育 上げた る玉體 を。 あのなん 

ちひろ  r  - 

くた る 千尋の 底へ 遺り まして。 何と 身 

も 世 も あられう ぞ。 此ぉ « ^もお 供す る。 

やしな ひ ヰ-み 

いとし 可愛の 養 君。 何とお 一 人 やられ 

ぅぞ。 《« それなら 嬉しい。 art なた さへ 

往き やるならば。 國へ なりと も往 くわ 

いの。 * ヲ、 よういうて 給 はった と 。引 

寄せ ノ、 抱きしめ。 穴に 入り 水に 溺る、 

も 前の世の 約束 なれば。 未来の 誓 ひまし 

あ *< てらす お 1K がみ , I  I  . 

まして。 J^IK 照 大 神 へ 御 暇 乞と。 壜 東に 

向 はせ 參ら すれば。 2* 美しき 御手 を 合 

せ。 伏 拜み給 ふ 御 有樣。 見 奉れば 氣も 消え 


Co ナ * ス ヲ、 ようお 瑕 乞な された な 

う。 佛の 御國は 此方 ぞと。 平家 指さす 方 

み もすそ； 1 は - U 

に。 向 はせ 給 ひ。 今ぞ 知る。 御 裳 川の 流 

に は。 波の 底に も。 都 ありと は ナ ホス フシ 

と 詠 じ 給へば。 ョヲ 、 お出かし なされた。 

ようお み 遊ばした。 其 昔 月 花の 御遊の 

折から。 斯樣に 歌 を 詠み 給 はば。 父 帝 は 

申す に 及ばす。 祖父 淸成 m 公二 位の 尼 君。 

取り わけて 母 門院 樣。 なんぼう 悅び給 は 

んに。 S 今 はの 際に 是が マァ。 言 ふに か 

ひなき 御製 やと かきくどき.//^ 淚の 限り 

聲 限り 7 シ 歎きく どく ぞ 道理なる。 * 局 

は淚の 隙よりも。 御髮播 上げ 搔 撫でて 

今 はは や。 樂 への 御門 出 を 急がん 

と。 帝 をし つかと 抱 上げて。 碟 打つ 波に 

裳 を 浸し。 海の 面 を 見渡しく。  W いか 

に八大 龍王 恒 河の _,5SK  。 安德 帝の 御 *f な 

るぞ や。 * 守護し 給へ と うづ まく 波に。 飛 

入らん とすろ 所に。 何時の間にか は九郎 


義經。 lis- 寄って：^" 留め 給へば なう 悲し i 

や。 見赦 して 死なせて たべと。 振 返って J: 

ャァ 此方 は。 聲 立てな と 帝 を 小 腕に ひん 樓 

船へ。 局の 小 腕ぐ つと 捻 上げ。 無理 無體に 

引立てく オタ. リ 一 間の へ 內 に 入り 給 ふ 

ハ.？ ンか、 る 所へ。 * 知 盛 は 大童に ひ 

みわけ  を どし あ；..' 

なし。 鎧に 立つ 矢 は 蓑 毛の 如く。 械も朱 

に 染めな して。 我が家の 內に 立歸れ ば。 

跡 を 慕うて 武蔵坊 表の 方に 立 聞く とも。 

しら 卞知 盛聲ふ 上げ OKIK 皇は いづく に ま 

します。 お の 入。 典侍の 局と 呼ば はり 

くどう ど 伏し。 《SH  、無念 口惜し や。 是 

程の 傷に 弱り はせ じと。 長刀 杖に 立上り。 

お 乳の 人。 我が君と。 * よろ ぼひ ノ、 a 

®| れば。 一 間 を？ S 明け 九郞 判官 帝 を 左手 

ミ  つつた 

の 小脇に ひん 抱き 局 を 引付け 7 シ^ 立ち 

給へば。 * あら 珍し やい かに 義経。 § 

思ひぞ m づる 浦浪 に。 知 盛が 沈みし 其 有 ゆ 

樣に。 又義輕 も 微塵に なさん と。 ナ * ス長 1 


刀。 Is し。 s サァ/ 、勝負と 詰 寄れば。 

* 義 經も少 しも 騒ぎ 給 はす。 *3 ャァ .5 盛 さ 

なせ かれ そ。 義經 がい ふ 事 ありと。 《 ^帝 

を 典侍の 局に 渡し。 7 シ しづくと 歩み 

出で。 其方 西 海に て 入水と 偽り。 帝 を 

供奉し 此 所に 忍び。 一門の 仇 を 報 はんと 

は あつ ばれく。  * 我此 家に 逗留せ しょ 

り。 々ならぬ 人相 骨柄 察する 所 平家の 

さぐ はかりごと 

落人。 絜辨慶 に き 含め 帝 を 探 る 計略。 過つ 

て 踏 越えし に。 果して 武藏が 五林の しび 

れ。 其 上 我に 舭镥 人の 鉢 を 見せ C 心 を ゆ 

る させ 討 取る 術。 我 其 事 を 量 知り。 0 

の 船頭 を 海へ 切 込み。 裏 海へ 船 を 廻し 疾 

より 是へ入 込んで。 * 始終 委しく 見屆け 

帝 も 我が 手に入れ たれ ども。 日の 本 をし 

ろしめ す 萬乘の 君。 何條義 經が檎 にす る 

いはれ あらん。 一旦の 御 艱難 は 平家に 血 

を 引き 給 ふ 故。 今 某が 助け 奉った ると て 

不和なる 兄賴朝 も。 我が 誤と はよ も 言 ふ 


まじ。 必すく 帝の 事 は 氣づか はれ そ 知 

盛と。 閉く 嬉し さは 典侍の 局。 S!S ヲ、 あ 

の 詞に遠 ひなく 先程より 義^ 殿" 段々 の 

情に て 天皇の 御身の 上 は。 知邊の 方へ 渡 

さう と S 士の 堅い 誓言。 悅ん でた ベ 知 盛 

卿と。 aw くに 凝ったる 氣も 逆立ち 局 を 

取って 突 退け。""^ H  、無念 口惜し や。 我 一 

門の 仇 を 報 はんと。 心魂 を碎 きしに。 地 

今夜暫 ir に 術 顳れ。 身の上 迄 知られし は 

1K 命々々。 まった 義經帝 を 助け 奉る は。 

恩 を 思 ふ故是 以て 知 盛が。 恩に きる ベ 

きい はれな し。 サァ 只今 こそ 汝を 一太 

刀。 亡魂へ 手 向けん と。 * 痛手に よろめ 

く 足踏みし め。 長刀 押 取り 立 向 ふ。 辨慶 

押 隔て。 打 物 わざに て 叶 ふま じと。 isl 數 

さら/、 と 押 揉んで いかに 知 盛。 荑 かく 

有らん と 期した る 故。 我 も 今朝よ h 船 手 

に 廻り。 計略の 裏 を かいたれば。 最早惡 

念發 起せよ と。 * 持った る 苛 高 知 盛の。 


フシ ria に ひらりと 投げ かくれば。 詞ム 、 5 

扭は此 珠數を かけた の は。 知 盛に 出 (水と 

な。 ェ 、！ C ら はし/ \。  * 抑 四姓 始 つて。 

討って は 討 たれ。 討 たれて は 討つ は 源平 

の 習 ひ 。生き 變り 死に か はり。 恨 をな さで 

S くべき かと。 思 込んだ る 無念の 顔色。 

爰 k な  す〕 くリゃ > 

眼 血ば しり 髮 逆立ち 。此 世から 惡 の フシ 

相を顯 はすば かりなり。 地 かくと 閗 くよ 

り 龜井駁 河、 干： 君の 身の上 氣, しと。 追々 

甌 付け 取 廻せば。 御 幼稚 なれ ども 1K 皇は 

始終の 分ち を 聞 召し。 知 盛に 向 はせ 給 ひ。 

ョ展を 供奉し。 永々 の 介抱 は 其方が 。今 

1^ 又 麿 を 助けし は。 義經が 情なれば。 仇に 

思 ふな 知 盛と。 * 勿體 なく も 御淚を 浮め 

給へば 典侍の 1IJS 共に 淚 にくれ ながら。 お 

ヲ 、 能う おっしゃった。 何時 迄 も 義經の 

志必す 忘れ 給 ふな や。 《f 源氏 は 平家の 仇 ^ 

^> 後々 迄 も此ぉ 9S。 帝 様に あだし J: 

心 も 付かう かと 人々 に 疑 はれん。 さあれ 《^ 


ば 生きて ぉ爲 にならぬ。 3 君の 御 事 くれ 

ぐ も。 親み 置く は義經 殿と。 M 用意の 

懐剣 咽に 突立て 名 矮惜げ に 御顔 を。 打 守 

り/ \さ らばとば かり AJ 此 世の フシ 

あへ なく 息 はたえに ける。 S 思 ひ 設けぬ 

局の 最期。 君 は 猶更知 盛 も。 重なる 憂目 

に 勇 氣も碎 け 暫し詞 もなかり しが。 天皇 

の 御座 近く 淚を はらく と 流し C  W 果報 

あるじ 

はいみ じく 一 天の 主と 生れ 給へ ども。 * 

西 海の 波に 漂 ひ 海に。 臨め ども、 かにて。 水 

に渴 せし はこれ 餓鬼道。 ある 時 は 風波に 

遭 ひ。 お 召の 船 を。 荒 磙 に 吹 上げられ。 

今 も 命 を 失 はんかと。 多くの 官女が 泣き 

叫ぶ は。 阿鼻叫喚。 S に 源平 戰ふ は。 取り 

も E さす 修羅道の 苦み。 又は 源氏の 陣所 

陣 所に 數多 駒の 嘛くは 7 シ 畜生道" 今 殿し 

き 御身と なり 人間の 麥 艱難。 目前に 六道 

の 苦み を 受け 袷 ふ。 是と いふ も 父淸逮 C 外 

おし fro こ 

域の 望 あるに よって。 y 姬宮を 御 と 


いひ ふらし。 權威を 以て 卸 位に 卽け。 1K 官に。 仇 をな せし は 知 盛が 怨靈 なりと 傳 義 

•:  0 


道 を 欺き。 大照大 神に 偽り 申せし 其惡逆 


積」 


て 1 門 我が 子の 身に 報うた か" 


へよ や。 P サァく 息 ある 其 中に。 片時 チ 

も 早く 帝の ffi- 奉 を。 * 賴 むくと フシよ ろ 


フシ 是非 もな や。 《f 我 かく 深手 を 負うた ぼひ 立てば * ヲ、 我は是 より 九州の 尾 形 

.  ながら  、_づ く 

れば。 存へ 果てぬ 此知 盛。 只今 此 海に 沈 方へ 赴くな り。 帝の 御身 は義 粗が 何國迄 


2 

4 


んで 末代に 名を殘 さん。 大物の 沖に て 判 も 供奉 せんと。 御手 を 取りて 出で 給へば 1 


龜井 駿河武 藏坊。 7 シ^ 後に 引 添うたり。 

* 知 盛 莞爾と 打 笑みて。 昨日の 仇 は 今日 

の 味方。 あら 心安 や 嬉し やな。 是ぞ此 世の 

联 乞と 振 返って 龍顏 を。 見 奉る も 目に 淚 

今 はの 名 接に 天皇 も。 見返り 給 ふ^れの 

.s* どいで >-r  こ i な 

門出。 止まる 此方 は 冥途の 出船。 "ハリ 三 

途の 海の 翁 せんと 碇を 取って 頭に かづ 

き。 さらばく も聲 ばかり。 渦卷く 波に 

飛 入って ハル,' シ あへ なく 消えた る 忠臣 義 

心。 其 i5 骸は 大物の。 千尋の 底に 朽 果て 

て。 名 は 引沙に ゆられ 流れ。 くて 跡し 

ら 波と ぞ なりに ける 

第 三 

* 三 芳野は 丹 後 武藏に 大和 路ゃ わけて。 

きんぶ * ん ざ わ 3 み ろく  U はう 

名高き ナ * スフ シ金峯 山。 地蔵 王彌勒 の御寶 

物。 御開 接と て 野 も 山 も ォ クリ賑 ふ。 道の 

かたはら  みせ  で ばな 

傍に。 SIf 茶店 構へ て 出端く む靑 前垂 

の 1^1? は。 女房 盛りの 器量よ し。 五つ か 

六つの 男の子。 傍に 付添 ひが 樣と。 フシ 


いう 出端 香 もさめ に けれ。 壜 枯れ 殘る。 

ハル フシ 身 はいと 猶。 枝 をり や。 若紫の 

5： 侍 若君 は。 主馬の 小金 吾武 里が。 嗟哦 を 

遁れて 維 

盛の。 も 

しゃ 髙野 

と 心 ざし 

ギン ォクリ 

旅 0 用意 

の 小 風 呂 

敷。 脊に 

忍 4nn 野 

なる 7 シ 

しもい ち 

下 市。 村 


7 シ 愛想 とぼれて 差 出す。 * 內侍 つく 

ぐ 見 拾 ひ。 ssn リャ 此方 も 子 持よ の。 

自 も 連合の 忘れ形見 を 伴 ひしに。 道よ 


ト u* モ 

t5.^ ぶ 卿 


に 着きけ 

るが。 a 

若君 六 代 

き疾 つに 15 み 給へば 幸 ひの 茶店。 暫く ま 几 

へお 休みと。 內侍を 其 身 も ひし し 俄の 難儀。 * 子 持った 者 は 相 見 互 OS- み s^l 

包 をお ろし。 お茶と 指圖 にあいく と。 あらば 所望した しと 仰に 女房。 3 それ は 


Z なやみて 貯 へし。 藥を 接ら す飮 みきら f 


マ ァ甚ぃ 御難 l^。 私が 子 は 生れて より 腹 

痛 一 つ 起し ませねば。 何の 用意 も ござり 

ませぬ。 ハテ それ は 氣の毒 や。 ィャ 申し 

ほんに それ ノ\。 幸ひ此 村の 寺の 門前に 

洞呂 川の 陀羅助 を。 詰資る 人が ござり ま 

ずれば。 お供の 前髮 様つ い 一走り。 ィャ 

ィャ身 ども は 當所不 案 €:。 大 俵ながら 其 

方 調へ て くれまい か。 ヲ 、 それ もお 安い 

事。 わたしが 調へ て 来て 上げ ませう。 善 

太 留守し や。 但し はれく か。 * おれ もと 

慕 ふ 子 を 連れて。 器量よ ければ 心まで 尊 

い 寺の 鬥 前へ 7 シ藥を 買 ひに 急ぎ 行く C 

« ハテ 心よ い 女中 やと 內侍は 見やり。 お 

コ レ六代 愛に 大分 木の 實が あるが。 拾う 

て 遊ぶ 氣 はない か。 金 吾が 拾 ふが 大事な 

いかと。 a 男め の詞に 引立てられ 。おれ も 

ひ， ら  お ？, 

拾 をと 若君の 病 も わやく 半分の。 起立ち 

給 へ ば 內侍も 共 々 。サァ く 拾 を。 S ィャ 

拙者め がと 小金 吾が C  * 二十 まに 近い 大 


^髮 大人 氣な いも 若君の。 锼统 取り 膘栃 

の寘 を。 フシ 拾 ひ 集む る 折 柄に。 * 若き 男 

の 草 j| 足小ォ クリ是 も。 旅立ち 風呂敷 包。 

脊 負うて ぶら. 茶店 を 見付け。 どり や 

休んで 一 服と 包 を どっかり 床几に 下し C 

御免な り ませ 火 を 一 つと 烟草吸 ひつけ。 

ぉコ リャ皆 5^ 方 は 開帳 參 りで ござります 

か。 和 f 樣は 道草 か。 わしら が 在所の 子 

供と 違 ひ。 御 奇^な 生れつき やと. - ぉ譽 

はなし 

めても 响 しかけても。 心 置く 身 は そこ 

ノ-- に。 7 シ詞數 なく 拾 ひ 居る。 暫く 

休んで かの 男。 S コレく 其 落ちた 木の 

實は虫 入り で。 兑 かけが ようても 皆 { 仝虚。 

木に ある をお 取りな されと。 い ふに 金 吾 

は。 こな 男 何 をい ふ。 ニ丈餘 りの 高木。 

上る^ 爪 は 持たぬ。 サ それ を 心安う 取 

りゃう かご ざり ます。 そり やどう して。 

さらば 截錄ぉ 目に かけう と。 as 小石 拾う 

て 打つ s。 枝に 當っ てばら メ\ メ、。 若 


君 悅び腦 も 忘れ。 小金 吾 拾へ の 御機嫌 義 

に 內侍も 嬉しく。  as ヲ、 よい 事して 貰 や 千 

本 

つた。 * 過分々々 と 一 禮も 。冥加に 餘 ると 穆 

知ら ざり し 。旅の 男 は. E 慢顔。 お 何と 手の 

內御 覽 じた か。 ま そっと 打って 進ぜたい 

と をみ ち 

が。 遠道 か- - へお 伽 申しても 居られす。 

地 我等 は參 ると 包 を 弁 負 ひ。 御緣 あらば 

重ねてと。 7 シ いうて 其 場 を 行き 過ぐ る〕 

«f 小金 吾木の 實を拾 ひ 了 ひ。 ョ サァ是 で 

堪忍な され。 扨々 今の 男 は氣轉 者と" « 

見やる 床几の 風呂敷 包。 同し 色で もど こ 

やらが 違うた 樣 なと 走り 寄り。 內改 むれ 

ば覺 えなき しかも 是は張 皮 能。 こち は 衣 

類の 藤 行李 c& は 木の. s に 氣を奪 はせ。 取 

換へ うせた か 但し は 相 か。 何にもせ よ 

追つ かけて 取 返さん と^ 出す 所へ。 向う 

よりあた ふた 屍る 以前の 男。 S 相 致した 

御免々々 とい ひつ i 包 を 差 出し。 《5 日 慕 

4 

も 近し 心 はせ く。 同し 色の 風呂敷 ゆ ゑ。 ー 


重い 輕 いに 氣も つかす _ef りちが へ た *^ 

相。 道に て ふっと 心 付き 取って かへ して 

；; ssci  まっぴら 

お詫 言。 * 眞平莉 免 下されと。 顔に 似合 

はぬ 7 シ 手すりた いぼう。 I？ 小金 吾 は 胸 落 

着き。 お と あれば 言 分 も をり ない が。 

萬 一 粉 失の 物 あると 赦 さぬ. か 八 3 點か。 何 

が 扨相逮 あら ぱ臺座 の^れ。 御 存分にな 

され ませ •。 ムゥ其 一 言な ら疑 ふに 及ばね 

ども。 * 中 改めて 請 取らん と 包 を 開き。 

げ  き は i 

改め 見れば 相 達 もな し。 "お 51a に 翁 相に 極 

つた。 申 分な し 其方の。 荷物 も 持っても 

行き やれと。 埴 床几に 殘る 風呂敷 包 。渡せ 

ば 請 取り 不思議 顔。 _«此 中 括の 解けた は。 

ィャ それ は 最前 變 つた 樣には 思へ ども。 

もしゃと ちょっと 見た ばかりと。 いふ 

間に 開く 張 皮籟。 引 散らけ て 袷の 袖。 浴 

衣の 間 を 探し 見て。 びっくり 仰天 行李 打 

ち ふる ひ。 コリャ ど うぢ や コリャ 無い わ。 

無い わ/.^ ときよろ/,^ 目玉。 何がない 


何 見えぬ と。 傍 も氣の 毒 nu をく ばれば。 

1^ てた くみの いがみ 男。 腕 まくりして n 

レ前髮 殿。 詞此 1- 籠の 中に 人に 賴 まれて 

高 野 へ 上げる 祠堂 金。 1 1 十雨 入れ 置いた。 

コリャ くす ねたな く。 サァ 出した く 

(C サ出 しゃいのと。 * 取っても つか 

ぬ 難題に。 小金 吾む つと 反. t ちかけ。 《 ^此 

奴 下郎め 武士に 向って 何が なんと。 今.！ 

言いうて 見よ と。 * 氣 相變れ どび くと も 

せす。 阕盜人 たけぐし いと。 その 高 ゆす 

りく はぬ/、。 赤 親 を ひねり かけ 威 « し 

て此 場き ぬける のか。 ほろうまい そんな 

はらな が  <s-p* 

事 春 永に なされ。 僅か 二十 兩で首 親の か 

--ら ぬ 中。 四の 五の いはす に 出した く 

ね だ， もの  j 

と OS? もがりい がみの 强請 者。 モウ 塔 忍が 

と拔 きかけ しが。 お 二方の 姿 を 見て じつ 

とこた へて 胸 撫でお ろし。 as コ レサ 若い 人 

そ こもと ぉ？^ 

そり や 其 許の 覺遠 ひ。 昆ら る- - 通り 足弱 

をお 供し たれば。 たと へ 何 萬兩落 散って 


あっても 。目 を かける 所存 はなし。 と « 

そつ t  1 

其方 を 吟味 召されと。 いはせ も 果てす。 a- 

コ レ其 足弱 連れた。 が盜 する 付目ぢ や。 よ 

もやと 思 はせ してやる が當 世の 流行 物。 

何 萬兩は 入らぬ たつお 二十 兩。 スリャ ど • 

うしても 身が 盗んだ とな。 ハ テ 知れた 事。 

ムク して 其 盗んだ 證據 は。 コレ此 皮 龍の 

中 紐 何故 解いた。 あり 樣の 荷物に 紛 おが 

あると 教 さぬ というた でない か。 理詰め 

ぢゃぞ や。 出 しゃいの くと。 * せり 詰 

めら れて 小金 吾 も。 もう 是 迄と 拔 放す。 

內侍は あわて 抱きと め。 《s 尤ぢゃ 道理 ぢ 

や。 短 氣な事 をし やって は。 わし も此子 

も 共に 難儀。 無念に あらう と 堪忍して。 

あの 者の いふ 樣に 了簡つ けて やって た 

も。 * 足弱 連れた を 災難と 思 ひ。 胸 をし 

つめて たもい のと 。淚 にくれ て かふに ぞ。 ^ 

血氣に はやる 小金 吾 も 見る に 忍びす。 ョ ^ 

世が 世の 時で ござらうなら。 すた/.^ に 樓 
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しても 厭き 足らぬ 扠 なれ ども。 何 をい 

ぅても茅^！の穩にも怯ぢる身の上。 御意 

の 通りに 致し ましよ。 へ H  、  口惜しう ご 

ざり まする と。 * こなた は 大事の 二方 を a 

お供の 身 なれば 無念 を f へ。 輿齒 W む 程 

あた- 

つきあが り。 a 二十 兩と いふ 金沮 まって 

置いて。 其 1^ 何ぢ や。 ホウ 怖い わ/、。 

此赤 親で 切る か。 此 目で « すか。 前髮を 

1 筋づ つ 拔くぞ よ。 但しもう 金 はふ けら 

した か。 *S の 女郎から 穿鑿と。 弱みへ 

か-る を 首筋つ かんで 引戾 し。 用意の 路 

金い ふ 程 出して 睨みつ け。 S 大切な お 方 

をお 供した 故 街 取らる、 廿兩。 * 持って 

うせいと 打 付 くれば。 街の 習 ひ 金 見る と 

目に 佛 なく 手ば しかく。 拾 ひ 集めて 耳よ 

み 描へ。 S テモ 恐ろしい 此金 を那智 若衆 

めに すっての 事。 鳙 ひじり 取らり よと 致 

したと 減す 口。 其顋 をと 立 寄る 金 吾 を 內 

侍 は 押へ。 事ない 中と 若君 引 連れ。 立 出 


で 給 へ ば 是非 もな く 跡 に 引 添 ひ 小金 吾 

も。 無念 を こ たへ 上 市の 7 シ宿 ある。 

方へ と 急ぎ 行く。  * たと へ 百虔晚 まれて 

も。 I-S が I 歩に 付き やせまい。 うまい 

ふところ 

仕事と いがみの 癯太。 金 该 に 押入れて。 

|| リ屋 へ 急ぐ 向う へす つと。 茶屋の 女房が 

立塞がり。 s コ レ權太 殿。 こり ゃ何處 へ。 

ホ小 せんか。 わり や 店 明けて 何處 へいた。 

わしゃ 旅人のお 親で 坂 本へ 藥を買 ひに。 

ヲ そり やよい 手 苦。 われ 

が 居たら 又 邪魔しょう 

はづ 

に。 外して 居た で まし ま 

しと。 埔 いふ 胸 ぐら を 取 

つ て 引す ゑ コ レ こなた 

ilia さす 氣で 外して は 居 

ぬぞ や。 最前 戾 りか- -っ 

た 所に わ つばさつ ば。 差 

出たら 街の 正銘 顯 はれ。 

どんな 事に ならう も 知れ 


ぬと。 あの 松 陰から 聞いて 居た。 へ ェ、 こな 

さん は 恐し いたくみ する 人ぢ や。 姿 は 生 

めど も 心 は 生まぬ と。 親御は釣瓶^&屋の 

彌 助の 彌左 衞門樣 というて。 此 村で 口 も 

利く お 方。 見限られ 勘當 同然。 御所の 町に 

居た 時 こそ 道 も 隔たれ。 跡の 月から 同し 

此下 市に 住んでも。 嫁 か 孫 かと お 近付に 

もなら ぬ はの。 皆 此方 樣の 心から。 いが 

みの8^ビ||きせて0街の權とぃはぅぞゃ。 


"ダ： . k  -I 


ぶ さ： 


此善 太郞は 可愛うな いか。 * 博 突の 資本 

が 入るならば 此子 やわし を資 つてな り 

と。 重ねて 止めて 下さん せ。 何の 因果で 

其樣な 恐ろしい 氣 になら しゃった と。 取 

付き 歎けば 突飛し。 lis ャァ 引き さかれめ 

よ £is ごと  ぬすみ A た， 

が 又して は 世！？ 。おれが 盜 街の 楫 元は。 

皆う ぬから 起った 事。 ホ こり ゃ大 それた 

事 聞かねば ならぬ。 そり や 又 どうして。 

どうしてと は覺 えが あらう。 おり や 十五 

の 年 元服して。 親父の 言付けで St 所の 町 

す i« きな ひ  ひ，  お C れ  I  >  , 

へ^ 商。 隱 し 女の 中に 汝が擴 袖。 見込 

ん だがし i ほれ i 程寢 入る 佛師 達の。 臍く 

りを盜 出し 。店の 溜り 花客 先。 身代 半分 了 

うて やった。 ナ閉 えた か。 所で 親父が ほ 

り 出した。 無理な 和郞 の。 其 時 因果と 此 

ねんぐ 

餓鬼が 腹に あって。 親方 はねだる。 年貢 

ま (  たてが ね 

米 を 盗んで 立 ig。 其 尻が 首が 飛ぶ の 

を。 庄屋の 阿呆が iH% にして。 毎日の 催 

ナ. Z 

。其 金 湾 そで 博 突に か. "り。 出世して 小 


"sii&K 中 も 親父の 所の 

家 尻 を 切って 見 たれ ど。 

妹のお 里め と。 內の 男め 

よ Vi ほ 

と 夜通しの 鼻聲で とんと 

まんが 損ねた。 又 今日の 

い ォ ほひ 

まんの よさ 此 勢 に 母の 

擧毛を ゆすり かけ。 二三 

罠 目 いぢめ てく-る。 酒 買 

うて 待って をれ。 善 太よ。 

日の ら寢 をん な。 地 

夜通しせ ねば おれが 商資 

は 讓られ ぬと。 いひつ. - 

立てば 女房 取 付き。 まだ 

此 上に 親御の 物まで 1 し 

取ろ と は勿體 ない。 マァ 

內へ戾 つて 下されと。 SS 

れど S かす n 資す を。 n 

リャ やい 善 太よ 留めて く 

れと。 母の 敎に 利口者 父 


さ ♦*  つた か づら 

様 C へサァ ござれと 手 に 纏 ひ 付く 蔦 葛 子 

が 跡 追へば 惡者 は。 小&^ 縛と てうた てが 

る。 しかも 血筋の 糸 樋で。 きびた が惡ぃ 

出直 そと。 鬼で も 子に は 引か さる \。 テ 

モ扱も 冷い 手ぢ やと 手 を 引いて ォクリ 女 

25。 へ諸 共立 歸る。 ハル フシ 夕陽 西へ 入る 折 

から。 * 主馬 Q 小金 吾 武里は 上 市 村に て 

朝方が 0 追手 の 人數に 取卷 かれ。 數ケ 所の 

疵を負 ひながら C 侍 若君 御供 申し。 一先 

づ 都へ 立歸る を。 跡に 核いて 數百 人。 運 

さぬ やらぬ と 追つ かけたり。 手 *g は 負へ 

ども 氣は鐵 石の 武 里が。 死物 狂と 思 ひの 

お 。愛に 三人 彼 處に七 人 はらり/、 と 三 ま 

へ， 嬙 倒し フシ 其 身 は 秋の。 花 紅 敵 は 木の 

^の 共 跡へ。 追手の 大將猪 能 一大 之 進 後れ 

ばせ に Isg! け來 り。 -a ャァ&  0 め 佝處へ 

行く。 先頃！^ 哦の 奥に て 取 し。 主人 朝 

方 公の 御機嫌 以の 外。 すご/、!^ へ録ら 

れチ U 庵 坊主め に白狀 させ 付 廻した る此 


街道。 サァ锥 盛の 御臺 若君 を 渡し。 * 腹 か 

つ さばけと フシ 呼ば はったり。 * 手 負 は 流 

る > -血汐 をぐ つと 一 飮み 息をつぎ。 病 主 

馬の 判官が 悸 小金 吾 武里。 i| ある 中 はい 

つかな くヲ其 一 言が 培 命と。 地 躍 上つ 

て 討つ 太刀 をち やう ど 請 留め はっしと 撥 

はづ 

ね oils ひらりと 見せて はくる りと 外し 手練 

を盡 せど さすが は 手 負。 * 內侍 若君 あぶ 

/、ひゃく。 小石 を 拾 ひ 砂 打付け 及び 

腰なる 加勢 も 念力。 手強く 見 ゆる 猪 熊が 

め あて くら や， ^  だん 

眼に 入って 目 當は喑 闇。 隙間に 切 込む 太 

刀に 眉 を 割られて。 頭轉 倒。 乘 りか i 

含つ さき *f  のつ 

る を 下よりも 突く お は 肋骨。 金 吾 も M: 

i に ik 返る。 あなたが 起きれば 石 礫。 猪 熊 

切られ 小金 吾 も。 共に 深手の 四苦八苦 フシ 

修羅の巷 ぞ危 けれ。 * 忠義の 天 性 小金 吾 

が 難なく 相手 を 取って 押へ。 ぐっと 突 込 

し お ほ 

む 止めの 刀。 サァ仕 了せ し搭 しゃと。 甲 も 

ふ 心の たるみに や。 うんと 7 シ其身 も 倒 


れ 伏す。 ナウ *^!1^しゃと內侍若君勞り抱 g 

へ 抱 起し。 W コレ なう 金 吾々 * 氣を はつ ほ 

そなた  み づか&  „  s, 

きりと 持って たも。 其方が 死んで 自ゃ櫻 

此子は 何となる 物ぞ。 《^情-なゃ悲しゃと 

泣 入り 給 ふ御聲 の。 耳に 通って 手 負は顏 

を 上げ。 ョコ レ內 侍樣六 代樣。 m めて f 

さり ませ。 心 は彌猛 に！？ J れ どももう 叶 は 

ぬ。 我が君 維盛樣 は。 t て 御 出家のお 望。 , 

熊 野 浦に て 逢 ひ 奉りし とい ふ 者 ある 故。 

高野山 へ と 志しお 一 一方 をお 供し たれ ど。 

なかく 此傷 では 一 足 も 行かれす。 コ レ 

若君 樣。 ようお 閒き 遊ばせ や。 ®: 臺樣を 

伴 ひ I, がの 宿と いふ 所に 。內侍 樣を殘 し。 

と-さ. M 

お前 は 人 を 輟んで 山へ 登り。 父 様のお 名 

はい はれぬ。 今道心の 出家と 尋ねて お 

逢 ひ 遊ばせ。 西 も 東 も敏の 中。 平家の 公達 

と 悟られぬ 樣。 お 命 目出度う 御成 人の 後。 

* 憚りながら 金 吾め が 事 思 召し出されな 

ば。 一 滴の 水 一枝の 花。 それが 卽ち 冥途 1 


へ 御 知行。 御成 長 待って をり ます。 お 名 

殘 惜しい お^れと。 いふ もせつな き息づ 

かひ。 六 代 君 は取鎚 り。 死んで くれな 小 

金 吾。 其方が 死ぬ ると 父 樣に逢 ふ 事が な 

ら ぬわと。 * 泣 入り 給へば 內侍 はせ き 上 

そなた 

it。  S ァレ 聞いて たも 子 心で も。 其方 一 

人 を 力に する。 維 盛 樣に逢 ふ 迄 は。 死ぬ ま 

ぃぞ/ ^と 何故 思うて はた もらぬ。 《r 御 

I 門 は 殘らす 亡び 廣 い 世界 を 敵に 持ち。 

何時 迄存へ 居られう ぞ。 共に 殺して フシ 

たもい のと 歎き。 給へば。 7 シ理 と。 

て おひ  せんく.，？ 

手 負 はいと ビ淚 にくれ。 お 先君 小 松の 

重 盛樣は 日本の 聖人。 若君 は 其 孫 君 諸 神 

諸 菩薩の。 惠 のない 事 も ござりますまい。 

末 賴みを 思 召して 必 す短氣 をお 出しな さ 

れな。 あれく 向う へ 挑 澄の 火影。 又も 追 

手の 来る も 知れす。 若君 伴 ひ 此場を 早く 

そなた 

く。 ィャ /、深 乎の 其方 を 見捨て 置い 

いづ，/ ちて 

て。 何國を 常に 行く も のぞ。 死なば 共に と 


坐し 給へば。 お H 、腑甲斐ない 六 代樣は 

大事に ないか。 此 傷で 死ぬ る 金 吾め では 

ござり ませぬ。 閉 入れなければ 直に 切腹。 

コ レ 待って たも。 それ 程にまで 思 やるな 

ら。 成程 先へ 落ち ませう 。必中 死んで たも 

るな や。 お 氣遣ひ 遊ばすな。 運に 叶 ひ 跡 

より 參ろ。 必す 待って 居る ぞ やと。 地 言 

ふ 間 も 近付く 挑燈 の。 火 かげに 恐れ 是非 

なく も 若君。 7 シ 連れて 落ち 給 ふ 。御 心根 

の 悼 はし さ。 手 負 は 御 跡 見送りく。  《s 

死なぬ と 申せし は 偽り。 三千世界の 運 借 

つても。 何の 此 傷で 生きられ ませう。 « 

侍樣。 六 代樣。 これが 此 世のお 別れで ご 

ざり ますと。 * 思 ふ 心 も斷末 魔。 知 死 

期 も 六つの 暮 過ぎて 7 シ靱の 露と 消えに 

ける。 * 程なく 来る 挑 燈は此 村の 五人組。 

何やら ざ わく 話し合 ひ。 山 坂の 別れ 途 

に 庄屋 作が 立留 り。 -ョ コレ彌 助の 彌左衞 

門 殿。 貴樣は 針商資 故。 念 押す 上に おしか 


ける。 今い ひつけた 錄 倉の 侍 は閉 及んだ ひ 

抽艇。 何やら こなたの 耳 を, つ て^げる 

程い ひつけたら。 長った くと 滅多 無性 

に 請 含うた が。 何と 覺の ある 事 かや。 ハ 

テ 知れた 事。 此方 衆 も 常から おれが 性 板 

を 知らぬ か。 血 を 分けた 梓で も 見. 限った 

ら。 鬥端も 踏まさぬ 彌左 衞鬥。 膝ぶ しが 

碎 けても。 畏 つたら 痺も 切らさぬ。 した 

が： i からのい ひつけが もっけ。 哦の奥 

から 逃げて 来た。 子 を 連れた 女と 大前 髮。 

此 村へ 入 込んだ と 追手からの 知らせ。 所 

げぢ どめ ^ぶ 

で 抽^が^ りかけ て。 捕へ たら 褒美と あ 

る。 こり や 又 格別よ い 仕事。 地 皆 も油斷 

をせ まい ぞゃヲ それ/、。 こんな 時 こな 

たの 息子の。 いがみの 權太を 親んで S か 

うと 五 入 組。 ハル 7 シ山 道行けば。 地彌左 

衞門 坂へ おりし も 行 先の 手 負にば つたり g 

1仃當 りはつと 飛び退き。 氣味惡 ながら 挑 叶 

位 振 上げ。 そろく 立 寄り。： S テモ むごた 《" 
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らしう 切った は ノ、。 旅人 さうな が。 追 

剁 の所爲 ならば 丸裸に しさうな もの。 路 

k を に惡 者の 所爲 かと。 * 惡ぃ子 を 持 

つ 親の 身 は。 案じ 過して 0  an レく手 負 

殿く と。 *呼ぶも^^11もなき骸に0扨は最 

早 息 艳 えた か。 a いとし や 何國の 入なる 

ぞ。 見れば ふけた 角 前髮。 袖 振 合 ふ も 他生 

の綠。 南無 阿 彌陀佛 。南無 阿彌陀 南無 阿彌 

陀佛と * 回向して 。鬼 角 浮世 は 老少不定。 

哀れ を昆る も佛の 意見。 人 は 曲ます 眞直 

c しゃ 5 

に 後生の 種が 大事 ぞと 7 シ思ひ て 行 

ど £ 

過ぎし が。 * 何 思 ひけん 立 止り。 取つつ 置 

あず 

いつの 俄の 思案。 そろり くと 立戾 り。 邊 

見廻し/ > -て拔 身 を 拾 ひ 取る より 早く。 

死 首ば つ しと 打 落し。 挑燈吹 消し 首 提げ。 

すぐ  よこと び 

忝い と 彌左衞 門。 直なる 道 も 横 飛に 我が 

家 を さして。 三 a へ 立 歸る。 -ー 上リ W 春は來 

ね ども 花^かす。 娘が 漬けた 鮮 ならば。 

なれが よかろ と。 買 ひにくる。 ナ * ス ハル 


フシ 風味 も吉 野。 下 市に 賫弘 めた る 釣瓶^ 

御^所の 彌左衞 門。 留守の 內 にも 商資に 

ないき  かた だすき 

拔 目も內 儀が 早漬 に。 娘お 里が 片褸。 

小ォ クリ祸 に。 前垂 ほやく と 愛に 愛 持つ 

鮎の： 良 地 押へ てし めて なれさす る 0 味 


い 盛りの 振袖が。 釣瓶 3« と は。 フシ 物ら し 

し。 * ズ 木に！ S を 打 込んで。 桶 片付け て 申 

か. 'さ •<  きの .J* と. * 

し 母樣。 "^昨日 父樣 のい はしゃる に は。 

明日の 晚には 内の？ II 助と， "gllnii さす 程に。 

世間 晴れて? K 夫に なれと 仰し やった が。 


樓本 千! e 義 


日が 暮れても ぉ録 りない は瞎 かいな。 ヲ 

あの 言 やる 事 わい の。 何の 據 であろ ぞ。 

器量の よい を 見込みに。 熊野參 りから 連 

れて戾 つて。 氣も心 も 知る と彌 助と いふ 

我が 名を讓 り。 主 は 彌左衞 門と 改めて S 

そ める 

の 事 任せて 置かし やる は。 和 女と 娶 はす 

て の 心。 今日は 俄に 役所から。 親父 殿 を 

呼びに 来て 思 はぬ 隙 入。 迎 ひに 遣ろ にも 

人 はなし。 サイ ナ折惡 う 彌助殿 も 方々 か 

ら の 誘へ。 仕込の 桶が 足るまい と 明 桶 

取りに いかれました。 * もう 戾ら る、 で 

5 はさな か は  にな 

ござんし よと。 7 シ gs- へ。 明 桶 荷 ひ戾る 

男のと りなり も。 利口で 伊達で。 色 も 香 

中さ をの- 1  あつ びん 

も 知る 人ぞ 知る 優男。 娘が 好いた 厚髮に 

isl せても 7 シ からす。 壜 S へ 入る S 

も 待 兼ねて。 お 里 は 嬉しく。 ァレ 彌助樣 

の戾 らんした OS 待 兼ねた 通かった。 もし 

や 何 虔ぞへ 寄って かと。 氣が 廻った * 案 

じたと。 女房 額して ぎ うて 見る。 サハ- '流 


石： S 屋の 娘と て。 7 シ 早い 剿と ぞ 見えに 

ける。 * 母 は I- 爾笑ひ を 含み。 „s 彌 助殿氣 

にかけ て 下さん な。 この 吉野竭 は辨財 1K 

の敎 によって。 夫 を 神と も佛 とも。 戴い 

おぎて 

て 居よ と ある 天女の 投。 其 代り 程 格 氣も 


深い 。又 SS は 親の 孫 。瓜の 蔓に 地で は ご 

ざらぬ とい ひくろ むれば。 是は まあ 却 

つて 迷惑。 段々 お 世話の 上。 大切な お 娘 

御まで 下され。 ぉ纜の 申し 樣も ござり ま 

せぬ。 さりながら 鬼 角お 前に は。 彌 助殹彌 


助 殿と。 殿付をなされてさりとては^8^の 

毒。 やつば り彌助 どう 爲ぃ 斯う 爲 いとお 

心安う。 ナ 申し。 ィャ/ 、それ は赦 して 

下され。 そり ゃ义 何故で ござり ますえ。 

されば いの。 彌 助と いふ 名 はこれ 迄 連合 

の 呼名。 殿 付せ すに どう 爲 いかう 爲 いと 

は。 勿 鉢な うて 言^い。 言 馴れた 通り 殿 

付 さして 下されと。 * 實に夫 をば 大切に。 

思ふ投 を 幸 ひに 娘へ これ を 間け がしの。 

フシ 母の 慈悲と ぞ閉 えけ る。 * お 里彌助 

は 明 桶 を 板 間へ 並べて 居る 所へ。 此 家の 

惣領 いがみの 權太 門口より 乙聲 で。 母 者 

人く と。 いひつ. - 入れば お 単； はび つく 

り。 又兄樣 かよう お出でと 接 手す る。 ™ 

きょと/、 しい 其 面何ぢ や。 よう 來 たが 

びっくり か。 わり ゃ彌 助と 味い 事して 居 

る さうな が。 コリ ャ彌助 もよう 閗け。 今 

追 出されて 居ても。 Isa の 下の 灰 迄 おれが 

物。 今日は 親父の 毛虫が。 役所へ 往 たと 


閒 いたによ つて。 ちと 母 者 人に いふ 事が 

あって 来た。 二人ながら 奥へ 失せう と 地 

睨み 迴 され うぢ/、 と是 にと いうて 立つ 

^助。 娘 も！^ に 引 添うて 7. ゾ 一間へ こそ 

は 入りに けれ。 * 蹄に 母親 溜息つ ぎ. - 0 

コリャ 又 留守 を考へ 無心に 来た か。 性愨 

もない 婉白 者。 其汝が 心から 嫁 子が あつ 

て も。 足 み 一 つ さす 事なら ぬ。 閉きゃ 

此 村へ 来て 居 るげ なが。 * 互に 知らねば 

すれあ  あきめ，、 ら 一 

摺 合うても。 嫁 姑の 明 盲目。 眼つ ぶれと 

人 々にい はれる が 面目ない。 へ H 、不孝 

^めと 目に 角 を。 立て 變 つたる 機嫌に ぐ 

ん にやり 。直で はいかぬ といが みの 權 太。 

思案し かへ て。 S 申し 母 者 人。 今 晚參っ 

たは 無心で は ござり ませぬ。 お 乞に 參 

りました。 そり や 何で。 私 は 遠い 所へ 參 

ります 程に。 親父 樣 にも /4 前に も。 堉隨 

分お 1^ でく としをれ かけれ ば 母 は 驚 

き。 a 遠い 所と は そり や 何 所へ。 * どう 


した 譯で 何し に 行く と。 街問は親の^！さ 義 

こ ぐち 

れ 小口。 サァ してやった と。 7 シ目 をし 千 

ばた、 き。 ^親の 物 は 子の 物と。 お前へ 樨 

こそ 無心 申せ。 竟に 人の 物 奢 一 本。 ^ん 

だ 事 も 致し ませぬ に。 不孝の 罰 か。 夜前 

私 は大盜 人に 遭 ひました。 ヒ ャァ。 其 中 

に 代官 所へ 上げる 年貢 銀。 三 貫目と いふ 

もの 盜み 取られ。 言 譯も なく 仕樣 もな く。 

し I？ 

ぉ處 刑に あはうよ り はと 覺悟 極めて をり 

まする。 * 情ない 目に 遭 ひました と。 か 

ます 袖 をば 顔に鳶 て。 しゃくり 上げても 

出ぬ 淚。 鼻が 邪 S して 目の 緣 へと かぬ 

舌ぞ 7 シ うらめしき。 * 甘い 中に も 分け 

て 母親。 S と 思 ひ 俱に目 をす り。 _ ^鬼神 

に 道な しと。 年貢の 銀を盜 まれ 死なう 

と覺悟 はまお 出かした。 災難に遭 ふ も 親 

の 罰よう 思 ひ 知れよ。 ァ イノ.、 思 ひ 知 

つて は をり ます けれど。 どうで 死なねば 2 

なりますまい。 コリャ や. so あい/、。 1 


常の がが 性根 故 これ も 街 か 知らね ども。 

しゃう ぶ 分に と 思うた 銀。 親父 殿に 隠し 

て やろ。 是で ほっとり 根性 直せと。 * そ 

ろく 戸棚へ 子の 陰で。 親も盜 をす る 母 

の 甘い 錠 さへ 明け 兼ぬ る。 a つい 雁首で 

こち^^が * よ ござります ると 仕馴れた 

るお のが 手技 を敎 ゆる 不孝。 親 は 我が 子 

が 可愛 さに 地獄の 種の 三 貫目。 蹄 をく ろ 

めて 持って 出で。 何ぞに 包んで 遣りたい 

がと。 限りない 程 甘い 親。 味い わろ ぢゃ 

といが みの 權太： » の 明 桶よ い 入れ物。 是 

^n.  こがね ナし 

へ。 と 親子して 銀 を 漬けた る 金 3»。 

签 しめ 栓 しめ サァ よい わ。 これで Hr 立た 

さい  ぐ あ ひ 

ぬ 接げて 去ね と 親子が 工合の 最中へ。 苦 

い 爺 親 彌左衛 門 これ も疵 持つ 足の裏。 あ 

た ふたと して 門口 を 0 戾 つた 明けい と 打 

5 ろた 

叩く。 南無 三 親父と 内に 轉倒狼 扱へ 廻り 

其 桶 を。 爱へ/ \ と 明 桶と 共に 並べて 親 

子 は ひそ/ \。 奥と 口と へ 引 別れ。 息 を 


詰めて ぞ 7 シ人 りに ける 。なぜ 明けぬ 

くと。 頻に 叩けば 奥より 彌助 。ハズ へ-^ 7 シ 

わる あた.' 

走り出で て戶を 明ける。 * 内 入り 惡く傍 

を 見廻し。 リャ又 何奴 も寢て をる か。 

いひつ けた 鉢 共 は。 * 仕込んで あるかと 

齡桶を 提げたり 明けたり ぐ わ つ たく。 

a コリャ 思 ふ 程 仕事が 出來 ぬ。 女房 ども 

やお 里め は 何して をる ぞ。 ィャ 只今 奥へ 

地 呼び ましよ と 行く 彌助 をば 引き止め。 

-> ちそと 

內 外見 齷し表 をし め。 上座へ 直し。 7 シ 

手 をつ かへ。 a 君の 親御 。小 松の 內府重 盛 

公の 御 恩を講 けたる 某。 何卒 御子 維 盛 卿 

の S; 行方 をと。 思 ふ 折 柄 熊 野 浦に て 出合 

ひ。 碑 月ん をす-め 此 家へ お供 申し たれ 

ども。 人目 を 博り 下部の 奉公。 餘 りと 申 

せば 勿 膀 なさ。 女房ば かりに 仔細 を 語り 

今宵 祝 雷と 申す も。 心 は 娘 を 御宮 仕へ。 

彌助々 * と。 接しき 我が 名 をお 譲り 申し 

たも。 彌助 くると いふ 文字の 緣起。 人 は 


知ら じと 存ぜ しに。 今日 鎌 倉より。 捤原 S? 

平 三景 時 来って。 維 盛 卿 を かくまへ ある 

と 退 引 させぬ 設議。 烏 を 紫と 云ひ拔 けて 

は歸れ ども。 邪智 深い 梶原。 もしゃ 吟味 

に 參ろも 知れす と。 心 H は 致して 置け ど 

も 油斷は 怪我の 基。 明日から でも 我が SS 

居 上 市 村へ お越し あれと。 * 申 上 ぐれば 

維 盛 卿。 お 父 重 盛の 厚恩 を 請けた る 者 は 

幾 萬 人。 數^ りなき 其 中に。 お 事が 樣な 

者 あらう か。 * 昔 は いかなる 者なる ぞ. 00 

フシ 尋ね 給 へ ば。 ョ 私め は 平家 御代^りの 

もろこしい ゎラ さん 

折 柄。 唐土 育 王 山へ。 祠堂 金お 渡しな さ 

る、 時音戶 の瀨戶 にて 三千 兩の 金盜 取ら 

れ。 役目の 難儀 切腹に も 及ばん 所。 有難い 

は 重盛樣 。日本の 金 唐土へ 渡す 我 こそ は。 

日の 本の 盗賊と 御身の 上 を 悔み 給 ひ。 重 

ねて 何の 祟 もな く 御 暇 を 下され。 親里へ I 

立歸 つて 由緒 ある 鉢 商寶。 ゲ日を 安樂に ほ 

くらせ ども。 枠 權太郞 めが % が 。殺 *. 


生の 報ぞ と。 *f 思 ひ 知った る 身の 燥悔。 

お 恥し うご ざり ますと。 語る につけて 锥 

盛 も。 _«其 榮 華の 昔 父の 事 思 ひ 出され 御 

膝に。 ス M 落つ る淚 ぞいた はしき、 * 娘 

お 里 は <fT 宵 待つ 月の 柱の 殿 設け。 寐 道具 

おへ 立 出づれ ば。 主 ははつ と 泣 目 を し。 

""コ リャ翔 助。 今い ひ閗 かした 通り。 上 

市 村 へ 行く 事 を。 必す /、忘れ ま い ぞ。 * 

今宵 はお 里と 爱に ゆるり。 婊と 俺と は 離 

座敷 遠い が 花の。 S 香が なうて。 * 氣樂に 

あらう と 打 笑 ひ 。ハル 7 シ奥 へ 行く の も 娘 は 

£i  £ な， 

培し く。 テモ粹 な 父さん 離 座敷 は 隣 知ら 

す 。餅つ きせう とヲを かし。 こちら は爱に 

天井 拔け。 寢て 花やろ と 7 シ蒲團 敷く。 

* 锥盛御 はっくぐ と 身の 上 又は 都の 

空。 若葉の 內侍ゃ 若君の 事の み 思 ひ 出さ 

れて。 ス H-K 心 も濟 ます 氣も 浮かす。 フシ 打 

ちし をれ 給 ひし を。 はせ ぶりと お 里 

は 立 寄り。 a コ レサ これな ァ 。ヲ しんき。 


何 初心な It 案じて ぞ 0  二世 も 三世 も 固め 

の 枕。 《K 二つ； r へたが 方ゃ寐 よと。 * 先 

へころ りと swil は。 7 シ 戀の苠 とぞ 見え 

にけ り。 * 維 盛 枕に 寄 添 ひ 給 ひ。 《«是 迄 こ 

なさけ 

そ 假の情 夫婦と なれば 二世の 緣。 * 結ぶ 

につら き 1 つの 言譯。 ™ 何を隱 さう 某 は 0 

國に续 せし 妻子 あり。 貞女 兩 夫に えす 

の投は 夫 も 同し 事。 地 二世の固め は教し 

てと。 流石 小 松の 接 子と て 解けた やうで 

も何處 やらに 7 シ 親御の 氣風续 りけ る。 

埯 神なら す佛 ならねば それ ぞ とも。 知ら 

ぬ 道 をば 行 迷 ふ。 地 若菜の 內侍は 若君 を Is 

ある 方に 預け 置き。 手 負の 事も賴 まんと 

思 ひ 寄る 身 も綠の はし。 此家を 見かけ 

ハル 7 シ戶を 打 叩き。 S 一夜の 宿と 乞 ひ 給 

へば。 維 盛 はよ い 退きし ほと 表の 方。 

£ た に聲を 寄せ。 お 此內は 3«s 商資。 宿 

屋 では ござらぬ と 地 愛想の ない が 7 シ愛 

おさなき L. 

想と なり。 S ィャ これ 申し。 稚を 連れた 


場 の 女。 ス" 是非に 一夜と 宣 ふに ぞ。 地 

ことわ，  ^ 

斷 いうて 歸 さんと。 戶を押 開き 月影に。 t 

見れば 內 侍と 六 代 君。 はっと 戶を さし 內 樓 

の樣 子。 娘の 手前 もい ぶかし くそろ く 

立 寄り 見 給へば。 7 シ早 くも 結ぶ 夢の ago 

* 表に 內侍は 不思議の 思 ひ。 W 今の は ど 

うやら 我が 夫に。 埯似 たと 思 へ どが 容。 頭 

しも. 4- とこ 

も靑き 下男よ もやと 思 ひ 給 ふ 中。 戶を押 

開いて 維 盛癢。 S 若葉の 內侍 か。 六 代 か 

と。 地 宣ふ聲 に ヒャァ 担 は 我が 夫。 父樣 

か。 ナウな つかし やと 取鎚 り。 詞 はなく 

て 三人 は。 7 シ泣 くより 外の 事ぞ なき。 

耀先づ く 內 へと 密に伴 ひ。 S 今宵 は 取 

分け 都の 事。 思ひ暮 して 居たり しが。 親 

子 共に 息災で 不思議の 對 面さりながら。 

某此 家に 居る 事 を 誰が 知らせし ぞ。 殊に 

又。 地遙々 の 旅の空 供 連れぬ も 心得す と。 

尋ね 給へば 若葉の 君。 都で お別れ 申して 

4 

より 須磨ゃ 八 島の 軍 を 案じ。 一門 残ら 卞 1 


討死と 闭く  。悲し さも 睹哦の 奥 o 泣いて ば 

つかり 暮せ しに。 髙野 とやらん にお はす 

ると いふ 者の ある 故に。 小金 吾 召 速れ お 

行方 を 心 ざす 道 追手に 出合 ひ。 可愛 や 金 

吾 は 深手 の^れ 顿みも 力 もない 中に。 廻 

り 逢うた は 嬉しい が。 三位 中 將維盛 様が。 

このお 姿 は 何事 ぞ。 袖の 無い 此 羽織に。 

つむ 9  た 之い 

このお 頭 はと 7 シ取 付いて 咽び。 絕 入り 

給 ふに ぞ。 * 面目な さに 維 盛 も 。額 ひに 手 を 

當て袖 を當て 7 シ 伏し。 沈みて ぞ おはし 

ます。 * 淚の にも 若葉の 君 臥した る 娘 

に 目 をつ け 給 ひ。 若い 女中の 寢 入ば な。 

殊に 枕 も 二つ あり。 定めて お 伽の 人なら 

ん。 * 斯く ゆる かしきお 暮 しなら 都の ^5- 

も 思 召し。 風の 1^ も あるべき に。 打 捨て 

袷 ふ は 胴慾と 恨み 給へば。 ホヲ、 それ 

も 心に か乂 りし かど。 文の 落ち 散る 恐れ 

あり。 わけて 此 家の 彌左衞 門。 父 重 盛へ 

の 恩 報じと。 我 を 助けて 是 迄に。 重々 厚 


き 夫婦が 情。 何が な 一 綾返體 と。 思 ふ 折 

あや 衰ち 

柄 娘の 戀路。 つれな くい は 過 あらん。 却 

つて 恩が 仇な りと 假の契 は 結べ ども。 女 

ちら 

は 嫉妬に 大事 も 漏す と。 彌左衞 門に も 口 

留 して 我が身の 上 を 明 さす。 * 仇な 枕 も 

親 どもへ 義理に 是迄 契りし と。 地 語り 袷 

へば 臥した る 娘。 i へ 兼ねし か聲 上げて 

わつ とば かりに 泣 出す。 コハ 何故と 驚く 

内侍 若君 引 連れ^げ のかん と し 給へば 

ナウ これお 待ち 下されと。 地淚 と共に 

お 里 は け 寄り。 先づ くこれ へと 内侍 

若君 上座へ 直し。 私 はお 里と 申して 此 

い たづら もの 

家の 娘。 淫 者 憎い 奴と。 思 召されん 申 

くさな か 

譯。 地 過ぎつ る 巷の 頃 色め づ らしい 草 中 

へ。 綺 にある やうな 殿御のお 出で。 維 盛 

樣とは 露 しらす 女の 淺ぃ 心から。 可愛ら 

しいい としら しいと 思 ひそめた が 戀のも 

と。 父 も 間え や。 母樣 も。 地 夢にも 知 

らして 下さったら。 サハ リ縱へ 焦れて 死ぬ 


れば とて 。雲井に 近き 御 方へ： S 屋の 娘が ！ 8 

惚れられ うか。 一生 連 添 ふ 殿御 ぢ やと。 

思 ひ 込んで 居る もの を。 二世の固め は 叶 

はぬ。 親への 義理に 契った と は。 情ない 

お 情に。 預 りました とどう ど 伏し 7 シ身 

を ふる はして 泣きければ。 * 維 盛 卿は氣 

わびな f* ど 

の 毒の。 内侍 も 道理の 詫淚。 7 シ かはく 

間 もな き 折 柄に。 * 村の 役人 駔來 り戶を 

叩いて。 ™ コレく 愛へ 梶原樣 が 見え ま 

する。 地内 掃除して おかれい と 言 捨てて 

立歸 る。 人々 はっと 泣く 目 も 晴れ。 ス 

如何 は。 せんと 俄の 仰天。 お 里 は 早速に 心 

付き。 先づく 親の 隠居 屋敷 ン上市 

村へ と氣を あせる。 詞資に 其 事 は 彌左衞 

門 我に も敎へ 置きし かど。 S 早 開かぬ 平 ， 

家の 運命。 S 撿使を 引 請け 潔う 腹 かき 切 

らんと 身 搏へ內 侍 は 悲しく。 コレ此 若の 麟 

いたいけ 盛 を 思 召し。 I 先づ爱 をと 無理 s: 

ゃリに 引立て 耠 へば 維 盛 も。 子に 引か さ 一 


る-後 髮。 是非な く 其 場 を 落ち 給 ふ。 フシ 

御 運の 程ぞ危 けれ。 地樣 子を閉 いたかい 

がみの 孃太 勝手口より is で。 S お 

あった 內侍六 代。 * 維 盛 親 助め ハズミ フシ 

せしめて くれん と 尻 引寨げ 1^ 出す を。 コ 

レ 待って とお 里 は 取 付き。 S 兄 様 これ は 

1 生の 妾が 願 ひ。 見教 して 下されと。 熥 

輯 めど 開か や 狭 k ばし。 大金になる 大仕 

喜 邪 K ひろぐな と 1^ る を 55 し溪 飛ば 

し。 最 置きし 銀の^ 桶。 これ 忘れて は 

と 提げて 7 シ を 慕うて 追う て 行く。  S ナ 

ゥ 父 樣母樣 と。 * お 里 が^ぶ 聲 彌左衞 門。 

母 も IS 出で 何事と 問 へば 娘 は コレく 

く。  S 都から 維 盛 様の &毫若 *5 尋ねさ 

まよ ひお 出で あり。 る 話の 其 中へ 詮議 

に來 ると 知らせ を閉 き。 三人^^^で上市へ 

落しました を 情ない。 兄 樣が闭 いて 居て 

討 取る か 生 捕って。 褒美に するとた つた 

ベ マ 追！^ けて と。 地い ふより びっくり 彌左 


衞門。 ソレ 一 大事と IT の 朱 箱の 膝 差 接 

に ぼつ こみ K 出す 向う へ。 ハイく/ \ 

と。 矢 害の 挑 燈梶原 平 三景 時。 家来 數多 

に 十つ if, 持たせ 道 を 塞いで。 ぉャァ 老耄め 

何處へ 行く。  s?;! ぐると て？^ がさう かと。 

罐追 取り まかれて はっと 吐 胸。 先 も氣遣 

ひ。 愛 も 運れ す 七 i 八 倒 心 は 早鐘。 7 シ時 

に 時撞く 如くな り。 ™ ャァ 此奴 横道 者。 

汝に 今日 維 が 事 less すれば。 存ぜ ぬお 

ら ぬと いひぬ ける。 其 使に して 歸 せし は。 

思 ひ 寄らす & 込まう 爲。 此 家に 雉 達が く 

まひ ある 事。 所の 者より 地頭へ 訴へ。 早 

速錄食 へ 早 打取る 物 も 取り あへ す 来れ ど 

も。 油 斷の體 は汝を 取^すまい 爲。 サ了 

首 討って 渡す か。 但し 遠 背に 及ぶ か。 返 

答せ いと 貴 付けられ。 *s 叶 はぬ 所と 胸 を 

すゑ。 a 成程 一旦 は 匿 ひ 無い と は 申した 

れ ども。 餘り御 詮議 强き 故隱 しても 隱さ 

れす。 はや 先達て 首 討ったり。 * 御覽に 


入れん お通りと 伴 ひ 入れば 母 娘。 どうな 義 

る 事と 氣遺ふ 中。 «i 桶 提げ 彌左衞 門 しづ , 

本 

しづ 出で て 向う に 直し。 S 三位 維 盛の 首 C 模 

御 受取 下されよ と。 *s を 取らん とする 

所 を。 女房 1^ 寄りち やっと 押へ。 a コレ 

親父 殿。 此 桶の 內には 妾が 些と 大事の 物 

を 入れて 置いた。 此方さん 明けて どうす 

るぞ。 ホ は 知るまい 此 桶に は。 最前 維 

盛 卿のお 首 を 討って 入れ 置いた。 ィャ 

此 桶に は 此方に 見せぬ 物 * か ある 

と。 * 引 寄 すれば 引戻し。 ，汝が 何にも 

こ. 

知らぬ 故。 ィャ 此方が 知らぬ 故と。 * 妻 

は辦と 心得て 7 シ爭ひ 果てねば。 * 梶鼷 

平 三。 ョ &は此 I 等 言 ひ 合せ。 *JS れ く、 

れと 下知の 下。 捕った メ、 と 7 シ 取り ま 

く 所に。 《^ノリ維虔夫婦，歐鬼扠まで。 いが 

みの 權 太が 生 捕ったり 討 取ったり と 呼ば 

はる 聲。 * はっとば かりに 效 左衞門 女房 M 

娘 も 氣は任 J?^ い-かみの 權太は 殺め しく  ： 


さるし- ひった  I 

若君 内侍 を 猿 り。 宙に 引立て 目通りに 

どっかと 引つ すゑ。 翻 親父の 寶 僧が。 三 

あたま 

位 維 盛 を 熊 野 浦より 連れ 歸 り。 道に て 頭 

を 刺り こぼち。 青二才に して 彌 助と 名 を 

むこ ぜん さく 

變へ。 此間は ほてく ろしき 生 摘 

つら はち  て， こ は  ) 

つて 頰 恥と 存じた に。 思 ひの 外 手強い 奴 

村の 者の 手 を かって やうく と 討 取り。 

首に 致して 持 參御富 檢と差 出す。 ヲ、 成 

程。 刹り こぼち 彌 助と いふと は 存じな が 

ら。 先達てい はぬ は 彌左衞 門め に。 思 ひ 

遠 ひを爲 さう 爲。 閉 及んだ いがみの 權太。 

悪者と 間いた がお 上へ 對 して は 忠義の 

者。 が采 いたく^ 侍 六 代 生 怖った な。 

ハテ よい 器量。 * 夢 野の 鹿で 思 はす も。 

女 鹿 子 鹿の 手に入る は あつ ばれの 働き。 

袋 美に は 鋭の 彌左衞 門め が命赦 してく 

.si う。 ィ ヤノ \ 申し。 親の 命 ぐら ゐを赦 

して 貰 をと 思うて。 此働は 致し ませぬ。 

スリャ 親の 命 は 取られても 褒美が 欲しい 


か。 ハテ あのが 郞の命 は あの 和 郞と相 封。 

. ^ね 

地 私に は 鬼 角お 銀と 願へば 梶原。 ョハテ 小 

中つ  ちゃく 

氣 味の よい 奴。 S 幾 美く れんと 着せし 羽 

熾。 耽い で 渡せば ぎ ほ頻。 ョ コ リ ャく。 

めしが へ 》 ^どぎ 

其 羽 錢は賴 朝 公のお 召換。 何時でも 錄倉 

もち *5t  つりが へ  ぞくた く  *c 

へ 持 来らば 金銀と 釣換。 埔囑 託の 合紋と 

if はや 

閗 くより 戴き 出來 たく。  當世； W が 流 

行に よって 。二重 取 を させぬ 分 £go 地よう 

した ものと 引換に。 趣 付 渡せば 請 取って 

フシ 首 を 器に 納めさせ。 a" コ リャ權 太。 

彌左衞 門 一家の 奴等 晳く 汝に預 くる。 お 

氣攮 ひなされ ますな。 貧乏 ゆるぎ もさせ 

ませぬ。 * ハテ扭 健氣な 男め と。 春め そ 

やして 梶 原-牛 一 二 ォ クリ緦 付。 7 シ 〈引立て 

立歸 る。 ァ 、 これ /\ 其 序に 衰 美の 銀 

忘れまい ぞと * 見送る 隙間。 油斷昆 合せ 

彌左衞 門。 憎さ も 憎し と 引 抱へ ぐっと 突 

込む 恨の うんと 仰向に 反り かへ る。 

見る に 親子 は ハァ はっと。 憎いながら も 


悲し さの。 母 は 思 はす 駔寄 つて。 天 命 JS 

知れ ゃ不 孝の 罪 思 ひ 知れ やとい ひなが 

ら。 先立つ もの は淚 にて 伏 沈み。 ス, f テて 

ぞ。 泣き 居た る。 埔彌左 衞門齒 IF をな し。 

泣くな 女房。 何 吠える。 不便な の 可愛の 

というて。 こんな 扠を 生け 置く は 世界の 

人の 大きな 難儀 ぢ やわい。 門 端 も If ます 

なと いひつ け 置いた に €： へ；； I- 入れ。 大事 

の 大事の 維 盛樣を 殺し。 £ 侍 様 や 若君 を 

よう 鎌 倉へ 渡した な。 腹が立って/、 淚 

が こぼれて 胸が 裂 くるわい。 W1 一； 千 世界 

に 子 を 殺す。 親と いふの はおれば かり。 

逋れ 手？ £ な 因果者に。 よう 仕 をった と拔 

身の 柄。 碎 くるば かりに 握り 詰め。 ^り 

かける も 心 は淚。 いがみに いがみし 椴 太 

郞匁物 押 へて。 a コ レ 親父 殿 。何ぢ やれ。 

こなたの 力で 锥盛を 助ける 事 は。 叶 はぬ 義 

く。 コリャ いふな 。今日 幸 ひと 别れ 道の J; 

不 

傍らに 手 負の 死人。 よい 身代りと 首 討つ 一 


て 房り 此 中に 隠し 置く  * コリャ これ を 

見 をれ と^ 桶 取って 打 明 くれば。 ぐれら 

りと 出で たる 三 貫 Mco  3 ヒャァ こり ゃ錶 

ぢゃ 0 こり やど うぢ やと。 *7 シ 呆れ。 果て 

たるば かりなり。 ハル 7 シ手負 は 顔 を。 打 

眺め。 a おいと しゃ 親父 樣。 私が 性根が 

恋ろ さに。 御 相談の 相手 もな く。 前 髮の曾 

を總髮 にして 渡さう と は。 了簡 遠 ひの あ 

ぶない 所。 梶原 程の 侍が。 彌助 というて 

靑ニ才 の 男に 仕立て ある 事 を。 .S らいで 

討 手に 來 ませう か。 それと いはぬ は 彼方 

もた くみ 維 盛 様 御 夫？ » の。 路銀に せんと 

盜んだ 銀。 重い を 證據に 取 遠へ た： ili 桶。 

明けて 見 たれば 中には 首。 はっと 思へ ど 

これ 幸 ひ。 月 代 剃って 突きつ けた は。 や 

つばり お前の 仕込みの 首。 ムゥ其 又拔性 

で。 御 墓 若君に 趣 を かけ。 何故 錄 八お へ 渡し 

たぞ。 ホ そのお 二人と 見えた の は。 この 

橫太耶 が 女房 枠。 ャァ して/ \  。锥盛 樣御 


夫婦 若君 は 何^に。 ヲ 、： はせ ませう と 

« 袖より 出す 一 文 笛。 吹 立 つれば。 折よ 

しと 維 盛 卿 g: 侍 は 茶 汲の 姿と なり。 若君 

連れて 1^ 着け 給 ひ。 3 彌左衞 門 夫婦の 衆。 

被 太郞へ 一 嬪を。 *f ャァ傷 を 負うた かと 

驚く も。 ぉ變 りない かとび つくり も ス, - 

1 度に。 舆をぞ さましけ る。 埔母は 悲し さ 

手 負に 取 付き。 か 程 正しき 性根に て 人に 

疎まれ 籤ら る、。 身 持 は なぜに して くれ 

た。 常が^£なら連<!门がむざと手疵も負せ 

まい。 むご い 事 をと せき 上げて 悔み 歎け 

ば權 太郎。 3ャ レ其ぉ悔み無用々 々。 

が $e なら 梶 原が。 身代り 喰うて は il り ま 

せぬ。 まだ もれ ざへ も 疑うて。 親のへ S を 

袞 美に くれう いとい ふと 早 や。^. ^Is に 

j5y 議を かける 所存。 いがみと 見た 故油斷 

して。 一 ばい 噙 うて 歸 りし は。 *!1 も 三 

年と 悪い 性根の 年の 明 時。 生れつ いて 諸 

勝負に 魂 〈*t はれ。 今 B も 彼方 を 二十 兩。 


お it つたる 荷物の 内に。 恭しき 高位の 義 

IO 彌 助が 顔に 生 i し。 八 n 點が いかぬ g 

と 母 人へ。 銀の 無心 を ral に 入 込み。 忍ん 樓 

で閒 けば 維 盛鄉。 御身に 迫る 難^の 段々。 

* 此度性 根改 めす ば 何 i 親 人の. 御機嫌 に。 

預る 時節 も あるまい と 折って 代へ たる？ 

事の 裏。 锥盛樣 の 首 はあって も" 內侍若 

君の 代りに 立つ る 人 もな く。 途方に くれ 

し 折からに。 a 女房 小 せんが 枠 を 連れ。 

親御の 勘當 古， 干； へ 忠^«。 何 狼 根 へ る 事が 

ある。 おと 善 太をコ レか うと。 * 乎 を す 

れば 枠め も。 矿^ と 一 所に と共に 廻して 

縛り 練。 かけても/、 手が 外れ。 結んだ 

維 もしゃら ほどけ。 いがんだ おれが K な 

子 を。 持ゥ たは 何の 因果 ぢ やと。 思 うて 

は 泣き。 しめて は 泣き。 後手に した 其 時 

の。 心 は 鬼で も 蛇 心で も。 こたへ 兼ねた 

る血の5?^可愛ゃ不15-ゃ女_ぉも。 わつ と 一 

聲其 時に 血 を 吐き ましたと ろに ぞ。 力 ー 


み 返つ て 彌左衞 門。 ^«聞ぇぬぞぃ權太郞。 

孫め に 維 を かける 時。 血 を 吐く 程の 悲し 

さ を。 常に 持って は なぜ くれぬ。 * 廣ぃ世 

界に嫁 I 人。 孫と いふの も 彼奴 一人。 0 

お ほぜい  めじるし 

子供 大勢 遊んで 居れば。 親の 顔 を 目印に。 

ssl^ の はしった 子が あるかと。 尋ねて 見 

むすこ 

て は n レノ \ 子供 衆。 權 太が 息子 は 居 ま 

せぬ かと。 問へ ど 子供 は どの 權太。 家名 

は 何とと 尋ねられ。 おれが 口から まんざ 

らに。 いがみの 權 太と はえ 言 はす。 * 惡 

者の 子ぢゃ 故に = はね 出されて をる であ 

ろと 思 ふ程猶 そちが 憎さ。 <&.直 る 接 性が 

ねし  J  fc 

半年 前に 直ったら。 ナウ 婆。 親父 殿。 

よめん 5 よ 

嫁 女 や。 地 孫の 顔見覺 えて 置かう のに。 

ヲ 、 くく おれ も それば つかりと 咽せ 

返り わつ とば かり 。フシ 伏し 沈む 心ぞ。 思 

ひ やられたり。 《f 內侍は 始終 御淚。 雄 盛 卿 

は 身に せまる。 いとに 思 ひに かきくれ 給 

ひ。 お 彌左衞 門が 歎き さる 事 なれ ども。 


逢うて 別れ。 逢 はで 死ぬ る も 皆 因綠。 汝が 

討つ て歸 りたる 首 はキ： 馬の 小金 吾と て。 

s: 侍が 供せ し 譜代の 家来。 W 生きて 盡せ 

し 忠義 は 薄く。 死して 身 1- る 忠勤 厚し。 

これ も 不思議の 因緣と 語り 給へば。 きァ 

モ扨も そんなら 是も鎌 倉の。 追手の 奴等 

が 皆 所爲。 ヲ 、 いふに や 及ぶ。 右 大將粗 

む どくしん 

朝が。 威勢に はびこる 無 得心。 地 1 太刀 

恨みぬ 接 念と。 _i おに 交る 御溴。 費に 

お 道理と 彌左衞 門。 梶 原が 預けた る陣羽 

綠を取 出し。 ョ これ は賴 朝が 着 替 とて。 

あ ひもん 

褒美の 合紋に 接し 置きし。 すだく に 引 

裂いても。 御 一 門の 數には 足らね ど。 1 

裂づ つの 御手 向。 * サァ 遊ばせと 差 出す。 

« ^なに 賴 朝が 着 替 とや。 晋の豫 讓が钢 を 

引き。 衣 を 刺いて 一 鬥の。 恨を晴 さん 思 

ひ 知れと。 * 御 佩刀に 手 を かけて 織 を 

取って 引上げ 給へば。 裏に 模様 か 欲の 下 

-;: J 句。 や 床しき。 內ぞ 床しき と。 二 


つなら ベ てせ； a いたる は。 ァラ 心得す。 此 W 

歌 は 小町が 詠 欲。 雲の上 はありし 昔に か 

はらね ど。 見し 玉 の g: や 床しき と あり 

ける を。 その 返しと て 人 も 知った る此 we 

を。 物々 しう 書いた は 不思議。 殊に 捉原 

は 和 欲に 心 を 寄せし 武士。 內ゃ 床しき は 

此羽緻 の。 * 縫 H の內ぞ 床しき と。 襟 際 

つ け 含 i  け さ 

附際 切り ほどき。 見れば C に は裝裟 衣。 

珠 かまで 添へ て 入れ 置いた は。 》s コリャ 

ど うぢ や。 *t コハ いかにと 呆れる 人 * 維 

Ifi げん 

盜卿。 a* ホウ さも さう す さも あらん 。保 元 

平 治の 其 昔。 我が 父 小 松の 重 盛 池の 禪尼 

と 言合せ。 死罪に まる 賴朝を 命 助けて 

伊東へ 流人。 其 恩 報じに 維 盛 を。 助けて 

させよ との 。鶴 鴻返 しか 恩返し か。 ハ 

ァ 、敏 ながら も 賴朝は あつ ばれの 大將。 

地 見し 玉 8! の 内よりも 心の 內の 床し やと。 I 

衣 を 取って 是 とても 父 重 盛の 御 と ノシ 

戴き 給ふぞ 道理なる。 * 人々 はっと 悅び « 


淚。 手 負の 權太這 出で is 寄り。 "及ばぬ 

§2 惠で梶 原 を。 it つたと 思うた か。 あつ 

ちが にも 皆 合點。 * 思へば 是迄 つた 

も。 後 は 命 を；^ らる、 C 種と 知らざる。 

ノシ &ま… と。 S 悔みに 近き 終り 際。 維 盛 

卿も是 迄 は 佛を銜 つて 輪廻 を 雄れ す。 維 

る.^ 時 は 今此 時と -街 ふつつ と 切り 給へ 

は。 C 侍 若君お 里 は 1^ り 共に 尼と も 姿 を 

かへ。 玄 仕を赦 してと 顿 へど 叶 はす 打拂 

ひ/、。  ！^內侍は高尾の文覺へ六代が事 

敏 まれよ。 ^"ぉ里は兄に成り代り親へ孝 

行 肝要と。 立 出で 給へば 彌左衞 門。 .sa- 

中の 供 は 年寄の。 * 役と^ 共 旅 用意。 手 

負 をいた はろ 母 探-か。 .^ナゥこれっれな 

い 親父 殿 權太郎 が 最期 も 近し。 气& 目に 

逢うて 下されと。 留 むる にせき 上げ 彌左 

衛門。 現在 血 を 分けた 枠 を 手に かけ。 

どう 死 目に 逢 はれう ぞ。 死ん た を 見て は 

一 足も步 かる、 もの かいの。 息 ある C! は 


叶 はぬ 迄 も * 助かる 事 も あらう かと。 思 

t からぐ さ  そなた 

ふが せめての 力 草。 留める 和 女が 洞 と 

いうて 泣 出す 父 5! に 母 は 取 分け 娘 は 翁。 

不便々々 と锥 盛の。 首に は^ SSSJ 手に 衣。 

あ Q くた ら  みゃく  だい かどで 

手 向の 文 も阿輕 多羅。 三 親 三 菩提の 門出。 

高 尾 It 野へ 引 分く る。 夫 の^れに 親子 

の 名殘。 手 負 は 見送る 顔と 顔。 思 ひ はい 

づれ 大和 や。 芳 野に^る 名物に 雜盛彌 

助と いふ^ S  。今に 榮 ふる 花の 里 其 名 も。 

.-"M  く あら はせ り 

第 四 道行 初音の 旅 

お 戀と 。忠 SJ« は いづれ が 重 い。 かけて ナ * ス 

思 ひ は クシ はかりな や。 忠と 信の 武士に。 

ス * 君が 情と 預けられ。 靜に 忍ぶ 都 をば。 

後に 見捨てて 旗 立ちて。 作らぬ 形 も義經 

の i 行末 は 雜波津 の 。波に ゆられて。 7 シ 

ひと. rvj  1^9 

漂 ひて。 今は芳 野と 人傳の を 道の 菊に 

て 0  7 シ ォク， 大和 路 ェ 0 ォク 《Y さして 慕 


ひ。 行く 野路 も ハル フシ 馴れぬ 紫の，， J まが 義 

ノ  1  ，教 

ひ 道 。左手 も 右手 も 若草 を。 分けつ、 行け 千 

？-す  本 

ば 。あさる 雉子の パット 立って は ほろ ゝ 權 

けん/、 ほろ、 うつ。 汝は子 ゆ ゑに 身 を 

焦す 我 は。 戀路 に。 迷 ふ 身の ァ 、 うらや 

まし ゾシ 妬まし や。 タ、 キ初 雁が ねの 女 

夫 つれ。 夫 持 顔の ばか ま。 f ゾ 人より 

ましの 眞柴 さす。 稻倉 魂の 御社 は" いと ■ 

尊く も。 神々 と 霞の 中に みかの 原 わきて 

形見の 鼓の かはい。 /\/^。 の 睦言 を 

人に はつ-む 歉紗 物。 .^7 シ それ を 便に つ 

く 杖 も 心。 .， "才ク 9 細 野 を 打 過ぎて。 見渡 

せば。 四方の 梢 も ほころびて。 梅が うた 

ふ isj の 里の 男が 聲々 に。 三. ト-K 我が 妻 

が。 合 天井ぬ けて すゑる 膳。 蜜の 枕 はつ 

が もな や。 合 9< 井ぬ けて すゑる ls。 ひろ 

の 枕 はつが もな や ナ * ス 7 シヲ 、 つが もな 

や。 <<7 シを かし 烏の 一 ti に。 人 も Jipjl 

そだち  は 力  ；. >  い ：■:-,'  U 

の 育に も。 7* は羽ぞ つく。 手 操  一 二つく 


づ くと ラ * ス閉 けば。 東風 風 音 添へ て 去年 

の 氷 を。 德 若に 御 萬歲と 君も榮 えま 

します。 合 ありけ う 有. c ゃ賴 もしゃ 。ナ * ス 

さぞな 大和の 人なら ば 7 シ 御隱。 家 をい 

ざ 問 はん ハル フシ 我 も 初音の。 この 鼓 君の 

榮を壽 きて。 昔 を 今にな すよ しもが な。 

三 下 リ 欲 谷の *i ナ。 中 ギン 初音の 鼓く。 調 

ベ あやなす に 連れて。 つれて まねく さ。 

合遲れ ばせ なる 忠信が 旅 姿。 台 背に 風呂 

敷 をし かと 背撓 負うて 。野道 畔道 ゆらり。 


_ 合輕ぃ ナ ホス フシと りな. 9 いそ^, \.| 

と。 * 目立たぬ やうに 道 隔て 。女中の 足と 

侮って。 お 待 兼ね。 爱幸 ひの 人目な 

きせな が 

しと。 * 姓名 添へ て 賜りし。 KM 御着 長 

を 取 出し 君と。 7 シ敬ひ 奉る。 靜は鈹 を 

御顔と よそへ て 上に おきの 石。 お * 人 こ 

そ 知らね 西國 へ御ド 向の 御 海上" 波風 荒 

く 御船 を。 住吉 浦に 吹 上げられ。 そ 

れ より 芳 野に まします 由。 こ 人 やがて ぞ 


參り候 はんと 互に 形見 をナ * ス 7 シ取 納め。 合 能 登 i 寸敎經 と 名 乘りも あへ すよ つび い « 

1 

地げ にこの 鎧 を 賜りし も。 兄 糠 信が 7 シ て 放つ。 合 矢先 は うらめし や。 兄權 信が 

忠勤な り。 八 島の 戰ひ 我が君の。 御馬の 胸板に たまり も あへ す 露 逆樣。 - 一人 あへ 


矢面に 駒 を かけす ゑ 立塞がる。 ヲ、 間き なき 最期 は 武士の 忠臣 義 死の 名 を殘 す。 

及ぶ 其 時に。 * 平家の 方に は 名高き 強弓。 思出づ るも淚 にて 袖 は 乾かぬ 筒井筒。 ほ 
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"ん 7 シ いっか 御身 も。 のびやかに 春の 柳 

生の 糸 長く。 枝 を述 ぬる 斜契 たど かはく 

ちし かるべき と 互に。 諫め 諫められ 急ぐ 

とすれ ど涉ら ぬ。 漦原 it かう の 里。 土 田 

t 八つ 田 も 遠から ぬ 野 の。 春風 吹き 拂ひ 雲. 

と。 見 まが ふ三芳 野の 麓の。 里に ぞ 三 a 

へ 着きに ける 

* 丈 六 忿怒の 御 像 も 花に 和らぐ 吉野 山" 

軒 は. おに 裡れ て。 さ 勝る 王 堂。 櫸 

はま だし 枝々 の 梢 淋しき. i 春の 穴 1。 一山 

の 衆徒。 呼" 定始と 知行 下の： 白 姓 等。 お： S 此 

の 取 はき： g^M 驗 あらたな 怫 より 0  7 シ 

衆徒の を や 恐れ けん。 S 名ば かり は". * 

ノ シ^と いへ ど。 急ぐ 道。 忠信が 介抱に て 

褰 の 御 跡 を。 お * やう/ \ 妥に慕 ひ來 

て^ 生な かばと いひながら。 見^す 景も 

アン 士 口野 山。 产白姓 ども 口々 に。 S 何と 美 

しい 京女 藤。 花見に はま だ 早い なァ 。何の 

花見で もろ ぞい。 男と 女子と 二ん づれ。 


腹が はらみで せう 事な う。 ついと して ご 

ざった かと S 問 ひか けられて ァ 、 いや そ 

んな 者で なし。 .5 河 連 法眼 殿へ 用事 あつ 

て ijt 一る 者。 是から どういき ますと。 

まで かす 早 <!c 點" . ^二  、 こんだ/、。 

•i^l^ 公に やらし やる の。 ヲ 化かし やれば 

よい 仕へ a せ。 河 連 法眼 煤と いふ はこの 一 

山の 衆；^^。 芳野巾 は 立てう と 伏せう と 

俊な 上に。 女房 持つ て 魚 や til は ひ fsofr 

自 Sf; 落 坊主の 様 なれ ど C 妻帶 といへ ば 格 

が熏 い。 どうぞ 首 ai- して 仕 合さし やれ。 ァ 

こな si^ は n 一：！！ ぢ やの。 が 其 法眼 様に は大 

切 なお 客で も ござります か。 ィャ そんな 

事 は 知り ませぬ。 毎 口 琴 I 二 味， 银で娠 かな 

と は 聞きました。 コ レ此道 を かう 往 てこ 

つち やの 方が 子 d 明 神。 女子の 參ら にや 

たらぬ 所。 それより 手前， い 了れ道左ハ方 

につい 兑 える。 ^ 大きな 門の ある 所と。 敎 

に St. か あい/、，、。 やかう ござんす と； 11^ 


のせく 道 をと つか はと... ノ打 連れて へこ 

そ 急ぎ 行く。  < ルゾシ 早 や 參會と 喚び 鐘に。 

山 科の：^ 坊。 無 敵の il^c 

荒 法 橋と 名 を ばれ。 のっか，'、 と來る 

跡に。鬼と名*るは^^_?はぬ；€者。梅本の％^ 

佐渡坊 返り 坂-の 藥 ぉ坊。 7. ン淸 ながら 

大 太刀 W き。 大口の 裾 踏みち らし。 

今日の 評定 真 先 かけ。 ない 智惠 ふる はん 

ナ ホス 7 シ面 付な り。 ゅ今 迄の ふすな 百姓 

ども 逆様に 這 ひか めば- >  ©1 佐 渡 傍 を g 

み 廻し。 "^まだ 掃除 了 はぬな 。先達い ひ 

渡す に のら かはいて 隙 入れる。 年貢 時分 

に 待つ て をろ と 神 1- 付けられ ハイ，、、 

/、。 當 眼 に 手ん 手に # どつ さく さ-" 

風上から き 廻せば 装 II- も 衣 も 土埃。 m 

道 めら こり や 何し をる と。 阿る 程お f^!® 

なう。 掃除し ますと 無二無三 7. ン埃 かづ 

けて *! げ歸 る。 * 爱に河 速 眼と て 一 山 

ハ s^,。 華美 を 好まぬ 萌黃 の 法眼。 福 


地 を 着た る 指 もしめ く.. -り ある 仁 ss。 

ホ、 ゥ _ "いづれ も 早 かりつ と。 W 互に 前 

後の 校 ij- あり。 各々 圓 座に 7 シ 列れ り。 

S や、 あって 河 連 法眼。 .^先達て回狀を 

以て 申せし 所。 早々 の參會 近頃 祝 〈せ。 今 

日の 談合 餘の義 にあら すと。 M 懷 中より 

一 通 を 取 出し。 ぉ錄食 殿の 家臣。 我が 小 

5« 次 kiii: より 斯の 如き 甞狀 到来。 文ず 

を^み 聞かさば 申さ. f- とも 様子 は 明白。 

先づ間 かれよ と 押 廣げ。 飛札 を 以て 中し 

達す 。九郎 1； 官ャ の 弟の 身と して。 舍 

が賴朝 追^の 院 1 ば v,f 永り。 剩へ土 佐坊正 

尊 を 討 I り 都 を 立 退き。 大和^に 徘徊の 

由。 其 li え あるに よって。 錄贫 殿御 愤り大 

方なら す、" 早く 討つ て 出すべき の 33" 國々 

へ^ 符を迥 らし 举ん ぬ。 討 取って S お 技 申 

し 15 け 奉らるべく 候。 11 し 匿く に 於て は 

1 山 一の：^ 亡此 時に 候 也。 ： 止：^ 十三 2： 河 連 

法眼 殿。 次 左衞門 判。 ^かれた か いづれ 


も。 談合と は此 *。 元來 科な き 判官 殿。 

大和 路に 徘徊と あれば。 一 山の 衆徒 を 親 

め來ら れん は 必定な り。 其 時 は 方々 賴ま 

れ 申して 匿ふ氣 か。 又は 討って 出す 所存 

か。 心 々 で濟 まぬ 事。 銘々 に 遠慮なく 評 

議 あれと。 きも あへ す 荒 法 IT- "富 

に 尤も さりながら。 我々 が 評定お § ？-ね 迄 

なく。 一  山の 仕置 頭。 法胺 殿から 了簡 を定 

め 申さ るれば。 誰あって 詞を^ かす 一 統 

せん。 先づ 御所； I： はと 問 返す。 ホ 、 ゥ 了簡 

は 胸に あり。 まつ,々 とい ひ 間 かさば。 

縱へ 心に 合 はすと も。 よも やい やと は 申 

され まじ。 さぁれば却って不^！^の^。 我 

が 所存 は 跡で いはん 先づ 各々 の 3-5 ふ 所。 

に S 申されよ と。 いへ ども 互に 心 置 

き 7 シ暫し 返答 怠りし が。 £返り坂の藥 

££坊遠^|^なくぬっと出で。 先 づ愚佾 が 

存ゃる は。 1*;! 經を as ふ はこ 年 三年。 乃至 

十 年 二十 年。 其 問 立て 養 ひ。 一人ば かり 


は 僅で も辨 俊と いふ 喰找 けの 候へば" 2 

いか ひ 込まん も 知れす。 ともって ぼ 

ふまい とい はば。 かの 辨 Sj! 減 相 者 U 七つ 

道具の 雜 で 家 尻 切らん も 知れ 申さす。 

どかと 盜 まれ 申さん より。 一山の 出し前 

にて。 茶粥 を 食 はせ «1 ふが。 W 勘定なら 

んと サハ 9!s シ申 すに ぞ。 S 法眼 を かしく 

思 ひながら。 ムゥ それ も 肝 嬰。 W 拔兩 

人 はとい はせ も あへ すされ ばく。  . ^此 

なん 

搴に 於て 勘定 も 何にも 入らす。 人 を 救 ふ 

が 沙門の 役。 科な き « 經！^ ふとて 鎌 翁 

より 討手來 らば。 W 忍 辱の^ 裟引 代へ。 

降魔の 鎧に 身 を^め。 逆 寄に 押 寄せ 討 取 

ひ" 直ぐに 錄< おへ 追 上り 御身に S えなき 

條々。 申 開いて 識者 輩 一 々 に 切 並べ。 そ 

れも叶 はぬ ものなら ば 理非 辨 へぬ 賴朝を 

討 取って。 判官 殿の H< 下と せん。 我々" か i 

所存 此 通り C 法眼 殿の 御 了簡 ノン 承らん 5； 

樓 

と 申しけ る C  ^?ィャ.，/\また申され^5、  メ 


法 橋 殿の 御 懇意 ある 近頃の 客 ^3。 橫 川の 

禪師 覺範此 場へ 參り 合さす" 此 了簡 も閉 

かねば 言 はれす。 地な どや 遲きぞ 待 久し 

と ハル 7 シ云ふ 間 程なく 山 31^ を。 靜々 歩み 

來る 法師 は 名に し 合 ひたる 横 川の 覺範。 

衣の つゆ 高く 取り 三尺 五寸の 太刀 佩き 反 

ばつ ざ す は  たけ  H<v!_i ら 

し。 末座に gf れど丈 高く 僧 柄。 フシ ゆ、 し 

く 見えに ける。 S ャァ待 兼し 覺範 殿。 地 近 

うくと 招き 寄せ。 法眼 すんど 立上り。 

M コレく 覺範。 ァレ 見られよ" 霞の 中 

に ii? る。 二つの 山 は妹脊 山。 是き體 の 

散 名所 C 川 を 隔てて 西 は 妹 山。 東は脊 山。 

山 は 二つ に^れたり。 妹 は 妹 弟の 義。 

脊山は 元より 兄 親 朝。 * 義經 兄弟の 中。 

吉野川 引 わかれし。 姿 は 山に 異ら すされ 

ば 歌に も 流れて は。 妹脊の 山の 7 シ 中に 

落つ る。 * 吉 野の 川の。 よしや 世の中と 

詠み たれば。 世を捨 人の 我々 でも" む 

に 引かぬ か 但し は 又。 浪の白 で 討 取る 


氣か。 手 短き 返答 W かん" 申され やっと 

言 ひければ。 a 思案に 及ばす すっと 立ち 

點 いて。 藏王 堂に 掛け 奉る。 奉納の 弓 

つる ひぎ  • 

と 矢 取って 弦彎 し。 河 連 殿荆覽 あれ 手 

短き 我が 返答 C  * 山と 山との IH 通りに 立 

つたる 二 木 は 勝負の 目 &。 返答 御 覽と弦 

打ちつ が ひ。 かたむる 迄な く發 矢と 放す C 

しるし ね ぷ A 

白 矢は脊 山の 印の 木 根 1- に ゆって 7 シ立 

なぞら 

つたり けり。 * 法眼き つと 見。 親 朝に 准 

へたる 脊の 山に 弓 引かれし は。 頼 朝に 敵 

對 うて 義經の 味方よ な。 ムゥ くとば か 

り 以前の 狀。 ぐるく 卷 いて 後 中し。 S 

山 科 法 橋 梅 本 坊藥醫 坊も其 通り。 * や 皆 

一同に 義經の 味方々々 と 呼ば はれば" 0 

ムゥ それならば 法眼が 所存 も是 にて 明か 

さんと。 8 同じく 弓矢 手に 取上げ 引 堅め 

たは いづれ を 的。 どちらに つく ぞと 見る 

中に。 かっきと 放す は 義經に 名 ざす 妹 山 

弟の 山。 S ャァ拉 は 法眼 親 朝方。 薪 經に弓 


彎 かる-よな。 いかにも 。落人に 與 せん 樣 

より。 世に 連れて 1 山の。 破滅に せぬ が ^ 

仕置の 役目。 しかと さう や。 ィャ 覺範味 樓 

な 所に 念が 入る。 義經此 山 を 頼みな ば 引 

つかけ て Si れょ。 金輪際 此 法眼。 捜 

出して 討って 見せう。 其 時は敏 味方。 無 

分^なる 衆徒 に 談合せ し 隙 惜し や。 今 

日の 參會是 迄々 々。 さらば。 と 言 . 

捨に。 駕を 待た すして 立歸る 所存の。 フシ 

程ぞ 訝しき。 地 跡に 鬼 佐 渡 口 あんごり。 

m ァリャ 何の 事 どう 云 ふ亊。 言合せ たは 

皆す また。 覺範 はどう 思ふぞ と。 * 山 科 諸 

共尋 ぬれば 覺範 ふっと 吹 出し。 詞其淺 い 

了簡 故。 法眼が 底意 を 知らぬ。  <lh の 詞で 

とっくりと。 義經を かくま ひ 居る 底の 底 

迄 皆智れ た。 法眼 も 我が 所存。 義經の 味 

方と は、 と院 んで歸 つた 眼中。 事延々 計 

ら はに。 落し やらん も 計られす。 今宵 „ - 

八つの 手 を 定め。 夜 討に 入って 討って 1 
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* や。 鋒 倉 殴の 恩賞に K れ旁. - 覺範が 夜 

討の 懸^ 催促 を。 地 M け や /、と 大木の 

朽枳 にどつ かと フシ 膝 打 かけ。 我釋 I： 

のより/、 に。 孫吳が 兵書 じたり。 我 

が詞を 過た す。 W 荒 法 梳は下 I 十騎餘 り。 

燈 が 辻より 一 文字に。 彼が 館に ひた ひ 

たと 押 寄せて。 喚 鐘 I 二つ 四つ 亂聲 V よ。 

く 鬼 佐 渡 は 叉 如意 輪 寺 の 裹の手 を 

に 。六 地 藏の橋 を 引き。 S 敵 逃ぐ る 時 を 待 

ちさんぐ に 射て 留めよ。 1 此覺範 は 新 

坊 谷の。 S 坊に火 を かけ。 コハリ 火 を 上げ 

て聖 fK 山より。 ナ ホス 無二 無 一二に かけ ちら 

して 勝利 を 得ん。 今夜の 勝つ 事 手 裏に あ 

り フシ 男め くと いひければ" 地 藥醫坊 頭 

を打掉 り。 それ は 味方の 思 ふ 儘 C 敵强 

うして 荒 法 が 手勢 を投 退け。 K 散らし 

赛 直に 討って 出で。 勝手の 官を陣 所と し 

て 。門 を ひっしと 打た ばいかに C  * ホ 、 ゥ 

理 にも 咎めたり。 其 時 は 八 王 寺 金剛 藏王 


の 袖 振る 山。 蜂に 上って 眞 U- りに 引 詰め。 

差 詰め 射るならば 其 慮 もた まらす 逃 失せ 

ん。 S ヲ、 其 時 はま だ 地^かぬ 樓 の木隱 

れ枝 隠れ。 木の間/^ の 細道 を。 逃 行く先 

は天^1^1橋。 大將 軍の 多寶 塔。 時に 取って 

すみ やぐら 

の 角 Jw。 追 ひくる 衆徒 を， ゆち かけて 射 か 

くる 矢先 は拔 いかに。 ノ。 小 ざ かし、 

荒 法榼。 何條 射る とも 落人が。 持った る 

矢種 は數 知れたり。 S? いて は 寄せ。 寄せ 

て は 脅き。 矢種 盡 くさせ 討 取る に 何の 手 

間隙 入るべき ぞ 。恐れな 音すな 用意せ よ。 

いそ ふれ 方々 其 昔。 *天武 の 軍 有りし 時。 

少と女 下って 舞 It つ。 "これ 反閉の 始めな 

り。 いざ 勝 軍の 義を 取って。 たうく と 

ろ/,, ^踏みならす。 左に 七 足。 右 七 足 。左 

右 合して 十四 足。 はたく はっしと 踏 治 

め。 サァ 行け 進めと 逸 散に。 地 勇み足し 

て立歸 る。 横 川の 禪師 覺範 が勇氣 。称なる 

i  一！ 上 の。 合聲な かりせ Ho  S 


消えぬ。 山里。 いかで。 春 をし らまし。 

ナ ホス ハル 7 シ春は 来ながら 。春なら ぬ。 地 九 

しゃみ-  か はづら はふ 

郞 判官 義經を 御 慰めの 琴 三味 や。 河 連： lilj 

眼が 奥座敷。 音 じめ も 7 シ 世上 忍び 駒。 

-; き リ 

琴柱に 立つ る臈 がね も。 春 を 見捨てぬ 

志 7 シ實に 頼。 もしき もてなし なり。 地 今 

朝より 他出の 法眼 心に 一 物 あり 顔に。 7 シ 

あすか 

悠々 と 立歸れ ば。 * 妻の 飛鳥 は 出向 ひ。 s« 

ヲ 、異ない 早い ぉ歸 り。 '日の 御 評定 一 

山のお 仕置 か。 但し は 叉 奥のお 客。 地義經 

樣の御 事 か はと 尋 ぬれば。 85 ヲ 、 サ く。 

« 經の 事と もく。 ム 、 ゥ拉 は吉野 I 山 

殘ら やお 味方と 云 ふ樣な 品に もや。 成程 

か へ ，ざ 卜 

成程。 衆徒の 中に も 返 坂の 藥醫 坊。 山 科 

の 荒 法 橋。 梅 本の 鬼 佐 渡 等。 別して は i 

か は  いちはな 

川の 覺範。 一端 立って 義經の 味方と いふ 

は 。我が 心 を 捜し 見る と 知った る 故 C 此法 

眼 は銶倉 方と 言 放って 歸 つたり。 ムゥ銶 

倉 方と おっしゃる は。 衆徒の 心 を こち か 


らも。 报 して 見る 御 了簡： ィャ /、： 法 

眼 今 i より 心 を 改め-) 義 経と は 敵 味方： 

ェ 、 ィ。 あの. 前 は 義經樣 を- - ヲ as 倉 殿 

へ时 つて 出す；. 浙。 合點 行かす は是 見よ と" 

«  $5 中の 著 翰投 出せば 手に 取上げ： 文 言 

t&f ら f-sls み 終り - ぉムゥ 公此 山に 御 

忍びまします^$-。 錄 倉へ 知れた やうな 文 

^-. ヲ . いかにも 汝が云 ふ 如く。 天に n 

なし 人 を 以て 言 はしむ る。 吿 知らせた 者 

なくて 小： の 茨左衞 鬥。 斯 くいうて SI す 

べき や。 內^ せられて 知れた る 上 は 週れ 

なき 判官 殿。 人に 手柄 させんより C 我が 

にかけ て 討つ 所存。 ャァ夫 は》 莨 か" 

おう.. ィャ 本々 に 此方 様 は。 ^經を 切る 

心 かくどい/、。 地ハァ はっと。 スェ吐 

胸 も 突 めし 夫が 刀拔 くより 早く-)  6 害 

と！ a? ゆる 女房が。 持った る 191 物 引た くつ 

り。 R こり や 何とす る 何で 死ぬ と。 * 言 ふ 

額き つと 打 ゆり。 an  、即 えぬ ぞゃ 法眼 


毆コ なぜ 隔てて は 下さろ ぞ。 恩 赏の御 下し 

で。 千 通 萬 通來た とても。 一 旦の 契約 變す 

る： S- 方の 氣質ぢ やない-" 鎌 倉 殿の 忠ほ 

^左 衞鬥が 妹の 散 鳥。 義絰 公の 御 謬 

兄の 方へ 知らせた かと 此狀 が來た 故に 

疑うての 心ち やの- - « ？覺 えない 言 譯をま 

だ/ \ として 居られぬ： 疑 ふより は 一 思 

に 殺して 下され 7 シ 法眼 殿と 恨み-) 淚ぞ 

^なろ、」 S 法眼 始終 を W きす まし。 以前 

の 一 通 取る より 早く- すん/、 に 引裂き 

(C  りに 命 は 捨て まじ： 女房 を 疑 

ふ は 未練に は 似 たれと も。 ^^經公へ拔目 

なき 我が 忠節。 衆徒 等の 胸中 探りし 

心 引見る この i; ー狀。 引裂き 捨 つれば 安堵 

して-。 S 自害 を 止まれ 女 13 と-" 解く る詞は 

春の 雪 恨 も 消えて 7 シ なかり けり。 a ャ 

ァ 法眼 歸られ しな。 * 面^と^ 經公 •) 臭 

の 間より フシ 出で させ 給 ひ。 a 鞍馬 山の 

s-i 忘れす。 1の御厚志£5詞に^_^へ 


がた し C  ^て 申し 談ぜし 通り。 今日の ^ 

衆 i;^ の 評定 委細 あれに て 承知せ りと へ/  ^ 

御 iw^ に はっと， 頭 を 下げ-" - 師の坊の 命と * 

いひ 只ならぬ 御 方" 辣略 たき 心底 御存じ 

の 上 は 身に 餘ろ悅 び 此上ゃ 候べき： 武葳 

坊は 奥州 秀衡 方へ 遣 はされ。 御 家臣と て 

少 ければ ® 并駭 河なん どが 如く"  思 召 

し 下されよ と 申す のうち 使罷 出で" a 

佐 藤四郞 兵衞忠 i^Esr 君の 御行 方 を 尋ね 

御 出な り = 通し 申さん やと 伺 ふに ぞ。 扨 

は 無 にて 有りつ るな。 此方へ 通せ 對面 

せんと： S 仰傳 ふる 次の 問へ 7 シ 法眼 夫 

婦は 立って；；；： く" ハル， シ案內 に 連れて 入 

来る。 四 郎兵衞 忠信： 御座の 間の 此方に 

出で" 絕 えて 久しき 主 IS?; の 顔" 見る も 無 

念の フシ あら 淚 差しう つ。 i いて 詞 なし： 

« 大將 御機嫌 斜めなら す： ™ 汝に 別れて 

こ. - かしこ 錄食 殺の 御〉 議强 く： 身の S 

所な かりし に.。 東 光坊？ 弟子」 河 連 法 眠 1 


にかく ま はれ。 地心なら ざる 春を迎 へ。 

暫くの 命 をつ ぐ。 S 我が 姓名 を讓 りし 其 

方。 命 全く 有る 事 我が 運の まだ 盡 きざる 

所。 * 賴 もし 悅 ばし" 其砌 預けた る靜は 

如何な りし ぞと。 御 尋ね ありければ 忠信 

, 説 しげに 承 はり。 S コハ 存じ かけな き 御 

仰。 八 島の 平家 一 時に 亡び。 天下 一 統 

の k 歌 を 上げ 給 ふ 折から C 吿 げ 来る 母 か 

病氣聞 召し 及ばれ。 暇 賜つ て 本國出 

羽へ 歸 りし は 去年 三月。 おな く 刖れし 母 

が 中陰。 忌中に 合 の 疵口お こづき。 破 

傷 風と 云 ふ 病と 成り。 旣に命 も危き 半。 

御兄弟の 御中 裂け 堀川の 御所 沒落と 承 は 

る 口惜し さ。 胸 を 煎る 程 重る 病氣 無念 さ 

餘 つて。 腹切らん と存ぜ しか ど。 せめて 

主君の 御 容顔。 今 一 度拜し 奉らん と。 念 

i ん ぶく  ひたち 

願 叶 ひて 木^ 遂げ。 初 立の 長旅 忍びの 道 

中 恙なく。 此 館に 御 入りと 承り。 只今 參 

つた 忠信に 姓名 賜りし。 靜 御前 を 預けし 


なん ぞ 御；？ ぼの 趣。 旦っ 以て 身に 覺ぇ候 は 

す と。 せいはせ も あへ す氣 早の 大 將？？ S ャ 

ァ とぼけな 忠信。 堀川 の^を 立 退きし 時 C 

折よ く汝國 より 歸り。 靜が 難儀 を 救 ひし 

故 C 我が 長 若 を 汝に與 へ-」 九郞 とい 

ふ 姓名 を讓り C 靜を 預け^れし 其方。 世 

になき 我 を 見限って () 靜を鋒 倉へ 渡せし 

な。 f!^ 經が 所在 搜 しに 來 たか。 只今 國ょ 

り歸 りしと は。 まさ/、 しき 偽り 表裹。 

ffi^ してもう つけぬ sr 謀らん と は 推 

參 なり。 不忠 二心の 人外。 ァ レ 引っ括つ 

て^^さ せよ。 貌并駭 河と 腹 立の。 地聲 

にかけ くる 二ん の 勇士。 捲 はせ 折って 忠 

信が。 手 馬 一 if に 反 打ち かけ。 S 委細 あ 

れ にて 皆 聞いた。 サァ腕 廻せ 四郞 兵衞。 

I 柙 御前の 御行 力。 サァ 明白に 白狀 せよ。 

踏 付けて 織 かけう か。 拷問して いはせ う 

か サァど うぢ や。 地 サァど うぢ やとせ り 

かけられて せん 刀 C 指 添 共に 投 出し 兩人 


待った 鹿忽 すな。 -.^ 待てと は 但し 言譯ぁ が 

るか： サァ閒 かう サァ なんと。 なんと 

ノ、 に雜 接の 最中。 - な？^ 御 仏 i の 御供 申し C 

四 郞兵衞 忠信 殿御 出な りと- ぬ 奏者が 聲 

に 人 々仰天。 何 忠信が 又 来たと は 八 S 點 

行かす と閒 きも あへ す。 以前の 忠信 立 上 

り。 我が 名 を かたる は 何でも 曲者"" 地 引 

つ 括って 大將 への 面晴 せんと 齪 行く を。 

^ ャァ ならぬ/、  *  ;f せ議の む 迄 は 動か 

さぬ と 龍 井が 向う を 7 シ支 へたり。 ぉャ 

ァ さなせ そ 六郞。 忠信 これに ある 上に。 

又 忠信が を 同道。 何にもせ よ 仔細 ぞぁ 

らん。 片時 も 早く これへ 通せ" W あっと 

井 は 次の間へ。 我が身お やぶむ 忠信 は" シ 

默 して 0 様子 を 窺へば C ハル アン^れ 程經し 

君が 顔 見た さ 逢 ひたさと つか はと。 河 連 

が 埃の 亭。 歩み 來る間 もとけ しなく ナウ 

我が君 か 懐し やと。 人目 版 はす 鍵り つき si 

戀 しゅかし の 溜々 を 7 シ 1« の 色に 知らせ 


けり。 ョヲ、 女心に 歎く は 尤も 。^れ し 

時 言 ひ 開かせし 如く。 人の 情に 預かる 義 

ふる t ひ 

0. 輪翅 きたなき 擧 動なら ねば。 つれな 

く はもて なしたり，" 雉 忠信 を 同道と やつ 

何處に 有る と 尋ね 給へば。 a たった今 次 

の 間 迄 連立って 參 りしが。 鳙 へ はま だ 

かと 見廻し てれ/^/ \>。 て も 早 

ぅ6!^5へ來てぢゃ。 一 所に お 目に か、 る 

もの を。 ちっとの 間に 先へ 拔 けがけ。 ま 

だ 軍 場 かと 思うて か。 まんがち な 人で は 

5 ら * ぐ W 

あると 恨 口なる 詞に 不審。 一倍 晴れぬ 四 

郞 忠信。 S 我が君 も 其 如く 覺 えなき 御尋 

ね" 拙者め は 今の 先き。 出 羽の 國 から 

りが け。 去年お 申して からお 目に か V 

る は 只今 初めて。 壎 Hi あの人の じ やら 

てんが ■> 

くと 惡戯な 事ば かり。 ョ惡 K でな し大 

眞實。 * ァレ ま-た 眞 顔で 欺す のかと。 フシ 

何氣 もな まめく 詞の 中。 立 戻る 題 井の 六 

如。 _s 靜樣 同道の 忠信 引立て 来らん と存 


ぜし 所つ f;- の 間に も 在 合さす。 玄關 長屋 所 

所 方々 尋ねても 知れす 候と。 * 申す に 心 

迷 はせ 給 ひ。 a コ レ靜。 S に 居る は 其方 

を 預けた る 忠信なら す。 只今 國ょ り歸り 

しと 物語りす る 中。 忠信 靜を 同道との 案 


内。 二人 有る 中に も 見えざる は 不審 者。 

こ， ？ もつ  ^ 

面體 似た る 13 者なら す や。 * 靜心 はっか ¥ 

ざる かと。 仰の 中に 忠信 を。 つれく と 樓 

打 眺め。 ハァ どうやら さう おっしゃれ 

„H。 小袖 も 杉 も S うて ある。 ァ 、 お待ち 


遊ばせ や。 ハツ ァ それ か。 ヲ、 さ うぢ や。 

* フシ 思 ひ 《：1 る が ある。 地 君が 形兑 と^ 

れし時 賜 はりし 初音の 鼓。 御覧 遊ばせ 此 

樣に C 肌身 も 放さす 手に ふれて。 忠信の 

を ぐら 

介抱 受け。 八幡 山 崎 小 倉の 里 所々 に 身 を 

忍び 居たり しに。 折々 の 留守の 中。 君戀 

しさの 此鼓。 打って 慰む 度々。 忠信 歸 

らぬ事 もな く 其 音 を 感に堪 ゆる 事。 ほん 

に 酒の 過ぎた 人 同然。 打 止めば きょろ り 

つと 何氣 ない 癱顔付 は。 よくく 鼓が 好 

しょて  たび 

きさうな と 初手 は 思 ひ 二度三度。 四 度 目 

に は テモ變 つた 事。 又 五 度め は 不思議 立 

たび  こ はげ 

ち。 六 度め に は怖氣 立ち。 それより は 打 

た ざり しが。 君は爱 にと 聞 付けて 。心せく 

道 忠信に はぐれた 時。 鼓の 事 思 ひ 出し。 

打てば 不思議 や 目の前に。 来る ともなく 

ま ひめ 

見えた る は。 女心の 逸 目 かと 思うて 連立 

ち。 7 シ來 りしに。 地又此 仕儀 はどう ぞい 

のと 申 上 ぐれば 義經 公。 S ムゥ鼓 を 打て 
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ば 歸り來 ると は。 それ ぞ よき 詮議の 近道。 

靜 其方に 言 ひつける その 鼓 を 以て 同道し 

た 忠信 を： Isi せよ。 * 怪しい 事 あらば 此 

なげ  め， 5 

分で と投 出し。 我が 手で 討 たれぬ 鼓の 妙 

IJ。 それ を 看に 一 献酌まん。 早 々鼓 打て 


くと いひ 捨て 奥に 入り 給へば。 S 并駿 

河 も 忠信に 引 添 ひ オタり 〈てこ そ 入りに け 

れ。 * 靜は 君の 仰 を 受け。 手に 取上げて SS 

引 結ぶ 辛 氣眞杠 をない まぜの。 S 地 調べ 結 ^ 

んで胴 かけて 手の 中し めて 肩に 上げ。 手 


品 も ゆらに 打 鳴らす 。嫛淸 * と 澄み渡り。 

心 耳を澄ます 妙 音 は。 本 7 シ 世に 類な き 初 

音の 鼓。 江戶 ギン かの。 洛 陽に 聞え たる。 

會稽 城門の i の玆。 かく やと 思 ふ 春風に。 

ナホ ス誘 はれ 来る 佐 藤 忠信。 靜が 前に 兩手 

をつ き。 音に 間き とれし 其 風情。 す はや 

と 見れ ど 打 止ます。 齒も樣 子 を。 M 調の 

音色。 閗 入り 閗き 居る 餘 念の 體。 怪しき 

者と は 見て取る 靜。 折よ しと 鼓 を 止め。 

S 遲 かった 忠信 殿。 我が君 様の お 待 象ね。 

3* サァく 奥へ と何氣 なき。 詞に はっと 

は 言 ひながら。 座 を 立ちお くれ 差 俯向く。 

油斷を 見す まし 切 付く る を。 ひらりと 飛 

なん 

びの き 飛びし さり。 t„ ^コハ 何とな さる、 

ぞと。 地 咎められて 氣轉の 笑 ひ。 -"^ ホ 、 、 

ホ、 ヲ、 あの人の；^ 疎い 顔。 久し振りの 

靜が 舞， - 見ようと 御意 遊ばす： ^o*f 八 の 

軍 物語 を。 舞の 稽古と i« を 早め-  g かく 

て 源平 入 亂れ。 船 は 陸路へ 睦は 通へ。 漕 


寄せ 打 W で 打 鳴す。 ナ * ス * 鼓に 又も 閒入 

りて 餘念 他愛 もな き 所 を。 1 忠信 やらぬ 

と 又 切掛く る- 太刀筋 か はして かいく 

つか もと 

る を は 入る 柄 元し つかと 取り。 何 科 あつ 

だ i  .  かつ 

て 欺し 打ちに 。切らる- - 覺ぇ甞 つてな し 

と。 地 刀た ぐって 投捨 つれば。 sa 忠信の 

サァ 白状。 W を 講 けた 靜が 詮議。 いは.^ 

ば 斯うして いはす ると 鼓 押 取り はたく 

(0 女の かよわき 腕 先に 打 立てられて 

ハァ はっと。 誤り 入った る 忠信に 鼓 打 付 

けサァ 白状。 サァ く/、 さあと 詰 寄せ 

られ。 一 句 一 答詞 なく フシた 平。 伏し 

て 居たり しが。 地谶々 に 頭 を 接げ。 初音の 

鼓手に 取上げ。 ス "さも 恭しく。 押 戴き 

ノ、。 靜の 前に 直し 置き- ハル フシ しづ 

立って。 廣 庭へ 下りる 姿 もし をノ、 と。 

みすぼらしげ に。 7 シ手 をつ かへ。 炮今 

日が 日まで^ しお！ 1 せ 人に 知られぬ 身の 

上 なれ ども。 今日 國 より JI つたる 誠の 忠 


^;5に御不審か、り。 難儀となる故 據 な f 

く。 身の上 を 申 上ぐ ろ始り は。 それなる 

初音の 鼓。 S 桓武 4<皇 の 御宇。 内 裹に雨 乞 樓 

ありし 時。 此 大和 國に。 千年 劫 經る牝 狐 

牡^。  二 疋の狐 を 狩 出し。 其 狐の 生皮 を 

以て 持へ たる 其 鼓" 雨の 神 をい さめの 神 

もとより 

樂。 日に 向うて 是を 打てば。 鼓 は 元来 波 

の 音。 狐 は 陰の 獸 故。 水 を 起して 降る 雨 . 

に。 民 百姓 は 悅の聲 を 初めて 上げし より。 

初音の 鼓と &け給 ふ。 其 鼓 は 私が 親。 私 

め は 其 鼓の 子で ござり ますと。 S 語る に 

ぞっと 氣 立ち" 騒ぐ 心 を 押鎭 め。 ョ 

ム 、 そなたの 親は此 鼓。 鼓の 子ぢ やとい 

やる から は。 扨 は 其方 は狐ぢ やの。 ハツ 

ァ 成程。 雨の 祈りに 二親の 狐 を 取られ。 

殺された 其 時 は。 親子の 差^も 悲しい お 

も。 辨へ なき まだ 子 狐。 藻 を 、程 年 も 

長け。 鳥居の 數も 重なれ ど。 一 日 親 を も 0 

養 はす。 産の 恩 を 袋らねば。 M 狼に も 1. 


劣りし 故。 六 萬 四千の 狐の 下座に 着き： 

只 野 狐と 仏 蔑まれ。 官 上の 願 も 叶 はす- 

親に 不幸な 子が あれば。 畜生よ 野良 狐と。 

人間で はおつ しゃれ ども。 地 揭の子 は 親 

^！！ょり枝を下って禮義を述べ" 烏の 親の 

養 ひ を。 IB み 返す も呰 孝行。 鳥で さ へ 其 通 

i レ  なさけ 

り。 況て 人の！ に 通じ-" 人の 情 も 知る 狐。 

何 ぼ 愚痴 無智の 畜生で も。 孝行と 云 ふ 

事 を。 知らいで 何と 致し ませう。 と は 云 

ふ 物の 親 はなし コ まだ も 賴 みは 其 鼓。 千年 

劫 ふる 咸德に は- - 皮に 魂と^ まって 性根 

入れた は 則ち？ T 付添うて 守護す る は。 

まだ 此 上の 孝行と： S 思へ ども 淺ま しゃ 

禁中に 留置き 給へば。 八 百 萬 神 宿直の 御 

番。 恐れ 有れば 寄付 かれす： 賴も斕 も 切 

れ 果てし は。 "^前世に 誰 を 罪せし ぞ。 人の 

爲に 仇す る 者： 狐と 生れ 來 ると いふ。 

果の經 文 恨めしく。 日に 三度-) 夜に 三度。 

^ 五 贜 を 校ろ 血の 5rl 火 焰と見 ゆる 狐 


小、. H 胸 を。 焦す る 7 シ炎ぞ や。 ナ ホス か 

一-ふ、. ん  て，？ たう さ H» 

ほど 業因 深き 身 も 。天道様の 御惠 みで « 

不思 にも 初音の 鼓。 ^經 公の 御手に 人 

り。 £ー6^-を出づれば恐もなし。 ハツ ァ嬉 

しゃ 悅ば しゃと。 其 日より 付添 ふ は 經 

公のお K』。 ョ稻 荷の 森に て 忠信が。 在 合 

はさば との 御 悔み- せめて 御 恩を这 らん 

と 0 其 忠信に 成り 代りつ 靜樣の 御難 儀 を。 

救 ひました 御 褒美と あって。 勿體 なや 畜 

生に" 和 天皇の 後胤。 源 九 耶教經 とい 

ふ。 御 性 名 を 賜りし はつ そら 恐ろしき 身 

の 冥加。 地是 とい ふ も 我が 親に 孝行が 褰 

したい。 親 大事/、 と 思 ひ 込んだ 心が 屆 

き-" 大將の 御名 を 下されし は 人間の * を 

受けた る 同然。 いよ/、 親が 猶 大切。 片 

時 も 離れす 付添 ふ iST 靜様は 又 我が君 を。 

戀慕ふ 調の 音。 變らぬ 音色と 開 ゆれ ども。 

.^ 此 耳へ は 二親が 物い ふ 聲と閒 ゆる 故-し 

呼び返されて 幾 k か： 戻った 事 も ござり 


ました。 只今の 鼓の 音 は。 私 故に 忠信 殿 

君の 御 不審 蒙って。 暂 くも 忠臣 を。 苦し 

ます は汝が 科。 ：！ 十々 歸れと 父母が。 敎の 

詞に 力なく。 元の 古 栖へ歸 ります る。 今 

迄 は 大將の 御 目 を 掠めし 段。 お 情に は靜 

様。 お詫びな されて 下さり ませと。 地緣 

の 下より 延. 4 り。 我が 親 鼓に 打 向 ひ。 か 

はす 詞 のしり 聲 も淚。 ながらの 暇 乞 人 

間より は。 フシ 睦 じく。 詞 親父 樣。 母樣。 

ぉ詞を 背き ませ. fso 私 はもう お 暇 申し ま 

する。 とはい ひながら。 御名 殘惜 しかる 

ま いかつ 一 一親に 刖れた 折 は 何にも 知らす。 

1 日々 々經 つに つけ。 暫く もお 傍に 居た 

い。 產の 恩が 送りたい と。 思 ひくら し。 

泣き明し。 焦れた 月日 は 四百 年。 雨 乞 故 

に 殺されし と 。思 へ ば 照る 日が 恨めしく 「- 

地上 サハリ ぬ 雨 は 我が お 願 ひ 叶 ふが 辦 

嬉し さに： 年月 馴れ」 奏狐。 中に 儲けし 5： 

子 狐- - 不便 さ餘 つて 幾度 か。 引かる 楼 
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る 心 を 腿 怒に OSI^&IT に 捨て i 出で ながら。 

飢ゑ はせ ぬか。 凍え はせ ぬか。 もし s 人 

に 取られ はせ ぬか。 我が 親 を 慕 ふ 程。 我 

が 子 も 丁度 此樣に 我 を 慕 はう がと。 案 

じ 過し がせら る  >- は C  * 切っても 切れぬ 

サハ ..Iwas きづな 着の 鎮に 紫ぎ 35 めら 

れて。 S 肉 も 骨身 も碎 くる 程。 悲しい 妻 

子をふり捨て、。去年の^^から付添ぅて。 

丸 一 年經 つや 經 たす。 去ね と あると て问 

とま あ。 あっと 申して 去 なれ ましよ かい 

の/、。 お！！^ 背かば 不孝と なり。 盡 した 

心 も 水の 泡せ つな さが 餘 つて 歸る。 この 

身 は 何た ろ 業。 まだせ めても の 思 ひ 出に。 

大將の 賜った る。 賴九郞 を 我が 名に して。 

墉 * 世 末代 呼 ばる i とも。 この 悲し 

さは 何と せん。 心 を 推量し 給へ と 泣い つ 

ロ說 いつ 身 もだえし。 どう ど 伏して 泣き 

叫ぶ は。 大和の 國の 源九郎 狐と 7 シ いひ 

傅。 へし も 哀れな り。 ノ  A フシ 靜 はさす 


が。 女子 氣の。 彼が 誠に 目もう るみ 一 間 

の 方に 打 <? ひ。 我が君 それに まし ま 

すかと 壜申 すうちより 障子 を 開き。 ヲ 、 

委しく 閉 届けし 。扭は 人に てな かりし な。 

今迄 は義轾 も 。狐と は 知ら ざり し。 * 不 

便の 心と ありければ。 頭 をうな だれ 鎗 を 

なし。 サハ g 御大 將を 伏拜 み/、。 座 を 立 

ち は 立ちながら 。鼓の 方 をな つかしげ に 

ォク 見返り。/ \ '行く となく。 消 ゆると 

もな き 春霞 人 Bli ピ見 

ざれば。 大將 哀れと 思 召 

しァ レ 呼び返せ 鼓 打て。 

音に 連れ 又も 歸 りこん。 

フシ 鼓々 と ありけ るに ぞ。 

* 靜は 又も 取上げて 打て 

ば 不思議 や 音 は 出です。 

是 はくと 取 直し。 打て 

ども/, \ "こ は 如何に。 上 

とも 平と も 音せ ぬ は。 ョ 


ハァ扨 は 魂 殘す此 鼓。 親子の 別れ を 悲し 

んで音 を 止めた よな。 * 入なら ぬ 身 も そ 

れ 程に。 子 故に 物 を 思 ふかと。 打 萎 るれば 

義經 公。 S ヲ 、 我 とても 生類の。 恩愛の 

節義 身に 迫る。 * 1 日の 孝 もな き 父義朝 

を 長 田に 討 たれ。 日 かげ 馬に 成長り せ 

めて は 兄の 賴朝 にと C 身 を 西 海の 浮き 沈 

み 忠勤 仇なる 御 憎しみ。 親と も 思 ふ 兄 親 

に 見捨てられし 義 g が。 名を讓 つたる 源 


兀郞 は。 前世の 業 我 も 業。 そ も 何時の 世 

の宿酬 にて。 か、 る 業因な りけ る ぞと身 

につま さる、 御淚 に。 靜 はわつ と 泣 出せ 

ば。 目に こそ 兑 えね 庭の 面 我が身の 上 

と大將 の。 御身の 上 を  一 口に は 勿 體淚に 

源 九郞。 保ち 兼ねた る大聲 にわつ と 叫べ 

ば 我と 我が。 姿 を 包 t 春霞 晴れて 形 を 現 

はせ り。 * 義經 御座 を 立ち 給 ひ。 手づか 

ら鼓を 取上げて。 ャィ源 九郞。 詞 靜を預 

り 長々 の 介抱 詢には 述べが たし。 禁裏よ 

り 賜り 大切の 物 なれ ども。 * 是を汝 に 得 

さする と 差 出し 給へば。 詢 なに 其 鼓 を 下 

されん とや。 ハァ く/ \  * 有難 や 

や。 焦れ 慕うた 親 鼓。 御辭退 申さ. f 頂戴 

せん。 重々 深き 御 恩のお 禮 今より 君の 影 

身に 添 ひ。 御身の 危き其 時 は 一 方 を 防ぎ 

奉らん。 85 返す ぐも搭 しゃな。 aw ヲ 、 

それよ それ。 身の上に 取 紛れ。 申す 事ム 1- 

つたり。 一山の 惡僧 ばら。 今夜 此ぎを 夜 


討に せんと 企てたり。 押 

寄せさす る 迄 もな し。 我 

が 天變の 通力に て。 衆徒 

を 接ら す 誑って。 此 館へ 

まっか 5 たて 

引 入れく。 合ノ 《^眞 向 立 

わ 9C る， iarIB- いっとき 

割 車 切" 又 一 時に か、 つ 

し 時。 脚 手 かくな は 十 文 

字 。合 或は 右 ss; 裟左 裝裟。 

上を拂 へば 沈んで 受け。 

裾 を拂は ひらりと 飛 

び。 合輕捷 秘術 は 得たり 

や 得たり C 御手に 入れて 

亡すべし。 必 すぬ からせ 

給 ふなと。 £«玆 を 取つ 

て 纏 をな し。 飛ぶ が 如く 

に 行末の 跡 をく らまし 失 

せに ける C  S 始終の 樣子 

つ t びら 

詳 かに。 間いて 驚く 四郞 

兵 衞_^ 趣 井院河 諸共に 御 
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前に 進み出で。 a 生類の 誠 あろ 古に て。 

大將の 御 疑 ひも 某が 心 も 晴れて」 此 世の 

大 上な しと。 S 申す！？^ も 柊らぬ 所へ 河 

速 法眼 雜 出で。 - 怪力 亂神を 語らす とい 

へど も C かの 源 九郞が 申せし は、 一 山の 衆 

徒 、今^ 夜 討に 來ろ條 。先逹 て 忍び を 入れ 

候 所。 恰も 符節 を 合する ごとし。 *f 敵 を 引 

受け 戰 はんか 討って 出で 申すべき や。 賢 

慮；^ 何と 伺 へ ば 叫 郞兵衛 忠信よ き 計略 ご 

ざん なれ。 狐に 讓り給 ひし も。 元は 拙 

者に 賜る 姓名。 君に 代って 討死せば。 一 旦 

事は鎭 まらん" 0 平- 史 御免 を 蒙り 度く 存 

泰り 候と。 餘 なき 願に 御大 將。 ？-我 思 ふ 

仔細 あれば-. 暂く此 場 は 立 退かれす。 我が 

名 を 名乗り 衆徒 等 を 謀れ。 M 汝死 すれば 

我 も 死ぬ 必す 討死す ベから すと。 御帶刀 

を 賜び てけ る。 仁德 厚き 御 詞に出 行く 跡 

を 見へ 念って。 靜 来れと 打 連れ 夷に ぞ 入り 

へ 給 ふ。 * 時 も 移さす 入来る は 山 科の 荒 


法 橋。 我 馒の大 太刀 7 シ指 

しこ はらし。 に 及ば 

すすつ と迎り C  K コレ ビ、 

法眼 殿。 只今 は 直の 御 出 近 

頃 i 着。 s^i め 置かれし 

とやお 手柄と いひお 使が 

ら C 早速ながら 參 つたと。 

地詞に 人々 n を 見合せ。 扨 

は 鼓の 返 に 彼奴 を 誰い 寄 

ラな づ 

せた るよ と。 心に 點頭 きい 

かに も/、。 奥の 殿に 稱め 

置く サァ いざくと 先に 立 

ち。 貌 井に 目 はじき SI も あ 

ら せす- - 得たりと^5^腕取る 

-レか 

手 も 早く 床も碎 けと すでん 

どう。 起し 立てす 踏 付け 

く 早 維た ぐって く  >- り 上 

げ。 宙に 引立て 大將の la 參 

に 入れん と 勇み 行く。 義經 
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ならぬ 源九郞 が。 7 シ 計略と こそ しられた 

り。 *t 次へ 来る は 梅 本の 鬼 佐 渡。 何でもつ 

かみ はん 面 付。 見えぬ 源 九郞に "つま. - 

れ 來 ると は 白衣の。 袖 押しまくって 屋敷 


の隈々 睨み 廻し。 S ィャ 法眼 殿 只今 は 早 

々 の 仕 合せ。 まだ 歸られ じと 思うた に。 何 

も かも 手ば しかい" * シテ 囚人 はと 出來 

し顏 なる 鼻の 下。 長 廊下 を やり 過し^ お- 

す  M  間 踏みす ベり。  する く駁 河に 踏み 

のめされ。 無念く の 手間隙 いらす フシ 

同じく 奥へ 引立て 行ぐ。 地 扨 三番め は 返 

り 坂の!^ 醫坊。 くる/、 道 も佛頂 面。 

ャレせ はし。 ハテせ はし。 〔c  くわい やい。 

マァ 待て やい。 コリャ 其 樣に引 指るな。 

や 着物が 破れる わい。 扨々 無禮 な使ぢ 

やと。 地 源 九郞に されて 何 をい ふやら 

譯も なき 0  7 シ 中に しわざ はこ もりけ る。 

S ヲ、 待 兼し 藥醫坊 C サァ /、こちへ と 

寄る 顏で。 小 腕ぐ つと II 上 ぐれば。 アイ 


タ、、 、 こり や 何とす る。 

ヲ 、 斯うす ると それながら 

大の 法師 を 引き かづき。 貴 

殿ば かり は 法眼が 手料理の 

こんだて 

馳走ぶ り。 義經 公の 献立 を 

待って 切り方 致さん と。 笑 

うて 奥に 入りに ける 7 シ勇 

氣 の程ぞ 類な き。 《 ^斯 とし 

ら 刃の大 長刀。 ssr  土に 突 

き 鳴らし。 衣の 下 は 海老 胴 

鎮 。フシ i は裝裟 に。 ひん 纏 

ひゆら り。 Z 、と 入りた る 

は ハズミ 唯 者なら ぬ 横 川の 覺 

範。 1 ノリ 大 庭に 仁王 立ち。 

$  く 

河 連 殿 は いづく にある 客惽 

これへ 參入 せり。 奥へ 推參 

申さん か。 炮 とく^,^ 對面 

々々と 7 シ 呼ば はり。 なが 

ら 歩み 行く。  * 後の 障子の 


内よりも。 s 平家の 大將§ 守。 敎轾待 

てと 聲 かけられ。 * 思はチ きっと 見 かへ 

りしが。 S ムゥ聲 あって 形な き は。 我 を 

呼ぶ に は あら ざり し。 覺 えなき 名に 驚き 

て 思 はぬ 氣 おくれ。 ハ 、 、 、人なくて 

恥 か.^ ざり しと 獨 言して 行く 所 を。 0 ャ 

ァ 卑怯な 敎經能 登 守。 九郞 判官 義經 がと 

くより 是に 待ち かけたり と。 * 障子 を さ 

つと 柙 開く 見る より 覺範 望む 所。 長刀 柄 

がんしょべ ) 

長く かい 込んで 飛び か 、らんす 顔 ftj に。 

ちっとも 臆せす 莞爾と 笑 ひ。 S げに の 

, 旗印 は あ にやつ せど 瞎れ なし。 水練に 

じぬ すね 

名高き 敎轻。 八 島の 沖に 入水と 見せ。 底 

を 潜って 浮み 出で。 此 世に あると は。 疾 

めんてい あら 

くより 知って まが ひなき 面體。 諍が はれ 

なと 優美の 詞" ホ、 さかし くも 言ったり 

な。 敎經 にもせ よ 誰に もせよ。 汝に敵 射 

ふ 覺範に 物 具 もせす 出- 4c ふ は。 此場を 助 

けて 貰いた さの 追從。 埯命 惜し さに 骨折 


る は 7 シ 苦勞。 九郎と あざ笑へば。 ャ 

ァ我は 顔なる 言 事 かな。 弓勢に は 及ば 

ナ とも。 太刀 打つ手 練 は 負くべき や。 1K 

命に盡きたる平《の|^ 義經が 身に 立た 

ぱ。 サァ立て--見られょ能登^|7と。 * い 

はせ も あへ す 上段に 蔵いで か-る を 小 太 

刀に て。 からり 丁々 はっしと 受け。 S  ノ  9 

もどく 長刀 縛に て。 胴 腹ぬ かんと 突つ か 

かる を。 はった と敏 させて 付 入る にぞ。 

* あしら ひ 兼て 義經は 7 シ詞 にも 似す 逃 

げて 入る。 さじ やら じと 奥の間の 隔 

の 障子 敏 放しく。  e 行く 向う にこ は 如 

何 に 。玉座 を 設け 安 德帝藤 たげ な る 御 姿。 

コ ハ/、 勿體 なや 淺間 しゃ。 何とて 爱に 

まします と。 7 シ胸 打。 騒ぎ 奏 問す。 君 

は氣髙 き御聲 にて。 S 尼 上 を 始め 一 門 

殘ら す。 海に 沈む と閉 きつる に。 敎經は 

さはな かりし な。 * はっと 勅答 黑髮 を隱 

せし k 巾 かなぐり 捨て 。鎧の 袖 かき 合せ。 


ョ臣が 母子 sc^ の 六 郞と云 ふ 者。 能 登 SS 

0 

守 敎經と 名乗り。 安藝の 太郎 兄弟 を 左右 ！！ T 

に 挟み。 海へ 飛び入り 空しくなる。 又 こ 樓 

の 敎經は 人知らぬ 機 逢に 上り。 析禱 坊主 

の 山 科 法 橋" 賴んで 扮す婆 は 覺範。 《5 義 

經に仇 を 報 はんと K 入る 此 間に。 玉體の 

とら は 

まします 事。 擒れ させ 給 ひし か。 恐れな 

がら 勅 誼に スラァ 明かさせ 給へ と。 奏す 

れ ば。 地 まだ 幼き 天皇 も。 斜淚に プシく 

れ させ 給 ひ。 * 敎經も 知る 如く。  八 島 

の 內裏を 連れ出で。 頼みな き 世 を 待ちつ 

るに。 義經に 廻り 逢 ひ。 源氏の 武士の 情 あ 

る。 心に 恥 ぢて知 盛 は。 我が 事 を くれぐ 

と。 賴 みて 海へ 入りた るぞ。 《f それより 

丸 も玆に 来て 今 敎經に 逢 ふ 事 も。 皆義經 

あるじ  あ *< 

が計らひo日の本の主とはi^^るれどもOH< 

てる かみ 

照 神に 背きし か。 我が 治めし る。 我が 國 

の 我が 國 人に 惱 され。 我が 國狹き 身の上 6 

にも。 只 母君. か 7 シ戀し ハぞ。 * 都に 在 1 


りし其時は富士の白雪吉野の^1!^"。  ID- まく 

ほし さと 慕へ ども 大 原の 里 にお はし ま 

す。 母上 戀 しと 慕 ふ 身 は。 文 a 花も吉 野 

も- 5- かせん。 ナ *ス ぁぢ きな の 身の上 を 思 

ひやれ とば かりにて スュ テ 伏し 轉 びて ぞ。 

泣き 給 ふ。 7 シ 御いた はし さ勿體 なさ。 S 

ェ 、 しなした りく。  ノ * 知 盛 も敎^ も 

あつ ばれ 巧みし 計略 智謀。 義經に 見さが 

されし は。 地よ つく 武運に 盡 きたるな。 

へ ッ H 是非 もな や 口惜し やとの 無念の 奧 

齒に血 を そ X ぎ 握り 詰めた る 掌 裏に。 爪 

け しキ す  *i ぶた おも 

も 通らん 其氣 色。 數百 斤の な JS の 重り 7 シ 

-J た  しゃ/  1 な-一 

へ。 兼ねて 居たり し-か。 sj*^ れし 眼く 

わつ と兑 ひらき。 踊ハァ 我ながら 誤った 

り。 八 島の 戰。 義 經を 組みと めんと せし 

所。 船 八 を！， 爪 越え。 味方の 船へ 引いた 

る は。 計 li" の 底 を 探らん 爲。 卑怯で はな 

かりし か。 今乂 奥へ 逃 込みし も. - 我が 計 

略 を 知った る 故。 龍 顔に 逢 はせ 奉る は。 


武士の 情であった よな ァ。 -ゥ ム今は 助く 

る。 脇 負 は 重ねていで 歸 らん。 それ迄 は 

敎 絵が i 家へ 還 幸 あれ。 地 再び 廣き 世と 

なして 御 母お にも 逢 はせ ません。 いざや 

御幸の 御供と かき 抱き 奉る。 馬 手 は 長柄 

しろ 

の大 長刀。 浮世 を 牛の 車と も 7 シ知 しめ 

されと 奏しつ i。  S 立 出 でんと する 所に 

おと 切る 聲 三振の 太刀 音。 す はやと 長刀 

引 そばめ 見返る 間もなく かけ 出づ る。 飽 

井駿； 1: 河 速 法眼。 面 * 血 刀 首 引 つか 、へ。 

卑怯に 候 能 登 殿。 一 味の 衆徒 等 一 々に 

此 如く 討 取ったり" 天皇 を ffi にして 後 據 

き 逃げ足" 門 打つ たれば 運れ なし。 サァ 

勝負 あるか 降參 あるか" 二つに 一 つの 返 

答と。 卢  1 を 揃へ てい はせ も 果てす ぐつ 

と 睨 付け。 -ぉ顷 の あがく 儘 降參と は。 汝 

ら  なん ip& 

等が 性根に 較べて ぬかした りな. - 汝 等が 

首 一 々提げて 往なん 事。 何の 手間隙 入る 

べき や。 帝 を 我に 渡した る 義經が 寸志 を 


思 ひ 助け 置く を。 有難い と はぬ かさいで。 £ 

^ぐるな どと は 案外 千 萬。 供奉の 檢れ思 

にらみ ころ  やつ はら 

はすば 睨 殺して くれん す 奴 犟。 飛びし さ 

つて 三拜 せよ。 ャァ人 も なげなる 廣言。 組 

留めて 暴 あかさん と。 * 三人 五の 手 (ぐ 

の 手ィ) に 追 取り 卷き砂 踏みち らして 詰 寄 

^ だ てんだ ちみ くだ i-. 

れば。 コハリ 上に 敎經 韋駄 1K 立瞰 下す 眼 

|£ 立って。 晚合 ひたる 其 中に。 ナホ ス帝は 怖 

さ 玉の緒 も 7 シ消 ゆるば かりの 御風 情。 

ャァ 待て 汝等 <^忽 すなと 聲を かけて 薪經 

公。 地 烏帽子 狩 衣 引 緩 ひ 7 シ 物の 具なら ぬ 

御 出立。 の 道 を 支 へ 。 君臣の 禮を亂 

る 其 憚り 少 からす。 鎮まれ 方々 いざ 義經 

も。 天皇 を 御 見送り 奉らん。 用意の 装束 

斯の 如し。 敎經 一 人歸 せし とて。 天 に 入 

る德 もな く。 地に 入る 術 も あらば こそ。 

何 條遁れ なき 命。 汝 等が 手に かけす。 =^  M 

所に 在 4 口さぬ 。忠信に 討た すれば。 兄權信 £ 

が 敵 を 討ち 。修羅の 妄執 散す る 道理。 敎^  0 


は 世狹き 身。 ぶ^513^も世を憚る身。 互に 

域も循もなき戰場吉野の^5，橹に，- 勝負々 

じ-しす H  マぃ 

* を； 5^ すべし。 3 天皇 入水と 披 して 3： 

裹 表^ん だれば。 縱へ 勝つ ともれく ると 

おにぶ ^ 致されな。 ホ 神妙の！；^ 滿足 

せり。 些 班の 事に か、 はらぬ 敎経。 «1  お 

ばかり を徂ひ はせ じ。 天下に 祟と る 親 朝 

が 素 頭取って。 君が代に 蘇さん。 其 は 

に は 莊園を 中 下して 得さすべし。 ャ 

ァ 言/、 どし ls:^。«l ^を 狙 は r 其 俊。 兄賴 

朝に 敵對 ふと は。 * 聞 捨てなら すと 御大 

將御 el 刀に 手 を かけて。 す はやと 兌 ゆる 

腹心に。 分 入り 宥 むる 源九郞 ffi; 名 を かり 

の 恩 忠信-か。 本意な き 思ひ鎮 むる と は 目 

にこ そ 見えね 君の 守護。 ™ さらばよ 義經 

さる にても。 帝のお 命 助けた る 情の 鐘に 

は敎转 とも. - 能 登 守と も名乘 りて は 敵た 

はぬ は 我が 返報 。再き の 名は橫 川の 覺範。 

吉野 山に て 忠信に 出つ くわ して 勝負せ 


ん。 互の 命 は 其 時々 々" 函 3;： 幸なる ぞ 

雜 人紧。 路 次の警 固と t- ば はって。 * 叉 

抱 上ぐ る 7. ン安德 帝 3  * 君々 たれ ど f|l? た 

ら や。 臣々 たれ ど臣 たらぬ 模 川の 管" 範供 

奉の 役 敵 々ながら 義轾 が。 ！^！蹕 の聲 高々 

と威康 あり。 意趣 あり i£ あり。 "ハリ 河 ii^ 

法眼お k の 役。 駭 河の 仕 丁 趣 井の 六 位。 官 

人なら ぬ 堪忍の 二字 を 守って 控 ゆれ ど。 

布お なさ 餘 つて 鯉口の くつろぐ 光り 銀 <Si 

i?Jl。 ナホス供^_^は門前人目ぁり。 教 させ 給 

へと 敬って S は 下げても 顔と 顔。 睨んで 

^る、 兩 大將。 源 九 郞«轾 の あと。 いふ 

字 を i と ino 源九郞 義^ 附添 ひし。 大和 

言 の 物語 其 名 は。 高く。 聞え ける 

第 五 

Mr- ィ 山. I- は。 皆 白妙に 白雪の。 棺 する 

どき。 氣色 かな。 ナ * ス * 佐展 忠信 大昔 上 

げ。 KS ノ * 淸 S 天皇の 後胤。 捨非遠 使 五位 


の 尉 源の 義 e なり C 圮賴 朝が 家 來の汝 等。 . 

現在 我に 敵す る は 。主に 向 ふぎ 道 人。 a  ^ 

fK 狗に習 ひし 妙 術に て。 一 々に 殺して。 樓 

谷の 水 屑と してく れん。 7 シ觀 念せ よと 畔 

ば はったり。 *f 右往左往に 取卷 いたる。 

JlSg 者 一味の 锋倉 勢聲々 に。 W ャァ 主從と 

は 事 を かし。 主 か 主で あらざる か。 討 取 

つて 見せつ けん。 《^ か- -れゃ 蒐れと 一 面 

に。 打って か- r る を 事と もせす。 右へ 雜 

立て 左へ 拂ひ。 切 立て/、 切 立 つれば。 

一 先づ 引けと 錄倉 勢。 ？ a ぐる を やら じと 

5^ 道 を 足に 任せて。 7. ン 追つ かくる つ江 B- 平 

家の 大將能 登 守。 忠信に 出合 はんと C 約 

束逮 へぬ^ 徒 頭巾。 形も橫 川の 覺範 を。 

人 は それとも しら 雪 を。 踏みならして ぞ 

フシ 歩みく る。 ナ * ス * 山 端 岩角け しと ま 

す。 追 散らして 立 歸る佐 ise 忠信。 ぎて 

期した る 約束の。 敵 は 向う に 待ち かけた 

り。 錄倉 勢の 返さぬ e: に。 名乗 合 はして 了 


勝負 せんと。 立 寄る 相手 を にっこりと。 

：^ス うて 待った る。 コハ リ男將 義士。 互に 招 

かれ 招き 合 ひ。 お ノリ 去年 三 巧 八 i5 の襪に 

て。 大將 軍の 御馬の 先に 立塞がり。 忠心 

に 矢 を 受けと めた る。 佐 藤三郞 兵衞 1^ 信 

が 弟。 四 郎兵衞 忠信。 兄の 敵 平家の 大將 

能 登 {寸 敎經。 恨の^？-參らするとぞ名乘り 

ける。 ヲ 、 し をら しゃ 忠信。 兄の 敵と 名 

のる から は。 討 たれて やる が 本意 なれ ど 

も。 安 德帝を 守り 奉り 再び 天下 を 覆す 敎 

經。 不便ながら 返 討。 冥途で 兄に  一； B 譯せ 

よ C  S 横 川の 禪 師覺範 が。 引導して くれ 

ん すと。 長刀 杖に つき 反し 7 シ かんら か 

らとぞ 打 笑 ふ。 S 詞 戰 終って 後。 眞 向か 

ざしに 忠信が。 討って か、 る大 太刀 を。 

か はして はた/、 はっしと あ ふ。 合 ひつ 

ばづ して 忠信が。 切身に 人った る 太刀先 

を。 もどいて 拂ふ 長刀の- 嫿手。 介 打 手に 

事と もせす。 ラリ 右に か、 れば 左へ 踊り。 


i 左に 乘 せんと 取 lei す 白 匁。 縛て い 

からく。 唐 紅 の緋 m や。 互に 勝 „ ^分 

かざりし に。 ^範頻 に 打ち かくれば。 ひ 

ら りと 飛んで 大木の。 櫻の 栴に身 をた も 

つ。 追 取 直して 櫻 木の ノシ斜 にす つかと 

切り かけて。 ？ -/リ 足に iii せて 踏 放せば 木 

は。 めり く/、 と 中 5^ し。 S 向う の 岸 

に 忠信が。 木に 送られて 渡り 越す。 A "跡 

は架梳丸木橋。これ究竞と^?みしめく。 

ふみと 

渡る 不敵の 勇猛 將。 過って 踏 止めし。 足 

もろあし 

場す べつて 谷底へ。 落 つれ ど 落ち や 諸 足 

に 。枝 を 纏うて 眞逆樣 。只 一 刀と 打ち かく 

る。 S 四 郞兵衞 が 太刀先 を拂ふ 長刀 水車。 

草 指の 音 鍔の 音。 ちり、 ん はたく。 合し 

つてう/,, -實 に。 目覺 しき 働な り。 お 追 

ちら 

散され し 鎌 倉 勢。 忠信 遣らぬ と 取って返 

し。 IS ノリ 又ば ら^ と 討ち か I, る を。 南 

無 三 寶 邪魔と り あ ひ。 打 合 ふ 隙に 覺範 

が。 地 樓 にかけ し 諸 足 を。 切らん とか、 れ 


ば 木 を 放れ。 落つ る を 兌 捨て 鎌 倉 勢 ハゾミ S 

鏖殺に と 追うて 行く。  S 谷に は敎經 手練 

の 早速。 ひるます 厳に 長刀 を。 突立て く 

^上れ ど。 III に 凍てた る土碎 け。 氷柱に 岩 

石 滑らかに。 上れば 滑りす べつても。 A" 

a の 梅が & 足代に。 半 上りし 岩の 上 。フシ 

鎌 倉 勢 を 追 散し。 '弓手の 方へ かけ 來 

る 佐 藤 忠信。 S 覺範爱 へと 招かれて。 上 

るに 隙の あら 遲し。 忠信 それ へ と lllE 拾 

て- 1。 さし もに 高き m 上より ふ はと 飛ん 

だは 飛鳥より。 遙に 1! き 其 勢。 我 もと S 化 

あけ *5  - 

範っ いて 飛び。 あは や 高紐總 角が 枝に 

か V つてぶ らくく。 合稚な 遊びに 揪 

M の。 フシ 戯 なんど 兑る ごとく。  * 身 動 

きなら ぬ を 忠信が 。切 付く る を 身 を 背け。 

くるりと 廻れば 枝す つかり。 切 放されし 

は 天命に。 盡 きぬ 所と 大手 を ひろげ 。か V  I 

る 相手 も 太刀 投 捨て。 互にえ いやと 引 組 J 

んだ り。 合調 ノリ こり や/ と 忠言が。 


wo  » 本 千練義 


,1 しゃもん ご，.  はづ 

昆 沙門 腰に て 押し かくれば。 ひらりと 外 

して どっこいと。 踏みと まった る 摩利支 

天。 * 雪路 みちら して。 フシ 爭 ひしが。 地 何 

とかし けん 忠信が。 組んだ る 小手先 M ぎ 

放され。 又 組 寄らん とする 所 を。 ぐっと 

摑 みかつ ばと 投げ。 漆に 引 i$ く 折 こそ あ 

れ。 不思議 や 又も e けく る 忠信。 のっか 

かった る 燹範 が。 具足の 隙間 をて うど 切 

ひも 

る。 切られて 怯ます 振 返り。 見る よりび 

ひク 

つくり。 K コリャ 忠信 こいつ 何ぢ やと, 5 

敷いた る。 * 髙紐摑 んで引 上 ぐれば。 忠 

信なら ぬ義經 の。 御着 長の 錢 ばかり フシ 

是 はと。 呆る \虚 を 窺 ひ 切 付けく 切 付 

くる。 & 手に さしもの 能 登 守。 サァ寄 

つて 首 取れと。 * いふより 早く 義鞋公 a 

お はら 

着け 給 ひ。 a いかに 敎輊。 安德帝 は大原 

の 里に て 御 出家 遂げ。 御 母君の 御 弟子と 

せん。 あつ ばれ 名高き 敎«^ なれ ども。 通 

力 自在の 源 九郎 狐。 忠信に 力 を 添へ た 


鎧。 軍 術に も 裏 か i すと。 埯仰も あ へ ぬ 

であ ひ V しら 

出合 頭河錢 太郞重 頼。 左大將 朝方 を 高 手 

小手に 縛め。 久しう 候義經 公。 賜る 鼓 

に 事 を 寄せ。 賴朝 追討の 院宣と i けし は。 

.C ざ  あら は 

朝方が 業と 事 現れ。 義經に 計 はせ よと 輪 

命 を 請けて 參 つたり と。 地閒 くより 敎經 

座 を 立上り。 ホウ 平家 追討の 院宣 も。 

朝方が 所爲と 聞く。  * 彼扠を 殺す が 一 門 

への 言譯 と。 いふより 早く 首 打 落し。 S 


サァく 義經敎 經が首 取れと いはせ も果 

てす。 ャァ能 登 守敎經 は。 八 島の 沖に て 

せり。 横 川の 覺範が 首 は 忠信に と。 

駕 仰の 中に 振り上げて。 兄の 敵 を 討ち 納 

^ はら 

め 打 治った る 君が代に。 奥州へ 行く 大原 

へ 行く。 平家の I 類 討 亡し。 四海 太平 民 

安全。 五穀 豊饒の 時 を 得て。 穗に 穏榮ゅ 

る 秋津國 繁昌なら びな かりけ り 
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r  r.y  Av- は ひ 

*- 嘉肴 ありと 雖も 食せ ざれば その 味 を 知 

ら や と は。 國 治って よき 武士の 忠も 武勇 

よも 

も隱 る- -に。 たと へば 星の 晝 見え や 夜 は 

亂 れて顯 はる、。 例 を爱に 假名 書の ォ 。シ 

へ 太平の 代の。 政。 頃 は暦應 元年 二月 

下旬。 足 利 將軍尊 氏 公 新田 義 貞を討 亡 

し。 京都に 斜所を 構へ 德風 四方に 普く。 

くさ  なび  おん， 0  *- い 

萬 民草の 如くに て 魔き 從ふ御 威勢。 *■ 國 

に 羽 をのす 鶴 ヶ岡 八楮宮 御造營 成就し。 

御代 參 として 御 舍弟足 利 左兵銜 督直義 

こ 5  げち やく  V- い 

公。 鎌 倉に FT 着な りければ。 在 鎌 倉の 執 

k*- の  .r 人 ひ ざ もと  A おろ けん 

事高武 藏守師 直。 御 膝下に 人 を 見下す 權 

柄 眼。 御馳走の 役人 は。 桃 井播磨 守が 弟 

若 狹助安 近。 伯 州の 城主 速 冶 判官 高定。 

馬場 先に 幕 打 廻し 7 シ 威儀 を 正して 相 詰 


むる。 *- 直義 仰せ 出さる、 はいかに 師直。 

S 此唐 根に 入れ 置きし は 0 兄 尊 氏に 亡され 

し 新田 義貞。 後醋 糊の K 皇 より 賜って 着 

せし 兜。 敵ながら も義 貞は 淸和 源氏の 摘 

流。 着 棄の兒 と 云 ひながら。 その 儘に も 

打 置かれ や。 增 i の 御藏に 納める 條そ 

の 心得 あるべし との 嚴命 なりと 宣 へば。 

武蔵守 承り。 《5是 は 思 ひも 寄らざる 御 事。 

新田が 淸 和が 末な りと て 着せし 究を 尊敬 

せば。 御 旗下の 大小 名淸和 源氏 はいくら 

も ある。 *- 奉納の 儀 然るべ からす 候と。 

遠慮なく 言上す。 《s ィャ 左様に て は 候 ま 

じ。， ^ の若狹 助が 存ゃ る は。 是は 全く 尊 氏 

公の 御 計略。 新田に 徒黨 の討洩 され 御仁 

德を 感心し。 攻めす して 降參 さする 御 方 


便と 存じ 奉れば。 無用との 御 評議 率爾な m 

りと。 * 云 はせ も はて や。 《5ィ ャァ師 直 

に 向って 率 雨と は 出過ぎたり。 義貞 討死 

お 《• はら M 

したる 時 は 大童。 死骸の 傍に 落 散った る 

の數は 四十 七 C どれが ど 5 とも 見知ら 

ぬ 兜。 さう であらう と 思 ふの を。 奉納し 

た その後で さ うでなければ 大きな 恥。 な 

ま 若輩な 形 をして お尋ね もな き 評議。 《- 

すつ こんで お居 やれと 御前よ き 儘 出る 儘 

く  f  こ is お _3 づ ち 

に。 杭と も 思 はぬ 詞の 大槌。 打 込まれて 

せき 立つ 色目 接 冶 引取って。 8«コ ハ御尤 

なる 御 評議ながら。 桃 井 殿の 申さる- -も 

治まる 代の 軍法。 增是 もって 捨てられ チ 

双方 全き 直義 公の。 御 賢慮 仰ぎ奉る と。 

申 上 ぐれば 御機嫌よ く。  Bit ホ、 さ 云 はん 

と 思 ひし 故。 所存あって 璧 冶が 婦 きを 召 § 

連れよ と 云 付けし。 是へ 招け と あり けれ 5： 

,  しらすな & 

ば。 *- はっと 答の 程 もな く。 馬場の 白砂 g 

% 足に て 裾で 庭 掃く 辆褸 は。 長增 神の 15： 蔵 


前の 玉 赛玉も 欺く 簿 化^。 鹽 冶が 妻の 顔 

世 御前 はるか 下って 畏る。 * 女好きの 帥 

^5-その$^55-かけ.- -ぉ鹽 冶 殿の 御 室 顔 世 

殿。 El^ 前より さぞ 待 遠 御大 俵く。 增御 

前の 御 召 近う くと 取 持 顔。 直 義御覽 じ" 

^^召出す事外ならす。 Itl んじ元 弘の亂 に。 

後醋糊 帝都に て 召されし 兜 を。 義 rt- に 賜 

つたれば 最期の 時に 蓍 つらん 事 疑 ひ はな 

けれども。 その 究を 誰あって 兑 知る 人外 

になし ゥ その は 冶が 妻。 十二の 侍 

の その内に て。 兵 庫司の 女官な. b と 聞 及 

ぶ。 さぞ 見知 あらんす。 覺ぇ あらば 究の 

本 阿彌。 《- 目利きく と 女に は。 命 さ 

へ も 和ら かに。 7 シぉ受 申す も 亦な よ や 

か。 咧？ 1_ ハ 加に 餘る 君の 仰せ。 ，てれ こそ は 

f や-く 


此蘭奢 待 を 思 ふま.^。 

,2: 兜に tt! きしめ 着るな 

らば。 a 鬚の 髮に香 を 

留めて。 名香 かをる 剪 

取りし と いふ 者 あら 

ば。 義貞が 最期と 思 召 

されよ との。 詞は よも 

や 違 ふま じと 申 上け た 

くちもと  し ii_-v 一ろ 

る ロー 兀に。 下心 ある 師 

直 は。 小鼻い からし 聞 

居た る。 增直義 詳しく 

つ ** びら 

聞し 召し ヲ、 審 かな 

る 顔 世が 返答。 さあら 

んと思 ひし 故。 落 散つ 

からびつ 

たる § ^四 十七。 此唐很 


私が。 明暮手 馴れし 御着の § -。 義贞 al- 拜 に 入れ いたり。 《■ 兑ー 


領 にて。 i 待と いふ 名香 を 添へ て 賜 は 

る。 御 取次 は 則ち 顔 世。 その 時の 勅答に 

は。 人 は 一 代 名 は 末代。 す は 討死 せん 時。 


分けさせ よと 御上 意の 

しも VCi らひ  え 

下 侍。 屈む る 胺の海 


ひ ぢゃ .3 

老敏 


でゲリ あける 


I ぉモ 

間；^ し 


附 の 行 興 )M 本 竹 


と 取 出す を。 おめす^ せす 立 寄 つ て。 

ハル フシ 兑れば 所 も。 名に し 負 ふ 鎌 倉 山の 

0^ とっぱい 頭 御子 頭。 さて 指 物 は 家 

ふ豕 の。 流^^^々 々 による.； て かし。 地 或は 直 

平 筋 §^。 錢の なき は。 弓の ため。 その 生 

主の 好みと て數々 多き， ての 中に も。 五 枚 

兜の 龍 頭 是ぞと 云 はぬ その に. - ばつと 

かをりし 名香 は。 額 世が 馴れし 義 贞の究 

にて ござ 候と フシ 差 出せば。 * "左様なら 

めと 一 決し 鹽冶桃 井兩人 は。 費 藏へ納 む 

べし こなたへ 来れと 御成 を 立ち。 額 世に 

お 暇 賜りて 段 かづら を 過ぎ 給へば。 鹽冶 

桃 井 兩人も ォクリ 打 連れて こそ 入りに け 

る。 * 後に 顏世 はっき ほな く。 師直様 は 

今暫 し。 御苦勞 ながらお 役目 を。 お 仕舞 

あってお 靜に。 お 暇の 出た この 額 世。 

長居 は 恐れお さらばと。 增立 上る 袖 指 寄 

つて じっかと 控へ。 詞コ レマァ お待ち 待 

け ふ  もと 

ち 給へ。 今日の 御用 仕舞 ひ 次第。 その 許 


ナ厶 さん 

へ推參 してお： n に 力け 

る 物が ある。 幸 ひの よ 

ぃ所召啦 された^^義公 

は 我が 爲には 結の 神。 

御^^の如く我等歌道に 

心 を 寄せ。 吉 田の 兼 好 

を 師範と 賴み日 々 の狀 

通 Q その 許へ 屆け くれ 

レ. * 

よと 問合せ のこの 書 

狀。 いかにも とのお 返 

事 は。 口上で も 苦しう 

ない と。 《" 袂 から 袂へ 

入る i 結び 文。 額に 似 

合 はぬ 樣參る 武藏錢 と 

書いた る を。 兑 るより 

よ つと 思/ども。 はし 

たなう 恥し めて は 却つ 

て 夫の 名の 出る 事。 持 

歸 つて 夫に 見せう か。 


力， C  <^ 三 中 

ゅャト V 


t ネ.^ , 


巧 おえ 丼 灯-^"  ^ 


に t ゆ 物- >1 午 一 

.ゾ 乙， 

ゆう ぶ 

。¥<  ■ 


r> ^やい i  *^、 き 角 r 

1  き 5; か 

一群 浙 

酸 取 
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いや/、 それで は瑩冶 殴？ 憎し と 思 ふ 心 は 叶 はぬ 箸。 大名で さへ あの 通り。 小身 


から 怪我 過に もなら うかと。 7 シ物を も 

いはや 投 返す 。人に 見せ じと 手に 取 上け。 

« "臭す さへ 手に 稱れ たりと 思 ふに ぞ 我が 

文ながら 捨て も 置かれす。 くどう は 云 は 

ぬ。 よい 返事 聞く まで は。 ロ說 いてく 

ロ說 きぬく。 天下 を 立てう と 伏せ、 フ とも 

儘な 師直。 慶冶を 生けう と 殺さう とも。 

額 世の 心た つた 一 つ。 何と さう では ある 

まい かと。 * 聞く に 顔 世が 返答 も。 7 シ淚 

ぐみ たるば かりなり。 《- 折から 來 合す 若 

狹助。 例の 非道と： ：3- てと る氣 轉。 ョ顔世 

殿 また 退出な されぬ か。 お 瑕 出で て 隙 取 

る は。 * 却って 上への 恐れ フシ 早お 歸 りと 

追 立 つれば。 增 彼奴 杻は けどりし と。 弱 

身 を 食 はぬ 高 g 直」 a" ャァ 又しても いは 

れぬ出 過。 立って よければ 身が 立た す。 

此 度のお 役目。 首尾よう 勤めさせ くれよ 

と。 冶が 內 SJ^ 顔 世が 賴み。 さうな うて 


もの すてち  >- や 5 

者に 捨 知行 誰が 藤で 取らす る。 師 直が 口 

1 つで 御器提 ゆう も 知れぬ あぶない 身 

化。 それでも 武士と 思 ふぢ やまでと。 地 

邪魔の 返報に くて 口く わつ とせき たつ 若 

こ ひぐち 

狹助。 刀の 鲤ロ碎 ける 程 スェチ 握り。 つ 

め はつめ たれ ども。 神前な り 御前な りと 

1 旦の 堪忍 も。 <fr' 1 言の 生死の。 詞の先 

で くわん v-ょ  A  ？  5  せんか；； 

手 還御ぞ と。 御先 を 拂ふ聲 々に 詮方な く 

も 期 を 延ばす。 無念 は 胸に 忘られす。 惡 

事 俘って 運 強く 切られぬ 高師直 を。 明日 

の 我が身の 敵と も 。知らぬ 璺 冶が 後 押へ。 

M*  >- よ  おん. 0 せい 

直 義公は 怒 * と 歩 御な り 給 ふ 御 威勢。 人 

i! つ y しら * くら 

の 兜の 龍 頭 御藏に 入る i 數々 も。 四十 七 

宇の いろは 分け 假名の. §= ^を 和らけ て。 I- 

づ きん a ころ  おきて 

頭巾の s« びぬ 國の。 投ぞ  一一 ir '久方の 

第 二 


シ{ 仝も彌 生の 黄昏 時。 桃 井若狹 助 


安 近の。 舘の 行儀 はき 掃除。 お 庭の 松 も 

幾千 代 を 守る 舘の 執權 職。 加 古川 本藏行 

くに  ぃモぢ ふんべつ  か, A レ も 

國。 年 も 五十の 分別盛り。 フシ 上下た めつ 

け 書院 先。 增 歩み 來ると も 白洲の 下人。 

ナン ト關內 この間 はお 上に はでつ かち 

こ.： -らへ 

ない お 持。 都からの お 客人。 昨日 は鶴ケ 

岡の 八 格へ 御社 參。 夥しい お 物入ァ 、そ 

の 銀の 入 目が 欲しい。 その 銀が あったら 

この 可 介。 名 を 改めて 樂 しむに なァ。 何 

ぢゃ名 を 改めて 樂 しむと は 珍しい。 そり 

や 叉 何と 變 へる。 ハテ角 助と 改めて 胴 を 

取って みる 氣。 ナ -1 馬鹿面な わり や 知ら 

ないか。 昨日 鶴 ヶ岡で。 此 旦那 若 狹助樣 

いかう 不首尾であった けな。 仔細 は 知ら 

ぬが 師直 殿が 大きな 恥 を か i せた と&部 

屋 の？ si 定めて 又 無理 をぬ かして。 ぉ旦 

那を やりこめ # をった であろ と 了ン さが 

なき 口々。 ！ K ヤイ^,^ 何 を ざわ^^と や 

かまし いお 上の 取沙汰。 殊に 御前の 御 病 
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« 臣忠 本手 名假 


CJ んざ i 

氣。 お 家の 恥辱になる 事 あらば この 本藏 

聞 流しお くべき や。 鍋 は 下部の 唷み。 掃 

除の 役 IH 了うたら。 皆 行け 增 行けと 和ら 

かに。 女 小 性が 持ち ST つる。 11^ 草 || を 吹 

く 雲 を 吹く。 本 フン 廊下 昔な ふ 衣の 香 や。 

こな ふ 

*- 本藏 がほん そうの 一 人 娘の 小浪御 寮。 

母の 戶 無き 諸共に しとやかに 立 出づれ 

ば。 是 は^,^ 兩人 とも 御前のお 伽 は 申 

さいで。 自身の 遊 か 不行儀 萬 千。 イエ 

く 今 R は 御前 樣 殊の外の 御機嫌。 今す 

やくと お休み それで ナァ母 様。 ィャ申 

おん 

し本藏 殿。 先程 御前の 御物 語。 昨日 小ぬ 

が 鶴 ヶ岡へ I 代 參の歸 る さ。 殿若狹 助樣。 

髙師 殿 詞举ひ 遊ばせし とのお 暉。 誰が 

云 ふとな くお 耳に 入. C- それ は それ はきつ 

い お案じ 。夫 本藏 仔細 詳しく 知りながら。 

自 に隱 すの かやと お 尊ね 遊ばす 故。 小 

浪に樣 子を尋 ぬれば。 是も 私と 同じ 事。 

»- 向に も 樣子は 存じ ませぬ とのお 返事。 


御 病氣の 障りお 家の 恥になる 事なら。 S 

ァ 、これく 戶無 瀬。 それ 程のお 返事な 

しゃ *r.-.-J  く 

ぜ取 繕うて 申 上 ゆぬ。 主人 は 生得 裨 短慮 

なるお 生附。 なんの 詞爭 ひな どと は。 女 

わらべ くちく ォ  つ； ん t んく 

童の 口癖。 一 言 半句 にても 舌 三寸の 誤り 

よわ 身を果 すが 刀の 役目。 武士の 妻で な 

いか。 それ 程の 事に 氣 がっかぬ か 嗜 めさ 

そ ち 

く。 ナ 一一 娘。 汝は又 御代 參の 道す がら。 

左様の 嗡は なかり しか。 但し あつたか。 

ナ 11 ない ヲ、 そ の 害く。 ハ、、 、何の 

べしても ない 事 を。 よしく 奥方のお 心 

休め。 增 直にお 目に か I- らんと フシ 立 上る 

折， J そ あれ。 《- 當番の 役人 罷り出で。 

星 由 良 之 助 様の 御子 息。 大星カ 彌樣御 出 

なりと 申し 上ぐ る。 ム 、 お 客 御馳走の 申 

合せ。 刺宫 殿よりの お 使な らんこな たへ 

通せ。 コレ 戶無瀨 其方 は 御 口上 受け 殿様 

へ その 通り 申 上 けられよ。 お 使者 は 力 

彌。 娘 小浪と 許嫁の 解 殿御 馳走 申し や 


れ。 *- まづ 奥方へ 御對 面と ォクリ 云 ひ 捨て § 

< ^一間へ 入りに ける。 *- 戶無瀬 は 娘 を 傍 

近くな ラ 小浪。 9  父樣の 堅苦しい は 常な 

れ ども。 今 おっしゃった 御 口上。 受取る 

役 は 其方に と あり そな 所 を。 戶無瀨 にと 

は a- が 心と きつい 違 ひ。 そ もじ も 亦カ彌 

殿の 顏も昆 たかろ 逢 ひた かろ。 母に 代つ 

て出迎 やや。 3; いやかく と 問 返せば。 

あいと もい やと も 返答 は 7 シ 赤らむ 額の 

お ほこ さよ。 《- 母 は 娘の 心 をく みァ イタ 

タ 、。 娘 背 を 押してた も。 是は 何と 遊ば 

せし とうろた へ 騒 ゆば ィャ なう。 9S 今朝 

からの"、 ゲ 又 持病の 瘊が 差込んだ。 是 

では.： ：0、 フ もお 使者に 逢 はれぬ。 ァ タ 、 

タ娘。 大儀ながら 御 口上 も 受取り。 御馳 

走 を 申して たも。 お 主と 持病に は 勝たれ 

ぬ。 增 勝たれぬ とそろ くと 立上り。 司 

娘 ゃ隨分 御馳走 申し やや。 したが 餘り馳 

走す ぎ。 大事の 口上 忘れまい ぞ。 わし も 


婿 殿に ァ イタ、。 *" あいた 力ら 5 の 奥様 

は。 フ シ氣は 通して ど 奥 へ 行く"  *- 小浪は 

お 後伏拜 みく。  3\K4 い 母 様。 日頃 戀し 

ゆかしい カ彌 様。 逢 は どう 云 を かう 云 

をと。 «- 娘、. ：3 のとき，.，， ^と。 7 シ 胸に 小 浪 

を 打 寄す る.' 《- 疊 解り も 故資を 正し 入来 

る大星 カ彌。 まだ 十七 の^^髮ゃ。 一 一 つ 

e の 定紋に フシ 大小。 立派 爽 かに。 增流 

石 大星由 良 之 助が 子息と え しその 器 

MO しづくと 座に り。 ョ誰 そお 取次 

賴み 奉る と 勤に 相述 ぶる。 小浪 はは 

つと 手 をつ かへ ぢ つと 見 か はす 顔と 額。 

こ ひびと  ザ， めん 

互の 胸に 戀 人と。 物の 得 云 はぬ 赤面 は。 

梅と 樓の 花相撲に 7 シ 枕の 行司な かりけ 

り。 # 小浪 や- フく胸 押 鎖め。 85 是 はく 

御 苦勞千 萬に ようこそ お出で。 只今の 御 

口上 受取る 役 は 私。 御 n 上の 趣 を。 お前 

の 口から 私が 口へ。 增 也に おっしゃって 

下さり ませと 招 寄れば 身 を ひかへ。 a ハ 


ァ是 はく 無作法 千 萬。 1^ じて 口上 受取 

わ 渡し は。 行 俊 作法 第 一 と。 <P 疊を 下り 

乎 をつ かへ。 主人 逢 冶 判官より 若狹助 

様への 御 口上。 明日 は 管領 直義 公へ 未明 

より 相 詰む る 苦の 所。 定めて お 容人も 早 

9»7  し. fl 

早に お出 あらん" 然れば 判官 若 狹助兩 人 

は。 正七ッ 時に きっと 御前へ 相 詰めよ と 

師直樣 より 御 仰せ。 萬 事 問 遠の なきやう 

に 今 一 應御 使者に 参れと。 主人 判お 巾 付 

け 候 故 右の 仕 合 この 通り 若 狭助樣 へ 御 巾 

上け 下さる べしと o«- 水 を 流せる 口上に 0 

小浪は うっかり 顔 a- 惚れ フシと かう。 答 も 

なかり けり。 《- ヲ、 聞いた，.、 使大 俄と 

若狹 助。 一問より 立 出で。 ？ 5 昨日 お^れ 

申して より。 判官 殿 1^ 逮、 フ てお 目に か V 

らす。 成程 正七ッ 時に 贵意得 奉らん。 委 

細 承知 仕る。 判官 殿に も 御 苦勞千 is£ と。 

ic! しく 申傳 へ てく れられ よ。 お 使者 大 

儀。 然 らばお 暇 申 上 けん。 ナ -ー お 取. の 


女中 御苦勞 と。 袖 しづく 立って は 向き 假 

もせす 衣紋 縫 ひ立歸 る。 本藏 一間より J 

立 代り。 a ハァ殿 は是に 御！： < り。 いよい ば 

よ 明朝 は。 正七ッ 時に 御 登城 御 苦勞千 藏 

こ t ひ  おん.. * タス， V- 

萬。 今宵 も 最早 九ッ。 #3 く 御 睡眠 遊ばさ 

れょ。 成程く。 ィャナ - 一本 藏。 其方に 

ちと 用事 あり 密 々 の 事。 小 浪を奥 へ ^,^。 

ハ アコ リャく 娘。 用事 あらば 手 を 打た . 

う 奥へ 《" 奥へ と 娘 を 追 ひやり。 合 點のゅ 

かぬ 主人の 顔色と お 側へ 立 寄り。 ほ 先程 

よりお 伺 ひ 申さん と存ぜ し處。 委細つ ぶ 

さに 御 仰せ。 增 下さる べしと 差 寄れば に 

じり^り。 《> 本 藏今此 若 狭 助が 云 す 一 

ーズ  ごん 

言 0 何に よらす 畏り 奉る と 二言と 返さぬ 

ォ い- * 一ん  おん- -i ま 

誓言 聞かう。 ハァ是 はく 改 つた 御詞 C 

畏り 入り 奉る では ござれ ども。 武士の 誓 

言 は。 ならぬ と 云 ふの か。 ィャ 左に あら 

す。 先づ 委細と つくと 承り。 仔細 を 云 は 6 

せ 後で 意 か。 ィャ それ は。 を 背く か。 1 


サァ IH- と。 ハツ はっと はかりに さし ラ 

つむき 了ン 暫く。 詞 なかり しが。 地 胸 を 極 

めて^ 添拔 き。 片手に 刀拔 出し。 てう 

くくと 金 打レ。 * 本藏が 心底 かくの 

通り。 留め も 致さす 他 雷 もせぬ。 先づ思 

召の 一 通りお せきな されす と。 本藏 めが 

ET の赂 に。 落 付く やうに とっくりと 承ら 

ん と相述 ぶる。 ム 、 一通り 語って 聞かせ 

ん此度 管領 足 利 左兵衞 餐直義 公。 鶴 ヶ岡 

造營 故。 此鎌 <af へ 御 下向。 御馳走の 役 は 

塵 冶 判官。 某兩人 承る 所に。 尊氏將 軍よ 

りの 仰せに て。 高 師直を 御 添 人。 萬 事 彼 

が 下知に 任せ 御馳走. S. 上け よ。 年配と い 

ひ 諸事 物 馴れたる 侍と。 御意に 隨ひ 勝に 


6 意地。 その上に て 討って 棄 つる 必す留 せ 中と も。 師直 一人 討って 棄 つれば 1K 下^ 

めるな。 日頃 某 を 短 傲な りと 奥 を 始め 其 の爲。 家の 恥辱に は 代 へられぬ。 必 す 

H  ダ てん  る のし *- むしゃ 

ザが 意見。 幾度 か 胸に とつく と S ダ點 なれ く 短慮 故に 身を果 す若狹 助。 猪武者よ 


乘 つて 日頃の 我儘 十倍 增し。 都の 諸 武士 

並居る 中。 若年の 某 を 見込み 雜言 過言 眞  ，■ 

二つに と 思へ ども。 おおの 仰せ を 悼り。 ども。 無念 重る 武士の 性根。 家の 斷筢奥 狼识 者と。 世の 人口 を 思 ふ 故。 汝に とつ f 

堪忍の 胸 を 押へ し は 幾度。 明日 は 最早 了 

簡 なら や。 御前に 於て 恥 面 か i せる 武士 


が 歎き 。思 はんに て はな けれども。 刀の くと 呢 すと。 思 込んだ る 無念の 淚。 § 

役 ds? 矢ぎ への 恐れ。 *■ 戰場 にて 討死 は ス モア 五臓 を 貧く 思 ひなる。 《■ 横手 を 打つ 蔵 


てしたり く。  S ム、 よう 譯を おっしゃ 

つた。 ょラ御 了簡な された。 この 本 な 

ら 今迄 了簡 はならぬ 所。 ャィ 本藏ナ 、何 

と 云った。 今迄 はよう 了簡した 堪忍した 

と は。 わ りやこの 若 狹助を さみす るか。 

.  ひ ；-ゅ  ひ.； ：！ もて 

^はお 詞 とも 梵ぇ卞 。冬 は 日蔭 夏 は 日 面。 

よけて 通れば 門 中に て。 行逮 の喧哮 口論 

ない と 申す は 町人の 譬。 武士の 家で は： « 

子 Si! 規。 よけて 通せば は うづがない と 申 

すの が本藏 めが 誤り か。 ぉ詞 さみ 致さぬ 

.5! ん *.«  ちいさ： S-Aii* 

心底。 《- 御 驚に 入れん と 御 傍の。 小刀 拔 

くより 早く 書院なる。 召替 草履 かたし 片 

手の 早ね た とつく と 合せ 緣 先の 松の 

片枝卞 つばと 切って 乎ば しかく。  7 シ 精に 

納め。 as サァ 殿。 まつこの 通りに さつば 

りと 遊ばせく。 云 ふに や 及ぶ。 *- 人 や 

H くと あたわに 氣を つけ。 今夜 は 未だ 九 

ッ くったり と 1 休み。 枕 時計の 目 愛し 本 

藏 めが しかけ く 早くく。  《5 ヲ、 聞 人 


れ あって 滿 足せり。 奥に も 逢って 餘 所な く。 地 K 立 しゃんと 縻 しけに- 

がらの 暇 乞。 モウ 逢 はぬ ぞ ょ本藏 《- さら 

ば さらばと 云 捨てて。 奥の 一 間に 入 給 ふ 

おん *> しろ 

7 シ 武士の。 意 氣地は 是非 もな し。 《• 御 後 

影兑5^"り兑送り勝手ロへ走り出で。 ョ本 

蔵が 家来 ども 馬牽け 早くと 云 ふ 間 もな 


庭に e 

名 

^せば。 《- 緣ょ りひら りと 打乘 つて 師 

直が 舘迄 C 綾け ゃ績 けと 乘り 出す。 S 轡 ほ 

とな *- こな，^  . さ -广. >  S 

にす が つて 戶無 瀬小浪 コ レ く何處 へ 0  S 

始終の 樣子は 聞きました 年に こそ よれ 本 

藏殿。 主人に 御意 見 も 申さす。 合點 ゆか 


ぬ 留めます と。 堆 母と 娘が ぶら.^^^.^ 

fl にす がり 留 むれば。 舅 ャァこ 差 出た。 

主人のお 命お 家の ため 思 ふ 故に この 時 

宜。 必中 この 事 殿へ 御沙汰 致すな。 お 耳 

へ 入ったら 娘 は勘當 C 戶無瀨 は 夫婦の 掾 

を 切る。 * 家来 共 道に て 諸事 を 云 付けん。 

そこ 退け 兩人 ィャ くく。 シャ 面倒な 

fctA はな  あて. >  I 

と镫の 端。 ー當 はっしと 當 てられて う 

モ 

ん とば. J> りに のつ けに 反る を 見向き もせ 

i?: むり. e つ ii  > 

チ。 家來檨 けと 馬 煙 追 立て 打 立て 力足。 

^みたてて こそ 三重へ かけり 行く 

第 三 

a 足 利 左兵衞 督直義 公。 關 八州の 管領と 

新に 建てし 裨 殿の 結構。 大名 小名 美麗 を 

飾る 晴 装束。 鎌 倉 山の 星月夜と 袖 を 列ぬ 

る 御馳走に。 お 能役者 は 裏門 口。 表 御門 

さやく じん おん fe てな し  0| き ーゾ 

はお 客人 御 饗應の 役人 衆。 正七ッ 時の 御 

ま戎 7 シ 武家の 威光 ぞ 輝きけ る。 *- 西の 御 


鬥の 見附の 方。 ハイく  くと いかめし 

く。 提燈 照らし 入が る は。 武 藏守師 直。 

權威を あら はす 鼻高々。 花色 模様の 大紋 

t ク ん t て a! ぼし  I 

に。 胸に 我慢の 立 烏 精子。 家来 共 を 役所 

役所に 淺し 置き。 下部 僅に 先を拂 はせ * 

の 威光の 召お ろし。 鶴の 眞似 ずる 鴛坂伴 


な，， か ti ひ 5  こんじち 

內。 肩臂 いからし 申しお 旦那。 《s 今日の 

つ ん |> もて 

御前 表 も 上首尾 * 々 々。 鹽 冶で 候の。 ィ 

ャ桃 井で 候のと。 日頃 はと つばさつ ぱと g 

どし めけ ど。 行儀作法 は狗 を。 屋根へ 上 u 

けた ゃラ でさり と はく 腹の 皮 ィャそ ^ 

れ にっき かね- 5-- 鹽 冶が 妻領世 御前。 未 g 


だ 殿へ 御 返事 致さぬ 由。 ぉ氣に はさ へら 

れ な。 器量 はよ けれど； 3^ か 叶 はぬ、) 何の 

鹽冶 づれ と。 常時 SS 頭の. g 直 様と。 ャィ 

咼に 口き くな。 主 ある 額 世。 度々 

歌の 師範に 事寄せ。 口 けど も 今に 叶 は 

ぬ。 即ち 彼が 召使 かると いふ 膝元 新參と 

聞き。 彼奴 を こま づけ 賴んで 見ん。 さて 

まだと りえが ある C 額 世が 誠に 否 ならば。 

夫鹽 冶に 仔細 をぐ わらり と 打明ける。 所 

を 云 はぬ は樂 と。 《- 四 足 門の 片陰に 主從 

點ー k 話し合 ふ フシ 折 も あれ。 に 格へ 

し 侍 あわた. しく 走 出で" 3 我々 兑 付の 

お 膝 掛に控 へし 所へ。 桃 井 4* 狹助 家来 加 

古川 本 蔵。 師 E 様へ S にお 目に か 、らん 

ため。 早馬に てお 屋敷へ 參 つたれ ども 早 

御 登城。 是非 御意 得 奉らん と 家來も 大勢 

召 連れた る體。 《- 如何 計ら ひ 申さん やと 

聞く より 伴內 騒ぎ 出し。 H 今日 御用の あ 

ろ 師直樣 へ。 直に 封 面と は推參 なり。 * 


談と 走行く を。 声 待てく 伴 內仔紬 

は 知れた。 一 昨日 鶴 ヶ岡に ての 意趣 晴し。 

我が 手 を 出さ 卞本藏 めに 云 付け。 この 師 

直が 威光の 鼻 を ひしがん ため。 ハ、、 、 

伴內 ぬかるな 《- 七ッに はま だ 問 も あら 

ん。 是へ呼 出せ 仕舞うて くれん。 成程 成 

程 家来 ども 氣を 配れと。 主從 刀の 目釘 を 

濕し 。手ぐ すね 引いて フシ 待ち かけ 居る 0 

堆詞に 從ひ加 古川 本藏。 衣紋 繕 ひ $"ん 々と 

打 通り。 下部に 持たせし 進物 ども。 師直 

が 目通りに 並べさせ フシ 遙か 下って 畏 り。 

0 ハァ 憚りながら 師直 様へ 申 上け 奉る。 

この度 主人 若 狹助" 尊氏將 軍より 御大 役 

めんぼく 

仰 付けられ 下さる 段 武士の 面目 身に 餘る 

幸； 1。 若 is! の若狹 助。 何の 作法 も覺 束な 

く。 如何 あらんと 存 する 所に。 師直様 萬 

事 御 師範 遊ばされ。 諸事 をお 引 廻し 下さ 

れ候 故。 首尾よく 御用 相 勤む る も 全く 主 

とりなし 

人が 手柄に あらす 。皆師 直 様のお 執 成と。 


主人 を 始め 奥方 一 家中。 我々 迄 も 大慶 こ 假 

名 

の 上 や へき。 さるに よって 近 些少の 

本 

至りに 候へ ども。 右 SS ため 一 家中よ § 

りの 贈り物。 お受け 遊ばされ 下さらば。 蔵 

生前の 面目 一 入 願 ひ 奉る。 《" 則ち 目錄ぉ 

取次と 伴 內に差 出せば 不思議 さう に そつ 

と 取り 押 開き。 錄了ソ 卷物卅 本 黄金 

卅枚 若狹助 奥方。 一 ッ 黄金 廿枚 家老 加 古 . 

おなじ  ん. 2 'しら  さむら ひち 5 

川 本藏。 同 十 枚 番頭 同 十 枚 侍 中。 a 右の 

通りと 讀上 ぐれば。 師直は あいた 口 塞が 

れ もせ 卞 うっとりと 。主 從顏を 見合せ て。 

氣拔 けの やうに きょろ りつと。 祭の 延び 

た 六月の 晦日 兒 るが 如くに て。 フシ 手 持 

無沙汰に 見えに ける。 《- 俄に 詞 改めて。 

是 はくく 痛み入つ たる 仕 合。 伴內 

こり やどう した もの。 ハテ さて- (-»。 ハ 

ァぉ辭 儀 申さば お 志 背く とい ひ。 第 一 は 

大きな 無禮。 ェ 、式 作法 を敎 ゆる も。 こ 恥 

んな 折に はとん と 困る ナ -I 物ぢ やわ。 ィ 1 


蔵臣忠 本手 名假 


ャ ハ ャ本藏 殿。 何の 師範 致す 程の 事 もな 

いが。 とかく マ ァ若狹 助 殿 は 器用 者。 師 

範の 拙者 及ばぬ く。 コリ ャ伴內 進物 ど 

も 皆 取 納め。 ェ 、 不行儀な。 途中で お茶 

さへ 得 進ぜぬ と。 埔 手の 裏返す 挨按に 本 

蔵が 胸算用 してや つたり と猶 も 手 をつ 

き。 as 最早 七ッの 刻限 はやお 暇。 殊に 今日 

はな ほ晴 のお 座敷。 いよく 主人の 儀お 

引 廻し 頓み存 やる と。 增 立たん とする 袂 

を 控へ。 K ハテ えいわい の。 貴殿 も 今日 

のお 座敷の 座 次。 拜 見なされ ぬか。 ィャ 

陪臣の 某 御前の 恐れ。 大事な い 大事な い。 

この 師 直が 同道す るに。 誰が くつと も 云 

ふ 者ない。 殊に 叉 若 狹助殿 も。 何 ぞれか 

ぞれ 小用の ある もの。 平にく と勸 めら 

れ。 《■ 然 らばお 供 仕らん。 a: 御意 を 背く 

は 却って 無 禮。 # 先づぉ 先へ と 行く につ 

き。 金で 面接る 算用に。 主人の 命 も 買 5 

て 取る。 二 一  天 作 算盤の。 析を 遠へ ね 白 


2^。 忠義 忠臣 忠孝の。 道 は 一 筋眞 直に フシ 

打 連れ 御 門に 入りに ける。 ハル フシ 程 も あ 

ら さす 入来る は。 鹽冶 判官 高定。 是も家 

來を淺 し 置き。 乘物 道に 立てさせ。 譜代 

の 侍 早 野 勘 平。 朽葉 小紋の 新 袴。 ざ は 

く ざ はっく 御鬥 前。 鹽冶 判官 高定登 

城な りと 音な ひける。 門番 罷り出で。 先 

程 桃井樣 御城 登 遊ばされ 御 尋ね" 唯今 又 

師直 様御趑 にて 御 尋ね。 早 御 入と 相述ぶ 

る。 ナ 一 1 勘 平 最早 皆々 御 入と や。 き 返な 

、はりし 续 念と。 勘 平 一人お 供に て フシ 御 

前へ こそ は 急ぎ 行く。  * 奥の 御殿 は御馳 

走の。 地 k の聲播 磨？^  高 砂の 浦に 着 

きに けりく。 ナホ ス增謠 ふ 摩々 門外へ。 

ハル フシ 風が 持て 来る 柳 かけ。 その 柳より 

風俗 は C まけぬ 所體 の。 小 ォクリ 十八 九 松 

の。 綠の細 屑 も 堅い 屋敷に 物 馴れし。 奇 

特^ 子の 後帶 C 供の 奴が 提燈は フシ 鹽冶 

が 家の 紋所。 * 御門 前に 立 休ら ひ。 詞コ 


レ奴 殿。 やがてもう 夜 も 明ける。 こなた 2 

衆 は 門 內へは 叶 はぬ" こ. * から 注んで 休 

んで やと。 *- 詞に從 ひ ナイく と。 フシ 供 

の 下部 は歸 りけ る。 a 內を顯 いて 勘 平 殿 

は 何して、； て。 どうぞ 逢 ひたい 用が あると。 

見廻す 折から 後 影。 ちらと 見附け。 詞ぉ 

かるち やない か。 勤 平さん 逢 ひたかった 

や f 

にょう こそ，/^。 ム、 合點の ゆかぬ 夜中 

とい ひ 。供 もも 連れ 卞只 一 人。 さいな あ。 

こ、 迄 送りし 供の 奴 は 先へ 返した。 わし 

一 人殘 りし は。 奥様から のお 使。 どう. ぞ 

勘 平に 逢うて この 文筘。 判宫樣 のお 手に 

渡し。 お 慮外ながら この 返耿 をお 前のお 

乎から 直に 師. 直 様へ。 お渡しな され 下さ 

り ませと 俾 へよ。 然しお 取 込の 中間 違 ふ 

まい 物で なし。 マァ今 (付 はよ しにせう と 

のお 詞。 # 私 はお is に 逢 ひたい み。 3： 

のこの 歌の 一 首 や 二 首。 お届けな さる、 

程の 間の ない 事 は あるまい と。 つい 一 走 


りに 走って 来た。 フシ ァ、 しんど やと 吐 

い，  ふぼ こ 

I つく。  S 然 らば この 文箱 旦那の 手から 

師直 様へ 渡せば よ いぢ やまで * どり や 渡 

して 来う 待って 居い と 云 ふ 中に 門內ょ 

り。 S 勘 平々 々 々 々判官 様が 召します る。 

勘 平々々。 ハイく 只今 それへ。 * ェ、 

忙しない と 了 》袖扳 切って 行く 後へ。 き 2g 

む 足つ き 35! 坂 伴 内。 a 何とお かる 戀の 

智惠は 又 格別。 勘 平め とせ i くって るる 

所 を。 勘 平々々 旦那が お召しと 呼んだ は 

きつい かく。 師 がそ もじに 輯 みた 

い 事が あると おっしゃる。 我等 は そ さま 

にたった 一度。 * 君よ 君よ と 抱 附くを 突 

•  飛ばし。 《s コレ みだらな 事 を 遊ばすな 式 

S: 法のお 家に 居ながら 狼藉 千 萬。 あた 無 

作法な あた 不行儀と" 埯突退 くれば それ 

は 情な い。 くらがり 扮れに つ いちょ こ 

くと。 乎 を 取り 爭 ふその 中に。 a 伴， 2： 

樣伴內 樣師直 様の 御用。 伴內樣 伴- 2： 様 


と。 增 お 二人が うろく 眼 玉で 是 はした 

り 伴 內樣。 S 最前から 師直樣 がお 尋 {J。 

式 作法のお 家に 居ながら。 女 を 捕へ あた 

不行儀な： あた 無作法と。 * 下部が 口々。 

ェ 、同じ や  <フ に 何ぬ かすと。 7 シ面 ふくら 

して 連立ち 行く。  《. 勘 平 後 へ 人 代り C  何 

と 今の 勵き 見た か。 伴內 めが 一 杯 食うて 

往せ をった。 俺が 来て 旦那が 呼ばし やる 

と 云 ふと 0 おけ 古いと ぬかす が 面 街 さに。 

お 共に 酒 飲ませ 。古いと 云 はさぬ この 術。 

ハ、、 、 、まんまと 首尾 はしお ふせた 0 

サァ その 首尾 序にな。 *- ちょっと^,, \ と 

手 を 取れば。 8 ハテ さて はすんだ マ， ァ待 

ちゃい の。 何 云 はんす やら。 何の 待つ 事 

が ある ぞいな。 もう やがて *1 が 明ける わ 

いな。 非に くに 是非な くも 下地 は 

好きな り 御意 はよ し。 1E それでも こ 

人の 出入" 雉 奥 は^の 聲高 砂。 *_^が根に 

つて 膝 を 摩れば ナ * ス S ァノ謠 で 思 付い 


た。 *- ィザ 腰掛で と 手 を 引合 ひ 打 連れて 假 

p?^.7  お がくや  しらべ  I 

行く。  * 脇能 過ぎて 御樂屋に鼓 の 調 太鼓 

の 音。 1K 下 泰平 繁昌^ 壽祝 ふ直義 公。 御 

機嫌 フシな. * めなら ざり ける。 *> 若 狭 S は 蔵 

かねて 待つ 師直遲 しと 御殿の 內。 奥を戰 

ふ 長 袴の 紐 締めく V り氣 配し， - おのれ 師 

直眞 二つと 刀の 鯉口 息をつめ。 7 シ 待つ 

とも 知らぬ *- 師 直主從 遠目に 見付け。 0 

是 はく 若狹助 殿。 さてく お 早い 御 登 

城。 ィャ ハヤ i« 折りました。 我等 閉口 

閉口。 ィャ 閉口 序に 貴殿に 言譯 致し。 お 

申す 事が あると。 *P 兩腰 くわら りと 投 

5： し。 若 狭 助 殿。 改めて 申さねば なら 

ぬ 一 通。 いつぞや 鶴 ヶ岡で。 拙者より 申 

した 過言。 ヲ 、 お腹が 立った であらう 尤 

ぢゃ。 がそ こ をお 詫び。 その 時 はどう や 

らした 詞の 間違で つい 申した。 我ら 一 生 

の 粗忽。 武士が コ レ 手 を さけ ろ眞平 々 々 。 

假令 貴殿が 物 馴れたお 人な りやこ そ。 外 1 


外の 狼^者で 兑 さっし やれ。 この 師直眞 

二つ こ はや. あり やう は その 節 貴殿 

め 後 影 C 手 を 合して 拜 みました ァハ 、 、。 

ァ 、年寄る とやく たい/ \c 年に 免じて 

掷 免々々。 是 さく 武士が 刀を投 出し手 

を 合す。 是 程に 申す の を 聞 入れぬ 貴公で 

もない わさ。 とかく 幾重に も 誤りく。 

伴內 共々 に。 *- お詫く と。 おが 云 はす 

つ. Q しょ. A  fc-s 

る 追 從とは 夢にも 知らぬ 若狹 助。 力みし 

院も 拍子 拔け。 今更 拔 くに 拔 かれ もせ や。 

i が 合せし 刀の手前 差 俯向きし 思案 顏。 

"れ ぎの 蔭に は 本 蔵が。 瞬 もせす。 了ン 守 

り 居ろ。 K ナ I 一伴 內 この 镜冶 はな ぜ遲 い。 

若狹助 殿と はき つ ぃ逮ひ 扨々 不行儀 者。 

つ らだ  し 5 

今に 於いて 面 出しせ ね。 主が 主 なれば 家 

老で 候と て。 諸事に 細心の つく 扠が 一 人 

もない。 いざく 若狹 殿御 前へ お供 致 そ。 

サァ お立ちな され。 サ アサ サァ師 直め あ 

やまって をる ぞ。 コリ ャ爱な Is 粹 め。 


粹樣 め。 ィャ 若狹助 最前から。 ちと 心惡 

うござる。 マァ 先へ。 何とした く 腹痛 

か。 コ レサ 伴- s: お 背中 をお 背中 を。 ぉ藥 

進 じょ かな。 ィャ それ 程に も ござら 

ぬ。 然 らば 少しの- s: ぉ寬 ぎ。 御前の 首尾 

は 我等が よい やうに 申し 上ぐ る。 伴內ー 

間 へ 御供 申せと 《■ 主從寄 つてお 手車に 迷 

惑ながら 若狹 助。 是 はと 思へ ど 是非な く 

も 奥の 一 間へ 入りければ。 ァ 、もう 樂ぢ 

やと。 本藏 は。 天 を拜し 地を拜 し。 7 シぉ 

次の間に 控へ 居る。 《- 程 も あらさす 墜冶 

判官。 御前へ 通る 長 廊下 師直呼 掛け 遲し 

墨し。 詞：^ と 心得て ござる。 今日は 正 七 

ッ 時と。 先刻から 申 渡した ではない か。 

成程 遲な はりし は 不調法 さりながら。 御 

前へ 出る はま だ 問 も あらんと。 * 抉より 

で ま 取 出し。 ！ S 最前 手前の 家来が。 貴公 

へお 渡し 申し くれよ。 則ち 奥 顔 世 方より 

參 りしと。 * 渡せば 受取り 成程々 々。BC ィ 


モニ. b と -ノ たいは S  二. * ろが け  3 

ャ其 許の 御 內方は 扨々 心懸 がござる わ C  W 

乎 前が 和歌の 道に 心 を 寄す る を 聞き。 添 

削を賴 むと ある。 定めて その 事な らん 

と押披 き。 さなき だに。 重きが 上の さ 

よ 衣。 我がつ まならぬ つまな 重ね そ。 ハ 

ァ是は 新 古今の 歌。 この 古歌に 添削と は 

ム、。 《- ム、 と 思案の 中。 我が 戀 のかな 

はぬ 験。 扨 は 夫に 打明けし と 思 ふ 怒 を さ 

あらぬ 顔。 SS 判官 殿。 この 歌御覽 じたで 

ござらう。 ィャ 只今 見ました。 ム、 手前 

が讀 むの を。 丁、 肯 殿の 奥方 はきつ ぃ貞 

女で ござる。 ちょっと 遣 はさる. -wiw が Bp^ 

ぢ や。 つまなら ぬつ まな 重ね そ。 ァ、 貞 

女々々。 ァ其許 は あやかり 者。 登城 も遲 

な はる 害の 事。 家にば かりへば り 着いて 

ござろ によって。 御前の 方 はお 構 ひない I 

Vv ふごん くわなん  ^ 

ぢ やと。 *p あてこする 雜言 過言。 あちら お 

の 喧嘩の 間遠と は。 判官 更にん" 點 ゆか ^ 

す 0 むっとせ しが 押 め。 a ハ、、 、 、 • 
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是はく師直殿には御酒^^嫌か" 御消參 

つたの。 ィ ヤ^ 時飮 ました。 御酒 ド され 

て も 飲まないでも。 勤む る 所 はきつ と 勤 

むる。 貴公 はな ぜ迎 かった の。 御：.^ 參っ 

たか。 ィ ャ 家に へ ばり ついて ご ざった 

か。 貴殿より 若狹助 殿ァ、 格 S 勤められ 

ます。 ィャ又 其 許の 奥方 は 負 女と いひ。 

御 器量と 申し。 手^!§は見事。 御^！：慢なさ 

れ。 むっとな されな 噴で はない わさ。 今 

日 御前に はお 取 込。 手前 とても 同然。 そ 

5*0 はなけ 

の 中へ 募 毛ら しい。 ィャ是 は 手前が 奥が 

歌で ござる。 それ 程 isr か 大切なら 御 出仕 

無用。 總 5^ 貴様の やうな。 家にば かり 

る 者 を。 井の 断ぢ やとい ふ譬が ある。 聞 

いてお かっしゃれ。 かの 跗 めが 僅か 三尺 

か 四 尺に 井の 中 を。 JK にも 地に もない や 

うに 思うて。 不斷外 を 見る 事がない。 所 

にかの 井が へ の 釣瓶に ついて 上ります。 

それ を 川へ 放して やる と。 が內 に.^ か 


り 居る 奴ぢ やによ つて 。喜んで^ を 失 ひ。 

橋杭で 晷を 打って。 即座にび り/、 く 

くと 死にます。 贵樣も 丁度 鮒と 同じ 事 

ハ ゝ、、 、！ P フシと 出 放!^。  *- 判官 腹に 据 

ゑ かね。 SS, ) りやこな た狂氣 め さ つ たか。 

ィャ氣 が 狂うた か師 直。 シャ 此奴。 武士 

を捉へ て 氣逮と は。 出頭 第 一 の 高^ 直。 

ム 、すり や 今の 惡言は 本性よ な。 くどい 

-(^。 又 本性なら ど- フ する。 *- ヲ 、 かう 

すると 拔 討に。 眞 向に 切 付ける 眉間の 大 

偽。 & はと 沈む 身の 翻し。 烏 W 子の iki 1 

つに 切れ。 又 切り かける を拔 けつ 潜りつ 

逃け 廻る 折 ものれ。 お 次に 控 へし 本藏走 

出て 押 留め。 コ レ 判官 榇御 短慮と。 增抱 

きとむ る 其 に師直 は。 を さして こけ 

っ鞟 びつ 逃げ 行けば。 おのれ 師直眞 二つ。 

放せ 本藏 放し やれと せり 合 ふ 中。 舘も俄 

に 騒 出し。 家中の 諸 武士 大名 小名。 押へ 

て 刀 もぎ 取る やら。 師直を 介抱 やら 上 を 


下へ と。 一 立 騒ぐ。 均 表 御門 裏 御門。 

兩方 打ちた る 舘の騷 動 提灯 ひら めく 大騷 

ぎ。 早 野 勘 平う ろく 眼 走り^って 裏 i: 

鬥。 碎 けよ 破れよ と 打 叩き 大昔 上け。 

3 镜冶 判官の 御 內早野 勘 平 主人の 安否 心 

許な しこ-. 開けて たべ 堆早 くくと フシ 呼 

ば はったり 。地 鬥內 よりも 整髙々 C  „s 御用 

あらば 表 へ 廻れ こ X は 裏鬥。 成程 裏門が 口 

てん  か t'5 ぉほビ いはや、， t  •  » 

點。 表 御門 は 家中の 大勢 早馬に て 寄付 か 

れす。 喧哮の 樣子は 何と 何と。 喧哮の 次 

第 相濟ん だ。 出頭の 師直樣 へ 慮外 致せし 

科に よって。 a 冶 判官 は 閉鬥仰 付けられ。 

網乘 物に て たった今 *■ 歸られ しと SS くよ 

りハァ 南無 三寶。 お 屋敷へ と 走り か i つ 

てィャ くく。 閉門なら ば 館へ は猶歸 

られ じと 行きつ。 展 りつ 思案 最中。 膝元 

おかる 道に て はぐれ ャァ勘 平 殿。 様子 

は殘 ら卞 聞きました。 《- こり や 何とし よ 

うどうせ うと。 KM テ取 付き。 歎く を 取つ 
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て 突 退け。 、めろ くと ほえ 面。 コ 

リャ勘 平が 武士 は廢 つたわ やい。 *- もう 

是 迄と 刀の 柄コレ 待って 下され。 こり 

やうろ たへ て か 勘 平 殿。 ヲ 、うろた へた。 

これが うろた へす に 居られよ うか。 主人 

1 所 懸命の 場に も 在り 合さす 剩へ。 囚人 

同然の 網乘 物お 屋敷 は 閉門。 その 家来 は 

色に 耽りお 供に 外れし と 人中へ。 兩腰差 

して 出られう か爱を 放せ マ 、 、 、待って 

ミろ II  / お 

下さん せ。 尤ぢゃ 道理. ちゃが 0 その 狼识武 

t  みんな わし 

士には 誰が した。 皆 私が 心から 死ぬ る 道 

ならお 前より 私が 先 へ 死なねば ならぬ。 

ii  S むら ひ * ほ 

今お 前が 死んだら ば 誰が 侍ぢ やと 褒め ま 

わ 仁し おゆ V-Ai 

する。 爱 をと つくりと 聞 分けて 私が 親里 

IJ  k さ** か k  t 

へ 一先 づ來て 下さん せ。 父 樣も母 樣も在 

所で こそ あれ 賴 もしい 人。 もうかう なつ 

た 因果 ぢ やと 思、 三し 女房の 云 ふ 事 も。 聞 

いて 下され 勘 平 殿と ス モア わつ とば かり 

に 。泣き沈む。 》■ さ うぢ や 尤も そら は新參 


なれば 委細の 事 はえ 知るまい。 お 家の 執 

權大星 由 良 之 助 殿。 まだ 本國 より 歸られ 

す。 SI 國を 待って お詫 せん。 サァ *- 一時 

なりと も 急がん と 身 持へ する 所へ。 *> 鷺 

坂 伴 內家來 引 連れ 新 出て。 S ノリ ャァ勘 平 

うぬが 主人 判官 師直樣 へ 慮外 を 働き。 か 

すり 傷 負 はせ し 科に よつ て 屋敷 は 閉門。 

追 付 首が 飛ぶ は 知れた 事。 サァ腕 廻せ。 

* 連歸 つてな ぶり 切り 覺悟 ひろ ゆと ひし 

めけば 0  SS  ノリ ャァ よい 所へ 覺坂 伴內。 

は  ほそ .S3;* か 

1 羽で 食 足らね ど。 勘 平が 婉の紬 葱。 料 

あん. ？ 

理 鑾 梅 <s うて 見よ。 # ィャ 物な 云 はせ そ 

家来 ども 畏 つたと 兩 方より。 捕った とか 

かる を まっかせ とかいく 1* り。 兩 手に 兩 

腕 拾 上け はっし。 フシ はっしと 敏 返せ， よ。 

«• 代って 切 込む 切 先 を 刀の 鞘に て 丁ど受 

け。 廻って 來るを 絵と 栴 にて 仰向に そら 

し。 四 人 一 所に 切り か i る を 右と 左 へ 一 

でん. y く かへ 

時に。 田樂 返しにば たくく と 打据ゑ 


られ。 皆 散々 に 行く 後へ。 伴內 いらって g 

切り かく る 引： しそ つ 首 握り。 大， 地 へ 

どう どもん どり 打た せし つかと 踏寸 ひ。 

JS サァ どうしょうと 此方の 儘。 突かう か 

切らう か *- なぶり 殺しと 振 上-ぐる 刀に す 

がって。 a コレく 其奴 殺す とお 詫の 邪 

魔。 * もラ よい わい のと 留める 間に 足の 

下 をば こそくと o% に 尾の ない 驚 坂 は。 

命から ぐ 逃 ゆて 行く。  *- ヱ、 殘 念々々 

さりながら 0 彼奴 を ばらさば 不忠の 不忠。 

1 先づ 夫婦が 身 を 隠し 時節 を。 待って 願 

うて 見ん。 最早 明六ッ 東が 白む 横雲に 姆 

からす  A を とづれ 

を 離れ 飛ぶ 鴇。 かはいく の 女 夫 連 道 は。 

急け ど 後へ引く。 主人の 安否 如何 ぞと案 

じ。 行く こそ。 一一 s< ^浮世 なれ 

第 四 

»- 鹽冶 判官 閉居に よ つて 扇 ケ 谷の 上屋 

敷。 大竹 にて 門戸 を 閉ぢ。 家中の 外 は 出 


入 を 留め c フシ 車嚴 重に 見えに ける o ハル 7 シ 

か I- る 折に も。 花やかに 小 ォクリ 奥 は。 捐 

く 女中の 遊び。 御 臺所顔 世 御前。 お g に 

は大星 カ彌。 殿のぉ氣をs^£'んとo  な 

山の 八重 九重 色々 樓 C 花 籤に。 ぽ けらる 

る 花よりも。 7. ン 生ける 人 こそ 花 紅獎。 

柳の 間の 廊下 を傳ひ 諸士顯 涼. 鄉右衞 門。 

後に 按 いて 斧 九 太夫。 《«是 はく カ彌殿 

早い 御 出仕。 ィャ某 も國 許より 親 どもが 

參る 迄。 畫^ 相 詰め 罷 在る。 *■ それ は, 

奇特 千 *S と鄉 右衛門 兩手 をつ 4%  S 今日 

殿の 御機嫌 は。 如 i お渡り 遊ばさる i と。 

* 申 上 ぐれば 額 世 御前。 a ヲ、 一 一人と も 

大 依々々。 この度 は 判官 樣ぉ氣 詰りに 思 

召し。 お 失 例 も 出ようかと 案じた と は 格 

刖。 明暮 築山の 花盛り 御覧 じて。 御機嫌 

のよ いお 額 はせ〕 * それ故に 自も お慰み 

に 差 上け うと。 名 あろ 樓を取 寄せて 見や 

U な- しら  い r  Hi 

る 通りの 花 ：！^ へ。 ぉァ、 如佝樣 にも 仰の 


通り。 花 は 開く もの なれば 御門 も 開き。 

閉門 をお 赦 さる i 吉事の 御 趣向。 拙者 も 

何が なと 存 やれ ど" かやうな 事の 思 付 は。 

不調法なる is^ 衞門。 ャァ 肝心の 事 申 上 

けん。 今日 御上 使のお 出と 承りし が。 定 

めて 殿の 御 閉門 を御赦 さる.^ 御上 使な 

らん。 佝と九 太夫 殿。 さう は 思 召されぬ 

か。 ハ、、 、コ レ 右衛門 殿。 この 花と 

いふ もの も。 當分 人の 目 を 喜ばす ばかり。 

風が 吹けば 散り 失せる。 こなたの 詞 もま 

つ その 如く。 人の 心 を 喜ばさ 5 とて。 武 

士に 似合ぬ。 ぬらり くらり と 後から はけ 

る 正 月 詞。 何故と 云 やれ。 この度 殿の 

おん もて；； */- 

御 越度 は。 蹇應の 御 役儀 を 蒙りながら。 

執事た る 人に 手 を 負 ふせ 館 を 騒がせ し 

科。 輕 5 て 流罪" 重うて 切腹。 自 體 又師 

直 公に" 敏對は 殿の 御 不党と。 きも 

あへ す！^ 右衛門。 S 扨 は 其方 殿の 流罪 切 

腹 を 繭 はる- "か。 ィャ願 ひ は 致さね ど訶 


を 飾ら ゃ眞 S を 申す の-ちゃ。 もとはと 云 

へば 右衞門 殿。 こなたの 吝啬し はさ か f 

ら 起った 事。 金銀 を もって 面を撲 りめ さ 51 

るれば 。かやうな 事 は出來 申さぬ とつ 增已 蔵 

が 心に 引當 てて。 欲 面 打消す ^右衛門" 

0 人に 媚び 詔 ふ は 侍で はない 武士で ない 

なう カ彌 殿。 *- 何と さ- T では あるまい か 

と。 詞の角 をな だむ る 御 臺。 二人ともに . 

爭ひ 無用。 S この度 夫の 御難 儀な さる。 

元の 起り はこの 顔 世。 いつぞや 鶴 ヶ岡で 

饗應の 折 柄。 道 知らす の師 直。 主の ある 

自に無 體な戀 をい ひかけ。 樣 *f と ロ說き 

しが。 恥 を與へ 懲りさ せんと。 1: 官榇に 

も 知ら さす-" 歌の 點に 事よ せ。 さよ 衣 

の 歌 を 書き 恥ぢ しめて やつ たれば。 ョ戀 

のかな はぬ 意趣ば らしに 判官 様に 惡ロ。 

元 來短氣 なお 生附。 え 堪忍な されぬ は 

お 道理でない かいのと C 語り 給へば 梅 右 ^ 

おんいき/ >,a り  ^ 

衛門 カ彌も 共に 御主 の。 愤 を 察し 
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しんぐれ やれ もて  >  I 

人り。 了ン心 外 面に あら はせ り： 增早 御 

上使の 御 出と 玄關廣 間 ひしめ： i ば。 奥へ 

かくと 通じさせ。 御 臺所も 座 を 下り 三人 

出迎ふ i もな く。 人 来ろ 上使 は 石 堂 右 馬 

之丞。 師 直が 眤近藥 師寺次 郞左衞 門。 役 

目なら ば 罷り通る と會釋 もな く 上座に つ 

けば。 一 間の 內 より 甕 冶 判官し づ^, \» と 

立 出で。 ；ss 是 はく 御上 使と あって 石 堂 

殿御 苦勞千 萬。 ま づぉ盃 の 用意せ よ。 《- 

辨 上使の 趣 承り。 いづれ もと 一 默 酌み。 

積 欝 を はらし 申さん。 ぉヲ、 それよう ご 

ざろ。 藥師寺 もお 相 致さう 3 したが 上意 

を閒 かれたら 洞 も 咽へ 通るまい と。 增嘲 

k へば 右 馬 之丞。 お 我々 今 B。 上使に 立 

つたる 趣。 具に 承知せられ よと。 a 懍中 

より 御 書取 出し。 押 開けば 判官 もス モア 席 

を。 改め 承る その 文 首。 この度 逢 冶 判官 

髙定。 私の 宿意 を 以て 執 高 師直を m 傷 

に 及び。 舘を 騒がせし 科に よつ で。 國 i. 


ぼつし.,' 

を沒收 し。 切腹 申 付く る ものな り。 W 聞 

くより はっと 驚く 御臺" 並居る 諸 士も顏 

兒<^ロせフシぁきれはてたるばかりなり0  a- 

判官 動 やや 氣色 もな く。 御上 意の 趣 委細 

承知 仕る。 K 扨是 から は 各の 御苦勞 休め 

に。 打寬 いで 御酒 一 つ。 コ レ 判官 だ 

まり 召され。 其方が 今度の 科 は。 縛り首 

にも 及ぶべき 處。 お 上の 慈悲 を もって。 

切腹 仰 付けら る、 を 有難く 思 ひ。 早速 用 

意 もすべき 害 殊に 以て 切腹に は定 つた 法 

の ある もの。 それに 何ぞ や。 當世樣 の 長 

MO ぞべ らくと しらる、 は 0 洒與か 

但し.^ 迷うた か。 ；^上使に立ったる石堂 

殿。 この 藥師 寺へ 不作法と。 きめつ くれ 

ばに つ こと 笑 ひ。 き〕 の 判官 酒興 もせ ャ 

血迷 ひもせ ぬ。 今日 上使と 聞く よりも。 

かく あらんと 期した る 故。 豫 ての 覺悟見 

すべし と。 《• 大小；^ 綠 を^ぎ す つれば。 

下に は 用意の 白 小袖 無紋の 上 下 死 装束。 


皆々 是 はと 驚けば。 藥師寺 は 言 句 も 93 で 

や。 7 シ顔 ふくらして 閉口す。 地 右 馬之丞 

さし 寄って。 《s 御 心底 察し 入る。 即ち 拙 

者檢 使の 役。 心靜 に御覺 悟。 ァ御 親切 忝 

し。 ^傷に 及びし より。 かく あらんと は 

豫 ての 覺悟。 恨む らく は舘 にて。 加 古川 

本 藏に抱 留められ。 》- 師直を 討 洩らし 無 

念 骨 髓に徹 つて 忘れが たし。 „ ^湊川 にて 

楠 正 成。 最期の 一 念に よって 生 を 引く と 

云 ひし 如く。 生き か はり 死に か はり。 IS 

憤 を はらさん と。 せ 怒の 聲と 諸共に。 お 

次の 襖 打 叩き。 詞 一 家中の 者 ども。 殿の 

御^生に 御 尊顔 を拜 したき 願。 御前へ 推 

參 致さん や。 鄉 右衛門 殿お 取次と。 《- 家 

中の 聲 々聞 ゆれば。 鄉右衛 門 御前に 向 ひ。 

a 如何 はから ひ 候 はん。 フゥ尤 なろ 願な 

れ ども。 由 良 之 助が 參る迄 無用く。  ^ 

はっとば かりに 一間に 向 ひ 0  S 聞かる It 

通りの 御意 なれば。 一人 も 叶 はぬ く 


«- 諸士は 返す もな く 一  問 も ひつ そと。 

，シ しづ まりけ る。 *- カ彌 it 意 をう けた ま 

はり。 かねて £ 意の 腹切 刀 御前に 直 すれ 

ば。 心靜に«^衣^^りのけ座をくっろけ*" 

_H コ レ^,^ 御檢 使。 御 見届け 下さる ，へし 

と。 《■ 三方 引 寄せ 九寸五分 押 戴き。 PR 

彌 カ彌。 ハ ァ。 由 良 之 助 は。 未だ 參上仕 

り ませぬ。 フゥ C ェ 、存生に 對 面せで 殘 

念。 ハ テ！ り 多 やな。 是非に 及ばぬ 是迄 

と。 增刀 逆手に 取 直し。 弓手に 突立て 引 

邇 す。 御臺 二目と 見 もやら や 口に 稱名 01 

に淚。 廊下の 換 開き 紐 込む 大星. W 良 之 

助。 主君の 有樣兑 るよりも。 はっとば か 

せん ざ  >  や ざ 4* 

りに どうと 伏す。 後に いて 千 崎 矢 間， - 

その外の 一家 中 フシば らくと！^ 入った 

り。 K ャレ由 良 之 助 待 兼ねた わ やい。 ハ 

ァ御 存生の 御 尊顔 を拜 し。 身に 取って 何 

程 か。 ヲ 、我 も滿 足々 々。 定めて 仔細 開， 

いたで あろ。 ヱ 、無念 口惜し いわや、 IO 


委铀 承知 仕る。 この 期に 及び。 申 上ぐ る 切 先にて 氣管 はね 切り. - 血刀投 出しう つ 假 

詞も なし。 只 御 最期の 尋常 を。 願 はしう ぶせ に。 どうと 轉び 息絕 ゆれば。 御臺を ^ 

*t じます る。 增ヲ、 云 ふに や 及ぶ と 諸手 始め 並居る 家中。 眼 を閉ぢ をつ め齒を 忠 


な 力け。 ぐつ くと 引 廻し。 苦しき 息 を <K ひしば り控 ゆれば。 由 良之坊 にじり 寄 

ほっとつ き。 由 良 之 助。 この. 寸 五分 り 刀 取 上け 押 戴き。 血に 染まる 切 先 を 打， 


は 汝へ形 ：e?。 我が is 憤を凊 させよ と。 I？ 守り 打 守り 拳 を 握り。 無念の 淚 はらまら W 
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はら。 判官の 末期の 一句 五朦 六腑に しみ 

渡り。 扠 こそ 末世に 大 星が。 忠 ほ！？ 心の 

名 を 上け し フシ 根ざし は。 かくと 知られ 

ける。 *- 藥師寺 はつつ 立上り 。お 判官が く 

たばる から は 早々 屋敷 を 明 渡せ。 ィャさ 

は 云 はれな 藥師寺 。いは  >  1 國 一城の 主。 

ャ 方々。 葬送の 儀式 取 賄 ひ。 心 靜に立 退 

かれよ。 この 石 堂は撿 使の 役目。 切腹 を 

見届け たれば。 この 旨 を 言上 せん。 ナ II 

由 良 之 助 殿。 御 愁傷 察し 入る。 用事 あ 

らば 承らん 必卞 心お かれな と。 並居る 諸 

i に目禮 し。 7 シ悠々 として 立歸 る。 E こ 

の 藥師寺 も 死骸 片附 ける その 間ば 奥の間 

で 休 fi^ せう。 *- 家 來參れ と 呼出し。 家中 

共が らくた 道具 門前へ 投り 出せ。 判官が 

所持の 道具。 俄 浪人に まけられ なと。 せ 

館の 四方 をね め 返し。 フシ 一間の 內へ入 

りに けり。 《■ 御臺 はわつ と聲を 上け 。奴 

もく 武士の 身の上 程 悲しい ものの ある 


べき か。 人マ 夫の 御殷 期に 云 ひたい 事 は 山 

山 なれ ど。 未練な と 御上 使の さけし みが 

恥 かし さに。 今まで へて ゐた わい の。 

いと ほしの 有樣 やと。 亡骸に^ 付 き フシ 

前後 も。 分かす 泣 給 ふ。 《5 カ彌 參れ。 亡 

君の 御骸 を。 御 菩提 所 光明寺へ 早，， 々、送り 

奉れ。 由 良 之 助 も 後より 追 付き。 ^送の 

俊 式 取 行 はん。 堀 矢 間 小 寺 間。 その外の 

一家 中道の 警護 致されよ と。 a 詞の 下よ 

りお 乘物手 に 3k き 据ゑ戶 を 開き。 皆 立 

寄って 御 死骸 7 シ淚 と共に。 乘せ 奉りし 

づ. C と；：？ i ぐれば。 御 臺所は 正 i な 

く 歎き 給 ふ を 慰めて。 諸士の 面々 我 一 と。 

ぉ乘 物に 引 添 ひ 引 添 ひ ォクリ 御 fiji 所へ と 

急ぎ 行く。  》■ 人々, 骸 見送って。 座に つ 

けば 斧 九 太夫。 詞 何と 大星 殿。 其 許 は 御 

しんぷ 

親父 八 蟠六郎 殿よりの 家老 職。 拙者と て 

も その 右に は 坐せ ども 今日より 浪人と な 

てだて 

り。 妻子 を はごくむ 術な し。 殿の 貯へ置 


き 給 ふ 御用 金 を 配が し。 早 屋敷 を 渡さ や S 

ば。 藥師寺 殿へ 無 12 ならん。 ィャ千 崎が 

存す るに は。 さす 敵の 高師 直。 存命なる 

が 我々 が lm。 討 手 を 引受け 舘を 枕と し 

て。 ァ i これこれ。 討死と は惡ぃ 了簡。 

親 九 太夫の 申さる、 通り 屋敷 を 渡して 金 

銀 を 分けて 取る が 上分別と C  * 評議の 中 

に 由 良 之 助。 默 然として 居たり しが。 お 

只今の 評定に。 彌五郞 殿の 所存と。 我が 

胸中 一 致せり。 いは 亡君の 御 に。 我 

我 殉死す ベ き 害む.. さ，/ と 腹切 ら、 フょ 

り。 足 利の 討 手 を 待 受け。 討死と 一 決せ 

り。 ャァ 何と 云 はる i。 よい 評定 かと 思 

へば。 浪人の 瘦 i はり。 足 利 殿へ 弓 引か 

う。 丁、 それ は 無分別。 マァ この 九 太夫 

合點が ゆかぬ。 ヲ 、親父 殿 さ うぢ やさ-? 

ぢゃ。 この 定九郞 も その 意 を 得ぬ。 《- こ 

の 談合に は 省いて！ 《 はう。 長居 は 無ハ！ ^お 

歸" なされ 0  55 それよ かろ。 《- いづれ も は 


ゆるり と 居め されと。 フシ 親子 打 連れ立 

よく づら 

歸る o*p ャァ欲 Is の 斧 親子 。討死 を 聞きお 

ぢ して 逃歸 つたる 膽病 者。 彼奴 構 はやと 

大星 殿。 討 手 を 待つ 稗 用意 御用 意。 S ァ 

ァ騷 がれな 彌 五郎。 足 利 殿へ なに 恨 あつ 

て 弓 引くべき。 彼等 親子の 心底 を 探らん 

ための 計略。 藥師 寺に 屋敷 を 渡し。 思 ひ 

ノ\ に 當所を 立 退き。 a 都 山 科に て再會 

し。 胸中 殘らす 打明けて。 評議 をし めん 

と 云 ふ 間 も あらせす。 .ffc 郞左衛 門 一 間 を 

立 出で。 ョハ テベん くと 長 詮議た 死 

片付けたら。 早く 屋敷 を 明 渡せと。 *- い 

がみ か-' れば 鄉右衞 門。 ァ、 成程お ^£ 

兼。 亡君 所持のお 道具。 その外の 武具 馬 

具 迄よ くく 改め 受 取られよ。 サァ由 良 

之 助 殿 退散 あれ。 ヲ. * 心得たり と しづ 

くと 立上り。 ョ御 先祖 代 々我 * も 代々。 

墻晝 夜詰めた る舘の 中。 今日 を 限りと 思 

ふに ぞ。 名殘り 惜しけ に 見 り。 見返り 


御門 外へ 立 出づれ ば。 御骸 送り 奉り。 

力 彌矢間 堀 小 寺 追々 に馳歸 り。 扨は屋 

敷 をお 渡し あつたか。 この 上 は直義 の。 

埴討手 を 引受け 討死 せんと。 はやり 立て 

ば 由 良 之 助。 3: ィャく 今 死すべき 所に 

あらす。 是を 見よ 方々 と。 地 亡君のお 形 

見を拔 放し。 ， 〕 の 切 先に は。 我が！ sf- の 御 

仁 ♦* しひ 

血 を あやし。 御 無念の 魂を殘 されし 九寸 

五分。 この 刀に て師 e が。 首 かき 切って 

本意 を遂 けん。 * ゆに 尤と諸 武士の 勇。 

屋敷の 內には 藥師寺 次郞。 鬥の 貫の 木 は 

つし と 立てさせ。 ョ師 ® 公の 罰が あた リ。 

さてよ いざ まくと。 增家來 一 度に 手 を 

た.. き。 どっと 笑 ふ。 7 シ 関の 聲。 *- あれ 

聞かれよ と 若侍 取って返す を 由 良 之 助。 

先君の 御 憤り 晴 さんと 思 ふ 所存 はない 

か。 * はっと 一度に 立 出で しが。 思へば 

無念と 舘のコ ハリ內 を。 振 返り 振 返り。 は 

つたと 晚ん で。 一一 一 立 出づる 


第五  f 

本 

«■ 鏖は 死しても 穩 はつます と譬に れす ぼ 

入る 月 や。 日數も 積る 山 椅の邊 に 近き 侘 蔵 

住居。 早 野 勘 平 若氣の 誤り 世 渡る 元手 細 

,< ちづ； i  や ♦* な .Jx  あきな 

道傳 ひ。 この 山中の 鹿 1!^ を擊 つて 商 ふ 種 

ケ島 も。 用意に 持つ ゃ袂 まで 鐵砲 雨の し 

だら でん。 St か 水無月と 白雨の。 雾 間 を , 

7 シこ i に 松の 蔭。 地 向 ふより 来る 小提燈 

是も昔 は 弓張ォ タリの 灯。 消さ じ 濡らさ じ 

,K つ f-  15 あ *  よ る 

と。 合羽の 裾に 大雨 を 凌いで 急ぐ 夜の 道。 

BS ィャ 申しく。 卒爾ながら 火 を 》-1 つ 

御 無心と 立 寄れば。 旅人 もちやく と 身 構 

へし。 at ム、 この 街道 は 不用心と 知って 

合點の 一 人 旅。 見れば 飛道具の 一 口 商。 

IP えこ そ は 借 さじ 出 E せと。 びくと 動か 

ば 一 討と。 7 シ眼を 配れば。 ョ ィャァ 成程。 

盗賊との お 目 遠 ひ 御尤も 千 萬。 我等 この P 

邊の 狩人なる が。 先程の 大雨に ほくち も 
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しめり 難儀 至極。. サァ鐵 砲 を それ. へ お 渡 

し 申す。 《" 自身に 火 をつ け 御 借し 丄」。 他 

事な き 詞錄付 を。 きっと 眺めて 0  a 和 殿 

は 早 野 勘 平なら やや。 さ 云 ふ 贲殿は 千 崎 

彌 五郎。 是は 堅固で 御 無事で と。 絶え 

て 久しき 對 面に。 主人のお 家沒 落の。 胸 

に 忘れぬ 無念の 思ス モア 互に。 拳 を 握り 合 

ふ。 《- 勘 平 はさし うつむき。 暫し詞 もな 

めんぼく 

かりし が OS ェ 、面目 もな き 我が身の 上。 

古 朋輩の 費 殿に も。 a 顔 もえ 上け ぬ この 

仕 合。 武士の 冥加に 盡 きたる か。 《5 殿 判 

宫 公のお 供 先。 お 家の 大事 起り し は 是非 

あ hi 

に 及ばぬ 我が 不運。 その 場に も 在 合 はさ 

す。 お 屋敷へ は 歸られ す 所詮。 時節 を 待 

つて 御 詫と。 思の 外の 御 切腹 南無 三寶。 

皆師 直め がな す 業。 せめて 冥途の 御供と 

刀に 手 はかけ たれ ど。 *? 何 を 手柄に 裨供 

と。 どの 面さけ て曾譯 せんと 心 を 碎く折 

柄。 に 様子 承れば。 由 良 殿御 親子 港 


右衛門 殿 を 始めと して。 f 殿の 1 散ぜ 

v*^( おばし めし 

ん ため。 寄々 の 思 召 ありとの 暉。 我等と 

て も 御勘當 の 身と 云 ふで はなし。 手掛リ 

； 5 んく はだて 

求め 由 良 殿に 對面 とけ。 御 企 の 連判に 

御 加 へ 下さらば ® 生 々世々 の 面目。 贵殿 

に 逢 ふ も •  優 華の。 花を唤 かせて 侍の。 

一 分立て て 給 はれ かし。 古 朋？^ の 誼 武士 

の 情。 お頼み 申す と兩手 をつ き。 先非 を 

悔 ひし 男 泣 フシ 理。 せめて i ^便なる。 》- 彌 

£ 郞も朋 34 の 悔み 道理と は 思へ ども。 大 

事 をむ ざと 明かさ じと。 „5コ レサ コ レサ 

勘 平。 はてさて。 お 手前 は 身の 言譯 にと 

り まぜて。 お 企の ィャ 連判な どと は 何の 

譫言。 左様の かってな し。 某 は 由 良 殿 

より 鄉 右衛門 殿へ 急の 使。 先君の 御廟 所 

へ。 御 石碑 を 建立 せんとの 催し。 然し 我 

我 とても 浪人の 身の上。 是 こそ 鹽冶 判官 

殿の 御 石塔と。 末の世まで も 人の 口の端 

にか i る もの 故。 御用 金 を 集む る そのお 


使。 先君の 御 恩 を 思 ふ 人 を 選り出す ため 0  § 

わざと 大事 を 明かされ や。 先君の 御 恩 を 

思 は ナ i 合點 か合點 かと。 お 石碑に な 

ぞ らへ大 Eil,- の。 がを餘 所に 知らせし は。 

フシけ に 朋擎の 誼な り。 S ハァ 、忝い 彌五 

郞殴。 成程 石碑と 云 立て。 御用 金の 御搏 

へ ある 事と つくに 承り. 及び。 某 も 何卒し 

て 用金 を 調へ。 それ を 力に 御 詫と 心 は 千 

千に 碎け ども 彌 五郎 殿。 恥づ かしゃ 主人 

の 御 罸で今 この 態 。誰に か ラと便 もな し。 

され ども かるが 親。 與市 兵衞と 申す は賴 

もしい 百姓。 我.^ 夫婦が 判官 公へ。 不奉 

公 を 悔み 歎き。 何と ぞ して 元の 武士に 立 

返れと。 き翁嫗 共に 歎き 悲しむ。 是幸ひ 

13 に 逢 ひし 物語。 段々 の 仔細 を 語り。 

元の 武士に 立 返る と 言 ひ 聞かさば。 僅か 

の 田地 も 我が 子の ため 何し に 否 は 得 も 云 

はじ。 御用 金 を手掛 りに 鄉 右衛門 殿 迄お 

取次。 一入 賴み存 やる と餘 儀な き 詞にム 
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ム 成程。 ョ然 らぱ是 より 樽 右衛門 殿 迄 右 

の 譯をも 話し。 由 良 殿へ 願うて 見ん。 明 

明日 必す きっと 御 返事。 則ち 梅 右衛門 殿 

の 旅 宿の 所 書と。 *" 渡せば 取って 押 戴き。 

重々 のお 世話 忝し。 《- 何卒 急に 御用 金 を 

持へ。 明々 曰お 目に か、 らん。 某が 在 k 

お尋ね あらば。 この 山 崎の 渡 場 を 左へ 取 

わ。 舆 市兵衞 とお 尋ね あれば。 早速 相 知 

れ 申すべし 。^更けぬ 中に 早く もお 出で。 

n レ この 行 先 はな ほ 物^。 隨分 ぬかるな 

合點 く。 石碑 成就す る 迄 は。 蚤に も 食 

はさぬ この 身 ss。 御邊も 堅固で。 御用 金 

の 便 を 待つ ぞ。 《- さらば さらばと 兩方 へ 0 

ォクリ 立 別れて， そ 急ぎ 行く。 增义も 降り 

來る 雨の 足 人の 足音と ほ. と。 道 は 闇 

路に迷 はね ど 子 故の 闇に つく 杖 も。 すぐ 

なろ 心 堅 親父 一筋道の 後から。 3 ォ、 ィ 

ォ 、ィ 親父 殿。 *f よい 道 連と 呼ば はって。 

斧 九 太夫が 枠定 九郞。 身の 置 所 白浪 や。 


此铕道の^^攝。 だんびら 物 を 落し 差し。 

0 先 剥にから 呼ぶ 聲が。 貴様の 耳 へ はは 

ひらぬ か。 この 物騒な 街道 を。 よい 年 を 

して 大躇々 々o 增連 になら うと 向 5 へ 廻 

り。 ぎよろ つく 眼 玉 ぎょっとせ しが 流石 

は 老人。 3 是 はくお 若い に 似ぬ 御 奇特 


な。 私 もよ い 年 をして つ 一人旅 はい やな 

れど。 サァ 何處の 浦で も 金 程 大切な 物 は 

ない。 去年の 年貢に 詰り。 この 中から 一 

家中の 在所へ 行 たれば。 是も鍵 半 si 才覺 

ならす。 すご./,^ 一  入戾る 道と" 堆 半分 

云 はさ 卞ャィ やかまし いつ 謂 あり や 5 が 


年貢の 納まらぬ 相談 を 開きに は來 ぬ。 コ 

レ 親父 殿。 俺が 云 ふ 事と くと 聞かし やれ 

や。 マァか うぢ やわ。 こなたの 後に 金な 

ら四 五十 兩 のか さ。 稿の 財布に あるの を。 

とっくりと 昆 付けて 來 たの ぢゃ。 借して 

下され。 K が 手 を 合す。 定めて 贵 も 何 

ぞ つまらぬ 事 か。 子が 難儀に 及ぶ によつ 

てと 云 ふやうな。 ある 格な 事ぢゃ あろけ 

れど。 俺が 見込んだら ハ テ しょ 事がない 

と 諦めて。 貸して 下され 地下され と懷へ 

手を^入れ引^^り出す縞の財布。 詞ァ、 

•e- しそ はは。 それ はとは。 是程爱 にある 

ものと。 e 引った くる 手に 鎚り 付き。 as ィ 

てく この 財布 は 後の 在所で 草鞋 買 ふと 

て 端&を 出し ましたが。 後に 淺る は晝食 

の 握飯。 霍亂 せんやう にと 娘が 吳れた 和 

中 散。 反 魂 丹で ござります。 ぉ赦 しな さ 

れて 下さり ませと。 增 ひったくり 逃 行く 

先へ 立 廻り。 《s ヱ、 聞 分けの ない。 むご 


い 料理す るが 嫌 さに。 手ぬ るう 云へば つ 

け 上る。 サァ その 金 浚へ まき 出せ。 遲ぃ 

とたった 一 討と。 5 一尺八寸 拜み 討ちな 

う 悲し やと 云 ふ 間もなくから 竹 割りと 切 

付ける。 刀の 廻り か 乎の 廻り か。 はづれ 

る拔 身を兩 手に しっかと つかみ 付き。 m 


どうても こなた 殺さつ しゃる の。 ォ、 知 

れた 事。 金の ある を 見て する 仕事。 小言 


はかす と 《- くたばれと。 肝 先 4 差 付 くれ g 

ば。 請 マ、、、 マァ 待って 下さり ませ ハ JT 

ァ 是非に 及ばぬ。 成程々 々。 是は 金で ご M 

ざり ます。 けれども この 金 は。 ^がた つ 藏 


た 一 人の 娘が ござる。 その 娘が 命に も 代 

へぬ。 大事の 男が ござり まする。 その 男 

のために 要る 金。 ちと 譯 あろ 事故 浪人し 

て 居ます る 。娘が 申します る は。 あのお 

人の 浪人 も 元は 私 故。 何卒して 元の 武士 

にして 進ぜたい くと。 鳴と 私と へ毎脊 

賴 み。 ァ身贫 に は ござります る。 どうも 

しがくの しょう もな く。 婆と 種々 談 が：！ し 

て。 娘に も存 込ませ。 婿へ は必. 卞 沙汰な 

しと し 合せ。 ほんに く 親子 三人が 血 

の 流れろ 金。 それ をお 前に 取られて 娘 は 

なんとな り ませう。 コレ拜 みます 助けて 

下され ませ。 お前 もお 侍の 果 さうな が。 

武士 は 相 i 互。 この 金がなければ。 娘 も 

婿 も 人様に 顔が 出されぬ。 たった 一人の 

娘に 連 添 ふ 婿 •  ちゃ もの。 不便に ござる 可 

愛 ござる。 了簡して お助けな されて 下さ 

り ませ。 ヱ、 お前 は 若い によって まだお 

子 も ござるまい が。 やん がて お 子 を つ 


て 御覽じ ませ。 親 ^ が 云 ひ 居った は尤ぢ 

やと 思 召して。 この 場 を 助けさし やって 

下さり ませ。 マアー 里 行けば 私が 在所。 

金 を 婿に 渡してから 殺され ましよ。 申し 

く 娘が 喜ぶ 顏 見てから 死にた う ござ り 

ます。 コ レ 申し ァ 、 。あれ。 あれ 。あれと 

呼ば はれ ど 後先 遠く  7 シ山彥 のまに。 哀 

催せり。 ォ、 悲しい こっち やわ。 まつ 

とと こ ほえ。 ャィ 筆め。 その 余で 俺が 

出世す り や。 その 惠で汝 が 枠 も 出世す る 

わ やい。 人に 慈悲す りゃ惡 うは 報 はぬ。 

ァ、 可愛い やと。 *" ぐっと 突く。 うんと 

しってん つ す U 

手足の 七轉八 倒。 のた くり 廻る を 脚に て 

敏 返し。 K ォ、 いとし や。 痛 かろ けれど 

も 俺に 恨 はない ぞゃ。 金が あ りやこ そ 粒 

せ。 金が なけり やならん のい の。 金が 敵 

V り やい とし ほや。 南無 阿 彌陀。 南無 妙法 

蓮華 經。 *■ どちらへ なりと 失せ をろ と。 

刀も拔 かぬ 芋 靴し 抉り。 草葉 も 朱に 置く 


露 や 。年 も 六十 四苦八苦 7 シ あへ なく 息 假 

憂 ^ 

は絕 えに けり。 《- しすまし たりと 件の 財 手 

布。 くらがり 耳の 摘みよ み。 詞ヒャ 五十 g 

兩。 ュ、 久 振りの 御對 面。 增忝 しと 首に 蔵 

ひっかけ 死骸 をす ぐに 谷底へ。 はね 込み 

^込み 泥 まぶれ。 はね は 我が身に か i る 

とも 知ら f- 立った る 後より。 逸 散に 来る 

手负猪 。是 はならぬ と 身 をよ ぎる。 駔來る 

猪 は 一 文字。 了ン 木の 根 岩角 踏 立て。 蹴 立 

て 鼻い からして 泥もナ * ス 草木 も 一 まくり 

に 飛行けば。 あは やと 見送る 定九郞 が。 

* ぼね  .ew ら 

脊骨 へ かけて どつ さりと 胁 へ 拔 ける 一 一 つ 

玉。 .フ ん ともぎ やっと も 云 ふ 間もなく。 

ふす ほり 5^ りて 死した る は 7 シ心. よく 

こそ 見えに けれ。 》- 猪擊 留めし と 勘 平 は。 

鐵砲提 け 此處彼 探り 廻りて 执 こそと。 

引 立 つれば 猪に は あらす。 S ャァ くこ 

り や 入-ちゃ 南無 三寶。 增 し 損じたり と 思 g 

へど 嗜き眞 の囿。 誰 人なる ぞと問 はれ も 


せ 十。 よだ 息 あらんと 抱 起せば 乎に あた 

るお i 布。 摑んで 見れば 四 五十 兩" ：入 の 

與 へと 押效き 押效 き。 祐 より 先へ 逸 散に 

飛ぶ が 如く に。 一 i-f^ 急ぎけ る C 

. 第 六 

リ * みさき 踊が しゅんだ る 程に。 親父 

出て 見やば- -ん つ。 ば.^ ん 連れて 親父 出 

て 見やば. * んっ。 ナ * ス麥 かつ フシ 昔の 在 

鄉歌。 * 所 も 名に 食 ふ 山 崎の 小百姓。 與 

市 兵 銜が坡 生の 住家。 今 は 早 野 勘 平が。 

浪々 の 身の 隱 れ里。 女房お かる はス モア 寢 

a れし。 髮？^ 上 けんと 箱の。 あかつき 

かけて 戾らぬ 夫 。待つ 問 もとけ し投島 田。 

ゆ ふに 云 はれぬ 身の上 を 誰に か。 黄楊の 

水稱 に。 髮の色 變梳き 返し。 品よ くしゃ 

んと結 ひ 立てし は 7 シ 在所に 惜しき 姿な 

り ォ 、娘 髪 結 ひやった か。 美しうよう 

てきた。 ィャ もう 在所 は どこも かも 麥； 1^ 


時分で 忙しい。 今 も 救 際で い 衆が 麥か 

つ 歌に。 親父 出て 見やば、 ん つれてと 唄 

ふ を 聞き" 親父 殿の 遲 いが^に か i り。 

在 n 迄 〔仃 たれ どような う 影 も 形も兑 え 

ぬ。 サ イナ こり やま あど- T して：？ si- ぃ事ぢ 

や。 わし 一 走り 見て 來 やん しょ。 ィャな 

う 若い 女の 一 人 歩く は 入らぬ 事。 殊に そ 

なた は少 さい 時から。 在所 を 歩く 事 さへ 

嫌 ひで。 S 冶樣 へ 御 奉公に や つたれ ど。 

どう でも 草深い 所に 緣が ある やら 房り や 

つたが。 勘 平 殿と 一 一人 居 やれば おとまし 

い 顔 も 出ぬ。 ォ 、か i 樣の そり や 知れた 

事。 好いた 男と 添 ふの ぢゃ もの。 在所 は 

おろか 貧しい 暮し でも 苦にならぬ。 やん 

がて 盆に なって と 様 出て 見や か. --ん つ。 

* か i ん 連れてと いふ 唄の 通り。 勘 平 

殿と たった 二人。 踊 見に 行 きゃんし よ。 

* お前 も 若い 時覺 えが あろと 指 合 くらぬ 

ぐ はら 娘。 フシ 氣も わさ/^ と 見えに け 


る。 なん ぼ その や、 フに 面白う を かし-?  I 

云 やっても C 心の中 はの。 ィ ヱく すんで 

；: レ  >- 4- ん ** ち  つ. V み ぼ-..' こ 5 い 

ござんす。 主の 爲に 祇園 町 へ 。勤 奉公に 行 

く は 豫て覺 悟の 前 なれ ど。 a 年寄って 父 

様の 世話 やかし やん すが。 そり や 云 やん 

な。 《5 小身 者 なれ ど 兄 も 逢 冶 様の 御家來 

なれ は。 外の 世話す る やうに もない と 。せ 

ぉゃこ^！なし  な ちづ； 1  I  か， 

親子 話の 7 シ 中道 傳ひ。 *- 駕籙を かせて 

急ぎ 来る は祇阖 町の 一 文字 屋。 此處ぢ や 

此處ぢ やと 鬥 口から。 與市兵 衞殿內 にか 

と 云 ひつ i は ひれば。 *- 是は まあく 遠 

い 所 を。 ソレ娘 煙草盆。 お茶 上け まし や 

と 親子して 。梯 でお いへ を 白 人屋の 亭主。 

扨， i.f^ はこ-の 親 仁 殿 もい かい 大儀。 刖 

條 なう 戻られました か。 ヱ、 衩は 親父 殿 

と 連立って 來 はなされ ませぬ か。 是 はし S 

たり。 お前へ 〔仃 てから 今にお いて。 ャァ昃 ^ 

られ ぬか。 ハテ めんえ うな。 ハァ 若し 稻 S 

荷 前 を ぶらついて かの 玉 殿に つま. -りゃ S 一 


せぬ かいの。 コレ この 中 此處へ 見に 来て 

> は  むす ねん t.0 ねん >> り 

極めた 通り。 お 娘の 年 も 全 五 年限。 給 銀 

は 金 百兩. - さらり と 手 を 打った つ 此 15 の 

親父が 云 はる、 に は。 今夜 中に 渡さねば 

ならぬ 金 あれば。 今 晚證文 を 認め。 百兩 

の 金子お 借し なされて 下されと。 淚をこ 

ぼしての 賴み 故。 證 文の 上で 半金 渡し。 

淺りは 奉公人と 引替の 契約。 何が その 五 

十兩 渡す と 害んで 戴き。 ほた く 云、 フて 

戾られ たはもう 四ッ でも あらう かい。 夜 

道 を ひとり 金 持って (t;: かぬ ものと 留めて 

も 聞かす 戾られ たが。 但し は 道に ィ ヱ 

^(.» 寄らし やる 所 はなう 母樣。 無い とも 

無い とも。 殊に 一 時 も cf. うそな たや わし 

に 金 見せて。 喜ばさう とていき せきと 戾 

らしゃる 蒈ぢ やに 合點. かいかぬ。 ィャこ 

れ合點 のい くいかぬ は そちの iJM*。 こち 

はさが りの 金 渡して。 奉公人 連れて 往の 

と。 懷 より 金 取 出し 跡 金の 五十 兩。 是で 


都合 百兩。 * サ. ァ 渡す 受取ら しゃれ。 お 

前 それでも 親父 殿の 戾られ ぬ 中 はなう か 

る。 わがみ はやられぬ。 ハ テぐづ くと 

埒の 明かぬ。 コレ ぐっと もす つと も 云 は 

れぬ與 市 兵衞の 印形。 文が もの 云 ふ。 

今 HI から 金で 買 切った 身體 一 日逮 へばれ 

こづつ 逮ふ。 《- ど-つで かう せ ざすむまい 


と \Jt^ を 取って 引 立つ る. - マァく 待って 假 

と 取 付く 母親 突 退け はね 退け" 無 體に駕 手 

籠へ 押 込み 押 込み Sk き 上ぐ る 門の 口。 鐵 忠 

臣 

砲に 蓑 笠 打 掛け 戻り か-. つて 見る 勘 平。 蔵 


つかく と內に 入り。 lis 駕籠の 中な は 女 

房 ども こり や マ ァ何處 へ。 ヲ 、 勘 平 殴よ 

い 所へ よう 戾 つて 下さった と。 *■ 母の 喜 


» 臣忠 本手 名 E 


びその 意 を 得す。 M どうで も 深い 譯がぁ 

る。 母 じ や 人 女房 ども。 《_ 様子 聞かう と 

おい へ の 眞中ど つかと ゆ； れば 文字の 亭 

主。 3 ォゥ杻 はこな たが 奉公 入の 御 古 I： いぢ 

やの。 たと へ 夫で も 何でも。 號の 夫な ど 

と 脇より 達亂妨 け 申す 者 無 之 候と。 親父 

の 印形 あるから はこち に は 構 はぬ。 早う 

奉公人 を 受取ら ラ。 ォ 、婿 殿合點 がいく 

まい。 かねて こなたに 金の 耍る 様子 娘の 

話で 聞いた 故。 どうぞ 調へ て 進ぜたい 

と。 云うた ばかりで 一 錢の あても なし。 

舅 そこで 親ハ义 殿の 云 はしゃる に は。 ひよ 

つと， 3 なた の氣に 女房 资っ て 金 調よう 

と。 よも や 思うて では あるまい けれど。 

もし 兩 親の 乎 前み 遠 して 居 やしゃる ま 

いもので もない。 いっそ この 與市 兵衛が 

解 殿に 知ら さ 中 娘を齊 らう。 まさかの 時 

は 切取りす る も 侍の 習。 女房 寅っても 恥 

に はならぬ。 お 主の 役に立てる 金。 調へ 


てお ましたら まんざら 腹 も 立つまい と， 


昨 H から 祇園 町 へ 折 極めに 行て 今に 戾ら 

しゃれぬ 故。 親子 案じて ほる 中へ 親方 殿 

が兑 えて。 昨夜 親 殿に 半金 渡し。 跡 金 

の 五十 兩と 引替に 娘 を 連れて 〔仃 なう と 云 

、フて なれ ど。 親父 殿に 逢うての 上と 譯を 

云うても 聞 入れす。 今 速れ ていな しゃる 


おどう せう； て^ 平 殿。 是 はくま づ以っ 

て 3?^ 殿の 心 遣ひ恭 い。 したが こちに もち 

つと よい 事が あれ ども それ はおって。 親 

父 殿 も 炅られ ぬに 女房 ども は 渡され ま 

い。 と は なぜに。 ハテ いは y 親な り 判が 

かり。 尤も 昨夜 の 五十 兩 渡された で 

も あらう けれど。 ィャ これ 京大 坂 を 股に 


かけ。 女 護 島 程 奉公人 を 抱へ る 一 文字 屋。 

渡さぬ 金 を 渡した と 云- フて すむ もの かい 

の 0 まだ その上に たしかな 事が あろて や 0 

此處の 親父が かの 五十 兩と いふ 金 を。 手 

拭に ぐるく と卷 いて へ 人れ らる ..，0 

そり や あぶない 是に 入れて 宵 へ かけさつ 

しゃれと。 俺が. おて ゐる この 取 物の 縞の 

切で 搏 へた 金 財布 貸し たれば。 やん がて 

首にかけて^^^れぅャァ何と。 こなたが 

，おて ゐろ この $1 の佘 財布 か。 ヲ 、て や. - 

あの この 51 で や。 何とた しかな 據 であ 

らうが つ くより はっと 期 平が 肛 先に 

* ほ 

ひしと， 〕 たへ。 傍 あたり に：！： を 配り 袂の 

財布 兑 合せば。 寸分 逮 はぬ 糸入り $1 南無 

三 a。  »は昨夜鐵砲で架？：^したは：？5でぁ 

つた か。 ハァ はっと 我が 胸板 を 二つ 玉で 

ちぬ かる K よりせ つなき 忍 ひ。 と は 知 

ら すして 女房 0  S コレ こちの 人 そは^,^ 

せす と。 やろ もの かやらぬ もの か。 別 


して 下さん せ。 ォ、 成程。 ハ テもラ あの 

やうに 確に 云 はる-から は 行き やらす ば 

なるまい か。 ァノ父 榇に逢 はいでも かえ。 

ィャく 親父 殿に も 今朝 一 寸 逢った が戾 

り は 知れまい。 フゥ そり や 父 様に 逢って 

かえ。 »- それなら さう と 云 ひもせ で母樣 

にも わしに も。 案じさして ばっかりと 云 

』 んじ  t ひ 

ふに 文 宇 も 圖に乘 つて" a: 七 度 尋ねて 人 

を 疑へ" ちゃ。 親父の 在所 知れた ので そつ 

ち もこつ ち も 心が よい。 まだ この 上に も 

四の 五の あらば いや 共に でん ど 沙汰。 マ 

ァ/^ さらり とすんで めでたい。 お袋 も 

御亭も 六條參 りして ちと 寄らし やれ。 サ 

ァく駕 龍に 早く 乘り や。 アイく これ 

勘 平 殿もう あ つちへ 【仔く， そ え。 年寄 つ た 

1 ー人の親達0どぅでこな様のみんな世^！？。 

取 分けて 父 はきつ い 招 li。  ：！？ つけて 

下さん せと。 # 親の-化 E を 露 知らす。 親 

む 不便 さ いぢら しさ- いっそ 打明け あり 


の^^話さんにも他人ぁりとス子ァ心を。 ^  0 

め耐へ 居る。 a ヲ、 婿 殿。 夫婦の^れ 5^ 手 

乞が した かろ けれど。 そなたに 未練な 氣 忠 

も 出よ かと 思うての 事 であらう 。イエ 蔵 

くなん ぼ 刖れて も。 主の 爲に身 を資れ 

ば 悲しう も 何ともない。 わしゃ 勇んで 行 

く母榇 。したが 父 様に 逢 はすに 行く のが。 

ヲ 、 それ も 房ら しゃったら つ い 逢 ひに 行 

かしゃろ ぞいの。 煩 はぬ やう^す ゑて。 

息災な 額 見せに 來て たも。 鼻紙 扇 もな け 

り や 不自由。 何にもよ いか。 どば ついて 

怪我し やん なと。 * 駕籠に 乘る迄 心 をつ 

けさら ば や。 さらば。 何の 因果で 人並な 

娘 を 持ち 。この 悲しい H を：； 1^ る事ぢ やと。 

齒を ひしば り 泣きければ 娘は駕 能に し 

がみつ き。 泣く を 知ら さじ M かさじと 聲 

を も。 立て やむ せかへ る。 地 情なく も駕 

饈：： ^上 け 7 シ道を 早めて 急ぎ 行く。  》> 母 は 

後 を 見送り 見送り。 ァ 、よしない 事 云う M 
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て 娘 も さぞ 悲し かろ。 《«ヲ 、こな 人 わい 

の。 親の 身で さへ 思 切りが よいに。 女房 

の^s^-ぐづく思ぅてc 焼うて 下さん な。 

この 親父 殿 はま だ li^ らしゃれ ぬ 事 かいな 

50 こなた 逢った と 云 はしゃった の。 ァ 

ァ成 sip そり や マァ どこで 逢 はしゃって。 

どこ へ^れて いかし やった" されば 別れ 

た その 所 は。 鳥 羽 か伏兑 か^ 竹 田と。 * 

口から 出次坊 めつ ぼふ彌 八。 種ケ 島の 六 

^の 角 兵衛。 所の 狩人 三人 連。 親父の 死 

骸に 打せ せて 戶 板に 乘せ。 どやく と 

内に 入り。 _JS 夜 山し まうて 戾 りが けこ i 

の 親父 殿が 殺されて 居られた 故。 狩人 仲 

間が 連れて来 たと。 *- 閒 くより はっと Jl? 

く 母。 何者の 所爲。 コ レ婿殿 殺した 奴 は 

M 者 ぢゃ敵 をと つて 下されな う。 a コレ 

親父 殿く と。 *■ 呼べ ど 叫へ ど 7 シ丼甲 

斐も 泣く より。 外の 事ぞ なき。 增 狩人 共 

n 々に。 ：5 ヲ、 お袋 悲し かろ C 代赏所 へ 


願うて 詮議して 貰 はしゃれ。 * 笑止々々 

と 打 連れて 7 シ皆々 我が家へ 立歸る 了ン母 

は淚 の。 隙よりも 勘 平が 傍へ 差-寄って。 

««コ レ婿 殿。 よも や- v^/,-^,.- と は 思 

へど も合點 がいかぬ。 なん ぼ 以前が 武士 

ぢ やとて。 舅の 死 目 見やし やったら。 び 

つくり もしゃる iljco こなた 道で 逢った 時。 

金 受取り はさつ しゃれぬ か。 親父 殿が 何 

と 云 はれた。 サァ云 はっしゃれ。 サァ何 

と。 どうも 返事が あるまい がの。 ない 證 

據は コレ。 《" こ X にと 勘 平が 懐へ 手 を 差 

入れて 引出す は。 先刻に ちらりと 兑 てお 

いた この 財布。 J« コレ 血の ついて あるか 

らは。 こなたが親父を！；^^たの。 ィャそ 

れは 。それ はとは。 H  、わごり よはな う。 

隠されぬ；. K 道 様が 明らかな。 親父 殿 を^ 

して 取った。 その 金に や 誰に やる 金ぢ や。 

ムゥ 聞え た 身贫な 3?- 娘 を資 つた その 金 

を。 中で 中分く すねて おいて。 皆 やる ま 


いかと 思うて。 コリャ 殺して 取った のぢ g 

りち >= 

やな。 今と いふ 今迄 も。 律氣 な人ぢ やと 

思うて。 欺され たが 腹が立つ わい やい。 

ェ 、 こ X な 人で なし。 あんまり 呆れて 淚 

さへ 出ぬ わい やい。 《- なう いとし ゃ與市 

兵衞 殿。 畜生の やうな 嫁と は 知ら や。 ど 

ぅぞ 元の 侍に してやり たいと。 年寄って 

夜も寢 やに 京 三界 を 1^ 步き。 珍 財 を郷っ 

て 世話 さし やった も。 却って こなたの 身 

の 仇と なった るか。 „s 飼 ひか ふ 犬に 手 を 

食 はる. * と。 よう も./ ...» この やうに むご 

たらしう 殺された 事ぢ やまで。 コリャ こ 

こな 鬼よ 蛇よ。 父 様 を かへ せ。 親父 殿 を 

生けて 戾せ やい と。 *f 遠慮 會釋も あら 男 

の。 喾 もっかんて 引 寄せ/ \ 叩き付け。 

すた/^ に 切り さいなんた とて 是で 何の 

腹が 癒よ と。 恨の 數々 くどきた て スェテ か 

つばと 伏して。 泣 居た る。 《- 身の 誤りに 

勘 平 も。 五體に lb の 汗 を 流し。 疊に 
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付き 天 罰と。 フシ 思 ひ 知った る 折 こそ あ 

れ： <?深編笠の侍ニ人早野勘平在^l•をし 

めさる か。 原 }^ 右衛門 千^ 彌五郞 御意 得 

たしと おとな へ ば 。折惡 けれども 勘 平 は。 

腰 ふさぎ 脇 1^ ん で出迎 ひ。 コレハ く 

御兩所 共に 0 見苦しき 坦生 へ 御 出 忝し と。 

；' しら 

頭 を 下 ぐれば 绍右衞 門。 詞 見れば 家內に 

取込み も ある さラ な。 ィャ もう 些細な 內 

證事" お 構 ひなく ともい ざ先づ あれへ。 

堵 然らぱ 左樣に 致さん とす つと 通り 座に 

着けば。 二 入が 前に 兩手 をつ き。 3 この 

おんだい？，，  はづ 

度 殿の 御大 事に 外る i は。 拙者が 重々 の 

誤り。 申 開かん 詞も なし。 何卒 某が 科 御 

教しを 蒙り。 亡君の 御 年忌。 諸家 中 諸共 

相 勤む る やうに 御兩 所の 御 執 成 增 偏に 親 

み 奉る と 7 シ身 をへ わ 下り 述べければ" «_ 

そゥ は 5 

52^ 銜門 取り 敢中。 《s 先づ以 つて 其方 貯 

きんす お 

へな き 浪人の 身と して。 多くの 金子 御 石 

碑 料と して 調達 せられし 故。 由 良 之 助 殿 


甚だ 感じ入られ しが. - 石碑な 營 むは 亡君 一 

の鄉 菩提。 殿に 不忠 不義 をせ し 其方の 金 ，： 

子を以 つて。 御 石碑 料に 用 ひられん は。 一 

御 尊 靈の御 心に も 叶 ふま じと あって。 金 一 

子 は 封の 儘相戾 さると。 *- 詞の 中より 彌 

五郞 懐中より 金 取 出し。 勘 平が 前に さし .ー 

置ナ ズ。 まつと まかりに 氣も溥 倒 母は淚 ， 

と 諸共に。 S コリャ 爱な惡 人 づら。 今と 一 

いふ 今 親の 罰 思 知った か。 皆榇も 聞いて 一 

下され。 親父 殿が 年寄って 後生の 事 は 思 j 

は卞婿 殿の 爲に 娘を資 り" 金 調へ て戾ら 一 

しゃる を 待 伏して。 あの やうに 殺して 取 、 

てん i て 3  3*4 

つた 金. ちゃ もの。 天道 樣が なくば 知らす。 ； 

なんで 裨 用に 立つ も のぞ。 親 殺しの い ， 

き：^ 人に。 罰 を あてて 下されぬ は。 神 や 一 

佛も閒 えぬ。 《s あの 不孝 者お 前方の 手に 一 

かけて。 簾り 殺しに して 下され。 *- わし I 

や 腹が立つ わい のと。 スモ T 身 を 投げ。 伏 i 

して 泣 居た る。 《-M くに 驚く 兩人刀 押 取 


j^lz で め て 

り。 弓手 馬 手に US めかけく" 彌 五郞聲 

らけ 0  BT ャィ勘 平 0 非義 非道の 金 取つ 

て。 身の 科の 詫せ よと は 云 はぬ. ぞょ。 わ 

が やうな 人 „Ji{r 人 武士の 道 は 耳に 入る ま 

い。 親 同然の 舅 を^し 余 を 盜んだ 重罪 人 

は。 大身 槍の 田樂 ざし。 拙者が 手料理 振 

舞 はんと 。堆は つたと Si めば $^ 右衛門。 K 

渴 しても 盜 泉の 水 を飮 ますと は義 者の 訳 

MC 舅を？；^^取ったる金。 亡君の 御用 金 

に 相 成るべき か。 生得 汝が 不忠 不義の 根 

性に て 調へ たる 金と 推察あって。 つき 戻 

ん りき 

された る 由 良 之 助の 眼力 天晴々 々。 さり 

ながら。 ハァ 情なき はこの 事 世上に 流布 

あって。" 鹽冶 判官の 家来 早 野 勘 平" 非義 

非道 を 行 ひしと 言 はば。 汝 ばかりが 恥な 

らす。 亡君の 御 恥辱と 知らざる かう つけ 

者。 左程の 事の 辨 なき 汝 にて はな かりし 

が。 いかなる 天魔 か 魅入れし と。 地す る 0 

1 

どき 眼に 淚を 浮かめ 事 を わけ 理を責 むれ ： 


ば。 堪 りかね て 勘 平。 諸肌 押脫ぎ 脇差 を。 

拔 くより： li. く 腹に ぐっと 突立て。 s ァ、 

_>  , めんぼく  しあ はす . 

いづれ もの 乎 前面 n もな き 仕 合 C 拙者が 

み 叶 はぬ 時 は 切腹と 豫 ての 覺悟。 我 舅 

を 殺せし 事 亡^の 御 恥辱と あれば 一 通り 

申 開かん。 兩人 ともに 聞いて たべ。 丧前 

彌五郞 殿の 御 目に か.^ り。 刖れて 歸る暗 

まぎれ 山 越す 猪に 出合 ひ。 ニッ 玉に て擊 

ちとめ。 1^ 寄って 探り 見れば。 猪に は あ 

らで 旅人。 南無 三 ^過ったり。 藥 はなき 

かと 该中を || し 見れば。 財布に 入った る 

この 金。 道ならぬ 事 なれ ども ；大 より 我に 

與 ふる 金と。 直ぐに 馳せ 行き 彌五郞 殿に 

かの <1 を 渡し。 立歸 つて 様子 を 聞けば。 

擎ち 止めた る は 我が 舅。 金 は 女房 を 費つ 

た 金。 》" かほ ど 迄す る 事な す 事。 鵜の 嘴 

ほど 遠 ふとい ふ も。 武運に 盡 きたる 勘 平 

が。 身の 成 行 推量 あれと スそァ 血走る 眼に 

無念の 淚。 《- 仔細 を 聞く より 彌五郞 すん 


ど 立上り。 骸引 上け 打 返し ムゥ くと 

疵口 改め。 お 鄉右衞 門 殿 これ 見られよ。 

鐵砲 痰に 似 たれ ども。 是は 刀で 抉った 疵。 

H  、勘 平 rah まりしと。 W 云 ふに 手 負も兑 

てび つくり。 7 シ母も 驚く ばかりな り。 《- 

鄉右衞 門 心 づき。 ぉィ ヤコ レ千崎 殿。 ァ 

ァ是 にて 思ひ當 つたり。 御 自分 も 兑られ 

し 通り。 是へ來 る 道 d に鐵砲 受けた る 旅 

人の 死骸。 立 寄り 見れば 斧定 九郞。 强慾 

な 親 九 太夫 さへ。 見限って 勘當 したる 惡 

黨者。 身の た- - すみな. き 故に。 山賊す る 

と 聞きた るが 疑 ひもな く 勘 平が。 S?5 を 討 

つた は 彼奴が 業 ェ 、 そんなり や。 あの 親 

父 殿 を 殺した は。 外の 者で ござります か 

え。 ハァ はっと。 *- 母 は 手 食に 総り。 詞コ 

レ手を 合して 拜 みます。 年寄の 愚痴な 心 

から 恨 言うた は 皆 誤り。 *? 悚 へて 下され 

勘 平 殿。 必ゃ 死んで 下さるな と。 泣き 詫 

ぶれば 顔 ふり 上け。 51 ハ今 母の 疑 ひも。 


我が 名 も 晴れ た れ § 冥途 S 思 出 ^ 

とし。 後より 追 付き 殿。 死 出 二 1^ を 伴 

はんと。 地 突 込む 刀 引 廻せば ァ、 暫く 暫 

く。  25； 思 はす も 其方が 剪の 敵 討った る は。 

おんめ ぐ <* 

未だ 武運に^ きざる 所。 せ 弓矢 神の 御惠 

にて。 一 功 立てた る 勘 平。 息の ある 中郷 

右衛門が 密に兑 する 物 ありと。 地核 中よ 

り 一 卷を取 出し。 さらく と 押 開き。 严 

この度 亡君の 敵。 髙師 e を 討 取らん と祌 

文 を 取り か はし。 一味 徒黨の 連判 かくの 

如しと。 地 讀みも 終らす 苦痛の 勘 平。 そ 

の 姓名 は 誰々 なる ぞゃ。 詞徒黨 の 人數は 

四十 五 人。 汝が 心底 見 2g けたれば。 其方 

を 差 加へ 一味の 義士 四十 六 人。 是を 冥途 

の 土産に せよ と。 》- 懐中の 矢 立 取 出し 姓 

名 を 書記し。 勘 平 血判 《- 心得たり と 腹 ^ 

十文字に かき 切り。 臟腑を 摘んで しっか 5i 

と 押し。 K サァ 血判 仕った。 ァ、, や^  § 

難 や。 我が 望み 達したり。 母 人 歎いて 下 S 
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さるな。 舅の 最期 も 女房の 奉公 も。 反古 

に はならぬ この 金。 一 味 徒黨の 御用 金と. - 

* 云 ふに 母も淚 ながら C 財布と 共に 二 包 

.n だが 前に し。 a; 勘 平 殿の 魂の 人つ 

たこの 財布。 *- 解殿ぢ やと 思うて" 敵 討 

の 御^に 7 シ 連れて ござって 下さ. C ませ 0 

a ヲ 、 成程 尤 なりと 右衛門 金 取 納め。 

* 思へば 思へ ば この 金 は 5g の 財布の 紫 摩 

k 金 佛果を 得よ と 云 ひければ 3  a ァ、 佛 

と は溪ら はし 死なぬ く。 魂魄 この 

土に 留 つて。 敵 討のお 供 するとつ * 云 ふ 

もはや 四苦八苦。 母は淚 にかき くれな 

がら ナウ 勘 平 殿。 この 事 を 娘に 知らし-。 

せめて 死 目に 逢 はして やりたい。 W ィャ 

くく 親の！ 1« 期 は 格^。 勘 平が 死んだ 

事必す 知らして 下さるな。 お 主の S に 費 

つたる 女房。 この 事 聞いて 不 奉公せば。 

お 主に 不忠す る も 同然： 只 その 儘に さし 

置かれよ。 サァ思 ひ 置く 事な しと。 埯刀 


3 つ 3 き Q ん，  ^ 

の 切 先 咽に ぐっと さし 貰き。 了ン かつば 

と して 息 港え たり。 《^ャァもぅ婿酸は 

死なし やった。 》- 扨 も/、 世の中に 使が 

や- フな a 果な 者が 又と 一 人 あらう か。 親 

父 殿 は 死なし やる 親み に 思 ふ 婿 を 先立 

て。 いとし 可愛の 娘に は 生別れ。 年寄つ 

たろ この 母が 1 人 残って 是が マァ。 何と 

生きて もられう ぞ C  S コレ 親父 殿與市 ハ 

衞殿。 *- 俺 も 一緒に 連れて行て 下されと。 

取 付いて は 泣 叫び。 又 立 上って コ レ婿 

殿。 母 も俱 にと 槌 付いて は 伏 沈み。 あち 

ら では 泣き、 J ちらで は 泣き わつ とば かり 

にどう ど 伏し。 聲をぱ かりに フシ 歎きし 

は 目 も あて。 られぬ 次第な り。 右衞鬥 

つつ 立ち上り。 3 ャァ これく 老母。 歎 

かる i は理 なれ ども。 勘 平が 最期の 樣子。 

大星 殿に 委しく 語り" 入用 金 手渡しせば 

滿足 あらん。 * 首に かけた る この 金 は。 

婿と SK の 七 * 日。 四十九日 や 五十 兩。 合 


せて 百 兩百ケ 日の 追善供養 鉢 慈ろ に 弔 は 

れ よさら ば/,. おさらば .£ 見送る 淚見 

返ろ 淚淚 の。 浪の立 返る 人 も。 はかなき 

三 *-o 

第 七 

* 花に 遊ばば 抵園 あたわの 色 摘へ。 東方 

南方 北方 西方。 彌陀の 淨土か 塗りに 塗り 

たて ぴ つかりび かく。 光り か^ゃく 白 

ゃ藝妖 にい かな 粹め も。 I ぬかして。 ぐ 

どん どろつ くどろ つく や バ：； M;; ナ *ス《^ 誰 

そ賴 まう。 亭主 は 居ぬ か。 亭主々 々。 

，な 

是 はいそが しい わ。 どいつ 樣ぢ や。 誰 方 

樣ぢ や。 H 斧 九 太樣。 御 案內と はけ- フと 

いく  。ィャ 初めてのお 方 を 同道 申した。 

きつう 取込み さう に 見える が。 一 つ 上け 

ます 座敷が あるか。 ござります とも。 今 

晚 はかの 由 良 大盡の 裤 趣向で。 名 ある 色 2 

達 を摑 込み。 下座 敷 はふ さがって ござり 2 
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ちん ダ- しき 

ますれ ど。 亭 座敷が あいて つ .- ざ ります。 

そり や 又 掬 姝の具 だらけで あらう。 叉惡 

くち  * ちょら， 3 

口 を。 ィャサ よい 年 をして-) 女郎の 蜘铢 

の にか- "るまい 用心 C コリャ きつい わ。 

下に 置かれぬ 二階 庵 敷。 ソレ灯 をと もせ 

仲居 ども C ぉ盃ぉ 煙草盆と。 高い 調子に 

かせ かけて 奥 は 騒ぎの 太鼓 三味。 《s ナン 

ト伴內 殿、」 由 良 h! 助が 體御覽 じた か.^ 九 

太夫 殿。 あり や いっそ 氣遠 ひで ござる。 

段々 食樣 より n 內 通あって も。 あれ 程に 

あら- フと は。 主人 師直 も存ぜ す。 拙者に 

罷り 上って 見届け。 心得ぬ 事 あらば。 早 

速に 知らせよ と. E. 付け ま したが。 さて 

'我 も へ ん しも 折れ ま し て ご さ 

る、) ^^！：カ彌めは何と致したな。 此奴 も 折 

節 この 所へ 參り俱 に 放埒。 指 合 くらる が 

不思議の 一 つ。 今晚は 底の 底 を 探り 見ん 

と 心 巧 を 致して 參 つた。 密々 にお 話 申さ 

う。 いざ 一 一 辭\  C まづ く。 然ら ばか， 


お出。 三下 リ iK 實 は、， に。 S ひ はせいで。 

あだな 惚れた 惚れた の 口先 はいかい。 つ 

やで は ある わい な-," a 彌 五郎 殿。 喜 多 八 

ちゃ や  h-s 

殿。 是が由 良 之 助 殿の 遊び 茶屋" 一 力と 

申す ので ござる。 コ レサ 平 右衛門。 よい 

時分に 呼 出さう 。勝 乎に 控 へて ぉゐ やれ。 

畏 りました 宜しう 賴上 ゆます る。 誰ぞち 

よと 賴 みたい。 アイく 誰 方樣ぢ やえ。 

ィャ 我々 は 由 良 殿に 用事あって 參 つた。 

奥へ 行て 云 はう に は。 矢 間 十 太郞。 千 崎 

彌 五郎。 竹 森 喜 多 八で ござる。 此 間より 

節々 迎 ひの 人 を 遣し ますれ ども-。 ぉ歸り 

のな き 故。 三人 連で 參 りました。 ちと 御 

相談 申さねば ならぬ 俵が ござる 程に" お 

逢 ひなされ て 下されと きっと 申し て く 

れ。 それ はなん とも 氣の 毒で ござんす。 

由 良 様 は 三 曰 以來飮 み 綾け。 お 逢 ひな さ 

れ てから 他愛 は あるまい。 本性 はない ぞ 

え C ハテ执 まあ さう 云うて おくり やれ。 


アイく。 彌五郞 殿お 聞きな された か。 P 

承って 驚 入りました。 初めの 程 は 敵 へ 聞 

かする 計略と^ じました が。 いかう 遊び 

に實が 入りす ぎまして。 合點が 参らぬ。 

何と この 喜 多 八が 申した 通り 魂が 入替っ 

て ござらう がの。 いっそ 一間へ 踏 込み C 

ィャ /\ とくと 面談 致した 上。 成程。 然 

らば 是に 待ち ませう。 手の 鳴る 方へ。 手 

の 鳴る 方へ。 手の 鳴る 方へ。 とら まよ。 

とら まよ。 由 良 鬼 やまたい： 由 良お にや 

またい。 捕ら まへ て 酒飮ま そ。 捕ら まへ 

て 滔飮ま そ。 コリャ 捕ら まへ た わ。 サァ 

滔々" 持て 鍵 子 持て" ィ ヤコ レ由良 

之 助 殿。 矢 間 十 太郞で ござる。 こり や 何 

とな さる- To 南無 三齊 しまうた。 ヲ 、氣 

さかえ  さ；. 1 らひ 

の 毒 何と 榮 さん。 ふしく たやうな お 侍 

樣 方。 ぉ連榜 かいな。 さあれば。 お 三人 

ともこ はい 顔して。 ィャ コ レ女郞 達。 我 

我は大 殿へ 用事あって 參 つた。 暫く 座 


を 立って 莨 ひたい。 そんな 事で あり そな 

もの。 由良樣 奥へ 行く ぞぇ。 お前 も 早う 

お出で。 皆樣是 にえ-.' 由 良 之 助 殿" 矢 間 

十 太郞で ござる。 竹 森 喜 多 八で ござる。 

千 崎 彌五郞 御意 得に 參 つた。 ぉ目覺 まさ 

れ ませ- フ。 是は打 描うて よう お出でな さ 

れた。 何と 思うて。 錄食へ 打 立つ i 候 は 

いつ 頃で ござるな。 されば こそ。 大事の 

1- ん n よ さく 

事 をお a- ね なれ。 丹波與 作が 歌に 江戶 

三界へ 行かん して ナ * ス 5^ ハ 、 、 、御免 候 

へ 他愛々々。 一-て ャァ 酒の 醉本 t!0 がャリ 

^^根がっかすば三人が。 酒の 醉を覺 さし 

ませう かな。 ャ レ聊爾 なされ まするな 0 

憚りながら 平 右衛門め が。 一富 申 上 ゆた 

い 儀が ござります。 暫くお 控へ 下され ま 

せう。 由 良 之 助樣. - 寺 岡 平 右銜鬥 めで ご 

ざり ます。 御機嫌の 體を拜 しまして。 い 

かば かり 大悦に 存じ 奉ります. - フゥ寺 岡 

平 右銜と は。 ヱ 、何でえ すか。 前 かど 北 


國 へお 飛脚に 行かれた。 足の 輕ぃ 足輕殿 

か。 左様で ござります。 殿様の 御 切腹 を 

北國 にて 承りまして。 南無 三 齊と宙 を 飛 

んで歸 ります る 道に て。 お 家 も 召 上 けら 

れ。 一 家中 は 散々 と 。承った 時の 無念 さ 0 

奉公 こそ 足輕 なれ。 御 恩 は變ら ぬお 主の 

仇。 師 直め を 一 討と 錄食へ 立 越え. - H ケ 

けつ -sis だ ひにん  つけねら 

月が 間 非人と なって 附狙 ひま したれ ど 

も" 敵 は 用心 嚴 しく 近寄る 事 も 叶 ひませ 

や。 所詮 腹 かつ さばか 

んと 存じ ましたが。 國 

許の 親の 事 を 思 出し ま 

して。 すごく 歸りま 

した。 所に。 fK 道樣の 

お知らせ にや。 いづれ 

も樣 方の 一 味 連判の 様 

子 承ります ると 0 ャ レ 

しゃ あり-か たやと。 

取る 物 も 取り あへ や。 


あなた 方の 旅 宿 をぎ ね。 ひ n すらお 賴み 0 

手 


申 上け ましたれば 0 でかした ういお ぢゃ 0 

お k へ 願うて やろ とお 詞 にす がり-」 是迄 

推參仕 りました C 師直 屋敷の。 ァ これ 

くく。 ァ其許 は足輕 ではなうて。 大 

仁い こもち 

きな ロ輕ぢ やの。 何と 封 £ 間な されぬ か。 

尤もみ たくし も-。 蚤の 頭 を 斧で 割った 程 

無念な とも 存じて。 四 五十人 一 味 を 持へ 

て 見た が。 ァぁ P な 事の。 よう 思うて 見 


れ ば。 仕損じたら 此方の 首が ころり。 . 仕 

畢 せたら 後で 切腹。 どちらで も 死なね ぱ 

じんじん 

ならぬ。 とい ふ は 人 んで首 く- -るゃ 

うな もの。 殊に 其 許 は 五雨に 三人 扶持の 

足輕。 お腹 は 立てられな。 はつち 坊主の 

報謝 米 程 取って ゐて。 命 を 捨てて 敵 討し 

り  だい 

ようと は。 そり ゃ靑 海苔 貫うた 禮に。 太 

太 神樂を 打つ やうな もの。 我等 知行 千 五 

百 石。 貴様と 比べ ると。 敵の 首 を 斗： で 

はかる 程 取っても 釣合 はぬ 釣合 はぬ。 所 

で やめた。 ナ 聞え たか。 とかく 浮世 は 昔 ® 

かラ した もの ぢ や。 ッ、 テン ッ、 テン ッ 

ッ テン。 ナ ネス なぞと 彈 きかけ た 所 はた 

まらぬ く。 是は由 良 之 助 様のお 詞 とも 

覺 えませぬ。 僅か 三人 扶持 取る 拙者め で 

も。 千 五百石の 御 自分 樣 でも。 f ぎ まし 

た 命 は 1 つ。 御 恩に 高下 は ござり ませぬ。 
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押す に 押されぬ はお 家の^ 目。 殿の 御名 

代 もな されます る。 歷 様 方の 中へ 見る 


影 もない 私め が。 差 加 

へ てと お 願 ひ 申す は撣 

りよ.！/ わい 

りと も 慮外と も。 ほん 

の 猿が 人眞 似。 お 草履 

をつ かんで なりと も。 

お 荷物 を かついで なり 

とも 參じ ませう。 お供 

に 召 連れられて。 ナ申 

し。 n レ 申しく。 是 

はしたり 寢て ござる さ 

うな。 コ レサ 平 右衛門。 

あったら 口に 風 ひかす 

まい。 由 良 之 助 は 死人 

も 同然。 矢 間 殿。 千 崎 

殿。 もう. K 心 は 見え ま 

した か。 申合せた 通り 

計 ひませ うか。 いかさ 

ま。 一味 連判の 者 共へ 

のみせ しめ。 いざ いづ 


蔵臣忠 本手 名提 


れ もと 立 寄る を。 ャレ 暫くと 平 右銜鬥 

押しな だめ 傍へ り。 》s つくぐ 思 廻し 

ますれば。 主君に お^れな されて より。 

が を 報 はんと 種々 の 艱難。 木に も 茅に も 

心 を 置き。 人の 護 無 I ふ をば。 ぢ つと；^ へ 

て ござる から は 0 滔 でも 無理に 參ら すば。 

是迄命 も 接き ますまい。 增 醒めての 上の 

御 分別と。 無理に 押へ て 三人 を 伴 ふ 一 間 

は善惡 の。 明り を 照らす 障子の 內 影を隱 

す や」 i へ 月の 入る。 * 山 科より は 一里 

半 息 を 切った る婉子 カ彌， - 內を すかして 

正體なき父が|!^9^ 起す も 人の 耳 近し と 

枕元に 立 寄って。 i3 に 代る 刀の 音。 鋰 

口 ちゃんと 打 鳴らせば。 むつく と 起きて 

ャァカ 通 か。 a 鲤 口の 皆 響かせし は 急用 

ひ そ か 

あって か。 密 にく。 只今 御 臺顏世 様よ 

り" 急の 斜 飛脚 密事の 辨狀。 外に 御 口上 

はなかった か。 敵高師 直お 國の願 i ひ。 

ちかぐ 

近々 本國 へ罷歸 る. - 委細の 儀 はお 文との 


御 口上" よしく： 其方 は 宿へ 歸り。 夜 

の 中に 迎 ひの 駕籠 行けく。  # はっとた 

めら ふ 隙 もな く 7 シ山 科さして 引返す C  « 

まづ 様子 氣遣 ひと 狀の封 じ，^ 切る 所へ。 

S 大星 殿。 由 良 殿。 斧 九 太夫で ござる。 

* 御意 得 ませう と聲 かけられ。 S 是は久 

しゃ 久し や。 一 年 も 逢 はぬ 中 寄った ぞゃ 

寄った ぞゃ。 額に その 欲のば しにお 出で 

； ^しろ や、 ぶ 

か。 ァノこ X な莲 破りめ が。 ィャ由 良 殴。 

大功 は 細 t^; を 顧 やと 申す が。 人の 穀も構 

はや 遊里の 遊び" 大功 を 立つ る 基。 天 晴 

大丈夫 末賴 もしう 存 する = ホ 、ヲ是 は 堅 

いわ 堅い わ。 石火矢と でかけた。 さりと 

て はお かれい。 ィャァ 由 良 之 助 殿と ぼけ 

まい。 誡責 殿の 放涛 は。 敵 討つ i 一 ゲと見 

える か。 おんでも ない 事。 恭ぃ。 四十に 

餘 つて 色 狂 ひ" 馬鹿者よ。 氣達 よと。 笑 

はれう かと 思うた に。 敵 討つ 術 をと は 九 

太夫 殿。 ホ 、ヲ 嬉しい 嬉しい。 スリャ 其 


許 は" 主人 壁 冶の 仇 を 報す る 所存 はない 

か。 け もない 事け もない 事- 家國を 渡す 

折から、) 域 を 枕に 討死と 言うた の は。 御 

臺樣 への 追從。 時に 貴様が" 上へ 對 して 

朝敵 同然と。 其 場 をつ いと 立った" 我等 

は 後に と。 しゃちば つて ゐた。 いかいた 

わけの。 所でし まひ はっかす。 荆 墓へ 參 

つて 切腹と (- 裏門から こそくく- 今 

この 安樂の 樂 みする も 費 殿のお 蔭" 昔の 

よしみ は 忘れぬ 忘れぬ。 堅み を やめて 碎 

け をれ 碎け をれ-いかさ まこの 九 太夫 も。 

し G だ  あら は  こんく 

昔 思へば 信 太の 狐" ばけ 顯 して 一 献酌 ま 

5 か。 サァ. S 良 殿" 久しぶり だお 盃。 又 

頂戴と 會^ めくの か。 さし をれ 飮む わ。 

飮み をれ さす わ。 てう ど 受け をれ 《- 着 を 

すろ わと 傍に 在 合ふ铕 着。 はさんで 7 シゃ 

つと 差 出せば。 KS 手 を 出して。 足 を 戴く 

銷肴。 *P 忝い と 戴いて 食 はんとす る。 手 

を じっと 捕へ C  g コ レ由良 之 助 殿。 明日 


は 主！？！； 鹽冶 判官の 御 命日" 取 分け 逮夜が 

大切と 中す が 。兌 事 そ の 看 殿 は 食 ふ か 。 

食べる く C 但し、 王お 鹽冶 殿が。 銷 にな 

ひんて- 

られ たとい ふ 便 〈=i があった か。 ヱ， み A 痴な 

人で は ある： こなた や 俺が 浪人した は C 

判官 駿が 無分別から。 スリャ 恨 こそ あれ 

精進す る 氣徴瘦 も ご あらぬ。 お 志の 看 $れ> 

玩致 すと： ：《- 何氣 もな く。 只  一 口に 味 ふ 

風情" 邪智 深き 九 太夫 も フシ あきれて。 詞 

もなかり ける： 詞扨 この if!? では 飮 めぬ 飮 

めぬ。 鶏し めさせ 鍋燒 させん" 其 許 も 奥 

へお 出で： 女郎 ども 歌へ くと" 3 足 許 

もし どろ もどろ の 浮 拍子 テ レ ツク^,. -ッ 

ッ テンく。  * おのれ 末社 ども。 め れん 

にな さで 澄くべき かと 騒ぎに。 紛れ 入り 

にけ る. - *> 始終 を 見！ © け黧坂 伴內。 二階 

より 下り立ち C  a; 九 太夫 殹 仔細と つくと 

見 居け 申した。 主の 命日に 精進 を さ へ せ 

ぬ 根性で" 敲討 存じ も よらす。 この 通り 


主入師 直へ 申 聞け。 用心の 門 を 開かせ ま 

せう *レ 成程 最早 5E 心に も 及ばぬ 事。 コ レ 

サ まだ 此處 刀 を 忘れて 置きました。 

ほんに 誡に大 馬鹿者の 證據" i" みの 魂 見 

ましよ。 扨錡 びたり な 赤^。 ハ 、、ゝ 、。 

いよく 本心 顯れ御 安堵 御 安堵。 ソレ九 

太夫が 家 来迎 ひの 駕 i ^-」 はっと 答へ て 

持 出る。 W サァ 伴內殹 お召しな され C ま 

づ C 御 自分 は 老體。 平にく。 フ 然 らば 

御免と 乘り 移る，〕 與ィャ 九 太 殹。 承れば 

この 所に。 勘 平が 女房が 勤めて をる と 聞 

きました。 贵 殿に は 御存じな いか。 九 太 

夫 殿。 地 九 太夫 殿と 云へ ど 答へ チコ ハ不 

思議と。 駕 の 1 を 引き 開 くれば C 內に 

は 手頃の 庭の 飛石。 コリャ ど うぢ や-, - 

九 太夫 は！^ 浦 さよ 姬を やられた と。 *■ 見 

廻す こなたの 緣の 下より。 講コレ z\ 伴 

か ーゾ  さい ビん 

內 殿。 九 太夫が 駕 ぬけの 計略 は。 最前 

カ彌 が持參 せし 書翰が 心許なし" 樣子見 


SJ け 後より 知らさん。 矢張り 我らが 歸る W 

體 にて。 贵殴 は， ての 駕 ii に 引 添うて。 《- 

合點々 々とうな づき 合 ひ。 駕籠に は 人の 

ある 體に フシ 昆 せて しづく 立 歸る。 

ハル フシ 折に 二階へ。 勘 平が 妻のお かる は 

a? ひ  xtl レ 

醉ざ まし 。はや 廓 なれて 吹く 風に。 7 シ. フ 

さ を はらして 居る 所へ。 ！ 《 ちょと 行て 來 

る。 由 良 之 助と も あらう 侍が。 大事の 刀 

を 忘れて 置いた。 つい 取って来る その i 

に 掛物も かけ 直し。 爐の炭 もつ いでお き 

や e ァ 、それ く。 こちらの 三味線 

踏 折るまい ぞ。 是 はしたり。 九 太 は 去な 

れ たさうな。 三下 リ * 父よ 母よ となく 聲聞 

けば。 妻に 驟鴆 の。 うつせし 言の葉。 ェ 

ェ何ぢ や いなおか しゃん せ。 ハル フシ あた 

り 見廻し 由 良 之 助 0 釣燈 籠の 明 を 照らし。 き 

讀む は御臺 より 敵の 様子 細々 と" 女 一 

.X  .Mrs らサ * ろ  ^ 

の文の後ゃ先" フシ<;^i ではかどらす。 は 

よその 戀 よと 羨し くお かる は 上より 見お 蔵 


ろせ ど。 夜目 遠目な り 了 ン字性 もお ぼろ。 

思 付いた るの ベ 鏡。 フシ 出して 寫 して 讀 

みとる 文章。 下家より は 九 太夫が。 繰り 

おろす 文月 影に。 すかし 讀 むと は： 神な 

ら す ほどけ か H りしお かるが 替" ばった 

り 落 つれば。 下に ははつ と 見上げて 後へ 

膳す 文 C 緣の 下に は猶 ゑつ ほ" 上に は 鏡 

の 影 隱 し-  S 由 良さん か： おかる か。 そ 

もじ は そこに 何して ぞ。 わたし やお 前に 

もりつ ぶされ つ あんまり 辛 さの 醉ざ まし。 

風に 吹かれて るる わい なつ ムゥ- ハテな 

5C よ- フ 風に 吹かれて. ちゃの： ィャ かる。 

ちと 話したい 事が ある。 屋根^3!しの天の 

川で こ-から は 云 はれぬ。 ちょっと 下り 

てた もらぬ か。 話したい とは賴 みたい 事 

かえ。 まあ そんな もの。 廻って 來 やん し 

だん まし ご 

よ" いやく。 段 梯子へ おりたら ば。 仲 

居が 見付けて 酒に せう。 ァ 、どうせうな。 

ァ 、 コ レく幸 ひこ i に九ッ 梯子。 * こ 


れを ふま へ て 下りて たもと 《 


Ms 根 レ又惡 い 事 を。 やかましい 生娘 かなん ぞ JS 

一 かければ。 F  J の 梯子 は 勝手が 逮 うて。 の やうに。 地 I 緣 ながらと 後より. ちっと： 


ヲ 、こ は" どうやら 是は危 いもの。 大事 . 抱き しめ フシ 抱きお ろし K なんと そ もじ は 

ない" 大事ない。 危 いこ はい は の 事。 御覽 じた か。 アイい I- え。 見た であらう 

三間づ つまた けても 赤 膏藥も 耍らぬ 年ば 見た であらう。 アイ 何ぢ ややら 面白さう 


い。 阿呆 云 はんすな。 船に 乗った やうで な 文。 あの 上から 皆讀ん だか ゥヲ 、 くど。 

こ は いわいな。 道理で 舟 玉 様が 見える。 ァ 、身の上の 大事と こそ はなり にけ り。 

ヲ 、 のぞかん すない な。 洞 庭の 秋の 月樣 何の 事ぢゃ ぞいな。 何の 事と はお かる。 

を拜み 奉る ぢゃ。 ィャ モウ そんなら 下り 古いが 惚れた 0 女房に なって たもらぬ か。 

やせぬ； てえ C 下り ざ 下ろして やらう： ァ おかんせ «ぢ や。 サ HI! から 出た 實で なけ 
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れば 根が とけぬ。 おうと 云 やおうと 云 や。 

ィャ云ふまぃ.^^ぜ。ぉ前のは«?!から出た 

實ぢ やない。 實 から 出た 囌： ちゃ。 おかる 請 

出さう。 ェ ゝ。 -g^ でない 設據 に。 今资の 

中に 身 請せ う。 ムゥ いや わしに は。 情夫 

があるなら 添 はして やろ、」 そり や マァほ 

3;.ーらひ,<ゥ--^,.'  か こ 

ん かえ C 侍 冥利つ 三日な りと も图 うた 

ら それから は 勝手次第。 ハ ァ 、嬉しう ざ 

ざん すと 云 はして おいて 笑 をでの。 いや 

直ぐに 亭主に 金波し C 今の 間に 涛 ささう 0 

氣遣 ひせす と 待って- Q や そんなら 必ゃ 

あ ひだ 

待って をる ぞぇ。 金 渡して 来る 間" どつ 

ち へ も 行き やるな。 女房 ぢ ゃぞ。 それ も 

.ゲ つ てん 

たった 三日。 それ 合點 C  うご ざん す。 

1 一一 下リ歌 世に も 因果な ものなら わし-か 身-ち 

や。 可愛い 男に。 いくせ の 思 ひ。 ェ 、な 

んぢゃ いなおか しゃん せ。 忍び音に なく 

小夜 千鳥。 *. 奥で 欹ふも フシ 身の上と おか 

いで あ 

る は。 思案と りぐ の。 *■ 折に 出合 ふ 平 


右 衞鬥。 M 妹で ないか。 マ ァ兄様 か。 * 恥 

かしい 所で 逢 ひました と 顔を隱 せば。 0 

苦しうな い。 關 東より 戾り がけ。 母 人に 

逢って 委しく 聞いた。 夫の 爲ぉ 主の 爲。 

よく 寶られ たで かした でかした。 《■ さう 

田 iS うて 下さん すり, 0 'わしゃ 嬉しい。 詞し 

たが まあ 喜んで 下さん せ。 思 掛けな う 今 

宵 請 出される 害。 それが 重 or 伺 人のお 

世話で。 お前 も 御存じの 大星由 良 之 助 様 

のお 世話で。 何 ぢゃ由 良 之 助 殿に 請 出さ 

"れ る。 それ は 下地からの 馴染 か。 何のい 

な ひ この 中より 二三 度 酒の 相手。 夫が あ 

らば 添 はして やろ。 暇が 欲しく ば 暇 やろ 

と。 結構す ぎた 身 請。 扨 は 其方 を。 早 野 

勘 平が 女房と。 イエ 知ら や ぢゃぞ え。 親 

夫の 恥 なれば 明かして 何の 云 ひませ う。 

ムゥ すり や 本心 放涛 者。 お 主の 仇 を 報す 

る 所存 はない に 極った な。 イエく これ 

兄樣 C ある ぞ えく。 高う は 云 はれぬ。 


せ コ レ かう/^ と攝 けば。 ！ JS ムゥ すり や § 

その 文 をた しかに 見た な。 接ら す 讀んだ 

その後で。 互 ひに 見合す 顔と 顔。 それ か 

らぢ やらつ き 出して つい 身請けの 相談。 

ァノ その 文殘ら ゃ讀ん だ 後で。 アイナ。 

ムゥ それで 聞え た。 妹 とてもの がれぬ 命。 

»_ 身 どもに くれよ と拔 打に は つし と 切 

れば。 E ちゃつ と 飛 退き C  n レ 兄樣。 わ 

しに はなに 誤り。 勘 平と いふ 夫 も あり。 

きっと 兩親 あるから はこな 様の 儘に もな 

るまい。 《1£ 出されて 親 夫に。 逢 はう と 

思 ふが わしゃ 樂み 。どんな 事で も 謝らう。 

«- 赦 して 下ん せ赦 してと。 手 を 合 はすれ 

ば。 平 右衛門" 拔身を 捨て フシ どう ど 伏 

し 悲歎の 淚 にくれ ける が。 詞 可愛 や 妹 何 

にも 知らぬな。 親 與市兵 衞殴は 六月 廿九 g 

日の 夜。 人に 切られて お果てな された： 

ャァ それ はま あ。 コリャ まだび つくりす § 

な。 請 出されて 添 はう と 思 ふ 勘 平 も。 腹 袋 
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切って 死んだ はやい つ *- ャァ くく そ 

れは まあ ほんかいの。 コレ な- フ/ \. と 取 

付いて スそァ わつ とば かりに 泣 沈む。 8 ヲ 

ヲ 道理々々" 様子 話せば 長 い 事。 お いた 

はしい は 母 者 人 C 云 出して は 泣き。 思 出 

して は 泣き。 娘 かるに 聞かしたら 泣 死す 

るで あらう。 必す 云うて くれるな とのお 

賴 み。 云 ふまい と 思へ ども。 とても 運れ 

ぬ汝が 命。 その 譯は" 忠義 一途に こり か 

たまった 由 良 之 助 SJT 勘 平が 女房と 知ら 

ねば 請 出す 義理 もな し C  r 兀來 に は猶ふ 

けらす。 見られた 狀か 一 大事 請 出し 剌 

す" 思案の 底と 確かに 見えた。 よし さう 

なうても 壁に 耳.. 外より 洩れても 汝が 科- 

密書 を 架き 見た るが 誤り 殺さ にやなら 

ぬ- 人手に かきょうより 我が 手に かけ。 

4, 、 事 を 知った る 女。 妹と て教 され やと。 

それや 功に 連判の 數に 入って お供に 立た 

ん。 *- 少身 者の 悲し さは 人に 勝れた 心底 


を。 見せねば 數に 入れられぬ。 聞 分けて 

命 を くれ 死んでくれ 妹と。 事 を 分けた る 

兄の 詞。 おかる は 始終せ きあけせ きめけ。 

便りの ない は 身の 代 を。 役に立てての 旅 

立 か。 暇 乞に も 見え そな ものと。 恨んで 

と tx 

ばっかり をり ました = 勿 照ない が 父樣は 

非 5^ の 死で もお 年の 上。 勘 平殷は 三十に 

なるやなら チ に 死ぬ るの は さぞ 悲し かろ 

口惜し かろ 。逢 ひた か つ， たて あらう のに C 

なぜ 逢ぶ せて は 下さん 

せぬ。 親 夫の 精進 さへ 

知らぬ 私が 身の 因果。 

何の 生きて をり ませう。 

お 手に か i らば 母樣が 

お前 をお 恨みな され ま 

しょ。 自害した その後 

で C 首な りと 死骸な り 

と 功に 立つなら 功に さ 

んせ C  «- さらばで ござ 


る 兄 樣と云 ひつ i 刀 取 上ぐ る。 as やれ 待 

てし ばし と 地と むる 人 は 由 良 之 助。 は 

つと 驚く 平右衞 門" おかる は 放して 殺し 

てと。 あせる を 押へ て。 ョ ホウ 兄弟と も 

見 上け た 疑 ひ 晴れた。 兄 は 東の 供を赦 す。 

妹 はながら へて： 未來の 追善。 *- サァそ 

の 追善 は 冥途の 供と。 もぎ 取る 刀 をし つ 

かと 持 添へ。 ""夫 勘 平 連判に は 加へ しか 

ど。 敵 一 入 も 討 取ら や。 未来で 主君に 言 


譯 ある まじ。 その 言譯は コリャ こ にと。 

«- ぐっと 突 込む の陈 間。 下に は 九 太夫 

ぎ 先 縫 はれて 七轉八 倒- r てれ 引 W せの。 

«- 下知より 早く 緣先飛 下り 平 右衛門。 朱 

に染ん だ身體 をば 無二無三に 引す り 出し。 

ヒャァ 九 太夫め ハ テ よい 氣 持と 引立て 目 

通り へ 投付ければ。 起立た せ もせ f 由 良 

之 助。 髮 つかんで ぐっと 引 寄せ。 翁 子 

身中の 虫と は汝が 事。 我が君より 高 知 を 

戴き。 莫大の 御 恩 をきながら。 敵師 直が 

^者と な つ て ある 事ない 事よう 內通 ひろ 

いだな。 四十 餘 人の 者 ども は。 親に 別れ 

子に 離れ。 一生 連 添 ふ 女房 を 君 傾城の 勤 

め を さする も。 亡君の 仇 を 報じた さ。 寢 

覺め にも 現に も。 御 切腹の 折から を 思 出 

して 無念の 淚。 》- 五臓六腑 をし ばり * しぞ 

や。 取 分け 今宵 は 殴の! ^夜。 口に もろ 

くの 不淨を 云うても。 愼 みに 愼みを 重 

ぬる 由 良 之 助に。 ょラ 魚肉 をつ きつけた 


なァ。 いやと 1W はれす ... 

お ラと云 はれぬ 胸の 苦 

しさ" 三代 相 恩のお 主 - 

の 逮夜に。 喉 を 通した ： 

その 時の 心 どの やうに ， 

あらう と 思 ふ C 五體も . 

一度に 惱亂 し。 四十 四. j 

の 骨 * も碎 くる やうに 」 

あった わ やい。 《- へ ェ 一 

H 獄卒め 魔王め と C  土  . 

- .-fa 付け：^ ぢ つけて ス. N 

テ 無念 淚に くれけ るが。 

m コリャ 平 右 衞鬥。 最】 

前 錯刀を 忘れお いた は- 

此奴め を頻 殺しと いふ j 

知らせ。 命 取らす と 苦； 

痛 させよ。 》 -畏 つたと！ 

拔 くより 早く 躍 上り 飛 ^ 

上り。 切れ ども 僅か ニー 


if ネマな 8 
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三寸。 明 所 もな しに 疵 だらけ。 のた うち 

廻って。 《s 平 右 殿。 おかる 殿。 《- 詫して 

たべと 手 を 合せ 。以前 は足輕 つれな りと。 

目に も かけ. さる 寺 岡に 7 シ三拜 する ぞ見 

苦しき OR この 場で I" さば 言 譯むづ かし。 

^_-ひ醉ぅた照にして。 埴舘へ 連れよ と 羽 

截打卷 せ 庇の 口。 隱れ 聞いた ろ 矢 間 千 崎 

竹 森が つ 障子ぐ わらり と 引 開け。 ほ 由 良 

之 助 殿 段々 謝り 入りまして ござり まする。 

それ 平 右衛門。 食ひ醉 うた その 客に。 加 

川で 水雜炊 を， はせい。 ハァ。 行け。 

第 八 道行 旅路の 嫁入 

浮世と は。 誰が いひ 初めて" 飛鳥 川" ふ 

ち y や 5 

ち も 知行 も 瀬と か はり。 ス H テ よるべ も浪 

し；： びと  えん や 

の 下人に。 結ぶ 冶の 誤り は。 戀 のかせ 

杭 加 古川の。 娘 小浪が 許婚 ォクリ 結納 も。 

取ら やその 儘に ふりすてられし 物 思 ひ。 

も 母の 思 ひ は 山 科の 婿の カ彌を 力に て 


住家へ 押して 嫁入り も。 世に ありな しの 

義理 遠慮 腰元 連れす 乘物 も。 やめて 親子 

の 二人 連 都の。 ォク リュリ n 仝に。 志す。 

ハル フシ 雪の 肌 も。 寒空 は。 寒 紅梅の 色 添 

ひて。 手先 免え や 凍え 坂。 ハズ ミ薩達 峠に 

さし か-り 見返れば。 富士の 煙の。 サハリ 

{ 仝に 消え 行方 も 知れぬ 思 ひ をば C ナオ ス晴 

よめ り  か ，び 

らす 嫁入の フシ 門火 ぞと。 祝うて 三 保の 

松原- 一 小ォ クリ つ く。 並 松 街道 を 狭し と 

打った る 行列 は。 誰と 知らね どへ 羨し" 

»> ァ、 世が 世なら あの 如く。 一世の 晴と 

花 かざり C 伊達 をす るが の 府中 過ぎ。 城 

下 C 過 ぐれば 氣散 じに。 フシ 母の 心 もい そ 

くと。 二世の 盃濟ん で 後、 - 本ブシ 閱の睦 

ユー 一 口 私語。 親 知らす 子 知ら やと。 蔦の 細道。 

もつれ 合 ひ C フシ 嬉しから うと 乎 を 引け 

ば。 ァノ  《- 母 i$ の 差 合 ひ を 脇へ こかして 

子 川" 宇津の 山 逢の 現に も。 殿御 初め 

の 新枕つ- 瀨戶の 染釵こ はい やら。 恥し い 


やら 嬉しい やら 案じて 胸も大 井川。 水の 

流と 人心。 もしゃ 心 は變ら ぬか。 日陰に 

花 は かぬ かと。 フシい うて 島 田のう さ 

はらし。 -1 ん ハル 7 シ 我が身の 上 を。 かくと 

だに。 人 しらす かの 橋 越えて 行けば 吉田 

や 赤 坂の。 招く 女の 聲 揃へ。 -ー上 リ 緣を 

結ば i 清水寺へ 參 らんせ。 音 羽の 瀧に ざ 

ん ぶり ざ 毎日 さう 云うて 拜 まんせ さ うぢ 

やい な。 し i きがん かう がかいれ いに う 

き. フ。 神樂 太鼓に ョィ コノ エイ。 こちの 

晝 寢を覺 まされた。 都 殴 御に 逢うて 辛 さ 

が 語りた ゃソゥ トモ ソゥ トモ。 もしも 女 

夫と か i さまなら ば 伊勢さん の ひきあ は 

せ。 ナ * ス ハル フシ 鄙びた 顏も。 身に とって。 

よい 吉 左右に なるみ？ 3r 熟 田の 社 フシ あ 

れ かとよ。 七 里の 渡し 帆 を 上け て 縛 拍子 

揃へ て ャッシ ッシ" 柁 取る 音 は。 鈴虫： 

いや。 ヒ。 ヒ きりぎりす。 なく や 霜夜と 詠 

みたる は、」 小夜 更けて こそくれ 迄と。 限 & 
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わ ある 舟 急がん と 母が 走れば。 娘 も 走り 

ォクリ 空の W に 笠 S ひ。 ハル フシ 舟路の 友の。 

f  .-5 しゃ 5 の  •  I お， 

後 や 先 庄野德 山せ きとむ る C 伊勢と 吾妻 

の 別れ道。 驛路の 鈴の 鈴 鹿 越え。 閒の土 

山。 雨が 降る 水口の 葉に。 云 ひ はやす。 

石 部 石 場で 大石 や。 小石 拾うて 我が 夫と 

なでつ。 さすり つ 手に 据 ゑて。 やがて 大 

津ゃ三 井寺の。 麓 を 越えて 山 科へ 程な き。 

里へ。 I- 憂い そぎ 行く。 

第 九 

«- 風稚 でもな く。 洒落で なく。 しょう 事 

わび ザ ♦* ひ 

なしの 山 科に。 由 良 之 助が t! 住居。 祇園 

の 茶屋に 昨日から 雪の 夜 咏し朝 戻り。 幫 

間 仲居に 送られて 酒が。 ほた える 雪轉し 

雪 はこけ いで 雪 こかされ。 仁 ai 捨てし 遊 

びな り。 BS 且那。 申し 旦那。 お 座敷の 景 

ようご ざり ます。 お 庭の 藪に 雪 持って ト 

なった 所。 とんと 搶に畫 いた 通り。 けう 


と いぢ やない かなう お 品。 サァ この 景を 

見て。 外 へ は どっちへ も 行きた- T ござり 

ますまい がな。 へッ 朝夕に 見れば こそ あ 

れ住吉 の。 岸の 向 ひの 淡路島 山と いふ 事 

知らぬ か。 自慢の 庭で も 家の 酒 は 飲めぬ 

飮 めぬ。 ェ、 通らぬ 奴く サァ く英 へ 

奥へ。 *- 奥 は どこに ぞぉ 客が あると。 先 

に 立 つ て 飛石の。 詞も しどろ 足取り も 

ォクリ しどろ に。 見 ゆる 滔 機嫌。 ぉ戾 りさ 

うなと 女房のお 石が 輕う 汲んで 出る 茶屋 

の 茶よりも 氣の端 香。 お 寒から うと 悟氣 

せぬ 詞の 鹽茶醉 ざまし。 <M  ロ飮ん であ 

とうち あけ。 K ヱ 、奥 無粹 なぞ や 無粹な 

ぞゃ。 折角 面白う 醉 うた 酒 さませと は。 

ァ  >  ァ 、降った る 雪 かな。 文 *K いかによ 

その わろ 達が さぞ 愔氣 とや 見 給 ふ や ら 

ん。 增 それ 雪 は 打 綿に 似て 飛んで 中入り 

となり。 奥 はか I- 樣と 云へば とつと 世 

蒂 じむと 云へ り。 *? 加 賀のニ 布へ お見舞 


の ナ * ス 《s 遲 いは 御用 猞。 伊勢海老と 1^。  g 

穴の 稻 荷の 玉垣 は。 朱うな ければ 信が さ 

める とい ふやうな もの かい。 オイ これ 

くく。 こぶら 返り ぢゃ 足の 大指 折つ 

た 折った 。おっとよ しく。  #m. にかう 

あし 3 き 

ぢ やと 足 先で。 《«ァ 、これ ほた へさし や 

ん すな 嗜 まし やん せ。 滔 がすぎ ると 他愛 

がない 0 增 ほんに 世話で ござらう のと フシ 

物 和 かに あ ひしら ふ。 *• カ彌が 心得 奥よ 

り 立 出で。 K 申しく 母 人。， I 父 樣は御 

し  さしいだ 

寢 なった か。 增 是上 けられい と 差 出す 親 

し is ねり わ  し； is 

子が 所作 を 塗 分けても。 下地 は 同じ 桐 枕。 

ヲ、 ヲ、 おう は 夢現。 «s ィャ も、 フ皆 まに 

やれ。 ハイく/ \c そんなら ば 旦那へ 

宜しう。 《- 若旦那ち と 御出で を 目 遣 ひで 

7 シ去際 惡ぅ歸 りけ る。 》" 聲 聞えぬ 迄行過 

ぎ させ。 由 良 之 助 枕 を 上け。 K ャァ カ彌。 

1^ 興に 事寄せ 丸めた この 雪。 所存あって 

の 事-ちゃが 何と 心得た ぞ。 ハツ 雪と 申す 
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物 は" 降る 時には 少しの 風に も 散り C 輕ぃ 

身で ござり ませう とも。 あの 如く 一 致し 

て 丸 まった 時 は。 峰の 吹雪に 岩 を も碎く 

1< 石 同然。 重い は 忠義" その 重い 忠義 を 

思 ひ 丸めた 雪 も。 餘り 日數を C 延し すご 

して はと 思 召しての。 ィャく C 由 良 之 

助 親子。 原 想 右衞門 などと 四十 七 人 連判 

の 人数 は。 皆 主な しの 日陰者。 日陰 匚 さ 

へ 置けば とけぬ 雪-、 せく 事 はない とい ふ 

事. ) V- は 曰當り 奥の 小 庭 へ 入れて 置け。 

塋を 集め 雪 を！ «5 むも舉 者の 心なが き 例 C 

女 ども C 切戶內 から 開けて やり やれ" «_ 

缀 への 狀 ん。 S 飛脚が 来たらば 知ら 

せいよ。 アイく。 堆 間の 切 戶の內 つ ii 

輻 かし 込み 戶 ふ-たつる ォクリ 襖へ 引立て 入 

りに ける e  * 人の 心の奥 深き 山 科の 隱家 

をつ 訪ねて こ. -に 来る 人 は。 加 古川 本 蔵 

行國が 女房 戶 IHI= 道の 案內 Q 乗物み-か 

た へ に 待たせ 只 一 人。 刀 脇差 さすが 富に 


行儀 亂 さや。 ？ -7 シ 庵の 戶 口-一  親み ま 

せう 賴 みませう とい ふ 聲に。 は-つし 

て 飛んで 出る。 昔の 奏者 今の り ん： フシ 

どうれ と 云 ふ もっかう どなる。 詩 ハツ 大 

星 由 良 之助樣 お宅 は是 かな" 左様ならば 

加 古川 本 _1 ^が 女房 戶無瀕 で ござ り ます。 

誠に その後 は 打 絡え ました。 ちとお 目に 

か i りた ぃ樣 子に つき はるぐ 參り まし 

た" 傳 へられて 下されと 《- 云 入れさせて 

表の 方" フシ 乘物是 へと 舁 寄せさせ.^  <p 娘 

こ-へ と 呼 出せば。 谷の 戶 あけて 鴛の梅 

見付けた る ほ i 笑顏ォ クリ目 If に。 着た る 

懦 子の 內。 a; ァノ カ彌樣 のお 屋敷 はもう 

こ 、かえ。 7 シ わしゃ 恥 かしい と 媚 かし： 

«- 取 散らす 物 片付けて。 まづ お通りな さ 

れ ませと。 下女が 傳 へる 口上に-,' S 駕 

の 者 は 皆 歸れ" 御 案內賴 みます と 云 ふ 

もい そく 娘の 小浪。 7 シ 母に 付添 ひ 座 

に 直れば" * お 石 しとやかに 出 迎ひ。 《- 


是 は/ \。 お 二方と もよう ぞゃ お出で。 

とくより お 目に か- -る 害： お 聞 及びの 今 

の 身の上-〕 お訪ねに 預 りお 恥 かし：.： 

あの 改 つたお 詞。 お 目に か- -るは 今日 

初め なれ ど。 先だって 碑 子息 力 翔 殴に。 

娘 小？？ ^ を許& 致した から は。 お前な り 私 

なり" a  ® 同士 御 遠慮に は 及ばぬ 事，.. - 

SS 是 はく 痛 入る 裤 挨拶. - 殊に 御用 繁ぃ 

本 葳樣の 奥方。 I 空と いひ 思 掛けな き 御 

上京。 戶無 Sf 様 は ともあれ^ 浪御 寮" さ 

ぞ都 珍しから う。 祇園 淸水智 恩 院-" 大佛 

樣御覽 じた か： 金閣寺 拜見 あらば よい 傳 

手が ある ぞ えと，" 心篋 きな き挨 俊に。 

只 あい/ \ ち 口の 內= フシ 精子 まば ゆき 

風情な り。 4 戶無瀬 は 行儀 改めて。 今日 

參る 事餘の 儀に 非す" 是 なる 娘 小浪 許婚 

致して，. 後 主人 甕 冶殷 不慮の 儀に つき" 

由 良 之 助樣" カ彌 殿-" 御在所 も 定かなら 

卞。 《- 移り 變るは 世の 習" 變らぬ は 親心 
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とやかくと 聞 合せ。 W この 山 科に ござる 

由 承り ま. した 故。 此方に も 時分の 娘 早う 

お渡し 审し たさ 。近頃 押 付けが ましい が。 

夫 も 參る害 なれ ど 出仕に 隙の ない 身の 

上。 この 二 腰 は 夫が 魂， - 是を 差せば 即ち 

夫 本 蔵が 名代。 私が 役の 一 一人前。 由 良 之 

助 様に も 御意 得 まし。 祝言 させて 落 付き 

たい。 增幸ひ今日は日！^^ょし。 御 用意 

なされ 7* 下さり ませと 相述 ぶる。 a 是は 

思 ひも 寄らぬ 仰せ。 折 惡ぅ夫 由 良 之 助 は 

；? や.，  SJ 

他行。 さりながら もし 宿に をり ましてお 

目に か- -り 申さうならば。 御 親切の 段 千 

萬 忝う 存じます る。 許婚 致した 時 は。 :k 

殿様の 斜 恩に ぁづ かり。 御 知行 頂戴 致し 

罷り ある 故。 本藏 様の 娘 S; を 貧 ひませ う。 

然ら ばくれ うと 云 ひ 約束 は 申 したれ ど 

ひ i づか 

も。 只今 は 浪人。 人 使 ひとても ござらぬ 

內へ。 いかに 約束 なれば とて。 大身な 加 

古川 殿の 御 息女。 世話に 申. 5 燈に 釣鐘 


釣合 はぬ は 不緣の もと。 ハテ 結納 を 造し 

たと 申す ではなし 0 どれ へ なりと 外々 へ 。 

卸 遠慮な う 遣 はされ ませと 申さる H で ご 

ざり ませ ラと。 *? 聞いて はっと 思 ひなが 

ら。 ァノ まあお 石樣 のおつ しゃる 事。 

いかに 卑下な されう とて。 本 藏と由 良 之 

助樣。 身上が 釣合 はぬ とな。 そんなら ば 

申し ませう。 手前の 主人 は 小身 故。 家老 

を 勤む る 本 は 五百石。 鹽冶殿 は 大名。 

御 家老の 由 良 之 助 樣は千 五百石。 すり や 

本 蔵が 知行と は。 千 石 達 ふ を 合點で 許婚 

はなされ ぬか。 只今 は 御 浪人。 本 蔵が 知 

行と は 皆 違うて からが 五百石。 ィャ その 

ぉ詞違 ひます る。 五百石 は拉 置き。 一 萬 

石 遠うても。 心と 心が 釣合へば 大身の 娘 

でも 嫁に とるまい もので もない。 こり や 

聞き どころ お 石樣。 心と 心が 釣合 はぬ と 

おっしゃる は 。どの 心ぢ ゃサァ 聞かう 0 主 

人 JS 冶 判官 樣の御 生害 御 短慮と は 云 ひな 


がら 。正直 を 本と する お 心から 發 りし 事。 

それに ひき かへ 師 直に 金銀 を 以て こび へ 

つら ふ。 追 從§士 の r がダ 取る 本 蔵 殿と。 

二君に 仕へ ぬ 由 良 之 助が 大事の 子に。 》- 

釣合 はぬ 女房 は 持た されぬ と。 聞き も あ 

へ卞膝 立直し。 詞 Si 武士と は 誰が 事。 樣 

子に よって は閒 捨てられぬ そ- 1 を赦 すが 

娘の 可愛 さ。 夫に 負ける は 女房の 常。 せ 

祝言 あらう が あるまい が。 許婚と あるか 

らは 天下晴れての カ彌が 女房 C 司ム、 面 

**- つと 

白い。 女房なら ば 夫が 去る。 カ彌に 代つ 

てこの 母が 去った。 せ 去った と 云 放し。 

心 隔ての 唐紙 を 7 シ はたと。 引立て 入り 

にけ る。 *- 娘 はわつ と 泣 出し。 折角 思 ひ 

思 はれて 許婚した カ彌樣 に。 逢 はせ て や 

ろとの ぉ詞を 便りに 思うて 來 たもの を。 

姑 の胴愁 に。 去られる 覺ぇ わたし や 

ない。 》- 母 様 どうぞ 詫 言して。 祝言 させ 

て 下さり ませと スそァ すがり。 歎けば 母親 
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は。 娘の！ g をつ くん、 と" 打 眺めく。 

親の 慾 目 か 知らね ども ほんに 其方の 器量 

なら。 十人並に も 勝った 娘. - よい 婿 をが 

なと^5,。謹して許婚したカ彌殿。 訪ねて 來 

た 甲斐 もな う- -始に 知ら さす 去った と は。 

善^-にも云はれぬぉ石殿 姑 去り は 心得 

ぬ。 a ム ゥく杻 は：； 1^ 人の 身の よるべな 

7 1 目 を 云 立て- お徳な 町人の 婿に なつ 

て" ^^理も法も忘れたな.' ナウ 小浪。 今 

云 ふ 通りの as&r 去った とい ふ： 向 

欲しがる 所 は 山々、" 外へ 嫁入りす る；^ は 

ないか： コレん の 所 泣かす ともしつ か 

りと 返^し や.」 IP コレど うぢ や./ \ と。 

み  f-JV よ,. * 

m ぬ る 親 の M. は 張 弓： ァノ 母樣の 胴慾な 

^5^ぉっしゃります： 闺を 出る 折 父 様のお 

しゃった は： 浪人しても 大 星カ彌 行 依 

とい ひ 器 I まとい ひ" 幸な 始を 取った 「- 臾 

女兩 夫に 見え チ。 サハ" たと へ 夫 に^れて 

も 叉の 夫 を 設けな よ、 主 ある 女の 不義 同 


然。 必中く 寢覺 めに も 殿御 大事 を 忘る 

るな.^ 由 良 之 助 夫： i の 衆へ 孝行 盡し 夫婦 

仲。 睦 じいと て あじゃら にも。 吝氣 ばし 

して ナ * ス フシ 去らる、 な.^ >  案ぜう かと 

f ち 

て さすと 懐姙 になったら 早 に。 知ら 

せて くれと おっしゃった を わたし やよう 

覺 えて ゐろ。 去られて いんで 父樣 に。 苦 

に 苦 を かけて どう 云うて どう 言譯が あら 

うと も。 カ彌 様より 外に 餘の殴 御： わし 

やい や/ \ と 一筋に 7 シ戀を 立 甘、 く 心根 

を C  *- サハリ M くに 堪えかね 母 叙の。 淚 一 

に 突^め し。 覺 悟の 刀拔 放せば。 母樣 

是は 何事と 押 留められて 額 を 上け。 何 

事と は 曲がない： 今 も そなたが 云 ふ 通り： 

1 時 も早ラ 祝言 させ。 初孫の 顔 兌たい と。 

娘に せいは 父の^ ひ： I？ 喜んで ござる 中 

へま. た 祝 一一. 一 2 もせぬ 先に。 去られて 戾りま 

したと て どう 連れてい なれう ぞ〕 と云ラ 

て《^^」な：1點せにゃ フシし やう。 も P ラも 


な いわいの。 增 殊に そなた は 先妻の 子。 

わしと は 生さぬ仲 ぢゃ 故お よそに した か 

と 思 はれて は。 どうも 生きて は ゐられ ぬ 

義理" この 通り 死んだ 後で 父 i へ 言譯し 

てた もや、 - ァ ノ勿體 ない 事 おっしゃり 

ます" 殿御に 嫌 はれ 私 こそ 死すべき 害。 

*■ 生きて お世話になる 上に 苦 を 見せます 

る 不孝 者.】 母 様の 手に かけて 私 を^して 

-r- ち 

下さり ませ。 去られても 殿御の 家 こ. -で 

死 ぬれば 本望 ぢゃ。 早う 殺して 下さり ま 

せ 0  «s ヲ、 よう 云 やった でかし やった" 

5 んづ 

そなたば かり 殺し はせ ぬ。 この 母 も三途 

の 友" そなた を おれが 手に かけて。 母 も 

追 付け 後から 行く。  《- 覺悟 はよ いかと 立 

派に も淚 。とに めて 立ち か- - り。 ST コレ 

おもて こ り *5 

小 浪，》 ァ レ あれ々 聞き や。 表に 虚無僧の 

尺八。 鶴の 巢筋 り。 增鳥 類で さへ 子 を 思 

ふに 科 もない 子 を 手に かける は。 因 si- と お 

因果の 寄 合と。 思へば 足 も 立ち かねて。 


震 ふ 拳 を やう/ \- に。 振 上ぐ る の 下。 

尋常に 座 を 占め 手 を 合せ。 BS 南無 阿彌陀 

佛 とつ 增唱 ふる 中より 御 無用と。 聲 かけ 

られて 思 はす も。 たるみし 举も 尺八 も 

フシと もに。 ひつ そと 靜 まりしが。 RS ヲ、 

さ うぢ や。 今 御 無用と 留めた は。 虚無 佾 

の 尺八よ な。 助けたい が 山々 で。 無用と 

いふに 氣 おくれし。 未練な と 笑 はれな。 

«- 娘 免 悟 はよ いか やと 又 振 上ぐ る 又 吹 出 

す。 とたんの 拍子に 又 御 無用 C  ム、 又 

御 無用と 留めた は、」 修行者の 手の 內か。 

振 上け た 手の 中 か。 ィゥ 刀の 手の 中 御 無 

用。 俘 力 彌に祝 首 させう。 H  、さ 5 云 ふ 

聲 はお 石樣。 そり ゃ眞實 か 誠 かと 尋ぬ 

る 澳の內 よりも。 *^^"ぁひに相；^の0 松こ 

そめで たかり けれと。 《" 祝儀の 小謠 白木 

の 小 四方。 7 シ 目八分に 携へ 出で。 S 義理 

める 仲の 一 人 娘。 殺さう と 迄 思 詰めた 戶 

無 瀬 様の 心底。 小浪 殿の 負 女。 志が いと 


ほし さに させ 悪い 祝言 さす その代り。 世 

s ん f 

の 常なら ぬ 嫁の 盃。 增 受取る はこの 三方。 

フシ 御用 意 あらば と 差 置けば。 》- 少し は 心 

休まりて 拔 いたる 刀 鞘に 納め。 a; 世の常 

ならぬ 盃と は。 引出物の 御所 望な らん。 

この 一 一 腰 は 夫が 重代。 刀 は 正宗。 差 添 は 

なみ ひら，*^.*-ゃす  ちゃ 5 は. 7 

波の 平行 I 文" 家に も 身に も 代へ ぬ重资 G 

*- 是を 引出と 皆まで 云 はさす。 f*- 浪人と 

侮って 價の 高い 二 腰。 まさかの 時に 資拂 

へと 云 はぬ ばかりの 婿 引出。 御所 望 申す 

は是 ではない。 ム、 そんなら 何が 御所 望 

ぞ。 この 三方へ は 加 古川 本 蔵 殿の。 お 首 

を乘 せて 賞 ひたい。 ェ 、そり や 又 なぜな。 

御主人 墜冶 判官 様 高師直 にお 恨あって。 

錄倉 殿で 一 刀に 切り かけ 給 ふ e その 時 こ 

なた の 夫 加 古川 本錄。 その 座に あって 抱 

留め， - 殿 を 支へ たばつ かりに 御 本 SH も遂 

けられす。 I は 渐くー t 手ば かり。 殿 はや 

みく 御 切 股。 口へ こそ 出し 給 はね。 そ 


の 時の 御 無念 は。 本藏 殿に 憎しみが か-^  & 

るまい か。 あるまい か。 家来が 身と して 

あん^ん 

加 古川が 娘。 安閑と 女房に する や ラなカ 

彌 "ちゃと。 思うての 祝言なら ば。 この 三 

方へ 本藏 殿の 白髮 首" いやと あれば どな 

たで も。 首 を 並べる 尉と 嫗。 それ 見た 上 

で！^ させ ラ。 サ、 サァ いやか。 均おう か 

の 返答 をと。 鋭き 詞の 理屈 詰。 親子 はは 

つと フシ さしう つむき 途方に。 くれし 折 

柄に。 お 加 古川 本 藏が首 進上 申す。 ぉ受 

取りな されよ と 《_ 表に 控 へ し 虚無僧の。 

笠脫 捨てて しづくと- C へ 入る は。 ""ャ 

ァ お前 は 父樣。 本 藏樣。 《■ こ.^ に はどう 

して この 形 は。 合點 がいかぬ こり やどう 

ぢ やと 咎 むる 女房つ ャァざ は/ \と兑 

苦しい。 始終の 仔細 皆 聞いた。 そち 達に g 

知ら さ tr へ來た 様子 は 追って。 まづ f 

1^ れ。 其 許が 由 良 之 助 殿御 內 石 殿よ g 

な" 今日の 時 iBi かく あらんと 思 ひ 。妻子 蔵 


にも 知らせ 卞。 様子 を 窺 ふ 加 古川 本藏。 

案に 逮は中 拙者が 首。 婿 引出に 欲しい と 

な。 ハ、 ゝ、、 C いやはや そり や 待の 云 

ふ 事。 主人 S. 仇 を 報 はんとい ふ 所存 もな 

く。  S 興に 耽り 大酒に 性根 を si し。 放埒 

なる 身 持 日本 一 の 阿呆の 鑑。 娃の子 は 蛙 

になる。 親に 劣らぬ カ彌 めが 大 だはけ。 

狼^ 武士の なま くら % この 本 藏が首 は 

切れぬ。 馬鹿つ くすな と踏碎 く。  破 三 

方の ふち 放れ。 こっちから 婿に 取らぬ ち 

よこ ざいな 女め と 云 はせ も 果てす。 ョャ 

ァ， 過言 なぞ 本 蘇 殿。 浪人の 請 刀 切れる か 

切れぬ か釐 梅見せ う。 不肯 ながら 由 良 之 

助が 女房。 *- 望む 相手 ぢゃ サァ 勝負" 勝 

負々 々と 裾 引 上け。 長 押に かけた る 槍 押 

取り。 突き か- - らん やその 氣色。 これ^ 

短 il- な マ T 待って と 留め 隔 つる女 房 娘。 

3 邪魔 ひろぐな と 荒け なく。 右と 左 へ 引 

S くる。 間 も あらせ 卞突掛 くる 槍の しほ 


ひっつか  そむ  k-A-ft  t 

首引摑 みもぢ つて 拂 へば 身 を 背け。 諸 足 

は むね 

縫 はんと ひらめかす。 刃 背 を^って 敏上 

ぐれば" 拳 放れて 取 落す。 せ 檜 奪 はれ じ 

と 走り 寄る。 腰 際 蒂際引 摘み。 どうと 打 

付け 動かせす。 膝に 引 敷く 强氣の 本藏。 

敷かれて お 石が 無念の 齒 がみ。 親子 はは 

あく フシ あやぶむ 中へ。 《- 跃 出る 大星カ 

彌。 捨てた る 槍 を 取る 手 も 見せす 本藏 が。 

5* ちゆんで 

右手の 肋 左手へ 通れと 突 通す" うんとば 

かりに かつば と 伏す。 コハ 情な やと 母 娘 

ス M テ取 付き。 歎く に 目 も かけす。 止め 刺 

さんと 取 直す。 詞ャァ 待て カ彌 早まるな 

と。 》- 槍 引 留めて 由 良 之 助手 負に 向 ひ。 

a 1 ^以来 珍ら しし 木藏 殿" 御 計略の 念 

願 居き。 婿 カ彌が 手に か. * つてつ さぞ 本 

望で ござらう のと： 地 星 を さいたる 大星 

が" 詞に本 藏目を 見開き き 王 人の ®5 憧 

を晴 さんと この 程の 心 遣 ひ" 遊 所の 出合 

に氣を ゆるませ" 徒黨の 人 數は槠 ひつら 


ん。 思へば 責 殿の 身の上 は。 本藏が 身に 0 

あるべき 害。 當春鶴 ヶ岡 造 營の砌 。主人 

桃 井 若狹之 助。 高師 直に S しめられ。 以 § 

ての 外 情 り。 某 を密に 召され。 まっか 蔵 

うくの 物語。 明日 御殿に て出會 せ： 一 

刀に 討留 むろと 思 詰めた る術顏 色。 墦留 

めても 留まらぬ 若氣の 短慮。 《 "小身 故に 

師 直に。 賄赂 薄き を 根に持って。 恥し め . 

ふ さ， r- 

たると 知った る 故。 主人に 知らせす 不相 

應の 金銀 衣服 の 物。 師 直へ 持参して。 

心に 染まぬ ひも 主人 を 大事と 存ゃ るか 

お？ J  もや t 

ら。 賄賂 畢せ あっちから 謝って 出た 故に。 

切る に 切られぬ 拍子 拔け。 主人が 恨 もさ 

ら りと 晴れ () 《- 相手 代って 遛冶 殿の" 難 

俊と なった は 即ち その 日。 詞 相手 死せ f- 

ば 切腹に も 及ぶ まじと，" 抱 留めた は 思 過 

した 本藏 が。 *- 一生の 誤り は 娘が 難儀と 

しら 

白 Ik のこの 首。 婿 殿に 7 シ 進ぜた さ。 女房 g 

娘 を 先へ 上し， - こび ひし を 身の 科に お 2 
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暇み-願 うてな。 道を變 へて 汝 達より 二日 

前 若い 折の 遊藝が 役に立った S 

日の i -。 こなたの 所存 を 見拔 いた 本藏。 

手に か i れば恨 を 晴れ。 約束の通り この 

娘。 《■ カ彌に 添 はせ て 下さらば 未来永劫 

御 恩 は 忘れぬ。 謂コ レ手を 合せて 賴 入ろ。 

せ 忠義に ならでは 捨てぬ 命。 子 故に 捨っ 

る 1^ 心 推 量 あれ 由 良 之 助 殿と 云 ふも淚 

にむ せ 返れば。 妻 や 娘 は あるに も あられ 

す。 ほんに かう と はつゆ 知らす 死 遲れた 

ばっかりに。 ぉ命捨 つろ は あんまりな。 

f4 旭の 程が 恐ろしい。 赦 して 下され 父上 

とス M テ かっぱと 伏して。 泣 叫ぶ。 堆 親子 

が 心 思 遣り 大星 親子 三人 も。 7 シ俱 にし 

をれ てゐ たりし が。 *- ャァ く本藏 殿。 

君子 は 其 罪 を 憎んで 其 人 を 憎ま ャと云 へ 

ば C 緣は緣 恨 は 恨と。 格^の 沙汰 も ある 

べきに と さぞお 恨に 思 はれん が。 所詮 こ 

の 世 を 去る 人。 底意 を 明けて 見せ 申さん 


と。 增 未然 を 察して 奥庭の 障子 さらり と 

引 開 ひれば。 雪 を 束ねて 石塔の 五輪の 形 

を 二つ 迄。 造り 立てし は大 星が。 フシ 成り 

行く 果を あら はせ り。 》 "戶無 瀬 はさ かし 

く。  a ム、 御主人の 仇， で 討って 後。 二君 

に 仕へ す 消 ゆると いふお 心の あの 雪。 力 

彌殿も その 心で 娘 を 去った の 胴慾 は。 御 

ふ び L* 

不便 餘 つてお 石樣。 恨んだ がわし や 悲し 

い。 戶無瀨 様のお つし やる 事。 玉 楮の八 

千代 迄と も 祝 はれす。 後家になる 嫁 取つ 

た。 地 この やうな めでたい 悲しい。 フシ 事 

はない。 _詞 ノリ かう いふ 事が 厭 さに。 むご 

う 辛う 云うた のが。 さぞ 憎かった で ござ 

ん しょな う。 ィ、 ェ イナ。 私 こそ 腹 立つ 

ま. -。 町人の 婿に なって 義理 も 法 も 忘れ 

たかと いふた のが。 恥 かしい やら 悲しい 

やら どうも 額が 上 けられぬ お 石樣。 戶無 

瀬樣。 氏 も 器量 も 勝れた 子 何として この 

やうに。 * く 果報 拙い 生れ やと フシ 聲も。 淚 


にせき 上ぐ る。 地本藏 熱き 淚を 押へ。 ハ § 

ッァ、 嬉し や 本望 や. - 5^ 王 を 諫めて 誅 

せられ ouil め を 笑 ひし 吳子胥 が 忠義 取る 

に 足ら や。 忠臣の 鑑とは 唐土の 豫讓。 日 

本の 大星。 昔より 今に 至る 迄。 唐と 日本 

にたった 二人。 せ その 一人 を 親に 持つ。 

によ 5， か 5 い  そな は 

カ彌が 妻と なった 乙 は。 女御 更衣に 供る 

より。 百搭 勝って 汝が身 は 武士の 娘の 手 

柄 者。 手柄な 娘が 婿 殿へ。 お 引の 目錄進 

上と 该 中より 取 出す を。 カ彌 取って 押 戴 

き披き 見れば コ ハ いかに。 目錄 ならぬ 師 

直が 屋敷の 案內 一 々 に。 玄關長 la 侍 部 

屋。 水門 物置 柴 部屋まで 搶圃に 委しく 書 

付けたり。 由 良 之 助 はっと 押 戴き。 a へ 

ツエ 有難し 有難し。 徒黨の 人數は 揃へ ど 

も。 敵地の 案內 知れざる 故 發足も 延引せ 

モんご  Lr 

り。 この 搶圖 こそ は 孫 吳が祕 書。 我が 爲 

のお 稻三 略，， - て 夜 討と 定め たれば。 

襟 梯子 に て 群 を 越え 忍 入 るに は緣 測の。 


蔵臣忠 本手 名 « 


雨 戶はづ せば 直ぐに 居間。 こ- • を 仕切つ 

てかラ 攻めて と 7 シ 親子が 喜び。 *- 手 負 

ながら もぬ からぬ 本藏。 司ィャ くそれ 

は 僻言な らん。 用心 S しき 高師 直。 障子 

襖 は 皆！：^ 差し" 雨戸に 合栓 合框。 こぢて 

外れす 大槌 にて" 毀た ば 音して 用意 せん 

い^ r  てだて 

それ 如何。 地ヲ、 それに こそ 術 あれ。 0 

凝 つて は 思案に 能 はすと 遊 所よりの 歸る 

ん ざい 

さつ 思^った る 前栽の 雪 持 つ 竹" 雨戶を は 

づす 我が 工夫。 a 仕様 を こ 》 に 見せ 申さ 

んォク y と 庭に" 折し も 雪 深く さし もに 强 

き 大竹も 雪の 重さに" ひい はり としはり 

し 竹 を： 引 廻して 鴨 2$ に はめ。 雪に たは 

むは 弓 同然" この 如く 弓 を 持へ ぼ を 張 

り 。鴨居と 敷居 に はめ 置きて，) 一度に 切 

つて 放つ 時 は" *- まつこの やうに と-積 

つたる 枝打拂 へば 雪 散って。 仲び る は 直 

なる 竹の 力 ほ 授んで li は づれ" 障子 殘 

らす ばた くく。  .^4_^«苦しさ打忘れ。 


ハ 、ァ したり/ \。  計略と いひ 義心と 

いひ か 程の 家來を 持ちながら 了簡 も ある 

べきに。 * 淺 きたくみ の墜冶 殿。 口惜し 

き 振舞 やと" 悔むを 聞く に 御主人の 短慮 

なる 询 所業. - 今の 忠義 を戰 場のお 馬 先に 

て盡 くさばと。 思へば 無念に 閉ぢ ふさが 

る。 胸 は 七重の 門の 戶を洩 る i は淚 ばか 

りなり： *■ カ彌は しづく 下り立ちて 父 

が 前 L2 手 をつ かへ. - K 本藏 殿の 寸志に よ 

りつ 敵地の 案內 知った る 上 は。 泉 州 場の 

天 河屋義 平方 へ も 通達し. - 荷物の 工面 仕 

らんと 聞き も あへ す 何 さ/ \-: 山 科に あ 

る 事隱れ なき 由 良 之 助。 人數 集め は 人目 

あり。 一先 づ IT へ 下って 後 あれから すぐ 

に ^ 足、 せん。 其方 は 母嫁戶 無瀨 殿と 諸共 

に" 後の 片^き 諸事 萬 事 何もかも： 心 ®f 

の なきやう に。 ナ。 ナ。 》- コリャ 明日の 

i 舟， に 下るべし。 我 は 幸 ひ： 木 蔵 殿の 忍 

び 姿 を 我が 姿と-" 袈裟 打 かけて 編 笠に C 


恩 を 戴く 報謝 返し 未来の 迷 晴らさん 爲。 

0 今宵 一 夜 は 嫁御 寮 へ 舅が 情の 《■ 戀慕 

5 た， ぐち 

し。 驮ロ しめして 立 出れば。 豫て覺 悟の 

お 石が 歎き， - 御 本望 をとば かりにて 名殘 

り 惜し さの 山々 を 云 はぬ しの フシ いぢら 

しさ。 *" 手 負 は 今 を 知 死期 時。 父樣 申し 

父樣と 呼べ ど。 答へ ぬぎ 末 ir 親子の 緣 

も 玉の緒 も 切れて 一世の。 7 シカ、 リぅ き 

刖れ わつ と 泣く 母 泣く 娘。 俱に 死骸に 向 

ひ 地の。 回向 念 佛は戀 無常。 出 行く 足 も 

立留 り。 六 宇の 御名 を 笛の 音 LT 詞 南無 

ぼんな 5 

阿攝 陀佛。 《■ 南無 阿竊陀 これ や 尺八 煩惱 

の 枕 並ぶ る 追善供養" 閨 の-契り は  一 ^^き 

り 心。 淺し て- 三 W へ 立 出る 

第 十 

*? 津の國 と 和 泉 河內を 引受けて" 餘 所の 

画まで 舟 寄せろ 三國 一 の 大湊。 堺 という 

て 人の 氣も 賢し き 町に 班 もな き。 天河 屋 
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の義 平と て 金から 金 を 31 けため。 見かけ 

は輕く 內證は 重い 生計に 重荷 をば" 手づ 

から 店で しめく- 1 り 大船の 船頭。 是で 

丁度 七 竿。 均 受取りました とさし 荷 ひ" 

行く も黃昏 亭主 は ほっと。 日お もよ しょ 

い と， - 云 ひつ- -熳草 煙管 筒。 7 シ喫 

がけに こそ 入りに けれ。 《 "家の 世 欉は今 

年 四つ 守り は 十九の 丸 額" 親方よりも 我 

が 遊び" サァ 始りぢ や。 面白い 事 面白 

い 事" 泣き 辨 廣 の 信 太 妻 C 東西々々。 

文 a ハル フシ 二  \  ！」 山 3^ を 0 とに めし は 0 この 

i し ■wt'  hi  to 

由 松に と J-- めたり。 „3 元来 その 身 は 父ば 

か"。 母 は 去られて。 いなれ たで。 フシ 泣 

き 辨麼と 申すな り。 BS コリャ 伊 五よ。 も 

う 人形 廻し いやいや。 母 様 を 呼んでくれ 

いやい。 ソレ その やうに 無理 云 はしゃる 

とつ 旦那 様に 云うて こなさん も 追 出す ぞ。 

後の 月から お 〔金が 割れて。 手代 は 手代で 

鼠の 子 か何ぞ の やう lT 目が 明かぬ と 云 


ti  * レ.； 1  あくび 

うて 追 出し。 飯 焚き は 大きな 欠伸した と 

云うて 瑕 やり。 今では こな はんと。 わし 

と 旦那 はんとば つかり。 どうで この 家 を 

拔け そけ する のかして。 ちょこ- -\ と 船 

へ 荷物が 行く。 紐 落す るなら 人形 箱 持つ 

て 行かう ぞゃ。 ィャ 人形 廻し よりおり や 

もう 寢 たい。 ァレ もう 俺まで を そ-のか 

す 程に の。 ござる わ 俺が 抱いて 寢てゃ 

ろ。 いや ぢゃ。 ゎれには3„^が無ぃものぉ 

り やい や. ちゃ： ァレ又 無理 云 はしゃる。 

こなたが 女の子なら。 3^ よりよ いものが 

あ ひ； J-I さ レ 

ある けれど。 何とい うても 相 婿 同士。 フシ 

是も淚 の種ぞ かし。 《■ 折節 表へ 侍 二人 誰 

そ 頼まう 義平殿 はお 宿に かと。 云 ふ も ひ 

そめく 內 からつ こど" 《s 旦那 樣は 家に。 

我等。 サハリ 人形 廻し で忙 がしい。 ナオ スョ 

用が あらば 入った く。 ィ ャ案內 致さぬ 

も!.： 原 鄉右衞 門 大屋 カ彌。 密に 御意 

得た しと 申して おくり やれ。 何ぢゃ 腹へ 


おほめし くひ  -. 

り 右 銜鬥大 飯 食 や。 こり やた まらぬ ァレ 

旦那 樣 大きな 健 氣 人が 見え ましたと。 《- 

叫ぶ 由 松 引 連れて 7 シ 奥へ 入れば。 均 亭主 

義平。 又 阿呆め がし やなり 聲と。 云 

ひつ.. 出で て。 ヱ 鄉 右衛門 様 力 彌樣。 サ 

ァ まあ 是へ。 》- 御免 あれと 座 を 占めて 鄉 

右衛門。 段 々 貴公のお 世話 萬 事相 調 ひ。 

由 良 之 助 も 御 禮に參 る 害 なれ ども。 鎌 倉 

へ 出立 も 今明日。 なにかと 取込み 枠カ彌 

を 名代と して 失禮 のお 斷り。 是 はく 御 

念の 入った 儀。 急の 御發 足と ござります 

れば 0 なに かお 取込みで ござり ませう に。 

成程 梅 右衛門 殿の 仰せの 通り。 明 早々 出 

立の 取込み。 自由ながら 私に 參 りお 禮も 

申し。 又お 親み 申した 殘 荷物 も。 いよ 

く 今晩で 積み じ まひ か。 お尋ね 申せと 

申 渡しまして ござります" 成程お 誘への 

かの 道具 一 まき。 段々 大廻 しで 遣 はし 小 

て t ね あてこ だ. クぐ 

手脛當 小道具の 類 は。 長 持に 仕込み 以下 


蔵臣忠 本手 名 © 


七 竿。 今晚 出船 を 幸 ひ 船頭へ 渡し。 接る 

竊提 燈 鈸 鉢卷。 是は 後より 陸 荷で 遺す 

心算で ござります，』 鄉 右衛門 様お 聞きな 

されました か。 いかいお 世話で ござり ま 

する C いかさま 主人 壅 冶 公の 御 恩 を 受け 

た 町人 も 多く ござれ ども C 天 河 屋の義 平 

は。 武士 も 及ばぬ 男氣な 者と。 由 良 殿が 

見込み 大事 をお 賴み 申された も 尤も" 然 

し 槍 長刀 は格刖 鎖帷子の 糧 梯子のと 申す 

もの は 常なら ぬ 道具。 お 買 ひな さる I- に 

不思議 は 立ち ませなん だか。 ィャ その 儀 

は。 .1 工人へ 手前の 所 を 申さす。 手附け 

を 渡し 金と 引" 替に 仕る 故。 何 の 誰と 先 

樣には 存じ ませぬ。 成程 尤も。 にカ彌 

め もお 尊ね 申し ましよ。 家へ 荷物 を 取 込 

み 荷物の 搏 へ 御 家来 中の 見る目 はどうし 

てお 忍びな され ましたな。 ホウ それ も裨 

尤ものお 尋ね。 この 儀 を頓ま れ まする 

と" 女房 は i 里へ 歸し。 召使 はたり ひづ 


み を 付けて 段々 に 暇 遣 はし。 续るは 阿呆 

と 四つになる 俾。 拽る H 筋 は ござり ませ 

ぬ。 拉々 驚き入りまして ござり まする。 

その 旨 を 親 どもへ 申 聞かして 安堵 させ ま 

せう。 衛門 殴お 立ちな さ れ ませぬ 

か。 いかさま 出立に 心せき まする。 義平 

殿お 暇 申し ませう。 然 らば 由 良 之 助 様へ 

も。 宜しう 申 M かしませ う。 おさらば。 

*- さらばと 引^れ 7. ソ 二人 は 旅 宿へ 立歸 

る。 * 表 閉めん とする 所へ この 5^ 〈の 舅 太 

や， 

田 了 竹。 《K オット 閉めまい 宿に かと。 *? 

すっと 通って きょろ く 眼。 是は 親父 

樣 ようこそ お出で。 a この間 は 女房 その 

を 養生が てら 遣 はし 置き さぞお 世話お； f 

でもた ベます るかな： ァ藥 も飮 みます る 

しょく  で ふ 

食 も 食 ひます。 それ は 重 《r ィ ャ重疊 で 

は ござらぬ。 手前 も 国許に 居た 時 は。 斧 

九 太夫から 扶持 も 莨 ひ 相應な 身代" 4- は 

1 误 さへ 召使 はぬ 所へ さしても ない 病氣 


な 養生 さして くれよ とさし 越された は。 

仔細 こそ あらん。 がそれ は ともあれ。 な 

ま 若い 女不 かあつて は 貴殿 も 立た す。 

身共 も 被 腹で も 切らねば ならぬ。 所で 一 

つの 相談。 先づ 世間 は 瑕 やり <1^。  5^の狀 

をお こして おいて C ハテ 何時でも こ-. の 

勝手に 呼 庚す までの 事. - たった 一筆つ い 

もの It く ふ 

書いて 下されと" *- 輕ぅ云 ふの も 物ェ。 

一 物 ありと 知りながら。 厭と 云 はば 女房 

をす ぐに 虔 さん 戻りて は。 親 まれた 人々 

へ 詞も 立た すと と つつお いつ 思案す る 

程。 W 厭か どう ぢゃ不 得心なら 此方に 

も。 片時お かれ. f 戾 すから はこの 了 竹 も 

にじり 込みへ たばって 俱に 厄介^ か應か 

の 返答と。 增 込 付けられて 流石の 義平。 

計に. 乘 るが 口惜し やと。 思へ どこ ちらの 

1 大事 見出されて はかけ 硯。 取って 引 寄 

せ さら/ \ と。 フシ 書 認め。 a 是ゃ るか - 

らは了 竹 殿 親で なし 子で なし。 重ねて 足 ま 


f  i  .  /  /  そこ だくみ いど ** 

^みおし やん な。 底ェ ある 暇の 狀。 弱 身 


つ さすり つ 逃^に。 才 


つぶやき、 つぶ 

やき 立歸 る。 * 月の 辱 S に 影 gi す も 寝 


すれば さし 心得 鬥の戶 せ はしく 打 叩く。 

誰ぢ やく も 及び腰。 S3 ィャ 宵に 來た大 


を 食うて やる が续 念。 持って いき やれと 

投付 くれば。 手早く 取って 懷 中し。 e 

ヲ 、 よい 推量。 聞けば この間より 浪人せ、 

力 入 込み ひそめく より。 そのめ に 問へ ど 

も 知らぬ とぬ かす。 何 仕出さう も 知れぬ 

婿。 娘 を 添 はして 置く が氣遣 ひ。 幸 ひさ 

る歷々 から 貰 ひか けられ。 去狀 取る とす 

- ぐに 嫁入 さする 相談。 一杯 まるって fsJSJ^ 

重疊。 ホウた とへ 去狀 なき とても 子まで 

なした る 夫 を 拾て。 外へ 嫁入す る 性根な 

ら心 は淺ら ぬ 勝手々々. - ヲ、 勝手にす る 

は 親の こうけ。 今 { せの 中に 嫁ら すろ。 ャ 

ァ紬事 はかす と 早歸れ と。 肩先つ かん 

で 門口より。 外へ^ 出して あとび つし や 

り。 ほう/、 起きて K コ リャ義 平なん ぼ   

摑んで ほり 出しても。 嫁ら す 先から 仕搏 入る 亥の刻 過ぎ。 この 家 を 目が けて 捕手 船の 船頭で ござる 。舟賃 の 算用が 違うた。 

へ 金" 退って 親ら れ たり や。 どうやら 疝 の人數 十手 早縐腰 提燈。 灯 かけ 隱 して 窺 ちょっと 開けて 下され。 ハテ 仰山な 僅な 

氣が 直った と。 口 は 達者に 足腰 をな で ひ 窺 ひ 間 |p とお ぼしき ( ，來を 招き。 耳 打 事で あろ 明日 来た 明日 来た。 ィャ人 r '夜 浮 


ける 船。 仕切って 赏は にや 出され ませぬ 

こ. Ctifi 

と。 # 云 ふ も聲高 近所の 聞え と。 義平立 

出で 何 心なく 門の 戶を。 開く ると その 儘 

捕った 捕った。 動くな 上意と 押取卷 く。 

n ハ 何故と 四方八方。 胆を 配れば 捕手の 

兩人。 a ャァ 何故と は 横道 者： 汝鹽冶 判 

官が家 來大星 由 良 之 助に 賴 まれ。 武具 馬 

具 を 買 調 へ 大廻 しに て錄 へお へ 遣 はす 條。 

急ぎ 召 捕り 拷問せ よとの it 上意。 運れ ぬ 

所ぢゃ 廻せ。 是は思 ひも 寄らぬ お咎め。 

さやう の覺ぇ 聊かな し。 *P 定めて それ は 

ひ i ち «- 

人 遠へ と 云 はせ もた てす。 a ャァ ぬかす 

まい 爭 はれぬ 證據 あり。 - ソレ 家来 ども. - 

はっと 心得 持 来たる" 脊に 積んだ る莞莲 

荷の 長 持。 見る より 義平は 心 も {tr ソ レ 

動かすな と 四方の 十手。 その 間に 荷物 切 

解き" 長 持 開けん とする 所 を" 飛び か- - 

つて 下部 を敏 退け。 蓋の 上に どっかと 坐 

り。 K ャァ 齒忽千 萬。 この 長 持の 中に 入 


置いた は。 さる 大名の 奥 

方より。 お： 5 のお 手！！ 

ぐ  ケ そくひつ  y ん 

具。 お 具足 植の笑 ひ 本。 

笑 ひ 道具の 注文まで その 

名 を 記し 置い たれば。 開 

けさして は感々 のお 家の 

お 名の 出る 事。 御覽 あつ 

て は いづれ ものお 身の上 

にも か はり ませう ぞ。 

ャァ いよく 胡亂 者。 な 

かく 大抵で は白狀 致す 

まい。 ソレ 申合せた 通り。 

«- 合點で ござる と 一 間へ 

！ 入り。 一 子 由 松 を 引 立 

て 出で。 サァ義 平。 長 

持の 中 は ともあれ。 鹽冶 

浪人  一 ig にかた まり。 師 

直 を 討つ 密事の K A 。 汝 

しつ  > 

よく 知つ らん。 あり やう 


g 臣忠 本手 名お  235 


に 云へば よし 0 云 はぬ と 忽ち 枠が 身の上。 

*? コ リャ是 を 兌よ と拔 刀" 稚き 咽に 差 付 

けられ。 はっと は 思へ ど 色 も變ぜ す。 0 

ハ 、ゝ、 、女宣 を 責める やうに。 人質 取 

つての 御 詮議。 天河 屋の義 平 は 男で ござ 

るぞ。 子に ほ だされ^ ぜぬ事 を。 ^じた 

と は 得 申さぬ。 嘗て J|: にも 存ぜ ぬ。 知ら 

こん. 15, んな らく 

ぬ。 知らぬ と 云うたら 金輪 奈落" 愴 しと 

思 は V その 身體。 我が 見る 前で 殺した 殺 

/. こしゃ 3£ ね  やつ く  りて つ. Q5  くさ C 

した。 テモ胴 性 骨の 强ぃ 奴。 管 槍 鐵砲鎖 

帷子-^ 十六 本の 印 迄 調へ やった る汝 が。 

知らぬ と 云うて 云 はして おかう か。 白狀 

せぬ と 一 寸&し 一 分 刻みに 刻む が W と。 

ヲ 、 面. m い 刻まれう。 武具 は 勿論 C 公家 

y け  わらぐつ 

武家の 冠 烏帽子 下女 小者が 藁沓 まで" 買 

調へ て賣る 商人。 それ 不思議と て 御 詮議 

あらば。 日本に 人 は あるまい。 一寸 試 

しも 三寸 58 も。 商賣 故に 取らる 命。 惜 

1-..」 とも 思 はぬ サ ァ 殺せ。 枠 も 目の前 突 


«- 一寸；？？ { し は 腕から 切る か 

胸から 裂く か。 1« 骨！！^ も 望み次第と- レ 

さし 付け つ き 付け 我が 子 を もぎ 取り。 

子に ほ だされぬ 性根 を 見よ と" 締 殺す 

ベ きその 氣相 <^ャ レ 聊脉 せまい 義平 殿。 

暫し くと 長 持より，" *- 大星由 良 之助義 

金。 立出づ る體兑 てび つくり 。捕手の 人 

人 一時に。 十手 取繩打 捨てて 7 シ遙 か。 

下って 座 を^むる" * お 威儀 を 正して 由 良 

之助義 平に 向 ひ 手 をつ かへ e 詞扨々 驚 入 

つたる 御 心底つ 》- 泥中の 砂の 中の 金 

»  :i おんこと 

と は 貴公の 御 事。 さも あらん さも さう す 

と。 見込んで 賴んだ 一 大事。 この. a 良 之 

助 は 微^- 聊か。 お 疑 ひ 申さね ども。 K 馴 

染 近付きで なき この 入々。 四十 人 餘の中 

にも。 天 河 屋の義 平 は 生れな がらの 町人。 

今にも 捕 へられ 詮議に 逢 はば。 如何 あら 

ん。 何とか 云 はん。 殊に 寵愛の 子 も あれ 

ば。 子に 迷 ふ 親心と 案じに 胸 も 


休まら や。 增所； ss^ 一  心の 定めし 所 を 見せ。 

古朋 の 者 どもへ 安堵 させん 爲。 せま じ 

き 事と は 存じながら 右の 仕 合。 麁忽の 段 

は眞 平々々。 S 花 は樓木 C 人 は 武士と 申 

せど も 《- いっかな く 武士 も 及ばぬ 御所 

存。 百 萬 騎の强 敵 は 防ぐ とも。 左程に 性 

根 はす はらぬ もの。 貴公の 心 を 借 受け 我 

我が 手本と し" 敵 師直を 討つならば たと 

んせ S なか  てつ iv2  i 

C 嚴 石の 中に 籠り" 鐵 洞の 內に隱 る X 

とも や はか 仕損じ 申すべき。 K 人 ある 中 

にも 人な しと 申せ ども = 町家の 中に も あ 

れば ある もの： *1 味 徒 黨の者 どもの 爲 

5 ぷ+- な  5 だしん  ； iri 

に は。 產土 とも。 氏神と も 尊み 奉ら すん 

ば。 御 恩の 其 加に。 盡 果て ませう。 《«靜 

證の 世に は 賢者 も顯 はれす。 へェ、 惜し 

い 哉。 《- 亡君 御 存生の 折なら ば。 一方の 

旗 大將。 ー國の 政道。 お預け 申した とて 

惜しから ぬ 御 器量。 a 是に 並ぶ 大鷲文 吾 

矢 間 十 太郞を 始め。 小 寺 高 松 堀 尾 板含片 
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山 等？ M れし眼 を 開かす る。 き 妙，！^ 名醫の 

心魂。 有難し くと 退って 三拜 人々 も。 

無骨の 投眞 平と 疊に。 頭 をす り 付く ろ 

^ ャレ それ は 御迷惑。 お 手 上 けられて 下 

さり ませ" 惣^ 人と 馬に は" 乘 つて 見よ 

添うて：： 3- よと 申せば。 お 馴染ない お 方々 

は氣遺 ひに 思 召す も 尤も" - 私 もとは 輕ぃ 

者。 ぉ國の 御用 承って より。 經丄 つたこ 

の 身代。 判官 様の 様子 承って 俱に 無念。 

何卒 この 雪ぎ やう はない かと。 力ん 

で兑 ても秦 _i のじ だんだ。 及ばぬ 所と 存 

じた 所へ" 由 良 之 助 様のお 親み こそ 心得 

たと 向 ふ 見や。 俱に お力付ける ばかり。 

* 情ない は 町人の 身の上。 1 合で も 御 

扶持 を 戴きました らば。、 一の 度の 思し 立 0 

袖!^ に 取 付いて なりと もお 供し。 いづれ 

ちゃ A づ 

も 様へ 息つ ぎの 。茶 水で も 汲み ませう に。 

»5 それ も 叶 はぬ は。 よく/ \ 町人 は あさ 

ましい もの。 是を 思へば 御主の 御 恩" 刀 


の 威光 は 有難い もの。 增 それ故に こそお 

命 拾 てらる お 羨し う 存じます る。 猶 

も 冥途で 御 奉公お 序に 義平 めが。 志 もお 

^成と 篤き 詞に 人々 も， - 思 はす 淚 催して 

奥 尚 かみ 割る ばかりな り" * 由 良 之 助と 

り あへ すつ SMT 晚鎌倉 へ 出立- ^ 本望 遂ぐ 

る も 百日と は 過す まじ。 承れば 御 內證ま 

で^き 給 ふ 由 重々 のお 志。 追 付け それ も 

呼 返させ 申さん- 1" せ 御 不自由 も 今 暫く フシ 

はやお iS と 立 上がる。 *- ャレ 申さば めで 

ii び ごち 

たい 旅立。 いづれ も 様へ 御酒 一 つ。 "-ぃ 

やそれ は。 ハテ扨 祝うて 手 打の 薪麥切 C 

ャ手 打と は吉 左右。 然 らば 大鷲矢 間の 御 

さ モ 

兩人は 後へ 殘り。 先手 組の 人々 は" 鄕右 

衛 門カ彌 み-誘 ひ。 佐 太の 森 迄お 先へ。 *- 

いざ こなたへ 亭主が 案內。 御辭儀 は無禮 

と 由 良 之 助 オケ リー 一人 を 伴 ひ 入る 月と。 

ハル フシ 又 出る 月と。 二つ 輪の 親と 夫との 

中に 立つ。 gip おその は 一人 小提燈 暗き 


思 ひも 子 故の 闇。 あやなき 鬥を打 叩き。 

謂 伊 五よ 伊 五よ と 呼ぶ 聲が。 增寢 耳に ふ 

つと 阿呆 は „^ 出で： 俺 呼んだ は 誰お や。 

化生の 者 か 迷 ひの 者 か。 ィャ その ぢゃこ 

、  > 開けて 吳れ。 さう 云うても 氣 味が 惡ぃ。 

必卞ば あと 云 ふまい ぞと" 增云 ひつ-門 

の戶押 開き。 ェ 、 おえさん かよう ござ 

ん したの。 一 人步 きをす ると ナ" 病 犬が 嗨 

む ぞぇヲ 、犬-になり とも 嘴 まれて 死んだ 

ら 。今の 思 ひ は あるまい に0 おり や 去られ 

た わい やい C どんな 事に ならん したな ァ 0 

旦那 殿 は寢て か" ィ 、 ェ 。留 { 寸か。 ィ 、 ェ 。 

何の 事 ぢゃぞ やい。 何の 事 やら わし も 知 

ら ぬが。 宵の口に 猫が 鼠ヶ 取った かして。 

お ほぜいき  おれ 

捕った くと 大勢 来たが。 ちゃつ と 俺 は 

i 團 あつたれ ばつ ひ寢 入った。 今 その わ 

li ち 

ろ 達と 奥で 酒 盛。 ざ.. -んざ やって ご， さん 

す。 ハテ ヱ合點 のい かぬ さう して 坊は寢 

たか。 ァ ィ是 はよう 寢て ござんす。 旦那 殿 
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と寢 たか 。ィ 、 ェ () われと 寢 たか 。ィ 、 ェ。 

つ ひ 一 人 ころりと。 なぜ 伽して 寢 さして 

くれぬ。 それでも わしに も 旦那 樣 にも. \ 

がない と 云うて 泣いて ばっかり。 へ ェ 、 

可愛 やさう であろ さう であろ。 增 それば 

つかりが ほんの 事と 了ン わつ と 泣 出す 門 

の 口。 空に 知られぬ 7 シ 雨の 足 かはく。 

执 もなかり ける。 a ャィく 伊 五め 何處 

に をる と。 a 呼 立て 出づる 主の 義平。 アイ 

アイ 此 にと a 入る 後。 尻目に かけて た 

はけめが。 5« 奥へ いて 給仕 ひろけ と、 -叱 

り 追 ひやり 門の 戶を。 さす を 押へ て。 コ レ 

旦那 殿。 云 ふ 事が ある こ、 開けて。 * ィ 

ャ 聞く 事 もな し 云 ふ 事 も。 內設 一つの 畜 

生め。 稳ら はしい そこ 退かう。 お ィャ親 

と 一 所でない 證據。 それ 兑て疑 ひ 晴れて 

たべと。 《 -戶の 隙よりも 投 込む 一通。 拾 

ひ 取る 間に 付 込む 女房。 夫 は 書物 一 目 見 

て。 3コ リャ！ やった の狀。 是戾し 


て どうす るの ぢゃ。 どうす ると は 聞え ま 

せぬ。 親 了 竹が 惡計 は。 常から よう 知つ 

ての 事 0 たと へどの やうな 事が あると て。 

なぜ 暇狀は 下さん した。 持って 戾 ると 

嫁ら すと。 思 ひも 寄らぬ 持へ。 嬉しい 顏 

で油斷 させ 鼻紙 袋の 去狀 を。 盜んで わし 

は 逃け て 来ました。 お前 は 由 松 可愛ない 

か。 去って あの 子を權 母に。 かける 氣か 

いの 胴愁 なと。 すがり 歎けば。 W ャァそ 

i らふ 9 ケ  い 

の 恨 逆ね ぢ。 この 家 を 去な す 折。 首 含め 

た を 何と 聞いた。 樣 子あって 其方に 暇 や 

るで なし。 暫 しの 間 親里へ 歸 つて 居よ。 

了 竹。 もと 九 太夫が 扶持 人。 《- 心 解け 

ねば 仔細 は 云 はぬ 。病氣 の 體 にもて なし。 

起臥 も 自由にすな。 櫛 も 取るな と 言付け 

やった 事な， せ 忘れた。 詞 さんばら 髮でを 

る 者 を 。嫁に 取ろ と は 云 はぬ はやい。 坤 

なんの 汝が .5 松が 可愛 かろ。 詞晝は 一日 

阿呆め が。 欺し すかせ ど 夜になる と。 母 


様々々 と 尋ね をる。 母 は 追 付けもう こ. * 

へと。 地 欺して 寝かせ どよう 寢 人ら す。 

叱って 寢 かそと 擲 付け。 恐い 額す りゃ聲 

上け す。 しくく 泣いて をろ を 見て。 

身 節が 碎 けて 堪 へ られ る もの ぢ やない。 

* 是を思 へ ば 親の 恩 子 を 持って 知る とい 

ふ。 不孝の 罰と 我が身 をば。 悔んで 夜と 

とも フシ 泣 明か す。 昨夜 も 三度 抱 上 ゆ 

て。 もう 連れてい こ。 抱いて いこと。 門 

口 迄 出 たれ ども。 一夜で 堪能す るで もな 

し。 五十 日 ひまどる やら。 百日 隔てて 置 

かう やら。 知れぬ 事に 馴染まして は。 後 

の 難 俄と 五町 三 町。 增搖り 歩いて 挪 付け。 

寢 さして は そっと こかし。 我が 肌 付 くれ 

ば il- にも。 乳 を 探して しがみ付き。 僅か 

な 時の^れ でさへ。 戀 焦る. - もの 一 生 を。 

引分けう と は 思 はね ども。 -司 是非に 及ば 

す 暇の 狀。 了 竹へ 渡せし を。 內證 にて 受 

取って は。 親の 赦 さぬ 不義の 科。 心よ か 
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らチ 持って 歸れ。 これ 迄の 緣。 約束事。 

死ん. たと 思へば 事す むと。 增 切 離れよ き 

男氣 は。 常 を 知る 程 了ン猶 悲しく。 ョ この 

家に 居る とお 前が 立た す。 家へ いぬる と 

嫁入らに やなら す。 地 悲しい もの は 私 一 

人。 a 是が 別れに ならう も 知れぬ。 地 由 

松 を 起して 一 寸逢 はして 下さん せ。 司ィ 

ャ それ はならぬ。 今 逢うて <ir '刖 る-" その 

身。 後の 思 ひが 猪 不便な。 わけて 今 { 竹 

はお 客 も ある。 くど/^ 云 はすと 早くお 

いき やれ。 それでも 一寸 由 松に。 《 "ハテ 

扨 未練な。 後の 雜 を 思 はす やと." 增無 

理に 引立て 去 狀も俱 に 渡して 門口へ 心强 

くも 突出し。 子が 可愛く ば 了 竹へ 詫 首た 

てて 春 迄 も，^ 隱 まひ 賈 はに 思案 も あらん。 

地 それ 叶 はすば 是 限りと 門の 戶 しめて- 2： 

7 シに 入る。 a ナウ それが 叶 ふ 程 なれば。 

この 思 ひ は ござんせ ぬ。 情ない 一て や 我が 

SKO  S 科 もない； を 去る のみ か。 我が 子 


にまで 逢 はさぬ は。 あんまり むごい 胴慾 

な。 顔 見る 迄 はなん ほで も。 いなぬ く 

と 打 叩き。 S 情-ちゃ- 慈悲 ぢゃ。 こ.^ 

開けて。 增寝 額な りと も 見せて たべ。 コ 

レ手を 合せ 拜 みます 。むご いわいのと フシ 

どう ど 伏し 前後 不覺 に。 泣きけ るが。 增 

ハァ 恨むまい 歎くまい。 なまな かに 顏 

見たら。 母 様 かと 取 付いて。 離し もせ ま 

いし 離れ もなる まい。 <f<fr 宵い ぬれば 今 

宵の 嫁入。 明日 迄 待 たれぬ わしが 命。 さ 

らばで ござる さらば やと。 云うて は戶ロ 

へ 耳 を 寄せ。 もしゃ 我が 子の 聲す るか。 顔 

でも 見せて くれる かと。 窺 ひ 聞け ど 音 も 

せす。 ァ、 是非 もな ゃ是 迄と 思 切って 齪 

出す 向う へ。 目ば か c> 出した 大男 道 を 塞 

いで 引 捕へ。 是 はと 云 ふ 間 も 情な やすら 

りと 抜いて 島 田 髭。 根より ふっと 切 取つ 

て 懐 迄み-ひつ さらへ。 いづく ともなく 逃 

行きし ハズミ フシ 無法 無意 氣ぞ 是非 もな き。 


a ナウ 憎 や 腹 立 や。 何物 かむ ごたら しう 

髮 切って C 書いた 物まで 持って いんだ。 

描 芽 の盜 人なら。 いっそ してく と 

泣 叫ぶ" 聲に 驚き 義平は 思 はす 1^ 出しし 

t~t しひ Ai!*; ぐち 

が。 "ァこ I- が 男の 魂の？ i  口よ とく ひし 

ばり" 禱 SS ふ 中に 奥よりも。 -^5御亭主御 

亭主 。《- 義平 殿と 立 出 づる由 良 之 助。 a; 投 

投御 親切の 御馳走。 お 禮は錄 倉より 申 越 

さん。 猶跡 荷物の 儀。 早 飛 i を もってお 

頼み 申す。 夜の 明けぬ 中 はやお 瑕。 いか 

さま。 今暫 しと 申されぬ 刻限。 道中 御 健 

しよ- r- ーゾ き ち さ 5  ちゃく 

勝で。 御吉 左右 相 待ちます る。 着 致さば 

早速 書翰 を もってお 知らせ 申さう。 返す 

ぐ もこの 度のお 世話。 詞 でお 縷 は云盡 

くされ ませぬ。 ソレ矢 間大鷲 御.；： T 王へ 置 

土產。 增 はっと 文 吾 重 太郞。 扇 を 時の 白 

量と 乘 せて したる 一 包。 „ ^是は 貴公へ 

是 は义。 裨內 室お その 殿へ。 些少ながら 

と 差 出す。 《- 義平 はむ つと 顏色變 り。 S 
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?! で 云 はれぬ 禮と あれば。 ィ ヤコ レ！^ 物 

受けう と 存じ。 命が けのお 世話 は. S- さぬ。 

町人と 兑 侮り" 小判の 耳で 面 はるの か。 

ィャ 我々 は裟 婆の 暇。 贵殿は tSf る この 世 

の 緣。 御 臺顔世 御前の 依 もお 賴み 申さ 

ん ため。 寸志ば かりと 云 fgf し" フシ 表へ 

出.. つれば 猶 むっと。 a 性根 魂 を兑逮 へ 

たか 。路 付けた 仕方 あた 忌》 し。 增稳ら は 

しいと 包みし 進物 敏 飛せば。 包 解けて 中 

よりばら り 女房！^ 寄り。 H コレ わしが 櫛 

笄 切られた 髮。 ャァ 《 この 一 包 は 

去狀。 ホイ 扭は 最前 切った の は。 ホウ こ 

の 由 良 之 助が 大鷲文 吾 を 裏道 より 廻ら 

せ 。根より ふつつ と 切らした 心 は。 いか 

な 親で も 尼法師 を。 嫁入ら さう とも 云 ふ 

まいし。 嫁に 取る 者な ほ あるまい。 その 

髮の 延びる 間 も 凡そ 百日。 我々 本望 を遂 

ける も 百日 は 過ごさ じ。 討 果せた 後め で 

たく 祝言。 その 時には 櫛笄。 その 切髮を 


添に 入れ。 增笄 三國 一 まづ それ迄 は 

尼の 乳母。 a 一  季 半季の 奉公人。 その 肝 

前？ は 大鷲文 吾 同じく 矢 問 重 太郞。 《- この 

兩 人が 連 屮 へ 大事に 洩れぬ とい ふ 請 判。 

由 良 之 助 は 冥途から 仲人 致さん 義平 殿。 

^ ハァ、 重々 のお 志。 お 申せ 女房。 《 - 

私が ために は 命の 親。 《«ィ ャぉ禮 に 及ば 

す。 返禮と 申す も 九 牛が 一 毛。 義平 殿に 

も 町人なら すば。 俱に 出立との お 望 幸 ひ 

かな。 豫て^ 討と 存 すれば。 敵中 へ 入 込 

む 時。 殿の 家名の 天河 屋を 直に 夜 討の 

合詞。 天 とかけ なば 河と 答へ。 四十 人 

餘の者 共が。 天 よ。 河よ と 申すなら。 5« 

贵公も 夜 討に お出 も： ：！： 然。 義 平の 義の字 

は 義臣の 義の 字。 平 は たいらか たやすく 

本望。 *- はやお 瑕と。 立出づ る。 末世に 天 

を 山と 云 ふ。 由 良 之 助が 孫吳の 術。 忠臣 

藏 ともい ひ はやす。 袋 婆の 詞の 定めな き 

刖れ くて。 1 昼 {.出 でて 行く 


第 十 一 

«- 柔能 く^を 制し 弱よ く强を 制する と 

は。 張 良に 石 公が 傳 へし 祕 法な り。 塵 冶 

判官 高定の 家臣。 大屋 由 良 之 助 之 を 守つ 

て。 旣に 一 味の 勇士 四十 餘騎 I 船に 打乘 

つて。 苫深々 と稻 村が 崎の 油 斷を賴 みに 

て。 フシ 岸の 岩根に 漕 寄せて。 コハ リまづ 

1 番に打 上ぐ る は。 大星由 良 之 助 義金。 1 1 

番目に は原鄉 右衛門。 第三 番目 は大星 力 

彌。 ナ ネス 後に 績 いて 竹 森 喜 多 八 片山源 太。 

先手 後 船 段々 に 列を亂 さす コハ 2 止 出.. つる U 

奥山 孫 七須田 五郞。 着た る 羽 翁の 合印。 

いろはに ほへ と 7 シと立 並ぶ。 增勝田 早見 

遠の 森。 音に 聞え し 片山源 太。 大鷲源 吾 

かけやの 大植提 けく。  田 岡 崎ち り 

ぬる を わか 手 は 小 寺 立川甚 兵衛。 ，不破 前 

原 深川彌 次郞。 地 得た る 半弓 手 挟んで。 上 

る は 川瀬 忠 太夫 7 シ空に 輝く。 大星瀨 平。 


I 


ず 
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よたれ。 そつね ならむ うるの。 奥 村 岡 崎 

小 寺が 婉子。 中 村 矢 島 牧平賀 やまけ ふこ 

えて。 朝霧の 7 シ立 並びた ろ Ja 野 や 菅野リ 

千 葉に 村 松 村檎傳 冶。 as 赤极は 長刀 構 

つ „= ^戶 ハル 中に も ig 川 十文字， -逮松 杉 野 

三 村の. fs- 郎。 木 村 は 用意の 裰 梯子。 千^ 

彌 五郞ナ 堀 井の 彌 S -。 同 彌九郞 遊 所の 

滔にゑ ひもせ ぬ。 コハ. '由 良 之 助が 智略に 

て 八 尺ば かりの 大 竹に。 弦 を かけて ぞ持 

ちたり ける。 後陣 は 矢 間 重 太郞。 はるか 

後より 身 を 卑下し。 出 づるは 寺 岡 平右衛 

け A や 5  つ ふや 3  * で！'. 0 し 

門。 假名 資名袖 印。 7 シ その 數 四十 六 

人な り。 * 鋭 袴に 黑羽接 忠義の 胸當。 打 

描 ふ。 g に 忠臣の 假名 手本 義心の 手 本義 

平が 家名。 《«天 と 河との 合詞 忘るな 豫て 

の 云 合せ。 矢 間 千 崎 小 寺の 面々。 粋カ彌 

を 始めと し 表門より 入れく く。 

衛鬥と 某 は 裏門より 込 入って。 * 相阖の 

笛 を 吹くならば 時分 はよ しと 乗 込めよ。 


取るべき 首 は 只 一つと。 由 良 之 助に 下知 

せられ 怒りの 限 一 時に。 館 を はるかに K 

付け 裹と 表へ  一-一 *、^ れ 行く。  7 シ かくと 

は 知らす。 高武藏 師直 は。 由 良 之 助が 

放玲 に、 む も ゆるむ 14 酒。 1^^ 遊女に 舞 

ひ 歌 はせ。 藥師寺 を 上客に て 身の程 知ら 

ぬ大 はて は 雜魚寢 の 不行儀に 前後 

も 知らぬ 寢 入りば な。 非常 を る 番人の 

フシ 拍子木の みぞ 淺 りけ る。 *_ 表裏 一 度に 

手 害 を 接め。 矢 間千埯 不敏 

の 1 1 人。 表 鬥に忍 寄り 內の 

様子な 窺へば。 夜 通りと お 

is ね 

ぼしき 拍子木 遠音 を させば 

よい 折と。 例の 嗜む權 梯子" 

高 揮に 打 掛け 打 掛け 雪 井 ま 

でもと さ ガに S- 登り 了せ 

た 群の 屋根。 早 拍子木の 近 

づく音 ひらりと 下りる を昆 

付けし 番人。 スハ 何者と e 


寄る を 取って 引 伏せ 高手小手。 よい 案內 

と 息 をと め縲先 腰に ひっかけて。 拍子木 

奪 ひか つちかち。 役所々々 を 打 廻り 窺 ひ^ 

るぞ。 フシ 不敵なる。 *- 早 裏門に 呼子の 笛。 

時分 はよ しと 兩人 は。 拍子木 合せて 天 河 

と： 貫の 木はづ して 大門 をく わらり と 開 

けば カ镜を 始め。 杉 野 木 村 三 村の 一 黨我も 

我 もと 13 入って。 見れば 一 面 雨戸の 固め 父 

が敎 へし 雪 折 は。 


t る だ. ゆ 

ぞと 下知して 丸 竹 


に 弦 を かけた を 雨戸の 鴨居。 敷居に はさ 

んで 一 時に。 ひい ふう 三つの 拍子に て か 

けたる & をて うど 切れば。 鴨居 は 上り 敷 

居 は 下り 雨戸 はづれ てばた/ \ く。 そ 

乘 込めと 天河の 7 シ聲 響かして 亂れ 

入る。 せ スハ夜 討ぞと 松明 提燈 裏門より 

も 込 入って。 一方 は鄉 右衛門 一方 は 由 良 

之 助。 床几に か i つて 下知 をな す。 小勢 

なれ ども 寄 手 は 今宵 必死の 勇者。 秘術 を 

盡 くせば 由 良 之 助。 《«餘 の 者に 目な かけ 

そた 1- 師直を 討 取れと。 き鄉 右衛門 諸共 

に 八方に 下知 すれば。 はやり をの 若者 ど 

も 揉みた て 揉みた て。 -ーー重 へ 切 結ぶ。 せ 北 

隣 は 仁 木 播磨守 南 隣 は 石 堂 右 馬 之丞。 兩 

隣より 何事 かと 家の 棟に 武者 を 上け フシ 

提燈 星の 如くに て。 《5 ャァ/ \ 御屋敷 騒 

動の 聲 太刀 音 矢叫び 事騷 がしく。 狼藉者 

か盜賊 か。 但し 非常の 沙汰なる か。 承 

り 届けよ と。 主人 申 付けられ しと フシ 高 


ら. J> に 乎ば はったり。 地 由 

良 之 助 とりあ へす。 "^是 は 

鹽冶 判官が 家来の 者 ども。 

主人の 仇 を 報 はんため。 四 

べんまん くわ 

十餘 人の 者 どもが 千 變萬化 

の戰。 かく 申す は 大星由 良 

之 助原鄕 右衛門。 尊 氏 御 兄 

弟へ お 恨な し。 もとより 兩 

隣 仁 木石 堂 殿へ は 何の 遺恨 

も 候 はねば。 卒爾 致さん や 

う もな し。 火の 用心 は 堅く 

申 付け たれば。 是 もって 御 

^んび 八 

用心に は 及ばぬ 事" 只稳便 

に 捨てお かれよ。 それと て 

も 隣家の 事 聞 捨てなら す 加 

勢 あらば。 力なく 一 矢 仕ら 

んと高 *%に 答. へたり。 *■ 兩 

家の人々 聞 屆け御 神妙 御祌 

:g。 我人 主人 持った る 身 は 
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もっとも 斯く こそ あるべ けれ。 御用 あら 

ば 承らん 。提燈 引けと 一 時に。 靜 まり 返つ 

li  よそて 

て 接へ ける。 《-1 時ば かりの 戰に寄 手 は 僅 

か 三 四 人。 薄手 負 ふたる ばかりにて。 敵の 

手 魚は數 知れす。 され ども 大將師 直とお 

ぼしき 者 も なき 所に。 足 輕寺岡 平 右衛門。 

舘の內 を^ 廻り。 a 部屋々々 は 勿論 上 は 

fK 井 は簧 子。 井の 中 迄 槍 を 入れて 探せ 

ども 詢 直が 行方 知れす。 寢間 とお ぼしき 

所 を 見れば 夜着 蒲團の 湿り。 この寒^^に 

さめざる は 逃け て 間な しと 覺 えたり， « 

表の 方が 氣遣 はしと 駄 行く を。 ャレ平 右 

衛門 待てく と。 矢 間 重 太 郞重行 師直を 

宙に 引立て コ レ/ \ いづれ も。 詞柴 部屋に 

隱れし を 見付け出して 生 捕し と。 埔 聞く 

より 大勢 花に 露。 いきく 勇んで 由 良 之 

助。 B ャ レ でかされた 手柄々 ぶ 。 さりな が 

らう かつに 殺すな。 かりにも！ K 下の 執事 

職 殺す にも 禮儀 ありと。 a 受取って 上座 


に据 ゑ。 我々 陪臣の 身と して。 御舘へ 

踏 込み- 狼藉 仕る も 主君の 仇 を 報じた 

さ。 慮外の 程 はお 赦し 下され。 御 尋常に 

I 首 を 賜 はるべし と相述 ぶれ ば 師直も 流 

石に ゑせ 者 わろ びれ もせ チ。 ヲ、 尤も 

/\p  a 覺悟 は豫て サァ首 取れと。 《- 油斷 

さして 拔 討に はっしと 切る 引つ ばづ して 

腕ね ぢ 上け。 《s ハァ、 し をら しき 稗 手 向 

ひ 。サァ いづれ も 。日頃の iE 憤 この 時と。 

« "由 良 之 助が 初 太刀に て 四十 餘 人が 聲 

聲に。 & 木に 逢 へ る 盲 龜は是 。三千 年の 優 

gif の 花 を 見たり や 嬉し やと e 躍 上り 飛 

上り 形見の 刀で 首 かき 落し。 喜び勇んで 

舞 ふ も あり。 妻 を 捨て子に 刖れ 老いた る 

親 を 失 ひし も。 この 首 一 つ 見ん 爲ょ 今日 

はいかなる 吉日 ぞと。 首を擲 いつ 食 付き 

ことわり  あはれ 

つ 一同に わつ と 嬉し 泣き 理 すぎて 哀な 

り。 《- 由 良 之 助 は 懐中より 亡君の 位 稗 を 

Ij し。 床の間の 卓に 乘せ 奉り。 師 直が 首 


ち しほ 

血潮 を 清め 手 向け 申し。 兜に 入れし 香 を 

t  す さ 

炷き。 フシ 退って 三 拜九拜 し。 せ 恐れな 

ま 5  くん そんれ いれん しゃ 5,0 ん けん.； y だい こ じ 

がら。 亡君尊靈蓮^^院見利大居士 へ 申 上 

け 奉る。 る 御 切腹の その 折から。 跡 

弔 へ と 下されし 九寸五分に て師 直が 首 か 

き 落し。 御 位牌に 手 向け 奉る。 《- 草葉の 

A ん 

蔭に て 御 受取り 下さる べしと ス モア 淚 とと 

もに 鱧拜し 0 詞 いざ/、 お 一 人 づっ御 S 

香。 まづ 惣大將 なれば 御 自分 様より。 ィ 

ャ 拙者より まづ 先へ。 矢 間 重太郞 殿御 燒 

香な され 。ィ ャ/ \» それ は 存じ も よらす。 

いづれ もの 手前と 申し。 御 属は 却って 

迷惑。 ィャ 最貭で ござらぬ。 四 4. 人餘の 

衆 中が 師 直の 首 取らん と。 一身 を 抛つ 中 

に 貴殿 一 人。 柴 部屋より 見付け出し 生 捕 

になされ たは。 よくく 主君 壟 冶尊靈 の。 

お 心に 叶 ひし 矢 間 殿。 お 羨し ぅ存 する。 

何と V つれ も。 御尤もに 存じます る。 そ 

れは 何とも。 ハテ扭 刻限が 延びます。 せ 
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然 らば 御免と 7 シ 一 の燒 香。 地 一 一番 目 は 由 

良 殿。 いざ 御 立と 勸 むれば。 《s ィャ まだ 

外に 燒 香の 致し 手 あり。 そり や 何者 誰 人 

-ゾ ばん？、  ** 

と。 せ 問へ は 大星懷 中より 碁盤縞の 財布 

取^し。 f K が忠 SI 一番 目の 燒香。 早 野 

勘 平が 成れの 果。 その 身 は 不義の 誤り か 

ら 一 味 同心 も 叶 はす。 せめて は 石碑の 連 

中にと！！^房賣って金調へ。 その 金 故に 舅 

は 討た れ金戾 され。 詮方な く 腹切って 相 

果てし。 その 時の 勘 平が 心 さぞ 無念に あ 

らう 口惜し からう 金戾し たは 由 良 之 助が 

一 生の 誤り。 不便な 最期と ゆ さした と。 

片時 忘れす 肌 離さ. 今宵 夜 討 も 財布と 

モち 

同道。 平 右衛門 汝が爲 に は 妹婿。 *- 燒香 

させよ と投 ゆやれば C ぐ： 、はっと 

押 戴き/ \。 草葉の 蔭よ り さぞ 有難う 

存じ ましよ。 冥加に 餘る仕 合と。 財布 を 

香爐の 上に 着せ。 5 一番の 燒香早 野 勘 平 

重 氏と。 a 高らかに 呼ば はり。 聲も淚 に 


震 はすれば。 列座の 人も殘 念の プシ胸 も。 

張 裂く ばかりな"。 詞思 ひがけな や 人馬 

の 音。 山 谷に 響く 攻 太鼓 7 シ鬨を どっと 

ぞ上 けにけ る。 《- 由 良 之 助 ちっとも 騷が 

す。 《s は師 直が 一 家の ffi りかけ し 

と覺 えたり。 增罪 つくりに 何 かせんと 覺 

悟の 所へ。 桃 井 若狹之 叻遲れ ばせ に K 付 

け 給 ひ。 ャァく 大星。 今 表門より 攻 

めかけた は。 師 直が 弟 師安。 この 所で 腹 

切って は。 敵に 恐れし と 後代 迄の 漦。 暨 

冶の 御 菩提 所 光明寺へ 立 退くべし と。 « 

仰せに はっと 由 良 之 助。 《s いかさま 最期 

をと ぐると も 亡君の 墓の 前。 仰せに 隨ひ 
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立 退き 申さん。 卸しつ ばら ひ 親み 上ぐ る S 

と。 *? 云 ふ 開 も あらせす いづく に 忍び 居 

たり けん。 藥師寺 次郞鶯 坂 伴內。 おのれ 

大星歡 さじと 右往左往に 討って か i る。 

カ彌 すかさす 受 流しく。  暫時が 中 は 

討 合 ひしが。 はすみ を 打って 討つ 太刀 

に。 *" 袈裟に かけられ 藥師寺 最期。 か は 

す 一 一の 太刀 足 切られ 尾に もつ がれす 驁坂 

伴內。 その 儘 息 は 凝え にけ る。 《- ヲ、 手 

柄々々 と 賞美の 詞。 末世 末代 傳 ふろ 義臣。 

是も 偏に 君が代の。 久しき 例 竹の 葉の 榮 

を。 こ- -に 書殘す 


竹 田 出 雲 

作者 三 好松洛 

並木 千 柳 


二た つて ふ/ ヽ く- 0  わ  につ  き 


第一 浮瀨 の居續 に相圆 の笛賣 

爱にー つの 3?i がござる。 京の 女郎に 長 

崎 衣裳， おせて。 ち、 やちん/、 ちつく り 

江 戶の張 を 持たせて。 大阪の 揚屋で 遊び 

たい。 ほんに それ もよ かろ かい。 飮 めゃ謠 

へ や 一 寸先 は閬の 夜の 花 を： るの も ナ ホス 

プシー 趣向と。 * 浮 瀬が 奥庭の 梅花の 枝に 

燭 釣り 夜の。 花見 を 夜 通に。 飲み明か 

す は 山崎與 五郎。 藤屋の 吾妻 姉 女郎の 都 

諸共 居镜 けに 小ォ クリ彈 いつ。 歌う つ 封？ 間 

の 佐 渡 七。 御機嫌 をと り邊山 かはい。/、 

の 烏の 聲。 7 シ 夜明け 前と ぞ 知られけ る。 

.^ コ レ 旦那。 お HI がと ろく 致します。 

吾妻 様 や 都樣は 御酒が 足らぬ か 睡氣が 見 

ぶ さ ざ 

えぬ。 浮. 1 で 朝 座と 出掛けう。 コ レ中居 


衆。 輕ぃ お着 早う いかさま 其方が 

こ ち  じ やう *J やく 

いふ 通り。 此方ば かりが 醉 うたと て 上客 

の 都 殿に。 酒が 足らいで 氣の 毒。 殊に 追 付 

勤 をお 引きな さる- げな。 番頭の 權九郞 

がきつ い 執心。 女房に なって やる 氣 はな 

いかえ。 したが 八き の 南 與兵衞 と 深い 中 

と 聞き及べば。 定めて 工面が して あらう。 

* 何にもせ よ 目出度い お 仕舞。 吾妻 も 太 

夫に あやかれく。  5^ ほんに が も 都 様に 

あやかって。 廓の 苦 患が 通れたい。 そり 

やもう 耱 ての 事い な。 * 與 五郎^へ 嫁入 

の 時 この 都 は 仲人 1^。 ィャく 1 ハ嫁 

入の 風が 變 つて 氣の 毒。 吾妻 様 は 知って 

ござらう が。 日ー那 はお 閉き なされまい。 

それ は 氣掛り 佐 渡七閒 かせい。 されば 彼 

の西國 のお 侍。 平 岡 鄉左衞 門 様が 吾妻 樣 


を 請 出す とて。 井筒屋で 昨日から。 杖み J5 

に 揉んで 手附 金の 御才 覺。 何程 二 腰 極 付 

けて ござっても。 つい 金 は出來 難い やら。 

今に 於て 沙汰がない。 たと へ 沙汰が あつ 

たと て此 吾妻 は。 鄉左衞 門 様に 身 請 しら 

る  >- こと は 嫌々。 そり や 御 道理。 今でも 

旦那から 三百 兩と いふ 手附が 渡れば。 最 

早 令 日から 山 崎の 奥様。 彼のお あが。 あ 

をち やっても 指さす 事 もな り ませぬ。 « 

半時で も 早う 手附の 渡った 方 へ 相談が is™ 

れば。 今日 一 日が 夫婦になる かならぬ の 

境。 >s いは たった 三百 兩何 處ぞに 積ん 

であらう のに。 ァ 、金が 欲しい な。 《  二八 

十六で 文 付けられて。 二 九の ナホ xsl ェ 、 

佐 渡 七 様何ぢ やい な。 吾妻が 顔 も 知らす。 

面白さう にお かしゃん せ。/ ルイ ャ /\ィ 双 

さむ 

ャ 今 日お 金が 調 はねば お前 はお 侍に 添 は ？ 

ねばならぬ 。ァ 、 ひっこ いわいな。 地 ヲッ輪 

ト心 IT- ほ 最早 座敷に 佐 渡 七が 飲み さう 記 


記 E 


な Ifif はない か。 ヲ 、 それよ。 酒 故に は 花 

を 貰うた 末社 も ある。 我は賤 しき 封 £- 間な 

れ ども。 酒飮 むこと は 誰に 劣らん と。 * 

酒飮 柄杓 追 取り 此。 冷し 物 鉢 を 前に 置 

き。 栗に もせよ。 梨に もせよ。 志す 所 は 

我が 肴。 明日 は 腹が 損ねう とも。 だんな 

ぃノ、 大事ない。 コリャ /、佐 渡 七。 も 

う 見 度うな いっくし を 能め い。 今 我が 手 

附の話 を 聞いて は晳 しが 間 も 待 たれぬ わ 

い。 此度 おれ も 權九郞 連れて。 屋敷の 爲 

替 三百 兩請 取りに 下つ たれば。 幸 ひ 其 金 

を 手附に 渡し 其 侍め に 鼻 明かせう。 佐 渡 

-  一く ち や； やどや  い 

七 は 大儀ながら 石 町の 宿屋へ 往て。 手代 

の 權九郞 に 金子 請 取り。 直に 藤 屋の？ g 方 

に 渡し。 手 附の請 取 取って来い。 ェ 、味 

な^?$-が氣に^って酒がとんと醒果てた。 

« 所お か へ て 飲み 直さう。 君達 此方 へ と 

手 を 引いて。 ハ. -7 シ 奥へ 入れば 佐 渡 七 は。 

何でもして 来い よい 銀 儲。 齡 si の 鑌を撞 


當て たと、：" も 空に 飛石 傳ひ 表へ 出で。 向 イエく そんな 事ぢ やない。 お前 も御存 双 

う を 見れば 野道より い つ こか はと 手代 じの 彼の 屋敷のお 侍が。 吾妻 樣を身 請す 々 


\ぐ. A ヒ.. i 


f:  r  , や 一 

4_<J  ヌ  . 、二  ^ 


殴 0  K ャァ權 九 郎樣。 今 逢 ひに 參る 所。 ると て。 今日明日の 中に 手 附金を 渡す 答。 

せき  4 

それ は 幸 ひ。 都が 事が 首尾よう なった か。 それで 旦那が 以ての外 急が 来て。 半時 も 2 


早う お前から 金 三百 兩請 取って。 手附に 

渡せと いはる >- か。 こり や 面白い。 都 を 

ば 手に入る 金子の 蔓に取 付いた ぞ。 と は 

又 ど うぢ やな 。されば OI5 にも 常々 話して 

tE  く 勇り 。かう した 事 も あらう と 思 ふて。 

これ を 見よ。 これ は 昨日 請 取った 爲替金 

三百 兩。 此又 三百 兩 はおれが 豫て 持へ 置 

いた 眞鏺 小判。 是 はしゃん と 掏眷へ て 銅 

脈 包に 與 五郎の 印判 押させ。 向う から 尻 

が來 るか。 あの たわいな しに 科 を 負 はせ 

る權 九が 計略。 扨 もしたり。 曾 尾よう 往た 

よし i ら あは ざ 

らば コリャ 佐 渡 七。 地 葭原か 阿波座に て 

三 間口 を 買うて やろ。 こり ゃ恭 い。 それ 

ならば 奥へ 柱て。 默れ く。  Si 包に 印判 

こっち  しめし あは 

をで つかり さしたら 此方の 物と。 躁 合せ 

て權 九郞。 7 シ佐渡 七 伴 ひ 入りに ける。 地 

生業 は 7 シ 草の 種と て。 樣々 に。 世の 憂き 

ふしの 笛 細工。 傘に 小 笛 をぶ らくと 子 

供たら しの 荷 ひ 寶。 淸水途 を 吹き 歩行き。 


0 サァ /.、 買うたり。 横笛 鹿 笛 唐人 笛。 

A のし-ぶえ らっ は、  . 

鼻で 吹く のが 猪 笛。 叭 ちゃる めら 笙 

の 笛と 7 シ吹 立てく 寶立 つる。 *S 笛の 

音に よる 鹿なら で。 ナ * ス合圖 の 笛と 聞く 

よりも。 都 は 5! と 座敷 を脫 出で 見れば 紛 

はぬ 其 人と。 7 シ路次 卞駄橫 に 走 出で。 

0 ヲ 、 南與兵 衞樣。 よう 逢 ひに 來て 下さ 

ん した。 されば いの。 俺 も 我が身の 文 見 

ると。 昨夕 來 うと 思う たれ ど。 此浮瀕 は 

揚屋と 違うて。 夜 はちよ つと も 逢 はれま 

いと * 思うて 商の 出が けに 来たと。 いふ 

顔 つれぐ 打 眺め。 以前 は 八幡で 南方 與 

兵衞樣 とて。 人に 人 を 使うた 身の上。 仕 

つけ  あきな ひ  きつ  やつ 

付 もせぬ 商で ァ 、 いとし ぼや 甚ぅ 顔に 鑒 

れが 見える。 ァノ それい はう とて 呼 寄 

せた か 。ァ 、 譯 もない。 詞ィ ェ さう でない 

外に 話す 事が ある。 * よし 又お 前の 顔が 

見た さに。 呼 寄せたら 科になる かえ。 ！ 

話したい とい ふ は 與五郞 様の 手代 權九 


郞。 替 間の 佐 渡 七 諸共に。 昨日から 段々 は 

と。 ， 私に いふの を閒 かしゃん せ。 追 付 年 

も 明 くげ なれば。 か .151 つけて 心に 叶 は 

ぬ 事が あろ" 借 錢萬事 を 請 込まう。 何卒 

逢うて くれん かと。 あの 佐 渡 七 面め が 同 

じ やうに あた 憎て らしい。 何處で 間いた 

やらお 前の 事 迄い ひく さる。 そり や 死 ほ 

に樂 しうな ると。 よい 鳥が 掛かって 幸福。 

逢うて 遣った がよ いわいの。 逢ふ氣 なら 

お前に やい はぬ C  S もし 疑の 心 も あろ か 

と。 思うて いふに 胴愁 なと ス, < 恨み。 つ 

らみも フシ 入 目 を 忍び。 ァ 、誰 やら 來 

る わい なと。 * 隱る、 間もなく 封 巾 間の 佐 

渡 七。 ハァ都 樣爱に は 何して。 されば 

いな。 あの 笛の 音が 面白さに 爱迄閉 きに 

おとな げ .  . 

來 たわいな。 ァ 、大人 氣 ない。 今日中に 双 

蝶 

返事 間切る とて。 權九 郞樣も 待って ござ 々 

る。 我等 は 又 吾妻 様の 身 請の 手附。 今 持 g 

つて 參 ります。 a 後に 御 見と 言 捨てて。 記 


フシ 曲竊を 指して 急ぎ 行く。  aH  、 ひよ 

んな 者が 来て。 話の 邪魔と 立 寄れば。 都 

樣々々 と 座敷より 仲居が 聲。 詞ヲ、 忙し 

な。 あれで は 何も 話されぬ。 * 私が 來る 

迄 切戶の 陰に 待って ゐて 下さん せ。 やい 

の/、 の 返事 さへ 額き ノ、 南 與-" ュ ハ衛。 荷 

を 打 捲げ 物陰に 7 シ暂し 忍んで 待ち ゐた 

る。 誧師 の 日 ssl? しきに" 世事に 構 は 

ぬ西國 武士 平 岡 鄉左銜 門" 我が 取 立の i 

武士 三 原 有 右衛門。 勝蔓 坂より 徐々 と 供 

の 奴が 摺火堪 に。 煙草 らせ なう 有 右 殿。 

0 あの 騒 は 山 崎の 與 五郎。 成程 <^ 々是 

程の 騒に。 彼の 聲 高な 封£ 間の 聲が 致さぬ 

と。 半へ I を 切って 戻る 封 巾 間の 佐 

渡 七。 それと 見る より 小 腰 を 屈め-" a 是は 

く 3^ 左 衞門様 有 右衛門 様。 お 珍ら し 所 

にて ァ、 合 點々々 。 太夫 様 方が 此浮 瀬へ 

お出での 子 をお 聞きな され。 ^を 慕う 

て 来たと はきつ い 心中 者め。 扨 はお 閉か 


せ 申したら お腹の 立つ ことがある。 今朝 

俄に 與五郞 様が 吾妻 樣 の 身 請 なさる \ に 

相談" 則ち 我等が 手附金 三百 兩 持って 參 

りしに。 率 ひに 藤屋の 亭主が 勝蔓 の絹屋 

へ (、 汁に 来て ゐられ た 故 金 渡して 歸 りが 

け 。何い ふさ。 身共 を 急かさう と 思うて。 

ィャ 誓文で ござります。 * コレ此 一 札 御 

覽じ ませと 手に 渡せば 鄉左衞 門。 披 いて 

見る よりく わつ と 急 上げ。 飛掛 つて 住 渡 

七が 胸づ くし をし かとと り。 as 扨々 うぬ 

は 憎い 奴與 五^と 一 つに なって。 身が 武 

士を 捨てさす か 。斯様な 事 も あらう かと。 

常々 汝に物 取らせ 親み 置いた は 何の 爲。 

手附 渡さぬ 其 中に 早速 身共へ 何故 知ら さ 

ぬと。 a 二人が 中に 引 挟み。 鋰ロ ちゃん 

とい はすれば 佐 渡 七 は 身 を 縮め。 ァ 、 

成程 御尤も。 私 も 其氣が 付かぬ ではなけ 

れ ども。 事 急 なれば お 報知 も 得 申さす。 

そこで 我等が 分 ^出して。 吾妻 樣 をお 手 


に 入れる。 仕樣 を さらばお 目に 掛けう。 

コ レ此 手附請 取に" 宛名 を 取らぬ が 我等 々 

の 工夫。 今でもお 金が 調へば。 宛名 をお g 

に #l$s„_I へる-  とよ ござります か。 こ 記 

りゃ^お した。 それならば 此手附 の 請 取 

に。 鄉左衞 門が 宛名 を 書いて 持って ゐ る。 

三百 兩調ひ 次第 われに 渡せば よいで はな 

いか。 成程々 々この 褒美に はすつ しりと。 . 

* う  >- 合點； 0 やと 紙 入より。 ひらりと は 

すむ は 清水の。 花 も 及ばぬ ほん 山吹。 * 黄 

色に なって 曲 輪の 亭主。 息つ ぎ あへ す。 

0 ャァ佐 渡 七殿爱 にか。 扭 まあ 何 か は 差 

置いて。 吾妻 を 身 請な さる、 お 客に C 今 

お 目に 掛 りたい C そり や 幸ひぢ や。 則ち 

が 身 請な さ る 左 衞門樣 = 是は 

/、。 私 は 太夫が 親方。 ちと 密々 にお 話 

し 申したい 事が ござります。 只今 遣 はさ 

れ た手附 金。 早速 百 兩封を 切って 見 まし 

たれば 中 は i。 地 これ 御覽じ ませと 財布 お 


より 取 出せば。 二人 も はっと 呆れ顔。 佐 

波 七 も 空 驚き。 气 私が 持って 參 つたれ ど。 

明けねば 知らう 答 もな し。 H  、憎い 奴ぢ 

や。 屹度 御 s^』 議 なされ ませ。 ィャサ 出 所 

が 知れて あれば 詮議 もしよ い。 其方 は 浮 

瀬へ 往 て 山 崎 與五郞 殿に。 平 岡 鄉左衞 門 

と 申す 者。 それへ 參 つて 御意 得う と ゆつ 

て くれ。 S はっと はいへ ど 底氣味 Is- く。 

どうしたら よから うと。 胸に 思案 は浮瀨 

の フシ 路 次より 外 へ はづ しけり。 械曲 輪の 

亭主 手 を ついて。 "お金の 御 マお 議な さる、 

ならばお 隙が いるで ござり ましよ C 金 を 

お返し 申し たれば。 最前の 手 附の請 取。 

お しなされて 下さり ませ。 成程々々 一 

礼 12^ さう と投 返し 重ねて 此方より 手附持 

たして 遣 さう。 然 らば 左様。 * 太夫が 身 

分 {且 しくと。 挨拶 述べて 立歸 る。 S 二人 

打 連れ 路 次より 直に。 7 シ 座敷に 上り。 鄉 

左 殿。 與 五郎 は 出 ませぬ の。 ィャサ 町 


人 風情で しゃ 勿體。 與五郞 逢 はう と 呼ぶ 

聲に。 何事 やらん と あわてふためき 奥 

より 出で。 ぉハァ どなた。 山崎與 五郎と 

さ M 

はお 手前 ぢ やの。 身 は 平 岡 鄉左衞 門。 先 

建って 封？ 間め にいって 遣せ しに なぜ 出ぬ 

ぞ。 ィャ其 機 は 何とも 承り ませぬ。 フゥ 

逢 ひたいと いふ は 別儀で ない。 <Jr 日 殿の 

御用に つき 金子 三百 兩請 取り。 披 いて 見 

れば 殘らす 金。 其 包に は 其方の 封印。 

コ レ 见られ よと 投 出す。 地 與五郞 驚き 手 

に 取上げ。 見れば 手附に 打った る 金。 使 ひ 

に 遣った る 佐 渡 七が 所爲 か。 どう 廻って 

手に入り しと。 不審 晴れね ど 打明けて い 

はれ もせす。 返答に あぐみし が。 暂く思 

案し 手 をつ い て。 5- 成程 包 は 手前の 封印。 

と f さほぎ 

併し 金銀の 取 捌 は 手代 共に 申し付け。 拙 

者 は 曾て 存ぜ ぬ^。  《 -立歸 つて 手代 共 を 

lil と 詮議 仕らん と" いはせ も 某て す。 詞 

コ リャ與 五郞。 鄕左衞 門 は 武士 ぢゃぞ よ。 


お 身が 設議 をす る 間 殿の 御用 を缺 くべき 9 

か。 なう 有 右 殿 成程々々。 殊に I:? 金 は 天 

下の 大罪。 II 便に 事を^す が 武士の 情。 

ァ 、 左様で は ご ざれ ど も爱 元は 他所の 

CAi しゅ く 

事。. 旅 宿へ 歸 つて 金子 調達 仕らん と。 W 

行く を兩 人！ S 後につつ 立ち。 ィャサ か 

ぅぃひ掛っ てはぃっかなぃかな待っ^！^な 

ら ぬと。 地金に 事寄せ 鄉左衞 門が C 無體 

も戀の 意趣 晴し。 とや せんかく やと 與五 

郞も。 橫九郞 佐 渡 七と。 呼べ ども 出です 動 

かさす-」 難儀の 折から. 南與 兵衞。 つつと 

出で て フシ 二人 を 突 退け。 .7^ コレぉ 侍。 

よい 加滅 にもう 往なれ い。 此奴 何奴 なれ 

ば。 橫 合から 出しゃばって 慮外 を 働く 推 

參者。 ハァ ハ、、 こり や を かしい。 其 横 

合 はわ ごり よ 達。 何で 身共 等が 横 合。 ハ 及 

ハァ 置かれい 。そんなり や 其 金 。何 虚の誰 ル 

から 請 取った それ 閒 こわい。 ィャ それ は。 輪 

ヲ 、 さ うぢ や あろ。 コ レ其 金の。 これなる 記 


與 五郎 殿より。 曲 輪へ 手附に 渡った 金。 

I ぎめ と 同類に なっての。 何と 胸に 應へ 

るか。 よう 知って ゐる此 笛寶。 ひつと で 

もい うて 兌 や。 ァ 、手む さい 侍ぢ や。 ィャ 

サぉ のれが 様な 無理い ふ 奴に は 相手に な 

らぬ。 コ リャ與 五郎。 あの 樣な 金銀 を 通 

用す る 科に 依って。 身が 屋敷へ 連歸 り。 

棟 首 打つ 覺 悟せ よと。 a 立 寄る 二人が 首 

is 摟み 左手 右手へ 踏据 ゑ親据 ゑ。 敦縳り 

.7.^  *0  キ iC つ  』 のれ 

曾と は汝 等が 事と 7 シ極付 くれば。 詞汝 

^げた ぞょ。 * 堪忍なら ぬと 切掛く る を 

煙草盆に て 丁 ど 受け。 又 切 付く る を搔潜 

り 二人が 腕首し つかと 取り。 ョ 見り ゃ大 

事 もない 侍さうな が。 こんな 事に 刀拔ぃ 

て も 可い か。 扶持 を 戴く 主の 事 も。 身の 事 

も 思 はぬ の 。扨 も 揃うた 智惠 なし ぢ やと。 

* 突飛ば されて 顔兑 合せ。 ョ いかさま 爱 

は 所が 惡ぃ。 重ねて 汝 酷い S に 逢 はして 

くれう。 * よい Ijl にし ほと； 兩人 は。 7 シこ 


そ/、 くと 立歸 る。 * 吾妻 都 は 走り出 

で。 私 や 今の もやく で 瘤が 上った 私 も 

と。 胸撫 下せば 與 五郎 C 扱 マァ鱧 は笛寶 

殿。 詞 何のお 禮. に 及び ませう。 私 はお 前 

の 父御 與次兵 衞樣. に。 一 字 を 貰うて 其 昔 

は。 八幡で 人に 知られた る 南 與兵衞 と 申 

す 者。 フゥ扨 は 聞 及ぶ 南方の 與兵衞 殿 か。 

是 はく。 それ なれば 與五郞 とも 緣者同 

然。 に 又 都 殿と 譯 あると 聞い たれば。 

是 以ての かぬ 中。 堆 就いては 與 五郎が 。心 

ん にもなる 爲 なれば。 fis 佐 渡 七に 遣 はせ 

し 手附金 三百 兩。 鄉左衞 門が 手に入った 

樣子 は。 ァ 、成程 併し 爱は 端近。 旅 宿へ 參 

つて 密々 にお 咄 申さん。 それならば 御酒 

一つ。 ィ ェく 只今 はかつ 以て。 ヲ 、 堅 

くろし。 與五郞 様 も あの 様に いうて ぢゃ 

のによ いわいな 。ィャ く 都 さう でない 0 

***** ひ 

今 03 は I 日 のら かわい たれば。 まつと 商 

せに やならぬ。 笛が 寶れ ぬと 往ん でから 


咽が ぴ いく 鳴る わい の。 来た こそ 幸 ひ 双 

媒 

淸 水の 觀 音へ 參 つて 歸り ましよ。 * 皆樣々 

■  二  曲 

さらばと 南 與兵衞 。荷 を 打！ i げ^ るれば。 輪 

日 

三人 打 連れ 浮 瀬の 7 シ 元の 座敷へ 入りに 記 

ける。 せ 始終 立閒く 手代の 權 九郞。 封 巾 間 

の 佐 渡 七 小手 招き。 -ま 今の を閒 いたか。 

扨 i くい 笛 賫め。 彼奴が 大方 都が きだん。 

南與兵 衞 めに 極った。 何處に 何時から 

をった やら 何もかも 皆 知って をる。 地 あ 

の 位なら 此方 等が 事 も 親方へ 吐す であろ 

が。 どうしたら よかろう ぞ。 講コ レ權九 

樣氣遣 ひせまい。 此 上の 浮瀨に 今の 侍 衆 

がゐら る.^。 親んで ばらして 貰 はう か。 

よかろ く サァ來 いと。 尻 化 搦げ淸 水の 

坂 をし どろに へ 上り 行く  C  7 シ かくと も 知 

ら す南與 兵衞。 觀音 へ 參詣し 責殘り の 

笛賫 つて， % のと。 舞臺の 上に 荷 を 下し。 

子供 集める 曲 笛の lli: も 風 も ひい やひ 

0 

や。 ひしいで くれん と 權九郞 住 渡 七。 つ 2 


つと 寄って 南 與兵衞 が。 雨の 小 腕し つ 

かと 取る。  <1 最前お のれ は 侍 衆に よう 慮 

外 ひろいだな。 地目に 物見 せんと 埝 付く 

る 0 心得たり と はり 退け 打据 ゑ。 as 又 立 上 

つ て 取 付く 一 一人が 腕 捻 上げ。 右と 左 へ も 

ん どり 打た せ。 追 取り 脊骨肩 骨 フシ 難 

立つ. d ば。 a 思， ひ 掛けな き 後より 撙左 

衞門有 右衛門。 物 を もい はす 切 付く る 身 

をぎ § み 持った る； 5 で 丁 ど 受け。 ぉャァ 

だまし 斬りと は 卑怯者と。 拂 へば 付 入り 

付 込む を ばっしと 彈き。 地 飛ん づ 跳ねつ 

働け ども 相手 は 四 人に 我 一 人。 枕 も 難な 

からか S おっと - - 

く 切 折られ 。笛 を 釣った る 傘 追 取り 拔け 

つ。 潜つつ 受 流して は 後退り。 詞隙を 窺 

ひ §1^ に。 飛 上れば どっこい 遣らぬ と 切 

込む 拍子。 地 舞臺を ひらりと 一 飛びに 飛 

ん だる 傘に。 風 持って。 コハリ 次第に 下れ 

ば ナホ ス舞臺 に は 。一 一 人の 者が 口 あんごり ノ 

伞を 力に 南 與兵衞 畠の 中に 下り立つ て。 


舞臺を 見上げ 。うつ そり ども。 それに ゆる 

あぜみち 

りと。 けっかれ とどつ と 笑うて 畔道 を 長 

町 指。 して  一二 ヌ 、立 歸る 

第二 相撲の 花 扇に 異見の 親骨 

茶 を參れ くく/、。 中 入 迄の 勝負 

附。 かちまけ の 勝負 附 くと。 * 重言 

たか 含 や はし  け ふ 

多き。 寶聲 も。 * 高臺 橋の 南 詰。 今日 七 

日 目の 大相撲 貭々々 の 玉の汗。 K! 髮最 

； S 打 混ぜて 芝居 張 裂く 繁昌に。 扇の 花 は 

雨と 降り 0 羽織 も ぼ い と 堀江 中。 佛浮 出る 

阿 彌陀池 。フシ 人の 浮 氣は撫 あらん。 * フシ 

濱 II へ。 掛 出す 茶店 札 11。 "ハリ川 は 御 

座 船 幾何 艘。 地 木 戶は大 入 明日 御 出の 張 

やら ひ 

紙 ゃ餘る 見物 横町 筋。 竹の 行 馬に 立留 り。 

編 笠 着た る 七賢 人。 接り 多げ に 寄 集り。 

謂 何と 甚ぃ 大人。 今の 陈聲が 中 入 さう 

な。 どうで も濡髮 勝ちます の。 七日が 間 

土 付かす 三 ケの津 の 前髮。 第一 立身 取。 


左で も 右で も 指した が 最期。 こり やく  W 

と 持って 出る 。留める と 。捻る か * 或は 翔 

と 7 シ 仕方話に 連の 男。 S 何と 大山と 

iC  <  f き ドー も 》s 

根 引 は 何方が 强 かろ ぞいの。 いや 今日は 

釀!： ゼ 取ら ぬげな。 ァ 、何方に やら 痛み 

が 出来た 其 代りに。 下の 屋敷の 抱 相撲。 孺 

た いしん 

髮 ととら して くれと。 どれ やら 大 IDf! な； 

衆の 所望 故。 勸進元 頭取 方が 濡髮へ 段々 

の賴み 故。 是非な う 一 番取 るげ なの。 ャ 

是は 見たい 勝た したい。 あれ/、 辨當ロ 

が 透いて 来た。 * 此 間に 割込 も 押 込 もと 

ォクリ 皆々 へ 打 連れ 7 シ 急ぎ 行く。  * 川風に 

>ら<^ いしだたみ 

フシ 天幕 閃く 石疊。 堅い 約束 變ら じと。 

本 フシ 吾妻 都が フシ 物 思 ひ。 浮かぬ 君達 勸 

め 込む。 お * 船の 一 字の 讀聲ゃ 皆 一 様の 

.,4 かば 是ぞ龍 頭 鶴首と。 7 シ橋 行く 人 も 行 双 

き惱 む。 * 引舟舛 山が 上調子。 窝爱ら が 々 

曲 

よかろ 舟 留めて 。まだ 相撲 は 果てまい か。 輪 

太夫. 1 つ 上り ませ。 市 彌ぉ统 子く。  K 


あいの 返事 も。 ヲ 、 それ 手元 a- や n 力 • 

らぢ よろく 出ろ， 0 いの. 一つ 上れ 氣が 

浮かぬ と ゆいへ ど 五？ 妻 は 浮かぬ 額。 ほ ■ 

ィ H く： ゆ 置いて 莨 ひませ う。 それ はさ 

うと 都さん。 與 其衞樣 はどう ぢ やい な。 

み しな. 1^ なた 

い ^浮瀨 の やつ さもつ さ。 皆 貴方の い 力 

いお 世話。 あの 樣な 男氣な 立派な お 方に 

五郎 樣を あやからしたい。 今日 も 曾 „> ^し 

てち よ つと お出でと 文に 委しう 知せ し 

に。 JIT において 便がない。 それで 可笑し 

も g ともない。 * 但し は 舟で 来て^ はな 

いかと C 見廻す 向う の 紅梅に。 ちらりと 見 

えし 與五郞 を。 都 は 見る より 小手 招き 早 

う/ \o 頃 コ レと外 や 山き 王 五郎 i の 舟 へ 吾妻 

耳を貸しまして。 ちゃつ と/、 に * 氣轉 

の戶 山。 に 立って 舟の mo7 シ 結び 合 

して。 SS サァ 吾妻 樣御 越と。 * 呼ばれて 

嬉し さ 機嫌 も 直り。 五郎 様 何故に 遲 かつ 

たと 0 問 はれて 與五郞 されば/、。 ""先刻 


こから A 舟へ もう 往か うかくと 思うて とかう いふ 中に も氣 味が 惡ぃ 。ま 長く 五郞 が 

よ 居 たれ ども 。看の 鄉 有 右衞鬥 skill 彼が P れぉ 

^家来 f 見え 隱れ ife 置いて。 議 千人力。 あ S 誓 此方 S 父の 大氣に 

のず 議し。 サ 5 い 者 はぎ取らる、。 いり。 si 來筋 なれば 身 請の 相談 
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諸事 萬 事。 此 中から 賴ん で 置い た。 追 付け 

芝居 も 果てる であろ。 委しい 事 は 明日の 

晚。 地 見付けぬ 中に 早う 往 にたい くと。 

ぐわん らいしゃ- rs き  そだち  せ 

元来 正氣 おぼこ 育に 氣の 急く 都。 詞コレ 

吾妻 主。 あの 舟 へ ちゃつ とお 乘り。 それ か 

ら 恨みな り抝 ねな りと。 * 早う くに 外 

山 も 共に。 詢 あれく 相撲が 始まる やら 

柝が 鳴る。 お 仕舞 ひ .ft- 第に 早う ぉ歸し 。そ 

れく 此方 等 は 酒に せう。 此 都が 行司 人。 

西 は 五郞樣 。東 は 吾妻 主。 * やっと 取った 

り 障子 をび つし やり。 さすが 曲 輪の 手 

なれ ども。 7 シ惡所 仲間 ぞ賴 もしき。 地 芝 

居 は ざ わ/、 賑ふ聲 フシ 風が 物い ふ名乘 

聲。 小 松 山 くくく。 此方 神樂々 々 

神樂。 *- どよ み を 作る 見物に 7 シ札賨 る 

男 も 走り 行く。 地 東の 方から いきせ きと 

て-おや あづま 

歩み 来る は與 五郎が 父親。 東 からげ の 山 

L  i つお ゃぢ 

崎與次 兵衞。 年 は 六十 二 か 三 か 始末 親父 

のかた くな 者。 荷 持 丁稚 も 通れ 足 被ち 七 八 里 山 崎から 一息。 晝休 みは 北濱 のお 掛かれば アイお 茶 上り ませう。 SS ィャ飮 15 


がく 泣 面 抱へ。 詞 申し/ \ 親 旦那 様 „ 

些 お休みな され ませぬ か。 肩 も 足 も堪. 


屋敷 これ も 立ちながら つい 爱迄。 それに 双 

ちょこく 休んだら 茶の 錢も 堪らぬ 0 幸 ^ 

曲 


ませぬ。 ェ、 きたない 奴ら。 道なら 只 ひ 愛に 茶店 些の間 休ま さう と 7 シ 床几に 輪 


みたう ござらぬ 火 を 借る ばかり ぢ ゃぞ。 

わ いら 港くなら 飮め。 ；! 茶飮 むな 瞑が 損 

ねる ぞ。 ィャ 亭主 相撲 はきつ い 繁昌 追 付 

け 栗て ます か 。ィ ェ /、今 面白い 最中。 今 

日 は濡髮 と。 ァ , どれ やら 屋敷 方の 抱 相 

撲 との 所望 ある 害。 ちと 御 見物。 札 一 枚 

が 六十 八 文。 中 木戶が 七十 八 文。 おっと 

待ったり。 ドレ そこな 十露盤 貸したり。 

サァ いうたり。 ェ 、北が 六十 八 文。 これ 

が 三人で 二百 十二 文よ Q 中 木戸が 七十 八 

女。 これが 又 三人で 二百 四十 二 文。 中 接 

敷が 七 百 六十。 ヲィ七 百 六十。 上棧 敷が 

一貫 八 百。 ホイ。 一貫 八 百。 これに 酒が 小 

半。 マァ 三十よ と。 蛸の 足 一本が 八 文。 

三 太め が 小豆 餅が 十で 十 文。 コリ ャ久三 

わり や 下戸 か。 ハイ 酒 も 評 もよ ござり ま 

す 仕舞うた。 此扠 がかい ぜで 二十よ。 惣 

ズ三貫 八十 二 文。 これに 目が 四 文 こり や 

目が 出る よしに せう。 わい らもよう 心得 


て錢 i に 使 ふな。 三 貫 八十 六 文 大抵で は 

儲けられぬ ぞい やい。 此錢を 使 はすに 一 

つに して 濡髮に 遣れば。 結構な 正月 ごが 

出来る。 ま些 休んで 評判 聞けば 見た も 同 

然地 7 シ どれ 茶 一つと いふ 折から。 地 忙し 

しら だい  あ. M ざし 

さう に 白 ||!S に卷物 十本 靑藉 十貫撙 看。 進 

上 札の 立派な 手代。 やれ 往 け/.、 えい さ 

っさ笹 まめ こと。 行 過ぐ る をば 目早の 與 

次兵衞 。早く も 見付け。 1 こり や/、/^ 

庄 八。々 々と 呼 掛けられて 喫驚り 敗亡。 

m ハ ィ親 旦那 與次兵 衞樣。 お 駕籠に も 召 

しませす 何處 へお is! し 遊し ますと。 * 大 

地に 三つ指 氣の毒 顔。 ョハ 、ァ 遣る わ 

く。 签 まめ こ。 味 やる わ、 ャィ與 五郎 

め は 何處に をる サァ。 有様に 吐し をれ。 

地體此 番頭の 權九郞 めが うつ そり。 此度 

.f はせ がお  ちき 

の^ 眷^の 事に つき。 おれが 直に 來る 答 

なれ ど 折節 悪う 持病の 疝氣。 それ故に こ 

り や 權九郞 枠ば かり は 心 元ない。 其方が 


屋敷々々 の 勝手 も 知る。 萬 事氣を 付け 見 K 

習 はせ ょ埒 明き 次第 連 歸れ。 隙が いる 程 1 

大阪の 水に 味が 出來 ると。 底の 底まで 念 g 

を 入れ。 今日 戾 るか。 明日 は歸 るかと 待 i 

て どもく いかな 事。 此 月で 丁度 足掛け 

三月。 人 をお こせば ィャ 屋敷々々 に 掷 用 

が 出来た。 ィ ャ爲簪 銀が 1^ 明かぬ。 明か 

す は 明かぬ やうの 議^ をして なぜ 歸らぬ ■ 

と。 •* 目先の 舟。 見ても 見ぬ 顔 そ 知らぬ 

風。 コリャ やい 此樣に 隙の いるの は尤 

も。 新 町の 傾城 共に。 募 毛讀 まれる 與五郞 

め。 權九郞 め も汝め も。 踊り狂うて 楚 まめ 

こ。 コ リ ャ。 山 崎から 爱迄 一 人前 三十で 乗 

合に 乘 せる。 三人で 九十。 それ 程の 錢惜む 

ではな けれどな。 一 文で も 費な 事に 遣ひ果 

せば M の 冥加と いふ もので。 思 ひば かが 

行かぬ ものと。 皆 枠め が 不便 さに 始.？ 

る わい。 內に 居れば うそ 高い 金魚 だらけ。 

あの 金魚が 何の 役に立つ。 はれ はせ す 2 


M  vr  てづ な-し 

、より 劣り。 外へ 出 づれば 手放 かけ 。其 

、 C  .)  かねめ 

ガ 分の 進物 ども 大抵の 銀目ぢ やない。 錢 

三十の 乘合 にさへ 得 乘らぬ 親。 街 子 J は 

大方 あの 樣な屋 形 舟に 乘り 散らし。 お 山 

と 一 つ 所に 酒を飮 み。 笹 まめこう で 地 あ 

らうが なと。 舟 を 睨めつ けく-て。 S サ與 

五郎め 連れて来い。 サァ往 け 失せろと 迫 

立つ る。 * 舟の 内に 吾妻が ハァ く。 與五 

郞は 7 シ 夢に なれと ぞ跼み 居る。 * 庄八見 

るより 卽 座の 間に合 ひ。 ィャ 若旦那 は 

先程 中 入まで 見物 遊ばされ。 いかう 頭痛 

して 目が 眩 ふ 様な。 是 では 堪ら ぬ。 定め 

て。 親父 樣 もお 待 兼ね。 鬼 角 親父 様に 早 

うお 目に掛かり たいと。 駕籠に 乘 つて 直 

ぐに 山 崎へ ぉ歸 り。 私 も 御供と 存じ たれ 

ば。 いや ノ、 汝は此 進物 ども おれが 遣る 

ので はない。 蔵屋敷より 託った。 長 五郎へ 

渡し 請 取と つて 屋敷へ 渡し。 * 跡から 追 

付けで ござり ますと 7 シ 間に合 はすれば 0 


0 ム 、何ぢ や。 與 五郎 は 病 氣敌山 崎へ 歸 

る。 其 進物 は 屋敷の ぢゃ。 ハ ィ。 左様で ご 

ざり ます。 ム 、 それなら それにして 置く。 

撻 にさう か。 いや モ 口 も 腐れ。 えいわ 病氣 

と あれば 是非がない。 幼少い 時からの 

上 ど ほし 

虫が 直らぬ もので あろ。 是 から 夜 通に 遣 

つてく りよ。 したが f 扠 等が 足が 立たぬ 

道から 辻 駕籠で ぼつ 立てう。 コ リャ庄 八。 

長 五郎に 逢うたら おれ も些 用事が あって 

下った けれど。 與 五郎が 病氣 故折歸 りに 

柱ぬ。 相撲し まひ 次第 見舞 ひがて ら來 い 

といへ。 今 曰 も 下った 序に 中風の 藥で。 相 

撲も 見た けれど 錢 がたん と 人り もす る 何 

やかで 往ぬ。 此方へ 来たら 村 中の 若い者 

共 寄せて。 錢 要らす に 取らして 見よ。 嫁 

のお 照 も 喫驚せ う。 權九郞 に 逢うたら。 

銀の 事 首尾して 早う 歸れと * いへ と。 か 

きたくる 程い ひつけて。 詞ハァ まだ 忘れ 

た。 其 進物の 序に 此扇 一 本。 今朝 卸した 


十二 本の 加賀 骨。 要は 象牙 花ぢ やという ：s 

て 長 五郎に 遺って くれ。 ぃょく枠は^^ 

氣ぢ やな。 ハイ。 いよ/、 藏 屋敷の ぢゃ 

な。 ハ ィ。 S 糙 にさう と 舟の 内。 肝腎 要の 

所 をば いはぬ 心の 親骨 は 7 シ疊み 込んで 

ぞ歸 りけ る。 * 庄八 ほっと 吐息つ き 。若旦 

那 お聞き 遊ばした か。 間いた 段で はない 

發 明々々。 ほんに まあ 庄八 主い かい 働き。 

もう 私 や 怖うて 顫 うてば つかり 居た わ い 

なァ。 m 卒庄八 濡髮に 逢うて。 太夫が 身 請 

の 事賴ん で。 今夜 中に 往なす は 又 喧し か 

ろが 何とせ う。 そこら は 庄八呑 込んで を 

ります。 先づ此 進物 を濡髮 へ。 あれく 

名 乘の聲 がする。 地 諸事 は 後程々々 とフ" 

大木 戶 指して 行く €： に。 詞濡髮 くく。 

は 4 れ こ£ 

放 駒く/、。 是 令 日の 結びの 關と。 a 双 

どちら  蝶 

內 外の 評判と りぐ に。 何方が 勝つ か 知 々 

らね ども 一 度に どっと 閧聲。 木戸 はも や 輪 

つく 果 太鼓 明日 も疾 うから どんからの。 記 


記 日輪 曲々 媒双 


音 に 揉 まれ て 諸 見物 潮の 湧く が is へ 如く 

にて 0 フシ もやつ く 中に。 詞サァ /、吾妻 

さし  m 

樣 ちゃつ と/、。 鄉左 衞鬥有 右衛門 樣追 

付け 爱へ。 * 見付けられて は大 不首尾。 

早う/、 に 編 解き フシ 舟 遠ざけて ゐる所 

へ。 * 見物 群集に 打 交り 平 岡鄉左 衞鬥三 

原 有 右衛門。 問屋の 手代が 稗 供に て姊に 

すみ £ へ； |!- み  むすこ 

射 添 ふ 角前髮 は。 大寶寺 町の 一 番 息子 放 

駒の 長吉〕 數 多の 見物 押 <5  口 ひへ し 合 ひ。 あ 

れが 屋敷の 抱の 相撲。 よう 關取 樣。 見事 

ぁ ふ  は £ ギ-は 

な 勝 出来た/、 に塌ぎ 立て 7 シ濱 際。 さ 

して 送り 来る。 * 梅 左 術 門 舟よりも。 as 

コ レ --. 放駒關 取々々 と * 招かれ 船へ 飛 

び 乗れば 有 右衛門。 S 長吉 きつ い 勝 。港 左 

殿。 吾妻 殿の 身 請の 儀 も。 金の 工面 埒明 

く瑞 相。 與 五郎め が 腰 押の 濡髮に 勝った 

は 目出度い 一 つ < かも。 ィャ此 想左衞 門が 

思 ふ *w -。 飛 入りと いは 長五郞 めが 立 合 

はぬ は定の 物。 其 所を拔 からす 町人の 長 


吉を 抱の 角力 放 駒と 偽り 名乗 上げ たれば 

こそ。 今の 角力 勝った は 手柄。 いよ/、 

太夫が 身 請の 世話 も賴 入る。 いや 爱は船 

中。 * 諸事 は 座敷で 船 遣れ./、。 はっと 

心得 7 シ船 押出せば。 * 與 S 郞 吾妻 互に。 

、ク な- 0 

頷く 顔と 顔" 遠ざかっても 離れぬ 思。 契 

り も 深き 堀江 川。 7 シ 別れて こ そ は 行 過 

ぐる。 與五 郞も氣 詰りと 船より 上り 跡 

見送り。 51コ レ 船頭 。おれ は 徒歩で 往ぬ程 

に迎 をお こせと。 九 軒の 井筒屋 迄い うて 

たも * ハァ、 心得 ましたに ォクリ 船 押へ 切 

つて 7 シ^れ 行く。  * 木戶 口よりも 濡髮 

いち つ （e  ぐんない 

長 五郞。 評判 一 の <^ 前髮。 大郡 内の ふと 

じ しさ  <;ざ や  ひとせ は 

り 肉较鞘 さすが 關 取と。 7 シー^ 目立つ。 

男振り。 埯與 五郎 見る より。 長 五郎 ノ、 

まあく 麦へ と。 * 茶屋の 床几に 招かれ 

て。 ホ、 若旦那 爱に お出で。 コレ 茶店 

の 一 寸賴 まう。 あれ/、. （- 向う へ 行く 

船に 追 付いて おれが 名 はい はすに 長吉殿 


に 急に 一 寸ぉ 目に か- -り たいと。 誰 やら 

待って ござる というて 返事 聞かして 下さ 

れ。 近頃 大儀に はい/、 と 7 シ其儘 走 

り 行く 跡に。 地 濡髮最 肩の 與 五郎。 マ 、 

腰 街き やか-つた 事ぢ やない 今日の 角力 

おれ は 力が とんと 落ちた。 太夫 も 今迄 彼 

の 客と 船に ゐ たが。 力落して 今 & ん だ。 

左 衞門ゃ 有 右衛門め が 放 駒を譽 めく さ 

る 胸の 惡さ。 吾妻 身 請の 事埒 明く 吉 左右 

と悅 びく さる。 おれ も 船へ 飛込んで 存分 

いはう と 思 へ ども 彼方 は强 しおれ は 弱 

そなた 

し。 兎角 吾妻が 事が 苦になる 上。 其方 は 

負ける こり やま あ 如何せ うと。 地む しゃ 

くしゃ 腹の 詞を 押へ。 M ィ ャぉ氣 遣な さ 

れま 干な。 相撲 は 放れ 物 。負けた が 負け。 

先程 庄八 殿のお 目に か、 り。 親 旦那の 

殘 らす閒 きました。 先づ お前 は 宿 迄お 歸 

り 遊ばされ。 金の 工面な され ませ。 五日 

や 十日 隙い つても 濡髮呑 込んで をり ま 2 


す。 脇の 手へ やる 事ぢゃ ござり ませぬ。 

改めて 申す に 及ばね ども。 私が 母 者 人 は 

お前のお 袋樣の 召使。 私 は 八幡 邊 から 養 

子に 貰 はれ たげ に ござります 其お 袋樣も 

お果て 遊ばす。 母 も 病死 其 上段々 お 世話 

に預 りし 大恩の 與次兵 衞樣。 その 若旦那 

のお 前 長 五郎め が 命の あるう ち は。 吾妻 

様の 事 世話 致さいで.！： と 致し ませう と。 

こと はな かほ 

* 詞 半へ 茶店の 亭主。 詞 申し 長 五郎 様。 

長吉樣 がそれ へ參 ると で ござります おつ 

と 合點。 サァ /、お 歸り。 コ レ亭 主。 又 頼 

も。 此ぉ方 新 町まで 送って 上げまして。 追 

付け それへ 參 ります。 S 隨分 早う と與五 

郞は。 7 シ 亭主 打 連れ 歸り ける。 地 早 ゃ暮近 

き濱側 ひ。 茶店 n 當. に 放 駒。 32 かこ 、ら 

と フシ 見廻せば。 *1! 髮見 るより。 詞ィャ こ 

れは 御苦勞 。サァ /、愛へ/,、 と。 地 招か 

れて放 駒。 詞ェ、 一 寸逢 ひたいと のお 使 

は儒髮 殿。 こなんで えす か。 成程々々 此 


長 五郎。 些其許 へ お 賴み申 度い 事 も あり。 

又 外にお 話 致さねば ならぬ 事サ 、 サ是へ 

(0 いかにもと。 * 互に おれ それ 床几 

に 並び。 腰 打 掛ける 前髮 同士。 四角な 十 

の 二 枚 物。 フシす は 事 こそと 見えに けり。 

詞ィ ャ長吉 殿。 お 名 は 節々 閒 及べ どし み 

み ちん はい 

ぐ 逢 ふ は 今 B の 相撲。 扭 きつい 身鹽梅 

小手の 利 様。 へ、 何と ごんす か。 ィャモ 

けうと い 達者。 ィャく 。コ レ長 五郎 殿。 

何やら 話したい 事が あると 人 を こした は 

其 事で えす か。 い やく。 賴む事 は 外 

の 事で もない。 今日の 棧 敷のお 客ナ。 お 

侍さうな。 アイ。 さう でえ す。 それが 何 

とぞ した かな。 ィャ 何ともせ ね ども 共お 

客が。 此間新 町の 藤屋の 吾妻 を 身 請の 談 

お 。其 吾妻 殿に は 。先からの 馴染 0 卽ち我 

等が 親方 筋。 若い 人な り 殊に は 部屋住み 

故 身 請の 金 ごと。 我が物で 我が儘なら す。 

此金 のたん ぞくする 間 も 今 四 五日。 其 中 


に 貴殿の 方の かのお 客に 請 出されて はと SS 

そ -ー  なん いひ i は  2 

其 所が 今の 若い 同士な り。 何ぞ言 交した 

詞が 立たぬ とやら いふ やうな むちゃく ち 

やした 事が ある さうな ぢ や。 そこで 私 は 

家来 筋の 事な り。 コリャ 長 五郎。 彼方へ 

や  われ  ささ 

遣って はおれが 立たぬ。 汝 どうぞ 先の 客 

に 逢うて 斷 いうて。 此方へ 請 出さして 下 

されと ほんの 子供の やうな 若い 人。 私ぢ 

やというて 近付で はなし 0 何とせ うと 思 

ふ折抦 貴殿と 今日の 立會。 これ は 幸ひ大 

阪 同士 若い 同士。 其お 客のお 氣に 立たぬ 

様に そこら をな コレ どうぞ。 ィャ これ。 

/、く 長 五郎 殿。 詞半ぢ やが。 こなん 

のい はんす 親方 筋と は。 山 崎の 與五郞 殿 

の 事で えす か。 いかにも よく 知って ぢゃ 

なァ。 知って ゐ やん す。 其與 五郎 殿の 事 双 

について。 吾赛 殿の 身 請の 相談。 私も又 ？ 

成程 侍 衆に 賴 まれ。 金の 工面す るう ち。 輪 

與 五郎に 請 出されて は 立たぬ 程に 長吉賴 記 


む。 金の 才覺 する 問 脇へ 遣るな。 殊に 向 

うに は^ 髮が肩 持つ 程に。 汝を賴 むと 輯 

まれます。 私も亦 與五郞 殿と やらと 吾妻 

ことわり 

殿ば かりなり や。 侍 衆に 斷 いうて。 ィャ 

そんな 世話 は いやで ござる とい ふまい 物 

でもない て や。 恕か濡 髮が肩 持つ と閗ぃ 

たによ つて。 どうやら 長吉 が濡髮 が慨さ 

にへ り 口い うと 思 はれる も 面倒な り 0 叉 

友達 仲間 も そんな 物ナ。 さ うぢ や ごんせ 

んか。 ム 、。 天晴 男。 ぢ やが。 其所ぢ やて 

え。 何處 でえ す。 ィャ其 所が 男 同士。 平 押 

しに 賴 みたい 事 あれば こそ 今日の 相撲。 

放 駒と 名乘を 上げた U 見れば 長吉殿 こな 

、 iL お 3 

んぢ や。 これ はよ い 所と 否 應 なしに 立 八！！ 

うた はァ 、置かし やれ 言 はしゃん な。 そ 

ん なり や。 この 長 吉に此 事を賴 みたい と 

思うて 今日の 相撲 をえ いやう にした とい 

ふの か。 ィャ さう ではない。 ィャ く。 ふ 

つたの ぢゃ。 おれが めんような 貴様 は 評 


判の 取 出し。 どうで 子供 弄る やうに する 

であろ。 おのれ 左 指いたら。 喰 付いて な 

と 遣って くれう と 思 ひの 外。 ャット いふ 

とする く 持って 出た。 其中に圑扇.^^^ 

る。 合點 行かぬ と 思 ふたが ふったの ぢゃ 

の。 投げるなら 投 殺して 置いて。 义 改め 

て 頼む 事なら 面白い 引き はせ ぬ。 其 様な 

人に 物 遣つ て 跡から 金の 無心 いふ やう 

な。 むさい 長 吉ぢゃ ごんせ ぬ。 めいく 

の 心に 引铰 ベ。 へ .* そり やもう 慮外な が 

ら。 ぉ關 取に は 似合 ひませ ぬ。 ィ ャ長吉 

殿。 さう いはんす り やい かう 爱で 喧しな 

るぞ え。 喧しな つたら 何とす るえ。 され 

ば さ。 與五郞 殿と 其 侍 衆と が。 めっきし 

やっきになる 所で 貴様と 私と が 立譯。 ま 

だ 半分 道 も 行かぬ 中羑で 互に 言 ひ 合うた 

り。 れつたり 蹈ん だり する は 喧嘩の 地 取 

する やうな 物。 其方の身^^？も今日明日に 

^明く でもな ささうな。 今 四 五日の 事 f 


方 も 二三 日に は埒 する 害。 どうぞ。 ナ貴 |ー 

樣を賴 む 其方の。 金の 隙い る やうに。 H  、  ^ 

ど びっこい。 其樣な 工面 仕 か 邪曲 者の い ^ 

ふやうな 事 はい ゃぢ や。 叶 はぬ 迄 も 其 時 記 

もが リ  、 

になったら 腕づ くく。 邪曲 商賣 いやで 

えす。 ィ ャ長吉 殿。 長吉 よ。 餘り 頃が あ 

がき 過ぎる ぞょ。 與五郞 殿の 事に ついて 

は。 長 五 郞が侖 でも 差 上げに やならぬ 筋 

が あれば こそ。 男の 手 を 下け ていふのお 

やない か。 それ を おれが 知った かやい。 

サ 知らぬ によって いうて 間 かすの ぢゃ。 

モウえ ぃ賴 まん。 聞 分の ない 者に 物い ふ 

は 放 駒の 耳に 風。 隨分 侍の 腰お せ。 そり 

あさな ひ 

や 知れた 事。 是 から 內の 商 も 構 はす。 

她？^人が勘當しらりょと儘ょ。 隨 分貴樣 

の 邪魔せ うわい。 ホ、 侍が 拔 いて 切掛け 

うが。 何奴が 拔 いて 掛からう が。 額に 濡 

髮。 鎖鉢卷 より 储 かな 請 人。 ハ 、切惡 か 

ろ。 ム 、 まだ 鞍 味 知らぬ 放 駒。 人中で 馬 お 


乗に 逢うた 事がない 珍ら しう 蹈 まれて 見 

よわい 。見る か。 ヲ、 見る。 地昆 せう と 互 

に 口 晚合ひ 。思 はす 立った る 茶碗と 茶 

碗。？ シ 手に 持ちながら。 コリャ 長吉。 此 

茶碗の やうに 物事が ナァ 圓ぅ往 けば 重疊" 

長 五郎。 長吉 と。 此樣に 破れ たれば。 ハ 

テ港 がれぬ 角 ひし。 重ねて。 く。  * 別れ 

て。 こそ は へ歸り けれ 

第三 揚屋 町の 意氣づ くに 

小指の 身が は..' 

地 寂 光 の 都 は 爱ぞ。 四 筋 町 九 軒 常. S の 

闇 を 照らす。 7 シ 井筒が 元の 賑 しさ。 a 數 

の 菩薩の 来迎と 五百羅漢の 末社 ども。 紫 

磨 黄金の 肌 を 目が け。 我 もくと 入来れ 

ば。 客 は卽身 成佛の ，シ帶 紐 解いて 大騒 

せ め  ぐわん いし く どく、  *i 

ぎ。 飮めゃ 唄への 責念佛 願 以此功 德醉ひ 

つぶれ。 昇 風の 涅 紫に 入る も あり。 實に新 

町 を 西々 と彌陀 の。 御國 をい ふ 如く。 救 


ひ 取られて 粹 となり 悟。 フシ 開かぬ 人 も 

なし。 *P 騒の 內に 吾妻と 都。 頷き 合うて 

座敷 を拔 出で。 国コ レ 吾妻 樣。 私が 身に 

は 難儀が 掛 つた。 せつない ことが 出来た 

わい な。 ァノ 嫌な 權九郞 が。 請 出す とい 

うて 親方と 相談。 年 も 僅か 一 年 足らす。 

談合し めて 二百 兩。 今宵 持って 來 たとい 

な。 マァ 如何したら よから ぅぞ。 地 思案 

して 下さん せ。 S 思案と いうて 急な 事。 

與兵 衞樣は 知って かえ。 サァ 昨日 八幡へ 

飛脚 を 遣って 今日 見える 害。 用が 出来た 

か 今に 見えぬ。 スリャ 差 詰め a 落ぢ やわ 

いな。 何い はんす やら。 お前 程鼸 落々々 

と 。馳 落して 後が つまる かいな 。サァ 詰ら 

ぬからの 駔落。 私 も 鄉左衞 門が 放 駒 を 連 

れて 来て。 百 兩の手 附を渡 そとい ふ。 こ 

れも與 五郎 様から。 今夜 手附の 渡る を閉 

いて。 僅か 渡して 邪魔す る 思案。 ひ， よつ と 

山 崎から 今宵 中に 見え ざ。 どうせう ぞい 


な 都 様。 ヲ 、 あの 様 は。 私が 事 を 相談す 

2 

り や 。お前の 事 をまん がちな。 ハ テ 悲しけ 

れば身 一 心。 餘 所の 事に は 手が 届かぬ。 

此與 S 郞樣は 運い 事。 * 此 まあ 與兵衞 様 

まへ  ゆい 

は 何して ぞと。 7 シ 同じ 思 も 限り 前。 地 封 巾 

間 仲間に 大事と 廓 中 は 上 を 下。 騒ぐ 中よ 

り靳 戻る 亭主 利 八 。詞コ レく 太夫 樣方。 

大きな 事が 出来た。 大門で 裙間 の 佐 渡 

七が 切られた。 そり や 誰に え。 誰 を 知つ 

てよ いもの か。 さすがの 我等 も 存ぜぬ 

/、。 さりながら。 追 付け 捕へ るよ い 手 

がかり。 お前 方に もい うてお こ。 佐 渡 

七め は大 死ぬ ると いうても 只 は 死な 

ぬ。 相手の 小指 を 一 寸程嗆 切って 銜えて 

をる。 檢 使のお 役人の 仰に は。 是は 大抵 

の惡 者で ない。 相手 は 殺すまい と 思うて 双 

すりき か  ^ 

か。 いづれ も 微傷。 指に 喰 付かれた 故 是非 々 

i  曲 

なう 殺した 物と。 それ はく-細い 見やう。 輪 

とかく 指の！^ 一い 者が 殺人と。 廓 中 を指改 記 


め。 * 此方の 客 も。 何時 詮議に 見よう も 

知れぬ。 51 ャァ 夫に 就い て 都樣。 奥に ござ 

る 樣九郞 様のお 賴で。 お前の 身 請 さつば 

りと 埒 明けて 置きました。 令 夜で も。 手 

を 引合うて お出な され。 祝うて 一 つ 食べ 

ましよ かい。 ヲ、 利 八樣の 嫌らしい 事い 

はんす。 ァノ 權九郞 のどぶ つに。 請 出さ 

れる事 嫌 ぢゃぞ え 。ィャ それで は濟 まぬ。 

地體權 九郞樣 とい ふお 方 は。 吾妻 様のお 

客の。 與五郞 様のお 手代。 親方と 達うて 大 

5 かむ .11 

ねだり 者。 いつぞや 浮 瀬で。 何やら もや 

くした 事 も あつたげ な。 それから 滅多 

に 請 出す 相談。 それ は 格^。 今い やと 仰し 

やっても. S- はして は 置くまい。 斯うな さ 

れ ぬか。 幸 ひ 吾妻 様の 事に ついて。 港 左 

衞門樣 や 放 駒 殿が。 親方 を 呼びに 遣って 

置かれた。 密かに 親方に 逢うて。 一年 足 

ら すの 年 を。 1 1 年に もし ませう 程に。 請 出 

さして 下さるな と賴ん だら。 呑 込むまい 


もので もない。 つ. S 嫌とば かりで はす ま 

ぬぞ えく。 いか 樣さ うぢ やわい な。 そ 

ん なら 往て賴 まう かい。 一時 も 早う お出 

で。 我等 も 傍から 相键。 地サァ ござんせ 

と フシ 引 連れる。 -コ レ都 様。 序に^！^が 

事 も 賴むぞ え。 ヲ 、 それ も 合點と 行く 跡 

に。 * 同じ 思の 吾妻が 案じ。 あの 身に な 

つたら どうせう と 。ス, - 思ひ惱 みて フシ ゐ 

る 所へ。 5f 頰 冠に て顔隱 し。 ^来る 男 は 

南與 兵衞。 息 を 切って。 詞コ レ其 所な は 

吾妻 殿で はない か。 誰 ぢゃ與 兵衞樣 か。 

テモ よい 所へ ござんした。 都 様が 待 兼ね 

たいこもち 

て。 ィ ヤコ レ そこ 所でない。 封 巾 間の 佐 渡 

七め が。 大勢の 非人 を輯み 待が せ。 とつ 

て 抑へ る 拍子，〕 小指 をく はれて 是非な う 

手に 掛け。 逃 出よう も 門 は 締めたり。 何 

卒暂く 忍ばせ やう は あるまい か。 ャレ聲 

が 高い 奥へ 鄉左衞 門 や 放 駒 も 來てゐ る。 

お前と 敵 同志の 權 九郞。 皆 住 渡 七 IM2^ の 


惡 者。 とはい へ氣遣 ひさんすな。 地淸 水で 双 

の 恩 も あり。 私が & 匿うて 上げ ませう。 f 

市彌來 いよ。 あいと 返事 も 長々 と。 走り 輪 

来れば。 詞コレ つい 麦へ 床 取り や。 ェ。 記 

はて? a! 方と 二人ね る わい の。 あい 地と は 

い へ ど 子供 氣に。 フシ 不思議 立てて ぞ 入り 

にけ る。 詞ィャ 吾妻 殿。 さう ゆるがせな 

事ぢ やない。 じ やら/、 とお 弄りな され . 

やと もちやつ と./、。 ハ テ女郞 の 寝間 は。 

お 侍 樣の狨 屋敷 も 同じ 事。 屛風 一 重が。 

鐵 の楣 とやら ぢ やわい な。 地 女郎の 手 

管 はこん な 時と いふ 間に 秀が 夜着 蒲围 

枕 二つに 煙草盆。 a! これでよ いかえ。 

ヲ、 三味線お こし 奥へ 往き や。 地 あいと 

差 出す 唐！ の。 胴 のよ いの を賴 みに て 。 與 

兵 衞は暫 しの 隠れ家と。 7 シ夜若 引 被き 身 

を隱 す。 地 吾妻 はしゃん と 腰 打 掛け 調子 

八； 1 して 彈き かける。 三 筋の 糸 は 細 けれど。 

心 は 太き 一節に。 K 身 を 捨てる C 里 あれ ^ 


記 日輪 曲々 双 


なかば く 

ば こそ 浮 瀬の。 ナ ホス * 三味線 半へ a 來る 

都 cn レ 吾妻 殿。 人 マ 市彌が 話で 聞いた。 

は與兵 衞樣を 色に して = 與五 郞樣ゃ 

私が 手前 。顔の 皮が 千 枚 あるか。 ある を 

まみの 憂き 勤め。 ，コレ 三味 镍彈 いてぬ 

からぬ 顔 おきやい のく。 引出して 赤耻 

か 、そと。 地す つと 寄って^ 床 を。 引拷 

らんと する 所 を。 ちゃつ と 押へ て。 K 渡 

り 競 ベ て 名 を 流す。 m ヲ 、 其 名 を 靡 中 へ 

流さう と。 地 又 取掛る をコレ 都さん。 

さラ 急かん して は JS: にもい はれぬ。 こり 

ゃ與兵 衞樣ぢ やない 外の 色。 顏 見せる 事 

マァ ならぬ。 ハ 、 、。隱 したと て隱 ささう 

か。 外の 色なら 猶の事。 見掛 つた 顔 見す 

に 置かう か C  S 其 所 退き やらぬ と是ぢ 

やが と。 煙管 を 取って 拫 上げる。 a マ 、 

これ 是非 見た かこれ 見やと。 地 與兵衞 が 

片手の 切れた 指。 引出し 見せれば 都 はび 

つくり。 1 ァ、 比 指 は。 コレ 大門 口で 是 


さん ， 

程に。 心中 立て、 下ん した 與兵 衞樣。 色 

にした が 誤 か。 但し は 突出し 世間へ 昆せ 

うか。 サァ .V,,.- ど うぢ や 都さん 。コ レ/、 

誤 つ た 大事の。 く 男 故。 氣が 廻って 

疑うた。 よう 色に して 下ん した。 * コレ 

手 を 合す 何事 も 堪忍して と 詫 言の。 聲が 

洩れた か權 九郞。 詞都其 所に か 手が 惡ぃ 

と。 地い ひつ、 出で て。 詞コレ 吾妻 殿閒 

いて 下され 。私が よく/、 に 思 へば こそ。 

今 親方の 手前 不首尾で ゐて も。 二百 雨と 

いふ 金 を 出す。 亭主 を賴ん でさら りと 埒 

の 明いた 後で。 女房になる 事 はならぬ。 嫌 

ぢ やと 跳ね きられ。 お k の 人の。 乳 ふつつ 

りに 逢うて 手 も 足 もない。 * 何卒 其 許の 

お 世話で。 コレ 得心 させて 下され。 1 生 

の 御 恩 忘れ は 置かぬ と。 フシ 三 拜九拜 其 間 

に 與兵衞 が 蒲圑の 下より。 吹 込む 品 を 吾 

妻 は 呑 込み C 詞ィ ャ權九 郞樣。 都 様の 合 

點 のない は。 是迄 お前の。 仕樣が 惡 いで 


がな あろ。 ィャ もうよ いも 惡ぃ も。 遂に S 

く 按摩 取ろ より 外。 手 を 指いた 事 もな 

い。 ィャ イナ。 惡 いとい ふ は浮氣 ばかり 

で。 sf* 實 可愛い とい ふ 心中が。 見えぬ 

によって 1- がな ござんし よ。 1 ヲ、 あの 

吾妻 様の いはんす 事 わい。 其 心中 立が 猶 

嫌ぢ やわい な。 コレ /、都 樣惡ぃ 合 點。 

方が 心中に。 指で も 切って くれる 氣な 

らナ 0 これな。 夫婦に ならう とい はしゃ 

んせ。 ぢゃ がそれ 程に は あるまい く。 

いや そり や はや 女房に さ へな つ て くれる 

なら 。腕な りと 股な りと。 * 望み次第に 指 

でも 切らう。 ® ァ レ 聞かん せ 。指で も 切ろ 

といな。 サ それが 猶。 コ レ 指がない と。 

t 愛 代りになる ぞぇ。 ハ ァ 、 さ うぢ や。 

コレ權 九郞様 C  * 私 を ほんぐ に 思うて 

下ん すなら 心中に 指。 ナ 吾妻 様。 ソレソ 

レ 。そり や 易い 事。 一 一 百兩 棒に振ろ より 指 

1 本。 望み次第 切らいで ならう か。 イデ 


地目の 前で と。 枕 を臺に 脇差 を。 當てご 

とは當 てながら。 迷惑 さう にも ぢ くう 

^co  JI どうやら 今夜 は 切りと むない。 

胸が 踊る 蟲が 騒ぐ。 *H 卑怯な おさんと 

二人して。 手取り 足取り 枕 を ばっし 

りい はせば あ 痛し こと。 轉 ける 間に 指 拾 

ひ。 其 血 を 直に 脇差へ C 押 塗り/、。 フシ 

糖に うつして 出來 たく 恭 い。 S 爱な心 

中 男め と。 * しと- -打 たれて にっこりと。 

痛い 笑顔に 二人とも。 7 シ堪ら やどつ と 

打 笑 ふ。 地 折 柄 来る 所の 役人。 亭主 は 居 

ぬか。 亭主々 々と 呼ぶ 聲に利 八は甌 出で。 

はっとば かりに 搏蹈 る。 お 大門 口にて 人 

を 殺した 相手の 詮議。 客 どもへ 言 聞かせ 

あなた 

よ。 先づ あれなる は 何者 C 則ち 彼方 もお 

客で ござります。 ム 、£• 人 さうな と 傍へ 

寄り。 サァ 其方 兩手 Aft した。 H  。指 を吟 

味す る 兩手を 出した さ。 ハイ。 利 八 何の 

事ぢ や。 成程お 前 は合點 のい かぬ 害。 今 


宵 大門 口で。 is 間の 佐 渡 七が 殺され。 口 

に 指を銜 へて 居る。 指の ない 者が 相手と 

あって 御 詮議。 何の 事 はない。 手 を 廣げて 

お 目に 掛けられ ませ 。何ぢ や 。そり やどの 

指が。 改めた 所で 撻 かに 小指。 ェ 、。 あの 

小指が。 ハ テ扨 i 奴き つい 仰天。 ソ レ家來 

ども 吟味せ い。 地畏 つたと 引 捕へ。 屈め 

る 腕 や 指先 を。 引出し 見る より。 扨 こ 

そ i 奴に 小指がない。 其奴く、 れの 下知 

の lifo  * 捕った と 投げて 掛ける 糊。 as ァ 

ァ 申し。 これに は 段 * 申譯。 私 は 山椅與 

次 兵衞が 手代。 權九郞 と 申す 者。 此里 へ 通 

ひたった 今 。あの 女郎に 何が なんと。 ハ ィ 

/、。 あんまり 阿房ら しうて 申 兼ねます。 

コレ -1 だの 衆 。爱へ 出て 言譯 して 下され。 

ァ ノ まあい はんす 事 わ いの。 私ら が 言 

譯で。 * 濟 まう とも 思 はぬ ナ利 八樣。 ハ 

テ相 方の 女郎 は 女房 同然。 綠者 の證據 で 

役に立たぬ。 何卒 私が 言 譯 して 上げ まし 


たい C ヲ、 それく。 思 ひついた 事が ある。 双 

人 切った 脇差と。 指 切った 脇差 は 血の し 々^ 

た ひで 忽ち 知れる。 地 これが 證據と 脇差 ^ 

Li 

を。 拔 きかけ 見る よ り 南無 三 JIT  m の 記 

內迄血 だらけ。 これで はどう も言譯 立た 

ぬと。 地閗 いて 役人 C 詞ィャ それ迄に 及 

ば ぬ。 山 崎與. 兵衞が 手代 權九郞 なれば。 

外に It 詮議の 筋 も ある。 地 屋敷へ 引けと . 

引 立つ る。 小事 は 大事の 基と なり。 If の 

穴から 堤と は ォク" 後に ぞへ思 ひ 知られた 

り。 * 蒲團引 除け 南與 兵衞。 扨 吾妻 殿 

のお 働き。 ぉ齄の 申し様 もな. S 仕 合。 今 思 

へば 蒂間 風情 を。 相手に して 運げ 隱れ。 

さぞ 脾 甲斐な. S 卑怯な 者と。 思 召し も あ 

らうが。 * 年寄った 母 持って は。 何處 とも 

なしに 後髮 。思 はす 未練に なり ましたと。 

わ I  と. -さ i 

語れば 吾妻 も。 a サァ私 も 。ほんの 父 様が 

あるげ なけれ ど。 遂に 逢うた 事 も ござん 

2 

せぬ。 * 腹の 立つ 時 は 思 ひ 出す がよ ぃ藥。 ^ 


ffl マ ァ都樣 一間へ 連立ち。 身が 儘に なつ 

たこ そ 幸 ひ。 打 解けて ナ。 打 解けて 往か 

んせ なう。 * そんなら 何 かの 禮は 後に へ 。 

0 先づ 人の 見ぬ 內と。 《t 與兵衞 も 挨拶 そ 

こ/、 に。 7 シ伴ひ 一間へ 立 忍ぶ。 * 吾鏊 

は 人の 世話ば かり 我が 待つ 人 はと 立った 

り 居たり。 焦る、 念の 通じて や。 山 崎よ 

り與 五郎。 濡髮引 連れ 太鼓 過ぎ。 足 を 早 

めて 入り 来れば。 詞ャレ 待 兼ねた お前 も 

氣が急 こ 長 五郎 様。 せよう 連れ ましてと 

挨接 も。 7 シ心 一 杯 鱧なら ん。 ilS ィャモ 

ゥ。 若 且那の 足元き つい もの。 i では 

遲 いというて 飛ばれた く。 サァ其 飛ぶ 

跡から 濡髮が 急ぐ 足音。 どう づきす る や 

うで 一 倍 飛ばねば ならぬ 。扨 まあ 開かう。 

^左 衞鬥が SJ^ 附を 渡す と。 いうて お越し 

やった がさう か。 サァ 文で いうて 遣った 

通り。 お前の 方から 手附 打つ と閉 いて。 

放 駒 を 賴んで 金 Q 才覺。 やう/、 と長吉 


が。 百兩 調へ て 持って来て。 多い 少 いと 

親方と 詰 開き。 地 あの 百兩が 渡らぬ 內 

に。 ！ K 方の 手附が 渡したい と。 それでい 

かう 待 兼ねた。 13 もう 先刻にから せりふ 

も濟ん で。 金 渡した か 其 所が 氣遺 ひ。 フ 

ゥ。 長 五郞ど うせう の。 大事 ごんせ ぬ 

/、。  ，^マ夜の夜明迄に此方からの手附を 

渡 そ。 それ迄 外の 手附を 取り やん なと。 

親方に 底入れて 置 いた。 僅か 彼方 は 百兩。 

此方 は 三百 兩。 高が 長 吉づれ を賴ん で。 

余 持 へ て 貰 ふやうな 侍。 跡 金の 五 百 雨が 

何處 から 出る もの。 ィャ さう もい はれぬ。 

あの 左衞 門め は 大工 面 仕。 ぉ國 から 米 

が 登 る と 。それ を 賫拂ぅ て。 直に 請 出す 手 

害ぢ やげ な。 ァ 、それで は 首が 飛びます 

わい の。 ィャ それでも 氣 遣な。 よごん す。 

それ 程氣 遣なら 此 三百 兩 渡して 来う。 * 

幸 ひ 親方 も 来て ゐる。 又 長吉が 來てゐ 

ると 聞けば。 渡す にも 張 合が あって 面白 


い。 吾妻 様些の 間。 休まして 置 いて 下^ 

とほみ ち  さす ^ 

さんせ。 遠道の 草臥れ。 よう 庫って 上 

げ ましてと。 戀の譯 知り 色 知りて。 7 シ 

あた to- 

濡髮 とこ そい ふやらん。 地 吾妻 は 四邊見 

廻して 二つ 枕の 敷 蒲圑。 これ 幸 ひと コレ 

與五 郞樣。 《s 彼 所へ 往て寢 よ 一寸 ごんせ 

と。 《f 手 を 取れば 置かし やれ。 此間は 

揚詰。 帶 解く に飽 いて C あろ。 明日から 

かひ ぶん 

は 我等が 買 分。 先づ 奥へ お出でな され。 

侍の 餘り物 食べぬ く。 コレ そり や 何の 

事。 鄉左衞 門と お前と いつぞやの ！！! 合 か 

ら 。十日 づ V 分けての 揚詰 。それでも もの 

二日。 逢 はぬ 夜 はない ぞぇ。 あの 客 も 今 

夜 限り。 明日から はお 前の 日柄。 一時と 

二 時と 早う ねたれば 節が 當 るか。 * 私 や 

勤の 始めから 外の 客の はだ 知らす。 お前 M 

.  蝶 

とねれば サハ 9 心と け 肌着の。 袖の て を 々 

曲 

拔 いて。 はだと はだと を 合 はさねば。 ね 輪 

たやう にない 私が 氣を 。知って 居ながら „^ 


-惡 口に も。 蒂 とくに 飽かう と は。 そり や 

餘 りなお しゃん しゃう。 外の 客に 帶 とい 

て。 前の 心 は。 ナ * ス フシ む.^ いな ァ。 

«  むなら 濟 ましてお かんせね て 貰 はい 

でも 大事ない と。 ひぞ りか けられむ つと 

顏。 St さラ いふから は 此方 も 意地。 何 ぼ 

でも 寝所へ 往て ねて くれう と 蒲 国の 上。 

ころりと 轉 ければ。 ェ 、其 口が 稱 憎い。 

ねさし はせ ぬと 引搏 り。 ともに そ ひねの 

木 枕 は。 7 シ よいな か だち と 兌え にけ る。 

« 流連の 梅 左 衞鬥。 始終 を 見す まし。 何 

でも 化 奴よ い 料理と。 飛掛 つて はった と 

蹴飛ばし。 これ はと 起きる 與五郞 を" 取 

つて 捻ぢ据 ゑな うこれ と。 鎚る 吾妻 を il 

飛し。 a ャィ S な大 すりめ。 身が 接 詰の 

女郞。 I 夜 妻と はい ひながら。 女房 同然。 

目を^^ュむは密夫" 不義 者め 盗人め と。 * 

院の 骨の 楱 くだけ。 引 握し/、。  ^^付く 

れば 吾妻 は 悲しく。  5- コレ 港左衞 門 樣。 


め。 お iSS 揚詰も 今日き り。 明日から は 

與五郞 iQn 柄。 限の 太 s?! 打ち たれば。 

明 n の 客 を 勤める が此 里の 習。 元より k 

借と いふ 事 も ある ぞぇ。 無 體な事 を 言掛 

けて 跡で 雜 一!^ をさん すなえ。 ャァ ぬかす 

な。 此梅 左右 門田舍 者。 此 里の 習 ひ は 知 

らぬ。 あたまで 十日の 約束 なれば。 夜 明 

の 太鼓 打つ 迄 は 身が 女房。 借りた 事な け 

れば 貸す 理屈ない。 眞 二つと 思へ ども。 

場所 を 思うて 了簡す る。 其 代りに この 上 

草履。 おのれが 面の 皮 削る。 錢卸ぢ や こ 

れ食 へと *f 打付け とてもの 事に 節々 

の。 碎 けて 落つ る を こたへ て をれ と。 敏 

たり 蹈ん だり 叩いたり C 兼ての 遣 恨 を 一 

はら  む と，、 レん  ， I- 

時に 发で晴 する 無 得心。 あるに あられぬ 

吾妻が 思 ひ。 なう コ レ それ は餘 りと。 M 

りつく を 引 拙へ。 ョ與 五郎め が 鼻の 先で，" 

抱ぃて^^るのがせめての腹ぃせレ 板 詰め 

られた 其 代り。 見せて 釐 いての 存分と。 


地 引 抱へ- 3^ 所へ コレ なう 誰ぞ人 はない ^ 

か。 コ レ與五 郞樣構 ふまい ぞ。 fil 髮樣長 ^ 

さん  さ S ャ- かせ  i  曲 

五 郞樣と 呼べ ど 騒が： i となり 猶も 紛れる 輪 

7 シ 時 太鼓。 《^ 夜番の 役の どん/、./  、。  ^ 

明の 六つ もどん くさい。 無 1^ をす るか 無 

理す るかと。 嘴め ど 抓れ ど 女 業。 與五郞 

も堪へ かね 飛び か \ らんと する 所へ。 潘 

髮の長 五郎 夜叉の 如く 甌來 り。 引 放して 

鄉左衞 門が。 せ 筋摑ん でぐ つと 差 上げ。 

踊 拍子に づ でんどう。 起きる を 透 さす 髮 

i。 摑んで 引 寄せ。 -3 コ リ ャ侍。 最前 此 

方の 若旦那が。 八 里。 の 道の 草^で。 寝て 

ゐられ た を 立^に 敏 やり。 よう？； ；観 ひろ 

いだな。 限から は 明日の H 柄と。 譯 をい 

へ ども ii 入れす。 夜の 內は 十日の 内と。 

無瑰 をぬ かせ ど 刀 だけ。 宿の 難儀と こた 

へて ゐた。 今 打った 明 六つが 耳へ 入らぬ 

か。 太鼓 打つ と 此方の 買 分。 おのれが 無 

理を理 にして おいた は 0  &; 分 仕返し ささ 2 


ぅ爲。 六つの 太鼓 を 打った に 寝所に 何し 

て をる。 あの こ、 な大卞 りめ。 不義 者め 

と。 地 捻 付け/ -.-s に摺 付け。 コレ與 

五郎 樣。 怖い 事 も 化に もない。 踏まれた 

程 存分に。 踏 返して 腹癒た/、。  * おつ 

と骶 寄り 與 五郎が。 紬 い 足で も 恨の 胴 骨。 

詞ぉづ /、せす と 踏んだ/、。 よう 最前 

上草履で、 男の 面 を 打った なァ。 今 打 返 

す 受取れ と。 地 cr 鼻 を 掛けて 丁々々。 踏 

ん だは 斯うか^た は 斯う かと。 踏ん づ蹴 

つつの 腹い せに。 吾妻 は 嬉し さぞく ノ、 

踊り。 私 もこれ 迄 弄り をった。 覺 えて ゐ 

$5 やぎが ね 

るかと 煙管の 燒鐵。 ぴっ しゃり 當 てられ 

身 はちり/ \。 フシ 踏まる & よりも 辛 か 

りし。 詞 モウよ ごんす/ \o 退いた- (-o 

これから 又。 この 長 五郎が。 お 相伴に 

小 嫡の燒 物。 頓 かけて 歪めて くれう と。 

地 引 起して! t 引上げ。 草展 片手に 振 上ぐ 

る。 見付けて 飛 出る 放 駒。 打つ 腕 先 をし 


つかと 取り。 コリャ 何とす る 長 五郎。 

ハ テ 知れた 事 侍の 横面。 はり 歪る が 何と 

ぞ した か。 ィャ さう はなるまい。 ナゼ 。與 

五 郞殿は たれた 代り。 打 返さる &は了 

簡 もなる が。 わが 相伴の 草履の 燒物。 箸 

かけさす る 事マァ ならぬ。 ハ 、、、。わ 

れが來 て ゐる事 聞いて ゐた 故。 もう 出る 

か/、 と。 待って ゐ たれ ど。 餘り遲 さに 

われ ふるえ 

呼出しの 草履。 此燒物 は汝に 振舞 を かい。 

へ、、、。 其燒 物より。 此 かたしの 作 身。 

簿身 なれ ども 相伴 さそ かい。 ホウ 大阪で 

も隱れ のない。 1^1 髮と放 駒。 念の 入った 

料理の 出 4 口。 敲儀 なしに 坐ろ かいと。 地 

立身 をぢ つと フシ 居 合 腰。 地 傍に ハァハ 

ァ與 五郎 吾妻。 侍 は 腰刀。 反 打ち かけて 

^ コリャ 放 駒。 後に は 鄕左衞 門。 鍔元寬 

げ ひかへ ゐる。 百 萬の 加勢と 思 ひ。 氣遣 

なしに 踏 込め ァ 、 邪魔な 事い ふわ 

ろぢ やわい。 濡髮 これで 出 人 はならぬ わ 


いやい。 長吉が 出入に。 侍 を後楣 にした g 

とい はれて は。 仲間の 者へ 顔が 立たぬ。 今 

夜の 出入 を 延ば そかい。 ホウ おれ も 此方 

の 若旦那が。 箒 持って び こしゃ こしら る 

るが。 目に掛かって どうやら 惡 い。 いつ 

そ 明日の 晚の 事に せう。 何處 がよ からう。 

ハテ。 ぉ定 りの 新 町 橋 か 四つ 橋。 其 時に 

この 上草履 を眞 向と。 W 互に 振 上げ。 ハ 

ハ 、 、 詞是で 虫が 安 まった と C 地 二人の 

荒 者 にっこり ほやり。 苦い 額す る 鄉左衞 

門 吾妻 奪ら れて 佛預 顔。 -ぉ あた どん 臭い。 

今夜 程 夜の 短い 事 はない。 馬鹿な 面 ども 

見る もむ やくし。 長吉來 やれと 引 連れる。 

地 ！ み を 食 はぬ 放 駒た るみ を 見せぬ 長 £ 

かどぐち 

郞。 門口まで 伴 ひ 出で。 詞 明日の 晚に 。四 

つ 橘で 逢 ひませ う。 ハテ どうで 通る 道。 遲 双 

か 待って 居 ませう。 必す 。ヲ、 必 すと。 * 々 

見合す 顏は 蝶々 の 花 は ゴ？ 茨 か 鬼蓟。 引 輪 

别れて ぞ立歸 る。 * 與五郞 吾妻 は！ il 髮を 記 


記 曰 輪 曲々 媒双 


そなた  し かへ し 

煽ぎ立て/^。  II 其方の 陰で 仕返して。 

胸が さつば り 夜が 明けた。 ャァ 明けた 序 

に 最前の 。六つの 太鼓 は 七つに なるまい。 

あれく 又 六つの 太鼓 を 打って 来る。 時 

ねと ぼけ  なぶ 

知らぬ 夜番の 寢惚。 地 弄って 遊 ぼと 駔寄 

れば。 私ぢ ゃ私ぢ やと！^^ り。 取る を 慰 

して 都さん か。 謂 こり やど うぢ や。 最前 

與兵衞 様の 身の 難儀。 救うて 貰うた 其 代 

り。 六つの 太鼓 を 早う 打ち。 仕返し させ 

よと 主の いひつ け。 先刻に 打った も私ぢ 

やわい な。 出来た/、。 道理で 氣 疎う 早 

いと 思うた。 そしてお 前 はどうす るの ぢ 

や。 * ハテ身 請 は^ん だれ ど 跡の 程が 氣 

遣 ひな C 時 打 遠 へ た 誤りで。 此 夜番 は 

^^c  3X 出來 た智惠 者め 主め は何虚 に。 

辻の 番 部屋に 隠して 置いた。 ホ、、 、跡 

は 長 五郎 呑 込んだ C 賴 むぞ。 * 往 けと 女郎 

の。 袖無し 羽結頰 被。 夜番 出立 を 幸 ひに。 

跡 を も 見す して  一 5 へ 行く 雲の 


第 四 大寶寺 町の 達 引に 

兄弟の ちなみ 

5- ン大阪 に爱も 名高き C 島の 內。 埯大寶 

P たや  っネ ごめ や ひと 9 

寺 町に 年 を 經て角 を 翁さぬ 搗 束屋。 一人 

息子の 長吉は 父親な しの 我儘 育ち。 姉の 

おせき は あたふたと 店の 蝮 面 繰返し。 駄 

5  9  こくだか  そ ろはん 

賣小賣 の 石高 を。 おく 算 I 孤の 手品 迄 フシ 

をと こ 

男 まさりと 見えに ける。 地 春雨の 向 ふし 

ぶきに 傘 傾け。 我が家 へ 庚る 5^ 駒。 門口に 

立ちはだかり。 この 又 雨の 降る のに 佳 

物 を なぜ 入れぬ。 地 のら どもで ある わい 

と。 片手に i げ 放り込み/. \*伞 下げて 

内に 入り。 ，コ レ姉者 人 。此 まあ 男 共 は 何 

處へ往 きました。 サ イノ 見て たも。 一 人 

は 頭痛で 枕が 上らぬ。 勘兵衞 は心齋 橋の 

18 へ 飯米 持って。 ムゥ それなら ばてつ 

きり。 座 摩か稻 荷の 稽古場へ 這 入って ゐ 

をろ。 いけ もせぬ 聲で淨 理璃を 語ろ より。 


確 唄 の 稽古で もし をら いでと。 * い 

5  10 び 上 

ひつ、 上れ はコレ 長吉。 詞內 人の 者の 

をる 前で はい はぬ が。 人の 七難より 我が 

十 難と 其方 も 些と嗜 みや。 內の手 廻し 諸 

事 萬 事 この 姉に 打 任せ。 明けても 暮れて 

も 外 を 家。 ァ 、 又 姉 者 人の ぶつく と。 

世迷言 聞飽 いた。 おれ も 昨夕 は藏 屋敷の 

侍 衆に C 逢 はねば ならぬ 用 も あり。 其 上 

に 友達 共が。 出入の 尻 持って くれと 賴ん 

だ 故。 夜 を ふかしつ い 泊って 戾 つたが そ 

れが 何とし ました。 ァレ まだいの。 意見 

がましい 事い ふとつ いその 様に 腹た ちゃ 

け ふ 

る。 もう 今日ぎ りで 何にもい はぬ。 定め 

て 飯 もま だで あろ。 地 どれ 茶 を 沸かして 

お ませう と。 我が 子の やうに 弟 を 7 シ思 

よ ちる キ J 

ふ は 肺の 習 ひなり。 地 これ も 同じ 夜 歩行 

仲間 野手の 三 下駄の 市。 惡鬼 共が 蛇の目 

伞町 一 杯に 肩肘 を。 つが ましく 表より。 

as 長吉 內 にか 誰ぢ や。 * ィャ おれ ぢ やと 2 


打 連れて。 すっと 這 入れば。 ヲ、 二人 

共惡ぃ 日和に よう 来たな。 コリャ 下駄よ。 

こ ち  ナば 

此方の 內に雨 は 降らぬ 其 傘 を 窄めぬ か 

い。 ほんに さ うぢ や。 したが 火が 降らい 

で 仕合ぢ や。 ェ 、どうい や 斯うい ふ どえ 

らい 頃。 サァく 遠慮せ すと 上れ/ \。 

どろ 

m ヲ 、 上らう と 泥 胸 を。 からげ の 裾で 押 

の ご  のしあが 

拭 ひお いへ 一杯 伸 上れば。 * 惡者 連は猶 

以て 詞 優しく 姉のお せき。 -詞ヲ 、皆よう 

ござんした。 煃 草で も參り ませ。 長吉も 

ひも じ  ことわり く 

空腹 かろ。 友達 衆に 斷 いうて 喰て しま や 

と。 * 親の 讓 りの 捥折 敷。 明けて 見ね ど 

も 弟 を 思 ふ。 手づ からの。 ギン 煮 焚 物 盛 

り 並べ。 * 皆 も些と 上らぬ かと 膳 直す 

れば。 K ほんに わい らも 食 はぬ かやい。 

ィャく 世話 や きゃんな。 下駄 も おれ も 

すな は 

砂場へ 寄って ナァ 市よ。 ヲ 、 二八 を 鋭 倒 

した。 こり や 膳 廻りき つう 奢るな。 平 は 

^ しま 1 1 

大根と 油揚。 燒物 は小鲷 の難淤 煮。 こり 


や 甘 かろ。 ィャ もう おれ も!. 夕の 酒で 希 

は 食へ ぬ。 水 Si とい ふ腹鹽 梅。 そんな 

らおれ に 食 はさぬ か。 ヲ、 坐った 物で も 

大事な くば。 是を着 に 一 っ飮 め。 姉 者 人む 

つかしながら 燜 して 遣って 下 はんせ。 地 

ヲ 、 易い ことく。 其方の 食後に おまさ 

うと。 爱に燜 をして 置いた。 それ は 幸 ひ 

サァ 二人ながら 飮 めく。 そり や 忝い。 

われ もちと 飮 まん か。 ィャく おれに 構 

はすと。 この 汁 採で 下駄から 始めい。 墙 

さん  さ け つね 

そんなら 姉 様た ん ます と道樂 共が 酒 追 

し 上 ラ 

從。 こり や 上燜ぢ やと。 7 シ引 請け/、。 

差い つ 差されつ もく が 廻って フシ 大肌 

脫ぎ。 詞コ リャく 下駄よ。 酒が しゅん 

だに 肴せ ぬかい。 ぢ やて、 謠は 知らす 淨 

瑶璃は 本が 讀 めす。 * ァ、 よい 看 思 ひ 出 

したと 近所 も 思 はす 聲張 揚げ。 7 シ 哀れ 

なる かな 石 堂 丸 は。 ョィ /、。父 を 尋ねて 

高 野へ 登る。 よいく よい やな あり や。 


ナ ホス BS こり や 、ャィ 一 1 人ながら はめ を 放 7 

6 

すな。 おれ は 構 はね ど爱は 町家。 ァレ姉 

者 人 も 近所の 手前 を 思うて 氣の 毒が つ て 

とほ B- すち  あだく ち 

ぢ や。 通 筋をぞ めく やうに 徒 口 を 止めて 

くれ。 ェ 、われ も 餘っ程 t より 下に。 分 

k のみば えが 出來 たやら 堅い 事い ふな。 

ャァ 臍の 序に コリャ 野手よ C われが 臍 は 

いかう 黑 いな ァ。 その 坊 取るな よきつ う 

力が 落ち るげ な。 おれ は此中 取った ので。 

昨夕 新 町 橋の 出入 面な とかぶ りかいて こ 

ま そと 掛 つたれ ど。 何 食うて うせた やら 

靴う の 奴が 其 強さ。 旣の事 しめらる 乂の 

であった が。 長 吉が來 て くれたで。 先の 扠 

めが ァ 、手 ひどい 目に 逢 ひ をった。 ヲ 、 

それば かり ぢ やない 西口の 出入 も。 この 

長吉が 居 合 はさす ば 皆 どづ かれて 戾るぢ 双 

や あろ。 それ は 格^。 われ 等 も 知って ゐ 々 

る 山崎與 五郎と-。 吾妻の 事に ついて 侍に 輪 

日 

賴 まれ。 晚に は！^ ^ 髮と ぐっと 達 引せ にや 記 


ならぬ。 埴喧 樺と 違うて。 相手が 長 五郎 

なれば 生きる か 死ぬ るか 二つ 一 つと。 地 

喧嘩 話 も閉 きづら く 姉の お せ き は 身 持 

i る I, け か- (おび 

へ。 びら. 0 帽子 も色氣 なき。 丸 桁の 抱 帝 

引緊め Z 、コレ 長吉。 as おれ も 今夜 は 同 

行 衆へ 志の 逮夜に 參る。 飯 も 酒 も 此虚に 

ある。 嗆 ふたり 進ぜたり しゃ。 あの人 も 

1 人 なれば。 皆 も 緩と 遊んで 留守して 下 

r で 

さんせ。 アイ 野手と おれと が 留守 をす り 

や！ なく。 そり や 忝い そんなら 賴 みま 

すぞ え。 S 嬉し や 雨 も 上った さうな。 近 

所の 德は引 すりで 耔傳ひ 7 シ皆樣 これに 

と 出て 行く。  3 コリャ 下駄よ。 是 から は 

長 吉に留 {寸 事 ほって。 も 一 つ 飮もぢ や あ 

るまい か。 よかろ く。 ヲ 、望なら ば 酒 

は 板 舞 はう が。 二人ながら ひ よんな 事が 

ある わい ぶ P. もい ふ 通り 今夜 は 四つ 橋へ。 

潘髮と 出入し に 行く 契約 なれ ども。 姉贲 

が 留守 なれば 行かれぬ。 H  、甘い 事い ふ 


な。 出入して 生きよう も 死なう も 知れぬ 

のに 内の 事 思 ふかい。 ィャ くさう でな 

い。 長吉が 身 はどうな つても 構 はね ど。 

姉貴に 留守 を預 つたり や 表が 濟 まぬ。 定 

： も 


めて 濡髮が 待って ゐょ。 二人ながら 長 五 ト改 

郎に往 て 逢うて くれ。 叶 はぬ 用で 出入の 1 

場所へ 往 かれぬ 。大儀ながら おれが 内へ g 

來 てく. d というて くれ。 そんなら 往てゃ き a 


8 

6 


ろ。 濡髮が 来たらば 長吉 ひけ を 取るな よ。 

晚に逢 はう サァ It 手往 け/、。 コリャ 待 

て わい 等往 たと も 外の 細事 必す いふな 

よ。 地ヲ、 合點ぢ やと 肩 打 振り 7 シ 四つ 

橋 さして 急ぎ 行く。 地 折から 來る は鄉左 

衞鬥有 右衛門 を 同道に て。 血眼に なり！ 1^ 

來り。 詞長吉 は 宿に ゐ るか。 是 はくお 珍 

しい。 ィャサ 珍しい 所でない と。 ま 返 慮 

もな く兩人 はっかく とおい へ に 上り。 

0 扨長吉 。無念な 事 をした わ so 其方 にも 

兼 々親んだ 吾妻が 事。 知る 通り 身 請の 直 

段 も 相 湾み e 金子 百 兩手附 に 渡し 跡 金 渡 

す 段に なって 吾妻が 齪落。 何と 肝が 潰れ 

るか。 察する 所齪 落さした は 與五郞 。身が 

請 出す 事 隠れなければ。 女房 盜 まれた も 

同然。 此鄉 左衞門 武士が 立たぬ。 なう 有 

右殿ヲ 、 さう で ござる。 なに 長吉。 其方 

も 常々 賴 まれて ゐる 吾妻が 身分。 油斷な 

く設議 をして くりやれ。 ァ 、氣遣 ひな さ 


き. ま ¥ 

ぜ， 

れ ますな。 i んだ奴 も 大方に 知れて ござ 捨て 


置かれす。 地 身 も 有 右 殿 同道に て- 

か 5 づ いくた へん 


. ます。 幸 ひ 呼びに 遣つ たれば 詮議し 拔 津ぉ I 鹽 町^の 貸 座敷 を 捜して 見よ。 T 

いて 上げ ませう。 そり や 過分。 廓 も 大勢 吉 左右 あらば 身が 屋敷へ。 知らし おくり 輪 

手 105 して。 詮議 さすと sm きたれ ど 其 儘に やれ 賴 むくと 立 出づれ ば。 これ は 早々 記 


叉 重ねてと 挨拶 すれ ど 左衞 門。 むしゃ 

くしゃ 腹で 耳へ も 入らす オタ リ打連 へ 立 

つて 歸り けり。 * 長吉は 後見 送り。 ェ 

ェ：^ 勘 兵 衛の大 のらめ 何 をし てけ つか 

るぞ。 姉貴の 戾るも 夜に 入らう と。 糅穀 

.  ひお ほひ 

の 給 をぐ わった ひし 琉 球の 日 覆 も。 破れ 

かぶれの 達 引 せんと。 知らせに よって 濡 

髮の長 五郎。 さすが 難 波の 關 取と 一目に 

見 ゆる 角 前髮。 脇差 ぼつ 込みし と/、 と 

門口より。 SS 放駒內 にか。 ヲ、 濡髮か 待 

象ね た。 下駄 や 野手に いうて 遺った を閜 

いたで あろ。 ヲ 、來 いというて おこした 

によって。 それで 来た かャァ 面白い。 差 

向 ひの 達 引に 人が 来れば 邪魔に なると C 

みせ ど 

* すんど 立って 庭に 下り 表の 店戶 7 シさ 

し 固め。 地立歸 つて サァ長 五郞。 at 驟で 

詞番 うた 今日の 出入。 われから 仕 接け る 

か- おれから 手 を 出さう か 何と ハ 

テざ わくと 喧しい。 かう して 來 るから 


は 死ぬ るか 生きる か 何 

方ぞ に。 赋を つけねば 

置かぬ に 急くな やい。 

ャァを さめ 通ぎ な。 令 

屋敷の 侍 衆が 見えて 吾 

妻が！ a 落の 樣子 を閉ぃ 

た。 定めて われが 埋 ん 

だぢゃ あろ。 マ ァ其埋 

んだ所 を 聞かう わい。 

そり や 此濡髮 が &4 ふま 

いもので もない が。 わ 

り や 又 おれに どうして 

いはす り や。 地ヲ、 放 

駒が かう してい はすと t- 

-,  えで HJi. からみ 

蹄め に 行く  外摄 にし 

つかと 取り。 ヲ 9 フ. 、 

ゥ、、 、 こんな 事で は 

閗 かれまい と。 取った 

る K 首 折 分けて 时 落し、 ， 


270 


記 日輪 曲々 綠双 


直に 前 側摑む 手を叩き 退け。 それで はい 

もろは？， 

かぬ。 遣って 見せう と * 兩方 一 度に 諸肌 

晚ぎ。 互に 手練の 身墜 梅。 やっとい ふより 

合掌して： si れば留 り。 突 落せば どっこい 

させぬ と 濡髮が 差しに 来る 腕 引 捕へ。 お 

ノリ 長 吉が高 無双。 打つ を 飛越し 小 腕 取り 

こり や，^ くと 引 廻せば。 地閤 につま 

づき 故 駒 尻餅 どう どっきながら。 傍なる 

脇差 拔く間 も 見せす。 起 上り 切って 掛か 

る 俊 ロ撺ん で 丁 ど 請け。 《K 叶 ひもせ ぬ 事 

すな やい。 * して 見せう と 互に 身 構へ フシ 

尻 引 絡げ。 地 開いて はっしと 切掛 くれば 

胴糨 俵に 切 込んで。 流る、 米 は 雨霰。 3 小 

きっさ. il-> さが  つ 

瘸 するな と 鋒 下りに 突つ か \ る， - どつ こ 

いさせぬ と 俵の 槻。 地 切 先にて 氣 i せば 

とびし さ 

飛 退って 拔 合せ。 受けつ 流しつ 我流 無法 

しらは  しらがえ じ 

の フシ 白 と 白 s。 地 白 i 交りの 親父 共。 

駕籠 を舁 せて 爱ぢ や/,^ と 戶を敲 けど。 

二人 は 耳に も閉 入れす。 命 限り 根限りに 


切 結ぶ^ 音 鍔 音 ばっし 

ばし。 表より はぐ わた 

/\(  0  «K 長吉 の大 

盜 人と 地戶を 打敲き 

7 シ聲々 にわめ くに ぞ。 

詞長吉 待て。 待てと は 

濡髮 おくれた か。 ィャ。 

おくれぬ。 令 あれ 表 を 

敲 いて。 われ を盜 人と 

いふが 耳へ は 入らぬ 

か。 そんなら ば われとの 達 引 1 との 間 

待って くれる か C サァ おれ も 盗人 を 相手 

に は 得せまい わい。 ヲ、 尤も サァ 引け。 

M  i から 引けと 一 度に 拔身 を さつ と 引 

き。 鞘に 納めて 濡髮 もお い へ にどつ かさ 

7 シ押 直れば。 地表の 戶 をぐ わらり と 明 

け。 詞此長 吉を盜 人と 今い うた はお のれ 

等 か。 ヲ 、 おいら ぢゃ。 大 それた 事 なれ 

ばつい 立ちながら いはれ ぬ。 皆 I 方へ 這 


入らし. やれと。 * 駕籠 諸共 どや/.. -と內 

に 入る。 中に も 人 t らしき 親父 先へ 出で。 

扨 米屋の 長吉と はわ ごり ょぢ やの。 ェ 

ェ わり 樣 は前髮 だてら ゑす い 事よう する 

の。 此方の 男 を 昨夕 立 賫堀迄 使に 遣った 

れば。 新 町 橋で よう 投げたり 踏んだり 仕 双 

やった の。 それで 此方の 內 は人參 の氣附 f 

もんちゃく  曲 

のと 醫者們 f コレ 駕籠 衆。 た- - かれた 輪 

者 其 所へ 出して 注んで 下され。 n リャ久 記 


記 曰 輪 曲々 J^Iil 


兵衞 痛く と堪 へて 爱へ 出よ C 何の 意趣で 

此樣に は 仕 やった ぞサァ それ 聞かう。 ヲ 

ヲ どいつ ぢゃ 知らぬ が。 Ig^n を 過す によ 

つて 叩いた が 何とした。 それにお のら は 

此長吉 を 盗人と は 何でぬ かした。 ャァけ 

いぐし さう に 物い ふまい。 昨夕 此 男に 

i 六十 匁。 日 野の 打 違へ 人れ て 持た して 

やった に。 k かれた 時から 其 銀がない と 

いひます わい の。 フゥ其 銀が 見えねば 此 

長吉が 盗んだ のか。 マ ァ そんな もの かい。 

大 だはけ の耄 どもが、 樣々 の 事ぬ かして 

うせる。 おれが 又 盗まぬ 時は汝 1- 生けて 

は 返さぬ ぞょ。 ホ、 ゥ そり や 如何な りと 

こな 樣 の，.？ 次第。 その 又 盗まぬ とい ふ證 

跡が あるか 見 まし よわいの。 ヲ 、 六兵衞 

殿 さ うぢ や/、  柔 かう いはす とも。 い 

つ そ 町へ 斷 らしゃれ と ハズミ 近所へ 響く 

フシ わ、 り聲。 地 姉のお せきはいつ きせき 

炅れ ばいつ ものつ け 答へ。 様子 を 翁豫ふ 


其 中に = 又 東から 二三 人 若い 男 を 肩に 掛 

け。 《!; コ レく 五人組 衆。 マ ァ長吉 に 逢う 

て 一 せつば さっし やれ。 地 さ うぢ や/ \ 

と戶を 開き。 謁長吉 殿と は 此方で やす か。 

是 はおれが 息子 昨夕 山 本 町 へ 謠講 に往た 

戾り 西口で。 掛構 もせぬ 者に 喧嘩 仕掛け 

てづ なう 胴 突き やった の。 それば かり か 

羅紗の 紙 入に。 金 三 歩と 豆板が 二十 匁餘 

り。 こな 康 は/、 よう 味い ことし やった 

の。 班 養生 代と 紙 入の 金 共に。 今展 しゃつ 

たら 了簡せ ラサ ァど うぢ や/、。 成程う 

ぬ 等がぬ かす 通り C 西口の 賴 母が 門で 出 

入した。 おれに ちつく と循 突いた によつ 

て嗣 k いて こました が C 金 落した は 彼奴 

がた はけ。 放 駒が 內へ來 てす か/、 物 を 

吐したら。 何奴 も 此奴 も 手足 を ii^ ぐぞ 。ァ 

ァ ゆすった とてい ふ 事 をい ふまい か。 總 

刖 わごり よ 達が 喧嘩 仕掛け て 物 取る を は 

つたり と言うて 今 はやるげ な。 フゥ そん 


なら 奴等 は 此長吉 を 盗人と 吐かす のか。 

堪忍なら ぬと 脇差 押 取り 立 上る" おせき 

は 驚き 鬥 口より 走 入り。 長吉 にしが みつ 

きコレ /、 婶ぢゃ 私に 任して 待つ てた 

も。 コレ こな 樣方 は何處 のお 人 か 知ら 

ぬが。 見れば こ 年の 寄った お 衆。 ちっと 

物が 麁 相に ござんす。 麁 相と は 何が 愈 相。 

されば いな。 長吉に 眼ら す 力 達 をす る 者 

は。 喧嘩 口論 を 好き好んで。 科 もない 人 

を 嫁いたり 踏んだ りする は 若い者の 習 

ひ。 殊に 喧嘩 は 降 物。 男 は 閾を踏 出す と 七 

入の 敵が あると いへ ば。 短 氣な弟 を 持つ 

た 身 は。 ほんに く 夜 一夜 碌に 寢た事 も 

ない ぞいな。 長吉が 喧嘩して 打った 簿ぃ 

たとい ふの ならば。 七重の 膝 を 八重に 折 

つても 詫 言 はし ませう が。 金 取った と は 

人の 寰 たる 惡名。 此詫言 は 私 や 得せまい。 

ほんに 可哀 さう に 惡黨に は 生れ たれ ど。 

かたし 

人の 物 を 箸 一本取つ て昃 つた 事 はない。 お 


もう 此上は 弟-か 了簡して もこ の せきが 了 

簡 せぬ 。サ ァ盜ん だとい ふ證據 見よ。 M 證 

據も なう てい はしゃる は 何と 麁相ぢ や あ 

るまい かと 腹 立つ。 ス H テ 儘の 震 ひ魘。 0 ェ 

ェ姉者 人 こな 様に 構 はす 事ぢ やない。 ィ 

ャ 私に 言 はしゃ。 k 所に ゐさ しゃる 前髮 

殿 も。 定めて 喧 s>- の 相手 ぢゃ あろ。 ヲ 、 

おれ も 出入に 來 たれ ども 盜人を 相手に や 

せぬ。 其方の 達 引から 仕舞 はんせく。 

コ レく 姉御よう 聞かし やませ。 喧嘩の 

場から 金が 見えぬ によって。 盜 みやった 

とい ふが 無理 か麁相 か。 但し 盜 まぬ とい 

ふ 證據が あるか。 地ヲ、 其 證據は 姉が 見 

せまし よ、" 弟の 一 装束 入つ て ある は此簞 

笥 。抽斗 を 打ち やけて 捜さす のが 面晴 と。 

明けに 立つ をコレ 待った"" おこれ を 見せ 

れ ば家搜 同然- - サァ 其家搜 さしてお いて 

跡で 存分い はに や 置かぬ" 地 姉に 任し や 

と 袖 斗の。" f 1 IBH は 袴 入 次 は 稚子薄 羽織。 


着物 布 子 も でんぐり返し 箱の底より 弓 出 

す は 。遂に 見付けぬ 紙 人 打 違 。それく そ 

れが 取られた 羅紗の 紙 入 裏 は 京 If 子" 其 

t 違 は 此方の ぢゃ 定めて 銀 は 飛んだ ぢゃ 

あろ。 何と それでも 諍 ふ.^ と 口 々 に 喚け 

ば長吉 も。 はっと 吐 胸 を 突き詰めた. - 姉の 

おせき は 顏をも 上げす 面目。 フシ 淚に 暮れ 

ければ。 歸コ レ姉者 人 C おれが 入物に 何が 

あらう が 彼が あらう が。 俺 や 盗んだ 覺ぇ 

はない。 まだ 拔けノ 、とそん な 事よう い 

ふなと C 地髮摑 んで撿 付け 引付け 淚をは 

らくと 流し。 詞此打 遠 や 紙 人に 手足が 

あ つ て。 我が身の 入物 へ 這 入 つた か" 我が 

身が 知らいで 誰が 知らう C ほんに iij! の 手 

前 も 恥し い。 是迄も 文字 半錢 違へ た 事の 

ない 者が。 其氣 になる は 神 佛の罰 か 咎め 

か： 何が まあ 乏しうて 因果な 心に なった 

ぞい C 死なし やった 父 様 や C 此 姉が 顏ま 

で 汚す やうな 事よう 仕出した と" レ 地 打 違 


取って 用捨な く。 搏き据 ゑ 打ちす ゑた る g 

姉の 親身の 强 意見。 ィャサ どの 様に い 

はしゃっても 盜 した 覺ぇ はない。 地 知ら 

ぬく 覺 えがない と詞っ こどに 言 放す。 

^ コレ /、一 其方の 意見！ m きに ゃ來 ぬ。 * 

埒が 明かす ば 明ける 所で 明け て 見し よ 

と。 ばら/、 と 立 上がれば ァ 、待って 下 - 

さんせ。 其 銀， 私が わきため ましよ 。暫し 

が 中 あの 納戸へ。 ム ゥ其樣 にい はしゃる 

事なら.」 出 所へ 出る がみめ でもない ァ 、 

そり や 忝い. V、。 地サァ Z 、此方へ と 姉 

諸共 7 シ打 連れ 一間へ 人り にけ る。 地 長 五 

郞は 膝打敲 き" -ぉコ リャ長 吉， "わり やま あ 

味な 事す るな あ 。あり や マ ァぢ やう かい。 

さい やい S 身に 覺 えぬ 事 なれ ど。 W われ 

が 手 is も 面目ない と" 脇差に 手を掛 くれ 双 

ひれ  K 

fc  リャ 何す る-」 此 脇差^く るの は 々 

曲 

わり や 死ぬ るの か-" ャ モウ あれ 程に 思う ^« 

てく. e ら る-" 姉貴の 心が どうも 濟 まぬ： t 


われが 盜 みせぬ 事 は此長 五郎が よう 知つ 

てゐる C 殊に われ は 日頃 爱の すんどよ い 

者ぢ や。 によって <^ 日 おれが 達 引に 来た 

し ぁはせ 

も 相手が よさに 来た。 したがわり や 幸 幅 

者ぢ や-〕 フゥ 何と。 幸 鼷者ぢ やと は。 此 

長吉を きょくる のか。 されば やい。 おれ 

も 在所に 母 者 人 を 一 人 持って ゐれ ど。 五 

たった 

つの 時 別れてから 逢うた の は 只 一 度。 養 

子に 来た 先の 父 si も 死なる &。 ほんの 木 

から 落ちた 猿 同然で。 誰が 一 人 意見して 

くれてがない。 われ は 結構な 姉 を 持ち。 よ 

い 意見の 仕手が あって。 それで 幸福 者ぢ 

やとい ふの ぢゃ。 總^ 喧嘩す る 者 は。 ば 

つたり して 金 も 取る やうに 思 はる 、はァ 

ァ 無念な 事ぢ や。 おれ も 今の を閉 いて は 

此後 ふつつ りと 喧嗪を 止める C われ も 心 

を 入れ 直せ。 殊に あの 野手 や 下駄め は C 

惡ぃ 奴等 ぢゃ 重ねてから は附合 ふなと。 

* 打って かへ たる 詞 も M かす OS ィャ もう 


さう いうて くれる は 過分 なれ ど。 どう 思 

うて 見ても 姉 者 人の 顔が 立たぬ と。 地 又 

脇差に 手を掛 くる。 コリャ 待て 長吉。 ィ 

ャく 放せと 競合 ふ 中へ。 姉のお せき は 

走 出で。 K ヲ、 よう 留めて 下さん した。 

コ レ長吉 姉が^ 時 もい うた 事 今 思 ひ 知り 

やった か C 此後心 を 直すなら。 我が身の 

顏 はこの せきが 立て-やろ。 ハテ おれ. か 

顔 さ へ 立つ 事なら 。しかと さ うぢ や ぞゃ。 

サァく 同行 衆 皆 来て 下さん せ。 * 愛へ 

くと 呼ぶ 聲 に。 強請に 来た 親父 ども 肩 

衣 懸けて 珠數 爪ぐ り C どやく と 立出づ 

る 放 駒 も濡髮 も。 ャ ァ-, ^こり やど うぢ 

やと 7 シ 呆れ顔。 ヲ 、 台點が In くまい 是 

は 此方の 同行 衆。 常々 わが， i の 喧嘩 好が 

ど、 フぞ 

苦になります という たれば。 何卒 心 を 入 

れ 直して やりたい と。 今夜の ^» 夜に 講中 

が。 打 寄って 談合の 所へ 私が 行き。 先刻 

に閉 いた 喧嘩の 話 をい うたれば。 同行 衆 


さき  ねだ， こ 

が 此樣に 先の 相手に なって。 强請 込まし 双 

媒 

やった も わがみ を fi; 人間に しょうと い 々 

曲 

ふ 皆のお 世話。 そんなら あの 打 違 や 紙 入 ^ 

を 入れて 置いた は。 ヲ、 おれ ぢゃ C 必 1 

す 悪う 閗 きゃんな や。 人に 惡ぅ思 はれぬ 

も 親の 蔭。 父御 は丸屋 仁左衞 門と て。 此 

町で は 口 利の 結構 者 後生 願 ひで あつたの 

に。 其 人の子に わがみの やうな 者が よう 

もく 生れた 事ぢ や。 父 様の 死にし な 迄 

苦にさし やった 其方の 事。 私 を 枕元へ 呼 

んで。 おれが 死んだら あの 惡 者が 身の 行 

末。 思 ひ やられて 迷 ひの 種。 姉よ おれに 

な は  しに やま ひ 

成 代って 意見して くれよ と。 死病 は 苦に 

5** た  いひ に 

もせす。 其方が 事ば つかり を 言 死に さし 

やった。 *f 末期の 一句が 此耳 に殘 つて 私 

や 得 忘れぬ。 それ故に 此 肺が ！ 生身 を 持 

固め。 わがみの 心 を 直したら 冥途に ござ 

る父樣 の。 とひ 弔 ひに 藤ら うと 思うて 心 

を碎 くわいの。 * 殊に 今日は 父樣の 年忌 W 


ぢ やに。 出入と やら 喧壤 とやら 。殺す の 切 

るのと いふの もば。 草 紫の 蔭から 父樣 が。 

見て ござったら 悲し かろと わしゃ 泣いて 

ばかり ゐた。 それで 此 年忌に も。 歷々 

の 子 はありながら _t で 弔 ひ 得せす に 同行 

衆でして 貰うた。 もし 今日の 曰 を 忘れた 

かと。 先刻に も 1_5？ 据ゑ たれば どう 思うて 

やら 食 はなんだ は。 まだ 人間ら しい 所が 

ある 。先刻に も 友達 衆の 徒 ロを閗 けば 。年 

端 も 行かぬ 石 堂 丸。 S 父 を 尋ねて 遙々 と。 

高 野の 山へ 登った といな う * それ 程 こそ 

は あらす とも。 親の 年忌の 逮夜に。 ぉ眞 

むォ さえ 

向 様へ は 手 も 合 はさす。 色里へ 入り込み 

人 を 投げたり 踏んだり して。 それが マァ 

父 稼のと ひ ひに ならう かと。 心に 思 ふ 

あり たけを 數へ 立て，^。 弟 を 思 ふ眞實 

に。 袖 も袂も 7 シ ギン 千 石 通 淚の種 を 篩 ひ 

けり。 . ^ヲ 、 姉御 尤も ぢ やく。 長吉殿 

よう 聞かし やれ。 此方の 心 直さう 爲に同 


行 共が よい 年して。 搏 事して 來 たも 佛 

こな. f 一 

様の 方便と 同じ 事。 此方の 心さ へ 直れば。 

それが とひ 弔 ひとな つて 仁 左 殿 も 佛に成 

ら る-合 點 がいた か。 サ ァ合點 がいたら 

ば今爱 で。 奢 言 立てて 閗 かさし やれ。 ィ 

ャ もう 皆 其 様に 世話 やいて 下ん す を。 お 

れも惡 うは M きませ ぬ。 これから はふつ 

あ ひ 

つりと 出 もしよ まいし。 商 を 精出して 姉 

者 人の 詞を 背きますまい。 ヲ 、出来た 

く。  n レ おせき 樣悅 ばしゃれ。 * ァ 、 痦 

しう ござります。 これと いふ も 同行 衆の 

お 世話 故。 長 五郎 様 も 爱にゐ さし やる こ 

そ 幸 ひ。 此後 弟が 身の上 は 萬 事お 前を賴 

みます と。 口の こ はい 放 駒 同じ 仲間の！^ 

馬に 賴 むは フシ 姉の 利發 なり。 おいや も 

うそれ は 互々 賴 まれたり 賴ん だり。 兄弟 

同然に ナ ァ長吉 。懇 にしよう わい な。 八 

テ わがみ さへ 其氣 なら おれ もさう せう。 

ヲ 、 そり やよい 事ぢ や/、。 そんなら 姉 


街 もう 往 にます。 コ レ長吉 殿。 これから 

は 同行の 顔 も 見知る やうに。 些ぉ 寄に も 

參 らしゃれ。 アツ ァ鬼角 何事 も 御開 山の 

お蔭なん まみ だくく。  * サァく 

皆の 衆い ざ ござれと 7 シ打 連れ立って 歸 

りけ り。 * 息 權ぎ敢 へす 下駄の 市門 口 か 

ら聲髙 に。 J« コリ ャ長吉 かの 屋敷の 侍 衆 

なん は 5 ら 

が。 與 五郎と 吾妻と に。 難 波 裏で でつく 

はしゃつ さもつ さの 最中。 野手 を殘 して 

知らし に來た 早う 往て やれ。 地お れも是 

から 戀の 出入の 仕舞 を 見よ と。 又 引返し 

走り 行く。  K! 髮閉 くより つつ 立上り。 舅 

與 五郎 殿と 吾妻と が 侍に でつく はした 

か。 南無 三 寶長吉 さらばと 駄 行く を。 詞 

マァ 待て 長 五郎。 なぜ 留める。 ヲ 、 サ おれ 

も 姉 者 人の 意見で もう 侍の 肩 は 持たぬ。 双 

今 兄弟の 約束して。 一人 遣って は 心許な 々 

曲 

い。 コレく ノ\ 長吉待 ちゃ。 たった 輪 

ゎがみは誓言^-てて又往くのか。 《- そり 


記 口輪 m 々蝶; SI 


やならぬ と 引 放し。 長 2 郎を 突出し 往て 

ござんせ と戶を ひっしゃり。 ヲ、 合點ぢ 

やと 逸 散に 難 波。 へと ニー S へ駔り 行く 

第五 芝居 裘の喧 に 難 波 

のどろ./^ 

m 大齊寺 町 を 横切に E に は 行かぬ 鄕 左な 5 

鬥。 業 を 煮して 與 五郎が 乎に 引きす 

り 廻す. 艋中。 難^ 難 波 や 芝 sw^。 歎く 吾 

突 を 有 右衛門 小脇に かい 込み。 .《鄉 左 殿 

手ぬ るい ノ、 -〕 ヲ、 サ 合點。 コリャ 吾 

00 此泥饬 めに なに 心中 立。 手附金 は； 白 

雨^す。 追 忡け跡 金も^ 明けば 身が 奥^。 

それ を 逑れて 走らう や。 ャ こな 生す りめ 

大^人め と。 S 兩人 寄って 竊据 ゑ^ 飛し 

踏みの めせば" 與 .A 郎は 半死半生 ャレ吾 

i^。  ？ "Em: 五郎が 身 はどうな らうと も。 必 

す 短ぐ つまい ぞ。 、思へば 無念と 

よろ ひ 立ち。 しがみつく を 踏 飛ばし 。大 


地に 打付け 動かさねば。 吾妻 はわつ と 泣 

むご  わし 

き 沈み。 洞您ゃ 酷ら しゃ。 私 も 一 所に 殺 

してと 槌り 歎く を C 突 退け/、： g 人が C 

與 五郎 I 人 を 手玉につ き。 ふん づ 蹴つつ 

の打搏 に。 目も當 てられぬ -A 妻が 思 ひ。 

戎橘筋 一 文字 飛ぶ が 如くに 長 五郎。 耻り 

來 るより 侍 一 1 人が 腰 摑ん でぐ つと 差 上 

げ。 大地 へ どう ど 首の 骨。 碎 けて 退けと 

もん どり 打た せ 二人 を 園うて 7 シ 仁王 立。 

お サァ長 五郎が 來た 若旦那。 氣遣 のきの 

字 もない。 lfj2 妻樣を 手に入れねば 第一 に 

私が 立たぬ。 n レ 吾妻 樣 怖い ことない。 

介. 1^ 々々と 7 シ稻 村！^ に 忍ばせ 3^ き。 ^ 

サァぉ 侍 建、 流髮 がい ふ 事あって 来た" ど 

性 I 付けて ぉ閒き やれと。 M 喚け ど： 史に 

すな * ぶれ  •  3  - . じ 

返答な く。 砂塗になって3^-上り。 互に 自 

i 節 見合せ。 と 有 右氣. かついた か。 

成 3«1 少し 付いた は 付いた が。 皆目に 首が 

ゆに やつ 

廻らぬ。 ィャ 身共 も 御 同然。 今の は 何奴" 


ィ ャ私ぢ やおれ で ごんす と。 * 暗がりに 

すっくと 立ちし 長 五郎。 そ りやこ そしれ 

もの 油斷 すな。 ヲ、 サ合點 と 刀 を 杖。 口 

は 達者に がけ ども 0 反 打つ 所 は； ia の 骨 ノシ 

R^i み 筋張り 立ったり ける。 ぉィャ 其樣な 

仰山な 事ぢ やない。 マァ 下に ゐて 下さん 

せ。 サァ /、く。 一寸々々 とせり 立て 

られ。 a 默れ長 五郎せ はしない。 何ぢ や。 

われが やうに 痛みの. ない^と は 遠 ふぞ。 

假令難波道$^傻 へ 行く^が 近 ければ こ 

そ。 シャ ほんに 痛み を かしい。 有 右 は ど 

うぢ や。 $1： が 折れた。 卑怯な 長 五 郞諧待 

だ i しな  r» 

を 騙 投げ。 焚 喰 ゃ辨设 でも 騙し や 負ける。 

なぜ 名 乘らぬ 0 名乘り かけて 来るなら ぱ。 

ヲ 、此鄉 左衞門 日頃 習 ひ © いたる 刽術秘 

術0猿の木登り山雀の<#}？^^」 ェ、 & しい 

其 様な 事閉 きに や 来ぬ。 懦髮 がい ふ事搔 

摘んで 申す。 吾妻 殿の 身 I？ の 高 は 六 百兩。 

與 五郎 殴から 親方へ 渡した。 手 附金は 半 で 


金の 三百：. f  5!^ が 手^ら 渡した M 則ち 受取 

が发 にある と押披 き。 お 日 附の 所ナ。 GfJ え 

たか。 よごん すか。 跡 金が 一 兩 かけても 吾 

_ ^殿 渡さぬ は 廊の習 ひ。 それ を 速れ てお 

いた 與 五郎 殿。 此方 も惡 いぢ や。 けれど 

もお 前方が 渡し もせぬ 六お： 则を 渡した に 

よって。 n^n ^は^へ 連れて 去ぬ。 ィャ女 

房ぢゃ 奥様 ぢゃ何 ぞと贅 らしう 云 はしゃ 

る 故。 おい 人な り ふっとした 出来心 C 併 

し i 方に は 三百 兩手附 波して 置く。 今で 

も 跡 金の 一 二： 白兩 さへ 調へば そつ こで 請 出 

す 一二 百兩 0 都合 六 百 兩 でさら りと^が 明 

i お前 方 は 僅か 手附 百兩。 跡 金の 五 百 

兩ぉ國 元から 来る か 知らぬ が。 惣 ss^sl 敷 

方に は 格式が あって。 縱へ 金が あり 餘っ 

て も。 太夫？？ 1 出す 何 ぞと其 様な ぱっとし 

た * は 屋敷 方で はならぬ もの ぢゃ。 此方 

は 高が 町人。 山 崎で は 一 というて 二の な 

ぃ與 郞 ST それで さへ 金^と いふ もの 


が。 共 様に 五 器 皿 洗 ふ 様に 心安う はない 

もの ぢ や。 擧竟 お前 方 は。 今度の 身 請 を 

邪魔して。 吾妻 殿 を 遣り ともないが 精一 

杯。 意地の 惡 いとい ふ もの ぢゃ。 其 意地 

づく 私が K ひます。 申し 鄉左衞 門 様。 *• 

し 有 右衛門^。  S お 執 成し 一入 賴 み^る 

と。 7 シ 親方 思ひぞ 道理なる。 * 始終 を^ 

いて 鄉左衞 門お 右衛門に めくばせし。 ほ 

ム 、 成程 尤も。 屋敷の 格式 ある 故。 跡 金 

五 百兩調 ふまい とな。 さ うぢ ゃィャ 尤も。 

妻が 事 ふつつ と 思 ひ 切った ぞ ノエ 

イ^ら ば 思 ひ 切って 與五郞 殿 へ 事故な 

う。 ヲ 、 サ 二言 はない 思 ひ 切る。 ヲ 、 切 

ると S 拔 打に 有 右 衞門切 付く る。 腕首 取 

つて はね 倒す。 間 も あらさす 突掛 くる。 

鄉左衛 門が^ を 丁 ど 離に て^ 上げ。 おこ 

り や 何す るの ぢゃ。 ほで てんがう ひろぐ 

と。 i}^ が どす の贫乏 神。 相手に やなり 

兼ねぬ ぞと いふ は战。 何卒 了簡 付けて 下 


ん せ。 そり やもう お is 方 二人して なら。 r: 

此長 五郎 を 仕舞 ひ 付けさん すぢゃ あろけ 

れ どもつ 又：！^ も 手 も あり 足 も あ. 00 えい 

やっとう の 道 も。 へ 、 、 些と ばかり 知らぬ 

でもな し。 すり や 互に 身 どづく。 ナ。 大 

事の 事ぢゃ 何卒 了簡。 ナ 了簡。 ィャ 了簡 

ならぬ。 もう 破れ かぶれ ぢゃ。 可愛い 吾 

娄は 手に入らす。 跡 金 は才覺 ならす。 W ゼ 

めて おのれと i£M さしった りと 沈んで 

受 留め。 1^ スリャ どうで も 了簡な り ませ 

ン.  /  ^ 

ぬか。 了簡なら ぬ。 聢 とさう 力。^ い/、 

港 ならす ば斯 うぢ やと 腕 Is 臂 落し。 居 

ながら 投 ぐる 二人が 刀。 飛^3|の如く5^り 

^え。 突けば き。 投 ぐれば 沈み。 拔け 

っ^っっ殿1"がりに閃く稻^^。 是非に 及 

ばぬ？； I 髮が 段平 物の 拔 打ちに。 有 右衞鬥 さ 

が s&s^m^ 波 m。 畑の 舴道 踏みく じき 々 

うねり/、 て 切 結ぶ。 * 跡に 吾妻が お 輪 

うい？、 と與 五郎 諸共" うろ ノ\ 目玉に 記 


下駄の 市。 野手の 三と が遲れ ばせ。 與五郞 

吾妻 を ほうど；^ へ 。サァ してやった。 

3^ 左衛鬥 殿に 手渡しせ う。 ヲ 、 サ 褒美し 

て やらん と 7 シ驗 行く 向う へ長吉 ぬつ と 

立塞がり OS 野手 か 。市 か 。ヲ 、 兄 かえい 所 

へよう 來 たぞ。 ヲ、 * よう 来たと 兩 人が 

首筋 摑んで S: き樣 C 腰骨 ぼん/、 路 みの 

めせば。 コリ ャ赦せ 。兄が 怒った くと。 

機嫌 ii^ おくれた 顔。 長 吉は只 濡髮が 身 

の 上 如 と 尋ねる 中。 透 を 窺ひ與 五郎 吾 

妻。 宙， に 引立て 飛んで 行く。 ャァ 芋虫め 

ら味を やる。 それ 奪 はして 置かう かと。 

7 シ， を 慕うて 追褂 くる。 * 長 五 郞は癢 

左衞 門に 渡 合 ひ。 有 右衛門が 片足 片手 

に 引 擦り 廻す 畑 中 S 苛って 切 込む |§ 左衞 

門が。 急所 を 滅られ たじ/ \  く。 又 切 

付く る 向 見す。 性懲 もな き 死 損と。 すつ 

ばと 池の 泥塗れ "ハリ 愛に ありく 有 右 

衞門。 狼 眼の 同士 討 や。 * 芝居に 並ぶ 


茶屋 二階 か. -る 難儀の 時 知らぬ。 餘所は 

騒ぎの 一 踊り。 胸 踊らして 長吉 は。 一 一人 

を 奪 ひ 立歸れ ば。 呻く 整々 のた 打つ 音。 

» 長五郞 か。 さう いふ は長吉 か。 ヲ 、 a 

は 二人の 侍 を 切った か。 ヲ 、 サ今 ばらし 

てもう 止 を 刺す ばかり。 わり や 又 其 所に 

つか S 

どうして ゐり や。 與五郞 殿 を 捕へ て。 ャァ 

それ は。 コリャ く 濯髮 sfw へな 急く こ 

と はない。 此長吉 とわれと はな. * 今日 大 

分 約束した 事が ある。 ナァ合 か。 斯う 

さす まいと 思うて。 姉の 手前 を拔 けて 來 

た。 コ レ侍 衆。 長 五郎と 長吉 は。 今日 大 

分 達 引 をして 置いて。 さつば りと 譯が立 

つて あれば。 おり や 吾妻 を 連れて 去ぬ。 

おくれす と 切った くくと。 * 長 五郎 

に 力 をつ ける 7 シ詞の 謎。 * 其 間に 二人 

の 侍 を。 刳りくて 止の 刀。 押 拭 ひく。 

a 長吉々 々二人ながら とっくりと 仕舞う 

たが。 二人の 衆に 怪我 はない か。 ィャ怪 


我 はない が 長 五郞。 わり や 大阪に ゐられ 双 

まい。 ハテ 斯うす るから は 此濡髮 。心 は 々 

曲 

とっくりと 落 付いて。 ィャ 居られまい。 輪 

日 

？ ^"取って 與五郞 殿の 身に 難儀が 掛かる。 記 

さん こ は  ； 

コ レ與 五郞樣 怖い こと はない 二人な 力ら 

顫 はんすな。 ナウ 長 五郞 それ ぢ やによ つ 

て。 此衆 は汝に 成り 代って おれが 隨に預 

つた。 齒末 にやせぬ。 マ ァ 一 年と 半年 は。 

陰したら よから うと おれ は 思 ふ。 落着き 

所 は どれ 耳 寄せ。 ナ。 ム 、 。えいか。 サァ 

柱け。 H  、！ 1^ い 長吉。 與五郞 様 吾妻 樣隨 

分 御 無事で。 長 五郎もう 往き やる か。 濡 

髮樣 さらばえ。 長吉 いよ Z  、。さらばく 

の-かより。 何時の間にか は 下駄の 市。 野 

手の 三と がー 時に。 こり ゃ閉 いた。 長 

五郎 やらぬ と 取 付けば。 さそくの 濡髮身 

を か はす。 * ほぐれて 向う へ頭轉 倒骨兩 

人が 接に 固めて 7 シ 口に 袖。 長吉 どう 

8 

せう。 ハテ どうの かう のと 額閉 いたら も 2 


くが 破りよ c ソ レ毒食 はば 皿。 ソレー 寸 

ら. d る も。 ニ寸 切られる も W こり やか 

うと！ SSIKS.1f&*。 泥へ お だけ 突 込め 

ば。 詞： は 下駄で 不斷 泥。 * これが よ 

かろと 長 五郎。 揑 ねたる 土へ。 油 掉 木の 

打つ 如くに ゑ 込まし 。サァ えい。 詞往く 

ぞゃ往 けく。 地 やれ 急げと 0 胸 はとき 

つく 法 善 寺。 >w 七つ ぢゃ往 け。 地 足 を 早 

めて 一 昼 へ^れ 行く 

第 六 橋 本の 辻 駕籠に 相 輿 

の駔落 

地 思 ひなくて ハル フシ 薮 入した き。 親里に。 

與 五郎が 嫁お 照。 去らる-" となく 去る と 

なく 呼 戻されて 明暮 に。 辛氣 くの ぶら 

く 病 さの み 床に はっかね ども。 フシ つれ 

なき 床も懷 しき。 * ぉ氣 の^れ を 慰める 

下女が 按摩 も is 伽。 ™ 申し 御寮人 樣。 わた 

しゃ 先日お 隙 貰うて。 京の 芝居 見ました 


がな。. y 戶役 の 中 村 七三。 二の 替 りの 淺 

間が 嶽。 見て 參 りました が 面白い 事で ご 

ざり ます C 女形 は花并 吾妻。 奥州と いふ 太 

夫に なった よさ。 それ はく 七三が 傾城 

買 どうもい へぬ。 あれな り や ほんに どつ 

ちゃから も。 惚れる 箬ぢ やと 思 はれます 

で ござり ますと。 * 餘 所の 身に あた 

り。 詞ムン 其 花 井 吾妻と やら。 傾城に な 

るか や。 ァ 、見たい 事ぢ やなう。 吾妻と 

いふ 名で 太夫に なれば。 與五郞 様の 惚れ 

て ござる。 藤屋の 吾妻 も 同じ 事。 地 どの 

^ し 

樣に すれ ば 殴 達に 思 はる、 の ぢゃ私 や 見 

いひ 

たいと。 いと 1^ くよ/、 ひ よんな 事。 言 

損 ひの 出直しに 7 シぉ藥 上ぎ よと 立って 

つ. 《< 

一 了く。  SS えい.^。 え、。 ヲット 杖し よ 

かい。 て もし まな 物ぢ や。 太 助。 二十 六 七 

貫 あろ かい。 ヲ 、 あると も.^。 旦那が 

十四 五贯。 女中 樣が 十二 三 貫の 相與。 牧 

方から 橋 本まで。 五 百に は 安い もの ぢゃ 


ナァ^ 兵 衞。 ヲ、 勘 六と 喜兵衞 とが 閣取 W 

i. ちじ まん  y 

りに 當 つたら。 * へ たり をら うと 持 自慢。 

フシ つい 行 過ぐ る 門の 口。 詞 おっと 爱ぢ 

ゃぞ 下して 貰 を。 辻 駕籠 は 狭うて 膝 も 首 

もむ りくい ふ。 ャレ しんど や 地 

^行いて 些と 休まう と垂を ひらりと コ レ 

吾妻。 S5 かう 二ん 乘 つた 形 は。 角に いの 

> たて  けうと 

字 Cj 四 IT な 長 十郞。 見 立が きつ い カ莆珠 

おもしろ やえ ひ 

(かと。 Slig 落しても 口 へらぬ。 面白^ 

は ひ rllw フシ i^, に.. て や 直 るらん。 W 太 助 

は § 駕籠 げ C 詞 そんなら 甚兵衞 後 か 

ら 戻り や。 ヲ 、 お 約束な り や 程が 知れぬ。 

ヲ、 SPilii や e 且那 これに。 太 儀々々。 

サァ 太夫 どうせう。 どうやら いふので あ 

つたなう。 それ を^に 何の 談合。 * 奥樣 

も 来て ござり や。 お 逢 ひなされ てよ いや ト汲 

うに。 おっと 合點。 甚兵衞 は 何 盧ぞに ^ 

待た して おきや。 我が身 は 此處を 動き や g 

ん. wo ぢ やが おれ はつつ と 入ろ か。 賴ませ I 


記 日輪 曲々 媒双 


うと、， はう かと-. - S  くしゃら むしゃら も 

,i 一 nf き 3»の£ を 差 親き" むまし。 寐 

は 我等が お 內能樣 。幸 ひ 逢に 人 はなしと。 

つかく と 入って 枕元。 どし くくと 

足音に。 ふっと 目覺 めて 見合す 顏、 - S ェ 

ェ 與五郞 様-) よう お出でな さんした： 何と 

思うて 来て おくれな さんした： 何と は 我 

が 身に 逢 ひに 來 た。 さう 仰し やる は ®- な 

れど C  ffe にも そんなお！？^ は： 閒 初めの 

E§ め。 3 ァ 、幸 先の 惡ぃ 事い ふ入ぢ や。 

舅 殿 はお 留守 か： ィ、 H 臭に 御寢 なって" 

ム 、 寢て か： それで 半分 落着いた。 マ ァ 

お供に は 誰が 来たえ。 ィ 、 ャ 誰も 来ぬ 1^ 

が ある。 お 連 は どなた ぢゃ お入りと-" « 

挨拨 ながら 表の 方，" ちらと 素 振 を 見て取 

る 4|氣： a 與 a 郞樣閒 えませぬ： ぉ氣に 

入らぬ は 私が 科。 幾日お 宿に ござらいで 

もどう と 申した 事 はない。 父 樣の& -ぃ氣 

から。 親與.？5^兵衞に||らさにゃ。 何程で 


も戾 しゃせぬ と。 いぬ ことならぬ 私。 ira 

つ ら あて 

氣で いなぬ とお 腹立ち。 面當に 吾妻 K 連 

立って 來 てこれ 見よ がし- 私 や 近付に な 

り もせう C 父 様 は 何 慮で 立つ。 せ 昨夕 も 

讀んだ 本の 中 悟氣も 少し は 愛想 ぢ やと C 

書いて は あれ ど 怪我な 事 思 ひもせ にや 言 

ひもせ ぬ- - y ばかり か 父樣迄 それ 程お 前 

--ふ 

は 憎い かえ A 稠欲 なと 恨 泣き 傍で 閉き 

居る より" ：？：！ 聞く 吾妻が 切な さは C フシ 

身も悔 むより 外ぞ なき。 _s ィャさ うぢ や 

ない 有様に 言 を： おり ゃ隱 匿うて 貰 ひに 

来た。 H  、-) 父御 様の 御 機 嫁が 惡 うて か 

え- ィャ 親父 は 知らぬ けれど。 內へ 往な 

れぬ譯 は。 彼 所に ゐる あの 吾妻。 請 出さう 

とい ふ 客が あって。 どうも 濟 まぬ によつ 

て 速 立って a 落 C 景淸は 牢破り 吾妻 は關 

破り： 內へ はどう も 連れて は 往なれ す。 

誰を賴 まう 所 もな し C 賴 まう 人 は 我が身 

•± かり C 舅へ 沙汰 無しに して。 こそで 二 


人を隱 匿うて たもらぬ か： コレど うぢ や 

いなう： 《f サァ それ も 皆 私が 科。 ぉ氣に 

入る 樣に 生れたら 其 御 苦勞は させ ませ 

ぬ G  a ェ 、そんな 所ぢ やない。 隱匿 ふな 

ら隱匿 ふとち やっと いうて たもい のと。 

せ 急く 男に は 返事 もな く  7 シ 表へ 出で て。 

吾妻が 手 を 取り。 t しなければ 染々 とお 

近付の 挨-按 せぬ。 7 シ是 へ/、 と 連れて 

入り、】 お前 は 私が 身に 代へ て 隠匿 ひお 

ほせて 隱し拔 く。 與 五郎 樣 はお 館へ 早う 

ぉ歸り 遊ばせと。 地 聞く に 吾妻が 不思議 

立て。 憎い. W; ぢ やとお 叱り もない は C 錢 

しい 此身 とお 育 がら。 それに 不審 はなけ 

れ ども。 《s 舆五郞 樣は隱 匿うて 私 はなら 

おつ 

ぬと あり そな 事 C あちらこちらの 仰し や 

り 様。 仇 を 情で お返し は 氣の毒 がらせ 足 

らぬ のか。 ™ い- - えいえ。 つい 一 通りで 殿 

御 をば 騙さる と 思 や 腹 も 立と。 關 破り 

とい ふ 事 迄して。 命に 縣， 5 けて 舆五 郞樣 を。 a 


記 日輪 曲々 ほ-双 


思うて 下さる 吾妻 様 何の 憎う 思 はう ぞ。 

お 二人ながら 隠匿へば」 主に 逢 ひたいば 

つかりに 傾 域 迄 を 引 入れて と。 一途に 堅 

い 父 t 様のお 叱り は 知れて ある。 地兑す 知 

ら すで も賴 まれて 隱匿 ふが 人の 道。 これ 

は 又 深い 緣。 忍ぶ 身 はお 前ば かり 與五 

郎^^に科はなぃ。 お 館へ ぉ歸 りあって も 

雑 儀の か、 る 筋 あるまい。 吾妻 様 さ うぢ 

やない かえと。 地 おぼこな やうで も 武家 

育ち. てぬ く 義理に 恥 人り て フシ 顔 を。 

得 上げぬ ばかりな り。 * 與五郞 は 若氣の 

苦な し。 7^  rr レぉ照 。そんなら ば 吾妻 を 頼 

む C お. リ やもう 去ぬ るぞゃ 。どうで もさう 

せに やならぬ かえ 。どうやら それで は。 コ 

レ。 & との 間 ぢゃ 大事ない。 又 逢 ひに 來る 

わい の。 コ レ とっくりと 預けた ぞゃ。 ぉ氣 

遣 ひ 遊ばすな しっかりと 預 つて。 晚 から 

私と 二人 寢て 。廓の 話 も きゃんし よ。 ィ 

ヤコ レ。 わがみの 事 をお り や 何にも。 惡 


うはい やせなん だと。 * 可笑しい 尻へ 手 

の 廻る。 フシ 帶引緊 めて 立出づ る。 詞！^ 

殿 待ち やれ 往なれ まい。 連れて 走れば 同 

罪 週れ す。 關 破りの 與 五郎 はこの 治 部 右 

衞 門が 隠匿 はう と。 呼留 むる 舅の 顏. -は 

りと 二人が 愁 かに。 がげ そ \ くれて 手 持 

なく  7 シ 消え も 入りた き 風情な り。 iS ィ 

ャサ 今更に 何 遠慮。 娘 出来いた。 吾妻 を 

そなた 

ばよ く隱 匿うた。 サァ與 五郎。 其方 は 又 

あなた 

身が 隱匿 ふ。 ^! ィ 。そんなら 彼方 も 御 一 所 

に。 サァ^ 廣 ひやう こそ！ n あれと。 塊 手 

に 持った る 硯箱差 出し。 詞サァ 殿。 娘 

照へ 暇の 狀。 一通 書いて くれめ され。 ェ 

ィ。 いやさ 驚く 事 はない。 氣に 入らぬ 女 

房 を 持って 貰 ふ追從 に。 隱 匿った とはい 

はれて は。 この 橋 本 治 部 右衛門 人中へ 面 

署が濟 まぬ。 他人に なって 隱廣 へば。 治 

部 も 立つ。 お 身 も 安穩。 肩の 惡 いは 娘ば 

かり。 なんとせ う。 是非々々 書いて おく 


のつ びキ *  - 一と は. T め 

り やれと。 * 退 引 させぬ 詞詰 。はっと 一 S 

度に 三人が 心々 の當 惑淚。 _詞 ャァ 娘。 榮 

て言閒 かせ 置く に 何 泣く 事。 * 未練な 奴 

めと 叱る 片手に 硯箱。 引 寄せて 墨 磨り な 

らし。 詞書き やれ 與 五郎。 但し は 嫌 か。 

緣 切らす ば 潔白に。 我が がかく/、 と 

代官 所へ 訴へ うや。 緣 切って 隱匿 はる. * 

か。 緣 切らす に訴 へさす るか。 サァ どう 

ぢゃノ 、と 地 促 立つ る 程と まくれて。 返 

事なければ コレ 申し。 詞 私が 事 は 大事な 

い。 お 身 さへ 無事で あるならば 事 濟む後 

に はどうな りと。 お 心 休めに マァ 書いて 

と。 S いふ もお ろノ、 差 當る. -訴 入の 喊 

に 詮方な く。 遣りたい 暇 もやり 難い 義理 

へち i  みくだりはん 

も 糸瓜 も 一 つ 書。 ぉ定 りの 一二 件 半 手早に 

書いて 差 出す を。 中から 取って お 照 様。 

0 こり や 吾妻が 預 ります。 私が 見る 前で 

渡さして は 道 立た す。 というて お書きな 

されねば 隱匿 ふまい と 仰し やる し。 お 書 


きな された iSf の狀。 私が 預り ゃ事濟 むと。 

« 緣の 意氣づ くそれ 者と て。 7 シ諸譯 を 

立てし 捌な り。 * 折 も あれ 山 與 治兵衞 

^ あた 

我が 子か爱 に 來てゐ ると は。 しら 髮 天 窓 

あ ひやけ  かどぐち 

のおつ ぼう 髮供を も 連れす 相 舅の。 門口 

に賴 みませう。 與^ 兵衛で ござる。 治 

部 殿に 御意 得 ませう とい ふ聲 に。 壜見付 

けられな と 三人と も C 奥に 追 遣り出 迎ひ。 

き與 治兵衞 殿お 入りと。 地何氣 なけれ ど 

二人共 奥へ 入る 風見て 見ぬ 風。 見付けら 

れて もさ あらぬ 風。 7 シ 互に 一 物 ある 顔 

なり。 a 扨々 打絕ぇ 御意 得 ませぬ。 相變 

らすぉ 達者 さう で 珍重々々。 いやもう 私 

が 達者な より。 息子 殿の 達者な に ほうど 

困り果てました。 照は氣 色が よござる か 

の。 ィャ もう 投 * と 心よう。 物 も喷 ひま 

すか。 たべる とも/、。 そんなら 連れて 

い  いまぶ ん 

往に ましよ かい。 ィャ 先づ今 分で は 遣ら 

れ ませぬ 。サァ その 遣られぬ も 大方 合點 C 


とい ふと 事が 難 かしい。 臭が 迎 ひに 来る 

から は。 ハテ もう 利潤と いふ もの ぢゃ。 

何 かなしに 戾 して 貰 ひたい。 ィャ其 許が 

お出で 故。 照め は 潜え 戾 さぬ。 與 五郎お 

こせと いはし やる のか。 いや 與 五郎が 參 

られ たらば" いよ/、 以て 往なされぬ 0 な 

ぜ でえ すく  。與 五郎が 本心から 。照 を戾 

せとい ひこ さば 自身 は 愚か。 丁稚 小 わろ 

をお こすと も 遠 背な く戾 すが 道。 臭い 物 

に蓄 すると 押 付 業氣に 人らぬ。 ィャサ さ 

うい はんしゃん ない の。 嫁に 取る からお 

れが 娘。 野良め が 性根が 直らす ばお 照で 

を 立てる 所存 皆 迄い やん な。 我が 子に 

まで 金銀 を惜 み。 命 生害 及ぶ も搆 はぬ 

やうな 與次 兵衞。 人の子で 跡 立てる と。 好 

い 加滅な 事お いやん な 望みに ない ぞ。 ヲ 

ヲ望 みに ない 舆 五郎。 なぜ 引 込んで おき 

やる 治 部 右。 、ンャ いはして 置けば 詞か過 

ぞる。 放 の 加撩人 はせ ね ど。 傾城 を 請 


出し。 妾め かけに せう とも 誰か 咎めぬ 身 双 

上。 僅の 金に 手 支 させ。 義理に 義理の 迫 々 

つた 翫落。 見捨てれ らぬ の 難儀。 引 込 ^ 

ん だと 言 はる.^ が 面倒 さに。 綠 切って 隱 記 

匿うた。 ァ 、 それ も暝 いで 来た。 女郎 を 

連れて 走り をった と 新 町からの 付 答。 今 

日 も 明日 も 明後日 も醒杲 てた たわいな 

し。 身上が 氣 遣で 引 込んで 無理 暇取り。 

養 を 取る やうな S 耳 を かへ る 思案 ぢ やの。 

|g れ與次 兵衞。 太平の 代に 入らざる 武具 

馬具 寶代 なしても。 養 はる- -治部 右衛門 

ぢ やない ぞ。 諸 色 を 買 込み 直上げ させ。 

高利 を 貪り 人 を ひづめる。 むさい 汚い 人 

非人と。 この 治 部 右衛門が 性根 は 遠 ふぞ。 

ィャ 人非人と は 誰が 事。 わごり よの 事 さ。 

とさう か。 諄い く。 諄く ばか うぢ や 

と a せき 詰めて。 氣短 脇差 引拔 いて 打 掛か 

るを繹 にて 受け。 a 惡戯 すなと 刎 飛ばす。 

I  . いらだて めった  ^ 

* 猶 苛立の： 多 切り。 互に 8? かぬ 氣％合 


せ フシ ばっしく と 切り結ぶ。 地中 を 押し 

わる 息 杖 は 始終 线らす 立 閉く甚 兵衛。 該 

マゝ 、 、まあ 待た しゃ ませく。 待てと 

はものれ 何奴 ぢゃ。 i であらう とも 留め 

る。 思案あって 留める 私 ぢゃマ * く 

マ、 ノ、 どっこいな。 地 二人の 刀 を 息 杖 

で。 下にし つかと 押へ つけ。 S 先刻から 

の 一 部 始終。 お 一 1 人ながら 腹の 立つ もお 

子 達が 可愛 さ。 尤も ぢゃく と 尤も 序に 

留める も 尤も。 ぢ やと 思うて 聞いて 下さ 

り ませ。 4r の 喧嘩の 起り とい ふ は。 吾妻 

樣 とやら から 起った 事。 令で も ひょっと 

其 傾城の 親が 来て。 今の 割 ロ說閒 いたら。 

Ik ば dir か樣な 雲助で も。 ^とま ぁ悲 

しい 術ない こっち や あらう と は 思 はしゃ 

り ませぬ か。 思 ひ 遣って こつと らまで 淚 

が 溢れて。 留められ ぬからの 私が 思案と 

いふ は。 お 傾城の 親に 成り 代り。 私が 段々 

1 して。 若旦那 樣の事 思 切らし や。 浪風 


ぞ 

なしに 治まる ぢゃ ござり ませぬ か。 何卒 

わ J 一  1-  ひら 

私が お 願と。 * 思 ひも 寄らぬ 平 親み は。 

蔽 から 片 棒の 駕藐の 甚兵衞 7 シ心 ありげ 

に 見えに けり。 W ム、 すり やわり 樣が吾 

妻に 意見 をして。 思 切らせう とい ふの 

か。 ム 、其 所 も ある 治 部 右。 願 ひ 叶へ て 待 

っ氣 はない か。 ハテ 身共 とても 鸯ゃ 娘。 不 

便 さから 腹 も 立つ。 了簡 はした けれど 一 

旦 武士の 拔 いたる 刀 。サァ くく  ノ、。 

其 刀 を此甚 兵衞に 預けさし や つて 下さり 

ませ。 首尾よう 元の 鞘に 納まる やうに。 

働いて お 目に 掛 きょ。 * 平にく と 平 押 

に。 預ける 氣 より 預けた き 心 くろめる 黑 

鞠 朱賴。 腰から 拔 いて 投 出し。 85 サァ治 部 

ひぶん 

右。 サ 了 與 次兵衞 C これで 暫く 言 分 も。 吾 

妻が 返答 一 つに 極まる。 それ迄 はま あ 奥 

で。 甚兵衞 とやら 賴 入る と。 * 子 故に 詞超 

り緣 ォクリ 親と。 へ 親と は 連れて 入る。 * 甚 

兵 衞は刀 こて/、 と 鞘に 納める 受 合の。 


思案と りぐ 夫ぞと は。 知らぬ 吾妻 は 落 ぬ 

付きし。 樣子を 道に 待合 はす 放 駒へ 知 さ 

んと。 88 甚兵衞 どのく。 ヲ 、 麦に か。 あ 

tit 

の 此方 は此樣 子。 長吉 殿へ しらして 下さ 

れ 。アイ Z 、畏 りました が。 私も些 とお 前 

樣 にお 目に 掛り ましたかった。 幸 ひの よ 

い 所と。 * 近う 寄クて 跪き-" SS ぉ豐 大き 

うなった の。 母 はもう 三年になる かや。 

1ー** た  ど ミ 

ム 、此方 それ を 如何して 知って ぢゃ。 ヲ 

たと  ». 

ヲ 女房 や 娘の 事。 縱へ 隔てて ゐる とて 

知らいで かいの 知って ゐる。 ャプ そんな 

ら 此方 は。 ヲ 、 ぉ吉が 連合 其方の 親 わ ェ 

ィ扨 はお 前 は父樣 かと。 * いへ ど 不思議 

は 晴れぬ 顏。 》«ヲ 、合點 の 行く 様に いう 

て閗 かさう。 この 甚兵衞 は大阪 の聚樂 町 

に。 硖 家の 一 軒 も 持った 者ぢ やが。 商賫 双 

あら  かひ あは 3  、  F  ^ 

の 荒 道具 ひ よんな 物 買 合して 思 ひも 寄 々 

はら ひ それ  曲 

らぬ 誤り。 所拂に 夫から 散々。 六つの 年 輪 

ぢゃ覺 えまい。 繞は 一昨年 死ぬ るまで 狀 記 


記 日輪 曲々 疾双 


通に。 お も <1H は 藤屋の 吾妻と いうて。 

新 町で 一とい はる V 太夫に なって。 おと 

なしうな つて ゐ ますと。 閉 くと 其 儘 飛ん 

で 往て逢 はう と は 思うた がの。 それから 

此 さま。 よう 思へば 結構な 衣服 着た 女郎 

に 。おらが 様な 雲助が 親ぢ やというたら。 

よい 幸 ひも 落ちようかと 遠慮 は 不沙汰よ 

い 客が 附 過ぎて。 與五郞 殿 をよう あんな 

う ぼ/、 にし をった なァ。 おのれが 事で 

令 も 今。 親父 樣達 がすっての 事に 切つつ 

^^っっ。 間いて ゐ た此甚 兵衞。 術な いと 

氣の 毒な と 悲しい と 腹の 立つ と。 何程で 

も淚が 止いで。 昨日 洗うた 單物 W 文が 糊 

を 棒に振った C こり や 誰から 起った 事。 

長う はい はぬ あの 衆に。 意見して 思 切ら 

しませう と受 合った 詞が ある。 久し 振で 

逢うた 親が 初めての 賴みぢ や。 聞 分けて 

-ー なた 

思 切って くれ。 此方が 思 切る と。 與次兵 

衞 樣も與 五郎 様 も。 治 部 右衛門 様 もお 照 


様 も。 えいわい C 思 切らぬ との。 與五 

郞 様の 爲 にもなら す。 與 次兵衞 様と 治 部 

右衛門 様 は。 先刻の 通りえ いやつ とう。 

取 分けてお 照樣餘 りで おいと しぼい。 緣 

とい ふ 物 はしょ 事 もない もの。 今日 牧 

で鬧 取りの ^縛。 長いのに 當っ たも 思 は 

す 親子の 綠の 網。 乘 せて 来た 駕籠の 內吾 

妻と 閒 いてび つくり。 ある 綠は しょこと 

がない。 丁度 それと 同じ こと C 今 思 切つ 

たと て 有る 綠 なら 又 逢 はれる。 何卒 思 切 

つて 下され や。 コ レ賴 みます。 //\。 命 

も 懸けて ゐる中 を。 思 切って くれと いう 

て 親が 賴む心 はま あ。 どんな もので あら 

うと 思 ふ 。思 ひやっての 願ひぢ や。 コ レ閒 

分けてた も閒 分けてと。 * 啜り 上げく 

わつ とば かりに 咽 返る。 駕籠が 淚は息 杖 

の 7 シ 休む 隙な き 思 ひなる。 地 吾妻 は淚 

と-さ i 

押 拭 ひ。 今と いふ 今迄 も父樣 ありと は閉 

きながら。 お前 を 私が 父樣 とも。 知らぬ 


道筋。 フシ 勿體 なや。 野邊の 送りの 親の 

與 子が； 1^  くと こそ 閒 くも の を。 いかに 

知らぬ と いふと て も 現在 親に 駕龍异 か 

せ。 乗った 私に 神様 ゃ佛樣 が罰當 てて。 

なぜに 私 を 逆様に 落して 殺して。 下され 

ぬ。 神 ゃ佛が 怨めしい。 义其 上に 與五郞 

樣。 退けと 7 シ仰 しゃる 御意 見 も。 無理 

と はさら z、o  7 シ思 はね ど，^ 詞 よう 思 

うても 見さ しゃん せお 照樣 とい ふ奧樣 

の。 地 ある を 知りつ、 逢うた 客。 始の動 

め 後の 色女 夫に なろ とも 去ら さう とも。 

微塵 も 甲 5 やせぬ けれど。 いやな 客から 諳 

出す と 儘ならぬ 身 は 是非な くも。 連れて 

退いた る與五 郞樣。 輕 いお 身なら そ もな 

かさな 

いに。 逢 ひか、 るから。 令 迄 も 重る 節句 

年の 暮。 お世話になった 此 吾妻。 今 又 わし 

ゆ ゑ 難儀のお 身。 住せぬ 時に 振 捨てて。 

どう まあ 義理が 立つ も のぞ。 コレ手 を 合 

して 拜 みます。 ェなぁ 申し コレな あと。 親 §^ 


に 取 付き 泣く 娘。 粹な 育も淚 には譯 も。 

隔 もなかり けり。 S ヲッヲ さ うぢ や./ 

さうな うて は濟 まぬ ところ。 ぢ やけれ ど 

も其找 に。 此方 も 道理 彼方 も 道理。 道理 

お んな 

ばかりい うて ゐれ ば。 いつ つ いけ 同じ 事。 

其 道理 を 思 ひ 外し。 與 五郎 樣 の爲ぢ やと 

思うて.】 退いて くれ。 よ。 こり や。 親が 手 

へ ち £ 

を 合す 切って くれ。 糸 风 とも 思 やせん 

か 知らぬ けれど。 いひ か 、つた 親が 賴み。 

聞かねば もう 破れ かぶれ。 七生 も 八 升 も 

一斗 迄の 勘當ぢ や。 とい ふ は據。 ャ。 え 

い 人 ぢゃ思 切れく。 切れ/, \>ノ 、と 地 

迫 詰められ。 ァ イノ、。 切る か。 アイ。 

切る か。 アイく く  * の淚の 隙。 あり 

あ ふ刀拔 くより 早く。 南無 阿 彌陀佛 と 取 

直す コリャ させぬ わ。 II？ こり や 何す る 狼 

狽 者と。 S 持った る^ 物 も ざ 取れば わつ 

と 泣き。 S 生きて ゐる內 は 思 切らう と 思 

うても 0 どうも 思 切られぬ 得 切らぬ。 思 


切らねば 一 日の 恩 も 送らぬ 父 様の- »詞 背 

いて 勘當 受ける。 是が まあ * どう 生きて 

もられう ぞ。 父樣 留めす と 殺して と。 又 

取る 刀 を どつ こ いと 留めても とまらす い 

や /,.» く。 死ぬ るく と 競合 ふ 刀。 中 か 

ら 取った は 治 部右衞 門。 詞 子細 は 詳しく 

皆閒 いた。 吾妻 死ぬ るに 及ばぬ と。 地 刀 を 

鞘に とつく と 納め。 SS 扨 は S 兵衞 親で あ 

つた か 。いかさま 様子 あらんと は 思うた。 

其 許が 子 を 思 ふ も。 此治 部が 子 を 思 ふ も 

迷 ふ 心は昝 一 つ。 子なら で 親 は 泣かぬ 物 

を 生れる 時を悅 びと は。 地 W 時の 世から 

の 撝ぞゃ C  コレ此 刀 は 五 郞政宗 金 百 枚 

の 折紙。 地頭より 兼て 御所 望。 身 を 離さ 

ち. r- う 1 、ゥ  , 》■ し ろ 

ぬ 重 li^ なれ ども。 寶代 なして 吾妻 を 身 請。 

關 破りの 科 はこの 治 部 右衛門 がさつ ばり 

と拔 いた 上。 與次 兵衞に ssi? いふ。 ヲ 、 

承らう 治 部 右 殿と。 * 奥から 出 づる與 次 

、 つ  かしら ま る 

兵^1??が何時の間にゃらごっそりと。 頭圓 


めた 法體 姿。 是 はと 皆々 SII けば。 a アツ I 

ァ 、 治 部 右 殿。 有様 は 今日 來た心 も 息子 

めが 關 破る 金で なけり や 扱 はれぬ。 极ゃ 

直に 親の 手から 請 出して やる も 同然。 此 

5^ の 手前 言 譯が濟 まぬ から。 氣を 捜って 

5ff のし だら。 金の 惜しい も 子の 可愛 さ。 

金の 冥加に 盡 きる 與 2 郞ー 文で も 溜めて 

，き to^。 一 日な りと 遲ぅ 乞食 させう と 思 

ひ 。せ はった のが 今では 仇。 重代 を賫 代な 

し。 關 破りの 科 を 運して やろ と 思うて 下 

さ る 治 部 右 殿 。禮 のい ひ樣 がな さに の 。與 

五郎が 惡事を 引受け。 今から おらが 與五 

郞 入道。 法名 もっけて 置いた 釋の淨 閑。 息 

子め に は 名を讓 つて 山 崎與次 兵衞。 門跡 

樣へも 上げぬ 金。 有りた けこた け 出して 

なりと さつば りと 濟 します。 其 所に ゐる 双 

は 吾妻 女郞 。女房に とも 約束し やろ が。 了 々 

簡 して 妾に なって。 あの 性根の 直る やう 輪 

に賴 みます 7、-。 お 照 を 本妻に 立てて-置 記 


いて 下され c 諸 はこの fK 窓に 免じて。 

治 部 右 殿 あやまりました" 言 ひこ そ 召さ 

れね 息子へ の 恨 も 何も 眞平御 免。 幾重に 

もお 詫びく と。 *s 悟い 親父が 打って 變 

ひら. CSb 

へ 耻も惜 まぬ 平 詫に。 淚 一杯 目に 持って 

頭 を 下げる 親の 慈悲。 與五郞 夫婦 は 障子 

から i いて 陰に 手 を 合せ。 我が身の 不孝 

を 思 ひ 知り 7 シ 謝り。 入る ぞ 哀れなる。！ I 

サァ くくお 手丄 けられい 淨 閑老。 何 

の それに 及ぶ 事と。 * 心 解 合 ふ 相 舅 同士  0 

頭ば かり か 一 家中 7 シ圓 うなって ぞ 見え 

にけ る。 埯 吾妻 は 去狀取 出し すん くに 

引裂きく。 かう する から は 私が 心 疑 ひ 

なされて 下さるな。 _« ヲ、 が 来した。 何 

も かも 目出度い 事の. 4<K と。 地 悅びぁ ふ 

ふつぎ  ^rcs 

は 富貴の 門口 庄屋 名主が あわた e しく。 

S 代官 所から 治 部 右衛門に。 山崎與.？5^兵 

衛を 同道 致し 罷 W でよ との 急のお 召。 

壜 ァ 何事 か は 存ぜね ど サァく お出でと 


せり 立つ る = 詞ハ テ 心得ぬ ぉ召ぢ やな ァ。 

幸 ひ 與.？ 5^ 兵衞 爱にゐ ます。 支度して 同道 

致 そ 其 間 は 待 たれぬ 急 々のお 召。 サァ 

くくと 4t なくい ふ も 上 沙汰 詮方 

なぐ。 S サァ淨 閑老。 治 部 右 殿。 《f 參っ 

て來 うと 打 連れ だち 7 シ 代官 所へ と 行く 

统に。 If^ 子 押 開け 與.？ 兵衞 夫婦 飛んで 

出で。 BJ 人 マのお 召が 氣遣 ひく。 どうせ 

う. と。 地 狼 現へ 騷 げば n レ/ \-/^o 

何の 氣遣 ひご ざませ ぅぞ。 いや/、 

く。 吾妻 を 身 請せ うとい ふ 屋敷の 客。 

濡髮長 五郎が 切 殺した。 其 事に 就いての 

詮議で あろが。 長 五郞ぢ やと はい はれぬ 

義理。 了  、 氣遣 ひゃくと。 * 吾妻 諸共 

あぶ^^^^と 氣が氣 ならねば よご ざり 

ます。 e 此甚 兵衞が 往て閗 いて 来て。 樣 

子 を 先へ 知らせ ましよ。 そんなら 親む ま 

つかせと。 7 シ尻引 絡げ 飛んで 行く。  * 

道が うて 五六 人手ん 手に 寄 棒 どやく 


/1  BS どうで も 爱へ來 る やうな 隱 さに 双 

やならぬ お前 方。 地 まあ ノ、 爱 へ と 上 々 

戸棚。 夜具 引出して 二人ながら。 サァ此 ほ 

内へ くと 指圖 に； K れす 早速の。 假の隱 記 

1^ 戶を 立つ る 。間もなく 亡 八が わ、 り聲 C 

0 駕籠の 者が 知らして 来た。 關 破りの 與 

五郎 吾妻。 廓の 法に 行 ふ 出した ノ、。 ィ 

ェ く。 そんな 覺ぇは 此方に やない。 地 

餘所を 尋ねて 見さつ しゃれ。 ョャァ とぼ 

けさつ しゃるな いなう。 證人 を爱へ 連れ 

て來 た。 * 諍 ふまい と てっぺい 押し それ 

&*M 一  あなう おに 1 

でも 知らぬ。 BS 女ぢ やと つて * 力す の 

か。 て もつ ベ こ ベと ようい ふわ。 可笑しい 

所に 寝道具が。 權兵衞 喜 六 捜 そかい。 地 

よかろ くの 眞 中へ。 又 どやく と 三 四 

人手 拭 鉢卷髙 終。 上意 を 呼ば はり 込 入り 

込 入り。 88 子紬 あって 治 部 右衛門に 上 か 

ら のお 疑 ひ。 諸式に 封 をお 付けな さる。 

それ 役人 共 封印と。 地い ふより 早く 手 分 ， 


f 己 曰 輪 曲 々操 双 


けして。 押入 戶栩も 稀め たなり 簞笥長 持 

よろ づ 

膳 棚まで。 鍋釜 萬 も 打 込んで。 きりく 

しゃんと 封印 を。 つける もハァ く女氣 

の フシ 怖い くにお ど顫 ふ。 K ャァ皆 何 

奴 も 頭が高 い 下げう く。 附立 の 御 封印。 

少しば かり そ- - けても。 退 荷 同然 科 は 重 

罪。 吃 度 申 渡した と フシ 叱り。 つけて ぞ 

立歸る 。曲 輪の 者 共う つかり ひ よん。 S 引 

おさ 

戾 しの 轎 ぎり を 五々 ら めに 括られた 同然， 

けぶ さい 戶棚も 封印で。 大事ない く。 

五日 や 六日で 濟 むまい し。 中に をるなら 

干 殺し。 * 明日 來て 見よう サァ來 いと 

ォクリ 出て 行く。 へ 跡 へ * 大汙 になつ てす た 

く 甚兵衞 が。 ほサァ 難しうな つて 來た。 

與五郞 樣の事 に 就いて。 長 五郎が 侍 を 殺し 

あが ，や 

たと あやがぬ けいで。 お 二人ながら 揚屋 

へお 入りな された。 地ハァ はっと 一度に 

戶 棚の 内外 泣 出す。 聲に氣 のつ く甚 兵衛。 

詞與次 兵 衞樣ゃ 吾妻 はえ。 サァ曲 輪から 設 


議に 来て。 此 C へ隱 したり や。 お 上から 

封印 をた つた 今 付けて いんだ。 ャァ。 もう 

先 へ 廻った か。 封印 切れば 科が 增す。 と い 

あ. £ヒ 

うて 彼方 を此內 から。 出さす に は 置かれ 

ぬが。 5f どうした 物ぢゃ こり やどう せう。 

どうせう ぞいの どうせう と。 又內 外から 

泣 出す 聲。 88 ヲ、 其 封印 は 私が 切って 上 

げ うと 表から。 * は ひる ぼ 以前の 役人 一 

ko 詞曲 輪から 詮議に うせる 素 振 を 見 付 

ざい は. T 

け。 南無 三寳と 思うた 故。 在外れ で 人 雇 

ひ 思 ひついた 家財の 封印。 作者 は爱 にこ 

の長吉 と。 * 鉢卷 取れば 放 駒。 M ャァ長 

こ， た 

吉殿。 そんなら 此方が 封印 附け たか。 ヲ 

ヲ さて 折が 惡 かって 案じさし たと 立 寄つ 

て。 地戶棚 明けても うっかりと 物 を もい 

はす 出 もやら す。 詞與 五郞樣 長吉ぢ や。 

何して ござる サァ爱 へと。 地 手 を 取れば 

きょろ くく。  ！ B ハ 、 ァ 詮議に くる 

く。 親父 樣 はすん ぼろ 坊。 坊主 * 々小 


坊主。 * いたいけ な 事い うた。 ほろ- -ん め 

くく や。 IB これ 何い はしゃます。 長 

吉ぢ やわい なう。 何ぢゃ 町中 引渡す。 コ 

レ與次 兵衞樣 何い はんす。 申しく 何 仰 

しゃる。 今の をお 聞きな されて。 はっと 

思うて それでお 氣が おった か。 コ レ地氣 

をつ けて 下さん せと。 二人の 女が 取 付 

いて。 ス M テ 泣く 顔 じろ く 打 眺め。 K 其 

さ！ 

方 は 藤屋の 吾妻 かの。 合 吾妻 請 出す 山 崎 

與次 兵衞。 PS 輪を拔 けて それく く 

/、。名代の 走り 坊。 しったん/、 や。 法 

ぬけ 坊主。 これ は扭 とほる。 地當度 もな 

しに！ S 出す。 ソレ 留め ましてと 捕 ゆる 吾 

きちが ひち から 

妻。 氣逢 力の 手に 合 はねば。 どっこい や 

ら ぬと 長 吉が。 留めても。 留らす 引きす 

られ 共に。 狂 ふや。 一-一重 

. 第 七 道行 菜種の 亂^ 

大 S へ はてし.^ く。  7 シ狂 ふ與. 兵衛 を- 


s  S 長吉が KM やう/、 抱き §s むれば。 

なう 正 なきお 身の上。 吾妻が 顔 も 

兑 忘れて か。 これな うくと。 鍵り fr にく 

g  7 シぼ 名の 種 や。 菜 稀 畑。 ヲ 、 ィ。 

ノ、。  ，  S 呼ぶ も 木精 も 春風に 。フシ オタり 連 

れ てへ 楠ャ おの 1^5^ 堤 傳ひを それ ぞと は。 思 

ひがけな や。 3«3 ャァ^ 髮か。 土 ャレ吾 

^^!<^^放駒。 は/、 珍ら しゃ。 信 a 不 

S わ に 廻り 大阪の 人 n を 忍ぶ 身を以 て。 

此1§を：^||へ行くぶーされば我故御難^ 

と^ 捨てなら す。 我と 名乘 つて 出る 化 悟。 

« 先づ 旦那のお 颜 をと。 5- 二人 立 寄り 抱 

上 ぐれば。 むつく と 起きて。 -詞 ャァ長 

五郎 か。 コリャ 長 吉。 われ も 長。 われ も 

長。 二人 <3 口せ て S 蝶々 とまれ。 茱種 にと 

まれ と枝折^^し 。木 7 シ 春 に も育 つ 花！_^^ ふ。 

^ 長吉は の 味 知らす。 * 仲 郎は我 

が？！ S 知らす。 知らす 知られぬ 。屮 ならば。 

ギン 浮れ 初め ま い。 ナホ スフ シ狂 ふまい と。 菜 


種 を 持って てうく ノ、 ど。 g  二つの て 

ふ 打 たれて 二人 も額兑 合せて 立^る 

を o,< ほ ィャ /、知らぬ 。何にも 知らぬ。 

三下 リ欲 は 浮世の 放 駒。 傍で 見る めの 憂 

やつら や。 335 1 あれ 見や あの 通り ぢゃ。 

どうも 御兩 家へ 連れて はい なれぬ。 この 

長吉が 所に まあお 隠匿 ひ 申さう かと 思う 

てゐ る。 士ムゥ 尤も。 直々 の 世話 恭ぃ。 連 

れ まして 柱んで たも。 大ほヲ 、 いの。 おれ 

もい の。 おいの やれ。 合 我が ふる。 さと 

へ歸 らう やれ。 とい ふ は些と 持たせ 風。 

ハ 、 ァ ふりかけて 来る わく。 何と 吾妻 

久し やく。 鼓 吾妻 は 遠き 國 なれ ど。 

又 都に も 双び なき。 難 波に 稀な 太夫 職。 

一一 上 。いっか は 見 め 逢初め て かの 井筒屋 

の ra- 見の 夜。 俱に 可愛う。 なり 初めて 花 

ならば連理の枝。ひ^«らば比翼の^^變る 

まい ぞゃ ナホ スフ シ變ら じと。 フシい ひ < 乂し 

たは。 S 達 はぬ/、 四季の 花。 春 は矓に 


八重 霞。 ハズミ 柳 は 綠花は 紅。 フシ 共 紅の。 ^ 

疾 

で ゆかしき。 ゆかし 懐かし 逢 ひたしと 狂 々 

ひ。 廻り 駔け 廻り 7 シ草 水に。 かっぱと 伏 輪 

しゐ たる。 S  a 吾妻 はわつ と 泣 出し。 父 記 

r  みだれ ごころ  わし 

御 様の 御難 賤も亂 心 も 皆 私 故。 お 心の 付 

く様に仕枝はなぃか！：；：^五郞様。 何卒 療治 

もない 事 かと 夫の 介抱 片袖 は淚 を。 フシ 

留め 象ね ければ。 土 国ヲ、 其 歎 も 今の 間 . 

に 科 を名乘 つて 出る 上 は。 御 病氣も 御難 

儀 も 一時に 事が 滴む。 S ィャ /、 惡 から 

う。 今汝 が名乘 つて 出る と。 與次 兵衞殿 

から 事 起る と 却って 家に 疵が 付く。 隱れ 

る だけ 隱れ るが 却ってお 爲ぢゃ コ リャ。 

長 吉が詞 を 立てよ。 土ィ ヤノ、 それでも。 

信ィャ /、く。 大ほ地 競合 ふ 中へ 割つ 

て 入り。 せ 仲 あれ/、  く。  _1 あの 行く 舟 

は 京 上り。 ち \ り 人形 かなぎ さ 堤 を曳く 

わく。 一一 ー下リ 川の 瀬の せの ナ 。な、 せの 
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あはび ノ つま もナ。 つま もたいで ようさ 2 


記 日輪 曲々 蝶 双 


まよ ヲ、 淑で くらす。 合找は 11; 夜の ナ。 

I 二日 月 ょノ齊 にナ。 {^1:にちらりとょぅ 

ょヲ 、兌た ばかり。 オンド 踊 入が 兑た 

くば 色里へ ぉぢ や. d の。 色里の 踊 は。 花 

\  ぶ.， 

化 1 を しゃんと i-^ て 踊 振が 面. 0:。 告 野初瀨 

のォ トシ 花よりも 。下 ギン 紅號 よりも。 大 Jit 

き $ ^が 共 額 見ようと 走り 行く。 信 やら じ 

と留 むる 放 駒。 ョ氣 遣せ すと 1^1 髮は 河- s: 

の 方へ をち こちの。 んも 咎めん；；； i け/、 

/)0 地 ひらに 牧方 训れ道 さらば/、。 

土  n  賴む。 地く/^ と聲 ばかり 入 

和吿 ぐる 鐘の音に。 S 花 も。 散り 行く G 茱 

畑 所。 隔てて へ 落ちて 行く 

第 八 八幡の 親里に 血筋 

の 引窓 

欤 出入る や 巧 弓の。 八幡 山 崎 南 與兵衞 の 

お^ lir 我が 子 可愛 か ナ金を 出せ ナホ スフ シ 

さと 諷 ひし を。 S 思 合せば 其 昔。 八幡 近 


在隱れ なき 鄉 代官の 家筋 も。 木 7 シ今は 妻 

のみ 生殘 り。 地 神と 佛を 友に して 秋の 半 

は- r- じ や.. よ A や ♦* つり 乞つ， ひ かけに な  そな へ 

Q 放 生會。 夜宫 祭と i{ せと 掛 荷うた る 供 

物。 tss 母 は 神棚し つらへ ば 嫁 は 小 芋 を 

月 代へ。 子種 賴 みの 米 K 子。 7 シ H の數 

程 持出づ る。 コ レ嫁 女。 CT 兑 S 芋 は 明 m 

の晚 今日は!；： { せ。 殊に 日の 中から は 早い 

(0 これ はしたり。 お前が 明日の 放 生 

會を。 へ マ 曰から お供へ 遊ばす 故。 何にも 

かも. W 日から する 事と ヲ、 笑止。 コレそ 

のヲ 、笑止 はやつ ばり 靡の 詞。 大阪の 新 

町で。 都と いうた 時と は 遠 ふ。 今では 南 

與兵衞 が 女房のお はや。 近所の 人が 來た 

と 。煙草 吸 付けて 出し やん なや。 今で こそ 

零落 れ たれ。 前 は 南方 十 次 兵衞と いうて。 

人 も、 5- む 身代。 合が お果てな されて 

から 與兵衞 が 放玲。 鄉 代官の 役目 も揚り 

內證も 仕 縫れ。 此方の 手前 も 恥 かしい 事 

だらけさりながら。 詞此 所の 殿様 もお 代 


りなされ。 新 代官 は 皆 あがり。 古 代官の ゆ 

筋： in をお 尋ねに て 與兵衞 も 俄のお 召。 昔 

に歸 るは此 時と。 雜 行なれ ども 神い さめ 

の 供物。 蚤の 息が 天と やら。 お 上の 首尾 

が 間きたい の。 ィャ モウ それ は 御お 遺 ひ 

返ば すな。 お前の そのお 心が 通じて。 御 

出世で ござり ましよ。 地 早う 吉 左右 聞け 

ました やと フシ 待 兼ね 見やる。 * 表の 方 

編 笠に て 顔 隠し。 世 を 忍ぶ 身の 跡 や 先。 

見廻し 立 寄る 門の 口。 嬉し や 爱ぢ やと 

づ つと 入る。 お 母 は a- るより 詞ャァ 長 五 

郞か。 母 者 人。 ！？！ 1 髮 さんか 都 殿 これ はし 

たり。 拉は願 ひの 通り 與兵衞 殿と 夫婦に 

なって か。 マ ァ悅ん で 下さん せ。 私 を 請 

出した 權九郞 は。 椟が la 金 師で牢 へ 入る。 

たい-一 もち  まへ 

殺された 封 e 間 は。 盜 八の 上前 取りで 追剝 

になって 殺し 德。 何の 氣 がかり なう 添う 

てゐ やん す。 ハテ 幸； な 事。 同じ 人 を 殺 

しても。 運の よいのと 惡 いのと。 ハテ幸 


は *  しみ， *\ 

福な 事ぢ やの。 ィャ コ レぉ はや。 染々 と 

そなた  ちかづ 

した 話ぢ やが。 其方 衆 は 近付か。 アイ 曲 

輪での お 近付。 あの 與兵衞 も か。 ィャこ 

ひ VJ め しる ひと  さん 

れ はつい 一 目 知人 ぢ やが 又 長 五郞樣 がお 

前 を。 母樣と 仰し やる 譯 はえ。 ヲ、 不思 

議なは 道理々 々。 どうで 一 度 は 言 はねば 

ならぬ。 この 長 五郎 は 五つの 時 養子に 

遣って。 私は此 家へ 嫁入。 與兵衞 は 先妻 

の 子で。 私と はなさぬ 中 故に。 * 其譯知 

つても しらね 顔 あ そこ や 爱の 手前 を 思 

ひ。 かつ ふつ 音信 もせなん だが。 去年 開 

模參 りに 不圖 大阪で 見付け。 ™ 年た けて 

て- -ご  ゆ. TB- たかま ゝ ほくろ  そ なた 

も 父御の 譲の 高額の 黑子。 もし 其方 は 長 

右衛門 殿へ 遣った。 長五郞 ではない かと。 

問う つ 問 はれつ 昔語り。 * 養子の 親 達 も 

死 失せ 相撲 取に なった 咄。 歸 つて 與兵衞 

に咄 さう かと 思う たれ ど。 以前 を 慕ひ尋 

ねても 往 たかと。 思 はれる が耻 かし さに 

隠して はゐ たが。 ョ かう しらけて 來たか 


らは。 戾られ たら 引合し 兄弟の 1^。 負 は 

す Is ら すに 嫁 共に 子 三人。 私 程 果報な 

身の上 は 又と 世界に あるまい と悅ぶ 親の 

心根 を 思 ひやる 程 長 五郞。 明日 を も 知れ 

ぬ 我が 命と。 知られぬ 母の 痛 はしゃと。 

思へば せき 來る 7 シ 淚を隱 し。 S ィャ申 

し 母 者 人。 與兵衞 殿が ぉ歸り あらう と- * 

拙者が 事お 咄し御 無用 C なぜく。 ィャ 

相撲 取と 申す 者 は。 人 を 投げたり 放った 

り喧哮 同然。 勝負の 遣 恨に よって" 侍で 

も 町人で も 。斬つ てく 斬り まくり 。ぶち 

放して マァ そんな 事 私 は 致し ませね ど。 

男 をた て 通して。 一 家 一 門へ 難儀の 摧る 

事 も ある もの。 まあ 此商責 しま ふ 迄 は。 

お前と も あかの 他人。 枠 持った と 思 召し 

な /.- どぎ  . ； ：、 

て 下さるな。 何時 知れぬ 身の上。 これ 力 

お別れに ならう も 知れす。 おは や 殿。 與 

兵衞 殿へ も 母の 事賴 みま するとい うて 下 

され。 長 崎の 相撲に 下り ますれば。 永う 


お 目に か、 りますまい。 * 隨分^ 息災で 双 

ぉ暮 しと。 打 萎 るれば ャレ そんな 商賫 々 

せいで 叶 はぬ か。 長 崎へ も 何處へ も往か ^ 

すと 此內 にゐ て。 與兵衞 と共に 問 談合。 記 

其 かつ ぼくで は 何 さした とて 仕兼ね はせ 

まい。 ナウお はや。 さう で ござり ますと 

も。 御兄弟と いふ 事 主 も 聞かれましたら 

悅 ばれ ましよ。 マァぉ 茶漬で もナ お袋 樣。 

ィャく 初めて 來 たもの 錄 でもし ませ 

う。 あの 體は牛 房の? < 煮 。銷の 料理が 奸き 

であろ。 氣が 晴れて よい 二階 座敷。 淀川 を 

見て 肴に して 一 っ飮 みや。 うぢ./ \ せす 

> 一 しら £ ないた 

と往き やい の。 地 どり や 持よ と 俎板 や 薄 

匁の 錡は 身より 出で" 死 出の 出立の 料理 

ぞと。 思へば いと フシ 胸 塞がり。 ™ 申 

し 何にもお 構 ひなく とも。 1^ 楝の I 盃ぎ 

り。 ついた ベて 歸り ましよ と。 埯 母の 手 

盛を牢 扶持と。 思 ひ 諦め 堙草 盆" ォク 9 提 

けて。 へ 二階へ 萎れ ゆく。  * 人の 出世 は 時 お 


知れす 見出しに 預 り南與 兵衞。 衣類 大小 

申請け。 伴 ふ 武士 は 何者か。 所 目 馴れぬ 

血 氣の兩 人。 i も 其 身 も立留 り。 》8 こ 

れが 貴公の 御宿 所と な。 ィザ御 案内。 * 

お 先へ と 互に 辭儀合 ひ南與 兵衞。 7 シぃ 

そくと して 內へ 入り。 詞母者 人 女房。 

只 <fr 歸 つた。 ャ ァぉ歸 りか。 戾り やった 

かお 上の 首尾 はどう ぢゃ く。 ぉ悅 びな 

され 極上々。 マァ嬸 しい。 則ち 此 如く 衣 

類 大小 下し 置かれ。 名 も 十 次 兵衞と 親の 

名に 改め 下され。 昔の 通り 庄屋 代官 を 仰 

付けられ。 七ケ 村の 支配。 ャレ くそれ 

は 目出度い 事。 見れば 表に ぉ歷々 が 見え 

るが あり やどな たぞ。 あれ は西國 方のお 

侍。 密々 に 仰 合さる. - 事あって 御 同道。 

さして 隱す 程の 事で はな けれど。 暂く母 

人 も 御 遠慮。 地 女房 も 用事 ある 迄 差控へ 

よと 云 渡し。 表へ 出づれ ば：^ 姑 。 今 か 

らは 武士 交際 遠慮が 多い と 物 馴れし。 母 


と 嫁と は 立 別れ 7 シ 輿と 口と へ 入りに け 

り。 * ィザ お通りと 兩 人の 武士 を 上座へ 

押 直し。 B5 今日 殿の 御前に て 仰 付けられ 

し i が 御用。 子細 は 各々 方に 承れとの 儀。 

-iT ね もの とが 

先づ そのお 寧ず の 科の 様子。 地お 物語と 

尋 ぬれば。 年長なる 侍取敢 へす。 拙者 

は 平 岡 丹 平。 これなる は 三 原 傳藏と 申し 

て。 主人の 名 はお 上に は 御存じ。 當春大 

阪表 にて 兩 人の 同 苗 共 を 殺され。 方々 と 

詮議 致せ ど。 討った る 相手 行方 知れす。 

此間 承れば 此 八幡 近在に。 由綠 あって 立 

越えた と 申す。 さるに よって 當 役所へ お 

頓み 申せし に。 兄弟の 敵隨分 見付け 召 捕 

られ よ。 併し 夜に 入って は 當地不 案內。 

所に 馴れたる 者に 申 付け。 繩 かけ 渡さん 

とあって 貴殿へ 仰 付けられた。 子細と 申 

す はかくの 通りと 地 語る を 一間に 母親 

か。 耳 il てれば 此方に は。 女房お はやが 立 

むな さわ 

閒の。 蟲が 知らす か 胸騒ぎ。 * 與兵衞 は 


なん  おんみつ 

何の 心 も 付かす。 K 然 らば 敏討 同然 隱密 1 

隱密。 もし 左様の 儀 も あらう かと 。母 女 

房 ^13」 退け 御 內意を 承る。 何と。 その 討た 

れ さっし やった 御 同 苗のお 名 はな。 身が 

弟 は 左衞 門。 手前が 兄 は 有 右衛門。 ァ 

ノ平岡 鄉左衛 門 三 原 有 右衛門。 いかにも。 

フ ムゥ俾 存じ かな 0 ィャ 承った 様に も。 

ムゥ。 して その 殺した る 者 は 何者。 サァ 

其 相手 は 相撲 仲間で 隱れ もな き。 濡髮の 

長 五耶と。 《^閉 いて 母親 障子 を. ぴっ しゃ 

り。 おは や は 運ぶ 茶碗 をぐ わったり。 ハ 

テ 不調法な と 叱る 夫の 傍に 坐し。 7 シ翁 

も 樣子を 聞 きゐた る。 詞シテ 御 兩所は 何 

i を 目當。 先 づ此丹 平 は 當所を 家 捜しが 

致したい。 御尤もく。 傳藏 殿に は 思 召 

寄り は 何と。 手！ g が存 する に は。 最前 其 許 双 

へお 賴み 申した 緣姿を 村々 へ 配り 置き。 々 

油 斷の體 に 見せ どか ゾ\ と 込み。 牛 部 ほ 

屋柴 部屋 0 或は 二階な ど を 吟味 致したい。 記 


IB 日輪 曲々 S 双 


から 1- したや 

それ も 尤も。 ァ 、 大きな 體。 下家に は を 

りますまい。 鬼 角 二階が 心許ない。 先づ 

御 兩所は i 紫 橋 本の 邊を 御設議 なされ。 

夜に 入らば 拙者が 受取り。 假令 相撲 取で 

や i ら AJ9 

ござらう が。 柔術 取で ござらう が。 見 付 

け 次第に 瑰 打って お渡し 申さん。 其 段 そ 

つと も。 ャレ 其詞を 聞いて 安堵々々。 ィ 

ザ 丹 平 殿。 楠 紫 逢へ 參ら うか。 いかさま 

日の 內は隨 分 我々 働き。 夜に 入って お 頼 

み 申す が旰 心。 早 やお 暇。 然 らば 又晚程 

役所に て 御意 得 ませう。 * 左様々々 と 目 

If し。 7 シ 二人の 武士 は立歸 る。 地お は 

や は 始終 物案じ。 さし 俯向いて 居たり し 

さん あち  , 

が。 申し 與兵 衞樣。 味な 事を賴 まれな さ 

れ。 長五郞 とやら を 捕って 出 そとの 請 合 

は 。そり ゃマァ お前 ほんの 氣 かえ。 ハテ 

氣辣ぃ 物の いひ やう。 あの 侍に 由綠 もな 

く。 元より 長 五郎に 意趣 もな けれど。 今 

の兩 人が 願に よって。 お 上より 此 與兵衞 


ひとて 

に 仰 付けられた 其 子細 は。 關ロ 流の 一 手 

も。 覺ぇ をる 事お 聞 及びあって。 役人 共 

に 申 付く る 害 なれ ども。 當 所へ 来て 間 も 

なく 不案内。 住 馴れた 其方に 申 付く る。 

日の 內は あの方より 詮議 せん。 夜に 入つ 

て は 此方より 隅々 迄 詮議し。 何卒 搦め捕 

つて 渡せ。 國の譽 とあって のお 輯み。 * 

一 生の 外閉召 捕って 手柄の 程 を 見せたら 

ば。 母 人に も嚇 ぉ悅 び。 詞ィャ くく 

何/の それが お 嬉しから ぅぞ。 なぜ。 ハテ 

昔 は ともあれ。 昨日 年 日まで 八蟠の 町の 

>* え ひ iu  、フユ 5  もと 6 

町人。 地 生兵法 大疵の 基と。 ひょっとお 

怪我で もな された 時 は。 お袋 樣の 悲しみ。 

何のお 悅で ござんせ う。 =s ィャ いらざる 

女の 差 出。 わり や 手柄の 先 を 折る か。 * 

ハテ 折る も 一 つ はお 前の 爲 詞ャァ 此奴 

が。 何で 濡髮を 庇 ひだて。 但し は：^ が 一 

鬥か。 * 何にもせ よ^ 前で 請 合 ひ。 見出 

しに 逢うた 此 與兵衞 今迄と は 達 ふ。 詞返 


さば 手 は 見せぬ と 切 刃 廻せば。 詞ャレ 夫 

婦の諍 ひ必す 無用と。 地 母 は 一間 を 立 出 

で。 詞 最前からの 樣子 殘らす あれに て 聞 

きました。 何と 其 濡髮長 五郎と いふ 者。 

其方よう 見知って か。 一度 堀江の 相撲で 

のちい ろざと  ちょっと  > 

見受け。 其 後 色里に て 一 寸の 出合。 隠れ 

もない 大 前髮。 a§ か 右の 高 頻に黑 子。 見 

知らぬ 者 も あらう とあって。 村々 へ 配る 

人相 書。 地コ レ御覽 なされと 懷 中より。 

出して 見せた る 姿 IS を。 どれと 見る 母 二 

階より。 視く長 五郎 手 洗 鉢 水に 姿が 映る 

と 知らす。 目早き 與兵衞 が 水鏡 吃 度 見 付 

けて 見 上ぐ る を。 敏 きお はやが 引 恣ぴっ 

しんや  , 1 

しゃり。 フシ 内 は眞. 1^ になり にけ る。 讕ャ 

こり や 何とす る 女房。 ハテ雨 も ぼろつ く 

最早 日の 暮。 饤を點 して 上げ ませう。 ム 

ゥ はてな あ。 面白い/、 日が 暮れ たれば 

此與兵 衞が役 。忍び をる ぉ尋 者。 地 イデ 召 

2 

捕らん とすつ くと 立つ。 それ。 まだ 日が 高 お 


へ 者き ャ 詞 It 

行 何 ど 狼 I コ め 
く 虡" - リ 。 


いと 引窓ぐ わらり。 明けて いはれ ぬ 女房 

の。 7 シ 心遺ぞ せつな けれ。 港 母 は 手箱 

に嗜 みし 銀 一 包 取 出し。 ^-これはコレ御 

坊 へ 差 上げ。 永代 經を讀 んで貰 ひ 。未来 を 

助からう と 思 ふ 大切な 銀 なれ ども。 手：^ 

す 心 を 推量して。 何と 其繪 姿。 私に 寶っ 

てた もらぬ か。 ムゥ母 者 人。 二十 年 以前 

に 御實子 を。 大阪へ 養子に 遣 はされ たと 

間いた が。 何と 其 御子 息 は 堅固で ござる 

か。 與兵衞 。村々 へ 渡す 其緣 姿。 何卒 買 ひ 

たい。 ハァ 、烏の 粟 を 拾 ふ 様に 溜め 置か 

れた其 親 。沸へ 上げる 布 ^ 物 を 費しても。 

此縛 姿が お 買 ひなされ たいか。 未 來は奈 

落へ 沈む とも。 4 「の 思 ひに は替 へられぬ 

わい の。 * へ ツエ 。是非 もな やと 大小 投出 

し。 兩腰 差せば 十 次 兵衞。 丸腰 なれば 

今迄の 通りの 與 兵衞。 相 變らす 八幡の 町 

人。 商人の 代物。 お みならば 上げ ませ 

う。 あの 賣 つて 下さる か。 それで は 此方の。 


ハイ ャ 日の 內 は 私が 役目で は ござり ませ 指して 

ぬ。 * ハァ、 忝 やと 戴く 母。 * 袖 は變ら 1^ 出す 

ぬ 淚の海 。嫁 は 見る目 を フシ 押 拭 ひ。 S ィ を フシ 

ャ 申し 與兵衞 様。 あんまり 母御 様のお 心 母 は 抱 

根が 痛 はし さに。 大事の 手柄 を 支へ まし 

た。 撫 憎い 奴不屆 者と。 お叱り も あらう 

が。 產の 子よりも 大切に。 可愛がつ てく 

ださる 御 恩。 地せ めて はお 力に と俱々 に 

隱 しました。 常々 から も 萬 事の 品 包む と 

思うて 下さん すなと。 中に 立つ 身の 切な ィャ最 

さ を ス, 1 言譯。 淚に時 移り。 あはれ 數 そふ 前より 

暮の 鐘中ォ クリ隈 なき。 へ 月 も 待 宵の フシ 光 尋常に 

映 ゆれば。 詞ィャ 夜に 入れば 村々 を 詮議 繩 掛か 

する 我が 役目 。河内へ 越 ゆる 拔道 は。 狐 らうと 

川 を 左に 取り。 右へ 渡って 山 越に。 よも 存じた 

やそれ へ は 行く まいと。 それと 知らし れ ども „ 

やぶた たみ  あ ** 

て 甌出づ る 情 も 厚き 藪疊。 折から 月の 雪 餘 りと 

隱れ 忍びて。 樣子を 窺ひゐ る。 * 堪へ兼 申せば 

ねたる 長 五郎 二階より 飛んで 下り。 表 を お 志の 
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有難 さ。 眼 is 欽を 見せ ませうよ り は。 此 

家 を 離れて と。 堪へ に堪 へて をり ました 

が。 與兵衛 殿の 手： S も あり。 *^|ょりぼ 

とら  ゆる 

つ 付き 捕れる 覺悟。 御赦 されて と 1^ 出す 

を 取って 引据 ゑ。 SS ヤイこ &な物 知らす 

め。 おれば かり か 嫁の 志。 與兵衞 の 情 ま 

で 無にし をる か罰當 りめ C なさぬ 中の 心 

を 疑 ひ。 綺姿買 はう とい ひかけ たは 見通 

してた もる か。 たもらぬ かと。 胸の 內を 

IS かう 爲。 資 つて くれた 其 時の 接し さ。 

おり や 後 影 拜んだ わい やい く。 まだ 其 

上に 河內へ 越える 拔 道まで 敎 へ て くれた 

大恩 を。 何と 報じようと 思 ひ をる ぞ。 

コ リ ャャィ 死ぬ るば かりが 男で はない ぞ 

よ。 壜ヒ十 近い 親 持って 喧嘩 口論。 人 を 

殺す とい ふやうな 不孝な 子が 世に あらう 

か。 s 來 ると 其儘缺 椀に。 一 膳 盛と 望んだ 

は。 おのり ゃ牢へ 入る 覺悟ぢ やな。 それが 

どう 見て をら れぅ ぞ。 せめて 親への 孝行 


に 通れる だけ は 運れ て くれ。 * 生きられ 

なん 

る だけ は 生きて たも。 何の 因果で 科 人に 

なった 事ぢ やと どう ど 伏し 前後。 7 シ不 

覺に 泣き叫ぶ。 地お はや も俱 にせき のぼ 

す淚押 へ て。 申し^ 泣い て ござる 所 

ぢ やない ぞぇ。 夜が 明 くれば 放 生 會で人 

立が 多い 。今宵の 内に 落す 思案。 何卒 姿 を 

變 へ る 仕樣 は ある ま いかな。 ヲ 、 それ も 

心 付いて 置きました。 まあ 目に 立つ 此大 

前髮。 剃 落し ましよ ドレ 剃刀。 ィャ 申し 

母 人。 姿を變 へて 繩褂 からば。 よくく 命 

が 惜し さに とい はれる も 無念な。 侍 を 殺 

した 場で，^ 直に 相 果てう と 存じ ましたが 0 

死なれぬ 義理に て 生存へ。 一日々々 と 親 

の 事が 身に み。 ま 一 度お 顔が 拜 みたさ 

に。 お 暇 乞に 參 つて。 却って 思 を 掛けます 

る 。やはり 此 儘で 與兵衞 殿 へ 。お渡しな さ 

れて 下さり ませ。 スリャ どういうても 雜 

掛かる 氣ぢ やな" 覺悟 致して をり まする。 


よい わ 勝手にし をれ。 地汝 より 先にと 刹 

刀をァ 、申し。 誤りました。/^ サァ 

そんなら 剃って 落ちて くれと。 地 母が 手 

づ から 合 硬に か.. -る 思が あらう と は。 神 

ならぬ 身の ゥ 地 白 髮の此 身。 * 剃るべき 

髮 は^りも せで。 祝うて 落す 前髮 を。 フシ 

溴で 揉んで。 刹 落す。 老の 拳の 定まら や。 

わなく 震うて 先が きつく り。 ""ァ 申 

し 二 所 迄お 顔に 班が。 ハァひ よんな 事し 

ました。 a 幸 ひ 血 止と 硯の 墨。 べったり 

つけて 顏打 眺め。 P 大方 これで 人相が 變 

つた か。 肝心の 見知 は髙 頰の黑 子。 * 刹 

落さん と 剃刀 を當 てこと は當 てながら。 

て， -u  はめん S よ 

是 こそ は 父 裨の讓 り。 形見と 思 へ ぱ嫁 女。 

私 はどう も 剃りに くい。 „is 此方 賴む剃 落 

わたし 

して 下され 0 私ぢゃ とてむ ごたら しう 0 そ 

れ がどう 剃らる & もの。 ぉ赦 しなされて 

下さり ませ。 ァ 、 思へば/ \。 親の 形見 

まで 刹 落す やうに なった か。 ェ、 心から お 
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とはい ひながら。 地 可愛 いのもの やと © 

付いて ス H わつ とば かりに 。泣 沈む。 * 折 

もこ そ あれ 門口より。 濡髮 取った と 打 付 

ける。 かねの? 1^ 劍高& にび つし やり。 

ともしびた ちお ほ 

はっと 身 構へ 母 は楣。 おは や は 燈火立 S 

ひ。 n 今の は储か 連合の 聲。 長 五郞さ 

ん。 顔の 黑 子が 潰れた ぞぇ。 ヒャァ ほん 

に JJT に。 これ も 情と 母親 は。 フシ 表を拜 

みゐ たりし が。 * 豫て覺 悟の 長 五郎。 思 

ひ 設けて どっかと 坐し。 s« サァ母 者 人。 

お前の お 手で 織 を 掛け。 與兵衞 殿 へ お 渡 

しなされて 下さり ませ。 コレ 長五郞 

お前 は 氣が逆 分った か。 取った と 顔へ 打 

ほくろ 

付けて。 黑子を 消した 連合の 心。 又コレ 

この 打付けた 銀の 包に。 路銀と 書いた 一 

筆。 そこにお 心 付かぬ かえ。 ィャ 其 書付 も 

黑子を 消した 心 も。 骨に 徹へ 肝に 通り。 

過分 恭 さに。 母の 歎 も 御意 見 も。 不 

孝の 罪 も 7 シ思 はれす。 * かたはな 子が 可 


愛と 義理 も 法も辨 へな く。 助けたい/、 

と 母 人の 御 慈悲心。 暫く はお 心 休めと 詞 

に隨 ひ。 元服まで 致し たれ ども。 謂 一人 

ならす 一 一人なら す 0 四 人まで 殺した 科 人。 

なまな  ， 

助かる 筋 は ござり ませぬ。 愁 かな 者の 手 

に 掛からう より 。形見と 思 ひ 母 者 人。 泣か 

てわたし 

すと も 維 を 掛け。 與兵衞 殿へ 手渡して。 

ようお 禮を 仰し やれ や 。ャ 。ャ 。コ レ これ。 

こな.^ 一 

さうな うて は 此方。 未 來の十 次 兵衞 殿へ 

立ちますまい がの。 ヲ、 誤った 長 五郎。 

わし 

よういうて くれたな。 いかさま 思へば 私 

は 大きな 義理 知らす。 * 眞を いは^ 我が 

子 を 捨て - -も權 子に 手柄 さする が 人間。 

畜生の 皮 S り。 猫が 子 を 街へ 歩く 様に。 

隱し 遂げう とした は， 何事。 とても 連れ 

ぬ 天の 網。 一 世の 緣の 縛繩ひ おは や 其 細 

引で も 取って 下され。 * ィャ それで は 連 

から 

合の 心 を 無に なさる、 と 申す もの。 唐 天 

竺へ ござっても。 此世 にさへ ござれば 如 


何して なりと も 又 逢 はれる。 何 か はなし 

に 落しまして マ-さんせ。 SS ィャ なう 一 且 

庇うた は 恩愛。 今又繩 掛け渡す の は 生 さ 

ぬ 中の 義理。 晝は庇 ひ 夜は繩 掛け。 埔晝 

夜と 分ける 繼子 本の 子。 慈悲 も 立ち 義理 

も 立つ。 草葉の 蔭の 親々 へ の 言譯。 詞覺 

悟 はよ いか 待 兼ねて をり まする と。 地お 

はや を 取って 突 i?! けく。 手 を 廻 すれば 

母親 は。 幸 ひ 在 合 ふ 窓の 繩押 取って 小手 

し は 

縛り。 突 放せば 引繩 に。 窓 は 塞がれ フシ 

心 も 闇，、 地 暗き 思の 漀張 上げ。 詞濡髮 長 

五郎 を 召 捕った ぞ。 十 次 兵 衞は居 やらぬ 

か。 受取って 手柄に めされと。 地 畔ぶ聲 に 

與兵 衞は驗 入り。 詞ぉ 手柄く。 左様な 

うて は 叶 はぬ 所。 とても 遁れぬ 科 人。 受 

取って 御前へ 引く。 女房 どももう 何時。 

よなか 

されば 夜半に なり ましよ か たはけ 者め 

が 。七つ 半 を 最前 間いた 0 時刻が 延びる と 

役目が 上る。 繩 先知れ ぬ 窓の 引纈。 三尺 
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殘 して 切る が 古例。 目分量に 是 からと す 

しょ u-vii 

ら りと 拔 いて 縛繩。 すっかり 切れば ぐ わ 

f\(c さし 込む 月に。 南無 三寶 

夜が 明けた。 身 どもが 役 は 夜の 内ば かり- 

明 くれば 則ち 放生會 C 地 生ける を 放す 所 

の 法。 恩に 被す とも 勝手にお いき やれ。 

ハ はっと 悅ぶ嫁 姑- - 合す 兩 手の 敷より 

も。 九つの 鐘 六つ 15 いて。 殘る 三つ は 母 

への 進上 (- 拙者が 命 も 御 自分へ。 それ も 

いはす とさら ば。 ゾ、。 さらば。 くの 

暇乞^れ て： こそ は ョ へ 落ちて 行く 

第 九 觀心 寺の 隱 家に 戀路 

のま ぼろし 

* 河内の 國の 片邊に 幻 竹 右衛門と いふ 

親 仁 あり。 心に 1^ む 節 もな く。 正直 一 遍 

齒に n を 着せね ど 付けし 里の 名 は。 し 錦 郡 

に侘 住居 近所の 若者 入 込んで。 相撲 稽古 

きせる く は 

の 地 取 場 は。 裹の 綠先緣 側に。 煙管 銜へ 


て 腹 這 ひ。 S コレ/ 、/、腰が 惡 ぃぞ。 うでない わい C 今の 様な 時 はト矢 5la にな 

右 を 指したら なぜに はたかって 歩み 出さ つて 止って IKI る C 向う から 仕掛ける 所で 

んぞ やい。 ェ、 其所ぢ や/.、 そり や 其 所 右へ なりと ソレ 左へ なりと 埕 ねたが よい 

な。 ぉ& にから 見て 居る が 皆 身の 耩 がさ と フシ 仕形 見 すれば。 -詞ァ 、親 仁 殿 此方 


；.! 麓に 藝 


ま 


の やうに 覺 えて 居れば。 大 坂へ 往て土 依 

の 上で 取ります わい の 0 さい やい。 5^、 方 

達 は 土 俊の 上で も耻 しうな い。 春 は 早々 

この 觀心 寺の 開帳。 其 時 は 是非 相撲 勸進 

元は この 竹 右衛門。 一方 は大 坂， 方。 寄の 

方は汝 等を關 取。 皆 おれが 世話 やい たれ 

ば。 何卒 大坂 方に 勝た したいが な。 ィャ 

そり や 取って 見た. S な。 ヲ、 さ うぢ や。 

くく。 したが おら は 名がない 親 仁 殿。 

性 を 見て えい 名 を 付けて 下され。 あいつ 

わい。 おれ をば 山伏の 様に 思 ふさうな。 

マ ァ大關 を 誰に せう ぞ。 ヲ、。 さっきに 

から 土 付かぬ 此次 郞吉。 おれ ぢ やく。 

ム 、 次郞 よかろ。 わり や 在所 は ど こぞ。 

ハテ 知れた 溢 川 郡。 ィ ヤ^川 郡と は名乘 

ど.？ ぞ  あらそ 

りに く かろ。 何卒 强 さうな 何に せう。 大 地 ィャ おれが 好き ぢ やと 口々 に 諍 ふ 折 か 

和邊 の綠を 取り。 御所 5f ィャ く。 餘り ら フシ 奥よりも。 申し 父 様。 風呂が よ 

名 過ぎる。 ^川 郡の 心で 御所 柿く。 ヲ い 埋 お召しな されと 立 出づる 娘のお 虎。 

むま  きゃくじん い 

ヲ その 御所 柿よ かろ。 マァ 甘い 名ぢ や。 詞ヲ、 客人 は 入られた か 。アイ 濡髮様 は。 
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コリャ く 娘。 濡身 では 風 引く。 浴衣 着 双 

蝶 

せて なぜ。 背中す つて 進ぜぬ ぞ。 ちゃと 々 

注け/、。 ィャ此 間から 江戶の 客人。 春 g 

の 相撲の 大關又 おらと は 遠うて 。第一 若 記 
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し 大兵。 何と 御所 柿 一 番 いて 見ん かい。 

是は よかろ ィャ もれ ぢゃ。 お. らも 地 取ら 

してく と。 ざ わつ く 內 に 浴衣が け。 IF 

ゆる 

搖ぎ 出る 長 五郎。 S ヲィ接 川 殿 風呂へ 入 

つて か。 親 仁殿辭 儀な しに 入りました。 

担えい 加滅 お入りな され。 ホ 、 これ は 皆 

若い 衆。 寒 取 前で 精が 出 やん すよ。 ィャ 

關取。 皆 若い者 共が いかう 貴様 を 見た が 

つて ゐた。 慰みが てら 敎へ て 遣って 下さ 

れ ぬか。 ィャ くそれ は 慮外。 見れば 達 

者 さうな 骨 組 。名 乘は皆 付 きゃんし たか。 

アイ。 k が 名 は 御所 柿此 村の 大關 でえ す。 

いや 何れも/、 丈夫な つくり？ トレ。 一 番 

a 接ん て 見ようと。 浴衣 ひらりと 飛んで 

下り。 四股 踏 固む る 力足。 總 見る より 俄 

に 後退り。 マァ われ 柱け 何い ふ ぞい C 

誰が 取らう というた ぞい マ ァ いけ 。く。 

ェ 、 誰の 彼のと 一 時に 皆 掛かれ やい。 ィ 

ャ。 竹 右 殿 さう でない 。私 も 久しう 地 取 も 


せす 。サァ 卸 所 柿と やら。 * 揉んで 見よう 

と。 呼び かけられて 頓 ひく。  s« 親 仁 殿 

行司 か 後から 吃 度 押して ゐて下 はれ や。 

ェ 、卑怯な 御所 柿。 灸据 ゑる やうに 思 ふ 

さうな。 そりゃ^^/,, \- 。其 所 ぢゃハ ァ。 

もう 仕舞 ぢゃ。 サァく /、 辏 いて 掛か 

れ。 郡 川の 勘兵衞 が。 目玉い からし 取 付 

けば 07 シ曾 じゃくり。 *P 古市の 丸十 郞が。 

か i ると 其 儘 7 シカ、 リ そつ 首 落しに ャこ 

り やならぬ と。 フシ 砂打拂 へば。 * そこ 

ら はぎ 田の 善 助が 四股 踏みならし。 皆 退 

けく/、。  38 地體ゎ いらが 關取 にぎつ 

ちりと 取る によって 今の 通り ぢゃ C なぜ 

あへ て 取らん ぞ やい。 嗲ァ參 らう * 掛か 

る や 否や コリャ くく/、 と。 W 刎ね 

かけられ 。さしもの 濡髮 背ける a 體 っコハ 9 

所 を 透 さす 後 抱に しっかと 緊め。 コリ 

ャ見 たかと 引 抱へ 上げても 。く。 フシ 地 

ばな  まぼろし 

放れせ す。 s 幻 掛聲。 そりゃく 其 所ぢ 


やく 腰 入れく 合 點ぢゃ リ合點 と 

こス  ， 含  また 

根 一 ばい。 力めば 左の 片足が。 向う の 股へ 

歩み 出で。 其 足 取つ て I 向に。 ナ ホス もたれ 

*  .  >  あ も：^ さ 

を 貪うて ひっしゃ りと。 地獄 落しの 餅 重 

ね 砂に 埋れ滅 す 口。  テモ ようした 物ぢ 

や 親 仁 殿。 是 では 名乗が つくまい かの。 つ 

くと も^, えい 名が あると 煙管 を 揚げ。 

ひらたぐ も 

只今の 負 相撲。 片 やにお いて 平 蜘々々 。 

八、、、。 ェ. 、面倒な。 サァノ 、く 皆 

1 時に 組 付け/、 ヲ 、 サ 合點。 皆 腰 入れ 

て。 エイ ャ く/、 押せ/、 く。 サァも 

うえい かと 一 押し 地 押されて 文 _« 堪られ 

や。 將棻 倒しにば た/.^/、 と フシ こけ 

廻る 折も折。 村の 役人い つきせ き。 詢 申 

し-,, ^竹 右衛門 樣。 庄屋 殿より 言 ひつけ。 

大 坂の 濡髮と いふ 相撲 取が。 人 を 殺して 

觀心寺 村へ 入 込んだ。 括って なり. ^ぎ 

へ て 置け。 明日 は 早々. K 坂から 侍 衆が 見 

える 笞。 今夜 中に 下相談。 竹 右衛門 所 は S 


分け。 若い者が 入 込む 程に 早う 呼んで 

來 いとで こざり ます 地ち やっと， V,,- とい 

ひさして。 7 シ.？ 5C の 在所へ 走り 行く。 地 

幻 は そしらぬ 顔。 何と 皆閗 いたか 。濡髮 

とやら が 侍 殺して 甌 落した 事。 此商寳 な 

れば 知らぬ でもない がわい 等 は 若し 知ら 

ぬか。 ィャが 中から 其嗜。 こちの 方へ も 

觸が廼 ろ サァ來 い。 皆い のかい。 ヲ 、竹 

右衛門 も 庄屋へ 往て譯 立てう。 * お 虎 は 

何處 に。 娘。 娘と 呼出し。 1 コリ ャ酒 でも 

燜 して 綾 殿 へ 進ぜ。 表 も 締めてお け。 誰ぢ 

や あらう と迂 li. に 明けな。 * 皆 來ぃ^ 

と ォクリ 打 連れ。 〈てこ そ 急ぎ 行く。  * 跡に 

濡髮只 一 人。 枕 引 寄せ 煙草盆 心 も。 7 シ 

濟 まぬ 後より C 地お 虎は欽 に 酒の 燜。 

片手に 肴 取 添へ て。 申しく 長 五郞樣 

サァ 御酒 上がれ。 申し。 ぢ ゃナ。 お前 

Q 身の 難 俵 も 皆 知って ゐる。 けれど。 吞 

やの 父 様が 合點 なり やつい 濟む であろ 


必す 苦にして 煩うて ばし 下さん すな。 幸 

わ/一し 

ひ 父樣も 留守。 ァ ノナ。 私 やい ふこと が 

だ んと  さ C いつ *v や 

澤山 ある。 長 五 郞樣。 日 外から 此内 へお 

出の 時。 一目 見る より テモ扨 も 吃と して 

色白な えい 殿御と。 a 思 初めて は 夜も寢 

られ す。 文で 委しう いうて 見ん と 廻らぬ 

筆で 認めた。 S 其 文 も 何處で やらつ い 落 

した。 耻 かしい 私が 方から 地寢 間へ いき 

いや  かぷ *- 

や 。嫌ぢ や。. （'と 頭 振ば かり。 すごく 

寢 間の 一 人寐 も。 お前のお 顔が 幻に 見 ゆ 

, .  VJ- さん くる £ ながもち ひつく  0- 

ると すれ は 憎て らしい 父 様の 車 長 持 吃驚 

し。 起きれば 現にち らくと。 暮 るれば 

夢に 長 五 郞樣。 心で 心が 悟られぬ と。 娘 

心の くど/、 と 悔み 恨めば。 読ム、 成程 

そ なた 

成程。 志 は 忝い。 何の 其方の 其心惡 うは 

受けぬ さりながら。 此長 五郎が 身 は 今 も 

知れぬ 命ぢ や。 想 か 情ら かしい 事い うた 

モ なた 

らすはとぃふ場に^11^、方の歎き0 マァく 

第 一 は 親 仁 殿が。 ァ 、長 五郎と いふ 者 は 


我が身に 難儀 ありながら。 人の 世話にな g 

る 上。 一人娘にまで。 歎き 悲む 憂目 を 見 

する 人で なしと 思 はれて は。 今迄 男と い 

はれた 濡髮が 分 も 立たぬ。 愛の 道理 を 聞 

分けて。 酷い 長 五郞ぢ やと 思うて ばし 下 

さるな と。 * 事 を 分けた る 一 言に。 詞サ 

イナ。 地 其 所 を 無理に とい ふ 私で もない。 

お 身に 難儀の ある 事まで 知って 居て この 

思。 BI はて 何とせ う。 仕舞 は 尼になる 覺 

悟。 必す 未来で 添うて 下さん せと。 * 立 

派に いへ ども ぢ /,..> と。 フシ 心 接り の 折 

からに。 地 竹 右衛門 は とっぱ か は 門の 戶 

敲 いて。 詞ぉ 虎く ちゃつ と 明け/、。 

地 あいと 娘が 撰 を。 はづ せば 駔 入り はた 

と 締め。 サ ァ 長 五郎 。大事 ぢゃ z、c 裏 

は觀心 寺の 藪 道。 それ を 右へ 行けば 大和 B< 

へ拔 ける それから 先 は 根.^ 第サァ /、早 ^ 

う 。くと 《? 急け ども 急かす 0 詞親仁 殿 輪 

なん  日 

何の 事。 ェ 、何の 事と はづきが 廻って。 記 


侍 共が 古市に 宿 取って 明日 は 早々 此 村へ 

来る 答ぢ やわい。 竹 右衛門が 所に ゐる綾 

川 こそ。 お尋ねの 濡髮と 村の 奴等が 注進。 

古市へ 只今と 閒 いて 顛倒。 サァノ 、く 

早う. （-./\ \。K  、段々 の 世話。 禮は 

1?^ に盡し 難しさりながら。 迚も 遁れぬ 長 

五郎。 母 者 人の 詞を 立て" *M 旦は 落ち 

たれ ども ノ  n レ 義理 ある 兄の 十 次 兵 衞っ 

人に 裙 めら れ ねば 母への 不孝。 其 外 

の 侍 共 は。 切って く 切拔 ける 氣。 もし 

其 古市に 居らる、 侍が。 兄 十.？ 5- 兵衞 殿な 

れぱと 《f ^出 づるを 押 留め。 s_s コリャ 

くく 待て. （-其 十 次兵衞 殿と は此中 

われが 話した" 南 與兵衞 の事ぢ やろ がな。 

何の 其 十 次 兵衞 が。 百姓 づれ を賴 みに し 

て。 其方 を 括って 連れて来い なぞと いふ 

様な 武士 ぢ やない わい やい： コリャ やい 

来て をる 侍 はな。 汝が ばらした！^ 左衞門 

^右衞 門め が 兄弟 共ぢ やわい。 とても 括 


らる X 氣 なら なぜ 十 次 兵衞に 括られぬ ぞ 

やい。 其 所 を 思うて 一 先づ 落す 氣。 一 つに 

は。 ァ 、何卒して 助けて やりたい。 もし 

爱で 縛られたり やお 虎め が 泣え をろ とそ 

れが おり や 悲しい。 此中緣 先で 拾うた 文 

何 心なう 見 たれば。 娘が 貴様へ 付 文。 テ 

モ扨 も。 a 親 はなうても 子 は 育つ。 陰 

裏の 豆 も 見ん 事お となし. S 氣 になり をつ 

た。 嫿が 居たら ば悅 ばう にと。 塊 嬉しい 

半分 悲しい 半分。 詞竹 右衛門が 娘ぢ や。 

まさかの 時。 未練な 氣 持つ 扠ぢゃ ござら 

ぬ。 たった 一 言コ レ 女房 ぢ やというて や 

つて 下され。 賽の河原へ 往 きをろ かと せ 

それが 悲しい。 く/、 ノ、 とどう ど 伏 

して^^れば 。娘 は 一 父 を伏拜 み。 親のお 慈 

悲と ばかりにて 泰 け淚 にくれ にけ る。 m 

ム 、 誤った。 十. 兵衞 殿に 義理の ある 身。 

是 から 直に 和泉路 へ。 それから 先 は 又 先 

での 分^。 ヲ、 聞 入れあって 過分々々。 


併し 餘り 夜&は 又氣遣 ひ。 コリャ 娘ソレ 双 

出立 持へ。 おれ も些 との 間； 1^ まう と。 地 蒲 々 

曲 

圑 一枚 丸寐の 夢。 お 虎 も 夢の 夫婦 連 ォクリ ^ 

打 連れ。 へ 一間に 入りに ける。 7 シ早 更け 記 

渡る。 山寺の。 鐘 も 現 や 九つの。 爱ら目 

馴れぬ。 大男 夜の 編笠大 脇差。 统に 忍の 

侍 二人 付 込み 來る とも 知らぬ顔。 門口に 

大聲 上げ。 竹 右衛門 殿と いふ は爱で IS  , 

ないかと つかう どに ふっと 目覺 し。 詞夜 

更けて 誰ぢゃ = 竹 右衛門 は ぢ やが 何の 

用ぢ や。 ィャ氣 遣な 事ぢ やない。 人 を 殺 

して 大阪 から ふけった のぢ や。 マァ爱 明 

けて 下 はれ 濡髮長 五郞ぢ やと。 * 閗 くよ 

り 外の 侍 二人が B. 合 ひ。 フシして やった 

りと 走り 行く。  * 幻 は合點 せす。 ™ て もさ 

つばり とした 長 五郞。 其 樣な長 五郎に 近 

付 はない。 ィャ 親分 殿 この 長 五郎に 用事 

あって. より 長吉が 《^來 りし ものと 戶 

を 明 くれば。 ャレ長 五郎 か。 長吉か C  3 


記 日輪 曲々 蝶 双 


互に 堅固で 目出度い 嬉しい。 ィャ。 竹 右 

衞門 殿に は 始めて。 話せば 長い 摘んで い 

ふ。 與次 兵衞殿 も病氣 本復。 吾妻 殿 はお 妾 

分。 お 照 殿 は 御 本妻。 廊の 出入 も 何も か 

も。 淨閑 殿の 銀の 威光で さらり と埒 明き 

めでたい だらけ。 ぢ やが！ 2r の 明かぬ は 彼 

の 鄉左衞 門め が 首 拔け。 鄕左術 門め が 一 

あ す 

家 共 一 つに なって。 明日 早々 此 村へ 捕り 

に 来る 其噂閗 くより 只 一 飛び。 跡 は此長 

吉に 任せて 一 先づ 落ちよ。 元服した も 幸 

ひ/、。 サァく 地 早う くと 迫 立つ る 

プシ 男の 意氣は 格別な り。 詞ィャ くさ 

うでない 長吉。 濡髮が 爱にゐ ながら。 此 

方 衆に 怪我あって は。 いよく 立たぬ。 

コリャ やい 長 五郎。 長吉 殿の 今の 程 事 を 

分けてい はる、 に。 この 幻が 詞も閒 かす 

踏 留まって 搦め捕られ。 その 十 次 兵衞殿 

にや 何 手柄 さす。 ィャ 母への 孝が 立つ か。 

^^理が立っか。 ヲ 、 さ うぢ や。 この 長吉 


が 折角 爱 まで しらせに 來た。 志 を 立てさ 

せぬ は H  、曲がない ぞょ長 五郎。 ィャそ 

れ でも 爱を 5?a げたと いはれ て は 立たぬ。 

ィャ 立つ くく。 コリャ やい。 長吉が 

詞 わり や 何と 聞く ぞい やい。 十 次 兵衞殿 

と *?  い 

の 八 「宵の 泊 は 高 安 郡。 其髙安 へ 柱て。 十 

次兵衞 殿に 逢 ひさへ すり や。 遁 げたので 

はない ナ 地 落ちよ くと 兩 人に 勸 めら 

れ。 是非に 及ばす 7 シ 立上り。 扭々 皆 

のい かい 世話。 此禮は 未来から。 長吉。 竹 

右衛門 殿。 此方 衆と 此濡髮 は。 どうした 

緣で ござらう ぞ 。最早お さらば。 女房。 お 

虎 もさら ば。 地 わつ と 泣 出す 障子の €:oft 

世の^れ 生死の 別れ フシ 思 切って ぞ 。急ぎ 

行く。 地 程なく 入来る 人 音 足音。 窺 ひく 

此家を 目掛け。 鄕左衞 門が 弟 平 岡 丹 平。 

有 右衛門が 兄 三 原 傳藏其 外 捕手 數十 人。 

膝 提燈に 道 を 照 させ。 丹平傳 T 威に 打 向 ひ。 

飼 長 五 郞は開 及ぶ 大兵。 殊に は 手練 迂潤 


に 掛からば 仕 損 ぜん。 貴殿 は 裏道 取卷か a 

れょ。 地 いかにも 左様と 三 原 傳藏。 供人 

に蹀し 合せ。 ぬかるな 合 點と言 捨てて フシ 

裏道へ こそ 取 掛け、 る。 * 丹 平 下知して 

村の 若者 呼出し。 詞コ リャく  C 最前 言 

付けた 通り * 心得ました と 門口 敲き。 

詞 親父 殿く 爱 明けて 下され 御所 柿ぢ 

in とり こし ざげ 

や。 晝の地 取に 腰 下 を 忘れて 置いた。 中 

の 印判 今夜 庄屋 殿 へ 持って行か ねばなら 

ぬ。 サァ (- 早う^ \» と 打 敲く。 埔 

心得 竹 右が 行燈 提げ e 戶 口に 差 寄り 小聲 

にて。 詞 御所 柿 か。 よい 所へ。 庄屋 殿へ 

行くなら 竹右衞 門が いひます る C 只ゲ大 

阪 から 濡 髮が來 て。 前後 も 知らぬ 大 いび 

き。 侍 衆へ 知らして 下され。 竹右衞 門 が 

注進と 早う いていうて くれと。 くよ 

り 表に 雀躍し。 詞コ リャ竹 右衛門。 かく 

いふ は 平 岡 丹 平。 其 濡髮の 召 棟に 向うた。 

ホ 、 出来した くこ、 明けよ。 ァ 、 これ 


これ ノ、 ィャ さう 仰山で は 仕損じ ぁタ o 

彼奴 は 間え し 大兵 殊に は s- 利。 寢入 ばな 

こそ 幸 ひ。 どれ ぞ棉 手の 內。 I 一人 程お 入り 

なされ。 年 こそ 寄った れ此親 仁。 三人 前 

はま だ 勝負。 地然 らば さう と 愚かの 丹 平。 

ぬかるな 幻 込んで をり ます サ ァ お出で 

と。 又 蹄し めて さし 足に。 二人の 捕手 も 

跡に つき 窺 ひ 入った る 障子の 內。 取った 

と 掛け 聲 7 シ 障子 獄 放し。 * 捕手 を 二人 

が 接に 引 敷き 口 を 留め。 長吉 よ。 むま 

いな ァ。 い やどう でも 老功 嚴 しい ^.-o 

長 五 郞も早 二三 里 は. It たで あろ。 もうば 

れ ださう か。 *勝手にせぃと拔<^〔せ0ー 一人 

の 捕手 を拜み 打ち C 音 はばつ さり 表に は。 

L お ほ 

す は 仕 果せた とい さみ 足。 奥 もばた ノ、 

フシ 足音ば かり。 死骸の 血汐 幻が 。體と 顔 

にべ つたり 塗り。 刀 を 杖に よろめきく 

戶を押 開けて。 、 無念 や 口惜し や 。命 

限りに 慟 きしに。 手練の 濡髮先 を 取り。 


二人の 衆 も あへ なき 御 最期。 まだ 某 老功 

故 御覽の 如く 手 は 負へ ども。 * され ども 

命に 氣遣 なし。 皆 踏 込んで 括って たべ。 

a ェ 、 憎い 濡髮 通すな と。 * 大勢 一 度に 

だんびら も Q 

切入れば。 心得たり と長吉 が。 段平 物の 

4  く  0 ザ-  あなた ひ  ， 

祷 切り。 彼方へ 退けば 此方へ 逃げ フシ 追 

つつ 返しつ 追 ひま はす。 * 竹 右衛門 は 手 

負の 眞似。 よろめき/,^ 捕手の 邪魔。 思 ひ 

入り 限り。 息 限り 上 を 下へ と。 三重へ 立 騒 

ぐ。 7 シ早ゃ 明 方の。 * 横雲 も 雪に 覆 は 

れ東 白。 道の 草葉に 降る 雪 は 我が身の 上 

と。 7 シ觀 念し。 If 觀心 寺の 出外れ 道。 大 

ゆんで  むな さわ 

竹繁る 弓手の 方。 人 音 騒げば 胸騒ぎして 

立 5* り。 詞拉は 落 行く 跡 へ 捕手 駐 付け。 長 

吉が さぞ 難儀。 竹 右 はいかに と * 行きつ 

戾 りつ 立 息ら ふ 向う へ。 傳藏 手の者 引 連 

れ それ 一! すなの 褂聲 に。 後 を 取 卷く平 岡 

丹 平。 SS 彼 扠が展 の濡髮 ならん。 組 ssl^ を 

定め I 一番手 迄 接め 置き。 後 詰 は 傅藏丹 平。 


後 は大竹 足場 は 屈竟。 * 切拔 けさすな と S!j 

下知 をな し 0 兩人 床机に 腰 打 掛け。 g 取 眼 々 

に フシ 控へゐ る 。地 濡肇 にこく 打 笑 ひ。 J 

詞ホ 、 、 面白い。 竹の 林の 土 接 入 。組んで 記 

はら や ぐら じってい  《= ん K- ら 

力、 らば 腹榷 十手なん ぞは 段平で。 めつ 

た 無双の 投切 せん。 * 琴柱 鞭 股 か \ らば 

>  か ひなな 

力- -れ 或は 捡り腕 投げ。 翁で お出 は 突 落 

し。 組 子 捕手の ひら ひ を 取らん と 裾ば せ 

折って フシ 身 構へ し。 * 刀 提げ 大肌晚 ぎ 雪 

の SPsJ 降る 雪に。 捕手の 首筋 ひい やり ひ 

ャ あせ。 吹雪に 卷 かれ 目眩き。 縱 りに 

足 i 跟。 入 交 へく 取 結ぶ は危 かり。 け 

る 一一 一重へ 次^な り。 * 難なく 組 手 を 打 伏せ 

切 伏せ。 m 立 つれば 丹 平傳蔵 堪られ す。 琴 

柱 刺股 捲いて 取らん と兩 方より。 追 取り 

掛かれば 長 五郞。 ョ 捕手の 拔身 我が 刀 左 

右に 提げ 上段に 来る 刺股 を。 弓手の 刀に 

發 矢と 受 止め。 下段に か、 る 琴柱の 鋭り。 

地 馬 手に 受けて は 身 を 交し。 ノリ 突けば 3 


記 日輪 曲々 峰 双 


背け 開けば 付 込み。 .K 竹. 三本 小脇に 搔込 

み 裾を拂 へば ひい わりと。 地 小雀なん ど 

の 如くに て 力めば おもりに 又し いわり。 

ひ と は. 5} はぢ 

詞 ノリ 組んで 取らん と 寄る 所 を 一 跳 彈く竹 

の 鞭。 傳藏丹 平 H; 劍 勝負。 斬つ て 廻れば 事 

ともせす。 * 難なく 刀 打 落し 滅多 無性の 

摑み 投げ。 膝に ひつ 敷き サァ汝 等び くと 

動かば 一 打ちと。 刀 振 上げ 振 廻し 旣に危 

く 見えた る 所に。 暂しく と聲を かけ 走 

り 来る は 南方 十 次 兵衞。 長 吉に繩 を 掛け 

家来に 引かせ 跡に 附添ふ 竹 右衛門。 是も 

供人 取卷 いて 動かせす。 十 次 兵 衞聲を 上 

げ。 聊爾 すな 長 五郎。 其方が 科 はいふに 

及ばす 合點 ならん。 其 雨 人 を 殺しな ば 科 

かさな  もとよ 9 

重って 首拔 けなるまい。 元來緣 者で はな 

い 他人の 十 次 兵衞。 其方の 心の 晴れる 仕 

や 5  ほど 

樣は是 と 《f 長 吉が繩 引 解き。 SS サァ汝 が 

組 留めし 兩人も 此方へ 手渡しせ よ。 サァ 

くと！？ nj 立てられ。 地 恭しと 首筋 摑んで 


投 出せば。 兩人 這々 起 上り。 ャァ十 次 

兵衞麁 忽々々 。 なぜ 長 吉が繩 i いた 依： 

最 屑な 捌き はさせ ぬ。 濡髮 めと 一 所に 括 

り 上げ なぜ 同罪に は 行 はぬ。 ィャ さう は 

いはれ まい。 なぜ どお い やれ。 長 吉は竹 右 

衞門 方に 旅 宿せし に。 人 違へ にて 切 立て 

れば 彼が 科と はい はれまい。 皆 其方 達が 

齒 相と いふ もの。 叉 竹 右衛門が 長 五郎と 

いひし も。 長 五郎 長吉。 紛ら はしい 假名 

故。 いそがし 紛れ 殊に 老人。 閗き 遠へ まい 

物で. なしと。 地ぎ 解され て！ 一人 共。 面 膨ら 

して 7 シ 閉口す。 55 ィャ長 五郎。 われ も 身 

の 欲に せぬ 事。 主人の 爲の 若氣。 事に よつ 

たら 御前へ 申 上げ 樣 にて 濟 むまい もので 

なし。 山 崎與次 兵衞は 屋敷のお 銀 方。 かれ 

これ 內綠も あるな れど爱 では 私の 沙汰。 

サァ長 五郎 立 上って 繩 掛かれと。 地 十手 

振 上げ 討って 掛かれば 濡髮 が。 切 込む 刀 

も 綠の網 結 ぼれ 解けぬ 兄弟が。 互の 心行 


逢 ひに 刀 蹴落し コリャ 捕った と。 膝に か 

ためて 駕籠 を 持て。 詞ぉ 上に て 言譯^ む 

まで 大事の 濡髮。 繩は 追ってい ざ/、 急 

げと打 連れて。 地大阪 さして 早 駕籠に 

る 長 五 郞長吉 が。 心 は 直に 竹 右衛門 竹の 

林に 住む とら も。 勢 もよ し 潔し。 心 もよ し 

ゃ與 次兵衞 吾妻 。ギン 山吹色の 菜種 畑。 花 

の 盛の 末 繁昌 動かぬ。 御代 こそ 久し けれ 


竹 田 出 雲 

寬延ニ 已已年 作者 連名 三 好松洛 

七月 廿 四日 

並木， 千 柳 


ゥの  たに  ふた は  ぐ 八  合 

谷 ぎ 軍  一一 3 

座 本 豐竹越 前少掾 


gs^v- の 將は國 の 爪牙 犬馬の 人 を勞る 

腿 を 以て 是を S ふ。 况ゃ 大功の 人 

に 於て を ゃ重ぜ すん ば あるべ からすと" 

漢甞に 見えし も宜 なる かな。 九郞 * 官義 

經 兄の 下知に 依って。 奢る 平家 を 討 亡し。 

朝家をゃすんじ^^らんと。 軍^ をうな が 

i ち-、 

す 堀川 御所 ォ 。シへ H 夜に 評議。 區々 な 

る。 いで 其 頃 は壽永 三年 一 一 月 半。 卿の 君 

の 御 父 平 大納言 時忠。 がに 須 磨の 皇居よ 

り 入來を 。儲の 7 シ 上座に す 、め 。ョ 先づ以 

て 遠路の 所 鉀苦勞 千万と" 挨梭 あれば さ 

れば ノ、。  .^揉々術を以て。 砷璽と八£/ 

の 鏡 は 念な う 奪 ひ畢 せし が。 十 握の 御劍 

は安德 1K 皇。 a 夜隨身 まし ませば 思 ふに 

任せす。 * 先づ 二種の 神寳 受取り 給へ と 


フシ ありければ。 謹んで 重拜 有る。 詞コ ハ 

忝き 御念 志。 これ 偏に 舅 君の 御 働きと。 

地え^ 喜の 詞に 時忠 重ねて。 詞扨又 平家の 

要害。 ^蛆 を賴 みの 地理 陣取。 * 中々 容 

易の 事に あらす。 則ち 繪圖に 記せり と 取 

出し手に 渡せば フシ 逐一 細見 ある 所へ。 

お 五條の 三位 俊成購 よりのお 使者。 只 <lr 

是へ 御出でと。 せ 取次ぐ 聲ゃ。 長袖の。 

フシ 花の香 名のみ。 菊の 前。 姿の つし り 

と .^-ォク=-たばひ。 頃なる 白菊の 露 をお び 

たる 如くに て 7 シ おめす。 瞭 せす 打 通り。 

* 大將の 御座 近く しとやかに 手 をつ か 

わ ら i 

へ。 as 妾 は 五條の 三位が 娘 菊の 前と 申す 

者。 父 俊 成 は 禁裏に て 千載 集の 役。 折 か 

ら 旅人と おぼしき 者。 此歌を 集に 加へ て 


給 はれと 一 向 願 ひ。 見れば 天晴 秀逸と 感 一 

じながら も。 私に 加 へん 事 もさ だかなら g 

す。 御 伺 ひの 爲參 上と。 地 入る 事 計り 詞 記 

數 いはぬ 色なる 戀 人の。 短冊 御前に 指 置 

くも フシ ゑし やく こぼる \ 風情な り。 地 

義 經も忠 度の 詠歌と 知れ ど さあらぬ 體。 

手に 取って 呤 じらる。 51 さ 波 や。 志賀 

の 都 は あれに し を G 昔ながら の山樓 かな。 . 

ハ レ 香ばし や あて やか や。 何 か は 苦し 

かるべき と。 賞美の 詞 を時忠 打消し。 a 

ャァ其 歌集に は 入れられ まじ。 罷りなら 

ぬと 傍若無人。 さ、 ゆる 詞を 菊の 前 

ィャ 申し 時 中；！ 様。 お聞きの 通り あの 歌 は 

父 俊 成 も 成 ^ 心し。 君 も 御 賞美 まします を 

集に 入れな とおつ しゃる は。 培 誤りば し 

有っての 事 か。 憚ながら 今 I 度吟 じかへ 

して 御 評議 あれと。 いひ も 切らせす ャァ 

55 心 かく。  S ソ レ其歌 は薩摩 守忠度 。白 髭 I- 

明 神社 参の 時。 志賀 にて 詠みし は 犬 打つ 3 


童 も 知る 所。 元より 忠度は 俊 成が 門 家。 

5 しろ 

* 弟子 ひいきに 平家へ 近寄り。 後 ぐらき 

此使 追つ かへ されよ と。 7 シ言ひ ほぐせ 

ぱ。 地菊の前^_,£寄って。 85ィャ申し。 弟子 

最廣に 家 へ 心 寄す ると は 大切なる お 

詞。 それに は 储なホ 、證據 とい ふ は 其方 

と薩 91-。 兼て より 様子 ある 事 知って ゐ 

る。 其 緣に俊 成が。 平家 を かば ふ 所存と い 

ふが 某が I, 吠り かと。 塘我も 平家で ありな 

がら 前後 揃 はぬ 詞戰 ひ。 義經暫 しと 止め 

耠ひ。 a 平家 方に 緣 有りと。 一 且 不審 立 

つ 上 は 俊 成 卿 迄 越度と 成る。 集に 入る 事 

かた かるべし。 さりながら 所存 有れば 此 

短冊。 蕤經が 預り鬼 も 角 も はから はん。 

地此 趣を傳 へ られ よと 始終 を さすが 良 

將の。 風雅の 返答 尤もと 時忠 詞を控 ゆれ 

ば。 力 及ばす 菊の 前 猶も指 寄り 手 をつ か 

へ 。 W 父资 1^ も此 秀歌 惜む 心に 候 へ ば 。跡 

よりよ きに 御 差 阖と。 * 思 ひ 定めし iliin の 


紫 も。 花に 嵐の 時忠 に。 心 接して ぉ暖申 

し。 五條の Is へ 立 歸る。 フシお 次の 方よ 

り。 * 武藏國 の 住人。 岡 部の 六 彌太忠 澄。 

熊 谷 次 郞直實 參上 と。 7 シ 披露 を 待た す 

立 出で て。 六彌太 御前に 手 をつ かへ。 誇 

^朝 公より 御 墨 付。 到来と 指 出し。 西國 

の 軍數日 延引に 付き 再三の 御 催促。 一 日 

も 早く 御 出 S: と。 地諫と共に.？5^郞直實。 

_1 君 御 存じられす や。 鎌 倉に は 侫臣ぉ ほ 

く。 義經は 平 大納言 時忠の 娘。 卿の 君に 

御 心 を 寄せられ。 亡 慮の かまへ なんどと 

賴朝 公に 護 言 申す 輩 も 有りと 承り 候へ 

ば。 * 時 移る は惡 しかりなん 。急き 御 出馬 

然るべ しと 7 シ詞を 揃へ 申しけ る。 K 大將 

蔸 i と 打 笑み 給 ひ。 ™ ホ 、兩 人が 諫 尤も 

ながら。 謀 を 帷幕の C にめ ぐらし。 勝 

つ 事 を 千里の 外に 顯 はすこ そ 始終の 勝利 

たるべき なり。 義經發 向遲な はる は。 安 

德 H< 皇所 持し 給 ふ 三種 Q 寶。 都へ 返す を 


拓く思 ひ 唐土 H<s へ も 渡す か。 地 若し 海 5 

み  <づ  あえつ ひ つぎ  5«- 

底の 水 屑と ならば 寶 fi の傳 へます。 日 

の 本 はくら やみ。 ス, -と やせん かく やと 

心 を 痛め。 詞是 にお はする 平 大納言 時忠 

は。 心 惰弱なる 御 方 なれば 騸 つて 緣 者と 

成り。 賴 むより 早驩け 入って これ 見よ。 

祌璽內 侍 所 は 我が 手に入る。 寳劎 は安德 

帝 御身 を 離させ 給 はねば。 術 を 以て あ 返 

さん。 * 要害 嚴 しき 平家の 備へ。 籍圖に 

霱 せて 案內を 知る。 見よ ノ、 方々 險組を 

賴 みの 油斷を 見合せ。 鹎 越より 眞 下り。 

詞 逆落しに 攻 入らば。 あわてふためくな 

家の 一類。 討 取る は 手 裏に ありと。 * 智 

仁勇備 の良將 の。 軍 慮 を 聞い て 諸 大名 

フシ はっと 感 す るば かりなり。 W ナウ 時屮 5 

卿。 一 且緣を 組みし 上 は^ 心なき 婿 SIT" 

天下 Q 爲の謀 御 心に さへ 給 ふなと。 地忿 

をな だむ る 頓智の 詞。 時忠は 然と 指 俯 B 

向いて 7 シ 居たり ける。 S 義經 重ねて。 f 


a" ャァ 誰か ある 用意の 制札。 * はっと 答 

へ て 高札 さ X げ裤 前に 指 置けば。 す つと 

立って 床の間の。 7 シ 筒に 生けた る 薄 櫻 

に 件の 短冊 結び付け いかに 兩人。 詩 今度 

の 軍 は 勅 錠の 一 毂。 私の 趣意に あらす G 

六彌 太は薩 摩守忠 度の 陣へ向 ひ。 御 願 ひ 

の此 御詠歌 千^ 集に は 入りし かど も。 勅 

勘の 御身 なれば 名を顯 はす を 憚りて。 讀 

人 しれす と 記されし 趣 を 演説し" 地 集に 

しるし 

入りた る 其 印。 此短册 を 結びた る 山 櫻 を 

るべ し。 ™ 又 熊 谷 は 搦手の。 經盛敦 盛 

固めた る須 磨の 陣 所へ 打 向 ひ。 若木の 樓 

を汝が 陣屋。 義經 花に 心 を こめ。 武 ー威坊 

辨慶に 筆 を 取らせし 高札。 此花江 南 所お  1 

なり  やった- フ とも； i も  てんえ い-】 5 え ふ 

也。 一枝 折盜の 輩に 於て は。 天 永 紅 紫の 

t に 任せ。 一 枝 を 伐ら ば 一 指 を 剪るべし。 

此 禁制の、；： を さとし。 * 若木の 樓を 守護 

せん 者 熊 谷なら で 外にな し。 其 旨 吃 度 

心得よ と 高 礼 は 直實。 歌 は 岡 部 に^びけ 


れば はっと 兩人領 i^f し。 心 を 含む 禁札 

の。 外 を 和ぐ 和歌の 道 花 をいた はる 大 

將に實 あり。 色 あり 情 あり。 恥 ある 時忠 

詞, ばく 不承々々 に 立 上れば。 义 "二人の 

勇士 も 返 出の。 底の 底意 を 堀川 や。 深き 

惠を汲 分けて 祝 ひ。 ことぶく。 三重 〈御代 

の 春。 * 柳樓ゃ 。松 梅 も f 力 皆 御 慈愛に。 

生 茂り。 北 野の 社祌々 と . ぷクリ 木の間。 

くに 打つ 幕 Q  f ン內は 女の 色 はえて 

フシ 都ぞ。 春の 錦な り。 * 九 郞義經 の 御 

臺 卿の 君。 幕 しぼらせて 出で 給へば 跡に 

付き/、 腰元 共" 申しく 姬君樣 C いつ 

にない そ は/、 と 何 を御覽 遊ばす と。 * 

尋ねられて されば いなう。 詞義經 樣は此 

社へ 每 日の fi?,? で。 則ち 今日が 滿る 日と 

けさ 程より it 參詣。 * ぉ道迎 ひの 心に て 

思 ひ 立った 此 遊山。 木々 の 花より 杠 葉よ 

り 早う お 顔が 見た さに と C 夫婦に 成って 

も 惚れて ゐる。 7 シ心 は詞に 出で にけ. り。 


«f 腰元 共も氣 をの ぼしう はの { 仝 目 か あ 一 

れ 社の 方より 編 笠 立派な 若 g 

衆 供に 連れ。 當世 風の やさ.^ ぉ姬樣 御ら i 

うじ やれ。 詞 よう 似た ぢ やない か. S なと。 

あまみつ かみ 

フシい ふ 間 程なく 九 郞義經 C 1K 滿 神へ 日 

參 にけ ふ 百日の 滿願 も。 人目 を 忍ぶ 深 編 

笠。 熊 谷の 小 次郞を 供の 丁稚に 引 連れて。 

フシ しづかに 下向 まし ませば。 a 鄉の君 . 

出 迎ひ。 88 けさと く參詣 遊ばして 今頃の 

御 下向 は C  * 定めて 道に 面白い お 心 寄が 

あつたで あろ 。さすられ なされた 此肌 を。 

改めたい と 引 寄せて。 ふと 股 ふつつ り。 

ァ イタ、、。 何が いた. S えま 一つと。 

地つ めった 跡の 紫 は 7 シ ゆるしの 色と 見 

えに ける。 港 義經も 御機嫌よ く。 病ィャ 

是は 迷惑。 け ふ は 遊山と 閒 きし 故。 大內 

は 色 所 嫁入ぬ 先に 結ばれた。 よしみの 人 

にもお 出合 かと。 * 遠慮で 態と 遲ぅ來 た ， - 

と。 もたせ詞に姬君は顔^^赤 め コレ申 


し。 そんな さもしい 濡 衣の 疑 ひ 受ける 覺 

え はない 0 わやくな 事 をと 計りに てお ろ 

く淚に 腰元 共。 K こり や 殿様の 皆 御 無 

に ひまくら 

理。 何 ぼ程隱 しても 新枕が 證據 人。 たい 

そに 有った かなかった かお 心に 覺 えが あ 

ろ。 ァレく 申しお 姬 様の 瘤が 上った。 

療治して 上げな され。 S 何 ぞで滿 足な さ 

さが 

れ たら 虫が 下ろと むりやりに 押 遣る もし 

ほ 行く もし ほ。 小次郞 来れと 打 連れて。 

慕の 內にぞ 入 給 ふ。 地 己が 心の だく ぼく 

に 人を埋 みて 平 山の 武者 所。 荷擄の 入と 

出合の 約束。 かたへ に 打ちし 幕の 紋目覺 

えの J« 荷 巴。 あほうな 事 を 企てて 我 身 を 

知らぬ 平時 忠。 跡に 績 いて 梶原平 次 幕よ 

り 立 出で 小手 招き 一 つ 所へ 寄り 集 ひ。 武 

さきだつ 

者 所 時 忠に打 向 ひ。 詞 先達て 景高を 以て 御 

願 ひ 申 上げた る。 彼經 盛へ 遣 はされ し 玉 

辯姬。 呼昃 して 某が 妻に せよ との 御 事。 則 

ち 今日 此 所で 瞎舅 の 結びの 1^ 外に 御 相談 


の義も ありと 景 高の 內 意に よって。 是迄 

推參 仕る と。 地挨 接すれば 打 頷き。 司ホ 

ホ 貴殿 を 婿に 取れば 此時忠 も 大慶 其 子細 

は。 義經が 邪智に 誇り。 三種の神器 を楚 

はん 爲 卿の 君 を 望みし を。 何 心なく 綠を 

組み。 神寶を ふかぐ と 渡した る 今の 後 

悔。 義經は 末.？ 迄 我と 同意の 者に あらす。 

何と ぞ娘を 取 返し 是 なる 平次景 高。 相 婿 

二人 都の 守護に 据ゑ おかば。 地 禁廷は 我 

が 心の 儘。 此上 もな き悅 びと 言 ふに 平 次 

はしゃ、 り 出で。 P ナウ 武者 所 。貴殿 も 我 

も 娘 達 を 女房に 貰うて 有りながら。 卿の 

君 は 義經が 館に 居らる i。 玉綠姬 は經盛 

が 西 國へ連 下れば。 兩 方ながら おも 長な 

談合。 サァ其 事 を 此平山 も 色々 工夫して 

ゐ ると。 地 案じに 時 忠打笑 ひ。 詞 〈、ァ 

いや 其義は 何より 易い 事。 經盛と^？頃日 

不中 になり たれば。 娘 を 戻せと 言 ひやら 

ぢ じゃラ 

ば緣切 つて 戾すは 治定。 又 卿の 君が 事 は。 


レ かう ノ、 と ffi. けば 平 次 M くより ぞ 

くく 踊り。 IS ハ 、 ァ 奪取れ と はお 智惠 3 

/■、。 幸 ひ 今日 も此所 へ 參詣と 間き し 間。 

首尾 を 窺 ひ 奪取らん。 扭此上 は 義經を 亡 

す 術が 阡 要々々。 a 幕の C にて 熟談 申さ 

ん。 い ざと 三人 立上り。 詞サァ 平 山 殿お 

出で なされ。 ァ いやく 貴様 は姊 婿マァ 

お出で。 ィャ 先づ舅 殿から 御 入り あれと。 

俄に 舅 婿 呼ば はり。 水の 月 取る 猿 松 ども。 - 

フシ 伴 ひて こそ 入りに けれ。 地 こなたの 

幕より 小 次 郞は勢 ひ 込んで 鼷 出す を。 待 

てと ー聲 かけながら 義經立 出で。 詞ャァ 

； く-小 次郞。 けしから ぬ 勢 ひに て 何虚へ 

行く やと 宣 へば。 君し ろしめ されす や。 

さいぜん  す 

此 前にて 三人が 最前よりの 相談。 末々 君 

の 仇す る やつばら かたつば し 打殺し。 禍 

ひの 根を拂 はんと 又 かけ 行く をャレ 早ま i 

るな と 引 留め。 汝 より 義經が 始終の 樣子 I 

は 知つ たれ ども。 軍 を 出さぬ 其 内に。 一 


人で も 味方の 勢 討 取る は 不吉々々。 又 某 

を 亡さん と 彼等が いか 程 もがいても。 燈 

心. で g 石 及ばぬ 事 。構 はすと も捨 置け と。 

地 さも 大様に 宣ふ 中。 幕の 女 屮聲々 に。 

a なう 悲し や 卿の 君樣御 自害 遊ば し た 

と。 地 叫ぶ に 義絵小 次郞も 驚き さわぎ 驅 

着 くれば。 御 痛 はしゃ 卿の 君劎に 伏して 

事切れ 給 ひ。 枕に^^^る 一 通有り。 こ は-訝 

しと 押 被き 見 給へば。 筆の 運び も 定まら 

す 讀むも 哀れの 文の あや。 詩 誠に 御館へ 

入りし より 幾千 代 迄 も 末 かけて 御 情 を 

受け 參 らせんと 悅びも 仇 夢と なる。 W 我 

が 親の惡 心と 見る より 心附々 にも。 あえ 

を 憚りと く/,^ と 繰返し 睛 終り。 勇へ ッ 

ェ 是非 もな し。 親の 惡 事に 心 を 苦しめ。 

世 を 見限りし か殘念 や。 死なす とも 湾む 

そ は 

べきに。 さすが 女の 細き 心。 お 傍に 居な 

がら 別れに も 我が身 を 恥 ぢて詞 さへ。 交 

さす 果てし か 不便 やな。 短き 契りで 有り 


しょと や、 御淚 にくれ 給へば。 悲し さま 

さる 腰元 共。 血氣に はやる 小，？？ C 郞も フシ 

俱に溴 にくれ 居た る。 暫く 有って 御大 

將吃度 思案 をめ ぐらし 給 ひ。 小 郞來ょ 

と 耳に：！。 コ レナ かう/、 とつ ど/、 に 

一一 15 含 めよ く 計へ とば かりにて。 編^に 人 

目 を 忍び。 7 シ 館に 歸らせ 給 ひける。 地 直 

あた り 

家 は 差 心得 邊を 見廻し。 -詞 卿の 君の 御 立 

ちな りと 高聲に 呼ば はれば-  * かたへの 

幕に は 平 山 梶原ス ハ よき；！ H 尾と 夕暮 時。 

頻 かぶりに 顔 かくし 家来に K. き 頷き 合 

ひ 手ぐ すね 引いて 7 シ 待つ 所へ。 元婢 

付 隨ひ御 乘物を 先に 立て。 小.？^ 郞 跡に 引 

添うて 歩み 來るを 見る よりも。 此 處彼虚 

よりむ らくと 走 寄って 乘物 を。 楚ひ捕 

らんと おつ 取卷 く。  次郞 すかさす 身 

構し。 ャァ盧 外なる うづ 虫 めら。 恭 くも 

我經 公の 御臺 卿の 君の 御乘 物。 狼藉 を 働 

いて 後悔すな ときめ 付く る。 ヲ 、 サく 


卿の 君 知って ゐる。 四の 五の なしに 渡さ 一 

ぬと 其 前髮首 さらへ 落す と 罵れば。 地 小 I 

次 郞は耐 り 兼ね 引抜いて 切り か.^ る を。 § 

こなた も拔 連れ 渡り合 ひ。 切 結ぶ 太刀 か 

げ に。 女中 は 残らす i 散って" 直 家 一 人 

多勢 を 相手 受けつ 流して 戰へ ども C さす 

が 小 腕の 言 ひが ひなく。 やうく 其 場 を 

切 抜けて 7 シ 乘物捨 置き 逃歸 る。 ず 

ァ もうよ いわ 長 追すな。 * いで まあ 早う 

戀 人のお 顏を 見ん と 平次景 高。 乘 物の 戶 

ぴ つく 

を 明けて 斯 くと 見る より 梅り し。 润ァ 

ァ こり や 死んで ゐる わ。 地 ャァ/ 、や あ 

と時忠 も。 平 山 諸共 指观 き。 驚く 中に も 

時 忠は添 へたる 一 通 こり ゃ何ぢ やと。 披 

き 見る より 又 仰天。 謂 ャァ扨 は 最前から 

相談した 。様子 を 知っての 自害と 見えた。 

ハァ * はっとば かり 差 俯向き。 ス予ァ 途方 

にく. d て 居たり ける。 * 景高 はくった く  S 

顔 C  asH  、^もない。 是は まあ どうせう 


ぞいな う 平 山 殿。 サァ どうと いうたら ど 

うせう ぞい。 申し 時 忠卿御 思案 は ござり 

ませぬ か。 ハテ 思案と いうて どうせう ぞ 

い。 得心で 死ん だれば ねだりに も やられ 

まいし、 此 儘で 葬禮 せう。 婿の 役に 景高。 

供 をして 燒香 めされ。 ハイ。 いや これ 末 

さ- プ  も 

重 殿 も 相 婿。 葬に 立た すに や 居られまい。 

さそ 

サァ くご ざれと 地 誘 はれて 平 山 は 不承 

不承の 7 シ佛頂 面。 S 時 忠は淚 ながら。 

き 平山景 高。 遠路 墓所 迄 御出で 御 苦勞千 

萬と。 * 禮狀 文句 を 口上での ベの 送りの 

營 みと 打 連れ。 てこ そ。 一一： 重 r 露 時雨。 地 故 

鄉を燒 野が 原と。 見返りて。 修理 大夫經 

おもし ほ からめで 

盛 卿 一 門の 人々 と。 俱に都 を 落 汐の溺 手 

を 固めん と。 福 原に と まりて。 手配 何 

ゃ萱の 御所し ばし。 假 居の 事繁き 中に 養 

子の 玉 織姬。 軍の 事 も 色事 も 綾で 見た ば 

かり 味 しらぬ。 行儀 育ちの 器量よ し 女房 

達と 諸共に。 浮世 咄の跡 や 先。 越中^ 次 


郞兵衞 盛 次が 妻の 裏 紫。 ひそく 聲 にて 

申し 皆様 ai 此亂 のない 先から 姬 君と 敦盛 

樣 。許嫁ば つかりで 御 祝言の 遲 いのは。 地 

どうした 事と 尋 ぬれば。 忠淸が 妻の 擤の 

尾。 K サァ じたい 御 姬樣が おぼこで。 し 

かけ を 待って ござる 故い つ 迄 も埒が 明か 

ぬ。 ちょび くさ 咄 もし かけたり。 入の な 

い 間にお 傍へ 寄って つめっても 見たり。 

御 祝言の ない 先に。 e 證の 祝言 は 濟むゃ 

うにせ にや。 姬 ごぜ は 立つ 物ぢ やな いわ 

いなと。 地な ぶれば 姬は眞 請に して。 ほん 

にとう からさう したら つ い 夫婦に なられ 

う 物。 それ 知らなん だ そして まあ。 寢て 

から 何とい はう やと。 袖 打 掩ふ其 風情。 

葉の 裏に r おく 玉 椿 色 を 含みて か は ゆら 

し。 S 取次の 侍 罷り出で。 詞時忠 卿よりの 

お ほ だ 6 げんぼ 

お 使者。 大館 玄番殿 御出でと。 地 知らす 

る聲に 女房 達。 ナウ 申しお 姬樣。 お 里の 便 

殿様へ 申 上げん と 三人 は。 打 連れて こそ 


入りに けれ。 參議 平の 經盛 卿。 時忠の 

使と 閒き 1 家ながら 不平の 中。 いかなる、 

事 か 言 送る と。 御臺 諸共 立 出で 給 ひ靜々 

と 座に 15- り。 詞時忠 卿の 御 使 #^。 これへ 

通せと 仰せの 內。 S 頰も形 も大館 玄番ぃ 

かつが ましく 長り C  S 主人 時忠 * 越し 候 

は。 先達 其 元へ 遣 はし 置く 玉 織姬。 未だ 

敦盛 殿と 祝 言 も 御座 なき 事。 是 以て 互の 

幸 ひ。 存 する 旨 候へば。 御灵し 下されよ 

と 主人が 口上。 則ち 迎 ひの 乘物 も。 用意 

致し 參 つたり。 地 早く 姬を お渡し あれと 

フシ さも 横柄に のべに ける。 地經盛 卿の 

詞を 待た す 御 臺所藤 の 方。 姬君 に 打 向 ひ。 

詞 ナウ 玉 織 親御から 迎 ひに 来たが。 いぬ 

る氣 か。 いに ともない か。 地 そなたの 心 

次第 ぞと。 尋ね 給へ ど姬君 は。 何と 返答 

いは 枕。 胸 も ふさがる 思 ひに て 7 シ指俯 i 

向いて 詞 なし。 I ゥ 返事の ない は。 い S 

己 

にたい 氣ぢ やの。 * ァ 、あちきな いは 人 


心ち ひさい 時から いつくしみ。 手し ぼに 

かけ 育て、 も 身 は 身で 通る とい ふが 誠 C 

暮れ か- -る 平家 を 捨て 日の出の 源氏に 與 

し 給 ふ 。親御に 隨分 孝行し やと。 スュ淚 交 

りの 恨みの 詞 。經盛 卿 打消して。 a" ハテぐ 

ど/,、 と is を 繰言" 源平と 引 刖れ。 互に 

心よ からぬ 中 娘を戾 せと ある こそ 幸 ひ。 

コ レく 玄番。 お 使者の 趣 承知 致し。 則 

ち 娘 を 返し 申す と。 立歸 つて 達すべし 。其 

方迎 ひに 參 りし 上 は。 此方より 人に 及ば 

や 。早く 姬を 連歸れ と。 地 仰せに はっと 大 

館 玄番。 玉 辯姬の 傍に 寄り。 謂 ナウ 姬君。 

何 を うぢ/、 隙 人り 給 ふ。 時忠 のお 心 は 

呼戾 すと 其 儘-.〕 嫁入の 御 相談。 コ レぉ悅 

びな され。 其 婿 殿と いふ は。 平 山の 武者 

つ ほら^ 

所 末 重と て 源氏の 兵。 姉婿の 義經 殿と 肩 

を. ii? ら ベる 大 大名。 あやかり 者と はお 前 

の 事。 サァく  * 早う 乘物 にお 乘り なさ 

れと立 寄る 中。 姬は とかう の 答な くやつ 


と 寄って 玄&が 刀。 拔く手 も 見せす 切 付 

くれば。 肩先 やつば と 切 込まれ 是 はと 寄 

る を 又 一 太刀" うんとの つけに 倒る i を。 

飛 掛かって フシと めの 刀。 地 さしもの 

經盛仰 fK に。 藤の 方 は 走 寄り。 a: ヲ 、 玉 

辯。 歷々 の 武士 も 及ばぬ 手際 心の 健氣。 

サァ くせ こちへ と フシ 誘 ひて C  a 女心 

の はしたなう。 いうて 今 さら 恥し い。 詞 

其 心 を 見る 上 は。 ナウ 申し。 * ヲ、 成程 

5 な. T 

と 御 夫婦 は點 頭き 合うて 藤の 方。 コレ 

玉 緩 。そなたに 見せる 事が ある。 地. 待って 

居 や \ と 言 捨て 一 間に 人り 給 ふ。 せ 無官 

の 太夫 敦盛は ハ义と 一 所に 出陣の。 用意と 

りな、、 なる 中に。 母の 知せ に 奥の間より 

御用い かにと 出で 給へ ば。 跡より 御臺女 

か はらけ 

房 達欽子 土器 携 へて。 ウタ ヒ君は 千代 ませ 

ナ ホス ® 婿 君 は 三國 一 と 祝し ける。 樣子知 

ら ねば 敦盛 は。 梅 りうろ ノ、  7 シ あたり 

を 眺めお はすれば。 * 經^ は取敢 へす。 


a; ナウ 敦盛陶 玉 緩姬と 婚儀の 結び。 其 1^ 一 

を 取上げられ 姬へ 差して 壽 をと。 地閒く  I 

より 染ぁ打 笑 ひ。 ™ 申し 殿様。 御 祝言の S 

なつと  -f 

盃は。 姬 ごぜより 飮 初めて。 夫へ 差す が 世 

上の 習 ひ。 S 思 召し 忘れの 樣に 存じます 

ホ 、 、 、 、と 7 シ袖 覆へば。 經盛 卿打點 

頭 かせ 給 ひ。 P ホ 、女房の 盃を 夫へ 差し。 

壽を祝 ふ 下つ かたの 婚禮は 其 通り。 譯を 

知らねば 不審 は 尤も。 幸 ひの 折 柄 なれば 

語り 聞かす 事 有りと。 堆 いひつ k 立って 

敦 盛の 御手 を 取り 上座に 直し。 其 身 は 次 

に 座 を 改め 0 地口 外へ 出さねば 知る 人 ある 

まじ。 そ も 此敦盛 卿 は 。我が 子に て 我が 

子に あらす 元 此御臺 藤の 方 は。 法皇に 宮 

仕へ = 御 寵愛 深う して。 御 al を 身に 宿せ 

しが。 人の 妬の 強ければ と。 先祖 平の 忠 

盛へ。 白河院 より 下されし 祇園 女御の 例 

に 任せ。 懷胎の 身 を 其 儘。 某が 宿の 妻に. 0 

賜りて あつ IT ありし 此敦 盛。 せ 我が 子と 3 


して 育てし が 院參の 折 ごとに。 《 ^人 無き 

^ に は 妹が 子の 歌に よそへ て 尋ね 淺か 

らぬ 御い つくしみ。 かく 由緒 ある 敦 盛な 

れ ばいかなる 高位 高官 も 望の 如く 成る ベ 

けれども。 ！3： 官位 を 受けて は 臣下の 列。 

重ねて 帝位 をき む 事 叶 はや。 かく 御 寵愛 

と*フ ぐ- プ 

ふかき 敦盛。 まさかの 時 は春宮 にも 立て 

给 はん 御 心 やと。 叙 慮 を 量り 今日 迄 態と 

官位の 望 もせす。 地拉 こそ 無官の 太夫と。 

呼ばせし ぞ や。 K 斯く 物語る 上から は。 

其.^ 器 は IK 盃 同然。 地 流 を 汲んで 玉織姬 

三々 九 度を納 むべ しと。 仰せ を 菊の。 滴に 

千代 を 結びの 番蝶 祝ひ納 むる 姬 君の 心の 

内の 嬉し さは。 フシ 早う 其 日の 暮らした 

からん。 * 經盛詞 を 改めて。 詞敦盛 卿へ 

願 ひ あり 都 騒動の 折 柄 e 法皇 御幸の 御行 

方 は 知らす。 御身 を殘し 止めても 襲ひ來 

る 源氏の 軍兵。 變 目 や 見せ 奉らん かと。 

* 心なら す 一 門と 諸共 是迄伴 ひ 申せし 


事。 撫ゃ 跡に て 法皇の 釵慮 苦め 給 はん 勿 

體 なや。 其 上 令 度の 合戰は 必定 平家 滅 

亡に て。 一 らす 討死せば。 都へ 伴 ひ 

申す 入 も 有る まじ。 御身 は是 より 藤の 方 

と。 玉 織姬を 具し 給 ひ。 都 は 未だ 騒し か 

らん。 暫く 北嵯峨 へ 御 入り あり。 折 を 見合 

せ 法皇の 御殿へ 移り 給 ふべ し。 せ 今生の 

封 面 も <fT. 日限り の經 盛。 暇 乞に 御顏 ばせ 

見せ もし 見 もしな されよ と。 ス M テ淚 にく 

れて宣 へば。 御臺 とかう の 詞も淚 玉織姬 

女房 達。 驚く 計り うっとりと。 フシ 顔 見 

合せて 居たり けり。 港敦 盛大き に 恐 入り。 

ぞんじ  ささ 

ハ存 寄らぬ 父の 仰せ。 生れぬ 先から 

親子と 成り 0 け ふ 迄 御 恩 を 受けし 事 。須彌 

蒼 ^ も 競べ 足らす。 縱へ 何れの si にもせ 

よ。 後の 親 こそ 親なら め。 東西 覺 えて 今 

日 迄 御意 を 背きし 事な けれど。 是 ばかり 

は 御免 あれ。 ！ 所に 出陣 仕り。 御馬の 先 

にて * 潔う 御 恩 を らせ給 はれと 淚に。 


くれての 御 願 ひ。 * 經盛卿 押 返し。 詩 一旦 U 

の 義心 尤も なれ ども。 親の 恩と。 天子の 御 

恩 一 つに 言 ふ も 恐 有り。 是非 IS; 承引な き 

ならば 法皇への 申譯。 某 は 切腹と 面色 變 

れば敦 盛 卿 C 詞ハ 、ァ 誤り 入り 奉る。 此上 

は 仰せに 隨ひ 兎も角も 仕らん。 ム、 都ハ 

歸り給 はんとな。 ホ 、承引 有って 嬉し や 

く。 源氏の 勢 は 丹 波路と。 津の國 の 街 

道より 二 ぎに 寄す ると 聞 及ぶ。 地 敵の 見 

ぬめの 浦傳 ひ。 難波大 江の 岸 を 越え。 河 

內路 より 上り 給へ 早う く。 畏 つて 敦盛 

は 用意と 一 間へ 入 給へば。 ョソレ 藤の 方 

玉 も 旅の 支度 を 急がれよ C ャ アコ リャ 

く染衣 皆の 者 。取 賄 ひに いけく と。 地 

仰せに 御臺は サァ。 ぉぢ やと ォクリ 皆 引へ 連 

れて入 給 ふ。 地 經盛悅 喜 限りなく。 詞サ 

もも  I 

ァ 心安し 是 から は 一 の 谷へ 馳向 ひ。 * 持 

口 を 固めん と獨 言して おはす る. 所へ。 內 ^ 

-&宗 盛の 使と し て雜兵 一 人馳來 り。 經 ？ 


盛 卿へ 火急の 御用と c 一通 を 差 出せば 何 

事 やらん と押披 き。 何 三 草の 合 戰味 

方欧 北。 是に 依って 主上 を 始め 門院 二位 

殷。 密に 讃岐八 島の 浦へ お開き 有り。 貴 

殿御 船 を 守護との 仰せに よって 迎 ひの 兵 

船 指 遣 はす C ク. g ぎ 出立 有る ベ き 由 <) ぉ讀み 

も 終らす 心せき 立ち C  サァ事 急な り猶 

豫 ならす。 豫て 妻子 に^れ は吿 ぐる。 再 

び 逢 ふ も 互の 輪廻。 地此 儘に 出 行かん 案 

内せ よと 使 を 引 連れ。 急ぎ 濱邊に 出 給 ふ-」 

フシ かくと は 知らす 藤の 方 。け ふ^れて は 

いっか 又。 長 * 逢見ん 事は片 糸の 結び 馴 

れ にし 夫婦の 綠 せめて 名 殘を惜 まんと。 

座敷 を そっと 立 出で て。 ョ 經盛鄉 我が 夫 

と S 尋ね 給へ ど 面影 は。 見ぬ 隠々 を爱か 

しこ 見 蹈 す 中に 落ち たる 一 通。 披き見 

るより：^ りし。 M コ レ /、皆の 衆 早う 早 

う。 殿 は 出陣な された わい のと。 呼ば は 

給 ふ御聲 に。 玉織姬 女房 達。 追々 に 走 


出で 一 つ 所に 寄 集り。 互に 顔 を 見合せ て 

は. 

呆れ果て たる 計りな り。 a か X る 折節 奥 

庭より 間近く 間 ゆる 轡の 音。 何事 やらん 

と 見る 所に。 江 戶敦盛 其 日の出 立に は 。雜 

鶴鏠 うたる 直垂 に。 ナホ ス鎧 は排 咸コ？ 同 

じけ の。 銷形 打ちた る 兜 を 着て-) 廿四 差い 

たる 染 羽の 矢。 ナホ ス重籐 の 弓 を 持ち ハズミ 

フシ 勇み 進んで 乘 出し 給へば-) 地 玉錢見 

るより 帶 引締め。 小 棲 かい 取り かひぐ 

しく。 長 押に かけた る 長刀 追 取り。 母 様 

さらばと 庭に 飛 下り。 7 シ 謇 面に 引 添う 

たり。 * 御臺は 驚き ャ ァく敦 盛。 S 都 

へ 登れと 父の 仰せ。 其 出立 は 心得す と。 

地尋 給へば 愚か や 母上。 月乂の 命に 從ふ 

は 一 旦の 孝行。 兄 上達 一 門殘ら す。 骸を 

さらす 必死の 戰場。 * 我 一人 都へ 歸り何 

面目にながら へん。 是 より 一 谷へ 馳 行き。 

父に 代りて 陣所を 固め 潔う 討死して。 名 

を 後代に とに むる 覺悟。 親に 先立つ f4 孝 


の 罪。 御赦 されて 下さり ませと。 ス モア 田 あ 一 

ひ 込んだ る 其 有様。 《s 母上 思 はす 兩手を I 

上げ ャレ でかし やった 敦盛。 P それで こ 

そ 我が 子 なれ。 * ヲ 、嬉しい フシ ぞ や/,. 

*1 なむけ  5 ちかけ 

S いで 餞別 を 祝 はんと。 召した る襠 ひら 

りと 脫ぎ。 ョ總 じて 軍に 立つ 時 は。 敵に 矢 

種 を 隱す爲 母 衣 を かける と聞傳 ふ。 是を 

かけて 出陣し やと。 地心の €： は筐ぞ とい 

や 力 やなぐ ひ 

はぬ 情 や 母のお。 簏に フシれ ちかけ 給へ 

ば。 ® ハツ ァ御 芳志 有難し く。  ™ "コレ 

/、玉 織。 跡に 殘 つて 我に 代り 母と に 孝 

行 あれ。 戰 場へ 連行く 事 は 叶 はぬ と宣へ 

ば。 地姬 はわつ と 泣 出し。 年月 待った 夫 

婦 の盃。 か はす 間もなく 搌 捨てて。 殘れ 

と はどうよ くな 0 わたし やど こ 迄 も 付い 

て 行く。 邪魔に なるなら 今爱 で。 お前の 

手に かけ 殺して たべ。 なんぼう でも 離れ 

はせ ぬと。 鞍に 取 付き 澄みに 鍵り 7 シ 歎き 2 

慕ふぞ いぢら しき。 ィャ 未練な り そこ 


放されよ と。 a あせり 給へば 御臺 所。 詞 

ナウ 敦盛。 一門の 人々 も 皆 妻 や 子 を 具し 

給へば 大事ない。 連れて 出陣々々 と。 

閒 くより 姬は 有が た淚。 母の 方 を 伏拜み 

暇 乞 さへ あら 駒の。 手綱に 引 添 ひ 勇み立 

ち。 女房 達 も 取々 に 御 見立て 申せば 敦盛 

卿 時刻 移る と 鞭 ふり 上げ。 詞然 らば 母上 

もうお さらば 。ヲ 、 さらば。 a さらば/ \ - 

の^れの 聲も 母の 耳に はきつ と 立つ。 駒 

のい ななき 轡の音 あ ふり フシ 立てて ぞ打 

たせら る。 S 跡 見送りて 藤の 方 こらへ 

/、し 溜淚。 一度に わつ と聲を 上げ フシ 

どう ど。 ひれふし 給 ふに ぞ。 地 女房 達 走 

寄りい かに 渡らせ 給 ふ ぞと。 樣々 い たは 

り參ら すれば。 御 臺は淚 の 顔 を 上げ。 悲 

しい 物 は 浮世の 義理。 敦盛 ばかり 此 母が 

臆病に 育てし 故。 軍に も 得 立てぬ とさげ 

しみが 口惜し さ。 S 討死に やる 母が 思 ひ。 

十五 や 六の 小 腕と いひ。 幼い 時から 舞樂 


を 好き。 軍の 事 は 知らぬ あの 子」 つい 殺 

さる、 は 知れた 事。 鑀 兜を眷 て 出た のが 

千 騎萬騎 を 討 取って。 分 取 高名した も 同 

然。 PQ けて かはい や 玉 織が。 歌の 會か 

香き-に 行く やうに 跡 を 追 ひ。 いた 心根 

が いぢら しい。 やるまい と 思 ひしが 夫婦 

と 成った しるしに は。 一夜の 枕 も 交させ 

たく。  * 二つに は敦 盛が 妹 脊の緣 に ひか 

されて。 軍 を まどめ てゐ るなら ば 一 日で 

も 討死の。 便 を遲ぅ 聞かう かと。 はかな 

い 事 を 心の 賴み 親の 因 とば かりにて。 

身を投 伏して 泣 給 ふ。 檳の尾 裏 葉染衣 も。 

めい/、 夫の 行方 迄。 思 ひくら ベて 一 時 

に フシ 又もや 袖 を しぼりけ る。 地 歎きの 

耳 を 驚かす えいく 聲に 人々 は。 す はや 

敵 こそ 入 りたれ と 御 臺を奥 へす、 め や 

り。 通路の 鈴の 綱 引つ ちぎり。 てん 手に 

たす きにかけ 置いた る。 長刀 大 太刀 小 太 

刀 を 構へ。 恐れげ もな く特 ちかけ し は。 


さすが 名に お ふ 平 內左衞 門 越 中 上總が 3 

妻女と は。 いはね ど 知れて かひぐ し。 3 

地 時 も あらせす 入来る は。 平 山が 郎等 成 

田の 五郎。 大勢 引 具し 大音 上げ。 詞ャァ 

經盛は いづく にある。 主人 平 山の 武者 所 

末 重。 時忠 卿と 相談 あり。 玉織姬 を取灵 

し。 他人と 成って 經盛 一 家。 討 亡ぼせと 

の 仰せ を 受け 成 田の 五郎 向うたり。 地 急 

ぎ 玉 織姬を 渡し 覺 悟せ よと 7 シ 罵れば。 s« 

ャァ 推参なる 小ニ才 め。 敦盛 卿の 簾 中に 

定まった 姬君 様。 武者 所で もむ しゃくし 

やで もけ もない くやる 事なら ぬ。 地 長 

居せば 目に 物見 せん 早く 歸れと 呼ば はつ 

たり。 ャァ 延び 過ぎた 街 妻め。 かたつば 

し 打殺せと。 地下 知に 隨ふ 家來 ども 拔連 

れく 切って か. -れば 0 心得 多勢 を 相手 

にして ひるます 去らす 三人が。 蜘手 かく  jjj 

くるま ギ-リ  ^ 

な は 十文字。 或は 大げさ 車 切。 太刀 長刀 g 

の稻 妻に。 こり や M はぬ とい ふやい な 主 i 


も 家来 も われ 一 に。 表 を さして^ 出づる 

を の がさ じ やら じと =i へ 追うて 行く。 

埯 跡に 御臺 はこれ なう く。 長 追 ひ 無用 

あぶない と C あせりながら も油斷 なく。 

一間に 飾りし 弓と 矢つ が ひ。 立 出で 給 ふ 

折も折。 取って返す 成 0 の 五郎。 かけ 向 

で ひがしら  ， 

ふ 出合 頭 切って 放せば あやまた チ e 胸板 

はっしと 射ぬ かれ どう ど 倒れて 死した る 

は。 ？シ 言合せ たる 如くな り。 * 追々 歸 

る 女房 達。 此體を 見て お 手柄 ノ、。 あは 

れ成 田が 身の 果 とどよ めく 所 へ 又 むら 

i 討ち 漏され の 家来 ども 主人の 敵と 

込 入る を。 ィャ 面倒な と 三人が まくり 

立てた る 太刀先に。 地 刃 向 ふ 者 も 嵐の 木 

の 葉ち りノ、 ばつと 7 シ 35^ げちったり G 

女房 達聲々 に 。一き サァ /、申し 碑 臺樣。 

此浦 船に 打乘 つて 八 島へ 渡り 殿様に。 尋 

ね 逢 はせ 奉らん。 * 又も 敵の こぬ 内に 

ォクリ いざさせ。 給へ とい さみ 立ち。 す. * 


め 申せ ど 夫 や 子の。 ^れ 思へば 齢な く 足 

そめぎ-ぬ 

も。 もつ る V 藤の 方。 7 シ淚に 袖 を染衣 

も？ ふ 

が。 勇んで 見せる 心 は 裏楚。 げに 武士の 

女房に 敲も舌 を镇の 尾と ふり。 返った る 

女 武者 三人 四 人が 打 連れて。 歩め ど 跡へ 

£ さ ごち 

引 戾す濱 の 眞妙路 つきせ ぬ 思 ひ 通 ふ。 千 

ふな ぼ 

鳥の 浦傳 ひ^ 場の- 璣 へと 急ぎ 行く C 

第 二 

* 酒 極まる 時は亂 る。 樂 しみ 極まる 時.^ 

悲しむ とか や。 二十 餘 年の 榮 花の 夢 跡な 

く覺 めて 都 を ひらき。 平家の 一 門楣 籠る C 

舞須 磨の C 裏の 要害。 前 は 海上 はけ はし 

き鹁 越。 ナ * ス地 大手 は 生 田 搦手 は 一 谷の 

山手より。 浪打際 迄 柵 ゆ ひ 廻し。 赤旗 風 

に 吹 靡かせ。 參議經 盛の 1^ 子 無官の 太夫 

敦盛。 父に 代って 陣所を かため 7 シ事嚴 

重に 見えに けり。 江戶 頃は彌 生の， 初めつ 

かた。 月 さへ 入りて くらき 夜に。 熊 谷が 


1 子 小 次郞直 家。 先驅 して 初陣の ナホ ス堆 一 

高名 を顯 はさんと 出立 つ 姿 は PlSI を。 縣 

1 しほ 指った る直垂 に。 ズリ小 櫻 威の 兒 g 

鑀。 猪首に 着な す 星 兜 星の 光りに 只 一 

騎。 ナホ ス港心 は剛の 武者 草鞋 ハズミ 足に 任 

せて はやり をの。 山道 岩角 嫌 ひなく。 一 

谷の 西の 木戸 ぞゾ 陣門に 走りつ き。 港 一 

息つ いて 四方 をな がめ。 詞 ハツ ァ耀 しゃ . 

さ. 

我より 一番に 先 騒す る 者 もな し。 K 跡よ 

り 入の 耪 かぬ 中 切入らん とかけ 迴れ ど。 

亂杭 逆茂木 透 間な く C 嚴 しく 戶 ざす 陣所 

の 門 ス, 1 いか 1. はせんと 見廻す .^。 遙の 

奥に 管 枝の 音。 本 7 シ夜は 深更に 及んだり。 

地 折節 山路に 風 もやみ 海上 も 波 しづ まれ 

ば-り 伎樂 のしら ベ 哀れげ に フシ さも 面白 

く 間え けり。 小 次 郞は思 はす も 心 耳 を 

すまし 間き とれて 0  US アツ ァ實 にも 上 藤 

都人 は。 情 も ふかく 心 もやさし と 父母の I- 

物語。 地 <rl' こそ 思 ひ 7 シ 合せ. たり。 a か 


かる 亂れの 世の中に。 弓矢 叫びの 音 

きょく  し 1 かくわん げん 

もな く 糸竹の 曲 を しら ベ 詩歌 管鉉を 催さ 

る。 詞ハ 、ァ 床し さよ。 地い かなれば 我 

我 は。 邪見の 田舍に 生れ 出で。 詞鏜兜 弓 

矢 を 取り。 かく やん ごとな き 人々 を 敵と 

して 立 向 ひ。 * 修羅の 劍を とぐ 事 は。 淺 

まし さよとば かりにて ス, -テ覺 えす 淚を流 

したり。 まだ うら 若き 小次郞 が。 身の程 

程 を 汲 分けて 咸、 W する 心ぞし をら しき。 M 

ラ しろ 

後の方に 蹄の 音。 誰なる らんと 窺 ふ 内。 

平 山の 武者 所 馬上 ゆ- - しく かけ 来り。 小 

郞が影 見る よりも。 敵 か。 味方い ぶか 

しく。 何者なる ぞと聲 かくれば。 小次郞 

もす かし 見て。 3 ャァ末 重 殿 かさ. S ふ 

和 殿 は。 コ ハ 小次郞 かと 地 馬より フシお 

り 立ち 0 詞フム 我より 先へ 來る者 はよ も 

あら じと 思 ひしに。 ホ 、 心がけ 神妙々 々 

外の 人なら 平 山が 先陣 を爭 うて 一 番に乘 

入らん が。 初陣の 健氣 さに 先陣 を汝に p< 


る。 氣遣 ひなし に 切 人れ ノ、。 ィャ なう 

平 山 殿。 あの 管 枝の 音御閒 きな され。 扨 

も 雲の上 人 は 又 やさし さが 違 ひます の。 

ィャサ それ を 和 殿 は 得 知るまい。 昔 諸 葛 

孔 明が 司 馬 仲 達に 押 寄せられ 設方 つき。 

櫓に て 香を炷 いて 悠々 と琴彈 いて 居る を 

見て。 謀 も あらん かと 我が 智惠に 迷うて 

仲 達 は^げし と閗 く。 ァレ あの 管 敍も其 

通り。 何 怪しむ こと はない。 はや 驅 入つ 

て 高名せ よ。 但し 和 殿が おそろし くば 某 

が 先陣せ うか。 何と * くと 持た され。 

血氣に はやる 小 次郞直 家。 木戶 口に 走 寄 

り。 門 打た X き 大昔 上げ。 詞 敵の 陣へ物 

-  V  はたがしら くまが へ 

申さん。 武藏國 の 住人 私の 黨ひ 旗頭 熊 谷 

の 次 郞直實 が 一 子 同 苗 小 次 郞直家 先陣に 

向うたり。 平家 方に 名 有る 人々 出 あうて 

勝負 有れと 高らかに 呼ば はれば。 地門內 

も 騒 立ち。 す はや 敵の 寄せた るぞ。 出向 

うて 討 取れと。 木戸 押 開けば 小 次郞は 


太刀 拔 きかざし 1^ 入る を。 ソレ遁 すなと 5 

とさの こ t*  ^ 

軍兵 ども 俄に 騒ぐ 鯨波。 太刀 音人聲 力ま 

びす し 平 山い かにと ためら ふ 所へ。 熊 谷 

の 次 郎直實 。我が 子の 先陣 心に 徹し 7 シ足 

を 空に ffi 来り。 詞ャァ 平 山 殿 候な 。枠 小 次 

郞見給 はす やと * 尋を 待た すされ ばく。 

K 最前 是へ 見えし 故 小 次郞に 色々 段々。 

あの 大勢の 敵の 中へ 一騎 打 は 敵 はぬ ぞ 

や。 モ ひらによ しに 召され 後 詰 を 待って 

の 事が よかろ と 色々 にい さめても。 地 は 

やり切つ たる 若者 無二無三に 切 込まれし 

と閒 くより 直實髮 逆立ち。 子 を 失 ひし 獅 

子の ぃ魏ひ フシ 敵の 陣へ かけ 入ったり。 

やかし この 鬨の 聲。 ナホ ス地閒 くに 平山獨 

りゑみ。 E ホウ 思うた つぼく。 親子 共 

に 袋の 鼠 今の 間に 討 たれ をろ。 日頃から 

あの 熊 谷め と六彌 太め が 出 頭 を。 く い i 

と 思うて 居た に。 H  、時節 も あれば お 

ある もの。 手を濡 さす 風の 神より よい 敵 n 


其の上 親子 も 剛の者。 死者 狂 ひと 勸 かば。 

よつ ぼ ど 敲も惱 まし をろ。 地 あら ごな し 

させ 討死 さし。 其 跡へ しかくれば 髙 名手 

柄 は 思 ひの 儘うまい ぞ。 合/、。 合^.^ 

と ぞく/ \ 勇み 7 シ悅ぶ 所へ。 S 木戶 

口に 數 多の 人聲 C スハ敵 ぞと身 構し 窺 ひ 

居る も。 くらま ぎれ。 熊 谷 次 郎直實 我が 

子 を 小脇に ひんだ かへ。 陣門 をす つと か 

け 出で。 ^^：ナゥ平山殿ぉはするか。 枠 小 

•fsc 郞手を 負う たれば 養生 加 へに 陣 所へ 送 

らん。 * お 手柄 あれと 言 捨てて 7 シ飛 ぶが 

如くに 急ぎ 行く。 地平 山 案に相^して 油斷 

ならす と 馬 引 寄せ。 打乘る 間もなく 門內 

より 數 多の Saf 兵拔 きつれ て。 我 討 留めん 

と驅 出づれ ば。 お心得た りと 拔 合せ 。受け 

つ 流しつ 多勢 を 相手。 * 火花 をち らして 

挑む 內。 S 無官の 太夫 敦盛 は。 爽 かに 六 

具 を かため 駒 を 進めて 乘 出し。 地平 山 を 

見る よりも。 まっしぐらに 打 寄せ 給へ 


ばさしつ たりと 渡り合 ひ 地 暫しは 支へ 打 

合 ひしが C  a: 先 を 取られし 武者 所。 殊に 

多勢に 取卷 かれ。 地 臆病 神の 誘 ひて や。 

駒の 頭 を 引返し 行 先知ら す^ 出せば。 ャ 

ァ きたなし 返せ と聲を かけ いづく 迄 もと 

あ ふり 立て 跡 を。 慕うて。 三 戴へ 追うて 行 

く。 講敦 盛樣ァ 太夫 樣 いなう。 この 暗い 

のに 只 一 人。 あぶない はなう ぉ歸 りと 0 

フシい へど あてど も 波 近き。 * 磯 端 をう 

ろ/, > と 袖 は 淚の玉 錢姬。 夫 を 尋ね 矓夜 

に心紬 身の 一 腰 かい 込み。 あなたへ 走り 

こなたへ 迷 ひ C すまの 浦邊を そこよ。 爱 

よと フシ 尋ね。 さまよ ひ 給 ひけり。 フシ 

早し の k めに 人 顔 も。 ほのかに 見えし 山 

道より フシ 平 山の 武者 所。 渐く 迸げ のび 

須 磨の 浦。 駒の 足 を 休めん と 7 シ暂く 息 

をつ ぐ 中に。 地 玉 織姬と 見る よりも。 や 

がて 馬より 飛んで おりつ か/, » と 立 寄つ 

むす 

て。 S コレ お 娘。 テモ よい 所で 出會 ひまし 


た 。いつぞや 京で 見初めてから 。目の 先に 

ちらつく やうで 0 起きても 寐ても 忘られ it 

す。 思ひ餘 つて そ 様の 親御 時忠 殴へ いう 軍 

己 

たれば。 やらう と ある を 幸 ひに 迎ひ にや 

つた 其 跡で も。 ァ 、 生娘なら 術ながら。 マ 

ァ寐 てから どうして かう してと。 ほんに 

/、どこも かも 木の やうに 成って 待つ て 

ゐ たに。 迎ひ にいた 玄番を 殺しよう 待ち 

ほうけ に 召さった なう。 サァ 地乘 物の 代 

り此 馬に 乘せ。 連れていんで 女房に する 

と。 引 立 つれば ふりはなし。 詞 H  、あた 

いやらしい。 親が 赦そ がどうせ うが。 敦 

盛 樣とは 二世の約束。 かう いふ €： にも 御 

行方 を 尋ね 逢うて 死なば； 所。 S 邪魔し 

やん なと 驅 行く を ひん 抱へ。 3 ム、 敦盛 

を 尋ねる のか。 コレ なん ほ i1 せ ねても 敦盛 

の 行方。 水の 底 迄 在所 は 知れぬ。 そり や 

なぜに。 ヲ、 敦盛 はたった 今 我が 手に か 6 

けて 討って 了うた ャァ なんと。 敦盛樣 を 


討った とや。 地ハァ はっと 計りに どう ど 

伏し。 人 g も わかす フシ 聲を 上げ 歎き。 

沈ませ 給 ひしが。 地？ K の 敵と 身 構へ し 切 

付く る。 腕首 摑ん でャァ こいつ 手 向 ひか。 

«s モウ 了簡なら ぬと いふ 所 を 言 はぬ。 て 

も此手の柔らかさ尋常な^55.ゎぃな。 モど 

ぶる ひ 

う も H  、武者 震の する 程 どうも ならぬ。 

コ レ惡 いん" 點ぢゃ 。とんと 心 を 入れ かへ C 

地 おれに 隨ふ氣 になら しゃれ。 女房に 持 

つて かはいが る サ、。 どうか/ \- と フシ 

猫な で聲。 * 姬の 怒りの 淚 まじり" -詞コ 

リ ャ 世が 世なら そちが 樣 なむく つけな 侍 

は 傍 邊 へ も 寄せつ けぬ に。 隨 への 靡け 

のと は檢 はしい 忌 はしい。 地ェ、 腹 立 や 

と 又 切 付く る。 腕曾抢 上げ 取って おさ へ 。 

詞サァ 女房に 成る かならぬ か，) いやなら 

殺す が 何と/、 と。 地 太刀 拔 持って 傍 若 

無人。 ヲ 、殺さば 殺せ 畜生め。 H  、誰ぞ 

强ぃ 人が 来て。 こいつ を 切って くれぬ か 


と ス M もだえ フシ 給 ふ ぞい たはし、。 

S 强氣の 平 山 むっとせ き 上げ。 N ャァ 、 

につく い 女め。 魔かぬ 上に 色々 の雜 言。 

耻面 か-^ され 堪忍なら す。 地 生 置 いてん 

の 花と 詠め さす もむ やくしい。 思 ひ 知れ 

と 持った る 刀。 胸板ぐ つと 突 通せば。 

フシ あっと 一 聲 苦しむ 折から。 a 後の方に 

m 波。 す は 又 我 を 追 ひ來る やと。 駒 を 引 

寄せ 飛乘 つて 逸 散に 其 場遙に へ 落 失せけ 

れ。 去る 程に。 御船 を 始めて。 一門 皆 

皆 舟に 浮かめば 乘り 後れ じと。 汀に 打 寄 

すれば 御座 船 も 兵船 も。 遙に のび 給 ふ。 

M 無官の 太夫 敦盛は 道に て敞を 見失 ひ。 

御 厘 船に 馳着 いて" 父經 盛に 身の上 を吿 

げ 知らす 事 ありと。 須 磨の 磯邊へ 出 でら 

れ しが。 舟 一 艘も あら ざれば ハズミ 詮方 

波に 駒 を 乗入れ 7 シ 沖の 方へ ぞ打 たせ 給 

ふ。 か、 りけ る 所に 後より 熊 谷の 次 

郞 直實。 ナホ スヲ 、 ィく と聲を かけ。 駒 


を 早め 追つ かけ 来り。 詞ャァ それへ 打 

たせ 給 ふ は 平家の 大將 軍と 見 奉る。 正な 3 

ひっかへ 

う も 敵に うしろ を 見せ 給 ふ 力 弓 返して 

勝負 あれ。 斯く 申す 某 は。 武藏國 の 住人 

熊 谷 の 次郎直 實見參 せん 返させ 給へ と，" 

地 扇 を 上げて 指 招き フシ 哲 し^- -» と 呼ば 

はったり。 S 敵に 聲を かけられて 何か猶 

豫の 有るべき ぞ。 敦盛駒 を 引返せば。 熊 

谷 も 進み 寄り。 互に 打物拔 きかざし。 朝 

日に 輝く 劍の稻 妻 かけ 寄り C かけ 寄せち 

も ろ あ IJ^ み 

やうく/、。 合て ふの 羽が へし 諸 澄。 

駒の 足 並 かっしく。 合卞 ギン かしこ は狽 

磨の 浦風に。 鐘の 袖 は ひら/、./ \。 合 

群 れゐる 千鳥 村 千鳥 むら/.、 ばつと 引汐 

に。 寄せて は 返り。 返りて は 又 打ち かく 

る虚々 實々。 勝負 も 果てし あら ざれば。 

詞 いそうれ 組まん と 敦盛は 打 物から りと ：i 

投 給へば。 コハし をら しと 熊 谷 も 太刀 投 S 赠 

捨て &駒を 寄せ C 地 馬上ながら むすと 組 


む。 えい /、くの 聲の €;。 互に 接 を 踏 

みは づし フシ 兩 馬が 間に どう ど 落つ。 

K す はやと 見る 間に 熊 谷 は 敦盛を 取って 

抑へ。 まかく 御 運の 極る 上 は。 御名 を 名 

のり 直實が 高名 * を顯 はし 給へ。 又 今生 

に 何事 にても 思 ひ 殘す御 事 あらば。 必す 

達し 参らせん。 S 仰せ 置かれ 候へ と 懇ろ 

に 申す にぞ 。敦盛 御聲爽 かに。 W ヲ 、 やさ 

しき 志。 敵ながら あっぱれ 勇士。 かく 愦 

ある 武士の 手に か、 り 死せ ん こと 生前 

の 面目。 戰 場に 赴く より。 * 家 を 忘れ 身 

を 忘れ。 兼て なき 身と 知る ゆ ゑに。 思 ひ 

置く 事。 f ゾ 更にな し。 地 さりながら 忘 

れが たき は 父母の 御 恩。 我 討 たれし と 聞 

給 は i ^嚷御 歎き 思 ひやる。 せめて 心 を 

慰む 爲。 討 たれし 跡に て 我が 死骸。 必す 

父へ 送り 給 はれ かし。 我 こそ 參議經 盛の 

末子。 無官の 太夫 敦 盛と。 * 名乘耠 ひし 

ぼくせき 

いた はし さ。 木石なら ぬ 熊 谷 も テ見 


る目淚 にくれ ける が。 何 思 ひけん 引 起 

し 鎧の 塵 を打拂 ひ/、。 與此君 一人 助け 

しとて 勝 軍に 負け もせ まじ C 折節 外に 人 

もな し。 一 先 麦 を落给 へ。 早う./, 、と。 


地 言 捨て i。 立刖 れんと する 所に。 後の 一 

山より 武者 所數 多の 軍兵。 詞ャァ /、熊 ■ 

谷。 平家 方の 大將を 組敷きながら 助く る -縱 

は。 二心に 紛れな し。 港き やつめ 共に 遁 


すなと 聲々 に 篤る にぞ。 熊 谷 はっとば か 

りい かビ はせんと フシ il 然 たり。 * 敦 

盛 卿 しとやかに。 詞 とても 遁れぬ 平家の 

運命。 爱を 助かり 行 先にて 下司 下郎の 手 

し- -iv 

にか. -り。 死耻を 見せん より 早く 御身が 

手に かけて。 地 人の 疑 ひ はらされ よと。 

西に 向 ひて 手 を 合せ。 御 目 を 閉ぢて 待 給 

へば。 地いた はしながら 熊 谷 は 御 後に 立 

廻り。 彌陀の 利劍と 心に 唱名。 ふり 上げ 

は 上げながら 玉の 様な 御粧 ひ。 情な や 無 

慚 やと。 胸 も 張 S おく 氣 後れに。 太刀 ふり 

上げし 手 も 弱り。 思 ひに かきくれ 討ち か 

ねて フシ 歎きに 時 も 移る にぞ。 詞ァ 、後れ 

しか 熊 谷 。早々 首 を 討 たれよ と。 * 捻 向き 

給 ふ 御顔 を 見る に 目 も くれ 心さへ。 詞枠 

小 次郞直 家と 申す 者 丁度 君の 年恰好。 今 

て 5  さ 含  、r 'すて 

朝 軍の 先が けして 薄手 少.？ 負うた る 故。 

陣屋に 殘し 置きた る さへ 心に か-る は 親 

子の 中。 それ を 思へば 今 爱で討 奉らば。 
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撫ゃ御 父經盛 卿の。 歎き を 思 ひ 過され て * 早 首 討って なき 跡の 回向 を賴 むさ もな 

と。 地 さし もに 猛き 武士 も。 フシ そ ろ くば。 生害 せんとす-^ めら れ。 ァ、 是非 

淚 にく れゐた る。 詞ァ、 愚 や 直 惡人 なしと 立 上， 


_ お 順綠逆 緣俱に 菩提 e 未 

の 友 を 捨て。 善人の 敵 を 招け とは此 事。 來は必 す 一 蓮 託 生。 南無 阿彌 陀佛。 南無 f 


阿彌陀 佛。. 7 シ首は 前に ぞ 落ちに ける。 

™ 人の 見る目 も耻 かしと 御 曾 を かき 抱 

き。 暴り 聲を はり 上げて。 お 平家の 方に 

隠れな き C 無官の 太夫 敦成 I を。 熊 谷の 次 

郞直實 討 取ったり と 呼ば はるに ぞ。 * 磯 

に 臥した る 玉 綠姬絕 入りし 氣も 一 筋に。 

夫 を 慕 ふ 念力の 耳に 入りし かむ つくと 起 

き C  ナウし はし 待って たべ。 敦盛様 を 

討った と は。 いかなる 人 か ナウ うらめし 

や。 せめて 名残に 御顔 を。 一目 見せて と 

いふ 聲も。 深手に フシ 弱る 息づ かひ。 0 

見る より 熊 谷 御 首携へ 歩み寄り。 敦盛 

を 13^ ひ 給 ふはい かなる 入と 尋 ぬれば。 S 

今 はの 苦しき 聲音 にて。 K 我 こそ は敦盛 

の 妻と 定まる 玉 緻姬。 お 首 は どこに。 ェ 

ェ もう 目が 見えぬ と。 撫 廻せば。 ム 、何 

お 目が a えぬ とや。 ヲ 、 いとし や/、。 

御せ は コレこ k に。 こ 、 にと 手に 渡せば。 

わつ と 泣く く しがみ付き。 膝に のせ 抱 


きしめて 消 入り 絕 入り 歎きし が。 詞 ナウ 

これ 敦盛 樣ァ はかない 姿に 成り 給 ふ な 

う。 陣屋 を 出で させ 給 ひしょり 御 跡した 

ひ 方 々 と。 尋 ぬる 中に 源氏の 武士。 平 山の 

武者 所 。我 を 見付け て 無 體の戀 慕。 だまし 

討たん も 女 業。 この 如く 手に か、 り。 二 

人が 二人で 悲しい 最期。 せめて 别れに 御 

顔が。 la て 死にたい と 思へ ども 深手に 心 

が 引 入って。 目 さへ 見えぬ か 悲し やと。 

又 御 首 を 撫でさす り。 脊の 管敍の 笛の 時 

後に と ありし 御詞 が。 今生 後生の 形見 か 

や。 此 世の 緣 こそ 薄く とも 来世で は 末な 

がう。 添 ひとげ てた ベ 我が 夫と。 顏に當 て 

身に 添へ て。 思 ひの 限り 聲 限り。 泣く ね 

は須 磨の 浦 千鳥 淚に ひたす 袖の 海。 引く 

汐 時と 引く i„„^ の フシ 知 死期と 見えて 絕果 

てたり。 地 熊 谷 は 茫然と。 S どちら を 見て 

も つぼみの 花。 都の 春より 知らぬ 身の 

今 魂 は あま ざ かる。 * 鄞に 下りて なき 跡 


をと ふ 入 もな き須 磨の 浦。 なみくなら 

ぬ 人々 の 成り 果 つる 身の 窗 はしゃと スュテ 

悲歎の。 淚 にくれ ける が。 地 是非 もな く  S 

なキ がら  ほ ろ f 

く 玉 織の フシ 亡骸 を 取り を さめ。 地 母 衣 

を ほど い て敦 盛の。 御 死骸 を 押 包み。 サハ 

あ ザ t き  3 ひつ 

リ總角 取って 引 結び。 手綱 をた ぐり 結 付 

ける。 鞍の 鞍 やし を と。 弓手 は 御 首 

フシ 携 へ て。 地 右に 轡の 哀れげ に。 擅と 特山 . 

の。 うき^れ。 悉陀 太子 を经 りたる。 S 

慝 童子が 悲しみ も 同じ 。思 ひの 片手 網淚 0 

ながらに OI 一  1 へ歸 りけ り。 * 昔より 爱も名 

にお ふ。 津の國 の。 ffi^ 原の 里に 幽 なる 船 生 

やど ひと n 'ね  い 

の 宿に 獨 居の。 林 は 老の營 みに 糸 針 

取って 人 仕事つ りさせ て ふ 洗濯の。 糊 

かい 物 を 打き の 。手元 も 暗き 7 シ 黄昏 時。 

フシ 世のう きに。 いさ  めなら ぬ 身の 願 ひ。 

フシ 忍びて 人に つげ 櫛の。 地 薩摩守 忠度は 

俊 成 卿の 館より。 須 磨の 陣 所へ 歸 らんと。 0 

急ぎの 道 も 行 暮れて。 宿 もがな と爱 かし 


こ。 ス, 1 荒れし 軒端 もま ばらなる 。伏屋の 

門に 立 寄り 給 ひ。 ™ 都 方より 西國 へ歌修 

行の 旅の 者。 案內 知らぬ 道に 勞れ。 日 も 

暮れ たれば 迷惑 致す。 率爾な がらお 宿の 

御 無心。 頼 入る と 有りければ。 〈ァ、 い 

ゃ爱は 所の 法度に て 人 宿 は 致さね ども。 

我 も 人 も 行 暮れて 宿の 無い は 難儀な 物。 

雉 更 優しき 歌枕。 御 修行の お 方と 聞け 

ば^ 條も あるまい。 宿 はせ すと も マァは 

いって。 煙草で も參り ませと。 戶ロを 明 

けて。 請ハァ お前 はどう やら 見た 樣 なお 

方ぢ やが。 ヲ、 それよ 前方 都で お 目に か 

かった 忠度樣 で ござり ますな。 ム、 そな 

たは 五條の 三位に 居た。 菊の 前の S3- 母で 

ないか 。成程々 。ハテ 珍し や。 お 久し や。 

地先づ こなたへ と 伴 ひて。 7 シ 上座に 直し 

手 をつ かへ。 S マ ァ何か 指 置きお 尋 申し 

ませう は。 此度 源氏の 軍勢。 平家 を 攻め 

んと都 へ a れ 入る に 付け。 御 一門 残らす 


西國へ 落ちさせ 給 ふと 承り ましたが。 お 

前ば かり 何として <ir 迄 都に は ござり まし 

た。 ホ ゥ其 仔細 は 兼て そなた も 知る 通 トノ。 

某 は 俊 成 卿の 和歌の 弟子と いひ。 分けて 

しぎ や ，ク 

親しき 中なる が。 * 此度師 卿 撰 まれし 千 

載 集に。 我が 詠歌 を 加 はりな ば。 たと へ 

敵の 手に か、 り 屍 は 野 山に さらす とも。 

此 世の 本望 敷 島の 道 を 求めし かひな らん 

と。 思 ふ 心の 一 筋に。 狐 川より 引返し。 

俊 成 卿の 館に 立 越え 願 ひしが。 か &る時 

節に 平家の 詠歌 私に 加 へん 事 も いか^ 

と。 息女 を もって 尋ねの 爲 源氏 方へ 送ら 

れ しが。 いまだ 其 沙汰な き內 に。 早 や 合 

戰 最中と 閗き 心せ かれて 立歸 る。 * 生 田 

の 陣所も 程近し と は 言 ひながら。 暮に及 

ベば 陣門 も 開く まじと。 此 所へ 立 寄りし 

も 不思議の 綠と宣 へば。 されば Ik も 

幼なじみの 夫が 不所存。 置 去りに して 行 

方 知れざる 折から。 緣を 求めて 俊 成樣へ 


i ば  やしな ひきみ 

乳ぽ 奉公。 養 君 菊の 前樣 御成 人に 就き L 

ぉ联 申し。 か ^ るべき 枠 も 有つ たれ ど。 ， 

し i-JN  ひとりみ ひんら く 

地 性が わるさに 勘當 致し。 今獨 身の 貧樂 

と 應ぜぬ 苦勞は ござり ませぬ が。 承れば 

お前と 菊の 前樣 は。 どうやら 譯の ある。 ハ 

ァ 、 いや 私に 御 遠慮 はない 事。 それに 就 

いてお 話 申す 事 も あれ どこり やおっての 

事。 地 まあ ノ-» 遠路のお 草 臥。 あれへ ご 

ざって お休みと。 いふ もやさし き！： 遇に。 

あるじ 

貧家の 塵も辏 はぬ。 ヒ P ヒ 主が 案 內に打 連 

,d て。 7 シ 1 間に こそ は 入 給 ふ。  <ル フシ 

まだ 宵ながら。 かきくもる。 空 も 心 も 

义 9 くら 紛れ。 うそ/、 窺 ふ 大男。 枳殼 

の 生垣 押 破りぬ つと はいって 上り口。 

t ん と 

12^ 戶へ しかける ヒ0ヒ 指 足ぬ き 足 0 ナ ホス 5« 

あ も • 一 

び 込む 間に 主の 林。 物音 閉 付け 立 出で て 

窺ひゐ ると も 7 シ しすまし 顔。 地袋に 入 ii 

りし 1 接 かい 込み ギン そろり くと 表の 軍 

記 

方 7 シ出 でんと する を。 BSn りャ ilw てと。 


聲 かけられて 构 りし。 ^行く 所 を 飛び 

か、 り。 むしゃぶり 付いて 引昃 せば。 * 

連れん やら じと 插 付き。 引っぱる はすみ 

に頻 かぶり 脫げて 落ちた る顏 見付け。 ま 

ャァ わり や 太 五平 ぢ やない か。 ァ 、 これ 

く 母ぢゃ 人。 聲高 にい はしゃん な。 盜 

人 を 捕へ て 見れば 我が 子な. 0 けり じ や。 

人が しって は& より まあ。 こなたの 外聞 

が， 惡 いわいの。 テモ さても 憎 やの z、。 

おのれが やうな 性の 惡 いやつ が あらう 

か。 ハテ あれば こそ 酒も飮 みます。 色事 

はこつ ち 任せ。 三 枝 もちつ くり かじる て 

や。 喧嘩 もめった に 前 先の 兑 えぬ 事 はせ 

す。 又 これ/、 も あんまりに じりが すり 

はく ひませ ぬわい の。 ァ 、慮外ながら 萬 

能に 達した 男" サァ 其惡ぃ 事が a つて 親 

に樣々 難儀 を かけ。 妹娘 を 勤 奉公に やつ 

たも ipj^^o まだ 其 上 は 上塗 かけ。 盗み 

する 様に 成った は。 よくく 因果な 生れ 


性。 そして まあ 外で も ある 事 か。 親の 巧 

へ盜 みに はいると は。 ァ 、 これ/、。 こ 

なた もほんに 年に 似合 はぬ まだな 事い は 

しゃる わい のコレ 他人の 所へ はいると 

の。 忽ち 此 首が ござらぬ わい の。 そこで 

若し 見付けられても 命に 氣遣 ひの ない 樣 

に。 高 をく、 つて 親の c; へ はいった は。 

我が 子ながら もァ 、發 明な 者ぢ やと 譽め 

て はくに いで。 何ぢ ややら ぐ ど/.^/、 

？、 と。 愚 街な 事ば かりい はしゃる わい 

の 3 コレ そんな 事 聞き や 氣が盡 きます と。 

總 いひつ i 腰の すつ ぼんから ありあ ふ 茶 

碗へ どぶ ノ、  く。  51 ゾレ それ/、 其 酒 

が 止まぬ から 發 つて 椟 着な氣 も 出る わ 

い。 コリャ やい。 見る かげ もない 此 母が 

な。 人 仕事して 漸 うと 其 日 を 送れば。 い 

かなく 一 錢の貯 も。 サァ あってた まる 

物 かいの。 ない 事 は. れ がよう 知って ゐ 

る。 ぢ やによ つて 錢 銀の 望 はない。 コレ 


此 一 腰が ほし さに 。ィャ そり やならぬ 。と 一 

いはし やる は。 H  、親父 殿が tpss- かれ 駭 

た 重代と いふ 事 か。 サァ それ ぢ やによ つ ，s 

あぎな 

てよう 切れう と 思うて。 盜む心 は。 商 ひ 

もとで 

せう にも 資本 はなし。 仕覺 えた 職 もな け 

れば。 人足 迴 しの 茂 次兵衞 所に かふって 

居て。 持しても。 儲けに く. S 物 は 

錢ぢ や。 それに 毎日 飯 代を拂 はに やなら 

す。 三文で も餘 つた 時 はかた かはくんで 

やっての ける。 是 ぢゃ濟 まぬ と 思 ふから 

ふっと 氣の 付いた は。 今 源平 軍の 中。 う 

そ^,^ と 見廻って 拾 ひ 首で もしたら 知行 

に 成るまい 物で もない と。 思 ひ 付き は 付 

いても 是も 丸腰で はならぬ 商寶。 夫で 此 

物を盜 むと はいふ 物の。 親の 物 は 子の 

物ぢ や。 コリャ 貰 ひます ぞゃ。 ァレ まだ 

のぶとい 事ば かり。 子 なれば? S! れど わり 

ゃ勘當 したり や 他人 ぢゃ わい。 サ そんな 

ら 借ります。 ィャ ならぬ と。 フシせ り 合 ふ 


中へ によつ と來 る。 人足 廻し の 茂 次兵衞 

が。 -™ ハァ太 五平 爱 にか。 ャ婆樣 何やらせ 

り 合 はしゃる が。 ァ、 拔は勘 當の詫 を 聞 

くまいと いふ ことか。 ィャ なう lg 所ぢゃ 

ござらぬ 。やっぱり 性根が 。ァ 、 コ レく 

直らぬ とはい はれまい。 おれが 世話に し 

てからめ つきり とよう 成りました ぞゃ。 

もう 了簡して やらつ しゃれ q コリャ /\» 

太 五平 。うっかり として ゐる 所ぢ やない。 

此 度の 軍に 就いて 弓 持の 鐽 持のと 大分 人 

夫が 入る 故。 それく の 人 を 詮索して や 

つたが。 まだ 翁 持が たらぬ 故 そち を やら 

うと 思うて 一 遍 尋ねた。 外の 事より 辛 ど 

うはせ いで。 マ ァ賃 がよ いがいかぬ かと。 

地閉 いて 林が 早 ゃ氣遣 ひ。 賃が ようても 

軍 場 は 命が け。 こり やよ しにしたら よか 

ろ。 S ハテ やくたい もな. so 高で 命に 氣 

遣 ひが あれげ。 雇 はれる 者 は 一 人 も ござ 

らぬ 。あ つちの 手 人と 違う て 。道具 持 は 切 


合の 勝負 はせ す。 若し 流 矢で も くれば。 

地楣の 後へ ちゃつ と 隠れる。 婆樣 えい 

か。 地 鐘 長刀が ひらめけば。 人の 後へ ち 

やっと か む。 とかく ちら ほら 氣轉 きか 

して 7 シ立 廻れば。 _詞 怪我す る 事 は 微塵 

もない。 ほんの こけ 知らす とい ふ物ぢ や。 

其 段 は 此茂次 兵 衞が受 合。 コレ卽 ち 先様 

からき た 0 丈夫な 装束 見せ ましよ と。 フシ 

風呂敷 ほどき 取 出す は。 雜兵 なみの 陣笠 

鎧 ひ 見る に 太 五平 ぞく つき出し。 そり や 

おれが 望む 所ぢ や。 大勢に 打 交りえ い 

くわいが 言うて 見たい。 ヲ 、 サ そんな 

らち やっと 身 捲へ と。 S てん 手に 帶 とく 

布 子ぬ ぐ。 道具屋 襦祥の 上に 黑 革の。 鎧 上 

帶 ナ ホスし つかと しめ。 I 腰 さすが 侍の 

小手 i 當も 似き うたと。 陣笠 着せて。 K 

さす さ *< 

コレ太 五平。 そち は 先様 知るまい から。 

場に 所 を ヲット 合 點母じ や 人。 ヲ 、 そ 

ん なら 太刀の 折紙 を。 添へ て やらう と納 


戶 より。 取 出し 渡せば 恭 いく。  コリ 。> 

ャ 怪我すな よ。 ヲ、 夫 もよ い/、 此形 も。 3 

よいく やな。 よい。 よい やな 。よい/、 

ね 0- もの 

,c/\ よい やな。 S 身ぶ り は 練 物見る 

如く。 ォクリ 勇み 進んで 7 シへ こそ は 急ぎ 行- 

く。  7 シ林は 跡 を。 打 眺め C  -詞 不具な 子が 

か は ゆいと。 有様 は 不便に ござる C 和と 

にも かくに もお 前のお 世話。 うご ざり 

ます。 S お 鱧が てらに 酒 一 つ 進ぜたい が C 

奥に は 仕事 を 取 散らして 置きました。 納 

戶で なりと 參 つて 下され。 ィャ そり や 御 

無用。 ハ ァテ 買うて は 進ぜぬ。 餘 所から 貰 

もろはく  いひし  ： 

うた 諸 白に 。親の！ il? でた つた 一つ C  ^是 

非に/、 と 無理やりに。 納戶へ 押 遣り 勝 

手から。 欽子 K 孤 持 行く も、 一 7 シ子 故の 愛想 

と 知られたり。 地 風 さそ ふ ハル 7 シ 道の 時雨 

も。 戀 故に。 身 は の 菊の 前： 走 着いた 

る 一 つ 家の。 I： の 戸け はしく 打 叩き。 明 § 

けて/ \ と {| 且 へば。 林 は 聞 付け 誰ぢゃ 3 


く。 ィャ a 大事ない 者ぢ や。 大事ない 

者と は。 ハテ わし ぢゃ。 菊の 前ぢ やわい 

の。 ャァ。 お 姬樣と は 心得ぬ と。 * 庭に 

かけおり 戶を 明けて ほんに さ うぢ や， - 詞 

まあく お入り 遊ばせと。 * いふ 中 もど 

うやら 氣遣 ひ。 見れば 付添 ふ 人 もな し。 

何として 夜に 入って お 一 人 お出でな され 

たぞ。 S されば いの 忠度樣 の 遊ばした。 

お 歌の 事に とやかくと 隙 取る 內 を 待 兼ね 

て。 お立ち 有りし と閒 くと 早 や 跡 を 慕う 

て。 *7 シ 出で たれ ども。 * 心に 任せぬ 女の 

足 。愛 迄 来ても 追 付かれぬ。 《«道 は 知らす 

日 は 暮れる。 そなたの 所 は 前方に。 摩耶 

參 りの 時 寄った を 便り。 漸ぅ 尋ね 當 りし 

が此 やうに 後れて は。 忠度樣 に 逢 ふ 事 は。 

成る とも. /(\0 そり ゃ乂 どうして 。コ レ。 

忠度樣 は 先程お 出な されて 奥に ござる。 

ャァ夫 はほん か镍 しゃく。 早う 逢 ひた 

い あはして たも。 成程お 逢 ひなされ ませ。 


ぢ やが コ レ。 ^草^で 休んで ござる。 け 

た i ましう 起さ. f- と。 そっと はいって 肌 

t. 一よ しん 

身 を 付け。 しつ ぼり と御寢 なれと。 地粹 

な詞に おもはゆく。 ヲ、 乳母と した 事が 

じ やら （-と 何 ぞいの。 わけ もない 事ば 

かた ほ  おみ 

かりとい ひつ、 片頻に 笑の 眉 3 ひらく 換 

も 待 兼ねて。 7 シ いそく として 入 給 ふ。 

折節 納戶 の暖 || 上げ。 欠伸 まし くら 立 出 

づる茂 次 兵衞。 謂 婆 さま。 いかい 雜 作で 

ござった。 是は扨 わしと した 事が。 不作 

法な 亭主ぶ り。 ィャモ 手酌で たべつ おさ 

へ つ。 子 切り 引っかけたり ゃ屨 入が し 

て ぐったりと 寝ての けた。 內に 大分 用が 

ある。 いかい 馳走。 其內 きまし よと * 言 

捨て 、。とっか は 急ぎ フシ 立歸 る。 ハル フシ 

時し も 一間。 * 騒がしく 何の 樣子か 菊の 

前。 襖 を あけの 裾獄 はらし。 かけ 出で 給 

へば 林 は 驚き。 コレ/ \ 申しと 引止め。 

が發 つた か 氣色を か へ てと つか は 


と。 お前 は どこへ ござります 。様子お つ 一 

しゃれ ど うぢ やく。 サァ 其樣子 はの。 ^ 

忠度 様が どうよくな。 わしに 暇 を やる と P 

いの。 ム 、そんなら お前のお 腹 立 は 尤も 

ぢ やが。 高い も 低い も 夫が 女房に 瑕 を や 

る は 0 よくく 了簡なら ぬ 筋 か。 其譯を 

立てな されに や。 コレ 科ない お前に 疵が 

付く ぞへ マァ とっくりと 氣を鎭 め 思案し 

て 御ら う，！ J ませ。 ィャ 思案 迄 もない。 其 

譯は 立って あれ ど" 《s 互に 思 ひ 初めし よ 

り 夫よ 妻よ と 言 ひか はし。 一 生 添 はう と 

とき  なが 

思うた 物。 錄 切れて は 片時 も 何と 存らへ 

居られう ぞ。 恨み つらみ も あり そ 海 一 思 

ひに 身 を 沈め。 底の 藻屑と なる 覺悟。 とめ 

すと 殺して たもい なう。 死ぬ る とば 

かりにて。 7 シ跡は 詞も淚 なる。 ィャ 

なん 

何 ぼ さう おっしゃっても。 乳母 は 

どうも 合點 がいかぬ。 是には 定めて 深い 

様子が。 ホウ 其 仔細 は忠 度が。 とくと 申 微 


開かせん と。 逸しづくと^：！出で給ひ。 

afK の 憎む 所天必 す誅罸 すと。 入道の 不 

善 I 門の 積惡 によって。 かく 迄 傾く 平家 

の 運。 * 此 度の 戰 ひも 十が 九つ 味方の 改 

軍。 某 も 討死と 覺悟 極めし 事 なれば。 阂ぃ 

つ を 期して か 添 果てん。 思 ひ 切って 歸ら 

れ よと。 いへ ども 中- 聞 入れす。 陣所 へ 伴 

ひ 行かん と ある。 時には 忠度 女に 迷ひ陣 

中迄俱 したりと。 世 のん 口に か. * ると い 

ひ 0 死後 迄緣を 切ら ざれば。 * 俊 成 卿の 御 

身の上。 平家に 親しき 咎を 受け。 終に は 

源氏の 仇と なって 亡び 給 はん 悲し さに。 

コれな 

お 態と 難 面く いひ 放し。 暇 を やりし は忠 

虔が。 師の 厚恩 を 報ぜん 爲。 恨みと 思 ひ 

7 シ給 ふなよ。 W とはいへ もしも 運に 叶 

ひ に 勝た ばながら へて。 再び 逢 はんも 

計りが たし。 それ を 頼みに 行末の。 契 

りを樂 しみ 待 給へ と。 a 口に は 諫め 心に 

は。 これ 今生 の^れ ぞと思 ひ 廻せば いぢ 


らしく。 さし も 武勇に 張り詰めし。 弓弦 

の 切れし 心地 ii てね る も ゐられ ぬ 座 を 背 

け。 脇目に 餘 る莉淚 7 シっ、 み 兼ねさお 

給 ふに ぞ。 おそれと 悟りて 菊の 前。 ィャ 

く  何 ぼ其樣 に。 再び 逢 ふの 添 はれる 

のと。 潔う おっしゃっても。 誠し からぬ 

身の覺 悟。 * 討死と 知りながら 何と 見捨 

て- - いなれ ぅぞ。 いづく 迄 もお 供して 生 

きる とも 死ぬ ると も。 一 所でな けり やわ 

しゃい やく。 むごい つれない お 心と。 縫 

り 付いて 泣き 給へば。 林 も 心根 思 ひやり 

ス, -テ俱 に扶を しぼりし が。 * 態と 勇めの 

聲勵 まし。 今の 程 事 を 分け。 利害 を說ぃ 

て 言 ひな さるに。 たって お供と おっしゃ 

れば。 親御 様へ は 不孝と いひ。 殿御の 爲 

には猶 ならぬ。 * いかに 娘 ごぜ なれば と 

て其辨 へがない かいな う。 ァ 、 うとまし 

いお 子で は あると。 詞を盡 して 俱々 に 

諫めす かせ どい やおう の。 應も淚 中 々 


に 離れが たなき 7 シ 風情な り。 * 折節 風 5 

ま AC か  と ぎの こ, *  ：  So 

に 誘 はれて。 間近く 閉 ゆる 鯨波。 耳 を 突 

かね  らんで 5 

拔く S 太鼓。 亂聲に 打 立てく。 どっと 

かけく る 討 手の 大將。 眞 先に 大昔 上げ。 

な， 落人 薩 摩守忠 度。 此家に 忍び 

おはす る 由 0 注進 有って 糙に閒 き。 召 捕ら 

たと おに！ 4.* 

ん爲梶 原 平 次景 高が 向うたり。 縱へ 鬼神 

なれば とて。 八方 を取圉 めば とても 運れ 

ぬ。 尋常に 雜か、 ら. ^ よ。 異議に 及ば. - 

踏& んで& 捕る。 せいかに くと フシ 呼ば 

はったり。 地 人々 扨 は 茂. ff^ 兵衞 が。 注進 

せし かと 驚けば。 ノル * 忠度 ちっとも 動じ 

給 はす。 二人 を 奥へ 忍ばせて。 太刀お つ 

取って つつ 立上り。 ャァ" ^を こが まし や 

景高。 源平 互に el を 前り 匁 を 爭ふ戰 場に 

は 向 はす。 我 一 人に 多勢 を 以て 取 圍む卑 

怯 者。 汝 如きに やみく と 繩か& る忠度 ji 

ならす。 * いで や 手 並 を 見せん すと。 太 ^ 

刀拔 放し フシ 身 繕 ひ。 孅鱟高 苛って ソレ ™ 
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路 込め。 下知に 從ふ雜 兵 共。 門の 戶敏破 

り 一 同に。 かけ 入りく かけ 向 ふ。 多勢 を 

屈せぬ 早業に 眞甲。 立 割 車 切。 四方八方ば 

つし く。 雜 立て 給へば 難 人 ばら。 フシ 皆 

我 一 に 跡す さり。 a 忠度 怒りの 御聲 にて。 

うぬら 如きに 5^ 物 はいらす と。 * 大手 を 

廣げ待 給 ふ。 ハル ギン 手 並に こりぬ 難 兵 共。 

一 人が かり は I はじと。 大勢 I 度に どつ 

ひつ £ か  ひ とづぶ て 

と 寄る。 引 街んで は 人^。 あやどり なん 

ど を 見る 如く 目覺 しかりけ る =1 重へ 次第 

なり。 * 勇力 無双の 働きに。 さしもの 景高 

m 後れし。 逸足 出せば 雜兵 ども。 敵 はじ 

ものと いふ 波の。 立 足 もな く 我先に。 む 

らくばつ と シ^ 失せけ り oa 相手な け 

れば忠 度鄉。 息 を 休む る 其 中 も油斷 なら 

ざる 壤 生の やどり。 いか 2.- して 防がん と。 

心 を 配る 時し も あれ。 墉 又も 寄せく る鬨 

の 聲貝鉱 。鼓 攻め太鼓。 フシ 手に 取る 如 

く閉 ゆ. d ば。 * 忠度 はっと 心 付き。 扨 


こそ 景高。 大軍を 催し 重ねて 向 ふと 覺ぇ 

たり。 戰 場なら ば 敵の勢。 何萬騎 にて 圍 

むと も 打破り 薩惱 ませ。 春を顯 はし 見せ 

んす もの。 * 軍 中に 引返し 願 ふ 詠歌 も 腰 

をれ の 。望 も 叶 はす 剩 へ 。 さし も 名高き 忠 

度が。 斯く Jl^ 屋に身 を 忍び。 敵に 園 まれ 

やみく と。 生 捕られん は 後代 迄。 屍の 耻 

辱 名の 檨れ。 ェ 、 口惜し ゃ淺 まし やと。 拳 

を 握り 齒嘴 をな し 怒りの 淚 てる 月に。 S 

を 降らす が 如くに て ノ. -7 シ いた はしく。 

も 亦 道理な り。 コハリ * 透 も あらせす 表の 

方。 寄せく る 軍兵 むら 立つ 褐燈 天地 を。 て 

らし 亂れ 入る よと 見る 所に。 ナ * ス地 さは 

はな だ 

なくして 討 手の 大將。 掛烏 精子に 花 田の 

大紋 さは やかに。 長祷 のく、 り を， V き悠 

悠然と 立 向 ひ。 蔵國の 住人 岡 部の 六 

彌太忠 澄 。忠度 卿に 毘參 と。 *f しづくと 

打 通り 傍 近く 謹んで。 誇此度 源平 兩 家の 

軍 は。 私なら ぬ 院宣 を 蒙り。 範賴 我經罷 


向へば。 兩陣 互に 晴 勝負。 潔き 軍 はせ す 

し て。 拔 けがけ せし 景 高が 卑怯 の 振舞。 閗 

くに 忍びす 此六彌 太が 參 りし は義經 の嚴 

命。 其 仔細 は。 先達て 俊 成 卿へ お頼み 有 

りし 御詠歌の 內。 さ *v 波 や。 志 S の 都 は 

あれに し を 。昔ながら の山樓 かな ゥ右の 御 

歌 千載 集に 入りし かど。 勅勘 ある 御身な 

れぱ。 名 は 憚りて。 讀人 しらすと なりし 

しるし たんざく 

趣。 則ち 集に 入りた る 印。 此短箭 御 覽に入 

れ よと。 * 山 樓の流 枝に。 結び付け たる 

以； S の 短冊 フシ 恭しく 差 出せば。 地忠 度に 

つ こと 打 笑み 給 ひ。 我が 詠歌 を 我 筆の。 

あだ はな  しるし 

願 ひも 仇 花なら ぬ 印。 御 芳志の 山樓 C ハ 

ァ 、 忝し と 押 戴き。 敵 味方と 隔 つれば 打 

捨 置かる ベ かっし を。 思 ひ 寄らざる 義經 

の 仁心に て。 歌 <0 數に加 はり C 和歌の 譽 

を殘す 事。 生涯の 本望 死しても 忘れぬ。 

フシ 悅びぞ や。 * とても 連れぬ 身の 不運。 

死すべき 時に 死せ ざれば。 死に^る 恥 有 


りと。 名 もな き 愚人の 手に か、 り。 見 苦 

しき 最期 もせん かと。 後悔せ し 折に 幸 ひ。 

a 武勇の 間え 隠れな き。 六彌 太に 生 捕ら 

れば忠 度が 恥辱 は あら じ。 サァ。 依て 繩か 

けられよ と OS フシ 御手 を 廻し 待 給 へ ば。 コ 

ハ K 心得ぬ 御 仰せ。 某 君の 討 手に は參ら 

す。 敵 味方の 勝負 は戰 場。 其 時は兩 家の 

業 容赦 はない ぞ。 互に 時の 運に 任せん。 

但し 梶 原が 如き 弱み を 見かけ。 拔駄 して 

手柄に せんと。 思 ふ 様な 六彌 太と 思 召さ 

る \ か。 ハ、、 、 フシ はっと あざ笑へ 

ば。 * 忠度 卿理に 服し。 詞實 にく 是は誤 

つたり。 盛んなる 時 は 制し。 衰 ふる 時 は 

制せら る \ 理。 いか なれば 義經 と. S ひ汝 

迄 誠 有る 一 言。 心魂に 徹して 今 さら 返す 

詞も なし。 地 惜しから ぬ 命 なれ ども 明け 

なば 陣 所へ 立 歸り。 花々 しく 軍 を せん。 

其 時 望み は 御邊が 首。 忠度卿 は 我 討 取る。 

必す討 たれよ。 おんでも ない 事。 ァ レ /、 


八 聲の鶏 も 鳴く。 明くる 間近し と 申せ ど 

も。 路 次の 狼藉 覺束 なし。 陣 所へ 御供 仕 

らん。 ソレく 用意の 馬 引けと。 a 飾 立 

てた る黑の 駒。 御前に 差 寄す る。 辭す るに 

たて 

及ばす 忠度 卿。 立 髮摑ん で ゆらり と 召せ 

ば。 地 一間の €： より 菊の 前。 コレ なう 暫 

しと^ 出で 給 ふ を 林 は 押と め。 立身で 隱 

せば 岡 部の 六彌 太。 夫と 悟って 忠 度の。 

脫ぎ かけ 給 ひし 上 の 袖。 刀を拔 いて ふ 

つつと 切り。 N コレ 母と いふに^ 

りハテ 扨。 ふしぎな 顔せ まい。 總 じて 

老女 は揠 とい ひ。 又姥 とも 呼ぶ。 今宵 忠 

度 卿の。 お 宿 を 申せし 御 褒美に 是を遣 は 

す 。それとも 。若々 しき 錦の 片袖。 年寄が 

貰うて 益な しと 思 は i -。 外に ほしがる 方 

も 有るべし。 是も 其。 人の 形見と 思へ ど 

も。 翁な つかしき 袖のう つり 香と いふ 歌 

の 心。 ナ 。其方が 耳に ソ レ。 菊の 前よ く 心 

得て * お受け 申せと 差 出せば。 * コハ冥 


加な き 仕 4 口と。 戴く 右の 片袖は 右の 腕 を W 

落ち かたの。 軍に 討死し 給 ひし。 7 シ 後の 

哀れと しられた る。 ハル フシ 思 ひの 種ゃ淚 

や 種。 仁義 を 種の 六彌 太が。 東 li 近し 急が 

んと 先に 進んで たつ か 弓。 いはぬ はいふ 

に いやまさる 暇 乞 さへ 泣 顔に。 見送る 姿 

ふり 返る、：；" の 種の 詠 I も 昔ながら の 山 

櫻。 散 行く 身に も 指 かざす 流の 枝の 短冊 

は。 世. -に譽 を tf す 種。 歎きの 種の 離れ 

際。 諫め を 種と 隔 つれ ど。 はてし 淚の悲 

しみ を俱 にな づ みて 耳 を 垂れ 晰く。 聲も 

哀れ そふ 駒の。 足取り 諸手 綱引き。 わか 

れ 行く 曉 のさ も。 名 殘ゃ惜 むらん 

第 三 

世に あらば 又歸 りこん 津の國 の 御影の。 

ナ ホス 松と 詠み 置きし。 地 I 樹と俱 に 年 を 〔1 

經し 額の 黑痣 ：！ 癖に。 怫の 御名 を唱 ふれ I 

ば。 白毫 六と e 人に 知られし 石屋 


有り。 實に 交り も 信心の 同氣 同行 相 求め 

て、 fff  ん きん め ねんぷら 

朝暮。 勤む る 看 經の責 念^の 終りに は。 諸 

國諸 山に 建 置きし 石塔に ある 戒名の。 數 

も 限り もな む あみだ。 S 以 此坊德 平等の 

回向の 聲も 殊勝な り。 * 曰暮 紛れに 門口 へ 

#か つてく る 石屋 ども。 親父 殿內 にかと 

いふ 聲閒 い. てす つと 立 出で。 ホウ 同行 

衆よう ござった 今日は 大分 鬧 しさに 仕事 

の 形で 直に 看經 たった今 了った。 サ 、上 

らしゃれ なむ あみだく。 アイ ャ これ 彌 

陀六 殿。 <5 ほ數珠 くりの 數 右衛門が 逮 

や  さそ 

夜。 百万遍 申す によって 誘 ひに 来ました。 

ほん にさう ぢ やどり ゃ參り ましよ コ リ 

ャぉ岩 まだ 彥助は 臭らぬ か。 ソレ 娘が 起 

きたら 薬 あた、 めて 飲ませ。 若し 石塔 を 

誘 へ さし やった お 若衆が 見えたら 虔る迄 

待た して 置け。 サァ くご ざれち やっと 

念佛 かき 込んで 夜食 を 申 そぢゃ ある ま い 

か0ヲィく佛も百^^の飮食。こちも奈良 


茶の 御 食せ う 。しょざい 佛法腹 念佛。 * 門 

念佛を 口々 に 7 シ打 連れ て こ そ 急ぎ 行く。 

a» へ 下人の 彥 助が 初の 先にぶ らくと 

7 シ網瑰 引き かけ 立歸 り。 ョャレ くしん 

どや。 お 岩 殿 肩 も 腕 もめり いふ わ。 

ヲ、 道理- * さぞ 草 臥。 そして 石塔 は 建 

ちました か 0 ィャ まだ 建て はせ ぬが。 おり 

や 内に 用が あろと 思うて 先へ 戻った が旦 

なか 

那殿は 奥に か。 ィャく 同行 中に 百万遍 

が 有って 參 らしゃ つたわい の。 ホウ そん 

なら 幸 ひ。 此間 小雪 樣が 病氣ぢ やとて 引 

込ん て ござる は。 彼の 石塔 を 誘へ さし や 

つたお 若衆に。 戀煩 ひと 見た は 違 はぬ。 旦 

那の耳 へ 入らぬ 內 意見せ うぢ や あるまい 

か 。ィャ そり やわし も如才 はない。 此間か 

ら色々 というて もい かなく。 此戀が 叶 

はねば 井戸べ 身 を 投げる の 首し めて 死ぬ 

るのと 怖い 事ば つかりい うて ぢゃ。 ホウ 

そり やい やなこつ ちゃの。 ハァ そんなら 


か うぢ や 。たった 一 度で B| ひ 切らし やれ 一 

と。 とっくりと 合點 さして いっそ 逢 は そ れ 

ぢゃ あるまい か。 ハテ もうせう 事がない § 

幸 ひ 今夜お 若衆：^ 見える 答ぢ やが。 其 間 

に 旦那が。 ァ 、何のい の 百万遍なら ちゃ 

つと ぢゃ 有るまい。 マァ娘 御に 其譯 いう 

て 工面 さっし やれ。 おり ゃ寐 所で 彼の 時 

分。 獨 角力 を 取 h- ましよ と * 言 ひつ、 勝 

手と 奥の間へ。 7 シ 別れて こそ は 入りに け 

れ C  * 太夫 旣に其 夜 も。 丑 三つの。 風 しん 

くと 更 I り。 ス M いと 物す ごき 時し も 

あれ。 音 取の 聲の 哀れげ に。 ほの 間 ゆれ 

ばいと V- 猶 0 心 ぼ そ さと 7 シ 訝し さ。 地 小 

と もしび 

雪 は 部屋 を 立 出で て 灯火 か i げ窺 へ ば。 

鬥の戶 ほと く 打 叩き。 a 賴 みませう 地 

£ が 

くと いふ 聲は扮 ふ 方な きお 若衆 樣。 ャ 

レ嬉 しゃと 飛んで おり。 戶ロを 明けて よ 

うこ そお 出で 。サァ くこち へと 伴うて。 8 

下に 居る 間 も 胸せ かれ 顔 は上氣 のはぢ 


艳。 差 俯向いても ぢ/^ と。 挨梭も 出ぬ 

フシ 其 内に。 埴ぉ 岩が 閲 付け 走 出で。 ？ は 

くお 若衆 樣。 今日お 出の 約束 故 只今 迄 

待ち ましたが 。なぜ 更けて お出な された。 

されば 手前 はちと 樣子 有って 人目 を 忍ぶ 

者 なれば。 晝は 勿論 夜 とても 密な 時刻 を 

ささ だつ 

心がけ。 態と 只今 參 りしが 先達て 跳へ 置 

いた 石塔が 出来ましたら。 彼 地へ 建てて 

貰 ひたさ。 先づ it 亭主に 逢 ひましたい。 

ィャと &樣は 只今 留守で ござり ますが。 

お前が お出でな されたら 待たせまして 置 

く樣 にと ナウお 岩。 アイ 申 付けて 出られ 

ました a 歸られ ます 迄 名 化 は此娘 御。 お 

咄ひ 相手に してう つ、 答へ つやつつ 返し 

つ 0 罨 とかくお 心安う して 進ぜて 下さり 

ませ a サァく 奥へ と フシす、 むれば。 

S 然 らば 左様 致さん と。 * 何の 心 もつ い 

立って。 一間へ 通る 後 かげ 見送る お 岩が 

手 を 打って。 S テモ扭 も 好い 器量。 あの 


樣 なお 若衆 は 日本 國を 尋ねても 今 一 人と 

有るまい。：^ さし やん す も 道理々 々。した 

が コ レ 小雪 様う ろ 付いて ござる 所ぢ やな 

い。 ちゃつ といて 敎 へた 通り 何 かなしに 

あたまから 抱 付いて こけた がえ ぃぞ や。 

.H^ も 上 へ ならぬ やう 下から 隨分 あしら ひ 

なされ。 M ァレ まだ うぢ か はも どかし や 

サァ 早う と むりやりに。 押し やり 突 

きやり 跡び つし やり。 国ァ、 世話 やの ど 

うやら かう やら 首尾な つた。 地是 から 休 

もと 儘 なれ どた つた I 重の 壁 ごしに。 隣 

の 餅搗閒 くやう で 寐られ そむな い 夜 さ. 9 

ぢ やと。 フシい ひつ、 勝手へ 入る 跡へ。 地 

小雪 は 立 出で 興さめ 顔。 テモ めんえ う 

なお 若衆 樣。 糙に奥 へ いかし やん したが 

かいくれ 姿が 見えぬ はどう ぢゃ。 * 不思 

議^,^ とうろ/ \ きょろ^^ 尋ねる 內。 

こなたの 陣子 さっと 明け。 ィャ爱 に 居 

ます わい の。 是 はしたり 意地の 悪い いつ 


の 間に 拔け なさった。 人の 思ふ樣 にもな 

い 心つ よいお 方ぢ やと。 地 曾 ひつ- - 傍へ § 

指 寄れば 飛びし さって ァ、 これ， （-。 S 

始終の 様子 を 見聞く に 付け。 優しき 人の 

志。 痦 しいと は 言 ひながら。 我が身 は 深 

き樣子 有って 假 にも 妹脊の 語ら ひ をな す 

さきし やう 

事 叶 はす。 * 緣 なき 事 は 前生の。 約束な 

ら めと 諦めて 思 ひ 切って 下されと。 いふ 

もさす がに 氣の 毒の。 7 シ 打し をれ たる 

其 風情。 地 小雪 ははつ と 力 を 落し。 サハリ 

たと へ樣 子が ある とても。 是 程に 思 ひ 詰 

め 心を盡 すか ひもな く。 情なう も 振 捨て 

てい やと おっしゃり や 生きて は 居ぬ。 む 

ごいつれ ない お 心と ス予ァ 恨み 歎けば。 詞 

いやと よ むは さる 事ながら。 逢 ふは刖 

れの始 とい ふ k に 洩れぬ 我が身の 上。 親 

み 置きた る 石塔が 今にも 成就して あら hi" 

ば。 再び 此 i;? へ 来らぬ 故 逢見る 事 も 叶 ふ I 

まじ。 地-只 儘ならぬ は 世の 習 ひ はかなき 
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物 は 人の 身の。 一 生 は 皆 夢と 思へば さの 

み 迷 ひも 有る まじ。 さりながら 今 を 限り 

の^れと い へ ば。 誰し も 名残惜しい 物 。若 

しも 戀 しき 折から は。 1? 心の いさめと も 

^らん。 いで ノ、 形見 を參 らせんと。 地 

錦の 袋柙 開き 青葉 さかえし 笛 竹 を。 渡す 

心 も ぁぢ きな く 戴く 身に もさながら に 道 

理に向 ふ 矢先 はなく。 ひ よんな 事ぢ やと 

いふより 外 7 シ詞 も。 淚 にく れゐた る。 

地 折から 道々 口癖に 南無 阿 彌陀。 なむ あ 

みだ 六 逮夜より いきせ き戾り 門の 戶を。 

明けい くと 打 叩けば。 あいと 奥から 返 

事して お 岩が かけ 出で。 M 旦那 様のお 歸 

りさうな コ レ小 雪樣。 折角 戀 になされ た 

あなた を。 此 儘で 思 ひ 切る お前の 心が い 

かにしても いとし ぼい。 * せめても の 心 

ゆかし 此 間にち やっと 抱 付きな されと。 

むりに 押 遣り 庭に 下り 戶ロを 明け C  IS ホ 

なん 

ゥ 旦那 樣 早かった。 向の 早 かろ。 百万 べん 


. (- だら， < -と 跡の 話で 途方 もな う 夜が 

更けた。 ァ なむ あみだく。 ャぉ 若衆 は 

ござった か。 サァ 其お 方 は。 ど うぢ や 

(0 サ 、 、 さっきに 見えた けれど。 耻 

しかった か 門口で うぢ かはく はいりに 

くさう にして で 有った を。 もどかし がつ 

て 娘 御が つい はいらし なされ たわいな。 

ャ、 、何ぢ や 娘が もう はいらし たか。 ァ 

ィ。 なむ あみだ./ ヲ 、 旦那 様と した 

事が 惡ぃ 聞き やう。 此 門口に ござった を 

內へ はいらし なされた とい ふこつ ちゃわ 

いな。 ハテ さう しっかり といへば えいに 

どうやら 紛 はしかつ たで はっと 思うた。 

S どり やお 目に か. i ろかと すっと 通って 

是 は./ \。  S さぞお 待 遠に ござり ましよ。 

拉ぉ 誘への 石塔。 令 日の 約束な り や 夜 を 

日に 次いで 渐ぅ 出が し。 今朝から 若い者 

等に 運ばせた が。 大 かた 建てた で ござり 

ましよ。 そ， e は痦 しゃい かい 世話で ござ 


つた。 ィャ 世話 は 家業 ぢ やが ぉ氣に 入つ 

たらこち も 仕 合。 マァ 御ら うじて 下さり 

ませ。 成程々 々同道して 參 りたい。 そんな 

らお 供 致し ましよ と ！ S 立って 用意 を 取 

急げば。 詞コレ /、と \樣 わし も 一所に 

なん 

行きた いわいな 。そり や 何で。 ハテ 石塔 

の 恰好 見に。 ハテ扨 わけ もない 何の われ 

が 見る 事で。 爱ゃ あそこの 所ぢ やなし 殊 

に 夜道 ぢゃ。 阿呆い はすと 背戸 門し めて 

よう 留守せ い。 コリャ お 岩。 そち も 傍 か 

ら隨 分氣を 付け 誰が 来う とも 構 へて つい 

はいらす なよ。 合點か 地サァ くお 出と 

打 連れ立ち 急ぎて こそ は ^^出てで行く。 

ハル フシ 月 もさ やけき 夜もすがら。 四方の 

景色 もす みの ぼる。 光り を 覆 ふ 雲なら 

で 。雀の やどり 影喑き 。本 7 シ 松の 林に 風 あ 

れて。 汀の 波のお のづ から 音 も はげしく 

フシ 打 寄せて。 《f 高梗に 響く  n ハ リ山彥 は。 

とう/ \ さっと 布引の ナ ホス 瀧の。 しら 糸 


たえす と 人の。 とへば かなたと a 百 崎に 

ォクリ つ く。  1^ 村 虽 も。 急ぎて 忉利 天上 

寺。 摩耶 のお 山 を 馬 手に 見て。 行ぐ 道筋 

ナぐ  は ** ぺ  か ラバ 

も 直なら ぬ 脇の 濱邊 ゃ鏺傳 ひ。 祌戶も 跡 

に湊川 ハル 7 シ 流る、 水の 淀な らば-; 15^ も轡 

橋 かけ 渡す 7 シ舟を 守りの 祌垣ゃ 地 森 も 

たるみ 

しげみて 置く 露の。 垂 水の 里 も 早 過ぎて 

行けば。 程なく 上野 山 7 シ 一 の 谷に ぞ着 

きけ るが。 《f 東雲 近き 横 のた なびく  WI 

も靑々 と。 枝葉し げりし 松 蔭につつ くり 

立った 御影石。 遠目に それと 彌陀 六が。 

さき 

走 寄って 是ぢ や. （-。 85 先達て 遣 はされ 

た 所 書に 合せ。 若い者 等に 言付けたり や 

建て は 建てた がちつ くり 笠に ふりが ある 

と。 * 押 直して ためつ すがめ つ。 詞サァ 

*s ん 

恰好 見て 下さり ませ。 何とよう ござり ま 

せう が や。 是 から 狂 ひの な い 様に i を 

しつく ひ  ふた も 0 

合す は 漆喰と。 * 懊 より 蓋物 取 出し。 重 

き は.，^  ぼた 

ねの 際々 塗る； W へ。 山 畑 かせぐ 百姓 ども。 


鋤錄 かたげ どやく と 通り か. - つて。 <^ 

ホウ 石屋の 親 仁 殿 か-】 おいやい こり や 皆 

とうから 精が 出るな。 ィャ こち とらより 

此方が とうから ぁぢな 所へ 石塔 を 建てさ 

しゃった の。 ハテ あの人 は 商賫ぢ やによ 

つて。 どこで 有らう が 持 運んで 建てねば 

ならぬ が。 跳 人が 希有な やつ ぢ やの。 ァ 

ァ これ/、 むさと 齒相言 ふまい。 其 施主 

人が 愛に ござる ぞナァ お 若衆 樣。 我 も 人 

も 亡者の 爲 卒都婆 一 枚 立てても 三 惡道を 

遁る V と. S ふ。 まして 大層な 此 石塔 をお 

建てな さる は 御 奇特な お 若衆 樣。 結構な 

お 志で ござります。 ィャ これ 親 仁 殿。 お 

若衆の 施主 人のと 人 もない に そり や 何い 

はしゃる。 何と はわ いら 目が 覺 めぬな。 

ァレ また どこに 入が ゐる ぞいの。 ハテこ 

れ妥に ハ ァ ほんに 見えぬ わ。 ハ レ めん 

えうな たった今 迄爱 にで 有った が。 ハァ 

どっちへ ござった な。 お 若衆 樣 くと 地 


呼べば 俱々 百姓 ども。 爱 かそ こかと 零ぬ . 

る 所へ。 娘の 小雪が かち はだし 息 もす た 幼 

( フシ 走り 着き。 お 若衆 様に たった 

1 言い ひたい 事が 有って きた。 a ちょつ 

と 逢 はして 下さん せ。 85 ィャ逢 はして 所 

ぢ やない 影 も 形 も 見えぬ わい 。コ レ 親父 

殿。 お 若衆が ゐ やらねば 忽ち 此方の 損ぢ 

ゃぞゃ 。所 を 知って か 。但し 先 銀で も 取つ 

て 置かし やった か。 いやて や。 J 體が好 

いから 所 も 問 はす 一 錢も 受取ら なんだ。 

ハァ 夫で よめた。 石塔 を かこ ^2 に 何ぞせ 

しめる 下ェ。 扨 は に 極った。 ま 返く は 

うせまい ぼっか けん サァ昝 こ. s/\- と 立 

騒げば。 lis ィャ これく 待た しゃん せ。 

よも やそん なさ もしい 心なお 方で は ある 

まい。 其證據 はわし にやる とて。 コ レ此笛 

を 。貰うた のか。 ハァ どれく 。ャ こり や 

なぇだけ ^ 

まあ 袋が 結 51 な 赤金 欄ぢ や。 拉笛は 生 竹 g 

でもない が 節から ちつく り 枝 紫が ある。 


いか 樣是 を錢 にせうなら 百が 物 は あらう 

かい ナウ 親 仁 殿。 ハテ扭 何の 錢に ならう 

夫 も 娘が 一 杯囔 たの ぢゃ。 ェ、 こんな 事 

はんがね 

なら あたまで 半 銀 取って 置いたら。 まん 

さらの 損 もせまい にあた 慘 たらしい 目に 

あうた と。 M 墙悔 むに かひ も あら 笑止 や。 

彌陀 六がぬ かれた と傳 へ て 諸事の あ ij- 物。 

手附を 取る とい ふ 事 は 7 シ此時 。よりと 知 

られ たり。 ナ * ス 地 時し も 跡の & 原より 足 

を *>ご  5£ 

早に くる 女子 は。 何者 成る とい ふ 中に 走 

り。 近付き 藤の 局。 S コレ/ ^ちょっと 

物 問 はう。 船 寺 は どつ ちぢ やの。 地敎 へ て 

たもと ありければ。 K ハァ、 夫は是 から 

よつ 程遠い が。 見れば 賤 しうな い 女中の。 

たった 一 人 かち はだしで 何故 寺 を 尋ねさ 

つし やる。 されば 妾 は樣子 有って 跡より 

追手の か、 る 者。 く 影 を 隠さん 爲と 篇 

宜ふ 中に 目早く も 娘が 持った る 袋 を 見 付 

け。 W なう それ ちょっと 見せて たべと。 


* 手に 取 絵へば 扮 ひなき 青葉の 一管。 S 

ャァ是 は 我が 子の 敦 接が 肌身 放な さぬ 秘 

蔵の 笛。 どうして 此方の 手に あると。 壜 

閗 いて 親子 も 不審 顔。 百姓 ども 口  * に。 

S 其教兹 とい ふ 人 は。 此 間の 載に。 源氏 

の 侍 熊 谷の 次郞が 手に か V り。 死なし や 

つた ぢゃ ないかい ナァ與 次 郞。 ヲ. 其 時 

に いぢら しい 玉 接と やら いふ 內裏上 藤 も 

殺されて 居 たげ なと。 地 w いて 御毫， は。 

ャァ くくな に 敦盜は 討 たれし とや。 

籍 原の 館に て 母樣御 無事で おさらば と 玉 

織 諸共い さぎょう。 雉い うたが 此 世の 88^ 

乞。 長い 別れに 成った かと。 ありし 事 ども 

くどき 立て。 人目 も耻 じぬ 叫び 泣き 前後。 

不覺に 見えに ける。 ™ ィャ これ 親 仁 殿。 

.^1:點のぃかぬ事がぁる。 死なし やった 敦 

盛樣が あの 笛の 主 なれば。 こなたに 石塔 

誘へ たお 若衆と I っぢ やない か。 いかに 

も。 サ其 死んだ 人が 来さうな もの ぢ やな 


ぃぞ や。 いかにも。 ハ 、ァ 闭 えた。 さつ 一 

きに 爱迄 連立って 来て 。あの-物の いふ I 

中搔 消す 様に 見えなん だは。 扨は幽 g で S4 

あつたよ なと。 譏い へば 皆 々興さめ 顔 御 

臺は猶 も 悲し さの ス， -チ思 ひ いやます 

歎き。 小雪 も 始終 を閉 くにつ け。 II い 事 

やとば かりにて。 7 シ俱 に扶を しぼりけ 

る。 * 折 ふし 遙の松 蔭より むらく 鳥の 

& つが 如く かけく る 大勢 彌陀 六が。 あれ 

こそ 培に 追手の 者。 先づく あなた を隱 

すに 幸 ひ。 此 石塔の 後へ と 7 シ御 さの 手 

を 取り 忍ばせて。 ！ I 何と 思 やる いづれ も。 

追手の 扠 等が 此所 をすな ほに 通れば あな 

たの 仕 合。 若しも 何かと 意地 張らば。 是 

ひ は/ IjS き 

迄 平家の 領地に 住んだ 御 恩の 爲。 一 勸 

せ うぢ やない か 。ヲ 、 サ てん 手に 敏鎵 の。 

t 打 くら はせ ぼひ まくろ と。 * いふ 間 も 

あらせす 立て、 踏 立て かけ，、 る は。 2 

梶 原が 郎等 番 場の 忠太須 股 運 平 先と し 


て。 數多引 連れつつ と 寄り。 88 コ リ ャ く 

百姓 ども。 三十 餘 りの 女 一人 此所 へきた 

であらう。 どっちへ 5a げた それぬ かせ。 

ハ ァ 成程々 々。 其 女はァ レ。 あの 道 を 3g 

切に。 濱邊傳 ひに 走った がァ 、 もう 二三 

里 も 行き ませう。 追手の 衆なら 一 足 も 地 

早う ござれと 7 シ急 すれば。 ff 扨 こそ 通す 

な皆來 いと。 駔 出す ふりに て立留 り。 運 

平が 耳に 口。 蹀し 合せて 木 に殘し プシ 

濱邊を さして かけり 行く。  *f 跡 打 眺め サ 

ァ樂ぢ や。 此 間に 早う と 御臺を 出し。 BI 

コリャ く 娘。 あなた 一 人は覺 束ない。 寺 

迄 is つて 3： へいね。 地ち やっと /、とい 

ふ 所へ。 思 ひがけな き 木蔭より 須股運 平 

飛んで 出で。 ョャァ どこへ/ \ かう あら 

うと 推量し。 忠 太が 我 を 残し 置かれた。 

t- 、早う it 臺を 渡せ。 邪魔 ひろぐ とかた 

な G 

つばし。 そつ 首 ころり 打 落す 何とく と 

篤れば。 a 百姓 共せ i ら笑 ひ。 ほ コリャ 


やい。 そつ 首の そつく ひのと。 わ いらが 

ほでの 動く 間にう つかりと して 居よう か 

い。 サァ 相手 仕事 ぢゃ 手早に こいと。 * 

てん 手に 錄銷大 熊手。 打って か- -れば 運 

平 始め。 數 多の 家来 も 「同に ？シ拔 連れ 

く 渡り合 ひ。 * 打 合 ふ 隙に 彌陀 六が。 

ソレ 御臺樣 5^ げたく。 娘 も^げよ と あ 

せる 中。 元来 達者の 百姓 ども。 婉先 揃へ 

て In 枷 打。 かたはし 0^ 來を打 殿り。 連 平 を 

追取祷 き。 讓 投げたり 路ん だり 獄 飛した 

り 寄って か \ つて 打 叩く。  《t 急所に ゃ當 

りけん 7 シ うんと 仰向に 反!？ れば。 * ソリ 

ャ 死んだ はと^ 行く 家来。 又 追つ かくる 

を彌陀 六が。 コ レ./ \特 つたと 呼 返し。 „ - 

御 基の 難儀 を 救 ふ爲。 ばつ 散らす 計りで 

よいに ァ 、死んだり や 尻が むつ かしい。 

n リャ まあ どうした 物で あろ。 どうと い 

うたら？ a げたが よ い サァ皆 ござれと い 

ふ 所へ。 壜 ffi つて 来る 庄屋の 孫 作 死骸 見 


付けて 扭 こそ _5S 1 人 も 散らす 事な 。， 

らぬぞ や。 コレ 皆よう 聞き やれ。 今梶原 お 

樣の 郞等番 場の 忠 太と いふお 侍が ござつ 

て。 百姓 共が 狼藉し 家 來運平 を 殺した る 

由 いやつ。 续らす 引立て 来るべし と嚴 

しい 言 付。 ァ 、 ひ よんな 事して おらに 迄 

厄介 を かける。 遲な はったら 猶こ はい。 

サァ/ \-  * ぉぢ やとい ふに 皆々 込の。 

中に 彌陀六 進み 寄り。 殺した と閗 かし 

やった は 大きな 間遠 ひ。 あり や 目が 眩う 

て 死んだ のぢ や。 其 據 にはゾ レ。 死骸 

に 一 つも 班がない。 ムゥ それが 定 ならお 

らも 嬉しい。 *， トレく と 體を 改め。 

a ほんに どこに も疵 はない。 こり や あつ 

ちの が 大きな 齒相。 ハ テ そち 達が 殺さぬ 

&ん 

から は 何の こ はい 事 はな. so 此中 でよう 

物い ふ 者た つた 一人 居て。 さつば りと 言 ,^ 

譯 すり ゃ濟む 事ぢ や。 ほんに さ うぢ や 八 J 

ァ 誰が よかろ なァ。 いや これ 年の功 ぢゃ お 


彌陀 六い かしゃれ。 ィ ヤ行く 分 は 構 はぬ 

がお り や 口  i8J の 念佛が 邪魔に 成って どう 

もなら ぬ。 そんなら 此 庄屋が 指 圖 せう。 

日頃ち よびく さようし やべ る 雀の 忠吉ゃ 

らう かい。 ィャ わしゃ あんまり 口早で 何 

のこつ ちゃ 譯が 知れまい。 扨 はび しゃの 

五太 右衛門 か い。 おり や 聲が鼻 へ 入る ぞ。 

というて 丹 兵衞は 咽が ごろつ く。 與次郞 

は ®SK なり。 指 又 平お いき やれ。 ィ 、 

いや n  、 こちゃ ド 、 どもります わい の。 

ハ テ扨其 様に 讀 合って は 埒が 明かぬ。 

幸 ひ 愛に 石 を 運んだ 繩が ある 是で鬧 取し 

たらよ かろ。 ヲ、 そり やい やおう いは さ 

ぬ やう 此 庄屋が してく ると。 7 シ 手早に 

瑰 切り 後で もちやく ちゃ ひん 握り。 -Isn 

リャ 結んだ の を 取った 者が いくの ぢゃ 

ぞ。 サァ とれい もよ。 ヲット ず 鳴 どれと 

り やる 國 週って 是々 と * てん 手に 雜先 

引っぱれば。 き ハァ、 頭數 よんで したが 


コリ ヤー 筋餘 つたわ。 ハテ そり や 親の 箱 

ぢゃ庄 尾 殿と らしゃれ。 ほんに さ うぢ や 

おれが 取ろ。 サァ 引けく かたはしから 

いなして くりょ。 ャ すっとせ い。 く。 

、ノ ァ悲 しゃ 結んだ の はおれ ぢ やあった つ 

サァ 庄屋 殿い かしゃれ く。 ィャ 待てよ。 

おり やい かう 害がない。 此 場の 樣子を 知 

つて ゐるゎ いらが 言 譯 する 答 ぢゃ。 デモ 

閣 が當 つた もの。 そんなら も 一 度。 ィャ 

仕直し はならぬ/、 無理い はすと いかし 

ひつた 

やれと。 * 寄って か i つて 引立て 押 立て。 

Wt ョィ ハサ ッサ。 是は 迷惑。 ョィ ャサッ 

サ。 待って くれん か。 ョ ィャサ ッサ。 了簡 

ならぬ か、 ョ ィャサ ッサ。 あんま 0 どう 

よく。 ョィャ サッサ 。おつ 立て ひつ 立て。 

ョ ィャサ ッサ。 S て 0 ョィャ サッサ 0 こ。 

ョィャ サッサ 。そ C 三 S へ行签 も。 ？ P いつ 

か は 冴えん 須 磨の 月。 ス H テ 平家 は 八 島の 

浪に漂 ひ。 ギン ォクリ 源氏 は。 花の 盛 を a 


る に 勝れて 熊 谷が。 陣 所は須 磨に 一 II。 一 

プシ 要害 嚴 しき。 逆茂木の 中に 若木の 花 ^ 

ざ か 9  ^ 

盛。 八重 九重 も 及びな き。 それ か あらぬ P 

か 人 毎に。 フシ 熊谷樓 とい ふぞ かし。 * 

花 折らせ じとの 制札 を 讀んで 行く 人讀め 

ぬ 人。 一 つ 所に 立 集り。 P さて も^いた 

りく。 花より 見事な 此 制札。 辨慶 殿の 

筆ぢ やげ な。 扭も 見事 一 つも 讀 めぬ。 ヲ . 

ひとえ だ 

ヲ あれ はの。 義經 樣が此 花を惜 み。 一枝 

切らば 指 一本 切るべし との 法 i^s 書。 ャァ 

花の 代りに 指 切ろ と は。 首 切る 下地 ヲ 、 

こ はや。 K 見て ゐる中 も 虎の 尾 を 踏む 心 

地す る 皆 ござれと。 花に 嵐の 媳病風 7 シ 

ちり<,\» にこそ^, d 行く。 ハル フシ はる 

と。 地 尋ねて 爱へ熊 谷が 妻の 相模は 

子 を 思 ひ 夫 思 ひの 旅 姿。 陣屋の 軒 を爱ゃ 

かしこと 尋ねし が。 幕に 覺 えの 家の 紋。 

フシ 嬉し や 爱と內 に 入る。 * 折節 家の 子 堤 4 

の 軍^ 立 出で て。 是 はく 奥 樣か。 《«ヲ 、 


軍 次 そなた も 息災 さうな。 マァ めでたい 

く。 熊 谷 殿 や 小 次 郞も變 る 事 はない か 

の。 早う 逢 ひたい 逢 はせ てた も。 ハイ 旦 

那は 今日 御廟 參。 小 次 郞樣は 先頃より 御 

勤めで 御 下りな し。 * マァく 長の^ 

旅路お 疲れ をお 休めと。 7 シ挨 接と りぐ 

なる 所へ。 * 敦盛 卿の 御 母 藤の 局 虎口の 

難 を 遁れ來 て。 こけつ 轉 びつ 花の 蔭。 陣 

屋を めがけ 走 着き。 詞 跡より 追手の か， 

る 者 影 を 隠して 給 はれと。 * 險 しき 體に 

驚きて 相模は 傍へ 走 寄り。 見る に 見 か は 

す 互の 顏。 ャァ お前 は 藤のお 局 様で は 

ないか。 さう いやる そなた は 相模ぢ やな 

いか。 テモ 久し やなつ かしゃ。 S おゆか 

し樣 やと 手 を 取つ てマァ こなた へ と 伴 ひ 

入る。 親しき 體に心 を 利かし 7 シ軍次 は 

勝手へ 入りに けり。 地相 模 はやが て 手 を 

つかへ。 S3 誠に 一昔 は 夢と 申す が 。大內 

.4.、 しぼ し 

に 御座 遊ぱす 時。 勤番の 武士 佐 竹 次郞殿 


I  ,  あづま 

と 顧 初め。 御所 を拔 出で 東へ 下り。 お前 

様のお 身の上 を 承れば。 御该胎 のお 身な 

がら 平家の 御 家門。 參議 經盛樣 方へ 緣づ 

よ ざ か M- 

き 給 ふとの 噂。 其 折 は 世 盛の 平家。 御 威 

勢 は 益々 と 陰ながら 悅 びました に。 此度 

源平の 戰ひ。 御 I 門 も 散々 と閒 くに 付け。 

ァ 、此 藤の 方 様 は 何とな された どう 遊ば 

したと。 一人 苦にして をり ましたに。 マ 

ァ 御機嫌な お 顔 を 見て。 おめでた やお 嬉 

しゃ。 ヲ、 そなた も 無事で マァ 嬉しい。 

懐胎で 出 やった 時の 子は姬 ごぜ か 男 か。 

息災で 育って 居る かと。 地 ちょっと 寄つ 

をな ご ど し 

て も 女子 同士 問う つ 問 はれつ 年月に。 積 

る 言の葉 繰返し フシ 嬉し 淚の 種ぞ かし。 

地 藤の 方淚 ぐみ 世の 盛衰 は 是非 もな や。 

詞其 時に 產 落した は。 無官の 太夫 敦 盛と 

て。 器量 發明 揃うた 子 を。 今度の 軍に 討 

死 させ。 S 夫 は 八 島の 波に 漂 ひ。 我の み 

殘る 憂き 難儀 淺 ましの 身の上と かこち 給 


へば。 詞ぉ 道理く 。以前の 御 恩 も あり。 

連合に も 語りお 身の t 付 後世の 營み。 お ^ 

心任せに 致し ませう。 以前 は 佐 竹 次郞と 

申して。 北面 同然の 武士 只今に て は。 武 

藏國の 住人 私の 黨の续 頭。 熊 谷 次 郞直實 

と 人 も 知った 侍と。 S 聞く より 御 臺は。 

K ャァ そなたの 連合の 佐 竹 次郞。 今では 

熊 谷の 次郞と いふか。 アイ。 すり や あの 

熊 谷の 次郞は そなたの 夫よ な。 * ハァは 

と むぬ  なん 

つと 吐 胸の 7 シ氣を しづめ 。詞 何と 相楨。 

以前 大 内に て 不義 顯 はれ。 佐 竹 次 郞と諸 

共 禁獄 させよ との 院宣。 自らが 申 宥め 御 

所の 御門 を。 夜の 中に 落して やった を覺 

えて か。 アツ ァ其 時の 御 恩。 何の 忘れ ま 

せう ぞいな。 ム 、其 恩 を 忘れす ば。 助 太 

刀して そちが 夫 熊 谷 を 自らに 討た してた 

も 。ェ、 ィ そり や 又 何のお 恨みで。 サァ最 、！ - 

前も咄 した 院の 御所のお i 。無官の 太夫 g 

敦盛を そちが 夫。 熊 谷が 討った わい の。 ェ I 


ェ そり やま あ 誠で ござります か。 スリャ 

そなた は. E にも 知らぬ か。 チア はる <^ 

と 東より。 今 来て 今の 物語。 55 閉 いて 吐 

胸，. の 誠し からす 追つ £： け 夫が 歸り 次第。 樣 

子を尋 ぬる 其 問 暫くお 扣へ 下されと。 詞 

を盡し 理を盡 し。 7 シ宥 むる 折に 表より。 

S 梶原平 次景 高所 用あって 推參 と。 呼ば 

はる 聲。 ャ ァ何梶 原と や。 昆 付けられて 

は 御身の 大事。 * 先づ くこち へと St 臺 

の 手 を 取り 7 シ 1 間へ 伴 ふ 其 中に。 堤の 

軍 次 立 出で。 S ゲ日は 主人 直實 志あって 

廟參。 御用 あらば 某に 仰 置かれ 下されと。 

地に 鼻 付 くれば 平 次 景髙。 何 賄 谷 殿 は 他 

行と な。 ソレ 家来 ども。 其 石屋の 親父め 

びやく 

引立て 来れ。 * はっと 答へ て 科 もな き 白 

§ の 彌陀六 を。 7 シ平 次が 前に 引据 ゆれ 

ば。 S ャィ なま くら 親 仁め。 汝!： 者に 賴 

まれ。 敦 盛が 石塔 は 建てた やい 平家 は 接 

らす西 海へ ぼつく ぞし。 誘 ゆべき 相手な 


ければ。 察する 所 源氏の 二股 武士が。 賴 

みしに 達 ひ は あろまい。 サァ眞 直に 白狀 

ひろげ。 偽る と 鈴の si 湯。 脊骨を 割って 

流し込む と。 おどし かけても 正直 一 遍。 

SS テモ拔 も 御 無理な 御 詮議。 先程 も 申し 

た 通り。 石塔の 跳 人は敦 盛の 幽靈。 五 

輪の 事 は 扨 置き。 I 厘 も 手附は 取ら チ。 

くひに お  ひと？ 

建つ ると 其 儘 石塔の 喰^。 せめて 人魂で 

も 手附に 取ったら。 小 提燈の 代りに 致し 

かきだし  ほん 

ませう に 。冥土 へ &I 出 はやられす 。本の 是 

が 損し やう 菩提。 * 有り やうの 申 上げ 願 

以 此功德 11.1 切。 此 通りで ござり まする 

と フシ 取 じめ なき。 BB ァ、 何 おっしゃつ 

て も據に 釘と。 W 軍 次が 詞に平 次 は惡智 

惠。 * 大 かた 石塔 を 建てさせた わろ も 合 

點 合點。 熊谷戾 らば 一 二つ 鐵 輪の 詮議。 先 

づ そやつ め を 引立て 来れと。 *1 間へ 入 

れば 家来 ども。 石屋の 親父 を むりやりに 

フシ 引立て 奥へ 連れて行く。 相模は 障子 押 


開き。 日 も 早 や 西に 傾きし に 夫の. 歸 りの 一 

遲 さよと。 フシ 待つ 問 程なく  。熊 谷の 次郞 瞧 

直實。 花の 盛りの 敦盛を 討って 無常 を 悟 M 

りし か。 さすがに S き 武士 も。 ス, - 物の 哀 

れ を今ぞ 知る。 思 ひ を 胸に 立歸 り。 妻の 

相模を 尻目に かけて 7 シ 座に 直れば。 * 

お ほひ  さきだつ 

軍 次 はやが て 覆に なり。 "《先# て 平次景 . 

高殿。 何 か 詮議の 筋 ありと て 押 影の 石屋 . 

を 引 連れ 御 出 有り。 奥の 一間に 御 待と。 

委細 を述 ぶれば ムゥ設 議とは 何事なら 

ん。 ァ いや 其方 は 一 献を 催し。 梶原殿 を 

變し 申せ。 サァ 早くい け/、。 ハテ拉 何 

を猶豫 すると。 * 呵 りちら され 是非な く 

も。 相 模に顔 を 見合して ォク- '心 を 。〈殘 し 

入りに けり。 ハル フシ； i 見送りて。 熊 谷 は。 

SSn リャ 女房。 其方 は 愛へ 何し に 来た。 

國元 出立の 節。 陣中へは！^も無用と。 堅 

く 言付け 置いた るに。 詞を 背く とい ひ。 6 

剩へ 女の 身で 陣中べ 来る 事。 地不屆 至極 ？ 


の 女め と。 不興の 體 に相模 はも ぢく。 

其お 呵りを 存じながら。 * どうか かう か 

と 案じる は 小 次郞が 初陣。 B1 里いたら 

樣 子が 知れう か。 五 里 来たら I- が あろ か 

と。 七 里 歩み 十 里 歩み。 百里餘 りの 道 を 

つい。 都迄ホ 、 、ヲ、 しんき。 地 登って 閗 

けば 一 の 谷と やらで 今 合戰の 最中と。 と 

り，^ の 堪ゅゑ 子に 引かされる は 親の 因 

果。 御 了簡 下さり ませ。 S マァ此 小次郞 

は 息災で 居ます かと。 * 問へば 熊 谷詞を 

荒らげ。 S5 戰 場へ 赴く から は侖 はなき 物。 

堅固 を尋 ぬる 未練な 性根。 若し 討死した 

ら 何とす る。 埯ぃ、 えいな 小次郞 が初陴 

に。 よき 大將と 引 掛んで 討死で も 致した 

ら。 嬉しい 事で ござんし よと 夫の 心に 隨 

けなげ  がんし J く 

ひし。 健 氣な詞 に 顔 直し。 詞ホ、 先づ 

小 次郞が 手柄と いふ は。 平 山の 武者 所と 

爭ひ拔 ^けの 高名。 軍門に 骶 入っての 働 

き。 手 疵少々 負う たれ ども。 末代 迄 家の 


ほまれ 

譽。 H  、して 其手疵 は。 急所で は ござり 

ませぬ か。 ソレ まだ 手 疵を悔 む 顔 付。 若 

し 急所なら 悲しい か 。ィャ 何の いな。 * か 

すり 疵 でも 負 ふ 程の 働き は。 でかした と 

思うて 嬉し さの 餘り お尋ね。 其 時お 前 も 

小 次郞と 一所に お出な された か。 ホウ 

危 しと 見る より 軍門に K 入り。 小 次郞を 

むりに 引立て 小脇に ひんだき。 我が 陣屋 

へ 連れ 歸り。 某 は 其 軍に 搦手の 大將。 無 

官の 太夫 敦 盛の 首 取ったり と。 * 話に 扨 

はと 驚く 相模。 後に 閗 きゐる 御臺所 我が 

子の 敵と 在り あ ふ 刀。 <» 熊 谷 やらぬ と拔 

く 所 絵摑ん で。 ャァ敵 呼ば はり 何 やっと。 

* 引 寄す る を 女房 取 付 さ OS ァ 、 これく 

聊爾 なされな。 あなた は 藤の 御 局 様と。 

* 聞いて 直實构 りし。 ハァ思 ひがけな き 

御對 面と 7 シ飛 退き 敬 ひ 奉れば。 詞 n リャ 

熊 谷。 軍の 習 ひとは 言 ひながら。 年 はも 行 

かぬ 若武者 を。 ようむ ごたら しう 首 討つ 


たな ァ。 サァ 約束 ぢゃ 相模。 助太刀して 夫 g 

なん  おつ ， ， r お 

を 討た せ。 * 何とく と 刀 追 取りせ り 付 

け 給へば。 アイ あい/、 と 返事 も 胸に 迫 

りながら C  0 ェ 、 これ 直實 殿。 敦盛 樣は院 

のお 嵐と 知りながら。 どう 心得て 討た し 

やん した。 地樣 子が あらう 其譯 をと。 い 

ふ もせつな き フシう ろく 淚。 SS ァ、 愚 

かく。 此 度の 戰ひ 敵と 目 ざす は 安德天 

皇。 夫に 隨ふ 平家の 一 鬥。 敦 盛は拉 置き。 

誰彼と 鎬を 削る に 用捨が ならう か。 ナウ 

藤の 御 方。 戰 場の 儀 は 是非な しと 御 諦め 

あらまし 

下さるべし。 其 日の 軍の 略と。 敦盛卿 

を 討った る 次第。 物語らん と 座 を 構へ。 

扭も 去ん ぬる 六日の 夜。 早 や 東 §7 明く 

る 頃。 1 1 1 を 爭ひ拔 新け の。 平 山 熊 谷 討 取 

れと 切って 出で たる 平家の 軍勢。 中に 一 

1^7 シ 勝れし 緋威。 地 さしもの 平 山 あしら L 

谷 

ひ 兼ぬ フシ 濱邊を さして 3^ 出す。 詞ハテ 健 は 

記 

氣 なる 若武者 や。 5^ ぐる 敵に 目な かけ そ。 


熊 谷 是に扣 へたり。；.^ せ。 戻せ。 ヲ、 ィ。 

おいと。 扇 を 持って 打 招けば。 地 駒の 

頭 を 立直し。 波の 打 物 二 打 三 打。 いで や 

組まん と 馬上ながら むん すと 組み。 兩馬 

が 間に どう ど 落ち。 <!S ャァ /、何と 其 若 

武者 を 組敷いて か。 されば 御顏 をよ く 見 

か M  ほそ *<ゅ 

奉れば 。鐵 1^ 黑々 と 細 眉に。 地 年 はい ざよ 

ふ 我が 子の 年ば い。 定めて 二親 まし まさ 

ん。 其 歎き はいかば かりと 。子 を 持った る 

5 はお ひ 

身の 思 ひの 餘り。 上帶 取って 引立て 塵 フシ 

打 拂ひ早 や^ち 給へ。 IS と勸 めさし やん し 

たか。 そんなら 討 奉る お 心ではなかった 

の。 ヲ早ゃ 落ち 給へ と勸 むれ ど。 ィャ 一 

めん « く ながら 

旦 敵に 組敷かれ 3： 面目に 存 へん。 早 や 首 

取れよ 熊 谷。 ナ -1 首 取れと いうた かいの，^ 

健氣な 事 をい うたな う。 サァ其 仰に いと 

ど S5S。  W 淚は 胸に せき 上げし。 まつ 此 通り 

に 我が 子の 小 郞" 敵に 組まれて 命ゃ捨 

てん。 淺 ましき は 武士の 習 ひと 太刀 も。 


5t- ろ 

フシ 拔 兼ねし に。 地？？ a 去った る 平 山が 後の 

山より 聲髙 く。  熊 谷 こそ 敦盛を 組敷き 

ながら 助く る は。 二心に 極り しと 呼ば は 

る 聲々。 ェ 、 是非 もな や。 仰 置かる、 事 あ 

らば。 言 傳へ參 らせんと 申 上 ぐれば。 地 

御淚を フシう かめ 給 ひ。 * 父 は 波濤へ 赴 

き 給 ひ。 心に か- -るは 母 人の 御 事。 長 港 

昨日に 變る 雲井の 空 定めな き 世の中 をい 

か 1- 過 行き 給 ふらん ハル フシ 未来の。 迷 ひ 

是 一つ。 港 熊 谷賴 むの 御 一 言。 是非に 及 

ばす 御 首 をと。 咄す 中より 藤の 局。 ナウ 

左程 母 をば 思 ふなら 經盛殿 の 詞に 就き。 

なぜ 都へ は 身を隱 さす。 一の 谷へ は 向 ひ 

しぞ。 健氣 によろう た 其 時 は。 母 も俱々 

悅ん で。 勸 めて やりし 可愛 やな。 覺 悟の 

上 もな r 更に。 胸 も 迫りて 悲し やと 7 シく 

どき。 歎 かせ 給 ふ にぞ。 * 御尤もと は 思 へ 

ども 相模は 態と 聲勵 まし。 ィャ 申しお 

局 様。 御 一 門殘ら す 八 島の 浦へ 落 行き 給 


ふ。 中に 一 人 踏 留まり。 討死な された 敦盛 u 

樣。 數萬騎 に 勝れた 高名。 但し？^ げ のび I 

身 を 隠し。 人の 笑 ひ を 受け 給 ふが 。お前の § 

氣 では 嬉しい か。 地 御 未練な 御 卑怯な と 

諫めに 熊 谷。 S ヲ 、 でかした く。 コリャ 

女房。 御 臺所此 所に！！ 座あって はお 爲に 

ならぬ。 片時 も 早く 何方へ も 御供せ よ。 

サァく 早くい け- (-。 せ 我も敦 盛の 御 . 

首 實檢に 供 へん。 軍.？ は をらぬ か， 早 ゃ參 

れと。 呼ば はる 嫛と 諸共に オクリー 間へ。 

r こそ は 入相の。 ハル 7 シ鐘は 無常の。 時 を 

ともしび 

打つ。 陣屋々 々の 灯火に いと 悲し さ 藤 

の 方。 ァ 、 a 思 ひ 出せば 不便 やな。 今 は 

の 際 迄 も 肌身 放さす 持った るはコ レ此靑 

葉の 笛。 我と 我が身の 石塔 を 建てて 貰う 

た I にと。 渡し 置いた 此 笛の 我が 手に入 

りし も 親子の 緣。 魂魄 此世 にあるならば 

なぜ 母に は 見えぬ ぞ。 閉 えぬ 我が 子 やな 

つかしの この 笛 やと。 肌に 付け 身に 添へ 


て フシ 盡 せぬ。 思 ひ やるせなき。 113 コレ 

申し 其 笛が よい 形見。 經 陀羅尼より 笛の 

音 を 手 向ける が 直に 追善。 * 敦盛樣 のお 

聲 をば 閉 くと 思うて 遊ばせと。 KM テす I, 

めに 隨ひ 藤の 方淚 に。 しめす 歌口 も。 震 

うて 音 をぞ C すましけ る。 合 フシ 親子の 緣 

きづな 

の 粋に や。 障子に 映る かげろ ふの 姿は糙 

敦盛 卿。 藤の 局 は I 目 見る より。 ャレな 

つかしの 我が 子 やと。 かけ 寄. R 給 ふ を 相 

椟は抱 留め。 謂 香の 煙に 姿を顯 はし。 li 

方 は 死して 再び 都へ 歸り しも。 一 念の な 

す 所。 あるまい 事に は あらね ども。 訝し 

き 障子の 影。 殊に 親子 は 一 世と 申せば。 御 

對面 遊ばさば 御 姿 は 消失 せん。 * ィャな 

う 四十九日 が 其 間 魂 中 有に 迷 ふと 聞 

く。 せめて は 逢うて 一 言 をと 振 放し/ \、 

障子ぐ わらり と 明け 給へば。 姿 は 見えす 

緋 威の フシ 鎧ば かり ぞ续 りけ る。 * はつ 

と 計りに 藤の 方。 相 模も俱 に 取 付いて。 


扨 は 鎧の 影なる か。 戀 しと 迷 ふ 心からお 

姿と 見えけ るかと。 俱に こがれて 正體も 

ス-テ 泣きく どく。 こそ 哀れ なれ。 * 時刻 移 

ると 次 郞直實 フシ 首 桶 携へ立 出づれ ば。 

* 相模は 夫の 袂を扣 へ。 コレ 申し 是が 

I 子 御 一生のお 別れ。 地せ めて 御 首に な 

りと も。 御 暇 乞と 願 ふに ぞ。 藤の 局 も淚な 

がら ナウ 熊 谷。 そち も 子の ある 身で ない 

けだもの 

か。 野 山の 猛き獸 さへ 子 を 悲しまぬ はな 

なさけ 

き 物 を。 親の 思 ひを辨 へて 情に 一 目 見せ 

てた もと。 縫り 歎 かせ 給へ ども。 S ィャ 

實檢に 供へ ぬ 中 內見は 叶 はぬ と。 地 はね 

退け 突 退け 行く フシ 所に。 詞ャァ 熊 谷暫し 

く。 敦 盛の 首 持参に 及ばす。 義經是 に 

て 見よう する はと。 *1 間 を さっと 押 開 

き 立 出で 給 ふ 御 太將。 ハ 、 , 、はっと 次 

郞直 資。 思 ひ 寄らねば 女房 も。 藤の 局 も 

諸共に 呆れな がらに 平伏す。 S 義經 席に着 

き耠, 6。  E ャァ 直實。 首實檢 延引と いひ。 


軍 中に て 暇 を 願 ふ。 汝が 心底， 訐 しく 密に 9 

来りて 最前より。 始終の 様子 は 奥に て閉 3 

く。 急ぎ 敦 盛の 首 實撿 せんと。 * 仰を閗 

くより 熊 谷 ははつ と 答へ 走り出で。 若木 

たて 

の 櫻に 立 置きし 制札 引拔 き。 恐れげ なく 

義經の 御前に 差 置き。 講 先つ 頃 堀川の 稗 

所に て六彌 太に は忠 度の 陣 所へ 向へ と 花 

&ん じゃく 

に 短冊。 此熊 谷に は敦 盛の 首 取れよ とて。 

辨慶 執筆の 此制 礼。 則ち 札の 面の 如く 御 

詫に 任せ。 敦 盛の _首討 取ったり。 地荆實 

撿 下さる べしと 蓋 を 取れば。 ャァ其 首 は 

とかけ 寄る 女房。 引 寄せて in! の 根と め。 

御臺は 我が 子と 心 も 空。 立 寄り 給へば 首 

を 覆 ひ。 詞 コ レ 申し。 實檢に 供 へ し 後 は。 

お 目に かける 此首。 お騒ぎ あるな と 地 熊 

谷が。 諫めに 流石 はしたなう。 寄る も 寄 

られす 悲し さの ち ビに碎 くる 物 思 ひ。 墙 i 

次 郞直實 謹んで。 8«敦 盛 卿 は 院の御 I。  $ 

しょ-^  ふたよ し 

此花江 南の 所 無 は。 則ち 南面の 1 枝 


をき らば 一 指 を 切るべし。 花に 準へ し 制 

お もて 

札の 面。 察し 申して 討った る此 首。 御 賢慮 

に 叶 ひし か。 但し 直實 過り しか 御 批判い 

かにと 言上す。 * 義經欧 然と 實檢 まし ま 

し。 S ホ、 花 を 惜む義 經が心 を 察し。 ァ 

よくも 討ったり な。 敦 盛に 扮れ なき 其 首。 

ソレ由 錄の人 も あるべし。 * 見せて 名殘 

を惜 ませよ と 0 仰を閉 くより コ リ ャ 女房 0 

S 敦 盛の 御 首。 藤の 方へ お 目に かけよ。 

地 アイ あいとば かり 女房 は。 あへ なき 首 

を 手に 取上げ。 見る も淚 ふさがりて。 變 

る 我が 子の 死 顔に。 胸 はせ き 上げ 身も顫 

-ふ づ 

はれ， - 持った る 首の 搖 ぐの を。 點頭 くや 

うに 思 はれて。 門出の 時に 振 返りに つと 

笑うた 面 ざしが。 有る と 思へば 可愛 さ不 

便 さ。 聲 さへ 喉に 7 シ つまらせて。 S 申 

し 藤の 方 様 御 歎きあった 敦盛 樣の此 首。 

ヒ ャァ是 は。 サイ ナァ 申し。 是 よう 御 覽 

遊して お恨み 晴らしよ い 曾 ぢ やと 春めて 


おやりな されて 下さり ませ。 申し 此曾は 

や A た  み もち 

な。 私が お 館で。 熊 谷 殿と 忍び 逢 ひ 懐胎 

あづま  ー7 み  ) 

ながら 東へ 下り。 產 落した はナ。 コ レナ。 

此敦 盛樣。 其 節お 前 も 御 懷胎。 誕生 あり 

し 其お 子が 無官の 太夫 樣。 兩 方ながら お 

なか  いんしん 

腹に 持ち 國を 隔てて 十六 年。 * 音信不通 

の 主従が お 役に立つ たも 因緣 かや。 せめ 

て 最期 は 潔う 死なされ たかと 怨めしげ 

に。 問へど夫^^1も。 せん 方淚 御前 を 恐 

れ。 餘 所に. S ひなす 詞 さへ。 フシ 泣 昔 血 

を 吐く 思 ひなり。 * 藤の 局 は御聲 蕓 り。 

ナウ 相模。 今の 今迄 我が 子 ぞと。 思 ひの 

外な 熊 谷の 情。 そなた は や 悲し かろ。 

* かう した 事と は 露 しらす。 敵 を 取らう 

の 切らう のとい うた 詞が耻 しい。 我が 子 

の 爲には 命の 親。 恭 いと 7 シ手を 合せ。 

い *lt  5 ち 

* 此 首の 生 世の中。 逢見ぬ 事の 悔し やと 

フシ 俱に歎 かせ 給 ひしが。 地是に 就きい 

ぶかし き は 此濱の 石塔。 敦 1® の幽 g が 建 


て させた との 曝と いひ。 秘蔵せ し 青葉の 

笛 石屋の 娘が 貰 ひしと て 我が 手に入り。 I 

最前 其 笛吹いた 時 あの 障子に 映りし 影 は ほ 

链 に 我が 子と 思 ひしが。 詞も 交さす 消失 

せし は。 詞ァ いや 其 笛の 音 を閗 いて かけ 

出し 敦 盛の 幽靈。 人目 ありと 引 上め。 障 

子 ごしの 面影 は 義經が 志と。 《fss いて 御 

臺は 我が 子の 無事。 悟りながら も #木 の 

ありと は 見えて 隔てられ フシ 又も 淚 にく 

れ給 ふ。 * 折節 風に 誘 はれて 耳 を 突拔く 

法螺貝の 音喧 すく 閉 ゆれば。 義經は 勇み 

立ち ャァく 熊 谷。 SS 着 到 知せ の 法螺の 音 

出陣の 用意々々 と。 * 仰に 直 實畏り 急ぎ 

一間に 入りに けり。 * 最前より 樣 子を閗 

居る 捤原卒 次 一間の 內 より 躍り 出で。 調 

かく あらんと 思 ひし 故。 石屋め を S 議に 

事よ せ 窺 ふ 所。 義經熊 谷 心 を 合せ 敦盛を 

助けし 段々。 * 鎌 倉へ 注進と フシ 言 捨て 

かけ 出す 後より。 はっしと 打った る 手 裏 3 


劍は。 骨 を 貧く 釾鐵の 石 ii うんとば かり 

に 息 絶 ゆる。 ス ハ 何者と いふ 中に。 立 出 

る 石屋の 親 仁。 試ハ 、ァ お前 方の 邪魔に 

なる。 こっぱ を 捨てて 上げました。 扨幽 

震の 御講 揮。 承って 先づ 安堵。 * もうお 

瑕と 立 行く をャァ 待て 親 仁。 S コ リャ彌 

平 兵 衞宗淸 待てと * 義經の 11^ に： S り。 は 

つと 思へ ど そらさぬ 顔。 88 ハレ やれく 

とつけ もない。 御影の 里に 隱れ のない。 

白毫 の彌陀 六と いふ 男で えす。 ハ 、 、 、。 

誠 や 諺に も。 至って 憎い と 悲しい と 嬉し 

いとの 此 三つ は。 人間 一 生 忘れす とい ふ。 

其 昔 母 常 磐の 该に 抱かれ。 伏 見の 里に て 

雪に 凍えし を。 汝が情 を 以て 親子 四 人が 

助かりし 嬉し さ。 * 其 時 はわれ 三 歳 なれ 

ども 面影 は 目先に 淺 り。 見覺ぇ ある 眉間 

の 黑子隱 しても 隱 され まじ。 重盛卒 

去の 後 は 行方 知れす と 聞きし が。 ハ テ堅 

固で 居た な滿足 やと。 雉 ffl  くより 彌陀六 


づ かくと 立 寄り。 義經の 顔 穴の 明く ほ 

ど 打 眺め テモ 恐し い 眼力 ぢ やよ なァ。 

老子 は 生れな がらに 聰く。 莊子は 三つに 

して 人相 を 知る と閉 きしが。 かく 彌平兵 

衞宗淸 と 昆られ た 上 は。 H  、 義經 殿。 其 

時 こなた を 見 運 さす は。 今 平家の 楣 籠る 

錄 拐が 蜂鵪 趙を攻 落す 大將は あるまい も 

の。 叉 池 殿と 言合せ。 賴朝を 助けす は 平 

家 は 今に 榮 えん もの。 ェ 、宗淸 が 一 生の 

不覺。 * 是 につけても 小 松 殿御 臨終の 折 

から。 平家の 運命 末危 し。 詞汝武 鬥を遁 

もろこしい わう 

れ 身を隱 し。 一 門の 跡 弔へ と。 唐土 育 王 

山へ 祠堂 金と 偽り。 三千 雨の 黄金と。 忘 

れ 形見の 姬君 一 人預 り。 御影の 里へ 身 退 

き。 平家の I 門 先立ち 給 ふ 御 方々 の 石碑。 

播州 一 國那智 高 野。 近 國他國 に 建 置きし 

施主の 知れぬ 石塔 は。 皆 これ 彌平 兵衞宗 

こんど 

清が。 淚の 種と 御存じ 知らす や。 今度 敦盛 

の 石塔 跳 に 見えし 時 も。 御 幼少に て 御 


別れ 申せし 故。 御顔 は見覺 えね ども。 心 れ 

3 

得ぬ 風俗 は。 ヒャ世 を 忍ぶ 平家の 御 公達 

ならん と 思 ふより 。心よ く受合 ひしが 。扭 

は 命に 代りし 小 次郞が 菩提の 爲。 此濱の 

石塔 は敦 盛の 志に て ありけ るか。 へ ツエ 

地い かに 天 命歸 すれば とて。 我が 助けし 

頓朝義 經此兩 人の 軍配に て。 平家の 一 門 

いっと 含 

1； 公達 一 時に 亡ぶ ると は。 ハ ァ 、 是非 も 

なき 運命 やな。 詞 平家の 爲に 獅子 身中の 

虫と は 我が 事。 さぞ 御 一 門 陪臣の 魂魄。 

我 を 恨まん 淺ま しゃと。 或は 悔み。 或は 

もと 》<«- 

怒り ス H テ淚 は。 瀧 を 12^ へり。 元來 さとき 

大將 義經。 詞ャァ く 熊 谷。 障子の 內の 

鎧 榧。 ソレ こなたへ * はっと 答へ て次郞 

直實。 出陣の 出立と 好む 所の 大荒 目敏 形 

の 兜 を 着し。 抱へ 出で たる 鎧 榧。 7 シ御 

目通りに 直し 置く。  S コリャ 親 仁。 其方 i 

が 大切に 育つ る 娘へ。 此鏜榧 届けて くれ。 ^ 

S 

よ。 コリ ャ彌陀 六。 ャ ァ彌陀 六と は。 フ 


ゥ宗淸 なれば 平家の 餘類。 源氏の 大將が 

賴 むべき 筋 は。 ム 、面白い。 彌陀 六め 輟 

まれて 進ぜ ましよ 。したが 。娘へ は 不相應 

な 下され 物。 マ ァ內は 何で ござ わます。 

改めて 見 ませう と。 地 蓋 押 明 くれば 敦盛 

卿。 ナウな つかし やと 藤の 方。 かけ 寄り 

給へば 蓋ぴ つし やり。 SB ィャ此 內には 何 

にもない。 ヲ 、何もない く/、。 ホ 、 

是で ちっと 虫が 納 つた。 ナウ 直寳 C 貴殿 

への 御禮 はコレ /、 此 制札。 一枝 を 伐ら 

ば 一 子 を 切って。 へ ッ ェ 墙忝 いとい ふに 

相模は 夫に 向 ひ。 我が 子の 死んだ も 忠義 

と 聞けば もう 諦めて 居ながら も。 源平と 

刖れし 中。 どうして まあ 敦盛 様と 小， 郞 

を 取 かへ やうが。 S ハテ 最前 も 話した 通 

り。 手 負と 頃り。 無理に 小脇に ひつば さ 

み連歸 つたが 敦盛 卿。 又 平 山 を 追！^ け 出 

た を 呼 返して。 首 討った のが 小 次郞 さ。 

するど 

知れた 事 をと * 欽 なる。 話に 相模 はむ せ 


び 入り ェ 、 どうよくな 熊 谷 殿。 こなた 一 

人の子 かいな う C 逢 はう/、 と 樂んで 百 

里 二百 里來 たもの を。 とっくりと 譯 もい 

はす。 S 首 討った の が 小次郞 さ。 地 知れた 

事 をと 沒義 道に。 叱る ばかりが 手柄で  >  も。 

ござんす まいと ギン ハル フシ 聲を 上げ 泣き。 

くどく こそ 道理 なれ。 地心 を 汲んで 御大 

將 勇み を 付けん と ャァく 熊 谷。 西國 

出陣 時 移る 用意い かにと 仰に 直實。 恐れ 

ながら 先達て 願 上げし 暇の 一件。 * かく 

の 通りと 兜 を 取れば。 切拂 うたる 有 SllS の 

僧。 義經も 感心 有り ホ 、 さも ありなん。 

もの - ふ  45£れ 

舞 それ 武士の 高名 譽を 望む も。 子孫に 傳 

へん 家の 面目。 其傳. ふべき 子 を 先立て。 

軍に 立たん 望 は。 ホウ 尤も。 コリャ 熊 谷。 

願に 任せ 暇 を 得さす るぞ よ。 汝 堅固に 出 

家 を とげ。 父義朝 や。 * 母 常 磐の 回向 も賴 

むと 親しき 辨； fr- ハ 、ァ 有難し と 立上り。 

上 帶を引 ほどき 鎧 をぬ げば 裝裟白 無 港。 


相模是 はと 取 付く を C 詞ャァ 何 驚く 女房 C 一 

、.L 

大将の 御 情に て。 軍 半に 願の 通り 。御 暇 I 

を 賜りし 我が 本读。 熊 谷が 向 ふ は 西方 彌 § 

陀 の國" 枠 小，？ 5- 郞 が拔斷 けした る 九 品 蓮 

はちす 

臺。 一 つ 蓮の 綠を 結び。 今より 我が 名 も 

蓮 生と 改めん。 一 念彌陀 佛卽： i 無量 罪。 

十六 年 も 一 昔。 ァ 夢であった な あと。 地 

ひいらぎ  ，• 

ほろ りと こぼす 淚の 露。 格 に 置く 初雪 

の 日影に 融ける 7 シ 風情な り。 * ヲ 、 さ 

うぢ やく。 我が 子の 罪障消滅の 加勢 は 

是と 切った る 黑髮。 詞 はなくて 御大 將。 

藤の 局 も 諸共に 7 シ御淚 に ぞくれ 給 ふ。 

む やく  ^i^5*-< 

* 長居 は 無益と 彌陀六 は。 鎧 概に邀 着 を 

フシ かけた 思案の しめく 、り。 ま コレく 

く義經 殿。 若し 叉敦盛 生返り。 平家の 

殘黨 かり 集め。 * 恩 を 仇に て 返さば いか 

に。 81 ヲ、 それ こそ は義經 や。 兄 頼 朝が 

助かりて。 仇 を 報いし 其 ごとく 天運 次第 2 
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惧を 請けん。 げに其 時 は此熊 谷。 * 浮世 


ふ f- ねし や  ゅか-^ 

を 捨てて 不隨 者と。 源平 兩 家に 由緒 はな 

し。 互に 爭ふ 修羅道の。 苦 患 を 助く る 回 

向の 役。 詞此彌 陀六は 折 を 得て。 又宗淸 

と 心の 還俗。 * 我 は 心 も 墨染 に。 黑 谷の 

法 然を師 と 頼み 敎を 請けん いざさら ぱ。 

詞君 にも 益々 御 安泰。 フシお 暇 申す と 夫婦 

づれ。 石屋 は 藤の 御 局 を 伴 ひ 出づる 陣屋 

の 軒。 御綠が あらば と女子 同士。 命が あら 

ばと 男 同士。 堅固で 暮 せの 御上 意に 有が 

た 淚名续 の淚。 又 思 ひ 出す 小次郞 が。 首 

を手づ から 御大 將。 此須磨 寺に 取 納め 末 

世 末代 敦 盛と。 其 名 は 朽ちぬ 黄金？ I。 武藏 

坊が 制札 も 花を惜 めど 花よりも。 惜む子 

を 捨て 武士 を 捨て。 ハル フシ 力、 リ すみ 所 さ 

へ 定めな き 有 爲轉變 の 世の中 やと。 互に 

見合す 顔と 顔。 詞 さらば。 く。 地お さ 

らばの 聲も淚 にかき くもり わかれて。 こ 

そ は 出で て 行く 


第 四 道行 花の 追風 

ハル 機 千鳥。 いく 夜寢 ざめ の フシ 物 あんじ。 

ハル フシ 二世と かねた る。 忠度 は。 はかな 

く 討 たれ 給 ふと も。 又 鎌 倉 へ 捕 はれと も。 

ス, りぐ 菊の 前。 心細 布 胸 あはす。 

け ふ 立ち そむる 教衣 小ォク "きつ- -。 なじ 

み を 重ねつ る。 養 ひ 君と 7 シ かし づきの。 

S 具 老女 ひとり を 杖柱。 名 はありながら 

呼 馴れし。 うばら の。 里 を 出で こして。 

あ づ*< 

東の 空 へと。 ナホ ス思ひ 立つ 0 フシ ォクリ 心 

の へ內 こそ。 遙 なれ 足弱 づれ の。 玉鲜 

に ハル 7 シ末 しら 浪の 武庫 川 や。 昆陽 野の 

池に すむ 月 も 心 は。 暴る 片。 袖の 其う つ 

り。 香 も 形見 かと。 思ひぞ つもる 芥川。 

いっか 伏 見 も。 フシ 跡に なし。 殿御に や 

がて 近江洛 と。 長 S 見え 渡りた る 風景 も 

心せ かれて 行く 道 は 爪先 上り 小石 原。 老 

女 は 足 を いた はりて。 -譎 申し/、 お 姬樣。 


行 先 遠き 旅の空 御身の 勞も出 やせん e 地 

マァ 暫くと 道 芝に 立ち やすらへば。 フシ 菊 

の 前。 ヲ 、 みづ からが 氣 のせく 儘。 跡 先 

見す に 道 を 急ぎ。 年寄った そなたの 難儀。 

詞 足が 痛み はせ ぬか やと。 タ、 キ 互に 問う 

しんみ 

つ 問 はれつる。 親身な じみの 底 深き。 に 

ほの ハズ、 、、浦な み。 山々 も 茂りし 峯は。 

フシ 八 王子。 磯邊に 見 ゆる 唐 崎の 松 は 扇の 

要と や あれ こそ。 志 賀の。 フシ 山 d の。 

よき； |5v と敎 ゆれば 菊の 前 打 眺め。 詞ナ 

ゥ志賀 の 山と は あれなる か。 なつかし や 

忠度 様の 御詠歌 を。 千載 集へ 父上が 撰み 

入れ 給へ ども。 勅勘の 御身 を 憚り 讀 人し 

れ すと 末の世 迄。 御名 を 削りし 本意な さ 

を。 御 歎きの 淚 にて。 ス モア 濡れし 形見の 

片袖 は。 忍び あ ふ 夜の 添 臥 も。 ^泉 君 は。 

左が。 フシ 寐 勝手に。 打 着せ 給 ひし 口す さ i 

み 。面影の 霞める 月ぞ 宿りけ る。 舂ゃ 昔の 軍 

ぬし  G 

袖 0 淚に。 袖の 淚ゃ ありし 夜の。 主 は 雲 i 


井に 隔たりて。 昔 語と なり 給 はビ。 此身 

の果 はいかな らんと。 7 シ 歎きに 草の 露 

ぞうく 0 同じ 思 ひ を押隱 し。 老女 は 力つ 

く 杖に ォク 9 道 を。 助けて 行 先 をた ぐり 

寄せなん 布引 山 心 も。 7 シ關の 別れより。 

5 みづら 

伊勢 や 尾 張の 海面に 立つ 波 を 見て いと f 

しく。 過ぎに し 方 は 遠ざかり。 知らぬ 山 

山里 々に。 日 を 重ね 夜 を 重ね ほ つれし。 

暂に 風い とふ 濱 松過ぎて。 山 坂に か k り 

^子 や フシ 沖つ 波。 富士の 煙の 立 昇り。 行 

方 も 知らぬ 旅人の 姬 ごぜぎ と 。惡 口に。 * 

ともしび  で 

君と 添 寐に燈 火よ せて。 挑げ て 見れ ぼ。 

さう だかく。 いと はづ かしゃ。 消せば 

いとしい お 顔が 見えぬ。 是ぞ 誠に 儀の 闇 

さう 言うた が 無理 かえい と 恥し や。 消せ 

ばいと しいお 額が 見えぬ。 是ぞ 誠に 戀の 

闇 さう 言うた が 無理 かえ。 ナ ホス ハル フシ 無 

理も わやく も。 したが ひの 夫に 再び 大碟 

と。 心ば かり は 急がれて 足 はもつ る- -J^ 


澤 やえに しの 便 inf 月夜 鎌 倉。 にこ そ。 i 

へ 着きに けれ 

地榮 えぬ る 平家. の 一 門 悉く。 西 海の 波に 

亡び 再び 榮 ゆる 源氏の 御代。 猶 長久の 御 

祈願と 鶴が 岡の 八 棬 宮。 新たに 造營 あり 

ければ。 日々 に 威を增 す神詣 7 シ娠 はふ 空 

も 長閑なる。 地 向う の 方よりの つ さノ、 

供人 引 連れ i 井 兵 太。" 8 ャァ 家来 ども。 道 

道 もい ふ 通り 主君 賴朝 公より。 平家の 餘 

類 は 根 を斷っ て 塞 を 枯らせとの 仰に よつ 

て。 隠れ 忍ぶ 殘黨を 取 縛む る 身が 役目。 

* 隨分 四方に 眼 をぐ ばり。 うさん な 者と 

見るならば。 男女に 限らす 搦 捕れ。 手柄 

は そち 達 褒美 は 某。 急 度 申 渡した とはい 

くく も 仰山に 7 シ社 深く ぞ入 りに け 

しゃさん  むれ かち さむら ひ  ひと 

る。 * 跡に 社參の 一群 は： Jl^ 士の附 々も。 I 

i 目立つ 旅 乘物松 蔭に 异き据 ゑて。 S 是 

は 鶴が 岡 八幡宮と 申しまして 源氏の 御代 

を 守りの 御 神。 斜 .i が てらに 風景. も御覽 


なされて 然るべ う 存じます ると。 * 頭 を 二 

さぐれば 乘 物より。 武士に は あらぬ 風俗 I- 

は 九條の 町に 全盛 を。 菅 原と いふ 太夫 職。 P 

くちき- ュ いこ さん ， 

BK 是 はく 今 都で は 口 利の 牽頭 樣。 喜 六 

樣 宗助樣 などと いうて 大 あまい 若樣 

達 は。 水銀な しに てんく からく 0 天 

上さす るから くりの 名人 樣達。 それ を 供 

さむら ひ  f  . 

の 侍に して ほんに マァ變 つた 趣向で はな . 

いかいな ァ。 かう 打 揃うて 〔c たらば 主 は 

きつい 機嫌で あろ。 そしてもう 六 彌太樣 

の 屋敷 は爱 から はつい 近いげ な。 三年ぶ 

りで 顏 見ようかと わしゃ 飛立づ やうに 思 

うて ゐる わい なァ。 いか 樣是は 御尤。 此 

喜 六 宗助は 日頃 旦那のお 氣に 入り。 お供 

をす る もお 馴染 だけ。 是 からお まへ は大 

名の 臭樣。 訛り ちらす 女中の 中へ。 ヲ 、 

辛氣 わしゃい やい なと 今迄の せりふで は 

マ ァ舞臺 つきが 濟 みませぬ。 高が 旦那 は ，.， 

幕の 內。 御 一 門のお 付合な ど は 路考慶 子 


5 ん T> ゃラ .  £ 

で 雲上に 萬 事 そこら はち よんの 間で お 付 

合な され ませと。 港餘 所へ 通ぜぬ 敎の詞 

知った 同士 こそ フシす 1^ しけれ C  SS そこ 

ら はわし が魂膽 して ゐる。 帶の 仕樣 も此 

形 も 蔵屋敷の 振舞で よう 見て 置いた 屋敷 

の 風俗。 運す 物ぢ やな いわいな。 おっと 

よし ^t... -。 それ はさ うぢ やが 久しぶりの 

ぉ寐 間の 段。 御勞の 出ぬ 様に 地 黄 丸で も 

あがって。 したが 必す藥 酒は裤 無用と。 

フシ 咄し 半へ。 * 家来 引 連れ 醒井兵 太。 SS 

ャァ錄 倉に 見馴れぬ 女の 風俗 都 者に 極つ 

た。 * 平家の 餘類も 疑 はしい は連歸 つて 

吟味す る 0 ゾレ 引立てい と 立ち か、 れぱ。 

傍に 二人の 牽頭 はわな/、。  a« 都 者と は 

御 g 方。 したがお 尋ねな されます 平家と 

やら か つけと やら 微塵 も 覺ぇは ござり ま 

せぬ。 ャァ 偽る ま. S く。 武士に 似合ぬ 

がちく と 震 ふ は 曲者。 * ソレ 括れと 二 

人 を 投付け 獄 飛せば。 物に 馴れたる 菅原 


は。 騒がぬ 色目 しとやかに。 S ィャ これ 

聊爾 さんすな お 侍。 自ら は 岡 部の 六彌太 

忠 澄が 女房と。 * 聞く よりも 醒井兵 太。 

スリャ お前 様に は 六彌太 殿の 御內證 と 

な。 これ はく 存ぜぬ 事と て 慮外 千 萬。 

しため つけ 

拙者 義は 則ち 六彌太 殿の 下目 付。 ィャモ 

ゥ 何が 物で ござります。 當時羽 利の 六彌 

太 殿へ かう いふ 事が 閒 えて は 何 さく。 

とにかく 是は 家来 どもが 齒相 ハ テ 不調法 

千 萬と。 地眞 面目に なれば 二人の 牽頭。 

詞醒井 兵 太 頭が高い。 ハァ まちつ と 高い。 

i つ さ. A さま ひ あ ひ 

ハァ くと * 家來も 一度に 眞倒 

を 土に すり 付く る。 其 間に 菅原目 まぜで 

知らせ。 乘物 上げさせ 足早に 7 シ引 添う 

てこ そ 急ぎ 行く。  * 跡に は. 一度に 顏を上 

げ。 SS 是 はしたり 夢で はない かや。 サ夢 

ぢ やによ つて 醒井兵 太。 * 皆 こいく と 

打 連れて ォク 9 松 蔭に こそ 走行く。 跡へ し 

とく 一  一 人 連れ。 小 ォク. ^花や 。おど 見し 夫 


の。 長 地 便 を 何と 菊の； S 詞の林 打 連れて 5 

あてど も 波の かげ 遠き 7 シ 宮居 を 暫し伏 

拜み。 BI 何と マァ 林此樣 にう か/ \ とさ 

まよ ふ も。 * 忠度樣 のお 顔が 見た さ。 須磨 . 

の 軍の 亂れ より どう 成りな された 事ぢゃ 

やら。 S 此中は 打 綾き 夢見の 惡さ。 わし 

やい かう 氣 にか、 る わい の。 お 道理く。 

そり ゃ此 乳母 も 同じ 事。 以前の 夫 は 平家 

の 侍。 兄と 妹と 二人の 子の 親。 様子 あつ 

の きざ， 

て 退去した。 かはいげ もない 夫 さへ 思 ひ 

つとめ 

出す が 女の 習 ひ。 娘 は 都に 勤 奉公。 兄 太 

五平 も 軍に 出る と 言 ひました が。 どうな 

り をった 事ぢ ややら 0  * お前 も 私 も 思 ひ 

出す 事ば かりで。 夜が なよ つび と 泣き暮 

す 長の 旅路の 御氣 休め。 ちと 床几へ と勸 

めら れ漠 交りの 身の上 咄。 地 並木の 蔭に 

誰 やらん 深 編 笠の 浪人 姿。 後の方に は醒 ：i 

井 兵 太 樣子立 聞き 家来 ども。 ソレ搦 めよ 1^ 

と 追 取り まく。 林 は姬を 後に かこ ひ。 a  $ 


ャ ァ聊爾 せまい ぞ。 我々 は 八 椿 様へ 參詣 

の 者。 何故に 掘め よと は。 ャァ ぬかす ま 

い 。閉 いた 所が 忠 度の 妻 菊の 前。 地平 家の 

餘類 遁れぬ 所と 林 を 引退け。 姬 君に 飛择 

る をな ぅコ レ 待って ととむ るを獄 倒し。 

泣 叫ぶ 菊の 前 を ひんだ かへ。 旣に危 き 折 

からに 深 編 笠 S 侍が。 兵 太が 利 腕ぐ つと 

埝 上げ 辯 飛せば ァ イタ、 、。 SB ャァ爱 な 

絹 笠め。 大切な 科 人 を 召 捕 役目の 妨げ ひ 

ろぐ。 先づ汝 から 詮議 ある 奴 わ *f 括れよ 

叩け と 立ち か i れば。 物 を もい はす 雜兵 

を宙に 摑んで fK 狗の ^ お ばらり /(\ と投 

飛せば。 命が 大事 ぢゃ 家來 ども。 皆 こい 

くと 一一 目 捨てて 7シ逸散にこそ^^げて行 

く  C  * 蹄に 二人 は 胸 押 撫で。 BS 是 はく 

どな たかは 存じ ませぬ が。 危ぃ 所へ おか 

げ故。 コレ お前 もお 稽 おっしゃれと。 港 

姬君俱 々搭し 泣き。 手 を 合すれば。 as ァ 

ァ これく お 禮には 及ばぬ 樣 御難 儀。 シ 


テ 承れば 女中に は忠度 殿に 緣の ある 菊の 

前と な。 ァ 、 いや 左様で は ハ テぉ隱 しな 

されな とつく と 様子 承った。 おいと しゃ 

忠度 卿に は 早 や 御 果てな された わい の。 

ェ、 そり や ほんか シテ /、様子 は。 地 御 

存じなら ば 聞かして たべと 7 シそ： > -ろ淚 

の ふる ひ聲。 _^-ヲ 、拘りはぉ道理く。 

さいつ 頃須 磨の？ S の合戰 に。 岡 部の 六彌 

太忠 澄に 渡り合 ひ。 右の 腕 を 打 落され。 

つ ひに あへ なく 御 最期と 糙 に 世間の 取沙 

汰。 拙者 京都の 者 なれば 兼々 和歌の 名人 

と。 聞 及んだ 忠度 卿。 ぉ咄し 申す も 他生 

の緣 と。 地 聞く €： よりも 姬君 は。 こ は 何 

とせんお いとし や。 跡に 殘 りて 自ら は 何 

樂 しみに 存 へん。 南無 阿彌陀 沸と 懷劍に 

て 。自害と 見 ゆる をな ぅコ レ 待って と 。林 

が 宥め 止めても ィャく 放して 殺し 

て情ぢ やと 7 シ. むる。 かひ もな き 叫ぶ。 

ョ ィャサ これ 女中。 死ぬ る 命 を 忠度鄉 の 


爲に 捨てう と 思 ふ 心 はない か。 ム、 何と 一 

いはし やん す。 過 行き 給 ふ忠度 様の 爲に £ 

此命を 捨てい と は 。どうしたら 又お 爲に I 

S た リ 

なり ませうな と。 * いふに 浪人 傍 を晚め 

小聲 になり。， 流石 は 俊 成 卿の 御 息女。 雲 

の 上人 程 あつ て 敵 を 討た うと いふお 心が 

付かぬ かと。 さ 一目 はれて 姬君 淚を拂 ひ。 

88 ほんに さ うぢ や 悲しい とば かりに 心が 

しゅら  し、 P- 

付いて。 夫の 修羅の 妄執 を晴す 敵と いふ 

は 岡 部の 六彌 太。 林お ぢゃ。 ぉ姬樣 ござ 

り ませと S 逸 散に かけ 行く をァ 、 これ こ 

れ 待った く。  35 其 様に しどけ なうて は 

ァ 、敵 討 心許ない。 岡 部の 六 彌太忠 澄と 

いうて は武藏 一 國の 大名 なれ ども。 おの 

れ討 たで 置かう かと 女心の 一 念力と くと 

固まり ま t たかなと C  心 探れば 二人と 

も。 ほんに さ うぢ やと 懐劍 にて 互に 自身 

の髻 を。 切らん とすれば 押 止め。 5 

かに も 御 心底 見えました。 未来の 夫へ 命 


を 捨て 又の 夫 は 重ねぬ とい ふ 切髮。 俱に 

さま 

付添 ひ 尼法師と 樣を變 へても 主人の 敵 

討た さう とい ふ 老女の 誠ヲゥ あつ ばれ 見 

もの ふ 

事々々。 埋緣 はな けれど 見捨てぬ は 武士 

の 情と。 矢 立 取 出し 鼻紙に。 さら さつ 

と 。フシ 書 認め。 詞コ レ此 通り。 敏の 方への 

人込み やう。 御緣 あらば 重ねて 逢 はう と 

フシ 立歸れ ば。 * ハァ はっと 押 戴き。 ィャ 

これ 申しお 前のお 名 はと 問 ふ 隙 も。 松 吹 

ラなづ 

く 風に 隔てられ。 主從 二人 點 頭き 合 ひ 立 

^れ てぞ 三重 〈急ぎ 行く。  as ナント 作藏彌 

かみがた 

嘉內。 上方から け ふ 臭 様が ござる とい ふ 

が。 旦那 六 歸太樣 の 奥様 か。 但し は隱居 

らく じんさい さ i 

樂人齋 様の 奥様 かいな ァ。 こな 扠 しらな 

いな/.. -0 け ふござる 奥様と いふ はな。 

旦那 様が 上方で こって りと 談じ やった お 

色 だは やい。 何お 色と は 紅の 事で はな い 

つ はもの 

かい。 ィャ こいつ 興がる 兵 では ある。 

色と いふ はな。 都 九 條で菅 原と いふお 傾 


域の 事 だは やい。 スリャ あの 十文字と や 

らふんで あるく。 國 太夫 節の 親方 殿 か。 

ヲィ やい。 旦那 六彌太 様の 奥様に なりに。 

け ふ此內 へ ぬめり 込む のさ。 なんとう ま 

い 事で はない か。 ィャサ 夫 はさう と。 合 

點の いかない は 是の隱 居樣。 御子 I の 六 

彌太樣 と は。 同年 位の 親子の 中。 おら は 

新參 者で 樣子は 知らないが。 あり ゃマァ 

何たる 事 だいな ァ C おら もす つきり 合點 

がいかない。 親御 樣ぢ やというて あの 樣 

に 大事に さっし やる は。 若し は 旦那の 念 

者で は あるまい か。 したが 念 者 1.:^=- 兄 分と 

いふ は閗 いたが。 親分と は 新ら しいと。 

* 仇 口々 の 折からに。 門前 賑 はふ 遠見の 

知せ。 上方の 奥樣 只今 是へ裤 入りと。 い 

ふもとつ か は 奥よりも 待設の 女中 方。 着 

連れ 打 連れ出 迎 へば。 ヒ --ヒ 早ゃ舁 入る i 

乘 物に 牽頭 末社 を 供 廻り。 思 付きなる 出 

たち -.  しろと 

立 は。 7 シ 素人め かざる 虱 情なり。 s« 中 


にも 小 攥は局 I10 しとやかに 手 をつ かへ。 ^ 

8_s 是 はく 長の 御 道中 御機矮 宜しう おめ 

でたい ぉ國 入り。 a いざ マァ お入りと 乘 

物の。 戶を 明けお 手 を 取りぐ に 0 フシ か 

しづかれ つ  > -。 立 出 づる姿 は 武家 を やつ 

せど も。 昔 を 淺す詞 癖。 S 是 はく 皆樣 

いかいお 取 持 。どれが どれ やら 初々 しい。 

萬 事 は 皆 を 賴むぞ え。 なんと 喜 六 主宗助 

主と。 せいはれ てシッ シ。 詞は てこれ 申し。 

い- - えいな ァ 。わしゃ 閒 えぬ は 六樣 。久し 

ぶりの 女房の 顔。 ャレ菅 原 か 久し やく 

と 出さん しさうな 所 を。 昔に 變らぬ 思 は 

せぶ りか。 わしゃ 逢うたら 一 通りき つと 

1 番言 はねば ならぬ と。 * 長う 坐る も 7 シ 

日頃の 習 はせ。 港 傍に は 手に 汗コ レシ ッ 

シ にちやつ と 居直り。 P ほんに マァ わし 

とした 事が。 始 ての 付合に なめたら しい .^ 

さと 

ヲ、 笑止と。 フシ 袖 覆 ふさへ 廓め かし。 g 

なん  i?^ 

BK 何と 皆 見やった か。 都 女中 はわ さく  r 


と 1^ 舞 伎 芝居 を 見る 樣な 風俗 = ほんに そ 

れく。 いや 申し 奥樣。 殿樣は 今日 叶 はぬ 

御用で 外へ お出でお 歸りも 追 付け。 まあ 

夫 迄 はお 勞 休め。 お湯で も 召して 緩り つ 

と。 御 祝言の 御用 意 遊ばせ。 * 皆のお 衆 

は 勝手で 休息。 いざさせ 給へ と 皆々 は 奥 

と 口と に 立 刖れ。 7 シ打 連れて こそ 入り 

に けれ。 * 程なく 叉 も 知らせの 侍。 奥方 

樣 都より 只今お 入りと。 詞の 下より 腰元 

局。 こり やま あど うぢ や。 どちら ぞが狐 

ではない か。 是非 一 人 は 紛れ 者に 極った。 

B どうやら 奥に ござる のが。 ヲ 、笑止の 

詞 つき 尻聲 がなかった" 地 化されまい ぞ 

合點 かと。 瞎を 濡らす 其 隙に。 7 シ 日傘 

につる- - 八文字。 R 梅 や。 樓と見 ゆれ ど 

も。 散りて かひな き 袖の 14。 ナ * ス やつせ 

ば やつす 菊の 前。 本 フシ 昔 は 雲井の 月に め 

でけ ふ は 浮 身 を 川 竹の。 フシ 流れに 染 むる 

はで 衣装。 * 林 は 花 舉に身 を か へて 赤 前垂 


の 紅 も。 顔の 扛 葉と 照 添うて 餘所目 を 包 

さと- iA- ば 

む靡詞 コ レ 申し 太夫さん。 爱が 日頃 逢 

ひたが らんした 六樣 のお 屋敷。 け ふとい 

ふけ ふ 天下晴れての 奥様 遠慮 はない。 必 

す氣 をし つかりと 持た しゃん せと. - さ 一一 一口 

へ どし をれ し 菊の 前。 ス H 我の み 世 をば 

かこち 顔。 詞 別れに し。 其 日ば かり は 廻 

りきて。 叉 も 返らぬ 人ぞ戀 しきと" 港 上 

東 門院の 女房 伊勢 ノ大輔 の 歌の心。 夕の 

雲 朝の 雨と 誓 ひしと とも 楚 王の 夢。 はか 

ない は 浮世 あじきなの。 此 身の上と ばか 

.c^にて 7 シ思 はす。 結ぶ 露 時雨。 ョァ 、 

これ/ \ それ はま あ 何い はしゃん す。 あ 

られ もない 事ば つかり。 ェ 、閉 えた。 昔の 

勤 を 隠さう と 。堂 上 めかして ヲ 、 虚言。 部 

九條 のお 傾城 菅 原と いふ 事 は。 何 ぼ隱し 

て も 知れて ある 。皆の 女中 は 都 勝り 。粹の 

上 盛ナァ 皆さん 。宜しう 萬 事お 指圔 と。 * 

さきばし 

いふ 間 あらせ ャ 先走り。 旦那お 歸 りく 


と 。しらせに 腰元 口 を 摘へ。 m サァ もう 樂 

ぢゃ OY 時に 二人 来た の 正體。 * 本 阿 ^ 

彌樣 にかけ たらば。 ついくら 紛れに 探つ JS 

て も。 入り 付けた 門口 は心覺 えが あり そ 

な 物と。 言 接て 奥 へ 入る 跡へ C 墻 岡 部の 六 

彌太忠 澄 は 威勢 も 高き 廣 書院。 しづく 

歸る 廊下 口。  二人 は 見る. より ャァ あの こ 

なた は。 S きの ふ 逢うた 編 笠の 侍。 いか 

樣日 外見 しりある 六彌太 殿に 似た 顔と。 

«f 思へ ど變 りし 形 恰好 C 不思議にあった 

が 其 こなたが。 調 いかにも 横目の 忍び 姿。 

岡 部の 六 攝太忠 澄 さ。 スリャ 願 ふ 所の 夫 

の 敵と。 手早く 该飼 突つ かくる。 一 一人の 

利 腕し つかと 抑へ。 K コ リャサ く。 ま 

だ 祝 言 も せぬ 中から 。！^ 氣 諍 ひ 早い. （-。 

ナ合點 か。 此六通 太 を 付 狙 ふ。 ナ 付けつ 廼 

しつ 戀慕 ふ。 其 女房 を合點 で呼迎 へた は 

互の 心底。 年月 辣 遠に 打 過ぎた。 恨 も あら g 

う 憎から う 道理 ぢゃ。 ハテサ 愴 いくは 


可愛の 裏よ。 ハ 、 、 、嬉しい く。 した 

は.. - る せ ふ  めと る 

が 走 を 妾と いひ 聘を 妻と いふ。 婚儀 は 人 

の大禮 なれば。 表立て 祝言 を 取 結ぶ は暮 

六つ。 寢 物語 は 浮世の 夢。 老女 一 間に 伴 

ひ 用意 をし 召され。 身 は 大切な 親 人へ 今 

日の 御機嫌 伺 ひ。 マ ァ夫迄 はお 行き やれ 

さ。 ス リャ暮 六つ 限りに 婚禮の 用意。 忠 

澄 殿。 忠 澄樣。 待って をり ます ぞぇ。 ハ 

テ扨 せく 事 はない おいき やれと。 * 詞の 

め く  ％d 

目釘 打し めし。 心 隔ての 襖と 襖 引 別れて 

ぞ 。三重へ 入りに ける。 7 シさを 鹿の。 * 夫 

待 兼ねて 菅原 は。 そろく 出づる 襖の 間 

は。 昔 も 耳 なれし 譁の 歌。 唄 誠 なれ ども。 

逢 はねば うそよ。 しんき 心の や るせ な 

！; さめ 

や。 E ァノ 胡弓 三味線 は 御 隱居樣 を諫の 

御酒 实。 ほんに 歌の 節で は ある。 何 ぼ 六 

彌太樣 の 心は變 るまい と 思うて 居れ ど。 

と. it 

三歲 隔てて 逢 ふ 迄 はわし やどう も 心が 濟 

ま JnJO 長 * まうたら どうして かう してと 


案じ も 同じ 菊の 前。 暮 六つ 迄 もとけ しな 

せな 

く。 だまして 討たん 下心 忍び 出で たる 背 

と 背。 ベ つ たり 行 合 ひァ 、 こ はと。 飛 

退く 二人が 顏 じろ く。 詞ハ 、お前 は ど 

なた ぢ やえ。 ハイ わし は私ぢ やが。 マァ 

さう おっしゃる お前 は どなた ぢ やえと。 

地 問 ひか けられて 菊の 前。 わし はァノ 

慮外ながら。 岡 部の 六彌 太が 奥様。 都 九 

條の菅 原と いふし やの 果で ござんす と。 

* 閉 いて 菅 原ホ、 、 、こり や を かしい。 

E 其菅 原と いふ 傾城の 街 本家 様 をと らま 

へて。 菅原 とい ふしゃの 果ぢ やと はテモ 

きつい 間違 ひやう。 ム、 腰元 衆 か 但し 又 

家中 衆のお 內儀樣 か。 近付に 成り ましよ 

と。 地上から 出れば 菊の 前。 詞ィャ く 

和歌 三 神 を證據 其菅原 はわし ぢ やわい 

な。 ィャ おれが 事 ぢゃ。 ィャ -/\ ゎしぢ 

やくく と地閒 いて 菅原 呆れ果て。 詞 

コリャ まあ 何の こっち や。 ム、 ゥ聞 えた 


をつ i  いたち 

拉は 大事の 夫 を 吸 取らう とする。 動の 樣 9 

4 

な女ぢ やな。 そして まあ あた 憎て らしい 3 

あの 美しい 器量 わ い の。 サァ くこり 

やもう 氣辣ぃ 肝 癀が發 つてき たわいな。 

ム 、 よいく。 互にい うて は水掛 論。 深 

ぃ淺 いは 夫が 證據。 たと へ 年 號は變 ると 

も。 いかな. （- 變らぬ 中。 直々 逢うて 吟 

味す る。 サ 、 ぉぢゃ 地い かう と フシ 立 上れ 

ば。 地ャァ く兩人 待てく と聲 かけて。 

ゆるぎ 出で たる 此 家の 隱居名 も 身の上 も 

らく じんさい  .P  .&-】/.>4?ほ、フる き  . 

樂 人齋。 焙格 頭巾 大袍。 左右に 胡弓と 三 

味 線 を 。提げ 二人 を 尻目に かけ。 詞ァ 、紛 

ら はしき 二人の 菅原。 JlM 議の 道具 は此胡 

弓と 三味線。 誠 や 傾城. m 拍子 は。 酒色に 

流れて 淫 &を顯 はす。 二人の 內 どちらで 

も。 まこと 傾城 菅 原に 極まれば。 祝言 さ 

する は此 親の こうけ。 * サァ彈 け 聞かう ト 

と褥の 上。 脇息 取って 打 凭れ。 詞 サァ兩 g 

人。 ハテ しぶとい。 M 何 際どる と 手 詰の f 
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場所。 詞ャァ /\ 親 人。 せ1^曲ぉ開きなさ 

る、 に 及ばす。 其 一 人の 紛れ 者 引出して 

お 目に かけんと。 *f 立 出 づる六 彌太を 取 

つて 引 寄せ。 詞ャァ 小 ざ かしい。 親 を も 

どく 不孝 者 見る もなか/ \- いま/ \ しい 

と。 * 脇息 取って 辏け 打ち。 なう コレ待 

つてと 菅 原と 俱に驚 く 菊の 前。 わな、 き 

ふるへば 六彌 太が。 矜 がみ 取って 引 寄す 

る。 共に 若木の 親子の 中 様子 有りげ に 見 

えに ける。 E サァ彈 け 女。 ャァ きょろ く 

と 何 うぢつ くと * せんかた も。 淚 片手に 

is5 彈の。 ス モア 心々 ゃ變 るらん。 S" 身 をす 

つる。 里 あれば こそ 浮む 瀬の。 ある を賴 

に？ うき 勤。 SS ャァ もうよ ぃ彈 くな。 詮 

議 は濟ん だ。 九條の 町の 傾域菅 原と いふ 

は。 * 此 女に 極った と 思 ひがけな き 菊の 

前。 ョ アイ/^ お前 はきつ い 調子 聞き。 

とてもの 事に 祝言 をと。 * いそ/.^ すれ 

ば氣遣 ひすな。 as モウ 暮 六つに 程 も あ 


るまい。 勝手へ 入って 

用意々々。 ァ 、恭 ぃコ 

ちお 

レ こちの 人 必す詞 違へ I 

まいと。 せ 敵 討た うの 氣 

は 張弓ァ 、 これく と 

菅 原-が。 とむ る もよ そ 

に 走 入る。 やら じと 甌 

入る 菅原を 引止めて 樂 

人齋。 詞我 上方に あり 

し 時。 見ぬ 戀 風に あこ 

がれし。 九倏の 里の 傾 

城菅 原。 け ふとい ふけ 

ふめぐ り 逢 ふ も 不思議 

の 因緣。 粋六彌 太。 此 

いとま 

女に-暇 を やれ。 H  、そ 

れは。 夫 はとは 得心せ 

ぬか。 サァ くく ど 

うぢ やと 地せ り 詰めら 

れて 返答 も 7 シ 呆れ 杲 


動 翁 sr.^  if 


てて ぞ 見えに ける。 _1 ィャ これ そこな 若 

い 親 仁樣。 こなさん はくく。 あちら 

を ほんの 菅原ぢ やというて。 今 又 私を菅 

原ぢ やの。 ィャ 見ぬ 戀に風 ひいた のと。 

がっくり そっくりな 物の 言 ひやう。 若し 

又 六 彌太樣 が 去らん したら どうせう と 思 

はんす。 ヲ 、女房に して 抱いて ねる。 ェ 

ェ。 ム、、 、 今 奥へ やった はな。 あり や 

薩 摩守忠 度が 言 交した 菊の 前 さ。 枠六彌 

太 は 夫の 敵。 祝言と いふ は僞， り。 女に 淚 

もろ 

臉ぃ 枠の うんつ く。 敵 を 討 たれる ァリャ 

約束 じ やわい と。 塯閗 くより 菅原 狂氣の 

如く。 詞 そんなら あの人,' の 女中 様に 命 を 

やって。 此 わしと は どの 命で 添 はしゃん 

す 。海山 越えて はるぐ と。 添 ひに きた 女 

房の 地 身に もな つて 見た がよ い。 餘 りの 

事に 淚 さへ 胸に 冰 つて 出ぬ わい なと 叩く 

疊の 7 シ いひが ひなき。 詞ャァ とても 命 

のね ぐ さった 六彌 太。 連 添うても いんま 


に 若 後家。 娵に 歎き を^ 

かける も 不便。 コリャ 

子より 達者. な此 親父。 

思 込んだ る戀の 意地， 


ほ 


おうとい はう が い ふま 

い がけ ふの 今から 身が 

女房。 おうとい へ やい 

(0 親孝行 ぢゃ。 ャ 

ィ枠。 きり ノ、 暇の 狀 

を かけ。 IK ル？ ゾチは 11! 

界の 首銜と は。 今 身の マ 

上に 知られた と。 傍 若 I 一 f|i 

無人の 街 車 フシ 持餘し I 

てぞ1111^ぇにける。 地菅 

原 淚打拂 ひほんに さう 

ぢ や。 詞 よその 女に 

か へ る 夫。 心中 立てる 

は 大きな 愚痴。 そんな 

らおれ に隨 ふか。 ヲ 、 


i 


一ん 


隨ふ 段か帶 解いて 寝て 地 花やろ と 立 寄る 

ふり。 そばなる 刀拔 打に 切って か、 る を 

かいく t ^り。 ャァ こり やちょ こざいな ほ 

で てんがう と 跳 飛せば。 透 間な く 又 切り 

あて 

かくる を H; の 常 うんとば かりに 倒 るれば。 

すか  しめ 

六 彌太透 さや 取って 投げ。 注 連 を 飾りし 

箱よりも 陣笠 鎧 引出せば。 見る より ハ ッ 

ト樂 人脔。 ひるむ 所 を は つたと ねめ 付け。 

陣笠 鍾兩 手に 捧げ。 as なんとお ゃぢ 。此ー 一 

種の 笠鋥。 覺 えが あらう 見知りつ らん。 

誠 や 故人の 詞 にも。 用 ひられる 時 は 鼠 も 

虎と なるとい ふわ。 まだ も 能 ある 人の 身 

の 上。 こな 1K 命 知ら やの 匹夫め。 今 改め 

ていふに は あらね ど。 女房 菅 原が 六彌太 

を ふが ひなし と 思 はん 面 ばれ。 もとこな 

やつ は六彌 太が 旗 持の 雜兵。 所存あって 

此 如く。 親と 敬 ひ 尊敬 すれば。 方 量 もな 

き 兼ての 我儘。 あまつ さへ 我が 女房に 無 

にんち < 

體の戀 慕。 無法 非道の 人畜め。 わるく 動 


かば 五體を 八つ 裂。 サァ ひつと でも 動い 

て 見よ と。 地 鎧 を 以てさん ぐに 折れよ 

はち びん 

碎 けと 打ちな やせば。 頭巾 は ぬげて 撥髮 

奴。 7 シ 興の。 醒めた る 風情な り。 * 恥 を 恥 

とも 思 はぬ 强 sfr 詞 ヤイこな 六彌 太の 恩 知 

ら すめ。 令 鎌 倉で 岡 部の 六彌 太と いはれ 

て。 榮 花に 暮すは 。誰 樣が趁 ぢゃぞ や い。 

わり やおめ くと 忠 度に 組敷かれた を 忘 

れ たな。 其 時に 此郞 等。 右の 腕 を 切 落さす 

ば。 コリャ 此首は あるまい がな 。いは V- 手 

柄 は 此奴。 よい ゎ是 からばれ 次 手。 鎌 倉 

殿の 御所へ いて。 六彌 太が 高名 は。 此鼻 

がさし ましたと。 注進の 上武藏 I 國 我が 

手に入れ るが 意趣 晴し。 待って をれ ベら 

坊 めと。 * 驗 行く 所を菅 原が さう はさせ 

ぬと 切 付く る。 六 彌太は 只 たばこの 烟騒 

がぬ 太 五平 菅原を 膝の 下にし つかと ねぢ 

付け。 SE コ リャ まつ 此 如く 薩 摩守忠 度が。 

あの 六 彌太を 下に 組敷き。 首 を か- んと 


せし 所。 « 一  間 を かけ 出で 菊の 前 かう 切 一 

つた かと 太 五平が フシ 右の 腕 を 打 落し。 詞 I 

敵と いふ は 六彌太 殿と 思 ひの 外。 誠の 敵 § 

は此太 五平。 夫の 恨 を 止めの 刀。 * 思 ひし 

れと立 寄り 給へば。 ャァ これ 今暂く 待つ 

てた ベと。 起 上る 太 五平 は。 手 負に 屈せぬ 

强氣の 面色。 55 ァ 、恭 いく 姬君。 此奴 

が 念が 届いて。 よう 切って 下さりました 

の。 コリャ 妹 初霜と。 聞いて 构り菅 原 は。 

，ど さなな 

ムゥ 初霜と いふ は 私が 稚名夫 を 知った こ 

な 様 はと。 地 問 はれて 太 五平 淚を うかめ。 

Si ヲ 、かう ばかりい うて は 合點の 行かぬ 

は 尤も。 おり や 幼い 時に 別れた。 わが 兄 

の 兵 之助ぢ やわ やい と。 * 聞く にいよ 

く 不思議 はれす。 講ム、 其 又 現在 兄樣 

なん 

が此 妹に 像れ たとい ひ。 そして 何 ぢゃ姬 

君樣。 よう 切って 下さった と。 免 悟の 樣 

子 は合點 がいかぬ。 ヲ 、疑 はしい は 尤も。 

今更 語る も淚の 種。 * 姬君樣 も 聞いて た 幼 


ベ。 as もと 我が 親 は。 ヲ、 其譁は 此六彌 

太が 推量に 違 はす。 汝が親 は 平家の 大將。 

三位 中 將重衡 の 家臣。 臆病者の 名 を 取り 

し 。後藤 兵衛守 長で あらう がな と。 堆閗ぃ 

て 太 五平 《、はっと 仰天。 詞ァ拉 々驚き 

入った る忠澄 殿の 明察。 a 草に も 心 置く 

露の。 宿り 定めぬ 我が 生 立。 御 存じられ 

し 様子 はいかに。 "-ヲ 、それ 誰か ある。 

な はっき 

繩付 ひけと 詞の 下。 地 思 ひがけな き 乳母 

の 林。 見る めいぶ せき 繩 目の 恥。 妹 は 見 

るより ナウ 母樣 かおな つかし やと 走 寄 

り。 此マァ 繩目は 何故と 姬も ス M 手 負 も 

驚けば。 詞ィャ 始終の 樣子 一通 ゥ六彌 太 _ 

さい 

が 言 間 かさん 。菊の 前 もお 聞き あれ。 先 つ 

頃 出陣の 折から。 御身の 父上 俊 成 卿より 

ひそか 

密の內 意 0 和歌の 弟子た る忠度 は。 一 方な 

らぬ緣 も あれば。 くれぐ 頼む と餘 儀な 

き 仰。 所に 源平 生 田の 合戰。 向 ふ 敵と 渡 

合 ひ 互に。 馬を乘 放し 念な う 下に 組敷き 


しが。 面 ざし 見知り ある 忠度 卿。 扭 こそ 

俊 成 卿の 御賴は 爱ぞと 心得。 叻 けんと 思 

ひながら も 名 ある 敵 0 いか はせんと た 

めら ふ 中。 力 勝りの 忠度 卿に。 はね 返さ 

れて 此六彌 太。 塊 組敷かれし を 下郎の 汝。 

思 ひがけな く 後より。 右の 腕 を 切りし 故。 

フシいた はるか ひも 淚 ながら。 埯御首 討つ 

て おこがましう。 武門の 數に 列る 中。 S 

合點 のい かぬ は汝が 胸中。 忠度 卿に 打ち 

かけし は。 紛 ひもな き 源氏 方。 夫に は 違 

ひ詞の 端々。 源氏 を さみす る 面 魂。 ハテ 

心得す と 思 ふより 。兼て 見 置きし 此 頭巾。 

裏に 正しく 書付け し は。 三位 中 將重衡 の 

戒名。 朝夕 戴く 心の底。 衩 こそしれ 者 手 

放されす と。 思 ひ 付いた る 恩 ごかし。 親 

と 敬ひ是 迄に 心 を 付けし は 其方が。 謀叛 

を 抑 ゆる 情の 獄屋。 今日 是へ兩 人 を そび 

き 入れし は。 汝が 素性 責めさい なんで 尋 

ねんた め。 所に 思 はす 其方が。 己と 名の 


る はこり や 下郎の 猿 智惠。 * なんと 思 ひ 09 

知った かと。 始終 を 間いて 太 五平 はス， -テ 

肌骨 を 貫く 吐息の 炎。 7 シ母は 淚の顔 を 

上げ。 詞 後藤 兵 衞守長 殿に 連 添 ひ 有りし 

は 二十 年 以前。 七つと 三つの あの 子供 を。 

付けて 離^の 憂き 難儀。 妹が 3=- にて 漸ぅ 

と 俊 成 卿 へ 3^ 母 奉公。 妹 は 傾城 あの 兄 は。 

有る に あられぬ わんば く 太郞。 侍の 子と 

いうたら ば。 翁 我儘が 募らう かと。 勘當 

して 置く 其 中に。 いつぞや 太 五平 我が 內 

へ 刀を盜 みに 入った を。 見付けて 閒 けば 

軍に 出る と。 いふ こそ 幸 ひ 高名して。 侍 

の 名を顯 はせ よと。 家の 系圔を 折紙と。 刀 

に 添へ て やった るが。 却って 害に * ハル フシ 

なった よな。 ヲ、 いかにも 貰 ひし 其 系 

圖。 開いて 見れば 我が 親 は。 後藤 兵衞 守 

長ァ 、恥し からぬ 平家の 侍。 おのれ 何で 

も 源氏に 紛れ込み 。雜 兵と なり 裏切し。 g 

親 守 長に 對 面せん と。 勇みに 勇む 一の 谷。 記 


後藤 兵 衞守長 は。 主君 中 將重衝 を ふり 捨 

て 3^ げたり し。 隨病者 畜生 武士と 軍 中の 

取沙汰。 なむ 三 资 我が 親 は。 不覺の 惡名取 

りし かと。 * 胸に 磐石。 五 綴に 石火矢。 

なんばう 無念に ありけ るが。 よし-, \濂 

氏の 侍の 首 取って 高名し 親子の 耻を 雪が 

んと。 心 を 碎く生 田の 戰 場。 夕暮 {4! の ほ 

のぐ らく 浪打 際に ひつ 組んで。 S 上に な 

つた は 惓 に 貴殿。 シャ 六彌太 殿と 思 ふよ 

り。 右の 婉を只 一 討。 よくく 昆れば こ 

はいかに。 薩 摩守忠 度陶。 ァ 、 しなした 

りな。 よし 其 場に て 腹切らん と 思 ひし か 

ど。 ィャく 忠義 を顯 はす 時節 もと。 味 

方 顔に て 御 首 を。 やみく こなたに 討た 

したる。 * 無念と いふ も 我が 誤り。 かく 氣 

取られし 上から は。 我が 一 分の 我を立て 

て も 。とても 詮なき 平家の 御 運。 せめて は 

入らざる 此命姬 君に 討た れんと。 殺され 

に 出た 手柄 話。 S ェ、 おでかし なされた 


姬 君樣。 忠度 掏の 右の 腕。 切った 刀で 切 

らる、 も。 此 世の 因果 を はたす 道理。 * 

思 へ ばく 不運なる 我が身の 上と 悔 泣き 

扨 はと 驚く  7 シ人々 の。 * 中に 妹 は 倒に 

ある。 刀 取上げ 淚 ながら。 顔 見ぬ 父の 形 

見 かと。 思へば いと 1^ 胸せ まり 7 シ くど 

き。 歎けば 太 五平 は 。妹が 持った る 1^ 刀，^ 

手 を 持ち 添へ て 右手の 膝 腹。 ぐっと 突 込 

む覺 悟の 最期。 こはくい かに 何故と 親 

子 は 心取亂 せば。 58 ァ、 騒ぐまい くと 

押 鎮め。 平家 方の 此兄 を。 切った は 妹 

が 源氏へ 忠義。 此 I 刀の 手柄に 免じ。 申 

し 六彌太 駿。 必す 見捨てて やって 下さり 

ますな。 たった 二人の &P 折 屈。 わたし や 

あいつが 不便に ござる。 成人して 名は菅 

原と 聞いた を 便り。 上方へ 上った 序に 九 

條の 町。 なつかし さに 逢 はう と 思へ ど。 

身 は 角 介の さびた 形。 全盛 飾る 妹が 耻と。 

三 筋の 町の 格子の 先。 よいよ 鹿 子樣。 ョ 


ゥ つり ひ樣 と。 ぞ めきに 紛れて 名 を 問へ 一 

ば。 客に 揚げられ 柏屋 の。 二階の 障子に I 

影法師。 三味線 取って 投 節の。 聲を 聞い § 

たが コリャ 兄弟の 名乘。 其 時の 音色 も聲 

も あり，/ \ と。 おり や 耳の 底に しみ 付い 

て。 今に 忘れぬ 兄弟の よしみ。 それ 故最 

前 三味線で。 糙に 妹と 見極めても。 平家 

に錄 ある そち なれば。 よも や 添うて は 下 

さる まじと。 現在 妹に。 女房に なれの。 

惚れた のと。 心に 思 はぬ 惡道 も。 かく 計 

はん 心の 內。 推量して たべ 母 者 人。 ェ 、 

ついに 一 日 孝行せ す。 先立つ 不孝 赦 して 

下され。 せめて 未来 は。 勘當 * 々々をと 跡 

いひ 兼ぬ る。 いぢら しさ 母 は 取 分け 妹 も 

スェ正 體淚に 菊の 前。 我 とても 恩と 愔 にか 

らまされ。 敵 さへ なき 身の上 は。 鬼に も 

角に も 我が 夫の。 甲斐な き 御 運とば かり 

にて 見合す 四 人が とも 淚 7 シ 前後。 不覺 

に 見えけ るが。 * 何 思 ひけん 六 彌太は 林 3 


が 織目 引 ほどき。 8« 太 五平が 白狀 にて 家 

名 知 るれば 詮議に 及ばす。 女ながら も 敵 

の餘 類。 ャァく 後藤 兵衛が 妻娘此 家に 

叶 はぬ 早 や 出て 行けと。 * 閗 いて 菅原今 

更に そり や 餘りぢ や 嗣怒ぢ やと。 いふ を 

も閉 かす 姬と林 を 7 シ 引立て。 庭へ 突出 

し。 女房 去った。 ハテ こり ゃナ遣 手の 

付いた 傾城 菅原 敵の 娘と 閉 いて は 添 はれ 

ぬ。 元の 廓へ 流し 者。 付添 ひ 歩く は 遣 手 

の 役目。 ス リャ此 わし は。 ヲ、 サ 兄弟の 

綠が切 るれば コリャ 女房。 一世の 別れの 

名 殘を惜 めと * 情の 詞。 ハ 、ァ盡 せぬ 御 恩 

と 7 シ伏拜 む。 ハル 7 シ 折から 拍子木 家中の 

夜 廻り。 六 彌太邊 に 心付け。 K コリャ く 

そこな 傾 域 遣 手 oit 鄉へ歸 る 錦の 袋。 ソ 

レ 持って行 けと 投 出す。 二人 は 立 寄り 取 

上げ 見れば。 行 暮れて 木の 下 蔭 を 宿と 

せば。 ヲ 、 其 下の句 は。 花や 今宵の ある 

じなら まし。 忠度 卿の 最後の 一 首。 ャァ 


执は 形見 か * ハ ァ はっと 歎き 給へば 林 も 

俱に。 ぁりし昔を：^泣き。 S ハテ扨 これ 

さか 9 

此六彌 太が 寸志の 情。 源氏 は 今 を 盛の 日 

の 出。 平家 は暮 行く。 ァレ 約束の 暮 六つ。 

夜に 入れば 敵 味方の あいろが 見えぬ。 ソ 

レ 早う く。 ハァぉ 志。 忘れ はせ じ。 地 

もうお さらばと 立 上れば。 手 負 は 今 ぞ此 

世の 名 接。 花や 今宵の ちり 櫻。 妹 一 人 親 

兄の 別れ を 胸に 八重 樓。 姬は 形見の 言の 

紫に 結ぶ。 心の いと 樓。 あとに 老木の 姥 

櫻 淚の雨 や。 小夜 嵐。 生死 不定 は 世の中 

の ふだん 櫻と いさめても つきぬ。 なごり 

の。 山樓 ちりぐ に。 こそ 别れ ゆく 

第 五 

魏王は 鄭裒か 護に よって 美人の 鼻 を W 

がしむ ると かや。 征夷 將軍賴 朝 公 相從ふ 

大小 名。 岡 部の 六 彌太忠 澄 を 初め 7 シ咸儀 

を 0 正して 相 詰む る。 * 賴朝 lii に 向 はせ 


給 ひ。 詞此 度の 戰に 平家の 1 門 西 海の 浪 5 

の 泡と 消失せ し 事。 全く 賴 朝が 武略に あ 3 

らす。 * 是皆 神明 佛陀の 御 加護と 存じ 奉 

ると 7 シ卑 y の詞も 奥床し。 《s 平の 時忠 

统取 直し。 SS 西國 にて 源 九 郞義經 平家 を 

悉く 討 亡し。 其 虛に乘 つて 兄 賴朝も 討 取 

り 一 IK 下 を 併呑 せんと 某 をた ばかり。 京 

の 君 を娶り 神璽 內侍所 を 奪 ひ。 直に 鎌 倉 

へ 攻 入らん 由 急ぎ 吿げ 知らせん 爲來 つた 

り。 * 吃 度 征伐 然るべ しと 賢人 額の 1 人 

それ 

は フシい はね ど 夫と 知られけ る。 * 六彌太 

閒 兼ねつつ と 出で。 何と 言 はる- -時忠 

卿。 義經 公に 限り 左様な 御 所存 少しもな 

く。 腰 越 迄 御出で ありし を 平 山が 識言故 

錄 倉へ も 御 入れな く。 直に 御 切腹 召さる 

べき を舊臣 の輦押 止め。 我が君への 執 成 

は六彌 太が 披露 承る。 夫に 御邊が 何 知つ ，，J" 

て扣へ 召されと きめ 付 くれば。 地 時忠も g 

そ，  ほ 

反 打 かけ フシ 互に 色 立ち見え ければ。 *  r 


頓朝暫 しと 制し 給 ひ。 おや をれ 六彌 太。 

侯 人 楚が識 言 を 用 ゆべき 我なら す。 義經 

腰 越に 屯す る は 鎌 倉を顚 へさん との 手配 

ならん。 * さすれば 弟と て 容赦 はなら す。 

討 取って 我が 存念 を晴 すべし と 氣色變 つ 

て宣 へば。 時忠は 思ふ壺 心の 内に 含む 笑。 

六 彌太猶 も 進み 寄り。 S 然 らば 義經 公誠 

の 謀叛に もな されよ。 三種の神器の 内 神 

璽 £ 侍 所。 此ニ品 は 先達て 義經 公の 御手 

にあり。 帝都 を 守護し まし ませば 則ち 官 

軍。 * それに 敵たい 弓 引き 給 ふ は 朝敵 も 同 

然。 武備 盛んなる 時 は 却って 其 身 を 害す 

と 申す。 此儀 いか と 言.^ すれば 賴賴騒 

こら 

がす。 ほヲ、 其 儀 は 菜 工夫 を 凝し 置きた 

る 事 あんなれ 其 子細 は。 安德 1K 皇十 握の 

御 劎を携 へ 入水 ありし と閒 くより 早く。 

都八條 大納言 兼 房 卿と 申合せ。 老松 若松 

とい ふ海士 子供 を浪 間に 入れて 海底 を掇 

させけ るに，、 地 龍 宮城へ lit ひたる 十 握の 


御 劎を取 返し。 兼 房 卿に 差 上げし を 御所 

持あって 裨 下向。 賴 朝拜諾 仕り。 此 桐が 谷 

へ 御 新 殿 をし つら ひ將 軍の 宮と 傅き。 

卽 ち此宫 より 綸旨を 乞 受け。 義經 との 戰 

は 官軍と 官軍の はれ 勝負。 * 幸 ひの 諸大 

名 一 同の 出仕。 それ. （- との 詞の中 。はつ 

と領掌 謹んで 御 劎の宮 を携へ て。 フシ 御簾 

間近く 持出づ る。 地 賴朝公 恭しく 寶劍を 

取 飾り 。天顔の 恐れ ありと 玉座の 御簾。 半 

«0(  そんき や. つ 

頃 迄卷上 ぐれば フシ 各 I 度に 尊敬す る。 

地時忠 大口 明いて からく と 笑 ひ。 8™ 賴 

朝 は智仁 兼備の 大將と 間き しに 違 ひし 愚 

將 よな。 スリャ 誰に よらす 寶劍を 所持し 

たる 者 あらば 將 軍の 宮と敬 ふかと。 せづ 

つと 立 寄り 寶劎 取って 打 折りく。 白洲 

へ かっぱと 投付 くれば。 是 はと 皆 々仰天 

敗亡。 時忠は 緩々 と 座に 直り。 詞ャァ 騒が 

れそ賴 朝。 あの 寶劍は 紛れ もな き眞 赤な 

K 物。 シ テ /\ 其 蟹 物と いん 3^ な證據 が。 


ヲ、 證據 なくて 折るべき や。 寶劎を 所持 

みや  1 

したる 者當 一呂に 立つ ると ある 故。 首 聞か & 

する よつ く 聞け。 都に て 義經某 を 招き。 何 g 

とぞ 三種の 祌寶 奪取って くれよ と ある 密 

の輯 み。 のつ びきなら す 智略 を 以て 取 

りし かど。 吞 込めぬ 義經が 心腹 故 先づニ 

色 は 渡し たれ ども。 ^寶隨 一 の 寶劎は 某 

が 肌身 も 離さす 屹度 所持せ り。 *f 疑 はし 

くば 是見 よと 懍 中より 取 出せば。 邊も輝 

く 十 握の 御劎。 輯朝公 を 初めと して 列座 

の 人々 一 時に。 フシ あっと 恐れ をな しにけ 

り。 賴朝 重ねて 宣ふ は。 今より 時忠 

卿を將 軍の 宫と 仰ぎ奉らん。 ャァく 諸 

大名 ie^l を唱 へられよ と。 地 棟梁の 臣の 

一言に もってう じられ 勝に 乘 り。 IP 此上 

は 賢宫を 引出し 面 縛 させんと。 * すっと 

立 寄り 御&引 ちぎれば コ ハ いかに。 思 ひ 

がけな き 判官 義經。 寳劍 I 取り もん どり 6 

打た せ。 sfr にぐ つと 踏 付け 給 ひ。 詞ャ 3 


ァ IK 命 知らす の 大納言。 安德 天 皇寶劍 を 

じ t3 すみ  i 

抱き 入水 ありし と 偽りし を。 合點行 力す 

と 察する に 御 邊が楚 ひ 所持す る 由。 兄頓 

朝と 一一 =1: 合せ 樣 * 心を盡 した は。 此寶劎 を 

奪 返さん 謀。 * サァ 尋常に 繩か、 れ よと 

仁心 深き 義經 の。 詞に ひるまぬ 撗紙 破り 

無念の 顔色 齒 がみ をな し。 詞 ^  、 たばか 

-t-J つく わい  おのれら 

られし 奇怪 千 萬。 平 山と 心 を 合せ 汝等兄 

弟 同士 打 させ。 一 fK 下 を I 吞と 巧みし 事 

も 水の 泡。 地よ しく 此 上は絕 IS 絡 命。 

命 限りに 切拔 けんと 太刀 ひん 拔 いて 切 付 

くる。 もつ ばづ して 勾攔 より 白洲へ どう 

ど 蹴落し 給へば。 六彌 太す かさす 飛び か 

いまし 

かり フシ 高手小手に 縛む る。 * 賴朝心 

地 よげ に 打 守らせ 給 ひ。 詞國家 を 騒がす 

大罪 人 刑罰 急 度 礼すべし。 地 それ 計らへ 

と宣ふ 所へ。 土砂 踏 散らし あわた しき 

知らせの 早 打 かけ 来り。 詞扭も 平 山の 武 

者 所 謀叛の 巧み 顯れし 故。 扇が 谷に 野陣 


を 構へ 此 御殿 を 追 取 卷き攻 入らん との 催 

し 故。 * 早速 御 注進 仕る と 大息つ いで 訴 

ふれば 。義經 につ こと 打 笑み 給 ひ。 詞ャァ 

く六彌 太。 扇が 谷 平 山が 陣 所に 馳向 ひ。 

有無 をい はさす 討 取るべし と。 地 仰 は 重 

き兩將 の。 詞 につる. -岡 部の 六彌 太い ざ 

5 ゥた  f-.c- ひや 5 

打 立て ゃ尤 と。 御前に 並居る 隨兵 ども。 

さき  かつい ろ 

我 先が けんく と 勝 色 見せた る 八重 梅 

かんば  す r  いくさ だち 

の。 花 f 方し き 弓 取の。 聲も淸 しき 軍 立 扇 

が 谷へ と 一一 一重 〈急ぎけ り。 a 平 山の 武者 所 

賴朝 兄弟 誅 罰せん と。 扇が 谷に 陣屋 をし 

つら ひ フシ 士卒 を 瞳へ 控へゐ る。 地 か、 

る 所 へ 岡 部の 六彌太 軍兵 引 具し 眞 先に 大 

音 上げ。 詞ャァ 平 山の 武者 所。 汝が惡 事 

顯れ し故此 所に 陣所を 構へ。 御兄弟へ 敵 

せん 由 賴 朝の 仰 を 蒙り 岡 部の 六 彌太向 

うたり。 地 手に， 立つ 武士 は 下 合へ と フシ 

高らかに 胖ば はったり。 * かくと 閒 くよ 

り 平 山 末 重 陣屋より 踊 出で。 詞ャァ く 


岡 部の 六彌 太。 此方より 馳向ひ 討 取らん 7 

と 思 ひしに 遙々 とようう せた。 ® 某が 手 

を 下す に 及ばす ソレ兩 人。 物ない はせ そ 

討 取れと。 フシ 下知し ながらに 引返す。 

さ  <  がわ 

地畏 つたと 醒井番 場。 無二無三に 討って 

か、 る。 さしった りと 渡 合 ひ 持つ て 開 

いて 眞向 かざし。 鋭き の 電光石火 猫 

し ふんじん こ ら， <  に たて Co-  ど-ひき 9 

子 <|1^ 迅虎亂 入。 馬 手 は竪割 弓手 は 胴 切。 

二人が 命 は 草葉の 露。 ソレ遁 すなと 軍兵 

ども をめ いて か- -るを 事と もせす。 向 ふ 

くる £ギー9 

やつばら 嫌 ひなく。 大げさ 小げ さ 車 切片 

端 切 立て まくり 立て。 追 立て/、 めった 

切り。 こり やた まらぬ とばら.^  /)0 

跡 を 慕うて 忠 澄が フシ 遁 さじ やら じと 追 

うて 行く。 地 さしもの 平 山 途を失 ひ 馬の 

鼻 を 立て かへ て。 落 行かん とせし 所へ。 

岡 部の 六彌太 取って返し。 やら じと 尾 i 1 

谷 

をし つかと 取り。 詞コリ ャ/, -z  、と 引 g 

戾 す。 シャ 邪魔 ひろぐな 毛ニ才 め。 地 そ 記 


S  二 lb  Sy 、一 
六 蔵 三兒鳥 


ひづめ  かざま £ 

こ 立 去らす ば. 蹄に かけ 胴 腹に 風 間 を 明け 

ん。 爱を 放せと i の 場 胸 あ ふり 打 立て 鞭 

打 くれ。 ハイく くと 义 9 乘 出せば。 

どっこい どこへ と 引 むる。 追 立て 引留 

め はみ 春。 音 はちり 乂ん からころ り 駒の 

な i ぎ  いら  复へ IMS 

晰土 £-。 六彌太 苛って 突 放せば 馬 は 前 立 

頭轉 倒。 ころりと 落ちる 平 山 を 起し も 立 

てす 引 仗せ 7 シ 首引拔 かんとせ し 所へ。 * 

源義經 公平 大納言 を 引立てさせ しづく 

と 立 出で 給 ひ。 ホウ 手柄々々 我 兄弟へ 

敵 せんと 巧む 平 山。 縛 首 討ち 刑罰 钆 せよ 

と。 仰に はっと 六 彌太忠 澄 手早に 取 維し 

つかと かけ。 7 シ水 もた まらす 首 打 落す。 

地 か、 る 所へ 熊 谷 入道 飛鳥の 如く かけ 來 

り。 義經 公に 打 向 ひ。 東へ 下る 道す がら 

始終の 様子 承る。 時 忠鄉は 大納言の 位 有 

れぱ 私に はなり 難し。 蓮 生 法師が 出家の 

役 都 へ 連れ 行き 禁廷の 御 差圔を 蒙らん。 

* 何と ぞ 愚僧に 御 預け 下され かしと 願へ 


ば義經 打うな づ かせ 給 ひ。 S ヲ 、 神妙 神 

妙。 高位の 身 なれば うかつに は 殺されす。 

いかにも 和 僧が 願 ひに 任せ 時 忠を預 くべ 

し。 直に 都へ 連れ 上り 院の廬 の 御沙汰に 

かけ 鬼 も かく も 計 ふべ しと。 * 仰に はつ 

と 蓮 生 法師 時 忠を預 り 申し。 IS 爾と笑 ひ 

てす さみた る I 首の 欲。 s 棰樂 にも 功の 

者と や 思 ふらん。 西に 向 ひて 後見せ ねば 

と 耀詠歌を殘し！^乞して歸りける。 實に 

末の世に 至りても 敵に 後を昆 せぬ と は 


rs シ liu しられたり。 * 義經 御喜 悅限 

りなく  。綠を 貪る 佞人 犖を 亡せ し此上 ^ 

は。 三種の神器 を 守. 9 奉り 兄弟 打 連れ 都 g 

へ 上り。 此趣 を奏閒 せん 勇め やかたぐ 

打 立てと。 御 読に 任す る 岡 部の 六 彌太御 

立ち ざ ふと 呼ば はれば。 碑 供奉の 大小 名 

綺羅 を 飾りて 歸洛 ある。 朝敏 亡びの 凱敏 

の聲。 太刀 は 鞘 弓 は 袋と 納 りて 千代 榮ぇ 

みなもと 3 じ 

ぬる 源 氏。 四海 太平 豐 なる 國ぞ。 久し 

か. 0 けらし 


寳 唇1 兀辛未 天 

敏月十 一 


曰 


浪岡 

作者 並木 

難 波 

豊竹 


故人 並木 宗輔 


めラ し. フ  あ  だち が はら 

奥州 安達原 


序 地中 時 は康平 五つの 年。 後朱雀 院の 朝に 

當 つて 東夷 & りに 逆 威 を 振 ひ。 王 命に 背 

き 奉る といへ ども。 《s 源氏の 武功に 切薛 

とキら か ザ 

け 再び 治まる 時津 風。 八懵太 郞義家 公。 

と ％. 一た 

武威 磨 立つ る 鎌 倉 御所 ォ？ y 暂く 鋭氣を 

養 はる。 地 頃 は 如月 年の 空 。都より 勅使 

下向 ありければ 早 や 門出の 日 も 近づき。 

あづさ ゆみ やさけび おと 

取傳 へたる 梓弓。 箭 叫の 音努 子の 聲 フシ 

みや &  f  JC か 

さも 嚴 重に 見えに ける。 地 宮居 間近く 假 

屋を 構へ 八樣太 郞義家 朝臣。 執權鎌 倉の 

ごんの かみ  う 9 わ た r す 

權頭景 成。 瓜 割 四郞礼 威儀 を 守って 扣ゅ 

れぱ。 上座に は 勅使 大江 ノ大將 維時。 冠 

の 紐の 長き 月 も。 フシ 早 や 西 山に 傾きぬ。 

地 維時 義 家に 打 向 ひ。 as 此 度某罷 下る。 


作者 竹 田 和 泉 

勅使の 趣餘の 儀に あらす。 中宮 御 産の 御 

る にん 

祈り。 此 度の 大赦に 就き 奥州の 流人。 桂 

の 中納言 則國召 返すべし との 勅 誌。 奥州 

は 源氏の 任國。 義家 宜しく 沙汰す べしと 

の 御 事な りと 述べら る、。 * 義家 ハット 

リ やうしょう 

領掌 あり。 詞 中 納言則 國事は 聊かの 科 

によって。 父親 義 が任國 の砌。 奥州 松が 

浦へ 流され 今に 存命。 此度 赦免の 下書 義 

家計 ひ 奉らん と。 地 勅答 あれば コ レサ 義 

家。 m 流人の 事 は 下狀を 以て 事 は 足る。 

へん  すぐ  とつ. A キ よは 

御 邊は是 より 直に 上洛。 十 握の 御劎も < &' 

において 行方 知れす。 かほ どの 大事 を餘 

所に なし 悠々 と在國 し。 鹿 狩 山 狩に 日 を 

送る は 君への 不忠。 但し 所存 あっての 事 


かと。 * 何が な 横 を 蟹 公家の 爪 を 簾せ し 9 

奸接 邪智。 コハ 維時の 仰せと も覺 えす。 

か， すな どり 

a- 雲上に は 月 花の 御 び。 武士の 狩 漁 

は 軍の かけ 引。 軍 慮 忘れぬ 武士 どもが。 

しふち やく 

未熟の 手す さみ 御意に 入って 祝 著と。 * 

一句の 答に 返答 も 何が なと へらす 口。  g 

いか 樣 音に 聞え し 貞任宗 住。 鬼神 を も 欺 

くせもの 

く 曲者。 敏に 取って はこ は 者/、。  * 接 

分と 稽古して。 敵の 首より こっちの 首の。 

用心が 肝要な らんと フシ 權威を かさに 嘲 

,  -5  _J んの かみ. 

弄す。 へ かねて 權頭 憚り もな く 進み 

出で。 詞 勅使と 敬 ひ 差 扣へ罷 在れば 餘り 

ご いちごん  く  ，さか  いつ *" ん 

しき 御 I 言。 先年 栗 坂の 其 一 戰。 小勢 を 

%* やくと 

以て 大敵の 逆徒の 張 本。 賴時を 討 取った 

る 其 日の 軍。 &に乘 つて 追 打ちせ ざる は 

いましめ 

軍の 法。 彼の 六韜の 誠 御存じ あっての 

御 批判 か。 サァ御 返答 承らん と。 地 詰め は 

かくれば 四郞。 K ャァ權 頭 。高官に g 

封して 無驢の 過言。 扣へ 召されと 維時に。 


詔 ふ 奸曲義 家 それと 左右 を 制し。 維時 吉瑞。 六 孫 王の 古例に 任せ。 八幡 太郞義 

家是を 放っと。 金の 札 をつ け此 所に 放し 

しんて う あまね 

置き。 八幡宮の 祌 鳥と 普く 天下に 鶴れ 流 

し。 神慮 を 仰ぎ奉 らんと 惠も 深き 御上 意 

に フシ 皆々。 あっと 感じ入る。 港 景成遙 

の 梢 を 見渡し ァ 、 ラ 心得す。 歸 雁行 を 

い 》< し. a 

亂る時 は 伏兵 ありとの 兵書の 禁。 シャ曲 

者 ござん なれと。 * 立 上れば 御大 將ホ、 

ゥ よくも 咎めし 權頭。 詞鎌 倉の 留守 を預 

ける 汝。 其 心がけ を 見よう 爲の わが 計 ひ。 

地 伏勢なら すと 扇 を 開き。 フシ 招かせ 給 

へば 义リ 茂みより。 顯 はれ 出 づる は此度 

の。 御供に 隨ふ 勇士の めんく。 皆 坂 東に 

i の 弓取秩 父の。 十郞 伴の 助 兼縣の 次郞。 

其 外 ナ ホス 譜代 恩顧の 武士  7 シ早ゃ 御 立 

と 白 I に 糜き隨 ふ 源氏の 威勢。 朽ちせ ぬ 


公の 御 批判 も。 武勇 を勵 ます 御 計 ひ。 武の 

なんで ふ 

憤りに 其 身 を 忘る X 景 成が 過言。 何條賢 

慮に かけらる べきと。 地 事 を 治む る明智 

がう みん  > 

の詞。 地 か \ る 所へ 小 林の 鄉民 ども。 折に 

籠め たる 鶴 十番。 荆 前に 差 置き 中に も庄 

官と おぼしき 男。 假屋 間近く 頭 を 下げ。 

P 此鶴 日毎に 小 林の 宮居 近くに おり 候 故 

所の 者 追 ひ 候へ ども 少しも 恐れす。 飼 鳥 

わる 

と存 すれ ども 下々 の 勝手に 惡ぃ大 鳥。 

それ 故 村 中が 寄 合 付け。 相談の 上 殿樣へ 

御 献上。 宜しく 御上の 御 取次。 * 賴み上 

ぐる， 0 いひ 捨て 7 シ 御前 を立歸 る。 * 義 

家 甚だ 御悅喜 あり。 誠に は 仙 家の 靈 

鳥。 我が 先祖 六 孫 王 東夷 征伐の 其 折から。 

此所 にて 雌雄の 鶴 を 得 給 ひ。 源氏の 武威 

千歳の 後まで。 輝くべき 印な りと 此小林 

の 岡に 放し。 所 を 直に 鶴が 岡と 名付け 給 

ふ。 地 時と いひ 所と いひ 旁 めでたき 家の 


黄金の。 鶴が 岡 都 を さして ぞ 大ー i へ 行. 

かみやし ろ も- 

空の。 * 何事 も 春は吉 田の神 社。 百 さ 

みや す r め や を よろ づ  ； 3 

づ りの 宮雀。 八 百 や 萬の 鳥の 音 も。 7 


娠ふ 神の 誓 ひか や。 參り 下向 もお ほき 奥 

うちかけ  さと .JT, 

中 7 シ 人目に それと。 補襠は 。九條 の 里の £ 

達 

くるわ  f、 

戀親 とて。 廓に 名 あ る 全盛の 本 フシ 松の 

位の 大夫 嗷。 二世と 兼. ねたる 戀 中の C 生 

駒 之 助に 添 ひた やと。 歩み 運ぶ ぞ 殊勝な 

り。 禿の 市彌の 不審 顏。 SS 申し 大 夫さん 

え。 け ふ は 生 駒 之 助 樣に逢 ひに 行く とお 

しゃん して 。来て 見たり ゃ吉 田であった。 

コリャ 狐が つまみ はせん かと。 地い へば 

につ こと 打 笑 ひ。 サ イノ。 久しう 便 も 

遠ざかり。 案じ も あらたな 神の 利 生。 地 

大 そうな 願參り 近いと 思へ ど餘 程の 道。 

定めて そなた もしん どかろ とい ふ 向うよ 

さすが 

り先拂 ひ。 遠目に それと 流石 は大夫 S ァ 

じ や うぢ ゆ-つ 

レ 市彌。 そなたが 常住 拜 みたがる 生きた 

そば  とね 

雛樣。 * 傍で は 無禮と フシ 花の 蔭。 地舍 

9  みく る i  たうまん  た i き 

人が きしらす 御 車 は。 當 今の 御 弟 君 環の 

つぼみ  くしげ ない 

宮。 まだ 振袖の 苦から 役目 も 重き 匣の 內 3 

し  つき A(\  もと 

侍。 i 附々 賑ふ 花の 本爭ふ 女中の 袖扶。 & 


7 シ 御機嫌 抖 なら ざり し。 * 馬場 先の 方よ 

り も 歩み 來る 若侍。 武將 八幡 太郞義 家の 

ぎんじ ゆ  はなぶ さ 

近習 志 賀崎生 駒 之 助英。 それと 見る より 

遙に飛 去り 頭 を 下げ。 詞御 忍びの 行幸と 

も 0*w うで 

は 申しながら。 大切なる 君の 御物 詣。 主 

人義家 某に 申し付け。 餘 所ながら 御 車の 

くしげ  さす 

御供と。 * 言上 すれば 匣の 侍。 ヲゥ流 

石 は 夭 \ ^の 武將と 呼ばる X 程あって。 道 

を 守る 義 家の 心 遣 ひ。 詞宮樣 にも さぞ 叙 

慼。 殊更 長閑な 春の 氣色 御氣 慰みの け ふ 

の 御供。 * 物堅き 直 方 殴 是非 御供と あつ 

たれ ど。 S どうやら かう やら 街 所のお 留 

守 を。 いかにもく。 大切なる 御所と 申 

し。 四角四面な 直 方 殿御 遊興の 御供に は。 

花 も 紅葉 もく す ぼり かへ る。 ァ 、 何が な 

宮様のお 慰み をと 地 見や る 木蔭に 鷲の 

首。 覜 いて 見たり 引つ こんだり 招く 尾花 

ひやあ^ 

の 鼻の 先。 冷汗 かくと も 知らざる 女中。 

E は それと 見て取って。 詞 コリャ 供の 者 


共。 ぎ樣 にも 殊 ない 御機嫌。 今 暫くお 隙 

がいろ。 お 迎ひは 入相の 花 散る 頃 早う 

くに 再お ilp。  7 シ殘ら す 打 連れ立 歸 

る。 * 生 駒 は此場 をく ろめんと。 眞 顔に 

なって 詞ァ レ / 、ノ \ 女中 樣 御ら うじ ま 

せ。 御所 方に は 珍ら しい。 遊君と 申す 者。 

地 御覽 じた 事で ござります まいと いふに 

內 侍が 何 遊君と や。 51 江 口の 君のう かれ 

^J-と古今集では見たれども。 直に 見る は 

今が 始め。 地 サァノ \ 早 うに 生 駒 之 助。 

ひと り ゑみ 

してやつ たりと 一人 笑。 詞 彼の 大 夫め が 

揚屋 入りの 道中 を。 今 爱へ取 寄せて お 目 

の 正月 させません。 それ，^ そこへ。 せ 

めま ぜ L かた  どり 

もう 此虚 へと 胸。 仕形 を戀 絹が。 かい 取 

小 棲 八文字。 歌よ るべ 定めぬ 流れの 身に 

も。 すいた 男の 。あれば こそ 太夫す かい 

で是が 勤まろ か 。ァ 、くだば かりと ナ ホス 

そ は  し か u 

生 駒が 傍。 寄らん とする を 目と 仕形。 寄 

しんき 

るな としら せど ヲ、 辛氣。 サハリ け ふお 前 


と 連立って。 BS 此吉 田で 飮み 明かす と。 ^ 

さっきに からと 。膝に 取 付き あまえ 泣き。 

こたへ 兼ねた る 辛抱 袋。 破れ かぶれと。 

フシ 生 駒が やくたい。 堆 二人が そぶり を 

女中 達。 コレ生 駒 殿。 詞 あの 傾 域 は そな 

たの 相 方と やらい ふ もの かと。 いはれ 

て 询り心 付き。 _1 ^ハテ さてめ つ さうな 仰 

せ 物堅き 八幡が 家來廓 遊び は 夢にも 存ぜ 

ぬ。 ム、 そんなら 今の は。 ハテ客 を 捕ま 

へて 此樣 にす るが 傾城の 仕 打。 そこで 客 

めが た わい になって。 可愛い 色 を 引 寄せ 

て 9コ レ此 様に と 抱きし むれば。 ！！^ コレ 

志賀 さん。 地ら つち もない 事 隙 入れ. f と。 

サァ ござんせ と 7 シ手を 取れば。 詞ソレ 

^^くどうで も そなたの 馴染ち やと。 

S 睨め 上げられて 生 駒 之 助。 SH 、近付 

きで もない くせにい ろ/^ の 事ぬ かす m 

故。 あなた 方への 言譯 なし。 炮ィャ お前 g 

がわし にと 又 取 付き。 兩 手をぢ つと 引締 原 


めて。 B かう した 所が 麻の 口 sfno まづ あら 

方 はこん な ものと •  * 口から 出 次第 言 ひ 

次第 取 付き 引付く  うより。 * 歩み 

来る 风割四 W 朱 »f の 大小い かつげに。 そ 

れと 見る より 《»|| ながら。 鬬ャァ 生 駒 殿。 

主人 義家 大切なる 念 用 あり 。早う。 *  く 

の聲に ^ り SIS いて。 縟急 御用と は覺束 

なし。 貴殿 樣子を S かす やと。 地 立 寄る 

生 駒 を 突飛ば し。 * 大切なる 役目 を 受け。 

それに 何 ぞゃ女 を 捕へ 見苦しき 振舞。 何 

か は 御用 も 我等 は 知らぬ。 駕早 やおい き 

やれと ねめ 趣す。 戀絹生 駒 は 目 を 見合せ。 

7 シ 道理に！^ 方 なげ 首 し。 心续 して 立歸 

る。 * 緣 いて 立つ 難 絹 を。 四郎が 止めて 

n レ Ji5H。  、われ はく。 首 だけ 惚 

れてゐ る 四郞。 拫 つてく ふり 付け。 生 

駒にば つかりき つ ぃ乘り ISK? ゃぞ 

よ。 ェ 、爱 な駕命 取め と 7 シ しがみ付く。 

ふり 3« して 3a け 行く を どっこいなら ぬと 


又 取 付く 。ァ 、 これ 申し。 どうぞ 往なして 

拜 みます。 ィャ くく。 拜 むの はこつ 

ちからと 詮方なん ぎの 最中へ。 S 鳥 を 差 

いた 見さい なさい 鳥 さいた 見さい な。 煽 

え さし ざ を 

何にも 得 とらす。 7 シ餒差 #0  * 物見 だ 

けい 女中 達 ソレく ia のお 慰み。 四郞と 

やら 其 鳥 差 此虑へ よびや。 四郞。 々々に 

B5 ハァ、 , 、 。 鳥 差お 召し ぢ やうせ をれ 

と。 * いふ 間 をはづ して 戀 絹が。 7 シ^げ 

行く 跡に なむ 三寶。 S 大事の 鳥 を 飛ばし 

ての けた。 地 鳥 差め 覺 えて をれ と フシつ 

ぶ やき 砩を慕 ひ 行く。  《f 鳥 差 は 立 寄って 

铒竿 をお ろし 斜に 構へ。 SS1 つ ひよ 鳥 比 

え  ふくろ ふ  み-すく 

叙の 山の。 二つ 梟 二子の 山に。 三つ 木 鬼 

«f 都鳥 そこよ。 かしこと 立 舞 ふ ふりに て 

11 の 袖へ 投げ文 を。 7 シ ひらく の oil 

木の 枝と そらさぬ 風情。 7 シ文 取上げて 

くしげ  しづ 

匣の 內侍。 S ハテ いぶかしき 賤の 振舞。 

^^前に叶はぬぁっちへゃりゃと。 埴文投 


し- 

げ捨 つれば 女中 達。 S 下々 の 身分で 內侍 も 

つけぶみ  . i 

樣に付 文と は。 大 それた 慮外 者。 早 や 立 安 

つて 行けく と。 * せり 立てられて もび 一! & 

くと もせす。 s 下々 であらう が 何で あら 

へだて 

う.； &。 戀に 上下の 隔 はない。 但し 又 鳥 差 

が 上つ がた に 惚れる 事 はならぬ とい ふお 

解で もあった か。 何でも 思 ひ 込んだ 此男。 

返事 閗か ねばい つかな/,^ と 地 人目 遠慮 

も あら くれ 男。 ァレ 狼藉者 誰 そ參れ と。 

呼べ ど 下 合 ふ 人 もな く隔 つる女 中 を はり 

退けぶ ち 退け。 傍若無人の 狼藉に。 內侍 

は宮樣 かひ， <.\ - しく。 なう. /.-- こ はやと 

局 達 神前 さし て^げ 行く を。 おのれ 女 

め 一 摑と。 * 大手 を 廣げ逸 散に 7 シ跡を 

慕うて 追うて 行く。  a 內 侍は宫 を 誘 ひて 

つま づき 轉び 出で 給 ふ。 跡から 逸 散 かけ 

くる 島 差。 K 内侍 樣 まんまと 首尾よう 參 

り ました。 樣子は 今の 文の 通り 早う く 

とせき 立 つれば。 は宮を 伴 ひて 何. S  % 


あらし  いづく 

ふ據も 嵐に 連れ 一 7 シ何國 ともなく 落ちて 

行く。  * かくと は 知らぬ 女中 達お ろく 

s にて 走り出て。 コリャ く  B8 鳥 差 。宮 

樣 どっちへ 連れい たと 能り 付く を 踏 飛ば 

し。 ャァ宫 が 見えねば 身が 知らう か。 

そこ 退け 通せ ィャ/ \ く。 そなたが 連 

れ 〔仃 た宫樣 を こっちへ 戻し や。 ィ、 ャ知 

*か¥ けん S やう 

らぬ。 ィャ そなたが と 爭ふ半 *  * 倮仗直 

方 御 錄館遲 しと かけ 来る 松 蔭。 様子 を斯 

くと lig 寄って 鳥 差が 左の 脇つ ぼ。 丁 ど 人 

かすみ あてみ 

れ たる 霞の 當 身。 sn レ くく 宮樣は 

いづく にお はする。 1E 殿 は內侍 はと。 a 

問 ふ も 苛立つ こなた もうろ ノ、。 あ. Q 鳥 

差が 狼藉 故。 宮樣伴 ひ 11 樣は あの 道へ と。 

« いふ 間 も わくせ く かけ 行く 女中。 扭こ 

そ 曲者 吐かして 閗 かんと 又 一 常。 むつく 

のん ど 

と 起きる 間稻 妻の。 7 シ懷刽 咽に つき 立 

てたり。 ぐ： S なむ 三寶 詮議の 種へ 

せま やう 

ッ ェ * 死なした りと 氣は 夕陽。 車輪の 如 


く かけ 潜り。 さも あれい かにと 死骸の 该 

中。 手 を 差 入れて 引き出す 一通。 さっと 

披 いて 讚 下し。 1- 何々 環の 宮を盜 出し 給 

はるべし と。 S の內 侍へ 賴 みの 狀。 何者 

とも 名 を 記さぬ は。 朝廷に!！ H る侫 人。 大 

江の 維時なん どが 所業 か。 何にもせ よ。 

逆臣に 出しぬ かれし か C  *H 、口惜し や 

さりながら。 S これ こそ は 詮議の 手が か 

り。 究竟 一 通複 に。 しっかと 納 むる 忠臣 

の 。心の 簡の 道筋 を 逸 散に こそ 三 a へ歸り 

さ ゥし との. T く， 

けれ。 西洞院 左. k 牛の 殿 造。 八 様太郞 

義家 朝臣。 再び 鎮守 符將 軍に 御拜 任の！！ 

悅び とて々 在京の 大小 名 思 ひ/ \ の御獻 

上。 飾る 口上 使者 祷。 奏者の 女中が 受答 

へ。 フシ 花 を 散して 持 運ぶ。 * 爾 しい 中 

ちら ほらと 一つ 小 蔭に 寄りつ どひ。 K 葉 

樓樣 何と 御 家中 も 多い 中。 よい 男と いふ 

は 生 駒 之 助 様。 かはいら し S 殿御 ぢ やな 

いかと。 * いへば みはしが サイ ナウ。 S 


したが 顔に 似合 はぬ 物堅 さ。 其 顔に 似- 4c お 

はぬ で 思 ひ 出した。 茶の間の 拔が あの 顔 

で 生 駒樣を 付けつ 趣し つ。 何と 身の程 知 

そし うしろ 

らすぢ やない かいのと。 地 護る 後へ によ 

つと 出た 頻 はす も \ の 花 5r 稱 |?鏡 臺携 

へて。 詞ヲ、 皆様 閉ぃ ておくれ。 わしが 

此樣に 思 ふのに。 生 駒 樣の閗 入れの ない 

はどうした 事と 思うたり や。 あのお 方 は 

傾城す きで。 こちらが 樣な大 むく は 嫌 ひ。 

それで わし も <fr から！^ 出に 身 を 持って。 

生 駒 樣に思 はれう と。 コレ おぐ し 上げの 

！ 8 野を賴 み。 給うて 貰うた 此釣ギ * 似 

合うた か 見て おくれと いふ 目 付の した、 

る さ。 こらへ 兼ねて 吹 出す。 フシ 口の 間 

より。 * 御家人 瓜 割四郞 礼。 袴の 角 li い 

つらつき  め らう 

がんだ！ g 付。 K ャァ何 ざ わくと 女郎 ど 

^  * で 

も。 ャラぬ は 綴め ェ 、惡 ぐさい やつ シテ 

こり やお 玄^ 近く。 女の手 道具 見苦しい。 

さんらん こ はい  _ 

ばか 者め と * 親 飛ば かされて 散？^ 粉 灰。 き 


プシ 皆々 次へ？ a げて 入る。 ャァ 面倒な 此 

手 道具。 持って うせぬ か。 誰 そ 取って 捨て 

よと 7 シ 呼ば は. "く 奥へ 入る。 * 御門の 

方 騒がしく 出 をら う/、 と 下部が 聲。 様 

しらす さキ 

子 は 何 か 白洲 先 かいどり 小づま 7 シ八文 

字。 m ャァ 女め 待て。 御 家中に 見馴れぬ 風 

うろん  L  ， 

俗胡亂 やつ。 サァ名 をぬ かせ 閒 力ねば い 

つかな。 ホ、、 、 、 、 。 合點 が 行かぬ 

の 聞かねば ならぬ のと。 無理な 客 樣の色 

事 をせ かんす 様に。 ャァ拉 は倚賣 女よ な。 

此虚を どこ だと 思 ふ。 忝くも 八 播樣の 御 

屋敷。 サァ出 をら うと 引 立つ るヲ ヽ 無粹。 

人の 心 も 知ら すに。 其 様に！' らんす もの 

ぢ やない。 其 八 椿 様の 御 家来。 生 駒 之 助 

さん 

樣に逢 はねば ならぬ 譯 あって。 コレ よい 

ぉ人ぢ や。 誰 やら 表へ 逢 ひ に 来て ゐる 

と。 ちょっと あの 様 を こ.. -へ 呼出して 下 

さんせ。 ホ ン -I 又此生 駒樣も 。何して 居さ 

ん す事ぢ ややら。 早う 逢 ひたい 熥 出て 下 


しんき 

ん せぬ 事 かいの。 ェ、 辛氣 やと 式臺 に。 

身 を 投げ 島。 & すね せんの フシ 流 ははで 

に顯 はれり。 1_« ャァ情 のこ はい 下司 女。 

意地ば らば 薪 ざつば とひし めく 嫛。 * 何 

事 やらん と 立 出 づる志 賀崎生 駒 之 助。 一 

間 をす つと 額 見て： E り。 矢庭に 庭へ 飛石 

の。 堅い 顔付き 氣色 を變 へ。 8„«ャ ァ下郞 

び ろう 

ども。 御座の 間近く 尾籠の 高嫛。 ハイ ャ 

ひつ とら 

此 女め 胡 亂者故 引 捕へ て。 ャァ 生ぬるい。 

わ いらで 行かぬ 身が 詮議す る。 早く 下れ 

何 馬鹿 やっと。 * 呵 りちら して 追 立て や 

り。 邊を 見廻しつ 、と 寄り。 《«コ レ 戀絹嗜 

めコリ ャマァ 何事。 物堅き お 館の 格 知つ 

て 居ながら はでな 姿で 晝 日中。 お 上 へ 開 

えたら 生 駒 之 助 は 痛い 腹。 サァ 人の 見ぬ 

內に 早く。  * 早くと いふ 間 も 若し やと 胸 

どき^.^。 せく 男より せき 入る 戀絹。 コ 

レ生 駒樣。 ひ よんな 事が 出来て きて。 そ 

れで お前に 逢 ひた さに ャ ァ くなん ぢ 


や。 ひ よんな 事と は氣 がかり。 其 譯をサ 

ァ 早く。 サ アイナ。 其譯 とい ふ は。 客 は g 

誰か 知らね ども。 わしに 合點 もさせ. f 身 原 

請の 相談。 親方が いに 手附 まで 受取った 

と。 W くと はったり コレ この 痞。 地 どう 

かかう かと 案じる 折から。 詞^ 落して 

こいとお 前の 知らせ。 ャァ くく そ 

り や 誰が。 四郞樣 が。 ャァ何 あの 夙 割 四 

郞. かさう 言うた を。 誠と 思うて ス" ャそ 

ち は 廓 を。 アイ *K 落して き たわいな。 

ホイ。 S はっとば かりに 生 駒が 當惑。 ハ 

そなた 

テ合點 の 行かぬ というて ゐ る 間 も 其方 

のこの 形。 人が 知って は 二八 事 どうぞ 隱 

して 置く 所 を。 ェ、 どうせう ぞ かう 障子 

明ける 物音 出る 概。 見付けられ じと 戀 絹 

を。 フシ 小 陰へ 押し やり そらさぬ 顏。 

拔は其 儘す がり 付き。 ェ 、氣の 惡ぃ生 駒 

さん。 今の しだら はどう ぞいな 0  * あの 

子ば かりが 眞實 で。 惚れぬ いて ゐる この 


わし は ひ うそに いとしと 思 ふかと 見捨て 

られ たも あの 子 故。 ァノ 傾城と 譯 ある 事 

今の 樣子も 書 置きして。 私 や いっそ 死ぬ 

かみ そ u- 

覺 悟と。 用意の 剃刀 生 駒 は 驚き マァ 待つ 

た。 死ぬ ると は 短氣千 萬。 そして ァノ傾 

城と 身共が 譯を。 書 置に してよ いもの か 

と。 癱 留める 兩手を じっとし め。 さう 

いはんす は。 叶へ て 給 はる 心 かえ。 デモ 

それ は。 そんなら 死ぬ るィャ 放した と 

*iM に。 こまって 詮方 難儀の 手 詰。 そ 

ん なら 應ぢ や。 H  、嬉し やと 抱 付かれ。 

顏を そむける 生 駒が 思 ひ。 生ぐ さ 坊主が 

精進の 7 シ 馳走に 禮 いふ 心地な り。 * 折 

もこ そ あれお 客のお 入りとの 、めく 聲。 

何が な 幸ひコ レ くく。 お 客のお 出と 

引つ ばづ して 逃 行く 生 駒。 _ ^コレ 志蹵さ 

ん。 夫 嫁の 固め はわし が 部屋。 馕必. f 待 

つて 居る ぞ えと。 尻 ふりち らして 7 シ走 

.9 行く。 地 程 もな くの つ さく 入 來る權 


威の 鼻。 大 江大將 維時 打 紐した る 白木の 

箱。 雜 fcH 原 軍記に 持たせ 傍見 迴し聲 を 

ひそめ。 汝も 兼て 知る 如く 年来の 我が 大 

げ ぼら 

望。 靑 公家 奪 は 大半 味方に なすと 雖も只 

手 ご はき は。 八樣太 郞義家 平の 係 仗 直 方。 

き やつら 兩 人禁廷 にへ ちまへば。 何かと 

Sh 延 無念 至極。 何卒 罪に 落さん と 肺肝 を 

週ら し。 な ん なく 直 方 は 術の 網に 打 込 

み。 け ふ 中に 仕舞 ふ 合點。 この 上は義 

家 一 人。 彼が 家来 ^割 四郎 我が 方に 

付け たれば。 十が 九つ 大望 成就。 た r 

儘ならぬ は戀 とい ふ 曲者。 義 家が 女房 敷 

妙。 色々 と 心を盡 せど 今に 色よ き 返事 も 

せぬ。 何でもけ ふ は 此欝書 を合點 かと。 

* 渡せば 取って 俵 中し。 s 今日中に 御手 

に 入れん。 必す ぬかるな 合點 と。 と 

ち-. S 

色との 間の 襖。 出迎 ふ^ 割四郞 維時が 傍 

近くつ ぉ賴 みの. にり 玍駒之 助し くじらす 

術 上首尾。 彼扠 がな じみの 傾 域を此 館へ 


*v ち ど 

引 入れ。 それ を 越度に 打殺せば 風の 神で 《5 

戀 の敏。 * 戀絹を 我が 女房に とい ふもぞ 

くくで かした。 く 幸 先よ し。 齄 書の 

事 を 軍記 合點 か。 K: 割 必す仕 損すな と。 

あ ひだ 

«  二人 を 立た する 間もなく フシ さと 打薰 

る。 絹の 香 は。 義 家の 奥方 敷 妙 御前。 禰 

1^ 姿 もしと やかに。 詞 維時 公に は 御苦勞 

の 御出で。 夫義家 早速お 目に か、 る蒈な 

れ ども。 今 s は 非常の 大赦 何かと 取込み 

罷 在る。 無禮の 段は眞 平お 赦し。 御用の 

品 も あらば 私に と。 《«w いて 維時 威儀 繕 

ひ。 《K ャ義 家の 御内 證此頃 は 打絕ぇ 申し 

た。 其 許の 親父 直 方に は。 御預 りの 環の 

宫 行方な く。 老人の 心 遣 ひ。 そこに も 親 

の 事 なれば 囌 案じ 召されう。 それ は 格別。 

某け ふ罷 越す 事^ 俵なら す。 義 家に は 近 

近東 國へ^ IT 門出 を はん 爲。 維時が 駭 

寸志の mi。  * 改めて 受納 あれと 件の。 || 

フシ 太刀 箱 さし 置け ito  S これ はく 原 


何から 何まで 御 親切の 御詞。 ^に 夫が 門 

出 を 御 祝 ひとは。 義家 にも 撫悅 びと。 地 

か  あら 

蓋 押し 明 くれば こ はいかに 切 柄した る 新 

刀の 刀。 りさす が は 武將の 妻。 さあら 

ぬ體に 取上げて。 S 武士の 門出に 打 物と 

は。 御 心の 付きし 御 音物 さりながら。 こ 

れは 正しく 科 人 £1 す不 ぎの 刀。 * とい 

ふ を 抑へ てコ レサ 敷 妙。 心 を 痛めし 我 

が 音物。 婦人が 聞いて 何 を 判斷。 義 家に 

見 すれば 胸に 覺 えの ある 事 さ。 とっくり 

と 思案 をして。 其 刀の 返答 を 相 待つ と。 

某が 申す とい はれよ 奥方と。 地 割って 言 

はざる 切 柄 は 。いかさま 仔細 あら 身の 刀。 

糖に しっくり 納めても。 心のと きつき 納 

らぬ。 7 シ氣を 取り直し。 S 娘 御前の *n 惠 

に 及ばぬ 事。 義 家に 右の 品。 お出での 様 

子 も 申し 開けん。 役目 濟 むまで 暂 しの- e 

は。 ヲ 、 サく。 其 刀の 返答 W き 切る ま 

では 歸らぬ 維時。 * 案内 召されと 權 柄。 


横^ 敷 妙に ォク * 打 連れ。 へ I 間へ 入りに 

ける。 地口の 間より 奏者の 女中 生駒樣 

くと 7 シ 呼びつ ぐ 整。 * 生 駒 之 助 これ 

にあり 何 用なる ぞと立 出づれ ば。 詞 申し 

あなたに お 目に か- - らうと。 九條の 靡の 

亡 八と やらい ふ 者が。 ャァ亡 八が 來 たか。 

コリャ たまらぬ。 我等が 逢って は 事む つ 

かし 0 こなた 衆 親む。 *n レか うくと 

耳に 口。 小 陰に ありあ ふ 描 笥鏡臺 7 シ抱 

かへ て 奥へ はづし 行く。  * 程なく 白洲へ 

小 腰 を かにめ。 B ハイ 私 は 九條の 傾城 屋 

文字 屋の友 三。 是なは 請 人の 惣 助で ござ 

.0 ます。 私 抱への 奉公人 戀 絹と 申す 女。 

さる 方へ 身 請 極まり 手附ま で 請 取り ま し 

た。 虚に 夜前 * を K 落ち。 何が 方- と尋 

ねま すれ ども とんと 行方が 知れ ませぬ。 

察する 處懋 親が j!! 間と いふ はこれ の 御 家 

中生 駒 之 助樣。 身 請 を 嫌うて 惠を 出た か 

らは。 外へ は 參らぬ このお 屋敷に。 ァ 、 


しらす さき 

コレ くこ-. は 殿様のお 白洲 先。 齒 相な 舰 

事な ど 申 上げたら。 ァ 、申し.^ つし やる g 

しら ラと  13; 

な。 お前 方 は 素人。 慮外ながら 文 學の友 ® 

三と いうて。 すん と黑ぃ 男。 ソ レ ぐ- 此 

み はれ 

您助も 身晴。 何ぢゃ あらう と 生 駒 樣に逢 

うてのお りの り。 又 逢 はしゃれ ぬが 最後 

奥へ 踏 込み 直. *T にと。 地口 を 揃へ る 亡 八 

が ゆすり。 I 間の 內に大 音 上げ。 ャァ ， 

く 八幡 太郞 これに あり。 汝等 下々 の 分 

として 上 を 恐れぬ 推參 者。 引 括って 牢へ 

打 込む。 * 覺 悟し をれ と 道具屋 かさ 高に 

襖く わったり 立 烏 慣 子。 大紋 くわつ と 目 

の 中の。 きょろ/ \ する も ナホ ス思 ひな 

し。 威に 恐れて とんば う 返り。 ハァく 

ぉ赦し 御免と 後 じさり。 * 弱い 所へ 附込 

いっすん 

んで 0  B5 ャァ 一寸 も 動き をるまい。 ハァ 

返答が 惡 いと 首が 飛ぶ も 知れぬ ぞ。 思へ 

ばくにつく いやつ。 傾城 も 同じ 女。 か 

お e れら  5W 

はい さう にい やな 男に 身 請と は汝 等が 身 a 


勝手。 すいた 男に 添 はして やる か。 ハァ 

./\ そんなら 救して こます。 * あの ごく 

だう めが と 強う 見せた る 足拍子 はすみ に 

すつ ぼり 立 烏 精子。 結びめ 解けて 櫛拂の 

髭 落 つれば 傍 邊。 ハット 生 駒が 取りの 

ところ まだら 

ぼす 顔の ゑの ぐ も 汗たら く。  7 シ 所 斑 

の 八幡 大名。 地 俄に しょげる 顔 を 見て 詞 

ャァ こなた は 生 駒 之 助と 地い はれて なむ 

あたま 

三し くじった と 天 憲抱 へて 逃げ 入れば。 

お ほかた 

ャァ大 編の 生 駒 之 助 金の 代りに 連れてい 

くるわ  をけ ぶ 

んで 廓の 法の 桶 伏と。 フシ かけ 入らん とす 

る 一間. より。 * 兩人控 へよ 先づ 待てと 立 

出で 給 ふ は。 義 家の 妹 君 名 も 八重！！ の 九 

！！なか たち 

重に。 フシ 花 もお さる >. 品形。 K コレ そこ 

な 亡 八と やら。 其 樣に訶 を 荒し。 若しも 此 

事 兄 義家樣 のお 閉 きに 立た ば そち 達が 身 

の 上。 生 駒 之 助 とても 同じ 事。 そこ を 思 

と  な さけ 

うて 留めに 出た は 自らが 情。 なんと 其戀 

しろ あ *vtH 

親と やらが 身の 代 A, 辨 へ なば そち 達に 言 


分 は あるまい がの。 何が 拉 お金 さへ 受取 

り ますれば。 そんなら ば 其 傾城 自らが 身 

請した。 それ 持って 早 ゃ歸れ と。 * 寢耳 

へ 水の 山吹より 花 も實も ある 取 柳き。 コ 

ハ 恭し 有難 しと 戴き； み 亡 八 や は九條 

めんぼく なか r 

を さして 立歸 る。 生 駒 は 面目 中 敷居 出る 

も 出られぬ 此 場の 品。 戀絹は 一 間より 姬 

の 情の 有難 さ スェ 出づる もお もて。 伏し 

沈む。 八重 幡は しとやかに。 詞姬 ごぜ は 

相 身 互。 何の 禮に 及ぶ 事。 * かう して 世 

話 をす る 身に も 心に 住せぬ 憂き 思 ひ。 物 

剿れ しそ もじ を 便り。 力に なって とば か 

りに て 7 シ思ひ 0 入りた る 御風 情。 詞ァノ 

ぉ姬 樣の改 つた。 大恩 受けた 此 身の上。 お 

心に 叶 はぬ 事 あらば 何なりと サァ おつし 

やれ どうぞい なと。 * いはれ ていとぐ 恥 

そ  ちづか 

しさ 思 ひ 初めた る戀 人に。 下 束の 數は重 

なれ ど。 S モウ おっしゃるな 讀 めました。 

戀の 手管ば 勤めの 道。 私が かう 申す から 


づ よ 

はお 心強う 思 召せ。 シテ其 惚れて ござん 7 

す 殿御と いふ は。 お 公家 様が お 大名 か。 お 

ィ 、 ャ 大名で なし 公家で なし。 そ もじの 

馴染の 生 駒 之 助と。 地 聞いて 恂り 差當る 

恩と。 情に からめ られ 今更 何と 思案 さ 

へ。 壁に 生 駒が。 聞く ぞ とも ス H 思 ひ。 

極めて 傍に 寄り。 き 一人が 譯を 御存じの 

上 私への お頼み は。 よくく せつない あ 

なた の戀 gs。 切る に 切られぬ 中 なれ ど。 

いっそ とんと 思 ひ 切って。 私が お 世話 致 

しませう と 地い ふ を こちらに 立 聞いて お 

れを思 ひ 切った と は。 うそ か 誠 かと やか 

くと 氣は も め くさの 挎に 汗。 姬 はいそ 

く 嬉し 顔。 わりない 無心 此上 は。 只よ 

ぃ樣 にと 袖口に。 フシ 紅葉 かざして 入り 

給 ふ。 地 かげ 見る や 見す つかく/. 、。胸 

おつれ 

ぐら 取って コリ ャ戀 親。 f  、汝 はな。 ァ I 

こんじ やう  t 

ィャモ 見さげ 果てた 根性。 さう いふ 心と g 

は 知らす。 地つ もられた が殘 念な と 引い に 


つ 通しつ 打 叩く 手に 取 付いて。 a ヌ、 よ 

ういうて 下ん した。 女房 ぢ やと 思 はしゃ 

んす りやこ そ。 打ち もさし やん す搏 きも 

さんす。 * お前の 樣な， 眞實な 殿御が 又と 

世界に あろ かいな。 身 請して 貰うた 義理 

にせ まり 今の 樣に娘 君樣に いう たれ ど。 

お 顔 を 見 たれば 退 きとむな いやつ ばり 

め&と 

元の 夫嫁ぢ やと。 男の 膝に すがり 泣く 

フシ わりな き 有 樣立閉 く 八重 様 倍 氣の中 

にも 二人が 心 0 思 ひやる 方 あら 氣の生 駒。 

S ェ 、 いやらしい 退いて くれ。 心底の 腐 

つた 女 C  ^^を見るもけがらはし い。 大方 

おれが やつ た 誓紙 も 身 仕舞 部屋の 琉き 

わな 

紙。 油く さい 狐 罠よ ぃ加滅 につまんで 貰 

をと。 * ついと 立つ を 待た しゃん せ又疳 

S の惡 がう か。 そ も 突出しの 其 日より 言 

した 互の 誓紙。 肌身 離さす 此 守に n レ 

見さん せと 取 出せば。 S ィ 々/、まだ 其 

守の 中に 何やら ある。 ェ 、疑 ひの 深いお 


方。 これ はわし がと、 樣の 形見。 大事に 

かけねば ならぬ 物 = マ ァ其 大事が るが « 

合點が 行かぬ と 引った くって。 隱し男 

樣の誓 班の 女 言， トレ 拜ま うか。 何ぢ や。 

奥州 六 郡の 主 安倍 太夫 賴時。 法名 大了院 

殿 喜山大 居士と。 * 讀みも 終らす コレ戀 

絹。 ヨス リ ャ此賴 時と いふ は。 アイ 私が 

と、 樣で ござんす と。 *閒ぃて：2^り一間 

に 立 閗く義 家 公 齒も窺 ひ。 7 シぉ はし ま 

す。 * 生 駒 之 助つつ と 立ち。 緣 はこれ 

まで 戀 絹と C  * 思 ひがけな き 夫の 詞 5^ り 

付く を 振 放し。 US 添 はれぬ 譯は其 書いた 

物。 賴 時が 娘と あれば 朝敵 貞任宗 住が 兄 

弟。 知らぬ 昔 は 是非 もな し。 源氏に 仕 ふ 

る 生 駒 之 助。 朝敵の 血筋に 紫が つて は 主 

君へ 不忠 武門の 锋と。 * 言 はれて 應へも 

淚 ぐみ。 地け ふまで 包みし 我が身 Q 系圖。 

と X 樣 はく h 坂の 合戰に I 矢に て あへ な 

き 御 最期 兄 樣達も 皆 散々 行方 定めぬ 憂き 


勤め。 不圖馴 初めし 二人が 中。 起請 誓紙 0 

を 忠義に かへ。 を 切る とのお 詞 を- 安 

* 無理と は。 更々 思 はね ど" お前 に^れ 原 

て そ もや そ も 此身は 何と。 フシなる ぞい 

な。 S ェ 、死なし やん したと \ 樣も閗 え 

ぬ。 兄樣達 も兄樣 達。 よい かげんに 朝敵 

もやめ にした がよ い。 お前の 様な 男と 敏 

味方になる 樣な 鈍な 軍が ある もの か。 * 

私が 緣の 邪魔になる 兄樣 達。 こっちから 

緣 切る ほどに コレ 堪忍して 下さん せ。 ェ 

ェなぁ 申し コレ 申しと フシく どき 嘆く ぞ 

いぢら しき。 お 始終 をと つくと 義家 公一 

間 を さっと 押 明くる。 音に 1 1 入 は 消 入る 

雪。 7 シ とけぬ 此場を 逃げて 入る。 大 

將 端 近く 出で させ 給 ひ。 ョャァ /(.、 誰か 

ある。 召還せ し 流人 ども 殘らす これへの 

詞の 内。 * ばらく 出づる 歸洛の 流人。 

薛を 7 シ 出で たるい さみ 足。 a 瓜 割四郞 

とま は k£  ^ 

御前に 向 ひ。 "^常 磐 島 はだか 島 竹の 浦 松 M 


が 浦。 いづれ も 奥州 ー國の 流人 都合 二十 

七 人相 摘 ひ 候。 ャァ く汝等 謹んで 承れ。 

此度 非常の 大赦 行 はれ 國々 の 流人 赦免 あ 

る。 さるに よって 奥州 一 國の 流人 は 我が 

君へ 仰せ 下り 召還した る is。 有難く 存 

じ 奉り k 國へ なりと も 立 退くべし と。 地 

上意に はっと 流人 ども 悅ぶ聲 は 叫喚の。 

地獄で 佛に逢 ひたる 如く  7 シ拜 みつ 轉び 

つ 出で て 行く。 ハル フシ 跡へ し をく 立 出 

づる。 ギン これ も 流人と Si 洲 のさき 卞ォス 

なり も 形 もし よげ 鳥の。 フシ 身す ぼらし 

5づ く 

げに搏 まる。 a_s 義家遙 に 見やり 給 ひ 。奥州 

の 0- う じゅらく 

の 流人 則 氏と は 御身よ な。 早速の 入洛 此 

上な しと。 * 仰せに 流入 謹んで。 親に て 

候則國 勅勘 を 蒙り 奉り。 流人と なりし 其 

頃 は 我 未だ 弱冠。 成長す るに 隨ひ父 諸共 

あ £ と まや 

昔を戀 ふる 憂き 年月。 表具 海人の 苫屋の 

塵と 俱に 。父 は 空しく 相 果てて。 詞 生きた 

るか ひも IN 機の 島守に て 朽ちなん 身の。 


地 召し 返さる、 は 大君の 御惠 み。 偏に 武 

將 のお 情と。 スュ 低頭 平 身 ナぉス なし けれ 

家ぅ .  . 

ば。 K なに 父の 卿に は W{ しくな り 給 ひし 

とや 是非 もな しさりながら。 今日 歸洛の 

此上 は。 父 則國の 本官 を 直に 桂中納 1  一一 一口 敎 

氏 卿い ざま づ これへ。 誰 そ 御 装束 参らせ 

よ ハット 地 女中が とり. <\ に。 木綿の 島 

守 引き かへ て。 冠 装束 花やかに。 忽ち 雲 

うへ びと  ， 

の 上人の。 本 フシ 咸も備 はって 見え 給 ふ。 

0 其 装束 を 召さ るれば。 貴公 は 高官 武官 

の 某 。憚り ありと 7 シ 上座に。 進め 給 ふに 

ぞ.^  a コハ 痛み入る 御禮 儀。 詞 今迄 は 天下 

てう. A 

の 流人。 今より は 朝家の 近臣。 地 百官 百 

司に 列る 上 は 所存 を 包む は 君 へ の 不忠。 

天 下の 武將義 家に 桂 中 納言敎 氏が。 三ケ 

條の 不審 あり。 K まづ 第一に は。 三種の 

神器の 其 一 つ 十 握の 御劎。 先年より 紛失 

し 御行 方 知れさせ 給 はす。 禁 門の 外は武 

あまて るかみ 

將の 守る 所。 1K 照 神より 傳 はりし 御寶。 


草 を 分け 地 を 穿っても なぜ 詮議し めされ g 

ぬ。 第二に は 環の 宮。 御行 方 まし まさす。 

これなん ど は 朝廷の 御大 事。 察する 處都 

間近く 叛逆 謀叛の 族が 所爲 と。 鏡に かけ 

て顯 はれたり。 * さすれば 奪 はれし 直 方 

に 其 疑 ひなき にし も あらす。 直 方 は御邊 

しう と  k  ,  ' . 

が 舅と 聞き及ぶ。 緣に 引かれて ゆる かせ 

に 差 置く なんど 世の 人口 は 塞がれ まじ。 

此 三つの 返答 フシ 閗 かま ほしと あり けれ 

ば。 E ハツ ァ 流石 は 文 道に 名 を 得 給 ひし 

桂 中 納言敎 氏 卿。 御尤もの 御 不審 一 々承 

知 仕る。 併し 此御 返答 は。 義家存 する 旨 あ 

れば參 內の折 を 以て。 いかにも 然 らば 再 

會々 々 * おさらば と。 見送る 式臺 別れの 

禮儀。 袂も句 ふ 初 冠 大內 指して 歸らる 

る。 《 -大將 維時 一間 を 立 出で。 詞 最前 敷 

妙に 渡し 置く 刀の 返答 言 はすと 胸に 覺ぇ fe! 

が あらう。 舅 直 方が 誤り 一 家と て 容赦 は g 

なるまい。 首 討って 渡されよ。 ィャ さう 原 


は 罷りなら ぬ。 環の 宮を奪 はれし は 一 應 

をち ど 

の 越度ば かりで ない。 大切の 設議 ある 直 

方輕々 しく 首 討た ば。 宮 の設議 は 何を以 

て 仕らん。 ちと 御齒 相に 存 すると。 * や 

り 込められて 負けぬ 顔。 SB 左程 拔目 なき 

義 家が。 家来の 不義 は なぜ 詮議せ ぬ。 ソ 

レ 軍記。 * 承 はると 笠 原が。 引立て 出づ 

る 戀親生 駒。 何と 見られし か。 主の 屋 

は うらつ ざ むら ひ 

敷へ 傾城 を 引 入れる 放埒 侍 。 我が家の 

事 さへ え 知らぬ 御邊。 天下の 武將 心許な 

い。 是 でも 見事 大切の。 i!M 議 をす るか 義 

家と。 * 何が な惡 ロ^ 弄も理 の當然 にさ 

ぬぎ 5 し  L  ？ 

しもの 大 將拔。 差なら ぬ此 場の 時宜 二人 

をはったと^^^^し給へば。 身の 誤りに 詞 

なく。 白洲に 7 シ頭 を埋み 居る。 ャ アヤ 

ァ敷妙 。最前の 切 柄の 刀持參 せよ 早く。 地 

しら ざ や 

くと 詞の 下。 夫の 心 は 白 賴の此 刀 は 何 

の 御用。 S ヲ、 不義 者め を成畋 する。 ェ 

1 ヽ 


i つか ふなし わ C 

ては濟 むまい と。 a 嘲る 軍記が 眞甲梨 割 

フシ 二つに なっての たれ 伏す。 調 ャァ笠 原 

とが  こ つ 

に は 何 科あって。 サ レバ 此奴 大 不義 者。 

御覽 なされ あらう 事 か。 女房 敷 妙に 斯様 

あなが 

の艷 書。 傾 域 狂 ひ は 時の 興。 強ち 不義と 

も *■ されす 。主 ある 女に 不義し かける は。 

畜生と 申さう か。 成敗した が 誤り か。 科 

IR-- んみ だて  とばし 9 

の 吟味 立す ると。 どこへ 飛沫が か X らう 

やら。 それともに 御 不審 あらば。 地 承ら 

や は 6  t たはね  ， _  ！ 

んと和 かに。 肝の 束 を 指 通され。 8- ム、 

尤も。 拔々 軍記め は存の 外なる 不屆 者。 

さ. Aio- つけ 

逆 礎 にも かくべき やつ。 手 討と はま だ 

御 了簡。 シテ兩 人が 成敗 は。 ヲ、 傾城 狂 

あ は 5 はら ひ  ： 

ひの 放埒 者。 勘當 致して 阿呆 拂。 ム、 是 

も 尤も。 某 も 長居 は 恐れ。 尤もなる a 趣 

宜しく 奏閉 致さん と。 二つ 胴 を 遁れた 心 

地。 フシ 足早に こそ 歸り けれ。 地 言譯な 

みだ 生 駒 之 助 刀 逆手に 取 直す。 ャァ犬 死 

うろた へ 


ェ 不便ながら 武將の 役目。 ヲ 、 さうな う せんと は狼狠 者。 追放の 身に 入らざる 武 


士達。 最前 一 間より 立 聞けば。 其 女は貞 m 

任が ナ。 定めて 遠い 國の 者。 馴れな じみ g 

しこ そ 幸 ひ 。夫婦と なって 隨分添 ひとげ。 原 

彼の 本 國へ立 退かば 究竟の 手がかり。 心 

得た るか。 環の 宮の 行方が 知れねば。 舅 

直 方 は 大罪 人。 時宜に 依って は 敷 妙が。 

緣 の切自 とならう も 知れぬ。 添 ひとげ る . 

も 義理。 添 はれぬ も。 浮世の 義理と 諦め 

よと。 地 八重 蟠姬の 事まで も 思 ひやり 戶 

あによめ  うちか t" 

に 忍び泣き。 緣の 切目と 嫂の。 情の 補檔 

顏と顏 7 シ餘 所に。 見なして 入り 給 ふ。 

m か. -る 所へ 笠 原が 弟 同名 軍 六。 兄の 敵 

遁 さじと 7 シ 大勢 引 具し 追 取り まく。  K そ 

れと生 駒が コリ ャく戀 絹。 これで 防げ 

と 一 腰 を。 地 しゃんと 柳の 腰 車。 石げ さ 

MC げ さまく り B 'り。 ハズミ 5^ ぐる を やら じ 

と 女 夫 は 白 ^ 奥庭 深く へ 追うて 行 く。 

H 一とち 

フシ すでに 時刻 も。 宵闇に 外面 を 窺 ふ 笠 、 

て なみ  ひとれ け 

原 軍 六。 生 駒が 手 il§ にもて あまし 一 拔ぬ 


けたる 拔 けがけ は。 敷 妙 を 奪取って 我 

ゑ  ちん 

が 高名に と 一 人 笑み。 あの 亭 こそと 裏門 

の。 * に 身 をよ せ 耳 を 寄せ 窺 ふ 内に は戀 

絹が 7 シ 多勢 を 切拔け そこ かしこ。 S 是 

を 足場に あの 群と。 差した る刀拔 放し 突 

Z  ^も ざし 

込む 切 先 軍 六が。 胴 腹 思 はす a 芋 串に。 

ラ なぎ 

フシ のた 打 廻る 践 武士。  * 內には それと 

しら. 4 ベ つか あしし ろ 

も 白 In に 柄の 足代。 群の 上。 7 シ ひらり 

と 飛びた る 折 こそ あれ。 S 多勢 を I- 立て 

生 駒 之 助。 女房 出かした 維時が。 家来 軍 

六 を 手に かけし は。 忠義の 門出 手始めよ 

しサ ァ戀。 親と 突立つ 所へ かけ 來る风 割 

"！- ろごと 

大音 上げ。 ャァ 扶持 離れの 生 駒 之 助 色事 

仕 かと 思 ひの 外 手に ぼうば つたる 汝が働 

き 。ソレ 家来 ども 討って 取れ 0 承 はると 近 

なし わ 9 

寄る やつばら。 から 竹 梨 割 瓜 割主從 7 シ 

敗 はぬ 教 せと^ 失せたり。 * 返す 敵 も 並 

木の 馬場。 さはいへ 名残と 見返る 生 駒 我 

も。 腐 をけ ふ 眼り。 其う きふ しもよき 武 


士 の。 つま 引上げて 引きし めて。 これよ 

タ すぐに 打 立たん。 其 行 先は不 破の 關 

きょみ 

淸見。 白 川 衣が M 忍の 。關 はありし 身の。 

< ザつ f> がらみ 

口舌の » 手管の 開 鳥の。 鳴く さへ 滑 か 

りし。 今の 此身は 鳥の 音に。 tf 谷 關を越 

ためし やぶ 

えたる 例。 ft て 目 出た き 世に あ ふ 坂の。 

I  あ. 

關 所々々 を やすくと 吾妻の。 空へ と 急 

ぎ 行く 

第 二 

地 琴 i 畫を嗜 む 身と も 生れす。 ^li 物 

つなで な は 

の 命 を 取り 浮世 を 渡る 網 手雜。 浪打 際に 

*  * ひるやすみ 

7 シ ざ わくと。 かづきの 海 士が晝 休。 

a コリャ 長 太のお かた。 <lh 日 はお 代官 樣 

そと 

が。 此 外が 濱を 通らし やる と 浦 中 はも や 

/\0 すっきり 仕事 も 手に 付かぬ 0 閉き 

ゥ  かづ き  めもと 

や 此中は 長 太 も 港に 出 や るげ な。 女 夫し 

ての 搾ぎ いかう 延びた と浦邊 の 培。 ヲ 、 

かね 

あの 茂 三の 內 儀の 云 やる 事 わい の。 銀 は 


延びいで こちの ァノ 性悪が。 鼻毛 延び I 

るに 困り 物。 四郞 のお かたの 知っての 通 

り 去 々年の 月見の 夜 さり。 E§gt 取りに 

いた 時に 海の 中で どれ 合 ひ 初めた 女 夫 中。 

ヲ 、 それ/ \ 其 夜 さりう らも 岩の 狭間で 

こちの 人に 馴 初め 今 は 子の 親。 こなた は 

なぜに 子が 無い。 ヲ、 子 どころ かいの。 

翼實に 思うて ゐる わし を 袖に しく さりく 

さって。 又しても 女 さへ 見り や 帆立貝。 

ホン 一一。 うらが 思 ひ は飽の 貝の 片思 ひぢ 

やと 思 へ ば 悲しう ござる。 ヲ 、 こり やお 

かたのが 皆 道理。 シタ が。 そなたば かり ぢ 

やない ぞいの。 海商賣 とて どこの 男 も 磯 

ぜ せり。 地 こちと らも 修羅 はたえぬ と 三 

人 寄れば。 フシ 男の 嗶。 S ャィ くく 

又 男の わん ざんかと。 a いうて 海から に 

よつ こりと。 上って くる 海 士の長 太。 S ^奥 

あんまり わ いらが 謖る故 海の 中で くっさ ^ 

めば かり。 漁が 利かいで やうく と 四 五 _» 


原 達 安 州 n 


はい。 これで は。 JSl も 呑める もの ぢ やない 

と。 * いへば 皆. テモ我 をれ。 男の 仕事 

に は 大きな 物 これで は 女 海士も はだし。 

ドレ いんで 取 溜の 飽 s: でむいたり むかし 

たり， - サァ错 おじ やと 打 連れて 7 シ 住家 

住家へ 立歸 る。 7 シ碟 逢傳ひ をく る 女房 

長 太が 見付けて ヲィく a 文治の 内儀 ど 

こへ ちゃと。 啐 びか けられて 立 止り。 BI 

ヲ、 誰ぢ やと 思うたら 長 太樣。 e 儀樣御 

精が 出ます。 M いて 下 さんせ 稚兒が 長 

の 煩 ひ。 弱みの 上へ 大熱け ふ は 取 分け 樣 

子が 悪い。 それで 濱 手の 醫者 殿へ 藥を貰 

ひに。 ホ ン -I 此 間の 心づ かひ。 わし も癀 

が發 りさうな。 * ヲ、 それ はいかい こな 

樣の氣 もせ やと。 女房が いふ を 引取って。 

コ レ ss: 儀 其 瘤に は きつい 妙薬が あつ 

て。 KS 者に 貰うて 置いた。 待って 居 やし 

ひ AJ はし 

やれ 一 走つ い 取って来て やろ。 コリャ 

. ■  ,  ひよ 9 なんどき 

か X 何 をき よろ り 0 今の 日和 は 何時か 知 


れぬ。 そよ/^ と 良い a: が 來る此 間に 一 

精出して こい。 * 若しし けが 来さうなら 

ち ひろ 

此辗で 知らす ぞと。 約束の 千尋の！ I。 腰 

ふ な た 

にしつ かり 女房が。 舟 端より 眞 逆樣。 フシ 

み ナ g  く 

物 馴れし。 こそ 身 過 なれ。 * 線 繰り こし 

て 舟 張の くわん に 手取り 早く。  9^ ァか 

かめ は 沖へ やって 仕舞った。 お モウ 邊に 

人 はなしと 口な めすり して 上 つてく る。 

長 太が 素 振に 氣も 付かす。 そんなら 世話 

ながら 今 云 はしゃん した 癢の藥 を。 どう 

ぞ早 うと 立 寄れば。 W へ 、藥 やろ という 

たは K ぢゃ。 地 待た して 置いた はかう せ 

ぅ爲ぢ やと 引んだ かへ。 ？ァモ うま. S 風 

では ある。 此尻 つきに ふっとの ぼって い 

さが  へそ 

ん まに 下らぬ 膪の 動氣。 お前の 此藥で 直 

してお くれ。 たった 一 服で 本復す ると。 

地 抱 付けば ひっしよ なく。  a 何 さし やん 

を つと  とら 

す。 夫の ある わし を 捕まへ。 ぢ やら/、 

と Ji- ぢ ややら。 S5 だらけな 體 して。 * あ 


た フシ 舌た るいと 突飛ば せば。 それ は 

どうよく  0 たった 一 度 0 どうも ならぬ たま 

ら ぬと。 地 抱きしめ/ \ 抱きしめられ 何 

な？ さ  かな！ -サフ 

とせん かた 港の 方。 浪 間へ 響く 鐵 i: の 音 

びつ く  ところ 

に^り 振 返り 。ャァ 南無 三 所の 代官め。 コ 

わる も 0 

リャ たまらぬ とさし もの 惡 者。 せう 事な 

ぎ さに 心 を 殘し其 儘 海 へ づ ぶ くく。 

こなた は 嬉し さ此 場の 難儀。 通れて 醫者 

へと 走り 行く。  *f 程なく 出で くる 所の 代 

官。 鵜の 目 鹰右衞 門跡から 庄屋が 短い 羽 

織。 長い 鼻毛 を 砂に すり 付け。 ハイ。 SS 

かう 並び ましたが 此濱の 組の 者 ども。 此 

すな VI ，れ ふし あ S か-つす あ £ 

浦邊は 漁 獲師 男海士 潜の 蟹。 其 外 山 を 

持ぐ 獲 師も入 込み。 外商 責は 僅か 故。 總 

名 を獵師 町と 申します と。 閗 いて 代官 

ラ S うな づ 

打點 き。 詞ム 、 然らぱ 山猫 師も あると な。 

浦 方 はいふに 及ばす。 山 獵師に は 別して 

はっと  -i/ き だつ 

きっと 申 付く る 法度の 趣。 先 逢ても 聞き 

つらん。 錄倉 鶴が 岡の 神前に て。 千 羽の お 


をお 放し あり。 則ち 氏神の 御つ か はしめ 

と 世に 知らせん 其爲 に。 金の 札 を 付 置か 

しんて う いづく 

る。 さすれば 右の 神 鳥。 何 國の浦 山に お 

りたり とも 必す齒 略 致さぬ 樣 との 御上 意 

くわん たい  れ めつ > 

なりと。 地 さも 緩怠に 云 付け 睨 付け。 フシ 

濱手を さして 打 通る。 * 铘打 跳め て 浦の 

者。 詞サァ く 濟んだ わ。 ァ 、 お 年寄 御 苦 

勞/ \»o 何の J,,.^ ごくら うはしく らうの 

ふれ 

上の 事。 皆 も 今のお 觸合點 か。 金の 札の 付 

いた 鶴 拳つ 事 はならぬ ぞゃ。 鶴 は 愚か。 こ 

んな 時には 鷥 でも 必. f 擊 たぬ 樣。 * 皆 念 

入れて 觸 れぅぞ やと フシ 打 連れて こそ 歸 

り けれ。 地お 谷は醫 者より とっか はと。 

7 シ心も 足 もい そ 打つ 浪の。 中から 出て く 

る 以酋の 長 太。 かけ 上って ほうど へ。 ™ 

サァ してやった さっきに は。 うまい 所 を 

代官め が 。うせた で 怖 さに 巢入 したれば。 

1； と 赤貝と 口 吸うて をった を 見て。 ィャ 

モ どうも 堪 へられぬ と。 おしがみ付かれ 


てお 谷 はうる さく。  a サ ア^^ まあ コレ 

爱 放して。 ィャ 放したら？^ げさんす。 慈 

悲ぢゃ 情 ぢゃコ レ拜 む。 サ、、 、、どう 

ひるな か 

なりと せう けれど。 晝 中に そんな 事ィャ 

だんない ノ、。 爱で いやなら。 海の 底で 

つ いづぶ くァ 、滅相な。 かなん ぞの 

様に こちゃ 水へ はよう 入らぬ。 そんなら 

ふな だミ 

幸 ひ あの 舟で。 結ぶ の祌は 舟魂樣 * サァ 

く 此方へ お出でく。 ェ、 こわ や 何と 

する 放せ。 く。 こちの 人文 治 殿と 呼べ 

ど 叫べ どか ひなみ だ。 コリャ 泣かん 

すか。 泣く とは刖 して 忝い。 * 可愛 男に 

ちお  か r 

や 泣きよ が 遠 ふ。 足 を 屈めて ゐの ふで 締 

めて。 くハ、 ゥ しょがい のく  n レ此 

樣に。 しめてお くれと。 引立て 引きす り 

i  わめ 

舟の 中。 詞 なん ぼ 泣いても 喚いても 爱は 

モウ 海の 中。 其樣に びんく するとい つ 

ふなば 》- 

そか うぢ やと It 舟 張の。 千尋の 維 を蒂に 

しっかり 。かう して 置いて と 抱き付けば。 


^ ェ 、穢ら はしい 情ない と 身 を もむ お 谷 3 

が帶 の繩。 千尋の 底へ こたへ て や。 遙の 

沖へ うつぼり と 浮上った る 長 太が か 

たちお よ 

遠目に それと 見る より も 逆立 つ 浪を立 泳 

ぎ。 其 儘 舟へ 飛 上り。 S ノリす つくと 立つ 

たる 丸裸 麟 だらけの さばき 髮男を 引据ゑ 

く  V りし 繩解 くより 早くお 谷 は 礎へ 35^ げ 

上る。 やら じと あせる 長 太が 腰 蓑 引き や 

り 廻し の 結 目に。 塘く、 る 千尋の 繩 ぐる 

夫に 向って つく 息 は。 詞道成 寺 を 見 

る 如く 七卷 纏うて 講サァ 長 太。 こっちへ 

ぉぢ やと 飛込んで：^ げば 繩に 1$ 込まれ。 

コ リャ どうし をる も。 地 聞けば こそ 0 水に 

は强き 女房 の 元 氣引立 てく 泳ぎ 行く。 

ハル フシ お 谷 は 胸 を： i でお ろし フシ 立 上ら 

ん とする 所へ。 《f 房り か &る善 知 鳥 文治。 

山より 山に 獵り くらす 海 部 刀の 刃 を 渡 m 

る。 腰に 半弓 7 シ山 衣装 * お 谷 は それと g 

詞ヲ、 こちの 人 。今 仕事から 戾. 0 かえ 0 ィ 原 


ャ く。 け ふ は 風が 高うて 通 もき かす。 

山 は疾ぅ 仕舞う たれ ど る 道で 代官 殿 か 

ら 鶴のお 51。 お 宿老へ 呼 付けられ それで 

ぎう たった今 ノシテ 稚兒が 様子 はどう ぢ 

や。 病人 を 放て 置いて どこへ 往 ためつ さ 

うな。 イエく 內には 降りのお か 樣を糗 

んで 置いて。 藥が 切れた 故醫者 殿へ 一 走 

り。 房る 道で 惡 者の 長 太め が。 それ はく 

フ 、o あいつが づ だい 坊には 誰も 雜 儀す 

るげ な。 ィャ その as 儀で 思 ひ 出した。 そ 

なた に悅 ばす こ とが ある。 稚兒が 大病 

人參 でなければ 助か ら ぬと ぉ醫 者の 指 

園。 あっとい うても 長々 の 煩 ひ。 そなた 

ク 零しろ 

やおれ が 物 衣類まで 資代 なした 上 なれ 

ば。 人 參買ふ あだて はなしと いうて 大ぁ 

な は 人の 命。 どうぞ ま 一 度 本復 さしたい 

と。 胸 を 痛めて ゐた 所閗き や。 稚 兒を大 

事. と 思 ふ。 二人が 念が 届いた やら。 

よい 樣筋を sw 出し たれば。 地入參 買ふェ 


面が 出る 悅び やと。 夫の 話に 共 勇み それ 

は 接しい。 そしたら 私 は 先へ いんで 神棚 

へ 澄明 上げて。 ヲ、 それく おれ は 直に 

其 I の 工面に 行く。 そんなら 早う 戻って 

やと。 いふ 後から 文治々々 文治 待て。 と 

云 ふ は誰ぢ や。 S ィャ おれ ぢゃ借 錢乞は 

る.^ がいや さに 見ぬ 顔せ うと は 横着 者。 

» 月の 日 切の 銀。 けさから 足の 棒になる 

程 la て も。 とかく 內を 外が 濱。 通師 町で 

口 利く 車錢の 南兵衡 をよう SI つぶした な 

ァ。 これ は 又 南兵衡 殿と も覺 えぬ。 不仕 

合せ 吞 込んで 借して 下さった 日 切の 銀。 

t 時 も 早う と 心 はやた け。 ちっとも 如才 

はャァ いふなく。 銀 庚さぬ が如才 でな 

いか。 戻す あてが 無 か なぜ 借った と 。地い 

がみ か- -れば 女房 分 入り。 S お前 樣 のが 

皆 尤も。 今 主の いはる-. 通り。 下地の 乾 

いた 其 上に 稚兒が 頃 ひ。 ャァ がつ ぼし 

ふるて  ま 6^ た 

めが 病 を 言 立て。 又 古手な 泣 言 か。 d 板 


程な 淚を こぼして。 了簡して いぬ 者 も あ 奥 

らうが 。此 南兵衛 なん ぼで もい なぬ く。  g 

サァ今 受取ろ サァ 渡せと。 * 立 催促に 翁 原 

手 をす り。 ィャモ 段々 の 間違 ひ。 佛の樣 

な 其 許 も 腹が立た いで 何とせ う。 どうぞ 

長う と は 申すまい マァ 二三 日。 コリ ヤコ 

リャ 女房 ども あなた へ お詫 を。 * お詫 

をと 上手 ごかし に 脇道へ。 フシ 文治 は 其 

場 を はづし 行く。  * 南兵衞 大きにむ くり 

バ きせい 

を 煮やし。 ャァ 人にば かり 息 精 張らし。 

はづ さう と は 横 著者 一 寸 もやらぬ 待ち ァ 

がれ。 ャィ 待ち をれ とかけ 出す 扶 にお 谷 

は 取 付き。 S 不 II ぢ やと 思 召せば お腹の 

立つ 害。 あの 様に せかれます も。 ちっと 

なりと 精 出して 早う お 銀が 上げた さ。 

堪忍な されて どうぞ 主の 云 はる. -樣 に。 

H ェ f やかまし いべり/, \ とようべ る 幻 

ir よい わ。 それ 程に いふから は 遠 ふ 事 

も あるまい 待って やろ。 其代歡 受取る ま 3 


で。 s を おれが 內へ 連れていぬ。 ェ、 そ 

れは。 ハテ 銀の 代りに 質に 取る。 サァぅ 

せァ がれと * 引立てく 情 容赦 も あら！ S 

の。 浪 間から 又ぬ つと。 首ば つかりで 窺 ふ 

長太斯 くと 見る よりかけ 上り。 さう はさ 

せぬ と 南兵衞 が。 兩足か い てづ でんどう 0 

其 間にお 谷 は 引っぱ づし 逃げて 行方 は。 

なかり けり。 はふく の 7 シ めに。 起 上 

げんさい 

り。 3 テモ强 ぃ幻奏 め。 もう 逃げ をった 

か。 * どっちへ うせた ときよろ 付く 眼。 

ャァ 投げ をった は i ぢ やな。 銀の 代りに 

捕へ た 奴 なぜ 逃がした と。 飛び か、 つ. て 

長 太が 弱腰 中に 提げ 振 廻し。 f-H  、片手 

にも 足ぬ ひばり 骨 蹄 殺さうよ り コレか 

うと。 《f ぐっと 指 上げ 三 段ば かり。 遙の 

沖へ ざんぶと 打 込む 白浪の。 中から によ 

つ こり ャィ BS 南 兵衞の 阿呆よ。 海 士を浪 

お 0 れ  おか  ぶ のれ かな 

へ投 込んだ は 汝が手 味 t«。 陸で は 汝に敵 

はね ど。 海の 中で は 千人力。 地 手 拉が見 


あぎ 

たくば 此 所へ うせいと い はれて 南 兵衛呆 

れ顏。 潮の 中から 吹 出し。 ョ へ、、、、 

ちっと 怖 かろが な。 相手に はよう なる ま 

い。 そこで 緩り と 業 さらせと。 * 雜言惡 

口 跡 しら 波。 せんかた ぽにぢ だんだ 

か はたろ 

踏み ェ、 どんな。 川 童め は 川へ 放す。 

銀 はえ 取らす。 * あたぶ の惡 いと ふくれ 

頰。 7 シ 白砂 缀 ちらし 立 歸る。 地 タ日浪 

を 洗へば 漁の 火 かと 疑 はる。 ハル フシ まだ 

入相 も。 ギン 遠 淺の洲 さきに あさる 錄の 

聲。 "ハ。 窺 ひ 近寄る 簑と 笠。 邊を 見迴し 

手許 を 堅め。 ナ ホス 切って 放せば 拳に 手 ご 

たへ さしった りと 驅 寄って。 W 脛 根に 着 

たる 金の 札 ふつつ と 捻 切り 押 戴き。 驃 

出す 四方 を 五六 人ソ レ鶴 殺しの 曲者。 運 

すな 括れと 取 卷く鏝 邊に幸 ひの。 舟 へ ひ 

ら りと 飛乘る 早速。 地 M に は 術 も 荒 礎の 

5 ぎがた 

浪を。 押切り くて 行方。 しらす 三 

みちの く 

末 は。 陸 奥の フシ 內には あれ ど 外が 濱。 


* 國の果 とて 荒！ « に。 狩 漁 を 業と して" " 

本 フシ 世 を 押 渡る 一 村の。 中に も 善 知 鳥 安 

方と て 野 山 を 家と 狩り あるく。 ス H 內は 

女房の しほたら と。 子の 煩 ひに 打ち か.. 

り ォクリ 外に は 何も 煎じ やう 常の 如くに 、 

缺 土疲。 折 燒く柴 のく す ぼり に。 7 シし 

せたい  れんぎ やう じ 

ん きを もやす かせ 世帶。 《t 浦 方の 年 行司 

用 ありさう に 門口から。 3 文治 內にゐ や 

は ひ 

るかと * すっと 入れば。 是は年 行司の 

庄右衞 門樣。 1 ようこそ お出で。 連合 は 

たった今 出られまして ござります。 地 ま 

あお 上りと 人 愛 も 器量に 連れ て 愛く ろ 

し。 9S ム、 御亭は 留守 か。 さらば 上って 

そ樣 のお 茶。 其 煮さつ しゃる を 一 ぶく た 

ベう か。 イエ/、 こり や 茶で は ござんせ 

ぬ。 こちの 息 が， つ r さん， 4.^。 それ 

で藥 煎じる ので ござります。 何ぢゃ小^|  I 

ぢゃ 。そり ゃ藥 より!； 挂嗆 はさつ しゃれ。 g 

こちの 坊主め は大 i で。 樣々 の藥吞 まし 


て も 直らす。 そこで 此庄右 衞鬥樣 の 思 ひ 

付き。 赤 娃十疋 ばかり ia はし たれば つい 

直った。 大 かんで さへ ぢ やに。 小かん ぐ 

らゐ なら 四 五疋^ はしたら つい 直る。 ィ 

ャ それ はさう と 。代官 様からの 廻り 狀 。御 

亭が 留守なら こなた 見て。 奥に しっかり 

判 さし やれと。 * 投 出す 一 通 手に 取って。 

御存じの 通り 私 は 文&。 御苦勞 ながら 讀 

んで 聞かして 下さり まぜ。 S ム、 ほんに 

こなた は 無筆 ぢ やの。 * アイ 恥しながら 

と フシ 赤らむ 顔。" S 何の 夫が 恥し い。 娘 子 

•< ねら *i- ろ 

供が 物 書く と 彼の 思 ひ."，？ ベく 候 を やり 

お CT- か あくしゃう 

かけ をって。 c: ら惡 性になる というて。 

えんごく へんくつ 

親々 が敎 へぬ は。 遠國の 偏屈。 其 樣に氣 

を 付けても。 見ん ごと はじける 時分 はは 

じけ をって ヨ 文 はやりた し 書いたり 

讀ん だり めん どくさい い っそゐ もりの 黑 

燒 のお 藥 なんど を ふりかけて。 此 庄右衞 

門 様の 思 付き。 ハ 、 、 、 ゝ。 a 口 叩か すと 


お 觴狀。 * 讀んで 聞か そと 押披 き。 《«ム ゝ 

何ぢゃ 一 つとば かり 跡は讀 めぬ。 高が か 

うぢ や。 此國の 殿 樣八權 太郞樣 が。 武運 長 

久 の爲ぢ やというて。 銹 倉と やらで 鶴 を 

千 羽。 金の 札 付けて お放しな され たげ な。 

其 鶴が 今 は此國 にも， 徘徊す る 程に。 必す 

金の 札の 付いた 鶴 を 取るな と ある 毎年の 

ぉ觸。 こり やい はいでも 知っての 事。 聞か 

つし やれ 此四 五日 以前に。 岩 域 山の 麓で。 

彼の 金の 札の 付いた。 鶴 を 殺した 奴が あ 

るげ な。 法度 を 反いた 科 人。 それで 國中 

は嚴 しいお 尋ね。 殊に 此流は 殺生 人が 多 

いに よって。 格別に 詮議が 強い。 若し 殺 

した 者が あるなら。 早速 訴 へに 出い。 訴 

人の 者に は。 たと へ 親兄弟。 夫録の 中で 

も。 其 科を赦 し。 袞美 として 黄金 十 枚 下 

されう と ある 事。 これの 御亭も 殺生 好ぢ 

やが。 そんな 覺ぇ はない かやと。 * 念 を 

入 るれば ヲ、 つが もない。 こちの 人に 限 


つて 何の マァ そんな 事。 必す氣 遣 ひな さ I 

れ ますな。 ヲ、 そんなら よござる。 鬼 g 

角 町に は 事な かれ ぢゃ。 ひょっと 此 村に 原 

鶴 殺しが あると 縛り上げて。 京 三界まで 

行かに やならぬ。 それが いやさに 念入れ 

る は。 此庄右 衞鬥樣 の 思 ひ 付。 地お かた 

其內來 ませう と。 しゃべり 散らして フシ 

し £ 

立歸 る。 お 谷 は藥。 漸 うと 前 一 じ 了うて 枕 

きょどう  ば さ  *xi 

許。 屛風押 明け コ レ淸 童。 今朝から 鈑 

も？ 51 もい かす。 其 様に 喰 はすに 居る と。 

醫者 殿が 呵 らしゃる。 此 藥吞ん でから。 

わが 身の 好の 茶粥の 中へ。 i 入れて 焚い 

た 程に。 梅干に 添へ て： 55  一口く ややと 

母親の つ 詞に漸 う 枕 を 上げ。 S ィャ 何に 

も 喰 ひたうな い。 コレ^ 樣 と- -樣は まだ 

戾ら すか。 せこ. -が 術ない くと 。敎ゅ 

る 胸より 見る 親の 。胸 を 痛めて。 フシ 手 を 

差 入れ。 1 ヲ、 術ない は 道理々 。精出 

6 

して 藥 呑んだり 飯く ふと。 牝 痛み もつ い ^ 


直る と。 地 そろ./ \ 胸 を 撫でさす る 。フシ 

心づ かひの 外面より。 地 外が 濱の 南兵衞 

とて。 よつ 程 横へ 太った 男。 旅行 李 フシ 

！ 1： に 引っかけ。 * 亡 八の 亭主と 思しき 者。 

伴うて すっと 入り。 おかた 來たぞ や 

(0 南 兵衞が 來たぞ やと。 地た まから 

ぐ わらつ く フシ 雷 聲。 9 ヲ 、 これ 病人 

が ある 聲使 にい はんせと。 7 シ枕屛 風 を 

押 立 つれば。 詞何ぢ や 病人と は。 ム、 が 

り まか。 なんの 役に立たぬ やつ。 いっそ 

てこね てし まやえ いに と。 * 詞 でたん な 

うさ k ぬ氣 と。 知って ゐて もむ つと 額。 

0 ヲ 、南 兵衞 樣何ぢ やい な。 また 生 先 あ 

る 大事の 息子。 お前 方のお 世話に はなる 

まいし 。構うて 下さん すな。 港ェ、 いま 

しいと 稔ぢ むく 姿。 K 何と 親方 見事 

で ござんす か。 ィャ乇 ごんす 所ぢ やない。 

しろもの  . . 

あれが さうなら 結構な 代物。 そんなら 道 

道話した 通り。 三年 切って 金 五兩。 ヲ、 


出す ともく。 合點 なら 打ち ましよ か。 

しゃん/,、 も 《E 指先で おのれ 一人が フシ 

呑 込み 仕事。 K 安い 物 ぢゃぞ え。 上方の 

相場なら。 五十 兩 はぶら く。 田舍 だけ 

で it がない。 コ レ おかた。 大儀ながら 

いて 貰 はう かい。 ム 、 いて 貰 はう かと は 

どこへ 何し に。 ハテ靑 森の 町へ 勤め奉公 

あ 5,;  くち 

に。 ィャ コ レ 南兵衞 殿。 仇 口 はいつ もの 

事と。 閗 流しに して 居れば。 付 上って 出 

i つ 1 あた^ら はしい 勤めと は。 わしに は 

善 知 鳥 文治と 云 ふ。 t とした 男が ある ぞ 

や。 ハ ヽ、、 、^仏と した 男 かして。 借つ 

た 銀 をれ つきと 戾 さぬ。 もう 催促 も 仕草 

臥れ た。 ぢ やによ つて 汝を寳 るの は。 高が 

貸した 銀 取る のぢ や。 有難い と 思うて き 

りくい き やい の。 但し わしが 引立てう 

かと。 地 無法 無體 をと くよりも。 庚り か 

かって 立閒く 文治。 すっと はいれば 悅ぶ 

をな C- 

女房。 詞 よう 屍って 下さん した。 女子 一 


人と^ ザて。 あの 南兵衞 がサァ よいて や。 K 

3 

何もかも 閗 いて 居る。 高が 五兩か 三兩の 

あ？ S に。 女房 賫 らいで も濟む 事と。 * 

落 付く 安方せ き 立つ 南 兵衞。 『"ィ ャ 厚い 

なく。 わり や 身上が 厚 いか 知らぬ が。 

我等 すんど 薄うな つて。 家主に は ぼん ま 

くられ， 身上 有限 行李 一 貫。 宿無しと な つ 

たれば。 貸した 金 取らに やならぬ。 今と 

いうても 銀 は あるまい。 サァ 親方。 連立 

かひな 

つて いんで 銀 受取ら うと。 * お 谷が 腕 引 

立つ る。 其 手 を 取っても ぎ 放し ソレ銀 

戾す 受取れ と。 投 出す 金 は 金ながら。 つ 

ひに 見なれ ぬ 金の 札。 ゾレ其 札 は 金 細 

ェ。 今す しても 三兩 程の 金目 は ある。 マ 

しち あつ 

ァ それなりと 當 座の 質 物。 ヲ、 金に さへ 

なる ものなら。 受取って やろうが。 三兩 

では まだ 足らぬ。 ホ 、其 不足 も。 合 ま ■ 

でに は 急度濟 まさう。 ム、 暮 までなら 間 g 

もない 事。 えいわ 待って やらう というて D 


も ぼん 無しな り や 。いんで 居る 內 がない。 

暮れる まで 爱の內 で 居催促。 コレ 五助。 

大儀 ぢ やあった 休んで 貰 はう。 ハイく 

そんなら もうよ ござります か。 ャレ /\ 

親方の 役 もよ つ 程氣の 張る もの。 さら 

ばお 暇 申さう と 7 シ. づ れぱ。 お 谷 は 

不審。 あの 傾城 屋と いふ は。 ョヲ 、虚言 

ぢ やかう して ゆすらに や 金に ならぬ。 何 

ひとね い 》- 

とようし たもの か。 ドレ 奥へ いて 一 寢入 

せぅ0ぼんまくられて咋日からっがす5?0 

が出來たら起して下はれ。 親 作つ 

とりまな こ  づら 

いでに 酒 も 一杯。 * のみ 取 眼の いがみ 頻 

ォク * 襖へ 押 明け 奥に 入る。 フシ； i に は 思 

案 。あり 顔の。 夫の 傍に 差 寄って。 ""- 申し 

こちの 人。 今 南兵衞 にやら しゃん した は 

あり ゃマァ 何で ござんす と。 地 問 ひかけ 

られ てィャ あり ゃ此間 拾うて 来たが。 何 

- 一が ね 

の 役に立たぬ 物と 思 ひ の 外 結構な 金の 

札。 あすい る人參 代に と 思う たれ ど ほん 


の 寶は差 合せ。 ヲ、 そんた 物なら あいつ 

にやら すと 置いた がよ い。 <fh 更 いふに 及 

ばね ど淸 童の 煩 ひより。 * 夫婦が 着眷は 

いふに 及ばす。 諸道 具まで も資拂 ひ 今日 

迄辏 けた 人參 代。 もうあす いる 人参の 代 

さへ 人に 渡して 了 ひ。 何の 力で あの 子の 

ほんぶく 

本復。 見殺しに せうよ り は。 南 兵衞が 

いうた を 幸 ひ。 わし を 勤めに 寶 つて やり 

其 金で 人參 を。 一 分な .= とたんと 入れ。 

i 日 も 地 早うよう し て 下さ んせ。 親む 

くと いふ 内 も ス M 淚。 呑 込む 暴り 聲。 

K ァ、 やくたい もない 事い ふ 人。 コレょ 

う 思うても 見や。 以前 は 鐘 も 持たせた 身 

分。 浪人した とて 魂まで 女房 突る ほど 镜 

れ もせぬ。 氣づ かひ 仕 やん な 人參代 もと 

うから 工面して 置いた と。 《f すっと 立つ 

て 膳 棚の。 隅から おろす 硯箱。 綠は缺 け 

をれ 

て も 放れても 昔し み 込む 墨の 折。 ゆがま 

ぬ 武士の 達筆に。 フシ さらく と 書 認め。 


0 コ レ春。 大儀ながら 此ー 通 代官 所 ま 處 

で 持って いき や。 ァノ此 書いた 物 を 代官 g 

所へ 持って いけと はえ。 サァ。 夫 を 代官 原 

所へ 持って行 くと 大分の 金. かくる。 ム 、 

そり や 又 どうして。 サ ァ今灵 る 道で 聞け 

ば 鶴 を 殺した 者 を 訴人す ると 褒美 は 黄金 

十 枚との ®.。 其 鶴 を 殺した 者 を。 わしが 

よう 知って ゐる によって それで わがみ を 

訴人に やる のぢ や。 エイ。 お前 も 日頃の 

氣に 似合 はぬ 嗜ま しゃん せ。 人の 悪事 を 

訴人して 褒美に 貰うた 其 金で。 どんな 藥 

を 呑まし たと て 何の 利かう ぞ 本復せ う 

ぞ。 恐し ぃ事ェ ますと も。 a やつば り 私 

を 勤 奉公。 親 はなし 兄弟 持た すお 前 さへ 

合點 なり や 誰が 點の打 人 はない。 聞 分け 

て 下 さんぜと 縫り 歎けば はてさて。 ョ役 

にも 立たぬ 事い はすと 早う いき や。 わし 

ぢ やとて 人の 命 何の 訴人が したから う。 S 

け. d ども 是 ばかり は 訴人しても 大事な 


ぃ扠。 ム 、大事ない と は そり やま あど こ 

の。 ィャ 外で はない 奥に 居る あの 南 兵衛。 

エイ。 すり や あの 南兵衞 が。 シィ。 整が 

かたき 

高い。 ほんの これが 厄 病の 神で 敵と やら。 

ヲ 、あいつなら 少々 こちから 金 出して な 

わるもの  ひと 

と 訴人の したい 惡者。 そんなら わし は 一 

はし 《- 

走いて くる 程に。 どこも かもよう しめて。 

取 逃さぬ 様に * して 置かし やん せと ギン 

小づま 引上げい そくと。 ハズミ フシ 代官 

所へ と 急ぎ 行く。 ハル フシ 夫 は 奥に 氣 をく 

ばり 。そろく ひらく 佛 壇の。 佛の范 

の 光 さへ 簿 き^の 花 抹香 揎木取 出した、 

is.  かすか 

き^。 なまいだ くく  7 シ聲も 幽に。 

詞 と \ 樣 やか、 樣は どこに ぢ や。 こ 、が 

術ない くと。 9f 苦しむ 聲に鉦 打 4- め。 BS 

ヲ 、 と&は 爱にゐ る。 噴 もお つ 付け 昃る 

が藥 でも 呑みたい か。 ィ ャく藥 はい や 

ぢゃ。 コレと i 樣必す どこへ もいて 下さ 

ん なや。 お前が 留守なら おり や 淋しい。 


ヲ 、氣づ かひすな どつ こへ もい きやせ 

ぬ。 地く と 13 に はいへ ど 心に は 鶴 を 殺 

した 科 故に 今 祥られ て 行く とも 知らす。 

我 を 慕 ふ 志。 可愛の 者 や いぢら しゃと 甲；？ 

へば 胸 も。 張り さける フシ 淚。 隱 してコ 

リャ 51。  SS と、 は どこへ もい きやせね 

どな。 もし 用が 有って 代官 所から 呼びに 

來 ると 行かに やならぬ。 其 時必す 泣くな 

よ。 どうぞ 早う まめに なって な。 と \ が 

今看經 する は 大事のお 主。 其 主の 名を覺 

えて 大きう 成る まで 忘れな よと。 地 叉 禅 

壇に 指向 ひ。 なむ。 俗名 安倍の 大夫賴 時 

と o- のうみ ぜんじ 

公。 家臣 鳥 海の 前 司 安秀が 一 子。 同 苗 

文治 安方。 今生に ての 回向の 仕納め。 南 

無阿彌 陀佛。 く。 ァ 、此殿 未だ 在世の 

時 は。 斯く 申す 我々 まで 俱に榮 花に 誇り 

しが。 * いか なれば 御 武運 拙く。 八幡 太 

郞義 家が 計略の 矢先に か i り。 世 を 去り 

給 ひし 其 月日 は。 詞ヲ 、卽 ち。 今月 今日 


が父賴 時の 十三 回忌。 法 名大 了 院殿喜 山 9 

しゅつ WVJ やう じ とんしゃう ぼ い  3 

大 居士。 出 離 生死 頓證 菩提と。 * 唱 ふる聲 

に 立 寄って。 障子 関けば 南兵衛 が。 姿 は 

素袍立 烏稽子 一 つの 位牌 を 上座に 直し。 

合掌した る 有様 は 興さめ。 てこ そ 見えに 

けれ。 * 文治 は 不思議の 膝 立直し。 a 賴時 

公 を 父上と は 心得ぬ 今の 詞。 仔細い か 1^ 

と尋 ぬれば。 ヲ、 不審 尤も。 合 戰の砌 ま 

- では まだ 部屋 住の 其方。 我が 面 休 を 見知 

ことわ W 

らぬは 理 至極。 鳥 海の。 城郭に て 人と な 

りし。 安倍の 三郞宗 任と。 地 聞く よわ 安 

方 ハ、、 、はっと 飛びし さり。 頭 を 垂れ 

て 平伏す。 宗任 素袍の 威儀 棒 ひ。 只今 も 

申す 如く。 今日 父が 忌日に 翕れば。 

人の 形で 回向 申す も 云 ひが ひなく。 暫く 

昔に 立歸る 我が 心 は。 これより 直に 都に 

上り。 折 を 待って 父が 仇。 八幡 太 郞義家 ^ 

を 討 取らん す 軍の 門出。 ハァ 御尤もなる lg 

御 思 立 。猶も 御心勵 ます 一 條。 * 御 父 安倍 _» 


の賴時 公。 栗 坂の 合戰 に。 討死 ありし 其 

時 は。 "8 ホ、 兄貞 任と 諸共に。 衣川の 域 

にて。 軍の. 第 逐一 に 申 上げし は 我が 

父 前 司 安秀。 * 其 身 も 深手 老の 身の。 栗 坂 

より 引返し。 ノリ 軍 難儀に 見え 候。 早く 

此城 落ち 給へ 早 やとく/、 と" 《f 勸 むる 

月日 はいかなる 惡日 ofK 喜 五 年 九月 五日。 

は そ や  た V<tS や 

ホ、 其 光陰 も 三つ 羽の 征矢。 詞流 矢来つ 

て 我が 父の。 綿 上の は づれょ り 骨を碎 

いてむ づと 立つ。 * 急所の 痛手に 勇氣も 

くじけ。 遂に 其 傷で 粟て 給 ふ。 大將 死す 

れば 家の 子 郎等。 親兄弟 散々 \ に 妻 に^れ 

子 を ふり 捨て。 兄貞 任の 行方まで。 しら 

浪 寄す る。 浦 々島 々は や。 義 家が 頷 地 と. な 

, P  からだ お ^VJ ころ 

れば。 廣ぃ 世界に 此體。 置 所 さへ なつ木 

立。 木にも^5___1にも油斷せぬ身となり果っ 

る 其 無念。 腦を 貫き 賜を斷 つと い へど も- 

へ ェ 、時 来らねば 十三 年。 仇に 戴く fK の 

がぬ はんじゃく  あご 

咎 磐石と なって 五 體を碎 く 父の 怨 C 追 付 


け 討って へ 手 向の 追福 仕らん と。 初 

ちか  みち 0 く 

めて 明す 南兵衞 が。 氏 も 系 圖も陸 臭に 拉 

ぶ 方な き。 フシ 勇氣の 大將。 e ハ ァ 、適^ 

る 御 心底 其 御物 語が 直に 追善 喜山大 居士 

安樂 國 南無 阿彌陀 沸と *? 回向の ¥。 表 へ 

誰か 人 音に 先づ 暫くと 間の 澳。 さし 心得 

て 待つ 所へ。 斯く とも 知らす 女房 は。 褒 

美の 金に 氣も 勇み。 フシ 心 も 足 もい そ 

くと。 1 サ ァく お金 貰う て來た 。代官 

樣 のおつ しゃる に は。 追 付け 捕手 を 遣 は 

す 程に。 先へ いんで 取 さぬ 樣 にせいと 

の 云 付。 もう 此處 へ 見える であろ。 南兵衛 

は げ はせ ぬか。 かう いふ 中 も油斷 がな 

らぬ。 早う 來て。 ちゃつ と 縛つ て 下されい 

か ど ぐち 

でと 地 見やる 表へ 捕手の 大勢。 門口より 

大昔 上げ。 く 岩 域 山の 麓に 於て 鶴 を 殺 

さる じうと う 

せし 大罪 人 は。 此 家の 主 善 知 鳥 安方と。 

女房が 訴人に よって 召 捕に 向うたり。 サ 

ァ尋 常に 翔 か \れ と。 * 呼ばに る 聲に文 


治安 方。 窝顯 はれし 上 は 陰す に設 なし。 I、 

お尋ねの 鹤 殺し 痛 かけて 引かれよ と。 «  g 

夫の 覺悟 にお 谷が： ^ り。 an レ そり や マ ぎ 

ァ何 をい ふの ぢゃ いの。 鶴 殺し は 奥に ゐ 

るヲ 、南 兵衞 というた は SS り。 そち を 評 

人に やらう ばかり。 岩 域 山の 麓に て 鶴 を 

殺し。 金の 札 を 取った るは此 安方 。エイ。 

すり や 今 私が 持って いた 訴狀 にも。 ヲ、 

自分の 科 を 自分の 白狀。 そんなら 私が 無 

筆 故 それで だまして やった のぢ やの。 、ノ 

ァ はっとば かりに。 7 シ 3^ 轉び 途方。 與に 

くれけ るが。 * ァ 、扠 も/、 世の中に 。物 

書かぬ 身の上 程つ らい 悲しい もの あらう 

か C 連 添 ふ 男の 身の 科 を 書き記した 物と 

も 知らす。 悅び勇 み 代官 所へ 持って いた 

は 何 禀ぞ。 せめて いろは を讀む 程な りと 

此目， か 明いて あるならば 。何の 〔c かう ぞ。 

無筆と 知って かう いふ 使に。 JS やった は お 

わし を 世の 人の。 物 書かぬ 身の 見せしめ 3 


になれ とい ふの か文抬 殿。 8 そり やあん 

まり 胴 怒な むごい 難 面い 心 やと スュ 正體。 

淚に 伏し 沈む。 《f 夫 も 不便の 淚を拂 ひ。 

_M ホ 、其 恨み も 尤もたがら。 何事 も 定ま 

る 業と 諦めて。 淸童 を隨分 大事に ナ。 彼 

の 人へ 頼み 置く 事 これまでく。 サァ繩 

かけて 引かれよ と。 詞 に猶豫 も！！ 手の 役 

ム。 ヲ、 神妙な りと 立 寄って。 かくる 繩 

目に 取り付い てお 谷が 泣 聲淸宜 が。 屛風 

ちから 

力に 延び 上り。 K ァレと X 樣が 縛られて 

ぢゃ。 詫 言して 下されと。 * いふ 聲倶に 

屏風 もばったり 落 入る 我が 子。 詞ャァ こ 

れ淸 童が 死ぬ わい の。 コレ なう これと 55 

うろつく 女房。 繩 付ながら 夫もう ろ 》/\。 

S コリャ 清 童 。必す 死んでくれ なよ。 われ 

を 助けう ばっかりに 此 父が 命を捨 つる。 

コリ ャ氣を 付けよ 淸童。 淸童 やい 淸 童い 

のと 地 呼べ ど。 叫べ ど S 絶えて。 其 かひ 更 

に 泣 倒れ C け ふ は 如何なる 日なる ぞゃ。 


我が 子に 離れ 夫に 別れ。 一 人 t{ つて そ も 

やそ も あられう もの か淺 まし やと。 妻が 

歎けば 夫 は猶。 淚に むせぶ 聲を 上げ。 

四百四病の 煩 ひより 貧 程つ らい ものが あ 

あた ひ 

らう か。 我が 子に 谷ます 人 參の價 にせん 

と 鶴を舉 ち。 其鹤 故に 我が 命 取らる X の 

みか子 も 死ぬ る。 思へば 是 まで 多くの 殺 

生。 數 多の 鳥 を 殺す * にも まだ 56^ 離 もせ 

ぬ 小鳥 を。 育てん 爲に 親鳥の 野 山に おり 

て 餌 を 尊ぬ る。 それとも 知らす 親鳥 を 殺 

せば 殘 りし 子 鳥 も 死ぬ る。 まづ其 如く 我 

我 も 子 を 助けん とて 此 親が。 死 ぬれば 殘 

りし 子 も 死ぬ る は 歷然報 ふ 因果の 道理。 

親 故 不便な 死 を さす か。 煤へ てく れ赦し 

て くれ。 父 も 追 付け 行く 程に。 六道の 辻 

あと 

で 、おす 待って 居て くれよ と。 地 後 や 枕に 

取 付いて。 夫婦 は 前後 フシ 正體も 取亂。 

あはれ 

したる ばかりな り。 地 捕手 は哀 よそ 目に 

見なし。 詞ャァ 未練の 歎きに 時 移る と。 


地 立 寄って 引 立 つれば。 是非 も雜 目に 恥 ー 

ぢ しめられ。 フシし を/ \> として 立 上る。 

コ レ なう 晳 しと 女房が C 寄る を 突 退け 鎚 

る を拂 ひ。 前後 嚴 しく 取り まく 人數。 詞 

ャァぉ 役人 先づ 待った。 鶴 殺しの 科 人 は 

ひとた がへ 

是に 在り 人 遠ば しせら る ^ なと。 地聲を 

ひと *K 

かけて 南 兵衞が 一 間 を出づ れば 捕手の 

頭。 ャァ 自分の 白狀 によって 繩 かけし . 

善 知 鳥 安方。 其 外の 科 人と は紛 はしき 胡 

Si 者。 但し 鶴 を 殺した る證據 あって か 何 

と， （-。 ヲ、 證據は 則ち これ 爱 にと。 M 

投 出した る 金の：！^。 詞 鶴が 岡の 神前に 於 

て。 八幡 太 郞是を 放っと 彫り付けし 金の 

札。 その 札 を 所持す るから は 紛れ もない 

鶴 殺し。 科なぃ者^^縛らすとも繩とぃて 

某 を。 早く 都へ 引かれよ と。 お 思 ひがけ 

なき 一 言 を。 聞く よわ 文洽氣 ち。 詞 奥 

ャァ いはれ ぬ 我. V 庇 ひ 立。 證據が あらう 2 


が あるまい が 科 人は此 文治。 ィャ サ證據 


が 有れば 鹤 殺し は 此南 兵衞。 ィャ 某と。 

* 爭ふ 二人 を 制する 棟 手。 詞糙 なる 證據 

有れば 科 人 は 南 兵衞に 極る。 此上は 善 知 

鳥が 縛。 地 はやとく/ \ と 南兵衞 に 。かけ 

替 つたる 縛り 棵。 * ャァ いつまでも 此文 

治 家来の 代りに 御主人と。 いふ を 打消し 

コリャ く。  BS 鶴 殺しと なって 都へ 引か 

れ。 八幡 太郞に 見参せば それ こそ 日頃の 

願 成就。 ナ。 S 合點 かと 目 まぜに はっと 

心 付き。 8S す. o- や 御 所存 有って ホ、。 會 

稽 は今此 時。 ィャ くそれ は 無用の 振舞。 

たと へ 再 會の期 は あると も 身動きなら ぬ 

い £ しめ  くろ Ji ね 

其轉。 何の 是 しき。 たと へ 鐵の鎖 を 以て 

紫ぐ とも。 我が 爲には 藁し ベ 同然。 I 念 

* ウベ  ほんい  みけん じゃく 

頭に と まって 水 意 を 遂げし 眉間 尺。 口 

つるき  れ たば 

に 飼 は 含ます とも。 了 心の 寢刃を 合さば 

何條 事の あるべき ぞ。 地ナ 心得た るか 安 

方と。 身を鐵 石に 固めた る 詞に善 知&！ も 

詮方な く。  S たと へ 痛 目 は 助っても。 


存命な らす と 肌 くつろげ。 山刀 拔 放せ 

ば。 こ は そ もい か 1- と 止む る 女房。 南 兵 

衞聲 かけ ャァ 何故の 切腹。 S 仔細ば しあ 

つての 事 かと 問 ひか けられて。 フシ 淚を 

流し。 詞今は 何 を か 包み 申さん。 只今 死 

せし 枠と 申す は 我々 夫婦が 子に あらす。 

三代 相思の 御主人よ り預り し 大事の 和 

子。 御大 病の 介抱 も 心に 任せぬ 身 貧の 某。 

此後 主人 に めぐり 逢 は 1^ 何と 言譯 有る ベ 

きぞ。 只 切腹 を 御 容赦と おつ 取る 刀 踏 

落し。 s ャァ うろた へたる たはけ 者 。たと 

へ 我が 兄。 ナ それ われが 兄の 子。 名 は 千 

代 童子と いふに もせよ 定まる 命 は 力 及ば 

ぬ。 一人 にても 味方 を 招く 今此 時。 犬 死 

して 忠義になる か。 スリャ 死ぬ るに も 死 

なれぬ 命。 ヲ、 まさかの 時まで 汝に 預け 

る。 いざお^ 人 御苦勞 ながらと。 * 勇む 

維 付し をる \ 善 知 島。 妻 は 泣く く野邊 

なぎ がら  ほと i 

送り。 何營み も 亡骸 は。 子で 子に あらぬ 郭 


V す  そ ほ 

公。 泣く 聲を はって 血 を 吐く 鳥 親 も。 傍 奥 

にて 血の 淚。 ふらせば お 谷が すが 養 や。 安 

タ、 キカ、 リ 死骸 を 覆 ふ。 フシ 隱れ笠 隱れぁ 原 一 

たね 

ら ざる 弓 取の。 其御廉 ともお 主と もい ふ 

をし Mn- 

にい はれぬ 苦し さは。 鴛鸯を 殺せし 科 や 

らん。 善 知 鳥 は 却って 生殘り 我は檎 とな 

おつつ 

つたる も 敵 を 欺く 氣の大 鳥。 追 付け 天 下 

に 羽う つ 鳥。 數々 鳥の 報い を 愛に。 陸 臭 

の 外が 濱 なる 善 知 鳥の 畜。 安方 町と 名 も 

髙き古 41 は。 今に 接り ける 

第 三 

されば にや 少將 は。 百夜 通へ と ゆ ふ 

闇の。 笠に ふる 雪つ もる 雪戀 の。 重荷 朱 

雀 道。 七條 堤の 假 橘に。 ナ ホス フシ 盲 女の 

ひきが た  つ- れ  ひ s う 

彈 詰り。 提樓の 中の 秘蔵 娘。 十ば かりな 

が 手 を 出して。 右 や 左の 道 通り。 サ ハ， 

西 は 九州 薩摩渴 鬼界が 島の 果ま でも。 わ 

しゃ 行く 氣ぢ やに さりと て は。 花の 都に 3 


袖 乞と ス H なりて 住む こそ 0  7 シ 是非な け 

れ。 * 王城の 地 は物賀 ひも 提樓 さつば り 

さ か ゃォ あた I  めく 

フシ 月 代 天窓。 lis ど うぢ や 盲のお 袖。 よ 

い 貰 ひが ある さうな の。 ヲ 、 かさの. 郞 

殿 か。 今夜 は 闇で 人通り は 少なし。 北風 は 

吹 付ける 手が はぢ かんで。 三味線 も彈か 

せい  .A ん 

れ るこつち やない。 何を贅 らしい。 寒の 

中に 凉む のが わがみの 渡世 ぢ やない かい 

の。 がり ま は 居陲 やせん かよ。 商 賣に凡 

な 奴で は ある。 ヲ 、 ィ どいつ ぢゃ。 ム 、 

とんと この 九 助 今 仕舞うた か。 儲けるな 

/\0 ィャ/ \。 とんと こも 初手 は 取つ 

たもん ぢ やが。 先 繰に 新 物が 出て とんと 

衰微。 もう <fr は 町中が お 長め に 喰 付き切 

つた。 まだ どういうても 角 を 絶さぬ H は 

佐 野の 源 左 衞鬥。 あいつ は株ぢ や。 したが 

わり や。 よい 儲けが あるかして。 見り や 

立派な 蘆 を かぶって。 派手な 形す るな。 

ァ へ、。 いやもう こいつ も 冷たうて 惡. S 


物 やい。 ほんの 見て くれば つかり ぢ やわ 

い。 色取るな く。 ホ、、 、 、 0 ほんに 

. ひと さか ， こ ちら  A と 9 

それ も 一 盛。 此方 は此子 一 人が 樂 しみ。 

ひと へ 

去年まで は 相應に I 重の 物で も 縫うて 着 

せた が。 此 春から 内 障に なり 。俄盲で。 娘 

に 介抱 受ける 身の上。 行 先 を 思 ひ 廻せば 

夜の 目 も 合 はす。 令 日 はお 君が 誕生日。 

さん 

こんな 中で も 大事の 身 Ig ひ。 こな 樣 方に 

も 祝うて 貰 をと。 酒 も 小屋に 買うて 置い 

どん 

た。 したが あの 六 殿に はさた なし ぢゃぞ 

や。 ヲ、 あいつに 吞 ましたら 一升 や 二 升 

はつい ころりと。 * 人事い は！.' 筵まで。 吞 

したみ  すわ 

上げる 非人の 六。 諸方の 滑に 目 は 据りふ 

はら ちじ やう ご  げん 

くり 返った 腹 立 上戶。 詞 けた いぢ ゃぞ幻 

の 傍に ベら/ \ とおけ よ。 叉 六め はえ 

らう 引いて うせた な。 あいつ はえい 得意 

を 持ち をって 濱 脇の 料理 茶屋で。 酒 着の 

くひ $1 

喰飽し をる。 サ 、それが けた いぢ や。 お 

り や 業が わいて ならん わい。 け ふ も 川 作 


の 屋敷 振舞 疃て來 たが。 惣體 近年 茶屋 方 3 

の 料理が 粹 過ぎて おれが 口に 合 はぬ。 そ 

れで 腹が立つ が 無理 か。 そいで 大道 播け 

の 犬 追への と。 下男 か 何ぞの 様に つか ひ 

くさる。 これで はもう 乞食 もやめ にやな 

らぬ。 コリャ お 君よ。 をぢが 風車 買うて や 

ろが えらい か。 おり やもう われが 可愛い 

てく 腹が立つ わい。 ヲ、 もうこち の 娘 

が 可愛い のが 何の 腹の 立つ 事で。 腹が立 

た いぢ や。 コ レ おめく。 一 體 おり やわが み 

の 器量の えいの が 腹が立つ。 乞食 だてら 

そんな 美しい 顔が。 どこに あ る もの ぢ 

や。 無理 か。 無理なら どいつで も 相手 ぢ 

やと。 * くだ まく 聲も フシ 酒く さ 原。 Sf 踏 

分け 來る瓜 割 四郞。 ソレ。 今のお 侍樣ハ 

ァと 二人が。 犬 k ひ。 非人 共 か 最前 言 

つた 生 駒 之 助。 傾 成 戀絹取 逃した か。 何 则 

とく 。サァ 申し 。晝 ちょっと 頑張り まし g 

たれ ど。 先 も ざぶな り や 滅相に はか \ら 原 


れす。 ャ 幸ひ爱 におる 六と いふ やつ は 酒 

くら ふと 阿呆 力。 こいつに 仕事 さし ませ 

、  ぞんざい すね 

う 0 コリャ 六よ こ、 へこい。 又 粗路な 鑤 

投 出して 辭 俵し をれ やい。 いや ぢ やおり 

や 茶屋の 料理人より 外に 腰 屈めた 事が な 

い。 ィャサ よう 閗け。 其 二 入の やつお い 

らが往 てぐ づ りかけ て爱 へお こす は。 わ 

れが 麦に 待 伏して 居て。 男め をぶ ち のめ 

す。 そこで 幻 妻 を あなたへ 渡す と。 御褒 

美に きす は 存分。 あなたの 振舞 呑. 込んだ 

か。 ム、 酒呑 まて か。 接ぢ やない かよ。 

さん 

コ レ 殿様。 そんなら マァ 酒の 方 を 先 へ せ 

うかい。 ィャ く/ \。 あの 上 呑ます i 

ほん 

本た はいになります。 ヲ、 サ コリャ 六と 

やら。 仕畢 せた 跡で は 吞嗆ひ はわが 望み 

次 第。 酒は伊丹の薦かぶりヲッ ト差.^_1言 

』  )  ふぐ じる 

ひ はるな 。ム 、 こり ゃ齒相 olflf は 複 汁。 そ 

どうき ーゃゥ 

れも差 合 。複 はおれが 同行 中ぢ やと。 I？ 橫 

に ふくれた 腹鼓 7 シ咽 をなら して^れ 行 


く。 地もう 人通り もな ささうな。 仕 M- う 

て 休 も サァぉ 君と。 タ、 キ 親子 かたへの 小 

屋の 中。 鳥の ナ * ス フシ ふしどと 隣 同士。 

露 を 荷 ひし.^ ギン 乗物 釣らせ。 源 家の 妹 

八重 權姬。 こなたの 土手 を 厘 直に。 平傳 

杖 直 方 互に。 行き 合ふ提 澄の 紋に 見知り 

の 一 家中。 是 はく 八重 椿 殿 夜中に 何 

國へ。 ちと. む 願の 事あって。 ム 、神詣 か。 

徒歩 づ から 殊勝々々 と 7 シ挨接 半ば。 a 

生 駒 之 助は戀 絹が 手 を 引き 新う 火影 を 目 

あて 

宛。 浪藉 者に 出合 ひ 難儀 致す。 埠 りなが 

ら此女 を。 晳 しが 間お 預 りと。 * 差 出す 

提燈 ハ ッ ト： E り？？ a 行く を。 3t 杖 目早く コ 

リャく 若者。 a わり や 道に 迷うた な 。此 

處は京 京 中が 嗜 いから。 人の 誠の 本 海道 

は 行か. f して 0 色々 の 道に 迷うて 居るな。 

ソレ. i< を 借って とっくりと。 心の 闇 を 見 

たり 見せたり。 身 ども は 老人 猶 以て 何に 

も 見えぬ。 よし 見えても。 八重 楮 殿と は 


一家の 中 。急ぎの 用事 早ゃ參 ると 外す 老 奥 

こし と 

巧 * 粹親 仁。 ^下部 さし 心得。 一 人も殘 2 

建 

らす 7 シ ばら/ \- と。 35 氣を 通されても iB 

湾まぬ 中。 わざと 慇穀 三つ指に。 BS 先づ以 

て姬 君樣。 御 安泰の 尊顔 を拜 し恐悅 至極 

と相述 ぶる。 * ヲ、 さう いひ やる は 無理 

ならす。 IS したがもう 其 樣に氣 を 置いて 

下さん な。 わしゃ ふつつ りと 思 ひ 諦め 心 

の髮は 切って 居る。 ハテ思 ひ 合った 中 を 

な. A うど 

引分け 添うて 何の 本望。 殊に 兄 上のお 媒 

遊した 戀絹 殿。 中よう 添うて 其 代り。 * 

未来の 緣を。 a: コレ どうぞ 賴 みます る 

夫婦の 衆と。 思 ひ 切って は 中々 に 見向 も 

やらぬ 0  7 シ 心根に 0  IE 戀絹も 恥 入って。 

m 勿體 ない，/ \o それ を閒 いて は 私が 方 

から。 思 ひ 切る とも 申されぬ は。 地 ひよ 

んな物 を 身に やどし。 退く にも 退かれぬ 

惡铢。 K そんなら 卸詞 にあ まえて。 ぉ大 4 

事の 物 なれ ど 此世は fR,! が 借 分。 來世 では 3 


きっとお 返し 申します る 其 證據。 ちょつ 

と 愛で 御 祝言のお 盃 がさせました いが。 

* ァ、 どうがな と 案 やれば。 S そのお 盃 

私が 差 上げ ましよ と。 フシ 小屋の 簾 を。 

押上げて。 ォクリ さぐる。 目 病の 7 シ すり 

足に。 緣も缺 けたる 三寶 土器 OS 地 被 |« の 

上の 解 I はやれても 昔 ゆかしげ に。 ど 

な たかは 存じ ませぬ が。 最前から 御尤も 

なせつな ぃ戀 のお 咄。 私 も 仔細 あつで 夫 

に 飽か ぬ^れ をせ し 者。 身に 引當 てて お 

いとし ぼく。 提樓の 袖 を 絞りし ぞゃ。 詞 

かやう に 申さば 賤し い き たない 非人め 

t:g  お ぼ 

が。 緣ら はしい とも 思 さう が。 私 とても 

まんざら。 前から かう した 身で も ござり 

ませぬ 。今日は 此ち ひさい やつが Jjg 生 日。 

昔 を 思 ひ 出して 調へ し九獻 斗昆 ".^。 心 

ばかりの 身- S ひ。 幸 ひの 折からと 慮外 

なかう ど 

を 忘れた ぉ媒。 サァ ぉ君敎 へて 置いた 祝 

首の 長柄 《f ぉ酌丰 しゃと 挨 接に。 姬君嬉 


しく 盃の。 底意 晴れた る 取 結び。 さいつ 

さ- - れつ 酌み か はす。 地 待が したる 非人 

の 六。 酒の 句 ひ を かぐよりも。 以前の 仕 

込 は 忘れて 仕舞 ひ。 ほや ，/\ . 笑顔 もみ 手 

して。 へ、、、、 ホ、 、、ゝ お 目 出た 

い 御 祝言。 私 もお 取 持に ちっとお 間。 * 

お 酌 これへ とかけ 茶碗。 息な しに 咽 ごく 

/\0 ホウ。 結構な お 酒で ござります 

る。 〈ゝ、 、ゝ。 旦那 慮外 申します る。 

肴 は 爱に有 山の。 地面 桶の 底から 銷の 

足。 ぉィャ 過分な が 身 は 精進。 そんなら 

私 祝うても 一 つ 下さり ましよ。 お 家樣。 

上げ ましよ か。 おいや か。 そんなら も I 

つ 下さり ましよ。 御寮人 樣も おいや か。 

そんなら 我等 も！ つと 7 シ ほっとす る 程 

績け 呑み。 塡戀 絹が 代って お 酌 ィャく 

申し。 見苦しく とも やつば り あれに。 

娘が 生長 あなた 方に あやかり。 よい 殿御 

持って 祝言 をホ、 、 、 、o わたしと した 


ことが。 非人 乞食の 身の上で。 何の 祝言 g 

どころ と 撫ぉ笑 ひなされ う。 思へば く 

淺 ましい 身の上。 ハ是 はしたり。 大事の 

目 出たい 御 祝言に つい 淚が。 私 も 祝うて 

ごと 

君は千代ませ/\と。 ナ ホスく り 言 を 祝 

ひ 歌の。 7 シ 面白の 時代 や。 詞 おめでた 

やく。 祝 ふに つけて 我が 娘 も。 昔の 身 

ならお 乳め のと。 S 精 松十炷 香褻づ くし 

敎 へも覺 え もせう もの を。 ろくな 事で も 

敎へ るか。 橋の 上の 乞食の 娘。 詞 誰が 嫁 

にも 取って くれう。 * 侍の sl を 受けな が 

ら。 町人 百姓に も綠 付の。 ならぬ は 何の 

くやみな き 

フシ 報い ぞと昔 を 。忍ぶ： i 泣。 地 身に つ 

まされて フシ 三人 もい としゃ 道理と 俱 

淚。 地 六も數 I の 持ち こしに。 貰 ひ淚の 

かい 作り。 どうやら 酒が 理に 入って。 

おれ も 悲しい。 地く としゃくり 上げた g 

る 折からに。 かけ 來る次 郞七九 助。 コリ § 

ャ/ \ 六 何して 居る。 きり/ \ しかけて 原 


s んで しまへ。 後 詰に はお いらが ゐる早 

うくと せり 立 つれば。 * 泣い じゃく 

り。 85 次 郞七か 九 助か。 ェ、 わ いらはえ 

い 機 » ぢ やな。 おり やさつ きにから 哀れ 

な 咽 を 聞いて。 泣いて ばっかり 居る わい 

やい。 わい らも ァレ。 あなた 方の 形 を 見 

い。 雛 様の やうな お 姬樣が 酒 買ふ錢 がな 

てん もく 

いやら。 乞食に 酒 を 振舞 はれ。 せめ て 天 目 

でも ある 事 か。 W み 割る 樣な盃 に。 酒なら 

たった 一 升で あやまつ て ござる 心根が。 

思 ひ や. られ ておいと し い.^  7 シ淚と 。俱 に 

又 どぶく。  S ェ、 いまく しい 又^う 

たな。 埴其酒 こちへ とたく りに か、 れば 

ィャ/ \。  a それから 御 *~ じ ませう。 ど 

なた でも どいつで も。 旦那衆に 手 向 ふや 

つら おれが 相手.】 7 シ尻 引つ からげ 圍ぅ 

3 しあ A 

たり 0 調 どっこい やらぬ は 乞食に 差 合。 

黄うて こませと s 方から。 墙取 付く 援 

iif の 破れ かぶれ。 うぬら は 世界の 餘り 


物。 命の 髙は げんこ 取り。 ころく 轉び 

行く を キホヒ 7 シ 酒に 任せ て 追う て 行 

く。 地 向 ふに 數 多の 人 音 は 申しく。  m 

今の 侍が 來 るので 有らう。 ちっとの 間 私 

が 小屋 へ と ォク リニ 人 を 伴 ひ 入 る 間 もな 

く。 血眼に なって 风割 四耶。 どっちへ う 

せた と 7 シ家來 もし どろ。 * しばし く 

あ 1 んー r 

と 倮仗直 方。 ョコ レサ 四郞惶 しい 面色。 

先づ何 を設議 めさる K と。 * 尋ねられて。 

a ィャ。 何 其 儀 は。 貴公 も此程 ^吟味な さ 

る、。 宮を奪 ひし 曲者。 草 を 分って g 議 

せよ と 主人が. 云 付け。 ャ姬君 もこれ にお 

渡り。 此 小屋が 物く さい ソレ 家来 ども ナ 

ィく く。 非人め 出 ま せい 出 をら う 

と。 * 呼ばれて ぉづ く。  7 シ 這出づ る。 

a つ、 と 出 をら う。 ハ ィ 。まだ WAJ らう。 

ハイ。 頰 上げい と * 突 付ける。 箱 提燈の 

明り は。 老眼に も見逮 へぬ。 絕 えて 久 

しき 我が 娘。 ハ ッ くとば かりふ シ WIK。 


ながら 聲を くろめ。 _»ム 、此 小屋の 非人 奥 

は § か。 ハ テ 非人 ぢ やよ な汝 もよ もや 腹 g 

こつ じ *-  ^ 

からの 乞食と も 見えぬ。 町人 か 但し は武 ^ 

士の娘 か。 ハイ。 御 推量の 通り 成 下った は 

若氣の 誤り。 淸水詣 の 折から。 東國 方の 浪 

人と 不圖馴 初め 船 を 矿 し て 是 非な き 家 

出。 其 夫に も あ ふぎの 别れ。 ホイ。 はて 

な。 ャァ くどく 云 ふ 手間で。 うぬが 親 . 

夫の 名 をぬ かせ。 ハイ。 それば つかり は 

うば 

どうも なぜ <J.\o 名 を 申す ほど 不孝の 上 

塗。 此身 こそ かう 成つ たれ。 親の 名 は 出 

すまいと。 晝は袖 乞 も 得 致さぬ は。 せめ 

て もの 申譯。 ヲ 、 尤も さう あらう 。今の 其 

心底 を。 誠の 親が 閉 くなら ばと * 我が 名 

は 言 はぬ けんじゃう 向き。 千々 に フシ 心ぞ 

う ろん 1*0., 

こもりけ る。 a ャァ いよく 以て 胡 ft 者 

まだ 瞎 して ある やつが あらう。 直に 詮議 

と * 立 寄る 健し つかと 取って お待ち やれ 

四郞。 ョ宮を 奪 ひしゃつ の 詮議お 身は賴 お 


まぬ 身 どもが する。 横 合から いっかい 世 

話。 但し 老人で 斯樣の 吟味 も 得せまい と 

思うて か推參 。至 橡 ときめ 付けられ 。ァ 、 

*i つ びら 

これく/ \眞 平 御 赦免。 いやもう 拙者 

も 御  一 82 の家釆 なれば。 只今の は 御 心安 

だて。 ィャ姬 君に ももう お立ちお 供 廻り 

は どっちへ うせた 7 シ 參れ/ \ と 脇道 

へ。 K ホン II それ /(^自 らも。 夜の 更け 

ぬ内歸 るが よかろ。 ft 間にち やっと 地 行 

くが よかろ と 知らせの 謎。 フシお 袖が 小 

屋の 後から。 押し やる 主 從妹脊 の 別れ。 親 

子の 別れ は 子 は 知らで 親の 7 シ思 ひの 闇 

深き。 S 保 仗が 餌 等 あわたに しく。  SI 只 

今大. 江 維時 公より e 宫の御 設議 何故に 遲 

な はる。 日娃の ITS? も 一 日に 迫る。 尋ね 

出す か 切腹 あるか 二つ 一 つの 御 返事 ある 

べしとの 御 事な り。 ナ 一一 維時が 使と な。 

直に 逢 ひて 返答 せん。 供せ ょ彌慰 太。 提燈 

持てと n ハ 9 ゆ ふ 嵐。 ナ * ス地镊 もときつ 


く 八重 條姬。 俤仗樣 の 一 大事。 ァ、 氣 

遣 はしゃ。 家来 ども 乘物 參れ と。 フシ 呼 

ば はる 聲。 IS お 袖が 閒 付け 申しく。 詞 

傑 仗 様と は平铩 仗。 直方樣 では ござり ま 

せぬ か。 ィャ それ 聞いて 何に する。 ャァ。 

そんなら 今の が。 コレ 申し。 一大事 。と は 

何の 譯。 ちょっと 閒 かして ャァ 面倒な と 

突飛ば し。 * 乘物 急げと 四郞が 逸^。 慈 

悲も。 しら 砂 ころくく。 ころぶ 度邊 

の濱 千鳥 フシ 嵐に 髮 もばら くく。 親 

子 手 を 取り 雪の 足跡 を。 慕うて ョ 重へ 他り 

行く。  * 心の €： こそ 哀れ なれ。 平 傑 仗 直 

た つくし 

方。 環の 宮の 御行 方 知らぬ 筑 紫の ほと & 

ぎす。 夏 去り 冬の いつしかに。 ス予 ァ旣に 今 

年の 日の 數も 。本 7 シ春 待つ ばかり 枯续 り。 

ひ はだ  ^$ 

* 枯果 つる 庭の 檜 皮ぶ き 落葉の 軒と 茸 if 

との もり 

へ て。 ©5 殿 守の 女中 仕 丁 もな く。 老の忠 

義の 一 筋に。 竹の園生の 傅 も。 つもる 

白髮に 雪折れて ォク 《is の 濱ゅふ 只 二人 


詞 夫婦の 人なん。 フシい ま そかり ける。 

* 緣 先に 立 出で。 なう 殿。 お 年寄の 雪 

かんき 

降りに。 庭へ 出て 何な さる i。 寒 氣が入 

らうに もうお はいり。 地ち と 火に お寄り 

*,o ャみ じ やう  め をと あ ひ，' 

と 切 炭の 尉になる まで。 7 シ女夫 合。 サ 

レバく。 宮様 行方 なくなり 給へば。 此 

ちき £- しき 

御所 は 明 屋敷。 我々 夫婦が 斯様に 御番は 

致せ ども 。肝心の 主なければ。 玉の 御殿 も 

鳥の 魄と 成果て。 地 今日な ども 宫ぉ はし 

ますならば。 仕 丁 共に 木の葉の 雪 を拂は 

せて。 御遊び なされう もの をと。 ふと 思 

ひ 出して 子供の 眞似 する 雪な ぶり。 詞天 

地の 中に さへ まし まさば。 奪 ひ 返して 此 

恥辱 雪がん ものと。 心 は 雲に も 入り たれ 

ど。 地 都の 中 を 身動き ならねば。 空しく 

ふ び/ > 

胸 を 煎る ばかり。 不便な は 娘 敷 妙。 日 

本の 智者と 呼ばる、。 八 格 殿に 連 添 ひな m 

がら。 不覺を 取った 此親 故。 夫の 手前 も 恥 g 

しく。  * 嚇胃 身が す ぼらう とそ も此 春よ 原 


り 一 夜 さも。 實に寢 た 夜 はお ぢ やらぬ と 

フシ 奥齒。 もれ くるまば ら聲。 《^ ァ、 よご 

ざり ます わい の。 弓 取の 不覺 とい ふ は 軍 

の 中の 瞭病。 こり や ほんの 災難。 敷 妙が 

事 仰し やる に 付けて。 思 ひ 出す は 姉 娘の 

袖 萩。 親に も 知ら さす 忍び 男 を 持へ ての 

家出。 憎い 奴と 思うた も 早 や 一 昔。 地 其 

時 はま だ 十六の 跡 先な し。 年 もい たれば 

お 一 今頃 は。 悔しう 思うて ゐる であろ。 ど 

こに うろた へて 居る 事ぞ。 詞ェ、 又 姉め 

が 事ぐ どくと。 思 ひ 出す も穢 はしい。 

不孝 者と いはう か。 武士の 家の 不義 放 

再び 頻も見 まじと 思 ひしに。 まだ 業が 滿 

てぬ やら。 地 朱 雀 堤の 橋の 上で。 ェ ヽ 

橋の 上で 何とした え。 サァ いや 何ともせ 

ぬ。 たと へ 橋の 上で。 の たれ 死し をら う 

が。 不便な とも 思 はぬ。 お 身 は 又 何と ぞ 

思ふ氣 か。 ィ、 ェ。 何とも 存じ ませぬ。 

ヲ ゝ 身 ども は 結局。 心地よ く 思 ふ わい 


と。 《f 口 は 憎て い 身 を 背け 物事 包まぬ 夫 

婦 中淚。 7 シ 一つ は 隱し合 ふ。 地 腰元 ど 

もが 取次の 間。 敷 妙樣御 出と。 フシ 娘な 

がら も案內 は。 武家の 行儀の 表門 さすが 

親子の フシ 中座 敷。 S ヲ、 此頃は 便 もな 

し。 心地で も惡 しいかと 傑 仗 殿 も 案じて 

ぢ やに。 ようお ぢ やった サァ /\爱 へ。 

テモ 美しう 髮結 やった と 地 子供の 様に。 

f ふ 

フシ 思 ふ は 母。 詞ィャ 申し。 今日 參 つた 

はお 見舞で はたい。 俤仗樣 へ。 夫 八幡 太 

郞義 家が 使者で ござります。 ム、。 ハテ 

變 つた。 表 向の 用事なら ば 家來は 越さ 

で。 そなた を 使者と はコ レ /\ 奥 だまり 

やれ。 何にもせ よ 使者と あれば。 娘は內 

證。 いざ 掷 使者。 御 口上の 趣 フシ 承 はら 

んと ありければ。 義家申 越す 仔細。 環の 宫 

かし-つき  よん どこる 

お 行方な き 事。 御 傅 の 傑 仗 殿 誤り 據 

なし。 日延の 日數も 今日 限り。 若しも 言 

譯 なきに 於て は。 罪 を； si す義 家が 役。 ^ 


舅の 容赦 は 致さす。 勅 誼 を 以て 取 園み。 き 

敵 味方と なり 申さん。 其 時必す 遺恨にば g 

し t ブ どれな。 其爲 申し 遣 はす。 使者の 口 原 

上 あら/ \>  a 斯 くの 通りで ござんす と 語 

る 中より 攆仗直 方。 いそく 立って 一間 

の內。 柳 箱に 飾った る统と 思しく 携へ出 

あ フま 1- 

で。 1 拉 々八幡 殿 は 天晴仁 ある 大將か 

な。 元来 某 は 平家。 八幡 殿 は 源氏。 舅 

となる は 稀なる 事と。 そち を 嫁ら した 其 

ひとな がれ  - -r 

時より。 聲 引出に 赤旗 I 流 遣 はし。 八播 

殿より 此 白旗 一 流 。取換て 所持せ し は。 兩 

しるし 

家 合 體の其 印。 地此 度の 我が 誤りに 就い 

て は 言 ひが ひなき 舅。 よしなき 緣を 組み 

しょと 思 はれん は 必定。 大方 娘と 緣 切つ 

て。 此旗 を取戾 しに 來る であらう。 若し 

去られたら 其 思 ひ はいかば かり as どうぞ 

此 白旗の やはり 此 家に 止る 樣 にと。 此頃 

神前に 飾り 置き 毎日 祈る かひあって。 今 S 

さしこ  ？ S 

ョ娘を 表 向の 使者と して。 差 越されし 八 


幡 殿の 心底。 たと へ S5»。 敵 味方になる 

とても。 敷 妙 は 去らぬ と ある 情の 謎。 地 

老人が 心 を 察し 心 遣 ひの 御 親切。 逢うて 

禮も言 はれぬ 義理。 お 使者 歸 つて 申さ 

れ うは。 仰せ 越さる i 趣 一 々承知 仕る。 

委細の 心底 は對 面の 上申 閒 けん。 お出 を 

待つ と傳 へられよ。 お 使者 大儀と 地式禮 

も 弓矢の 面 裏門 口。  八皤 太郞參 上と 地 

白衣な がらに 入り 給へば。 コハ いつの 間 

にと 敷 妙 も 不審 立ち そに 立づ 母親。 此頃 

結えし 一 家の 參會 フシお 茶よ お菓子と 賑 

賑し。 * 直 方 邊に目 をく ばり。 懐中より 

一通 取 出し。 1!^ 親しい 中に も 胸中 を 量り 

かね。 今日まで は鸯 殿に も 包みし が。 宮 

の 御行 方尋 ぬべき。 手がかりと いふ は此 

狀。 契約の 如く 環の 宮を 密に盜 出し くれ 

よと。 匣の 內 侍へ 頼みの 文 s@。 名 は 誰と 

もな けれども。 必定 安倍の 親 時が 餘類。 

やから  お 0 れら 

貞任宗 任 兄弟の 族。 奪取って 倚 等が 味方 


を 集む る 柱に せん 爲。 さあれ は ®L 命に £5 

條 なしと 。心の 安堵 はしながら も。 * 言譯 

ァ ズちど  ] 

立たぬ 身の 越度。 我が 心 を 推量 あれ。 ^ 

ホ ゝ ゥさ そこ/ \ 。我が 推察 も その 如く。 

此稈 奥州より 捕へ 來る鶴 殺しの 科 人。 面 

魂 尋常なら す。 肩 口に 二つの 痣。 これ 

6 じる し 

ぞ 兼て 閗 及ぶ 目印。 疑 ひもな く 安倍 宗任 

い ri んは 手に 人れ しが。 今 I 人の 兄貞 任。 

此兩人 さへ 捕へ なば 宮の行 方 明白た らん 

と。 則ち 彼の 宗住 を此 館へ 引かせ 来る。 

！ S 禁廷 e 御沙汰な き 中に。 詮議 阡耍 たる 

べしと 力 を フシ 付く る 時し も あれ。 桂 

中 納言様 御 出たり と 知ら すれば。 ソレ氣 

遣 ひ 私の 內意か 勅 誌 か。 女 儀 はチ、 へと 改 

むる。 S 座席に 心淺れ ども 7 シ 母と 娘 は 

立って 行く。 地中 納言敎 氏 卿 衣冠の 袂に 

薫りく る。 フシ 雪より 出で て 雪より 白き 

白梅 ひ 一とお フシ ゲ に取乘 せ持參 あり。 

お ほや ァ 

S1 谦 仗に は此間 C 公の 御 不審 蒙り 有心 を 


痛められん。 iss 氣を 晴す此 梅。 まだ 冬 籤 S 

h の 枝ながら 進上 申す。 * 此 花と 諸共 喜 

£ ゆ 

悅の眉 を 開かれよ と 直 方が 前に 差 出し。 

詞 義家 朝臣のお はする も 彼の 1^ 議の 一 條 

ならん。 殊更 親しき 一 家の 中 御 心底 察し 

入る。 * コハ 卿の 御詞 とも 覺 えす。 m  ^ 

家 は I 家 M 道に 依； 15 なき^ 家 の 手が 

さきだ ーュ 

かりにな るべき 科 人。 先達て 捕へ 置く。 

ャァ /\義 家が 家來 ども。 鹤 殺し を これ 

へ 引けと。 地 呼ば はり 給 ふ ー聲に 鶴の 科 

人出で をら うと。 權 威の 下部 は 蠅蟲と 見 

やぶ 力つ こ 

下し。 破 布 子の 繩 付ながら。 眼中 威勢 備 

はって。 實 に大將 と大將 の。 フシ 見參と 

こそ 見えに けれ。 鶴を擊 つたる 科 人。 

外が 濱の南 兵衞と は假の 名。 奥州の 住人。 

安倍の 賴 時が 次男 宗任 とも いはる V 勇 

士。 それ 程のへ ろくの 繩引 切る は 易 か m 

るべき に。 わざと 下部に 引出さる-は。 § 

義 家に 15^ 憤 を 一一 一一 n はんす 爲な。 聞いて 得さ D 


せん。 サァ 何と 語れ。 フシい かにとの 給へ 

ば。 蠲是は 又 思 ひがけ もない。 そんなむ 

づ かしい 名 は 生れてから 聞いた 事 も ござ 

ばくち うち 

り ませぬ。 博 突 打の 南 兵 衞に違 ひな けれ 

ば 固より お前 樣に 勿體 ない。 3^ 憤と やら 

1 分と やら。 半, も かけ 値 は 申し ませぬ。 

鬼 角 命が 惜しい ばつ か."。 どうぞお 慈悲 

に lg 解いて。 お助けな されて * 下さり ま 

せと 泣かぬ フシば かりの しら- しさ。 

a ム 、 然 らば 汝產の 匹夫 下郎 に 遠 ひな 

いな。 コリャ 此旗を 見知って をる か。 是 

こそ 我が 父 伊豫 守。 奥州 追 伐の 折から。 

押 立て 給 ひし 白旗。 其 時宗 住が 親 安倍 賴 

時。 大將 目が け 放ちし 矢先。 狙 ひ はづれ 

て此 旗に 受けと め。 卽 時に 踏 折り 捨てら 

れし。 其 矢の 接はコ レ此 所に。 ハ 、ゝ、 

ハ。 親 時 づれが 拙き 蓬に て。 源氏に 敵對 

叶 はぬ 事。 今にも 其餘類 あらば 却って 敵 

の 此矢を 以て。 斯 くの 通りと 丁 ど 打つ。 


地鍰は 庭の 手水 鉢 じろ りと 見やって これ 

は 扨。 あぶない 事 をと。 フシ そらさぬ 顔。 

地 敎氏鄉 進出で。 よし 手練 は ともあれ 

たと へ 眞の宗 任な りと も。 匹夫 下郎に 等 

しき 男。 大望の 企て 思 ひも よらす。 臭 州 

し i さる 

の果に 生れ。 草木の 名 も 知らぬ 鹿 猿 同然 

やから 

の 族。 かくい ふが 無念なら ばコレ この 

花の 名 を 知つつ るかと。 白梅 取って 差 出 

あ. つ. M えびす 

し。 =s 東夷の 目に はよ も 知る まじ。 知つ 

てうろう 

たなら ば * いうて 見よ やと フシ^ BJ^ あ 

る。 * 宗任 ぐっとせ き 上げ。 8B 南 兵衛と 

いふ 下郎で ござれば。 花の 名 はいかに も 

存ぜ ぬ。 併し。 さう おっしゃる 敎氏卿 も。 

以前 は 流し 者に 逢うて 配所の 島守。 新う 

此頃 召還され。 冠 装束 かけ たれば とてれ 正 

1_« の 山猿の 冠。 相手になる 口 は 持たぬ。 身 

が 返答 はコレ かう と。 * 傍に 立った る 件 

の 矢の 根 口に ^ へて 我と 我が。 肩 口 つん 

ざく 血 汐の紅 化 何 か は あや も 白旗に 緩の 


筆の さらく と 。文字 鲜 かに 染めな す は。 ^ 

東夷の 名に も 似ぬ 三十 11!^ 字の 言の葉 ， 

に。 座 もしら 梅の 枝 折りて 。冠 傾き 。見え 原 

ける が。 SS ム 、 詞爭ひ 無益し と 0 和歌 を以 

ての 返答。 我が 國の 梅の 花と は 見 たれ ど 

も 。大宮人 は. e 何い ふらん。 * 面白し く。 

i んか 

我に 歌 を 詠み かけし は。 返歌せ よとの 事 

ならん さりながら。 msi 汝が いふ 如く。 

此敎氏 は 父の 御 諸共。 幼少より 島へ 赴 

き。 鄙に 育ちし 恥し さ。 雲の上に 座 を 列 

ねながら。 我 さへ もえ 詠まぬ 欺 を。 かく 

卽 席に 詠み かなへ し 器量 骨柄。 問 ふに 及 

ばす 安 搭の宗 任に 違 ひなし。 いはれ ぬ 歌 

かはづ 

で 蛙 は 口から 0 我と 我が 手に 白狀 せし。 a 

淺 はか さよと 一 言に^^色見する梅花の頓 

てだて 

智 。術に 乘 りし 無念の 宗住。 口にく はへ 

し 幾の 手 裏 飼。 大將 目が け 打 返す を 丁 ど 

留めた る 源氏の 白梅。 5S ホ、 ゥ 尤も かう 

こそ あるべ けれ。 * 生 捕る も 捕らる、 も 


時の 運命 恥と な 思 ひそ。 猶此 上に 義家 が。 

尋ね 問 ふべき 仔細 あり。 こなたへ 引けと 

引立てさせ フシ 奥の間 。さして 入り 給 ふ。 

せ 敎氏 fl ピ打 眺め。 俤 仗が 傍 近く。 詞 さて 

く心づ かひ 察し 申す。 未だ 言 譯の筋 も 

あらざる や。 ハツ ァ それ故に こそ。 地心 

を S め罷 在る。 詞ホ、 さ こそ あらん それ 

に 就き 今日 貴殿に。 志した る此梅 は。 ま 

だ 寒中に。 室に て溫 め^かせし 花。 *天 

の 自然に あらね ども。 春 を 待ち 得て 咬く 

しやう くわん 

花より 。早き 眺め を 人の 賞 lie  又 散る 時 

も 其 通り。 しぼみ かぢ けて 見苦しうなら 

ぬ 先に。 此 枝の 如く さっぱりと。 切れば 

却って 香 も 深し。 花に 限らす 身に も 亦。 切 

時が 大事。 地 左 樣には 思 はれす や。 詞ム 、 

御 心 深き 此 一品。 地 散り か >- つたる 老の 

枝。 切れと 賜 はる 天の 賜。 花 物い はね ど 

は .：：*«- がた な 

御 謎に 白梅の 腹切 刀。 链に 落手 仕る。 詞 

おほえの 

ヲ、 天晴 明察。 大江 維時なん どい ふ。 讒 


者の 嵐に 吹 散され ぬ 其 先に。 花 は 三吉野 

人 は 武士。 名 を 後の世に 散さぬ 様の 地 思 

案ぞ あらま ほし けれと。 梅に 詞句 はせ て 

しづく へ 立って 入りに ける。 た さへ 

曇る 雪空に。 心の 闇の 暮 近く。 一  間に 直す 

白梅 も 無常 を 急ぐ 冬の 風。 身に 徹 ゆる は。 

フシ 血筋の 緣。 不便 やお 袖 はと ぼくと 

親の 大事と 閉 くつら さ。 娘お 君に 手 を 引 

かれ 親 は 子 を 杖 子 は 親 を。 走らん とすれ 

ど。 雪道に 7 シ 力なく く 退り 來て。 地 

垣の 外面に。 ァ、 嬉し や。 詞 誰も 見咎め 

もんぐ ち  ゐ 

はせ なんだ の。 ィ、 ェ 門口に 侍 衆が。 居 

睡 つて 居 やしゃった 間に。 ヲ、 賢い 子ぢ 

や。 傑 仗 樣は此 春から 主のお 屋敷に は ご 

ざら す。 此 宮様の 刺 所に と閗 いて。 どう 

やら かう やら 愛まで 來る こと は來 たけれ 

ど。 S 御 勘當の 父上 母樣。 殊に 淺 ましい 

此 形で。 誰が 取次いで くれる 者 も ある ま 

どラ ぞ 

い。 お 目に か X つて 御難 儀の 様子が 何卒 


閗き たやと 。探れば さはる 小 柴垣。 詞ム 、 g 

こ、 はお 庭先の 枝 折 門。 戶を 叩く にも 叩 

かれぬ 不孝の 報い。 此垣 一重が 鐵 の。 

m 門より 高う 心から。 泣く 聲さ へ も攆り 

て 1!! 戶に。 フシ 喻 付き 泣き 居たり。 地樣 

仗 は 斯うと も 知らす。 垣の 外に 誰 やら 

人聲。 ァレ女 ども は 居らぬ かと。 地 言 ひ 

お. 》  なつ  T 

つ- - 自身 庭の 面 。外に は それと 懐 力し さ 

恥 かし さも 亦 先立って。 掩ふ袖 萩 しらぬ 

父 。開けて 恂り 戶をぴ つし やり。 何の 御用 

と 膝元 ども フシ 濱ゅふ も 庭に 立 出で。 

俤仗 殿何ぞ い の 。ィャ 何でもない。 見苦し 

いやつ がう せ をって。 腰元 ども 追 出せ。 

ぎ あんな 物見る もので ない。 こっちへ 

M ぉ來 やれ/ \ 夫の 詞は氣 も 付かす。 何 

をき よとくと いはつし やる。 K 犬で も 

だ ました かと。 何 心なく 戶を Si けて I、 

よくく すかせば 娘の 袖 萩。 はっと 呆れ g 

て 又ば つたり。 娘 は聲を 聞知れ ど 母樣か 原 


とも 得 も 言 はす。 母は變 りし 形 を 見て 胸 

一杯に 塞がる 思 ひ。 押下げ く。 詞 定め 

な. S 世と いひながら C テモ扨 もく； （\ 

思 ひがけ もない。 コレ/ \ 婆 何い やる。 

ィャ さあ 矢 張 犬で ござんした。 ほんに 憎 

そむ 

い 犬め。 親に 背いた 天罰で 目 も 濱れた 

な。 Mi にも 見離され。 定めて 世に 落果 

あん £ 

てて をら うと は 思う たれ ど。 これ は又餘 

りきつ い 落 果て やう。 今 思 ひ 知り をった 

かと。 地餘 所に 知らす も 淚聲。 樣子 知ら 

ねば 腰元 ども。 さっても 慮外な。 物 貰 

ひなら 中 問 衆に は 貰 はいで。 お 庭先へ む 

さくろ しい。 * とつと と 出 やとせ り 立て 

られ。 K ハイく。 どうぞ 御 了簡な され 

てまち つとの 間。 地ハテ しつこい と 女中 

をな ご 

の 口々。 S ャレ 待って くれ 女子 ども。 

ャィ物 貰 ひ。 ぉ錢が 欲しく ば なぜ 歌を諷 

はぬ ぞ。 願 ひの 筋 も 何なりと。 地諷 うて 

閗 かせと 夫の 手前。 ちっとの 間な と 隙 入 


れ たさ。 あいと はいへ ど袖获 が。 

久しぶりの 母の 前。 琴の 組と は 引 

きかへ て C 露命 を 紫ぐ 古 敍に。 ス エー 

皮 も 破れし 三味線の， - ばち も 慮外 一 

も 顧す お 願 ひ 申し 奉る。 歌 今の。 憂 

身の。 恥し さ。 父上 ゃ母樣 のお 氡， 

に 背きし 報いに て。 二世の 夫に も 0 

引^れ。 泣き潰し たる 。目な し 鳥。 

一 一人が 中の コ レ。 このお 君と て。 明 

けて 漸ぅ十 一 の。 子 を 持って 知る Qi 

親の 恩。 知らぬ 祖父 様 祖母 様 を。 

慕ふ此 子が。 いぢら しさ。 不便と 

おぼし。 給 はれと ナ ホス スェ跡 ひ 

さし。 フシせ き 入る 娘。 * 孫と 聞く 


より 濱ゅ ふが 飛 立つ ばかり 戶の透 巧 

いだ チぃ  ちい  - AW 

間。 抱 入れた さ II りた さ。 祖父 も ： 


變らぬ 逢 ひたさ を。 隱し てわざと!^ 

とが リー J£  かし£ こ うた  1^ 一 

尖聲。 B5 ャァ 喧しい 小唄 聞きた う 


*v やくじん 

ない。 女 ども も 奥 へ い て。 お 客人 


ぼ 


0 


-メ！ ： ， 


に 付いて 居よ 皆い け./ \ -。 コ レサば 乂。 

何 うぢ./、。 早く 畜生め を搏 出して 仕舞 

やれ さ。 ァ、 コレ。 腹 立 は 尤も なれ ど そ 

れは あんまり。 ハテ さておば \ 。隙 入る 

る程爲 にならぬ。 武士の 家で 不義した 女 

郞。 搏出 すと はま だ 親の 慈悲。 長： K せば ぶ 

ち 放さう か。 親の 恥 を 思うて。 名 を 包む 

はま だし もと 思 ひの 外。 今と なって 身の 

置 所がな さの 詫 言。 恥 面 も 構 はすよく う 

せた。 但し は 親へ 頻當 に。 わざと 其 形 を 

見せに うせた か。 S につく いやつ と 怒り 

の聲。 袖获 悲し さ や る 方な く。 なんの 

く 誓文。 勿體 ない さりながら。 詞 さう 

思 召す も 御尤も。 大恩 を 忘れた 淫奔。 我 

が 身ながら 愛想の。 盡 きた 此體 C お詫 申 

したと てお 閒 入れが 何の あろ。 そり や 思 

ひ 切って をり まする。 お 屋敷の 軒まで も 

来られる 身で はな けれども。 * お 命に か 

かる 一 大事と 閉 いて 心 も 心なら す。 顔 押 


拭うて 參 りました。 8S 不孝の 罰で 目 は 潰 

れる。 此子を 連れて 此處の 軒で は 追 立て 

られ。 彼處の 橋で はぶち 搏 かる \褒 目に 

逢うても。 此 身の 罪に 較 ぶれば。 まだ 業 

の 果し樣 が 足らぬ と。 未来-か 培し も 恐ろ 

しい。 地此 上のお 願 ひに は 。娘のお 君お 目 

見えと 申す は 慮外。 只の 非人の 子と 思 召 

ひとこと  ， 

したった 一 言お 詞を。 おかけな されて 下 

されと。 ス予ァ 歎げば お 君 も 手 を 合せ。 詞 

さん さん 

申し 旦那 様 奥様。 外に 願 ひ は ござり ませ 

ぬ 。お 慈悲に I 言 もの おっしゃって。 地下 

さり ませと 言 馴れし。 袖 乞 詞に濱 ゆ ふが 

可愛 やな。 子 心に さへ 身 を 恥 ぢて組 父 様 

ともば、 樣 とも。 え 言 はぬ 樣 にし をった 

は 皆汝が 淫奔 故。 畜生の 様な 腹から 見事 

犬 猫 も產み をら す。 生れ 落つ ると 乞食 さ 

-T みつけ 

す 子 を。 詞 あの 樣 におと なしう 產付 ざま 

は 何事 ぞ。 K あんまり 憎うて おり や もの 

がい はれぬ と。 * むごう 言 ふの は 可愛 さ 


のうら の濱ゅ ふ。 幾重に も 7 シぉ 慈悲。 ^ 

3 

./(\ と 泣く ばかり。 せ 像 仗 猶も聲 荒ら か。 

親が 難儀に 逢 はう が 逢 ふまい が。 女め が 

入らざる 世話。 同じ 兄弟で も 妹 の 敷 妙 

は。 八幡 殿の 北の方と 呼ばる A 手柄。 姉 

め は 下郎 を 夫に 持てば。 根性まで が 下司 

女め と。 * 恥 しめられて わつ と 泣き。 詞 

下司 下郎と はお 情ない。 夫 も 本 は 筋目 あ 

る 侍。 黑澤左 中と は 浪人の 假の 名。 別れ 

た 時の 夫の 文に。 筋目 も 本名 も 書いて ご 

ざん す。 地 これ 見て たべと 差 出す を。 取 

次ぐ 紙の はしくれ も 詫の 種に も なれ かし 

と。 思 ふ は 母より 直 方が。 讀む文 體の奥 

の 名に。 詞 奥州 安倍 貞 任と はなむ 三寳。 

扨 は 良 任と 緣 組みし かと。 地心 も そ ろ 

に懷 中の。 一 通 取 出し 引合せば 扨 こそ 同 

筆。 ハァ はっとば かり 當 惑の。 色目 を 見せ m 

じと すんど 立ち。 はしい 此狀。 いよ 齢 

く 以て 逢 ふ 事なら ぬ。 サァ奥 こちへ。 原 


ハ テぐづ つかす と 早お ぢ やれと。 地 ij^ い 

詞 にせが まれて 7 シ母も 是非な く 立って 

行く。 なう コレ暂 し。 IS もう 逢 はう と は 

申し ませぬ。 お 身の 難儀の 其譯を どうぞ 

閉 かして 下さり ませ。 地 申しく と 。延び 

上り。 見れ ど 盲の 垣 き はや 暮過 ぐる 風 

につれ。 折から 頻りに 降る 雪に 身 は濡鷺 

あしがき  てんた うさ i 

の廣垣 や。 中を隔 つる 白妙 も 天道様のお 

憎しみ。 受けし 此身は 厭 はね ど. - 樣子閉 

かねば なん ぼ でも。 去なぬ くと 泣く 

聲も 嵐と。 雪に 埋もれて。 ス M テ 聞えぬ 父 

と。 恨み 泣く。 次第。 々 々 に 降り 積る。 

寒 氣に庫 も 冷え きれば。 持病の 癀の 差込 

まろ 

んで。 かつば と 囀べば お 君 はう ろく。 

く  こ ほ リ  f  %0 

さする 背中 も 釘 氷。 淚 片手に 我が 著 物。 

1 重 を 晩いで 母親に。 著せて しょんぼり 

白雪 を。 すくうて 口に 含ま すれば。 渐ぅ 

に 顔 を 上げ。 S ヲ、 お 君もう よごさる。 

此又 冷える 事 わい の。 そなた は 寒う はな 


いか や。 イエく 私 は 。溢う ござります。 

よう 著て 居 やる か C ドレく。 ャァ。 そ 

なた はこり や 裸 <3S。 著 物 は どうしゃつ 

た。 あんまり お前が 寒から うと 思うて。 

S へッ H 親 なれば こそ 子 なれば こそ。 わ 

しが 様な 不孝な 者が 何として。 そなたの 

ゥち 

様な 孝行な 子 を 持った。 これ も 因果の 中 

かとて 抱し め。 く 泣く 淚。 堪へ かねて 

垣 越に 補 まひら りと 濱ゅ ふが。 S さっき 

にから 皆閉 いて 居る。 アツ ァ 儘ならぬ 世 

ぢ やな。 町人の 身の上な らば。 若い者 ぢ 

や ものい たづら もせ いぢ や。 そんなよ い 

孫 産んだ 娘。 ャレ でかした と 呼 入れて。 

聾よ 舅と いふべき に。 抱きた うてなら ぬ 

う ひ ** ご 

初孫の 顔 もろく に 得 見ぬ は。 武士に 連 添 

ふ淺 まし さと 諦めて いんでくれ。 ョ。 ョ。 

« とい ふ 中に。 奥濱ゅ ふと ぶ聲 に。 

a アイく そこ へ 参ります。 娘よ 孫よ も 

うさら ば 可愛の 者 やと。 老の足 7 シ 見返 


り。 V.- 奥へ 行く。 壜折 しも 庭の 飛石 傳 0 

ひ 。雪明りに 7 シ窺ひ 寄る。 请 安倍 宗任 I 

たち© 

戶を引 明 くれば ァ、 怖と。 立 退く お 君 を 

ぢ つと 捕へ。 コリャ 怖い 事 はない 叔父 

ぢ や。 ェ ゝ ィ。 叔父 様と は。 ヲ ゝ そちが 

叔父の 宗住ぢ や。 ャァ宗 任 樣とは 夫貞任 

殿の 弟御。 ヲ 、 つ ひに 逢 はね ど 嫂の 袖 萩 

殿。 ァ、 そんなら お前に 問うたら 知れる 

であろ。 夫婦^れる 時 夫に 預けて やった 

此 子が 弟の 淸童は 息災で 居る かいな。 ヲ 

ヲ其淸 童 はの。 傷 寒で 死んだ わい の。 ェ 

こと あ リ 

ェ ィ。 ハ ァ。 ヲ、 歎き は s?o 何かに付けて 

一家の 敵 は八槽 太郞。 こなた も 兄 fid 殿 

の 妻なら ば。 今宵 何と ぞ 近寄って。 直 方 

が 首 討 たれよ。 ェ、 ィ あのと i 樣を。 ヲ 

ヲ 生け 置いて は 我々 大 is- の 妨げ。 此壌劍 

でと 手に 渡す。 堆 難題 何と 障子の 内。 曲 

者 待てと 大將 の。 * 聲に佝 り 折 悪し。 そ 

ちへ くと 忍ばせて 。胸 をす ゑて どっか a 


と 坐し。 K 維 引 切って 逃 出 でんと 存ぜし 

に 。見付けられ たは 運の 極め。 サァ いか 様 

とも 行 はれよ と。 * 腕 押 廻せば 義家 公。 

維に は あらで 眞 紅の 糸。 結びし 金 礼宗任 

が 。首にさつ くと 打ち かけ 給 ひ。 詞 網に； K 

うろく 少 

れ たる 雜を 助ける は H< の 道。 鳥類の 命 さ 

へ 重ん する 我が 心。 況 やあった らしき 勇 

士。 命 を 助け ソ レ其 札。 康平五 年。 源義 

家 これ を 放っと 書記せば。 此上 もな き關 

あざ 

所の 切手。 肩 口の 痣 は 切 裂いても。 武將 

の 息の か. - つた 汝。 紫ぎ し 犬 も 同然 日本 

はなしが ひ いづく 

國中を 放 飼。 何國 へな りと も 勝手に 行け 

と。 雉 仁者の 詞 にハァ はっと。 雪に 頭 は 

と： & 

下げな から。 底の 善 惡閉隱 す ォクリ 氷 を 

踏んで^れ 行く。 地 夫の 最期 を濱ゅ ふが 

白梅の 腹切 刀。 三方に 乘る 露淚。 スェ外 

にも 同じ 袖获 が。 思 ひがけな き 難題に。 

死ぬ より 外 は。 なくく あ。 地 歸る戶 口 

に 父 »仗 i に しっかと おろし 座に 直 


り。 三方 取って 頂戴し。 押 肌ぬ いで 覺悟 

の 矢の 根。 取る と は 知らぬ 袖获が 娘に 見 

せじと 突 込む 懐劎。 はっと 驚き 取 付く お 

君。 聲 立てさせ じと 抱きし むれば。 母 は 

夫が 片手に 押へ。 まだ 女め はいに をらぬ 

か。 氣强 くはい ふ もの、 年寄った 體。 い 

つ 何時の 病死 も 知れぬ。 聲 なり ともよく 

閉 いてお けと。 地 それと はい はぬ。 暇 乞 

と は 露程 も 袖获が 。扨 はお 心 和らぎし か。 

0 かう 成り果てた 身の上。 どうで 追 付の 

たれ 死。 地 これが お 罄の聞 納めで。 ござり 

ませう と 親と 子が。 一所に 死ぬ と は 神な 

らぬ 障子 押 明け 立 寄る 敎氏。 母 はかけ お 

り。 ャァ そなた は 自害した か。 攆仗殿 

も 御 切腹。 エイ。 と > -樣 も。 * 娘 もと 一 

£ろ 

度に 驚き 轉び おり。 垣 押 破り 張 裂く 胸。 

わか 

フシ 呆れ 淚に 別ちな し。 地 手 負 を 見届け 

つぶさ 

中 納言樣 子 具に 承る。 S 貞 任に 緣を 組ま 

れし 御邊。 婿の^^！もなるまじ。 所詮 死 


なで 叶 はぬ 命。 袖 1;}^ とやらん も 死なす は g 

なるまい。 跡の 設議は 某が よき 様に 計 は 

ん。 健氣 なる 最期の 様子 天聽に 達し。 申 

かむ 0 けだか 

すべし と。 地冠氣 高く しづ と 心。 フシ 

殘 して 立 出づ る。 衣紋に 薰る。 風なら で。 

怪し ゃ閗 ゆる ギン 鐘の 聲。 コ ハ， 評しと 立 

あた リ  ぶい 

庚り。 フシ 邊に心 目 を 配る。 1 二の 對の 

か * びす 

屋隅  >  に。 太鼓の 音の 喧し。 詞ハ テ不 

ちキ j ご てし 

甲い 議ゃ。 此明 御殿に 陣鐘を 打 立つ る は。 

何者なる ぞと振 返る。 *1 間の 內 より 髙 

ら かに。 BI 八幡 太郞 これに あり。 奥州の 

夷 安倍 貞 任に 見參 せんと。 * 立 出で 給 ふ 

御大 將。 辏ぃ てかけ 寄る 二人の 組 子。 さ 

しったり と 身 を か はし。 弓手 馬 手へ はつ 

たと 域 飛ばし。 85 ャァラ 心得す。 桂中納 

言敎氏 を。 貞 任と は 何 を 以て。 ホ、 ゥ此 

義冢。 天眼通 は 得 ざれ ども 弓矢の 道に は 霞 

み ざリ 

賢き 某。 過ぎつ る大教 の砌。 桂中納 言な g 

そだち ， ， St 

りと 名乘り 来る 其 時より。 島 育 を 云 立に 
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歌 詠ます 筆 取らす。 何條 しれ 者 ござんな 

れと。 つく， <\ 面體を 窺 ふに。 我が 幼き 

時見覺 えし 安倍 賴 時に さも 似たり。 &こ 

そ 一呂の 御行 方。 十 握の 寶劍を も取隱 せし 

に 極ったり。 姿を變 へて 禁廷へ 入 込みし 

は 。翁 1 一種の 御 寶を奪 ひ。 親が 根ざしの 大 

望 を 達せん との 巧よ な。 争 はれぬ 證據は 

これと。 地 白旗 を 取 出し 給 ひ。 最前 汝が 

弟宗 任と。 別れて ほど 經し 兄弟の 對面。 梅 

の 花に よそ へ て 我が 顔 を。 見覺 えたる か 

とかけ たる 謎。 早く も 悟って コ レ此 歌。 

我が 國の 梅の 花と は 見 たれ ども つらねし 

上の句。 梅の 花 は 花の 兄。 我が 國とは 我 

が 本國。 奥州の 兄な らんとの 詞の 割符。 

兄弟 一 致の 此 血判に 白旗 を 汚せし は。 源 

氏 調伏の 下心。 此上 にも 返答 ある や。 何 

と/、 と 差 付けられ。 S 貞住 無念の 牙 を 

嚼み。 逆立つ 髮は冠 を 貫き。 怒りの 大息 

ほっとつ ぎ。 M 二 ゝ 口惜し やな あ。 我 I 


旦 浪人と なって。 都の 様子 を：: 

窺 ひしが。 官位なくて は大 2: 

へ- ^込まれす と。 流人 赦免の 

折 を 幸 ひ。 誠の 敎氏は 先達て 

病死せ し を。 我な. C と 偽って 

つ ひに 逢 はぬ 舅 傑 Jsic け ふ 始め 

ての 對 面に 情ら しく 見せかけ 

て。 腹切ら した は 詮議の 種の 

I 通 を 取らん 爲。 所詮 謀 it- 

しく なれば。 親の 敵 八幡 太郎. 

相手 向 ひの 勝負して。 運 を 1 

時に 決せん と。 地 太刀に 手 +V- 

かけ 詰め寄れば。 ハ 、ァ 急い 

たりな 貞任。 汝 獅子 王の 勢 あ 

りと も。 八方に 敲を 受け I 人 

の 力に 及ばん や。 又 其方が 一 

命 は。 環の 宮と 寶劎の 所在 。責 

てだて 

むる ともよ も白狀 せじ。 術 を 

以て 搜 出す それ迄 は。 いつま 


でも 助け 置く。 命存へ 時節 を 待って。 戰場 

の 勝負 は なぜせ ぬぞ。 今 犬 死して 親賴時 

が。 大望 は 無にする か。 弓矢の 情 は 相互。 

，夫婦の 操 も 節義 は 一つ。 * 貞心 厚き 袖 

が。 最期の 際に 一 言 は。 妻子に 詞も かけ 

よかし。 暇 乞 をと 仁愛に なうな つかしの 

貞任 殿。 最前から よう 似た 聲と は閒き 

ながら。 あんまり 思 ひがけ もない。 六 年 

ぶりで 迴り合 ふ。 顏見る 事 も 叶 はぬ か。 

地 死ぬ る <fr はに ちょっと なと。 此 目が 明 

を さな ご 

きたい コレ お 君。 と 、樣 なう と稚子 を。 

見る に 流石の 貞任 も。 恩愛の 淚 はらく 

く。 大將憐 み 思し召し。 父親の 緣切 

れ たるお 君。 義 家が 子に 養 はんと。 仰 

せに 像 仗 有難 淚。 いか なれば 某 は 敵と 

味方 を 婿に 持つ。 因果 も 思 ひ 廻らせば 代 

代 不和なる 源平 を。 先祖に 背いて 緣 組ん 

だ。 《f 我 誤り を 白旗の 此。 白梅 を 血に 染 

めて。 元の 平家の 寒 紅^。 詞娘。 父上い 


ざ 一 所に。 婿 殿 さらば。 我が 夫 さらば。 

濂仗 殿。 姉 様な う と 別れの 淚。 母の 抉 も 敷 

妙 も。 一度に わつ と濡 る、 袖。 御大 將も 

直垂 の。 袖 射 削って 餘 りの 矢先。 竹に た 

ちまち すっくと 宗任。 最前 見 運し 歸り 

し は。 兄弟 本意 を 遂げん 爲。 優！ Jfs- 華 まさ 

りの 親の 敵。 サ、、 勝負 ノ.、 と。 フシ 詰 

めかく るを歲 任暂 しと 押しと め。 詞 ノリ 

晋の豫 讓は衣 を 裂く。 八幡と は 八つの 幡 

此。 白幡を まつ 此 ごとく 手に 取れば。 八 

幡が曾 提げん は 案の. K:。 敷 妙の 身に は大 

切な 夫婦の 緣を權 目の 旗。 ソレ 大事に 召 

され。 地濱ゅ ふと 渡す は 舅の ぎ 天蓋。 募 

た i しひ ひる V- へ 

が 最期に 魂 を i したる 梅花の 赤旗 我 

が 家の 旗 諸共に 奥州に 押 立て/ \。 詞父 

賴 時が 弔 軍。 I 先 づ此場 は宗任 来れ。 ハ ッ 

ァ Is に 尤も 兄 じ や 人。 雪 持つ 筏 は 源氏の 

旗竿。 一 s< 射 たる は當 時の 腹癒せ 首 を 洗 

うて 義家 お待ち やれ。 ヲ 、く 互に 戰場 


戰 場。 それ は 重ねて まづ股 前に 朝敵の 安 ^ 

めん. H  く  ^ 

倍貞 任。 生 捕って 面 縛 させんと。 いふ は 

其 装束 を 其 俊に。 桂 中納言 敎氏卿 せ 

御 苦勞ざ ふと 式禮 に。 詞 おさらば さらば 

ち- JL  く  . ^む 9 

と 敵 味方。 著す ろ i 装束 も 故 鄉へ歸 る 袖 

か リ つ はさ  をて へな ご 

抉 雁の 翅の 雲の上。 母に 別れて 稚 子が 父 

ひとし 

よと 呼べば 振 返り。 見やる 目元に 一時 

lie ぱっと枯葉のちり^-嵐心弱れど兄 

弟が 叉。 取 直す 勇聲。 よるべ。 淚に立 兼ね 

で。 幾 直の 思 ひ。 濱ゅ ふが 身に。 降る 雪の 

白妙に 靡く。 源氏の 御大 將。 安倍 貞任宗 

任が 武勇 は。 今に 隱れ なし 

ち さ 5-1 いはた お！：！ 

第 四 道行 千里の 岩田帶 

ギン 傾城の。 表 几； 癡は 誠の 置 所。 世界の 

客へ そら 言 も。 一 人に 盡す ナホ ス眞實 の。 

ハル 7 シ戀の 中なる。 戀 絹-か 寝姿 恥 ぢぬ中 I 

となる。 フン 力、 リ其 こしかたの 。通 ひ路は § 

のかけ 橋 渡り 初。 生 駒の 手綱せ きと 原 


むる。 くつ わの s を。 打鍵え てん 「は 女 夫の 

わら S  おろ 》- 

藥資。 力、. - 草鞋に 瞎す 八文字 駕异輟 

まぬ 日れ フシ ォク， さして 行く へ は ill 奥。 

の國 フシ 睦月に 出で し。 都の 空。 谷の 初 

聲。 閉 初めて。 獮生は 花の。 生れ B: うし 

や 樓の顔 隠す。 ギン 露 を拂 ふ。 春風 を 仇と 

は 誰が いひ 初めて。 革の はっかに 解く 紐 

の。 合 結 ぼれ 合 ひし 朝 &髮。 しんきら し 

いも 命 かや。 人 H?! に ナ * ス 7 シ荷 をお ろ 

し。 <  家 傳葛城 神 鍵 丹。 御用 は ござん 

せぬ か。 お求めな され。 * 買 ひなさん せ 

と賣聲 も。 フシ 流石 それし やの 身 なれ ど 

も。 迷 ふ は 木 々-ゃ 若草に ギン ォクリ つま 戀 

ふ。 蟲の聲 なくて け は ひ。 も *4i がせし。 

くれの 蝶。 とま h 定めぬ 浮世 はなん の。 

眞 間の 入江 を。 ス-- 見渡せば。 月 は 诸に乘 

りお くれ。 ハズ， ^浪 より 雲に 入り。 舟 や 風 

に逆特 のさっ^,^ さ。 さっとと わたる。 鳥 

の漀。 一一 ー卞 9 雁が ねよ 0 其 玉章 はたが 文ぞ。 


戀の 宛名 は 只 一 人敏の 白山 ふる 里より 

も。 月に つれだち もてく る 文 を。 花に 別 

れて歸 る は 返事。 A ヲ、 瘩しヲ 、嬉し。 

かぶろ だち 

ナ * ス * ヲ 、 それ 誠 我 もまた。 禿 立から 物 

馴れて 小 ォクリ 人の やりくり 文づ かひ。 

本 フシ 身に しら 糸 を +  、めり 出す。 瀧 は 流れ を 

立つ る 身に 淸き。 心 をぎ ふ 嵌。 のべに そ 

よ/^ こちの 人 さまよ。 ヲ、 よ. S 女房と 

戲れ の。 フシ わりな き 中も姬 君に。 タ、 キ 

未来の 契り の。 合 井筒に かけし 生 駒樣。 

我 は 裏 見の。 0 たき さしに。 いっかす が 

りと 捨てられん。 ェ 、。 さりと て は 浮世 

ぞゃ。 いっそ 此 身は此 儘に。 黑髮 山の 墨 

染と思 ひ 。切る にも。 切れ はせ で此 世ば か 

りの 女 夫と は。 合 ほんに ぶの 神さん も。 

粹の樣 にもない 事と はかな ナ ホス 女の。 

ごと 

フシ かこち 言。 二人 妹脊 のね ぐら。 夕風 

にばつ と 立った る 雀の 宮。 竹に 綠 ある 源 

を 守る。 誓 はた ビ賴 め。 しめ ぢが 原の さ 


しもぐ さ 我 一命の あらん 限り は 御 あり 家 ■ 

尋ね。 出して 大君 を ふた. -び 。都へ きつ g 

れ川。 吉 左右 淸き 道の 邊の淸 水。 ながる 原 

る。 柳 かげし ばし 。とて こそ 三重へ やすら 

ひぬ。 

とう *J ん だう  - 

m 東 山道の 國の果 陸 奥 ー國の 出入 を改 

め。 非常 を 示す 白 川の。 關の守 は 瓜 割 四 

- 一と 5 

郞。 I ん權威 をつ く 棒 さす^。 琴柱に 通 ふ 

雁が ねまで。 赦 さぬ 道の 關の戶 は 7 シ嚴重 

にこ そ 見えに けり。 ハル フシ 生 駒 夫婦 は關 

所と も。 いさしら 川の。 フシ 番所の 前。 

通り か」 れば 下部 ども。 81 ャァ 慮外 者 

めら。 此盧を どご だと 思 ふ。 瓜 割 四郎樣 

の 堅めの 闢所。 笠 をぬ いで かつつ くば ひ 

どれから どれ へ參る 者と 斷 つて 通り をら 

うと。 地 留められて 戀 絹が 0风 割 四 郞と閜 

く 驚き。 7 シ猶顏 隱し行 過ぐ る。 詞ャァ 

う ろん も Q 

胡亂者 *^ すなと。 * 立 寄る 下部 を 生 駒 之 

助。 ァ、 申しく。 胡亂な 者で は ござり . 


ませぬ。 御覽の 通り 我. -は 藥賫。 伊達な 

所 を Mn 印に齊 弘む ると は 申しながら。 あ 

の 日が さで 顔 陰さねば。 口上の 一 口 もえ 

申さぬ が 女-たけ。 顔隱 すが 瘸と なって。 

關所 とも 憚らぬ 不調法。 何事 も 女 だけと 

御容教 なされ。 お通しな されて 下さり ま 

せと。 地い ひくろ むれば 风割 四郞。 3 ヲ ， 

&ん 4 あきん VI 

閒 届けし 女 商人。 用 はない 早く 通れと。 

* 教す詞 に 二人 は 嬉しく。 フシ 笠 傾けて 

立出づ る。 * 戀 親が 手 をし つかと 取り。 

a ィャそ もじば かり は. S つ 迄 も爱に 留め 

る。 生 駒 之 助に 用 はない。 戀絹 置いて 早 

く 通れと。 地い ふに 夫婦が：^ りし。 K ス 

リャ私 等 を 見 違へ もせす。 お前 はよう 覺 

えて か。 覺 えて かと は 曲がない。 サハ" 深 

山鳥 も 白絜も 我がつ ま 鳥 は 知る もの を縱 

姿は變 つても。 見 遠へ てよ いもの か。 a 

爱で 逢うた は盡 きせぬ えに し。 これから 

我等が 宿の 奥様。 何と 憎う は あるまい が 


と。 よれつ もつれつ 餘念 なく。 恥 を 恥と 

あかつらい だきつ 

も 思 はぬ 赤頻枸 付いた は 山 蜂が。 7 シ. 花 

の 露 吸 ふ 如くな り。 地 ャァ尾 至極と 四 

^を 取って 突 放し。 a 昔 は 昔 今 は 志賈崎 

生 駒が 女房。 * 望なら ば汝が 首と。 i 物 

せんと 呼ば はれば せ、 ら笑 ひ。 S ャァ素 

浪人の 分際で しゃらくさ い 女房 呼ば は 

PJ 戀竊 に汝が 首。 添へ てこつ ちへ 受取 

らうと？ S いふより 早く 切って か V- る。 心- 

得  たりと 身 を か  はし 腕首  取つ  て 引つ くり 

返し。 骨 も 折れよ と 踏 付け/ \-。 踏 付け 

られて 半死半生。 ャァ 主に 敵た ふ 慮外 や 

つ。 ソレ 運すな と數 多の 下部。 I 度に 拔 

いて 切って か 、る。 5  ノ. -ヲ , し をら しい 

蝇蟲 ども。 うぬら も 主の 相伴と C 片手な ぐ 

りに 切り まくられ。 * 詞 にも 似す ちり 

ぐに。 s53 ぐる を 追うて 生 駒 之 助。 コ レ 

なう あぶな い 。長 追 無用と 。呼ば はりく 

戀絹も 7シ» に授 いて 走り- れく。  *1 人 


残って tC 割 四郞。 心 はやた けと 逸れ ど せ 

^..J„  とこ-； - てん  3 

も。 足 も體 もぐに や 'と、 * 心 見る 如 

くにて。 立ち も 得 やらぬ 有 ぼ は。 フシ 目 

も當 てられす。 哀れな り。 フシ か、 る 祈 

から 賈來 る。 地藥は 町中 評判の 。あんぽ 

ん丹。 詞 御用 ござり ませぬ か。 何に 利く 

ともき かぬ とも。 知らぬ 所が あんぼん 丹。 

莉 用と ござれば 一 貝が I 二十 I ー錢。 半 貝が 

十六 錢。 試みと 申す が 僅 八錢。 * あんぼん 

丹 御用 は ござり ませぬ かと 7 シ寶 聲閉ぃ 

て。 E  n リャく 藥屋 。先づ 待てと 呼 

止め。 身 どもが 事 は K: 割四郞 というて。 

此關 所の 役人なる が。 角 太夫 * いかなる 過 

去の 報いに や。 a す は 合戰に 赴かん とす 

れば。 忽ち 五體 ぐに やと 痿ぇ。 コレ此 通 

りぐ にやと 痿ぇ。 心ば かり を 背つ と雖 

も。 提燈で 餅つ く 如く 皆目 とんと 役に立 I 

たぬ。 なんと 體が しゃつ きりとなる。 地 § 

藥が あらば 求めた しと。 ス, -世 にも 哀れ B 


に 問 ひかくれば。 1!^ コレ ハノ、 お i 叫 はき 

つい 仕 合 者。 抑も此 あんぼん 丹と 申す は。 

1 名 を 長 名 丸と 申して。 其樣 に氣 ばか リ 

せいて。 何の 役に立たぬ 人に。 此藥を 用 ゆ 

れば。 忽ち 五體鐵 石の 如く。  § へば 强敵 

人り か はって 合戰 すと も。 ちっとも 弱味 

を 喰 はぬ が 名. H-。 先づ 試みに 一 貝 上って 

御覽じ ませと。 S 小さい 錫の is 物。 取 出 

して。 フシ 手に 渡せば。 地 嬉しげ に 指先 

に。 付けて 一 口 呑む よと 見えし がむ つく 

りし やっきり. すっくと 立って。 ノ  9 あら 

不思議 や。 此藥 我が のん ど を 過ぎる や 否 

や。 忽ち 五體 ひり/、 として。 其 あっき 

事.^ 焰の 如く。 筋骨 共に la くれ 立った る 

心地よ さ。 ハ ァ 、誡 や。 氣は 陰に して 其 

色白し。 陰 中の 陰 今 て。 紫の 色 を 

顯 はす 事。 偏に 此藥 の德 にあり。 《f ハ丁 

ァ！ 妙な り 不思議な りと。 めったに 虚空 

もろて 

を 睨 付け 諸手 を。 組んで フシ 立った る 有 


樣。 BJ なんと 奇妙で ござり ましよ が。 ま 

だ責 道具が 入るならば。 具足な りと 兜な 

りと。 鉢卷も ござります 。申し 其 代りに。 

必卞茶 を あがり ますな。 湯 茶 を あがる と 

元の通りに ぐに やっきます ぞ。 地ヲ、 過 

分々々 と 代物 渡せば 藥屋 は。 7 シ箱を か 

たげ て^れ 行く。 始終の 様子 をと くより 

も。 房り か.^ つて 立 聞く 二人。 戀 絹が 耳 

に 口 。何やら ra- き 生 駒 之 助。 フシ 元の 所へ 

立 忍べば。 * 戀絹 態とお ろく 聲。 生 駒 之 

助樣 いなうと。 呼ば はり/ \ -。 うろ /(.\ 

と ハズミ 尋ね。 さまよ ひ。 四郎に ばった 

り。 ヲ 、. 怖誰ぢ やと フシ 立 退けば。 しが 

み 付き。 詞ィャ こ はい 者ぢ やない。 只 居 

よより 四 ぢ や// \。 そ もじ を 待って 最 

前から。 * しゃき ばって 居る わい のと 。餘 

念の ない を 見て取る それし や。 ヲ、 《s お 

前なら 询り はせ ぬわい な。 誰ぢ やと 思う 

て ir か 上って。 *f あいたく と 胸 撫でさ 


すれば。 司 何とした く。 瘤で も 痛む か。 ，一 

地藥 やらう と 紙 入より 黑丸 子。 K ァ、 申 2 

しお 慮外ながら。 水で も あらば。 一 口に 原 

呑まして 下さり ませ。 ィャ/ \。 水 は 毒 

だ J  * 茶 を 呑ま さう と 番所より。 茶瓶 茶 

碗 持って 出で。 コ レ  一 口と 差 出せば。 a 

ァ、 申しぬ るい やら あつい やら。 呑んで 

見て くれたが よいと。 S 氣を 持た されて 

實 にもく。 我等が 呑み さし 吞む 氣ぢゃ 

の" コリャ 忝い とぐ つと I 息。 吞 むと 其 

儘 ァ、/ \/\ と。 いふより 早く 體は忽 

ちぐに やくく 。た わい。 やくたい フシ 

並木の 蔭 を。 * 立 出 づる生 駒 之 助。 詞杻も 

おのれ 

きついう つ そりめ。 汝 がほんの あんぼん 

丹。 a 付けう 藥 のない やっと。 どっと 一 

度に 打 笑 ふ。 地 折から 又も 追 ひくる 人 音。 

あとはら 

とてもの 事に 跡 腹の。 痛まぬ 樣 にして い 

こと。 上 張ぬ いで 手つ 取 早く。  ^割 四郞 

に 打 着せく。 暫し衣 蔭に 立 忍べば。 引 ^ 


返す 數 多の 家来。 詞 ノリ ソ レ 最前の 藥屋 

I  めあて 

め。 遛 すなく &れと 衣装 を 目 宛。 * 大勢 

ナオ £ 

寄って 手取り 足取り。 騷 立った る 隙間 を 

考へ。 時分 はよ しと 懸銷 夫歸。 跡 を も 見 

すして li へ遁れ 行く。 寒 林に 骨 を 打つ 

:JfM 鬼。 I, に 花 を 供す る 天人。 風 飄茫た 

る 安達が 原。 隣る 家な き 一 つ 家の 軒の 柱 

はすね 木の 松。 己が 氣 儘に まと はる. -蔦 

は 逆立つ 鱗の 如く。 いづれ の ェか靑 龍の 

かた も 

形 を 削りな せし かと フシ さも 物。 すごき 

あばち や 

破屋に。 ハル 7 シ住 馴れ 居 馴れ。 手 馴れた 

かせ  たそがれ 

る。 掉の車 やわ くら はに。 來る人 稀の 黄昏 

時。 戶 t 無心ながら 煙草の 火。 地 一つ 貸 

して 下さり ませと。 笠 を 片手に 旅の 者。 

老女 は鎏 をく り 止めて。 ヲ、 暮れる ま 

あ- 3  くわぎ ふ 

で步 かしゃます は。 何ぞ. K 急の 御用 か。 

ァ 、 ちっと 急ぎの 爲^ 銀。 福 まで 持つ 

て 行く 者ぢ やが 慕れ るの で氣 がせき ま 

す。 Ji: ぢゃ爲 #1 銀 を 持って行 くの ぢゃ。 


ァ ノ 銀 を や。 ヲ 、 此 物騒な 安達が 原追剝 

に 出合 はぬ 樣に。 a 用心して いかし やま 

せと。 いはれ てこな たは 恂り 顏。 ァノ追 

釗が 出ます かの。 ヲ、 出る とも./ \。 昨 

日 も 丁度 今時分に ァ レ。 向 ふの 森の 中で 

殺された 人-か ある。 地ャァ とい ふより 身 

はがたく。  as 申し かみ 様。 我等 生れ 付 

いて 其追剝 がきつ い 禁物。 どうぞ 今夜 は 

爱の €： に 泊ら して 下さり ませ。 いやな う 

其^^な銀持った人を。 こちの. C に 留めて 

は マァ。 氣が 張って 夜が ねられぬ。 サァそ 

こがお 情。 お. 慈悲 はかみ 様。 ハテ夫 程 k 

か 泊めて I ぜぅ。 地 ハイく それ は 近頃 

忝い と 7 シ 草鞋 解いて 上り口？ お ャレく 

嬉し や。 是で 心が 落 付いた ィャ。 めった 

に 落 付かし やん な。 爱に 泊っても こなた 

の 使に 銀が あると。 又 追 剝が來 をろ もし 

れぬ。 其銀娑 々が預 り ましよ ィャ それ は。 

ハ テ扨惡 い 事 はい はぬ と 地 手 を 差 入れて 


引出す 財布。 それ 渡して はとし つかと 握 5 

り。 58 おば k こり やわ ごり よが 剝ぢ やの。 

何のい の預 つて やる の だと。 * 財布 持つ 

手に 兩手を かけ。 引けば こなた も 門口の 

柱 を 片手に ひんだ かへ。 引い つ 引かる、 

力に k すつ。 ほりと。 拔 けて 尻 居に へたば 

る 老女 0  コリャ おれ を 殺す かと。 よろ 

めく 旅人 を 打倒し。 のっか」 つて^へ。 

ほうど 哙 付き 喰 殺す 老女の 業ぞ。 フシ 恐 

ろしき。 ァ 、 嬉し やと 地疊を 上げ 死骸 を 

斑 落し 口の はた。 拭 ふ 血 汐の腕 取上げ。 

飼 ェ 、しぶとい まだ 財布 放し をらぬ。 ァ 

ァ 儘よ。 腕ぐ ち 取つ， て 置かう と。 地苧桶 

の 底へ 乂リ取 納め。 又 繰 返す 糸よりも 

ナ ホス 頭の。 7 シ苧持 かき 亂す。 地 草に 育 

ひな 

て ど 草なら ぬ 花 は 鄙で も 都で も。 可愛ら 

しさと 憎さげ は。 跡から 付いて あんぽん 奥 

丹。 聲が はりの した 大前 髮。 sa コレく  i 

お 娘。 こり やど こまで 連れてい かんすの K 一 


ぢゃ。 日 は 暮れる 幸 ひ 人の こぬ 安達が 原。 

くさむら 

此草 叢で ついち よこく  C 祭の 太鼓 打ち 

仕舞 はんとい きった 撥の 納めば がない。 

サァ， ，/\  * 愛でと 鼻息 も K ォ、 せ はし 

な 。まだ 暮れ きらぬ 薄明り。 誰ぞが 見たら 

恥し い 。袖の 振 合 ふ も 他生の 緣と 。今 来る 

かた *- ん しょ I 

道で お 近付に なり。 此片遠 所まで 送って 

黄うた お前。 私が 使に 行く 家 ももう 此處 。 

ちっとの 間鬥 口に 产 侍って 居て 下さん 

せ。 つい 口上い うて 出て 戾る 。其 內には 暗 

う もな り。 ハテ どうな りと お前. ft- 第と。 

跡 は 得い はす 顔 赤らめ。 袖 打 S ふ おぼこ 

氣に。 現ぬ かして。 S そんなら 爱に 待つ 

て 居る 。必. f- 早う 展ろぞ やと。 * 鬥 口にす 

つくり 松の木 立。 娘 は內へ 入り口の フシ 

戶を押 明けて。 1^5ァィ今歸りましてござ 

あるじ 

ん すと。 いふに 主が 不輿顦 。わしに も 知ら 

さす 出 あるいて 日の 暮れる まで どこに 這 

入って ござりました。 大事の 身 を 持ちな 


がら 大膽な 一 人步 き。 嗜 まし やませと 地 

つかう ども。 如才ない 氣を吞 込んで。 

サァ わし もお 前にい うてから と 思う たれ 

ど。 塯又 供の 人 雇 ひのと 世話にな るが 氣 

の 毒 さに。 沙汰な しにいて 來 たは ソレ今 

のナ 莉 病人の 御 願 やら 何やら かやら の 神 

參 り 。重ねてから は斷 つて 參り ませう。 

もう 堪忍して 下さん せと。 斷り 聞いて 心 

も 折れ。 ョハテ 神参りと あれば 何の 否と 

申し ませう C 此樣 にと が/ \- いふ もお 前 

のお 爲。 人に 見られて はならぬ 身の上。 

うち 

かう いふ 中 も 誰が 見まい もので もない。 

早う 奥へ ござりまして。 何 かに 心 を 付け 

てナ C 御な n 點か。 用が あるなら つ. S 此婆 

婆 を 呼ばし やり ませ C 必 す 端近う 出まい 

ぞ や。 * サァ /\ 早う にあい/ \ の 。返 

あるじ 

事しながら 表の 様子。 主の 耳へ おくの 間 

の フシ 障子 押 明け 入りに ける。 お 門に は 何 

にも しら 梵の首 程 長う 待ち 草臥れ。 うろ 


く內を 指^けば。 《5 誰ぢ やど この 人ぢ 奥 

や。 小暗 わに 胡 散らしい。 ィャ 大事ない g 

者ち つと 用が あって。 めんよう なもう 出 原 

さうな もの ぢ やが。 コレ/ \そ こな 人。 

出さうな と は 何が 出さうな。 ャァノ 出さ 

うなと いうた の は。 もう 月が 出さうな と 

いふ 事ぢ や。 ム 、 。 月の 事 か。 そして マ 

ァ うろく とこな た何ぞ 落した か。 尋ね 

とち 

るの なら 火を點 して かして やり ましよ。 

a ソ レ幸 ひの 高燈 籠。 大儀ながら 1^ して 

ひ うち はこ 

下されと。 7 シ いひつ、 取 出す 火 嫁 箱。 

こちく 打てば こてく おろす。 戀の閽 

路を 照す と は氣當 りよし と 心で 悅び。 7 

シ又引 上ぐ る 細引の。 長い 鼻毛で 釣り か 

けた。 娘 はま だかと。 指硯 き。 85 コレ婆 

様爱の C へたった 今 娘が 一 人 来 ましよ が 

の。 ヲ、 來 たが それが 何とした。 サァ其 

娘に。 もうい なんか 待って 居る というて 

下され ハ 、 、 、 、 0 いなん かと は どこ へ 4 


いなん か。 あり ゃ餘 所の 者ぢ やない。 こ 

ちの 內の 娘ぢ やわい の ャァ。 あの 今 来た 

娘 は爱の C の 娘 かえ。 南無 三し まうた。 

けうと  け ふ 

ホウ 氣疎 なげな 顔 わい の。 今日 氏神へ 參 

つた 戾 りに。 だれ やら 送って 貧うた とい 

こなた 

うたが。 ム 、拉は 此方で あつたの。 これ 

はま あく 若い 人ぢ やが。 奇特に よう 送 

と をみ ち 

つて やって 下さった。 遠道 を 歩いた 草 臥 

やら。 もう 奥に 寐て 居ます。 こなた もい 

んで 休んで 下され。 ャ レく大 で ござ 

つたと。 地戶 ロをぴ つし やり 立て 出され。 

にぎび 

物 も 得い はすむ しゃくし やと 面皰 だらけ 

な 赤ら顔。 膨ら かしても せう 事な く。 テ 

モ むごい めにあ はし をった。 結構な 釣 者 

がか- - つたと 思 ひの 外。 あちらこちらへ 

釣られて のけた。 H  、 いまく しい。 け 

たいの 惡ぃ 娘め。 どうす るぞ覺 えて 居い 

と。 ハズミ フシ つぶやき/ \ 立 出で しが。 地 

何 思 ひけん 立歸 り。 裏の 藪垣柙 分け 搔分 


け ォクリ 忍び。 入る ともしら 糸の。 サ 7 塞に 

か*- ぐる t 

くり まく 持 車 。ナ ホス 廻る 月日の 關の戶 を。 

漸ぅ 遊れ。 生 駒 夫婦。 行く先 とても 定ま 

らぬ當 無し 旅に 行 付 次第。 安達が 原の 高 

燈籠 7 シ心 便りに 迪り 着き。 詞コレ 戀繙。 

若しも 關 所の 追手が 來 うかと。 氣 のせく 

儘に 日 を 暮らし。 とんと 宿 を 借り 損う 

た。 跡の 村で 間.^ た爱が 彼の 安達が 原。 

何と 廣ぃ 野原 ぢ やない かいの。 M ほんに 

まあ 方角 さへ 知れぬ 所。 道に 迷うたら ど 

うせう と。 案じて わたし ゃ瘕が 痛い。 詞何 

の 案じる 事が ある。 氣遣 ひしゃん な。 高 

燈 籠が あるから は 地 家が なうて は 叶 はぬ 

害と 0邊兑 廻し ある ぞ /\  。あれ/ \ あそ 

こに 火の 光。 こっちへ ぉぢ やと。 フシ 戶ロ 

に 立 寄り。 K 案內 知らぬ 旅の 者。 足弱 を 連 

れ暮に 及び難 俊 致す。 一夜 を 明かさせ 下 

さらば 上 もな きお 情と。 地案內 すれば 老 

女 は 立 出で。 それ はま あくお いとし 


や。 殊に 女中 も ある さうな に。 お 泊り なさ ^ 

れと 申した けれど。 氣の毒 は 間 所もァ 、 

申しく たと へ 牛 部屋。 灰 部屋で も。 一 夜 

お泊め 下さらば 生前の 御 厚恩。 ハテ不 .H 

由 をお 厭 ひなされ すば。 成程お 泊め 申し 

ませう。 地 これ はく 忝し と 夫婦が 悅び 

杖 草鞋。 脚絆の 紐 もとく くと。 7 シニ 

1>  ざな 

人 を 誘 ひ內に 入る。 1^ 見ました 所がお 侍 

どれから どれ へのお 出で ぞ やと * 尋ねに 

戀 紹 會釋 して。 謂 アイ 私 ども は 都の 者。 

はるぐ と此 國へ參 つた は。 幼い 時に^ 

れ たる ァ、 これ/ \ 女房。 ィャ 我々 は當 

國松島 I 見の 爲。 それ は 格^。 時なら ぬ 

高燈籠 はお 國の風 か * 但しお 志の 常夜燈 

かと 7 シカ、 リ 脇道へ ころばす 氣轉。 主 は 

何の 氣も. 付かす。 E 御尤ものお 尋ね 。此所 

は 安達が 原と 申して。 山な り 原な り 道の I 

知れぬ 街道。 丁度お 前方の 樣に 道に 迷う I 

て 難儀す る 人が 多い 故。 あの 樣に澄 i? を 原 


ず 11^ の 衆の 助けに する も。 先立た 

れし 連合の 未来の 圑を 照す 明り。 これ は 

く 限り もな き 大功 德と。 S 咄の 中に 戀 

Si が。 ス H 旅の 勞か フシ 苦しむ 體。 詞コ 

リ ャ 女房 何とした と * 寄 添 ふ 夫 を 力 草。 

なか 

S どうした 事 やらき つうお 腹が 痛みます 

と * 閒 いて：^ り。 a 何ぢゃ 腹が 痛い。 地 

サァ く事ぢ やとうろ つく 夫。 BS コレ申 

たびつ かれ 』 

し 何 を マァ其 様に。 腹の 痛む は 旅勞。 水 

i よ  あるじ 

の りで ある 事と。 《f 落 付ける 主氣 のせ 

く 生 駒。 3 ィ ェ /\ (-, - そんな 事 ぢゃご 

ざり ませぬ。 何を隱 さう 女房 は此 月が 臨 

月で ござります。 大方 其氣が 付いた もの。 

う- *•.<-♦> 

ャ ァ何ぢ や。 此 月が 產月ぢ や。 ァノ此 女 

中が。 ハテ扭 それ はと。 地心の 工面。 夫 は 

あはて 立ったり 居たり。 コ レ 申し。！ S どこ 

ぞ 愛らに 餅屋が あるなら。 地 取 上 婆 を； 

噌 汁で。 炊いて 喰 はして 下さり ませと。 何 

をい ふやら フシう ろ/ \ きょろ/ \0K. マ 


ァ./ \ お 前方 も。 こぼれ か、 つた 者 を 連 

れて 旅する と は大膽 な。 ドレ わしが お腹 

を 見て やろ と。 * 懷へ手 を 差 入れ。 S ィャ 

-/\ まだ。 今や ちょっとの 事ぢ やない 此 

痛 はつ い 直る とそろ/ \ 胸 を 撫でさ すれ 

いたみ 

ば。 * 戀緒は 心地よ く。 詞 ほんに とんと 痛 

が 直りました 。お前 樣 はお 功 者な と。 地閉 

いて 夫 も 7 シ落 付く 吐息。 S ィャ あんま 

り 落 付くまい。 何時の 知れぬ おなか。 し 

たが 道中の 冷が 入って 心安う は 出来ます 

まい。 ァ 、何ぞ よい 藥を 進ぜたい もの ぢ 

やが。 ヲ 、幸 ひな 事が ある。 此野 はづれ 

あんじんさん 

の 庄屋 殿に。 結構な 安神 散が ある。 あり 

や 早めに もなる 藥。 わしが いて 買うて 來 

て 進ぜた けれど。 年寄つ て 夜道 は 叶 はぬ。 

大儀な からこな 樣 いてと。 いうても 道の 

案内 知らす であろ。 いっそ わしと 二人い 

て 買うて 來 ませう。 コ レ 女中ち つとの 間 

ぢゃ。 留守して ござれ や。 あの 藥 一 服 呑 


むと 心安う まめになる。 それ はま あ，， 奥 

いかいお 世話。 煽 生 駒樣も 御苦勞 ながら。 g 

あなたと 一所に おっと 合點。 我等 は 先へ 原 

くち あ ひ  ， . 

いこま 之 助と。 フシ 口 合たら/ 1\ 立 上れ 

ば。 * 老女 も小捿 かい 取って。 必. f 氣遣 

ひな 事 はない 程に。 ちっとの 間 待って ご 

ざれ。 わしが 留守の 中に 臭の 襖 を 明け ま 

ぃぞ。 地サァ くご ざれと 7 シ打 連れて。 . 

«f 戸口へ 出で しが 立ち どまり。 s« コレ藥 

代が いるが 路銀 は 持って か。 成程 肌に ご 

ざり ます おっとよ し/ \-コ レ 女中。 かん 

まへ て閨の 內を觀 いてば し 見やし やん な 

と。 念に 念 押す 老の 坂。 ノル S 道の 助け 

は 生 駒 之 助 ォクリ 伴 ひて こそ 出で て 行く。 

あんどう 

ハル フシ 跡に は 一人 戀 緒が。 心細 さに 行燈 

の。 火 はかき 立てて かき ft る さも 7 シ物 

うき 旅の 宿。 3 ほんに まあ。 人の 行方と 

水の 流れ ほど 定まらぬ もの はない。 都の M 

者が 陸 奥 三界。 しかも や \ まで 產む樣 に 4 


なるとい ふ は。 * ァ、 思 ひ 週せば 女 程。 

ぁぢ きない 者 はない と。 打悄れ しが。 

ァ， ぐちく。  a たと へ 野の 末。 * 山の 

奥で も。 かはい 男と。 I 所に 居る が 身の 

樂 しみ。 K どう どよ い 男の子 を 産んで。 

主の 悅 ばしゃん す 額が 早う 見たい。 した 

が 若し 女の子な ど產ん だら 機嫌が 惡 うは 

あるまい か。 ァ 、 ま- -ょ 女子 ぢ やとて 

まんざら 捨てう ともい はれまい。 二つ 取 

りなら よい 男の子 を 産んで。 5K 婦が中 

に 添 iS ^枕。 ねんく ころ \ん くがいう 

て 見たい と女氣 は。 7 シ それし やの 果で 

もし どけな き。 a 次第に 更 くる 夜嵐の。 

身にしみ 渡って 物 妻き。 7 シ 安達が 原の 

耔 もる 月。 、遲 い 事で は ある ぞ。 こ 

んな廣 い 所に わし 一人 置いて。 つい 戾っ 

て くれたが よい。 ほんに.^マのかみ樣が * 

ちぶ 

閨 を^いて 見なと いうて あつたが。 一 

寸見 ようか ィャ/ \»。 何ぞ 怖い 物で も あ 


,> たら 惡 い。 ァ叉 見たい 物で も ありと。 

ゥ. る  I 

氣味惡 ながら そろく と 7 シ 障子 開い 

て。 何やら。 白い * 物が あると 手に 取 

つて。 H ナウ 悲し や 殿ぢ やと。 

く 拍子に 苧 桶にば つたり。 詞 ャァ爱 にも 

亦 人の 腕と。 * 氣も魂 も 消 入る 思 ひがた 

く 震ひ渐 うと。 7 シ 表の 方へ？ 出づれ 

ば。 *^^にすっくり白髮の婆々。 ™ 申し 

く。 コ レ 申しと。 * 呼ば はる 聲に 又： g 

こ は  あるじ 

り。 S ィャ 怖い 者ぢ やない。 主の 婆々 で 

ござる わい のと。 墉閗 いて 少し は 人心地。 

S ほんに お前 はお かみ 樣。 いつの 間にお 

歸 0 ぞ。 地 定めて 主 も 一 所で あろ。 ちゃ 

つと 呼んで 下さん せと。 7 シ胸 撫でお ろ 

すば かりなり。 s ィャ 連合 はま だ 跡に。 

こなたに ちっと 用が あって。 婆々 一 人戾 

りました 0 何ぢゃ 連合 はま だ 跡に ぢゃ。 ェ 

ェ又 きりく 戻って くれたが よい。 手が 

出る やら。 sw 髏が 出る やら。 どうやら 氣 


味の 惡ぃ 內。 S どれ 迎ひ にと。 首 捨て 出 -0 

づるを 引きと 1- め。 其 夫の 戾られ ぬ 先 4 

に。 此方に 婆々 が 無心が ある。 サァ其 無 

心と いはし やん す は。 路銀 を 貸せと いふ 

ので あろ。 わしが 肌に は 無い によって。 

をつ と  かね 

ちょっと 夫 を 呼んで 来て。 ィャ 銀ば 力り 

ぢ やな. S  0 路銀より まだ 外に。 こなたの 肌 

に 付けた 物が ある。 それ をば-が 貰 ひた 

かね 

い。 ム、 銀より 外に わしが 肌に。 付けた 

物と はィャ 外の 物ぢ やない。 こなたの 腹 

な 子が ほしい。 ヲ 、あの かみ 樣 とした 事 

が。 そんな 事なら 人 をび くく さ \ん 

がよ い。 お前 樣 のお 世話で 不具で もない 

子 を產ん だら。 其 時 はどうな りと。 S ィ 

ャ 産んだ 子 は 役に立たぬ。 まだ 腹に ある 

i  こ も 9  お ほが ね 

中 を。 子 籠と いうて 大 銀になる 大 妙藥。 

それで 其 子が 貰 ひたい。 エイ。 あの 眙內 

にある 子 を。 どうしてお まへ ィャ 心安う g 

た" -ゎ  __K 一 

とられる。 つい 其 腹 を。 裁 割って。 ホ、 8- 


ホ、、 。 あの 子と した 事が。 何の それ を 

震 ふ 事で。 ば乂が 痛うな いやう に。 つい 

一思 ひに 殺して やる。 よい 子 ぢゃ羑 へち 

やっと ござれ。 アイ。 はて 扨 しぶとい ご 

ざれいの。 すり やわた し を 殺して。 ヲ , 

くどう。 其藥が ほし さに。 とうから 尋ね 

はらみ をん な 

た 孕 女。 世間に 澤山 にある 物 なれ ど。 

尋 ぬる 時 は 意地 惡 うない 物い の。 コレぐ 

づ くして 隙 入れて 下さん な。 きりく 


わたし  そめ > 

ば こそ 私が おなか を かり 初 も。 十 

月に 及ぶ やどり 兒 にせめ て此 世の 

明り を 見せ。 一 日な りと も 親よ 子 

と。 互に 呼びつ 呼ばる \ まで。 命 

が 惜しい。 死にと むない。 S 慈悲 

ぢゃ。 コレ 申しと。 取 付き 歎け 1> 

ど。 7 シ閒 かぬ 顔。 詞 何やらい は 

しゃる さうな が。 年寄と いふ 者 は 

の。 コ レ此 耳が遠い わい の？ トレ。 


贷 して まだ 寺参りせ にやなら ぬ。 年寄 は そろく やりかけ うと。 * 小 棲 引 


ごし A. う ベ 0 

後生 一 遍 南無 阿彌陀 怫。 地 南無 阿 彌陀佛 

と な 

と唱 ふる 口 は 耳まで 裂け。 安達が 原の 黑 

塚に。 7 シ こもれる 鬼と いひつべし。 地 

戀親 あるに も あられぬ 思 ひ。 私 を 殺す と 

仰し やる も 銀から 起つ た 事 なれば。 路 

銀 も 残らす 上げ ませう。 まだ 其 上に 此衣 

類！： いでな りと も 助けてた ベ。 辛い 命 を 

な- t  みち 0  く 

存 へ て。 陸 奥まで さまよ ふ も 0 何と ぞ 安う 

產 みたい ばかり。 港よ くく 深い 綠 なれ 


た i だす キー 

上げ 玉撙。 隙 を 窺ひ戀 絹が。 353 出 

づるを 引 房し。 懷劍 逆手に 取 超せ 

ば。 何と せんかた 淚聲。 ァレ。 81 

聲が 高い。 サァく それでも。 地 

ェ 、息の根と めよ と 突つ かくる 刃 

先 をよ けても よけさせす。 付けつ 

廻し つ 追 廻り。 なんなく 肩先 切 a 

まれ。 立つ 足さへ もた ぢく く。 

又 突つ かくる 白刃の 切 先。 兩 手に 


握って。 s こり や。 是程 いうても 閉 入れ 

す。 どうで も わし を 殺し やる の。 ェ 、こ 

なた は。 鬼 かいの 蛇 かいの。 死ぬ る 我が身 

は。 因果と も因緣 とも C  ^^めても死なれ 

うが = 可愛 ゃ此 子が。 闇より 闇に。 迷 

うて 母 を 尋ねう と。 思へば 悲しい。 死に 

とむな い。 地 何 Q 因果で わしが 身に。 やど 

つて 来た ぞと身 を 額 はし 7 シ もだえ。 歎 

よ t ひごと 

くぞ 道理なる。 8-  H  、 七 面！； な 世迷言と。 

懊劎 しごけば 紅の。 血 沙に染 る 手 を 合 

せ。 どうぞお 慈悲に。 連合の 歸られ る 

まで ふ せめて 名续 にたった 一 目。 逢うて 

死にたい。 顏 見たい と。 上って 表の 

方。 生駒樣 いたう。 わしゃ 今 切られて 

死ぬ わい の。 * 我が 夫な うと 泣 叫ぶ。 聲 

さへ いとに。 7 シ 遠近の. S 吹く 風の 音ば 

かり。 M コリャ 世話 やくない やい。 其 連 

合 はな。 方角 知れぬ 山中へ" 突 放して 戻 

つたれば。 今時分 は 猪 や 狼に。 .^?5殺され 


て をる であろ。 其 跡へ 廻って。 路銀 はこ 

つちへ してやる の ぢゃ。 何とよう した も 

C か。 夫に 逢 ひた か。 早う 冥土へ やって 

やろ と。 髻 掴んで 旰の たばね 指 通されて 

しつでん a つたう  から だ  4?  or 

七顛八倒 。苦しむ 體 はくる.，/ \く。1|？ 乘 

の 如く 打 跨り 乳の 下より 十文字に。 腹 裁 

破る 有樣は 7 シ 目も當 てられ やむ ごら 

しき。 * 斯うと も 知らす 生 駒 之 助。 山道 

おもてぐち 

に 踏 迷 ひ 菊う 歸る 表口。  7 シ戶を ほと 

くと 音づ るれば。 *內 に は： E り 老女が 

はい まう 

亡 見付けられて は I 大事と。 赤子の 血 

を 手っ取り早く 用意の 器に 絞り 込み。 

見廻す 傍に 以前の 稱 薛ハテ 怪し や。 8- 此 

鋭-に 浸；： S 血汐と 不審 は 立て ど氣 はわ 

くせき。 《t 女の 首に か、 つたる 守り 袋の 

さしあし 

紐 引 切り。 一つに 集め 臭の 方 7 シ指 足し 

てぞ 忍び入る。 * 表 は 猶も打 叩き。 調 女 

房 ども 戾 つた ぞゃ。 戀銷 C  * 々々と 呼べ 

ど 叩け ど 音せ ぬ は。 ハテ 不思議な とさし 


き。 見れば 血に 染む 女房の 死骸 南無 三 收 

はんらん  ^ 

寶と氣 は 456。 門の 戶踏 明け SI 入って ャ 

レ 女房。 W 何者が 手に かけし ぞ C  K 戀絹 

やい と 言 ふかひ 更に 亡ぎ を。 抱 上げて 立 

つたり 居たり oaH  、遲 かりし 殘 念々々。 

さぞ 我 を 待ちつ らん。 * 可愛の 者 や いぢ 

らしゃと ス予ァ 前後 淚 にくれ ける が。 堆 

泣く 目を拂 ひ。 疲 口に 心 付き。 詞ムヽ 腹 

を あばき C 胎 內の兒 まで 手に かけし は盜 

賊の わざと も 見えす。 何にもせ ょ此 家の 

<to  ひつく- 

婆々。 我を出し ぬき 歸 りし 曲者。 * 引 括 

はせ を 

つて 詮議 せんと 5^ 端折って 輿の 方。 主が 

あ ひ とぶ す *= 

閨と おぼしき I 間間の 戶襖踏 開けば。 內 

は 珠玉 をのべ たる 御殿。 «A 卷 上げて た 

を さた * みや そば  - 

を やかに 打 臥し 給 ふ 稚宮。 傍に 從ふ老 の 

身 も 接の 姿 を 引 巷へ て。 コ 7 十二 單に 

の祷。 ，白 Jis! を さげ 髮ゃ敬 ひか しづく  m 

ナ ホス 有様に。 荒れし 生 駒 も 進み 兼ね 暂ら 

くコ 7 シ ためら ひ たりし が 0  * ちっと 《• 


も 應せゃ 大昔 上. げ。 118 ャァ體 に 綾羅 は 纏 

へ ども 禽獸に 等しき 猩 婆々。 妻の 敵 子の 

敵覺 えが あらう 覺 悟せ よと。 地 詰 寄れ 

ば はった と晚 め。 ほ恭 くも 當 今の 弟 君 環 

の宮の 玉座 間近く 尾簸の 振舞。 かくい ふ 

我 は 奥州 六 郡の 司 安倍 太夫 賴 時が 妻。 

なく も 我が 夫 を 八 樣太郞 に 亡され。 無念 

の 月日 を； J はる 中 。成長した る 貞任宗 任 。環 

の宮を 奪取り し は。 奥州の 内裹と 仰ぎ。 

諸人 をな づける 謀叛の 根ざし。 * いかな 

れば此 君。 我が 國へ 下向の S- より 物い ひ 

給 ふ 事 叶 はす。 一天の 君と して か、 る 難 

病 世の 嘲り。 とや せんかく やと as 術 さま 

ぐ。 a 昔漢の 代に 或 人 此病を 煩 ふ。 名 

付けて 止聲 とい ふ。 其 頃害 婆が 秘密の 

家 方。 孕める 女の 腹 を 裁ち。 胎內 の兒の 

血 汐を用 ひて 立 所に 平癒す。 * 我 是を行 

はんと-普く 。產婦 を尋 ぬる 所に。 S 今日 

思 はす 汝が 女房。 天子のお 役に立つ たる 


こそ 類 稀なる 身の 冥加。 * それの みなら 

す 人 を 殺し。 金銀 衣服 を 奪 ひし も。 皆 軍 

用の 助けの 爲と。 始終 を閉ぃ て 驚く 生 駒。 

^ ム 、貞 任の 母 俵と あるから は。 にか 

けられし 女が 爲 にも。 ホ ゝ。 則ち 母と い 

ふ 事 か。 サァ。 然 らば 娘と 存じの 上ィャ 

知らぬ。 娘と 知った はたった 今。 地 無念 

の 最期 をと げられ し。 夫賴 時の 魂魄 をい 

ますが 如く 此 日頃。 E 祭り 置きた る ml 

に。 女の 血汐 しみ 込みし は。 親子の 血筋 

5 が 

疑 ひなし と。 搜し 見れば 此 守に 吾が 家の 

系圖 書。 扨 こそ 知った る 娘が 身の上。 堆 

往時の 牧 軍に 親子 兄弟。 ちりぐ になり 

し 時。 S3- 母に 抱かれ 別れし 後 は。 都 九^ 

へ 資られ しと 聞き つれ ど。 尋ぬ問 ふべき 

這 もな く。 打 捨て置き しが 彼等が 仕 合。 

ほ はす 知らす 我が 娘が 君の 病の 藥と 

なる は。 手柄 者と も 果報と も此 上の ある 

べき か。 でかし をった ととても なら 眷め 


て やって 殺さう もの。 何にも 知ら 死に 

をったがたった 一 っ^t^^なと。 墙 鏡の や §1 

うなる 兩 眼に 堪 ゆる 淚 はらく く。 實 頃- 

に も貞 任宗任 を  7 シ產落 したる 骨柄な 

り。 * 生 駒 之 助 感じ入り。 女に 稀なる 大 

^i^-^  いか r 

丈夫 さりたがら。 玉 1 深き 若宮 を 如^し 

て 奪 はれし ぞ。 ヲ 、 それ こそ 宫の 御^^ 母。 

111 の 内侍 を 親み。 密に 御所 を 立 退かせし。 

^ いざ 匣 殿。 此藥を 宮様へ。 とくく す 

すめ 申されよ と。 呼 出せば 一 間より 賤の 

姿 を 其 儘に。 立 出で 給 ふ 111 の內 侍。 ヲ、 

それ こそ 待 兼ねし。 宮様の 御 爲には 親と 

も 姉と も。 譬 へん 方な き 老女の 情。 S  二 

十日 餘 りの 月影 を 移し て 用 ゆ る此藥 法。 

いで 御藥を 奉らん と。 * 空に 冴え行く 月 

影 を 映し 取る よと 見えけ るが。 何とかし 

けん 器ば つたり 谷底へ。 落ちて 血 沙に染 

いは かど  P  . 

めな す 岩角。 こ は そ もい 力に と 驚きな 力 

ら 見下す 谷の 岩間より。 俄に 滴祷く 水の 糊 


*-v  、たうく わ *  , 

あし。 义 《»淸 々滔々 と 湧 上れば。 內侍は 

す. 《* 

水 氣に目 も 放さす。 i 寸り 詰めて あら 不思 

m や。 «Nr 産婦の 悪血 谷底に 滴れば。 忽 

ち 谷水 逆祷 上って 土中の^ ピ淸 むる 事。 

ち 9  は ちす ば  けが 

誠 や 水晶 は瘦を 受けす。 莲 葉 は 泥に 汚れ 

す。 か 程 奇瑞 を顯 はす は。 正しう 尋 ぬる 

十 握の 御ぎ。 此 1R 中に 隱 しある に 疑 ひな 

し。 * ハァ、 有難 や 忝な やと。 女 姿 もい 

ひき か は  へんしゃう なんし 

つし かに 引變 つたる 變生 男子。 眉 逆立つ 

て 目の C も 威あって ほき。 フシ 其 有樣老 

女 は 51^ つてうな り聲。 s« すり や 111 の內侍 

と Iss りし は。 寶 劍設議 の 方便よ な。 ホ、 

御劎 失せさせ 給 ひし は。 汝等 親子が 業な 

らんと C 通の 心 を 見せ。 義 家が 一 子八老 

を 以て 環の 宮と A 偽り。 女 姿と 樣を變 へ 付 

添 ひ 来りし 某 は。 八 様 太 ^>5f か 末弟。 

新羅 三郞義 光と。 始めて 名乗る 武將の 系 

圖。 さすがの 岩 手 も 驚きに f ノ只 茫然た 

るば かりなり。 * 生 駒 之 助 進み 寄り。 S 


君 は 稚き時 よ り も 他家に て 育ち 給 ひし 

故 。かく 申す 其まで 御顔 見 しらぬ 幸 ひ に。 

驚 入った る 御 方便。 * 不審なる は 其 御 種。 

物い ひ 袷 はぬ 病と は。 B5 ヲ、 それ こそ は 

& さな 

稚き 者に。 何事 ありと も 物い ふな。 禀顯 

はれて は 一 大事と いひ 含めた る止聲 病。 

« 今日 寶劍の 有 所 知れた る も汝が 妻が 死 

したる 故。 莫大の 功 なれば。 WE 兄に 代つ 

て 勘當教 し。 元の 如く 主從ぞ と。 《f 情の 

詞に生 駒が 悅び。 フシ はっと 平伏す ばか 

りなり。 岩 手 は 無念の ぢ だんだ 踏み。 

ェ , 口惜し や 腹立ち や。 ほ 現在 娘 を 殺す 

むだ ごと 

とい ひ。 これまで 心を盡 せし も。 皆 徒 事 

であった よな。 《f よし 此上は 何と せん 敵 

の片 われ 其ち つべ い。 ひねり 殺して 冥土 

の 供に 連れん す ものと 立 上る。 さう は 

させぬ と 支 ゆる 生 駒。 地 振 切る 袂と む 

うしろ. 

る 袖。 放せ 故 さじ もみ 合 ふ 後の 襖 を 踏 明 

け。 IHj^ 倉の 權 五郎 景政。 とくより これ 


に 守護 致す と。 壜 呼ば はり 出で し は 以前 9 

-  ぐ そく，  - て すわ あて やつ わか  S 

の 前髮。 肌 は 小 具足 小手 臑<=1 八 若 抱き 突 

立って。 SS 若君の 仰せ を 請け。 岩 手と 

いふお 婆 を 釣りに。 此國へ 入 込んだ はか 

うい ふ 時の 後設の 役 尺。 叶 はぬ 修羅 くら 

燃やさす とも 寳劍 出し 降參 せよ と。 * 聞 

くより 猶も 無念の 齒 がみ。 これまで なり 

と 白刃の 切 先 腹に 突立て どっかと I り。 

てだて 

K とても 叶 はぬ わが 運命。 か、 る 方便 2 

をつ と  あた 

ありと も 知らす。 夫の 敵國の 仇。 子供に 

>< こし i 

討た して 高名 させんと。 我慢に 凝って 邪 

非道。 人 を 人と も 思 はぬ 天 節。 a 忽ち 報う 

て 血 を 分けし。 娘 を 親が なぶり 殺し。 さ 

ぞゃ 苦し かりつ らん。 地獄 畜生 餓鬼 修羅 

道 。其 苦しみ を 身 一 つに。 受けし 因果 を斷 

切って。 冥土の 旅で 言 譯 せん。 娘よ。 孫 

よ 暫く 待てと。 突 込む 劍を 口にく はへ。 ■ 

緣 先より まつ 逆さま 7 シ落 ちて はかなく  i^l 

なりに ける。 《f 新羅 三郞 進み 立ち。 寶 照 一 


劍は此 谷底 某 向って 守り 奉らん。 * 兩人 

そとち 

外面に 氣を 付けよ とい ひ 捨て 谷へ 飛び込 

めば 。下に 伏せた る 隱し勢 。提燈 松明 振 立 

て/ \o 通さ じ やら じと ii へ 挑み 合 ふ。 

フシ 谷に は 新羅。 上に は兩人 投げお ろし 

たる 大木 大石。 塑 に 打 たれて 數 多の 人 數 

微塵に なって 死して げり。 猶も ためら ふ 

7 シ 山陰より。 8« 安倍の 貞任 これに あり。 

昆 參 せんと 呼ば はって。 * 寶劎携 へ しづ 

/\- 立 出で。 か、 る 術 も あらん かと。 母 

にも 知らせ 卞 付け 置く 番人。 手 向 ひせし 

は 彼等が 役目 。弟 宗任を 助けし 義家。 敵に 

恩 を 受けながら 軍 ザん も 心よ からす。 さ 

るに よって 此鉀 寶。 只， 渡す は宗 任が 命 

の 返！ £。 再き は戰 場と 義家に 傅へ よと。 

* 寶劍 渡し 傍なる 母の 死骸 を 抱き上げ。 

S 不孝の 悴 S 參の 誤り。 やみく 生害 5 

せませ し。 地殘念 至極と 物數 を。 いはね 

ど 箱る 千 萬 無量。 新羅 三郞 感じ入り 敵な 


がら も あつ ばれ 勇士。 辭退 申さぬ 寶 飼の 

納まる 所は戰 場々々。 先づ それまで は。 

おさらば。 と 寶劎携 へャァ /\ 生 駒。 0 

つみとが 

老女の 作れる 罪科 も高燈 龍の せに あり。 

其 火 を 消す は 汝が手 向と 通 仰に はっと 立 

寄って。 松の 立 木 を 切 倒せば 法の。 光 も。 

消失せ て 忽ち 修羅の 太鼓 鐘。 相 園に 寄 

せく る數 萬の 軍勢す は専 こそと 權 五郎。 

生 駒 も 谷へ おり 立てば。 ャァ /、騒がれ 

かたん、  ？ 5  J 

な 方々。 は此 家の 狼煙。 消 ゆる 

と 集まる 手 害の 軍兵 人々 の瞥 固して。 八 

皤太郎 の 陣屋まで 恙なく り屆 けよ と。 

寬仁 大度の 詞に はっと 諸 軍勢。 フシ 四 

方 を圍む 歸國の 供。 冥土の 供 はなき 母の 

死骸 を 抱く 貞 任が。 胸は苧 搾と かき 亂す 

糸の。 a の 苦し さ を こた へ る淚。 はらく 

に ォク 9 衣の。 たて は锭 びて。 椐ゃ袂 と 

フシ ^る、 道。 S く 勇む は 新羅 權 五郎。 

*生駒が^?""に。 甥の 殿。 老い VS りし こ 


の 原 を。 ズ 9 鬼 籠れり と讀 みなせし。 安 奥 

ふる ごと  ザ 

達が 原の。 黑 場の。 其 古事 を 末の 代に 語 g 

り。 傳 へ て殘 しける  原 

第 五 

地 深き を 以て。 袋き に 入り 淺 きを 以て 深 

きを 知る。 其 源 や 武將の 大度。 八 楮太郞 

義家 公。 貞 任が g りたる 小 松が 栩に押 寄 

せらる。 附從ふ 輩 に は。 舍弟 新羅 三郞 

義光。 鎌 倉の 權五 郞景 政。 其 外 一 騎當千 

の 。鎧の 袖 も 白旗 も 7 シ 風に。 魔 S て目覺 

しき。 景政 御前に 兩手 をつ き。 K 兩將 

に は暂く 木蔭に 御 屯と。 地勸め 立てた る 

と 令 J のこ ゑ 

折も折。 どっと 寄 手の 餘波。 景政 きっと 

見。 K ャァ ちょこざいなる 蠅虫 めら。 一 

所に か.. -れと 大手 を ひろげ。 * 當るを 幸 

ひばら くく。 さながら 秋の 木の 築武 

者。 勇氣に 恐れて 軍勢 ども。 が はぬ 赦せ 

0 

と げ 行く を。 通さ じ やら じと 7 シ 追う 4 


て 行く。  * 引 違へ て 陣頭に 。踴り 出で た 

る 安倍の 宗任。 新羅 三郞 これに あり。 望 

む 所の 宗 任め。 惡 事の 固り 打碎 かんと。 

* ぐっと 引拔、 並木の 松。 微疆 になれ と 

打ち かくる。 コリャ とね ぢ合ふ 

^力と まる 勇力。 いづく よりか は 白羽 

の 矢先 二人の 胸板。 はっと 7 シ驚く 間 も 

なく。  * 貞任義 家 東西より 立 出で 給 ひ。 

， ホ 、 珍ら しゃ 貝 任 0 汝 命の 恩 を 忘れす。 

三 li の 神ん 器 を^ 條 なく 此方へ 渡し。 宸襟 

を 休め 奉る 上から は。 義 家が 首 取って 輯 

時が 冥土の 妄執 はらせよ と。 地 さも 潔く 

の 給へば。 はっと 二人 は 頭 を 下げ。 詞ハ 

ッァ 有難き 御 I 言 。日頃の 恨みと 貞 任が。 

a つつ 立 上って 鞘ぐ ちに。 はっしと 兜 を 

打 落し。 拔 くより 早く 我と わが 右手の 小 

脇に ぐっと 突立て。 大將の 前に どっかと 

坐り。 き 二十 年来 父の 敵 討た うと 思ふ鐵 

石 心。 義家 ヘムの 御惠 みに 忽ち とろけし 此 


上 は 。弟の 宗任を 御家來 となし 下さらば。 

生前 死後の 面目と。 地 苦しき 中に も 弟 を 

スェ 思 ふ a 實。 親身の 血の 淚。 * 大將不 

便と 思 召し. S かに 宗任。 =8 心 を 改め 我が 

^^に 從ひ。 安倍の 家 を 引 起せと。 地惠 

み も 厚き 御詞。 今 こそ 願 ひ 達せし 轰任。 

いづれ もさら ばと 7 シ勇氣 の 最期。 地 叉 

も 聞 ゆる 鐘 太鼓 敵に は あらで 鎌 倉の 權五 

郞风割 四郎を 提げ 出で。 主君に 敵對ふ 

のら 猫め。 これ を 喰うて 死ねと 打 付く る。 

地 引っぱ づ して 行く を。 襟が み 摑んで 

宗 任が ぐっと 一 しめ 忠義の 手始め。 か、 

る 所へ 111 の 內侍宫 を 誘 ひ 生 駒 之 助。 維時 

を 高 手に 縳め 御前に 引据 ゑ。 -詞 謀叛の 張 

ば ひと 

本大 江の 維時。 宮を鸾 取り 此國 へ 落下 る。 

半途に 出合 ひ斯の 通りと。 地詞の 下に I 

太刀 づっ。 朝敵 亡びて 源氏の 勝閬。 早 や 

凱陣 とお だ やかに 國も。 治まる 君が代 

みた もと こと ふ 

の。 夜に 增し 日に 增し 繁昌 は 源。 氏と 壽 


けり 

千 前 軒 門人 

近 松 半 二 

作者 北 窓 後一 

竹 本 三 郞兵衞 

寶唇 十二 年 

壬.，， 九月 十日 


原 達 安 州 奥 
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4S 春 i 署ゃぅ やく 白くな り ゆく ま i に 0 

雪 間の 若菜 靑 やかに 摘出で つ"。 霞 だち 

たる 花の 頃 は 更なり。 されば あやしの 賤 

まで もお のれく が 品に つき。 壽き祝 ふ 

年の 兄。 まして やい とも やん ごとな き。 

大樹の 下の 梅が 香 や。 先 づ^き 初む る 室 

町の。 ォ 。シ r 御所 こそ 花の 盛 なれ。 地 君 

は 足 利 十二 代 源義晴 公。 左大臣に 任官 あ 

り武戚 海內に 輝きて。 偃 ふす 六十 六つの 

おも ひもの 

花。 本 フシ 豊 なる 世の 貢物。 * 殊更 妾 の 

K に 御 男子 该胎 ありければ。 なほ もめで 

たき 春ぞ とて 北の方 手 弱 女御 前。 相 州の 

大守北 條相模 守 氏 時。 趑 後の 城主 長 尾 三 

郞 景勝。 其外參 I の 大小 名。 大流小 流 松 

竹 島 臺蓝の 基。 か i る 時代に お ほ廣間 


座 本 竹 田 因幡 掾 

フシ 各。 賀儀を 申さる &。  * 氏 時 御前に 

謹 しんで。 御 先祖 足 利 尊 氏 公。 二つ 引 

雨の 旗 を 以て。 天下の 棟梁と なり 給 ひ。 

や すみ 

五 幾 内 は 申す に 及ばす 八 隅の 外まで 威勢 

に糜 き。 面 を 上ぐ る 者 もな き 所に。 頃日 

諸國 にわれ くの 合戰 起り。 就中 甲斐の 

はれの ぶ 

住人 武田晴 信。： S! 後の 謙 信と 鋒 先を爭 ひ。 

ふ る *< ひ 

君命に 從 はざる 條上を 恐れぬ 行跡。 きつ 

fo い 

と^5^明もぁるべきを。 その 儘に 差 置き 給 

ふ は且は 武威の 薄き に 似たり。 * 如何 計 

らひ候 はんと フシ 我 は 顔に 言上す。 * 義 

5 な. T 

晴打 頷かせ 給 ひ。 詞我も 此事歎 か はしく。 

さぎ 

兩家 和睦 を 調 へんと。 先達て 兩國 へ此旨 

を 申 遣 はし 置く。 さりながら 謙 信が 摘 子 

三郎 §。 疾 くより 我に 呢 近し 忠勤 厚き 


武士。 只 心得が たき は 親 謙 信。 枠 を „L ^し 

今日まで。 上洛 致さぬ 心底 訏 かし。 地 親 

の 心 子 知らす といへ ども。 父の 心中よ も 

知らざる 事 あら じ フシ 景勝。 いかにと あ 

りければ。 * 三郞 大きに 恐 入り。 詞親謙 

信 儀 老體の 上。 多病に よって 引 籠り 罷在 

れぱ。 名代の 景勝。 君 御 召の 御 読の 趣。 

alf. 速 申達し つれば。 上洛の 日限 も 一 兩日 

あ ひだ 

の 間 は 過ぎす。 又晴 信と 不和なる は。 彼 

の 家に 傳 へ し 識訪法 性の 究。 隣國の 誼に 

借 受けし を。 武 田の 武勇 を 羨む なんど 下 

ざ こと ft た-か 

樣の惡 口。 一徹 短慮の 親 ども 彼是 詞戰 

ひより 思 はぬ 確執と なりし 事。 如何ば か 

り 我等が 歎き。 地 ま づ晴信 を 召 寄せられ 

君の 御 詞を添 へられん に。 誰か 否と 申す 

べきと 詞の 半。 北條の 家臣 村 上 左 衞鬥罷 

出で。 53 武田晴 信參. M と。 * 取次ぐ 聲に 

お fiC の 換引立 烏 精子のお のづ から。 智勇 

だい ザん C だいぶ 

備 はる 甲斐の 國。 武田大 k4< 夫晴信 フシ 


た を やめ 

御前 間近く 出仕 あり。 * 手 弱 女御 前の 宣 

ふやう。 武勇 烈しき 長尾武 田。 君の 柱 

と 思 召し。 兩家 和睦 を 圖らせ 給 ふ。 有難 

き 御上 意ぞ やと。 * 傳へ 給へば 義晴 公。 

IS 汝謙 信と 不和の 基。 法 性の 兜と やらん。 

ち は 5 

武 田の 家の 重 寶とは 何れの 代より 傳は 

りし。 語れ 閉 かんと 仰せけ る。 晴信 取り 

あへ す。 さん 候 もと 此兜は 我等が 氏神。 

緻訪明 神より 夢の 中に 賜って、 明 神の 使 

ぎつ ね  じん- rjB き 

はしめ 八 百 八 狐是を 守護す。 神通力 加 は 

つて 是を 著す る 度 毎に。 合戰 勝利 を 得 ざ 

る 事な し。 S 後の 謙 信 隣國の ？ん望 

も だ  か， ~- 

み默し 難く。 彼方へ 持たせ 遣 はせ しが。 

俗に言 ふ 心安き は 却って 不和の 基と やら 

ん。 畢竞 何の SJ^ なき 爭ひ。 《f 晴 信に 於て 

聊も。 御 誼に 漏る、 事 あら じと。 フシお 

となし やかに 述べら るれば。 地 北 條氏時 

進み出で。 S コレ晴 信。 兩國 合戰に 及ぶ 

1 大事。 子供 童の いさか ひ 同然よ も左樣 


の 事で は あるまい。 兼て 親しみ ある 甲斐 

越後。 故 もな き 合 戰は東 八 ケ國を 騒動 さ 

せ。 其 虚に乘 つて 大將の 御所 を 騒がす。 

兩 人が 言合せ の 軍と 御 疑 ひか X つた 上。 

輕々 しき 和睦の 受 合.' 翁 以て 呑 込まぬ。 

S 必定 野心な き 一 W 譯。 7 シ閗 かんくと 詰 

めかく る。 地主の 尾に 付く 村 上 左 衞門。 

r がんり， -  くろ ぽし 

氏 時 公の 御 眼力 あつば れ黑 星。 ぬらり 

くらり のぬ め た晴信 。謙 信 の 狸 入道。 長 尾 

の 小 狐 S 驟は せと。 何が な 支へ る 心の 

底 OY^ ありと 3? 取る 景勝 コレ村 上。 5- 

は 信 濃國の 住人。 晴信謙 信 合 戰の節 

も 隣國の 加勢に 事寄せ。 兩國 をして やら 

んと 召されし かど" 底意 知れす と讽 りし 

故 先 づ御邊 から 攻討 ちしに。 牛 房 3£ な 尾 

を 振って はふ./, \ に ^げられ し 力。 都ん 

- 一び へつら か- f*J  "M たもの 

上り 氏 時 殿に 媚蹈 ひ。 食客の 陪臣 奉公 其 

無念 を晴 さんと 我 々 が 中 を 割きたがる— 

5^ は ともあれ 君の 御靛。 刺 達 達が 出過ぎ 


の坊言 。すつ こんで お居 やれと 地 一 口に W 

やり 込められ。 フシ 面 を 赤め て閉 n す。 地 

北の方 聲 うる はしく。 "-假 初の！ I にも 猛 

き は 武士の 習 ひに て此爭 ひを鎭 むる は。 

弓矢の 力に 叶 はぬ 事。 地胡國 とやらん の 

夷 だに 王昭 君の 色に めで。 陣を 引いた る 

^い あり。 景勝の 妹に 八重垣 姬 とて 閉 

ゆる 美人。 武 田に は 勝 頼と て 年頃 同じ 子 

の ある. E。 軍 を 直に 緣の端 我が君の 御 

なかだち  よは ひ 

媒。 埋幸ひ 今日の 此島臺 齡も相 生 松 竹に。 

はなびし  しるし 

花菱 は武 田の 印。 竹に 雀 は 景勝の 烏帽子 

の 長 尾 末 かけて 。中 睦じぅ 致されよ と フシ 

いと 長 まる 御 計ら ひ。 コ ハ 冥加な き 御 

な媒。 a 君が 仰せの かひあって。 フシ 互に 

力 越後の 國。 中 を 結びし 大將の 詞は木 曾 

の&道 や。 踏み かためた る 足 利の 家の。 

榮ぞ。 大| 一一 W へ 久し けれ。 * 名に 高き 軒端の g 

梅の。 色 そへ て 老若男女 わかちな く。 願 ^ 

ふ 誓 も 願 寺。 茶屋の 床几に 硯箱發 句 俳 
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諧 三十 一文字。 歌に 和らぐ 都の 地 フシ 今 

を 盛の 梅が 香 や。 地 左大臣 義晴 公の 妾賤 

の 方 を 設けの 幕 打 廻した る 花の 下。 木 下 

かげ や vffl-  やど いつつ？ 

蔭の {J? より。 スェ 御身に 懐る 五月の。 帶 

の悅び 身の 願 ひ。 腰元 婢に 至る まで 綺羅 

を 飾りし 鎮乘 物。 御供に は 江山 城 之 助。 

跡に 引 添 ふ 徒 士若黨 中間 小者に いたる ま 

で。 茶辨當 から 烟草 盆。 フシ 皆 取 揃へ 歩み 

来る。 お 山城 は 心得て。 E 申しく 賤の 

方 様もう 是が 誓願 寺。 暫し是 にて 御休み 

と。 地 申 上 ぐれば 賤の 方。 フシ 力、 リ御乘 物 

を 出で 給 ふ。 7 シ花 もお さる-御 姿。 83 ナ 

ゥ 山城。 <ih 年 は 取 分け 誓願 寺の。 花 も 一 

入 盛と 閗き。 義晴樣 に 願 ひ を 立てて 来り 

し 故。 其方 衆 もい かい 苦勞 と。 * 仰せに 山 

城 頭 を 下げ。 ハァ 有難き 御詞。 コレ 腰 

元 衆 向う に 見 ゆる 山々 を。 賤の 方樣に 一 

1 敎へ 申されよ と。 地 指圔に 三！ IT かしゃ 

くり 出で。 85 申し 賤の方 樣御覽 遊ばせ。 


地ァ レ^-向ぅの 高山 は 比 叙 山と 申して 

都の 富士。 扠其次 は 銀閣寺 楝も 名高き 高 

臺寺。 名高き 事 を 釣鐘に。 ギン 鳴 響かせし 

千 敷。 大佛樣 と 背 競の。 三十 三 間 堂。 


又。 此方な は 鞍馬 山。 詞 僧正が 谷の 銜に： 

み ぞ ろ がいけ 

く堆 菩薩 池の フシ 水の 音。 フシ 力、 リサ ッ 

加 茂 川流れ も淸 き。 上 加 茂 下 加 茂 金閣. 

衣笠 山の 五 體佛。 ギン 西 行 櫻。 三條小 


出逢うた 所が 壬 生の 寺。 四條 河原の 芝居 

側。 朝 はとうから. /(\ と 。待 象 山の 寺 鳥 0 

それ 

夫 は。 町中の じゃれ 詞 0  7 シ閗 きに 北 野の 

天神 樣。 1 二十 一 文字の 歌よりも。 常世 i 

行る 阿潸が 土。 どうした IE?- やら 此頃 は。 

文の！^もなぃ戀中の。 ォクリ 數も。 よまれ 

ぬ フシ 登 火 や。 《f 祇園の 社 楊 弓の 音 はか 

つちり とんく と。 常り。 初めた る 通 天 

と。 口 合たら./ だら-/ \ と 。長 ことぐ 

を： W ひければ ォ クリ呰 々o へ 興に ぞ 入り 給 

ふ。 三下 リぉ大 Mi 舞を兑 さいな 顧大 Bii を 見 

さいな。 新 玉の 年の 始の福 大黑と 聲しを 

らしき。 7 シ 幕の 本。 S ざ i めく 女中と 

りぐ の 中に 交る 山城が 機嫌 上戶 も。 0 

元の 膝に もたれて。 SI ヨウ/ \ く。 春 

の始 の顳大 sir 打つ にっこり のぼつ とり 

風。 男たら しの すっぱより。 可愛らしい 

は此三 橋。 a こん ノ.、 九 獻の折 も 幸ひ大 

黑舞。 所 々とせり 立てられ。 * 早 や 


^氣 する 女氣 の。 歌大 iiit 舞 を 見さい な惡 

性 大黑兒 さいな。 一 に 色 ある 顔 付で。 ギン 

二に にっこりお 笑 ひ 顏兒れ ば 見る 程 腹 立 

の。 四つ 餘 所の 色取りに。 五つ 因 菜な！ 26 


初めて。 無性に 可愛い 其 中 は。 連理の 契 

りと わしゃ 思. ふ。 福 大黑！ a さいな。 H ホ 本 

き 

ホ、、 おめでたう ござり ますと 0 雉； K 巾 I 

めしつか ひ 

を 取れば 賤の 方の 召使。 名 も 八つ橋の 器 ""- 
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量よ し 11 傍に 手 をつ かへ。 今日の 11 供に 

外れし より。 思 ひ 付の 大黒 舞お 恥し やと 

袖お ほふ。 * 賤の方 興に 入り。 S ヲ、 そ 

れも 自ら を 慰めの 爲。 M 嬉しい ぞ やと 御 

仰せ。 山 域 はも ぢ と 思 ひがけな き 八 

つ 梧に。 見付けられ たる 此 場の 時宜。 赦 

せく も 目顔で 知らせ。 我等 は 寺へ 御 出 

の樣 子。 申入 れんと 立上り。 住持の 方へ 

急ぎ 行く。  * 跡への さ /、歩み 來る。 村 

上左銜 門義淸 直で は 行かぬ 面魂。 賤の方 

と 見る よりも 御 傍につつ と 寄り。 "Mr 日 

是へ お出の 樣子 承り。 御 ii 慕 ひ 某が 申 上 

げたき j 通り。 八つ 權 もよ つく 聞け。 主 

君 北條氏 時賤の 方のお 姿に 迷 ひ。 明暮千 

千の 物 思 ひ。 餘り 見る め もいた はしく 申 

上ぐ る も 憚りながら。 彼方のお 心 一 つに 

て。 氏 時 樣の悅 び は 外へ は 行かぬ 御身の 

ため。 默れ村 上。 脇 Ik 妾と 言 ひながら。 

義晴樣 の jl を该 せし 自ら たれば。 いは i- 


主從ァ 、其 御 了簡 小さい く。 主に もせ 

よ 家来に もせよ。 國 家の 治め 給 ふ 氏 

時 公。 日隐 者と 言 はれうよ り。 北の方に 

なる の はお^ か。 コリャ 八つ橋 1! 方向い 

て 計り 居す とも。 汝も 共え ぉ勸め 申せ。 

又汝に はおれが 首 だけ。 思 ひ は 同じ 戀の 

媒。 何， 0 嫌 か。 ァ 、 いやで は あるまい が 

と。 地楗れ か、 れる 咽の 下。 髭顔ぴ つし や 

り 立 退く 八つ橋。 コリャ /.^ 逃げても 

5 しろ 

逃がさぬ としな だれ 廻る フシ 後の方。 *f 折 

よく 歸る 山城が。 走り 寄って 腕 もぎ 放し。 

S コ レ村上 殿。 御酒 機嫌 か 知らね ども。 

女 を 捕へ さりと はく 不行儀 千 萬。 * ち 

と 御 みなされ よと。 いふに 八つ橋 小氣 

味よ く。  K お前の 房り が遲ぃ 故。 それ は 

く モウよ いく 委細 は 聞いた。 何の 村 

上 殿が 無理 おっしゃらう ナウ 義淸 殿。 定 

めて それ は 座 輿で がな と。 a 知っても 知 

ら iS 直 M ^風情。 翁 淸も底 氣味惡 く。  m 


ナ -ー賤 の 方樣。 未だ 御參詣 なさらす ば。 

某 御供 仕らん。 直. y 殿に は是 にて 御 休息 

と。 * 何が な 追 從賤の 方。 》5 過って 改 むる 

義淸が 午の 一 言。 只 何事 も 見す 聞かす。 

八つ橋 直， y は此 所に て。 自らが 下向 を 待 

ちゃ。 供は村上皆の^!?;。 地サァ くお ぢ 

やと 立ち 給 ひ 行く も 二人が 戀中 を。 それ 

と 推して 本堂へ 7 シ打 連れて こそ 詣 でら 

る。 *f 跡は痦 しき 八つ橋が 。見 か はす 目元 

渡りに 船。 首尾 奸ぃ 逢瀬と 抱 付けば。 》1 

ァ 、嗜 みゃく。 一 つ 館に 居りながら。 

たまに 逢うた か 何 ぞの樣 に。 若輩な 人で 

は 有る わい の。 イエく 何 ぼ 其 様に 一一 s は 

しゃん しても。 该し いは 女の 癖。 * 奥へ 

通 ひの 長 廊下。 情ら しうて 吃と した その 

殿 振 を 思 ひ 初め タ、 キ逢ふ も 千歳の 綠結 

いつつ さ *■  i や M 

び。 かう じくて 五月の 兒を 後した 中ぢ 

なん 

や もの。 戀 しうな うて 何とせ う。 人にば 

かり 物 思 はせ 憎 い お 方と 山城に こぼす 
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淚 は。 J® の 淵 。詞 サァ/ \ 道理 ぢゃ/ \o 

わし とても 共 方の 事 可愛うな うて 何とせ 

う。 どうで 其方に お 暇 賜 はり。 誰 憚らす 

女夫ぢ やとい はれる が 互の 樂 しみ。 無事 

かみ 41 とけ 

で安產 する 様と。 祌佛を 祈って ゐ ると。 

S 閉く痦 しさ は 百倍の 心と きめく 八つ橋 

が。 ちょっとく に 山城 も。 下地 は 好き 

なり 御意 はよ し。 手 を 引合うて 乘 物へ 無 

理に伴 ふ 折からに。 早 や 御 下向と 供 廻り。 

出る も 出られぬ 八つ橋が。 內と 外と に 

7 シ氣遣 ふ 二人。 S 乘物 参れと 村 上が。 * 

指圔に 心得 腰元が。 明けて： g り戶 をば つ 

たり。 あせる 山城 呑 込む 左衞 門。 K コ レ 

サ 腰元 衆 御 乘物を 明けたり 鎖いたり ェ 、 

聞え た。 コリャ 其 2： に 何者 ぞ居 るに 極ま 

つた。 地 イデ 改めん と 立 寄る を。 賤の方 

晳 しと 止め。 詞 最前 ちらりと 見し 所。 此 

乘^ を s がけ 逃 込んだ は 健に 癰鳥。 よし 

何にもせ よ 其 儘で 連れ 歸り。 設議は 館で 


ナウ 山城と。 S 此 場の 難儀 を フシ 助く る 

情。 地 直 江が 心の 悅び は。 割って いはね 

ど乘 物の 內 より t ^る」 有難 溴。 降って湧 

いたる 子寶の 行末。 長き 下向 道 伴 ひ。 館 

へ 三 S へ 歸らる V  。地^ 分けし。 フシ 梅と 搂 

の 。花よりも。 本 フシ 爱に暌 かせし 室町の。 

フシ 庭 も Hi 敷く 奥御殿。 地義晴 公の 北の方 

た を やめ 御前。 身 は 本妻の 儘 なれ ど 君の 

寵愛 淺 からぬ。 賤の 方の 懷姙を 御身に か 

へて 御 介抱。 勞 はらる X も勞 はる も フシ 

し * か ち  . 

何れ 劣らぬ 品容。 ® ィャ何 八つ橋。 今朝 

から 賤の方 様のお 顔 持が 惡ぃ 故。 殿様に 

もこと なう お案じ。 心が かり は 昨日の 供 

先。 若し や 怪我で もなかつ たかと。 * 尋 

ねに 鬼 角 答 さへ 我が身の 戀 にから まれて 

一一 目 ふ も。 い ^4 せき 7 シ 胸の 內。 a 思 ひ を 

察して 賤の 方今に 初めぬ た を やめ 樣 のお 

ぐわん *K ラで 

心 遣 ひ。 嬉し さ 餘る願 詣 何の 怪我が ご 

ざり ませう。 詞 それ は ともあれ。 貴方 は 


定まる 御 本妻。 賤 しい 此身を 上に 立て。 

* 結構 過ぎた 御 挨！^ やつば り どう 仕 やか 

う 仕 やと。 仰 有って 下さり ませ。 是は 

あられ もない。 自ら 殿様に 馴 初めてより 

今にお いて 子 を 儲けす。 朝夕 祈りし 甲斐 

ありて。 埯 お前に お 胤 を 宿されし は。 取 

ひだ 9-55 らみ 

り も 直さす 我が 子 同然。 に 左 は 御 男 

あしし ろ 

子の しるし。 足代の 御世 權と思 ふ 程猶ぁ 

なた が 大切。 悟氣 嫉^ は姬 御前の。 習 ひ 

とい ふ も。 フシ 下 々の。 地 思 ひ 遠 ひし 詞の 

裏。 5- よしなき 事 を 苦に 病んで。 若しも 

の 事が あって は 大事のお 身の さ X はり。 

最前から 間 も あれば。 コリャ 八つ橋 奥へ 

伴 ひお 慰みに 琴の 組で も續 松で も 始め。 

お 心 を 引立てよ と。 a 殘る 方な き 御 惠み。 

伏拜む 手に 降る 淚 何とい はでの。 苔の 露 

* らぬ 底の 水鏡 磨き 合うて ぞ。 7 シ入 

りに ける。 * おのが 權 威に 案内せ す 明く 

る澳も あら & かに。 入來る 北條氏 時。 我 
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慢の鼻 も 立 烏 W 子。 御座の 間に フシ 畏ま 

り。 S8 見 ますれば お 女中ば かり 晴信 も景 

勝 も 未だ 出仕 致さぬ かな。 ヲ、 誰 ぞと思 

へば 氏 時。 知らせなければ 何時の Si に 見 

えた やら。 ィャ 御存じなくても 此氏 時。 

勤む る 所 はきつ と 勤む る。 それに 何ぞゃ 

ぬ ナぴと 

在番で 候な どと。 人前 作る 知行 盗人。 某 

同然に 思 召す 北の方のお 心 入い かに 結構 

さばくと て 0 白い 黑 いの 训ち もなくて。 

御前 樣 とはい はれますまい。 誰 惲らぬ 御 

身に て 不斷ぉ 妾 を 上に 立て。 大切に なさ 

る- -程 却て 御身の 敏 となる。 賤の 方の 心 

底黑ぃ 眼で 見拔 いて 置いた。 斯く いふ 中 

も 心が かり。 早く 館 を 遠ざけ 給へ と。 * 

口から 出 次第 7 シ言 廻せ ど。 * 敏き 御身 

は 何もかも。 呑 込む 奥より 腰元 ども。 m 

殿樣の 召します るい ざ 御 入と 地い ふし ほ 

に 7 シ 帳臺。 深く 入り 給 ふ。 * 義淸の 二字 

を 守らぬ 村 上左衞 門。 はちくり 返って 打 


通れば。 氏時聲 かけ ャレ待 兼ねし 村 上。 

サァ. 近う。 に 額際。 つき 合 ふば 

かりに 座 をし めて。 _s! 昨夜し めし 合せし 

通り。 心 を かけし 賤の方 奪 ひ 取る は 今宵 

かね 

の 内。 表門へ は 人目 も あり 豫て 用意の あ 

の拔 井戶。 釣 出す 工夫 もして 置いた この 

上 望む は晴信 景勝、 * 不和なる 中 を 幸 ひ 

に 二人へ 焚 付け 同士 打 させ。 甲斐 も 越後 

も 我が 領分。 親子と は 言 ひながら 謙 信 

が 胸の 中。 某が 思 ふ 所存 も あれば 邪魔に 

いちにん 

ならぬ はかの 一 人。 地心が かりの 晴信景 

勝 了うて 取る が 上 分别。 其 片腕 は 村上義 

淸。 ハァ 仰せ 迄 もな く 存じの 通り 某 も 

元は 信 濃の 領主な りしが。 晴信謙 信に 切 

そ-一 もと 

取られ 其 許の 情に よって。 主 從の約 をな 

せし 上 は 再び 信 州 へ ぉ歸 しあら ば 此上も 

なき 拙者が 悅び。 ホ、 我が 望み 達せし 上 

は。 元へ 納 むる 信 濃の 領主。 氣遺ひ ある 

あて  5 しろ 

なと * 氏 時が。 當 なき 國の 切取り 咄。 後 


に閒 人の ある ぞ とも 知らす 思 はす 見合す 

顔。 詞ャァ 長 尾三郞 景勝。 出仕 致さば 案 

內 して。 ナゼ 奥御殿へ 通らぬ と。 埋 てつ 

ベい ひしぎ に ちっとも 動ぜす。 詞 ホウ こ 

は北條 殿の 仰せと も存ぜ す。 出仕の 時 は 

先 づ人拉 の 所に あって。 其 後 奥へ 通る が 

作法。 ム、 然 らば 其方 は 最前から。 ィャ 

たった今 何もかも。 ィャ 何が 何と。 ィャ 

サ。 お 二人のお 咄の 終る 所へ 參 りか &り。 

御 挨按も それ 故 延引。 御 兩所御 苦 勞千萬 

と塘 寄らす 障らぬ 景勝が。 落 付く 詞に落 

付かぬ。 破れ かぶれと 義淸 が。 切 付く る 

を かいく  り。 E ャァ何 科あって お 手 討 

にィ ャサ。 謙 信が 子 と は 知りな-から。 

ついに 是 まで 手練 を 知らす。 武藝の al^ み 

少しの 差 出。 ム、 拙者が 手の 內試 みあら 

わらべ 

ば。 など 尋常の 勝負 もな く。 子供 童の 切 

合 同然。 卑怯 至極の 左衞門 殿。 お望みな 

らばお 相手と。 地 一一 一一 n はれて せき 立つ 村 上 


が。 廣言 憎し と 又 切る 刀。 舉 元む. f- と 引 

摑み。 是非 知りた くば 腰骨に。 覺 えられ 

よと どう ど 投げ。 * 膝に 引 敷く 途端の 拍 

子。 切 込む 氏 時 受けた る 早速。 * 北の方 

の聲 として。 3 天喑頓 もし 三郞 景勝。 武 

藝の 試み 氏 時 も義淸 も。 見やって 撫ゃ本 

望と。 * それと いはね ど しら 化の 無念 を 

鞘に 7 シ：^ むる 兩人。 挨接 もな く 立って 

行く。 詞ィャ なう 景勝。 其方の 父 謙 信 は 

日 外より 上洛せ す。 様子 あらんと 思 ひの 

外 近々 に 上京との 曙。 我が君に もお 待 兼 

かしら 

ねと。 * 仰せに 三 郞頭を 下げ。 親 謙 信が 

不 I 仏跡。 御 怒りの 色 目 もな く。 慕 ひ 給 は 

る 有難 さ。 * 親子が 面目 是に 過ぎ じと 詞 

* か は 

の 半 へ 小姓 ども。 出仕の 様子 閒し 召し。 

早う 呼べとの 仰 付で ござり まする。 ほん 

に 自らと した 事が。 お 待 兼ねに 氣が 付か 

なんだ。 晴 信の 出仕に も 程 は あるまい。 

サァく  a 此方へ と 奥深き 主 も？ < ^來も 芳 


しき。 花の 大紋 たぶ やかに ォクリ 御前 を。 

へさして 入りに けり。 a 言棄 しがら む。 唐 

糸の 心 も 直 江山 城に。 梨が る緣の フシ 緣 

傳ひ。 a- 八つ橋 か。 S. 江 様。 * 逢 ひた か 

つたと 取 付いて 跡 は 詞も雙 方が。 抱きし 

め た る 障子 の 内。 詞八 つ 橋 殿 八 つ 橋 殿と。 

地 呼ば はる 聲に びっくりし 7 シ駔け 入る 

こなた。 * 山：^ が袂 にす がれば。 S これ 

はしたり。 あれ 程 女中が 呼んで ゐ るに。 

地 マ ァ/ \ 行き やと 振 切る 袖 01 ェ 、 お前 

は賤の 方樣。 * はっと 赤面 直 江が 手元。 

ちろ こし 

ぢ つと 引 寄せ 顏打 眺め。 見ぬ 唐土 は 知ら 

ね ども。 此 日の 木 を 尋ねても。 又と ある 

まい 男拫。 詞 女の なづむ 風俗 を。 * タ、 キ 

もみ ぢほ 

力、 リ a- るた び ごとに 色 勝る。 峯の楓 葉 心 

あらば。 83 たった 一 言 可愛と いうて たも 

いのと 7 シ寄添 ひ 給へば。 地ち やっと 飛 

退き。 詞ィャ 御座 興 も 事に よる。 御前 樣 

は 誰 あらう。 左大臣 義晴 公の 北の方 も 御 


同然。 殊に 主人 景勝へ 預け 置かれし 御身 2 

の 上 。見付けられたら 一 大事。 せ眞平 御免 

と 立つ を 引止め。 55 スリャ どの 樣 にいう 

て も。 不義 はお 家の 堅い 御法度。 ム 、夫 

程 堅い 御法度 を货 き。 八つ橋と は なぜ 抱 

かれて ね やった。 H  、それ は。 サァ 斯う 

含の. ふ 

いへば 表 向 知らぬ で濟 ませし 昨日の 供 先 

恩 を 思 はぬ 其方の 瞷欲。 わしが 願 ひの 叶 

はぬ 代り。 八つ橋と 不義の 様子 我が君へ 

申 上げる。 ハテ 滅相な。 それ おっしゃつ 

て は 二人が 命。 それ 程 怖く ば わし 任せに 

して 0 地サ ァぉぢ やと フシ 無理に 引 張る 

一間より。 BS 不義 者 見付けた 動くな と。 

地聲 あら、 かに 義晴公 刀 押 取り出で 給へ 

ば。 續ぃ てかけ 出る 北條氏 時。 直 江が sS 

引 摑み緣 板に にじり 付け。 "^言語 道斷憎 

くい 不義 者。 地 縛 首 討つ 覺 悟せ よと。 言 _  g 

ひも 切らせす。 詞ィャ なう 其 人に 科 はな g 

し、. ：3 を かけし は 自らば かり。 * よきに 孝 


計ら ひ 給 はれと ス モア 覺悟 ゎ體に 御大 將。 

身が 手に かくる 觀 念せ よと。 振り上げ 給 

ふ 刃の 下。 ャレ 待ち 給へ とた を やめ 御 

前。 地 賤の方 を押圍 ひ。 55 ィャ 申し 我が 

つま 

夫。 一朝の 怒りに 其 身 を 失 ふと はよ くも 

御存じ ありながら。 酒に 長 じ 色に 迷 ひ。 

善なる 事 も 悪と 見て。 御成，^ なされて は 

ひ i だね 

國 中に 人種 は ござりますまい。 地 賤の方 

の 不義 放^。 誠と 見せて 實 でない 事。 此 

手 弱 女が 見ぬ いて 置いた。 S サァ 打明け 

て 給 はれと。 熥 仰せ も淚 の。 7 シ顔を 上げ。 

as; 推 もじの 上 は 包む に 及ばす。 過ぎし 

頃より お 目に 入り 義晴 公のお 妾と 持て は 

やさる、 其 €： に。 埯 君のお 雕を 身に 该せ 

ど 御 怒りの 色目 もな く。 樣々 の 御い 勞り。 

胸に 釘 針 刺す ごとく。 お 志が 切な さ 故。 

B 何にも 知らぬ 山城 之 助。 無體な 戀を言 

ひかけ しも。 不義 者の 名 を 取って 君の 御 

手に か-" らん 爲。 煽 こらへ て 下され 直 江 


殿 恩と 義理と に此 命。 捨 つる は 更に 惜し 

からね どよ しない 腹 を かりそめにも。 足 

利の 御世 韆と敬 はる、 子 を 持ちながら。 

闇より 阁に 落す かと 思 へ ど 返らぬ 我が 覺 

悟。 情 は 却て お 家の 仇。 一旦 御 不審 か X 

りし 上 は 只い つ 迄 も 不義に して。 自らば 

かり を 殺して たべ。 頓み 上げます。 く 

と 洗 ひ 上げた る 心の 實。 フシ S 實 見えて 

道理な り。 地 や X ありて 義晴 公。 E ヲ ゝ さ 

うなうて は 叶 ふま じさりながら。 我が 胤 

を 懐しながら 今 死んで は。 いよくた を 

やめに 義理 立た す。 髮は钊 らねど 尼法師 

我が 愛 著も是 限り。 身 をば 大事に 平 産せ 

よと。 * 打って かへ たる 御 仰せ 落 付く 賤 

の 方 * も。 今 こそ 晴 る-. 悅び は。 產 まぬ 

前から 若殿の 7 シ安產 ありし 心地せ り。 * 

か. r る 折から 取次の 侍罷 出で。 西國方 

の 武士と 申し 御 11 上物 持參 致し。 次に 控 

へ罷 在る 通し 申さん やと 伺へば。 御 献上 


と あれば 苦しうな い。 * 早く 通せと 氏 時 本 

が。 下知の 詞に賤 の 方 7 シ直江 引 連れ立 f 

ち 給 ふ。 *f 待つ 間 程なく 白洲の 内。 挎の 孝 

肩 も きっとせ し 眼中 鋭き 術 ある 人相。 何 

か 白木の 臺の物 恭しく もさし 置きて 恐 

れ。 7 シ 入りて ぞ 平伏す。 B1 ャァ いつに 見 

馴れぬ 其方が。 我が君に 御 ^ とて 怪し 

き 一 品。 ま づ汝が 生國は 何國。 假名 如何 

にと 尋 ぬる 氏 時。 ハァ某 は 井上 新 左衞門 

と 申して。 卽ち生 國は薩 州 種が 島の 住人 

なりし が。 故あって 浪人 致し。 何卒 昔に 

立 返らん と。 心ば かり は 逸れ ども 賴 むべ 

き 主君 もな く。 無念の 年月 を 送る 所に。 不 

思議に も此 賜 我が 手に入りし は。 天道 

未だ 捨てざる 所。 誰彼と 申さん より。 恐 

れ多 くも 義晴公 を 主君と 仰ぎ奉らば 武士 

の 面目 是に 過ぎ じと 罷 登りし 新 左 衞鬥。 

君命 じて 召す 時 は。 駕を 待た すして 行く 

と 申せば。 憚り も 顧みす 召に 應 じて 御前 4 
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へ 推參。 執 成 願 ひ 奉る と。 7 シ頭を 下げて 

述べに ける。 地大將 一々 聞し 召し。 S 性 

根 を 見込み 召使 ふ 筋 も あらん。 シテ 其方 

が 持參の 物。 如何なる 益に 用 ゆる や 語れ 

閗 かんと 仰せ ある。 ハ ァ是れ こそ 異國に 

おいて 鐵 砲と 異名 を 呼び。 玉 を 仕込んで 

放す 音。 雷鍾の 如く 當る事 速 かにて。 戰 

ひに 用 ひる 第 一 の 兵器な りしと 閗 いたる 

計り。 未だ 此地 にて 見 ざり し 所。 卽ち先 

月 六日の 夜。 雉 烈しき 難 風 吹 起し。 大船 

小船い ふに 及ばす。 中に も。 唐 船と 相 見 

種が 島の 浦に て 破損せ しが。 濱 邊に殘 

りし 此鐵 砲。 持参 致せし 奉公 始め。 今よ 

り是を 手本と して。 戰場 にて 用 ひ 給はビ 

みなごろし 

敵 は 接ら す 鎏。 ホ ゝ 左程の 德 ありと い 

へど 用 ゆる 事 を 知ら ざれば。 取得ざる も 

E じ 事 さいふ 汝が其 鐵砲遣 ひ 様 存じて を 

め £ ほ 9 

らば。 我が 目 通で 傳授 せよ。 * 早くく 

と義晴 の。 仰 亡に はっと 新左衞 『ォ ク" 《辭 


する。 色な く 手に 取上げ。 君に 向 ふは惲 

り あ h>。 不禮は 御免と 立直り 態と 後 を 見 

せた る 手の 內。 8« コ レく御 覽ぜ。 斯 くも 

構へ し 火 茶の 所。 さす 敵と 見るならば。 

まっかう あれと 引鐵に どう ど 響きし 大 

はづ  >  、 

藥。 狙 ひ 外さぬ 義晴公 うんとば かりに 

絕 えたり。 地是 はと 驚く 諸 大名。 ソレ運 

すなと 下知に 連れ。 取り まく 家来 を 事と 

もせす 難り 立てた る鐵 砲の。 手拉に 恐れ 

フシ 寄付かねば。 地 夫の 敵と 北の方。 てう 

ど 打った る 長刀の 刃 背 をけ つて 鋭 上 ぐれ 

ば。 透 さす 付 入る 右 突に て 落ちた る鐵砲 

見やり もせす 。巧み も 深き 拔 井戸へ 7 シ飛 

みだれぐ ち 

込む 跡は亂 口。  S 心亂 さぬ 手お 女御 前。 

なきがら 

く 君の 亡骸 奥の間へ。 敵の 詮議 は此鐵 

砲。 逃隱 ると も 遠く は 行か じ 四鬥を 固め 

て 取^が さぬ。 地 手 害 を 定め 知らせの 鐘。 

フシ 氏晬 早う とか ひぐ しく。  *f 仰せ 受次 

ぐ 次の間へ 走 入る より 乂 P 相 圖の建 。響 


に 連れた る 御殿の- e:。 法螺貝 太鼓に 手 を 

合し。 ナ * ス提燈 松明 一 時に。 四方八方 圍 

みし は ォク 9 遁れ がた なき 7 シ有樣 なり。 

地 か- -る 騒ぎの 奥庭より 目ば かり 出した 

うしろ 

大男。 賤の方 を 引 立 出で。 駔 行く 後に 三 

郞 景勝。 a 曲者 待てと * 呼ば はる 聲 。心得 

眉間に 打 込む 手裏剣。 運る、 曲者 强氣の 

三郞。 詞 無銘 なれ ども 小柄の 手裏剣。 是 

いち あし 

を 證據に 一 詮議と 7 シ 逸足 出して 追って 

行く。  * 襖 を さっと 武田晴 信。 君の 大事 

と 心 も 空 勢 ひ 込んで かけ 来れば。 引接い 

て &髮の 僧 長 尾 入道 謙 信。 只今 上洛 仕る 

と。 不和なる 中 は 物 を も 言 はす。 かけ 入 

らんと する 一 聞より。 * 氏 時 向う に 立 塞 

がり。 8S 在番の 武田晴 信。 君 御 落命の 場 

處へ は參り もせす。 納め 過ぎた 出仕 顔。 

めったに 奥へ は 通？ 0 ぬ. （-。 謙 信 とても 

左の ごとく 子 故に か- -る 身の 疑 ひ。 行方 

知れざる 三 郎が脫 捨て置きし 素袍 の烏棺 


子。 御殿に 置く は 武士の 稳れ燒 捨てて 仕 

舞 やれと。 地 わくる 詞も 一物 二 物 三方 論 

議の 折からに。 北の方た を やめ 御前 鐵砲 

携へ 出で 給へば。 フシ iin 々敬 ひ 奉る。 珍 

らしゃ 謙 信 思 ひ 寄らざる 我が君の 御 最期 

より。 雜て疑 ひか. -る といへ ど。 取 分け 

て 武田長 尾は兩 執權。 fK 下の 政道 も 執行 

まった 

ふ 身を以 て 。久々 上洛せ ざり し 越度。 又大 

膳 太夫 晴信は 今日に 限って 出仕の 怠り。 

日頃の 不和 も 我が君 を 人知れ す 害せ ん 

と。 疑 ひか &る兩 人 を 其 儘に 差 置いて は。 

女ながら も 身の 誤り 心に 覺 えない にもせ 

よ。 此 場の 大事に 外れし 不運。 自ら は 元 

より 諸 大名の 疑 ひ 晴らす 思案が 第 一 。 源 

家の 忠臣 土 佐坊昌 俊。 偽りに 誓紙 を 書 

き 誠 を 見せた る 七 枚 起請。 それ は 誰し も 

間々 ある 習 ひ。 是は それに 事 か はり。 本 

しるし 

心 曇らぬ 胸の 鏡。 磨き立て たる 證が なう 

て は 身の上の 曇 晴れす。 家 を 立てう と 立 


てまい と 面々 の 返答 次第。 サァく 何と 

た こなた 

と 北の方。 * 彼方此方 を 思 ひやり 。わつ と 

泣きたい 所 を も 泣かぬ はさす が大將 の。 

フシ 奥ゆかしく ぞ 見えに ける。 * 理 の當然 

にさし もの 二人。 下ぐ る 額の 欲よりも。 

眉に 寄る 浪 胸に 滿 ち。 7 シ 暫し詞 もなか 

りしが。 地 何 思 ひけん 武田晴 信。 すんど 

立って かたへ なる。 紅梅 I 枝 はっしと 切 

れば。 謙 信 も 劣ら じと 烏 精子の 眞中 さつ 

と 切り。 御 返答 申す も 恐れながら。 5! 日 

が 今に 至る まで 。惡 事に 與し 家國を 望み。 

叛逆 無道の 名 を 取る も。 子孫に 接さん 爲 

ばかり。 地 それに 引き かへ 某が 胸中。 花 

物い はね どまつ その 如く。 一 子 勝 賴が首 

討って 御 寛に 入る、 が 身の 言譯。 詞ホ、 

ホ謙信 とても 斯 くの 通り。 枠 景勝が 行方 

を 尋ね 善惡 たりと も 首 討って。 御 渡し 申 

す證據 の 烏 精子。 勝 頼に も。 景勝に も。 

心 を 接さぬ 我々 が。 北の方への 申譯。 * 


此上 にも 御批剌 あらば。 仰せ 聞 けられ 下 本 

されと。 雙方詞 か はさね ど 割符 を 7 シ合 f 

せし 忠義と 忠義。 * た を やめ 御前 淚 なが I 

ら。 1 ヲ、 心底 見えた 此ニ 品。 地 かけが 

へ もな き兩 家の 籀木。 花を惜 まぬ 心の 

15 百。 是に上 こす 事 あらう か。 詞其 所存 

を 見る 上 は。 最早 勝 頼 景勝 を 殺す までに 

も 及ぶ まじ。 猶此後 は 自らが 力と 賴む晴 

信 謙 信。 此鐵砲 こそ 詮議の 種。 あつ ばれ 

お ほ 

敵 を 討ち 畢せ。 君の 御 無念 晴 してた も。 

ハ ゝ、、 、發明 なれ ども さすが は 女 儀。 

當^ 遁れを 誠と 思 ひ。 殺すな と は 不覺不 

覺。 餘人は 格^ 此氏 時。 いかにしても 呑 

込まぬ。 花と 烏 w 子に 譬 へし 粋。 * ぜひ 

首 討って 出すべし と。 何が な 支 ゆる 邪 

智 1$ 奸。 た を やめ 暫 しと 留め 給 ひ。 S 諸 

大名の Is ともなるべき 古老の 臣。 1 旦番 

ひし 詞は 金鐵。 など か 偽り あるべき ぞ。 

偽り 飾る 所存なら ば。 其 儘に て歸 さう や ィ 
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地 さりながら。 假令 潔白 立つ る とても。 我 

サ ら 

が 君の 三回忌 追善供養 終る まで は。 蟲嶁 

の 命 さへ。 夫の 爲には 助け もす る。 况 

もとね  ゆく へ 

や 科な き 二人の 命。 殺す 基 も敏の 行方 

何卒 三年が その内に 尋ね 出さば 助ける 二 

人。 それ も 叶 はぬ 物なら ぱ。 討って 出す 

も 世の 投。 地 我が身の 挂は此 通りと。 二 

世と 兼ねた る黑髮 を。 フシ 根より ふつつ 

と 押切り 給へば。 * 晴信烏 精子 かなぐり 

捨て。 君の 一字 を 蒙る 某。 姿ば かり は 主 

もと rn- 

君の 供と 差 添 祓いて 髻拂 ひ。 詞形 を變ゅ 

れば名 も 改め。 今より 武田 入道 信 玄と法 

名し。 * 心 は 變らぬ 以前の 喑信。 忠義に 

忠義 を S ねし と 思 ひ 込んだ る 一生の 浮 

沈。 膽 にこた へし 敵の 在所。 雲の 裏に 隱 

る& とも。 天 地の 間 は 獄屋の 內。 街 心 慮 

安く 思 召せと 我が 子の 命黑髮 も。 切って 

捨てた る 勇 儈の其 名 も。 武田 信玄と フシ 云 

-.; とわ 9  & つぼ 

傳 へし も理 なり。 * 氏 時 ほとんど 笑壺 


に 入り。 S ホ、 左程の 性根 を 見せ すん ば 

謙信晴 信と はい はれまい。 敵の 在所 知る 

るまで 我 は 都に 押 止まり 君の 亡骸と り納 

め 政道 礼す 身が 役目。 よも や 違背 は ある 

まいと。 * 已が惡 事 を 白洲の 内。 身の 誤 

りに 山城 之 助。 し を/ -\> として 手 をつ か 

へ。 S 賤の 方を楚 はれし 我等が 越度 故。 

主人 景勝へ 疑ひ掛 りし 申譯 と。 * 刀の 柄 

に 手 を かくる。 なう 待って たべ 直 江 様と。 

八っ橋も！^び出で。 不義 は 二人が 誤り 

なれば。 お前ば かり 殺し はせ ぬ。 塊 わし 

も俱 にと 死覺 悟。 謙信聲 かけぐ つと 睨 付 

け。 s 八つ橋と 不義の 様子。 枠が 方より 

閉 くやい な 勘 當と申 置き たれば。 主從で 

もな. S うぬら がむ だ 腹。 五十 百 切った と 

て か&る 大事の 爲 にならん や。 うろた へ 

をら ば 逆 礎。 兩人 共に W てうせ いと。 

„- らお もて 

*  口と 心 は 裏表 情の 勘 常。 7 シ ありがた 

地 早 や 退出と 長 尾 入道。 K 君 を 害せ 


し 面體は 知らね ども。 惡逆 千里に 響かせ 

し 此鐵砲 こそ 囚人 同然。 某き つと 預り置 

き設議 の 工夫 は 胸に あり。 先づ 夫まで は 

おさらば と鐵砲 提げ 立 上れば。 * 信玄も 

もろ そで 

諸 袖に 禮儀は 述べ て も 顔と 顏。 不和なる 

良 將勇將 の 中を隔 つる 北條氏 時。 底意お 

見拔く 北の方 浮む 淚も手 向。 の 水 別れ。 

ォクリ ，/\ て。 フシ 歸り ける。 地 夫婦 も 返ら 

ぬ 御殿の 名殘。 是非 も フシな くく 立出づ 

る。 * 村 上 左 衞門義 淸横田 兵 €： 諸共に。 手 

の 者 引 具し 立塞がり。 詞ャァ どこへ く 

義淸が 心 を かけた る 其 女。 牝 方へ 渡さば 

よし 異議に 及ぶ と 目に 物見 せん。 何と 何 

とと 呼ば はったり。 ャァ 怖く もない 義淸 

風。 如何 棵に 吹かしても 身動きさせぬ 大 

事の 女房。 主君 もなければ 遠慮 もない。 

地 指で もさ-ば 撫 切と。 八つ橋 か こうて 

フシ 突立ったり。 * 物な 言 はせ そ 討 取れと 

拔 連れく 切って か、 る を 事と もせす。 
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夫 5^ 諸共 拔 合せ。 切 立てられて 村 上左衞 

鬥 命が 大事と 353,1:;: く a &。 打 合 ひ 切 合 ふ 刀 

あ ひだ  ■ 

の 光。 電光石火の 間もなく？ t 立てく。 

一一 へ 立 つれば。 * 殘る 大勢 立つ 足な く 頭 

割られて 血 は 瀧つ せ。 3^ 廻る の を 横な ぐ 

り。 兵內透 さす 後から。 S 直. 江 やらぬ と 

は- P 

切る 刀。 地 ひらりと 外せ ぱ思 は. < ^も。 家 

來を 51«裟 に 切 付けたり。 これ はと 驚く 兵 

が。 首と 胴との 生別れ。 フシ 心地よ かり 

しこと どもな り。 地 邪魔 は拂 ひし 嬉し や 

と フシ 悅び 歎きの 數々 も 。思 ひ は 七重 。八 

つ 橋が 渡り を 得た る 女 夫 連。 合 サァ此 上 

は錢の 方。 再び 蹈り近 江 路ゃ敵 もい つか 

は 美 濃 尾張果 は。 駁 河の 富士 よりも。 名 

高き 君の 御 最期 を悔 めど 更に 甲斐 越後。 

不和なる 中 もみち のく の 直なる 直 江山 城 

夫婦 忠義 は 代々 に 岩清水。 淸き 流れの 木 

曾 川 や 夜半に。 紛れて 出で て 行く 


第 二 

惠 みは 四方に 13- れ なき。 下！^ 訪の神 垣 

しもてる ひめ  れい ゆん 

は 下 照 旅の 御 神に て。 靈験 あらたに まし 

ます 故 近國の 貴賤 歩み を 運ぶ 娠ひ に。 巫 

女が 小 鼓 神樂歌 神慮 も さぞと 知られけ 

る。 * 殊に 今 S は 卯月の 初め 御 神事の 宵 

みや  あぎん ど  こわつ ぼ 

宮 とて。 商人 百姓 草 刈の 小童までお 千度 

お 百度 培 間な き 7 シ其 中に。 車つ かひの 

み C さく  さき 

IK 作。 馬場 前に 車 引 捨て 立 寄って。 "-ホ 

ホウ 皆 近在の 知った 者 ども 太 郞ょ丑 松よ 

能う 參 つたな。 ヲ、 養作遲 かった されば 

おれ も 上識訪 まで。 油 柏つ けて 行って 草 

臥れ 栗て た 。ちっと 休んで 跡から 往 のと。 

地 神前の 大 石に。 接 を かくれば コレ /、 

簑作。 S 其 石 は 明 神樣の 力石と て 其 石に 

腰を かくれば 其 ik い 石 を 上げねば なら 

ぬ。 サァさ うぢ やげ なけれ ど 神 は 見通し 

見て 見ぬ ふり。 地 そんなら 休んで 下向し 


や 後に 逢 はう と 7 シ 別れ 行く。  《f 是等も 

同じ 車 遣 ひの 惡者 ども。 脊宫參 りに 肩臂 

を。 いかつ 聲で コ リ ャ蓑 作。 わり ゃ此祌 

前の。 力石の isf 知って 居る か。 ほんに さ 

うぢ やた つた 今 も 子供 等が いうた けれ 

ど。 あんまり しんどう さに 忘れて ひよ つ 

と。 ィャ 忘れた と は 言 はれまい。 昔から 

當 社の 習 はし。 腰 を かくれば 叶 はぬ 簑作。 

ナァ勘 八 九 介。 ヲ 、 權 六が い ふ 通り 其 石 

上げい。 上げに ゃ宮 へ斷 つて。 明 神樣の 

お神酒 代 を 上げる か。 サァく  * ど うぢ 

やと 石の 手 詰に 簑 作が。 ™ 知って 居な が 

らおれ が麁 相。 二人 三人 か& つたと て 地 

ば， し 

放 もなら ぬ 力石。 どうぞ 皆が 沙汰な しに 

したない 

下內 で。 ィャ濟 されぬ。 上げねば 宮へ引 

すって 行く  。ヲ 、 さ うぢ や/ \c 日頃から 

t  つら 

女たら しで。 生じら けたし やつ 面 踏みに 

じって こませい サァ 立て。 動け と兩手 

を 引つ ばりせ ちが ふ 折から。 武 田家の 奥 


家老 板 垣 兵 部。 供人 引 連れ 参詣に。 此^ 

見る より 家來 どもに 引分け させ。 詞 始終 

の 様子 聞いた るが 社 法 を 背きし 不 届と 

な。 併ながら 慈悲 第一 の 御 神 なれば。 法 

に 行 ふに も 及ぶ まじ。 爱は身 どもが 簑作 

とやらん に 成り 代っての 詫。 コリャ 若い 

者 ども 侍が 詞を 下げる 了簡して とらせ や 

い サァぉ 侍の 詫 なれば。 了簡した いもの 

なれ ど 宫の挂 が。 サァ 其處が あるに よつ 

ての 詫。 身 は 信玄の 家来 i わ いらは 簑 

作が 訴人 なれば。 我が 領分へ 連歸 つて 訴 

人の 科に きっと 行 ふ。 サァ 何と 了簡す る 

いな  ；- ひぶん 

かると いへば 言 分 ありと。 塯氣色 か はれ 

ば 三人が ァ、 申しく。  S 夫 程に 仰し や 

や も 9 

る 事なら お宮 守 へ は 沙汰な しと。 地 言 ふ 

どなた 

に 悅ぶ楚 作 何方 樣か 存ぜ ぬに。 お詫な さ 

れて 下されて 有難う 存じます と。 手 を 合 

はすれば。 ヲ、 禮には 及ばぬ 其 代りに 

は。 其方へ 少賴 みたい 事が ある。 旅 宿 ま 


で來て くれまい か。 是 はく 由 綠 か- -り 
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もない 私お 詫な され 下されて 忝い 縱 へさ 

うなく ともお 侍のお 頼み。 身に 叶うた 事 

ならば 御用の 仔細 此處 にて 仰せ 下さり ま 

せ。 ヲ、 それ は 過分 さりながら。 こ i は 

社内 参詣 も 多ければ。 身が 旅 宿へ 同道し 

みつ. /l-  ひまどら 

て。 密々 に咄 したい 事に よらば 隙 取う さ 

う 心得て 大儀ながら 歩んでくれ うか。 何 

がさて 何 所まで も。 來て くれう や。 重疊 

か へ ま *<、7 

重疊。 家 來共楚 作 を 同道せ いと。 報賽し 

て 板 垣 兵 部 7 シ旅宿 を さして C 立 る。 

ェ、 養 作め を ゆすって。 酒 買 はさう と 

思うた に。 いはれ ぬお Sr か 挨拶で 骨折 

損。 もう 此上 はやけ の 勘 八 樓六九 介 も 。鳥 

ち< 

居 前で 目で 一杯 やりかけう サ ァさ來 い。 

a/\ と 鼻唄で ォクリ 鳥居のへ 前へ と 急ぎ 

行く。  S 夕暮時 は。 参詣の 人 も 途絶えて 

神前の。 御燈の 光森々 と 本 フシ 神 寂び 渡る 

其 景色。 年 も渐ぅ 十七 か 破竹 草展 も足輕 


に 小 ォクリ 見 ゆる。 所體も ぼつと り 風。 武 幼 

田の 腰元 濡 衣が 何 か 願 ひ は 鳥居より ォ タリ 

かざす。 榊に 數 取って フシお 百度 參り 大幣 

も 7 シ引 手に。 神 や 靡く らん 跡から 憎 い 風 

俗の。 * 大道 はたかる 鳥居 先。 信心 しら 

砂 踏 付けた 懐手して 神参り。 姉さん 能 

ぅ參 らんす のおれ も 明 神せ ぶりに 来たお 

百度の 連に なり やん しょ。 是は マァく 

どなた か 知らぬ が。 幸 ひな 道 1^ もう 日 も 

暮れ か、 つて。 女 一 人 は 心細い。 さう であ 

ろく。  a .SSB マ ァ日暮 から。 大膽な 街 

妻樣ぢ や。 マァ 一度 鳥居から 百度 は 大儀 

姉樣 しんど か 手 を 引 こかえ。 ハテ しんど 

いとて 大事の 願。 身 を 懲らさいで 好. いも 

のか。 ム、 身 を こらす とは戀 であろ。 ィ 

ェ くそん な事ぢ やない。 それ なれば 好 

い 著 物が 欲しい とい ふ 願で はない かや。 本 

何 を わつ け もない 事ば かり。 さう おしや 廿 

四 

ん すお： IS の 願わえ。 おれが 願 は 商 資の四 孝 


つぼ。 此間 腐り 接け。 さしばつ かりにな つ 

たから 思 付きの 百度 參り。 如何 樣姉樣 の 

足の 輕 さは。 よくく の 願 ひと 見えた。 

コリャ 連立た る-もの ぢ やない。 其樣に 

歩かし やる ので。 ァ 、好 もしい の毅が 

すれ ませう。 マァ そろ/^ 歩いて おれが 

言 ふ 事 を 間 かっしゃれ。 色事で なくば。 

おれと は ど うぢ ゃァ、 甘い 膝付ぢ やと 

地 とんと 叩けば。 a ヲ 、 笑止。 大事の ノ 

お 百度に。 惡魔を さして 賞 ふまい。 耳に 

もろく 

諸の 不？ &を閗 いて 心に 諸の 不淨を 聞か 

す。 1^ ひ 給へ 淸 めて 給へ と フシから 手.^。 

K コリャ けうと い 神道つ かひ。 堅い 所が 

奥ゆかしい。 コ レ神樣 は粹ぢ や。 ついち よ 

こくと 叶へ 給へ 廃き 給へ。 * 戲談 いは 

すと 信 を 取って 祈る 功 德の祌 より は。 跡 

から 口 說く祌 様 も 7 シ ほっと 草臥れ。 58 

ヲット 待ったり 0 ヲ、 しんど やく 佛の 

顔 さへ 三度と いふに。 神樣 のお 百度 は。 


足 も 腰 も拔け 1^ てた。 地ち つと 休 もと 大 

石に。 腰 を かくれば 濡衣 は。 一心 不亂。 

a 是で 丁度お 百度の。 * 數も 大方 榊 を g。 

大願成就 なし 給へ と。 伏拜み 引く 鈴の 稱 


切れて 落 つれば 孺 衣が 胸に 當 りし。 案じ 本. 

顏。 地横藏 傍へ 立 寄って。 コレ 何と さ賴 

しゃった 姉樣。 サイ ナ私 がお 百度 は 大事 # 

のく お 主 様の 命乞。 鈴の 網の 切れた の 


は。 お 命の 無い と 云 ふ- J 明 神様の 知らせ 

かと。 地淚 ぐめば。 《SH  、氣の 弱い。 さ 

をな ご 

すが は 女子と。 S 鈴の 綱手に 取上げ。 _ 

こなたの 命乞す るお 主 は 男 か 女 か アイ 殿 

達で ござんす。 それなら I 口 左右。 此 鈴の 

綱に 書いて ある は。 十七 歳の 男子。 息災 

延命と あるから は祌も 納受。 それ はマァ 

く 嬉し や。 お 主のお 年 も 丁度 十七。 ヲ 

ヲ よしく。 此 鈴の 綱 持て いんで 戴か さ 

しゃれ。 ァ、 成程 好い お 方に お 目に か& 

つて。 お 命乞の 願 成就。 重ねて 御 緣もぁ 

るなら ば このお 禮。 神に 願 ひの 甲斐の 國 

と。 地詞殘 して 鈴の 湖 押 戴いて 孺衣 は。 嬉 

しさ 足 も 地に 著 かす。 7 シ悅び 勇み立 歸 

る。 *f 横 藏は跡 見送り。 詞餘所 はない 命 

でさへ 神の 納受で 生きる のに。 生きる^5' 

はさて 置き。 胴 取り やくさる。 張れば か 

かれる。 もう 今夜の 資本がない。 是 から 

は 明 神様 を おれが 仲 撋の胴 頭に して。 此 


箱の 賽錢を 胴 5io マァ 試みに 神樣を 相手 

にして。 三つ ぼの 廻りして 見ようと。 塘 

ぐ わらり と 打明け。 SB ォ、 ざく で 是程ぁ 

れぱ。 今夜の 資本 は樂々 サァ マ ァ神樣 か 


ら 振らし やませと。 R 張る も 投げる も 我 

ひ 一 とだ。 三 っぽの 賽を めった ぼり。 _5 つ 本 

ひと. A ど ,•  ^ 

と 神の 四苦八苦。 一廉 は 立 棒で 受けます g 

る。 是 から おれが 親の 番。 サァ く神樣 孝 
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張らし やませ。 ハ 、ァ ひり 十に ねだ 切お 

% でか。 こ k を 1 番當 てたい が。 南無 骸 

子 明 神な り 給へ 當り 給へ と * ぼい と投ぐ 

れば でつくの 一。 サァ 仕て やった と摟 

へ る 赛錢。 神様 も I 文 無。 是 から は拜 

殿燈 籠神樂 太鼓。 なんなりと 抵當を 見ね 

ば錢 貸さぬ。 縱へ 貸しても。 正直 を 重に 

する 神樣 なれば。 よも や 無沙： ^は 打た し 

かん ぼら 

やるまい。 負けた と 思うて 神 腹 を 立てさ 

しゃん な。 全く 我等 晤殺子 は やせぬ。 

ィャ はや どういうた とて 返答 一 つ 打た し 

やれぬ。 結構な 神様と。 地錢の ありた け 

あ ひ 

財布へ ねぢ込 み。 ョ コレ盜 みやせ ぬ。 相 

對づ くで 勝った 錢。 勝ちつ いでに 何なり 

4«专 

と。 地せ しめてく れんと 逢う そく。 愁 

t な こ  ひと もとで 

の 眼に 見付ける 太刀。 是幸 ひの I 資本と。 

拜 殿に si り。 潜の i 物 捻 切りく。 

S3 がせし める 奉納の。 太刀 脇 挟み tgw す 

向う へ。 長 尾の «來 落 合 藤 馬。 供人 引 連 


れ追 取り 廼し。 8- ノ * 最前より 窺 ふ 所。 御 

主人の 奉納の 太刀。 盜取 るに は 仔細 ぞぁ 

らん。 地白狀 させんと 飛び か V るき。 引 

つば づ してが 手 も 見 亡お。 首 はころ りと 

落 合 藤 馬。 ス ハ娘藉 と 取り まく 家来。 博 

突 £^ に は 似合 はぬ 横藏幾 立てく フシ 追 

うて 行く。 熥 折から 出合 ふ 長 尾 三郞。 人 

音 太刀 音 心得す と。 S 窺 ふ 足元 落ちた る 

曾。 御燈の 光に 能く 見れば。 家来 落 合 藤 

あだ B- 

馬が 首。 ハット 驚き 邊を 見廻し。 思案 廻 

ら す横藏 は。 血 刀 提げ 立歸 り。 心が かり 

じゃま 

は 以前の 首。 後日の 邪魔と 喑 がり を。 探 

せば 景勝 聲を かけ。 K 汝が尋 ぬる 心つ 一 

品。 今 神前で 某が。 拾 ひ 取って コ レこ、 

にと。 《s 差 出す 首 を 見て^り。 返答 一 句 

も 先 へ は 出です。 跡に 家來が ばらく 

く。  85 奉納の 御太刀 を 盜み落 合 殿まで 

殺せし 曲者。 最早 遁れぬ 百年目 婉を廼 せ 

と _\ シ追 取り まく。 ほ 待て- (-者 ども。 


がんぜん 

眼前の 家来の 敵 身が 手に かけんと 地社燈 

の 光。 額っく-^と打守り。 9 落 合 藤 馬 

が 首 討った る 手の 中。 多勢 を 相手に 薄手 

も 負 はぬ 力量 を 持ちながら。 盗賊と 聲を 

かけられ 刀を投 出し。 誤り 入った る 面 付 

は。 まんざら 理非の 辨 ない 奴で もない。 

こり やお Q れ 出来心 ぢ やな 武士の { 尿來を 

手に かけし ^ い 盗賊。 只今 成欧 する やつ 

なれ ども 命 は 助けた。 H  、すり や 赦免 

下さる、 か。 ヲ 、。 長 尾三郞 景勝。 身が 

手 を 下して 討つ べき 首 は。 天が下に 一 つ 

か 二つ。 汝 ごときに 目 はかけ ぬ。 此 社に 

一 七日 參籍の 大願。 未だ 滿 てざる なれ 

ば 一 命 を 差 救す。 餘人 にか やうの 狼藉せ 

つらた S しひ  やつ 

ば 忽ち 絕命。 面 魂 に 見所 ある 扠。 性根 

を 改め。 其 首の 胴に 付いて ある やうに。 

愼み をれ と S 和ら かに。 生れ 付いた る大 

名 風。 供人 引 連れ 悠々 と 心。 フシ 接して 

立歸 る。 s ァ 、 ひやい な 事。 命 一 つ 拾う 
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た。 是 から 博 突 場へ 行 たと も。 此 ぶまん 

では 玲が 明くまい。 一 服 喫んで いんで こ 

ま そと * 力石に 腰 打 掛け。 《f 摺火煌 取 出 

し 信 濃烟草 をす つば （-。 すつ ばの 車 遣 

者 どやく と 社內に 入り 核 蔵 を 取 廻し。 

a わり ゃ此 力石の 法 知って 居る か。 ヲ、 

知って ゐる。 此石を 上げる 覺 えがあって。 

腰かけた が 何とす り や。 ハ 、くく 已 

に 千手觀 音の 手が あっても ならぬ く。 

石 はさて 置き。 おいらが 相手に なって 見 

よと 兩 方より。 * 小 腕 取れば ぐっと：^ 上 

げ。 BB あまい 事すな やい と。 右と 左へ 踏 

みのけ 敏 のけ。 後へ 取 付く 勘 八が。 首筋 

摑んで 引 廻し。 地宙に 提げ 二人が 中へ 人 

き。 こり やた まらぬ と 三人が。 面 も體も 

砂 まぶれ。 フシ はふく 5^ げ て立歸 る。 S 

ェ 、弱い 奴等。 力石々々 と 仰山に ぬかせ 

ども。 llh 毬 程な 此 小石。 まつと 居ったら 

上げる の を 見せう にと。 * 兩 手に ひん 抱 


きかる，.：， \- と。 ぐっと 上げた る 石の 下。 

しらぶ まじ  5 はつ 

穴 を 穿って ぬつ と 出る。 白髮 交りの 有髮 

の 老人 身に は菅 |j 異相の 體。 さしもの 横 

藏 ぎょっとして。 下界の 人 か 仙人 かと フシ 

顔を眺 むる ばかりな り。 BS 若者 力量 見 届 

けた。 此 一 卷に 血判せ い。 ム 、 此 地の 底 

を 住家に して。 人 を 試す 心の底。 問 はね 

ど 聞かね ど。 大望 ある 人と 見た。 品に よ 

そ こ もと 

つたら 頼まれ ませう が。 此横蔵 も 其 許 様 

の 器量 を 見立て。 賴 みたい 事が ござり ま 

す。 ホ 、 ゥ しく も 申したり。 主從は 

1 體。 主 は 家来 を 頼み。 家来 は 主 を 頼む 

習 ひ。 汝が賴 みの 仔細 は 如何に。 * 卽ち 

是 にと 後 中より。 一 卷を取 出し。 S 老人 是 

に 血判が して 貰 ひたい。 ハテ思 ひ 合った 

頼み ぢ やな。 汝も。 御 逢 も。 變らぬ 大望。 

身 は 其方 を 家来に する 氣。 身 ども は御邊 

を 家来に する 氣。 どちらへ どうと も 決せ 

ぬ ¥ は。 胸中 を卷 込んだ 此 一 卷。 滅多に 


は 打明けられぬ。 此方 とても 此 胸の 中。 

開かぬ 中に。 返事が 閉 きたい。 身が 返答 

より 其方が。 住所 は何國 ソレ閒 きたい。 

すみか 

ィャ只 野 山 を 住家と すれば。 住所と て は 

定ら す。 留まる 所 は 天 が 下。 ム 、 面白い。 

よし t 在は閉 かすと も。 一 且 我が 目に か 

さが 

かった 上 は。 雲の 裏で も 尋ね 探し。 味方 

に 付ける は 折が あらう。 天が下 を 志す 汝 

が 望み も。 某と 同腹 同性。 我 も 定めぬ 旅 

や i やど り 

のさ。 志す 方 は 六十 餘州雨 宿す る 夭 が 下。 

人目 を 凌ぐ 雨具 をく れんと。 * 著た る菅 

養ぬ ぎ 取って。 詞 七重 八重。 花 は^け ど 

も 山吹の。 みの 一 つ だに なき ぞ 悲しき。 

重ねて 逢 はう と フシ 投げ やれば。 きム 、 

i< 晴錢 別。 受けました。 手前 も 寸志の 置 

土産。 返辨 申す と 力石。 * ぐっと 引上げ 

投付 くれば 心得たり と受 留めて。 S 撻に 

落手 仕る。 ホ 、 ゥ御邊 の 力量 も 試み 申し 

て。 先 XI 安 JiT 再 倉々々。 * 再 看す る は 


此蓑 を。 》^ 印に 逢 ふ は。 七重 八重 十府の 

打 肩げ さらば。 /、と 諸共に 口にい 

はね ど 胸と 胸。 * 知らせ 合 うたる 曲者 ど 

も^れて。 こそ は。 三直へ 立歸 る。 地 死は武 

士の常 ぞとは 常の 詞と思 ひ 子に。 今ぞか 

かれる 甲斐の 國武田 入道 信玄 と。 身は釋 

はに 入りながら 武門 花咲く。 庭の 面。 落 

はく  3 ちみ づ 

號角助 掃兵衞 が。 引きす る # お 水に。 いと 

ど 館 は 7 シ しめ やかな り。 BS 何と 角 助。 何 

きの ふ 

か は 知らす 昨日から。 一 家中が ひそく 

と 夜の 目 も やに 走り 廻る。 其 譯は何 だ 

と 思へば 京の 大將 C 義晴樣 とやら を 誰と 

も 知らす 殺し たげ な。 それで 國々 の 大名 

衆が ィャ くお り や 殺さぬ。 知らぬ とい 

つて 潔白 を 立てられ たげ な。 そこで おら 

が 旦那 も 其 潔白 を 立てる と 言って。 それ 

で 館が 騒 ぐげ な。 其 潔白と いふ 物 は。 ど 

んな物 だ そちゃ 知らない か。 何 だ 潔白 を 

わり や 知らない か。 ィャ こいつ 文盲な 奴 


では ある C 潔白 を 立てる とい ふ はおらが 

小 半 酒 を 立 てると 同じ 事で 潔白 振舞と 云 

つてお 大名に は 節- ある 事。 おら もちよ 

こく 潔白^つ たが 中々 輕く てうまい も 

の。 したが 鳆 汁と 同じ 事で。 當 てらる- - 

と 命がない わい らも 命が 惜しいなら。 誰 

が 潔白 を 立てべ いと も。 * 必す喻 ふなと 

フシ 物 識自馒 とっても 付かぬ 下々 の。 咄も 

物の 知らせ かと 昃 りか i りし 濡 衣が。 閉 

いて 案じる 胸： i でお ろし。 K コレ /、二 

人の 衆。 下と して お 上の 取 汰。 わし 

が閒 いて は 大事な けれど。 若し 侍 衆の 耳 

へ 入ったら こなた 衆の 爲 にならぬ ぞ。 掃 

除が 濟ん だら 勝手 <: ござれと。 *fw いて 

:E り。 頭 かく 助と ち めんぼう。 おら は 何 

にも 白洲 を はく 兵衞。 7 シ箬 かたげて？ y 

げて 行く。  *f よしなき 事に 隙 取りし。 さ 

ぞ奥樣 のお 待ち かね- ョ濡衣 只 <lriS りし 

と 一 間に 向 ひ。 おとな ふ聲。 詞ヲ 、 濡衣 


かさ ぞ苦勞 と。 フシ 障子 開いて。 * 常 磐 井 本 

御前。 思 ひなき 身の 思 ひ 子 を。 7 シ思ひ 廿 

侘びた る御氣 色。 地濡衣 此方に 手 をつ か 孝 

へ。 詞上々 樣に苦 はない ものと。 思 ひの 

外 勝賴樣 のお 身の上。 降って湧 いたる 掷 

ことわ 0- さ 4 

災難お 案じ は 理 樣。 達者な お 身で も あ 

る 事 か。 お 目の 惡ぃ 若殿 樣。 もしもの 事 

があるなら ばと。 思へば 身 も 世 も あられ 

ぬ 悲しみ。 * 悲しい 時の 神 祈りと 1^ 訪明 

神へ 參り しも。 今度の 御難 儀 免れさせた 

び 給へ と。 重き 願 ひも 叶 はぬ 吿か。 切れ 

て 落ちた る 鈴の 網。 思 はす はっと 取上げ 

て。 詞 よくく 見れば 勝頼樣 の。 お 年に 

遠 はぬ 命の 釣 緒。 十七 歲の男 息災 延命と。 

書いて ありし も 神のお 苦と。 * 痦 しさ 餘 

る 鈴の 糲。 是見 給へ と 取 出し。 見せる も 

見る も 打 I- 爾。 ヲ 、 それ は 嬉し ゃ悅 ばし 

そなた 

や。 切れて 落ちし も 和 女の 眞實。 神も納 

受 まし^^て 勝 親が 身に さ、 はりない。 4- 
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識訪明 神の 街 神託、 是 につけても 京都 

の武 將義晴 公。 何者と も 知れ や 飛道具 を 

§( われ 

以て 害せし より。 諸國の 大名 心區. 。熥我 

人心 疑 ひ 合 ふ。 中に も 夫 信 玄に疑 ひか、 

る 身の 言譯。 一 子 を 切って 出す ベ しと。 

契約 ありし は 武士の 意地。 《5 され ども 御 

前のお 情に て。 君 三回忌の 其 中に。 敵の 

在所 知る. - ならば 勝賴も 助けよ と。 深き 

惠 みの 立つ 月日。 早 や 三回忌 も事濟 めど。 

• 今に 於て 敏も 知れす。 * 今日に 縮まる 我 

が 子の 命。 何と せん 方な き 中に。 S ナウ 

持つべき 者 は 忠義の 家来" 板 垣 兵 部 我 を 

ちお 

招き。 ぉ氣遣 ひし 給 ふな 勝賴 公に 寸分 違 

はぬ 御身 代り。 兵 部が 存じて 罷 在れば 今 

日.^に連れ歸らんと。 館 を 出で しが 妾が 

樂 しみ。 地 それ 故 兵 部の 歸りを 待て ども。 

昨日に も 昨夕に も。 今に 於て いなせの な 

いが。 心掛 りに ありつれ ど。 =5 神のお 吿 

に问疑 ひ。 兵 部の 歸 りも頓 てで あらう。 


壜 そち も 案じな 孺 衣と。 7 シ御悅 びの 折 か 

そば づトひ 

らに。 * お 側 仕が 手 をつ い て。 a 御上 使と 

して 村 上 義淸樣 お 越な りと。 * 閒 いて 奥 

方淚 ながら。 S 早 や 上使のお 入と や。 心 

當の兵 部 も戾ら す。 ハ アイ ャ これ 濡衣。 

和女は.|^^へ往て休息しゃ。 上使への 返答 

は。 自らが 胸に ある。 サァ いき や。 ハテ 

立ち やい のと。 地 仰せに 否と も濡 衣が。 

フシ 是非な く 一 間へ 行く 跡へ。 せの つ さの 

つ さと 入来る。 上使 は閉 ゆる 村 上 義淸。 

疊ざ はり も 荒 くれ 武士。 いかつが ましく 

座に 直る。 * 奥方 遙に手 をつ かへ。 詞甲 

斐と信 濃は國 並び。 其 信 濃に ござった 村 

上 殿。 今 は遙々 都より 御上 使と は 裨 苦勞 

と。 * いふに 村 上打點 頭き。 成程 以前 

よしみ 

は 隣 國の誼 心安う 致せし が。 夫 は 證。 

只今 は 上使の 役目。 仔細 申す に 及ばす 信 

玄 とくと 合點の 趣。 勝賴の 首お if しな さ 

れ 受取らん と。 事 も なげなる 上使の 權柄。 


成程 其 儀 は 夫信玄 わら はに 申 付け 置きし 

故。 兼て 覺悟 はしながら も 今 はの I- に是 

が マァ。 悲しうな うて 何とせ う。 親子 此 

世の 一 世の^れ * 心 用意 も 致させたい。 詞 

ャァ首 討つ に 何の 用意。 手間隙な しの 無 

雜 作に。 拙者が たった 一 打と。 * 立 上る 

を 押 留め。 詞斯樣 申さば 武士の。 身に あ 

る まじき 卑怯者 未練 者と も 思 さう が。 何 

を 包まん 勝 頼 は 識訪明 神の 申 子に て。 祌 

に 御苦勞 かけ 奉り。 儲けし 子 なれば 私に 

殺す も 神 へ 恐れ あり。 勝 賴が命 元 へ 戾し 

奉る と。 識訪明 神へ 代参 を 立て たれば。 

« せめて それが 歸 るまで 暫くお 待ち 下さ 

れ かし。 SK ャァ あまちゃ、 な。 其 代參何 

時戾 らう やら 知れざる を。 べんく だら 

ひ *< ご 

りと 待つ 事なら ぬ。 ィャ さの み 夫 程 隙 取 

る まじ。 遲 うて 今日の 暮ま では。 ャァ此 

永の 日 を 待つ 事 叶 はぬ。 然 らば 未の 上刻 

^}3」。 夫 も 叶 はぬ それなら せめて 二 時の。 
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地 容赦 は 武士の 愦ぞ や。 "！ S ハ テ 雜魚驗 を 

ll 切る 樣に 何の かのと ど びっこい。 夫 程 

延べて ほ しくば 暂 しの 容赦 は し て くれん 

あさが ほ 

と。 フシ 庭に 飛 下り。 地 a 根の 槿 引きみ 

はないけ 

しって 床の間の。 花 生へ 捻 込み 押 込み。 

0 コ レ此槿 の 萎む 迄 は宥免 致す。 花が 萎 

むと それが 寂滅。 いやと 言 はさぬ 割符の 

ひ 先づ それ迄 は 奥で 休息。 御馳走に は 

信 濃 薪 麥ぉ手 打が 我等 好物。 花輕 より 勝 

親の 首。 早く 賞 i_g 致したい。 ィザ 奥の間 

へ 案内と。 * いふに 否 とも 槿の。 日影 待つ 

間の 命ぞ と。 思へば 胸 もいた 垣が。 早う 

戻って くれ かしと それ を 心の 力 草。 村 上 

を 誘うて ォク 9 1 間へ。 f こそ は 入りに け 

る。 *s 始終の 様子 物陰に 聞いて 袂も濡 衣 

-5 ぎ み 

が。 今 は 恨み を槿 に。 いはん 方な き 憂身 

やと ス, -テ聲 を も 立てす 忍び泣き？ 1« れ隔 

てた る Igd を 明けても 明かぬ 目な し 鳥。 

無 漸 なりけ る 姿に も。 武士の 角立つ 角 前 


髮ゥォ クリ挎 の 裾 も 長 廊下。 探る 刀の手前 

さへ C 面目 もな き 其 風情。 ナウ 勝 賴樣か 

おいと しゃと フシ 縫り 付いて 泣 居た る。 

詞 一筋な 女氣に 悲しい は 道理々々。 只 因 

果なる 我が身の 上。 * たまく 弓馬の 家 

かたは 

に 生れ 弓矢 打 物 取る 事 さへ。 叶 はぬ 不具 

となり 下り 此儘 無念な 死 を せんより。 侍 

らしう 腹切る が 弓矢 神への 身の 言 譯。 此 

頃 母の 物語 其 時 覺悟は 極めて 居れ ど。 不 

具にな つても 子の 命 助けた う 思 召す。 母 

上のお 心 遣 ひ 無下にな すが 勿體 なさに。 

今まで 命延 はれ ども。 "-今 村 上が 使者 

の 様子。 聞いて はどう も 生きて は 居られ 

ぬ。 * 目 かいの 見えぬ 勝 親 を C 大事に 思 

うて 長 々の 世話。 いかい 苦勞 をして たも 

つた 7 シ 嬉しい とも 過分と も。 地 纏 は 未 

来で くと 拂 はえ 言 はす 見えぬ 目に。 淚 

を隱す いぢら しさ。 濡衣 わつ と聲を 上げ 

恨めしい 勝 賴樣。 此 館へ 奉公に 來 初めた 


日から お 姿 を。 可愛らし いと 思うた が。 

緣と 因果の 初めに て。 お 主 様と も 御主人 

とも。 辨へ 知らぬ 拙い 筆に。 心の たけを 岩 

本の。 タ、 キ 神の 結ぶ のお 情に。 搭 しい 枕 

を f 父した 時。 未来まで もと 仰 有った。 お 

其お 詞が 誓紙 ぞと 樂んで 居る もの を。 お 

前ば かり 死なう とは慘 いつれ ない P 慾と 

我が身 を とんと 勝賴 の。 膝に フシ 打 臥し 

泣 沈む。 5- ヲ 、 其 恨み は 尤も なれ ど 。親の 

許さぬ い たづら なれば。 * どうで はかな 

い 花の 緣。 謂もう 槿も 萎む 時分。 隙 入れ 

て は 恥の 恥。 地 泣かす と 其方 は ff- へ 行き 

やと。 早 や 切腹と 見えければ。 詞ァ 、申 

しくま だ槿は 萎み は 致し ませぬ わい な 

ァ。 生々 と * 今 を 盛のお 身の上。 切腹と 

は 情ない どうぞ 助ける 仕樣 はない かと。 

止めても 止まらす せり 合 ふ 中へ。 母は駔 

出で ヲ、 よう 止めて たもった たう。 

前 来りし 使者の 様子。 開いて 覺悟は 理 


なれ ども。 そなた を 助けう ばつ 力り に 心 

を碎 いて 居る わい なう。 母が 心 をお-: にす 

るの か。 ハ 、ァこ は勿體 なき 御詞。 * 須 

^ 大海に 比べても 及びが たなき 母の 大 

恩。 さら/^ フシ 無下に は 致さね ど。 地 

槿の 限りの 命。 5« 隙 取つ て は 使者の 手前。 

ィャ 苦しうな い 大事ない。 そなたに 寸分 

違 はぬ 身代り。 储 にある と 板 垣が 館 を 出 

でし は 昨日の 朝。 スリャ もう 戻 るに 間 も 

あるまい。 ィャ. 甲し 奥樣。 板 垣 殿が 身代 

り 連れて さへ 歸ら るれば。 勝賴樣 のお 命 

にさ i はり はな けれども。 若し 又 それが 

遠うて は。 それ も 分別して 置いた 濡衣そ 

ちゃ 勝 親と 不義して ゐ るな。 エイ。 いや 

ft をと 

呵る ではない 此 母が。 今 改めて 女 夫に す 

る on  、すり や あの 賤 しい 私 を 。ヲ、 * 賤 

しうても 貴うても 女 は 夫 を 大切に。 思 ふ 

が 直に 氏 系阖。 目界の 見えぬ 勝賴を 身に 

かへ て 大事に かける。 如才ない 氣を 見込 


んだ 故。 大事の 子 なれ ど 其方に 預ける。 

連れて 此家を 立 退けと。 思 ひがけな き詞 

に り。 m ァノ 勝賴樣 を。 4 ロ點 がいた か。 

S 花が しぼむ と 悲しい 別れ。 BK 早う 往け 

疾ぅ往 けと。 地い ふ 中 若し ゃ槿 の。 し を 

れ やせんと 伸 上り。 見やる 花より 見る 母 

の フシ 姿し をる i ばかりな り。 a 勝 賴は氣 

色 を 正し。 55 コハ けしから ぬ 母 人の 御 仰 

せ。 死 を 恐れて 館 を 出で なば。 後の 嘲り 

家の 恥辱。 武士の 命は義 によって 輕 しと 

申す。 港 只 初めより 亡き 身 ぞと思 召し 諦 

めて。 命のお 暇 賜らば 猶此 上の 母の 御 慈 

悲。 お 願 ひ 申し 奉る と。 命 惜しまぬ 健氣 

さに フシい と V- せきく る溴を 止め。 詞ス 

リャ此 母が 是 程に 心を碎 くに 承引せ す 腹 

切る か。 もう 此上は 留め はせ ぬ。 * 汝ょ 

り 先へ 此 母が 自害と 差 添 押 取れば。 あわ 

と..  め 

て 留める 濡 衣に 叉 取りす がる むざんの 目 

BS 申し 母 人 段々 誤り 入りました。 地お 


詞に隨 ひ此館 を。 ヨス リャ閉 分けて 落ち 8J 

て くれる か。 濡衣も 其 心 か。 アイく 必 

す聊爾 地 遊ばされて 下さり ますな。 a ホ 

ホ閉 分けて さへ たもれば 母 も 嬉しい。 斯 

うい ふ 中 も 心せく。  《?サ ァ-. \> 早う と勸 

めら れ。 是非な く  7 シ くも 立出づ れぱ。 

S ャァ 勝賴を 落さん と は のぶとい 巧み。 

村 上が 見付けた から は 一 寸も 動さぬ 愛へ 

引出し 一 討と。 地 かけ 寄る 先に 立塞が 

り。 B8 コレ/ .,\ 樓の しぼまぬ 中に 討 

たうと は。 ャァ しぼまぬ かしぼん だ 力 脈 

の 上った 死人 花。 是 でも 生きる か 生けて 

見る か。 * サァく ど うぢ やと 槿の花 を 

目先へ 突 付けく。 突 付けられて 常 磐 井 

も 可とせん 方な き身ぞ と。 思 ひ 切って 突 

込む 刀 ナウ 悲し や 御 切腹と。 叫ぶ 濡衣驚 

く 母ャレ 早まった 生害と。 二人 左右に 取 本 

付いて ス H 前後 正體 なき 沈む。 地 勝賴苦 g 

しき をつ き。 謁 申し 母 人お 詞に 背きし 孝 


眞平御 容赦 下さるべし。 地是 までの 

御 養育 御 慈。 深 かりし 身 は 盲目の 淺 まし 

や。 軍 慮に 秀でし 家に 生れ。 戰 場の 驅引 

叶 はす。 遠矢 はもと より 打 物 は。 漸ぅ刀 

を 杖に つき。 我が家の e を 探り 廻る。 甲 

斐 源氏の 嫡流た る。 武田四 郞勝賴 と。 言 

もの.. -ふ  つき は 

はれる 是が 武士 か。 よくも 武運に 盡 果て 

しと。 as 思へば 此 身に 倦ん じ 果て。 今日 

や 切腹 明日 や 自害と。 毎日々 々刀 を 手に 

取上げ は 上げながら。 * 思へば 深き 母の 

大恩。 我 先立ちな ば 亡き 跡に て。 嘸 御 歎 

き 御物 思 ひ。 逆さまな 追善供養。 受ける 

不孝の 勿體 なく。 存へ 在りし 今日 只今。 

親子の 綠も。 あさが ほと 共に フシ 散り 行 

く 御名 殘。 * ャィ濡 衣 我が 最期 を 歎 かす 

とも。 母に 力 を 付け 奉れ。 * さは 言へ 目 か 

いの えぬ 身 を 朝夕 心の 樂 しみに。 暮し 

た 其方が 胸の 內 不便 や 便 も ある まじと。 

淚呑 込む 手 負の 苦しみ。 見る に 悲し さ濡 


さはり 

衣が。 つい 假 初のお 障より la えぬ 御 目 を 

あけ 暮に。 苦に 病. =t 給 ふが おいと しく。 

どうぞ 御 E の 明く 樣と 御符 御札 も あら ゆ 

る祌 i 足參 りのお 百度に も。 叶 はぬ のみ 

かお 命まで 今 を 限りと なった る は 神も佛 

もない 事 かと 淚の 限り。 くどき 立てく ど 

き 立 つれば 奥方 も。 か&る 憂目 を 見まい 

ため 心盡 した 兵 部 さへ 今に 歸らぬ 恨めし 

さ。 思 ふに 違 ふ 憂世 やと 手 負に ひしと 抱 

き 付き 流涕 。こがれ 伏 沈む。 《 ^ャァ 閒き 

たく もない 世迷言 早 や 曾 刎ねて くれん す 

と 0 地 刀す るりと 拔 放せば。 なう コレ今 

が^れ かと 悶える 奥方 濡 衣が。 歎きと^ 

む を 押 退け 突 退け 村 上が。 振 上ぐ る 刀の 

た て 

下。 手 負 は 合掌 ばっしり 立 切る。 フシ 生 

死の 境。 * か- -る 事と も 白洲の 內 怪しの 

辻駕 えい さっさ。 跡に 續 いて 板 垣 兵部老 

の 心 も フシせ き 立つ 足元。 K ャレ/ \- ど 

めつ さうな 旦那 殿。 マアー 単； ぢゃ マァ半 


みち 

里ぢ や。 急げ， （'と If させす。 上の 詉 本 

訪 から 十七 八 里 夜通しの 早 追。 極の 駕賃 廿 

お 心 付 はお 心 次第。 結構 さうな 旦那 殿。 地 孝 

酒手 も 定めし 結構な お金す つかり 下さり 

ませと。 汗 押 拭 ふ 其 中に。 * 兵 部 は切戶 

の 錢 しっかり。 詞駕代 も くれう 酒手 も 

こなた 

くれう。 地 此方へ 来れと 遣り過して 大裝 

裟切。 ナウ 悲し やと 出す 相肩眞 二つ。 

1 1 人 を 仕 止る 刀の 音に： g り 驚く 駕の 垂。 

開けて 出る 簑 作が。 謁ァ 、 申しく 。私 

は 御領 分に 住む 百姓。 博 突 は 打た す 喧嘩 

は 嫌 ひ。 成改 にあ ふ 科 はない。 御赦 され 

て 下さり ませと。 齒の根 も 合 はす 顫ひゐ 

る。 S5 ァ、 音 高し く 御身の 上に 氣遣ひ 

なし。 * 必す騷 ぎ 給 ふなと 座敷へ 伴 ひ 窺 

ふ 中。 奥方 I 間 を轉び 出で。 ャレ板 垣 か 

遲 かりし と ス予ァ 跡は淚 に取亂 す。 8S ホ、 

さぞお 待 兼。 併し 御用の 品 も 首尾よく 調 

4 

ひ 。只今 同道 御悅び 下さるべし 。奥様 申 4 
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し $E 磐 井 様と C 地 い へ ど 答 も 泣 入 る 母。 身の 納り を楚 作が。 申しお 侍 様 私 はもう 

ハテ 心得ぬ 御 有様。 何にもせ よ 委細の 譯 お 暇 申します。 マァ 人に 何の 合點 もさせ 

も 仰 有らす。 泣いて ござって 事濟 むか。 

膨賴樣 は何處 にござる。 ヲ 、其 勝 輟に逢 

はして くれん と 7 シ首 提げて 立 出づれ ば。 

！ 1 ャァ こり や 若旦那の 御 曾。 すり や 早 や 

御 最期 遂げられ しか。 S ハァ、 はっと 計 

*5 こ 

りに 腰も拔 け。 胸 も 張 裂く うろ/ \ 眼。 

拙者め が 心 當の事 あれば たと へ 如何様の 

事 ありと も。 必す聊 雨の 出来ぬ 様と。 申 

置いた 兵 部 も 待た す。 1K にも 地に も 想替 

なき 大事の 若殿 殺して 仕舞 ひ。 泣いて 濟 

むか 悔ん で濟 むか。 S ェ 、一一 目 ひ 甲斐な し 

とも 胴欲 .5 とも。 いうて 返らぬ 此 有樣。 い 

たはし ゃ殘念 やと 拳 を 握り 齒を嚼 みしめ 

スヱテ 五臓 を 絞る ばかりな り。 ャァ ごく 

よ." ひごと  3る 

にも 立たぬ 世迷言。 泣きた か 緩り と 跡で 

泣けと。 地 首 提げて 村 上 は ォクリ 旅 宿 を。 す。 何やら 好い 事が ある おれ 次第にな つ 

へさして 立 歸る。 跡 見送って うろく と て 居い と。 無理やりに 駕へ捻 込み。 連れ 


て ござった 此 屋敷。 さっきに からの 様子 

を閉 けば。 私 を 身代りに する のぢ やげ な。 

1 


何 所の 國 にか 滅相な。 人の 首 を 斷 なし 

に 切らう と は。 慘ぃ氣 なお 侍樣。 暴竞身 


代りが 遲 なって。 間に合 はなんだ りやこ 

そ あまの 命 。ヲ 、 どうやら 思 ひなし か 。首 

筋 元が 冷り する。 * ャレく 怖 や 恐ろし 

と。 7 シぞ- 髮 立てて 立 出づれ ば。 a ャァ 

1 大事 を 知らせ 其 分に 歸 されす。 不便な 

がら も覺 悟せ よと。 * 切 込む 刀 かいく^ 

り鐸 元し つかと 片手に 捤り。 ハテ 身代 

り を 遣うた とい ふで はなし。 正 眞の首 渡 

した を 誰が 知った とて 何の 大事。 そして 

なすび ] 

マァ 人の 命 を澤山 さう に。 瓜 か 茄子 切る 

樣 にお 救し あれと 突 放され。 ャァ 土ほぜ 

りに 似ぬ 不敵 者。 いよく 助け 歸 されす 

と 玲又切 付 くれば 身 を か はし。 無 刀の あ 

しら ひ 手練の 切 先 危く見 ゆる 後の 障子。 

たぶ S  ひと かたな , . 

兵 部が 髻 ぐっと 引 寄せ 一 刀 さすが 痛手に 

七轉八 倒。 こ は そ も 如何にと 常箬井 御前 

障子 さっと 引 明 くれば。 血 刀 さげて 信玄 

公悠々 然と 立ち 給へば。 はっと 奥方 簑作 

も 7 シ身 をへ り。 下. 0 恐れ入る。 * 信玄 


1 間 を しづく 立 出で。 勝 親が 最期に も 

出合 はす。 今 又 兵 部 を 手に かけし 某が 所 

存の 程。 さぞ 常 磐 井の 不審な らん。 詞ャ 

ァく濡 衣。 一一 一一 n 付け 置きし 物 はや/ \ 持 

て。 * ハット 答も淚 ながら 夫の 血 汐に染 

めな す片 袖。 なくく 御前へ 差 出せば。 

* 信玄卸 手に 取上げ 給 ひ。 謂 十七 年の 春 

秋 を。 我が 子と 思ひ暮 されし 勝輯 こそ。 

それなる 兵 部が 實の 枠。 御身と 我が 血 を 

わけし。 枠と いふ は あの 蓑 作。 改めて 親 

子の 對 面されよ と。 思 ひも 寄らぬ 詞に ：2 

り。 ヨス リャ 腹切った 勝 頼 は 我が 子で な 

く。  蓑 作が 眞實 の。 ヲ 、其證 據は此 血 

汐と。 * 御 佩刀の 血片 袖に 押當 てく 押 

拭 ひ。 是 見られよ 此 血の。 外へ も 散らす 

合 體 せし は 紛れ もな き 親子の 血筋。 十 

七 年 以前 勝賴 誕生せ し 砌其板 垣 も 一 子 を 

儲く。 其 子が 面 ざし 我が 枠と 似れば 似る 

物 生 falM 見分け 難き が 彼奴が 惡念。 人知 


らぬ 間に 指り かへ 置き。 己が 枠 を 主人と 本 

崇め 主人の 肶を 我が 子と なし。 己が 手に 廿 

かた 四 

も 育て. f して 病死と 偽り。 信 濃の 國の片 孝 

^へ 一 生 不通に やった る 事。 1K 眼 通 は 得 

ざれ ども 卽 座に 知った る 此信玄 ぎき 逆心 

1 分 だめし と 思 ひしが。 今 戰國の 時に 至 

つて C 人の子 を 我が 子と し。 我が 子 を 他家 

に 育つ る は 智謀の 一 つと 臭に も 語らす。 

不通に やった る 其 先へ 我が 手 を 廻して 育 

おもん ばか 9 づ 

てし 蓑 作 慮 の圖 をはづ さす。 主と な 

したる 己が 子に 自然と か 、 る 今日の 災。 

因果の 廻り 來 ると は 知らす 己が 枠が 身代 

りに。 大恩 請けし 主人の 子の 行方 を 捜し 

て連歸 り。 又 殺さん と 謀る 人外め。 國賊 

とやい はん 人面 獸 心 6  天の 御 罰 思 ひし 

れと扇 を 取って 丁  *々。 はった と 斑す ゑ 

し信玄 の。 詞に 知った る 7 シ 我が 子の 身 

の 上。 地 か、 る 野心の 者と も 知らす。 忠 

義 一 途の 侍と 思うた が 面目ない。 S それ 4 
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に 付けても この 簑作 信玄 様の 御子と は 知 

つて か 但し 知らす にか。 a 其 儀 は 我 を 育 

てた る ids が疾 より 物語。 又 父上に も是 

を さな 

までに 忍びく の 御 封 面。 S スリ ャ稚ぃ 

時より 百姓の。 家に 在りし も 父 刺のお 指 

圖 S と は 言 ひながら 系圖 正しき 武士の 弓 

箭の業 は n にも 見す。 身 は 鋤 銷の泥 まぶ 

れ。 フシ 憂に やつれし その 姿。 * 今 改めて 

親子の 對面。 衣類 大小 早 やく 持て。 S ま 

づ暂 くと 押 留め。 京都の 武將義 晴公敢 な 

く 討 たれ 給 ひしょり。 父 を 始め 諸 大名へ 

疑 ひか. - る今此 時。 地 それ故に こそ 勝輯 

に。 腹切ら せし も 父の 言譯。 誘い まだ 立 

つと も 立たぬ とも。 知れざる 中に 某が 又 

勝輯 と立歸 らば。 いよく 疑 ひ 一 身に と 

どまり 難き 此館。 身 を 民間に 育つ を 幸 

ひ。 此身此 儘 蓑 作と C 白洲へ おりて 箦と 

笠 世に 降る 雨 は 凌げ ども。 我が身にから 

る。 潢 しぶき 洩れて 姿も濡 衣が。 始終 を 


W いて 覺 悟の 刀。 隙 さす 止む る 强氣の 手 

負 刃物た ぐって 我が 腹へ ぐっとつ き 立て 

引 廻し。 ァ 、 恐ろしき は 天の 照覽 主人の 

罰。 SHE 玄 公の 仰せ 一 々遠 はぬ 我が 惡心。 

かみ あが  まなこ 

枠 を國の 守と 崇めん と。 子 故の 闇に 眼く 

らみ。 《s くらみくて 枠が 眼病。 藥 祈念 

も 叶 はぬ 害。 勿體 なく も 御主人 を 害せん 

とせし 大罪 人。 逆 I- にも 行 はれす 大將の 

斜手 にか k る 有難 さ。 講コ リャ霜 衣。 此 

館の 御 重寶。 瞰訪法 性の 御究。 今 謙 信の 

手に入りたり。 汝も信 濃 生れと あれば。 

今の 命 を存ら へて。 何と ぞ國 へ立歸 り。 

あぎ を以 て 兜 を it 取り。 勝賴公 へ 奉らば。 

親と 一 つで ない 枠。 木 フシ 死後の 一一 一一 n 譯此上 

なし。 甲し 奥様 。ぉ赦 しあって 此願 ひお 

聞屆け 下さらば。 * 生々 世々 の 御 厚恩と 

伏拜ん だる 四苦八苦。 不便と 奥方 孺衣引 

立て。 大惡 人の 兵 部 なれ ども それに は 

染まぬ 勝輯が 孝心。 知らぬな がら も 親子 


となりし 緣 あれば 濡衣を 親里へ 返す がせ 

めて 手 向 草。 ョホ、 尤もなる 母 人の 御 計 

らひ。 兜の 事も捨 置かれす 今 腹切って 死 

したる 勝 頼。 親と 一 つで ない 言譯。 地忠 

義の 仕様 は濡 衣が 心 次第と 死 を 留め る。 

詞 にさす が 死なれ もせす。 御意に 隨ひ法 

性の 御 兜。 命に 代へ て 取 返さん。 S ホ、 

あつ ばれ 出かした 此簑 作。 猶も姿 を 下賤 

に扮 し。 * 義晴公 を 討った る 敵 草 を わか 

つて 尋ね 出し 其 時 こそ は 勝 親と。 立 返 

つて 御對 面と 7 シ早ゃ 立 出 づれば 信玄聲 

かけ。 3 義晴公 を 害せし は 四海 を 望む 叛 

た やす  し， 9 れん 

逆 人。 中々 容易き 敵に あらす 特に 手練の 

飛道具。 いまだ 日本へ 渡らぬ 兵器。 譬へ 

てい は まつ 此 通りと。 * 用意の 鐵丸車 

輪の 如く 投付け 給へば。 すかさす 笠に て 

ひらりと 受 留め。 SS 火に 德の ある 物 は 水 

に德 なし。 諸 葛 臥龍が 工夫の 地雷。 火玉 

飛びち る 術 ありと も 我が 方寸に も 大河 あ 


り。 何 か は 以て 恐るべき。 未だ 日本へ 渡 

らぬ鐵 砲 それ こそ 究竞； ^議の 手がかり。 

尋ね 出す は 瞬く 問。 ® 追 付け 歸り^ 作が 

身の 納 0 は 其 時々々。 其 常 磐 井に 濡 衣が 

あやめ  つえ 

^申す も淚 にて。 物の 黑白 もな き 夫に。 

あやぶ んキら はた  あけがた 

似た る菖 ii ゃ杜 若。 花 紫の 明.^ は。 盛と 

えし 槿も今 は 名 3 みぞ 勝頓 の。 御手へ 

頓 て。 鳥 兜。 花に もな せし 惡 業の フシ あ 

あざみ  めぐ 

りて 其 名 は 鬼 薊。 因果 は 廻る 曰 車に。 の 

りの 此 身と 絡え 入る 兵 部。 不便と 見やる 

信 玄は仁 あり。 智 ある 勝 頼に 名殘 +、 e く 方 

女郎花。 桔梗 刈萱 秋の 野の 月に。 名 を ふ 

る更科 や 信 濃路。 さして 出で て ゆく 

第 三 

* 名 も 山 深き 信濃路 に。 優しき 花の。 名 

に t- びし 此處ぞ 7 シ 桔梗が 原と かや。 地 

甲斐と 越後の 領分に わけて 立てた る 境目 

の 場所。 秣を 刈りに やっこら さ。 江戶 一 


本き めた 刀より 硏立 鎌で ぐ わ つ さぐ わ 

さ。 踏み荒し たる 銘々 が 主の 威光 を 刈 場 

の領。 是も 同じく 二人 連。 籬に柺 を フシ 

指 荷 ひ。 * 見て：^ りの どって ぅ聲。 謂ャ 

ィ 下司め。 俺が 部屋で はついに 見た 事 も 

ないし やつ 面 ども。 誰に 斷り 此秣を 刈り 

ほした。 惡 く言譯 ひろいだら。 二人共に 

ぬすびと 

首が 飛ぶ。 K 盜入 めら と 言 はせ も 立てす。 

^ ャァ 下司の 口から 下司 呼ば はりし や 

あるじ 

らくさい。 夭4 くも 甲 州の 主。 信玄 公のお 

馬の 飼料。 うぬら が 知った 事で ない すつ 

こんで けっかれ と。 * 猶も 引きぬ く 手先 

を捉 へ。 K ャィ 此檨が 目に 見えぬ か。 甲 

斐の 領分 は是 より 東。 西 は 越後 領分と 書 

いて ある は。 うぬら が 眼に か i ら ぬか。 

盜入 というた が 誤り か。 《f サァく 何と 

ときめ 付けられ。 返答 こつつ り 後から。 

握り拳 を 二つ 三つ。 3 ャァ 傍輩 をぶ たれ 

て は" 後日に 主君へ 言譯 立たぬ。 * やぶ 


れ かぶれと 二人の 奴。 フシ 挑み 爭ふ折 こ J.L 

そ あれ。 W 兩人 共に 鎮まれと。 フシ 聲打^  ^ 

の 裾け はらし。 高坂彈 正が 妻の 唐 i。 越 ^ 

名彈 正が 女房 入， 江 C 夫と 指圖に 腰元 ども 

用意の 腰かけお く 家老の。 女房と 見る よ 

り 下部 共。 フシ^って こそ は 蹲る。 地 入江 

あたり  、プ まや くつ 

邊に心 を 付け。 誰ぞと 思へば お 廐の 沓 

藏百 。何故の 爭ひぞ 。事に よって は 聞 

捨てられす。 包ます 語れと 尋 ぬれば。 

S ハ ィく。 喧嘩の 元は 馬の 飼料。 信玄殿 

の 家来と ぬかし。 此方の 領地へ 踏 込み。 

刈り 荒せし 狼藉者。 我 々 に 見付けられ。 一一 一一 n 

譯 なさの 摑合 ひと。 ® 語る 中よりも うよ 

いく。  それで さつば り樣 子が 知れた。 

國が 變れば 心まで 變れ ばか はる。 甲斐の 

國 はすべ て 盗賊 はやりし と。 人 の^も 接 

ではない と。 * あてこすられて 唐 織 も。 

おし しづ 

むっと はせ しが 押鎭 め。 謂 互にお 主の 確 

執より おの づと 隔たる 兩 家の 中 。家来の 4 
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仕 落 は 幾 直に も。 お詫び 申す^ なれと も。 

只今のお 詞に。 すべて 甲 州に は盜賊 あり 

とおつ しゃった。 其 一 言が 承りたい。 ヲ 

ヲ唐辯 様と した 事が 何の 根 問に 及ぶ 事。 

もと 此信濃 は 村 上 左 衞門。 義淸 殿の 領地 

なりし が。 謙 信 樣と信 玄様兩 人して 切 取 

さ ひめ  しるし 

り 給 ひ。 此 所に 境目の 標。 それ を 知りつ 

あなた  かみ 

つ 狼藉せ し は 貴方の 御 家来 e 國の 守の 扶 

持 人 さへ 是ぢゃ もの。 まして や 町人 百姓 

は 翁 以て。 狼藉す る は 知れた 事。 ィャぉ 

しるし 

つし やん な。 標 ありと は 言 ひながら。 一 

つに 績 きし 原 なれば。 過って 踏 越えし も 

いは 下郎の 刈 取る 草。 ィ 、 ャ下郞 にも 

せよ 誰に もせよ 其 過ち を させまい 爲。 建 

てた る膀 木は國 家の 禁制。 花^く 木々 の 

枝 とても 折 取る まじと 記せし を 手 折れば 

しるし 

卽ち 落花狼藉。 《5 此 領分の 檩に 限らす。 

縱へ 白紙に 書く とても。 事 を 制する 理に 

等しく。 是皆 國の敎 として。 挂を { 寸るは 


貴人より 下. の投 とする。 詞謙信 樣の息 

のか. - つた 領地へ 踏 込み 草 一 筋で も 刈 取 

つた は。 國を盜 む も 同じ 事。 其 儘に 指 置 

おっと  をち 

いて は夫彈 正の 越度。 女房の 身と して 見 

て 居られす。 S 高 坂 様 は ともあれ 私が 夫 

彈 正殿つ い に 一 度 も 名 を 接せし 事な けれ 

ば。 お前の 殿御と 一 口に は。 ほんに 言う 

て も 下さん すな。 詞 コリャ 面白い 聞 所。 

お前の 殿御が 執榴 なら。 私が 夫 も執權 職。 

ィ ェ くそり やお 前の 胸 I つ C 深い 樣子 

は 知らね ども。 侍 衆の 口癖に も。 高 樣 

は 5^ 彈正。 こちの 夫 は鳍彈 正。 人に 勝れ 

た鳍の 上手と。 足早い お 侍と は 異名 

さへ 違 ふ もの。 まして 心の 內外も 遠 ひや 

ん すと ほのめかす。 《«ィ ヤコ レ 入江 様。 

武士の 身 は 情に よって。 引く も げるも 

軍の 習 ひ。 ヲ、 好い 口な 事 仰し やるな C 

情で そんな 異名 を 取る。 武士の 法が ござ 

ん すかと。 * いはれ て 唐綠當 惑の。 何と 


せんかた 此 場の 無念。 廣言 憎し と 思へ ど 

も 入 込んだ 越度と いひ。 夫 を さみす る詞 

の 端。 閉 くに 辛 さもい ゃ增 る。 淚隱 して 

入江 様。 花に よそへ 名に 顳 はし。 非を改 

むる.^ 前の 存分。 返す 詞も 家来の 仕 落。 

炮今は 此儘歸 ると も滿 つれば 缺 くるの 道 

理 にて。 今日のお 禮は 重ねてき つと。 

ヲ、 そり や 仰し やる まで もない。 私が 方 

に ぎ 太 は 受けぬ 此 以後 主人の 領分へ。 

つゆ 程 もお 障り あらば。 二度と 教しは 致 

さぬ と。 a 殘す詞 も 針の 先。 M 綿に 包む 

唐 織が。 立 寄る 所 をと むる 下部。 是非 

も淚の 道筋 を ォクリ 左右へ。 へこ そ は 別れ 行 . 

つく まご ほ り ほと り 

く。  * 愛に 信 州筑摩 郡の 邊に 住む。 慈悲 

蔵と いふ 者 あり。 生得 親に 孝心の 道 は 昔 

の郭 巨に も。 か はらで 積る 年の 數。 本 フシ 

l-n-t  を さな _J 

Tii 十の 上は漸 うと 二つ か 三つの 稚子 を。 

抱 入れた る该 の。 フシ S りなる。 冬の 

空。 寒さ を 凌ぐ 種なら で。 スェテ 歎きの 種 


となり ふり も 。フシ 茫然。 として 佇め わ。 《^ 

ハァ誠 や 人間の 吉凶 は。 生る.，' 時の 運に 

任す とい ふ。 S の胎內 を. 出で しょり 誕生 

の 祝 俵と て。 ざ 、 んざ諷 ふ悅び は。 贵人高 

位 はいふに 及ばす。 下 萬 民の 我々 迄 も。 

悅 びに 悅びを 重ねる が 親子の 緣。 夫に；？ 

換へ 其方 は。 僅か 慈悲 蔵が 枠と。 生れ 來 

る も そちが 因果。 a 親の 心 子 知らす と 我 

が 肌 付 くれば 現な く。 結ぶ 榮花も 夢の 夢。 

頑是な けれど 聞いて くれ。 ョ親 として 子 

を捨 つる は。 人間なら ぬ 境界と。 笑 ひし 

此 身に 超り きて。 今と いふ 今 其方 を。 爱 

に捨 置く 此 親が 一 人の 母へ 孝の 爲。 捨っ 

れば拾 ふ神佛 の。 力 を 借って 成長せ よ。 * 

親と 思 ふな 子で ない と。 思 切っても 切り 

かぬ る。 産の 母が 歎きと いひ。 我 も 不便 

さ 身に 迫れ ど。 そち を 庇へば 不孝と な. PO 

孝 を 立 つれば そちが 難 俵。 理に 迫りた る 

思 ひ 子を捨 つる 此 身の 孝行より。 捨てら 


る 、おこと が 孝行。 慘 いとば し 思 ふなと 

スェテ 言譯。 な.^ だ 目 も 明かねば。 そっと 

&に 置く 土の。 上に 臥した る稚兒 が。 わ 

つと 泣 出す 聲に： i: り 抱き上げ。 泣く を 道 

理 とこ、 かしこ。 山 を 越えて 里へ 往た。 

里の 土 產のナ * ス 見納めと。 抱きし むれば 

す や/ \ 顔。 流石 I 里の 氣 さんじと 打 守り 

く。 名 は 慈悲 藏の 慈悲 もな く。 今 目前 

に捨 置いて 歸 ると 知らぬ 心根 を。 思 ひ 出 

せば 不便 やといと t-。 淚の やるせなき。 

a ハ ァ 我ながら 誤ったり。 * 心 弱くて 叶 は 

じと。 包み 廻せ し 絹の 香の。 思 ひ は 二重 

胸の 闇 もとの 所へ 押 直せ ど。 知らぬ 子供 

の寢 入ば な 一 世の 別れと 繰言 を。 跡に 淺 

して 雪國 のつ もる 歎きと 知られたり。 « 

か &る折 ふし 甲斐 國の執 權高坂 彈正時 

網。 供人 數多 引俱 して 當所築 摩の 御社へ 

*t,r で  は ラ^ー  そば  i な こ  < は 

詣の 道も膀 木の 傍 件の 捨兒に 眼 を 配り。 

S 人 音 15^ な 街道に。 捨てられし 稚兒 は。 


ちち や 5 

犬 狼の 餌食 は 治定。 * 見捨てる も 本意な 本 

ら すと 。家来 を 止め 歩みより。 r  、最 側 

みづこ  なんし  け Si 

早 5k 兒と いふで もな く。 男子と 見えて 氣 孝 

高き 寢顏。 賤 しからざる 者の 枠。 何故 a 

に捨 置きし。 地 仔細 はいかに と 見廻す 小 

くけいと  さげふだ 

袖の，； 紐に。 付けた る 下 札 手に 取上げ。 . 

S 何々 甲 州の 住人 山 本 勘 助と。 地讀み も. 

終らす 不思議の 顔色。 S 此山本 勘 助と い . 

やまがつ  たまし ひ 

ふ は。 生 國は三 河の 者 山賤と 見えて。 魂 

は 異國の 韓信孔 明に も 劣らぬ 軍 者。 主人 

豫 て御恶 望。 a か.^ る亂 世の 其 中で も。 

諸方に 招く 今日 只今。 此稚兒 に 名 を 記し 

捨てた る 主 こそ k しき。 勘 助 を 味方に 入 

みやけ 

る X 信玄公 へよ き 土產。 _ョ ャァく 者 共" 

身が 屋敷へ 連歸れ と。 a! 詞に はっと 若黨 

中閒。 7 シ 抱き 取らん とする 所。 地 髙坂殿 

暫くと。 S 聲を かけた る 立派の 侍。 家來 

につかせし 錢印。 長 尾 入道 謙 信が 郎等。 

0 

こしな  4 

越 名 彈正忠 政。 我が 領分に 打 通れば。 髙 4 


坂 は 甲斐の 領膀木 を 中に 挾 箱。 不和なる 

中の 兩 執權。 す は 事 こそと 下部まで フシ 

.6 たづ 

固 唾 を。 呑んで 閉居た る。 P ィャ なに 高 

坂 殿。 只 令 物陰より 承れば。 是 なる 捨兒 

が 下お に。 山 本 勘 助と 書付け し 故お 拾 ひ 

なさる、 御所 存尤 とは存 すれ ども。 見 ま 

する 所雙 方の 領分へ か-り 合せし 上 は。 

貴殿の ま-にもなります まい。 手前の 主 

人 長 尾 謙 信。 日頃 鍵み し 折に 幸 ひ。 其 姓 

名 を 書 表 はし 愛に 捨てし は 某が。 願うて 

ひとしな  や 

もな き 忠義の 一 品。 貴殿に 遣って は 武士 

が 立たぬ。 是非 連れて 歸 りたく ば。 彈正 

が 首 諸共。 さもない 中 はいつ かな 叶 はぬ。 

*J5 め  こん 9 ん ？ い 

ホ 、境目の 論なら 金輪際。 拾 はに やなら 

ぬ稚兒 が。 踏んだ る 足 は 手前の 領分。 ィ 

ィャ さに あらす。 物の 始を 頭と いへば。 

此方の 領分 を 枕と したる 山 本 勘 助。 越後 

の 國の旗 大將。 見事 貴殿 は 拾 ひめさる か。 

ヲ 、 いふに や 及ぶ。 我が 方へ 踏延 したる 


足元が 。肝心要の 甲斐の 國。 髙坂彈 正が 拾 の。 めぃく|<っ^^押隔て。 高坂が妻威儀 « 

うて 見せう。 ィ 、 ャ 越名彈 正が 連歸 る。 搭ひ。 及ばぬ 私が 一 思案 女の 差 出が まし 


， .、 

《暴， 

ノ；！ 3k  .: リ ム 3； い 


ィ、 ャ ならぬ と 刀の 柄。 *f 理を 非に させ けれど。 彈 正殿 問 かしゃん せ。 詞 甲斐と k, 

ぬ詞 詰め。 爭 ひこ」 に 二人の 女房。 とく 越後の 領分へ 拾 置きし 稚子 は。 兩 家に f 

より 立 間く 此 場の 時宜。 見やる 眼 も角菱 む 山 本 勘 助。 是を 手筋に 召 抱へ るお 前方 孝 
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の 胸の €:。 一方へ 拾 はれて は 是非 一方の 

もとね 

國の 恥。 其爭 ひの 基と なり。 肝心の 此兒 

に^も15^2まさす。 若しもの 事が あつたな 

らば。 お望み も 水の 泡。 何にもせ ょ兩方 

より。 5^ 房 含めし 其 時に。 S 何れへ なり 

それ しるし 

とも 吞 付く 方。 夫を證 にお 拾 ひ あらば ど 

ちらに ひけ も 劣り もない と。 わしゃ 思へ 

ども 跡 や 先 思案して たべ 我が 夫と。 追 女 

の智^^^の海。 富に 高 坂が 7 シ妻 なりし。 

S 女 1W 出かした。 ^^ひ止むる5=-房の閬取。 

幸 ひ 其方が 持 合せし 5„ -を與 へて 試せん。 

« 彈 正殿 も 桕應な 母で も あらば 出され 

よと。 入江に 當て たる 詞の 端。 閉 くより 

くわつ とせき 立つ 入江。 おか もじ 樣の御 

忍 案に 鼻毛 延 した 今のお 詞。 趑名彈 正 

忠 政が 女房.' 乳母 奉公 は 致さぬ ぞ。 今 1 

言 仰し やったら。 地赦し はせ ぬと 腹 立聲。 

a ャィく 馬鹿者。 大^5^を前に置きなが 

無益の 舌の 根 動かすな。 ィャ なに 高 


坂 殿。 負うた 子に 敎 へられる とやら で。 

內 方の 詞に 服し 女房々 々が 3^ を勸 め。 

どちらへ なりと も 方 を 付け。 此 場の 別れ 

は 如何 ござらう。 ホ 、 そり や 此方 も 望む 

慮。 呑む か 呑まぬ は 互の 運づ く。 唐 織 早 

くと 勧められ。 S だくつ く 胸 も押鎭 め。 

抱 上 ぐれば H を ぼつち り。 明けて 三つの 

稚兒 が。 わつ と 泣 出す n の 5:。 乳房 ふく 

めて 膝しても。 7 シ 11^ む體 更に 見え ざれ 

ば。 S 見合す 夫婦が 顔と 顔。 an レ 申し 

廢錢 様。 何ぼう 勸 めさし やん しても。 子 

供 はどうで も 正直な。 S わしが 代ろ と 抱 

き 取る 入江。 心に 拜む 神よりも 頼みに 思 

ふ此 3 ^を。 たった  一 口 呑んで たもと。 ゆ 

ぶり 歩け どけが な 事 7 シ猶も 正體泣 叫ぶ。 

* 聲 をと めんと 手に 汗 を。 握り 詰めた る 

いた いけ も。 愤 やとす ねて 置く 露の。 顿 

み も 網 も 切れ 果てし 入江が 思 ひ 織 も。 

殘り多 さに 又 立 寄り。 7 シ 膝し 宥めて 抱 上 


ぐれば。 M 泣き やむ 不思議 女房より。 高 

坂彈 正大に 悅び。 S 軍師 山 本 勘 助。 信玄 

公の 御 味方と。 地い はせ も 立てす ャ アヤ 

ァ くらいく。  3 兩方 共に 呑 付かねば。 

未だ 善惡 知れざる 中。 其方へ 連歸 る其譯 

閒 かんと 詰め かくる。 ホ 、 4n 點行 かすば 

よく K かれよ。 入江 殿が 抱 上 ぐれば 泣く 

ち 一， や-， 

は治定 あの 如く 身が 女房が 手に ある 中 

泣かぬ が綠 ある 是證 據。 又 二つに は 甲 州 

の 住人。 山 本 勘 助と あるから は。 紛ふ方 

なき 手前の 領分。 最前 ちらと 承りし が。 

越後 領へ 指さ.^ ば。 此 後は赦 さぬ とやら 

ナソレ C 御 £ 方の 詞も あれば。 是 とても 

を 5 な  r  , , 

まつ その 如く。 稚 けれども 甲 州の 町人 其 

許が お 構 ひ あらば 却て 娘 藉國賊 の。 名 を 

取らる &か彈 正殿と。 S 先に かけた る詞 

の 裏釘。 折返され てさし もの 彈正。 返答 

せき 切る 女房 入江。 思 へ ば 無念と 唐 織 が。 

抱きし 稚兒 無理やりに 引取れば わつ と 泣 
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く。 是は 無體な 入. 江 様 さっきの 喧嘩に 負 

けたる 代り。 其 子ば かり は 叶 はぬ と。 あ 

,  もすそ 

なた こなたと 挑み あ ふ。 裳 ほら /-i 妻と 

ミナ ざ くら 

妻。 顏は ほのめく 節 櫻亂れ 散って ぞ フシ 

爭ふ 風情。 地 一度に わくる 夫と 夫 。中に 

も 高 坂聲勵 まし。 實 にや 至って 正直 は 頭 

にや どる 神の 慈悲。 I 陽の 春 を 待つ 雪中 

の 梅に も 優る。 主君の 悅び此 身の 忠義 さ 

れ ばいな。 お 慈悲 深い 信 玄樣の 御 威勢が 

顯 はれて。 私が 無念 も たった今。 サァ申 

し 入. y 様。 最前のお 詞に お前の 殿御 を 何 

とやら 仰 有った が 。今 一 言 御所 望と。 嘲る 

女房 ホ、 、 、。 ！ i 閗き たくば 名のって 閉 

けん。 長 尾 入道 謙 信の 郎等。 越 名 彈正歸 

彈正。 ィャ乇 IK 晴 手練の 此鳍 先。 受けて 

はた まらぬ 大事の 稚兒。 連れて 手前 は 逃 

彈正。 * 唐錢 来れと 立 別る &。 胸に 一物 

一 一 人の 彈正。 爱に捨 兒の隨 一 と。 其 名 も 

高き 山 本 氏 伴 ひ。 歸るぞ 1 一一 重へ ゅ& しけ 


れ。 フシ 秋の 末より。 地 信濃路 は。 野 山 も 

フシ 家 も 。降り 埋む。 * 道 雪の 中なる 。白髮 

の 雪。 本 7 シ 女ながら も 故あって。 * 男の 

すなる 名 を 名のる。 山 本 勘 助と 人 毎に。 

いは 間の 水の ス， -昔 たえて C 木の葉の", 

いたいけ を さな ご すか 

二つ 三つ 年 も 幼氣稚 兒を賺 すお 種が 手枕 

ねんね  とこ い 

に。 寢兒が フシ 守 は 何 所へ 往た。 地 山の 

薪 をえ いさつ ささらば 愛らで 一 休み。 

詞 お 種女郞 冷えます の。 ヲ、 正 五郎 樣戶 

助 様。 吹雪で 外 は 歩かれまい。 お茶 も 沸 

いて ござんす。 ィャく 構 ふまい 子 持 は 

手が 放されぬ。 慈悲 藏殿は 留守 か 今日 も 

今日と 寄 合 ふと あの人の お袋への 孝 

行 は 申す も 愚か 兄への 深切。 ほんの 子 は 

次に して 兄貴の 息子の 其 次郞吉 を。 大切 

にしら る&女 夫の 衆の 心意 氣。 名 も 慈悲 

蔵と いふが 尤も。 サ レバ イノ。 夫に 叉 兄 

の横藏 殿。 兄弟と て あの 様に も 違 ふ もの 

か 親への 不孝 さ 弟への むご さ。 親兄弟に 


さへ あれ ぢゃ もの 村 中で 持餘 すが 尤も。 

そと  と あたり 

外 を 家と 出歩いて 隣邊 へた ぐれ 込み。 人 

i しお 

の 娘 下女 婢 常り 合に 孕まし。 共お こもり 

の あの 小 枠 も。 親に 似た 子の 鬼子で あろ 

と。 地口 はさが なき 山道 を。 ゆがまぬ 武 

土の 梓弓 胸の 袋に 押 包み。 孝 を 外さぬ 慈 

かりすな どり 

悲藏 が。 獵 漁 も 母の 爲 7 シ 流れに 添うて 

立歸 る。 詞ヲ、 孝行 者お 歸 りか。 佛性を 

慈悲 藏殿。 殺生に 出られた もお 袋へ の 養 

ひか。 夫 程に さっし やっても 氣に 入らぬ 

あの 娑様 は。 さりと はきつ と 片意地 者。 

ァ 、 これ./ \ 勿體 ない ことい うて 下さん 

な。 縱へ身 を 紛に碎 いても。 胎內 にある 

から 今日までの 親の 苦勞。 くらべで 見れ 

は AlY や 

ば 百 分 一 。 * あの 鴆 部屋の 鳥で さへ。 鳩 

に 三 &の禮 ありと て 諸 鳥に 勝れて 孝行な 

鳥。 何處 からと も 無う 此 家の 軒へ 集って 

きた 

来る も。 慈悲 藏が心 少し は 通じ。 類を以 

て 集った かと 思うて 嬉しう 思 ひます。 詞 
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成程 夫 はこち とら もさる 書物で 見て 置い 

た。 烏 は 親の 養 ひ を。 育み かへ すと いふ 

本文 おれが 毎晚 女房に。 孝行に する 心が 

通じて。 * 烏が か あ/.、 か、 の 顔 。いんで 

E ようと 出で て 行く。  W 母 ぢゃ人 は 最前 

からま だお 寝み なされて か。 拒燧 でお 風 

ひかし ますな。 地お 0 の覺 めぬ 其 中に お 

肴 料理して 上げん。.？ 郞 吉も寢 入った か。 

ハ ィ此 子が 機黪 よう 育つ に 付けても。 氣 

にか &るは 峰 松が 事。 S ほんに 兄 御の 横 

藏樣。 いかに 我が 子で ない とて 捨てて し 

まへ と 無理ば つかり" お前が 外へ 出 やし 

やん すと。 私 を 女房に せう の 何のと 辛い 

悲しい 事 聞く も。 お前の 孝行 立てる 爲と。 

* 辛抱す るに も しられぬ は。 眞 g な 子 を 

胴 愁な餘 所へ やった とい はしゃん すが。 

まあ 其 先 は 所の 誰。 ハテ a 夫 を 問 ふが 

もう 未練。 氣遣 ひしゃん な此食 家に 置か 

うより， - 5:- 母に 母 を 付ける 結構な 內 へ 


養子に やった。 彼奴 はきつ レ 果報者。 も 

う 思 ひ 出さす ととん と 捨てた と 思うて 居 

やみ 

や。 病 煩 ひとい. ふ 事 も ある。 萬 1 先で 死 

ん だら 無い 昔ぢ やと。 諦めて もりや 居る 

氣ぢ やと 地 云 ひながら。 犬 狼の II 食と も 0 

なり はせ ぬかと 子 を 思 ふ 心 は 一つ 一間の 

中。 そっと 窺ひ是 はさて。 3 寢 入って ご 

ざる かと 思へば 裏へ 出て 御 氣丈千 萬。 お 

炬缝に 火 も あるか。 追 忖け御 膳の 用意 も 

しゃと。 * 片時 忘れぬ 孝心 は。 フシ 叉と 類 

は。 あらし 吹く 音 も 吹雪に 高 足駄。 フシ 

踏 分け I？ ね 來る人 は 長 尾三郎 景勝。 &卒 

は 求め 安く 一  將 は得雜 しと。 此隱 家の 弓 

取 を 慕 ひて フシ I 人 門の 口。？ * や 二重の 

腰の 白妙に。 枝 もた わ、 の 雪 折 竹。 杖と 

我が 子に 助けられ 0  7 シ 庭に 佇む 老女の 風 

悔。 申し/ \<此 大雪に さりと て は洽ぇ 

まする 0 蒲國の 上に ござって さへ 莉老體 

の 身の上。 識平 にあれ へと 取る 手 を拂ひ 


-™ 七十に 餘 つて 愚 鉢に はなつ たれ ど。 子 

供に 物を敎 へ られ ぬすべ て 親に 仕 へ るに 

起臥の 介抱 は 誰もす る。 何事に よらす 親 

の 心に 背かぬ 様に する のが 誠の 孝行。 寢 

てば かり 居る も氣 詰り さに。 雪の 景色 も 

見ようと 思 ふ。 母が 心 を 妨げる は 何と 不 

孝で あるまい か。 ハ 、 ァ 一 々誤り 奉る。 其 

段に は 心 付かす。 * お年寄られて 一 日 一 

日御氣 力の 落ちる が 悲しく。 今日 も瑰に 

出で。 元氣を 養 ふ 谷川の。 ますく お 達 

者なる 様と。 志の 獰物賞 なされ 下され 

かし。 P ィャ /、物の 命 を 取り 夫が 何の 

養 ひ。 1* 資 親の 養 ひなら。 遠い 山川の 珍 

物より C つい 裹 にある 竹綦の t> を 掘って 

來ぃ。 ハァ それ は 御意で は ござれ ども。 

此 1$ の 内 に笋 が。 サァ ある 物 を 取って来 

る は 子供で もす る 事。 ない 物 を 取 寄す る 

がほんの 孝行。 斯うい は V 母が 雜超言 付 

くると 思 はう が。 此 位の 雜 題に 困る 樣な 
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器量で は 智者と 呼ばれて 入に 知らる、。 

弓 取に はなれぬ ぞょ 妾が 夫 は。 天が下に 

閗 えし 軍師。 お I 生 主人 を 取らす 過去ら 

れた忘 形見。 兄弟の 子が 器量 を 見定める 

迄 は。 女ながら も 夫の 名 をつ け。 山 本 勘 

助と 名 乘る此 母。 二人の 屮に勘 助と いふ 

名を讓 り。 父の 軍法 奥義の 卷を傳 へう と 

は 思へ ども。 夫で は 中々 勘 助に は なられ 

ぬ 0 サァ其 名跡 を 受けた さに。 心 を盡す 

此 慈悲 藏。 ソレく 其 名が ほし さに 孝行 

を 盡すは 眞 實の 孝で はない。 上皮の 偽り 

表裏。 コレ/ 、それ はお 情ない 苗字 を 望 

む も 出世して。 母ん の悅 び顔拜 みたい ば 

S や- 

っかり。  兄 者 人の 心 入と 一 つに 思し 下さ 

る  >- は。 * 餘 りつれ なき 御 心と フシ 雪に。 喧 

付き 落涙に。 地 老母 は 猶も腹 立聲。 "コリ 

ャ ぼ 利口に 言 廻しても。 此 年月 膝元 を 

離れ 他國 して 居て。 今日 此頃 俄の 深切 是 

おわれ 

が 偽りと いふ 證據。 5 が 心に 引 比べ 兄 を 


不孝と 言 ひなす 惡心。 思へば 見る もい ま ャ /、 汝が 世話 は 受けぬ わい。 地 そこ S 

はしと。 地杖拫 上げて 打たん とす。 老の きをれ と 親と 子の。 心 合 はざる 片足の 卞 

，；？ 


(や. V. つ, 

($• 

ま： 


，it ま tf づ/ y 

、 - 丄， 『\ 


力みに 踏 挫く 駒下駄 飛んで よろめく 足。 駄。 景勝 透 さす 拾 ひ 取り 御 召 物 これに 候 

コハ あぶな やと 抱きと むれば。 ィャィ と。 老女が 前にお し 直し 7 シ しさって 頭 
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を 下げら る-。 《f 母つ く/^ と 打 守り。 

S 人品 骨柄 只 人と も 見えぬ お 侍。 賤 しい 

婆に 履物 を 直されし は。 黄 石 公に 杳を舆 

へし 張 良が 俤" ハテ地 おくゆかしき 御 方 

や。 お 近付に もな つて。 とくと お |g も 申 

したい。 3 コリャ 慈悲 藏 其方に 用 はない 

立って 行け。 ハァ はっと 55 何 か 仔細 は あ 

り そ 海 母の 心 を 量り かね。 フシ 是非な く 

奥に 入りに ける。 地 S ざ 此方へ と 請 すれ 

ば。 フシ 群す る 色な く 座に 直り。 ョ御 推量 

少しも 邀 はす。 黄 石 公に 劣らぬ 軍 者。 山 

本 氏の 御子 息 を 召 抱へ て。 一方の 大將と 

親まん 爲。 *f 身 不肖 なれ ども 越後の 城主。 

長 尾 謙 信が 嬢 子三郞 景勝。 是迄參 上 仕る 

と ス M テ鎗 俵。 正しく 述べら るれば。 ョ拔 

こそ/、。 始めより. E 然と 備 はる 御 眼 ざ 

し。 して 御望み なさる \ は 兄弟の 中 兄 か 

弟 か。 ィャ 景勝が む處は 惣領の 横藏。 

ハ テナ 最前より 御 寛の 通れ-" 孝行な 弟 一お 


悲藏を 差 置き。 不孝た 兄の 横藏 を。 御 家 

来に なされう と 仰し やる お前のお 心 は。 

ィャ そり や 其方に 覺ぇ ある 事。 詉訪明 神 

の社內 にて。 面體 恰好と つくりと 見届け 

置いた 橫藏。 是非に 身 どもが 所望 致す。 

ム 、左樣 おっしゃれば 思ひ當 る。 よくよ 

くに 思 召せば こそ 大名のお 手づ から。 い 

やとい はさぬ 此 婆に 「- 下駄 を K け 給 ひし 

は 天 晴敏き フシ 殿ぞ かし。 W 兄 は 只今 他 

行なれ ど。 此 母が 成り 代って 御 家来に 差 

上げう。 過分々々。 其箱是 へと 取 寄せて 

地い かに 老女。 主從 となる から は。 一 

命 を 捨てても 忠義 を はげむ。 武士の 習 ひ 

いふに 及ばす。 此方 とても 一 身 を 任す と 

いふ。 かための 一 品受 取られよ。 地 若し 遠 

變 あらば フシ 身の上 たるべし。 ョ 御念に 

及ばす 其 時 は 母が sii 首 差 上げる か。 家来 

にす るか 二つの 安否。 後程々 々。 老女。 

5- さらばと If 。詰。 威風 鋭き 北國 武士，)  0 


後 縮の 物 なれて 引けぬ 其 場の。 信 濃路ゃ 

才ク "別れて。 へこ そ は 歸らる 、。 地 木 曾 山 

木立 あら くれて。 無法 無 轍 をし にせに て 

名 も 横 蔵の S 街道。 草鞋の ひも ふり 埋む 

？! 一-を  $ 

餌 竿。 かたげて フシ 門口より。 ^？母者人今 

戾 りました と。 聲に 老母が ほや/ \顔。 

詞ヲ、 兄 待ち かねました。 此間は マァ何 

處へ 行て 居 やった。 ハテ こな 和郞 は。 お 

れが 足で おれが 步 くに 何 虔 へな と 飛び 次 

第。 飛びつ いでに 庚り がけ 小鳥 十 羽 程 捕 

らうと 思うて。 顏も足 も 切れる 樣な。 道 

里々. サ、 、 、ちゃつ と 上り や。 S ？、 

と 草鞋の 紐。 手づ から 母の 慈悲 藏も。 足 

の 湯 を 取り 機婊 取る。 E 兄 者 人お 足 洗 ひ 

ましよ 一』 ィャ コ リ ヤノ、。 孝行な 兄が 體 

に 不孝な 弟が 手 を さ へ る は 151 ら はしい G 

母が 洗うて やり ましよ と。 地 一人に 辛く 

一 人に は 甘い 女子の 鼻の 先 _」 泥 接 突 付け ゥ 

ョェ 、若い 女子の 手の さはる は 好い もの 
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< も の  5 や  ざいく レ 

ぢ やが。 乾物の 様な 母 者の 手で 情の 罪科 

ぢゃ。 ぃか樣ぉれは孝行11^；。 此 小鳥 も晚 

の丧 食に。 こな 様に 喰 はすの ぢ やない。 

燒 いて 貰うて おれが 噙ふ氣 鬼 角 おれが 口 

さへ 養へば。 こな 様の 氣が 休まるな う 母 

者 人。 さう とも/、 あの マァ 孝行な 事 わ 

いの。 サ ァく矩 達に 火 もして 置いた。 

ム 、 こな 樣が 今まで あたって ゐて 何の 恩 

にきせ る 事。 ェ 、こり やぬ る い 水 坦煃ぢ 

や。 ィャ/ \ あんまり きつい 火 は 上って 

悪い。 それが たはけ み-いふ 物。 もうこな 

たも 追 付け 火屋へ 行く 體。 稽古の 爲 にき 

つい 火に も當 つて 置かし やれ。 サァ足 揉 

く- -- 

んで あれと 踏 出す 兩孺 慈悲 藏見 かね。 

ドレ 私が と 立 寄れば 又 差 出る か小癀 者。 

ほんそ むすこ 

兄 やかう かくと 撫でさす る 奔走 息子の 

く trb ら あし  ， - 

7 シ欽平 足。 詞ァ 、 とてもなら 美しい お 種 

が もんで くれり や 好い に。 ハ ァ貴樣 子守 

か。 峯松 はどうした。 ハ ィぉ 指圖の 通り。 


思 ひ 切って I 昨日 主が 何 所へ やら。 ム、 

捨てて 了うた かよい 事く。 ー體 おり や 

貴様に 惚れて ゐる 時に。 幸 ひと 噴の そげ 

め は あねて 了 ふ。 跡に 接った 小粋の 其次郎 

吉 邪魔な 餓鬼め しめ 殺さう かと 思う たれ 

ど。 味な もので 子と いふ もの は 親より ち 

つと 可愛い、 もの ぢゃ。 ス 大きうな つた 

ら俺 に似て 孝行に も爲 をろ かと 思うて。 

貴様に 育てさす から は ナウ 慈悲 蔵。 暴竞 

わがみと 相 合の 子。 とてもの 事に 女房 も 

相 合に する 合點。 ぉ種錄 振らす とム ンと 

言 やい の。 それ をい やと 言 ふと 慈悲 藏が 

大事が る此母 者に 當るぞ よ。 コレ しっか 

くと 揉まし やれ ェ 、 地 まだ 火がぬ るい 

と戀の 意趣 を。 炬燧 にあた る 非道 者。 フシ 

もて 

持餘 して ぞ 見えに ける。 地 折 ふし 表に 先 

走り。 詞山本 勘 助 殿に 用事あって 。大僧正 

武田 信玄參 上な りと 案 S: に。 * 思 ひがけ 

なき 夫婦が 不審。 仔細 あらんと 横藏 が。 


起き も 直らす 7 シ签寢 入。 ハテ拉 思 ひ 

寄らぬ 大身のお 入。 卒爾に は 母 も 逢 はれ 

まい。 慈悲 藏 饗せ C コレ 横藏。 これ はし 

たり。 何やらい ひく 寢 入った さうな。 

塊 風 ひ きゃんな と 一 間の 障子。 引立て 窺 

ふ 表より。 句 ふ留 木の 高 坂が。 妻と 知ら 

たか  ふところ を さな ご  ) 

せて うづ 高き。 雪の 懐 稚兒を 抱いて。 

幾重の。 柴の 庵。 地 家来 は 先へ と 追 ひ 返 

し。 行儀 正しく 打 通る。 ， 訝しながら 手 を 

ついて。 SS 信玄 公の 御 入と 思 ひの 外なる 

女中の 御名 は。 ヲ 、成程 御 不審 尤も。 偽 

りならぬ 信玄 八， f の コ レ此寢 額に 對面 なさ 

れと。 地い ふに 女房 立 寄って。 ャァ峯 松 

が戾 つた かと。 飛 立つ ばかりの フシ 胸 押 

鎮め。 是はく 御 苦勞樣 や。 そんなら 

峯を 貰うて 下さりました はお 前樣 か。 い 

かいお 世話 様に。 コレ /、 齒相 いふまい 

甲斐 國へ養 ふから は 最早 ー國の 世韆" 卽 

ち 今日の 信玄 公。 孝心 深き 慈悲 藏殿 殊に 


軍 術の 達人と 聞 及び。 師範と もお 敏 みな 

されん 爲。 わざ 見やし やん せコ レ愛 

らしい 此信玄 が 抱へ に 来た。 お受け 申さ 

れて 15 よから うと 思 ひ を かけた る 名將の 

情 は 肝に 徹 ゆれ どと ぼけた 顔で。 "《是 は 

したり。 私は此 在所の 山賤。 鋤 紫の 外 何に 

も 存ぜぬ 者 を。 軍 術の 師範 なぞと は。 勿 

體 ない 事 仰し やります。 コレ/ 、此方の 

人。 お前の 器量 を閒 及んで と あるから は 

きク ぢゃぞ え。 卑下す る も 事に 

よる。 ハテ 軍法 奥義 は。 母 様の 傳授 の卷 

を 譲り 請けて。 されば いやい。 それ を 貰 

うて 山 本勘叻 になつ たれば。 抱 へ られま 

いもので もな けれど。 未だ 生も變 へぬ 中 

に 軍 術の 大將 のと。 そり や 山の 芋 を 蒲燒 

にす る樣な もの。 名 さへ 慈悲 藏 とて 蟲さ 

へ え 踏 殺さぬ 者が。 軍に 出て 人の 首が。 何 

としてく と。 * 取っても 付かぬ 顔 付に。 

唐^ はっと W せま hN。 不調法な 女の 使お 


氣に 入らいで 仰 有る のか。 どう あっても 

味方に 付いて 貰 はねば ならぬ とい ふ其譯 

は。 桔梗が 原に 此捨兒 。山 本 氏と ある 書付 

しるし 

を。 印に 拾 ひ 取り は 取つ たれ ど。 サァど 

う も 力に 及ばぬ は 肝心の 乳に 呑 付かす。 

たん 

何 ぼ 抱いても 突 付けても。 あっち/ \ と 

指 ざして 泣いて ばっかり。 此大將 に 兵糧 

がなければ 命 >2i^ し。 其 兵糧 を績 ける 謀 

は 慈悲 藏殿。 お前の 心に ありさうな 事。 

甲斐 國へ 味方に 付いて。 夫婦して 守 育て 

うと 思 ふ 心 は ござんせ ぬか。 此マァ ちつ 

との 間に コ レ何所 も かも。 細った 事 を 見 

やしゃん せ 道理で も ある。 眞實の 母御の 

懐 を 離れて。 他人の 手に 何の 育た う。 夜 

はえ 寢す。 晝は うつ Z 、泣 寝入に。 寢た 

顔の いぢら しさ。 ほんに 地 見る目が 悲し 

いと。 語る 中より 女房が ヲ 、 可愛 やさう 

で ござんせ うと。 わつ と 泣 出す 母親の。 

31  ひと， 

聲に s 覺し しがみ付き！^ る ss- 房 は 一 人に 


こ てが レは ふたお も iJ  I 

て。 子の 手 二 面 * 儘ならぬ こそ 7 シ 本 

恨み なれ。 * 一間に 母の 聲 高く。 ョコリ £ 

么は  四 

ャく 慈悲 藏。 子供 を 餌に 恩に かけて 味 孝 

5 し ろ？ たな 

方に せんと。 後 稜 い 信玄に 奉公して は 

武士が 立つまい さりながら。 軍法 奥雜も 

みやう ii き 

傳 はらす。 家の 名^ を 港ぐ 氣 がな くばつ 

* 勝手次第と 沒義 道に 言 捨て 障子。 フシ 

はたと 閉す。 * ハァ はっと 立上り。 我が 

子 を 取って 引き はなし。 -3須彌山：^3?海の 

大恩 を受 くれ ぱ とて。 母の 恩に はいつ か 

なく 信 玄に仕 ゆる 搴存じも寄ら.^^^^ 

申す。 コリャ 女房。 一 且 捨てた 此 粋に 見 

苦しい 何 ほえる。 緣に 引かれて 知行 取つ 

て は 末代までの 名 折。 親子の 綠を さつば 

りと 切って 了へば。 信 玄に恩 もな く 義理 

もな し。 コレ此 竹 も 其 木 は。 竹に 雀と 雜 

れぬ 中。 今 餌 差 竿と なる 時 は。 鳥の 爲に 

は怨 I お 事に よったら 親子 兄弟。 敲 味方 S 

となる も 武士道。 お 返事 は此 通り。 稚兒 4 
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連れて 早 や 歸られ よと。！！^ 鋭に 言 放す。 

詞ハァ 此上は 力なし。 * とはいへ 歸 つて 御 

主人 や。 夫に 何と 詞 さへ。 なく z、 フシ 

抱き 立出づ る。 地コレ なう 峯松 一 世の 刖 

れ せめて マ ァ。 この が 一 ロ吞 ましたい 

と 慕 ふ 女房 を 引退け て。 枝 折戶ぴ つし や 

り。 表に も 心 は殘る 雪中へ 頑是。 なみだ 

の フシ 子 を 抱き 下し。 a 打掛の 下ぐ くり 

括り 添へ たる 後 紐。 垣に 結ぶ は 義理の 綱 

神ゃ捨 置く 竹の子 笠。 いたいけ つむりに 

打 著せて。 山 本の 氏 を耱ぐ 慈悲 藏殿 を。 

軍 術の 師と賴 まんと これまで 來給 ふ信玄 

公。 どうも 此儘 では 歸られ す。 是非とも 

味方に 付く とい ふ 一 言 を くまで は。 此 

そ-一 もと かどぐち  -ir 

信 玄は其 許の 門口 を 立 去らす。 雪に 凍え 

て 死す 迄 も 爱に座 を 占め 返事 を 待つ。 大 

將の命 助けう と 殺さう と 御 思案 次第。 よ 

い 返答 を 頼み入る と。 地 垂親を かけた る 

S の 笠 フシ 思 ひ を。 殘し 捨てて 行く。 謂 


ャァ そんなら 坊は まだ 往なぬ か。 コリャ 

く 。門に は 誰もない。 よし 居てから が あ 

かの 他人。 今 傍へ 寄る とナ。 信 玄の恩 を 

受けた になって。 母の 一 言 反古になる。 

此簧戶 の 外へ 一 寸 でも 出る が 否や。 夫婦 

の 緣も是 限と。 地 腰 さげの 鉱錢を 括る，^ 

さは 我ながら。 いかなる 惡魔鬼 か 蛇 か。 

六 箱 三 略の 望み ある 慈悲 藏。 慈悲 も 情 も 

知って は 居れ ど。 母の 詞は 背かれぬ。 ど 

うで 3^ 房に 離れた 者 とてもない 侖。 凍え 

て 死なば 死に^ 第。 そち も ソレ其 子 を 袖 

にして は。 兄貴への 義が 立たぬ ぞ。 ハァ 

何 かに 扮れ て。 大事の 孝行 怠ったり。 ド 

レ裹へ 行て 雪の 中の。 苟掘 て 進ぜう と。 

タ、 キ《- やお 笠 取って i;; 被き あっき 親子の 綠 

をた つ。 親 ふりかたげ。 此寒氣 に 荒 男 

でさへ 堪らぬ もの。 餘尺 もない 體に。 ァ 

ァ子を 捨てる 菝は あれ ど。 * 親の 詞は捨 

てがたき。 裏の 菝 へと 踏み わける。 


雪より 先にい とし子の 埋もれ 死なん か不 

便 やと。 見合す 顔に 降る 淚。 ふ。 濡 

翅 林 S オノ ノリし をる、。 夫の ナホ ル後影 。い 

かに 望みが あれば とて 天に も 地に も 一 人 

子 を。 よう 慘 たらしう 捨てられた。 今 

の 女中 も 氣の强 い。 置いて 往ぬ 程なら お 

家に 寢 さして いんだが よい。 可愛 や/、 

ひも じから うのに。 * ちっとの 間な と 抱 

きたいと。 任せぬ 辛 さ. 郞吉 を。 漸 うそ 

つと 下に 置き さし 足。 木 7 シな. から 庭に 下 

りぶ、 キ けば 門に しょんぼりと。 ャレ 

坊ょ 夫が マァ 何と 命が ある ものと。 *f 明 

か キ：^ ね  i むすび 

け ん とすれ ど i に。 の 代りの 眞結 は。 

慘 やつれな と あせる 程。 雪に しめって 開 

かぬ 戶に。 ち、 たい も 絡え ぐの 風 

にうた て や 次郞吉 が。 わつ と 泣く 聲。 ハ 

ァ悲 しゃと。 叉 かけ 戾り抱 上げて。 サハリ 

雪 や ころ  > -ん や ころ. * ん。 こ は そ も 何 

たる 因果 ぞゃ。 この 子 憎 いぢ やな けれど 
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も。 我が 子に が 呑ましたい。 コレ ちと 

の 間く 寐入 つ てた も い の と 。心 も 空 は。 

フシ かきく らし。 义 降りしきる 白雪に 外 

に。 泣く 聲八寒 地獄。 劍を吞 むより 身に 

こたへ。 思 はす 知らす 轉び おり。 碎 けよ 

破れよ の 念力に。 はづ る、 戶 より 身 は 先 

へ。 コリャ ぼんよ くと 我が 子 を 肌に フシ 

抱きしめ 流涕。 こがれ 泣く 聲に。 * 唐 織 

木薩 をつつ と 出で。 SK 信 玄公を 抱き上げ。 

S3? 房 を ふくめ 參ら すから は。 慈悲 藏 はも 

はや 此方の 味方。 * 夫に 知らせて 悅 ばせ 

んと 勇んで ？シ 館へ 立歸 る。 S は 0 とお 種 

い. つく 

も 心 付き うろつく に何處 より。 懷劍ち 

やう ど峯 松が 肝 先 貫き B ^絶えたり。 コ ハ 

何事と 驚く 中。 次 郞吉を 引立て 横藏 が。 

一間 を さして かけ 入れば。 JS ム、 扭は我 

が 子の 害になる と 撗！^ の 所爲ぢ やの。 義 

理も情 ももう これ 迄。 敵 を 取らいで 置か 

うかと。 地 死骸 を 小脇に かい 込んで 。常に 


は 1!^ き 女氣も ぼみ に 強き カ帶 ォクリ 奥へ。 

窺 ふ 忍び足。 7 シ早ゃ 日も暮 に。 近づき 

まし 

て。 鑌 孝行の。 道ぞ とて。 古き 例の 跡 を 追 

ひ。 子 故の 闇に 白妙の 道 も。 淚に 7 シ見 

え わかす。 詞 なん ぼ 掘っても 梦が あらう 

樣 はな けれど。 親 を 甲 ^ ふ 一 心を憐 み。 天 

より 授 くる 事 もやと。 地心に 込めて。 一 尺 

1 ！尺底 は 白羽の 鳩 一 羽。 飛んで おりし も 

飼 ひなれ し。 フシ 鳥 も 心の ある やらん と。 

*, 又 掘り かへ せば 又 一羽 中 ォク。 友 呼び。 

さそ しゃ 、つる， t> 

誘 ふ 生類の。 有様つ くぐ 打 守り。 

早 入相。 諸 鳥 塒に歸 る 頃 一 羽なら す 二 羽 

三 羽。 集り 来る は。 ハテ 心得す。 誠 や。 

k 器 ある 地に は 鳥 群 をな すと いべり。 我 

が 父 は 日本の 軍師。 此所 にて 世 を 去り 給 

ふ。 一生 諳んじ 置かれた る。 六 箱 三 略の 

秘密の 卷此 下に。 埋み 置かれし やらん。 

扨 は 我が 孝心 天 に 通じ。 鳥類 是を 知らせ 

しか。 《t ハァ 有難し iK4 しと。 心 勇んで 掘 


穿つ。 雪 も散亂 群雀 ぱっと 立った る菝の 

中。 窺 ふ 兄が 魂 ム 、 野に お 勢 ある 

時は歸 雁, を亂 る。 油 斷の塒 を 窺ふ惡 鳥。 

殺さう と 生かさう と 手の 內の 雀。 健に 手 

ごた へ。 この 下 を。 コリャ 待て 慈悲 蔵。 

くわん われ 

埋ん である 傳授の 一 卷汝に はやらぬ。 兄 

が 出世の 種に する わい。 兄 者 人 そり やお 

前 無理で ござり ましよ。 サイ ャィ。 無理 

いふか 兄の 威光。 阿呆 i の 孝行 ごかし。 

邪魔な 汝 から 仕舞うて 取る。 どっこい さ 

うはなります まい。 苗字 を ぐは此 慈悲 

藏。 見事 われが。 欉 いで 見せう。 お 小 瘤な 

退けと 鋤と^。 落花み ぢんの 雪と 飛んで。 

掘 出す 箱の 二人が 爭ひ。 道と 非道の 二 筋 

を 滑つつ 轉 けつ。 摑 みあ ふ。 はすみ にが 

はと 取 落し。 池に ざんぶと。 水煙 騒ぐ 群 

鳥 兄弟 も 7. ゾカ、 n- 不 甲ゎ議 と。 見と る、 後 

より 。障子ぐ わらり と 母の 老女 兩人 待て。 

3 兄弟 共に 武士と なり 主人 を 取るべき 時 


節 到来。 雪の 中の を 掘 出した る 慈悲 蔵。 

今 こそ 母が 心に 叶うた。 天晴 孝行 出かし 

た/ \。 其方 は 最前 言付けた 通り。 裏：：： 

四方に 氣を 付けよ ナ合點 か。 ハァ 委細 承 

知 仕る と。 *K 入る 弟横藏 は。 池 中の 箱 を 

引上げて 7 シ 母の。 御前に 差 出せば。 サ 

ァく 兄。 そなたに は 別てよ い 主 を 取ら 

する。 卽ち 主人より 下されし。 装束 も更 

しら だい 

めさせん と。 地 しづく 奥の 白臺 に。 無 

紋の 上下 白 小袖。 傍に 三方 九寸五分。 フシ 

我が 子の 前に 直し 置く。 詞母者 人 コリャ 

何ち や。 いやさ コレ此 白装束 は 何の 爲。 

ヲ 、 それ こそ は 冥土の 晴着。 只今 其方が 

首 打って。 身代りに 立つ るの ぢ やわい ェ 

エイ。 M 相な 事ば かり。 此首を 身代りと 

は。 そり ゃマァ 誰が。 今日 其方が 主人と 

頼みし。 長 尾三郞 景勝 公の 御身 代り。 間 

及ぶ 武田 信玄 越後の 謙 信。 室町の 御所に 

於て。 W に 我が 子の 首 討って。 心底 を顯 


はさんと 契約 ある 由。 最前 そち を 召 抱 へ 

ん とて 来られし。 景勝の 面體 そちが 額に 

さも 似たり。 扨 はと 母が 推量 違 はす。 箱 

の 中に 残されし 此 一 通に。 委細の 樣子詳 

かに 記されたり。 主從 となる から は 命 は 

君に 捧げし 物。 武士の 因 菜と 蹄め て。 潔 

う 死んでくれ。 コ レ-, ^ノ、 よう 思うて 

も 見やし やれ。 いかに 主ぢ やとて まだ 知 

行 も くれぬ 中に。 殺さう とい ふ樣 な胴愁 

な. 王が ある もの か。 ィャ くもう 此主從 

とんと 變改。 ィ 、 ャさ うはなる まい。 い 

っぞゃ si 訪の杜 において 殺さる、 そちが 

命。 助け 置かれし 景勝の 恩 忘れ はせ まい。 

其 時の 情 は 今 身代りに 立てん 爲。 智謀の 

罠に か. * りしと は 知らざる か。 恩 を 知ら 

ねば 人で はない ぞょ。 たと へ^げても 此 

家の ぐるり は。 景勝の 家 來取卷 いて 一寸 

も遁れ はない。 切腹す るか 但し 母が 手に 

かけう か。 サァ なんと * なんとと 詰 


めか けられ 籠 中の 鳥の 目 はう み；/ \。 隙 S 

を 見て 逃 出す。 膝 口 は つ し と 手 裏劍に 

フシ 尻 居に どつ さり 方な く。 詞 是非に 

及ばぬ もう 是 までと。 腹切る 刀 取る よ 

な こ 

り 早く 右の 眼に 突 込んだり。 流石の 老母 

も 不審 顏 流る、 血 を 押 拭 ひ/.、。 謁母者 

人 景勝に 似た によって 身代りに 立てた が 

る。 小面 倒な 此 面に。 かう 疵付けて 相好 

變 へれば。 もう 身代りの 役に は 立つまい。 

はる 

今日 只今 父が 苗字 を受 機ぐ。 山 本 勘助晴 

軍法 奥義 を 胸に 貯へ三 略の 卷 より 大 

切な 此命。 ャァく 謙 信の 家來直 江山 城 

介 種 網。 夫へ 出で よ 言ひ閒 かす 仔細 あり 

と。 地 呼ば はる 聲に 一 間の 內。 見 參ざふ 

と 慈悲 藏が 。優美の 骨柄 。長掉 7 シ さわ や 

かに。 n 某 長 尾の 家臣た る 事 深く 包んで 

； ノ歸 りし 其 仔細。 母 人に は密に 語り。 淋 

豫て申 受けた る 兄 者 人の 命。 現在の 子 を £ 

捨てた も否應 いはさぬ 命の 無心 さりな が 


ら。 眼 を 抉って。 身 を 全うする 大丈夫の 

た. t ひ 

魂。 あったら 勇士 を 殺す は殘 念。 長く 謙 

信に 仕へ。 忠勤 を躉 さるべし と。 * 言 は 

せ も あへ す 冷笑 ひ。 ^^愚か/、。 諼信づ 

れが 家来に は汝 等が 分 相應。 身が 主に は 

釣 <Sn はぬ。 まこと 山 本 勘 助が 崇 むる 主人 

は 忝く， <:。 足 利 十三 代の 公達 松 毒 It 是 

いざな 

へ 誘 ひ 申されよ と。 7 シ詞の 下に 高 坂が。 

妻の 唐^ 次 郞吉を 傅き 申せば。 山城 親子 

ハァ はっと 計り 飛びし さり。 7 シ 恐れ入 

つたる 計りな り。 * 眞 中に. どっかと 直り。 

S ャィ 山城。 只今 打った る此 手裏劎 は。 

先年 室町の 館に て此 公達の 御 母。 賤の方 

を 奪 ひ 取り 立 退く 折から 景勝 目當に 打ち 

かけた る 我が 小柄。 只今 我が 手へ 堵 に 落 

手。 山 本の 苗字 を 引與 さんと 軍事に 心 を 

こらす 處に。 地武 田信玄 大僧正 姿 を やつ 

し 只 一 人。 密に 庵へ 来らせ 給 ひ。 足 利の 

行末 覺束 なし 汝 我が 力と なって 事 を 謀れ 


と。 名將の 一 言 心魂に 徹し ハ 、ァ畏 り 奉 

ると。 卽 座の &承 * 弓矢の 誓。 詞ヲ、 其 

時に 此母も 只 人なら 卞と 思うた が。 拔は 

武 田信玄 公と。 主從の 契約し やった の。 


ヲ 、 サ。 大魚は 小 池に 住ます。 鹤は 枯木 本 

に巢 をく はす。 知勇 兼備の 大 將に賴 まれ 廿 

す-ぐ  四 

申せし 身の 面目。 * 直樣 都に 馳上 り. - K 孝 

ふ 時し も 館の 騒動。 詞義晴 公 は あへ なき 


御 最期。 地 ハツ ァ せん 方な し 。懐胎の 賤 

の 方 人手に は 渡さ じと。 忍び入って 御 家 

の。 白旗 諸共 守り 奉り。 立 退く 館 は 八方 

に提燈 松明。 ちる 花の。 都 を 跡に 遠近の 

雪の 信濃路 かしこ。 月の 更 科の 片山里 

に 。人知ら す隱 まふと は 。さしもの 母 も 御 

存じ あるまい。 _!^知らなんだ^,\> コ レ n 

レさ うして 御 母賤の 方の。 在所 は 何 所。 

サ、 、 、ど うぢ や/、。 地ハァ 申す も 便 

なき 事ながら。 憂き 事つ もる 産後の 悩み 

はかなく 此世を 去り 給 ふ。 ？ S 跡に 残りし 

あの 公達 勿體 なく も 我が 子と 偽り。 次郞 

吉 よくと。 呼ぶ 度々 の 空恐ろし さロ惜 

しさ。 弟嫁が 5^ を 幸 ひ。 我が 子 を 捨てさ 

せ。 他家の あの 子 を 養育 さする 我が 心 

いちもつ 

底。 我儘 無法 は 一 物 ありと 悟りし 老母。 

雪の 中の を 掘って 見よ と は。 晴 明察 

實に勘 助が。 7 シ 母人ぞ や。 地據れ を賊ひ 

今日まで。 埋み 置いた る 雪中の 是に 


ありと。 箱 押 取って 差 上ぐ る 源 t 水 正较武 

將の 白旗。 謁 神明 を 頭に 戴く 義兵の 旗 上 

げ。 謙 信 親子 只今より 此勘 助が 幕下に 付 

けと。 立 つてい ひ 聞かせよ と。 地 I つ 


の 眼に 天が下 見下す 富 士の山 本 勘 助三國 

無雙の 7 シ弓 取な り。 地 山城 大きに 感じ It 

入り。 詞信玄 景勝 不和なる も。 互に 心 を g 

疑 ひ あ ふ。 忠臣 割符 を 合すが 如し。 君 御 


&家 知る-上 は。 景勝 公の 首譯 立って。 

身代りに ももう 及ばぬ。 追 付け 兩家 和睦 

も >- 一- 5  ぢさく 

の 基。 成程々々 最前 裏で 直々 に樣 子を閒 

いた。 信玄 公と 勘 助 様。 言合せ の ある 事 

は。 一 家中へ もお 隠し あれば。 夫 高 坂 も 

露 知らす。 抱へ に來た 慈悲 藏殿 は。 思 ひ 

も 寄らぬ 長 尾の 御 家來。 君の 御 事 初めて 

聞いた 使の 面目。 * 此上 なしと 悅 びの。 

* 中に 歎き は 一 人の 孫 斯う 心が 解けるな 

ら 仕樣 もやう も あらう もの。 „ ^此^が 偏 

屈から。 信玄 方の 恩 受けて は 立たぬ とい 

うた 一 言で。 直. 江が 手に かけ 殺し やった 

は。 卽ち 母が 段した 同然。 コ レく /\ 

嫁 文教して ァ 、勿體 ない。 房に 離れて 

死ぬ 命。 思 はす 知らす ぉ主樣 の。 お 役に立 

つた も S 緣と 7 シ 泣かぬ 顔す る いぢら し 

さ。 塘母は 一 間の 一 卷携 へ。 ョ 不孝と 見 

えし 勘 助 は 却て 父の 名 を 上げる。 二十 四 

孝に 優りし 孝。 器量 も 揃 ふ 二人の 子供。 


軍法 傳授 の此 一 卷。 S 項 戴し やと 差 置け 

ば。 勘 助 取って 押 戴き。 父の 苗字 を 賜 

はれば。 勘 助が 身の 規模 は 立つ. - 母方の 氏 

をつ ぐ 弟 直 江が 母への 孝。 其德 によって 

此ー卷 は。 其方に 下さる、。 御 恩 を 忘れ 

す猶此 上。 地 孝行 怠る 事な かれ。 景勝の 忠 

心 は 我 胸中に^ したれ ども。 as 心得難き 

は 親 謙 信。 君に 弓 引く 逆心なら ば。 汝も 

從ふ心 や 如何に。 言 ふに や 及ぶ。 我が 子 を 

切って 二君に 仕へ ぬ此 山城。 兄と はい は 

さぬ 敵 味方。 此三畧 の 恩 を 仇。 一 合戰仕 

らん ヲ 、 さも あらん 出かす く。 我 又 主 

君に 仕 ふる 甲斐の。 地 天 目 山に 立籙 り。 

出合 ふ 所 は 川 中島。 運に 乘 じて 越後の 出 

城 識訪の 城まで 押 寄せ。 くさ も 目 ざま 

しき 勝負 を せんす。 JI ホ、 潔し さりな 

がら。 假 にも 一 旦 景勝に。 請けた る 恩 は 

何とぐ ヲ 、。 曰 月に譬 へたる 右の 眼 は 

越後へ 進上。 二心な き 勇士の 固め。 母に 


與 へし 片足の 下駄。 景勝の 志 接つ るは武 体 

士の 道なら すと。 * 左の 足に しっかと 履 g 

き ォク. 'お り 立つ。 庭の 高低 も。 道 は ゆ 孝 

がまぬ 弓 取の 直なる 竹の 根 もとより。 は 

つし と 切った る 旗竿 は。 盛運 目 出た き大 

將の。 誘 ふ は 賢き 御 笑顔。 眠れる 花の。 

死顏に 合抱いて ゆぶ つてす かしても。 返 

ら ぬ昔麼 土の 二十 四 孝 を 目の あたり。 孟 

宗 竹の 笋は。 雪と 消え 行く 胸の 中。 氷の 

上の 魚 を 取る それ は 王 群。 是は 他生の 綠 

と緣。 k 金の 釜より 逢 ひ 難き。 その子 寶 

を 切 離す 弟が 慈悲の 瞷 怒と。 兄が 不孝の 

孝行 は 我が 日の 本に 一 人の 勇士。 今に。 

名高き 山 本 氏。 武 田の 家の 礎と 事 k を。 

世々 に殘 しける 

に あ ひ i?*w ぐわん 

第 四 道行 似合の 女 夫 丸 

* ギン 偽りの。 文字 を 分 くれば。 人の 爲 *  i 

身の 爲 ならす 戀 ならす。 心な けれど 儒 衣 ぬ 


が ナホ ス フシ 亡き 夫 。の 名 も 。勝賴 にォク 9 伴 

ふ 人 も。 勝頓 というて よしある!^ 作が。 

散し 配りて 藥賣。 今日 立 出づる フシ 此國 

も5^ シ か い し よ ぁ り げ な。 女子の 所 體0> キ ン 

奇特 W. 子に。 筒 脚 化 一 跡に 镜 いて 藥荷 を。 

捲ぐ 肱 笠 袖 笠の。 匄 はぬ 花の 降り 積る。 

フシ ォクリ 信 濃路。 へさして。 行く 道の 泊り 

くや。 宿々 へ 商 4^ は 草の 種。 命の 種 

の 生 ilo フシ 詞に 艷を濡 衣が。 K そも此 

藥は陸 奥 南部に 11 れ なき。 新羅の 家 P 名 

方。 萬の 病 ひに 用 ひて よし。 それ 藥 一粒 

は。 たと へ 千金 萬 金に も かへ 難き フシ 其 

我が 夫 は。 世 を さりて。 ^2*ぃっの。世に 

か は。 诲^8木會の流れの0山川に。 女浪男 

浪 がさて 羡 まし。 フシ 夫婦なら ねば。 つ 

い 言 ふ 事 も かた 田舍。 長 地 情が ましい 一 

言 はい はじ 岩間の 細道 を。 歩み 馴れたる 

はぎ  つま 

腔の 雪。 ---上 り 8^ 夫 は 冥土に 我が身 はこ、 

に。 櫻。 花 かやち り。 /i\> に 。花 かや 櫻。 


樓。 花 かやち り。^ :-\ -にナ ホス フシち りに 交 

う-て/ * 

はる 神 心。 伏拜み 行く 臺が 原。 道行く 人 

S び 

も 指 ざして。 あやかり 者と あだ 口に 浮 名 

立つ るもァ 、恥 かしゃ。 今の 我が身 は。 

なか/^ に戀 も。 情 も 荒れ はてし。 ギン 

ォク" 靑柳 過-ぎて 宮 田の 町。 とかく。 浮世 

は。 伊勢の 濱荻。 難 波の 廣 とか はれ ども 

か はらぬ。 物 は 夫の 名と。 お まへ もい は 

ば勝賴 様。 いつのまにか は ぁひ染 川の。 

身の 浮沈み 七 度 は。 氷 を 渡る 信 濃路 へ。 

急ぎ 行く のが ノ  7、 ゾ第 一丸" 此御藥 も 蓑 

作 も。 もとが 新羅の 流れに て 彼よ し是ょ 

し 世の中 も ギンよ しと 浮世 を 渡る ハズミ 

川 心。 にごさす 墨染 の。 此 身の 末 は 天の 

川。 空に も戀が あれば こそ。 雲に 浮 名 は 

七夕の 糸 繰返し 返しつ 、o 戀の染 衣濡衣 

が 昔 を 忍ぶ 流行 唄。 ミ下リ S  くるか^.^ と 

川下 を 見れば C 川原 柳の。 影ば かりさり 

と は 影ば かり。 川原 柳の 影ば かり 11« を 待 


ち。 忍びく につま 戶へ 来れば C 月の 影 JS 
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さへ。 氣 にか、 る さりと は氣 にか、 る。 

月の かげ さへ 氣に か、 るェ 、逢 ひた や 

な。 ナ*ス問ふも^^^るも0  7 シ いく 難所。 

野 越え 里 越え 山越えて 此處の 一 村 彼 所の 

宿の。 軒つ き藥々 と寶 り聲 もやさし。 

しをらし立並ぶ^^^^居に今宵 一 やどりと 暫 

く。 勞れ を。 一一お へ はらしけ る 

81 なう 恐ろし や，， 、。 怖い 咄で ちりけ 

から 身の 毛が よだつ。 燈心 I 筋 減す ベ い 

と。 地相 州 北條氏 時の 和 田の^ 墅 。村 上 左 

衞 I： 預 りて 今日 留守番の 中間 小者。 百 物 

語 も 親方 の 7 シ油甜 りと 知られけ る C  gS サ 

ァ 今度 1! 術 內 が咄番 だ。 又 おらが 。澄 

心 もよ つぼ ど 減りう そ 暗うな つ て 隅々 ザ 

なら び 

見ら る i。 信玄の 領分 天目山と 國； の此 

信 濃 なれば。 化物が 出べ い" わい らも ゾ I 

レ鐸元 くつろげて をれ さ。 ヲ、 此寒六 も g 

冬 平 も油斷 はせ ない。 若し 女の 化物が 出 孝 


たら。 段平 物で 打. 切る より 打 $ 買った と 

思うて。 かつゑて ゐる だんびら 物に 滿足 

さそ 。サァ 術內咄 せろ さ 。ヲ 、 サ /、 

昔 甲斐 國に 格氣 深い 女が あって。 男の 心 

の變 つた を 恨み。 夜な く 男の 門に 行き。 

聲 うち ふる はして。 なう 恨めし や。 妬ま 

しゃ。 言 ひか はした を 忘れ はせ じ。 今 こ 

そ 思 ひ 知らす ベい と。 戶を敏 破り 男の 喉 

へ 喰 ひ 付き。 生きながら 鬼に なった と 京 

大阪の 居で。 甲斐 國の 女の 鬼と。 狂言 

にし たげ な。 夫から 其 家が 毎夜 さ冢 鳴。 

フゥ是 はよ つぼ ど 怖い 咄だ。 聲 ふるはせ 

ナと咄 せろ さ。 コリャ 寒 六其樣 におら が 

ねき へ 寄るな やい。 ィャサ われが 身 ども 

を 押す ぢ やない か。 シテ其 後 はどう か 

く。 それから 二 陪 がめ き/、。 裏背戶 

がぐ わたく ノ、。 地ァレ どろ/、 と 家 

鳴が する は。 百 物語の 不思議 かと。 l^aK 

の 反 打ち ま はし。 もつ そ を きらす で^ ふ 


如く  & ^晩んで 7 シ尻 込す る。 * 其 中に ど 

ん くと 間近く 閉 ゆる 太鼓の 音。 CS 待て 

く。 あれ はお 旦那 村 上様 和 田 山で 獸狩 

の列卒 太鼓。 ァレく 近う 聞え るから。 


ぉ歸 りに 間 も あるまい。 * 愛ら 片付け 掃 本 

除して。 化物より 恐ろしい。 旦那のお 目 廿 

玉 貰 ふなと。 7 シ皆 部屋々々 に 入りに け 孝 

る。 * 見渡せば 野 も 山 も 皆 白妙の 和 田の 


うさぎたぬ キ； ねの し- - きつね ， 

山 。雪の下 伏す 鬼 狸 猪 狐 を 狩 取らん と 

村 上左衞 I： 薪淸狩 装束 花々 しく。 山 案内 

の 狩人 召 連れ 獲物 を列卒 にさし 撸 はせ。 

フシ 和 田の 別 墅 に立歸 り。 地 鬥 開かせて 

村 上左衞 門。 悠々 と 打 通り。 ，、冷え 

るく 世上の 譬に達 はす。 犬 骨折って た 

かの 知れた 獲物。 北條 殿の 此 下屋敷 を預 

かる 某。 今 H の 猪 狩 も 私の 遊興で ない。 

»i 訪明 神の 神 使 は 年！^ る 白狐。 信 玄是を 

信仰して 武運 を 祈る と傳 へ閒 く。 何と ぞ 

此狐を 狩りと ちんと 思へ ども。 神 通 得た 

る 白狐に て 狩人の 手に 及ぶ まじ。 さるに 

よって 一 國の野 狐 を 接ら す 狩 取らば。 祌 

通 得ても さすが は 畜生。 萬 一 {!: 狐 を射留 

めたら ば 莫大の 褒美。 S 其 旨き つと 心得 

よと 7 シ さも 横柄に 言 渡す。 地 近習の 侍 

飯 山 郡 太後馳 に立歸 り。 謂 某列卒 の殿ピ 

仕らん と 。引下り 候 所に C 高 島の 坂 中に て 

年 ふる 魄 雄の 狐を兑 出し。 弓に 矢 を はげ 


追 # けしに。 小 が隈 に？ a 入って かいく 

れに 行方 知れす。 無念 千 萬 仕損ぜ しと。 

す. -ぎ かや はら  さが 

藏茅 原搔き 分けて 捜せし に。 狐に 勝りし 

女の 曲者 生楝 りて 參上 致す。 ナュ女 を 生 


捕った と は。 必定 敵方の 紛れ 者。 幸 ひ I 

身の 刀 試 胴 切に してく れん。 せ是へ 引け 体 

と詞の 下。 引立て 出づる e 小 牡鹿の 是も夫 £ 

•  みや こぞ だち  ^ 

§5 ふ 女と 見え。 都 育の ぼつと り 風。 地 女 3. 


i^J の 左衞鬥 大口く わつ とよく 見れば。 * 

戀 こがれた る 腰元 八つ 橘 C 其 儘 抱 付きた 

い 所。 -fil ^来の 手前と 7 シ入體 作り。 a ホ 

ホウ 郡 太いし くもした りな。 コリャ 女 近 

う 寄って 身が 顔 を 見い。 ナ コ レ村 上ぢゃ 

(0 おれ を 慕うて 遙々 の 所 を 能う ぉぢ 

やった なう と。 いふ 所 なれ ど爱は 主人の 

下屋敷 。ァ レ 多くの 家來 共が ナ 、 合點 か。 

コ リャ者 ども 此女 今夜 身が 寐 間に 引きす 

も OSS 段平 物 を 以て。 膀の下 を 試して 

見ん。 寢 所に 土 * の 用意。 急げ やっと 

片 頃に^ 面 片頻に 細目。 ョ コリャ うぬら 

お 3 れ 

is- して をる。 早くう せう 汝も うせいと 

« 呵り 付け。 7 シ 邪魔 を拂 うて。 3コ レ戀 

人 そ もじの 事 を 明け暮れに。 サハリ うつら 

くと 戀ひ こがれし 待ちに 待った 念が 

届いて。 今日爱 へお ぢ やった はこれ 偏に 

詉訪明 神の 引合せ。 今日から 身が 奥。 但 

し は 嫌 か。 サ、、 、 ど うぢ や，/ \ と ギン 


しなだれ か. -り 。抱 付けば 振り放し。 S 

viit  ぁづチ 

私 はお 主の 行方 を 尋ね 吟ひ。 これより 東 

の 方 を 志して 行かねば ならす。 地お 志 は 

有難 けれど。 * 今は歸 して 給 はれと ス, -淚 

ぐめば。 al そり やならぬ。 言 ふ事聽 かね 

ば 百 * 倍で 仇す る左衞 門。 それでも いや 

か。 地 何と/ \ といへ ど 答 も 泣き 人る 八 

つ 橋。 ェ、 しぶとい 女め。 コリャ /、 

家来 共。 此女眞 裸に して 氷 責め" 八 寒地 

獄の 苦み させい。 責めよ くと 高聲 に。 

八つ橋 庭に 7 シ きえ 入る 心地。 * 折 もこ そ 

あれ 取次の 侍 能 出で C 詞 甲斐の 國武田 信 

玄の 使者 高 坂彈正 越後 國長尾 謙 信の 使者 

越名彈 正。 通し 申さん やと 伺へば。 村 上 

驚き。 フゥ長 尾 は 格刖。 武 田と は 鋒 先 を 

爭ふ 中。 其兩 家の 使者 一 所に 来たと は 心 

# す。 《s 何にもせ ょ對 面せす ば 臆せる に 

似たり。 詞ソレ 35« 走り せぬ 様に 其 女に は 

雜 ぶって 庭の 樹木に く" し 上げい。 * 敵 


國の 使者 なれば 手 だれの 武士 ども 次の間 本 

に G ぬかるな やっと 言 渡し。 其 身 も 衣服 更 廿 

めて ォク リ悠々 Y として。 フシ 坐し ゐ たる。 孝 

地 程なく 入来る 高 坂彈正 越名彈 正。 ^ を 

爭ふ 使者と 使者。 物 を も 言 はす 辭儀 もせ 

す。 見ても 見ぬ ふり 上下の 1$ と。 襞と も 

フシ すれ 合 ふ 中。 S 兩 人刀拔 置きて。 遙 

下って 高坂彈 正。 口上の 趣と いはんと す 

る をまづ 待て 高 坂。 此越 名に 辭儀 もせ 

す。 使者の 口上 マァ なるまい。 ト ハ なぜ 

に 。門前へ 乘 込む も 一 時。 玄關へ 上る も 

1 時。 身が 口上 申 上ぐ る 迄。 すつ 込んで 

居よ 彈正。 ヲ 、 此高 坂^げ たか 55^ げぬ 

か 只 令 勝負。 *ヲ 、合點 と 刀お つ 取り 袴 

の そば 取り。 サァく 勝負と 7 シ立 向へ 

.±0 地； t 上 大口 明いて からく と 打 笑 ひ。 

^0 れら  .» 

主の 使者に 立ちながら。 汝等カ 威勢 を 

爭ひ。 身を果 すうつ け 武士。 身に 對 して S 

は不！ IS と 言 はう か 慮外 者。 察する 虚長尾 4 


さきだ つ 

は 先達て 北 條に心 を 寄す る氣。 武田も 共 

に 氏 時の 味方と なり。 此村 上と も 和睦し 

て。 謙 信 は 信玄を 亡し。 信 玄は謙 信 を 亡 

さんとの 賴.： t の 使者。 * 違 ひ はせ じと 村 

上に。 星 を さ、 れて詞 を 揃へ。 詞御 賢察の 

通り 味方 願 ひ 奉る 賴 みの 使者。 ぉ受 なさ 

れ 下さらば。 我々 迄 も 大慶と 恐 入って 述 

ベければ 0 ホ 、 ゥ 我が 眼力 達 は ざり しな。 

兩 家の 賴閗 入れぬ も 武士の 本意なら 卞。 

兩 家の 返答 依： i5 なき 樣に 武勇 閬。 弓矢 打 

物の 勝負に て。 勝った る 方へ 北 條村上 共 

に 味 f^。 幸 ひ 是に山 狩の 弓矢 二手。 氷 を 

積上げ$^として。 一寸 二 寸の的 は 勝負 遲 

し。 五 尺の 的 を 射させん す。 ャ ァ.， （-郡 

太。 其 しぶとい 女め こそ 屈竞の 的。 胴 腹 

を 射通させ つれない 心に 思 ひ 知らせよ。 

女め 引けと 地い ふ 間もなく。 繩 B 血走る 

細 j|  。术 フシ 淚 ながらに 八つ 橘 も： フシ 泣 

くく 引かれ 立出づ る。 a あれ 見よ 兩人。 


此女は 足 利 家の 賤の方 腰元 八つ橋。 我 都 

にて 見初め。 折. がな 時が なと 思 ひし 處に。 

今 日 思 は 卞も此 村 上が 手に入れ どもつ 

れ ない 女。 我が 詞を 背く 故： S が 勝負に 

て 彼め を 成欧。 我が 見る 前で 胴復を 射通 

せと。 * 刀 を 杖につつ 立上り 眼 を 配れば 

高 坂 越 名。 如何 はせんと 禱躇 ふに ぞ。 詞 

猶豫 すれば 味方 はせ ぬ。 * 如何にく と 

聲 Ik ら ぐれば 兩彈 正。 辭す るに 及ばす 弓 

矢 ih 挾み。 不便に は 思へ ども 國の爲 に は 

かへ 雜し。 心に と觀 念せ よ。 サ アサ 

ァ髙 坂. 勝負ぬ かるな。 W ヲ、 心得たり と 

諸共に。 弓と 矢つ が ひきり ノ、 と 引きし 

ぼり 弓手 馬 手へ 身 を 開き。 切って 放す 目 

當は村 上。 射 かくる 矢先 兩手 にしつ かと。 

お ハ、、 、 、察する 虚謙信 信 玄心を 合せ 

和睦 を 言 立て。 此村上 を 討 取らん と は 愚 

かく。 所存 も 知れざる 汝 等に。 弓矢 を 

渡す 左衞 鬥が大 肝に。 等が 矢先が 立つ 


べき か。 ャァ 家来 共 女 を 引立て。 *f き や W 

つばら を溺 捕れと。 聲の 中より 列卒の 

者 7 シ ばら- (-' と 追 取り まく。  ェ、 欺 

し 寄って 討 取らん と 計りし に。 仕損じて 

高 坂。 ヲ 、 越 名 地 無念々 々 に腮 叩かすな 

と 取 付く やつばら-」 右と 左に 踏みす ゑ敏 

すゑ 一 度に か、 れ ば信玄 流。 謙 信 流の 太 

刀 打 早業。 手 i いたる 働きに。 家来 も 

列卒 もた まりかね むら z\ ばつと 逃 入れ 

ば。 S 目 ざす は 村上遁 さじと。 雙 方より 切 

りかくる を。 引っぱ づ しく 重ねて 切 込 

む と 匁 。ヲ 、 合 點と身 を か はし。 傍なる 

火鉢で しっかと 押へ。 引かん/、 ともが 

く 二人が： las 摑み。 ぐっと 引 寄せ 締付け 

られ 無念々 々ともが けど も。 膝に かため 

てび つくと も 動かさす。 K 汝等此 村 上 を 

欺 討に 討たん とせし。 其 返報に 踏 殺さう 本 

か： 但し は擻 殺さう か。 如何したら 腹が か 

それ  た ふ  ra 

癒よ。 ヲ、 夫よ。 * 答の 矢 を 射返さん。 孝 


肝の たばねに 受取れ と。 尖 矢 二 本 逆手に 

ゥ どぶえ 

取り 喉. g ぐっと 一 抉り。 ゑぐ りゑ ぐられ 

高 坂 越 名。 七顛八倒 五體を もがき。 7 シぁ 

へな き 最期 ぞぜ ひもな き。 ！ 女め は 何 所 

に をる。 早くく と * 呼ばれて ぉづく 

八つ橋が 氣も魂 も 身に 添 はす。 此體 見る 

より はっとば かり 。袂を 顔に 押當 て。 フシ 

そに ろに 額 ふば かりなり。 コリャ 八つ 

橋。 おれに 敵た ふ 奴 原が。 此死 ざま をよ 

つく 見た かと。 * 尖 矢引拔 きどう ど敏飛 

ばし。 85女もぉれが詞を背くとまっ此^^ 

り e 嫌で も應 でも 抱いて 寝る。 寝所へ 來 

いと フシ 引立て 行く。  ，？奧 は 俄に 家 鳴 

g 動。 庭の 植込ざ わくと 風に « つて 權 

の。 火影に 見れば 臺に 目鼻 ありく。 

sjs5s??K 朝顔の 朝に 突いて。 夕に は。 

露の命 も戀 故なら ば。 儘よ てんぼの 皮. & 

著。 珊瑚の 珠の目 を 光らし。 腰に もつれ 

て 7シ寄添へば0^*-地村上ぎょっとし。 S 


コリャ 何 ぢゃ。 フゥ閒 えた 今日 山 狩の k 

0^ 我に 仇す る 憎く い 四つ足。 *f 目に 物 

こなた 

見せん と 燭臺獄 飛ばし。 此方へ 来る フシ 

力、 り緣 側に S 乂 によつ ぼつり と。 石燈 

籠。 火 袋に 顔 まざ/、 と。 有 明の 月の 眉。 

目元に 色 を 夜目 遠目。 笠に 苔む す 手水 鉢。 

やら じと 止む る 柄： £ の 手。 跡へ 戾れ ば靑 

IK 井が くるり。 くる/、 蛇の目む き 出す 

轆键 口。 開いて 窄めて。 相合傘の 袖と 袖。 

雨 ゃ雪靠 ふらば ふれ/、。  7 シ濡し はせ 

じと 一 本の 足 手 縛 ひとなり コ？ 瓢箪 

から 駒下駄 も 庭の 飛石ぐ わた/ ヽく。 

待合の 半鐘のう なり。 くわん 鐘 子。 

コハ， 刀掛 字の 角 軸 も。 三 幅對の 竹に 虎 i 

けば 夙お こり。 龍吟 すれば 雲 起り。 炭の 

おこった 大火 鉢。 目鼻し かめて ナ * ス這寄 

れば。 戶 障子 襖ぐ わたく く。 おさす 

がの 村 上 氣を奪 はれ。 女 を 小膝に ひんだ 

かへ。 行け ども 行かれす。 房れ ど戾さ 


ぬ 妖怪に。 刀を拔 いて 切 廻れ どた 雲霧 本 

を。 一一 S へ 切る 如く。  a 腕 もな まり 五體も 廿 

£な- 一 くら  ^ 

瘁れ。 眼 眩んで よろ くと。 どう ど 伏し 孝 

たる 村 上が 形 計り はあり/、 と。 玄關廣 

間大 座敷 書院。 床の間 II 成の 間 ありつる 

女 も 消失せ て。 館と 見えし は 信 濃 路の雪 

降り 積る 和 田の 山吹 雪ば かりや。 三重へ 殘 

るらん。 返せく。 迷子の 殿樣 かや 

せ。 S かへ せく と 髙提燈 に 太鼓 鑌。 升 ， 

の 麁忽な 大名の 。殿様 返せと 大勢が。 フシ 

尋ねさ まよ ふ 向うよ り。 えい さっさ サ 

ッ くサ 。 地 夜道 を 急ぐ 早 飛脚。 E コリャ 

く 飛脚 物 問 ふべ い。 只今 われが 来る 道 

で。 殿樣 らし い^子に は 逢 はなんだ か。 

イエく 殿樣 らしい はさて 置き。 夜の 殿 

にも 逢 やしませ ぬ。 フゥ それならば 金怍 

りの 刀 脇 指で。 心中な どして ではない か。 

水に はまって 若し 死に はなされ ぬか。 ィ 0 

ャ そんな 事 は 見當ら ぬ。 迷子の 子が 大名 ノ 


なら 火に くばらし やろ も 知れますまい ャ 

ァ 早 飛脚が 何かと いふ 間に 遲 飛脚 隨分 

尋ねさし やませと。 7 シ道を 早めて 走り 

行く。  * 家中の 者 ども 力 を 落し。 „«ァ ゝ 

おいと しゃく。 大方 狐の 業で あろ。 今 

頃 はてつ きりと。 お 召が への 雲雀 毛が。 

あ. もち 

蘇い 物 を 小豆 餅ぢ やと 思 召して。 ひった 

もの あがる であろ。 ィャ 案じて 居ても 事 

.5 さし  かや はら 

が 済まぬ。 胡 散な は此萱 原。 捜して 見よ 

うと 足輕 ども。 そこよ こ.. - よと 雪 かき 分 

くる 萱の 影。 人 こそ あれと 提燈 手ん 手に。 

見れば 見る 程。 ョ紛 もな き 迷子の 殿樣。 

申しく 迷子の 子の 殿様 いなうと。 地聲 

に氣の 付く 村 上 左 衞鬥。 むつく と 起きた 

る 其 形 は。 &1  ^ に 竹 大小 反 打 廻して 大 

音 上げ。 それへ 来る は武田 信玄。 かく 

いふ は 信 濃の 住人。 村 上 左 衞門義 淸が留 

めた やらぬ と 呼ば はったり 0 ァ 申しく。 

ぼけす け 

私 はお 草展 取の 化 介で ござります。 フゥ 


化か。 信玄 ではな いぢ やまで。 あれく 

く。 卑怯 未練の 越後の 謙 信。 地 運 さじ 

やら じと。 追 ふ を 止む る家來 ども。 S コ 

ハ正體 なき 旦那の 有樣。 人の 見る目 も 恥 

ぢ給 へと。 地 抱きと むれば 漸 うと 狂 ひ。 

伏して ゐ たりし が。 地 村 上 漸ぅ心 づき。 

文 * や あら 不思議 や。 今まで 和 田の 館の 

內。 越 名高 坂 を 刺殺し。 我ながらつ い に覺 

えぬ 勇力と 思 ひしが。 ナ ホス こ \ へ は マ 

ァ どうして 来た。 サァ 昨日の 山 狩から 迷 

子に おなりな され。 一 家中が 一 遍 三界。 

皆 麓までお 迎 ひに 参って をり ます。 ム、 

そんなら おれが 強かった の は。 狐の 業 か。 

成程 かので ござります。 かのと は誰ぢ や。 

八つ橋 か。 やれく 戀 しゅかし と 焦れた 

戀人。 手に 手 を 取って 歌歸ろ やれ。 足元 

を 爪立て。 ちょこ./ \. くと 爪立てて。 

フシ 行かん とする を 3 家来 どもよ つて か 

かって。 乘 物に 助け 乘 すれば 徒士 若黨。 


詞乘物 参れに はいく/、。  * 尋ね 逢う ^ 

たる 太鼓 鐘 はやし 立てく。 詞 、迷子の 殿 

さ キー 

樣取 返した 。返した く  。お 先手 を 振る 迷 

子の 子。 逢うて めでたき 信 濃路の ヒッ ユリ 

薄萱原 踏み。 分けて ギンい なう やれ 我が 

故鄉 へ。 昼へ 立歸る off 信 濃なる 識訪の 湖 

耍 害に。 立籠りた^^館域。 長 尾 入道 謙 信 

は。 代々 越後の 城主と して。 己が 武勇の 

鋒 先に 爱も切 取る 識訪の 城。 新たに 建つ 

た を や 

る 奥御殿 は。 義晴 公の 御 幼君。 後室 手 弱 

女御 前。 共に お 成 を 設けの 結構。 7 シ 大方 

ならす 見えに けりつ * 今日 ぞ其 日と 腰元 

婢 忙 し 中に 立 集り。 何と 皆の 衆。 去年 

からの 御 普請で 結構に 建つ た 奥御殿 は。 

武將 様と やらの 後室 様のお 成ぢ やげ な。 

わしら はそんな 事と は 知らす。 此 館のお 

姬樣 八重垣 様の 御 祝言。 其 持へ かと 思う 本 

てゐ た。 ヲ、 彼の 人の 言 やる 事 わい。 八 廿 

おい； S な. ft>  ず 

重 垣 様に 御 許嫁の あった 勝賴樣 は。 去年 孝 


の秋御切腹それで其勝賴樣の^3<を搶に寫 

し。 お 姬樣が 明けても 暮れても 泣いて ば 

かり ござる が。 そなたの 目に はか、 らぬ 

か。 ^！^！の持へは今日本の大將軍のぉ子 

樣 なり。 其 後室 榇 尋常のお 客と は 遠 ふ。 

地 それで 此 間より 國々 の 名物 をお 求めな 

さるれ ど。 今 此輙訪 の 湖に 氷が 張 詰め。 

舟の In 来 も 叶 はぬ 故。 何 かが 齢い 手 支へ 

と。 役人 衆の 心 遣 ひ。 ョ夫程 晴れな ぉ客樣 

故。 念の 念 を 入れて 不調法の 無い 樣 にと 

の 言付け。 新 參とは 云 ひながら 物 馴れた 

濡衣殿 何 かの 事 を 親む ぞゃ。 ホ 、 是は又 

人 を 術ながら す樣 に。 物 馴れた やら 馴れ 

ん やら。 今參 りの 私 御前 方に 引迴 して 貰 

はに やならぬ と C 地 傍 sw 中の おれ それ も。 

7 シ中 よく 見 ゆる 中庭より。 地い きせき 

出 づる簑 作が 今 は 姿 も 菊作り。 花 恥 かし 

き 角額緣 先に 小膝 を 屈め。 a 奥庭の 花植 

の 菊。 か む を 仲し 延びる を 縮め。 枯葉 


一 枚ない 樣に殘 らす手 入 仕り。 渐ぅ 只今 

相 仕舞 ふと。 言 ふ顏 うっとり 腰元 中。 

さても 見事 好い 男。 こんな 男に 手 入 しら 

る、 菊の花 は あやかり 物。 わしら もどう 

ぞ あの人 手 入で 小 菊が^ かした い 

と。 何が な 惡ロ言 ひすて に 奥へ 行く 跡 幸 

ひと 7 シぎ 見廻し。 * 濡 衣が 庭に おり 立 

ち 手 をつ かへ。 あなたに お別れ 申して よ 

わたし  あけく お 

り此 館へ 入 込む 私。 程 ふる 日數の 明暮も 

どうお 暮し 遊ばす ぞ と。 案じる うちに 思 

ひも 寄らす。 K 菊作りと なって 此館 へ 。お 

出で なされし 勝 賴樣。 御 思案で もあって 

あるじ 

の 事 か。 ホ 、不審 尤も。 此 家の 主長 尾 謙 

信。 一 子 景勝 を 討っても 出さす 剩へ。 義 

晴 公の 忘 形見 松壽 君。 餌 母 公 諸共 今日 此 

館へ 招く 段。 心得難く 思 ひし 故。 菊作り 

ほっし やう 

とな つ て 入 込む 某。 汝が 役目 は 法 性の 究。 

未だ 奪取る 便り も なきや 。濡衣 7 シ 如何と 

ありければ。 S ホ、 其究の 事故に 奉公に 


出た 私。 微塵 も 油斷は 致さね ど。 何 をい ふ 本 

て も 用心 厳しく 夫 故 心に 任さね ど。 ぉ悅 5 

ぴ 遊ばし ませ。 今日の 饗 とあって。 其 兜 孝 

を 上段に 飾らして 候へば。 今日 を 過 さす 

お手に入れん。 すり や 其 兜が 奥の間に。 

5 な. P 

ァ 、 お 聲が髙 いと 差 寄って S. き 首肯く 二 

人が 相該。 7 シ それと 白洲へ 立 出 づる。 

* 姿ー薛 ある 親 仁。 娘々 コリャ 娘と 地 

呼ばれて 询り飛 退く 濡衣。 ョヲ 、 父樣と 

した 事が。 あの人に 花 擅の 事 を 言付けて 

居る 所 を 。斷 なしに 娘々 と 呼ぶ 樣な。 あた 

不 ii^ な不 遠慮な。 何ぢゃ 新な しに 娘と 呼 

ん だが 不繞ぢ や。 こり やおれ が惡 かった 

わい。 今度から 用が あって 浮ぶなら。 サ 

ことわ 

ァ娘今 呼ぶ ぞと 先へ 斷 ろ。 ハ、、 、こり 

や 前髮。 わり や 花 作る 事が 上手 ぢ やとい 

うて。 昨日から 雇 はれて 來てゐ るが。 此花 

畑 は此關 兵衞が 預かり。 今日のお 成のお 2 

0 になる 花 故 取 分けて 大事と 思 ひ。 助け 1 


に 雇うた 花作り。 もうお 成に 間 はない が。 

a のらば かり かはいて 居って。 それで 仕 

事が 出来る かよと。 呵られ て 手 を もぢも 

ぢ OS ィャモ 外の 花 作る と 違うて。 不斷手 

入の して ある 花檀 故。 何にも 仕事 は ござ 

り ませす。 漸 うと 枯葉 を 取ったり。 花形り 

の ふり を 直す が 精 際。 夫 故 仕事 も 思 はぬ 

is いき。 落葉 一 枚ない 様に 掃除まで 仕舞 

ひまして ござります。 ム 、 それ なれば 精 

が 出た。 花 擅が 濟ん だら 外に 用な し。 次 

へ往て 休息せ いと。 地 許す 詞に蓑 作が フシ 

勝手へ こそ は 立って 行く。 詞ハテ さて 見 

かけに 似合 はぬ 精出す 扠。 鬼 角 人 は 陰 日 

向が 大事の もの コリャ 娘。 われ も瞎分 

精出して 荆 奉公に 私すな と。 いふ も 親身 

の 親子の 中。 詞ヲ、 父 樣の恭 いお 詞。 地 

を さな  みや づ かへ 

稚ぃ 時より 武 田の 家に 宮仕。 不慮の 事故 

親里へ 戾 つて 3^ れば。 謁父様 も 令で は 長 

尾の 此 家へ 奉公 を 幸 ひに = 親子 I 所に 宮 


仕。 地新參 者で も 侮られす。 傍輩 衆に も 

あだお ろ そ 

憎まれぬ はお 主の 御 恩 父樣の 蔭。 仇 疎か 

に は 存じ ませぬ。 ヲ、 さう 思へば 冥加 

がよ い。 此親も 御領 分に 狩人 を商賫 に。 

かつ/、 に暮 した 身分。 謙 信 公の 昆 出し 

に 預かりお 館に 置かる、 は。 此 屋敷に 在 

る 識訪法 性の 兜と やら は。 1^ 訪明 神より 

賜 はって。 卽ち 神の 使し め。 狐が 寄って 番 

をす る 不思議の 兜。 そこで 又 野 狐 どもが 

其 を 戴けば。 官 上りす ると やらで 折々 

館 を 徘徊す る。 見 付 次第 打殺せと。 ァ レ 

座敷 先に 小 家 をし つら ひ。 狐の 番が 役な 

れ ども。 勇氣 盛んな 謙 信 公 何の 狐が 来よ 

ぅ笞 もな し。 安閑と して ゐる 隙に 仕覺ぇ 

た 花畑。 時なら ぬ 菊 を 作る がお 氣に 入つ 

て。 狐の 事は餘 1^ になり。 今では 菊の花 

守 親 仁。 * 樂々 と 暮すも 主人の 蔭と。 互 

の 身の上し み/^ と 親子 話の 折からに。 

早 や 御成と 騒ぎ 立ち 奥へ 行く 人 戻る 人。 


心せき 兵 衞濡衣 も 7 シ 奥と 口と へ 別れ 行 M 
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く。 地 館の 主長 尾 謙 信 衣冠 正しき 設けの 一 

式禮。 角立つ 中に さと 薰る音 もしと く 一 

女中の 手 异。 7 シ邊 輝く 鍥乘 物。 見る よ 一 

り 謙 信 謹んで。 K 優 ft 花と やい はん 稀代 一 

の 御 入來。 冥加に 餘る 身の 面目。 地 直に 

其 儘 奥御殿へ と。 指 圖に隨 ひ乘物 は。 奥 

へ 行く 跡 謙 信 も。 辏 いて 入らん とする 所 

へ。 K 暫く 待った 長 尾 謙 信。 奥方よりの 御 

上意 ありと 呼ば はる 聲。 地 はっと 平伏 頭 

を 垂れ" 待閒 程ない 立派の 骨柄。 長 袴の 裾 

け はらし。 上座に どっかと 威儀 を 正し。 

先 以て 今日は 御 幼君 松壽 君" 御 母 公共に 

入来の 面目 恐 悅に思 はるべし。 さるに よ 

つて 母君より。 貴^への 上意 餘の 儀に あ 一 

らす。 先達て 申 渡せし 子息 景勝の 首。 ベ r- 

に- いて 討っても 出さす。 事 延引に せら 本 

る X 段 必定 野心に 極まれば。 御前に おい 廿 
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てめ 腹 を 遂げら る i や 但し。 景勝の 首 P 孝 


今 討って 出さる-" や。 返答 次第 計ら ふ 旨 

あり。 諼信 いか *乂 と 上使の 權柄。 * こ は 

思 ひ 寄らざる 御上 意と。 顏振 上げて。 ョャ 

ァ 汝は悴 景勝と 2!？  く 謙 信 さあらぬ 上使。 

ィャ 景勝に もせよ 誰に もせよ。 一 旦悴を 

討つ ベ しと 契約 あり し は 諸 大名の 眞中。 

今にお いて 其 沙汰な く。 剰へ 本 國に引 籠 

り。 底の 知れざる 親 人の 所存。 ィャサ 謙 

信の 心底と 人の 疑 ひ 立ち 申す。 何故 さつ 

ばりと 我等が 首。 ィ ャサ悴 景勝の 首 討つ 

て 心底 は 見せられぬ。 サァ曾 討つ か 但し 

はい やか。 有無の 返答 承らん。 サァく 

何とと 詰 寄れば。 * 流石 名 を 得し 謙 信 も G 

悴を悴 が 討 手の 上使。 返答 何と 當 惑の 

フシ 口 を 噤んで 見えに けり。 P ャァ 未練の 

心底。 此上は 某 こ.' にて 切腹と。 指 添に 

手 を かくれば。 ャレ 13! く。 必. f 早まり 袷 

ふなと。 * 聲を かけて 花守 關兵衞 。何 か 

白洲へ 白菊の。 7シ花携へて^^出づれば。 


0 ャァ汝 等 如きが 知る 事なら す。 退去れ 

やっと 景勝の。 怒りに ちっとも 隨 せぬ 關 

兵衞。 ィャ 下と して 上の 事。 差 出る では 

ござり ませね ど。 最前より あれに て樣子 

承れば 。如何 やら, う 木が 伊 取が。 木乃伊 

になる 樣な 御上 使樣。 可 Ie しき 侍の 首 切 

つて 仕舞へば 再び 生からぬ。 叉 此花は 何 

ぼ 切っても 生けら る、。 ナ 切って 生かす 

とい ふ傳授 お望みな らば 差 上げたい と * 

どこ やら 詞の 一 理窟。 間い て 謙 信 眉 を：^ 

め。 ョム、 切って 生ける と 言 ふ 白菊 面白 

しく。 關兵衛 其 花 所望 せん。 成程 花 は 

上げ ませう が。 花ば かりで は 自由に 生か 

モれ 

らぬ。 夫 を 生かす は 花作り。 幸 ひお 次に 

をり ますれば。 是へ呼 寄せ 共々 に。 生け 

る傳授 を御赏 あれ。 花作りの 蓑 作 御用が 

ある 地 早う/ \ と 親 仁が 呼ぶ 嫛 菊作り。 

£  、けた i ましい 何事と。 地此 場の 樣子 

しら 洲の內 。息せ き 出づる 顔形。 ャァ 


汝は武 田 勝 親と いふ をと にめ て。 ァ、 申 本 

IOC 

しく それ 仰し やる ともの がない。 何に 廿 

四 

も 知らぬ 白菊の 花。 其 生け 樣を 能う 覺ぇ 孝 

た此 花作り。 人の 振 見て 我が 拫直 すが 第 

1 の傳授 事。 ナ是 さへ i: 所望な されば 何 

も かもさつ ばりと 申譯の 立ち さうな もの 

と。 憚りながら 親 仁め は 存じます ると リ 

M 簑 作が 身の上 それと 白砂に。 額 7 シ 

付け あまる。 詞ホ， 、天晴 の 花作り。 今よ 

り 館に 召 抱 へんが。 わり や 謙 信に 奉公し 

花の 生け 樣傳授 せんや。 ハイ 成程 外の 事 

なら 存じ ませね ど。 花 一件なら 生かさう 

と 殺さう と 我等が 得物。 夫 を 取 柄に お 抱 

へな されて 下されうなら。 望んで なりと 

卸 奉公した き 御屋敷。 ホ、 出かした うい 

奴。 御上 使への 御 返答 申 上ぐ る は あの 簑 

作。 まづ それ迄 は暫 しの 御 稱豫。 《^ 偏に 

親み 存 すると。 餘 儀な き賴 みに 打 頷き。 1 

火急の 御上 意 容赦 はなら ね ど。 塩 尻 峠に 


孝 四 廿朝本  466 


接へ 居る 諸 大名へ 申 渡す 仔細 あれば。 我 

は 彼 處へ立 越えん。 無の 返事 は 塩 尻 ま 

で。 隙 どらば 直に 此城取 園まん。 追 付け 

有無の 御 返答" 認 むる 中 養 作 も 次へ 参つ 

て 衣服 大小。 ハ ァ 、 有難し くと。 勇 

む簑作 景勝 は。 苦り切つ たる 塩 尻へ ォク 《- 

別れて 0 フシへ こそ は 出で て 行く。 地 跡 見へ & 

つて 關兵衞 は。 謙 信の 前に 手 をつ かへ。 

S 花作りの 簑作 合點が 行かぬ と 存ぜし 

が。 あれが 大方 ホ 、紛 もな き 武田勝 頼。 

?l^u見出せし花守關兵衞。 下郎に 似 八 口 は 

ぬ 中々 器量の ある 親 仁。 其 性根 を 見込み 

改めて 謙 信が。 頼み入れ たき 仔細 あ n。 

我に 賴 まれ 得させん や。 返答 間かん と あ 

りければ。 是は又 改まったお 詞。 元獵人 

の 私。 お見出しに 預かった 君の 大恩。 縱 

へ 命の 御用で も。 い やと は 申さぬ 我等が 

^ ひひ ホ、 頼もしく。 其 詞を閗 V- 上 は。 

何 を か 包まん 是見 よと。 地 しづ 立つ 


て 一 間の 障子。 開けば 內に 怪しき 牢舆。 

關兵衞 不思議と さし 覜き。 _s 牢の に は 

科 人ら しき 者 も 見えす。 何やら 見馴れぬ 

變 つたの も。 そり ゃマァ 何で ござります 

と。 地 尋ねに 謙 信 威儀 繕 ひ。 《s 未だ 日本 へ 

こ とわ 》- 

渡ら ざれば。 汝 等が 知らぬ は理 これ こそ 

鐵 砲と 名付けし 飛道具。 ム 、。其 又鐵 砲と 

やらが 盜み でも 致せし か。 何の 爲に 此牮 

へ。 ホ、 科 は 天下 を 望む 叛逆。 さいつ 頃 

武將の 御前 へ 。薩州 種が 島の 浪人。 井上 新 

左衛 門と 名のり。 此鐵砲 を 献上し。 類な 

き 軍器の 重資。 遣 ひ 様の 傳授 せんと。 猫 

し 寄つ て 義晴公 を 一 擘に。 ； 1 くらまし 其 

場 を 逐電。 草 を わかって 尋ね 搜 せど。 今 

に 行方 知れざる 曲者。 詮議の 手筋 は此鐵 

砲。 其 所に 淺り ありし が。 卽ち科 人 同然 

なれば。 この 如く 禁 * させ。 日毎の 拷問 

手を盡 せど。 義晴公 を 整 ちた る 敵 今日 ま 

で白狀 せざる 不敵の 鐵砲。 只今より 此詮 


議。 汝に申 付く る閱。 火水 を 以て 資め訶 

み。 敵の 所在 を白狀 させよ と。 地鐵 砲く 

わらり と 投げ やれば。 手に 取上げて 呆れ 

顔。 BS すり や 私に ぉ頓 みある は。 此鐵砲 

とやら を 責めいで ござります か。 是は又 

とひ じ *-5 

思 ひも 寄らぬ。 拷問 も問狀 もな みく の 

人間なら。 及ばすな がら 貴め も 致さう。 

烟管屋 の 看板 か。 唐の 火 吹 竹 見る 樣な 物。 

* 貴め いと は 御難 題。 あなた 方の 手に さ 

へ 合 はぬ 物。 其 上 何 を！！！！^ 據 手がかり も。 

M ヲ、 手 あり 噔。 據 は其鐵 砲の 遣 ひ 様。 普 

く ft 上に 知る 者な し。 其傳 授を覺 えし 5!?; 

こそ。 ム、 すり や 何と 御意な されます。 

此鐵 砲の 遣 ひ 樣を覺 えた が。 ホ、 卽ち 

武將を «!- つたる 敏。 スリャ どうで も設議 

を 私に。 仕 損す まじき 汝が 魂。 ァノ此 親 仁 

が 性根 魂 を。 サァ 見込んで 輟 むに 遠 背 は 

ある まじ。 油斷 致すな 關兵衞 と。 詞も重 

き 大將の フシ 心 接して 入り 給 ふ。 ァ 、 
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申しく。 我等 風情に こんな 役目。 難題 

も 事に よる。 地 外へ 仰 付けられた. S と。 

蹄 を 眺めて。 a ム、 未だ 日 木へ 渡らぬ 鐵 

砲。 遣 ひ 樣を覺 えし 者が。 義 晴を颦 つた 

る 敵。 此 關兵衞 に設議 せよ と は。 ム 、合 

點の 行かぬ 謙 信と。 * 諸手 を 組んで 工夫 

がんしょく 

の 顔色。 S ァ 、 いやく。 どう 思案して 

見ても。 我等に は 似合 はぬ 役目。 やつば 

とりおどし 

り 似合った 花の 番。 ftt 威の 弓矢より。 外 

に は 何にも しら 髮の親 仁。 S ドレ 小 (；^ へ 

柱て 一 休みと。 振椅 げたる 鐵砲 も。 胸に 

いちもつ  ふしど 

1 物 あり 明の ォクリ 月 漏る。 フシ 臥所へ 行 

く 水の 流れと 人の。 IJsi 作が 姿見 か はす 長 

上下。 悠々 として 一 間 を 立 出で。 我 民間 

お さ 

に 育ち 人に 面 を 見知られぬ を 幸 ひに。 花 

作りと なって 入 込みし は。 幼君の 御身の 

上に。 若し 過 や あらん かと。 餘 所ながら 

守護す る 某 それ を 悟って 抱へ しゃ。 埯ハ 

テ合點 の 行かぬ と 差 俯向き。 思案に 塞が 


- 1 間に は 。フシ 館の 娘。 八重垣 姬。 許嫁 あ 

ひ y えど ころ 

-勝頓 の。 切腹 ありし 其 日より 一 間 所に 

籠り。 床に 擒姿 かけ まく も 御 經諫誦 の 

； - 一な た  なくね 

： の 音。 此方 も！： じ 松 蟲の鳴 音に 袖も濡 


衣が。 ス モア 今日 命日 を 弔 ひの 位牌に。 向 

ひ。 手 を 合せ。" S 廣ぃ 世界に 誰あって。 お 

前の 忌日 命日 を。 fiF ふ 人 もな さけな や。 

父御の惡事も露知ら*^。 お果てな された 


お 心 を。 思 ひ 出す 程お いとしい。 撫ゃ未 

來は 迷うて ござらう。 女房の 濡 衣が 心ば 

かりの 此手向 C 千 部 萬 部のお 經ぞ と。 思 

うて 成佛 して 下さん せ。 ^2無阿彌陀佛。 

誠に 今日は 霜月 廿 Rc 我が身 代 

りに相果てし勝頼が，^5日。 * 暮れ行く 月 

日 も I 年餘り 無。 幽暴出 離 生. gKSfn 

ぶ 4  いひ t づサ 

申し 勝 賴樣。 親と 親との 許嫁 あり 

し 樣子を 聞く よりも。 嫁入す る 日 を 待ち 

かねて。 お前の 姿 を； I- に 描かし" 見れば 

兌る 程 美しい。 こんな 殿御と 添 臥の。 身 

は姬 御前の 果報 ぞと。 にも 花に も樂 

みは。ぃ^5』像の傍で十種香の0煙も香|-とな 

つたる か。 回向せ うとて お 姿 を：^ に は 描 

かし はせ ぬ もの を。 魂 返す 反 魂 香 。名 

畫のカ もあるなら ば 可愛 とたった 一 言 

ミ上 

の。 ぉ聲が 間きたい くと。 输 像の 傍に 

身 を 打 伏し 流涕。 こがれ 見え 給 ふ。 K あ 

の 泣聲は 八重垣 姬 よな。 我が 名 を 乎び し 


勝 頼 を。 誠の 夫と 思 ひ 込み。 弔 ふ姬と 《 ？れ かき 合せ 立 上る。 しょんぼり 儒 

SB ふ濡 衣。 不使 ともい じらしと も 曾 はん 衣が。 a! 申し 续作 様。 合點 の 行かぬ は g 本 

方な き 二人が 心と。 ス モア そ ビろ淚 に。 く 方のお 姿。 どうした 事で 此， て。 ヲヽ下 f 

れけ るが。 ァ、 我ながら 不覺の 疾と。 審 尤も。 測らす も 謙 信に 抱 へら r^l たる^ 孝 


服 大小。 テモ扭 も。 衣紋 付なら 上下の 召 

し樣 まで。 似た と は 愚か やつば り 其 儘。 

形兑 こそ べマ は 仇な れ是 なくば" 忘る-^ 事 

も ありなん と。 * 詠みし は^れ を 悲しむ 

欲。 形見 さへ ぢ やに 我が 夫に 微塵 か はら 

ぬ このお 姿。 見る に 付けても 忘られぬ。 

わたし 

私 や 輪廻に 迷うた さうな。 御赦 されて と 

伏 沈む。 7シ泣聲^5^れて。 一間に は 不審 

たち 聞く 八重垣 姬。 そっと 襖の 隙間 もる 

姿見 まが ふ 方 もな く。 ャァ 我が 夫 か勝賴 

樣と。 飛 立つ 心 を 押し しづめ。 正しう お 

果てな されし もの。 似た と 思 ふ は 心の 迷 

ひ。 ^像の 手前 も 恥 かしと 立 戻って 手 を 

合せ。 御 經讀誦 の 鈴の 音。 《f 勝賴公 は濡衣 

が 心 を 察して 聲 * り。 SS はかなき 女の 心 

から。 歎く は理 さりながら。 定めな き 世 

こ なた 

と 諫めよ と。 镰諫 むる 詞 此方に は。 心 7 シ 

空なる 其 人の 若し ゃ存 へお はす かと。 思 

へば 戀 しく 懐かしく 又 親いて は § に。 


見 くらべる 程 生 寫し似 はせ で やつば り 本 

本の。 勝 賴樣ぢ やない かいのと。 思 はや 

一間 を 走り出で スェ テ鎚り 付いて。 泣き 給 

へ ば 。はっと 思 へ ど さあらぬ 風情。 _!s こ ほ 

思 ひ よらざる 御 仰せ" 我等 錢 作と 申す 花 

作り。 新う 只今 召 抱 へられ。 衣服 大小 更 

めし 新參 者。 勝賴 とは覺 えなし。 ； 4 御齒 

相 あるな と 突 故せば。 詞ム 、何とい やる。 

今 父上に 抱 へられし 新參 者。 花作りの 簑 

作と や。 自らと した 事が。 餘 りょう 似た 

面 ざしの。 若し やそれ かと.； J の 煩惱。 * 

二人の 手前 恥 かしながら。 コレ濡 衣。 

此簑 作と やらい ふ 人 を。 そなた は疾 うか 

ら 近付か。 エイ。 いやい の。 知る 人で あ 

らうが の。 ァノ ぉ姬樣 とした 事が。 たつ 

た 今 見えた お 人。 何の マァ 私が。 ィャ瞎 

しゃん な 今の 素 振。 忍ぶ 戀路と い ふ 樣な。 

* 可愛らしい 中 かいのと。 思 ひも よらぬ 

詞に： r り。 ei ォ、 ぉ姬樣 のおつ しゃる 事 


わい の。 人に こそ よれ。 何の あなたに 勿 本 

體なぃ。 ム 、^^體なぃとぃゃるからは。 廿 

どうで も 其方の 知る ベの 人 か。 ィ、 ェさ 孝 

うで はな けれども。 大事のお 主の 目 を 掠 

め。 忍び 男 を 椿へ る は。 勿體 ない と 申す 

事で ござります。 ム、 すり や 知る ベの 人 

でな く。 殿御で もない 人なら。 どうぞ 今 か 

ら.： ： "ら？ 愛が つてた もる 樣に。 * 押 

付ながら を 親む は 濡衣樣 よと。 夕日 眩 

く顏に 袖。 ギン フシ あて やかな りし 其 風情。 

a ヲ、 ぉ姬 様と した 事が。 まだお 子 達と 

思 ひの 外。 大 それた あの 簑作殿 を。 サァ 

見初めた が 戀路の 始め。 後と も 言 はす 今 

爱で。 媒 せいと. v、e つし やる のか。 我 をれ。 

ほんに お 大名のお 娘 御と て。 油斷 はなら 

ぬ戀の 道。 品に 寄ったら お 取 持 致し ませ 

うが。 コ レ /、 濡衣。 必す齒 相い ふまい 

ぞ。 サァ 何もかも 私が。 吞 込んで。 吞込ん 8 

でお 取 梓 致すまい もので もない が。 眞實 化 


底から 楚作 殿に。 御 執心で ござります か 

と C  S 問 はれて 翁 も 赤らむ 顔。 勤めす る 

身 はい さ 知らす 。姬 御前の あられ もな い。 

殿御に 惚れた とい ふ 事が i 偽りに いはれ 

うか。 其お 詞に逮 ひなく ば。 何 ぞ链な 誓 

紙の 證據。 それ 見た 上で ぉ媒。 * ヲ、 夫 

こそ 心安い 事。 其 誓紙 さへ 書いたら ば。 

»1 イエく。 それ も 化 方に みが ある。 

私が 望む 誓紙と いふ は。 謝訪法 性の 御 § - 

それ 

夫が 盗んで 貰 ひたい。 ャァ 何とい やる。 

饊訪法 性の 御 兜 を。 盗み出せ といやる の 

は。 扭は あなたが 勝賴樣 と。 地 言 ふ 口 押 

へて。 ハテ 滅相な 勝 頼 呼ば はり 微塵 覺 

えの ない 養 作。 齒忽 ばし 宣 ふなと。 * い 

いひな. T け 

ふ 顔 つれぐ 打 守り。 許嫁ば かりにて 枕 

か はさぬ 妹 背中。 お包み ある は 無理なら 

ね ど。 同じ 羽 色の 鳥翅。 1^ 地 人 E に それ 

とわから ね ど 親と 呼び 又つ ま 鳥と 呼ぶ は 

生 ある 習ひぞ や。 いかにお 顔が 似れば と 


て 獲し と 思 ふ 勝 賴樣。 そ も見紛 うて あら 

れ うか 世に も 人に も 忍ぶな る。 御身の 上 

とい ひながら。 連 添 ふわた しに 何 遠慮。 

つ い かう とお 身の上 明して。 得心 さ 

してた ベ。 それ も 叶 はぬ 事なら ば。 いつ 

そ 殺して くと ゥ 7 シ鎚り 付いた る 恨 泣 

き。 * 勝 頼 態と 聲 荒らげ。 病 ャァ閉 分な 

たは ふれ ごと 

き 戯言。 いか 程に 宣ふ とも。 覺 えなき 身 

は 下司 下郞。 i 處の 見る目 も撣り あり。 * 

そこ 退き 給へ と 突 放せば。 BI スリャ どの 

樣に 申しても。 勝賴 様で はお はさぬ か。 

ハ ァ、。 地 はっとば かりに 簑 作が。 差 添 

逆手に 取り 給へば。 こ は 御 短慮と 止む る 

濡衣。 詞ィャ く 放して 殺して たも。 勝 

I  たは ふれ ごと 

賴樣 でも 無い 人に。 戯言 言の 恥 かしゃ。 

心の 機れ 綠 像へ 雷 譯。 どうも 生きて は 居 

られ ぬと 0  «s 叉 取 直す を 猶も押 止め。 詞 

ヲ 、 さすが は 武家の お 姬樣。 天晴 なるお 

志。 其お 心 を 見る から は。 勝 賴樣に 逢 は 


せませ う。 ソレ そこに ござる 楚作樣 が。 W 

I  .  ちが  ま こと 

御 推量に 違 はす。 あれが 眞の勝 賴樣。 ち 

やっとお 逢 ひなされ ませと。 S 突き やら 

れては 流石に も。 初めの 恨み 百 分 一 聞え 

ませぬ が 精 一 杯。 跡 は 互に 抱 付き。 つ い 

孺れ そめに 濡衣も 7 シ 心と きつく 折から 

に。 * 父 謙 信の 聲 として。 楚作は いづ 

れに をる。 塩 尻への 返答。 S 時刻 移る と 

立 出づれ ば。 はっと 箦作 飛びし さり。 tis 

御 支度よ くば 直 様 参上。 ホ、 委細の 事 は 

此 文箱に。 片時 も 早く 能 越せ。 地 はっと 

箱携へ 7 シ塩尻 さして 急き 行く。 

* 謙 信 跡 を 見送って。 K ャァく 者 共。 

用意よ くば 早 や 来れと。 8 仰せ に はつ 

と 白 須賀六 郎原小 文治。 更 科たん どの 譜 

代の 郎等。 御前に 進めば 謙 信 勇んで。 m 

み. r3 ぶメ 

今 此識訪 の 湖に。 氷 閉づれ ば 渡海 は 叶 は 本 

す。 塩 尻まで は 陸路の 切 所。 油斷 して 不 ^ 

覺を 取るな。 S ハァ、 長り 奉る と ハズ， 、フシ 孝 


勇み 進んで かけり 行く。 地 あとに 不審 は 

八重垣 姬。 申し 父上 ことぐ しい 今の 有 

樣。 何事 やらん と尋 ぬれば。 ョホ 、あれ 

こそ は武田 勝賴討 手の 人數。 何 勝 賴様を 

討 手と は。 s こ は そ も 如何に 何故に と。 

JJf  く 二人 を はった とねめ 付け。 1^ 訪法性 

の究を 盗み出さん うぬら がェ み。 物 かげ 

にて 閉 いたる 故。 勝賴に 使者 を 言付け。 

歸りを 待って 討 取らさん と。 牒し 合せし 

討 手の 手配 C  H ィ そんたら 令の 討 手の者 

は。 勝 親樣を 殺さん 爲か。 ハ ァ、。 * は 

つとば かりに どう ど 伏し。 今日は 如何な 

る 事 なれば 過去り 給 ひし 我が 夫に。 再び 

逢 ふ は«暴 花と 悅んで 居た もの を。 また 

も 別れになる 事 は C 何の 因果 ぞ 情な や。 

父のお 慈悲に お 命 を。 どうぞ 助けて 給 は 

れと スェテ くどき。 ^くに 目 もやら す。 

a ャァ武 田 方の 超し 者。 憎き 女と 濡衣 

引立て。 うぬに は 尋ねる 仔細 ある。 奥へ 


うせう と 小 腕 取り。 情 容赦 も あら 氣の大 

將 フシ 帳臺。 深く 入り 給 ふ。 欧思 ひに や。 

焦れて 燃 ゆる。 野 逢の 狐火。 小夜 更けて。 

狐火 や。 狐火 野 逢の 野邊の 狐火。 小夜 更け 

て。 ナ * ス t 幾重 洩れく る 爪音 は。 君 を 儲 

けの 奥御殿。 こなた は 正體。 溴 ながら。 

0 ァ レ あの 奥の間で 檢抆 が。 IS? ふ唱 I も 

今 身の上。 *^、<!ぃとしぃは勝镇樣。 か、 

るェ みのある ぞ とも 知らす 量らぬ お 身の 

上。 別れと なる もつれない 父上。 諫めて 

も 歎いても M 入れ もな き瞷慾 心。 娘 不便 

と 思すなら。 お 命 助けて 添 はせ てた ベと 

ス H テ身を 打 伏して 歎きし が。 ほい や/.、 

泣いて は 居られぬ 所。 追手の 者より 先へ 

廻り。 勝賴樣 に此事 を。 お知らせ 申す が 近 

み づ うみ 

道の。 * 識訪の 湖舟 人に。 渡り 賴 まん 急 

がんと。 小 棲 取る 手 も かひぐ しく。 か 

け 出で しが ィャ く/ \。  s<f^ 湖に 氷 張 

詰め。 舟の Ja 来 も 叶 はぬ 由。 歩路を 行き 


て は 女の 足 。何と 追手に 追 付かれう。 * 知 本 

らす にも 知らされす。 みすく 夫 を 見 殺 廿 

しに。 する は 如何なる 身の 因果。 3 ァ 、 孝 

翅が ほしい。 羽が ほしい。 飛んで 行きた 

い。 知らせたい。 * 逢 ひたい 見たい と 夫 辯 

の。 千々 に 亂る& 憂き 思 ひ 千年 百年 泣 明 

し。 淚に命 培 ゆれば とて 夫の 爲に はよ も 

なる まじ。 此上賴 むは 神佛 と。 床に 祭りし 

法 性の フシ の 前に 手 をつ かへ。 H 此御 § - 

は 詉訪明 神より 武 田家へ。 授け 賜 はる 御 

寳 なれば。 取り も 直さす 澉訪の 御 神。 勝 

頼樣の 今の 御難 儀。 助け 給へ。 救 ひ 給へ 

と を 取って 押 戴き。 押 戴きし 俤の。 若 

しゃ は 入の 咎めん と 窺 ひお りる 飛石 傳ひ 

ハズミ 庭の 溜りの 泉水に。 映る 月影 怪しき 

姿。 はっと 驚き フシ 飛 退きし が。 今の 

は に 狐の 姿。 此 泉水に 映りし は。 地ハ 

テ めんような とどきつ く 胸。 撫でお ろし > 

0 

{0 こ は，^ ながら そろ /、と。 差 4 


く 池 水に。 7 シ 映る は 己が 影ば かり。 SS 

たった今 此 水に。 映った 影 は 狐の 姿。 今 

又 見れば 我が 俤。 幻と いふ 物 か。 但し 迷 ひ 

の 空目と やら か。 地ハテ 怪し やとと つお 

いつ。 兜 を そっと 手に 捧げ コ ハリ^けば 又 

も 白狐の 形。 水に あり^^ 有 明月。 ナ ホス 

にご リ  fa 

不思議に 胸 も 濁 江の。 池の 汀に すつ くり 

と眺 入りて。 7 シ 立ったり しが。 1 誠ゃ當 

國謝訪 明 神 は。 狐 を 以て 使 はしめ と 聞き 

つるが。 明 神の； t 體に 等しき 兜 なれば。 

八 百 八 狐 付添 ひて。 守護す る 奇瑞に 疑 ひ 

なし。 ォ 、 それよ 思 ひ 出したり c% に 水 張 

詰 むれば。 渡 初す る 神の 狐 其 足跡 をし 

るべ にて。 心安う! b 來ふ 人馬。 狐 渡らぬ 

其 先に。 渡れば 水に 溺る、 と は。 人 も 知 

つたる 識訪の 湖。 堆た とへ 狐 は 渡らす と 

も。 夫 を 思 ふ 念力に 。神の 力の 加 はる §^。 

勝 頼樣に 返せと ある。 澉訪明 神の 御敎。 

ハ ァ、。 恭 なや 有難 やと。 を 取つ v^-g 


にか づけば。 忽ち 姿 狐火の。 こ >- に 燃え 

立ち かしこに も。 亂る k 姿 は 法 性の。 究 

こ t た 

を 守護す る不 S い- 議の 有様。 此方の 間に は 

手 弱 女御 前。 始終の 樣子窺 ふと も。 いさ 

白菊の 花の 番小屋に とつく と 關兵銜 が。 

付 廻しても 神通力。 花の まに く  7 シ見 

えつ 隱 れつ 神 去る 狐。 *MS 無三寶 とせき 

立つ 關兵 衞。 狙 ひの 的 は 手 弱 女御 前。 ど 

つ さり 響く 鐵 砲の。 音 を 合圇に 遠近より。 

俊に 響く 鐘 太鼓。 亂 調に 打 立 つれ は。 騒 

がぬ 闢兵 衞廣 庭に 二王 立。 程なく 馳せ來 

る雜兵 原。 我 討 取らん とひし めいたり。 

詞 ャァし をら しき 有 財 餓鬼。 此 世の 暇取 

ら さんと。 地 大刀す るりと 拔 放し。 當る 

任せに 薙 立て/.、 御殿 を さして。 I 一一 S へ 行 

く 先の。 7 シ ごと は。 森々 と オン 

ともしび 

灯火 消えて 音せ ぬ は。 敵の 油斷 をり こそ 

よけれ。 烏 W 子 素袍も 忍び入る。 時の 用 

に ぞ大廣 間。 咎 むる 人 もなか 廊下 オタ， 


長 袴の 。据 n ハリ指 足に。 御座の 間近く 窺 n 

ふ關 兵衞。 怪しと かねて 勝 頼が。 《s 透 

かせ ど 見えぬ 眞 の簡。 人 こそ あれと 身 を 

避 くれば。 此方 も 避く る 彼方の I 間。 UK 

立塞がつ たる 三郎 景勝。 地 遣り過して か 

け 入る を。 袖 引きちぎれば 手に さはる。 

下の 腹卷ス ハ 曲者と。 組 付く 景勝 小手 返 

し。 ひらりと 付け入る 勝 頼 を。 K さし 

つたり と眞の 常。 たぢ ノ.、^,,- フシと 

後 じさり。 * 騷 がぬ 大膽 しすまし 顏。 人 

を 欺く 坂 東聲。 》s 大將の 御座 近く 帶劍 S 

武士 叶 ひ 申さす。 銘々 詰 所の 當番 大切に 

致されよ と。 《f 外さぬ 體に しづくと 

フシ 摘 奥深く 行く 所 を。 S ャァく 美 澄 

國の 住人。 齋藤 入道 道 三と まれ やっと 

聲 かけられ。 * 肝に こたへ て la 戻り 。逢 

をき つと 大昔 聲。 S ャァラ 訝 かしゃ。 三 本 

十 年來跣 をく らまし。 包み 陰 せし 我が 本 廿 

名。 脔藤道 三と 呼んだ る は。 そ も 何 &っぞ 孝 


對 面せん と J  S 廣緣 先に 枯木 立。 景勝 勝 

賴 前後 を かこ ひ。 逃げば 切らん と 詰め か 

くる。 後の 襖 さっと あけ。 武 田の 忠臣 山 

木 勘 助。 叛逆 人の 詮議 をと げんと。 悠然 

と 立出づ る。 接いて 近習 諸 大名。 御殿 廣 

間 も燭臺 に。 一度に 輝く 灯の 光" 7 シ遁 

れん 方 こそな かり けれ。 * され どもち つ 

とも 瞭せ ぬえせ 者。 》5 ャァ長 尾 謙 信の 此 

城へ。 日頃 不和なる 武 田の 家臣。 山 木 勘 

助と やらん のさば り 來るも 心得す。 叛逆 

人の 詮議と は。 誰が 詮議 それ^ かう ホ 、 

ゥ 匹夫 下郎の 分と して。 天 下に 仇す る汝 

が 本名。 知った る 仔細 は此 一 品。 七重 八 

mo 花 は^け ども 山吹の。 みの 一 つ だに 

なき ぞ 悲しき。 此獎覺 えが あらう がな。 

訪明 神の 力石、 • 出會 うた 横藏。 珍ら し 

ぃ對 面するな ァ。 此歌 は汝が 先祖。 太 田 

道 港が 列ね し ；首 みの 一 つ だに なき ぞ悲 

しきと は。 足 利 殿に 攻 落され。 美濃國 を 


切 取られし 其^ 愤 にて 義晴 公を鐵 砲に 

て。 擊ち 奉る 叛逆 人の 張 本。 美 濃 國の道 

三と。 表 はす 養 は 身の 破 減。 最前 犖 つた 

る鐵 砲の 術。 覺 えし 者は汝 一 人。 我と 我が 


身の 白狀 明白。 諍 ふな 齋 藤と。 地 大地 を 本 

見ぬ く詞の 石火矢。 三人 中へ 取 込めて。 ^ 

に 

7 シ 何と./ \  、ときめ はくれば。 地 ほく^ 孝 

くとうち 額き。 《8ホ 、さすが は武 田の 軍 


師と。 呼ばる、 勘 助よ く 見付けた。 我が 

先祖 道灌 は， - 謙 信の 先祖 上 杉が 鎗先 にか 

かって 死した る 恨みの 元は 足 利の 武將。 

頼って 殺さん 其爲 に。 北條氏 時に 賄し。 

心 を 合せ やす と。 義 晴は擊 つたれ ど 

も。 忘 形見の 松壽 丸。 今日 此館 へ 来る は 幸 

ひ。 楚ひ 取って 人質と し C 謙 信 信 玄氏時 を 

も呰 殺し。 一 天 四海 を 掌握す る此道 11 マ 

汝 等が 手に はいつ かなく。 義晴を 殺し 

た鐵 砲で。 手 弱 女御 前 もぶ ち 殺した。 松壽 

丸 を是へ 出し。 降参せ よと 睨 付く る。 ホ 

ホウ 根 强く灶 込みし 謀叛 人。 か、 る危き 

敵の 中へ。 足 利の 公達が ふかぐ と 来り 

給 はんや。 松壽 丸の 御 入と。 偽り 來 たは 

此勘 助。 最前 鐵砲 にて 紫 たれ 給 ふ。 手 弱 

女御 前の 御 死顏。 篤と 拜見 仕れと。 地投 

出す 女の 切 首。 押 取って よく 見れば。 ャァ 

こり や 娘濡衣 か〕 コハく 如何にと 顚倒 

半亂。 SFI  、  口惜し や 奇怪 や。 數十 年の 


1^ 憤 を。 一時に 散 ぜんと 思 ひしに。 勝 頼 

が 恩に 引かされて。 敵方へ 卷 込まれ。 大 

望 ある 此 親に" * よくも 不覺を 取らせし 

な 。ぎい 女が^ 樣 やと。 首 を 打付け 齒。 ぎ 


しみ 齒。 ぎり。 そ i ぐ 淚は撖 訪の海 ス モア 

1 度に 溶く る 如くな り。 S ャァ 返らぬ 繰 本 

朝 

首絕體 絕侖" 尋常に 繩 か&れ と。 * 兩人 廿 

四 

一度に 立ち か \ る 。シャ 物々 し 道 三が。 孝 一 
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死物 狂 ひと 立 上る。 弓手の 脇埒 はっしと 

射る。 白羽の 矢先 は 長 尾 謙 信。 威風 烈し 

き 眼中に。 道 三 どっかと 坐 を 組んで。 引 

拔く鑲 我が 腹に。 ぐっと 突き立て 目 を 見 

開き。 S 先祖より 遣 恨 ある 上 杉が 子孫。 謙 

信の 矢先に か-る は。 我が 運命の 盡 きる 

所。 本 國を切 取られ。 美 濃 I つ だに なか 

りし 無念。 美 濃 尾張兩 國を從 へ。 終に は 

國家を 握らん と 思 ひしが。 我が身の 終り 

と 7 シ なりたる か。 * 及ばぬ 望みに 足 利 

の。 武 將を擎 つたる 其 1K 罰。 信玄諼 信 

中 あしく 見せかけ しも。 我 を 見出す 計略 

と は。 今まで 知らざる 心の 淺 はか。 最期 

に魂改 むる 此 世の 錢^。 北 條が城 靡の 案 

內は。 某 具に 傳へ 申さん。 元 來相州 小 田 

原の 域。 * 堀 深う して 屏髙 く。 要害の 名 

城 なれば。 たやすく は 落つ ベから す。 霞 

晴れた る 時 is を 窺 ひ。 箱 根 山より 見下せ 

ば。 义， 敵地の 構よ く 知るべし 其 時に 謙 


信が 家の 軍法 細 作の。 ナ * ス犬を 入れ 置き 

後より。 sa 勘助是 にと 切つ て 出で。 放火 を 

合圔に 甲斐 越後。 諸 軍 一 度に 矢先 を 揃へ 

指 詰め。 引 詰め。 * 射るなら ばさし も 堅固 

の 域な りと も。 直に 乘 取り 氏 時が。 首 を 

ちえた 

巷に E さん は 道 三が。 フシ 老後の 思 ひ 出。 

もの 1 ふ 

港 さらば/、 と引廼 す。 心 も淸き 武士の。 

死しても 殘す 名の 譽。 家の 譽と法 性の。 

今 ぞ究を 甲 州へ。 戻す 兩 家の 確執 も。 を 

さまる 婚禮 三々 九 度。 勝 色 見す る 紅梅の 

色 ある 勝賴勇 ある 景勝 道 三が。 仇 も 恨み 

も 晴れ渡る。 敦訪の 湖 歩 渡り。 夜 もしの 

のめに 明 渡る。 甲斐と 越後の 兩將と 其 名 

を。 今に 殘 しける 

第五 

馕 甲斐 越後 兩 家の 戰ひ。 四 度の 軍 術 互角 

にて。 勝負 一 時に 決せん と 翻の 音鬨の 

聲 フシ 山河 も。 動く ばかりな り。 * か.^ る 


所へ 北 條氏時 村 上 左衛門 義淸。 軍兵 あま 

た 引 連れて 暫 しと 石に 腰 打ち かけ。 ョコ 

レ/、 村 上。 某が 思 ひの 通り雨 家の 滅亡 

今此 時。 なんと 村 上 味いで ないかと。 

人喧馬 にん a  口の 左衞 門。 a ハァ、 いか 樣 

仰し やる 通り。 爱が雙 方の 戰場。 兩 人な 

がら 籠の 鳥。 必す氣 遣 ひし 給 ふなと。 *f 

すね 

詞 ばかり は 達者で も 7 シ臛 はがたく 胴 

ぶる ひ。 地 軍兵 ども 口々 に。 ァレ くこ 

こへ 數 多の 人 音。 暫く 是 へと 森の 内。 か 

かりし 所に 武田 信玄。 勝 頼 彈正引 連れ 團 

扇 打ち ふり {ー 且 はく。  85 只今の 注進 は 必定 

味方の 勝 軍。 この si を 失 ふべ からす。 * 

急げく と 血 氣の大 將兩八 は。 はっと 镇 

掌 白 毛の 駒 フシ 轡を はまして 出づ る。 * 

思 ひも 寄らぬ 組 陰より。 長 尾 謙 信 是に在 

り見參 やっと 呼ば はる 勢 加 雲に 羽 を 伸す 

龍 虎の 桃み。 SB 馬 も 達者 乘人も 達者。 厲 

1 文字に 乘 りかけ。 く眞甲 二つと 切 付 


竹 竹 竹 竹 三 近 

^ 田 田 田 好 松 
郞平小 因 松 半 

兵 

衛七出 榷洛ー 
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くる 打 刀。 * 信玄 1^ さす 軍配 圑 扇に はつ 

しと 受 止め。 詞 引けば 付 入る 受身の 勝。 

* 謙信吳 子が 秘術 を盡 せば。 信 玄孫 子が 

心 を 1 り。 兩方 互角の 大將 自身の 働き。 

生死の境 目 ざまし くも t た危 けれ。 * 信 

玄猶も 床几 を 去らす。 又 打 込む を圑 扇の 

拂ひ。 か  >- る 折から 甌來る 高坂彈 正。 山 

城が 是 はと 驚き 立 寄れば。 どっと 寄せく 

る 北條勢 右往左往 になぎ 立てく 追 廻し 

跡 を 慕うて。 一一 へ かけり 行く。  * 又も 甌 

はる 信 玄が謙 信 やらぬ と打掛 力る C コ ノ 

くい かにと 雙方を 見れば 寸分 變らぬ 信 

玄。 以前の 信玄 兜を脫 捨て。 詞ャァ 誰 力 

は 知らね ども。 我に 代らん と 思 ふ 志は恭 

けれど。 所詮 蓮 を 天に 任せし この 兩人。 

サァ謙 信お くれし か。 * 勝負せ よと フシ あ 

りければ。 の信玄 究を晚 げば 山 本 

勘 助。 二人が 中に 割って.^ り。 詞 ハァ、 

其お 詞は重 けれど 此勘 助が 察する に は。』 


r  ,  & を；；： 瞎 あさせ。 天下 を驟 がす 極惡 £ 

御兩人 共に I の 爲に此 軍。 北 條村上 を ^^H0^,. 旨 通しく Hi 上 4 

寸 ST さんとの 謀と くより 知って 某が 五 百 人 甲 I ひ 知れと 兩人を キ 通し 酸 si:- 

^の 廻し 兩人 ともに 早 や f 捕つ げて都 入 嫁入 國入惡 人 退治。 X  一  J 

U ャ rr 時 村 上 I れょ 勝の 二 入の。 _f  i 一人の 彈正。 名 I 代 

と。 S の 中 武田四 glo 長 量 f  £ 本 氏 御代ぎ。 ，ぞ祝 ひける 
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せき  s  h,  せん  り や- r\  の ほり 

關取 千兩幟 

座 * 竹 田文吉 


ふ リぎー つね  なんだ 

次第^れ の 跡の 振 iro  くこん くわいの 淚 

あた リ  ふるぎつね 

なる らん。 狂 裏 是は 此迻に 住居 致す 古^ 

で ござる。 爱 にある 者の 候が。 何時の 頃 

よりか 狐 を 釣 初め。 面白い と 思うて か。 

釣る 程に く。 我等が 眷霸を 釣 取って。 

ねら 

某 を も 胡へ ども。 そっと も油斷 致さぬ 所 

で。 聊爾に 餌 を 食み にいで ラ樣も ござら 

はく  I？ ナ 

ぬ。 こ 、に 彼が 伯父 坊主に。 白 蔵 主と 申 

すが ござる。 此白藏 主の 申さる. -事 は。 

あ さかさ £ 

天 逆様なる 事 を も。 かの 者が 承引 致す 所 

で。 今日は 白藏 主に 化け。 意見 を 致し 釣 

とま 

止ら せう と 思うて。 化けた かと 存 する。 

先づ 彼の 通師の 許へ 行かば やと 思 ひ 候。 

住み 馴れし 我が 古 穴 を 立 出で て。 /\。 

足に 任せて 行く 程に。 狼師の 許に 着きに 


けり。 詞急ぐ 間。 獵師の 許に 着いて ござ 

る。 誠に 彼の 者が。 犬 を 飼 はぬ が 一 つの 

取得で ござる。 犬 を 好いて 飼 ふなら ば。 

中々 我等 如きの。 寄り付く 事 も 叶 ふまい 

くわい。 犬の 聲。 遠 鳴であった もの。 え 

い 肝 をつ ぶした。 先 づ案內 を こふ。 物 も 

う。 案內 もう。 表に 物もうと ある。 案內は 

^そ どなたで ござる。 エイ 白 藏主樣 0 ヲ 

ヲ 愚僧で おり やる。 こなたなら 案內 なし 

に 通り はなされいで 0 夜中に 何と 思うて 

お出な されました。 只今 參っ たは^の 事 

でもない。 ちと 其方に 意見の したい 事 あ 

つて 參 つた。 御意 見と ござるなら いか 様 

の 事な りと も 承り ませう。 先づ英 へお 通 

りなされ ませい。 ィャ/ \  。思 ふ 仔細が あ 


る 所で。 奥へ は 通るまい 是 にて 申さう。 關 

間けば そなた は 狐 を 釣る との。 ィ、 ャ 左！^ 

樣の事 は 存じ ませぬ。 な隱 さし まし そ。 « 

寺へ 來る人 毎に。 ァレ あの 甥の 殿 こそ 狐 

を 釣れ。 人に さへ 意見 をい ふ 者が。 あれ 

が 目に か、 ら ぬかと。 人 ごとに 云 は せら 

る v-o よも ゃ僞 りで はおり やるまい。 御 

存じの 上は隱 しませう 様 は ござらぬ。 此 

間 狐 を 一 つ 釣り ましたが。 面白う 存じて。 

釣る 程に く。 七 八疋も 釣った で ござら 

う。 ム、 シテ 狐. V 釣って 何に おしやる。 

皮 は 引っぱいで 引 敷に 致します。 身 は 料 

かう やく カ3 

理 して 食べます る。 骨 は 脊藥縻 に 寶りま 

する。 ム、 閗 いてさへ 身が 顫 はる .^。 あ 

の 狐と 云 ふ 者 は 。執心の 恐し ぃ物ぢ や。 此 

こなた 

後 はふつつ りと 止ら しませ。 何が 扨 此方 

の 御意 見で ござる 程に。 此後 はふつつ り 

と 釣 止り まする で ござらう。 何ぢゃ 止ら 6 

う。 それなら 愛に。 狐の 執心の 恐し い 物 4- 


語が ある。 語って 閗 かさう か •  。ァ 迚も 釣 止 

るまい ならいらぬ 物 かい。 ィ， ャ ふつつ り 

止り ませう お 間 かしな され ませい。 それ 

なら 其床儿 をお くりや。 畏 りました。 お 

床几。 此 物語 を 間いて 後。 釣 ふつつ りと 

お 止り やれ や。 畏 りました。 抑 狐 は 神 

にて ぞぉ はします。 天竺に て はやし ほの 

もろこし  ， 

宮。 唐土に て はき さらぎ の宫。 我が 朝に 

て は。 稻荷 五社の 大明 神と 申す も。 皆 こ 

れ狐 なり。 ハ ァ。 まった 鳥 羽 の 院の御 

時。 玉藻 前と 申して。 容顏 美麗の 美しき 

上 童の ありし が。 彼 を 玉藻 前と 申す 仔細 

は。 四角 八方より 其 姿 を 見る に。 裏表な 

き 美しき 女な り。 想 じて 玉に は 裏表な き 

物 なれば とて。 玉藻 前と ぞ 召されけ る。 

ハァ。 ある 時淸凉 殴に て 御 歌合せ ありし 

時。 ゑい その 如くなる 大風 吹來 り。 禁中 

ともしび とう 

の訂火 一 燈も 殘らす 消えぬ。 其 時 玉藻 前 

が 身より 光 を 出し 。玉 殿 は 申す に 及ばす 0 


御 庭の 眞 砂の 數迄 隈なく 見え 候 間。 帝 こ 

の 光に 當り給 ふと。 忽ち 御惱 とならせ 給 

ふ。 貴 憎 高 佾を請 じ 申され。 色々 御祈禱 

候へ ども 更に 其驗 なし。 爱に 安倍の 泰成 

と 申す 博士 を 召され。 占 はせ て御覽 すれ 

ば。 泰成參 り 懇ろに 考へ 申す 様。 これ は 

偏に 玉藻 前が 所爲 なり。 根本 此女は 狐な 

り。 竺 にて は 班 足 太子の 塚の 神。 大唐 

き V ふ？ はう じ  みかど 

にて は幽 王の 后褒 似と なって 七 帝 迄 取 殺 

し。 今 又 日本の 帝王 を 取 奉らん と 玉體に 

近付く。 か、 る 執心の 恐し き 物 なれば。 急 

ぎ 調 I 有って 然るべ しと。 頓て咒 壇 を 築 

いて 護壇 を i り 。藥師 の 法 を 行 ひ 給へば。 

大内 にもた まり 楚ね。 下野 國。 那須 野の 

原に 落ちて 行く。 國內通 化の 物 なれば。 

おろ そ 

辣 かにして は 叶 はじと。 一 二 浦 之 介 上總之 

介に 仰 付けら る 。兩介 承って。 下野 國那須 

いぬお ふ も 0 

野の 原に 下着して。 百 曰の 犬追物と ぞ閗 

えけ る。 百日の 犬滿 じければ。 大きなる 


三ッ 尾の 古狐 顯 はれ 出 づる を。 一の矢 は J: 

4 

三 浦 之 介。 二の矢 は 上總之 介。 ひやう。 ど 

つきと 射る。 得たり やおうと 飛んで 下り。 

つる ざ  みかど  そ うもん 

^を 以て 彼 を 害し。 帝へ 此由 奏閗 申しけ 

れば。 君の 御 II も 忽ち 御卒癒 あり。 國も - 

治まり 太平の 御代と なる。 猶も其 執心 大 

石と なって。 入 を 取る 事數 しらす。 地 を 

走る獸 。 空 を 翔る 翅 まで 地に 落つ。 か i 

る 殺生 を 致す 石 なれば とて。 殺生 石と は 

げんおう- 

名付けたり。 爱に 玄翁と い へる 僭。 彼の 

石に 向って 鳴す。 汝 元来 殺生 石とう せき 

れいし やう。 何れの 所よりか 來り 。何れの 

ほっす 

所に か 去る と。 梯子 を 取って 三つ 打つ。 

打 たれて 此石 割れし よれ。 猶も人 を 取る 

ぞ かし 0 か、 る 執心の 恐し き 者 なれば。 

此後釣 ふっと。 お 止り あれ かしと 思 ひす 

よ。 恐し い 物語 を 承りました。 此 物語 を m 

閒 いて は og; を 釣らう 物で は ござらぬ。 此 i 

後 ふつつ りと 釣 止り ませう。 それ は箨し ！ 


い。 それなら 其 狐 を 釣る 輪 昆 とやら が あ 

らう それ をお 捨 ちゃれ。 ぉ歸 りなされ た 

ら 捨て ませう。 いやと い へ ぱ。 其 道具 を 見 

たら。 釣りたい 心 も 出う。 身共が 見る 前 

V5J とつと とお 捨 ちゃれ。 畏 りました。 是 

で ござる。 ム 、 接 しゃく。 とつと と 

おすち やれ。 捨てまして ござる。 何ぢゃ 

捨てた。 ハァ。 ヲ、 能う ぉ捨 ちゃった な 

う。 意見 を 申す にお 聞き やらす ば 腹が立 

たうに 0 得心め されて 滿足 致した。 奥へ 

通り 子供に も 逢 はう なれ ども。 淸 めら れ 

てから 參 らう。 鬼 も 角 もな され ませい。 

ちとで  ■ - 

そなた も又些 寺へ お出 やれ。 何も 馳走 は 

なけれ ども。 昆布に 山椒 良 い 茶 を 申 さう。 

其お 茶が 何よりで ござる。 ァ - お出 やれ 

と は 申し たれ ども。 何も 馳走 は 申さぬ。 

昆布に 山 根 をまい て。 ハァ。 茶ば かり 申 

さう。 ようお 出な されました。 ァ お出 や 

れと 申した ども。 何も 馳走 は 申さぬ。 


昆布に 山椒 茶ば かり 申さう。 く。 茶ば 

かり。 -/\/.\-。  /\ ワイ。 ナウ 痦 しゃ 

/\0 まんまと 意見 を 致して 昆を 捨てさ 

いづかた  — 

して ござる。 是 から 何方へ 行 力う とも。 

身 どもが 心の 儘ぢ や。 此樣な 心 面白い 時 

は。 小唄 S で歸 らう ii 所に 住めば こ 

そ 浮 名 も 立てな う。 往の やれ。 我が 古塚 

へ。 しゃなら。 ，/\と ワイ。 昆を 捨てた 

かと 思う たれば。 身 どもが 歸る 道の 黄 中 

に。 張りす まして 置き をった。 ァノ善 九 

郞は 間えぬ 者ぢゃ ナァ。 誠に。 人間の 狐 を 

ば 野 狐の 心と 申して。 物 疑 ひ をす ると 申 

零 つ  や つ 

すと 閗 いたが。 彼扠は 狐に は 劣った 扠ぢ 

や ナァ。 いや 又 どの 様な 事が して あれば。 

若者 どもが 昆 にか、 つた しらぬ。 苠の樣 

に を 見て 置き 度い 物ぢ やが。 ム 、何やら 

小さい 眞黑な 物が あるが。 ャィ汝 め。 其 

小さい 形で。 能う 身共が 眷族 を 釣 取った 

なァ。 それが よい か。 これが よい か。 覺 


えた か。 (0 ム 、よい 句 ひかな く。 

良に か、 つたこ そ 道理 なれ。 上々 の 若 鼠 

の 油揚。 これが 食 はすに おかれう か。 飛 

びか \ つて  一 口に 喧 はう。 喰 ひたいな ァ。 

(0 ァ 誠に。 眼 t 若者 どもが か \ つた 

を 知りつ &。 身 どもが 苠 にか- - つて はな 

るまい C 道を變 へて 歸 らう。 ム、 よい 句 

ひかな。 この 匂 ひ を 嗅いで は 中々 歸られ 

ぬ。 さ うぢ や 餅ば かりむ しって 食 ふに。 

食 はれぬ とい ふ 事 あらう か。 飛び か. -っ 

て  一 口に。 食 ひたいな ァ。 く。 何 をい 

うても 此。 身重い 形で。 嵐に か- - つて は 

なるまい。 よいく たった 年此 化けた 衣 

装 を 晩いで 來て。 一 口にする 程に。 其虚 

をの いたら。 卑怯者で あらう ぞ えい。 ぐ 

わ C-0  /\0  ..  «0 

地中 入り 待 兼ね 樂屋に は 大阪屋 の 全盛。 

錦 木 太夫 禿 ども 煽ぐ 引 舟 押しぬ ぐ ふ。 汗 

いづみ A  で は 

は 流れて 7 シ泉 泥の。 S 後の 出端の 衣装 


をち やっと。 .ァ 、 おきや/, -0 もう 狂言 

所ぢ やない と 港禮 三が 胸ぐ ら引据 ゑて。 

さん 

ほ お前 様 はく 能う もく あんな 惡 性な 

されます な。 コ 、 コレ 何い ふの ぢゃぞ い 

の。 ェ 、新 d の 京が ことか。 さしても な 

い 事 を 搭氣は ゆるり と 仕 やい の。 ィ エイ 

ェ なんの そんな 事 言 や 致し ませぬ。 京大 

阪 での 色事なら まだし も。 遠い 近 江の 彥 

根と やら。 しかも 屋敷の 女中 様が。 お前 

に 逢 はして くれい とて あちら 座敷に 待つ 

て 居る。 私 は 知らぬ ふりで 袖 之 丞に問 は 

したれば。 禮三樣 に國で 深う 言 交した と 

あつかましい 言 ひ 様 ナウ 百合。 アイ ァ 

ィ あの 通り。 お前の 惡 性に 違 ひ はない。 

何と 覺 えが ござり ませう がな。 ム、 有る 

でもな し 無いでも なし。 彥根は 親 ども か 

ら 御用 を 聞く 家。 去年お 國へ往 た 時に。 

三島彌 太夫と いふ 人の 娘。 ぉ才 とい ふの 

につい 鳥渡。 其 ちょっとが 癖の 惡 いと。 


地 ロ說の 半ば フシ 狂言 半ば。 詞 若旦那く 

どうで ござります。 阡 心の 所 間が 拔 けて 

ら りに なった。 太夫 樣 こり や マァ 何事。 

さん  ， 

コレ善 九 郞樣。 * か うぢ やわい なと く 

引 舟。 詞 ィャァ 我：！^。 扨 は 旦那が 釣狐ぢ 

やない。 釣 娘。 サ イナ 女子 を 化す 男 狐。 

めんぼく 

おれ も 狐の面 目ない。 撫 こんく わいで ご 

くち-あ ひどころ  わたし 

ざり ませう。 ェ 、 口 合 所 かいな。 私は恪 

氣仕 はせ ぬが マァ どうせう と 思 召す。 ハ 

テ どうと いうて 往なして 仕舞 ふ 分の 事。 

したが おれに 逢 はすば 往 ぬまい。 ちょつ 

だま 

と 逢って 好い加減に 欺して 往なさう。 善 

九 郞爱へ 呼んで 來ぃ。 コリャ く 太夫が 

事は隱 すの ぢ ゃぞ。 ヲット そこら はすな 

させん。 地 どうな と 勝手に 走り 入る。 フシ 

ついに 來 なれぬ 難波潟。 田舍 育ちの ぼつ 

とりも 堅い は 武家の 育ち 柄。 若黨 らしい 

が附 添うて。 7 シ しとやかに 座に つけば。 

！ 3 ヲ 、 これ は， 、ぉ才 殿。 アイ 禮 三樣。 


お 久しう ござります。 何として 爱へ は。 S 

ハ ィ私は 父 様に 勘當 受けて 參 じました。 

お前と 不圔言 ひか はした。 様子 は 知らす 

彌 太夫 様。 丹 波の 家中 津田 兩助樣 とやら 

へ。 嫁入 さす 約束した と。 閉 いて はっと 

上り 。地 母 様に 打明けて OH ナウ 瀨平。 

成程 左樣。 兎角 あなた はお 前に 添 はねば 

死ぬ る 心。 と 申して 許嫁の 兩助樣 へ は 立 

たす。 母 樣御合 點で國 を^ 落。 再び 屋敷 

へ歸 らっしゃ ると 手 打に 逢 ふ 娘。 否で も 

應 でもお 前の 臭 様。 お手渡し 致したら 训 

者 は 早 や 國へ歸 りたい と。 a 樣子 段々 閗 

く 度に 禮 三が 恂り 太夫が 修羅。 腹 立顏を 

どなた 

ぉ才 がな がめ。 詞申 しあな たは 何方 様。 

ィャ これ はおれが 伯母 貴ぢ や。 へ ェても 

扨 も 0 お 若い 叔母 様で ござんす。 ィャぁ 

げんぶく  0% 

の樣に 見えれ ど。 年 は 四十 六。 元.^ した g 

子が 二人 ある。 これ はしたり 申し 叔母 御 ^ 

樣。 お聞き 遊ばす 通り なれば。 今から 諸 I 


事 を * お 引 適しと いひ かけら れ て 錦 木 

も 。不承々々 に 。アイ。 ようこそ 鰭 三 を 可 

愛が つて やりな はます。 私 は 婆の 事 なれ 

ば 。增す 花のお 前樣。 ぉ樂 みな はませ と。 

あやく 

地 ぴん とす るの を 鎮める 禮 三。 綾 繰り 

廻す 狂言 師も。 あどに フシ こまりし 最中 

へ。 地 暖 三々.. - ちと 逢 はう と 立 出づる は。 

蔵屋敷 一原 九 平 太。 體 三 はちゃく と。 コ 

ちと  さぃ；^-ぅぁん 

レ瀬平 殿。 お 才は少 の 間。 隣り の 西 照 庵 

の 庭 見せて 來て 下され。 太夫 も あちらへ。 

ィャ錦 木 は爱に 置け。 ィャ 申し 今日は 疆 

三が 揚げた 太夫。 靡の 貸借 は 格刖。 お前 

の 慰みに はなり ませぬ。 構 はすと 往きゃ 

くと。 壜追 ひやる； i に フシむ つと 顔。 

かひ ろん 

» 町人と 武士と が 買 論しても 濟 まぬ 事。 

先達て 錦 木 は 親方 左衞鬥 方へ。 手 附金渡 

し 置い たれば。 今日明日に は 身 請して 身 

共が 女房。 なん ぼ元氣 張っても 部屋 住の 

たて  わるく 6 

sa 三。 楣 づき 立 は 叶 はぬ 事と。 地 惡ロ明 


け て^の 間から。 手代の 善 九郞。 ""コ レ 

ぉ侍樣 此方 も 二百 雨と いふ 手附亡 八へ 渡 

した 使 は 拙者。 若旦那 あ >• 一 一目 はれて は 立 

ちませ ぬ。 ェ 、今日中に 身受 して 見せた 

いな。 ならぬ 事く。 七 百 雨の 金が なく 

て は。 太夫が 身受 はならぬ わい。 吹き や 

飛ぶ 樣な 身上で。 何として くと。 * 富 

てこ すられて 若 氣の禮 三。 ス予ァ 無念な が 

らも 有 合さぬ。 兼て 始終 を 一間の 中。 き 

金子 御用に 立て 申さう。 禮三 殿と 呼び か 

けて しづく 出 づる其 勿體。 ェ 、 =5 お 

前 は 江 州の 村岡圑 右衞鬥 様。 ヲ 、 莉 用に 

就いて 登り 申した。 様子 あれで 承った が 

お 手前 こり や 立つまい。 只今 太夫 を 身 請 

めされ。 今 其方に 有 合さぬ 金子。 團右衛 

門が 貸し 申す と。 * 家來に 持たせし 挾 箱。 

取 出す 五 百兩。 "^H  、ィ そんなら 其 金お 

貸し 下さる か。 ヲ、 サ 念の 爲假證 文。 ハ 

ァ 忝い。 サァ 太夫 主 は 此方の 物。 * 


深き 惠 みの 硯箱。 墨黑々 と 書 判に。 證文 翳 

取 

認め フシ 差 出せば 0  コレ九 平 太樣。 コレ 千 

此方の 旦那 は 五 百兩ゃ 七百兩 は。 嚏を樣 

する 度に ぶつく と 吹き出る。 ドリ ャ太 

夫主の身^1_|.^。  * 親方へ 渡して 來 うかと。 

金 を 財布に ひけら かし。 フシ 溝 を さして 

行く 跳 は。 * 九 平 太 はぐつ ともい はす。 

禮 三は氣 味よ く。  P ナント 部屋 住の 勢 ひ 

らラ 

御覽 じた か。 . ^氣に はさ へられな。 算用 

の 知れて ある 御 知行で。 太夫な ど は 請 出 

されぬ ナァぉ 侍と フシ 當て 返す。 折から 

中間 かつつ くば ひ。 3 團 右衛門 樣 へお 屋 

敷より。 急の 御 狀と差 出す。 * 封 押切って 

讀 終り。 S 氣の 毒な 事が ある。 ナ 一一 繽三 

金子 返して くりやれ。 ェ、 たった今お 貸 

しなされた 其 金 を 返せと は。 ィャ あり や 

殿の 御用 金。 只今の 難儀 を 見て。 暫 しの 

間に合せ たは 武士の 情。 今 相役より 金子 

急 入用と 申 越し たれば。 延引す ると 身共 i 


は 切腹。 背中に 腹 。サァ 返して たもれ さ。 

ぢ やと 申して 亡 八の 方へ 遣 はした 金。 今 

戾 せと は 餘り御 無體。 ィャ身 は 無 體は言 

はぬ ぞょ。 此證 文に 何時な りと も 返辨と 

云うた は 偽り か。 ム 、 こり ゃ閒 えた。 借 

ほラぐ 

證文を 反古に して。 殿の 金子 を 横取り ぢ 

やな。 ァ 、申しく 何の 左様な ャァ 吐か 

すな。 もう 此上 は藏 屋敷へ 引立て。 相役 

の 手前 Si? をぬ く。  くい 奴と 扇で 丁々 

九 平 太 も。 盗み ひろいだ 其 金で。 受 出し 

自慢 措き あがれと。 二人が 0^ 下に^ 飛ば 

ひつた 

し/^。 サァ/ <\ うせう と フシ 引 立て 行 

く。  申しく 暫くと。 せ聲を かけて 立 出 

づる は。 禮 三が 親 淨久歸 門。 ャァ 詞 親父 

樣。 何時の 間にと。 地い へど 見向かす 圑 

右衛門が 前に 手 をつ き。 枠が 不調法。 

此 頭に 免ぜられ。 何事 も 御 了簡と。 * 久 

三に 持た す千兩 箱。 押 取って 五 百兩。 

御 返 進と フシ 差 置けば。 ss ヲ 、丁寧の 仕 


方。 斯うな うて 叶 はぬ 笞。 淨久 にも 堅固 

で 重疊。 金子 相違ない 上 は 急ぎの 御用。 

地 罷り 歸 ると 挾 箱に 取 納め。 ® そこなお 

侍。 おさらば と C 地 互に 默禮目 遣 ひに。 

樣子 有り 顏九平 太 も 隣。 フシ 座敷へ 立つ 

て 行く。  * 心掛 りに フシ 窺 ふ 錦 木お 才も 

歸る小 庭先。 間く とも 知らす 親 淨久。 詞 

ャィ禮 三。 此 親が 年々： t ぎ 溜めた 身上。 

* ぶら 

金銀 は 親の 身の 膏。 其膏を 始末す る 事 を 

知らねば。 終に は 金銀の 冥加に 盡 きる。 

金 は 町人の 寶物。 芝居の 狂言で も。 三種 

の 神器と やらい ふ寳 物の 事ば つかりで。 

1 日 座中が あた ふたす る。 其 大切な 寶物 

を。 色 狂 ひに 遣 ひ 果たす 痴呆 者。 今日 も 

町の 參會に 西 照 庵へ 往 たれば。 東 座敷の 

襖に。 書いて あった 落 書。 コレ これ 見い 

と a 取 出す 襖の まくり 相合傘に。 詞大坂 

屋錦 木。 鶴 屋の禮 三。 是 見た 時の 町の 衆 

の 手前。 餘り 腹が立って 引 捲って 戾 つた。 


まだ 其 傍に。 誰 や 彼 や 書いて あった。 ハ W 

ァ何 とやら。 ヲ、 岸 本屋お 鴕 として。 其 

傍に。 相 人 は 醫者殿 かして。 慶 子と 書い 

てんがう 

てあつた わい。 コ リャ 子供 はかせぬ 惡戯。 

子供の 口の端に ま でか \ る 様な 事 をし 

みやう * き  , 

て。 鶴屋の 名跡が 立てられ うか。 勘當ぢ 

や。 立って 行けと * 父の 腹 立。 身に 徹へ 

思 は. f 知らす 錦 木 あ。 科 人 は 私と ぉ才も 

共に 轉び 出で スェ 泣いて。 7 シ詫 する ばか 

りなり。 * きょろ く 眼に 善 九郞。 禮 

三樣/ 、。只今 亡 八へ 持って 柱て。 今の 小 

*f びす さ t 

判 を 明けて 見 たれば。 コ レ此 通りの 戎樣。 

なん 

こり ゃマァ どうで ござります。 ャ ァ何ぢ 

ゃ變 金ぢ や。 ハテ めんような。 近 江の 屋 

敷で。 村岡圑 右衛門と い ふ 知行 取が。 喪 金 

を 遣 はう 樣 はない と。 せ 親子の 不審お 才 

が 不審。 詞ァノ 村岡圑 右衛門が 爱へ來 た ^ 

かえ。 ヲ イノ。 ェ 、ィ 申し 其 團衞鬥 は 私 

に狀を 付けて。 父 様へ 貰 ひかけ。 聞 入れ 接 


ない を 意趣に 持ち o 簡打 にせう との ェみ 

が顯 はれ。 則ち 私が 勘當 受けた 其 日 一 所 

に圑 右衛門 もお 國 を 追放。 ャァ そんなら 

* やつ  はら ひ tc! 

彼扠 はお 拂者 か。 サ イナ。 其 跡で 殿様の 

備前長 光のお 刀が 失。 是も 大方 團 右衛門 

が 1^ 爲。 スリャ 今の 金 も 街ら れ たか。 ^ 

此 儘で 置かう かと。 地 K 出す 禮 一二が 向う 

より。 ョ 若旦那お 待ちな されと。 * 名乘 

すみ まへ 

は 高き 岩 川 次 郞吉。 池 田の 名物 7 シ角前 

髮。 3 私 は 角力の 寄 初で。 ？ は；^ からた つ 

た 今。 ？ m いた 所が。 常體" の 街と 逢うて。 

根の ある 仕^。 つ. 議 はなります ま い。 

が差當 つてお 前の 身の上。 卸隱居 様閒ぇ 

ませぬ。 天に も 地に も。 たった 一 入のお 

子ぢ やない か。 世界に 金 遣 ふ 者が なけり 

や。 金儲ける 者 もない。 金銀 は 廻り もの。 

色 狂 ひした とて 勘當と は。 is- り 胴 怒で ヒ 

ざり ます。 というた らお 氣に さはら うけ 

れど。 土地の 者で もない に。 どうした 事 


か嚴 ぃ御最 屑。 お前の 御 恩 忘れぬ から。 

大事の 若旦那。 此 位の 事で 勘當と は。 ち 

らう £- つ 

つと お前 老耄 かと 思 ひます。 わし を 1« 屑 

して 下さる 氣 なら。 一番 此詫言 は 間いて 

下ん せ 御 隱居樣 と。 * 大きな 形で 物言の。 

あどない 所が フシ 關取 なり。 59 淨久手 を 

打ち。 P 次郞 よういうて たもった。 常 は 

追從 しても。 かう いふ 場所に なると。 踏 

込んで 詫 言す る养は 手代に もない。 過分 

な。 が 此勘當 はどう も赦 されぬ。 とい ふ 仔 

ものが しら 

細は此 女中。 御用 承る 近 江の 屋敷の 物 頭。 

三島彌 太夫 殿の 息女。 丹 波の 家中 津田兩 

助 殿へ 嫁入す る 害の 人と。 結び 逢うた 禮 

三が 惡緣。 斯う a 落して 来たれば。 國へ 

すぐ 

いなせば 直に 手 討。 というて お出 入の 屋 

敷の 娘 御。 不義 合點で おれが 子の 禮 三に 

添 はして は。 御 家中へ 如何 も 顔が 出され 

ぶ ど £0- 

ぬ。 かう いふ 事 は 知らいで。 息子が 夜泊 

日 泊 は。 新 町の 太夫 故。 いっそ 身 請して 


やったら 0 結句し まりが 出來 るで あろ 0 閒 關 

いた 様子が。 此ぉ山 も 眞實禮 三 を 可愛が 千 

つて くれ るげ な。 高が 千兩 迄の 事。 給 銀 樣 

の 高い 乳母 置いた と 思うて。 身受の 宛に 

持って来た。 隱 罟 金の 千兩。 まだ 五百兩 

殘 つて ある。 これで 濟 むなら 金 立てて。 

女房に なと 妾に なと。 他人の 事 はおり や 

構 はね ど。 棺桶に 片足 k 込んで。 究竟な ， 

枠 を。 久離 切らねば ならぬ と は。 * 甲 5 へ 

わる い d-i へ 

ば 惡ぃ入 前と。 十德 の袖顏 にあて 泣き 倒 

れ たる 親心。 禮三も 不孝の 悔み 泣き。 女 

郞も 共に。 フシ ありが.. 4/. 淚。 * 善 九郎が 

けら/く-笑 ひ。 K 結構な 親 旦那の 御 了簡。 

そんなら 其 金。 錦 木が 身の 代 C たった <fl' 

親方へ 私 持って 參じ ましよ。 ィャ く。 

こり や 其方 は镇 まぬ。 この 使 は 岩 川。， テ 

モ 最初から 手附 打った 使 も 私。 サァ それ 

ぢ やによ つてな ほ やられぬ。 善 九 郞暇ゃ 2 

つた ぞ。 ェ 、 ィ。 ィャ询 りすな。 覺 えの 4 
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ある 事。 よう 禮三 をた はけ 者に 仕上げた 

な 。末 々 は 番頭 脇に もして やらう と。 思 ひ 

の 外の 不忠 者。 引 食 萬 事 書 立てて。 お 上 

ひ £ 

へ 願 へ ば 首の な ぃ扠。 暇 出す を 有難 い と。 

出で 失せ をら うとき め 付く る C 地 白藏主 

の 5- 眞 i。 尾の 出た 大和の 善九郞 狐。 搔 

き 消す ごとく  7 シ^ 失せけ る 邊の 財布 

に 岩 川が。) 金子し つかり 受取りました。 

禮三様 錦 木 様。 お 二人の 4 の 上 は。 次 郞 

吉が 命に かけて。 ぢ やが ぉ才樣 とやら も 

禮三樣 に 女 夫の 約束。 男 は 一 人。 女中 は 

二人。 I つに 束ねて 世話 もなる まい。 ハ 

テ どうせう と行當 る。 フシ 次の 座敷の 中 か 

ら 取って。 詞其 女中 預り ましよ。 ム、 さ 

うい ふ は何虚 から 女中の 聲ぢ やが。 此子 

と 近付のお 人 か。 ィ、 二 近付で はないけ 

さん 

れど。 岩 川 樣の預 り 憎い 女中 樣。 千 羽 川 

の 吉兵衞 が 女房 。よつ-か 預 つて 歸 りたい。 

殊に 三 島彌 太夫 樣。 大 坂の 藏 屋敷お 勤め 


の 時。 お 目 かけられた 吉兵衞 殿。 其彌太 

夫 樣の娘 御。 世話せ ねばなら ぬお 方。 氏 

神 樣へ參 つ た 序。 立 寄 つ た 此惠海 庵。 幸 ひ 

の 所へ 來 合せた も。 明神樣 のお 引合せ。 

お 才樣の 身の上。 どうぞ 私に 世話 さして 

下さん せ。 S 賴 みます ると 差當る 難儀 を 

救 ひ 投げ かけて。 賴 むは 天 滿千羽 川隱れ 

フ シ 儀の 手 取な り。 ャ レ 嬉し や。 よい 

かひて  たしか 

買 人が 出来た ぞ。 吉兵衞 殿に 預ければ 错 

撻。 そして まあ。 病氣 はよ ごんす か。 此 

間 は 大分よ ござんす 。ヲ 、 そり や 嬉しい。 

あの人が 出 やしゃれ ぬと。 私 やもう 片腕 

もがれた 樣で。 ほんに 誓文。 早う 本復し 

られ ます 樣と 神々 を 祈って いやん す。 ィ 

ャ もう 此方の 人 もお 前の 親切。 陰ながら 

悅んで どうぞ 秋の 角力に は。 岩 川と 取り 

たいと。 力んで ばっかり 居られ ますと。 

a 片屋か はれ ど。,' シか はらぬ 交際。 地 岩 川 

© 貭の禮 三郞。 詞ェ、 おれが 嫌 ひの 千 羽 


川に。 世話 賴 むの は 口惜しい。 コ リャャ 

ィ。 勘當 G 身に なって 相撲 取の 最貭所 か。 

汝が 大の最 屑 を 受けねば。 立たぬ 様にな 

つたわい。 賴 まに やならぬ 二人の 衆。 今 

迄の 様に 岩 川。 々々と 澤 山に. S ふこと な 

ら ぬぞ。 ァ 、 これ も いらぬ 世話。 何事 も 

じ： S ャ 

皆 後生 菩提。 なん まみ だく。  《 ？珠數 に 

く o-i  おや 

淚を繰 交ぜて。 し を/、 歸る タ、 キ爺親 

に。 一 一人 は娵 とも 舅と も 心ば かりの 暇 乞。 

只伏拜 む。 フシ 親子の 別れ。 《^ 引 違へ て 

いづこ か は。 くつ わ や 左 右衛門。 S ヲ、 

幸 ひ 好い 所。 錦 木 太夫が 身受 金。 ソレ五 

百兩と ® 投 出せば。 S コリャ 忝い 受取の 

一札。 S さらく くと 書 認め 7 シ差出 

せば 岩 川が 押 開き 見て 不審 顏。 調 五百兩 

受取 接って 二百 兩とは 何の こっち や。 ハ 

しろ 

ィ 太夫の 代 は 七 百兩。 まだ 二百 雨足り ま 

せぬ。 ィャ そり や 手附に 二百 兩善 九郎が 

持って 往た  < 苦。 け もない 事く。  2§ な 鶴 


屋の禮 三樣。 そのお 額が 手附ぢ やと ffl^ う 

て。 二百 兩が 一 兩も 取った 覺ぇ ござり ま 

せぬ。 今 聞き や 御勘當 とやら。 跡 金の 濟 

む 迄 は 錦 木 は 連れて 歸 ります と。 手 を 

あげ 

取れば 引 放し。 今日 一 日 は揚の 女郎。 

指 もさ \ す 事なら ぬ。 明日の 朝迎 ひお こ 

した。 跡 金 は此岩 川が 吞 込んで ゐる。 若 

旦那 e スリ ャ是も 善九郎 めが 仕事。 思 ひ 

廻せば 何奴 も 此奴 も。 皆 共謀と 見える。 

サァ取 分け 憎い は 九 平 太め" 岩 川 賴む最 

前の 仕返し。 ぶって/、 ぶち 殺した も。 サ 

ァノ、 よ ござんす。 コレ くつ わ や 殿。 此 

が &ti にしな に。 隣 座敷の 九 平太樣 を。 

爱へ 呼んで 貰 ひましよ。 したがわ しが 顏 

は 出し 憎い。 此 仕返し はお 前に さす。 怖 

い 事 はなん にもない。 岩 川が 控 へて ゐる 

と。 * 炬 煃の糟 取っての け。 蒲團 すつ ぼ 

からだ すぐ やぐら  あやう 

り關 取の。 體を 直に 櫓な. り。 S 何でも 危 

うなった 時 は。 炬煃の 傍へ 連れてお 出と。 


地 いへば 吞 込む 禮 三郞。 皆 邪魔になる 

隱れ たく。 是 から おれが 荒事 を。 お 目 

にか けんと 气 四股 踏みし め。 待つ 問 程な 

く 出で 來る九 平 太。 詞 身に 逢 ひたいと い 

なん 

ふ は誰ぢ や。 ィャ おれで ごんす。 何ぢゃ 

ニ才 めが 何の 用 ぢゃ。 ぐっと 厢の あるの 

ぢゃ。 大儀ながら 一 寸坦燒 際まで 出て 貰 

ひましよ。 へ 、しゃら な 蚊 精； K め。 何な 

と 早く 言うて 仕舞へ と。 地炬煃 にどつ か 

り。 フシ サァ してやった。 の 用で も 

ない。 最前 汝れゃ 如何して 撲 つた。 其 仕 返 

しに 撲据 ゑる のぢゃ 。ハ 、く ^。うぬ 

が ざまで 身共 を 素 町人め 推参 至極。 ィャ 

推參 呼ば はりせ まい。 今迄 こそ なれ。 勘當 

1^ けたら 破れ かぶれ。 屋敷で も。 侍で も。 

何でも 十九 文ぢ ゃぞ。 ィャ 慮外な と拔き 

かくる。 * 絵 をぐ つと 後から。 拔 けぬ は 

うろつ 

ど うぢ やと 狼狠く 中。 胸 ぐら 摑む禮 三郞。 

ちょこざい すなと。 突 放せば。 IS 返しに 


眞 逆康。 SS もう 了簡が と摑み 付く。  * 足 闔 

首 ts^ つて 締め 上 ぐれば。 ァ イタく。  J 

うぬ 何 喰うて うせ をった やら。 つが もな 樣 

い 力に なった。 ヲ、 こたへ たかと 又 どつ 

とんまう； A へ  がら  からだ 

され。 筋 斗 返り 山 雀 投げ。 命から ぐ體 

の 煤 掃" 箒の 背 打び つし やく。 打 伏せら 

れて 7 シ輿覺 め顏。 a; うぬ 武士 を ひどい 

めに 合した ぞょ。 此 返報 は 仕樣が ある。 

待つ て をら うと 炬燧の 傍 。尻目に かけて。 

7 シ^ 歸る。 K 出來 たく 禮 三樣。 强ぅ 

見えた く。 ィャ もう 炬燒の 櫓が よう 利 

いた。 したが 待って をれ とぬ かした 今の 

詞が氣 味が 惡ぃ。 ハテ 何とし ませう。 大 

方 道に 待 伏せ。 彼方から しかける 喧嘩。 

せう ことがない。 何十 人で も 撫 切に する 

ぶん わし  く 〔ろ 

分。 私に 付いて ござり ませと。 地 鲤ロ寛 

げ フシ 立 出づる を。 * およつ が 呼 留め。 謁 

岩 川樣御 無心が ある。 ぉ才樣 をお 供す る 4 

は此 の 入。 吉兵衛 殿に 成り 代って 預か 


た *t しひ 

る。 私 女で も 男の 名代。 お前の 其 魂 を。 

わたしに 貸して 下さん せ。 ィャ これ は。 

サァ お前の 方に 入る 脇 指。 若し それが 用 

に 立った 時 は。 お前 は 下手人。 錦 木樣ゃ 

禮三樣 の 跡のお 世話 は 誰が する え。 殊に 

め あて 

お前ば つかり 目的に 早う 達者に なりたい 

と。 養生す る 吉兵衞 殿。 お前に 若しもの 

事が あったら 此方の 人 も 病が 重る。 大事 

の 命爱で 捨てる 所ぢゃ あるまい。 末々 お 

二人 見届ける 心の 堅めに 其 魂。 此 吉兵衞 

が 預かり ましよ。 ム 、 誤り やん した。 吉 

兵衞 殿に 岩 川が 魂。 しっかと 預けます。 

ェ 、忝い よう 閗 届けて 下さん した。 いよ 

く 變らぬ 二人が 魂。 見届けた 禮 三が 證 

人 。西 はお 才東は 錦 木。 地 御 無事で やい の 

と 本妻 妾。 池 田の 關取。 難 波の 名 取。 * 勝 

負 は 秋の 相撲まで。 S おさらば。 さらば 

と ユリ。 三重へ g れ 行く 


第 二 

地 芝 罟 は 南。 小 ォクリ 米 市 は 北 。相撲と 能の 

じ やうぶ い 

常 舞臺。 堀江々々 と國々 へ 鳴り響き たる 

岩 川が。 角力の 内 は 夫婦連れ 爰に 堀江の 

假 住居。 見 世 は 初日の 飾 物 半紙。 毛耗煃 

草 盆ォク "羽織 脇 指 フシ 取  1:。 江戶 ギン 酒 は 杉 

ばへ 米 俊。 よその 軒端 を 假初も フシ 賑々 敷 

ぞ 見えに ける。 詞扨 積んだ の 見事 何ぢゃ 

羽織 脇 指 米 も あるえ らい 張込ぢ やの。 い 

や 又 二三 年 こっちの 角力に 滅多に 負けた 

事の ない 岩 川。 したが 今度の 角力に は。 ■ 

千 羽 川が 病氣故 はやむ まいと 思うた が 思 

ひの 外き つい はすみ。 ソリャ 其 害。 勸進 

元の 顔の 好い のに 江戸 方 九州 方 殘ら. f 登 

り。 岩 川と いふ 《s 演の强 い 力の 强ぃ。 あ 

んな男 を 持つ 者の 顏が 見たい と 地表から 

內を靦ぃて高々と。夫の§^女房ぉとは。出 

合 頭に 閒く 嬉し さ 顔に 少し は 紅 桔梗の。 


前垂の 紐 フシ 雜 暖簾。 * 上げて によつ こ g 

り。 北 野 屋の七 兵衞で ござります。 こ 

れ はく 島の 內の七 兵衞樣 能う お出 サァ 

く  * 爱 へに 打 通り。 3 扭 まあき つい は 

すみ 樣。 千 羽 川が 出ぬ 故に どう あらう と 

思うた が 近年の 大入。 今日は 大方 爱の關 

取が 取らし やる であらう と 思うて。 見物 

に 來た序 な が ら 鳥渡 悅 びに 參 りました 

が。 關取 はもう 往 てで 御座りました か。 

ィ ェく 今日は 叶 はぬ 用事に 就きつ い 近 

所まで 参られました がもう 戾 つて ござん 

せう。 マァ ほんに いつぞや はいかいお 世 

話で。 練 物 を 緩り と 見物 致しまして 恭ぅ 

ござります。 いつでも 島の 內の祭 は。 俄 

が 多うて 賑やかな こと。 私 等 は 在所 者 故。 

物見 だけい とえて は こ ちのに 叱られ ま 

す。 ィャモ こちらの 方 も 門が ざ わつ くば f 

かりで。 奉公人が 動かねば 肝心の 商 ひが 

少ない。 ィャ 斯うい ふ 中に 遲 なったら 入 横 
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られ まい 關 取へ 好い 様に。 * 賴 みます と 

座 を 立 上れば。 5^ ヲ 、 忙しな い。 まあ 御 緩 

りと お茶な りと e ィャ遲 いと 好い 場が ご 

ざり ませぬ と ォク リ挨接 。フシへ そこ/、 歸 

りけ る o»J«3 町中。 の 屑に 肩 も 3! ^川が。 

鐵が 嶽陀多 右衛門と 7 シ打 連れ 歸る 我が 

家の 内。 詞ヲ、 此方の 人厌 らしゃん した 

か。 陀多右 衞門樣 もようお 出で。 初日 か 

ら 未だお 目に か、 り ませぬ が。 きつい 大 

入で お目出度う ござります。 アイ そり や 

互で ごんす 。見物の 足が 早 さに。 そろ/ -I 

行かう と 出かけた 道で。 岩 川に 逢うた に 

よって それで ちょっと 寄りました。 それ 

はマァ /、ようこそ お出で。 したが まだ 

漸 うと 今の 先。 櫓太鼓 を 打 出しました。 マ 

ァ緩 りと お茶な りと もと。 せ 會釋に 汲 出 

す 端 香より 。心の 花香 ぞ 愛想 ある。 詞コリ 

ャ 女房 共。 留 i ォの內 へ 今日の 角力 釗は持 

てこなん だか。 イエく。 まだ 何にも 持 


て は。 ハテ^の 明かぬ。 今迄 知れぬ は 何 

ぞ もめで も あるかい の陀 多右衞 門。 サァ 

おれ も 初日に 鈍な 角力 取った によって。 

何でも 今日はと 思うて ゐ るが 誰と 合 はす 

ぞ。 相手に よって は 魂瞻も 工夫 もして 見 

にやなら ぬ。 いっそ 行て 聞いて 來 うか い。 

ハ テ まあよ ござんす わい な。 其 內には 持 

--  ft し 

て來 う。 幸 ひ 貰うた If 有 も ある。 主と 一 所 

に 飯 上って 行かし やん せ。 3? ドレ 持ら よ 

うと 木綿 櫸 かけ まく 神に あらね ども。 菩 

薩 廻りの 女房 は 。フシ 勝手へ 立って 入りに 

けり。 岩 川 様お 宿に ござります か。 新 

町の 大坂屋 から 参りました。 左 右衛門 申 

します。 錦 木 太夫が 身 請の 跡 金。 今日中 

に 遣 はされ ませぬ と。 こちらに 身 受の客 

衆が ござります 故。 其方へ 相談 致します。 

お前のお 顔を立てまして 今日中 は 待ち ま 

す。 明日に なったら 此方へ 太夫 を やり ま 

す 程に。 其 時 いぢむ ぢ のない 様に。 念 を 


入れい と 申され ましたと。 お 言 ひ 捨て 使 

は 立歸れ ば。 ャァ其 身 請 外へ さして は 

岩 川が 立つ もの かと。 港！^ 出す を。 _^-コ 

リ ャく岩 川。 其 身 請の 譯も其 客 も。 此鐵 

が嶽が 知って ねる 程に。 マァ 行かす とも 

よい わい やい。 ム 、すり や。 其 身 請の 相 

談を 。われが よう 知って ゐ るか。 シテ其 

身 請の 客と いふ は。 ィャ 外で もない I ぢ 

や。 ヲ 、鐵が 嶽陀多 右 衞鬥ぢ や 程に。 マ 

ゐ  こつ *v. 

了 さう 思うて 居い やい と。 * 俄に 骨氣も 

ほうひげ  づら 

節 くれ 立ち 。鮮髭 撫でて 7 シ のさば り 面。 

詞 ム 、 聞え た。 こり や 九卒 太が 隈ぢゃ 

な。 尤も 汝が爲 に は 大事に かけに やなら 

ぬ人ぢ やが。 爱 をよう 閗 分けて くれ。. あ 

の 錦 木 太夫 は。 4、§ れが 親方の 禮 II： 殿と は 

きつう 深い 中ぢ や。 其 錦 木 故 親の 勘當ま 

で 受けられた 事。 こり や 言 はいでも 知つ 

てゐる 事。 其處ら はま あ 取って ほって。 

五百兩 とい ふ 金まで 渡し。 跡 金の 二百 兩 


才覺 する 其 内に。 太夫 殿 を 外の 手へ 渡し 

て は。 どうも 岩 川が 顔が 立たぬ。 わがみ 

が 中へ 入った こそ 幸 ひ。 何卒 そっちの 身 

請 を。 じ やみる 様に 言 廻して たもるまい 

か 。鐵 が嶽。 コレ賴 む。 地/、 と詞を 下げ。 

事 を 分けた る 一 言 を。 鼻で あしら ふ フシ 

わるもの 

惡者 作り。 11 ヲ 、 此身請 はどうせ うと 斩 

うせう とおれが ま V ぢゃ。 われが 賴む樣 

にして やろ というたら。 勝手 はよ からう 

が 否 ぢゃ。 わり ゃ惠海 庵で 九 平 太 様 を ひ 

どい IH に 合 はし たげ な。 ヲ、 强 いこつち 

や。 其 仕返し を賴 まれて ゐ る此鐵 が嶽。 

あんだら くさい ことい ふない。 ム、 すり 

や 其 時の 事が 根菜に なって。 それ 故 身 請 

の 邪魔す るの か。 ィャ 邪魔す ると は 何の 

こっち や。 コリャ 錦 木が 身 受は金 づくぢ 

ゃぞ よ。 僅か 二百 兩 ばかりの 跡 金 を。 圑 

子の 咽に 詰った 様に。 ぎつ ちか はと 吠え 

面 かくと は 違 ふ。 七 百 雨と いふ 金 を。 が 


かりに 出して 身 請す るの ぢゃ。 もる 程尤 

もぢ や。 兎角め いく 親分 を。 大事に 思 

ふから 起る 事ぢ や。 何と 斯うして たもら 

い  あなた 

ぬか。 おれ を 九 平 太 様へ 連れて 往て。 貴方 

の 胸の 晴れる 樣に。 撲 たしな りと 踏まし 

なりと さして 。身 請 は 此方へ さしてた も。 

わがみの 一一 iin やる 通り 金づ くの 事 なれば。 

今日中に 跡 金 さへ 出来れば。 頓む事 も 何 

にもな けれど 。サ ちっと 急に 出來 にくい。 

尤も 在所へ 言うて やったら。 工面の 出来 

る 事 も あらう が。 親 どもの 耳へ 入れと む 

ない。 それで わ-かみ を賴 むの ぢゃ。 叉 身 

受 しゃって からが。 とても 太夫が 九 平 太 

様の 女房に やならぬ。 すり や 畢竟が 費と 

いふ 物ぢ や。 默れ やい。 太夫が 隨は うが 

隨 ふまい が。 それに や 構 はぬ。 九 平 太 様 

に は 金が たんと あるに よって。 其 金で わ 

V らが, を はり 廻す のぢ や。 サ イノ 。金で 

頃 を はらす とも。 此岩川 を どうな りと 腹 


の 癒る 様に して。 身 請 は 此方へ さしてた ^ 

4 

も 。コレ I 生の 賴みぢ や。 恩に も 着よ。 

コ レ手を 下げる 鐵が嶽 と。 地頭 を疊 にす 

り 付けて。 ス モア 賴む 心ぞ 切な けれ。 詞ム 

ム そんなら 何 か。 踏まれても 撲 たれても。 

言 分ない とい ふの か。 ィ ャモ閗 分けて さ 

たと  ど う 

へ たもれば。 縱 へ 此身は 如何な つても。 コ 

リャ 相談が 面白い わい。 九 平 太 様の 名代 

に。 マァ ちょっと 斯うせ うかいと。 地 立 

鋭り にどう ど 踏 飛ばし。 詞何ぢ や 何び こ 

/、する のぢ や。 わり や たった今。 言 分 

ない と 言 うた ぞ よ。 但し 言 分が あるの か。 

ィャ， ―^。 何の 言 分が ある もので。 サァ 

く 何うな りと 心任せに。 ヲ 、 其箬ぢ や。 

惠海 庵での 意趣返し。 わり や 九 平 太樣を 

斯う くらはし たか 。ィャ 斯う 踏んだ かと。 

地 弱み を 付 込む 厄 病の フシ 髮も頭 も 引き f 

しゃな ぐり。 地 さいなむ 折から 表へ いき 1^ 

せき。 詞 ハイ 今 曰の 相撲 割で ござります。 < 


もう 追 付け 土 後 入ぢゃ 程に。 早う お出な 

され ませと。 フシ 書付 あり 込み 立歸れ ば。 

« 陀多 右衛門 押披 き。 何ぢ や。 鐵が嶽 に 

岩 川。 ム、 すり や 。今日は 岩 川と 鐵 が嶽。 

コリャ 見い。 俺と 汝 とが 相撲 ぢゃ とやい。 

ム 、 時 も 時 折も折。 わがみと 俺が 立 合と 

は。 ハテ氣 味 合な 事ぢ やのと。 * いふ も 

心に 一 思案。 8« コリャ われ も 池 田の 岩 川 

とい はれて は。 國々 へ 名の 通った 者。 又 

俺 も 大名のお 抱へ。 殊に 大坂は 初めてな 

れば。 此 相撲し くじる が 最後 扶持 離れ ぢ 

や 。す りやこれ 二人ながら 大事の 相撲。 九 

平 太樣の 名代に。 惠海 庵の 仕返しし たれ 

ば。 此 算用 は濟ん である。 又 錦 木が 身 請 

の 事 はおれ 次第。 ヲ、 此鐵が 嶽が心 次第 

ぢゃ。 水心 あれば 魚 心 あり 。親む 事 も 親 ま 

れる事 も。 まあ 今日の 相撲 了うて から。 

か *tt とけ 

其 上の 事に せう わい。 われ も隨分 神佛で 

も S- き 廻して。 倚に 勝つ 樣 にせ い。 した 


が 可愛 や。 おれと 取ったら 骨身が 碎 けて。 

重ねて 土 俊 踏む 事なら ぬぞ よ。 どうぞ 頭 

取 衆 を 親んで。 振換 へて 貰うて なりと- 

取らぬ 方が 勝ぢゃ あろ。 それともに 取つ 

て 見ようと 思 ふなら。 魚心あれば水心 あ 

り。 ナ岩 川。 土俵で 逢 はう と。 * 强ぃ詞 

かな 9i う  つた 

の何虚 やらに。 味な 鐵： i 引きす る » 踏。 

フシぐ わらつ かせて ぞ出 でて 行く. -  * 跡 

も ろて 

に 岩 川 兩手を 組み。 スラァ 思案に くれて 居 

たりし が。 S 段.？ 日限の 切れた 跡 金。 親 

方が 催促す る も 九 平 太が^ 爲。 とかく 鐵 

が 嶽を抱 J^,;! んで。 あっちの 身 受を延 して 

貰 はうよ り 外 はない。 と言うても 一 筋雜 

では 往 かぬ 抱 込む 仕樣 は。 ム 、太夫 

が 身 請 はおれ 次第。 魚心あれば水心 あり。 

ヲ 、 こり や 今日の 相撲 を。 振って やら ざ 

あれ 

なるまい わい の。 ソレノ \o 彼と 我と が 

立 合 ふこ そ 幸 ひ 。美しう 振って やり。 彼奴 

0 っぴ含 

に 勝 を 譲って 置いて。 其 上で 退 引 させす。 


賴 むが 近道 上分別。 とはいへ 名 取の 续が 親 

取 

嶽。 何う 魂 してな りと も。 投 殺さに や 千 

ならぬ 相撲。 いはば 一生 想 命の。 大事の 様 

相撲 を 金 故に。 振って やる 岩 川が。 心の 

內の 切な さ镜 さ。 *f 摩利支 1K にも 見放さ 

れ。 相撲 冥加に つきた のかと。 思 ひ 廻せ 

ば 廻す 程 空 恐し さ 口惜し さ。 思 はや 拳 を 

握り 詰め ス H テ 身を顫 はして 。男泣き。 始 

終 立 聞く 女房が 淚隱 して。 S ヲ 、 こちの 

入と した 事が。 先刻にから 飯 持へ て 待つ 

て 居る のに 。爱 で. 4 るか 奥へ 据 ようかと。 

* 何氣 なければ そ 知らぬ顔。 3 ィャモ 

叙なら 喰 ひたうな い。 ホン II 角力から 呼 

びに 來た。 地 ドレ 行て 来う と 立 上れば。 S 

そんなら もう 行かし やん すか。 コレ岩 川 

殿。 ソレ髮 がきつ う？! けて ある ぞぇ。 人 

あ け 

中へ 見苦しい。 * 結うて 上う と 取 出す 稱 

箱。 SB ィャ 結うて 居たら 隙が 入る。 つい 撫 8 

付けて 置いて たも。 ヲ 、お前 もこん な髮 


して。 行かし やん した 事 はない が。 地い 

つ その 事 何もかも。 言うて 閒 かして 下さ 

んせ ぬか。 詞 ヤー 11a へと は 何 を。 サ イナ。 

お前の 心の ナ。 それ 縫れ 髮。 撫 付けて 置 

. いつ 

かうよ り。 寧 そ さつば り * いはし やん せ 

ぬかと いふ 事い な。 詞ィャ いふまい く。 

何 ぼ わしに いへ といやっても。 高が 女の 

て わざ 

手業。 いうたら 大方お くれが 出よう。 つ 

い： i 付けて おいてた もと。 地 傍に 直れば 

女房 も。 押して は 言 はぬ 縫れ 髮。 髮の。 

ほ つれ を。 撫 付ける 櫛の 背より 夫の 胸。 

うつ  か r みだて 

映して 見た き 鏡 立。 詞サァ よい か 見さし 

やん せと。 * 向 ふ 鏡の 卷 取って。 フシ 映 

せば 映る 顔と 顔。 S 申し 岩 川 殿 P 色も靑 

ざめ。 塯 そして 目の 內 もう るんで。 どう 

きしょく 

やら 氣 色の 惡 さうな 顏 付。 もう 今日の 相 

ことわ 9 

撲へ は。 斷 いうて 行かし やん すな。 《2 何 

を あんだら つくす ぞい。 いつは ともあれ 

今日の 相撲 は。 鐵が嶽 と此岩 川。 初日の 


出ぬ 先から 町中が。 待つ て 居る 晴の 出合。 

何でも 鐵が嶽 を。 土俵の 砂へ 埋まに や 置 

うそ 

かぬ。 ィャ そり ゃ據ぢ や。 今日の 相撲 は 

鐵が嶽 に。 振って やる お前の 心と。 言 ふ 口 

押へ て。 詞聲が 高い。 スリャ 先刻にから 

の 様子 殘ら す。 アイ 一 間で 閒 いて をり ま 

した。 僅かな 金に 手 詰って。 難儀 さし や 

ん すが 私 や 悲しい 地 寧 そ此譯 親父 様に 01^ 

たはけ 奴。 それい ふ 程な り ゃ此樣 に。 人に 

I- かれ 踏まれ はせ ぬ。 昔氣 質の 親父 樣。 

打明けて 物い ふと。 禮三樣 に 意見の 何の 

と 喧しい。 若い お 人の 水の 出端。 若し 命 

生害に なった 時 は。 千日に 刈った 萱ぢ や。 

ァ 、急な 事で さへ なくば。 工面の 仕様 も 

あらう に 。僅か 二百 雨の 金 故に。 大事の 相 

撲を 振って やら ざなる まいと 思へば。 腑 

甲斐ない やら 口惜しい やらで。 おり や 胸 

が 裂ける 様な。 ヲ 、道理 ぢゃ。 くく 

{  7 シ さりながら。 地 夫 程 Q 大事の 事。 


連 添 ふ 女房に 隱 して 居る。 お前の 心が 閉 S 

4 

えぬ と。 怨み 淚に。 7 シ時 移り。 地 早 や 

よび づ かひ 

追々 の 呼 使。 飼 申し 土 使 人で ござります。 

早う お出な され ませ。 地ち やっと に 

岩 川が。 し を/、 として 7 シ立 上れば。 

8™ もうお 前 は 行かし やん すか。 ホ 鐵が嶽 

を 抱 込んで。 工面の 通りい き や 格別。 若 

しも 行かねば 絶體線 命。 是が暇 乞に なら 

うと も 知れぬ。 さらばと * ばかり 一 聲を 

フシ 跡に 殘 して 出で て， t  く。 詞コレ まあ 

待って 岩 川 殿。 たった 一 言い ひたい 事と。 

* 見れ ども 跡 は 雲霞。 詞 コリャ 斯うして 

は 居られぬ 所。 夫の 命に か i はる 勝負。 

St わし も これから 相撲 場 へ と。 帶 引締め 

て 夫の 跡 慕うて こそ は。 一一 まへ 行く 空に。 

地 響く 櫓のと うからと 打 仕舞うた る 太鼓 

より。 鳴り渡つ たる 岩 川と 鐵が嶽 との 相 g 

おもて  ^» 

撲割。 表に べったり 貼 紙 も。 はり さく 木 ,^ 

戸口 押 合 ひ. へし 合 ひ.' 早 や 土 俊 入 事 終り ( 


附番の 行 興 座 本 竹 月 八 年 四 和 明 
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相撲の 數々 取盡 し。 7 シ中 入前ぞ 勇まし 

き。 東西々 々道 頓堀宗 右衛門 町。 北 野 

ちょ f と 

屋七 兵衞様 急用で ござります。 一寸木 戶 

迄お 出な され ませと。 * 又も 呼 出す 相撲 

な の 9  かち *< け 

の 名吿。 入れ かへ。 /、勝負 も。 今 1 番 

と 7 シ 夕日に 連れて。 詞西は 岩 川々々。 

東 は 鐵が嶽 くと sws 名吿 上げられ 四 

こなた 

股 踏 鳴らす 鐵 が嶽。 此方 は猶 もし よげ 鳥 

の ォク。 し をく。 上る 土 接の 上。 フシす 

は 千 香に 一 番の。 相撲と 力む 幾 萬 人。 し 

づ まり 7 シ 返って 見物す。 K 片ゃ岩 川 岩 

川。 片ゃ 鐵が嶽 く。 せくまい くせ か 

すと 顔 を 見合せ て。 やっと 引いた る 行司 

うち は  すぐ 

の團 扇。 直に 付人る 鐵が 嶽。 すっと 兩院 

もとより  . 

指 込ます。 さ 兀來覺 悟の 岩 川が 。旣に フシ 

危く 見えた る 所へ。 BS 進上 金子 二百 雨 岩 

川荣 -0 屑より と。 《^閒くょりぐっと岩川 

ォ 1-キ-  もろ 

が。 始めの 氣 色何虚 へやら。 鐵が 嶽が兩 

指，^。 ほぐして 土 接へ 引っくり返し。 力 


士の 如くつつ 立てば。 

よい やくと 數萬 人。 

I 度に 立って 手を叩き 

どよ み を 作る 鬨 作る。 

格 太鼓 も 打 出しの 表 は 

人の。 三 si. 山な せり。 

フシ 次第々々 に。 散る 

人の 中に 紛れて いきせ 

きと。 駕を舁 せて 北 野 

屋七 兵衞。 來か、 る 向 

うへ 岩 川が。 胸の もや 

/\ さつば りと。 フシ 

我が家へ 歸る 房り 足。 

詞 ヨウ， （-關 取 様 出来 

ましたと C せ 跡から 付 

いて 来る 人に。 見付け 

られ じと 駕 片寄せ。 七 

兵衞が 素知らぬ顔。 お 

ハ ァ關 取。 さて^- -今 


日 はきつ いお 手柄。 ホ 七兵衞 殿。 見て ぢ 

やあった か。 見た 段 か。 何う やら 取 口 は 

わる 

惡 かった が。 引っくり返した 其强 さ。 ィ 

ャモ 今日の 相撲 は譯 があって。 きつう 取 

惡 かった が。 味な 事が 張 合に なて。 味な 

事と は 二百 雨の 纏頭 か。 コレ其 纏頭 やつ 

た 旦那 殿が 幸 ひ 爱にぢ や。 逢うて 禮 をい 

はしゃり ませと。 《垂 を 上げれば。 P ャ 

ァ わり や 女房。 岩 川 殿。 隨分 健で 居て 下 

さんせ。 そんなら 今の 二百 兩は。 コレ關 

つと & 

取。 ぉ內 儀の 勤 奉公。 志の 二百 兩。 女房 

ども。 なんにも 言 はぬ 忝い。 サ駕の 衆。 S 

やって と 北野屋 が。 氣轉 利かして 駕 の垂。 

內は 歎きに 暮 近く。 人相 吿 ぐる 鐘 諸共 別 

に ユリ。 一一： 行く末 は 

第 三 

なん は ラら  よる 

ハル フシ 昔の 京と 難 波 浦。 春雨し げき 夜の 

道。 ォクリ 錦 木 諸共。 禮 三郞。 相合傘の 濡 


事 も。 フシ ひったり 儒れ る。 横し ぶき。 

コ レ 太夫。 道々 も 言 ふ 通り。 わかみ の 

身 請の 跡 金 故。 岩 川の 女房が 勤 奉公す 

そなた 

ると 閲く。 代りに 其方 を 北野屋 へやら う 

くるわ 

と は 思うて ゐ るが。 廓と 違うて。 いかう 

勤めに くいと いふ 事 ぢゃぞ や。 ヲ、 禮三 

様と した 事が。 義理より 辛い 勤め は ある 

まい。 * お前 やわし が 身の上まで。 段々 

世話になりながら。 詞 おと は樣に 勤めさ 

して は。 どう まあ 義理が 立つ も のぞ。 * 

是非とも 代る 此 身の上。 詞請 出されぬ 先 

ぢ やと 思 や。 * わしゃ ひつと つも 厭 はぬ 

と ス, <言 ふ も 淚に嫛 くもる。 K ヲ、 道理 

いつぞや 

ぢ やく。 何 を 言 ふ も 皆 わし 故。 日外圑 

右衛門め に ^ られた 金の 事。 詮議 をせ う 

にも。 肝心の 圑 右衛門が 行方 は 知れす" 何 

も かも 身に か、 る 難儀の 果は。 一足 づっ 

に 消えて 行かす ばなる まいと。 * 我が身 

£な こ 

は喑き フシ 闇の 夜に * 光る 眼 も 蛇の目 傘。 


向う にす つくと 鐵 が嶽。 詞ャァ 好い 所で 31 
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錦 木 太夫。 岩 川扠に 負けた 意趣 晴し。 うぬ 

を これから 連れていて。 九 平 太樣に 手渡 

しすり や。 一 廉 金になる 仕事 。サァ くう 

せいと 引 立つ る。 ャィ鐵 が嶽。 錦 木は禮 

三が 身 請して * 今では 俺が 女房。 其 女房 

を 連れて 往て。 金に せう と は盜入 同然。 

汝を 代官 所へ 連れて行く。 サァ うせ をれ 

と * 引 張っても。 ちっとも 動かす。 詞ェ 

ェ毛ニ 才め何 ひろぐ。 うぬに 引 張られて 

行く 間。 此手は 如何して 居ようと 思 ふ。 

馬鹿つ くさす と 太夫 を 渡せ い やとい ふ 

あたり 

が 最後。 幸 ひ 邊に人 もな し。 手 短 かに ばら 

すぞ よ。 ヲ 、縱へ 此身は どの 様になって 

も。 太夫 を 遣って は 岩 川へ 言 譯 立たぬ。 

やくび やうが み 

ャァ其 岩 川が 猶 けた いぢ や。 疫病神で 敵 

の汝ひ 渡さに や * 斯 うぢ やと 踏 飛ばせば。 S 

なう コレ 待って と 錦 木が。 立 寄る 膝 際 引 

つか  ま 

摑み。 もう 了簡が と 武者 掘り 付く。 禮三 ® 


が 首筋 引つ とらへ。 ひばり 骨 見る 樣な態 

をして。 猪口才す なと 引 寄せて。 拳 

のめった 打ち。 かよわき 錦が 手に 當る。 

つぶて i な こ 

小石 掛ん でばら^-^,/.^ つ 礫に 眼く らま 

こ £ た 

ぎれ" 油斷 大敵 12 三郞。 小股 取られて 鐵 

が嶽。 體の 重みに うごめく 背中。 すかさ 

す 體 三が 取って 伏せ。 ョ爱構 はすと 早う 

く。  *f 必. f 怪我して 下さん すなと 心 は 

豌に 島の 內。 7 シ 北野屋 さして^れ 行く。 

は  たぶ さがみ  , 

反ね 返して 髻 髮摑ん でぐ つとの つ 力 .1 

り。 a サァ 太夫 を何處 へやり をった。 裡 

んだ所 を. サァ 吐かせ。 此鐵が 嶽を盜 人と 

ぬかした 其 頼 桁。 裂いて くれん と 踏 

付け。 く 引 廻 されても 緣 弱き 禮三。 手 

向 ひならぬ 無念 泣き。 a" いかに 手に 合 ふ 

あんま むご 

物ぢ やとて。 餘り慘 い 胴慾 ぢゃ。 ャィ胴 

お on 

怒と は汝が 事。 九 平 太樣へ 極まる 身 請。 

岩 川め が 邪魔す る も皆汝 から 起った 事。 

な i しら  つら  むし 

地體 生白け たしゃつ 頰。 見る 度 ごとに 虫 


唾が 出る。 泥 ぼに 似合うた これ 喧 へと。 

擴んだ 泥 を 口の 內。 もうこれ 迄と 拔き 

かくる。 柄 元し つかと。 8S ハ、 ァ やる わ 

(0 こり やが 毒 もる のぢ やな。 小さい 

な，  どせ う ち 

形して。 相撲 取 を 殺さう と は。 鰌の 地蹈 

, 叶 はぬ こっち や。 サァ 切れく と引拔 

ゥち 

いて。 互に 爭ふ其 中に 又も 降りく る。 雨 

の足。鎗三は引く足放さぬ我武^1?。ぁなた 

こなたと 引 廻され て稻 村の。 內 より 出 づ 

る 刀の 光。 鐵が嶽 が 肩先 ぐっすり。 うんと 

1 聲。 南無 三寶 手が 廻りし か 何と せん 

と。 ft 心お づメ、 一 刀 C うぬえ らい 事 ひろ 

いだな と。 拔 いて 切 込む 白 と 白 R„T 稻 

村 蔭に 窺 ふ 曲者. - あやなき 闇の 黑 装束。 

ひつ さ うしろ 

だんびら 提げ 後より。 助く る 加勢の 滅多 

切り。 禮 三が 所 爲と思 ひ 《^ み。 切 込む 深 

田の 泥 まぶれ。 翁 降り か、 る。 雨曇り。 

足 もし どろに 胸の 闇 。憎し と 思 ふ 一 念力。 

刳りく る/ \ 曲者が。 威す 足音 禮 三郞。 


又も 怖 氣の身 も わな/^ 心 そ e ろに 千鳥 關 

足 。フシ こけつ 轉 びっ^ 歸る。 地と つくと 千 

見濟 まし 探り 寄り。 留めの 刀。 一 刳り。 樣 

る 足元 落ちた る 鞘。 納めた 思案の。 向 

うへ 提燈 暫く 忍ぶ。 7 シ 身の 廻り。 雨具 

に&ふ 立派の 侍。 家来 を 先に 来る 道筋。 

あかし  ， - 

落ちた は 何と 手に 取上げ。 明 を 持てと 提 

ひ かげ  * ゆた， ち しほ 

燈の。 饤 影に 見 付く る^の 血汐。 切 倒さ 

れし 大男。 飼 ャァ こり や 身が 屋敷の 抱へ 

の 相撲 鐵が 嶽。 * 何にもせ よ 心得す と。 

內 改め 紙 入より 取 出す 一 通。 訟議の 種と 

開く 間讀 む間稻 妻の。 提燈 ばったり 曲者 

は 跡 を。 くらまし ユリ。 三重へ 落ちて 行く 

第 四 

昔 は 西に。 念珠が 關今は 東に 白 川の。 關 

も 物 か は！ e に 見る。 なみ， にて 大阪の 

ば どころ 

關は ゆるさぬ 場所に。 類 ひ 名 取の 千 羽 川。 《 - 

其 川風に もまれて は。 四つに も 組まん 柳 4 


腰 如才。 內 俵の 世話になり。 ぉ才 はさい 

つ 頃よりも 爱に。 假 住み 假 初の。 緣を鶴 

かるた 

屋の禮 三郞。 合せ 骨牌の か 》 る 島。 有る 

無し 7 シ 知らぬ さま 育ち。 丁稚で もない 

相撲 取の ひよこと 見える うそく 前髮門 

口から 0  «s 藤繩半 右衛門 申します。 吉兵 

はふ ひる 

衞樣の 御病氣 ちっとよ ごんす か。 今日 晝 

i  いな す ぶお 

網に 取りました 此鲻ぉ 裾分け 申します。 

ヲ 、 お 心に かけられて。 に鲻は 吉兵衞 

あ ひ 卞 *H  づ I 

の 相 角力。 追 付け 是に あやかって 力付か 

まつ さ う 

しゃる 吉 左右よう 禮 いうて。 御 太 儀ぢゃ 

と。 地 溜 I に 百 口先で。 ころりと フシい は 

す 手 取 鳴。 地合 せの 勝負 讀む 骨牌。 一 

萬！ 一千一 一 萬 五 千。 三 萬 八 千が ぉ才 様の II。 

ァノ どうして これが 勝ぢゃ ぞいな。 ェ 、 

ぶぎよ ゥ 

不器用な ぉ才樣 まだ 覺ぇ さんせ ぬか。 サ 

イナ 歌 骨牌 取る と 違うて むづ かしい 物ぢ 

やわい な。 ナン ノ これが むづ かしい。 鱧 

三 様に 末 永う 合せの 勝負。 跡 は 女 夫の 一 


番 相撲と 世間 廣ぅ 出ぬ ける かため。 * 團 

扇 は 小 野 川お 才樣 よ. S やくと 7 シ譽め 

られ て。 * 赤らむ 顔 は 朝日 山。 解けぬ 心 

の禮 三郞。 a ィャ 合せに 於て は 我等き つ 

ぃ粹妒 なれ ど。 斯う 札が 来て はいかぬ。 

その 笞 でも あり。 此 間から 段々 と 詰らぬ 

身の上。 どう 思案しても 叶 はぬ く。 叶 

はぬ 戀と 思うた に。 わたしが 様な 阿房に 

緣の 惡緣で ござんせ う。 又 斯う も 來るも 

& ちら 

のか。 いっそ 此方から 身 を 捨てて 南無 三 

寶命を 取られた。 ァ是 なァ氣 にか、 る 事 

言 はしゃん すな。 ィャ もうきつ い 目にあ 

はされ とんと 禮 I 二が 絕體絕 命。 ァレ まだ 

b ざ 

いなお 才樣 の業ぢ やない。 其 科 はお 前ぢ 

やわい な。 そり や 何故に。 ハテ お前が 切 

らしゃん した ぢ やない かいな。 ェ 、ィ。 

何 を わしが！： 時 切って。 ハテ 今の 程お 前 

の 出に 切った 札。 科 人 はやつ ばりお 前。 身 

てんがう 

を 恨んだ がよ いわいな と。 * つい 戯 口に 


いふ 事 も 。疵 持つ 足 裏背戸に 7 シ心 置か 

る、 折も折。 破 || 笠 だ 相 は 見ね ど 見す 兑 

わるもの づく 9  な り そ ぶ り 

す惡者 作。 うそく， @ く 姿 素 振。 小氣味 

惡 さに 禮三郞 。ァ レ誰 やら 人が と 納戸 口。 

やくび やう 

はづす 弱みへ 疫病の。 神樣 株が 伸 上り。 

こり や 花々 しい 勝負で ござんす の。 ドレ 

ひと もとで  こ  おかさん  I 

1 資本して 來 うか。 内儀 樣四 五十 兩 貸し 

て 下 あれ。 貸しても 借る。 貸さに や 根太 

切り 引った くるの ぢ やと。 * 喫め とも 一一 一一 口 

はぬ 烟草 盆。 煙管 ど 太う。 7 シ いやがら 

す。 堆 およつ は 騒ぐ 色 もな く。  ム、 金 

が 借りたい。 易い 事 やの。 五十 兩 なと 五 

百兩 なと。 何 ぼな と 貸さう が こな 樣誰ぢ 

や。 ついに 見た 事 もない。 術ない 人に 一 文 

半錢 でも 貸して は 此方の 人に 立たぬ。 此 

がるた 

女中 樣と 合せ 骨牌の ぁぢ やら 事。 勝負事 

の 何のと。 人 聞の 惡ぃ。 こっきの 威し 喰 f 

ふの ぢ やない 。出直さん せと 7 シ 取り あ 5^ 

へす。 ャィ なめ 丄 るな。 御法度の 勝負 接 


事 を 商 費に する 證據に は。 今 おれが 影 を 

兑て 隱 れ をった 男め。 ちらりと 見ても さ 

す物ぢ やない わい" 衙 IS 相手に する のぢ 

やない。 爱の 亭主 は 何とい ふ。 亭主に 逢 

はう く.。 ィャ 此方の 入 は S を 病んで 久 

しう 寢て 居らる tg{ に 今日は If で そ 

んな事 聞かす と 忽ち 大熱。 そり や 止しに 

して 下さん せ。 だまれ やい。 病氣 ならて 

この ぼん やせいと いふ 赦 しが あるか。 出 

さらに ゃ爱へ 引す り 出す。 ァ、 これ こ 

れ。 それば つかり は 堪忍して。 コ レ塘拜 

みます と 詫びる 程。 ョ何ぢ や あらう と亭 

主め を 代官 所へ 引きす つて 行く のぢゃ C 

出され 地く と猶嫛 高。 病 家の 一 間 洩れ 

閉ぇ〕 K およつ く。 おれに 逢 はう とい ふ 

の は誰ぢ や。 * ドレ 出て 逢 はう とい ふ聲 

も 。病に 屈せぬ 大男 大阪 一 番千羽 川と C  I 

目に しる \關 取 風 。見る より ぎょっと 7 シ 

こ ft さん 

呆れ顔。 ョ わしに 逢 ひたいと は此+ „ -樣 か。 


ァノ爱 の 亭主と いふ は" アイ わしで ごん 

す。 ィャァ 地 こり や 敵 はぬ と ^出す。 詞 

コ レくく 待たん せ。 樣子閗 いてから 

其 跡で。 きっと 馳走 もせに やならぬ。 其 御 

馳走が 痛み入ります。 ィャ /\ 遠慮の な 

い 事。 わしゃもう 嘆が 知って 居る 通り。 

うで だて 

士 佳の 上の 勝負より 外。 腕立す る 事が 嫌 

ひ 久しい の 頌 ひ 餘り氣 が 重い 故。 昨日 

はして 見 たれ どま だ瘴が 落ちぬ 故。 

いっから やら ふつつ りと 力業 をして 見ぬ 

が 。院 固めに ナァ 嘆。 ど こぞ 入らぬ 體がぁ 

るなら ぼき/、。 摑み碎 いて 見 度い。 ェ 

二る 

エイ。 ハテ これ 何 を 其 様に 覿 ふの ぢゃ。 

ハイ こり や。 お前 樣の瘧 の 身代りで ござ 

ります- ちょっと S へ ごんせ。 ィャ もう 

それへ は 博り 多い。 ハテ 行かん せと 女房 

に。 * 突き やられても びつ くびく フシ 蛇 

に 追 はれし jsb  。  * 頻 見て やらう と禧三 

も 立 出で。 ，ャァ 汝は善 九 め。 團右衞 


！ r と 1 听 になって よう 勘當 さした なと。 Si 

S 胸 ぐら 取る 手 をし つかと 取り OS コレ禮 千 

こ/な 一  >  ^ 

三 殿此善 九郞は ft 方 故に 斯うい ふ 風體。 ^ 

さか 

わがみ は 恨ま す 逆ね だり。 それば かり ぢ 

やない。 1と 昨つ！^ の晚 i 波 裏で 鐵が嶽 が 殺 

された。 其 殺人 も 大方 違 はぬ。 詮議が あ 

るサァ わせいと。 塘 引立て 行く 善九郞 が。 

胃 骨摑ん でぐ つと 押 付け。 詞 か- -。 手拭 

ちごた て _-^-?iirs  . . 1 

と 手ば しかく。 地 穎 立 させぬ 猿 ilo 五 尺 

の體 フシく るく 卷き。 詮議の ある 盜 

人め。 身動き ひろいで 邪魔になる。 ちつ 

との 間何處 へな とぶ ち 込ん で 置きたい 

が。 a ハ テ どうせう ぞ納戶 から。 幸 ひ爱に 

あ. つ.、， .  と 

明 半 Jjj, 魁。 謂 ィャく /、。 のら 猫の 爪硏 

ぐ樣 にばた ついては 面倒な。 瑰寧 そ爱へ 

と疊の 下。 幸 ひ si 複の あな かしこ!^ さぬ 

思案の 極樂 落し。 蹄 踏みし めて 立直り。 

ss マァ これで 片付いた。 あ- "して 置いた 


ら^：^方の俊。 禮三樣 も 何 やか や。 定めて 
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意趣 も あろ けれど。 晝は 目に 立つ まあ 晚 

の 率。 成程々々 とつ と これで 胸が 晴れ 

た。 今夜 中に 岩 川に ちょっと 逢 はねば な 

らぬ譯 0 地 行て 來 ませう と 立出づ る。 詩 申 

しくお 前の 脇差 はどうな された。 ャ 、 

ァノ それ は。 ござり ませぬ か。 御 勘 常の 

お 身の上 は猶 以て 世 問へ 外聞。 何故 丸腰 

で ござります。 S とい ふに 返事 も 差 詰り。 

行 當る顔 尻 n にじろ り。 大方 誰ぞを 頼ん 

で 質 物に お入れな された であろ。 あの 脇 

差 は 親御からの 御 秘藏ぢ やげ な。 すり や 

兒 知りの ある ！ 腰。 何 9! から 何う 廻つ て 

ひょっと ひ よんな 所の 手に入れたら。 お 

前ば かり か 親御のお 名の 出る 事。 寶は身 

の 指 合せ。 金 さへ あれば 買 はれる 道具で 

さへ 大切。 まして 親御の 血 を 分けて 。讓 S 

けたお 前の 身は猶 大切。 何處 へお 出で な 

されう とも。 必す命 を 大事に して。 聊爾 

な 事な されます な。 斯う 言 ゃ艷ら しけれ 


ど。 前方 はしみ ぐと 物 一 w うても 下され 

なんだ が。 ぉ才 樣の綠 に述れ て。 今では 

次郞 同然に。 懇ろに して 下さる お前 ぢゃ 

によって 此御 意見。 惡ぅ閗 いて 下さり ま 

すな。 御合點 かえ。 早う ぉ歸 りなされ ま 

せと。 地 明けて それと は 夕 間暮。 口にい 

はね ど 過分 さ を。 拜 むが 諸事の 禮 三郞。 

フシ 心续 して 出で て 行く。  S 申しお 早う え 

も 口の 中。 まだ 夫と は 言ひ楚 ねる。 おぼこ 

娘の 案じ顔。 詞 これ は扭追 付け 戾 らしゃ 

る 人 を。 もう 一 生 も 逢 はれぬ 樣に。 何で 

ございます ぞいの。 尤も 錦 木と いふ 色が 

あれ ど。 禮三樣 故に 跃 落まで して ござつ 

たお 前。 氣遣 ひせまい 吉兵衞 が 添 はし 

いひた づけ 

ます。 とはい ふ もののお 前に は 許嫁のお 

侍。 丹 波の 御 家中 津田兩 助樣。 まだ 綠は 

切れ ませぬ ぞぇ。 萬 一 先から. k 坂まで 15?^ 

あん ま そと 

議 すまい もので もない。 か i 餘り 外へ 出 

しますな。 ナ -1 そわ やお 才樣 よりお 前の 


事。 今と つくりと 養生して。 秋の 相撲 か 

ら 出に やならぬ 大事の 體を。 ちっと 好い 

さかやき  ぎち やう だて  ， は ふ 

と W 代 剃って 氣丈 立が 惡 いわいな。 今 口 

は 又 發日ぢ や。 寒け の 来ぬ 內蒲團 でも 着 

て 居 やしゃん せ。 何ぬ かす やら 夕立の せ 

ぬ 先に。 下駄 はいて 歩かれる もの かい。 

なん ぼ 煩うて ゐて も。 地 取な どす りゃ莱 

合が 好うな る。 おいらが 内に 寢て 居る と。 

鳥籠に 鶴 入れた 樣で氣 が 詰まつ て 一 倍惡 

い。 そんなら どうな と 勝手に さんせ。 何 

でも わしが 言 ふ 事 は 間かん せぬ。 ヲ、 相 

撲取は 女房の いふ 事 間かぬ のが 好い のぢ 

やわい と。 S ぎ ごつな 詞も關 取の。 フシ 中 

のよ さと ぞ 知られけ る。 地 日 も 暮れ 過ぎ 

て藏屋敷の|^.?-提燈目印を。 尋ね 来る 立 

二な お 

派の 武士。  《 ^千 羽 川の 吉兵衞 殿 は 此方 か。 

アイ/ \ 御 方で ござります。 ィャ 苦し. つ P 

ない 者。 在 宿なら ば 御意 得た し。 手前が お 

*^:は津田兩助と申す者。ェ 、 ィ。ぁの兩助 t 


樣。 そり や 丹 波の 御 家中。 いかにも 左様。 

ェ 、 これ はま あ 時 も 時。 兩 助樣ぢ やとい 

なァと a 知らす 聲 より 驚く ぉ才。 心 半 I 

半 蓋の。 ふためき 隱す小 屏風に。 押圍ふ 

フシ 間 も ある やなし。 御免なら うと フシ 打 

通れば。 * 素， i らぬ顏 に 手 をつ いて 。吉 

兵衞と 申す は 私。 津田兩 助 様と 申す はつ 

いに 承り ませぬ が 何 用あって かよう こそ 

お出で。 私 も瘧を 病みまして。 見苦しい 

病 家。 無禮は 免お 茶 上げ ませい と。 * 

落 付いて 。腰 をす ゑた る 心の 配り。 a 成 

程 存じ 召されぬ 。手前 初めて 參 つた は。 

ちとお 身に 尋ねたい 事あって。 其 仔細 は 

身共が 屋敷 丹 波の 抱 へ 。鐵 が嶽と い ふ 者。 

1 昨夜 雜波裹 にて 切 殺され。 何者の 業と 

も 知れ 申さぬ。 此 俊に 差 置いて は 國の耻 

辱。 若し は 相撲の 意趣 切 か。 御身の 商資 

なれば。 知れまい もので もない と 存じ 

て。 ハァ それで お出でな された か。 そり 


やもう 惲 りながら きつい 御 了簡 違 ひ。 マ 

ァ 第一 負けても 勝っても。 相撲に 意趣と 

いふ 事 はない 事で ござります。 殊に 此仲 

間で 喧嘩 事が 嚴 しい 法度。 又 思 召しても 

卸覽じ ませ。 相撲 取が 我儘に。 喧嘩 を 好 

いて 致さうなら。 世界に 人種 は ござり ま 

せぬ。 ム、 尤も。 然 らば 今 一 つ 尋ねたい 

は。 お 手前 は 近 江の 屋敷 三島彌 太夫に 出 

入 するとな。 其 娘お 才を 女房に 申 受けう 

と 契約した 兩助。 然る 所お 才に は。 不義 

の 男あって 勘當 せし 由。 今にも 顔 を 見合 

すわば 侍の 意地。 眞 二つに 打 放さねば な 

らぬ 時宜。 彼の 不義の 男 は 鶴 屋の禮 三と 

閗ぃ たばかり ついに 顔 を 見知らす。 こり 

やお 手前 存じて 居ぬ か。 ハ 、ノ. ^く樣 

様の 事 をお 尋ね。 相撲 取と 申す 者 は。 大 

阪 中の 町人 衆。 皆 彼方から 御存じ なれ ど 

此方に 一 々覺 えませぬ。 山伏の S へ 来た 

iSS に。 ちとお なぶりで ござります かと。 


« 猶押强 ぅ押圍 ふ。 屏風. に 女房が 胸 ひや 繭 

0. き  取 

Co ス M テ 力め ばいと t -。 身の 顫ひ。 地 千 

吉兵衞 も はっと 計り。 お 侍 樣御赦 され ま S 

せ 例の 痣で 俄の 寒け。 女房 ども。 羽織 羽 

織と * 身に 引っかけて 何 處も彼 も。 フシ 

包み 廻せ し氣扱 ひ。 《f 顏も 一 曲 朱鞘の 一 

こじ. ざん ぎ-がみ  r 

腰。 居士 衣の 裾 散 切髮。 ま 吉兵衞 殿お 宿に 

こなた  3 

ござるな。 男氣な 此方と 見受けち と 御 無 

心に 參 つた 者。 拙者 元は 由緒の 武士。 浪 

人の 世渡り そと 致した 刽術 指南。 面目な 

いが 尾羽 を 枯らし。 差換 への 一 腰寶 りに 

參 つた。 何と 求めて 下されまい かと * 脇 

差 前に 差 置けば。 これ はま ぁ餘 俵ない 仰 

しゃり 様。 御 浪人のお 嗜み 定めて 天晴ぉ 

道具で ござり ませう が。 町人の 爲には 猫 

に 小判。 人 切る 術存ぜ ねば 刃物 買 ふ 様が 

こなた 

ない。 ィャ其 脇差ば つかり は。 此方が 買 は 

つし やれに やなるまい。 搏へは 何にもせ % 

よ。 心 を 篤と 目 利して お 買 ひなされ て 下 "-. 


されい。 ム It に 目 利 は 私 も 不得手 なれ 

ど。 左樣 ならば ドレ。 ちょと 拜 見と 地拔 

きかくる。 鑷の 血汐に 鯉口び つし やり。 

なかご 

ナ ント其 心 を 見て は。 外の 手へ は 遣ら 

れ まいが の。 ィャ へャ變 つた 所に あった 

脇差。 コ レく。 出 所 は 兎も角も 氣に入 

つた 買 ひませ う。 ィャ其 脇 #1 兩 助が 買 申 

さう。 いっかな 事な り ませぬ。 吉兵衞 が 

買 ひました シテ 代物 はな。 千 雨の 折紙。 

サァ 金が なくば 質 取り ましよ。 其 質 物 は 

これ 爱 にと。 * 小屛 風く わらり と 引退く 

れぱ。 詞コリ ャ 何とす る。 サ レバ サ。 刃物 

の 代りに 女中 道具の 小袖 樅。 此場 にあつ 

て は 事の 破れに なり さうな 物。 中 改めす 

に此 儘で 質に 取りたい。 ィ 、 ャ あの 半 蓋 

は。 いやなら 千 兩ヲ、 サ價 はいか 程な り 

と。 先づ其 心を兩 助が。 地 1 めんと 立 寄 

る を 。取って 0 突 退け 殺 上ぐ る 垦。 下から 

ぬつ と 以前の 善九郞 見合す 浪人。 ャァぉ 


i? とい ふ 間稻妻 吉兵衞 が。 装裟 にす つば 

なかご 

と 紅の 脇差 目先へ 差 出し。 お 望の 心と 

つくりと 御 黉 なされと。 7 シ居合 腰。 詞ヲ 

ヲ 見事々 々。 鋪 元より 切 先まで。 微塵 ft 

fc* しひ 

らぬ 男の 魂。 ハ 、 ァ天晴 驚き入る。 眼前 

に 人 を 殺した 吉兵衞 と。 人の 科まで 身に 

引受ける 心で あらう が。 それ は それ これ 

モ やつ よとう  どう 

はこれ。 況んゃ 其奴 夜盗と 見えた。 如何 

で 首の 無い 奴。 併し 不思議な は 最期の 一 

句變 つた 所に 近付の ある 盗賊め。 設議の 

種に もなる べき 物。 ハテ殘 念と つ-地 兩 助が。 

尻目に 彼奴 も 底 氣味惡 く。  ロ兵衞 殿。 

金子 調達。 只今 急に もな りに くから う。 

其 脇差 は 預けて 歸る。 有無の 返事 を 拙者 

が 宅へ。 後程までに 待ち 申す。 ム、 御浪 

がくじん  はん tt- よう 

人のお 所 は。 天 王 寺 樂人町 澤田伴 龍と お 

尋ねな され。 澤田伴 龍 殿。 今宵 中に：^ 度 

參 らう。 然 らばお さらば。 お 侍 これにと 

地 ばかり 默禮 に。 邪智 を隱 して 立歸 る。 


詞兩助 もお 暇 申さう 段々 仔細の ありさう 
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な 事。 身 どもが 用事 は 人殺しの 設議 ばか 

り。 武士が 賴 みに 參 つた 詞 反古に もなる 

まい。 お 身 此設議 してお くりやれ。 ィャ 

人殺し は 私。 此奴 今 は盜賊 なれ ども 元は 

善 九郞と 申して 鶴 星の 手代。 ム、 それな 

れば猶 以て。 其奴 は 殺しても 大事ない。 

つぶさ 

此兩 助樣子 具に 存じて 居る。 鶴屋 大恩の 

下人と して。 主人の 金 を 横 取した 奴。 凡 

そ 引 負の 科 人 は 主人の 家に て 庭 成敗に 行 

ふが 大法。 天 は 遁れす 自然と 主の 刃に 

か、 る。 其 脇差の 出 所 は。 言 はぬ が秘傳 

の 折紙 道具 せ必 すく 何時までも。 》«身 

* よじ 

を 大切に。 凶事の ない 樣。 お 手前 はま だ 

知るまい。 お 才が親 三島彌 太夫 事。 預り 

ふん じつ 

の 長 光の 刀 紛失の 誤り。 此 刀が 出ぬ 時 は 

彌 太夫の 身の 大事。 それに 就て 鐵が嶽 が .1 

死骸の 傍に r 落して あった 此紙入 こそ  一 

つ の 手がかり。 是 をお 身の 手に 渡さば。 樣 


其 中に 其方の 入用の 物 も あらう 設議の 筋 

が 見えたら ば 。大儀ながら 身が 旅 宿まで。 

*1 細畏り 入りました。 シテ贵 公 様 は いづ 

方に。 ィャ旅 宿の 所 書。 《t 則ち 認め 參っ 

たと。 差 出せば 押披 き。 1^ ャァ こり やお 

才殿 へ の 去狀。 ヲ 、 55! 程 僅か 三行半。 怪 

さ W- に 

我の 無い 様 去 荷の 注文。 無事に 落 付く 身 

の 行末 7 シ此 上ながら 顿み 入る。 K 萬 1；； 

後刻と諸^？？-の譯。 胸で 納めた 千 石 取 フシ 

藏 屋敷へ と II ら る、。 地斐も 立 出で 危ぃ 

所 漸ぅ遛 れた半 1^1 の。 二人が 悅び告 兵衞 

は。 兩 助が！：^ の はし， 4.,-.^ 入の 內 より 出 

づる狀 一通。 5^ 返し 見て く 面色。 f-心 

得ぬは^^田伴龍。 どうで も 彼 扠には 仔細 

が ある。 コリャ 斯うして は 居られ. q と。 

0 脇差 ぼつ 込み 門口へ。 女房 s: に 氣を付 

けいと 7 シ いひ 捨てつつ と 出で て 行く。 

- « サァ -(i お 才樣悅 ばしゃん せ。 へ， 日と 

いふ 今日 此去 狀が韁 三 樣と女 夫の W め。 


0 ほんに これ も 兩助樣 の。 おかげく と 

足跡 を 戴く 疊 むつく りと。 思 ひがけな き 

フシ 以前の 浪人。 站スハ 盗賊と いはせ も 

こ： ひな さげ を 

立 て や。 お よ つ が 小 腕提緖 の 早緦。 打 込む 

户 棚の 錠前し つかり。 3 ぉ才 怖い 事 はな 

そなた 

い。 和 女 故に 人した 團 右衛門 ぢゃ ェ 、 

ィ。 吉兵衞 を 出しぬ き。 竹垣 破って 忍び 

込んだ も。 和 女 を 連れて 往なう ばかり ぢ 

や。 おれ は汝に 惚れて 居る。 ？ B は禝 三に 

惚れて 居る。 定めて いやで あらう けれど。 

かう 5Kf が 魅入れてから は げても^が さ 

ぬ。 否で も應 でも 抱かれ て^る。 愛へ お 

ぢゃ。 アイ。 ハナお ぢゃ いなう。 アイ。 

ヤー , とつと もう 。惡ぃ 時に あれ ェ。 地く 

も 女聲。 なん ぼ 呼んでも 吉兵衞 は I ぶら 

に は： i? ぬわい。 卟 はぬ 事 ぢゃ枕 直して 抱 

かれて ねいと。 ぉ根强ぅ：1±込む^^蛇眼。 

迅 がさぬ 門口 吉兵 衞が戾 りか、 つて 戶を 

叩けば。 5： に 物音 吹 消す 行燈 明かぬ は不 


思議と 表から。 踏 碎く戶 の 破れ 口。 互に 關 

探る 暗 紛れ。 闇は黑 白な し 指れ ちが ふ。 千 

手に 觸 つたる 帶の 端。 すっぱと 切って 團 條 

右衛門 7 シ跡 暗まし s??i 失せたり。 詞吉兵 

衞樣 か。 ぉ才様 か。 帶 解き ひろげて コリ 

ャ 何 ぢゃ。 K 手に 殘 つたる 男の 帶。 ム 、 

ェ 、此方 様 はく。 禮 三 殿に 添 はさう と 

思 ふ 吉兵衞 を か はに して。 こり や 外に 忍 

いた-つ， ：め らう 

び 男が 出来た の 徒 女郎。 人で なし。 サ 

ァ く/、 道理 ぢ やく。 此言譯 はおよ 

つ 様。 地 出て 下さん せに ぐ わたつ く戶 棚。 

錠 捻 切って フシ 引 明 くれば 此方の 人遲か 

つたわい の。 最前の 浪人が。 わし を 縛つ 

てお 才樣に 無 體の戀 慕。 ャァ く/、。 

そんなら 彼の 浪人 は。 兼て 話の アイ 村 岡 

函右衞 門。 扨 こそ 知れた。 程 は 行くまい 

此 道筋。 ！ rlgl の 近逬逸 散に 跡 を。 慕うて 

；ニ う C  (マく 


第 五 

膽 a 天 滿大川 一 飛に 南の は づれ寺 町 

筋。 直に は 行かぬ 團 右衛門う ねく る 野道 

幾 筋 も。 眞 一 文字に。 * 太夫 ョヲ、 ィ /、 

伴龍殿と。 ^-呼んだは誰ぢゃ。 d ィャ吉 

兵衞で ごんす。 咲是は ノ、。 大方 彼の 脇 

差の 返事。 金子 才覺 出来ました か。 倉ィ 

ャ其 約束の 金子の 代り。 其 許に 買って 貰 

ひたい 物が あって。 咬ム 、 スリャ 脇差の 

あだ ひ 

價に。 ソリャ まあ 何 を。 * 地 これと 差 出 

す帶の 端。 〈ット 恂り。 倉 詞伴寵 殿。 

こればかり は 此方が 買 はに やなろ まいが 

の。 疾ム 、 如何にも 買 はう かい。 倉ヲ 、 價 

は 千兩。 こなたの 胸に 貯 へた。 惡 事の 算 

用 受取ろ かい。 ィ、 ャ 何にも 覺 えない 

と 地 振 切って 行く 朱鞘の 鎗。 貪し つかと 

取って 卑怯な 俘 龍。 窝 代物 を 見て 返事 も 

やらす。 こり や 何處へ 行く。  《5 ィャ其 代 


物 所望に ない 持って 歸れ * いっかな 

しかけた。 出入 は 互の 命。 そっちへ 賫る 

まないた 

か。 こっちへ 買 ふか。 三寸 俎板 巧みのば 

れロ。  a ^放せ。 放さぬ 咬 * 强氣と 不敲。 

手練の 當 身に うんとば かり。 倉 下地の 據 

に 身 はがち く。 足踏みし める。 其 隙 

に 5?^ げても 倉 どつ こ. S55;:l がさぬ/、。 

ョィャ サ伴龍 は 急の 用事。 ^いて * 通せ 

とかけ 出す。 向 ふへ 廻って 又 取 付き。 

彼奴 も 一 世の 大事の 奥の手。 劍術 達者の 

伴 龍に。 倉 一 寸 ひかぬ 男の 魂。 お 右へ か 

はせば 右に 立ち。 疾 左へ ぬければ 倉 引戾 

す 9! 互に 大汗 フシたら/、 おり。 倉 * 腰 

にす がって ぶらく， （'埃 投げても 踏ん 

でも 放さば こそ。 さしもの 手 者 も持餘 

し。 二人 一 度に どっかり 地 響に。 一息 ほ 

つと フシ あぐみし 面色。 R 詞拉々 丈夫な 

魂な 男。 凡そ 劍術 一 道に は。 誰 こ はい 者な 

ど I やう ぼね  かな 

けれども。 お 手前が 土性骨に は 伴 龍 も 敵 


はぬ。 畢竟が 元は 此方から。 仕 i.) けた 出 M 

入の 鶏賴 返し。 これで 五分々々 とい ふ も 

の。 其方の 脇差の 事 も。 此方の 帶 の訟議 

も。 a 外へ 出さねば 濟む 事。 もう 了簡し 

て歸り やれ さ。 それともに 間き 分けな け 

り や 手 並 は 今 見る 通り。 此度は 吉兵衞 わ 

が 命がない ぞょ。 もうこれ 限で サァ /.、 

歸れ */(\ と 言 捨て 立 上れば。 倉 詞ィャ 

く/、。 天 滿の吉 兵 衞が出 入し かけ 

て。 病 犬の 棒に 逢うた 樣に。 5?^^ にして . 

は 立たぬ わい。 殊に 相手 は劍 術師。 ぶた 

れて すご/、 房った というて。 どう 此ぎ 

が 出されう ぞ. so もう 何もかも 外の 出入 

は 取 置いて。 こなたに 打 たれた 此顔を 立 

てに やならぬ。 翁 金輪際 付 纏うて。 此方 

を 殺す か。 おれが 殺される か 二つ 一 っぢ 

や。 命 は 始めから 投 出して ある わい の。 翻 

サァ 殺して 下 あれ。 殺して もら ，t 

をと * 胸 打 叩き 7 シ赦 さん 氣色 はな かり < 


けり。 ム 、成程 尤も ぢゃ 。お 手前 を 殺 

ザ しにん  やく 

せば 身 も 下手人。 何の 益に 立たぬ 事に 互 

に 命 を 栗す 道理。 併し 身 どもに 打 たれて 

此 儘に 歸 つて は 男が 立つまい。 何と 命 を 

^てす とも。 男の 立つ 仕樣 はない かい。 

0 一札が 貰 ひたい。 咲ャ。 倉 ィャサ つ 町人 

出入 は 高が 相手 を 誤らして さへ 戾れ ば。 

何處へ 出ても 男 は 立つ。 命が 惜しく ば 伴 

龍 誤り 證 文書いて 貫 はう かい。 * ム、 は 

て 味い な臺詞 になった な。 投げられて 誤 

り證文 取る と は。 神代の 昔から 間かぬ 事 

ぢ やが。 それで 腹の 4S る 事なら どうな り 

とせう わい。 倉左樣 なうて は 叶 ふまい。 

サァ ちゃつ/、 と 書かれい と。 地 腰 0 矢 

みが  つぎ あ. AO- 

立 も 磨き 込む。 二 十三夜の 月明。 心の 

すみぐ ろ 

暴墨黑 に。 誤り^？^文件の如し。 澤田伴 龍 

と 書 認め。 7 シ差 出せば。 食後より 取 出 

し 合す 據の 一 通。 S ホ、 墨色 筆法 紛ひ 

もない 同筆。 御 約束の通り 備前長 光の 刀。 


追 付け 指 遣し 申すべく 候。 一原 九 卒太殿 

村岡團 右衛門より。 咲ャ ァ其狀 はと 取 付 

く を 倉 7 シ 1 當 あてて 尻 引！！ げ。 疾地又 立 

ちか.^ る 伴 龍が。 倉院曾 ちっとも 働かせ 

す 刀の 盜賊團 右衛門。 九 平 太 方へ 長 光 

の刀賣 つてく れいと 賴 みの 狀。 使に 立て 

た鐵 が嶽。 死體の 傍に 落して あ つん^が 

手跡。 此手 と比べて 見たい ばかりに。 投げ 

られて やった の を 誠と 思 ふが がが 天命。 

西 國江戶 方の 關 取と 接んで 来た 此體。 う 

ぬら は 小指に も 足る もの かい。 ぉ才 殿の 

戀の 意趣。 1^1  二 を？ なして 了 ひたがる 巧み 

の 一々。 引 括って 屋敷へ 連れ 行き 何も 彼 

ねめ つ 

も白狀 さす 覺悟 せいと 7 シ晚付 くれば。 

^  * 破れ かぶれと 村 岡が 差込む 倉合點 

と。 捲いで どう ど 車 投げ。 朱鞘の 一 腰 引 

つた くれば。 それ 遣って はと しがみ付 

く。 禽肚腹 を はたと 眞の當 0  ？ c んと倒 

る、 其碟 に。 食 月に 晃 めく 刃 Q 光 0 鋪 に 


2^の&1は。 ぉ才 殿の 他に 違 はす。 正 關 

しく 是が備 前 長 光 へ ェ、。 * 恭し/、 と 計 

押 戴き 押戧 。 《^ 所の 大勢 物音に。 喧1^ 樣 

はな 

喧嘩と 立 騒ぐ。 倉 W ャァ 棒の 端 ちっとで 

も當 るが 最後 爲 にならぬ。 千 羽 川 吉兵衛 

が 喧嘩の 達 引見 物せ い。 此奴 は 段々 詮議 

の ある 奴。 連れて 柱んで 活を 入れし ごい 

て 存分 言 はせ にやなら ぬ。 天滿 まで 付い 

て 来て。 達 引の 譯 見て 置け と。 * 腰に 

ぼつ 込む 長 光の。 刀の 詮議 伴 龍が。 帶の 

前が は 我が 帶に。 しっかと 握る 證 跡は隱 

きっすね 

れ。 紛 ひも 大阪 に。 男の 生粹 ^ の 天 滿 

を。 さして ぞ。 三 W 

第 六 

なか  うち や 

彥 太夫 ms 仲居 衆く。 中の しゃ ざり お 止 

ざ つ さ  さ じさ  . 

んで今 座 付が 始まった。 棧敷は 西の 二三 

の續 き。 東の 五の 下 孫の 出 共に。 五 組の 

お客様 方へ さう 申し や。 火鉢 は 好" か。 


s& と。 £?K*i< けば 奥より 仲居の 

お 品 走り出で。 飼ヲ 、 庄 七 殿 やかましい。 

しゃぎ り 打 切った も 知って 居る。 それで 

お出でと 言 ふけれ ど。 此藤江 は 何故 來ぬ。 

あれ 程 約束して 置く に不參 があって はな 

らぬ というて。 最 一度せ きに と 7 シ いふ 

おに。 a 太夫せ 奥より 出 づる長 崎 客。 刀提 

,JO  コリャ 居。 額 見 世 la ると 一 

人 は 見られぬ。 呼びに やった 女郎 は 来る 

か。 和 佐サァ お前の 仰し やる 新造 様 は 。奥 

に來て 居さん す 錦さん とこれ にごさん す 

桂さん。 跡の 女郎 樣方は 皆 前からの 知れ 

た 顔。 錦さん は 曲 輪から お出でた が。 若し 

西での お 馴染 かえ a いや 西に も 東に も 近 

付 はな けれども。 身共が 望む 女郎 はこれ 

迄 勤めした 者なら す。 お 佐 そんなら 錦 さ 

ん でもな し。 a ェ 、 愚圔々 々と 隙が いる。 

は まだ か。 何故 急に 呼びに やらぬ と 

地ば ちく はぜる 山出し 炭お こり。 フシ 


散らせば。 和 IS 御尤ももう く 地爱へ 

とい ふ 間もなく。 住 里に 名代の 藝 子の 藤 

江。 いきせ きと 来る 上り n。 おおそり や 

藤 江さん 遲 かった。 座敷 はさんぐ 御 機 

嫌 直す ぉ醫考 はお 前。 マ ァぉ藥 箱から 上 

げ ませう。 往 アイく。 今日は 北の 粟 七 

へ て。 ^IT^^ 获野。 蛇の様な 藝子 

m に 引 留められて 醉 うたわい な。 a フゥ 

藤 江と いふ は 其 許 か。 待ち兼ね たく。 

影綺の 名人と ある。 サァく 見たい。 三 

味 線が 聞きたい。 尺八が 所望。 舞が 見た 

い。 往ヲ 、 せ はしな。 其 様に 一 時に 如何 

なる もの おやい な。 和 佐ヲ、 なん ぼ 藤 江 

さん ぢ やとて。 そり やもう 八 人藝の 座頭 

でな けり やい かぬ 事。 S こな 仲居 ども は 

身 どもが 言 ふ 事 一 つも 用 ひぬ。 拙者が 所 

望す る 事 なぜ 邪魔す る。 住ァ、 これ 叱り 

ない な。 其 様に むしゃくしゃと 立った 腹 

に は 音 a! 紅葉 をな がす ソ レ。 く。 く。 


それ。 ちょっとお 間 致し ましよ。 ァ § 

ァ 嬉し。 藤 江さん よう 來て おくれた。 住 

へ ェ 桂さん の 御挨拨 痛み入ります。 錦 さ 

んは 如何 ぢ やえ。 き アイこれ も いんまに。 

れ しいし さし ぢ やわい な。 住 そんなら 又 

ち 吝が。 やしきし もしち しぢゃ あろ。 *- 

£ の事ぢ や。 長 崎で も閉 かぬ 唐音。 こり 

や S どもが 事 誹る のぢ やな。 いかう 心に 

£^0ゎぃ0 何の さう ではない わい な。 と 

かく 座敷で ra. けば。 餘 所の 可愛 い 色事 

咄。 錦^?,"£^ぁろ。 S 此奴。 三味線 は 

彈 かす。 影綺は 見せす。 踊 はせ す。 長で 

あろと は 身 どもが 鼻毛で も 笑 ふの か， 

US ど は 何の 事。 住 サァ夫 わな。 歌 長 やれ 

ゾ\ 花のお 江戸 は兩國 橋と や 白い 手拭 横 

ナ ホスち やうで あろ。 詞長 の因緣 フシ 力く 

の 通り。 S と はしゃれ. （-。 S 問 ひまし I 

よく。 住 4^ なと 問 はしゃれ。 まお 客 は か 

/、。はんこで ござんす 。蜜藝 子 はく。 ( 


住ば、 J^/^o  g 仲居 は/ \.。 住 かしこ 

の 色事。 * よい こい ，く賴 政 は。 鶴 を 射 

留めて 御機嫌 を。 なほす 藤. 江が 口車。 住 S 

あん う 

打 連れ 7 シ 奥へ ぞ 入りに ける。 * 行燈 

居 眠る 時分より 忍ぶ。 禮 三が 戀 の晝。 錦 

が揚は 足代 屋の。 潜戶 半ばに 窺 ふ 素 振。 

フシ s:?^ 親いて 小手 招き。 き 早く 見 付 

ける 中屋 のお さか。 門口へ 走り出で。 

ヲ 、繽 三樣 お前のお 出で は 合點。 錦さん 

も 私が 所へ 今日 出 初。 御用が あるなら 私 

が 呼 ぼ。 マァ お入りと 7 シ取 持ぶ り。 ぉ依 

a ヲ 、其 事で ちょっと 来た。 今夜 逢ねば 

ならぬ 事。 愛の 客 は 市 原 九 平 太で あらう 

がの .0 あれに は 逢 はれぬ。 首尾 を 見て 此 

文 を。 錦に そっと 渡して たもと * 背中 を 

ぴっ しゃり。 き賴む 者より たのもしき は C 

7 シ さすが 所に 住めば なり。 sa 地 二 は 

I： を 西 束。 忍ぶ に 目立つ 大 提燈。 7 シ北 

よりと 害く 最屑 より。 住 立つ 子 這 ふ 子に 


譽 めら れて 否に は あらぬ 岩 川 も。 、七. いき 

せき 足代 星の 門で 兑 合す 顔と 顔。 きャァ 

禮 三樣ぢ やな いか。 *5 ヲ 、 次郞 か。 住お 

前 を 尋ねて 漸ぅ爱 迄。 閗きゃ 錦さん 来て 

ぢ やげ な。 a 佐ァ 、其 事 は 隠して SI るに。 

住されば 錦樣を 斯うせ まい 爲。 私が 心 

を盡したも水の^5。 彼の 人に 勤めさして 

は。 おれが 顔が 立ち ませぬ。 a 依サ ァ く 

尤も ぢ や^,^。 あれ も 長う 勤めさす でも 

ない。 住 其 魂膽. か 猶氣遣 ひ。 是非 今夜 は 

連れて 往ぬ C お前 も ごんせ と 埯手を 取れ 

いつぞや 

ば。 S 住， K ィャ其 客と いふ は。 日 外の 一 

原 九 平 太。 おれが 往て はむ づ かしい。 ど 

う ぞ隱れ て 行きたい が。 住 それなら わし 

が 仕樣が あると。 *f ぼ 尺 合ぬ 長 羽 fe。 人 

目 を 包む 黑縮！ 1。 お 依 頭巾 も 顔へ すつ ぼ 

りと。 7 シ さながら 借 着と 見えに ける。 住 

サァ く  «f お出でと 門口へ。 すっと 入れ 

ば。 S 座敷 廻りの 庄七。 やれ 珍しい 關取 


樣。 禮三樣 お出でぬ ので。 南風 も 吹かぬ 棚 

がえ 0 住 吹けば こそ 出て 來 やん した。 客 衆 ほ 

ひと 9  どこ  i 

一人 連れて来た。 何處ぞ 座敷 か 明いて あ 棒 

るか OS アイ 小 座敷が 明いて 御座ります。 

サァ くこれ へま あお 上り。 お供 は何處 

へぢ や。 住ィ ヤノ  \ 供 は 芝居へ やった。 >s 

M なた 

へ ェ いや 申し あなた は 何方で ござります 

と。 住 * 問 はれて 早速の 出ぬ 岩 川。 詞ィ 

ャ あれ は 江戶 方の 關取衆 ぢゃ麼 ニイ。 わ 

あなた 

たし は 法師 樣 かと 思うた。 して 彼方の- Af 

名 は 何と 申します。 住 フゥ貴 樣此關 取 知 

けうと 

ら ぬか" コリ ャ氣辣 い。 あれが 大關 C 里 

見山ぢ やわい の。 產ェ、 いつやら 私が 所 

あなた 

のお 客が 彼方の 手の 形 を 持つ て お出でな 

された が。 ハテ 見る と 聞く とぢ やな。 住 

* ぼそ 

ィャ /、 惣別 相撲 取 は 着 細りが する。 あ 

れ でも 裸になって。 捧か、 しゃる と 土 佳 

一ば い。 ァ、 見せたい なと 鼻 動かさぬ g 

相. 業 取。 き とられて どっこい 庄 七が。 ™ 
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前髮の ある 源 太樣。 我等 は 差 詰め & 3 姓 役。 

辻 法 印と。 里 見 山 * よう 似た こと ぢ やと 

打 笑 ひ ォクリ 打 連れ。 座敷へ 浮れ 行く。 組 

7 シ 今宵 初めて。 錦 木が。 緣と 義理と に 

引かされて。 ォク リニ 度の 勤め も 男 故。 座 

敷はづ して 勝手口。 窺 ひ 出づる 案じ顔。 

住 * 跡から 藤 江が 走り出で 《*コ レ 錦さん 

どう  ん ことづけ もの 

如何 ぢゃ いな。 おさが 殿の 託 物。 渡す 首 

尾がなかった 故。 大事に かけて 持って 居 

た。 S サァ莞 爾と笑 ひ 顔と。 差 出す 文に 

SB 飛 立つ 思 ひ。 詞 コリャ まあ 誰が 持って 

來 たえ。 住 やつば り 虐に禮 I 二様。 * 門口 

覼ぃ てこれ はしたり と 尋ねる 中に。 フシ 

小 座敷より 頭巾 羽織で 立 出づれ ば。 組 * 

はっと 恂り立 寄って。 S ャァ お前 は % 時 

の 間に。 S 佐コ レく藤 江 主。 若し 次郞が 

尋ねたら。 此狀 渡して 先へ 往ん だと 言う 

て 下ん せ。 住 そりゃ^ 1 ニ樣 取って 居る。 

組 地 わし も 奥から t せね てなら。 住詞 そこ 


ら はわし が 左 平 次で。 くろめる 中に。 フシ 

奥よりも。 疾詞藤 江々々。 住 アイく。  a 

何 處へ隱 さう 所 も 幸 ひ。 蒲圑 にくる く 

衝立の。 お 障子ぐ わらり と 市 原 九 平 太。 

藤 江。 住 アイ。 わり や 其處に 何して 居 

る。 住 イエ 爱に顏 見 世 行で。 臺 所に 人氣 

がない 故。 張番 して をり まする。 ハテ實 

\ ^な 者 ぢ やな あ。 錦め が をらぬ 故 C それ 

を 尋ねに 愛へ 來た。 新 町から 南 町まで 附 

まと 

纏 はって 惚れぬ く 九 平 太。 それと 同じ 樣 

に 附纏ふ 虫が ある。 て も 叶 はぬ 物 は。 金銀 

とい ふ 物に 抑 へ られ。 虫め が。 動き も 這 

ひも 得せぬ。 氣 味の よい 事ぢ やない かナ 

ァ藤 江。 住 其 金の ある 黄金虫より。 金が 

無うて 泣く 虫が 。お 其 處邊に をら うと S 立 

寄る を。 住チ テント テツ ン欧 鐘に 恨みが 

かすく ござる。 初夜の 錶を撞 く 時 は。 

是生； M 法と 響くな り。 後 夜の 鐘 をつ く 

時 は。 寂. 减爲樂 と。 詞コ レ何ぢ や ぞいな。 


1_i つ さう 

ィャ此 衝立の 内へ。 住ァ、 滅相な。 コ 

リャ わしが 商資の 影^の 樂屋。 見せる 事 

はならぬ ぞぇ 0  フゥ 衝立の 影 総見たい。 

くわつ とも 

火 を 赫と燈 して 見せい。 住 ハイ。 お 目に 

かけます る 影 綾の 始まり。 餘り 近いと 見 

えが 惡ぃ。 必す樂 屋を观 くまい ぞ。 斯う 

と- 

火を燈 して 致します るが 梅が 枝の 無 間の 

鑌。 咬 其 歌 おれが 諷 うて やろ。 欧ニ 八十 

六で 文 付けられて。 二 九の 十八で つい 其 

心。 住詞 人の 心 も 知らいで 。面白さう に 

諷 ひくつ さる。 咬 おれが 諷 ふが 氣 にいら 

ぬか。 住コ レ 間がぬ ける わい な。 ヲ 、 そ 

れょ。 奥へ 行く は 錦樣ぢ やない か。 咬 9 

どれく 何處 にと 立 上れば 0 住 火 を 吹 消 

して 詞 もう 仕舞 ひ。 サァ これから わつ さ 

りと。 お 品 殿お さが 殿 。呑 直さう では ある 

まい か OS  S よかろ くと 地 無理やりに。 

フシ 押 立て 奥へ 連れて行く。 住 S 此 間に 

ちゃつ と 小 座敷へ。 詞 關取樣 に相應 な、 


相手 は 手 取の 錦 島。 * 砂子 异 風の 土俵 入" 

化耗 紙まで 氣を 付ける。 行司 役 やら 頭取 

はげ ふるげ いこ 

やら。 背中の 兀 た古藝 子。 調子 八！： うたる 

三味線の 身に。 引き かける ぞ フシ 賴 もし 

き。 詞 仲居 ども/、。 錦 は何處 へ。 此 

九 平 太が 目を拔 いて。 勘當 受けた ならす 

め を 取 込んで。 うぬら が戀の 中立 か。 此 

小 座敷が 物 嘆い と。 * 立たん とする を。 

S  a ァ 、申しお 前は醉 うて ござる のか。 

あの 様な こざ 酒で 醉ふ 探な 俺ぢ やな 

い。 g サァ聲 高に おっしゃ るので。 なん 

で 彼處に 人が 居よ。 疾 ヲ、 居る か 居ぬ か 

此羽 II と 引った くり 地 IS 風ぐ わらり と 引 

明 くれば。 住ば 戶 それに は あらで 大前髮 

江戶 張の 銀 煙管。 煙 輪 を 吹き g 嘯きく つ 

くと 7 シ吹 出せば。 唉 * さしもの 九 平 

太^り 仰天。 俄に 目 をす ゑ 千 烏 足。 BS こ 

れは， （-危 相 千 萬。 酒 を 食べ 過して 思 は 

ざる 不調法。 御免 なれく。 住い やもう 


苦しう ござり ませぬ。 咬ィャ ぉ氣に 

障ったら 眞 平く。 住 ハイ 勘當も 受け ま 

もとよ o- 

せす。 元来 人様に 虫と 言 はれた こと もな 

し。 又 虫で あらう 理窟 もな し。 マァ そん 

な 物ぢゃ ござんせ ぬか。 s^tJぅとも/、 

其 許さへ 其氣 なら。 拙者 は 安堵 致したり 

と。 IS 行かん とする を 申し/、。 そり や 

あなた 

貴方のお 羽 錢 で ござります か。 e-s いは 

れ て^り 持った る 羽 辯。 詞ハ ァ、、 、。 

へ ，く/、。 これ は 重々 不調法。 これ 

は贵 公のお 羽織な。 住 私が どん ざ 羽 熾で 

ござります。 これ はく。 勿體 ない 其 儘 

/、。 ィャサ これ を御緣 にお 近付。 又 

來 はお 出来しな さる \ であろ。 其 節 は 

緩々 と。 地醉 はぬ 所を醉 はさる \ 。科を 

酒に 塗 付けて。 類 7 シ押拭 ひ 入ね に け 

る。 《~  * 錦 は そっと 走り出で。 E 次郞樣 

のお 蔭に て。 ひやい な 所 を 通れた と フシ 

悅 ベば。 住 《!1 コレ 錦樣。 此方に 逢 ひたい 


ばかりに。 先刻にから 來て居 やん す。 お 關 

； S を 捕へ て 腹 立つ るで はな けれども。 如 t 

何つ ぶして 下ん すの ぢ やわし が爲 には大 樣 

三樣。 其お 方に 連 添 ふお 前。 其 勤 

め を さすまい 爲。 おれに 隱 してお と はめ 

が 持へ た 金。 さう さして は 此次郞 が 顔が。 

立つまい と 思うて か。 お前 方お 二人 を。 

首尾よう 親御の 內へ 入れたら。 眞 に據ぢ 

や ごんせ ぬ商賣 冥利。 投 殺されても 大事 

ない。 これ 程に 思 ふのに お前 も 聞えぬ。 

禮三樣 も 胴慾な と。 地 大切に する 眞實 は。 

さし 

誠に 7 シ關取 一 疋 なり。 組 堆錦は 始終 差 

俯向き。 とかう の 答 もなかり しが。 其お 

心が 嬉し さに。 禮三 様と 言合せ。 親方 樣 

に譯 いうて。 今日からの 此 勤め。 遣 

ひして 下さん すな。 此公 界も暫 しが 中。 

住 サァ暂 しの 中が 猶氣遣 ひと。 * やり 4 口 

ふ 中に 奥よりも。 S お 品が 走って SS 申し 

次 郎樣。 長 崎のお 客樣。 お前に ちょ. つと 
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逢 ひたいと て。 住ィ ヤコ レ今夜 はおれ も 

取込み。 好い 様に 言うて たも。 蜜 ィャも 

ぅ爱へ 見えます と。 組 地い ふに 錦 は.？ 5- 郞 

吉樣。 まだ 話したい 事が ある。 7 シ 後に 

くと 行く 跡へ。 S 地 程なく 出で 来る 田舍 

客。 これ はく 珍しい と 地 立 出 づる顔 

見て 询り BSH  、 お前 は淨久 様。 ぉァ 、 こ 

じ や うぢ ゆ-つぎ-つ 

れく。 常 住 急な 所でお 目に か つた 

故。 見忘れ も 尤も 變 つた 所で 變 つた 形。 

好い年して 傾城 買に 來た 親父。 其 女郎 は 

こなた 

北野屋 から 出る 新造。 此方 衆 夫婦の 志が 

餘り忝 さに。 外の 客に は 買 はすまい。 お 

れが身 請す る 心で。 今夜 來て樣 子 を閒け 

ば。 勤めて 居る は 錦 木。 買 ひたい 女郎 は 

爱には 居チ。 此金も 入らぬ 物。 勘當 した 

悴 めに 金 やらう 害 もな し。 コ レ次郞 殿。 

纏頭に 貰うて 下されぬ か。 住扭 はそんな 

ら此 金で。 S ィャ/ \ おれ は 何にも 知ら 

ぬ田舍 大盡。 おれが 事より 彼奴 等が。 息 


災で 居る 様に。 朝夕 祈る 此數珠 の 力に も。 

叶 はぬ もの は國 の投。 鐵が嶽 が 殺された 

あ ひ 

も。 圑 右衛門が 業と はいへ ど。 喧嘩の 相 

Sh はやつ ばり 悴。 町人が 人 を 殺して は。 

ともしび 

遲 いか 早 いか 風の 前の 授火。 爱らに ま 

ひ して をったら。 淺 ましい 死 をし を 

らうと。 夜の 目 も 合 はぬ 因果な 長生。 地 

古来 稀なる 大盡 客。 詞ど ろぼが 可愛 けれ 

あっぴん 

ば こそ。 厚かまし いこの 厚髮。 何事 も 次 

郞吉 殿。 頭に 免じて 地賴 みます と 立 上れ 

ば 。住 ® そんなら もうお 歸 りなされ ます 

るかと。 a 和 地 庭へ 送りの 駕の 者。 S 

次郞殿 さらば * 何事 も。 言 はぬ 色なる 

山吹色に。 7 シ誠殘 して 立歸 る。 和親の 

情 は 身に しめ ど。 人 を 殺せし 罪科 は ス， - 

通れぬ。 禮 三が 身の 覺悟。 S 奥より 仲居 

が 走り出で。 》<5 わしゃ 先刻にから 出た う 

て も 話が しゅんで 控 へ て 居た。 禮三様 か 

らお 前へ 此文。 藤. 江 様から 賴 まれた。 住 


どれく と 開いて 見る より。 これ はした 

り何時の間に^^なしゃった。 二  、悅 ばす 

事が あるに。 ィャ些 との 間 も 斯うして 居 

られ ぬ。 わしゃ 北 野屋へ 行て 来る 間。 錦 

樣に 此樣子 戻って から 話し ましよ。 * つ 

い 行て 來 うと 岩 川 は。 悅び 房み フシ 出で 

て 行く。 地 錦 は 文 を 見る よりも。 あるに 

も あられす 走り出で。 忍ぶ 禮三を 見付け 

しょり。 ェ 、お前 は閲 えませぬ。 何で 私 

を 振 捨てて。 死ぬ る覺 悟の 此書 置と。 S 

言 ふ 口 抑へ る 折 こそ あれ。 住 藤 江 は 三味 

線 持ちながら。 詞コ レ 錦さん。 唯 ぞ來る 

なら 知らして 上げよ と。 地 座敷 紛らす 三 

味 太鼓。 組 詞ヲ 、 やかましうて I つも 話 

がなら ぬわい な。 住 地 ヲット 心得す ぢか 

ひ 身。 合す 調子の 糸 調べ。 詞 アイく そ 

れ 錦さん 呼ぶ わい な。 地ち やっと 吹き消 

ともしび  ぬ  H ぶ- 

す燈 火の。 紛れに 脫 ける 禮 三郞。 外から 

びつ しゃり 暇 乞。 組 はなれぬ 思 ひ 胸の 中。 
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S の 錦 も 諸共に 脫 けて 出る 氣を 住吞 込む 

藤 江。 一階から 兌る 九 平 太が。 住 鬼の 

目 をぬ く 暗がりに 潜戶ぐ わらり。 詞 ハイ 

お尋ねな さる- -は 二三 軒 西 で ご ざ り ま 

す。 ようお 出な されました。 

第 七 

-ソな VT- だに 

地 町の 名 も フシ 接 谷と て 長 堀 を。 少し 南 

へ 入口 も閒 ロも狹 き裏赏 屋。 かって 鶴屋 

の 纏 三郎と 名前 は あれ ど 外 を 家。 留守 は 

憐 の須賀 市が 見る目 は 無うて。 嗅ぐ 鼻と 

かみしも 

聞き耳。 立つ る 門の 口。 葬羶戾 りの 上下 

ため 付け。 我が家へ 歸る穫 三郞。 ァ 、須 

賀市様 御 苦勞く ホ ぉ歸 りなされ ました 

か。 きつう 遲ぅ ござりました な。 されば 

た しゥ 

いな。 他宗の 葬禮 とい ふ 物 は 隙が 入って 

ほ. A 

惡 いもの。 外 なれば 行かぬ けれど。 家主 

の 葬籍に 壜 さながら 病 氣も遣 はれす。 せ 

う 事な しに 行きました。 《5 そり やさう と 


留守の 內に。 誰も 來は しませ なんだか。 

来た 段で は 御 鹿り ませぬ。 道頓 堀の 北 野 

屋 の者ぢ やというて OI  二 四 人の 聲 がして。 

押入 を 明ける 音。 其 虑ら内 を もん どり 返 

して Itl なれ ましたが。 あり ゃマァ 如何し 

たこと で ござります。 サァ 如何した こと 

やら。 あそこの 奉公人が K 落した とて。 

今朝から 夫で 丁度 三度。 わしが した 事の 

様に 迷惑な 事で ごんす。 此 奉公人め も 何 

虚には ひって けっかる やら。 寧そ爱 へう 

せ あがる と。 これ 程 わし も 案じぬ と。 *f 

むしゃくしゃ 腹に 上下 も 引きし やなぐ る 

やら。 7 シ引 切る やら。 * 見えぬ 座頭が"^ 

ィャ もう 日暮れ さうな C 內に又 稽古 人が 

待って 居られう。 どれお 瑕 申し ましよ。 

用が あるなら 何時な りと お 呼びな され 

ませと。 * 我が 挨接 を機會 にして。 とぼ 

く フシ 隣へ 立歸る * 跡に 禮 三-かつつ 

くり ふ。 n 今い ふ 通り 尋ねに 來 るから は。 


內は 首尾よう 出た ものが。 如何して 今迄 

来ぬ 事と。 港 案じに 暮れる 胸の 闇。 本 フシ 

いと 物憂き 一 つ i  "無常 は餘所 か。 タ、 キ 

こち/、 と。 石と 金との 相性が。 ナ ホス 

あらば 火の ふる 火燈 箱。 付 木に 付け 

て行燈 に。 ti! す 火影の 明り 窓。 入口の 戶 

も。 フシし めぐと。 地 又も 案じる 隣に 

は。 稽古の 音ダ 高. と。 三下 リ * 浮 名 をな 

がす。 堀. 江川。 流れに 淀む 捨 小船。 af^ がぬ 

緣は 是非 もな や。 戀路の 鬼が 丹波屋 の。 

きの ふ け ふ 

妻に 通 ひの かねごと も。 昨ョは 今日の 飛 

Si 川。 ナ * ス詞ァ ノ歌は 古手 屋八郞 兵衞。 

友達の 香具 屋を戀 の 意趣で 切， つたと 言 ふ 

が。 又 腹 も 立た うかい。 蝶よ 花よ と樂み 

に 思 ふた 色を盜 まれて は。 これ を 思へば 

錦 木め も。 昨夜 內を 出ながら 今にお いて 

來 ぬから は。 外に 心が。 ェ 、左様い ふ 根 

性と も 知らす 。親に も 身に も 代 へたの が。 

口惜しい わい 無念な わい。 三 T*s 拓 みの。 


劍 研ぎ立てて。 我と 身 を 裂く 鳗谷。 ナ ホス 

.4 る 

地堺 筋よりも 半 町 も。 7 シ 錦が 尋ね 夜の 

道。 7 シ濱邊 も 果てし 長 堀の 小ォク 《 '人目 

を。 包む # 冠り。 しめる 門の 戶打 叩き。 

0 卒爾ながら 禮三 様の 所 は 方ぢゃ ござ 

り ませぬ かと。 地尋 ぬる 聲は錦 木 かと 出 

でんと せし が。 誰 じ や/ \o そんな 人 は 

此方 ぢゃ ごんせ ぬ。 何 處ぞ脇 を 尋ねさつ 

しゃれ。 左様 言 はしゃん す は禮三 樣ぢゃ 

ないかいな。 コレ わし ぢゃ くわいな。 

ちゃつ と 明けて 下さん せ。 何ぢ や。 わし 

ぢゃ。 ヲ 、 どうで k か ^ か。 爪の 長い 

猿 松め 。猫め。 畜生め。 ェ 、おのれ はく。 

憎 やな。 三下 リ歌 今宵の 內に。 やっきり く 

く。 切 殺し。 浮世の 夢 を。 鲛 鞘の 鲤ロ 

！^^落し指し。 早 や 初夜の 鐘 指 折って。 

ナ * ス 詞 コ レイナ。 明けて くれ ん のかい 

な。 人が 見付けり ゃ惡 いわいな。 コ レ禮三 

樣。 何が 腹が立つ ぞいな く。  ロ說 どこ 


ろぢゃ ござんすまい。 昨夜の 揚は 足代 屋 

の。 * 出られぬ 內を漸 うと 藤 江 様の 情に 

て 。出る 事 は 出ても お前の 內。 爱 とも 知ら 

すうろ/ \ と尋 ぬる 內に夜 は 明ける。 ど 

う も 仕樣 は 中 橋の 知る ベ の 方に 今日の 日 

の。 暮れる を 逢 瀨と待 兼ねて。 尋ね 迷うて 

來 たもの を。 聞えぬ わい な禮 三樣。 思 ふ 

に 遠 ふお 詞 。と 言 ふ 間 も 疑 ひ。 7 シぐ わら 

りと 開き。 詞ヲ 、 そんな 事と は 知らす。 昨 

夜 約束した 通り。 二人 一所に 死ぬ る af 化 悟 

で。 先へ 昃 つて 待って 居れ ど わがみが お 

ぢ やらす。 內 より は 二度三度 家 探しに 來 

る 上 は。 ^落した に 違 ひ はない が。 今迄 

爱へ來 ぬから は。 如何で 外に 心が あって。 

おれ をす つぼり やった なと。 腹が立って 

恨んで 居た が。 今の を閗 いて。 疑 ひは晴 

れ たかえ。 ヲ、 其 心底 を 聞く 上 は P サァ 

マァ 上り やくと 入口の。 フシ 戶をぴ つ 

しゃりと 差 向 ひ。 l!S シテ今 言 やつた 中心 


にか \ る は。 其 知る ベの 方から 若し 知れ W 

はしまい かいの。 イエく そり や 氣遣ひ 

して 下さん すな。 よし 叉 そこから 知れて 

から。 ハ テ S 明日まで 待たぬ わたしが 命。 

どう  もた，， 

お前の 覺悟は 如何 ぞいな と。 凭れ 力、 り 

し。 お &化。 溴は 膝に 置く 露の いづれ。 

はかなく  7 シ 見えに けり。 詞 何の それに. 

念 押す 事。 岩 川 や 千 羽 川 殿が。 様々 と 心 

を盡 して 下さ るれ ど。 昨夜 わがみに いふ 

通り。 鐵が嶽 を 殺した る此禮 三。 すり や 

どうで 生きて 居られぬ 身の上。 ガ鬼角 心 

にか.^ る は 親父 様の 事ば かり。 夫で 吉兵 

衞殿 や。 岩 川へ 賴 みの 書 置。 爱で 死んで 

うはぬ！ V  - 

は耻の 上塗。 大阪の 町 を 離れて 濱の寺 ま 

で て 死なう。 用意が よくば サァ 地お ぢ 

やと 手 を 取れば 押 留め。 詞マァ 待って 下 

さんせ。 ム、 待てと いやる は 心で も變っ ^ 

たか。 何の 心が 變り ませう。 さら/、 左 5^ 

樣 ではな けれども。 S お前と 夫婦に なり ( 
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たいと 思 ふ を 勤めの 樂 みに。 暮 した 甲斐 

もな き 命。 せめて 今宵の 半時 を 千年 も 添 

ひし 心に て。 ほんの 男ぢゃ 女房 ぢ やと。 

飯 炊く a 似 や。 水 汲む 眞似世 b する 眞似 

して 死んだら 。未来の 迷 ひ は あるまい と。 

さすが 女の ぐ ど./,..-'^.-1->'と い ふ も淚と 

くれな & 

紅の。 錦 あやなす フシ 諸 袖に。 いと ビ 

色 添 ふば かりなり。 S ヲ、 尤も/ \ 。さ 

う 思 やるなら。 わし も 手傳ふ ほどに。 飯 

しかけて 炊いて たも。 幸 ひ 今日は 親父 樣 

の 誕生日。 ァ 、 これ 迄 は 不幸の 仕 接け。 

せめて 女 夫が 煮 炊して。 陰の 膳な と据ゑ 

るなら。 それが 此 世のお 联 乞と。 * 淚隱 

して 押入の。 米 取 出し あてがへば。 サハ 9 

すべ  よね  お 

洗 ふ。 術 さへ しらげ の 米。 し を/、 下り 

る はしり 元。 とぎ 流した る 白水 は。 顔に 

壁と る 白粉の 。解けて 淚の フシ かしぎ 水。 

塯夫は t す フシ 釜の 下。 貝 申し 旦那さん。 

飯 成 M る 物が あるかい な。 ヲ、 あの人 はせ 


はしない。 まだ 出来 もせぬ 內 から。 ソ レ 

押入に 茶清荼 碗が 一 つ ある * アイと いふ 

ま k 取 出す。 錦 模様の 染付 も。 ョヲ、 穰 

な。 コリ ャマァ 何時 洗うた ま. -ぢ やい 

な。 a ほんに やもめと いふ 者 は あた 自墮 

ほん 

落な というて 見る。 心が 7 シ屋の 女 夫 事。 

S ソレ 飯が 焦げ臭い ぞぇ。 ヲット * 合點 

燃え 杭 を 消 やす。 此身も 消 ゆる 身と。 い 

へば 錦 も 顔 見合せ ス， - 又も 淚 にむ せびし 

が。 《s ァ 、我ながら 愚痴な 事。 ソレ あら 

いげの さめぬ 內。 签 から 直に 盛って たも 

と 《f 机の 上に 白紙 を。 7 シ 敷いて 供へ る 

陰の 膳。 a 御 誕生日の 御 祝儀。 目出度う 

上って 下さり ませ。 親父 様 母 人様。 これ 

迄 一 日お 心 休める 事 もな く。 親に 先立つ 

不孝 者。 其 上 碌な 死 も 致し ませぬ。 憎い 

奴と 思 召し。 必. f 泣いて 下さり ますな。 

此 上に 歎き を かけ。 お 身の 痛みに もなら 

うかと 。それが 悲しう ござり ますと 。夫が 


歎けば。 フシ 妻 は 摘。 《f わし も 在所に 一 

人の 父さん 年寄と いひ 目 は 見えす。 去年 

祭に 見えた 時 も。 P 練 物に 出る わたしが。 

髮 切った と閗 いてさへ。 あられぬ 姿と 泣 

かしゃん した 其 時 イエ/、。 無事で 居り 

S め 

や こそ 此 様に。 ぉ餘 な顏 を： a まする と。 

諫めた 私が 先立って。 にか、 り 死んだ 

事。 * 在所へ 知れたら 嚷ゃ撫 。歎きの 程 

ふし *M ろ 

が 思 はれて。 悲し いわいのと。 7 シ伏轉 

ぶ 心の。 內ぞ 遣る瀬なき。 地せ めて 名殘 

に 一 筆と。 相の 山 硯に向 ひ 磨る 墨の。 サハ 《- 

こいと や 誰も 招かね ど。 まだ 盡き 果てぬ 

親子の 緣。 ナ * ス 錦が 親の 手 を 引いて ォク 9 

そろく。 北 野屋七 乒衞 が。 戶を ほと ほ 

とと 打 叩き。 七 兵衞で ござります ちょ 

つと 明けさし やって 下さり ませと。 塯ぃ 

ふ聲閒 いて 二人 は：^ り。 そり や 親方 ぢゃ 

どうせう ぞ。 まあ こ.." へな と 入って 居 や 

と。 矩煃へ 無理に 押入の。 蒲團 一打 被せ 禮 
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三郞。 俄に 作る フシ れ聲。 誰ぢゃ 

もう 寢 ました 。ィャ 七 兵衞で ござります 0 

御 無心ながら ちょっと お明けな されて 下 

いや  ふしゃ-つ A\ 

さり ませと。 K 言 ふに 否と も 不承々々。 

戶ロ開 くれば。 ハァ、 これ はもう お 休 

みなされました か。 ホ誰ぞ と 思へば 七 兵 

衞殿。 ァ 、 夜夜中 見えた の は。 定めて 錦 

こんや あげ 

木が ァ 、申しく。 今夜 は揚で ござり ま 

す。 コ レ爱に 居られます は。 錦 木が 親父 

殿で。 ィ ャく 何も 驚きな されます 事 は。 

此 親父 殿 は 目が 見え ませぬ。 其 見えぬ 目 

をして。 娘が 顏が 見たい というて 曰の 暮 

に 見え ましたれ ど。 錦 木 は 揚で內 に は 居 

とま W て 

す。 折惡ぅ 今夜 は 泊 人が 大勢 あつ て C 此親 

仁 殿を寢 さす 所が ござり ませぬ。 それで 

近頃 御 無心 樣 ながら。 今夜 一 夜 さ 何卒 親 

仁 殿 を、 お前の 內に寢 さして 貰 ひましよ 

と 存じ ハ ィ。 それで 連れて 參 じました と。 

地閉 いて はっと 思へ ども。 氣 取られまい 


と 素 がらぬ 顔。 詞ヲ、 易 い 事 。幾日な り と 

も。 泊めて 下さります か。 ャレ/ \1 嬉し 

ゃサァ /、親 仁 殿上ら しゃれ。 ヲ ット危 

ない。 とば/,、 しょまい。 ドレく 手 を 

引いて 進ぜう。 ハイ ァ、 親方 様 段々 

けよ ぐ わい  どなた 

お 慮外 様で ござ？ ます。 ァ 、何方 樣ぢゃ 

存じ ませぬ が赦 さし やって ァノ 今晚 はお 

やかましう ござり ましよ と。 《 怖々 する 

に禮 三郞。 ィャく 其 様に 氣を 張らす 

と ゆるり として ござり ませ。 ハイい ゃコ 

レ親仁 殿 。あなた はすつ とお 心安い 程に。 

ゆるり と 思うて ハイく。 ァ 、 いかいお 

世話 さまで ござり まするな 。ナ ンノノ 、o 

いや 申し 然 らば 私 は モ歸り ましよ。 御 面 

倒ながら お 賴み申 上げます。 長居したら 

どうやら。 重 井筒の 矩 達の 段が。 ィャ禮 

三樣 ちょっと/、 あれ 迄お 目に 掛り ませ 

うと。 《f 伴 ひ 表へ フシ 立出づ る。 詞マァ お 

前に 悅ば せます 事が ある。 奴 錦が 立 金 は 


受取りまして ござります。 ム 、 そり や マ 

ァ何虑 から。 ィャ岩 W 殴から 受取って。 

濟ん である 事 は 知らす。 昨夜から 見えぬ 

錦。 それで これ。 此 年季 證文 をお 前に 渡 

さう と 思うて 持って 參 りました。 立 金が 

濟ん だから は。 どうせう と。 お前 方の 心 

の 儘ぢゃ 程に ナァ。 死ないでも 濟む 事な 

くろがね あみ  . k 

ら 。というて 止めても。 の 網の 中 ヘス 

れて も。 死神と いふ ものが 憑いて は 人間 

の 力に や 及ばぬ。 y も 北野屋 七兵衞 とい 

はれて は 。島の 內で 顔の 賫れた 者 。人の 命 

たと 

を 取 留める 事なら 。縱へ 立 金 取らいでも。 

奉公人に 淚も かけぬ 恩に も 着せぬ が。 あ 

の 親 仁 殿爱へ 連れて来 たのば かり は 恩に 

きせねば。 ァレ 目の 見えぬ 人が。 うろつ 

かしゃる の を 見て は。 いかな 氣の强 い 死 

神で も。 思 ひとまら にやなる まい。 ナ申 

し。 必 すく 禮 I 二様。 これい はう ばつが 

りに。 ィャ もうお 暇 申します。 コレ .（.. 
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親 仁 殿。 Ik にます ぞゃ。 ホ 親方 様お り 

なされます かつ そんなら 申し。 夜の 內 でも 

娘が 歸 りましたら。 悼 りながら お知らせ 

なされて。 一時な と 早う 顔が 見た うご ざ 

ります。 ヲ 、 そり や 尤も ぢゃ。 戾り 次第 

知らせ ませう。 ィャ體 三樣。 早う お休み 

なされ ませと。 《t 情 を殘す 情の 商賣 。切り 

はなれよ き 親方 に^れて。 7 シ禮 三も內 

に 入る。 * 其 間 も 待た す 蒲 圑 押 退け。 飛 

んで出 づるを SS 三が 止め。 逢うて は惡ぃ 

と 仕形と 身 振。 蒲團を 口に 押當 てく。 

7 シ泣聲 かくす 心 遣 ひ。 *f 此方 は 何の 氣も 

付かす 0K 申し 旦那 樣。 ェ 、何ぞ 進ぜ ませ 

なんどす 

うか。 ィャ モウ 何時で ござり ましよ。 さ 

れ ばもう 四つ 半に もな り ませう か。 ヲ遠 

道 を 歩いて。 定めて お 草 臥。 ドレ 寢所を 

して 進ぜ ませう。 イエ/ \ 申し 御 

勿 體 ない 構 はしゃって 下さり ますな。 遠 

い 道 を 探りもう て參 じます も。 娘に 逢 は 


うと 思ふ樂 しみ。 嬉しうて く。 寢 たと 

てな か/ \ 目 も 合 ふこつ ちゃ ござり ませ 

ぬ 。ィャ 申しもう 何時で ござり ませうな。 

今夜 はむしゃ うに 夜が 長い。 ァ 、早く 夜 

が 明けて ほしい。 ちゃつ と 逢 ひたいく 

I 墻 今宵 限りの 命と も。 知らす 明ける を 

待 兼ぬ る。 親の 心ぞ フシ 哀れなる。 地 錦 

は 正 體 なき 內 も書殘 したる 硯箱。 筆 取 上 

ぐれば。 相の 山い と 翁。 渙に むせぶ 泣聲 

を。 《^隱す禮三が咳拂ひ" ナント マァ 

親 仁 様。 袖の 振 4c せ も 他生の 緣 とやら で。 

斯うした 若い者のお 年寄 を 泊 め ますれ 

わたし 

ば。 私 はもう 親と 思うて 居ります 程に。 

お前 も 子の 所へ 来たと 思うて。 心 易うな 

され 下さり ませ。 これ は マ ァ勿體 ない 事 

おしやまして 下さります。 お前 様 方に 其 

様に 結構に いはれ る 親 仁め ぢゃ ございま 

せぬ。 在所 者な り 目 は 見えす。 したが 今 

日 を i«I ひ 兼ね は 致し ませぬ。 其喧ひ 兼ね 


かげ 

も 娘が 蔭。 マァ閒 かしゃって 下さり ませ。 關 

：  取 

十 年ば かり 後 迄 は 長柄 村で とも かう もし 2^ 

た 百姓で ござり ましたが。 ふっと 日 を 煩 接 

しんしゃう あ 0. き 

ひまして。 身上 有限り 打 込ん で。 とう 

く 盲に なって。 モ 途方に くれて 居り ま 

した 所 を。 今 北 野 星に をり ます 姉が。 新 

町へ 勤 奉公に 參 つて くれまして。 其 給 銀 

を 庄屋 殿へ 預け。 月々 の 利 足 を 取って。 

夫で 私が 樂々 と 喰 はれる 様になり まし 

た。 ほんに あの 樣な 孝行な 娘 は 世界中に 

は あるまい と。 思 ひ 出す 度に は且 那樣淚 

が こぼれて 嬉しう ござります。 夫で I 日 

なりと 早う 勤め を 引かした いと 存じ まし 

て も 。目 は 見えす 錢 儲けの 術 は 知らす 。思 

ひ 付いて 去年から。 按摩 取 を 致します コ 

リャ 私が 身の 冥加。 是も 娘が 顔の 汚れる 

事ぢ やと 思うて。 あれに は隱 して をり ま 

す 。ャ ほんに ちっと 。肩 揉んで 上げ ましよ ft. 

かい 。ハイ。 そり や 忝う ござり ますが。 そ 


ん なり や 御苦勞 ながら。 肩より は此手 を 

コ レナ。 此手 をお 前のお 手で 。ぢ つと 握つ 

て 下さり ませと。 *t 錦 木が 手 を 持 添へ て。 

出せば 此方 も 差 寄って。 P ァ、 お 手が 痛 

みます か。 お 安い 事。 揉んで 上げ ませう 

とも。 ドレ/, \ お 手 を。 テモ 和ら かな 尋 

常な。 丁度 女の 様な お 手ぢゃ 程に の。 ィ 

ャ ナ 一一 親仁樣 何と マァ 人と いふ もの は 何 

時 知れす。 老少不定と 申し ますれば。 か 

うい ふ 私 か 明日 死の やら 知れぬ 侖。 若し 

死んだら これが 此 世の 乞に もな り ませ 

う 程に。 手先 をぢ つと。 ァ 、 旦那 樣 にん 

げな 事い はしゃり ます わい の。 其 様に お 

つし やります と。 心細うて なるこつ ちゃ 

ござり ませぬ。 地體 此^ は 夢 兑が惡 うて 

案じて をり ます 上。 大阪の 茶臼 山で 心中 

があった。 ィャ太 左衞門 橋で は 切った の 

彼處 では 突いた のと。 聞く 度々 に 胸が ひ 

やく。 もし 姉め ではない か 知らぬ と。 


それで 案じて 參 りました が， - 親方 樣^ 傲 

なと 仰し やる ので ノア 、嬉し やと 落 付い 

て は をり ますれ ど。 ソレ今 おっしゃる 老 

ゎヒし 

少 不定。 ひょっと 姉が 想うて。 私より 先 

へ 死んだら。 此親は 如何せ うと 思 ひます 

れば。 俄に 悲しうな つて 来て。 御赦 され 

て 下さり ませと。 ，i ^、を 拭 ふ 塵紙の 藩き 

親子の 契り かと。 物い ひたさと 悲し さに。 

錦 は 胸 も 張 裂く 思 ひ。 蒲圑 に喧ひ 付き 

フシ しがみ付き 前後。 淚に伏 沈む 心ぞ。 

思 ひ やられたり。 早 や 丑 三つ を 告げの 鑌 

はっと E 一三が 氣 も そ^ろ。 書 置 一つに 

フシ 手ば しかく。 請 申し 親 仁 様。 私は晝 

約束が ござります 故。 更け ましたれ ど。 

ちょっと 近 1€ まで 往て參 じます 程に。 も 

し 留守の 中。 京 飛脚が 来ましたら。 此狀 

渡して 下さり ませと。 S いふ 中 錦 を 引 立 

つれ ど。 更に 正體 立つ 足 も。 なぐく 體 

三に 誘 はれ。 ar つる 戸口 は 死 出の 門。 こ 


れが 3^ 子の 別れの 淚。 思へば 胸に 保ち 兼 U 

ね わつ とぱ かりに 泣く 聲の。 血筋 も 肝に 

徹 へて や。 55今のは^2に姉が聲。 コリャ 

娘よ。 何處に 居る ぞい やい。 親方の 詞と 

いひ。 先 一刻 にからの 様子と 一一 一 in ひ。 何で 親 

に 隠れる のぢ や。 姉よ く と * 立 上 

れど 方角 もな き： y なし 鳥。 壁にば つたり 

行燈 はぐ わらり。 二人 も 探り 大阪 の。 町 

は 生死の 1^ 筋淚 。ながらに 。一-一重へ 迪り 行く 

みちゆき やみ まちつ， --き 

第 八 道行 闇路の 町續 

二 上 "歌 夢に だに。 見し 夢 さへ も 死 出の 夢。 

覺 めて は 何時か この 娑婆へ。 歸らぬ 道 も 

ナ ホス 7 シ 夜嵐 や。 吹く 風 寒く。 身に ぞし 

む。 往來 まばらの 軒の つま。 ス モア 結びと 

めた る 下が へ の。 主よ 女房と 只 一 夜。 そ 

れ が未來 の。 7 シ 晴れの 小袖。 綾 も 錦が う 闘 

ら 若き。 長 地 二世と 契りし 禮三郞 今宵 限 £ 

ちし ほ ぐ さ  ； £f 

りの 命ぞ と. 書殘 したる 藻塩草。 ほんに 誓 « 


かば 

紙の 數 よりも ォクリ 手 を 取り 交し 行 先 は。 

あの世 この 世の。 搏筋。 7 シ ォクリ あゆめ 

どへ 道 も。!； らぬ。 表美サ 7 跡に は 親の 

さか さ ** 

枯れ 殘る。 老木の 老 の逆樣 に。 頓慶町 も 

とや。 わしと お前が 憂き 事の。 あだ 

こめや  ほし 

な 契 を。 米屋 町 本 町筋の 軒 深く。 思 ひ 初 

めた る 中 なれば 煙と もせす 諸共に。 埋ま 

あづち 

ばな どか。 安土 町 男 も 同じ 二世 三世。 生 

たよ 

れか はりて 又爱 へ。 親の 便を備 後町。 永 

き 未 來を瓦 町。 かくな り果 つる 我々 はい 

つの 因果 を。 身に うけてと もに 憂き目に 

ナ ホス 7 シ淡路 町。 悔 むは 愚痴と 平野 町。 

本 フシと は 思へ ども 棄っ る 身 を とがめて ほ 

だう し 3  S 

ゆる 犬の 聲。 道修 町筋 過 行けば。 早 や A 

月 代の。 7 シ空 恐し く 行き 惱む。 

しばし は 爱に伏 見 町 。高麗 橋の 果ま でも。 

ともに ぞ 連れん さりながら。 S 所 設此身 

は 人殺し。 一 所に 死 ぬれば 親々 へ 不孝の 

罪 も 恐し 、。 * そなた は 生きて 亡き 跡 を。 


賴 むとば か り 暴り 嫛。 錦 は 淚の顔 を 上 

げ。 生き！^？とも死ぬるともニ人 一 所と 言 

ひか はし。 今の 辛 さ を。 あの世に て。 閨 

の 咄の樂 しみと。 思うて 居る に 胴 怒な。 

と. - さん 

大事の く 父 樣に換 へて いとしい お前の 

事。 忘れう とすれ ど猶 更に 思 ひ。 切る に 

も 切られぬ は。 如何した 結ぶ の。 神さん 

が 結ばし やん した 緣ぢ ややら。 いふに 言 

をし VJ«-  つが ひ 

はれぬ 鴛鴦の。 番 難れ ぬ 中ぢゃ ものお 前 

に 別れて そ もや そ も。 何と 存へ 居られう 

ぞ 共に 殺して 下さん せと。 鎚り 付いた る 

恨 泣き。 道理 * 々と 撫でさす る。 顔は淚 

の橫 しぶき。 7 シ戀 故に 降る 露 時雨。 此 

かしこ  ゥ さよ *- ゥ c\r  ,>,£■ 

處 ゃ彼處 に。 立ちと まる 浮世 小路の 緣薄 

く。 水の あはれ や 大川を 越えて。 急ぐ は 

後の世の。 綠を 祈りて 寺 町 ゃ今ぞ 誠の。 

が 夫 * 人目つ \ みの やう/^ と フシ 濱の 

寺に ぞ 着きに ける。 


第 九 

0 

ョサァ 錦覺悟 はよ いかと 地拔 放し 旣に最 ® 

期と 見えけ る 折から。 圑右衞 鬥九卒 太に 

親 を かけて 千 羽 川。 岩 川 諸共！^ け 来る 跡 

より。 津田兩 助淨久 ぉ才を 伴ひ來 り。 ま 

だ 生きて 居て くれた かと 親の 悅び兩 助 

も。 圑右衞 門が 白狀 にて 彼奴 等が 惡事明 

白。 鐵が嶽 は 九 平 太と 馴 合うて。 殿のお 

金 を 盜んだ 盗賊。 禮 三に 科な き 御 政道と。 

地 閒 いて 岩 川 千 羽 川。 f„N 、郞吉 吉兵衞 世話 

甲斐あって 重疊。 何かに付けて 兩助 様の 

おかげ/、。 翁 此上は 御 本妻 はお 才樣。 

てかけ  めしう と ► 

お 妾 は 錦 木樣。 成程. - 々先づ 囚人 引立て 

よと。 兩助が5^にて家に朋を|:す鶴屋 

の禮 三。 池 田の 關取。 fK 滿の, 取。 千兩。 

千兩ニ 樣 其 名 を。 難 波に 上げに けり 

S 
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竹 八 竹 竹 三 近 

^民 田 田 好 松 
郞平小 文 松 半 

丘 

衛七出 吉洛ニ 
樣兩 千取關 


明 和 四 年 

亥 八月 四日 作者 連名 


あ ふ み. げ ，リ リ  せん il- ん A い た 

近 江 源氏 先陣 館 


A  * の 

*■ あら 玉の 春 立ち そめて 御園に は。 木々 

も綠の 四方の 波。 本-' シ しづけ き 君が 御代 

とか や。 地され ば 右 大將賴 朝 公。 扇る 平 

家 を 西 海に 切鎭 め。 源氏 一 統の御 威風。 

揠す 草の 鎌 倉 御所 ォ。 シへ 太平， の 地 を。 占 

め 給 ふ。 《- 時 は^ 仁 三年 正月 元旦の 御壽。 

二 代の 君 右大臣 實朝 公。 立 烏帽子に 緋の 

御 裝朿。 白 辔院に 出で 給へば。 上段に は 

龍既 を 飾り 御 母 公 政 子の 御 方。 武將 

の 祖父 北 條相模 守 時 政 公。 先君 頼 朝より 

天下の 執 權を預 り 孫 君の 御 後見。 御 年配 

も 六十 餘州 自然と 握る 三つ 憐。 其 外關八 

州の 大小 名。 烏 精子 素袍 もさ めきて。 

つら  ぶ？ • ながれ 

袖 を 連ぬ る大廣 sw。 フシ 御 の ガ流小 流。 

n ハり緣 側に は 猿樂の 役人 祝儀の 開口 相 勤 


座 本 竹 田 新 松 

AAO-  t ち も ひ 

め。 謠は 老松 ナ * ス 梅が 枝に。 弓矢 立 合 弓 

取の フシ 列 を。 正して 出勤 ある。 地 こ \ 

に 近 江 源氏の 滴 流。 佐々 木 三 郞兵衛 盛 網 

御前 近く 召 出され。 寶朝 仰せけ る 様 は。 

詞 其方 儀 は 親 源 藏秀義 より 1 一代の 家人。 

ことに 近年 忠勤 を 擢んで 動 功 他に 超えた 

り。 從 つて 近 江の 國は。 元 其方が 故鄉な 

れば 一 國を あて 行 ふ 間。 江 州へ 赴き 一 圓 

に領知 致すべし と。 *- 御 靛の趣 承り。 謹 

んで 平伏し。 詞不 功の 某 身に 餘る御 恩賞 

有難く 存じ 奉る。 但し 一 つの 御 願 ひ。 某. 

が 弟 佐 々 木 四 郞左衞 門 高 網 兄弟 共に 先陣 

を 相 勤めし に。 弟髙 網に 御 恩賞な かりし 

かば 一 徹の 生れ 付き。 恐れながら 先君 を 

恨み 奉り。 は 兄の 某に も 遺恨 を 挾み。 


十簡年 以前 鎌 倉 を 出奔して 行方 知れす。 jy 

あはれ 此 度の 序に 弟 高 網が 在所 を 求め 召 g 

出され。 地 江 州の 內 にて 分地 拜^ なし 下 M 

され 候 は 5- 。猜此 上の 君恩に 嫁 はんと 7 シ m 

恐れ。 入って 言上す。 せ 北 條殿究 爾と打 笑 

み。 請 尤もの 申條 さりながら。 此度御 

を 江 州へ 遣 はす は 謀 あっての 事。 其 故 

は 先君 賴朝 薨去の 後。 摘 男ながら 左中將 

賴家卿 惰弱の 生れ 付 故に。 舍 SRW 朝に 武 

將を 超えられし を 心外に 思 ひ。 鎌 倉 を 立 

去って 京都へ 引つ こみ。 早 や 三年。 此頃 

聞けば 謀叛の 催し あるとの 風聞。 江 州 は 

京都 五 幾 七道の 境。 關を 固めて 東 國の軍 

勢 を 防ぐ 用意 ありと 様. _< の^。 御 邊の器 

量 を 見立て 江 州へ 發向 さする は。 此方よ 

り 先 を 取って 京都 を 抑 ゆる 謀。 中に も 其 

あ-, y 

方が 弟 佐々 木 高 網 は。 軍法の 奥義 を 極め。 

陳平張 良に も 劣らぬ 勇士。 行方 を 尋ね 佐 
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佐 木 兄弟。 《• 江 州 を 固める 用意 扦耍 なり & 


ffl 陣先氏 源 江 近 


と。 ありければ。 詞ハ 、 ァ 長り 奉る。 地 弟 

髙辆 兄弟 心 を 一致に せば。 たと へ 如何な 

る 大敵 も 暫時のう ちに 取 挫ぐ は。 方寸の 

內 にあり 御 賢慮 安く 思 さるべし と。 ぉ受 

けの 詞に政 子の 方。 御 墨 付 を 給び ければ。 

盛锅 三度 頂戴し。 時の 面目 身に 施し ォクリ 

御前 を n ュ つて 退出す。 せ 折 ふし 廣 間に 

案內 して。 K 京都 賴家 公より 御禮の 使者 

參 上と 相述 ぶれば。 地 それ 待ち兼ねつ 早 

や これへ と 仰 次第に 言ひ傳 へ。 鎌 倉の 附 

家老 片岡 造酒 頭 春久。 京都の 近習 比 企 判 

官能 員。 遙 下って 小 か の 若侍 三 浦 之 助 

義村。 4- 八 歳の 角 前髪 諸士 に式禮 衣紋の 

著 振 怯す 臆せぬ 一 器量 。フシ 人に 勝れて 見 

えに ける。 地 時 政 御覧 じ。 年頭の 祝儀 早 

速の 參著滿 足せり。 併しながら 此頃 心得 

ぬ 人の 取沙汰。 殊に 賴朝御 他界の 後 京都 

へ 退き。 度々 使 を 以て 鎌 倉へ 請 待 すれ ど 

も。 今に 於て 下向な く。 酒宴 遊興に 日 を 


送らる X 放埒の 振舞。 片岡 を附け 置く 上 

は。 など 諫言 も 致さす や。 これなる 武將實 

朝 は 我が 孫。 祖父 時 政 天下 を 後見す る 上 

は。 武將 同然の 時 政 を。 侮り 輕んじ 申さ 

る \賴 家の i 腹。 それに 從ふ諸 土の 胸中 

旁 以て 心得す と。 堆瘰然 たる 嚴 命に。 恐れ 

入りた る 造酒 頭。 心 を 察し 政 子の 方。 詞 

人の 噂 を 取 上 ぐれば。 天道の 事 迄 も 恨み 

護る は 下々 の 習 ひ。 わけて 賴家は 自らと 

しき 中。 故 殿 賴朝樣 の 愛妾 宇治 殿の 腹 

に 生れ 給へば。 地 妾に 隔も ある 様に 人の 

云 ひなし。 鎌 倉 を 狙 ふの 御 謀叛のと。. 3 無 

し 言 を 聞く たびに 自らが 胸の 苦し さ。 推 

量せ よ スヱ片 岡と。 仰に はっと 頭 を あげ。 

詞 我等 儀 は 鎌 倉より 京都に 添 へ 置かる- - 

附 家老。 いづれ に 詔 ひ。 いづれ に 偽り を 申 

上ぐべき 樣も なし。 頼 家 公 鎌 倉に 御 下向 

なき は。 素より 多病の 御 生 付。 御殿 を 離れ 

御 他行 だに 稀 なれば。 御 疎遠の 段 はさし 


て 趣意 ある 事に あらす。 實朝公 時 政公兩 は 

將に對 して。 恨み 給 ふ 御 心 毛頭な し。 

御 謀叛な どとの 雜說 恐ろしく。 身 持 放 

埒の御 咎め に 違 はぬ はこれ 一つ。 詞若 

狭と 申す 白拍子 を 殊の外 御 寵愛な され。 

愛妾に 引上げられ。 夜晝 わかす 酒宴の 興" 

たって お諫め 申せ ども 一 切お 用 ひこれ な 

き 故。 人の惡 說を 重ぬ る も。 元は 好色の 

御 過り。 これ とても 若氣の 習 ひ。 御 齢 だ 

に 長 じ 給 は 自ら 改まらん。 《" 此儀は 我 

等に 御 預け 冀 ひ 奉る と。 事 を 飾らぬ 申 

し條。 比 企の 判官 進み出で。 詞ィャ く 

賴家 公に 御 謀叛の 心。 全くない と は 言 は 

れ まい。 正しく 賴 朝の 御物 領を差 置き。 

時 政 公指圖 として。 孫の 實朝公 を 武將に 

立て。 祖父 君の 後見 は 自然と 四海 を 手に 

握る。 北條 殿の 計 ひと 疑 ひか，^ りし 宇治 

の 方。 頼 家 公 御 親子の 心。 餘り 無理と も 

存ぜ ぬと。 垴舌 三寸で 內 はから 比 企が フシ 


IK 意ぞ。 訝しき。 均 聞き 兼ねて 造酒 頭。 ^ 

御前 を も 憚らす 尾 の詞。 ァレ 見よ 上段 

に 飾り 置かれし 兜 こそ。 源 家の 重 寶龍頭 

に銷形 打った る は。 大將 軍の 御 印。 この 兜 

を實朝 公に 讓り 置き 給 ひし こそ。 賴 朝の 

な こ  ひが ミ 

明智の 股。 それ を 今更 僻事と。 御 謀叛 ある 

べき 様 はなし。 御邊 如きの 佞人が 御 側に 

徘徊す る 故。 賴家 公の あの 御身 持ナ。 ィ 

ャ いふまい。 御身 持の 善 惡は附 家老の 御 

邊 こそ 知る 害。 それさへ 知らぬ 迭酒 頭。 

賴家 公に 御 謀叛の 心。 若し あったら 何と 

すると。 地爭ひ 募る 無道の 1: 官。 末座に 

控 へし 三 浦 之 助つ i と 出で。 K 御前なる 

ぞ靜 まられ よ。 最前より 兩人 とも 何の 詮 

なき 爭ひ。 賴家 公に 御 別 心の 有る 無い は 

申す に 及ばぬ 事。 凡そ 謀叛と は 下より 上 

を 討たん と圖 る。 これ を 謀叛 人と いふ。 若 

らいて i 

けれども 賴家公 は。 正しく 先君 賴朝樣 の 

8» 時 政 公 は 今 武將の 祖父 君に もせ 


よ。 もと 御 家来に は 相違な し。 賴家 公憤 

り 思 召す 事 あらば。 時 政 公に 切腹 あれと 

仰せられても 濟む 事。 何が 恐うて 御 謀叛 

なさるべき。 下から 思 ふ 私 量 見。 》- 控 

へ 召され 判官 殿と。 一句に 靜 める 三 浦が 

才智 7 シ人々 感す るば かりなり。 《- 時 政 

御機嫌 斜 ならす。 三 浦 之 助 これへ 参れと 

御座 近く。  《s 其方い まだ 面 を 見知らす。 

若年に 似合 はぬ。 ハテ 器量の 若者よ な。 

今より して は 造酒 頭 同然。 心 置な く往米 

せよ。 對 面の 印 それく と。 堆三浦 之 助 

が 名に 寄せて 義弘の 一 腰。 引出物に 賜び 

てけ る 。誠に 當 座の フシ 眉目な り。 《- 政 子 

の 方 しとやかに。 お 心 解けて 自ら も此上 

の悅 びな し。 人の ®- の 取々 なる も 互に 緣 

の 遠ざかる 故 なれば。 緣に緣 を 重ぬ る 

爲幸ひ 時 政 公お 局牧の 方の 腹に 出生の 乙 

の 娘。 時 姬を賴 家の 北の方に そな へな ば。 

«- 京 鎌 倉の 和 順の 驗 この 上な し。 これ 自 


ら がお 願 ひと。 仰せに 時 政 打 頷き。 K 政 近 

子の 發明は 太平の 瑞相。 さあれば 賴 家が 源 

飞 

寵愛の 若狹 とやらん を 追 出し。 其 後時姬 先 

を 送るべし。 媒介 は 造酒 頭。 ハァ 長り 奉 館 

ると。 *■ 領承 すれば 實朝 公。 詞 今年 則ち 

賴 朝の 三 囘忌。 南都 束大 寺に て 追善供養 

執行へば。 政 子 御前 も 宇治 殿 も。 この 靈 

場に て對 面の 上。 婚姻の 契約 あら ぱ靈 魂』 

も御悅 び。 供養の 催し 諸 大名 相 心得よ と 

御上 意に。 皆 退出の 谷 七鄉。 松 倉 卿の 拜 

領も。 鄉に 入って は吉 村が。 心々 の 三つ 

鳞北條 殿の 智慧の 海 そこ 量りな き 錄倉山 

裨 代の 榮 えぞ ュ"。 三重へ 久方の 

第二 

地 八重 樓 散りし く 法の 東大寺。 總追捕 使 

の 御 菩提 を 弔 ふ 結構 ェみ を盡 し。 金銀 

璃 玻璃 錦の k。 コハ- 廻廊 石垣 悉く。 五色 
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の Sl 絹 幾重に 包み。 照る 日に 輝く 装 ひ は 5 


これ 彌陀境 を 移されたり。 さて また 千 僭 

萬 僧の 御 經の聲 澄み渡り。 三 尊 こ X に來 

迎 かと 殊勝。 7 シ なりけ る 事 どもな り。 地 

此 度の 導師 建 長 寺の 前 住榮西 和尙。 朱の 

衣 も. S と 貴く 兩 人に 打 向 ひ。 詞 今日は 御 

兩 所共警 固のお 役目 さぞ 御大 儀。 しかし 

1K 氣 快晴に て 愚 僭 も 甚だ 滿 足と。 塘 挨拶 

あれば 造酒 頭。 貝 誠に 今 曰 は 御 苦 勞千萬 

上 々 にも 御悅び 則ち 御 法 筵に 御 出 座 も あ 

るべ く なれ ども。 女 儀の 事 不淨も 如何 御 

遠慮 あり。 某よ きに 計ら ふ 旨賠穀 に相述 

ぶる。 《- 詞 にいが む 比 企の 判官。 詞 たと へ 

どの 樣な弔 ひも 亡君 何のお 悅ぴ。 何故と 

仰し やれ。 先君 御 逝去の 跡目 は 當時實 朝 

公。 こ りやこれ 政 子の 方の 若殿。 又 宇治 

のお 局 は 御 部屋 なれ ども。 賴家 卿と いふ 

領を 生み落され たが 修羅の 種。 弟に 天 

下を乘 取られ 何の 快から う。 それに 何ぞ 

や。 緣 組の 祝言のと 様々 の徵 言。 役柄 も 打 


忘れ 媒 人の 取 持 顔。 見る も 中 々腹筋と。 取 

つても 付かぬ あてこすり。 耳に も かけす 

和 尙に向 ひ。 近頃 仔細あって 京 鎌 倉の 御 

緣組御 取 持 仕る も。 何卒 國 家の 無事 を 祈 

る 某。 御 推量 下されと。 《" 事 を 破らぬ 一 言 

に。 7 シ 尤もな りと 感 する 智識。 せ 判官 は 

えせ 笑 ひ。 詞ハ 、 、 、 、。腐 繩も 結へば 結 

はる」。 地體錄 倉の 附人 風が お 局の 御氣 

あちら  こちら 

に 入らぬ。 ィャモ 彼方へ も 此方へ も 塗 廻 

すねれ け 武士。 ャァ 傍若無人の 雜言。 さ 言 

ふ 和 主が 不忠の 臣。 何 が^と。 ヲ 、 サ 主人 

に諫も 奉らす。 毒 を 吹 込む 邪心 非道。 ャ 

ァ舌 長な り聞捨 ならす。 おと 骨 切って 切 

下ぐ る。 シ ャ小癀 なと 立 掛かる。 *- こ は 何 

事と 榮西和 尙中を 隔て。 詞 大切の 供養の 

場所。 もし 匁 傷に も 及びな ば。 後日の 言譯 

如何な さる 、 。短慮 至極と 押 鎮め。 增 供養 

の 時刻 は 間 も あり 暫く は 御休み。 いざ 先 

づ/、 と勸 むれば。 互に すれ 合 ふ大紋 の。 


袖搖 直し 兩人 は： W 尙の 詞に從 ひて。 フシ n 

休息所へ と 入りに けり。 I？ 供養の 御 幕 打 

はえし は。 北條 家の 乙の 君 時姬御 寮。 賴朝 

の 後室に 姉妹の 名 は あれ ど。 御腹が はり 

末の 子に 後れて 哚 きし 姬 驟蹈。 造らぬ 木 

なり 手 入ら. f は。 ：！： 所の 枝の ふりの 袖。 

フシ 都 まば ゆき 姿な り。 地お 側女 中 多き 中 

片 岡が 娘 住の 江。 詞御覽 遊ばせお 姬樣。 

京錄 倉の 大名 方。 この 廣ぃ境 內も埋 る、 

ばかりの 賑ひ。 殊に 御 父 時 政 様よりの 仰 

せ 出され。 お前 を 都へ 御緣組 遊ばす とや 

ら。 今日はお 約束が 定まる 害。 地 さぞお 

悅 びで ござり ませう とほの めけば。 a" ナ 

ゥ うたての 緣 定め や。 賴家 様に は 若狹殿 

おも ひもの 

とて 御 寵愛の 愛妾. - その 中へ 嫁入 は戀路 

の 中 を 割きに 行き。 《■ 人の 恨み 妬み を受 近 

け何樂 しみが あろ ぞいのと。 仰せに お 側 源 

の瀧浪 が。 詞 H  、住の， 江 殿 まだな 事。. 賴 先 

家樣は 都の 殿様。 あんな 堅苦しい 大將は 0 


お 嫌 ひ。 今度お 使者の その 中で。 極上 

生粹角 前髮。 都への 嫁入より。 疾 から あ 

なた のお 心 は。 三 浦の 方へ 走り 舟。 地 ひ 

よんな 事は狀 文の 赠 でも 權 でも 行きに く 

い。 荒 礎の 岩 侍。 《 -ム、 堅い 程お 姬樣の 

思 ひの 增すは 御尤も。 サ イナ。 その 堅み 

を打碎 いてお 手に入れたら。 敵の 城 を 落 

したより 大きな 手枘。 住の. 江 殿は片 岡の 

御よ い 謀 はない かいな。 サァ どうした 

ら よから うと 。地 三人 小首 傾けて。 7 シ戀 

の 評定し どけな し。 詞コ レ斯 うぢ やわ. S 

の。 その 堅 蔵の 三 浦 殿。 お 姬樣と 云うて 

は。 お 主樣の 許嫁のと 摘 以てむ づか しか 

ろ。 その 惚 人に 私が なって。 堅い 所 を碎ぃ 

たら 。それから あと はお 姬 様の。 御 威光 ご 

かしに やり 付ける。 地 天の川に も 中立の 

舟がなければ 渡されぬ。 そこで 私が 妹脊 

^^； h,  かんじん 

の 舵 取。 與 したが 肝腎の その 三 浦 殿。 わ 

しゃつ いに 逢うた 事が。 ヲ、 その 逢 はぬ 


が 丁度 幸 ひ。 ァレ くく。 坤 向う へ來 

る 古文 字の 素 袍は違 はぬ 三 浦 殿。 サァ急 

になって 来た。 隨分 首尾よう 生 捕 つ て 。高 

名 見たい と 女中 達。 姬は 翁し も羞 かしの 

森の。 フシ 木隱れ 幕の 內。 かくと は 知らぬ 

使者 男 やさ 風流の 角 髮は三 浦 之助義 村。 

のつ し 斗 目に かけ 烏帽子。 素袍の 袖に 

春風の そよ と。 音な ふ 7 シ內， 意の 使者 。請 宇 

治のお 局より 時 姬樣へ 使と して 參上。 誰 

そ 御 取次 賴み 入る と。 き 云 入 るれば 幕よ 

り も 。暫くお 控へ めされよ と。 せ勿體 つく 

る も 戀の仕 揖とは 知らす して 三 浦 之 助。 

素 抱の 角菱漉 面つ くり。 フシ 待つ 問。 なま 

めく 住の. 江が。 出 A」 頭に 義村 を。 見ても 見 

ぬ 目の 心意 氣。 フシ これ 戀 知りの 印な り。 

*" 三 浦 之 助 謹んで。 a 宇治 様の 仰せに は。 

^hi^ 造酒 頭 媒酌 を 以て。 時 姬樣と 主君 賴 

家 緣邊の 御 契約。 まだ 御舆は 入れね とも。 

嫁御と い へば 心安 さ。 たまに 貰 ひし ま \ 


東大寺の 名香。 いと 珍ら かなる 夢 もがな q 近 

江 

心ば かりの 贈物 御 慰み 下されよ との 御 口 源 

氏 

上。 堆 御前よ ろしく 御 披露と 7 シ欲紗 包 先 

■I お 一 

を 取 出せば。 《^ これ はく 御 丁寧な。 御 館 

口上と 申しお 使者 がらと 申し。 御 待 参の 

11^ よりも 色香の 深い 戀 知りの。 《■ いとし 

らしい 殿 振り を 見る に 思 ひの 增 さり 草。 

詞 ァ 、 これく 御 奏者。 拙者への 御挨 1^ 

より。 早く 御上へ 使者の 趣。 ヲ 、 せ はし 

な。 《■ そして ァノ御 元服 遊ばさねば 定ま 

る 御 內方樣 はま だ 御座ります まいな。 謂 

左様。 部屋 住 同然 の 三 浦 之 助。 妻と て は 持 

ちませ ぬ。 ム、 そんなら 內證に 云 ひか は 

しな さつ た 可愛らしい お 方が あるか へ 。 

かつ 以てく。 洒落 仰し やらす と 先づぉ 

取次く と。 地 取 出す 包の 手をぢ つと。 

P ァ 、 これ 何な さる 無作法 千 萬。 この 三 

浦 之 助。 つ ひ に 女中と 手から 手 へ 。物取り 

交した こと もない 家中の 格式。 御座 與も & 


事に よる。 放しめ されと 突き 退 くれば。 * 

躓き そこに 仆 けながら。 袂を ひかへ コ レ 

申し。 京 家のお 格式 は 知らす。 女中 方 は 

また 女中の 格式。 この 幕の 內は時 姬樣の 

御殿 同然。 女中 御殿へ 殿達が。 お 使者に 

お出な さる- - から は。 此方の あしら ひに 

お付きな されに やなりますまい。 それが 

ぉ氣に 入らす ば。 このお 取次 は 得 申さぬ。 

それ は 迷惑。 女中 方の 禮 ii は 不案內 な 拙 

者。 無骨の 段 は 料簡あって。 御 口上 早く 

ぉ傳へ 下され。 ィ H く 奏者 を 侮った な 

され 方。 私 も 武士の 娘。 此樣 に突仆 され 

て。 ァ イタく。  * 持病の 瘤が と 苦しむ 

風情。 拗ねて 見せる と 知りながら。 女子 

相手に 短氣も 出されす。 ぉ藥 上げん と 用 

意の 印籠。 詞 イエく ぉ氣の 知れぬ お前 

の藥 。どうも 私 は ハテ疑 ひ 深い。 袖コ レこ 

の 通りと 毒見の 金 打。 ァ 、御 心底 見え ま 

したと。 戴きく。 詞 このお 藥 お前の 手 


から 受け ましたが 。祝言の 1^ 同然。 地 女 夫 

ぢゃ 7 シゃ いのと 抱 付けば。 これ は 又き 

ついお なぶり e ィ 、 H 誓文 三 浦樣。 なん ぼ 

いや 

堅うな されても。 もうかう なったら 否と 

は 云 はさぬ。 サァ我 とても 岩 木に は あら 

お 5 

•ci ども。 そんなら 應で ござり ますな。 サ 

ァ それ は。 いやと 仰し やり や 何時までも。 

この 奏者が 地 瘤 はな ほらぬ。 詞ハ テむづ 

かしう 什 込んだ 癀。 堅う 見せる は 刀の 手 

前。 此方 も 變らぬ 仲人 は。 この 印籠の 地 

重々 情のお！^ はかう と。 締 返す 手の 柔ら 

ぎ 口。 視き こぼれて 膝元 ども。 詞 ようよ 

う 三 浦 様。 しっくり の 長 門 印籠 樣 蓋が あ 

いた サァ お出と。 も 地 突き出されて 雲間 

より 松の 葉 越しの 隈 漏れて 誘 ひ 申せば 吃 

ii 仰天。 詞 3^. げても^が さぬ 正眞 の。 惚 

だは 其方に 覺の ある。 ぉ姬樣 のお 文の 返 

事。 サァ/ >\ いやと は 言 は れ まいと。 地 

押 遣る 色の 門 達。 戀の 身代り 住の 江が。 


あんまり 具合が 出來 渦ぎ て。 どうやら ひ 9 

え S 

よんな 氣 になれ ど 恃氣も 7 シ ならぬ。 辛 

氣顔。 せ時姬 はな ほ 面 伏。 住の 江 を 賴んで 

そなたの 心 を 引き 見る も。 思 ひつめ た自 

らが心 を 推して 叶へ てと。 手 を 取り 給へ 

ば 飛び り。 賴家樣 と御緣 組のお 姬様。 

それ 故 只今お 局より サァ その 使 こ そ 自ら 

と。 御緣 のない とい ふ 印。 せ 香の 煙の <|3 

もな き 移り香。 うすき 形見と も 緣の切 

れる とい ふ 心 わしゃ 嬉し レと {ー且 へば。 詞 

ィャ^ \, ^。たと へ 御緣は 切る、 とも。 

天下の 後見 北條 家のお 姬樣。 4^?等體に御 

心掛けられ しと は。 世の 人口 も勿體 なし。 

* 思 切り 下されよ スュ と 低頭 三つ指 住の. y 

差 出で OS! いかさま 仰 有り やそこ も あり。 

やつば り あなた は 賴家樣 へお 嫁入 遊ばし fi 

て。 いっそ 私と 三 浦樣。 《- ナァ 申しと 寄 添 源 

へば。 E どこへ く 住の 江 殿。 さう 得手 ゆ 

勝手 は 此方が さ、 ぬ。 どうで も かう でも 館 


お 姬樣。 *-H  、もどかし いと 兩方 を。 無 

理に 配劑匙 加！^。 調 じ 合せた 目出度い と 

フシ さに めく 中 へ 。 御兩 所お 成りと 知ら 

せの 聲。 驚き 外す 三 浦 之 助。 姬は 名殘も 

をし 鳥の。 離れが たなき 後 影 見送り。 見送 

り。 是非な くも。 ォクリ St 寺の。 へ 方へ 入 

り 給 ふ。 7 シ案內 も 同し 東西の 。幕し ぼら 

せて 政 子の 方。 宇治の 局も氣 高さ は。 吉 

野 龍 田 か 月 雪の。 7 シ 光り 合 ひたる 虱 情 

なり。 《 "これ はく 政 子樣。 御佛 5k へ 御 

燒香 も相濟 みしが。 誠に 今日の 追 羅 も。 

あなたと 自ら 御 一 所に 御 弔 ひ 申す 事。 *- 

さぞ 我が君 もお 嬉しく 思 召さん と ありけ 

れば。 增 こなた も 鬼 角う 御 挨按。 三年と 

過ぎる 年月 も。 果敢なの 浮世 懐かしの 今 

日の 其 曰とば かりにて。 互の 袖に 玉 こぼ 

す。 フシ 露 こそ 手 向な りけ らし。 》- 局 はい 

と r 萎れ 入り。 老少不定の 憂き こと も。 誰 

おいつの 世に ？ y 始めし ぞ。 * 我が君 肚 


世に 在 さば 自らが 事 若が 事。 今の 思 ひ は 

なきもの を 一 生埋れ 果てなん と。 悔み 淚 

は 妬 みぞと。 心に 障る 政 子の 方。 ョィャ 

なう 宇治の 方。 ァ ノ武藏 野に 見る 月 も。 

に、 -hi 

賤が 伏屋の 濁 江に。 》■ 宿りし 月 ももと 一 

つ。 所々 の 風雅に より 眺め も il 連 ふ。 その 

時. を辨へ て。 世上に 付く がよ ささうな。 

フシ 物で はない かと 宣 へば。 S これ は御尤 

もさり 乍ら。 春の 花^き 冬 は 雪。 天 道 四 

季に 私な し。 *- 時 をのり 順 を 越え。 辭儀 

も 作法 もな き 時節。 サァ さう 思す のが 

心の 僻み。 尤も 賴家殿 も。 君のお 胤と い 

ひながら 妾腹 なれば 是非な き 不運。 ィャ 

その 母 の 品位 は變 ると も。 賴家 は惣領 

ならす や。 兄， を 差 置き 弟が。 上 に 立つ とい 

ふ 事が。 ヲ 、あると も^ \。 たと へ 乙に 

生れても 君の 妻た る 自らが。 生み落した 

る實朝 を。 世に立 てるのが 天 下の 投。 殊 

更子は 母に よって 貴し。 そ もじ は 誰ぞ。 


伊東祐親の 娘なら す や。 現在 我が君と 仇 近 

.V ん てき  td 

ある 中。 怨敏の 孫娘 御咎も ある 害 を。 却 源 

て 君の 御 情。 活計 歡樂榮 精の 餘り。 源氏 ゆ 

の^を 銅 がせん と は。 鹪 鶉の 巣 を 梅が 枝 館 

に。 かける より 遙 かのこと。 中々 及ばぬ 

叶 はぬ と。 き 云 込められて くわつ とせき 

立ち。 《SH  、聞きに くい 一 言。 女で こそ 

あれ 親 家 を。 一度 武將に 立てて 見せう。 

ホ、、 、。 ィャ そり ゃ檔 蟻が 斧 同然。 取 

らる、 なら 取って 見や。 ヲ、 取らいで は 

と打掛 ひらり。 《• 持たせし 長刀 互に 搔込 

み。 サァ くくと 詰 寄りし は。 野 分に 

騒ぐ 荻获 の亂れ あうた る 如くに て。 * す 

は 事 こそと 膝元 下婢。 手に 汗 握る 寺 中の 

騷動。 佛の會 座 も 忽ちに。 修羅の巷へ 5!^ 來 

る片 岡。 待った， C と氣も 狂亂。 押 隔て 

て どっかと 坐し。 、情なき 御 有様。 

辨兩 所の 御爭 は。 偏に 天下 亂れの 端。 こ 

の 御 心 付かざる 事。 淺 ましの 御 所存 や。 ゆ 


殊 |5{ 今 は 亡き 御 露 祥月の 御 命日" そのお 

位牌の 御前に て。 か、 る さがな き 賤の女 

の。 御爭は 何事 ぞ。 國 家の 爲を存 する 故。 

京都 鎌 倉 御緣を 結ば」。 自然と 和らぐ 御 

代の 礎。" 》■ さあれば i の 亡君 も。 撫な 

悅び まし まさん。 操の 鑑思 さす や。 不肖の 

臣 が胸膈 を。 苦しめ 碎くは 千變萬 化。 九 

牛が 一 毛 も 聞 召し 分けられて。 何卒 和 順 

なし 耠 へと。 割つつ ロ說 いつはら く は 

ら。 淚は 忠義 隨ー のムに 立った る 武夫の。 

フシ 蹿に誠 を 現 はせ り。 《-榮 西和尙 しづし 

づと。 御 弟子 引 連れ出で 給 ひ。 兩 後室 

へ 愚僧が 御意 見。 これにて 悟り 下されと。 

«- 持たせし 一 軸 傍 なる。 松の 小枝に さ 

ら りと 懸け。 詞 なんと 御覽 なされし か。 

天の 時 正に 到る とい ふ 文字。 鬼 角 天下 を 

治む る は。 1K より 自然 其 人に。 與へ給 ふ 

にあら す んば。 中々 治む る 事 能 はす。 旣 

にもって 今日。 追 幅し 奉る 右 大將。 蛭が 


小島の 漂泊 も。 後に は 天の 時 到り。 六十 

餘 州の 總追捕 使。 御 跡目の 御 述懷。 御 互 

に 遣 恨と ならば。 いよ，^ 御代の 爲 なら 

す。 a "篤と 御合點 なされし かと。 出家 Jl^ 

質の 一 行。 和尙も 名に し 建 長 寺 7 シ すつ 

ばりと した 意見な り。 》- 政 子の 方 理に服 

し。 先君の 追善に。 はしたなき 言 爭ひ妾 

が 過り。 P ィャ ナウ 宇治の 方。 必す 心に 

かけられな。 地 何が 扨 只今の 無禮 はお 赦 

し 下されと。 7 シ 互に 和らぐ 御 挨拶。 地 造 

酒 頭 頭 を 下げ。 《s 憚り 多き 諫言 を。 御 聞 入 

れ 下されし な。 御 恩 は 重き 細 石。 增巖 とな 

な Li ぞい 

りし 御代 k 歳。 見せ 奉る がすぐ さま 追善。 

佛事 終れば 御前に も。 いざ 御歸 館と 勸む 

れば。 解けぬ 心 を打掛 に。 包む 式 禮政子 

の 方。 片岡 和尙御 見送り ォク "館 を。 へ 指 

して 歸らる io フシ 跡に 局 は 。張 詰し 心の 

怒 止め かね。 スそァ 千々 に碎 くる 思案の 體。 

始終の 様子 三 浦 之 助。 さあらぬ 體に手 を 


つかへ。 85 日 も 夕陽に 斜 なれば。 御立ぞ § 

ふと 申す にぞ。 《• しづく かたへ に 歩み 

寄り。 懸け 奉る 雌雄の 名劎。 小脇に 手 挾み 

いかに 義村。 詞 太平の 印 を 見せん と賴朝 

樣。 この 東大寺へ 納め 給 ひし この 劍。 雄劍 

は 自ら 雌劎は 其方。 これ を^せん 兩將 を" 

選み 来らん それ迄 は。 堆勘當 なる ぞと j 

口 を。 差 出し 給へば 兩 手に 受け。 詞 四海 

太平なる 時 は。 弓 は 袋に し 太刀 は 鞘に 納 

むる と雖 も。 再び 用 をな すべき 時節。 近 

きに ありとの 御 心 候な。 ヲ 、 いふに や 及 

ぶ。 先君の 御 恩 を 忘れし。 北條 一 家の 構 

t 我儘。 鎌 倉 山の 月影 を 他所に。 眺めて 

賴家 を。 日陰の 花と なし 果 つる。 其ロ惜 

しさ は 如何ば かり。 たと へ 浪路は 干潟と 

なり。 巖は 湯玉と かへ ると も。 恨 は 晴れ 近 

じ 我が 心。 推量せ よ や 三 浦 之 助。 詞ハ 、 g 

マー 

ハ 、 、實 に御理 。遂 一 に 承知 仕る と。 地 同 g 

おつ 

じく 寄って 懸け 置きし。 7 シ 弓矢 追 取り 


奉る。 ァレく 御覽ぜ あの 一 軸。 天の 

時 正に 到る とい ふ。 中なる 文字 こそお 恨 

みの 目當 ならん。 》- 只 一 矢に て 御 »s 憤。 

散 じ 給へ と義 村が。 的 を 外さぬ 黑 星に。 

つ；. 

ヲ 、 心得し と打番 ひ。 きり./ と 15 

絞り。 手先 上りに 切って 放せば 過た す。 

文字の た 2- 中 はっしと 響く 暮の 鐘。 お 立 

の 行列 主從が 別れ。 勇んで ユリ li, 立 

歸る 

第三 

» 實に 治まれる 例に は 松に 小 检の生 添 ひ 

て 枝に 枝葉に 葉の 榮ぇ。 ナ * ス本 フシ 契り 盡 

きせぬ 源 や。 垴 御酒の 機嫌 も賴家 卿。 SS 

1^ 分たぬ 舞 歌 ひ。 お 側 小姓が 笛 鼓。 白拍子 

に は若狹 とて 器量 もよ しの 樓花。 戀 しき 

人 は君樣 と。 舞に 事寄せ 賴 家の 膝に 凭る 

きっす， 0 

る 品形。 よう 濡 事の 生 粹 めと。 側から は 

やす 蠑 子方 フシい や. （- どっと 褒めに け 


る。 * 大將御 機 斜 ならす。 詞 いつ 見ても 

美しい 器量に つる & 扇の 手。 どうも 堪ら 

ぬ 若 狭の 前。 この 賴 家が 北の方。 ハイ。 增 

そのお 願 は 私から い つく 迄 も 其 通り。 

必す變 り 給 ふなと 又 濡れ か . ^る 一 奏。 

增比 企の 判官 御前に 出で。 詞君 にも 知し 召 

さる i 通り。 片岡 諸共 鎌 倉へ 下りし 處。 

心得難き 北條 殿の 所存。 何時 合戰 あらん 

も 知れす。 まさかの 爲の 便に と。 味方に 

招く 諸 浪人。 中に も 佐々 木 四 郞左衞 門 高 

網 こそ。 今の 世の 軍 帥。 彼が 行方 を 詮議 

いたし 此方の 大将と せば。 此上ゃ あるべ 

きと 母上の 御 詫 を 受け。 世 を 週れ 往む佐 

佐 木が 在所。 程より 尋ね 拽す 人数の 5h 

配。 殊に 又。 造酒 頭が 計ら ひに て 北條家 

の 娘時姬 殿と。 御 婚禮を 取 結び 追 付け 館 

ぢ ぢゃ5 

へ 參るは 治定。 御 祝言と ある 時 は 若狹殿 

の爲 にもなら す。 何と 御 思案 は あるまい 

かと。 《_ 聞く より はっと 若 狭が 顔色。 見 


て 取る 賴家。 3 コレ くだんな いく。 お 

片 岡が 指圖 でも。 そ もじ を 除け て賴 家が。 ^ 

！ 1、 

妻と 定める 者 はない。 ィャ なに 判官。 我 1 

思 ふ 所存 も あれば 片岡 出仕 致す とも。 奧 ^ 

S ん ザい 

御殿へ 通すな と 侍 中へ 申 付け。 堅く 禁制 

たるべき 由 小姓 どもより 申 渡せ。 コ レ若 

狹構 はすと 一 獻 酌み。 さらり と 流し やと 

大將 の。 せ 色に 心も亂 れ絲。 もつれ か X 

りし 片 岡が。 フシ 難儀と 更に 白 書院。 《■ 取 

次の 侍 罷り出で。 誇お 召に よって 佐々 木 

四 郞左衞 門 高 網お 次に 控へ罷 在る。 通し 

申さん やと 伺へば。 ヲ 、それ 待ち かねし 

これへ 通せ。 對 面せん と 仰の 下。 き 御前 

問 近く 立 出る。 佐々 木 四 郞左衞 門 高 網。 

名に のみ 聞きし 武夫の 7 シ 行儀 亂 さす 平 

伏す。 》- 判官 佐々 木に 打 向 ひ。 對面 致す 

は 初め なれ ど 名 は 聞き及ぶ 高 網 殿。 此程 

より 貴殿の 行方 尋ね 索め る その 仔細 は。 
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が君竊 かに。 御賴 ありた き 一 大事 あ つ て 

の 事。 よも 違背 は ある まじと。 探る 詞 

に 莞爾と 笑 ひ。 K 先君 賴朝 一天 下 を 切 治 

め。 草木 も 動がぬ 今の 世に 軍 術 武邊も 益 

なき 事と。 跡 を晦し 山林に 引 込んだ る 伎 

佐 木 高祸。 今 改めて 御 召 出し は。 太平の 

世に 武を 忘れぬ 名 將の御 心掛。 委細の 儀 

御 尋ね 申す に 及ばす。 御賴の 一 大事 高辆 

承知 仕る。 御 心安 かるべし と 淀ます 濁ら 

ぬ 辯 舌 は 7. ン水を 流せる 如くな り。 《_ 煙た 

い 相手に さしもの 大將。 詞ァ、 いかう 遊 

びが！^ 入って 来た。 佐々 木 を 母に 目見え 

さし コ レ 若狹。 其 跡で はしつ ぼり とサァ 

ぉぢ やい のと。 a- 大将 は 帳臺。 深く 入り 給 

へ ば。 然 らば 後刻と 判官に。 目 禮式禮 高 網 

も 7 シ奧 にお 供し 入りに ける。 せ 又も 奏 

者が 聲 として。 K 御前 様より 仰せられし 

住々 木 四 郞左衞 門 高 網。 只今 伺候 致せし 

と。 *_ 聞いて 能 員 ソリャ 何の 事。 請た つ 


た 今 nn 見えした 佐 々 木 四 郞左衞 門 1 1 人 あ 

らう 害 はなし。 ム 、聞え た。 名 ある 武士 

ども 召 抱へ ある 時節 を考 へ。 匹夫 下郎の 

騙 事。 何にもせ よ 仔細 ぞ あらん 是へ 通せ 

轧明 さして 實否を さん 用意 あれ 侍 中 

と。 * 遣戶 口に 身 を 潜め 握り 詰めた る 柄 

の 間 も。 心 を 配る 高 網 は。 春 待ち かねし 

鵞の 初音 を謠ふ 心地して。 フシ しづく 

と 入来り。 詞 召に 應 じて 佐々 木 四 郞左衞 

門 只今 参上 仕る。 取次 賴み存 すると。 せ 

聞き も あへ す。 判官が ソレと 指 圖に雙 方 

より。 取 付く 一 一人 を引摑 み。 何の 苦 もな く 

投返 くれば 同じく か &るも 右左。 うんと 

いはして 寄せつ けねば。 上意な りと 判宫 

が。 聲に 流石の 高 綱 も 躊路ふ 所へ 附け込 

む 家来 腕 を 廻 はせ と。 フシ 追 取り 卷く。 詢 

ャ レ 暫くと 御聲 かけ。 》" ハル フシ 立 出で 給 ふ 

宇治の 方。 *■ 君に 別れし 玉櫛笥 まだ 翹ゃ 

かな 色 も 香 も。 フシ 觸 らば 落ちん 袖の露。 
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自ら こそ は賴 家が 母 宇 ：9 の 方 顔 合す は 初 

め なれ ど 昔に 返る 主從 三世。 今より 親 家 

が 力と なり 偏に 賴む 味方の 軍師。 ハァ 長 

つて は 候へ ども。 さ 程に i-i 某 を 懇望 ある 

に 引替り。 御 家来 中の 今の しだら。 ヲ 、其 

-  一- JJ わり 

不審 は 道 なれ ど。 味方の 士卒 を 靡かす 

高 網。 その 手練 を 見よう 爲。 ハ 、 、、コ ハ 

御 詫と も覺 えす。 身 不肖の 某 なれ ども ま 

さかの 時 は 軍師に も。 御賴 みなさ れんと 

の 御 心に は 引替へ。 劎術 柔術の 業 くれに 

て。 佐々 木が 器量 御 試し 遊ばさる 、 は。^ 

はかなる 裨 計ら ひ。 地 左様の 武藝は 一入 

に 敵す る 端武者の 技。 軍 帥の 器量に 足ら 

す悼りながら。大將の御賢慮薄く候と。1！^ 

威 を 恐れぬ 辯 舌 骨柄 割符 を 合す。 フシ 二人 近 

の 佐々 木 心 一 つに 奥と 口  C きっと 御 目 を 源 

付々 に。， 0 つて 云 はれぬ。 フシ 此 場の 仕 {„r 先 

K ヲ、 一 言 一 句に 備 りし 軍師の 器量。 賴 储 


もし &く此 上は賴 家に 目見え させ 事 ゆ 

る やかに 奥の間で。 主 從の盃 ごと。 コリ 

ャ 腰元 ども 佐々 木 を 早う 伴へ と。 《■ 仰に 

はっと 高總も 威勢 は。 雲に 立 昇る 龍に 翼 

や 虎の 間の オタ-御前 を へ 指して フシ 立つ 

て 行く。  * か、 る 折し もお 庭の 內。 下れ 

下れ も 柔らかな 腰元 どもが 口々 に。 見 

れば花 を 商 ふ 人 さうな が。 此處を マァ何 

處ぞと 思 ふ。 くも 源の 賴家樣 の 御殿と 

も 憚らす。 中 問 衆が 見付けたら 大抵の 事 

ぢゃ あるまい 。早う 御門 を 出 やしゃれ と。 

« "^る 詞も 7 シ なまめ きし。 W 御免々々 

と 手 をつ かへ。 《s ィャ 申し 女中 方。 私 は 

近 の 小百姓。 畑の 隙に は此 如く 花を撸 

いで 寶り あるき。 通る 度々 この 御殿。 

から 見ても きら/. \ 'と！ Ig 搆づ くめ を 見る 

につけ。 ァ 、內へ 入って 見たい 事ぢ やと。 

い ちづ  .Ji-fc' て  は ひ 

思 ふが 一 現いても sr 人な く。 入り か、 

つた 御門の 內 これが 何と 出られ ませう。 


とてもの 事に とっくりと 入れさして 下さ 

り ませと。 增 いひつ i 立って 行かん とす。 

判官 聲 かけ ャァ 何奴 なれば 尾籠 千 萬。 as 

御&樣 の 御 側近く。 慮外 致さば 一 討と。 

* 叱り飛ばされ 吃驚し。 籠より 取 出す 梅 

の 花。 判官が 前に 置き。 S ハイ 御赦 され 

て 下さり ませ。 御前 樣 がかる/ i\. と 出 

て ござる と は 夢にも 知らす。 ァ 、勿體 な 

やく。 お前 樣の執 成で 拜 まして 下さり 

ませ 其 代り 此梅を 上げ ませう。 ィャ 申し 

寶り餘 りで は ござり ませぬ ぞぇ。 * 物 は 

云 はね ど此花 はお 詫の 種の 一 枝と。 いは 

せ も 果てす。 ャァ 見かけに よらぬ ど 性 

根の 太い 扠。 武士 を捉 へて 嘲弄す る。 *- 

憎い 頰析 歪めて くれん と 飛び 懸り。 目鼻 

も わかす 丁  * と 打つ 度 ごとに 散る 梅の。 

落花狼藉 厭 ひなく。 びくと もせねば 手 は 

見せぬ と。 突 放されて 今更に。 返す 7 シ 

詞も 塵打拂 ひ。 S ァ 、去に ましよ く。 慈 


悲專ら と 思 ひの 外。 さりと は慘 いお 衆 達。 近 

きる さ 

何 ぼ 結構な 著 物 着て。 仔細ら しい 顏 召さ 1 

れて も。 かう 當 りが ひどうて は 御 出世 は 先 

なり ませぬ。 *- 貴い 寺の 門前から 去んだ 館 

がまし であった もの。 入って 見た さに 痛 

い 目した。 命が 物種お さらばと 眩き/ \ 

立出づ る。 それ 錄 打てと 宇治の 方 御聲か 

かれば 能 員が。 取って 引立て 無二無三 提 

緖 手繰 つ て 小手 祸。 權威 に壓さ れ 詮方 も。 

フシ 投 首して ぞ 居たり ける。 增比 企の 判官 

取敢 す。 as 斯様の 奴等が 徘徊 致し。 御 i 叫 

樣 のお 身の上 惡 様に « れ步 く。 愚人 奴等 

へ の 見せしめに 首 打 放し 成敗の。 手本に 

致し 候 はんと。 增聞 きも あへ す。 いかさま 

そなたの 言 やる 通り。 下と して 上 を 計ら 

ひ。 賴家ゃ 自らが 挂を まる 者 あらば。 た 

とへ 町人 百姓で も。 生けお いて は 政道 立 

たす。 處刑 の 手 始其者 は。 自らが 手 をお ろ 

し 手 討に する 覺悟 せい。 ィャ なう 能 員。 仏 


斯 くも 濫りに 入 込む は。 外面 を 守る 役 E 

way- むら ひ 

の 過り。 詰り/ \ の 遠 侍 に 守り 厳しく 申 

付け。 ともに 心 を 配る が 第一。 コリャ 膝 

元 ども。 其方 達 は 奥へ 行き。 自らが 腰刀 

早く これへ 持 米れ と。 《- 仰せに 生きた 心 

地 もな く。 申し 奧樣。 今の 樣に 申した の 

でお 腹が立た ば 幾重に も。 コレ 申し 女中 

方。 詫して 袷べ とおろ く聲。 願へ どい 

つかな 弛めぬ 判宫。 スリャ 御前 樣には 

自身のお 手 討。 ヲ、 云 ふに や 及ぶ たった 

今。 そなた は.^ へ 腰元 ども。 《> 早う く 

と 宇治の 方。 嚴 しき 下知に 能 員 も。 フシ 

其 儘 立って 入りに ける。 *? 圍 まれし 今ぞ 

命の 置 所。 * フシ 屠所の 歩みの 羊より 響く 

時計 は 八つ も 過ぎ 七つ 何とか 女子供。 き 

ら めき 渡る 腰刀 御前に 直し 置き。 フシ 立 

つて 入る さの。 月なら で。 7 シ 花に その 日 

を 置く 露の。 a 淚 と共に コ レ 申し。 ほ 殺さ 

れる此 命 惜しい と は 思 ひませ ぬが。 今 比 


處で 断られたら。 跡に つた 女房 子が 路 

頭に 立つ は 知れた 事。 一 人と 思へ ど 親子 

三人。 見殺しに して 何の 益。 何卒お 助け 下 

されと。 《- 拜み 度うても 後手に スヱテ 縛り 

搦 めし 有 樣を。 地 見やる 此方 も 打 S り 。淸 

おりた  二で わり 

くさせん と 下 立ち 給 ひ。 《5 歎き 慕 ふ は 理 

ながら。 助けられぬ 共 方が 一 命。 時 移る 

程 思 ひの 思 ひ。 源 家の 大將。 賴 家が 母 宇 

治の 方が 手に か X る を。 果報と 思 ひ 諦め 

よと。 堆 すらりと 拔 いたる 刀の 光。 恐々 

そっと 顏打 眺め。 as スリャ どうで もこな 

た 殺す 氣か。 ハァ 是非に 及ばぬ。 とて あ 

切られる 上から は。 潔 う 死んで 見せ ま 

-; なた 

せう。 その代り 又 此方 樣 にも。 すつ ぼり 

とした 刀の 切れ味。 サァ 切らし やれと 突 

からだ  ひね 

付ける。 《_ 身體の 捻りに 宇治の 方き つと 

目 を 付け 合點 と。 丁 ど 切った る覺 えの 

手の 內。 解ける 繩 目に 吃驚し。 詞ム 、 こ 

り や 切れた のは繩 ばかり。 スリャ 殺し や 


なされ ませぬ か。 ヲ 、何のい の。 生けて 幼 

再び 自らが。 賴 みたい 事あって。 殺す と 

いうた は みんな 噓。 人前つ くりし 心 を 見 

やと。 地 刀 は 鞘に 納 むれ ど 。まだ 治らぬ 胸 

の 中。 底意 如何にと 兩手 をつ き。 詞 百姓 

づれの 私に。 賴 みたい と 仰 有る 譯 はえ。 

そなたに 惚れた。 H  、ィ ャモ 今日 ほど 恐 

ろしい 事 を 閡く日 はない。 長居したら ど 

んな 目に 遭 ふ も 知れぬ。 もうお さらばと 

立 上る。 ィャ 去な さぬ。 云 ひ 出す から は 

金輪際。 たと へ 何れの 花に もせよ。 その 一 

枝 は 自らに 折らして たもと 慕 ひ 寄り。 

*» が  めつ 3->  をな *.J 

取る 手に 鎚 つて。 詞ェ、 滅相な。 女 だて 

ら に 男に 惚れる とい ふ 様な 無遠慮な 事が 

ある もの か。 《- なう こ はや 恐ろし や 

と。 振 切りく  7 シ^げ 惑 ふ。 《- 道 を 塞 近 

いで 宇治の 方。 詞 そんなら 手 討に あ ひた 源 

いか。 卞ァ それ は。 厭なら この 戀叶 へい M 

と。 《• 退 引 させぬ 難題に。 返答 ほうど 行 m 


訪り。 《s サァ/ \ そんなら マァ あいで ご 

ざり ます。 ァ 、お前 樣も いらぬ 物好き ァ 

ァ したが 如何で も そぐ はぬ 色事が 當 世の 

流行 物。 あなた もお 公家 様の 娘 御なら。 

我等 さ しづめ 痛い 腹。 必す 切らして 下さ 

ります なえ。 それ はさ うぢ やが 如何い ふ 

お 心で 惚れさし やました。 譯を 聞かして 

下さり ませ。 《- フシされ ばいの。 詞 君に 後 

れ ておのれ やれ。 貞女の 道 は 背か じと 思 

ふに 達 ふ 起臥に。 地 契り 置きに し 私語 思 

ひ 出せし 床の 中。 只 一 人 寝の 手枕に 深き 

思 ひ を 打ち わって。 云 ふべき 人 も ありな 

んと 武士 町人の 別ちな く。 入 込ませし は 

幾 萬 人。 數も 限らぬ その 中に。 今日と い 

モ なた 

ふ 今日 其方の 額。 一 目 ：iB? るより 戀 草の 闇 

を 縫 ひゆく 瑩 より。 焦る- - 宇治が 袖袂。 

下 ゆく 水の 流さへ。 外に は：？ f す。 フシ 人 

t のび. H:J 

もな き。 地 わしが 寢所 にこつ そりと 忍 男 

とい はに 云へ。 サァ打 解けて 給 もい のと 


ひったり 濡 る-' 雨が 下。 又と あるまい こ 

の 戀路。 在所 育ちの 麥 飯で。 釣られし, 

は 淀川の。 了 ン七年 物と 知られたり。 詞ィ 

ャ申 しそのお 心。 何時 迄 も必. f 違へ て 下 

されます なえ。 ヲ 、何のい の。 一 旦 惚れ 

た 上から は。 武士 は 勿論 高 家で も。 いつ 

かな 觸れぬ 肌と 肌。 そなたと 合すが 互 ひ 

の 固め。 せサ ァぉぢ やい のと 打 連れて 上 

る疊の 裏表。 片岡 造酒 頭 出仕な りと 呼 は 

るに ぞ。 はっと 仰天 こなたに も。 人 音す 

れば せん 方な く。 隱し所 も 宇治の 方打掛 

.L のび づ 》•  tt か t 

ひらりと 忍 夫。 暫しは 宿る 下 蔭に。 ォ クリ 

身 を 潜めて ぞ フシ 窺ひゐ る。 》• ハル フシ 春 

の 日脚の。 長 廊下 板 敷の 音 しとやかに。 

武士の 7 シ鑑 の大廣 間。 せ それと 見る よ 

りハ 、はっと。 座 を 立 隔て 造酒 頭 謹んで 

兩手 をつ き。 詞こは 御前 様 只お 一人。 心 

得が たき 館の 構へ。 殊に 只今 侍 中が 申す 

を 聞けば。 片岡 御殿へ 通す まじと 遮って 


申せ ども。 某 かって 合 點參ら す。 地 御所 近 

江 

存 いかにと 尋 ぬる 中。 詞ホ、 その 仔.！ は！^ 

サ I- が。 难云ひ 聞かさん と 立出づ る。 大 江の I 

^ci  かさび I-  ^ 

廣基 入道 東 元。 頭ば かり は 丸 けれど 角菱 r 

立つ る 眼 付。 眞 中に どっかと 坐し。 詩 御 

邊 一 人 奥御殿 へ 。 通さぬ とい ふ 仔細。 語 

るに 及ばぬ 贵 殿の 胸に。 覺 ある 今度の 使 

者。 鎌 倉へ 參 りながら。 その 役目 は 遍滯. 

に 及び。 剩へ時 政の 娘 時 姬を頼 家 公に 娶 

さんな どと。 旁-. 以て 心得ぬ 心底。 さるに 

よって 御前より 仰せ 渡さる、 右の 條々。 

增言譯 あらば い へ 聞かん と。 席 を 打って 

詰め か \ れば。 P ホ、 それに こそ 片 岡が 

深き 所存。 此度錄 倉に ぶ 越え 事の 樣子を 

窺 ふ 所。 時 政の 心底い かにしても その 意 

得が たく。 其 儘に てさし 置かば。 遂に は 

兩家戰 ひの。 亂を 押へ ん其爲 に。 北條殿 

の 指 圖に從 ひ 時 姬を請 受けし は。 なほ 御 

1 家の緣深く。自然と和該に及ぶは治^1<。 5 


そこ を 以て 片！： が。 三 ケ條の 御 不{ 称 も。 

只婚禮 に て¥^-を治め立歸っ て 様子 を 聞け 

ば。 宇治 の 方 の 御身 持。 武士 は 勿論 町人 百 

姓。 毎 曰々 々入 込ませ。 御 目に 止り し 者 

とて は。 御寢 所に 引 入れさせ。 放埒 惰；； ；ぉ 

の 御遊び と。 地 開きた る 時 は 造：. S 頭。 は 

たと 塞がる 胸の 戶も。 叫け て 一 人 誰 あつ 

て。諫言.5.す^^もなきか。ェ 、：： y 非 もな き 

.ftc 第 やと。 思 ふに 任せぬ 片 岡が。 骸は泥 

に埋む とも。 一 心 變ぜぬ 魂と。 知ろし召 

されぬ 事なら ば。 再び 生きて Jt る まじ。 

«5 稳 かならぬ 銶 倉の。 大事 を 前に 置きな 

がら。 色に 溺れ 酒に 長 じ。 世の 人口に か 

かると いひ。 覺 むれば 夢の 跡 先に。 お 

心付けて 唯 一 言。 頼 家 公に 御意 化の。 杖 

柱-ともなるべき 御身。 思 ひ 止って 給 はれ 

と。 忠に 凝ったる 片 岡が。 諫める 五體に 

汗举。 了 ン袴も 浸す ばかりな り。 《> 宇治 殿 

氣 i3 を 變へ給 ひ。 ム 、自らが 身 持 放埒。 


町人 百姓 を 引 入る，^ と は。 跡 方 もな き 噂 

を 取上げ。 貞女の 道 を 背きし と。 無き 名 

を 立つ る推參 慮外。 女と 思 ひ 侮って か。 

詞が 過ぎる ぞ 造酒 頭。 ハツく 御 心に 障 

りなば。 其 は 幾重に も 御 { 有 免。 唯 返す 

返す 賴家 公へ。 御 祝言の 御勸 め。 この 嫁 

入 を變改 あらば。 4^ 早 和睦 も 叶 はすして。 

亂に 及ぶ は 今此時 篤と 御 賢慮。 地 廻ら さ 

れ。 時姬 君の 御 事の み。 偏に 願 ひ 奉る と。 

我が-：^：-に代 へ て 祝 一 W の 納まり 願 ふ 四海 浪 

豊かに フシ 見えぬ 風情な り。 《 "入道 東 元 

聲 荒らげ。 K 同し 事 をぐ ど.， と。 主人 

に 向 ひ 尾 能の 振舞。 ャァく 誰か ある。 

ァレ 引立てと 呼 はる 聲。 せ畏 つたと 比 企 

の 判官。 襖 あら はに 是さ片 岡。 詞銾倉 方 

の ぬらり くらり。 一一 0： 譯 しても 返らぬ 事。 

去に 端が 無うて 得 立た すば。 《 "立た して 

くれん と 立 掛かる を。 腕首 摑んで フシ tt; 

逆 せ 見向き もやら す 招 寄って。 た 


とへ 御咎 蒙る とも 厭 はぬ く。 堆此上 はお 

頓家 公へ E に 御 願 ひ 申さん と。 いふ 閒ぁ 

ら せす 入道が。 推参な りと 打 かくる。 手 

裹劍丁 ど 身 を か はぜば。 小柄 は 外れて 宇 

治 殴の。 打掛 あら はに。 ァ イタ 、、、、小 

手 打 込まれし 以前の 男。 ー麼の sss き 生 中 

に。 隱 立して 川霧の。 現 はれ 渡る 宇治の 方 

暫し フシ 詞 もなかり しか。 地耻 かしゃ 造酒 

頭。 最前の そなたの 意兑。 面 口 なさ も 切な 

さも。 思 はれぬ 程 可愛い は。 眞實 惚れた 忍 

び 男。 女の 0 架と 堪忍して。. 必す 叱って 

給ん なと。 せ； びる は 武將の 御 母君。 天 

下 晴れた る 御身 持 呆れて 何と せん 片岡。 

入道 も 苦笑 ひ。 a; 賴家 公の 御 母 公したい 

事な さる、 が 武將の 威光。 誰が 何と 中す 

者が ござらう。 片 岡が 押 付 願 ひ。 御 得心 _^ 

ない は 知れて あれ ど。 身が 取次して くれ § 

う。 次へ 立ち やれと 權枘 額。 《" 破る は 0^^^ 

く 守る は片 岡。： ぶ は 早き 戀の 殿。 三つ 俯 


に 別る 、奥の間に。 笛の 響 も 大將の 機 5^ 

とり.， 5\  。鼓の 音 銀燭臺 の 影 高く フ シ 輝き 

わたるば かりなり。 》_ 若狹は そっと 奥の 

隙。， 出づる 後に 東 元が。 聞く とも 知らす 

獨言。 "！ 腰 冗 衆の 話 を 聞けば マァ 祝言 は 

止まった さうな。 これと いふ も 入道 様の 

お蔭。 ヱ 、C4.S  く。 それに 引換へ 片岡 

殿。 わしが 爲に は戀の 仇。 ィャ その 敵 は 外 

にある。 H  、外に あると 仰 有る は。 ヲ 、 

理を 知らねば 不審 尤も。 君 を 大事と 思 ひ 

込まれし 志が 切なる 故。 入道が 語って 聞 

けん。 》- 近う，， （\ と小聲 になり。 BS 何 を 

か 包まん。 其方の 仇と なるべき 人 こそ。 

館の 後室 宇治の 御 方。 H  、。ヲ 、吃驚 は 

道理 **。  H  、情な や。 武將の 母と いは 

る i 身が。 下司 下 郞を引 入れて。 ァ レ寢殿 

に 不義 密通の 私語。 先君 賴 朝の 御 恩 を 忘 

る& 人非人。 銥 倉に は 賴家 公。 謀叛な ど 

となき 名 を 立つ る も。 皆 宇治の 方の 不所 


存 から。 この 人 を 生け 置いて は。 賴家公 

の 御身の 仇。 家の 爲 天下の 爲。 御身 竊か 

に 寝所へ. 踏 込み 一 刀に 討って 給べ。 ァ 、 

これ 申し 滅相な 事ば かり。 大事の く 殿 

樣の 母君。 殺せと は勿體 ない。 シィ。 すり 

や こなた は賴家 公が 大切に はない か。 大 

切なら ば 後室 を。 殺す のが 殿のお 爲。 よ 

しく これ 程の 一 大事。 口外へ 出す から 

は 最早 暫時 も猶豫 ならす。 こなたが 得 殺 

さす は 身が 手に 掛けて。 家 國の禍 を拂は 

んと。 地奧を 目掛けて 能 入る 氣相。 コ レ 

なう 待って 入道 樣。 待てと は 此方が 討 

つ 所存 か。 サァ それ は。 サァく ど うぢ や 

と フシ 競り 付けられ。 そんなら 宇治 樣 

殺し ませう。 君に 添 ひたい 殿様 を 大事。 

«- 大事にから まれて。 同し お 主と いひな 

がら。 お 家の 爲には 代 へられぬ。 3^ 让畢 

せて お 目に 懸け ませう と。 》- 口にい ふさ 

へ 勿 體淚。 胸に せきく る 7 シ j>J ^狹の 水。 


詞 ヲ 、出かされた あつぼれ く。 それで 近 

こそ 頓家 公の 北の方。 これ 此 刀で すっぱ 源 

りと。 ァレ。 あの 難 子の 終らぬ うち。 時 を 先 

過 さす 合點 か。 地心 得ました と 脇 挾み。 館 

氣も太 鞘の 白拍子 目釘 潤して 忍び足。 ォ 

クリ窺 ひ。 (窺 ひ フシ 入る 姿。 垴 見やる 眼 

も 笑 壹 に 入り。 邪 智を隱 せし 胸算用。 獨 

り 頷く 思案の 後。 奧ょ りひよ かく 以前 . 

の 男。 思 はすば つたり。 詞ハ！^これはし 

たり。 * 御赦 され ？ン てと 行 過ぐ る。 待 

てく 汝合點 の 行かぬ 奴 匹夫 下郎の 身 を 

以て。 後室に 近寄る 不敵 奴。 汝も 生けて 

は歸 されぬ。 覺 悟して 居 をら う。 H  、ィ 

これ は 又 迷惑な。 花賣 りに 来たお 庭先で。 

後室 榇 のお 目に 入った は 私が 花の 科。 此 

方から 仕 懸けた 色事で はなし。 畢竟 裨前 

樣の御 惡性樣 ながら。 私 は 何にも。 ャァ 

ぬかすまい。 それば かりで ない。 汝最 is か ，8 

ら -巧ぞ 聞いた で& らうが な。： ノ それ は" 5 


聞いた でもな し。 聞かぬ でもな し。 それ 

閒 いたら 赦 されぬ と。 地 すらりと 拔 いて 

切 付く る を。 脇息お つ 取り 丁 ど 受け。 5^ 

こり や 何とな されます。 ャァ 御前 樣を誑 

し。 お 家 を亂す 大罪 人。 《 "観念 ひろげと 

また 切 込む。 鍔 元 丁 ど 打 落し。 脇腹 うんと 

たぢ くく。 透かさす 駔 寄る 比 企の 判 

官。 主 は 誰と も 手裏劎 に。 ぎ やっと 一 聲 

フシ 敢 なき 最期。 tt- 見向 もやら す 一間に 

向 ひ。 詞良禽 は 木 を 見て 痿む。 大將の 器 

量 を 選み。 此程 民間に 名を隱 す。 近， 江 源 

氏の 嫡流。 佐々 木 四 激左衞 門 高 綱。 今日 

ぐんす. Q 

只今 賴家 公の 御 味方。 軍 帥と なる 時 到 

れり。 家來 刀と 詞の 下。 《■ ハァ はっと 一 

度に 立出づ る。 姿 も 一 對 一 一人の 佐々 木。 

入道が 恂り 怪顚。 樣子 いかにと 襄 ふうち 

差 出す 大小お つ 取って。 床几に どっかと 

坐した る 面體。 主 從變ら ぬ 三人 佐々 木。 

フシ 三國 一 の 勇士な り。 《- 御 劎携へ 宇治の 


方。 御悅 びの 聲 高く。  E 六十 餘 州に 一 人の 

軍師。 待 焦れた る 甲斐あって。 今と いふ 

今 手に入れば。 味方の 礎 大願成就。 賴朝 

樣 より 傳 はりし 雌雄の 劍と名 づけた る。 

二 口の 太刀。 軍 帥と 頓む上 は。 手渡しす る 

雄の 劎。 士卒 を 靡かす 采配 ぞと。 地 恭しく 

手に 渡し。 詞 心得難き は 大江東 元。 賴朝様 

の 御 恩 を 受け。 賴 家の 師範と も 付 置かれ 

し 身 を 以て。 何 恨みあって 鎌 倉へ。 內通 

は 致せし と。 《- 仰せに 東 元 起 直り。 P 存 

じ 寄らぬ 御 疑 ひ。 錄 倉へ 內 通と は 何を以 

て。 ィャ く大， 江 殿と ぼけまい。 豫 てよ 

り北條 家に 心 を 通 はし。 隙 あらば 賴家御 

親子 を。 害せん とする 貴殿の 底意。 爭は 

れ ぬ證據 は。 最前 我が 手に 受け 留めし。 

小柄の 手 裏劍。 片 岡目 あてに 打つ と 見せ 

て。 正 眞の狙 ひの 的 は。 宇治の 方で あらう 

がな。 ハ 、 、 、其 時 我が 手に 受け すん ば。 

宇治の 方 は その 座で 落命。 それの みなら 


す。 貴殿の 娘 を若狹 とい ふ 白拍子に 仕 立 つ 

て。 賴家 公に 放埒 をす.^ むる が。 銶 倉へ 

內 通の 證據。 ぉ隱 しあるな と 一 言 は 《-1 二 

寸殂板 釘 打つ 如く。  ム 、流石の 佐々 木 

よく 見付けた。 淫亂 不義の 宇治 殿 を 殺さ 

んと 謀りし は。 家の 爲を思 ふ 故 さ。 又 白 

拍子 若狹を 我が 娘と は。 何 を 證據。 ヲ 、 

その 實否は 谷 村 小 藤 次。 s: 宮 六郞。 主人 

の 下知に て 鎌 倉の 樣子を 窺 ふ 忍びの 犬。 

てかけ はら  やつ さ ざ 

妾腹の 娘 若狹。 藁の 上より 扇が 谷の 鄉に 

預けて 置かれた 事 迄。 聞拔 いて 来た こな 

たの 腸。 サァく 白狀々 々と。 《 "詰め か 

けられて さしもの 入道。 返答 塞がる 障子 

の內。 太刀 音 丁と 唐紅。 白拍子が 首 提げ 

立 出で 給 ふ賴家 公。 7 シ 退って。 敬 ひ 奉れ 

ば。 寬然 たる 御氣 色に て。 詞京鎌 倉と 近 

隔 りし。 此 頃の 人心。 圖 りかね たる 我が It 

放埒。 今改 むる 手始 に。 成敗せ し此 女。 は 

他人の 手に 人となり。 入道が 娘と は 今日 馆 


迄 其 身 も 知らす。： g めて 聞いて 身 を 悔み。 

覺 悟の 最期。 主 を 謀る 天罰。 我が 子に 報 

ふと 知った るかと。 《 "常に 變 りし 御上 意 

に。 一句 一 答 赤面し。 思へば 無念 せん 方 

な。 自害と 見 ゆれば 髙網押 止め ャレ暫 

く。  K 假 にも 先君 頼 朝より。 若殿の 御 師範 

と。 名 を 付けられし 大. 江の 入道。 心を改 

め 忠勤 あらば。 生害に は 及ぶ まじ。 一 且 

內 通の 貴殿 なれば。 所詮 生けて は S はくま 

いと。 思うての 覺 おならん が。 佐々 木 四 

郞左衞 門 高稱軍 帥と なる 上 は。 $3； 殿 ごと 

きが 幾 萬 人。 內 通しても 苦に は 致さぬ。 

お 心 遣 ひ 御 無 と。 《^^人を育っる大器の 

詞。 東 元 めて 生きた る 心地。 げ にも 

實 にも。 今の 命を戰 場に て。 我が君に 率 

るが。 忠勤の 第一 。 差當 つて 御 近習の 比 

企の 判官。 打 止めた る 曲ネ。 忠^^始めに 

生 捕って。 《-御|!^に入れんと立端の§孤。 

しほから い！：：： に大. 江の 入道。 *g 犬の フシ 


^吠して ぞ 入りに ける。 《- 大將 重ねて。 

詞佐々 木 を 軍師と 招きし 上 は。 母君 諸共 

日頃の 念願。 時 まさに 到る はこ \。 急ぎ 

士卒 を 差 招き。 評議 如何と ありければ。 

々木 高 綱！： I しと 止め。 K 御 誌に は 候 

へど も。 北條 家に は 御存じな き。 今日の 

次第 を fl- の に。 窺 ひ 待った る 武士 一  人。 

*- 對面 致せし 上の^と。 家来 を 近づけ。 

詞 ャ ァく兩 人。 其方 達 は 宿所に 歸り。 

我が身の 上 を吿げ 知らせ。 增 早く/ \ と 

追 ひやって 突立 上り 高聲 に。 詞銥 倉より 

の附 家老。 片！： 造酒 頭。 佐々 木四郎 左衞門 

高 綱 見參ざ ふと 呼 はれば。 襖 を さっと 

造酒 頭。 出づる 後に 組 子の 侍。 おつ 取り 

卷くを|£^-ともせす。 K 最前 かくと 見極め 

し。 我が 推量に 逮 ひなく。 扨 こそ 佐々 木 

でありし よな と。 いふ あらせす 左右よ 

り。 捕った と聲 かけ 寄る 所。 その 手 を。 す 

ぐに 引 桶み。 かく も 君より 御不容 のか- 


り 鬚が る 鎌 倉に。  足 を 留めた る 造酒 頭。 近 

たと ひ 主君の 御意な りと も。 滅多に 繩は 船 

か M らじ と。 彼方此方 へどつ さりい はせ。 先 

臣は臣 たる 道を盡 し。 君 を 守る が 習 ひと 館 

いへ ど。 疑 ひ 蒙る 我 なれば。 只此 儘に 出 

城して。 再會は 重ねてと。 《- 又も 組 子が 

打ち か &る。 十手 透 さす 引った くり。 眉 

間眞 甲う ち 割って。 云 はぬ フシ 互の 胸と 

胸。 《_ 宇治の 方御聲 かけ。 詞誤 つて 疑へ 

ば。 人と ともに 亡ぶ とい へど。 意地 を 磨 

く は 武夫の。 道に は づれし 造酒 頭。 再び 

歸り 逢坂の。 關を 破ろ， と 破ら じと。 ハ方 

一人に 止めし と。 堆 仰の 中より 佐々 木 高 

網。 詞 味方に あって は 一方の。 旗 大將と 

もなる べき 御邊。 其 儘 出城せ しむる 事。 

虎を赦 して 竹林に 。放す と は 云 ひながら。 

我 又 斯くて ある 中 は。 何條 事の あるべき 

ぞ。 》- す は 合戰に 及ぶ 時。 何萬騎 にて 寄 

すると も。 《 ^高の 知れた る 端武者 ども。 5 
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*- 四方に 亂る を， 揃へ。 搔首梨 割鐵砲 

の。 音 も 烈しき。 味方の 軍勢。 君の 威勢 を 

コ ハリ眞 甲に。 さし も 功 ある 錄倉 方。 どつ 

と 寄 手の 勢 にて。 勇め や。 か& れと數 

多の 士卒。 諸 葛が 術 をな す とても。 我 

が 方寸の 計略に て。 そこに も 佐々 木。 こな 

たに も。 佐々 木々々々 と 名 を ふらし。 *- 

こふの 森 蔭 彼處の 堤。 追 詰め。 く 時 政 

に。 泡 吹かせん は 高 網が。 胸に 納めし 軍の 

備 へ 。詞 涼しく 言 放せば。 き 造酒 頭に つ こ 

と 打 笑み。 K 我 とても まつ その 如く。 君 

に 疎まれ 君臣の。 鱧 儀 背きし 上から は。 

本 國に引 籠り。 旗 上せん は 易 けれども。 

末代 此 身の 瑕瑾 となる。 我が 惡名 もさつ 

ばりと。 《- 流せば 其 名 も榍の 板。 只い つ 

まで も 忠臣の。 必す 二字 を 忘る- - なと。 

味方に 付く とも 付かぬ とも。 善惡 二つ を 

1 道に。 納めて 歸る 造酒 頭。 さらばく 

と髙锅 も。 御 親子 7 シ誘ひ 奥と 口。  東 


元が 采配に て。 造酒 頭を歸 さじと。 琴柱 

刺股 振 通し。 5?a さぬ 遣らぬ と犇 いたり。 

0 ャァ 性懲り もな き 有財娥 鬼。 殘ら すう 

せいと 聲 かくる。 塲 物な 云 はすな 搦 めよ 

と。 右往左往に 打って か- -る。 鼓 は 奥の間 

謠の 拍子。 ウタ ヒ舞 延年の 時の わか。 これ 

なる 山水の。 ^？！^ちて巖に ナ ホス 響く こそ。 

a 祕 術を盡 して 爭 ひしが。 さしもの 大勢 

たまり かね^げ 散る 跡に 我 武者の 一 一人。 

b  —ん タ り 

拔 合せて 切り か &る。 かい 沈んで 飜筋斗 

打た せ。 直ぐに 膝 骨 踏みつ くれば。 やら 

じと 取 付く  7 シ組 子が 急所。 《- 仕 止めし は 

何者と。 見やる 後の 障子の 中。 衣服 改め 

佐々 木 高 網。 詞 判官 を 討ちと めて。 我 を 庇 

ひし 小柄の 返禮。 受納 あれと 高 綱が。 堆立 

つる 勇者の 道々 に。 奧は 安宅の 舞謠 ひ。 と 

くと く 立つ か 弓 取の。 心 ゆるさぬ 造 © 頭。 

® 申して さらばよ とて。 笈には あらぬ 相 

生 の 。祝言 さへ も 三々 九 度。 7 シ 言譯 何と 


片 岡が。 虎の 尾 を 踏む 毒蛇の 口。 遁 さぬ g 

佐々 木が 四つ目 結。 紋 にあら はす 四 fK 王。 

その 隨 j と 鳴り わたる 鐘 もさ やけき。 

三重へ 夜 あらしの 

第 四 道行 旅路の 濡衣 

サハリ 憂き 事の。 つかさ を 問へば 世の 人の。 

戀と 旅と に 有 明の ナ * ス ハル フシ 光 は 空に。 

いや 高き。 北條時 政の 深窓に。 スェテ 秘藏娘 

ともて はやす。 名 も 時姬の 時に あ ふ。 S5 

8« 山 を あとに なし 都路 さして 嫁入りの 

道 は iffl? 路戀路 はよ そへ 小 ォク" それて。 は 

づ して 徒 路の野 もせ。 ォ クリ數 かぎりなき 

傅 の 中 を 隱れ路 近 江跻を フシ 心の あて 

ど 共々 に。 お 側 去らす の 住の 江が 助け 參 

らせ玉 鉢の。 道ならぬ とや 四方 山の @ ^に 

濡れん。 小夜 衣 裾 吹き 拂ふ 春風に。 フシ 

ォクリ 露 踏.； f-  わけて 迎り ゆく。 村々 つ 

き果 しなく。 本 フシ 物 思 ふ 身 は 若草 や 紫雲 
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英 土筆 も 目に 添 はで。 葉 越の 瀧の 木靈さ 

へ。 我 を 追 ふかと 怪 まれ 木の間。 隱れに 

立 忍ぶ。 そなたの 方より I  &の。 往来の 

中に 聲 高く の 安責。 山ば かり 都の 伊 

達 姿。 商 ふ SN に 7 シ數々 あり。 日月 晝夜 

,A ち ひ 

滿 干の 潮。 どうと 寄せ 來る 浦浪 は。 ハズミ 

須 磨の 上 潮 まなれ 衣。 松風：！^：雨 一荷に し 

て。 行 平 これ を 誓め 給 ふ 赤 糖に 名高き 

の 色。 雪より 白い を此 如く 富 士の山 もり 

安いが 一 德。 押 合 ひ。 フシ 犇合 ひ。 隣り の 

お 玉 や 向 ひのお りんが こぼれ か X つて 我 

等が 袖 を。 じっと 捉 へて a- の 目の。 戀路 

は树 に。 7 シ はかりな きサァ 召せ- -\ と 口 

上に。 數 多の 往来 興に 入り。 笑 ひ を r ノ 

接し 行 過ぐ る。 被 衣 あら はに 姬 住の 江。 

義村樣 かと 見合す 顔。 素 知らぬ ふりに 行 

く 抉。 一 一人 はやが て 右左。 槌り 止めて コ レ 

申し。 さ 程 無情い お 心と 知らぬ 私が 憂き 

思 ひ。 都の 方へ 嫁入 も 父御の 仰せ 是非な 


くも。 其 場 を 粉れ 落人と かく 成り ゆく を 

可愛 やと。 少し は 思 ひ 袷 はれと 口 說き給 

へば 住の 江 も。 ほんに 私が いろくと 口 

說き 落した 其 上で。 ぉ姬樣 への 媒人を あ 

もつ  や ザ 

とで 思へば 味な 氣に。 縫る X 絲ゃ： 靑柳 

の。 亂れて 今 は。. it ちぐさ。 歌 花と 樓のー 一 

思 ひ 色香 を わけて。 さい たづ ま。 手 を 取 

り 取り や 虎杖の。 離れが たなき 蔦 若葉。 

縫 りロ說 けど 大丈夫の。 心 は t 仝に 春の 風。 

ナ * ス 7 シ 吹き わけら る、。 袖袂 放ち はせ じ 

と 篠原を あなた。 こなたと 附纏 ひ。 亂る 

る 裳裾 紅の。 入日の 波と 見え 隱れ。 木の 

問の 樓 ばらく  く。 春の 最中の 雪お ろ 

し 花 み。 わけて。 ュ" 三重 

第五 

馕ギ ン近江 野 や。 7 シ 鏡の 山へ 影 遠き。 高宮 

の 村 は づれ。 t 迎 りて 爱 に時姬 君 住の 

江 諸共 憂き 旅に。 うき 戀人を 見失 ひ 其 所 


よ。 此所 よと フシ 立ち 休ら ひ。 コレな 

う 住の 、江。 そなたの 世話で やうく と。 

*■ 過り 逢うた 戀 人に。 振 捨てられし 我が 

身の上。 推量して 給 もい のと スュ淚 先立 

つか こち 言。 ヲ 、 S お 道理く。 物堅い 

義村樣 でも 木 竹で は あるまい し。 此方 

の 心が 屆 いもら 何 ぼ 無情 男で も。 情 心が 

出来 そな もの。 《«何 にもせ よ 此邊を 尋ね 

るに しく はなし。 增御氣 遣な されな と 力 

を 7 シ 付ける 其 折 柄。 *■ 後の方より 同勢 

引 連れ。 北 條の家 來關ロ 平 太 姬を尋 ぬる 

うろ-., \ 眼 。かくと 見つけ 走り 寄り。 時 

姬君 にて 候な。 御行 方 知れざる 故 方々 と 

尋ね 御 迎に參 つたり。 * 住の 江 殿に も 御 

供 あれい ざ 御 出と 申せ ども。 ィャく 鎌 

倉へ 何 面目に 歸る べしと。 否み 給へば 關 

口 平 太。 P 片岡 殿の 思慮あって 惡 しく は 

計ら ひ 申さぬ 由。 *- 是非 御供と 住の 江 も 

ひった  もづ * 二 n  «0 

倶に 引立て 大勢が。 7 シ東路 さして 急ぎ 5 


ゆく。 111 下リ * 雨の 山 坂 花見り やすべる。 

花見り やすべる。 花に 思 ひがよ いとこ 息 

杖。 しゃんとせ。 詞ャィ 仁 作 狼 狼へ たか。 

こ の 酒屋に 駕籠 立て \親 方に もお 茶 上げ 

5-。 休む 所で 休み もせす。 コリャ 奈落の 

底まで 舁き 込む かい。 * 性根 を 付けい と 

もくたん  S き がた 

悪談 に。 先 肩 も ひやう ま づき。 詞ナァ 11 

馬鹿つ くす やら。 汝と 相棒す るが 最期。 定 

付の 立場で も氣に 入らねば すっと こな。 

酒屋 さへ 見り や 何度でも。 休みた さうな 

面 付。 それと いふ も 飲みたい から。 どう 

**« ろち 

で 汝は聞 及んだ 八つ 目の 大坨 の再來 か。 

す r てん  けんみ く 

«_ 酒吞 童子 の 眷屬か い げちない 酒好きと 

競合 ひ. （ャ ッ トコ ？ン 駕籠お ろせば。 

m サァ. （- お休みく と 亭主が 詞に 駕籠 

の垂。 上げて 床几へ 歩み寄る 十 河 額の 東 

武士。 悠. と 押 直り。 E ナ - 後 肩の 者 これ 

へ 參れ。 最前 汝に云 付けた は。 急用の あ 

たて 11  . 

る 身 ども なれば 立場 をぬ いて ほつ 付けよ 


と。 云うた 通りに 精が 出た 極めの 外に 褒 

美 を くれる。 聞けば 汝 酒好きと やら。 亭 

主。 ソレ 彼め に 酒を飮 ませよ と。 地 降つ 

て 湧いた る 幸 ひ は。 得手の 好物 嫣 然と。 

笑 を 含んで 駕籠の 錢。 戴きく 兩手 をつ 

き。 、逋れ なお 侍樣。 極めの 外の 褒美 

に は 五十 三十 增 しの 錢。 下さる 所 を 酒と 

出た は。 又逮 うた もの ぢゃ 大將々 々。何と 

仁 作よ これ 見た かと。 《■ 云 ふ を 打消し 相 

棒 仁 作。 ほ 申し 且那。 結構な 御意 なれ ど。 

ァ 同じ 事なら お餅が よい。 酒に 優った 餅 

の德。 年の 始も 鏡餅。 重ねて 神の 二 柱。 

或は 茶粥の 柱と も 腹の 滅る こと。 7 シ遲 

いなり。 K 第一 駕籠 舁に 滔飮 ます は。 5t 

に 地 黄 を 呑ます も 同然。 何 處ぞの 程で は 

liJh の 身に 怪我の 出来る は 知れた 事。 酒 

を とんと 止めに して。 ナント 餅に なされ 

ませぬ かい。 餅に なさる が 上分別と。 》 - 

下戶と 上戸の 得手勝手。 咽喉 は錄倉 街道 


の。 フシ 食爭 ひと 見えに けり。 地 侍 は 苦笑 ^ 

ひ。 K ホ、 ゥ 其方に も 望 次第 何なりと 仕 

度 致せ。 ソリャ 有難い 御意が 出た。 シタ 

ガハァ 悲し や。 この 店に は 酒 許りで 餅 は 

なし。 ヲット 力 を 落すまい。 堤の 餅屋 も 

此方の 出店。 後 肩 殿 は あの 壷から。 お 指 

圖 次第に 飮ん だが よい。 《■ サァ くご ざ 

れと 亭主が 案內に 相棒 は。 おのれ 存分 食 

ふべ しと 旦那へ 目禮 機嫌 取り。 五 文 取ら 

うと 7 シ 急ぎ 行く。 せ 後 肩 は 立上り 勝手 

知った る寶 場の 酒。 有 合 ふ 树を盃 に 杓 か 

らて うど 注ぎ 移し。 《«然 らば 旦那た ベ ま 

する。 コ リ ャ 見事 ぢゃ。 树で飮 むか。 何ぞ 

肴 を くれたい なァ。 ァ 、いえく お着 は 

，つて 居ります。 地先づ 一 口と 角飮 にが 

ぶ./ と 一 <& つぎ。 膝の 胴亂引 明け 近 

て 取 出す 蕃椒。 a コレ 旦那 御覽じ ませ。 源 

肴 はこれ でよ ござります。 ァ、 何と やら。 g 

すりこぎ も As  .B 

ヲ 、 それよ。 檑木も 紅葉し にけ り 蕃椒 愤 


この 杠葉 をお と。 * "一口 食うて ぐっと 

乾し。 K ェ、 心地よ い^ \。 コリャ たま 

ら ぬわい。 申し 且那。 ちとお 願 ひが ござ 

ります。 ム、 願と は 何事 ぞ。 ハイ/ \ い 

や モウ 外の 事で も 御 座り ませぬ。 もう 一 

つ これでた ベ ませう かと 申す 事で ござり 

ます。 ハ 、，/\,/\。 ム 、なに 其 上 を ま 

だ飮 むか。 ハテ 担々 嚴 しい 上 戶 だな。 何 

程な りと 勝手にせ よ。 コリャ 有難い と 立 

上り。 《" 手酌の はかり 思 ふ 偉。 てう ど 注 

いで。 B へ、、 、又た ベます。 今度 はも 

う 一息に と。 * 树 引か. -へ 3^ 蛇が 瀧の 流 

を吞む 如く。  7 シ侍も 呆れ顔。 ！ SH  、忝い 

命く。 まだ これからが 酒 なれ ど、 如何に 

しても 無作法 千 萬。 マァ この 邊で 入れ ま 

せう。 ハァ 扨と。 ャ 慮外 は 御免 。ちとと ろ 

./\と やり ませう と。 *" 芝に ころりと 邯 

郸の。 枕 いらす に 早 や 鼾。 7 シ； P 人 界も斯 

くやらん。 《- 時刻 移れば 侍 は 立 上って 身 


持へ。 フシ 用意の 內に。 都路を 東の 方へ 急 

ぎの 武士 。額 見合せ て。 s« 貴殿 は 八 藤 軍 治 

殿。 コレハ く 曾 平 殿と。 《- 時の 挨拶 双 

方が 互に 禮儀事 終り。 八 藤 軍治聲 潜め。 

貴殿の 御主人 大江 入道 殿。 豫て錄 倉 時 

政 公へ 御內 通の 忠臣。 京 家に て は 出頭の 

入道 殴 鎌 倉へ 內 通と は 神 も 知らぬ 謀。 相 

互に 三日 目に 逐 一 の 御文 通。 定めて 貴殿 

も。 此方の 主人への お 使な らん。 いかに 

もく 仰の 通り。 主人 大江 油斷 なく 京械 

內の 爲體。 萬 事 具 さに 申 上ぐ る。 此頃京 

都賴家 公に は。 諸國の 武士 を 狩 集め 密々 

の 評議 あり。 其 儀に ついての 御 使。 幸 ひ 

に 途中の 對面。 雙 方の 狀を 取換へ 一刻 も 

早く 歸國 せん。 《- ホ、 尤もと 兩 人が W に 

密書の 箱入替 へ。 懷 中して 立上り。 鬼 山 

曾 平 あたり を 見 a し。 K ィャ これ さ 軍 治 

a か 

殴。 兩 人の 外人な しと 一 大事の 物語。 兑れ 

ば あれに 臥した る 下郞。 何者ゃらんと！^^ 


ぬれば。 ホ 、 it 不審 は 尤も。 彼め は 拙者 近 

を當 所迄异 いて 參 つた 駕籠の 者。 食 ひど. i 

れて あの 通り。 ィャ もうた はい もない 下 

司 下郎。 氣遣 あるな と 聞き も あへ す。 成 0 

程 熟 醉の體 なれ ど。 下郎ながら 彼め が 人 

相. 逞しい 生れ 付。 茅に も 心 置く 時節 事 漏 

れては 一 大事。 * 拙者よ ろしく 計ら はん。 

コ レ かう/ \ と八ッ 藤に。 囁けば 打 額き び 

寢 入りし 下郎が 側へ 寄り。 耳 近く 聲張上 ， 

げ。 K ャィく コリャ 駕籠の 者。 S 事が あ 

る 目を覺 ませと 呼 はる 聲。 # ゥン と寢覺 

ひ S け ん  クー なた 

の醉 機嫌。 《"H ッフ ゥム、 何方 かと；：^ じ 

たら。 最前のお 侍樣。 H ッフゥ 。ム、 まだ 

こり ゃ飮 めと 云 ふ事ぢ やな。 ィャモ まつ 

さら I 人 は飮め ませぬ。 ちょっとお 間 を 

賴 みまし よかい。 サァ おさしな され ませ。 

と *■ 寢 ても覺 めても 酒の 事。 鬼 山 はつ \ 

お" れ 

と 寄り。 25 ィ ヤコ リャ 下郎め。 がが 名 は 

何とい ふ。 ぎ 所の 村に 住居 致す。 ハイ。 ハ ^ 


テ變 つた 事のお 尋ね。 我等 住居 は 何 所と 

も定ら す。 この 街道で こん もりと。 よう 茂 

つた 森の 分 は。 慮外ながら。 拙者が 寢所。 

又 名が お聞きな された くば。 本名 は。 雲 

助。 又 か へ 名が 吞助。 炊む 事 は 1 1 斗。 三 斗。 

まだ 其 上 もた ベます。 によって 此頃は 名 

が變 り。 四 斗 兵衞。 くと 何 所で も 申し ま 

すて。 ャ又 ほんに。 酒に 於て は。 逋れの 

手柄 者。 どなたでも 叶 ふまい と。 地 半分 

いひ さしと ろく 眠り。 軍 治 立 寄り ャィ 

ャィ/ \。 目を覺 さぬ かと 引 起せば。 詞 

ヲット 合點ぢ や/ \»/\。 フゥム 、/\ 

何と 仰 やる。 我等に 着 を 致せ か。 ィャも 

う 私大 無器用 者。 駕籠 舁く 事と 酒飮 むよ 

り。 外 は 何にも 存 ぜぬぢ や。 シタ が何ぞ 

やりたい が。 ホン -ー此 間 子供 等が。 街道 

筋で うた ふ 歌。 覺 えて ゐ たが。 ャ てんぼ 

のか は。 やっての けよ かい。 おまん 股ぐ 

かぐら 

らへ 太々 祌樂が 飛込んだ。 まだ 鈴 振って 


跳 込んだ。 ハ 、 、 、 、と。 せ餘 念な さ。 鬼 

山 や 可って ヤイこり や 下郎め 3 詞妄 言い は 

すと きっと 聞け。 格^に 其方に 賴 みたき 

仔細 ありと。 《 "聞いて 四 斗兵衞 起き直り 

詞私 にお 前方が 賴 みたい 仔細と は。 ヲ、 

サ 其方が 命が ほしい。 ヱイ。 ィャサ 其方 

が身體 をく れい。 ヱ、。 ヲ、。 驚き は尤 

もく。 只今 此御 方と。 主人の 密事 を談 

じ 合 ひ。 話し 終って 後 を兑れ ば。 醉 臥し 

たる 體 なれ ど兩 人が 不覺の 第 一 。 たと へ 

密事 を 聞かす とも 此 儘に 拾 置いて は。 我 

我が 後日の 過り。 是非がない と識 め。 命 を 

くれよ と 聞く 中に。 四 斗 兵 衞は猶 吃驚。 

«s 様子 聞く 程膽 がつ ぶれ。 M ハも酒 も。 醒め 

果てました。 成程 左様に 仰 有る から は。 定 

めて 譯が ござらう けれど。 何にも 聞いた 

覺も なし。 又 私に は嬉も あり 枠 も あり。 <r 

年 八十 三になる 母 じ や 人 も ござります。 

なん ぼ 雲助 致しても 大切な この 命。 御免 


なされて 下されと。 # 哀れ を 作る 空と ぼ ^ 

5 

け。 フシ 詫びる より 外詞 なし。 せ 軍 治 怒 

つて ャァ どこへ く。 詞最 前住所 を 尋ね . 

し 時。 所々 の 森に 寢 ると 云った。 スリャ 

おの れ 

コ レ汝は 知れた 宿な し。 絕體 絶命 覺 悟せ 

よと。 《- 刀 ひらりと 拔 放せば。 わつ と 飛 

つ  お. fl it 

退き。 ィャ それから 仰 有り ませ。 私が 申 

す 事 も。 マァ聞 分けて 下さり ませ。 最前 

家がない と言うた は 。酒の 上の 出放題。 き 

つと 家 も ござります。 ァ 思へば く此樣 

な。 無法な 事に 出合 ふの も。 惡ぃ 星が 當っ 

たの か。 何にもせ ょ此 身の 因 架。 さつば り 

と 諦めて。 命 は 上げます が。 只今 も 申す 

通り。 今年 八十 三になる 悴ゃ。 六つに な 

る 5^ にも 暇 乞。 ちょっと 歸 して 下さり ま 

せと。 地？^ 出す うしろ^さ じと。 肩先 か 近 

けて 一 刀 切った か 飛んだ か 古井戸へ。 眞 ほ 

さ， r  -*  チ 

逆様に 落 込んだり。 鬼 山す かさす 手頃の I 

石 IT: 古井戸へ。 打 込みく 熟と 見。 _i 館 


ゥ かく 仕ったら 氣遣 なし。 思の 外 跪い 扠。 

御 2 に 安心と 《- 八 ッ藤も 刀 を。 フシ 鞘に 

1^ め。 《s 存じ も 寄らぬ 下郞 にか- -り思 は 

十 も 時刻 延引。 これより は 夜道 を かけ。 

國元 へ 急がん と。 《- 摘 も 何 か を 談じ合 ひ。 

2 に 禮俵兩 人 は 7 シ 京と 東へ 別れ 行く。 

* 始終の 様子 最前より 木蔭に 窺 ふ 瑩寶長 

錄。 差 足して 歩み寄り。 井戸へ 落ちた る 

下郞 こそ 只者なら す， 訝しく。 試み せんと 

豫 てより 仕込む： ？ に穗 長の 箱。 井戸に 立 

寄り 逆落し ぐっとつ \ 込む 手練の 手 答。 

透 さす 拔 取る 鐘の 穗先。 ほっくと 折れし 

はさて こそと。 禱 SS ふうちに 井戶 よりも。 

ぬつ と 出で たる 件の 駕籠 兄。 上る や 否や 

發 4- と 打つ。 穗 先の 手 裏 飼 長 藏は眞 俯向 

けに 倒れ伏す。 四 斗 兵衞は 見向 もせす。 

何 か 心に 打 額き。 のさり/ \ と 懐手 フシ 

村道 さして 行 過ぐ る。 增 跡に 長藏さ 死の 

齄の穗 先 は 手に 受 止め。 むつく と 起きて 


身 繕 ひ。 早 や 暮れ。 渡る 空の 色。 曲者が 

行く 道筋 を。 遙に 見やり 見定めて 跡 を。 

慕うて。 三重へ 追うて 行く 

第 六 

m 所の 名 さ へ 醒が 井と い へ ど 朝夕 醉 臥し 

て。 ^^に 諸 色 諸道 具まで オタ "酒屋へ。 

かき 出す 駕籠 舁 あり。 名 は 四 斗 兵 衞が內 

1 ばい。 ふん ぞり 返る フシ 高枕。 * 側に 

女房が 賃仕事。 小 遣 だけ を 紡 出す。 ぶん 

ぶ 車 も 世渡り も。 週り 7 シ かねて ぞ 見え 

.sa あくび  A  .7h 

にけ る。 a 四 斗 兵 衛は大 欠 仲。 身中 さす 

つて 起 上り。 Bsn  、耳の はたで ぶう/ \ - 

ぶう と。 あったら 夢 を さましく さった。 

覺 しに 一杯せ う。 一 走り 疗て 買うて 來 

いと。 增 奈良漬 臭い 嗳氣 しながら。 まだ 

飮 みたがる 7 シ いげち な 上戸。 增 女房 仕事 

の 手 を 停め。 ヲ、 たった今 その 德利を 

飮 乾して 又，^ いな。 買 ひに 行 こに ももう 


b た ひ  な ぶ のれ £ ん tt? 

値が ござんせ ぬ。 錢が無 か i が袓袍 ぶち せ 

殺して。 買うて 來 いと 堆- 無理 邪 も 男の 權 ^ 

柄。 K サァ わしが 單 衣は惜 まね ど。 その 3- 

樣に飮 まし やん して は。 身の 爲 になる ま 館 

い。 ちっと 嗜ん だが よ いわいな。 又 男の 

咽喉 褅し をる がな。 おのれ 食 は 食 はいで 

も。 酒が 飮 ますに 居られる もの か。 小言い 

はすと 買て うせう。 行かぬ かい。 コリャ 

賴む。 何卒 一 杯飮 ましてお くれと。 * ハル 

フ シ 猫撫 聲も飮 みたさの。 餘り の 事に 女房 

は。 7 シ 呆れて 詞 なかり けり。 增 折から 表 

を ひよ か/ \ と 通り 過ぐ る やっこら さ。 

四 斗兵衞 見る より 飛んで 出で。 申しく 

可內 殿。 權平殿 申し ノ\ と 堆 呼びかけら 

れ て立戾 り。 P 今^び かけた はお 身 か。 

ハ ィ 私で ござります。 私 だとい ふそ 樣は 

誰 だ。 誰ぢ やと は 外々 しい。 扨々 先日 は 

Si い 御馳走に 預 つて。 忝う ござります。 

マァ/ \ お入りな され ませと。 《- いはれ S 


て 合點の 行かぬ 奴 7 シ 無理， に 伴 ひ 內に入 

れ。 a それから 一 寸ぉ 禮に參 らうと 存じ 

たれ ど。 貧乏 暇な しでお 禮 さへ 延引。 女 

房 ども 彼方へ ようお 禮 申して くれ。 此中 

あなたで 結構な お 料理 を 振舞 はれ。 其 上 

結構な 御酒 を强 ひられ。 それは，/\1^^!年 

の 御馳走。 ぉ禮 申せく と #1 多 フシ 無上 

に悅べ ど。 *- 根から 覺ぇ のない 奴。 詞ィャ 

これ さそり や 何の 事 だ。 俺 はお 手前に 何 

にも 振舞うた 覺 えない ぞ。 ハテ杻 物覺の 

惡ぃ。 あれ 程 振舞うて 置いて。 ヱ 、こり 

やその 振舞 返しで もせう かとお 辭儀ぢ や 

な。 ィャ モ御覽 じます 體 なれば。 振舞 返 

しとて はえ 致さぬ が。 御酒 は 一 つ 上げ ま 

せう かい 又-此方の 嫫が 惡ぃ鮮 で。 人様に 

振舞 はれて 居る 事が きつい 嫌 ひ。 擤が心 

休め ぢゃ 一 つ 上って 下さり ませ。 媾 一 走 

り 酒 買うて ぉぢ やらぬ かと 增 いはれ て 否 

とも 客の 手前。 不承々々 に 女房 は。 7 シ 


德 利下げて 出で て 行く。  *- 奴 はな ほも不 

思議な 面 付。 《s 俺に 酒飮 ますと はどう や 

ら 嬉しい 事 だんべ いが。 振舞った などと 

は 白癩覺 のない 事 ども。 コリャ 酒の 奸蹈 

だない かよ。 H  、うま. S 和郞ぢ やわい の。 

何の あり 樣に酒 1 杯 振舞 はれた 事 はなけ 

れ ども。 あんまり 娘め が飮 まさぬ 故 。かう 

いふ 手段 を 通らした は 彼扠に 8^ ひに や 

らうば つかり。 ハァ 、それでよ めた。 こり 

や 俺 を 餅の かたで はない 酒の かたに した 

の だな。 それ 程に 飲みた がるお 手前 も飮 

助 だな。 飮 助の 段 か 名 さ へ 四 斗 兵衞。 何 だ 

四 斗兵衛 えらい 名 だな。 これ も 初 は 一 斗 

兵衛 であつ たれ ど。 段々 飮 上る に付き 二 

斗 兵衞と 立身し。 三 斗 兵衞と 出世し。 追 付 

け 薦被りまで 飮上 ると いふ 心で。 今の 名 

は 四 斗 兵衞。 何とえ らい 飮助 であらう が 

の。 こり やきつい。 一斗 兵衞 から 四 斗 兵 

衛 までの 立身。 其 位で は 今の 間に。 五斗 


兵 衛と名 を 萬 天に 上げる であるべ い。 H  g 

あやかり 者め と 7 シ 話のう ち。 坤德 利ぶ 

らく 女房のお まき。 ィャ待 兼 山の 不如 

歸。 鳴く 音 は ほぞん 缺德 利。 マ ァ 客人から 

と 差 出せば 酒 はあって も 着が あるまい。 

扠樣の 御馳走に。 湯 奴な りと して 上げう 

とおまき は 7 シ 勝手へ 入りに けり。 詞 湯 

扠とは 忝い。 出来る まで 一 杯せ うかい。 

ェ 、 この 和郞も 近渴。 そんなら それから 

お始めな され ェ恭 いと 《• 茶碗 引受け どぶ 

..,(\/\。  一口  二口目 口 を 城め。 詞ェ、 

酒ぢ やない こり や 水 だ。 何ぢ ゃ水ぢ やと 

*- 茶碗に うつし。 詞 ほんに 水ぢ や。 コリ 

ャ男を やり 仕事に かけ をった な。 何と 一 

つ 上った か。 この 手で さい- こちの 人 

に。 騙ら れた 振舞が へしの 御馳走。 奴樣 近 

江 

よう 上って 下さん したと。 いはれ て 月夜 源 

か ひけ やっこ  むご  ^ 

に 鎌 髭 奴。 S テモ 酷い 目にあ はしたな。 I 

コリャ 湯 to^ やない 水扠 だ。 ェ 、あた^ き 


の惡 いと 吱き 7 シ吱 き立歸 る。 堆引違 う 

て來る 男。 平搏片 乎に 看 籠。 a 申し 一 寸 

物が 尋ねた う ござります。 何 所ぞ此 所ら 

に^ 屋の三 右衛門 様と いふの は ござり ま 

せぬ かと。 堆 聞いて 女房が。 詞 イエく 

爱らに そんなお 人 は ござんせ ぬ。 ハァ、 

どこ やら 此邊ぢ やと 聞いた が。 そんなら 

外 を 尋ねて 見 ませう と。 a 行く 酒樽に 目 

の 付く 四 斗 兵衞。 請コ レく 待た しゃれ。 

こなた 其 樽 着 どこへ 持って行 くの ぢゃ。 

サァ今 尋ねる 堺屋の 三 右衛門 様へ。 ァノ 

その 酒 を やる のか。 よし/ \。 コ レ その 

堺屋の 三 右衛門と いふ は爱ぢ やわい の。 

H  、そんなら 內 方で ござります か。 愛と 

もく 卽ち三 右衛門と いふ は俺ぢ や。 こ 

れ はしたり。 左様なら あなたが |>^樣 で ご 

ざり ます か。 媒人緩 燭屋善 兵衞 申します。 

追 付け 嫁御 樣 お越しで ござります。 これ 

は少 分ながら 樣へ 嫁御のお 土産で ござ 


ります と。 增 梅と 着 を 差 出せば 女房 吃驚。 

m ゴ レ 粗相な そんな 事 はこつ ちに 覺 

え は。 シィ く。 ェ 、す りやこれ が 嫁御 

の持參 か。 コ レ ハく 御叮 濘 な。 女 夫の 

中に 氣を 張らいでも よい 事 を。 祝言の 盃 

は 後程。 先 づ手附 に 一 杯 致さう と。 取 出 

す 茶碗。 コ レ 滅相な。 其 酒 飲んで 嫁御と 

やらが 爱へ 見えたら。 どうせう と 思うて。 

ハテ どうせう の 斯うせ うのと。 高が 女房 

に 持ち やえ いぢ やない か。 ァノ わしと い 

ふ 女房の ある 上に。 ヲ 酒 さへ 持って く 

り や Ik でも 女房に する。 酒戾 はせ ぬ も 

のぢ やと。 地 茶碗に ついでぐ つと 一 飮み。 

ァレく 嫁御が もう 爱 へと。 いふ 問 表に 

フシ 風薰 る。 さ 一八の 花の 振の 袖。 ハル フシ 

町屋 にあらぬ。 ぶつ 裂き 羽 辯。 大小の： 

へ も 利 方 を 好む 立派の 侍。 誰ぞ案 內賴み 

たしと。 音な ふ聲 にお まきが むっと。 寅 

ぼ 違の 嫁御 樣。 あたよう お出な された と。 


«" 吱く 女房 四 斗兵衞 は。 酒が 仲人の 俄 *r 近 

これへ くに フシ 打 通る。 々ならぬ 源 

もったい  £t,、l-  th 

其 勿體。 詞ャァ お前 は 兄樣。 コレく 私 先 

の緣 は緣。 今日 これへ 參っ たは。 四 斗 兵 館 

衞 殿へ 折 入って 賴 みたき 仔細あって。 嫁 

と 名付けし この 御 方 は。 錄 倉の 大 將北條 

家の 御 息女。 賴家 公へ 緣邊を 取 結びし 所。 

御若氣 とて 三 浦 之 助に わりな き 戀路。 京 

錄倉 和睦の 程と 思 ひし 事。 却って 破れの 

端と なり。 時 姬の首 討って 渡せと 京都よ 

りの 難題。 時 政 公 も 不義の 娘。 親子の 緣 

切ったり と 鎌 倉へ も 入れられす。 御身 一 

つの 御難 儀 は。 この 片 岡が 一身に 迫り。 

IP 樣々 思慮 を 廻らせ ど。 何 を 云うても. K 

急の 沙汰。 先 づ御姿 を隱し 置き 其 上 事 を 

はからん ため。 魂 を 見 屈け てお 預け 申す 

四 斗兵衛 殿。 くれ， <\- 賴み存 すると 餘俵 

なき 體に おまきが 悅び。 N 親 兄の 許し も 

ない に 我儘な 男 選み。 憎い 奴 不義 者と。 锁 


お 手 討に 逢 ふとても 無 现とは 思 はぬ 身の 

淫奔。 *<- 悔み は 千 萬 返らぬ 昔。 そのお 

f- んみ 

り もな う 親身のお 賴み。 お 氣遣ひ 遊ば 

すなと。 申した けれど 氣の毒 は。 酒 故 心 

轉々 する 夫の 氣質。 コリャ やい く。  二 

言め に は洒. f と。 男 を 打 込む 才抂 め。 魂 

を 見込んで と あるから は。 いかにも 四 斗 

兵衞 が。 命に かけて お 匿 ひ 申し ませう。 

ィャ 合點が 行かぬ。 その 氣 ならよ けれど 

も。 酒飮 まし やん すと 忽ち 變る お前の 心。 

ハ テぉ匿 ひ 申す うち は 何年で も 禁酒 禁 

酒。 ハテ匿 ひ 了せ たら。 其 時 褒美に 四 斗 

撙四五 挺。 マァ それ迄 は 臭 も か ぬ氣。 

ヲ 、 出かさし やん したく。 お前 さ へ 其 

心なら アイ 兄樣。 何時まで なりと お 匿 ま 

ひ 申し ませう。 坤 その代りに 夫の 身の上。 

よろしう 賴み 上げます と。 夫婦が 詞に片 

岡悅 び。 詞 妹が 緣 につれ 姬を匿 ひ くれら 

れ うと は。 町人ながら 賴 もしき 心底。 首 


尾よ く 致さば 妹 諸共。 鎌倉へ同道致し^!^ 

群の 知行 取る 侍に 取 持ち 致さん。 そんな 

らァ ノ こちの 人 を 。侍に して 下さん すか。 

コ レ悅 ばしゃん せ。 知行 取りに するとい 

な。 おっとよ しく。 知行 取りに なった 

ら嬉 よ。 酒 買 ひに 行く も乘 物に 乘 せて や 

るぞ。 ァレ まだ そんな 事ば かり。 * "夫の 

出世 もお 姬樣 。ようお sii おばして。 下さ 

りました と追從 も。 7 シ夫思 ひと 知られ 

たり。 *? 時 姬も顏 を 上げ。 不思議の 緣で 

夫婦の 衆 世話になる 身 は 1^ 蝣の。 あるか 

なき かの 憂き 命。 よきに とば かりあと 云 

ひさし。 顔 さし 入る &懷の フシ 內ゃ淚 の 

淵な らん。 《-片 岡 座 を 立ち 夫婦に 向 ひ。 

詞兩 人に 預 くる 事此 上の 安堵な し。 必す 

人 に氣 取られぬ 樣隨分 心.：^ つ けられよ。 

ィャモ この 四 斗 兵 衞が預 るから は ゆつ く 

りと。 通し 駕籠に 乘 つた 様に 思うて ござ 

り ませ。 是 はく 忝い 事に よらば 引返し 


てお 迎に。 ハテ 御念に 及ばぬ 御 勝手次第 a 

« -然 らばお 暇お さらばと。 姬 にも 禮儀片 

岡 はォク リ元來 し。 へ 道へ。 フシ 立歸 る。 あ 

とに 夫婦が 氣も いそく。 詞コ リャ縝 よ。 

きつう 兢ロ がよう なって 来た わい。 コリ 

ャ まあ ちっとお 祌 酒で も 上げぬ かい。 ァ 

ノ たつ た 今 禁酒 ぢ やと い r ンて もうかい 

の。 ほんに な その 禁酒 を とんと 忘れた 程 

にの ハ 、 、 、。 したが 飮 みつけた 酒飮ま 

すに ねたら。 氣が盡 きて たまるまい。 ィャ 

俺が 氣の盡 より。 お 姬樣が ァ撫御 退屈に 

ござり ましよ。 ソレぉ 慰に 酒の 糟 なと 買 

うて 来て 進ぜぬ かい。 ヲ、 嗜ま しゃん せ。 

何の あなたへ そんな 物。 御 不自由 も暫し 

の 中。 せ 纏て あなたの 思 召す。 戀 人様に 逢 

坂 山の さね 葛。 人に 尋ねて ついお 出で ご 《 

ざり ましよ と フシ 諫め 申せば。 時姬 も。 源 

氏 

K よしなき 戀に 絡まれて。 我が身ば かり ^ 

St 

か片 岡に。 苦勞 かける も 自ら 故。 長 * 夫 館 


婦 の 手前 耻 かしと 顔 は 照り 葉に おく 露の 

袖に ひたせる。 有様に。 おまき も 詞淚ぐ 

み。 7 シ暫 し應答 もなかり けり。 》> 折 か 

ら來る 戀責が 上下た め 付け 酒樽 を。 肩に 

ぶら/ \ 足音の。 中に もしゃと おまきが 

氣轉 誰が 見咎めても 大事のお 身。 見苦し 

けれど 奥の 問へ と。 女房に 誘 はれ。 フシ 

しづく 立って 入り 給 ふ。 * 表に 墜屋が 

頓狂 聲。 詞 駕籠！ sk の 四 斗兵衛 殿と は 愛で 

ごんす かと。 增 すっと 這 入って 顔と 顔。 

K ヲ、 こな 様が 四 斗 兵衛殿 かい。 つ ひに 

逢うた 事 も。 又 近付で も。 內儀様 は 留守 

で ごんす か。 ァ 、^は 內に 居ます が。 赏 

樣マァ どっから ござった。 ィャ おり ゃ鹽 

寶 の長藏 とい ふ 者で ごんす が。 ァ 、s ^商 

寶も 身の SI りに 張 込んで。 あ ふこつ ちゃ 

ごんせ ぬわい の。 それで 资 本の いらぬ 駕 

飽 界 がした さに。 弟子に なりに 來 やん し 

たマァ 近付の ため 少 分ながら この 一 搏。 


寢 酒に 飮んで 下されと。 增酒榑 なほせば 

にっこり 笑ひ顏 。詞ハ 、 、 、こり や 忝い。 

酒 さ へ 貰へ ば何處 から でもよう ござつ 

た。 したが 駕籠 界の 弟子入りに 上下と は。 

ァ 、裸で 茶の湯に 行く 裏ぢ やの。 そして 

こり やきつい 氣の 張り や うぢ やが。 是も 

また 水ぢ やない かや。 ハテ そんな ぢ やな 

い。 小 半 酒 や 八 文酒飮 みつけた 口に は。 

ちっと 重うて 飮 みにく からう。 並 酒で も 

ない こり や 鎌 倉 山。 ャ 何と。 サァ錄 倉 山 

とい ふ。 大切な 銘酒 ぢゃ 程に。 へ 、；^ は 

うて 飮ん でもら ひましよ かい。 ム、 ムン 

飮ん ましよ。 如何にしても 云 ひ 様が 面 

白い。 又 この 四 斗 兵 衞が飮 むから は。 錄 

倉 山で ござらう が。 富士の 山で ござらう 

が。 たと へ 日本 國 でも コレ此 茶碗に 引受 

けて。 いでと 思 は ぐっと 一飲み。 マァ 

試に。 一杯 致 そと 《- 禅の。 口から。 どぶ 

どぶく。 ぉ辭镇 なしに 下される と 7 シ 


引受け. /(- 接け 飮み。 《^ こり や 見事。 さ 近 

いら" Ti  二 がね づ くり 江 

らばお 看 仕らう と。 《_ 藁苞 解いて 黄金 作。 源 

M 太刀魚の 作物 粗末な がらと 差 出せば。 g 

ム 、こり やお Jfif が 肉 過ぎて。 我等ち つと 飽 

食べに くい。 この！ はマァ お預け 申さう 

かい。 ィ ャぉ辭 儀に は 及ばぬ。 太刀魚よ 

りはコ レ此 翁の 鋒 先。 嚒 みこな した 齒節 

の 丈夫。 逋れ 四海の 軍師。 サ醉 狂人と 見 

極めてのお 看。 受けて すつ ばり 切っても 

ら ひたい。 ム 、切れと は 何 を。 時 娘の 首。 

ャ。 たった今 匿 はれた 時姬。 その 首が 賞 

ひたい。 がよ もや 貴様え 切るまい の。 ソ 

リャモ 何より 心 易い 事。 切って やろ く。 

何の 俺が 首ぢ やなし。 人の 首の 一 つや I 一 

つ。 望なら 目の前で と。 *? 又 引受けて フシ 

こぶ./ \-/\-。  《s 然 らば！ も。 ハ テ志ぢ 

や 戴 こかい。 時 姬の首 。 それ も合點 切つ 

て やろ と。 <P 初の 心 酒 故に。 打って 變っ 

0 

た詞 詰。 フシ ひと 癖 者と 知られたり。 * 始 5 


終 一 間に 聞き 居る 女房 走り出で。 ぉコ レ 

四 斗兵衞 殿。 兄 様に 詞番 うたこな たの 出 

世。 知行 取になる 事 も 酒で 忘る、 た わい 

なし。 いかに 酒に 醉 うたと て。 ぉ姬 様の 首 

切ろ と は あんまりな 人非人。 コレ そこな 

人。 酒の 醉を 相手に せす と。 とつと X ま 

ん でもら ひましよ と せ聲震 はして 腹 立つ 

女房。 夫 は 酒に 廻らぬ 舌つ き。 地ャ イソ 

ソ 、そげめ。 知行々々 とぬ かすが 何の 五 

萬 石 や 十 萬 石。 此 酒に 代 へらる \ もの か 

い。 それで 姬の首 討って やる が。 ナ 、 、 

何とした。 ム、 すり やどう 有っても ぉ姬 

樣を 切る 氣ぢ やの。 ヲ、 切る。 それ 聞いた 

らもう 愛に は 置き まされぬ。 わしが 供し 

て 兄 様へ 手渡しす ると。 《-1 間へ^ 入り 

かひぐ しく  。娘の 手 を 取り 立出づ る。 《" 

盡 きせぬ 緣か 見合す 顔。 ナウ 懷 しゃ 戀し 

やと 立 寄る。 姬を拔 打ちに 首 は 前に 

ぞ 落ちに けり。 ハァ、 はっとお まきが 氣 


も 半亂。 键賨 突立ち ヲ 、。 逋れ四 斗兵衞 

か ナ 

出かされ たりと 云 捨て i  7 シ こそ 驅りゅ 

く。 地 あとに 女房が 聲を あげ 扨も^, \ 痛 

はしゃ。 お 命 を 助けうた め 心を碎 いて 兄 

様が。 こ \ 迄 預けに 見えた もの。 其 時つ 

れ なう 預ら すば かう い ふ 事 は出來 まい も 

の。 佛 親んで 地獄の 牛 頭 馬頭。 もし 今に 

でも 兄樣 がお 迎に 見えたら ば。 わしゃ 言 

譯 がな いわいの。 いっそ 殺して くと。 夫 

に 取 付き しがみ付き 恨み 歎けば。 ころり 

とこけ フシ 前後 も 知らぬ 高鼾。 堆 かくと 

も 知らす 片 岡が 禮 儀の 上下 折目 を 正し。 

御 迎の乘 物 吊らせ 悠. と 戸口に 佇み。 詞 

ャァ 家来 共。 云 付 置きし 物 この 家へ 持参 

し。 案內 せよ と詞 につれ。 《" 衣服 大小 白臺 

に。 輝く  は 龍 頭 あたり 7 シ狹 しと 並べ 

置き。 地片岡 しづく 內に 入り。 詞 誠に 

雷の 落ちく る 急難。 事故な く相濟 みし 故。 

早速 姬の 御迎 ひに 參 上せり。 是と 申す も 


四 斗兵衞 殿。 御廣ひ 下されし 故。 助かる 1 

まじき 姬の命 助かりし 命の 親。 直に 錄 A:? 

へ 同道 致し 時 政 公へ 御 目見え。 契約の 通 

り 只今より 武士に 取 持つ 印の 音物。 《- 御 

受納あって 姬 諸共。 御 出立 下さらば 此上 

の悅 びな しと。 フシ 賠 敷に 述べければ。 

女房 あるに も あられぬ 思 ひ。 兄が 脇差 拔 

き 取って 自害と 見 ゆる を片岡 押へ て。 ハ 

テ 心得ぬ この 有様と。 匁 物 採取り 眼 を 配 

り。 ャこ りやこれ 時姬 君の 御 死骸。 何者が 

手に 掛けし 。ァ 、しなしたり/^ と。 地齒 

を 食 ひしば る 怒りの 面色。 詞 妹が 振舞と 

いひ。 扭は四 斗兵衞 めが 仕業よ な。 汝下 

かた， いちぶ だめ t 

郞め 主君の 敵。 一分 試と 切 付く る。 地心 

得む つくと 起 上れば。 いらって 切 込む 刀 

は稻 妻。 こなたの 早速 は 飛鳥の 翔。 勢 ひ g 

雲に 龍 頭の。 §- を 片手に 引 摑みハ f  一  g 

を 指して 驅 込んだり。 K ャァ 卑怯者？ $3 ぐ I 

ると て 巡 さう かと。 W 績 いて 驅 行く 向う 係 


に 妹。 詞 プ、 お腹 立 は 道理 至極 酒 故亂る 

る 心 を 知り。 匿うた は 私が 科。 夫より マ 

ァ 先へ 私 を 殺して 下さん せ。 さうな い 中 

は奧へ はやらぬ。 ャァ 邪魔 ひろぐな と 引 

招り のけ。 《_ 驅け ゆく 錢に叉 取 付き。 や 

らじ 放せと フシ 爭ふ 最中。 a! 表の 方に 大 

IKir 江 州醒が 井の 住人。 和 田 兵 衞秀盛 

殿。 御用 意よ くば 坂 本の 城へ 御 入城。 三 

浦 之助義 村御迎 ひに 伺候せ りと。 《 "呼 は 

る聲は 以前の iL 賣。 初に は 似ぬ 勇士の 扮 

装。 せきに せいた る片 岡も樣 14-。 フシ 如 

何と 躊路ひ 居る。 *■ 女房 不思議 立 向 ひ。 

S 坂 本の 城へ 誘 はんと は。 いつ 味方 させ 

何時の 契約。 殊に は隱す 夫の 本名。 和 田 

兵衞秀 盛と は。 ホ 、陳 平韓 信が 腸 を 探り。 

市人に 姿 を やつし 隱 されても。 美名 は 四 

每に フシ 芳ば しく。 地 宇治の 方の 仰せ を 

なに- 14-  I つる y 

受け。 何卒して 味方に 招き。 雌の 劍を授 

けんと。 姿 を やつし 徘徊 すれ ども。 素よ 


り面體 見知らぬ 某。 如何と 心 を碎く 中。 

中 仙 道に て 不思議に 出合 ひ。 我が 姓名 を 

記した る。 手镜を 以て 試せし 手練。 和 田 

兵衞 ならで 外に 及ばぬ 稀代の 手の 內。 增 

何卒 味方に 賴 まんと 思 へ どた よる 手段な 

く。 如何と 案じる 時 も 時。 S 時 姬君を 匿 

はれし これ 幸 ひとこの 家に 来り。 首 討つ 

て 渡されよ と 渡せし 剖が 卽ち 離の 劍。 我 

が 心 を 推量 あり. L か。 事故な く 受けられ 

し は。 味方に 加 はる 印の 割印。 《■ 此上は 

片時 も 早く。 打 立ち 給へ 御供 せんと 7 シ 

よば 

高らかに。 呼 はったり。 片岡 聞く より 

^もせき 立ち。 ^ャァ 京 鎌 倉と 引 別 るれ 

ば。 我 は 鎌 倉 時 政 方。 京方の 奴輩 一 人 も 

がん チん  あだ  いづく 

生け 置かれす。 其 上 眼前 姬の 仇。 *- 何 所 

まで もと 驅け ゆく 一 間。 隔の戶 障子 踏み 

開けば。 內に四 斗 兵 衞悠々 と。 7 シ搵袍 に 

代る 肌 著の 小 具足。 唐 縫した る陣羽 辯に 

すねあて 

十 王 頭の 小手 陘當。 太刀と 究を兩 の 手に。 


床几に か&る 有様 は實 に。 百 萬 騎の軍 帥 近 

江 

と フシ 骨柄 ゆ M しく 見えに けり。 和 田 兵 

衛究を 座 前に 直しい かに 片岡。 時 姬の身 ^ 

に 代り 殺されし 其 娘 は。 定めて 貴殿の 息 0 

女な らん 痛 はし さよと 悔みの 詞。 E ム 、 

すり や 某が 娘と 知って。 ホ 、 、 、敵の 氣 

を 見て 士卒 を 使 ふこの 和 田 兵銜。 况んゃ 

んな わら は  い ct- 

1 人の 女 意。 如何程に 佯れ ばと て。 親子 

の 親しみ 上下の 人相。 一 目に も 見 違 ゆべ 

きか。 賴家 公に 緣邊は 切れ たれ ども。 不義 

の 科 ある 時姬 君。 それ 故 娘 を 身代りと し 

時姬の 心の 儘。 せ 三 浦 之 助に 添 せんと フシ 

心 を 碎く片 岡 殿。 その 忠義 を 感じ入り。 

不！^ながら殺害致せば。 時姬 とい ふ 名 は 

消えて。 今 は 憚る 所な し。 御 迎の乘 物に。 

忍び まします 時姬 君。 《> 早 やく 是 へと 

和 田兵衛 が。 詞に片 岡陳じ もなら す 表の 

方。 乘物 あくれば 時姬君 こけつ 轉 びつ 住 

の 江が。 死骸に 取 付き 11 付き 親の 許さぬ W 


戀路 故。 かねて 亡き 身と 思 ひしに。 自ら 

が 命に 代って 死んで たもった 住の 江。 嬉 

しいと も 恭 いと も. S かで 詞の あるべ き 

1. J の ^み 

ぞ。 只 恨めしい は 造酒 頭。 かくなる 事 を 

露程 もな ど 知らして はくれ ざり し。 知ら 

ば やみ/ \此 人を歸 すまい もの 味氣 なや 

と。 恨み かこちの 淚川 フシ 袖に 淵な すば か 

り。 K ャァ 住の 江と は 紛ら はし。 其 死骸 

は 時姬君 さいふ 汝が 我が 娘。 ナ御 合點が 

參っ たか。 親に 優った 娘が 忠義。 犬 死 さ 

して 下さるな と。 地目 をし ばた，^ く片岡 

が。 心 を 察して 妹 は 三 浦 之 助に 打 向 ひ。 

時 政 公の 裨 息女と いへ ば 添 はれぬ 敵 味 

方。 兄 様の 娘 御に 何の 障り も 味方 同士。 

申し 御 了簡 はとい ふ を 打消し。 詞ャァ 味 

方と は 汚ら はし。 鎌 倉 方へ 裏返った る不 

忠侍。 その 娘に 何の 緣組。 某に 心 を 寄せ 

し時姬 君。 首 討 たれよ と 望みし も。 敵の 

椽に 引かれぬ 潔白。 是非 時姬を 娘と し此 


三 浦べ 送りた くば。 箄 引出に は汝が 首。 

覺悟 せよ やと 詰め寄 すれば。 ャレ 早まら 

れな三 浦 之 助。 增命を 捨て k 名を揚 ぐる 

は 誰し も 武士の 好む 所。 名 を 捨て、 忠義 

を 立る 造酒 頭。 其證據 こそ 此兜。 これ こ 

そ將軍 宣下の 御寳。 たと へ 賴家軍 にれ 勝 

ち。 四海 殘らす 押領 あっても。 此兜 なき 

時 は 將軍宣 下 思 ひも 寄らす。 そこ を 計 

つて 片 岡が。 鎌 倉 方へ 裏返り。 不忠の 名 

を 取られし 故。 念な う 兜 を 奪取り。 某に 

渡されし は。 名 を 捨て.^ 忠義 を 立つ る 古 

今の 忠臣。 堆此兜 手に入る から は。 これ 

1«  わけめ 

より 坂 本の 城へ 馳向 ひ。 鎌 倉 勢と 分 目 

の 軍。 《■ たと へ 時 政。 何萬騎 にて 向 ふと も 

宇治 勢 田 壘を構 へ 。變 に 應じ 機に 乘じ。 

或は 顯れ 或は 隱れ。 千變萬 化に 寄 手を惱 

まし。 大將 に舌卷 かせん はこの。 和 田兵衞 

が 方寸に あり 心安 かれ 方々 と 坐ながら。 

謀る フシ 軍師の 軍配。 詞ホ、 驚き入った 


る秀 盛の 明智。 か、 る 軍 帥 味方に あらば。 g 

軍の 勝利 疑 ひなし。 我 はあって も 益な 

き臣。 今こそ三浦の望に任せ|^-引出進上 

せんと。 いふより 早く 差 添 腹に 突立 つれ 

ば。 ナウ 悲し やと 姬妹。 鎚り 歎く を 押 退 

け 0 突 退け。 E 京方に は 誰々 と。 指 折の 數 

にも 入りし 某が。 暫く にても 鎌 倉へ。 裏返 

つたる その 惡名何 を。 以て か 雪ぐべき。 

味方の 內 にも 追 從 表裏の 大 江の 入道。 某 

再び 城に 歸 らば。 豫々 より 鎌 倉へ。 內 通し 

たる 事 どもの。 顯 はれん 事 身の 大本と。 

如何なる 非道 謀計 を 以て。 ^方の 心 を 迷 

はさば。 151! 々なる 人心。 我 疑へば 人 疑 ふ。 

人氣 和せ ざる その 時 は。 軍の 勝利 思 ひも 

寄らす。 そこ を 思うて この 切腹。 死後に 

て も 。片 Bf は。 《-J ^り 忠 せし 不忠の 臣と。 近 

末代に 名 は 汚す とも。 一 心 五臓に 忘れぬ 源 

忠義。 何卒 名 ある 軍 帥 を。 御 味方 させん g 

も 0 と。 詞心當 ど は 和 田兵衞 殿。 妹が 連 係 


添 ふと 聞きし 幸 ひ 住所 を 尋ね。 我が 志 を 

立てん 事。 此 人なら でと 娘 を 誘 ひ。 存念 を 

立てた る 某。 妹悔 むな。 時姬君 もお 歎き 

なく。 御身に 代る 娘め が。 志 を 立て \ た 

ごミ 

ベ。 *• 不便 やお 主のお 爲と 聞き。 び 事 

は悅 びし が。 とてもの 事に 男の子に 生れ 

たら。 戰 場の 一 大事。 御馬 前の 御用に 立 

つて。 名 を あげる 討死したら。 父上 迄が 

お 嬉し かろが。 女子の 身の 腑甲斐な さ。 

父樣。 泳へ て 下されと。 いうた 時 は 出か 

ん 

したと *>褒 むる 事 さ へ 胸に 迫り。 飼 一 言 

1 句 も 出なん だに。 親に 優って 先に 立ち。 

* 親 は $ れて步 む 足。 此 家へ 来る 道々 の。 

堅牢 地 神の 頭に は。 さぞ 片 岡が 踏む 足が。 

大 磐石と 應へ やせん。 重き 忠義に 代へ た 

る 娘。 よう 死んで くれたな 出かした と。 

銨 ひに 鍰 ひし 忠義の 身體 も。 子 故の 鞴に 

吹 立てられ。 咽ぶ 淚は m 湯の 湯玉。 ス モア 

迸る。 如くな り。 增妹は 正體泣 沈みよ く 


よく 薄い 兄弟 中。 たった 一人の 姪 子に も 

名乘合 ひもす る 事 か。 果敢ない 別れ 悲し 

やと 歎けば 共に 時姬 君。 P とても 添 はれ 

ぬ 敵 同士。 疾 うから わしが 死んだら ば斯 

うした 憂目 は 見まい もの。 どうぞ 添 ひた 

いくと 未練な *- 心の 迷 ひから。 親子の 

衆の この 最期。 コ レ 勘忍して たもい のう。 

思 ひ 切らう と 思うても 儘に。 ならぬ が戀 

路の 因果。 《 ^つれない 命 死後れ。 增 面目 

ない 耻 かしい。 叶 はぬ 戀を 諦めて 此 身の。 

果は 尼法師 それが せめての 胃 譯ぞ やと。 

身 を 裏 菊の 兩 袖に 保ち かねた る 露淚。 a- 

親子の 爲の 香花ぞ と。 坤兜を 時の 香爐 に。 

本 フシ 薰ら す。 煙 蘭 奢 待。 詞 東大寺の 寳物 

なれば。 佛緣に 誘 はれ *- 未来の 佛果と 合 

す 手に 又も。 淚の 7 シ數珠 の 玉 こ は。 有難 

き 御手 向 娘 も 我 も。 成佛得 .晚 7 シ只此 上 

は 5  二 浦 之 助へ。 媒介 賴む和 田兵衛 殿。 * 

ヲ 、其 儀 はちつ とも 氣遣ひ あるな と。 究 


を つて 三 浦に 向 ひ。 引出と 望みし 近 

江 

首。 此兜ゅ ゑ 命 を 捨てし 片岡 なれば。 一 源 

心 五體は 兜に 殘る。 これ を 引出に 姬の 事。 先 

氣强 きば かリ。 武士と は 云 はぬ n リャ堆 館 

情 も 武士の 道具 ぞと。 渡せば 取って 三 浦 

之 助。 此上 何か辭 返せん。 さはいへ 勝利 

を 得る 迄 はお 預け 申す おまき 殴。 詞家を 

出る 時 妻子 を 忘れ。 戰 場に 及んで 身 を 忘 

る. -は 勇士の 常。 *- もしも 運 盡き賴 家 公 

御大 事と ならん 時 これ。 この 龍 頭の 究を 

著し。 君に 代って 討死 せん。 名香 薰る首 

取りし とい ふ 沙汰 あらば この 三 浦が。 討 

死せ しと 知り 給へ と詞は 末に。 あ ふ 坂 や 

關の淸 水と 湧き かへ る。 淚 ながらの 瑕 乞 

離れ。 がた なき 初 戀にほ だし は。 見せぬ 

か で 

若武者 を。 伴 ひ 出づる 軍の 首途。 羨まし 

げに伸 上り。 見送る 手 負 を 介抱し 共に。 

見送る 娘 女房， 戀と 無常 を 見捨て ゆく 武 

士の。 道 こそ。 三重へ 是非 もな き  5 


第 七 

增名 にし 近 江の 景色 も 今。 戰 場と 名 古の 

浦。 源の 賴家公 坂 本に 居城し 給 ひ。 家々 の 

ひ t- おろ.. * 

旗 指 物比數 S に 翻 へ り。 霜に 輝く 弓鐵 砲。 

陣 所の 篝火天 を灼し 要害。 フシ 厳しく 守 

り 居る。 <p 御城 預り 佐々 木 四郞左 衞門高 

辆。 城中瞎 * つまりく。 寒夜 を 厭 はぬ 

夜 廻に。 心 を 配って 立歸れ ば。 《• 物見の 

軍 侍 新開 次郞 御前に 長り。 某 只今 遠見 

致せし に。 寄 手 は 比 良に 陣を 取り 明日 敵 

の大將 は。 荆舍兄 佐々 木 三 郞兵衞 盛 網 

殿。 未明に 寄 來る體 と 見え。 《"數 萬の 軍兵 

ゆづる 

弓弦 をし めし 馬に。 鞍 置き 鐵砲 火矢の 用 

意 最中。 御油 斷 あるな と フシ 述べければ。 

S ヲ、 出かした く。 兄 盛 網の 軍 立 心憎 

し。 さあらん と 某 も。 豫て 手當を 仕置き 

たり。 翁 又汝諸 軍に 其 旨觸れ 知らせよ と 

追 立 やり。 *■ 其 身 は 軍 慮に 他念な く 暫時 


の f  d。 眞草 行の 堅から ぬ。 愛に 愛 

持つ フシ 問の 換。 《- 物靜 かに 押 開き。 妻の 

篝. K 1 子 小 四 郞の手 を 引き立 出で。 こ 

れ はくま だお 休み もな されす。 夜晝合 

戰の御 工夫。 只今 聞けば 明日より 矢 合せ。 

寄せ 来る 敵 は 兄 御 盛 綱 様。 他人より 晴の 

合戦。 牝子も 今年 十三 なれば。 《• 今夜 鎧 

き .9め 

の 着 初 させ。 父上の 御供して。 初陣に 手 

柄が したい こたっての 願 ひ。 お 聞 届け 遊 

ばして 小 四郞の 初陣お 許しな され 下され 

かしと スュ 母の。 願に 小四郞 も。 ss^ 日 

父上の。 戰 場への 御供 を。 ii 赦免 あれと 

* さなけ  J なづ 

稚氣 に。 思 詰めた る 顔色 を。 父 も 顔き 尤 

も 尤も K 主君へ 忠義に 魂 を 凝し。 我が 

子の 年 を はった と 失念。 流石 は 高 網が 子 

程 あり 出かす く。 成程 そちが 願に 任 

せ。 明日の 軍に は 我に 引 添 ひ。 初陣の 手 

そ な 

柄 を 見せよ。 サァ嬸 しゃ 父御の 得心。 其 

K  き, め  ， 

方 も悅び や。 增鋰の 著 初に 此 母が 手 づか 


ら縫ひ 仕立てた 鎧 下。 裕丈藍 ひ 下 染に勝 ，5 

こ、 つ ttv,*-^*-  5 

つ 色 見す る 紅； #緘。 母が 手 を 添 ゆるの が 

陰 腸 和合で 著 初の 故實。 此上は 作法の 通 

り 著せて やって 下さん せと。 夫婦 立 寄り 

壽を ォクリ 祝うて。 鶴の 小手 臑當。 總角取 

つて 打 著 すれば。 父 は...^ 帶 7 シ しっかと 

締め。 詞逋れ 武者 振。 鍾の 著ぶ り。 父御 

に とんと 生寫 しと。 * 母の 悅び高 網 も。 

我が 子 を 見上げ 見下して。 悅ぶ 眼に 淚を 

浮め。 詞 情なき もの は 武士の 身の上。 御 

主人の 御爲 に。 明日 討死 も 計られす。 命 

は義 によって 輕し。 汝 とても 其 通り。 伯 

父 甥 兄弟 引 分れ 骨肉の 戰 ひなれば。 敵 も 

味方 も 晴れ 勝負。 さり 乍ら 討死す るを忠 

義とは 云 はれま じ。 千變萬 化に 軍 慮 を 通 

らし。 身 を 全うして 始終の 勝 こそ 武士の 近 

肝要。 我が 采配に 付從 ひ。 未練の 働き 致 g 

すなと。 *" 父の 詞に 小四郞 も。 鎧 づきし 先 

て ゆ、 しげに。 勇み 進みし 武者 振 は。 末 館 
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賴 もしく 見えに けり。 * 母 は悅び 軍配に 

て 煽 立てく。  a ヲ、 出かし やった。 只 

今の 父樣の 敎訓。 忘り やるな。 著 初の 儀 

式 は 奥の間で。 父 樣の盃 頂戴し や。 成程 

々 々。 賴家 公に も 申 上げ 初陣の 門出 を 祝 

はん。 * 篝火 来れと 打 連れて ォ タリ 1 間 

の。 へ 中へ 了ン 入りに ける。 *  7 シ夜 もはや 

更けて 深々 と。 音 は 湖水の 浪 ならぬ。 敵 

か 味方 か 白妙の 雪に きらめく 陴羽 接。 武 

者 頭巾に 目ば かり 出し。 後先 見 猶 はし 城 

門 を。 7 シ 忍びやかに 打敲 けば。 *- 豫 てぬ 

からぬ 佐々 木が 下知。 門番 榕に駔 上り 透 

し 窺 ふ 星月夜。 喚 鐘 ちゃんと 打 掛に押 取 

刀 赛 火が。 フシ 城門 近く 走り出で。 *^ 注進 

の 者 か 何者なる ぞ。 さん 候 供 を も 連れす 

只 一 人。 敏の 忍び か 內通か 何にもせ よ 名 

を 名乗られよ。 何とく と尋 ぬる 聲。 ァ 

ァ 騒がしし 音 高し。 斯く いふ 我 はこの 城 

中の 主。 佐々木高網が兄三郞兵衞！^^網。 


培 弟が 顔 見た さ竊 かに これ 迄 

來 りしと。 案 內の趣 取次に。 

篝火 不審 晴れ やらす。 家 

は內證 明日 は 互に 劍を搌 合 ふ 

敵の 大将。 三郞兵 衞盛稱 殿い 

てだて 

かなる 術 も 圖られ す。 內へは 

得 こそ 通す まじ。 たって と あ 

らば 用捨 はなら す。 ソ レ 何れ 

も。 防 矢の 用意。 * 用意と い 

ぶ 折から 奥の間より 早 使。 8 

高 辆樣の 仰に は。 兄 盛 稱樣久 

々 の 御 入り。 門 を 開いて 御 通 

しあれ。 對面 なされん との 御 

事と。 增 聞いて 潜し も 不審な 

がら。 夫の 深い 思案 こそ あり 

つらめ。 此上は 門 を 開き。 3; 

御 通りな されと 申し ませい 

と。 * 禮 儀の 詞打掛 に 小 太刀 

隱 してし づ^ \ と。 油斷 あら 


參ま 
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木の 門の s:。  くわった 舞め く 城門 を。 

開けば 盛 網 フシの つし く。  *> 通る 客ぶ 

り 出 迎ふ氣 配り。 互に 見合す 四つ目 結。 

坐す る も 針の 靑疊。 上 すん ベり の 會釋し 

て。 《s コレ 《く 珍ら しい 盛 綱樣。 久し 

さなた 

うお 目に か.." らね ど。 佝方樣 にもお, ひ 

遊ばし。 御 健勝の 御 様子。 陰ながら 承つ 

て。 夫 を 始め 妾が 悅び。 ィャ もう それ は 

相互。 今日 も 指 折って 數 ふれば。 弟に 別 

れて 今年で 丁度 十三 年。 其 節 I 子 も當歲 

なりし が。 定めて 成人した であろ。 此方 

にも 小三郞 とい ふ问 年の 枠。 見 か はすば 

かりの 成人。 先だっての 合 戰には 國に殘 

しおき たれ ど。 此度は 母 も 子 も。 是非に 

同道して くれと 親子の 願 ひ。 久々 一家の 

對 面せねば。 餘 りく 懐し さに 參 つた。 

小 四郞が 成人 顔。 早く 見たい。 一目 逢 は 

してお くりやれ と 《> 世に 睦 じき 盛 網の。. 

詞は 二心 も あるまい か。 どうか かう かと 


胸 は 燻る 篝火 か。 《« 成程 あな 

たの 仰 やる 通り。 太平の 御代 

なれば。 小 四郞も 伯父 御 様に。 

お引合せ 申して 何 角 差 置きお 

1^ を。 頂戴 致す が 順 道 なれ ど。 

サァ 儘に ならぬ は 敵 同士。 ど 

うで 明日に 初陣に。 父御に 引 

添 ひ 出 ますれば。 御對 面は戰 

場に て。 枠 小 四 郞が小 腕の i。 

矢 I 筋 射 かけ ませう。 それ を 

I 家の 盃と。 《- 思 召して 下さ 

り ませと。 否と は 云 はさぬ 尤 

も ごかし。 盛 網 返す 詞 さへ。 鴛 

喬の 間の 襖 押 開き。 詞四郞 左 

衞門高 網。 それへ 參 つて 對面 

を 仕らう と。 « "立 出づる その 

かたち  ちな & 

形 軍の 出立 引替へ て。 兄弟 因 

の 長 羽辯遙 か。 フシ 下って 座に 

直り。 K 1 刖以來 御意 得ね ど 1, 


^みや 
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兄 者 人に も 御 健勝。 永々 母の 御 介抱 身に 

餘 つて 大慶。 先だって は 由な き 詞の論 

によって。 兄弟の 中 不和と なり 國を立 退 

き。 これまで 疎遠に 年月 を 送りし 失禮。 

全く 御免 下さる べしと。 親 兄の 禮 こま 

やかに。 ス， t 手 をつ き疊に ひれ 伏てば。 * 

盛 網 も 居直って。 S ホ 、音信不通 は 相互。 

今 日 来る は久々 にて 對 面が 致した さ。 

又 其 外に 折 入って。 賴 みたき 仔細あって 

おして 推參。 これ は. （-兄 者 人。 改 つた 

るお 詞。 身分 相應な S; 用なら ば。 聞かう 

ぢ やまで。 先づ 以て 忝し。 賴 みたい は 別 

儀で ない。 今宵 密かに 陣屋 を拔 出で。 只 

一 人來た 仔細 は。 某 今日より 心 を 改め。 

賴家 公へ 降参に 參 つた。 何卒 御前へ 取次 

がして 貰 ひたい。 斯様に いへば 盛辆。 卑 

怯 者と 思 はう がさう でない。 明 曰の 合戰 

は。 何れが 勝つ とも 定まらぬ 互角の 合戰。 

旗色 惡 さに 降參 する 三郞 ならね ど。 地つ 


く^:. \« 思へば 兄弟 弓 を 引合 ふ も。 武士の 

習 ひとは 云 ひながら。 昔の 爲義義 朝の 保 

元の 戰ひ。 正しく 天の 道に 背けば。 平 治の 

みだれ  を？ だ 

亂に義 朝 は 長 田に 討 たれ 源 家 を 潰し。 永 

く 武道の 惡 名を殘 す。 いづれ が 討ち 討た 

れて も。 父 尊 震の 魂魄。 悲しみ はいかば 

かり。 S 兄弟が 不孝の 罪。 天より 高く。 

搶 海より なほ 深し。 それ を 思へば。 何と 

が 合されう。 《■ 今日 只今 心 付き。 恥 を 

捨て。 究を脫 ぎ。 降参に 來た此 盛辆。 骨 

肉 同胞の 誼に は。 賴家 公へ 御 執 成。 賴入 

る 弟と 手 をつ き。 7 シ頭を 下げに ける。 

地 物 を も 云 はす 高 網。 すんど 立って 入ら 

ん とす。 at これ さ 弟。 聞屆 けて おくり やる 

か。 返答 如何にと 引留 むれば。 立てた 

る 重 藤 押 取って。 りうく はっしと 揮り 

打ち。 こ は 何事と 驚く 妻。 本， 舍 しっかと 

先づ 待て 高稱。 現在の 兄 を打搏 する は。 

何故の 立腹と。 《■ 云 はせ も 立てす はった 


と 睨み。 B« 兄と は推參 慮外 千 萬。 凡そ 弓 近 

匸 

取の 操 はな。 善に もせよ 惡 にもせ よ。 一 g 

-J  氏 

度賴 まれた る詞を 變ぜ す。 危 きを 13- て 命 ゆ 

を 捨て。 二君に 仕へ ぬ を 道と する 事。 犬 館 

打つ 童まで 知る 所。 佐々 木 高 網が 頭 を 踏 

まへ し 三郞盛 網。 一 日； 鎌 倉に 味方し なが 

ら 。今更 旗色の 惡し きを 感じて。 生面 下げ 

て 降參と は。 よつ く 腰拔の 犬侍。 兄弟の 

緣 切った。 それとも 御 邊誠高 網が 兄なら 

ば。 その 腐った 根性 を 改め。 いよく 敏 

味方と なって。 戰場 にて 四 郞左衞 門 高 網 

が。 首 取って 見せう とおい やれ。 それ こそ 

誠の 兄 じ や 人。 有難く 存じ 奉らん。 いつ 

の 間に その 様な。 瞭病神 は 憑きた るぞ。 

ェ 、情な や 口惜し やと。 《- 或は 勵 まし。 

或は 敬 ひ。 怒の 眼に はらく 淚。 ヲ 、尤 

も 至極。 盛 網 も 返す 詞 はな けれども。 

御邊は 一 途に忠 ばかり。 孝の 道に 心 付か 

す。 此頃 我が 陣中へ 慕 ひ 来る 母 &m。 裨 W 


邊が ために も 親なら す や。 どちらが 討ち 

討た ると も。 お年寄られし 母 人の。 御 歎 

きを 思 遣り。 埴生き ると も 死す ると も。 

K 兄弟 一 所に せん 爲に。 孝行の 降参。 聞 

分けて 是非お 取次。 弟嫁 も 執 成 を。 賴む 

地賴 むの 眞實も 夫の 心 はかり かね。 7 シ何 

と挨援 口ごもる。 ャァ恥 を 恥と も 思 は 

ぬ 人畜。 顏 見る も 機ら はしい。 域 內には 

暫時 も 叶 はぬ。 早 や 出て 行き やれと 手 を 

取って。 地 引出す 義心の 誠に は。 咎めん 

方 も あら 氣の高 綱。 あかの 他人の 卑怯 

者。 ぼひ 捲って 門 を 固めよ。 無益の 事に 

陴 立の。 支度 延引 隙 惜し や。 地篝. K 來れ 

と 7 シ 立って 入る。 a 兄 はす ごく 計略 

の 裏搔く 矢先 に 返し 矢 も 思案と り- 1\。 

£ りで  ふ もな ほり 

I 寨 の 馬場 先。 窺 ひ 寄った る 侍 は 古 郡 

薪左衞 門。 詞盛綱 殿 か。 域內の 首尾 何と 

何と。 ィャ もう 弟 高 綱が 義心 は鐵 石。 某 

も 北條 殿の 御頓 み。 何卒 髙稱 を錄 倉へ 味 


方 させんと。 よそながら 心底 を 探り 見れ 

ども。 いかな， （- 二君に 仕へ る 所存の な 

い 事。 しっかりと 錠が 下りました。 とても 

ざんじ 

お手に入らぬ 高 網。 此上 暫時 も猜豫 なら 

す。 短兵急に 取圍ん で。 城 を 落す が 肝要 

盱要。 增早ゃ 明 方 も 程近し 大將 へ 御 注進。 

げに 尤もい ざ ござれと 7 シ 逸足 出して 行 

く 跡に。 *- 高 網 しづ/ \- 動ぎ 出で。 a: 時 政 

に頓 まれて 我 を 鎌 倉の 味方に つけん と。 

あざとき 兄が 佯り 表裏。 計略 を 仕損じた 

れば時 を 移さす 寄せ 来らん。 ャ ァく陣 

所の 諸 軍 ども 鐵砲 火矢の 用意せ よと。 せ 

おつき  らん じゃラ 

撥 押 取って 陣太鼓。 コハリ 亂聲に 打ち 立つ 

れば 東の。 山に 茜 さす 白旗。 赤旗 閱の聲 

早 や 寄せ 來る。 三重へ 朝 嵐。 》" 待設けた る 

坂 本 勢 砦 櫓の 矢 間より。 敵 を 寄せ じと 

あめあられ 

差 詰め。 引 詰め 射 かくる 矢先 は附 霰。 射 

辣 めら れて寄 手の 軍兵。 攻め あぐんで ぞ 

フシ 見えた る 所に。 地 城の 大木 戶押 開き。 


花やかなる 若武者 一 騎。 駒に 鞭 を 打 立て ^ 

打 立て。 手網搔 k り乘 出し。 ® ャァ 臆し 

たる 鎌 倉 勢。 我 討 取って 手柄に せよ と。 

«- 鞍 笠に 突立 上り。 K  ノリ 我 こそ 佐々 木 四 

郞左衞 門 高 網が 摘 子 小 四郞高 貢。 》- 今日 

5 ひ； n ん 

が 初 碑と 名乘 りかけ. （-。 束 西に 驅 廻れ 

ば。 好き 敵な り 討 止めん と。 數 多の 軍兵ば 

らくと。 押取卷 く。 格より 母篝火 わが 

子の 初陣 勝負 は 如何と。"' シ毘れ ば 平 場の 

戰 ひに。 《- 多勢の 中に 取 込められ。 父に 

舉ぴし 手練の 太刀 打。 前後左右より 突懸 

くる。 琴柱 熊手 十文字。 切 拂ひ眞 印 縱割手 

を碎 き。 切 立てられて 軍兵 ども 立つ 足 も 

なく  げ 散れば。 櫓より 見る 母親 は。 嬉し 

さ ，シ足 も 千鳥 泣き。 《■ ハルス シ濱邊 の 方よ 

り 年配 恰好 同じ 毛の。 駒に 跨り 乘 出し。 近 

目覺 しき 小四郞 殿の 働き 驚き入る。 某 は 源 

そなたの 伯父。 佐々 木 三 郞兵衞 盛 綱が 一 ^ 

子 小三郞 盛淸。 せ 互に 初 i: 從 兄弟 同士の 館 


晴 勝負と。 兩 人馬 を 寄せ。 /\ 太刀拔 

き はなし。 片手 網。 互に 覺 えの 大極無 極 

の 太刀捌き。 手を盡 して ぞ 載へば。 左手 

の 山の 尾 先より。 小 三 郞が父 佐 々木 盛 

網。 枠が 初陣 勝負 は 如何にと。 瞰 下す 遠眼 

M-a  ひや  ， 

镜。 母 は 櫓に 目 も 放さす 膽を 冷す る 子と 

子の 勝負。 そこ を 付け込め 小 三郞と フシ 

傍なる 人に いふ 如く。 增 父が あせれば 篝 

大は。 それ 小 四郞打 太刀が 鈍って 見える。 

そこ をく と 力む 父親 あせる 母。 互に 勝 

負 もっか ざれば。 寄れ 組まん 尤もと 馬 を 

乘 寄せむ すと 組み。 えいやくと 揉み合 

ひしが。 證 放し 組みながら 兩 馬が 間に 

どう ど 落ち-上 になり 下にな り 。ころ/ \ 

フシ 轉び 打ったり しが。 增 小 三郞運 ゃ强か 

りけん。 小 四郞を 取って 引 伏せ。 上帶解 

いて 高手小手。 折 重って 大昔 上げ。 K  ノリ 

佐々 木の 小 四 郞高重 を 初陣 の 手始め 生 捕 

つたり と 呼 はれば。 *• 寄 手 は どっと 褒む 


る聲。 捲の 上に 篝火 がわつ と 泣く 聲。 勝 

鬨は 谷に。 響きて。 三 a へ 騒し き 

第 八 

本 フシ その 源 は 近江路 の比敦 山。 おろし 隔 

てられ。 スュテ 便り 堅 田の 雁 結えて。 プシ 

武士の。 義は 石山 や 月の 弓 張 矢叫びの。 

矢 橋の。 歸帆 陣幕 も。 ひらめく 比 良の 

館。 小 三郎が 初陣の 手柄 始 めと 父の 悅 

び。 妻の 早瀬 老母の &妙。 軍の 安否 聞く 

迄 は フシ 心 許さぬ 持 刀。 * 腰元 ども も 鉢 

卷 しめ 追 々告げる 高名 培。 《s 目出度い 目 

出度い 和 子 様が 今日の 乎 柄の 一 番帳。 同 

じ 初陣 同じ年の 小 四 郞を生 捕り 給 ふ は。 

堵大の 男 を 仕 止めた より。 遙 かの 譽と 7 シ 

口々 側から。 》 "早？ g が 嬉し さ。 申しお 

聞きな された か。 ほんそ 孫の 小 三郞。 こ 

れ から は 翁 祖母 樣の 甘やかしが 思 ひやら 

る、。 さりながら ひ よんな 事 は。 其 手柄 


の 相手が 他人 なれば よけれ ど。 やつば り 近 

お前の 孫の 小 四郞。 增绾 しいと 悲しい と ^ 

片身が はりのお 心 を。 思 遣って とい ふ を g 

打消し。 a« 嫁 女 そり や 祖母への 當言 か。 館 

尤も 孫の 名 は あれ ど。 不所存な 枠 佐々 木 

髙綱。 音信不通の 中に 出来た 小四郞 とや 

ら。 つ ひ に顏 見た 事 もな し。 よし は 不便に 

思へば とて。 かう 敵 味方と 別れた 上。 我 

も 源藏， 義秀 とい ふ 弓 取 を 夫に 持ち。 盛 網 

を 生んだ 母。 》■ 淚 かけて よい もの か。 そ 

んな事 云 出しても 下さるな。 シ テ兵衛 

盛 網 孫の 小三郞 まだ 歸館 召されぬ か。 ハ 

ィぉ 一 一人な がらお 具足 をお 上下に 召更 へ 

られ。 道より 直に 石山の 御陣 所へ 御 出仕 

^ばした との 注進。 # 定めて きつい 御褒 

美と フシ さ めき 渡る 程 もな く。  》- 立歸 

る 佐々 木 兵銜。 小三郞 1^ 淸 諸人の 尊敬 身 

り ..>  ぼく 

の 面目。 上下 衣服 も 花やかに 自然と 威 を 

持つ 其 跡に。 無慙 やな 小 四 郞は高 手に 褅 お 


むる 縛め 繩。 雜 兵に 取卷 かれ。 羽 交 叶 は 

ぬし よげ 鳥の S 顏見 始めの 孫 かと も。 い 

ふに いはれ す 面 ざしの。 別れし 我が 子 高 

網に。 似た と 思へば 不便 さ を。 嫁の 手前 

と 粉ら せど 胸つ ぼらし う 姿 形。 見まい と 

思へば 目に か-" る ス子ァ 血筋の。 因果 ぞせ 

ん方 なき。 兵 衞盛辆 謹んで。 E 枠 小三郞 

初陣の 手始め。 これなる 繩付生 捕りし 事 

誰々 よりも 目指す 大敵。 佐々 木 四 郞左衞 

門が 悴俘囚 とせし は 味方の 強味。 拔 群の 

高名と 時 政 御感斜 ならす。 地御悅 びの 1^ 

を 下され。 手づ から 感狀を 下し 給 はる。 55 

御前に竝居る：^？大名。 凡そ 子 を 持つ 程の 

人 羨まぬ 者 もな く。 子息の 武勇に 肖る 爲。 

そこへ も こ 、 へ も 頂戴と もてはやさる 

る 親の 面目。 それ 故 退出 も遲 なほる。 首尾 

殘る方 もな し 《 -ぉ悅 び 下されと。 語る 中 

より 早瀬が 浮き ./(-。 詞何と御疏；^じまし 

たか 。可愛 さう に 軍の 供したがる もの を。 


足 手 纏 ひぢゃ 留守して 居れと 叱 付けて。 

鎌 倉に 殘 してお 出な され たれ ど。 地 今度 

は づ 

の 軍に 外れたら。 生きて は 居ぬ とせが み 

にせが まれせ う 事な しいつ そ 祖母 様 三人 

づれ。 跡 追うて 来た 時に も。 さん，^ 

に られ たが。 今日の 手柄 を 見た 時 は。 

よう 連れて来 たと 私が 自慢。 出かし やつ 

たく。 地 生んだ 母まで 俄に 肩が 聳 つて 

來た。 和 子樣ぉ 手柄く と 賞め そやした 

る sisS しさ。 微妙 も 共に 出かした と。 勇ん 

で 見ても。 何 所 やらに 濟ぬは 胸の。 潮境 

わけ 兼ぬ る こそ 7 シ 道理 なれ 《 "小 三郞手 

をつ かへ。 《5 わけて 君の 御 詫に は 囚人の 

小 四郞。 首 討つ 事必す 無用。 何時 迄 も 助 

け 置く こそ 味方の 計略。 せ 縳めは 其 儘に 

て。 隨分 大切に 仕れとの 御 事な り。 詞ナ 

ゥ小四郎殿こなたとは從兄^5-同士。 初陣 

の 軍に 仕 負け。 撫 無念に ござらう と。 《- 

言 はれて 小 四 郞顔扳 上げ。 《 ^乂 様の 豫て 


の敎。 勝つ も 負ける も 軍の 習 ひ。 まさか S 

の 時に 553 げる のが 侍の 恥辱 ぢ やげ な。 生 

捕られても 恥と は 思 はぬ。 早 や 首 切って 

下されと。 地目 を 瞑いだ る 立派 さは。 7 

シ 誠に 父が 子な りけ り。 物見の 侍 i 能 出 

で。 S 和 田 兵衞秀 盛と 名乘 り。 盛 綱 公に 見 

參 致さん と。 供 廻り 僅か 一 兩人 にて 通り 

候と * 訴 ふれば。 ハテ 心得ぬ。 敵方の 

侍 大將輕 々しく 来る は 一 物。 ソレ 囚人 奧 

に 取？ すな 皆 退けと 追 立て 遣り。 《- 騒が 

す 座席 取 片付け。 7 シ 衣紋 拷-ひ 出迎 ふ。 

地 甲 £2： の 姿 引替 へ て 長上 下 踏みし だき。 

伊*^挤の大小もさしも無骨の荒くれ男。 

目禮式 禮悠々 と。 上座に 7 シ どっかと 押 

し 直り。 《^ 扨々 此 度の 合戰。 佐々 木 三 浦 

かく 申す 和 田 兵衞。 火水.^ 勝負 を 決せん 近 

と。 牙 を 嘴んで 相 待つ 所に。 鎌 倉の 悠長 武 源 

： らゝ A  チ 

士。 一 日 寄せて は 二日 見合せ。 睨 合うて 

日 を 送る 中。 此方 は ほっと 退屈。 それ 故 你 


今日は 具足 も 取 置き 太平の 姿。 坂 本の 城 

より 使者に 參 つた。 ハァ くこれ はく 

名に し 負 ふ 和 田兵衞 殿。 よくく 大切の 

儀 なれば こそ。 お 使者の 趣遂 一 に 仰 聞け 

られと 有りければ。 ィャ刖 儀で ござらぬ。 

今朝 高 網 構へ にて。 其 許の 手へ 生 捕られ 

し 小 四郞高 重。 ちと 此方に 入用 なれば。 只 

今お 1^ し 下されとの 使な りと。 フシ 事 も 

無げ に 述べければ。 S ハ 、 、 、 、 これ は存 

じの 外の 御 事。 何ぞゃ I 人の 意づれ に。 侍 

大將の 自身 馬 を 向けられし は 珍說々 々。 

あの 小 枠 一 人がなければ。 合戰も 得な さ 

れ ぬか。 何& にさ 程の 懇望 事 を かしう 存 

十る と。 *p 嘲笑 へ ばげ に 尤も。 as 併し 此方 

に不 幕なる は。 その 童の 小 四郞を 貴殿の 

子息が 生 捕りし を。 一 域 を も 11^ 取りし が 

如く 悅び 勇み。 f 方の 勝 軍の 基な りと。 

^„^を敲き勝鬨作って。 引かれし はこれ 如 

何に。 さ 程錄倉 方に 懸望 せらる \ 小四郞 


故。 此方に も 惜しく 存じ。 是非 所望に 參 

つたり。 その代りに 少 分ながら この 和 田 

兵 衞が鬆 首 進上 申す。 お 望なら ば 手柄 次 

第に。 隨分 取って 御覽 なされと むすと 

坐した る。 7 シ 不敵の 顔色。 1? 盛 辆打笑 

み。 ® 扨 々弟ながら 高 網 は。 大功の 勇士 

と 思 ひしに。 悴に迷 ふ 未練の 性根。 そこ を 

察して 朋輩の 誼み。 命 を 救 ふ 情のお 使者。 

あれし きの 小兒 いか 樣共 申した けれど。 

生 捕の 帳に 記した 上 は。 時 政 公より 預り 

の 囚人。 盛 網 私に は 渡されす。 ならば 踏 

込 奪取って 歸られ よ。 共 座 は 一 寸も 立た 

せじと 反 打って 詰め かくれば。 ァ 、おせ 

きな されな。 贵 殿と 拙者 只今 こ \ で刺逮 

へて は。 敵 味方に よき 大將ー 一人 を 失 ひど 

ちら も兩 損。 よし/ \ 御 透の 儘に ならぬ 

囚人。 此上は 石山の 陣に參 り。 時 政 殿に 

直談して。 自他と も 所望 致して 歸 らん。 

盛 辆《- さらばと 立上り。 7 シ廣 庭に おり 立 


てば。 ヲ、 そり や 鬼 も 角 も 勝手次第。 さ 近 

あらば 石山へ 荆 案內 申させん。 ャァく  § 

誰か あると 詞の 下。 a 小 具足 同め し覺ぇ 先 

の 力 者。 フシば らくと 取卷 いたり。 K ハ 箱 

テ 仰山な 案內 者。 敵の 陣中へ のう.，.^ と 

1 人参る 和 田 兵衞。 不知 案內の 無骨者 萬 

事宜し う。 氣遣 あるな。 ソ レ。 必 す大將 

の 御座 近く。 ナ。 お引合せ 申すならば。 

大事の 珍客。 隨 分御滔 を合點 か。 ィャ御 

酒と は 忝い。 我等 別して 大好物。 御馳走 

ならば 湖も渫 乾して お 目に 懸けう。 お看 

の 飛道具。 槍 薙刀の 串 Ifj? 何 本な りと も 貴 

玩 致す。 盛 網 殿お さらば。 和 田 殿御 苦勞。 

案內 大儀と 長 袴。 虎 を 放して。 やる 勇 

氣。 火焰の 中へ 行く 大膽。 心の 具足。 鐵石 

の ォクリ 石山 へさして 出て 行く。  W 盛 網 は 

只 茫然と。 ス子ァ 軍 慮 を 帷幕の 打 傾き。 思 

案の 扇から りと 捨て。 S 母 人 それにお は 

する かと。 地 音な ぅ聲に 立出づ る。 陣屋お 


の隈々 &前 見廻し。 母の 膝に すり 寄って。 

a 親の 役 HI を 子が 勤む るは頓 なれ ども。 

御 老體の 母 人に。 御 苦 勞ぉ賴 み 申さねば 

叶 はぬ 事。 申さぬ 先から 心得た と ある。 御 

誓言 承りた しと。 《■ 事 ありげ なる 願 ひの 

品。 聞かね ど 流石 佐々 木の 後室 打 頷き。 

SS 親 十の 中に 改めて 賴 むと ある はよ くよ 

くの 事なら め。 仔. 1 は 知らね ど 心得 まし 

た。 ハ ッ ァ 早速の 御 承知 六4 し。 ぉ賴の 仔細 

と 申す は。 最前の 囚人。 拙者が 爲 には^。 

母 人の 爲には 孫の 小四郞 を。 今宵のう ち 

に 母のお 手に 掛けられ てと。 せ 聞き も あ 

へす コレく 盛 綱。 最前 我が君よりの 

仰 渡され 必す小 四 郞に過 さすな。 殺すな 

との 御 錠なら す や。 サァ その 殺すな と 御 

読 故に。 ^以て 殺さに やらぬ。 辯 舌を以 

て 人を懷 くる 北條 殿。 小 四郞を 殺すな と 

の 上意 は。 生け 置いて 人質と し。 子 を 餌 

に 飼うて。 佐 々木 四 郞左衞 門 高 網 を。 味 


方に 付けん. Is 鏡に かけて 顯 はれたり。 

なかく 心を變 すべき。 弟 高 網と は 思 は 

ね ども。 *- 如何なる 大丈夫 も 我が 子の 愛 

に は 迷 ふなら ひ。 萬が 一 この 謀に 陷 つて。 

降參 などの 心 付かば。 子 故に 不忠の 名 を 

流さん 事殘念 至極。 よし さはな くと も 小 

四郞 が。 俘虜と なって 生き ある 中 は。 恩愛 

とい ふ 大敵に 高 網が 弓勢 も 弱り C 刃 ^ も 

自然と 鈍る 道理。 詞 迷の 種の この 小 四郞。 

1 時 も 早く 殺して しまへば。 弟が 義心 猶 

摘鐵石 。これ ぞ 兄弟 弓矢の 情。 》- とあって 

我が 手に かくる 時 は。 主君 北條の 命に 背 

く。 幼な 心に この 理を辨 へ。 自身に 切腹 

するならば。 我 は 油斷の 過り ばかり。 詞 

兄が 義も 立ち。 弟が 忠も 立つ。 雙方 全き 

この 役目 は。 御苦勞 ながら 母 人。 密に小 

四郞に 腹切ら せて 下され かし。 《- 現在の 

甥が 命 申し 宥めて 助ける こそ。 情と もい 

ふべ けれ。 殺す を 却って 情と は 情なの 武 


士 Q 有樣 や。 如问 なれば 兄弟 敵 味方と 0  S 
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分れ。 今朝の 矢 合に 敵 は 甥な り。 味方 は 

我が 子。 肉 身と 肉 身の。 劍を合 はす 血^ 

ち £.11 

の 瀧。 修羅の巷の 攻 太鼓 胸に 磐石 こた ゆ 

る つら さ。 弓馬の 家に 生れし 不祥 聞 分け 

てた ベ 母 人と 事 を。 7 シ わけた る 物語。 

地 母 は 手 を 打ち 尤もく。 兄の そなた も。 

弟の 高 網 も 我が 子に 依怙 はな けれども。 

^て- - 居る 程 不便 もま さり。 《s 有り様 は 

そなたに も。 心 を 置いて 居ました が。 弟 

に 不忠の 惡名 を。 付けさす まいと 左程 迄。 

心 遣 ひの 親切。 《- ヲ、 泰ぃぞ や。 フシ 嬉 

しい ぞゃ。 詞 世の 譬 にも。 小の 蟲を 殺し 

て 大功 を 立つ る 事。 眞實 親身 は 子よりも 

可愛い 孫 なれ ども。 思 ひ 切って 切腹 させ 

う。 ヲ 、 お出かし なされた。 健氣 者と は 近 

見 ゆれ ども 幼き 小 四郞。 もし 小 腕に 切 損 ^ 

はビ。 母 人よ ろしう 1: 介錯。 I や 短日 g 

の暮 近し。 佐. *f 木 兄弟が 苗字 を 汚す か 名 館 


を 上げる か。 I 一  つ の境淚 ばし かけ 給 ふな。 

«^氣 遣 ひめさん な 後れ はせ ぬ。 必. fJ3- 

强ぅ 遊ばせと。 渡す 一 腰 受取る 腰の 張 弓 

に 7 シ詞番 うて 刖れ 入る。 7 シ 5,5^ 吹き返 

す。 木枯 に。 早 や 城 寺の 鐘 諸共。 誘 は 

れ來る 白羽の 矢。 紅葉の 茂みに 射 込みし 

は。 主 を 誰と も 人目せ く。 ォクリ 陣笠。 目 

深に 篝 火が。 男 出立の 半弓に や はか あだ 

に は歸ら じと。 7 シ 陣屋 間近く 慕 ひ 寄り。 

せ 和 田 殿の 供 SS りに 粉れ 込み。 愛 迄 は 忍 

入つ たれ ど e 心 堅き 陣屋の 木戶 口。 心 を 

な- J- 

通 はす 矢文の 謎。 小 四郞が 目に か. -れか 

し。 祝 ひ うた 初陣に。 忌ま はしい 雜目 

の 恥。 外の 手で も ある 事 か。 《 ^從足 弟 同 

士の小 三郞。 3? てらしい 手柄 額。 甥を縳 

らせ 伯父の 身で。 それが 本意 か 恨し い。 

»- どうして 居る ぞ只 I 目。 見たい 逢 ひた 

い 間の 戶に。 我が身 を 舞と 立 板 も。 フシ 

通す は淚 の矢數 なり。 《■ 拽れて や 奧に聲 


高く。  3S 侍 中 々 ^  。 夜 通り 怠り 申されな 

と。 《" 女の 聲も 敵の 屮。 胸 驚かれ 篝. K は。 

さし 足ながら 忍び 行く。  *■ 障子 さっと 目 

早の 早瀬 。紅葉の 矢文 拔 取って。 つく 

づく 眺め 扨 こそく。 羽 響 もな き 忍びの 

矢。 女 業と 推量に 遠 はぬ 手跡。 狀 の文體 

にも あらす。 名に し 負 はに 逢坂 山の さね 

かづら。 人に 知られで くる 由 もがな。 と 

古歌 を 書きし は。 ム 、 く。 手 は 見知ら 

ね ど 相 嫁の 篝火。 囚 はれの 小四郞 に。 こ 

の 陣屋 を脫け 出で て。 人知ら す來 るよ し 

もがな。 こ i は處も 近江路 や。 》" 世に 逢 

坂の 關の戶 を。 明けて 逢 はんと 知らせの 

謎。 fSH  、侍の 母の 様に もない。 未練な 

さもしい。 軍に 立てば 討死 は覺 悟の まへ 

と。 立派な 小 四郞に 惡氣を 付け。 もし 取 

しゃな どしたら。 其 不調法 は 誰に か \ 

る。 一 家の 誼 は 生 捕っても。 命に 別條 ない 

樣子。 知らせて 安堵 さす 程に。 必すこ X 


ら に狼玑 へて。 親子 一所の 雜目を 受け。 近 

夫の 名まで 汚し やん なと。 《" 恨の うらの I 

反古 文。 打 返した る 返事の 古歌。 矢 立の 硯 g 

さらく と 書 認めて 括 付け。 內 にも 人目 館 

滋籐の 弓 打 番ひ陣 外の。 小 松に ひやう ど 

手 答と フシと もに 立て切る 障子の 內。 《- 幼 

な 心に 油斷 せぬ。 繩 付ながら 小四郞 は。 そ 

つと 一間 を 忍び 出て。 《s 今 伯母 樣の讀 ま 

しゃった。 矢文の 手 は 母樣。 こ. -を脫 け 

て 戻れとの。 知らせ は 聞いても 敵の 中。 

# 見咎められて は 恥の 恥。 と は 云へ 母樣 

何 所に ござる。 死ぬ とも ちょっと。 額 見 

たやと そろり，/, \ 'とぬ き 足 も。 フシ 危き 

毒蛇の 陣の 口。  *- あは や 跡より 窺 4S。 

小四郞 待ち やと 聲に 吃驚。 ァ、 ィ。 佝所 

へ も 行き や 致し ませぬ。 御赦 されて とば 

かりにて。 わなく フシ 操 ふ有樣 を。 * 

つく <J\ 見れば 見る につけ。 同し 佐々 木 

の 血筋で も 。&も 果報の 拙い 子 や。 囚人の § 


身と なりたれば 子 心に も氣 おくれして。 

見すぼらしい 顏容。 今宵 限りの 命と は。 

云 はね ど蟲が 知らす かと。 思へば そ V- ろ 

先立つ 淚。 胸に 押下げ 撫 下し。 ャレ孫 

ょ此 所へ ぉぢ や。 コレ そなたの 祖母 ぢゃ 

わい の 。器量 骨柄 揃うた 子 に。 痛々 しい こ 

の繩 目。 解いて そなたに この 祖母が。 云 聞 

かす 事 ありと。 《- 立 寄り 解く 血筋の 繩。 

子 故に 引かれ 篝 火が。 ，シ又 立 戻る 陣屋 

の 前。 矢文の 返事 は 兄嫁の 早瀬の 手跡。 

行く も 歸るも 別れて は。 知る も 知らぬ も 

逢坂の。 關とは 時節 を 待てとの 事 か。 きい 

かにと 見やる 戶の 隙？ r 微妙 は 孫の手 を 

引いて 一 間の 障子 押 開き。 ナウ 小 四郞。 

高 網に 別れてから 十三 年の 年月。 孫 あり 

と は 聞いた ばかり。 懐し さ 逢 ひたさ は。 

膝元で 育った 小三郞 より。 額 見ぬ 其方の 

不便 さは 百倍。 坤 殊更 永の 浪人の 貧しい 

中に 育てられ。 武具 馬具 も さぞ 不自由に 


a 惜しう 暮 しつらん と。 思 遣る 程 片時 も 

4 &る \ 隙 はな けれども。 詞思 ふに 任せぬ 

敲 味方。 この 上下 は 祖母が そなたへ 引出 

物。 》■ 著て た もやいのと フシ 差 出せば。 

せ 何 心なく 押 戴き。 取上げて 不 容顔。 詞申 

し， 組 母樣。 この 上下に はな ぜ紋 がご ざり 

ませぬ。 九寸五分が 添へ て ある は。 高名 

手柄せ よと ある。 首搔 刀で も あるまい。 

こり や 私に 腹切れ との。 死 装束で ござり 

ますな と。 《- 覺る 利發に 驚く 篝火。 微妙 は 

が はと 泣 倒れ スそ ァ暫し 。詞 もなかり しが。 

0 ヲ 、流石 は 親の 子 程 あり。 人に 優れて 

其樣 に。 聞 分けよ い 程 助けた さは。 胸 一 

杯に 迫れ ども。 殺さに やどう もなら ぬと 

いふ は。 父親の 高 網が。 武勇 智謀の 優れ 

たが。 そなたの 身の 仇敵。 助けよ と ある 

北條殿 は。 子 を 人！^ に 高 網 を。 降參 さする 

甚。 それ迄 は 殺し もせす。 まして 助け 

て歸 しもせ す。 何時 迄 も 陣中に。 囚 へて 


置け との 主命。 生きて 居る 稃。 高 網が 武 
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勇の 妨げ。 地爱の 道理 を 聞 分けて。 潔う 

腹切って たも。 H  、見れば 見る 程 目 付な 

ら 鼻なら。 眉に 一 つの 驚 子まで 父親に こ 

の 似 やう。 智慧 才覺 まで 違 はぬ もの。 老先 

っぽみ 

も 見す む ざ/. 3\ と 蕾の 花 を 散らす かと。 

老の 繰言 淚の 齦。 漏れて 外面に 聞く 嫁の。 

何 ぼ 道理 は 道理で も餘 り氣强 い お袋 樣。 

我が 子 は 殺さぬ くと。 仲 上れ ども 葦桓 

の隔 つる。 中ぞ 是非 もな き。 母の 心の 通 

じて や。 小四郞 おとなしく 手 をつ かへ。 

詞 私が 命 一 つで。 父樣ゃ 伯父 様の 手柄に 

なる 事なら。 何の 惜 みは 致し ませぬ。 尤も 

腹の 切り 樣も榜 古して 置い たれば。 切 損 

ひもせ まい けれど。 私が 一 つの 願 ひ。 昨日 

軍の 初陣に。 直に 敲へ生 捕られ。 地此 儘 近 

死ぬ る は 弓矢 神の 冥加に も盡 きた かと。 § 

何ぼう 悲しい 口惜しい。 どうぞ も 一 度 先 

か、  It 

ぉ歸 しなされ。 父樣母 様に たった 一 目 逢 0 


うた 上。， せめて 雜 兵の 首 一 つ 取って。 立 

派に 死んで 見せ ませう。 このお 頋ひ を。 

a: ァ 、 これな う。 賢い 樣 でも 流石 は 子供。 

預 りの 匹 人 敵へ 歸 して。 盛 綱が 武士が 立 

つもの か。 父 や 母に 逢 はされ る 程 なれば。 

この 憂目 はな いわいの。 とはい ふ もの ゝ 

逢 ひた. S は 道理 ぢ やわい の。 尤ぢ や。 世 

が 世の 時なら 一 一人の 孫。 右と 左に 月 花と。 

； 1 組べ て 置いて 老の樂 しみ。 この 上 も ある 

まいに。 生 捕る も 孫。 捕られる も 孫。 小 

三郞が 手柄した と。 煽 立てる 眞 中へ。 縛 

られて 引出されし。 額 見た 時の 祖母が 胸 

は。 張 裂く 樣に フシ ありし ぞゃ。 ？ 《 とて 

も 甲斐ない そなたの 運。 最期が 未練に あ 

つたな どと。 口の端に かけられて は。 親 高 

網が 弓矢の 名折れ。 尋常に 死んで たも。 

ャ 、。介錯 はこの 祖母。 可愛い 孫 を 先立て 

て。 いつ 迄 因果の 恥 曝さう ぞ。 祖母 も 直 

に 自害して。 三途の川 を 手 を 引いて 《- 渡 


る わ い のと 抱きしめ 泣く く 劍差付 くれ 

ば。 只 二親に 逢 ふ 迄 は。 赦 して 下され 祖 

母 様と。 未練 も 親子の 恩愛に 道理と いと 

す 》 

ど 目もう ろ.，^。 孫もう ろ .c 隙 あらば 

s?^ げんと 見やる 木戶 口の。 こ、 にと 母の 

呼子 鳥。 ャァ 母. 樣 かと 飛 立つ ばかり。 驅 

出す 孫 を 引止めて。 せき 立つ 老母の 聲荒 

らか詞 H  、未練 者 卑怯者。 扭は 母親と 內 

通して。 こ - -を脫 けて 出る 心ぢ やな。 それ 

なれば 3^ 助けられぬ。 望の 通り 親に も 一 

目 逢 はした 上 は。 サァ. ^切腹。 但し 龃母 

が 手に 掛けう か。 サァ それ は。 サァ く 

»" 何とと 威に 拔 いて 振り 上ぐ る。 劍の下 

に 手 を 合せ。 化 樣の聲 聞いて から 一 ばい 

命が 惜しな つた。 どうぞ 助けてお 情ぢ や。 

堪忍して 下さり ませ。 アレイ，/ \ と 逃げ 

廻り。 瞭れる 孫に 猶氣 おくれ。 ョャ レ最 

前の 健 氣な覺 悟 忘れし か。 とても 叶 はぬ 

期に なって。 病 者の 名 を 取る かや。 伯 


父が 見ぬ 先 自害して。 立派な 最期と 賞め 

られて くれ。 祖母が 方から 手 を 合す。 埔 ® 

頓む といへ ど 逃 惑 ふ。 外に は 酷 や 無情 や g 

と。 恨 も 三方 三惡 道。 前生の 敵 同士が い 怖 

とし 可愛の 孫 や 子に。 生れて 憂き目 を 見 

する かと 老母が 親身の 血の 淚 雨 の 中の 

枯れ 紅葉。 露より 先に 散りぬ らん。 せ 折 

からさつ と 山風の 遙に 陣鐘攻 太鼓。 事 こ 

そ あれと 早速の 早瀨。 長刀 擾 込み 走り出 

で。 木戸 ロ^けば 紐 入る 篝火。 詞 待った 

待った 高 網のお かも じこり や 何 所へ。 知 

れた 事。 我が 子の 小 四郞取 返す。 ならぬ 

ならぬ。 相 嫁の 初見 參 長刀に 乘 りたい か。 

»- ィ ャ推參 なと フシぎ しみ あ ふ。 》- 眞中 

に 三 郞兵衞 。小 四郞 小脇に 引 抱へ。 3 石 

. 山の 御陣 所に 事 ありと 覺 ゆる ぞ。 ャ アヤ 

ァ小三 郞は何 所に ある。 ハァ卽 ち 只今 御 

加勢と。 * 用意の 小 具足 兜の 緒。 フシし 3 

むる 間遲 しと^け 出す。 《■ 引 違へ て 知ら S 


せの 軍卒 馳せ参じ。 詞時政 公の 計 峪の如 

く。 佐々 木 四 郞左衞 門 高 綱 我が 子 を 捕ら 

れし憒 り。 今宵 自身に 馬 を 出し手 勢 やう 

やう 一 一千 餘騎。 銶 倉の 總大將 時 政 公に 直 

見参 仕ら んと 死物 狂の 其 有様 鬼神 の 如く 

見え 候。 併し 味方 は豫 ての 用意。 大將の 

陣は數 萬の 警固。 盛 網 公に は氣 遣な く。 

俘虜の 枠 を 守護 あるべし との 御 事な り 《- 

猜追々 に 御 注進と 7 シ申 捨て... ぞ驅 けり 

行く。  《- 三 郞兵衛 大息つ ぎ。 ハ、 ァ南 

無三寳 しなしたり。 さし もぬ からぬ 弟髙 

網。 子 故の 闇に 心 眩み。 謀に 陷 つたるな。 

摩利支 天 なれば とて。 數萬騎 の そ の 中へ。 

1 騎 がけの 死 軍。 討死 せんこと 眼前たり。 

此上は 親の 御 慈悲。 佛 間で 御 间 向な され 

かし。 盛 網 母 人。 《-H  、力なき 武運の 末。 

t な こ 

殘念 さよと。 ばかりにて 7 シ眼 を。 閉ぢ 

て 奥に 入る。 《" 篝火 なほ も 氣はそ 1- ろ。 

我が 子 も 氣遣ひ 夫 も 如何。 千々 に碎 くる 


軍の 破れ。 えいく おうと 膀鬨 は。 敵 か 

味方 か 1 一人の 妻。 胸の 陣鐘足 も { さ 一度の 

注進 勇みの 大昔。 詞御悅 び 候へ 軍 は 十分 

味方の 勝利。 大 軍に 取圍 まれ 集り 勢の 高 

網 方 度 を 失うて 逃走る を。 或は 搔首。 或 

は 射 取り。 殘る兵 散々 に 追 祷り。 諸葛孔 

明と 呼ばれた る 四 郞左衞 門 高 綱 を。 榛谷 

十 郞が討 止めて 候と。 *■ 聞く より 妻はハ 

ァ はっと。 心散亂 燃えた つ 篝火。 夫の 首 

は 渡さ じと。 行く を やら じと 止む る 早 

m。  *4<將 軍 時 政 公。 御成 ざ ふと 呼 はる 

聲。 》 -ハァ はっと a. 瀨は 大將の 7 シ 御座 

の 設けと 走り 入る。 # 龍の 雲に：^ るが 如 

く。 一陽の 春 を 待つ 平の 時 政。 近習の 武 

ふ も-，  >  ほ り 

士古郡 新左衞 門。 佐々 木 小 三 郞盛淸 御供 

に扈從 して。 御 召 換の鎧 榧 御座の 次に 飾 

くわん ぜん 

ら せて。 寬 然と 入り 給 へ ば。 三 郞兵衛 

母 微妙 敬 ひ。 請 じ 奉る。 地 竹の 下の 孫 八 

慌 しく 罷 出で。 ほ 最前 和 田 兵衞秀 盛。 


御陣 所へ 參 りし 所。 日頃 好める 滔を强 ひ fa 

かな 6 み  5 

て醉ひ 臥させ。 居間の 四方に 金網 を かけ 

たれば。 籠の 鳥 同然と 思の 外の しれ 者。 

隱し 火矢 を もって 屋根 を打拔 き。 御座の 

間の 白旗 を 奪取り 立 退いて 候と。 《-言 上 

すれば 時 政 公。 《5 ハ、、 、 、敵の 軍 中へ 

鎧 も 著せす 只 I 人。 踏 込む 程の 不敲 者。 

汝 等が 手に 合 ふべき か。 第一 の 大敵 住々 

木 高 網 を 討 取つ たれば。 腹心の 害 は拂ぅ 

たり。 さりながら この 佐々 木 。古 へ の將門 

に 習 ひ。 一 人なら す 二人 三人の 影武者 あ 

つて。 いづれ を是と 見分け 難し。 せ 誠の 

佐 々木 か 偽 首 か。 弟が 首よ も 見損す まじ。 

兄 盛 綱 實撿 せよ と 仰の 下に 新 左衞門 フシ 

首 桶。 御前に 直し 置く。  三 郞兵衞 承り。 

大將に 一 禮し 無慙の n めが 死 首に。 是非 も 近 

C 

なき 對面 やと。 存 込む 淚 うしろより。 父 源 

の 死顔拜 まんと 窺 ふ 小 s 郞。 盛 網が 引 開 ゆ 

ミ、 阵 I 

くる 首 の。 二目と も 見 も わかす。 父 飽ー 


樣 さぞ 口惜し かろ。 わし も 跡から 追 付く 

と。 水の 匁 雪の 肌。 腹に ぐっと 突立つ 

る。 ャレ母 人お 止めな され。 何故の 切 

腹 仔細 を 言へ。 《- 様子 は 如何にと 人々 慌 

て 介抱に。 小四郞 きっと 目 を 見^き。 ョ何 

故 死ぬ と は 伯父 樣 とも 覺 えぬ。 卑怯 未練 

も。 父 樣に逢 ひたさ。 父 を 先 だて 何 まだ 

くと 生 恥 場さん。 親子 一 所に 討死して。 

武士の 自害の 手本 を 見せる と 《- きり、 き 

り、 と 引 通す。 その 手に 槌り母 微妙。 ナ 

ゥ その 立派な 心 を 知らす。 叱った 祖母が 

面目ない。 泳へ てた もとお 左目 をし ばた 

たく 三郞 兵衞。 豫は 如何に 早 や 實撿。 

何とく と 御上 意に。 疵口 拭 ひ 耳 際まで。 

*i と 改め 故實を 守り。 謹んで 兩 手に 捧げ。 

3" 矢 班に 面體 損じ たれ ども。 弟 佐々 木 高 

稱が 首。 相違 ござ 《- なく 候と ス ヱテ掷 前に 

直し 押し 退れば。 《5ホ 、ゥ骨 肉の 兄が實 

檢と いひ。 首に 向って 小 四郞が 恩愛の 淚。 


切腹の 有樣。 誠の 首の 證據 明白。 思へば 

昨日 この 首に 後 を 見せし 時 政が。 今 手の 

下に 誅 罰する 武運の 强さ。 ハ 、ァ 心地よ 

や 嬉し やな。 今と いふ 今時 政が。 始めて 

枕 を 安く 寝る は 盛辋が 働き。 我が 著 後の 

0 一  領。 當 座の 褒美に 殘し 置く。 小三郞 

其 外に は 陣中に て。 *- 勝 軍の 恩賞 せん" 

皆 萬歲を 唱 へよ と。 悅 喜の 装 ひ 四 邊を拂 

ひ ォクリ 本陣。 フシ さして 歸陣 あり。 せ 盛 

網 あたり を 熟と 昆 廻し。 3; 佐々 木 高辆が 

妻篝 火。 計略の 僞首 仕畢せ たれば。 小四郞 

に 最期の 暇 乞。 赦す これへ と 一 言 を。 せ 

聞く 遲 しと 轉び 出で。 我が 子に 犇と抱 

き 付き スェ わつ と 泣く より。 外ぞ なき。 

溴 ながら 母 微妙。 5^ 偽 首と 知って。 大將へ 

渡した 其方 は。 京方へ 味方す る 心底 か。 

ィ 、ャ いっかな 心 は 變ぜね ど。 高祸 夫婦 

が 是程迄 仕込んだ 計略。 父が 爲に 命を抬 

つる 幼少の 小四郞 が。 あんまり 祌 妙健氣 


さに。 不忠と 知って 大將を 欺きし は 弟へ S 

江 

の 志。 彼が 心 を 察する に。 高 辆 生きて ある 

中 は。 錄倉 方に 油斷 せす。 一 BI 討死せ し I 

と： S: つて 山奧 にも 姿 を隱し 不意 を 討たん 館 

す 謀。 然れ ども 底 深き 北條 殿。 一 應の身 

代り は 中々 喻 はぬ 大將。 そこ を圖 つて 一 

子 小四郞 をう ま/ \- と 此方へ。 生 捕らせ 

しが 手段の 接 組。 *" 最前の 首 實檢。 偽 首 

を 見て 父上よ と。 誠し やかの 愁歎の 有樣 

に。 大地 も 見 拔く時 政の 眼力 を 眩 ませし 

は。 敎 へも敎 へたり。 覺 ぇも覺 えし 親子 

が 才智。 見えす く僞首 と は 思へ ども。 か 

程 思 込んだ 小四郞 に。 何と 犬 死が させら 

れぅ。 主人 を 欺く 不調法。 申 譯は腹 一 つ 

と。 極めた 覺悟も 負うた チに敎 へられ 淺 

瀬 を 渡る 此佐々 木。 甥が 忠義に 比べて は 

伯父が 此腹。 百 千切っても かけ 合 ひ 難き 

最期の 大功。 其方が 命 は京錄 倉の 運 定め。 

出かいた な。 出かした と 手 負の 額 を。 打 § 


守りく I の淚 にくれ ければ。 害 火い 

と 5* かきくれて。 子 を 褒められる 親の 身 

の。 悦ぶは 常 なれ ど 生きて 高名 手柄して。 

今の 仰に 預 らば 何ぼう 嬉し かるべき に。 

年相應 より 利發 なが 生れ 付いた 此 子が 因 

果。 いかに 武士の 習ひぢ やとて。 斯う 斯 

うして 自害せ いと。 敎 ゆる 親の 飼 欲さ 可 

愛 や 初陣の 初から。 死に 行く 事合點 して。 

3 俺 や 侍の 子ぢ やによ つて。 討死す る は 

嬉し けれど 。死んだら 父樣 ゃ母樣 に。 つ い 

逢 ふ 事が なるまい かと。 それば つかりが 

と * 云 ひさして。 泣 顔見せす 勇んで 行き 

しその 立派 さ。 逋れ 弓矢 打 物 迄 誰に 劣ら 

ぬ物覺 え。 腹切る 事まで 是 程に。 器用に な 

くば 何事 ぞ。 コ レ なう 小 四郞。 小 四 郞と手 

負の 耳に 口 さし 寄せ。 K この 深手 ぢゃも 

の。 耳 も 遠な ろ。 目 も 見えまい。 今 伯父 

樣の 仰った 事 聞 取り やった か。 そなたの 

命 捨てた ので。 高辆 殿の 忠義が 立つ と 。亵. 


美のお 詞。 a- それ を .$ の 引導に 迷 は. f 

と佛 になって たもと。 云 聞 すれば 嬉しげ 

に。 W そんなら わしが 死ぬ るので。 父樣の 

軍の i になる か- H  、忝い。 組 母 樣は何 所 

にぞ。 わしゃ 縛られても。 卑怯者 ぢ やない 

ぞぇ。 それで 死んでも 本望 ぢゃ。 伯父 樣伯 

母 様。 祖母 樣 にも 母樣 にも。 逢うて 死ぬ る 

は 嬉しい が。 たった 一 つ 悲しい は。 父 様に 

くと 跡 は 得い はす 舌 硬ば り。 次第々 A 

に 弱り果て 惜し ゃ實 生の 初花 も。 無常の 

風に 7 シ 散りて ゆく。  《• コレ なう 小 四郞孫 

やい。 今 はの 際に 父親 を 尋ねて 死んだ 子 

の 心。 思 遣って H: 1 目 なぜ 額 見せに 来て 

くれぬ。 千 騎萬騎 の大將 にも 成るべき も 

の を栴楨 の。 二葉で 枯らせし 胴欲 は祌も 

佛も なき 世 かと。 歎く 微妙の 聲 限り 淚の 

早瀬 篝火も -シ消 ゆる。 ばかりの 思な り。 

«- 三 郞兵衞 泣 目を拂 ひ。 ハァ 歎に 紛れ 

後れたり。 實撿を 仕損じた る 鎌 倉への 申 


譯。 *- 母 人 さらばと 差 添に 手 を かくれば。 g 

«s ャァく 盛 網。 和 田 兵 衞秀盛 これに 在 

り。 敵 を 見掛け て 自害と は。 臆した るかと 

聲 かけられ。 シ ャ幸 ひの よき 敵。 歸 らば 其 

儘歸 さんに。 運盡 きたる 秀盛。 し は 

せじと 突立てば。 K ヲ 、和 田 兵 衞が習 ひ 

得し 南蠻 流の 懐鐵 砲。 《 "受けて 見よ とど 

うど 打つ 狙 は 外れて 錢 植。 內に 忍， びし 榛 

谷 十郞太 腹射拔 かれ フシの た 打つ たり。 

見よ や 盛 網。 底の 底まで 疑 ひ 深き 北條の 

隱 目附。 汝が 手に かけ ざれば。 不忠に あ 

らす 彼め が 不運。 今 又御邊 自害せば。 鎌 

倉へ の義は 立つべき が。 佐々 木が 首は僞 

物な りと。 忽ち 露顕し 是迄 も。 碎 きし 心 

は 水の 泡。 時 を 待って 佐々 木 高 網。 誠 は 

こ、 にと 切って 出 づる其 時に。 潔く 切腹 近 

せば。 忠も 立ち 義も 全し。 腹の 切り 樣 早い g 

く。  «- ハ 、ァげ に 過ったり 我が 命。 暫 お 

く 生きる は 弟へ これ も 情の 一 つに は。 甥 0 


へ の 寸志 追善供養。 S 野 送り 萬 事 も I 家の 

e: 證。 諸事 何事 も此 座き り。 表 は 京方。 鎌 

富 方。 地 右大臣 實 朝の 御座の 白旗 奪取り 

し は。 軍の 吉左 お重ねて 再會 7 シ とめて 

昆 ぬかと 出で て 行く。  S ャァ 盛稱が 陣中に 

て 。味方の 武士 を 討った る 曲者。 返せ * 戻 

せ は 弓矢の 儀式。 ，シ因 は 兄嫁 小姑 孫よ 甥 

子の. に。 うき 事 三 井の 暮の 鐘。 消え 行 

く 子より 親心。 我から さきの 夜の 雨 父に 

は 一 目。 7 シ 粟津の 嵐。 木の葉の 紅葉 かき 

寄せて。" l^si らす瀬 田の 橋 門火 は。 S5{ 煙 

敵 味方 さらばと 。ばかり ュ li へ^れ ゆく 

第 九 

鋒 比 良の 暮雪と 貧ぜ しも。 ナ ネス？ ン誠は 

寒き 暮れの 雪。 冬ぞ 寂しき 大津の 浦に。 

ネな .*• さ 

ォクリ 世 を 滑ぎ わたる^ 長の 妻 もと も-,^ 

外 稼 。- 內は 十五の 诞 くり。 留守の 手 習 机 

の 上。 草 班に 六道の 切 書い て。 S1K かまい 


かの 玉錢を 。一人 打ったり。 地 飛 通り フシ 

遊びに たわいな かりけ り。 フシ 其 日 も 西 

へ。 入相の。 鐘に 散りし く 花なら で。 雪 

げを しのぐ 相合傘。 本 7 シ よその 宿に 身 を 

寄せて。 《• 我が家に 歸る 女房お よつ。 K 

阿房よ 戾 つた ぞ よと。 》- いふ 聲 聞いて 玉 

錢隱 し。 ai ヲ、 ぉ家樣 ようごん たの。 ヲ 

ヲ被扠 わい 何ぞ 他^から 米た 者の 様に。 

そして 晴 いのに. G もと もさす ぐづ， - (-- と 

何して ねる。 サァ其 樣 にぐ づ./ \ すると 

吒られ るに よって。 ぐ づ^ \- する かせん 

か喑 がりに してお 前の 膀探 ろと 思うて。 

又 阿房め が 灯 をと もせと。 *- いふに 合點 

角行 燈。 硓黃の 花に ハ 、虔。 %.< 人 を is 

らんす かいのと。 # いひく 戸口 差艰 き。 

a" ァ レ 門口 に 誰 やら 居る。 誰 ぢゃ何 所の 

人ぢ や。 ィャ あなた は 傘 を 御 無心 申した 

お 侍樣。 # お蔭で 雪げ を 凌ぎまして 忝う 

存じます。 マ ァ りなされ ませと。 


いふに 侍內に 入り。 これが こなたのお ^ 
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宿 元 か。 扨々 綺麗な お 住居で ござります 源 

二の ろ  F 

な。 ィャモ やう/ \ 頃日 此 家へ參 りし 故 ■ 

まだ 取 綺りも ござり ませぬ。 シテ御 亭主 § 

の 御商賣 は。 ィャ 亭主と 申す は 私ば かり" 

»- 營み とても 僅かな 暮し。 與ム 、すり や 

後家 御 か。 ハイ 左様で ござります。 是は 

„(-.- まだお 若い に撫御 不自由に ござらう 

な。 ィ ェ/\-獨 身に 慣れまして はさして 

不自由 は ござり ませね ど。 此 浦風の 烈し 

さに 。又しても 夜 冴が 致し 。心細い 折し も 

は。 誰ぞ 力に なって ほしいと。 サァ思 ふ 様 

な緣 もない もので ござり ますと。 *" 何 所 

やら 甘い 咄に 侍。 襟 かき 合せ 差 寄つ て。 ョ 

我等 花 岡 園 部 之 介と 申す 浪人。 未だ 定ま 

る 妻 もなければ。 清水の 花 盛に はこの 園 

部 を 戀慕ふ 短冊 も あらう かと。 樓の枝 を 

見 ® つても。 當 世は欹 詠む 姬も 無い かし 

て。 闕 淋しう ずす 某。 何と 相談す る * 氣 ^ 


はない かと。 しなだれ 7 シか、 れば 。こな 

たも 打 笑み。 sira きま すれば あなたのお 

名 は 園部樣 とやら。 藏 雪空の 相 合伞。 お 情 

深い も 御緣の 端。 そして どうやら 愛しら 

しいお 姿と いひお 額 付。 女 をな づ ます 目 

元の しほと。 堆 こぼれ か- - りし 姿 振に。 

現ぬ かして。 コ ハリ氣 は上づ り。 側に 阿房 

が差覜 き。 、 惡ぃ身 をす る 侍 。丁度 股 

ぐらへ 山猫 狭んだ 様に。 コリャ 又 阿房 口 

叩かすと。^^に用はなぃ奧へ行け。ァノ俺 

に 奥へ 行け かへ。 行けなら 行 こが。 俺が 

sSt へ いたら 挟んだ 山猫 を 出し をろ ぞへ。 

まだ 徒 口 をと 堆 叱られて。 盆 太 は 奥へ 立 

つて 行く。 およつ は 門の 戶 ，.> ^楚 寄せて。 

地 押入^け て。 こてく と 取 出す 蒲圑 ，シ 

打 ひろげ。 S ヲ、 效 一む。 こんな 寒い 晚は 

a  く 

ちっとな と 早う 寢て。 《 "肌溫 めう と 身 を 

横に。 なるたけ 堪 へる 侍が。 靑 うなり 赤 

うなり。 つく i& さへ も 結え- 5\ に- 詞も 


う 其 所へ は ひろ かへ。 コレ もう 寢て かい 

な。 どうもなら ぬと ，シ 蒲圑 の- 2:。 入れ 

ばお よつ が 起 直り。 そんなら お IS 愈 i 

私と 寢る心 か。 ィャモ 心 は 何 所 やら 飛ん 

で 仕舞うて。 身體 中が 張 切れる。 そり や 

眞實 で ござんす か。 ヲ、 ® 實と も M 資 と 

も。 もう 根 問 ひせす とちやつ と寢 たい。 

ィャ それが 定 ならお 前へ わけて 無心が あ 

る 何と 聞いて 下さん すか。 聞きた うても 

上氣 して 耳が 聞えぬ。 少々 の 事なら まあ 

寢 所での 事に せう。 ィ ヱ/\\賴 むこと も 

親んで から。 何を隱 さう 私 は 敵 討で ござ 

ります。 よしく 敵討吞 込んだ。 それ ぢ 

やによ つて 若し 敵に 出合 はば 助 刀して 

貰 はに やならぬ。 それ 合點で ござります 

か 。よしく 助太刀 存 込んだ。 萬 一 返 討に 

あ ふ 時 は。 命 を 捨て 下さん せに やならぬ 

ぞぇ。 よしく 返討吞 込んだ。 ヲ 、何 を 

いうても 吞 込んだ と。 大 腹中な お 人で は 


ある わい の。 よしく 大股 中吞 込んだ。 S 

5 

ヲ 、 そり やお 前 何 をい ふの ぢゃ。 何ぢゃ 

知らぬ が 早う 寝たい。 マァ よしれ ぬ 事 を 

云 はすと も。 私が 敵と いふ は 兵法の 達人。 

助太刀せ うと 仰る お前。 手の 內が 見た う 

ござんす。 ャァ鉢 坊主 ぢ やなし 何の 手の 

內。 サァ 兵法の 御鍍鍊 が。 ァ 、兵法 使 ふの 

か。 そり や 心安い 何時な と 使うて：：！^ せう。 

左様なら 御手 練の 程 を。 ャレく 嬉し や 

と 申してから。 心掛けねば 竹刀し なへの 

用意 もな し。 何 を 以て 御手 練 を。 ィャ氣 遺 

ひ 召さん な。 竹刀し なへ m 意 致した。 何 

竹刀 を 御用 意と は。 ヲ 、 サ心掛 の 武士 だ 

もの。 竹刀がなくて 何とせ う。 しかも 長い 

と 短い が あると。 均兩 腰す るりと 拔 放せ 

ば。 赤 照で もない 備前 竹光。 2^ 何と 天喑 ^ 

竹刀で あらう がの。 ァノ； ；； - がお 前の 魂 か。 i 
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ィャ魂 は 飛んで 了うて こり や 人 を だまし 先 

ひぢゃ 。ヲ、 いっそ 呆れて 物が いはれ ぬ。 m 


もう It 手練 見る に 及ばぬ。 そのお 心なら 

寝て 語ろ。 何ぢゃ 寝よう こり や 忝い と， - 

*- いふ 問に 行燈 7 シ吹 消せば。 an リャ 

なぜ 灯 を 消した。 K  、明くて は 恥 かしい 

なと。 a 勝手 知らねば 此所彼 所 尋ね 探る 

其 中に。 阿房 を そ つ と 蒲 團の內 およ つ は。 

フシ 勝手へ 探り 行く。  * こなた は 知らす 高 

這 ひに。 探り 當て たる 蒲 圑の內 。何 か はな 

しに フシぐ す《。 埔 入れば 阿房が 大 

聲 あげ。 K ァ、 イタ、、、 ャレ盜 人め 出 

あへ-, \ と。 呼 はる 聲に 吃驚し。 こけつ 

轉 びつ 侍 は佝所 ともなく  ，シ^？^げ歸る。 

* 跡に 盆 太が 髙笑 ひ。 S ハ 、 、 、逃げる わ 

く。 ャィ 侍め。 汝が 血氣に 住せ 屋尻切 

らうと か、 つても。 减 多に 切れる 盆太ぢ 

やない わい。 お 家 様 も 亦お 家樣ぢ や。 何の 

あんな 奴が 心 を 試す 事が ある もので。 此 

やつら  0- つ ひつ？ 9 

間から 来る 奴等に。 碌な 奴 は 一 人 もない。 

ェ 、隙 費な。 追 付け 曰ー那 樣が戾 つてで あ 


らう。 湯な とたいて 腰湯 さそと。 M" あた 

りこて く 取 片付け。 ォクリ 納戸へ。 へ 入る 

やい る さの 月。 增影 さへ 喑 くしめ，， t\ と。 

空に ちらつく 雪よりも 7 シカ； 齢の 雪 を 

蔽 うたる。 簑笠 著た る 老人 を。 乘 せて 我 

が 家 へ 戾り 舟。 精 を 押切って 陸に 漕 付け。 

ほ 急ぎ 候 程に。 早 や 舟が 著き て 候。 卽ちこ 

れが 我等が 內。 サァ くお 上りな され ま 

せと。 埔歩& せば 老人 は。 しづ./ \ 上る 陸 

の 方。 船頭 も 紡 網。 亂 に 付け。 いざ 御 

案內と 7 シ 先に 立ち。 K 女房 ども 戾 つた ぞ 

よ。 あ 客が ある 何 所に 居る と。 *" 夫の 聲 

t  なん クー 

に 女房が。 疾 しゃ 遲 しと。 納戶を 出で。 

8 ヲ、 一 1 郞 作殿戾 らしゃん した か。 今日 

は 定めし 寒かった で ござんせ う。 ィャモ 

寒い 段ぢ やない。 雪 はちら つく。 向 ふ 風 

の 比 叙 で。 搏束 持つ 手 も 切る 様に あつ 

たれ ど。 風に 逆うて 籍 押した ので。 おれ 

は S い を 忘れた が。 あなたに は お冷え 


なされう。 增 いざ 先づ あれへ と勸 めら れ。 yd 

簑笠脫 ぎ 捨て 7 シ 上座に 直り。 f 樹の g 

蔭 一 河の 流れ。 不思議に 亭主が 世話と な ^ 

り。 寒夜の I 宿 過分の 至りと。 聞いて 女 館 

房が 呆れ顔。 きァモ まあ 仔細ら しい 物の 

云 ひ樣。 そして 見り や 生きた 兜 人形 見る 

樣 なお 方。 あり ゃマァ 何方で ござんす ぞ。 

ィャ どなた やら 俺 も 知らぬ が。 今日は 草 

津の 方に 軍が あると 聞いた 故。 何でも そ 

こら 邊へ 行たら。 よい 儲が あらう かと。 

矢 橋の 濱に舟 着けて 兑 合して 居る 所へ。 

彼方が ひょっこり お出でな され。 何が な 

しに 舟へ 飛乘 り。 ャレ 出せ。 ソ レ 漕げと 滅 

多 無性に おだてられ。 合點が 行かね ど マ 

ァ 沖へ 漕 出して。 扨樣子 はと 尋ね たれば。 

石山の 所へ 歸る 者。 それ迄 急ぎ 舟 を 著 

けよ。 望み.^ $賃 やらう と 仰 有る 故。 

長った と 精出して。 押しても。 漕いでも 

向 ふ 風。 一 向 石山へ 舟 は 寄らす。 せう 事 


なしに 爱 まで 連れまして 戻った。 今夜 は 

こちに お泊め 申し。 風が a: いだら 石山へ 

お供す る 。隨分 御馳走 申して くれと。 地 夫 

が詞に それ は マ ァく 御難 儀 や。 見 まし 

た 所 鎧と やら を 召して ござれば。 定めて 

に 行く お 方。 ナ 申し。 左様な 事で ご 

ざり ます かと。 a- 尋ねに 老人 打 頷き。 _*«ホ 

ゥ 推量の 通り。 今日の 軍に 思 はぬ 敗北。 

それ 故 か- -る 世話に 預る。 コ レ こちの 人。 

敗北と は 何の 事ぢ やえ。 ハテ 軍に 負ける 

を 敗北と いふ わい やい。 ム 、そんなら あ 

なた はお 負けな された のか。 ヲ 、それ は 

まあく お 笑止 や 。そして 見ました 所が。 

お 年に 不足 もな ささうな に。 命が けの 軍 

せうよ り。 お子様 も あらう に。 隱 居して 

ござれば * 敗北と やら も あるまい に。 定 

めて お腹が 立つ で ござり ませうな。 何の 

何の。 勝負 は 時の 運に よる。 一 曰 一の 勝より 

*> ん 

始終の 勝 こそ 善なる べし。 計らざる 今日 


の戰 ひ。 佐々 木の 四郞が 謀に 乘 せられ。 

味方の 大軍 大半 討 たれ。 某 とても 無念の 

敗北。 a- 陸路 は 佐々 木に 立て切られ。 石山 

へ も歸り 得すと やせん 方 も 港の 方。 途方 

に 暮れて 漂 ふ 所に。 詞幸 ひなる 波 舟危き 

難 を遁れ しも。 全く 其方が 情 故と。 增 始終 

を 話す 軍の 様子。 聞いて 女房が 差 寄って。 

SS 申し その 佐々 木と やら 云 ふ 人 は。 討死 

と 聞き ましたが。 矢 張 生きて 居られます 

か。 されば. （-。 これ 迄 佐々 木 を 討 取りし 

も 度々 なれ ど。 皆 影武者の 僞佐 木 六日 

以前の 戰 ひに。 佐 * 木が 枠 小四郞 とい ふ 

者 を。 味方へ 生 捕る 其砌に 討死せ し 佐々 

木が 首。 枠 小四郞 に實撿 さすれば。 誠の 

親と 歎き 悲しみ 直さ ま 切腹。 担 こそ 佐々 

木 は 討 取りし と。 安堵の 思に 今日の 出陣。 

又も 佐々 木に 追 立てられし は。 幾人 あり 

とも 計りな き。 佐々 木が 謀の 恐ろし やと 

シ舌 を。 卷ぃ て 物語り。 《 "聞く 女房が 打 


萎れ。 今のお 話 聞く につけ 侍と いふ 者 は。 S 

小さい 子で も 軍して。 命 を 捨てる とい ふ 

事 は。 果敢ない とい はう か。 いぢら しいと 

いはう か。 その 親々 の 身に 取って はとい 

ふ を 打消し。 3 ヱ、 何の かげ も 構 はぬ 他 

所の 事 を。 ィャ 申し。 かう お 宿 申します 

から は。 とてもの 事に あなたのお 名 を。 

« "ホ 、我 こそ はとい はんとせ しが 詞を控 

へ。 K ィャ 端武者 なれば 嗚滸 がまし ぅム 

ム。 成程 の穗 にも 怖ぢ ると やら。 承つ 

て 益ない 事。 定めて お疲れで ござり ませ 

う。 見苦し けれど 奥へ ござって。 御 休息な. 

されません かい。 如何様。 老體 なれば 餘 

程の 疲れ。 詞に 付いて 暫く 休息。 ィャモ 

何にもお 氣 遣な 事 は ござり ませぬ。 緩つ 

とお 休みな され ませ。 ホ、 何 かにつ けて 近 

心 遣 ひ 過分。 地 過分々 <*C と 老人 は。 7 シ 源 

氏 

しづ. （- 立って 奥に 入る。 《- 跡に 女房が g 

くし-/ \> と 7 シ思ひ びた る 憂き 淚。 《-  0 


夫 も 思案 あり 顔に。 手 を 拱い て 差 俯向き。 

互に 詞納戶 より。 ひよ かく 出づる 阿房 

の 盆 太。 重箱 片手に。 コレぉ 家樣。 お前 

忘れて ござんす か。 今日は ぼん 様の 一 七 

日の 連夜。 それで 一 文 餅 三つ 買うて 来た 

程に 祝うて 佛 様へ 進ぜて と。 《- いふに 思 

はすせ き 上げて わつ とば かりに。 スュテ 伏 

沈む。 s ヲ 、 し をら しいよう 氣が 付いた。 

愚な 汝が志 供へ いでなん とせう と 埯しを 

し を。 立って 押入の。 7 シ澳 あくれば 釣 

佛壇。 御燈明の；^；はぁりながら。 濕る香 

爐の。 香 もり かへ。 8 知覺 院幼玄 童子。 

佛 果の爲 と。 《- 手を合 せ 伏し 拜む目 も。 

7 シ淚 なり。 K 申し 佐々 木 殴。 シィ。 ィャ 

ニ郎作 殿。 ぉ^^もこちら向ぃて。 せめて 

一遍の 罔 向な として 下さん せ。 》- 私が 千 

遍唱 へる より。 お前の たった I 遍が。 あ 

の 子の 功德 になる わい のと 又 伏 沈め 

ば。 K ャィ くた わけ 者。 奥に 客人 も ご 


ざるに。 見苦しい 其 泣聲， 》-H  、未練な 

扠と 叱られて。 ィ H,/\ なん ぼ 叱らし 

やん しても 。これが 泣かす に 居られう か。 

« いかに 男の かう けぢ やとて。 お前ば か 

りの 子 かいな。 私が 爲 にも 子ぢ やわい な。 

s まだ 年 はもい かぬ もの。 かう。./ \ せい 

と慘 たらしい。 父御の 詞を子 心に。 大 事大 

事と 忘れ もせす。 立派に あった 其 時の。 姿 

が 今に 目先に 見え。 何と これが 忘られう。 

わしゃ 忘られぬ。 《- 得 忘れぬ とどう ど 伏 

し 歎けば 流石 恩愛の。 淚は 胸に つ i かけ 

ながら。 ャィ聲 が 高い 靜に 泣け。 我と 

て も 肉緣の 枠。 不便に なうて 何とせ う。 

そち 

側で ありく 見た 其方より。 見す に 案じ 

る 我が 心。 どの 樣 にあら うと 思 ふ。 增 骨 

は碎 かれ 身 は 刻まれ。 肝の たばねへ 燒ぎ 

を。 刺される 樣 にあった わい と淚隱 せば 

阿房 は 目 をす り。 a ァ、 利根な 坊樣 で。 

先度 もナ。 俺が 穴 一 して ゐ たれば。 n リャ 


阿房よ。 穴 一 すると 手が 下る とい はしゃ 近 

江 

つたに よって。 コレ/ \ そんな ませた 事 源 

いふと。 つい 死ぬ るぞ やと 云う たれば。 ゆ 

俺 や 侍の 子ぢ やによ つて。 死ぬ る 事 は 何 ぬ 

ともないが。 ひょっと 死んだら。 f^sk 

樣が 泣かし やろ な ァと云 はしゃった。 つ 

い 泣かし やる 様になっての けたと。 大 

聲 あげてお いく 泣き。 コリャ もうい 

うて くれな。 聞く 程 苦しい 此 胸が。 裂 

ける 様な と 伏 沈む。 淚は 琵琶の 湖に 7 シ 

寄す る 如くな り。 フシ か- -る。 歎き 

の 時し も あれ 長 押に 接け たる 鳴子の 音。 

風 か あらぬ か へぐ わらくく。  ニ郞作 

聞く より 突立 上り。 8 コ リャく 女房。 

城內 より 知らせの 早 打。 ソレ 奥の間に 氣 

をつ けよ。 《- 阿房 は裘 をと 追 立て やり。 

戶ロ をち やう ど 差 固め。 居間の 疊を 跳ね 

上 ぐれば。 下より ぬつ と 鎧 武者。 3 ノリ 今 

日 味方の 勝 軍 言上 せんと 手 をつ けば。 き M 


ャァ昔 高し く。 谷 村 小 藤 治。 シ テ械內 

に 1^ はなき や。 今日の 一 戰。 味方の 勝利。 

次第 聞かん も *- ひそ， （- 聲。 ヲリ さん 候 

味方の 軍勢 粟津の 订に屯 を 構へ。 戰ひを 

催す 所に 。敵の 大軍 どっと 押 寄せ。 無 1 1 無 

三に a け 立つ る。 味方 はわ ざと 負 色 見せ。 

十 町ば かり 引退く。 勝に 乘 つて 追 來る大 

軍 潮の 涌く に 異ならす。 味方 もこ k に 踏 

がり 火花 を 散して 攻め 戰ふ。 《 "仰 置かれ 

し 時分 はこ.^ ぞと。 四つ目 結の 旗 さっと 

廃 かせ。 敵の に 大昔 上げ。 ほ 佐々 木の 四 

郞高網 これに ありと 名乘 りかけ く。 驀 

地に おけ 立 つれば 地 そ りやこ そ 佐々 木が 

又 出た ぞ。 は 謀 に乘 らぬ內 引け や。 く 

とわれ 一 に。 狼识 へ， げば 後陣より。 大 

將時政 采配 振 立て。 リ 佐.. -木 とて 鬼神 

にて はよ も あら じ。 騷 ぐな 者 ども 備へを 

立てて 戰 へと 高らかに 呼 はれ ども。 

佐 木と いふ 名に 聞 怖し。 崩れた つたる 敵 


なれば。 耳に も 更に 聞 入れす。 風に 散り 

行く が 葉 武士。  a げ 行く 者に： H はかけ す 

目指す は 時 政 只 一 人。 《s ノリ 餘 すな 漏らす 

な 者 どもと 稻麻竹 葦と 取卷 きしが。 天 を 

翔って 通れし か 又 地 を 潜って 走りし か。 

無念ながら 時 政 は 討 漏らし 候と 息つ ぎ あ 

へす ？ン訴 ふれば。 a ホ 、逋れ 高名。 手柄 

手柄。 併し 時 政 を 討；^ せし は殘念 至極。 シ 

テ時 政が 出立 は。 ， -リ鏜 は排械 錦の 直 垂。 

なに 妹械 に。 E 垂 とや。 シテ く。 徒 立 か 

但し は 騎馬 か。 ィャ馬 は 共 場に 射す くめ 

られ。 乘換 もな く 身 は 徒 立。 ム、 さ こ 

そく。 汝は 直に 城內 に立歸 り。 勝 軍の 

油 斷を窺 ひ。 夜 討 を かけまい もので もな 

し。 萬 事油斷 なき 様に。 變 あらば 早速 知 

ら せよ。 早 や 行け。 *- 行けと 云 渡し。 差 

寄って。 7 シ 耳に 口。  ハァ、 畏まり 候 

と 引返して 拔 道へ 雉 飛込む あとの 古 星。 

プシ 元の 如くに 押 直せば。 地 女房 篝火勇 


み 立ち。 a: 今の 注進 聞く につけ。 符を « 

合す 奥の 老人 時 政に 極まった。 此 家へ 來 

る は 天の 與へ 百萬騎 よりたった 一 人 を 討 

取れば。 四海 浪風靜 まる 手柄。 用意 さ 

しゃん せ四郞 殿と 急 立つ 女房。 *- 騒がぬ 

髙綱。 a" ホ、 圔らゃ 我が 手に 陷る時 政。 

とても 今宵 は 過さぬ 命。 いや 《 落 

付く も 時に よる。 油斷 大敵 小敵と て。 侮 

ら すと は 常々 お前が 敎 へる 軍法。 いざ 討 

ち 給へ 早う，， f\ と 《■ 急き 立つ 折 も あれ。 

又も 知らせの 鳴子の 音。 四郞 心得 手 取 早 

く。 疊を ちゃう ど 跳ねの くれば。 すっと 

出で たる 四の 宮六 郞。 3 御 注進と 呼 はる 

にぞ。 ノリ ャァ汝 が 五 昔 は 甚だ 不吉。 心 

m なし 如何にく。  K されば 候 域 內には 

今日の 勝 軍。 いづれ も 酒 实の興 を 催す。 

中に 取 分け 和 田兵銜 殴。 例の 大酒 數杯を g 

傾け。 餘 a- 酒興の 折 柄に。 大 江の 入道 銑 M 

子 盃携へ 出で。 和 田 兵衞の 軍功 大將 感じ © 


思 召し。 御悅 びの 御：. S を 下さる。 IS 戴 あ つ 

て 然るべ しと 聞く より 何の 思 もな く。 

土器 取って 押 戴き。 ちゃう ど 受けて 乾し 

給へば。 忽ち 額？ d 土の 如く。 六 穴より 迸 

る 血汐は 瀧の 如くに て。 さし も强氣 の 和 

田 兵 衞殿。 ^空 を據 みて 七 „ 蛾 八 倒 其 息 

絕ぇ 候と。 * 語る に はっと ：！^ 々木が 仰天。 

a シテ く。 共 座に 三 浦 之 助 は 在 合 はさ 

す や。 ノリさん 取 分け 無 懾は三 浦 殿。 

毒！^を以て和田を？；^せし。 暴惡 無道の 大 

江の 人道。 摘み 拉 いでく れんやと。 阿修 

羅 王の 荒れた る 如く。 入道 目が け驅 上る。 

板 問に かねて 陷穽^ みは づ して 眞 逆様。 

下に 植ゑ たる 剣に 裂かれ。 身 はすた く 

と 三 浦の 最朋。 皆 入道が 謀計 なれば。 此 

上 は賴， i}^ 公 御身の 上 も危 しく。  * 片時 

も 早く 城內 へ。 御 入りあって 守護 あるべ 

しと 云 扮て乂 も 引返せば。 始終 こなたに 

立 聞く 時 政。 佐々 木 はと かう 呆 果て フシ 


暫し。 詞 もなかり しが。 K ハァ、 H< なる か 

な 命なる かな。 和 m とい ひ。 三沛と いひ。 

いづれ も秀 づる當 時の 英雄。 人道な どが 

て だて  つき 

に乘 りし は。 よくく 味方の 運の 盡。 

此上は 片時 も 早く。 城 內へ馳 せ 向 はん。 

f;.K。 用意。 《- 用意と 氣を 4- く 折から。 

俄に 表 騒が しく 馬の 嘶き 數 多の 人 音。 

ギン 三 薛 の 故 指 物。 弓镜持 筒 引 馬の 飾り 

も。 きらつ く 鎧 武者。 門 n に 謹んで。 S 

ノリ § の 大將時 政 公。 此 家に 週れ まし 

ます 由。 忍びの 物見が 知らせに より。 御 

迎 の爲參 上す。 早く 御歸陣 然るべ しと *- 

呼 はり 皆々 7 シ 平伏す。 * 內に 女房が 祸急 

立ち 《5 ァレ時 政 を迎の 大勢。 この 場 を 助 

け歸 して は。 龍 を 淵へ 放す も 同然。 サァ 

今の 內本 望々々。 サァ/ と あせる 

中。 *- 時 政 公 を 立 出で。 K 誠に 危き 

難 を 遞れ。 殊に 今宵の  一 mr 淺 からぬ 

亭主が 情。 町人 なれば 褒美に は。 この 濱 


邊に 家屋敷 を て與 ゆる 間。 濱屋效 とし 

て 永く 所持せ よ。 街 も の 事.，" らば。 重 

ねての 沙汰に 及ばん。 さらば 《-/(\と 馬 先 

引 寄せ。 ゆらり と 乘れば Igjsr" フシ 力、 リ 節 

四方 を圍 うて.！： ._• 歸る。 天の 助 は 人力の。 

7 シ 及ばぬ 運ぞ 類な き。 13 ェ 、手に入る 敵 

を やみく と 遁し歸 す は 何 • ぞ。 未練と 

も 卑怯と も 言 ふに 言 はれぬ 腰拔 武士。 お 

前 は H< 魔が 魅入れし か。 情な ゃ淺 まし や 

と。4?耻しむれば^^1-爾と笑ひ。81敵の 謀 

について 謀 を 行 ふ 高 綱。 女 如きの 知る亊 

ならす。 ム、 手に入る 敵 を やみく SJ^ す 

が。 謀 か 計略 か。 ホ、。 今歸 つた は 時 政で 

ない。 あり ゃ僞 者。 ナ 一一 あの 時 政 を僞者 

と は。 ホ これ 迄 度々 の戰 に。 此高 網に 欺 

かれ。 其 無念 やむ 事 を 得す。 面體 恰好 似 

たる を 選み。 時 政に 扮装 たせ。 今日の 軍に 

討死 させ。 時 政 こそ 討 つたり と 味方の 

者に 油斷 させ。 其虛を 討たん とい ふ 術と お 


疾 くより 計り 知った る ゆ ゑ。 攻ロを 弛め 

させ。 わざと 助けて 此 家へ 伴 ひ。 城- z: の 

變。 一 かせて 歸 せし は。 誠の 時 政 を 

おび 

械內 へ。 き 出さん 我が 知 U 謀と。 《p 語る 

にさて はと 女房が。 ：g めて 悟る 夫の 心。 

感じ入って 横手 を 打ち。 《s 逋れ 我が 夫 稀 

代の 計略。 そんなら 和 田 殿 三 浦 殿 も。 シ 

ィ。 謀 は. おなる をよ しと 《- いふ ii に 取 出 

す ©が^。 狼 は 松が 枝ば つたり 人 音。 《« 

中し 今の は。 敵より 入る 忍びの 曲者。 早 や 

明 方 も 近づけば。 我 はこれ より 城內 へと 

又も 疊を。 《> 明 £Lt かはい。 かはいの 嫛 につ 

れ。 思 出した る 小 四 郞が名 は 消え もせで 

北ハ主 は。 親を殘 して 西方 淨土。  7 シ彌陀 

の御國 の。 道 法 は 計り 知られぬ 佐々 木が 

拔道。 拔目 なき in 謀の 。程 こそ li へたぐ 

ひなき。 I 夫 *?. 江 州 坂 本の 域と 申す は 後 

に哦々 たる 比 歙を負 ひ。 前に は 湖水 漫々 

として。 日本 無雙の 名：^ に。 立籠る 源の 


賴-! 1^ 公。 數 度の 軍に 戰ひ將 て ども 0 に餘 

る 敵の 大軍。 味方 は 小勢 矢 も！ I きて ， 'シ早 

や 落 域と 兑 えに けり。 き 太夫 *■ 城內に は大 

江の 入道 御 母君 を始 とし。 女屮 接ら. f 居 

j 脱んで 賴家 公の 御 居 と。 隔 つる』 toi 敷 は 

大街 si。 今日 を錄 後の 門出と ォクリ お湯 

引き。 髮に梳 り 。留 木の 伽羅に 諸 軍勢 フシ 

心と きめく ばかりな り。 せ 入道 母君に 打 

向 ひ。 詞 天 命と は 中しながら 和 田 々木 

三 浦 之 助。 おのれく が 片意地 を 言 募り 

此 入道が 下知 を 用 ひす。 その で 殘らす 

討死。 所^^^開くべき運ならねば。 御 生害 

を勸め まゐら せ。 某 とても 跡より 御供。 

時刻 移らば^ 軍爱 に亂れ 入らん。 敵に 首 

を 渡さん より。 せ 片時 も 平く 御 生害と。 

頻 つて 勸 むる 入道が 底意の 7 シ程ぞ 恐ろ 

しき。 宇治の 方 打 額き。 詞和 田：！^々 

木 三 浦の 輩。 討死せ しと ある 上 は。 最早 

叶 はぬ 味方の 運命。 なに 惜しから ぬ 自ら 


おのれ/、  おろそか 

が 命 さりながら。 已々 が 身の 始末 疎に な g 

し S かば。 これ 亦 死後の 物 笑 ひ。 ャァ皆 

の 者。 心淺 りの ない 様に めいく 心付け 

合うて。 .a らが自 寄 も兑 届けせ ハ上は 心 次 

第。 必中 逸 まる 事な かれと。 女ながら 

も 上に 立つ フシ 心 は。 三お 太. K 遙 か。 奥より 

も。 賴家 公のお 使と して 局の 千草。 フシ 

しとやかに 手 をつ かへ。 詞 母君 樣へ 我が 

君よりの お 使 。微運 は. £■ 上ぐ るに 及ばす。 

味方の 面々 討死の 上 は。 生害の 時節 今日。 

潔う 死 出 三途の 御供 せん。 母上 様に もお 

心靜 かに 御 m 意 あそばせ。 に 臨んで 

申すべき事とては錄陀の六字ょり他|3^-な 

く 候。 共 旨 御 盱耍に 思 し 下されよ *- と 

の 御 にて 候と 淚 f ン隱 して 述べければ。 

染ぉホ 此方から も 使 を 以て 申 上げん と 思 近 

ひし 折し も。 115 大儀 ぢゃ。 シテ 我が君に ほ 

はお 冕 ようお 入り 遊ばす か。 三根ハ ァ 、 

左様で ござります。 m 


n (母上 様の 御 菩提と。 御 經設誦 遊ばして 

で ござります。 染ナ- 一. 0 らが 怫 果 の爲。 

ハ ァ、。 三 53«- とさ ふ も。 染尋 ぬる も 跡 は 

フシ 淚の 。玉； 敔。 a! 御前へ 歸 つて 中 さう は。 

御念 もじ の お 使 かくなる 上 は 1^ に 申す 言 

の 葉 はなく 候へ ども。 今生の 名残に 御^ 

ばせ。 今 一 目兑 まほし く 候へ ど。 入道の 

計ら ひ. W それ も 叶 はす。 K 途の 旅へ 赴き 

候。 必す 母に お 心 を かけられす。 大將 たる 

御身に 候へば。 潔よ く 御 生害 を くれ- ^ 

顿み t^A ら すと せい ふ 聲淚に 咽せ 給 へ ば。 

1R 太 さ-一お 太 付添 ふ 女中 も 一 同に。 お 道理 

樣 やと 伏 沈む 淚。 フシ 限り はな かりけ り。 

S: ャァ 姦しい 女 ばら。 局 も 早く 立 歸り賴 

i. 潔 公に 早く 切 なされと いへ。 疾 くく 

行けと 追 立てられ。 li*p 是非な くく も 

フシ 立って 行く。  *s あとに 入道 聲 荒らげ。 

泣いても 梅んでも もう 叶 はぬ。 さつば り 

と識 めて。 どれから なりと 先^お 仕 やれ。 


こ の 入道が 始めた けれど。 年 役 なれば 

跡から 罷る。 女 ばら は誰拽 なしに 立竝ん 

で。 一所に 死ね。 サァ 宇治の 方。 移 

ると 三方 取つ て 差 付けく サァく  く 

とせり 立つ る は。 此 世から なる 呵責の 鬼。 

き 外面 は 修羅の 攻 太鼓 矢叫びの 聲 プシ 喧 

く。  as 母君 耳 を 欹て給 ひ。  <テ 許し や。 

昨日の 軍に 和 田 三 浦 を 始め。 佐々 木の 四 

郞も 討死せ し 故。 最早 この 城 保ち 難し。 

生害せ よと 入道の 勸め。 誠と 思 ひ 極めし 

に。 今 城外に 和 田 佐々 木と ほの 聞え し は。 

誰ぞ 遠見して 參られ と いらって 宜 ふ 詞を 

打消し。 ャァ和 田 佐々 木 三 浦 を 始め 其 外 

賴む 味方 Q 大將。 殘らす 討死した は 達 は 

ぬ。 死ぬ るの が 悲し さに 血迷うた 空耳な 

らん。 こま 言い はすと 早 々生害 染ィ ャ此 

實 否 を 質さぬ 內は 滅多に 自害なる まい わ 

いの きなら すば 某 介錯と *- すらりと 拔ぃ 

て 切 付く る。 染 どっこい さう はと 三方に。 


受けても か弱き 女 業。 き强； の 入道 疊み 

かけ 旣に 7 シ危き 其 所へ。 菊 *■ 後の 襖 

氏 

放して 佐々 木の 高 網 飛んで 出で。 入道 を ほ 

取って 投 返け。 55 某 始め 和 田 三 浦 討死と 館 

伴り。 御 二方に 生害 勸め それ を 手柄に 時 

政に 。味方 せんと は 太い 巧み。 是迄 味方の 

0 內 通した る も 皆 倚。 主を寶 るの 極惡 

人。 最早 遁れ ぬ覺 悟せ よと 詰め かけら 

れて ちっとも 動ぜす。 a ホ 、よい 推量 oi^ 

Is^ が 忠義 立が 胸惡 さに。 頼 iM 親子が 首 取 

つて 時 政 公へ 降參 せんと。 心を碎 いた 我 

てだて ミ J* 

が 術。 十が 九つ 仕畢 せし に。 見顯 はされ 

て殘 念々々。 もう 此上は 死物 狂 ひと。 

佐. 木 を 目が け 切 付ける。 さしったり 

と搔 潜り。 刀 をち やう ど 踏ー洛 せば。 き詞に 

は 似ぬ 大 江の 入道。 奥 を さして 53 行く を。 

* 遁 さじ 遣ら じと 7 シ 追うて 行く。 

跡に 母君 御聲髙 く。 ャァく 者 共。 か 

8 

かる 事と も 知り 給 はぬ 賴家 公。 御身の 上"" 


氣造 はし。 此 通り 注進 申せ。 ^げくに 

*.s!s«- 女中 達 ゆ 3々 7 シ奧へ 走り 行く。 三 S- 

如何 忍び入った りけん。 北倏時 政廣 間に 

出で 《^ 入道が 知らせ 故 時 政 直に 向うた 

り。 覺悟 せよ 宇治の 方と。 い ふ 間 も あら 

せす 胸板 へ 。 發 止と 響く 简音に 脆く も 息 

は？ お果てたり。 ャァ お騒ぎ あるな 宇 

As の 御 方。 斯く あらん 事 を 察し。 詰り 詰り 

に 守護す る 高稱。 入道め が惡ェ いかなる 

事 も 計られす 。奥へ くと 勸め やり。 

髙辆 勇んで 大昔 上げ。 P 錄 倉の 大將。 北 

條時政 を 佐 々木の 四 郞が討 取ったり と 高 

ら かに 呼 はれば。 》3- 主人の 敵遁 さじと 

拔 連れく 切って か、 る。 ャァ こと 

ごとしき 雜兵 ばら。 一 々此 世の 暇 を くれ 

んと。 *- 群がる 中へ 割って入り。 薙 立て 藩 

立て切 捲く る。 その 太刀 風に 木 葉 武士。 

むらく ばつと 散れば。 佐々 木 も上帶 

しめ 直し。 太刀の ほめき を 冷さん と緣側 


に 突立つ 折から C 矢 一 つ 来って {„2 網が 肝 

のた ばねに かっきと 立てば うんとば か 

りに どう ど 伏し 7 シ W ポ敢 なく S は絕 果て 

たり。 誰が 什^と も 白 書院。 弓矢 携へ 

悠々 と 入来る 北條時 政。 K これ 迄數 度の 

戰 ひに 々木め にたば かられし 其 返報。 

稻 毛の 前 司 某に よく 似た る を 幸 ひ。 我が 

姿に 出立た せ 佐々 木め に 宛 ひし 故。 誠と 

-.-.T たへ もの 

思 ひ 本 體を現 はせ し狼识 者。 和 田 三？ S は 

先だって 入道が 謀計に 死した る 由。 稻毛 

が咄に 聞き たれば 最早 高稱唯 一 人と 思 ひ 

の 外。 我が 矢先に 最期 を 遂げし 誠の 佐々 

木。 今 は大將 一本 立。 ャァく 賴家は 何 

所に ある。 時 政 直に 兑參 せんと。 # 呼 はり 

く  7 シ奧の 方。 のさく 歩む 耳元へ 又 

もどつ さり 種が お。 吃驚 仰天 板 返る お 花 

畑の 鳥お どし。 笠 取って 高 笑 ひ。 》^ 

ハ、、 、 、ィャ お騒ぎ あるな 時 政 公。 近 

江 源氏の 嫡流 住々 木 四 郞左衞 門 高 辆。 そ 


れへ參 つて 御兑參 仕らん と i»" 呼 はろ g 

聲に フシ 流石の。 時 政 仰 1K あり。 稻 毛の 

前 司に 勸 めら れ。 深々 と 入來り 又も 佐々 

木が 術に 乘り しか。 思へば 無念と 引返す 

0a 表の 方より 和 田兵衞 三方 携へ 立出づ 

れば。 き 此方より 三 浦 之 助長 おんの 狭子携 

へ 出で。 K 只今！ g: 外に 於て 賴家 公寳朝 公 

御兄弟 御對 面の 上。 互に 和睦 相 調 ふと。 

0a いふに 和 田兵衞 引取って。 E 兩將御 

心 解 合 ふから は。 時 政 公に も 異議 ある ま 

じ。 御悅 の御盃 戴 あれと 詞の 下。 る 地 

佐 々木 四 郎遙に 手 をつ き。 -a 某 方寸の 謀 

を 以て。 時 政 公 を：^ 內へ引 入れし も。 御 

和睦 を 調 へ ん 君 御 一 人の 御 心に て 萬 

民 塗炭の 苦 を 1^ る。 御 承引 下さらば 敵對 

申せし 我々。 御 刑罰に あ ふとても。 聊か a 

恨 と^ぜす と。 <ssp 詞を つくし 理を せめ ^ 

て。 命惜 まぬ 三人が。 I 一  義を 感じて 時 ^ 

政 公。 《5 ：ホ 、連れなる 忠臣 義士。  朝 公 ^ 


御 許容の 上 は。 某に 何の 野心。 和睦 は 願 

ふ所ぞ と。 ま 1 詞に 三人 飛 立つ 悅び 勇み 

立った る 折からに。 * 軍勢 引 連れ 大 江の 

入道 。餘 すま じと て 追取卷 く。 司ャァ 物々 

しゃと 三人が。 拔 放した る 太刀 風に *" 恐 

れて 近寄る フシ 者 もな く。  1 人 を 

引 挟み。 S これまで ェ みし 惡の 報い 思 ひ 

知れと 首 打 落し。 #悅 び 勇む 和 田 三沛。 

佐 * 木が 家の 四つ目 si。 その 結び目 は 代 

代まで も。 解けす。 治まる 秋 津國榮 えの。 

春ぞ めでた けれ 
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I  A  れ i  や  ぐち  の ► わ 力.^ 

神 靈矢ロ 渡 


序 H 楚辭に 曰く 身旣に 死して 神 以て 養な 

り。 1^ が 魂 i 鬼の 雄と なる。 されば 國事 

に 死す る 者。 精神 强壯 武毅 長く。 百 鬼の 雄 

傑た ると かや。 遠く 古を考 ふれば。 異國の 

我が 朝の。 菅 家の 例 目の あたり。 武船 

1 こ；*^り  らん ざ 

國荏 原の 郡。 矢 口の 村に 鎭座 まします 

新田 大明 神の 御 神德。 ォ 口 シ義験 ありと も。 

中. に。 * 申す も 恐れ 大君の。 御代 傳 はり 

て 九十 九 代 後光 嚴院 のしろ し 召す。 天に 

二つの 曰の 本 や 南北朝と 引 分かれ。 都の 

花の 歸 り^き 吉 野の 內 裏に 座ます は。 後 

！ 帝 第 七の 王子 後村上の 皇子。 假の皇 

居 も 月 移り。 爱も 雲井の 御所 作り 絰營。 

7 シ 接る 方 も なし。 * 附添ひ 袷 ふ 公 解に 

た4- すけき もんの 》- い L*.;;;^  

は。 四 條大： K 言 隆資 麻 坊門 宰相 淸忠卿 


座 本 豊竹新 太夫 

てん 、び W  I 

其 外 公賻殴 上人 禮儀 正しく 參列 ある 《- 

頃 は延文 四つの 年 菊月 半。 召に 依って 參 

內と 披露して。 ぎ 田 左 兵 jl 佐 義與。 智仁 

勇備 の御貌 御 階の 7 シ 本に 平伏す。 》- 隆資 

病笏取 直し イカ - 一義 興 8 汝を 召す 事餘の 

儀なら す。 父義貞 北國に 亡び。 楠 父子 討死 

if い  A あな- >  一  r- 

一勢の 南朝 を 見 侮り。 尊 氏 押し 

て將 軍に 任じ。 枠 義設を 都に 差 置き。 其 

身 は 鎌 倉に 引 龍り。 四海 を 併存せ んャ 勢。 

捨 置かば 御大 事。 《- 汝を討 芋に 遣 はすべ 

しと。 之なる 淸忠の 奏聞。 此事 勅問 あら 

ん爲 といと フシ こまやかなる 詔 。 義興 

はっと 袖 かき 合 はせ。 8 同じ 淸 和の 流れ 

にて。 一門ながら 朝敵の 首領と いひ。 父 

の 仇に て 候へば。 尊 氏 を 亡さん と 晝夜軍 


*i を 通らせ ども。 * 彼が 勢 四海 を 覆 ひ。 LS 

味方 小勢の 此 時節。 軍 を 出し 候 はん は。 

なきに 似たり。 義興 退いて 考 ふる 

に 。彼が 執 權畠山 入道 道 誓。 高 師直師 安 に 

も。 劣らざる 扦 曲我康 。己れ に 親しき 輩 

に は 功な きに 所領 を あたへ。 竦き 者は忠 

臣をも 退ける。 これ を 惡む者 多ければ。 

* 足 利 家 內亂を 生ぜ ん事遠 か るべ から -F- 

く  4» の， tr- のり 

其 時節 を考 へて 楠 正 骸と心 を 合 はせ。 

京 鎌 倉 を 亡 さん は。 義與が 方寸に 候。 K 天 

の 時 至らざる に 只今 義興 討つ て 出で なば 

御 勢 少なき 皇居の 守護。 S 心許なく 候と 

フシ 勅答 あれば。 》 -坊門 淸忠。 ャァま は 

り 遠き 義 興が 軍盧。 足 利 家の 內亂を 待つ 

はかり ご S  • 

て。 謀 をな さんな どと は。 相手の しぞ 

こな ひ を 待たん とて。 端の 3^ 兵 をつ く 下 

手 is。 差當 つたる 理に叶 はす。 先ん す g 

る 時 は 人 を 制し。 後る- -時は 制せら る- - ^ 

の. 1^ お。 《- 片時 も 早く 討って 出で。 尊 氏 渡 


を 亡せ おと。 横 紙 破の 一 一一 一一 "を。 聞 流して 

義 P 、公。 a ハァ 詩欹 ^枝 は 天上の 御玩。 

軍の 事 は 武門の 職。 百度 戰ひ 百度 勝つ も 

善 の^たる 物なら す。 謀 を 帷幕の 內に 

SSI らし。 勝つ を 千里の 外に：^ する は。 

*_ 身 下 肖 なれ ども 義 興が 軍 慮の 奥 儀。 »f 

時 守護の 武士 少き 皇居 を 捨てて 軍 を 出さ 

ば。 義詮が 京都の 軍勢。 襲 ひ 奉らん は必 

定。 * 其 もと 亂 る- * 御大 事 此俵は 是非に 

御 無用と。 いはせ も 立てす 坊門淸 忠ャァ 

過 一一 一 n なり 義與。 《s 宫軍少 きに 似 たれ ども。 

和 田 楠 を 始めと して。 皇居の 守 人い くら 

も あり 汝 一 人 居らぬ とて。 御 味方 事缺く 

べき か。 ム 、聞え た^- \。 軍 II- にか こつ 

け 尻込みす る は。 せ 軍が 怖い か。 恐し い 

か。 卑怯 未練の 瞭病 者。 W コリャ 給 言 は 

汗の ごとし。 遠 背 すれば 達 勅の 科。 討 手 

に 行く か 。但し はい やか。 なんとく とせ 

りかけ く。  a 己が ェを 押隱 し。 勅 {;ぇ ご 


かしの 7 シ きめ 壓狀 S 雜興公 胸に すゑ か 

ね。 軍 慮の 妨 H< 下の 仇。 引きお ろして 只 

1 討と。 立 寄りし が 待て 暫し。 禁裡の 騒 

ぎ 君へ の 恐れ。 さりながら 時節 至らぬ 今 

度の 討 手 拙き 負 をな すなら ば。 先祖の 名 

をれ 家の 恥。 父義真 叔父 義助。 楠 親子が 

跡を追ひ。潔く討死し。末代に名を^«さじ 

と ス， -思ひ 定めて 御前に 向 ひ。 勅定の 

趣 畏り 奉る。 それにつ いて 一 つの 願 ひ。 

先祖 顿 光より 傅 はりし。 水^ 兵 破の 二つ 

の 矢。 代々 源 家の 重寶 たる 故 父 義^ 所 

持せ し 所。 討死の 其 後北國 より 差 上げし 

を。 *P 大內に 止め 給 ふよし。 何卒 下し 給 

はる 様。 奏聞 願 ひ 奉る と ス， * 思 ひ 込んで 

願 ふに ぞ。 淸忠 卿せ、 ら笑 ひ。 《 "ャァ < ^忽 

なり 義興。 忝くも 二 筋の 矢 は。 養 由が 娘 

ぎ 花 女より。 汝が 先祖 親 光へ。 夢中に 授 

けし 希代の 重寶。 代々 源氏の 棟梁た る 者 

これ を 所持す。 汝 が父義 貞は 左 中将に 任 


じ。 總 軍の 大将た る 故。 矢 を 所持しても 

苦しから す。 汝は 漸く 左兵衞 佐に て 昇殿 ^ 

も 叶 はす。 埴 あくち も 切れぬ 分 で。 矢 渡 

を 望まん と は 不敵々々。 及ばぬ 願 ひと フ 

シ やり 込められ。 * こたへ にこた ゆる 義 

興 公。 無念の m 血 を そ、 ぎ。 思 ひ 詰め 

たる 7 シ其 有様。 《 -歙慮 何とか 思し けん。 

隆资卿 を 近く 召され。 しか/.^ の。 勅定 

あれば。 ハット 答へ て隆資 卿。 玉座に 錄 

りし 二つの 矢 恭しく 携 へて。 階 近く  7 

シ おり 立ち 給 ひ。 《s 切なる 汝が SW みに 任 

せ。 二つの 矢 を 下し 給 はる。 有難く 頂戴 

せよ と。 し 給へば 義興 公。 ハ、、 、 

はっと 飛びし さり。 家の 面目 身の 冥加 此 

上 や 候べき と歡び 給へば。 淸忠は 不承 

不承， の 7 シ佛頂 面。 f? 君 は 二人が 胸の 內 

元来 知らせ 給 はねば。 S 早く 朝敵 討 亡ぼ 

し。 宸襟 休め 奉れと。 *" 御 縻 さっとお り 2 

ければ。 諸 卿 各." C 退 W ある。 7* 義興 八ムは で 


討死と 思 ひ 定めし 御覺 悟。 これ ぞ內 裏の 

見納めと 名 殘惜げ に。 見返り。 見返り。 

猛き心 も 打ちし をれ しづく。 御門に。 

さし か、 る。 地 思 ひも 寄らぬ 落 穴 C 踏 込 

み 給 ふ 頭の 上。 丈に 等しき 大 石の。 どう 

ど 落つ る を 身 を かため。 兩 手に しっかと 

フシ 受 止めて。 《s エイ ャゥン と 飛 上り。 ァ 

ァラ 心得ぬ 此 有様。 此 穴へ^ 込まば。 と 

たんの 拍子に 此 石の。 上より 落つ る 仕掛 

のェ。 扨 は 此義舆 を。 なき 者に せん 爲に。 

ねいじん さも 

侵 人 共の 計ら ひよ な。 ハァを こが まし や 

傍 いたや。 たと へいかなる 磐石たり と 

も。 義與が 爲には 塊 同然。 さりながら 

か k る 非常の 此石 を。 內 裏に 置かん も據 

ら はしと。 堵兩手 をす つと 差しの ベて。 

築地の 外ん 投げ 給 ふ。 表に 控 へし S 勢の 

天窓の 上へ 落ち か、 れば。 何 か は 以てた 

まるべき。 壓に打 たれて 十餘人 微塵に な 

つて 7 シ 死して げり。 IP 殘 りし 者 ども 身 


の 毛 立ち。 天狗の 所爲か 魔の 業 か。 こ は 

や^ \ と 一同に ハズミ フシ 跡 を も 見す して 

歸る。 *P 凡人なら ぬ 勇猛 力 末。 世に。 新 

田大明 神と 拜 まれ 給 ふ も 。大三 i 行末 は 誰 

が 襃 ふれん 杠の 花。 案じ 過し を 枕に 語れ。 

ナ * ス フシ 諷ふ 一 節。 媚 ける。 . 爱ぞ 都の 色 

里へ 誰も 尋ねて 九 條の町 ォ タリ 井筒が。 內 

の居辏 は。 新田 小 太 郞義岑 公。 遊び 勞れ 

し 7 シ 居眠りに。 《- 太夫の 膝 を 脇息の 興 

を 催 ほす 7 シ # ^の 小 吉。 コリャ く 

五作 汝が小 噴で はお 目が 覺 めぬ。 昨日の 

意趣に 一 番參 ろか。 ヲ 、望みなら やり か 

けう。 コ レぉ玉 殿。 三味線 輯む。 《■ アイと 

返事に 中 居が 三味線。 しかつべ らしく 差 

向 ひ。 S; 問 ひましよ 》(•。 何でも 問 はしゃ 

れ。 問 ひましよ く。 問 はしゃれ く。 小 

袖 は。 羽 一 一 重。 刀 は 正宗。 坊主 は。：^ 才。 お 

すん はく 

醫 者は寸 伯。 女 は。 おもん。 男 は。 お 安。 ャ 

ァ 待て/ \ 今の は。 男に お 安と は。 サァ 


1 盃呑 まさに や 置かぬ と。 《- 寄って か、 g 

つて 7 シっ ぎかくれば。 《5 ァ 、 コ リャ/ \ 

餘り 騒ぐな 姦しい と * 言 はれて I 1 人が S 

ソリ ヤコ ソ 旦那のお 目が 覺 めた。 n レ太 

ギ樣。 ぉ目覺 しに 此 大盃で。 旦那へ 一 つ 上 

げ なされ。 コ レ 五作 子。 主 樣は風 引きな さ 

つて。 頭痛が すると おっしゃって ぢゃ。 ァ 

づっ •>  ニニ.. P  ： ，れき  Cb6 

ィ ャ く 其 頭痛の。 故事 來歷。 か の 慈姑め 

が。 俺より はお 前が 毒ぢ やというた 格で。 

風邪より は 太夫 様 ナウ 小吉。 ヲィ 三人に 

成って 二人が 淋しがる とい ふ。 付合の 通 

句の 通り。 人 交ぜす のちん くこって り。 

申し 旦那。 內に ばかり ござらす とも 太夫 

様 を 連れまして。 東 山 か 高 尾の 紅葉。 ィ 

なが ミ、, 'り5 け 5  -S 

ャく おれ は あんまり 長 逗留。 今朝 も 兄 

貴義與 殿から。 大急用 をい うて 來れ ど。 

まだ ふらつ いて 歸ら ねば。 堅い 顔で 呵っ g 

て 居 やらう。 ハテ えいわい なせめ てマァ お 

二三 日。 コリャ 太夫 樣 のが 御尤も。 淋しく 渡 


なると 歸 らうと おしやる。 サァ わつ さり 

と 酒に しょう 。仲居 衆。 鍵 子と *- 立 騒げば 

追々 出づる 仲居 ども。 K さっきに いうて 

やりな は つ た 。江戸 兵 衛樣が 来な はった。 

追 付け 表へ 見える ぞく 地 都で は藝 子と 

もづ 4-*>> り 二 

名付け 東で は 踊らぬ 時も薛 子の すん とし 

て又譁 しき は 夫 者と 町の 藍 こび 茶 物 好し 

そです *  よ ね 

たる！ ®« も 引かば 轉 ばん 其 風情 *- 義岑公 

はじろ くと。 不思議 さう に顏打 挑め。 

H おり や江 戶兵衛 というた 故。 男 藝者か 

と 思って 居たり や。 コリャ 美しい 踊 子 だ。 

サ イナ。 あの 子 は ナ此中 江戸から 登りな 

はって。 どうす べいかう すべい と。 まだ 

詞が 直らぬ さかいで。 ある 名 は 呼ばいで。 

江 戶兵衞 様と 仇名ば かり 呼ぶ わい ナ。 ム 

ム それで 聞え た。 ャ 申し 旦那。 同し 兵衛 

でも 少しの 事で。 助兵衛 でな うて 仕 合せ 

で ござります。 アイき ついお てらし さ 。わ 

の 《 

つち ゃ此間 上りい して。 まだ 勝手 を 知ら 


な いから 江 戶詞を 言 ひやす に よ 餘り笑 つ 

て くれな さるな。 アイ ャ おれ も 上 州の 新 

田で 育った 故 京の 詞は なまけて 惡ぃ。 な 

らうなら 太夫な ども。 江 戶の詞 にして ほ 

しい。 アイお IS の 折々 さう 言 はんす さか 

いで。 わたし も 此閒藝 子 様に 江 戶詞を 習 

ひやん した。 稽古に. S うて 見やん しょう 

と 江 戶兵衛 が 雉 胸 ぐら 取って。 sn レナ 

ぬし や 詰まりん せんよ。 わつ ちが 方 を 打 

ちゃって。 此中も 丁子 屋 のみな 鶴 樣の所 

へいかんした を。 子供ら が 見付けん した 

ゎナ。 見なん し ァノ。 まじめな 顔 わいほん 

にあつ かまし い。 餘り 馬鹿らしう 有りい 

すに よ。 ホ 、 、、ヲ 、％ かしと 7 シ袖覆 へ 

ば。 K ハ、、 、 コリャ 太夫 樣 出来ました。 

增 どうも い へ ぬと そ、 り 立ち 一度に 7 シど 

つと 打 笑 ふ。 B ナント 小吉も 五作 も。 閉 

口 か" - ィ ャモ。 閉口の 段ぢゃ ござり ませ 

ぬ。 閉口 次 手に 此 所で。 江戸 役者の 聲色 


を。 やりかけ 山。 江戶兵 衞樣彈 いて 下ん J 

せ。 ォ. ン これ もお 江戸に 隱れ なき。 市 川 -^、 

の 團十郞 で 申し ましよ。 市 川の。 三 升で せ 渡 

い。 as ァ 、 コリャ く。 いけ もせぬ 聲色 

置きに しろ。 南無 三賈又 付けた。 折角つ か 

りんび やミ 

ひ 掛けた 所 を とめられ。 麻 病に ならねば 

よいが と。 *" 天窓 を かけば 仲居のお 玉。 

H 申し 江 戶兵 衞樣。 お 前 此中言 ひな はつ 

た。 きゃんと やら。 わんと やら。 喰 付く 

樣な 喧唪の 身ぶ りが 見た いわいな。 ヲ 、 

又 身 かへ 久しい もんだ よ。 わつ ちゃ 恥し 

いに よ、 モ 、 、 、そんな 事ッ たす つと； Ig 

しさ。 コ リ ャ よから う。 * 所望々 々と 口々 

に。 望めば -シ 立って 身 持へ。 2ft 衆 

その 挽 巾 取って くれな と 《- いふ 間に 五作 

が緣 側の。 が 簾はづ して 當 座の 肩 衣。 S 東 

西々々 此 所で 京と 江戸との 喧嘩の 身 を 致 

し 分けます。 御 神妙に 御 一 覽 下さり ませ 

う。 其 《| のお 断り 左樣 に地烟 管で 枕 を か 5 


ちく/ \。 ぉマァ 上方の 出入 はナ。 頭 

巾 を かう かぶって。 草履 下駄に て かう い 

ふ 身ぶ り。 おつな 胴聲を 出して。 コ レく 

若い の。 ちょと 橋 詰 迄 出て 貰 ひやん しょ。 

ちょと 下に 居て 下 あれと。 ヲ、 此樣 なま 

だるい 事で 日の 短い 時の 間に や 合 はぬ に 

ての？ ひ 

よ。 江戸の 喧嘩 は。 悅巾を かう 打 懸けて。 

かう 肩 を 力ませて。 何の こんだ はつつ け 

め。 人 を 茶に しあがった うぬが 樣な癡 心 

漢は。 鼻の 穴へ 花锗を すげ て。 何でも 安 

寶り 十九 文 日和下駄 にして くれべ い。 い 

ま. （- しい 置き あがれ *- ホ、、 、 こんな 

もの だと 打 笑へば 。皆 一 同に 打ち こけて。 

フシ 興 を 催す ばかりな り。 《 "騷 ぎの 中に 仲 

居が 采配。 a; とかう する 內 夜が 更けた。 

モウお 休みと 《■ いふ 機 會に然 らば 旦那 叉 

明日。 太夫 樣， 江 戶兵衞 様。 ヲ 、 皆 大儀 だ 

歸 つて 休め。 そんなら もういなん すかえ。 

アイ わつ ち もお 暇お 玉 殿 や 三味線 箱賴ん 


ますに よ。 ヲ 、 fiw ようお 出で たさば へ 。 

ァレ小 吉樣の 又 じ やう だん。 惡 事し なさ 

るな。 S さるな は 妙義の 隣な り。 りなり 

の宮 へ參 らう か 。らう かかう かの 物案じ。 

あんじ 宜しう #賴 みやすと どよめき フシ 

連れて 立歸れ ば。 墦義岑 公 も 一間の 內ォ 

クリ 湼 蟹の へ 床に 入り 給 ふ。 *- 一間の 內 

よりぶ つつか は 面 ふくらせ し 坊主 客。 詞 

どいつ もこい つも 初舍 だと 思って。 餘り 

むごく しあがる * モウ 來 るか/ \. と賫れ 

ぬ 根附を 見る isj に。 蒲團の 上に 待ちぼう 

け。 《- いまく しいと 言 ひつ，^ 傍見 廻し 

./(\-。 相圖 のし はぶき 二つ 三つ。 跡より 

.i.I.7*T-i けん. b  j ひで W*-  か is つ ら 

出づ る竹澤 監物秀 時。 江 田 宫景連 有り 

合 ふ 搏を携 へ 出で。 7 シ先づ くこれ へ 

と 招 すれば。 坤 おめす 臆せす 褥の上 どつ 

かと 居りし 大入道。 尊 氏 公の 執 權職畠 山 

入道 道 おは： 百 はね ど 了ン 顔に 顯 はれた 

り • 地 兩人は 近く 差 寄り。 詞 家- s: も ふせ 


り。 娼妓 ども も寐 させ 置き 間 を 隔てた る m 

此 座敷。 とくと お 談じ申 上げん。 ホ 、豫て 

より 此 入道 1K 下に 望み ある 故に。 せ 防 門 

の 淸忠と 心 を 合せ。 新田 足 利 威を爭 ひ。 

合戰に 及ぶ 様に 糸 を 引かせ。 楠 親子 義東 

ばか h- ン S  い A さほ 

なんども 謀 の圖 をはづ させ。 情ら せて 

討死 させ 尊 氏 一人に なつ たれば。 折 を 

見合せ 刺し殺し 淸忠を 王位に 卽け。 此入 

道將 軍職。 お 手前 一 一人 を 兩執權 と 思 へ 共。 

*- 南朝に ある 新田 義舆。 親に も 勝る 大こ 

は 者。 き やつが 此世 にある 內は 中々 大望 

思 ひも よらす。 かの 鲔を湊 川へ 無理に 追 

ひやった 其 船で。 尊 氏 追討の 勅定 ごかし 

焦れさせて 討死 さす か。 それ迄 もな く 討 

取る かと 樣々 の 計略。 詞サァ そこ を 存じ 

て此 判宫。 淸忠 殿と しめし 合 はせ。 * 南 

朝 へ 忍び込 みきや つ が內褒 を出づ る 時。 J 

門の 上に 大石を 上げ 置き。 下に は 落し穴 れ 

を 仕掛け 踏めば 上から 落ちる 様に。 工夫 .ffl 


を 以て 持へ 匿き しに。 サァ きな さ 

れ。 豫て義 興 大力に て 二十 五 人力 ありと 

の «f 故。 三十 人に て 持 兼る 大石 を。 頭の 

上から 落し かけし に。 宙 にて 受 留め 剩へ。 

小石 を 投げる 様に" 堆ず 地の 外へ 

投 出し。 此利宫 が^ 勢 十三 人 迄 打殺され。 

近年の 大 しくじり。 ョィ ャ，. （\ そんな 事 

では 參 るまい。 此監 物が 思 ひ 付に は 弟の 

義岑 め。 此 靡へ 入 込みし こそ 幸 ひ。 き や 

つから 取 入れ 一 思案。 ヲ 、其 事は此 入道 

も油斷 なく。  二人の 家来 をぎ 頭に 仕立て 

て 付 置いたり。 ハ ァ此監 物は義 3<T が 相 

方。 臺と 申す 女郞を たらし込 まんと 色々 

の^ 物。 樣々 に搏 へても こいつ も 賢き 女 

にて 義 a*" に 心中 立て。 む ざと 大事 も 明 さ 

れす。 旁 以て 難儀 至極。 其 上水 破 兵, の 

矢 は 武運の 守と なる 故に。 尊 氏 公 も御懇 

望。 これ も義 興が 手に入れば。 *- 兎角 こ 

つちが 皆す かたん。 ハテ どうがな と 三人 


が慾惡 無道の 思案と り-^。 橫乎を 打つ 

て 竹 澤監物 ある ぞく 上 分别。 S 某 は 親 

入道より 新田 方の 幕下に 屬し。 方々 にて 

手柄 も ありし が。 《- 義貞 討死の 其 後 は 入 

道 殿の 御世 話に て。 尊 氏 公へ 宮仕 へそれ 

からの 思 付き。 ム、 然 らば 篤と 一 間にて 

- 一な t 

碟合 はさんい ざ 此方へ と 三人 は オタ リ打連 

れへ奧 へ 入りに ける。 *- 思 ひくの。 夢 

結ぶ 座敷々々 も 子の刻 過ぎ。 一間 を出づ 

る義 it. 公。 ナウ 臺其 竹澤整 物と やら は 

どうして そなた を 其 様に。 サ イナ 死んだ 

娘と 私が 顔が 生寫 し。 娘ぢ やと 思 ふとて。 

紋日 其 外氣を 付けて 樣々 の 贈； r-  とく 

にもお 前へ いふ： & {2 なれ ど。 尊 氏 方の 人な 

てビて 

れば。 方便 も 計られす と。 今迄お 耳 ヘス 

れ ませなん だ。 S ム、 今時の 人心む さと 

氣は 許されす と。 墦 咄の 半ば 一間の 內。 

はった ばた 付く； I： 音 人 音。 先づく こち 

へと 義 Ji, 公 障子の。 7 シ 陰に 立 忍ぶ。 a 透 


^ もな く 入道 道 誓。 懐^ 持ちし 竹^が ゥ . 

腕 拾 上げ 怒りの 大聲。 a 我 をたら して 遊 

所へ 引出し。 哲か k んす H  、憎い 渡 

奴と 拾 伏 すれば。 增竹澤 無念の 齒 がみ を 

なし。 汝が首 を土產 にして 昔の よしみ 

新田 方へ。 奉公と ェ みしに。 共 方便の 顯 

れし は。 《-H  、殘念 やと 起 返る を。 a 物 

もぎ 取り入 道が 緣 より どう ど 落し。 ョ 

判官 心得たり と 刀の 背 打 骨も碎 けと ぶち 

据る。 竹澤息 もた え/ i\ に。 乎 足 を もがき 

七轉八 II 入道 聲 懸け。 お モウよ いく。 一 

思 ひに 殺さん より 世上の 見 ごら し 逆磔" 

其 松に く \ し 付け。 夜明けての 上 成敗せ 

ん。 イカ-一 モ 左様と 》- 判官が。 ぐっとし 

め 上げ。 7 シ 猿つな ぎ。 K 夜明けぬ 內 にい 

ざお 歸り。 泥坊め は此 通り 縛って S けば 

氣遣 なし。 處刑は 家来に 言 けん 了ンィ 

ザ録 らうと。 兩人 は。 したり 額に て 出で 5 

て 行く。  《- 始終 忍んで 立 聞く 臺。 手燭 携 5 


へ 走り出で。 庭に 飛びお り渐 うと。 禁解 

いて 耳に 口。  竹 澤樣監 物 様と 呼 生ける 

フシ a? 吹き返し。 誇ホ 、臺殿 か 恭ぃ。 我 も 

昔の よしみ 有れば。 新田 方へ 奉公 せんと。 

兼々 こなたへ 賴め 共。 一旦 尊 氏へ 隨 ひし 

某 故 疑 ふ も尤。 《-1 つの 功 を 立てん とて 

仕 損 ぜし殘 念 やと。 スュ はら，/ とこ 

ぼる.^。 淚。 臺も倶 に 貰 ひ 泣き。 《«ヲ 、御 

無念 は 御尤。 私 を 娘 も 同然に。 《- 思 召し 

て 下さります。 お 心 を 疑 ひて かう いふ 時 

宜は 私が 科。 こらへ て やい のと 取鎚れ ば。 

レく 泣いて 居る 所でない。 義岑公 

お入りの 事は兩 人が けどつ たれば。 せ 討 

手の 來んも 計りが たし. - 早々 落し 參らせ 

よと。 詞も 終らぬ 其 所へ。 どっと 入る 

捕手の 大勢。 ャァく 義岑此 家に 居る 

を はかり 知り。 入道 殿の 下知 を 請け 荒濱 

軍 次 向うたり。 恥 を 思 は 腹 を 切れと。 

フシ 呼ば はりく 亂れ 入る。 《" 臺を 忍ばせ 


竹澤監 物。 物 を も 言 は. f なぎ 立 つれば。 

コリャ 叶 はぬ と 大勢が 表 を さして 逃げて 

行く。  a いつの 間に か は 入り けん。 障子 

J- てな  , 

の內 より 荒濱 軍次臺 を 小脇に かい 込ん 

で。 飛んで 出 づるを 竹 澤監物 首筋 摑んで 

引戾 し。 拔身 もぎ 取り 軍 次が 首。 7 シ討落 

してつつ 立てば。 《■ 障子 開いて 義 s5t 公。 

ほホ、 監物疑 ひ 晴れた。 《- 當 座の 褒美と 

投 出す 一 腰。 ハ ァ 有難き 裨 惠。 昔に 變ら 

す 御 奉公。 又も 討 手の 来る は 必定。 詞君 

に は 早く 御歸り 奉公 初め 路 次の 御供。 ェ 

そんなら ぉ歸 りなさん すかえ。 隨 分お 怪 

我の 《> ない 様に 賴 みます ると 7 シ臺が 名 

殘。 K ヲ 、我 は 裏より 密に出 でん。 監物 

は 表より 。委細 3$ 知 仕る。 ィケ。 《- ハァ 

ハ ット表 を さして OI 一一お 走へ り 行く。 讓千早 

振る。 神の 惑の 岩淸 水。 巫女が 鼓 も。 聲 

すめり。 》- 新田 左 兵 衞佐義 輿 公。 今日 出 

陣の i 歡敏形 打った る 五 枚 兜。 fil の 御 


着 長 威あって 猛き御 骨柄。 同舍弟 小太郞 1: 

5 

義 5^ 色香 爭ふ 若武者の。 花の 姿 や 小 櫻 を 

どし 御供に は竹澤 監物秀 時。 其 外 家の 子 

士卒 迄 萬 澄の 火に 决 じたる。 鎧の 金物 武 

の 光 S も。 フシ ゆ、 しく 見えに ける。 tt-M 

仰せ 出さる i は イカ- 1 方々。 K 此度 朝敵 

足 利 尊 氏。 討 亡せ との 勒錠 なれ ども。 必定 

今度の 一 戰は。 はか，^ しき勝利はぁる 

まじ。 *" 闕の外 は 武將の 下知。 軍の 事 は 

臣に 任せ 時節の 来る を 待ち 給へ と 色々 諫 

め 申せ ども。 K 親義 負に は 劣りし 器量。 

卑怯 至極と 淸 忠が惡 口。 達て 諫めば 臆す 

るに 似たり。 先祖の 名 迄！^ さん 無念 さ。 

天運 未だ 至らす とも。 正 八幡の 御 利 生。 源 

氏 を 守り まし ませと。 3 牝宫 居に あの ご 

とく。 祌慮を 仰ぐ 萬燈 は。 《 "神の 思 を 頭 

に 戴き。 一 戰に討 亡し。 廣襟 やすんじ 奉 I 

らん 爲。 詞ャ アイ カー ー監 物。 汝は 新參な ， 口" 

がら 武藏の 國の產 と 聞く。 敵地の 案內ょ 渡 


つく 知らん。 此 度の 先陣 は汝 たるべし。 

* "翁 も 忠勤 勵む べしと。 仰せに 監物 g を 

下げ。 H ハァ、 有難き 御詞。 新参の 某。 大 

役 仰 付けら ろ 段 武士 の 面目 身 の 本望。 

* 君の 武 男に 聞きお ぢ して。 树膝 立たぬ 

足 利 勢。 ^方 は 一 致の 逸 武者。 只 一 接に 

§P 破る 味方の 勝利 疑 ひなし。 片時 も 早く 

稗 出陣と。 萬 辛 7 シ 一 度に 悅び QO*- 聲に 

勇みの 御 大将。 a ィザ 神前へ 御 ssr 赛も 

うしの 柏 掌の。 地 音 か あらぬ か 砂煙ば つ 

と 吹き 来る 風に 連れ。 一度に 消 ゆる 燈篛 

の。 コハリ 皆 常闇の 神の 吿げ樓 かに。 7 シ殘る 

I 燈の。 *- 光 は 薄き 武運 かと。 胸に 當り 

し義興 公。 所 稱利 はなき 身ぞ と。 接め 

し 上に 極まる 覺悟。 心に 徹して 小太郞 も。 

あら 心得ぬ 此 不思議。 a 尤も 火 を 烈しく 

なす も 風。 消 ゆる も 風と は 言 ひながら。 

燈し 立てた る萬燈 の。 一 時に 消えし は 今 

度の 一 戰。 敗軍との 告げなる か。 御身の 


上も覺 束な し *- とくと 賢慮 を SB ら され。 

然るべ しとの たまへば。 竹澤 進んで コ ハ 

義 si, 公の 仰せと も存ぜ す" 《_ ^神 力 勇者に 

勝つ 事 あた はす。 何の これし きに 祌の吿 

げ。 今 南朝 北朝と 分れ。 威勢に はびこ 

る 尊 氏が。 時った る萬燈 を。 》- まつ 此如 

く 打消して。 南朝 一統の 世に なさん との 

知らせの 一 燈。 目出度き 奇瑞に 候と 底ェ 

ある 秀 時が。 了 ン詞を 飾って 申しけ る。 《- 

義興莞 雨と 打 笑み 給 ひ。 《«ホ 、よくも 

ひし 監物。 義興思 ふ 仔細 あれば。 義 SfT は 

只 一 人。 密に 都へ 立歸 り。 禁廷の 守護 怠 

るな と。 IP 仰せに 義 J^T 大きに 驚き。 コ ハ 

兄 上の 詞 とも 覺 えす。 一 且 御供 申せし 某。 

目前 怪しき 祌の 御吿。 いよ.. （- 以て 心得 

す。 片時 もお 傍 を 鼈 る 、事 は 思 ひも よら 

す。 *? 生きる も 死ぬ る も 兄弟、 一 所。 但し 用 

に 立たぬ 腰拔 けと 思 召しての 御 事 かと。 

言 はせ も 果てす ィ、 ャ左 にあら 十。 S 命 


を捨 つる は 君の 爲。 子孫 を殘す は 家の 爲。 _ 

先祖 源の 賴 光より 傳 りし。 水 破 兵 破の 二 は- 

筋の 矢。 敵 足 利 尊 氏 も 同じ 淸 和の 流れな 渡 

れば。 豫て 望と 聞き及ぶ。 參內の 折から 

も。 淸忠 がまへ しか ど。 *_ "君恩の 有難 さ" 

某に 下し 賜 はりし は。 弓矢の 冥加 家の 譽。 

a 戰 場に 持つならば 若し 運盡 きて 兄弟 一 

所。 討死 せん も 計られす。 さある 時 は 家 

の 重寳。 敵方へ 渡さん は 先祖へ 不孝 武名 

の疵。 又 心得ぬ は坊門 淸忠。 必定 朝敵 一 

味の 輩。 《- 我々 都 を 出るならば 其 虚に乘 

らん 彼等が ェ。 我に 代って 君 を 守護し。 

必す 忠勤 怠るな。 夭 の命數 限り あり 若し 

も 運命 盡き 果て 身は戰 場に 接すと も。 名 

は 末代に 輝さん。 汝は 都へ 立歸 り。 時節 を 

待って 消え 殘る 火影の 如く 源の。 氏の 光 

を 輝かせ。 南朝 世々 の 忠臣と 末代に 武名 

を 上げよ。 BS 此詞を 用 ひすば。 未來 永々 8 

ものの ム  & 

勘當ぞ と。 《- 必死と 定めし 武士の 口に は 


言 はで 心に はこれ 今生 の^れ ぞと。 さし 

も ゆ、 しき 御 大将。 恩愛 雜^ の。 フシ 目の 

內に滿 る。 淚の 伏勢 を 防ぐ。 智謀 はな か 

りけ り。 埴義岑 も勘當 との。 重き 詞に設 

方 も。 淚を 押へ て詞ハ 、ァ畏 り 奉る。 勝負 

は 時の 運 なれば たと へ 敗軍 ある とても。 

必す 短慮に 思 さすと も。 目出度く 凱陣待 

ちます る。 *- ホ 、聞 入れあって 滿 足々々。 

今 汝に與 へ 置く 一 一筋の 矢 を 心の かため。 

二 張の 弓の 名 を 取るな。 „„« ャァく めん 

く。  mi 八郞 iS£ は 軍勢 催促に 遣 はし。 

此 所に は あらね ども 斯 くと 下知 を傳 へ た 

れば。 追 * 跡より K け 付けん。 * ィザ出 

陣と。 仰せの 內 引出す お 召の 白 栗毛に。 

ゆらり と 7 シ めせば。 堆義岑 は 見上げ 見お 

ろす 血筋の 別れ。 武士の 盛 を 吹き ちらす 

無常の。 嵐撙 井の 親子の 思 ひ。 楠が 名 は 

l^f?^ 堅めた る。 義心に 劣らぬ 義興公 障 

i 立てた る。 镫の 鳩胸 举の。 翅と駔 ける 


1^$くの跡に隨ふ諸軍勢。飛ぶがごとくに。 

フシ かけり 行く。  # 跡 に義岑 しみ，^ と。 

P にこた ゆる 同胞の スェ 別れに 心。 し を 

し をと 影 ゆる 迄。 仲 上り。 見送る 影 も 

旗の 手の。 次第々. -に 遠ざかれば 淚 

を ふくんで 立った る 折から。 思 ひがけな 

き 宮居の 陰 。どっと フシ 上げた る鬨 の聲。 

地 ス ハ佝 者の 寄す るぞ と" 傍 を 睨んで 立 

つたる 所に。 詞ャ 了く 新田 小 太郞義 岑。 

s^s! と聲 かけて。 堆蹄を 飛ばす。 駒下駄 

や 半 太夫 ゆり 上げ 棲の 八文字。 どんなお 敵 

も。 職の 目元の 月 や 花の 額。 戀の。 臺 

が 寄せ かけて。 意氣と 派手との。 含 討 手 

の 大將。 跡から どやく 禿 末社。 詞ャァ 

り きみ 

そなた は臺。 コリャ ど うぢ やと。 地力 身 

し 腕 も 拍子 拔け。 敵 は 敵で も 7 シ 憎から 

す。 地臺は 傍見 廻して。 3 ヲ 、 あの： S りの 

額 わい ナァ。 いつぞや 廓の 別れの 時。 兄 

裨樣と 御 一 所に。 武藏 とやら へ 軍し に。 


いかねば ならぬ とおつ しゃった。 聞く と S 

持病の 此痞 。どうぞい かすと 濟む やうと。 

神々 樣へ 立願 やら。 はだし 參り のか ひも 

なう。 け ふ は 出陣な さる k と。 聞いて 身 

も 世 も あられぬ 故。 お 額が 見た さ 逢 ひた 

さに。 》- あの 衆 賴んで 遠い 道。 來 ごと は 

がても 大勢の。 a 侍 樣方兄 御 様の 前と い 

ひ。 物い ふ 事 もなら ぬ 品。 どうか かう か 

と 思 ふ內。 結ぶ の 神の 義興 樣。 都に お前 

す- 0  J ば 

を？ すと は。 粹の上 もり ヲ 、嬉し。 ェ 、 

何ぢ やい ナ濟 まぬ 額して。 人の 思 ふ樣に 

もない。 《> 情い 男と 鎧 ごし。 K ヲ 、 いた。 

つめっても 擲 いても。 こっちの 手が 痛む 

ばかり。 コ レイナ ァ。 ェ 、そんな 機嫌 ぢ 

やな いわいの。 どう 思 ひ 廻しても。 一所 

に 行かねば 兄 上の。 御身の 上も覺 束な し。 

ァ 、申しく 旦那。 お前 を やって は 太夫 g 

Eh り此五 Jrc: がきつ い 難儀。 ヲ 、それ そ ，5 

れ。 太夫 樣も よく/ \ に 思 召せば こそ。 


渡 口 矢 E 神 


傾城の。 a 寐ぬ 程に 思 ひ 詰め。 どうぞ 今 

一 度お 顔が 見た い と。 g 敷 方の 女中 方が。 

芝居 行き か 何 ぞの樣 に 夜の 九つから どつ 

さく さ。 道 は 飛ぶ やら 駔る やら。 外 八 文 

字 も 一 文字。 所に やんだ.^ 前の 出陣。 悅 

び 事の 我等が 趣向。 地お 敏の 旦那 を 討つ 

てし める 寄 手の 大将 太夫 樣。 四方 を取卷 

く此！ i 手。 亂 調に 打つ 太鼓 持 廣げる 指の 

杭 逆茂木 酒肴。 兵粮の コ レ くくコ 

レく此 提重幸 ひの 幕の 內。 地跡賑 はし 

に吞 みかけう 堅い 姿のお 床入り。 ぉコレ 

門出の 笑 ひ本サ 、 、作物 や 乾； i ものと は 

違 ふ。 生の 物 を 生で お 目に かける。 サァ 

サァ 《- お出でと 無理やりに。 追に 弱る 色 

の 道。 女の よれる 神が きに 是非な く フシ 

引かれ 入り 給 ふ。 《■ 挑に 一 一人 はしたり 額。 

M 兼て 望みの かの 一 物。 引った くって 主 

人へ 渡せば 褒美 はすつ しり。 色男で も 追 

の義 あら 立てて は 事の 破れと。 * 幕 


を^いて うまい ぞく。  《5 例の 大酒のと 

tt ひ- M  あた 

ろつべき ァノ 紛れに 奪取らん 汝は 傍り に 

眼 を 配れ。 ヲ 1 サ合點 首尾よくせ よと。 

小吉は 幕へ 跡に は 五作。 四方に 氣 配り コ 

ハリ 忍び足。 なんなく 御 矢 盗み取り。 小吉 

が 小聲に 上首尾々々々。 S 是 さへ 取れば 

義S^Tを。 ぶち 殺す は 手間 入らす。 片時 も 

早く 主人へ 手渡し サァ こいと。 增 逸足 出 

して 7 シ かけり-行く。  》_ 俄に 騒ぐ 幕の 內。 

かけ 出る isT に。 取 付き 縫る 臺も ともに。 

引 招ら れても 放さば こそ コ レ/ \ 申し 殿 

樣。 "S 氣相 かへ て n リャ 何事。 なん ぞ夢 

でも 御覧 じた か。 コ レ氣を 鎮めて 下さん 

せ。 ャァ 何事と は。 兄義 興より 預 りし 大 

切の 二 筋の 矢。 思 ひも 寄らぬ 紛失。 兼て 

尊氏墾 望と 聞き。 敵方へ 奪 はれて は 味方 

の 不吉 我が 趑度。 * 兄 上への 申譯 と。 差 

添拔く 手に 取 付く 臺。 S ィャく 放せ。 

t  、 、 マァ特 つて 下さん せ。 ヲ 、道理 ぢ 


や/ ^が。 コレ。 申し。 今お 果てな さ 

れて は。 誰が 淺 つて 御 矢の； 1^ 義。 兄御樣 

へ此樣 子。 中 上げる 人 もない。 もうかう 

なった 上から は。 再び 廓へ 歸らぬ 胸。 身 

を碎 いても 詮議して。 其 上で 叶 はすば。 私 

も 一所に 冥途のお 供。 死ぬ る 命 は 惜し 

からね ど。 此 御難 一:^ も 皆 私 故。 ョコ レ堪 

忍して 暫くの。 お 命ながら へ 《- 野の 末。 

山の 奥まで も 夫よ 妻よ と 呼び 呼ばれ。 一 

所に 居たら わしゃ 本望。 思案して 下さん 

せと。 女心の くど， （'と 跡 や 先立つ プ-ダ 

淚 なり。 《5 ム 、尤も/ \ よく 言うた。 此 

所で 相 果てな ば。 盗賊の 設議 もなら す。 

犬 死と なる 骸の 恥辱。 一 先 づ此場 を 立 退 

いて。 草 を 分かって 裨 矢の 行方。 *\ 足め 

なき 身の 俄 旅小樓 引上げ 帶 引締め。 身 持 

へす る 間もなく。 引返して 二人の 牽頭。 

跡に 付添 ふ數 多の 家来。 ソレ討 殺せと 追 0 

取り 卷く。 K ャァ 合點の 行かぬ 二人の 奴 5 


原。 は 御 矢 を 1^;" 取りし も。 汝等 二人に 

極った ナ。 何 の 諭に 賴 まれし サァ。 眞 

度ぐ に.；：： 狀 せよ。 ャァちょこざぃな^5^議 

だて。 引つ く. - つて 主人へ 土産。 ァレ 

打据 ゑよ と？ ほに 連れ。 描った とか、 る を 

身 を か はし。 投げす ゑ^す ゑ 飛ばし。 

手を^して 働け ど。 敵 は 大勢 身 は 一 つ。 

て ii て 人な 

見る にハ ァ.. （- 裏が 案じ 助けん 方便 も 女 

*r 群る 大勢 義岑 の。 手取り 足取り 打倒 

し。 旣に危 き 折 こそ あれ。 篠塚 A 郞重虎 

は 主 15；; のお 供の 後れば せ。 かくと 見る よ 

り 飛び か」 り。 〔豕 來を投 退け ほ 散らし。 

^  子 M く 問 も 足 fLA 速れ。 此場を 一 先づ 

落ちさせ 袷へ 早う くと 見这 つて。 《4呂 

居の 前に cl? 居 立ち。 通さぬ やらぬ と 家来 

共。 足 兩腕數 十 人。 押せ どしゃ くれ ど 

動かば こそ。 1^ にこく ほや/ \ 打 笑 ひ。 

ム、、 、 ハ、、 、うづ 虫 めら が ほで てん 

がう。 新田の 御内に れ なき。 四天王と 


呼ばれた る 徒 塚伊贺 守が 始子 八郞重 虎。 

此 W 足 ははえ 拔 きの。 大佛柱 を g^H。 動 

かぬ事ぃかぬ_;^-。助けたとて殺したとて。 

高の 知れた る 下！ S ども。 早く 此場 をな く 

なれく。 ャァ 下-; S と は推參 なり。 畠 山 

入道の 郞等石 原 丹 治 逸 兑ノ傳 吾。 姿 を や 

っし義5^「を討取る方便の*頭 一 ぱい i はは 

せ て^うた 御 矢。 主人へ 渡せば 新田の 滅 

亡。 砍 一一 一一：！ 吐く 前髮 首。 さらへ 落せと 切 込 

む 刀。 枘と I を 一 握り。 ヲ 、 さう ぬかせ 

ば モウ 助けぬ。 御 矢の 盜賊觀 念と。 一 捩 

ふって 打付けられ。 ソレ 1^ すなと 下知の 

下。 どつ と馳 おる 雜人 ii!sf。 引つ 摑ん では 

人 礫 ばらり くと 投 散らす。 W 無法 

不敵の 石 原 逸 a  。隊 を窥ひ 切り か k る。 身 

を か はして 鐵拳。 素 iH びつ しゃり 石原藥 

鍬兀 あたま。 みぢん に碎け 逸見 傳吾。 一 度 

に 息 はたえに けり。 》- ヲ 、氣^ よし 心地 

よし 御 矢の 有 所 は 山。 都に あれば 一 大 


事。 かくと 樣子を 若殿の。 御身の 上も覺 2§ 

束な し。 一先 づ 館へ。 ィャ くく。 先 

づ我 君に 追 付いて 事の 次第 を 申 上げ。 思 

案ぞ あらん あら 金の。 土砂 踏 立つ るお 虎 

の！^ り。 御子 奮迅の 勢 ひ は。 實も 新田の 

十六 驗。 其隨 一 の 勇士の 莩。 父 も 父たり 

子 も 子たり。 一 1 代の 忠臣 條壤が 武勇 を。 

代々 に傳 へけ る。 

第二 

a 月の 名所 を 引き かへ て。 愛 やかし この 

鯨波。 *- 矢 並 si" ふ 小手 差 原。 穀 たばし る 

武藏 野の。 {仝 物凄き 7 シ氣色 かな。 *? 新田 

左 兵 衞佐義 興 公。 勅命 も だし 難け れぜ今 

度の 合戰 は。 討死と 覺悟 極めし 軍 立て。 

馳逮ふ Kit 煙 太刀の！ 音 天地に 響き。 日 を 

招く。  ！ 揚が 勢 ひ 山を拔 く。 項 羽が 力 も 一 

是に はいかで 勝るべき。 ¥H す 去らぬ 戰 ，^ 

ひに。 さし も 多 努の錄 倉 勢。 フシ 色めき 


立って 見えに ける。 *- 追來る 敵を喻 留め 

んと。 ^？？方の侍大將。 江 田ノ判 宫景連 

家の 子 郎等 前後 を圍 ひ。 太刀 拔 きかざし 

驅向 ひ。 手を碎 いたる 攝 きに 勝ち ほこつ 

たる 官軍 も 少し しらけて 見えた る 所に。 

a ャァ 卑怯な り 方 .》r。 竹澤監 物秀時 これ 

にあり と 呼ば はって。 *■ 判官 目が け 討つ 

て か&れ ば。 家来 は 主 を 討た せじと。 驅 

け 塞がる を 竹 澤が縱 横 無盡に 討ち 散らせ 

ば。 敵 はぬ 赦 せと 3^ げちる を。 通さ じ や 

ら じと 追つ かけ 行く フシ 其 隙に。 增. 江 田 

判官 渐ぅ と^げの びて 味方の 加勢 を 松原 

ょろ ひづ J* 

に。 7 シ趙 突して 居る 所へ 。地 取って返す 

:s 監物 まっしぐらに 蓖 着 くれば。 判官 

も a 向 ひ 丁々 はっしと 渡り合 ひ。 合暫し 

が 程は戰 ひしが 双方 太刀 を がらり と 捨て 

互に むん すと コハリ 引 組んで。 えい や. /(\- 

と樣合 ひしが。 傍見 麵 はし 起 上り。 7 シ塵 

打拂 ひ小聲 になり。 a ナウ 判官 殺 其 以来 


は。 サ レバ .（.. 敵 味方と 隔たれば 互に 書 

通の 取 遣りば かり。 シテ其 許の 手 都合 は。 

いかにも いよく 上首尾 *c 々 タ。 始めの 

程は義 興め も 中々 SB1 も氣を ゆるさす。 

サ欺 すに 手な しと 此監 物。 さま. <.\ 'の忠 

節 額。 今では 蹯代 同然に 心 置な く 軍の 相 

談。 それ は 重さ。 兼て 際し 合せし 通りい つ 

でも 貴様が 討って 出る と。 味方 は 3a げる 

18 は 追 ふ。 手柄 させて 義 興に。 取 入ら 

せんと 思 ふ 故。 先程 は 此判宫 も 足早に^ 

げ 申した。 ィャ モ どうもい へ ぬ げ ぶり。 

よつ 程 下地が ありさうな。 了ン ハ、、 、 

とに が 笑 ひ。 sn レサ 監物 殿。 義 興が 氣 

を |g す こそ 幸 ひ。 飛び か、 つてす つばり 

は。 ィャけ もない 事. （-。 さう 早まる 故 先 

達ても 吉 野で 貴 樣大 しくじり。 知る 通り 

カは强 し。 打 物 取って は 鬼神 同然。 古今に 

稀な 早業 手 利。 ハ テナ？ V んなら 所設ぃ 

けまい か。 サ いかぬ 所 を やる が 工夫。 釋 


y  て ti て 

, ^でも 哈は せる 我等が 方便 委しく はこの I 

白紙と。 》- 渡せば 取りて 不審 額。 5? 此 お 

白紙が 思案と は。 ヲ 、サ假 初なら ぬ 密事 渡 

の 計略 落ちても 人の 見ぬ 樣に。 此 白紙に 

認め 置き 水に ひたせば 皆讀 める。 コリャ 

f なづ 

おそろ だ。 出来た く 上分^と。 *- 點き 

嗫き 7 シ しめし 合 はする 折からに。 《- 又も 

M ゆる 人馬の 音。 《5 ヲット 任せと 渡り合 

ひ。 二 打ち 三 打ち。 增 仕組の 狂言 a る を 

ハズミ やら じと 竹 澤監物 。返せ 7 シ戾 せと 追 

うて 行く。  # 義興公 は 只 一 騎。 尊 氏に 近寄 

つ て I 時に 勝負 を 決せん Lfe を 早めて 駐 

け 給 ふ。 大將と 見る よりも。 一 度に 寄來る 

勢。 八方より 取圍 み。 我 討 取らん と 切 

つて か る。 シャ もの/, \ しゃと 媒向 

ひ。 追つ かけ 追 ひ 詰め切り まくる *f 神 if 

不思議の 太刀 風に。 吹き ちらされし 木の 

葉 武者 。むらく ばつと 。フシ 逃げて 行く。  2 

ず ふ ひや i  2? 

K ャァ數 にもたら ぬ。 雜兵 どもう ぬら を 


目懸 くる 義與 ならす。 イデ 尊 IH に 見 參と。 

* 乘 出さん とし 袷へば。 コハリ 馬 は 俄に 高 

嘛き 打て ど あふれ ど 進まねば。 《" ム、 扨 

ふ **- い 

は。 此 茂みに 伏勢 ありと 覺 えたり。 シャ 

何程の 事 あらんと。 地 進まぬ 馬 を あ ふり 

立て。 駔け 出し 給 ふ 後より。 案に i?! はす 武 

者 一 人。 鎧の 上に 蓑 打ち かけ 顔を隱 せし 

强^ 頭巾。 馳 行く 馬の 尾 筒 を 抓んで 引戻 

せば。 a ャ ァ推參 なる 曲者。 討 放さん は 易 

けれど 此義 興が 乘 つたる 馬 を 引 留めん と 

はし をら し i。 ならば 手柄に 留めて 見よ 

と。 增 一 鞭當 てて 駔 出す 。馬 は 駿足 乘人は 

達者。 踏 出す 足な みどう/ (\., -\。 合鏜の 

金物から くく 。互の かけ 聲障 泥の 音。 

ひお 銜に 響く 武蔵 野に まだ 枯殘る 初冬の ij 

をみな へ t 

刈 萱女郞 花 亂れ。 散りて ぞ li  (もみ 合 ひ 

しが。 《- き やつ もしれ 者蹈 みと， V め 引い 

つ 引か フシれ っ爭 ふ內。 *H 巾 は^げて 見 

合す 額。 《s ャァ 其方 は 我が家 來由良 兵 庫 


助 信忠。 ム 、其 意 を 得ざる 今の 振舞 ひ。 南 

ぎ 六郞と 其方 は。 我が家の 1^ &を 任せ 故 

鄉 新田の 城 を 守らせ。 妻子 を 預け 匿いた 

るに 械を打 捨て 來る のみなら す。 今 尊 氏 

を 追つ かけんと。 乘 出せし 此義 興が。 邪魔 

せし は 所存ば し。 あっての 事 か 速 かに 返 

答せ よと。 以ての外の 御 怒り。 增 兵 庫 助 

は 義與の 姿 を 見上げ 思 はす も。 はらく 

はらと 淚を 流し。 s« 君 勅命 を 蒙り 給 ひ。 大 

將 たる 御身に て。 匹夫の勇 を 好ませ 給 ひ。 

かく かろ，？ しき 御 振舞 ひ。 千 斤の 弩は 

けいそ 

驟 鼠の « ^に發 たす と。 申す 事 は 申さす と 

て もよ く 御存じ。 すべて 此虔の 軍の 様子 

日々 注進の 趣に て。 とくと 思案 を 勉らす 

に。 日頃の 軍 慮に 逮 はせ 給へば。 必定 今度 

の 御 出陣 は。 討死との 御覺 悟と。 睨んだ 

t な 二 

眼に 遠 ひ は あら じ。 是非 御 留め 申さん と 

御 t に は 六郞を し 置き。 密に來 つて 樣 

子 を 伺 ひ。 御 所存と くと 見定めたり。 せ 御 


氣に 障る 事 ありと も。 恥を忍び 身 を こら ^ 

し。 年 を 重ね 日 を 積まねば。 大功 はなしが 

たし。 一 旦の御 怒りに 御身 を 失 ひ 給 ひな 

ば。 誰あって 天子 を 守護し。 朝敵 を 亡し 

て。 公家 一 統の 代と なさん。 H  、情なき 我 

が 君 やと。 或は 怒り 或は 欺き 詞を盡 し 7 シ 

理 をせ むれば。 墙義興 公も內 裏の 首尾 e 

我が 胸中 を 打明けて。 物語らん かい やい 

やく。 彼に 打明け 語りな ば。 行 先へ 付き 

まと ひ 諫めん は 必定。 所詮 決せし 覺 悟な 

れば。 止めら る、 もむ つかしと。 さあらぬ 

にて ィャ トヨ 信忠。 ほそれ は 皆汝が 通 

り氣。 討死の 覺 悟のと は。 思 ひも 寄らぬ 一 

言 。目に 餘る 敵の 大勢。 士卒の 心を勵 まさ 

んと。 手 をお ろした る 我が 勸 き。 ィャく 

いか 程に 御意 あっても。 此兵 庫が ある 內 

は 一 騎 立の 御 働き は 金輪際お 止め 申す。 I 

敵陣 は此兵 庫が。 *- 一  當て當 てて 御 目に 

A の C す  $ 

かけん。 君 は 暫く 御 休息と， 蓑 晩ぎ 捨てて 《^ 


I さんに。 敵陴 さして 7 シ 新り 行く。？ K 

將の 御. M 所 尋ねさが しで 味方の 軍勢。 井 

彈正を 始めと して。 追々 に ffi 来り。 一 息 ほ 

つと つぐ 所へ。 己が ェを押 隱す惡 には智 

惠の 竹澤監 物。 首 一 一三 錢 提げ 来り。 7 シ實 

檢に供 ゆれば。 * 大 將御覽 じ。 ョホ V 監 

； P  。數 度の 高名 手柄々々。 軍の 樣子 はなん 

とく。 さん 候；^ 日數 日の 戰ひ にて 勝に 

乘 つたる 御 勢に。 兵 庫が 荒 手 差 加 はり。 

手 ひどき 味方の 軍配に。 《_ 勞れ 果てた る 

鋒< お 勢。 尊氏を始めとして^^^&？さして逃 

げ のびたり。 この 虚に乘 つて 攻めつ け 給 

は t -。 敵の 大勢 皆殺しと。 ェを隱 す フシ 

勸 めの 詞。 *- こなた は 固より 討死と。 覺 

悟 極めし 軍 なれば。 いつの 時 を か 期す ベ 

きぞ。 天下の $5 に は 朝敏。 我が 爲には 親の 

敏镎氏 を。 討た すん ば 再び 生きて は歸る 

まじ。 い ざ 追つ かけん 陣« せよ と。 勇み 

にいさんで 乗 出し 給 ふ 向うよ り。 かけ 来 


る は 由 良 兵 庫 助 信忠 かくと 見る より 提げ 

し。 敵の 首投 捨てて。 it づら をし つかと 取 

り。 ョコレ s。 最前 も此兵 庫が。 詞を盡 し 

申 上げし に。 まだ 御 合 點が參 り ませぬ。 ェ 

ェ淺 間し き 御 所存。 日頃に 變 りし 御 振舞 

ひ。 天 魔が 魅入れ 候な。 一 且 負けし 尊 氏な 

れど も。 *• 錄 倉へ 引 籠らば 中々 容易く 攻 

めが たし。 一先 づ 故^へ 歸らせ 給 ひ。 英 

氣を養 ひ 時節 を 見て。 討って 出る が 萬 全 

の 謀と。 お 馬の 7 シロを 引返せば。 *- せ 

きにせい たる 御大 將。 放せく と あせれ 

ども。 こなた は 手強き 忠義の ー圖。 ェ、 

面倒な と義興 公。 陣扇 にて 兵 庫が 額。 目鼻 

も 分か 卞 丁々々。 打て ど搏 けど 放さば こ 

そ。 ™ ャァ 出陣の 先 を 折り。 味方の 英氣を 

くじく 曲者。 敵に  一 か 一 一心 か。 勘 當ぢゃ 

そこ 立ちされ 。主 從の緣 これ 限りと。 扇 

を 額へ 投付け 給へば。 ヱ 、御 勘當と はお 

情ない。 何國 まで も 御 諫めと 又". -艘る を 


镫 にて。^ 飛ばしく あ ふり 立て。 諸 軍 一 

度に 7 シ 進み 行く。  跡に 兵 庫 は 呆れ 果 矢 

て。 留めても 留まらぬ 御 若氣。 H  、是非 渡 

もな き ffC 第 やと スュ どっかと 坐して 男 泣 

き。 K 縱へ 御勘氣 蒙る とも。 追つ かけて 御 

諫めと 0 增立 上る 折 こそ あれ。 さっと 吹來 

む驟。 木の葉 土石 を卷 上げく。 傍に 拾 

てた る陣 扇。 ともに 7 シ虛 さへ 吹 上 ぐれ 

ば。 》- 兵 庫は急 度 眼 を 付け。 K ァラ 心得ぬ 

此有樣 。捨 置かれし 陣 扇。 土石と ともに 吹 

上げし は。 我が君の 御身の 上。 *" 善 か惡か 

何にもせ よ 。扇の 行方 を 見！ « けんと 跡 を。 

したうて  一一 S へ 行く さの。 <P 上野の 國 新田 

の &義興 公の 居城と いつば。 上は哈 粗の 

山 精き。 松の 古木の 枝 たれて。 雲な き 龍 

かと 疑 はれ。 下 は 懸崖 時って 晴れざる 虹 

かと あやまる 7 シカ、 リ堺に は 矢閒透 もな 

く。  杭 逆茂木 引渡し。 要害 »li 固に 兑ぇ 4 

にけ る 了ン 頃し も。 小春。 中 さや。 味方の 5 


勢の 木 枯に敵 を 木の葉と 吹き ちらす。 武 

； 'ちいく？ おんこ f ぶ S  AK.'.--^^^U 

蔵 野の 勝 軍 御 0 あるべし と。 御^,.3^13:筑 

波 御，； £ まだ 三 歳の 德壽 丸。 乳母が 膝に い 

たいけ 盛り。 《- お 傍の 女中 立ち か はり 敏 

にかち栗贺斗^i^布。欽子とり/^.\.持運ぶ。 

お 家の 家老 由 良 丘 (is 助 信忠が 妻の 湊。 一 

子 友 千代 を^ 母に 抱かせ 手づ から 捧げる 

iie 臺も。 君 を 祝す る鶴敏 にやた け 心の 味 

方の 手柄。 松に 寄せた る御壽 御前に e し 

7 シ しとやかに。 御 勝 軍の 御 祝 お 目 出 

度う 存じます ると * 申 上 ぐれば 御臺 所。 

a 湊が 毎日の 出仕 大 tsj々 々。 殊にけ ふ は 

勝 軍の 祝儀と て 心の 付いた 上物。 これ ま 

で 日毎の 注進に 一 度 も惡ぃ 沙汰 もな く。 

十 一 分の 味方の 勝。 殊に 一 騎當 千の 兵庙 

助 も 跡から 加勢 氣遣ふ 事 はな けれども。 

*  くどく 思 ふ は 女の 常 若し や OT! 入りし 

給 はんかと 宜 ければ ようて 案じられる。 

ョ イエく そこ はぬ からぬ 私が 夫 勝って 


% の^をし める 御用 心させません と。 跡 

から 参る 程 なれば。 様のお 身の上 夫の 

事に 案じ はな けれど。 私が 弟の 徒 八郞。 

まだ 年若な； M 丈 者 。仕損じ も あらう かと。 

これば つかりが 心が かり。 ィャく 八郎 

が 手柄の 様子。 とくより 委しう 聞いて 居 

る八蟠 での 働き 流石お 家の 四天王。 伊贺 

ほめ ざ た 

守が 子 程 あると て。 一 家中の 譽 沙汰。 ヲ 、 

よい を 持ち やった。 ァレ 見や 友 千代が 

ぁの氣 丈。 同年で も tgi 誇より は大 がらに 

見える わい の。 兩 親の 血筋 どちらへ 似て 

も强 からう。 此 若が よい 片腕と * 殘る方 

なき 御機嫌に „«ハ ァ 有難い ぉ詞 ほんに そ 

れょ。 御 家中の 內锒達 御 祝儀 申 上げん と 

て。 お. h< に控 へて 居られます。 ヲ 、それ 

は 皆 大儀々 * 是へ 通せのお 詞に。 せお 侍 

S,,Q 案內 にて 一 家中の 妻女 達 ォクリ 連れ 

て へ 御前へ 立出づ る。 7 シ思 ひくの。 島 

臺ゃ。 劣ら じと 氣を播 磨 渴。 君の 御名 も 


^高 砂 や 敵 を さっと W きちら し。 墻首を I 

さら へ の 尉と 姥 小 ォクリ 五十 あまりの 年ば 

い はさす が 思案の 底 深き。 井" 彈 正が 妻 

の：^^^。 谷の 戶出づ る。 鷲の 笠に 縫 ふて 

ふ 梅の 花。 7. ン 勝色兑 せし 先陣に。 心 は 

ilkm が k2 助が {5 に殘 せし 女房お 鈴。 

一 百 はね ど it き の 滞 りなき 口上 は 立 

i に 水お 蔓に富 士の褐 野の 思 ひ 付き。 フ シ 

君の， 名字に 仁 田 四郞。 夫 も 籬れる 武藏野 

に 組んで 臥^の 牙よりも。 運の 月形 銥食 

武士。 三國 一 の 高名 も 時に 大島長 門が 妻。 

ぉ浪と い へ ど 浪風も 治まる 武功 君が代 

い "Jul  つり 

は。 千代に 八千代に さ、 れ石嚴 の 上の 釣 

竿 は。 軍の 先生 名 も 高き。 太 公&^ • と いふ 

人 かと。 女中 は 寄って 共 譯を土 肥 三郞左 

衞 門が。 と 契る フシ 女房お 辨 七 

幅 神の 船遊びし つかり 入った 兵糧 を。 か ^ 

つぐ 布袋の。 福祿 S?f 身 を かためた る 沙 g 

i5yih。 瑕で 夷の 大敵 を。 釣 寄せて ハズミ 渡 


i  >  こ づち  ¥f 

フシ 打 化の 小槌。 * 市 河 五郎が 勇力 をし め 

てぬる 夜の 睦言 は つ がも內 儀の 名 もお つ 

がと て。 家中 名うての フシ ぼつと り 者。 *- 

其の 外お 家^ 近の 女房 娘殘 りなく。 皆 そ 

れ くの 捧げ物 廣間 せまし となら ベ 置き 

ぉ摄 軍の 御筹 お目出度う 存じます ると。 《- 

一 度に 開く 口紅 や。 づら わと 並ぶ 棺は。 

染 井の 蹈鹏 飛鳥の 花。 眞 間の 紅葉に 胡 枝 

ザ でら  • 

花 寺 を 一 つに 寄せた る 如くに て 花々。 フシ 

しく ぞ 見えに ける。 *- 御臺は 御機嫌うる 

はしく。  何れも 摘うて 綺麗な 事。 愛で は 

皆 も氣が 詰らう。 奥へ いて 緩り つと。 酒 

でも 吞ん でた もやいの。 友 千代 も寢 たさ 

うな 母 も 共に の * ぉ詞 に。 ハット 一度 

に si 鳥の 立つ や 姿の 柳腰 キ かいどりの 

褐長 廊下 オタ リざ、 めきへ 連れて 入る 蹄へ。 

»- 是ぞぉ 留守の 要石 動かぬ 胸の しめく  V 

ら5 むね S  ^Ati 

り。 南 瀬 六 郞宗澄 出仕の 上下 さは やかに。 

k 金 m の 大小 も 流石お 家の 家老 5^ と。 言 


はね どし るき 其 人品 7 シ しづ. （-と 打 通 

り。 先づ 以て 今日は。 勝 軍の 御 祝儀 恐 

sb- 極と 相述 ぶれ は。 ヲ 、六郞 か 近う 近 

う。 兵 庫が 行き やって 其 後 は。 軍の 知ら 

せ はま だな. V 力 ノ ァ 

相役の 兵 庫 助 申 上 

ぐべき 仔細 有って。 軍の 場所 迄 参りし か 

ど 。未だ 便り もこれ なしと。 地櫸 とりん \ 

なる 所 へ 。取次の 女中 立 出で て 。 武藏野 

の 軍 場より。 兵 庫 殿の 歸られ しと。 フシ 

い ふ 間 程なく。 立 歸る由 良 兵 庫 助 信忠。 

く  J*  , は. I"/}- 1    、く， 

積る 苦 勞の黑 革 威 差 詰りた る 胸板 や。 軍 

出立 を 其 镊 に。 本 アジし をく として 立 出 

でしが。 御座 を 見る より。 ハァ/ \> とば 

かりに 兩手 をつ き 了ン指 俯いて 詞 なし。 

JP 心ならねば 女房 湊。 S 思 ひの 外 早い ぉ録 

り。 そして 常なら ぬ 御顔 持 e 御臺樣 のお 

案じ。 どうい ふ譯 かつい ちょっと。 *■ 申 上 

げたが よ いわいな と。 せけば せく 程屈托 

M。  W 何 を 女の 小さし 出た。 御 諫言が お 


氣に 障り 此兵庫 を 御 勘當。 御 出馬のお 供 

も 叶 はす。 なま 面さげ て歸 つたわ やい。 れ 

ェ 、御 勘當と はどうい ふ譯。 《■ 何 科 あつ 渡 

てと 驚く 女房。 御 臺所も 御 不審 額 六郞は 

摺り 寄って。 IS 御 諫言の 其 仔細 は。 サ レ バ 

サ。 勝ちに 乘 つたる 御大 將。 竹 澤が勸 め 

にて。 鎌 倉を攻 落さん と。 逸 切った る 稗 

出陴。 其 意 を 得ざる 御 振舞 ひと。 增 申す 詞 

も 終らぬ 所へ。 間近く 聞 ゆる is の 音。 コ 

ハ 何事と 見る 所に。 御 注進と 呼ば はり 呼 

ば はり 表 稗 門に 馬乘り 捨て。 篠塚 八郞重 

虎。 鎧に 立つ 矢簑 毛と 折 掛け。 眞 一 文字に 

かけ 着けし が。 ハ ット ばかりに 息切れし。 

g 筢 すれば 湊は Ei? りコレ く. （-。  S 

氣を 3§ に 持って たも。 八郞 なう と *■ 呼び 

生ける。 六 郞は聲 高く。  日頃の 勇氣に 

似合 はぬ 振舞 ひ。 後れた るか 八郎。 卑怯 

なり 重 虎と。 呼ば はる 聲の 通じて や。 

むつく と 起きれば。 ナウ 嬉し ゃ氣が 付い 

たかと。 悅ぶ姉 取って 突 退け どっかと 坐 3 

し。 S 深手に 弱る 八郞 ならね ど。 心せ か ^ 


れし早 打に。 悶絶せ しか 口 しゃと。 增 

歯が み をな せば 六郞は 詰め かけく。  8 

樣子 はいかに サ 、何とく。 されば 候 我 

が 君に は。 武藏 野の 御 出馬より。 勇みに 

いさむ 味方の 勢。 我 劣ら じと 乘拔 けく 

錄倉 さして 攻寄 する。 * 兼て 計りし 竹澤 

監物。 江田ノ 判官と 心 を 合せて。 8 矢 口 

の 渡しの 舟 底に。 穴 をく り 明けの み を 差 

し 今やお そしと フシ 待つ ぞと は。 夢にも 

いざや 白 栗毛の 駒に。 鞭打ち 我が君 は 諸 

軍に 先立ち 拔 けて。 かの 裨 舟に 召 給 ふ 

も R, ふ  & の li んじ *.*5 

お供に 隨ふ 武士 は." 世 利 田 大島井 彈正土 

肥 市 河 を 始めと して。 主 從耩か 十 I 誇え 

いく 聲 にて 押出す。 固より 名高き 玉 川 

の。 餘 がの 時雨に 水かさ 增り。 矢 を 射る 

ごとき 川 中に て。 兼て 仕組の 舟 子供 怪 

我の ふりに て 槽を取 落し。 舟 底の のみ を 

拔き。 *- 水中へ 飛 入りく ハズミ 行方 しら 

す フシ く り 行く。 せ 向 ふの 岸に は 江 田 


利 官 こなたに は 竹澤監 物。 伏勢 どっと 押 

寄せて。 射る 矢 は 観 舟に は 水。 合た とへ 

翅の あらば とて 通れが たなき 御 有樣。 H< 

魔 を 欺く 我が君 も。 敏 はじと や 思し けん 

鑀 K ぐ §w も あら 無念 やと 怒り の St 聲 諸共 

に 終に あへ なく フシ 御 生害 十 人の 人々 も。 

思 ひ，/ \ に 腹 かき 切り そこ はかと なくな 

り 行けば。 追々 馳 付け 味方の 軍勢。 大将 

失せさせ 袷 ふ 上 は。 生存 へ て 何 かせんと。 

敵陴へ K 入りく 一 人 も 殘らす 討死と。 

聞く より ハット 人々 は。 餘 りの 事に 詞も 

出す 7 シ 呆れ果て たるば かりなり。 地 一 

間の 內には 家中の 妻女。 聞く に 堪え兼ね 

聲を 上げ 一 度に わつ と 泣 出す。 八 郞は息 

つぎ あへ す。 ほ此 事お 知らせ 申さん と。 

暫時の 命ながら へて。 君のお 供に 後れた 

のさ ふえ 

り。 JE- れ もさら ば 地と いふより 早く 咽 笛 

をぐ つと 貫き フシ 息た えたり。 m 湊は死 

骸に取 付いて。 詞コレ 八郞。 殿様の 御 遣 


言。 お尋ね 遊ばす 御用 も あらう に 早まつ § 

た此 最期。 コ レ 地な う/ \ と絲り 付き あ 

なた こなた を 思 ひやり かつば と 伏し 

て フシ 泣き 居た る。 *- 御 臺所は 茫然と 默 

きに 心空螺 の スェテ もぬけの 如くに おはせ 

しが。 * 漸く 心 や 付いたり けんし をく 

と 立上り。 母が 膝に 居眠りし 若君 を 抱 

き 取り。 an レ 德壽。 幼 けれども 大将の 

子。 とっくり とよう 聞き や --。 父上 は敏 

の爲に はかなく お成りな された わい の。 

母 も 一 所に 行く 程に。 そなた は 早う 大き 

う 成り。 敵 を 討って 父上の ：8 の 根み を 

晴 してた も。 * 官軍の 總大 將義貞 様の 孫 

君。 淸和 源氏の 嫡流と 生る， - 果報 はあり 

ながら。 二人の 親に 別れな ば 誰を賴 りに 

成人 せん。 母が 歎き も 父上の 最期 も 夢 Q 

す やくと しらぬ 寝顔の。 フシ いぢら し g 

やと^き しめく 落つ る淚 と泣聲 に。 御 ^ 

目 を覺し 若君 は。 K いや ぢ やく 聞かぬ 


く。 赤が ほしいと。 《"^^臺の。 舟に 取 

付く わんば くも。 3 ヲ 、數 ある 臺の其 中 

で。 此. f!^ が ほしいと は は 船の 中に て 果て 

給 ふ。 父上 戀 しとい ふ 事 を 自然と 蟲が知 

らせ たか。 合 思へば く淺 問し や。 場所 

も 多き に 船の，？：：。 前後の 敵に 取卷 かれ 水 

に 溺れて 御 生害。 文 * 此 世から なる 地獄 

の 貴。 さぞ 御 無念 口惜し かろ。 さう と 

はしらす たった今まで 祝 ひざ、 めく 此島 

臺。 * 舟と 閱 くさへ 恨めしい。 七竊 神の 

iajs^ も。 夫に 別れ 何 かせん。 鶴龜の 千代 

}£化齡は^?|か偽りかサ ハ丄咼砂住の江相生 

の 松に も 夫婦 は ある もの を。 はかなき 我 

が 身ぁぢ きな の 世の中 や。 祝 ひ は 却て 逆 

樣事。 此島 毫もい ま はしい と 取って 投げ 

ほり 押 碎き物 iJJ はしき 風情に て。 泣涕こ 

がれ 了ン 伏し 給 ふ。 六 郞も顏 ふり 上げ。 

a 此 度の 錄倉 攻め 其 意 得すと は 思 ひし か 

ど。 道に て變の あらんとまで は。 思ひ§^5 


けぬ 御 災難 周の 昭王漢 を濟 るに。 船人 ど 

も是を 憎み。 膠 を 以て 船 を かため。 川 中 

に 至る 頃。 膠 蕩けて 船碎 け。 水中に て 失 

てだて 

ひし。 方便に 等しき 竹澤が 謀。 某 御供す 

るなら ば。 仕様 模様 も あるべき に。 地ェ 

ェ しなしたり 口惜し やと。 無念の 举 手の 

裏へ 爪 も 通らん 風情に て淚の 玉のば らば 

らく 空に しられぬ 村 時雨 了ン餘 所の。 

見る目 も 哀れな り。 《-1 間の 方に は 女中 

の聲 *。  a 御 家中の 內方 達。 君の 御 最期 

面々 の 夫の 刖れを 悲しみて 皆々 自害 致さ 

れ しと。 * 聞いて 驚く 人々 より 御 臺所は 

心 付き。 85 ハァ 死にお くれたり さらば ぞ 

と。 增 守り刀 を拔 放し。 自害と 見 ゆれば 湊 

は 押 留め。 a ヲ 、悲しい はお 道理ながら。 

今お 果て 遊ばして は。 若君 様のお 身の上。 

*- ィャく fi 早 かうな る 御 運の 末。 生き 

てうき 目 を 見ん より は 死なせて たもと 爭 

ふ を。 六 郞匁物 もぎ 取って。 an  、御 短 


慮なる 御 振舞 ひ。 お 家の 事 も 若君の 事 も。 " 

忘れての 御 生害なら ば 御 勝手次第と 呵 は 

られて スリャ 死ぬ るに さへ も 死なれぬ 渡 

は よくく 因果の 此身 かと 歎けば 湊も 

諸共に。 お 道理 様 やとば かりにて。 フシ 

又 さめ. <\ と 泣 居た る。 *- か.^ る 歎きの 

折 こそ あれ 物見の 軍兵 かけ 来り。 《5 我々 

遠見 致せし 所。 遙か 向う に 馬 煙。 數 多の 

軍勢 此 城へ 押 寄す ると 相 見えたり。 * 御 

用心 候へ と 7 シ 言 捨て C 又 引返す。 *- コ 

ハそ もい かにと 御 き。 兩人 騒がす 扨 こ 

そく。  竹澤が 軍勢 ども 押 寄す ると 覺 

えたり。 先 づく奧 へ 御 入と。 *" 湊が介 

抱漸 うと ォクリ 一 問の 內へ フシ 入り 給 ふ。 

增六郞 は 心せき。 《^ ナ 兵 庫 殿。 固より 

無勢の 此 城へ。 勝ち ほこった る竹澤 が。 

大軍を 引受ける。 货 殿の 軍 慮 は 何とで ご 

ざる。 ィャ。 先づ 貴殿の 御 工夫 は。 此六 S 

郞が存 する に は。 我が君の 吊 ひ 軍。 命 限 5 


り 敵 を 防ぎ。 叶 はぬ 時 は 城 を 枕。 討死の 

外 思案 は ござらぬ。 シテ又 貴殿の 御 思案 

は。 此兵 庫が 存す るに は。 寡 は 衆に 敵す 

ベから す。 及ばぬ 事に 犬 死 せんより。 究 

を脫ぎ 旗を卷 き。 敵へ 降る より 外 は ござ 

るまい。 ム 、何 敵方へ 降参と は。 氣が 違つ 

たか 狼 狼へ たか。 ィ f ャ氣も 違 はす 狼狽 

へ も 致さね ども。 所詮 敵 はぬ 腕立て せん 

より 。降参す るが 當世 かと 存 する。 貴 殴 も 

とくと 分別 あれと。 《■ 落 付く 程祸 せき 立 

つ 六郞。 K ャァ 分別 もへ ちま も いらぬ。 

身 は 八つ 裂になる とても。 二君に 仕 ゆる 

六郞 ならす。 ハ 、 、それ は 近頃 若 氣の至 

り。 i^i は 敵へ 降り。 覇 王の 助けと 成り 

し 例 C ャァ なまぬるき 毛唐人の 引き 事。 

今 敵へ 降って は御臺 若君の 御身の 上。 未 

來の 主君へ。 どの 面さげ て 御 SI 見えな す 

べき ぞ。 卑怯 未練の 畜生 侍。 詞を 交す も 

身の れ。 汝が樣 なる 瞭病 おは。 牛蒡 程 


な 尾を拫 つて。 銥倉 武士に 犬つ くば ひ。 

據 でもね ぶって 命 を 祭げ と。 增惡 口たら 

く 六郞は 7 シ晏敏 立てて 入りに けり。 * 

何 思 ひけん 兵 庫 助 すんど 立って 身挤 へ。 

奥 を さして 入らん とす。 出 八 ^ 頭に 女房 湊。 

K 最前から のせり 合 ひ を M い て 居た が。 

眞 お前 は敏 方へ。 降參 なされる お 心 か 

え。 ヲ 、くどい く。 尊 氏 方へ 降参の 手 

土產。 御臺 若君 引 つく i つて 連れて 行く。 

邪魔 ひろぐな と 突飛ば す を。 起 直って 

しがみ付き。 ホン 一一 呆れて 物が 言 はれ 

ぬつ 大事の くお 主樣 御難 儀の 此 時節。 

命 限りお 力に なり はせ で。 ヲ、 科な き 我 

を勘當 し。 諫め を 用 ひすむ ざく と。 殺 

されし 馬鹿 大將。 新田の 家に あいそが 盡 

きた。 勘當 請けたり や 主で もな く 家来で 

なし。 ィ 、 ャ 御勘當 請けたり とて。 是迄 

代々 御 知行に て。 育てられた お前の 體。 

は ともあれ 是 迄に。 一 方なら ぬ 御よ し 


み。 コレ 思案 仕 かへ て 下さり ませと。 *- 

夫 思 ひの 眞實心 取 付き 歎けば。 、め 

ろ/ \と 邪魔 ひろぐな と。 突 退け： 退 

け 行かん とす。 裾 を 押へ て sn レ 待った 

待た しゃん せ。 縱へ連 添 ふ 夫に もせよ。 

お 主の 大事に やか へられぬ。 さう いふ 汚 . 

g お 心なら。 夫と て 容赦 はない。 ャァ. 1 

言い はすと 爱 放せ。 ィャ 放さぬ としが み 

付く。  *- ェ 、面倒な と 取って 組 伏せ。 用 

意の 早繩 手ば しかく 緣柱 にく-^ り 付け。 

feo  n  こ 「ち 

貝 汝が夫 を 見限れば。 此方に も 飽き 果て 

た。 夫婦の 鎵 もこれ 限り。 女房 去った と 

せ 睨み付け クシ 1 問の。 內へ 入りに ける。 

ハル フシ 跡 見送りて。 女房 は 胸まで.^ きく 

るう き淚。 け ふはい かなる 惡日ぞ や。 殴 

様に は 不慮の 御 最期。 たった 一 人の 弟 を 

殺し。 賴 みに 思 ふ 夫に 去られ 剩 へ此襯 目。 I 一 

かう いふ 因果な 身の上が 又と 世に あらう ，^ 

とくどき 立てく どう ど 倒れて 7 シ泣 渡 


沈む。 * 大手の 方に は 敵の 大勢。 四方 を 

取卷く 攻め太鼓 フシ 閧を どっと ぞ 上げに 

ける。 *p 湊は すっくと 立上り。 as 扨 は 敵の 

寄せた るか。 御臺 樣六郞 殿。 H  、此縳 め 

解いて ほしい ナァ。 チ ヱ 恨めしい 我が 夫。 

女ながら もお 家の 大事。 みす/、 眺めて 

こんかぎ  ころ 

居られう か。 * と 命 限り 棵 限り 起きつ 轉 

んづ身 を もがき。 岩 を も 通す 女の 一 念。 

に すらる- 栢の 柱。 陰陽 S§ して 火 を 

生じ。 趣 は 燃え 切れ どつ さりと。 こけて 

も 打って も^は 1^ こそ *" 有難し と 一 散に 

奧を さして ぞ 走り 行く。  *• 程なく 寄せ 來 

る 敵の 大將 竹澤 監物秀 時。 眞 先に 踊り 出 

で。 鬼，.^と呼ばれたる義興さへ討取れば 

城の 奴 ばら si し 一 人 も 適さす 討 取れと 込 

入らん と 7.:' する 所へ。 SS 降參々 * と 呼 

ば はって。 * 立 出 づる兵 庫 助。 竹澤 見る 

より K ム 、 心得ぬ 汝が 降參。 其 手 をた ベ 

る監 物なら ャ。 ハァ 其お 疑 ひ 御尤も。 論 


より 證據 手引きして。 此 城を乘 取らせ。 

拙者が 心底 見せ 申さん。 ム、 其詞に 相違 

なくば。 尊 氏 公へ 申 上げ。 恩賞 は 望みに 

住せん さりながら。 降 人の 法 なれば ソ レ 

家来 ども。 合點と 《- 兵 庫 一 人 を取圍 み。 

透 も あらせす 亂れ 入る。 *- 湊は 身が るに 

なぎ 4* た  I 

かい. しく 長刀 小脇に かひ 込んで。 御 

臺所を 先に 立て e 透 間 を 見て 落さん と 心 

，、めの ひ 

を 配る 向うよ り。 竹澤が 家の 子 笹目兵 太。 

大勢 引き 具し どっと 押 寄せ。 ソレ遁 すな 

と 下知 すれば。 心得たり と 女房が くも 手 

かくな は 十文字。 追 立てられて 敵の 大勢 

逸 Dy 出して 逃 行く を ハザ、 通さ じ やら じ 

と 7 シ 追うて 行く。  *- 跡に 御臺 はハァ 

く あぶく。 長 追 ひ 無用と あせる 內。 

後へ 迴 つて 整 目の 兵 太。 してやった りと 

飛び か- -る。 透 も あらせ ゃ立歸 り。 斯と 

見る より 湊が 早業 長刀に。 血と 一 所に 兵 

太が 首 7 シ ころりと 落ちて 死して げり。 


«K サァく 申し 御 臺樣。 若君 樣は 六郞殿 神 

0 

がお 供 申せば 氣遣 ひない。 裏道より 早う 矢 

早う と。 き 御 臺の手 を 引き 一散に いづく  S 

ともなく フシ 落ちて 行く。 堆道具 屋南瀨 六 

郞宗澄 は 德壽丸 を かき 抱き。 上に 腹帶し 

ひつ 3  すはだ 

つかと しめ。 拔身 提げ 眼 を 配り。 素肌な 

がら も 一 心の。 誠 は 金石 is の。 たて づ 

くもの も あら 氣の 若武者。 ？ 28 取 卷く士 

卒を US とも。 思 はぬ 心の 大丈夫 。フシし 

んづ くと 落ちて 行く。  *- 一間の 內 より 

Ji 聲に。 S ャァ. （- 六郞。 命ば かり は 助 

けて くれん。 德壽丸 を 置いて 行けと。 * 

呼び かけられて 六郞 はきつ と。 後を昆 返 

れば。 一 間の 障子 さっと 開き。 床 にか 

かりて 竹澤監 物。 こなたに は 由 良 兵 庫。 

^"""1^ に 身 を かため。 采配 追 取りい うい 

うと 7 シさ もい かめし き 其 形相。 *- 六郞 

は 歯が み をな し。 a チェ 新田 代. の 此：^ 

ひづめ  はス ぎ *-c ぶ v.?  ,  ^ 

を。 朝敏の 降に かけられ。 I 逆不 道の 惡 


人 原に。 乘 取られし は殘念 や 口惜し ゃナ 

ァ。 あはれ 若君のお 供で なくば。 うぬら 

を 助け 置くべき か。 命冥加な 盜賊 共。 德 

壽君は 六 郞が懷 に 入れ 奉れば。 千 綺萬騎 

のお 供 も 同然。 道お つ 開いて 早 通せと。 

* あく 迄に 廣 言し 脇目 も ふらす。 7 シ出 

でて 行く。  K ャァく 者 共。 六郎 やるな 

遁 すなと。 * 下知に 隨ふ諸 軍勢 右往左往 

に 取圍む を。 凄ます さらす 切 結び 愛 をせ 

ん どと  一 i へ戰 へば。 * 敵の 大勢た まり 兼 

ねし どろに 成って 7 シ 引退く。  ャァき 

くわら いじん 

たなし 返せと 呼ば はって。 ？ K 雷神の 荒 

れ たる 勢 ひ。 流石の 二人 も 底 氣味惡 く。 

奧を さし て^げ 入れば。 ャァ卑 法 至極の 

うづ 虫 めら。 目に 物見 せんと 駔寄 りしが 

振 返って ィャ《。 地 天 にも 地に も 

かけが へな き 若君の 御供 せん。 ィザ此 隙 

にと 立 出 づる手 並に こりぬ 大勢が e 又む 

おつ W り  ..>T こり 

ら^ と 追取卷 く。 ャ ァ性懲 もな き 蚊 


とんぼ めら と。 》- 當るを 幸 ひ 切 立てられ。 

多勢 を賴 みの 雜兵 ども 一 度にば つと。 フシ 

3^ げちったり。 * 六郞 も數ケ 所のお 手 踏 

みしめ くた どり 行く。 城 內には 諸 軍勢 

かち さ M 

どっと 上げた る 凱歌 を。 聞く も 無念と 立 

留 りしが。 ィャく く。 一先 づ この 場 

を 立 去って 行方 知れざる 義 5^ 公。 御 家門 

わき や よしはる こ 5  ►  ,  » 

脇 屋義治 公和 田 楠 を 始めと して。 宫軍 一 

味に 心 を 合 はせ。 若君 を 守 立てて 時節 を 

待って 本意 を 遂げ。 今の 恥辱 をす.. - がん 

と 無念ながら も 7 シ出 でて 行く。 地 阿斗 

を 助けし 趙 雲が。 長 板坡の 働きに も を さ 

を さ 劣らぬ 其 骨柄。 古今 獨 歩の 忠臣 やと 

感ぜぬ 者 こそな かり けれ 

第三 

«- 柬路を 登り。 7 シ 下りの 街道 は。 武藏 

くに ざ かひ あ ふ ， くる さ 

相 模の國 境。 往 來 の 足 休め。 よき 程ケ 

谷と つ か の 間 も。 たえぬ 旅人の 馬竹舆 も。 


爱に 立場の 茶屋が 軒。 地所の 名 さへ 燒餅 § 

船。 S おの 道， 者 膝 打ち かけ。 詞コレ 茶 一 

つ 下されもう 何時 ぢゃ ぞ。 ィャ モウ 七つ 

過ぎで ござり ましよ。 ナント 川 崎 迄 行か 

れ うかの。 ィャ川 崎 迄 は 心許ない 神奈川 

泊り と 見えます る。 コ リャ/ \ -太郞 左。 

.ivh> や 夕の ふとり 肉 しめたな く。 何 を 

いふ ぞい。 ァノ おたふく。 腕 は 松の木 腰 

は 曰 泣く 聲隊に 似たり けり ャァ いふない 

たちぎ ば 

ふな それでも 今朝 立 際に こそと 1 1 百 なぜ 

やった。 有様 はおれ も 約束した けれどお 

れが 所へ はう せなん だ。 ムゥ そこで 手前 

が燒餅 か。 ィャ それで 思 ひ 出した 愛の 坂 

を燒餅 坂と いふげ なな ゥ御 亭主。 イカ 一一 

モ/ \此 坂に 付いて きつう 謂が ござり ま 

すお 話し 申し ましよ か。 ィャ くそれ 聞 

いてね たら 日が くれる あれく 腹の 加滅 g 

も 七つ 過ぎ。 ドリ ャ 茶代 拂 はう と せ 7 シ J ゝ 

！錢 ニ錢錢 つく 杖つ く 道 者 ども フシ^れ 渡 


くに ぎ 行く。  又も 往来の 街道 筋 K 

おらが 殿様 は ナァ。 姬路を とりやる ナ。 

そこで 姬路が 繁昌 するとい ナァェ ョ ほて 

つばらめ. its が 十一 一三 贯 目の 荷を附 けなが 

ら。 埒の 明かぬ 畜生めと。 地鳴り わめく 

フシ 雷聲。 * 馬の 上から 湊は聲 かけ。 BE 

コ レ馬士 殿 私 は 馬に はじめて 乘 つた。 落 

こ は  こ S1 

ちう かと 思うて jg うて 怖うて どうもなら 

ぬ。 靜 かな 程 こっちの 勝手。 殊に 竹舆に 

召した は 大切な わしが 御主人。 ちっとの 

間 も 離れて は氣遣 ひ。 此竹舆 の 衆 はどう 

ぢゃ ぞいな う。 ヲ、： .1!^ 遺 ひ は ござり ませ 

ぬ。 東海道五十三次 は 言 ふに 及ばす。 奥 

道 迄 を K にかけ て 居る 此長 藏。 わしが 

吞 込んだ 仕事 ァ レ くもう へ 見えろ。 

ヲ、 ィ./ \早 うう せ やが れャ アイと 

どやげば 跡から いきせ きと 登り 坂道。 に 

た 山 竹舆の 雲助 ども。 肩 も あたま もちぐ 

はぐに。 漸 うと 追 付いて。 ™ ャィ^-寢 


言よ 早う/^ と汝は 馬と 人間 を 一 つ だと 

思 ふか やい。 け ふ は あまり 貰 ひがな さに 

新 町の 宿 はづれ に晝寢 して 居た が。 何す 

るも錢 儲け だと。 願 西と 言合せ て 新 町 か 

ら戶塚 迄。 百 五十の 駄賃 かう 急いで は 立 

場で 一 ばいせ にやなら ない ナァ願 西。 ヲ 

ヲ じっとして ゐ ると 寒い 故 荷 を 持って あ 

た i まるの だ。 長 藏汝が 雇ひぢ やが 何と 

旦那に 願うて 一 杯飮 ませい。 ヲ 、 サ 何に 

もい ふな 愛が 泊り ぢゃ。 これく .一 ハ兵衞 

殿お 泊り のお 客を乘 せて 来たと。 *" 呼ぶ 

に 亭主が 走り出で。 サ ァく是 へと 店先 

へ。 湊を 7- ン 馬より 抱きお ろせば。 ョヲ 

ヲ思 ひの 外 早い 來様。 跡の 宿から 二 里に 

は近ぃ。モゥ？；5^が戶塚とゃらぃふ所かぇ。 

ィャ愛 はとい ふ を 打消す 寢 言の 長 蔵。 ャ 

コレゅ s:l々 * 愛が 戶 塚の 宿。 ノ御 亭主と 

目で 知ら すれば 亭主 も然 者" いかにも 爱 

が戶 塚で ござります。 そしてお は C ィ 


ャ 連と いふ は 私が 主人。 *■ サァく  HI;- へ -. - 

と： Dk 寄せさせ。 いざ 御出でと 介抱に。 義 矢 

興の 御 臺筑波 御前。 本 フシ 習 はぬ 旅に 身 も 渡 

やつれ。 スェテ 立 出で 給 ふ 御 姿。 藁 屋の軒 

に 三 ヶ月の。 みがかれ 7 シ出づ る 其 風情。 

«- 長 蔵 は 現 をぬ かし。 3 何と 二人共に 

はた、 I や 

たか。 旅 やつれで も あの 器量。 旅籠 屋の 

ふんばり どもと は。 .1 維と 甘藉程 違って 

美しい もんで はない か。 あんな 物 を 抱い 

て寢る 男め は 憎い 扠ぢ やない かい やい。 

コ リ ャ長藏 わり や 何 ぼ 所の 名ぢ やとて い 

らぬ燒 餅 だな。 そして 樓 外れと いひ 物 ご 

しとい ひ。 先づ お前 方 は どこから どれへ 

行かし やります と。 《- 問 はれて 湊が a ィ 

ャ われく は武 蔵の 者。 き賴 みしお 方の 

御病氣 故" 箱 根 へ 湯治に 參る 者と。 7 シ言 

紛らして。 ！ S コレ 主のお 方。 奧へ參 つて 

も 苦しから すば あの 一間へ 成程 * 々御念 2 

に 及ばぬ サァく く是 へと。 *- 亭主が 5 


案內 湊も詞 そこくに 一間の 7 シ內へ 入 

る 跡に。 》" 願 西は大 欠伸。 詞ャレ 草 

臥れ たく。 コリ ャ長藏 わり や 爰を戶 塚 

だとて 女 を 欺し。 愛に 留めた は 何 ぞう ま 

い 仕事が あるか。 他人に せす と 半口の せ 

ぬか ナァ 野中よ。 ヲ 、それく 戸塚 迄 行 

くを爱 で 仕舞 ふ 仕事 故。 だまって は 居た 

が何ぞ 之に は譯が あらう 聞かせい やい。 

ィ ャサ譯 というて 高が かう だ。 あの 竹 輿 

に乘 せて 来た 女に 我等 首 だけ。 供と いふ 

も 女の 事。 今宵 中に 一 太刀 言 はせ たい 思 

人れ。 それで 戸塚 は 入 込みの 旅人。 聲山 

立てて も 遠慮 のない 様に 此 立場の 雲助 宿 

を。 戶 塚の 宿 だと 欺して 連れて 來 たの だ。 

何と 智惠 か/ \. と * うぬ 惚の 了ン だみ そ 

は 鼻に 顯 はれたり。 垴 願 西 手 を 打ち 扨 も 

したり。 詞戀の 智惠は 叉 格別。 おれ は 又 

あの 供の 女 久しぶりの 女 犯 肉食。 フゥゎ 

れも其 心 かサァ 二人ながら 相談 はき まつ 


た/ \ 'コ リャ 野中よ わり や 何とす る。 ィ 

ャ おり や 女より 一 ばい やって ぐっと 寐た 

い。 そんなら 前 祝 ひに 一 ば いづつ 己が も 

める サァ こ いと。 地 山 も 見えざる そら 祝 

ひ。 I 莨に 長 はんが $t 飮ゃ 7 シ咽 を。 なら 

して 入りに けり。 ハル フシ 御 痛 はしゃ。 筑 

波 御前。 表具 見る も いぶせき 藁 やの 軒。 湊 

は 障子 押 明けて。 暫く 是 にて 旅の 憂 はら 

させ 給へ と 7 シ勸 むれば。 》■ 御 臺は思 ひ 

の 顔 を 上げ 歸 ナウ 湊 自らが 身の上 程。 世 

にあ ぢ きない もの はなし。 《- 二世と 連 添 

ふ 我が 夫 は 思 ひ 設けぬ 御 最期。 いとし 可 

愛の 我が 子に は 生別れ。 惜しから ぬ 命な 

がらへ しも。 何卒 德壽を 世に立 てんと。 

それ を賴 みに 此 艱難。 そなたの いかい 心 

遣 ひ。 あかぬ 刖れを 忠義に かへ。 詞男勝 

りの かひが ひしく。 長の 旅路の 介抱。 若 

し 煩 ひで も 仕 やらう かと。 色 思 ひ 過して 

悲しい と。 跡 は 淚に詞 さへ 曇り。 がちな 


る 7 シ 御顔ば せ。 せと もに 悲しき。 淚を ^ 

隱し 詞 これ は マ ァぉ心 弱い 其 様に 思 召し 

て 長の 旅が なり ませう か。 義治 様へ お前 

を 手渡しす るまで は。 めったに 風 も 引く 

事ぢゃ ござり ませぬ。 私が 夫 兵 庫 助。 思 

ひも 寄らぬ 一 一心 ゆ ゑ 夫 を 捨てて お前のお 

供。 又 南 瀕六郞 殿 は 若君 を 御 介抱。 何卒 

尋ね 逢うたなら 仕様 もやう も ござり ませ 

う。 暫 しの 問のお 艱難。 必 すきな く 思 

召さぬ がよう ござり ますと。 地口に はい 

へど 心に は。 是が 新田の。 奧 方の。 お 有 

樣 かと スュ 打ちし をれ。 で キ見か はす 顔 

の 花 暴り。 上 見ぬ 鷲ゃ鵾 眼。 寢鳥さ V 

んと寢 言の 長藏。 願 西が 一 一人 連れに て フシ 

奥より 立 出で。 K 若し 女屮樣 さぞお 勞れ 

で ござり ませう と 地い ふに 饰り泣 顔 隠 

し。 詞 そなた はさつ きの 二人の 衆。 何ぞ I 

用ば しあっての 事 か。 アイ 用と いへば 用 f 

の康な もの ナァ願 西。 ヲ、 ちっとお 前方 .1 


に ァノナ ァノ。 コリャ く 長 蔵 おれにば 

かり 言 はせ すと 汝も いへ。 ハ テマ ァ あた 

ま役ぢ やわれ からい へ。 ィャ われから。 

われから われから われから。 ム、 二人共 

にき n ひにくい とい ふ は。 酒で も飮 みたい 

故愤を くれと いふ ことか アイ まあ そんな 

事 もよ ごんし よ。 がちつ と 御 無心が ご は 

ります。 シテ又 外に 無心と は。 アイお 大 

事の 物で は あろ けれど。 お 二人ながら ァ 

ノ わしら 二人 を 今宵 一夜 抱いて 寢て。 

を飮 ませて 下さり ませ。 ェ 、。 アイ 出家 

1 人お 助けな さる はいかい 功德で ござり 

ます。 跡に も 先に もた つた 二人。 どうぞ 

取らせて やって 下 ありませ と。 *- 思 ひが 

けなき 一 言に。 御臺 はと かう 詞も なく。 

ぞっと 了ンこ はげの 胴 震 ひ。 も 聞い 

て りの 驚く 胸 を 押し しづめ。 弱み を 見 

せじと 膝 立て直し。 a ャァ 身の程 しらぬ 

り tl-c い b の J-s ご 

慮外 者。 女子 ぢ やと 思うて なぶったら あ 


てが 遠 ふ。 長の 旅 を 女の 身で 主人の 介抱 

覺 えがな うてなる もの か。 殊に 歷 とした 

武士の 妻。 今 一 言い ふと 赦 さぬ ぞと。 《- 

す， 0 さ 

尖き 詞に長 蔵 は。 a: へ、、 、何と 聞いた 

かこ はい 事 だない かい やい さう 强ぅ出 や 

りやこつ ち も 意地。 言 ひか X つた 色事。 

コ レ よう 聞かし やれ。 戸塚の 宿と 欺して 

留めた はおれが 思 ひ を 晴らさう ばか. -。 

く cy;- ひ  t て a 

爱は武 蔵相 模の國 境。 燒 i と い ふ 立場。 

1 里 四方に 此家 たった 一軒。 泣いても 詫 

びても 外に 人 は 一 人 もない ナァ願 西よ。 

ヲ 、さう だ 是非い や だとい やり や 引 縛つ 

て 抱いて 寐る。 サァ どう だ 《- どう だと 二 

人して。 戀の 手詰めの 居催促。 聞く 程つ 

な！！ 

らき 身の 難儀。 遁れ がた なき 一 世の 鑲湊 

は 思案し 笑顔 を 作り。 ハテ それ 程に 迄 

思うて 下さる お 心 を。 何の 仇になる もの 

ぞ 。私ら も 長旅の 獨 寐有樣 はこつ ちから。 

ャァ くそれ は 夢で はない か 又 ある 格の 


植 ではない か。 サァ嘘 か 誠 は寢て 知れる I 

と * 脊中 叩けば ぐに やくく く  S サ ^ 

らち あ  ち. f- がつ S 一て tf* 

ァ さつば りと 埒 明いた。 此長藏 は 近飢手 渡 

附に ちょっと 口々 と フシす がり 付く を。 

*> 湊は押 留め。 K あなた も 私も顏 見合せ 

て はどう も 恥し い。 互に 見えぬ 樣に目 を 

ふさぎ 。めんな いちどり かけて なら 。ィャ 

モウ どうな りと 君の 仰せ は 背き やせぬ。 

ての- M ひ 

幸 ひ 愛に 晚 巾が。 おっとよ しく。 わし 

ての ご ひ 

がする 樣 にならん せと。 》- 悅巾 取って 二 

人 共。 湊が 手早く めんない ちどり 引きし 

め./, \-。 サァ/ \。 是 からこつ ち も 目隱 

しする。 用意の 內 見まい ぞと。 いへば 二 

人が? S 點だ。 ま 度よ くば しらせて と。 心 

はもぬ けのから 衣き っ&。 馴れに し 棲 引 

上げ。 湊は 邦臺に 目く ばせ し。 早う./ \' 

の E 遣 ひに 毒蛇の 口 や 門口 を。 拔 けて 御 

臺の 御手 を 取り。 こけつ まろびつ 渐 うと 4 

m ぞ しらす 7 シ 落ち 給 ふ。 文 *  as 称に 二  5 


人 は s^i い 詞サ ァ （- 女中 樣 早う 寝たい。 

つれな 

聲 のせぬ はお もたせぶ りか。 ソリャ 難 面 

い ぞぇ難 面い ぞぇ。 願 西よ どこに 居る ぞ。 

最前から だまって ゐる はわり やき まった 

なく。 何 を 言 ふ ぞい やい。 さっきに か 

ら盲搜 しに さぐっても 知れぬ ぞょ。 ャァ 

もさう かおれ も 知れぬ。 あた 面倒な と 

かなぐり フシ 傍 を 見通し 詞ャァ 

く 女め はう せぬ か。 ェ 、腹の 立つ 掎ま 

、飞た 遠く は 行か じぼつ かけよ。 《 -ヲ 、合 

點 とかけ 出す 向う へ。 竹澤監 物が 家来 犬 

ぶ L くわん w フ  ミ もび *J 

伏 官藏。 主の 權威を 鼻に かけ 供人 フシ 引 

連れ 歩み 来る。 《 "所の 名主が 先に 立ち。 

K これく 亭主 何か裤 詮議 者が あると て 

人 吟味。 泊り の 衆 も 皆 これへ と。 せいふ 

に 亭主が 罷り出で。 詞ィャ 私が 所 は 雲助 

宿 御氣遣 ひな 者 は 一 人 も ござり ませぬ と 

»> 聞く より 宫藏 ぐっとね め 付け。 詞ャィ 

く 其 雲助が 齒 不審。 此度 新田 義 興の 家 


來南 瀬六郞 とい ふ 者。 義 興の 枠 を 連れ 此 

おを^ るよ し。 依って 宿々 の 旅籠 屋 

を 人 改め。 己が 內の 泊り 人 殘らす 是へ呼 

出せ。 先づ こ. -に 居る 坊主め。 合 點が行 

かぬ 何故 其 ざま。 マ ァ生國 は いづく 

の 者と。 *? 問 はれて 願 西 錫杖 振 立て。 

一一； 下リき せ 奇妙 頂來 のら 如来。 抑 も わつ 

ちが 國は上 州。 幼い 時から 穴 一 小 博奕。 

色事 覺 えて 十四で 勘當寺 へ 駔 込み 和尙の 

大黑 盗んで^ 落ち。 商 ひ 知らねば 噎 込み 

ばかり。 女房ぐ るみに 博 突に 打 込み それ 

にも こりす に 年增に はまって 盆 ござぐ る 

めに。 くるむ き 裸に 坊主に された。 さり 

と は うるさい こんだ に ヨウ。 s» 次 

は。 盲目の 伊勢 參り。 棒 片手に 聲張 上げ。 

詞 奥州 仙臺ぉ 伊勢 様へ。 三十 三度 参りの 

盲目に 御 報謝。 ャァ 汝らが 様な どう 盲目 

に。 ！ 義 はない とつと とうせい ときめ 付 

けられ。 ノリ 詮議がない と はありが たい。 


只今のお 心 ざし。 伊勢 太 神宮 様へ 上げ ま I 

IV くさい 

すで ござります。 まめ/ 肩：；^ 

延命に ようお 守りな されて 下さり ませ ホ 

ホ 、 、 ハズミ ほう，.^ フシ 急ぎ 出で て 行 

く。  <g® さて 其 次へ 出て くる は。 是は戶 

塚の 名代 物。 合 言 はね ど 皆様 街 存じの。 

狸の。 睪西。 鼓に あらぬ た& き&。 撞木 

おつき 漸 うと フシ 表 を さして 出で て 行く。 

次 は 差 詰め。 詞 野中の 松。 ァノ私 は 元 角 

力 好き。 ァ 、角力と 言 ふ 物 はしゃう 事 も 

ない 物。 大きにけ が を 致しました それで 

も 角力 取るなら かう エイ。 H イ^^。 何 

お のれ 

の 事た。 こいつ は/ \。 汝はコ リャ氣 違 

ひだな。 H  、役に も 立たぬ 奴等に 隙 取つ 

た。 併し 只今 申し渡した。 南 瀨六郞 見 付 

け 次第 M め 取って 此官 蔵が 旅 宿 へ 連れ 來 

れ。 褒美 は 望み次第。 ャァ 百姓 ども 次の I 

宿へ 案內 せよ。 《- 早う./ \ と 言 渡し。 皆々 ^ 

引 連れ 7 シ 急ぎ 行く。 地 跡に 長藏 I 人 笑 渡 


み 85 何と 聞いた か 二人の 者。 さっきに^ 

の 松原で がんばって 3^ いた 金の a。 褒美 

は 分 取り 奥で とっくり 相談せ う。 サァ 

こいく と 三人 は ォクリ 打 連れ (奧に 入り 

にけ り。 》" 旣に其 日 も 入相の。 了ン 鐘の 

簿も。 おの づ から 寂滅。 爲樂も 。西の 空。 

せ 願 ふ は 彌陀の 誓願 力。 六十 六部 通國に 

姿 を 略す 南賴 六郞。 忠義 は 重き 笈の中 

しゃ-、 vf や-,'  ひ 

錫 杖 つく. （- 立留 り。 實に 春の 日の 長 

きとい へど。 急がぬ 旅の あてどな し。 《 ^日 

が 暮れう が 夜が 明けう が 高が 野宿の 此身 

の 上 暫くつ かれ を晴 さんと。 地笈 をお ろ 

して 傍なる 榜示杭 打 詠め。 《3 ；フゥ 何々 是 

より 東武藏 の國。 是 より 西。 相模 の國。 

扭は妥 こそ 武 蔵相 模の國 境と。 均 四方 を 

見趙 し。 笈の戶 を 明けて フシ 四つの 稚子 

は。 * 義與の 若君 德壽 丸。 《s サァ 誰も を 

り ませぬ 御 心よう 御遊び と。 增 道の 邊の 

花 折 取り 愛 迄 ござれ 此花 しんじょ。 サァ 

< 御出でと 膝に 乗せ 撫でつ さすり つ 六 


郞が 機！^ 取りぐ 道野邊 の。 草に 露 吸 ふ 

蝶々 の 夢と も わかぬ 稚子 の餘念 はさら 

に。 7 シ なかり けり 。地せ めて 是 へと 榜示 

杭引拔 いて 押 直し。 若君 を 抱きの せ 御顔 

つく/ s,\. 打 守り。 目に もる 淚 押し 隱し。 

果報 はいみ じく 源氏の 正統。 新田 義興公 

の 公達と 生れ 給へ ども。 足 利 尊 氏に 世 を 

せばめられ。 饞の笈 に 御身 を隱 し。 お 3^ 

の 人に も。 傅に も 付添 ふ 者 は 某 一 人。 《" 

かく 淺 ましき 御身の 上 弓矢 神に も。 天道 

にも 見離され しか 殘念 やと。 拳 を 握り 齒 

がみ をな し 。スュ 無念の 淚に 沈みし が。 フシ 

さりながら。 幼 けれども 源 家の 公達。 

此六郞 が 申す 事。 能う お聞きな され や。 今 

御 足の 下なる 榜示杭 は。 武藏相 模兩國 の 

境 杭。 尊 氏 は相模 の國錄 倉に 居 を 構 ゆれ 

ば。 時に 1^ つての 足 利 尊 氏。 武藏の 國は今 

敵 竹澤監 物が 領分。 一 一人が 軍勢 踏破り。 

武藏 相模を 一 時に。 踏 隨へ給 ふべき 前表。 

それ を 祝せ し 我が 寸志 追 付け 尊 氏 討 亡 


し。 目出度く 御代に 飜 へさん と 祝 ひ 7 シ g 

悅ぶ折 こそ あれ。 堆 いつの 間に か は寐言 矢 

の 長藏。 南無 三寳と 若君 を。 手早く 笈に 渡 

抱き 入れ あた ふたし める 兩 方より。 同じ 

く 願 西 野中の 松 三人 一所に フシ 追 取り 卷 

く。 IP 中に も寐 言の 長藏 が。 詞コレ 六部. 

殿。 行 暮らした る 追 剝ぢゃ 御 報謝に 預り 

たい。 ホウ 心安い 事ながら。 此方 も 人の 

情 を 受けて 通る 修行の 身。 貯 へと ては更 

になし と 》- 半分 言 はせ す K ャァ貯 へが あ 

る とても 高の 知れた 六部の 路金。 大金に 

なる 其 笈が貰 ひたい" ムゥ 此笈が ほしい 

と は。 コリャ 常の 盜賊 でも あるまい。 早速 

やらう と 言 ひた けれど マァ ならぬ。 ャァ 

甘う いへば 付き 上る。 どうで E ぐで はい 

かぬ 奴 一 1 人と も合點 か。 ヲ 、 。 合點と 

兩 方から。 組 付く 首筋 引摑 み。 き 右と 左 

へ もん どり 打た せ。 寐 言が 透 さ. f 後より。 

しっかと 抱く を媵 車。 ャァ 合 面倒なる 靑 

蠅 めら。 此 世の 暇 を 取らせん と。 地 錫杖 & 


に 仕込みし 刀引拔 き切拂 ふ。 こなた は 刃 

物 敵 はじと。 見 世の 道具の 手に 當る。 茶 

碗 1^ たばこ 盆 投付け. （'一 i へ 打 付く る。 

«- 切 拂ひ切 拂ふ劍 の 下に 野中の 松。 此世 

の 枝葉 は 枯れう せたり。 埴願西 も 手 は 負 

ひぬ。 長 藏有合 ふ 丁 追 取り 立ち 向 へ ど。 

手練の 六郞敵 はじと 持った る 出 刀 を投付 

くれば あやまた す。 六郞が 膝の 口へ すつ 

ばと立っょろ./^^とたじろく中。 いづく 

ともなく 逃げう せたり。 堆六 郞は齒 がみ 

をな し。 ェ 、討ち もらせし か 口惜し やと。 

庖丁 拔き 捨て 下着の 裾。 引裂いて しっか 

と卷 き。 詞取 逃せし は殘念 なれ ど。 大事 

の 若君の 御身の 上が 大切と。 《 "痛手に つ 

くせす 踏みし め/ \。 歩め どち が./ \ 足 

曳の。 山 坂に 氣を 春の 夜の。 そこと も 分 

かぬ 宵闇に たどり 行く こそ。 一一 S へ 是非な 

けれ。 由 良 兵 庫 助 信 忠はニ 張の 弓 も 引 

す, 0/T- よ  みや づ 力 

きかたの々 竹澤 が推擧 にて 尊 氏 卿へ 仕官 

へ。 新たに 所領 賜りて 不義の 官 貴の それ 


ぞ とも。 しらぬ 我が身の 程 ケ谷ゃ 十 塚の 

宿に 隣り たる。 所の 名 さへ 吉田村 傍に 目 

立つ 。一 構へ。 手を盡 したる 物好きの。 

ォ タリ 庭に。 泉水 築山の 木々 の 梢 を 漏出 づ 

る。 朧月夜に 映 ひし。 本 フシ 樓が 枝の 白妙 も 

浮べる。 フシ 雲と や 詠む らん。 《 -錄 倉より 

あるじ  r> か て 

の 召に 依りて 主 兵 庫が 留守の 內。 呵 人の 

ない 腰元 ども。 5^ 母 交りに どった くた。 

詞サァ 若 子 様のお 馬が 通る ハ イシイ ドウ 

,,\«髙 嘶き。 まだぐ わん ぜ なき 友 千代 

を。 抱き 乘せ たる 四つ 這 ひの。 生れ 付い 

たる 棚 尻 。びこつ かせて フシ かけ 廻れば。 

*? ナウ あぶな やと 抱きお ろし。 詞コレ 皆 

の 衆。 旦那 樣 のお 留守 ぢ やとて やりばな 

しに 騷が しゃるな。 若 子 様 を だしにして 

面々 の 慰み半分。 怪我 させましたら どう 

しな さる。 そして マァ あらう 事 か。 大き 

な 臀を振 廻して。 ぉ鍋殿.^>ぉ鍋殿。 ィャ 

コ レ 人の 七難より 我が 八 難。 お 乳母 殿の 

お ゐどぢ やとて。 餘り 小さう も ござんす 


まい。 なん ぼ わつ ちが 棚 尻で も。 見かけ § 

に 似す 上って あると。 どなたでも 譽 めな 

さるよ。 ナウお 松 殿。 さ うぢ やない か。 ホ 

ホ 、 、上った の 下った のと は。 子供の 上 

げる W 巾ぢゃ あるまい し。 ィ ヤコ レ/ \- 

其 銷魚は 少と差 合ひぢ やと。 *P どっと フシ 

笑へば ィ ヤコ レ若子 様の 今す やく。 

大きな 聲 よして 下され。 ほんに 愛らしい 

お 子で は ある ぞ。 サイ ナ此ぉ 子 産んだ 母 

御が 見たい。 サ レバ イノ 奧樣 のない 此ぉ 

屋形。 寳は 身の 差 合せ。 寡暮 しの 旦那 樣 

に。 わつ ちが 銷 、で 吸 付いたら。 身 も 同 

然に相 果てる と。 おっしゃる であろ ぞい 

の。 ァノぉ 鍋 殿と した 事が。 且那樣 は 石 

k 金吉。 女護が島 へやって 置いても 氣遣 

ひの 氣の字 もない。 イエく く 口先で 

ちょび くさい ふより。 えて 堅藏 めが しつ 

船な。 必 す油斷 さっし やるな と。 三つ ^ 

寄 すれば 姦しい 7 シ目ロ 乾きの 色咄。 *  ^ 

折から 旦那お 歸 りと 下部が 呼 次ぐ 聲に連 ー 


れ。 ソリ ャ野郞 かばへ て 呵られ な。 ィザ 

若 子 様 も 御 一 所に と。 皆 打 連れて フシ 入 

りに ける。 堆 館の 主 兵 庫 助 信忠。 江 田，' 

判 宫景連 を 同道に て。 立歸る 7 シ 我が家の 

內。 壎ィザ 先づ あれへ と賓 主の 禮。 上座 

に 直って 江 田 判官。 K 先づ 以て 今日は 御 

前の 首尾 も 上々 吉" 此判宫 も 去年の 冬。 

さし も 手強き 新田 義興。 手 も ぬらさす 討 

取. 0 し は。 莫大の 動 功と。 尊 氏 公御感 の 

餘り相 模半國 を 賜り。 此上 もな き 悅び。 

貴殿 は 固より 義 興が 舊臣。 お 疑 ひも あら 

ん かと 思 ひの 外のお 取 立て。 ハァ 御意の 

通り。 此兵庵 助 新田の 家 を 見限り 足 利 家 

へ 降參。 當時 かやう の 活計 も。 貴公と 竹 

澤 殿のお 執 成。 御 芳志の 程 言語に は 述べ 

られ すと。 *- 始詔 ひの 挨拶に。 判 宫猶も 

近く 差 寄り それに 付き 義與が 弟 義岑。 

又 枠德毒 丸。 今にお いて 行方 知れす。 少 

しにても 手がかり あらば。 古主と て 容赦 


召されな。 ハ アイ ャ其 御念に は 及ばぬ 事。 

死 損 ひの 新田の 一 類。 り 殺す に 手間隙 

いらす。 それ はさう と判宫 殿。 今宵 も最 

早 初夜 過ぎ なれば。 見苦しく とも 奥の間 

で。 *■ 夜と 共のお 物語。 K ィャく 拙者 も 

急ぎの 道。 先 づ今晚 は御暖 申さう。 ハテ 

サテ それ は 殘念千 萬。 ィャ 我等 領分より 

鎌 倉へ の 往来に は。 丁度よ い 中休み。 以 

ちょつ く 

後 は 一 寸 々と 御 尋ね 申さう。 然 らば 其 

內 おさらば と。 《- 家来 引 連れ 判官 は プシ 

己が 館へ 立歸 る。 增 世 をう き 草の よるべ 

なき、 義舆の 裨 臺筑波 御前 湊 一 人をタ 、 キ 

力に て。 しらぬ。 夜道 を。 とぼ/^ と。 

フシ 門外に たどり 着き。 道 踏み迷 ひし 

旅の 女。 *1 夜の 御宿と いふ 聲の ほの 聞 

ゆれば 內には 不審。 フシ 手燭 携へ フシ 步 

み 寄り。 《- 互に 見合す 顔と 顔。 思 ひがけ 

なき りに 兵 庫 は 流石 面ぶ せ。 入らん と 

する を 女房 は。 つかく と 立 寄って 胸づ 


くし 取って 引きす ゑ。 《 "コレ 爱な 人で な g 

おち 5  0  一  ^ 

し 殿。 落人と 成り 給 ふ。 御臺樣 のこのお ^ 

姿。 さぞ 本望で ござんし よな う。 お前の 渡 

心 一 つに て。 さまぐ の 御 艱難。 け ふ 迄 

ぉ命績 きし は。 《 "まだし も 神 佛の控 へ辆。 

世 を 忍ぶ 旅 なれば 何かに付けて 不自由が 

ち。 御臺樣 のお 足の 痛此 家作り の 結構 さ 

1 夜の 無心と 来て 見れば。 どうかお まへ 

の內 さうな。 《■ か &る暮 しで ありながら 

お 主の 事 も 女房の 事 も。 忘れ 果てた る 無 

得心。 詞ェ 義理 しらすと 道 しらすと 意見 

いふ も 好誼 だけ。 どうぞ 本心に 立歸 りお 

家 の 御 先途 見届け て 。是迄 の 恥 をす i ぎ。 

元の 女 夫に 成って たべ。 憎い くと 日頃 

の 恨み 已 やれと。 思うて 居た が 額 E れば 

稚 馴染。 心が 味に なって 来て。 恨み も渐 

う 百 分  一。 友 千代 は 息災な か。 流行 風 

邪な ど 引き はせ ぬか。 かう いふ 暮 しで ご S 

ざるから は。 コ レ 申し。 お 內儀樣 を 呼び 5 


やなされ ぬかい な。 どうぞ。 いうて。 》- 

聞かせて 下されと 强ぃ樣 で女氣 の。 しと 

げ 7 シ淚 にくれ 居た る。 》■ 御 臺も漸 う 顔 

を 上げ。 殿様に は 不慮の 御 最期。 賴 みに 

思 ふそな たさへ 尊 氏へ 降參。 德壽を 連れ 

て 立 退きし 六郞が 行方 知れねば。 そ こや。 

なか .6 づ <* 

爱 やと 尋ねても 行く先々 が 敵の 中。 東の 

住 叶 はねば。 脇 屋義治 殿を賴 みに して 上 

方へ 志し。 迷 ひ 来たる も盡 きせぬ 機緣。 

習 はぬ 旅に つかれ 果て。 置 所な き 露の 身 

の。 消えな ば 消えね 兎も角も。 よきに 頼 

むと フシば かりにて 跡 は。 詞 もない じ や 

くり。 3: ホ 、 いた はしき 御 有様。 お 力に 

と 申したい がマァ ならぬ。 昔 は 昔 今 は。 

おち 5 さ 

足 利 家の 祿を 食む 此兵 庫。 新田 方の 落人 

搦め捕る 害 なれ ども。 女 儀の 事な り や 料 

簡 して。 見遁 いて 進ぜう。 足元の 明い 中 

とつと- -堆 ござれと フシに ベな き詞。 《- 

女房 は猶 せき 上げ。 《«H  、聞けば 聞く 程 


あいそづかし。 コ レ 飼養 ふ 犬 も 主 を 知り。 

尾 を 振って そばえる もの を。 犬に 劣った 

人畜 生。 サァ 御臺樣 お立ち 遊ばせ。 行き着 

き 次第に 參じ ませう。 ヲ 、時世に つる- * 

人心。 * 是非 もな き 世の 有様と。 し を/ \- 

として フシ 立 給へば。 》- 心づ よく は 言 ひ 

ながら。 流石 女の 跡 や 先 笑顔。 作って 傍 

に 寄り。 《s コレ兵 庫 殿 言 ひが かりに 言 ひ 

はいうた が。 ァレ 御臺樣 のお 足の 痛み。 

殊に 夜更けて 一 寸も。 おひろ ひ はなされ 

まい。 座敷に ならす ば 軒の 下。 木 部屋 

になり ともた つた 一夜 を。 ィャ ならぬ。 

そんなら どうぞ 友 千代に。 ちょっと 逢 は 

せて 潜なら ぬ。 夫婦で なければ 子で もな 

し。 とつと、 うせう と 荒け なき。 詞に湊 

は 身 を 震 はし。 詞へ H 御臺樣 のお 供で な 

くば。 喧 付いても 此 恨み。 人に 報いが あ 

る ものかない もの か。 《- 覺 えて ござれと 

見返り。 /\。 御臺 所の 御手 を 引き。 す 


ごくと して C フシ 力、 リ出 でて 行く。 ォクリ § 

心ぞ へ 思 ひ やられたり。 *- されば 其幹榷 

る&時 は&葉 全から すと かや。 南 賴六郞 

宗 澄は數 多の 追 手を切 拔 けて。 忠義 一 圖 

に 若君 を やうく 背に 笈の 內。 深手に 弱 

る 足た ぢ/ \。 此家 を目當 てに。 フシよ ろ 

ぼひ 來り。 ™ 行暮 せし 旅人なる が。 盜賊 

に 出合 ひ 難儀 至極。 お 家 を 見かけお 賴み 

申す。 御 かくま ひ 下されよ と。 * 內へは 

いれば。 詞ャァ 其方 は 南 瀬 六郞。 ム、 人 

非人の 由 良 兵 庫。 ハ レ思 ひがけな き對面 

ぢゃ ナァ。 愚人に 向ひ詞 はなし。 サ アサ 

ァ フシ 勝負と 詰め かくれば。 お ハ、、 、、 

血迷うた るか 六郞。 ィャ 存外の 讃霄。 所 

詮 助からぬ 我が 命。 汝が首 を 冥土の 土產。 

ム 、 、 、血迷うた と は そこの 事 。ナント。 

たミ さ てん ぢく  ^ 

尊 氏 公の 御 威勢 見た か。 店 土 天竺 はい ざ S 

しらす。 日 木の 地に 在りて は。 いか 程遁 ^ 

れ隱 る、 とも。 袋の 物 を 探る に 等しく 終 渡 


に は 尋ね 出されん。 そこ を 計って 此兵 庫。 

手 短 かに 降参し 一廉の 知行 を 取れば。 コ 

リャ此 通り 豐の暮 し。 かの 檔 5^ とい ふ蟲 

は。 己が 斧を賴 みに して 車に 向 ふまつ 其 

ごとく。 汝が 武勇 を賴 みに して。 鎌へ へ 

弓 引かん とは淺 はかな 料簡。 大きな 物に 

は吞 まれ。 長い 物に は卷 かれる とい ふ 諺 

の 通り。 たと へ いか 程 働いても 御 威勢に 

て 取 園めば。 行 先 * が 皆 敵。 其 上に ソレ 

其 深手。 手 向 ひ はお ぼっかない。 ャァ道 知 

ら すがぬ かしたり 瓦と 成って 全 からん よ 

り 玉と 成って 碎け よと は 古人の 金言。 身 

は 酷 になる とても。 汝が 如き 不忠 不義 

恩 を 忘る、 六郞 ならす。 ホ、 其 理窟 は 聞 

えたが。 今 某が 討果 さば。 ソ レ其 笈の內 

なる 德壽 丸、 誰あって 介抱す るぞ。 サと 

つくりと 分別せ よと。 《- 星 を 差した る 一 

言に。 ィャサ どうで 週れ ぬ 御 命。 但し 

は汝 善心に 翻 り。 かくま ひ 申す 所存な 


るか。 ィ 、 ャか くま ふ 程な り や 鎌 倉へ 降 

參 はせ ぬわ やい。 かくま ひもせ す。 本心 

にも 返らね ども。 高の しれた 小悴 一 匹。 

85 殿の 害に もなら ねば。 見遁 してやる 

分の 事 さ。 ム 、しかと 見遁 して くれう や。 

て *3  y  h-5 

窮 IB ^懐に 入る 時 は 0 人 も是を 取らす。 ハ 

ァ iK ふい。 《■ 命惜 むに あらね ども。 御 一門 

は 皆ち りぐ。 義岑公 は 御行 方 知れす。 新 

田の 家の 御 血筋 接り 給 ふ は 若君ば かり。 

P 大切の 御 命 見の がして さ へ 下さ るれ 

ば。 裤恩は 忘れぬ。 コ レ手を 合して 拜み申 

すと * ゆだん を 見す まし 近寄って。 只 一 

討と 切 付く る を。 騒がす 鐸に てし つかと 

請け。 a ム、、 、とても 及ばぬ ほで てん 

がう。 其 手で は參 るまい。 さりながら。 

木に も萱 にも 心 gs- く は 落人の なら ひ。 疑 

ひ は 尤も 至極。 コリ ャ見遁 すと いふ 其證 

據と。 》" 刀の こ ひロ拔 きかけ て。 丁々々 

と金 打し。 《s 深手の 上に 氣を もます と。 お 


くの 一間で 養生お 仕 やれ。 へ ェ天 に跟り I 

地に ぬき 足。 思慮 分别も 愚に 返り。 かく 矢 

なり 下る 我が身の 上。 *? 弓矢の 冥加に つ 渡 

きたる かと。 くらむ 心 を 取 直し。 心なら 

ね ど ぜひな くも。 ォク リ奧の へ 一 間にた ど 

り 行く。  7 シ程も あらせす 0  a- 討 手の 大 

勢ば らくく と亂れ 入り。 矢ぶ すま 作 

つて 追取卷 く。 コハ何 ゆ ゑの 狼藉と 言 は 

せ も 果てす 捕手の 頭。 謂 新田の 小 枠德壽 

丸。 南 賴六郞 を 付 込んだり 御 渡し あれと 

の- - しれば。 》- 人數の 中より 馬士 の。 寢 

言の 長藏 ぬつ と 出で， - ««コ レ 親方。 金に 

成る 燒餅 坂で 取り逃し。 追手の 衆 

の 手に 餘れ ば。 どうで おいらが 手ぎ はに 

やおえない と。 見えが くれに 付けて 來て。 

おくへ 入った をと つくりと 見て 置いた。 

四の 五の なしに 渡さつ しゃれ。 渡せ。 *- 渡 

せと 大勢が すき も あらせす 詰め かける。 g 

7 シ 折 もこ そ あれ 表の 方。 *- 上使たり と 6 


呼ば はって。 入来る 竹澤監 物。 S ャァ家 

來 共^ぎの 振舞 ひ。 皆 引け。 * くと 追 

退け。 フシ 上座に 通れば。 K ム、 ra^J ひがけ 

なき 御上 使と は。 ホ、 上使の 趣き 餘の 儀 

ならす。 南瀨六 郞德壽 丸。 最前 道に て 討 

ち もらせし と 追々 の 注進。 尊 氏 公 聞し 召 

され。 元来 古主の 事 なれば。 兵 庫が 心底 

計りが たし。 吟味せ よとの 嚴命。 早 打ち 

にて かけ 付けし に。 案の 如く 貴殿 隱し置 

く條 まぎれな し。 昔の よしみに かくま ふ 

や。 又 首 討って 出さる、 や 手み じかの 一、 

が 商 ひ。 返答い かにと 問 ひかくれば。 * 

兵 庫 は 何の いらへ もな く。 傍に 有 合 ふ 弓 

と 矢 追 取り。 きり. と 引きし ぼり。 一 

間 を目當 てに 切って 放せば 過た す。 はつ 

しと 手 ごた へ 血煙と ともに 障子 を 踏み 脫 

ちサ 

し。 朱に 成って 南瀨 六郎。 詞ャァ 卑怯 至 

極の 表裏 者。 あまき 詞に我 を 欺き。 飛道具 

にて しとめん とはャ 愚かく。 是 式のへ 


ろ./ \ 矢。 百 筋 千 筋 身に 立つ とも。 程 

の 事 あらん。 類 を 以て 友と する。 奸佞邪 

智の 愚人 輩。 一 々首 をなら べんと。 《- 無 

二 無 三に 切って か &る。 心得たり と 兵 庫 

助。 請けつ 流しつ 上段 下段。 鋭き 太刀筋 

こなた は 手 負 ひ。 心 はやた けに 逸れ ども 

切 込む？^ をう けはづ し。 左の 肩先 切 付け 

られ かつば と 伏せば。 わつ と 泣く。 若君 

ば ひ 取る 兵 庫が 早速。 むつく と 起きて 六 

郞が。 やら じと！！ る を 又 一 太刀。 うんと 

のつ けに そり 返る を。 見向き もやら す 若 

君の 首ち うに 打 落し。 フシ 撿 使の 前に 差 

置けば。 せ竹澤 につ こと 笑 を 含み。 S 兼 

て 知った る 貴殿の 心底。 疑 ふ 害 はな けれ 

ども。 德 §》 丸が 面 體を見 しらざる 此監 物。 

燒 鳥に 捉緒。 念の 爲誰ぞ 見知りし 者 や あ 

る罷 出で よと いふ 聲に。 せ 以前の 馬士ぉ 

づ.， は ひ 出で。 首 をと つくと 見 改め。 

W 今日 道に て 見付けし 枠に。 相違 は ござ 


り ませぬ。 ホ、 alii にて 萬 事相 濟ん だり。 g 

尊 氏 公へ 申し上げ なば さぞ 御悅 喜。 褒美 

は 追って 御沙汰 あらんと 立 上れば。 ハァ 

何分に も 御前 {且 敷く。 近頃 御 苦勞千 萬と 

增 互の あいさつ 竹 澤監物 首 取り。 7 シ持 

たせ 立歸 る。 * フシ 此 家の 騒ぎ。 *■ 若君の 

御身の 上と 聞く よりも。 あるに も あられ 

す！！： 臺所。 湊が 介抱 漸 うと 道よりも 引つ 

かへ し 走り。 躓く 氣は 狂亂。 S 德壽 はい 

かに。 若君 樣。 六 郞殿は いづく にと。 

うろ，， （\- きょろ. （-。 兵 扉にば つたり。 K 

ム 、 コリ ャ何ぢ や。 德壽 丸に あ ひたい か 

逢 ひたく ば 逢 はせ て やらう と。 .rt- 投 出す 

は 首な き 死骸。 二人 ははつ と 氣も颠 倒。 

詞 スリャ もうお は 殺された か。 * コハ何 

とせん 悲し やと 死骸に。 ス H テ取 付き 泣 沈 

む。 湊は身 震ひ はがみ をな し。 a: へ ヱ 鬼 I 

とも 蛇と も 魔王と も。 名付け 様の ない 惡 咬 

人。 コ レ 中し 臺樣。 所訟 いうても 返ら S 


ぬ 事。 サァ ぉ覺悟 遊ばし ませ。 *- ヲ、 い 

ふに や 及ぶ と 用意の 懷飼。 兩 方より 突き 

か >, る。 ャァ 及ばぬ ちょこざい ひろぐな 

と。 IS 首 摑んで 突飛ば せば。 又 突き か. - 

る 一 念力。 あしら ひ 兼ねて や 兵 庫之助。 

フシ 1 間 を さして 逃 入ったり。 a" ノリ ャァ 

逃ぐ ると て 逃がさう かと。 》- 飛込む 襖の 

小 陰より 寢 言の 長 藏 躍り 出で。 S こんな 

事 も あらう かと 跡に 接った 甲斐あって。 

重ねく 褒美の 種。 此趣を 注進と。 *" 言 

捨て かけ 出す。 後の 障子の 隙間より はつ 

しと 打った る 手裏劍 に。 フシぎ やっとば 

かりに 息絕 えたり。 * コ ハ 何者の 仕業 ぞ 

と。 見やる 一 間に 嫛髙 く。  《5 官軍の 御大 

將。 新田 左兵衞 ノ佐義 輿 公の 御 摘 男德壽 

丸。 裨 安體 にて 渡らせ 給 ふ 御 安堵 あれと 

呼ば はって。 傅き 出 づる兵 庫之助。 見 

るより 二人 は 夢に 夢。 a ャ ァ德壽 丸は存 

へ て か。 若君 樣 にて まします かと。 * 抱き 


取 つ たは 煎 豆 に 花の 笑顔 のに こ く を。 

見る目 ぞく. （- 嬉し さは。 フシ 何に 譬へ 

ん方 もな し。 *■ 女房 はっと 心 付き。 病 若 

君樣を 助ける と は 思 ひがけな きお 前の 忠 

て だて 

義。 赛 かし 深い 方便で がな ござんせ う。 

したが 最前 竹澤 とやら に 首 切って 渡した 

は。 何人の 子で ござんした。 ホ 、それ こ 

そ 枠 友 千代。 ャァス リャ此 死骸が 我が 子 

か。 《- ハ ァ はっとば かりに どう ど 伏し スュ 

前後。 不覺に 泣 出す。 御 臺所も 御淚。 《- 

我 身の上に 引 代へ て。 夫婦の 心根 思 ひや 

る。 いかに 主の 爲ぢ やとて。 我が 子 を 殺 

して 此若を 助けて くれる 志。 ™ 家來 では 

なく。 氏神と も 命の 親と も。 今更に 禮は 

フシ 詞に。 盡 されす。 K そして マァ いつ 

の 間に 友 千代と 取 代 へ て 此子を 助けた 其 

譯が。 ホ、 其 仔細 は 六 郞が申 上げん と 起 

直れば。 *-a-w ひがけな く 又： S り。 ほャァ 

殺された-こ Hi ひし そなた。 ハイ ャ此 六郞 


は豫 てより。 命 を 捨てての 謀。 ホ、 忠義 執 

はか はらぬ 此兵 庫。 善惡 二つに 引 分かれ は 

し 增 一 通り。 7 シ御 物語。 0 扨 も 我が君 渡 

義舆 公。 朝敵 を 亡せ よと 勅命 を § に 戴 

き。 必死と 定めし 御 出陣。 辏く强 者 六 萬 

餘驗。 敵 は 名に お ふ 足 利 尊 氏。 隨ふ 軍勢 

十 萬 餘騎。 *- 兩陴 互にい どみ 戰ふ。 さし 

もに 廣き武 蔵 野の 草より。 出で て 草に 入 

る。 ォクリ 優しき 眺めに 引 代へ て。 月に 緣。 

ある 弓 張 や 射る 矢亂 れて篠 芒。 枯 野の 草 

を 踏 越えく。  £ に 恥 ある 源氏と 源氏。 

天下 分けめ の晴 軍。 組ん づ。 組まれつ 討 

つつ 討た れつ。 矢叫びの 音餘 波。 修羅の 

街に 異ならす。 元 來猛き 御大 將。 追つつ 

まくつつ 數& 度の 軍。 さしもの 尊 氏 敗軍 

にて 2?  7 シ さして 引退く。 虎に も乘る 

べき 御 勢 ひ。 竹 澤が勸 めに て。 Si より 

追つ かけ 討 取らん 辏け やくと 乘 出し 

給 ふ。 8 ヲ 、其 勝 軍が 我が 夫の 御身の 仇 ぎ 


で 有った わい の。 ィ H/\> くい か 程 は 

やらせ 給 ふと も。 無理に 御 留め 申しな ば 

アイ ャ そこに 如才の あるべき か。 拔 目な 

き 兵 庫 殿。 さま- 5\ お諫め 申されても。 

勝に 乘 つたる 御大 將。 御 承引 まし まさす。 

く ぜー/ i 

諫 むる を 曲事と て 御 勘當。 ヲ、 主從 暇の 

印と て 投付け 給 ひし コ レ。 此扇。 跡に て 

見れば 御 書 置。 朝廷に は 人 多く 君 を 惑 

し 奉り。 我が 謀 を 用 ひざれば 思 ふ 軍の 圖 

をはづ し。 見苦しき 負け をせば。 我の み 

ならす 先祖へ 對し。 薪 田の 名 宇 をけ がさ 

ん より。 潔く 討死 せん。 汝は 跡に 生殘り 

六 郞と心 を 合せ。 枠 を 守 立て くれよ と あ 

る。 n レ細々 との 御 華す さみ。 》 "様々 御 

諫め 申せ ども。 M 入れ 袷 はぬ 日頃の 御氣 

質。 力 及ばす すごく と。 羽な き 鳥の 心 

地に て。 是非な く  7 シ故鄉 へ立歸 り。 き 思 

案の 間もなく 竹澤 と。 江 田の 判官が Is 計 

にて。 矢 口の 泡と きえ 給 ふ。 名 ある 家の 


子 郎等 は 悉く 討死し。 守りが たき 新田の 

城。 落城に 及びな ば 若君の 御行 方。 草 を 

分って 探す は 必定。 とや せんかく やと. K 

9>.h  もろ こ t て 5  ていえ VL よき、 7 

急の 思案。 詞昔 唐土 趙の國 に 程 §^件 臼と 

いふ 二人の 臣下。 主の 孤兒を 助けん と。 

敵 を 計りし 故事 を 思 出して 相談 極め。 ヲ 

ヲ 若君と 取 代 へ て 立 退いた るは此 六郞。 

ヲ 、 サ我は 敵へ 裏返り。 密に 若君 御 養育。 

それと はしらす 御臺 様。 せ燒 野の 难子夜 

の 鶴。 子 故に 迷 ふ 御旅 づ かれ。 最前 入ら 

せ耠 ひし 時。 a: わざと つれな くもて なせ 

しも 若し や 敵へ 洩れん かと。 思 ひ 過し は 

若君の 御身の 爲と思 召し。 御 容赦な され 

下さる べしと。 *P 始終 詳しき 物語 初めて 

明かす 本心の 智略の。 程ぞ類 ひなき。 仔 

細 を 聞いて 人々 の。 うたが ひ 晴れても 晴 

れ 遣らぬ。 7 シ淚は 瀧を爭 へり。 《- 六郞 

は 座 を 固め 落ちた る 刀 取上げて。 腹に ぐ 

つと 突立つ る。 n ハ 何故の 生害と ，2 驚 


き。 すがれば につ こと 笑 ひ。 《K ハァ 心よ I 

や 嬉し やな ァ。 助かりが たき 若君のお 命 

助け 奉り。 網臺 様へ お渡し 申せば。 思 ひ 

置く 事 微塵 もな し。 》" 我が 命ながら へて 

は。 邪智 深き 鎌 倉 武士。 兵 庫 殿 を 疑 は > 

若君の 御身の 大事。 殊に 數ケ 所の 此 手に 

て。 助かるべき いはれ なし。 對 兼て 落城 

の 折 柄。 友 千代 を 殺させて 敵に 油斷 させ 

ん すと。 約束に て 立 退きし が。 いかに 忠 

義 といへば とて。 一人の 我が 子 をつ き 出 

して。 我に 渡した 兵 庫 殿の 心根 を。 思 ひ 

計って 惜しから ぬ。 命 を かば ひ 方々 に 身 

を 忍び。 そこ や 愛 やの もら ひ 乳 も。 落人 

の 身の 心に 任せす。 東西 分かぬ 稚 子の。 

5  めし fh-s 

餓 ゆれば 泣 出す やんちゃ 聲。 飯の 取 湯 や 

地 黄 煎で。 だましす かして 漸 うと。 なつ 

く程猶 いぢら しさ。 我 を 親と も とも。 g 

起き ふしの 上げ下げ にも。 伯父よ^ \ と お 

したへ ども。 夜の ねざめ はいつ とても 乳 渡 


を 探って 泣 出し。 か 、 ァ くと い ふ 時 は。 

子 を 持たぬ 身 も 骨身に こたへ。 堆憮 かし 

親の 心で は。 夜の 目 も 合 は. f 慕 ふらん。 

«5 どうぞ 手， f せん ものと。 潮う こなた 

の 在所 を 聞 出し。 忍び 来る 道 追手に 出合 

ひ。 去年の 深手に 不自由の からだ。 又ぞ 

や 深手 を 負 ひながら。 何と ぞ こなたに 一 

目 見せ。 其 上 は ともかくもと 此 家へ 迎り 

着きし かど。 跡より 慕 ふ 不敵の 曲者。 悟 

られて は 一 大事と 。それ故にし みぐ と。 

»- 顔 を 見せざる 殘念 さと。 語る を 開いて 

女房 は。 不便の 者 や いぢら しゃ。 謂 久し 

う 連 添 ふ 夫^の 中。 子の ない 事 を 苦に や 

んで。 持 藥ょ灸 よ 湯治よ と。 樣々 の 心 遣 

ひ。 夫に かくして 佛 神に 立願 祈願の g あ 

つて。 やう .c 產んだ 友 千代 丸。 疱%痲 

^^ノもして取れば。 最早 樂ぢ やと 悅ん で。 

袴着 寺 入り 讀物 は。 何から どうして 斯う 

案じて 居た も 皆む だ 事。 三つ や 


四つで 死ぬ るなら。 生ま 

ぬが ましであった かと。 

«- 譯も淚 に 取り 亂し 消え 

入る スュ ばかりに 泣きし 

づむ。 兵 庫 は 態と 聲 はげ 

まし。 KS とくに も 死す 

べき 枠が 命。 け ふ 迄 もな 

がら へ し はま だしもの 仕 

合せ。 泣くな 女房 日頃に 

似ぬ 卑怯者。 H  、 未練し 

ごくと *- しかられて。 女 

房は猶 しゃくり 上げ。 

お 役に立って 死ぬ る 命。 

合點づ くなら 泣き もせ ま 

い。 思 切り 樣も あらう け 

れど。 *- お前 一人の 料簡 

で。 わたしに はつゆ 知ら 

さす。 K 殺して 置いて 今 

になって。 卑怯な 泣くな 


未練な と は。 いかに 男の かう けぢ やとて。 

俊 いふ も 事に よる。 》■ むご いわいのと 

打ち 7 シ 伏して 又 さめ。 と 泣き 居た 

る。 アイ ャ北ハ 恨み はさる 事ながら お 家 

の 密事。 天下の 大事。 女定に 打明ける 兵 

まなら す。 とはい ふ 物の いかに 計略 なれ 

ばと て。 せ 朋友の 六 郞に手 を 負 ふせ。 K 久 

しぶりで 逢うた 枠 を もぎ 取って。 只 j 討 

ち。 知らぬ 其方の 歎きより。 我が 子と 知 

りつ、 手に かける 其 時の 心の 內。 コリャ 

どの 様に あらう と 思ふぞ やい。 アイ ャな 

に 六郞殿 忠義と いひ 器量と いひ。 末 頼 も 

しき 若武者 を。 やみく と 先立てて。 此 

兵 庵 は 生存 へ る を 卑怯と さみして。 フシ 下 

さるな。 a: ァ、 ィャ 死ぬ は 一旦に して 安 

し。 跡に 殘 つて 若君 を 守 立つ る 其方の 大 

役。 死す るに 增る千 辛 萬 苦。 其 上 一 人の 秘 

藏子 を。 ィャ 三代 相 恩のお 主の 爲に は。 我 

が 子 を 殺す もヲ 、サ 身を捨 つる も 塵埃と 


も 思 はね ども。 君 を 守 立て 朝敵 を 亡して。 

天下の 苦しみ を 安ん ぜんと 思 ひし 事 も 皆 

むだ 事。 * 時に 逢 はねば 名將も 仇に 過 行 

く 光陰の。 矢 口の 渡しで やみく と。 詞 

愚人 ばらが あざとき 方便に 討 たれさせ 給 

ひし は。 お 家の 不運 か 南朝の 衰 ふべき 時 

なる か。 是非に 及ばぬ 兵 it 殿。 六郞 殴。 

無念。 地々々 と 手 を 取組み 忠臣 義士の 溜 

め淚。 1K に 通 ぜば銀 河 堤 も 7 シ 切れて。 

流る らん。 地御臺 所 はむ せかへ り。 我が 

子 を 捨て 命を捨 つる。 か. -る 家来の あり 

ながら。 御 運 拙き 我が 夫の。 御身の 上の 

悲し やと。 過ぎし 事まで フシ 思 ひ 出し 悲 

嘆の。 淚 にくれ 給 ふ。 《 "六郞 は 目 を 見開 

き。_^!" ァ 、後れたり 狼识 へたり。 死す る 所 

は 違 ふと も。 我が 一 念 は 亡君の 御 跡 慕 ひ 

奉らん。 さらば。 地く と聲の 下。 の 

鎖 を かき 切って。 かつば と 伏して 7 シ息 

絶えたり。 *- 妻 は 泣く く 我が 子の 死骸 


フシ かき 抱き。 《>稱 ふる 囘向は 弘誓の 舟。 I 

生死の 岸に 短惱 の。 流れ を 渡る。 フシ 三つ 

瀨川。 饰タ、 キ かはい や 先立つ を さな子 は。 

無常の 風の 樓川。 塵に まじ はる コハ リ芥 川。 

フシ か. - る 浮世に 隅 田 川。 兵 庫が 心の 荒 

川と 見えし も 智謀 深 川の。 深き 忠義の む 

ねの 中。 みがき 立てた る 玉 川 や 淵 は瀨と 

.0 す； - 

なる 飛 川。 御 臺所は 若君に 思 ひも 寄ら 

ぁゐュ 、めが は  こ. C はく 

す。 藍染 川。 六郞が 魂魄 は。 主君の 跡 を 

大 井川。 共 源の 濁りな き 君に。 仕 ふる n 

士の やた け。 心ぞ頓 もしき 

第 四 道行 比冀 の！ W 

歌 白玉 か。 何ぞ と。 人の 問 ひし 時。 露と 

答 へん 落人の。 身に 添 ふ もの は. ナホ ス フシ 

影， ばかり。 それさへ 月の入り ぬれば。 二 

人 はもとの 二人に て 本 フシけ ふ 立 初めし 旅 g 

衣。 《• きる に 切られぬ 緣の糸 結ぶ の。 祌 お 

の 神 かけて。 二世 も 一二 世 もま だ。 先の世 る 


も。 か はらぬ 中の。 フシ 義 は。 * 過ぎ 

し 八 格 Q 難 俵より ォクリ しるべの。 方に や 

うくと。 臺 諸共 忍ぶ 身の 忍ぶ とす 

れど 忍ばれす。 まだ 夜 を こめて 島が 鳴く 

あ づ》« 

東の 方へ とた どり 行く。 フシ ォクリ 心のへ 內 

ぞ。 たよりなき。 ニ上リ 表具 二人が 中 はつ 

き 出しの。 其 曰に 呼んで 吴 竹の。 ふしぎ 

な緣 で。 大津ぞ と 皆 口の 葉に 諷 はれて。 

力 ハサ キ 互に 上る 坂の下 人目の 關も飽 山の 

性の 惡 いは 男の なら ひ。 見せかけ ばかり 

石藥 帥。 女郎に 苦 は。 ない ものと。 見や 

しゃん した は問逮 ひの かう いふ 事になる 

み渴。 お まへ も。 捨てて 岡 崎と。 思へば 

わたし も 藤 川の もつれ 合うた る 胸の 內。 

打明けて いや あか 坂の なん ぼ 源氏の 大將 

でも 御 威勢に 惚れ や。 せぬ わい な。 器量 

吉 田の。 二 か はめ 下 ざまの 事 しらす かの 

あら ひ 上げた る 殿 振りに。 深う はまりし 

濱 松の。 素振り をナ * ス 見付けられ まいと。 


* い t  ふくろる 

地 誓紙 を 隱す袋 井の 契り を。 江戶 冷泉 二世 

と掛川 や。 金 谷せ ぬと はいみ 詞。 7 シ言 

はぬ 島 田の オタ リ亂 れ髮。 7 シ 人目に。 心 

沖津 川。 《■ 由 井し よ 正しき 御身に て此有 

樣は 何事と。 思ひ廼 せば S す 程。 腹の 立つ 

の は 女の 癖。 節つ くぐと 三 島より 運ぶ 

箱 根の 山 こえて いっか は 時に 大磔と スュ 

打淚 ぐむ ばかりな り。 義岑公 も 諸共に。 

し をる 心 取 E し。 詞 大事 を か \ へ し 我 

が 身 なれば。 鎌 倉へ 忍び込み。 再び 御 矢 

を 取り か へ すか。 兄 上の 敵 を 討つ か。 I 一つ 

に 一 つ 何れに も。 助かりが たき 我が 命。 

* そなた は 都へ 立 歸り亡 跡とう て スュく 

れ/ J\ と。 跡 は 訶も淚 なり。 臺 ははつ と 

あん 》• 

せき 上げて。 タ 、キン リャ 餘りぢ や。 胴愁 

な。 今更い ふで はな けれども。 勤めの 身 

にて 勤め をば 離れて 逢 ふ は 勤めせ ぬ 人よ 

り は。 又。 百そう ばい。 粹 ほど ilS 句。 愚 

痴 になり 根の ない 事に 腹 も 立ち。 口舌い 


ば b- よわ 

うたり つめったり あちら 向いても 張 弱く ハ A 

ついした 拍子に 下紐 も。 潜 打 解けて ひつ ，w 

たりと。 抱きしめ たる 睦言に。 かはいく  ^ 

の 明 烏。 盡 きぬ 咄 につく 鐘の。 サハリ なら 

う 事なら 夜の 明けぬ 國に 生れて。 いつ 迄 

も。 抱かれて ね やの 隙 白く。 置き 別れて 

も。 移 香の 接る 思 ひの。 十寸 鏡。 片時 顔 を 

合 はさねば 生きて 居ぬ 氣を 知り 乍ら。 む 

ごい 心とば かりにて 51 り 付いて は フシ 中 

5- た  J な A づ 

中に。 《- フシ 離れ 難な き 花 水の 橋 も。 滴う 

打 過ぎて。 平に，/.、 と 平 塚 ゃ所緣 求む る 

藤澤 に。 宿のお じゃれが 聲々 に。 ミ下リ 

東男に 都の。 女郞。 いきと 情 を 一 つに 寄 

せて 色で。 丸めた 戀の 山。 傍で 見る さへ 

にくらしい。 そり ゃ餘 り。 强 過ぎる。 武 

蔵 野の 月。 吉 野の 樓。 景と 風情 を 一 つ に 

寄せて 雪で。 丸めた 富士の 山。 2^聞<さ 

へ羡 し。 そり ゃ餘 り。 强 過ぎる。 ナ * スフ M 

シ 襲 ふ 一 ふし 聞 捨てて。 いそげば 道 もと 


つか はと 故鄕も 近き 程ケ 谷と ォクリ 思へ 

ば。 いと 二つ 文字 牛の 角 文字。 直ぐな 

文字。 讀み盡 くされぬ。 かな 川に 渐 うた 

どり  一 i へ 着き 給 ふ 

9 め， * 'ちゃ い xfvFf そん  ふ く おくねん 

«-! 歸妙頂 禮地藏 尊釋. if の 咿嘱を 憶念 

し。 惡 趣に 出現し 給 ひて 衆生の 苦 息 を 導 

けり。 ナ * スフ シ鉦 鼓の 聲も。 幽かなる。 

生麥 村の 離れ家に。 住めば 都と 墨染 に。 

浮世 を 捨てし 道心 者。 本 7 シ たそがれ 前の 

看經 は。 殊勝に も フシ 又もの 淋し。 a 大 

海 は 塵 を 撰ばす 不淨 にも。 日 は 照る 國の 

公 や。 持餘 したる あぶれ 者。 道具屋ぶ つた 

くりの 萬 八が ゆがみ 揄 れた繩 のれん。 頭 

で 明けて すっと 這 入り。 《5 コレ 道念 殿。 

看 經も モウよ さっし やれと。 》- いへ ど應 

ぐ C んぃ （J ぐさくび や.？ axf* いっさ つぼ 

も。 一 心 不亂願 以此功 iil- 平等 施 一 切發菩 

接 心 往生 安樂 ちゃんく くと r ズ、 リ 

4! 打 納め 燈明 しめし。 《K ホ、 萬 八 様お 出 

でな され ませ。 ィ ャ坊樣 精が 出る よ。 し 


たが 先の 知れぬ 後生 願 ふより 施餓鬼 かお 

ん ぞうで もぢ ろかい。 ハイ 其 おんぞうと 

やらせが きと やら をもぢ ると は 何の 事で 

ござります ぞ。 ィャ コ レ とぼけた 顔せ す 

とおら は大乘 打明けて 仕舞 はしゃれ。 デ 

モ 一 向に 存じ ませぬ。 ハテ やぼな わろ ぢ 

» 'こ ひ. 0 の 

やの。 おら は圍 者の 相談に 寺 方へ 出入る 

故よう 覺 えて 居ります る。 おんぞうと は 

践の事 だが。 宗旨に よってし ゆきん とも 

叉鉢卷 ともい ふげ な。 せがきと は蹟の 事。 

又 鯖 を 普賢と いふ 事 は 法華經 とやら 一 一十 

八と やら 片 假名と やら へ ちまと やらで。 

八宗 を兼學 せに や 一 々は 知られぬ こと だ 

と。 檀那寺の 和尙樣 がお 花の 席で 話され 

た。 今時の 出家が こんな 事 知らない でよ 

い 寺 は 取れぬ ぞゃ。 次 手に 覺 えて 置かつ 

にんそく  い L も,；' 

しゃれ。 コ レ 人足と は 石持の 事。 百姓と 

は 田作りの 事。 こい 15 すんど 覺ぇ 易い。 

たこ てんがい  a ん义 

觭を 天蓋と いうて は 凡夫 めら が 悟る 故 


に。 今では. 足袋と やら かす だ。 * 國姓 g 

爺と は 蛤 淨國と は鲍の 事。 よう 32 し 

て 置かし やれと。 《- いへ ど 相手に なら 柴 

析 りくべ 7 シ火を 吹 付けて。 SS ィャく 

かう 頭 を 丸めて は 肴が 1压 ひたいと も 思 

はねば。 聞いて 置く 氣も ござり ませぬ。 

ィャ くそれ は惡ぃ 料簡。 世 帶佛法 腹 念 

佛。 コ レが樣 。そんな 片意地 言 は も。 

此方に 少し 賴む 事が ある。 何と 聞いて 下 

さるべ いか。 ハ ァ テ 1^ を 丸めた 役 なれば。 

お前のお 爲 になる 事なら と は 忝い。 別の 

事で もない が n レ。 高が か， P だ わ。 55 

を歷々 の 和尙に 仕立て 外に 釣 出す 仕事が 

ある。 どうぞ 賴 まれて 下され。 ァ 、ィャ 

ィャ くそん なおつ かない 事は赦 して 下 

され。 ャレ/ \> こ はや 恐し やと。 《■ 取つ 

て も 付かぬ 件で 鼻。 嚙 付く 樣に萬 八が。 ， 

K ィャ n い 御坊。 餘り 潔白に やら かして 

も 己が がんばって 置いた めんかの まお い 一 


街 妻の 事 さ。 ハイ。 いやさ 昨日 olol^ れ 過ぎ 

器量の よい 女と 若い Sf? が。 爱の內 へ 入つ 

た をと つくりと 見て 置いた C あれ は に 

落 者 こなた 一 人の 仕事に や 行くまい。 

おれと 相談す る氣 なら 男め をまい て 仕舞 

ひ。 玉 A.> 此方へ 引った くり。 川へ 寶っ 

て やれば 十兩 詰から 上の 代物。 匸 たが コ 

>.1 サんす W- 

レ。 弓箭 筋なら 金に やならぬ。 又 親指に 

肉が なけ りやこれ も 商 責屋で 嫌 ふ 事。 氣 

を 付けて 置かつ しゃれ。 麵癎を 試す に は 

なた 豆 喰 はしゃつ い 知れる。 身の 代 はこ 

なた と 山 割り。 なんと 甘い か。 甘い か。 

增 と已 一 人が 吞 込んで 潘 手で 粟の ぶった 

くり。 世に 萬 八と いふ 事 は。 此男。 フシ 

より 始まりけ る。 《- 道念 は無氣 まじめ。 

3 ハ テ さて 御前 はとんだ 事。 明るけ り や 

月夜 だと 思うて。 起きて ねながら 寝言い 

はしゃる。 一人 住みの 此 庵室。！ 1^ 落 者と 

やら 女子と やら 其 様 事 は 存じ ませぬ。 そ 


ん ならこな たは 知らない か。 知らな けり 

や 是非がない。 必. f 後悔 さっし やるな と。 

*- 苦 を 放して じろ/ \ と そこら 傍 を 見 ® 

し ォクリ へ 見 MP し立歸 る。 詞ャ レ/ (\ くと 

んだ 男が ある 物 だと 增言 ひつ、 立って。 

a" ホ 、冬の 日 はさて 短い。 話す る 間に も 

う 暮れた と。 》- 表 を遙に 眺め 遣り。 內へ 

這 入って あたふたと 門の 戶しめ て フシせ 

ど 口の。 》- 稻 荷の 社の 扉 を 開けば。 內 よ 

り 出 づる義 SK 厶臺も 共に 7 シ がれ 顔。 BS 

マァ くこち へと。 *- 內へ伴 ひたった 一 

妆嗜 みの 掛川莞 筵 を さらり と 敷き 遙 下つ 

て 了ン手 をつ かへ。 3^ 思へば 盡 きぬ 御 緣 

とて。 昨日 不思議に 御 目に 懸り。 御供 申 

し は 申しながら 世 を 忍ぶ 御身 なれば。 人 

の 見る目 を 憚れ ども。 W 見る 影 もな き此 

庵室。 忍ばせ 申す 所 もな く。  幸 ひと ァ 

ノ 稻荷樣 は。 此 村の 鎭 守に て。 預 りの 此 

道念 外から 觸ひ 人ても ござり ませねば。 


神 は 見通し 稻荷樣 へ。 御 詫 申して 暫 しの 31 

隱家。 *f さぞ 御氣 詰り 御究 屈。 いかに 世 矢 

, -- ？ さ.，  D 

の 末 なれば とて。 義貞樣 の 御 公達。 義岑様 渡 

とも あらう 御身が こ の 有樣は 何事 ぞと。 

こぼす 淚 に義岑 公。 K 思 ひがけな きそな 

たの 世話。 何 角に 付けて 心 遣 ひ 過分 至極 

と 直べば。 《- ほんに 不思議の 御緣 にて 見 

すしら すの 私まで。 いかいお 世話とば か 

りに てし をる、 姿。 海棠の 雨を蒂 びた る 

フシ 風情な り。 a; アイ ャく 其お 禮には 

及び ませぬ。 5$ はお is 樣を よく 存じて 居 

ますれ ど。 末々 の 者 なれば 莉 見知り も 遊 

ばし ますまい。 兄 御 樣に附 添うて 武藏野 

の 御 合戰。 矢 口の 渡の 御 最期 迄 始終 御供 

に 参りし 者。 其 證據御 目に かけんと。 *- 

佛 壇の 下 戶棚 7 シ 明けて 取 出す 一 包み。 

コハリ 內に何 か は 白木の 箱。 iSS を 開いて 有 

合 はす。 物干 竿 を 手ば しかくき りくし 8 

やん と 押 立 つれば。 外 ぼ 類 ひの 中黑 は。 粉 0 


ふ 方な きお 家の 白旗。 壁に 立 掛け 飛び退 

り。  >リ詞 御 旗 を 所持す る此 坊主 は。 元来 

お 家の 御 旗 持ち。 久 助と 中す 者に て 身 は 

輕 けれど 譜代の 御 家来。 地 矢 口 でお 果 

てな された 時の 其 無念 さ 口惜し さ。 詞冥 

途の お供と 川端 へ 幾度 か 立 寄 つ たれ ど。 

御 先祖より 傳 はりし 大切の 此御 旗。 敵の 

手へ は 渡す まじ。 一先 づ故鄉 へ 持 歸り若 

君 様へ 差 上げて。 其 後 は 死んでくれ うと 

殿様 の 御 最期 を 》■ 見捨 てて すご く 歸り 

ましたり や。 詞情 なやお 家 は 亡び 域 は 敵 

にき 取られし と。 聞いた 時の 本意な さ悔 

しさ。 おのれ やれ 敵の 中へ 踏 込んで I 人 

なりと も 切 殺し。 死んで しま をと 思 ひし 

が ィ ャ く/ \ 弟御 のお 前 様のお 行方 を 

尋ね 出し。 御 旗 をお 渡し 申さん と。 此通 

り 姿 を か へ 上方へ と 思うても。 差當 つて 

路金 はなし。 行方 知れぬ と 聞く から は 世 

間 も 少と鎭 まったら。 故 1^ の 方へ 御出で 


あらんと。 此 所に 住居して 托鉢す る も 海 

道筋。 待ちに 待った 甲斐あって。 昨日 不 

思議に お 目に か& りました は。 私が 存念 

が 届いた か。 有難 やと 思へば 思へば 嬉し 

くて。 昨夜 もろく く 夜 も 寝られす。 嬉 

し 淚で此 正月。 名主 殿から して くれた。 

布 子 を淚で 絞り ましたと 《- 啜り 上げた る 

泣聲 は。 奇特に も 7 シ 叉。 哀れな り。 き 

篛3^<ムはから手水。 御 旗 を 取って。 押 戴 

き。 K 此旗を 見る に 付け。 討死な されし 

兄 上の 最期の 1； 無念 思 ひやる。 地 思へば 

く 八幡に て。 我 を させ 給 ひし も。 生 

存 へて 家 を 耱げと 言 はぬ ばかりの 御 

それに引きかへ義^^Tは。 若氣の 至りの 不 

行跡。 遊 所より 付 込みし 竹澤が 計略の。 

元 を 探せば 皆 我 故。 手 こそ おろさね 兄 上 

を 殺せし も 同じ 事。 其 天罰に て此 艱難。 

御赦 されて ス， - 下さり ませと 歎けば 臺は 

喊 上げ。 敵の 方便に たらされて。 とや 


かう 言うた が 種と なり。 兄 御 様の 御 最期 § 

の 惡人を 引 入れし 科 人 は 此臺。 御 旗の 手 

前 も 恥 かしい。 罰當 りの 我 身 をば 11 殺し 

給へ と 打 伏して 又 さめ。 ぐと 泣き 居 

たる。 道念 は 目 をす り 赤め。 お 言うても 

泣いても 返らぬ 事。 此上 にもお 前 様 はお 

家 を 興す が 御 孝行。 私 はかう いふ 身の上" 

これより 諸方 を 修行して。 他力 を 借りて 

我が君 を 一 社の 神に & はんと。 地 思 立つ 

たる 道念が 志願 は 今に 傳 はりて 新田の 社 

建立と。 たえせ ぬ フシ 修行 ぞ賴 もしき。 

か&る 折し も。 《_ 萬 八が 勸め にて 一度に 

寄り 來る 百姓 ども。 內には ハット 驚く 道 

念。 義 「公 は 手ば しかく 御 旗 を s£f つて 懐 

中し 又も 隱る i  7 シ稻 荷の 社。 表の 方 

に は 無 一 一 無 三 戶を域 破って 一 時に どっと 

這 入れば。 《s ャァ 何奴 なれば 狼藉と 言 は I 

せ も 果てす コレ ぉ坊。 此萬 八が 相談に 乘 ，^ 

ら ぬから はお 觸 のあった a 落 者 引 縛って 渡 


連れて行く。 玉 は伺處 へこ かし をった 吐 

せ.^^ と摑 付く さう はさせ ぬと 道念が。 

增 有 合ふ蠻 刀 を 追 取って 切って か，^ れば 

百姓 ども 御免々 々と？ a 行く を 蹄 を 慕うて 

フシ 追うて 行く。 地 萬 八 は小戾 りし 社 を 目 

懸け 立 寄って。 扉 を 明けん とする 所へ 取 

つて 返す 道念が。 臀 刀 振 上げし 勢に コリ 

ャ敏 はぬ と 萬 八が 一散に 7 シ げて 行く 

增 ^もやら じと 追つ かけし が 半途より 立 

歸り。 扉 を 開き 一 一人 を 呼出し。 今の 奴 

等が 歸ら ぬ內。 此 道より 落ち 給へ と。 勸 

めに 是非な く義岑 公。 臺も 用意 そこく 

に。 あてど も 7 シ なしに 落ちて 行く。 地道 

念 跡 を 見送りて 社の 內 へそつ と 這 入り。 

扉 を 立つ る 7 シ問 もな く。  》- 追. <_ ；歸る 百 

姓 ども 萬 八 も 一 度に 落 合 ひ。 コレ く 

皆の 衆 玉の 在所 は 見て 置いた。 さっきに 

もい ふ 通りなんでも かで も 二つに 割り。 

半分 は 俺が してやる。 半分 を愁割 だぞ。 


地 皆 こい/, \ と 立ち 掛り扉 開いて 引出せ 

ば。 思 ひが 4 'なく 道念が。 狐の面 を 引 被 

りすつ くと。 立った る 有樣に *? ワイと 驚 

く 百姓 ども。 萬 八 も： g り 7 シ 敗亡。 道念 

は 作り 聲。 うぬら が 根性た め 直せと 稻 

荷大明 神の 御 神託。 謹んで 《■ 承れと 横 飛 

こんく 狐の 身ぶ り 百姓 共 は 身の 毛 立ち 

只 〈ァ くとば かりにて 一 度に 頭 を 地に 

すり 付け 尻 もつ 立って 7 シ ひれ 伏せば。 * 

仕濟 したりと 圖に乘 る 道念。 汝 等が 心 

を 試さん と。 假に 女の 姿と 化し 此 所へ 来 

りしに。 强^ 無愤の 百姓 めら。 文 稻荷 

の 神の 御 罰に て 田畑 殘らす 踏み あらし。 

思 ひ 知らさん 思 ひ 知れと はった と。 晚む 

目 も 口 も 面で。 》- 隔てて 見えね ども ふん 

ぢ がった る 勢 ひに。 恐れ 慄く 百姓 共。 8 

ノ 9 ァ 、申しく それ は餘 りお 胴纖。 

私 等 は 露 塵 程 も 曲った 心 は ござり ませね 

ど。 此萬 八が 賴む故 雇 はれて 參 つたば か 


り。 御免な されて 《- 下さり ませと フシ 口 パ 

口 詫びれば。 a: ム、 そんなら この 以後 落 ^ 

人な ど 搦め捕る と は 言 はぬ か。 何が さて 渡 

く。 それ なれば 赦 して 取らす。 尸 ァ 有難 

あづ， め レ 

う ござります 此ぉ禮 に は 小豆 鈸。 ィャま 

だ あるく 此 庵の 道念が 托鉢に 出た 時。 

通れと 言 はすに たんと 入れる か。 何が さ 

お ほづか 

てく。 大 抓みに 入れ ませう。 それ なれ 

ば赦 して 取らす。 此萬 八め は大惡 人。 林 消 

Sk 常 陸の 拔參 りの。 小娘 を 勾引し 神奈川 

へ 飯 盛に 賣 つた 事 》_ 覺 えて ゐ るか。 S 南 

無 三 寳是は 委しうよう 御存じ。 其 時 は 博 

ち  み V ん 

突に 負けし やう 事な しの 出来心。 微塵 も 

慾で は 致し ませぬ。 ぉ赦 しなされて 下さ 

り ませ。 ィャ まだ ある/ \。 イセ オンド 伊勢 

原の 百姓が。 御 年貢 納めに 出る 所 をお こ 

はにかけ て 船へ 乗せ。 五十 三兩 負けさせ 

た 其言譯 はちつ とも あるまい。 《«ァ 、悲 0 

しゃ それ迄 そ 御存じ か。 さう 知られて は < 


ぉ堪り やない。 まだ あるく。 隣の 權助 

が 房 州へ 親 網に いた 留守で。 か.^ ァを汝 

がちよ ろ まかし 孕せ た 迄 知って ゐる。 コ 

レ ハ さてき つ い 見通し。 ィャモ 1 言 も ご 

ざり ませぬ。 ャィく 百姓 共ハ アイ 聞く 

通り 大惡 人。 萬 八め が 村に 居る 故。 そこ 

で此 村が 繁昌せ ぬ。 村 境から 追放す る 俺 

に 付いて 引つ 立て 来れ。 ハァ畏 つたと 《- 

百姓 共。 萬 八 を壓狀 すくめ。 道念 は 神 is 

へいはく  兵 クドキ -ー っか.^〖ら 

の 幣帛 取って 先に 立ち。 トリ (ィ 本) 抓 面 

張る 打 奪り の 萬 八 はョィ く。 愁の 深い 

事 は 達 町の 井戸よ ヨウ ィ/ \>ョ ィ.， ^ョ 

ィァ リャリ ヤコ リャ リャ。 一 I 上リ キヤ リ練馬 

大根で 太いの 粮と來 た。 爪の 長さが 三十 

三 間 三尺 三寸 三分 三 厘 三毛 三拂。 そこで 

稻荷樣 の 腹 を 立て。 ョ ィャサ 王子の 親玉 

眞先 がけ 三 圍笠森 烏 森。 杉の 森から 三 崎 

ぎ 谷蓄麥 切九郞 助！ i 德 愛敬 稻 荷に 西 の 

宫。 此 神." -の御 罰に て。 そこら は 若衆 賴 


みます。 此萬 八め を締ろ やい ョィサ く 

ョィコ レハノ サョィ ャナァ 引 立 てて こそ 

li へ 行末 の。 a 六鄉は 近き 世よりの 渡し に 

て。 7 シ其古 は。 都より。 東へ 通 ふ 旅人 

の 廻る も オタ-はるか 弓と 弦。 矢 口の 渡と 

聞え たる。 本 フシ 其の 水上 は 調 布 や。 さら 

す 垣根の 朝露 を。 貫ぬ き 留めぬ 玉 川の 舟 

を 浮べる 流れより。 7 シ 知れぬ 心の底 深 

£たレ.0り ミん V さ  6 け くくり 

き。 *_ 渡 守の 頓兵衞 が 內とは 思ひ棧 作。 物 

好きした る亭 座敷 渡世に は 似ぬ 家作 は。 

1% の * 階 瑶璃の 門扉 龍 宮城の 乙姬 かそ 

ミび くじゃく 

れか あらぬ か 娘のお 舟。 鳶が 孔雀の ぼつ 

とり 者。 田舍に 惜しき 7 シ姿 なり。 《" 撸 

桶に 水 を 打撸げ 立歸る 下人の 六藏 申しお 

舟樣。 詞 モウ 料理 は 出来ました か。 旦那 

殴 はま だ 晝寢。 ほんに マァ あらう 事 か。 

今 渡 守の 頓兵衞 というて は。 おそらく 日 

本國 中に 續く 者な き大 長者。 なれ ども 餘 

り 人 使 ひが ひどい から。 幾度 置いても 奉 


公人が。 三日と は 居た. - まらぬ 故。 お 娘 § 

御のお 前が。 憲 元の 世話な さるで。 可愛 

いらし い 其お 手が 荒う かと 思へば 悲しう 

てく。 酸漿 程な 血の 淚。 御 家老 か 番頭 

かと 敬 はれる 此 六藏。 渡 舟 を 漕ぐ 隙々 に 

は。 薪 を 割ったり 水 汲んだり。 いまいま 

しい 事で は ある。 こ、 な內 でも 旦那 殿と 

渡 舟が なけり ゃ樂ぢ やと。 地 小言に お 

舟 は氣の 毒顏。 詞コ レ六藏 人聞きの 惡ぃ 

と- -樣 の"^。  》- よして たもれ と 制する 折 

からど やくと。 しっかり 候 兵 衞三上 十 

次。 からの ぴん助 三人 連れ。 親分 は內に 

かと 揚り 口から フシ 大 あぐら。 * 皆樣ょ 

う お出でな さんしたと。 お 舟が あ 5 もの 

莨 盆。 詞 と.^ 樣は まだ 晝寢。 御用が ある 

なら 起し ませう。 きとい ふ聲 聞いて 一間 

より 欠， 申 まじ くら。 S ム、 今 そこへ 行つ 1^ 

て 逢 ふべ いと。 き ゆるぎ 出で たる 主の 頓， W 

兵衞。 雪 を 欺く 白 髮に朱 を 猫いだ るし か 


み 面。 強欲 無道の 7 シ眼 ざし。 增 八反掛 

の 大廣袖 紙子 仕 立の 伊達 羽 絵。 どっかと 

坐して。 K ヲ 、皆 揃ってよう 来た。 して 

仕 合せ はどう だぞ やい。 どうかう 所ぢゃ 

ごんせ ぬ。 持って 立った 大 失敗。 三人 乍 

ら此 中の 元手。 すつ ばり 負けて 仕舞 ひま 

した。 《- 面目 もな き 仕 合せと。 7 シもぢ か 

はすれば。 K ム、 ソリャ さん/: L\> な 目に 

合うた。 えいわ。 負ける 時が なけり や 勝 

つ 事 もない 道理。 ちとば かり 負けた とて。 

MY3、  け  つりがね 

補 鍋 匠が 華 餘を請 合うた 樣に。 騒ぐ 事た 

ない わい 。今一 勝負 やって 見ろ。 コリャ 

娘よ。 ソレ板 厨の 金 を 出して やれ。 アイ 

板 厨 を 明ける にも 及び ませぬ。 さっきに 

品 川の 兵 五郎 樣と靑 山の 萬九郞 様が 見え 

て。 日 外 借りた 金ぢ やとて。 持って来て 

で ござんす 故。 つい 掛硯の 引出へ ム 、そ 

ん なら 出して やる ベ いと。 引出 明けて。 

a ヲ 、 幸 ひ 爱に六 包 有る。 一 人前 一 ー百兩 


で 足りす ば もちつ と 借 さう かとい ふに"' 

*- 三人 肝 を 遣し。 ョ ナント 聞いた か。 ヲ 

ィ ャィ。 凡そ 金 持 も 多 けれど。 つが もな 

いはした 錢か何 ぞの樣 に。 掛砹 にも 六 百 

兩。 目出度い とい ふ も 程が ある。 サレパ 

サ。 昔から ない 物 は 金と 化物と い へ 共。 

物 はま だ も 出よう が。 今時ない 物は錢 

金。 折々 氣 ばらしに 芝居 を 見ても 近年 は 

淨瑶璃 でさへ。 何ぞ といや 金の ない 事。 

けちな 此 時節。 有る 所に はかう 澤山。 

マァ どう すれば 此樣 にめ つたに 金が 出来 

まする ぞ。 話して 聞かして 下されと。 地 

(へば 頓兵 衞烟管 こち，^。  a ィャサ 皆 

が 料簡が 惡 いから。 出来る 金 も 出来ない 

わい。 塵が 積って 《" 山と い へ ど 積る 內に 

は 又 吹 散る。 さ 一文 四 文 ぢゃ埒 や 明かな 

ST 出世し ようなら 相場 か 金山 博奕 は 勿 

論。 《■ 是も 近年 はこす. &か うで 能い 鴨 も 

フシ か. -らぬ 故。 此頓兵 衞が思 付き。 か 


の 鎌 倉で 貸 元の 大將。 《- 足 利 尊 氏 様と 謀 g 

& 勝負の 義舆 殿が。 やみ 雲の 高つ ぱり。 ^ 

蔵 野の 嵩!？ で 大勝 負。 元手の 强ぃ尊 渡 

氏 樣も根 こんざい ぶち 負けて。 コリ ヤー 

番 切替う と 鎌 倉へ 堆コハ "盆が へ。 IE か 破 

れ かぶれの 義興。 うぬが 命 を 投げ 長 半。 

錄 倉へ 仕掛けの 博奕。 《s 手に おへない 首 

尾に 成った を。 》" 鼻つ ばりの 竹 澤監物 

殿。 かすり 取りの 江 田 判官 殴から。 3: 此 

親父へ 人 をよ こして。 てら をして くれる 

と 思って。 どうぞ 魂膽 して くれろ と。 モ 

色. *f とのお 賴み。 《" ハテ 後生 こそ 願 ふま 

いけれ。 as 人の 爲 になる 事 だ。 ぢ やが。 

ATS- ね やっこ  、 . 

甘口で はいけ まいと。 水銀 衩 から のぞ ひ 

付きで 船の 底 を刳拔 いて。 六藏 めに さる 

を 引かせ。 一番 ごつ きりで 義 興め を。 *- 

川 中で ぐ はんと 言 はせ た。 フシ 其 御 褒美 

に此頓 兵衛。 尊 氏樣. の 尻 持ちで。 大名 2 

になる 害 なれ ど。 それで は 結句 氣が 詰り。 


好きの 博奕が 打 たれ ませぬ。 大名 けん ど 

ん よしに して。 矢張りた ベ 付けた ぶっか 

けの 渡 守が よ ござります ると 申 上げたり 

や。 そんなら 何な と 望めと ある。 そこで 

お金 をした i か 請けて。 》- そいつ を 元手 

もち t.0 

に 大勝 負。 勝つ 程に ける 程に。 持 丸 長者 

と は。 7 シ おれが こと。 BE かう 普請 を や 

ら かしても。 昔 を 忘れない 様に と。 ァレ 

ァノ 通り 床の間に 檐ゃ簑 を 飾り物。 增出 

生の 因緣 かくの 通りと 7 シ 語る にぞ。 《- 

三人 は 不審 晴れ。 飼 それで 聞え た。 そん 

ならお いら も 一 思案。 何ぞ あてす つばう 

にやって 見よ かい。 ヂャガ くり 拔か うに 

つば ざら  い 

も 船 はなし。 是 から 坪 皿 をく り拔 いて^ 

子 入れて やら かさう ナウ 候 兵衞。 ィャィ 

ャ それよりも おらが 望み は。 爱 なお 娘の 

舟 底が 刳拔 いて 進ぜたい *- サァ くお 暇 

つつち 

其內と 7 シ皆 * 打 連れ立 歸る。 墦道引 違 

へ て 走り 来る 村の あるきが すっと 這 入り 


KS 申し 頓兵 衞樣。 お 尊ね 者の 事に 就いて。 

竹澤樣 から 御用が ある。 庄屋 殿 迄 只今 一 

寸。 ム 、お尋ね者と は 知れた 事。 新田 方 

の 落人の。 御 詮議で あんべい。 それなら 

行く にや 及ばない。 どちらから 来ても 此 

渡し を 渡らに やならぬ 一 筋道。 兼ねて 竹 

澤 様と 碟 合せ。 新田 方の 落人が。 若し 此 

所へ 來 るが 最期。 相 圖の鋒 火 を 上げる と 

村々 で 法螺 を 吹けば。 竹澤樣 から 捕手が 

出る。 若しも 俺が 方で 搦取 るか 討 取る 

か。 加勢に 及ばぬ とい ふ 知らせに は。 ァ 

ノ亭 座敷の 上に 釣した 太鼓 を 打てば。 村 

村で 取 園んだ が 皆ち る 約束。 庄屋 どのが 

大きな 面で。 どう 參っ たかう 參 つたと 隣 

の婆樣 茶を參 つたと むだば かりい うで あ 

ろ。 何 か 様子 は 知り ませぬ が。 呼んで こ 

いとの 言付け。 そ ん なら 一 寸 行て や ら 

う。 ャィ六 蔵。 若しも 落人 臭い やつが 見 

えたら。 鋒. K と. K 鼓の 手 都合 を 忘れるな 


と * 腰に 大 だら ぼつ 込んで フシ 小 ^ を は 
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連れて 出で て 行く。  《- 跡に 六 藏小聲 にな 

り 申しく お 舟樣。 《5ェ 、お前 はむ ごい 

とすり 寄れば。 K と、 様の 留守になる 

と。 叉ぢ やら.^ とてん がう ばかり。 ァ 

ィャ てんが うぢ や ござり ませぬ よ。 とう 

からお 前に 惚れて 居て。 何 ぼロ說 いても 

戶板 にごろ 付 豆よ。 其 豆 故に 身 をつ くし。 

根 津音羽 はいふに 及ばす。 水 川から 補裙 

樓。 朝鲜 長屋 狡が 橋。 蘿葡圃 迄 ほつ いた 

れ ど。. 笠 森のお せんと。 お前 程な は どつ 

こに も ござり ませぬ わい。 コレ 申し どう 

ぞ叶 へて 下さり ませ。 ァレ -^。 テ 

モ 耳の 早. S 扠 では ある。 コリャ たまらぬ 

と 抱 付く。  *P 放せ /(\ と 7 シ せり 合 ふ 所 

へ。 《- 表口から 日 傭の 八助コ レ六藏 殿。 

K ちっとの 內 用が ある。 代りに 渡 場 親む 驗 

というて。 俺に 任せて 貴樣は コリャ しな ， お 

しゃな く。 親玉へ 知れる と 毛氈 を かぶ 


る 出入り だ。 * サァ （'ござれと 引 立つ 

ち W  t 

れば S アイ ャ少仕 かけた 用が ある。 もち 

つと 待って 下され。 ィャ/ \ 待つ 事 は ご 

ん せぬ。 貴様の 額で 色事と は 唐茄子 もモ 

ゥ 古い。 飛んだ 茶铫が 西瓜と 化けた と フシ 

打 連れ 舟 場へ 急ぎ 行く。 地 娘 は 跡に 獨 言。 

S け ふの 髮は上 村のお みよ 樣が。 筋立て 

て くれな さった 大事の i^fr を 損うて。 此拜 

の 吹 廻し の。 地紋 迄な くして 仕舞うた 

と。 フシ つぶやきく 入りに ける。 鴛鴦 

の番 11 れぬ。 フシ 二人 連。 a- 義岑公 は漸ぅ 

な tcjy むら 

と 道念が 忠義 故。 生 麥村を 落ちの びて。 

新田の 方 へ と 志し 矢 口の。 ，シ 渡しに 差 

てな 

しか X り。 s« ナウ 臺爱が 兄義興 殿の 御最 

A な そこ 

期 ありし 矢 口 の 渡し。 此 水底の 怨 しゃと。 

# 川に 向 ひて 合掌し。 南無 尊 整 出 離 生死 

頓生 菩提と。 《- 囘 向の 聲と 諸共に。 暫し 

淚 にくれ 給 ふ。 7 シ臺 も。 倶に 淚聲。 《«ヲ 

ヲぉ 歎き は 御尤も。 早う 新田へ お 歸りぁ 


り。 御 一 門 を かたら ひて。 御 矢の 詮譜兄 

御 樣の敵 をお 討ち 遊ばせと。 a 諫 むる 詞 

に義岑 公。 見れば 渡しに 人 もな し。 道 

にて 聞けば 此 家が。 渡 守の 內と かや。 * 

賴んで 見ん と 門口に 歩み寄り。 《5 賴みま 

せう くと 宣 へば。 奥より 走って 娘のお 

舟 フシ 何の 御用と 立 出づれ ば。 * 義岑 公し 

とや かに。 as 川の 向 ふへ 參る 者。 舟の 無 

心との 給へば。 *- 顔つ く/ i\ と 打 守り。 

BC イエ./ ^ ^はいくら も ある けれど。 落 

人の 詮議で 日暮れて は 出し ませぬ。 その 

上に お前の 様な 美しい 殿御に は。 貸す 事 

は猶 なり ませぬ と。 堆顏に 見とれて うつ 

とりと 心の 內は燒 がらの。 胸 を こがせる 

薄烟。 いとしと 思 ひ 懸香ひ どうぞ 留めた 

き 7 シ 下心。 *-義5^^厶は氣のどく顔。 S 

我.>^は急ぎの道。 暮に 及んで 宿屋 はなし 

差當 つて 難儀 なれば。 何と ぞ 渡して 下さ 

り ま AJ。 ィ ェ》^--どぅぁってもなりませ 


ぬ。 宿屋が なくば 私の 內に。 泊り なさつ 

たがよ いわいな。 ソリャ とめて 下されう 

か。 留めいで 何といた しませう。 # それ 

は 近頃 1K4 い 連の 女が 持病の 痞へ。 幸 ひの 

よい 足 やすめ。 フシ 臺 こっちへ と 呼 入る 

れば。 ム、 スリャ あなた はおつ れ樣か 

え。 ェ 、にくらし いと 《- ぴん とする 臺は 

會釋 し旅づ かれの 私ら。 お留めな さって 

下さる と は 忝う ござんす る。 アイお 前 も 

お連れなら。 おとまりな さんせ。 サァ申 

し。 見ぐ るし けれど ァノ 奧の亭 座敷が よ 

い 見 はらし。 《- あれで ゆるり とお 足 休め 0 

V てな 

しからば 左様と 義岑 公。 臺 諸共 打 連れて 

オタ， 奥の へ 一 間に 入り 給 ふ。 ？シ跡 打ち 

ながめ 娘のお 舟。 ほんに 美しい とい は 

うか。 可愛らし いとい はう か。 とても 女 

に 生る-なら。 あんな 殿御と 添うて 見た 

い。 それ はさう と あの 女中。 兄弟な り や 

よいが。 もし 夫婦なら。 わしゃ 何とせ う 


と。 地 おぼこ 娘の 一 筋に 思 ひみ だる V 糸 

芒。 穗に 7 シ あら はれて 見えに ける。 《- 

義 5K 厶は 一 間 を 立 出で。 8 申しく お 女 

中。 つれの 女が 藥 たべる。 お湯の 無心と 

* 宣 へ ば。 娘 は 、ノ ッ ト手を も ぢ./ \。  BS 

申し 旅のお かた 樣ぇ。 お前に ちっと 御 無 

心が ござんす る。 コレハ したり かう お 世 

話になる から は。 何なりと も 御 遠慮な 

う。 アイ ァノ。 連の 女中 樣は。 妹 御で ござ 

ん すか。 お 內儀樣 で ござんす かえ。 これ 

はさて か はった 事に 御念が 入る。 アイお 

妹 御なら よう ござんす が。 若し 御 夫婦な 

ら こっちに ちっと 濟 まぬ わけが ござんす 

る。 アイ 成程。 あの 女 は 私の 妹。 久々 の 病 

氣ゅ ゑ。 保養が てら 淺 草の 觀音樣 へ。 連 

れ て參詣 致します る。 ァ 、嬉し やく。 

それ M いたらもう 何もかも 入り ませぬ。 

お前 どうぞ 私が 內に。 4- 日 も 二十日 も。 

十 年 も。 百年 も。 逗留な されて 下さり ま 


せ。 したが 私ら が樣な 田舍者 は。 相手に 

なる もお いやで あらう けれど。 ェ 、もう 

つんと。 わしにば かり 物言 はせ。 コ レイ 

ナ.^ 。 こちら 向いて 下さん せと。 *_ お 

よ 左と 付け 廻す。 琥拍の 塵 や 磁石の 針。 

粹も 不粹も 一 様に 迷 ふが 上の。 7 シ迷ひ 

なり。 《- 義 JJp 公は氣 のどく さ。 K 思 ひがけ 

なきお 宿の 無心。 いかいお 世話になり ま 

すると。 *■ 入らん とし 給 ふ袂を ひか へ 。 《« 

ちん i 

ソ リャ餘 りで ござんす る。 是程思 ひ 詰め 

たもの を。 返事の ない はお 胴愁。 * なん 

ぼ田舍 生れで も 惚れた が 因果 惚れられた 

が。 不祥と 思うて 下さん せ。 サハ 《- 日 かげ 

の 木 々 も 花 さけば 岩の はざまの 溜り 水。 

すめば すむ 世の 思 ひ 出に。 叶へ て やらう 

とつ. S 1 口。  3 いうて くれたが。 よい わ 

いなと 《- すがり 付いた る： 8。 さはら で 

落つ る 玉 使の 7 シ あられ もない が 戀路な 

り。 * 義 ilT 公 も 粗 I のい なにも あらす。 


0 ム 、それ 程 迄に 思うて 下さる お 志。 さ ^ 

ら/ \ 仇に は。 思 ひませ ぬと *- じっとし 

めた る 手の 內は。 戀の 錠前 情の 耍。 互に 

抱きつき 草の。 うつろ ひやす きさ 糸の ぬ 

れの 糸口 綻 口。 す ひ 付き 引付き しめ 付 

けて 7 シ 離れが たなき 風情な り。 埔 時に 

ふしぎゃ義5^^厶。 娘 も 共に 色 か はり。 ハ 

ット身 震 ひ 忽ちに。 フシ どっかと 倒れ 息 

絕 えたり。 地 音に 驚き かけ 出る 臺。 コ リ 

ャ 何事と 狼狽へ ながら。 柄杓の 水 を 口う 

つし。 介抱しても 呼びい けても。 其 甲斐 

さらに せんかた も。 思 ひ 付いた る氣 てん 

の臺。 扭は 娘の 色香に 迷 ひ。 心の 檬れ御 

旗の 咎めなる かと 手を淸 め。 義岑 公の 懷 

へ 手 を さし 入れて 件の 御 旗。 さっと 開け 

ば 忽ちに 二人 は 夢の。 7 シ覺 めた る 心地。 

せ 表の 方に は 六 藏が戾 りか、 つて。 窺 ひ I 

足。 義 3 今 公 あたり を見趟 し。 詞此 家に お 

泊り て 窺 ひ 見れば。 家業に 似ざる 普請の 渡 


結構。 様子と いひ 場所と. s ひ。 かたぐ 

もって 心得す と。 娘が 戀慕を 幸 ひに 問 ひ 

落さん と 思 ひしゅ ゑ。 近寄れば 今の しだ 

ら。 仔細 ぞ あらん 此 家の 內と。 《- 御 旗 を 

取って 卷 納め。 臺來れ と 引きつれて フシ 

奥の 一 間に 入り 給 ふ。 堆 跡に しょんぼり 

本意 なげに 何 と詞も なげ 首し。 g*. たづ 

きも 知らぬ 海中に 楫な きお 舟が 物 思 ひ。 

打ちし をれ てぞ 7 シ 居たり ける。 JP 表に 

控 へし 六 藏は。 木 部屋に 隱 せし 一 腰 ぼつ 

込み。 K ァノ旗 を 持つ から は。 粉 ひなき 

新田の 落人。 相 園の 狼煙 を 上げう か。 ィ 

ャ く 討 手 を 引きう け 討た せて は 手柄に 

ならす。 拔 懸けし 摘め 取って 褒美の 金。 

おれ 1 人で せしめて くれん。 うまい. （- 

と 《- うな づき， /(\奧 を 目が けて かけ 入る 

を。 立ち塞がって 娘のお 舟。 ョコ レ 六藏。 

そなた は 奥の 旅人 を。 何とせ うと 思 やる 

ぞ。 ャァ 何とと は 知れた 事。 さっきに と 


くと 見て 置いた。 中 黑の旗 持つ から は 新 

田の 落人。 義岑に 達 ひ はない。 去年 親方 

と 相談して。 舟 底 を くりぬいて。 義與を 

殺す 時 は。 命が けの こと 手傳 はせ。 御褒 

美 を もら ふ 時 は 親方 一 人で あた ^ まり。 

此六藏 はおち やつ ぴぃ。 出物に なって 今 

に此 ざま。 其 弟の 義岑。 此度 はおれが 生 

捕って。 御 褒美 丸で あた V まり。 おれ も 

出世 をせ にやなら ぬ。 邪魔な さるり やお 

主と て容敏 はない と。 增 とめても 留らぬ 

その 勢 ひ。 一 間に 立 聞く 義岑 公。 娘 は 一 

&に戀 の 邪魔。 拂 はん 物と 7 シ 思案 を 定 

め。 KJ ヲ 、無理に そなた をと ^- め はせ ぬ 

が。 何 ぼ 言うても 相手 は 武士。 若し 仕損じ 

まい 物で もない。 僅かの 褒美に 目が くれ 

て。 わしが 言 ふ 事 聞かぬ から は。 是迄何 

のかのと いやった は。 皆う そか やと 地い 

はれて：^ り。 《s ソリャ お前 ほんの 事 か。 

ィャ《。 ァノ 奥の 男め に氣が ある 


故 おれ を 留めう とい ふ 謀。 さう うまく は g 

參 るまい。 ィャ ナウ。 そなたの 心 を 見た げ 

上と 思うて ゐた 故。 是迄は 返事 もせなん 渡 

だが。 それともに 疑 やるなら。 そなたの 

勝手にし たがよ いと。 《- ぴん とす ねられ 

六藏 は。 惡寒發 熱 あたまに 湯氣。 與コィ 

グハ エイ ワイく。 それならお まへ は。 

此六藏 が 性 接 を 見た 其 上で は。 きまって 

くれる とい ふ 腹 か。 サ イノ。 そなたが お 

れと 夫婦に なり や。 と ^ 樣の爲 に 子ぢゃ 

ないか。 親子の 間に 拔 けがけ して。 一人 

の 手柄に する にや 及ばぬ。 と- -樣は 庄屋 

殿へ 行って なれば。 とくと 相談した 上で。 

どうと もした がよ からう と。 せ 口へ 出 ま 

かせ 間に合せ を 言うて 水 棹ゃ詞 の楫。 わ 

たりに 舟と 六 藏は乘 せか けられて ふ はと 

乘り。 コリャ 近年 にないよ い 目 ダ 出た 

わい。 そんなら わし は 庄屋へ いて。 親方 G 

を 連れて来う 。奥の 奴等 を 逃がさぬ 樣。 氣 6 


を 付け 給へ 女房 共と a 延びた 15 & 毛のと ち 

めんぼう。 7 シ振 して ぞ出 でて 行く。 

»_ しすまし たりと 門の 戶の。 懸金 かけて 

とっか はと フシ 一問の- S へ 入りに ける。 

地 フシ かくて 時刻 も 久方の。 s さえ 波る 冬 

の 夜の。 本 フシ 一 一十 日ゐ なかの 月 出で て。 

遠 寺の 鑌 のかう くと。 帶に 流る、 川 水 

v さぐち  むれ 

も。 7 シぃ ともの すごき 門口の。 *- 一群 茂 

る 1^ の 中。 ぬつ と 出で たる 主の 頓兵 衞。 

時分 はよ しと 呼子の 笛。 * の 陰より 下人 

の 六藏。 頓兵 衞小聲 に。 一 ノ- コリャ く 

六藏。 娘め が 目 を覺し 邪魔 ひろげば ひち 

面倒。 物音の せぬ 様に おれ 一 人 忍び入ら 

ん。 手前 は 表に 氣を 付けて。 もし 逃 出さば 

討 取れよ。 ヲット 合點と 地うな づき 囁き 

六藏は 元の 小 陰に 7 シ身を 忍ぶ。 地頓兵 

衞は 門の 戶を 引け ど。 しゃくれ ど 明か ざ 

れば。 大 だら 引抜き 壁 切り あけ。 はいれ 

ば 吹 込む 川風に 燈火 消えて 眞の 闇。 勝手 


^えし 我が 內も 慾に 心の くらま ぎれ。 忍 

ベば いと 1- 身 も 重く。 床 はぎち/ \ 足音 

の 耳へ はいれば 立留 り。 一 息 ほっと 次の 

問へ 又も 踏 出す。 足の 下び つし やり 碎け 

る 煙草盆。 ェ、 どんくさ いと 心で は 怒り 

ながら も そっと 投げ。 襖にば つたり あい 

たし こ ォクリ なんなく。 忍ぶ 亭 座敷。 梯子 

の 上へ 二足 三 足。 ィャ くくき やつ 

も 名に 負 ふ 義與が 一 族 なれば こ は 者と。 

地心で うな づき そっとお り。 下屋へ 廻つ 

て 探りより。 闇に も 光る 段平 を拔 いて 突 

込む 二階の 板。 上に は ワット 玉ぎ る聲。 

してやった りと 刃物 引拔き 血お し 拭 ひ。 

二階の フシ 梯子 かけ 上り。 《- 障子 獄 放し 

月影に 夜着 引き まくりて 見て：^ り。 詞ャ 

ァく わり や 娘 か。 お 舟 かと 《- フシ 驚きな 

がら。 S 義 sfr と 女め は いづく へやった。 

有り やうに ぬかせ。 》- 有り やうに ぬかせ 

と 目む き 出し 怒りの 大聲。 7 シ娘は 顔 を 


つれぐ と。 恨めし さう に 打ち 眺め。 g 

申しと &様。 浮世に 生れた 人 ごとに。 愁 

を 知らぬ はな けれども。 お前の やうに こ 

り 固まり。 佛 とも 法と も わき まへ す。 人 

は 死なう が 倒れう が。 我 さへ よければ か 

ま はぬ と。 身勝手ば かりの 强愁 非道。 あ 

らう 事 か 源氏の 大將。 義興樣 をた ばかつ 

て。 む ざ.. （-と 殺した る。 其 犬 罰が 我が 子 

に 報い。 宵に 泊り し 旅 0 お 方。 義 3^， 様と 

は 露 しら. fc  »■ 可愛らしい 殿ぶ りに 恥 か 

しながら 心の 迷 ひ。 お 側へ 寄れば 恐ろし 

や 御 旗の 咎め。 謂 義興樣 の 御 怒りに て悶 

絡せ しも。 さう と は 知らぬ 戀路の 闇。 さ 

いぜん 六 藏を追 出し。 一 問へ 忍び 樣々 と 

歎きし に。 義 樣 のおつ しゃる に は。 兄 

を 殺せし 頓兵衞 が 娘 ゆ ゑ。 此 世で 添 ふ 事 

ならね ども。 親と 一所で ない とい ふ。 一 5 

つの 功 を 立てるなら。 未来で 添 はう とお ^ 

つし やった。 共 一 言が わしゃ 嬉しい。 此 渡 


內に お出であって は。 お 身の上 も 心許な 

く。 委紬の わけ を 打明けて。 月の出ぬ 間 

を 幸 ひに * 船に て 落し 參ら せし と。 》- 聞 

くより 頓 兵衞ぢ だんだ ふみ。 娘が 髮 引つ 

つかみ。 S ェ、 おのれ はくく 大瞻千 

萬な。 見す 知らぬ 男め に 惚れく さって。 

親の 大事 を 他人に 打明け。 手に入った 代 

物 を。 ようもく 落し をった。 道 しらす。 

罰 あたり。 增憎 つくい やっと 拳 振 上げ 丁 

丁々。 手 負 ひの 上の 打搏 に。 娘 は 息 もた 

え-^ に。 、罰 あたり 道 しらすと い 

ふこと。 お前 も 見事 御存じ か。 つねぐ 

不埒な 勝負す き。 あまつ さへ 恐し いわる 

だくみ が 仕たら いで。 たった 一 人の 娘の 

戀人。 殺さう とい ふ惡 心から。 現在 我が 

子 を 手に かける。 あんまり 非道 ぢ やどう 

よく ぢゃ。 堉死 ぬる 我が身 はいと はね ど 

も。 あとに 殘 つたお 前の 身の上。 案じ 過 

しが せらる、 と 恨み 歎けば。 SH  、役に 


も 立たぬ 世迷言。 落人 を 取りに がして 此 

親が 立つ もの かと。 地 突 退け はね 返け 行 

かんとす。 娘 は 袖に しがみ付き。 意見 

いうても 歎いても。 聞き入れ 給 はぬ 無 得 

心。 か 、様が ござるなら。 仕樣 模様 も あ 

らう もの W 何 をい うても 身 一 つ に 思 ひつ 

めた る義 3{T 様。 此 世で 添 はれぬ 惡緣 と。 

聞けば 聞く ほど 猶戀 しく。 お 手に か&っ 

て 死んだなら 親と 一 つで ない とい ふ。 言 

譯立 たば 未来に て。 いとし 殿裨 にあ はれ 

うかと それ を賴み 二つに は。 一 人の 娘が 

先立てば 一 念發起 もし 給 ひて。 お 心 も 直 

らう かと はかな. S 事を賴 みに て。 覺 悟き 

はめて 死にます る。 娘 かはいと 思すなら 

お 心 を 翻へ し。 義 5H!^ を 助けてた ベ。 賴 

みま するとく どき 立て ワットば かりに 伏 

沈み。 血 汐に爭 ふ 血の 淚 ふびんと。 いふ 

も 愚かな り。 頓兵衛 はせ.. -ら笑 ひ。 《«此 

5? 迄 仕 こ ん だ 接 性。 it 迦 如来が 元服して。 


誤り 證文 書かう というても。 いっかない I 

つかな 翻へ さぬ。 相圖を 定めた 義岑め を ^ 

取りに がして は。 竹 澤樣へ 約束の 顔が 立 渡 

たぬ と。 W 娘 を 取って 突きとば し。 二階 

を かけおり 川端に 仕 懸けし 锋 火に 火う ち 

の 早業。 天 を せる 炎の 光。 かねて 相圖 

の 村々 より。 人 を 集む る 法螺吹き 立て。 

フシ さも 物す ごき 其 有様。 《" 娘 は 苦しき 

身 を あせり。 《5 村. より 大勢に て 取卷か 

れ給 ひなば。 何とて お 命 あるべき と。 * 天 

にあ こがれ 地に ひれ 伏し スェ 正體。 淚の 

ひまよりも。 思 ひ 付いた る 一 思案。 上な 

る 太鼓に きっと 目 を 付け。 S 此 太鼓 を 打 

っ時は。生捕りしと心5^て。村々 の 圍みを 

解く と 最前 聞いた が 犬 の與 へ 。 * 瑪そ殿 

御へ 心中の。 女の 操と 一 筋に 思 ひ 付いた 

る 心の 誠。 よろめく 足 を 踏みし めく。 

やうく 撥 を 振り上げて。 打たん として S 

I 

も 手 は 屈 かす。 のび 上りて はよ ろくよ 


ろ。 又 起 直つ て 飛び 上り。 どんと 一 聲か 

つばと 伏す。 音に 驚き かけ 來る 六藏。 そ 

れ打 たせて よい もの かと。 抱きと むる 

を 突 退け はねのけ 爭ふ內 身輕に 出立つ 頓 

兵衞 が。 紫ぎ し 舟に 飛びの つて。 7 シ橹 

を 押 立てて 漕 出す。 《- 上に は 娘が 身 を あ 

せり。 コレ ナウ^. \ と聲 かぎり 呼べ ど。 

叫べ ど 叶 はねば。 又もや 撥 を ふり 上ぐ 

るお つとま かせと 後より。 ばち 引った く 

る 六 蔵が 脇 指 引きぬ き 切り付けられ。 欄 

?1>  より 爲 逆樣。 7 シ 川へ ざんぶり 水煙。 

增 上に は 娘が せんかた も。 落ちた る 鞘 を 

振 上げて めったむ しゃう に 打つ 太鼓。 響 

きに 爭ふ頓 兵 衞は櫓 を 押 立てて えい さつ 

さ 手 疵に痿 まぬ 六 蔵が。 日頃に 馴れし 水 

練に 早 瀕の浪 を 事と もせす 拔 手を切って 

コハリ 立ち泳ぎ。 娘 は 死 出の 斷末 魔。 夫 

L  ,5 ちゃくしん 

をした ふ 執着心。 蛇と も 成るべき 日 高の 

川。 領布 麾 山の 悲しみ も是に は。 いかで 


增 るべき。 跡 は 間遠になる 太鼓 遙に 隔た 

る 三重へ 川 向 ふ。 《■ 頓兵衞 は 腕 限りなん な 

く 舟を乘 着けて。 陸へ 飛びお り 7 シ かけ 

出す。 《■ 堤の 陰より 高聲 に。 ほ ャァく 新 

田 小 太 郞義岑 これに あり。 匹夫め 待てと 

呼び かけられ。 頓兵衞 は 立留れ ば。 す 

つくと 立って 義 3<T 公。 《 "現在の 兄の 敵 見 

運すべき 奴なら ね ど。 どうで 助けぬ おの 

れが 命。 娘が 切なる 志に めで。 暫時の 命 

助けし に。 追つ かけ 来る 不敵 者。 モウ 赦 

されす と 7 シ拔き はなせば。 E ャァ 飛んで 

火に 入る 夏の 虫。 名乘 つて 出た は 百年め 

と。 》_ 渡り合うて 丁 はっし。 何とかし 

けん 頓兵衞 が。 っまづく所を義5^^ム。 付 

入って 取って 組み ふせ 首 を か、 ん とする 

所へ。 臺を 提げ 六藏 が。 8« サァ義 AT  。親 

方 殺さば 此 女た^ 1 思 ひとしめ 付ける。 

«_ ハット 驚く たるみ を 見。 持 返して 頓兵 

衛が。 培む やら 親る やら 叩く やら。 詞コ 


リャ六 蔵 娘が 敵の 二人の 奴 原。 なぶり ^ 

しにして くれん と。 地 櫂と 水楫 のから ざ 

を 打ち。 無念々 々 と義 5^ 公。 臺は 苦しき 

聲 限り。 力 一 ぱい 牛. b 馬頭が。 いっそと 

どめの 一 思 ひ。 今が 最期 觀念 とふり 上ぐ 

る 間 も あら 不思議 や。 いづく よりと も 白 

羽の 矢 一 一人が のどぶえ 射ぬ かれて。 7 シ 

其 儘 息 は 結え はてたり。 せ義 5Hi は 起 上 

り。 お前に お 怪我はなかった か。 そな 

たは 無事 かな。 さる にても 何者の わざな 

るぞと 》- 引拔 き/ \-。  a" ャァ是 こそ は 家 

の 重寳。 水 破 兵 破の 二つの 御 矢と * 驚 

き 給へば 臺は 目早く」 _H 其 矢に 何 か 短冊 

が。 ム 、げ にもと 月 あかり。 何々 二つの 

矢 を 奪 はれて は。 新田の 家名の 衰 へん こ 

と を 憂へ。 我が 一 念の 通力に て 敵の 手よ 

り 奪 ひ 返し。 其方へ 與 ふるもの なり" 新田 I 

小太郞 殿義舆 と。 せ 讀みも を はらす 義寄 ^ 

公。 ハ、、 、担 は 兄 上義與 公。 お 命 亡び 渡 


給 ひても 魂魄 はれい くと。 家 を 思 ひ。 

弟 を 憐み給 ふ 大恩。 何 を 以て か 報すべき。 

a 再び 御 矢 乎に 入る から は。 官軍 を かり 

$1- め。 朝敵 を滅 して 兄 上の 恨み を 散 ぜん 

代 * 傳 はる 此御 矢。 』i ^の S 寶。 武運の 守 

り。 *■ ハ、、 、有難し 1|_4 しと 躍り 上って 

悅び袷 ふ。 末世の 今に 至る まで 新田の 社 

へ參詣 し。 守りの 御 矢 頂戴の。 了 ン因緣 

かくと ぞ 知られけ る。 》- 時に 向う の 川岸 

たい t つ て v らん 

に。 松明 提燈 きらめきて 7 シ さながら 晝 

の 如くな り。 ョム、 さて こそ. /(\  。敵方 

にん cf 

の 捕手の 人數。 押 寄す ると 覺 えたり。 此 

ひまに 落延びん と。 * 臺 もろ 共 フシい つ 

さんに やうく 連れ 落ち 給 ふ。 《• 程 も あ 

ら せす 竹澤監 物。 數 多の 家来 一 同に 船に 

こみ 乘り。 JS ャァく 者 共。 頓兵衞 にい 

ひつけお きし 相圜の 太鼓の 聞え し は。 落 

人 を 生 捕りし と。 待て ども/ \ 沙汰せ ぬ 

は。 仕損ぜ しと 覺 えたり。 おっかけて 討 


ちと めん。 いそげ やっと 下知 すれば。 《■ 

椅を おし 立てて えい さっさ。 川の 半に 乘 

出す。 コハリ 不思議 や 俄に 風お こり。 川 波 

逆立ち かき 暴る。 { 仝に 雷電 露靂 フシす さ 

まじ。 くも 亦 怖ろ し&。 數 多の 家 來を始 

めと して。 水 主楫取 色ち が ひ。 不敵の 竹 

澤 少しも ひるまち 被につつ 立上り。 a: ャ 

ァ 卑怯な り 者 ども。 此川 にて 去年の 冬。 

義 興め を K せし 故。 恨み をな すと 覺 えた 

り。 シャ なに 程の 事 あらんと。 き 虚空 を 

にらんで 立った る 所に。 さ 中より 聲 高く。 

S ャァく 竹澤 監物秀 時た しかに 聞け。 

汝が ii-hi 亡びた る。 新田 左 兵 衞佐義 興が。 

一念 愛に 顯 はれて 恨み をな さん。 思 ひ 知 

れと。 *- 呼ば はる 聲の 下よりも 小山の 如 

く 波立って。 舟 を ゆり 据ゑ ゆりお ろせば。 

ig 言 吐きし 竹澤 も。 五體 わなく 瞻^ 色。 

祸も 吹き 来る 風。 船は碎 けて 飛散れば。 

數 多の 家来 一 時に。 底の 7 シ 藻屑と なり 


にけ る。 S 中に も强氣 の竹澤 が。 波 を 潜 ぜ 

つて 泳ぎ 行く。 上より 黑雲覆 ひか、 り。 ，^ 

甲胄 を帶 したる 義興 公の 御 姿。 馬上 ゆ. *  3 一 

しく 出立って。 御手 を 伸べ て 竹 澤が頭 を 

抓む と 見えけ るが。 二つに さっと 引裂い 

て。 今 こそ 恨み 晴れたり とい ふ聲 ともに 

lis- にて。 亡び 失せた る 十騎の 魂魄。 君 

を守護してぁり^,(\と签中に顯はるれば 

雷 も 鎭り浪 風 も 治る 御代の 末まで も。 運 

を 守りの 御 神德。 十 誇の 宫と 諸共に 仰が 

れ。 袷ふぞ 有難き 

第五 

^ 新田 左 兵 衛佐義 興 公。 怒りの 一 念 止む 

時な く。 鋒 倉 六 波羅の 館に て 雷鳴 數 度に 

及びければ。 御 怒り をな だめん と 矢 口の 

！ t に； a を 建て。 今日 遷宮と 聞き 傳へ フシ 

参詣 群集 をな しにけ る。 《" 鳥居の 方より 

人拂 ひ。 勅使のお 入と ざ-. - めけば。 亲 ra 
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小 太 郞義岑 公。 装束 更め 出で 給 ふ。 兵 庫 

助 信 忠は德 壽丸を かし づきて 7 シ 禮義。 

た しく 控へ 居る。 》- 程なく 勅使 四條大 

納 言隆资 卿。 設けの 席に着かせ 給 ひ。 詞 

ホ 、めづ らし \義 岑。 それなる は 德壽丸 

よな。 さても 義舆が 養 魂。 鎌 倉 六 波羅の 

館に て 種々 の 恨み をな せしゅ ゑ。 尊氏義 

ii 恐れ をな し。 南北朝 御 和睦 調 ひ。 天下 

太平に 治り 萬 民 安堵の 思 ひ をな す も。 全 

く義 興が 神靈 の德。 古今に 類な き 忠臣と 

歙感 殊に 麗 はしく。 新田 大明 神と 崇 むべ 

し。 又 悴德壽 丸 は 新田の 城 を 賜 はり 父が 

本領 安堵すべし。 義 it ，は 少將に 任官し 昇 

殿 を 許し 給 はる。 兵 庫 助が 忠勤。 南瀨六 

郞が 節義 歙 聞に 達し 甚だ 感じ 思 召さる。 

義 且 しく 沙汰 あるべし との 綸命。 《> 摘 

も 忠勤 勵む べしと 聞いて 兩人 有難 淚。 義 

5^^ム謹んで。 《 -コ ハ 有難き 勅 詫。 此 上な 

がら 宜しき 樣。 奏聞 願 ひ 奉る と 勅 i4n あ 


れば兵 庫 助。 詞尊氏公の執權^©山道誓。淸 

忠 卿と 心 を 含せ 天下 を 奪 は んェ みに て。 

親しき 一 家の 新田 足 利 爭亂に 及びし 段。 

彼等が 惡事顯 はれ 兩家御 和睦の しるしと 

て 鎌 倉より 兩 人に 繩を かけ 引渡されて 候 

なり。 》■ それく と ありければ。 ハット 

いらへ て 道念が 下知に 隨ふ 守護の 武士。 

二人の な は 付き 引出す 7 シ折 こそ あれ。 

地 思 ひがけな き 後の方 関 を 7 シ どっと ぞ 

上げに ける。 》- コ ハ 何事と 見る 所に。 江 

田判宫 景連 手の者 引き 具し 追 取り 卷き。 

詞 ソレ遁 すなと 下知 すれば 》- 心得 兵 庫 は 

若君 を 道念に 抱かせて。 當るを 幸 ひなぎ 

散らせば。 むらく ばつと 逃散る を遁さ 

じ フシ やら じと 追うて 行く。 せ 其 隙に 江 

田 判官 一 一人の 繩 付き 助けん と 立 寄る 所に 

不思議 やな。 鳥居の 笠 木 落ち か k り淸忠 

景連畠 山 壓に打 たれて 一 時に 7 シ 微塵に 

なって 死して げり。 地 n 《不思議なる 神 


德と勅使も感淚義5^:ム兵庫助を始めとし g 

て。 在 合 ふ 人々 下部 迄 ハットば かりに 三 

拜 九拜。 實に 著き 靈験 は。 響きの 聲に應 

する ごとく。 水淸 ければ 月 やどる 諸 願 成 

就 長久の。 君と 神との 道 直ぐに 榮 ゆる。 

御代 こそ 目出度 けれ 

福 內鬼外 戯作 

明 和 七 年 

庚 寅 正月 十六 日 

助 


跋 

榑 ぬき 濺柿を 笑て 曰。 汝我 身の 溢き を 恥す。 溢 柿 答て 曰。 汝も^ 

を拔 すん ば 漉く。 我 も 漉 をぬ かば 甘 からん と。 善 惡は本 不二な り。 

1 日吉田 冠子來 りて 淨瑪璃 の 作 を 請 ことしき や 也。 されば j6 は 蛇 

お sf.  ゆ、 こ  めづ た む Lei 

に 長す。 小戶は ぼた 餅に^ すと。 不稽 無上の 筆 住せ。 只 初段の 切 

やみ くも 

三段目の 口の み予が 筆に あらす。 其餘は 闇雲に 辍 合せ ども。 今 を 

はじめの 作者の 巢立。 しかも 初日の 急 なれば。 引 書 を 閲に遑 あら 

す。 校合 も 足 ざれば 其 誤 多 からん。 漉の ぬけざる 溢 柿の。 濺き所 

は容 した まへ。 寅の 初春 中旬。 作者 甲析 福. s: 鬼 外。 まじめに 成て 

誌す 
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c- も せ や W なんな ていきん 

^0 妹脊山 婦女 庭訓 

座 本 竹 田 新 松 


序お liik 位す。 ！ is 八洲の 三 器。 智 たり 

仁たり 英 勇の。 利 劎四夷 を 刑し。 和らぎ 

治む 和歌の 道。 八つの 耳 を ふり 立てて 小 

牡鹿の 聲彌 高く。 曲れ る を 直きに 置く。 

t*SJ"  えいこ こも- すべ .J ぎ 

操 久しき 君子 國。 榮枯 交々 皇の。 寶；^ 傳 

へ て 三十 九 代。 天智 天皇の 宮居な す 。ォ？ y 

(f の 都の。 冬木立。 *- 日の 本の 聖主 

たる 君 萬乘の 御身 だに。 嗜き 盲の 御惱み 

ぎに 日 を 失 ふ 如く。 堂上 堂 下 これ を 瘤 

み I-.- の 評議 も 外なら す。 玉座の 左 は 蘇 

**! ふ. J  はびこ 

我の 蹈夷 大臣。 政務 を 預かる 威に 蔓り。 

！？意績 馒 たる 其 勢 ひ 右の 座に は 安倍 中納 

言行 主。 庭 上の 勤 臣には 大判 事淸澄 守護 

の 武功 を 立 烏 精子。 素 袍の袖 もた を やか 

こな- -  け An 

に。 同じく 此方 は 攘夷が 家臣 宫越玄 赛。 


其 外 百官 百 司の 面々 了ン 威儀 を。 正して 

伺候 ある。 *? 蝦夷 寬 然と 上 笏し。 腐 改め 

A かさめ しひ  ， , 

て 言 ふに 及ばね ど。 帝 盲と ならせ 給 ひ。 

i 例故資 日々 の 政務。 行 はせ 袷 ふ 事 能 は 

す。 老 身の 此 蝦夷 悉く 是を はから ふ。 枠 

入 鹿の 大臣 は 病床に 引 籠り。 又。 進出で 

て 力と なるべき 鎌足の 大臣に は。 假 初に 

も 虚病を 構 へ 。行事 を 捨て て 引 込む 料簡。 

疾 より 帝へ 奏聞 遂げ。 今日は 鎌足 を 呼 出 

し。 事を钆 すに I 決。 それ 故 使 を 立て 置 

きたりと。 せ 己が 邪智を 押し隠し さかし 

ら 言ぞ。 フシ 是非 もな き。 せ 中納言 進み 寄 

り。 《«蝠 夷 公の 仰せ もさる 事ながら。 忠 

勤 正しき 錄足 大臣。 何 を 以て 野心 あらん。 

地 再三 思慮 を 逝ら され 翁忽の 計ら ひなき 


樣 にと。 仰せ も 待た す宮越 玄蕃。 コハ 

行 主 公の 詞 とも 覺 えす。 君の .5$ 慮 を安ん 

ぜんと。 老 身の 疲れ も 顧 はす。 忠勤 一 途 

の蜈夷 公。 愈忽の 奏聞 あるべき か。 * 歌 

獄韆に 日 を暮し 政務 を 知らぬ 馬鹿 公家 

と。 一 つ 口に は 申されす と。 傍若無人の 

お 主 厦大 判事 居直って。 a" ャァ 陪臣の 

±蕃 過言 千 萬。 堂上の 論談は 君子の 諍 ひ。 

其方 達が 知る 事なら す。 下って 居 やれと 

きめ 付 くれば。 ィャ 陪臣で も 陪臣で も。 

理非 を 正す に 遠慮 はない。 今 一 言 ゆって 

見よ 手 は 見せぬ と。 地 詰め かくれば 此方 

も 鰐 元 くつろげて。 旣に 斯うよ と 互の 爭 

ひ iHlT 聲 かけ。 ャァ く淸澄 玄蕃め も 

差控 へ よ。 無禮 至極と 制する 折から。 《- 取 

次の 靑侍 罷り出で。 武官の 方々 へ 御 願 m 

ひの 筋 候と て。 先達て 相 果てし 太 宰小甙 g 

の 後室。 押して 伺候 仕る と。 *■ 呼ば はる 程 g 

さだか  A め  ^ 

なく 入り 來る。 太宰の 後窒定 香と て媚も ^^ー 


I    f  i 


a もさ だ 過ぎて ォクリ 世 を 拾て。 草の 二つ 

鬆。 本 7 シ打掛 さばき しとやかに。 *_ 階 近く 

® 手 をつ き。 S 恐れながら 申 上げます 。過 

行きし 太 宰小甙 。五十 日の 忌 明 も相濟 み。 

何卒 娘鳙 鳥に。 似合 はしき 1+ を まう け。 

太宰の 家相 接の 御 願 ひが 申 上 度く。 つ ひ 

に 上らぬ 雲の上。 * 慮外 はお 赦し 下され 

と。 # 釋の顏 も フシ 紅葉せ り。 き 大判 事 打 

向 ひ。 a 某 取次 を 申 上げ 御 伺 ひ 申す ベけ 

れ ども。 小 1^ 殿 存生より。 此淸 澄と は 遣 

恨 ある 家。 取.？ 5- して 叶 はぬ 時。 私の 意趣 

により。 依： tE の 沙汰 致した などと 疑 はれ 

ては^？^がなぃ。 ゾ レ玄蕃 取次 がれよ。 ヲ 

ヲ これ 幸 ひなに 定香 殿。 裳て 主人 蝮 夷 公 

にお 願 ひ 申し。 貴方の 息女 維 鳥 殿。 某が 

宿の 妻に 申受 度く。 色々 と 申せ ども。 今 

に 何の 沙汰 もな し。 只今のお 詞で。 拙者 

も 安堵 致した と。 *- 思 ひも 寄らぬ 5 がね 

に。 とかう の 返事 言 ひ 兼ねて フシ 差 俯向 


いて ゐ たりけ る。 *" 行 主 耳に- 

も かけ 給 はす。 a" ャァ. （-定 

香 玄蕃が 願 ひは內 意の こと。 

何れの 內 奏聞 遂げ。 家名 相續 

の 沙汰 あらん。 ァ 、 有難う 

ござります。 長居 はお それ 

と 押 付けの。 ？ 耳の 評議 を 免が 

れて。 御前 を フシ しづ./ -丄 i 歸 

る。 埴君は 御 悔の奧 深き。 帳 

り  う. QA  つ Mo 

裡を出 づる釆 女の 局。 银夷大 

臣に打 向 ひ。 帝 様の 勅靛ぁ 

り 行主樣 にも 聞し 召せ。 鎌足 

大臣に 野心 あるの 奏聞。 今日 

御殿へ 招き 寄せ。 事 明白に 5^ 

すべし との 綸言な り。 IP 父上 

を 召しまして 何事 も 聞き 給 は 

れと。 ス子ァ 打 濕り宣 へば。 せ 

蜈夷 大臣 居丈高。 K 錄足 大臣 遲 

參は審 し。 又も 使 を馳せ 候へ 
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と。 呼ば はる 折から 參內 と案內 して。 

入り 來る錄 足 大臣。 中 納言座 を 譲り 給へ 

ば。 押し 直って 娘 夷に 向 ひ。 お 今日 其 を 

改めて 召さる- 1 こと。 何事 やらん と宣へ 

ば。 地采 女の 局 進み 寄り。 詞 父上へ 中し 

ます。 とくより 病床に ましくて。 久し 

く參內 なき 事 を。 諸 卿 野心 ありとの 疑 ひ。 

忠勤 厚き 大臣。 何 か 曲れ る 心 あらん。 速 

かに 言 ひ 開くべし と 有難き 勅 錠と。 》" 聞 

きも 敢す蘇 我の 大臣。 鎌足の 大臣と は- 

主上の 左右 を 助け合 ひ。 水 魚の 交り 厚け 

れば。 投を 正す に 遠慮 はならぬ。 只今 貴 

卿に 見す る 物 あり。 彌藤次 参れと 呼ば は 

れば。 地 あっと 答へ て 荒 卷彌藤 次 フシ 一 つ 

の 箱 を携へ 出で。 *? 御前に 直し 引き さが 

る蟥夷 件の 箱 打開き。 お 五日 以前 春 日の 

社 擅 へ 。 何者と も 知れす 奉納の 此 一 箱。 

中には 一 つの 鎌 を 入れ。 男子 誕生 平 天下 

と 書付け たり。 其方の 娘釆女 は。 斯の如 


く 君に かし づき。 誰 及ばぬ 龍 

愛。 男子 誕生 あれば 鎌足 殿 は 

然と 外戚。 平 天 下と 害 添へ 

たる は。 四海 を乘 取る 心の 祈 

願。 錄は銶 足の 家の 資。 外に 類 

のない 重寶。 其 影の 鎌 を 新た 

に餵 たせ。 奉納 ありし は餘人 

でない。 覺 えない とはい はれ 

まい。 サァ 返答 あれ 鎌足 殿と。 

* 思 ひも 寄らぬ 印の 鎌。 數多 

の 公卿 呆れ果て 7 シロ を。 S£ 

ぢてぞ 居たり ける。 地 錄足大 

臣 思慮 を 定め。 詞此 身に 取つ 

て かつ 以て 覺ぇ なけれ ど。 


、一 


»♦ の  <  た .9 

眼前 疑 はしき 影の 鎌。 反逆の 

者あって。 我 を 罪に 落さん 結 

構。 此惡 黨を兑 出す 迄 は。 申 

分けても 詮なき 事。 我 は 暫く 

禁ー as- を 避け。 何れへ なりと 1^ 


居 せん。 ホ、 ゥ其 身の あかり 立つ まで は 

何れへ なりと 整 居 あれ。 ソレ く 玄蕃爾 

藤.？ r 門前へ 送り出せ。 *- 早う，./ \ に釆 

女の 局。 何故 申譯を 遊ばさぬ。 コレ なう 

申し 父上と 歎き 諫め る 中納 言。 耳に も 

かけす 鋒 足 大臣。 しづく  7 シ 歩み 出で 

給へば 堆 if 夷 を 始め 數 多の 諸 卿 早 や 退散 

とたつ か 弓。 武勇た ゆまぬ 淸澄 も。 覆へ 

る 雲に。 是非な くも。 心の 駒の 控へ 網。 

荒 卷宫越 素袍の 袖。 肩臂 はって 歸 館の 警 

闕。 利 を隱 せる 鎌足 は 心に。 はかる 七重 

八重。 馴れし 九重 振り捨てて いづく の 空 

や はかりな き 後の 榮を 松の 色。 操 變らぬ 

君が代の 例が しき ユリ。 大-蚕 *- 春 日 野の 

フシ 社頭に 沂き。 * 小 松原 時雨 晴 間の 狩 戻 

り。 大判 事が 嬢 子. k 我 之助淸 舟。 美男と 

も 美 童と もさた に 聞え し 角前髮 ォクリ それ 

と は。 見せぬ 簑 笠に。 7 シ振撸 げたる 吹 矢 

筒。 詣で 休みの 捨 床几。 是幸 ひと 接 打 か 


け 勞れを 休む る 7 シ其 折から。 埔 本社の 方 

より 下向の I 群。 派手 を 摘へ る 風俗の 中 

に 際立つ 武家 育ち。 年 は 二八 かそれ ぞと 

も 振の 袖の み潯橒 ゆた の。 た ゆた の销か 

づき。 腰元 數多引 連れて。 打 過ぎながら 

振 返り 見合す 顏も淸 舟と 互に 月よ 花の香 

の。 こぼる- - 愛につつ くりと。 7 シ思 ひに 

B む 立 姿。 《- 氣轉 きかして 膝元 ども。 《«コ 

レ 桔梗 殿。 今 曰 は マァ餘 程の 道。 お 上に 

も 撫 お 草 臥。 こちらの 床几で 一 休み。 ヲ 

ヲ小菊 殿よう 氣が 付いた. と。 * 附. _>t ども 

に 誘 はれ 腰と 思 ひ を かけ まく も。 神の 敎 

のえ にし かと 心の 內の 嬉し さに。 雜鳥は 

只淸 舟が。 7 シ 姿に 見と れ餘 念な し。 S ィ 

ャ 申し 斜& 人。 最前から 見 ますれば。 ァ 

レ 彼方の 持って ござる 遠目 鏡の 樣な 物。 

不思議に 思 召す ので あろ。 不襄 ながら 私 

が往 て。 借りまして お 目に かけう ナウ 結 

梗 殿合點 かと。 《- 點頭き 合うて 隣の 床几。 


小膝 を か め會釋 して。 S ィャ 申し あな 妹 

た樣 に。 御 無心が ござります。 此方の li: 山 

寮 人の 申されます は。 お前 樣の 持って ご ：^, 

ざる 其 遠目 鏡の 様な 物。 暫 しが 間お 貸し 

なされて 下さり ませと。 *" 云 ひか けられ 

て。 コ レ ハく 安い 事。 是は 小鳥 狩 を 致 

す 吹 矢筒と 申す 物。 ム 、そうし たらこれ 

が 吹 矢筒で ござります か。 申しく 御 寮 

人様。 是をマ ァ御覽 じ ませ。 雜 鳥で も大 

鳥で も。 ァレ あなたの 吹 矢 を 持って。 く 

つし やりと 射な さるの ぢゃ。 マァ： ^筒 を 

ちょっと 握って 御ら うじ ませ。 どの 樣な 

所へ でも。 心よう 届き さうな。 長 あい 物 

で ござり ますと。 《■ 滑 積 交りの 戀 の撟。 

岩 木に あらぬ 淸舟 も。 にっこり 笑 額相惚 

れに。 下行く 水の こぼれ 口。  =Jg ひ 上げて 

桔梗が 氣轉。 # コ レ 申し 御寮人 樣。 早う 

埒 Q 明く 樣に。 思 ひの たけを 仰し やり ま 

ち 

せ。 何 をマァ いやる やら。 ついに 逢見ぬ C 


i« 庭 女 fi? 山货妹 


あのお 方 へ。 增 どう マァ 直にい はれう ぞ" 

わしゃ 恥 かじい と 7 シ袖覆 ふ。 * 折から 社 

の境內 より 蝦夷が 家 來宮越 玄蕃。 鐘 挾 箱 

いかめしく 代参の 戾り がけ。 此 場の 體を 

見る やい な 供に 制して 挾 箱。 7 シ腰 打ち 

かけて 窺 ひ 居る。 《- かくと も 知らす 腿 元 

小 菊。 詞コ レ 申し 前髮 のお 侍樣。 私が 方 

の 御 寮 入樣。 申したい 事が あれ ど。 恥 か 

しう ござり ますげ な。 幸 ひな 此吹 矢筒。 

咄に 聞いた 珥き 竹。 どうぞ 聞いて 上げ ま 

してと。 地 耳と 口と へ あてがうて 。かう 

此中を 私が 持ち。 取り も 直さ. f 媒 役。 

雛鳥 は， Si; へ 手 を。 思 ひ ありた け  一 口に。 

い へ ば 此方 は 耳で 受け。 打 頷いて 返り 言。 

可愛い らし 事 通じ合 ひ。 フシ 互に 嬉し さ 

羞 Js。 地玄 蕃主 從 夢現。 腰元 ども は氣 

を 利し 二人 を 床几へ 押し やれば。 扇 を 開 

き 寄 添って。 口と 口と を 鴛鴦の ひったり 

抱 付く 此方に は。 ぐ わったり どつ さり 挟 


箱 こけ 落つ る やら 錢持 は。 鐘 を こかして 

立 騷ぐ淸 舟 も 打 驚き。 床几 を 退けば 宮越 

玄蕃起 上って 砂打拂 ひ。 地 ャァ久 我 之 助 

殴。 餘っ 3^ に 味 やらる \。 ィャ其 處な相 

手 は 過ぎつ る 頃 相 果てし 太宰の 娘。 コリ 

ャ 興がる わ。 コリャ よい 所へ 出く はした 

と。 《*g いて 二人 は 又^り。 ム、 担 は 

太宰 殿の 息女なる か。 お前 は 大判 事樣の 

御子 息久我 之助樣 か。 ホ 、過ぎ行かれし 

其方の 父 C 太宰の 小贰と 我が 父と は。 故 

あって 遺恨 ある 家" その 息女と は 夢にも 

知らす 只今の 爲體。 そんなら お前に 添 ふ 

ことなり ませぬ か。 ハァ 、 <y はっとば か 

りに はや 淚。 官 越 は 聞 咎め。 詞ス リャ兩 

人 は 早 やちえ くくった よな。 ァ 、いや 

これ 必す齒 相い はれな。 遺恨 ある 家と も 

知らす。 最前の 時雨の 內 同じ 床几に 雨 宿 

り。 ム 、なる 程。 今の 雨宿り。 それなら 

それにして 置かう が。 一 體此雜 鳥に は 某 


が大 執心 それ 故 宿の 妻に 申 受けん と。 ^ 

て 主人へ 願 ひ 置く。 ハテ 今迄の 事 は。 

たと へ 如 伺 樣な事 あらう と 儘よ さ。 此後 

心に 隨 へば 其處は ぐっと 了簡す る。 これ 

はマァ きつい 粹樣。 私 は 雛鳥の 召使 小 菊 

と 申す 者で ござんす。 眞 にマァ 浮世 ぢゃ 

ナ了。 入 鹿 様の 様な 聖人と いはる、。 情 

わる 

深いお 方の 親御に。 ァノ 意地 惡の娘 夷樣。 

其 御 家来の 小 意地 惡。 此方の 御 寮 スを嫁 

にせう と は。 ヲ、 笑止と 打 笑へば。 地玄 

蕃^ 付け。 詞ャィ くく 女め。 其 過言 覺 

えて をれ。 これから 直に 御 へ馳 行き。 

二人の 樣子 を觸れ 廻り。 何奴 も 此奴 も 身 

の 上と。 《- 甌 出す を 腰元 ども。 袖に すが 

つて K ァ、 n レ 申し。 今の 様に い うたの 

は。 お前 様のお 心 を 引いて 見る 謀。 ヲ 

ヲ 正直な お 方で は ある わい。 ム、 スリャ 

身が いふ 樣に取 持つ か。 取 持たい でよ い 

物 かいな。 ヲ 、それ なれば 了簡す る。 サ 


ァぉ 娘が s 寳に應 とい ふか。 ソレ 最前ち 

らと 見て 置いた。 吹 矢筒の @. 竹で 聞きた 

いく。 报も 目早い お 方で は ある ぞ。 お 

！ 5W みの 通り。 a. 竹で 御 返事 を 聞かし ませ 

う。 サァ/ \耳 へ おあてな され。 *? ヲ ッ ト 

心得 吹 矢筒 耳に 押 常て 7 シ居合 腰。 a サァ 

どうか/ \ 'コレ 申し 雜鳥 様。 よい.； e 返事 

を 早う 仰 有れ。 ァ 、 コ レ 申し 玄蕃樣 。恥 か 

しがって で ござります。 ちっとの 問 お 目 

を 塞いで。 ヲ 、 くく/ \ 成程々 々そ 

まっか  t や つ 

れも 合點と S51; 赤い な。 *? 顔に 似合ぬ 成佛 

眼。 小 菊 は 心得 有 合 ふ 吹 矢。 筒へ 差込み 

口 押 當 て。 ふっと 吹けば 宮 越が 耳へ くつ 

さり ァ イタ 、 ヽ、。 H  、 こり や 如何し を 

ると 狼狠 へる。 北 ハ^に 維 ii? 打 連れ立ち フシ 

館へ こそ は逃歸 る。 *p 玄蕃は 吹 矢 拔き取 

つて。 堪忍なら すと や：！ つかく る を。 久我 

之 助 押 留め。 ず 、 コ レ 高が 女の 戟事。 

彼是い ふ 程 却て 恥辱と。 增5? むる；^ 方の 


姐 道より。 數 多の 侍 走り 着き。 3! 淸舟殿 

これに ござる か 方々 とお 尋ね 申した。 先 

5 ね * 

刻釆 女の 局樣 の 御 sa- を脫 出で- いづ 

く ともなく 行方 知れす。 貴 事 は 釆女様 

の 傅 役。 *- 早々 お知らせ 申す ると。 聞い 

て 驚く 久我之 助。 a 何 采女樣 御行 方 知れ 

す とや。 ム、 何にもせ よ 程 は ある まじ。 

貴殿 方 はこれ より 直に 所々 の 出口 を 吟味 

あれ 我 は 山手 を 詮議 致さん。 ホ、 聞捨な 

らぬ釆 女 0 出奔。 緵夷 公へ 注進 せんと。 

玄蕃 IS 共 数多の 侍。 7 シ 出口  Q 方へ 急ぎ 

行く。  * 跡に 淸舟只 一人。 ハテ 心得す と 

一 思案。 胸 もし どろに 入相の。 了ン 山手 

を さして 歩み 行く。  《_ 向うよ り 來る人 音 

に。 身 を 除け て やり 過せば。 さも や ごと 

なき 內裏 上-; s。  7 シ心も 空に 歩み 行く。  《 - 

袖を控 へ て。 女樣で ござります か。 

ャァ久 我 之 助か。 ハァ 只今 組 下の 注進 あ 

つて。 釆女樣 に は 御殿 を晚 出で 御行 方 知 


れ すと 申す が *- 如何な ろ 御听存 あつての 味 

事と。 * 問 はれ そ 辛き 物語。 K 其方 も 聞 及 g 

ばれん。 蘇 我 0 蟆 夷 威 iS? にや f  。 わが 娘 I 

橘姬を 后に 立てん と豫 ての 望み。 妾 君に 謂 

m:- はれ 參ら せ。 增 夜の 御殴晝 の亭暫 しも 

お 傍 を 離れぬ 猜み。 講父錄 足樣 をも識 言 

して 大內を f お ざけ。 何方に お り ありと 

も。 此身さ へ つゆ 知ら や。 妾が き參 

らす 程。 帝樣 のお 身の 仇 誠 ある 入 鹿の 大 

臣。 父 si- 夷 を 諫め 象ね。 引 籠り 給 ふ 由。 

それ 故 父の 隱家を 尋ね 求め 身を隱 し。 姿 

を かへ る 身の 望み。 只見遞 しに 轔むぞ と 

スェ 跡は淚 にくれ 給 ふ。 詞ハ 、： W 身 は 傅き 

の 役目 なれ ど。 後日の 難 少しも 1^ はす。 

御身の 爲又第 一 は 天子の 御爲。 成程 落し 

參ら せ ん が 。 增諸士 ど も方 々 手 せ ば 。 

村 口 を 御供 申し 瞞 つてお 通し 中さん。 先 

づ くこれ をお；^:: あれと *p 件の。 i 袞 笠き 

お 

せ參ら せいた はり 出づる 7 シ 出口の 方。 ^ 


堆 又も 大勢 足音して。 以前の 武士 ども 走 

り 着き。 鬩 紛れ 透し 兑て。 地 久我之 助 

殿 未だ これに か。 出口々々 を 味せ しが 

お 局の 行方 知れす。 ホ、 拙 は 山路 吟味 

の 上。 コ レ。 これに 居る 百姓が。 怪しき 人 

見付けて 注進。 未だ それと は 極めね ど大 

方は釆 女の 局。 我 はこれ より 此 土民に 案 

內 させて 吟味 を遂 ぐる。 各 は 此趣与 I いで 

禁裘へ 奏聞 あれ。 ホ、 長り 候と。 皆々 

勇み 大內 へ。 こなた は 憂身 隱れ费 笠に。 

淚の 天が下。 淸き 心の 淸舟も 共に。 しぐ 

れて。 ip 仃く签 は。 地 九重の。 ゥシ榮 え 

に 隣る 一 構。 三條の 御所と 持 键す蘇 我の 

蝦夷が 廣館。 雪見の 亭を 設けの 座。 女 小姓 

を 肉屛風 奢りに 透 間中 庭の 蔭 を。 轉 ばす 

つかね 雪。 冷た さ 泳え 主命の 重き 役目と 

宫越 玄蕃、 跡に 荒 卷彌藤 次が 臺に。 乘せ 

たる 雪 人形 各 。フシ 機嫌 を 伺 ひける。 地 女中 

達 口  に。 是はく 御兩 所の いかい 骨 


折。 殊に 此雪 細工 鬼の 耳が きつい 乎 際。 

ヲ 、枝折§2^の云はしゃる通り。 束帶 姿の 

此 人形。 綺 魔な 事ぢ やない かいな うと。 

地 # め そやされ て兩人 は。 大人 氣な くも 

フシ 出かし 額。 地蜋夷 _J 兀爾と 打 笑み 給， ひ。 

« -ホ、 玄蕃彌 藤 次 出來 たく. - せ ィザ酌 

取れと 餘念 なく 廻る 盃 養老の。 盡 きぬ 泉 

の 底 はかと。 案內 もな く  了ン 廣庭傳 ひ。 

地 入り 來る 二人の 佾。 彌 藤，？ ；< 見咎め ャァ 

く 兩艘。 何 用 あ つて S 能り 通る。 御前な 

るぞ ときめつ くれば。 ィャ 我々 は 御領 分 

に 住職 致す。 文聖 寺八乘 寺。 佛法歸 依の 入 

鹿樣。 今日 行 法の 滿 願の 日 なれば。 拜禮 

に 伺候せ り。 J 能り 通る と 奥庭 へ 。入らん 

ねめ つ 

とする を 蝶 夷は脫 付け。 _s ャァ いらざる 

入 鹿が 怫 三昧。 うぬら も 其 組 下 か。 忝く 

も 日の 本の 神の 守護 ある 我が 館。 奧の亭 

へ 通らん などと は。 其 身 を 知らぬ 賫僭ど 

も。 せ 首 をなら ぶる 覺 悟せ よと。 氣色變 


れば。 ァ、 申しお 前 様が 佛嫌 ひとは 。夢 ^ 

6 

三 寳存ぜ ぬ 事。 命 はお 助け 下さり ませ。 

ァ 、 これ も， お 嫌 ひか 存じ ませね ど。 拜 

みます ると 手 を 合せ。 身 を. 顧 はして。 

靑 ざめ 額。 ホ、 首引拔 いてく れんすな 

れど。 取る に 足らぬ づ くに ふめら。 ソレ 

玄蕃彌 藤次兩 僧が 衣 を 刹ぎ。 月 代 を 奴に 

刺 立て 門前へ ぼつ 拂へ。 それ を^に 叉 一 

獻。 腰元 共用 意。 *■ 用意と 詞の中 ざわめ 

き 立って 女中 達。 櫛 笥の刹 刀 持 出で て。 

フシ 雨士へ 渡せば。 こ は. <\. ながら 文聖 

寺。 詞ァ 、そんなら：^ 衣 を はぎ。 頭 を 奴 

にお 剃りな さると。 還俗で ござります。 

どうぞ それ は 御 堪忍。 ホ 、還俗が いやな 

らば。 兩 人が 手に 掛けう か。 ァ 、申し 申 

しく コ レサ コ レ文聖 寺" 命 代り ぢ やど 妹 

背 

うなと して 貰 ひまし や。 ヲ、 よい 合點。 山 

す：， 0 

今 玄蕃の 一 百 はる、 通り いやと いふと ® に 女 

成佛。 御前 様のお 慈悲 を 以て。 うぬら が 好 訓 


謂 庭女疫 山背 妹 


きの 佛國 C 天竺へ 所がへ。 ィャ モウ 天竺 

へ 行かいでも。 眞 のこれが 天竺浪人。 手 

に覺 えた 能 はなし。 困った 物ぢ やと フシ 

咬く 中。 玄蕃彌 藤 次 手ん 手に 衣。 剝取 

り 引きす ゑて 剃刀 手 合せ ごつ し， （-。 剃 

りか、 れば兩 僧 は 首 をす くめて。 肩 アイ 

タ 、 、ちっと 待って 下さり ま-一？ -。 かう 剃 

ると は あんまり むごい。 コレ八 乗 寺。 こ 

なた も 嘸いた かろく。 申し/ \ど う も 

堪えられ ませぬ。 ァ 、 コ レ/、 文 聖寺そ 

れは 悟道の すわらぬ から ぢゃ。 首 代りの 

此月 代。 悟りの 道 を 極めたら。 痛い と 思 

へばいた けれど。 ハテ いたうな いと へ 

ば やっぱり。 ァ イタ 、 、 、 あいたく 

を 興に して。 媛 夷 は 酒^。  》~*a こなたに 

は 奴 頭に 剃り 立 つれば。 撫 廻し。 合く 

ナ * ス殘 つた 髮に フシ 顔 見合せ。 《 ^ホン -ー あ 

ん まりの 事で いた を かし いわいな う 八 乗 

寺。 ヲ 、サ われが おれ か。 おれが われ.^ 


で。 どうも 濟ぬ 頭に なった。 ハ テ是 から は 

申合せ 何な として 渡世す る。 貴僧 は是ょ 

り文聖 寺の 一 字 を 取り。 《_ 文 七と 名を改 

めよ。 愚僧 は 又。 八乘 寺の 八 を 取り。 K 八 

藏と 付いて こま そ。 ハレ 變 つた 事に なつ 

た ナァ文 七 殴 C ホ 、 こり や 目出度うな つ 

た わい。 方 も そんなら 今から 八 蔵 殿。 

ム、 へ、 く，  くと 《- やくたい 坊。 玄蕃 

SR 藤 次 追つ 立てて。 7 シ門 外さして 出で 

て 行く。  * 折から 轰の廣 間口 取次の 靑侍 

5^ り 出で。 „3 大判 事の 子息 淸舟。 召に 應 

じて 參 上と。 *- 呼ば はる 聲に 入来る 久我 

之助淸 舟。 器量 骨柄 武氣備 はる" 中に.^|!1 

美の 長上 下禮 俵。 フシ 正しく 座に 着けば。 

*-|191?： 大臣 進み 寄り。 身 珍しき 久我之 助。 

使 を 立てし に 早速の 入来。 尋ね 度き 事 別 

儀で なし。 帝 愛憐 を かけ 給ふ釆 女の 局 は 

錄 足が^。 此 頃内裹 を脫 出で。 人 水せ し 

と M きつる が 共 方は釆 女が 付人。 實 否 を 


閒 きたく 呼 寄せたり。 ^の 通り 違 ひ はな 

いか。 仰せの 通り 釆女 殿に は。 世 を傣く 

思 ひ 取り。 猿 澤の池 へん 水 ありし が。 我 

馎 きの 役目 なれば。 野邊の 送り 鸶 み參ら 

せ" 未だ 三日 を 過 さすと。 詳 かに 答 ふれ 

ば。 さ こそく。 親 鎌足が 蟄居 を悲 み。 淺 

ましき 釆 女が 成行き。 其方 付人の 落度と 

なり。 親 大判 事に 勘當を 受けた と 聞く。 

さあら ば 主 も 親 もな き 身。 それに 何ぞ や。 

厳しく 纏 服 を 着飾って 我が 目通りへ 出で 

たる は。 心得難き 汝が 心底。 ハ 、gt 不審 

の 段 御尤も。 親 もな く 主君 もな く獨 立ち 

の 私。 若輩ながら 媛 夷 公へ。 奉公の 儀 願 

ひ 上 度く。 君と 敬 ふ此禮 服と。 * 心に 探 

りの 一 思案。 眞 しゃかに 相述 ぶれば。 a: 

ホ 、扭は 此螟夷 を賴み 奉公の 望みと や。 

若 筆者の 神妙々 々。 我 も 望む 所 なれ ど。 

其方が 父 大判 事に 汝が 勘當赦 させて。 親 

子と も 臣下と なさん。 コハ Si せと も存ぜ 咖 


す。 親 大判 事が 氣質 として。 一 日 一 申し出 

せし 事 翻らぬ 鐵石 心。 勘當 も赦 さす。 元 

より 二君に 仕へ ぬ 所存。 ヲ、 其 口 in- き大 

判事。 蝦夷が 幕下に 附 けて 見せう。 ホ 、 

お 手柄に 如何様と も" 親淸澄 得心 致さば。 

此上 もな き 仕 合。 所詮 私 一 人の 奉公が 相 

叶 はす は。 とや 角 申して 益な き 事。 》- 先 

づぉ 暇と 禮儀 をな し。 フシ 廣庭 におり 立 

つて。 地靜に 歩む 向う の 方。 豫て 言付け 

置きたり けん。 玄蕃彌 藤 次 立 出で て。 前 

後 を 園み 仁王 立。 ソレと 蝦夷が 下知に 連 

れ。 兩人 一 度に 切 付く る を。 身 を 沈めば 

双方の 匁が 合 打。 さしった りと 開いて 又 

も橫備 へ。 車輪の 劍付 込む 鋒 先。 淸舟心 

得 左右の 柄 元し つかと 握り。 P 娘 夷 公の 

仰せなる か。 何故に 尾籠の 手 向 ひ。 ホ 、 

不審 は 尤も。 其方が 武藝の 試み。 兩 人に 

言付け 置いた が。 天晴々 々。 コハ いかめ 

しき 御 尋ね。 若輩の 私 なれば 腕 だめし の 


覺ぇ もな し。 猶此 上に 手練 を 極め 重ねて 

御覧に 入れ ませう と。 增 双方 を 突 放せば。 

跡へ しさつ て兩 人が 又も 切 込む おと^。 

庭の 飛石 ヱ ィゥ ン ト。 請ければ 御殿の 天 

井より。 怪しく 下る 鐵 網に。 淸舟 きっと 

眼 を 配り。 謂 コリャ 再三のお 試み眞 劍の 

お 相手が。 お望みな らば 兎も角もつ ィャ 

モウ 驚き入つ たお 手際 。見届けました と。 

» "双方の 刀 は賴に 飛石 も。 元へ 直せば 御 

殿の 網。 楝木遙 に フシ 隱れ ける。 久我之 

助 さあらぬ 體。 蜈夷 公試み の 鋒 先 を。 

受け 留めた 今の 飛石。 地 を 放る &と 下る 

鐵網。 元の ごとく 石 を 置けば 網 も 隱れて 

其體 なし。 ハ テむづ かしい 御耍 害と。 せ 

譽 める 一 言ぎ つくりと。 術の 試み 毛 を 吹 

いて。 疵を くろめる したり 顔。 大切の 

此 要害。 其方 は身內 同然. 見せて 置く も 幸 

ひと。 《- 俄にな つける 詞 の艷。 《s ハ、 此 

淸舟も 武士の 端。 只今 如きの 御手 配り 決 


して 他言 は 仕らぬ。 御 氣遣ひ 《- 御 無用と S 

暇 申して 久我之 助。 左右に 目配り 悠々 と 

フシ 表 を。 さして 立歸 る。 《- 跡に 瑕 夷 は 溜 

息の。 了ン 一間の 襖 押 明けて P 入 鹿 大臣の 

妹 橘姬。 跡に 棱 いてめ どの 方。 舅に 心奧 

の 問 は 今日の 酒宴に かけ 合 はぬ。 本 7 シ鉦 

の 響 も 身にしみ. 4.,\。  《 "御機嫌い か と 

兩手 をつ き。 詞御 酒宴の 半ばながら あな 

た 様へ 御 願 ひ。 それ 入 鹿 大臣に は。 秋の 

頃より I 向に 佛の 道に 入り 給 ひ。 奧の亭 

へ 引 籠り 一 つの 棺を 地中に 納め。 丁度 今 

日が 百日 目 入相の鐘 を 限り 定に 入り 給 ふ 

と 聞く。  《" 何に 譬へ ん此 身の 悲し さ。 何 

と 便りが ある 物ぞ。 少し は 思 ひやり 給 ひ 

お諫めな されて 下されと。 スェ淚 先立つ 

郸 言。 同じ 歎き を 橘姬。 何卒 再び 兄 上 妹 

樣。 遁世の 思し 立 止まり 給 ふお 願 ひと。 山 

*M つ 思 ひ を 二人して。 いふ を 打消す 父大 g 

臣。 ャァ 聞きた くもない 入 鹿め が 沙汰。 訓 
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今 此^^が 威勢に つぎ。 何 不足な き榮花 

を 捨て。 怫 法と いふ 天竺 外道の 術に 歸依 

し。 奥庭へ 引 籠り。 蜜 夜 わかた す 稱名讀 

. 誦。 此世 にあって 益な き 粋。 土へ なりと 

へな りと も。 入り 次第にして 置きめ せ。 

また 最前から 鉦が if る。 H  、忌 はしい 不 

幸 者。 嫁 も 娘 も 重ねて 言 ふまい。 ハ ィぃ 

やまだ 不吉な 泣聲。 此酒 实を妨 ぐる か。 

ィ ェ く 中し。 何の マァ 御遊 興 を 妨げ ま 

4j う。 モウ 何にも 巾 しませぬ 淚を 零し は 

致し ませぬ。 *• 御赦 されて 下されと。 袖 

に 解け；：： くし をり： S 思 ひ は。 フシ 胸に 氷る 

らん。 《- 橘， ボ 引取って。 《s 中し 父樣 モウ 

兄 上 入 鹿 様の 申す 者 は ござり ませぬ。 

御機嫌 を 直されて。 で 御洒娑 を。 ホ 

ホ 娘よ く霄 うた。 これより を #! へ 1$ 

{a* を 催さん。 玄蕃彌 藤.^ も 奥へ 来よ と。 

* 怒りの 風 も s: の柁 腰元 どもが 取り/^ 

に。 了 ニ^へ 伴 ひ 入りに けり。 * "括姬 心 


せき。 父上の あのお 氣質。 何程お 願 ひ 

遊ばす ともお 聞 入れ は あるまい。 これよ 

り は此橘 大內へ 急ぎ 參り。 何卒 兄 上 入 鹿 

樣。 御 入定 を 止まり 給 ひ 再び 昇殿 ある 樣 

に。 》- 幾 橋のお 局へ お 願 ひ 申す 心ぞ と。 

力付くれば めどの 方。 S 難 面 は 入 鹿 様。 

今日 を 限りの 入定と。 生き^れの 妾が 身。 

同じ 館に ありながら。 暇 乞に お 顔 をと。 

願 ふ 事 だに なかく に。 築山の 門 を 鎖 

し。 物い ひか はす 事 さへ も。 泣いて 暮し 

て をり ますと。 むせぶ 淚を友 千鳥 同じ 翅 

に 露 時雨し のぐ 7 シ方 なき 思 ひなり。 

姬は淚 を打拂 ひ。 め ご 樣氣遣 ひ 遊ばすな。 

暮を 限りの 事 なれば 一 刻 も 早う。 自ら は 

大內 へ。 それ は 一入 御苦勞 ながら。 これ 

はマァ 改まった 妾 とても 同じ 事。 ソレ腰 

元 ども。 大 へ 上る 用意せ よ。 地 長って 

附々 が。 輿乘 物と 夕 映の。 日頃 中よ き娶 

小姑。 W に 力付け 合うて ォクリ 禁裏 を。 へさ 


して 急ぎけ る。 地 跡 見送って めどの 力。 

便り すくなき 身の上 を フシ 諦め。 翁ね て 

胸の 內。 《- 縱へ願 ひが 叶 ふと も。 心 變ぜぬ 

夫の 氣質。 それと 知りつ k 賴み しも。 妹 

御の 親切 を 破らぬ 誠 ス モアと やかく と。 

思ひ楱 けて 庭に おり。 々-、 キ木 草の 枯葉 眺 

めても。 摘い やましの 無常 心。 夫の 命 も 

ナ * ス 今日^り。 淚は 胸に ふりつもる。 雪 

かき 集め かき 寄せて。 水る 手先 も 後世の 

爲 束ね。 丸めて 五輪の 形。 《«此 世の 名 は 

入 鹿 大臣。 a 頓生 菩提と 手 を 合せ。 心の 

囘向 せぐ りくる 聲も。 淳る しめ 泣に 哀れ 

ば かなき 風情な り。 *- それに 引き かへ 奧 

の 間 は。 フシ 地下 を寫 しの 三味線に。 なま 

めく 歌の 聲 冴えて。 歌 花 は 散って も^は 

^く。 消えて 歸ら ぬ。 其 雪に さへ 劣る。 

憂身 は 消え もせで。 合 a" あんまりと いは 

うか 心ない とい はう か。 現在 子と いひ 嫁 

とい ひ。 け ふ を 限りの 命ぞ と。 悲しむ 事 お 
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を聞捨 に。 お捨てた。 浮世に。 斯うして 居 

れば。 仇名た つ 田の 流れの 錦。 合 KH  、 

心ない 此 中で 雪見の 酒宴 どころ かい。 ァ 

ノ 鉦の 打 納めが 入 i の 御 臨終。 夫 を 先 

立て 何樂 み。 《■ 我 も 一所に 此 雪と。 共に 

未来の 道 連と。 7 シ 上着 を脫 げば 墨染 の。 

けさより 積る 廣 庭の。 雪に 座 をし め フシ 合 

掌し。 せ 此俊爱 に 埋もれて。 死なん と 誓 

ふ。 貞心は 天に 通じて 降りしきる。 膝 も 

抉 も 白妙に 色香 盛りの 黑髮 も。 だ 十の フシ 

姥と疑 はる。 *- 恩愛 血筋に 屈託せ ぬ。 m 

夷 大臣 一間 を 出で。 K 嫁め どの 方。 まだ 

そこに 泣いて ゐ るか。 ハテ 扨々 ごくに も 

立たぬ。 馬鹿者の 入 鹿が 事 を 苦に 病み。 物 

好な 雪な ぶり。 もう 打ち や つて 愛へ 來て。 

火に 當り や。 ァノ桐 慾な おっしゃり 事。 

夫 はおに 入り 給 ふに。 そ もや まあ 妻の 身 

で。 搏の 上に 居られ ませう か。 坤雪に 凍 

えて 死ぬ るの が。 せめても の 夫婦の 誠。 


^ ハ テ 貞節な 心底。 其實心 を 聞いて お 身 

に 問 ひたい 事が ある 悴入 鹿が 入定 は。 佛 

法 信仰ば かりで あるまい。 樣子 無うて は 

叶 はぬ 害。 親子に 增る 夫婦の 中。 夫の 心 

知って 居よう。 ィャサ 何 ぞ密に 聞いた 事 

が あらう がな。 サ其 仔細が 聞きたい。 我 

强 うは 言 ふ もの &。 實は 不便な 子の 命。 

様子に よって 入定 を 止める。 思案 ある ま 

いと もい はれぬ。 せど うぢ や，/,, \ と 脇道 

から。 猫撫聲 も フシ 氣味惡 き。 詞ィ、 ヱ 親 

御樣 さへ 御存じない 事。 ：！； の 私が 知って 

罟 ませう。 さりながら 脇目から 存じます 

は。 夫 入 鹿 様のお 覺悟 はお 前樣 のお 心が 

知れぬ 故 かと 存じます。 ハ 、くく 蜈 

夷が 心 は 今 降る 白雪。 一 目に 見えて ある 

潔白。 サァ其 雪に 埋れて は。 上から 見え 

ぬ 塵芥。 心の底が どうも 解けぬ。 入 鹿が 性 

根閒 きたい-^。 ィャ 申し 常に 夫が 申さ 

る」 は內 大臣 錄 足と 父 鰕 夷 は。 國に 二つ 


の 柱 同然。 一 っ缺 けても 我が君のお 爲に g 

ならす と 物語。 其 大切の 錄足樣 を 追 退け 

なされた に は。 深い 様子の ありさうな 事。 

ハ テ 知れた 事。 此蜈夷 は 忠臣。 佞人の 鎌足 

を ぼつ 下した は！ K 下の 爲。 我が君のお 爲 

ぢ やわい。 イエく く。 鎌足 榇に i^l: な 

い 事 は。 世上の 人が 能う 知って をり ます 

る。 勢 を 妬み 猜ん での。 さか しら 事 

と 世の 人の 譏 は 耳に 入 鹿樣。 夫が 積って 

あのお 覺悟。 詞 一 人の 榮華を 極めん とて。 

增 教も 顧み 給 はぬ。 娘 夷樣 のお 心さへ 改 

めて 下されな ば。 入定 も 止まり 給 はん。 夫 

の 生死 は 父御 様のお 心 次第。 嫁 子 不便と 

思 召し。 お 聞 入れ 下さり ませ。 詞 夫婦が 

命 は 厭 はね ど。 お 心が 直らねば。 お前 も遁 

れぬ危 い 命。 《 "君の 御 恩 を 受けながら。 十 

善の 位 を 奪 ふ。 御 謀反の 思し 立で ござり 

ませう がな。 K 道 様の 御 罰に て。 お 身に 報 

ふが 悲し さに 妾が 御意 見。 惡心を 止まつ 


てた ベ 樣と。 舅 を 思 ひ 夫 思 ひ。 合す 兩 

手に はらく と 7 シ淚 深山の 瀧な せり。 始 

終と つくと 接 夷 大臣。 モウよ い。 すり や 

我が 大望 殘らす 入 鹿に 聞え たよな。 さう 

あらう と 思うた。 氣遣 ひすな 其方 達が 望 

の 通りに して くれう が。 まだ 尋 ぬる 事が 

ある。 めどの 方。 駒下駄 直せと *■ 刀 提げ 庭 

の 面。 若し や 得心 あり 礤：！| 底 は 白洲に 危 

ぶむ 目 遺 ひ。 《s 嫁 近うよ り や。 ハイ/ \ と 》- 

立 寄る 目先へ 永の 匁。 ハツと 飛 退き。 S 舅 

御樣 そんなら どうで も。 思 ひ 止まる お 心 

は ござり ませぬな。 馬鹿 盡 すな 女め。 天下 

を 取らば 肉 身の 入 鹿。 讓 りく れんと 思 ひ 

の 外。 道 立てす る 枠に はもう 搆 はぬ。 思 

ひ 立った 大望。 一度 萬 1^ の 位に 昇る 此 

夷。 H  、腑甲斐なき 性根と 知らす。 入 鹿 

に 渡した 連判 狀。 汝が有 所 知って 居よう 

ィ H/\ 裨 謀反の 譯は 聞い たれ ど U 連判 

とやら は。 ィャ 吐すまい。 一大事 を M い 


た 女。 殊に 安倍の 行 主が 娘。 所詮 生けて 

置かれぬ 奴。 いうても 殺す。 いはいで も 

殺す。 其 一 卷玆へ 出せば。 苦痛せ すに 一 

思 ひ。 諍 ふとな ぶり 殺し。 サァく 何と 

と 付け a~ す。 *- 遁れ がた なに 肩先す つば 

り。 突 込む 綾 夷が 尖き 鋒 先。 手 負 は 大地 に 

こけながら。 弒上 ぐる 白砂 雪烟。 手に 渡さ 

じと 懐中の 一 卷 火鉢に 燃 立つ 炎。 嵐に 連 

れて烈 々、と。 折し も 聞え る。 フシ 鐘 太鼓。 

せめ つ r み 

0 ャァ いぶかしき 攻鼓。 連判 狀を燒 捨て 

し は。 我が 大 811.: を 挫いた る。 不孝の 入 鹿 

夫婦の 輩。 大事 を 敵に 洩せ しな。 * 憎 

くい 女め 思 ひ 知れと。 足下に 踏 付け 阡 先 

を。 刳りく る. （- 流る、 血汐。 雪 を 染め 

くれな. 0  な こ 

なす 皆 紅。 眼 血ば しる 表の 方。 勅使な り 

と 呼ば はる 聲。 詞ム 、貝 鐘の音に. 引 41^ へ。 

勅使の 案內は 我が 胸中 e 窺 ひさぐ る 謀。 

身 體ゲ. ^の 一 擧に 極まる。 《_ 装束 せんと 

不敵の 娠夷 7 シ 帳臺。 (深く 入りに けり。 


«- 程 も あらせす 紬殴傳 ひ。 入来る 勒使は 妹 

安倍 中納 言行 主。 副使の 武官 大判 事 清澄。 山 1 

フシ 威儀 を 正して 座に 着けば。 增 出向 ふ 主 ； g 

も 衣服 改め。 上座に 請 じ 頭 を さげ。 a" お m 

勒使 として 行 主 殿。 雪中の 路次^ して 1$; 

苦 勞に存 すると * "挨拨 終れば 膝 を 寄せ。 

a" 今日の 勅使 尋常の 沙汰に あらす。 貴 卿 

は 父 馬子より 代々 の 功。 忠勤 あつく 君の 

寵に ほこりた る や。 內. 逆心の 徒 を 語ら 

ひ。 帝位 を かすめん 企て ありと 叙 聞に 達 

せし 故。 諸國の 勤番 武官の 面々。 此？^ 

園む 所。 此行主 は 一 家の 好誼。 今 老臣の 

蜈夷 大臣。 齒忽の 計ら ひなす ベ からすと。 

進み出で て 使 を 乞 受け。 取 敢ャ馳 向 ふ。 

包ます 言上 申されよ と。 * 聞いて tef 夷 は 

居丈高。 ョハ 、くく。 何事 かと 存じ 

たれば。 この 老人に 逆心 ありと や。 最前 

より 遠く 聞 ゆる 鐘 太鼓。 スハ 禁廷に 大事 

ありと。 思 ふ 折から 我が家へ 勅使。 俊 人 ^ 


翁 者の 詞を ffl ひ。 叙 慮 曙き 帝の 疑 ひ。 勒 

答 致す も 馬鹿々々 しいと。 垴詞 鋭に フシ 

言 放せば。 地 大判 事 進み 寄り。 ャァ 血迷 

ひ 給 ふか 蜈夷 公。 其 身の 白 狀勸め 給 ふ。 

行 主 公 は ！ 家の 誼。 歆 聞に 達する 大事。 

再三 吟味 あっての 事。 い か 程に s£ はれて 

も。 拔 きさし ならぬ 證據 ありと。 懐中よ 

り 取 出し。 投げ やる 一 卷 おつ 取って。 見 

れば覺 えの 連判 狀。 序文の 手跡 誓 書の 名 

印。 さしもの 蜈夷 も證 跡に。 ハットば か 

り 驚く 面色。 ナント 見られし か蜈夷 殿。 

我が^^-の入鹿大臣。 此ー卷 を 帝へ 捧げ 諫 

めても 承引な き 父が 逆心。 子と して 是を 

露 はす 事 不孝の 罪 莫大 なれ ども。 君恩に 

代へ る 道なければ 歙 聞に 達するな り。 我 

は龃父 馬子が 意 をつ ぎ。 佛 法に 歸 依し ぬ 

れば。 遁世の 外な しと 引饉 りめ され ども。 

我が 娘め どの 方。 謀 に 命 を 捨て 最前 燒 

き 捨てし 楚 物の 連 判 狀は。 試に 逆心 有る 


かなき か。 知らせの 狼©。 貴殿の 口より 

謀反の 次第。 最前 旣に 白狀の 上。 最早 陳 

ャる詞 あら じ。 ナント. /(\ 堆 ときめ 付け 

られ。 一 句 一 答詞 なく。 只默然 たる 7 シ 

ばかりな り。 《- 大判 事 さし 心得。 三方に 

腹切 刀。 蝦夷が 前に 差 置けば。 行 主 立 寄 

り 傍なる。 雪 人形 手に 取上げ。 S コレ見 

られ よ。 愚かなる 譬 なれ ど。 此朿帶 の 雪 

人形。 其 形 をな すと い へど も。 火に 當れ 

ば 忽ち 水。 其 人に あらざる 逆心。 消 菜つ 

る は 天の 御 罰。 せめて 最期 は此 雪の 如く。 

潔く 生害 あれと。 地 諫めの 言葉 を 耳に も 

入れす。 無念に 固まる 雪 人形。 傍なる 火 

鉢の 炎の 上。 摑み碎 けば 水烟。 肌 押しく つ 

ろげ 腹切 刀。 腹に 突立て 怒りの 眼中。 詞ェ 

ェ 無念 口惜し や。 仕込に 仕込みし 我が 大 

望。 現在の 枠 入 鹿が 手より； れ たる は。 

我が 運命の 盡 きる 所。 さりながら 此蟆夷 

世 を 去らば。 見よ く 忽ち 天地 は 常闇。 


かたは fee 

不具者の 帝 を 始め。 月 卿 « 客 思 ひ 知れと。 5 

せきりく と 引 廻す。 太刀 取り 後に 大判 

事。 はっしと 落す 首 諸共。 矢 一 っ來 つて 

行 主の 胸板 射拔き 了ン あへ なき 最期。 《- 

こ は そ もい かにと：^ り 仰天。 途方に くれ 

て 立 惑へば。 ^ャァ 淸澄必 す 驚く 事な か 

れと。 * 聲 かけて 一問の 澳。 二人の 武士 

に引拂 はせ。 築山の 岩間 陰。 しづく 出 

づる入 鹿 大臣。 髮は おどろに 麻衣。 さも 

すさまじき フシ 有髮の 僧形。 大判 事ぎ よ 

つと して。 《s ャァ 入定 ありし 入 鹿 公。 不 

思議の 對面 いぶかしと 立 寄れば。 ホ 、霄 

にも. （- さも あらん。 不審の 一 條 語って 

聞かせん。 父 蜈夷年 を 重ね 叛逆の 企て あ 

れど。 其 器 小さく して。 なかく 大望な 

りが.^ し。 麦 を 以て 此入 鹿。 表に は 仁 を 妹 一 

飾り。 父の 惡事 をう とめる 容。 地 佛法歸 山 

依と 引 籠り。 帝 を 初め 數 多の 公卿。 父蜈 女 

庭 

夷に 心 を 付け。 油 斷の間 を 行 法の 築山よ 訓 


り禁廷 の。 寶 蔵へ 隠れ道。 土 を 掘り。 石 

を 穿ち。 妙計 違 はす 忍び入り。 《«疾 より 

評定 ありし に逮 はす。 If® 御 鏡 失せ 4? へ 

ど。 叢雲の 劍は。 0^ 々と 手に入ったり。 

父が 命 妻が 命。 芥の 如く 見捨てし は。 此 

時 を つ 謀。 あら。 心地よ や 潔し と。 地 

御殿に 響く うなり 聲。 增扨 はと 驚く 大判 

1*。 玄恭彌 藤 次 弓と 矢番 ひぬ r めめば。 大 

臣 重ねて。 a 馬鹿者の 舅 行.： 上。 血 祭に 手 

にかけ た。 其方 は 我が 所存 あれば。 味方 

に 付けば 其 通り。 否と いはぐ 行 主 同然。 

サァ 勝手次第に 導せ せよ と。 《- 大惡不 道 

の 入 鹿が 行跡。 愛ぞ 大事と 大判 事。 心 を 

定め 低頭 平 身。 a 時 を 得 給 ふ 大臣に。 い 

かで 逮货 申すべし。 我が君と 仰ぎ奉る と。 

增申上 ぐれば につ こと 笑 ひ。 W ホ 、潔し 

潔し。 三德備 はる 此入 鹿。 天地の 間に 挟 

まる もの。 誰か 敵對ふ 謂な し。 今日より 

我 こそ は 萬乘の 主たり。 ァラ忌 はしの 墨 


衣。 》- いで や 衣服 を 改めん と ォクリ 呼ば は 

る。 聲に數 多の 官女。 手ん手に=|^5せる。 

綾錦。 》■ 立直って 大昔 上げ。 5^ 澄は皇 

居の 案內。 玄蕃彌 藤 fE-n- よ。 是 より 禁 

襄へ馳 向 ひ 帝 を 始め 月 卿 雲 客。 殘る寶 の 

所在 を 責め 問 ひ。 摑み ひしいで 心の 儘。 

«_ 中 門の ほとり へ 丸が 車 を 進め。 官人ど 

も 来れ やっと。 聲に 隨ひ數 多の 武宫 7 シ 

列 を 正して 先 埴玄蕃 足駄 を 奉れば ひ 

らり とおり 立つ 勇みの 姿。 心 は 雲井に 高 

足駄。 門出の 音樂键 然と。 またも 降り 來 

る 雪の {<r 心得 供奉の みさ ぶら ひ。 柄 11;^ 

の御伞 差し かくれば。 六つの 花涛 ひら ひ 

ら雲。 威風！？ a を拂ふ 雪。 合 深き 思慮 ある 

大判 事。 ュ叫 後の そな へ。 嚴 かに。 御 車。 

はっと 時め きて 內裏を さして 出で て 行く 

第二 

山 叉 山 も 都 路 は 心に 連れて 奧 深き。 名 


も 猿澤の 池に さへ。 波立つ〕 了ン世 こそ 妹 

憂 かりけ る。 せ 此方の 道より たどり 来る m 

山 働きの 狩人 ども。 打 連立ち て 立 留 り。 女 

«s コレ九 右銜？ T こちらが 仲 問の 芝 六が。 訓 

此 間から 夜 狩して 好い 代物 付け出した。 

それでお いら を 助けの 雇 ひ。 葛籠 山から 

山 域 境へ 入 込んで 居る との 事。 今夜 はぐ 

つと 働いて やらに やなるまい。 ヲ 、サも 

う 明けても 暮れても おいらが 相手 は猪武 

者。 五六 疋射 とめて やって ぐっと 褒美 を 

貰 はう。 サァ. /\  行かう と 世 .渡 りに。 

追 はる. > -獵師 山 も 見す。 了 ン足を 早めて 

急ぎ 行く。  *- 世の 憂さ は 尊き 碎 きも 亡魂 

5 ねめ 

の 雲隠れせ しと 2^ ひ 人。 7 シ釆 女の 局の 

跡 慕 ひ。 《• 勿體な くも 萬乘 の。 長 *- 帝の 歎 

き淺 からす 御所 を 忍びの 夜の 鶴。 それと 

に 更に 人知れ す。 舍 人に も武 せに も。 只官 

女の み 道 案內。 池の 邊へ御 車の。 戟るさ 

へ もの 淋し。 殊に 盲の 君 なれば 哀れ も 嫁 お 


Ufl 庭 女 4sr' 山3 ト！ • 妹 


る 御 姿。 宜ふ聲 も 打ちし をれ。 此邊が 猿 

澤の 池なる かと。 《 "仰せに 官女 進み 寄り。 

此 久我之 助淸舟 奏聞 申せし 通り。 釆女 

様ん 水の 跡。 猿澤の 池に て 候と。 *" 申 上 

ぐれば 今更に。 X 子ァ 御落淚 をせ き あへ 

で。 思 ひ 出せば フシ 去年の 秋。 民の 營み憐 

みて。 a: わが 衣 乎 は 露に 濡れつ X と 丸が 

詠ぜし 傍らに 筆 を 取りし 其釆 女。 早ゃ此 

世に は 亡き人と や。 誠に 我が 衣手 は。 淚 

に濡る V- はしな らん。 《 "せめて 今宵の 手 

向ぞ と。 K わぎもこが 寢 くた れ髮を 猿澤 

の 池の 玉藻と 見る ぞ 悲しき と 詠 じ 拾て 

フシ 御淚 こそ りなし。 》■ フシ か \ る 折し 

も。 此方より 。尾 1^ 打 枯らせし 浪人 姿。 御 

車 近く 手 をつ かへ。 a 女中 方へ お 賴み申 

す。 帝 樣の御 車と 遙に 見受け 申した 故。 

押して 御 願 ひ 申す 事 あり。 憚りながら 奏 

聞の 御 取次 賴み 入る と。 * いふ 聲 それと 

聞し 召し。 B ナ 一一 珍ら しゃ 淡 海なる かと。 


«- 仰せに 猶も頭 を さげ。 》- 私 過ぎつ る節會 

の 時。 神 例の 式 を 過ち。 とくよりも 勅勘 

蒙り。 先非 を 悔いて 內裘を 遠ざけ。 市中 

に 潜まり 在る 所。 蘇 我の 娘 夷 我意 を 振 ひ。 

父 鎌足 もき 居 致させ。 猶玉髏 も 安から す 

と 聞く より 前後 顧みす。 何卒 玉體 守護の 

爲。 勅勘の 御 赦免 を。 願 ひ 上げ 奉る と U 

«- 土に 7 シ 平伏し。 詫び にげる。 地 君 歆感斜 

ならす。 朕が 不德 のな す 所 か。 左右に 奸 

俊の 人 絡え す。 地蜈夷 帝位の 望み 有って 

叛逆の 企て ある 事。 摘 子 入 鹿 大臣が 忠心 

に事顯 はれ。 i 文 倍の 行 主 を 使に 立て。 詞今 

日 事 を 礼す に 及ぶ。 未だ 歸り 来らね ど。 

蝦夷が 自殺 は 眼前。 地 鎌足 內裘を 避けし 

事も悔 むに 申斐 なき 有様 ぞ。 詞 今より 元 

の 淡 海。 再び 忠勤 勵む べしと。 《- さも 有難 

き 免許の 勅^。 淡 海 初め 付々 も。 皆悅び 

を" 7 シ 奏する 所へ。 地 禁廷の 勤 薪 使 御 車 

の 御 跡 慕 ひ。 息つ ぎ敢 す馳參 じ。 P 王 上是 


に 渡御なる 事 漸ぅ相 知れ 御 注進。 今日 蘇 ^ 

我 の 蜈夷館 へ 行 主 公勅 使と して 大判 事 を 

召 連れられ。 彼等 叛逆 吟味の 所 速 かに 白 

狀 あって 蟆 夷 は 其 座に 切腹 あり。 淸澄是 

を 介錯す。 然る 所行 法に 取 猫った る 入 鹿 

大臣。 寳 蔵へ 忍び入り 叢雲の 御劍を 奪取 

り。 JM は 親 娘 夷に 越え 王位 を 望む 大 人。 

行 主 も 忽ち 手に かけ禁 廷へ馳 込んだり。 

是に まへ る 公卿 0 面. <<。 或は 獄 殺し 切 倒 

し 上 を 下 へ と 逃げさ まよ ひ。 さし も廣き 

禁裏の 內 人種 も 鍵 きんば かり。 せ^も 追 

追 注進と。 7 シ 呼ば はり 捨てて 立歸 る。 き 

皆々 はっと 驚きに。 わきて 帝の 御 歎き。 „^ 

如何なる 天 の咎ぞ や。 思 ひ 計らぬ 入 鹿が 

S でむ。 われ 四海の 主として。 臥所 さへ 《" な 

き 身と なる は。 淺 ましき 境界と スュ 力、 リ 

歎 かせ" フ-ン 仏， e ふ を 淡 海 は。 御 心 弱き 御 

仰せと。 勇める 中に 思慮 を 廻らし。 竊に 

官女の 耳に 口 申し 合せて。 , 'シ 車に 向 ひ。 


思 ひがけな き 只今の 注進。 是 より 馳付 

け 遠見 を 致し。 安 否 を 言上 申さん と。 》- 

出 行く 板の 偽り も。 盲の 君の 御 心地 を 休 

て て  こ 

むる 術 此方なる。 7 シ 木蔭に 暫し 。パイむ 

中。 取り， <\ フシい さめ 奉る。 * 暫く あつ 

て 淡 海 は。 急ぎ 歸 りし 足音して 御 車 近く 

息をつぎ。 只今 遠見 致せし 所。 諸國の 

軍勢 矮の ごとく 禁廷 へ馳參 り。 さし もに 

猛き入 鹿 大臣 直ちに 退け 候へば。 忽ち 內 

裏は穩 かなり。 鳙早ゃ 入御なら せ 候へ と 

誠しやかに 相述 ぶれば。 主上 は 安堵の 斜 

思 ひ 御 悅びは 7 シ 限りなし。 *- 淡 海 は 官女 

を 制し。 K 急いで 還 御と 先に 立ち。 《• 轅 

を 取りて 舍人 役。 押して 行方 は いづこと 

も {仝 定めな き 空 勇み。 ォクリ 露 踏み。 分けて 

一一 一 S へ迪り 行く。  *P 山手の 道より 親子 連爱 

に 名高き 狩人 芝 六。 弓矢 手 挟みい つきせ 

き。 プシ 人 結の 木蔭に 立 止まり。 聲を ひそ 

め。 コリ ャ 三作此 間から 夜の 狩。 是は渡 


世の isi ず ひの &: 卒 ども 山手 谷々 方. --と 黑。 病 ァノ猪 狩の 貝^で ぼつ 立てたら 驚 m 

かけ 適す。 此 物音の 騒に 紛れ 兼て 其方に いて。 向う の 山 を 越す は 必定。 《- 其方 は是 山 

言付けた。 彼の 爪黑 とい ふ 牝鹿は 千疋が から 谷へ 廻り 列 辛に 貝 鉦 打 鳴らさせ。 件 ； S 


中に 一疋。 《- それ 取りたい ばっかりで 此 の 鹿 を 追 出せく-。  SS ヲ、 心得ました。 

樣に骨 を 折る。 其 念力が 通った やら。 ハァ シタガ これ 父 様。 追 出す は 易い 事ぢ やが。 

• ,  あ ひ  つ 象  ttci* 

ッ葛镊 山の 向う Q 谷間。 見付け 得た 其 爪 鹿 を 射る は 所の 法度。 お前の 身に 難該が ぬ 


出来て は。 增母樣 やわし が 身 は。 如何し 

4*  3 なぎ  のち  さか 

ませう と稚氣 に。 後 を 案じる 賢し さは。 

孝行 見えて 7 シ 不便な り。 S ハテ扨 氣の弱 

い 事 をい ふそれ 知られて 堪る物 か。 もし 

知られた らば 百年め。 命が けな 事す るの 

も此 身の 榮培を 望む ではない。 所訟此 狩 

人商寶 人間の する 業ぢ やない。 せめて 紀 

等に は 狩人が させと みなく。 侍に せう ば 

かり ぢゃ。 爺が 身に 氣遣ひ はない 程に • 

サァく 早う 谷 陰へ 堆 おれ は 別れて 麓の 

方。 合點 かぬ かるな 心得た と。 牒し 合せ 

て 親と 子が。 道 は 二 筋 ひき^れ 山路 を さ 

して ぞ oli へ 急ぎ 行く。 谷山峯 に。 *_ 輝か 

す數の 松明 貝 鉦の 響に つる \ 列 卒の聲 松 

か 4* びす 

の 嵐も囂 き。 ス 〈好き 時分と 芝 六 は 弓矢 

つがうて 麓の 方 木蔭に 隱れ， 'シ 待つ 所へ。 

地 i を 狩 出す 山路の 騒ぎと もに 驚き 甌來 

る 鹿。 件の 爪黑 得たり やっと。 切って 放 

す 矢 あやまた す 鹿の 咽朊 貫きて 7 シ其儘 


其處 へ 倒れ伏す。 增三作 はかけ 着けて。 お 

爺 様 射と めさつ しゃった か。 シィ。 聲が 

高い。 ヲ 、首尾 能う 仕^めた。 ェ 、爺 様 《- 

如何 やら 怖うな りました と スヱ身 を顫は 

して 淚聲。 S ハテ くどくと 氣 遣すな。 

5 ち  あ なり 

人の 見ぬ 中歸 れば濟 むと。 《_ 邊 見廻し 心 

を 配り。 鹿 引つ かたげ 親子 連 宿り を さし 

もミ で》 J 

てぞ i へ立歸 る。 增三 笠が 本の 雨宿り 烈 

しき 嵐 吹き 越して 君が 御遊の 御 車 は。 フシ 

この bf> らゃ 

此荒 家に と まりし。 *? 獵師芝 六が 侘住 

居。 妻のお 难 もまめ やかに。 仕へ 參らす 

大君の 供御の しかけのお 粒 を フシ ォクリ 選 

む も。 女中の 手す さみに。 紺の 前垂 辧の 

祷。 打 交りても 女子 同士。 つい 馴安 きな 

ら ひなり。 ほ ホンに いか 様 上々 様と いふ 

もの は。 此樣に 一 粒々 々米 を 選り。 是 はち 

つと 色が 黑ぃ。 是は 角が 缺 けたのと 皆 選 

^して。 上げます 米 は 二 粒 か 三 粒。 神樣 

より 大切な 十 善の 主樣。 斯うな うて はな 


らぬ 害。 是を 思へば 勿體 ない。 王様に 上 I 

げる像 御 を 踏む。 碓 踏めば 足が 腫う と。 

«- いへば 女中が 何のい な。 上様で も盱 

心の 時 は。 やっぱりう すがお 好きで な。 

勿體 ない と I 方から 遠慮 すれば 結^し 

て。 下馬 怠と ぉ呵 りな さると。 《- 笑 ひ 

綻ぶ。 障子の 中。 しほ たれ 公家の しょげ 

つばさ。 フシ しょんぼり 立 出で。 ナウ /\- 

上 藤 達。 夜 も 早 や 初更に 及びし に。 夕 

膳の 供御 何として 遲な はる。 膳番 は何處 

に |o るム US り。 7 シ なりと 呵ら る.^。  K ホ 、 

ホ 、 、お 公家 樣方 とした 19。 やつば り 

禁裏の 格式で。 何の マ ァ獵師 の內に そん 

な 仰山な 膳番 とやら が ある もの.^ 1"^?^ 

に は 御存じな い 。貧乏 世帶と いふ もの は 9 

何もかも たった 一人。 むつく りと 起きる 妹 

と 釜の 前。 庭の 掃除 は 仕 丁の 役。 ぉ淸所 山 

の&1§^。 镜の 出し入れ 內侍 役。 地 とん き 

と： n 舞し まうて 寐る听 がお 后樣。 《 "百 人 訓- 


前す る 事なら 手の 廻らぬ は 御 推量 遊ば 

せ。 せ此叉 此方の 王樣 は。 遲 ぃ事ぢ やと 

夕闇に。 山 を 了うて 親子 連 息せ き 背に 大 

風呂敷 寒風に 汗たら く  7 シ 下りの 我が 

家の 門。 鳴今戾 つたと 內に 入り。 n レ 

〈く 大切な お 方々。 なぜ 端近う 出し ま 

すぞ。 お前 方 もお 前方。 在所の 還 物見る や 

うた- その 大歷 なお 姿で *- によろ^-と 

出て 御座って は。 ぼう 山家の 一 つ 家で 

も 誰が 見まい もの ぢ やない。 J« お 局 方 も 

al^ 中 巫子 殿の 様に。 其 長い 物を此 狹ぃ內 

で 引きす つたら。 裾 踏んで 轉 さっし やろ。 

それで コ レ。 奈 良の 町で よい 流れ 買うて 

来た。 サ ァく是 をお 召智 へと 風呂敷 

0 一  てら  たけ 

解いて 取 出し。 着せる 袒袍の ゆき 丈 も。 哀 

れ 昨日の。 長袖 を 在所 小 絞の かます 袖。 似 

せ 先 Si 綿 の 平 田 帶根か ら 似合 はぬ。 7 シ御 

装束 矢 背の けら を 見る 様な。 名 も か へ て 

右大辨 助樣。 お前 は 大納言 兵 衞樣。 *- 此 


方が 髮も町 風に 島 田と やらに 結 直し。 解 

お あち やおい ちゃに お 梅が 香。 在所の 嘆 

の 風俗 は。 惮 りながら 私が 傳授。 ァ 、 こ 

り や 嗅。 上様の 御瞎 はま だか。 何れも 様 

も撫御 {4i 腹に ござり ませう。 ィャ^ \.。 

心 遣 ひ 無用々 々。 帝 さへ 御 安泰 なれば。 

蝙臣 等が 事 は 苦しから すと" 殿上人 もス, < 

世に 連れて。 食客の 身の 7 シ氣の 毒顏。 

a ィ ヱ/ \> 何 ぼ 尋常に おっしゃても。 內 

裏 樣も喰 はに や 立たぬ。 思 ひなし か 昨日 

から。 めっきり とお 顔が 細った。 嘆マァ 

ちゃつ と 握り 釵な として 上げい と。 地亭 

主 は 如 才內證 のしが を 7 シ くろめて 入る 

所へ。 *- 腰に 帳面ぶ らく 愛へ 郡 山の 搗 

米屋。 S 內方 にごんす か。 ヲ、 新 右衞門 

樣。 能う お出で たれ ど 折惡ぅ 今！ n は。 ヲ 

ッ トぉ內 儀。 又 留守と いふの か。 晦日に 來 

ると いつでも 朝から 內に 居ぬ 故。 今日は 

留守 を 云 はさぬ 様に。 氣を かへ て朔 日に 


仕 かけた。 拂 はぬ 癖に。 節季に 書 出し 何 妹 

故お こさぬ と。 小み づ がいや さに コレ。 山 

持って来た 此 書付。 去年の 尻殘 りが 六十 女 

ぶん  い r  IS 

六 匁 三分 五 厘。 何時まで 釣り 付ける のぢ 訓 

や。 ,1:  くられて は 居ぬ 男ぢ や。 サ アサ 

ァく今 拂ゃ今 受取ら うと。 增邊 響かす 

聲髙 く。 大納言 押 止め。 ヤヨ 下々 の 者 

いと はしたなき 爭 ひかな。 しづ まれよ や 

と ありければ。 ャ貴 樣何ぢ や。 今 手の 筋 

見る 人 か。 コ レ茶 j つ 汲んで 下 あれ。 ァ 

ァ& 相な あなた 方 は 大事のお 客 何 ぢゃ客 

ぢゃ。 ハ テ米 代も拂 はすに あんなけ ない 

人 取 込んで。 また 米屋 を 驅 るの ぢ やの。 

コ レ噎ひ SK し 達 おれが 喚く が 無理 かこの 

書 出し。 ソレ 見やし やれ。 ム 、此切 紙 は 

色紙の 形 扭は歌 かと * つく/ ,\ 眺め。 S 

ハ テ珍 らしき 五つ 文字。 書 出し 一 つ 米 代 

む そじむ ゥ こ A-  L もつ， L^yo  にリ\ 

六十 六。 去年の 霜月 接る 銀。 是は港 歌と 

も 思 はれす。 ィャ戀 も戀借 錢乞ぢ や。 何 6 


訓庭女 節 山背 妹 


にもせ よ 下々 に は 優しく も 三十 一 字 をつ 

らね しな。 ヱ 、三十 や 四十の 端た 錢ぢゃ 

な いわいの。 貴樣も か、 り 人なら よう 聞 

？びミ 

かしゃれ。 爱の芝 六 は 盜人ぢ やかう いふ 

が 無念なら サ ァ金拂 へ。 がかう は 言 ふ も 

の M コ レ鳴 衆。 こなさん の 心 次第で。 ァ 、 

結構な 料簡が あるに ナ。 ァノ簿 い 芝 六に。 

百 目 近う 仕 送った は。 しゃりから 付け入 

つて 貴様の 舍利 塔。 疾 かう 念 かけて 居る 

に。 しゃりと て は 胴慾な。 留守が 定 なら 

コレ どうぞと フシ ひったり と 抱 付けば。 

a ァ 、 fj れ何 さし やん す。 主が 內に居 や 

しゃす ぞぇ。 ャァ く。 內に 居るなら 銀 

受取ら うわい。 ィ 、 ェ 留守 ぢ やわい な。 

留守なら ちょっとと 又 取 付く。  《- 首筋 摑 

んで板 間に どつ さり。 询 りしながら 負け 

ぬ 顔。 S ャァ芝 六。 夫 程內に 居ながら よ 

う 留守つ かふな。 サァ米 代 受取ら うかい。 

ィャ米 代 は 渡して ある。 ソリャ 何時 渡し 


た。 ヲ 、密 夫の 代 三百 目の 內で。 六十 六 

匁 引いて。 跡が 二百 三十 四 匁。 こっちへ 

今 請 取らう。 ャァ夫 は。 サァ今 渡せ。 サ 

ァくく と 詰め かけられ。 せぎ つちり 

詰った 入口 ぴっ しゃり。 門から しめて 留 

守ぢ や。 密夫代 も 米 代 も。 逢 ひさへ せ 

ねば 取り やりな し。 留守 は 五分々 々。算用 

濟ん だと。 *" お 留守に なった 腰の 骨。 プシ 

ちがく 引きす り 53 げ歸 る。 《_ 姿 は 地下 

に 落ちながら 心の 官位 右近 兵衞 の。 中將 

淡 海 公す るく と 立 出で。 詞兼秋 卿 政 常 

卿。 君に も 益々 歙慮 めでたく 御 渡り。 是 

とい ふ も 芝 六 夫婦が 深切。 虎の 口の 御難 

を 遁れ。 此 家に 匿 ひ 奉れ ども。 計らざる 

入 鹿が 亂。 帝の 御 耳に 達して は。 彌御惱 

も 重らん と。 何事 も 包み隠し。 只 太平の 

容 にもて なし。 御 目 盲 させ 給 ふ を 幸 ひ。 

b- はら や  5  S 

此荒屋 を やはり 禁裏の 御殿の 中と。 僞り 

すかし 參ら する 我 * が氣 苦勞。 此上 なが 


二  ssftti 'は や 

ら御 悟りな き樣 にと。 *■ 詞 半の 破れ 疊" ^ 

出御な りと 警嬅 の。 《- 聲 諸共に 押 明くる。 

ギシ明 障子の 御 格子に。 本 フシ 御 悼 はしゃ 

夭 皇は。 此賤が 家と は 夢に だに 白 平絹の 

排 の祷。 褥に 玉座な りければ。 各 シィと 

公卿 達。 7 シ 威儀 を。 正して 拜謁 ある。 *P 

配瞎の 典侍 阿 茶の 局。 四方の 御 盤。 平戶 

燒の 茶碗。 土器 7 シ其 儘に。 地下が る 神 

膳 を 淡 海 押しと め。 詞 朝餉 晝の御 膳。 少 

しばかり 召 上られ。 今夕の 供御 はお 手 も 

付か や。 此儘 下げよ と 勅 詫 か。 *- 扨 はお 

料理が 御機嫌に 叶 はぬ か。 H  、不調法な * 

詞御瞎 番の大 隅大炊 頭。 急 度 申し付けん 

と。 》> 立たん とする を ヤヨ 淡 海。 さな 心 

痛め そよ。 詞膳番 の 者の 罪なら す。 《- 兩 

眼 くらき 病の 上采 女が 別れの 歎きに 沈 

み。 思へば 設 なき 心の 迷 ひ。 不德の 君と 

蔑し まん 7 シ恥 かし さよ。 S 爱は常 も 殿よ 

な。 K それに 詰めし は 誰々 ぞ。 ハ ァ大納 


言 兼 秋。 右 大辨政 常。 其 外參議 。 中將。 

少捋。 百宫百 司殘ら す 參內 仕る。 H  、御 

目 だに 明らかな らば。 遠方の 御幸 はなら 

すと も。 此內 裏の 中 にても 見所 は 樣々。 

其 障子の 繪 絹に は 桐に 鳳凰。 見 iss^ な 彩色。 

上段の 槍 は。 竹林の 七賢。 又淸凉 殴の 廊 

下より。 奧の 問の 四季 。杉戸に は 蘆に 鷺。 

雪に 梅。 種々 色々 の名畫 名筆。 毎日 見て 

も 飽かぬ 15； 殿。 それよ 初春に もなら ざる 

に 。梅 壺の梅 今 を 盛り。 君の 御 目 も 開か る 

べき *- 瑞相 にて 侯と。 誠。 7 シ しゃかに 奏 

聞 あれば。 * 資 にさ こそ。 十 善の 位に は卽 

きながら。 此 九重の 內だ にも 見る 事 叶 は 

&b すそ 

ぬ 常闇の。 御裳川の流れを^^す我が-?1^り 

のな す 所。 _« 誠に 此月 は內侍 所の 裨神 樂。 

兼て しゅらい も あるべし。 病 平癒の 祈り 

なれば。 1^ 人 共 を 召 w し。 壽 の管玆 を始 

!.> つく  — 

p よ。 JP 早 to- とく/ \- と 仰せに； g ^り。 ハ 

ッく。 とば かり 俄に 管絃の 才覺も 出で 


て。 ハズミ 返らぬ 輪 一一 一一 S の。 *• 冷汗ながら。 

P ハ ァ，， ，\是 はよ き 思 召し。 樂は 何が よ 

からう ぞ。 t ャ. 2- か。 武德樂 か。 樂人只 

<fr 追 付け これへ。 H  、何として 遲參 致す 

たち t1 

と。 》" 立 端の しほに 芝 六が。 手 を 引いて 

門に 出で。 扨 迷惑な 勅 詫。 俄に 管絃の 

お み。 縱 へ出來 るに してから。 笛 太鼓 

で 騒 立てば。 忽ち 人に 御 在家 を 知らる.. - 

難儀。 何と 智惠は あるまい か。 智惠 とい ふ 

て 私ら がて こに おへぬ 樂 とやら。 舞と や 

ら。 ー體 お前が こんな 內で 太平 樂仰 ある 

から ぢゃ。 ハァ。 ヲ、 何と 是 はどう あら 

う。 私 暫く 廣瀨に 居た 故。 ベれ く 萬歲 

を覺 えて 居ます。 坊主め に 舞 はして 私が 

小 鼓。 管 枝の 代りに はなるまい か。 素袍 

烏帽子が なけれ ど。 そこら はかぐ れ榇の 

1 德。 常の 形で も 大事ない く。 ヲ、 そ 

れ 究竟と に 出で。 《 ^樂人 延引 仕る 中。 

廣瀕 村の 萬歲瀧 口へ 參り 候。 梅の 早 き 


と 申し。 春に 先立ち 參 るも吉 左右。 庭 上 妹 

にて千秋萬^^相動めさせ候はんゾ レ裤免 ^ 

なる ぞ 始め ませい と。 *- 仰 も あいに 愛ら ； g 

しく 時の 幸ひ才 若の 扇 開いて。 _s 萬歲 i 

と 有難 かりけ る 我が君の。 御惱 しづ まり 

御 目 も 開き 給 ひける は。 誠に 目 出た う 候 

ひける。 昔の 京 は 難 波の 京。 中の 京と 申す 

は 志賀辛 崎の 检の 色。 變 りし 物 は 我々 が 

身の 有樣。 君 は。 變らせ 給 ふなと。 千年の 

齢 奉る。 忠臣の 柱 は 月 瘠 雲 客。 日本の 柱 

は 日 天子。 三本の 注 は 左 近 右近の 花 橘。 

四 本の 柱 は紫层 殴。 五本の 柱 は 五 畿內安 

全。 シ. ハカ キ八重 九重の 內迄も 治り。 魔く 

君が代の。 ウタ ヒ 千代に 八千代 を。 コハリ 細 

石の ナ * ス *■ 祝 ひ壽き 申す にぞ 甚だ。 7 シ： S 

感 おはし まし。 いしく も 祝し つる もの 

かな。 誰か ある 祿 取らせよ。 * "管絃 糸竹 

も 祝 俵 は 同じ。 今日の 舞 樂も事 終れば。 

K 百官 百 司 も 退出 あれ。 朕 も 夜の 御 段に •  し 


入らん。 e 思 へ ば 我ぼ斯 くの 如し。 錦繍羅 

綾の 內に 坐し。 民の I ぎ を 露 しらす。 德 

なう して 榮 華に 耽る。 神の 照 覽勿體 なや 

と。 御身の こと は 知り 給 はす 民 を。 憐む 

フシ 力、 リ裨 詞。 各 顔 を 見 <f 口せ て。 額に 淚 

の 天が下。 暫し 入御な し 奉る。 *■ 芝 六 跡 

にさし 寄って。 K 仰 付けられた 彼の 爪黑 

の牝 鹿。 近邊の 山々 尋ねても 扭少ぃ 物。 

是 迄つ ひに 見當ら す。 渐ぅ 昨日 見付け出 

し。 念な う 射と め。 の 下の 血汐を 絞り 

し、 J  k 

壺に 認め 置きました。 ヲ 、大儀 .-f  正 

に 天下の 用に 立てる。 得難き 鹿の 手に入 

ひ-、 i  f 

る 事。 偏にお ことが 忠義の 働き。 父內大 

臣 鎌足 疾 より 入 鹿が 亂を 察し。 罪な くし 

て 身 退き。 與鎘 寺の 後なる 山上に 取 籠り。 

天皇 御惱 祈の 就 百日の 行 ひ。 則ち 今日が 

滿 願の 終り。 帝此 家に まします 事。 先達 

て 知らせ たれば。 明 曉 六つの 鐘 を 限り 

に。 密に是 へ 来らるべし。 *" 其 時 こそ 其 


方の 勘氣も 赦免。 改めて 元の 家来 *s 玄上 

太郞利 綱。 ハ アコ ハ 有難し 恭し。 この 年 

月の 念願 成就。 浮 木の 漲と も 優 藝 華と も 

此 上ながら 鎌足 公 へ お 執 成し。 仰ぎ奉る。 

«_ 必す氣 遣 ひ 致すな と。 主從水 魚の 中臣 

氏。 土に 生 ひても？^ れ なき ォクリ 薬屋の。 

フシ へ 御殿へ 入りに けり。 * 樣子立 聞く 女 

房の。 嬉しい 中の 心懸 り。 草 臥さん しょ 

と 立 寄りて。 3: ィ ャァノ こちの 人。 わし 

やお 前に 問 ひたい 事。 今朝の ®- に。 マァ 

聞かし やん せ 。きつい 法度 を 知りながら。 

春 日の 化 鹿 を 射殺した 者が あると て。 嚴 

しい 吟味が ござん すげ な。 よも やと は 思 

へ ど。 萬 一 麁 相で お前 やな ど。 そんな 覺ぇ 

はない かいな と。 # うら 問 ひかけ る も 夫 

思 ふし かも 牝鹿 は覺 えの きつく り。 Bt ハ 

ハ 、 、。ハ テ譯 もない。 奈 良の 邊は 赤子で 

も 知って 居る 鹿の 法度。 石 子 詰に あ ふ 事 

を 知りつ X。 殺す 白痴が ある もの か。 し 


たが 鹿と いふ は 質 置く 事。 一 體 しがない g 

おれ なれば ぶち 殺す は 常 住 の 事と。 * 

^のこ 

言 紛らしても どこ やらが。 鹿 子 まだらの 

雪見酒。 氣が 築山で 一 杯せ う。 嗅燜 つき 

やと 女 夫 中。 醉 うた 顔で も濟 みやらぬ。 瘤 

を 押へ て 入りに けり。 *? 村の 歩 人が 表 か 

ら。 レく與 幅 寺の 塔 頭から 鹿 殺し 

の 科 人。 獵師 中間 に 極まつ た。 友 吟味し て 

訴人したら。 御 褒美 を 下さる とお 解が 廼 

つた。 庄屋 殿まで 早 や ござれと。 せ 言 捨て 

歸 る高聲 は。 小耳に はっと 三 作が。 若し 

爺樣の 身の上に。 ^^^1か\らばどぅせぅ 

と。 稚 心の やさしく も眞實 案じ 侘 住の 手 

習。 文庫 破れ 双紙。 筆く ひしめ し 何やら 

ん。 七つ いろはの。 淸書 文章。 搔搜 しゃの 

ん ほく  くに  > 

腕白 弟。 S" コレ 兄樣。 さっきの 箱 下され や 妹 

r>  背 

くれぬ と コリャ 。か うぢ やと 引った くる。 山 

»" 筆の しんみ は 憎から す。 a ヲ、 夫 もや g 一 

らうが。 コレ杉 松。 兄が 親む 事 聞いて たも 胡 


るか。 此狀を 持っての。 大儀ながら 興！ i 

寺の 門を敲 いて。 寺 中へ 差 上げます とい 

うて 渡して 來て たも。 ム 、そしたら 何ぞ 

賃 下さる かやる とも /-^。 賃には 春 日 野 

の 火打燒 買うて やろ。 又 欺す のぢ やな 

いか や。 ィャ/ \ 眞まぢ や。 そんなら 5n 

點ぢ や。 往て來 うと。 》- すかさる、 の も 

すかす の も。 年より 賢き 杉 松が。 狀， 懐 

にち よかく 走り。 見送る 兄が 書き 接す。 

スェテ 筆の 命 毛 器用な が。 フシ 仇と 白地の 

祌 ならぬ。 *■ 折 もこ そ あれ ひそ./ \ と。 

表に 窺 ふ 捕手の 侍。 ソレ とかけ 聲 かけ 入 

つて 翫 行く 奥より 駄 出る 芝 六。 ョ 待った 

く。 こり や 人の 內 へ 理不盡 に 狼藉 千 萬 0 

ム 、聞え たお 前方 は 鹿 奉行のお 手下 ぢゃ 

な。 ィ 、ャ此 家の 內に 吟味あって。 入 鹿 

大王より 詮議の 役人。 汝が內 に 匿 ひ 置い 

た 者 あるべし。 眞 直に 白狀 と。 墦 かさに 

か. * れど 询 ともせす。 S ハァ 何の V かと 


思うたら。 私ぢ やとて 貧乏な 狩人で も。 

相應 のかく まひ は 致さいで は。 それ を 15： 

吟味と は。 お 役人に 似合 ひませ ぬ。 仰山 

なお 侍樣。 ャァ けな。 かくま ひ 置いた 

はお 尋ねの 天皇。 拉 びに 錄 足が 枠 i。 

是非 諍へば 此 通りと。 き 傍に 在 合 ふ 三 作 

を 取って 引き寄せ 差 付く る。 は 胸に 差 

當る。 人質 取られて。 詞 ハァ《。 

サァく 何とと 詰め かけられ。 先づく 

お待ち 下されい。 如何にも 申譯 致し ませ 

う。 が爱 では どうも 申されす。 大 庄屋の 

方迄參 り。 委細 白狀。 致し ませう。 ム 、。 

然 らば 早く。 サァ 歩め。 ハクく。 コリ 

ヤヨ 作 わり ゃ戶 をし めて。 嗅に 氣を 付け 

いと 言へ • いざ。 お 役人と * 打 連れて。 毒 

蛇の 口の 一 思案 7 シ心 は。 跡に 出で て 行 

く。  《- 一間に 様子 立 聞く 淡 海。 局々 と 呼 

出し。 155 芝 六が 心底。 忠臣 無二と 思 ひし 

all  ふ も 》♦ ひ 

が。 子に 粋され て 大事 を 誤る 今の 行跡。 


拷問に 及ば- -5S に 白狀。 どうも 天皇。 長く 妹 

爱には 置き まされす。 今宵の 屮に山 越に。 山 

お 伴して 立 退かん。 W 皆々 密に 用意々々。 

我 は 猶も芝 六が。 歸りを 待って 一 詮議と。 P 

鍔 元 くつろげ 立 上る。 マァ くくお 

待ちな されて 下さり ませと。 せお 难は駄 

出で 手 をつ かへ。 si お 疑 もさる 事 なれ ど。 

あれ 程に 迄 思 ひつめ。 御 勘 氣を赦 されう 

と。 心 を碎く 夫 芝 六。 中々 白狀 致す 様な。 

未練な 心で ない 事 は。 私が 存じて 居り ま 

す。 一 先 づ歸り をお 待ちな され。 其 上. 胡 

亂な 事が あれば。 一天の 君に はか へられ 

ぬ。 夫と は 言 はせ す。 私から 切り かけ ま 

す。 其 時に こそ 心底の。 明 さ 暗 さは 今宵 

一夜。 憚りながら 私に。 お預けな されて 

下さり ませ。 ム、 實に。 一命 を 差 出し。 

頼まる >- 程の 玄上 太郞。 とはい ひながら 

草 も 木 も。 a 我が 大君の 國 なれ ど。 E 今 は 

草木に も 心 置かる- -此 時節。 す はとい は 6 


ば 容赦なら す。 御前へ 參 つて 返事 を 待つ 

と 心。 《- ゆるさぬ 關の戶 は。 破れ 障子の 

つ くり も。 反古に せじと 間に合 ひ 紙。 書 

きあつめ たる 胸の 中。 母の 心 を 三 作 も フシ 

共に。 案す る 折からに。 * 舆， 幅 寺の 衆徒 

鹿 役人。 先に 立った る 杉 松が。 しるしの 

門口 差观 き。 ム 、科 人 は あの 枠よ な。 

* 捕った とい ふ^?! W 應言 はさす 三 作 を。 

取って 引立て ffl 意の 早繩。 お 雉 驚き。 詞 

コリャ 何事。 大事の 子 を どうす るの ぢゃ。 

ヲ 、鹿 は 春 日の つか はしめ。 ？ した 者 は 

い 古へ より。 お 垣の 刑に 行 ふ 大法。 ェ 、ィ。 

其 裨設議 は 聞え たが。 狩人 も 多い 中。 外 

の 吟味 はなされいで。 此子 一 人が 知った 

6 てず & 

樣に。 あんまりな 當推。 但し 證據 でも ご 

ざり ます か。 ハテ ほ據 なくして 名 を 指さ 

うか。 共 枠が 所爲と いふ 事。 な 訴人 あ 

つて 明白。 ム 、訴人した は 何 所の 奴ぢ や。 

免え もない 無實 をい ふやつ。 切 刻んでも 


飽 足らぬ 共 訴人め。 サァ爱 へ 出して お 見 

せな され。 ヲ 、訴人 は此 sgt。 現在の 弟が 

注進。 よも や 相逮は あるまい と。 》> 聞いて 

^り。 ぉコ レ/ \- ぼん。 我が身 はさつ きか 

ら何 所へ 注て 居 やった。 アイ。 わしゃ 此 

狀 持って。 あの 坊樣の 內へ往 て。 連立って 

戾 つたと。 tt- いふ に^しと 引取って。 讀 

む 度々 に 胸 どきく。 詞何ぢ や。 ぉ尋の 

鹿 を？^ し 候 者 は。 私 兄の 三 作に 違 ひご ざ 

なく 候。 そんなら 此 書付 を。 ァ 、わしが 

持て 柱た。 サ 、兄 樣賃 下され。 地 饅頭 ほ 

しいと フシ 頑是なき。 、何い ふの ぢゃ 

つつと もう。 i もない 子供の いふ 事。 取 

上げて 下さり ますな。 ナウ 三 作。 何の そ 

なた が 其 様な。 法度 を 破って たまる もの 

か。 サァ ちゃつ と言譯 しゃ. S のと。 地つ 

き 出せば 額 ふり 上げ。 ほ いかにも 弟が 訴 

人の 通り。 鹿 殺し は 私で ござります。 コ 

レ くく。 そなた は 氣が上 つ たか。 琅狠 


へる 所ぢ やない ぞゃ。 ィ、 H  。狼识 へ はし ほ 

G 

ませぬ。 わしが 手に した 事。 覺ぇ のない 

狩人の。 仲 問の 衆に 吟味が 懸り。 ひよ つ 

とどう した 人達 ひで。 爺 様の 難儀に なら 

うと も 知れぬ。 夫が 悲し さ 尋常に 名乘っ 

て 出ます。 $f 々お前の 話に も 今の 爺樣は 

義理の あろ 親ぢゃ 程に。 ^大切に 孝行せ 

いと。 ソ レ云 はしゃった を。 わしゃ 能う 覺 

えて 居ます わい の。 地 わしが 所^に あう 

た 跡で。 爺 様の 泣かし やれぬ 様に。 京の 

町へ 奉公に やった と。 いうて 置いて 下さ 

れ。 詞是 から は 杉 松 を。 私と 二人前 可愛 

がって や。 鹿 や 鬼の 命 を 取れば。 どうで 

末 は 斯うなる もの。 せめて あれ 一 入 は 狩 

人 さして 下さるな。 地 それば つかり を賴 

みます。 さらばで ござる 母 様と。 親の代 妹 

；  背 

りに kIS を。 引受ける 氣の 立派 さ を。 思 山， 

ひ 合せて ハァ はっと。 今更 未練な とめ 樣 ；^, 

も。 諍 ひやう もない じゃくり。 詞 扨も扭 0 


も" 健氣 なと いはう か。 產んだ 子ながら 恥 

しい。 義理 ある 後の 親 夫。 增 わしゃ まだ 

恩 を 得 送らぬ に。 大人 も 及ばぬ 發明 は。 

1 生の 智惠も 壽命も 十三 年に つ めた 

か。 こんな 子 を 持った 親と ひけら かした 

い 稀な 子 を。 *1 にも 稀なる 大 垣の。 土の 

中へ 生きながら。 石 子 詰で 設 すと は。 な 

んぼ 前世の 約束で も。 餘り慘 い 約束事。 

S ィャ- (\ く。 なんぼう でも 殺さぬ。 

く。  *- くと 我が 子に しっかと しがみ 

付き。 淚の 瀧に しめる にぞ 7 シ いと 5> -。 

噙ひ 入る 縳 り瑰。 W ャァ 成敗 極まる 科 人 

に 返らぬ 繰り言。 今宵の 中 は 寺 中の 法事。 

明 六つの 鐘つ く を相圖 に。 山. P の 土中 を 

掘って 石 子 詰の 刑罰。 最早 七つ。 もう 一 

時。 刻限 移る と 引 立つ る。 なう 胴慾な。 

いは ビ 畜生 一 疋を。 殺した 科 を 夫 程の。 

御成 敗に も 及ぶまい。 御 出家のお 慈悲に 

は。 どうぞ 助けて 下さり ませ。 5: はぬ 


事なら 土の 中。 母 も 一 所に 埋ん でと。 取 

り 付く 島 も 抉の 岸。 淚に漂 ふうかれ 船。 

纈 目の 網 は 親子の 別れ。 見返る 姿 霧 霞 フシ 

飛ぶ が 如くに 引立て 行く。  母 は 正體腰 

もぬけ。 ャレ三 作よ 待って くれ。 》 "思 

へ ば.， （- 今日の 日 は。 わが 身 一 人の 惡日 

か。 由緒 正しい 武士の 子 を。 一生 狩人 山 

に。 朽 果てさす るば かり か は。 所の 法 

に 行 はれ。 非業の死 は 殺生の。 罰 か 報 ひ 

か 悲し やと。 土 邊に蹉 跎と身 を 打付け。 

フシ 聲を 。はかりの こがれ 泣き。 ウタ ヒ患を 

拂ふ玉 ナ * ス いかな 大事 も 好物に。 醉 

うて はこ ろり 芝 六が。 機嫌 上戸の。 ちろ ち 

ろ戾 り。 K ャァ 女性。 是に おはす か。 此 

つちべ  二, C  ひさ t 

冷える に 地 邊に轉 り は。 扨 は 貴 樣も醉 酸 

しか。 久しぶりの 色事。 *p ドレ 抱いて や 

らうと 手 を 取れば。 S ャァ化 方の 人 か。 

ハァ 悲し や。 南無 三き やつ 泣 上戸。 我等 

は 悲しうても 笑 ふ。 貴 樣は目 出たい 事に 


も 泣く。 ィャ 又此樣 な！^ しい 折から 。祝う 妹- 

て 《- 1 つ 泣き 給へ と 。餘ヘ ふた わい も 泣 顔 山 

を。 見せ じと 妻 も氣を 取り直し。 泣く 泣 - 

く 笑顔 樓 ひて。 -詞 ホン-又 付處で やら。 訓ー 

きつ. S 機嫌で 戻らし やん した。 さう して 

マァ。 最前の 捕 人の 侍。 取り 卷 かれて ご 

ざんした。 其 仕舞 はどう 付いた え。 サレ 

バく。 そこ をぬ かってよ い 物 か。 此能 

う 廻る 舌 を 以て。 立 板に 水 を 流す 如く。 

とんと 匿 ひませ ぬに て。 すつ ばりと 言拔 

けて 戾 つた。 雨 降って 地 固る と。 是 から は 

あなた 榇も。 帶 紐と. S てお かくまい 申 

してよ. S とい ふ物ぢ や。 ナ。 そぢ やない 

か。 ャぉ 夭 子 様の 御機嫌 はどう ぢゃ。 マ 

ァく悅 び や。 今日の 日 天 樣 がかぐ れ樣 

になら しゃましたら こそ。 斯う. S ふ內へ 

お成りな されて 下さる とい ふ は。 有難い 

とい はう か 恭 いとい はう か。 目出度い と 

3 

いはう か。 嬉しい とい はう か。 これが 悅 お 


訓庭女 it 山背 妹 


ばす に 居られう か。 ナ 左樣ぢ やない か。 

まだ 嬉しい 事が ある わ。 明日の 明 六つが 

ごんと 鳴る と。 鎌足 樣が 麦へ ござる。 そ 

こで 勘 當御赦 される 害。 淡 海 様の 請合ぢ 

や。 日頃の 願 ひ 叶 ふ は 明日。 餘り 嬉し さ 

身 祝に。 吞 酒屋 叩き起して 御神酒 五合 供 

へた。 H  、恭 い。 く。 コ リャ。 坊主よ 

あすから は 元の 侍に なって。 われに も大 

小さ \ す ぞょ。 ャ兄は 何 所に 居る。 三 作 

よ。 作よ。 地/,、 は 胸 を 裂く。 妻の 苦し 

み。 K ィ、 ェ イナ。 作 はお 前の 戻りが 遲 

さ。 I 人獵に 行く というて。 H 、夜の 內 

に 何 所へ 滅相な。 もう 獵師 はさ \ ぬ。 弓 

取に 仕立てる は あすの 夜が 明け 次第。 ィ 

ャ。 もう そろく 白み かける ぞ。 出世の 雲 

が 見える ぞく。 有難い。 く。 早う 明 

六つが 鳴って 下され 天道様。 賴 みます。 

くと。 《■ 祈る 夫が 空 を 見つ。 覼く表 も 

裏表。 夜 明 は 我が 子の 最期 時。 どうぞ 此丧 


が。 百年 も 明けす にあって くれ かしと。 

胸の 阡陌の 色々 に。 嬉しい も 六つ。 悲し 

いも フシ 六つ 無量の 物 思 ひ。 《5ァ 、おり 

ゃ最ぅ 今夜 は 丁度 元日 を 待つ 心地。 果報 

は寢て 待て。 ちょっとの 間い ねつ まう。 

坊主 はおれが 懐に と。 《■ こつ ぼり 被る 蒲 

く ti びれ ね い h- - 

圑 より 早 やとろ くの 草臥寢 入。 * 何に 

も 知らぬ 悅び寢 額。 それと いうたら 三 作 

が。 心 も 無 足に 夫の 命。 それ も 悲し 我が 

子 も 可愛し。 心 は 千々 に 鳴る 鐘 を。 早 や 

撩き 出す 興 幅 寺。 合 詞ハァ 南無 三寳。 ァ 

ノ 鐘の 坤數に 縮まる 子の 壽命。 一つの 命 

を 一 一 つ に f  。 養 ひ 親 へ の 孝行 心。 ほめ 

て やって 下されと。 言 ふ もい はれぬ 女房 

が。 心の 苦痛 三つ。 四つ。 重ねて 響く 胸 

先 は。 斧 錢 に 打た る& 心地。 五體 五つ 

にいつ の 世の。 報い を 愛に。 修羅の 鐘。 

打 切る 六 っはャ ァ知 死期 かと わ つ と 叫ぶ 

は 一 時に。 蒲 圑の中 も 血の 淚。 寝入り 伏 


したる 稚 子の。 咽ぶ ぇ疊 にぬ うたる 匁。 5= 

K ャァ杉 松 をむ ごたら しい。 醉狂 ひか 亂 

心 かと。 地淚も いっそ。 狼 現へ て 咽へ 流 

る、。 ス H テ 呆れ 泣き。 芝 六 居直って 聲を 

上げ。 KS 中 將淡海 公へ 申 上ぐ る。 玄上太 

郞が、 4^ 底 を 御 疑 ひ 遊ばされ。 最前の 捕 人 

は。 拙者が 心 を 引き 見 給 ふ 。鎌足 公の 廻し 

者と。 氣は 付きながら 情ない。 人質に 心 迷 

ひ。 彌 もって 御 疑 ひ を 重ね たれば。 天子 

も 愛に は 置き 給 はじ。 冥加に 叶 ひ。 一 天 

の 君 を 匿 ひ 申す。 身の 大慶 も 水の 泡。 勘 

當 御免 もな き 時 は。 生きても 返らぬ 心外。 

悴を 切っても 他言 致さぬ 魂 を。 今 改めて 

御覽に 入れる。 調 コリャ 女房。 張 詰めた 

太郞が 義心。 大事の 心底 見せ 損うた は。 

そなた  はた つ 

三 作と いふ 其方の 連子 元は 秦の益 勝と 云 

ふ 樂官の 女房。 蝦夷の 讒 にて 滇れた 家。 

力に なって 下されと。 賴 まれての 後妻。 

地 義理の ある 子が 枷に なって。 鎌足 公に 


根性 を。 見下げられ たが 口惜し さに。 さし 

s« した は。 二人が 屮に 出生した 此杉 松。 

科 はな けれど 主人へ 面晴。 鬼に なって と 

醉 うた 顔。 酒で はなうて 劎を吞 む。 侍の 

義理が。 敵ぢ やと。 お 思 ひ 諫め。 坊主が 

代りに 隨分兄 を。 可愛がって やり やい の 

と スヱチ どう ど 坐して。 泣きければ。 ナ 

ゥ n レ夫 程に 思うて 下さる。 其 兄の 三 作 

は 鹿 殺しの 科 人に なって。 縛られて 行つ 

たわいな。 ャァ。 くくく。 すり や 

おれが 科 を 身に 引受けて。 名 1^ つて 往た 

か。 *-H  、それ 殺して はと 狂氣の 如く。^ 

出す 弓手の 岩壁に。 ョ 太郞暫 しと 聲 あつ 

て。 《 -內 大臣 鋒 足 公 。神事の 禮服小 忌 衣。 

、仏 is- の 冠 梅が 香の オタ リ匂 ひ。 接れ る 9- 

の 御 方。 手に 捧げた る內 所 フシ 悠然と。 

出で 給 ひ。 K 玄 上太郞 心底 に 見届けた 

り。 我 敵の 亂を 避け。 餘 所ながら 守護す る 

夭 子。 一 日 にても 其方が。 御雞を 避けし 


は あつ ばれ 忠義。 入 鹿が 心 を かけた る采 

女。 久我之 叻に言 含め。 猿澤の 池に 入水 

として" 此與幅 寺の 山奥に。 錄足 諸共 隱 

れ 住む。 今日 計らす 汝が 枠。 大垣 の 刑 に 行 

な ふ 所。 不思議に 命 助ったり。 三 作參れ 

と 仰せの 下。 *- 上下 改め 靜々 と携へ 持ち 

し寶の 箱。 *- 明けて 我が 子の 無事な 顏。 司 

ャァ まだ 生きて 居て くれた かと。 * 思 ひ 

がけな き 7 シ 夫婦が 悅び。 SS ヲ、 不寨尤 

も。 天皇 御惱の 祈の 爲。 ！f< の 岩戶の 古例 

を 引き。 IK 照 大祌に 祈 i9 を かけ。 百日の 行 

滿 する 今日。 爭ひ 難き 神の 力。 刑罰の 地 

に拽 穿つ 土中に 怪しき 光り物。 能くく 

見れば 先年 失せさせ 給 ひたる。 內 侍所祌 

璽の 御 箱。 *■ 入 鹿が 父 tef 夷 大臣 疾 より 謀 

叛の 根ざしに て。 埋み隱 せし 二種の 寶顯 

れ出 でし は 是正に。 神明の 助け 給 ふ 三 作 

が 命。 s<f 「改めて 錄 足が 三代の 忠臣。 さり 

ち す v 

ながら 鹿 を 殺せし 春 日の 投。 同じ 血脈の 


弟が 死骸 を 埋め 刑罰の。 表 を 立てて 菩提 じ妹 

の爲。 標の 石の 其 上に。 揎鐘 一 宇 は 鎌足 ま 

が。 改めて 建立 せんと。 * 仰せ は 今に 曉 g 

の 。六つに 死した る 七つ 子の 數を 合して。 訓 

十三 鐘の音に ぞ。 フシ 哀れ 殘り ける。 地 鎌 

足 重ねて。 詞此八 の 御 鏡 は 天 照大祌 

の。 御影 を寫 せし 御正 體。 勿體 なく も tef 

夷 大臣。 檢れし 土中に 埋み 置く。  其 故 

にこ そ 一 天の 御影 を tt らせ。 御 目 盲 させ 

給 ひし も 日月の 鏡 暴り し 故。 ョ 我が 行 法 

の 今日に 當 つて。 御 鏡 出で させ 給 ふ 事。 

常闇の 世の 岩戶を 開き。 天 照 神と 天皇の 

御對 面の 時 至れり。 出御 ざ ふと 奏聞の。 

« "聲に 應 じて 淡 海 公。 御手 を 取って 立 出 

づる。 折から 向 ふ 鏡の 光。 フシ 朝日の 影に 

輝きて 忽ち 御 目 も 明らかに。 ナウ 懐かし 

の 帝樣。 采女是 にと 走り 寄り。 互に ゆか 

しき 物語り 7 シ御戀 中 も 恐れ あり。 K ャ 

S 

ァく 太郞。 汝が 射た る爪黑 の。 鹿 は 入 W 


鹿が 調： s にて。 a 頓て 太平 萬乘の 御代 知 

し 召す 暫く も。 詞 民間に 落ち 給 ひし は 天 

より 地中に 落ち 給 ふ。 是ぞ 稀なる 天智 

帝。 御 目 も將に 秋の 田の。 刈 機の 廐の 假御 

殿。 木の 丸 殿に 准へ て。 今日の 出陣の 城 

g  くに 惡魔追 伏 興！ i 寺 は。 我が 藤 原の 氏の 

寺。 いざや。 これより 臨幸と。 先を拂 つて 

鎌足の。 威風 痕々 綸言の。 フシ 汗 か 淚の露 

に ぬれ。 #M に 置け る 芝 六が。 妻 戀ふ雉 

や 子 故の 闇。 明けても く らき 六つ 七つ 

十一 十二。 十三 鐘の 古跡 を。 今に 傳 へけ 

る 

第三 

*? 奈 良の 都の 八重 九重" 禁裏 守護の 太宰 

の 館。 入 鹿 公のお 成と て。 7 シ さ めき 

渡る 奧 女中。 《- 荒 牧彌藤 次 一 間 を 出で。 

！ S コリャ 仕 丁 ども。 今日は 入 鹿 公 御 目 出 

たの 御悅 びに。 奈 良の 町へ 入 込の 諸 職人。 


商人 藝 者に 受領 を 下されん との 勅？ r 相 

詰めた る 町人 ども 一 人づ つ 呼 出せ。 堆は 

つと 答へ て 立出づ る。 縣召 かや 諸人に。 

司 を 給び て それぐ に。 國名を 付きし 烏 

帽子 子の。 始めに かけし 烏 帽子屋が。 身 を 

立 烏帽子 兩眉 は。 三 大臣のお 召と て 。ス H テ 

髙き位 ゃ懸烏 J£ 子。 十二の 冠 式法の。 烏 

精子 屋 なれば 平 七 を。 k 平と 受領な され 

ける。 跡へ 出で たは フシ 烏帽子に 白 丁。 

せ彌藤 次き つと 見。 ほフゥ 其方 は 神職な。 

神職なら ば 何故 吉 m に參 つて 受領 を 受け 

ぬ。 ィャ 拙者め は 鹿 島の 事觸。 當年は 辛 

の 卯の 年 学ハり 年と ござって。 鹿岛 の御寳 

殿より でっかち ない 光り物が 飛び出で。 

神の 昴が 八文字に 披け祌 馬の 四 足に 大汗 

を かいて ござる。 踊 宜祌、 王是を 歎き 御 湯 

を 捧げて 七 座の 齋。 時に お 鹿 島の 御 託宣 

に 氏子 共が 下用植 にしゃり を 切らして。 

むら つぎをす るで あろと。 人の 物で も 手 


ま はり 次第 打殺して 其 日 を 凌げ。 むくり S 

.,.0 ほ  t^<  6 

こくり 地の 底より 潤 はして 米 は 下 直に。 

錢は 高う さして やろ と の 御託 宜で ござ 

る。 無上 禮法 新兵 衞嘉 兵衞。 拂ひ給 へ 清め 

て 給 ふと フシ 喋りけ る。 詞扨は 汝事觸 よな。 

向後 そちが 受領に は。 地口 松の 差 出の 頭 

佐 平 次と。 ゆるせし 跡へ ぼつと しょ 髮。 

言 はね ど 手足 黑々 と。 銨^ 屋の木 挺の 衆 

てんから り。 ころり。 てん からり の 

相槌に 打つ や。 打ち物 元が 燒 匁の 燒 物な 

れば。 備 前の 守 フシと や 名に し 負 ふ。 《- 

樓に 色香 取 交ぜて。 手品 やさしき ぴんざ 

そめ  <  け 

さら。 K 京の 水色よ ぃ染 上の。 との 茶リ 

紋に 見初めて 染めて。 醉 うて ぢゃ らくら 

^の 葉 小紋。 今夜 必す必 す やい の。 松葉 

小紋の 戶 明けて 門に ちっと やって 下ん。 妹 一 

ナ ホス シテ汝 は 伊勢 か 熊 野 か。 ィャ私 は 山 

5: 勢 比丘尼。 それならば 比丘尼の 司。 地 g 

いはくす  かた y づぐ  U 

ぉ兩 なんどと フシ 岩 楠の。 せ梗 作りの どつ 《^ 


てう 聲。 ョァ ィ おら は 攝州西 成の 郡。 上 福 

島の 船乘で ござります。 それならば 大名 

の 船歌。 上つ方に は 珍ら しからん。 謠へ 

くの 聲 につれ。 * 歜ェャ つるつつ とも 

いっき やなう 來 てな。 小 側に 立 寄り 見て 

あれば。 おん めん もとは ころり。 ころり 

んな ころ/ \ とも。 こん ころがし やり か 

の。 しゃな りんが ちょろ。 よけん れんば 

またのい よ ほん。 ほん ほ 若枝 や。 はん は 

葉 もィョ ェ榮ぇ やはん は 葉 も。 ろ やん は 

いよ ィョ ヱ さらへ。 謠ひ 納めし ナ * ス 船歌 

に。 彌 藤.？ は 聞 入って。 ヲ、 出かした 

く。 此後は 其方 を 船の 頭と なすべし と。 

*- 言 ひしょり 名 を 船頭と。 名付け し^へ 

道心 者。 風呂敷 肩に ひよ つか./. \。  コ 

リャ く汝。 所 化なら ば 上人 和尙 になり 

たい 望み か。 ィャ/ \ 。愚 僭 は 願 人 坊主。 

寺號 をお 赦し 下さり ませ。 ム 、願 人と は 

何の 宗旨。 されば 八 宗九宗 を もれ。 ニ季 


の 彼岸 は敏 太鼓で 町々 を。 六齋 念佛。 * 

お 目に かけう と 風呂敷より。 取 出し 始め 

る 太鼓の 拍子。 歜 やあん 揚柳 子。 く。 

なつ てん h-it ん  > -ん なん S ん かんや い 

南天 龍瞻 金銀 花^いた。 合 銀杏 金拼 楊^ 

寒梅 瓢箪 鳳仙花。 やあん 鐵仙 花。 く。 

格 擅 沈 丁 蓉 林檎。 長 春 半 夏草。 ェ 、 ス 

ェ ，/\« りよ。 ェ 、ス H ス リヨ。 こんり や 

う。 H  、ス、 リヨ。 こんり やう こんしん 

こんり やう こんしん./, \ -。 こすへ ぶく ぶ 

くいし せ ほろ みとす。 ナ * スと打 納め。 

扨 盆 前の 施餓鬼に は。 I 欽 なんど 打 鳴し 

法 の。 *- 施餓鬼く と 六 字 詰。 音 頃 七月 

1 1 十四日に は。 地蔵 菩薩 を脊 たら 負 ひ 林 

一  つや 二つ 三つ や 四つ。 十より 內の 

嬰 子 は。 小石 拾うて 塔と 積み。 1&1 積ん 

では 親の 爲。 二重 積んで は。 鄉里 兄弟 我 

が 身の 爲と。 ナ ネス # 囘向 する。 庚申に は 

と、 打って。 a 庚申の 代 待 e  *■ 扨 傘に。 

赤 前垂 を 媵に卷 き。 住吉 踊。 * 四 社のお 


前で。 扇 を 拾うた。 ハ. ノヤ 扇め でた ゃ末繁 妹 

背 

昌。 サ住 吉樣の 岸の 姬 めでた さよ。 白 ゆ 

0 

かんかね のべての う ソレ搏 にかけ て。 よ 

ね/ \ はかる せきのと。 せんととの やさ ■ 

らばく  H。 ナ * ス 踊り 了へば 通 藤 次 も。 

詞是 はしん どい 宗旨 ぢ やな。 向後 はせ ハ方 

を。 曉山 西方 寺と 寺號 をお 許しな さる \ 

ぞ。 ハァ、 有難し 忝し と。 *- 悅び 勇む 春 

駒 は。 合 歌め でた やく。 春の 初めに 春 

駒なん ど 。夢に 見て さへ よいと や 申す 。ド 

ゥ く/ \ く。 三吉乘 つた か。 右の 袂 

に 三 七三 夜。 左の 抉に 三 七三 夜。 合兩方 

合せて 六 七 六 夜。 ドウく  く/ \o ナオ ス 

勇み 舞うた る 春 が。 §: の紋 もき つばり 

と。 好い 男 ども 友- 禪の。 一一 上リ * 伊達な 下着 

を 一 つ 前。 ナオ ス 横目つ かうて 白洲に つく 

ば ひ。 私 は の 素人 淨瑶 璃。 ニー 右銜門 

と 申す 者。 政 太夫 は播 磨。 若 太夫 は 越 前。 

筑前 大和と 受， 頃 致す。 是は大 坂の 名人 藝。 g 


私 は 灰夫號 を. 下さらば 有難う ござります。 

ナ 一一 淨 瑠璃 を 語る とな。 幸 ひく。 奥 女 

中 も 聞きたがる。 無 間の 鐘 を 所望々 々。 

これ は 迷惑。 私 はちゃり 聲で歌 事 は參り 

ませぬ。 地い かぬ を 是非に と權 威の 所望 U 

迷惑ながら 聲 張り上げ。 詞テ 、テンく 

テンく 石に もせよ。 金に もせよ。 心 ざ 

す 所 は 無 間の 鐘。 其 金 愛に と 三百 兩。 深 

山お ろしに 山吹の 花 吹き散らす。 tt "われ 

聲 にて。 語れば 扨 も。 怖い 聲。 詞 最前の 

藥鍩屋 と。 ー處に 置いたら よから うと。 

»_ どっと フシ 笑 ひ を 催せり。 詞ヲ 、 一興 1 

興 面白し。 梅が 枝 は 諸 木に 先立 ち^く 花 

なれば。 三 右衛門 も 向後 は^ 太夫と 改む 

べしと。 地 仰せに はっと 悅 びて。 ぉ禮申 

せば 殘 りし 受領。 又 明日と 言 渡し。 ォクリ 

何れも。 7 シ 白洲 を 立出づ る。 》> 召に 應じ 

て 大判 事 清澄。 袴の 襞檳 も角菱 ある。 不 

和なる 中の 定 香が 屋敷。 互に 夫と 白 書院。 


フシ 目禮 もせす つつと 通り。 S 入 鹿 公の 辨 

座の 間へ。 誰 そ案內 仕れと。 J 一一 n 拾て て 

行かん とす。 定香聲 かけ 先づ 暫く。  珍ら 

しゃ 大判 事 殿。 太宰. の 少甙が 跡目 を預る 

妾が 屋敷。 挨拨 もな くお？ ！：- り は 女と 思 ひ 

侮って か e 但し 武家の 禮儀 御存じな くば 

少と 御傳授 申さう かと。 地 詞の非 太刀 フシ 

打掛 捌き。 《-騷 がぬ 淸澄空 IP き。 詞 少貳存 

生より 領地の 遣 恨に 依り。 此 屋敷の 內へ 

は 今日 迄 足 踏 もせぬ 大判 事。 入 鹿 公のお 

召に よって 參っ たは 勅 if!^ を 重ん する 故。 

んな わらべ  ノ 

皇居の 間へ 出仕の 心。 女 童 に 用な けれ 

ば。 挨 接する 口 は 持たぬ。 ィャ それ なれ 

ば猶 もって。 今日 入 鹿 樣ぉ成 なれば 大內 

も 同然。 大刺 事に 御 疑 ひの 事あって。 此 

定香 y 吟味 致せとの 勅靛。 此 詮議 濟 まぬ 

內は 一 寸も 御前へ は 叶 はぬ ぉ控 へな され 

淸澄 殿。 ム 、 ハ テ珍 らしき 事 を 聞く。 君 

御 詮議の 筋 あらば 檢 非違 使に 仰せて。 拷 


問 あらんに 何の 御 遠慮。 元 來御疑 ひ 蒙る g 

べき 覺 えなし。 生 緩き 女の 吟眛。 受ける 

樣な淸 澄で おりない。 お 身 見事 詮議して 

昆 るか。 ヲ 、太宰 の 後家 此定 香が。 吃 度 

詮議して 見せう。 ィ ャ小癀 な。 其處 退い 

て 早 や 通せ。 罷りなら ぬと 根に持つ 遣愎。 

«■ 互に 折れぬ 7 シ 老木の 柳。 松の 問の 襖 押 

し i かせ。 出御な りと 輕蹕 の。 聲に 二人 

も 飛び り 恐れ。 7 シ 入った るば かりな 

り。 *? 入 鹿の 大臣 寬然 と。 上段の 搏 より 

遙に 見下し。 《s ャァ 大判 事。 未明より 參 

內 せよ と。 勅使 を 立 つ る に 甚だの 遲參。 ァ 

レ 見よ 今日は 午の 上刻。 流星 南に 出で て 

北に 拱す る は。 萬乘の 位に 卽く 丸が 吉星。 

それ 程の 事 知らぬ 大判 事で なし。 但し。 

入 鹿に 仕へ るが 不足と 思 ひ。 身 を 退かん 妹 

下心 か。 緩怠な りと きめ 付 くれば。 コハ山 

御 誌と も覺 えす 今 一 1K 四海 君の 御手に 屬 g 

すると は W ひながら。 いまだ 殘黨 先帝に 訓 


心 を 寄す る 族あって r 帝都 を 窺 ふ 折から。 

我等が^ 地 紀伊國 は。 西國 南海の 咽 in に 

て 大事の 切 所。 弓 を 張り 矢 尻 を 磨く に 隙 

なければ 思 はざる？^ 參。 共 上 忠臣 第 一 の 

大判 事に。 何事の 御 ひと フシ 惮 なく ぞ 

申しけ る。 S ホ、 其 仔.！ といつ ば。 先帝 

の 寵妾采 女の：： を。 丸が 後妃に 定めん と 

行方 を 尋ね 求める 所。 澤の 池へ 入水せ 

し 由。 いか にしても 合點 行かす。.！^ A する 所 

采 女が 所在 は。 大判 事共 方が よく 知らう 

がな と。 《■ 思 ひがけな き 疑 ひに。 淸澄不 

. 稀 の^を gs. め。 コハ 存じ 寄らざる Jg。 

其 采 女の 御 事 は。 1|^澤の池に^^-身ぁりし 

とは。誰知らぬ者ござ-^;^きに。我等が行方 

存ぜ しな どと は。 何 を n 常の 御 仰せなる 

ぞゃ。 ャァ とぼけな。 汝が枠 久我之 助は采 

女が W 人なら す や。 其 親た る 其方 なれば。 

よも 知らぬ と はま 〔はれま じ。 サァ眞 直に 

白狀 せよ。 陳す るに 於て は 計 ふべき 旨 あ 


り。 ィ ャ なう 大判 事 殿お 聞き あり しかな 妾 

に 仰せ付けられし とは此 事。 サ ァ覺 

えが あらば 申されよ と 《-ll_lc はせ も 立て 

す。 ィャ默 り 召され。 お 女の 差 出る 所でな 

し。 ィ 、 ャ勅詫 を 受けての 詮議 なれば。 勅 

答の 有無に 依って。 其 座 はちつ とも 立た 

し はせ じと。 《> 膝 立直し 詰 寄って。 フシ 双 

方 挑み 爭 うたり。 入 鹿 大臣 大口 明き。 ハ 

ハ、、 。 ィャ 巧んだり 挤 へたり 定 香が 

領分 大和の 妹 山。 淸 澄が 領地 紀 の國脊 山。 

隣國 境目の 論に 依り。 互に 確執せ しと は 

表の 見せかけ。 內々 に は 申合せ。 故主の 

おのれら 

帝へ 心 を 通 はす 汝 等と。 我が 眼力に 違 ひ 

はせ じ。 さすれば 天皇 采 女は兩 家の 中に 

隱し 置かん も 知れざる 故。 大判 事が 詮議 

を 申 付けた 定香コ リャ其 方に も 此疑ひ は 

か、 るぞ よ。 是は 又. 君の 勅 錠と も覺 えま 

せぬ。 それ 少 1^ より 中惡き 大判 事 殿。 何 

故. E. 八！： さう 様 もな し。 增 私に 迄お 疑 ひ は 


恐れながら。 《s 言 ふな 女め。 左程 一 ザ 信 不通 妹 一 

の 中なる に。 大判 事が 枠 久我之 助 。其方が g 

娘 雄鳥と。 密通 致し 居る は 如何に。 ィャ知 

る まじと 思 ふか。 悴 共が 緣に 繋がれた る ，一 

汝等 なれば。 兩方 ともに 吟味 は 週れ ぬ。 せ 

何と 肝に 徹 うがと。 飽迄 邪智の 一 言に。 何 

思 ひけん 大判 事 席を獄 立て 行かん とす。 

隙 さす 定 香が 刀の 鐺 むん すと 取り。 飼コ 

レ 待ち 給へ 清澄 殿。 氣相 かへ て コリャ 何 

處へ。 何處へ と は。 親々 が 不和なる 中 を 

存じながら。 忍び 逢 ふ 枠が 不所存。 引 捕 

へて 吟味せ ねば。 子供が 緣を幸 ひに 和睦 

せし と 言 はれて は。 我が家の 恥 It となる。 

ヲ 、そり や 此方 も 同じ 事。 ！ ：= 武士の 意 

地。 今更 中が 直りたい ばかりに 娘に 態と 

不義 させし と 。世上の 人に 蔑せられ て は。 

過 逝き 給 ふ 夫へ 立たぬ。 地 妾 も 共に と 裾 

引上げ。 駔 出す 二人 を はった と 睨め。 《s 私 

の 趣意に 立 騒ぐ 尾籠 やつ。 汝らが 枠の 不 防 


訓 庭女婦 山背 妹 


義を 吟味 はせ ぬ。 丸が 尋 ぬる は采 女が 所 

在。 サァ 何れから なりと 早く 言へ。 何と 

くィャ 枠が 性根 はい さ 知らす。 采女殿 

の 儀 は 曾て 存ぜ す。 我が 詞に僞 り あらば 

まャ 

弓箭 神の 御 罰 を 受けん と。 せ 刀 すらりと 

S ん ちゃう 

拔 放し。 丁々 と金 打し。 詞此 上に も 御 疑 

ひ あらば いか 程の 拷問な りと も。 サァ遊 

ばせ とどつ かと 坐す。 ヲ 、妾 とても 少贰 

が 妻。 家に 換 へて 采女殿 は 匿 はぬ。 地 水 

責火責 に 逢 ふとても。 知らぬ 事 は 存じ ま 

せぬ と フシ 詞 するどに いひ 放す。 K ム、 

然 らば 采 女が 詮議 は 追って。 先づ汝 等が 

めん ^<れ 

面晴 なれば。 匿 はぬ とい ふ 潔白に。 定香 

は 鐮鳥を 入內 させよ。 又 大判 事も覺 えな 

きに 相 達な くば。 久我之 助 は 今日より。 

朕が 目通りへ 出勤 させよ。 急 度 其 旨 心得 

よと。 》- 何が な 探る 當 座の 難題。 二人 は 

胸に ぎつ くりと。 答へ も フシ 暫し なかり 

しが。 《- や、 あつ て 詞を揃 へ 。 K 斯く 有難 


き勅$^^を。 互の 子供が 達 背 致さば。 ヲ 、 

* 言 ふに や 及ぶ と邊 なる 生け 置く 櫻の 一 

枝 押 取り。 „K 得心 すれば 榮 える 花。 背く 

に 於て は 忽ちに。 丸が 威勢の 嵐に あて。 

まつ 此 通りと 满に。 《" はっしと 打 折り 落 

花 微瞾。 はっとば かりに 親々 の。 心 も 共 

に。 フシ 散亂 せり。 も ゆるまぬ 大音上 

げ。 詞ャァ く 彌藤次 早く 參れ。 汝は百 

里 照の 目 鏡 を 以て。 香具 山の 絶頂より 急 

度 遠見 を 仕れ。 コリャ く 兩 人よ つく 聞 

け 。若し 少しで も 容赦 致さば 兩家は 沒收。 

從 類まで も 絡 やする ぞ。 地 性根 を 定め 早 

や 行けと。 せき 立つ 詫 意に 親々 の。 思 ひ 

は 千々 の 胸の 中。 見せぬ おもてに。 忠と 

義を。 張り詰めし 氣 のた ゆみな く。 打 連 

れて こそ。 フシ 力、 リ出 でて 行く。 誠に 秦の 

趙 高が。 馬と 欺く 小 牡鹿の。 入 鹿が 威勢 ぞ 

フ シ類 ひなき。 *- か \ る 所へ 中 門より 追 々 

a 入る fl^ 武者。 御 注進と 呼ば はって。 御 


白洲に 頭 を 下げ。 き 河內の W に 武智郡 司 お 

安彥。 先帝に 味方 をして 大 鳥の 城に 能り 

し を。 官軍 殘ら す馳向 ひ。 敵を攻 付け 一 

あづみ  た へ 

晝 夜に 落城。 大和に 安曇の 文 次 宗秀。 當 

麻の 邊に陣 を 取り。 地 南都 を攻 むる 其 結 

構。 馳 向うて 戰 ひしに 味方の。 官軍 利 を 

失 ひ。 接ら す 敗北 仕る と 息つ ぎ敢す 言上 

すれば。 ハ、、 、 詞物數 ならぬ 逆徒の 奴 

輩。 朕馳 向うて 微塵に せんぞよ。 かの 穆 

王が 龍馬に 勝れし。 希代の 名馬。 吉 野の 

牧 より 狩 出した る。 其 馬 引けと 廣 庭へ 引 

出させ。 * 擁 より。 ひらりと フシ ォクリ 

打乘 り。 名馬の 勇み。 合 手綱 かいくり し 

と/ \,/,\ -。 合 の 音 はりん/ \ ^-。 

綸言 誰か 背くべき。 大地 狹 しと 馬上の 勢 

ひ。 刻む 蹄 も 街の 欲。 ぃぞ ふれ。 やっと 出 

陣の駒 を 早めて。 一 ー：重 (紐け り 行く。 地 古の 

神代の 昔 山 跡の。 國は 都の 始めにて。 妹脊 

の 始め 山々 の。 中 を 流る &吉野 川。 瘦も 


芥も 花の 山。 實に 世に 遊ぶ 歌人の。 フシ 言 方 も 追 付け 好い 殿裨 持ったら。 常住 あの 

の 葉 草の 捨所。 # 妹 山 は 太 宰の少 甙國人 樣に 引つつ いて 居たら 嬉し かろ。 フゥ桔 

の 領地に て。 川へ 見越の 下 館。 脊 山の 方 梗の何 言 やる やら。 何 ぼ 女 夫 並んで 居て 

は 大判 事淸 澄の 領內。 子息 淸舟日 外より も あの 樣に 行儀に 長って ばかり 居て。 手 

に 勘 氣の山 住居。 伴 ふ ， i.>^%^^^^ff 

物 は aft 儿鳥 欲と 我と 只 1 1 

つ。 經讀む 鳥の 音 も 澄み 

て。 7 シ 心細く も 哀れな 

り i 太夫 》- 頃は彌 生の 初め 

つかた。 此方の 亭 には雜 

鳥の 氣を 慰めの 雜祭。 桃 

の 節句の 供へ 物。 获 のぎ 

飯 膝元の。 小 菊 桔梗が 配 

膳の 腰 も。 すう はり 春風 

に オタ" 柳の。 フシ 揚枝 はし 

近く。 ョ ナウ 小 菊。 いつものお 雛 は 御殿で を 握る 事 さ へなら ぬ 窮屈な 契り は 厭や。 

お祭りな さるれ ど。 姬樣 のおし つら ひで * 肝心の 寐る時 は 離れ-? の 箱の 中。 思 

此山 峯の假 座敷。 谷川 を 見 晴し樓 の 見飽。 ひの 絶える 間 は ある まいと。 仇 口. も 維 

糠 様 も j 入お 氣が 晴れて よから うの。 此 鳥の。 胸に is の 人目せ く。。 辛い 戀路の 其 


中に 親と. /(、 は 昔より。 稗 仲 不和の 關と 

なり 逢 ふ 事 さへ も片糸 Q。 結 ぼれ とけぬ 

あな 4： 

我が 思 ひ戀し 床しい 淸舟 様。 此 山の 彼方 

にと 聞いた を 便り 母樣 へ。 男お 願 ひ 申し 

て此 假屋。 お 顔が 見た さの 

出 養生 爱迄は 来れ ども。 山 

と 山と が 領分の 境の 川に 隔 

てられ。 * "物い ひか はす 事 

さへ もなら ぬ 我が身の IS な 

に らぬ。 今 は 中々 思 ひの 種。 

い つ そ 隔てて 戀 侘びる。 逢 

はれぬ 昔が まし ぞ かしと。 

切なる 思 ひかきく どき 歎け 

ぱ 共に 膝元 ども。 お 道理で 

ござります ほんに ひ よんな 

色事で 隣 同士の 紀伊國 大和。 御領 分の せ 

り 合で。 K お 二人の 親御 様 はすれ く。 

餱鳥樣 と 久我樣 の。 妹 脊の中 を 引き分け 

る 妹 山脊山 U 船 も 筏 も 御法度で。 たった 


此川ー つ。 つい 渡られ さうな 物。 小 菊 瀬 踏 

して 見やらぬ か。 ヲ 、滅相な。 此 谷川の 

逆落し。 紀州 浦へ 一 つてき に 流れて 住た 

ら较 の&; 食。 したが 申し 雜鳥 樣。 お前の 

病氣 をお 案じな され。 此假屋 へ 出 養生 さ 

しな さった は。 餘 所ながら 久我 様に。 お 

前 を 逢 はす 後室 樣の 梓な お捌き。 女 夫に 

して 下さり ませと。 直にお 願 ひ 遊ばした 

ら。 よも やい やと は 《 "岩 橋の 渡る ことこ 

そなら すと も。 せめて 遠見に お 姿 をと。 

K な 

障子ぐ わらり と緣 端に。 晛 きこ ほる、 膝 

元 ども。 染 太夫 堆久我 之 助 はう つ/ \ と 父 

の 行末 身の上 を。 ス， 1 守らせ 給へ と 心中 

ね びくわん ぶん  か ほかた ち 

に。 念彼觀 音の 經机。 案じ 入りた る 顔容" 

春 《■ 手に 取る 様に ナウ あれく。 ョ 机に 

もた  こ y. 

靠れて 久#樣 の。 物 思 はしい お 顔 持。 增ぉ 

癀が なおこり つらん。 a"H  、お 傍へ 行き 

^い。 コ レ爱に 居る わい なと 《" いへ ど。 招 

けど。 谷川の。 漲る 音に 紛れて や。 聞え 


ぬ つら さ。 K ェ 、しんき。 こちらが 思 ふ 

樣 にもない。 コレ こっち や 向いて 見た が 

よいと。 地 あせる お 傍に フシ 氣の 付々。 P 

ほんに それよ。 口で いはれ ぬ 心の たけ。 

*- 兼て 認め 奥山の 鹿の 卷筆封 じ 文。 戀し 

小石に 括り 添へ。 女の 念の 通ぜ よと 祈願 

を こめて 打つ 礫。 からりと 川に 落ち 瀧津 

波に せかれて 流れ 行く。  、どんな。 心 

の 念 は 届いても。 《- 女 力の 届かねば 思う 

たばか り片 便。 返事 を 松 浦 佐用姬 の "石に 

なり ともなり たいと 。ひれ 伏す 山の 7 シか 

ひもな き。 染增久 我 之 助 川に 目 を 付け。 

何處 よりか 水中に 打った る 石 は 重 けれ 

ど。 逆卷く 水の 勢 ひに 沈み もやら す 流る 

る は。 H  、重き 君 も 入 鹿と 云 ふ 逆臣の 水 

の 勢 ひに は。 敵對 難き 時代の 習 ひ。 夫 を 知 

つて 暫 しの 中。 敵に 從ふ父 大判 事 殿の。 心 

善 か 埴惡か を 三つ 柏。 水に 沈めば 願 ひ 叶 

はす 浮む 時は頤 成就。 吉野 を假の 御敏川 


太神宫 へ朝拜 せんと。 柏の 若葉 摘 取って g 

谷を傳 ひに 水の面。 春 《> 見やる 女中が 申 

しく。  P 今の 小石が 屆 いたか。 久我樣 が 

へ 下りな さる、。 あの 岩 の をり 曲り 

が。 川端が いっち 狭い。 幸 ひの よい 逢瀬 

と。 《■ いふに 瘠し き 難 鳥の。 飛 立つ ばかり 

振袖 も。 裾 も はら， （\。 坂道 を 折から 風 

に 散る 花の。 樓が 中の 立 姿し どけ 難所 も 

厭 ひなく。 ナウ 久我 樣か懷 かしゃと。 染 

いふに 思 はす 淸舟 も。 雛鳥 無事で と 額と 

額。 見合す ばかり 遠き 間の。 春 心ば かり 

が。 染 抱き合 ひ 7 シ 設方淚 先立てり。 春 BS 

甲し 淸舟樣 。わしゃお 前に 逢 ひたさ に。 病 

氣と言 立て 爱迄は 来て 居れ ど。 堆 親の 許 

さぬ 中垣に 忍んで 通 ふ 事 叶 はチ。 女 雛 男 

雛 も 年に一度 は 七夕の。 逢瀨は あるに：^ 昧 

樣に。 お 額 見ながら 添 ふ 事の。 ならぬ は 山 

婦 

何の 報い ぞゃ。 妹脊の 山の。 中 を 隔っ吉 女 

野の 川に 鵲 の。 スヱテ 橋 はない かと ロ說 訓 


き 言。 染 《■ 聞く 淸 舟も捭 あらば 早 や 渡りた 

き ゆかし さ を。 胸に 包みて。 5^ 理々 々。 

我 も 心 は 飛 立て ど。 此 川の 法度 厳しき は 

親々 の 不和ば かりで ない。 今 入 鹿 世 を 取 

つて 君臣 上下 心々。 隣 國近邊 とい へど も 

親み あらば 徒黨の 企て あらん かと。 互に 

通路 を禁 めて 船 を 留めた る此川 は。 領分 

を 分ける 關所も 同然。 增命 だに あるなら 

ば 又 逢 ふ 事 も あるべき ぞ。 今 流した る 水 

の 柏。 波に もまれて 浮み し は 心の 願 ひ 

叶 ふ 知らせ。 せ 入 鹿が： Jl^ 嚴 しければ 我 も 

世上 を 憚りて。 此 山奥の 隱 住み 心の 儘に 

鷺の。 聲は 聞け ども 籠 鳥の 雲井 を 慕 ふ 身 

の 上 を。 思 ひ やられよ 雛鳥と 。ス モア 儘なら 

ぬ 世 を 恨み 泣き。 春 W ナウ 又 逢 ふ 事 も あ 

らうと は 別る.^ 時の 捨詞。 縱へ 未来の 父 

樣に御 勘當受 くると も。 わしゃお 前の 女 

房ぢ や。 增 とても 叶 はぬ 浮世なら 法度 を 

破って 此 川の。 早賴 Q 波 も 厭 ふま じ。 何 


k 如何なる 方へ なと 連れて 返いて 下さん 

せ。 詞私は そこへ 行きます と。 * 旣に飛 

あれて  ミ *• 

込む 川岸に。 周章 驚き 留 むる 腰元。 ィャ 

く 放し やと 泣き 入る 娘。 染 詞ャレ 短慮 

なり 雄鳥。 山川の 此早瀨 。水練 を 得た る 者 

だに 渡り 難き 此 難所。 忽ち 命 を 失 ふの み 

か 母 後室に 歎き を かけ。 我に も 彌 憎し 

みか-" る。 科に 科 を 重ねる 道理 a- 必す早 

まり 召されな と。 制する 詞 一 筋に。 春 思 ひ 

詰めた る 女氣も 7 シ 今更 弱る 折 こそ あれ。 

染 詞 大判 事 淸澄様 御 入りな りと 知らす る 

聲。 a- はっと 聲き久 我 之 助 歸るを 名殘春 

押しと むる も。 我が身 を 我が身の ま、 な 

らす。 コレ なう 待っての 聲 ばかり。 詞後 

窒様御 出と。 吿ぐる 下部に 詮方 も。 な 

くく 庵の 打 萎れ 登る 坂 さ へ 別れ路 は。 

ォク リカへ 難所 を 行く 心地 フシ 空に しられぬ 

花曇り。 染增花 を 歩め ど 武士の 心の 險蛆 

刀して。 削る が 如き 物 思 ひ。 思 ひ逢瀕 Q 


中 を 裂く。 川邊傳 ひに 大判 事淸 澄。 春 こ ^一 

なた の 岸より 太 幸の 後室。 定杳に それと g 一 

道 分の 石と 意地と を 向 ひ 合 ふ。 川 を 隔て 默 

て。 大判 事樣。 稗 役目 御 苦勞に 存じ ま 夢 

すと。 <P 聲打掛 を かい 取りの 夫の 魂。 フシ 

放さぬ 式鑌。 染 《- 淸澄も 一 揖し。 SIf. かり 

し定香 殿。 御前 を 下る も 一 時 參る所 も I 

つなれ ども。 此脊山 は 身が 領分。 妹 山 は 其 

にらみ *c 

許の 御 支配。 川 向 ひの 喧嗜 とやら 脫 合う 

て 日 を 送る 此 年月。 心 解ける か 解けぬ か 

は 今日の 役目の 落 居 次第。 二つ 一 つの 勒 

-.' ろ 仁へ  *^ じ 9  , 

命。 せ 狼狠た 捌きめ さるな と S 。フシく し 

やつく 茨 道。 春 地 脇へ か はして 仰の 通り。 

與入鹿 樣の御 詫 意 は。 お 互に 子供の 身の 

上受 合うて は歸 りながら。 身 腹 は 分けて 

も 心 は 別々。 若し あっと 申さぬ 時 は。 マ 

ァ お前に はどうせ うと 思 召す。 染 知れた 

こと 御前で 承った 通り。 首 打 放す 分の 事 

さ。 不所存の 枠 はあって 益 なくなうて 事 6 


くさ .9  t 

缺 けす。 身の 內の腐 は 殺いで 捨 つるが 跡 

の 養生。 畢竟 親の 子のと 名 を 付ける は 人 

間り 私。 天地から 見る 時 は 同じ 世界に 涌 

いた 蟲。 別に 不便と は 存じ 申さぬ。 春ハ テ 

きつい 思し 切り。 私 は 又い かう 料簡が 遠 

ひます。 女子の 未練な 心から は。 我が 子 

が 可愛うて なり ませぬ。 其 代りにお 前の 

rj そく 

お 子息 樣の事 は。 眞實 何とも 存じ ませぬ。 

只 大切な は 此方の 娘。 忝い 入 鹿 様のお 聲 

のか、 つた 身の 幸 ひ。 たと へどう 申さう 

じゅだい 

とも。 母が 勸 めて 入內 させ。 お 后 樣と多 

くの-人に 敬 ひ 傅か さう と 思 へ ば此 様な 嬸 

しい 事 は ござり ませぬ ホ 、、、と 7 シ空 

笑 ひ。 染 KS ム 、 シテ又 得心せ ぬ 時 は。 春ハ 

テ そり やもう 是非に 及ばぬ。 枝ぶ り惡ぃ 

樓木は 切って 接 木 を 致さねば。 太 宰の家 

が 立ち ませぬ。 染ヲ、 さうな くて は 叶 ふ 

まい。 此方の 枠 とても 得心 すれば 身の 出 

世。 榮華 を^ かす 此 一 枝 。川へ 流す が 知 


ら せの 返答。 盛りな がらに 流る、 は吉左 

右 。花 を 散らして 枝ば かり 流る 、ならば。 

悴が絕 <& と 思 はれよ。 春 いかにも。 此方 

いけ はな  ち ..f 

も此 一 枝。 娘の 命 生花 を。 散さぬ 榇に致 

しませう。 染ヲ 、 サ今 一 時が 互の 瀨 越し。 

此圃境 は 生死の境。 返答の？ 惡に 依って。 

遣 恨に 遺恨 を 重る か。 春サァ これ 迄の 意 

趣 を 流して。 中吉野 川と 落 合 ふか。 染先 

づ それ迄 は 双方の 領分。 春お 捌き を 待つ 

て をり ますと。 J 人詞 時つ 親と 親。 染山 

と 大和 路 分れても。 二人 變らぬ 紀の路 恩 

愛の。 春 胸 は 霞に 埋もれし ォクリ 庵の 春染 

へ內に フシ わかれ 入る。 せ 立派に 言 ひ は 放 

しても 定かに 知らぬ 子の 心。 覺 束な くも 

呼子 鳥。 娘々 と 谷の 戶に。 音な ふ 初 昔 雛 

.Dt も。 母の フシ 機隶を さし 足に。 詞母樣 よう 

ぞ。 今日はお 目 出た う 存じます と 。フシ 武 

家の 行儀の 三つ指に。 せ 堅い 程猶 親子の 

親しみ。 詞ヲ 、 よう 飾が 出来ました。 今日 


は 其方の 額 持 もよ ささう で。 一 入 目 出た お 

い。 母 も 祝うて 献上の 此花。 供へ てた も。 

幾才 になっても 難 祭 は 嬉しい もの。 女子 

共 何なりと。 娘が氣 に 合 ふ 遊び をして。 

隨 分と 勇めて くれと。 《■ いつに 勝れし 後 

窒の 機嫌 は 訴訟の 好い 出し ほ。 詞 今の を 

ちゃつ と乘り 出して 御覽じ ませと。 m 

元に。 腰 押されても 鬼 や 角と。 7 シぃ ひそ 

そくれ の 縫れ 髮。 詞ィャ なう. 雛鳥。 脊た 

け 延びた 娘 を。 親の 傍へ 引付けて 置く は 

結句 病の 種。 それで 与 4 に 思案 を 極め。 和 女 

にょい 殿御 を 持た す。 嫁入 さすが 嬉しい 

か。 H  、。ハ テ 氣遣ひ 仕 やん な。 - 可愛い 娘 

の 一 生 を 任す 夫。 和 女の 氣に 入らぬ 男 を 

何の 母が 持た さう ぞ。 ナァ 腰元 ども。 ハ 

ィく。 左様で ござります。 ぉ氣の 通つ 妹 

.  背 

た 後 窒樣。 嫁入の 先 は 大方 今の ナ 焦る，^  g 

1T.0 あて  s« 

君で ござり ませう と。 e 押し 推當 ども 得 g 

しん：  iSi 

手 勝手。 誰に か緣を 組紐に。 胸 は 眞杠の ふ P 


さがる 箱 取り出し。 妹脊 をなら ぶる 雛の 

日 は 嫁入の 吉日。 此 箱の 主 は 極まる 殿御。 

嬢の 御 膳で 夫 定め。 コ レ和 女の 夫と 云 ふ 

は 誰 あらう。 入鹿大 S 樣ぢ やわい の。 ェ 、 

そんなら わたし を 嫁入 さすと は。 ヲ、 太 

宰の少 貳が娘 雛鳥。 美人の 聞え 數 聞に 達 

し。 入內 させよ と 有難い 箭詫。 ェ 、ィ。 

增 はっと^り うろ- (\ と スュ テ詞 は淚。 ぐ 

むば かり。 《5 ヲ 、肝が 滑れる 害。 4- と 申 

す も 畏れ 多い。 一 天の 君 を 1+ に 取る 家の 

面目。 日本 國に此 上の ない 嫁入の 隨 一 。 

* 報な 娘。 此 様な 目 出たい 事が ある 物 か 

ナァ 女子 共。 ハイく お 目 出たい と 申さ 

t ん s-h ぎ 

うか。 いっそ 亂 騒で ござり ますと。 *- ェ 

合 達 ひの 嫁入に。 菊 も 桔梗 も 投げ首の。 

フシ 二人 は 小腹 立てて 行く。  a 母の 心 も 色 

色 に^き 分けの 枝 差 出し。 "5 親の 赦 さぬ 

言 ひか はし 私通 は呵 つて 返らす。 一 01 思 

ひ 初めた 男。 何日 迄 も 立 通す が 女の 操。 


破り やと は 言 はぬ が。 貞女の 立 様が あり 

さうな 物。 とっくりと よう 思案し や。 此 

花 は 八重 一 重。 W に 不和なる 親々 の。 心 揃 

はぬ 二つの 花。 I つ 枝に 取り結び。 切 放 

そなた 

すに 離されぬ 惡緣の 仇 花。 今 和 女の 心 次 

第で。 當時入 鹿 大臣の 深山 i-g に^き 散 さ 

れ。 久我之 助 は 腹切らねば ならぬ ぞゃ。 

雛鳥と 緣を切 つ て 入鹿樣 に降參 すれば。 

淸舟も 命 を 助かる。 知らせ は 川へ 流す 摟。 

散る か 散らぬ が 身の 納り。 時に 從ふ 風に 

靡き。 君が 手活けの 花に なれば。 八重 も 

1 重 も 恙なう。 九重に 傅かる & 互の 幸 ひ。 

戀 しと 思 ふ 久我之 助。 助けう と 殺さう と 

今の 返事た つた 一 つ。 貞女の 立て 樣サァ 

く 見たい と。 戀も 情も辨 へて。 《■ 義理の 

栅 せきとめても 淚 せき 上げ/ \. ながら 

母樣 段々 M わけ ましたお 詞は 背き ませ 

ぬ。 《« そんなら 得心して 入內 してた もる 

か。 アイく ヲ、 嬉し や。 出かし やつ 


たく。 夫で こそ 貞女 なれ。 馴れぬ 雲井 妹 

の宫 仕へ P 武家の 娘と 笑 はれな 。地 今日よ 山 

一 

り 內裏上 藤の。 詞髮も 改め すべらかし。 祝 ^. 

うて 母が 結 直して やり ましよ と。 地い そ 訓 

く 立ち は 立ちながら 娘の 心 思 ひやり。 

別れて 構の はかな さも。 解き ほどかれぬ 

愛き 思 ひ。 染 重き 脊 山の。 7 シ 庵の 內。 せ 

父が 前に 謹んで。 《s 久我之 助が 心底 聞し 

召し 分けられ。 切腹 御 赦免 下さる 事。 身 

に 取って いかばかり 大慶 至極と 手 をつ け 

ば。 *• 默然 たる 大判 事。 良 打 潤む。 7 シ目を 

開き。 詞 今朝 入 鹿 大臣 此大 判事 を 召 出し。 

先帝 寵愛の 采女。 身 を 投げ 死したり と は 

僞り。 其方が 枠 久我之 助。 人知らぬ 方へ 

落し やりし に 極れば。 必定 汝 等が 方に 匿 

ひ あるべし との 難題 。元来 知らぬ 大判 事。 

よくく 思 へ ば采 女の 御難 を さけん 爲。 

猿澤の 池に 入水の 體 にもて なして。 密に 

落し 参らせし は。 なかく 久我之 助が 智 ^ 
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惠で * い。 鎌足 公の 差圖を 受けての 計ら 

ひと。 知った は 身 も 今日が 始め。 親に も 

隱し包みしは大事を：1^さぬ心の<^扛。 若 

楚 者に は 神妙の 仕方。 ハ 、ァ 出かしたり 

と 思 ふに 付け。 《" 邪智 深き 入 鹿。 久我之 

助が 降参せば 命 を 助けん 連れ 来れと。 情 

の詞に 釣り 寄せて。 拷問に かけん 謀。 《" 

責 殺さる，^ 苦み より 切腹 さすれば。 采女 

の 詮議の 根 を 新つ 大功。 天下の 主の 御爲 

に は。 何 枠の 一 人な ど。 蘀に 生える 草 一 

本 。引く よりも 镇 細な 事と。 淚 一 滴 こぼさ 

ぬ 武士の 表。 詞 子の 可愛うな い 者が 凡そ。 

生 ある 者に あらう か。 餘り 健氣な 子に 耻 

ぢて。 親が 介錯して くれる。 《■ 侍の 綺羅 

を 飾り。 嚴 しく 横た へし 大小。 枠が 首 を 

切る 刀と は 五十 年來 知ら ざり しと。 老の 

悔みに 淸舟 も。 親の 慈悲心 有難 淚。 命 二つ 

あるならば 君に は 死して 忠義 を 立て。 父 

に は 生きて 養育の 御 恩 を 達り 申さん に。 


今生の 殘念是 一 つと。 顔 を 見上げ 見下し 

て わつ と 平伏す スェ 親子の 誠。 春 こなた 

の 亭には 母 後室。 與サァ く 目 出たい。 

和 女の 名の 離島 を。 其 儘の 內裏 雛。 装束 

の 付け 樣も此 女 維と 見合せ て。 《- サ アサ 

ァ フシ 早う と ありければ。 》■ 恨めしげ に 

打 守り。 女 夫 一 對 何時 迄 も 添 遂げる こそ 

難の 德。 思 ふお 人に 引離され e 詞何樂 み 

の 女御 后。 茨の 絹の 十一 一 一 重。 雛の 姿 も 恨 

めしと。 地 取って 打付け 緣 板に。 ころり 

と 落ちし 女 雛の 首。 驚く 母の 胸板に 必死 

と 極る。 娘の 命。 包め どせきく る はら は 

ら漠。 娘 入內 さすと い うた は 偽り 。ま つ 

此樣に 首 切って 渡す のぢ やわ S なう。 H 

H そんなら ほん /3.\> に。 貞女 を 立てさし 

て 下さります るか。 ァ 、恭ぃ 有難い と。 

堆 伏し 拜む手 を 取って。 ナウ 入內 せす に 

死ぬ るの を。 それ 程に 嬉しがる。 娘の 心 知 

らいで ならう か。 詞 あっと 受けても 自害 


そなた 

して 死ぬ る 覺悟は 知 わながら。 和 女の 死 g 

ぬる 事 聞いたら。 思 ひ 合うた 久我之 助。 _共 

に 自害め されう も 知れぬ。 せめて 一人 は 

助けた さ。 一 且 得心した にして。 母が 手 

づ から 解いた 髮は。 下げ 髮ぢ やない。 成 耽 

のかき 上げ 髮。 介錯の 支度 ぢ やわい の。 

S 高い も卑 いも 姬 御前の。 夫と いふ はた 

つた 一 人。 稳ら はしい 玉の 興。 何の 母 も 

嬉し かろ。 _s 祝言 こそせ ね。 心ば かり は 

久我之 助が。 宿の 妻と 思うて 死に や。 ヱ 

ェ是 程までに 思 ふ 中。 一 日 半時 添 はし も 

せ 十" 堆 賽の河原 へやる かいのと。 引き 

寄せく  0f  7 シ膝 に 取 付き 抱 付き。 ^ 

さと 嬉し さと 逢うて 別る、 名殘 の淚。 一 

つに 落つ る フシ 三つ 瀨川 。染地 川 を 隔てて 

淸 舟が。 最期の 觀念惡 びれ す。 i 匁 直な 

る 魂の。 九寸五分 取 直し。 腹に ぐっと 突 

立つ る。 詞ャレ 暫く 引 廻すな。 覺 悟の 切 

腹せ く 事 はない。 コリャ 冥 上の 血脈 讀み 
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むり や- ，ぼん  ，-く  JJJ^ 

さしの 無量 品。 親が 讀 li する 間。 一 生の 

名殘 女が 面。 一 目 見て 何故 死なぬ。 ィ 、 ャ 

存じ も 寄らす。 この 期に 及んで 左程 狼 現 

へた 未練な 性根 は ござり ませぬ。 さりな 

がら。 今 はの 際の 御 願 ひ。 私 相 果てしと 

聞かば。 *- 義理に 紫が れ雜鳥 も。 共に 生害 

と 申すべし。 S さある 時 は 太宰の 家も斷 

絕。 暫くの 間ながら 。切腹の 籠 はお 隱 しな 

され 降參 承知 致せし 體に。 後室 方へ お 知 

らせ あらば 女 も 得心 仕り。 入內 致せば 彼 

が爲。 * 不義の 汚名 は 受け たれ ども。 是 

ぞ 色に 迷 はぬ 潔白。 ヲ 、出かした 能く 

氣が 付いた。 SH^ 立てぬ く 武士の 意地。 a 

不和な 中程 義理 深し。 命を捨 つる は 天下 

の爲。 助く る は 又 家の 爲。 ョ氣づ かひせ 

ャと 最期 を 淸ぅ花 は n 一吉 野 侍の。 手本に 

なれと 潔く。  いへ ど 心の。 亂 れ^き あ 

たら 樓 Q 若者 を。 ちらす 惜し さと 不便 さ 

Lfr^ 枝に 注ぐ 血の 淚 7. ン 落ちて。 波間に 


流れ 行く。 春 *- それとも 知らす 悅ぶ 雛鳥。 

0 ァ レ く 花が 流る \ は 嬉し や 久我樣 の 

お 身に 恙 のない しるし。 *■ 私 は 冥土へ 參 

じます 0 千年 も 萬 年 も。 稗 無事 で 長生 遊ば 

して。 未来で 添うて 下さん せと 心で いふ 

が 眼 乞。 W 思 ひ 置く 事。 言 ひ く 事もう 何 

にも ござんせ ぬ C 片時 も 早う サァ 母樣。 

切って くと 身を惜 まぬ。 * 我が 子の 覺 

悟に 勵 まされ。 胸 を 定めて 取 上 ぐれ ど。 刀 

は 箱に 鐯 付く 如く。 離れ 兼ねた る 血筋の 

線い I 今 切 殺す 鏡 鳥 を。 無事と 知らす る 返 

事の 樓 - -シ问 じく 川に 浮 ぶれば。 染與ハ ァ 

ァ嬉 しゃ。 是ぞ糠 鳥が 入內の 知らせ。 久我 

之 助が 心の 安堵。 采 女の 方の 御所 在は最 

前 申 上ぐ る 通り。 此世に心^8-りなし。 街 

苦勞 ながら 御 介錯。 春サァ く母樣 切つ 

ていの。 未練に ござんす 母樣と 泣かぬ 顔 

する いぢら しさ。 *■ 刀 持つ 手 も 大^石。 

染思ひ は 同じ 大判 事。 子よりも 親の 四 苦 


八苦。 春 命 もちり /5\。 染日 もちり -。 

き m ハァ左 樣ぢ や。 早 や 西に 入る 日輪 は 

娘が ぉ迎 ひ。 彌陀の 来迎。 西方 淨 土へ 導き 

給 へ 。 增 南無 阿 竊陀佛 と 眼 を閉ぢ て。 思 ひ 

切った る 首 諸共 わつ と 泣聲答 ゆる 街" 染 

阡に 徹して 大判 事。 刀から りと 落ちた る 

障子。 W ャァ耱 鳥. か 首 討った か。 春 久我殴 

は 腹切って か。 染 *? ハァ しなしたり とど 

うど 坐し。 春 悔むも 泣く も 一時に スュ テ呆 

れて 詞も染 なかり しが 。春 や-ありて 定 

香聲を 上げ。 入 鹿 大臣へ 差 上ぐ る雜鳥 

が 首。 稗檢使 受取り 下されと。 染 《- 呼ば は 

る 聲を吹 送る。 風の 案內に 大判 事 オタ... 歎 

きの。 姿 改めて。 衣紋 棒 ひ しづくと おり 

立つ 春 川邊の 柳腰。 娘の 首 を かき 抱き 。ョ 

大判 事樣 わけて は 何にも 申し ませぬ。 御 

子息の 命 は どうぞと 思うた 甲斐 もない。 

あへ ない 有様。 お前 様のお 心 も 推量 致し 

居ります る。 *■ 添 ふに 5^ ふ はれぬ 惡緣 を。 ^ 


思 ひ 合うた が 互の 因果。 此方の 娘 も 添 ひ 

たいくと 思 ひ 死。 《5餘 り 不便に 存じ ま 

す。 せめて 久我之 助 殿の 息 ある 中に 此首 

を 其方へ お渡し 中す が。 娘 を 嫁 人り さす 

心。 * 實に 尤も 嫁 は 大和 堆婿は 紀伊國 e  0 

脊の 山の 中に 落つ る。 吉 野の 川の 水盃。 

棲の はやしの 大 島臺。 目 出た う 祝言 さし 

ませう わい。 春 そんなら 是 迄の 心 も 解け 

て。 ハテ 互に 婭 同士。 ェ、 忝い と。 》^ 

悅ぶも 跡の 祭。 詞ほんに^^丈延びた者を。 

何時 迄 も 子供の やうに。 思うて 暮すは 親 

の 習 ひ。 地 あまやかした 雛の 道具。 一人 

子 を 殺して 何に せう。 跡に 置く 程淚の 種。 

腰元 ども 其 一 式。 殘らす 川 へ 流れ 灌頂" 

フ 未来へ 送る。 嫁入 道具 行 器。 長 持 犬 張 

子。 *、 キ 小袖 簞笥の 幾 棹 も。 命ながら へ 

居るならば。 一世 一度の 附り 物。 五町 七 

町繽く 程。 美々 しう せんと 樂 みに。 思う 

た 事 は ナ * ス引 きかへ て。 フシ 水に なった 


る 水葬 禮。 *、 キ 大名の 子の 嫁入に。 乘物 

さへ もなかく に。 紀念も 仇の 爪 琴に。 

首取乘 する 弘誓の 船。 シォ ク- あなたの 

岸より。 彼の 岸に 流る-.。 フシ 血汐清 

舟が。 地 今 はの 容顏 見る 親の。 口に 祝言 

心の gl 名。 千秋 萬 歳の 千 箱の *> 玉の緒 

にが ほ ,  , 

も 切れて。 今は敢 なき 此死 餘。 生きて 居 

る中此 様に。 婿よ 嫁よ と 言 ふなら ば。 いか 

計り 悅 ばんに。 領分の 遣 恨より。 意地に 意 

地 を 立 通す。 せハ上 重なる 入 鹿の 疑 ひ 中 直 

るに も 直られぬ。 義理に なった が 二人が 

不運。 詞 あれ 程 思 ひ 詰めた 嫁。 何の 入 鹿 

に從 はう。 とても 死なねば ならぬ 子供。 

一時に 殺した は。 未來で 早う 添 はして や 

りた さ。 埔言 合さね ど 後室に も是迄 不和 

な 大判 事 を。 ® と 思 召せば こそ。 悴に立 

てて 一 人の 娘。 ヲ 、よくこ そ 手に かけら 

れし。 過分に 存 する 7 シ定香 殿。 春詞ァ 、 

勿體 ない。 其お 禮は あちらこちら。 不束 


な 娘 故。 大事のお 子 を 御 切腹。 器 筋目 S 

も 勝れた 殿御。 夫に 持った 巢報 者。 地と は 

いひながら。 あれ 程 迄 手し ほに かけて 育 

てた 子 を。 又 手に 掛けて 切る 心。 染詞サ 、 

推量 致して をる。 武士の 覺悟は 常ながら。 

まさかの 時 は取亂 し。 介錯 仕 後れ 面目な 

い 春增 いえ/ \- それで 目 出たい 此 祝言。 

是 がほんの 葬よ 嫁入。 一 代 一 度の 祝言に。 

婿 殿の 無紋の 上下。 詞首 ばかりの 嫁御 寮に。 

對 面せう と はしら なんだ。 春 a それ も 子 

供が 遁れ ぬ壽 命。 染鬼 にも 角に も 世の中 

の 子と いふ 文字に 死の 聲の。 一一 人 有る も定 

まる 宿業と。 隔 つる 心 親々 の 積る 思 ひの 

山々 は。 染 とけて 流れて 春 吉野川 フシい 

と i -。 染漲 るば かりなり。 《>淚 はらうて 

大判 事 首 かき 上げて 聲 高く。 詞枠淸 舟 承 妹 一 

れ。 人 M« 期の 一念に よって 輪廻の 生 を I 一 

引く とか や。 き 忠義に 死す る汝が 魂魄。 I 

君 父の 影身に 付添うて。 朝敵 退治の 勝 軍 訓 


を 草葉の 薩 より 兑物 せよ。 今雜 鳥と 改め 

て 親が ゆるして 盡 未來。 五 百 生まで 變ら 

ぬ 夫婦。 忠臣 貞女の 操 を 立て 死した る も 

のと 高聲 に。 閻魔の 磨 を名乘 つて 通れ 南 

無成佛 得^と。 iP ふる 聲 の 聞え て や 物 得 

言 はね ど 合す 手 を。 合せ 兼ねた る此 世の 

別れ。 早 や 日 も 暮れて 人顏 も。 見えす 庵 

の 霧 隱れ。 舂埋む 娘の 亡 Is は 此方の 山に 

と J- まれ ど。 染首 は脊 山に 檢 使の 役目。 

春 我が 子の 介 鍺淚の 雛。 よしや 世の中 憂 

き 事 は。 何時か 當 麻の。 染 大和 路ゃ os5。 

に 妹 山" 染先 だつ 脊山。 - 一人 恩愛 

義理 を堰 下す。 染淚の 川瀬。 春三吉 野の 

花 を。 見捨てて。 春 出で て 行く 

第 四 

«!" 引いたり。 ヲ ゝ。 引いたり。 ヲット 地 

文月 七日 例年の。 水を斩 井に 繰 返す 釣瓶 

の辆も 7 シ 三^の 里。 * 酒 商 費の 世杉屋 


が 身過ぎの 水の 內井戶 を わけて。 ひの 

娠 はしき。 サァ- ^湾んだ と 取り^ s\^。 

-*/•*.,<' ひよ ね*な へ もの  , 

lii 酒 洗米 供物。 7 シ 皆々 汗 を 入れに ける。 

增 主の 母 は 納戸より 運ぶ 用意の 酒 看。 い 

つに ない ほやく 機嫌。 S 近所の 衆 どな 

たも 大儀で ござんした。 嘉例の 通り 酒 盛 

して。 暮れる まで ゆっくりと 遊んで いん 

で 下さん せ。 コレ 土左衛門さん。 年 かさ 

にお 前から 酒 始めて 下さん せ。 ァ 、又雜 

作な 止しに さんせいで。 おいらが 相 Is 屋 

で手傳 ふの も。 年中 愛の 井 戶の水 を 使 ふ 

恩返し。 なう 五洲 兵衞 左樣ぢ やない か。 

ヲ 、さう とも/ \ -。 鬼 を はって 貰ろ て 術 

ない。 是 から はいつ もの 通り。 娠 かに 遊 

び ましよ。 サァ野 平 藤 六。 騒ごぞ やく。 

ホン -I それ は左樣 と。 コ レ內畿 さん。 見 

て. X や 

れば 麦に も 寺 屋の樣 に。 七夕 樣が 祭って 

あるな。 サ イノ マァ 見て 下さん せ。 愛た 

てない と 思 はんしよ が。 こちらの 娘の ァ 


ノぉ 三輪。 何やら 星樣に 願が あると て。 妹 

背 

あの 樣に內 で 祭 も 色々 の 供へ 物。 ませた 山 

世界 ぢ やない かいな。 ホ 、そり や マァ奇 女 

特な こっち や。 そして 此ぉ娘 は 留守 かえ。 讕 

アイ 小さい 時 行た 寺小屋へ。 七夕に 呼ば 

れ ました。 サァ， （-1 つ 飲んで 下さん せ。 

ヤイ子 太郞。 酌 をし をらぬ か。 どり や 吸物 

に 豆腐で も。 * たいて 來 ましよ と 母親 は。 

フシ 納戶に 入れば 打ち くつろぎ 通 る。 底 

なし ども。 引受けく。 いっき 飲み。 看 

の 鉢 を。 引 寄せて 箸 放さす の。 フシ 力； 滅 

多 瞳 ひ。 丁稚の 子 太郞。 フシ 呆れ顔。 ョァ 、 

扭々。 氣 味の よいと は 挨按ぢ や。 よつ 程 下 

作な 呑み 樣ぢ や。 井 戶の盼 が 水 吞む樣 に。 

口 明いて がつ ぶく。 ェ 、夫で は 味が 知 

れ難 かろ。 コレ此 酒 は 內儀樣 が 張り込ん 

で。 こちの 銘酒の 第 一 番。 男 山と いふ 酒ぢ 

やが。 こなた 樣達 は眞の 無茶 飮 。此！ i 子の 

2 

代りめ から。 もう 鬼 殺しに して くれう。 e 


訓庭女 緑 山背 妹 


そして まあよ ぃ加滅 に酒飮 まんしたら。 

W の 通り 騒 ごかい。 こちのお 三輪 様の 三 

味 線と 。太鼓 も 借 つて 来て 置いた。 せおつ 

と 合 點とロ 利の 。土左衛門が 眉に 皺。 そ 

れ はさ うぢ やが。 北 隣へ 近頃 来た 相 借屋 

の 烏帽子 折。 此 井戸が へ にも 立 合 はす。 

餘 りなめ た奴ぢ やない か。 野 平なん と 思 

やる ぞ 。ソ レ./ \ なまじら けた 額 付で。 馬 

鹿 慇勲な 顔付き。 平生ぬ かす 挨^ も 仔細 

らしい 切 口上。 毛唐人の やうな 扠。 大か 

や  ！ 4，5- くもん 

た それ 今 流行る。 早學 文と いふ 本 を 見て。 

唐の 箝め句 をし をる のぢ や。 地 此井戶 が 

へ に 出合ぬ から は。 急 度 物い ひ 付けて や 

ろと。 借屋の 內 の祌樣 達。 7 シ御 託宣 もと 

り^; » ^に。 *- それとも 知らす のつ し/ \。 

から  あまくち 

歸る 隣の 烏 精子 折。 辛き 世渡り 甘口に 羊 

羹 色の 黑 小袖。 ！ 腰 指した とりなり， に。 

フシ 浪人と こそ 知られけ る。 口より 腰 

か め。 K 隣家に をり ます： J 原 求 馬で ご 


ざり ます。 お 屋敷 方の 用事に 付き。 未明 

より 罷 出で 只今 歸宿 仕る。 後室 樣に はい 

よ /(\ 御機嫌うる はしう ござり ませう。 

後刻 殺り と 御意 得 ませう と。 せ 我が家へ 

入る を愁々 が。 詞ァ 、 こ れく く。 マ ァ 

待たん せ。 け ふはコ レ爱 の井戶 がへ。 相 

借屋が 寄って 居る のに。 こな 様ば かり 來 

すに 居て 交際が 濟む のかい。 但しお いら 

を。 潰す のかと。 》 "ねだり 臺詞に 求 馬 は 

恂り 上り口に 兩手 をつ き。 詞是 は/ f\> お 

顔 を 見れば 皆？ 口 壁のお 方々。 この 井戸が 

へ ぉ手傳 ひ。 曾 以て 私存ぜ す。 地 是と申 

す も 不案內 から 先 格の 作法 を存ぜ す。 段 

段の 失 禮眞平 御 赦免 下されと。 _i 疊に 

額す り 付ける。 詞ァ 、これく。 又 仔細 

らしい 事い はんす かいの。 ハ 、勝手 を 知 

ら にやしよ 事がない。 了簡せ いなら 夫で 

濟む。 此方 も 一番い うた 跡 は。 モウい ざ 

こざ はな いわいの。 此 土左衛門が 存 込ん 


だく。  «" 然 らば 貴方 様が お 執 成で。 斯 

樣に 御敎訓 なされた 上 は。 其 いざこざと 

やら 申す。 御 遣 恨 は ござり ませぬ か。 US 

サァ もうよ. SC 言 はんすな。 扭ぉ いらは 

餘程醉 うて 居る。 是 から は 嘉例の 騷ぎぢ 

や。 調子が 合 はいで 面白ない。 此石 でき ゆ 

つと やらん せ。 ハ 、！ K4 うは ござり ますが 

私。 一滴 もた ベ ませぬ。 ヲット そしたら 

勝手次第。 サァ是 からが 騒ぎの 趣向。 此土 

左衞 門に 烏 懂子屋 殿。 五洲 兵衞に 丁稚の 

^.^太郞。 しめて 四 人の 大踊。 三味線 太鼓 

は。 野 平 藤 六よ いかく。 求馬樣 も合點 

か。 スリャ 私に も 其 踊 を。 ヲ イノ こな 榇 

は 此貸屋 での 新 面。 猶 踊らに やならぬ わ 

い。 音頭 も おれが 二役 ぢゃ。 音頭 ャァ千 

代の 始めの 一 踊。 先 づは松 坂 こえた え。 

松 坂 こえた やつ さ。 踊 はあり や ハツ 

ハ ョィ ャサ。 《- 烏 帽子屋 殿 はも ぢ くと。 

手 持 不沙汰に 揉烏隋 子。 ャ ットサ 。愛の 娘 


の 柳 さび 引き立 烏帽子と 折り かけた。 ャ 

ッ トサ。 風 折 烏 精子 見す まして 帆 懸烏精 

子と 歸ら る、。 ャッ トサ。 ナ * ス！？ 家主 も 

ぎ兵衞 7 シ いっきせ き OS いかに 嘉例の Jg 

でも。 あんまり 騒ぎが かさ 高な と。 *- 門 

口から 聲 高々。 喚いて はいれ どい か 

な 事。 7 シ 耳へ も 入れす ャ ットサ 。ャッ 

トサ。 もぎ 兵衞叶 はすと も/^ に。 呵る 

詞も 拍子 づき。 ャッ トサ。 Kst* ゥシ此 家 

主 を そでに して。 滔を飮 めと も 言 は ^- こ 

そ。 ャッ トサ。 おのれ 等 許り 飮喰 ひ。 近 

所 を 構 はぬ 大騒ぎ。 ャッ トサ。 是程 いう 

て も 聞 入れに や。 家 明 付ける が合點 か。 

ヲ、 サテ 合點ぢ や。 增是を 来て 見よ かし 

のえ。 お 家主 渡した と。 踊る 拍 f の醉搜 

嫌。 夢中に なって 立歸 る。 家主 蹄に。 とほ 

ん となり。 a ァ 、やくた. S もない やつら。 

とうく おれ 迄 夢中に した 。婆 樣內 にか。 

逢 ひたいと フシい ふ aHM いて 納戸より。 


ヲ 、是は マァぉ 家主 樣か ヤイ子 太郞 め。 

あなたが お出な されたら。 何故 おれに 知 

らせ をらぬ。 ナァ -I 言 はんす やら。 あの 

お 家主 樣も。 いんま 迄 同じ様に 躍って で 

あった 物。 叉つ けく と 何い ひ をる。 チ 

ァ/ \ 申し。 なん ぞ掷 用で ござります か。 

ヲ 、用と も/ \- 大事の 用。 さるお 侍から 

賴 まれた が。 入 鹿 樣の言 付で。 ソレ鋒 足 

とい ふ 和郞の 子息の 淡 海。 方々 流浪して 

居 るげ な。 それ を 見付け出したら 大金。 何 

でも マァ： ^方へ ござれ。 とっくりと 言う 

て 聞か そ。 サァ ちゃつ とく./ \。 ハイ 

^f,-/^ そしたら お前へ 參り ましよ。 ャ 

ィくく 子太郞 よ。 サァ鬧 がしうな つ 

て來 た。 もう 日が 暮れた さうな。 大も消 

して 見 世 明けい。 用心に 氣を 付けい。 又此 

娘 は寺屋 から 戾 りが 遲ぃ。 ソレ酒 買が 來 

たら！！^出せ。 盜 人が 来たら 酒 はかって や 

り をれ と。 《. 氣の 急く 俸 に 間違 ひだらけ。 


ォクリ 打 連れへ てこ そ 出で て 行く。  《- 日と 共 妹 

に 營む樣 も 入相の。 本 フシ 四方の ポ 庫戶鎮 山 

し 時。 《- 子太郞 跡 を 打 見やり。 を 上げ 女 

表の 戶 夜の 搆 への そこ こ i と。 7 シ こな 訓 

たの 道より。 歩みよ る 振の 袖の 香 や ごと 

なき を 隱す衣 被き。 7 シ誰白 絹の 優姿。 

地 窺 ふ內に 隣の 軒。 知らせの し はぶき 主 

も £ め 

の 求 馬。 今宵 はどうして 早 かりし。 *- 

サァく 此方へ と 其 跡 は。 言 はす 語らす 

手 を 取って。 7 シ戶ロ 立 寄せ 入る II に。 《- 

子 太郞は 不審 顔。 隣の 門口 耳 を あて。 聞 

き濟 して 立戾り e  at なんでも 隣の 烏帽子 

おは。 おれと 違うて よつ 程 豪い 色事師 ぢ 

やわい。 彼お が 見事な 烏 精子で。 ァノ代 

物 占め をる と 聞え た。 こちらのお 娘に 聞 

せたら。 大抵の こと ぢゃ あるまい。 H  , 

はし 早. S 奴で は あると。 7 シ 咬く 所へ。 *> 

娘のお 三輪。 寺子屋 戻り。 早足に。 フシ 

門口 這 入れば。 K やお 三輪さん 戻らん し 胡 


たか。 サァく 事ぢゃ 《 大事ぢ や 

く。 ヲ 、あの人 わい の何ぢ やい の 私に 

りさし やった わい の。 さし やった わい 

の。 さし やった わい の 所 かいの。 コレぉ 

前に 忠義 をい うて 聞かす。 忠義と は 何の 

事ぢ や. S の。 H  、忠義と は 忠臣の 事ぢゃ 

わい の。 サ其 忠臣 は 知って ゐる がの。 夫 

が どうぞし たかや。 サ其 忠臣 はの。 ァノ隣 

の 烏帽子 奴が な。 隣の 烏帽子と は。 ム 、 

求馬樣 のこと かいの。 ヲ 、求 馬々 々。 其 

求 馬の 姿から 起った 事。 こちの 內儀 3|| は 

家主 殿へ 用が あってい かしゃった。 其 跡 

へ 何ぢ やか 知らぬ が。 眞 白な 絹 を か つぎ。 

幽靈 かと 思うたら。 美しい；^ 妻が 隣の 門 

口 ことくと 叩いた。 そしたら 求 馬樣が 

つつと 出て。 よう 早う 來た ナァ と。 手に 

手 を 取って 內へ はいった。 それから おれ 

がぢ つと して 聞いて 居たら。 コレ こちへ 

雇 ふ 男 どもが。 朝の 間に 酒 桶 洗ふ樣 に。 


シィ と いふ 音が した。 どうで も あり 

や 求 馬 様が。 竹 離で 擦る と 見 える わい 

な。 ナントお 三輪 樣。 コリャ だまって 居 

られ まいが な。 ム 、そんなら 何と. S やる。 

求 馬 様の 所へ 美しい 女中 樣が 見えて。 其 

女中 樣を。 連立って はいら レ やん したと 

言 やる のか。 アイ。 そり や マ ァ合點 のい 

かぬ 事。 幸 ひか &樣も 留守 なれば。 其方 

往て求 馬 様 を。 爱へ 連れて 戾 つてた も。 

ヲット 合^ 存 込んだ と。 地 走り出で て 隣 

りの 門。 破れる ばかりに 打敲 き。 詞コ レ求 

馬樣 隣の 酒屋から 使に 来た 今の が 濟んだ 

ら 印判 持って ござんせ と。 フシ 口から 出 

次^。 地 求 馬 は！^ り 何やらん と 。立 出づれ 

ば 物 を もい はす。 マァく 此方へ と 無理 

やりに 手 を 引 連れて。 フシ 我が家の 內。 《- 

夫と 見る より 娘のお 三輪。 口にい はね ど 

赤らむ 顏。 詞求馬 様お 歸 りなされ たか。 

ホ是 はくお 三輪 様。 寺屋 へお 出な さつ 


たげ なと。 *" 互に 味な 墨付き を。 子太郞 ゆ 

がひつ 取って。 P サァ おれが 役 はもう 是 

迄。 そこ へ 何 かの 立 引さん せ。 《- 愛らで 我 

ら粹を 通し 夜食の 抉 持に ありつかう。 

兩人共 後に 逢 はう と。 《_ 納戸へ。 7 シ 走り 

入りに ける。 地 跡に 二人 はつぎ ほな くお 

ぼ 子 育ちの 娘 氣に思 ひ 詰めた る 一 筋 を。 

言 はう とすれば。 胸 迫り。 詞今子 太郞に 

聞い たれば 美しい 女中 様が。 宵から お前 

へ 來てぢ やげ な。 定めて それ は隱し 妻。 

«_ 是迄 お前と わたしが 中 逢 ふ 事 さ へ もた 

まくに。 千年 も 萬 年 も 變らぬ 契りと 仰 

しゃった。 其 約束 は僞 りか。 浮世の 譯も 

辨 へぬ。 在所 育ちの わたしで も。 いひ か 

はした 事 忘れ はせ ぬ。 あんまりむ ごいと。 

取 付いて 淚 先立つ フシ. 恨 言。 詞是は 思 ひ 妹 

も 寄らぬ 疑 ひ。 成程 女中 は 来て 居る が。 g 

あれ は ソレ春 日の 神 子 殿。 其 連合の Ifi 且 I 

殿の。 烏帽子 を 謎へ に 見えた のお や。 美 訓 


女 はおろ か。 いかな 天女 か 影 向あって も。 

外へ 散る 心 はない。 和歌 三祌を 誓に かけ。 

偽り は 申さぬ と。 7 シ 時の 間に合 ひ 落 付 

かせば。 * さすが おぼこの 解け やすく 祌 

樣迄 誓言に。 夫で わたし も 落 付いた 必す 

變 つて 下さん すなと。 立 上って 七夕に 供 

へ 祭りし 二つの 緒 環。 持 出で て 前に 置き。 

K わたしが 寺 屋へ往 た 時に。 お 師匠 樣に 

聞いて 置いた。 殿御の 心の 變ら ぬ樣 に。 

星樣を 祈る に は。 白い 糸 赤い 糸。 增緒環 

に 針 を 付け 結び合せて 祭る とやら。 《«ヲ 

ヲ それが 則ち 願 ひの 糸の 乞 巧 針。 ム、 お 

前 も 能う 知って ぢゃ ナァ。 白い 糸 は 殿御 

と 定め。 女子の 方 は 赤い 糸。 *- それで 私 

も此願 籠。 寺屋で 見た 本の 中に 心 を かけ 

し 女の 歌。 詞ァ、 何と やら。 ヲ、 それよ。 

戀 渡る。 思 ひ はち e に 結ばれて。 幾 代願 

ひの 糸の 緒 環。 ホ 、其 男の 返しに は。 逢 

見ての。 後 も 願 ひの 糸 筋 を。 《- よそへ 亂 


すな 君が SSBST  s アイく さう で ござん 馬が 內 より 以前の 女。 歩み 出で てこな た g 一 

した。 使が まで も變ら ぬしる し。 赤い 糸 の 門口。  隣の 烏帽子 折樣 は。 こなたへ g 

を に 渡し。 白い 糸 を 私が 持ち。 I 来て ござる かな。 許さつ しゃれと 內へ入 g 

0 


り も 長き 願 ひの 糸。 夫婦の 約束 口に。 る。 埴 姿に 求 馬 は 手 持 不沙汰。 お 三輪 は 

らぬ 7 シ緒環 を。 千代の 取り か 何の 氣も 付かす。 8 ァ、 彼方が 今のお 人 が 

はし 几に 付きな 口， 4。 フシ わりな *si.o  «- 求 かえ。 ヲ イノ。 あれく 神 子樣ぢ や。 そ 6 


れで薄 衣 着て ござる ナァ 申し。 お前 樣は 

ァノぉ 連合 樣の。 烏惰子 を 跳に お出でた 

され ましたの ぢゃ ナァ。 左様で ござり ま 

きうが な 。サ 、 、 、さう で ござり ますと。 

フシ 紛ら かす。 增 包む 詞の絹 を 漏る 月の 笑 

額 をぴん とすね。 コ レ 申し 求 馬樣。 ァ 

ノ 女中 はお 下婢 か。 何人で ござります。 

アイ ャ是 は此 酒屋の 娘 御。 ム、 其 マァ隣 

の 娘 御と。 最前から 久しい 間。 何の 用が 

ござり ましたと。 地 問 はれて 求 馬 は 答へ 

もな く うぢつ く 素 振 見て取る お 三輪。 詞 

ァ、 申し n レ 神子樣 とやら いふ 女中 様。 

人 を マァぉ 下婢 かの 何のと。 ひっこな し 

たもの の 言 ひ樣。 求 馬 樣には アイ。 私が 

用が た あんと ござんす。 お前のお 世話に 

なるまい し。 構うて 下さん すな。 ヲ 、是 

ははした ない。 ：8 に 言 はしゃっても。 

そ もじな どの 用 を 聞く。 求 馬樣ぢ やない 

わい なう。 《- サ ァぉ歸 りと 手 を 取れば。 


お 三輪が 隔てて。 請 イエく く。 わた 

しが 未だ 用が ある。 往なす 事 はなり ませ 

ぬ。 ィ、 ャこ、 に は 置き はせ ぬ。 邪魔せ 

すと そこ 通し やと。 地 手 を 引立てて 立 出 

づれ ば。 ィャ 放さ じと お 三輪 もまた。 あ 

なた へ 引けば こなたへ 引く。 譯も 诸に戯 

れ るぞ翅 袖 ふり 分け 姿。 7 シ 戀を爭 

ふ 其 折から。 《- いきせ き 戾る此 家の 母。 

0 ャァ求 馬 殿。 此方 樣には 用が ある。 何 

處へも 遣る 事なら ぬ。 《- 動くまい ぞと身 

構へ に。 何 か は 知らす 白 絹の 姬は。 外へ 

と 出 行く を。 とめる 求 馬に 又す がる。 娘 

を柙 分け 母親 は 求 馬 やら じと 引止め。 紫 

ぐ 手と 手 を 柵 の 7 シ 風に 揉まる、 爭ひ 

に。 垴子 太郞立 出で 見過して。 これ 幸 ひ 

と 母親の 帶に 確り 括った る。 繩先を 桶の 

りみ ぐち ゆ ひつ  こな！' 

吞 口に 結 付け 納戸へ 逃げて 入る。 此方 は 

互に 戀慕 ひ姿亂 る&。 姬 百合の 手 を 振り 

きれば 一 時に 亂れて 走る を 母親が。 遣ら 


じと 追へば 紫ぎ 繩。 力む 拍子に 吞ロ拔 け g 

H- つく はい かさ  r 

酒 は 瀧 津瀨询 り 敗亡。 三人 門へ 遲れ じと 

同じ。 思 ひ を 跡 や 先 道 を。 したうて 一一 一重 

道行 戀の をだまき 

表具 岩 戶隱れ し 神様 は。 誰と 寢 して 常闇 

のよ る。 ./\. 毎に 通 ひて は。 又歸る さの。 

ナ * ス道 もせ 氣 もせ 夫 も 何故 スュ 力； 戀故 

に。 7 シ窶 る、 所體。 恥 かしと。 俤隱す 薄 衣 

に。 ギン 包め どか をり 橘姬。 ォクリ 思 はぬ 人 

を 思 ひ 侘び 心の たけをく どけ ども。 S** 

つれな き 松の 下 紅葉 焦れて 結えん 玉の 精 

も 殿 故なら ば捨草 も。 暫しは 憩 ふ 芝 村の 

ての： ひ  ，  > 

ギン 賤の 男が。 * 置き 手拭で。 忍び/ \ の 

晚に ござらば ナ コレ。 のん や ほん 

にさ 。背戸の 柿の 木の。 枝 こえて ナ * ス 連理 妹 一 

を 契る 言の葉 は。 7 シ それ も 戀中爱 は 又 Q 山 

箸 中 村よ い 一 ^^の長者が跡と名に響く。 釜 g 

が 口 を も 出 離れて。 フシ ォクリ 歩む に。 (晴 訓 


き吳 竹の 7 シ 茂れる 中 を 分 行けば。 葉 

毎 露が。 ほろ. /(\ とほろ、 打つな る 雉 

の聲。 思 ひ 比べて いと ^摘。 心細 野に 立 

^  -r  I おさ 

ちつく す 憎 や。 案山子に 威 さる、 ォクリ 我 

が。 姿に 又 怯ぢて はっと 立 行く 羽風に つ 

れて。 ちりく ちる や。 柳 本流る、 水に 

祸 ぬれて。 本 フシ 物 思へ とや 帶 とけの 。ス M テ 

里羡し 自ら は。 終に 一 度の。 情 さへ ない 

て。 身 を 知る。 合淚 雨。 タ、 キ布留 の 社の 

御 燈の影 か。 ナ * ス フシ 松の木の 間に ちら 

くと ハズ、 、、見えつ 隱 れつ。 歸る さの 

お 蹄 を 求 馬が 慕 ひ 来て。 探 和 互に はたと 

行 合の 星の 光に 額と 額。 梶ャァ 戀人か 何 

故に。 爱迄跡 を 追 ひ 鳥 は。 もしゃ 塒の 契り 

を も。 叶へ て やろ とのお 心 かと。 胸に は 

いへ ど 詞には おもはゆ ふりの 袖 几暖。 和 

成程 切なる、 いざし 仇に S はじさり 乍ら。 

左様 こがる &戀路 にて 晝 をば 何と。 .01 羽 

玉の 夜ば かりなる 通ひ路 は。 いと 不審な 


り 名所 を 聞いた る 上 はこな たより。 二世 

の 固め は 願 ふ 事。 明 させ 給 へ と 只管に。 梶 

問 はれて 實 にも は づ かしの もりて。 あま 

れる。 浮 身の上。 語る につら き 葛 域の 峰 

の 白雲 ある ぞ とも。 さだか ならざる 賤の 

女と 思うて 深い 疑 ひの。 雲 を はらして 自 

らが。 raa ひも はらして 給 はらば どんな 仰 

も 背くまい。 縱へ 草葉の 露霜と 消えても。 

何の 齬 やせぬ。 是程思 ふに 胴慾な。 とけぬ 

お前のお 心 は あんまり 結 

ぶの 神様 を。 祈り 過した 

咎 かや。 つれな の フシ 君 や 

と 恨み わび。 春 思 ひ亂る 

る。 薄 蔭 夫と お 三輪 は 走 

り 寄り。 中 を 隔てて 立つ 

柳。 和 立 退く 抉。 春 引止め 

ェ 、聞え ませぬ 求 馬樣。 

ソリ ャ氣の 多い。 惡 性な 

そ もや 1 が馴初 は。 始 


めて 三輪の 過ぎし 夜に。 葉 越の 月の 係 は。 妹 

お 公家 樣 やら。 侍樣 やら。 知れぬ なりふり 山 

すっきりと。 水際の 立つ 好い 男。 外の 女子 g 

は 禁制と。 しめて 固めし 肌と 肌。 主 ある 訓 

人 をば 大瞻 な。 斷 なしに 惚れる と は どん 

な 本に も あり やせまい。 合 上 カン 女 庭訓 倏 

方。 よう 見やし やん せ。 ェ。 窘 みなされ 

女中 樣。 梶ィャ 。そ もじと てたら ちね の ゆ 

るせ し 中で もない から は。 戀は仕 勝よ 我 


ま 

ゲ/ 

マ" .$ 


が 殿御。 春ィ 、 ャ わたしが。 K ィャ わしが 

と 一一 人 共に すがりつ。 手 を 取って 三人 三下- 

f*a  .J- ミこ. * んな 

* 園に 色よ く^く 草 時 は。 7 シ 男女に なぞ 

らへ言 はば。 言 はれう 物 か 夕顔の。 梅 

は 武士。 樓は 公家よ。 山吹 は 傾城。 合杜若 

あやめ め S- け 

は 女房よ。 色 は 似たり や。 菖蒲 は 妾。 牡丹 

は。 奥方よ。 桐 は 御し ゆでん 姬 百合 は。 

娘盛りと 撫子の。 ナルゾ H  く 。なるとな 

ら すと ナ * スフ シ奈良 坂 や。 此手 柏の 二人 

の 女。 春晚 めば。 梶 睨む 荻と 获。 和 中に 揉 

まる.. -男郞 花。 放ち はやら じと！！ り 付き。 

""こなたが 引けば。 春 あなたが 止め。 

一一 人 戀の榊 蔦 葛。 付き纏 はれて くるく 

,/(^。 一-一人 上 ギ> 廻る や 三つの 小 車の 花よ 

り 白む 横雲の。 たなびき 渡り ありく と。 

三 笠の 山 も 程近く。 梶 鳴る 鐘の音に 驚く 

娘。 和 歸る所 は 何 處ぞと 求 馬が 氣轉 振袖 

の。 はしに 縫 ふて ふ 取 交す。 春 緣の緖 環 

いとし さの。 あまりて 三輪 も恪氣 の 針。 


男の 祸に 付く ると も。 三人 

しるし 

しらす 印の 糸 筋 をした ひ 

慕うて 三重 

»- 榮 ゆる 花 も 時し あれば 

末枯 嵐の ある ぞと は。 い 

さ 白雲の 高斜 座。 新に 造 

る 玉 殿 は。 彼の 唐 國の阿 

tt うでん 

房 殿。 爱に 移して 三 笠 山。 

月 も 入 鹿が 威光に は 。フシ 

覆 はれます ぞ 是非な け 

れ。 《- 腋 門の 方より 宮越 

玄蕃荒 卷彌藤 次。 御前よ 

き窿 高う 吹く。  7 シ帆か 

け 烏帽子 も 十分に。 仰反 

り 返り 入来り。 詞 ホウ 仕 

丁 ども 朝淸 めな。 ィャな 

に玄蕃 殿。 此度 新たに 榘 

かれた る 此山裨 殴。 朝日 

に 輝く 所 は。 吉野龍 田の 
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花杠 葉。 I 度に 見る とも 及びますまい。 ナ 

^ん ご 

-ーサ く。 ィャモ 言語に 述べが たき^ 物 

好。 瑪 現の 梁 珊瑚の 柱。 水晶の 御簾 現 

璃の 障子。 コ レ 見られよ。 飛石 は號拍 砂 

は 金銀。 又 釣 殿に 登り 見お ろせば。 春 日 

きん？ い  つ- * ら  *i 

の 杉 も 前栽の 草 びら。 若草 山葛饈 山は撖 

石 同然。 猿 澤の池 は。 お 庭の 井戸に 見え 

まする と。 話の 尾に 付く 仕 丁 ども。 W 

ァ 、結構な 御 普請で ござります。 さう し 

て 何やら ふつ/ \ と 好い 匂 ひが 致し ま 

す。 ヲ 、其 害緣校 S に 至る 迄 皆 伽羅と 

沈。 シ タリ 抹香 や 鉋屑と は 達うた 物ぢゃ 

なう 又 次。 サイ。 又お 學問所 は 唐 を 富し 

て 唐木ぢ やげ なの。 ハ アン。 其 唐 木と は 

何々 ぞ。 ヲ 、先づ 花 I。 フ ン。 紫 擅。 フ 

ン。 黑擅。 ホイ。 鐵刀 木。 ホイ。 うらや 

た V- け ほんけ 

さん。 ホイ。 當卦 本卦。 や 手の 筋。 や。 

男女 相 姓 や 墨色の 考。 n レく。 失せ物 

待ち人。 n レ《。 書 I の 善惡。 ァ 


ァ コ レ/ \ -。 そり や 山 御殿で はなうて 山 

伏 ぢゃぞ や。 サァ王 樣も此 山で 寢 やしゃ 

るに よって 山伏 ぢゃ。 ェ 、んを ^弄する 

かな。 ィャ 長老と は 坊主の 事 か。 ィ、 ャ 

女子の 事ぢ や。 そり や 女郞ぢ や。 ィャ如 

露と は 花に 水 かける 物ぢ や。 ェ 、どう 言 

やかう 言 ふと。 なん ぼ 貴 樣 がくすな の 辯 

でも おれに や 敵 はぬ。 ャィ ふるな の辯ぢ 

や。 くすな と は魚ぢ やわ やい。 ィャ くす 

なぢ や。 ィャ ふるな ぢゃ。 くすな ぢゃ。 

ふるな ぢゃ。 く。  /\。  く。 ャィャ 

ィ 騒がしい そり や 何事。 清め 仕舞 はば 早 

く 下れ。 皆 行け/ \ と。 a- 追 立て やり。 

S ァレ お聞き あれ 彌藤次 殿。 我が君 此殿 

へ 御 移りと 見え。 物の 音 近く 聞え 申す。 

いかさま 左樣と 威儀つ くろ ひ 厳重 ォ n シ 

へに こそ。 控へ 居る。 * 花に 暮し 月に 明 

し。 & 池の 遊びに |！ ひっかれ。 御 殴 

A ちがく 

の 通ひ路 も。 數 多の 官女が 道楽に。 君の 


ま b 'かぶ S  to-T ひち h-m 

機嫌 を 鳥 甲。 卞 オン 調ぶ る 笛 や 箫蓽集 ギ. Z 昧 I 

太鈹 の。 音 も鶴德 に。 己が 不德を 押 登る。 g 

ssilks 錦の 褥の 上。 むん すと 坐せ g 

し 有様 は。 實に 類な き榮 華の 殿。 玄蕃彌 W 

藤 次 頭 を さげ。 先達て 卿 上 雲 客 達より。 

君の 壽を 祝し 申されし 數の 島臺。 ゾレ女 

中 方。 數覽に 供 へられよ。 * アット 答へ 

て 持 出 づる思 ひくの 飾 物。 何が な 君が 

欝を祝 ふ。 鶴龜松 竹の。 影 は 千尋の 深綠。 

松と 鶴 合せて 見れば。 一 萬 1 1 千の 齢 を 君 

に。 讓り壽 く。 フシ 蓬萊 山。 扨 又 次の 島 

臺は。 周の 帝の ぎ妃。 假の 情の 弟 草實に 

寵愛の 色 菊 や 葉 毎 を 染めし 其 筆の。 命 毛 

長き 八百歲 老いせ ぬ や。 く 築の 名 を も 

菊の 滔。 酌め ども 盡 きぬ 泉の 壺。 ナ * ス亂 

上人の 方 * より フシ 御 祝儀な りと 相述ぶ 

る。 》-1 入 興に 入 鹿が 悅び。 S ヲ、 百 司 

百宫 より。 下 萬 民に 至る 迄。 我が 在位 長 

かれと 頃 ふ 事銘々 が 身の 其 加 なれば。 猶 ^ 


5J ん 1^, い  A- 一 i の h- 

萬 歲を唱 へよ と 高慢 我慢の 詔 。地 はっと 

雨 人 階下に 平伏し。 詞我々 は 申す に 及ば 

す 民 百姓 も 野に 手 を 柏って 舞ひ樂 む。 誠 

に戶 ざさぬ 御代と 申す は今此 時に 候と。 

»- 滅多に 追 從猩々 の。 人形に 見惚れ 官女 

達。 BS コレ/ \ -此獲 々が 手に 持った。 酌 

盃も 取り は づし壺 に は 誠の 造酒 を 港 へ た 

是で 御酒 宴 始めう か。 いか 樣夫は 能い 御 

慰み サァ. «- 早う と 取り..， 5\ に 手まづ 

遮る！^ の ギン ォクリ 廻れ や。 廻れ や 萬 代 も 

盡 きじ ナ * ス盡 せぬ。 歡樂の 興 を 催す i 一 5- 

其 所へ。 SS もの まう 賴 みませう とどって 

n ち びん At** 

ぅ聲。 撥髮 頭の 大男。 御毆 間近く ぼっか 

くくく。 着た る 木綿の 長 搾。 糊し 

やきばって 立ちはだかり。 S;H  、入 鹿 殿 

は爱ぢ やな。 內 になら 逢 はして 下ん せと 

木で 鼻く  X るむ くつけ 詞。 .宫 越荒卷 目に 

角立て。 《 ？ャァ 何奴 なれば" 君の 御前と も 

悼らぬ 馬鹿者め 退去り をら うとき め 付く 


る。 ィャ俺 や。 難 波の 浦の!？ 七と いふ 網 

引で ごんす が。 何時 やらから 此方の 方へ。 

宿替 して ごんした お 公家 殿 鎌き り の 大身 

から。 雇 はれて 來た 使で ごんす と W いふ を 

遙に 見下す 入 鹿。 〈テ 心得ぬ 其 鎌足め は 

首 陽 山の 昔 を擧び 跡を隱 せし と 聞きし 

に。 拉は難 波の 浦に 在りけ るよ な。 普 IK 

の 下。 率土の 濱。 王 地に あらざる 所な けれ 

ば 今日 迄飢 にも 臨ます 健 固に をり し は 我 

が惠 ならす や。 夫 を 思 は ♦、 疾 にも 參り恩 

を 謝すべき の 所。 使 を 立てし は 緩怠な り。 

ェ 、それ おれが 知った 事 かいの。 斯う 見 

た 所が。 餘程短 氣者ぢ やわい の 併し 喧嘩 

はこなん の樣 にこつ きで 行く のが 德ぢ 

や。 鎌殹も 一 且は曾 ひが、 りて。 てつ ぱ 

つ て 見ようと 思 はれた さうな が 叶 はぬ や 

おれ ,% 

ら。 どうぞ 俺に 柱て 挨拶して くれてて。 

夫 は/ \き つい 弱りい の。 大概な 事なら 

もう 料簡し て やらん せ 懇な中 は 得 て 心安 


立て。 間遠が ある 物ぢ やて なう。 コレ 中；： 

直りの 印ぢ やて て。 ます 一 升お こされた 

と * 刀の 提 緒に フシ ぶら/ \ と 結びし 德 

利 急 度 目 を 付け。 地 未だ 日本に 渡らぬ 兵 

器 唐土に あり VJ 聞く 飛道具の 類なる か。 

何にもせ よ 怪しき 物 を 所持せ しぞ よ。 か 

ひ 《 

たん \ 油 斷致 すなと 眉を攀 めて。 身 構へ 

たり。 詞ェ 、とつけ もない。 とっくりと 

見やん せ酒ぢ やく。 コ レ其處 なお 手代 

衆 早う コ レ それ 進ぜさん せ。 ィ 、 ャ善惡 

しれざる 鎌足より 差 上げし 酒なら ば。 ま# 

藥 仕込み あらん もしれ す 奉る 事 罷りなら 

ぬ。 ェ 、ま はす わく。 どれ おれが 毒味し 

て やろ 茶碗 はない かえ。 そんなら 赦 さん 

ちき 

せ 直 やり ぢ やと。 《- 言 ひつ i 德 利の フシ 

口から 口 詞ヲ 、よ. sip ぢ やにな あ 是を飮 妹 

まぬ とい ふ 事が 地 あるか しらぬ と 振って 山 

見て。 詞ャ、 ャァ 南無 三。 皆 飲んで しも 

た。 ェ 、ひ よんな 事しての けた 。ャ コレひ 翻 


よつ と錄 殿に 逢 はんしよ と 儘 おれが 飮ん 

だと 云 はすに。 よう 屆 いたと 鐘い うて 下 

んせ やと。 a- 我 武者な 樣 でも 正直者。 フシ 

眞 面目に なって 氣の 毒顏。 W ァ、 まだ 何 

やら 言 傅って 来たが 落し はせ ぬかと 懷探 

し。 ヲット ある わ サァ是 見やん せと 一通 

を。 * 渡せば 彌藤次 押し 披き。 ョナ -ー ナ 

一 1 我 不肖た るに よって。 暫く 心 を 惑 はす 

と雖 も。 今 一 天 四海 御手の 內に落 入る 事 

正しく 天の 讓り袷 ふ 萬 乗の 御 位。 入 鹿 公 

に 背く は 天に 背く と 同じと。 先非 を 悔い 

て爱に 降 參を乞 ふ 者な り 今より 臣下ぬ 屬 

する の 印。 君の 齢 を 東方 朔 にたと へ。 此 

扰花酒 を 以て 御壽を 祝し 奉る。 內 大臣 藤 

原の 鎌足 謹んで 申す と讀 上ぐ る。 ハ 、 、 

ハな まくら 者の 錄 足め。 臣下と ならん な 

ん どと は。 ィャ しら /4\ しき 僞り 扠。 何 

ぢゃ錄 殿 を IK つきと は。 何ぞ な 證據が 

ごんす か。 ャァ 小 ざ かしき 證據 呼ば はり。 


彼が 心腹い うて 聞かさう。 ドレ 聞き ませ 

うか。 先 づ此入 鹿 を 束 方 朔に譬 へたる が 

野心の 證跡。 そり や 又な じょに。 ヲ 、昔 

漢の武 帝が 代に。 東方 朔 といへ る扠。 三 

千年に 一 度實を 作る 桃 を。 三度 盗んで 噙 

ひし 故。 九 千年の 齢 を 保つ。 桃に 百の 緣 

を かたどり。 百 敷 百官 を 手に入れし 入 鹿 

を。 盜人 なりと いはぬ ばかりの 底 巧み。 

憎く ぃ扠と 居丈高。 ィャ くそれ や 無理 

ぢ やく。 ャァ 蛆虫め。 何 を 知って 小癀 

奴。 ィャ 何にも 知らん けど。 代りにな つ 

て 来た 俺ぢ やによ つて 一 番 いふの ぢゃ。 

ヲ 、鎌足が 代りなら ば。 是をも 代りに 試 

みよと。 《■ 傍なる 島臺押 取って 眉間へ は 

つし と 打 付く る。 臺は 微塵に 飛散れ どび 

くと も 動かす。 a; ァ 、好い加減 にだ、 け 

さし やれ。 其厄拂 ひの 代物 e 東方 朔 とや 

らに譬 へたと いうて I わかす のか。 年に 

あやからん せと こそ 書い てお こさし やつ 


たれ。 盜 人と 書い ちゃない ぞゃ。 それに 妹 

其方 か ら色 々 な 講釋を 付けて 盜人穿 i。 山 

知った 同士 はす J- しいと やらで。 盗人の ：^, 

覺 えが あるかして 今の 投打。 ァ 、こなん 

は 正直な 人さん ぢ やと 世間の 暉。 見る と 

聞く とで 大きな 違 ひ。 マァ そんな 盜 人と 

鎌 どん を。 楚には 俺が さすまい わい の。 

仁體 にも 似合 はぬ 事さん すの。 よも や 左 

樣ぢゃ あるまい かの。 但し 覺 えが ごんす 

か。 ィ ャ左樣 かいのと。 》• 文盲 だらけ も 

理窟 は 理窟。 如何で ご はると フシ やり 込 

むれば。 *• 邪 智の入 鹿 も 苦笑 ひ。 S: ハテ 

n がし こく 言 ひ 曲げし な。 うい 奴で かし 

じっぷ  b-»n 

た。 其 褒美に は。 錄 足が 實否を 正す 迄汝 

は 人質。 最早 籠 中の 鳥 同然。 歸る事 はな 

ら ぬと 思へ。 ャァく 玄番彌 藤 次い ざ 萩 

殿に て 天盃 を 廻らさん。 》- 來れ やっと 引 

連れて 7 シ帳臺 深く 入りに けり。 as ァ 、 

2 

コ レ. （、おれ を 質に 取らし やる と。 着物 6 


や 道 》^ と逮 うて。 代物が 飯 喰ふぞ や。 併 

しあの 業腹で は。 大抵で 喰 はし をるまい。 

ヲ 、。 さ 腹に 今の 酒で よつ 程 醉が來 た わ 

so ドリ ャ何處 でな と 一 寢 入り。 やって 

こま そと フシ 仲 上り。 ェ 、腰が重い 苦よ 

此 大小。 らっ しもない 物差 さしてお こし 

て。 》- あた 面倒な と緣 板へ。 ぐ わたりと 

鳴る は 相 圖 かと。 突出す 鉗は篠 薄。 構 は 

す轉 り。 枕 不敵な りけ る。 7 シ 男な り。 

ハル フシ 御所より 外へ。 ゆ、 出で ぬ 若き 御 達 

が 入り か はり er  +ォ クリ兑 に來る 愛想に 

は。 お茶よ お菓子よ 煙草盆。 铫子 土器 持 

つて 出で。 E コ レ そな 人 は 何 御 ffl で 。お 召 

寄り ありし はしらね ど。 地撫待 久しう 氣 

もっきょう。 九献 一 つと フシ 差 置けば。 

埔體寢 返り 腹 這に。 頰杖 つ 打眺 

め。 詞 フン 貴様 達 は睢ぢ や。 ヲ、。 我々 

は 上様の。 K 身近く 召さる、 女 ども。 何 

ぢゃ 短い 女子 ぢゃ。 ドレく。 成程 どれ 


もこれ も 能う 煮え 込んだ 者ぢ や。 わ いら 

は爱な 飯焚ぢ やな。 テモ 希有な 前垂して 

ゐ るな。 ェ 、 《- つが もない ざれば み 事。 わ 

しら を 問 ひやる 其方の 名 は。 K ヲ 、鏝。 何 

錢と は。 ハ テ商賣 の 夜 網に 出り や。 沖で 

も 礎で も行當 りに。 よう 寝る 故に 錢 七と 

いふ。 漁師々 々。 ャァ 料紙と は。 何ぞ書 

いてた もる のか。 》- それならば 必す输 や 

歌 はい や ぢゃぞ や。 今 難波津 で持權 す。 

地力； 歌舞伎 芝居の 北ハ 中で も。 よう 聞 及 

んだ文 七 や。 八 藏の紋 ならば フシ 書いて 欲 

しいと しど もな き。 堆樓の 局 り 寄って。 

與 さう して 下 々は。 皆 其方の 様な 男 かや。 

能い 男 もたん と あるで あろ。 地下の 

女子 は 羨し い。 芝居 は兑 次第 好， SSR は 持 

次第。 ほんに 又此 御所 女に は 何が なる 兒 

る もく。 冠 装束。 窮屈で 急な 逢瀬の 其 

場で も。 衣紋の 紐よ。 上帶 よ。 解く かほ 

どく か。 大抵で は 下紐 迄 は 手が と かす 


つい 其 內には 花に 風。 月に 幾 雲 さはり が 

出来て。 本意ない 別れ をす る わい のとい 

ふさへ 額に，' シ 紅葉の 局。 E 中將ゃ 少將ぁ 

たりで 戀 すれば。 あの 綉が 邪魔に なり。 

尻目 づ かひ は出來 ぬ.， （、。 其 上恪氣 口論 

も。 こっちから は 檜 扇で。 《- 叩けば あつ 

ちは笏 でと め。 K つつば りかへ つてい き 

つたば かり。 いらうても 見ぬ 逆 ほこの。 ず 

情 も 受けて 見す。 しんき/ \ で暮 そより。 

堆 いっその 事に 玉の 精 もた えなば たえた 

がまし であろ。 もしも や 誘 ふ 水し も あら 

ば 。柱にたい わい のと 矮 七に 7, ン ひしと 

二人 は 抱き付く。  《-询 り 敗亡 業に やし。 

詞 ェ 、けたいな 街 妻 奴等。 あっちへ きり 

/\ うせ. あがれと。 》 "^も ほろ-に 言 ひ 

ちらされ。 詞 さっても すげ ない 戀 しらす。 妹 

玉の 盃底 ぬけ 男。 不骨 者よ と 不興し g 

て。 フシ 本意な く 奥へ 入りに けり。 《- 四 g 

邊 HB^ 廻し 長柄の 滔。 庭の 千草に さらく  m 
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と i ぎ。 かくれば 忽ちに 。葉 立 變 じて 7 シ 

枯 萎む。 K ハ、、 、フ、 、。 最前の 鎗と 

いひ。 又 候ゃ此 毒酒。 ハレ ャレ きつい 用 

心と。 增摘 。打 見やる 庭先 へ 弓と 矢つ が ひ 

ばらく く。 追 取り かこませ 宮越 玄蕃。 

a いかにしても 心得ぬ t 魂 尋ね 問 ふべ 

き 仔細の あれば。 引立て 來 よとの 綸言な 

るぞ。 早く 參れヲ 、呼びに ごん せいでも 

行く のぢ や。 假初 にもび こ/ \と 。ちょつ 

とで もさ はるかい な。 腰骨 路 折り 細氣の 

虫と 生別 さす ぞ。 ヤコ レ家來 どもさん わ 

り 樣達も 其 鳥 威 放す が 最期 取摑 へ て 首 引 

拔 きかた はしからぬ たにす るぞ。 ャ どり 

やおれ から 先へ 行 きゃんし よと。 地 事と 

_ も 思 はぬ 大膽 者。 胸の。 强 弓矢 換を ォク， 

引 明け へて こそ 入りに ける。 半 太夫され ば 

戀 する 身ぞ つら や 出る も 入る も。 忍ぶ 草。 

露 分けて 橘姬。 ス モアす ごく 歸る對 の 

家の 障子に ばらり 打つ 樣。 ソ リャ。 ぉ歸 


りの 知らせ ぞと。 めいく  7 シ 庭に 集 ひ 

下り。 附 開いて 入れ 參ら せおいと し 

やく 御所のお 庭の。 內 さへ もつ ひに お 

拾 ひなされ ぬに 戀 なれば こそ 徒 步跌。 さ 

こ 5 ちぎ 

ぞ 朝露で お 裾 もぬ れん 小 桂に。 召させ か 

へんと 立 寄って。 ャァぉ 振袖に 付いて 

ある 此 紅の 糸 不審と。 *- 手繰りた ぐれば 

くるく と 糸に 寄る 身 はさ-" がに の。 雲 

井の 庭へ 引かれ 来る 主 は ゆかしの。 ャァ 

求馬樣 か。 ハァ はつ と 驚く 姬 よりも 。騒ぎ 

さ めく 局 達。 扨 も 見事 引 寄せた。 七 年 物 

の戀 人様 か。 能う こそお 入り 遊ばした サ 

ァく 此方へ と 手 を 取れば。 K ィャ 手前 

はつい 道 通り。 此緒環 を 拾 ひ 上ぐ る やい 

な。 滅多に 引かれ 參 つた 者。 何にも 存ぜぬ 

ぉ赦 しと。 《- 出づる 向う を 立 塞ぎ。 H  、手 

の惡 いなされ 樣。 わたしら に it 遠慮 は。 內 

內 のお 話なら どり や フシお 次へ と 立って 

行く。  * 娘 はと かう の詞 なく。 ス H テ差俯 


向いて 思案の 求 馬。 謂 フン 此 御所の 姬と 

あれば 聞く に 及ばす。 入 鹿の 妹 橘 殿と。 

«_ 一 百 はれて はっと 胸せ まり 入 鹿が 妹と 知 

り 給 は よもお 情 は あるまい と。 隱し包 

みし 甲斐 もな う 街 存じ ありし お前 こそ。 

藤 原の 淡 海 様と。 言 ふ 口ち やくと 抉に IS 

ひ。 ほ 女 なれ ど 敵方に 我が 名 を 知れば 一 

大事。 不便 なれ ども 助け 難し。 成程お 道理 

御尤も。 生きて 居る 程 思 ひの 種。 お 手に 

か- -る がせめ ての 本望 かう いふ 內 もお 姿 

やお 顔 を 見れば 輪 跑が殘 る。 サァく 殺 

して 下さん せと。 を 待った る覺 悟の 

合掌。 K 心底 見えた。 が誡 夫婦と なりた 

くば。 一 つ の 功 を 立てられよ。 I つ の 功 を 

立てよ と はえ ヲ 、入 鹿が 盗み取つ たる こ 

そ。 コ 一種の 神器の 其 一 つ 十 握の 御 飼 奪 返 

して 渡されな ば 望の 通り 一 1 世の 契約 得心 

なければ 叶 はぬ 緣。 サ ァ 是非 もな や。 惡人 

にもせ よ 兄 上の。 目 を 掠む る は 恩 知らす。 
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* と あ つてお 望 叶 へ ねば 夫婦と 思 ふ 義理 

立た す。 恩に も 戀は代 へられす。 戀 にも 

恩 は 捨てられぬ 二つの 道にから まれし。 

此身 はいかなる 報い ぞとス モア 忍び 歎いて 

おはせ しが。 K ヲ、 左樣ぢ や。 親に もせ 

よ 兄に もせよ。 我が 戀 人の 爲と言 ひ 第一 

は IK 子の 爲。 命に 掛けて 仕畢 せませ ぅヲ 

ヲ 出かされたり。 シテ又 知らせの 相圔は 

何と。 今宵 御遊の 舞に 事寄せ。 寶劍奪 ひ 

お渡し 申さん。 笛 や 鼓の 音 をし るべ 奧の 

亭迄 お忍び あれ。 然 らば 我は此 所に 暮る 

る をし ばし 待合さん 必す首 尾よう 合點で 

ござんす。 が 若し 見付けられ 殺されたら。 

是が此 世のお 顔の 見納め。 *- たと へ 死ん 

でも 夫婦 ぢ やと。 おっしゃって 下さり ま 

せ。 S ヲ 、運命 拙く 事顯 はれ。 その 場で 

空しくなる とても。 盡未來 際 か はらぬ 夫 

婦。 ェ 、！ い 嬉し やと。 《_ 抱きしめ たる 

赏鴦 の。 つが ひし 詞緣 の稱 ォクリ 引き。 へ わ 


かれて ぞ 忍ばる \。 ハ. - フシ 迷 ひ はぐれし。 

かた あ 草の 簾く を しるべに て。 いきせ き 

お 三輪 は 走り 入り。 SH  、此緒 環の 糸め 

が。 切れく さつたば かりで。 道から とん 

と 見失な うた。 さりながら 爱 より 外に 家 

はなし。 大方 此內へ はいった に 遠 ひ はな 

い。 ェ 、誰 ぞ來 よかし。 增問 ひた やと 7 シ 

見遣る 先より。 お 下婢が 被 眉 深に しゃな 

くと。 豆脔箱 提げ 歩み 来る。 申しく 

と 呼び かくれば。 ヲ ット吞 込み 早 合點。 

ヲ 、お 淸所尋 ぬるの なら。 其處を こちら 

へ 斯う 廻って。 そっち やの 方 を あちらへ 

取り。 あちらの 方 を そちらへ 取り。 右の 

方へ 入って。 左の 方を眞 直に。 脇目 も ふ 

ら すめった やたらに すっと 行き や。 イエ 

く。 私が 尋 ぬるの は。 ぉ淸 所と やらで は 

ござんせ ぬ。 年の 頃 は 一 一十三 四で。 色白に 

くっきり とした。 好い 男 は參り やせなん 

だかえ。 ヲ 、 。くく 来たげ な。 く。 


それ はお 姬樣の 戀男ぢ やげ なの。 三輪の 

里から 跡 追うて 来た 所 を。 何が お 局 達が 

引 捕へ。 有無 を 言 はせ や 御 寝所へ。 地ぐ 

つと 押 込み 上から 蒲圑を かぶせ かけく 

ァ 、く。 宵の 中 內證の 御 祝言が ある 害 

と。 暮れぬ 內 から 騷 いで ぢゃ。 ェ 、けな 

りこち と 迄。 內 太股が ぶきく と フシ 卯 

月 あたりの 彈け 豆。 豆腐の 御用が 急ぐ に 

と。 フシ 喋り 通って 出で て 行く。  サァ 

く。 ひ よんな 事が 33； 来て 来た。 ほんに 

く 油 斷も隙 もなる こっち やない。 大そ 

れた 人の 男 を 盗みく さって。 何ぢ やい し 

こらし ぃ內 祝言 ぢゃ。 餘 りな 踏 付け やう。 

よい-^。 其 代り 何處に 居ようと 尋ね 

し 。求 馬 様と 手 を 引いて。 是 見 よがし にい 

んで 退ける が 腹い せぢ やと。 《- 行かん と 

せし が ィャ/ .lo  はしたない 者ぢ やと。 

ひょっと 愛想 をつ かされたら。 と 言って 

此 儘に。 せ 見 拾て て是が 如何 去 なれう。 


ヱ 、如何せ う ぞと心 も 空 7,^ 登る 階長廊 

下。 《- 行き かう 女中 見咎めて 一人が 留む 

れば 一 1 人立ち。 三人 四 人い つ の 間に。 友 呼 

ぶ 千鳥 むら- (-と 麦 かしこから 寄りた か 

り。 8 つ ひ 見馴れぬ 女子 ぢ やが。 其方 は 

マ ァ誰ぢ や。 何者 ぢゃ。 ハイ/ \ ィャ私 

は內 方の。 ヲ 、それよ。 さっきのお 淸殿 

は 寺 友達。 奉公に 出られてから。 久しう 

逢 はぬな つかし さ。 ちょっと 見舞に 寄り 

ましたら。 是はマ ァ./ \ よう 来た。 上れ 

茶々 吞め。 さう して 煙草 契め。 ァノぉ 上 

に は。 あた 減 相な。 御 祝言が あると。 聞 

けば 聞く 程淚が こぼれて。 あたお 目出度 

ぃ事ぢ やげ な。 ほんに 內 方の 樣な 能い 衆 

の 御 IS 言 は。 何の様な もの ぢゃ おのれ や 

れ。 拜ん でな りと 腹癒よ と。 うかく 愛 

迄參 りました。 何卒お 前方のお 心で。 

樣を ちょっと。 拜 ましても らうたら。 

う * ござります ると 言 ふ 顔 も。 7 シ 恨み 


& なる 紫の。 地 ゆかりの 女と 早 や 悟り。 

默 つて やろ と 目引き袖引き。 ほ マァ/ \ 

其方 は 仕 合な。 斯うい ふ 折に 參り 合せ。 

お 座敷 拜 むと いふ 事 は。 女の 身で は 手柄 

者。 したが 此方が 吞 込んで。 お 座敷へ 出 

す もの- -。 何ぞ さ、 すば なるまい に。 何 

と 皆梂。 いっその 事此 者に。 酌 取ら そで 

は あるまい か。 よから う/ \o ァ 、申し。 

其 酌と やら は。 ヲ 、何の 又 其方 達が 知つ 

てよ い 物 か。 今 愛で 敎へ ノ  >^ 

て やろ。 幸 ひ 愛に 御酒 实 ^ 

の 鍵 子 島臺。 有り合の 聱 .， さ 

君 樣には 紅葉の 局。 梅の 卢 i 数 

局 は 嫁 君 役。 《- 殘りは 介 i 

添 待 女郎と。 樓の 局が 指 r  ^n*^ 

阖 して。 いやがる お 三輪 や 5- き 

に 長柄の 鍵 子 持たせ 持 添 f 

へ。 K マ ァ盃は 三つ 重ね。 ビ 

嫁 君へ 二度つ いで。 左へ 、！ 


二足 。コレ 立つ のぢ や。 ェ、 何ぢ やい の。 g 

うか./ \ せ やと 能う 覺ゃ。 三度 目つ いで g 

君へ。 コレ 酒が こぼれる わい なう。 不 jSi 

調法な。 是 からが 亂酒謠 ひ 物。 W 是も嗜 訓 

なければ ならぬ。 _w サァ 四海 浪 なと 謠ゃ 

いの。 ェ、。 ュ 、と は 否か。 そんなら sit 

樣拜 ます 事 はマァ ならぬ。 サ それが いや 

なら 早う 謠 やと。 《- せっき 立てられ 是が 

ち はこ 

マァ。 何と M 千秋 萬 歳の 千 箱の ナ * ス IP 玉 


の 血の 淚， i テ聲 詰らせて ないじ やくり。 

a ヲ 、 めでたう 哀れに 出来ました。 色 直 

しに はんな りと。 梅が 枝で も蒋 組で も。 

サァく 聞きたい 所望 ぢ やく。 ヱ 、。 


あられ もない 事 おっしゃり ませ。 山家 育 

やぶ ひす  i-t-s* 

ちの 藪 篤。 《■ ほう 法 華經も 片言ば かり。 

上り下りの 仇 口 や。 馬士の 唄なら 聞いて 

も 居よう。 もう 何事 もお 赦 しなされ。 K 

サ 早う 其 樣に。 サァ li^ 樣が 見た くば 早 

ぅ謠 や。 馬士の 唄なら 面白から う。 序に 

振 も 立って しゃ。 ならこつ ち もな り ま 

せぬ。 歸りゃ と 引出され。 K サ 

ァ /-\/\-0 何のい やと 申し ませう 。サそ 

ん なら 謠ゃ。 アイく く。 增謠 ひます 

ると 泣く. （-も ス M 力； 淚 にしぶ る 振袖 

は。 ギン 鞭よ。 手 網よ。 上タ、 キ 立上り。 

^ 馬士唄 竹に サ。 雀 は ナァ。 品よ くと 

まる ナ。 とめて サ。 とまらぬ ナ。 色の 道 

かいな ァ 、 ョ。 SSH  、愛な。 ほてつ 腹め 


と此樣 に。 》_ 申します る 

と フシ 打 伏せば。 《" 传々 

I 度に 手 を 打って。 扨 も 

きつい 嗜み 事。 よい 慰で 

我々 が。 ほてつ 腹まで よ 

れ ました 馬士殿 大儀と 言 

捨てて。 行く を 驚き コ レ 

申し。 わたし も 共に と 取 

り 11 れど。 ふり 放されて 

が はと 轉け。 寢 ながら 据 

に しがみ付き 引 指ら れて 

聲を 上げ。 K なう： IjD 樣ぉ 

情ない。 どうぞ 私 も 御 一 

緒に。 連れて ござって 下 

さり ませ。 せお 慈悲く 

と 手 を 合せ 拜み 廻る を攝 

きのけ。 ヲ しっこ。 とても 

及ばぬ 戀爭 ひ。 お 姬樣と 

張 合 ふと は。 叶 はぬ 事ぢ 
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や 置いて たも。 大膽 女の しっけ をせ う 

と。 耳 を 引く やら 脇 明けより。 手 を 指 入 

れて こそぐ る やら 抓りつ 簿ぃ っ突齒 し。 

ョ サァく 是で姬 様の。 洛氣の 名 代納つ 

た。 彌々 めでたい 御 祝言。 三國 一 ぢゃ奪 

を取濟 したし やん く。  */\ と 濟んだ 

と 打 笑 ひ フシ 局々 へ 入る 跡 は。 *- 前後 正 

泣き 倒れ 7 シ暫し 消 入り 居たり しが。 

ョ ェ 、飼 慾ぢ やわい のく。 男 は 取られ 

- 》ら 

其 上に。 まだ 此樣に 恥 か-. され。 何と： W 

へて 居られう ぞ。 思へば. /(- 無情 男。 憎 

いは 此 家の 女め に。 見 か へられた がロ惜 

しいと。 《■ 袖 も 袂も喰 裂きく。 亂れ心 

の 亂れ髪 口に 噎 ひしめ 身 を 顔 はせ。 KH 

ェ 妬まし や 腹 立 や。 汝 おめく 寐 ささう 

かと。 * 姿 心 も あら/ \ しく  7 シ K 行く 向 

うに 以前の 使者。 K ヲ、 其方 も 邪魔し に 

出た のぢ やな。 もう 斯うな つたら 誰が 出 

て も。 構 はぬ， （- そこ 退き やと。 地 袖す 


り拔 けて かけ 入る 裾。 しっかと 踏まへ n 

リャ 待て 女。 K ィャ 待たぬ。 爰放 しゃく 

くと 身 を もがく。  《-髮%ん で 米の 

脇腹ぐ つと 差 通せば。 うんとの つけに 倒 

あたり 

れ 伏す。 《■ 刀拔 捨て 邊を窺 ひ 目 を 配る 。奥 

は豐に 音樂の フシ 調子 も。 秋の 哀れなる。 

»" お 三輪 はむ つくと 起 返り。 K さて は 娘 

が 言付け ぢ やな。 H  、むごたら しい。 恨 

はこち から ある もの を。 却て そちから 殺 

さする。 心 は 鬼 か 蛇 かい やい。 ヲ 、殺さ 

ば 殺せ 一 念の。 生き か はり 死に か はり 付 

纏うて 此恨。 晴 さいで 置かう か。 《- 思 ひ 

知れ やと 奥の 方。 睨め 詰めた る 眼 尻 も。 

叫ぶ 聲 音もう はがれて さも いま は しき 

フシ 其 有様。 *- じろ りと 見やり。 K 女悅 ベ。 

それでこそ 天晴高 家の 北の方。 命 拾て た 

る 故により 汝が思 ふ 御 方の チ柄 となり 入 

S ろ a て だて 

鹿 を 亡す 術の 一 つ。 ヲ 、出かした なァ。 

何と 接しい 此身を 北の方と は。 ホ、 ゥ其 


方が 語ら ひ 申せし 方 は。 忝くも 中 臣の長 

男 淡 海 公。 H  、。 シテ又 私が 死ぬ るの が。 

いとしい お 方の 手柄に なって。 入 鹿 を 亡 

す 術と はえ。 ホ 、 、其 譯 語らん よつ く W 

け。 彼が 父た る 蘇 我の 夷。 齢 傾く 頃 迄 

も 一 子な きを 憂へ 時の 博士に 占 はせ。 白 

き 牡鹿の 生血 を 取り 母に 與 へし 其 驗。 健 

かなる 男子 出生。 鹿の 生血 胎內に 入る を 

なづ  *- やつ 

以て 入 鹿と 號く。 さるに よって。 彼奴が 

心 を とら かすに は。 爪黑の 鹿の 血汐 と。 

疑着の相ぁる女の生血是を混じて此^^に 

！^ぎかけて調ぶる時は。 せ 實に秋 鹿の 妻 

戀ふ 如く。 自然と 鹿の 性質 顯 はれ。 色 音 を 

，** 

感じて 正體 なし。 S 其虚を 計って 寶 を 

b や 41 ち 

過な く 奪 ひ 返さん 。鎌足 公の 御 計略。 物陰 

より 窺 ひ 見る に。 疑 着の 相 ある 汝 なれば 

くだん 

不 使ながら 手に かけし と。 *- 件の 笛の 六 穴 

にたばし る血汐 受け 灌ぎく 。 今 こそ 揃 

ふ：^ 幻術。 此笛 こそ は 入 鹿 を 挫ぐ 火 串な 
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らん。 ハ 、 、有難 やと 押 戴き。 いさみ 立 

つたる 其 骨柄。 げに藤 原の 御內 にて 金輪 

五郞今 國と鍛 へに 锻 へし 7 シ 忠臣？'。 

な 万 冥加な や。 勿體 なや。 いかなる 緣 . 

で 賤の女が。 左様した お 方と 暫し でも。 

枕 か はした 身の 果報 あなたのお 爲 になる 

事なら。 死んでも 嬉しい 忝い。 # とはい 

ふ ものの ベ マ 一 竟。 どうぞお 顏が拜 みたい。 

たと へ 此世は i くと。 未来 は 添うて 給 

はれと 這 廻る 手に 緒 環の。 此主樣 に は 逢 

はれぬ か。 どうぞ 尋ねて 求 馬 様。 もう 

目が 見えぬ。 なつかしい。 戀し 地，/ \ と 

いひ 死に。 思 ひの 玉の 糸 切れし。 緒 環 塚 

と 今の. 世 迄 鳴 響きた る 横笛 堂の ケ 因緣か 

くと 7 シ 哀れな り。 今國 不便 彌增 にせめ - 

て 葬り 得させん と。 背に お 三輪が 亡骸 を。 

追々 馳來る 荒し こども。 曲者 やらぬ と 取 

卷 いたり。 見向 もやら す悠々 と ォクリ 几？^ 

の。 綾销 引きちぎり。 死骸と 共に 我が 五體 


くるく しっかと fft び。 HK 死人 を 取 置 

く 我等 こそ 先づ 出来合の 坊主 役。 十念授 

けて こま さう にも 都度々 々 に は 邪魔ら し 

や。 一度に かためて 授ける が。 うぬら が 

爲には 百年め いざ 来い やっと 力士 立。 詞 

ャァ廣 言なる 骨佛 と。 《■ 前後左右より 十 

文字。 鳍先 揃へ て 突出す。 P ひらり 早業 

すっかり 素鐽。 ほぐれる 片鎌踏 落せば。 

後 をつ く 棒し つかと 取り。 しりへ を 狙 ふ 

は 不敵 やつ。 左様に 甘う はさす またも 引 

きたくって 打 折ったり。 手 取に せよ とど 

つと 寄る 當るを 幸 ひ 砂 石の 如く ほり 飛ば 

され。 逃 行く 扠 ばら 餘 さじと 奧 ふかく こ 

> そ。 i へ 行 先の。 《- 御殿々 々 に 銀燭を 挑ぐ 

. る 張 綾錦 紅葉の 殿の 御籐卷 上げ 妹 姫の 

今様 を。 遊覽 せんと 入 鹿 大臣。 詞ャァ 女 

ばら。 そち 達 姬が殿 r 參り。 用意よ くば 

始めよ と 言 ひ 来れよ。 》- 早う/ f\- といら 

たての。 7 シ 使 重る 樓 に， 橘姬は 今宵 


こそ。 よき 折 烏 子 水 干の ォクリ 衣紋 も。 

はでの ウタ ヒ 舞の 袖。 IP 檜 垣の 陰より 淡 海 

公。 弓矢つ がうて 忍び寄る、 目 當は入 鹿 

が 胸先へ。 羽 ||1 高く 切って 於す。 苦 もな 

く 摑んで 大昔 聲。 ャァ 宿直 はなき か 早 

や 参れ。 * 承る と 彌藤次 玄蕃。 走り か- - 

つて 打ち かくる 心得たり と フシ 切 結ぶ。 

*- 姬は寶 剣 振袖に。 押 隱す間 も 阿修羅の 

如く。 樓目 がけ 駐來る 入 鹿。 支へ 隔 つる 

官女 ども。 はらり くと 投 落し。 飛び か 

かって 搔摑 む。 遁れぬ 所と 橘姬。 寶劍下 

へ投捨 つれば。 取得る 淡 海 支へ る兩 人。 

フシ 打 合 ひ/ \ いど. み 行く。  * 見る に。 ハ 

ァく 我が身 も。 鷲に 捉れし 雛 鶴の。 1?^ 

方淚顫 ひ嫛。 ""ヲ 、さぞお 腹が立ち ませ 

：-t づら 

う。 其お 怒 をさせます も。 皆 自らが 徒 か 

ら。 せ赦 して 耠 はれ 兄 上と。 スヱ 歎き 詫ぶ 

る を。 はった と獄 やり。 詞ハ 、 、 、紛刀 

に 等しき なま くら 物。 こと- s.\. しく 籠 置 
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きし は。 劍を. a に 天皇 始め。 鎌足 親子 も 

みな ごろ f- 

おびき 寄せ 鎏 にす る此 計略。 誠の 飼 を 

安々 と。 き やつら 如きに 奪 はれん や。 ェ 

H。 スリャ 今の 劍は僞 りと な。 ヲ、 我が 

帶 せし こそ 十 握の 劍。 はと 立 寄る 肩 

先 を。 拔手も 見せす 丁 ど 切る。 折から 吹 

出す 笛の 音に。 聞 入る 入 鹿は醉 へる が 如 

く。 勇氣碎 けて かつば と 伏せば。 コ ハリ不 

思議 や 劍は拳 を 離れ。 忽ち 化した る 龍の 

形。 雲に うねり。 雨 を さそうて 舞 下り。 

松の梢 を さら .（《/(\。 ナ * ス さっと 飛 入 

る $ の 水。 白浪 さわぎ どう/ ヽと ゆす 

り あ ふる-た フシ すさまじ さ。 * 橘姬は 

手疵も 忘れ。 守り 詰めし が。 P ヲ、 それ 

よ 怪しと 思 ふ 心より 龍と も 蛇と も 見 ゆれ 

ども。 正しき 十 握の 御劎 ならす やた とへ 

誠の 悪 龍な りと も。 佝か 恐れん 夫， か爲。 腮 

にか、 り 死ぬ ると も联 はぬ く。  * 再び 

もと の 寶§ と。 顯 はれ 給 へ と 心願し。 ひも. 


りと 飛込む 水煙。 逆立つ 浪に打 立てられ。 

遙に。 流れく くる 5.- 枯 枝に 取 付く 身 

は 浮 草。 ォ タリた よ ひ (ながら 間近く 寄 

れば。 金 龍 頭 を 振 返し。 ズ リ杠 花の 舌 を 

そ びら 

ひらく く。 ひらめく。 背驟を 鳴し。 

浪間を 分 くれば 績ぃ てわけ。 潜れば く e 

り。 沈めば 沈み 命 限りと 追 超せば。 せ 又も 

虚空に 立ちのぼる。 此方 も 岸に かけ 上れ 

ど。 叶 はぬ 思 ひ 身 を あせり 足 も 空なる 雲 

行 を目當 に。 こそ は フシ 慕 ひ 行く。  《■ 次 

第に 更 くる 夜嵐に。 つれて 聞 ゆる 人馬の 

音。 貝 鐘 太鼓 亂 調に 7 シ打 立て/ \ 関の 

聲。 道具屋 官軍 隨へ錄 足 公。 薄 紫の 狩 衣に。 

肌 は腹卷 着込 を 着し 玄上 太郞 御供に て。 

7 シ悠々 然 入り 給へば。 《M 一人の 敵 を 討 止 

めて 立 出 づる淡 海 公。 金輪 五 郞詞を 揃へ。 

我が君 御 賢察の 如く。 入 鹿が 有様 稀代 

の此笛 併し 十 握の 御 劍の儀 は。 ホヲ氣 遣 

致すな 最早 我が 乎に 入った るぞ よ。 其 子 


紬は豫 てより 徒黨を 集む るかたら ひ 山。 

絶頂に ょぢ 登れば。 黑雲 俄に 覆 ひか &り。 

1 つの 金 爺 我が 袖に 落つ る や 否や。 十 握 

の 御 剖と 睡. はれます。 今より は 彼の 山 を 

龍が 岳と 號く べしと。 せ 仰 も 高き 多武の 

峰此 大臣の フシ 靈嶺 なり。 《- 玄上 太郞 進み 

出で。 詞ャァ く 入 鹿。 汝是迄 朝恩 厚く 

蒙りながら。 王位 を 犯す 天罰の。 只今 歸 

すると 知らざる や。 》- 見參 やっと 呼ば は 

つたり 。眠り 臥した る兩眼 を。 くわつ と 見 

ひらきう なり 勢。 KS ャァ 事々 しゃ 鎌足。 

我に^ 向 はんなん どと は。 幾 卵 を 以て 岩 

石に あたらん とする より 危き 巧み。 地 nr 

に物昆 せて くれん すと 遙の摟 より 7 シ飛 

び 下りたり。 * 玄上 太郞 金輪 五郞 双方よ 

り 引 包んで 切り かくる。 ちっとも 怯まぬ 

勇猛 力。 弓手に なぎ 捨て 馬 乎に かなぐり。 

追 立てく 追 通し。 銶足 目が け 飛び か. - 

る。 騷 がす 神鏡 手に さ k げ。 入 鹿が^に 


指向け 給へば。 鏡に 映る 降魔の 相 和 光の 

きらめき 眼 も 眩み。 勢 ひ 絡え てた ぢく 

く。 隨を窺 ふ 勇氣 の兩 人。 腰の 番をしつ 

かと 組む。 シャ 面倒な と兩 手に 提げ 打 付 

けく。 膝に 引 敷き 動かせす。 鎌足 後に つ 

つと 寄り。 神 通 希代の 燒 鎌に。 水 もた ま 

らす搔 切った る。 首 は 其儘虛 空 に 上り。 火 

焰を くわつ と 吐き かけく。 飛鳥の 如く 

翔け 廻る。 フシ 一念の 程ぞ 恐ろしき。 * 淡 

海き つと 見 口に 唱 ふる 重 獸品。 忽ち 治る 

もさ 

朝敵の。 しげきが 本 を打拂 ふ。 鎌足の 德劎 

の德。 實に譽 ある 藤 原 氏。 花の 扭 解く 橘 

娘。 誠 を てらす 神鏡 は。 神の 御影の 尊く 

も。 謠 思へば 伊勢と ナ * スぉ 三輪が 菩提。 

賤の緒 環 繰言 を。 くり 返した る 言の葉 を 

末に 傳 へし。 物語 

第五 

«■ 逆徒 凶賊 直ちに 退き。 年盡き 新に 春の 


空。 都 を 江 州 志賀に 移され。 今ぞ 長閑け 

き 大內山 主上の 叙 慮 安らかに。 フシ 猶奧 

深き 玉 だれ や。 地 中央の 座に は 中 臣の內 

大臣 鎌足 卿。 同じく 淡 海 義士の 面々。 玄 

上 太 郞利綱 一 子 三 作 諸共に。 清涼 殿に 居 

並べば。 銶 足の 大臣 は治國 の褒祿 沙汰 あ 

りて。 入 鹿が 妹 橘姬親 兄に 代へ 忠義の 貞 

節。 豐代姬 と 名 を 改め。 淡 海が 宿の 妻と 

我が君の 勅 $J ^なり。 又 大判 事 清澄 は。 暫 

く 敵の 臣下と なり。 四海 を 治む る 智謀の 

勞。 詞 にも 述べが たし 向後 武官の 司と し 

三 作 を 養子と なし。 志賀 之助淸 次と 名乘 

るべ し。 地 其 外に 太宰の 後室 金輪 五郎 を 

始めと し。 各々 大祿 賜りて 7 シ 主上 を 初 

め 一座の 勇み。 地 か i る 所へ 金輪 五郞殘 

黨を搦 め 取り。 凱歌 を稱へ 入り 来れば。 

故人と なりし 淸舟 雛鳥 兩 人が 追福に。 妹 

脊の 山と か はれ ども。 か はらぬ 志 賀の山 

櫻 供養 絕 えせぬ 花の 稼。 譽を 世々 の。 香 


に 句 ふ 折 吉し川 波 春の 風 幣帛 もて 拂ふ國 S 

をち こち 

の 富。 市中 屋敷と 1^ せき フシ 月の 遠近 松 

の P  ，^の^^^^に。 坂 東南 海 穀。 

民 は 至善 平 かに ォクリ 秋に 米 夏に 麥。 麟 

なみ 》t つ  もん さく 

迄 も 浮める 形。 千代の 並松洛 陽に。 文 作 

靑き 若み どり。 惠 得の 姿滿 願の。 神 は 伊 

勢 又 春 日に 八幡。 三の 惠も鎭 常 打てば は 

づ さぬ 陣太鼓 久しき。 御代 を 祝し ける 

明 和 八 辛 卯年 

正月 廿八 日 

近 松 半 二 

松 田ば く 

f 者 連名 榮善平 

近 松 東南 妹 

後見 行年 七十 六 歳  f  I 

三 好松洛 g 

訓 


せっし- フが， つ ^  h  ^  r じ， 

攝州合 邦 辻 

座本豊 竹此吉 


と！！^ ざと を *： 

地 住吉の 岸の 嵐 も 霞む らん。 遠 里 小 iir と 

聨ね しも 早 や 立ち 巷る 霜月 下旬。 四 社 明 

ちんく わさい  みづ がき 

神の 鎮火 祭 和 光の かげの 瑶籬 や。 老若 男 

女 貴賤の 差別な く 歩み を。 運ぶ 神德 は。 

を さま  しるし 

フシ 治の 御代の 印 かや。 派手なら す。 

にく  と U- なし  で だち ばえ 

ハル フシ 憎から ざり し。 執 成 も。 出立 榮せ 

し 屋敷 風。 河 內の國 の 一 城主。 高 安殿の 

おくがた  ぶと  ぶ よ つ ざ しゅんとく 

奥方 玉 手 御前。 後に 接いて 御代 樣俊德 君 

しんし  としば い はた も 

と 御 親子の。 名 はありながら 年配 は廿の 

上 は 過ぎ ざり し。 李の 姿 百の 据。 あて 

やかな りし 御粧 ひ。 腰元 碑 女附 *f も 輕ぅ。 

えう で すそ 

小ォク 9 出立つ 忍びの 詣。 裾 吹 返す 7 シ松 

と 1: 含  なまめ  モと 

風に。 留 木の 薰り塘 かし。 地 外 珍ら しき 

腰元 ども。 a ホン 一一 今日は 奥樣ゃ 若殿 樣 

のお 薩故。 久しぶりで 住吉參 り。 よい 男 


の 見飽き は-目の 正月 蒙 入り 取 越 致し まし 

た。 ナウ 小 菊 殿。 サ レバ イノ 奥様 や 若殿 

様に。 參り 下向が 見 れて もお 傍へ 寄り 

付かれす。 時 * わしら がお 尻の あたり。 

ひりく する は 臭 様のお 腰の 迴 りのお 身 

代り。 《fi さ 堪える 辛抱 もこれ も 忠義 ぢ 

やない かいのと。 しどな き 話に 臭 方 も 

フシ 笑 ひ 催し 給 ひける。 * 俊 德丸は 骸穀 

に。 8« 屋敷より は餘 程の 道 母上 樣 にも 養 

お疲れ。 鎮火 祭の 神事まで 神主 方へ 御 入 

f。  * 暂 しが 間 御 休息と C 隔てし 中 も 

隔 なき。 7 シ 孝行 深く 見えに ける。 ョヲ 

ヲ ようこそ 心が 付きました。 例年 當 社の 

鎮火 祭い つも は 殿様 御社 參 なれ ど。 折惡 

しい 御所 勞父莉 の 名代 そなたの 參詣。 自 


ら とても 我が 夫の。 武運の 祈り 御 病氣も 

御 全快 遊ばす やう。 * 神に 願 ひの 今日の 

催し。 神樂を 奏し 神酒 頂 氣俊德 殿に もい 辻 

ざ/、 と。 堅い 親子の 挨^ も 武家の 行儀 

はく どから す。 腰元 引 連れ しづくと。 

はう ギ-ょ いちぐら 

フシ 神前 さして 詣 でら る。 一魚の 肆 

腥 きを 知らす とか や。 同氣相 求む る 世 

みちとし げしゃく ばら 

の 習 ひ。 高 安左衛門 通 俊の 外 腹。 治耶 

丸と て 大前髮 あとに 引 添 ふ 壺井平 馬。 惡 

今 J つ b 

の 腰 押す 一 つ 穴 狐 も いやがる 狼 武士。 浪 

人め いたる 侍 引 連れ。 密事と 見えて 三人 

が 一 つ 所に 寄り 舉り。 中に も 平 馬が 差配 

ばり。 豫々 申 上げ 置きた る 京地の 浪 

人。 ^！圖書とはこの仁。 裤詞を 下し 置か 

れ 然るべ からん と。 *^ 壺 井が 詞次郞 丸 打 

點 頭き。 51" フゥ St- に閉 いたる 棧圖 書と は 

共 方よ な。 我 高 安の 想 領とは 生れながら 

やくばら 

外戚 腹 ゆ ゑ 次男と なり。 高安の{承督は^!-  2 

まつ さいちう  j5 

德 丸と。 京都へ 願 ひの 露 最中。 * さすれば 


我 は 家来 同然。 肩身 を I- むる 無念 奇怪 

お.？ や-つ  たく 

折 も あらば 家國 を押領 せんと ェむ 折し 

も。 幸 ひ 父の 病中と いひ この どさくさ 

に俊德 丸ぶ ち 殺す か 毒害 か。 殺して しま 

ふ 仕樣 は樣々 C 差 詰め 家督 は次郞 丸。 心 

いひな-つけ  かげ や £ 

を かけし 俊德が 許嫁。 和 泉の 國 陰山 長者 

が 娘 娘と いふ 手 入らす も。 自然と 我 

が 手に入る 道理。 * 何も彼も よい 事 だら 

け。 心が かり は 家老の 主稅。 高 安の b 目 

りんし や  みちとし 

の 輪 旨。 病み ほう けても 親 通 俊。 IIS 寶藏 

に 納め JiSI は 腰 付。 こっちへ たくる 術 は 其 

し お ほ 

方。 此儀 首尾よく 仕畢 せな ば兩人 は執權 

あ 一、 

職。 * 心得た るかと 當も なき。 水の 月 取 

る 猿 智慧の。 7 シ早呑 込 みぞ 憑なる。 地 

平 馬 は 猶も圖 に 乗って。 委細の 樣子は 

圖書 殿に とつく と牒し 合し たれば 絵 旨 は 

追 付け 御手に 入れん。 お 氣遣ひ は 御 無用 

御 無用。 成程 貴殿の 御意の 通り。 萬 事 は 

拙者に 御 任せ 何 彼の 手 害 を 密談せ ん。 


ホ 、出かした く。 さりながら 。こ i は 人 

だ 6 

立。 委細 は あれに て主從 堅めの 盃 せん。 

よく あく  みつがな は 

* 兩人 核け と次郞 丸。 欲と 悪との 三鐵^ 

ォク 《- 打 連れ 〈てこ そ フシ 急ぎ 行く。 地 草 

に育てど棲はづれ0賤しからざる.^娘の。 

な くさ かご  さらへ  おち は 

脊に草 籠手に 撖。 2 フシ 落葉 搔 くなる 松 

陰に。 其處ょ 7 シ此虑 よと 人 待つ 風情。 

地 社の 方より 俊德 丸。 社家の 馳走の 醉さ 

まし 供 を も 連れす 只 一 人。 出合 ひ 頭に 御 

姿。 一目 見る より 戀風 のぞつ とする 程 美 

しき。 額に 見惚れて 取 落す。 さらへ る戀 

のい ろ 手本。 師匠 は 波のう かれ 舟。 フシ 

さいぜん 

岸に 寄りた き 思 ひ 也。 * 若殿 も 最前より。 

心 は 付け ど然 あらぬ 鉢。 詞誠ゃ 古歌に も。 

小夜 更けて。 あられ 松原 住吉 の。 浦 吹く 

風に 千鳥 鳴くな り。 ハテ 面白 やと * 獨り 

言 ハル フシ あて やかな りし 御風 情。 * 思 ひ 

余って こなたの 娘 。いっその 事と 抱 付く。 

コ ハ 怪しから すと 俊 德君振 故して 逃げ 行 


き耠 ふ。 袂に鎚 る 藤 葛 やうく と 抱き 止 3 

め。 耻 しい 事ながら。 繕に ある 樣な その 

お 姿。 髙 安の 若殿 様に。 在所 育ちの 1^ 束 

みやう が  もつ 

な 私 等が。 惚れた と は 冥加ない やら。 勿 

たい  につく やつ  さげし み  しか 

體 ないやら 憎い 奴ぢ やとお 蔑 成. - ぉ呵り 

受けても 大事ない。 戀に 貴賤の 隔は 無い 

ひとこと ふ びん  おつ 

とや。 たった 一 言 不便 やと 仰し やる 事 も 

叶 はすば。 いっそ 殺して くと。 ス, -i 

り淚に 暮れ 居た る。 ホ、 迎 ひの 舆入遲 

き 故。 我が 心 を 引き 見ん と あられぬ 賤の 

そく！ 5 よ あさか ひめ 

其 姿。 和 泉の 國 陰山の 息女 淺香姬 と。 せ 

はづか 

詞に 今更 耻 しの。 洩る. - 我が 名 を それ ぞ 

つれな  いひ^. Ct 

と は 知って 難 面い 今の 仰せ。 _„« 許 は あ 

りながら。 是 まで. 4 の 取り 遣りば かり。 

地お 顔 見た さに 此姿。 もしゃ 殿御の 移り 

氣が あり もやす ると ナホ ス疑ひ は。 ハル フシ 

& なご 

思 ひ 過した 女の 心。 この 住 吉と高 砂の 松 接 

いき  ^ 

さへ。 契る 妹脊中 。しんき/、 の 年月 を。 i 口 

邦 

ES ひやり なきお 心と 淚は あられ。 松原に 比 


一ぐ c  ** な 

時雨 〈ル 7 シ 降りし く。 風情な り。 * 脊撫 

で^り 俊德 君。 我 を 我と 思へば こそ 供 を 

も 連れす この 有様。 心づ かひ 忘れ はせ じ 

さりながら。 K 折惡 しき 父の 御 病氣。 嬉 

しい 心 は *u の。 たに 知れ ども これ 迄 も 

打 過ぎし は 右の 譯 0 父上の 御 病氣も OIJ 全 

快し 給 は^ 舆入 とても 程 ある まじ。 先づ 

それ迄 は 互の 辛抱。 此方 とても 思 ひ は 同 

じ必. f 恨み 給 ふなと。 * 詞 嬉しく 淺香姬 

そのお 心 を 閉く上 は。 案じる 事 は 無 けれ 

ども。 始めて 逢 ひ 見る 今日の 首尾。 つい 

此 俊 に^れと は。 辛 氣な事 やと 俊德 の。 

膝にの、字の#^§^-。 おぼこ は 7 シ戀の 

しんみ 

眞身 かや。 a ハテ閉 分けない 淺香 殿。 父 

母よりも 免し の婚 濟 まぬ 其 中 は。 かう 

した 仕儀 を母樣 のお 目に か." らば 互の 

な. A  い i 

爲。 殊更 隔てし 中と いひ。 未だお 年 も 

若ければ 踏 付けた 所爲ぢ やと。 思 召して 

も 孝行 立た や と。 戀は知 つても 武家 育ち。 


なか  やし. ろ かた 

フシ 堅い に « る 其 中へ。 7 シカ、 リ 社の 方よ 

はくち ゃゥ  み こ 

り 白 張の。 袖 も 色めく 神 子 姿。 目元に 

張りの 鈴 振 立て，) 俊德 丸に 託宣 あり 神の 

移らせ 給ふぞ と。 しづ/ \- と 分 入れば。 

ハ 、 、 、はっと 俊德 君。 御 託宣と は 有難 

かしら  いか め 

やと。 頭 を 下げて 開き 給へば。 嚴 しげに 

袖 かき 合せ。 よくこ そ 祌樂に 神の 慮 を 

いさめて くれた 。悅 びの 餘 りこの 神 子に。 

託して 事 を 7 シ吿 ぐるな り。 それ 天地 開 

い Vj  § い ざ なみ ふ たは しら おんかみ 

け 初め て 後。 伊 非諾伊 # 冊 の 二 柱の 御 神。 

あ £  ヒ こい y 

天 の 浮 橋の 7 シ 上に 立ち。 床 入 さし やん 

してより •  以来。 陰陽 和合 國の 大要。 何 ぼ 

堅い 神 々でも" 野暮 H< 神 も空祌 も。 ハズミ 

これ を。 嫌 ふ 者 はない に。 ぉ俊德 丸ば かり 

は。 何故 堅い との フシ 御 託宣。 詞可 愛さ 

うに 淺香姬 が。 逢 はう ノ\ を樂 みに 遙々 

と此虑 まで 來て。 早う & 人したい との 心 

願 は。 よく /、はやんで 居る と 思 ひ。 神 

-16  いひな. T け 

の 慮に たんと 不便な。 許嫁 あるから は 女 


房に 違 ひ はない。 盃し たせんに は 依らぬ 攝 

程に。 何 盧ぞ其 慮邊の 木蔭で なりと。 マ I 

うちあげ  よ  41- 

ァ 嫁入の 内 上 をして やったら 宜 からう と -a 

の 御 託宣。 ァ 、 コ レ/、 卞し。 よも 神様が 

左樣な § は 仰 有るまい。 ィャ， /\ 疑 ふま 

い/、。 神の いふ 事 間かぬ と。 これから も 

う 守り やせぬ ぞ く。 親の 許しがない な 

どと は。 今時の 息子に は 似合 はぬ。 不 S 

な/ \ との 御 託宣。 H  、 さりと は姬 もも 

どかしい。 何 ぼ 堅い 男で も。 女の 方から 

べったりと 仕 かける と餘り 否が り もせぬ 

もの ぢゃ， - ツイ 袖から 袖へ 手 を 入れて。 

抱 付けく との 御 託宣と。 無理に 突き 

やる よい 拍子。 ひったり 抱 付く 女 夫 中。 

かし-一 かげ 

サァ してやつ たと 悅ぶ神 子。 彼 慮の 陰よ 

り 立. 出る お供に 扣 へし 奴 入 平。 - おさって 

も がぁぢ やった。 明 神様の 託宣 ごかし。 

, 、？姬 様の 日 来のお 願 ひ。 令 こそ 叶うて 嬉 4 

しかろ 。ォ、 こちの 人悅 ばしゃん せ。 主 お 


辻 邦 合 州 


從 三人 言合した この 趣向。 神 子 殿の 装束 

借って あられ もない 御託 宜。 ホ、 、 、ゝ。 

ィャ モウ この 入 平 も 物陰で 最前からの 儒 

事。 神 子 殿の 鈴よりも 持 前 のこの 鈴に。 

よっぽど 

餘 程さん ばい 仕兼ねた わい。 ェ、 コレそ 

んな 事い ふ 手間で 願うても ない こんな 首 

尾。 どこ ぞ靜 かな 所 はない か。 お 二人な 

がら やり ましたい。 そこら を拔 つてよ い 

もの かい。 人影の ない 奥の 天 神。 5- 水 茶 

ぴ やうぶ 

屋の 簾の 屏風。 善 は 急 げぢ や 御 出と。 夫 

婦が 差配 取り/^ に勸 め， - 立てた る フシ 

其 所へ。 S 本社の 方より 腰元 小 菊。 それと 

見る より 手 をつ かへ。 ， ^これにお 渡り 遊 

ばす か。 最前より 奥様の それ はく 御尋 

ね。 先程 神 樂も濟 みまして。 神前の 神酒 洗 

米 ，0 御 ^ 戴 遊ばし ませとの 御 口上で ござ 

ります と。 地い ふうち 又も 出て 来る 腰元。 

J ^奥様 これへ 御 出と。 地 聞いて 恂り姬 俊 

おっつけ  め t ぜ 

德。 追；^ そこ へ 此場を 早う。 くくと 陶 


t'< とも 

の 仕方。 存 《^ む 入 平お 樂も俱 に 放れ 難な 

き淺 香姬。 御手 を 取りく 7 シ 急ぎ 行く。 

地 腰元 ども は 心得て 松の木 蔭に 毛耗 の。 

色 透き通る 玉 手 御前。 神酒 を 移せし 長柄 

の欽 子。 鮑の へて。 7 シ しづくが 

所に 立 出で 給 ひ。 《8 神樂 首尾よく 相濟む 

上 神前の 神酒 親子 一 緒 頂戴 せんた め此虚 

まで 持參。 コリャ /、腰元 ども。 俊德殿 

に はこの 玉 手が。 密に咄 す 用事 も あれば。 

其方 達 は 神主 方へ。 早う くと 7 シ人を 

よ  あと さ 

除け。 * 後先 昆 廻し 膝 招 寄せ。 飼 人影の 

無い この 松原。 神酒と いふの は 表 向。 堅 

苦しい 挨後 はマァ 暫く は 止めに して。 打 

解けての 酒 盛 サァく 地 一つと 件の 盃。 

手酌に 注いで ついと 乾し。 差 出し 給へば。 

B これ はくいつ に 勝れし 母上 の 御 機 

嫌。 御 1^ 預戴 致さん と。 S 押 戴いて これ 

は 大盞。 而も 風雅め 鮑 貝。 御酌 は 悼り 铫子 

はこれ へ。 ィャ其 儘と 注ぎ かくる。 酒 は 


なんく 母の 命。 する は 慮外と!： 乾し & 

給 ふ。 其 手 を 取って じっと 綺め。 飼 今の 

1^ 合點 かえ。 これ は母樣 何な さる、。 合 

點 かと は 何 を合點 U ハ テ姬 k 前の 方から 

殿御へ さす は 妹脊の 固め。 この 松原 は 取 

り も 直さす。 祝言の 大嶋 爰。 尉と 姥 との 

友 白髮。 今更 否と はい はれまい と。 地閒 

くより ハ ッ ト俊德 君。 恂 りしながら ハ ゝ 

ハ ヽ、。 S1 母 様の 御酒 機嫌。 あられぬ 事 

をと 立 上る。 地 裾を扣 へて コレ 申し。 S 

酒に も醉 はぬ 氣も遑 はぬ。 お前の 母君 先 

奥様に 宫 仕の 私 。御 奉公の 始 から。 地 そ 

あすく 

の 美し i お 姿に。 心 迷うて 明暮 に。 飼モ 

ゥ 打付けて 言 出 そか。 各 と 思 へ ど 落ちる 

恐れ" 地此 身の 科 は 厭 はね ど t 可愛し い 御 

身に 浮 名 もと 0 辛抱す るう ち 情な や。 與 

樣も お過ぎな されて 後。 新 奥方に と 殿の 

御意。 強って 辭退 もお 主の 檇威。 背けば 

館に 居る 事 叶 はす。 せう 事な しの 親 顔 を。 


母 あしら ひの 其 辛 さ。 此 儘ならば 戀煩ひ 

^！れて死ぬる私が身。 不便と 思うて 給 は 

らば。 わりない 契り を これ 申し。 やい の 

くと船 れ 寄り。 |« む 糸に 戀の 框。 フシ 

母の 行儀 は 失せに けり。 * 俊 德丸は 呆れ 

はて 暂し詞 もなかり しが。 alH  、情な や 

淺ま しゃ。 天魔の 魅 r*? か 母ん 樣。 血 こそ 

分けね 現在の。 子に 戀 慕と は 何事 ぞ。 * 

聞く もうる さや しゃと。 .一:4 退き 給へ 

ば鎚り 付き。 K 母 呼 はり 聞きと むない。 

年 はお 前に 一 つか 二つ。 老女 房. かそれ 程 

いやか。 ^でも 應 でも 惚れた/ \。 抱か 

れて寢 ねば 何時 迄 も 放し はせ じと 抱き付 

く。  * 振 放して 淚を 浮め。 》s 父への 操 を 

背く とい ひ。 此 世から なる 畜生道。 人の 

教惡名 も 思 召さぬ か 母上 様。 何卒お 心 

翻し 本心に なって 給 はれと" 諫の詞 さま 

ざまに。 義理と 孝行 二 筋の フシ 淚は淸 水 

を 諍へ り。 M こなた は 猶も增 しくる 思 ひ。 


畜生で も 大事ない。 是非とも 夫婦と 取 

まる。 *t 設方！ ^きて 俊德 丸。 突 退けく 

やしろ  ， 

逸 散に 社の 方へ 入り 給 ふ。 コレ なう 待つ 

てと玉手御前0^|追ひ鳥の塘をと。 7 シ足 

もし どろに 駔 行く 向う へ。 地 早 や 御迎ひ 

の 家来 ども。 詞 若旦那に は 御先へ ぉ歸 り。 

奥方 樣 にもい ざ 御 下向 御乘物 をと 舁き居 

ゆる。 S 氣に 染まね ども 是非な くも。 俊 

德殿は 歸られ しか。 自ら もこれ より 下向 

皆 供せ よと 何氣 なく。  * 思 ひ を 11 す乘物 

は。 我が 子に 戀の 道ならぬ。 裏門 通り 高 

やかた  ) 

安の フシ 館へ こそ は歸ら る、。 ハル フシ は 

うす ぐれ  た そ がれ VI き 

ゃ藩暮 の。 黄昏 時。 待て ども 君の 便りな 

いざ t 

く。 主人 を 誘 ひ 入 平 夫婦 7 シ 元の 所へ 立 

歸り。 SH  、折角 仕込んだ この 仕組。 阡 

かな & 

心 要の 段に なって 奥方の 御 出 故。 ぉ姬樣 

のお 力落し。 ヲ、 こちの 入の 云 はんす 通 

り。 併し あなたに 如才は あるまい が。 住 

せぬ 首尾 故お 歸 りあった か。 月に 村 雲 花 


よ ひ- * びす 

に 風。 ヲ 、 それく。 宵 1i に 大雨 同然。 S 

御 舆入も 程 あるまい。 地 一 先づ 館へ ぉ歸 合 

りと 7 シ姬を 勇む る 其 所へ。 地惡ぃ 事に 辻 

は 目の 光る 次 郞丸を 先に 立て。 壺井平 馬 

うは ひと 

も 諸共に 淺香姬 を 奪取らん と。 手ぐ すね 

引いて 一 ^来り" ノリコ リャ /\ 奴め。 其 

姬には 用が ある。 こっちへ 渡しつ ッ走 

れ。 二言 辭 ぬかす とぶ ち 殺す と。 云 はせ 

も 立てす ゑせ 笑 ひ。 ホ、 終に 逢 はね ど 合 

點 合點。 許 I がる St 主人に 横戀 慕す る 敵 

役。 付け 廻しても 叶 はぬ く。 コリャ 入 

平が お供した。 命に 掛替 あるならば。 

サァ來 い/ \ と 尻 引つ からげ 7 シ身椿 

へ。 地ャァ 返答 無益と 無法の 主從。 すらり 

と拔 いて 切 付く る。 かい 潜って 腕首 取り。 

し 6  さ そ く うしろ  だんびら 

1 締 締めて^ 返す 早速。 後に 平 馬が 段平 

%0 すか  ぶな  i つ さ. * 

物。 li^i さぬ 入 平 身 を 開き 跖 がらみ に薦逆 

樣砂を かぶった 壶 井が 弱腰。 力に 任せ 踏 

付く る を。 コリャ させぬ はと .ff* 郞丸。 締 e 


めに 来る 手を时 返し。 投忤 けられて 兩人 

は フシ 叶 はぬ 赦 せと 逃げ失せたり。 ® ノリ 

ェ 、ごくに も 立たぬ がらくた ども。 さの 

み 長 追 ひする に 及ばぬ。 地ィ ザく お 立 

ちと 入 平 夫婦。 忠 は 堅き 誕生石。 姬の 

思 ひ は 反 橋の。 7 シ 渡りが たなき 戀の 橋。 

•1 しい 9  は ごし  しスっ ) 

御 舆入を 松原の。 葉 越に 昆 ゆる 月 代 も。 

冴え渡り たる 奴が 働き。 社の 御前で 大き 

て が 0  さって  やかた 

な 手柄。 ハン ャ扨も 器量 者。 扣 泉の 館へ。 

li へ 歸らる \。  物の 師と豐 に 見 ゆる 人 

し は ナ 

さへ も。 走る 師走の さなれ ど。 フシ 長閑 

に 見えし 檜 皮 * 河內 一 國 一 城主 名 も 

高 安の 館に は。 國主所 勞の其 上に 俊德丸 

の 大病と。 家中の 上下 ひそく と蠆 子に 

たき  あ 

沸る 湯にまで も。 フシ 手を當 て心奧 書院。 

はした  わかな 

W 膝元 婢女 培き 合 ひ。 as ナント 菌 どう 

思 やる。 大殿樣 はお 年と いひ 御 持病の 事 

なれば。 案じる 程の 事 はない が。 物怪な 

は 若殿 様 住吉參 りの 下向から。 碑 病氣と 


云うて ひ 一と 間に り。 大 殿様 御 家老 樣ぉ醫 

者 様の 外 はお 逢 ひなされ ぬ 御大 病。 どん 

な 樣子ぢ やそな た 知って か。 サ イノ 御大 

病く と 云 ふけれ ど。 三度の 裨 膳 も 常の 

通り 御 貧 も 落ちぬ はめんよ な 事と。 御 典 

藥 をたら して 閉 いたり や。 御 病氣は 米俵 

1 使と ニ佳ぢ やげ な。 おいと しぼい 事ぢ 

やない かいの。 ハァ そり ゃマァ 終に IS か 

ぬ 病。 米 一 俊と 一 一俊と は。 飯たん と 上つ 

て脾胃 虛 とやら いふ もの かや。 ェ 、あの 

さんび やう 

人 は 不粹な 人。 一 接と 二 使 は 三病ぢ やわ 

いの。 ャァ そり や 大抵の 事ぢ やない。 せ 

あれ 程 美しい 若殿 樣に。 取 付く 病 も 多 か 

らうに。 ひ よんな 事 やと フシ 1 同に。 i 

いき £ じ  こんだ ちから 

息に 交る 淚聲。 《f 高 安の 執 權譽田 主稅が 

は びぎの 

妻の 1^ 曳野。 出仕 を 知らす 奥 使。 膝元 ど 

も は 通路の 鈴。 綱 引 鳴らせば 奥の間より。 

ハル フシ 立 出で 給 ふ 玉 手 御前 0 しとやかに 

座に 着き 給へば。 羽 曳野は 手 をつ かへ。 


大殿樣 に は 先 もじより 段々 に 網快氣 7 

と。 悅ぶ間 もな う 若殿 樣の 御大 病。 夫 主 < 

稅が江 州 多 賀の代 參も御 本復の 立願 今 明 

日に は 歸國の 積り。 大殿樣 奥方 さま。 さ 

ぞ御 辛勞に 存じます と" * 申 上 ぐれば 玉 

手 御前。 S ヲ、 そなたの いやる 通り。 取 

や £ ふ ようだい 

分けて 案じる は俊德 殿の 病の 容體。 夫 左 

衞鬥樣 主 稅之助 典藥の ほか は 病 架 へ 寄せ 

や *< ひ 

す。 病の 善惡 療治の 様子。 見 閒 きもなら 

ぬ 母が 思 ひ。 主 稅之助 留守 なれば 羽曳 

野 は 夫の 名代。 病 家へ 通って 機嫌 を 窺ダ。 

そなたの 心で 自ら も そっと 同道 頼む ぞゃ 

うづみ び  ほと ぼ 》- 

と。 包む とすれ ど埋 火の。 戀の煩 熱 フシ 

れ 易き。 堆 色目 見て取り 苦笑 ひ。 詞奥 

樣の 仰の 通り。 夫 主 稅之助 申されました 

は。 留守中 は 名代 役。 若殿の 御 病 家へ 心 

を 付けよ との 事 なれ ど。 外に 御 介抱 申す I 

人 もな く  。たったお 一人 ござる ぉ寢 間へ。 I 

深々 と 參るは 世上の 聞え。 殊に 又 御 器量 i 


よしの 俊 德樣。 夫 を 持った 女中に も袖褸 

引いて。 あの X もの 乂と いふお 方 も ある 

と閒 けば。 お 傍へ 行かぬ が 御 奉公。 塯奥 

方樣 はみ づくと 水の 出端の 若 成 M り。 マ 

ア^ 遠慮 を 遊ばす が。 よかり さうな もの 

の やうに。 わたし は 存じられ ますと。 厲 

綿で しめる 首械 の。 7 シ 子に 戀 させぬ 利 

發者。 雉 玉 手 御前 は 胸に 釘。 はっと 思へ 

ど然 あらぬ 顔。 S 成程い やる は 尤も なれ 

ど。 それ は 人に 依った もの。 我が 子の 傍 

へ 母が 行く にさして 遠慮 も ある まい 事。 

案^し や。 サァ病 tl^ へ。 ァ、 ィ H  く。 

今-ほひぐ ち 

競 口に 伯 ss^ と は 昔の事。 近年 は 母御で 

も 油 新の ならぬ 世間の a: 墮落。 ャァ言 は 

して 置けば 慮外な 雜言。 主に 向うて 詞が 

過ぎる ぞ。 過， ぎても 足らいでも 家の 爲。 

歸國 する 迄大 殿と 御 典藥の 外。 唯の 一 人 

も 若殿の 御寢 所へ 寄せな と は 夫が 言 付。 

河內 一 @ しめく、 りする 家老の 詢 は殿樣 


でも。 お立てな さるが 國の捷 。平たう いへ 

ば臭樣 でも。 叶 ひませ ぬ 成り ませぬ と。 

* 急 度き めた る 家老の 女房。 色香 も 額 も 

花 蓟針は あれ ども 7 シし をら しし。 港 主 

の權成 も理の 當然。 5|^に疵持っ足の裹笹 

原なら で 打 騒ぐ。 胸 撫で 下し 7 シ おはす 

る 折 ふし。 《 ^勅使の お 入と 埯吿 ぐる 聲。 よ 

い 立ち 機會と 奥方 は。 腰元 引 連れ 入り 給 

は びぎ Q 

へば。 いでお 知らせと 羽曳野 も。 フシ 奥 

御殿 へ と 急ぎ (仃 く。  * 勅使 は 時の 傳奏 役。 

高 宮中 將 A 滿鄉。 はり も 荒々 しくの 

*  J  J  - ジ *  や J"  ■■: ある * レ 

つ さ。 /\ と入來 ある。 Is の 主 高 安左衞 

S: 尉，！^ 俊。 病中ながら 衣服 改め。 出向 ふ 

後に ナ、 耶丸壺 井 平 馬 も隨ひ 出で。 主從諸 

共 末座に 下り 皆 *。 フシ 平伏な し 居た る。 

地 勅使 は 上^に 威儀 を 正し。 a; 勅 1-^ の 趣 

他の 儀なら す。 高 安左衛門 通 俊 老年の 上 

ざいばん つとま 

多病に て， -禁廷 の在番 勤り 難く。 一 子 俊 

そうちん 

德 丸へ 家 IS: 相！ r の 願 ひ 奏閒に 達せし 所。 


天子に も閗 召し 分けさせられ。 枠 俊德へ 攝 

家^ 勅許 ある 間。 先年通俊家相^^の砌。 -哈 

下し 置かれし I 目の 綸&! を 相 渡し。 勅使 钍 

に 隨ひ俊 德丸參 £ 致すべき の條。 臣。 ー^1 

宮中 將へ 宣下の 趣斯 くの 通りと 述べに け 

る。 左衞門 んで コ ハ。 有難き 勅命。 恐 

悅 至極 仕る。 併し 枠俊德 俵。 家督相^ 

願 ひの 後折惡 しき 病氣に 取合 ひ。 勅使の 

御^?へも罷出でざる，仕.^=。 唯今の 參 內 恐 

れ ながら 當惑。 此 上の 御 惠に， - h 洛 $3 く 

延引の 段。 何卒 勒 使のお 情に て。 *f ル廷 

宜しく 御 執 成 偏に 願 ひまる と。 頭 を asld に 

が 付 くれば。 ョャァ らしい 願 ひ 事。 

家？ 願 ひの 奏聞。 三十日 經 つや 經 たす" 

病氣で ござる の參 h は 延引のと。 一 デ、 の 

君 を 重 祭坊に 致す のか。 この 中 s^lw は 知 

らぬ。 執 成な どと は 上 を 恐れぬ 慮外。 早 

早 俊德^ 出し。 襟 E の 綸旨も 相 渡せ。 一 8 

^も^£豫はさせぬと筋脊 フシ 立てて 睨め M 


付 くれば。 * 我が 子の. 難病 差 常る 0 難 俵に 

と 胸つ いたる 通佼。 ，？tc 郞 丸は脊 をつ き 袖 

引き。 コ レ サ親 人。 こ、 で 彼の ナ。 勅 

使 あに 持へ かれた： お菓子 ， -と氣 を 

付 くれば、. - S 點 頭く 通 俊 平 馬 は 高聲。 S 

お 小 性 衆， （-。 最前の 御菓子 これへ 持參 

と。 《5 呼 はる 下より 小 小姓が。 携 へ出づ 

る 3 八 分。 勅使の 7 シ 前に 直し 置く。  * 

勅使 は猶 もふくれ 頻。 をたら す樣 

に。 窠 子で 機嫌 を 取る 追從。 其 手 はく は 

ぬ 菓子 も 食べぬ。 第一 嫌 ひ。 望に 無い 持 

つて 行けと。 地 突き やる 高坏 打轉 けて。 

ぐ わらく/ \ と 盈れる を。 見れば 家主 

貞良 夕顔なら で 山吹 散らす 7. > '小判の 光。 

«f 询 りしながら 氣もそ ろ。 眼に 佛 なく 

取 集め 。仁 鉢 崩れし 高 笑 ひ。 詞ハ 、 、 、 、 

ヤコ レハ く 仰山 御馳走。 さて 結構な 御 

菓子 哉。 第 一 我等 菓子が 大 1^^。 ハテ 心の 

もてな， 一 

ついた お 饗應。 ナ 一一 唯今 承れば。 俊德丸 


に は. ぉ氣 とな。 それ は氣の 毒。 冷える 時 

分隨 分と 大切に 召され。 綸 3 曰 渡さ るれば。 

少々 參內は 延引しても C 苦しうな いく。 

そ こ は 中 將が請 合 々 々。コ レ /\ く 左 

衞鬥 殿" サ ァ /、手 を 上 ばられ い /、。 餘 

り賠穀 。近頃 迷惑 仕る と。 地金 氣で る II 

宣 公卿。 尻 口 合 はぬ。 フシ 追從輕 薄。 地 

通 俊 少し は 安堵の 顏色。 詞ハテ 御 用捨の 

段 有難し。 繼 目の 綸旨は 寶藏 より 取 出し 

奥の 亭に て 奉らん。 御 休 S 旁， - あれ へ 御 入 

り 下され かしと。 * いふに 中 將打點 頭き。 

B« 如何 やうと もく。 俊 德丸蟠 S の 輪 旨 

は參 內 の 上 某が。 早速 丰し踢 つて 相 渡さ 

う。 先 づく御 逢が 拜領 ありし。 ^目の 

綸旨は 奥に て 受取らん。 地案內 あれの 詞 

にっき。 主從 三人 前後に 隨ひ ォクリ 奥の。 

へ 亭へぞ 入りに ける。 地 人な き 隙 を 窺 ひ 

や £ ふ 

て。 病の 一間 を そろ，， \ と。 本 フシ 力； 忍 

び 出で たる 俊德 丸。 詞 賢き 身に も佛 神の 


咎か 何の 報 か は。 裙 病に 色黒み。 「錄 ^ 

え  « 

蠶の眉 も » の。 木の葉と。 散りて 枯々 のつ 

御 有様 ぞいた はしき。 ナホ ス奥ロ 見廻し 

く は。 スェ淚 にむ せび。 7 シ居給 ひしが。 

飼 思 ひ 寄らす も惡 病に。 苦む 我が身 は 前 

世の 業。 ® 唯 悲しき は 高 安の。 家名 を穣 

す 殘 念 さ。 撫 父上の 御 無念と。 思 ひ 廻せ 

ば 身 も 世 も あられす。 生害 せんと は 思へ 

ども。 老いた る 父に 先立つ 事 不孝の 中の 

隨 一 と。 聞けば 死なれぬ 我が 命。 と あつ 

て 館に あるならば 自然と 世上 の 人 も 知 

り。 父上ば かり か 先祖の 耻。 ™ 其 上螭子 

てう 

と 立った る 俊德。 家督の 參 €： 叶 はすば 朝 

か  とがめ  もとよ u- 

家の 咎覺 束な し。 元来 我に 先立ちて。 出 

生 ありし 次郞丸 殿。 腹 は 異れど 父の 撒。 

某 此家を 立 退かば 家督 相 精 相違 も ある ま 

じ。 殊更 籀 母の 道ならぬ。 戀 慕と 聞く も ^ 

^^らはし。 早く 此家を 立 退きて。 《E 日本 船 

六十 餘州を 廻り。 砷社 佛閣に 歩み を 運び。 さ 


=s 世の 惡業滅 しなば。 それ ぞ 誠の 罪障^ 

悔 S 思 ひ 切ったり 迷 はじと。 地 立 出で は 

出で なから。 生れ 落ちて 一 日 片時。 御 傍 離 

れぬ 父の 顔。 名？8-にぺマ一虔見る^?^さへ叶 

はぬ 7 シ事 が？^ まし や。 * これ も 宿世の 

-i  あけがた 

業なる か <fr 朝 明 方に 父上の。 忍んで 病 家 

に 米り 1? ひ 。ャ レ。 俊 德ょ必 す 歎くな。 R 

疱病 とても 百 病の 數 には^れ す。 聖人 孔 

子の 門 入に も。 瘤疾の 賢人 あり。 いかな 

る 高位 离宫も 通れぬ 病は耻 ならす。 人 は 

何ともい は いへ。 我が 子の 病 をうる さ 

しと も。 ^ら はしと も 思 ふ 親が。 三千 世 

界 にあるべき か。 もしゃ 若氣に 恥辱と 思 

ひ。 短 氣な心 も 出ようかと。 案じて 老の 

n も 八 口 はすと。 * 勿體 なきお 慈悲の 詞。 

身にしみ と 其 時の。 お 顔が 此 世の 見 

納め かと。 聲.； ^え 立てす かきくれて ノル 

7 シ むせび。 歎 かせ 給 ひしが。 ハル フシ 漸 

う 心 。押 鍋め。 "人：：！ にか i らば 止めら 


れ。 詮なき 事と なり やせん。 * せめて は 

父へ 一筆の。 .^sgf 乞と 泣く くも。 達 棚 

の 科 紙 碗。 蓋 は 明けても 塞り し。 胸の 思 

ひ を フシ 書き 殘す。 フシ ハル 折 柄 奥 は 勅使 

の 變應。 調べる 琴の 音 もさえ て。 § 了 

よるべ 

寄邊 定めぬ うたかたの いっそ 泡と も 消え 

はせ で 浮かれさ まよ ふ 身の 行方。 ナホ ス堆 

我が身 は I 所不 住と なれば。 もしゃ 野の 

末 山奥に て 死したり とお 聞き あると も。 

構 へ てく 逆様な 御 回向 あ つて は 彌，. 、増 

す 罪。 ほ 不便と 思 召すならば。 打 接て 置 

かれて 下さり ませ。 一一 i ドリお 青^ 々々と， 

みね 

ベ ども 3?? の嶺の 松風 音ば かり 松風 嶺の 

の 松風 音ば かりの 便. 0 もがな と 託ち 歎く 

ぞ 哀れな り。 ナ * ス 地歌の iP 歌 も ひしく 

と 身に つまされて。 せき かくる 、设。 7 シカ 

カリ 押へ てし をく と。 立 出で 給 ふ 後よ 

り 樣子は いた 俊德 様。 是 程まで 戀ひ憧 

る、 私 を 捨てて 瞷 欲な。 虎 臥す 野邊 の果 


迄 も 連れて行って 下さん せと 取 付き 鎚る 攝 

玉 手 御前。 あらうる さやと 身 を 震 はし。 ^ 

箕 今更く どう 申す に 及ばす。 母の 身と し 辻 

て 子に 戀慕。 年月の 御 介抱 御 恩 も 慈悲 も 

皆 徒 事。 愛想 盡 きたる 御 心底。 此 世の 對 

面是 限りと。 * 振 放しても 放さば こそ。 

a マァく 待って 下さん せ。 日 外 もい ふ 

通り。 私 は 先の 奥様に 使 はれた 腰元。 親 

でもない 子で もない。 何 所まで も 付 纏 ひ。 

* 女 夫に ならに や 生きて は 居ぬ と。 竭も 

放れぬ 煩 惱の犬 ともなれ。 魔 ともなれ。 

放ち はやら じとくる./ \/<\。 追 廻り 追 

廻れば。 子の 身と して 母上 を 手 も是 

非な き此 場の 仕儀。 赦 させ 給へ と 立 寄つ 

て。 * 通路の 鈴の 綱 引 寄せ。 拳 を 合して 

しっかと 括り。 ：！^返りもせす裏門ロハズミ 

ゆきおた 

行方 知らす。 7 シ なり 給 ふ。 * 斯 くと は 

知らす！^ 曳野 は。 出合 ひ 頭に。 a ャァこ U 

り やど うぢ や。 奥樣を 誰が 搏 つたと。 * 


驚きながら 骶 寄って。 解く 縛 コ レ羽曳 

野。 3 俊 德丸は 世 を 見限 リ此 一通 を殘し 

みづか f  ) 

置き。 家出と ありし をと めた e ら 縛つ 

て 置いて 裏門から。 ェ、 斯うい ふ 中 も氣 

遣 ひと。 出し 給 ふ をし つかと 捕へ。 

あんま  す は 

a ィ ャモ。 りも餘 りきつ い。 虫が 居つ 

て 何ともない。 シタガ 若殿の 追 SJ^ に は。 

お前 はちつ と 5s り 難いと。 地 引 指り 戾し 

聲張 上げつ PK 殿様 はじめ 家中の 面々。 一 

大事 あり 早う. （- の。 * 聲に 驚く 通 俊 公。 

.?5- 郞丸は 平 馬 を 引 連れ。 家中の 譜士も 一 

同に 駄 付け/ \ 具の 様子。 聞いて 皆々 顔 

見合せ 2^ れ。 * てた るば かりなり。 * 羽曳 

野 は淚の 隙。 これが 則ち 御 書 置と。 差 出 

せば 通 俊 公。 3 枠が 國遠。 ^念の 淚には 

じしゃう お 1!^ ろ 

あらね ども" 老眼 なれば 字 性 も朧。 それ 

にて 請め と * 身 を 背け を 隱す武 f の。 

ス M 表 を 立てる。 痛 はし さ。 地 羽曳野 一 通 

神披き 書き？^ し^ 1 通。 了ソ 適- -人界 に 


，is ビ請 くる さへ 廣大 無邊の 善果なる に。 

髙 安の 摘 子と 生れ 何 くらから ぬ 其 上に。 

父母の 御い つくしみ 喜 見 城 の 樂み もこ 

れに 上越す べきと は 存じ ゆ はね ど。 計ら 

ごふび やう じんちう S じ は 

ざる 身の 業病。 人中の 交り も 叶 ひ 難く。 

i ち 

家の 耻 父の 御 恥辱と 存じ^へば。 身の 御 

とま  なげう 

暇 を 賜 はり 佛 神に 一 身 を拋ち ± は^。 せ 

めて 惡業も 減し 快 氣の時 © も^はんと 碑 

が殘 惜しき 父上 を 振 捨て。 唯今 國遠 仕り 

^0  郎丸 殿御 事 は。 外戚 腹と は 申しな 

ネは 《 

がら 惣領に 極 り^へば。 家督 相續頼 4 入 

り ±。 次 郞丸殿 主 稅之助 其 他の 一家 中。 

It  、忠勤 怠りなく 父上 の 輔佐 肝要に ^。 

地 以上 は讀 ます 羽曳野 はわつ とば かりに 

伏し 沈めば。 通 俊 公 は。 唾を吞 込み 瞬 

しげく おはします 0 心に 笑 を 含みながら 

人前つ くる 次郞 丸。 咽ぎ くくと。 ない 

じゃくり。 、聞えぬ ぞ ゃ俊德 殿。 某 

を 家督と は。 この 家國 をして やらう と。 


望 を かける 次郞 丸と。 思 はっしゃ るか 耻 1 

しゃ。 親 人 や。 俊德 殿へ 言 譯に は。 * 切 6 

腹と 差 添に 手を掛 くれ ぱ。 ャレ御 短慮と 

平 馬 は 押 止め。 K 俊德樣 への 義理ば かり 

でお 命 を 捨てられて は。 御 家督の 御 男子 

がんぜん 

なく。 父君への 不孝ば かり か。 P 前にお 

家の 斷港。 忠心 篤き この 平 馬が。 諫言 を 

聞き入れられ。 * 生害と， >- まり 下され か 

し。 BS 某 とても か はらぬ 歎き。 俊德樣 

の 御 出奔。 是非な き 15$- と は 申しながら。 

お 痛 はしゃ 無懷 やと。 * 出 もせぬ 淚に目 

を こすれば。 へ H  、死ぬ る も 死なれぬ 

我が 命。 平 馬 推量して くれと。 主從 手に 

手 を 取り か はし 只。 ヮァ。 くと どって 

ぅ聲。 氣 ばって 見ても 出ぬ 淚。 早 魅の 空 

に 鳴り渡る。 { 仝 雷 の。 7 シ 如くな り。 地 

つった 

耳に も かけす 羽曳野 突立ち。 詞ャァ く 攝 

家中の 面々。 折惡 しき 夫の 他行。 慮外な 船 

みづ か  げぢ  t 

ら 自らが 下知に 隨ひ 方々 は。 若殿の 御行 a 


方 手 分して 詮議 あれ。 * 妾も俱 にと K 出 

す を。 ャレ 侍て 暂 しと 通 俊 公。 俊德が 

ごふび ゃゥ  をん. むくい  たと へ ► 

業病 も。 過去遠.*^ の報と思へば。 假令 nx^ 

ちまた 

出に 及ばす とも。 往來 しげき SC に 捨て e 

前世の 罪 を 償 はんと 豫 てより 我が 存念。 

某が 詞も 待た す。 國遠 せし は 追に も。 通 

あつ ばれけ なげ 

俊が 子に て 地 ありけ るぞゃ H< 晴健氣 の 俊 

德 丸。 さし も 孝 ある 身の上に 類少き 難病 

は" 何の 因果 ぞ 恨めし や。 其 镦に打 捨て 

つれな  たと へ 

置く 父 難 面しと 恨む るな。 例 は 恐れ ある 

事ながら。 延喜帝 第 四の 皇子。 蜂 丸の 宵 

も 雖病故 逢坂 山に 捨てし ぞょ。 唯 何事 も 

定り 事瑰き 親子の 緣ぞと 蹄め。 悔 むな 俊 

德。 我 も 歎 かじ 歎かぬ と。 潔く は宜 へど 

親子 一 世の 憂き^れ と。 目に もる 淚。 は 

ら /\ く。 お 道理 様 やと 羽曳 野が 育 ひ 

淚に 奥方 も 7 シ^に 袂を 絞らる  > -。 埔始 

終を閱 いて.；； 2 安中 將。 奥の^より 搖ぎ出 

t -。  a 港 目の 綸旨は 受取つ たれ ど。 家出 


した 俊德 丸。 殊に 雜 治の 瘢 病人。 W び此 

家へ 歸 つても 家督な どと は 思 ひも 寄ら 

す。 というて 一 旦 奏聞に 及んだ ろ 家の 籀 

目。 べん/ 、とれ 捨て S かば 高 安の 家 は 

； W 却。 差 詰 家督 は 二 男の 役。 次 郎丸を 急 

いで 參內。 心得され しか 通 俊と。 * 聞く よ 

り 平 馬し やくり 出で。 a 〈、御 尤なる 

勒 使のお 指圖。 サァ 我が君お 請と。 地勸 

める 先 折り。 8- 假 にも 一 國 一 城の 御 跡 a,- 

.4 る  うけ 

輕はづ みに お 受とは S 意の 知 れぬ平 馬 

殿。 夫 主 稅之助 は 家老 職。 其 家老の 留守 

の 間に。 御 家督 定は わしが させぬ。 アイ 

この 羽曳 野が 14： 込まぬ。 御 二 男の 出頭で 

も 陪臣 同然。 餘り 出過ぎ る。 すつ こんで 居 

やしゃれ と。 地齒に 衣き せぬ 理窟 詰 。平 馬 

は ひ よんな 高 上りぶ つと も 得 フシい はす 

面：： n 額。 * 次 郞丸眼 をい からし。 ョャ 

ァ 出過ぎる と は そちが 事。 某 を 家 li" と は 

iio 應 ならぬ 勅使の 御 ぼ。 それでも 見事 ま 


へ るか。 ホ、 、、ゝ ヲ、 (水國 に はな IS 

い- 言 譯には 切腹と。 さっきの 詞の 裏が ^ 

来て。 こり や 急に 家國が 。欲しうな つた か 辻 

御 二 男 と。 *f あ ぢな所 を 押 へられ これ 

も。 7 シ 同じく 閉口す C  ャァ 勅使の 前 

とも 憚らす。 我 * の論談 慮外 至極： サァ 

通 俊 返答 何と。 * 何とと せり 立てられて 

兩手 をつ き。 》^ 次郎丸 家督の 願 ひ は。 家 

老主税 之 助歸國 次第。 すぐさま 上洛 致さ 

すべし。 先づ御 勅使に は 御歸洛 近 御 苦 

勞千 萬と" 港お 受の 返答 落 券く 中將。 さ 

らばと 言 捨て 出 でら るれば。 御兒 送りと 

次 郞丸平 馬 も 俱に立 出れば。 奥方 羽曳野 

引 連れて 通 俊 公 は 奥御殿。 家中の 諸士も 

一同に 部屋々々。 フシ 力、 リに こそ 入りに 

けり。 二 上 リサ 7 旣に。 共 曰 も暮 近く。 寒 

さ As る 北風に。 つれて 降りく る， 白 ijj は。 

音せ でい つか 木々 の楚 も。 庭 も 軒 I？ も. G!  2 

妙に。 飛石 陰す ナ * ス 7 シ 庭の 面。 6 


分ける 駒下駄 も。 音せ じ ものと 傘に 姿隱 

して 羽曳 野が。 窺 ひ 居る とも フシ 白 書院。 

ハル フシ 綠側傳 ひ。 忍び足。 心 もしめ る髙 

からげ。 路 金の 用意 帛紗 物。 心せ はしく 

肌に 付け 庭へ。 ひらりと 下り立って。 地 

a 行く先に すっくと 羽曳 野。 詞奥樣 何 所 

とぴ 0 

へと 聲 かけられ。 * 思 はす ハット 飛 退い 

て。 フシ 膝 も わなく 震 ひ聲。 地瞭 する 

す  みづ か 

胸 を じっと 据ゑ。 SS 何虚へ 行かう と 。自ら 

*づ か  の . •• 

が 身 は 自ら 次第。 サァ そこ 退いて 通した 

く。 ィ 、 ャ ならぬ。 路 金の 用意 は俊德 

樣の。 跡 を 慕うて 行く 氣ぢ やな。 H  、 人 

でな し 女 畜生。 血 は 分けいでも 俊 德樣は 

あと 

子ぢ やない か。 母親の 身で 子に 惚れて 後 

つ 含  こんじ やう 

の 後まで 付 廻す。 其 根性 を 見限って 若殿 

さんよ  めし 

の 出奔 も。 三分 はこな たの 戀 慕から。 主 

ある 身で 不義い たづら。 そんな 人 を 今日 

まで。 お 主 様の 奥 さまのと 云うて やった 

*>ん 

がむ やくしい。 先 御前 様に 使 はれた 腰元 


のお 辻 殿。 大 殿に 引上げられ。 新 臭 方と 

え 

俄 立身。 榮 耀が餘 つて 年寄が いやにな り。 

若い 同士の 若 殴に 濡れ かける 水驗。 猫と 

いふか 犬と いふか。 K  、顔 を 兑るも 胸が 

燃える と。 地 胸の 有りた けたく しかけ 

フシ かぞへ 立てた る 憎て 口。  f ゝ 口の 

ある 役。 腹 存分い ひたく ぱい や 問き たう 

ない。 さすが 賤 しい 家来の 女房。 曲り 曲 

つた 性根に くらべ。 向う 見す の 出放題。 

後悔 は 先に 立た す。 必す 跡で 手 をす るな 

よ 。ハ ゝ、、 、。家来 呼 はり 間き にくい。 

成 上りの 奥様と 素性 くらべが して 見たい 

わい の。 そんな 檢ら はしい 根性で も。 ま 

L う  けん 

だ 主 顔の 權 づけに。 邪魔 させまい と 思 や 

こん w ん ざい 

つても。 金輪際 動かし やせぬ。 サァく 

あと  じっしゃう 

後へ la- つたく。 フゥ。 スリ ャ實正 そち 

が 邪魔す るな C ヲ、。 邪魔す るく。 す 

さ またげ  ひとうち  ちゃう 

ん とする。 ヲ、 妨 すれば 一 討と。 地 丁 ど 

受けた る 傘の。 骨を碎 きし 互の 手練。 雪 


l;r  一、  5 き 

は猶 しも 降り か、 り。 凍える 手先 傘 も。 3 

拔身も 供に 取 落し。 一 度に 摑む 髻髮。 カ髦 

ほど  みだ， iv- み  しろ たへ 

解けて fi lilies 亂心か 白妙の 雰を鋭 立てて。 

r ^みしが。 * 拾 ひ 上げた。 傘の is に。 

あ. T ら ひと あて 

羽曳 野が 豁を 一 當。 うんとの つけに 倒る 

る 隙。 玉 手 御前 は 飛 立つ 嬉し さ 足 を。 フシ 

はかりに 走り 行く。 地 若殿の 國 遠と 開く 

より 宙を 翔ける が 如く。 立歸る 主稅之 助。 

其 間に 起立つ 女房 羽曳 野。 ェ 、遲ぃ 

遲ぃ主 稅殿。 都から 勅使が 来て。 镳 目の 

綸：！ 一 曰 も 請 取って 御 二 男 を 御 家督と。 無理 

無體の あたまべ し。 俊 德様は 御 出奔 推量 

の 通り 糙 母の 横 戀慕。 跡 を 慕うて たった 

今。 サァ/ \ 早う 追つ かけて と。 * 間い 

て 驚く 主稅之 助。 RS 若殿 糙母は 追っての 

が てん  おつつ 

事。 合點の ゆかぬ 其 勅使。 追 付い て 一 詮 

議。 * 何より 大事 は 殿の 身の上。 急 度 守 ^ 

護な し 奉れと。 言 捨てて 又 韋駄天 走り 跡 始 

を。 慕うて。 三 S へ 追って 行く 0  S 山 坂^ 蛆 ^ 


辻 邦 合州攝 


fc^fe ごえ  の 9 も Q 

の 龍 田 越 C 勅使 は 乗物 立てさせて。 フシ 

供 廻り 遠 ざ くれば。 * 次郞丸 主從は 目ば 

かり 出した 黑 装束。 木蔭より 立 出で て。 

at ャレ く圆害 大儀々 々。 首尾よう 〔c た 

も 其方が 衝き。 某 が 代と ならば 一 廉に 

取 立つ るぞ。 ヲ 、其 段 は 平 馬が 請 合。 此 

上 邪魔な は 主稅之 助。 彼奴 を 仕舞うて 取 

る 談合 。ィャ そこの 所 は氣遣 ひなされ な。 

折 を 見合せ 忍び入り。 圖 書が 手に かけ 誑 

討。 そっち も隨 分ぬ かりなう。 氣 取られ 

ぬが 肝要 * 々。奪 ひ 取った この 綸旨。 地 

お渡し 申す と 差 出せば。 .ぉ ィャく 老 

主稅は 大抵の 奴で なければ。 こっちに 置 

あぶな  巴し ぢ 

く は 浮 雲 物。 氣の 付かぬ 汝が 方に 暫く 預 

ける 大事に せよ。 家督の 願 ひ 延引せば。 

大儀ながら 又 勅使。 ャ 人の 見ぬ うち 早歸 

らう。 成程 萬 事 は 後日の 密談。 I！ いかに 

も 左様と 主從は 7 シ 山路 踏 分け 立 歸る。 

地 園 書 は 呼 出す 供 廻り 皆 それぐ に 鹿 ひ 


賃。 算用 半 かしこより。 息 を はかりに^ 

来る 主稅。 南無 三寶と 以前の 如く 行列 揃 

へ ろ 間もなく。 待った/\#使待った11^^ 

議が あると。 鍔 打 叩き 仁王 立ちに 突立つ 

たり。 K ャァ 勅使に 立った る 高 宮中 將。 

やつ  よば  ざ ふごし. r さ 

何奴 なれば！ 15gf 呼 はり。 慮外の si 言^り 

居らう と。 博き め 付けても びくと もせす。 

31" 誰と は BS. 一高 安の 執權。 譽 田;^ 稅之 助と 

いふ 見通し 法 印。 なん ぼ 勅使の 乾の 卦で 

離坤 さう に 罵っても。 こっちが 先へ 5^ 

の卦 繰り。 心から 底から 見拔 いた, 公家。 

白 狀 ひろげば 助けて 吳れ る。 * 意地ば つて 

冠り 引拔 かる、 は 巽の 卦で。 11S< せぅぞ や。 

フシと ひやう まづ く。 地 鍔 際 迄 も ひるま 

ぬ ii 書。 ャァ ョ a 公 {. ^と は 何 を 證據。 勅 

とが しう 

使に お 向 ふ fi 速 勅の 科。 主左衛 門が 身の上 

迄 後日の 咎 5 几 悟せ よと。 墻 おどし かけて 

も 嘲り笑 ひ。 ョハ ァテ盜 人た けぐ しい。 

ゥ ，て 

.y 州 多 賀へ參 詣とは の 皮。 此間 上京し 


て 傳奏高 宮中 將 様に 對 面して 來 た主稅 

に 向 ひ。 叉 高官と は 似せ 晒。 無 親 者の 化 

顯 はし。 輯 人が あらう 白狀 せいと。 地 睨 

付ければ むくり をに やし。 "ヱ、 失策つ 

たか 殘 念/、。 腹癒せに は 鼈 目 の綸 旨 

寸々 に 引裂く わと。 * 该 中より 取 出せば。 

a 破りな りと 喰 ひなり と が 腹に 入った 

樣。 誠の 綸&は 中將樣 へ。 とうに 差 上げ 置 

いたわ やい。 南無 三 これ も 失策った。 ェ 

H 忌々 しいと 投付ける。 地 綸 3iJ を 取って 

押 戴き。 舅 やっぱり 是が 誠の 御 輪 旨。 中 

將 様に 逢うた も. i!i。  I ばいなら す ニ盃ま 

で。 テモ大 ia ひと 嘲弄せられ。 * 無念と 引 

, , .  >  ひつば づ  げっ 

拔き 切り かくる 。引 5t 'して どう ど 投付け。 

脊骨も 挫げ と。 7 シ踏 へる， 费 脚。 サァ 

て むか  しう 

うぬら 手 向 ひひろ がぬ か。 主 を 助けて 見 

る氣 はない か。 ァ 、！： の/、 勿體 ない。 

わたくし  づっ 

私共 は 1?^ 百 1^ で 雇 はれた 雲助 共。 その わ 4 

ろが 難儀せ ラが微 壅 も 構 ござな く： s。 御 6 


苦勞 ながら 迚もの 事。 粉に なられる 程と 

つくりと 0 地 踏んで 進ぜて やらし やって。 

下さり ませと 賴み 置き。 皆散り/;^\'にな 

りに けり。 地 サァ是 からが 1 味の 詮 ff と。 

引立て 見れば ぐに や /1.»/-,»。  これ は 

拉。 さしてむ ごうもせ なんだ が。 つい 寂滅 

ひろいださうな。 ハ テ淺 念と 死骸 を 谷底。 

地 投げ やる 向う へばら/、 と。 皆 1 様の 

頼 かぶり 頰を隱 せし 組 子ども。 拔 きつれ 

/\ 切って か &る。 ！ S ホ、 、 、拍子 拔け 

のした 所へ。 ようこそ/,^ 御 出と。 地 諸 

乎 を ひろげ 驚搬 取って 投げ /\ 畫 ぎび 

ゐん ち うち  ひとつぶて かな 

の 印 地 打ばら り/、 と。 三直 〈人 礫 I はじ 

； S キ】 か t 

とや 思 ひけん 7 シ 一 度に 55? 一げ て 行方な し。 

地 先づは 御！^ 3 曰 奪 返し。 心 落着く 此上 は。 

3^ に まします 御主人 大事。 お 家 を 窺ふ惡 

人 V  ！ Bi 仕出して 一 々！! 首。 國 it あり 

し 若殿の。 お 行方 尋ね 誘ひ歸 り。 卒れ 

復。 なし 奉り。 主君の 家國 長久と。 神に 


祈る ややつ 此 この。 譽 田が 勇猛 山 を拔く 

主稅之 助と 號け しも。 理 あり 忠義 あり。 

-! 5、£れ  もの-ふ 

譬 ありけ. る 武士と 感ぜぬ。 者 こそな かり 

ける 

下の 卷 

M 一  千餘 回の 法の 花 始めて こ- * に ゆ、 き 句 

じ や-つぐうた いし くせ  まっせ  おん 

ふ。 上宮 太子の 救世の 恩 末世の 衆生の 御 

誓に。 ；？！？ れす詣 でる 貴錢 都鄙 3^ 更 衣更着 

じしゃう  くんじ ゆ 

時 正の 日。 參詣 群集 は佛 法の。 7 シ 繁昌 

いひな. T け 

の 世と 知られけ り。 俊德 丸の 許嫁 淺香 

姬の 中間 入 平。 女房お 樂も 諸共に 旅の 草 

i 脚絆が け。 南門の 石^ を假の 7 シ宋 几と 

立ち 休ら ひ。 詞 何と 見さし やん せこち の 

人。 しい 參 りの 人。 御 繁昌な 事 ぢゃご 

ざん せぬ か。 ヲ 、其 害々 々。 常 さへ 尊む 

天 王 寺。 に 今日は 彼岸の 中日。 他國か 

す さま 

らも 皆參れ ば。 凄し い^の 事。 ほんに な 

ァ 身の上に 取 紛れ。 其 心が 付かなん だ。 


が 道く だり も 群集の 中 。色 * に 尋ねても c 
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ぉ姬 様に は 5：： 逢 はす。 まして 俊德樣 らし 

いお 方 さへ 見當ら す。 辛氣な こと ぢ やな 

いかいな。 サ レバ/、。 許嫁の 俊德 丸。 難 

•J  くもん 

病 故に 國遠 ありし と。 お^き ありお 姬樣 

も 又 家出。 必定 戀 君の 荆 行方。 尋ね 給 ふ 

ひとだち 

と 思 ふ 故 こちら 夫婦 も 跡 を 慕 ひ。 人 立 多 

い 所 々方々。 尋ね 廻れ ど 雲 を fflo ほっと 

く は 

新 をぬ かした サァ しんど いと 言う 

て 斯うして 居て は。 いつ 迄 も 知れ もせ ま 

い。 ちっと 又參 りの 衆に。 尋ねても 見た が 

よいと。 地い ふ 中む らく 一 連の。 下向 

を 見かけ 小 腰 を 屈め。 卒爾な 尋ね 事な 

がら。 十五 六な 氣 だかい <II1^M。 色白く 鼻 

筋 通り。 二 皮 目に て髮 の翹。 眞黑 霜 子の 

大 振袖。 又 一 人 は 十七 八。 ちと 申しに く 

ら 1ぴ やう こ 

いが 瘤 病人。 一 箱に か 別々 にか。 其 程 は ^ 

存ぜね ど。 もし 御覽 なされす やと。 S  I 

ねか くれば。 S ャ 何とい はしゃる。 美 迁 


しい 娘と 嫁 病人と。 テモ 木に 竹と いはう 

か。 鐵 棒に 心天 を。 锩 合した 尊者。 ェ 、 

聞え た。 コリャ 風 推な 娘 御で。 茶め かし 

た 心中 ぢ やの。 娘 は 何 ぼ も 見た けれど。 

顔ば つかり 見て 居る 故。 振袖 やら 黑權子 

かう  し-ひ でら 

やら。 一向 封 面 仕らぬ。 シタ ガ今椎 寺の 

つ -  よろ ほふ 

s: の s: で。 子供が 大勢 手を叩いて。 SS 法 

師くと if す を 見れば。 目 も 見えぬ 痛 病 

あた 

人。 通りの 人の 咄に は。 元はよ しある 人 

の 子 なれ ど。 どうで も 過去で 惡ぃ 事。 し 

むくい  にはかめ くら 

た報ぢ やとい ふ 評判。 ^ 盲 でよ ぼ/、 

よろ 

よろく 弱 法師。 もう 見す とおかつ しゃ 

れ。 いぢら しい 者 い 物と。 * 口々 しゃ 

べりそこ，^-に。 7 シ敎 へて こそ は 行 過 

ぐる。 * 夫婦 は顏を 見合して 。疑 ひもない 

»1 德樣。 さう で ござんす こちの 人。 サァ 

来い 女房。 ござんせ と。 夫 嫁 は 鼓 ひ 勇み立 

ち ォク „»椎 寺 へさして 走り 行く。 道が 逮 

うて。 其讲 へ。 ？< いた はしゃ 浚德 丸。 


思 ひがけな き 難病に。 父の 館 を 晩 出で て。 

くにさ かひ  ちリ 

國 境より 方々 と。 迷 ひ 歩きて ナ * ス やう 

なさけ ；！ に ふ 

くと。 この 里人の 情に て敏 生の 小 家に 

竹の杖。 足 も 。痛げ によろ くと 宿りに。 

フシと ぼ ノ\ 歸られ しが。 杖 を 力に 立ち 

休ら ひ。 前世の 戒業 拙くて か、 る 難病 盲 

目の。 身と 成果て し は 過去の 業因。 歎く 

は 愚痴の 凡 心と 諦めながら *5 の 恩。 お 

くらで 朽ちん 殘念 さよ。 さりながら 常 * 

； 1 つ く.. -み  よわ 

深き 御彭愛 C 殊に 寄る 年弱る 御身。 * や 

跡に て 御 歎き。 思 ひやる 程 不孝の 罪。 又 

一 つに は 淺香姬 か、 る 様子 を 聞くなら 

ふ びん  を し す £ 

ば。 さ こそ 歎かん 不便 やな。 ョ鴛鸯 の 衾 

に 立 去る 悲しみ。 比 目の 枕に 波の 愁。 埯 

^や 人間 有爲の 身の。 妹脊 の緣も 消えが 

ての。 雪と も 花と も 見え わかぬ。 此世か 

いち？ やう くわら  *^ ん 

ら なる 闇路の 閉。 かの 一行の 花羅 の旅闍 

穴 道の 苦み も。 斯 くやとば かり 身にしみ 

ぐ 7 シ不覺 の。 涙に くれけ るか。 * 折 


ふし。 さっと 春風の。  <ル7 シ すげ なく 誘 攝 

ふ 梅の 花 ハズミ 袖 や 。抉に 7 シ散 りか、 合 

れば。 詞ハ、 ぎハ ならぬ 梅の Ik 。色 こそ 見 辻 

えね 香 や は隱る V  。飛 花 落葉 は 悟道の 緣。 

素より； t にも^に も。 憎まれ 果てし 病の 

身。 出楚の k は煩惱 道。 切らで はいつ か 

佛 意に 至らん。 思 ひ 出す まじ。 * 思 はじ 

と 小屋の 蔬垂 そこ 麦と 7 シ 探り。 迴 つて 

入り 給 ふ。 地 跡へ えい さらく えい。 地 

獄の沙汰も錢^^^第。 閻魔の 御 頂 地 車に。 

乘 せて 勸 化の 道心 者。 参り 下向 を あてに 

して。 西鬥 石の 鳥居 脇に 建立の 閻魔 王。 

一 錢 一 ー錢の 多少に よらす お 志 は ござり ま 

せぬ かな。 たった 一 文 か 一 一文で。 閻 

魔樣に 近付に なって 置く は德な もの。 死 

にしな のよ い 心 便り。 奉加。 * 奉加と い 

しゃべ あ ひだ ぶ ほぜい 

きせ い 張 b  。噪る 間に 往来の 大勢。 K 時々 

廻る 閻魔の 建立。 彼岸 を あてに 此虚へ わ i 

せた の。 ァ 、 したが 惡ぃ 合點。 當極樂 土 
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と あるから は。 この 天 王 寺 は S に 極樂。 

さし あ ひ  か ど ちが ひ 

閣 魔が わせて は 大きな 差 合。 コリャ 門 違 

ぢゃ あるまい か。 ハ テぉ 前方 は 惡ぃ吞 込。 

ァノ 芝居 を 見やし やませ。 寳 方が あれば 

敵役 も ある。 鬼が あれば こそ 佛も ある。 

畢竟 地獄 は 極樂の 出店。 其 出店の 番頭 は 

この わろ。 番頭の 氣に 入って 置かす ば。 

おもや  で いり 

本家の 極樂へ 何と 出入 はなるまい がの。 

成程 理 ぢゃ。 そんなら 奉加に 付く 程に。 

わ る み け う！： 

いつもの 様に 惡 身の 敎 化が 見たい く。 

おっと それ は 心得た が。 跡で 奉加 をい じ 

むぢ と。 云 はし はせ ぬと 尻輕 に。 地 撞木 

おつ 取り i 作り。 詞您 じて 今の 人心。 I 

一一 上 リ彌陀 や。 藥師 ゃ觀音 地藏。 佛 ばかり 

を賴 むの は 片手 打ちた る 信心 者。 折に は 

鬼ゃ俱 生祌。 閻魔 王 をば 信心な され。 奉 

加に たんと 付く 人 は少々 惡ぃ事 をして。 

地 CI へ 落ちても あっちに 近付。 そこら は 

譬の金 次第。 ナホ- S 無 間の 签で 酒の h。 


焦熱地獄で 宥を燒 き。 三途 川の 船 遊山。 

A-is^v  たのし 

劍の山 行なん どと て 極樂淨 土の 樂 みより 

やっと ましなる 遊び あり。 さすれば 地獄 

極樂 は元來 一 っ世帶 なり。 善惡 邪正不 

二と いふ。 佛の 敎はコ レ。 く。 この 天 

王 寺" * 八 宗九宗 とせり 合へ ど 解ければ 

同し 谷川の。 三 水 四 石 は フシ 未来の 導き。 

後生 願へ の 種に とて 朝 題目 に齊 |^ー$。 

一-一 IK 寺 々 の 鐘の音 寒き 霜夜 は 三界 無 庵 

の。 諸國 走り 廻り。 後生 願 は など か佛 

になら ざらん。 方々 よ 此世は 僅假の 浮世 

にた も だ。 く. 蓮華 經を唱 ふべ し。 いふ 

にや 及ばす 安き 間の 事 なれば。 元 來は無 

實なも だ。 ^, ^と 申さう. f るに は。 餘念 

も を かし けれ。 夜半 夜 念佛は そり や 誰 

が 爲ぞ。 添 はで 別れし ャレ 親の 爲。 証 を 

叩いて 佛 になら ば" 鎖冶屋 若い 衆 はャレ 

皆佛。 ァレ ハサ。 これ はサ C 踊 出せ 振 出 

せ しゃんと 振 出せ。 合 今 は 念 佛も签 吹く 


た £ぐ さほうす 

風よ。 かいて 貰 はう 腥 坊主 念佛無 間。 

ヲ、。 こ >r な 修業 者 は 念 佛が剝 けた か 到 

けんかいつ 見た ぞヲ 、。 佛も 衆生 も隔は 

あら じ。 六 拍子 揃へ て 我が身 を 見れば。 

く。 さながら 四季の く。； ひよ の。 

く。 一夜 明けて く。 否で も ござらぬ 

其 折に は。 しげる 松 山の 物 狂 ひ。 今 は 心 

も亂れ く./ \ノ 、てャ ツチ カサ。 こつ 

ちか さ。 ソッ チカ こっち かソ ツチ カサ。 

さっさ 龍 田の 花杠 葉。 ス * よいよ く 

と 諸 見物 三 錢五錢 先番 後番 C 奉加の 錢の 

ばらく と。 フシ 笑 ひち らし て^れ 行く。 

* 跡に とほん と 道心 合 邦。 K ァ、 よい 年. 

からげ て 飛ん づ 跳ねつ。 これ も佛の 衆生 

^度。 ■ ふ も 舞 ふ も 法の ST 體も 糊と 草 臥 

れた C 一睡 やって 又 奉加 。暫く 開 魔の 相 

住と。 地 車の 一- にャッ ころり 跡 は 7 シ鼾 

の 肘枕。 -き K ぼ 入の。 月 を 見 ざれば 明暮 

の" 夜の 境 をつ 得ぞ 知らぬ。 ナホ ス地早 や 


につ さう く，！^ ん 

夕暮も 近付かん 今日 ぞ 彼岸の 日 相 1^0 目 

は 見えす とも 拜 せんと。 本 フシ 力、 9 小 家の 

こもだれ  ね 

la 垂 押上げて。 西に 向 ひて 音をぞ なく。 心 

を 阿字の 鬥に 入り。 合掌して ぞ おはし ま 

す。 ハル 7 シ夫故 思ひ淺 からぬ。 淺香姬 は 

俊 德の。 御身の 上を閗 くよりも 有る 

に 有られす 和 泉路を 浮かれ 出で つ \御 行 

方。 尋ね 迷 ふ もい つ 迄 か。 7 シ 万代が 池 

に^り 着き。 * お^しき 人 は そこにと も 知 

おもかげ 

らぬ はか はる 係の。 顏 もけ やけき 惡瘡 の。 

臭 氣 いか^と 袖 覆 ひ。 》^コレそこな乞食 

殴ち と 物が 尋ねたい。 河 の國髙 安殿の 

御世 權。 俊德 様と いふ 美しい お 若衆 樣。 

そ もじの 様な 病に て 館の £ を拔け 出で 耠 

ひ。 此國の €： に 迷 ひお はすと いふ 導。 地 

もし 知って なら 敎へ てと。 尋 ぬる 聲は淺 

香姬。 ャレ なつかし やと 云 はんとせ しが 

待て 暂し。 我が 妻ながら 耻 かしゃ 斯く見 

おもてぶ i> 

苦しき 姿に て。 それと 名 乘るも 面 伏。 


■ 'んま 

つて 歸 さんと 思へ ど殘 る韓廼 心。 世に な 

き 我を^ 程まで 慕ひ尋 ぬる 志。 痦 しいと 

も。 可愛い とも。 いはん 方 なきはら/、 

淚。 7 シ搔& の 袖 を 絞らる i。  * 姬は不 

思議と 昆 廻し く。 尋 ぬる 事 は 答へ もせ 

す 泣いて ばっかり ござる の は。 もしゃお 

前が 俊德樣 かさう ならさう と 名乗って た 

ベ。 我 こそ 妻の 淺香姬 と。 立 寄り 給へば 

身 を 背け。 ョ 歎きの 體に其 人 かと 御 不審 

ことわ，  た ね 

は 道理ながら。 お 1^ の 人に 付き。 哀れ 果 

敢 なき 事 ある 故。 * 思 はす 落淚 致せし と 

フシ 餘所 にもて なし まし ませば。 地詞の 

If を 閗 咎め。 S5 尋 ぬる 人の 身の上に。 は 

かない 事と はどうした 譯。 * 早う 語って 

閉 かしてと。 氣を せき 給へば 俊德 丸。 S 

さん 

されば お 尊の 俊 德丸。 去ぬ る 頃迄此 所に。 

我 も 同じ 病人 故。 朝夕 伴ひ暮 せし が。 身 

の棠 病に 世 を 見限り。 我に も 知らせす 過 

ぎつ る 夜。 この 万代の 池 水に。 身 を 投げ 


t な 

空しくなられ しと。 * 闭 くより 姬はハ ァ 接 

V- れは ど，  ^ 

はっと。 心 は 闇と 吳服鳥 あや も淚 に正體 合 

なく。 ナ-ー 我が 夫 はァノ 池に。 沈んで 世 辻 

み. T.* 

を 去り 給 ふと ゃ獨り 先立ち 自らに。 物 思 

へと や 曲 もな や。 コハそ も 夢 か 現 かと。 

ノル フシ 伏し 轉。 びて ぞ 歎きし が。 * 漸ぅ 

に 起 上り。 二世と か はせ し戀 人に 別れて 

存生へ 何樂 しみ。 同じ 藻屑と 身 を 沈め 未 

あた 

來は 一 蓮托 生と。 邊 りの 小石 見 まつめ て 

み ざ は 

蒂ゃ 抉に 拾 ひ 入れ。 池の 打に 1^ け 行く を 

探り 廻って 俊德 丸。 振の 扶を しっかと 取 

り。 a コ ハ逸舆 なり 先づ暂 く。 死んで は 

£ うじ や 

亡者の 爲 ならす と。 * 引 留め 給へば ィャ 

((0 詞 いとしい 夫 を 冥途の 旅。 一 

人 はやら じ 追 付かん と。 地 振 切る 袖を猶 

引 留め。 ョヲ、 貞 心の 程 尤も 至極。 今 は 

r  じ ナ&  いつは 

何 を か 包むべき。 俊德丸 入水と は © り。 

未だ 此 世に おはす るぞ。 先づ /、最期 を 

留られ よと。 * いへ ども 姬は閗 入れす。 e 


ィ 、 ャ 自ら を 助けう とて 偽りの 間に合 ひ 

口  0 詞ィャ く 天地 も照覽 あれ 0 露ば かり 

會 よごん  ど こ 

も 虚言なら す。 フゥ * そんなら 何 所に 我 

つま  あかつき かた 

が 夫が。 ヲ、 五日 以前の 曉方。 滅 罪の 

たびだち 

爲 三十三所。 順禮の 旅立 ありし が。 申 置 

かれし 事と て は 病身と いひ 長の 旅。 何處 

いかなる 所に て 身 を 終らん も 計り 難し。 

もし 我が 妻と 名 乘る者 尋ね 來 る 事 あら 

ば。 身 を 万代が 池 水に 沈んで 死せ しと 傳 

へて たべ。 地^出す も 花 散る も 花 いづれ 

か此 世に 殘 るべき。 来世 は 半 座の ^ を 分 

ぉ义み 

け 長き 契り は眷る まじ。 御身 は 未だ 二八 

よは ひ 

の齡。 いかなる 人に も 身 を 任せ 末の 榮を 

1*^^給へ。 必す 恨と 思 はじと 傅へ くれと 

の 遣言ぞ や。 早. *f 故鄉 へ立歸 り。 命 全う 

t キ J な もら 

生存へ。 思 ひ 出す る 折々 は 亡き 俊 德の後 

』 とぶら 

世 菩提。 弔 ひ 進ぜ さっし やる が。 誠 貞女 

の 操 ぞと餘 所/.、 しく は 云 ひながら。 切 

なる 姬の 心底 を。 思 ひやる 程 胸 迫り。 溢 


る 淚を隱 さん としをく 立って 小屋の 

内。 フシ 心 接して 入り 給 ふ。 * 姬は猶 し 

も 泣き 焦れ。 いかなる 人に も 身 を 任せ 末 

の 榮を樂 めと は。 二人の 夫 を 持ち さうな 

み-つか  ネふぜ  か. 5 ごと 

自らち やと 疑うて か。 過ぎし 奢瀨の 一一 目 

つれな 

は 。皆 偽りとの 事 かいな 。難 面 いわいな と 

,  *• るせ 

ばかりにて 7 シ恨淚 ぞ遣默 なき。 地境 內 

残らす 尋ね し 是非な く 戻る 入 平 夫婦。 

ャァ ぉ姬樣 かと 走り 寄り。 何故 こ、 に 御 

愁歎。 先づ御 安泰 嬉し やと。 |^撫で1り 

介抱す。 * 姬は淚 の聲振 上げ。 W 夫の 行 

方の 覺束 なさ。 そなた 衆に 様子 も 云 はす。 

國を拔 出で 此虚彼 iir 尋ね 廻って ァノ小 

屋の。 癩病の 盲人に 夫の 行方 尋ねし に。 

五日 前迄此 所に まし ませし が。 西國 一 二十 

めき か J 一 

1 二 所の 觀世 音。 頓禮 のた め 行 ix- なう おな 

りなされ た 悲しい 咄。 地 今 そなた 衆に 逢 

うたの は 悲しい 中に せめての 悅 び。 こ \ 

i ナぐ みづ から をつ と 

力ら 直に 自も 夫の 跡 追 ひ俱に 巡禮。 サァ 


連れて lb てた も 早う 往 こと フシ 小 棲から せ 

げて氣 をせ き 給へば。 埔入平 は 最前の 3^ 

こつ き が てん 

とい ひ 小.；？^ の 乞 貧。 合點 行かす と姬 女房。 

傍に 招き S. き 合 ひ。 小屋に 立 寄り 聲 ど。 

詞フゥ 何と 仰し やる。 スリ ャ俊德 様に は 

順禮 とな。 然 らば 片時 も 道 を 急ぎ。 先づ 

熊 野路へ 御供 せん。 地 サァく お出でと 

三人 はわ ざと 足音 どし， ，^、 (0 遙に行 

過ぎ 又 そっと。 差足拔 足立戾 り。 7 シ小 

陰に 窺 ひ 聞く ぞ とも。 a 知らぬ 瞽の 悲し 

さは。 思 はす 小屋 を轉び 出で。 姬の 行方 

は そなた ぞと。 目 は 見えね ども 打 守り 暫 

し 涣に。 7 シ 暮れ 給 ひ 。地 思 ひ 切っても ば 

夫心戀 しゅかし と 思 ひ 妻。 名乘ら で歸せ 

し续念 は。 そちの 思 ひの 百倍 ぞゃ。 必す 

恨み そ淺 香姬。 さりながら 斯 ばかり 世に 

淺 ましき 我が 姿。 それと 名 乘るも 恥 かし 接 

く。 詞ー つに は镊 母の 戀慕。 某が 跡 を 慕 ^ 

まか ^ 

ひ。 國遠 ありし 培 を 聞けば。 もしも や 外 辻 
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へ 洩れ M え。 侠 德此處 にと 知り 給 はビ。 

尊ね 來り袷 はんかと それの み氣づ かひ 二 

つに は。 地 か i る 病 も 前世の 業 。佛の 道に 

入ら やん ば 罪の 滅 する 事 あら じと。 煩悔 

の 迷 ひ 晴らさん 爲 。難 面く はもて なせし。 

a 唯 悲しき は 母上の 我が 父と い ふ 夫を捨 

て。 不義い 戀 慕の 家出 なれば。 父 高 安殿 

いか，  さがし  む ざん 

御怒强 く。 終に は 捜 出されて。 無 11^ の最 

期を遂 £lg ふ も。 * 皆 我 故と 思 ふに ぞ。 

業に 業 を 積 重ね。 来世 もい かなる 地獄の 

苦しみ。 7 シ思 ひやる さへ 敢 なき ぞょ。 

* と は 知らす して 頃 鰻 S 長の 旅路の 甲斐 

もな く。 尋ね 逢 はすば 身 も 勞れ。 我 を 恨 

みて 死に もやせん。 不便 や 可愛 や いぢら 

しゃ。 なつかしの 淺香 娘。 せめて 目な り 

と 暗から すば。 姿な りと も 見ん もの を。 

現在の 妻に さへ 見 達 へられし はいかば か 

CVO 見る目 くな りつらん。 淺ま しさ 

よと どう ど 4^ し フシ： W 後 。正 saffi き 給 ふ。 


地 隠れ 聞いた る 三人 は。 堪へ かねて 大聲 

上げ。 わつ とば かりに 泣き出せば。 扨 は 

そこにと 驚き あわて。 あら 耻 しゃと 逃げ 

給 ふ を。 縫り 付いて 淺 香姬。 心強い 俊德 

様。 たと へ變 りしお 姿と て耻も 遠慮 も 人 

わけ へだて 

による。 夫婦の 中 を 耻ぢ給 ふ は 分 隔のぁ 

あん £ 

るお 心 か。 そり や 余り ぢゃ 聞え ませぬ。 

是程 焦れて 尋ね 廻る 妻の 心 をち つと で 

ひとこと 

も。 不便と 思 召すならば たった 一 言 可愛 

いと。 云うて 給 はれ 胴欲な。 と は 云 ふ も 

の、 痛 はしゃ。 玉 を 欺く あて やかな。 お 

顔 も 手 e も此 様に。 變れ ば變る もの かい 

のと。 或は 恨み 或は ち。 抱 付いて ぞ泣 

き 給 ふ。 俊 德丸も 今更に ありし。 7 シ事 

わび t み 1- 

ども 传淚。 * 入 平 夫婦 は 手 をつ かへ。 S 

いかなる 惡病雜 病 も。 佛 神の 力 醫藥の 能。 

la ん ぶく 

御 本復な き 事 や 候べき。 . 御 夫婦 諸共 我々 

おんとも  なに か  . 

が 知る ベの 方へ 御供 申し。 何 彼の 様子 御 

物語。 * ィ ザく 御手 をと 姬 女房。 7 シ取 


りく 介抱す る 所へ。 IS 姬の 行方 を 方々 

と 尋ね 廻って 次郞 丸。 家來引 具し a け 来 

り。 a ャァ戀 人 これに 居な はるか。 ァノ 

うそ 據 いどう 乞食に 付 廻って 心中 立 か。 

惡 ぃ分刖 よしに 仕い や。 五體滿 足！： 虚も 

かも。 ぎんば り 返った 次郞 丸。 連れて 往 

んで 今夜から 有難い 目に 合 は しまし よ 

と。 * 引立て か、 る を 突飛ば し。 ャァ 

猫 子 舞 募の 千 松 面 &れが 持った 太鼓の 撥。 

ぉ姬樣 には不 相應。 鈹の 胴へ 押 込んで 片 

手業が 前髮 相應。 但し 奴が 厄介に なって 

見る かと フシ 嘲笑 ふ。 ャァ糟 奴め に 物 

ばら 

言 はすな 。殺して しまへ 家來 ども。 地 承 

はると 拔 連れく。 切って か \れ ば 入 平 

夫婦。 得たり と銘 * かけ 向 ひ。 ^*,花微塵 

と 切 散らせば。 コリャ 叶 はぬ と 逃げ 散る 

主從。 7 シ i 處迄 もと 追うて 行く。  S 跡 

さォ 

に は姬は ハァく く。 先 も氣遣 ひ此虚 

も 氣遣ひ 。うろ/ \ としてお はする 所へ。 


刀 脇差 打 落され。 丸腰ながら 次郞 丸。 サ 

ァ してやつ たと 走りつ き。 姬を 引立て 行 

かんとす。 盲摑 みに 俊德 丸。 狼藉者と 足 

首に。 取 付き 給へば H  、面倒い。 兄弟の 

誼 だけ 踏 殺して 取ら さう と。 振 放して 脊 

骨 を 三つ 四つ。 なう 悲し やと 淺香姬 支へ 

J よ P 

とめても 尋^き 手先。 こっちへ ごんせ と 

引 fS る 後。 晝寢の 合 邦 小屋の 狭。 引 千切 

つて 前髮 頭。 すつ ぼり 被せて 引 抱へ。 お 

コレ/ \ 申しお 娘 様。 こいつ はわし が受 

取った。 俊德樣 をァノ 車に。 お前 は綑を 

早う く  。ソ レ其道 を 右 へ 廻れば 鳥居 筋。 

西へ くと 走った く。 後から わし も 追 

付く と。 敎 嬉しく 俊德 の。 手 を 引き 車 

の 9  よしみ  I 

に 法の 人。 どうした 誼に このお 世話。 S 

はなし 

ハテ そこ 所 かい 急な 場所。 様子 は 內で咄 

せう。 ちゃつ と/ \- と氣 をせ いても。 地 

孱；^ き姬の 力業。 地 動きせ ねば 思 はす 知 

ら す。 詞ェ 、埒の 明かぬ と 手 を 故し。 地 


走り か、 つて 押出す 車。 こ、 ぞと姬 は 一 

世の 力足に 任せて。 7 シ 引いて 行く。  M 

蔬 投げ捨てて 眼の 埃 こすりく も次郎 

丸。 追骶け 行く を どっこい 何處 い。 汝を 

なんもん  ご -っ 

やって はこつ ちの 南門。 是に うへ 牛 頭 天 

王の。 * 社の 方へ コリャ くく。 引戻 

されて 次郞 丸。 Is い 木 ¥< 老電 めと。 摑 

みか &れば 四手に 組み。 年 は 寄っても 彼 

腕で も。 まだ 前髮に 負けう かと。 投げつ 

投げられ 搏き合 ひ。 組ん づ轉ん づ七顚 八 

倒。 はすみ に 取った る大喾 。 片手 を 内！^ 

に 引 被ぎ。 この 万代の 池の 水。 泥坊 武士 

に捨 扶持と。 どう ど 投げ込み 逸 散に 昆返 

り もせす。 一- S へ立歸 る。 S 願 以此功 tgs 

の聲 がむ が 回向の 白 上げ。 百 萬遍の 同行 

中座 並 上下の 差^な く。 心安 居の 岸はづ 

れ 4c 邦 夫婦が 志 逮夜の 料理 そこくに。 

氣輕 手輕の 給仕 こそ フ. ゾ心 一ば い 馳走な 

り。 S 講中 一 番乾煎 口 煎 餅屋の 槌 右衛門。 


折 箸 片手に 斜に 構へ。 ヲ、 奇特に よう 1 

勤めさつ しゃる。 見れば 新しい 戒名 も 7 

つて あれ ど。 烧の栴 ゃ锫鲖 の樣な 字ば 

かりで 一 つも 讀 めね ど。 此樣に 味い 事 持 

へて 講中 を 呼ばし やる から は C どうで 身 

中の 佛で ござらう。 誰ぢゃ 知らぬ が頓生 

菩提と。 地 念 佛に汁 茱魄み 交ぜる。 蓮 池 

の サほ煎 やの 婆。 お 志め 佛が あると 聞いた 

故。 今夜の 念佛は i« 一  と 精出した でい つ 

もとは 夜食 も 格^。 麥 飯に とろ 、汁。 飛 

龍 頭の 平。 药篛の 白 靡で は。 いかな 亡者 

もす る/、 と極樂 へ、： J り 込み。 しゃり 

しゃり 佛 になら しゃろ と。 地い ふ も フシ 馳 

走の 追 從ロ。  S 主 合 邦 取 繕 ひ C 詞 今夜の 

百萬遍 はいつ と 遁れぬ 亡者の 手 向。 國を 

隔てて 暮す故 命日 も 知らす e それで 戒名 

も 手 作に。 大入 妙若大 i 。御れ 知 もない I 

佛に御 苦勞を かけます る。 則ち これが 逆 か 

緣の 成佛。 心ば かりの ほんの 茶漬。 M も 
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無くと 御酒 も 三献。 ようま ゐ つて 下され 

と。 雉 が挨稷 女房 は。 眼に は淚の 含嫛。 

W 久しう 簡も 見す。 死： H にさへ も 得 逢 は 

ぬむ ごい 刖れ。 せめて 未釆 を怫 にと。 御 

苦勞 かけての 百 萬遍。 ようこそ 參 つて 下 

さりました。 サァ なる もなら ぬも^ ft で 

と 0 識 取りの 盃面 々に。 ヲット ある/ „\ 

3«れ ると。 夫婦が 强 ぶん 大分に コリャ た 

ベ 過ぎた 滿 腹と。 膳 は 取れても 俯向いて 

辭宜 さへ ならぬ 腹 塩梅。 ™ いかい 御 造作 

御馳走と。 地 禮 も そこく 同行 共。 フシ 

皆 打 連れて 立歸 る。 7 シ 跡に 女房 は。 御 

明し の。 饤 はかき 立てれ ど 晴れ やらぬ。 

ス I 子 故の 閱の ロ說 言。 srff< にも 地に も 

獨の 子。 やつば り 道心 者の 娘で 置いたら。 

非業の 最期 もさすまい もの。 なまな か 河 

^ 一  國の。 大名の 奥様と いはした は 親の 

科。 馕五年 六 年 逢 ひ 見ぬ 親子。 I？ も あ 

る 事 か 苦しい 死 をす る 時に。 5^嘸ゃ锞々 


戀 しいと。 思うた であろ。 慕 ひもせ う。 

地 今 はの 念に 引かされて 未来 も 迷うて 居 

るで あろ。 可愛の 者 や いぢら しゃと 7 シ身 

を |-。 伏して 泣き 1： つ。 * 合 邦 は 尖り 聲。 

コレ くお 婆。 H  、同し 事 を 繰返して 未 

練な 述该。 不仕合 ゆ ゑ 十年以 お。 頭 は 剃 

つても 心 は 昔の 侍氣 質。 獨り娘 を 高 安殿 

へ 膝元 奉公。 奥方に 引上げられても。 親 

ありと も 名 乘らぬ は。 かう いふ 淺 ましい 

ナぼ 

姿 故。 我が 子の 肩身 も苹 らうと。 折節の 

狀通 にも。 必す/ \ 親 一 門 もない 者と 言 

募れと。 くどい 程い うて やった も。 娘の 

影で 立身 望む と。 世上に 云 はる、 が 面 

さ。 潔白な 親と は 違 ひ。 子と 名の 付いた 

俊德 様に。 無 體な戀 をし かける のみ か。 

跻 まで を 慕ひ遷 り。 大恩の 夫 を 捨て。 家 

出したい たづら 女郎。 其 儘に して あらう 

か。 早速に 人 を かけ。 * なぶり 殺しに 

がな 成った であらう。 不所存 を 提げた 奴" 


子と 思 はねば 不便に も。 いぢら しう もな 

けれども。 ^^？^ひの百萬遍は折々 の貢の 

體。 又 見す 知らす でも 劎 難で 死んだ 者 

うて やる が 頭の 役。 そなた も 武士の 娘 

だてら。 H 見苦しい 泣 額と。 * 叱れば 婆 

は 祸淚。 . ^あさう に 其 様に むごたら しう 

は 云 はぬ もの。 かたはな 子に 不便 を かけ 

る は 世上の 赦し 0 女 は 誰し も ある 習 ひ。 

？ f^- そこらの 色盛り。 年寄った 左 衞門様 

より。 美しい お 若衆 様なら。 惚れいで 何 

とする も のぞ。 淫  15 の 不義 者のと。 叱 

るの は 生きて 居る うち。 死んだ 跡ぢ やち 

つとば かり。 可愛 やと 云うた とて。 地佛 

の咎も あるまい と。 恨み 歎けば 爺 あ も。 

心の底 は 子 を 甲い ふ。^ ビ見 せじ と^^り。 

ァ 、ィャ く。 我が 子で も 惡人を 不便 

と 思 ふ は fK 道へ 敏封。 坊主の 役と 一 遍は 

书 うたれ ど。 畜生めが 其 戒名。 引 破って 

しま ひなり と 0 そこらの 事 は そなた 任せ。 


抹 tl^ も 切れたら 盛りな りと。 御明し も 消 

えぬ 様に しなり と。 勝手にし やれ 俺 や 構 

はぬ。 滿更懇 な 他人の 死んだ 樣 にも 思 は 

ぬ 故。 思 はす 淚がァ 、 いや。 淚は 出ね ど 年 

の 科。 此眼 がか すんで。 * くと 擦り 赤 

めた る 恩愛の。 淚隱 せど 悲し さは。 フシ 

聲の 暴り に顯 はれし。 * 夫の 心く む 妻 は 

手 向の 水の 哀れげ に。 スェ 力、 リ せめて 未 

来の 助に と 一! す。 香の 薄 1^ 一思 ひ は。 富士 

の 高 根と も。 袖は淸 見が せきとめて。 淚 

押へ る 鉦の 音。 ォクリ いとしん へ/、 たる 夜 

の 道 地戀の 道に は 7 シ 暗から ね ども。 «^ 

は 烏羽玉の 玉 手 御前。 俊德 丸の スェ 力、 リ 

御行 方。 尋ね かねつ-" 人目 を も 木 フシ 力、 リ 

忍び かねた る 頼 かぶり 包み隠 せし 親里 

も。 長 地力、 リ今は 心の 頼みに て 馴れし 故 

3 &の鬥 の 口。 立 寄る 跡より 入 平 夫婦。 御 

所の 御行 方 こ i と は 開け ど 奥方の。 0 

見る より 樣子 もと。 戶 脇に 厚き 紫 fur 身 


を 潜めて ぞ 7 シ窺ひ 居た る。 地斯 くと は 

知らす 玉 手 御前。 干§に^?--細き聲。 

«s 母 様。 くと 地 呼ぶ は Its に 娘の 聲。 a 

ャァ わり やまだ 死なぬ か。 殺さり やせぬ 

かと。 地 立上りし が 心 付き。 7 シ振 返り 

見る 女房の 方。 赶に 紛れて H えぬ は。 こ 

れ幸 ひと 7 シ 素知らぬ顔。 5^ 母 様く こ 

こ 明けて と。 * 叩く 戶の 音閉き 咎め。 S 合 

邦 殿。 今 こな 様 は 何と ぞ 云うて か。 ィ、 

ャ 何ともい やせぬ。 そり や g 耳で あろ ぞ 

いの。 ィャ 空耳 か は 知らね ど。 ちらりと 

閗 えた 娘が 聲。 * ハテ 合點の 行かぬ と 立 

上る。 1? う 仰し やる は If 樣か。 ちゃつ 

と 明けて 下さん せ。 辻で ござんす 戾りま 

した。 S と 閉 いて：^ り。 ャァ箕 戻った と 

は 夢で はない か。 健に あつたか 瘩 しゃと。 

塘 出る 裾 を 取って 引 留め。 ャィく 

ャ ィ狼狠 者。 肌 は稱れ ても觴 れいで も。 

我が 子に 不義 をし かけた 畜生。 侍の 身で 


高 安殿が 助けて 置かし やろ 樣 なければ。 「 

何の 今迄 存生へ て。 うかく 爱へは 何し ？ 

に 来う。 ァ瞎 すより 顯 はる \ はなし。 親 

は 無い と 云 はしても ある 事 知って。 娘が 

手から 度々 の 合力 金。 二人が 命 を 養うた 

は 。皆 高 安殿の 荆 厚恩。 其 夫の 目 を 掠め。 

畜生の 心さげ た 娘。 假令 無事で 戻った と 

か V- ばた 

て。 門 端 も 踏まされ うか。 素より 娘 は 切 

られて 死んだ。 が。 今 物い うたが 娘な り 

や。 それ こそ 幽黨。 そなた 氣 味が 惡 うは 

ないか。 因緣の 深い 程 死人に なれば 怖い 

もの 。必す 鬥の戶 明けまい ぞと。 地 云 ふに 

女房 は。 ィャ く， （-。 幽鋈 はおろ か 

狐狸の 化けた ので も。 令 一 度 見たい 娘が 

額" もしゃ 怖し い 物であって。 目 を ま は 

して 死んだら 仕 合。 いとし t 愛い 子 を 先 

ごふ さら  J- 

立て。 生きて 業を嗫 さうよ り。 一 目 見た ^ 

いと 振 切る を。 猶引 留めて。 S ハテ惡 い I 

合點。 狐 強 か幽靈 なれば まだし も。 もし 迁 


眞實の 娘なら。 高 安殿へ 義理の 言譯。 以 

前 は 刀 を 差した 役。 親の 手に かけ 殺さに 

やならぬ。 それが いやさに 留める のぢゃ 

と。 地 泣かね ど 親の 慈悲心 を。 聞く 子 や 

妻 は 内と 外。 顏と 顔と は 隔たれ ど 心？； 隔 

泣 寄りの。 親 4^ の 7 シ誠ぞ 哀れなる。 地 

娘 は！？ -押拭 ひ。 門の 戶 口に 口 を 寄せ。 父 

様のお 腹 立。 フシお 憎しみ は 御尤。 *5 これ 

に は 段々 言譯 あれ ど 人：：：： を 忍 ぶ此 身の 

上。 マァこ 、明けて 下さん せと。 泣く/ \ 

願へば 母親 は。 W ァレ § いて か 八：； 邦 殿" 

言譯ジ あると いの。 M いて やって 下さん 

せ。 ハテ 娘と 思へば 義理 も缺 ける。 幽^ 

を內へ 入れる に。 誰に 遠慮 も あるまい ぞ 

え-" いかさまた う。 此世を 離れた 者 なれ 

ば。 世間 を 憚る 事 もない" そんなら 早う 

呼 込んで。 茶漬で も 手 向けて やり や。 可 

愛 や 立 寄る 所 はなし。 幽 も るかろ 

と。 * 身 を 背ける は 泣く 百倍。 母 は悅び 


門口の 疾 しゃ 遲 しと 開く 間 も。 お懐かし 

や 後し やと。 ^る 娘の 顔容。 前後 見つ 肌 

に 手 を C 入れても やつば り ほんの 娘。 嬉 

しゃ 健で； W たかいの。 さう と は 知らいで 

さかさ？ ごと  いま t 

逆樣 事。 ァタ 忌々 しい 百 萬遍弔 ひした 夜 

に 無事な 顔。 ひょっと 夢で は あるまい か 

と。 抱 締め/、 嬉し 泣。 父 も 程經る 娘が 

顔。 a たさに 思 はす 立 寄れ， ど。 以前の 詞 

と 世の 義理 を 思へば ちゃつ と 飛 退いて。 

手 持 7 シ 惡ぃぞ いぢら しき。 《f 母 は漸ぅ 

心 を しづめ。 国 世間の gf- に はの。 そなた 

やかた 

はァノ俊德^^とゃらに戀をして。 館を拔 

けて 出 やった の。 ィャ 不義 ぢ やのと 惡ぅ 

云へ ど"" そなたに 限りよ もや/ \。 さう 

い ふ^は あるまい の。 « であろ。 く。 

K か。 *  くと 箸 持って く、 める 様な 母 

の 慈悲。 面 は ゆげなる 玉 手 御前" 母樣の 

ぉ詞 なれ どい かなる 過去の K 緣 やら。 俊 

德^^の御事は^^た問も忘れす戀ひ焦れ。 


思ひ餘 つて 打付けに C ぃぅても親子の^3 

を 立て- ^ 難面ぃ返；^^^堅ぃ程。 翁 いやまさ 

る 辯の 淵 C いっそ 沈まば 何 所 迄 もと。 跡 辻 

を 慕うて i 跌足 C 芦の 浦 々難波潟。 身 を 

^したる 心根 を。 不便と 思うて 俱 に。 

俊德 様の 行方 を 尋ね。 女 夫に して 下さん 

すが。 親のお 慈悲と 手 を 合せ。 拜 み麪れ 

ば 母親 も。 今更 呆れ 我が 子の 顔。 フシ 唯 . 

打 守る ばかりな； o。 地 父 は 鬼 角の 詞 なく。 

納戶の £ より 昔の 一 提げ 出で" 3 ャィ 

畜生め C 汝に はま だ咄 さね ど" もとおれ 

が 親 は靑^ 左 衞門薛 網と いうて ナ" 

の I お 明 寺時賴 公の 兑 出しに うて. - ^下 

の 政道 預り。 武士の鑑 とい はれた 人。 

「」 が 代に なっても 親の 蔭。 大名の 數 にも 

人つ たれ ど。 今の 相 模入迸 殿の 世に なつ 

て。 人 共に # 一一！： しられ。 浪人して 卄賒 

年。 世 を 見限 つての 捨坊キ ：。 此 になつ 1 

て もナ。 叙の 讓 りの を" 立て通した 7 


； 5 つばう  おのれ  ， • 

合 邦が 子に。 よう も/、 汝が樣 な。 女の 道 

も 人の 道 も。 無茶苦茶な 娘 を 持った と 思 

へば。 無念で 身 fg が碎 ける わい。 高 安殿 

が 今日 迄。 汝を 助けてお かっしゃる。 御 

おのれ ぜん 

心底 を 推量す るに。 もと 汝は先 奥方の 腰 

元。 後の 奥方に 引上げう とあった 時。 强 

こんば う 

て辭 退し をった を。 心の 正直 懇望で。 無 

理 やりに 奥方 姿。 ァ、 手 を かけす 奥様と 

も 云 はさす ば。 この 仕儀に も 及ぶまい。 

殺さに やならぬ 様になつ たも。 皆 我が 業 

とお 身の上 を 顧みて。 親への 義理に 助け 

さつ やる を。 ェ 有難い 恥し いと。 思 ふ 

心が 芥子 程で もあるなら。 假令 どれ 程惚 

れて 居っても。 思 ひ 切る に 切られぬ とい 

ふ 事 はない わい。 それに 何ぢ や。 其 態に 

め をと 

なっても。 まだ 俊德 様と 女 夫に なりたい。 

親の 慈悲に 尋ねて くれと は。 ド、 どの 顿 

げたで 吐かした C あっちから 義理立てて 

助けて 置かし やる 程。 生けて 置いて はこ 


つち も 又 義理が 立たぬ。 覺悟 せい。 ぶち 

放す と。 早ゃ拔 きかくる 刀の 鲤ロ。 母 

は 取 付き 詞コレ 合 邦 殿。 ソリャ 了簡が 遠 

うた/、。.. お 慈悲で 助けて 下さる 娘。 お 

志 を 無 足に して。 殺して 義理が 立ちます 

か。 ハテ此 上は隨 分と 意見して。 俊德樣 

の 事 思 ひ 切らし。 命の 代りに 法師。 * 

とが めしう V/ 

いかなる 科の 囚人 も 助かる は 衣の 德。 浮 

世を捨 つれば 死んだ も 同然。 どこへの 義 

理も 立つ 道理と。 輿へ 指さし 様々 と 宥め 

賺 して 母親 は。 我が 子の 膝に 膝 IS 寄せ。 

«^ 聞き やる 通りの 様子 なれば。 どの 樣に 

思 やっても。 そなたの 戀は叶 はぬ 程に。 

ふつつ りと 思 ひ 諦めて。 早う 尼に なって 

たも。 * 十九 や 二十の 年輩で 器量 發明勝 

れた 娘。 尼に なれと 勸 める は。 どんな 心 

であろ ぞいの。 助けたい ばっかりに 花の 

盛 を 捨てさせて。 か. <れ とてし も 黑髮の 

HTik 千 筋と 撫でし もの。 刺らねば ならぬ 


この 仕儀 は。 何の 因果とば かりにて 鎚り 5 

付いて。 泣き 居た る。 * 娘 は 飛 退き 顏色 7 

變へ。 S-H  、譯 もない 事 云 はしゃん すな。 

わしゃ 尼になる 事い ゃぢ やく。 折角 艷 

よう 梳き 込んだ 此髮 が。 どうむ ごたら し 

う 剃られる もの。 今迄の 屋敷 風 はもう 取 

置いて。 地 これから は 色町 風隨 分派 手に 

身 を 持って。 俊 德樣に 逢うたら ば。 あ 

つちから も 惚れて 貰 ふ氣。 怪我に も假に 

も。 尼の 坊主の。 云 出して 下さん すなと 

けん も フシ ほろ、 に 寄せ付けす。 * さう 

吐かし や モウ 堪忍が と 。父が 身 構 母親 は。 

ほヲ、 道理で ござんす。 腹の 立つ も 尤も 

ひとと キー 

ぢ やが。 モウ 半時 かし ひて 一 時。 わしに 

預けて 下さん せ。 手の 裏 を 返す やうに。 思 

ひ 切らして 見せ ませう。 夫婦に 成って 長 

と L つ * 

の 年月。 * たった 一度の わしが 願 ひ。 聞 攝 

き 届けて 下されと。 願へば 是非 も 中の 間 g 

へ。 見返り もせす 行く 父親。 母 は 意地ば ...^ 


る 娘の 手。 引立てく 無理やりに ォ クリ納 

戶へ。 へこ そ は 入る 月の。 フシ 影 さへ 見え 

ぬ。 目な し 鳥。 番 放れす 淺 香姬。 一 間の 

內 より 俊德 の。 御手 を 7 シ 引いて 忍び 出 

で。 誘 今の 様子 を 聞く に 付け。 モウ 暫く 

も此 内に お前 はどう も 置き まされぬ。 何 

處 なりと お供せ うと。 地 手 を 引 つれば 

俊德 丸。 我が 業 滿て卞 母上に 斯く迄 思 は 

れ參ら する も 。身の 罪障と はい ひながら。 

館 を 出で し 頃に は 勝り。 兩眼 盲いた る 其 

上に。 か V るけ やけき 姿 をば。 お H" にか 

けなば 母上の。 愛着 心 は 切れ もやせん。 

案 せよ 今一度。 * 御 目に か i つて 其 上 

に。 入 平 夫婦 も 尋ね 来ば 召 連れて 立 退か 

ん と。 宜ふ聲 を 聞きと る 門口。  ァ、 我 

我 夫婦 は 先刻より。 始終の 樣子承 はる。 

此所に御座ぁる事里人の^&に聞けば。 も 

し敞 方へ 洩れて は 大事。 一刻も早く 御供 

せんと。 * 氣を 急く 折し も^ 出る 玉 手。 


ナウな つかし や 俊 德樣。 お前に 逢 はう ば 

つかりに いくせ の苦勞 物案じ。 心 を盡し 

まめ 

た 甲斐あって。 お 健な お 姿見 たわいなと。 

鎚り 給へば 身 をす り 退き。 へ H  、情な 

い 母上 様。 館 にても 申す 如く。 同氏 さへ 

も 娶らぬ は 君子の 禁戒。 まして 親子の 中 

中に。 戀の 色のと 斯程迄 慕 ひ 給 ふ はお 身 

ばかり か。 * 宿業 深き 俊德に まだく 罪 

よそ ほひ 

を 重ねよ とか。 詞昔は 桃李の 粧 なりと 

も。 <{r 'は 見る目 も SKSS き 瘤 病。 兩眼 盲い 

て淺 ましき 姿 はお 目に か  >.ら ぬか。 これ 

でも 愛想が 盡 きませ ぬか。 地道 も f# を も 

知り 給へ と。 ス H 疾と 共に。 恨 むれ ど。 《s 

愚な 事 を 仰し やります。 そのお 姿 も 私が 

業 。稜 いともう る さいと も。 何の 思 はう 思 

み-つか 

やせぬ。 * 自ら 故に 難病に 苦しみ 給 ふと 

いやま 

思 ふ 程。 彌增 す戀の 種と なり。 一倍い とし 

う ござんす と 。また 取 付けば 審 ながら。 

JI  わざ 

ョフゥ この 業病 を 母上の。 業と 仰し やる 


其 仔細 は。 * フシされ ばいな。 * 去年 霜 0- 住 接 

みき いつは  あはび 

吉で 神酒と 偽り。 コレ此 鮑で 勸 めた 1^ 合 

は 秘方の 毒酒。 癩病 發 する 奇藥の 力" 中に 辻 

隔を しかけの 欽子。 私が 吞ん だは 常の 酒。 

お前の 顔 を 醜う して。 淺香姬 に 愛 相盡か 

させ。 我が身の 戀 叶よう 爲。 前世の 惡業 

消滅と。 家出 ありし はよ い 幸。 *f 跡 を 慕 

うて 知らぬ 道。 S 地お 行方 零ぬ る 其 中 も 

君が Is と此 否。 肌身 放さす 抱 締めて。 い 

つか 飽の片 思 ひ。 難 面 いわいな と 御 膝に。 

身 を 投げ フシ 伏して ロ說 泣。 S 様子 を 聞 

ラらみ 

いて 俊德 丸。 無念と 思へ ど 義理の 親。 恨 

もい はれす 鬼に 角に。 我が身の 不運と 御 

♦ ^ちた ち 

落淚。 娘 はいつ そ淚も 出ぬ。 腹 立 紛れお 

つて 突 退け。 SSM  、聞けば 聞く 程" 余り ぢ 

やわい なく。 玉 をのべ たお 姿 を。 よう 

ァノ 様に しゃった のう。 母御の 身と して 

子に 戀慕。 人間と は 思 はね ど。 道ならぬ W 

事 も 程が ある。 サァ 元のお 顔に して 返し 7 
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やと。 地 恨み 余りて フシ はしたな さ。 * 

玉 手 はすつ くと 立上り。 戀路の 闇に 迷 

うた 我が身。 道 も 法 も 聞く 耳 持たぬ。 モ 

ゥ此上 は 俊 德樣。 何處 なりと も 連 退いて。 

戀の 一 念 通さで 置かう か。 邪魔し やった 

ら^ 殺す と。 《 ^飛び か \ つて 俊德の 御手 

を 取つ-て 引 立つ る。 ァ ラ穢ら はしと 振 切 

る を 。離れ じ 遣ら じと 追 廻し。 支 へ る姬を 

踏 退け 蹴 退け。 怒る 眼 元は 薄紅 梅" 逆立 

つ 髮は靑 柳の 姿も亂 る&姨 妬の 亂行。 門 

に は 夫婦が 身に 冷汗.' 堪へ かねて K 出る 

がつ ばう  たぶ さ ひっつか  きつ 

合 邦。 娘が 髻引摑 みぐ つと 差込む 氷の 切 

さき  たま？ 

先。 あっと 魂消る 聲に 恂り戶 をめ りく。 

^込む 夫婦 驚く 御 夫婦。 情な や 母上 を 

手に かけし かと 御 湧。 塘娘を M へる 母親 

は。 心からと は. いひながら。 ヲ、 術な 

かろ 苦し かろと。 地 歎けば <fr 更 フシ 人々 

も淚。 淚を 添へ にけ る。 《f4D 邦 は li あの 顏 

色。 筋骨 立てて。" S ャァ皆 何の 爲に 其淚。 


ナ、 、 、何 吠える のぢゃ 女房 ども。 われ 

泣いて は 左 衞門樣 や 俊 德樣御 夫婦へ。 心 

の 義理が 立つまい がな。 此樣な 念の 入つ 

た 大惡人 を。 まだお のりや 子ぢ やと 田.》 ふ 

か。 おり やもう/,^ 憎うて。 どうも 

かう も 堪らぬ 故。 十 年 以來蛋 1 匹 殺さぬ 

手で。 現在の 子 を 殺す も。 浮世の 義理と は 

云 ひながら。 これが 坊主の あらう 事 か。 

おの tJ  をし へ そむ 

コ リャ汝 ばかり か此親 迄。 佛の敎 を 背か 

して。 ぎ； 間 地獄の 签 焦げに。 ようし をつ 

たな ァ 魔王め と。 地 刹る 拳 を 手 負 は 押へ。 

S ヲ、 道理で ござんす。 道^ ぢ やく 憎 

ぃ害ぢ や。 が 是には 深い 様子の ある 事。 

物語る うち 此刀。 必す拔 いて 下さん すな 

と。 地 苦しき 息 を ほっと 吐き。 詞樣 子と 

ほか  げしゃく ばら 

い へば 外で もな く。 外戚 腹の 次郞 丸樣。 

年 かさに 生れながら。 後に 生れた 俊德様 

に。 家督 を韆 がす を 無念に 思 ひ。 壺井平 

馬と 心 を 合し。 御世 igQ 俊德樣 殺さう と 


いふ あての 巧お 推量ば かり か 委しい 樣子。 

立 聞して 南無 三寶。 義理 ある 中のお 子と 

いひ。 一 l„e は 主人の 若殿 様。 殺させて は 道 

立た す。 此上 は俊德 様。 御 家督 さへ ぉ糌 

ぎな くば。 次郞丸 様の 悪心 も 自然と 止ん 

で。 お 命に^ 條な いと 思案 を 極め。 地心に 

もない 不義い たづら。 いふもう る さや 接 

はしい。 妹脊 のかた めと 毒酒 をす、 め。 

難病に 苦しめた は。 詞ぉ命 助けう ばかり 

の 方便。 戀 でない との 言譯 は。 身 を も 離 

さぬ 此盃。 I 母の 心 子 は 知らぬ。 片思ひ 

とい ふ 心の 誓。 a 键子籀 母の 義は 立って 

も" 嘸 や 我が 夫 通 俊 様。 根が 賤 しい 女 故。 

見損うた 淫奔 者と。 おさげし み を 受ける 

よみ ぢ 

のが。 黄泉の 障りになる わい のと。 いへ 

ど 合 邦 嘲笑 ひ。 おそれ 程 知れた 次郞 丸が 

惡 事い ナ 、 、なぜ 通 俊樣へ 告げぬ ぞい。 

ひとくち 

たった 1 口い ひさへ すり や。 瘤 病に する 

事 も。 不義 者に もなら ぬわい。 口 利 接に 


言 過した とて。 人 マに なって そんな 喑ぃ首 

譯。 く ふ 様な 親ぢ やない。 ィャ くそり 

や 父 様の 卸 了簡 逢 ひ。 其 様子 を 夫 へ 吿げ 

なば。 道理 正しい 左衞 門樣。 +、 S 怒あって 

fs^ 郞丸 様。 切腹 か 御手 討 は 知れた 事。 次 

郞丸樣 も 俊德様 も。 私が 爲には 同じ 港 子。 

義 輝-ある 中に か はり はない。 惡人 なれ ど 

殺して は。 先立た しゃん した 母御 is が。 

草葉の 蔭で も * や 歎き。 隔てた 中 ゅゑ訴 

人して。 殺した かと 思 はれて は 世間 も 立 

たす。 義理 も 立た す。 通俊樣 もお 子の 事。 

埴 何の 心よ からう ぞ。 あ ちやこち や を 思 

ひやり。 轘子 二人の 命 をば。 我が身 一 つ 

に 引受けて。 ョ 不義 者と いはれ。 惡 人に 

なって 身を果 すが。 權子 大切。 * 夫の 御 

恩。 せめて 報. f る 百 分 一 と。 一一 la 譯 聞いて 

人々 は植 はさう かと 疑 ひの。 喑る i 程 翁 

S の 歎き。 3 ヲ、 小さい 時からの 氣 立で 

はさうな うて 何とせ う。 S  0 もない 人 


to 惡ぅ云 はすが 口惜しい。 そなた も W 一 

や 口惜し かろ。 心根 を 推 * してず!！！ いわ 

む て. - 

いの。 く/ \ 可愛 やと * 咽び 返れば 父 

親 は。 S!S コリャ 娘。 其心でなぜに又俊德 

様の^！！追ぅて。 家出した が 合點が it^ ぬ 

とがめ  いづく 

ヲ 、 尤もな ぉ咎 なれ ど。 何 處迄も 行方 を 

尋ね。 あなたのお 目に か 、ら ねば 痛 はし 

や ァノ瘤 病。 御 本復 は ござんせ ぬと。 * 

閱 いて 入 平 不審 顔。" -フゥ 何と 仰し やる。 

お前が お 傍に 付いて ござれば。 御 本 is 

さる X と は。 されば の 事。 典藥 法眼に 樣 

子 を 打明け。 毒酒の 調合 親む 折 柄。 本復の 

治 法 委しく 尋ねし に。 胎內 より. ax けたる 

癍 病なら す。 毒に て發 する 病 なれば。 寅の 

年 寅の 月。 寅の 日 寅の刻に 誕生した る 女 

の 肝の 魔の^ 血 を 取り。 毒酒 を 盛った る 

器に て。 病人に 與 へる 時 は。 卽 座に 本復 疑 

ひなし と。 聞いた 時の その 嬉し さ。 それ 

でく 此 1^。 地 身に 添へ 持って at 行方。 


尋ね 捜す 心の 割符。 父樣。 母樣。 何と at 

疑 ひ は 晴れまして ござんす かえ。 フウス 船 

リャ そちが 生れ 月 曰が 妙藥に 合うた 故。 仕 

1 旦は瘤 病に してお 命 助け。 又 身 を 捨て 

て 本復 ささう と 0 それで 毒酒 を 進ぜた な。 

アイ。 へェ 、出来し をった 出来した/、。 

娘 コリャ やい 。モ 、 、 、 、何にもい はぬ。 

堪忍して くれく。 日本 は 扠置き。 ぎに 

ひと 》- 

も H< 竺 にも。 今 一 人と くらべる 人 もない 

貞女 を。 畜生の 悪人のと。 ^5てロぃふば 

かり か。 親の 手に かけ 酷い 最期 も。 コ , 

この 己が 愚鈍な から ぢゃ。 《f 救して くれ 

とどう ど 居て 7 シ 悔み。 淚ぞ 道理なる。 

* 始終 を 聞いて 俊德 丸。 & 行の 淚 7 シ拭 

はぜ 給 ひ。 * 探り 寄って 籀 母の 手 を 取り。 

押 戴き/、。 ョ なさぬ 中の 義を 重んじ 御 

身 を 捨てての 御 慈愛。 誠の 親と の 親 

とも。 いふに も盡 きぬ 御 厚恩。 身 を な 5 

千に 碎く とも 何と 報じ 盡 すべき。 有難 や 7 


忝な やと 頭を璺 に 付け 給へば。 そのお 心 

と は 露 知ら や。 勿體 ない 道 知ら やと さげ 

しんだ のが 恐ろしい。 ぉ敢 しなされて 下 

わび あつ 5$ れ 

さり ませと。 兩手を 合す 姬の 詫。 天 ％ 女の 

鑑 とも 云 はる k お 身に 惡名 受け. - か X る 

御 最期 痛 はしゃと。 入 平 夫婦 も 悲歎の 淚。 

母 は 正體淚 にくれ。 ほんに 此 子が 生れた 

は 寅の 年の 寅の 月 寅の 日の 寅の刻。 世間 

へ 沙汰 をせ ぬ ものと 世の 敎 をば 大事 ぞ 

と。 夫婦 親子の 其 外 は 犬 猫に さへ 隠した 

に。 義理に せまれば 我と 我が身 を 責め は 

たる 無常の 虎。 ひ よんな 月日に 生れた は 

持って 生れた 不運 かと。 歎けば 道理と 一 

座の 淚。 逢坂 增 井の 名 水に 龍 骨 車 かけし 

如くな り。 S 手 負 は 顏を振 上げて。 詞 I 

て覺 悟の 今の 最期。 未練に 歎いて 下さる 

程。 結句 私が 未来の 迷 ひ。 此 様子 を 我が 

つ i  つぶさ 

夫へ。 具に 頼む は 俊 德樣。 不義の 言譯立 

つなら ば。 思 ひ 置く 事 一 つもない。 命 を 


捨てた 御 褒美に は。 次郞丸 様のお 命 を。 

お助けな されて 下さる 樣。 必 す/ \ 父 j!?; 

へ。 お 願 ひなされ て 下さり ませ。 ィャく 

4.!.! とせな！^ ら 

く 叶 はぬ 迄 も 御 養生。 何卒 存生 へ 下さ 

るが。 御 慈悲の 上の 御惠 子の ため 親 を 殺 

して は。 我が身の 冥加 恐ろしい。 ヲ、 お 

やさしい 事よう 仰し やって 下 さり まし 

た。 さりながら とても 助からぬ 此深 傷。 

死ぬ る はかね ぐ 望の 事。 必す親 を 殺し 

たと 思 召して は 私が 罪。 お 膝元の この 玉 

手。 お 主の 爲に身 を果す は。 武士の 家 では 

身の 譽。 泣いて やな ど 下さり ますな サァ 

く 父 様。 コレ この 鳩尾 を 切 裂いて。 肝 

ぃチち  ち ± び 

の^の 生血 を 取り。 此 鮑で 早う" グ、 

と氣 をい る 娘。 後れる 親。 憎い と！ se- う 

た 張 合な りやこ そ。 切り も 突き もな つた 

もの。 今では 心底^ い 娘 を。 どう マァ 

それが 酷たら しい。 若 役 ぢゃ入 平 殿と や 

ら。 大儀ながら 賴 みます。 これ は 又 迷惑 


千 萬。 主人の 介抱お t 話の 御 禮。 どんな 御 9 

用 も 相 勤めう が。 御主人 同然の 玉 手 殿。 ど 7 

こへ 匁が 當 てられ ませう C こればかり は 

御免々々. - 名代に は 女 13$ 共。 一 A  、こちの 

人 にんげ もない。 勿體 ない 奥様 を。 どう 

マァ それが。 ぉ赦 しなされて 下さり ませ 

i  H 、未練な 用捨。 所訟 その 心底で 

は 叶 ふまい。 モウ 人賴 みに は 及ばぬ と。 

该劍 逆手に 取 直せば。 詞 マ、、、 待って 

くれ。 娘 とても 生きぬ そちが 命。 臨終 正 

念未來 成佛。 效佛カ 賴む百 萬遍。 この 人 

數で くる 珠數 の。 輪の 中で 往生せ いと。 

ハル フシ 取り/、 廣げ る。 珠數の 輪の。 中に 

玉 手は氣 丈の 身が ま へ 。俊 德丸を 膝元 へ 。 

右に 博劎。 フシ 左に 盃。 外に は 父の 親 粒 

が 導師の 役と i 撞木。 母 は 淚の目 も 明か 

す。 宵 は 死んだ と 思 ひ 子が。 廻向の 爲の 

百 萬遍。 今 又 無事な と 悅んだ も。 露と 消 

え ゆく 勸 めの 念佛。 どうで も 亡者になる -a 


710  辻 邦 合州攝 


のかと。 歎けば 父 も かきくれて。 ™ 百 八 

きづな  ミ のが 

煩 惱の詳 を 切れば。 六道 四 生の 苦 を 免れ。 

じ やうぶ つ まさ  いつ 

成佛 正に 疑 ひなき。 佛の 金言 偽りな く 

ば。 珠數 の- s: こそ 寂光淨 土と。 ハル フシ 鉦 打 

鳴らし。 光明 遍照。 十 方 世界。 念佛衆 

生。 攝 5^ 不， 捨 * 淚 くり 出す。 珠數 くり 出 

す。 なむ あみだ 佛 0 くメ、 。見る目 ひや 

いさ 人 * は 。眼 を 閉ぢ^ を ひき 一 心 不亂。 

南無 あみだ 佛。 く. く。 

地內に はなん なく 切 裂く鴻 尾。 自身に 血 

潮 受けた る盃。 差 付け る 手 も わなく 

く。 俊 德丸は 押 戴き。 母の 賜物 天地， に 

も餘 るば かりの 御 芳志と。 唯 一 ロに！！^乾 

し 給へば。 不思議 や 忽ち 兩眼 開け。 面色 

手足 も 瞬く うち。 昔の 姿に 返り^き 花の 

顔ば せ 見る 手 負。 苦しき 片 頼に 笑 ひ 額。 

ャァ御 本復 かと 一 座の 悅び。 早 や 斷末魔 

の 四苦八苦。 鉦 も 早め て 責念佛 。なま い だ 

ぐわん いし くどくび やう どう 

{{(({0 願以 此功德 平等 


に。 死骸に 取 付き 絲付 き。 悲しみ 淚 ハル フシ 

恭 淚 に。 波打つ ばかりな り。 4!- の 

中に 母親 は。 lj の 雪 を打拂 ひ。 娘が 菩提 

の 尼 衣。 俊德 君も淚 をと め。 廣大無 

邊權 母の 恩。 せめて 少し は 報す る爲。 出 

世の 後は此 1^ に 一 宇の 寺院 を 翁 立し。 母 

尼 公 を 住 侶と せん。 镫母は 貞女の 鑑 とも 

S らぬ 心は淸 める 江に。 月 を 宿せし 操 を 

ナぐ げっこう じ づ 

直に 月红 寺と 號く べしと。 地 仰 は 今 も 尼 

寺と。 常 念 沸の 鉦の 音に 昔の 7 シ 哀れ や 

殘 るらん。 父 は 常々 勸 進の 閻魔の 御 頂 

V- ぶつ す  うまや 

持 佛に居 ゑ。 不產で 死んだ 娘が 爲。 誘 地 

獄の苦 患 を 助く る は。 自力 他力に 此佛 

すみ 15- 

體。 建立して 我が 住家 を 其 儘 一 つの 辻堂 

び やう どう sv やく 

に。 螢むも 亦。 平等 利益。 東門 中心 極樂 

へ。 娘 を 往生な し 給へ と。 願 ふ 心 は 後世 

の爲。 現世の 名 殘數々 は。 百 八 煩 惱夢覺 

めて。 いっか 再び 鲍貝。 の 岸に 浮む 

かたみ  さかさ まご と 

^と。 筐に 淺る盃 の。 ：^樣^？-も善智識。 


佛法 最初の 天 王 寺。 西 門 通り 一 筋に。 玉 

手の 水 や。 合 邦が 辻と。 フシ 古跡 をと 

めけ り。 地 か i る 所へ 主稅之 助。 次郞丸 

壺井平 馬 高手小手に k め 来り。 き 一人が 

惡 事露顯 の上大 殿の 御意 を 受け。 君のお 

行方 尋 ぬる 折から。 里人が 知らせに 依つ 

て 安泰の 御 尊顔。 更 難病 御 本復 此上 

の悅 びな しと。 * 申 上 ぐれば 俊德 丸。 P 

糙 母の 貞 心つ どくに 次郞 丸の 命乞。 惡 

の 根ざし はこの 平 馬と。 地 入 平が 太刀 風 

に 首 は 大地へ 落ち 瀧津。 和 泉 河 c を 打 合 

せ。 治まる 御 威勢 高 安の。 俊德 丸の 物語 

書き 傳 へたる 筆の 跡 千歳の。 舂 こそ 目 出 

たけれ 

安永 武突 已歲 

如月 五日 

卞者菅 專助 

^^若 竹笛躬 


い ミ  ざ くら  ほん  ちゃ-?  そだち 

糸 櫻 本 町 育 

座 元 

淺 草の 段 

きん 9 うざん せ んさラ じ  _ にん わ. 力 

0 抑 も 當時金 龍 山淺草 寺と 申す は。 人皇 

ギ I よう  ！ 

三十 四 代 推 古 1K 皇の 御宇 海中より 出現の 

像で ござる。 常に 開帳 は 叶 ひませ ぬ 近 

う 寄って 御緣を 結ばれ ませう。 內陴は 結 

i で ござる と。 地 緣 起さら く 貴ぎ 群集。 

うしろだう 

押 合 ひへ しあ ひ 南無 阿彌陀 フシ 後 堂へ と 

うち 群れ 行く" 地 群集の 中に 一 際立つ 上 

ち， } 丄. ' - つ  V  t* 

州 赤 城 殿の 奥方。 ぉ國歸 りの 道よりも 大 

悲の誓 かげ 親む。 開帳 參りも 腰元 は 男 を 

か 0 ばら  やえ. P- み 

拜む 尻目 遣 ひ。 神 原 左 五郎 山 住 五平 太 御 

しゃう ざ  . 

供に て 7 シ暫し 床几に 休ら ひ 給 ふ。 地 山 

住 五平 太し やくり 出で。 詞 御前に は御覽 

いんぐ わち ざ う 

なされし か。 只今 参る 道の 因果 地藏 扨き 


豊竹新 太夫 

まや 9 

つ い 流行 やう。 何でも 私が 因果で 御座る 

とさへ いへば。 モ どんな 六ケ 敷い 願 ひで 

も 又は どんな 及ばぬ 戀路 でも。 ついす る 

くと 叶 ひます と。 地 小 糸 を 横に 塩の 眼 

つねて. J  . , 

は隨分 細い 心で も。 7 シ只 常體の 目玉な 

り。 * 腰元お 熊が とんき ょ聲。 わし は 

金 龍 山の 餅屋ば つかり 観いた 故。 とんと 

因果 を 見はづ したな う 小 糸 殿。 ヲ 、 さも 

し。 それ はさう と 今來る 道で も。 ふくり 

ん赌ゃ S ぎ 子 か はった 形ぢゃ ないかい 

• - うけ いし 

な。 サ あの 弘慶 子と いふ は。 何の 藥ぢゃ 

それ 知って か。 どうやら 何ぞに 付けたら 

ば。 ひり/ \ しさう に 思 はる、 と。 a 袖 

打掩 へば 腰元 小 糸。 詞ァレ く St 前樣御 

覽じ ませ ァノ 向う にある 提燈。 サぉ熊 


殿。 諫める か爱 から 讚んで 見や。 ヲ、 柯^ 

はなさき  . ，>, 

ぢゃ。 三 浦 屋の花 S -。 ァ 、どんな 女郎ち 

さとな 

や 見たい なと 7 シ曛 半ばへ。 廓 馴れて。 

苦 li^ 苦にせぬ しこなし も。 二十の 上 は 三 

つか 四つ 五つの 町に。 名 も髙く 小 ォク" 今 

み あが  - 

を。 さかりの 花 咬が。 今日 身揚 りの 7 シ觀 

音參 り。 * 奥方の 御意 承 はり。 神 原 左 五 

郞立 出で て。 詞 卒爾な がらお 傾城。 これ 

に 御座る は 拙者が 主人の 奥方。 靡の 5» 俗 

珍ら しく。 暂し御 足留めた しと 御意 は 請 

けても 田舍の 無骨。 申し やう も存ぜ ぬな 

がら。 情 を 商 ふお 傾城。 苦しから す はこ 

れ にて I 服。 地賴み 入る と 三つ指に。 ホ 

ホ、、 、ヲ、 かた。 したが 靡の 内で はな 

す- 3-  IJ^ す. 5 

し粹も 不粹も いらぬ 爱 女中 様のお 客と い 

i が ざ i! る 

ひ。 何の 遠慮 も * 長 煙管。 もみち。 煙草 

と大 やうに おめる 氣色も フシ 投げ 嶋田髮 ^ 

を 1 めつ 衣裳の 模様。 屋敷 女中の 物見た £ 

うな-つ かし i  ゆみ づ tl  0 

け フシ き 頷き 1  且し。 地 行く 水と 過ぐ る 月 


日と 散る 花と。 つか ひ 捨てた る 身 は 元へ 

何れ 返 へらぬ 世の中 や。 愛き 勘當 にあ ひ 

馴れし かの 花^に 逢 ひたさの。 身 は 占 ひ 

た うけ ほんけ 

のうら 表 町家々々 を聲髙 く。  S 當 卦本卦 

の 占 ひ 願 ひ 望みの 考へ。 手の 筋 見る は 法 

樂と。 a 呼び あるく 身 は 本 町に 名高き 中 

根屋！ I 五郎が 7 シ 成れる 果て こそ 淺 まし 

き。 雉 膝元 ども M 付けて 0 何でも これ も 

おおみ。 手の 筋 を 見て 貰 ひなぶ らうで は 

あるまい か， コリャ よから うと. お 熊が 立 

出で。 コレ占 ひと 7 シ 呼ばれて こなたに 

畏り。 S 拙者が 占 ひ は 弘法 大師 一子 相傳 

ゥ i- も C かけお も 

にて。 或は 人相の 善惡。 失 物 e 落 夢 判 

じ。 年寄の 銀 煙管 若 息子 子 羽蟻 小 父 

き  f んき 

貴のに きび 母 者 人の 聲が はり 小娘の W 氣 

まで。 奇妙な 見通し 錢 次第。 * 手の 筋 見 

る は法樂 なりと ぞ 7 シ噪 舌り ける。 * そ 

ん なら 法樂 から 見て 貰 ふと 膝元の。 お 熊 

が 出す 手 を 打 -nil め。 J- ハ 、先づ 器用 筋と 


見える わ。 名 を 指いて 見せう か。 ム 、きの 

か。 おけ ふか。 おこと か。 おかい か。 お 

な あか。 ィ 、 ェぉ 熊と いひ やん す。 ム 、 

成程 白木屋の 樣 な筋ぢ や。 扨 かう 見た所 

にこな たの 望み 事 は。 中の 芝居が 見た か 

らうが。 それく 笑 ひ を 含んで ぢ やと。 

壜 いふうち 小 糸が 思 ひ 付き。 五卒 太に 吹 

込めば 呑 込んで 罷 出で。 ョ拉 これなる は 

拙者が 妻 同然の 者。 手の 筋 を 見て 貰 はう 

と。 いやがる 太夫 を 無理やりに 押出せ 

ば 花^が。 若し かの 人に 逢ふ瀕 もやと 差 

出す 手先。 n 額と 顔。 m ャァ « 様。 そなた は 

ほふ いん さ *< 

ァ 、 コ レ活 かに それと 見通しの 法 印樣。 

めったに 麁 相な 事 は あるまい。 考へ違 ひ 

Y  わたし 

も ある も 0。 急かす と 私が 身の上。 樣 子が 

あらう と 何事 も。 あたり さはり のない 樣 

に。 ナ 占って 下さん せ。 ム 、 お前が ァノ。 

あなたの 奥 樣ハテ な あ。 いか 樣 知れぬ 人 

心。 手前が しゃ うげ な 俊に。 人の 詞も K 


W 震の 封と 思 ひ。 f 上 I まされて のぼり 糸 一 

： , - かんち-つれん  たう け ほんけ 

詰め。 親の 坎中連 を 受けて。 當卦 本卦を ゆ； 

追 出され モウ 絕體絕 命と は 思へ ど。 せめ 育 一 

て 今 1 度 は。 逢 ふ も 不思議 逢 はぬ も不思 一 

議 のうら やさん。 利 接さう に 女の 詞を。 一 

おはけ  ^ 

1 代の 守り本尊と は いかい 白痴。 微塵 も 一 

ゆ こん は续ら ぬと。 いふ は 心の うらや さ 一 

ん餘 所に 言 ひたす 7 シ 恨みの！ HB 木。 5- サ 一 

ァ それに は 段々 樣子も あれ ど。 今 は 人目 一 

の。 ナ。 せき 立つ 心 を. C ぅ鎭 めて。 手の 

筋 見て と 差 出す を * どれと 取る 手 を 袖の 

內。 それと 言 はね ど 締める 手に 變らぬ 心 

江戸ぐ くり 块ぞ戀 の。 きまりなる。 * 折 

しゅ  <ば う. * んれ う. «ん  ； 

から 宿坊 圓了院 。奥方の 前に 手 をつ か 二 

へ。 き 御國御 fli 駕の 今日 當 寺へ 立 寄られ。 

t ようはうて いかき やう を ぐら し^し  - 

|2*の重寶定家卿の小倉*^1紙御奉納下さ 

る 由 先達て 御知らせ 則ち 客殿し つら ひ 置 

き 候へば。 早 や St 入と 慇 一 ^に。 * 奥方 も 《, 

しとやかに。 ョ それ は 御念の 入りし 事 C  7^ 


ィ ザお 傾城 も 御苦勞 ながら。 酒 一 つす i 

めた し。 地 是非に とば かり 御 挨拶，。 M む 

あい 零 ゥ 

も 愛嬌 こぼれ 梅 別れる 心 篤 や。 經讀む 寺 

あと 

の 宿坊へ 7 シ皆々 引 連れ 入り 給 ふ。 S 後 

にう つかり 辆 五郞。 《8 ァ思 ひも 寄らぬ 今 

のし だら。 しかし 花^ は 請 出された か。 

但し は 據かァ 、儘よ。 * 情を資 るが 其 身 

よし. f 

の 商寶。 我等 も商寶 始め ましよ と。 葭箦 

が こ  は 9 ぶす まかけ かん はん 

圍 ひの 張換愁 看板の 書 判 も。 鬼 角 穴め が 

むつ かしい と。 獨 りつぶ やき 机 を 直し。 

ォ A リ 浮世の へ 迷 ひ を 待ち 居た る。 地 月 花 

の。 7 シ 外に 男と。 いふ 詠め 屋敷 勤めの 外 

珍ら しく。 往来 を 見ん と 腰元の。 小 糸が 

後から 神 原 左 五郎。 as 小 糸 殿 そ もじ は そ 

こに 何して ぞ。 アイ 開帳 参りの 女中 を 見 

ようと 思うて。 ム 、 ィャ 女中 ぢゃ ある ま 

ぃ當 世の きんく 男 を 見立てに お出でな 

された か。 我等が 樣な田 舍侍は 御意に 入 

らぬも 御尤も さりながら。 そこが お 情。 


コ レ。 此文 あけて 見た とても あんまり 罰 

も當 るまい。 地コレ どうぞ いなうと 7 シ寄 

添へば。 * つんと すげ なう 立 退いて。 s 左 

五郎 樣 堅い 屋敷の 御 格式。 御存じない 事 

は あるまい。 そんな みだらな こと をして 

侍が 濟 みます かえ。 お 國へ歸 れば猶 の 

事。 お 年寄の 尾 上 殿 岩 藤 殿。 不義 はお 家 

の嚴 しい 御法度。 若い お 方が i ぎ 引く と 

もかん ま へ て 浮かされ なとの 言付け。 殊 

な 》< じら 

にわたし やお 前の やうに 生白け た 男 は 嫌 

ひ。 わたしが 好き はかう 色 も 藏 赤うて。 

鎌 髭あって 強さう で 侍らし い 男が すき。 

男の 目に は 鈴 を 張れと やらい ふに。 お前 

の 様な 糸の やうな^ 弱な 侍と 女 夫になる 

事い やい なと。 * 振 付けられて 手 をもぢ 

ゥ しろ 

く。 後に 立 間く 山 住 五平 太。 コリャ 註 

文 は 我が 事と 衣紋 轄ひ 7 シ!！ 一 かき 撫で。 

詞左 五郎く と。 * いふに：^ り n レサ 神 

原。 》s 御 奉納の 色紙 は 貴樣の 役目。 今 御 


どって ゥごゑ  i 

前のお 尋ね 早くく と 胴 調聲。 熥 うろう g 

ろき よろ/ \ 神 原 は。 7 シ 御前へ こそ は 

^り 行く。  * 入替 つて 五平 太が。 E コレ 

サ是々 つれない ぞ やく。 此間 見る と 口 

說き。 逢 ふと ロ說 き。 心 を盡す 心中 男。 

さう むごう はせ ぬ もの だ。 ァレ く/ \、 

あの 川へ 渡せる 橋 も。 あづま 橋と は 文字 

わがつ まばし 

にさへ 地サ 7 吾妻橋と 讀む わい な あ。 コ 

レく是 さく。 拜む くそして から 今 

のお 訶を 間く 所が。 强 さうな 男 を 御 吟味 

なさる、 思 召し かな。 アイ モ わたし や 芝 

居 見に いても 三 五郞ゃ 八百藏 はきつ い 嫌 

ひ。 わたしが 最屑は 友 右衛門 介 五郎。 何 

i 役が 御最展 とや。 友 右衛門 魚樂 なら 我 

等へ 礼の 落ちる il。 コ レ色瑰 赤く 強さう 

で。 きっとした 侍らし ぃ此 五平 太。 コレ 

く 相談す る 氣は中 橘 かと。 * じつ I 

と 取る 手 を 押 退け ose ぉ嗜 みなされ ませ。 M 

不義 はお 家の 御法度 今 も 今と て 左 五郎 殿 宵 


の詞。 振付けた を 御存じな いかえ。 但し 

お 國へ歸 り。 御 家老 樣へ此 通り 申 上げう 

か。 ヒャゥ すり や ァノ立 役 も 敵役 も 嫌 ひ 

ちゃな。 ハイ 二度み * たらな 事 おっしゃる 

と 其 分で は 許し ませぬ ぞ C が 只今 は 旅愁 

の 事 C 以来 をき つと ぉ嗜 みと。 地 堅う 出 

られ て。 ？ 5 ハイ/ \ "委細 承知 V" る。 必 

しら 

す 御沙汰 御 無用と * 眞 面目に 白け な 後よ 

り。 5S 五平 太/ \今 御前のお 召。 年く 早 

くと 左 五郎が 呼聲 しほに 手持ち 無沙 

汰。 フシ こそ/^ /\ と 5?3 げて 行く。 

り 見廻し コレ小 糸。 左 五 郞樣。 言合せ 

くど さ  ： 

た 通り C まんまと 五平 太が 口 說の根 は « 

つて 仕舞うた。 さいな あ 毎日々々 ロ說く 

が 嫌 さ。 お前と わしが 中の こと 若し や 知 

れては 互の 身の上。 それ 故お 前 を 振って 

見せたり や。 虞 かと 思うて よい 氣 味く。 

サァ これから はほん まの 色事 コ レ噱ぢ や 

ないか や 何のい なァ。 わた しゃいつ そ 


と 寄 添うて 抱き付く 身 はとても なら。 體 

も 一所に。 フシたり たい 思 ひ。 後に 立閒 

く 網 五郎。 ヨウ/ \ 有難の C ョ、。 お 

そろし いの 二人が 询りァ 、 これ.，， （\。 怖 

がる 所ぢ やない。 何 かの 事 を 見通しの 賫 

卜者。 なる かならぬ の 手の 筋から 文の 墨 

色よ しあし に。 戀と いふ 字の 書 判 も穴數 

一 つの 考へ 物。 粹ぢ ゃ通ぢ や。 大事ない。 

葭  の內を 貸して やろ。 ついち よこ，^ 

と 小ぎ りめ に 0 ちょん ぎ まりと はどう あ 

し ほ 

つう C  * サ ァ/\ 早う とい ふ を 機會。 目 

許に 物 を 言 はせ 合 ひそん なら 暫く この R 

を。 ® ハ テぉ辭 儀に は 及ばぬ と。 地 二人 

を 突き やり 押し やって。 一 I 扨 どうせう 豆 

蔵で も 見て こうか。 奥山 一  一 あるいて 來 

たら。 其 間に 大 かた^も 明 こと。 *^ 綠を 

結んだ 網 五郎 7 シ氣を 通して ぞ 急ぎ 行 

く。 座敷 をぬ けて。 花^が ォクリ 勤めの。 

外の 酒 機嫌 戀 しき 人に 淡 路嶋。 思 ひに 通 


ふ 千鳥 Di- あたり 見廻し 占 ひの。 看板 H: 當 ^ 

に。 稱様。 綱様是 はしたり。 留守 かい 本 

なと く fsJk に 怪しき 影。 ヲ、 しんき 育 

こつ じぎ くだ 

やと フシ 立 退けば。 壜樣子 窺 ふ 乞食が。 下 

ありませ く。 ヲ、 知らぬ わい の。 ハイ 

お 結構な 女中 樣 。戴かして 下 ありませ と。 

から 出した 亂 れ^。 怖 さ 半分 山吹色。 

禿が 包み 7 シ手 あたり 次第 ィ fl/\ 申し 

こんな 物 はいり ませぬ。 ム、 そんなら そ 

なた は 何が 望み。 ハイお 情ら しい 女中 

樣。 毎夜./ \ のぉ餘 りが あるならば。 ど 

ぅぞぉ 情に 戴かして 下 ありませ と。 地 付 

込む ねだり どす 聲に。 さすが それし やの 

物 馴れて つ a 成程 勤めの 身 なれば 情 をく 

れとは 何にもせ よ 嬉しい 事。 シタガ 親方 

に 養 はる  身 わし 儘に もなら ぬと いふの 

か。 そんなら 爱へは 何し にお 出で。 サァ 

まちびと 

ァノ わたし や 待 人 を ヲット 見て 實ひ にと 4- 

言 ふやうな ことで あろ ハ テ當 世の 若い者 


は 客に 女郎 を 買 はせ て 置いて。 こっそり 

小 宿の ちょん く 幕。 へ、 、 、 モウ 金と い 

うて はない 體。 モ 惚れた が 因果 地 藏樣も 

ご せう-らん  よこ はん 

御 照覽。 アイ どうぞお に橫番 切らして 

< だ 

下 ありませ と C 港口 說 きか \ る は 身 を 知 

らぬ 破れ 布 子に 緋 縮緬 刺繍と。 襤 の 取 

八 C ひ は。 岩の はざまに 浮 草の。 フシ 花の^ 

き 出し 如くな り。 S 何と 詮方 花 # ^が。 ィ 

ャ モウ さう 言 はれて は 逢 はねば ならぬ 樣 

なれ ど。 今 曰 はお 客に 買 はれぬ 此身。 身 

揭りは 女郎の 榮耀。 今 口 一  日 はわ しらが 

くるわ  しろ 

氣 休み。 廓の 内なら 情を賣 るが 身の 代が 

はり。 廓の 外で は 常の 女 も 同じ 事。 ハ テ 

いつな りと 廓へ さへ ござんしたら。 情 を 

費って 上げ やん しょと。 地理 詰に 此方 も。 

フシ 口 あんごり。 そんなら 必す廊 では。 

サァぉ近ぃ^：にも 地 言 捨てに 小 かい 取 

-ん もん ざ. A 

り 衣紋 坂 フシ 吉原 さして 立歸 る。 うろう 

i たこ 

ろ 眼に 山 住 五平 太。 5^ ハテ めんえ うな コ 


リャ 非人。 爱らへ 二十 二三の 男と 十七 八 

ばかりの 女は來 ぬか。 テ乇 きつ い 急き 

樣。 ィャサ これが 急かす に 居られう か。 

コ リャ 乞食で はない コ レ 先生々々。 どう 

ぞ敎 へて くれぬ かい。 ィャモ 事に よった 

ら敎 へませ うが。 それ 聞いて どうな され 

ます。 ヲ、 サ閒 かせて さへ くれるなら. 袞 

美 は 望み次第 サ どうかく。 マ 、急かす 

とお 間き なされ ませ。 ィャサ これが せか 

すに ゐられ うか。 ム、 褒美と あれば。 サ 

どうか /(\。 言 はすば なるまい。 サ 、 、 

サ どうか ノ\ 何と/ \,/\0 ェ、 さりと 

て はや かまし ぃィ ャサ是 がせ か. f- に 居ら 

れ うか。 サ 、 ゝ どうか/ \ と t せき 立つ 

山 住 立 寄る 非人。 コレ かう/ \ と 珥 け 

ば。 ヒャゥ そんなら 此 5:。 シィ 引摺り 

出して どうな されます。 知れた こと 重ね 

て 置いて 四つに する シィ。 サ 切って お前 

の 言 譯は。 ム 、 サ それ は。 人 を 殺せば お 


お ぶち  あが 

侍樣 でも 御 切腹 か輕 うて 御 扶持 は 上り ま 53 

さま 

すぞ え。 ム ゝ 5 か樣 そこが ある わい の。 

サ それ ぢ やによ つて いっそ かうな され ま 

せぬ かと * 耳に 口。  ヤコ リャ 面白い， そ 

ん なら あの 色紙. ^盗んで シテ。 褒美 はき 

つ さり 荆合點 か。 いけと 惡 事.： 吞 I 込み 存 

込み 《5 羨 しげに 葭簀の 方 。戀と 。慾と 右左 

ォク リ立刖 へれて ぞ 入りに ける。 * うそう 

そ 昃る綱 五郞。 モウよ い 時分と 葭 贅の圍 

せチ 

ひ。 這 入り か-つて 南無 I 二 まだ ぢ やと 咳 

拂ひ。 調 何と モウよ から うぢ やない かな。 

ィャモ さう 長う 盆が ふさがって は。 迷惑 

-?: や さん  た  ぐる 

至極の 賣ト 者。 ちと 足り 苦しう して 置か 

ん せと。 S 詞 にさす が フシ はぢ紅 紫。 せ 顔 

を 赤め て 左 五郞小 糸。 どなた か 知らぬ が 

此御 恩。 E ァ、 ぉ禮 受けよ とて 取 持ち は 

仕らぬ。 ァ 、 それ 女中 様。 髢に 紙が 付い ゆ 

て ある。 ぉ侍樣 ソレ。 お前の 右の 口許に g 

15- が 少しと 地氣. V 付けられ。 髮を 直しつ 育 


顔 ふく やら わけ も 媚く戀 中の。 御 緣もぁ 

らばと 互の 會擇。 7 シ詞 少なに 別れ 行，、。 

ョ ェ 、 うま い ことして 置きながら。 何哈 

はぬ 顔で ハ 、 、 、。それ はさう と 。花^ は 

いんだ か。 不思議に 廻り 逢うた もの。 地 

殘り多 やと 言 ひつ  >- も。 机に 直る フシ 折 

からに。 地 生業の。 本 7 シ糸 によりく る老 

の 波。 フシ 本 町 二 丁目。 中 根 屋の母 妙 ぼ。 

娘お 房 を 杖柱 開張參 りの 手に は珠 敷。 小 

ォク， 現世。 未来の 願 ひより 勘 富の 子に 逢 

ひたさの。 》5 心 を こめの 袋から 報謝 も 

淚 の種薛 きて 鳩 幾 を 見る からに 誰か 生き 

とし 生ける もの。 子 を 悲しまぬ はなき も 

の を。 a 三人の 子 は 持ちながら。 兄の 綱 

五郎 は勘當 する。 妹 は 藁の 上から お 屋敷 

へ 養子に やる = 地 そなた 一 人 を 力 草 兄め 

は どこに ゐ る事ぞ と。 甲；^へば後生もどこ 

そく 

へやら 観音 樣に 向うても C  S3E 五郎が 息 

災と。 祈る 母が 心 も 知らす。 勘當 の；？！ に 


も 来す。 來 たら 許 そと 思 ふば かり。 * 親 

の 心 子 知らす と。 因果な 奴め と 憂き 時 

は。 恨みながら もさり とて は 我が 子の 行 

方 安穩と 7 シ 祈る 心 ぞ 哀れなる。 詞又か 

か樣 の兄樣 のこと。 言 ひ 出して 泣かし や 

んす。 どうぞ 廻り 逢うたら ば。 勘當 許し 

て 上げまして。 ヲ、 そり やおれ に 如才は 

ない。 よつ 程 塩 も 踏んだ から はつ 許さい 

* だけ I  , 

で 何とせ う。 そなた も脊 丈の 伸びる ま 

で。 地 かう して 置く 答 はな けれども 親父 

殿 は 去年 秋 死なし やる。 兄が 內へ 房らぬ 

中 はわし. か 力がない 故に。 き 一十の 今日 

まで &入 もさせぬ。 ちっとの 間ぢゃ 辛抱 

しゃ。 ヲ 、何の まあ。 わた しゃいつ 迄 も" 

嫁 i< はせいで も 大事ない。 兄樣と 二人し 

て。 お前 を 樂に養 ひます。 お 心 遣 ひさし 

やん すなと。 a いふに ほろ りと 淚 ぐみ。 

la よういうて くれたた ァ。 それに 付いて 

も 養子に やった 妹 は 無事で 居る ことか。 


其 後便り も閒 かねば。 * 案じら る- 'とぐ ± 

ど/ \ と。 *、 キ思 ひに 足 も 踏 迷 ふ。 親の ネ 

心 は 子 しらすと。 Is の ふしの 陰陽師 幸 育 

ひの SS にあ。 子供ら が 身の 行方 念ば 

らし 占うて 貰 はう と。 * 立 寄りて 小 腰 を 

か *v め。 Ifw お 邪魔ながら ちょっと 御覽じ 

て 下さり ませ。 モ 年寄りまして 惡ぃ 入り 

rV  くさ. i 

まい。 內を 出ました 子供の 身の上。 息災 

で をり ますこと か。 とっくりと 御覽じ 

て。 下さり ませと 差 出す。 * 手の 筋より 

も 親子の 血筋。 それとも 知らす 知らぬ 同 

士何 心なく 網 五郎。 見る より ハ ッ ト^り 

の。 胸 なでおろし 素 知らぬ ふり。 S 悟ら 

れ まじと 作り 聲。 丁  、 よ S お 手の 筋。 し 

たが 1 人の 男の子 は あれ ど、 御勘當 なさ 

れ たの。 其 人 も 今では 根性 も 改まり。 先 

非 を 悔いて ねら るれ ど、 町 所の 入 目 も あ 

れば。 詫びに 行く にも 行かれぬ 仕儀。 年 6 

月の 經っ につけ 兩 親の 御高 恩。 骨身に し ^ 


みぐ 忘られす。 思 ひ 出す 度 毎に。 泣い 

てばつ かり 暮 されます。 ヲ、 見通しのお 

占 ひょう 當 りました 其 通り。 シテ其 兄め 

は 何 所に 居ます と。 * 問 はれて 胸 も 張 裂 

く 思 ひ。 ィャ隨 分 無事で ござれ ども。 

今 は西國 逢に 居ら るれば。 つい 廻り 逢 ふ 

事 も ござるまい。 コレぉ 房 遠 國にゐ ると 

いなう。 * 老 ひさら ぼい し此 母が いつま 

で 命が ある も のぞ。 つい 廻り 逢 ふ 事 もな 

さぎ. L ゃゥ  ， ，- 

ら ぬと いふ は 前生の。 いかなる 報 ひか 淺 

まし やとわつ とば かりに 母お. 房。 歎く を 

見兼ね 網 五郎 忍び 淚は編 笠の 7 シ いひ 甲 

斐も なき 風情な り。 * 淚拂 うて 綱 五郎。 鬩 

ことわ 》 

成程お 歎き は 理 ながら。 ぉ歸 りあって 

お 連合 ひと もお 仕事た され。 相 應な御 養 

チ でもな され ませ。 情な や。 其 速 合 ひ は 

去年の 秋 死なれました わい なう。 何 親 人 

は 御 死去と や。 ハァ ハットば かりに 辆五 

m スラァ 前後 不覺の 有様に。 S お 房が それ 


と兑 付ける 顔 C  ？！ェ 、 お前 は 兄 様。 網 五 

郞樣ぢ やない か いな。 コレく か 乂樣か 

か榇。 兄樣ぢ やわい なくく。 ャ アヤ 

ァ。 どれく ほんに そなた は 網 五郎。 ャ 

レ なつかし や/. \0 よう 息災で 居て たも 

つた。 が なぜ 初めから 有様に。 打明けて 

はた もらぬ ぞ。 S 年寄った 此 母が 尋ね 焦 

れてゐ る 心。 少し は 推量せ よかし と。 母 

と 妹 は取鎚 り。 嬉し 3^ かし 親と 子が。 フシ 

悅 び淚ぞ 道理なる。 _M ハ 、誤りました 母 

者 人 只今の 身 を耻ぢ て。 名乘る まじと 思 

ひしが。 親父 様の 御 死去の 事。 閒 いて 我 

-か 身.？ 忘れ 果て。 地面 EH もな き御對 面と 0 

ス M 大地に 喰 付き 泣 きゐた る。 8? ィャ/ \ 

泣いて ゐる處 でない。 さっきに からの 詞 

の 端。 モウ 根性 も 直った さうな C ァ ィ （- 

どうぞ 兄 榇の御 勘當。 ヲ、 許さいで 何と 

せう。 スリ ャァノ 御勘當 御免と な。 ヲ、 

早う 連れて 歸り。 伯父 御 4- 兵衛殿 にも 相 


談 して。 早う 家が 渡したい。 〈、、、有 m 

すぐ？ ** 

難し。 然 らば 直 様 御供と。 S 店 片付ける 

も 妹が 手傳 ひ。 今日 御勘當 許されん と は 

夢にも 知らぬ 賣ト 者。 是が 誠に 陰陽師 身 

の 上 知らす と 戯れて 始めの 歎き 引替へ て 

親子 兄妹 水 入ら や。 盡 きせぬ 緣の綱 五郎。 

7 シ引 連れい そ/ \ 立 歸る。 色紙の 箱 を 

引 抱へ。 仕濟 まし 顔に 以前の 乞食。 跡 か 

ら 付いて 山 住 五平 太。 コリャ 木 名は设 

前 間いた 九 郞兵衞 とやら" 其 代物 を 代な 

つる  * や 5 

して 出世の 蔓に。 ヲ 、な 门點。 お前 も彼扠 

め を ぼ いまく り。 かの！：^ 人 を。 呑 込んだ 

-; つ. • しキ- い-つ こ 

重ねて。 S さらばと 乞食 は 何 所 ともなく 

フシ^ 失せけ り C 地色 紙の 兑ぇ ぬに 神 原 左 

Kmc 氣 も；！；^ 亂の亂 れ髮。 新 出す を 五平 

太聲 かけ e  SI コ 左五郞 あわたに しい 何事 

ぢゃ ィャサ 大切の 小 倉 色紙お 次の 床に 證 g 

いたる 處。 かいくれ に 11;:方扣， れす。 ャァ £ー 

/J. くそ や ヲ-' 大事。 マ 飛んだ こと 育 


のそれがなければ^^ヽ歸って。 わり や 言 

いさ は；； さら 

譯 はない ぞ よわれ。 コリャ 生耻洒 さうよ 

り" 今爱で 腹切って くたばって 仕舞 ふさ 

朋«| のよ しみ。 え^して 取ら さう と。 

心 付けられ 若 氣の左 五郎。 南無 阿 81 陀拂 

と覺 悟の 體。 S ャ レ 待て 暫 しと K 奥方に。 

引 添 ふ 腰 一 兀小糸 は半亂 7 シ 生きた 心地 は 

なかり けり C  K 思 はす 紛失の 色紙。 誰が 

業と も 知らねば。 切腹と は 魚 忽々々 C ィ 

ャサ 奥樣。 どれ 程に 仰せられても 紛失の 

言譯 は。 ハチ 今日 此所 にて 此 色紙が 失せ 

ん とて： 言譯の 仕置き はない 笞。 預 りの 

左 五郎 切腹して。 誰が 色紙の 詮議 はする 

ぞ-) サソ レハ。 但しお 身に 言付けた らい 

つ 何日までに 吟味して。 差 出す 思案ば し 

あっての 事 か。 サァ それ は。 推 Si\ 千萬控 

へ て 居よ と。 * てつべ い 挫ぎ に 五平 太が。 

しかんだ 顔の 苦味に て。 フシ 小 糸が 癡は 

下りけ り。 K 神 原 左 五郎 兩手 をつ き C  JS 


不調法なる 拙者め を。 生き延び よと は w( 

加な し 0 此 Is 暇 下し 置かれば。 雲の上 地 

の 底と 潜っても。 尋ね 出して 其 時 は。 ヲ 

ヲ 巷らぬ 主 從歸參 を 待つ と。 * 早 や 御 立 

ちの 臺笠 立. f。 淚の雨 は 凌ぎ かね 小 糸が 

心の 亂れ 糸い とし 可愛い も 仇 枕。 7 シ是 

非な くく も 立 上る。 BI 扶持 放れの 左 五 

郞に C 大小 無益と 五平 太が。 7 シ直樣 に 

もぎ 取れば。 地よ しゃ 此身は 暫し耻 たと 

へ 町人 商人の 姿と なっても 小 倉 色紙。 取 

返さで おくべき かと。 詞の はし は。 ^も 

なく 本 町 二 丁目 糸屋 にて。 妹のお 房に 左 

七と て。 世に 謾 はれし。 優男 末に。 浮 名 

を 流しけ る 

第二 屋 形の 段 

m これの 御 g| は 目出度. 殿。 鶴と 龜と 

が 舞 ひ 遊ぶ おめでた や- 千代の こおめ で 

たやよ いく。 ナ ス地鬣 ふ 7 シ聲々 娠し 


i  * 赤 域 殿の 舘輿は 年々 暮每 に。 煤 糸 

掃 過ぎ は 女中 達 殿御 始め 御 家老 も。 胴に M 
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上げる を樂 しみに C 男の 肌に 鶴る の は 年 育 

に 一 度の。 フシ 天の川。 ナウ 4、？ 梶 小笹 

I。 い • つ でも 此樣に 年の 暮に は。 人 見る と 

胴に 上げ。 日頃 憎い と 思 ふ 人 は、 どつ さ 

り 落して 腰 を 打た し。 又 可愛い 男 は。 上 

げ るふり で 手 を 握る のが 皆樂 しみ" >  サレ 

いとま 

バ イノ。 お 暇の 出た 砷原 左五郞 殿。 何でも 

此暮に は 思 ひ 入れ 手 を 握り。 どこも かし 

こも 蹄め 付けう と 思うた に。 サイ ナウ コ 

レ それに 付けても 小 糸 殿。 左 五郎 殿との 

譯は C こちら も 知って 知らぬ 振して やつ 

たが。 お 年寄の 岩 藤 殿が 聞 付けて。 殊に 懷 

胎ぢ やとて 此 頃からの 責 せっち やう。 そ 

して 碑 用人の 五平 太 面が C 全體 惚れて 口 

說 いた を。 振 付けられた 意趣ば らし。 岩 

藤 殿 は 五平 太 殿の 伯母 it なり や。 一 人詮 g 

議に 念が ると。 7 シ なかばへ iK より 7 


も。 御 一 家よりの 歳暮のお 使者。 四角 四 

ね ごろし 3 ぜん 

面の 根來主 膳。 詞ぉ 女中。 歳暮 目出度う 御 

座る。 明 |l ゆるく 御意 得 ませう と C 地 

出 づるを 見る より 主 膳 殿。 お 祝 ひ 申し ま 

せう と 言 ふより 早ぐ ばら./ \/\。 手 取 

り 足取り 女中 達。 吸め でた くの 若松 樣 

よ 枝も榮 える 葉 も 茂る おめでた や。 千代 

のこ ひやうた んぢ やよいく。 詞ァ、 モ 

ゥ斜免 々々さてく 御 苦勞恭 いと。 麻 

上下 も 皺 だらけ 腰 を さす つ て。 フシ ^歸 

る。 地 それく そこへ 御 家老 樣。 上げる 

色目 をけ どられ なと 7 シ小 陰に かくる 

る。 其 所へ。 地 さすが 家老の 勿體 らしく 

びん しゅさ や 

白と 黒との あはせ 鬓。 朱鞘の 大小の つく 

く SSi! 斗 目 も 立派に 入り 来る。 それと か 

け聲 五六 人。 コリャ たまらぬ と 袖 振 放し 

ごかれ. 1 はづ 

駔 出す を。 御 嘉例が 外れます。 ならぬな 

ら ぬと 武者ぶ り 付く。 女中 相手に 力 も 出 

されす。 多勢に 無勢 御 家老 も。 是非な く 


女中のお 手車。 唄 千代の こ ひやうた んぢ 

やよいく。  "？ァ イタ、 、 、 こんな 時 は 

劍術 柔術 も 何の 益に も 立たぬ もの 是が家 

ざ £ 

老の樣 かいと 苦. cs。 切って^ 行く 跡 

フシ どっと 笑 ひ を 催せり。 地 跡へ 入り 来る 

山 住 五平 太。 又 立ち か \ る 女中 達 睨み 廻 

して。 詞 うぬら 此 五平 太に 指で も 指す と。 

どこも かしこ も 引き 捲く るぞ。 ヲ 、捲く 

るなら 捲く つて 見や。 捲 くらる \が 怖い 

とて。 ぉ舘の 祝儀 は 外されぬ と。 S 強う 

出られて。 詞コ レサく 露 平 御免。 實は 

か うぢ や。 此 上下 小袖 は 今日 蔵お ろし。 

敏 になって は 正月が 見苦しい。 爱は 一 重 

にお 情く。 奥様 へ は 上げた 分に して。 御 

嘉例 は濟 してお くりやれ。 是ぢ や。 地是 

ぢ やと 顏 を疊。 S ハテ さう おっしゃれば 

上げに くい。 赦し てあげる お通りと。 S 

言 ふに 嬉しく ャレく 忝い。 詞此 ぉ體は 

さつ ま いも 

きっと/ \ -。 薩摩芋 三 貫目ば かり 進上 


と。 地 言 ひつ \ 通る を やり 過し。 後 抱き 2 

7 

に惣々 が。 憎さ も 憎し と 唄な しに。 敷居 

へどつ さり 腰骨 打た せ。 手 を 打ち 7 シ叩 

き？？ i げて 人る。 五平 太 は 顔し かめ。 

ァ 、 えら. S 目に 逢 はせ をった。 智 i? ん 

ノ\ たる 某 も だます に 手な し。 つい 落し 

て も 能い 事 を。 意地 惡ぅ 敷居の 上。 陰 襲 

ぴ しゃと 言 はした と。 地し かみ 返って ゐ 

る 所へ。 奥御殿お 年寄と て 鼻高く。 おの 

が 儘なる 老女 岩 藤。 のうく と 立 出て。 

詞ャレ 五平 太 か 待 兼ねました。 ヲ、 伯母 

者 人。 扭て小 糸め はどうで 御座る。 サ レ 

バ イノ 表向き はきつ と 貴め て內證 では。 

五平 太に うんと さへ 一一 目へば。 御前 様へ は 

よい 様に 言うて 赦 しゃる とて。 割つつ 口 

說 いつ 言うて 見れ ど。 かぶりば かり 振り 

くさる。 コリャ もう 兼ねて 言うた 通りせ 絲 

すば なるまい わい の。 サ それにつ いて 力 I 

ノ おろし 藥。 やっと 調へ ました。 が これ 育 
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を飮 まして は。 ハテ飮 ますと いうて 嚷し 

たり や。 傻臉 して をる は定。 怖 さに うん 

とい ふまい もので もない。 又 嫌と ぬかせ 

ば 此方 も 意地。 口 押 割っても 飮さ にや 置 

かぬ。 ム、 面白い。 然 らば 後程 伯母 者 

こしち としゅ 

人。 ヲ、 合點々 *。 ヤコ レ く.； め 膝元 衆。 

此藥前 i じて 置かし やれ。 大事の 藥ぢゃ 粗 

末にせ まい ぞ。 サァ 甥の 殿ィザ 奥へ と。 

a 呑 込む 一 味の き ほひに。 伯母に 7 シ打 

連れ 入りに けり。 * 始終 を閉 いて 立出づ 

る。 女中 預かり 尾 上と て。 文庫 結びの し 

うちかけ ナ がた 

めく、 り打掛 姿し とや かに。 ドレ 其藥と 

手に 取って つく. <.\ 見。"^ ム 、 よしく。 

それ 早う 煎じて やらし やん せと。 《?袂 の 

內 で摺替 へて。 素 知らぬ ふりに フシ 奥へ 

入る。 * 小身の 身 。フシの 悲し さは 我が 

子に も。 奥と 1!^ と 分 隔て。 逢 ふこと かた 

き 石 塚彌三 兵衛。 願書 携 へお づ-^ と Si 

口 を 差 蜆き。 S ャ なに 女中 方 。勘定 役 石 塚 


一： 兵衞。 お 願 ひに 參 つたと。 御 老女 方 

へお 取ク、 と フシ 打蒌 れてぞ 控へゐ る。 * 

ゆがみに ゆがむ 岩 藤が。 出合 ひ 頭に 彌三 

兵衞 を。 見ても 見ぬ ふり： is- 口の。 s;! つ 

たり 女 ども。 S 小 糸め を 引 指り 出せ。 ド 

リャ * 1 責めと 當 てこす り。 煙草の 煙 フ 

シ 空 うそぶく。  a ィャ 申し 岩 藤樣。 彌三 

兵衞で 御座ります。 お 願 ひの 一通り。 お 

閉き なされ 下さり ませう。 知り ませぬ。 

今日の 取.？？ -の 當番は 相役 尾 上。 わし は 小 

糸 を：！^ 議の 役。 依 枯>«255 のない： 止 道な 仕 

樣。 襖の 外から 聞かし やれと。 地 態と 親 

子の 顏 さへ も。 見せぬ 胴慾 彌三兵 © は。 

淚 かくして。 a サ其娘 小 糸め が 事に fi- い 

てのお 願 ひ。 知らぬ わい の。 イセ f^小糸 

と 甲す は莪理 ある 娘。 富の 親 は 江 戶本町 

二 丁目。 中 板屋と 申す 糸 商資。 jg- の 上よ 

り 貫 ひ 置き、 ェ やかましい。 取次 は 尾 上 

殿。 コレャ 女 ども。 ソレ小 糸 を 引 招って 


うせ あがれと a わ I- りちら ける 7 シ憎々 

しさ。 * 奥より 出 づる山 住 五平 太。 何 

岩 藤 殿。 拙者 は 御用に 就いて 江戸 表へ 發 

足。 隨分 ともおぬ か. „ ^は ある ま いがな 。ナ 

ソレ 今の 事 を。 ヲ、 それ は 合點。 伯母に 

如才 はな いわいの。 氣遣 ひせ やと 早う 戾 

り やと。 S 頷き 合うて 7 シ 出て 行く先。 

0 ホ彌三 兵衞。 何ぢゃ 泣く か。 ェ 、小 糸 

が 事に 就いて か。 コリャ 尤も。 嚷ぞ 娘に 

逢 ひたから うが。 何 ぼ 逢 ひたうても 勘定 

役 位で はお 錠 口 は 通られぬ。 そこ は 用人 

の 忝け なさ。 我が 內も 同然に。 どこまで 

も 行きぬ ける。 ハ 、 、 、。ャ 此敷 S が 越え 

たからう がなら ぬわい。 家柄と いふ もの 

は 達つ たのもの さ。 よい 年しても 奥へ は 

叶 はぬ。 拙者な ど は 水の 出端の 若 盛。 女 

が 見る とびろ/,^ とびろ 付く 程の 美男な 

れど。 何 所まで もっかく 通る 御用 人。 

が 出頭 もはや 御 招の 多 さで 甚だ 迷惑。 江 


戶へ 出ても 屋敷 方の 交際。 今 ぽは吉 原 明 

日 は 深 川のと。 遊ぶ ことに も ほっとす る 

わい。 ャ叉 町葺屋 町の 茶屋 どもが 料 

理。 深 川 西の 宮洲 崎の 舛屋大 川屋。 樂!^ 

の 百 川のと。 モ うまい 物 も 毎日 は 難儀な 

こと さ。 お 身な ど は 何が。 朝 は 茶粥に 燒 

ャ- ぜん まめ  だいこん 

味嗜。 畫は 座禪豆 もみ 大根。 祝儀 日な ど 

はくわつ と 奢って さんまの 干物。 ハ 、 、 

ハ 、。 どり や。 せ參 らうと HI  口 嘲弄 疊。 

フシ 獄 立てて 出で て 行く 武家の。 役儀 ぞ 

是非 もな き。 埠岩藤 は 膝 立直し。 S 此小 

,t め は 何して をる。 きり/ \ うせう と 

つ こど 聲。 もれて フシ 一間 を 立 出 づる。 

二 ト> サハ リ無慘 やな 糸が 身の。 糸より 細く 

妻れ 果て。 日毎の 責めに 泣 明かし。 樓は 

重ねぬ 小夜 衣。 重き 其 身 を 忍ぶ さへ。 我 

が 身 一 つの 命なら ねば。 >/\ と。 思 ふば 

かり を。 露の 世にながら へ なく  ，，-\畏 

る。 ナ * ス地岩 藤 は 目 をむ き 出して。 iS ャ 


ィ小 女郎よ。 毎日々 々此 年寄に。 世話 を か 

ける 横警 者。 駔 落ちした 左 五郎と。 不義し 

たで あらう がな。 そして 奉納の 小 倉 色紙 

も。 おのれが 盜ん だに 達 ひ は あるまい。 

あ 9 やう 

サァ 有様に ぬかし をれ。 といが みか. - 

れば顔 を 上げ。 身に 覺ぇ ある ことならな 

ん くの 誓文。 隱 さう 樣 はな けれども。 

知らぬ とい ふが 申譯。 色紙 を 盗んで 何の 

まあ。 詞 いや. たまり をら う 。左 五郎と ち 

え くり 合 ひ。 色紙 を 盗んで 賫 代な 

こ やど ほひ 

し。 小 宿 這 入りの 元手に せう とて。 やつ 

たに は 違 ひない。 これ はまた 御 無理ば か 

おん をち ど 

り。 * 其 色紙 故に こそ 左 五郎 樣の掷 越度。 

有 所 さへ 知ったら ば歸參 さし やん すお 身 

の 上。 詞 さう 吐かす が 心得ぬ。 不義の 證 

據は おのれが 懊胎。 隱 せば 爲 にならぬ ぞ 

よ。 サ 泣いて 事が 濟 むか。 吐かせ 地 /-^ 

か ■ ひだ 

と 煙管お つ 取り。 かよわき 體を りう/ \ 

/、。襖 隔てて 彌  一二 兵衞 が。 a 申しく 


岩 藤樣。 そり やあん まり。 何が 餘り。 奥 g 

向きの 事 こなたが 知った 事ぢ やない。 す 

つ こんで ゐ さし やれと。 * 又も 煙管にば 

つたく。 親 は 我が身 を 打た る. -思 ひ。 

襖 一 重が 七重 八重 かさなる 責苦 うき 難 

儀。 モウ 堪忍とば かりにて ス予ア どう ど 

.  ほえ-つら 

伏して ぞ。 泣き 居た る。 地ェ 、其 吠 面が 

猶憎 いと。 煙管 もま だるく 有 合 ふ 箒 振 上 

ぐる。 其 手 をし つかと ホウ 尾 上 殿。 》^コ 

リャ小 糸 を t ふの か。 ィャ お前 樣を かば 

うて。 ム、 そり や 又 何故。 ハテ小 糸 もお 

上のお 腰元。 若し や 面に 疵 でも 付く か。 

萬 一 急所に あたった 時 は。 お前の 難 俵と 

思 ふ 故。 だまらし やれ 尾 上 殿。 ft^ 議は 

わしが 役。 急所に 當 つて 死んだら ば。 ハ 

テぉ 仕置に あ ふば かり。 いらざる お 構 ひ 

御 無用と。 a 强き言 號も理 の 當然。 さす I 

が 尾 上 も 力なく すごく 立って 隔ての 襖 I 

引 開く る。 ナウ 父 様 か 小 糸 かと。 いふに 育 


言 はれぬ 親子の 歎き。 岩 藤が 尖り 聲。 胃 

ャ これ 尾 上 ST 科 人に 親子の 封 面な り ま 

すまい。 其 襖 さいた/、。 ィ ャ彌！ ニ兵衞 

殿の 願 ひの 取次。 それ 故 明けた 此襖。 取 

次 は 私が 役。 いらざる お 構 ひ 御 無用と。 

しっぺい 返しに 7 シ しかな 顏。 * 何が な 

邊り 見廻して。 煎じ立て たる 以前の 藥。 

茶碗に 受けて。 a サァ小 糸 これ を吞 め。 

ェ 、 これ は。 ヲ墮胎 のおろ し藥。 H  、。悛 

胎が はなら 呑んで 見し や。 サァ それ は。 

但し は 懐胎 か。 ィ 、 H。 吞 まぬ かノ、 呑 

み をれ と。 引 寄せせ ちが ふ 有樣。 親 

の 心 は 半 狂亂。 見えぬ がまし のな ま 中 

Z なた 

に。 眼 is 娘の 命の？ g 戶。 此方 は 情 も あら 

ぎの 岩 藤。 彌 三兵衞 たまらす 1^ 寄る を。 

a ァ、 コ レく其 敷居 越 ゆる 時 はお 家の 

法 を 背く 科 人。 デモ 目前に 娘の 難儀。 ハ 

テ 何事 も此尾 上が 胸に ある。 此願隶 I 諫む 

間。 ぢっ として 見て ござれ。 ヲ 、 さ うぢ 


や 尾 上 殿。 ャ しぶとい^ 郞め 今の 間に。 

« 憂目 を 見せん と 口お し 割り。 茶碗の 藥 

無理やりに。 目鼻 も 分かす 流し込む。 小 

糸が 身に は 熱？ i を。 吞 むより つらき 苦し 

みに 身 一 つならぬ S き 事の。 重なる 思 ひ 

幾重に も赦 してた ベと いふ 聲も。 咽に つ 

まりし 有樣を 見る 悲し さは 子の 百倍。 何 

とせん かとせん と 心ば かりに 身 を あせり 

わつ とば かりに 泣 沈み フシ 前後。 正體泣 

きゐた る。 《? 襟綣 うて 尾 上 は 立 寄り。 国ャ 

コ レ岩 殿。 おろし 藥は效 きました か。 

めんえ う 

されば 飮 めば 忽ちお りる 箬。 ハテ 面妖 

な。 ハ、， 、。 ャ なに 小 糸。 心 持 は どの 

5^ なや。 イエ 何とも ござり ませぬ。 すり 

や 小 糸が 懐胎 は © りに 相違 ござらぬな。 

サァ それ は。 小 糸が 言譯 立つ 上 は。 覺悟 

しゃれ 岩 藤 殿と。 雉 詰め かけられて ァ 、 

これく/、。  S こなた は 氣が逮 うたか。 

此 婆に は 何 科あって。 ャァ 科の ない 事 言 


はう か。 墮胎 の藥は 灭 下の 法度。 何 所 か 

榴 

ら 求めて ござんした。 サァ それ は。 人 を g 

^ふ 人非人。 S 覺悟 召されと 1 目 ふより 早 育 

く。 襟髮 取って もん どり 打た せ。 又 立ち 

か  >- る 脾腹を 一 あて。 庭に どつ さり ころ 

/\co フシ 心地よ かりし 有樣 なり。 sf 

彌 三兵衞 庭に 駅け おりて。 憎さ も 憎し と 

れ うじ 

引 立つ るをァ 、 コ レ聊爾 せまい ぞ。 

氣を付ける藥は^：^^；にと。 地 摺替へ 置いた 

る 以前の 毒藥 手に 渡せば。 畏 つたと 水 鉢 

の 0 构に うつして 口 押 割り 。流し 入 るれば 

目 を ほつ ちり。 夢見た 心地に 起 上れば。 

尾 上 は 11^ 改めて。 K 正氣 付いた か 岩 藤。 

今日より は 長のお 瑕。 早く 舘を 立って い 

き や。 彌 三兵衞 殿のお 願 ひ は 奥様へ 伺 は 

ゥ ちかけ 

ん。 * 小 糸 ござれと 大 やうに 7 シ打掛 さ 

ばき 彌三 兵衛 親子。 不審 晴れ ね ど 尾 上 

樣。 K 御前 { 几し うお 取 置き ヲ、 お. に暫 5, 

& つ さう  ^ 

く 御 休息。 小 糸 はこち へ。 德て吉 左右 * 


松の 間の 7 シ襖押 明け 別れ 人る。 埯 跡に 

岩 藤 恨めしげ に。 悪の 報 ひは穀 面に 廻る 

藥の腹 わた を。 引つ くり かへ す 苦し さ 

に。 ァ イタ。 /、と 目 顏を颦 め。 のた く 

り 廻る 其 所へ。 尾 上が 指圖に 下部 ども。 

割 竹 てん 手に 日頃の 憎さ。 S で こそと 口 

口に。 詞コ" ャ老 li め 立 上れと。 叩き 立 

なか 

てられ。 コ レく。 今迄の 朋紫 中。 ちつ 

と はよ しみ も。 何誼^^。 澤山 さう に 呼 使 

ひ。 むごい 目 見せた 其 代りと。 5f 情 容赦 

もばった/.、。 打 立てられし 羽拔け 鳥。 

フシ 見返り. /^出で て 行く。 地い と 短き 

冬の 日の。 早ゃ暮 過ぎて 奥御殿 様子。 閉 

かんと 彌 三兵衞 が。 庭の 切 戸に \ ィん で。 

0 ハテ 心得ぬ 娘は糙 かに 懐妊と。 思 ひの 

外のお ろし 藥。 ある 尾 上 殿の 言 紫と い 

ひ。 地ハテ 不審と 獨言" 手燭 片手に しづ 

く 尾 上。 小 糸 を 後に 押し かこ ひ 邊り見 

廻し そろく と 。庭に 下り立ち フシ 切戶の 


外。 地 小 糸 を 突出し 彌三 兵衞 殿。 お 願 ひ 

の 通り 小 糸 はお 暇。 なに 娘に はお 暇と や。 

S ハ、、 、有難 やと 手 を 合せ。 見合 はす 

灯影 t 燭 のしん け 泣 寄り 親と 子が 7 シ悅 

ぶ もまた 淚 なり。 8^ アコ レ禮 を. S うてね 

る所ぢ やない。 可愛い 男の 行方 を 尋ね。 

恙なう 身 二つに。 ェ、。 スリャ 最前のお 

ろし 藥は。 ャレ ちっとも 氣遣 ひなか 橋の。 

まき ゃ藥の » 母 散。 H  、恭ぃ 

第三 中の 町の 段 

S ざ哏 花に 遊ば、 日本 堤 や 衣紋 坂。 江戶町 

すみ 町 素 見の 地 廻り ひけ 四ッ 鐘四ッ きん 

きんきの じ屋 有難 山屋の 豆腐で やう わり 

向 ひ 酒。 わい /(\ の わ 5- とさ。 5< 夫 _1 サ 

ァ 申し 山 様。 お 一 つお 上り。 内 匠 太夫 ヲ , 

呑む く。 それ はそうと 此 花い 大ゃ。 半時 

九 郎兵衞 も モウ 来さうな もの だな ァ。 as 

ハ ィ. （- もう。 追 付けお 出で ござり ませ 


う。 H  、扱と 申し 山樣。 シテ お前 樣は。 

マ 、 、 どなた 様に。 内 匠ハテ さて 誰の 彼の 

とい ふ段ぢ やない わ。 五平 太が 氣 にさへ 

入れば。 直ぐに 受 出しお かみ 樣。 それに 

やか S 

何の かのと 喧しい 女郎 ども。 客が さすと 

いは 此五丁 町 は 此山住 皆 知った ものお 

れに逢 ふ 女郎 はない と。 3 太夫 a いへば 藝 

者の 琴 野が 口 まつ。 詞又万 八 をい ひなん 

す。 お前の 様に 女 郞樣方 を 一 切れ 買 ひに 

なんす はきつ い 野暮。 ちっと 意 氣な所 を 

覺 えなん し。 內 EH  、 やかましい わ い。 

氣に 入らぬ によって 買 放しなら ば おれが 

氣に 入って 見た がよ いと。 程 地い へば 封 巾 

, が。 ァ、 申しく 一度で 行かぬ は 客 

の 恥。 二度で 行かぬ は 女郎の 恥と やら 申 

します。 い、 えいな ァ權 様。 ァリャ 床 花 

が 惜しい のさ。 内 匠 H  、 いまく し い 何お 

ぬかす ぞい 引退れ め 横面 はりの めす ぞ。 I 

«5 ヲット /\ 琴 野さん。 ちょっと 彈 きな。 育 


ひろ s 

拉 愛で 一 つ 上げます が。 大 谷の 廣 治で ご 

ざり ます。 噴 雨の 降る 夜 はな 一 入 床し。 

a 有難い。 B-H  、次 は 嵐 雷 子で ござり ま 

す。 色 雪の ふる 夜 はな 小 i の 里に。 》s 三人 

すご いく。 ィャモ おそろし いわい。 内 匠 

そんなら 此 五平 太 も 一 節 やらでば なる ま 

い。 お ヨウ こり や 有難い。 さらば 聞 仕 

らう か。 東西々々。 内 E  * 愛護の 若に 二 

世までと いうて 刖れて 其 後 は 文 もと か 

す 顔 も 見す それさへ 今 は 其 人 も舘を 出で 

て 比 &の山 a ヲ 、 モ いっそ 調子がん 口 はぬ 

わい な。 内 KH  、 けちな 三 鉉ぢゃ な ァ。 

ム 、閉 えた 上方 節 だに よって 受取れ ぬな 

よい わお 駒 を 語らう。 心任せに した 上で 

モウ 堪忍 をして やる と。 いうて 堪能し か 

られ たんのう。 国ァ 、 それ は 流行歌 ぢゃ 

わ いな。 內 R ヲ、 ほんに なァ。 ェ、 われ 

が彈き やうが 惡ぃゅ ゑ 飛んだ 所へ 連れて 

行く わい。 そして 最前 呼びに やった 哲間 


の 左 七と やら。 モウ 來 さうな もの >-。 0 

イエ 申し 山樣。 何故に ァノ左 七 を。 其 様 

にお 待ちな されます。 内 E サ レバ サ 彼奴 

は 身 どもと 元は 胡輦。 神 原 左 五郎と 言つ 

た扠 とら 打って しくじり。 この 吉 原に 封 巾 

間して をる と 開いた 故。 呼 付けて 困らし 

て やらう と 思うて さ。 g ハテな あ。 道理 

で 入 柄の よい 男と 思うた と。 a 炮 いふに 

琴 野が。 ほ ィャァ ノ左七 様 は 人 「度の 俄の 

ぎ 子に 太詖の 役。 それで 来な ん せんの 

さ 0  I "ほんに なァ もう 俄も來 さうな もの 

せ やし とほね 

と フシ -ー人^5-半ば へ()俄の|-子遠音に聞ゅ 

るすり S 太詖そ りやこ そ來た わと 店の 端- 

く づれ か. -  つて フシ 待ち 居た る。  * 見物 群 

集 を 制する 捧 つき。 1^\0燈 も 華やかに。 

江戸 珍ら しき。 祿 園ば やし。 五平 太 始め 

末社 ども 所 望*  * も閉捨 て に。 7 シ地權 

子 打って 行 過ぐ る。 新 太 太 うへ 來か、 

る 半時 九郎 兵衞。 内 匠 s 見る より 五平 太 


封 巾 間 ども。 SSS 申しお 親み 申し やす 九郞 お 

禱 

樣 。愛でと 新地 頼む にうな づき。 K 俄の ^ 

はやし 一番 所望 だ。 賴人は 半時 九郞兵 育 

衞。 賴 まれて 貰 ひましよ と _w 太夫い ふ に 

是非な く 打ち か. -る 卷 太夫 隣の 籐押 しあ 

げて 愛で ちょっくら 權 して くんな。 s« の 

ない 本町稱 五郎。 はやし 所望と * 聲 かけ 

かね しゃみ 

られ。 人 あなた こなたの 氣を錢 太鈹三 

せの。 どうしてよ からう うろ. /(-.> と。 親 

する 內左 七が。 K ァ、 さう 一時に 兩 か 

らおつ しゃって は。 私共が 大の技 暈。 後 

先 を 申して は。 お 互に 御 不足勝ち。 又 同 

ひつ f ヮ 

じこと を 二度お 聞きな さる も畢竞 御 無 

益。 爱 はわた しが 中を取って。 お 二人の 

眞 中で 橇 しまし よ。 それで 双方 御 料簡 

と。 せいひつ \ 太詖の 音色よ く。  二人よ い 

や/ \ と 見物 群集。 フシち り ぐぞめ き 

別れ 行く。 内匠 * それと 目 まぜに 五平 太 4 

が。 ろせば 半時 九 郎兵衞 。《fi 間の 7 


左 七と やら ちょっと 逢 ひたいと。 a 地 呼 

ぶに 是非な く 立 屍り。 何の 御用で ござ 

ります。 新ィャ 外の 事で もない 三 浦屋の 

花 ^1  母晚 通へ ど 振付ける。 聞けば 本 町 網 

五郎と やらい ふニ才 め。 深う 躑染ん で を 

るとの こと。 又 手前 も 其 座敷 は 格別に 勤 

める こと 聞いた 故。 どうぞ 貰うて くれ ま 

いか。 SES^ ハ、、 これ は 又 迷惑 千 萬。 お 

客の 座敷 勤める は 中間の 役。 十 方 旦那の 

わたしが 身。 どなた こなたと 分け隔て 

は。 新ャ 無い と は 言 はさぬ。 九 郞兵衞 が 

頼み か V つた 此 返事。 間かぬ うち は 一 寸 

も 動かさぬ。 接 ィャ何 九 郞兵衞 とやら。 

故 直ぐに 言 はぬ ぞい。 五 丁 町に 名の 知 

れた本 町 綱 五郎。 最前から 閉 いて ゐ るが。 

Iffi 間賴ん でロ說 かすと は。 通り 者に は 似 

合 はぬ. （-。 新ム、 われが 本 町 綱 五郎 ぢ 

やな。 名 は 聞け ど 逢 ふ は 初め。 * 半時 九 

郞 兵衞。 新 本 町 綱 五郎。 ® 以後 は - 一人 見知 


つて 貰 はう と。 地 江戸の 生えぬ き 男の 生 

^ フシ 詞も さっぱり 見事な り。 *w 左 七 

$  fc て ひ *- 

は 中へ 分 入って。 詞 お直に 何 かの 達 引 は。 

どちらが 負けても 意趣の はし。 いざこざ 

の も かた 

なしに 爱は 一 番。 私が 貰 ひます。 後. ま 

でに 新ム、 面白い。 見事 汝が此 事 を。 M 

ハ テ扨 きざな 九 郞兵衞 様。 マ ァ 奥で 一 献 

おあがり なされ ませ。 卷 そんなら 左 七。 

花 咬 を 九 郞兵衞 に。 * サ 、 、 、何もかも 

此 胸に。 新き つと 返事 を 待つ て 居る ぞょ。 

關先づ お入りな され ませ。 * 戀と いふ 字 

は。 詞の 糸で。 結んで。 其 下心。 ナホ スフ 

シ村 太夫 俄 見が てら。 網 五郎が 母の 手 を ひ 

としば い 

く 妹のお 房。 七 年 三つの 年配 も 男 えらみ 

に 肌 知らす。 袖 はとめても 何 所 やらに。 

本スヅ おぼこ は 見えて 可愛らし。 詞ァ 申し 

母榇。 今の 襟 子 は 面白い こと ぢゃ ござん 

せぬ か。 伊久 太夫 ヲ V  ノ此 年になる まで。 

終に 吉 原で 俄の はやしと いふ は。 <iT 年. か 


見初め。 村サ イナ。 それに あの 太鈹 打つ g 

た 一人の 人。 いとしら しい 男ぢ やと。 B 

地 晖の人 は 目の 先に 思案 工夫の 慰 間の 左 

七 衬見 るから ぞっと 戀 風の 含む 目許 も。 

フシ 愛 |5 あり。 伊久 S 母 は それとも 氣も付 

かす。 8^ 辆五郞 も 來てゐ るで あらう が。 

何 にゐる ぞい 逢 ひたいと。 いふ は 

そ は 

幸 ひ 渡りに 船。 お 房 は 左 七が 傍に 寄り。 

5- 申し 近頃 申し兼ね ましたが。 本 町の 綱 

五郎と いふ 入の。 遊んで ゐられ ます 茶屋 

は どこで ござります。 埔御^^じならばど 

ぅぞ敎 へて 下さん せ。 „M 詞 ハイく 則ち 

其 隣の 近 江屋。 わたし も隨 分お 近付きで 

ござります。 村お 名 はえ。 間の 左 七 

と 申します。 W テモ よい 名ぢ やな あ。 ど 

すゐ だ- つじ 0- 

こに ゐ さんす え。 58 ハイと つと 水道 尻に 

居ります。 前獨 りか え。 伊久 コレぉ I 

房。 そんな 事 は 聞かいでも 大事ない。 ち £ 

よつ と 兄 を 呼出して。 S ハイく 私が 呼 育 


w して 上げ ましよ と 壎內へ 這 入れば。 W 

a テモ氣 のよ いお 方。 男 捩なら 氣 立てな 

ら。 * 物 和ら かで しゃんとして。 好いた 

風ぢ やと 仲 上り。 見る うち W づる網 五 

郎。 ホ母者 人。 お 房。 俄 御 見物で ご 

ざり ます か。 伊久 ヲ イノ 。それ はさう とち 

と內 へも歸 らしゃれ。 昨夕からの 流速な 

ら。 酒 も 大方 過ぎた であらう。 此春 勘當 

許してから。 內の事 は そた た 任せ。 ひよ 

しんしゃ ゥ 

つと 身上し もつれて は。 あの 母が あま や 

かし。 勘當 許した ばっかりで。 よい 老& 

の商資 を。 散々 にした と 言 はれて は。 そ 

ち は 固より。 行 先の 近い 此身。 死んで 未 

来で 親父 殿へ。 どう 一一 目譯は あらう と 思 ふ 

ぞ。 * どうぞ 心 を入替 へて。 糸屋の 家の 

接く やう。 思案して たも 網 五郎と。 ス, -打 

しんみ 

淚 ぐむ フシ 親身の 意見" 誤り 入って 

網 五郞。 5- ハ 、成程 私が 不調法。 ふつつ 

り 廣通ひ はやめて。 伊久 ャレ ふつつ り 止 


めいと 言 ふで はない。 若い者の ことなり 

や。 友達 中 や 廓の 手前 付合 ひも ある も 

の。 それ 知らぬ おれで もない が。 此ぉ房 

も 嫁入り 時分。 どうぞよ ぃ虚 へ 片付け 

て。 わしに 樂 しみ を させて くれ。 衬コレ 

さん  どつ こ 

兄 様。 わしゃ 何 處へも 行く ことい や。 そ 

んな事 は ほって 置いて。 ァノナ ，ァノ 襟 子 

の太鈹 打った。 左 七さん とやら いふお 人 

は。 ぉ內 儀さん が ござんす かえ。 卷ム 、 

ィャ あり ゃ獨 住み。 村 スリャ おかみ 樣は 

ないかえ と。 地味な 所へ 念押して 嬉し 恥 

し 母の 前。 脇目に フシ ちらす はぢ 紅葉。 

伊久 * 母 は 引取り。 龔サぉ 房歸り ましよ。 

晚には 必す戾 らしゃれ と。 我が 子 思 ひ 

うばざくら  I 

の 姥樓。 樓に 曇る 花の 町 跡に も 心 引か さ 

る.. - 7 シ娘を 連れて 立歸 る。 内 匠 * 引 遠へ 

て 花 ゆ、 が。 S 網樣 A  々 *。 お前 も 酸て 知 

つてね さんす 九 郞兵衞 が。 わし を 身受け 

するとい ふて。 追 付け 手附を 渡す 相該。 


閗 くと 其 儘 知ら さう と。 a 思へ ど 叶 はぬ 糸 

勤めの 此身。 どうぞ 仕樣 はない かいな と 1^ 

おろ/ \淚 に。 スリャ 九 郎兵衞 は。 育 

手附の 相談 するとい ふか。 今 も 今と て 九 

郎兵衞 が 一 言。 もう 腕づ くと 思へ ども。 

左 七が 挨拶 深切 を。 無下に もなら す 後 ま 

でに と受 合うた が。 シテ其 手 附の金 は 何 

程。 内 K アイ 百兩で ござんす と。 BE 地い ふ 

i: 奥より _i 花^様く。 内 KH  、何 をい 

ふ 間 もない。 地 後に くと 花 ゆ、 は フシ 暖 

押上げ 入る 跡に。 SKS 其百兩 貸し まし 

よと。 *f 投 出す 顔 は。 WW ャァ わり や 左 

七。 此金 はどうして。 S ィャ それに は 段 

段譯 ある 事と。 * 逢り 見廻し 小聲 になり。 

国元 私 は 武士の 果。 大切の 小 倉 色紙 を。 

去年 淺 草の 寺 内に て。 盜 まれた る 科に よ 

つて 流浪の 身。 其盜 人と いふ は。 ァノ隣 

に 居る 山 住 五平 太。 もと 私が 朋犛。 か 6 

に 彼扠が 仕! -とは 思へ ども。 それと いふ 


證據 もな く。 付けつ 廻し つ 窺 ふ內。 傍 を 

故れ ぬ 半時 九郎 兵衞。 サ 此奴 も 素性の 知 

れぬ やつ。 二人 を 捕へ；^ 議 せば。 色紙の 

在所 明白に 知れる は 必定。 ガサ 何 をい う 

て も 非力の 私。 力に 及ばぬ 無念の 月日。 御 

用 立つ 此金 は。 浪人しても 武士の たしな 

み 。今日の 手附の 間に合 はせ。 こなたの 難 

依 を 救 ふとい ふ も。 男と 見込んで 頓 みた 

さ。 此左 七が 力と なり 二人 を 捕へ て 小 倉 

の 色紙。 二度 我が 手に入る やうに。 コレ 

獻 Li 頼む 綱 五郎 殿と。 地 額 を 大地に 押し 

さげて。 思 ひ 入った る。 其 風情。 * ほい 

かに も。 ぉ賴 みの 一通り は閲 えたれ ど。 

女郎の ことに 金 借りて。 肩 持った とい は 

れて は。 どうも 此綱 五郎の 額が 立たぬ。 

マ ァ此賴 みは！^ 込まれぬ と。 地 財布 を 取 

た-フ 

つて 7 シ投 返せば。 M 地 ハット 左 七は當 

ii の 胸 を 極めて 綱 五郎が。 ！腰拔 いて 取 

直せば。 * 是 はと 询り 止む る 綱 五^。  S  S 


ィャ /.-.^o 色紙 を 二度 取 返さで は。 こ 

一つ もれ W 

の 身 は 一生 埋 木の。 壜 花に 呼ばれつ 色里 

に。 生 恥 さらす 封 £ 問。 何と 恥辱が 雪 がれ 

う。 生きて 甲斐な き 我が 命 放して 死して 

下されと 淚ぐ みたる 心根 を。 《- 思 ひやつ 

て 綱 五郎。 a ム、 成程 わし を 男と 見込ん 

で 。命に 代へ ての 顿み。 ハ テも うそれ 程に 

思 はんす ことなら。 頼まれて 進ぜ ませう 

わい。 S そんなら ァノ聞 届けて 下さり ま 

すか。 * サァ 頼まれて 進ぜる から は。 わ 

しも こなんに 無心が ある。 こ、 をよう 聞 

いて 下ん せ 。色紙の 詮議の 相手 は 侍。 一 

人 は 名に 負 ふ^ 時九郎 兵衞。 まさかの 時 

は命づ く。 命を捨 つれば 家が 立たぬ。 さ 

つきに も 母 者 人の 意兑。 親の 跡を絕 やし 

て は 折角 勘 常 許された。 此綱 五郎 先祖へ 

對 して どうも 立たぬ。 が爱が こなんへ わ 

しが 賴み。 さっきに ちらりと 兑た 妹のお 

房が 素 振。 何と あいつと 女 夫に なって 下 


ん すまい か。 S ェ、。 * サ これ 家 を さへ 

だとへ  , 

繼 いで 貰へば。 假令命 を 打ち やっても、 も 

が殘ら ぬ。 突 込んで 色紙の 詮議。 命に か 

けて 取 返して 進ぜ ましよ。 M ェ、 冇 難い 

恭ぃ。 さう おっしゃる ことならば。 いか 

やう 

様と もお 詞に從 ひませ ラ。 さりながら 私 

が 難 俵に 付けて お前の 命に 及ぶ 事 を。 

ハテ 何のい の。 モ頼 むと いはれ ちゃ 一寸 

も。 引かぬ が 老舗の 綱 五郎。 九 郞兵衞 で 

あらう が。 侍で あらう が。 遣 ひち つと 

も 仲の 町。 ャ コ レ 落着いて 居なさい と 命 

は。 地 露 塵 大丈夫 7 シ江戶 の 育ち ぞ頼も 

しき。 S as そんなら 此金 親方へ。 ィャ 

サ それで は此 男が。 ほ 其處は が 取 計 

ひ。 首尾よく 色紙の か へ るまで。 矢張り 

わたし は裙 間の 左 七。 地網樣 後に とぢん 

ぐば せより。 揚屋 を 7 シ さして 駔り行 I 

く  。内 K  S 隙 を 見合せ 既 出る 花^。  81 相 も g 

變らぬ 九 郞兵衞 が。 身請けの が 合わし や 育 


氣が 探め てな り やん せん。 左 七 様の 心 ざ 

しお 前 は 受けて 下さん した か。 *- されば 

いの。 それに 付けて 隣の 侍。 五平 太め は 

矢張り ゐ るか。 匠ィ 、 H 五平 太 は た つ 

た 今 裏の 方から 大門 口へ。 a-* ャァ それ 

やって はと 駅 出す を。 内お 裾に II つ て コ 

ぎつ さう  . ど I こ 

レ 待った。 氣相 かへ て コリャ 何 所へ。 

様子 聞かねば 放さぬ く。 お * ャァ 面倒 

なと 突飛ば し坊 を。 慕うて 一 i へ 追うて 行 

く。  * 早引け 四 ッに地 廻りの 。往来 も， 艳 

えて 日 木 堤。 鼻唄 諷 うて 五平 太が。 m 

る 跡より 網 五郎。 小膝 かビ めて。 ほ 申し 

お 侍樣。 ちょっと お待ち 下さり ませ。 内 匠 

ム 、待てと 留めた は 何 やつ だ。 《~ ィャ網 

五郎と 申す 者で ござります。 が 其 許 様 

は。 山 住 五平 太 樣ぢゃ ござり ませぬ か。 

sa 成程 身 ども は 五平 太ぢ やが。 其 網 五 

郞が 何の 用。 * ィャ 外の 事で も ござり ま 

せぬ。 其 許 樣は小 貧 色紙 を。 御所 持な さ 


れてござるとの^5-。 何と &-爾 ながら。 ち 

よつ と拜見 仕りたい。 内 ム、 ィャ身 ど 

も覺 えな いわい。 卷ィ、 ャな いと は 言 は 

さぬ。 淺草 寺の 寺 内に 於て。 何が な 

んと。 きへ、、、 C どうぞお In^ せ 下さり 

ませ。 内- K こいつ 馬鹿な こと をい ふニ才 

め。 酒に^ ひ醉 つた か。 H  、聞え た。 覺 

えない こ と 言 懸け 金で もせう と い ふ 腹 だ 

な。 惡く騷 ぐと 其 分に は赦 されね ど。 爱 

は 場所が 惡ぃ。 サ そこ 退いて 通せ。 e ィ 

ャ 通すまい。 足元の 明い 內。 きりく 色 

うぬ 

紙 を 出さいで な。 内 匠 奴 は 言 懸け ひ ろ ぐ 

な。 身が 该 中に 色紙が なくば 何とす る。 

まへ さ 含 

巷 ハ テ前 先見ぬ こと 言 はう かい。 色紙が 

なくば 此體 存分になら うわい。 内 匠 面白 

い。 しかと なれよ と 《? 詞 詰め OC 慎 まで 

朋け ひろげ。 サァ どこに ある。 * ャ。 

内匠サ 見ぬ かやい。 兩の袂 にや 紙, もな 

ぃぞ よ。 * サァ それ は。 e 匠ャ大 泥棒め が 


と。 地髪 摑んで 土に 55忖 け。 よく 太平 糸 

をぬ かした な。 どの 口から ぬかした。 マ I 

此顳 か。 ャ此腮 たか。 ェ 、白けた しゃ 育 

ッ面。 兒る もなか/、 いま，， - ^しいと。 

地 刀の |& にて 眉 問く わつ しり 流る 、 血 

汐。 ャゎり や 男の 面に 疵付けた な。 

内 K ヲ 、付けたり やどう する 泥棒 め と。 

誇 も碎 けと 精け 打ち C 想もう これ 迄と 網 

五郎。 ひらりと 拔 いたる 刀の 光。 内 KIJ^ 

先す つかり 五平 太が C 拔 合せて てうく 

/\ 打 合 ふ 光 は 闇の 夜の。 星 か 螢か電 

光石 火危 かりけ る 卷 へ次 第な り。 * 初め 

の 深手に |li ふす きま 疊 みかけく。 乘り 

か、 つて 網 五郞。 咽吮 ぐっと 止めの 刀 フ 

シ 心地よ かりし 有様な り。 新地う そ/ \ 

來か. "る 半時 九郞 兵衞。 卷樣子 聞く とも 

白^の 血 刀。 襦^の 片袖 引きちぎり。 血 押 

拭うて 投げ やる 後。 新 そっと 拾うて 歸る 幼 

とも。 き 知らぬ 網 五郎 溜息つ き。！ 55§ かに 7 


色 被と 思 ひの 外。 ム、 拔は氣 取って 九郞 

兵衞に 渡した か。 地 何にもせ ょ此 死骸。 

フシ 人に：：^ せじと 見廻す 所へ。 新地 提燈さ 

げて あの 屋十 兵衞。 火影に すかして 見な 口 

す 顔。 網 五郎 ぢ やない か。 卷 伯父 者 人 

か。 新地 提燈吹 消し 一 散に 閽は。 - 一人 あや 

なし 0  一一； a 

第 四 糸 屋の段 

地 繁昌の。 町 は 八 百 八 町なる ォクリ 其 中。 

中に 取 分けて 本 町 二 丁目 中根屋 と。 暖簾 

古く^ 家た る。 店に は 母 や 娘のお 房。 手 

柳れ し 業 も 糸に よる ォクリ さ、 が に。 な 

らで 夕暮の ギン 空に 焦る 上 化 嫁 は。 散る 

事 知らぬ 人相の 7 シ鑌 待ち 兼ぬ る 風？ S な 

たう ざん とめ 

り。 地表へ いそく 此 家の 伯父。 唐棧留 

かう くわつ おや ぢ 

の 袴 さへ 昔 渡りの 狡 滑 親 仁。 あの 屋十兵 

衛に 付添うて。 左 七 も あ ぢな緣 の 糸 結 ぼ 

れし身 VT 紛失の。 色紙の 行方 詮議の よる 


ベ？ 11+ と 呼ばる \ 昨日 今日。 町の 01 見え を 

引 連れて。 歸るを 見る より 母 娘。 《 ^コレ 

ハ/、 十兵衞 核い かいお 世話。 伯父 様き 

つい 御苦勞 様と。 * 挨拶 あいそい つより 

も 増さる 7 シ思ひ を EH の 色に。 ® 出さぬ 

綱 五郎 奥より 出で。 詞 これ はく 伯父 者 

人。 お 年寄の 御 苦勞千 萬。 町 向き は濟み 

ました かな。 ヲ、 濟 みました/ \o ィャ 

何 sfe 殿。 これに ゐらる k 左 七 殿 はお 房 

がきつ ぃ戀 I 耳。 アコ リャ うつむくな 。何 

も 恥 かしい こと はない わい やい。 所に 氏 

素 情 も 正しい 人と。 兄 綱 五郎の 合 點づく 

で。 昨夕 さらり と 祝言の 盃も濟 んで。 女 

夫は瘦 間へ 這 入る。 お袋 も 休まし やった 

跡で。 綱 五郎が おれへの 頼み。 勘當 のう 

ち 流浪した 加減 やら 兎角 病身に ござる。 

幸 ひ 左 七 をお 房に 見合 はす 上 は。 家相 緩 

は氣遣 ひな い 。わし も 安堵し ましたれば。 

ついでに 明日 町の 名前 も。 讓り替 へ て 下 


されと 事 を 分けて おれへの 輯み。 幸 ひ 争 g 

日 は 町の 算用 寄 合 ひ。 左 七 を 連れて 町中 

E 見えの 上。 讓り替 へ も濟み 帳面 も 改め 

ました。 成程々々 其 事 は 今朝 もちよつ と 

間き ました。 ハ テ もう 脊丈 仲び た此ぉ 房。 

餘 所へ 嫁入 さすれば 兄の 物入り。 五 年 六 

年内 を 出て。 うき 艱難し やった 綱 K 郞。 

鬼 角ァノ 子の 心任せに してやって 下さり 

ませ。 兄 や 娘 や！ „T 殿の。 手に か、 つて 介 

抱 受け 送られう と 思へば こんな 瘩 しい 事 

は ござらぬ。 わし 程 果報な 者 はない と e 

地悅ぶ 親の 心根 を 思 ひやる 程 綱 五郎。 明 

日 を も 知らぬ 我が 命と。 知られぬ 母の い 

たはし やと 0 ひし/ \ 胸 へ あたりの 人 

3。 まぎらす 煙草の 煙より C 敢 果なき 此 

身と 喰 ひしば る フシ 吸口。 かみ 割る ばか 

りたり。 S 知らぬ が 花 IH. 左 七 も 挨按。 ^  I 

不思議の 御緣で 親子の 約束。 モ 何にもと £ 

んと 存じ ませぬ 私。 とかく 宜しくお 指圖 育 
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をお 賴み申 上げます る。 ヲ 、 此十 兵衞も 

年寄って 子 とてもない 身。 此方から も 頼 

みます ぞゃ。 H  、聞けば 生れ は 上 州と や 

St- しゃう .,，• , 

ら。 ィャ もう 斯うなる も 皆 前生の 因禱っ 

く。  H  、かう 言 や ぁぢな 言分ぢ やが。 親 

も 子 も 義理 ある 中が 猶 大切。 お袋 も是か 

らは此 左 七 殿 を。 網 五郎 ぢ やと 思うて 可 

愛が り。 ハテ其 位に 思 はねば。 隔てに 親 

子 は せぬ もの。 叉辆 五郎 は勘當 許さ 

ぬ 昔と 思うて ない 者に して 居 やつ しゃ 

れ 0 ハ、、 、ァ、 とつと もう 餘り目 出た 

嬉しうて。 やら S かう 理に 入って 来さ 

うな。 サ 、 こ れ から 奥 へ い て。 打 解けた 

ゆうべ ざん 

1^ しませう。 ヲ ゝ それく 昨夜の 残で コ 

レぉ 房。 アイく ほんに 御苦勞 休め。 伯 

父 樣に酒 一 つ。 兄樣 お出で。 左 七樣。 * 

こちの 人 さへ 言 兼ねて まだ 恥 かしき 初 女 

夫。 7 シ打 連れ 臭へ。 入相 過ぎ。 *{仝 の 雨 

夜の 嗜 きょり。 心の 暗き 半時 九郎 兵衞。 


門口より 聲 高に。 55稱 五郞內 にかと * い 

ふを閗 付け出る 戶ロ 。顔 を^いて。 -国ム 

. おもて 

ム面 はこれ まで 見知って 居れ ど。 物い ふ 

たは 一 昨日 初め。 が マ 何と 思うて 此方の 

家へ。 ィ ヤ^の 事で もない。 一昨日から 

われに 逢 はう と 跡 追うて 廻った。 が 大方 

家に ゐ ようと 思うて 來た譯 は。 此間 われ 

が 取った 花^が 手附華 文。 何と おれに 吳 

れ ぬかい。 ハテ 仰山な。 高が 女郎の 出入 

り。 其 樣に嫛 高に 言 はいでも。 やる 筋な 

れば此 綱 五郎 未練 は殘 さぬ。 さつば りと 

こん 9 ん 

やる。 が 又 やる まじき 筋 なれば。 金輪際 

よう やるまい わい。 ム、 コリャ 尤も ぢ 

や。 そち も 大枚の金。 百 雨と いふ もの 出 

した 手附 Slla 文。 只 貰 はう とい ふ で も な 

い。 コレ これで 貰 はう と * 懐より。 取 出 

す は 血 汐の片 袖。 見る より は つと « 五 

郞。 身の 一 大事 二つに は 母に 聞かせ じ 知 

ら せじと。 心 は 千々 に 塞がる 胸。 へ、 


へ、、 ム 、何と 結 精な 代物で あらう がな 

ァ。 サ いやと 一一 r や 代官 所へ ぢゃ。 ァ 、 こ 

れ九 郞兵衞 C  ■ 成程 望みの 手附證 文。 われ 

にやら うが。 明日まで 待って くれ。 ェ 、 

ならぬ わい。 待つ くら ゐ なら 又 外に。 結 

構な 代物が あれ ど。 急に 金に ならぬ 故。 

乇 明日の こと はさて 置いて。 一時 も 待た 

ぬ 半時 九郞 兵衞。 ぐづ くぬ かしゃ 此袖 

が。 たった今 代官 所。 サ 否か。 應 かの 一 

口 商 ひ。 きりくぬ かせと J^i! 體も。 握 

つた 證據 に膝强 く。 弱 身へ 付 込む。 フシ 

いがみ 面。 ハテモ さう 首 やり や 是非が 

ない。 證文は 渡さう が。 襦!： の 事 は命づ 

くぢ や。 命 はちつ とも 惜 まね ども。 今 死 

ぬるまで も 母 者 人の 耳 へ 入れと もない。 

コ レ爱 はわれ も 男 づくぢ や。 何と 河岸 ま 

で 歩んで たもらん か。 其 上で 證 文と。 其 

片 袖と を引眷 へに。 ム、 ハ テ もう 證文さ 

ふし よ ク 

へ くれる 氣 なら。 それ 程の 事 は 不承し よ 


うわい。 サァ來 い。 地來 いと 先に 立ち。 

無理の 理詰め も そでない と。 言 はれぬ 血 

汐の片 袖に。 道理が 負けて し をく とォク 

リ 伴 ひ へ 河岸 へ と 行く 空の。 地 親なら ぬ。 

親の 心の 闇なら で。 義理の 子 故に 迷 ふ 身 

の。 道 さへ 暗き 町筋 を ォク 9 尋ね。 尋ねて 

石 塚彌三 兵衞。 小 糸 を 連れて 提燈の 小ォ 

タ 9 火影に。 すかす 門の 口。 結えて 程經 

し 老人の 7 シ心覺 えに 打 頷き。 戶を引 明 

けて 上り口。 賴 みませう と訪 ふ聲。 母 は 

あんどう 

間 付け 一間 を 出で 行燈差 寄せ どなた ぞ 

と。 窺 ふうちに しづくと 。娘 を 伴 ひ 石 塚 

彌三 兵衞。 国ホ、 ゥ久 々中絶 致せし 4=r 

お 忘 れも 御尤も 。召 連れた る この 娘 は。 

藁の 上より 養子に 貰 ひし。 上 州 赤 城の 家 

中。 石 塚彌三 兵衞で 搏 座る。 ホン-一誠 

に。 これ は とんと お見忘れ 申し まし 

た。 マ 何と 思うて 殊に 夜に 入っての お出 

で。 マ ァ./ \/\ 是へ お通りな され ませ 


と。 * 奥底 もな き挨梭 に。 7 シ 上座に 通れ 

ば 母 妙 閑。 血筋 ゆかしき 我が 子の 傍。 

ホ 、產 落した 母 なれ ど。 藁の 上から 養子 

にやった そなた。 モ ほんに 我が 子ながら 

初めて 逢 ふ も 同じ 事。 ャレ くマァ 美し 

うよい 器量に 成人し やった なう。 親御 達 

の 育ての よさと 思 はる、。 コレ/ \« マち 

ぁ&む 

と 仰向いて 顔 見 しゃいのと。 * 餘念 なき 

母 娘 は 只。 7 シ 差しう つむいて 答な し。 

地彌三 兵衞詞 改めて。 詞ィャ これお 袋。 

はる <\- と 尋ね 參 つた 仔細と いふ は 別儀 

でない。 様子あって 此娘。 實の親 餌 へお 

戾し 申す。 ェ、 そり や 又 何故で ござり ま 

す。 サ レバ。 二十 年の 今日の 日まで。 實 

の 親より 大切に 孝行に して くれた も。 緣 

なき こと は 力なし。 というて 娘に 芥子 程 

も 科 はない。 樣子は 彼に 閒 かれよ と。 地 

濕り 勝ちなる 詞の はし。 ム、 お怒りの 

體も なく。 御 不便に おっしゃ りながら。 


實の 親へ 戾 すと は。 ハテ 心得ぬ。 コレ 娘。 ？3 
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樣子 はどう ぢ や。 サ いうて 聞かし や。 早 

う *  くと せっかれ て。 小 糸 はやう > 

顔 を あげ。 藁の 上から 二十 年の 年月 育て 

あげられし。 大恩の ある 父 様に 親子の 緣 

は 身 を 切る より。 つらい 悲しい S き 思 

なか 

ひ。 まだ 其 上に 恥 かしゃ 十月のお 腹 を 苦 

しめし。 產の恩 ある 母 樣に又 苦 を かけに 

戾 されし。 切ない 苦しい わたしが 胸。 あ 

けて 言 みのも シ恥 かしながら。 58 母樣。 

わたし やお 屋敷の 御法度 を 背い たわいな 

ァ。 ャァく 何とい やる。 御法度 を 背い 

たと は。 扭は そなた は 不義し やった の。 

ァ 、 これお 袋。 不義 なれば サ 命がない。 

そこ を 存じて 何 にもい はぬ。 サ其言 はれ 

ぬ 病 ひの 相手 は。 不慮の 儀に 付き 御 IT 

今 この 江 戶にゐ るとの こと。 聞く と 彼め g 

が 瘤の 種。 其 上に 早 や 七月。 屋敷の 內で f 

產み 落さば。 間數 とてもな き 小身の 某が 育 


5SS5。 お 上へ 知れたら 娘 も 孫 も。 いぢら 

しい 目を昆 ようかと。 それが 不便 さ 可愛 

さに。 S 二十 年来 -vf 塩に かけ。 よ 花よ 

と樂 しみし。 たった 一 人の 此娘 を。 緣切 

つて 返しに 參る 身. か 心。 どの 樣に あらう 

と 思 はる .1。 ァ 町人の 身分なら ばな。 

早速 よ 舅よ と。 取 結び も あるべき に。 

地 刀 差す 身の 情な さ。 召 連れ まゐる 道々 

も。 彼が 姿 を 見る に 付け。 何の 因果で 是 

程まで。 育て上げ たる 娘に 刖る ふこと ぢ 

やと 思 ふ 程。 一 足 歩めば 二足 蹄へ。 寄る 

年の 身の 便りな さ。 チと いふ もの、 あれ 

ば こそ。 忠も盡 せ義も 磨け。 一人娘に 引 

^れ。 何樂み の 扶持 知行。 淺 ましの 武士 や 

と。 表 を 立てて 何事 も 言 はぬ とい ひし 詞 

の 下。 取亂 したる 恩愛の。 淚は 武士 も 町 

人 も。 ^に 變らぬ 忍び泣き。 母 も 淚に娘 

は祸。 有雜淚 名残の 淚淚々 は 玉 川の 7 シ 

六つの 袂を" 絞りけ り。 彌三兵 衞は泣 


く 目を拂 ひ。 5^ ハァ これ は 武士の ある ま 

じい 未練の 淚。 お袋の 手前 も 面目ない。 

シテ 御子 息 锅五郞 殿 はお 留守よ な。 御歸 

宅の 節よ き やうに 親み 入る。 ャ なに 小 糸。 

いふまで はな けれども。 若し かの 人に め 

ぐり 逢 はピ。 それ とても 貯へ なき 浪人の 

身の上。 假令袖 棲 結んでも。 襄屋 長屋の 

住居す ると も。 貞女の 道 を 忘る \ な。 無 

事で 暮 せよ。 お袋 さらばと * いひ 捨てて 

しづく 立 つ て 表の 方 。見返り もせす フ シ 

出で て 行く。 墻是 なう 暫 しと^ 寄る 戶 口  C 

外から びつ しゃり 立 切る 緣刖れ て。 フシ こ 

そ は立歸 る。 跡 は 親子が 詞 さへ。 スェテ 

泣き 連れ 歸る 雁の 音 も。 おぼろ/ \ に 春 

の 夜の。 本 7 シ 霞が 埋む 鐘の 聲。 If 母 は 娘 

の 傍に 寄り。 13  n レ小 糸。 何もき な./ \ 

と 思 やる こと はない。 世間に ない 習ひぢ 

やなし。 そして ほんに 姉のお 房。 j| 妹と 

はいふ もの i  二十 年 振りでの 名乗 合 ひ。 


また 近付きに する 人が ある。 昨夜 姉のお 

房に よい S 耳と つての、" それ はくよ ぃ氣 本 

な 人。 ほんに 明日まで 延ばす もどう やら 育 

異な もの。 マァく 今夜 引合 はせ う。 姉 

や。 お 房。 お 房と 呼ぶ 聲に 7 シ アイと 答 

へて 姉お 房。 一間の 內 より 立 出で て。 蔑 

ヲ 、母樣 許して 下さん せ。 昨夜 夜の 更け 

た 加減 か。 酒が 廻る と 伯父 樣も御 寝な 

る。 わたし も 左七樣 も。 ァ ノ四壘 半で ふ 

せりました。 そして ァノ そこに ござる 女 

中樣 は。 どこから 見えた お 客で ござんす 

え。 ヲ、 我が身と した ことが。 いかに 昨 

夜の 草臥ぢ やとて。 さっきに からの もや 

/1  二人ながら 根から 知らす か。 知ら 

ぬかと は 何事 ぢゃ いな 。されば いの。 こ > - 

にゐ やる は 二十 年 以前。 藁の 上から 養子 

にやった つ そなたの 妹ぢ やわい の。 マァ 

/、 樣子は 長い こと。 養父 石塚彌 三兵衛 ほ 

樣 が。 たった今 連れて 展 しに ござった わ 7 


いなう。 ェ、 そんなら あの 子が 妹で ござ 

ん すか。 地 ナウ 懐し やと K 寄れば。 姉樣- 

しん  おと-ひ 

かいな と 手 を 取合 ひ。 親 は 泣 寄り 姉妹 

が 。何に 付けても 目に うるむ。 7 シ淚は 

女の 道具な り。 詞ヲ、 妹 何にも 氣遣 ひに 

思 やる こと はない ぞゃ。 網 五郞樣 とい ふ 

^な 兄樣 ある 上に。 昨夜 ござんし たこち 

の 人。 左七樣 とて それ はく 氣 立ての よ 

い。 モウ/ (-^ 母樣の 前で 言 ひ 難 

いが 0 其 モウ 男の よさ 0 そなた も わしに あ 

やからして あんなよ い 殿御 持た す 程に。 

何にも 案じる こと はない ぞゃ。 ャァノ 母 

様え。 左七樣 起して。 此 子に 近付きに せ 

うかいな。 ヲ、 聲殿も 眠む たかろ が。 ほ 

んの 里子の 昃っ たやう にう ひ/., \ し うし 

てゐ やる。 左 七 殿に も 引合 はして。 此母 

が賴 みませう。 ちょっと 起して 呼んで お 

ぢ やと。 * 詞の內 に 姉お 房。 一間へ 入つ 

てよ い 男 持った 自慢 を 今 逢うた。 妹に 見 


せる 募の 先行 燈の 火に 見合す 顏。 詞ャァ 

お前 は。 ァ 、 これく。 サ コ レ妹 御。 何 

も かも 一 間で 様子 は閗 いて 居りました。 

何にも マ ァ今晚 はおつ しゃるな。 不思議 

の 御緣で こなたの 內へ參 るから は。 兄弟 

同然の こな 様の 身の上。 身に 引受けて お 

世話 致す く。 お 身の上の 色 話しに は。 お 

袋 や 姉御の 傍で はさし 合 ひも ある もの。 

ナ コ レ 何事 も 推量 致して 居ります ると。 

地目 まぜで 留められ 設方 も。 いうて よい 

やら 惡 いら。 憎い 中に も 可愛い 男。 スェ 

差控 ゆれば。 それ ぞと は。 7 シ 知ら ぬ が 

佛 母と 姉。 E ヲ、 聲殿 よい 推量。 身最属 

をす る やう なれ ど。 モ 若い 時には ある 習 

ひ。 モ思 ひも 寄らぬ 面倒な 小姑が。 どこ 

から ら炅 つて 来たと。 うるさう も 思 は 

しゃろ が。 こな 樣の 妹と 思うて。 遠慮な 

う • り 廻して 下さり ませ 賴 みます。 わし 

やもう 何 かの 氣 草臥れ。 奥へ 行て 休み ま 


す。 若い者 は 若い 同士  。コレ 小 糸。 鼕殿ゃ ^ 

姉に も 何 かの 譯を 話し や。 ャ それ はさう 

と此網 五郎。 又 どこへ ぞ 行き やった さう 

うす ざ  ,、 3 

な。 ァ 、薄着して 風 引かねば よい 力。 ほ 

んに 苦の やむ 隙がない と。 地 鬼に 角 物 を 

思 はする 子 故に かこつ 我が 居間 へ。 フシ 

入る や 入る さの つぎ 德 なき。 左 七 小 糸 は 

顔と 顔。 あけて 言 はれぬ。 もつれ 糸。 地 

お 房 は 立って 押入れの 蒲圑。 とり 出し 塗 

枕。 今宵 は 伯父 樣 もお 泊り。 妹 も 奥に 

f< やる であろ。 どうやら 奥は氣 * 力 置 力る 

る。 サ ァ 左 七 様。 二階で お前と 私は寢 

て。 * 誰 憚らぬ 一 つ 夜着。 サァく 妹。 

そなた も 早う 母 様のお 傍へ 行ても う 休み 

や。 サァ ござんせ と 嬉しげ にい そい 

そした る 姉 娘。 SI ェ、 何の こっち やい 

なく，/ \,\o ホンに あたお 目出度 I 

い。 あた 阿呆らしい。 叉？ _ ^様も^ 樣。 こ £ 

し. i 處へ篝 入り するとい ふ 樣な搴 が。 マ 


何 慮の 國 にある もの ぢゃ いな。 コレ/ \ 

妹な に 言 やる。 こんな 慮と 卑下し やる は 

尤も ぢ やが。 今宵から はこち の 旦那 殿。 

そなた も どうぞ 主の 世話になって。 又 主 

の やうな よい 男。 * 持た してやら うと 又 

しても。 男 自慢が 口先へ。 出る に 付けて 

も。 燃 上る 胸の 焰の やる 瀬な く。 詩 嫌で 

ござんす。 何のよ い 男の 何のと て。 入の 

心 を 思 ぴ やり もない。 畜生の やうな。 猫 

の やうな 犬の やうな。 モ ほんに/ \ わし 

や W 付きたい。 付きたい と 袖 を 喰 ひ 

しめ。 喻 ひしめ て 身を賴 はせ し 腹 立 ち 

淚。 道理と 思へ ど此 場の 仕儀。 いふに 言 

はれす 胸板に 釘 ^ を。 7 シ打 たる 思 

ひ。 * 悟られ まじと コ レぉ 房。 5 一十 年 も 

育てられた 父御 に^れた 水 離れ。 こり や 

きつい b« と 昆 ゆる。 それ 黑丸 子で も あ 

5 ゆ 

るなら 白 湯 も 一 口 持って ぉぢ や。 早う。 

* 早う に 何の 氣も 。付かぬ おぼこの 姉 娘。 


フシ 奥へ 行く 間 を 待 兼ね て。 小 糸 は 左 七 

に しがみ付き。 閗ぇ ぬわい なと 泣 出す。 

口に 袖 あて。 コレ聲 が 高い 。譯を 語る 

もせつ くるしい 此 仕儀。 コレ 紛失の 色紙 

詮議の 問。 そなたの 爲 にも 實の 兄。 锅五 

郞 殿の 情に て。 暫 しょる ベの 此 入。 飼 

な 者。 閗 えぬ 者と 恨む は 重. 尤も なれ 

ど。 爱を そなたの 親里と は 夢にも 知らぬ 

此左 五郞。 さりながら。 昨夜の， 言 今日 

の？^。  一  H; 網 五郎 殿へ 契約の 義理 を 立 

つる も 今宵 一 夜。 今夜 中には 色紙の 在所 

も 知れる 苦。 コレ暫 しの 事と 辛抱し や。 

殊に 又 ァノぉ 房が 心 ざし。 これ とても 捨 

てられす と。 * 詞に小 糸 は 恨み 泣き。 a 左 

五 郞樣。 聞え ませぬ。 《f ソモャ 二人が 馴 

初め をい ふ は 今更 愚痴 なれ ど。 去年の 彌 

よ ひ み产 つ，  めう と はな 

生の i 祭 桃と。 サ？ 柳の 女 夫花羡 しいと 

いうた の を。 目で 合點 して 其 時に。 柳の 

糸の 名に よせて。 わし は 三千 年 か はらぬ 


なぞ/ i 

と 花に よそへ て 謎々 を。 とく 下紐の 結 ぼ 糸 

樓 

れて。 お 身の 難儀の 憂き^れ。 只ならぬ g 

お とづれ ^ 

身 を 胴 怒に。 何のい なせ も。 音信 も 泣い 育 

て くらせし 憂き 月日。 s_ 耳 入せ ねば 色紙の 

詮議。 しられぬ 事で も あるまい に。 たつ 

た 一 夜 か 二 夜 さの 姉御の 心 ざし 捨てられ 

ぬと は餘 りな。 移り 心と 取 付いて 恨み フシ 

かこつ ぞ。 道理なる。 地 左 七 は 只 ハァハ 

ァと手 富る やうに お 房が 手前。 奥 を 見や 

りて 立つつ 居つ。 うろつく 中に 姉 A 房。 

フシ 茶碗 片手に 黑丸 子。 5« サァく 一 べん 

尋ねて 取って来た。 白 湯 も 沸して 来た 程 

に。 * 1 ロ吞 みやと さし 置け ど。 腹立ち 

淚に 身を投 伏せ。 正體 なければ それ ぞと 

は。 露 知らぬ 身の 氣も 付かす。 《»ヲ 、 コ 

リャ もう 餘程 きつい 疲。 今 さはったら 悪 

からう 此儘寢 かして 置く がよ い。 モウ 夜 

も 更けた 左 七樣。 * サァ くごん せと 手 M 

を 引かれ。 何と 方 見 かへ る聲" 何の 心 7 


もな まめく 姉。 身 を 額 はして 泣く 妹。 三 

.1 なれ  0 ぽ  とも ，しび 

人 三つの 金輪の 火 上る。 n 一階 は燈火 も。 

いとしめ やかに 見えければ。 小 糸 は ある 

にも あられぬ 思 ひ 前後。 不覺 のうら み 泣 

き。 5^ 千の 万のと いうた とて。 姉 様の 事 

なれば 所詮 此 家で 添 はれぬ 緣。 とはい ふ 

もの 、左 五郎 樣。 變り やすい は 男の 癖。 

ラち 

ひょっと 私に 愛想が つき。 肺 様と この 家 

で。 一生 添 ふとい ふ 様な ひ よんな 氣 にな 

らしゃん したら。 わしゃ マァ 何とせ ぅぞ 

いな./ \> 。ヲ 、 さ うぢ や 。生きて 憂き 恥 さ 

ら さうよ り。 憎い 男へ 面 あてに。 地 死ぬ 

ると 覺悟 極めても。 又 引か さる 我が 夫の 

ス M テ 心 は 何と 白紙 や 相の 山 力； のべに。 

今 置く 露漠。 口紅 粉 筆の 我と わが。 思 ひ 

血 を 吐、 時鳥。 ナ ホス 7 シ 月がない たか 一 

聲も。 哀れ を 添 ゆる ものと て は 夜半の。 

嵐の しみ と。 身に しむ 母の 恩の 程。 

思ひ镜 けて 網 五郎。 九 郞兵衞 に 契約の 時 


刻 は 今宵 听六ッ の 鐘 はかね て の 生死の 

境。 今 一 度 母に 今生の。 §^乞 ひ をと 我が 

家の 軒。 戶を引 明 くれば 驚く 小 糸。 S 誰 

ぢゃ 今頃に。 どこの 人ぢ やと。 * 甞置 

かほ. A た S  i  '  JI 

を 袂へ隱 す 7 シ 顔形。 地ぢ ろく 眺め 網 

五郎。 K ム、 どこの 人ぢ やと 言 ふこな た 

はどう やら 見た 樣 なが。 マァ こなた は 何 

所の 入ぢ や。 アイ。 わたし は Is^l; な 娘で ご 

ざん す。 ャ何ぢ ゃ娘ぢ や。 アイ。 そして 

お前 は 何 所のお 入ぢ やえ。 わし かえ。 わ 

し は爱の 息子 ぢゃ。 ェ、 そんなら お前が 

兄樣。 網 五郎 様で ござんす かと。 S いへ 

ど 不審の 一間より。 詞ヲ、 合點が 行く ま 

い 網 五郎。 戾り やった かと 母 妙 閑。 地 一 

間 をと つか は 立 出で て。 5^ ヲ、 不審 は尤 

も。 コレ此 娘 は そなたの 妹。 藁の 上から 

養子に やって 4- の 名 を 小 糸。 譯は ゆるり 

と 明日で も 話さう。 ム 、すり や。 石塚彌 

三兵衞 殿へ 養子に やった 妹。 マ ァく何 


は ともあれ 息災で 嬉し.^。 ャ それ はさう g 

と 母 者 人。 少し 話したい こと も あり。 コ 

レ小糸 そなた も 草臥れても ゐ やうし。 奥 

へ 〔仃 てもう 休み や。 アイ。 サ、、 、。ァ 

ィ 行き や 早う くと せり 立てられ。 -&! 地 

休む 心 は 泣く/ \ もた^ 眼に か、 る 二階 

の 方。 思 はじ 見 まじと 思 ふ 程。 思 ひやる 

ぼんな う 

瀬 も 夏の 虫。 我 を こがせる 1^ 惱の。 暗き 

火影の ねたましく。  7 シ 是非な く 奥へ 入 

りに けり.^  * 跡 打 見やり 網 五郎。 母の 傍へ 

さし 寄って。 a ヤコ レ母者 人。 ちと 無心 

が あるが 閉 いて 下さり ませぬ かい。 ヲ、 

あの人と した ことが。 親子の 中に 無心と 

は 何事 0 ぢ や。 ァ いや 外の ことで もない 

此綱 五郞。 又勘當 がして 欲しい。 ャァ何 

といやる 網 五郎。 尤も 若 氣の廊 通 ひ。 死 

なし やった 父 殿の 堅い 氣で 勘當を さつ I 

しゃった も。 ほんの 塩 踏ます ため。 追 出 g 

した 其 跡で 母が 案じ は 幾 世の 思 ひ。 五 年 宵 


六 年泣暮 し。 渐 うと 尋ね 逢 ひ。 勘當 許し 

て 間 もない に。 又勘當 して くれと は。 氣 

が 達うた か辆 五郎。 ァ いや 氣も心 も 違 は 

ね ど。 ほんの 譬に いふ 通り。 乞食 三日す 

ると 忘られぬ と。 勘當 許されて 家へ 戻つ 

て 其氣づ まり。 もうく 商資 がうる さう 

て。 家に 居る ことが いやで。 マ、 第一 こ 

なた の顏 見る 事が 眞 から 底から とんと 胺 

ぢゃ 。ぢゃ 程に 。たった今 又勘當 して 下さ 

れ。 いやと 言 はしゃっても。 どう 曾 はし 

やっても こちから 親 を 勘 當ぢ やと。 地投 

出す 詞に 母親が。 愛想 もこ そ も 突 詰め 

た 0  K 立ち J?^ 聲 ふる はし。 88 ャィ罰 あた 

りの 不孝 者め。 是 程に 思ふ此 母に。 何が 

不足で 其 様な 愛想 づ かし をよう 言 ふな。 

モウ/ \- とんと 思 ひ 切った。 望みの 通り 

勘 富す る。 出て 行き をれ。 コリャ 忝ない 

わ。 ァ 、案じる より 產 むが 安いと あまち 

やな 母 者 人。 くどくく と laT が 明く ま 


レと 思うた が。 ィャ もう とんと 野の 宫 0 

世間が 廣 うなった やうな。 ヤコ レ親 でな 

ければ お 房め も。 今夜 戻った 小 糸め も。 

兄弟で ない ほどに。 重ねて どこで 逢 ふと 

も。 物 もい ふな 他人 ぢ やと 言 間 かして 下 

され や。 どり ゃ是 から 出掛けう と。 *f 大 

手 を 振って 7 シ 表の 方。 網五郞 待ち や。 

親子 は 一 世。 此世 ばかりで 又 逢 はれぬ。 

母が 顔 も 見 もしたり。 そなたの 顔 も此母 

に。 とっくりと 昆 せて たも。 ェナ、 何と 

いはつし やる と。 8 犴に應 へて 立 留れば 

二階の 障子し め 明けに。 樣子 立閉く 左 

七。 母 はせ き 来る 淚 ながら。 人 を 殺し 

た 科の 首 網。 親兄弟に か 》 らぬ やう。 妹 

のぉ房に！^-取って俄の讓り。 其 上 勘當し 

て くれと 言 やる そなたの 心。 又 さっきに 

奥から ちょっと 見た。 九 郞兵衞 とやら が 

持って来た。 血に 染まった 片袖 は。 ァリャ 

わしが 縫うた そなたの 襦杵。 ェ 、 サ こ^。 


何 ぼ 女子に 生れても。 そなた を 産んだ 母 糸 

ぢ やわい なう。 壁に 馬を乘 りかけ たやう ■ 

に。 昨日から 今日の 仕 接。 其處へ 心が 付 育 

かいで かいな う。 ム、 スリャ 。何 かの 様 

子 をば 御存じ か。 ハァ。 塯 はっと 驚く 辆 

五郎。 二階 も 障子 を 締切る 胸板。 一間の 

內 より 伯父 十兵衞 走り出で て。 B1 コレぉ 

袋。 わし も 共 々隠した を 料簡して 下され 

や。 勘當 許して 間 もない に 廓 通 ひの 網 五 

郞。 意昆 しに 連れて 昃 ろと 尋ねに 行く 日 

本 堤。 行き か、 つたれ ば 人殺し。 

ながら 提燈で 顔 見れば 網 五郎。 コリャ た 

まらぬ。 マ 、どうい ふ 譯と樣 子 問 ふ 間 も 

人目の こ はさ。 無理やりに こちの 家へ 連 

れて戾 り。 何 かの 入譯左 七の 様子。 マゲか 

うくして 吳れ とおれへの 賴 み。 ハテも 

う 返らぬ 事 は 是非がない。 一先 づ爱を 立 

退かさう と 思へ ども。 言 はに 一軒 Q 主。 

落に なって は 家が 立たぬ。 幸； is 左 七に 7 


ぉ房を娶せ。 ^&^にしたのも。 コレ こなた 

の 心 を 休めう と。 綱 五郎が 孝行。 わし も 

又 世 を廣ぅ 辆五郞 かくま ふ 心 町の 讓りも 

濟んだ 上。 それから は 上方へ でも 落さう 

と。 心を碎 いた 昨日からの コレ このし だ 

ら。 死なれた 兄貴 佐 右衛門 殿が 臨終の 枕 

許べ おれ を 呼んで C コリャ 十 兵衝。 勘 當 

はし たれさ も。 只 不便な は 網 五郞。 性根 

さへ 直ったら 勘當 許して へ 入れ。 おれ 

に 代って 世話して くれと。 コレく 苦し 

い 中で ほろ リ つと。 淚を滾 して 目 をふさ 

がれた。 兄貴の 末期の 詞と いひ。 俺ぢゃ 

と言うて 子と て はなし。 甥と いふ も 網 五 

郞 一 人。 若し や 維 目に か、 らう かと。 昨 

日 今日 も 一 粒の。. 菩薩 も 咽へ 通り ませぬ 

わい の。 地 何の 因果で 此樣 な。 S 目 を 見 

せて くれる ぞと。 歎けば 母 は正體 なく。 

それ 程までに 網 五郎 を。 可愛がって 下 

さる か 嬉しう ござる 忝い/, \。  * がさり 


とて は閉 えぬ ぞゃ綱 五郞。 51 人 を 殺せば 

科 人と。 辨へ 知らぬ そなた ぢ やなし。 明 

日 を も 知れぬ 年寄った 此 母に 憂目 を 見よ 

とい ふこと か。 これ を 思へば 死なし や 

つた 親父 様が 仕 合せ ぢゃ。 I 年 跡に 生殘 

り 0 情ない 目に 逢 ふこと やと。 母と 伯父 

とが 手 を 取って。 詞 十兵衞 様。 お袋と。 

« 顏 a- 合せて I 時に わつ と 泣 出す 一 一階に 

■ だん はしご 

も。 お 房が 泣き 聲段 梯子 踏み はづす やら 

落ちる やら。 詞 情ない 左七樣 がく 左 七 

樣が。 書置殘 して 二階から。 どっちへ や 

ら 行かし やつ たわいな ァと。 地閗 いて： H 

り 11 五郎。 共に 慌てて 十兵衞 も。 1? トレ 

くく マ ァ く 其 書 置を讀 んで 見や 

と。 * 老いの そ ろの 身 も ふる ひ 行澄提 

, -  か はらけ ゆ 9 こ 

げる手 も わなく。  土器 搖 込み フシ 眞 暗- 

がり。  *H  、鈍な 人ぢ やと 網 五郞。 勝手 

, i  r ひま 

へ燈 しに 行く 隙に。 小 糸 は 一 間 をし のび 

足。 夫の 跡 を 慕 はんと。 心 あてど も 潜り 


を ォクリ 難なく。 へ 表へ 立 出づれ ば。 小屋 g 

根に 隠れし 左 七が 門へ。 ふ はと 飛んだ る 

妹脊 の緣。 物 を も 言 はす 手に 手 を 取り。 

軒に 忍べば 網 五郎。 やう/ \ 燈し來 る 行 

燈。 お 房が うろ /(\ 又 ばったり。 、 

面倒な。 讀 むに は 及ばぬ 其 書 置。 此網五 

郞が 様子 を閒 いて 死ぬ る覺 悟に 違 ひ は あ 

るまい。 今宵 中には 手に入る 色紙。 左 七 

が 死なぬ 其 內に取 返して 渡さねば。 折角 

盡 した 志 も 水の 泡。 母 者 人 さらば。 伯父 

人跡 を賴 むと 言 捨て て 7 シ 一 散に 駐 行け 

ば。 S お 房 も 夫の 行方 をと 甌出づ る を 母 

と t<  そと も 

と 伯父。 留 むる 內に 外面の 二人。 道 を 遠 

へて 妹脊 鳥。 塒を 立つ や 明六ッ の。 鐘 は 

上野 か 淺草か 夜明けぬ。 うちにと  一 i 

第五 道行 妹 脊の組 糸 „、 

サハリ いとし さはいと に染 込む 小 紫。 色に は 

出で たる 江戶鹿 子。 いふに 言 はれぬ 恩と 育 


義理 。戀と 愔にナ * ス フシから まれし。 うき 

身 を 何と。 左 五郎が。 小 糸 諸共 本 町の。 

スェ テ糸屋 をぬ けて 出 づる夜 は。 まだ ほの 

ぐの 朝霞。 見えつ 隠れつ 行く 道の。 ォ 

クリ あてど もへ いづく。 1 筋に。 ニ上リ 1<絮 

がれ 出で て 通り 町。 一 二 丁 過ぎ て 今の 身 

は。 してう にか、 る惡緣 の。 いかなる 業 

が傳馬 町。 死 出の。 旅路の。 門出 は 留め 

てと まらぬ 7 シ 旅籠 t 。け は ひ 化！^ も齊 

のま X。  G 塊髮も なき 油 町お 前の 目許 

の にいと しらし さの 淺 から， ぬ。 タ、 キ 

i 草 梳の梳 柱" ふち は 瀬と なる 人心。 も 

し 兩國の 二道な。 風に 靡く や 柳 梧。 何の 

變 らうい つまで も。 8- ぢ やない かや 茅 町 

の。 可愛 さ を 目に 7 シ森田 町。 正 八 格 も往 

すの。 武士の t; 一； 加に 盡き たかと 愛き 事に 

^l-をくろ^£-f;^i~^に。 それと 觀 昔の 塔 は 

五重 か 三重の。 罪深き 身に。 いと *v 猶。 ^ 

理の 父さん の 母^^も嘸 ぞぉ 腹立ち。 


W から 深い 中ぢ やと は 知らせ 給 はす 姉樣 

の。 私 を 恨んで ござんせ う。 堪忍して と 

ばかりにて。 槌り 付く の も 付かる-も。 

淚 にくれ の 朝顔 や 共に。 萎る X 顔と 顏。 

男も淚 にかき くれて 死ぬ る覺 悟に 書き 殘 

し。 爱ま では 出 たれ ど 色紙 を 捜し出す ま 

では。 死ぬ に 死なれぬ 我が 命し ばし 浮世 

を かくれ 笠。 ス, - 身の 置き所 も定ら す。 

そなた は糸屋 へ 立 歸り身 二つに なり 腹な 

子 を。 大事に 育てて たもい のと。 い へば 女 

は^り 付き。 サハリ 無理 は 男の 癖 なれ ど。 

タ、 キ こんな 難儀に なった の も。 拔 をたん 

だへ て 行く 時 は。 みんな 私が 戀路 からお 

前に 浮世 を 忍ばせて。 何と 身 も 世 も あり 

. わか め  S しら  ゃミが 

そ 海 若布 かる。 ほ 猿す む。 山家 住居 も 野 

の 末の。 月 もる 宿 も。 あばら 屋も 何の。 

苦にせう 厥 やせぬ。 連れて 退く のが， 嫌な 

らば とても 覺悟 を； a? めた 此身。 お前の 手 

にかけ 今 こ 、で。 殺して たべと 取 付いて 


はかなぐ どく ナホ ス フシ 口 1 目。 花の 铕 I 

や。 花の 露 ぬれて 戾 りのお ざまし。 1 下 J 

リラ はき 樓 はつい 風 かをる 惡性 もの。 見 -1 

事に^い たと な。 ^いた 樓を 染めた と 

ひ t た 

さ。 染めた 此紋ど うぢ やい な。 かげ 日向。 

あるの はしん き. - つらい もの。 梅 を 心の 

誓 ひに 折る と は何ぢ やい な。 昨日に か は 

ると さ。 明日 は k 紫へ 行かん すか。 留め 

を だ ♦< き 

る 袂に苧 環の。 糸に よる。 柳 はしん き。 

亂 れ髮。 ナホ ス諷 ひさ ビ めく  7 シ聲々 に。 

間 流し 行く 水の 音。 大 川筋の 舟よ ば ひ 空 

しらぐ と 東雲に。 す は 身の上 を 人 や 知 

る。 人 や 咎めん こなたへ と。 手に 手 をと 

りの 諸 羽 交 か あいと 鳴け ど 憎まる- -。 里 

の 烏の 吿げ 渡る。 タ、 キ感の 様子 をよ そな 

しるべ 

がら 聞く も。 心の 力 草。 ナ * ス知 達の 方に 

しばらく は。 身 を 寄せ 浪ゃ花 川戶。 花の 

今-つ 5 う  き <っ ち や £ 

姿 や 花の 袖。 吉左右 待たん 待 山吉 原。 5? 

さして ぞ三 *_ へ 念ぎ ける 


第 六 駒 形の 段 

地 S11K町の方ょ.！^も息をはかりにぇぃさ 

つ さ。 ぐる./ \卷 きの 吉原 駕。 跡から ひ 

つ 添 ふ 半時 九郞 兵衞。 駒 形 堂 につく 息 

杖。 向う へ 人影 南無 三寶。 見付けられな 

とよけ るう ち C 待った くと 1^ 來る本 

町。 7 シ棒 鼻し つかと 支へ たり。 詞 コリャ 

何とす る 網 五郞。 ィャ 何ともせ ぬ。 いか 

にも われが 望 みの 通り。 百 雨の 手附 

文。 襦祥の 袖と 巷へ ぐに 渡し たれば。 

もつ ちの 十分。 が おれ も 又 そっちから。 

ちっと 受取りたい 物が ある わい。 ム、 そ 

ていか *- やう 

り や 何 を。 ィャ 外の 物ぢ やない。 定家卿 

の 小 倉 色紙。 五平 太が 手から 請 取り。 わ 

れが 持って 居よう がな。 ョ 何が なんと。 

ィャサ あらが ふな 九郞 兵衞。 宵に われが 

しろもの 

詞の はし。 急に 金に な b にくい 代物と。 

ぬかした が 此方の 閉 きかけ。 三寸 俎板 見 


拔 いた 網 五郎。 きりく 渡して 貰 はう か 

い。 ム 、 さう ぬかし や 面白い。 たと へ證 

據は 渡しても。 日本 堤で 五平 太 を 殺し。 

まなこ 

死骸 を どんぶり 言 はした まで。 黑. S 眼で 

こま ごと 

睨んで 置いた。 細 言ぬ かしゃ たった今。 

代官 所へ 注進して。 三寸 繩に締 上げさせ 

うか。 スリャ どう 言うても 色紙 は 渡さぬ 

な。 ヱ イワ 毒 喰 はに 皿。 おのれ も 生けて 

は 置かれぬ と。 * いふより 早く 九 郞兵衞 

が。 先 を 取らん と拔 放し。 切 付く る を 身 

を か はし。 拔 合した， る，： G 匁と 白 R!^ 光り 

びつ <  うろた へ 

に 恂り駕 の 者。 喧嘩々々 と 狼狽 騒ぎ。 フ 

シ駕を 捨てて ぞ 5^ げて 行く。 地 こなた は 

互に 身の 大事。 命 限り 根限り。 疊 みか， け 

が 2 めく 

てぞ 三 S へ 切 結ぶ。 S 强惡 不敵の 九 郞兵衞 

も 。義心の に 切 立てられ。 フシの たれ 廻 

つて 死して げり。 地 駕の繩 目をやう く 

に 引 切りく 甌 出る 花暌。 綱 五郎 様。 

コリャ 何にもい ふな。 心 を 付けよ と 立 寄 


つて。 * 死骸の 懐中 。捜り 見れ ども 色紙 ^ 

いぶか  7 

は 無し。 コハ /\ いかにと 訝る 中。 こ- 

に何やら 落ちて あると。  取上げる を 網 五 

郞 。すかし 詠めて。 詞ャァ こり や 質札。 

あとが ね 

拉は 色紙 を 質に 入れ。 身受けの 後金 渡し 

たな。 これ さへ あれば 氣遣 ひなし 忝し と 

ラ しろ 

押 戴く。  * 後に ばら， -、 所の 大勢。 ャレ 

人殺しと わめく 嫛。 砂 を 摑んで 眼つ ぶ 

し。 花^ 來 いと 引立てく。  I： 岸に 幸 ひ 

楚げる 猪 牙ぎ。 飛び乗る 間もなく 橹を押 

立て 跡 しら。 波と ぞ li へな りに ける 

第 七 行 德の段 

しも ふさ  ？ゃ うとく むら 

JS 下總 の。 7 シ行德 村に 住みながら。 身 

に德 もな き 貧し さは。 持って 生れた 盆の 

く はも xf さく  ふたせ 

窪 茂 治 作と いふ 小百姓。 二 畝が 見 世に ぶ 

らくと 草履 草鞋の 紐よりも 細き 煙の 侘 糸 

ャ交 ひ  の ちづ  0 

住居。 岩 藤は此 家へ 敷金 持って 後 連れ g 

た a- かたち  ^ 

と。 形 も 容も變 る 世 も 7 シ 金の 光の たか 宵 
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枕。 * 茂 治 作 は德願 寺の 回向 も濟ん でい 

つきせ き歸る 我が家の 門の 口。 昆れば 女 

房が 图爐 端。 ふん ぞり 返る 寝姿に。 呆れ 

果て てつこ ど聲 コリャ 嘆。 お 岩く。 

ェ 、 マ ァく背 戶門を 明け ひろげて。 何 

とした どぶ さり ざま。 * 起きぬ かやい と 

やか t 

枕許 q つぶやく 聲に 目を覺 し。 、喧 

かど  わる 

し いわいの。 背 戶門を 明けて 用心が 惡 

か。 何故 内 にゐ やらぬ ぞいの。 ャィ く。 

おのれ マ そんな 口 を 利き をるまい。 毎晚 

每晚夜 を 直と。 めくり を 引きに うせて は 

夜 を 明し。 畫 になる と 縱な事 を 横た へ も 

せす。 おれが ちょっと 德願寺 様へ 御 回向 

に參 つてく る內。 起きて 居る ことが なら 

をな _J 

ぬかい。 ァノ爱 な * 引きす り 女子め と疊 

叩いて 7 シ 腹立ち 聲。 W お 岩 はじろ く 

茂 治 作が 顔 を 細目に 起 上り。 85 コレ ベら 

棒 親 仁。 こなた は n リャ氣 が 達った の。 

何ぢ やと 思うて 其樣 な。 太平 を 言 やる ぞ 


いの。 コレ此 おれ はの。 赤 城の 奥御殿で。 

お 年寄 樣 とも 言 はれた 身。 何の 爲に 敷金 

おいぼれ 

持って。 こなたの 様な 老 筆の。 何の 役に 

も 立たぬ くに や/ \,, ^と。 あたしん き 

な 男 を 持つ ぞいの。 おれが 心任せに 暮さ 

うと 思 や こそ 。十五 兩の 未進に 詰まって。 

ぎつ ちか はとして ゐ やった 金 を 立 巷へ。 

雨が 降る と 傘 さ- * ねば 住まれぬ 家 を 建 直 

うみ-つ ォ 

したった 一 人 客が あると。 產 月に 氣の付 

いたやう に。 騷ぎ 廻って 借り あるく 諸道 

具 を 買 ひなら ベ 見 世に ァ レ少 しづ つ 物 を 

置いて 商 ひさす は。 コリ ャマァ 誰が 金ぢ 

やと 思 やる ぞ。 皆此 ぉ岩樣 のお 金 ぢゃぞ 

や。 ほんに おれ も 此內へ 来る 時 は。 まだ 

みづ くと したわしが。 あんな 男 を 持つ 

とい ふ は。 餘程 無分^ ぢゃ がと は 思うた 

れど。 ァ 丄咼 がよ ぼけた ひん こ 親 仁。 夜 

晝 おれが 血氣に 住して せこめ たら。 半季 

し 《4 

か 一 年で 見 SB つて 了 はう し。 閉 きゃ吉 原 


に 娘と やらが 勤めして。 大分よ. S 女郎と 

聞けば。 ほんの 無盡を かける 氣で。 親子に 

よし  ねんぎ  , 

なった 誼みに は。 年が 明いたら 年 切り 增 

し。 年が 明いたら 年 切り 增し。 皴の よる 

まで 勤めさしたら。 萬更捨 金に もなる ま 

いと 思 や こそ。 貧乏神の 神主 を 見る やう 

な こなた を。 おれが 男に 持った ぢ やない 

か。 サァ かう いふが 腹が立つなら。 勝手 

にしゃれ 。こなたの 身上と いふ は。 油つ ぎ 

の會 所見る 樣な ァノ佛 澄と。 對王 時代の 

ふるつ ら  かみくずかご  ， 

古 葛籠。 底の 抜けた 鍋签と 紙屑籠 も 一 所 

に脊 負うて 。今 此內を 出て 行くな りと。 貸 

した 金 を 耳 揃へ て戾 しなり と。 二つ 一つ 

の 返事 ぢ やと。 地口へ 出 儘の 惡ロ雜 言。 

いひ 込められて 一 言 も * もぢ/ \ として 

茂 治 作が。 律義 一 べん 返答 も。 スュ 貧苦 

をく やむ ばかりな り。 7 シ 折から 来る は。 

めくり 友達。 さんまの 彥 治が ぬつ と 入 

めう と 

り。 a ハァ、 久しい 物の。 又 女 夫 喧嘩で 
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えす か。 大方 親 仁 殿の 口が 過ぎた ものお 

や あろ。 かう いや 婆樣の 眞を する やう 

なが。 何も こなたが いふ 筋 はない 蒈ぢゃ 

て。 重ねてから きっと 嗜ま しゃれ。 いや 

コ レ お 岩 様。 もう， \ 今日は わしが 挨 

拨。 料簡さん せ/ \。 そして 今夜 は需麥 

切屋 のこん が てら。 お前 を 速れ て暮早 

早。 來て くれと 賴んで 居た。 ァ レ德願 寺 

の 暮六ッ が 鳴る。 H  、そして まだ 內證 

で。 こなんに 話して 儲ける 口 も あり。 サ 

ァ /\ 行かう ぢゃ あるまい かと。 地 入 喻 

馬に 相 口の。 儲けと 聞いて 顔色 か はり。 

a ハテ もうこな たの 挨梭 なら。 料簡なら 

ぬ 所 なれ ど 無下に もなる まい。 コレ親 仁 

殿。 重ねて 吃 度た しな まし やれ や。 そし 

て それ おれが 〔仃た 留守の 間に。 水 も 汲ん 

だり。 明日の 麥も よばして。 佛 壇の 掃除 

から。 買うて 置いた 痩 も 料理して。 又 そ 

れ。 昃る 時分に は。 茶 も 沸して 寐所も 敷 


いて 置かし やれと。 * 喚き 散らして 錢 財 

布 片手に 提げて 二人連れ。 伴 ひて こそ 

7 シ出 でて 行く。 地 跡 打 詠め 茂 g が。 口 

惜しい と は 思へ ども。 勝たれぬ もの は 敷 

金の。 ス， -才覺 何と 泣く ばかり。 し をく 

立って 火 打 箱。 打つ 石の 火のば らくと 

落ちる 淚 にしめる 炭。 漸ぅ 燈し佛 壇の。 佛 

の^の 薄 かりし 綠は 先立つ 女房が。 位牌 

に 向 ふ 7 シ くも ゎ聲。 88  ロレ 嘆。 堪忍し 

てた もや。 取 分け 今夜 は そなたの 逮夜。 

さぞ や 草雜の 陰から も。 いらぬ ことして 

後 連れ 持って。  <1 マに も 娘の 花^が。 廓の 

年明け 歸 つたら。 ァノ わん ざん な權 母め 

が。 むごう つらう 當る であろ。 それ も 皆 

おれが 心からと。 恨んで ばかり ゐゃ るで 

あろ。 尤も ぢゃ 道理 ぢ やが。 モ あの 樣な 

根性の。惡ぃ者とは^!|知らゃ。ァノ今來た 

なかう ど 

彥 治が 仲人。 敷金 持って来る 女房と。 ^ 

くと 其 儘 後先の。 閗 合せ もせす 呼 入れた 


は。 未 I を 立てい と 庄屋 殿から。 嚴 しい 

催促。 娘が こと をよう 知って。 年 切り 增 

して 金 立てい と。 在所の 衆の す、 め。 可 

愛 相に お 咬めに。 長の 苦 を さす 悲し 

さ。 詮方 盡き て 敷金 の。 付い た 女房 入れた 

ほん 

も。 眞の 娘が 可愛い さが。 《f 却て 仇に な 

つたの ぢ やと 生きた る 人に いふ 如く。 老 

のぐ ど/ \ 悔み 泣き 7 シ珠數 を。 こづた 

ふ淚 なり。 地 忍ぶ 身 は 薄 の穗 風し みぐ 

と。 まだ 近付きに ならね ども 镧五郞 は 花 

唤を。 親里に 預け 置き 色紙の 在所 尋ねん 

と フシ 二人 連立ち 夜の 道。 》sn レ 花晚。 

九 郞兵衞 を 殺した 場で。 手に入った 色紙 

の 質札。 在所 は 知れても 請 出す。 金の 才 

覺す るまで は。 我 さへ 浮世 忍ぶ 身に。 そ 

なた の 風俗 目に 立てば。 一倍 心が 引か さ 

る- -。 親 仁 殿 をよう 輯ん で。 隨分 人目に 

か らぬ やう。 暫く 身 をば 隱 してた も 

と。 * いへば 花^ 淚聲。 ひ よんな 私に 
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が てうき 御難 儀 をさせます と。 思へば 

g が碎 ける 樣な。 貧しう 暮 して ござつ 

わたし と-  1 

て も。 親 もしい 私が 父樣。 さりな から 閒 

けば 此春 |5 様 を。 呼ばし やん したとの 事 

なれば。 お 心 知らぬ 今の 母樣。 * お前 は 

大事のお 身の上 暫く 後の 辻堂に。 待って 

ゐて 下さん せ。 父樣に 私が 逢うて。 何 

か. の 話した 上で。 跡から お 知せ 申し ませ 

う。 ヲ、 尤も。 そんなら 必す 辻堂に。 親 

仁 s« へ もよ いやう に。 地 親む/ \ と 網 五 

郞。 辻堂 さして 引返す。 *? 花^ は 父親の 

ゆかしな つかし 逢 ひたさ も疵 持つ 足のう 

ら 若き。 フシ 戶を押 明けて 入りければ。 地 

かん * ん 

茂 洽作は 看 經の珠 數拷. 0 さし。 《5 どなた 

ぢ ゃ誰ぢ やと 見合す 顏。 a ャァ そなた は 

娘のお- ^しゃない か。 と > -樣 久しう ござ 

ん すと。 いふに K 寄り. - ヲ、 マァ よう 

ぉぢ やった の。 H  、 モ それから とんと 便 

り もな く。 どうか かう かと 案 じてば か 


り。 ャ それ はそうと。 今時分に 人 も 連れ 

す 。ム、 ハ、 ァ 何やら そぶ くそな たの 

樣子。 間かぬ ではな けれども。 今の 嗅の 

手前 を 思うて。 齒 ぶしへ も 出さなん だ。 

そして 其。 言 ひか はした 網 五郎 殿と やら 

の 事。 昨日 も 今日 も 談議の 場で。 餘所事 

に 聞いて 居て。 心が もやく 案じられた 

が。 其お 人 はどう しられた。 アイ 譯 をう 

すく 御存じな らば。 お 話 申す も 長い こ 

かどぐち 

と 。たった今 門口まで。 送つ て 来て 2^ あつ 

たれ ど 。今の 母 様のお 心 も 知れす。 マァ 

あと 

お前に 私が 逢うて 其 上で と。 ァノ 後の 辻 

堂に 待合 はして ござんす 害。 ヲ 、 それ は 

出かした。 よう 氣が 付いた な。 ィャ もう 

ひ よんな？！ -を 持って な。 われが 手前 も 面 

目ない。 小さい から 苦勞 して くれた。 其 

われが 惚れた 男。 命 も 何も 打ち やって 世 

話す る蒈ぢ やが。 サ 今の a- めが 其 根性の 

惡 さ./ \o こちの 内に はどう も 置か. d 


ぬ。 がよ い 思案が ある わい。 ゾ レ。 われ 

も 知って ゐょ。 水戶 街道の 新 宿 村に。 お 

れが 妹。 ナヤ われに 言うて は埒が 明く ま 

い。 おれが つい 一 走りいて。 稱 五郎 殿に 

逢うて 來ぅ。 其 間 留守して ゐゃ。 嚙めは 

今夜 もめく りに うせて。 夜が 明けねば 房 

ら ねば。 マ ァ氣遣 ひ はない 程に。 案じす 

と 留守して るい。 地つ い 行て 來 ると 子 故 

に は 暗き 道 さへ。 厩 ひなく。  7 シ 辻堂 さ 

して 急ぎ 行く。 まだ 宵ながら 淋しき は。 

本 フシ 何れ 在所の 習 ひか や。 * 恩 ひ はいつ 

か 花 咬が。 憂き を郸 てる 獨言。 おいと し 

や 父 様の。 年寄らし やん してお 氣扱 ひ。 

とっくり とした 入譯 を。 御存じ は ある ま 

いし。 人殺しの 辆 五郎 樣。 どうで 遁れぬ 

1K の 網。 わし も 共々 死 出の 旅。 覺悟 は疾ぅ 

から 極めて をり ます。 今お 眼に か- - るの 

が。 一 生のお 暇 乞に ならう も 知れぬ。 何 

やか ゃ餘 所ながら。 言 ひたい 事 はたんと 
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あれ どお 颜を 兌る と 悲しうて つ 一 つも 口 

へ は 出ぬ わい な。 地 若しもの 事が あった 

らば 嚷ぞ お便り も あるまい し。 お 歎き を 

思 ひやる。 不孝 を 許して 下さん せと。 憂き 

身の上 や 親の 事。 思 ひ 緒け し ロ說き 泣き 

フシ 袖 は。 淚の 露し ぐれ。 * 人の 哀れ は 白 

髮 のお 岩。 見た か 知った か 我が家の €:。 

差 足拔 足立戾 り。 つつと 這 人れば 花 咬 は。 

り 仰 H< フシう ろ く 目許。 詞ァ 、 コ 

レ くく。 何にも 氣遣 ひな 者ぢゃ ござ 

らぬ。 今 そこで 親 仁 殿に 逢うて 話で 間い 

た。 こなた は 娘の 花 咬と やら か。 ヲ 、美 

しいよ い 器量 やの。 わし は此春 嫁入って 

來た。 今の そなたの 母 ぢゃぞ や。 ェ 、 こ 

れ はく。 お前 はァノ お母様で ござんす 

か。 眞の 娘と 思 召し 可愛がって 下さ 0 ま 

せ。 ヲ、 あの 子と した ことが 可愛がらい 

でよ いもの かいの。 取 分け 小 さいから 

廓の 勤め。 一 ゃ苦勞 をし やらう と。 甲： 一 へ 


ばく 悲しうて。 ほんに く 夜の 目も碌 

に 合 ひませ なんだ。 マァ/ ,(\ よう 昃 

つて 下さった と。 地 猫な で聲も フシ 氣味 

惡く。  fl ィャ これお^ や。 閉 き や ァノ。 

そなたの 深う 言 交した。 其 木 町 糸 屋の綱 

五郎 殿と やら も。 ァノ人 を 殺して^ 落 を 

しられ たげ なの。 ェ、。 ァ、 これ。 何の 

わしに 隙す こと。 そなたの いとしが り や 

る 人の 事。 假令 どの 様な 事が あると て 

も。 命に かけて かくま ふ氣。 定めて 一 所 

に 連立って ぉぢ やった ぢゃ あらう。 サァ 

く 早う 呼んで 来て。 此母 にも 逢 はして 

たも。 ィ M  くく そり やお 前の 間 遠 

ひ 。何の そんな こと は。 ャィ賫 女め。 ェ 

ェ いけ まじく とした 此面 わい。 そんな 

でい く婆ぢ やない わい。 やい 其 綱 五郎め 

が 殺した。 山 住 五平 太と いふ は。 おれが 

大事の 甥の 殿。 甥の 敵 注進して。 網 五郎 

め を 逆 礎。 それとも 知らす ふか/、 と。 


うせた はお のらが 迷の 盡き。 サァ綱 五郎 

め は 何 iw に 居る。 有樣 にい や。 アイ 。サ 

いやい の。 アイ。 ェ 、 しぶとい 女郎 さい 

め。 どうで 斯うせ ざぬ かすまい と。 S 有 

合 ふ 細引お つ 取って。 立ち か X れば花 

が。 とや せん 方 も 表の 方。 ^行く先 を 立 

塞がり。 コリャ 0 どこへ 行く。 よそへ 

行くなら 綱 五郎が。 ゐる處 を 知らして 行 

け。 ァノ1:.^5!1な橫卷者。 サァ。 痛い目せ ぬ 

うち 早う 言へ。 fl  、しぶとい 女郎め ぢゃ 

と。 S かよわき 小 腕ぐ つと 捻 上げ。 容赦 

も 7 シ 荒く しばり 繩。 地 ナウ 悲し やと 花 

^が。 身悶えし たる 叫び 泣き。 f-H  、胴 

愁な 情ない。 S いかに ま、 しい 中ぢ やと 

てよ くくの 緣 なれば こそ。 親と なり子 

となる も 先の世からの 因綠づ く。 元より 

知らぬ ことなれば 貴 殺さる、 も 厥 はね 

ど。 あんまり 氣强 いか、 様と 身 を ふる は 

して 。泣き沈む。 《 ^ェ 、まだぬ けく と 諍 


ふかと。 * 維先 柱に 7 シく、 り 付け。 * 庭 

に 有 4a ふ靑 松葉。 圍爐 裏へ へし 込み 押 込 

ん で。 圑扇 おっとり はった く。 場ぎ 立 

かしゃく ォ 6 しゃ は  づ 

てた る！？ 貴の 責。 .^1^婆の三途 の 白髮の 

姥。 眞 黑々 と 立ちのぼる。 楚の 中に 花^ 

が。 阿 券 叫喚の 苦み も。 夫の 爲と胸 をす 

ゑ。 覺悟 はすれ ど 苦し さ 辛 さ。 85 と  >. 様 

屄 つて 下されな う。 父樣 なう も * 煙に む 

せ。 聲 さへ も 出ぬ。 地獄の 責 フシ 目 も 當 

てられす いぢら しき。 、扨 も，/ \ 性 

の 強い。 これで もい はぬ か。 ドレく。 

モウ これから。 むごい 料理 をせ ざなる ま 

いと。 出^ 庖丁 をお つ 取って。 * 逢り 見 

廻し 有 合 ふ 硬 石。 ね た^を 合す フシ 折 こ 

そ あれ。 * 辆 五郎 を 引 連れて 歸る茂 治 作 

我が家の 2。 娘の 泣聲綱 五郎。 肝に 徹へ 

て 門の 戶を。 はっしと 敏 破り a 入って。 

此體 見る よ" 飛び か. -り。 婆が 首筋 &摑 

み。 眞 逆様に どうと 打付け。 縛め 解けば 


花^が。 I 生った る 嬉し さは フシ 何に た 

と へん 方 もな し。 E ヲ、 よう 戾 つて 下さ 

ん した。 もちつ と遲 いと 今 こ -で。 殺さ 

る.^ のであった わい な。 ヲ、 さう あらう 

道理々 *。 今 親 仁 殿の 話に は 聞 いたれ 

ど。 是 程に はと 思 ひしが。 ャモ 呆れ果て 

たる 猫 股 婆め。 花 咬が 仕返しに。 これ こ 

れ汝を おれが さいなむ。 コ レ親仁 殿。 そ 

の 荷 ひ 棒 住せ 合點 日頃の 意趣。 手傳 はし 

て 下されと ひつ 張り 蛸の 棒 縛り。 圍爐裏 

の 傍へ 引据 ゆれば。 今の 返報 花^が。 松 

楚 を圍爐 裏へ 煽ぎ立て。 あ ふぎ 立 つれば 

目 を 白黑。 苦しむ 婆の 田 樂責。 7 シ 心地よ 

くこ そ 見え にげれ。 時分 はよ しとさん ま 

の彥 治。 婆樣首 尾 は とづつ と 入り。 見る 

より： g り n リャ ならぬ と。 出す を引摑 

み。 BM< 方 おのれ も合盜 め。 * 觀 念せ よと 

前なる 井戶 へ。 ざんぶと 打 込む 水の 昔。 

1 二人 打 連れ をち こちの 新 宿 村へ と  一 S 


第 八 小石 川の 段 

鹿 稱武藏 野に。 7 シ liis^ 簿。 穗に 出で て： 育 

« 亂れ合 ひたる 糸 筋の 分けてい はれぬ 戀 

中の 。僞 りならぬ 本 町 を 0 死にに 出で しも 

鬼に 角に。 スラァ 死なれぬ 命 暫く も。 義理 

こ 愈 0J み へん こ じゃく や 

と戀 とに。 つながる、。 駒 込邊？ ^小 借家 , 

たな か 

を。 假の 浮世の 假 住居 店借りて きて 昨日 

今日 。左 七が 留守に しほたら と フシ 小 糸が。 

長屋 呼び あるけば。 いと 夕暮 より。 

あ ひがし や そうが しら 

£ 力、 リ 相 1^ 家 3 想 頭 身の すぎ は ひは鎘 

の祌。 大黑 舞の 槌右衞 門。 元手 入ら. f に 

口先で 世 を 淡嶋の 權兵衞 と。 薄い 身代 吹 

けば 飛ぶ 虱の 神の 喜左衞 門。 三人 打 連れ 

どやく と。 上れば 直ぐに 座敷 やら フシ 

臺所 やら 隔てな う。 ，御 懇 に 致し まし 

よ C 先づ御 亭主に 近付きに なり ませう か 

い。 ハイ 不& ながら ァ ノ兄樣 は。 急な 用 ！ 

で ちょっと そこ 迄 出られました。 折角お 7 
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招き 申しまして。 不調法な 亭主ぶ り。 地 

モウ 歸 らしゃん すで ござり ませう。 それ 

までに 御酒 ！ つと。 恥 かし さう に 出す ち 

つ .》!s やわん 

ろり 7 シ 盆に 載せた る 筒 茶碗。 墻見 るよ 

り 先へ 魂 は 酒 は ゆなり し 呑 助 達。 腰 はお 

留守に 淡嶋權 兵衞。 手早に 茶碗と り 上げ 

て。 8™ ハレ ャレく そんなら ァノ御 亭主 

は。 お前の 兄 御で ござります かえ。 ハテ 

扨な ァ。 わし は 又 若い 女 夫の 宿 這 入り。 

ハァ 、何でも こいつ はお 駒才三 なぞと や 

ら かして 来た。 宿 這 入 げぢ やなと 思うた 

が 0 そんなら お前 は 妹 御で ござります か 

いな。 シテ見 ますれば 爱に 三味線 も ござ 

ります が。 ちと 承りたい なァ C ャ担 何れ 

も 御酒が 出ました。 ェ、 此 長屋の 付合 ひ 

は。 茶碗で 1 1^ 切りが 定 りなれ ど。 が 一 

1^ ぎりと いふ も氣 がかり。 われら 此 茶碗 

で 二 受けて 廻し ませう ャ いづれ も 早う 

, I)  つ，？ よう 

ござる お 酌。 ハ 、 、 、慮外と * 酒 追從。 


1 つ 受けて ぐいと 吞み。 扭 もう ましと 舌 

鼓。 待 兼ね 山の 大黑舞 咽 を 鳴して。 サ 

ァ くく 淡 嶋殿。 ぉ盃 頂戴 S たさう ハ 

ァ 、 こり や 御 造作で ござり ますよ。 la- た 

虚が 二人ながら いやしう 育たぬ 人と 見え 

ました。 隨 分と 世帶を 大切に なされ。 こ 

ちら も此 長屋へ 来た 時分 は。 それ はく 

苦しい 事が ござった/、。 が大黑 殿のお 

蓮で どうやら かう やら 暮 します る。 いや 

マァ 一 つ 下されう と。 地 引受けて ぐいと 

吞み C  S 扨 もよ ぃ氣 味。 コリャ 御酒に 念 

が 入りました 池 田屋の 出か 四方の 赤そう 

にござる。 ァ いや 風 喜 先生 撫ぉ待 遠。 ィ 

ャ もう 先つ きにから 魂 はちろ りの 中へ 飛 

んで しまった。 マァ 二三 盃績 けて 受けう 

と * いけ ぢな 上戸の 息な し 呑み。 詞ぉ酌 S 

度 ハ、、 お 慮外で ござります 。ヲ ット、 

ト、、 ハァ、 コ リャ鶴 を 呼ぶ やうな 事 を 

申した。 ちょっとお 間 を淡嶋 殿。 ィャモ 


ゥ とんと われら はニ盃 ぎり マ I っ吞 むと 

此 顏が眞 赤に 猿の 樣に なります る。 ハテ 

扨 1^ むな り をして 辭儀 する 人。 其 代り 牝 

大黑が 一 番 祝儀 を 見し らし ませう。 * と 

むは 

甲 張った る聲 はり 上げ。 つ 長屋の 權 

兵衞 殿。 マ 一 っ參 つて 猿と なる。 ハ 、 コ 

リャ い 差 詰め 此權 兵衛。 何ぞ 一 つす る 

のぢ やが 謠は 知ら や 淨瑶璃 は 節が いけ 

f-c ヲ、 ある ぞ/ \ えらい 事 をして 見せ 

う。 此間 見て 來た堺 町で 今 流行る 輕業。 

むさん 飛び をして 見せう。 地 コレハ よか 

ろと 相 借屋に。 サハリ のぼし 立てられ 淡 鳩 

が。 着た る 紙子の 袖な し 羽 辯 ひつく りか 

へす 麝金 裏。 身 持へ する 其 隙に 大黑 舞が 

あしつ ぎ  よも Z. だ- 0 

持って 出る 殂板。 足權其 上に 四方の 柄榑 

を 積 重ね。 風の 神が 口 まつの 出放題なる 

口上い ひ ナホ ス大 黑。 三味線 彈 いたく。 

詞 さて 東西。 いよ-,, \ 御覽に 入れます る 

£r  かるみ せつ 

が。 むさん 飛びち ん藏 升の 上の 輕身。 發 


端が しゃち ほこ 立ち。 足 頭に 付き ますれ 

ば 鶴链の 水遊び。 ハリ トウく く。 足 

升へ うつり ますれば 香撳翁 子。 手 を 放し 

立上り ますれば 野中の 一 本 杉。 其 體 逆に 

戾り ますれば 元の 香爐 IS 子と 房り ます 

る。 ハリ トウ/ \-/\ 。地と 口上に 0  I つ 

もい かぬ 升の 上。 ！； の輕業 見る 如く。 家 

撙碎 けて ころくく く。 腰骨 かまち 

で どうと 打ち C 庭へ どつ さり 打ち こけ 

て。 物 を もい はすぎ つくく。 小 糸 も 

氣の毒 かけ 寄って お 怪我 はない かと 撫で 

さす  あ ひがし や 

擦れば。 相 借屋もう ろた へ 騒ぎ。 藥ょ水 

よと 抱 起せば。 やう/ \ に フシ 人心地。 

a ァ 、 く 恨めしの 風の 神。 大黑殿 も M 

えませぬ ぞゃ。 おれが 仕付けぬ 輕業を 。留 

めて くれたら 此 やうに。 膝 骨 は 打つまい 

もの 。ァ、 腰いた や 堪えが たや。 * 思へ 

ばく。 商寶 の淡嶋 殷も閉 えませぬ と。 

恨めしげ なるお 音に て。 そ もく 紀州名 


草の 郡 加 田 淡 嶋大明 神。 女中 樣 方の 腰よ 

り.. 下の わ づらひ は。 直して やろ との 御 誓 

願に 此撮 兵衞が 骨の 折った をみ すく 

見ぬ 顔して 知らぬ ふり はお 胴慾な。 餘り 

氣强ぃ 淡 様と。 醉が迥 つてす、 り 上げ。 

しゃくり 上げた る 7 シ泣 上戶。 相 借屋 は 

あたま 

天 窓 を かき。 BS 是 はさて 情ない。 又 例の 

泣 上戶。 ほんに やれく。 こなたの 樣に 

泣く 年增 が。 大根 畠に あったらば。 嘸 か 

はやる 

し 時 行で あらう にと、" * 仇 口 まし ぐら 相 

借屋。 立たぬ 權兵衞 を 肩に かけ。 引 立つ 

れ ども 足 立た す。 B3 こいつ はいかぬ いつ 

そ 拍子で やって くりや 一 つと や 1 つ 長屋 

の 權兵衞 殿。 輕業 しくじり 腰拔 けたん の 

う 立 たれぬ たんのう 立つ 足 もし どろ へ も 

どろに 歸り けり。 S 侘 住居に は 取 分けて 

哀れ を 添 ゆる 初夜の 鐘。 心 も ほそき 行燈 

の。 饤を かき 立てても 後先 を 思 ひつ け 

て。 フシ しょんぼりと。 K 佐 七樣は なぜ 遣 


い。 何して ゐ さんす 事ぢ ややら。 早う 房 ；ノ 

つて くれたが よい。 住 馴れぬ 故 かして。 ど 

うち  なが  ju- 

うやら 氣 味の 惡ぃ 家と。 *すみ，^-詠め 

る女氣 の。 待つ 身になる なか. -る 身に 形 

かたち お- * やせ 

も容 も面瘦 し。 7 シ佐七 は 積る。 憂き 事の 

うきが。 中なる 憂世 帶。 うとく 戻る 我 

が 家の 內。 ちらりと 見る より 走り出で ヲ 

ヲ虔 らしゃん した か 待 兼ねた。 今迄 何し 

てゐ やしゃん した。 遲 かった 案じた と。 

* 女房 額して ちとば かり 7 シ世帶 めかす 

も 可愛 ゆらし。 ヲ、 道理  々。 待 象ね 

てゐ やらう。 早う 戾 ろと 思う たれ ど。 辆 

五郎 殿の 安否 も 開きた し 二つに は扮 失の 

ゆきかた  )  ) 

色紙。 行方 も 知れう かと あっち こっちと 

1^ 歩き 思 はす 夜に 入った。 ィャ これ 小 

糸。 今更い ふに は 及ばね ど。 糸屋の 家の 

騒動。 ゐ るに ゐられ ぬかに なり 速れ て 退 

いた 其 時 は。 死ぬ る覺 悟に g めた が。 色 お 

紙の 在所 知る まで は。 どうも 死ぬ にも 死 7 


なれぬ と 未練に 命ながら へ て。 せう こと 

やど  あぎ 

なしの 宿 這 入り。 ァ 、 モ ほんに 浮世に 飽 

果てた と 語る を くにい と，. 小 糸 は 

浮む 目に 淚。 ほんに お. はわし 故に。 

たんと 苦勞を さし やん すなう。 思へば 思 

. わた し 

へば 私 ほど 親に 不孝な 者 はない。 國の義 

理 ある 父 樣に。 思 ひ を かせて 憂き 別れ。 

又もや 產 みの It 様の。 * ぉ氣を 背いて 姉 

様に 添うて ゐ さんす お前と 連立ち。 退い 

て 二人が 此樣 に。 添うて ゐ るとの 取沙汰 

を閉 かしゃん したら さぞ や さぞ。 姉樣の 

お 憎しみ 母 様のお 腹立ち。 思 ひやる 程悲 

しうて 0 私 はいつ そ 死にたい と 。夫の 膝に 

取 付いて 7 シ隣 憚る。 忍び泣き。 * 左 七 

も淚の 眼を拂 ひ。 詞ァ、 ^もない 事 思 ひ 

出し。 思 出す 程 留め どがない。 千 萬 一一 15 う 

て も か へらぬ こと。 さっぱりと 思 ひかへ 

て。 サ、 わつ さりと しゃ- (\o さて まあ 

斯う 宿 這 入り をした から は。 何 ぞ商賣 が 


なうて はなる まいが 0 というて おれ は 商 

ひの 事 は 何にも 知らす。 ャ よい 思 付きが 

ある わい の C そなた は 三味線 をよう 彈き 

やる が。 何と いっそ 町藝 者に 出て くれぬ 

かい。 アイ モ 私が やうな 不束な 三味線で 

も。 役に立つなら お前の 爲。 ヲ 、 そり や 

忝い/ \。 したが 極めねば ならぬ 事が あ 

る わい の。 コレ 必ャ轉 ぶこと はならぬ ぞ 

や。 S あれ まだ あんな じ やら >\ と。 お 

前 を 置いて。 仇 枕 交す 心 はな いわいな。 

ヲット 誤り// \ -。 がそれ はさう と樓古 

のた め。 何ぞ彈 いて 見やらぬ か。 コレラ 

さ晴 しによ かろ ぞゃ。 アイ 私 も 屋敷で 彈 

いた 儘。 撥の 持ち やう も 忘れた が 地彈ぃ 

^し ざ. i- 

て 見ようと 衝 棹の。 憂き を 三 筋の 糸 しら 

ベ。 二 上 91! 思 ふ 中に も 隔ての 襖。 あるに 甲 

斐 なき 捨 小舟。 ヨウく くこち の 女 

房の 命取りめ。 何い ひぢ ややら すっきり 

と モウ 手が 廻らぬ わい な 。大事ない く。 


* わし は 白浪う つ、 なき 夜の 寐覺 の其睦 S 

1 一目 も „* 思 ひ 出す 程い とし さの ぞっと 身 も 

世 も あられう もの か。 思 ひ 廻せば 姉樣 

の。 私 を 恨んで ゐ やしゃん しょ。 堪忍し 

て 下さん せく。  せめて 名 古屋の 二重 

帶が。 一 二重 廻る 。ナホ ス詞 ヲット よし /\>。 

いや モウ 一 廉の藝 者樣ぢ やわい の。 そし 

て そなたの 其 振袖 今では 丁度 もっけの 幸 

ひ。 長屋の 衆の 思 はく も あれば 畫の は 

妹と 兄樣。 入相が ごんと 鳴る と。 直ぐに 

めれ ごと 

濡事女 夫の 飴 まり。 これ を 思へば ァノ鐘 

は暮 六ッぢ やない ぬれ 六ッぢ や。 H 、何 

を じ やら/ \> てんがう 口。 サァ もう 四ッ 

でも ござんせ う。 isl に 火 もよ ぃ寐 やし 

やん せぬ か。 テモせ はしない 床 急， き。 コ 

レ 今夜 はわし は 精進 ぢゃ。 ァレ まだ あん 

な惡 口ば かり。 よい 加減に 置いて なと。 お 

* 蒲團 一つが 玉の 床。 思 ひ 近 江の 疊の上 u 

浮世の 塵 を ひしき 物。 割な き 7 シ夢ゃ 結 育 


ぶらん。 《T 妹と 脊の 流れ は 同じみ なの 川。 

深い 淺 いの 分 隔て。 姉のお 房 は 戀聲の ォ 

クリ左 七 を。 戀し 小石 川。 タ、 キ其 隠れ家 

へより 糸の。 手 を 引く 伯父の 十 兵 衞が心 

も 暗き。 7 シ 小提燈 。地 尋ね あたりし 門の 

口  OS コレぉ 房。 口の 長屋で 聞いて 來 た。 

左 七と 小 糸が 隱れ家 は。 大方 こ、 に 極つ 

た。 なま 中に 案內 したら。 風 をく らうて 

553 げぅも 知れぬ。 どうぞ 仕様が あり そな 

ものと。 * いそく 話す も 1 1 人は氣 憑り。 

戶の隙 閗 より 差^けば 糙 に 伯父の 十兵衞 

殿。 置 去りに せし 姉のお 房。 南無 三寶と 

うろた へ 騒ぐ 內の 物音。 十兵衞 表の 戶を 

こぢ 放し。 這 入る を 見る より 矩 縫の €:。 

小 糸 は 何と 方 も。 納戸 へ 込む 後 影 コ 

リャく く 見付けた 待ち をれ と。 a 上 

つて 引 摺り戾 しどう ど 打付け。 3 ヤイこ 

こな 畜生め。 犬め ふんばり 女郎 めがおの 

れ。 此間江 戶四里 四方 を。 一 遍 三界 尋ね 


捜した。 知れぬ こそ 道理 なれ。 爱で 尋ね 

逢うた はお のれ 等が 運の 盡き。 お 天道様 

のお 知らせ ぢ や。 サ左七 を爱へ 出せ。 く 

(0 出し をらぬ かと、 坊疊 叩けば 小 糸 

は 只。 アイ/ \»/\と ばかりにて 何とい 

らへは 泣く よりも 7 シ 外に 返事 はな かり 

けり。 a" ム、 內に 居らぬ か 。留守なら ば 

留守に もせよ。 昃り をる まで 爱は 動か 

ぬ。 ェ、 おのれ は./ \/\。 マ 言 はう 所 

いた-つ らも Q 

のない 不義. 者 ぢゃぞ よ。 おのれ は。 藁の 

上から 彌 三兵衞 殿へ 養子に やって。 育て 

られた 恩 も 思 はす。 色事で 屋敷 をし くじ 

り。 親里へ 房った 晚に。 マ あらう ことか 

あるまい ことか。 姉顰の 左 七と 色事し 

て。 家 を駔落 するとい ふ 様な 又 こんな 素 

1? い 性の 惡ぃ 女子が。 此廣 い. 江戶 中に ま 

一 人と ある もの ぢ やな いわい やい。 夜 磨 

め。 助兵衞 め。 ほんに/ \ 意見す るも餘 

り 阿呆らしいて。 呆れが 舞うて 臍が 可 笑 


しがって 茶 を 沸す。 其 様な 不義 女郎と は 

知らす。 死なれた 親父の 佐 右衛門 殴 はな 

血の尾ぢゃとて汝を大體可愛がられた^$- 

ぢ やない。 けれど A 彌 三兵衞 殿へ。 やら 

ねばならぬ 義理に なり 養子に やられた 跡 

でも。 どうぞ あいつば かり は。 まめで 達 

者で 。屋敷で 出世，^ - させたい と。 コリャ 伊 

あたご さ *K 

勢 へ 七 度 熊 野 へ 三度 愛宕 樣 へ は 月 參りを 

しられた わ やい。 それに 又閲 いて は 居ら 

うが。 兄の 網丘郞 はな。 左 七め 故に 人 を 

殺し。 勘當 せねば ならぬ やうに なって。 

其 晚 から 行方 知れす。 それにお のい 等 は 

うち 

K 落とん と 糸 屋の家 はらんち き 騒ぎ ぢゃ 

わい。 其 中で も ァレ見 をれ。 お 房 はな 不 

所存な。 左 七め が こと を。 いひ 出して は 

泣き。 思 ひ 出して 泣き。 モ泣 明し 泣暮 

な^つぶ 

し。 とうく 目 を 泣 滑して 仕舞うた わ や 

^ あゆ 

い。 おり ゃモ あいつがず 愛うて くなら 

ぬ 程。 おのい 等が モ憎 うてくなら ぬわ 


い。 いとしい はお 袋。 いっそ 泣き もせす 

&と. * 

うろく と。 子供の 事 はかり 案じ。 I 昨 

から 床に 就いて 食 もい かす。 藥も 咽へ 

は 通らぬ わい/ \  。そり や 誰が 業ぢ や。 皆 

おのれが 業 ぢゃぞ よ。 俯いて ばかり ゐる 

こと はない わい。 面 を 上げい やい く。 

たな か 9 

それに まあお のい 等 はぬ つくりと 店 借し 

て 二人 暮 そと 思 ひ 居る か。 コリャ 天道様 

とい ふ ものが あって。 ョカ 暖かに 暮 され 

うかいな あ。 サァ左 七め が 事 思 ひ 切って 

ラち 

糸屋の 家へ 展 すか コリャ 返事 をし をれ や 

い/、 ァ とはい ふ もの そっちに も尤 

もな 筋 も あろ けれども われが 思 ひ 切つ て 

左 七 を 糸 屋の內 へ 屍す と。 母の 病 氣も癒 

なほ 

れば家 も 立つ。 姉 も 悅びゃ 目 も 癒る。 合 

點 がいた か 合點 がいた か。 サ、、 、合點 

がいたら 今 こ 、で 思 ひ 切る と 言へ。 思 ひ 

切る といへ 。サ ぬかさぬ かい。 コリャ 小 

糸 。どうぞ 思 ひ 切る というて くれと。 1? 


si しつ 1 しつ 理を 分けて。 いうて 閗 かせ 

ど 目に 保つ。 フシ 淚は 聲に顯 はせ り。 地お 

房 はわつ と 泣 出し 嫌 はしゃん す 左 七 様。 

無理に 添 はう とい ふで はない。 そなたに 

添 はして 母 様のお 年の 上の 御苦勞 を。 さ 

せまし ともない ばっかり ぢゃ。 眼が 潢れ 

ぢ やう  - つと 

たら 猶の事 愛想が 盡 きる は定の もの。 辣 

まれてから 去られう よりい つ そそな たに 

美しう。 添 はせ て 私 は 尼 ともなり あなた 

の 聲を餘 所ながら。 閗 いて 暮 すが 樂 しみ 

と 7 シ いふ も 哀れな 心意 氣。 地 小 糸は始 

終 顔 を も 得 上げす。 明けて いはれ ぬ 身の 

上 を 死ぬ ろ覺 悟に。 フシ 胸を据 ゑ。 詞 伯父 

様のお 腹立ち。 姉 様のお 心 筏。 御尤もと 

もお 道理と も。 申 上げう 詞 がない。 私 や 

ふつつ り 思 ひ 切り 姉 様に 添 はせ ます 添 は 

せます るが 皆様へ。 私が 此 世の 申譯。 謂 

ム 、 そんなら 得心して。 左 七 を 姉へ 戾し 

て くれる か。 ヲ、 出かした く。 よう 思 


切った。 イエく 地 それで は此 姉が どう g 

も 心が 濟 みませぬ。 詞ハテ さて 叉 鈍な 事 

を 言 出す やつ ぢ やわい。 マ 、 、何 ぢゃぁ 

らうと 0 此 伯父が 胸に あり。 左 七が 戾っ 

た 上の こと。 それ迄 奥に 待って 居る。 サ 

お 房。 地 こちへ と 手 を 引いて 納戶へ 這 入 

る 後 影。 見る より 小 糸は駔 寄って。 蒲圑 

も橹も 取って 除け。 コ レ左七 様 どうせ 

う ぞいな うどうせ うと ス>-テ とり 付き 21 

れば。 3 聲が 高い。 最前よりの 一 伍一 什。 

閒 けば 閒くほ どのめ/ \ と。 どうも 生き 

て は ゐられ ぬ 仕儀 五平 太 や 九 耶兵衞 を 手 

にかけ たは。 此左 七と 書 置して。 恩の あ 

る 綱五郞 殿の 命に 代れば。 糸屋 のお も 立 

つと いふ もの そなた は 跡にながら へ て。 

お袋 へ の 孝行。 わしが 死んだら 亡き 跡の。 

かう r* な  -、 

香 花で も 取って たも。 小 糸。 S さらばと ^ 

立 上る。 裾に 取 付き。 Is- マ、、 待って 下 £ 

さんせ 尤も ぢ や/、。 サァ 留め はせ ぬ留 育 
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め はせ ぬ。 コレ事 を 分けてのお 言 紫を惡 

う。 壜 聞く ではな けれども。 逢 ひなれ 初 

ふ V！； と 《 

めて 二 年の 人目に せかれせ かる- -も。 戀 

4C ひ 

路の 中の 樂 みに。 釗れて も 末に 間の戸の 

影 やお 庭の 小 柴垣。 荻 吹く 風に おそ はれ 

て。 蒂の しゃら どけ 亂れ 髮。 結ぶ 綠は七 

> なか  かさな 

月の。 お腹に 宿る 月の 數。 重る お 身の 御 

難儀 も。 皆 私から 起った 事。 それにお 前 

を 先立てて なに 樂 みにながら よう。 一所 

に 殺して 下さん せ。 むごい つれない 心 や 

と。 1^ み 7 シロ說 くぞ。 道理な り。 as ヲ 

誤った こらへ てた も。 とても かくても な 

がらへ す。 死ぬ ると 覺悟 極めた そなた。 

コレ 一所に 死んで 未来で 添 はう。 ェ、 嬉 

しう ござんす 嬉しう ござんす。 そんなら 

早う 愛 を 出て。 心中 所 は シィ。 聲が 高い 

と 7 シ 口に 袖。 S 左 七 樣の聲 がする 。戻 

つて かえと 姉お 房。 納戸 を 出づる も。 さ 

ぐり 足。 ィャ 申し 左 七樣。 小 糸に 樣子は 


閗 かしゃん しょ。 母 様のお 歎き。 伯父 さ 

ん のお 氣苦勞 。中に 立った 此 房が。 心の中 

しとね 

の 切な さは。 針の 得に 寐 るよりも。 つら 

い 苦しい 憂き 思 ひ。 私 はふつつ り 思 ひ 切 

り。 諦めて ゐる ほどに。 どうぞ 戻って 妹 

と。 中よう 添うて 家 を 立て。 地 母 樣ゃ伯 

父樣 の。 ぉ氣を 休めて 下さん せ と スラァ 

手 を 合した る いぢら しさ。 * 死ぬ ると 覺 

悟 極めた る。 思 ひ を それと 悟られ じと。 

0 ヲ 、 これお 房。 ようま あ 尋ねて 來 てた 

もった。 今戾 つて 何もかも 樣子は 聞 い 

た。 モウ/、 これから 直ぐに 往ん で。 其 

方と 一生 添 ふ 氣ぢゃ 程に ノ" マ 伯父 御と 

連立ち 先へ 往ん でノ。 ソレ 先へ 出て。 ソ 

レ 待って ゐ やと 地 小 糸に 知らす フシ 裏表。 

0 お 房必す 欺され な。 あり やみな 馥ぢ 

や。 偽り ぢ やと。 地 納戶を 出づる 伯父 十 

兵衞。 《s コレ左 七 殿。 こなたが 糸 屋の家 

を 出た 蹄 に 。殘し てあつ た 書 置 。お袋 に も 


姉に も 見せす。 俺が 胸 一 つで 請んで 見 

た。 小 糸と は國 から 譯の ある こと 故。 死 

ぬると ある 書 置。 讀んで 見て おれ も： E 

り。 所に 又う すく 聞けば。 f  に 店 借 

して。 二人 世帶を 持って なるとの s-。 ム 

ム そんなら 國 から 譯の あると いふ も。 死 

ぬると 書いた も コリャ 皆 gfl ぢ やわい。 ェ 

ェ 憎い やつら 義理 知らす。 おのれ やれ 引 

きすって 11^ つて。 何でも 姉め に 添 はさう 

と。 思 ふ 心の 一 徹で コリャ 小 糸。 さっき 

の 様に 言うた のぢ やが。 奥から 立 聞きし 

てゐれ ば。 腹まで 大きうな つて。 モウ 七 

月と い ふ 事 は。 夢にも おれ は 知らなん 

だ。 さう いふ 譯 なら 尤も ぢ や。 道理 ぢゃ 

が コレ左 七 殿。 こなた 故に 人 を 殺し。 お 

尋ね 者に なっても。 色紙 を 尋ねて 渡さね 

ば。 男が 立たぬ と 網 五郎 は。 ァ レ遠國 へ 

も 立 退かす。 うろ. （-/、 として ゐるぞ 

や。 可愛い さう に それ 程に 思 ふ 志 は 無 足 


し。 糸 屋の. 冢を 立ても せす。 色紙 もお 主 

へ 差 上げす。 死んで こなた 濟 みます か。 

サァ それ は。 サど うぢ や。 返事が あるな 

ら閗 きませ うと。 地理に 責められて 常 惑 

淚。 お 房 はかね て 用意の 剃刀。 自害と 晃 

おしと *- 

ゆれば 十 兵衞押 留め。 ヲ、 われが の も 

尤も ぢゃ 尤も ぢゃ。 道理 ぢゃ 尤も ぢ 

やが。 コ リャ爱 をよう m いて くれ。 そち 

が 今 死ぬ ると な。 只 さへ 枕の 上らぬ お 

袋。 それ こそ 直ぐに ころりと 往生。 さす 

れば そちが 死ぬ るの は。 親 を 殺す も 同じ 

こと。 親 殺しに なっても 大事ない か。 大 

事な か 死ねく く。 ァ 斯う はいふ もの 

した S 

の。 下地から 譯の ある 事と 閉 いたら C 何 

の 生きて ゐ たからう。 死なう とい ふも尤 

もぢ やく。 がまた こちらの 二人の 扠ら 

も 尤も ぢゃ。 爰の 道理 を闭 分けて。 三人 

とま 

共に 死んで くれな。 どうぞ 思 ひ 止って く 

れと。 地 三方 四方の 命 をば 紫ぎ 留めた る 


糸屋の 伯父。 死ぬ も 死なれぬ 三人が。 淚 

は 千 筋 百 筋に もつれ 合うた る 糸口の。 一 

度に わつ と聲を 上げ 7 シ泣 沈む こそ 道理 

なれ。 S 世 を 忍ぶ かやに も 心 奥 ふかき。 

長屋 を 尋ね 綱 五郎が。 跡より 付いた る 捕 

手の 犬。 と は 知らす して 門の 戶 叩き。 詞 

ゥ ち こ i 

左 七 殿の 家 は 此處か 綱 五郎が 尋ねて 来た 

と。 * いふ 聲閣 くより 以前の 楝手。 7 シ飛 

ぶが 如くに 引返す。 地 内に は 皆々 恂 りの。 

中に 十 兵 衞戶を 引 開け。 這 入る を 見る よ 

そとち 

り 跡ば つたり 。フシ 外面 あやぶむ ばかりな 

り。 ィャ 伯父 者 人。 何にも 怖い 事 は ご 

ざり ませぬ。 賴 まれた 小 倉の 色紙。 取 返 

すまで は 男の 意地。 命 惜しんで？ a 隱れた 

が。 もうこつ ちから 名乘 つて 出る 氣。 コ 

レ左七 殿。 ぉ賴 みの 色紙。 受取ら しゃれ 

と懊 より。 《s 取 出し手に 渡せば 押 戴き 押 

戴き。 詞ハァ 有難し 忝し。 男づ くと はい 

ひながら。 何の 誼み もない 拙者が。 ぉ賴み 


申した ばっかりに。 科 人に して 死なせて g 

は。 生面 下げて この 左 七。 生きな がらへ 

て はねられ ませぬ。 科 を 我が身に 引受け 

て。 ハ テ さて 惡 ぃ合點 な 人。 男と 見込んで 

賴 まれたら。 命 を 捨てても 引かぬ とい ふ 

は。 ソリ ャ何國 でも 同じ 事。 昔大 阪の黑 

船 忠右衞 門。 誼み もない 五郎八に 賴 まれ 

たばかりに。 獄門の 庄兵衞 を？^ し。 科 人 

となった これ もこれ 男の 意氣づ く。 ハテ 

大阪 ばかりに 男が ある ぢゃ あるまい し P 

花のお 江 戶の本 町 生れ。 命 を かば ふ 心な 

あたえ 

ら。 天窓から 賴 まりやせ ぬと。 埋投 出し 

たる 命の 安寶。 高い は 性根の 据 ゑ處。 江 

きっす ゐ S じ 

戸の 生粹 ^りなし。 7 シ本町 育ちと 知ら 

れ たり。 * 十 兵 衞は淚 ながら。 そち は覺 

悟 極めても 母の 歎き を 思 ひやり。 一 先づ 

爱を 落ちて くれと。 いふに 二人の 妹 も 母 S 

棱 

様のお 歎き を" 思 ひやって 暫し でも 落ち ■ 

延びて 下さん せと。 耽 付き れば 十兵衞 育 


が。 用意の 路金 財布の 紐。 首に かけた る 

1K の 網。 世間に 人 音物 さわがしく。 戶の 

ぁ£ た 

隙間より 差視 けば。 表は數 多の 捕手の 人 

數。 ：E り わな/、 驚く 人々。 網 五郎ち つ 

とも 騒がす。 a: 名乘 つて 出ようと 思へ ど 

も。 一旦 伯父貴の 詞を 立て。 母への 孝に 

切拔 けん。 左 七 殿 は 小 糸 を 連れ。 伯父 者 

人お 房 諸共。 怪我せ ぬ やうに 裏道から。 

« 落ちた くと 追 ひやり く。 身搏 へ す 

る 間もなく。  K 捕った 捕った と 捕手の 人 

數。 戶を 打破って 込 入る を。 T り 過して 

肩車。 どつ こ. S さう はと 取 付く を。 振り 

ほどいて 腹橹。 * 打付けく 摑み 投げ。 

投げつ けられて 數 多の 捕手 少 し 白けて 

へ 見えに けり。 フシ か- -る 所へ。 待った 待 

つたと 石 塚彌三 兵衞。 岩 藤に 鑼を かけて 

引立て 來り。 詞淺 草の 寺內に 於て。 色紙 

を盜み 取った る は。 山 住 五平 太と 此岩藤 

が 白狀。 九 郞兵衞 とても 其 同類。 色紙 を 


首尾よく 取 返し。 左 五郎 先知 に 歸る上 

は。 兩人 共に 殺し 德と 江戸 屋敷より 御 差 

圖。 則ち 殿の 御 墨 付と。 * 差 上げ 見 すれ 

ば 人々 は フシ 嬸 しさ 言 はん 方 もな し。 地 

さいめ かけ 

左 七が 國へ かへ り^き C お 房 小 糸 は 妻妾 

とむ すぶ 糸屋の 跡取り は。 緣の網 五郎 本 

町に。 育ちけ なげの 糸 櫻。 花 は三吉 男 

氣は。 花のお 江 戶の眞 たに 中。 中 は あた 

ると 讀む 文字 C7 シ新に っビる 假名 書きの 

すみいろ 筆の 內匠 よく。 むらがり 来る 御 

最展 を。 力 鬼百合 伊久 千代 も。 袖 を つら 

&だ S ぎ 

ぬる 君が代 は 關の戶 ざさぬ 苧 環の。 いと 

も かしこき 御 惠み榮 ゆる。 春 こそ 久しけ 
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ざ i やしろ 

座 摩 社の 段 


ラ やまつ 4を 

* 敬て 白す * 


-* 雜 波の 里の 大社 座 摩 明 


神の 鳥居； go 張 廻した る I  Is 。手の 筋 5^ 

物 Sf 人 息 もす たく 北濱 から。 四季の g」 

木 の 寶買 は。 フシ 力、 リ 花の 顔 見 せ 。冬籠り 。 

新参 古參大 常り。 绅 馴染 御 Is^i?? を。 

べマ 入れ か はり。 お休み io 打ったり。 舞う 

かぐら しょ 

たり。 神樂所 0O 鈴の 音 さへ 娠へ り 參詣^ 

じゅ  さ , 

集 山 家屋の。 佐 s: 郞 はお 百 度の 綠 の數さ 

へ フシ 九つ時。 ハル フシ 瓦屋 樣に 。子 飼から。 

年季 重ねて 久 松が。 尾 敷 迴りも 勤め がら。 

主の 目 鏡に 油屋 の。 下 入 小 助と 二人 si。 

宫には 百度 現の 佐 四郞。 見る より 小 助 

が 思案 顔。. 立ちと まって。 ァ イタ/、。 


作者 近 松 半 二 

と ベ  やま ひ 

フシ 土 逢に 尻餅。 つくりぎと 知らぬ 久 松。 

何とした 小 助 殿。 怪我 はない かといた は 

れば。 f ャ 怪我 はせ ぬが。" から^ 

腹で。 ァ イタ/、。 こ りやこれ 寒の 中に 

水 汲んだ おどもり 。久々 の 病で 急病 ぢゃ。 

奉公の 身の つら さは 大 な 事 は 押して 居 

れど。 かう 疝氣が 差込んで から は。 ボ 15 

樣 になと か- -ら にやなら ぬ。 ェ 、ひ よん 

な事ぢ やなう。 小 倉の 屋敷の 商 ひ 銀 一貫 

五 百 目。 晝 迄に 請 取りに 來 いとの 御 使。 

しち 

霜 先の 銀 念の 爲のニ 入 連。 というて 遲な 

つたら 親方の 無調法になる 事。 いっそ i レ 

一 人 往て來 うかい。 そんなら 大儀ながら 

さう して 下され。 これで は 中々 一足 も |jj 

かれぬ。 コレ氣 を 鎮めて 茶店で なと 待つ 


て 居 やん せ。 ェ - 丸 子 持って 來 たらよ い g 

に。 1:^、 りに 反 魂 i 買うて 來て逸 ぜぅぞ や 

すいふ うらおもて 

と。 * 傍 楚の氣 を かね 財布 裏表な き 小 倉 

綺。 屋敷 を 7 シ さして 急ぎ 行く。  * 後に 小 

助 は 山伏の 。園の Is へ 小聲 になり。 法 印 

殿く。 ヲ 、 油 屋の小 助 殿 か 何ぞ用 か。 ヲ 

ヲ貴樣 に 鋭 儲けさす 事が ある。 ァレ あの 

宫の內 で 百度 參 りして 居る 人 は 0 山 家屋 

か. f* もち 

の 佐四耶 とい ふ^ 持。 こちの 娘のお 染樣 

にきつ い 惚れ やう。 それ故に あの 願參 り。 

しろもの 

こ \ら が貴樣 のよ い 代物。 れが とひ 打 

つて 貴様に 祈禱賴 ます 仕業。 令 あそこ へ 

la て あの わろ に 逢うて 咄す 中。 何もかも 

筋が 知れる。 贲樣 そこから 立 聞きして 居 

ラ ちな ひ  か！.」  あ ,. 

て。 占の 奇妙 を 見せる と 跡が 銀 ぢゃ。 Jl^ 

梅よう か、 つたら 二つ 山 ぢゃ合 點か。 ム 

ム そんなら あの， 和郞 がかの 大身 代の 山家 I 

屋ぢ やの。 * うまい くと 法 印に。， きし g 

合して よい 時分に。 小 助が 差 足さ は 知ら 文 


ぬ。 佐四郞 はお 百度 を。 廻りし まうて 神 

樂 所の 前に 平 。拍手ち よんく。 属 

南無 座 摩大明 神。 油屋の 娘お 染を 私が 女 

房に 持ちます る 樣に。 どうぞ あっちから 

惚れます る樣 に。 なむ 神明な む稻 荷なむ 

八幢。 なむ 大師 暹照 金剛な む 觀世音 菩薩。 

申しく 佐 四 郞樣ぢ や ござり ませぬ か。 

ャ油屋 の 小 助か。 わが 身 やい つの 間に 

ゥ しろ 

こ X へお ぢ やった。 ィャ たった今 来て 後 

からお 前の ぼやき を 聞きました。 閗 いた 

かェ 、面目ない。 山 家屋の 佐四郞 ともい 

はれる 者が。 戀 なれば こそ コ レ此錢 ざし 

を 見て たも。 シ タリ 百度 參 りと はきつ い 

凝り やう。 ィャ 凝った 段で はない。 元 油 

HQ 家に は 親 どもから。 百 貫目 餘の 取り 

かへ。 それ を 急に 催促せ ぬ は あの 娘 故。 

後家のお 勝に とうから 言 込んで。 ：te 納ま 

で 入れて ある。 それに 今日 此頃 後家が 言 

分に は。 いかにも 上げ ませう けれど。 緣 


の 事 は 親の ま. -に 無理押し にもな り ませ 

ぬ。 あれが 心 を ffi いてからの 何の かのと 

埒が 明かぬ。 そこで わが 身に 打た さう 

と 思うて 時々 の 用 無心。 ィャ羽 接の 裏が 

ふんどし 

ほしいの。 加 賀の揮 を 買 ふ はの。 鬆 刹の 

色拂 ひまで 呑 込んで 遣った 此山 家屋。 そ 

ぬる 

れに マァ。 おっとい ふまい。 働きが 鍵い 

と 仰し やる のか。 慮外ながら 急 度 働いて 

居ます ぞぇ 0 それなら こそお 前のお 望み。 

十分の 物 九分 は埒が 明いて ある。 ャァそ 

ほん  ふみ 

りゃ眞 かい やい。 眞か 6^ か此 間の 文の 返 

事。 かはいら しいお 染が 筆。 爱に 持って 

居る けれど。 さう いふお 前の 請 なれば マ 

ァぉ 目に 懸けまい わい。 ァ 、 こり ゃ拗强 

すと ちゃつ と 見せて くれ。 見せたら： 衝 

しろ 

き 代 は 。ハ テ此 望みが 叶うたら。 糟 はきつ 

と釵權 形です る わい。 マ ァ其文 を。 ィャ 

しろ も0  かけ あさ 4 ひ あぶ 

滅多に 代物 手放されぬ。 當世掛 商 は 浮 

な  S-A ら 

雲い。 マァ 後での 禮は 精。 先へ ちっと 力 


付かぬ と努 がない。 かう せう。 此文 私が 讀 新 

ま  坂 

んで 聞し ます 程に。 よい 返事の 文句なら 麻 

冥加 錢を 上げさん せ。 えいか。 さらば 開 文 

帳 致さう か。 ハ ァ何ぢ や。 よう ぞゃ 御文 

下され 嬉しく 拜し 參らせ 候。 ソレ 嬉しい 

と 書いて ある ぞぇ。 誠に 數 ならぬ 我が身 

に淺 からぬ 御 しん もじの 程。 身に 餘り忝 

う 存じ."^。 ソレ そこで 冥加 錢。 地心 得 

たしな み 銀 i< から 。豆板 一 つ。 85 サァく 

其 後 は/ \。 身に 餘り 恭 う 存じ. へど 

も。 母 様の ある 身に て 任せぬ 譯 御座 候へ 

ば。 先 づく御 斷り申 上げ A:7-0 ヒャァ 

こり やど うぢ や。 サ、 , 、爱 が味ぢ や。 母 

親の 許し さへ 出たら。 私 はお 前に 添 ひた 

いとい ふ事ぢ やわい な。 又々 母樣に 尋ね 

候へば。 緣の事 はどうな りと そなたの 好 

いた 殿御 を 持てと 御 申しな され 候 故。 そ 

れ は/^ 嬉しう 存じ と けっか る わ 

い。 ェ、 恭ぃ。 冥加 錢。 ノリ 今度 ははす 7 


んでニ 朱 一つ。 ヲット しめたと 又 着服。 

0 さう して 跡 は/^。 嬉しう 存じ へ 

ども 何分 私 はお 前が いやにて 御座 候。 ィ 

ャァ いや /-\ 急くまい/^。 こり ゃ是ち 

つと した 請み や うぢ や。 私 を 。お前が いや 

でぁらぅとぃふひぞ5^の文ぢゃ。 其證據 

あと 

は 後に あなたに も 私 を 御な ぶりの 事と 推 

し 參らせ 候。 ソレ くく。 もし 又 A 實 

にて 候 は^ 誓文々々 私が 事 は。 ソレ爱 が 

肝心の 性根 ぢゃ。 今度 は 一 分ぢゃ 冥加 錢 

冥加 錢。 サァ 遺る わい やい。 マァ氣 がせ 

く 跡 を 早う 聞かせい やい。 誓文々々 私が 

事 はふつつ りと 思 ひ 切り 下され 候。 何の 

因果に お前の 様な 男に。 ャ 何と 其 跡 は ど 

うぢ や/ \. 。サ ァ此跡 は。 ィ ャ もう 聞きな 

ん すな 跡 はほん やくた いぢ や。 一分 一 つ 

并戶へ 落した と 思 はんせと。 地 聞いて 佐 

四郞 はおろ く 額。 お 性根 取られた 鼻紙 

さし 

袋。 下地が 拔 けた 縛ば かりの。 百度 參り 


も 7 シ 恨めしき 0  SI 申し さう 力落した も 

ので もない。 お前の 戀の 邪魔と いふ は久 

松と いふ 丁稚め。 何でも こいつに 腐り 付 

いて 居る と 見えます。 尤も 男 は あいつよ 

りちつ とお 前が，？ < なれ ど。 阡 心の 所で 

付かしたら。. 1^ りか へ る は，^ れて ある。 

か め の ％ 

サイ ャィ おれが 背中の 艇. の すん に。 これ 

£  ( -フ しろ 

程な 疣が ある。 こいつが 前後に 振り か は 

つて ある 位なら。 恐らく 前髮 奴に は 仕 負 

けぬ もの を 。殘念 やと * 尻 を 捻つ て 。フシ 

無念が る。 詞ィャ 申し 物に は祈禱 とい ふ 

事が ござれます。 幸 ひ あそこに 山伏が あ 

I  えん キ5 

る。 久松 とお 娘と 綠切 をお 親み なされぬ 

か。 ホ ン - 是は氣 が 付かなん だ。 第 I お 

れが戀 が 成る か 成らぬ を 見て 貰 はに やな 

ら ぬ。 シタガ もし ひょっと 成らぬ という 

たら。 又 十二 文 損する のぢ やと。 地 根が し 

はん ぼの 安物から。 網に か、 つた フシ 鳥 

居の 前。 占 ひ。 御 判 墨色 相性の 考へ。 見て 


上げ ませう お入りと。 * 呼 込まれる をし お 

7 

ほに して。 は ひる 佐四郞 さしこんだ 小 助 

が 相槌。 詞 あなたの 年と は 一 二十 一で ござ 

ります な。 ム 、 三十 I  。當年 三十 一 歳の 男 

つち e とのう し 

お生れ 年が 寳永六 年 rrj 丑。 御 一 代の 守 

しゃう ぶん 

本尊 は 月の 廿 八日 不動明王 性分 は 火に し 

て 則ち 住所より 南 少し 東に 當り水 逢に； 

びと 

人 あり 0 女と 見えます 0 こり や 色事で ござ 

るな。 旦那 何とき ついか /、。成程 此 旦那 

け おもて 

大 色事師で ござります。 八卦の 面に さう 

見える 。トキ-其 許 様 は 丑の年で 牛の 寐た 

程 金銀 を 持って ござる。 此度 東に 當 つて 

金銀の 星が 顯 はれます る。 是が其 許樣の 

としがしら 

年頭に 當 る。 卽 ちかの 金銀の 勢で 此女は 

お 手に入る 勞ぢ やが。 爱に 一 つ 障りが あ 

る C 其 許 樣には 背中の I に 疣が I つ あら 

うがの 。ィャ アサ ァ/ \ 見通し ぢ やく。 新 

サァく 無け り やならぬ 理 ぢゃ此 疣の g 

有 所が 悪い。 惣體 背中に ある 疣 は 背 疣と 文 


いうて。 只今 師走に は 或は 牛 房 練 k 何な 

れ かなれ 人に 物 を 遣る ばっかり。 錢銀を 

取られる ばかりで 是 まで 頼んだ 事が 一 つ 

も埒が 明かぬ と 見えます。 とんと 其 通り。 

さう あらう。 時に 又 一 つ 大きな 邪魔が あ 

る。 ハテか はった 物 四角な 物ぢ やが。 坎 

果 &gl りかんが すかん。 兌 中^と 取って 

だ V ぼた の 兌の 卦に當 る。 人相に 取って 

はこり や 前 髮と兒 えます。 かの 金星 銀 星 

が 寄 合 はう とする 中へ。 此前髮 の sis 

が 毎 晚夜這 星 になって 邪魔す ると いふ 卦 

體サァ それが けたいで なり. せぬ。 どう 

ぞ其 ュ£髮 を。 此法 印が 行 力で 祈り 殺して 

進ぜ ませう。 先づ緣 結びの 星 祭 こり や 其 

許 様のお 家へ 參 つて 致さに やならぬ。 サ 

ァ それが 第 一 お 親み 申したい。 申さぬ 事 

は 間えぬ が 金銀の 星 を 祭る は 同氣相 求め 

るの 道理で。 金銀の 元 入が 餘程 入ります。 

サァ何 ぼで も 大事ない。 供物 は隨分 大き 


な 鏡餅 十二 重ね 跡 は 法 印が 受納 致す。 さ 

て 祈 禱の間 酒 着で 我ら を 御馳走な される 

がよ い。 かく 申せば とて 手前が 食 ひたい 

飮 みたいで は ござらぬ。 卽 ちそれ が星樣 

へ の 御馳走。 物 を ほしがる によって これ 

星な り。 祈禱 始めに iH の內の 福屋で マ ァ 

一 寸 御神酒 上げよ かい。 旦那 こり や よ 

ござり ましよ と。 * おだてる 太鼓 神樂所 

の 。鼓 片手に 7 シ 糟禰宜 が。 -山 家屋 佐 四 

郞樣。 御 献上の 祌樂が 只今 上. 0 ます サァ 

お出でな され ませ。 これ はいかな 揉て、 

交ぜて どん ちゃんと。 これ もやつ ばり 今 

の 願。 モウ 神様 を 頼む に 及ばぬ。 コ レ神樂 

しゃう はん 

の 酒手 ぢゃ 貴樣も 御神酒の 相伴 さす ぞ。 

ィャ 有難い わさら ば 顧 屋で腹 存分。 * 禰 

宜 山伏の 7 シ位爭 ひ。 K 願主 樣まづ お入り 

と。 鼓より まづ 舌つ み 打ち つれ 茶屋へ 

フシ 勇み 行く。 地 小 助 は そろ/ \ 小戾り 

し。 手招き すれば 最前より。 待ち かね 山師 


の 浪人 者 鳥居 Q 陰より 又 I 人。 これ も 手 新 

ベ：； と 顔 見合せ 三人 一緒に フシ 寄り こぞる C  ^ 

* 中に も 勘六氣 をせ いて。 I？ ンテ 件の 物 文 

は。 コリャ 聲が髙 い。 あの 井の 内に 仕 か 

けで 置いた。 この 鈴木彌 忠太久 松 めと は 

仔細あって 意趣の ある 中。 彼奴め をし く 

じらす 工面 は 小 助。 かう/ \ 合點 か。 よ 

し /、-。 彌忠太 樣は勘 六と。 福屋で 飲んで 

ござり ませ。 前髮 めが 房る を 待って。 手 

工合 首尾よう くと * 耳から 耳へ 相談 さ 

らり。 しめて 三人 フシ 別れ 行く。  * 入 一 

さか 9  はし 

盛。 夢の 世 や。 浮 名の。 端の 種油 一 ん 娘と 

ち たび 

寵愛の。 お 染が思 ひ 日に 千度 行きつ 房り 

つ 蝶々 の。 縫の 模様 を 振袖に。 包， むと す 

れ ど娘氣 の。 迷 ふ 心 を 一 筋に。 座 摩の フシ 

宫 居に 歩み 来る。 * 下女のお 傅が 申しお 

染様。 詞宮 の內の 茶店で ちとお 休みな さ 

れ ませ。 地 私 はこ i に張番 して 彼の 人が 

今でも 見えたら コレ 斯うと。 いへば ぉ染 7 


は ほ、 笑みながら。 神のお 庭で 勿體 ない 

差 合の ない 時に。 顔 を 見る のが 樂 しみと。 

7 シ 待つ 人よりも 待た る- -身。 久松 はい 

きせきと 屋敷の 用事 そこ/、 に。 フシ 足 

もと 

下 かろく 立歸 る。 地お 染は 見る より。 コ 

レ久松 様と いはれ もせす。 こ、 に/.^ と 

寄 添へば。 久松も 途中の 人目。， コ レぉ傳 

殿 小 助 殿 は 見えなん だかと、" * いひつ" 

i^l- 氣を付 くれば。 吞込 むお 傳が。 -詞申 

し 御寮人 樣。 わたし や あの 網 八の 芝居が 

一 切 見て 參 じたい。 ホ ン 二 そなた は 芝居 

好き。 藪 入で なけり や 行かれぬ に。 け ふ 

は 幸 ひ 勝手に la てお ぢゃ。 隨分 緩り つと 

だんない ぞゃ。 ハイ/、。 そんなら ばて 

參 じょ。 久松殿 もお 染樣 と。 ど こぞ そこ 

つ. 

らへ ls« 入さん せと？  * は づすは 猫に 輕 木 

の。 氣を 通り 札 木戶。 7 シ これ も 忠義 

と 行く 跡に。 地 契りし 中 は 詞數。 いはす 

取る 手 を 振 放し。 ョ 甲し S: 寮 人様。 お前 


樣は追 付け え い 男お 持ちな さるげ な。 

私 は 下人の 事。 何とせ うしよ 事がない と 

いて If 强るは やっぱり 愚痴。 勿體 ない お 

主樣 が。 これまでのお 志眞實 冥加な ぅ存 

じます と。 地 押下れば 摺 寄って。 S コレ 

それ はマァ 何の 事。 €： では 人目が あるに 

よって。 久 松/、 と 家来 あしら ひ。 * 樣 

とい ふ 字 は。 口の 中で。 常住 消して 居る 

わい の。 a せめて こんな 所でな りと 。女 

房 かお 染 かと。 S いうて 滿 足さし もせす。 

むき 

お前 樣の 御寮人のと。 獻 上向な 挨拶 はま 

だ わしが 氣を 疑うて か。 そ もや。 見初め 

し 其 日から。 ェ 、こんな 事 何 やか や 

いひたい けれど。 人が 見る ので 何にもい 

はれぬ。 S ど こぞ 人の 閉 かぬ 所で。 しつ 

ぼり と咄 したい。 こっちへ ぉぢ やと フシ 

手 を 取れば。 さ うぢ やて、 茶屋の 內も 

やつば り 人目。 どこ ぞ暫 しの 隱れ 家と。 

^く 八卦の かこ ひの €:。  s« ャァ誰 もない 


ふす £  ^r-o 

わい の。 * 外から 3^ は戀 の塒。 サァ此 間 

にちやつ といのと。 手 を 引く 主從三 iw 相。 

二世 を 兼ねた る 妹脊鳥 フシ 忍び入る こそ 

わりな けれ。 * 神 樂の鈴 も 時 移る。 ほろ 

醉機嗛 に 法 印 は。 とろ/ \- 目して 鳥居 前。 

0 ェ 、き やつ も吝 いやつ ぢゃ。 啥 はれ も 

せぬ 吸物に たった 酒 三 跳 子。 ホン-端 i 

飮ま うとて 店 を 明けた は 不用心。 山伏が 

物盜 まれて は 見て 貰 ふ 所がない。 ャ、 何 

やらぶ つく K. くやうな。 此內に 人の 聲 

ある は。 地ハテ 怪し やと 暖纖 の內。 差^ 

いて 恂り 仰天。 這 人ら れ もせす 氣は 上す 

り。 搶 馬に 上った 一 來 法師。 立ちす くみ 

になって 居る 所へ いきせ き フシ 走って 下 

男。 コ レく法印樣 一 っ兑て貰ひたぃ 

と。 地 入らん とすれば。 ^^ァ 、 コレ 今^へ 

這 入る と 水火 木 八； i 亂 騒ぎ。 木 火 土 金粹を I 

きかせい やい。 八卦なら 愛で もつ い 見て I 

やる。 失 物 か 走り か 心中が、 つた 者なら 文 


奇妙に 所 を 指いて 見せる ぞ。 ィャ そんな 

物ぢ やない。 こちの 旦那 山 家屋の 住四郞 

様が 。今朝から 今にお 歸 りなされ ぬ。 ム 、 

それが よい わ。 この 山伏が 行 力 を 以てた 

つた 今 こ k へ 天降らして 進ぜる。 佐四郞 

樣/ \o ヲ、 法印坊 そこに かと。 地 出て 

来る 佐 四郞に すれ違 ひ。 そっと 後の 換か 

ら 7 シ鳥 居の 中へ 行く 二人。 地戀 しいお 

いっとき 

染と 夢にも 知らす。 SS サァ く/、  I 時 

も 早う 星 祭。 是 から 直に 手前が 宅へ。 そ 

ん なら 參 ろか。 ィャ 待ったり 阡 心の 商責 

道具。 * 持參致 そと 圍の 內。 1 ャァ。 テモ 

素早い 扠 もう 逃げ をった。 さて は 今の が 

かの 前髮 めで あつたな。 ようぼん 代 を 

逃げに し をった な。 よいく 此 意趣返し 

はたった 今。 ぉ染 がお 前に 靡く 様に 祈り 

伏せる は 我が 數珠 先。 *S さんげく 六 根 

大聖 南無 不動明王く。 なんぼう に 見つ 

とむな うても。 男 はれ こもち 食 はねば 立 


な *< ぐ 3れ- つ： 《 

たぬ。 身代よ しの 山 家屋で。 腥料 理^ ひ 

次第。 蒸 菓子 羊 養 貴め かけく 榮耀の あ 

りたけ えい さらさ/、。 さしものお 娘 も 

くひ  たま  うち 

ia にっき。 魂の 返る は 今の 中と 勇んで 

ナ ホス フシ 打 連れ 歸り ける。 南の 辻に 人 

立し 喧嘩々々 と 騒ぐ 聲。 驚き 出 づる久 松 

ぉ染。 下女 もとつ かは久 三の 小 助。 一所 

に 7 シ落合 ふ 床几の 上。 地 喧嘩 は 振物國 

St 相手 は 町 入 胸 ぐら 取られ。 引立てられ 

て も ひるまぬ 男。 こり や 何と さっし や 

ります。 何とと は 素 町人め。 武士の 足 を 

どろ 卞 i" 

泥 脚で 踏みながら 御免と もぬ かさぬ 慮外 

者め。 サァ えいわい な。 慮外なら あやま 

る 分。 マァ こ么を 放さん せ 。踏んだ はおれ 

がぎ 踏まれた はこな 様が 脚。 武士 ぢゃ町 

人ぢ やて、 脚に 違 ひ は あるまい。 そんな 

こつ き^ふ 男ぢ やない * 閒か ぬと いうて 

どうさ ある。 お 太刀 ひねくった とて 滅多 

に 切られる もの ぢ やない。 人 えせす と 


お 侍。 どうな と S 召されと すり 寄る 體。 新 

-.  饭 

R ェ 、ぉ汝 しきぶち 放す も 刀の 猿れ- 蝱 どう f. 

そ は あた 9  ^ 

して くれう と 傍邊。 有 合 ふ 財布 眉間へば 文 

つし り。 ハット 驚く 久松 を。 ぉ染が 抱き 

しめ 押 ゆる 袖。 氣を もみ 裏の 裏へ 行く 小 

助が きっと コレ 申し。 _ ^あの 包 は 手前の 

銀 財布。 斷りも おっしゃら すお 侍に は 似 

合 はぬ 仕方。 誠に これ は 心せく ま、 手前 

の麁 相。 眞 平く。 なむ 三寶。 少々 血が 

付き 申した。 幸 ひの 井の 許と。 * 淸 むる 穢 

は 薄 けれど 包みし 惡 事す りか へ る。 手 目 

お ほひ 

を 見せ じと 小 助が 氣 配り S になって フシ 

立 縞の。 地 財布 手早く。  《 -コレ 久松此 銀 

は懷 へ。 お 染樣掛 り 合に なり ゃ惡 い。 私 

もお 供 サァ/ ^早う とせり 立つ る。 f?H 

の 底 は白齒 のお 染。 久松 早う と 手 を 取つ 

てせ はし い 所が 結ぶ の 神。 足 を 早めて 

7 シ立歸 る。 地 跡 は 人た ぇ宮 芝居の。 切の g 

めりやす しめ やかに。 ^3|1くニ入が41濟し 7 


顔。 詞彌忠 太樣首 尾 は。 ヲ、 件の 物 は 手 

洗 鉢の 下に ある。 * うまい くと 立 寄つ 

て 財布 取上げ。 S 彌忠 太樣。 今日の 働き 

化 はえ。 ソレ金 ニ兩。 エイ 眉間に 疵 まで 

付けられて。 たった これ かいな 。サァ よい 

わ。 其 壹貫五 百 目 どうで 小 助に も。 ロ錢 

やらに ゃ聽 きをるまい。 そんなら.^ てう 

は どやで せう。 ぐれの 来ぬ 内 サァ ごんせ 

と。 地 § 懐 へ 取 納め 連で ない 顔； i 先に。 

のしく 歩む 7 シ 鳥居の 陰。 詞盜賊 待て 

と聲 かくる。 地び つくりしながら 騷 がぬ 

顏。 盗賊と は が 事 。おのれら が 事 さ。 

ェ、 何 を證據 に 盗賊と は。 ャァ ぬかす ま 

い。 今日 此方の 屋敷に て 油屋の 下人 久松 

に 渡せし 銀 子。 子供 上りの 若い やつ 何と 

も、.？ 許な く。 跡より 来り 窺 ひ 見る におの 

.れ等が||.事。 かやう の 吟味 仕れと お金 役 

より 付け 置かれた。 岡 村 金 右衛門と いふ 

者 だ わい。 サァ おのれ 等 引 括って 屋敷へ 


連行く。 腕 を 廻せ と 詰め かけられ。 ハテ 

さう 見られたら 是非が &^。 成程 其 銀 は 

騙り ましたが。 此ぉ侍 は 通り 合して 連れ 

になった ばっかり。 何にも 御存知な いお 

方。 私 一 人雜 かけて サァ お引きな され ま 

せ。 サァ/ \- と 地 油斷を 見す まし 彌忠太 

が。 差いた る刀拔 打ちに 肩先 すっぱと 金 

右衛門。 同じく 抜いて 切 結ぶ 兩方 劣らぬ 

ご かく  ** な こ 

牛角の 早業。 彌忠太 は 八方に。 眼 を 配つ 

てソレ /、そ こ をと 。聲の 助太刀 力に て。 

强氣の 勘 六 まくり 切り。 なぐる 刀 を受損 

じ たじろく 所 を 付け入って。 li 脚 確 がれ 

よろ /(\./(\ うんとの つけに 7 シ 倒れ伏 

す。 地 勘 六 は 一 息 ほっと。 人 や 見ぬ かと 

見廼す 彌忠太 C-  _1« 勘 六 どうした。 氣遣ひ 

さんすな もうと まった。 ホイ。 シテ此 捌 

き はどうせ う。 ハテ どうと いうて 高ぶけ 

り。 ヲ、 身 ども とても 此處に は 居られぬ。 

ドレ 其 銀 を 此方へ。 彌忠 太樣。 お前 此銀 


取る と 笠の 臺が 飛ぶ ぞぇ。 藏 屋敷の 侍 を g 

ばらした から は。 どうで おり や 連れぬ 命。 

とても 助からぬ から は。 何もかも 勘 六が 

引受けて こな 様の 名 は 出さぬ。 づきの 廻 

らぬ 内早往 かんせく。 尤も H  、あつば 

こ まご と 

れ男ぢ や。 緣 あらば 重ねて。 細 言い はすと 

早う^,.^。 ヲ、 さら ば/ \と 地 フシ S る 

る 跡。 地 納めた 勘 六 そろく と 。死骸の 傍 

へ 立 寄って。 „ ^首尾よう 行た ぞ。 ヲ、 も 

からだ 

うよ ごんす かと 地む つくと 起きる 體は血 

まぶれ。 詞勘六 殿 今ので よかった か 0 よい 

とも/ \ -。 物した 物 を 叉 こっちへ。 これ 

も 貴様の 切られ 様が 上手な から。 何 ぼ 切 

つても 疵 痛みせ ぬ。 紀 州の 源藏 大儀で ご 

ん した。 ヲ、 サ そこら を さす 物 か： S やい C 

シタ ガ餘り 拍子 にか、 つて。 よつ 程の 

疵。 いたみ やせぬ か。 何のい やい。 もう g 

最前 吉野丸 付けて 置いた。 それ を 知らす I 

に 今の 侍め が。 逸げ て 去に をった ざま C 文 


コ リャ此 位の 疲 はたった 一 付で 直る わい 

やい 鼻垂 めが。 ゾレ 酒代の 一 兩。 忝い。 

サァ くこれ からこち の 商賫。 紀 州源藏 

樣ぉ 歸りぢ や。 _ァ 、 コ リャ立 前所ぢ やな 

ぃァ レ もう 芝居が 果てる 人の 見ぬ 間に 早 

う 行け。 チヨ ンく。  * 幕 際 31 八の。 切 

狂言の 菜 太鼓 音に。 紛れて ョぉ 

野 崎 村の 段 

a 年の 內に 春を迎 へて 初 梅の 花 も 時し る 

野椅 村。 久 作と いふ 小百姓せ はしき 中に 

女房 は。 萬 事 限りの 膈病。 娘お みつが 介抱 

も 心 一ば い 二親に。 孝行 曰の 石よりも 堅 

い 行儀の 棲 外れ。 7 シ 在所に 惜しき 育ち 

かや。 * 冬 編 笠も壎 り 三味線つ ぼ もす ま 

たの 彈 語り。 戶 t 評判の 繁太 4i?is。 本 は 

上下 綴 本で 六 文。 お 夏 淸十郞 の 道行く。 

お S あづま からげ のか いしょな きこんな 

形で も 五 里 十 里。 ナ ホス S 通らし やれ。 母 


様の 領 ひで 三味線 も 耳へ は 入らぬ。 手の 

ひま 

隙がない 通って 下され。 S 淸 十郞淚 ぐみ 

も 夏が 手 を 取り 顔 打 眺め。 * 同じ 戀とは 

いひながら 。お 主の 娘 を 連れて 退く  。これ 

より 上の 罪 もな し。 ナ ホス 蓠ヲ、 聞きと む 

ない。 通り やくと 地い ふ聲 に。 久作は 

納戸 を 出で。 55 大 坂で はやる 繁 太夫 節 そ 

なた にも 閉 かした けれど。 病人の 氣に構 

はう 本な と讀ん で氣晴 ししゃと。 地 義理 

-•1 るか r  W 

ぁる中も子を思ふ惠みは厚き^^ 合^の。 

煙草 入から こって./ \ フシ 錢取 出して。 

誤 ドレー 冊 買 ひませ う。 ナ ンヂャ ぉ复淸 

十郞。 道行 戀の濡 草鞋。 コ レ 見や。 この 

お 夏 は 手代と 念 頃して。 姬 路を駄 落す る 

道行。 同じ 娘で も 世 は樣. <r。 瑰か三 里の 

大 坂へ 芝居 I つ 見に も 行かす。 今度の 大 

病から 目の 見えぬ ば、 の 介抱。 達者な お 

れが喰 物 ま で 其樣に 氣を 付け てた もる 孝 

行 娘。 もし 勞れ でも 出ようかと。 おり や 


それ を 案じる わい なう。 ヲ勿體 ない 事い 新 

か-さん  IS 

はしゃん す。 煩うて 居さん す母樣 より- 获 

まめ  祭 

地 健な お前のお 心 苦勞。 せめても の 手 助 文 

けと 思うた ばかり。 其 様な 事 苦に やんで 

煩 ひで も 出ようかと。 私 やそれ が 悲しう 

ござんす。 詞ハ テゎ つけ もない 。したが 百 

日と 限りの ある 婆が 大病。 案じる も 無理 

ではない。 ガ玄庵 殿の 加 滅の藥 で。 令 朝 

から 末の 探 まに おも 湯が 二 杯 通った。 見 

こうしゃ 

かけに よらぬ 巧者な 醫者 殿。 ャ幸ひ 今日 

は 日和 もよ し" 久 松が 親方 殿へ 歳暮の 縫 

に 往て來 る 程に。 隨分 婆に 氣を つき やと 

地い ひつ. t 脚：^ 草鞋が け。 7 シ紐 引きし む 

れば。 a ヲ、 父樣 とした 事が 。此 短い 日 

に モウ 晝 過ぎ。 明日の 事に なさん せいで。 

何のい やい。 年 こそ 寄った れ此 足に 覺ぇ 

ひととぎ 

が ある。 I 時 一二 里 犬 走り B 暮 までに は 戻 

つて 来る。 fg- の は。 コ レ/ \此船 

と  ねん  & 

の 芋 は SK になる。 久 松が 年が 明いたら 7 


ば 。われ は 又お- T 儀になる 。それ 樂 しみに 

よう 留守せ い。 ドリ ャ往 て來 うと * 身 持 

へ。 築苞 肩に ャ えいと こな。 表へ 出で しが 

立ち どまり。 8S 取 分け 今年 は 早う^い た 

此梅 。何よりか よりよ い 土産と。 地 春 待ち 

顔に く 花 を。 手 折って 苞に 一 枝 を。 添 

へ て ひよ かく 野 崎 村。 跡に 見なして。 

フシ 出で て 行く。 雉 影 見送りて 久 松が 事 

のみ 思 ひ 鬼 や 角と。 胸に 一 ぱい 半分の 水 

is  しゃう が 

り 込む 藥錫。 一 ト へぎ 入れる 生姜より。 

!• い 面つ き久 三の 小 助。 久松 ブシ引 連れ 

入口から。 IS 久作內 に 居 やる かと。 * づ 

つと 這 入れば おみつ は 嬉しく。  PS ヲ、 久 

松 様よう マァ 庚って 下さん した。 定めて 

あなた は」 送りのお 方。 * お茶よ 煙草と 嬉 

しさに 0 立ったり 居たり 氣もそ ろ 0  S ェ 

ェ やかまし いわい。 うそ 猿い 在所の 茶飮 

っゐ しょ ゥ 

みに はこぬ。 コリ ャ追從 せす と閉 いて 置 

けよ。 此久 松め が 親方の 銀。 一 貫 五 百 目お 


山 狂 ひにちよ ろ まかした によって。 今日 

がな わ 

連れて来 たはな。 久 作と 三つ 鐵 輪で ssf!3 

する の ぢゃ。 親父 を 出せく く くと 

フシ 辰已 上り。 地 身の 誤りに 久 松が 差 俯向 

いて 詞 さへ。 無い に は 若し やと 思 ひなが 

ら。 K お腹 立 はお 道理ながら。 何の マァ 

久松樣 に 限って よも やさう した 事 は ある 

まい。 定めて これ は 何ぞの 間遠 ひ。 覺ぇ 

がな くばない とい ふ。 ツイ 言譯 をして 下 

さんせいな。 ハ、 ベる は噪る は。 コリャ 

あたま  す け や 

ャィ頭 こそ： E 髮 なれ 其 素早 さ。 傍輩に は 

むす 

辭宜 もな しに。 取って置きのお 娘まで。 

此跡 はい はすに こます。 裾 貧乏の はった 

行 過ぎ 丁稚め。 首 彌 のか.^ る 事 言 譯に如 

才が あろ かい。 小 倉の 屋敷へ 請 取りに 往 

た 爲替の 銀。 御 役人から 改めて 渡った は 

正眞。 內へ戾 つて 明けた 所が わ やひん の 

どうみゃく  しな だま 

胴 脈。 道の 間です りかへ た 品 玉の 太夫。 

早^ 久松 でございます。 ハリ トウく 。白 


眼 剝くは 無念な か。 無念なら 銀 立てる か。 g 

あるまい がな。 サァ久 作 は 何 所に 居る。 

« 出さら すば 引出さう と。 驟 入る 袂を久 

松 引 留め。 a 成程 銀 を摺眷 へられた は眢 

私が 無調法。 身の 明りの 立つ 迄 は 在所へ 

行けと。 後室 様の 結構な 御 料簡。 それ を 

そなたが。 ャィく /、何ぬ かす ぞい。 

そり やわれ が 勝手 料簡の 閗損 ひ。 おれに 

は此 詮議 化ぬ いて 来い と。 內證で 後家 御 

の 言 付。 ぢ やによ つてめ つきし やっきす 

るが 何ぢゃ 。ひん こめ 出されと 地大聲 を。 

お 光が 押へ て。 fSn レ 申し 御尤もで ござ 

ん すけれ ど。 輿の 病 入に よい 事が ましう 

聞かしまして は。 病氣の 障り も そっと 靜 

かに。 ィャ 高う いふの ぢゃ 。く。 これ 稈 

喚く に 閒耳濱 す は 親 仁 もぐる の 仕事 ぢゃ 

な。 ィ H 父樣は あなたの 方へ。 8^ の禮 隨 

に往 かれました 0 どうして 道が 違うた 事。 I 

もし持病ゃなどl^りはせぬかと。 e 外 も 文 


氣 がかり 病 5^ へ の 閉 ぇも氣 づ かひ 久松 

が。 身の 言 譯に。 スラァ 差込んだ。 瘊を覺 

える ばかりな り。 * 弱みへ 付 込む 惡者根 

ぢ やう 

性。 a 大 坂へ 往 たが 定 なら 否ながら 道で 

逢 ふ 害 。そんなて れんぬ かすな やい。 ド レ 

もう 家 捜と 出かけ ざなる まい。 * 邪魔 ひ 

ろぐな とおみつ を 引退け。 取 付く 久松面 

倒な と。 踏む やら 獄る やら 無法の 打 據。 

詮方 もな き 折からに。 道 引返しい つきせ 

き 戾る久 作！^ け 入って。 小 助 を 7 シ 引退 

け 突飛ば し。 留守の 間へ 來てゎ つばさつ 

ば樣 子に よって 料簡せ ぬぞ。 ヲ よう 戾っ 

て 下さん した。 最前から 久 松！^ をな。 ヲ 、 

よいて や。 久 作が 戾 るから は 娘 もじつ と 

落 付けと。 * 納める 程 業腹 1- し。 S 大ま 

ひ *v おひ 

いの 銀 引 負した そのば りめ。 詮議に 来た 

小 助 は 親方の 代。 それ を 又 わり や 何で 投 

げたの ぢゃ。 これ は 迷惑な。 雪 雀 骨 見る 

镁な 手で。 血氣な こなた 投げた ので はな 


い 怪我の はすみ。 出端れ の 曲途で 道が 違 

うて。 留守の 間へ 大 坂から 息子が 來たぞ 

やと 0 若い者 どもが 知らして くれたで 。行 

とく あん づ 

き 戻. OV 五六 里 を 助かった 德安堤 W 引返し 

ひぎお ひ 

て昃 つたが。 そんなら 何 か 其 引 負で 久松 

は 戻った か。 ァ 、 それ 閗 いて マ ァ落 付い 

た。 マ ァく何 角 は 差 措いて 傍輩 衆のお 

世話で あらう と。 蔭ながら 言うて ばつ か 

り 居ます わい の 寒い 持 分に よう 連立って 

来て 下さった なう。 ソレ おみつ よ 茶な と 

汲まん かい やい。 コリャ 納めな く 。わり 

や 夢に 見た 事 も あるまい が。 一 貫 五 百 目 

とい ふ 銀 tl  。子の 科 は 親に か、 る。 銀 立て 

るか。 但し は 又 願 はう か。 二つ 一 つの 返 

答閉 こわい。 ハ テょ いわいの。 其 様に 息せ 

いはる は 大きな 毒。 鬼 角 人間 は 心 長う 持 

つのが 藥ぢ や。 ャ其藥 で 思 ひ 出した。 土產 

にせう と 思うた この 山の 芋 をと ろ i にし 

て。 出来合の 麥釵を 進ぜう かい。 置け や 


い 0 見せかけ ばかりの 正直 a し。 麥 飯のと 新 

饭 

ろ、 のと。 ぬら くらと は拔 けさせぬ。 あ ？ 

祭 

ん だらく さいと *t 親 散らす 藁苞。 破れて 文 

ひ * おひ 

ぐ わらり と 出る 丁 銀。 WE ソレ久 松が 引 負 

の 銀。 渡したならば 言 分 あるまい。 とつと 

と 持って いなし やれと。 * 聞いて おみつ 

も 久松も 思 ひがけな き 驚きに。 小 助 もぎ 

よつ としながら も 包 改め。 こり や 正 SSS: 

ぢゃ テモ出 難い 所から よう 出た な。 吹き 

や 飛ぶ 樣な內 の ざまで。 泥 all 二つで 一貫 

五 百 目 請 取る から は 言 分ない わい。 ヲ、 

そっちに 言 分が なうても。 こっちに ぐつ 

と 言 分が ある。 と 言 ふ も 古い もの ぢゃ。 

これ ま-でお 世話になった 親方 樣。 御 恩 こ 

そ あれ 恨み はな けれど。 人に 欺され 取ら 

わる づ かひ 

れた銀 引 負の 惡 15^ のと。 無い 名 を 付けて 

ひま 

貰うて は 世間が 濟 まぬ。 というて 無理 K! 

取る ではない。 親が 暂く預 つて 置く 程に 2 

此 通りい うたがよ い。 モウ 二十 年 おれが 7 


若い と。 わごれ に はぐつ と 馳走 も あれ ど 

入らざる 殺生。 サァ/ \ 早 ういんだら よ 

かろと。 3 百 はれて どうやら 底 氣味惡 く。 

a 銀の 出 人 さへ 濟ん でし まや 外の 事 はお 

構ない さらばお 暇 申さう と。 埯打遠 取 出 

し 7 シ埝 込み 押 込み。 a ハ 、ァ 命冥加な 

ひォポ へる 

1 貫 五 百 目。 內へ いんで 出した 所が 蓄 

になって 居 やせまい か。 ハテ仇 口 をき か 

すと も 足元の 明るい 中。 ヲ いな いぢ や。 

銀 こそ は 主の 物。 何の その おれが でに。 

おれが かたげて。 おれが 足で。 -^^が步 

いて。 おれが 體 がいぬ るに。 ぐっと も 言 

かど 

分ない 箬 と。 堆 へらす 口して。 とつば 鬥 

ぐち  あたえ 

口 柱で 天 窓 。ァ いたし 小 助 は 足早に。 フシ 

大坂 Q 方へ 立歸 る。 地お みつは 親の 氣を 

かねて。 いらへ 無ければ 久松 すり 寄り。 

a 此 身の 手 詰 は 通れても このお 暮 しで。 

餘 Is の 銀。 蹄で お前の 御 雌 儀に は。 ハテぉ 

れぢ やとて 相應 のかく まひ はせ まい もの 


か。 始末して ためた あの 銀は黑 谷の 方丈 

へ 上げる 冥加 銀。 氣遣 しゃん な。 まんざ 

ら あれば かりで もな いわいの。 改めてい 

ふで はな けれど。 末 はわが 身と 一 つに す 

る 約束で このお みつは 婆が 連子。 あれ も 

5 でもない さうな り。 折 も あらば 親方 殿 

へ 暖の事 を 願 はう と 思うて ゐ たが。 これ 

がほんの もっけ 重寶。 もう 大 坂へ いなし 

さつ- h*- く  け ふ ，■: 

はせ ぬ。 早 却 なれ ど 日柄 もよ し 今日 祝 曾 

の盃 さす ぞ。 何とお みつよ 嬉しい かく 

く。 我等 はまた 天窓 を 丸め <5 ^り 下向に 

打ち か、 らうと。 頼み 寺へ 願うて 裝裟も 

衣 もちやん と 請けて 置いた て や。 幸 ひ 餅 

つ  くみ B う 

は搗 いて あり。 酒 も 組 重 も 正月 前で 用意 

はして ある Q サァ/ \ 早う 椿ら やと。 * 

藪から 棒 をつつ かけた。 親の 詞に吐 胸の 

久松。 知らぬ 娘 は 嬉しい やら 又 恥 かしき 

殿 まう け。 顏は 上氣仏 11 裏 抉く はえる お 

いやおう 

ぼ こさ を。 a- るに 付けても 今更に。 否應 


ならぬ 親の 前 急に 思案 も 出の n の。 壁に g 

いの 字 を 7 シか きひ 「重。 地 裏の 病床に 咳 

漱 く聲。 ホン 一一 こちらの 事に 取 込んで 定 

めて 婆が 淋しから う。 久しぶりで 久 松に 

も 逢 はして。 此事を 聞したら 藥 より 利口 

がよ い。 ハテ- 俯向いて ばかり 居す とおみ 

つ l^t^fc んで おけ。 久 松お ぢ やと。 埔先 

に 立ち 悅び 勇む 親の 氣を。 知って 破らぬ 

オタ-襖。 r 引 1^ て 人り にけ り。 M 

跡に 娘は氣 もい そ/ \ 日頃の 願 ひが 叶う 

たも。 天神 樣ゃ觀 音樣。 第 一 は 親のお 蔭。 

詞 ェ 、 こんな 事なら 今朝 あたり 髮も 結う 

て 置かう もの。 鐵&の 付け 様。 * 挨！ $1 も 

どう いうて よかろ やら 覺束 なます 搏ハ 

も。 祝 ふ 大根の 友 白髮。 末茱 刀と 氣も勇 

み 手元 も輕 うちよ きくく。 切っても 

切れぬ i 衣 や。 本の 白地 をな まなかに。 お § 

染は 思ひ久 松が。 跡 を 慕うて 野 崎 村 ォク" I 

堤。 傳 ひに 漸 うと。 梅 を 目當に 7 シ 軒の 文 
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つま。 埯 供のお よしが 聲髙 に。 8- 申し 御 寮 

人様。 かの 人に 逢 はう ばかり 寒い 時分の 

野崎參 り。 今 船の 上り 場で。 敎 へて もら 

めじる， 1  -) X 

うた 目印の 此 梅。 大 かた 此 所で ござり ま 

せう どえ。 ヲ 、 も そっと 靜か にい やい な 

う。 久 松に 逢 ひたさに。 來 ごと は 来ても 

在所の 事。 目立って は 氣の毒 そなた は 船 

へ。 埯 早う/, \ と 7 シ追 ひやり/ \c  M 

立 寄りながら：^ えかぬ る戀 の： t の 7 シ敷 

髙く。  3 物电 お頼み 申し ませう と。 地 い 

ふもこはぐ暖8^越し。 3 百姓の 內へ改 

つた。 用が あるなら 這 入らし やん せ。 ハ 

ィ./ \ ぁ爾 ながら 久作樣 は 內 方で ござん 

すかえ。 左様なら 大 坂から 久 松と いふ 人 

が 今日 戾 つて 見えた 害。 ちょっと 逢 はし 

て U 'さんせ と。 * いふ 詞 つき 姿 かたち。 

常々 W いた 油 屋の拉 は。 ぉ染と 恪氣の S 

%0  まぜな *H すえない た 

,g 胸 はも やく かき 交  <ぉ 俎板 押し やり。 

フシ 戸口に 立 寄り C 地 見れば 見る 程 ェ、 


美しい。 HI あた 可愛らし いその 額で。 久 

松 様に 逢 はして くれ。 そんなお 方 はこち 

や 知らぬ。 餘所を 尋ねて 見やし やん せ。 

* 阿呆らし いと 7 シ 腹立ち 聲。 地心 付かね 

ば。 ™ ホン-一 まあ 何 ぞ土產 と 思うて.. 急 

な 事。 n レく 女子 衆 0 さもし けれども 

これな りと と。 * 夢にも それと 白玉 か 露 

を 1^ 紗に 包の 儘。 差 出せば。 こり ゃ何ぢ 

やえ 大所の 御 察 人様。 樣々 * と 言 はれて 

も 心が 至らぬ 置かし やん せ。 在所の 女 。と 

悔 つて か。 欲しく ばお 前に やる わい なと。 

* やら 腹立ちに 門口 へ^れば ほどけてば 

ら /、と" 草に 露 銀 芥子 人形。 微塵に 香 

箱 割れ 出した 中へ つか/、  7 シ 親子 連。 

* 出て くる 久作 ど うぢ ゃ转は 出来た で 

あらう。 さて 祝言の 事 婆が 閲 いてき つい 

悅び。 ぢ やが 年 は 寄るまい もの。 さっきの 

やつ さもつ さで C 取 上した か 頭痛 もす る。 

いかう 肩が つかへ て 来た C ァ 、授 の數は 


爭 はれぬ もの ちゃわい の。 左樣 なら そろ 

/、私が 接んで 上げ ませう か。 ソ リャ久 

松 忝い。 老いて は 子に 隨へぢ や。 孝行に 

かたみ 恨みの ない 様に。 コリャ おみつ よ。 

三 里 をす ゑて くれ。 アイ/.、 そんなら 風 

まなこ [ 

の 來ぬ樣 にと S 何が な 表へ 當り 眼。 門 の 

戶 フシ ぴっ しゃり さし もぐさ。 * 然 ゆる 

思 ひ は娘氣 の。 細き 線香に 立つ 煙。 a サ 

ァ/ \ 、親子 ぢ やとて 遠慮 はない。 艾も 

蟒も 大摑 にやって くれ。 アイ /、- きつう 

^8へてござりますぞぇ。 さう であらう 

/)0 序に 七 九 を やって たも。 ヲット こ 

たへ るぞ/ \。 サァぎ ゑます ぞぇ。 アツ 

ッ Z 、えらい ぞ ノ、。 あすが 曰 死なう と 

りめ 

火葬 は 止に して 貰 ひませ う。 丈夫に 見え 

ふるや  ね だ 

て ももう 古家。 屋棵も 根太 もこり や 一 時 

と-さん 

に 割 普請 ぢゃ。 アツ、、、、。 ヲ、 父樣 

の 仰山な。 皮 切 は 仕舞で ござんす。 ホン -ー 

風が 當 ると 思 や。 誰 ぢゃ表 を 明けた さう 


な。 * 締めて 參 じょと 立つ を 引止め。 ほ 

ひるな か うつ At 

ハ テょ いわいの。 晝 中。 8E 陶 しい。 ナウ 

久松/ \/\ コ リャ久 松餘ぎ 見ば かりし 

て 居す としかく と 揉まぬ かいの 0 サァ 

餘 所見 はせ ぬけれ ど。 ェ、 晛 くが 惡ぃ。 

折が 惡ぃ惡 い。 く と。 地目 顔の 仕 か 

た。 _IS ャ惡 いの^くのと。 足に 灸 こそす 

ゑて ゐれ。 何 所 もお みつは 照き はせ ぬ。 サ 

ァ ァノ惡 いと 言 ひました は。 5§か 今日は 

痕 Ss 日。 それに 灸は惡 い 惡ぃく くと 

いうた ので ござ o ます 0 ェ 、愚痴な 事 を。 

此樣に 達者な は。 ちょこく 灸 すゑ。 作 

り をす る そこで 久 作。 アツ、 、0 一一、 何 

ぢ やわい。 わが 身 達 も。 達者な 様に 灸 でも 

すゑる のがお いらへの 孝行 ぢゃぞ や。 ヲ 

さう で ござんす とも。 久松樣 に は 振袖の 

美しい 持病が あって。 招いたり 呼出した 

やま 

り。 憎て らしい。 ァノ病 ひ づらが 這 入ら 

ぬ樣 に。 敷居の 上へ 大きう してす ゑて 置 


きたい。 コレ おみつ 殿 。振袖の 持病 ひと。 

色 々の 耳 こすり。 はしたない 事閗 いて ゐ 

ぬぞ や。 ホ、、 、 、變 つた 事が お 氣に障 

つた。 ヲ、. 障ら いぢ や 。こり や を かしい。 

其譯 間く ぞぇ。 いふ ぞ やと。 墻我を 忘れ 

いさか ひ  ふり 

て 諍 を。 外に 聞く 身の 氣の毒 さ。 振の 肌 

著に フシ 玉の汗。 地 久作も 持て あっか ひ。 

1 ァ、 コリ ャ肩も 足 も ひり./ \ す るが な 

く。 まだ 祝言 もせぬ 先から。 女 夫い さ 

かひの 取 越 かい。 灸 業の 代り。 喧嘩の 行 

司 さすの かい やい。 1 一人ながら 嗜 めく。 

イエく 構うて 下さん すな。 <fr の 様な 愛 

想づ かし も。 病 ひづら めが いはし くっさ 

る 何 をい ふやら モウ/ \兩 方と も。 おれ 

が 貰ひぢ や。 ョ ョ。. 中 直しが 直に 取 結び 

の 。髮も 結うたり 鐵漿 もっけたり。 * 

濬 もっかうて 花嫁 御 を。 コリャ 作って 置 

けと 打 笑 ひ。 7 シ 無理に 納戶へ 連れて行 

く。 其間遲 しと 驟入 るお 染。 逢 ひた かつ 


たと 久 松に ス* 縫り つけば。 n ァ、 コレ ^ 

聲が髙 う ござります。 思 ひがけない 此所 

へ はどうして。 譯を閉 かしてく と。 地 

問 はれて 7 シ漸ぅ 顔 を 上げ。 S3 譯は そつ 

ちに 覺 えが あらう。 私が 事 は 思 ひ 切り。 

山 家屋へ 嫁入せ いと。 殘 してお き やった 

コレ此 文。 そなた は 思 ひ 切る 氣 でも。 塘 

私 や 何 ぼで もえ 切らぬ。 餘り逢 ひたさ 懐 

しさ。 勿體 ない 事ながら。 觀音樣 を かこ 

つけて。 逢 ひに きた やら 南 やら。 知らぬ 

在所 も 厭 ひ はせ ぬ。 二人 一所に 添 はうな 

ら鈑も 炊かう し 織り 紡ぎ。 どんな 貧しい 

暮し でも わしゃ。 嬉しい と 思 ふ もの。 m 

女の 道 を 背けと は。 * 閉ぇ ぬわい の嗣欲 

キ J たし 

と。 恨みの たけを 友禪 の。 振の 抉に 北 時 

ぐれ はれ *  . 

雨 晴間は 0 フシ 更にな かりけ り。 &り 

勝なる 久松も 。背： i でさす り聲 ひそめ。 新 

其お 恨み は^えて あれ ど。 十の 年から 今 狭 

ふね くるま  U 

日が 日まで。 ^車に も 積まれぬ 御 恩。 仇 文 


で 返す 身の い たづら。 冥加の 程 も 恐し け 

れば。 壜 委細 は 文に した 通り。 山 〔承屋 

へ ござる のが 母御へ 孝行 家の 爲。 よう 得 

心 をな され やと。 いへ ど 答 も I ^整。 is 否 

ぢ や./, \ 私 ゃ否ぢ や。 今と なって さう 言 

やる は。 これまで わしに 隱 しゃった。 許 

嫁の 娘 御と 女 夫に なりたい 心ぢ やの。 埯 

是非 山 家屋へ 行けなら ば覺 悟は疾 うから 

含 は 

極めて 居る と。 用意の 刹 刀 取 直せば。 そ 

れは短 氣と久 松が。 止めても とまらす。 

a ィャ/ \. くそな たに^れ 片時 も。 何 

樂 しみに 生きて 居よう。 * 止めす と 殺し 

てく と ス M テ思 ひ。 詰めた る 其 風^。  55 

そんなら 是程 申しても。 お 閒分は ござり 

ませぬ か。 添 はれぬ 時 は 死ぬ ると いふ。 

誓紙に « がっかれ うかいな う。 ハァ 達て 

申せば 主殺し。 命に 代へ て それ 程 迄に。 

思 ふが 無理 か 女房 ぢゃ もの。 叶 はぬ 時 は 

私 も 一所に。 お 染樣。 久 松と * 互に 手に 


手取り か はす 惡緣。 深き 契り かや。 雉始 

終 後に 立 聞く 親。 "-其 思案 惡か らうと。 

言 はれて はっと 久 松お 染。 騷ぐを 押へ て 

ァ 、大事ない く。  《s マ ァく 下に 居 や。 

因 緣とは 言 ひながら。 和 泉の 國石津 の 御 

家中。 相 良 丈 太夫 樣と いふれ こさの 息子 

殿。 聊の 事で 家が れ てから。 わが 身の 

5^ 母 はおれが 妹。 其緣で 十の 年まで 育て 

上げた 此久作 は 後の 親。 草深い 在所に 置 

こより。 知慧 付けの 爲油屋 へ 丁稚奉公。 そ 

ちきな ひ  よみかき 

れ 程までに 成人して 商賣 の道讀 書まで。 

人竝 になった は コリャ 親方の 大恩。 其 恩 

も 義理 も辨 へ ぬ は。 これ 見や。 先 に 買うた 

お 夏 淸十郞 の 道行 本。 嫁入の 極って ある。 

主の 娘 を そ \ なかすと は。 道 知らす め。 

人で無しめ。 サ こり や 淸十郞 が話ぢ やわ 

いの 。疾 うから 意見 もしたかった けれど。 

丁度 <fr の樣な 事が あらう かと。 それが 悲 

しさ I 日 延び。 二日 延ばしす る 間 。降って 


わいた 銀の もめ 事。 これ 言 立に 隙 を 貰 ひ 新 

ひきお ひ 版 

分けて 置く のが 上分別と 思 ふから。 引 負 欺 

の 銀の 工面。 どの 様に 氣 張っても 高の 知 文 

れた水 呑 百姓。 僅かの 田地 著 類 著 そげ。 お 

みつめが 櫛笄 まで 費 代な し。 渐ぅ搏 へた 

さっきの 銀。 埴生さぬ 中で も 親子と いふ 

名が あるから は。 肉親 分けた 子 も 同然。 

可愛うな うて 何とせ う。 8« コレぉ 染樣で 

はない。 此 本のお 夏と やら。 淸十郞 を 可愛 

がって 下さる は。 嬉しい 様で 恨めしい わ 

いの。 閉 いての 通りお みつめと 女 夫に す 

るを樂 しみ に 病苦 を堪 へて 居る ァ ノ婆樣 

に。 今の 様な 事閉 かしたら。 何と 命が ご 

で ほ 4 

ざり ませう ぞいの 。若い 水の 出端に は 。そ 

へ ち 《4 

こらの 義理 も絲 風の 皮と。 投げ やって こ 

なさん と いつまでも。 添 遂げられる にし 

てからが 戶は 立てられぬ 世上の ロぢ やわ 

い。 M  、ァ ノ久 松め は 辛抱した 女房 嫌う 

しんし 中う  ^ 

て。 身上の よい 油屋の $ 耳 になった は。 コ ？ 


レ榮耀 がした さぢゃ 皆愁ぢ や。 人の 皮 著 

た 畜生めと。 S 在所 は 勿論 大坂 中に 指さ 

され。 人交りが なり ませう かいの。 コ レ 

く の 道理 を W 分けて。 3 思 切つ 

て 下され 。申し コ レ拜 みます わい のく。 

是程 いうても 閒 入れす。 親御 達が 滿 足に 

產 付けて 置かし やった 其體 を。 切り さい 

て淺 ましう 死ぬ るの が 女の 道 か 心中 か。 

*< をと こ あくみ やう  じつ 

サ久松 も 其 通り。 不義 密 夫の 惡名 受け。 實 

親の 名 を 汚す ばかり か。 世間の 義理 も 主 

の 恩 も 。むちゃくちゃ にして 仕舞 ふの が。 

侍の 子 か 人間 か。 * 返事 fs- 第で 思案が あ 

ると。 眞實 親身の 强 意見。 骨身に こた へ 

て久 松お 染。 何と 返事 も 7 シ ないじ やく 

り。 これ 程い うても 返答の ない は。 コリ 

ャ 二人ながら 不 得心 ぢ やの。 ァ 、勿體 な 

い。 實の 親に も 勝った 御 恩。 ら ぬのみ 

か 苦 を かける も。 私が 不所存から。 ィャ 

い たづら 

くそな たの 科で はない。 皆此 身の 徒 か 


ら。 親に も 身に も 代へ まいと。 思 詰めて 

も 世の中の。 義理に はどう も 代 へられぬ。 

成程 思 ひ 切り ませう。 ヲ、 よう 御 合點な 

されました。 私 も ふつ V り 思 ひ 切り。 お 

みつと 祝 113 致します る。 そんなら そなた 

も。 v^is もと *P 互に 目と 目に 知らせ 合 ふ 

心の 免 悟 は 7 シ白髮 の 親 仁。 ァノ さつば 

りと 思 ひ 切って。 祝言 をして たもる か。 

何の « を 申し ませう。 娘 御 も 今の 詞に。 

微塵 も 遠 ひ は ござり ませぬ か。 久 松の 事 

はこれ 限り。 私 や 嫁入 をす る わい の。 ヲ 

ヲ 出来た く。 むくつ けな 親 仁め と 腹 も 

立てす。 よう W 入れて 下さりました。 晚 

の 間の 知れぬ 婆が 命。 息の あるう ち， S 言 

が濟ん だと 間 かして 下さる が。 大きな 善 

根。 善 は 急 げぢ や 。今 こ X で盃 さそ。 おみ 

つくく と 7 シ呼 立つ る。 * 聲閉 えて や。 

病床より。 母 は渐ぅ 探り出で。 1 親 仁 殿。 

久松も そこに か。 待ちに 待った 娘の 祝言 


嬉しうて く。 此 間にない 氣 色の よさ。 \B 

7 

大煩 ひの 上目まで 潰れた ぽ果 人佛樣 のお 

迎ひを 待 兼ねた に。 j| 面い 命が あったり 

や こそ。 悅ぶ 聲を閗 くと いふ も。 孝行な 

久 松が 蔭。 ふつ 、かな 在所 生れ。 心に は 

入るまい けれど。 末の 面倒 見て 下され。 

« 賴 みます ると いふ 中 も C 痰 火 は 胸に せ 

のぼ  ねどころ 

き 上せば。 aH 、此 寒い のに 寢所 にやつ 

ばり 居た がよ ござります 0 地 冷えれば 悪 

いと 蒲圑の 上。 抱き か V. へて 久 松が。 介抱 

如 才納戶 より。 親子の 中 も 丸 盆に 乘 せた 

盃鍵子 鍋 運ぶ 久作。 a コ レ お 婆 。や つ ばり 

寢ては 居 やらいで。 したが 島臺の 無い 代 

り。 世話 事の 尉と 姥も 新しい。 目の 見えぬ 

しう < 

は 目出度い 秀句 ぢ や。 ハ、、 ゝ、。 H  、 

目 出たい 序に。 此嫁は何所に居^0ぞぃ。 

ひと •<  -r 

おみつ くと * 尻輕 に。 立って 一 簡を差 g 

？ C  K ハテ 出ぐ すみ をして 居る は。 そ g 

れ では 果てぬ と 手 を 取って。 サァく マ 文 


ァく 嫁の 座へ 直ったり く。  H  、トキ 

-I  I 家 一門 著の 俊の _s 言に。 改 つた 綿 精 

子。 1? うつと しからう 取って やろ と。 脫 

ft げ 

がす はすみ に笄 も。 拔 けて 惜しげ も投島 

田。 根より ふつつ と切髮 を。 見る に 驚く 

久 松お 染。 久作 呆れて こり やど うぢ やと。 

いふ 口 抑へ て。 コレ 申しと、 樣もぉ 二人 

樣も 。何にもい うて 下さん すな。 最前から 

何事 も殘 らす閗 いて 居りました。 思 ひ 切 

つたと いはし やん す は" 莪理に 迫った 表 

向。 底の 心 はお 二人ながら。 死ぬ る覺悟 

で ござんし よがな C サ 死ぬ る覺 悟で 居 や 

しゃん す。 母樣の 大病。 どうぞ 命が 取り 

とめた さ。 私 やもう とんと 思 ひ 切った。 

ナ 切って， S うた 髮 かたち。 見て 下さん せ 

と兩肌 を。 股いだ 下 著 は 白 無 の 首に か 

けたる 五條 裝裟。 思 ひ フシ 力. リ 切った る 

目の 中に 浮む 淚は 水晶の。 玉より 淸き貞 

心に ス H 今更 何と 詞 さへ e 渙 呑み込み。 


呑み込んで こた ゆるつ らさ久 松お 染。 久 

作 も 手 を 合せ。 何にもい はぬ この 通り ぢ 

やくく。  、女 夫に したいば つか 

りに。 そこら 逢に 心 もっかす 荅の花 を 散 

らして 退けた は。 皆 おれが 鈍な から。 

凝して くれ も 口の C 。聞え 憚る 忍び泣き。 

ァ ゝ ョ 冥加ない 事 おっしゃります。 所詮 

望 は 叶 ふまい と 思 ひの 外 祝言の。 盃 する 

樣 になつ て。 嬉しかった はたった 半時。 *^ 

無理に 私が 添 はう とすれば" 死なし やん 

す を 知りながら。 どう 否が なり ませう ぞ 

いな。 K おみつ の 何 をい やる やら。 女 夫 

になり やる を此母 も。 悅び こそ すれ 何の 

死の。 ナウ 親 仁 殿 。ソ ヂャヮ イノ とても 此 

世 はない 緣 でも。 せめて 未来 は。 ァ 、 ィ 

ャ 未来まで も變ら ぬと いふ。 地盃 さそと 

フシ 立上り 3 地口に 昌名 ぶつ/ \ と 佛 S 

開けて 取 出す。 花瓶の 松に 鶴貌も あの世 

を。 木 7 シ 契る 心の 島 裏。 a サァ /\ 斯う 


してな りと 盃 さすの が。 せめても の 心 ゆ 新 

板 

かし CH  、 いひたい 事 だらけ ぢ やけれ ど。 ^ 

-祭 

この やうな 座敷に は。 たべ 付けぬ この 親 文 

仁。 地 三々 くどう は 言 はぬ が 花嫁。 ョー 

っ飮 んで久 松へ。 ァ 、 目 出たい，/ \。 婆 

も さぞ かし 嬉し かろ C ヲ、 嬉しい 段 かい 

の 一 世 I 度の 娘が 嫁。 定めて 髮も 美しう 

出來 たで あろ"" さき 笄に結 やった か。 ィ 

ェ そんなら 兩輪か C ヲ、 兩 輪と もく C 

思 ひがけな う すっぱりと。 ァ いやさつ ば 

りと よう 出来た わい の。 ヲ、 親父 殿の い 

はしゃる 通り。 自慢 ぢ やない が 髮は大 て 

い 上手 ぢゃ ござらぬ。 ホン 一一 前方 大坂行 

の 土 產に貰 やった 薄の ilc け ふの i に 

差し やった かや。 著 物 は 取って置きの 花 

色： 加 賀の据 模樣。 それ か。 アイ それ 著 

て 居 やる か。 アイナ。 ヲ、 わがみに はよ 

う SHn ふ ぞいの。 ならう 事なら 鐵粲 付け 8 

,6 

て。 顔 直し やった おとなし さ を。 たった 


一 目 見て 死んだら。 a 善行 寺 樣の御 g;^ 

にも 勝って。 未来 は極樂 往生。 詞ホ、 , 

ホ ゝ。 わしと した 事が。 目出度い 中で 忌 

ま はしい と。 久松 必す氣 にかけ て。 * た 

もんな やい のと 子に 迷 ふ。 晴き 盲目に そ 

れぞ とも。 知らす 悅ぶ 母親の。 心 を 察し 

誰々 も泣聲 せじと くひし ばる。 四 人の 淚 

八ッの 袖。 複粒 八ケの 落し 水 膝に。 堤 や 

フシ 越しぬ らん。 地 見聞く つら さに 忍び 

かね。 お 染は覺 悟の 以前の 剃刀。 南無 阿 

彌陀佛 と 自害の 體。 久作 あわて 押 止め。 

詞 コレ娘 御 何が 不足で 死ぬ るの ぢ やと。 

« 聞き 間違うて 娘ぞ と。 母 は 驚き コ レぉ 

みつ 待って くと 這 寄って。 探る 手先に 

五條 裝裟。 ャァ この 裝裟 とい ひこの 頭。 

どうして 髮を 切った のぢ や。 a 譯を閉 か 

して^ (\ と。 急けば 急く 程 咳き のぼし。 

病苦に 惱む 母親 を。 見る に 娘は猶 悲しく。 

か- 

^ コ レ 様 こらへ て 下さん せ。 ふに 添 


はれぬ 品に なリ。 私 や 尼に なつ たわいな。 

ャ ァ く/, \ そんなら 先刻にから 母が 氣 

を 休めう 爲。 ヲ イノ 来世の 緣を 結ぶ 盃。 

此 世の 緣は 切れて ある わい の 。ハ ァ 。ヲ、 

尤も ぢゃ/ \。 そなた は 見えぬ がいつ そ 

まし。 * 傍で まじ/, \ 見て 居る 心 推量 

してた もい のと。 いふ 聲 咽に 詰らせば。 

詞 サァ く， （-其 悲しみ を かける のも此 

ぉ染 から 起った 事。 死ぬ るが せめて 身の 

言 譯。 イエく。 死なねば ならぬ 此久 松。 

地 わしから 先へ と^ 寄る を。 久作刹 刀 引 

つたく り。 SS 是程 いうても 間 入れす。 是 

非 死にた くば おれから 先へ。 物の 見事に 

死んで 見せう か。 爺 様が 死なし やん すり 

や。 私 も 生きて は 居 ませぬ ぞぇ。 ヲ 、娘 

出かし やった。 むさい 在所に 育っても 貞 

女の 道を辨 へて。 よう as になり やった な 

う。 そこに ござる が 暉に閉 いたお 染樣 か。 

お前 樣ゃ久 松 を 殺しと むな いばつ か.^ 


に。 蝶よ 花よ と樂 しんだ I 人 娘 を 1^ にし S 

ク £ 

て。 出かした とい ふ 心の中 思 ひやり が あ 

ながら 

るなら ば 。なぜ 存 へて は 下されぬ 。折角 娘 

が 志 無 足に すると は 地 胴 怒と へし 淚 一 

時に わつ とば かりに 取亂 せば。 8S ヲ、 道 

理ぢ やく。 サァ /\ どうあって も 死に 

たくば。 婆 も 娘 も おれ も 死ぬ る。 三人な が 

とえ 

ら見 殺す 氣か。 サァ それ は。 思ひ留 つて 

下さる か。 但し 死なう か。 サァ くく 

と 地 三方が。 義理と 情と 恩愛の しめ 木に 

か、 る久 松お 染。 死ぬ る 事 さへ 叶 はぬ は 

いかなる 過去の 報 ひぞと 前後 正體。 泣 倒 

れ る こそ フシ 道理 なれ。 * 久作淚 押 

拭 ひ。 どうやら かう やら 合點が 行た さう 

な。 詞 さぞ 母御 様が 案じて ござらう 。大事 

むすめ ご 

の 娘 御储な 者に。 ィャ それに は 及び ませ 

ぬ。 母が 储に請 取り ましたと。 *7 シ言ひ £ 

つ \ 這 入れば。 地 ャァ母 様。 ハァ はっとば i 

かりに 詞 なく 差 俯向けば。 88 コレ/ \ぉ 文 


あんま 

染か 野峰參 りし やった と。 聞いて 餘り氣 

遣 ひさ。 アイ ャ氣 慰みに よから うと^ 追 

うて 來て 何事 も 接ら す 聞いた。 夫婦の 衆 

の 深切お みつ 女郎の 志。 最前から あの 表 

で。 私 ゃ拜ん でばつ かり 居ました わい な 

あや £も 

う。 サァ觀 音 樣の御 利 生で。 怪我 過の な 

かった 嬉し さ 。これから 直にお 參り。 ホ 

ン -ー これ はさ もしい 物 なれ ど。 |£ 病人へ 

し るし 

の 見舞の 印。 ？ K 末ながら と詞數 いはす 

出過ぎぬ 杉 折 を。 7 シ 供の 男が 差 置けば。 

S マァく 冥加 もない- > 、め 見舞。 * 戴き ま 

すると 取 上ぐ る 。手元 は づれて 取 落せば。 

中よ. OS ぐ わらり と 以前の 銀。 M ャァ先 a; 

に 渡した 此銀 を。 ヲ、 表 向で 請 取った 

や 事 は 済む。 改めて 尼 御へ 布施せ めて 娘 

が 冥加 ぢ やわい なう。 言譯が 立つ から は 

久松 ももとの 通 や C 戾 つて 目 出た う 正月 

しゃ。 取 込の 中 長居 も 無遠慮。 娘 もお ぢ 

やと 地 手 を 引 いて フシ 表へ 出づ れば久 作 


も 。門 送りして。 属 これ は マ ァ，/ \.何 とお 

疆を 申し ませう やら。 ぉ辭宜 致す も 却て 

無崇。 せめても のお 土産に。 折って 置い 

た此早 S -。  a めでたい 春 を まつ 竹 梅と お 

家 も 榮ぇ蓬 萊の飾 物。 幾久 松が 御 奉 公大 

しるし 

事に 勤めて 此御 恩。 忘れぬ フシ！^ と 差 出 

せば。 E ヲ、 心 ありげ な此 早^。 Is へて 

あめつゆ  むろ ざぎ しほ  ， 

い へば 雨露の 惠を 受けぬ 室唉は 萎む も 早 

し&も 薄い。 盛りの 春 を 待てと いふ 二人 

へ の 良い 敎訓。 殊更 內に 口さがない 者 も 

あれば。 何 かに 遠慮せ ねばならぬ。 幸 ひ 

^^バか乘っ て 来た。 あの 竹 輿で。 コ レ 久松。 

そなた は 堤お 染は 船。 ^れ くに 往 ぬる 

のが 世上の 補 ひ 心の 遠慮。 左様で ござり 

まする とも。 ぉ志ぢ や。 乗って 往 にや。 

娘 は 船へ と * 親々 の。 詞 にる も 言 兼ぬ る。 

&lfs 片 羽の ノに S れて。 二人 は 乗 移 

れ ば。 a そんなら 久 松もう 行き やる か。 

* 来る 正月の 藪 入 を = 母 も必す 待って 居 


る C  SS 兄樣ぉ 健で ぉ染樣 。もうお さらばと g 

詞 まで 早 改まる おみつ 尼。 哀れ を餘 所に g 

みなれ 棹 船に も 積まれぬ お 主の 御 恩。 親 文 

の惠の 冥加ない 取 分けてお みつ 殿。 斯う 

なりく だる も 前の世の 定り 事と 諦めて。 

お年寄られた 親 達の。 介抱 賴む とい ひさ 

な. くね  ふ ご おもて  ， 

して 泣 音 フシ 伏 籠の 面ぶ せ。 地 船の 中に 

さん 

も聲 上げて。 よしない わし 故お みつ 様の。 

緣を 切らした お 憎しみ 堪忍 して 下さん 

せ。 ァ 、わつ け もない お 染樣。 浮世 離れ 

た 7 シ ぢゃ もの。 * そんな 心 を 勿體な 

い。 短氣 起して 下さん すな ヲ、 ぐ 娘 

がい ふ 通り。 死んで 花實 は^かぬ 梅。 I 

*- 一，， ii な 

本 花に ならぬ 樣に。 目 出たい 盛 を 見せて 

くれ。 隨分 達者で。 ハ ィく お前 も 莉 無事 

で。 お袋 樣 もお 娘 御 も- おさらば。 さら 

ば。 さらば If/^ も 遠ざかる 船と。 堤 は 

隔たれ ど綠を 引！！ 1 1 筋に。 思 ひ あうた る 0 

戀中も 義理れ 根 情の かせ 杭。 竹舆に 比翼 


を。 引 分く る 心.^ ぞ ュ 2Ii へ 世な りけ り 

なが まち 

下の 卷 長 町の 段 

* 力、 リ鬼は 外。 幅 は內。 ナ * ス打 納めた る：：：： 

暮 から。 畫を 欺く 長 町の 夜店 賫物冢 々の 

づき  ラナ どり 

春 を。 請 取る 賃搗 屋。 賑ふ曰 取杆の 音。 

とんく 疾 うからせ つきに 來る。 下女が 

丸顔と りがぬ る。 鏡の 大小 子 持 gi。 分 相 

しるし  せ は 

應の 年始め 7 シ 實に祌 國の證 なり。 地忙 

しい 中で 油 屋の小 助 は 肩に 風呂敷 包。 ぶ 

らく  7 シ來る 餅屋の 門。 ャァ勘 六 こ，. 

としこし  す 

にか。 令 口 は 年 越で 一 日の 休み所 を 透か 

さす 賃搗 にまで 雇 はれる と は。 きつ い 精 

の 出し 様ぢ やな。 ィャモ これ もせう 事な 

しぢ やわい の C 何が 寡な り 宿 はなし-年中 

の 飯米 は 鑑飩か 餅 か。 五 文 取の 代 五六 百。 

此雇 貸で 帳 消さす のぢ や。 が責 様の 世話 

で そちの 内へ。 がに 雇 はれて 行く に つけ。 

いつぞやの 座 摩での 仕事。 久松 めが じろ 


とおれの 顔 を 眺め をる と。 どうやら 

氣 味が 惡. S わい。  <テ さて 日頃に 似 4 口 は 

ぬ 正直な 事い ふわい。 貴様 を 絞りに 入れ 

て 置く の も。 久 松め を m 論に かけて 追 出 

お ほつ ごも リ 

す 仕事の 種油。 あす は 大晦日 仕舞 仕事 ぢ 

や 朝から 來て たも。 今夜 は槌の 子で も 抱 

ひま 

いて 寢る 晚。 そこで 我等 も 隙 貰うて これ 

から 色の 所へ 行く ぢゃ。 ァ 、 さう かして 

さかや *-  S は 

月 代 も すっぱ"。 ァ ヽ こり や 障って くれ 

とこ ゆ ひたて 

な。 たった今 床で 結立ぢ や。 ム、 それに 又 

其 風呂敷 は 何ぢゃ ぞい。 これ か。 こり や 

立てに 行く 大盡 衣裳 ぢゃ。 內 から は 著て 

出られぬ 故 こ- まで 小出し。 羽織 は卽ち 

此 隣の 古手 屋に 跳へ て 置いた。 ヤコ レ。 

此 間の 茶 縮緬 仕立てて あるかな。 ャ何ぢ 

や 。もう 追 付け出 來 ます。 H  、遲. S く。 

今夜 色に 見せに 行く のぢ や。 こ& からす 

ぐに 著 か へ て 行き。 何でも 今夜 はえら 立 

てぢ や。 勘 六 貴樣も 辨慶に 連れて行く。 


其代タ おれ を 旦那 あしら ひに してた も。 

7 

コレ。 必ゃ久 三と いふまい ぞと。 a 太平 樂 

の 下稽古。 隣り へ 入れば 7 シ立 巷る。 * 季 

わう らい 

も あら 玉 や 往来の。 足 も 春めく 祇園 道。 

としとく 

主持つ 身に は 年 德の惠 方參り そこくに 

せ はしう 戾る久 松が。 指 違うた る提燈 の。 

しるし 

印に 目早く 見返る 女。 申し。 /\ お 若 

いの 。ハ ィ どなたで ござり まする。 ィャ卒 

爾 な事ぢ やが 若しお 前 はと。 * 言 ひつ- - 

明り に 顔 見合せ。 久松樣 か。 ャァ 乳母の 

ぉ庄。 地 これ はとばったり 小 提燈。 ヲ、 

危ぃ饤 を 消さす と。 とっくりと 久 振りの 

げんぶく 

顔 見 ませう。 半ば 元服 さし やつてから。 

お果てな された 丈 太夫 様に とんと 其 儘。 

ヲ、 きっとした 好い 殿ぶ り やの。 此 間の 

文 定めて 見やし やん したで あろ。 乳母が 

日頃の 念願 叶 ひ。 今度 殿様に おめでたで。 § 

多くの 科 人 も 御 赦免な さる- -折 柄。 一 つ M 

の 功 さへ 立つならば 丈 太夫が 枠久 松。 和 文 


文祭缺 s 新 


泉の 本國 へ歸參 さする は此 時。 其 功の 立 

•  5 き だつ ふん じつ 

て樣 は。 先達て 紛失の 吉 光の 守 刀。 卽ち 

此 度のお 目出度に 正月 三日 鏜 開きに ぉ薛 

りな さる、。 それ迄に 其 刀 を 詮議して 差 

上け なば。 跡： y 相 接相逮 あら じと 御 老 

中の 仰せ 渡され。 まだ 年 も ある けれど。 

親方樣へ5^の願ひ。 閉 届けが あつたか ま 

だか。 マァ年 越に 健な 顔 見て。 * 嬉しう 

ござる と 7 シ餘 念な き。 地 親身の 詞に久 

松 は。 今更 國 へ 往なれ ぬ譯。 明け て 言 はれ 

す。 S それ は マァ搭 しいが。 師走の 內も 

け .1 ぁナ  あん. < 

今日明日 になって。 餘りせはしなぃ^；；^な 

出世。 そうして 其吉 光の 刀 は 手に入った 

かや。 されば いな。 大坂谷 町の 質屋に あ 

ると 聞いた 故 尋ねに 往 たれば。 その 質 は 

半年： S に 流した とい ふ。 かの 刀の 失せた 

折から。 A 國を 出奔した 鈴 木彌忠 太。 こ 

いつが 盗んで 立 退いた は 知れて ある。 そ 

の 質の 置 主の 名 を 尋ねても  一一！： n は ぬ から 


は。 此質屋 も 相 と 思 はる >-。 フゥ 何と 

いやる。 谷 町の 質屋と はもし。 山 厘と 

は 言 はぬ か。 ヲ 、 それく。 その 山 * 屋佐 

四郞。 彌忠太 は此長 町に 居 るげ な。 憧な 

手懸り あるから は。 必す氣 遣 ひさし やん 

すな。 まちつ との 所 ぢゃ煩 ふまい ぞ。 コ 

レ和 子。 ヲ 、 マァ 私と した ことが。 やつ 

ばり ぽん 樣の 様に。 追 付け 千 五百石の 若 

旦那。 立派な 馬に 乘 せまして。 * はいし 

い 同勢お w 入り。 お 目 出た う 7 シ ござり 

r  みなしご 

ます。 a 何から 何まで 乳母の 深切 C 孤 子 

になる 久 松け ふまで 命恙 いも。 そなたの 

兄久作 殿のお 。其 刀の 質 請に も。 定めて 

金が いらう がの。 これ は 足しに もなる 

ま いけれ ど 。重々 世話の 恩返し。 萬 分の 

一歩 七つ 八つ。 守 袋 を 開けて 出す。 はす 

みに 落ちる ぉ染が 起請。 隱すを 押へ て。 

コ レ 申し 久松樣 。舉 公人に 似合 はぬ 黄 <_i。 

が てん 

誰に 借らし やった ぞ。 合點が 行かぬ。 ァ 、 


ィャく 氣遣 ひな 事ぢ やない。 此壹歩 は 

小 遣に せいと 御寮人 樣が 下さった。 その 

書いた 物 は 大事の 守り。 こっちへ たもい 

の。 ィャ 待た しゃん せ。 ハテ^£深ぃ御|^- 

あん £ 

人樣ぢ やな。 シタ ガ餘り 親方の 情 過ぎる 

も 善し悪しの。 なに は 兎 も あれ。 しほら 

しい-; * 前の 志の 金預 つて 置き ませう。 此 

書いた 物 は 熊 野の 牛 王 か 定めて 大切な 守 

りで あらう。 神様の 名 を 書いた 物。 そ i 

こしう して は <Jr の 樣に。 つい 溝へ でも 取 

落せば 守りが 却って 其 身に 崇る こり やわ 

しが 預かり ますと。 * ちらりと 見付けて 

ふところ 

0 へ。 くろめる 乳母 は 守 神 フシ 胸に 納 

めて。 S 久松樣 明日 は 私 もお 家へ 參り俱 

俱に 瑕の 願 ひ。 親方 持ぢ ゃマァ 早う 往な 

しゃん せ。 * 諸事 は 明日と 言 线し 立^れ 

て は立留 り。 》«n レ 申し 必す國 へ 行く の 

ぢゃぞ え 。ァ、 どうやら 濟 まぬ 顔付ぢ や。 2 

ほんに 又油斷 のなら ぬ。 いつまで ぼん 樣 — 


ぢ やと 思うて 居る 內。 つい 坊の 親に なら 

ん すなえ。 コ レ 怪我さん すな 和 子。 * いと 

しゃ 仕馴れぬ 奉公 をと。 昔 思へば ひと 零 

溴。 催す 師走 空 見返りく ュ え-一 m へ 別れ 

行く。 地 往来 人 絶え 長 町の 。衣 店の 責 聲。 

小唄 物眞 似。 なまい たんや ほ 。厄拂 ひま 

しょ。 落し ましよ ャァラ 目 出たい な 何 ぼ 

う 目 出たい な。 こなたの 御壽命 申さうな 

ら。 鶴 は 千年 飽ぢ やない か。 三 か * 六 か 

と TStr  &ぶ！ S よるの 7 シ小 働き。 1 ナ 

ント よい 仕事した か。 サァ ひが だいの 街 

妻。 侍に 逢うて 物い ふ 間に。 ち ぼ 引いた。 

ャァ 結 構な 守り ぢ やな。 中には 一 步 * い 

た 物 も 入って ある。 日本 接で てう ふせう。 

ァレく 又 街 妻が 此方へ うせる。 地 か は 

せ/ \ とばらく に。 散る 三人 を 見付け 

た 勘 六。 7 シ^ を 慕うて 飛んで 行く。 地 非 

道の 刀 さすが 世 を。 忍び 頭巾の 浪人に。 

うさん 

小 腰 屈めて 付添 ふお 庄。 M 胡 散 者と 思 召 


し 。お 名 をお 包みな さる- i は 尤も。 一昔 

過ぎた事 なれば お見忘れ なさる ^なれ 

ど。 此方に はよう 覺 えて をり ます。 石津 

の 御 浪人 鈴 木 彌忠太 様。 其 時の 同家 中 相 

良 丈 太夫が 家來。 三 平が 女房のお 圧で ご 

ざり ます わい な。 ハ テナ。 成程 さう いやれ 

ば 見 請けた 樣な。 シテ 此彌忠 太に は 何の 

用。 ハイお 願 ひが ござります 貴方 樣が 國 

元 を 。お 立 退きな さる 折節 。紛失 致した 

あ b> ま 

吉 光の 刀。 其 過り で 主人 丈 太夫 家 退轉。 此 

刀が 今でも 出れば。 主人の 跡 S 相耰 致す。 

承. sd ば當 所の 質屋。 山 家屋に 質 物に なり。 

限 月 は 切れ たれ ど その 置 主 さ へ 知れ たれ 

ば。 質札 を 買 取り。 此方へ 請 房した さ。 

色々 と 心を碎 いて 金子 十五 兩。 才覺 致し 

て參 りました。 詞 どうぞ 其 金で 質 礼 を 。私 

へ ぉ賫り 下されうなら ャ コ レく 何と 言 

ひめす 。ス リャ其 質の 置 主 を。 この 彌忠太 

ぢ やと 閒 召さった か。 ィャ 左様で も ござ 


り ませね ど。 それに 又 齒相千 萬 其 零 王 は JS 

7 

卽ち 盗賊。 さしつけて 身 ども ぢ やとい や 

れば。 此彌忠 太 を 盗賊と いふ も 同し 事。 

おし 

女と 思 ひ 間 流せば。 慮外 至極と かさ 押に 

きめ 付く る。 ィャ 全く 左樣 ではな けれど 

ちな 

も。 もし 貴方が この 置 主 を。 御存じなら 

ば S お知らせ なされて 下さり ませい を 打 

消して。 K ァ、 師走の 果に 左樣の 事。 相 

手になる 馬鹿が あらう か。 とはい ふ もの 

の 侍 は 相互 尋ねて やるまい もので もない 

が。 其詞 偽りな くば 十五 雨の 金子。 そこ 

に 持って 居 召されう の。 ィャ旅 宿に 預け 

て 置きました。 ム、 手前 も 只今 急用で。 

他所へ 參る 明日 參 つて 篤と 談 せう。 お 手 

前の 旅 宿 は何虚 だ。 ハイ こんな 事 も あら 

うかと。 則ち 旅 宿の. 所 書。 認めて 置き ま 

したと。 地 何 心なう 该へ。 ふっと 氣の付 g 

く 守 袋。 捜せ ど 見えす はっと： ^り。 S ィ I 

ャ コ レく身 も 只今 は心ぜ き。 重ねて 緩 .3 


りと 早參 ると。 7 シ块 ふ. CS 切り 急ぎ 行く。 

纖ァ、 これ 申し 今暂 く。  as  H  、 折 も をり 

今の 守り もし 人に 拾 はれて は 久松樣 の 身 

の 大事。 それ も氣遣 ひ。 今來た 道へ。 ィ 

ャく。 刀の 詮議 は延 されぬ と。 我が身 

は 一つ 二筋道。 7 シ 忠義 一途に 追うて 行 

く。 壜勘 六に 締 上げられ。 手 をす. OV ごう 

の 痛い 顔。 S ァ、 申し出し ますく 。出 

しあがれ。 今 働いた はこの 守リ。 一 歩が 八 

切。 其 儘で ござります。 まだ こればかり 

ぢ やない 。何もかも 吐出し をろ と。 * せ 

うしろ  , 

ごす 後に 立閉く 忠太。 K ャァ わり や 勘 

六ぢ やない か。 ヲ、 彌 忠太樣 か。 彌忠太 

かと は 横道 者。 汝 よう 身共 を やった な。 

サ 、 、 、何にも 言 はしゃ ますな。 コレ此 

紙 入 はお 前ので あらう がな。 ャ 何が。 ハ 

テサ お前の ぢ やく。 中にはし つかり。 

いつぞや 

これが 日 外の 入替 へ。 ナ えいかえ。 ム、 

く いかにも 身 どもが 紙 入。 よく 盜んだ 


な 。まだ.. （\コ レ此 印籠 。ヲ 、 それ も 身 ど 

もがの ぢゃ。 イエく その 二色 は。 お前 

樣のぢ や ござり ませぬ と。 《f いふ を 言 は 

せす どう 盜 めと C  二人が 寄って 踏ん づ^ 

つ。 いがみの 物 取る 大盜 人に。 フシ 命 か 

ら，， J\ 迸げ て 行く。  * 二人 は^を 見廻し 

て。 S 彌忠 太樣。 先度の I 貫 五 百 目 は。 

丁半で ころりと 仕舞うて。 ちぎ 文 もお は 

しまさぬ。 それで 算用す つてに さんせ。 

ェ 、ふとい やつ。 さして 此紙 入に は 何程 

ある。 ャァ こり や はした 錢 ぢゃぞ よ。 う 

まい 人ぢゃ 銀なら 何の こなんに やらう。 

マ ァく腹 立てさん すな。 此守 袋に は。 

お 性根が 入って あつたれ ど。 そり やおれ 

が 飲んで 仕舞うて。 あとに 書いた 物が あ 

る。 懐に 證 文と 思 はる-。 おり や 請め ぬに 

よって。 こな 3! に 進上す ると。 地 渡せば 

取って 夜店の 明り。 S ャァ、 こ りやこれ。 

お 染と久 松が 起請。 よい 物が 手に入つ 


た 。油 屋へ仕 懸け てぐすり の 種。 コレく 新 

そんなら。 二つ 山 ぢゃぞ やと。 * 何でも 欲 

取 付く フシ 餅屋の 隣。 S 待った 暫く。 此 文 

小 助 も 其 仲間へ。 入れて 貰 をと。 ぬつ 

どん ぞ 

と 出で たる 男ぶ り。 久 三の 综袢 引き かへ 

て。 一 丁目 脇 指 やつ 仕 立。 當世 風の フシ 

旦那衆 頭。 S 彌 忠太樣 何とえ らいか。 よ 

ぃ事閗 いた。 祝 ひに. 4h 夜 は 我等 立て ぢゃ 

く 。そり や 過分な が 0 まだ 一 口 JS けの 手 

筋 。片付けて 跡から 參 らう。 ヲ 、 此勘六 も 

今 一 臼 取って から。 貴 樣の餅 搗き祝 ひに 

行かう。 そんなら 勝曼で 待つ て 居る。 打つ 

て くれ。 シ ャ ン /\ 。も 1 つせ い。 しゃん 

く。 祝うて 三度お しゃし やん のし やん 

しゃん 。く  * しゃんと 引 別れ。 7 シ葭繁 

も 折 柄よ い 時分。 行かん とせし が 立ちと 

まり。 a ハァ 併しと。 久しう 行かぬ 馬場 

先の。 田 中屋へ 行かう か。 ァ いやく 彼 

つ  ^ 

奴が 所 はぶ さ 打って ある。 それよ。 勝 曼 7 
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の 色めが 酸 に。 生姜 入れて 待って 居る 

害 。先づ 此方へ と S 行って は昃り 。詞ァ 、 

可愛 や 髭 剃のお ふさが 借錢 の咄。 正月 屋 

の ぜんざい を。 お前と 氣 入らす に 喰 ひた 

いという たが。 これ も 行きた し。 驍も飮 

し. 4 まん 

みたし。 ff どうせう か。 かう 勝曼 六道の。 

辻に 待った 以前の 丐 ども。 S こちらが 仕 

事の。 邪魔し をった 侍め はソレ そいつ ぢ 

や。 地た- - め./ \ と 三人が。 有無 を 言 はさ 

す 引 立つ る。 夢見た 様な。 小 助が 難儀。：^ 

り 1^ 出す 勘 六 を。 そいつ もぐる ぢ やと。 

たて 

摑み 付く。 心得 立 臼と り， <t\ -の。 餅に 片 

足 踏ん ごんで。 べったり 尻餅 あ も 重ね。 

運の つき 曰。 摑み 付く。 眞 Is げんの み 五 

文 取り。 起 上って は 又 ころく。 取 粉に 

まぶれ て 頻眞白 どれが どれ や ら 味方 同 

志。 ぶつ やら 踏む やら 喑 まぎれ。 跡 を も 

見す して i へ 走り 行く 


油 星の 段 

フシ 地 波 詠めの。 其 中に 名に 大 坂の 鬼門 

角。 油の しめ 木 引きし めて 意見の 種 も 後 

お ほと し 

家 育ち。 山 家屋へ 嫁入の 日數 迫りし 大歳 

ことぶ し め 

の。 拂ひは 宵に 片付けて 春 を 壽く注 連 飾 

小 ォクリ 松の。 盛 砂。 高 盛の 飯 椀づら りと 仕 

事師の 7 シ夕 飯時 は 眼 はし.. -。 《 "ァ 、 おさ 

つか ひ  お ほつ ごもり 

つ 殿 使 立てました。 今日は 大晦日 一 年中 

ちぎ 中う t い 

の 仕事 納め。 早う 仕舞うて 知行 米 はマァ 

腹へ 取 込んだ。 此勘 六め は どっちへ うせ 

た。 めん やう 惡ぃ 癖で 飯時に 飯 は 喰 はす。 

又 酒 買 ひに うせ をった か。 あいつ は 大方 

さか 兒に 生れ をった であろ。 ィャ， /\ 酒 

ひの 害ち や。 あいつ は薦 かぶりから 成 

上った 奴ぢ やげ なと。 傍に 居ぬ 者 護り 合 

かけ  さ  そと 

ふ ロの惡 いは フシ 缺德利 提げて 外から。 

0 ャィ く/ \ 勘 六が 事 護り あがった は 

長 八め ぢ やな。 ィャ おれ ぢ やない 久兵衛 


ぢゃ。 ィャ おれ ぢ やない ぞく。 ェ 、喧 

しい。 どいつ こいつの 用捨 はない 皆覺悟 

してけ つかれ。 人の 錢 借って は 飮 むまい 

うめら 

し。 おれが 酒飮ん だら 汝 等が 足で も ひよ 

ろつ く か。 何のい のちつ と 傍 あたりが 熟 

し  ぬか  あぶらし ぼ 

神 臭いば つかり。 吐し をん な。 想 體油拷 

りと いふ 者 は糯胖 一 つで 働く 商資。 取 分 

けて おれ は 寒の 師走 も 日の 六月 も。 年中 

裸で 暮す故 だはの 勘 六と 異名 付いた 男。 

此 仕事せ いで もえい 錢を 儲ける けれど。 

打 入れ 打 上げる。 けがな 身に 付けた 例が 

おのい  くら 

ない。 らは錢 が 無い からえ 哈は ぬの ぢ 

かざ 

や。 おれが 此嗅を か しこます を 有難い 

と 思 ひけつ かれ。 ー盃 入れて 蹄で 鈑も 

ふの ぢゃ。 此 盛って ある おれが 飯に どい 

はらぶ くろ 

つで も ほで さいたら 腹 袋 引裂く ぞと。 a 

めん  かひ *1 

何でも ふ しづく 鬼の 面。 ほった 腕 は惡鬼 

の 看板。 障らぬ フシ 神に 祟な し。 仕事 

の賃さ へ 貰うたら 柱んで 早う 年取らう。 
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ヲ、 どうな と 勝手にし をれ。 おり や 往な 

うに も 盆 はなし。 此 酒の 勢 ひに ぐったり 

といつ そ 来年 迄 一 寢 入して こま そと。 * 

こけ こ すね も Q 

裏へ 轉；： ^む 坳强 者に。 構 はぬ 手間取お 家 

さん 

様へ よい やうに。 a ホン 一 1 此久 三の 小 助 

は 今朝から とんと 顔 見ぬな う。 サァ 昨夜 

の 年 越から まだ 戾 らんせ ぬ。 ム、 年 越 か 

らと あれば 何 所の 豆 を 喰 ひに 往 かれた。 

大 かた 納屋の 下の 陰 裏 豆。 地 こち も いん 

でか--の|；』^^。 お-幅 は內に 待って 居よ と 

7 シ 住家々々 へ立歸 る。 木綿で もな く 

や £«< ひつ. 

親で なく。 せう 事な しの 山 蠶紬。 久三 

さと  ゆうべ 

小 助が 靡 通 ひ ォク 《1 ^曼 の。 茶屋 で 昨夜 

から。 しゅつ ぼく 酒の 二日 醉 こそのお 山 

に 559 られて 瓦屋。 橋に ふっと 氣が 付き。 

BI ャァ こり やう か/ \>來 て 早 や こちの 內 

ぢ や。 ，？ 往んで くれく。 サァ 最前 か 

らいね くい ひぢ やけれ ど。 內 方が 見た 

さに ついて 来た。 、 コ リャ顯 くな 手代 


衆が 見やし やる。 ィャサ 手代 ども は 大事 

ない けれど。 女 どもが 見たら 悟氣 する。 

さん 

ちゃつ といね く。 そんなら 旦那 様 かた 

三日 達へ なえと。 地ぴん しゃん 歸るを 待 

兼ねて。 番 部屋の 物陰で。 著 かへ る 衣裳 

襦 子の 帶。 上 著く るく。 すつ ぼり と 元 

の。 久 三の 尻 からげ。 急がし 顔で 竹箒。 

^うべ  はき 5! め  め ぐ 

咋夜の のらの 掃 溜 を 跡から 拭 ふ 拭き 

掃除 手桶の % 水 ばつく と。 地 浮 名は餘 

所に 立つ ぞ とも 知らぬ 久松小 M に。 氣。 

ロ說 つも k 高に。 いはれ ぬが 7 シ 苦の 世界 

なり。 詞 ぉ染樣 そり や 何 おっしゃる。 許 

嫁け のおみ つ さへ お前に は 見 かへ ぬ 私。 そ 

れに 何の 浮氣 らしい 外の 色事 所 かいな。 

ィャ- <\ 何 ぼ さう いやっても 合點 がいか 

ぬ。 これ 見や 久樣と 書いた お 山の 文が m 

再来る は。 どうで も 茶屋 狂 ひしゃる に 極 

つた。 これ は 又 疑 ひ 深い。 何 所の 奴が そ 

んな狀 。誓文 私が 茶屋へ 行たら。 地 西 か 


ら 日が 出る 東 堀。 いづ こ 川筋 師走の 懸取。 

ち *r ほら ひ 

0 田 中屋で ござります。 中 拂の殘 り 十 貫 

五 百 文 御 算用 賴 みます。 ム、 田中屋 とい 

ふは覺 えぬ-かこ なさん 何賣 つたの ぢゃ。 

イエ 私 は 馬場 先の 茶屋で ござります。 久 

樣 にお 目に 懸れば 御 合點。 女郎 衆の 取替 

が 六 貫 三百 殘りは 御酒 取 看。 ァ 、 これ 滅 

相な。 此久松 馬場 先と やらつ ひに 注た 事 

さん 

もない 覺 えない く。 ハテ こな 樣の 知つ 

ひささん  もら 

た事ぢ やない 久樣に 逢 はして 貰 を。 サァ 

久松 は私ぢ やわい の。 ィャ 久松ぢ やない 

久と いふ は 此內の 旦那 殿。 旦那に 逢へば 

分る こっち や。 ィャ くそん な 名 は爱に 

ぢさ 

はない。 ハテ 担。 コレ 旦那の 口から 直に 

聞いた。 おれが 名 は 油屋の 久三郞 とおつ 

$  じ 

しゃった。 久は ひさと いふ 字。 そこで こ 

ひさ 

ちの 島で は久樣 とい ふわい の。 H 、そん 

な 事 こちゃ 知らぬ。 知らぬ ぢゃ濟 まぬ と 

聲髙 に。 地 見ぬ 顔しても 居られぬ 小 助。 
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門から 手招き。 詞コレ くく、 爱ぢゃ 

/、。 久三郞 これに をる。 ィャァ お前 は 

久様 且那樣 かと。 地拘り あた ふた W 口へ。 

ふ す. 5 

0 ェ 、不粹 なやつ では ある s: へ 這 入る と 

いふ 事が ある もの かい。 デモお 目に 懸ら 

にや 濟 まぬ 出入。 ぢ やが お前 はチモ 薄い 

お 姿で。 そして 御自身に 鬥& くと はこり 

やどう で ござります。 サイ ャィ。 大勢の 

人 を 使 ふ 者 は 旦那から かう して 見せねば 

廻る もの ぢ やない わい やい。 ハァ閉 えま 

,  いつぞや  か> - 

した。 時に 聞え ませぬ は 日 外から お 風が 

しぶ £ん 

變 つて 勝曼へ お出な さる- * げな。 そして 

ごしんし やう 

これ 程の 御身 上に 私が 僅かの を。 サァ 

くやる わい やい。 ソレマ ァ三歩 取って 

OS 

置け。 跡 は 後に こっちから 男 どもに 持た 

, め んど  s*- 

してやる。 それ も 面倒い おれが 直に 持つ 

て 行く。 そり や 有難い そんなら 必 す。 遠 

やせぬ わい。 これ 迄 算用せ すに 置いた は。 

お 山め が 意 方が 惡 さに で 態と 引 Is 


つたの ぢゃ。 ィャ そり や 旦那お 道理 なれ 

よ！：. や 

ど。 お 山の 肝疲で 呼屋を 踏む と は 大きな 

かさお. <J づ. - 

つぼ。 ソレ重 井筒に も ござります。 踏む 

な 呼 尾に 科 もない。 *火 あにたん と 火 を 

いけて。 待って 居ます。 くわつ とお 立と。 

こそ 屋 はいきく。 が 玉 さして フシ 立歸 

_ ^そ  お ほつ 1Jt_-»- 

る。 コレ小 助 殿。 この^が しい 大晦日 

に 何 所へ 往て居 やしゃった。 へ、 前髮が 

なまちよ こざい 置いて くれ。 久 三と 手代 

うけ はら ひ 

二人前の 此小 助。 請 拂は咋 日し まふ。 年 

越に 隙 貰うて 戾 ると 直に はき 掃除。 此働 

きが 目に 見えぬ か。 ィャ/ さう ばかり 

あした  *-6  くら 

ぢ やない。 明日の 節の 椀 家具 藏へ 行て 出 

して 來 いと。 か 、様の 一一 一一 口 ひつけ。 ィ H  く 

蔵の 出し入れ は久 I  二の 役ぢゃ ござり ませ 

さん 

ぬ。 ぉ氣に 入りの 久松。 御寮人 樣と 連立 

つて 行き や。 それで は詞に 角が あって 氣 

の 毒 今の はわし が 言 損 ひ。 サァ いっしょ 

にと * 傍輩の 機嫌 取る 手 を ひっしよ な 


く。  ハテ 行けなら 行く が 邪魔に なろ が 

ひめ はじめ 

な。 あす は 元日 。大 かた 姬始の 取 越しお 染 

樣の藏 の 鍵。 あけ ましてお 目 出た うご ざ 

ります。 H 、同じ 傍輩で 門口から ぉ禮申 

す 事 さへ ならぬ。 此久 三に は 何が なると。 

わるく  £ 

* けたい 惡ロ 傍楚搭 氣ォク 9 ぶつく さ 。〈眩 

とし 

き 立って 行く。  * 年 一日 も フシ 暮れ か \ 

そ！ S 

る。 * 四十の 浪も 世話に 寄る s„? 母のお 

庄は久 松に 尋ね。 おほさ か油屋 の。 中戶 

おとな  で 

に 訪ひ。 賴 みませう。 どなたと 內 より 出 

あ ひがしら  う せ 

合 頭。 a 久松樣 か。 ヲ 、 か。 よう 釆 

てた もった。 マァ くこ i へと 地 深切 は。 

あん../ 

變らぬ 中の 7 シ行燈 の 陰。 地 男が 先へ 箱 

提燈點 し 立てた る禮 衣装。 上下た めつ け 

山 家屋 佐 四郎。 ifS 募のお 體 とつ- -と 入る。 

こんや  ふけ 

詞 コリャ 喜 八よ 。今夜 はこれ で 夜が 更 る。 

夜半 前に 迎 ひに 来い。 お 勝 殿 は 奥に ござ 

るか。 ハイ さやう に 申し ませう。 地 暫く 

お待ちと つい 立って。， 行く も 見送 る 主 思 
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ひの。 3S が氣 のつ く  i 草 。ほんに 幸 ひ 

こんにち 

よい 折から。 ョ 今日 も あなたへ 參 つてお 

尋ね 申さに やならぬ 譯。 かの 吉 光の 守 刀。 

ァ、 これ 一 昨日 も 申す 通り。 其 刀 は 手前 

質に 取つ たれ ども。 もう 疾うに 流れ まし 

た。 サァ其 儀 は 承り ましたが。 其 置 主 は。 

もし 鈴 木彌忠 太と は 申し ませぬ か。 ィャ 

ばら 

もうい かい 事の ロ數。 す きゃら 继 やら。 

此方 覺ぇは 致さぬ と。 地塵喊 つかぬ 詞の 

しほ" お茶 上げ ませう と久松 か。 差 出す 

茶碗。 引った くり。 《SH  、小 じたた るい 

丁稚め ぢ やな。 手 入らす の染 茶碗。 ちょ 

こく 破り さうな 頻付。 茶碗の 代りに 親 

方の 前で。 何もかも けつ 破って こます。 

け ふ は 後家に 逢うて めっきし やっき。 嫁 

»  は うづ  たのみ 

入の 延びる も 方 圖が ある。 結納お こして 

から 幾 月になる。 今夜 中に ぉ染を 渡す か。 

たのみ しるし  ひとこし 

さうな けり や 結納の 澄の 脇差 I 膝 金 拾 

兩。 取戾 して こちから 變改。 其 代りに 又 


借して 置いた 百 二十 貫目。 毳 まで 算用し 

て 取る のぢゃ 。ァ 、案- s: し をれ 丁稚め と。 

あさば かえ 

地 しゃち こばった る 麻袴疵 持つ。 足の 穗 

に 顯れ。 問 はぬ に それとも 乳の 人。 そんな 

ら和子 二階で 待って 居ます ぞ えと。 心殘 

して 7 シ 立って 行く。  * 藏 から そっと 小 

助が 惡 智慧。 小判の 包 封 押切り。 a 先づ 

ぬすびと 

拾兩 忝い。 此；^ 人を久 松め に。 さ うぢ や。 

ひとり み  ぬ 9 ぶんこ 

くと 一 人 笑。 * 人に H- 文庫の。 

中へ 目錄 蓋ぴ つし や. RO  K  ノリし めた ぞし 

めた ぞ。 時に 此金。 ちっとの 間。 何所ぞ 

に 地 奥から 小 助 殿く と 呼 立て 出 づる下 

女のお さつ。 菌コレ く 小 助 殿 今 奥で 山 

さん  たの/ 

家屋の 旦那 樣 とお 家樣 と。 結！ g を戾 せと 

遣つ  > 返しつ 其 中に 取 交ぜて。 結納の 金 

が 見えぬ というて。 大抵の 詮議 ぢ やない。 

サァ /\ ごんせ。 ヲ、 /\ そこへ/, \>o 

ェ、 どこへ 隱 して 置き所に。 * 事 かく 折 

敷 飯 探の。 高 盛へ フシつつ 込む 小判の ご 


もく 釵。 上から 押 付け 素知らぬ顔。 打 連 

れて 行く 奥から 口。 目から 鼻へ フシ 拔 目の 

をん な あるじ 

ない 女 主。 戶 後家に 負けぬ は 銀の 利の。 

さん たの， * 

かさに か i つて 聲山 家屋。 お 勝 様 結納 

しるし 

の證 潔白に 昃さ うと 言 はしゃつ たから。 

今更る はい はれまい。 サァ/ \戾 して 貰 

たい 

ひましよ 。サァ 今お 開きな さる >1 通り 。大 

切に して 箪笥に 入れ。 しっかりと 藏に入 

れて 置いた 結納の 金 拾兩。 今にな つて 見 

えぬ とい ふ は。 コレ 置かし やれ。 言掛り 

で戾 さう とはいう たれ ど。 結納 戾 せば 百 

二十 貫目 立てに やならぬ。 所で 何な と 引 

延す。 てれん はたべ ぬ。 人に こそ よれ 山 

いつぼう 

家屋の 佐 四郞。 一保が 講釋 三年 聞いた 男 

ぢゃ。 そんな 計略に 乗って たまる もの か 

ま 0 み 

いの。 が又植 でな くば 其 衲 お出しな さ 

れ。 サァ/ 、何とと つつか.' る 地主の 當 

惑 取 分けて。 氣の毒 餘る夂 松。 ョ 私が 差 

出が まし けれど。 大枚の 銀 さへ 立てう と 


あるお 家樣。 耰か拾 雨の 金 惜んで e 何の 

間 合 仰し やらう。 油屋商 賫は大 k の 仕事 

師 。毎日 入 込む 事 なれば。 誰が 業 か は 知ら 

ね ども 失せた に は 遠 ひなし。 私 ども もめ 

いく 身晴。 共 吟味して 今夜 中に。 急 度 

お 目に かけ ませう。 お 疑 ひ 晴らされ ませ 

と。 * 挨 1^ する 程む つと 顔。 何が な 小み 

づを くり 出す 勘 六。 フシおう へに どつ さ 

り大 あぐら。 S コレ 丁稚 殿。 責樣 ぁぢぃ 

な 事い ふの。 こ \ の內に 金が 見えに や。 

仕事師の おいらが 盗んだ のか。 ィャく 

さう ではな いわいの。 ィャ さう いふの ぢ 

や。 仕事師が 大勢 入 込みう さんな とい ふ 

* ナ  ， >  I 

から は。 搾り 仲間 を盜 人と いふの ぢゃ。 

このごろ 4^ ら めん 

殊にお り や 今 B 此 頃の^ 面ぢ や。 翁 以て 

耳に 立つ ぞ。 但し 何 ぞ證據 が あるか。 ョ。 

よ ほ 

證據 もない に 盜入呼 はり。 けたいが 惡ぃ 

ぞ。 忌々 しい ぞ。 ァ 、是 * 聲 高に いやん 

ない の。 ィャ くく 止め やん な 小 助。 


あの せん まめ 仕樣が あ ス-。 サ 、尤も ぢゃ 

く。 わがみの 立たぬ 樣に はせ ぬ。 マァ 

く 待ち やい の。 ィャ 止め やん なく。 

サァ くよ いわいの。 わがみの 立たぬ 樣 

い  こ 

に はおれが せぬ。 喧しい 言 やん な。 く 古 

町ぢ やわい の 人が 立つ わい の。 勘 六 正直 

者ぢ やさ かいえ らう 腹 立て 召さる。 广 、 

ハ、、 、。ィ ヤコ レ久松 。ちょと お ぢゃ。 

サァ いうて しま やい の。 いへ と は 何 を。 

ハテ わがみが 金 盗んだ 事 を。 コレく 小 

助 殿。 そり や 何い ふの ぢゃ。 覺ぇ もない 事 

£ が ほ 

を。 ハテ拉 もう 叶 はぬ 事 を。 其眞 顔が 厥 

ぢ やわい の。 證據の 出ぬ 中。 サァ 綺麗に 

いうて 仕舞うた がよ からう ぞゃ。 サァぉ 

れ にい やく。 ェ 、知らぬ わい の。 ャ實 

正覺 えない か、 H  、氣の 毒ながら。 證據 

出さす ばなる まいと。 * 久 松が 手 習 ひ 文 

庫 提げ 出で。 S こ りやこれ われが 文庫 ゥァ 

ノ佐 四郎樣 から。 結納の 證 について 來た 


目錄。 わが 部屋の 入物の 中に。 n レく  g 

く 入れて あつたが 通れぬ 證據サ 天命 ぢ 

やの。 是 でも わがみが； S まぬ かと。 地 差 

付けられても 覺 えなき。 ス, - 身の 災難に 

むな 

詞 なき。 久 松が 胸づ くし。 取って 引据 

ゑ 勘 六が。 S ィャ ばりめ。 ぅぬが盜んだ 

金を人にぬって。ょぅ.^4れに紋付けたな。 

やか t  あ ，しょ 

コ レく勘 六 喧しう いやん な。 金の 有 所 

吐さねば。 どづき 据 ゑて 言 はすの ぢゃ。 

ね か 

ェ 、 吐し あがれと 責めせ つて ふ。 お 勝 

は聲 かけ 小 助 待ち や。 85  H ィぉ 家樣。 な 

ぜ お止めな されます。 ハテ 下人と いうて 

も 人の子。 疵 でもつ いたら 何とす る。 殊に 

* つと  *- は. <  I 

其 金の 盜人。 急度久 松に は 極らぬ。 ァ ノ。 

これ 程 知れた 證據の あるに。 サ レバ ィゃ 

い。 其久 松が 文庫 は。 開いて あつたか 錠 

がお りて あつたか。 金盜む 程の 者なら。 其 S 

目錄は 破って 捨てる 答の 事 を。 我が 科の I 

知れる 様に。 わざく 我が 文庫に 入れて 文 


置いて。 しかも 蓋開けて 置き さうな もの 

か。 但し。 又 錠が おりて あった を そなた 

が 開けたら。 人の 箱の 錠 拾 切る は盜 人の 

S5m サ それなら そ ち にも 疑 ひが 愁るぞ 

よ。 サ それ は。 其樣に 手荒う せチ と。 靜か 

にしても 詮議 はなる と。 地ぎ つくり 詞の 

I； 屋敷 納めた 後家に。 いらつ く 佐 四郞。 

S5 ャァ そり やお 勝 殿 最 屑の さばき ぢ や。 

現に 知れた 盗人の 久松。 そっちで 詮議が 

ならす ば。 町 內 へ斷 つて 代官 所へ 引摺っ 

て 行く。 小 助し め 上げて 詮議 しゃいの。 

ハイく 合點と 立ち か、 る。 コリャ 主の 

詞を 背く のかと。 S 主命 流石 うぢつ く 腕。 

0 小 助せ くな。 此 丁稚め は 勘 六に 住せて 

置け と。 * 久 松が 前髮 引付け 平手で びつ 

しゃり。 起 直って an レ勘 六。 こり や 何 

とする のぢ や。 大 すりめ。 小 助 は 傍輩 だけ 

で 手ぬ るい。 其 日 雇 はれの 勘 六。 どなたに 

も 遠慮 はない。 金 吐出 さに や。 商 燹の油 


f  VI しゃう ぼね 

のぎ 喧 はす ぞ。 胴 性 骨の 油糟。 絞り出し 

て も 言 はさに や 置かぬ と。 * 土間へ 引 立 

て 踏 落され。 髮 もばら。 く あら 淚 こたへ 

兼ねて 齪 出る 母。 S マァく く 待つ 

て 下され 待って いのと。 a 庭に K けおり。 

a コ レ久 松樣。 お前の 身に 鬓り のない 言 

わし  t ちゃ 

譯は 私が する。 ほんに く 今で こそ 町家 

の 奉公。 筋目 正しい 此和 子に 。そんな さも 

しい 心が あらう か。 無念に ござんし よ。 

最前から お前より。 私が 口惜しう てなら 

！ K にな 

ぬわい なァ と。 地 背 撫で フシ さすれば OS 

ハ、、 、 、何ぢ やけたい な 婆が 出た。 ご 

くに も 立たぬ 言 譯せ すと。 今爱で だはの 

勘 六が。 盜 人の 政道す る をよ う 見て 置 

け。 ぢ やが 醉醒で 俄にぐ つと ひだる う 

なった。 飯 一 杯 噴うて E 丈夫に し て か 

ら。 どうす るぞ 待って をれ と。 均 釵捥引 

出し 箸 取り か、 れぱ小 助 はび つくり。 5- 

ァ ヽコリ ャ 滅相な くく。 それ は マ ァ 


何す る ぞい やい。 ャ何 すると は 慨が釵 を 新 

おれが 嗆 ふのに。 それが 何で 滅相な。 ィ お 

ャサ。 それ はいかに も われが 飯 さうな と 文 

いふ 事。 サァ。 おれが 釵ぢ やによ つて。 

ァ 、 コ リャく く。 その 釵喰 ふない や 

い。 妙な 事 をい ふ人ぢ や。 ム、 ばりめ を 

ひま 

行 ふのに 隙が いると いふの かよいく。 

ひと V め 

そんなら 飯哈 ひく やって こま そ。 I 責 

寅め たら。 白狀 さす は 膳の 上の 箸と。 * 

餒 はなさぬ 勘 六。 ァ 、 これ はまた 情な 

い。 ァ、 こり や。 ./\/  -マ ァ それ 

を 下に 置け。 此飯は 喰され ぬわ やい。 ェ 、 

けたいな。 そり や 又 何で。 サイ ャィ。 金 

の盜 人が 知れぬ 內は。 仕事師に も 昝疑ひ 

が al- つて ある。 ヨウ 。もし われが 盜ん だの 

なら。 盜 人に 飯 喰 はす 法が あるか。 身の 

H§ を拔 いた 上で 跡で 喰へ とい ふ 事。 ム、 

こり や 理窟 ぢゃ 。そんなら こいつもう 0 

しごいて 仕舞 はに やならぬ。 ァ、 これ 


これ 大事の おれが 扶持 切 米。 物い ひの 付 

いた 釵ぢゃ 。やつば りこ X に 置いて 貰 を。 

樣々 の 事で 食 どめ しられる C おれが 爲に 

しょくが たき おのれ  くら 

は 食 敵。 汝に はこれ 喰 はすと。 S 割 木 

提げ 立ち か & る。 E 勘 六 待ち や 。家来の 吟 

やと ひにん 

快 は 主が する。 雇人の そなたが いらざる 

差出扣 へて 居 や。 そんなら 小 助が。 ィャ 

g ォ 

わがみ も賴 まぬ。 ヲ、 す りやこな 様の 直 

の 吟味。 見物 致 そと 《^突張る佐四郞。 い 

やとい はれぬ フシ 此 場の 表。 詞賴 みませ 

う。 小 助 表に 案內が ある。 小 助々々 ハイ 

/ /\0 ハテ どなた ぢ やと。 港 出迎ふ 

！  > かね  しめ ち ひけん  そら 

門口。 豫てゃ 矂し相 見 を。 互に 見ぬ 顔 空 

とぼけ。 詞 拙者 浪人 者で ござる。 此度有 

付いて 國 方へ 參 るに つき。 路用の： i へに 

手詰り。 お 家 を 見かけて 御 無心と 申て 唯 

さし あは 

は 申さぬ。 寶は 身の 差 合せ。 賫 りに 參っ 

ふところ 

た I 品 ちょと 御覽 下されと。 地该 より 取 

出す 一通。 コレ 淨土宗 一 向宗に はなけ 


れ ばなら ぬ圓光 大師の 一枚 起請。 か 正 

らゥ 

筆 か はた つた 一 目御黉 じる と 忽ち 知れ 

る ％ 、？ 見知の 手跡。 ナ。 なんと 是ぱ かり は 

買 はっしゃれ すば なるまい。 天罰 起請文 

の 事。 此 跡を讓 まやに。 直 を 付ける が 商 

ひの 秘事。 娘 刺に 買うて 進ぜられたら。 

i も 9 ほんぞん 

一生の 災難 を遁れ る。 守 本尊で ござらう 

ぞゃ。 但し 御所 望に ないか。 ナ 11 それに 

ござる お 若人。 其 許に も 入用の 物ぢ やお 

求めな されい。 現當 二世の 起請文。 ィャ 

もうく 有難い 御文 章お 望みなら ば。 讀 

ん でお 閉 かせ 申さう かと。 * 意地く ね惡 

う 鬼門の 肝 先。 ドレ 拜見致 そかと。 地 

立 寄る 佐 四 郞は金 神の。 中から お 庄が引 

取って S  I 枚 起請 買 ひました。 私に 賣っ 

て 下さり ませ。 地 御 不祥な がらと 7 シ差 

出す。 * 金 包み 手に 取上げ。 a こり や 僅 

か 金 拾 五 K^o こんな 事で は。 サァ くそ 

れは當 座の 手附。 ム、 手附と あれば 請 取 


つた。 價は 何程 致さう と。 わたしが アイ 
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賈 ひます る。 今年 は 夫の 十三 年。 この 有 

難い 御文 章が。 何と 人手に 渡されう。 コ レ 

久 松樣。 お前の 親御 丈 太夫 様。 預 りの 御 

重寶 失うた 科。 阿房 拂に逢 ふの が 無念 さ。 

覺 悟の 切 瞑。 夫 三 平 介錯の 上。 主人の 

追 腹。 お前 は渐ぅ 六つの 年。 兄久 作の 在 

所へ 預け わし は國に 留まって。 どうぞ 今 

さがら 

一度 相 良の 跡目 相 接の 願 ひ。 御 家老 中へ 

月々 の 訴訟。 其 時 失せた 殿 の 重寶。 この 大 

坂の 質屋に あると 間いた はお 主の 出世 時 

と。 其爲に 持へ た此金 なれ ど。 差當 つた 地 

獄の苦 患遁る &は此 一 枚 起請。 其 大切な 

事 を 何とも 思 はしゃん せぬ は。 親御の 恩 

を 仇に 思うて 居さし やる から。 コ レ 見や 

しゃん せ。 妙譽 西岸 信士。 俗名 三 平。 こり 

わし  かたとき 

や 私が 夫の 戒名。 片時 も 肌身 を 放した 事 g 

はない。 お前の 親御 は。 劎樹 院等覺 居士。  I 

其 心で は 命日 も。 忘れて がな 居さし やら 文 


う。 コレ * 此 位牌の 夫 三 平が。 忠義の 心 

を 少しで も 思ふ氣 があるなら。 s 未来の 

約束。 1K4 い 御文 章 を 反古 にして。 國へ歸 つ 

て 命 長う。 家相 續 して。 父御 様に。 * 草葉 

の 蔭から にっこりと 笑 はしまして 下され 

と。 拫み も。 意見 も 十分 一 明けて いはれ 

ぬ 百 千 萬。 我が 子の 樣に。 養 ひ 君 思 ひ 詰 

めた る眞實 の。 母より 深い 大恩 慈悲。 誤 

つた。 。もう 堪忍して くと ス M 歎 

けば 淚 拭いて やる。 7 シ あまい は 乳母の 

習 ひなり。 * 歎き を  < ま 所に 山 家屋が 伸 欠。 

0 ァ 、 こり ゃ盜 人の g 議が來 年に なり さ 

うな 。ィ ヤコ レ御 浪人。 見た所が あの 嗅。 

跡 金の 才覺 心許ない。 手附 限の 事で あろ。 

いっそ おれ 買 ひましよ か。 イエく く 

.  わたし 

外へ はやらぬ。 私が 先約。 サァ跡 金 は 何 

ぼで ござんす。 激高 金 は 五 百兩。 ェ 、 ィ。 

安い 物ぢ や。 サァ 只今 請 取らう と。 墙閗 

いて 今更 ハットば かり。 スェ當 惑 顔 を。 


見て取る お 勝。 ィャ くく。 無 3! な 

がら そり や 出来まい 五百兩 なら 私が 買 ひ 

ましよ。 今 がらり に 渡さう 程に。 さっき 

の 手附は あの人 へ お返しな され。 成程 成 

程 さうな うて は 叶 はぬ 處。 め くさり 金で 

大事の 代物。 買 取らう と は のぶとい 女め。 

手附 金ソレ 返す と。 地投 出す 包。 お 勝 

が 取上げ。 S5 お 侍樣。 こり や 最前の 手附 

と は 遠 ひました な。 何が 違った。 ィャ違 

ひました。 中 は 見いでも 知れて ある。 大 

かた これ は戎 樣の楚 小判。 ャ。 ァ、 そり 

や 何 か 手前 存ぜ ぬ。 あの 女が。 ィャ 仰し 

やん な。 こり や 最前の 金. ではない わしが 

よう 見て 置いた。 あの人が 渡した 金 は 反 

古に 包んで ござんした。 是 はこれ 白紙。 

包が 違うて あるから は。 お前が 內 から 持 

へて ござった ふき かへの 蟹 金。 正 眞の金 

は » にあら うがな。 日外久 松が &られ た 

も 丁度 此傳 。これ をた ぐって 詮議したら。 


何が 出よう も 知れまい と 《u 八 を 見付けた 新 

發明 後家。 暗い 仕事 は油屋 の。 明りに き ほ 

よろ つく  7 シ 化の 皮。 詞ィャ 其 詮議より 文 

こちらの 詮議 。ドリ ャ。 起請の 正 體を顯 は 

してお 目に かけう と。 * 立 寄る 小 助 を 勘 

すん A.- 

六が。 取って 突 退け 起請の 一 通。 フシ 寸々 

に 引裂いたり。 as コリャ やい く。 大 

事の 證據 なぜ 破った。 こっちへ おこせと 

言 はせ も 立てす。 地 弱腰 どつ さり 片手 投 

げ。 85 コリャ 何し をる と摑 みつく。 頰に 

鈑捥地 菩薩の 罰。 S ソレ久 松 小判が 出よ 

うが。 ホ ン  一一 丁度 拾兩。 そんなら 此盜人 

は。 ヲ 、 こいつ ぢゃ。 もう 遁れ ぬわい。 

道理で 飯 惜み仕 をる と 思うた。 何でも 三 

お 0 れ 

つ 山の 約束に。 己 I 人よ い 事せ うと はさ 

げ しん  few 

りと は 下心の 悪い がき。 もう 此勘六 魂， が 

返って。 これから は久 松が 味方。 何もかも 

いうて 仕舞 ふから は。 どこへ 尻が 行かう 2 
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も 知れぬ ぞ。 H 、もう 赦 されぬ と 取 付く  — 


を。 * 胂 腹の 當身久 三郞。 きうと もい は 

す 目 を 白黑。 一 の 裹は勘 六が。 みたの 代り 

に 山 家屋 も フシ 傍杖 こ はがる 膽楚 色。 S サ 

ァ佐四 郎樣。 拾 雨の 金子 出しました ぞぇ。 

持って ぉ歸 りなされ ませ。 これで も 私が 

盜 みました か。 何の いの。 正直 正路な 丁稚 

殿。 有 所 さへ 知れたら 持って いぬに は 及 

ばぬ わい の。 ム、 さう おっしゃれば 娘に 

も 。言 分 は ござり ませぬ か。 何の あろ ぞい 

の 。そんなら 嫁入の 日限 は 。春 永に く。 

ァ 長居 致した。 早う いんで 稻積 みませう 

と。 雉 そこくに 底 氣味惡 う 彌忠太 も。 

そろく く 表へ。 侍 待った C 慎の 金 

置いて 行け。 但し 勘 六が 引出さう か。 ィ 

ャく コレ あの 拾 五雨 は 御文 章の 代金。 

深い 志の 金。 ぉ庄 殿へ はわし が 返す。 ど 

つ こも 波風ない 様に。 わざと 何にもい は 

ぬ ぞぇ。 ヲ、 サ。 身 ども も 何にも 言 分な 

いと。 地 强ぃ顏 でも 胴 震 ひ 肝 を 菜種に 油 


屋の。 辻から 7 シ 横に a 歸る。 * ぉ庄は 

いそ. （-。 結構な お 家 様の 御 料簡で 久松 

樣の 明り も 忽ち。 打って 變 つた 勘 六 殿。 

急に 善 過ぎて 合點が 行かぬ。 コレ氣 遣 

ひせまい 此勘 六。 久松 殿の 肩 持たねば な 

かひな そと は 

らぬ譯 は。 これ 見て 下され。 腕に 卒都婆 

の 痣。 妙譽 西岸 信士。 ホ ン 一一 此 位牌の 

戒名と。 合うた は不 思義。 母 者 人 健で ご 

ざったの。 こな 様の 子の 三 之 助で ごんす 

わい の。 ャァ。 別れた は 十四の 年。 見忘れ 

さんした も 尤も。 かう いふ 一! 頻 になった 

もの。 一 體が少 さい 時から いけすで あつ 

i たも Q 

て。 陪臣の 枠の 分で。 歷々 の 家中の 子供 

つ て  あたま  . r 

衆に 礫 打ったり 頭 はったり。 手 討に もせ 

おやち 

にやなら ぬ處 を。 親父 様の 慈悲の 勘當。 

間 も 無う 死なし やった と 聞 いてが つく 

り。 始めて ちっと 人間の 魂が 出來 たれば 

悲し is がみ だれ 同然。 親の 墓へ さへ 晝 

は 得參ら す。 夜の 中に 寫 して 来た 戒名。 


命日に 坊樣 呼ばう にも 0 宿な しなれば 佛 お 

樣は猶 なし。 せめて 親の 大恩 を 忘れぬ 様 

かひな  おき 

に 彫 付けた。 此 腕が わしが 佛植。 置 所が 

惡 さに 手 を 合 はして は拜 まれす。 毎朝 片 

1 .R の 手で ぉ禮を 申します わい の。 餘所 

ながら 閒 けば 御、 王 人 丈 太夫 樣。 御 切腹な 

された 元はと いへば。 紛失の 吉 光の 刀。 

此大 坂に 質 物に 入って ある 由。 H 、是を 

請 戻して お 家 を 立 つれば。 お 主 へ 忠義。 親 

父 様のお 位牌へ。 是に上 こす 手 向 はない 

と 思 ひ 立った 其 日から。 金の 工面に 様々 

.A た り ごと いつぞや 

の 騙 事。 日 外 座 摩です りかへ た 其 銀 故に 

難儀 さっし やる 久松樣 が。 主人の 若且那 

であった と は 夢 三寶。 たった今 間いて 腸 

からくりのと  モ 

がひつく り 返った 稀 的。 目當の 外れた 

ばち 

も 不孝の 罰 母 者 人。 堪忍して。 地下 さり 

を さなが ほ 

ませと 眞實 親身の 後悔 は。 昔に 返る 稚顔" 新 

版 

其氣 になったら 親子 ぢゃ もの。 何の 憎 か ^ 

£6  なつか t 

ろ 。よう 健で 居て くれたな。 母 者 人。 该し 


かった と 抱 付き。 襦 件の 袖 を。 絞りが 誠- 

フシ 大 づけ 淚。 殊勝な り。 W ヲ、 親子の 心 

底 感心し ました。 それ 程に 二人の 衆が。 

心 を 盡す吉 光の 守り刀 は IJWI にある ぞゃ。 

ェ 、そり や 又 どうして 。お is のお 手に 。サ 

ァ緣は 不思議と 久 松の 人 がら。 由 ある 人 

と 見た 故に 尋ねて 聞いた 氏素性。 守 刀の 

ま は 

入譯。 超り 廼 つて 山 家屋に あると 閉 出し。 

ぉ染を 望む を 幸 ひに。 こっちから 乞うて 

取った 結納の 證。 久松。 そなたに 是が やり 

たいば かりに。 嫌 ふ 娘 を 山 家屋へ やらね 

ばなら ぬも爱 の譯。 これ を 土産に 本 知に 

歸れば 。和 泉の 御 家中 相 良久 松樣。 地い つ 

まで も 油屋の 丁稚で 居る が 見目で は ある 

ねん 

まい。 まだ 年の 明かぬ 中と。 わしへの 義 

理ゃ何 やか や。 譯 もない 事 思 はすと。 早 

う W 世 さし やん せと。 渡す 後家 箱ぬ けめ 

なき。 フシ 情に お 圧が 忝な みだ。 地腑 ra 

斐 ない 我. _< が 思 ひ 込んだ 念が 届いて。 痦 


しいと も。 有難い とも。 S 久松 樣ぉ禮 を。 

/\= ァ 、 これ。 * 糟は來 年 ゆるり と。 8« 

マァ 行かし やん せ。 ホ ン 一一 母 者 人。 うか 

くして 居る 所ぢ やない。 今夜の €： に藏 

屋敷へ お供して。 お 留守居へ お 目見えな 

されす ば。 歸參の 願が 叶 ふまい。 サァく 

く 若旦那。 早う/、 に久松 はお 染に引 

かる 、亂 れ髮。 撫 付ける 間 もせ はしな く。 

7 シ 突出す 鐘 は。 S5 早 や 夜半。 時刻が 移 

ると 勘 六が。 地 先に 押 立て 駄け 出す 足首。 

片 ながら 取 付く 小 助。 投込 むく  り戶。 

ほ 御家樣 おさらば。 御 無事で。 まめで と 

1. ちゃ お ほと し 

* 内 と外隔 つる。 一 夜 大歲の 鐘 は。 百 八 

煩惱を 豌に昆 捨て て。 一 急ぎ 行く。 gj? 夫 

跡に むきん ゃ油屋 の。 ぉ染は 一 人娘氣 に。 

思 ひ 詰めた る久 松に。 別る 、様子 立 閗に。 

閒 いて 氣も 消え 胸せ かれ。 爱で添 はれぬ 

緣 ならば。 未来で 積る 白雪の 庭へ。 泣く 

/\  7 シ をり からに。 組 太夫 S ぉ染壜 く 


と 母のお 勝が 聲 すれば。 菅 アイ z\ と フシ て 

元 Q 座敷へ 立戾 る。 * お 勝 はさ あらぬ ^ 

顔色に て 0 ョ あす は 目 出たい 元日。 年の 文 

終り は寢ぬ もの. ぢ やげ な。 たと へさうな 

うても 。寺々 の 鐘の音で。 寢られ ぬから 持 

病の 癢が 差込んで。 ァ イタく。 ちっと 

爱を押 へ てた も。 菅 * あ いと 娘 は 何氣な 

く  。手 を 差 入れる 後 を 0 あけて それと はい ， 

はた 蒂。 障る 手先に ぉ染 は：^ り。 S 母樣 

こり やお 前 腹蒂ぢ やない かいな と。 * 思 

ひがけな き 興 覺顏。 as 娘 そなた 腹帶と 

いふ 者 。して 見やった ことがあ るか。 菅ェ 

ィ。 いえ/、 何の マァ。 腹帶 とやら。 つい 

に 見た 事 も 無. S けれど。 * お I にや X を 

宿した 時此 様に。 卷 いて 置く もの ぢ やと 

咄に 間いた ばかり oass ヲ、 よう 知って 居 

やる。 いかにも こり や 腹帶。 ィャ サァ。 癀 

を 押へ る 腹帶。 此癀の 直る 藥を コレ 見や。 

買うて は 置い たれ ど。 下女に も 男に も 煎 


じても らふ 人がない。 わがみ 大儀ながら 

この 藥。 誰も 人の 見ぬ 樣に。 こっそりと 

S 一 じて たも。 《_> ァノ が樣の 何い はしゃん 

す。 壜藥 あがる に 誰に 逮慮 。組 S ィャく 

人に 尾せられ ぬ。 こり や 此癀を 押下げ る 

おろし 藥。 まェ、 > ^。組 ヲ、 肝が 滑れう。 

熥 娘の 手前 も 7 シ恥 かし けれど。 * 太 右 

衞鬥殿 に^れてから。 後家 は 立てても 離 

れぬ 煩惱。 S 嵐 三 右衛門の 芝居に 誘 はれ。 

名 はい はれぬ が C 美し い 若衆 形 を ふっと 

見てから。 思 切る にも 切られぬ 惡緣。 港 

それが 接つ て 情な. S ツイ こんな 癀に なつ 

たわいなう。 S かう いうたら 定めて そな 

たの 心で は 。が 様の 未練ら しい。 私ら がそ 

んな 事が 出来たら。 井戸へ なりと 身を投 

げて 死んで しま ふに。 卑怯な 命惜 むと も 

思 やらう が。 それで はわが 身ば かり ぢゃ 

ない。 世間へば つと 沙汰に なって。 油 星の 

家 はこれ 限。 * わし も 色香 を 知りながら。 


心 に 好かぬ 山 家屋 へ 。嫁入 さす も 家 大切。 

S  <rr の 若衆 形の 事 ふつつ り 思 ひとまった 

證據 に。 * おなかの 癀を もろし 藥。 思 ひ 

切って 前，？ じて たも。 S 折角 佛樣 のお 世話 

で。 五月に もな つた もの。 いぢら しけれ 

ど。 子 を 助ければ 親が 死ぬ。 いひ 效 した 

男まで 生きて 居ぬ 氣を 知った 故。 三方 四 

方 を 納める は コレ。 地 そなたの 思 ひきり 

たと へ 

一 つと はいふ ものの 譬にも 0 子よりも 孫 

は 可愛と いふに。 初孫に 日の目 も 見せす。 

水に なせとの 啁 欲を敎 へる 母が 心の中 

は。 コ レ鬼ぢ やわい の ノ、。  ™ 男 の爲親 

G 爲。 家相 續の爲 と 思うて。 氣に 入らぬ 嫁 

入して たも。 コレ 一 生の 親み ぢ やと。 ？？ 

我が 子 を拜む 母親の 義理の 腹帶 しめ 泣き 

に。 *-a いかにも 嫁入 致し ませう 。組ヲ 、 

出かし やった，/ \/\ よう 云うて たもつ 

たのう。 その代りに どうぞして。 早う 飽 

かれて 展る樣 に。 わしゃ 祌祌を 祈って 


居る と。 * 粹な親 ほど 取り わ. けて 迫る 

7 

せつな さ 蒼 娘の 心。 互に 思 ひ やるせなき 

親子の。 誠ぞ 7 シ 道理なる OR 太夫 雉 や、 時 

移り。 久松 はも 一 度お 染に暇 乞。 死ぬ る 

覺 悟に 立 戻り 街の 外面に あり ぞ とも。 組 

知らす お 勝はヲ 、嬉し や/、。  日 は 

目 出たい 元日。 * 泣 顔 ふいて 神 樣へ何 や 

かやお 賴み申 そ。 サ ァぉぢ やい のと フシ 

連れて行く。  I 見越の 枝に 三尺 帶 ひらり 

と。 €： へ久 松が あは や 人影 見られ じと 潜 

む。 嗜き夜 蔵の 戶の あいた を 幸 ひそつ と 

人る。 ま^から ついて 見濟 す. f 助。 外 か 

ら戶前 を どつ さりと 鼠落しの フシ 仕 済し 

顏。菅^?折から外には小提澄0雪の伞差し 

か. -る鈴 木彌忠 太。 武； li を 慕うて 勘 六が 

息 も 7 シ すたく。  Jl« 彌忠太 殿く 一 遍 

こなた を 尋ねた わい の。 营身 どもに 何ぞ 5^ 

用が あるか。 武 ある 段 かく。 こなたが I 

盗んで 立 退いた 吉 光の {寸 刀。 質屋に あつ 3 


て 手に入った 故 たった今 藏 屋敷へ 持って 

た虚 が。 sm 赤な 暨物。 ，i 眞は こなたが 

持って 居よう。 サァ 尋常に 出した/ \。 

普 ハ、、 、 、 。 いかにも 推量の 通り。 質 

屋 めに 一杯^ はした のぢ や。 正眞 はおれ 

が 持って 往て 立身の 種に する。 溫 かに 渡 

してよ いもの か。 g それ 閉ぃ たらもう よ 

い。 其 刀 は 大方 こ、 にと。 墻 柄に かける 

謇手を もぎ 放し。 直に すらりと 拔 打ち を 

がで ばっしり 7 シ請 身の 手 だれ 埯 は 

妹脊 の緣 倒より 庭の 井筒に 合掌し。 s« 南 

無 阿 陀佛の a 聲閉 取り。 ぉ染樣 か。 菅ャ 

ァ久松 か。 - 一人 どうで も 死なねば。 なら 

ぬ 身の上。 * 未來は 一所に 手に 手 を 取つ 

て。 組 4n ふ 外の 喑 扮れ。 a 手に 障った る 

小膝 差。 探って 見れば 九寸五分。 扭 こそ 

吉光。 g それやって はと 武者ぶ り 付く を。 

«  7 シ 踏み 飛ばし。 、忝い。 武運の 

花の 開き 畤。 久松樣 は。 何 所に ござる と。 


* それと 白雪 白壁の。 藏と 庭と になむ あ 

みだ。 t 一人 アツと 苦しむ 一 聲に。 武驚く 

ぉ勝久 三の 小 助 0 久 松め はくた ばったと。 

ゆ はり 出 づるを 取って 引 敷き。 窝ェ 、 

早まった 御 最期と。 - 一人 地 恨む に 甲斐 も 

百八の鐘 も 打 切りし らく 明け かはいの 

聲と 諸共に。 年の 終りに 明け渡る。 春 を 

重ねて 久 松が。 名は大 坂， の 東 堀 今に。 傳 

へ て殘 りけ る 

安永 九 年 子 九月 廿 八日 


>  力  ごえた ラち ラ すご！ C ぐ 

伊賀 越 道中 雙六 


第一 鶴が 岡の 段 

* 大權 聖者 の未來 記に 書き記し たる 四海 

の 治亂。 元 弘の戰 一 統に。 切 鎮めた る 足 

利 氏 草 も。 I 搖 がぬ ssf 山。 ュ 9  «■ 頃は大 

永 元年 二月 上旬。 鶴が 岡の 奉幣に 勒使下 

着の 知らせに よって。 山內 の執權 上杉顯 

定瞀衞 の 役目 承り。 坂 本に 假屋 をし つら 

ひ 一 日 代りの 家中の 守護。 和 田 行 家が 一 

子志津 馬。 威儀 嚴 重に 守り 居る。 《- 折節 

佐々 木 丹 右衛門。 非番の 姿 上 取って。 

を憐む 羽二重 侍。 假 屋に來 か. -り。 詞志 

津馬 殿。 當 日のお 役目 御苦勞 と挨按 し。 

別して 今日は 勅使 御 入の 日 なれば。 取 分 

けて 大切の 御番。 隨分麁 末の ない 様に。 


座 本 竹 本 太 市 

と 申す も此丹 右衛門。 責 殿の 親父 行 家 殿 

に劍 術の 門弟。 これ 迄 外の 弟子よりも。 

格別に 御差圖 下されし 師匠の 御 恩。 山よ 

り も 高ければ。 其辨 子息の 志津馬 殿。 次 

第に 立身 も ある 樣と 神に 心願 を 籠め 奉り 

祈る 程の 拙者が 心底。 日頃から ^ に 絹 着 

せす. &. す を。 必す氣 に はさ へられな。 《- 

貴殿の 疵は 御酒 參 ると 萬 事 を 忘れさつ し 

やる。 色と 酒 をば 敵と せよ と は 賢者の 誡 

め。 常に 此儀 をお 忘れ あるな と眞實 あま 

る。 意見な り。 詞ハァ 忝い お示し。 兼 ..c 

親 どもが 申す にも。 劍 術の 高弟と いひ。 

若 けれども 實義 ある 丹 右衛門 殿。 兄弟 同 

然に。 萬 端 を 相談 致せと 申 付け 置かれた 

そこち W 

れば。 其 許樣を 兄と 思うて 居ります る。 


ィ ャ左樣 請けて 下されば。 拙者 は 何より ^ 

甚だ 祝 着。 弟子 傍輩の 事 を 申す は 如何な 

れ ども。 氣の 許されぬ 男 は。 澤井股 五郎。 

彼が 從弟 域五郞 は。 錄倉 殿の 眤. 1!|。 IS 

にん 

人 を 一 家に 持った と 鼻に かけ。 御前の 勤 

おろ そ  :,.，fi 

め も 疎かに して。 晝夜遊 所に 入 込む 由。 

必す彼 を 友に な さ れな。 昨日 は 拙者が 

番。 今 1« は 非番 なれ ども 內證 ながら。 見 

廻り も 致さう と 存じて 推參 致した。 《- 勒 

使のお 入に 間 も ある まじ。 別 當へ參 つて 

配膳の。 勝手の 案內 見て 参らう。 後刻 9 

フシ /\ と 別れ 行く"  《. 折 柄う そく 來 

か i る 町人。 番人 聲 かけ。 ャィ く何處 

へ 行く。 御 假屋の 前。 す さり をら うと 口 

口に。 嚟 付けられて 犬 簿踞。 SK ァ、 ィャ 

私 は 切通し の 町人。 本 庄屋 定 七と 申して 9 伊 

和 田のお 家へ お出 入の 者。 》- 志 津馬樣 に y 

道 

用事 あってと。 聞く り志津 馬。 苦しう 屮 

モほ  ^ 

ない これへ 參れと 傍 近く。  K 今日は 勅使 六 


御 入の 社內故 一 々人を^^^る。 急 W か。 

何事 ぞ。 ハイ。 ィャ別 俵で も ござり ませ 

ぬ。 彼の 金子の 儀 を。 コリャ く。 ィャ 

サ家來 ども。 其方 ども は 南門へ 參 つて 人 

を 通すな。 《- 淺らす it けと 了 ン追ひ <^れ 

ば。 K ハァ 如何様 金銀の 事 は內證 。愛で 

申す は 不調法。 アイ ャく 契約の 日が 延 

引 すれば 無理と は 思 はぬ。 が 此事は K 五 

郞殿を 輟んで 置いた。 一 兩日 猶豫を 頼む 

と。 * 話し 半ば へ 大小 も。 金 持 へのつ かつ 

かと。 入来る 澤井股 五郎 人 を。 非に 見る。 

フシ のさば り 額。 ャァ定 七。 お 手前が 

來た筋 は。 ^五郎が 吞 込んで をる。 部屋 

住の 志 津馬殿 吉原通 ひの 內證 金。 今 用 立 

つて 置い たれば。 豫 てお 身が 願うて をる 

ぉ國の 掛屋に 仕て やる さ。 時に 志津 馬。 賴 

みが ある。 身が 懇意に する 町人の 女房 今 

日勑 使のお 入 を 聞いて。 都人の 装束 姿拜 

よん？ こ々 

見させて 下されと。 據 なく 願 ふに 付き。 


增襄 門 か ら こっそりと。 最前 社內 へ 入 れ 

て 置いた。 爱は粹 な 貴 毀 なれば。 大目 

に 見て くれまい か。 ど うぢ や/ \。 ァ 、 

ィャ く。 町人た る 者 殊に 女。 左 樣の事 

を M 道す る志津 馬が 役目。 》- 外の 者の 見 

ぬ 中に。 一時 も 早く 追歸 されよ。 g ハテ 

左様 堅う 言うた 物ぢ やない わい。 コレ貴 

樣の 好の 女 だ わい。 マァ ちょと 好い 女房 

あまくだり 

見た がよ い。 器量 は どてん H< 人 姿 H< 降し 

てお 目に かけう。 *■ 此處ぢ やくと 手招 

きに 下り 来る 坂の 段 かづき。 屋敷 か 町と 

三重の 帶。 フシ 堅う 見せても しどけ な 

く。 志 津馬樣 わし ぢ やわい なと。 》- 被 を 

取れば 松葉 屋の。 ャァ。 滞川ぢ やない か 

と志津馬が：^ぃ。 S ナント 股 五 郞は粹 で 

はない か。 何が 一 日 逢 はねば 百日と。 吸 

付き合うて をる 中。 身 どもと は 違うて 親 

持の 身分。 此 間より 御前 勤めに 間が なう 

て。 銜へ來 ぬ を女氣 で 若し ゃ心眷 りかと 


案じる が 可愛 さに 手工 今して 今日の 參會 伊 

よも や 腹 も 立つまい が。 コ レ 太夫 嬉しい ^ 

か く 。遠慮な しに。 しげれく と。 *-  I 

突き やられて ひんと すね。 S 女中 法度の パ、 

此ぉ傻 屋追ひ 去な せと 仰し やった は。 よ 

く/ \> 私が お 嫌 ひさうな と。 *- 思 はせ ぶ 

りの 雪の 梅 解けぬ フシし かけが それし . 

なり。 _ss ィ ャサ。 さう ではな けれど。 

これ は 又き つい 所へ 連れて来た。 斜 門 は 

誰が 通した ぞ。 ィャ 此實內 奴で ご はり ま 

す。 スリャ 御門 を 通した は汝 か。 ヱ 、憎 

いお。 とはい ふ ものの おれ も 額が 見た か 

つた ェ 、疾 から 左樣碎 ければ よい。 堅い 

顔が 氣 にく はぬ。 家来 ども は 散って 仕舞 

うた。 實內 は志津 馬の 腰 付。 廓の 供す る 

粹扠。 かう 寄った 所 はとん と 廓の 座敷に 

なった。 太夫 主のお 持たせ これへ。 ナイ 

W と 返事 は 奴の 遣 手。 蒔 禱の提 重 角樽 は g 

股樣 よりの 御見舞。 a 吉通 煙草 アイ IP と 7 


跡 引く 長烟管 包。 小 ォクリ ほどいて 取 出 

す。 打 掛姿立 木の 樓 あたり。 7 シ まば ゆ 

く 見えに ける。 *? 先づ 一 默と股 五郎 大盃 

151； 受けて。 詞サァ 志津馬 慮外 申す。 ィャ 

今日は 大 禁酒 ぢゃ。 というて あの 君が 顔 

見て 飮ま すに は 居られまい。 ちょっと 一 

つ は 身の 養生。 飮 めば 甘露の 菊の 酒。 其 1^ 

定 七に 差 召され。 大事ない 一 っ飮 みやれ。 

扨 1^ を 差して 置いて。 お 手前に 親む 事 別 

俵で はない。 此瀬 川と 此 通りに 深う 一一 一一 口 交 

した 中。 所に さる 大家から 身 請の 相談。 

先方 は千兩 1 一千 兩惜 まぬ 家柄。 愁に ia 付 

き 親方が 其方へ やらう とい ふ を。 先約な 

れ ば志津 馬が 方へ。 五 百 兩で身 請 さする 

と。 此股 五郎が 突& つて 置い たれ ど。 今 

日 明日に 迫った 日限。 これまで 取換 も あ 

る 上 なれば。 用 立って くれまい か 。ハイ。 

そり や はや あなた 方のお 親み。 いかにも 

とサ 申した けれ 部屋 住の 志津 馬樣。 


^な 抵當 がなければ。 ヲ 、 サ それ も 思案 

して 置いた。 和 田の 家の 重寶 正宗の 名作 

を。 質 物に 差 入れる。 これ 程 な 抵當は 

ない。 ィャ く- コ レ 股 五郎 殿。 其 刀 は 先 

祖 より 傳 はって。 常の 差 料に は 致さぬ 重 

寶。 質 物に 入れる 事 は ハ テ さて 惡ぃ合 

點。 其 大切な 刀ぢ やによ つて 書 入れて 間 

に 合すの さ。 金 さへ 濟 せば 凶事 はない。 

殊に 此度 武將の 若君。 御 元 腹の 御 祝儀。 

諸 大名より 名作の 劍獻上 あ る ベ き 折 か 

ら。 正宗 多き 中に も 和 田の 正宗 は 勝れて 

無双の 名作。 殿より 御所 望 ある は 必定。 其 

時に 無ければ ならぬ 大事の 刀。 暫くの 用 

に 立て。 其 中には 股 五郎が 工面して 取 返 

す。 氣遣 ひせす とサ ァ志津 馬。 其 趣き！ 

札 書 5 てお 渡しな されと。 * 色々 付 入り 

I  つる y  L らか A 

正宗 を。 仕て やる 心の 劍と は。 白紙 取つ 

て認 むる。 若氣の 思案 ぞ フシ 是非 もな 

き。 《-定 七 證文懷 中し。 そんなら 金子 調 


達；？？ し。 股 様 方 迄持參 致さう。 貧 物 は 結 ^ 

構 なれ ど 所詮 此方の 物に はならぬ。 御 返 

濟の違 はぬ 様に。 氣遣 ひするな 身が 一 門 

は 歷々。 金銀 澤井 が吞 込んだ。 よご ざり 

ます。 が 申し 言 はぬ 事 は 聞えぬ。 利 銀 は 

二割 三月 を どり で ござり ますと。 地愁の 

<m 股 五郎に。 フシ 詞番 うて 立歸 る。 詞 

サァく 祝うて これから 祝言。 天下 晴れ 

ての 志津 馬が 奥方。 目 出たい/ \ 打って 

置け しゃん く。 地 調子に 乘 つても 一 つ 

大事 か 二つ も 三つ もい つの 問に。 醉が廼 

つて 役目の 大事。 忘れる め れんに してや 

つたと。 司 笑壺に 入った る 股 五郎。 媒人 

は醉の 紛れ。 積る 話 を ゆるり と瀨 川。 せ 

暫く 粹を： t" さう と。 跡に 難儀 を掛 作。 廊 

下へ 拔 けて 7 シ 行く ともしら す。 詞股静 

主々々 どれへ ござった。 ぬけ そと は 手が § 

惡 い。 人 を ころりと 殺して 置. S て。 ？^げ I, 

うと は 卑怯者。 ェ、 コ レナ。 此樣な 嬉し 六 


い 中に。 殺す の 死ぬ のと 氣 にか &る 事ば 

かり。 そんなら おれと SS 言す るが。 そな 

たは 眞 W 嬉しい か。 と あれば 我等 も 千 萬 

祝 着。 此悅 びに 又 一 つ。 ァ 、申し 義 に 

御酒 上ったら 禅 用と やらの 害に なろ。 も 

うこの 盃は 止めに せう。 止めに せう と は 

祝言が いやか 。いやで なくば ま 一 麩 たと 

へ 知行 召 上げられ。 歜 ふち は 瀬 川になる 

とても。 15 二人 手に 手 を 引き合うて。 ど 

んな 川へ も 志 津馬は 本望。 もう 主 も 親 も 

いらぬ 殺せく と *- 醉狂も 物が いはす 

る。 7 シ 力- リ くだ 枕。 膝に た わい もな き 

折から。 勅使のお 入と 呼ば はる 聲。 聞く 

とひと しく 丹 右衛門。 志津馬 はいかに と 

ちん t.0 

a 着 くれば。 南無 三寳 例の 沈醉。 コ レ 

志津馬 殿く。 コ レイナ。 太夫 樣を 待た 

して 置いて あの 樣に 寝て ぢ やわい なァ。 

*- こそくり 起 そと 1 1 入して。 抱き起し 

て も。 とろく 目。 Kn レ志津 馬。 正氣 


を 付け やれ 勅使のお 入ぢ や。 ィャ 猪口 は 

嫌 ひ。 こつぶで 致さう。 ェ 、何い うても 

死人 同然。 一 世の 浮沈 何と せん。 家来 ど 

も 此女裹 門から 追 返せと。 *- 替 it の 肩 衣 

を。 身に 引っかけて 志津 馬が 代り ォクリ 

勅使 を。 出迎ふ 深切 も 夢にも フシ 白 川 

高鼾。 松 吹く 風 も 音 添へ て。 後の 難儀 

と。 和 田の 家 世の 成。 行 こそ 一-一重へ 定めな 

や 

第二 行 家屋敷の 段 

* 春 毎に。 詠め は 飽かぬ 錄倉 山。 仁義 を 

守る 武士 も。 旦に隱 す 桐が 谷。 和 田 行 

家が 一 構へ 書院 先の 遣 水 も。 打 手に 靡く 

膝元 仲間 塵 取 役 や 掃除 番。 フ シ其役 々 を 

割付けて。 *-1 つ 所へ 寄りた かり。 

何と 玉 木 どう 思 やる。 今 鎌 倉のお 屋敷で 

は どの 若且那 がよ い 男。 ァ 、 コ レ おきや 

く。 とても 男 を 吟味しても 生物 は 入れ 


られ ぬ。 乾物で 仕舞うて おきや。 生物 を § 

たべ 過す とお 谷 様が よい 手本 親の 赦 さぬ I 

淫奔と 親 殿様の 御 勘當。 毎日々々 お詫 言 ^ 

に 稗 出な さる \ は。 おいと しい 事で はな ブ 

いか 追 付けお 越しな されたら そなたの 部 

屋に 置きまして 置いて たも。 思 はぬ 話で 

暇 入った。 *■ 必す晚 の 宿 下りに。 假寢の 

床の ふって りと。 握り ごた への あるの を 

ば。 土産に I 賴 むと 打 笑 ふ。 *-1 間 

の 澳明暮 に。 血 を 分けし 子と 血 を 分け 

ぬ。 義理の 葛にから まれて。 柴垣 一 間 を 

立 出で て。 ョ何を ざ わ/ \ 腰元 ども 掃除 

仕舞 はば 勝手へ 行きお 谷 殿 を これへ 呼び 

や。 必すく 目立たぬ 樣 にと あり けれ 

ば。 IP ハイと 答へ て 腰元 ども 皆々 フシ 

け ふ 

瞎 手へ 入りに けり。 《- 今日 も 叉 何と 言 寄 

る 方 もな く。 詫に お 谷が 網 切れて フシ 

悄々 として 座に 直る。 a" 心からと は 言 ひ g 

ながら。 我が 內 ながら 人目 を 忍び。 夫に 7 


付添 ふ 女の 道 政 右衛門 事 は 我が 夫のお 氣 

にも 入り。 天啧の 達人 なれば 今日 や 殿へ 

御 目見え 願 はん 翌日 や 取次 せん ものと 思 

そ tj*  たちの 

召した も 恩が 仇。 其方が 連れて 立 退きし 

は不屆 者と 御 勘當。 自らが 身に も 成って 

たも。 世權と 定まる あの 志津馬 傾城 狂 ひ 

に 身 を 持 崩し。 萬 一 御沙汰あって はと 御 

前 勤めの 願 ひ を 下げし も 我が チを思 ふ 

夫のお 情。 世間の 取沙汰 口惜しく。 繼干權 

母の 隔て ある 柴垣とば し 思 やん なと。 《- 

夫に 隨ふ 貞女の 道。 言 聞かされて 差 俯向 

き 7 シ とかう 詞 もなかり しが。 《> 漸ぅ 

に 顔 を 上げ。 何と ぞ 今一度 父上のお 赦 

しある ぉ詞 を。 お 願 ひなされ て 下さり ま 

ぜ。 ヲ 、其 事 は 氣遣ひ あるな。 一 旦 夫婦 

と 成つ たれば 世間 を 守る が 男の 役 通れの 

侍 を埋. ^となさん 樣も なし。 命に か へ て 

願うて 見ん。 《■ 先づ それ迄 は 自らが 部屋 

へ 行き や。 早う くと いふ 折から。 澤井 


樣御 出と。 知らせと 共に 打 通れば。 隔た 

そ. でゥ* ぶ 

る 柴垣お 谷 をば。 ちら と 見る より 空 鳴 

き。！ り 驚く 奧方 も。 お出とば かり 詞 

なく フシ 入らん とする を。 ァ、 コレ 

./\奧 方。 挨移 もな く 御 入り なさる.^ 

は。 先生の 御病氣 毎日お 見舞 も 得 申さぬ。 

其 御 立腹が あっての 儀. か。 拙者 とても 病 

氣故。 お 斷 の 願 ひ を 立て。 御前 勤め も 

とくより 引いて 罷 有れば。 御無沙汰の 段 

は 御免 下され。 何のく 親御 又 左 衞門樣 

から 御懇な 間柄。 其 御 挨按に 及ばぬ 事。 

成程々々 其 懇意に ついて。 いひ ぞ はお 尋 

ね 申さう と 存じた が。 其 許 様 は 先生の 後 

妻。 先 奥方の 腹に 出生の 志津馬 殿。 今 一 人 

お 谷 殿と 申す 姉御が 有った が。 何時頃 か 

ら やら とんと 見 請け 申さぬ。 嫁入な され 

た 沙汰 もない が。 やはりお 屋敷に ござる 

かと。 a 譯 知りながら 問 ひかけ る。 そこ 

に 心 を 奥方 は 何と 返答 口籠る。 《>1 間の 


內 より 立 出 づる和 田 行 家。 病氣 ながら も S5 

鋭き 眼中。 K よく ぞく 澤井 氏。 心に か 

けられお 見舞 過分々々。 ィャ 先生 存じた 

より は 顔色 も 宜しく。 珍重に 存じます。 

扨 今日 參っ たは 密々 にお 話し 申した き 事 

あって。 申し 奥方 C ソレ 冷える にお 蒲團 

上げられ いと。 《- いふ を 立 端に 柴垣 は。 

詞 腰元 ども 燭裏. 持って。 《- 來ぃ よ。 フシ 

くと 立って 行く。 地 股 五郞指 寄って。 詞 

お 話と 申す は 別儀で ござらぬ。 鼗て 貴公 

の 家と 手前と は 一 家 同然。 殊に 拙者 劍術 

のお 世話に 預 りし 先生。 心腹 を 打 割って 

お話し 合 ひ 致す 中。 貴公 樣も御 同然。 そ こ 

を 存じて。 內分 にて 申 上げう と 存じ 參上 

致して ござる。 これ は.. （-ぉ 互に 御 懇意 

に 致す から は 。何事に よらす 承りたい。 サ I 

サ 、 、御 遠慮な うお 話しな され。 ィャ別 § 

儀で も ござらぬ が。 正宗の 刀 私に 御 譲り き 

下さるまい かなと。 堆思 ひがけな き 1 11 六 


に。 返答なければ。 《«サ 、 、 、斯う 申し 

たばかり では 御 合 點參る まじ。 斯うで ご 

ざる。 正宗の 刀 は 質 物に 入れて ござる。 

斯樣 申せば。 志津馬 殿の 事 訴人 致す 樣な 

れど。 譯を 申さぬ ATi: 合 點が參 る まじ。 

惡 うござる く。 吉 原の 瀬 川と 申す 遊女 

に 迷 ひ。 正宗の 刀 を 質に 入れ 身 請の 相談 

極り しと 承る。 ェ 、とくに も 拙者 存じた 

ならば。 御意 見で も 仕らん と 存じた 所が 

^の 祭。 スリャ 正宗の 刀 は 他家の 物に 成 

ります る。 そこ を 存じて 拙者 方へ 申請く 

れば。 貴公な り。 手前な り。 兩 家に 有る 

も 同然。 御 內談と は：^ 儀で ござる と。 《■ 

ぉ爲 ごかし に 言 ひ 通す。 心の 內ぞ 恐ろし 

し。 《_t コレハ く。 曰 頃 御 懇意に 致す 間。 

枠め が不屆 御世 話 下さる 段。 コレく 手 

を 突いて ぉ禮 申す。 千 萬 忝う 存じます。 

担々 不 届な 枠め。 ャモ此 お 世話 御 無用に 

なさって 下され ソリャ なぜで ござる。 右 


の 刀 は 則ち 私 方へ 請戾 して ござる。 ムゥ 

スリャ 正宗の 刀 は請戾 したと な。 それ は 

重疊。 シテ志 津馬殿 はな。 勘當 致した。 

若し 斯樣の 儀 沙汰あって 萬 一 殿様より お 

尋ねに 預 りし 時。 申譯 ない と存 する から。 

右の 刀 を 請 戻し 裨 沙汰な き 中 枠め は勘當 

致した。 0 ァ氣の 毒 千 萬。 時に 外にお 賴 

み 申したい は。 私 未だ 獨 身で をり ます 

が。 どうぞ 姉御のお 谷 殿 を。 拙者が 妻に 

下さるまい か。 スリャ 婿 は 子な り。 行 家 

殿の 御 家«^ 拙者が 預り。 其 內には 志津馬 

殿。 お 心も定 りなば 裤 渡し 申す に 相違な 

し。 是非お 谷 殿 を 申請け たい。 此御 相談 

は 如何で ござるな e ィャ御 親切 忝い が。 

其お 谷め が 事 は 唐 木 政 右衛門と 申す 浪人 

と 密通 致し。 家出した は 四 年 以前。 斯樣 

の 不屆者 なれば。 勿論 此扠は 七生 迄の 勘 

當。 貴公 も 此儀は 申さいでも 能く 御存じ 

でありながら。 何 かこり や 御座 興で ござ 


るのと。 * 何 をい ふても 受付け ぬ。 始め I 

の 恥辱に 股 五郎。 何が な 見出し 付 込まん § 

と。 白眼 廻せば 立 聞く お 谷。 三人 一 度に 

見合す 顔。 立 切る 障子 驚く 行 家。 コリプ 

ャく惡 いく。 今 愛へ 出る と 身が 武士 

が 立たぬ。 屋敷に 叶 はぬ 出て うせいと。 

サ追 出して 置き ましたと。 せ 言 紛らせば 

高 笑 ひ。 ム、 ハ、、 、 、。 P 行 家 殿 何い 

はっしゃる。 娘 やる ことならぬなら いや 

で濟む 事。 ナー 一力 n リ ャ 手前 小身 者と 

侮り 嘲弄 召さる の。 ャ 恥辱 を與へ るの 

か。 股 五郞は 武士で ござる ぞゃ。 侍で ご 

ざる。 娘 は勘當 致した。 尾 敷に 居る 物 を 追 

出した の勘當 のと。 貴公 殿の 名代に 一 家 

中 を 治む る 役で はない か。 サ それで 御 家 

老職 とい はれます か" 志津馬 を勘當 した 

と い ふは僞 り。 これ も 屋敷に 隱 して 置 

く。 正宗の 刀 貴公が 質に 入れた であらう お 

と。 惡ロ雜 言 プシ 出放題。 《- こたへ 兼 7 


ねて 膝 立直し。 K 慮外な り 股 五郞。 汝が 

親 又 左 衛門は 身 どもより 上座の 家筋。 其 

枠と 思へば こそ。 劎 術の 弟子ながら 禮儀 

を 以て あしらへば。 のし 上がる 法外 者。 

心得ぬ やっと 思へ ども。 何と ぞ して 橈め 

E し。 親の 跡目 を權 がせて やりた さ。 鐘 

の 一 手も敎 へ て くれた。 師の思 ひ を 打 忘 

れ。 枠 志 津馬を そ- -り 上げて 遊 所へ 連れ 

行き。 正宗の 刀 を 質に 入れさせ 奪取って 

それ おもさ 

夫 を 越度に 我が 1;^ を 滅亡 させんと。 よく 

も 巧んだ 人非人め。 こり や I- が智惠 ばか 

りで ない。 正宗の 刀に 望 を かけ。 親んだ 

たの A て 

やつが 有らう がな。 其賴人 も合點 たり。 サ 

はくや  つるぎ もちて 

ァ眞 直に 白狀 致せ。 鎂鍋 が劍も 持 人に よ 

る。 性根 腐った 股 五郞。 病 勞れて も Is ら 

ごときに。 正宗 を 出す にも 及ばす。 身が 差 

料の 此刀。 巧みの 腸 引出して 洗うて 見 

せう か。 何と/ \ と。 》- 胸に 覺 えの 一 々 

を。 見 透され たる 股 五郎。 頰眞 赤に しょ 


げ 鳥の。 返す 詞 もなかり しが。 面目な 

げに顏 を 上げ。 詞ハァ 左様 ぢゃ 誤った。 

相 果てた 親 どもが 義を思 召され。 折節の 

御意 見が 耳に 當 つた 僻， み 根性。 彌 つのる 

色 狂 ひ。 放将の 友を挤 へう と。 志 津馬殿 

を 廓の 魔道へ 引 入れた は 成程 拙者。 さう 

見顯 はされ てから は 一 言 も ござらぬ。 好 

色に 魂鸾 はれ。 大恩の 師匠 を 仇に 存じた 

非義 非道。 只今 夢の 覺め たる 心地。 御 推 

量の 通り 正宗の 刀。 拙者が 持って 何に 致 

さう。 有様 は 色 遣 ひの 金が 欲し さ。 そこ 

へ 付 込み 右の 刀 を 奪取って く れる なら 

ば。 金子 千兩糟 物に 遣 さう と。 賴んだ 者 

も 外なら す。 拙者め が 一 家ながら 思 へ ば 

こん. f 'ん 

こいつが 惡智惠 の 根本。 かう 打明けて 申 

上げる は 今より 心を改 むる 證據。 ァ 、假 

にも 惡ぃ 巧み は 致さぬ 事。 もうく く 

ふつく 懲り はてました 。これ 迄の 不屆。 

最前よりの 無 鰻の 段 *。 先生 眞平 御免 下 


され コ レく。 斯う 申した ばかりで は 稗 S5 

得心 あるまい。 彼の 正宗 を 望む 者。 拙者 

へ の 頼みの 書狀。 御 目に かける が 一 一心な 

い 股 五郎が 申譯 と。 》- 取 出す 一通 手に 渡 

し。 ！ i 悔に誠 を あら 淚誤り 入った る 有 樺 

に。 * 心に 油斷 はな けれども。 や \ 病中 

の 老眼に 燭臺引 寄せ 狀の 宛名。 《s 澤井胶 

五 郞殿同 城 五郞。 ム、 さも あらんと 長文 

を。 せつぶ く 胸に 疊 越し。 突出す 白 

と 右 劎の拔 打。 眞 甲へ 切 付く る。 シャ國 

賊 めと 付け入って。 澤 井が 肩先 切 付けた 

こなた 

り。 此方 もしれ 者受 流し。 流石 名 を 得し 

行 家 なれ ども。 初太刀の手^^に眼くら 

み。 受 太刀に なって た ぢ>\ く。 引く 

よと 見えし が 飛 違へ。 澤 井が 眉間 丁と 切 

る。 下より 付け込む すく ひ 切。 脾腹を か m 

けて 切 込む.； ノへ刀 先。 急所に ゃ當 りけん ど 翻 

つかと 坐す る緣の 下。 股の 附根を 貫く 切 I 

先。 立つ も 立た せす た& みかけ。 非業の 


に 和 田 行 家 7 シ無慙 の 最期 ぞ 是非 もな 

き。 *- と めの 刀 引きぬ いて。 疊 あぐれ 

ば 奴の 實內。 澤井 様お 首尾 は。 シィ。 

主に 見 かへ て 身 どもへ 加勢。 あっぱれ 出 

かした 褒美 くれう。 ァ 、！ K4 しと 立 寄る實 

內^ 裟に すっぱと。 7 シ邊を 見通し。 f? 

豫て 謀計の 五郞。 上段の 床の間の 刀 箱 

取 出し。 蓋 押 開けば こり やど うぢ や。 刀 

はなくて 狀 一通。 こ は 心得す と 星 明りに 

透し 見て。 《s ナ  一一く 正宗の 刀 一 腰。 仔 

細あって 私 方へ 預かり 申す 所實正 也。 和 

田 行 家 殴。 佐々 木 丹 右衛門 判。 扨 は 刀 は 

丹 右衛門が 預かり 居る よな。 ェ 、無益の 

骨折 口惜しと。 *P 手疵 にしつ かと 鉢卷締 

め。 表な 人目 飛石 傳ひ。 フシ 裏道 さして 

落ちて 行く。  *- 曲者が 入った る ぞ燈を 持 

てと 奥方の。 聲に 追々 腰元 ども。 折から 

1^ 來る 丹右銜 門。 伏した る 死骸 は。 W ャ 

アコ リ ヤ行 家樣。 先生 を 何者が 手に かけ 


しぞ。 今 曲者が 此 小柄 コ リ ャ 澤井股 五 

郞。 遠く は 行くまい 家来 ども。 表 を圍へ 

と 高 股 立。 《■ 聞く と 等しく 家 內の騷 動 上 

を 下へ と。 立 騒ぐ 。き 桐が 谷の 裏道 づた 

ひ 御 勅使 見送り 奉る。 ^押へ は澤 井の 一 

黨。 其 身 は 素袍懸 烏帽子。 皆 一 様の lii 裝 

束 君臣の 跨 儀默 しがた く。 星 を あざむく 

髙提燈 7 シ事嚴 重に 見えに けり。 備 への 

中 を 股 五郎。 疵 持つ 足の裏 道 を。 押 分け 

て フシ 打 通れば。 《- それと 見る より 野 

守 之 助。 股五郞 殿で はない か。 心得ぬ 

面 體氣遣 はしと。 地聲を かければ 傍に 寄 

り。 W 豫て 申し 談ぜし 通り 今日 行 家が 方 

へ參 り。 何かと 事 を 謀りし に 此方の 底意 

を氣 取し 上。 法外なる 申 分骨 髓に 徹した 

れど。 强 敵の 行 家 なれば。 計略 を もって 

只 一 討。 併し 殘 念な は 正宗の 刀。 持歸 

らんと 存じた 所。 丹 右衛門が 預り 居る 

事。 SS な 證據は コレ此 一札。 ナ-ー 城 五郎 


殿 我 これへ 来りし は 一人の 母の 事 何卒 斜 ^ 

世話 賴 みた. S 爲 ばかり。 一.;ls 誼お 親み § 

申す。 *M 日 にても 生 延びて は 行 家 一家 I 

の扠 輩に。 未練 者と 言 はれん は。 家名の ^ 

恥辱 一家の 恥。 我 一人 切腹 致せば。 

の 難 薛は氣 遣 ひなし 此 世の 各 殘 おさらば 

と。 言 拾て て甌 出す 城 五郞聲 かけ。 

ィ ヤコ レ./ \ 先づ待 たれよ 股 五郎。 身不 

肯 なれ ども 澤 井城 五 郞ぉ隱 匿 ひ 申した 

い。 意氣 地に よって 討 たれし は 我々 が賴 

みしより 事 起る。 聞捨に 致して は 武士道 

の 表が 立たぬ。 此上は 我々 が 命に かけて 

隱匿 はん。 先祖の 遺恨 今此 時。 出かされ 

たり 股 五郎。 縱へ和 田 一 家 の扠 輩。 君命 

を 以て 来る とも 何程の 事 あらん。 一 時 も 

早く 屋敷へ 歸り 評議 を 定めん。 油 斷は不 

覺の 基な り。 路 次の 用心 氣遣 はし。 氣を 

付けられよ 近 藤 殿。 S3 其 儀 はちつ とも 氣 4 

遣 ひなし。 歸宅濟 む 迄 御 役目 指で もさ &  7 


ば 彼等が 家の 一 大事と。 *_ 備 へを亂 さす 

振 出す。 威光 輝く 鎌 倉 山。 連れて 我が家 

へ  一 5 へ 立歸る 

竹： iUll 圓覺 寺の 段 

« されば 澤井投 五郎 行 家 を 討つ て 立 退く 

すぐ 

より。 直に 駐 込む 圓覺 寺。 門戶を 鎖して 

關近藤 海 田 荒 川 澤井を 始め。 眤 近の 若殿 

ばら。 若し 上 杉より 寄せ 來る とも 引き は 

かへ さじ 弓鐵 砲。 佛の說 きし 法の 庭 平等 

大會に 引換へ て。 修羅の 街の 大 評定 方丈 

狹 しと 詰め かけたり。 せ 股五郞 一 禮し。 

0 物數 ならぬ 陪臣の 拙者。 械五郞 殿 は 一 

家の &。 共緣に 連れ 御歷々 の眤近 衆。 御 

隱匿ひ 下さる 段。 身に 取っての 面目 此上 

なし。 併しながら 主人 上 杉 憤り 深く。 拙 

者が 母 を 人質に 捕へ 置き。 股 五郞を 渡さ 

すば。 母 を 成敗す るとの 難題。 我 故に I 

人の 母 を 殺す も 不孝。 且は誼 もな き眤近 


方。 斯く騷 動に 及ぶ も氣の 毒。 增 やはり 

拙者 を 上 杉へ。 御 渡しな され 下さる ベ 

しと 邪智 を。 隱 せし フシ 賢人 顏。 地 野 守 

之 肋 進み出で。 as 何 さく 其 遠慮に は 及 

ばぬ 事。 此度 我々 が加搀 する は。 お 手前 

の爲 ばかりで ない。 上 杉に は 此方 共 年来 

の逍恨 有り。 武將の 御 先祖 尊 氏 公より 譜 

代 相 傳の昵 近 武士。 元 弘建武 の 古へ。 尊 

氏 公に 粉 骨を盡 し。 忠義 を勵 みし 我々 が 

家筋。 上 杉 を 始め 其 外の 諸 大名 は。 旗色 

のよ きに 從 うて。 降參 した 腰拔の 家筋。 

我 は 顔に 高祿を 取り。 眤近衆 を 蔑 に輕 

しむる 日頃の 存外。 事が な あれと 思 ふ 折 

節。 お 手前 を かくまう たは。 上 杉に 恥 を 

與 へる 爲さ。 案の 如く 上杉此 事を愤 り。 

追 付け これへ 押 寄せん と。 軍 評定 最中の 

由。 今 太平に 治って 茶の湯 遊 與に日 を 送 

り。 鎧 兜の 着樣も 知らぬ 國 大名。 何程の 

事 あらん。 ヲ、 サ野守 殿の 仰せの 如く。 


日頃 斯様な 事 を 待 受け 武藝銀 練の 我々 一 I 

まくりに 親 散らして。 眤近 武士の 遣 恨 を 

はらす は今此 時。 《- 敵方より 寄せぬ 先。 

此方から 逆 寄せに して 上 杉に 泡 吹 せん。 

フシ ヲ 、尤もと 立ち騒ぐ。 《> 城五郞 押 

止め。 ァ 、暫くく。 某が 所緣 ある 股 五 

郞 をお 庇 ひ ある 何れもの 辨 深切 lK4 し。 さ 

りながら。 行 家 を 討った る 事の 起り は。 

此城 五郎が 賴 みし 事。 其 仔細 は。 此度武 

將の 公達。 御 任官の 御 祝儀に 就き。 諸大 

名より 名劍を 献ぜら る。 然るに 行 家が 家 

に持傳 へし 正宗の 名作 あり。 主從の 事な 

れば。 上 杉 これ を 取って 献上す ベ し。 さあ 

れば 彌 上 杉が 鼻高く。 威 を ふる はん 事 

心外 至極。 何と ぞ此刀 を 奪取って。 某が 

手より 献上 すれば。 我 は 勿論 眤近 衆の。 ^一 

f 一 

手柄に も 成る と 存じ。 股 五郎に 言 含め。 I 

行 家め をぶ ち 殺さした は。 正宗の 刀 を 取 || 

らう 爲 ばかり 思 ひの 外。 此刀行 家め が 手 六 


に はなく。 佐々 木 丹 右衛門が 預かり をる 

由。 股 五郎 を 請 取りた くば。 老母 鳴 海が 

命 を 助け。 並びに 正宗の 刀 を 此方へ 渡せ 

よと。 難題の 使者 を 立て たれば。 此 返事 

の ある 迄 は。 暫くお 控へ あれよ と。 》- 言 

ふ 間 程なく 馳來る 門番の 徒 土の 者。 a 佐 

佐 木 丹 右衛門より 今朝の 御 返 翰と。 《- 差 

出す 文箱 を械 五郞。 封 押切って 一 通 を。 

さらく と讀み 終り。 ホ 、ゥ域 五郎が 思 

ふ壺。 股 五郎 をお 渡し あらば。 母 鳴 海が 

擒を赦 し。 正宗の 刀 を 遣 はすべし。 追 付 

け 1 1 品と も 丹右衞 門持參 致さ ん との 文 

言。 後刻 御 出 を 相 待ち 居る と。 口上 を以 

て 返答せ よと。 地 蓋引締 むる 明文 箱。 取 

るより 早く 走り 行く。  mi ィ ャサコ レ域五 

郞殿。 一 旦 かくまうた 股五郞 今更の め 

くと 上 杉へ 渡し。 それで 武士が 立ち ま 

すか。 *■ ヲ、 我々 も 其 意 得ぬ 貴殿 は 上 杉 

が 恐ろし. S か。 臆病 神が 取 憑いた か。 卑 


怯 至極と 7 シ 詰め かくれば。 股 五郎 押 

鎭め。 ァ 、 どな たに も ぉ靜 まり 下され 

い。 ィャ 域五郞 殿。 拙者が 命は惜 みはせ 

ね ど。 武士の 意地 を 立てぬ く 貴殿が。 今 

になって 膽 甲斐な く。 上 杉へ 渡さう と 

は。 ェ 、聞え た。 行 家 をぶ ち 放した ばか 

りで。 ぉ賴 みの 正宗 乎に 入らぬ 御 立腹。 

それ 故で ござるな。 ィャサ 左様の 事で な 

い。 今 合 戰に取 結ぶ とも。 只 世上 を 騒が 

すば かり。 望の 刀が 手に入らねば。 無益 

の 沙汰。 一 且 和睦に 事 を 納め。 母の 鳴 海 

と 正宗 を 請 取った 上。 お 身に 纈 打って 心 

よく 相 渡し。 使者の 歸りを 思 ひがけな 

く。 多勢 を もって 引 包み 奪 返す 我が ェ 

4- ん, e つ 

夫。 いづれ も必す 隱密々 々と。 《■ 聞いて 

皆々 勇み立ち。 誠に 智謀 勝れし 贵殿。 左 

樣 ならでは 叶 はぬ 所。 E 然 らば 各々 其 用 

意と。 增 騒ぐ を 押へ てァ、 先づ待 たれ 

よ。 謀は密 なる を 以てよ しと すれば。 某 


が詞を 出す 迄 いづれ もお 按へ 下さる ベ g 

し。 股 五郎が 後の 災 免 れ さす る 屈竟 I 

の。 忍び 所 は 九州 相 良。 密に 落す 用意 萬 射 

端 ナ-ー 服屋 十兵衞 これへ 參れ。 *■ ハツ 六 

ト答 へて 次の間より。 小膝 屈めて 並居る 

中。 怯めす 憶せ す畏 り。 詞又 五郎 様の 御 

身の上。 委細と つくと 承りました。 城 五 

郞樣 へ は。 數年來 御 出入の 私。 相 良 へ は 

商 ひに 毎年 下る 道 案內。 見込んで 頼む と 

大切のお 供。 長った は 商人 冥加。 多年の 

御 恩 報じ なれば。 ちっともお 心 置かれ ま 

すな。 町人で こそ あれ 心 は 金鐵。 二人 や 

三人 は 苦に は 致さぬ。 腕に 請 合け ちりん 

も。 掛直は 申さぬ 吳服屋 が。 めったに 引 

けぬ 太 辯 地の 男 一疋。 フシ 賴 もし \  。增胶 

五 郞片頗 に 笑 ひ。 扨々 氣 味の よい 男。 敵 

持の 供 すれば 肌 刀 は 放されす。 行 家め を 

1* んで 

仕留めた 時コ レ 見よ。 弓手に 二 筒 所の^  % 

忽ち 治した る 此藥は 域 五郎 殿の 家に 傳は 


る 南 蠻國傳 来の 妙藥。 身 ども を 同道の 人 

人へ は。 いづれ もこれ を 懐中 さする。 * 

お 手前 もま さかの 用意。 此 印籠 を 預ける 

が。 股 五郎が 一命 を賴む 印と 手に 渡せ 

ば。 3« これ はく 結構な ぉ藥で ござり ま 

す。 怪我と 病氣は 何時 知れす。 * 道中の 阡 

心と フシ 取 納めた る 折 こそ あれ。 *- 又も 

駐け來 る 遠見の 者。 H 杉の 使者 佐々 木 

丹 右衛門。 網乘物 一 挺 供 は 僅か 三人。 只 

今 門前 迄。 ヲ 、よし/、。 言付けし 如く 

門 を 開き。 隨分 神妙に 取 計ら ひ。 此 所へ 

使者 を 通せ。 ソレ。 《■ いづれ も は 裏門よ 

り。 先へ 廻って 待 伏せの。 用意々々 に 逸 

り 男 武士。 我 一 急ぐ 裏門 口。 股 五郎 は 十 

兵 衛を引 連れ 。奥へ 入りに ける。 《- 琴 を 

彈 じて 敵 を 避け。 窈究 として I 穽の 謀 

もや あらんと 心赦 さぬ 丹 右衛門。 使者の 

儀の 0 も。 四角四面の 方丈へ。 網乘 

物を舁 入れ させ 7 シし づ くと 打 通れ 


ば。 せ 域五郞 威儀 繕 ひ。 a" ホヲ聞 及ぶ 御 

邊は 佐々 木 丹 右衛門と な。 今日の 使者 大 

儀々 々。 今朝 も 言 送りし 通り 武士の 意地 

によって 爭 論に 及ぶ と雖 も。 かく 靜證に 

治まりし 代に。 私の 遺恨に て 合 戰を取 結 

ぶ は 武將へ の 恐れ あり。 罪 は 罪な り 股 五 

郞。 望みに 任せ 渡さん なれば。 此方より 

も 望みし 如く，」 正宗の 刀。 isi びに 老母 鳴 

海が 事 上 杉 殴より。 定めて 送られつ らん 

すな。 ハァ 成程く。 主人 上 杉顯定 怒り 

の 元は 股五郞 一 人。 逆磔 の 刑に 行 ひ。 

國の 政道 を 正すべき 存念。 K 五郞 たにお 

渡し あらば。 外に 曾て 仔細な し。 則ち こ 

れ こそお 望みの 正宗。 竝ぴに 老母 を 誘引 

せり。 ィザ 御檢め 下さる べしと。 增 箱に 

納めし 持参の 刀 フシ 差 出せば 手に 取 上 

3 つ さ A も *^  - つち *4  ,,  »< もミ 

げ。 增切 先物 打鋪 元と つくと 檢め 箱に 納 

め。 ヲ、 聞きし に 違 はす 天晴 名作。 

に 落手と。 *_ 提げて 立 上る 丹 右衛門 引 


止め。 ァ 、危忽 なり 城 五郎 殿。 K 五郎 W 

を これへ 出し。 老母と 互に 取替へ ざる 

中。 むさと 刀 はお 渡し 申さぬ。 サァ 下手 

人 K 五 郞に繩 打って お出しな され。 ァ 、 

近頃 我儘 千 萬と。 *- 眼 を 配る 勇 氣の面 

色。 詞ヲ、 實に 尤も これ は 身 どもが 麁 

相。 然 らば 刀 は 暫く それに 追 付け 下手人 

渡し 申さう が。 先づ 其方の 囚人 老母 鳴 海 

が變ら ぬ體。 ヲ、 母に 科なければ 最早 雜 

目に も 及ばす と。 增乘 物の 網取拂 ひ。 引 

出す 姿 縛り 雜。 子 故に 科 を 身に 老の フシ 

恥と。 鳴 海が 憂き 思 ひ 是非 も 繡目を ほど 

き 拾て。 丹 右衛門 老母に 向 ひ。 《^ 子息 股 

五 郞を此 所に て 請 取る 上 は。 其 許が 命 を 

助け 城 五郞殿 へ 渡す ベ き 旨。 今朝 殿より 

仰の 通り I 承知なる べしと。 聞いて ^ 

鳴 海 は顏を 上げ。 與 誠に 枠が 不所存 故。 M 

あなた こなた  やつ  J. 

彼方此方へ 御苦勞 かけ。 憎い 奴と は 思へ ゆ 

ども。 大地の 間に 親 一 人。 子 I 人の 


五郞。 未練と も 卑怯と も 笑 ふ 人 は 笑 ひも 

せよ。 どうぞ 助けて やりたい と。 思 ふが 

親の 身の RET  S 御主人へ 對 して は 不忠 

者の 枠 なれ ども。 母が 命 を 助けう 爲。 裸 

か、 つて 出ようと いふ は。 此 親に は 孝行 

者。 * 老い 年寄った 此 母が 詮ない 命生延 

びて。 我が 子が 刑罰に 行 はれる を。 眺め 

て 何の 嬉し かろお 情 却て 恨めしい。 詞 

ャィ股 五 郞此母 は 何の様な 憂目に 逢 はう 

が 殺さ れ うがちつ とも 構 はぬ 顯ひ はせ 

ぬ" 必す爱 へ 出て くれるな よ 》■ ならう 

事なら 此婆 を。 代りに 殺して 股 五郎が。 

命お 助け 下さり ませ。 惡人 でも 産んだ 子 

に 違 ひがなければ いぢら しい。 お 慈悲 

、つ， なみ だ 

, --. - LC 恩愛の 子 故に 迷 ふ 憂淚と 1- め 

フシ 兼ねて 見 えけ るが 《" ァ、 思へ ば 誰 

にも 恨みな し。 85 此 科の 起り とい ふ はよ 

しない 刀に 念 を かけ * 成敗に 逢 ふ も 名 

作の 劍は 我が 子の 敵 ぞと言 ひつ X 這 ひ 寄 


ま 

り捧鞘 をす ばと 拔く手 も 見せば こそ W の 

くさり を かき 切ったり。 これ はと かけ 寄 

る 城 五郎。 佐. 木 も 仰天 乘 物へ。 手 負 を 

打 込みし つかと 押へ。 城 五郎に 目 を 放さ 

？ぐ い V りな 3 

す 底意 を 探る 踪維。 又も 了ン 大事と 見 

えに けり。 a- 澤井 わざと 空と ぼけ。 謂コ 

レサ 丹 右衛門。 契約の 通り 鳴 海 を 受取り 

申さう かい いかにも 科 人 股 五郞を 受取る 

代り。 母が 命 は 助くべし と 契約 は 申した 

れど。 御覽の 通り 只今 老母 は 自害 致し 

た。 併し 此方の 手で 殺し はせ す 我と わが 

手に 相 果てた は 某が 存ぜぬ 所。 默れ丹 右 

衞門。 隱 匿うた 股 五郞を 了簡して 渡す は 

何故 老母 を 受取ら ぅ爲 ばかり。 親の 命 を 

子に 換 ゆる 大切の 鳴 海 なぜ 殺した" 元の. S 

く 生かして 渡せ さなく ば澤井 股五郞 もい 

つかな く 渡し はせ ぬ。 サァ 老母 を 早く 

請 取らう サァ 何とく と 詰 かくる。 丹 右 

衛門 ちっとも 騒がす。 鳴 海が 自害 はいう 


て 返らす。 弟子と して 師匠 を 殺す 極惡人 W 

の 股 五郞。 目の前で 親が 死ん だれば とて § 

悲しむ 樣な 奴で なし。 況して 緣 者の 城 五 

郞殿。 呜 海が 最期 を それ 程に 惜 まっしゃ 山， 

る樣 がない 誠 は 老母が 事は附 たり。 正宗 

の 刀が お 望で。 ござらう がの。 それとも 

刀 は 入らぬ。 老母 を 生けて 返せと あらば。 

拙者 とても 詮方な し 約束 if 改元の 白地 罷 

り歸っ て此趣 主人 上 杉に 言上し 一 家中 こ 

れへ押 寄せ 鐘 先 を 以て 股五郞 を生擒 にす 

る 分の 事。 人非人の 澤 井が 母。 死神の 憑 

いた はこれ 天 罰。 軍の 血 祭 早 やくた ば 

れと。 手 負の 刀ぐ つと 引拔 き。 正宗の 刀 

5 れぁぢ 

の 切味お 望みなら ば 御 相伴な されよ と 寄 

らば 斬らん す氣 相に。 肝 先 挫 がれ 域 五 

郞。 ァ 、 これ さく。 丹 右衛門 此方よ 

り 事 は 好まぬ。 ム 、 いか 樣 よく 思へば 自 

身覺 悟の 鳴 海が 最期 全くお 身 か 業で はな S 

い。 刀 さへ 渡し 召さ るれば 言 出した 武士  7 


の 意地 さっぱりと 立つ とい ふ もの。 ム 、 

ス 9 ャ K 五郞 をお 渡し あるか • 渡さいで 

何とせ う 元来 彼も覺 悟の 上 ャァく 股 五 

郞 最期 の 時刻 近付いたり 尋常に これへ 出 

やれ。 增 〈 ァ より 仕度 仕る と 。返答 立派 

騒がぬ 澤井。 海 田 荒 川 前後 を圍 ひ。 其 身 

は 丸 惡 びれ す。 悠々 と 座に 直り。 8 な 

にお 使者 御大 儀。 傍楚を 討った 意趣の 元 

は 外で ない。 老&の 和 田 行 家。 年に 免じ 

て 立てて やれば 付け 上り。 此股五 郞を劍 

術の 弟子な どと 師匠 顔が 胸惡 さ。 何の 苦 

もな く 討 放した。 御身 達に 安々 と 裙め捕 

らる、 股五郞 ではな けれども。 身 ども 故 

に 一 國の 騒ぎと なる が 氣の毒 さに。 命惜 

まぬ 武士の 覺悟。 城 五 郞殿ィ ザ 御 政 法に 

行 はれよ とむ すと。 座 を 組み手 を 通す。 

K ヲ 、あつぼれ く。 其方が 命 1 つで。 

Ja 動 納まる 國 家の 爲。 恨みと 思 ふな 股 五 

郞と。 * 捕 趣た ぐって 搏 は緣 につな が 


る 城 五郎。 a 身 どもが 潔白 見届けた か 丹 

右衛門。 ハァ これで 主人が 心も滿 足。 扭 

此 老母の 死骸 を 進上 申さう か。 ィャサ 死 

人 は 入らぬ 持って 往 にやれ。 然 らば 科 

人。 其 刀。 只今 取換へ。 請 取り ませう。 

*- いざと Si 付 捧© を。 渡す 目 S り 請 取る 

氣 ii り 互に。 吃 度 フシ 立刖れ •。.  P これ 

で 双方 意 恨 もさつ ばり。 老母が 死骸 は乘 

物に 此 儘 屋敷へ 早 や 急げ。 おさらば さら 

ばと 目禮 も。 龍の 腮を 出で て 行く 危 かり 

ける へ 次第な り。 影 ほの 嗜き。 黄昏 時棵 

付 引立て 丹 右衛門。 前後 を 7 シ 固めて 

行 過ぐ る。 《- 思 ひがけな き 山門より。 ぱ 

つし と 射 かくる 白羽の 矢。 膝に かっきと 

コ ハ 如何にと。 引 拔く間 も 又 一 筋 弓手の 

.J 'ひな  あはて 

婉に立 騒ぎ。 周章 驚く 同勢が 中 へ むら 

むら 物陰より。 現 はれ 出で たる 數 多の 武 

士。 物 を もい はす 拔 連れて。 .！1^ 來を胴 切 

車切斩 伏せく 一 文字に。 切って か- -る 


を 丹 右衛門 前後左右に 渡り合 ふ。 其 間に % 

澤井を 引 包み 何國 ともなく 奪 ひ 行く。 南 

無 三寶と llS け 行く を。 新手 を 入れ 替 へた 

たみ かけ。 旣に危 き 其 所へ。 心なら す も 

かけく る志津 馬。 ス ハ 一 大事と 拔刀 C 命 

限り 根限り 火花 を。 散らす 一一 一重へ 強勢 勇 

氣 相手 は 大勢 身 は 一 一人。 金鐵 ならねば 丹 

右衛門。 數筒 所の 手 疵刀を 杖。 S 志津馬 

殿 か ェ 、 口惜し や 股 五 郞を奪 取られた。 

增 無念 K 々 とば かり か つ ばと 伏す。 ハ ァ 

はっと 志津馬 もどう ど 坐し。 弱る を 付け 

入る 家来 ども。 後れ 馳に池 添 孫 八 片端 撫 

切り。 ぼつ 散し。 志津馬 を圍ふ 忠義の 傲 

き。 お 谷も斯 くと 氣もそ ろ 足 も 7 シし 

どろに 走り 着き。 S ャァ志 津馬は 手 を 負 

やった か。 若旦那 手は淺 ぃぞ。 コ レ氣を I 

犍に *. くと 抱 起せば。 RS ィャ手 班に は I 

痛まね ど。 これが 正氣を 失な はすに 居ら || 

れ うか。 股 五郎 は 手に入らす。 正宗の 刀 『ハ 


は 敵へ 渡す。 賴 みに 思 ふ 佐々 木 殴 は此深 

手。 いよく 殿への 霄譯 なし。 運命 もこ 

れ 限りと。 《- 刀 逆手に 取 直す。 ァ、 コレ 

待った。 S 其方が 今 死んで 父 樣の敵 は 誰 

が 討つ。 サァ其 敵が 討 たれぬ 故此 切腹。 

ィャ. 可ぼう でも 放し はせ じと。 

*> 爭ふ 一 一人。 倒れ伏し たる 丹 右衛門。 むつ 

くと 起きて。 ャレ 志津馬 早まるな。 股 

五 郞を奪 取られた は 最初より 覺 悟の 前。 

正宗の 刀 は 我が 手に ある。 ム 、すり ゃ最 

前 城 五郎に 渡されし は。 ヲ、 サァレ ハ!？ 

i  。行 家 殿より 預かりし。 正 眞の刀 はいつ 

かな 渡さぬ。 誠の 正宗。 志津 馬が 手より。 

主人 ト； 杉に 差 上げ 上 杉 公より。 武将へ 献 

上 ある 時 はお 家の 譽。 是を 功に 敵 討の。 

願 ひ を 立てさす 我が 工夫。 と は 思へ ども 

城五郞 は。 音に 聞え し 刀の 目 利。 S 物 を 

突 付けて は 受取らぬ 邪智 佞人。 先づ t 正眞 

を檢 めさせ。 直ぐ 樣 取って 鳴 海が 自害。 


乘 物の 中の 疵口で 替 へた K 正宗。 き 具 

はこれ にと 乘 物より 取 出す 切 柄 正銘の。 

極め は 愛に 今際の 嗚海。 早 や 絶え くの 

フシ 息の下。 SK 投 五郎が 親の 身で 丹右衞 

門 様と 言合せ。 城 五郞を 謀りし はどうで 

非道な 枠め が 命 は 所詮 叶 はね ども。 殿樣 

のお 手に 渡れば。 竹 鋸か碟 付の 御成 敗 は 

知れた 事。 せせ めて 武士ら しう 志 津馬殿 

と。 敵 討の 勝負で 死 すれば 何ぼう 嬉しい 

親心。 此場を 見遁し 下されと ぉ賴み 申し 

て 今日の 時宜。 a: ヲ、 サ 老母の 賴 みはな 

くと も。 志津 馬に 討た さに やならぬ 敏。 

わざと 敵 へ 奪取ら せ。 丹 右衛門 I 人が 過 

りに 成って 相果 つれば。 *■ 月日 を 待って 

本望 遂げ。 敵の 首 を 先生の" 位 稗の 前と 

身が 墓へ も 手 向けて くりやれ 賴むぞ と。 

最期の 際 迄 師弟の 義理。 我 故 命 を 捨てら 

る. t 此 大恩 は 何時の 世に。 返す-^ も殘 

念 は。 S 大敵の 股 五郞。 志津 馬が 助太刀 


と。 《■ 賴む 此方に 今^る、。 心の 悲 g 

しさ 推量 あれ。 ャァ 腑甲斐ない 志津馬 § 

殿。 丹 右衛門 は 死す ると も 無念の 魂此 J, 

世 を 去らす。 郡 山の 政 右衛門 こそ 我に 十 1 

倍 勝りし 達人。 早 やく 歸 つてお 谷 殿。 

助太刀 頼む とい はすと も 彼が 爲 にも 舅の 

敵。 遠 背 は あら じ 早 やさら ば。 埤此 世の 

さらば 未来の 門出。 丹 右衛門 樣。 鳴 海 殿。 

せ 思 へ ば 今日の 言合せ。 敵と 敵が 修羅の 

道 連。 と め は 互に 一 太刀と。 落ちた る 

刀 指 添 を。 よろめきながら 取上げて。 眼 

は K めど 胸と 胸 差 貫いた る。 義士 貞女。 

歎き 志 津馬も 深手の 弱り。 家来が 肩に 敵 

の圍 み。 齒を くひし ばって 立歸る 心の。 

內 こそ  一一 一 K へせつな けれ 

第 四 郡 山 宮居の 段 

> ^君 萬 歳の 祈と て。 神に 歩み を 運ぶな り <= 

く。 ハル フシ 國の 初めの 其 昔。 誰が 名 付 8 


六 屮 


けて や 郡 山。 御城 下の 見 付 筋 武家 町人の 

^ちな く。 引き もち ぎらぬ 弓 八幡。 奉納 

こ L* だ 

願主 譽田 大內記 殿。 謠の 番組 數々 も。 打 

納まりし 隅 田 川。 あらお 目 出た やと 上 を 

見習 ふ 下懸。 やがてお 立 を フシ 松 藤に 

列 を。 正して 待 ち 居た る。 地 空 助が 聲 

髙に 何と 能 助 どう 思 ふ。 同じ 樣 に 言 ふ 

は勿體 ない 事 だが。 殿樣 は遊藝 がお 好き 

故。 今日は 何處の 奉納 明日 は 爱ぢゃ の 

と。 毎日のお 能。 我々 も 其お 家に 奉公し 

て 居ながら。 其氣 のない は 冥加ない 事で 

はない かと。 增 いへば 能 助 打 笑 ひ。 詞ハ 

われ 

ハ 、 、 、何 を 空 助が いふ やら。 そり ゃ汝 

が 藝氣が 無い によって さう 思 ふ。 おらが 

ぐんだ も 

親 はきつ い 能が 名人。 名 さへ 軍陀羅 夜叉 

右衛門と いうて。 道 明 寺の 祈りの 段。 面 

白い 事 だ。 コリャ く 能 助。 道 明 寺と は 

そり や 干釵ぢ やない か。 必す 外で そんな 

事 をい ふなよ。 ハァァ ノ謠の 名 はヲ、 何 


とやら。 ヲ、 思 ひ 出した 宗善 寺。 コリャ 

を かしい 宗善 寺と は津 の！： にある 寺 だ わ 

い。 そんなら 汝 がの も 違った。 道 明 寺 

は河內 でない か。 ィ ャく宗 善 寺に 違 

ひ はない。 ハテ 片意地な もの。 コリャ 能 

助お 身は藝 者の 子なら 狂言の 心が あろ。 

何と 稽古して くれまい か 狂言 覺 えて 何に 

する。 ハテ 殿様が お 好 だ 故。 毎日. •< 々此 

通り。 いかに 下々 ぢ やというて。 其氣の 

無い は 何と 不忠で は あるまい か。 コリャ 

尤も ぢゃ。 稽古して やろ 第一 足 取 を 稽古 

せい。 サァ おらが 歩く やうに せいと。 难 

鳥居の 馬場 を 能 舞臺。 仔細ら しげに 身 繕 

ひ。 JS マ、 それく 手 を 振る 事 はない。 

ある で, 

兩手を かう して。 さう だく 歩き 様 を 

覺ぇ たか。 ヲ 、合 點ぢ やく。 ハ テ 5f§ 切 

を 切らした 時の 歩き 樣と覺 えて 居よ。 お 

らが いふ 様に 跡から 言へ よ。 かやう に 候 

者 は此邊 りに 住居 致す 者で ござる。 親う 


だお 方が 狂 一一 一一 〔を 好ませら る-" 故 我々 も § 

稽 十；； 致さう と存 する。 太郞 冠者 有る か。 

ナ イエ 、惡 ぃ覺 え。 ィャ. /..\此 返事に し 

てく れい 扠を呼 出す の は 極って 有る わ 

い。 身が 前へ 出 あがらう。 サァ それ は 芝 

居の 臺詞だ わい。 ハァ お前に はぬ るくて 

惡ぃ。 ェ 、そんなら 止しに せろ/^ と。 

»- 仇 口  * を 言 ひ 廻す。 お 立と 觸る、 聲々 

に。 り 驚きし りく  7 シ舞 ひく か 

がみ 控へ 居る。 《■ 威光 輝く 大內記 殿。 奉 

納 首尾 能く 納 りて 早 や 御 下向の 先拂 ひお 

徒 士御近 習 前後 を 配り 鳥居 前 迄 出 給 へ 

ば。 御供に は 宇佐美 五右衛門 中 扈從に 召 

連れられ。 御前 間近く 引 添へば。 跡 押へ 

は 櫻 田 林 左衞門 指南の 棒 を 捩 廻し 鼻高々 

と 御供す。 暫く 是 にて 御 眺めと 宇佐美が 

詞に 近習の 武士。 御 腰掛 を 奉れば *^ 遙か 

跡より 能 太夫 源 之 進。 御 傍 近く 手 をつ か 

へ。 《E 今日 殴 様のお 能。 恐れながら 驚 


き 奉ります。 いっくよりも 出来させ 給 

ひ。 神 も 納受 まし まさん 扨 一 家中。 何方 

樣も きついお 上手。 殿樣の 御機嫌の 程 御 

伺 ひ 奉る と *-.s. 上 ぐれば 打 笑 ひ 給 ひ。 《s 

ナ- 一源 之 進。 これと いふ も 其方が 指南の 

德と宜 へば。 《アコ ハ 冥加ない 御詞。 *■ 

時の 面目 有難し と フシ 退去て 一 禮 述べけ 

れば。 * 重ねて 仰 出さる、 は。 《5ァ 、羨 

しい は 源 之 進が 身の上。 我が 望み は 外に 

なし。 能 太夫に なって。 猩々 の亂れ 一 世 

1 代が して 見たい わい 取 分け 今日の 奉納 

も。 我 I 人の 力に あらす。 一 家中の 者 迄 

も滿 足せねば 奉納と は 言 ひがたし。 殊に 

IK 氣も 宜しければ 我が 悅び 限りなし。 

« -大係 * 々 と ありければ。 皆 一 靛に頭 を 

さげ。 ハ ット 7 シ ばかりに 平伏す。 五 右 

衞門 御前に 手 をつ かへ。 3 誠に 殿 樣の御 

意の 通り。 今日は 一 入天氣 宜しく 御 祈願 

の 奉納 一 家中の 者 は 申 上ぐ るに 及ばす。 


我々 迄 も 恐 至極に 存じ 奉る。 恐れな が 

ら 五右衛門が 御 願 ひの 筋 あり。 先達て 御 

取 ffC 仕る 唐 木 政 右衛門 傣。 劎術を 申立て 

お 家へ 御 奉公に 出し 侯 所 名のみ ばかりに 

て その 器量 あるな きを。 御上 覽に 入れ 奉 

らす 何卒 林 左衞門 殿と 立 合の 儀。 御高 免 

遊ばされ 候 様に 御 願 ひ 上 奉る と。 *- 聞き 

も敢 へす 林左衞 門。 詞 ァ 、 これく く 

宇佐美 殿。 裨 上へ 對し 恐れ^い 願 ひ 尤も 

政 右衛門と やら 貴殿の 御世 話に よって。 

|g 術 を 申立て 御 奉公に 出られた 人。 武士 

あ ひ 

は 相 T ；。 成程お 望みなら ば 相手に なって 

進ぜう が。 そり やもう 檔敏が 斧と やら 申 

す 事 さ。 いかぬ 事ぢ や， （-。 止しに し 召さ 

れぉ氣 に はさ へられな。 林 左衞門 相手 

に は餘り 大人 氣 なく。 何の 夫が 一 堪も 

ある もの か。 殴に も を かしく 思 召し。 ハ 

<  、、、と 7 シ 嘲笑 ふ。 *P 林左衞 門に は 

見向き もせす。 右 政 右衛門 儀不餒 練なる 


者な どと。 陰口 を 申す 者 も 候 由。 左様な & 

る 者に 御 知行 を 賜 はり 候て は 取，？ 5<仕 る此 ^ 

五右衛門。 一家 中へ 相濟み 申さす。 是に II 

よって 政 右衛門に 立 合の 俵 裤願ひ 申 上 候 ^ 

樣と申 聞かせ ども。 彼 も新參 者の 儀故辭 

退化る。 何卒。 此儀 御上より 仰 付けられ 

下さらば 拙者が 面目 此上 なしと。 *• 餘儀 

なき 願 ひに 內記殿 a 武の道 は 尤も なれ 

ども。 我 共 家に 生れながら 劍 術の 事 は。 

とんと 氣が乘 らぬぢ や。 政 右衛門 事 は 家 

老 どもが きつい 取 持。 兩 人の 立 合 何方が 

劎 術善惡 にもせ よ。 某が 構 はぬ 事。 家老 

どもが 得心せば。 身が 事 は 何時でも 見物 

せん 今日の 奉納 もと かく 家老 ども 不得 

心 C そち は 又 未明より 出で て 忠勤 盡す其 

代り。 餘り 好かぬ 事ながら 始めて の 願 

ひ。 聞屆 けん も 道なら す。 政 右衛門 事は辭 

退 致す とな。 兩 人の 事 は 用人 方へ 言付け 2 

て くれう 其 代り 近日 若宮の r ム格宫 へ 春 日 S 


龍祌 奉納したい。 又 家老 どもが 何とい は 

うと。 其方が 計ら ひせよ。 ャモ とかく 遊 

藝が樂 しみが 深い。 願 ひの 通り 聞 屈け た 

と 《 "御上 意の。 詞に ハット 宇佐美が 面 

か U じ 一け  ひれふ 

目。 忝淚に 7 シ 平伏せば。 《_ 大內記 殿 

仰せに は。 詞 奉納の 場所へ 諸人の 入 込 

み。 祌拜の 恐れ も あれば。 其方 は 跡に 殘 

り 御 神樂を あげ。 社 內の淸 め 仕れと。 堆 

言 ひ 捨て 御座 を 立ち 耠 へば。 橫に蔓 る 櫻 

田が 御 跡に 引 添へば。 さ.^ めき 渡る 御供 

先 駒の 嘶き i: の 音。 7 シ本城 さして 歸ら 

る&。 堆御跡 見送り 五右衛門 は獨 語。 

ハァ 流石 大家の 殿様。 これ 程に お好みな 

さ K?^.- お 能に 代へ。 林左衞 門と 政 右衛門 

立 合の 勝負。 御 願 ひ 申し たれば。 早速に 

御 聞屆け 下さる i も。 日頃の 願 ひ 本望 

と。 地 社內を さして 7 シ 行く 折から。 

垴 申しく と 松 蔭より。 呼びかける は 女 

の聲。 何者なる と 見合す 顔。 詞ぉ谷 殿で 


はない か 面 © 荒れし 人相 氣遣 はしゃと 尋 

ぬれば。 お 谷 は 淚押拭 ひ。 包む とすれ 

ど 女の 事。 有様に お話し 申さん。 ES 國許 

か ら歸り てより 政 右衛門 殿 の 心底 變り。 

出る にも 入る にも 不機嫌， 此刀を 差 出し 

これ を 持って 五右衛門 方へ 行けと いうた 

ばかりに 物 を も 一一 IE はす。 どうい ふ譯 

ら合點 行かす。 問 返されぬ 日頃の 氣質。 

詞 御前に 逢うて 様子 もい はう と。 其 儘 立 

つて 來 りしが。 地 通り か X りて お前 を 見 

受け 殿様のお 立 をば。 忍んで 今迄 相 待ち 

しと。 刀 取 出し 差 俯向き。 7 シ 暫く 詞も 

なかり ける。 垴 宇佐美 はっくぐ 打眺 

め。 詞ハテ 心得ぬ ヲ、 それよ く。 コリ 

ヤコ レ 我が 秘蔵せ し i&i の I 腰。 其方が 

親 代と なった る 證に遣 はせ しに。 持たせ 

越した は合點 行かす と。 お 引拔き 見れば 

物 打に。 差 添へ し I 通。 コハく いかに 

と 解 ほどき。 見る より 拘り。 IS ム、 n リ 


-5fc  ^it いつ A つ 

ャ 此方へ 暇の 一 礼。 様子が あらう 語られ m 

よと。 》- 詞 にお 谷 は 仰天し。 なに 私，; f 

の去狀 とや。 去らる.^ 楚ぇ 微塵 もな し。 

ェ 、聞えぬ ぞゃ政 右衛門 殿。 き 科 もない 

身 をむ ごたら しう。 去る とい ふこと 誰が 

始めた。. お あに 十月た もない 身 を。 情 

なやと。 ス H テか つばと 伏して。 泣 居た 

る。 》- 五右衛門 せき 立ち。 詞ヱ、 こなた 

も 武士の 娘で ないか。 魂 の 腐った 政 右 

衞門。 跡 を 慕 ふ 事 はない。 H  、口惜しい。 

我が 眼の 見えぬ が 誤り。 天 晴 器量の ある 

奴。 何と ぞ 出世 を させんと 思 ひ。 今 出頭 

額す る 林左衞 門と 一 勝負 立 合 はさせ。 武 

藝の 器量 を あら はし。 一 家中の 手本と 

せん さすれば。 殿に も 遊 藝の事 はお 控へ 

なされ。 武道の 道に お 心 をよ せ 給 は I； 

家のお 爲と思 ひし 故。 林左衞 門と 立 合 を I 

す& むれ ども。 辭退 する は。 臆病風に 引 

や  S 

かされた 大腰拔 めが。 此 儘に 相 止めに 成 


りし 時 は 一 家中の 物 笑 ひ。 願 を 上げし 御 

！ S の 手前 も 言 譯 なし。 *H  、腑甲斐な や 

とば かりにて ス,？ どう ど。 座 を 組み 居 

たりけ る。 * お 谷 も 共に 泣きく どき。 夫 

の 心の 直る 樣。 卑怯者と いはれ ぬ樣 に。 

コ レ 思案 を賴む 五右衛門 様と。 取 付き 歎 

けば。 ！ S ヲ 、 さう 思 ふ も 尤も。 最前 も 殿 

の 御前で。 林左衞 門め が 我に 向 ひ。 彼等 

を 相手に 立 合 ふ は 1< 人氣 なしと。 人 もな 

げ なる 雜言 過言 聞かぬ 額 は 何 ゆ ゑぞ。 お 

家のお 爲 二つに は 己 を 出世 させん ものと 

あだ 

思 ひし 事 も 恩 を 仇。 但し 國 許の 騷動を 聞 

き 一家の 緣を 切る 所存 か。 おのれ 故に は 

勘當 請けし 此ぉ 谷。 某が 親と なり 女房に 

持たせし に。 科な き 者に 斑 を 付け。 追 出 

してお こすの みか。 親 代りに やった る此 

刀の 物 打に 暇の 狀を卷 付けし は。 我 を 欺 

く 憎く. S 扠 心肝に 徹 へく くこた へ て 

了簡なら す。 《- 年寄つ たれ ども この 宇佐 


美。 鋭き 金の 切； 見せん と 一 圖に 凝つ 

たる 7 シ國 侍。 《- お 谷 は 取 付き マァ/ \ 

お待ち 下されと。 縫る を拂 ひ。 a: ャァ愚 

こなた  な 1! け 

かく 一  先づ 此方 は。 屋敷 へ 歸り 何氣も 

なく もてなされよ。 我 も 跡より 押し かけ 

て。 事に よらば 先手を取 つて 切り かけ 

ん。 》■ 其 時 こなた も此 刀で 尋常に 自害せ 

られ よ。 未練に 心殘 されな と 7 シ詞 立派 

に 言 放す。 き 夫の 心の 善 惡 をと。 小捿 

凛々 しく 帶 引締め。 勇まぬ 心 取 直し 勇 

み。 勇む や 庭 神樂打 連れて こそ 三 a (立 

歸る 

第五 郡 山 屋敷の 段 

* 昔 は 山の 跡 なれ や。 今 も 名のみ は 郡 山。 

家中 屋敷 も 繕 はす 直な 唐 木の 枉目 ある。 

スェテ 家の 柱 は 退去に。 增奧樣 役の 留守 預 

り 石 留武介 は 忠義 者。 常の 奉公 裏表。 

內證賄 ひ ，シ 忙しき。 *_ 臺所 より 腰 


元 どもば らくと 立 a: で。 S コレ 武介 殿。 伊 

今夜 は內 方へ 嫁御 様が 見え るげ な。 お 目 ® 

出たい， „8ロ 振舞。 わたしら も あやかる 樣 g 

にお 手 傳に參 りました。 ィャ御 苦 勞々々 . -, 

々。小身の 日 I 那 政右衞 Hr 中間 一 人 下女 

1 人。 若黨 の此武 介が。 料理人 やら 家老 

やら。 人手が 無 さに 御 家中の 女中 方 を 御 

無心。 待 女郞 にも 酌 人 にも 各を賴 みま 

す。 ィ H 同じお 給仕で も。 祝言と 聞けば 

氣 がしよ ぎく。 したが 合點の 行かぬ 事 

は。 お 谷 様と いふ 奥様。 ぉ里歸 りなされ 

てから。 聞けば 去られな さつ たげ な。 ま 

だぬ くもり も 冷めぬ 中 新ら し 女房 を 入れ 

ると は 。-餘 りな 手 廻し。 サ イノ 今度の 奧 

樣 は何處 からお 出な さるの ぢゃ。 ィャ我 

等 も かつ ふつ なぜぬ。 何だか 知らぬ が 日！ 

那が 一 人吞 込んで。 今夜 嫁 を 呼ぶ 程に。 

祝言の 挤 へせい と 言付け て 出 ちれ たか M 

ら。 何が 俄に 料理 持へ。 少しば かり 聞き 8 


はつつ た。 海老 の 舟 盛 置 鯉。 置 鳥な ど と い 

ふ。 しちむ つかしい 事 は 取 置き。 鲋の吸 

物 腹 合せ は 新枕の 心ぢ やげ な。 盱 心の 島 

臺を 忘れて。 正月のお 古 を 組み かへ て 間 

に 合 はす。 いかぬ 物 は铫子 加への 折 形。 

知って なら 折って 貰 ひ 度い。 ハテ 何の 其 

様に 儀式 せいでも 大事ない。 仲人 さへ な 

い 嫁入。 今迄 何處ぞ にこつ そりと。 園う 

てあつた 女中で あろ。 ホン -1 あの 政右衞 

門樣 もお 顔に 似合ぬ 色事師。 先の 奧樣は 

お腹が 立た う。 馴染の 女房 暇取らして。 

跡へ 來る 嫁づら は。 どんなお 頗ぢゃ 見て 

やりたい と。 地 さがない 女子の 口々 に。 

うたて 浮 名の 高話。 憂事の 思 ひの。 フシ 

種 を 身に 持って 我が 內 ながら 心 置く。 夫 

の 留守 を ，シ窺 ひ 足。 地 腰元 目早く。 詞 

ヲ、 奧 様よう お出な され ましたと。 いふ 

に 武介も 押下り。 K 幸 ひ 只今 旦那のお 留 

守。 ぉ歸 りなら ばお 知らせ 申さう。 》- 先 


づぉ 緩り とと あしら ふ 程。 いと 2^ 重なる 

k さ 辛 さ。 諸白髮 迄と 一一 一 H 交した 人の 心 も 

變 れば變 る。 詞 我が 內 へよう 來 たとい は 

れる 様にな つたわい の。 身に 覺ぇ はなけ 

れ ども。 親分の 五右衛門 様。 どの 様な 誤 

りした ぞ 暇の 印の 此 一 腰。 譯が 立たねば 

受取らぬ と。 地お 屋敷に も 置かれねば 立 

寄る 方 もない 身の上。 詞兑れ ばいかう 賑 

やかな が。 お 振舞で も あるの かと。 地 問 は 

れて それと は 言 ひかぬ る。 跡 先見す の 下 

女婢。 詞 今夜 はお 屋敷へ 嫁御が お入りな 

されます。 ャァ 嫁と は 誰が 嫁。 コレ武 

介。 よも やさう では あるまい と。 思へ ど 

若し 日； 那 様に。 女房が 來 るの ぢ やない か 

や。 ィャ其 俵 は。 ェ 、武 介殿隱 しても ど 

うで 知れる 事。 政 右衛門 様のお 內儀 様で 

ござります。 下地から 譯の ある 事 かし 

て。 今夜 俄の 御 祝言。 わたしら も 隣 屋敷 

からお 給仕に 一 展 はれました。 お前 様 は 先 


の奧樣 てっきり とお 妾に。 見 か へられな 

8 

された に 達 ひ はない。 《■ ぐっとお 济氣な 

ほふ 

され ませと 身に も か、 らぬ 下々 の。 法 

界恪氣 に 焚 付けられ。 いと 重なる ロ惜 

しさ フシ 包み か ぬれば 見て取る 武介。 

詞ェ、 コ レ 女中 方。 役に立たぬ 事 言 はす 

と。 ぉ臺 所に 人がない。 爐の炭 もつ いで 

赏 はう。 ァ ィ// \ 合 點ぢゃ サ ァ $:.^?出 

で。 地 日； 那 のお 歸り待 女郞。 こちら も 嫁 

御の 相 で。 よい 夢見ようと 打ち つれて 

立って 行く 間 を 待 翁ね て かつ ばと 伏し 

て。 スヱテ 泣 居た る。 詞ヲ、 お 道理 ぢゃ 

く。 したが 奥様。 必 す恪氣 なされ ますな 

え。 ァノ言 やる 事 わい の。 恪氣と は 一 通 

りの 事。 非業の死 をな された 父 様。 ？ S 志 

津 馬が 敵 討の。 力と 賴 むはた つた 一 人。 价 

其 夫 政 右衛門 殿。 緣 切れ たれば 誰 を賴み I 

に。 大敵の 股 五郎。 いつ 本望が 遂げられ § 

，れは  1 

う。 地力 も 綱 も 切 果てしと。 思へば 胸が ナ 


張 裂ける と。 歎けば 共に 泣い じゃくり。 

ぉ氣遣 ひな さる- -な。 縱へ 日ー那 がどう 

おっしゃっても。 拙者め が 命に 代 へても 

此御緣 は 切らし ませぬ。 恪氣 なされな と 

は そこの 事. * お前 樣の お腹に は。 政右衛 

門樣の 御世 籀が ござります ぞぇ。 去^^取 

らうが 後妻が 這 入らう が 其お 子 さへ 御 平 

產 なされ たれば。 切っても 切れぬ 血筋の 

緣。 政 右衛門 樣 Q 奧樣 とい ふ は。 お腹が 

證據 のお 谷樣。 敵 討の 助太刀 も。 0 みの 

にんじん こ づき  , 

種の 人參 子。 產 月に 氣を もんで 過ち あれ 

ば 如何な さる- -。 追 付け a 那ぉ歸 り あれ 

ば。 格氣 がましい 顔な されす。 鬼 角^ 內 

を 動かぬ 樣 になされ ませ。 御 合點が 參リ 

ました か。 とはいへ 義理の ある 女房 去つ 

て。 嫁入の fSg 言のと は 旦那 はどうし たお 

心ぢ や。 拙者 も 一 切 合點が 行かぬ。 ホ ン 

-I 此蝶 花形 私 は 折 様存ぜ ぬ。 お前 樣ぉ賴 

み 申します と。 境い はれて 手に は 取りな 


がら C みす J (-夫 を 5 な 取らる X あた 情て 

らしい 煤 花形。 大 骨折って 隼 の。 魔の 

餌になる 春の 雄 子 外に 夫の 聲 聞え。 《«ァ 

レ 旦^のお 歸り。 暫く 忍んで a- ござり ま 

せと 家 來が情 を 力 草。 逢 ひたい 夫に 隱る 

る も。 说 持つ 心 唐紙 を ォクリ 押 明けへ 忍び 

入りに けり。 *- 心がけ ある 侍 は。 地 を 這 

ふ 虫 も 氣を赦 さぬ 唐 木 政 右衛門。 伊達 を 

好まぬ 刀の 柄 前。 人に 勝れし 袴の 幅 上屋 

敷より 歸り 足。 * 武介手 を 突き。 詞 申し 旦 

那。 殊の外お 隙 入り。 御用の 品 は 如何 體の 

儀で ござり ましたな。 サ レバく。 此閒 

から 辭退 する 彼の。 林 左 衞鬥と 武藝の 試 

み。 明朝 正 六つ 時 御前に おいて 立 合へ と 

押 付けて 御 家老の 言 渡し。 今晚妻 を迎へ 

まする 婚禮の 中。 一雨 日お 延 下されと 願 

うても いかな 聞き入れす。 女房 呼ぶ は 私 

事。 明日 は 延ばされぬ。 とさり と は 心な 

い 家老 殿 此方 は 內へ氣 が 急く。 も X 尻 


になって 滴う 只今。 祝言の 挤へ川 意 は 出 一 

來 たか。 ャレく 知行 取りに も飽 果て g 

た。 *- 嫁の 来る 迄 it 脫 いで 休息せ う。 ^ 

枕お こせ 女子 ども。 アイと 返事 もさし 足 尸 

に。 *- 角を隱 せし 塗 枕。 そっと かたへ に 

奧樣 を。 腰元が はりの。 見えが くれ 袴 は 

解け ど 胸 解けぬ 鋭い 常の 侍 肩 衣。 折つ 

てた、 んで。 取 直す" 詫の 種と は 見付け 

た 夫。 ョ ャィ武 介。 あの 女子 は 何者 ぢゃ 

やい。 エイく。 ィャ。 あれ は 彼の。 今 

1? ち  しんざん 

日お 目見えに 參 つた。 新參の 女中で。 ナ。 

ハイ 《? 日ー那 様お 目 かけられて 下さり ま 

せ。 S; フゥ 奉公人 ぢゃ な。 見かけから 愚 

さうな。 不束な 女 なれ ど。 使うて 見て 

くれう。 コリャ ャィ。 今夜 は 身 どもが 女 

房 を呼迎 へる" 祝言の 袷 仕 申し 付く る。 

ァノ。 嫁御と ぉ盃 の。 其お 給仕 をせ いと 

は。 *- そり ゃ餘り イエ サァ。 餘り。 急な M 

御 祝言。 不調法な 私が。 S 給仕 得せす ば g 


奉公 叶 はぬ。 立って 歸れ。 ィャく 中し 

«- 何でも 御意 は 背き ませぬ と。 下女に な 

つても 天の 內。 離れ 兼ねた る。 ス モア 心根 

を 察して 武 介が 吞 込む 淚。 《s さう だく- 

奉公 は 辛抱が 大事。 何 おっしゃ らうと。 

アイく とそ こら を 程よう。 鹽梅 加減。 

ドレお 1^ の 用意せ うと。 * 料理 を フシ 

&會に 立って 行く。  *- 折から 宇佐美 五お 

かた yJ5 

衞門様 御出でと 案內 す。 3 ハァ又 堅藏が 

わせられた。 誰ぞ。 垴羽 8: て來 いと 言 

はぬ 先から 心得て。 勝手 覺 えし 女房の 

德。 機轉 利して 後から 着せる 羽綠を ひつ 

しょな く。  、子供で はない わい。 差 

6 つち  ねめつけ 

出た 女め 彼方へ 行けと。 *- 睨 付ら れて。 

是非な くも。 立 SI せ はしく 入来る 五右衞 

鬥。 彌左衞鬥裁の^£こはばり切 つ て む 

すと 坐し。 K 政 右衛門 殹。 今 隨は其 許に 

嫁入が 有る と 承り。 御 祝儀 申しに 參っ 

た。 老人の 寸志 ぞと 御覽 下されと 一 通 を 


差 置けば。 これ はく。 婚穫を 祝して 

の。 御發 句で かな。 先づ 以て 忝し と。 地 

押披き 見て 驚き 顔。 せ：フゥこりゃ拙^^^；：へ 

の 菜し 狀で ござるな。 ハテ 存じ 寄らぬ。 

先づ其 意趣の 次第 はな。 知れた 事。 科な 

い 女房： 1： 故 去った。 ハ ァ。 拙お が 女房 

を。 拙者が 去る に。 お 手前 様が 何故の 御 

立腹。 ィャサ 5 ふまい。 尤もお 谷 は 上 杉 

の 家中 和 ffl 行 家が 娘 なれ ど。 お 身と 密通 

して 二人 連。 此郡 山へ かけ 込んだ。 浪々 

の體 不便に 思 ひ。 且 はお 手前が 器量 を 見 

込み。 殿へ 申して 有 付かせた は此 五右衞 

鬥。 其 上勘當 受けて 親の 無い お 谷。 身 ど 

もが 娘 分に して。 改めてお 身に くれたれ 

ば。 以前 は 行 家が 娘に もせよ 今 は 身が 

娘。 少しの 見落し 有る とても。 去られる 

義理で はない ぞょ。 一 B; の 恩 を 忘れ。 外 

の 女房 持； へ て。 五右衛門 を路 付けた 仕 

よん さ こ ろ 

方 堪忍なら ぬ。 それとも "お 谷に 據 ない 


科で も あるか それ 聞かう。 返答 次第。 座 § 

は 立た せぬ と 誇 打 叩いて， - フシ 詰め かけ 

たり。 K ィャ モウ 重々 御尤も 千 萬。 お 谷 に 

塵 も 科 はなし。 去った 仔細 は 別儀で は 

ない。 飽きました。 女房と いふ 物 は。 飽 

いてから はもう. （-。 片時 も 持って 居ら 

れる もので は ござらぬ。 サ、、 、 、お 聞 

きな され， /-、 。 御 立腹 は 御尤も ぢ やが。 

今 拙者と 討 5^ されて は 五右衛門 殿。 殿へ 

の 不忠に なり ませう。 なぜと おっしゃ 

れ。 今：！： 上より 御意 有って。 明朝 御前に 

おいて。 瘘田 林左衞 門と 劎 術の。 勝 食 を 

致す 此政 右衛門。 これまで 拙者 を 推擧な 

され。 明日 も 勝負 見 < ^の 役目 を。 仰せ 付 

けらる >7 ^許が。 ；，； i5- 立 合 も 致さぬ 屮に。 

拙^！^をさっふりと切ってぉ仕舞ひなされ 伊 

て。 殿へ は 何と。 一 百譯 はなさる \ そ。 是 

非： W り 晴れぬ と あらば。 何と 致さう。 武 I； 

士の R 果。 g^n の 御前 を 勤めて。 その 跡で 1 


お 手に 懸り ませう。 暫く 宥免 下されと。 

き理に 詰められて さしもの 五右衛門。 コ 

リャ 尤も。 《« 遣 恨 は 遣 恨。 御用 は 御用。 

明日 迄 は 傍輩の 役目。 中よ し。 く。 御 

得心 下さる か。 ァ、 忝い， （-。 地然 らば 

今智 はこれ に I？ りと。 御酒 I 獄 御上り 下 

され。 追 付け 新しい 女房が 参る。 ィャ 

又 其 器量の よさ。 雪と 墨との 替德古 女房 

のお 谷め は。 不器量の 上に。 因 架と 早う 

子 を 孕んで。 せ 正眞の 河豚の 横 飛。 飽ぃ 

た を 無理と は 思 召すな と。 愛想 づ かし を 

»  M- た  のぼ 

立 聞きの 障子に 齒形も 入る ばかり ス子ァ 上 

る。 痞を 折し も あれ。 K 御 嫁 様 早 や これ 

へ。 ヲ 、待 兼ねた 早う 通せ。 女子 ども そ 

れ燭臺 に 火 を點 せ。 》> 島臺姚 子と 騷ぐ 程。 

五右衞 門が。 7 シ むかつき 顏。 》> 玄關 より 

奥座敷 ォクリ 直に。 手繰の 鎮 乘物對 の簞笥 

に染 込みの。 覆も受 持つ。 介 添 女房。 

ヲ、 大儀々 々。ィ ャ 申し 宇 美 公。 只今 か 


の 妻が 參 つた。 ぉ悅び 下され。 ァ 、。御 目 

出たい 儀で ござる。 御 推量 下され。 貴公 

あなた 

に は 御 返 屈。 コリャ く 彼方に 御酒 上げ 

いよ。 ィャ 拙者 御酒た ベる と。 胸が 惡く 

ござる。 是は氣 の 毒。 然 らばお 菓子。 ィ 

ャサぉ 搆ひ御 無用。 ハテ 堅く ろしい *- 何 

がな 御馳走。 3 ャィ コリャ 新參の 女。 何 

をう ろく まひく と。 其 不調法で は 祝 

言の 酌 は 得せまい。 お 客人の 癎癢。 ソレ 

お^ 中で も樣ん であげ いと。 * いふ 程 腹 

の。 立 波に 音 を 鳴く 千鳥。 四海 波。 詞扨 

我等 今晚の 花萆。 摔を 着る 害 なれ ど。 あ 

たまから 打 解ける 樣に。 角菱 止めて 此儘 

の 見參。 サァ く。 早う 女 どもの 顔が 見 

たいく。 ヲ 、お 心安い せ 53+ 様で。 嫁御 

様のお 仕 合。 恥 かしがって ござらす と。 

サァ お出な され ませと。 乘物明 くれば 綿 

精子に。 膝より 上 は 埋もれて。 七つば か 

りの いと 樣御 寮。 尺に も 合 はぬ 棺 ほら 


く。 帶に つられて 座敷に とんと。 詞乳 伊 

母 これ 取って く。 ァ 、其 精子。 御盃の 越 

濟 むまで 召して ござれ U ァ 、ィ ャ， く欝 中 

^しからう 取って やり や。 ドレ 戀 女房の 5^ 

めん VV5  たけな rs-  Lt  « 

堆 御面相と 精子 取らせば 尺晃も 稀らぬ 馨 

粟の 花嫁 押。 直す 三寳 土器 を 母が 持 添 

へ 戴かせ 。聾 君 様へ 7 シ 上げます る。 

い-^。 女子 ども 皆 見て くれ。 何とち よ 

つ こりと。 何處に 置いても 邪魔に ならぬ 

よい 女房で あらう がな。 ハァ 嬉しい く 

«- 目 出た う 1 つ。 フシ 次の より。 ウタ t 

ち ま 二  、f た ひこ a,  .フ ち 

千秋 萬 歳の。 千 箱の * 玉と 謠聲。 フシ 打 

掛の。 袖に 一 通取乘 せ。 立 出づる ャァ。 

お前 は母樣 柴垣 様と。 せ 驚く お 谷に 目 

もやら す。 政 右衛門に 打 向 ひ。 頑是ない 

此娘を 女房に 持って 下され e 此 上の 本望 

なし Si 引出の 此目錄 は。 a; 主人 上 杉宇內 

樣 より。 枠 志津 馬に 下されし。 敵 討 御免 8 

の 御 *r いよく 助太刀な されて 下さる 8 


ぉ心ぢ やな。 お尋ねに 及ばす。 承知 致い 

て。 7 シ罷 有る。 コリャ 新 參の女 もよ 

く 聞け。 身 どもに は 先妻が あつたれ ども 

な。 親の 許さぬ 密通。 行 家 殿の 勘當の 

あ ひめ f 

娘。 どれ 合 女 夫の 悲し さは。 表立って。 知 耳 

aB!- とい ふ 事 はならぬ ぞょ。 今 郡 山の 扶持 

を 戴く 政 右衛門が。 よしみ もない 他人 

の。 助太刀が なるべき か。 詞コレ 此ぉ後 

は 世間 晴れた 行 殿の 忘 形 身。 志津 馬が 

妹に 違 ひない。 此 子と 今 祝言 すれば。 こ 

れ こそ 誠の W 舅。 《" 舅の 敵。 小舅の 助 太 

刀 仕る と。 殿へ 御 願 ひ 申さん に。 よも 不 

か >,* た こなた  ur 

屆とは 思され まじ。 彼方此方 を 思 ひ 量つ 

て。 科 もない 女房。 去った 謂は此 通り。 

義理と いふ 色に 迷うて。 五 年の 馴染に。 

見替 へ た 心 汲 分けて 五右衛門 殿。 御 立 

腹の 段々 は。 眞 平々々。 御免 下され。 

我等もう 醉 ひました。 何 申す やらた わい 

/^と。 地酒に 粉 ぎら す 本性の。 言譯 M 


いて 手 を 合せ。 よう 去って 下さん した。 

其 誠 をち つとの 間 も 恨んだ 女子 の 通り 氣 

を 堪忍して 下さん せ。 as ヲ 、 サ。 身 ども 

もよ い 年 をして。 疑 ひの 惡ロ 面目ない。 

IK 晴 武士 かな。 せ 政 右衛門 殿。 《«此 祝言 は 

敵 討の 門出。 武士道 も 立ち 家 も 立つ。 よ 

い 嫁を迎 へられた 扭々々 めでたい 婚禮。 

a 我等 もと もぐお 取 持と。 始めの 腹 立 

打って かへ ハズミ 一度に。 顔の 色直し。 

詞ぉ 心が 解け たれば。 彌 V 變らぬ 政お 衞 

ST か。 後妻のお 後 や。 二世 かけて。 其方 

の K ；。  《 -タ、 キ 今夜から 抱いて 寢るぞ や。 コ 

レ 女房 どもく とい へど。 お 後 は 欠 仲 交 

り。 53^ 母もう いなうと やんちゃ 聲。 これ 

は 娘と した ことが。 嫁入 早 々注んで たま 

る もの かいの。 三々 九献 まだ 濟 まぬ。 殿 

御の 否 戴く もの ぢゃ。 ィャ あから はい や 

乳母 あれ ほしい。 あれと は。 ム 、ぉ饅 か 

え。 さもしい 奧樣 では ある ぞ。 ィャく 


道理 ぢ やく。 かはい- - 女房に 何 惜し か 糊 

らん。 胖し 一 つ は 過ぎる" 半分 は 身が 預か 

る。 《-是 が 夫婦の 固め ぞと。 持たせば ほ 

やく 饅§。  K ホ ン 一一 忘れた。 嫁 君の 御 

持參 のお 道具と。 地 車笥の 引出し 廣 蓋に 

fc ちゃ そび いち t つ 

盛り： jsr へたる 持 遊の。 市松 人形 風車。 W 七 

つになる 子に。 殿 を 持たせ 濟 ましたし や 

i/\o ウタ tjsIA ムの 0 フシ ナ * ス音は ざ 人.，； > 

ざ。 《■ 座 は變ら ね ど 我が 夫 を。 夫と いは 

れ ぬお 谷の 心。 思 ひやって 居る わい の。 

そ もじと は 生さぬ 中。 ほんの 娘の 此ぉ後 

*-、 は *  h る じ や 5 ね 

と。 見 かへ さした 籀 母が。 §耳 殿に 惡 性根 

付けた と。 恨んで ばし 下さん な。 ァ勿體 無 

い 事ば つかり。 わたしが 緣の 切れる は。 

ハ^^樣へ不孝の言譯。 政右衞門殿何時^^- 

も。 あの 子と 添うて 下さる が。 家の 爲志伊 

津 馬が 爲。 わしゃ 死す る 迄 去られて 居る 腿 

が。 嬉し いわいのと 明かし 合 ふ。 親子の I 

負 心三國 一 。 思 ひ は 富 士の郡 山と けて。 六 


了ン，淚 を 1^ みか はす。 * 洒も现 に 入りし 

めん \ と。 シ夜も 更け 渡れば。 稚 子が 

乳母もう. 鍵ようと guj さがす。 ぉヲ、 此ぉ 

子 わい の。 七つになる 迄 へる 子が あ 

る もの か。 殿御の 手前 も恥ぢ なされ。 ィ 

ャ 大事ない く。 これからが 新枕。 腰元 

ども。 床 を 取れ 身 も 追 付け 寢る。 コレぉ 

母。 女房 どもに 尿 やって 《- 寝さして や 

り やと 勞 はり 心 付きく。 乳母のお 藏が 

抱き か k へ。 チクリ 寢 所に 伴 ひ。 入り けれ 

ば。 *- 政 右衞門 宇佐美が 前に 手 を 突き。 

？^？めて五右衞門践へ御賴み。 申 上げた き 

様子 あり。 JS サ-ァ く。 役に は 立た すと。 

身 ども も 力に 成り 度い。 何なりと も 遠慮 

たう 承らう。 どうか-. \。 ハァ御 親切 1^ 

し。 地 近頃 申し 兼 たれ ども。 ョ其許 様に は 

日。 切腹な されて 下されい。 其 仔細と い 

つば。 六つ 時。 樓 GZ お-左 衞 門と。 立 合 仰 

」 ， Lt れし。 へ： ： ：: ,7 者 負け まする。 


サァ 知れて ある 林 左衞 門が 手の 內。 打つ 

てぶ ち 伏せる は合點 なれ ど。 勝てば 御前 

の 御意に 叶 ひ。 これより 一 家中の！； 範仰 

せ 付けられお 暇が 出ぬ 時 は。 助太刀の 望 

みが 叶 はぬ。 御前に 於て 政 右衛門。 物の 

見事に 打 負け。 それ を 越度に 知行 差 上 

げ。 浪人して 思 ふ 讎。 小舅の 助太刀 致す 

所存。 時には 拙者が 劎術 を。^ 聽 なされた 

其 許 様。 負けた 我等が 恥よりも。 見損う 

た 御 恥辱。 よも や 生きて は ござるまい 腹 

なされに やなりますまい。 これ 迄 厚う 御 

通貭 下され。 様々 御 恩に 預かりし。 恩 を 

仇と 申さう か。 腹切って 下されと。 增申 

し W す は。 五 驗の血 を 一 時に。 吐く より 

も 苦し けれども。 舅の 敵が 討ちた さ。 志 

津 馬に 本望 遂げさしたい ばっかりに。 斯 

様の 不届を 申 上ぐ る。 御赦 されて 下され 

と。 鬼 を 欺く 政お 衞門 わつ と。 泣いた る。 

眞. W に。 感じ入って。 S ム 、尤もく。 


命 進上 申す。 何よりも 易い 事。 只殘 念な 伊一 

は ぢ？ら  ^ 

は 林 左 衛門 めに。 恥顏 か、 せんと 思 ひし ^3 

に。 却って 此 五右衛門 面目 を 失うて。 相 ^ 

果 つる は 悔し けれど。 貴殿が 本？； H とげた "^一 

れば。 骸の 上で 身 どもが 恥 も。 其 時 雪ぐ 

暫 しの 無念。 誠 ある 侍の 爲に。 欲 腹 一 つ 

が 役に立た ば。 身に 取って 大慶々々 と。 

*? 死ぬ る を 7 シ 常の 武士 氣質 C ほァ レ 聞い 

たか。 主人に 預 くるお 命 を。 我々 に 下さる 

る。 地 有難い とお 禮 中せ。 女房 どもと は 

おもて 

いはれ ぬ 表。 親子と も 又 言 はぬ が 孝行。 

勝つべき 勝負 を 負く る も 義心。 恥辱 を 取 

つて 御 最期 も。 侍 同士の。 お 情と。 互に 

禮 儀の 中々 に。 7 シ淚 。催す 八つの 袖 *- 時 

計の 七つせ はしな く。  《s ァレ早 や 勝負の 

刻限 近し。 身 は 先 へ 登 域 致す。 埴 用意 あれ 

政 右衛門。 貴殿のお 暇 出る を 相 圇に身 

どもが 切腹。 御邊は 直樣鎌 倉へ 出立。 冥土  0 

の 出立。 早ゃ參 る。 御 苦勞。 * 後刻と 式 8 


禮 默禮。 S 急 武士の 短夜 や。 明くる 間 を 

待つ 最期の 門出 勇んで" 御前へ  一 i へ 時 

過ぎて 》- 早 や 明 六つの。 知せ の 太鼓。 

朝日 輝く 大廣； ：2,。 大內記 殿上 段の 桿に着 

座 近習の 武士。 各 見物 晴れ 勝負。 政右衞 

門 は大の 竹刀。 樓田は 翁て より 好む 所の 

佐 分利 流。 長柄 を 持って 待ち かくる。 双 

rst  せん 

方 呼吸の 透 間な く 先 を 取らん と。 挑み 合 

ふ。 切 先 金 はな けれども。 鎬を 削る 心 

の眞 剣。 打 合 ふ 數は幅 面に。 見る 人々 も 

息 を 詰め 暫く 時 を。 移せし が。 兼て 期し 

たる。 政 右衛門 櫻 田が 槍先 を。 あしら 

ひ 兼ねた る 手の 狂 ひ 竹刀から りと 卷 落さ 

れ。 槍に ひばら をゥン とば かり。 が はと 

倒れて 俯伏に。 7 シ 面目なう こそ 見えに 

せれ。 地勢 ひ 込んで 林左衞 門。 E ナント 

何れも 御覽 じた か。 陰で 廣言は 誰もい 

ふ。 まさか 勝負に か i つて は。 生兵法が 

役に立つ 物で はない. - 此樣 な拔作 を。 お 


取 持な された 五右衛門 殿。 何と 今 御合點 

が參 つた か。 ィャ ハヤ 天晴 のお 目 利く 

と。 *P 嘲弄 教り も覺 悟の 前。 御前に 向 ひ 謹 

んで。 ® 不鋇鍊 の 政 右衞門 を。 推擧 致せし 

不調法 。恐れながら 申譯 と。 垴言 ひも あ へ 

す 肩 衣 はね 退け。 差 添に 手 を かくる。 "ャ 

レ 待て 五右衛門。 あれ 留めよ。 御意 ぢゃ。 

切腹 先づ待 たれよ と。 增 近習の 聲々。 〈 ッ 

とば かり 暫し。 7 シ控 へて 平伏せば。 

樓田林 左 衞門唐 木 政 右衛門。 兩 人共是 へ 

參れ。 ハァ， - ハツと 一 度の 答 さへ。 肩で 

風切る樓田と。唐木は枯れし萎れ枝。：》^す 

ぼら しげに 孱 る。 S ャィ政 右衛門。 只今 

の 勝負。 大內記 これにて 遂 一 見届け。 其方 

が 致し方 神妙に 思ふぞ よと。 地 仰せに ハ 

ッ.， （\ とば かり 夢心地 一座の。 フシ 不審。 

K ィャ チ。 其方 ども は 今の 立 合 を 何と 

見た。 尤も 勝負に は 政 右衛門 負け たれ ど 

も。 始め t りつく/ i\.B5J るに。 身 構へ 


刀 捌き。 よつ く 銀へ し 誠の 達人。 林 左衞門 n 

が 中々 及ぶ 所なら す。 彼が 心 を 察する 

に。 新参の 身 を 以て 古参の 者に。 恥辱 を 

與 ゆる は。 武士の 情に あらす と。 わざと 

勝 を 譲りし は。 《- 劎術 ばかり か 心まで 奧 

床し。 顿 もし. -。 《5 併しながら 是迄。 遊 

藝を樂 しみ。 武藝に 疎き 大名と。 に 言 

はれし 大內 記。 劍 術の 批判 覺朿 なしと も 

言. 4 べきが。 弓 取の 家に 生れし 身が。 武 

藝を 知らぬ 樣 あらん や。 然れ ども。 弓 を 

袋に し。 太刀 を 鞘に 納 むる は 太平の 投。 

今 足 利 一 銃に 治った る此 御代。 靜謐の 世 

に。 弦 を 引き 鼓 を 研き。 鏜ょ 弓よ とひ 

しめく は。 上への 恐れ { 空 5- 徴の 基。 爱を 

思 ひ はかって。 茶の湯 亂 舞に 日を暮 せど 

も 心に 拾て ぬ劎術 武藝。 よく 知って 居 伊 

る 《. 身 どもが 眼相逮 あら じ。 K 政 右衛門 S 

を 取 持し 五右衛門。 身が 爲に IK 晴 忠臣， 映 ^ 

りと 思 ふべ からす。 又 林 左 衛門事 は。 怪 六 


我の 勝 を それとも 知らす。 いかめしく 罵 

る は。 我が 藝の 我がで に 見えぬ 不鏺練 千 

萬。 知行 くれる は^の 費。 暇 を 遣 はす。 

勝手に 屋敷 を 立 退くべし と。 *- 案の 外な 

る 御 詫 意に。 林 左衞門 一 句 も 上らす。 鋭 

き殿の御賢^？-に。 恐れ入つ たる 一 家中。 

a 御前に 叶 はぬ 林左衞 門。 早 や 立ちめ さ 

れ とせり 立てられ 《■ した、 かな 目に。 

大廣間 j 人 フシす ごく 立って 行く。 

a; 重ねて 政 右衛門に いふべき は。 新參な 

がら 其方。 武藝 の鍰鍊 感じ入る。 二百 石 

の加增 申し付ける。 黑 書院に て 改め }^ 今 

より 一 家中の 師範と なり。 彌 忠義 を勵 

んで くれよ。 といと 懇ろに 仰せ あり しづ 

く。 御座 を 御太刀 持の 小姓 引 連れ 入 給 

へば。 近 s« の 面々 7 シざ i めき 渡り。 

さりと て は 政 右衛門 殿。 けしから ぬお 

首尾お めでたい/.^。 ィャ もうお 羨し う 

存じます。 我々 も あやかる 爲。 お 1^ が 戴 


きたい。 詰 所に 相 待ち 居ます る。 扨々 タ 

お 手柄 《•  くと。 ォク リ挨按 悅び受 くる 

程。 ぐ わらり と 違 ふ 胸算用。 二人 は 顔 を 

見合す ばかり。 只 うっとりと 手 を 組ん 

で。 詞政 右衛門 殿。 五右衛門 殿。 是 では 

ぉ暧は 願 は れま い サァ身 ど もも 折角。 

切 かけた 腹が ひ ねに な つた。 コリャ マ 

ァ。 《- どうと 腰 もぬけ 一 度に 溜息 次の 

間の。 澳 あら はに 妻お 谷。 肩に か.^ りし 

のミ く. C いけん  4 'さ 

柴垣が 喉に 懐劎突 詰めし。 母の 自害に 稚 

子の。 お 後 も 跡に おろく 目元。 二人 

驚き 何故の。 この 生害 ィャ なう これ は覺 

悟の 上。 唐 木 殿の 賴 もしい 心底 を 聞く 上 

は此 世に 用の ない 體。 未来へ 参って。 娘 

お 谷 が勘當 の 訴訟 今 日 の 様子 を 見届け て 

と。 此廣 間のお 次 迄。 隱れ 忍んで 委細の 

譯。 思 ひの 外の 立身で お 暇の 出ぬ は 是非 

もな し。 *- 此 上ながら 婶も妹 も。 やつば 

り 此方 様の 女房と 思 ひ。 敵 討に は 行かれ 


すと も。 心の 助太刀 を。 陰ながら 志津馬 伊 

贺 

が 力に なって たべ。 兄弟 共 さらばよ と顏 ^ 

を。 見上げ 見下して。 盛りの 梅と の樓 屮 

き 

フシ 跡に 殘 して 息 $s ゆる。 コ レ なう 是と 六 

取 付いて ス？ 泣 聲人ゃ 菊の 間より。 埴大 

內記 殴の 御簾 中。 久方 御前 立 出で 給 ひ。 

改めて 殿様の 御 詫 意。 政 右衛門が 今日 

の 仕方。 定めて 様子 あるべし と 御 窺 ひな 

されし 所。 心の底に 望みあって。 わざと 

た ti か 

我が 手練 を隱 し。 主 を 欺 罔り し 趣。 殊に 

御座の 次の間へ 女 を 引 入れ。 御殿 を穢せ 

し 科に よってお を 遣 はさる、。 さりな 

がら。 暫 しも 抉 持し 置かれし 家來。 浪人 

の 接に 盡 くる も 不便 なれば。 刀 一 膝お 暇 

の 印に 下さる.^。 殿様 御 秘蔵の 信 國の名 

作。 敵 討の 餞別と は 仰 有れぬ。 賣代 なして 

世渡りの 助に せいとの 御 慈悲。 《■ 有りが 

たう 頂戴し やと。 小姓に 持たせし 刀 箱。 2 

打 朋 け 申さぬ 心の底。 知ろし召れ し御惠 8 


ひ-は Lh-  8 

、  k  と滔. tTQ  。蔭に 巢を 張り 待 た。 大儀ながら わしが 寄った 所 迄 一 走 S 

み。，、 相 果てし I 馬が 母。 leMU  7i 習 t 知られた 地 往て來 てた もと 急ぎの 用事 走り書き。 

f  iln ら H^h!i! さら くく と書き|。 早う くと 手 

フシ 兼ねた る 有難 淚 御簾 中 も 御 落淚。 り «m  I 

父に も 母に も 後れた る。 其 稚子は 手 ® り 国 

で 養 ひ 育つ る 三世の 鎵。 殊更 姉れ 只なら 

ぬお i に 持ちし 大事の 身。 假の 親分 五 右 

衛 門の 屋敷で 介抱 如才なう。 本望 とげて 

立歸 り。 元の 主 從對面 を 待って 居る ぞと 

つどく に 仰せ も S き 亡ぎ は。 宇佐美が 

屋敷で 野 送りの。 供に 控 へし 若黨武 介。 

此 世の 名殘御 殴の 名殘。 始めの 妻と 後の 

妻。 生れぬ 子に も 引か るれ ど 返す。 ぐ 

も 大恩の。 御前 を拜 し。 增 立出づ る。 世 

り有樣 こそ。 一 11 重 (ものう けれ 


第 六 沼 律の 段 


に は 荷き しゃんと 供 f ォクリ 泊り を。 に 渡せば。 主に 劣らぬ 達者 もの 心 安兵衛 1 

JI  .-  _ト .lie  # ぐ 二人 連。 立 暴と 見かけ 立ち どまり。 にもと 来し。 道へ 引返す。 稻 村き」 よ I 

富士見 白！： r わ"" た uff とんと 忘れ り。 i  。申し I 零！ かほ 

召せ。 お 駕籠 やろ 力い 參 らう 力 


に。 爱も ー爭リ * 名高き 沼 津の里 „ 


い。 申し： n ー那樣 どうぞ 持た して 下さり ま 

せ。 今朝から 一 文 も 錢の顔 を 見 ませぬ。 

どうぞお 慈悲と 一一 a ひか けられ。 《s ィャ 

. (- わし は 今夜 は 夜 越に 行く。 サ、 そこ 

がお 慈悲で ござり ますと。 * 頼み かけら 

なん 

れ 是非な くも。 >s サ、 そんなら 吉原迄 

ぼぢ や。 ェ 、お前 樣も。 わたしが 賴んで 

持つ のぢゃ もの 。えい 程に 下さり ませ。 サ 

そんなら やらし やれ。 年寄の 止しに せい 

での。 そんなら 持た して 下さります か。 

ェ、 忝い サァ お出でな され ませ。 *- ャッ 

ト 任せ は聲 ばかり。 I 肩往っ て は立留 

り。 K ャ 今日は 結構な 天氣ぢ やな ァ。 ャ 

ット まかせ。 * ニ肩往 つて は 息 を欞 ぎ。 

t て a 

s« 日ー那 申し 向 ふの 立場に SB の 名物が ござ 

ります。 ャット まかせと。 杖す る 度 

に 追從。 深 田に 下りし。 白 $1 の。 餌 嘴み 

をす るに 異ら す。 見る に氣の 毒。 S コレ 

親 仁 殴。 ちっと 持って やり ませう か。 


ァ 、 それ/ \ く あ ぶ な ぃ/\ィ ェ ィ 

ェ。 勿體 ない く。 ァ 、氣の 毒な 足 許。 

前から 見て 居る に氣 しんどで ならぬ。 こ 

れは私が《-の^8^でござります。 日！ 那の蔭 

で。 今日 も內 入が よ ござります。 モウ 此 

方 も 幾つ ぢゃ。 七十に 手が 届いて ござり 

ます。 ァ 、 ソ レ くく。 合點の 行かぬ 

足 取。 ぉ氣遣 ひなされ ますな。 若い 時 は 

小 相撲の 一 番も 取りました ャ ット まか 

せとな と。 《■ いふ 下道の 爪先 上り。 木の 

ゥま づ 

根に 躍き ひよ ろ./ \/\。  ソレ 見やし 

やれ。 H  、苛い 事 をした の。 親指 を弒か 

4ほ 

いたか。 ョ シ，， （\ 早速に 癒して やろ と。 

* 用意の。 ハズ ミ藥取 出し。 付ける と 其 

儘。 E 何ん と 如何 ぢゃ 痛み は 止ろ が。 コ 

レ ハ 結構な ぉ藥で ござります。 痛み はと 

んと瘡 りました。 サ ァ.. （- お出でな され 

ませ。 ィ ヤコ レく荷 はおれが 持って や 

る。 ァ 、且那樣：^»相な。 ィャサ 駄賃 はや 


る。 氣遣 ひさし やん な。 此方の 足 もと 最 伢 

前から あぶなう てく。 荷 を 持 方が やつ 續 

と氣樂 な。 咄 しもって 行き ませう。 サァ 

( 增 ござれと 先に 立つ。 三下 《 ^平作 は ^ 

千鳥足。 しんどが 利になる 药, の。 砂に 

なる かと 悲し さに。 小膝 屈めて。 申し 旦 

那。 一 肩 やり ませう かい。 ィャ くこれ 

.CSS  こなた 

で 大分 歩行 *i い， - ァ 此方の 足 もと 茶め い 

たもの ぢ やの。 其 足 取 を 狂言 師に 見せた 

いわいの。 亂れ 杯と 言って。 傳授 事に な 

りさうな 事。 ィャ 日ー那 のおつ しゃる 通 

り。 大概 亂れか \ つて をり ます わい。 ハ 

ハ、、 、。 ハ、、 、、と。 *? 道の. g する 

笑 ひ 草。 ォクリ 踏 分けて。 来る 道草に。 菊 

の 折 枝 持ち 添 へ て。 *- 見合す 顏 は父樣 か。 

K ぉ米ぢ やない か。 今日は 結構な 旦那の 

供した ので。 荷 は 持た すに お世話になつ 

た。 ぉ禮 申して たも。 コ レ 〈く 有難い。 4 

もう 愛が わたしが 家。 * 暫くお 休み 遊ば S 


しませと。 昔の 殘る 風^も。 尾羽 打 枯れ 

し。 松 蔭に。 伴 ひ。 ォクリ 入る や 西日 影。 

侘びた る 中の- 一人 住。 門の 柱に 印の 笠。 

* お掛けな さるり や 庭 一杯。 いっそ 座敷 

へマァ お上りと。 親 仁が 馳走 娘の 愛。 前 

垂の藍 薄く とも。 マァ お茶 一つと 差 出 

す。 こぼれ か- - りし フシ 藁 屋葺。 # 折 

惡ぅ湯 も 沸かす。 水で なりと 御み 足 を。 

W ヲ 、 ィャ/ ^もう 行きます る。 担 娘 御 

は 好い 器量。 不繞 ながら 此內に は。 せ \ 

なげに いた 杜 fr よい 床へ 生けたい な 

う。 ハイ どなた も左樣 におつ しゃり ま 

す。 自慢で 作って 置き ましたれ ど。 近頃 

は 手 入が 惡る さに。 いかう 田地が 荒れ ま 

した。 何が 身に 構 はす 賃 仕業。 貧乏 は。 

苦に もせす。 それ はく 孝行に して くれ 

ます。 それで 私が 年寄っての 雲助 も。 せ 

めて 三文な と 肩 休めと。 餘り 彼女が いぢ 

らし さで ござります。 n レ父樣 始めての 


お 方に。 其 樣な さもし い 話 を。 ホ ン _1 

さう ぢゃハ 、 、 、ヽ。 ィャぉ 米。 今日は 

大きな 怪我 を 仕て な。 コ レ くく これ 

見よ。 爪が 起きて ある。 ァ藥も あれば あ 

あなた 

る もの ぢゃ。 彼方 様の 藥 きつい 妙藥。 あ 

り や 何と 申す 藥で ござり ますえ。 此藥は 

大切ない 物。 第一 金瘡に は。 共 場で 治る 

妙藥。 武家 方に は尋 ぬれ ども。 金銀 づく 

では 手に入らぬ 妙藥 と。 《■ 語れば 娘は猶 

ほた く。  父樣の 命の 親。 一日 や 二日 

で。 お 禮は言 ひも 盡 されす。 《> ならう 事 

なら 今宵 は 愛に お 逗留 遊ばして。 B ァ 、 

娘 何 言 ふ ぞい こんな 家に 泊めまして。 看 

は 干搦が 一 疋 なし。 虱より 外 あなたの 身 

に 付く 物 はない。 ィャ/ \ 不自由 は 仕 付 

て 居ります。 娘 御が あの 樣に。 しなつ こら 

しう 言 はしゃる ので。 どうやら 愛に 根が 

も ら 

生えた。 大事な くば いっそ 泊めて 貰 ふか 

いと。 * 目の 糖拔 けし 商人 も。 上手な 娘 


もてな 》*  I 

の變應 にころ りと。 なれば。 お 枕と。 油 m 

L んみ  ； -3 ゃぷ 

氣 はない 眞 身の 馳走。 是も 一 樹 の笠舍 り。 

フシ 尋 ぬる 軒の。 * 目印 當に內 に 入り。 

日ー那 これに ござります か。 サ お立ちな 

されません か。 ホ安 兵衞 か。 早かった 

く。 其方 は 其 荷物 を 持って。 吉 原の 鍵 

屋で宿 を 取り や。 日和が 知れぬ 早う 行き 

や。 tt- 雨具の 用意 は吉 原の。 鍵屋を さし 

て フシ 急ぎ 行く。  * お 米 は 立って 門の 戶 

を。 引立てん とする 所へ。 平作 殿內に 

かと。 ぬつ と 這 入る は 原の 町の 古道具 

屋。 詞 H ィ巿兵 衞樣。 御苦勞 にょうお 出 

で。 ィャ 此方 も 商賣づ く。 昨日 此方の 言 

はしゃる は。 急な 入用 錢三貫 C 道具 諸式 

を 直にして 取って くれと いふ こ となれ 

ど。 代物 見てから のこと と。 手附に 三百 伊 

進ぜて。 殘 りの 錢 持って来た。 駄賃 出し § 

て は 合 はぬ 仕事。 直が W 来たら 此方 様が 屮 

荷うて 來て 下さる か。 時に と 道具と いふ 六 


六雙中 ia 越賀伊 


は。 見え 渡った 此通 りか。 n リャ 聞いた 

と はきつ い 相 達の マァ 第一。 放しに くい 

と 言 は しゃつ た 故。 見込に 思うた 佛壇 

が。 コリャ 百が 物 はかない。 デモ マァち 

よつ と 置いて 見よ。 二つ 4^ 竈 鍋釜 かけて。 

百 二十と 入れい。 古疊八 JS で 三百よ。 M 

入りの 膳 棚 百 五十 文。 流 盤 は 役に立た 

ぬ。 是 十六 文。 破 障子 一 枚 十二 文。 i の 

取れた 角行 燈八 文。 大略 こんな もの。 家 

ぐち 毀っても 登 貫が もの はない。 という 

て 手附の 三百 は。 飛んで 了うて もうある 

まい。 御 推量の 通りで ござります。 せう 

ことがない。 此疊 まくって 往なう。 コレ 

若い の。 そこ 退いて 貰 ひましよ と。 《-躉 

ばた. （- 上げ かける。 K 申しく 御尤も 

なれ ど。 今夜の 所 を 御 了簡と。 * 親子が 

詫ぶ る氣の 毒より。 ひ よんな 所へ か、 り 

合 ひ。 コレ 道具屋 殿。 わし は 今夜 泊つ 

isl こ JKSi 泊り A€ic と 


んと 煤拂に 茶屋へ 往た 様な。 どうで 埃 は 

かづ かに やならぬ。 手附 はわし が 返し ま 

しょ。 疊は此 儘 置いて 貰 をと。 增 綺麗に 

捌く 1 1 朱 一 っ是は 結構な 旦那 殿。 ちと 多 

けれど 爱迄來 た賃。 序に 疊も引 直し。 ま 

ん 直しに 平作 殿 貧乏神の 居ぬ 樣に。 幕で 

お^。  *M で 庭。 藁の 出ぬ? i お 暇と。 度 

き 7 シ 通って 立歸 る。 *- 親子 一度に 手 を 

合せ。 *^ぃ とも 面目ない とも。 嬉しい 

と 術ない 淚 がごつ ちゃ になって。 ぉ體 

の 詞も出 ませぬ と。 破れ 疊に フシ i& 付け 

ば。 s 《テ 今の は 今夜の 宿錢。 高で 知れ 

た 親子の 世帶。 家財 を賣 代な さう と は。 

よくく 差 詰った。 難儀な 事が あるので 

ござんせ う。 いとし ゃ苦勞 さっし やる の 

親 仁 殿此娘 御より 外に。 もう 子供 衆 はな 

いかいの。 〈ィ此 お 米が 上に 男の子が 1 

人 あつたれ ど。 二つの 年 養子に 遣り まし 

たが。 又 其 親の 手 を 離れ。 今は錄 倉の 匿 


敷 方へ お出 入。 よい 商人に なって 居る と 

の嘩。 それ 聞いて とんと 思 ひ 切り まし 

た。 ソリャ 又 何故に。 ハ テ I  a 人に 遣つ 

たれば 捨てた も 同然。 我が 子ながら も義 

理 ある もの。 今 其 枠が 身上が 好い とて。 

尋ねに 柱て 箸片し 貰うて は。 人間の 道が 

濟 みませぬ。 今 出逢うても あかの 他人。 

ひ W り 

子と いふ は此娘 一人 ム、 それ も 尤も 其 兄 

貴 は 今 幾 歲位ぢ やの。 ハイ 斬う つと。 丁 

度 今年 二十 八。 錄倉八 椿 宮の氏 地の 生 

れ。 母の 名 はとよ と 書付け。 守り 袋に 入 

れて 遣りました。 其 後 此ぉ米 を 產んで 

も 相 果て。 則ち 今日が 命日で。 孝行な 娘 

たて？ -i-l ノ ろ 

が 水 手 向花の 立方 御覽じ やって 下さり ま 

せと。 》- 何 心なき 話の 合紋。 一 々胸に こ 

た ゆる 十 兵衞。 思 ひ 合せば 覺ぇ ある 扨 

は。 生みの親 父樣。 血 を 分けた 我が 妹が 

貧苦の 有様。 有 合せた 路用の 金。 なま 中 親 

づ  6 

子と 名乘 つて は 受けぬ 氣質を 何とが な。 S 


金の 遣りたい 屈 托に胸 を。 7 シ 痛めて。 

sn レ親仁 殿。 何ん と 物 は 相談 ぢ やが。 

此娘を わしに 下されぬ か。 M  、奉公に 上 

げ ますの か。 ィャ テャ。 まだ 女房の ない 

男。 利 發な娘 御。 商人の 嗅に は 極上々 の 

羽二重 地。 得心して 下さるなら。 仕！ へ 

たび あきん さ  . 

はこつ ちから。 旅商人の 事 なれば。 呼 

迎 へ る 日限 は。 未だ!！ 時と も 定められ 

ぬ。 嫁入の 持へ 料。 愛に 少々 持 合す。 こ 

れ 置いて 往 にます る 得心 かいの。 如何で 

ごんす。 コレ よい 女房。 面目ない が 最前 

から。 わしゃ 此方 樣に。 惚れた わい の 

と。 7 シ しなつ きかければ。 《- ついと 退 

き。 詞父 様。 あのお 方もう」 おなして 下さ 

んせ。 いかに 貧しう 暮 して 居る とて あた 

なめ 過ぎた。 阿呆らし いと。 增 打って 變 

りし 7 シ腹立 顔。 詞ェ 、嗜 め。 よい 女 

房と 云 はれる が。 何の それ 程 腹の 立つ 

事。 我が 器量が よい 故ぢ やと。 おり ゃ嬉 


あ ft た  , 

しい。 ィャ 申し 貴方 榇。 よう 御 深切に 惚 

れさ しゃって 下さりました。 じ やが 此ぉ 

米 は 女房と いうて はやられぬ 譯が ござり 

ます。 ム、 そんなら 御 亭主が あるの か。 

これ はく。. ィャ實 は 只今の はほんの 座 

與。 主の ある 人と も存ぜ す麁相 申した。 

眞平 御免に 預かり ませう。 コ レ娘 御。 機 

嫌 直して 貰 ひましよ。 ァノ 痛み入つ たお 

詞。 ほんに 思へば 在所 者 を。 おなぶり 

なさる を眞受 にして。 地お 恥 かしゃと 莞 

S と 笑 ひに フシ 心 打 解けて。 《■ 話しに 

粉れ てす つぶりと。 日の 暮れて あるに 氣 

が 付かなん だ。 飼 三日月 榇が 上って ござ 

よ ひ づきよ  *- ぎ 

る。 宵 月夜で 行燈 はいらぬ。 御 燈明を 伽 

にして 辻堂の 雨宿り。 お客様 も最 うお 休 

足延 すと 壁に つかへ る 奥座敷。 殺り とち 

ぢ かまって 御寢 なり ませ。 私は此 臺所コ 

リャ娘 は 其方に 寢ぃ 日： 那様 はお 堅い けれ 

ど。 時の はすみ では 主の ある 池へ 踏 込み 


なさりよ も 知れぬ。 用心に は 網 を 張れ ぢ g 

や。 今夜 はおれが 股引 を はいて 寢ゃ。 む 

あなた  どん ざ 

さけれ ど 彼方に は。 《- わしが 布チを 裾に 

なと。 追風 もて く る。 鐘の 聲 ォクリ い と 

しんくと フシ 聞え ける。 《■ お 米 は 1 人 

物 思 ひ。 心に か&る 夫の 病氣。 我が 手で 

介抱す る 事 も 浮世の 義理に 隔てられ。 秋 

の 登の 消殘 る。 本フシ佛擅の£;もほそ^.- 

と。 《- 嵐に ふっと 7 シ氣の 付く 娘。 E 

なほ  Hi  , 

奇妙に 治った 父 様の あの 疵。 今でも 敵の 

手がかりが 知れてから。 あの 病氣 では 思 

ひも 寄らす。 ム 、と 》■ 心で 點 頭き 胸 をす 

ゑ。 灯の 消えた る は 天 の與 へ。 夫の 爲と 

拔足 フシ さし 足 探り 寄り。 《 "印籠 取 上 

げ立 退く 足。 躓く 音に 目 覺す十 兵衞。 思 

はす 高聲。 何者と。 裾を捉 へて 引留 むれ $M 

ば。 わつ と 泣 入る 娘の 聲。 平作 も询 り^ 

し。 起 上っても 眞 暗がり。 お 米。 くと 巾 

うづん び  つけ >- 0 

言 ひつ.^ 探す。 フシ 竈の 埋火。 地 付 木に 六 


うつし 顔 見合せ。 ョ娘ぢ やない か。 =ー 那 

樣か。 何故に 此 有様。 ヱ 、何の 因果で 此 

樣な。 情ない 氣に 成った ぞい やい。 コリ 

ャ此親 は。 共3 暮 しの 者ぢ やけれ どな。 

人様の 物 一 文 半錢。 盜 もと 思 ふ氣は 出さ 

ぬわい やい。 ヱ 、親の 顔 迄。 ^^しをった 

と。 a わつ とば かりに 泣 居た る。 せ 十 兵 

衞は氣 の 毒 顔。 金銀 を 取った とい ふで 

はなし。 是に は譯の ありさうな 事と。 せ- 

問 はれて お 米 は。 7 シ額を 上げ。 恥 か 

しながら 聞いて 下さり ませ。 樣 子あって 

言 交せし。 夫の 名 は 申されぬ が。 私 故に 

e^g 動 起り。 共 場へ 立 合 ひ 手^ を 負 ひ。 一 

H: 本復 あつたれ ど。 *- 此頃は 頻りに 痛 

み。 いろくが 病盡 せど も 効な く。 立 寄 

る 方 も 旅の空。 7 シ此 近所で 御 養生 長し 

い 間に 路銀 も 建き。 S*- 其 貢に 身の s~ り 

櫛笄 迄賫拂 ひ。 最前 もお 聞きの 通り。 悲 

しい if の Jv^tc . 男の ij^ が。 治し^ さ。 


* 先程の お 話に 金銀 づ くで はない との 

暉。 燈 火の 消えし より。 .7 ノ妙藥 を どう 

がな と 思 ひ 付きし が 身の 因果。 どうぞお 

慈悲に これ 申し。 今宵の 事 は此場 切り。 

お年寄られし お前に 迄 苦勞を かけし 不孝 

の 罪。 今日 や 死なう か 翌日の 夜 は。 我が 

身の 瀬 川に 身 を 投げて と。 思 ひし 事 は 幾 

度 か。 死んだ 跡で もお 前の 歎きと。 I 日 

ぐらし に 日 を 送る どうぞお 慈悲に 御 了簡 

ぁづ そだ *s は h. 

と。 東 育 の 張 もぬけ。 戀 の意氣 地に。 

身を碎 く。 心 ぞ思ひ やられたり。 せ 歎き 

の 端々 つくぐ と 聞 取る 十 兵衞。 コレ 

姉御。 そんなら 此方さん は。 江 戶の吉 原 

で 全盛の。 检葉屋 の 瀬 川殿ぢ やの。 ハイ 

テモ よう 御存じ。 すり や 瀬 川 殴の 夫の 爲 

に。 ムゥ くと *- 心の 目箅。 思案 を 極 

め。 ィャ 太夫 殿。 夫の 手^ を 治す 藥。 

ほしい は 尤も。 それ 聞いて は 進ぜたい 物 

なれ ど是は 人の 預かり物。 此事は 思 ひ 切 


こなた 

らっしゃれ。 今 此方 衆の 話の 通り。 わし 伊 

贺 

も 亦 恩 を 受けた。 サ其恩 を 受けた 人の 爲 越 

に。 いづれ の 寺で も 苦しうな いが 石塔 I  |~ 

つ 寄進が したいが。 何と 世話して 下さる 六 

まい か。 それ は 御 奇特。 結構な 寄進で ご 

ざり ます。 何時な りと もお 世話 致し ませ 

う。 私 も來年 は擤が 年忌。 勸 むる 功德俱 

に成佛 とやら。 是非お 世話 致します るで 

ござります。 どうぞ 今度の 下り 迄 違 はぬ 

樣に賴 みます。 兼ての 願 ひに。 書付 も此 

內に 委しう ござる と。 *- 金 一 包 取 出し。 

M コ レ必す 親んだ ぞゃ。 親子の 衆 最早 夜 

明に 間 もな し。 醸 分 無事に 親 仁 せと 

立 出 づれば 平作 も。 必す お下り 待ちます 

る。 姉御 さらばと ばか リ にて。 心に 一 

物。 荷物 は 先へ 道 を 7 シ 早めて 急ぎ 行く。 

» "^に 親子 は 顔 兌 合せ。 金 取上げて コ レ 

お 米。 ほ隨分 大事に かけて おきや。 夜 明 

8 

そなた  1 

迄 は 間 も ある。 *- 和 女 も 休み やと 水 いら 8 


す。 見飆す 傍に 落ちた る 印籙。 S ァ 、是 

は 今の 日！ 那のぢ や。 定めて 尋ねて ござる 

であろ と。 *- いふに お 米が 乎に 取って 此 

印箱 はどう やら 覺 えの ある 模様。 ハ テ合 

點の 行かぬ。 それ かこれ かとよ くく 眺 

め。 a ホン-それ よこり や 澤井股 五郎が 

常々 持ちし。 覺 えの 印鏠。 * ハテ 不思議 

なと 平作 も 金 取 出しよ く 見れば。 BE 金子 

三十 兩此 書付 は。 錄倉八 椿 宫の氏 地の 生 

れ。 稚名は 平 三郞。 母の 名 はお 豊。 n リ 

ヤコ レ 我が 子に 付けて 置いた 書付。 そん 

なら 今のお 方 は 私が 爲には 兄樣。 ヲ 、我 

が 子の 平 三であった かいそんなら 最前 か 

らの 親切 は。 それと はい はす 此金 を。 貢 

いで くれた 石塔 代。 * 不思議の 鎵と 親と 

子は暫 し。 呆れて。 7 シ 居たり しが。 *? 

お 米 は 印籠 手に 取って。 裙 端折って 駐出 

す。 《s コリャ 待て 娘 コリャ どこへ。 何處 

へと は 父樣。 此 印籠 を 持って 居る。 其 兄 


樣は 敵の 手がかり。 追つ かけて 股 五郎が 

^ 在 を 尋ね 志 津馬樣 へ 尤も ぢ やく。 が 

汝 ではい かぬ 年寄つ たれ ども 此 平作。 理 

を 非に 曲げて 言 はして 見せう。 汝も棱 い 

て 跡から 來ぃ。 どの 様な 事が あっても 

な。 必す 出るな よ。 敵の 所在 聞く まで は 

大事の 場所。 木蔭に 忍んで 立 聞きせ い。 

必 すと も麁忽 すな。 合 點か本 海道 は 週り 

道。 三枚 橋の 濱傳 ひ。 勝手 覺 えし 拔道を 

と。 》" 子 故に 迷 ふ三惡 道。 フシ 轉け つま 

ろび つ 走り 行く。  《 "跡に お 米 は 身 持へ。 

繽 いて 出 でんと する 所へ。 折柄來 か、 る 

池 添 孫 八。 瀬 川 樣か孫 r< 殿。 よい 所へ 

ござんした。 今夜爱に泊った^„^で。 敵の 

手筋が 知れさうな。 詮議の 爲に吉 原 迄。 

父 様が 行かし やん した。 ィャ恭 い。 シテ 

其 行 先 は。 吉原迄 はよ も 行くまい。 * 何 

かの 樣子は 道に て 聞かん と。 瀨 川に 繽く 

池 添 も 足に 任せて ミ 重へ 慕 ひ 行く。 


に 人心 さま. <\ に。 町人 なれ ども 十兵衛 g 

は。 武士に も 及ばぬ 丈夫の 魂。 夜 深に 立 

ちし 獨旅。 7 シ千本 松に さし か.，， る。 tt. 

ヲ、 ィヲ、 ィと杖 を 力に 息す た >(>-。 EK 

申しく 旦那 様。 ャレ くお 早. S 足 も 

と。 フゥ今 呼んだ は 此方 か 惶 しう 何の 

用。 ィャ。 只今のお 金 を。 虔 しに 參じ まし 

た。 石塔 料と 名 を 付けて。 大枚の金 子 三 

拾兩。 其日暮 しの 雲助に。 下さる にも 譯 

が ある。 又請け まする にも 譯が ある。 け 

れ ども。 此金を 請けまして は。 さる 人が 

立たぬ 義理が ござります。 これ をお 返し 

申します 代りに。 貴方に ぉ賴 みが ござり 

ます。 お聞きな されて 下さります か。 ハ 

テ 一 夜 さ 泊る も 何ぞの 約束。 様子に 因つ 

て賴 まれまい もので もない と。 *- 夕闇の _^ 

夜の 聲 しるべ 跡より 窺 ふ 池 添 瀬 川。 固 唾 I 

を 吞んで 聞 居た る。 《«シ テ其賴 みの 樣子 |~ 

ぉゥ  1 雙 

は。 ハイ 仰し やって 下さり ませ。 此ぼ 痛の 六 


1 中 2i 越 S 伊 


主の 所在 を 承りた う ござります。 これ を 

尋ねて 知りたい ばかりに。 . さま， <\- の 流 

i  くる. 0 

浪 致す 人。 それ 故 娘 も 廓 を 出で て。 憂き 艱 

難。 是が 知れる と 本望 成就。 娘に つれて 

私 迄。 モ、、 、 、此 上の 悅びは ござり ま 

せぬ。 二 拾 や 三 拾の はした 錢で。 露命 を 

つなぐ 私が。 死ぬ る 迄 安樂に 暮 される 程 

の 三 拾兩。 其 金銀に 代へ てのお 願 ひ。 七 

C マ じ 

十に 成って 雲助が。 こに 叶 はぬ 重荷 を 持 

つ。 《- それ はま だ 休み もす る。 子の 可愛 

いとい ふ 重荷 は。 寢た間 も 休まぬ 

生の 苦 を 助ける。 藥の 名お 前樣も 親御 

が 有らば。 子 故に は 愚痴になる もの ぢゃ 

と。 *- 思 召し やられて 。願 ひ を 叶へ て 下さ 

り ませ。 n レ 申し 旦那 樣と。 血筋と 義理 

わけい t  V 

と 道 分 石。 わけて 血の 待の 三界に。 踏 迷 

ふこ そ 道理 なれ。 《- 親の 心 を 察し やり。 

S ム 、 左様 あ らう。 心底 至極 尤 もぢゃ 

が。 是 ばかり はどう も 言 はれぬ。 おれ も 


賴 まれた 男づ く。 其方の 人が 大切なら。 

此方 にも 亦 大切。 縱 へ 又 在所 を 聞いて 

も。 <s がな うて は 本望 は 遂げられまい。 

其方の 內に 落して as- いた。 主の ない 印鏟 

の。 其 妙 藥で疵 養生。 達者に 成った 其 上 

では。 望みの 叶 ふ 時節 も 有らう。 親 仁 殿。 

サァ 左樣ぢ やない かと。 *- 心の 掛籠 一重 

明けぬ 十兵衞 が。 7 シ 情の 詞。 JS サ、 そ 

れ程荆 慈悲の あるお 方。 とてもの ことな 

ら其藥 の 持主。 ィャサ コレ惡 い 合點。 此 

藥の 持主 は 其 病人と は 大敵 藥。 三十 雨の 

其 金。 敵の 恩 を 受けまい 爲。 戻した では 

ないかいの。 此 持主の 名 をい へば。 敵の 

藥で疵 本復。 恩 を 請けて はま さかの 時。 

鋩 が 鈍らう ぞゃ。 矢 張 拾うた 藥 にして 

心 置な う 養生 さした が。 よさ さう に 思 は 

る、 と。 * "聞いて 平作 感じ入り。 K ァ、 

さ うぢ やあった。 ェ、 お前 樣は 恐ろしい 

發 明な ぉ人ぢ やの。 左樣 M きまして は。 


申榇も ござり ませぬ 左様ならもう 歸りま 

しょ。 且那樣 。おさらば と。 *- 言つつ 探つ 

て 十兵衞 が。 脇差 拔 取り 腹へ ぐっと 突立 

つる。 ャァ/ \/,\. 何とした/ \。 コリ 

ャ 自害 か。 何故に。 《- 誰 を 恨んで 勿體な 

やと。 うろく 淚驚く 娘。 聲 に手當 てる 池 

添が。 泣 音 と^むる 1& 蟲 スヱテ 草に 喰 付 

き 泣く ばかり。 平作 苦しき 目 を 開き。 

俺 や 此方の 手に か、 つて。 死ぬ るの ぢゃ 

わい のく。  、ノ テ。 此方と 俺と は 敵 同士。 

志津馬 殿に 緣のぁ る 此親仁 を 殺し たれ 

ば。 賴 まれた 此方の は 立つ。 コ レく 

此 上の 情に は。 平作が 未来の 土産に。 敵の 

所在 を 聞かして 下されい の。 外に 聞く 者 

は 誰もない。 今 死ぬ る 者に 遠慮 は ある ま 

い。 * 不思議に 始めて 遇うた 人。 如何 

した 緣 やら。 我が 子の 様に 思 ふ もの。 何 

の 此方に ひけ 取らす 樣 な事此 親が。 K サ 

ァ此親 仁が 致し ませう ぞ。 これが 一生の & 


別れ。 一 生の 賴み。 聞かす に 死んで は。 

迷 ひます わい のく コ レ拜 みます. （-且 

那 殿と。 地 子 故の 閬も 二道に。 わけて 命 

を^^ iS お^に も 勝った る。 誠の 親に 

始めて 逢 ひ。 名のる もなら ぬ。 浮世の 義 

理。 孝行の 仕納め。 fl^ 處に 誰が 聞いて 

居まい もので もな けれど。 十 兵衞が ロカ 

らい ふ は。 死んで 行く 此方 様へ 餞別。 今 

はの 耳に 能う 聞かつ しゃれ。 胶五郞 が 落 

付く 先 は 九州 船 良。 道中 筋は參 州の。 吉 

田で 逢うた と。 人の 嗥。 ェ 、 忝 いく 

ァレ 聞いた か ィャ. /(\誰 もない，， 

聞いた は 此親仁 「だ。 それで 成怫 します 

わい のく。  《- 名儈 智識の 引導より。 前 

5h の 我が 子が 介抱 受け。 思 ひ 殘す事 はな 

い。 KS 早う 苦痛 を 留めて 下され。 增 親子 

1 世の 逢初の。 逢 納め。 親 仁 様。 兄。 

ェ 、顔が 見たい くく 顏が 見たい わい 

やい。 南無 阿彌 陀佛。 なむ あみだく 


くと 《>唱 ふる 十 念 十兵衞 が。 こたへ 兼 

ねたる 悲歎の 淚。 始終 窺 ふ 池 添が。 小石 

拾うて 白^の 金 合 はす 火影 は。 親子の 名 

殘 跡に。 見捨てて 一一 一直へ 別れ 行く 

第 七 關 所の 段 

藤 川の ぎ關と 人に は 言へ ど 影の 鄉ー 村 

籠る 松 藤に 茶屋の 娘のお 袖と て。 爲地年 

は 二八の 跡 や 先 まだ 內證は 白齒の 娘。 雪 

I- 厭 はぬ 寒 に。 ォクリ 水の 出花 や 煎じ茶 

の。 佛を だしに 參詣 人。 黑 谷の 御上 人鏵 

倉へ 下向の 道。 山中の 法佾 寺に 今日で 三 

日の 御 逗留。 御符 御札のお 藤に て。 啞が 

物言 ふ 聾が 治る。 蹵 のお 祖母が 禮參 り。 

フシ 力、 リ 御禮參 りの 三人が。 フシ 茶屋の 

床几に 腰 打 掛け。 何と 太 郞兵衞 きつい 

人 群集の。 扨 皆 聞かし やれ。 御符 のお 隆 

で 奇妙な 事が ござる。 吉 田の 宿の 搗栗屋 

とい ふ 炭屋の 子が 疱瘡で 目が 潰れ。 何が 


一人子の 事故 夫婦の 衆が 發 心して。 罪 亡 I 

しに 西國に 出る 所へ 上人 様の 御 立 寄。 何 

が 御符を 戴く やら 聞かし やれ。 其 夜から 

目が 明きました といの。 それから 吉田 巾 

がひつく りかへ し。 山中が お 泊り 故 毎日 

の 参詣人 有難い 事で はない か。 ハテ そり 

や 其 害い の。 炭屋の 子なら 圼 一 谷 様に 御緣 

が ある。 ハ 、 、 、ャ こちら も往ん で緣の 

ある。 地 鳴が 炊いた 御符 をば。 戴き ませ 

うと 打 笑 ひ 我が家。 7 シ くに 歸り ける。 

«- 父の 敎を 守らざる 其 罪科の 降 積る。 

本 フシ 雪氣の 空も賊 ひなく。 地 姿 を 鑾す和 

むな 

田志津 馬。 敵の 行方 知れ ざれば さしく 過 

ぐる 光陰の。 7 シ やたけに 心關所 前。 詞 

コ レ姉 様。 最前より 此 茶店で。 待合す 體 

の 人 は 見えなん だか。 イエく 左様な お 伊 

方 は 見受け ませぬ。 地然 らば 暫 しと 膝 打 g 一 

ちかけ。 E 姉樣此 遠目 鏡 は 往来の 慰み か。 g; 

イエく 慰みで は ござり ませぬ。 わたし 六 一 


>^ 中 Si 越贺伊 


が父樣 は。 此關の 下役 人。 若し 切手な し 

に 拔道を 通る 人が あらう かと。 吟；^ の爲 

の 遠目 鏡と。 * 聞いて 志津 馬が 心の 當 

惑。 差當 つたる 切手の 用意。 ハテ 如^が 

なと 思案 顔。 お 袖 は 1 心志津 馬が 顏テ モ 

好い 男と 思 ひ 初め。 言 ひたい 事 も。 娘氣 

の 口へ m 兼る 茶の 花香。 顔 を 眺めて 汲む 

手 もと。 膝へ 流す も 氣もそ ろ 茶碗ば か 

り を 手に 持って。 差 出す 心の 思 はく は 

フシ 汲んで 知れ かし 目 遣 ひも。 *- 相手に 

藝氣が あれば こそ。 S 是 はき つい 御馳 

走。 餘り 茶に 福が ある。 然 らば 今 一 つ。 

とてもの 事に ほん ま の 茶 を。 いく つも 

く吞 みたい と。 思 はぬ お茶の 捨詞。 

お前 故なら 何度でも。 入 端 を 上げたい 

と 何と 言 寄る 方 もな く。 顔 は上氣 の初杠 

葉 男の 生粹 一 森に。 戀の 出花と 見えに け 

り。 *- 志津 馬も拉 はと 心 付き。 7 シ. 我に 

心 を かけし こそ 幸 ひ 切手の 手がかりと。 


Z- づ 

心で 點頭 きすり 寄って。 コレぉ 娘賴み 

たい 事が ある ハズミ 何と M いてく れる氣 

かと。 》- 思うた 壺へ 和ら かに。 言 ひかけ 

られた 返答の。 詞に 詰る が 女子の 情。 何 

と 返事の 言樣 も。 as わたし もお 前に 賴み 

が。 サ どの 様な 事な りと。 辍 むと あれば 

引き はせ ぬ。 ェ 、！ f_ 小い。 わたし もお 前 故 

ならば。 どの 樣 なお 賴 みで も。 フシ 厭 ひ 

はせ ぬと 寄 添へば。 W それ 聞いて 落 付い 

た 何を隱 さう 我が身の 上 今夜 中に 此關を 

通らねば 我が I 命に か.^ る 事。 こなたの 

覺 えし 拔道 を。 何卒 敎 へて 貰 ひたい。 死 

ん でも 忘れぬ コレ賴 むと。 地色で 仕 かけ 

る 我が身の 大事 ぢ つと 締 むれば 締め か へ 

し。 恥し いやら 嬉し いやら 抱 付いて はし 

めか はす。 袖 は 人目の 關の 門。 S 暮 六つ 

から は 通路なら す。 それ迄に 私が 働き。 

若し 問 遠 へ ば わたしが お供し 立 退かん。 

必ナ氣 遣 ひ遊ぱ すなと。 *- 思 ひ 合うた る 


他生の 緣。 二人が 望み は 二道の。 I 筋道 

を。 急ぎの 道中 ハズ ミ狀箱 刀に 括り 付 

け。 a- 通り か、 れ ばお 袖 は 呼 留め。 S お 

飛脚 様お 休みと * いへば 奴が 立ち どま 

り。 wf. びか けられて 姉 様に。 恥 か i し 

てよ いもの か。 まだ 八つに は 間 も あるば 

い。 一服せ いと 膝 打 掛け。 腐ャレ くし 

ん どやく。 申し お客様 斜免 なされと 

地い へど 志津馬 も何氣 なう お 飛脚 は どれ 

からお 立ち。 ィャ下 拙 は綠倉 扇が 谷の 四 

つ 辻 切通し。 夜前 濱检 泊り 日が 短くて 漸 

ぅ此處 迄と。 聞く より 志津馬 は心當 り 

だまして 問 はんと 傍に 寄り K5 扭々 早い 

事。 私共 は 何として く。  H 羨し い 足 も 

とと。 * 話 を 機會に 茶の 出端。 一 目 見る 

より 餘念 なく。 お 袖が 傍に ぐに やとな 

り。 K コリャ If^ い。 白齒 娘のお 初穂。 一 

ロ飮 ます 氣 はな いか。 《- 一目 見る から 戀 

2 

茶と 成った。 KH  、.《fci 惡 ちゃり 置かん S 


せ。 ちゃ はくと ちゃ- - 入れまい。 乙ち 

やすんど 眞 のこつ ちゃ。 コ レイノ. （-。 

そっち や 向くまい どう ぢ や- (-。 ァ、 さ 

りと は 貴公 も 顔に 似合 はぬ やつし 形。 名 

は 何と 言 ひます。 身 どもが 名 は 助平。 ィ 

ャ もう 飯よりも 好物 だて や。 コ レサ。 お 

娘 どう 仕て くれる。 ェ 、じゃら^, \ と。 

そんな 事より 此樣 な。 面白い 物見る 氣は 

ないかと IP 目 鏡の 傍 へ 突 やられ。 助平 

は差晛 き。 ハ アコ リャ 7 シ 面白い と 眺め 

入り。 きァモ 大勢 人が 見 ゆる。 〈ァ 向う 

に 見える は。 ァ 、あれ はおらが 仲間の 頭 

だ。 コ レ頭 何ぞ用 はない か。 何 ぢゃ金 比 

羅樣の 提灯 も 有る。 ハ ァ 川が 見える。 何 

ぢゃ 藤屋の 二階で 客が 樂 しみよ る。 ョ 

ョ。 味い 事く。 ハァ あの 女 は 見た 様 

な。 それ だ/、。 ャ わり やおき のでない 

かと。 a  I 目 見る より 氣相 かへ。 《5 ゃ汝 

のき 

はく。 よう も おれに 退狀 おこし 其處に 


樂んで 居るな。 コリャ ャィ言 交 はした 事 

忘れ はせ まい。 旦那 へ 願うて 奉公 引か 

し。 女房に 持つ と 思 や こそ 春から も 一 步 

やり 三 歩 やり 四 歩 遣り。 女房 ぢ やと 思 や 

こそ。 おらが 切 米 打 込んで 遣った ぞょ。 

コリャ 其 折 おらに 何と 言った。 お前と 夫 

よる 

婦 になって 夜 も 晝も樂 しもと いうた ぢゃ 

ないか。 それに 何 だ。 我が 見る 前で 尾籠 

千 萬。 其 男と 抱かれて 寢 るか。 よくもお 

らを 欺した な。 8? で 人 も 知った る澤井 

殿の 家來澤 井助 平 *P もう 了簡が 成らぬ 

わ いと IS け 出せし が 《 "ハァ /\. 。今の 

は 何 所 だ。 何 だ 何にも 見えない。 コリャ 

どう だと。 地 言 ふに お 袖が さし 覜き。 ™ 

ァ リャ吉 田の 茶屋の 1 1 階。 愛から 一 里 も 

ある 所。 腹立ちな さる だけが 損。 もう 了 

簡 なされ。 如何様 言へば 一 理 ある 遠方 か 

つんぼ 

ら恪氣 する は Mt に 耳 とらす るに 同じ と 

は 言 ひながら 殘 念と。 *P 又差观 き。 フシ 


^に 成れば。 增 これ 幸 ひ 扨は澤 井の 家来 ^ 

よな と。 志 津馬は 邊に氣 を 付けて 狀箱 Q 

封 押切り。 一 通 奪 り フシ 元の 如くに 

S す Q も。 知らぬ 助平 一 心 不亂。 打眺 

め。 85 ェ 、ァレ 口中 を 契り をる。 こり や 

もう 堪忍なら ない と。 》- お 袖が 腰 を 力 

草。 KH  、放して 下さん せ。 何と これが 

放されう。 ハァ くと。 》_ 古木の 如く 缺 

^り 返り。 横に どつ さり 朽木 倒し。 登り 

詰めた る 奴 服。 糸目の 了ゾ 切れし 如く 

なり。 》- 傍に 落た る 紙 入の。 中より 出づ 

る關 所の 切手。 見る にお 袖 は 飛 立つ 思 

ひ。 嬉しい やら 怖い やら 結ぶ の 神の 此切 

手と。 志津 馬に 渡せば 懷 中し。 我が身 

の 難儀 は遁れ たが。 かう して 置かれぬ 扠 

殿。 コリ ャ蟲腹 か。 艤癎病 か。 コ レ 額へ 其 

水 吹き かけた と。 《- 言 ふに お 袖 は 狼 狼へ m 

て。 沸 返った る 茶签の 茶。 天窓へ ざつぶ I- 

り 打ち かくれば。 询り氣 の 付く 助平が。 六 


邊り見 Jl! し 起 上り。 さも 苦しげ に 聲顛は 

し。 文 g« ァ 、どなた 樣か n$ い 生れ 付いて 

悴 めが 蟲 早く。 時々 おこる 抱瘡 子に。 湯 

がか.. - つて 助かった と。 *- 話せば 二人 は 

顏 見合せ を かし さ 7 シ隱 すば かりな 

り。 時 も 違へ す關 所に は。 打つ 拍子木 

に 助平が。 ！ M つ 二つと *- 指 折って。 

K ム 、ァ リャ 七つの 時が はり。 大切の 此 

狀箱 一 時 も 早くお 屆 申さん。 《- 關 所の 切 

手と 紙 入の。 內を 捜せ ど。 S ハテ めんよ 

うな。 南無 三賓 跡の 茶店で 落した か。 地 

ドリ ャ 一 走りと 立 出れ ど。 水氣 取られし 

河童 奴。 ふなら。 くと 池 水の。 一一 ーッ ユリ 

泥 埃に 逢うた る。 如くに て 7 シ 元来し 

道へ 引返す。 お 袖 は 跡 を 見送りて。 此 

間に 早う と 茶店 の 道具 を門內 へ 運ぶ 片手 

に 顔 眺め。 見 飽かぬ 目 鏡の 戀男。 志津馬 

は 一 心敏の 手がかり。 白齒 娘が 手 を 引い 

て ォクリ 岡 崎へ さして 歸り ける。 《" 錄倉 


の奧 女中お 里歸 りの 道中と。 人目に 見せ 

る 鎮乘物 7 シ關 所の 前へ 舁据 ゑる。 # 

家来お 傍へ 立 寄って。 詞ぉ關 所で 候へば 

暫く これよ り 御 歩行と。 せ 聞く と 等し 

く戶を 開き。 旅 姿に 身 を 窭し兜 頭巾に 目 

ばかり 出し。 昨日に 變る勢 も 淵 瀬と 澤井 

K 五郎。 邊り 見廻し。 コリャ 駕籠の 者 

大儀であった。 これより 早く 歸 つてた も 

れ。 林 左 殿 は 何して ござるな。 あれへ 御 

出で ござります。 お B ー那に はお 先へ お 通 

りなされ ませ。 ヲ、 木に も萱 にも 心 置く 

は 世話人の 志 無 足に せぬ 我心 底。 たと へ 

我 を 付 狙へば とて 何程の 事 あらん。 見 付 

け 次第に 返 討。 わい らも ちっとも 氣遣ひ 

すなと。 * 家来 7 シ引 連れ 打 通る。 《- 

此 海道 を 住家と する 蛇の目の 眼 八" 人 

馬に 櫻 田が。 手に入り 額に 先に 立ち。 „^ 

コリャ 蛇の目。 今 話した 事 男と 見込んで 

頼む ぞょ。 何で あらう と 見付け 次第に 合 


點か H  、親方 氣遣 ひさ あんな。 此 蛇の目 价 

が 魅入れたら I 寸も 動か しゃせぬ。 ハ I 

テ サテ氣 味の よい やっと。 》_ 紙 入より 取 屮 

出し。 金子 千疋 手に 渡し。 SS 當 座の 褒美 一六 X 

納めて 置け さ。 ェ 、忝い。 馬士に 千疋と 

は。 仕 合せよ しの 此 蛇の目。 何で あらう 

と 見付けたら。 皆： i にす る 一 誇と。 《- 祝 

ふ 幸 先 木左衞 門。 晚の 泊り で 何 かの 事。 

牒し 合さん サァ 来い と。 7 シ門內 さして 

入 和の。 地 鐘 諸共に 關 の門閂 はっしと 

しむる 音。 宙を かけって 政 右衛門。 關所 

の 前に 立 寄れば 門戶 かためて 出入 もなら 

す。 詞暮 時で 分らね ど。 うしろ 姿 は 林 左 

衞 門に 違 ひなし。 スリャ 股 五郞を 同道に 

は 極った。 H  、付 込んだ 敵 を 取 逃せし か 

口惜し やと。 a 齒嚙 をな して 身 を 悶え 鬥 

內 白眼 付け ス モア 無念 淚 にくれ 居た る。 

ヲ 、それよ。 志津 馬と 爱で 出合 ふ 約束 但 4. 

4 

し 先へ 入 込んだ か 何にもせ よ 出合 ふ 所 は 


1 筋道。 今夜 中に 此關 越えねば。 最早 敵 

は 手に入ら ぬと。 地 行きつ戻りつ 思案 を 

極め。 兼て 聞 居る 拔道 は！ 2§ に 竹の 林の 

中。 柙 分け 行けば 山傳 ひ。 探り 適り し眞 

嗜 がり。 うろく 眼に 助平が これ も 窺 ふ 

拔道 を。 すかし 見れば 雲突く 様な 大男。 

り 驚き 身 を 忍ぶ。 探り 當 りし 政右衞 

門。 竹 1^ 押 分け。 忍び 行く。  * とつく と 

見届け 助平が。 狀箱 腰に く- r り 付け。 

いくと 拔 道の 跡 を 慕うて へ 急ぎ 行く。 

增 不敵なる かな 政 右衛門 天に 一命 攆っ 

て。 目 ざす もしらぬ 眞 の閤。 降り 来る 雪 

の 道 踏 分け。 裏道 づたひ 一 丁ば かり 行く 

よと 見えし が。 關 所の 內に聲 高く。  SS 忍 

びの 鳴子の 音す る は。 裏道 を 越える 曲者 

ありと。 呼ば はれば。 《- それ 遁 すなと 捕 

人の 人數。 兼て 用意の 高 提燈。 人 數を配 

つて 取卷 きし は危 かりけ る。 へ 次第な 

り。 * 政 右衛門 は 事と もせす 三角に 眼 を 


縢き。 ""山 を 食す る 猿 松め 皮 引つ ばいで 

くれん すと 《- 段 引拔き ^£ ちかけ たり。 

それ 遁 すなと 組 子ども。 一 度に か- * る 四 

方 詰。 ィャ小 瘤な と 振り ほどき 付 入る 所 

を宙 にて 切取り 飛びく る 熊手 を 受け 流 

し。 切 立てく 切 立 つれば。 詞には 似ぬ 

組 子ども。 跡 を も 見す して 7 シ 逃げち 

つたり 》- 逃ぐ る を 追 はす 政 右衛門。 道 

の 案內は 此提燈 と。 勝手 覺 えし 杣 道の 足 

跡 フシ しるべに 慕 ひ 行く。 跡に おくれ 

て 助平 は。 道の 勝手 は 方角 知らす。 フシ 

うろつく 折 柄 《- 取 つ て 返す 組 子ども そ 

れと言 ふに も 及ば」 こそ 高手小手に 括り 

付け 狼 狼 奴と 夢にも 知らす。 組 子の 頭大 

音 上げ。 《8 強敵の 曲者 を。 組 子 仲間へ 生 

捕ったり と a 引立て。 てこ そ  一 i へ 急ぎ 

行く 

第 八 岡 崎の 段 


«■ 世の中の フシ 苦 は 色 かゆる。 投 風の お 

S 

音 も 淋しき。 冬空 や。 霰 交りに。 ハズ， 、降 

り 積る。 軒 もま ばらの 離れ家へ。 岡 崎の 

t# く  あるじ 

宿 は づれ。 百姓ながら I 理窟 主 は 山 田 幸 

兵 衞と人 も 心 を 奥 口の。 障子 隔てて 女房 

が鎮ぐ 車の 夜 職 歌。 * いとし 殿御 を 三 河 

の澤 よ。 戀の 接。 文杜 若。 けて 忍ば-。 

夜 は 八つ橋の。 水 も；？？ さぬ 手枕 鄙 も。 都 

も 小娘の。 誰敎 へね ど戀 草を兑 初め 惚初 

め 打 付て 雪の 夜道の 氣散じ は 互に 手 

先 折 添 ふる 傘の 志津 馬に 縫れ 合 ふ。 じ や 

らくら 話 何時の 間に 戾 るお 袖が。 我が家 

の戶 口。  K ヲ、 辛氣。 いつも は 遠う 覺ぇ 

たに。 意地 窓う 今夜の 早 さ。 まだ 話が 殘 

つて ある。 跡へ 戻って 下さん せぬ か。 さ 

りと て はわけ もない。 日 は 暮れる 草 臥 足。 

跡へ も 前へ も 雪の 段。 鉢の 木の 焚火よ § 

り。 《" 暖なそ もじの 肌で 暖めて 貰 ふが 御 巾 

雙 

馳走 早う お 宿 を 御 無心と。 じゃれた 詞に 六 


どういうて。 よい か惡 いか 白齒の 娘。 聲 

聞 付けて 誰ぢ やく。  アイく 母樣ゎ 

たし ぢ やわい な。 ヲ、 お 袖と した こと 

が。 此塞 いのに 何して 居 やる。 屍り が 運 

さに 待 兼ねた。 早う 這 入り や と 地 母親 

の。 詞を機 かに 內へ 入り 5 ^ぅ歸 らう 

と 思うた けれど 道 連のお 方が あって。 そ 

れで思 はす 夜に 入りました。 ム、 道 連の 

お 方と は。 アイ 行 暮らした 旅のお 方 それ 

はくき つい 御難 儀。 今宵 一 夜 は 此方の 

內に 泊めて 上げて 下さん せ。 申し 苦しう 

ござり ませぬ：^ 方 へ お 這 入り 遊ばせと。 

增 呼ばれて 志 津馬は 怯々 と。 小膝 屈めて 

御教 され ませ。 8 獨 旅の 浪人 者。 日は暮 

れる足 は 損 ふ 詮方 盡 きて 此ぉ賴 み。 近頃 

わりない 事ながら。 一夜のお 宿 を 御 無心 

と。 * 言 ふ も 心に 荷物の 葛 痛) お 袖 見る 

より 申し 母樣 父 様の 旅 葛籠 彼處に 戻 

つて あるから は。 ヲ 、親父 殿 も 今日 暮前 


歸 らしゃった 旅 草 臥で 寝て おや わい の。 

H  、遲 うても 大事ない に 早い事 やと 其 跡 

は。 言 はぬ 色目 を 見て取る 母。 a" 日頃 か 

ら 一 一親が ちょっと 出ても 戾りを 案じる 孝 

そなた  か ほ もち 

行な： A 、方。 どうやらぶ. 舆な顔 持 は 堅い 父 

御の 氣質故 折角お 宿 を 借り ませう とお 供 

しゃった 道連樣 へ。 約束が 違 ふかと 案じ 

過ぎての ことで あらう。 たと へ 父御 は 得 

心で も。 此 母が 不 得心 何故と 言 や。 今で 

こそ 茶店の 娘。 去年 迄 は f のお 屋敷 方 

へ 膝元 奉公。 御主人 樣 のお 差 圔で。 さる 

武家 方へ 末々 は緣に 付けう と 堅い 約束 其 

許嫁の 夫 を 嫌 ひ 無理 暇 貰うて 親の 內へ戾 

つて 間 も 無う みだらが あって は。 以前の 

お 主ば かり ぢ やない。 顏は 知らね ど 約束 

した 婿殹 へ 。何の 顏 さげて 言譯 せう。 サァ 

そなた  ， J 

斯 くい ふ は 言 ふ もの、 其方に 限り。 左樣 

した 事 は あるまい けれど。 時分の 来た 若 

い 娘の ある 內へ 若い 男。 一夜 は 愚か 半時 


でも。 ひとつ 所に 寢 臥せば 戶は 立てられ ^ 

ぬ 人の 口 其 上 良人 幸兵衞 殿。 國 守よりの 3; 

道 一 

お 目が ねに て。 新關の 下役 を 勤めさつ し ゆ 

やる 今の 身分。 常の 百姓と は 違うて。 物 ナ 

事 を 正しう する も 役柄 故。 必す惡 う 聞か 

やん なやと。 言 はれて 何と 返事 さへ。 お 

袖が 意見の 相伴に。 志 津馬も 手 持投首 

を。 7 シカ、 リ 見る 氣の毒 さ 母親 も。 さの 

みは 如何と 何氣 なう。 a 此樣に 意見す る 

も轉 ばぬ 先の 杖と やら" ィャ 申し 裤 浪人 

樣。 お 心に さ へられて 下さり ますな。 泊 

めます 事 はなら すと も 地 せめてお 茶な 

と 端 を。 一つ 上げう と 尻輕に フシ 勝 

手へ 行く 間 待 兼ねて。 娘 はお づく 志津 

馬が 傍。 K 誰も 来ぬ 間に 霄殘 した。 話の 

殘りを 納戸で と。 取る 手 を すげ なく 振 

放し。 K 見る 影 もな. S 旅の 者に。 關 所で 

の 情と いひ。 道す がら あた 嬉しい。 詞を G 

いひな づけ  tot  S3 

誠と 思 ひの 外。 許嫁が あるから は。 主 あ 8 


る 花に 落花狼藉。 密夫 なぞと 重ねて 置い 

て。 モウ 四つに。 も あるまい。 夜の 更 

けぬ 中 宿 取って。 寝て 《■ 花やろ と 立 上 

る。 袂に n りコレ 申し。 《s あって 過ぎた 

る緣 定め。 今更と やかう 母 様の。 今の 詞 

がお 心に さはって 私へ 當言 を。 無理 と は 

さら/ \。 フシ 思 はね ど。 堆恥 かしな が 

ら 今日 迄 も。 殿御に 惚れた とい ふ 事 は 知 

らぬ あどない 不束な。 在所 育ちの 此 身で 

も 結. ぶの 神の 御 利 生で。 お 顔 見る から 思 

ひ 初め。 E どうぞ 女 夫に。 《> なりたい と 

胸 はし がらむ 白 川の 關は 越えても 越え か 

ぬる 戀の； t の 新枕。 か はさぬ 中に 隅愁 

な。 つれない 事 をい ふ 手間で。 つい 可愛 

いと 一 口に。 言 はれぬ かいな とすが り 寄 

り。 しど も。 淚の かこち 言。 岩 木なら ね 

ば 流石に も。 振 拾 てがたき 戀 の苠。 か- - 

る 折から 門口へ いきせ き來 か- * る フシ 

； の 目の 眼 八。 地お 袖 は 目早く 一 間の 


• 內。 無理に 志 津馬を 忍ばせて 何氣 ない 

額。 入口から 差！^ いて。 s« ャ味 いぞく。 

毛蟲の 親父 や 母 者 は 居す。 お 娘 一 人 は 無 

おび 

ぃ圖な 首尾と 》- 這 入 る や 否や 後から 帶 

際 ほうと 引 だかへ。 詞 常から 目顔で 知ら 

しても ぴん しゃん く はね 廻る。 馬より 

おれが 太鼓の ぶち。 立場で 驟驛兒 付けた 

樣に。 さんばい 仕兼ねて 居る わい の。 否 

應 なしにち よこ^ (\ と孳 でお く れと。 

フシ しな だるれば。 >KH  、稳 ない うるさ 

い 嫌らしい と。 *- 突 付けられても 押强 

く。 詞 誰でも 初手 はいやくと 口で は 言 

ふが。 がさ 汁と 色事 は。 味覺 えてから 止 

めら れる 物ぢ やないて。 それとも 否なら 

おれ も 意地 ぢゃ。 今夜 藤 川の 關所を 破つ 

て。 忍び 道 を 通った 奴。 召 捕ようと 岡 崎 

中 は 上 を 下 へ と 詮議の どう 中。 胡 散な や 

つとの 相合傘。 ちらりと つないだ 此眼 

八。 灰汁で 洗うた 蛇の目が 設議。 ほえ 頻 


か、 して こま さう と。 せかけ 入る 向う へ il 

8 

立塞がる。 お 袖 を 突 退け 立 切りし。 障子 

引 明け 見て： E り。 コ リャ逮 うたと 娘识 

眼。 かけ 出す 蛇の目が 利 腕 捻 上げ。 立 W 

る 主の 幸 兵衞。 百姓 なれ ど 新關の 下役 

を も 相 勤む る 身 どもが 居間へ。 脚 を 切 

込む 狼藉 やつ 了簡なら ぬ 所 なれ ど。 所存 

ある 故赦 して くれる。 此 以後き つと 嗜み 

をら うと。 せ 投付けら る k と 思 ひの 外。 

突 放した る手强 さに 底 氣味惡 く うぢ. （- 

もぢ^ «\ 見る にお 袖が 嬉し さと。 いとし 

い 人の 納りを 心 I つ に とやかくと 案じ 彌 

增す思 ひなり。 《■ 弱み を 見せぬ 惡者根 

性。 お 家に べったり 上 股 打ち。 K 役目 役 

目と 云 ひ はるが。 其 大切な 關所 を拔け 

た。 科 人 を 吟味す る 最中に。 愛の 娘が 連 价 

れて 房った 旅の 侍。 引 込んで 匿き なが i 

ら。 詮議す る此眼 八。 何故し め 上げて 手 I 

ごめ にした のぢ や。 ム 、娘が 連立ち 歸っ 六 


たと は。 共 侍 は 何處に 居る。 ャァ 链 さつ 

きに 爱の內 へ。 默り をら う。 お 袖に うつ 

ぼれ 最前より 法外の 有り 條。 承引せ ぬ 故 

.C てま 

無法の 當推。 よし 又 其 侍と やら 此內 へ來 

たに もせよ さ。 鋒 倉 通行の 東海道。 數限 

りなき 旅人の 往來。 これ ぞと言 ふべき 證 

據も なく。 侍と さへ いへば。 悉く 引 捕 へ 

關 破りと 言 ふべき か。 勿論 汝は當 所の 馬 

追。 誰が 許しての 詮議 呼ば はり。 長居 ひ 

ろが ば 括し 上げ。 御 地頭へ 引立てう か。 

何と. （- ときめ 付けられ。 ァ 、申し^ (\ 

ぉ氣の 短い。 商賣が 馬方 だけ。 8qA から 

發 つたい ざこ ざで。 親 仁 様の 寢 所まで。 

# 踏 馬 it 免と へらす 口。 ハズミ 跡 を も 見す 

して 7 シ 逃げ 歸れ ば。 I？ 跡 見送って 落 

付く 娘。 忍ぶ 志 津馬も 一 間 を 立 出で。 85 

焭 えなき 身に 關 破りと。 今の 危難 を 免れ 

し は。 御 亭主の 御 厚志 故。 忝し と ス 工テ 

手 をつ かへ 禮の 詞にャ これ はく 痛み入 


る。 K 先づ くお 手 を 上げられい サ、 平 

にく。 承れば 御 浪人と な 定めて 仕官の 

お望みで 上方へ ござる のかい。 ィャく 

樣 子あって 世 を 忍ぶ 獨旅。 則ち 當所岡 崎 

にて。 山 田 幸兵衛 殿方へ 密に參 る 浪人 者 

と增 聞いて 不赛の 眉に 皴。 其 山 田 幸 兵 

衛とは 身 どもが 事。 シテ其 許 は ff^ か 

ら。 ム 、 スリャ 貴殿が 幸兵衞 殿と な。 拙 

者は錄 倉の 眤近 武士 澤 井城 五郎 殿に 緣ぁ 

る 者。 *■ 委細 はこれ にと 藤 川に て。 手に 

入る 一 通 手に 渡せば。 封 押切って 老眼 

に。 つぶく 讀むも 口の 內。 様子 知らね 

ば氣遣 ふお 袖。 幸兵衞 とくく 讀 終り。 

ム 、某が 性根 を 見込み。 和 田 行 家 を 討つ 

て 立 退く 澤井股 五郎が 力と なって くれよ 

と ある。 ぉ賴 みの 書面の 趣。 先達て 鎌 倉 

の樣子 承りし 砌 より。 待ちに 待った る此 

ぉ賴み^^に承知仕った。 遠 途の所 御大 儀 

く。 此使を 勤めら る V 其 許 は。 城 S 郞 


殿の 御 家来 かと。 * 尋 ぬる 詞は 敵の 手筋 伢 

これ 幸 ひと 氣色を 正し。 S ヘア 幸 兵衞殿 § 

の 御 懇切。 承る 上から は 何 をか隱 さん 某 巾 

こそ。 刀の S 恨 止む 事 を 得す 和 田 行 家 を 六 

手に かけし。 澤井股 五郎と 申す 者 さ。 ァ 

御 自分が 投五郞 殿 か。 いかにも 左樣。 鎿 

倉 出立 致せし 折 は。 澤井 殿より 附 人も數 

多 あれ ども。 人目 立 も 如何と 存じ。 別れ 

^れに 罷り 上る。 城 五郎 殴に は 前以て 辨 

懇意の 幸兵衞 殴。 何と ぞ御 助力 下さら 

ば。 此上 もな き 拙者が 悅び。 ム 、さすれ 

ば 貴殿が 股 五郎 殿 か。 これ はく 存じ 寄 

らぬ。 是迄 互に 御意 得ねば 双方 共に 知 も 

ぬ 同士 コリャ /\ 娘& 嫁の 婿殿ぢ やわ や 

い。 H 、そんなら 私が 鎌 倉へ 御 奉公の 其 

中に。 ヲ 、 サ 城五郞 殿のお 勸め 故。 其方 

を 遣 はさう と 面談に は 及ばね ど。 約束 致 

した 花婿 殴。 能う こそ 尋ねて 下された 8 

と。 *- 悅ぶ聲 の：？ i れ 聞え。 母 も 立 出で ャレ お 


くく 思 ひがけない。 此方 様が 殿で 

あつたか いなう。 したが 氣 にお まへ て 下 

されな。 許嫁 はありながら。 股 五郎と 言 

ふ 名 を 嫌うて。 今迄 娘が 不 得心。 それ 故 

辣 遠に 打 過ぎました。 が 聞いた と 遠うて 

ヲ 、好い 男。 此 様な 婿 殿で も。 其方 はや 

つばり 否かい なう。 ヲ 、勿體 ない 事 言 は 

しゃん す。 許嫁の 殿御 ぢ やと。 今の 今 ま 

で 知らいで さへ。 添 ひたうて ならぬ も 

の。 緣は 切っても お 主のお 差圖。 父樣ゃ 

母 様のお 許しの 出た 股 五郞樣 わたしが 何 

の 嫌 ひましよ。 二世 も 三世 も 替らぬ 夫。 

もう， これから 何方へ も。 やります 事 

ぢゃ ござんせ ぬ。 何時までも 爱に 居て。 

可愛がって 下さん せと。 心に 思 ふ ありた 

け は 言 はで 思 ひ を 押 包む お 袖が。 嬸 しさ 

兩親も 共に フシ ほた く悅ぴ 顔。 <P 思 

いひな づけ 

ひがけな き 許嫁の。 嗶に志 津馬は 成程 成 

程。 上 杉に 仕官の 中。 城 五郎 殿お 差圖 


にて。 顔 はしらね ど 許嫁のお 袖 殿で あつ 

たよな。 I 方なら ぬ 股 五郎が 一 世の 大事 

に 及ぶ 時節。 御圍ひ 下さらば。 生々 世々 

の 御 厚恩 と 《- わざと 其 身 を 謙り。 

フシ 詞を 盡し賴 むに ぞ。 ィャモ 何が さ 

.i り 5  -- 

て^ \ 狩人す ら。 懐に 逃 入る 鳥 は 助く る 

習 ひ。 況して 婿 殿達 JJH はない。 年 こそ 寄 

つたれ 幸兵衞 が。 命に かけて かくま ふか 

らは。 志 津馬づ れが付 狙 ふと も 何程の 事 

か あらん。 さりながら 爱は 端近。 幸ひ奧 

に 別家 も あれば。 心 置きな く打寬 いで。 

ソ レ 女房 娘 稀の 珍客 何 はなく と 1^ の 用意 

をし やれ。 アイ ャく 其お 心 遣 ひ 却て 迷 

惑。 ハ テ婿 殿の 他人が ましい 舅 入 やら 婿 

入 やら 祝言 も ごつ ちゃ 煎の 在所 料理。 み 

ふな. 46 

しり 看の.^ 盛より 外に 馳走 は。 手 入らす 

の 娘のお 袖が 初物 一種で。 ホ、、 、、ハ 

ハ、、 、 いか 様 祖母の 一 jk やる 通り。 敵 持 

の嬸 殿に 七十 五日 生 延びる と は。 これ も 


吉左 右目 出たい く。 ドレく 案內 致さ M 

うと。 《" おどけ まじりに 先に 立つ。 親の 

手前 を 恥ら ひて 赤らむ 額の 色直し 解け 

て。 見せても 下心。 許さぬ 志津 馬が 肌 

刀。 胸に 寐匁 を。 相の 間の オケ リ摟 へ 引 

立て 入りに ける。 堆旣に 其 夜 もしん く 

と 7 シ遠 山寺に。 吿 渡る。 早 や 九つの 

かねてより。 內の 案內は 知った る 眼 八。 

裏から 忍んで 納戶 口。 思 はす 躓く 明 がら 

の。 駄 荷の 葛籠 を 幸 ひと あた ふた 押 明け 

忍び込み。 鼻息 もせす 窺 ひ 居る。 かくと 

は 人 も 白雪の。 道 も 厭 はぬ 政 右衛門。 心 

も關の 忍び 道 ォ クリ遁 れて 急ぐ 跡より 

も。 數 多の 捕 人が 見え 隱れ。 慕 ふ 足跡 氣 

轉の唐 木。 兩膝 そっと 道端の 雪搔 集め 押 

すき 

隱す。 フ、 V 隙 も あらせす ばら 《。 ひ 一 

腕 を 廻せ と 追取卷 く。  "5 ャァ 仔細 もい は P 

す 理不盡 に。 繩か、 るべ き覺ぇ はない 屮ー 

^ 一 

と。 言 はせ も 果てす 双方より。 捕った と 六』 


か る を 引 つ ぱづ し 苦 もな く 首筋！ 摑 

ふ y つ ii り  えの 二 10 

み。 一 振 ふって 右左。 弱腰 獄 すゑて 狗 

投。 隙間 を 得たり と 1 1 番手が 腕 がらみ を 

振り ほどき。 ほぐれ を 取って 眞 逆樣。 地 

づ でん？. 1M.a 

頭 轉飼骨 雪道に ハズミ 打ちつ けられて か 

な はじと。 入替 つたる 三番 手。 打 込む 

十 乎 かい 潜り 脾腹を 丁ど眞 の當。 堆 激し 

き 手練に さしもの 組 子。 左右な くも 寄付 

かす 7 シ跡 じさり。 する ばかりな り。 

*- 見兼ねて かけ 寄る 捕手の 小頭。 《^;ャァ 

上意に よって 向 ひし 我々。 手 向 ひなす は 

關 破りの。 浪人 者に 相違 はない。 腕 を 廻 

せと 詰め かくれば。 ャ レ齒忽 なりお 役人 

急用 あ つて 此 ごと く 夜道 を 急ぐ 旅の 者。 

丸腰の 某 を。 關所 破りし 浪人と は。 身に 

取って 覺 えぬ 難題。 外 を 御 詮議な されよ 

とちつ とも 恐れぬ。 《- フシ 丈夫の 振舞。 《- 

始終 を 見届け 幸 兵 衞は戶 口 を K 出で 押隔 

て。 S 悼り ながらお 役人へ 申 上ぐ る。 關 


所 破りの 御 詮議 牛ば。 深夜に 一 人 歩行の 

旅人。 御 疑 ひ は 御尤も。 併し 此者 は錄倉 

飛脚。 仔細あって 此 幸兵衞 能く 存じ 罷有 

i なん 

i 難に お 通 

し 下さらば ありがたき 仕 合せと。 せかば 

I 一な t 

ふ 詞に政 右衛門。 ゥさ言 ふ 此方 は ^1: 

人と いふ を 打消し ィ ャサコ リャ。 身に 覺 

えない にもせ よ e お 役人に 慮外の 手 向 

ひ。 ァ 、不屆 至極と i しり 付け。 しづく 

と 歩み寄り。 倒れ伏し たる 組 子ども。 引 

起して 死活の いけ。 き いづれ もお 心锩に 

ござる か。 お 役目 御 苦勞千 萬と。 *■ 苦い 

挨拶 氣の 付く 捕 人。 《 "幸 兵衞^ も 威儀 を 

正し。 5«J れば關 所 を 破りし 科 人 は帶刀 

の 浪人 者 彼 は 町人 此 丸腰。 憚りながら 人 

違へ。 斯 やうな 儀に 隙 取る 中。 かの 曲者 

を 取 逃さば。 設 なき 事。 早々 お 手當 なさ 

れ よと。 *- 言 はれて 實に もと 捕 人 の， 小 

頭。 ョムゥ 其方が 存ぜ しと 申す 詞に 相違 


も あるまい。 これより は 山手へ か &り。 伊 

かの 曲者 を 詮議 せん 家来 * 参れと 引 速れ 龍- 

て。  元来し 道へ 引返す。 增 i》 兌 送って 政 中 

右衛門。 K ハ 、ァ危 き 場所 を れ しも 全 六 

く 貴公の 御 厚志 故。 がお 禮は 重ねて 心 も 

せけば 失禮 ながらお 暇 申す と。 《" 立 上る 

を暫 しと 止め。 3; 昨今 なれ ど 折 入って お 

尋ね 申す 仔細 も あれば。 《- 見苦し けれど 

拙者が 宅へ 暫時な がらと 老人の。 訶に是 

非な く 政 右 衞鬥然 らば。 了ン 御免と 打 通 

れば 門の 戶 引立て 主の 幸 兵衞。 1 近く 差 

寄って。 多勢 を 相手に 今の 働き 感心の 

餘り 役人 を 欺き 歸し。 難儀 を 救 ふ は 身 ど 

もが 寸志。 それに 付けても 訝しき は 貴殿 

の 柔術。 《- 正しく 拙者が 流儀に 同じき 祌 

影の 極意。 手練 せられし 旅人 はと な 色 

目。 こなた も 不赛。 祌影 流の 極意な り 

と。 見極められし 御 老人。 <P ハテ 心憎し 0 

と 双方が。 ためつ すがめ つ 見合す 額。 K  8 


さミ が、 3 

ム 、お別れ 申して 十年餘 り。 相好 は變ら 

れ しが。 生 國勢州 山 田に て。 武術の 御 指 

南下され し。 耍樣 では ござり ませぬ か。 

ヲ 、其 詞で思 ひ 出した。 我 勢 州に 在りし 

節 幼少より 育て上げし 住 太郞で 有らう が 

そな 仁 

な。 成程々々。 然 らば あなたが。 其方が。 

これ は くと 手 を 打つ て。 盡き ぬ師 

さん 115 あん さ 

弟の 遠 州行燈 へ搔 立てく 打 眺め。 詞ヲ 

ヲ稚 顔に 見覺ぇ ある 庄太郞 に 相違ない。 

《テ 健かに 生 立ちし な。 ハァ 先生に も 御 

健勝で。 ヲ 、サ。 く 無事の 對面 互に 滿 

足。 さりながら。 ァ 、思 ひ 廻せば 過 行く 

月日。 其方 は 山 田の神 職 荒木 田 宫內が f: 

なれ ども。 幼少の 砌 父母に 離れ 孤兒 とな 

•k, びん  て ta  «V3 な 

る 不便 さに。 手 SK にかけ て 育つ る 所。 稚 

立より 武藝を 好む は。 末賴 もしく 思 ふよ 

り。 <fl 弟 どもへ 稽古の 序。 一手 二手と 

敎 ゆる 中。 一 を 聞いて 十 を 知る 頓智と い 

ひ 器量と いひ。 十五 以下に て 鎗術劍 術。 


鎖銥。 體術。 柔術に 至る 迄。 諸歷々 弟 

子 を追拔 き。 神 影の 奧義を 極む る 無双の 

達人。 何卒 大家へ 仕官 致させ。 親の 氏 を 

も 橙が せんと。 心賴 みに 思 ふ 中。 未熟の 

師匠と 兒 限りし か 家出 致して 十五 年。 *- 

便なければ 折に 稱れ。 此庄 太郞は 如何な 

りしと。 雨に つけ。 風に つけ。 思 ひ 出さ 

ぬ 事 もな く。  * "夫婦 打 寄り 其方が ®.。  S 

:, づく もり？ 

シテ 只今の 住所 は 何國。 有 付 とても あら 

ざる かと 師匠の 慈愛に 政 右衛門。 思 はす 

はっと 手 をつ かへ。 《s 親に も 勝る 大恩。 

師匠 を 見限り 家出せ しと。 御 疑 ひ はさる 

事 なれ ど。 常々 武術の 御 講釋。 小耳に 覺 

ゆる 其 中に。 一 派に 心 を 凝さん より。 諸 

流に 渡り 修行 を なすこ そ。 此 道の 心がけ 

と 御 敎訓。 a 心魂に しみ 渡り 十五 歲 にて 

國を 出で。 普く 諸國 を遍歷 し。 《s 武術 を 

磨く 武者修行。 天運に 叶 ひ 然るべき 主取 

も 致せし かど。 生れ 付いた る 好色者。 亂 


酒に 主人の 機嫌 を 損じ。 只今 はもとの；！ ^ 

人。 便るべき 方 もなければ。 若し 上方に 

有 付 もやと。 志して 參る 所。 地 思 ひがけ 

めんばく 

なく 先生に 面目 もな き對 面と。 ス f ァ うか 

つに それと 身の上 を。 一 百 はぬ 底意 は白髮 

の 母 。様子 聞いて や 一間 を 立 出で。 ョヲ 

ヲ 庄太郞 かテモ 成人 仕 やった の。 合の 

眼 i に逮 はぬ 武藝の 上達。 器量 を 見込ん 

で 親みたい 《■ 仔細が あると 聲を ひそ 

* なた 

め。 詩 其方の 家出した 時 は。 三つ子の ァ 

ノぉ 袖。 もう 十七に 成る わい の。 緣 あつ 

て 許嫁の 其 婿 殿 を。 親の 敵と 付 狙 ふ 者が 

ある 故。 まさかの 時の 後榍。 力に 成って 

下さらば。 餘の人 千 人 萬 人に も 勝って 嬉 

しう 思 ひます。 《 "ヲ 、 いかにも. （-。 庄 

太郞と 知らぬ 先。 難儀 を 見兼ね 救 ひし 伊 

も。 其 儀を賴 まん 下心と。 師匠の 詞 聞き I 

も あへ す 政 右衛門 招 寄って。 ほ ムゥ其 付 i: 

ね.. f  け Alts  .  ^ 

狙 ふ 敵の 假名 は。 ヲ、 婿と いふ は 上 杉の 六 


家来。 澤井股 五郎と いふ 侍。 付 狙 ふ は 和 

田志津 馬と。 聞いた ばかり 面體は 知らね 

ども。 高で 知れた る 若輩者。 幸 兵 衛が片 

腕に も 足らぬ 相手。 が 愛に 一 つの 難儀と 

いふ は。 彼奴が 姉婿 唐 木 政 右衛門と いふ 

扠。 音に 聞え し 武術の 達人。 たと へ 五十 

人 百 人 加勢 あると て。 政 右衛門に は 及ば 

ぬく。 まだし も 唐 木に 立 合 はん は。 其 

方なら で 外に はない。 何と ぞ 婿に 力 を 添 

へ 。 助太刀 賴む 庄太郞 と。 *? 餘儀 なき 賴 

みに 政 右衛門。 先生に 內緣 ある 股 五郞殿 

に 力 を 添 へれば 少し は 師恩 を 報す る 理。 

いかにも 助太刀 仕らう。 サ 、此上 は澤井 

殿の 隱れ 家へ 御案內 と。 *■ せき 立つ 唐 木 

忍びの 眼 八。 盖押 明けて 差 親く 影 を ちら 

りと 見付ける 幸 兵 衛。 心 付かねば。 SX ャ 

レく 嬉し や。 庄太郞 の 今の 詞 聞いた か 

らは 千人力。 *- ド レ婚 殿へ と 立 上る を。 K 

ハ テ杻 いらざる 女の 差 出。 股五郞 殿の 行 


方 は 知らぬ ナ ハ テ。 壁に 耳 ある 世の 諺。 そ 

れと 3§ に 知らね ども。 言 聞かす に は 折が 

あらう。 がう かつに それと 明かされぬ。 

話の 蓋 は 取らぬ が 秘密と 何處 やら 一 

物。 が 行の 小 助。 門の 戶 叩い て。 申し 

申し。 庄屋 殿から 急な 御用。 只今 裤出 

と 堆 とんき ょ聲。 ハ ァ W また 關 破りの 

詮議で あらう。 いやと いはれ ぬ 增 役目 

の不？ i と。 首 ひつ- - 羽織 引っかけて。 嗜 

お ほ だ ら 

む大 太刀 差し こなす。 膝 もかビ みし 海老 

餘 を葛籙 にしつ かと。 詞 コリャ 女房 今 も 

言った 話の 蓋。 戾 つて 来る 迄 明けぬ 樣。 

心に おろした 此 前。 《- ナ合點 かと 詞の 

謎。 聞く 女房 も 解け やらぬ。 雪道い と は 

ぬ 高 足駄。 さす 傘 の 骨 組 も 人に 勝れし 

5tj 丈 作り。 歩行 を 先に 幸 兵衞は ォクリ 心 

を。 へ 接して 出で て 行く。  戻らし やる 

まで 寝られ もせまい。 糸繽 ぎながら 話し 

ませう。 ハァ 今に 御上 根な 事。 マァ 火に 


ぉ當 りなされ ませ。 私 もこれ から 下男 同 伊 

然に。 お 遣 ひなされ て 下さり ませ。 何の 越 

の  is 

いの 此方 樣は 大事のお 客。 マァ 煙草 IK ん I 

で ゆるり つと。 寢轉ん だが よ いわいの。 1^ 

イエく 勿體 ない 師匠の 內。 ホン 一一 此煙 

草 は何處 から 参った。 ソリャ 親父 殿が 旅 

戾 りに 貰うて ござった 上方 煙草。 ハァぁ 

なた のお 口に 合 ふの なら 服 部か國 分か。 

此天氣 にかう して 置いたら 濕り ましよ。 

留守 事に 刻んで 見 ませう。 せ 幸 ひ 愛に 切 

臺 庖丁。 底に 飼の 匁 挤へ敵 を 聞 出す 煙草 

の 小口。 オタ-葉 卷。 手早く きりくと。 

大の體 を 小 通りの。 奉公 振 も f ン あはれ 

なり。 《- 外 は 音せ で 降る 雪に。 タ、 キ無渐 

や 肌 も 郡 山の。 國に殘 りし 女房の。 思 ひ 

の 種の 生れ 子 を 抱いて は る. f オタ" 海 

山 を。 たどり^ \ て 岡 崎の。 宿より 先に 

日 は 暮れて。 ナ * ス何處 を フシ 宿と。 定 

- 一け  ^ 

めな く。 が はと 轉れば わつ と 泣く。 子 を S 


すかす 手 も" 冷え 凍る。 雪の 蒲 團に添 53^ 

の 枕。 いんの こくく に 友 誘 ふ フシ 

犬の 聲々。 夜 廻りの 香が 見付ける 小提 

燈。 ャィく 軒下に 何で 寢 るの ぢ やきり 

きり 往 けと 牝られ て。 ハイ-/ \-/\-。 私 

4* んさ めぐ  ttlj 

は 秩父坂 東 適る 順禮。 瘤で お 1 を 痛め ま 

する。 ちっとの 間 置かし やって。 順 鰭で 

も幽靈 でも 在の 中に 寢 さす 事 は な らぬ 

ならぬ。 意地ば る は ® 胡 散 者。 棒いた 

つ tsl づ 

くな と 提燈突 付け。 見る 棲 外 れの 尋常 

さ。 白眼んだ 眼う つかりと。 細目に 明く 

る 戶の隙 問。 內 から 親く 夫婦の 緣。 思 ひ 

びゥく 

がけな き 女房お 谷。 ハツと： g り 差 合せ。 

包む 我が 名の 顯れ 口。 惡ぃ 所へ 切り かけ 

た 煙草の ^{金。 胸 を 7 シ刻 むと 人知ら 

す。 85 フゥ 見た所が。 小盜 する 風俗と も 

見えぬ。 此 雪に 乳 吞子 抱へ て 難儀 ぢゃぁ 

ろ。 何所ぞ 後生 氣な所 を 親んで。 泊めて 

こ- C あ ひ え 

貧 はしゃれ。 ェ 、見れば 見る 程 頃 合な 好 


い 女房。 ！ 人 寝さす は续念 なれ ど。 此方 

も 寒 氣に閉 おられ。 《- 瘦 畑の 鬼 灯で あつ 

たら 物 を 見逃す 事と。 一な フシ 歸る 

も賴 みなき。 人の もせめ ての 賴み。 

火影 をカ戶 口に 這 寄り。 幼い 者 を 連れ 

た 順禮で ござります。 お 情に 今宵 一 夜 

さ。 せお 庭の 端に とば かりにて 癀に。 

フシ 苦しむ 息 切の。 * 聲に 主は淚 もろ 

く。  H "いとし ゃ癢持 さうな。 門 中に 寢て 

はた まるまい。 堆 泊めて しんじょと 立つ 

て 行く。 南無 三 寶と据 引 留め。 S ァ 、 こ 

れは又 御 危相千 萬。 此ぉ 解の 厳しい 中。 

殊にお 役柄の 此內。 何 處の者 やら 知れ も 

せぬ に。 滅多に 引 入れ。 後の 難 はどうな 

さる  >-。 急 度 止しに なされ ませ。 夜中に 

1 人 歩行く 女子。 碌な 者お や ござり ませ 

ぬ。 戶を 明けす とぼい 往 したがよ ござり 

ます。 いか 樣 なう。 親父 殿の 留守の 中 は 

たび ぴミ 

用心が 肝心。 コレく 旅人。 いとし けれ 


ひミ. 9 たび £ め  つ- はつ 

ど 一人旅 を 泊る は裨 法度 。御城 下の 中 は お 

軒下に も 寢る事 はならぬ 程に。 宿 はづれ 

の 森の 中 へ 《- 往て寢 やしゃれ と 和ら か 

に。 言うて 7 シ 引出す 糸車。 * 來 いと 

言うた とて 行かれる 道 か 道 は 四十 五 里 波 

の 上。 S ハァ何 處へ往 て も 一人旅 は 泊て 

くれう 樣も なし。 はる- 1\ の 海山 も。 此 

子の 額 を 旦那 殿に 見せた いと 思 ふ 精力 

で。 產落 すから 此已之 助。 漸ぅ忌 も 明く 

や 明かす。 國を立 つてつ いに 一 夜 さ。 家 

の 下で 寢た 事が なけれ や。 身 はなら はし 

と 山寺の。 鐘が なれば 寢る 事に して。 星 

の 光を燈 火と。 思うて 寢 入れ ど 今夜の 暗 

さ。 水の 樣な此 肌で。 寝苦しい は 道理 ぢ 

やわい の。 殊更 瘤で 乳 は 張らす。 雪に 凍 

え 雨に 打た る- -。 つら さは 骨に 徹 ゆれ ど 伊一 

も。 旦那 殿 や 弟が。 敲 を 尋ねる 辛抱 は。 I 一 

まだ， こんな 事で は あるまい に。 

シん なん  IST 

其 艱難に くらべて は。 雪 は 愚か 匍の 上に T ハ 


も。 寢る のがせめ て 女房の 役。 氣は張 詰 

めても 此癍 の。 重る に つけて は 一 一人の 

身に。 勞れの 病が 起り はせ ぬか。 萬 一 悲 

しい 便 やな ど 聞いたら。 何とせ う ぞいな 

う。 賴み 上ぐ るは觀 音樣。 弟 夫の 武運 長 

久。 我が 子の 命 息災 延命。 未練な 事ぢゃ 

が 私 も。 此子を 夫に 渡す まで は 生きて 居 

たい。 死にと もない と。 *- 傍に 夫の ある 

ぞ とも。 知らぬ 不 1^ さ噙 ひしば る。 喉に 

熱湯 內 外に 水火の 责苦。 雪奚化 子 を 濡ら 

だ  てんた，  --.i 傪 *1 

さじと 抱きしめく。 天道 哀れ 白 Is 積 

り 重なる 放 勞れ。 裔 と寒氣 にと ぢられ て 

アツと 一 聲氣を 失 ひ。 どう ど 倒れし 物音 

は。 肝に こたへ て 南無 阿 彌陀。 南無 阿彌 

陀佛も 口の 內 * 今の は 何ぞと 主の 母。 

戶を引 明 くれば ばったりと。 身 は 濡鶯の 

目 は どみ たり。 こり や が來 たの ぢ 

やわい の。 ェ 、いぢら しゃ 如何せ ぅぞ。 

fc^ れょ幸 ひ 此氣； t と。 地と つか は 文庫に 


用意の 藥。 "ァ 、申し そり や 御 無用に な 

され ませ。 なぜに. S の。 こり や 親父 殿の 

道中で。 持た しゃった 結構な 氣付。 サァ 


に 成ります ぞぇ。 此 にして 放り出し 

て。 お 仕舞 ひなされ ませ。 ぢ やというて ど 

& すて  ち- 

ぅ見捨 になる もの。 ァレ 可愛 や 5 ^を 捜し 


其 結構な 氣付 を。 非人 同然の 者に 吞 まし 

て。 それでも 氣の 付かぬ 時 は。 か- -り合 


て 泣 くわいの。 せめて 此子を 殺さぬ 樣 

に。 奥の 炬 達で 溫 めて 遣り ませう。 *- 風 


に當て じと 寢 衣の 襦袢。 あかの 他人 は 慈 

悲 深く。 比翼と か はす 女房 を慘ぅ 引出 

し 7 シ戶 を。 引立て。 地奧 ロ見蹈 しさ 

し 足し。 勝手 は 見 置く 釜の 前。 附 木の 明 

り 見咎めて。 人 は 何とかい ひ柴 を。 そつ 

と 隠して 門の 口。 伏した る 妻の 氣を 付く 

る柴の 7 シ 焚火の。 あた \ まり。 》- 嚼 

みしめ る 齒を押 割って。 雪に 濕す氣 付の 

一滴。 耳に 口寄せ 聲 かすめ。 お 谷と いふ 

も 博り て。 心の 內で 呼び 生ける。 夫の 誠 

通じて や。 うんと I 聲氣が 付いた か。 コ 

リャ 女房。 ハ ァ 、 マァ く。 政 右衛門 殿 

なん 

かいのと。 いふ を 押へ て。 n リャ 何にも 

いふな。 敵の 在所 手がかり 取 付いた ぞ。 

此屋の 內へ身 どもが 本名 氣振 でも 知ら さ 

れぬ 大事の 5^。 其方が 居て は 大望の 妨。 

苦しく とも 堪 へ て I  丁 南の 辻堂まで。 這 

うてな りと も疗 てく れい。 吉 左右 を 知ら 

すまで 氣を しっかりと 張 詰めて 必す 死ぬ 


るな。 サァ 早う 行け .（>■ と。 地 夫の 詞は 

千人力。 詞觀音 様の 御 引合せ。 お前に 逢 

うた は人參 熊膽。 ェ 、忝い く-が。 坊は 

何 處へ氣 遣 ひすな。 坊主 は 奧で寢 さして 

置いた。 ソレく 向う へ 来る 提燈。 見 付 

けられな 早う。 ，/,\ とせり 立 つれ ど。 

此 年月の 悲し さと 嬉し さこう じて 足 立た 

す。 杖 を 力に 立 兼ねる。 とや せん 側に 脫 

拾し。 薦に 積り し 雪の 儘 ォクリ 着せて 人 

目 を喑き 夜 を。 《■ ほか. /\- 戻る 達者 親 

父。 SK ヲ 、 ぉ歸 りなされ ました か。 ヲ 、 

注太郞 寒い に 門に 何して 居る。 ィ ャぉ歸 

りが 遲ぃ 故。 ぉ迎 ひに 出かける 所。 ナン 

ノ迎 ひに は 及ばぬ。 こり や 門口に 柴の燃 

えさし。 非人 どもが 業で あろ。 《- 不用心 

なと 見廻す 提燈。 ィャ 私が と 取る 拍子。 

堆 態とば つたり。 謂コ リャ齒 相。 だんな 

いく。 きつい 風です でに 道で 取られう 

とした。 まだ も 好い 所で 火が 消えた と 


<? 言 ふ もこた へる 疲 持つ 足。 夭氣も 大方 § 

上り口。 庭から 足-すく 下駄 直す 師匠 m 心 ひ 

に 7 シ 機嫌 顔。 ィャ 馴染 程 結構な も 

の はない。 これから 緩り と 夜と 共 話さ 

う。 いよく 最前 賴んだ 事。 遠變 はない 

の。 これ はお 師匠と も覺 えぬ くどい ぉ尋 

ね。 心 元な う 思 召すなら。 鈍刀で ない 

魂 を。 只今金^?。 ァ 、 コ レ 何の それに 

及ぶ 事。 及ばぬ とおつ しゃっても。 ぉ賴 

みなさる V 本人の。 股 五郎 殿の 所在。 御 

存じない とおつ しゃる は。 お 師匠の 詞に 

鞘が あらう かと 存じられ。 賴 まれる に 力 

がない。 ナント 左 樣ぢゃ 增 ござり ませ 

ぬかと。 探る 心の奥より 女房。 稚兒 抱き 

走り出で。 E コ レ 親に 殿 最前 行 倒れの 順 

鱧が。 抱いて 居た 此 3^ 吞兒。 今 肌 を 明け 

て兑れ ば。 守りの 中に 此 書付。 和 州 郡 山 ^ 

唐 木 政 右衛門 子。 已之 助と 書いて ある わ g 

いの。 ャァ 堆と 幸兵衞 立 寄って。 誠に は 


誠に。 シャァ 好い 物が 手に入った ぞ。 敵の 

枠 を 人質に 取って 置けば。 此方に 六 分の 

強み。 敵に 八 分の 弱み あり。 胶五郞 殴の 

運の 強さ。 其^ 鬼隨分 大事に かけ。 母 

を 取って 育てる が。 計略の 奥の手と 7 シ 

悅び 勇めば。 增 政 右衛門す つと 寄って 稚 

兒引 寄せ。 喉笛 貫く 小柄の 切 先。 幸兵衞 

驚き コリャ 庄太郞 。大事の 人質 何故 

殺した。 ハ 、 、 、 、此枠 を 留置き。 敵の 鋒 

先 を 挫かう と 思 召す 先生の 御 思案" お 年 

の加滅 かこり やちと 撚が戾 りました。 武 

はれ わざ 

士と 武士との 接 業に。 人質 取って 勝負す- 

る 卑怯者と。 後々 まで 人の 嘲り笑 ひ 種。 

少 分ながら 股五郞 殿の。 お 力になる 此庄 

太郞。 人質 を 便りに は 仕らぬ。 目指す 相 

手 政 右衛門と やら 言 ふ 奴。 其片 われの 此 

小 枠。 血 祭に 差 殺した が。 賴 まれた 拙者 

が 金 打と 死骸 を フシ 庭へ。 投 捨てた 

り。 * 幸 兵 衞手を 打ち。 ハ 、了 尤も 其 丈 


夫な 魂 を 見届け たれば。 何 をか隱 さう。 

五 郞は奧 へ來て 居る わい の。 祖^ 婿 殿 

を 起して ぉぢ や。 コ レ.， 胶五郞 の 片腕 

に 成る 賴 もしい 人が 来たと。 一 百うて 愛へ 

呼んで ぉぢ や。 スリャ 。澤井 股 五郎 殿 は 

此內に 居さつ しゃる か。 フゥ シテ。 外に 

連の 衆で も ござる かな。 ィャ. /\ 供 もな 

したった 一 人。 奥底な う 話して たもと。 

增 打明け 語る は 思 ふつ ぼ。 何條 知れた る 

i« 五郞。 手 取に する は 易 かりなん と。 手 

ぐす ね 引いて 待つ 大澹。 志 津馬は 女房が 

案 內に投 五郎が 片婉と は。 何奴な りと も 

只 一 討と 鲤ロ くつろげ 居 合 腰 a 氣 配り 目 

配り 互にき つと。 W ャァ こなた は。./ \ 

と フシ I  « の 仰天。 幸兵衞 むん すと 居 

^5;1り。 詞唐木 政 右衛門 和 田志津 馬。 不思 

議の 對面滿 足で 有らうな と。 《- 先が けら 

れし 二人より。 思 ひがけな き 女房が 心 ど 

ぎ まぎ 不審 顔。 S ナント 老人の 目 利よ も 


や 違 ひ はせ まいが の。 今宵 澤井投 五郎 伊 

と。 名のり 来る年 配洽 好。 聞 及びし と は I 

^ss 相違。 扨 は 却って 付 狙 ふ。 志津馬 わ 

か ffl し餘 類の 者 か。 肌赦 させて 詮議 せん 1 

と。 態と I ばい ia うた 顔。 三寸 姐 板 見ぬ い 

たれ ど。 我が 弟子の 庄太郞 が 政 右衛門と 

いふ 事 を。 知った は 漸く たった今。 骨 S 

とい ひ 手練と いひ。 あつば れ投 五郎が 片 

腕に せん ものと。 賴 めば 早速 承知し なが 

ら。 投五郞 が 在家 を 根 を 押して。 聞きた 

がる は 心得す と 思 ひしが。 *" 子 を I 剜り 

に 刺殺し。 立派に 言 放した 目の 中に。 一 

滴 浮む 淚の 色は隱 しても 隱 されぬ。 肉 身 

の 恩愛に 始めて それと。 フシ 悟りし ぞ 

よ。 * 澤井 にさせる 恩 はな けれど S 娘 

お 袖 を。 域 五郎 方へ 奉公に 遣 はした 時。 

筋目 ある 人の 娘。 末々 は 我が 一 家の。 股 

五郎と。 娶 合せん。 ヲ 、 いかにもお 賴み i 

申す と。 つい 言うた 一 言が。 今更 引かれ お 


ぬ 因果の 緣。 其 後 娘 は 奉公 引いて 歸 りし 

かど。 今 落 目に なった 股- A 郞。 見放され 

ぬ は 侍の 義理。 *- 隱匿ふ 幸兵衞 ねら ふ は 

我が 弟子。 惡 人に 與 して くれと 賴 むに 引 

かれす。 現在 我が 子 を I 思 ひに 殺した 

は。 劍術 無双の 政 右衛門。 手 ほどきの 此 

師匠 へ の言譯 さりと て は 過分 なぞ や。 其 

志に 感じ入り。 敵の 肩 持つ 片意地 も。 詞 

最早 これ 限 只の 百姓。 町人 も 侍 も。 地變 

こなた 

らぬ もの は 子の 可愛 さ 此方 は 男の あきら 

め も あり。 最前 ちらりと 思 ひ 合す。 順禮 

の 母親の。 心 察し やらる X と。 悔 めば 門 

に堪へ 兼ねて わつ と 泣く 聲內 よりも。 明 

くる 戶 直に 轉び 入り。 あへ なき 骸を 抱き 

上げ。 K コ レ已之 助。 物言うて たも 母ぢ 

やわい の，， \。  * 昨夜まで も 今朝まで 

も。 愛い 辛い 其 中に もてう ち 仕たり 藝づ 

くし。 父御に よう 似た 顔見せて 自慢せ う 

と樂ん だもの。 逢 ふと 其 儘 刺殺す。 慘た 


らしい 父樣を 恨む るに も 恨まれぬ。 前生 

にどん な 罪 をして 侍 の 子に は 生れし 

ぞ C こんな 事なら 先刻の 時。 母が 死んだ 

ら 憂目 は 見まい。 佛 のお 慈悲の あるなら 

ば 今 一 度 生返り。 房 を 吸うて くれよ か 

しと。 庭に 轉 びつ 這 掘り 抱きしめ たる 我 

$ も フシ 雪と。 消 ゆべき 風情な り。 

* 志 津馬淚 押 拭 ひ。 詞此上 は 包まん 樣な 

し。 とてもの 事に眞 實の。 敵の 有 所 を。 

何が さて。 此方 も隱し はせ ぬ。 有様 は此 

幸 兵衞。 最前 庄屋へ 呼ばれた 時。 股五郞 

に 逢うて 來た。 ャ了 すり や 敵 は 庄屋の 方 

に。 a 心得たり と K け 出す を。 政 右衛門 

引と^-め愚かく。 甲 我々 爱 にある と 聞 

いて。 暫時 も此 地に 足 を y めう 様が な 

い。 はや 五六 里 も 行 過ぎて、 もう 爱に敵 

は 居ぬ。 此行先 も 用心して。 海道 筋へ は 

よも 行くまい。 道を變 へて 落ちた と 見え 

る 親 仁 様。 何と 左 蒙で ござらう がな。 し 


たり 黑星其 通り。 とても 非道の 股 五郞。 5g 

天 道の 御 罰に て。 どうで 討た る、 者 なれ 

ども。 此岡 崎で 勝負 さすれば。 肩 持た ね 

ばなら ぬ 幸 兵衞。 藥師 堂の 山 越に 中 仙 道 

へ 落した は。 城 五郎へ 一 旦の情 股 五郎と 

てだて 

の緣 もこれ 迄。 思 はぬ 方便が 緣 になり。 

志津馬 殿と 言 交 はした。 娘が 身の 果。 《- 

t が/?  m 

不便 やと。 見れば 簸の小 蔭より。 思 ひ 切 

髮墨染 の。 架 裟に變 りし そぎ 尼 姿。 飼お 

袖 か。 ヲ 、出かし やった。 惡 人の 股 五郎 

に。 假 にも 女房と 名の 付いた。 其 間違 ひ 

が 其方の 不運。 《- 可愛 や 盛りの 黑髮 を。 

P ァ コ レ. E- し。 もう 何にも 申し ませぬ。 

額 は 見ね ども 許嫁の。 男 持つ のがうる さ 

さに。 屋敷 戾 つた 共 時から。 尼になる 

氣 で装裟 衣。 * 今日 一 日に 氣が變 り。 染 伊 

違うた る 鐵槃付 を 元の 白齒 と墨染 に。 染 纏 

直しても 剝 しても 思 ひ 染めた 短惱 の。 、も 中 

が兀 けぬ 佛様。 御赦 されて と 身 を 背け。 M 


泣かぬ 7 シ氣を 泣く 親心。 * 股 五郎に も 

志津 馬に も緣を 離れた お 袖 道心。 袖 振 合 

ふ も 他生の 緣。 子に 刖れた 順禮に 菩提の 

爲の よい 道 連。 a! 關 役人 Q 我が 娘。 關所 

々々も 切手 入らす。 中 仙 道への。 案內者 

地 勝手に 連れて行かれ よと。 娘に 敵の 道 

引 を。 さすが 子 故に 踏 迷 ふ。 未来の 契り 

かね .f>Al もく 

鉦 3^, 木。 淚で 渡す 父母の。 惠み も。 深き 

観世音。 南無 阿 彌陀佛 南無 阿 彌陀。 我が 

子 は 冥土の 道し るべ。 志 津馬唐 木 も 恥 合 

うて。 悄れぬ 表 7 シ 武士の 禮。 師弟 は 

內證敵 同士。 此儘歸 る は 见 怯 者。 返せと 

j 聲切付 くる。 得たり と 請ける 半 Sll に 馬 

士の胴 切 重 切。 a; まつ 其 通りの 手柄 を 待 

つ。 まだお 手の 內は狂 ひませ ぬ。 ハ 、 、 

ハ 、やがて *p 吉 左右く と 笑うて。 祝 

ふ 出立 は 侍な りけ り 三 S 

第 九 伏 見の 段 


K 男 どもく。 ソレ 胴の 間へ お 蒲 圑は入 

つた かな。 ハイ 艟の 間の 四 人様 水菜 は 愛 

に 置きます る。 コレ 船頭 衆此 荷物 破物 ぢ 

ゃぞソ レ氣を 付けて 貰 はう と。 世話 は 

素燒の 土產物 積む より 早く 押出して。 舟 

を 見送り 御機嫌よう お下りな されと そこ 

そこに。 夕日 程なく 吳 竹の。 伏 見の 里の 

船 着 場。 軒 を 並 ベ し 舟 宿 の 客に 7 シ絕 

問 もなかり けり。 世の 愛 を 何と 志津馬 

は此處 彼處。 敵の 行方 尋ね 兼ね 心氣。 勞 

れた 眼病 を。 いた はる 瀨川も 諸共に。 暫 

し は 愛に 宿りして。 北國 屋が奧 二階。 手 

を 引 連れて そろ. （- と。 梯子 を をり し 

も 7 シ 黄昏の。 せ 人な き 隙 を 幸 ひと 邊 

見廻し。 詞ィャ 申し 志 津馬様 二階ば かり 

もお 氣 詰り。 月の 夜す がの 川 景色 見やし 

やん すの が 目の 養生と。 *■ 介抱 如才 撫で 

さする。 心 遣ひぞ フシ わりな けれ。 《" 

ィャ モウ 何ぼう 養生しても 涉 * しう もな 


い 眼病。 見かけに 變 りな けれども。 今日 伊 

此頃 は此樣 に。 其方の 額 さへ わかり 兼ね § 

る。 ぶら，^、 月日 を 過す 屮。 主人 上 杉 公 巾 

急病に て 御 死去 遊ばされし 由。 Is^ 生の ^ 

中に 敵 も 討たぬ 殘念賴 み に 思 ふ 政右衛 

門 殿。 武介 諸共 引 別れ 大！？ ^へ ござった 

故。 此伏 見に 逗留す る も 若し や 敵の。 ヲ 

ヲ これ はした h 思 は す 知ら す 大きな 聲 

で。 コ レ/ \ 誰も 聞いて 居なん だかと。 

地ず 一に も 心奧ロ へ。 聞え 悼り 差 寄って 

フシ ひそ/. \咄 す 店先へ。 《■ 志津 馬に 連 

れて孫 八が 忍ぶ 姿の 按摩 取。 頭巾す つ ほ 

り 船 着の 宿屋々 々 の 門口から。 按摩よ ご 

ざい。 ヲ 、孫 八殿コ レく瀬 川 様。 さり 

と は物覺 えの 惡ぃ。 我等 按摩 取の 勘 兵 

衛 。必 す麁相 仰し やるな と。 垴言 ひつ、 差 

寄り 小聲 になり。 S 若 日ー那 のお 供して。 1 1 

三日 以前から 此伏 見に 逗留して。 思 ひ 付 8 

いた 按孽痃 瘸。 毎日々々 此 船宿。 入 込んで - 


氣を付 くれ ど さして これ はと 申す 様な 手 

がかり も ござり ませぬ。 それ は 左 樣と若 

n; ，ちとお 目 はよう ござります か。 ヲ 、 

孫 八の 心 遣 ひ 忘れ はせ ぬ。 某 とても 此程 

より 歩行， はなら す。 出入の 旅人に 心 を 付 

けて 窺へ ども。 敵の 行方 知れざる 故.？！ < 第 

に 重る 眼病 は。 》- 口惜し さよとば かりに 

て打悄 るれば お 道理と。 瀬 川 も 淚孫八 

も。 7 シ 共に 目 をす り 居たり しが。 ァ 

ァ さりと て はお 氣の 弱い。 何の 神 佛樣が 

無い にこ そ。 ァ レデ、 道が 正直 なれば。 御 

孝行な 心が 屆 いて。 御 本復 も 本望 も 今の 

中で ござり ましよ。 其 様に 思 召す は 養生 

の 大きな 毒。 ャ 毒の 序に？ i 川樣。 鬼 角 病 

人 は 介抱が 大事。 ぉ如才 あるまい けれど 

お 若い 同士。 何よりか よりお 持 合せの 彼 

の 毒 忌が 肝心で ござります ハ ヽ、、 、。 

ャ これから 上&, の 宿屋 を 翻って。 後程お 

見舞 申し ませう と。 *- 言 ひつ、 立って 表 


口 出る より 早く 聲張 上げ。 K 按摩 痃 癖。 

鐘の 療治と く 隣の。 7 シ 八百屋の 

店。 《■ 奥の gi よりの かくと 出づ るは樓 

田 林左衞 門。 K ァ、 旅 勞れで 殊の外 頭痛 

がする。 幸 ひの 導 引 一つ 賴ま うかい。 ハ 

ィく 左様ならお 座敷へ。 ィャく 表 を 

見る も又氣 ばらし。 苦しうな ぃ爱 で/ \。 

成程 それ も {nl うご ざり ましよ。 ャ：： n ー那御 

免な され ませと。 地 庭から S に 店の 問へ 

上る 孫 八 櫻 田 も。 互に それと 面體を 知ら 

ねば 何の 氣も 付かす。 „s ィャ n レ 療治 

人。 身は隨 分き ついが 好き 遠慮なく 揉ん 

で くりやれ さ"？ ハイ- (-ァ 、きつう 凝つ 

て ござります。 さう して マァ 見受け まし 

た 所がお 歷 々様。 骨 組と 申し 丈夫な お 生 

れ。 嘸お カも强 かろな。 ァノ 兵法と やら 

劍術 とやら も。 定めて 拔て ござる ぢゃぁ 

ろな。 ヲ、 汝 達が 目に も 左様 見 ゆる は尤 

もく。 天が下 廣 しと 雖も。 某に 立會は 


ん者は 恐らく 覺 えない。 成程 左 樣に兑 え ^ 

:. づく 

まする。 さう して あなたのお 國は何 

で。 何處 へお 出で なされます。 ム 、身 ど 

も は西國 方の 者なる が。 智謀 劎術 勝れし 

故。 高木 風に 倒る k 習 ひと。 傍輩の 讒に 

よって 浪人して 永 * と 漂泊せ しが。 サァ 

身 ども 程の 達人が をらぬ は國の 弱みと あ 

つて。 此度歸 參を仰 付けられ。 先知の 上 

に 過分の 御 加增。 故 鄉へ歸 る喊の 道中。 

數多 ある 供 as りは^ 宿に 控へ をれば。 跡 

荷物の 揃 ひ 次第 明晝 船に て 下る 積り と。 

a- 口から 出 次第 僭上 を。 隣の 店に 漏 聞く 

志津 馬。 K ァレ瀨 川 あれ を 聞き や。 同じ 

武士の 身の上で も衰 へる と榮 うる は是程 

にも 違 ふ 者 か" 心を盡 して 尋ね 搜す 敵に 

は 廻り 逢 はす。 困窮の 上此股 病よ つく 武 ^ 

運に 盡き たかと。 地悔 むに 瀨川も 共淚。 g 

ほんに 思へば おいと しゃ。 沼津 でお^れ 巾 

雙 

申して より。 お 跡 をした ひ 尋ね 逢 ふ 甲斐 六 


も 長し い 日 は 立て ど。 * これ ぞと思 ふ 手 

がかり もない を 苦にして 此樣 に。 ほんに 

悲しい 病む 目より。 傍で 見る目の 私が 

心。 推量して 下さん せと ス？ かこち 歎 

く を 此方に は。 聞 耳 立つ る樓 田が。 兩耳 

ぴっ しゃり。 K ァ、 コリャ 何とす る 放さ 

ぬか やい。 ァ 、お前 様 も 辛抱の ない。 斯 

う 致して 引き さげねば。 お 頭痛が 直り ま 

せぬ わい。 ハテ 仰山な 按摩 だな。 シテコ 

リャ 何とい ふ 流ぢゃ ぞい。 是 は南蠻 流の 

隣の 今宫 流で ござります。 ハ ァ聞 えた そ 

れで 聲 にす るの ぢ やな。 ハ、 、ヽ、 

コレ瀬 川。 したが 其 様に 案じて たもん 

な。 此 宿の 亭主が 引合せて。 隣に 逗留し 

て ござる 眼 醫者竹 中 贅宅老 の加滅 の藥。 

湯 jej に 立てて 洗うて たも。 IP アイと 言 ひ 

つ X かい 立って。 勝手へ 入って 汲んで 出 

る。 夫に 盡す負 節の。 心 は 淸き淸 水燒。 

白 湯に 振出し 7 シ差 出せば。 始終 聞き 


居る 林左衞 門。 詞の五 音 心得す と。 延上 

つて 差 く をち やっと 兩手 でめん ない 千 

鳥。 詞ァ 、 コリャ ./\-./.\>可. とする 目が 

昆ぇ ぬわい やい。 又 これ も 今宮流 か。 ィ 

ェく/ \ かう 致して 置きまして。 ト 一 

時に 手 を 放す と。 何とお 目が はっきりと 

なって よご ざり ましよ がな。 是を 名付け 

て 天 照 太 神 IK の岩戶 開きと 申します。 何 

？ さく 

を 馬鹿な こと を。 したが 氣裂. § 摩 取。 

シテ 其方が 名 は 何とい ふ ぞい。 ハイ 私 は 

板屋 勘 兵衞と 申しまして。 此間大 坂から 

上りました。 貴方 もお 下りな されたら。 外 

を 差 置き 芝居へ お出な される であろ。 ァ 

ァ 面白い 事で ござります。 コレ 則ち 爱に 

持って をり ますが 役者の 番附。 お 慰に 御 

覽じ ませ。 ムゥナ 一 1 これが 役者の 番附。 

ハイ。 三 了 《大 坂 土 產に何 を 貰うた ナ。 

申し 役者の 番附曰 傘 で ござります。 a; 

ムゥナ 11 日傘。 チェ 日傘。 シテ そちが 假 


名 は 板屋の 勘 兵衞。 チ H 板 勘 兵衞。 ナ -1 板 伊 

し も  sin* 

勘 兵衞。 ハ、、 、 、 ャ是 からお 下 を やり S3 

ましよ が撗 におな りなされ ませぬ か。 ィ 屮 

ャく 下の 療治 は 後程 賴む。 料 物 も 一 所 1! 

にくれ う。 中 * お 裂な 男め 故。 長旅の 欝 

氣を散 じた。 《- さらば これから 夕飯の 宿 

星の 知行に 有 付かう。 勘兵衞 後に と搂 

田 は 刀 提げ 立上り。 一 間へ 入れば 孫 八 は 

上の フシ 町へ と 急ぎ 行く。  《- 道 15 遠う 

て 何處か は。 飛脚と 見えて 門口から。 詞 

ハイ どなた ぞ賴ん ませう。 是 のお 客 林 新 

五 樣へ犬 坂からの 此狀 と。 地 聞く より 志 

津 馬は覺 えの 替名。 詞ヲ 、 これ はく 則 

ち 拙者 林 新 五。 直々 に 請 取りました。 ハ 

ィぉ 返事 をな されるなら。 追 付け 取りに 

參り ましよ と 言 捨て 7 シ 飛脚 は立歸 

る。 コレ瀕 川 唐 木 殿よりの 此書狀 。何 

事ぢゃ 請んで たも。 *" 早う くに 封 じめ 0 

解き。 覺 束ながら 押 開く。 澳の內 より 林 8 


左 衞門。 差 足拔足 表口。 戶 脇に 隱れて 立 

閒く とも。 心 付かねば。 詞テモ 扭も政 右 

銜門 様のお 氣の 付いた。 私で も讀 める 樣 

に 假名 交りの 此 手紙。 ナ- 一く 彌 御 無 

おち t 

事と 存じ 候。 然れば 敵の 落 足と めん 爲 

大坂 川口の 出口 々 々 は 門弟 ども 數多 付け 

S き油斷 なく 手當 致し。 我等 事 は 武介諸 

共 尼が 崎 兵 の邊 りに 待受候 間。 其 地に て 

變 りし 事 も 御座^ はに。 早速 御知らせ 下 

さるべ く 候。 此由 申入 度 早々 以上。 スリャ 

政 右 衞門殿 に は 大坂を 立 つ て 兵 の邊り 

へ 參られ しか。 此方よりも 委細の 譯。 返事 

に 委しく 申途 らん。 コ レ瀨 川爱は 端近 奧 

の 間で。 大儀ながら 書いて たも 飛脚の 來 

ぬ 中。 サァ c: 十う。 地 アイと 瀨川は 夫の 手 を 

引 連れ 這 入る 後 影。 地と つくと 窺 ひさて 

こそく。 和 田志津 馬に 相違な し。 踏 込ん 

で 討 放さう か。 ハテ 如何 はせんと とつお 

いつ 思案 半ばへ ひよ つかく。  I 僕 さへ 


も內證 の。 薄い を黑 める 木綿の 居士 衣。 

見る から 薮 井の 竹中贊 宅。 療治 7 シ了 

うて 戻り 足。 地 それと 見る より。 詞ヲ ヽ 

これ は./ \ 隣 座敷のお 侍樣。 コリャ 端近 

にご ざり ますな。 ヲ 、咋晚 ちょっと 御意 

得 申した 賛 宅老。 サ これへ くと 片脇 

へ。 招き 寄せて 聲を ひそめ。 詞 今朝 も 申 

す 如く。 隣家に 逗^ 致 t て 居る 若侍が ァ 

ノ 眼病。 貴殿が 療治 召さる」 に 就き。 折 

入 つ て賴 みし 密事 彌 御 承知 下さる & 

や。 ィャモ 御大 身の あなた 様のお 賴み。 

ぉ禮物 さへ 储 ならば。 先づは 過分。 然 らば 

打明けお 話し 申す。 仔. 1 あって 某 始め 別 

宿に 逗^ 致す。 組の 者 どもへ 仇 ある 仏 

*■ ぜん 

と。 夜前より 心 を 付く るに。 身 どもが 推量 

ちっとも 逮 はす。 彼が 寶名 知った る 上 は 

討って 棄 てんと 思へ ども。 彼 者に 力 を 添 

ゆる 劎術 無双の 曲者 ある 故。 我々 が 手に 

かくる 時 は 却て 此 身の 有 所 も 知れ。 帶紐 


解いて 夜が 寝られす。 サ ァく賴 むと い 

ふ は 愛の こと。 何卒 貴公の 働きに て毒藥 

を藥と 偽り。 彼奴が 眼の 見えぬ 様に 何と 

手 S は あるまい か。 此事 成就 致しな ば 一 

廉ぉ禮 を 仕らう。 S 先づ賴 みの 印と 懐中 

より。 金子の 包 取 出し 些少 7 シ ながら 

と 手に 渡せば。 詞ャ アコ リャ金 子 五十 

兩。 テモ 結構な お 印 やな。 隣の 病人 治し 

たと て 高々 贰朱 か。 よう くれて 百 疋は覺 

束ない。 ほんの これが 牛 を 馬に 乘換 へた 

と 申す もの。 後と もい はす たった今。 我 

等が 秘方の 毒藥 を。 兹 すが 相 圖に兩 眼よ 

り。 五 臟へ浸 込む 腐り 藥。 ちゃくと 用意 

致して 置いた。 コ レ刀 入らす に 了うて 取 

る は此賛 宅が 手の 中に ある。 H  、早速の 

得心 滿足 致した く。 必す 手ぬ かりなき ^ 

様に。 ィャモ ぉ氣遣 ひなされ ますな 生か 越 

す覺ぇ はな：^ れ ども 殺す 事なら 此方が 51^ 屮 

物。 委細 は あれから 御覽じ ませ。 地い か 六 


にもよ きに と打點 頭き。 碟し 合して 店の 

間の。 障子 引立て 窺ふ樓 田。 何でもし め 

たと 費 宅が。 物に 懸 りの 摘み 頻。 上べ に 

見せぬ 塗 骨の。 扇ば ちく 隣の 店。 W ャ 

IK 宅で ござる。 裤 見舞 申す と。 》 -聲に 志 

津馬は I 間 を 出で。 ヲ 、 これ は 御 苦勞千 

萬。 扭ぉ録 り を 待 象ね ました。 ヲ 、さう 

で ござらう。 晝 からお 見舞 申す 害が。 裤 

存じの 流行 醫者。 あそこから も 竹 中。 爱 

から も賛 宅樣。 活藥 i ぢ やと 持嚷 して。 

IS う 只今 罷歸 つた 何と 晝の 洗ひ藥 で。 さ 

つぼり とよから うがの。 ィャ さして 變っ 

た 事 も。 ハテ めんような。 ァノ藥 でよ い 

苦ぢ やが。 ド レ く 今 一度 診て 進ぜう 

と。 *m 燈引 寄せ 饤 明に。 ためつ すがめ 

つ 透し 見て。 詞コ リャ內 瘴立ぢ やわい 

の。 これなら 洗藥 では 行かぬ Jlc。  n リャ 

取って置きの 點藥 を。 出さす ばなる ま 

い。 コ レ 大切な 藥ぢゃ 程に。 うっかりと 


思 はしゃん なや。 氣遺ひ 召さるな。 今の 間 

に 本復 さして 進ぜう と。 《- こて，/ <-_e^ 出 

す藥 箱。 a: ァ 、是 はよ いお 方に か- -り合 

はして 拙者が 仕 合せ。 此ぉ禮 は 本望 を。 

ィャ追 付け 本復 致したら 急 度 致す で ご ざ 

り ましよ ハテ心 遣 ひさつし やるな。 醫道 

C ん c» つ 

は 仁術 人 を 救 ふは醫 者の 役ぢ や。 サァも 

そっと 此方へ 寄らつ しゃれと。 *- 片手に 

陸 押 明けて すく ふ 件の 毒藥 は。 直に 志津 

馬が 命 を斷っ 匙の の 點藥。 忽ち 毒氣 

as ると 見え。 《s ァ、 嚴ぅ此 目が ヲ、 痛む 

害。 しゅむ かしゅむ で 有ろ がの。 少し 

の 間ぢゃ 泳へ さっし やれ 藥瞑 眩せ ざる 時 

は。 其 病 治せす と 申して。 一 旦 動かねば 

藥は 利かぬ。 追 付け 兩眼 明らかに。 此活 

藥 師が活 して 進ぜる。 ドレ 地 其 間に 一 

服 致さう と。 煙管 取上げす つばく。 す 

つばの 骨頂。 7 シ 納めた 頼 付。 志 津馬は 

苦痛 堪 へがた く。  S 申しく これ 迄の 藥 


と は 遠うて。 五 接まで も泌 渡り。 いかう 伊一 

贺 

苦しう ござり ますと。 *■ 聲に瀬 川 も^り S 

出で。 もしお 藥は違 ひ はせ ぬか。 ぉ心惓 ^ 

に 持た しゃん せと 一 方なら ぬ フシ 介抱 ブ 

に。 地 じろ りと 詠め。 SS うつ そり ども 

め。 今藥ぢ やというて 點 したの は。 汝が 

目 を 潰さう ばかり。 おれが 秘法の 毒藥ぢ 

やわ やい" ャァ/ \/ そんなら 今の は 

毒で あつたか。 何 意趣あって 此 仕業。 サ 

樣 子が あらう。 樣子 はと。 *■ 立 上れ ども 

よろく，./ \。  P 瀬 川 何 處に居 やる。 瀬 

川爱が 苦しい く。 增 せつな いわいのと 

夫の 惱みを 見る 悲し さ。 あるに も あられ 

や^り 付き。 at そんなら お 目が もう 見え 

ぬか。 ハ アヤ ィ 胴欲 醫 者の 鬼め。 魔王め。 

a- すたく に 刻 ん で も 恨み は 晴れぬ と し 

こ が ひ 4 

がみ 付く。 小婉 取って 膝に 引 敷き。 ョャ 

ィ -,(-.-/\- ばた と 刎葡 つても もう 叶 2 

はぬ。 ィャ 申し 隣のお 客。 何と 拙者が 匙 8 


加減 を。 《- ヲ、 篤と これにて 見屆 けたり 

ふ。 物陰より 林左衞 門したり。 7 シ 顔に 

歩み 出で。 ョ和田 行 家が 枠 同 苗志津 馬。 

無念に あらうな。 ャナニ 某 を 和 田 志津馬 

- J なた 

と 知った 此方 は。 ヲ 、澤井 股 五郎に 力 を 

添 ゆ る 。伯父 の 櫻 田 林左衞 門。 其方 づ れ が 

股 五郞を 討たん などと は 及ばぬ 事と。 《- 

聞く より 扭 はと 這 寄りく。 敵の 片 われ 

通さ じと 刀の 柄に 手 を かくる を C 襟が み 

摑ん でぐ つと：^ 付け。 ！^ャァ劍術無双の 

こざ か  か *』 ん 

此樓 田に 匁 向 はんと は。 小賢しい。 蚊锖 

ぼ V- むら ひ ひ. ft 

蛉侍。 捻り 殺す は 易 けれど。 某 始め 股 五 

郞が 所在 を 知られて は 一 大事と。 贅 宅に 

申合せし 身が 計略 眼 も 見えぬ 5=； 際で も。 

見事 親の 敵 を 討つ か。 相手 は 大敲其 上 

に。 城 五郎 殿のお 心 付に て。 劎術 勝れし 

侍數多 付添 ふ 股 五郞。 所詮 叶 はぬ 事 だと 

あきらめ。 首で も 溢って 死 ばれと 惡ロ雜 

言 oy にかけ。 踏 付け られ て 無念 の齒ぎ 


り。 、侍の ある まじい 卑怯 未練の 此 

仕業。 親の 敵の ie; 五郎に。 緣を 引いた る 

其方が。 土足に かけられ 手 向 ひも。 なら 

ぬは此 目が 見えぬ から。 《- ェ、 口惜し や 

無念 やと 拳 を 握り 男泣き。 見る に瀨 川が 

氣は 狂亂。 S 目 かい も 見えぬ 志 津馬樣 

に。 慘. S 辛い 大惡人 *" 天道 樣の 明. 4 

な。 お 目に はこれ がか、 ら ぬか。 孫 八 

殿 は 何して ぞ。 祌も佛 も 恨し やと 聲を 

限りに 泣 叫ぶ。 《«ェ 、やかまし いわい 

^^。 コリャ 眼の 見えぬ ばかり ぢ やな 

い。 毒氣が 五臓へ 廻る が 最期。 追 付け こ 

ろり 百 雨の。 褒美が ほし さの 仕事 ぢ やわ 

いやい。 ヲ 、賛 宅が 傲き にて 此志津 馬め 

を 了うて 取り。 待 伏 ひろぐ 政 右衛門め。 

こつち  てだて 

鼻 明かす のが 此方の 方便。 荷物の 內に忍 

ばせ 置きし 股 五郎に も 落着かせ。 うぬら 

が 苦痛 を 看に して 一 献酌 まう。 ハ レ 好い 

ざ 象 .^f  こじり 

態と 踏 飛ばし。 K け 行く 鰭 をし つかと 取 


てき 

り， K すり や 差す 敵の 股 五^ は。 ヲ、 身 

、の ふ  S 

どもと 一 所に 昨日より これに 逗留 致し 居 

る わい。 ェ 、忝い。 <& 'こそ 敵の 在所が 知 

れた。 志津馬 様。 撫御本 と。 堉ぬ つと 

出で たる 池 添 孫 八。 主從 一 度に 身 縛 ふ。 

おのれ 

US ャァ- (\./(\-。 コリ ャ汝 眼が 見える 

な。 賛宅 こり やど うぢ ややい。 ヲ 、目醫 

者と なって 入 込みし。 此賛 宅が 本名 は。 

孫 八が 兄 池 添 孫 六。 志津馬 様と 言合せ。 

め や A  J1 のれ らく  t や 5 

明かな 兩眼を 目 病と 僞り汝 が 俗姓 敵の 行 

方 を 知ら ん爲。 首尾よう 參っ た 樓田殴 

と。 «■ 言 はれて：^ り。 詞ャ、 、 、 、ス リャ 

股 五郞を 見出さん 爲。 一一 一一 C 合せで あつたよ 

な。 《■ 此上は 一味の 者へ 吿知 せんと 駄け 

出づ る。 敵の 加镥人 逃さ じと 拔手も 見せ 

す主從 が。 烈しき 手練の 勸 きに。 さし も 伊一 

の 樓田敵 はじと ハズミ 旅 宿 を さして 逃 込 li 

ん だり。 ャァ いづく 迄 もと 孫 八志津 馬。 屮 

雙 

駔 入らん とする 奥の間より。 どっこいな 六 


ら ぬと 吳服屋 十 兵衞。 かけ 隔て 支 ゆる 

を。 血氣 の志津 馬が 锋 先に。 肩先す つば 

ひ. 4 

り 切 下げられ。 7 シ うんと 倒る.. -其隙 

に。 *_ 奧を目 がけて K 入る を。 S: ャレ暫 

くと 聲を かけ。 增濱邊 に 紫ぎ し苫 舟よ 

り。 船 装束 を 其 儘に。 武介引 連れ 政右衞 

門。 7 シ しづくと 歩み 出で。 手に入 

つた 敵 なれ ども。 爱 では 討 たれね 仔細 あ 

り。 町人ながら 義心 ある 十 兵 衞が此 深 

手。 *- 非道に 與 せし 先非 を悔 ひ。 志津馬 

が 手に か \ りし は。 本 ならん と ありけ 

れば。 手 負 はむ つくと 起 上り。 ョヲ、 御 

推量の 上 は 我が 所存。 今更く どく 申す 

に 及ばす。 股五郞 始め 一 味の 者 ども。 西 

國へ落 失せて は。 御 本望の 妨げと。 政 右 

衞門樣 の 計略に て。 最前の 似せ 飛脚 を。 

誠と 心得 裏道より。 *- 巨 掠 堤 を 伊賀 越 

に。 志 州 鳥 羽の 港より。 大 通 しにて 九州 

相 良へ。 落 失せん との 言合せ を。 S お 知 


らせ 申して 相果 つるが。 

志津馬 様へ のせめ ての 

寸志。 町人 なれ ども。 

敵の 端くれ。 股 五郎に 

賴 まれた。 一 つの 命 を 

兩 方へ。 わけて 願 ひ は 

此 上ながら。 ヲ 、瀬 川 

が 事 は 政右衞 門が。 刀 

にかけ て志津 馬に 添 は 

す。 ハ 、武士の鑑の 政 

右衛門 様。 其 碑 一 言 は 

ばれぎ 

吳服屋 が 冥土の 晴着。 

サァ/ \ 片時 も 早く ぼ 

つ 着いて。 此 年月の 御 

本望。 早くく と氣を 

いらつ。 * 手 負に 取 付き 

妹が 歎く を 制して 政 右 

衞門。 S ヲ 、いかにも 

ぼつ 着き 討 留めん は 我 


が 拿 の 中に ありと。 <p 志津 馬が 亡君 上 

杉 殿の。 御 家門た る 畠 山。 政 家 公より すゑ 

置かれし。 《<K 千內 公の 石碑 ある 伊賀 路に 

於て 本望 達する 物なら ば。 * 泉下に まし 

ます 顯定 公。 行 家 殿への 追善な らんた と 

へ。 何百 何十 人。 彼に 力 を 添 ゆると も。 

天理に 背く 敵の 助太刀。 何條 恐る &事ぁ 

らじ。 時 は 初更の 戌の 刻。 先へ S?! つて 俘 

賀 越に。 多年の 本望 <T 「此 時と 唐 木が 勇め 

に 力足。 手 負 を 跡に 三つ 瀕川。 三 途の瀕 

さ JR がげ 


ぶみ は。 敵の 魁。 さらばく を 夜 崖に 

聲吹 分く る 海道 筋錄 を。 慕うて i へ 急 

ぎ 行く 

第 十 敵 討の 段 

* されば 唐 木 政 右衛門 股 五郞を 付出し。 

夜 を 日に « いで 伏 見 を 出で 伊賀の 上野と 

志し。 先へ 通りて 代官 所の 届け も濟 みて 

北 谷の。 四つ 仕に 主從四 人。 フシ 我 劣ら 


じと 入来る。 *- 政右衞 

門聲を かけ。 孫八武 

介 は 我に 構 はす 志津馬 

を 園へ。 我 豫て聞 及ぶ。 

股 五郎に は附人 ある 由 

目 ざす 敵 は 只 一 人。 》- 

たと へ 助太刀 何十 人 あ 

る とても。 何程の 事 あ 

らん。 最早 來 るに 間 も 

ある まじ 身： へ をと 

フシ 制すれば。 堆 志 津馬は 今日 を I 世の 

業。 心得たり と 片肌 脫 けば。 南 蠻錤の 差 

13  ！ J 鎖 鉢卷。 拜領 の 不動 國行覺 えの 名作。 

同じく 唐 木 も 立 附に雜 の^ 卷信 國の寐 

は 兼て 合詞。 いづれ 劣らぬ。 古今の 勇士。 

池 添 石留引 添うて。 日頃の 念願 指す 敵 

を 今や 來 ると。 フシ 待ち かけたり。 * 程 

も あらせす。 股 五 郞惡黨 ばらに 前後 を圍 

はせ。 一番手 は 林左衞 門。 さ 5- めき 渡り 


我 一と。 フシ 小 田 町筋へ と 打 通る。 》> 斷 

くと 見る より 和 田 志津馬 木蔭より 飛んで 

出で。 向う に 立って 大音 上げ。 ャァ 

ャァ いかに 澤井股 五郎。 汝が 手に かけし 

和 田 行 家が j 子 同 苗志津 馬。 此 所に 待受 

けたり。 尋常に 勝負せ よと 聲 かくれば 政 伊 

右衛門。 ホ、 久し ゃ樓田 林左衛 門。 郡 山 ^ 

にて 眞劍 の。 勝負 を 望みし 其方 今日に 至 Jl 

つたり。 サァ覺 悟せ よと 呼ば はったり。 六 


a- 心得たり と 林 左衞門 馬上より 飛 下りる 

を。 走り か- - つて 政 右衞 門。 肋骨より 肩 

先 かけて 切 付けたり。 ソレ遁 すなと 聲々 

に。 一 流 を 得し 附人 ども 志 津馬を 目當て 

切り かくる。 心得たり と 池 添 石 留四人 を 

相手に 切 結ぶ。 》- 股 五 郞志津 馬 は 一騎 

打。 兼て 手練の 和 田志津 馬。 爱に顯 はれ 

彼 所に 切拔 け。 飛鳥の 如く 早業に。 股 五 

郞も あしら ひ 兼ね 突かけ る 鐘 先 を。 SiSJ ぜ 

りに 受 留められ。 跡 退り になって たぢ 

く- (、。坂の下へ と 引いて 行く。  《 "こ 

は 心得す と團 四郞。 股 五 郞を救 はんと 勢 

ひ 込んで かけ 行く 所へ。 どっこい やらぬ 

と 政 右衛門。 仁王 立に 突立ったり。 シャ 

邪魔 ひろぐな と 打ち かくる。 心得たり と 

受 流し。 付 込む 所 を 身 を ひらき。 飛ぶ よ 

と 見えし が團 四郞。 から 竹 割に 切 伏せた 

り。 返す 刀に 助太刀 ども 一 人 も殘ら すす 

くひ 切り。 志津 馬が 身の上 氣遺 はしと。 


I 一人の 家来 を 跡に なし 坂の下 へ と 飛んで 

行く。 孫 八 武介は 死物 狂 ひ。 數 多の 付人 

相手に 取り 切つつ 切られつ 戰 ひしが。 數 

筒 所の 手 斑に 目 も 眩み 同じ 枕に 死して け 

り。 せ K 五郞 相手に 和 田志津 馬。 手 利と 

手 利の 晴れ 勝負。 いづれ 拔目 はなき 所 

へ。 政 右衛門が 韋駄天 走り。 助太刀の 扠 

ばら は 一 人 も 殘らす 討 留めし ぞ。 殘るは 

il ハ奴只 I 人。 ソレ踏 込んで 討 留めい と 

* "聲の 助太刀 百人力 よろめく 所 を 付 入つ 

て！！ 先 ざつ ふと 切 付けたり。 こ は 敵 はじ 


と 股五郞 死物 狂 ひと 働け ども。 動ぜぬ 武 伊 

贺 

士の 太刀 虱に。 さしもの 澤井も 切 立てら m 

いった..' 0 

れ。 しどろ になる を疊 みかけ。 鋭き 一刀 I 

大地へ どつ さり。 起し も 立てす 乘 りか、 ^ 

り。 の 父の 敵。 舅の 敵。 主人の 仇。 

增 一度に 晴 る- - 胸の 月。 さに 知られし 上 

杉の。 家の 譽れと 悅ぶ唐 木。 武名 は 世- 

に 鳴り ひ 5- く。 和 田が 手 疵も日 を 追つ 

て。 やがて 全部 十 冊 物。 この 上 もな き 敵 

討 今に 譽を殘 しけり 


夭 明 三 癸 卯年^ 月廿 七日 


, 近 松 半 二 

作者 近 松 加 作 


めい， ほく せん だい は. >► 

奧 州秀衡 1 fe-  ^  4^ 

遺跡 爭論 ^  ダ f 


«  H< 地の。 開け 始めし 昔より。 木 7 シ ，力、 リ 

今に 變らぬ 妹と 背の 个ォク 9 契りの。 末の 

樂し みは。 女夫暮 しの 世蒂 事。 お 地 手 1 

む つ ごと 

提げる が a; 富の。 誠の 戀の。 睦言 や。 詞 

あるじ くわん じ や 

五十 四 郡の 御主。 冠者 太 郞義綱 公。 今 B 

きっしん  やど はいり  ふな を か 

吉艮 の。 宿 這 入。 ォ D シ都 離れし 船 岡の。 

山の^^に手を盡し綺羅を。 磨きし 葛屋ぶ 

き ォクリ 勝手。 賑ふ客 まう け。 島 原に 名 

も 高 尾と て。 盛り あらそ ふ 太夫 職。 手づ 

から 炊ぐ。 白水 も。 流れの 粹な 7 シ I が 

け。 地 御大 將は姐 板に。 7 シカ、 リ きざむ 

な it  こくぶ  かぶろ かひで 

も 五分 切りの。 國分 煙草 を 禿の 概。 お 

氣が盡 けうと 長ぎ せる。 ホ、 コリャ よ 

ぅ氣が 付いた。 コレ 太夫。 ィャ こちの 女 

房 ども。 そなた もさつ きにから 米 洗うて。 

定めて IT かっかよう。 マァ. /.\  一  ； 1^ みし 


たがよ い。 アイく  * 私より 殿 樣の仕 付 

け もな されぬ 切りき ざみ。 撫ぞぉ 肩が 痛 

みませう。 SS よつ 程 久しう 洗うたり ゃ是 

で 大方よ いで あろ。 是 からお i をし かけ 

うと。 地い ふに ほが 小利口に。 二人して 

Ik く 米!^ 桶。 n つ に 金の 签。 玉 を。 の 

ベた る 玉 だすき。 珈羅 割よりも 持たぬ 手 

に。 割 木の 剌 もいた くし。 奥より； J^B 間。 

フシぎ 手の 夏。 S ャレ/ \ お 一 一人 樣 ながら 

嘸ぞぉ 嬉しう ござり ませうな。 サァ此 様 

にお 目 出た う。 宿 這 入の 御- g 俵に 呼ばれ 

とん * ちたい こ 

ると いふ 事 は。 ほんに く 此頓吉 裙間冥 

加に 叶うた とい ふ 物な うお so アイ 私 も 

大勢の 太夫 樣方を 廻し たれ ど。 此 様に e 

方へ 來 ると いふ はこれ が始 り。 だんく 

とお 居 くろめな されて。 お 二人の 中に 和 


子 樣も出 來る樣 。ァ、 ィャ 申し 太夫 樣。 

くす ぽ  r  .  8 

签の 下がき つう 燼るぞ え。 そして 何ぢゃ 

やら 無性に 好い 句 ひが。 ドレく どうで 

よう 燒き はさんすまい。 ソレ其 火 吹 竹と 

いふ 物 を。 テモ 堅い 木ぢゃ コレ頓 吉樣見 

やしゃん せ。 ャァ こり や 堅い 答ぢゃ 伽羅 

の 笳木ぢ や。 ハ 、どうで もお 大名の 宿 這 

入 は 違うた 物ぢ や。 極樂 世界と 喜 見 城。 

もろこし あ ぼう ケぅ  ， 

かの 唐土の 阿房 宮。 三千世界に あると あ 

ら ゆる 結構 づ くし を 集めても。 又と ある 

まい さし 向 ひ 。大方 i は 金色の。 拍子 菩薩 

の 世話 事 床が ため。 御 新宅の 地形が ため。 

ャァ目 出た くの 若松 様よ。 枝も榮 える 

葉 も 茂る 。お 目 出たい いよのお 目 出たい。 

千秋 萬 i!^/,,- 萬 々歳 55 ハミ、 コリ ャ頓吉 

目 出たい く。 皆 知って ゐる 通り。 この 

高 尾が 突出しから 逢 ひか、 つて。 毎晚每 I 

晚通ひ 詰める 此義 綱。 せまい 靡の 居^に £ 

とんと 氣が つまり 切り。 どうぞ 氣の變 つ ^ 


,  にし *1ど*< やうぶ 

た 事が したいと 思 ふ- s:。 ァ ノ錦戶 刑！^ と 

いふ は J!^ はおれが 伯父 なれ ど。 今では 家 

さ ナ^ 

老 同然。 流石 血筋 程あって 顔に 似合 はぬ 

ナゐ おや S 

粹親 仁。 此樣に 家 を 建て 太夫と おれと た 

つた 二人。 百姓と いふ 者の 眞似 をして。 

大名 事 は 忘れて しまへ と。 あれが 勸 めに 

こ、 へ引錢 し。 ゎぃらを.^、<客にぉれが料 

理。 太夫 も 今朝から 精出して。 米 洗うた 

り 粥 炊いたり。 ャモ 大抵 面白い 事ぢ やな 

い。 こんな 事なら 疾 うから 百姓になる も 

の を。 何の 因果で 大名に 生れた 事ぢ や。 マ 

ァ第 一 何 を 言付けても。 ハァ/ 、という 

て 何 1 つ 無い とい ふ 事の ない その 不自由 

さ。 女子 ども は 女子 どもで 曲： の 張と は 

遠うて。 こ  > -へ來 い。 ハァ帶 解け ハァ。 足 

上げい ハ ァと此 様に 思 ふ樣に 物事が 行て 

は。 モ 世に i きて ゐる 甲斐 はない。 ャほ 

や b た 

んに 客人 達 も #: ぞ：？ 屈。 ソレ 太夫。 案 渡り 

粥が出來たらぉ客方を^51:の間へ ぉりゃ碧 


立と 何事 も。 * 珍ら し盜り たわいなく。 

そんなら 奥で お ひ 申さう。 サァ /\ こ 

ちへ と 打 連れて。 ォクリ 奥の へ 座敷へ 入り 

にけ る。 * 折から 表賑 ひて。 *• かの 船 岡 

のく。 ァレ ハサ ノ 宿 這 入の 鬥に \ィ み 

て。 ァレハ サノぉ 目 出たい やん らお 目 出 

た. so ョヲィ ョィョ ヲィョ ィ/, ョヲィ 

(\ァ レ ハサ ノエ。 ョヲ イトコ ナ。 ァレ 

ハサ ノエ。 ョ イトコ Ho コレ ハサ ノエ 0 

./,\ョ ィコノ  H ィャ ラナ。 /\0 もしも 

山の手の 天から 大事の 小娘. か。 落ちたら 

喧 <t になるまい かひ ョ ヲィョ イトコ ナ。 

よい /(\ よい やな。 地 聲も摘 へ の染 頭巾。 

かどぐち 

坂. 道 を 押す 大八車。 門口に 引付けて。 ョ 

御 新宅の 御 __| ^俵に 一 っ綠め ましよ" よい 

(0 モーつ せい ョィ /\。 祝うて 三 * 

ョ ィくノ ョィ。 多 無： i-1 に 目 出た が 

る。 額 は 錦戶。 ャァ刑 部 か。 S 珍ら しい 

しゃれ 姿^な は s^si 風 之 助。 車に 乗せた 


はァリ ャ何ぢ や。 今日 殿様 高 尾樣。 御宿 

おんこと ぶ 

這 入の 御 壽 。 刑 部 様より St 家 見。 車に 

積みし は 金子の 箱。 お 心 付いた る 御 音物。 

ソレ ノ、. e: へ异き 入れよ。 * はっと 皆々 

立 寄って 數も ら ぬ千兩 箱。 積み上げ 

あげいた 

/、.- 上 板 も 7 シ しわる ばかりに 並べ 置 

うちな：^ 

く。 地 義辆公 は 打 詠め。 *«ム 、粹な 刑 部 

が 進物なら。 何ぞ 面白い 器物で あろと。 

樂 しんで 居た に 金子の 箱と は。 ム、 マァ 

見た所が 面白う もない 物。 ァリャ マァ何 

の 役に立つ 物ぢ やと。 埔 不興に 刑 部兩手 

を 突き。 ハ御 魔 生あって より 外 を御存 

じな き 御身。 御 不審 は 御尤も。 某が ぉ勸 

め 申す。 今日 只今 百姓と お成りな さるれ 

ば。 只今までと は 遠 ひ 殿と 高 尾 殿と お 二 

人に て。 世帶方 をな されねば ならぬ。 其 

世蒂と 申す に は。 いらで 叶 はぬ 物 は 金。 

掛屋 方へ 申 付け。 ァノ 箱の 中に 千兩づ つ。 

金高 は 三 萬兩。 サ ァ其樣 にいうても。 其 
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金と やらい ふ 物 を。 どうす るの ぢゃ 合點 

が 行かぬ。 ィャ其 俵 は荒灘 めが 申 上げ 奉 

らん。 何事 も 御存じな き 御殿 樣。 今まで 

ぎんじ ゆ 

は 御 家老 方。 お 小姓 近習 用人なん ど。 あ 

また 役人 承り。 何から 何まで 致せ ども。 

是 から は 御自身に 世蒂方 をな されに やな 

たても S 

らぬ。 先づ第 一 の 立 物 は 米。 これ も 今日 

より 米屋と 申す 者の 方へ。 太夫 樣 でもお 

出で なされ。 かの 米屋より 五 升で も 一 斗 

でも。 かますと いふ 物に 入れて 持って 參 

めし  ま， き 

る。 それ を 飯に 捲へ るに は。 薪 と 申す 物 

を 使 はに やならぬ。 其薪屋 にて。 和ら か 

炭 一 俊。 是は 早く 火が おこり。 女中 方に 

は 調法な 物。 それより 味 嗜塩醬 油。 現金 

おぎが へ 

では 扱せ はしい もの。 そこで 是を置 巷と 

申す 物に 吞 込ませ。 先 づ千兩 箱 一 つ 二つ。 

先々 へ 預けて 置き。 それからお 二人 差 向 

ひで。 遊んで は 食 ひ。 食うて は 遊び。 う 

か./ \ とする 內に。 I 二十日と いふ 恐し い 


物が 來 ると。 書き出しと 云 ふ 物 を 持って。 

常 は 笑 のよ い 3! 仁が。 其 日 は 急に こ は 

い 面。 其 時に ァ レア ノ 金箱。 其 儘で は 遣 

はれぬ。 四文錢 とい ふ 物に 取り かへ て。 

さらり，^ と拂 うてし まふ。 又 金がない 

し 6 

時には。 質と いふ 物 を 置かねば ならぬ。 

しろ もの 

是が又 重寶な もの。 代物 を 持って行 くと。 

錢 でも 金で も ニ朱錶 でも。 望み次第に 換 

へて おこす。 ァ 、まて/、 荒 凝。 大概 は 

承知した が。 今の 質の 所が 大分 面白い。 

ァノ金 を 早う 皆に して。 其 質が 早う して 

見たい。 が 又 何にもな うなったり や。 ィ 

ャ其時 は此刑 部が 掛屋 方へ 申 付け。 何 萬 

兩 でも 差 上げる。 ハ テナ。 金と いふ 物 は 

澤山 にある 物ぢ やな ァ。 モウ 遣 ひやう は 

覺 えたく。 マァ 今い うた 米 や 薪。 そし 

て 味 塩と やらい ふ 物。 荒 翁 ちょっと 買 

うて 見せい。 ハ 、長り 奉る。 ハ 、白米 置 斗 

薪 四 五 把。 和ら か 炭 一 俵。 此直 段が 斯う 


と千兩 ぐら ゐ であるで あろ。 ィザ 家来 中 

手分けして。 * 追 付け 買うて 參 らんと 金 

箱 かたげ 立出づ る。 家来が 締める 草。 鞋の 

はるかの フシ 里へ と 出で て 行く。  すれ違 

うたる まかい 道 7 シ それ 者と 見える 本 田 

わげ。 一つに 合 はす 裏襟 も 黒い 顔付き 三 

浦屋才 助。 うろく 見廻す 門の 口。  ち 

と 物が ぉ尋ぬ 申したい。 もし こ.^ らに冠 

者 太 郎義網 様と いふ。 お 大名の 店 越 は ご 

ざり ませぬ か。 ャァ 太夫 か。 ヲ、 才 助よ 

うお 出で。 ャ篛様 も それに ござる か。 ホ 

ホ高 尾が 親方。 何と 思うて。 H  、何と 思う 

め つ S う 

てと は。 お前 はくく 滅相な ぉ方ぢ や。 

かぶろ *.»• て  ■ 

此 親方に も 得心 させす。 禿 遣 手まで 引 連 

れて 大門 へ も斷り 無し。 行方が 知れぬ 故。 

こちの 內は上 を 下へ と まぜ かへ す 中に 0 

さる 方から 高 尾 を 身請け。 言うて 来ても 

肝心の。 玉が 知れぬ で 方々 へ。 尋ね 歩く 此 

才助。 サァく 高 尾 早う 来い。 但し は髙 
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尾が 身 請 金。 今 請 取れば 一一 目 分な し。 あち 

らへ 遣らう か。 金 渡す かサァ くど うぢ 

やと 地 高 整 はお 定 りなる 7 シ臺詞 なり。 

0 コ リャ才 助。 わが 言 ふ 事 はとん と 分ら 

ぬ。 高 尾 はおれと 宿 這 入りし たれば。 ど 

つ こい もやる 事なら ぬ。 サァ そんなら 身 

請けな さる  >- か。 ャ其 身請けと は 何の 事 

しろ 

ぢゃ。 サァ 身請けと いふ は 太夫が 身の 代。 

サァ其 身の 代と は。 H 、合 點の惡 い C コ 

レ 太夫 を 愛に 置きた くば。 金 を此才 助に 

お渡しな されと 申す 事。 ム 、金 か 。初め か 

らさ ういへば む 事 を C ソレ其 積んで あ 

る 金 を。 望み. 第に 持って まねと。 鳙 仰せ 

に 見附ける 千兩 箱ャァ くく。 世 は 末 

世に 及んでも 有る 處には 有る 物ぢ やな。 

したが あんまり 金 過ぎて 値の 言 ひ 出し 樣 

がない。 ェ、 斯うつ ソレョ 三百 兩 では ィ 

ャ く あんまり 安い。 六百兩 かい 六百兩 

では！ S けが 少ぃ。 いっそ 飛んで 千 兩かェ 


ェ それでも どうやら 安 さうな C 地 H 、コ 

む 

リャ どう 言 はう と 目もう ろ^,, \ -。 金に i«l 

せる ぞ フシ 道理な り C 刑都聲 かけ ャィく 

才助 とやら。 何 をう ろ/、。 誰 あらう 冠 

者 太 郎義辆 公の。 御臺 所に 定まる 高 尾 殿 

の 身請け。 いか 程と 一! めて は 世間の 聞え。 

それに 接んだ る千兩 箱。 其方がカ.？^、第。 

持 たれる だけ は 持って 歸れ と。 言 ふに 才 

助な ほ：^ り。 夢で はない か 夢に でも。 こ 

んな 嬉しい 有難い コ レ ナ うまい 事が ある 

もの か。 たと へ g は 折れる とも。 85 存分 

取らいで おくべき かと ォクリ 薪の。 雜切 

これ 幸 ひ。 金箱 手早 やに 七つ 八つ。 しっか 

とく.^ り 肩 腰 入れ 。上げても く 。いっか 

なく。 爱らが 男の 辛抱と。 總 身の 力 を 

肩に 入れ。 心 はやた けと はやれ ども 次第 

次第に 精 桟盡き 息切れ。 目眩 ひ 汗たら 

く  K  H  、  & もく 此樣な 地 因果な 事が 

ある もの か。 寳の 山へ 入りながら 持つ 事 


ならぬ は 金 持に。 なられぬ とい ふ證 かと 

淚 ながらに こって く。 取りへ ぐ 箱のう 

ら めしく。 殘り 多げ に渐 うと 一 つ 搀げる 

獨言 ひよ ろ Z 、くくして ぞ フシ 立歸 

る。 ハ 、、ゝ て も拉も 弱い やつ。 ァ 、 

是で はまた 滅 らし 樣を 工夫せ す はなる ま 

い。 刑 部 も 臭へ。 太夫 もお ぢ やと。 地う 

つかり おんく わの 御大 將。 金 花^く 陸 ^ 

を。 心がけた る錦戶 が。 いざ 御 入りと 打 

連れて ォクリ 奥のへ 一間に 入りに けり。 * 

山道 も。 都 なれば や 和ら かに。 育ち がら 

つのびたい か ひだ 

なる 風俗 は ォクリ 十七 八の 角 額。 * 貝 田 

勘 解 由 頃 勝が 一 子 源 之 助。 立派 作りの 大 

小 も。 7 シ角菱 立てぬ のっとり 顔。 跡に 

ぶ て あき ひら 

付添 ふぼつ とり は。 伊達 明 衡が娘 松 島。 

夫婦と いふ は 名ば かりの まだ 盛り 見ぬ 驟 

じ やま 

« 山。 膝元 家来 はかた へに 接し。 打 連れ 

来る。 庵の 戸口。  a 申しく 源 之 助樣。 

道々 も 申す 通り，。 殿様の 惰 の 御身 持。 


か-さ t 

國 にござる 母 様から 御意 見 申し上げ よと 

ひそか 

竊の 文。 勇 御 様 へ 申 上げても 閉 入れな く。 

御 諫言 もな されぬ は。 どう 思 召す お 心 や 

あん. < 

ら餘. 0 心ならぬ 故。 及ばすな がら 殿様へ 

御意 見 を 申し上げ うと 思うても 女の 身。 

.^前 を 循に言 ふ爲。 最前から 申した 事。 

よう 覺ぇ なされました かえ 0 ャ アム ウイ 

ィャ 先にから 言 やった 事餘り 長うて 一 つ 

も覺 えぬ ぞゃ。 モウ 大概な 事なら 覺 えさ 

せす とよし にしゃい なう。 ェ、 つんと 乇 

ゥ譯 もない 事ば かり。 コレ 最前から 申し 

た 通り。 ァ、 待ち やくむ つかしい 事ぢ 

ゃ故宙 では 覺 えぬ。 * コレ たしな み 持つ 

ひつ 

てゐ ると。 募 紙袋の 石筆に。 K サァ今 一 

遍 いうて 間 かしゃ。 サァ 殿様のお 身 持 御 

放埒。 ァ 、 コ レ /、其 様に 長う いふ 事 は 

ない。 筋ば かりで 跡 はおれが 胸に ある。 

マァ 一 っ殿樣の^9?-さぅしてから0 サァ館 

へ もお 歸 りなく 畫夜を 分かぬ 御 放 12r。 ム 


ム よしし 御 放^の 事 。もう 是で よいく。 

大 槪心覺 ぇは窨 いて 置いた。 サァく 早 

う 内へ 往なう。 ェ、 又 何 を おっしゃる ぞ 

いなう 。殿の 御 目に も か- -らぬ 先。 內 へ歸 

つてよ い 物 かいな。 ァ、 ほんに さ うぢ や 

なう。 コ レ 申し 必す/ \ 行儀よう。 地 何 

にもお 忘れな されな と 7 シ伴ひ 這 入る 門 

の 口  a 誰 そお 取次 賴 みまし よと。 地 音な 

ふ聲に 奥よりも。 立 出づる 錦戶刑 部。 J« 

ム、 コレ ハく貝 田の 子息 源 之 助。 松 島 

との 夫婦連れ。 扨 は 殿の 御機嫌 伺 ひ。 お 

出での 様子 某が 後程 宜しく 披露 せんと。 

地 い へど 答へ もうつ かり ひ よん。 松 島 は 

氣の毒 さ。 詞コレ 源 之 助 様。 刑 部 様へ 御 

挨接 C それ 早う おっしゃり ませ 申し。 地 

申しと 氣を 揉めば。 ャァ 挨拶と は 何の 

事ぢ や。 H  、ほんに しん 氣な 事で は ある 

ぞ。 マァ 下へ おすわり なされ ませ。 それ 

な 行儀に 兩手 を疊へ 突いて。 ヲ、 吞 込ん 


だくと。 S かしこまって 手 をつ かへ 0  a 1 

ェ 、 ァノ 何と やら ェ 、ヲ、 それ/^ 地 思 

ひ 出した と 懐より。 以前の 書付け 取 出し 

うちな が 

打 詠め。 ！ -H  、一  つ 殿様の 事。 ム 、殿様 

が 何と 致した。 H 、さう してから ァノ御 

放 silr の 事。 何 御 放埒と は。 シテ くサ其 

跡 は。 ム、 何やらで あつたが。 ヲ、 ソレ 

く覺 えぬ/、 あらく 斯の 如くな り。 

フシ ナウ 松 島と 譯も なき。 地 傍に は獨り 

氣を もむ 松 島。 錦 戶刑部 苦笑 ひ。 3 ハ 、 

ハ 、 、親に 似ぬ 發明 人。 何の 事 やら 分ら 

ね ど。 御 放^とい ふから は 殿へ 御 諫言と 

つけ ぢ A 

の 事な らん。 こり や 松 島の 附 智慧で あら 

う。 其方 S 莨 父 伊達 明衡。 國 家老 を 募に 

かけ 申 越した に 違 ひ はない。 此刑 部は刖 

腹 故 家臣の 列に 加 はれ ども。 正しく 義網 

公の 爲には 現在の 伯父。 意見して よけれ 维 

ば 某が 諫言す る。 いら ざ る 女の 忠義 立 I 

て 。早 ゃ歸り やれと 傍 若き M。  S 横紙破り 孰 
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に 松 島 も 何と 詞も 7 シ なき 折からせ 荒く 

あたま つきの けぞリ ぴ， 5  £s か 《- 

れ 男の 天窓 付 仰反 髮も 錢 にく、 b 付け 

lOt しゃく 

たる 夏杠 菜。 遠慮 會釋も 門の 口。 すっと 

フシ 這 入って 上り口。  ™ 今日は 愛に 大金 

え えう.^ いぐ. C 

持の 宿 這 入が あって。 榮耀榮 華の ほた え 

.^5^第奢り次第と閉ぃた故。 どうで 薪で も 

ついした 物で は資れ まいと。 思 ひ 付いた 

コ レ此杠 紫。 資 りに 來た此 男。 サァ 買う 

て 貰 ひましよ 買うて 下ん せと。 地 言 ふ も 

1 癡 ある 面 付。 錦戶 きっと 見。 ョャァ おの 

れは 先年 義網 公に 諫言して。 ffi ひなき を 

憶り。 白 晝に國 を 立 退きし 熊 川 源 五兵衛。 

ム 、 閉 えた 浪人の 精に 盡き 家々 を ゆすり 

商賣。 古への 主と も 知らす。 百姓 町人と 

心得 慮外 千 萬。 錦戶刑 部が 前と も 言 はす 

び ろう も Q 

狂氣 同然の 尾 餞 者と。 * きめ 付 くれ どび 

くと もせす 9  くつく と 笑 ひ 出し。 S ャ 

ァ ぬかしたり 腹の 皮。 三千世界に 主君が 

なければ 怖い： W のない ft 熊 川。 慮外と 言 


はる、 亊 はない ぞ。 三度 諫めて 身 退く と 

古語に 引き かへ。 百度 千度の 諫言 も。 傍 

に 付添 ふ! 1 人 ばらめ が。 さ、 い 巨細 一一 1  一口 廻 

し剩へ 御前 を 遠慮。 やら 腹立ちに 妻子 を 

-ー のかた  やま ひ 

連れ。 四 年以來 浪人 住居。 聞くまい と 思 

ふ 程い よく 聞え る 殿の 放埒。 其 元は 傾 

城め 故。 コ レ此杠 葉は髙 尾の 名物。 コレ 

まつ =£樣 に 打 切って 仕舞 ふが。 主君の 目 

覺 ましお 家の 爲。 竈 愛の 女 を 手に かけし 

と 殿が 腹 を 立てられ うが。 とんぼう 返り 

しられう が。 そこら は 構 はぬ 源 五兵衛。 

國に殘 る明衡 定倉兩 人が。 知らす 顔 は 知 

It- ゃゥ  ろくぬ す 

行が 惜し さ。 ャモ どいつ もこい つも 祿盜 

人 めら。 渴 しても 盜 泉の 水。 おのれ 等と 

1 つに 飮 まぬ 某。 サァ 傾城め を 此處へ 出 

せ。 留め だてす ると 相 に此 鋏 で 幹 竹 

割。 * 病の 根 を 切る  一^ 治と 不忠の 良藥 

熊 川が 7 シ 苦い 效験ぞ 手 ひど けれ。 詞ャ 

ァ言 はして 置けば 樣 々のた は 言。 * 早 や 


立 歸れと 引 立つ る。 手先 を 摑んで 引つ か 

つぎ。 眞 逆様に づ でんだ う。 もう 赦 され 

ぬと 刀の 鲤ロ。 ャ レ 暫く 待 たれよ 刑 部 殿。 

，熊 川 氏 も 早まられ なと 疾 くより 戶ロ 

に 貝 田默解 由" 二人が 中に 分 入って。 3 

委細 一 々承る。 熊 川 殿の 忠 is ハ、 天晴 

(0 其方 國元を 出られて より。 其 1\ - 

御 諫言 申せ ども。 情な や 御 聞 入れな き 其 

許 は。 阔に殘 る 明 衡定倉 この 貝 田 を 忌み 

嫁 ひ。 御前 を 遠退けん ため 奢り を 勸め込 

いなづ t がう すけ 

み。 用金 を 主君に 當 てが ひ。 稻妻梅 助と 

いふ 筋 無き 者 を 御 傍に 付 置き。 御 惰弱 を 

勸 むる は兩 人が 心に 一 物 あらん。 某 御 傍 

を 放れな ばいかなる 珍事 も 出で 来らん 鬼 

角 時 is を兒 合さん と。 御 心に 入る 事の み 

御 諫言 も 申さぬ は。 御 傍 を 故れ まい 爲心 

を盡 せど も。 モ 誰あって 片腕と する 忠臣 

なく。 樣々 心 を 痛める 此 時節。 思 はす も 熊 

川 殿 k 處へ 来られし は。 某が 身の 大慶 此 


上 や あるべき。 * 是 より 兩 人心 を 合せ。 

ねいじん， やくしん *- つ はら  し， ぞ  はう 

侫人 逆臣の 奴肇 I 々追 ひ 退けん は 我が 方 

寸の內 にあり ハ ァ ゝ 恭 なや 嬉し やと 誠 を 

表す 7 シ 忠義の 詞。 * 源 五兵衛 も 納得し。 

a ム.、 忠義の 爲 とお 言 やれば 何國 まで 

も 立て 貫く 熊 川。 定 倉に もせよ 明衡 にも 

せよ。 逆 意と あれば 國 へ 立 越え 摑み 殺す 

て 1 ひま 

に 何の 手間 ss^。  いで 此 儘に 國 元へ とつ 

い * ふ も 0 

つ 立ち フシ 上る 性急 者。 詞ァ、 ィャ /、 

急いて は 却ってお 爲 になら す。 一先 づ我 

が 家へ お越し あれ 諸事の 密談。 ァ、 ィャ 

コ レ （-勘 解 由。 そり や 何事 向う 見やの 

ァノ熊 川。 こなたの 屋敷へ 連れ 歸り 密談 

と は此刑 部は吞 込めぬ。 ィャサ 何事 もこ 

の 貝 田が。 お 家の 爲に心 を碎く 仕上げ は 

； 1^ にて。 ャァ枠 松 島 も 諸共に 熊 川 殿 を 御 

供 申せ 早くく。  《f と 諫めの 詞。 心なら 

ね ど 松 島が。 a ィザ御 案 內サァ 源 之 助樣。 

ムゥ もう 往ぬ のか ャレ. v,^ ほっと 退屈し 


た。 シタが あの 強い 人が 出た ので どうや 

らちつ と氣が 晴れた。 * サァく 往なう 

と 先に 立つ。 《^ ム、 然 らば 貴殿のお 屋敷 

へ 委細 は あれで と 地 勘 解 由が 式 Sa 熊 川 は 

7 シ皆 うち 連れて 出で て 行く。  * 跡に 錦戶 

不思議の 顔色。 a コ レ サ勘解 由。 か 

某と 心 を 合せ。 義網を 阿房に 仕込み。 忠 

臣の 奴輦に 愛想つ かさせ 取って 押 籠め。 

つ るぎ よ  ， 

鶴 喜 代に 跡目 を 願 ひ 後見と なって 一 家中 

を 味方に 附け。 其 上で 鶴 喜 代 を 亡き者に 

せんと 日頃の 計 踏。. 大 ig に出來 か、 つた 

所。 忠義立て する ァノ 熊川ホ 、 ゥ取 込ん 

たら . 

だ 我が 心 は 。殿の 爲と 説し こ， 國 にある 

伊達 泉 兩人を 片付けさせば。 跡に 氣ぶさ 

いな 者 も 無い 五十 四 郡 は 心の 俸。 只 何事 

も 我が 胸に ち つ とも 氣遣ひ 地 あられな 

と。 惡 事に 固まる 詞の 下。 宙を 飛んで 稻 

妻鄉助 7 シ息を はかりに I ^来り 地斯く 

と 見る より 兩手を 突き。 ャァ御 兩人共 


是に御 人り。 殿様の 御用 あってお 館へ 參 3 

はやが 8 

りし 所 何 か は 知ら. f 國 元より 早馬。 早駕 

籠 上 を 下。 何分 殿様が 御座なくて はと 存 

じ 息 を 切って 立歸 ると 言 ふ も ひい/、 

/)  7 シ すた. 息。 ホウ 出かした 

/、。 我. -が 御供 は 人の 目立つ は 御爲な 

らチ。 汝は 館へ 裏口より 片時 も 早く 御供 

申せ。 墻 早く/、 に稻 妻が。 7 ン はっと 

ばかりに 奥の 方。 * 折から 歸. る 風 之 助 錦 

戶見 るより コリャ 荒 凝。 K 日頃 言付け 置 . 

きし は爱。 外に 供な き 冠者 太郞。 跡より 追 

みちな か  t 

付き 道中に て 人知れ す 討 放せ。 コ リャ必 

すぬ かるな。 * 合 點と風 之 助 道 を 7 シ早 

めて 追うて 行く。 か. * る 所へ 貝 田が 若黨 

まつ さ を 

有 村 金 助。 a 眞靑に 一 ^来り。 ™ 若旦那 を 

ふもと そ はづた  は いろよ てう 

御供し 歸る 麓の 祖傳 ひ。 羽色餘 鳥に 異る 

山鳥。 人 も 恐れす 岩の 上。 固より あどな I 

き 若旦那。 手取りに せんとな されし に。 が 

ばつと 立った る 跡 を 追 ひ。 山路へ 追 a け .3 
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15 入り あれ どかい くれに 行方 知れす。 松 

島 様の 御 歎き 過ちあって にい かビぞ と。 

熊 川 殿に ぉ賴み 申し。 數 多の 下部 は 手 分 

けして。 尋 ぬろ 隙に 右の 様子お 知らせ 申 

さん 爲暮に 及ば &氣遣 はしお 旦那に も 御 

出で あれと フシ 一一 一一 口 ひ 捨てて lig り 行く。  S 

刑 部 も： り 貝 田 勘 解 由。 ぞむ 愚な 我が 枠 

古！^ 野于 の所爲 なる か。 何にもせ ょ捨置 

う む ぶと や；； 

かれす。 * 刑 部 殿に は義 網の 有無の 一 一! 日 信 

せキ， やう 

相 待 たれ よと 出す 心 も 夕陽の 曰 影 を 

追うて ぞ。 三 1* へ か け り 行く  《f 岩間 谷 陰 

埃き 摘 ふ 花 踏み ちらす 韋^ tk 走り。 我が 

子を尋 ぬる 氣はそ ろ 7 シ 11^ け 行く 坂 中 

« 物 こそ 見 ゆれと 立 寄り 見れば。 若黨金 

むぐ ろ 

助の たれ 伏した る 骸は血 まぶれ。 見る よ 

りく わつ と 怒りの 眼。 S ャァ 主に 忠 無き 

卑怯者と。 * 死骸 を 谷 へ はった と ^込み。 

ひづぢ やうし. * お ほかみ 

0 必定 猪 狼 の 仕業な らん。 たと へ 1K 狗 

しょ & 

の所爲 なりと も。 大丈夫の 一 心に。 何ぞ 


求め 得ざる べき n 峯を 崩し 水 を 穿っても 

我が 子の 敵。 * 徴 a にな さで 置くべき か 

と。 眼 血走り 氣 は半亂 K け 行く こなたの 

ほらあな 

洞穴より。 111 ャァ 暫く 貝 田 勘 解 由。 汝を 

待つ 事 や、 久し。 對 面せん と聲を 掛け。 

やう さう わ ぐら 

地 立 出 づる其 形相。 萆 の髮 を振亂 し。 身 

は 白 狼の 粒 衣 眉毛 漏れ 7 シ來る 眼の 光。 

ョ ム 、扨 は 家来 を 寄し。 ^源 之 助 を 奪 ひ 

し は汝が 仕業よ な。 サァ 枠が 生死 白狀せ 

よと。 地 はった と 白眼めば につ こと 笑 ひ。 

0 ホ 、 竹の 林に 住む 虎 は 勢ひ猛 きものな 

れど 0 我が 子の 別れ を 悲しみて は 。千里に 

功 ある &麥 えて。 一 歩 を 成す 事 能 はすと 

や。 さし もに 勇なる 貝 田 なれ ども。 恩愛 

の 道 捨てが たき。 心 を 計って 一 子 を 取り。 

此 山中へ 釣り 寄せし は。 大望 G 片腕と も 

ひたち  たい 

賴 まん 爲の 我が 計ら ひ。 元 某 は 常 陸の. 1^ 

じょうくに. A ばっし  くにを 

椽國 香が 末子。 常 陸 之 助國雄 と 言 ふ 者。 汝 

むつ Q かみ ひで ひ.. ジ ち. f< そん ，、 ， 

が 主人 義辋は 陸 奥守秀 衡が魄 孫。 我が 父 


國香 は隣國 にて。 互に 武成 を爭 ひて。 地 

數度 のん 3 戰 JSf 慮 を 磨き。 軍に 勝利の 時 も 

あり。 又は敵の方*|^に乘り。 a 味方 追 は 

る \折 も あり。 鍋 牛の 角の 爭ひ も。 fK の 

成せる 運命 は。 いかなる 猛將 勇者な りと 

も。 叶 はぬ 時節 か 地 闇々 と。 秀衡が 謀に 

思 はぬ 深 入. 0 伏兵 ども。 一 度に 起って 亂 

載に。 《5 父 を 始め 兄國 光。 宗徒の 郞等 一 

騎も 接ら す 討死と iw いたる 時の 我が 無 

念。 馳せ 着いて 父の 仇。 弔 ひ 軍 せん もの 

と。 心 はは やれ ど 幼稚の 某。 親み がた な 

き 人心。 恩顧の (>< ^來も 皆。 散り，^時iE 

謀って 秀衡 を。 一 太刀 恨みん 其爲 に。 跡 

を晦 まし 國を立 退き 。六十 餘州 を邇歷 し。 

しん ざ んぃ うこく  えう じゅ つ 

深山幽谷に 身 を 凝らし。 習ひ覺 えし 妖術 

ザん じゅつ  寰 うとく  さ M 

幻術 ^ 魏の孟 德を惱 ませし 左 慈が 傳 ふる 

稀代の 妙 術。 隱る& 時 は 芥子に も 入り。 *f 

また 現 はせば 天地に 跨り。 心の 儘に 身 を 

變じ。 S 神變 稀代 心の 儘。 錦戶刑 部と 心 
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を 合せ。 s を 奪 はん 汝が 胸中。 計り 知つ 

たる 我が 術に て。 おびき 寄せし も 心 を 合 

せ。 地 秀衡が 末孫 を 討って 亡父へ 手 向け 

ん爲。 勇猛 智謀 は汝に 在り。 我が 妙 術 を 

，よう r«s  , たい £ う- 

添 ふるならば 龍に 翼 を 生す る 如し。 大望 

成就 疑 ひなし と。 胸中 見拔 きし フシ 稀代 

の 曲者。 M ホ、 天晴 なる 汝が詞 。我が 大 

望 を 見 透す 上 は 何 を か 包まん。 錦 戶が巧 

みに m する は 彼が 權威を 借らん 爲。 * 褰 

成就せば 打殺し。 五十 四 郡 を 手に 握らば 

1 天 四海 も 一 摑み。 冠者 太郞が 家に 傳 

はる S れ 1^ とい ふ 一 陽。 疾 くより 奪 ひ 身 

を 放さす。 刀扮 の 次第 惰弱の 身持ち。 歸 

つう li つ 

つて 國へ 通達 すれば 館の 騒ぎの 虚に乘 つ 

て だて 

て。 事 を 謀る 方便 は樣々 ハ、、 、 面白 

やと S 惡に。 悅ぶ國 雄 も 勇み立ち ホ 、 、 

1^ う； a うがう け つ  ， _ 

ホ 心地よ き强勇 豪傑" S 返し 與 ふる 源 之 

助 。子孫の 榮ぇ請 取られよ と。 フシ 引立て 

出 づる源 之 助。 親の ェみも k 現。 刖れ 散つ 


たる 家来 ども 追々 尋ね a- 付ける 人彭。 

ャァぉ 旦那 是に 若旦那と。 苎 1 寄る 下部 

を拔 打ちに 右と フシ 左 へ 踏 飛ばし。 a 怪し 

めら れては 事の 破れ。 只 狼の 難に 遭 ひし 

と 言 ひふら す も。 密事の 血判。 やがて 再 

み や £ち 

會々 々と。 地 立^れた る 深 山路 や。 能 は 

ぬ 望み は 童 に。 花^き まじる^ 蹈山我 

が 家へ こそ は 三 H へ 立歸る 

第 二 

0 夜目に きらめく 鬥 構へ 磨き立て たる 金 

物の。 紋も羽 を 伸す 竹の 丸 冠者 太 郞義網 

の 上屋敷。 用心 鼓し き 拍子木の 昔 さへ 澄 

みて フシ しんくたり 。色と 酒と に 現な き 

身 は i 爆の もぬけ 殼。 高 尾が 肩に 義網公 

もつれ もつ る、 千鳥足。 跡に 付添 ふ稻妻 

荒 IT- 門外 近く 立留 り。 ョ 申し 殿様。 愛 

がもうお 屋敷う 現ない お 姿で は 御家來 中の 

見る目 も氣の 毒" 心 をお 付け 遊ばせと。 


« いへ どた わい も ぶら/^ 眠り。 S ァ 

ィャ 申し 高 尾^。 其 様に 氣の 毒が る 事 は 

ない。 假令 どうな されう が。 皆 殿の 御 家 

來 ばかり 怖い 者 は 一 たもない。 ドレ 御門 

を 開かせん と。 地 荒灘は 門の 戶 びら。 割 

れる ばかりに 打ちた- 1 き。 W 殿様 只今 御 

歸 翁なる ぞ。 御門 を 早く 開かれい と。 * 

言へ どひつ そと 靜 まって 7 シ答 へる 人 も 

なかり ける。 * 荒 港 はむ くり を 煮やし。 

0 コ リャ ャィ是 程に わめいても 返事 もせ 

ぬは寢 入って 居るな。 うぬら が 役 は 何 だ 

ちづた て 

と 思 ふ。 御門の 開閉す るば かりで 御 扶持 

を 食って 居る ではない か。 その 殿の 御歸 

館に。 た わ. S もない 寢 とぼけめ 等 ど 性根 

付けす は 荒 港が 門打碎 いて S: 供せ うか。 

つめら と * どって ぅ聲 俄に 騒ぐ 御門 

內 さっと 一 度に 高 提灯 はせ 達 ふ 人 音 足音 

フシ 思 ひがけな く 表 は： り。 * 門內 より 

聲 高く。  K 御 門番 は 伊達 ：5 郞明銜 。仔 
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細あって 相 勤む る 所に。 理不 i に 門 を 関 

けなん どと は 何者なる ぞ。 眞 直ぐに 名 を 

名乗れと。 * 詞に 仰天 荒 ig が" 暴風に 遭 

ひし 心地に て 皆々 フシ 答へ もなかり け 

り。 ム、 間え た 京 童 の ざれ 深く。 田 

舍 武士と て 翻 るよ な C 急 度 詮議 もすべき 

なれ ど。 一大事の 評議 最中 其 儘に 打 捨て 

置く。 ャァく 者 ども 御 鬥を嚴 しく 相 守 

くわん. S き 

れと。 *f 聲諸共 にしめる 戶の。 7 シ貫木 

入れた る詞の 錠。 * 稻 妻は氣 をいた め。 

0 コ レ /、荒 凝。 何にも. せよ 我が君 を。 

館へ 御 入れ 申さす ば 事の 樣 子が 氣遣ひ 

な。 裏門から 御供 せん。 ィザ 御出でと 

手 を 取る * 高 尾 も 共に 氣もそ ろ 裾 も ほ 

らノ、 みかへ す 裏の 御門へ へ 急ぎ 行く 

とほめ 

フシ 通れば 道 も 遠 ne^ ら。 星 を あざむく 

高 提灯。 晝 かとば かり 入々 は 只 うっとり 

な： A 

と 詠め ゐる。 地 港 助 は 詮方な さ C 御門の 

扉に ひそく 聲。 ョ此 S: 門 は どなたのお 


固め。 義網公 裨歸館 なれ ども。 表門 は 明 

衡 殴お 固めお 御 入り 叶 はす。 何卒 密かに 

此 門より 御 入り ある 樣賴み 入る と。 《^ 聲 

より 早く 高す よりす つと 見越す は 名 も 高 

き 和 泉 小 治郞定 倉。 S ャァ義 網 公の 御歸 

館と は 心得す。 此定 倉が 主君と 申す。 冠 

ぶん あるじ 

者 太 郞義網 公 は 五十 四 郡の 御主 C 西に 津 

島の 冠者。 東に は 伊達 ノ 冠者。 靜證の 御 

代に は國の 固め。 戰 場に 出馬の 時 は 百 萬 

騎 の大將 た. 9。 それに 何 ぞゃ女 童 を 引 連 

れて。 ム 、 コリャ 我が君 を 放埒な りと 世 

間へ 流布 させん 爲。 惡人 共の はから ひよ 

な。 《t 錦戶貝 田が 知らせに てお 家の 重寶。 

亂れ髮 の 刀 紛失と 追々 知らせ。 必定 逆 意 

の 者 共が 騒ぎに 紛れ 我が君の。 御身の 程 

も覺 束な し。 W 君 は 館に。 あると も。 無き 

とも 知れざる も 又侫人 ばらの 心 を 探る 一 

ifcf と。 御 鬥を 固め 此 通り 見れば 足弱 を 

速れ し 旅人と 見 ゆる C 門前に うろついて 


人に 見咎められぬ 様 。早く 立 去れ /\ と 

« 仔細 ありげ な定 倉が。 詞 と共に 門 内 も 

ひつ そと。 7 シ鎭 まり 音 もな し。 地 人々 

なか 

案に相違して。 ス H テ心を 痛む る 其 中に。 

寢 ぼれ 聲 なる 義網 公。 ，御 家老 衆の 例の 

堅み。 大切が る此門 も。 島 原の 大門 ほど 

に は 我等 嬉しう 思 はぬ く。 ィャ 又。 出 

口 は 和ら かみが 格^。 されば 廓 中 先生 達 

の 御 0 曰 1 に。 m 都 島 原 出 a の 柳。 かそ や 

れ /、 此柳。 サッサ かそ やれ 此柳。 蠲な 

ぞ とやった 所 はた まらぬ/ 、と。 港 現た 

わ, も フシな 力り けり  。 9? 隙 を 窺 ひ 荒 港 

が義辆 目が け拔き 刀。 目早く 稻妻 引きす 

りの け， - as ハテ 心得ぬ. 風 之 助。 御主 君 を 

討ち 奉る 極惡 人。 コリャ うぬ 譙ぞ に輯ま 

れ たな。 ヲ 、知れた 事賴 まれた が。 それ 

を 5^1! いふ もの か。 打 故した 跡で 言うて 

聞かさう 先づ うぬから と ぬ 切 込む 刀。 ま 

つかせ 合 點と拔 き 合せ。 打 合 ひ 打 合 ふ 白 


刃と 白刃。 電光石火 稻 妻が 手練に 刀 打 落 

ラ しろげ さ 

され。 行く 荒 港 後裝裟 7 シ 二つに なつ 

て 死して けり。 地ホ、 天晴 手柄と 小治郎 

定 倉。 JS 當 座の 褒美と。 地 投げ こす 一通 

a 委細 は それに 早 や 行けと。 * 詞は何 か 

7 シ しら 刃の 血し ほ 。地 一 先 づ爱を 高 尾樣。 

こ づ*< 

ァ ィ /、くと かい しょげに 小褸 引上げ 

我が 夫の 41 手 を 引く もな まめけ る。 姿の 

盛り花 紅葉。 タ、 キカ、 リ色 にた わい も 現な 

き 君 を 伴ふ稻 妻が 忠義 は 今に  一一 一 a 

第 三 

M 謀計 は 一 た日1 の 利潤。 神明 町に 一 構へ は 

貝 田 勘 解 由 直 勝が 屋敷。 義網 公の 館の C 

分けて 目に 立つ 華 |g の 造り。 手を盡 した 

さんぶす t つ はさ し 5 つ 

る 奥の間 は。 浮べる 雲の 金 襖 龍に 翼の 出 

頭 は。 7 シ誰 並ぶべく も 見え ざり けり 。地 

ちょっと 掃く の も 四 五 人が。 草臥れる 程 

廣ぃ 間に 狭い。 女氣 陰の 間の。 7 シ 奉公 


箒 持ちながら Bin レ ぉ辆。 此 様に 朝から 

まで 忙しい お 屋敷が。 廣ぃ 京に も あり 

やせまい 。发 から 近い 北 野 様へ。 一 寸參る 

事 さへ 叶 はぬ。 ソ レイノ 忙しい 中へ 心 も 

無う。 錦 戶刑部 様が。 三日に あげす お出 

でな されて。 旦那 樣と圍 ひの 内。 何やら 

二人 さし 向 ひ。 人に お隠しな さる、 は ど 

うでろ くな 事で は あるまい。 ヲ、 ろくで 

ない 事い はうなら ぉ館樣 はう か/ \ と 傾 

城 を 買 ひ 過し。 此 間から 行方が 知れす。 

や =- なさな た もちて 

お 大名の！ 1^ 落で も。 鐘 長刀の 持 手 は 無し。 

あぶな 

お供の 衆 は あるまい し。 マ ァ危ぃ 事ぢゃ 

ないかい なう。 ホン 一一 ソレ あぶない 次 手 

にこち の 若 日； 那。 船 岡 山の 歸り がけ 松 島 

樣に おはぐれ なされ。 蓮臺 野の 片 脇で。 

狼に 取り まかれて ござった を。 渐ぅ 連れ 

ましてお 歸 りなされ た。 しかし 狼で 仕 合 

せ。 ァノマ 美しい 若旦那。 狐な どが 取卷 

今」 す も Q 

いたら 跡が.^ 物になる なう おむつ。 サレ 


バ イノ。 どこに 思 ひ 入れが あるか。 熊 川 5? 

8 

とやら いふ 怖い 颜な 人に。 狐が 憑いて そ 

ぞろ言 。 それ を 祈り 鎮める と 狸の 极な山 

伏が。 憎て らしい f 咼慢 額。 狐 やら 。猩ゃ 

ら狼 やらで あへ かへ す。 狼より 恐し い。 

旦那 様のお 目玉 を。 地 貰 はぬ 様と 段々 に。 

掃除 7 シ しながら 次へ 行く。  S 襖 明ける と 

Is 足し。 脇目 も ふらす 源 之 助。 お S 屋敷 

の內も あぶくと 苦 は 色 か へ ぬ 松 島が。 

フシ 跡に 付添 ひ 立 出づれ ば。 詞隱れ もな 

い 大名。 太郞 冠者 あるか やい。 /、。 來 

たかく。 コレ お前に と 言 ふの ぢ やわい 

なう。 ェ 、 覺 えの 惡ぃ 人。 マ ァ 一 ® 初手 か 

ら 仕直さう。 サァ/ 、早う 立ち やい なう。 

アイ， （i。 そんなら あと を 致し ませう。 

昨夕お 前が 行 なう おなりな された 其 時 

に。 はっと 甲； - うた 悲し さと。 ぉ歸 りな さ 偬 

れた 嬉し さと。 地 何やら かやら で 持病の g 

瘕。 ちっとの 問お 待ちな され。 お 氣が盡 获 


きたらお 菓子で も。 《 -ィャ く 欲しうな 

い 構 やん な。 きつう 癢が 痛むなら 灸 をす 

ゑて やらう かや。 モ熱 いが 辛抱し やる か 

と。 * 言 ふ 顔つ くぐ 打 詠め。 接しい 今 

の 其お 詞。 夫婦と 思し 召せば こそ 0 愚し 

いお 心に もたん と 案じて。 7 シ 下さん す。 

あ 5 き  と. * さ i と-さ-^^  』 

思 ひ 出す も味氣 ない。 お 父 樣と父 樣が言 

ひ 約束の 無い 先から。 私が 心に 極めた 殿 

御 。女 冥加に 叶うた のぢ やと。 思 ふ 内 早 や 

おび 月。 祝言 をして 程 もな う 健忘と やら 

いふ 病。 神ゃ佛 の.^ 力で 御 本復 は 遊ばし 

で あ ひ 

て も。 御 一門のお 出 會に。 つまらぬ 事 を 

おっしゃる 度 。お いとしい やら。 悲しい や 

ら 。此後 とても 侮られ。 住む 甲斐 も 無い お 

身の上 。思 ひ やられて 悲しい と スヱテ 悔み 

淚 の。 折からに。 * 奥より しづ/,.^ 出で 

来る は 明衡が 一 子 千賀之 助。 立派に 出立 

たびし や- ！-ぞ く 

つ フシ 旅装 束。 * 松 島 見る より 是はく 

すぐ さえ  . h 

ョ直 様お 立ち 遊ばす か。 此頃何 かに 取扮 


れ問 はせ の 文 も； めす。 國 では 兄弟 同然 

に 仲の 好かった 文字 指 様。 お前が ぉ迎へ 

遊ばせば 私が 爲には 大事の 姉 様。 どなた 

樣へ もお 前から。 いかにも /、。誰々 へ も 

宜 きに 傳 へん。 源 之 助 殿に も 御 堅固に と。 

* いへ どうつ かり 氣の毒 を。 紛らす 松 島 

勝手口 。フシ 連れて 見送り 出で て 行く。  8«サ 

ァ是 から おれが 一 人 遊び。 鼓 も 太鼓 も爱 

にある と。 習うた 事 は 奇特に も。 鼓 取 

く. H ん むてん わう 

上げ 聲 張り上げ。 5* 抑 も是は 武 天皇 九 

こう 一ん  とも もり 

代の 後 風 。平の 知 盛。 幽聖 なり。 ナ * ス S ハ 

ァ 、 わしが 好きの 强ぃ 伯父 様が 出て ござ 

つた。 コリャ 面白い く。  S 打 物 業に て 

じ^ ャ 

叶 ふま じと。 珠數 さらく と ナホ スコ ハリ押 

し 揉んで。 跡より 出づる 奇妙 院。 塞い か 

なる 天魔 鬼神な りと も。 ナ * ス a 祈り 伏せ 

んす フシ 眼 付き。 地き よろ-, --- 目して 熊 川 

が。 何を閗 いて か 高 笑 ひ。 ョハ ゝ、 、コリ 

ャを かしい./ \。 日頃 堅い 顔して ゐる。 


六 條の左 近 殿が。 聖護院 のお 辰 女郎 を 嫁 g 

に 取る。 コリャ 取 持ちに 行かす ばなる ま s?^ 

い。 地 先づ。 盃は 三々 九 度。 祝 俵 も濟ん I 

で 床の 內。 しめて からみし 藤の 森。 松の 

ち と ォ  W ん *v 

千年と 契りし を。 小 t 郞が閉 いて 恪氣の 

燒餅 一 っ參 れ兵衞 殿。 ま 一 つ 参れ 兵衞 

殿。 SS ャァ 伯父 樣 その 餅 食た か。 H  、汚 

な。 一-一 下 91! 北 野 を 過ぎて 柏 野 や 。思 ひ內野 

にあれば こそ。 つめった 跡の 紫 野。 後 は 

むつごと  れん 5; い 0 こ つ £ 

互に 睦言の。 未來を 契る 連 直 野。 小 棲 引 

上げ 引きし めて。 裾 は ひら/、 平野の 宮 

へ。 思 ひなんく 七 野の 社。 緣を 切れと 

は。 ナ ホス Bin  、胴欲 ぢ ゃナ。 * わしゃ 何 ぼ 

でも 離り やせぬ。 殺して 置いて 行かし や 

ん せと。 泣い つ。 笑 ひつ 現な く とんと。 

フシ 倒れて 鼾。 地 奇妙 院は 一 心 不亂祈 

れど ら ざれば。 源 之 助 は精盡 かし。 

a ェ 、船な 山伏 ぢゃ。 二人 面白う 遊ぶ の 8 

に。 おのれが 邪魔 を 仕 をる の で。 伯父 樣も 


つい 寝入った。 サァ くと つと と歸れ 

/.\ ィ 、 ャ歸 るまい。 貝 田 殿の 賴 みに 

よって。 此 病人 を 本性に する。 若 al 者の 

知る 事なら す。 默 つて 居 ろ と 睨め付け 

る。 ヮ アイ 病人 を 癒す はお 醫者 樣ぢ やわ 

い。 わ いらが そんな 事した てて 一 つも 効 

く事ぢ やない。 邪魔になる 早う 歸れ。 シ 

ャ小癀 なる 素 丁稚め。 某が 術 を 以て^ 飛 

ぶ 鳥 も 祈り 落す。 世事に 分らぬ 大 馬鹿に 

言 ひ 聞かす に は 及ばね ども。 刑 部 殿の 賴 

くるめ  今 >  やら 

みに より。 義 網の 曲^ 通 ひ。 _i 羅の 下駄に 

呒咀の 文 を * き 履かせた る 故に こそ。 眞 

心 蕩けて 本性な し。 まった 是を 癒さん に 

は。 懐中した る 秘書の 一 卷。 此 中に 一 つの 

良藥。是を1|^-ませば義網も0元の通りに正 

ち み £ う リゃゥ 

しくなる 。かく 萬 事に 百 一る 某。 魍魅魍 魅 を 

なご ころ 

退けん は W 掌 を もって 大地 を 打つ よりい 

しるし  一 ら 

と 《^ し。 * イデ 験 を 見せん とて 又莉 

だか  ft 

高を柙 しもめば 0 源 之 助 は 撥 押 取り。 今 


b やし，^  あ け 

の 蛇 身 を 祈る 上 は。 何の 恨み か あり 明の。 

つ がね 

撞鐘 こそ。 す は/,、 動く ぞ 祈れた ピ。 

く。 引く や f 々 に 千 手の 陀羅尼。 不動の 

じく げ  くわえん くろけ む 》- 

慈 救の 偈。 明 王の 火 焰の黑 煙 を 立てて ぞ 

祈りけ る。 ナ ホス -"? 祈り 祈られ 源 五兵衛。 

みて ぐら  i う H- やう 

恐し や 幣帛に。 三十 番神 ましくて sli^ 

鬼神 は穢 はしゃ 出で よ/ \ と 貴め 給ふぞ 

や。 ァラ 腹立ち や 苦し やと。 奇妙 院が首 

筋摑 み. M 敷へ どう ど 投付けて。 稷ひ 重る 

肥滿 のから だ 大山 を 負 うたる 如く 指 を 

屈めん 様 もな く フシ 力、 リ 苦しむ €： に。 磬高 

く。  w~ 尊 ねても /(,-。 此上 嵐の 雲に 乘り 

て。 龍 女 は 南方に 飛 去り 行けば。 龍祌は 

猿澤の 池の 靑波 1  械 立て ナホ ス稱 立てて 《5 滅 

多 無性に^ 付けられ。 目 口 を 張って 奇妙 

院。 7 シ其儘 息 は絕 えに けり。 詞サァ 

是 から はおれが 居間。 其 山伏 を 人形に し 

て 遊ばう では あるまい かと。 a 言 ふ內ょ 

り も 死骸 を さし 上げ。 詞 中の/、 の 小 法 


師は なぜ 背が低い ぞ。 まっかう 髙 いわ W 

く。 地 氣の拔 けたのと 氣達 ひと。 誰に 8 

心 もお くの ォクリ 間の 換へ押 明け 入りに 

けり S 斯 くと 様子 もしろ 書院 。- 入来る 

渡 會銀兵 衞大場 I 益 作 ひて。 7 シ 座敷へ 

直れば。 それと 案 內に貝 田 勘 解 由。 词 

ホ、 渡會殿 御大 £g 千 萬。 シテ かの 一品 は 

調 ひました かな。 ハァ いかにもく 。委 

細と つくと 此 道益老 に相輯 み。 事 成就の 

後に は 新地 千 石。 證人 はこの 銀兵衞 則ち 

證文も 渡し 置く。 ナ 一一 道 益老。 綬 前お 賴 

み 申した 通り 調合の かの 毒藥。 勘 解 由 殿 

へお 渡し あれと。 * 指 圆に道 益 近く 措 寄 

り。 《 -ぉ輯 みの かの 毒藥は 我等が 家に 傳. 

はる 秘法。 醫の道 は 仁術に て。 人の 命を斷 

つ 事は醫 家に は 固き 禁め なれ ども。 國の 

爲 との 御 事故 調合 は 致せ ども。 先づ 何人 咖 

にこの 藥 御用 ひな さる. * や。 * 承って 上 ほ 

の 事と いぶかる； S 色。 《1 ホ尤の 尋ね 。國 获 


の爲 家の 爲。 其 毒 藥を用 ゆる は 若殿 IS 喜 

代 君。 H  、と は 又 何故。 ヲ、 錦 戶刑部 殿 

に 此家國 を 横領 させ。 我々 も 諸共に 國郡 

の 主と 成り。 榮耀榮 花 を せん 計略。 スリ 

ャ銘々 が 國の爲 さ。 ナ- 一鶴 喜 代 君に 毒 m 

と はお 國を亂 さん 國賊 共。 長袖 なれ ども 

忠義 は 忘れぬ 大場道 益。 知行に ほ だされ 

非義 非道に 與 せんや。 地檢 はしき 船 紫と 

暂時 も； I 席勿體 なやと。 つつ 立 上る を 銀 

兵衞が 立ち塞がって どこへ/ \。  a 大事 

を 開かせ 歸さ うやと。 地 留めても いっか 

な 一 徹 老人 貝 田が 拔 打ち 後 s« 裟。 すぐに 

止めの。 7 シ I ゑぐ り。 ァ、 時代 にん" 

はぬ 忠義立て。 たと へ 得心した とても 打 

放さで は 後日の 難と。 * 懐中 さがし 取 出 

す 包。 BI コ レ サ銀 兵衞。 此 一 包 は 貴殿に 

渡す。 豫て しめし 合せし 通り。 ナソレ 早 

く ハァ 委細 承知 仕る。 地 追 付け 5£ 

左右お 知らせと 7 シ館を さして 齪り行 


く。  5f 跡に 勘 解 由 は 血 押 拭 ひ。 死骸 片手 

に缀 上げる 叠。 さあらぬ 鱧に 傍へ なる。 

臺 子の 签へ打 込む 毒藥 元の 如くに i1 f ゾ 

取 繕 ひ。 a ナ- 一松 島。 それにお 居 やる か。 

あ ひ 

松 島々々 と 呼ぶ 聲に。 地 あいと 返事 も 合 

の 間の 澳 フシ 押 明け 手 を 突けば。 ホ 、 

嫁 そちゃ 先程より そこに 居る か。 何ぞ樣 

子を閉 いたか 見た.^。 ィ 、 ェ。 何にも。 

ム 、知らぬ ぢ やまで。 ィャナ -1^ 島。 今 

朝より 何かと 用事 繁くほ つ とり と 退屈し 

た。 幸 ひの 签の 沸り そちが 手前で 藩 茶 一 

た  しう と 

服。 塘點 てて くりやれ と 底意 ある 0 舅の 

.  ふ 9  くれな ゐ ぶけ 

詞松 島が。 立 寄る 振の 紅の。 朱 を i^t ふや。 

紫の。 服紗 さばき もし をら しく。 本 7 シカ 

カリ フシ 點 つる 茶 筌の 泡よりも。 先へ 消え 

行く 命と は。 心 も 付かす 氣も 付かす。 行 

儀 正しく  7 シ差 出す。 地 茶 椀 取上げ 貝 田 

勘 解 由と つくと 詠め。 ム 、 色 も變ぜ す。 

ちっとも 怪しき 體も なき は。 ハテ 奇妙の 


,菘 法。 ハァ、 搭 しゃこの 毒薬 を 膳部に 加 g 

へ 進めな ば。 鶴 喜 代は卽 時に 落命。 ハ 、 I 

ハ , 地心 地よ やと 7 シ高笑 ひ。 地 間いて I 

:E り 松 島が。 心 は 千々 に 浮 島 や 水に 7 シ 

漂 ふ 思 ひなり。 S コリャ 松 島 。とてもの 

事に 此 薄茶。 其方 そこにて 獨り 服せ い。 

ェ 、。 ィャサ 驚く 事 はない。 其方が 父 伊 

達 明 衡は義 網の 一 族。 忠義立て する^ 

め。 鶴 喜 代 を 毒害しても 刑 部 殿へ 國の政 

道 仰 付けられ なき 內に。 事露顯 せば 大望 

の 妨げ。 現在 明衡が 娘の 其方。 ャモ 生けて 

置いて は 夜が 寢られ ぬ。 様子 閒が うが 閗 

くまいが。 どうで 助けぬ そちが 命。 其 毒 

藥を 試みて。 死んで 見せる が 男へ 孝行。 

« サァ吞 め。 くらへ と 舅の 詞。 思 ひがけ 

なき 松 島 は。 暫し スラァ 途方に 暮れけ る 

が。 地漸 うに 7 シ顔を 上げ。 地 明 街が 娘 

の 私。 若君 様への 毒害 を。 と、樣へ：5^さ 

0 

うかと 。思 召しての お 疑 ひ 0 無理と はさら ^ 


さら 存じ ませね ど。 姬 御前の 身 は 生れて 

より 三界に 家 無しと やら。 夫 を 神と も佛 

とも。 大事に する が 世の 敎へ。 其 夫の 父上 

と- "さま 

樣眞賓 ほんの 父 様より。 御大 切に 思 ふ も 

のた とへ どうした 事に もせよ。 お 身の 御 

難になる 事 を。 何の 人に； K さう ぞ。 未練 

*  W ん 

に 命 惜しい とも 地 微塵 思 ひ はせ ぬけれ 

ど。 心に 懸るは 我が 夫の <^ しいお 心 故 女 

夫と いふ は 名ば かりに。 つ ひに 一度の 添 

寢 さへ。 馴染む 程な ほ 頑是ない。 氣 にも 

私 を 女房 ぢ やと 思うて ござる がお いとし 

い。 離れと もない 死にと もない。 何々 の 

整 文で K 人に は 言 はぬ 申し ませぬ。 S 命 

を 助けて 給 はれと ロ說 いつ 泣い つ。 伏し 

をが み。 伏拜む 手に 露 IT つた ふ淚 の瀧津 

t み  や  * 

浪。 岩に 堰 かる k  7 シ 風情な り。 地 か- 

わたら ひ  *i つ さ を 

る 所へ 渡 會銀兵 衞色眞 蒼に ^来れば。 勘 

解 由き つと 見。 ャァ 合點の 行かぬ 貴殿 

の 顔色。 首尾よく 毒害し おふせし か。 ァ 


ァ 心許なし 何と/、。 されば く。 直ぐ 

様 館へ 馳着 きかの 膳番 にしめし 合せ。 膳 

部に 殘らす 毒 を 入れ。 サァ仕 « ませし と 

すんぜん しゃべ 

思 ふ 所に。 ィャ モウ 地よ い 事に は 寸善尺 

ま  _んだ さんご じゅ 

魔。 S 若殿の 御手 遊び 枝 珊瑚 樹の 鉢植 が。 

微遷に 割れし は 心得す と 母 政 岡 あやし 

めば C かの 強力 者の 節 之 助。 正しく 毒に 紛 

ひなし 其輟入 を白狀 せよ と。 膳 番川峙 軍 

さすが f 

八が 曾 筋 插んで 手詰めの 場所。 追 老功の 

刑 部 殿 急き にせいた る 風情に て。 軍 八 を 

魔 二つ 傍に 居並ぶ 近習 小姓 腰元 茶道に 至 

るまで。 十 人ば かり 卽 座に 手 討。 白狀す 

べき 手^も 切れ地 只今 評議 &; 最中。 いか 

が 計ら ひ 申さん やと。 靑息吐 患 フシ 訴ふ 

れば。 地 さしもの 貝 田 も 溜息つ ぎ。 ，ニー 

ェ 十が 九つし お ほせし に殘 念々々。 さり 

ながら 素早き 刑 部の 計 ひに て。 If^ 議の根 

を斷 つたる は 天喑の 働き。 しかし。 政 岡 松 

が 枝なん ど 鶴 喜 代が 傍 を 離れねば。 事 を 


計る に 便な し 0 ガ其 毒藥を 見出せし は。 外 « 

に 逆 意の 者 ありと 思 はせん 計 ひなり と。 

却って 彼等に 難題 を 一一 m ひかけ。 遠ざける 

h ゥナぃ  いう 

謀計 は 刑 部と 兩人 計ら はれよ。 暫時 も猶 

よ  わたら ひ 

豫 なりが たし。 早くく に * 渡 會は。 又 

引つ かへ し 7 シ甌り 行く。 詞嫁々 コリャ 

松 島 。斯 くしお ほせねば 猶の事 。いよく 

命 は 助けられぬ。 覺 悟して 早く 呑め。 ァ 

ィ。 サァ li ^め。 アイ。 くら はぬ か 死 女郞。 

サァ。 サァ くと 地お ひ 廻され。 悲し さ 

つら さ 一 世の 瀬 戶 際。 襖ぐ わらり と 源 之 

助 拔く手 も 見せす 松 島が。 肩先す つばと 

u 下ぐ る。 ゥ ンと ばかりに かっぱと 伏す。 

血 刀 "gljf, に 取 直し ぐっと 突 込む 左手の 

あまら  が-つき I 

g-o 日頃に 變る 立派の 覺悟。 7 シ强氣 の 

勘 解 由 も： E り 仰天 C  * 手 負 ひ は 苦しき 額 

振 上げ a 日頃 愚鈍の 私が。 か k る 有様 膨 

父上の 御 不審 は 御尤も。 錦戶 殿と しめし M 

合せ。 勿體 なく も 主君 を 失 ひ。 國を楚 は ^ 


ん御 企ても。 子孫の 榮 華に あらせん 爲。 

地 その 萠し を鎭 めん 爲。 いつぞやの 大病 

を是幸 ひと 作り 阿房。 現な き 身の 行 作 も。 

主人 を 掠める 冥罰 は。 枠に 忽ち 報いし と 

サんび 

先非 を 悔いて 本心に。 お成りな さる、 事 

もやと。 51 心 を 付 くれ ど此頃 は。 彌 募る 

惡 事の 企て。 父 は 子の 爲に隱 し。 子 は 父 

の 爲に隱 すと。 古語に 引き かへ 親と 子の 

心. に隱 しあ ふ。 a 不忠 不義の 御 心。 諫 

言 せんに も 情な や。 a 明 衡が娘 松 島。 某 

が 妻と すれば。 女に 引かされ 大 の 妨げ 

なす かと 思さん かと。 地 不便ながら もこ 

の 如く。 手に 褂 けたる は 女房の。 緣に迷 

はぬ 心の 潔白。 仕込みに 仕込みし 御 企て。 

甲 ^ ふ圔の 外れし は。 天道 誠 を 照し 給 ふ。 

しるし 

フシ 是 a 前の。 證ぞ や。 》s 近き 手本 は 船 

岡に て。 鳥 を 取らん と 眼前の。 慾に 迷 ひ 

て 山 深く。 難に 逢う たるまつ その 如く。  * 

國 郡の 愁に 耽り。 我が身 を 忘れ 深 入し。 


終に は 御身 を 亡し 給 はん。 淺ま しゃ 父の 

惡 の 根本 は。 私と 云 ふ 子 故の 闇。 その 

迷 ひの 根-お を斷っ 我が。 生害 は 先祖 代々。 

傳 はる 貝 田の 家の 苗字。 汚さ じ ものと I 

心に 。思 ひ 込んだ る 孝の 道 。心の 迷 ひ を ふ 

つつと 切り。 惡事を 思 ひ 止って たべと。 

孝と 忠義と 二つ 三 つ 弱り 行く 身の 松 島 

が。 衩 はさう したお 心 か。 さう と は 知ら 

す 今まで も。 御病氣 故の 現 言。 どうぞ 本 

復 ある 樣と 烏の 鳴かぬ 日 は あれ ど 泣. S て 

祈らぬ 神様 や。 佛樣 まで 御 苦勞を 懸けぬ 

願 ひもな かりし に。 今の 立派な お 詞を悅 

ぶ 甲斐 も 情ない コ レ。 此ぉ姿 は 何事 ぞ。 

此 世の 緣は簿 くと も。 未来 はやつ ばり 夫 

婦ぞ やと。 痛手 も賊 はす 絲り 付きいた は 

る 息 も。 結え， o\ に 賴み。 すくなき フシ 

其 風情。 S 强惡 不敵の 貝 田 勘 解 由。 a ハ 

ハ、、 、 ハテ ほざいたり 不孝 者。 子が 死 

たうが 親が 死なう が。 思 ひ 込んだ る 我が 


大望。 いっかな/、 翻さぬ。 親に 逆ら， つ 伽 

天 にて くたばる は 不孝の 罰。 思 ひの 6- 先 

代 

に 苦痛 を ひろげと。 ® 二人 を はった と路 が 

飛し 7 シ兑 返り もせす 入りに ける。 港 様 

子と つくと 物陰より ぬつ と 出で たる 源 五 

兵衞。 K 只 田が 胸中 合點 行かす 事 を 謀ら 

ん其爲 に C 狂氣の ai に 何もかも 聞き 拔ぃ 

たれ ば 運れ ぬ 勘 解 由。 * イデー 插 みと！ 

行く 勢 ひ。 マァ /、待った 源 五兵衛 殿と 

苦しき 體取鎚 り。 a 忠義に 凝ったる 貴殿 

と は。 知った る 故に 法 印が。 H みの.？ 5- 第 あ 

ど 打って。 白狀 させし も 我が 父の。 百 分 

が 一 の 罪 亡し。 地 我 も 少しの 忠義 ぞゃ。 

a 主に 叛く父 勘 解 由 果て は 匁の 鍺 屑と。 

なり 給 はんと は 思へ ども。 眼前 親の 憂き 

目 をば 0 何と 見て 居られう ぞ。 S 相果 つる 

とも 魂 は。 四十. 日が 其 間。 此土を 去らぬ 

と閗く なれば。 死しても la ゆる 我が 悲し 2 

み。 せめて 暫 しが 5： なりと も 父の 命を延 » 


ベ てた ベ コ レ。 + はの 際の 願 ひ ぞゃ。 コ 

レ手を < ！:: す 源 五 殿お 情お 慈悲と 身 を投伏 

し 歎けば 共に 松 島が。 合す 兩手 も；； 々と 

今 を 限りの 二人が 孝心 貞女の 節義に 

は 。さし もに 荒き 熊 川 も 。目 をし ばた &き 

ねいあく じゃち 

居たり しが。 侫惡邪 智の貝 田が 枠に 。斯く 

けた <  げ 

も 忠孝 描 ひたる。 晴健氣 の 若者よ な。 

親 は 子 故に 迷 ひもせ で 子 は 親 故に 迷 ひし 

よな。 赦 しがた き 勘 解 由 なれ ども 汝が孝 

心 厚き に 免じ。 け ふの 様子 は 何事 も 知ら 

ひと しづく 

す覺 えぬ 氣違 ひの。 目に はこ ぼさぬ 一 零。 

ハ ァ、、 、 、 、有難 淚 末期の水。 引取る 

息 も 一 時に 哀れ。 はかなき。 7 シ 最期な 

り。 地 ほろ りと こぼす 勇者の 淚。 し をる 

る 熊 川 庭先へ。 貝 田が 下知に て數 多の 家 

來。 ばらく くと 追 取り 卷 き。 a ャァ 

佯氣 ちが ひの 源 五兵衛。 通すな やら じと 

呼ば はったり。 S ム、 ハ、、 、 常の 力に 

百倍 增し。 氣達ひ 力の 源 五兵衛な らば 手 


柄に 留めて 兑 よと。 地 庭へ ひらりと 右左。 

捕った と 掛かる を 引 寄せく ばらり く 

と。 一 i へ人碟 て？ f 强カ， 手練の 働きに。 コリ 

ャ叶 はぬ と フシ 皆ち り/^。  * 思 ひがけ 

しらめ あて 

なき 後より 頭 B 當に打 付く る。 釜の 熱湯 

毒 氣に噎 び 思 はや 尻 居に どっかと 伏す。 

ナ き  てう-つ 

透 へ 切 込む 貝 田が 刀受 けたる 強力 手水 

鉢。 微塵に なさん と 振 上ぐ る。 さすがの 

貝 田氣 を： 杏 まれ a 入る 跡 へ 又む らく。 

出合 ふ 大勢 打 付く る 石に 打 たれて 7 シ人 

すし  し み 

の^。 地 我が身 もどう とふし. <\ に。 染 

込む 毒 氣に眼 も 眩み。 勇 氣も碎 け 無念の 

齒 がみ。 詞ェ 、 口惜し や 殘念ゃ 。やみく 

と 毒薬に。 命を果 すか 奇怪 や。 此上は 何 

千 萬 日本 國が 寄せく ると も 死物 狂 ひの あ 

ばれ 死。 地 敵の 屋敷に 我が 屍。 いっかな 

ひと だね 

殘 さぬ 人種の。 有らん限りと 氣を 固め 踏 

出す。 足 もた ぢ くく 弱る 雨足 踏みし 

め.， （-。 支 ゆる 奴 ばら はりの け 殺 殺し 踏 


殺し。 人 無き 原 を 行く 如く。 萬 夫 不當の 

豪傑 も 運つ きの 輸ゃ熊 川が 武勇の 程 こそ .， 

三 まへ ゆ 、 しけれ 

第 四 

地姬氏 國と甞 きし 資誌 こそ 四百 餘州 の粹 

ならん 。フシ 國は あれ ど。 取 分けて。 都 

した も Q 

の 水で 磨き上げ 娘 り の 口 S 者が ォクリ 前 

垂れ か ォク- たす き。 掛け まく も 髮形さ 

へ 手品 さへ。 和ら かさうな 豆腐屋の。 內 

を 手 傳ふ小 息子が。 7 シ 水の 垂 るの を燒 

き 立てる。 地お かべ I 重の 隣に は。 何す 

る 人と しら 浪か しかと は 見えぬ 男振り。 

うばた s 

フシ され ども 此人晝 をば 何と 烏羽玉の。 

夜なら で m 覺め給 はぬ は。 いと 不審 多き。 

すぎ は ひなり。 地中 問と も 侍と も。 わから 

ぬ 腰 付せ いひつ 合羽。 あたりう そく 立 i 

うぎ よ と へい  ^ 

止り。 S 浮世 渡 平 はこの 宅な。 地 在 宿な 代 

らば 御意 得た し。 "3 ァ、 誰ぢゃ 喧しい。 錄 
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あした  ゆうべ 

用が あるなら 明朝 ござれ。 ム、 昨夜の 義 

理を 取りに 来たの か 晚には 是非とも 行く 

す £ 

程に。 其 時に 一 所に 滴す ィャく 左樣の 

用事で なし。 《t 自他 共に 御意 得た し。 a 是 

非 逢ふ氣 かそん なら 其戶を ぐっと 押し 

た。 ァ、 コ レ./ ^靜 かにしょう ぞ こぼれ 

物. かごんす ぞゃ。 ァリャ こそ^ I 引つ く 

かへ  そ さう 

り s した。 f? 鹿 相な 人と ぬつ と 出す 顔 は 

しろと  らくやき 

を かしう 惡 光り。 素人の 燒 いた 樂燒の 中 

にぎろ つく 目 を 擦りく。  WH 門 兵衞樣 

さて 樓 じい 降りで ござります。 そして マ 

ァ何ぞ 用で も ござります か。 ヲ 、 サ/ k 

« 密々 の 用事 も あれば。 內へ這 入って 其 

様子。 S イエく 内 は 雨が だ X 拔け 。外の 

方が 增 しで ごんす 。然 らば 是で申 付けん。 

主人 錦 戶刑部 殿 其方 へ ぉ賴 みなされ たき 

は餘の 儀で もない。 隣の 豆镇屋 は。 傾 域 

高 尾が 親里 なれば。 * 冠者 太郞 諸共に 尋 

ね 来らん は 必定 其 時には 折 を 窺 ひ 人知れ 


す 二人共に 刺殺し 捨てられよ。 此儀 首尾 

す も よ 

よう 仕お ほせな ば 某が 推 舉 して。 侍に 取 

立てる。 ョ 斯様の 事 を 申 付ける も。 先日 屋 

敷で 博の i£。  二三 度の 出會 に。 * 汝が魂 

ひとへ 

見拔 きし 故 偏に 奉公 勵 まれよ。 3^長りま 

した。 スリャ 隣の 豆腐屋 は。 ヲ、 サ高尾 

が 親里 若しも 尋ねて 来まい もので もな 

し。 来た 時には。 ハテ氣 遣 ひさんすな。 

びん rf ふゆる  』 

貧乏 搖ぎ もさせ ませぬ。 ハテ さて 小氣味 

のよ い 男。 *t 然 らば 隨分 手ぬ かり 無う。 

萬 端 貴殿 を I 入る。 S 近日 ゆるく 御意 

得ん と。 詞は IK 晴萬石 取り。 腰に 二 腰 さ 

ゥ さん 

しこなす。 銀 持へ も 胡 散なる 。なまり フシ 

散らして かへ りけ り。 at よう お出でな さ 

れ ました。 コレ星 敷に よいの が 出来たら 

かなら す 知らして 貰 ひましよ ぞぇ。 沙汰 

無しに しょまい ぞぇ。 ァ併 しあいつ も錢 

なし ぢゃ。 ちっと 負ける と 小言ば かり。 

ェ 、 あったら 夢を覺 された。 ま 一 寝入り 


見知ら そと a 入る より は や く 高鼾 オタ" 

着の みへ 着の 俊氣散 じなり C  R サァ ノ、 

申し 重 三 様。 大分 仕事の はかが 行た C 地ち 

つと 休んで くださん せ。 s イエ/、 お 構 

ひなされ ますな。 女氣の 無い 私が 內。 湯 

ぢ やの 茶ぢ やのと 親子と も。 毎度お 世話 

になり まする。 コリャ そのお 禮で ござり 

ます。 七 兵 衞殿は 病氣で 宿へ さがって ゐ 

られ るげ な その 間 は 御 遠慮 無う。 お 遺 ひ 

なされて 下さり ませ。 まだよ っ程此 豆腐。 

手 序にみ な 片付け ませう。 そんなら さう 

して 下さん せ。 f 串 を 刺いて 仕舞 を。 

ィャ 申し 重 三樣。 斯うして お前と かう 並 

んで。 此樣に 精出す も。 世帶の 稽古して 

見る と。 ほんに 嬉しう ござんす る。 地 初 

めて 見 染めた 其 時に。 いとしら しいと 思 

うたが。 瘤 を覺 えた。 始めにて。 廻らぬ 

じし よすが 

筆の 跡 や 先。 譯の 無い のが 錄の 端。 綠求 

めて 寐て そして。 寐る度 毎に 可愛 さの。 


十寸鏡 取る その 隙 も。 寐た間 も 忘れた 事 

は 無い S ァ 、 コ レく。 豆腐 を 其 樣に振 

廻す と。 私が 身 內は眞 白に。 人の 白 あへ 

が 出来ます る。 ホン-一 嬉しい お 志。 ちつ 

とも 仇に は 存じ ませぬ 。元 私 は 小さい 時。 

餘 所へ 養子に 參 りました が。 先が 皆死果 

てて。 此頃親 仁 を 尋ねて 參り。 一 „ ^餘り 

京都の 住居。 近所に 馴染と いふ は 無し。 

南無 三 豆腐 を眞黑 にした。 モウ 親身と い 

ふ は 親 仁ば かり。 御存じの 通りの あ V い 

ふ氣 性。 ャ 申しお 幾 樣ぇ此 上ながら ぉ賴 

み 申します 0 あれ まだ あんな 固く ろしい。 

他人の 様な 事ば かり。 お前の 心に k 子が 

ある。 かけご も 何にも ござり ませぬ。 

ほんに か は ゆう ござります。 其 ござり ま 

すが わたし やい や。 そんなら 可愛い 女房 

ども 。私が 心 は此燒 豆腐。 * たと へ 火の 中 

水の 底。 IS そり や ほん/ J\ で ござんす か。 

幸 ひ 酒 も 愛に ある。 改めて 內 祝言。 必す 


？ い はしゃん すな。 何 の « を 誰が ilnAJO 

そんなら ほん まに 此方の 人。 女房 ども。 

ヲ 、 嬉し やと 抱き付き。 締めから みたる 

若 藤 や。 若紫の 若 女 夫 面白 盛り 7 シ花盛 

り。 詞ァ、 ィャ晝 日中 この やうに 。ひつ 

ついても 居られまい。 お袋 樣は 今朝から 

南禪 寺の 方丈 樣へ。 ァ、 雨 もどう やら 止 

みさうな。 地 幸 ひ 豆 街 も 出来て ある。 詞 

ぉ迎 ひが てら 往て來 うと。 地 ぁぢに 世話 

をば 燒 豆腐。 提げて いそく  7 シ出 でて 

行く。 地 日影 はつらく 忍ぶ 身 は。 文 B 薄 

にお ぢて菅 の 蓑。 み伞と 申せみ 侍。 i の 

姿に しょんぼりと。 高 尾 を 先に 義綱 は。 

と ある プシ小 陰に 立 休ら ひ。 E ヤコ レ髙 

尾。 冠者 太郞義 綱と もい はる、 身が。 鳥 

おどしの 樣な形 をして。 そなたと 斯うし 

て 道行 は。 此 頃で 無い 大當 り。 今日の 趣 

向 を 皆に 見せたい。 呼んで こいく。 ァ 

ィ くィャ 申し 殿樣。 モウ 爱が 私が 家。 


サァ くお 入り 遊ばし ませ。 又 この 錄助 jg 

殿 は 何して ぞと。 * 言 ひつ、 寄って 蓑 笠 

を 7 シ ぬがせ 申せば 義網 公。 すっと 通つ 

て 誰 そ 居ぬ か。 誰 そ 居ぬ か。 爱へ來 て 足 

洗へ。 つ ひに して 見ぬ 世話 事で。 今日は 

大分 草臥れた サァく 早う も。 地 k 現。 

て だら ひ 

恂 りしな-から 娘のお 幾 手盥に 汲む 豆腐の 

さは 

湯。 お 足に 解る 和ら かな。 手先に ふっと。 

.C さ ラ ち 

E ム 、穢ぃ 家に 似合 はぬ 奇麗な 娘。 一夜 

の 情 を かけて くれう 悅 ベく。 今の 袞美 

に 何 をが な。 ヲ、 幸 ひく。 今まで 履い 

た それ。 その 下駄。 あた.^ まりの あるの 

いも *>  しるし 

を 遣 はす ぞ。 是が 妹脊の 固めの 證。 後日 

に 嫌と 言 はさぬ 樣に。 i£ 間 どもが 常にい 

ふ。 下駄 をし つかり 預けた ぞ。 コリャ 誰 

か ある 案內 せいと。 * 上座へ 直る も 千鳥 

足。 門より 高 尾が。 f レ妹。 久しぶり I 

の 姉が 顔。 見忘れ はしゃら ぬか。 何の マ £ 

ァ 忘れ ませう。 地婶樣 よう 来て 下さん し 
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た。 此 間から お前の S -。 とや かう 聞いて 

案じた が。 お前の 事 を 一一 m 出す と 母找の 

不機嫌。 モウ 何虚 にどう して 居 やん すぞ 

と 案じぬ 日 は ござん-せぬ。 が 母 様 はさつ 

きにから。 南禪 寺の 方丈 様へ。 往 かしゃ 

ん して 留守 なれば。 ぉ戾り 次第よ いやう 

に 。私が 言 はう 必す 案じさし やん すなえ。 

ヲ 、よう 言うて たもった。 曲^へ 往て逢 

はぬ 中。 テモ マ ァ 大人しう なり やった の。 

それなら 母樣 はお 留守 かや。 ィ ヤコ レ此 

お 方 は 大事のお 身 跡から お供 も 来る^ ど 

に 。ちっとの 間な りと 奥 C 間で。 御 休息 さ 

しました いと。 地 どうやら 譯も ある 體 を。 

見て取る お 幾 は 手 をつ かへ。 ™ 見苦しけ 

れど 奥の間へ ィザ御 入りと す& めら れ。 

ヲ 、 行かう くサァ * 髙尾 もお ぢ やと 打 

連れて。 一間の 7 シ內へ 入り 給 ふ。 e 道 

たそがれ どき 

にお くれて 稻 妻が もき 尋 ぬる 黄昏 時。 

南禪 寺の 門前 は かと 人に とうふ 屋の。 


門 を そこ こ i 行 迷 ふ 15^ りか  りし 7 シ主 

のお 澤。 ァ 、 ィャ 申し 卒爾ながら 物 問 ひ 

ませう と。 《?兑 八 口 はす 顏。 謂 H  、お前 は 

かうな み 

神 浪山左 衞門樣 では ござり ませぬ か。 ャ 

こな 核 はお 澤樣。 テ モマァ 久しぶり でお 

達者な 額。 お is も 御 無事で お 嬉し や。 

サ、、 、マ ァく  7 シ 此方へ と 我が家の 

內。 山 左 衞鬥 取り あへ す。 詞ャナ 一一お！^ 

殿。 思 ひ 出せば 十六 年 以前。 若氣の 至り 

と 女に 馴染み。 因果と 懐胎 C 生れ 落す と 

i  し を 

•  女 は 相 果て。 ァ いか 樣ナァ 若い お 人の 萎 

たらと。 吞子 抱へ うろく さっし やる 

氣の毒 さ。 しかも 辰の年。 反の 月 辰の 日 

辰の刻の。 ほんに 珍ら しい 誕生。 幸ひ此 

方に も あり。 姉と 一 所に ます 內。 斷 

り も 無う お前 は 家出。 滅相な 人ぢ やと 思 

うたが。 死んだ 佛 のい はしゃる に は。 餘 

所の 子 を 世話に する も。 一 方なら ぬ 他生 

の 錄必す 末に 召さるな と。 * 夫婦して 


育てる 中 其 愛らし さ 可愛らし さ。 何時と 

もな しに 此方の 娘。 K 成程 其筘 我ら 旅よ 

り：！ りお ね 申せ ど 方 知れす。 不思議 

な 事で 今日と いふ 今日。 廻り 逢うた も 古 

主の 御 恩。 シテ 其" 娘 は 何と 致した な。 サ 

たか  はう さう はしか 

ァ お腹 I つ 痛ませす。 疱^^麻疹も輕ぅ仕 

舞 ひ。. GT 慢ぢ やない が此 界隈に。 ま 一 人と 

無い よい！^。 シ テマ ァ お前 は 何故に。 ァ 

アイ ャ 拙者 只今 仕官の 身。 稻妻鄉 助と 名 

を 改め。 お 主の 供して 此邊 りに。 傾城 高 

尾の 親里 尋ね。 何と おっしゃります 傾城 

高 尾の 親里 を 尋ねて か： イカ 一一 モヲ、 其 

高 尾と いふ はわし が 娘のお 種ぢ やわい 

の。 H  、さう と は 知らいで 是 はしたり。 

n レ ハ したり コ レ ハ したりと * 絕 えて 久 

しき 名 乘合ひ C 問う つ 問 はれつ 憂き 事の 

はたし あ 

つもる フシ 數々^ 40 ひ。 a 様子 閉 きぬる 娘 

のお 幾。 拉 はほん まの 父樣 か。 お 後し や 

と 取 る。 ^れ 程經し 親子の 名乗.^。 流 


&剛氣 の鄉助 も。 親 は 泣 寄り 0 に淚。 大 

つげな うて 哀れな り。 母の 聲ぞと 聞く よ 

り も。 高 尾 は 奥より 定り 出で。 おなつか 

しゃ 母 様 苦 の 身の 悲し さは。 長の ハキ月 

jil 一一？ せす。 ようまめ で 居て 下さん した。 

* 殿様のお 世話に て 曲 輪 を 出で し 程 もな 

う。 御身に 迫る 愛き 難 一!。 暫 しの 内の 御 

不自由と 大事の 殿様お 供して お前 を目當 

てに。 ム、 そんなら 何と 言 ふ 殿様のお 

^して。 アイ さっきにから 奥の間に と。 

地 開いて 心 も 落 付く 鄉助。 何 思 ひけん 母 

親 は。 高 尾が 7 シ手を 取り 門の 口。 地 突 

出して 戶をぴ つし や 00  55 そなた は爱に 

置く 事なら ぬ。 何方へ なりと も 勝手に 行 

けと。 詞に拘 り。 H  、そり や 又 なぜで ご 

ざん する/ \.,/\。  假令 どうい ふ 事 あ 

りと も 殿 樣の傍 放れ。 脇へ とて は 行く 事 

いや。 惡ぃ 事が あるならば 堪忍して 下 

さんせ く。 コレ S 樣。 # 詫 言して たも 


妹と。 - ス, - おろく 淚ぞ フシ 道理な り。 

？-妹 構 ふな； t 浪樣 もお 椅 ひなされ な。 ャ 

ィ高尾 科 は そ S 身に 覺ぇ ある 苦。 束國に 

て 誰 あらう。 肩 も 並ぶ る 入 もな き 冠者 太 

^義網 公。 お 膝 を 入る 、所 も 無う。 見苦し 

い へ.^ 入りな さる は 誰故ぢ や。 . ^こ 

ない のリ とし 

そ は此身 なれ ども。 古 へ は 高 橋 幸 E 敎俊 

t て。 秀衡 公の 御 扶持 人。 いかに 流浪し 

たれば とて。 現在の 汝ゅ ゑお 家 を 亂し殿 

樣 に。 御 悪名 付けさせて。 過ぎ 逝かれた 

幸 S 殿。 先祖へ 對 し言譯 なし。 御 家中 廣 

き 其 中に。 忠臣の 武士 あらば 1 を 殺して 

惡 道の。 根 を 絶つ 人の あり もやせん と。 

母が 一悟 は コぃ爱 にと。 * 佛 擅より 取 出 

i  i  ^  しる 

す 位牌。 5S 俗名 髙 尾と 記せし は。 今日は 

娘が 殺さる &か 明日 は 死骸 を るかと。 

我が 子の 死ぬ る を 待 兼ぬ る も。 古主の 御 

家が 大切 さ。 夫 も あの世で 御主 君へ フシ 

心ば かりの 申鐸。 お 片時 も 殿様と 御 一所 


に 置く 蓽 ならぬ 。うろた へて S らに _g ば。 " 

七生までの 勘當ぢ ゃぞ。 サァ/ \ 皆様 奥 

へく と。 * 母の 詞は理 の常然 押して 3田 

めん 樣も なく。 统に心 は殘れ ども。 是非 

なく フシ 奥へ 入りに けり。 外に。 しょん 

ぼり。 枯れ 紅 紫。 思 ひ 高 尾が とや かう と。 

ス M 思案に 思案 さだまらす。 、胴慾 ぢ 

やわい なァ母 様。 殿樣 をお 主と は 私 もよ 

う 知って るる。 * 逢 ひ 初めてから 二三 ® 

は 御意 見 も しんれ ど。 つい 其 內 にいと し 

うなり。 一 日お 顔 を 見ぬ 時 は 私 は。 人の 

心 も 無う。 お 主 も 家来 も 打 忘れ。 タ、 キ夜 

毎々 々添 ひぶし の 飽かぬ 刖 れの曉 に。 

なう と ある を 引きと めて。 ついそれ なり 

に 居 接け が。 かう じくて お 身の 仇 皆。 

5^ からの 事 なれば。 いっそ 身 §げ 死な 

うに も。 お腹に 宿した この や、 は。 私が 錄 

子で もお 主 様。 死ぬ るに も 死なれぬ 身。 纖 

どうぞ それまで は 堪忍して。 お 傍に 置い 


て 下さん せ。 やい の^^と 戶を 叩き。 悶 

え 焦れて フシ 泣き 居たり。 は ひつ そ 

と靜 まりて 。答へ なければ 淚 をと め。 S 

ささせ ごふ 

ァ 、 さ うぢ や 。何事 も 皆 先 世の 業と 。邊り 

見廻し 拾 ひ 取る。 小石 を。 入る、 袖 抉。 

うしろ 

フシ 力、 リ^け 出 でんと する 後へ。 ぬつ と 出 

でた る 浮世 渡 平。 片手に 高 尾 を 鷲 i み。 

い 9 あ ひ 

我が家の 內へ 放り込み。 其 身 も 共に。 入相 

時。 蚊の 泣く 昔 さへ ほそぐ と。 近所：^ 

れ くる 夜なべ 唄。 8^君と逢ふ夜の。障りは 

月夜。 月 も 忍ぶ か 笠 を 召す 0 月 も 忍 ぶか 0 

笠 を 召す。 ナ ホス ョァ、 ィャ 只今 それへ 參 

ります。 私 はちと 證に 用事 を 仕舞 ふと 

ナぐさ *< 

直樣 それへ。 お袋の 言 はる X 一  伍一 什尤 

もぢ やが 。若い 女中 を 只 一 人 。外に 置く の 

は 危ぃ物 。高 尾 様-^  くく。 ハ アコ 

リャ もうこ X に 入氣は 無い。 ァ 、 氣遣ひ 

な /、。というて 奥に は 女ば つかり 。此 家 

を 明けて 出られ もせ f-o どうした もので 


あらうな ァ。 い か樣 世界 は 味な 物。 殿の 

お 傍に 附 添うて。 片時 放れぬ あの 高 尾。 

義理 詰めに なつ たれば 別れねば ならぬ 時 

宜。 又 十六 年 前に 別れた 娘。 綠 あれば こ 

そ 廻り 合 ひ。 切っても 切れぬ 血筋の 綠。 

和 泉の 小 治 郞定倉 殿。 某へ 密かの 書面。 

此度秩 父の 重忠 公より 御狀 到來。 その 趣 

き は 殿の 御身 持ち 上閒に 達し。 御覺 ぇ宜 

しからす。 され ども 先祖の 戰 功に 感じ 思 

は うらつ 

召し。 義 網が^ 埒の 元は 傾城 高 尾 故。 此 

女の 首 を 打ち 一 家中の 心 を 堅め。 義網を 

補佐すべし。 大將の 御前 は重忠 宜しく 計 

ら はんとの 御內 意。 其方 は 人知れ す。 高 

尾 を 打って くれよ との 事。 おのれ やれお 

家の 爲と請 合 ひしが。 長の 年月 我が 娘 を 

世話に して くれたお 澤殿。 其 大恩の ある 

人の。 眞實の 娘の 高 尾。 どう マ ァ是が 殺 

されう。 というて 助け 置く 時 は定倉 殿の 

詞 もき 一足。 ハテ 何とした もので あらう。 


ソレ 。我が 娘の ァノぉ 幾。 幸 ひ 年 も 似合 ひ g 

頃 。高 尾 殿の 身代りに。 ム、 さ うぢ や。 ^ 

さ うぢ やと 立上り。 * 思へば/.、 因果な 

娘。 生れた 年 は 母に はなれ。 久し振りで 

廻り 逢 ふ 父親が 殺す と は。 いかなる 業 か 

報 ひかと 0 人目なければ どうと 伏し 聲を C 

フシ 立てす の 忍び泣き。 * 表に 人 音 一寸 

運れ せめて 暫 しの 命な と。 かば ふ は 恩愛 

あ ひの 間の 襖。 引立て フシ 入りに けり。 

我が家の 中より そっと 出る。 渡 平 は 跡の 

掛けが ね 締め。 邊り 見廻し 隣の 家。 入る 

より 早う 高 笑 ひ。 ハ、、 、、コ リャ モウ 

お 天氣で ござります。 枠 は 此方に 居り ま 

せぬ か。 お袋 樣は 看經 か。 ァ 、なむ まみ 

だ佛 南無 阿彌 陀佛。 ハ アコ リャ 皆お 留守 

かえお 留守 かえ。 そしてお 客で もあった 

かして 盃ゃ鉼 子 鍋。 H  、何 かな。 コリャ 

私に 吞 めと 言 ふ事ぢ やな。 是は 御馳走で CC 
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ござります。 イエく。 肴に は 及び ませ 


でんがく  く 

ぬ。 ェ何ぢ や 田 樂を祷 へて 唆へ。 アイ/,.^ 

かんなべ 

恭ぅ ござります。 そんなら 此^ 鍋も爱 へ 

ぬる 

乘せ。 ァ 、 コリャ 火が 弱い 炭 を 一 杯 取つ 

てこうと。 地餘 所の 勝手の 委しい は何國 

の 浦で も錄の 性根。 我が物 いらす。 十能 

に 一ば いの 炭。 7 シ 打明けて。 吹 付ける 

中 ばっちりと。 炭の はねる に拘 りし。 詞 ェ 

ェ けたいた 炭ぢ や。 すでに 顔を燒 かう と 

や t ど 

した。 おれが 顏に燒 傷 をしたら。 玉子 娘 

む1 くさ 

になる であろ。 ャ。 ャ 。何 ぢゃ美 臭い。 

むまく さ  よ 

美 臭い わ。 貴い 衆の ひの 句 ひがす る。 

何處ぢ やの く。 ハチ 不思議 や。 今 この 

下駄の えならぬ 句 ひ。 廣前 使の 詞と言 ひ。 

正しく 此家に 冠者 太郞。 ム、 C ヨシく 

うな づ 

と。 * 一  人點 頭き さし 足し。 下駄 取上げ 

て 土打拂 ひ。 傍に 人 もない しょうの。 明 

いた 戶棚を 幸 ひと。 そっと 這 入って ナ * ス 

s: か ら 戶を。 ォク * 仕濟し へ 顔に 忍 び 入 

あんどう 

る。 7 シ かくと はい さや しら 張の。 行燈 


提げて 娘のお 幾。 裾 も ほらく 立 出で て。 

此マァ 重 三樣は 何して ぞ。 ェ 、 乇 人の 

思ふ樣 にもない。 早う 戻って くれたが よ 

いと。 .* 日に いく 度 か 取上げる。 本 フシ 合 

せ。 鏡 も 引き わくる。 地 母 は 奥より 立 出 

でて。 勇お 幾 や。 又 髮を結 ひ 直し やった 

か。 身 だしな み をき つうし やる の。 ほん 

に そなたに 一一 目 ひたい 事。 マァ く爱 へち 

よつ とお ぢ や。 コ レ。 今までと は 遠ふぞ 

や。 實の 父御 の 手前 も あり。 あ の 様に 育て 

たかと 思 はる &も 恥し い。 とい ふ は 重 三 

殿と そなたの 中。 あるまい 事で はな けれ 

ども。 心の 知れぬ ァノ渡 平 殿。 其 子息の 

重 三との 緣組 は。 どうもつ まらぬ もの ぢ 

ゃぞ や。 若い 時の 一 盛り。 面白い 程 飽き 

も 早い コ レ。 わしが 惡ぃ事 は 言 はぬ。 マ 

ァ 一 旦は 退いて 仕舞 ひ。 末で はどうと も 

なる ぞいのと。 地 母の 意見 を 聞く 悲し さ。 

皆 尤もな フシ 御 事 なれ ど。 地 重 一 二様と 私 


が 中。 未来まで もとい ひか はし。 必す 退く  g 

ひな さま  せいし  说 

な 退く ま い と 01 樣ま で を 誓紙に 入れ。 堅 

い 約束 今更に 退かれう かコ レ母 様。 是ば 

つかり は 堪忍して どうぞ 添 はして 下さん 

せと。 娘心の 後 や 先つ まらぬ 樣 でも 義理 

は 義理 。立て通す 7 シ氣ぞ 道理なる。 地 奥 

より 出づ る砷浪 は。 母 を 押 退けお 幾が 胸 

ひ $- 

ぐら 取って 引 据ゑ。 ャィ爱 な 恩 知らす 

の? K 郞 め。 最前より 始終の 様子 は 皆 間い 

た。 大恩 受けた お袋の。 事 を 分けた る 今 

の 意見。 よう 口答へ ひろいだな。 ィ ヤコ レ 

お袋。 此娘 にさつ ばりと。 勘當 をして 仕 

舞 はっしゃれ。 實の 親の 折檻 は。 どの 樣 

な物ぢ やうぬ 見 をれ と。 地 娘 を 引立て フシ 

出づる 門口。  ァ 、 コ レ 待った 山 左衞門 

殿。 血 を 分けた 高 尾が 身替 り。 義理 ある 

娘 を 殺さして は。 此 母が 世間へ どうも 濟 1 

まぬ。 ャァ 何と。 サか程 ゆ. - しい 騒動に I 

些細な 者の 命 を かば ひ。 似せ 首の 事顯は ^ 
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れ たら 義網 公のお 身の上。 高 尾 を 段して 

其 首 を。 定倉 殿の 御 g に 掛け C 一  家中の 

, を 堅め。 義網公 を 御代に 出さす は。 忠 

ある 者と は 言 はれまい ぞ。 や 尤も/ \ な 

れ ども。 こなたの 娘と いひ 。殊に 腹に は 主 

人のお 胤。 其 高 尾 を 殺す 時 は 主殺しの 惡 

名 遊れ す。 コリャ 娘。 そちが 命を捨 つれば 

な。 親 は 主君へ 忠義と なり。 義網 公の 御身 

も 納まる。 養 ひ 親の 爲 にも 古主。 コ リャ聞 

分けて 命 をく れい。 と は 言 ふ ものの 其方 

も。 壜 たま Z 、逢うて 悅 びし 其 日 も 去ら 

さきし やう  > 

す 手に 掛ける も 。先生からの 定り 事。 親子 

の 緣も盡 き^てて いっそ 逢 はすに 仕舞う 

たら。 殺す 心 も あるまい にな ま 中に 緣達 

きす。 趣り 合 ふと 殺さる 乂は。 因果の 道理 

と 諦めて。 堪 へて くれよ と聲を 上げ わつ 

とば かりに 。ス M テ 泣き 居た る。 * 娘 は 始終 

閗 くよりも。 父が 前に 手 をつ かへ-」 勿體 

ない 其 悔みお 主のお 役に立つ とい ひ。 沛 


樣 のお 身替り 願うても 無き 身の 果報。 さ 

りながら 一 つのお 願 ひ。 どうぞ 閗 いて 下 

さんせ。 S 早う 言へ。 早う 言へ。 ァノ其 

お 願 ひとい ふの は 身 巷り になる 事 を。 

うち 

暫く 延べて 下さん せ。 其 中には 母樣 のお 

ひえ (布 子) も 仕立てて 仕舞 ひたし。 七觀 

音の 其 間。 淸水樣 へも參 りたし。 マァ 一 

月 も。 四 五 年 も。 經 つての 上のお 身替り 

と。 《f 何 を 言 ふやら フシ 譯 もな し。 ャ 

ァ そり や Sk 何 を 言 ふの ぢ や。 最前より 樣 

樣と事 を 分けて 言ひ閒 かすに。 コリャ う 

ぬ。 命が 惜しい のぢ やな。 H  、未練 者め。 

卑怯者と。 * 刀す るりと 振 上ぐ る。 娘 は 

わつ と 飛 退いて。 SS コ レ/, \ 申し お母様。 

ァレ父 様が 私 を 斬る といな ァ。 斩られ ぬ 

樣に。 お詫 言 をして 下さん せと。 フシ 聲 

もし どろに 震 ひ 居る。 詞ワ、 氣遣 ひしゃ 

んな 殺さし やせぬ。 コレ； t 浪殿。 可愛 さ 

うに ァノぉ 幾 はの。 * 年端の 行かぬ 心に 


も。 生さぬ 中の 義理立てて。 S 色々 に氣 

を 付けて くれる もの。 それ を 知って 親の 

身で。 櫞子ぢ やゆ ゑに 殺さした と。 どう 

それが 見て ゐられ ぅぞ。 何ぼう でも 身特 

りに。 殺さぬ くくと。 * 義理に かこ 

つけ 有 も は ^ 愛さ あまる 母の フシ 慈悲。 

母樣 嬉しう ござんす る。 お前の 蔭で 助 

かった。 つれない 父 様な う 怖 やと。 地^;! 

行く。  SS 帶際 引戻し。 詞ェ 、情ない 根性 

ぢ やな ァ。 コ リ ャャィ 科あって 殺すなら。 

我が 代りに 此體。 一分 だめし に 刻まれて 

も。 見殺しに する もの か。 * 親 は 百倍 惜 

しけれ ど。 殺さに やならぬ は 人 の。 義 

理と 恩と に 責められし。 おれが 心 を 推量 

せよ。 何時まで 一一 目うても 詮なき 事。 a 

覺 悟せ よと 拫上 ぐる。 母 はちつ とも 身 を 

惜 ます。 《| アコ レくく 神浪 殴。 必す 

柳爾 せまい ぞゃ C ハテ 扨お 袋。 惡. S 了簡つ 

とても 助けぬ 彼が 命。 かば ひ 立てして 怪 


我せ まい ぞと * ぢ りり-/ \ と 付 廻す。 ァ 

レく 堪忍して 下さん せ 母 様 退いて 下さ 

ん すな。 氣遣 ひしゃん な 切らし やせぬ 

お ほ 

と。 * 母 は 我が 子の 覆 ひに なわ 殺さす ま 

いと かば ふ 親。 忠義の 爲に 殺す 親。 思 ひ 

は 二つ 一 二つ 叉に 水 越す ばかり 浮く 淚。 淚 

淚は睦 奥の 船 。浮めん フシ 風情な り。 人 

に 知られて 詮なし と。 思 ひ 切っても 手 も 

た ゆむ 始終の 様子。 隣から 聞き 居る 高 尾 

は 身 もよ も あられす。 走り出で て 表の戸。 

碎けょ^^れょと打ち敲けば。 懸金 はづれ 

開く 戶の。 としゃお そしと 我が家の 內。 

南無 三寶 と祌浪 が。 隔 つる 母 を 及び腰。 

たぶ さ 摑んで 提げ 斩 りに 首 を はっしと 打 

落す。 死骸に 取 付き 母 娘。 前後 正體 なき 居 

たる 心ぞ 。思 ひ やられたり。 * 神浪も 恩愛 

の。 胸に せきく る淚を 押へ。 せめて 死 顔 

淸 めんと 首 引 寄せて 引 上ぐ る。 たぶ さに 

結 込む 一 通 は。 1 父樑參 る。 幾/と。 * 


閉 くより 母は淚 ながら。 s ャァ扭 は覺悟 

のあった のか。 * 但し は何ぞ JiW み 事。 ド 

レ それ せて と取槌 る。 K ァ、 イマ/ zt 

は S 

此樣な 未練 者。 死んだ 跡まで 恥さらし 

と。 a 引裂く 手先に 取鎚 り。 なう 假令未 

練な 事 ありと も。 これに 上 こす 形見 はな 

い。 私に 護まして 下さん せと。 髙 尾が 泣 

</\c  7 シ押 開き。 詞松は 千と せ を 盛 

りと し。 朝顏は 一 時 を I 期と し。 何事 も 

さぎし ゃク 

先生よりの 定り 事と 諦め f。 わたしが 

首 を 打ち。 髙尾樣 の 身簪り に な されん 由。 

其 場に なったら 歎きに おくれ。 よも や 得 

討ちな され まじと。 態と 臆病に なり。 卑 

怯な 最期 を 致し 候 ャァ。 機嫌 を 直され。 

只 一 遍の御 回向の み。 未来の 樂 しみに 致 

し f 0 ソレ 見やし やん せ神浪 殿。 是で 

も 臆病者 かいな う。 卑怯者 かいな うく 

/\0 出かした な/^。 ヲ 、 さう 言 ふそ 

ちが 心と 知らす。 未練 者。 卑怯者と 言う 


たのが。 今では 面目ない わい。 コリャ 娘 ^ 

よこら へ てく れいく やい。 母 様へ 申 

绕し. t«7-o 何と 書いて ある ぞい の./ \ 

と と ♦ 

(0 ェ 、西 も 東も覺 えぬ 時より。 十 年 

に 餘る其 間。 生さぬ 中の 隔て もな う。 可 

愛が つて 下さん した 御 恩 も 送らす。 先立 

つ 不孝の 程 御 堪忍な され 下され 候。 ェ 、 

未来の 母 様に 逢うたり とも。 やつば り わ 

たし はお 前樣 を眞實 の 母 様と 存じ f。 

ヲゝ さう 思うて たもる かいの/ \ -。 コレ 

何虑 まで も 親子 ぢゃ 程に。 氣を！ Si かに 成 

佛 してた もやく。 取 分け 心に 掛り 5< - 

は 高 尾 様の 御 事。 頼み 上げ f  。只 一 言 申 

上げ 度き 事 御 鹿 候へ ども。 父樣の 手前 恥 

しく 得書殘 し 申さす。 よきに 御 推 もじ 願 

ひ 上げ 候 0 申す 事 はやま/ \ なれ ど 0 心, J あ 

かれ 候 ま  >- 惜しき 筆 留め. と。 * 請む 羅 

中 父 は そ ろな く 歎けば 母 は聲を 上げ。 代 

恥し いと 書いた の は 重 三 殿の ことで あろ 


872  获代 先！ »iB 


ヲ、 此 母が 吞 込んで ゐる。 コレ く必す 

迷うて たもん なや。 思へば く 可愛 やな。 

貧しい 中で しほたら と 何 角に 付けて 苦勞 

さし。 いつ 華やかな こと も 無う 褒 身の 果 

は此樣 に。 親の 手に かけ 殺す とはい かな 

る 業 か 報 ひかと。 親々 首に 抱き付き。 抱 

き 付いて 伏し！ へば 髙尾も 共に 泣きく づ 

ことわ 0- 

をれ 前後 正體 歎きし は理。 せめて 哀れな 

り。 戸棚ぐ わらり と 浮世 渡 平 奥の 一 間に 

冠者 太郞。 忝な しと a け 行く を。 しっか 

と 取って どこへ く。  《«義 網 公の 御座 あ 

りと は。 何 を fs^ 據と言 はせ も 果てす。 * 

以前の 下駄 を 取 出し。 .i- 鉢へ 投 ぐれば 火ん 

炎と。 句 ひ は 四方に フシ 薰じ けり。 ョソ 

レ。 其 銘は薄 紅 。 日本 國中廣 しとい へ 

ど。. I 羅 にて 作れる 下鈦 履かん は。 義辆な 

ら で何國 にある。 小言い はすと ャ爱 故せ 

と 裾 振 切って K 出せば。 * モゥ是 までと 

*? つ 

斬 付く る拔 けつ 潜つつ 死骸に て。 丁 ど 請 


くれば 血 は 滴り。 流れ込ん だる 以前の 燜 

I。 してやつ たりと 引 提げて 一間の 內へ 

1^ けこんだり。 佝國 まで もと 駔 行く を。 

夙く より 窺 ふ 重三郞 。走 入って 支 ゆる を。 

汝も敏 の 廻し 者觀 念せ いと 斬りつ くる。 

拔合 はして 上段 下段。 K 互に 手練 打 八 口 ひ 

しが。 重 三 郞は受 太刀 も。 しどろ になつ 

てた ぢ/ >\ -^。 よろめく 裙を^ 上げら 

れ。 どう ど轉 ぶを乘 りか  > り。 胸元 押へ 

かうな み 

只 一 突きの 7 シ其 勢。 S ャァく 神浪山 

左衞 門。 必す 早まる 事な かれと。 地 障子 

を さっと 義網 公。 敬 ひ 守護す る 渡 平が 有 

様 。さしもの 神浪： りし 呆れて。 フシ 詞も 

無 かりけ り。 5- 義網公 は 鼓 然と. - P 佞人 

どもの 計 ひに て 近頃より 心 亂れ。 晝 夜分 

たャ娃 酒に 溺れ C 始めて 心 付いた る 今日。 

國の爲 に 汝が娘 殺 ¥ に 及ぶ 事。 忠義と は 

言 ひながら。 娘の 最期 不便 やと。 * 仰せ 

に はっと 頭 を 下げ。 ™ ハ、、 、、コ ハ有 


ご じんしん  > 

難き 御仁 心。 娘 を 斬りし は 某が 寸忠。 恐 

れ ながら 君の 本心い か な る 故と 尊 ぬれ 

ば。 ホ 、 それ こそ は此渡 平。 貝 田が 行 ふ 

f 術に て 心 惑 はせ 1? ふ 我が君。 辰の年 月 

かん ざう  ねつし ゆ 

揃 ふ 女の。 ぼの 綴の 血 を 取って。 熱 酒に 合 

*- ん 

し。 伽羅に て 煎じ 是を差 上げ。 かの 術 を 

立ち所に 蹇く事 は。 奇妙 院が该 中の 一 卷 

にて 我よ く 知る。 此 家の 娘の 血 を 以て 我 

が 君に 奉れば。 ハ 、 、 、斯 くの 如く 本心 

になり 給 ふ。 最前 髙尾を 手込めせ しも。 過 

ち を させまい 爲。 斯く身 を M し 守護す る 

ひで かげ 

我 は。 熊 川 源 五兵 衞秀 影。 以後 は 互に 申 

合さん。 ハ 、 ァ 天晴宁 J 臣さ りながら。 某 

稚 き^ょり。 よく 見知りた る 熊 川 氏。 似 

て も 似付かぬ 顔形。 ホ、、 、 、 これ こそ 

館に て數. ^の 組 子 を 支へ る 折 柄。 * 毒に 

さう がう  て だて 

常り てこの 如く 相好 變るは 一 つの 方便。 

しん よじ やう  うるし 

55 傳へ閉 く 晋の豫 譲 は。 漆 を さして 形 を 

變ゅ r<J*。 我 は それに は 引き かへ て。 地 敵 
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より 注ぐ 毒藥 は。 却って 味方の 天 の 賜。 

味方 顔して 敵の 計略。 一々 に吿げ 知ら さ 

んは 我が。 方寸の 內に 在り。 ハ 、、、、接 

しゃ 悅ば しと。 勇.. e 立った る 有 樣は實 に 

も 由々 しき 7 シ 忠臣な り。 K ヲ 、 賴 もし > - 

方 々0 さりながら。 先祖より 傳 はる 政 宗 

の 刀。 扮 失する も 我が 誤り。 一 一度 代 を 知る 

心 はなし。 松 ケ枝節 之 助 を 付け 置いて。 鶴 

喜 代に 世を讓 り。 《f 是 より は 程近き 加 茂 

川に 隣り たる。 砂 川に 屋敷 を 建て。 我と 

いんきょ 

我が身 を 押込め 隱居。 詞 御尤もなる 御詞。 

高 尾 殿 も 諸共に 御供 を させ 申さん が。 一 

所に 置けば 諸家 中 0. 心 揃 はす。 身 眷りも 

設 なき 事に なり 果てん。 ャァく 枠 重 三 

郞。 髙尾殿 を 同道し。 * 近 江 路へ立 越え 

て眞 野の 知る べに 身 を 忍べ。 詩ハ 、長り 

奉る。 しかし 雜儀は 高 尾 殿。 若輩の 某が 

I 所に 連れて 立 退かば。 高 尾が 誠に 語ら 

ひし は 重 三郎と 流布 せんか。 よし 惡說も 


忠義 故。 些細な 事 は 顧みす 俊 人 亡びて 其 

後 は。 高 尾 殿の 代りに 死せ し。 お 幾が 爲の 

,1 發心。 屋行 定めぬ 修行の 身 夕 は 

川に 浪枕。 朝 は 土手に 身 を こらし 名 を 道 

鐵と 改めて。 一宇の 寺 を 建立 せん。 s» ホ 

げ  ぜんち しき 

ホ 實に賴 もし き 志。 娘 の爲の 善智 識。 我 は 

是ょ り此首 を定倉 殿へ 持參 して。 區 々な 

りし 一 家中の i を 堅む る 忠義の 門出 フシ 

ィ ザお 啜と。 立 出 づる母 は 引 留めな ぅ暫 

し 。け ふはい かなる 日なる ぞゃ。 一 人の 

娘に 生^れ 一 人の 娘に 死 刖れ。 跡に 殘り 

て 老の身 は。 何とかな らん 浮 草の。 うき 

世に 秋の 紅雜 ちる。 高 尾 も 共に くどく 

し を 

と。 歸らぬ 歎き 人々 も 。萎る- -心取 直し。 

振 切る 袖 や 儒る >- 袖 包む。 淚は 身に あま 

る 義理と。 恩義と 忠義と に 別れ。 ^れて 

三 m へ 出で て 行く 

第 五 


地 王城の 隣に 並ぶ 上 群 は。 木 フシ 目出度き は 

かぶら！ 5 はう * かつす. <! 

御代に あ ふみ 路ゃ。 蕪 川魚 渴 水に。 事缺 

t$  やば *< ひ & 

かぬ 國唐崎 も。 矢 橋 も 比 良 も。 7 シ 目に 

付かす。 S 錦戶刑 部が 家来 大木 戸門 兵衛。 

はき 「一、 

大勢 引 連れ 濱邊の 砂 道。 詞冢來 ども 參れ 

/、。言 ひ W かす 仔細 あり。 コ リ ャ 渡平汝 

もとく と 閉け。 主人 刑 部 殿 大望の 御 企て。 

コリャ 早 やわい らも 知る 所。 貝 田 殿の 計 

ひに て 冠者 太 郞義網 も。 砂 川の 屋敷へ 押 

込め 隱 居。 鶴 喜 代 も 術 を 以て 自滅 さする 

に 間 は 無し。 時に かの 高 尾が 事。 定 倉が 計 

らひ にて 首 討た せし と風閗 あれ ども。 其 

沙汰 さだか ならざる 所に。 重 三 郞と言 ふ 

奴が。 高 尾 を 連れて 近 江 路へ立 退く と。 

間者が 知らせに 某 を 召され。 汝は是 より 

近江路 へ 立 越え。 義 網の 脱 を 孕んだ 高 尾。 

切 殺し 立 歸れ。 敵の 末 は 根 を 枯らす との 

仰 付け。 それ故に 御覺 えの 一 腰 をた ま は 

さし ぞ へ 

る。 ガコリ ヤコ レ 主人の 御堇寳 差 添 なれ 
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なみ ひら 3 會ゃす 

ども 波の 平行 安。 断 も 御 恩に 預る 某。 

此事 屋敷で 語らん にも 餘り 火急の 事なる 

故 。爱 まで は I 跨げ。 a 近 江 路と閉 いた 

ばかり 雲 を摑む 尋ね 者。 何時まで か、 ら 

ん程も 知れす。 それ 故路金 はふんだ くに 

蓄 へたり。 E 此 所まで 来る 道に て 高 尾く 

さい 者 を 見す。 假令高 尾に 逢うたり とも 

生物 を 殺す 事 某は大 不得手 それ 故 汝を召 

連れたり。 ャレ /、- しんどい 息が 切れる。 

ii! も 休めと 大道に。 * 主が すわれば 家来 

ども 同じ 7 シ 座席に 居並びて om ァ 、 大き 

な池ぢ やな ァ。 シテ まぁ爱 は 何と 言 ふ處。 

ハイ 是 がかの 近. 江 八景の 中。 堅 田の 浮 御 

ia- で ござります。 スリャ 早 ゃ爱は 近江路 

な。 閉 きしに 勝る 風景々々。 堅 田の 浦の 釣 

小舟 浪に もまる.. -。 ョィ 如くな りと。 古 

い 書物で 知つ たれ ども 目前 見る は 今が 始 

め。 定めて 此 湖に は。 鯉 や 鮒が 澤 山なら 

うたぎ  0*^ 

ん。 鳗四 五本 欲しい なァ。 看に して 一 Kj^ 


吞ん だら aa 景も 一 入な らん。 詞ィ ャモ 

ゥ其樣 な 着は澤 山。 時に よると 八 九 尺 か 

ュ£づ 

ら 一 丈餘 りの i1 が。 取れます。 ハテ さて 

えらい 物が 取れるな。 其樣な 有は氣 味が 

惡 うて 喰 はれまい。 ィ ャ又氣 味の 惡ぃ事 

かつば ばら なん vi- 

を 言 はうなら。 此所は 川 童 原。 何時と も 

らうに やくなん によ  > 

なく 化けて 出て。 老若男女の 別ちな く か 

の 裏門 を 念が けます。 ャァ。 、シテ 其 川 |垩 

は晝 でも 出る か。 イエ./^ 日中に は 出 ま 

せぬ が。 曰の 暮 前から そろく と.^ ェ 、 

是は又 ひ よんな 所へ 來合 はした わい。 ィ 

ェ/、 ぉ氣遣 ひなされ ますな。 私 は爱ら 

の 生れ。 氏子に は 手指 もせす。 其 川 袁の親 

玉 は卽ち この 浮 御堂 様。 スリャ 何と 言 ふ 

浮 御堂の 氏子が ゐれば 川 童。 サァノ お 川 

童 様 はお 構 ひなされ ぬか。 それでも どう 

やら 氣 味が 惡ぃ。 しかし 日暮 まで は 間 も 

あらん。 コリャ く 家来 ども 何 をう つか 

きんぺん  f< 

り。 其方 ども は此 近！^ 高 尾が 行. 詮議し 


て。 日暮 前に 早う 歸れ。 早くく コリャ 

こ にんじ ゆ 

小人 數 なりと 見 こなして 裏門 好みの 川 童 

殿に。 穴 取られて は 叶 はぬ ぞ。 《f 急げく 

けんぺい  あてど 

と權 柄に 。主と 山路へ 家来 ども。 7 シ當所 

も 無しに 尋ね 行く。  _!5 ィャ なに 渡 平。 & 

御堂へ 參詣 し。 武運 長久 祈らん 間。 身 精 

いて 參れ 

道行 夏野の さらし 井 

S 世の 憂き目。 見えぬ 山路へ。 人らん に 

は。 思 ふ 人 こそ ほ だし なれ。 ほ だしの 

を 身に 持ちて。 ナ ホス フシ 馴れぬ 旅路の。 

旅 はに き 小 ォクリ 草鞋 引きし め./、 て。 

っ£ ささ 

のぼる 坂 路ォク "爪先の。 高 尾 を 連れ 

て 重 三郞。 都 を 夙にお き 刖れ心 は 跡 

に 引か さる.^。 牛 石 右手に 行く末 は。 何と 

かならん 道草 も。 タ、 キ 泣いて し をれ てた 

どノ、 と。 せめて 暂しは 逢 ふと 晃る。 夢 

と £ 

路に 泊る 宿 もがな。 つもりく し 憂き 事 


の。 7 シォ クリぁ ふみ 路 -ー 上べ さし て迪り 

うつみ  Tjf キこ  あらべ 

行く。 人目 堤 を ふたり 1^。 樵る。 童が う 

ち 群れて。 若い 女 夫と 惡ロ も。 何の 儘よ 

と ナホ ス閒 捨てに 山中の 宿う ち 過ぎて 0  7 シ 

峙 はるかに 兌お ろせば。 誰か しらべん。 

び は  C 'み あやど 

琵琶 S 湖。 操る 如き 細路 を。 分けつ.^ 來 

つ 、。 行きが てに。 在の 女 夫が 打ち まじ 

り 。仲好 ささう に 連 節に 哦 一 つく. f やに。 

ナゐ *1 ん むろざき 

1 つくす やに 四季の 花。 粹な 水仙 室 s< の 

なでしこ 

梅。 いとし かはいと 撫子の。 よれつ もつ 

れつ 糸 櫻。 垣根, の花杜 若。 から ざ を 歌 

の 夫婦ん 口 ひ。 可愛らし いぢ やない かいな。 

此方の 最 屑と。 二人し つぼり 抱 柏。 返事 

菊 蝶 比翼に 縫 はせ。 好いた くわん 菊 四つ 

かう づ 

紅 築。 行きつ 戾 りつ 香の 圖の。 戀に戀 ひ 

わび 瀧 登り。 整 龍膽の 二つ 紋。 可愛らし 

いぢ やない かいな。 ナホ ス鄙も 變らぬ フシ 

妹脊 仲。 ァ 、^|;5； し 我 とても。 勤め 氣 はな 

れ殿极 と。 逢 ふ 夜 重る IS の 橘 も とだえて 


此樣 に。 つらい 別れの 其 上に。 妹 とても 

むごら しい。 はかない 事 も わたし 故。 撫 

ぞか X 樣も 今頃 は。 泣いて ばっかり ござ 

ん せう。 世 を 忍び 住む 命 さへ ^i„l き 事つ も 

る 身の上に。 又此末 はいかな らんと。 返 

らぬ亊 をく どくと かこち 歎く ぞ 道理な 

れ。 重 三郞も 諸共に 過ぎし 夜す がの 事共 

ともなみ だ  . i  I 

を。 本 フシ 思ひ續 けて 俱淚。 フシ 歩み かね 

ご こくじ 5 ん ない ，へんざい てんこん 

てぞ 居たり けり。 詞護國 寺 山 內辨才 天 建 

w ふ  べんてん ま- リ  き も 

立。 馕搬 天^ あじろ 笠。 鼠の 麻衣。 生木 

めん しろぬ のこ てっか ふ も、 ひキ-  ： 

綿の 白 布 子。 手 甲 股引り \ しげに。 建立 

>1 こせな  よ そ め 

箱 脊に負 ひ 子供に 權 されて。 餘所目 は 二 

ギ t ゃラ ばり  n- ん 

本 棒。 誠 は 行坊强 ぃ坊。 鈴 打 鳴らし 町々 

を。 大福 長者 を授 くる 利 生 の そつ そ坊。 そ 

そそ。 そ \ くさ。 來か >- る 7 シ 道筋に 。見な n 

はす 顔 は 0〇《s ャァ 兩攀樣 <J ほんに お前 は 

け 5 ころも  と 今； ひ じ  じ やう；：' う 

高 尾 様。 地裝裟 衣から 齋非 時のと。 常住 

お世話になりました。 私が 爲の 一 旦那。 

跡の 月から 行方 は 知れす。 詞方 * 尋ねに 


出ました が 思 ひがけない 好い 所で。 地是 ^ 

から 愚佾 もお 供す る。 見れば 大分 泣いた 

顔 なぜ 浮きく となされ ぬぞ。 そそ そそ 

れく覺 えて ござり ませう。 お前 樣と義 

様と 。味な 座敷 へ 此 坊主。 あたまの 様に ま 

ん 丸う 挨拨 をして 床の 中。 〇 サ イナ わた 

しも 一 W ひが かり。 背中 合して 寢て 居ても。 

つ いそれ なりに 1^ 弱う。 仲直りす り や。 

明けの 鐘 憎うて ならぬ 鳥の 嫛。 何の 烏が 

意地 惡 るで。 鳴く ぢ やな けれど 後 朝の。 往 

なせと もない 。心から。 A ソ レョ ちっとも 

み じ £ ひべ や 

離れ かね。 ii- 仕舞 部屋 へ よし 樣 を，) 引き 

摺 つていて 其 時に 0 眉 も 引かす に 鐵漿付 

けて よう 似合うた か 見て おくれ。 こっち 

へ 寄りな ヲ , 嬉しと。 傍 へ 引 寄せ 引きし 

めて。 一 一人の 顏を 一 面の。 鏡に 寫し 見た 

もの を。 今 は それに は 引き かへ て。 いつ 咖 

の 月 to に 逢 ふこと も 知らぬ 田舍へ 知らぬ ^ 

路。 is 問 ふ 人 もな つの 日に。 乾かぬ 袖の ^ 


うき 淚。 かはいと 思うて 下さん せと。 歎 

く 淚は道 もせの 7 シ 小川に。 水ゃ增 しぬ 

らん。 二人 も 俱に。 露淚し をる. -心取 直 

し。 必. f 歎き 給 ふなよ ぼて 御代に なし 奉 

しゃう.^  , 

り。 一 つ 枕に 逢 ひの 手の 歌の 唱敏も 色め 

きて。 一一： 下リ 1" 味な 綠 から。 つい 馴れ 染め 

て。 末の 約束 固めの 枕 か はらぬ 契りと 思 

はんせ 。ヲ 、 それ 夫が ほんかいな 。つとめ 

勤め も。 つ い 馴れ 染めて。 寐 るに 寐られ ぬ 

うた、 ね 枕。 逢 ひたさ 見た さは 皆 一 つ。 

ヲ 、 それ 夫が ほんかいな 。ほんに ナ * ス フシ 

浮世 は 儘ならぬ。 A ァレ くく 日 も。 

te; ち- C ど 

山の端に をち こちの 落 入と 人 や 見と がめ 

ん。 いざさせ 給へ と 手 を 取って。 急ぐ 道 

筋 程 もな く 群 れゐる 鳴の 翼 さへ。 親まん 

方も片 だより 堅 田の。 浦に ぞ 三 a へ 着き 

にけ り 

« 近江路 は。 餘 所の。 國 より 凉 しさの。 

まさる 憂き身の 浮 御堂。 フシ こなたに 暫 


し 立 休ら ひ。 ィャ 申し 高 尾樣。 道筋と 

て も油斷 がなら ぬ。 是 から 眞 野へ は 程 も 

なし。 地 知 逢の 方へ 急がん と 7 シ皆 うち 

連れて行く 向う へ。 * とくより 待ち 得し 

大木 戶門 兵衞。 渡 平 諸共 現れ 出で。 詞ャァ 

くそれ へ 打た せ 給 ふ は 都 島 原に 隠れな 

ぜん i~ い 

き。 三 浦屋の 全盛 太夫 高 尾の 君と 見し は 

僻目 か。 正 1! う も 敵に 後 を 見せ 給 ふか。 

返し 合して 勝負 あれ。 斯く 申す 某 は關八 

しう  r ひち とし  • 

州に 隱れ なき 大木 戸門 兵衞臂 利な りし は 

させ 給へ と フシ 呼ば はったり。 地 重 三郞は 

物 を も 言 はす 一 腰 抜いて 斬 付 くれば。 受 

合して 丁々々。 斬 合 ふ 後 兩礬に 渡 平 はな 

あた  - > 

にか 囁けば。 心得 邊り 見廻して 駄 入る 間 

にも あら 笑止 や 。門 兵 衞刀打 折られ 。しど 

ろに なって ャァく 渡 平。 》 ^兩人 共に 搦 

ことばつ が あらが 

め 捕れ。 取 逃して は汝が 科。 詞番 うた 諍 

ふなと。 地口 は 達者に 雲霞。 フシ 砂 道 sl。 

立て げた.^ けり。 S 渡 平 はし づノ、 身 


持へ 傍へ。 立 寄り 重 三郎。 ャァ親 人。 コ 咖 

リャ。 何にも 言 ふな。 コレく 斯う/ \  I 

ナ合點 かと 二 打ち 三 打ち。 打 合ふ體 にて I 

i やな i 

程よ き 所。 コリャ 捕った わと 用意の 早 III。 

コ レ ハ と 立 寄る 高 尾 も 共に。 同じく 掛け 

ひぎた 

る 三寸 維 フシ 二人 を 引立てつつ 立てば。 

地 遠目に 斯 くと 大木 戶門 兵衞 走り。 一一 i 

力、 リ歸 つて ホ、 ゥ 手柄。 手柄々々。 地 某 

程の 武士 なれ ど。 敵に 刀 を 打 折られ 55- げ 

るで はない 引退く。 詞 コリ ャ是耻 に似て 

耻 にあら す。 往時 壇の 浦の 戰。 箕尾谷 四 

らうく ことし  みま は 

郞國 俊。 * 景淸に 刀 打 折られ 少し 打へ 引 

退きし を。 BE 誰か 一 人 臆病と や 言 はん。 

今の 代までの 美談なら す や。 ァ最 うよ ご 

ざり ます。. 前の 耻ぢゃ ござり ませぬ よ。 

シテ此 二人 はどう 致し ませう。 知れた 事 

都へ 引け。 是 はしたり 仰山な。 ィャ 申し。 

こ Q/ ん しるべ  やつ ほら 

此邊に 知邊の ある 奴輩。 取 返されたら 詮 6 

ない 事。 いっそ 二人 を 斬殺し 首にして 歸 8 
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り ましよ。 妙計々々。 然 らば $r-^ 御苦勞 

ながら。 ァ 、 ィャ 待てよ く。 最前 も 言 

ふ 通り。 生き 者 殺す は 大きな 嫌 ひ。 まし 

て ゃ是は 人の 首。 目の前で 斩るを 見たら。 

忽ち 身 ども 地 持病の 癀。 6- ィャ くや は 

り 京での 事。 ハテ さて 埒の 明かぬ。 コレ 

私が たった 一 討ち。 お前 様 も それ 程惭く 

ば 。そちら 向いて 目 を 塞いで ござり ませ。 

妙計々 々。 然 らば 仰せに 住さん と a 兩袖 

ひ £ 

額に 押當 てて あちら 向いた る その 隙に。 

一 1 人の 繩を 解き ほどき 乂 も^き さ、 やけ 

かしこ  うち あた 《- 

ばォク リニ 人 は 彼 {| へ フシ 忍ぶ 中 OS 透り 

す. Q  くわ 

の 畑 見廻して。 西瓜 を 二つ ばっさり の。 

たむ あみだぶつ なむ めう ほふ 

音に きい やり。 詞 南無 阿 彌陀佛 南無 妙法 

れんげ キ} やう  し 

蓮 花經。 浮世 氏。 浮世 氏。 二人の 者 を 仕 

止めた か。 何の 苦 もな く ざつぶ りと。 サ 

いや 

ァく お改めな され ませ。 なう 厭な 事い 

やな 事。 もう 見やと よしに せう。 是は又 

卑怯 千 萬 それでも 武士と 言 はれます か。 


ム 、見よう かの。 ァ 、氣の 無い 物ぢ や。 

しかし 怖い 所 を 見る も 主命。 さりながら。 

首實 験に は故實 ありと。 《.! 手 を 顔の 覆 

ひに し。 指の 間より さし^き。 a ハツ ァ 

い キがほ  さラ がう 

いか 様な ァ。 生 顔と 死 顔 は 相好の 變るも 

の 。今迄 は 二人とも。 あて やかなる 顏 なり 

しに。 うそ 氣 味わる ぅ眞靑 に。 少し 赤み 

の 見えた る は。 血の 流れた る 所な らん。 

切 口の。 * 立派 さは 天晴 ゆ、 しき 手の^ 

や。 5S 待てよ 待ちな さいよ。 いかに 切れ 

た首ぢ やとて。 目鼻 も 口 も 何にも 無う。 

すん ベら 坊主の 此 斬首。 俄に, は摄 くま 

いし。 斯 くも 形の 變 りし は。 ハテ くく 

合點の 行かぬ 事ぢ やな ァと 地 諸手 を 組み 

フシ 暂し 。見とれて a コリャ 西风ぢ や。 

ャ 何と C ドレ./ \ ほんに 西瓜 ぢゃ C ハテ 

不思議な。 たった今 二人の 首。 して 

間 も 無う。 西 风 になった は コリャ ど うぢ 

や。 門 兵衞様 門兵衞 様。 コリャ H 事ぢゃ 


ござり ませぬ。 浮 御堂の 近お で。 血 を あ 

へした 其が めか。 そろ/ \ 日暮 になって 

かつ M  si 

来る。 お 川 I 羞樣も 出 やしゃろ 時分。 御用 

心 をな され ませ。 ャァ拉 はさう 言 ふ 事 か 

いやい。 それ ぢゃ によって 首 打つ 事 は。 

よして くれろ と言うた のに。 どうやら 

も $11 つてく る。 コリャ く 渡 平 。まちつ 

と 此方へ 寄って くれと。 a そこら フシ 眺 

める 其 折 ふし。 地 追々 歸る 家来 ども。 日 一 

那。 ワイと 飛 きァ 、申しく。 私 は 何 

にも 存じ ませぬ。 渡 平が 業 で ご ざ り ま 

す。 * 御免々々 と 手 を 合せ。 フシ 拜み廻 

りて S ひ 居る。 S 是は/ \ 正體 なき 旦那 

の 有様。 人の 見る目 も恥ぢ 給へ。 コレ申 

し。 家来 どもで ござります 。何 家来 ども ひ 

さう 曾うて 身 ども を 化すので あらう。 誓 

文々 々家来 どもで ござります。 ドレく 

ほんに 家来 だ。 ャィ うぬら。 言語 斷不 

と r 今 J も 0 

1® 者。 歸 つたら 歸 つたと そっと 言へば よ 
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L うし ゃウ ぬか  ふ 

い 事 を。 周章し う 吐した で。 1^  士の ある 

まじい。 膽を 菜種に して 退けた。 身が 目 

通りに は 一 人 も 叶 はぬ。 i 國へ なりと も 

立 去れと 言 ふ 所 なれ ど 今 は 言 はぬ。 &鬼 

も 人數ぢ や。 わ いらで も 力になる。 ソレ 

最前 閒 いた ナ ソレ。 お 川 童 様のお 3^ めか 

して。 何やら かやら 怪しい 事 だらけ。 サ 

ァ/、 /、一時 も 早う 地 急がん と。 フシ 

立歸 らんと する 折 ふし。 S 時分 はよ しと 

重 三郞。 浮 御堂の 時 太鼓 コハリ しどろ 拍 

子に 打ち 立 つれば。 ナ ホス ワット 皆々 腰 も 

拔け。 うろた へ 廻る 目先へ すっと 顯 はれ 

出で し兩 if が。 抑 も 是は浦 島太郞 十代 

の 後虬川 童の 冠者 乘好 なり。 * ァ、 ラ恨 

めしや 腹立ち や。 汝 神慮 を 恐れ もせす 

血 を あへ したる 咎めに 依って。 早."？ 命 を 

ひ さラ なさけ どこ,；' 

召 取るな り。 贵 殿の 秘蔵の 情 所 我が 神變 

に 吸 ひ 取って。 穴ぢ やう 往生 さして やろ。 

H  、氣 味の 惡ぃィ ヤコ レ渡平 殿 C 貴様 は 


あなたの 氏子と やら。 どうぞお 詫 をして 

下され。 成程々. *-。 元はお 前の 業で も. ffls 

モ さラ 

い。 主命 故の 齒相 なれ ど。 かう 見た所が 

よつ 程き ついお 腹立ちの 様子。 つい 一通 

りで は合點 はなされまい。 ハテ どうした 

物で あろ。 コ レ ござります か 。ある^,^。 

それ を あなたへ 差 上げて。 お Is 目 をして 

ひつ. やう 

見 ましよ 。ィャ 申し 川袁の 冠者 様。 畢竞是 

は 間違 ひ 事。 あの 者が 申します は。 近頃 

憚りな 事ながら。 少々 持 合せ Q 金 も あれ 

ば。 それ をお 前に 皆 上げます 程に。 どう 

ぞ御 了簡 下さります 樣と。 ァ、 氣の 毒な 

物で ござります。 私 を 段々 賴 みます。 今 

申した 其 金 を 皆 取って。 堪忍して おやり 

なされ ませ。 * ィャ 金銀 は 入 間の 寶川窒 

ゥ  えき 

I に は 有って 益な し。 請 只 金銀の 其 金の 

後の方に おはします。 かの ソレ 今の 地 情 

所が 所望な り。 a ァ 、悲し や。 どうやら 

ぉ臂 がくす ぐった い。 コリャ /、家来 ど 


も。 ゾレ 下の 蒂を きっと 締めて。 裏門 口 

もの-' ふ 

を 用心せ い。 武士の ある まじい。 屋敷 を 

えつち う ふんどし 

餘り 急いだ で。 不斷の 儘の 越 中 禅。 締 

りが 無うて 便りがない と。 * 主 も 家来 も 

懷へ。 手 を 入れ 掃める 下の 1^ 下心 ある 

キ- やつ  よくげ 

浮世 渡 平。 彼奴 出家 だけ 您氣 無し。 物 を 

言 はして は. 惡 からん と 傍へ 立 寄り 7 シ恭 

しく も。 K うす >/\- うさす はも ふ。 さき 

かちんぶ りかくさん きんに やうら い。 と 

らゃ あくと ス H-£ 頭 r^。 なし けれ 

ば。 * 譯は 知らね ど 器用 者。 出たら め臺 

詞の, 詞。 a しゃう ちいに いつうば てれ 

ん てう。 かす てら やうかん のせたん けい。 

地閗 くより 7 シ渡平 は 此方へ 歸り。 あ 

なた 樣に は龍宮 育ち。 日本 詞 をお 遣 ひた 

さるり や。 どうで も 勝手が 違 ふゆ ゑ。 御 苦 

勞な だけ 腹立ち もき つい。 そこで 今の 樣 

な だ 

に 龍 宮詞で 受け 答へ。 先づは 神慮 を 宥め 

て 置いた。 時に ス今 おっしゃつ たは。 一地 


ぎの^-がも金とゃら。 龍宫界 も 有様 は。 

去 の大 飢饉で。 米が 百に 四 合 五 勺。 

其 揚句 ゆ ゑき つ 詰り。 成程 路金を 皆お 

こせ。 又お 前の 大事の 物 を。 今の 金と 一 

けつち やう わう じ やう r . 

所に 上げたら。 今の ソレ 穴錠往 生は赦 

してやろ との 御 詫宣。 サァく 早う お 上 

げ なされ ませ。 スリャ 何と 云 ふぞ。 貯へ 

た路 金と。 外に 大事の 物と 云 ふ はヲ、 ソ 

レく。 主人より 賜 はった る この 指 添。 

二色 さへ 差 上 ぐれば。 御 了簡 下さる か。 

泰 しくと。 地该中 探し こてく と。 取 

± だう ち へ 

出す^ 打 飼. * 有り •  たけ 粉 だけ 0 指 添 共に。 

7 シ 一 つに 摑み。 サ 、 、 、是を あなた へ 

上げて くれ。 一 時 も 早い がよ ぃぞ。 ァ 、 コ 

レ く 浮世々 マァ くお 待ちよ。 侍 

の 事 なれば。 腰の物 は 無くても よいが。 

折 入って 相談が ある。 愛から 京へ は餘程 

の 道で ござんす は。 サ、、 、マ、、、 う 

んと云 ひなく。 ェ 承知 かく。 此金を 


侍 上げて はサ 、、、マ、、、 うんと 云 ひ 

なく 承知 かく。 薪麥を 一 瞎食ふ 事が 

成らぬ は。 サ、、 、マ、、、 うんと 云 ひ 

なく。 承知 かく。 爱は どうぞお 情ぢ 

> ^んれ う 1 っぺん 

やが。 南 誇 一片 残されまい かな。 ェ、 け 

ちな。 神に 物を吝 しがる と。 忽ち 罰 をお 當 

てな さる スリャ 罰 をお 當 てな さる、 

か。 ハテ 是非 も 無い 事ぢ やな。 そんなら 

南 線と は 云 ふまい が。 あなたのお 名に 象 

つて。 川 童 六十 四 文 は 成るまい かの。 一 

キ J な. & 

文 も 半 文 も 成り ませぬ。 スリ ヤー 文 も 叶 

はぬ か。 ハァ。 地 はっとば かりに 聲を上 

げ。 かつば と 伏す と 云 ふ 事 は。 フシ 此 時よ 

り も 始まりけ る。！ 1SH  、ぐ づ.， （-1 と 。早う 

お上げな されと。 * 吝 しがる 物 を 無理 無 

たい  こなた  *- いわ-つし やく 

體。 引った くって ft 方に 向 ひ。 ^^-靑黄赤 

ぴ やっこく る り こんろ かう ちゃな か あか すう 

白 黑。 瑶璃紺 路孝茶 中 赤藏。 おいてう か 

ふたんぶ たうん すん。 辰ャァ くと 差 出 

せば。 5» 昧惡 さう に 手に 取って。 おか 


ねん を仅 るん は 嬉しん が。 どうやら 尻 9 

？ー  & 

んが きそんば か。 牛ャァ /、。 サァく 

鬥兵衞 様く。 サァく 川 宣樣の 御機嫌 

しんめいな ふじゅ しるし おの/、 がた 

が 直った く。 神明 納受の 験に は 各 方 

ふくじゅ か レ.^ ん まんら く てんぴつ わ がふ *：  く  I 

に 悉く。 福 壽甑圆 滿樂。 天 筆 和合 樂の。 

大福 長者に 成る。 結構な 文 をお 授けな さ 

る、 ぞ。 皆々 お 11 けなされ ませ。 * 我等 

は 其 內祌前 を。 號ひ淸 めて 參 らんと。 何 

國 とも 無く 出で て 行く。  サァノ 、コリ 

ャ く家來 ども。 只今お 授けな さる \ そ。 

しゃう じ 中う 

うぬら も 心 を淸淨 に。 ハ 、ァ 有難う ござ 

しゃう ろ 

ります。 《f ャレく 皆の 衆よ。 正直 正路 

に 我 は 愛で 壽 福の 文 を授 くべ し。 龍神 詞 

は 分る まじ 日本 流に 敎ゅ べし。 皆々 信心 

凝らしつ、 ぎして くれよ 凡夫た ち z、。 

((0 はやし て くれ よ 凡夫た ち。 

/、。  K 左の 腰 を 延べ 其 上に 右の 手 を 拳 脑 

にして 大指を 開き 小指の 甲 を 曲げ 左の g 

掌 の 上に 置く 事 しゃほんの 如く 是を以 获 
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つ て 則ち 七 度 s 動せば 貧 所 忽ち 福 者と 成 

り。 寳の藏 を 並べ 建て 無量の 財 福 を充滿 

する 事 雨 や の 降る が.^ -く 金と 銀と 錢と 

る 9 し ，，一  め なう さんご  こ はく しんじゅ 

S¥ 璃と it 礫と 瑪琐と 珊瑚と 璩 班と 眞珠の 

七寶出 生 して 大福 長者と 成るな むはく 

じゃき やうう かやし やぎ やらべ S しんた 

まに ひん てんん うん そ はか。 なう まく さ 

らばた \ ぎ やて いひ ゆび じんば ぼくけい 

びやく さらばた。 けんう どぎ やて そ はら 

けいまん き やぎ やなう けんそ はか。 ごこ 

くさい しゃう うか やとん とく 如意" 寶珠 

わうたい 辨才 天。 そそ そ。 こそ/,、。 と 

こそ  一 立歸る 

第 六 

m いつまでも。 變らぬ 御代に。 あ ひ 竹の。 

よ、 は 幾千 代。 八千代 經る。 ナ ホスフ シ 千代 

を壽 く。 爪音 は。 錄倉 山に 美を盡 す。 冠 

者 太 郞き網 公の 奥 卸 殿。 懦 の 間え 隱れ 


なく 砂 川へ 隱居 ありければ。 御 長 勇 鶴 喜 

r か とく  ， 

代 丸 幼稚ながら も 御 家督 定り。 近き 頃よ 

り 御病氣 とてお 傍に は 男 を 禁じ。 諸士の 

對面叶 はねば 家中 を 始め 典藥 まで。 何と 

しあん もせん じ 様。 常より 館 物 さびし。 

し よし がし.； し 0 ぶ しゃう じた め む" り こうしつ-  • 1 

地 諸 士％ 信 夫の 庄司爲 村の 後室 沖の 井 御 

わたら ひざん ベ *! つ £ や しほ. う. ち. 61: すお だ 

前。 渡會銀 兵衞が 妻の 八：^。 襠姿 しと 

やかに。 7シ^!^儀正しく打通り。 3 ィャ 

申し 八 汐樣。 大殿義 網 樣御隱 居 遊ばし。 

御 幼稚ながら 御 家督の 鶴 喜 代樣。 此 程よ 

り 御 不快と て 御 食事 も 召 上れす。 殊更 人 

に 逢 ひ 給 ふ 事が お 嫌 ひとて。 男 を 禁じて 

近習 小姓 も 遠ざけられ。 お 傍に は 政 岡 殿。 

腰元 衆の 外 叶 はす。 * 何卒 直ぐに 御容體 

伺 ひ 申す 私が 心されば いな。 手前の 夫 

r  ^；-^厶ぶぎゃぅ  ギ- やうぶ 

銀 兵衞は 御^ 奉行と 云 ひ。 今後 見の 刑 部 

樣の御 出頭。 それさへ 御 封 面 叶 は ぬ と 

は。 コリャ 政 岡の 胸中に。 深い 所存が あ 

つての 事 か。 モ 今日は 是非とも 御 容體見 


届けねば 下られす と。 臭 女中まで 申込み 

置い たれば。 St 保養 かた/ i\ 追 付け 是へ 

お出での 害。 * 何 かの 様子と つくりと 心 

をお 付け 遊ばせと。 7 シ 二人が 堪の程 も 

なく。  * 臭より 腰元 走り出で。 ，殿様 是 

へ 御出でと。 フシ 知らせの 中に。 * まだ 

ぐ II んぞ  >-*._ おた 

頑是なき 鶴 喜 代 君。 お 傍のお 伽 も 同い年 

と 9 かご 

政 岡が 子の 千 松が。 舁 いて 出で たる 鳥籠 

の。 エイく サッサ 。愛らしき。 フシ 跡 

に 付添 ふお 乳の 人。 はっと 二人 は 頭 を 下 

げて。 恐れ 敬 ひ 奉る。 * 政 岡 御前に 手 をつ 

しのぶ しゃう じため. ら こう，) つ 

かへ。 信 夫の 庄司爲 の 後室 沖の 井。 

渡會銀 兵衞の 内方 八汐。 御病氣 の御樣 

子。 伺 ひの ため 參 上と。 * 申 上 ぐれば 大 

人し く。 き 一 人 共よう 見舞う C くれた 。大 

儀。 地 大儀と 情 ある。 仰せに はっと 恐 入 

り。 ョ 誠に 存ぜ しょり は 麗しき II 容體。 

見 奉りて 我々 が 安堵。 さりながら 御食禀 

進み 給 はぬ 由。 モ 一家 中の 心 遣 ひ。 S れ 
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ながら 沖の 井が。 申 付けし 4- 日の 御 膳。 

少しな りと も 召 上られ 下さる 様。 S ソレ 

く 早う と詞の 下。 はっと 答へ てお 傍の 

女中。 捧げる 膳の 02 八 分。 7 シ 御前に 直 

せば。 嬉しげ に。 S そんなら モウ。 釵食 

うても 大享 ないかと。 * 座に 着き 給 ふ を 

政 岡が。 尻目に 睨まれ。 もぢ -v,^ と。 詞 

ィャ -,, \1。 おり や モウ 飯 は厥ぢ や/、。 

ァレ 見よ 千 松。 雀が 釵を食 ひたい やら。 

n を 開いて 鳴く わい やい。 弱い 奴ぢ やと 

地 5^ 母が 顏。 見やる H 元に 淚 ぐむ。 ス？ ァ 

御 心根の いた はし さ。 ぢ つと 堪 へて 政 岡 

が。 ィャ 申しお 二人 様。 あの 通り 御瞎を 

お進め 申しても。 いや ぢ や/、 と 御意 遊 

ばャ。 お 傍に 付添 ふ 政 岡が 心 遣 ひ。 御 推 

いみ やく 

量 下さり ませ。 が 醫脈を 伺 ひ 申さん にも。 

男たい せし 者 はお 嫌 ひ。 それ故に 典藥 も。 

ヲ 、 此八汐 も そこ へ 心の 付きし 故。 御 典 

藥大場 道 益が 妻の. 小卷。 女ながら も 夫に 


劣らぬ 醫 術の 春れ。 御 容體伺 はせん 爲召 

連れて 參 りし。 * ソレ召 出せと 詞の下 。は 

つと お 次 へ 腰 ー兀が ォクリ や が て。 伴 ふと 年 

ぼい  X  $  わげ うちかけ 

輩 も。 四十に 近き。 二つ 髮襠 さばき も。 

しとやかに 7 シ遙か 。末座に 手 をつ かへ。 

恐れながら。 大場道 益が 妻の 小卷。 御 脈 

伺 ひ 奉らん と。 地す り 寄れば 政 岡が。 い 

ざと 進めた 鹤喜代 君。 本 フシ 御手 を 出させ 

給 ひければ。 恐れ 愼 しみ 御 脈體。 とつく 

と 伺 ひ 驚く 面色。 ャ アコ リャ これ 只今 

必死のお 脈と。 a いふに 询り驚 く 人々 暫 

し。 フシ 詞も無 かりし が。 地 沖の 井 御前 

不審 顔。 詞ィ ヤコ レ小 卷。 御物 ごし 御顔 

色 常に 變らぬ 御 様子。 それに 必死の 御 脈 

と は。 ハァ 成程 御 不審 御尤も。 仰せの 通 

り 麗しき 御 容體。 それに 引き かへ 絶命の 

御 脈 は。 モ 何とも 不 議。 恐れながら 若 

君樣。 是へ御 越し 遊ばされ よと。 * 遙か 

こなたへ 誘 ひて。 又も 伺 ふ 御 脈に。 はた 


と 手 を 打ち。 ハテ 不思議 や。 S あれに て 1 

見れば 必死の 御 脈。 <fr 叉 是 にて 伺へば。 お 

常に 變らぬ 御 脈體。 ハテ。 地 怪し やと BS 

に鈹。 政 岡 始め 人々 も フシ 更に 心 は納ら 

なげし 

す。 地 何 思 ひけん 沖の 井 御前。 長 押に 掛 

けたる 長刀 追 取り。 ぐっと 突 込む fK 井の。 

板こじ放せば怪しき曲^!^。 落つ る を 透 さ 

す 取って 引 伏せ。 用意の 捕繩 手ば しかく 

フシ 高手小手 にく i り 上げ。 お 脈の 不 

審の其 根元。 サァ眞 直ぐに 白狀 せよ。 陳 

する に 於て は 水責め 火責め。 S 目 を 見す 

るが サァ /\ 何とと。 地き め 付けられて 

«1 ァ 、コ レ 申します/ \o ィャモ 斯う 鬼 

中う 

る& 上から は 有様に 申します。 鶴 喜 代 君 

を 殺して くれと。 顿 まれた も 褒美が 欲し 

さ。 ム、 シテ其 頼み 手の 名 は 何と。 サ何 

者に 賴 まれた。 サァ くど うぢ や。 サァ 

何とと S 俱に 詰め寄る 政 岡が。 顔 を 眺め 

て テモ拉 も OS™ ァノ しらし い 顔 わい の。 其 
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た C みて  こなた  f 

賴人は 誰で あらう ぞ卽ち 此方。 ャァ 何と 

ァ ヽ コ レノ \ 。もう 隱 しても 隱 されぬ 。千 

松と やら を 代に 立てた さ。 若君 を 殺して 

くれと ナ ソレ。 賴ま しゃった ぢゃ 無い か 

いの。 ャァ コ ナ 下郎め が大 それお 偽言。 n 

リャ 自ら を 科に 取って 落さん 爲。 己れ を 

親んだ 搏 へ 事ぢ やな。 ィャ コ レ 政 岡 殿。 乇 

いか 様に 諍 はれても。 こなたの ェと いふ 

事 は此八 が 睨んで 置いた。 とても 叶 は 

か 9 そめ 

ぬ覺悟 召され。 ム 、 假 初なら ぬ 一 大事。 

た r  わら は わざ 

マ とっくりと 礼し もせ や。 妾が 業と おつ 

しゃる に は。 何ぞ储 かな ヲ、 證據 とい ふ 

は 其 曲者。 サ 現在 こなた を 傍に 置いて あ 

の 通りに 言 ふから は。 モ是に 上越す 證^ 

はない。 がま だ 共 上に。 コ レ此ー 通。 鶴が 

しんぼく もと 

岡の 祌 木の本に。 埋めて あった 釘付けの 

箱。 內に 込めた る 願書の 文 言。 若君 を 調 

^ し。 我が 子 を 出世 させたい 望み。 ^ 生 

めのと 

松 ケ枝節 之 助。 乳母 政 岡と。 あり.^ と 


* いたが 3§ かな 證據。 サ 何と 遠 ひ は ある 

まいが の。 ィャ /\ それ も 眞 赤いた 似せ 

筆。 更々 此 身に 覺ぇは 無い。 無 實を言 ひ 

戀け 跡で 後悔な さる. -な。 ム、 是程 か 

な 證據が 出ても。 まだ 潔白な あらが ひ 立 

て。 シ テ又覺 えない と 云 ふ。 サ證據 が あ 

るかな。 サァ それ は。 サァく 何とと。 

* 詰め掛けられて 政 岡が。 覺 えなき 身の 

一一 一一 ロ譯 も。 證據 無ければ 今更に。 スラァ 無念 

淚 の。 外ぞ 無き。 S ヲ 、 言譯は あるまい 

く。 曾譯 無くば 適れ ぬ 科 人。 節 之 助 諸 

つと ぎ-つめい 

共に。 牢屋へ 打 込み 急 度 5^ 明。 今日より 

若君の 御 守役 は此 八汐。 ャァく 侍 中。 

政 岡 を 縛り上げ 。牢屋へ 引けと。 7 シ彈ば 

はるに ぞ。 * 若君 はおろ/、 淚。 RS 乳母 

が牢へ 行くなら。 おれ も 付いて行きたい 

わい やい。 ェ、 そり や マ ァ何を 御意 遊ば 

す。 八汐が 申す 事よう ぉ閉き 遊ばせ や。 

あの 政 岡 はな。 君に 敵た ふ大科 人。 ィャ 


科 人で も 大事ない。 乳母 は 何 虚へも 遣る 

事なら ぬ。 デモ 伯父 御樣。 刑 部 様の 仰 付 

そ ち たも. 

け。 ィャく 其 刑 部 も 其方 達 も 。^おれが 

家來ぢ やない か。 それ 程牢へ 入れた くば 

政 岡が 代りに。 そち 達から 牢へ 行け。 

母と 放れて 居る 事 はい ゃぢ や。 * いや ぢ 

やと I 白 も。 自 然と 備 はる 仁心に。 嬉し 

さ 限り 政 岡が。 身に 泌み 渡る 有難 淚。 フシ 

只 手 を 合すば かりな he  a さすがの 八汐 

も 主命に。 返答 無ければ 沖の 井 御前。 君 

の 仰せまで もな くお 乳の 人に 科 は 無い。 

朝夕お 傍 を 片時 放れぬ 政 岡 殿。 サ誠 若君 

を 害せん と 思 は^。 人手 を賴 むまで もな 

く。 仕樣 もやう も あるべき 事。 サ それに 

何 ぞゃ此 曲者。 誠 政 岡に 頓 まれな ば。 一 

旦 は隱れ 運る、 害。 自らが 長刀の 光に 跪 

く 飛び下りし は。 ハ テ頓 もしい 頼まれ 人。 

又 道 益が 妻の 小卷。 必死の 脈と 云 ひたる 

も。 モ あまり 割符が 合 ひ 過ぎて。 此 沖の 
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井 は 呑 込めぬ。 ァ 、 ィャ それば かりで な 

ぃ此 願書。 願、 王 松ケ枝 之 助。 政 岡と あ 

るから は 0 ィャ 》/\ それ とても 同じ 事。 力 

かる 大^ をェむ 者が ありく と 名 を顯は 

し。 證據の 種 を殘し 置かう や。 サ若 しゃ 

其 名が 八汐と あらば。 お前 は 科 を 被る 氣 

か。 モ あんまり ェ みが 淺 はかで。 ssi 立 

てす るお 人まで。 底意の 程が 心得ぬ。 曲 

がう もん 

者め を 拷問して。 五十 四 郡を吞 まんと す 

るェ みの 底 を白狀 させ。 惡 事に 與 する 方 

人 ども。 一 々曾 を 並べて 見せう。 サ とつく 

と 見物 成されよ と。 地此 場の 善惡 明白に 

べんぜつ  げ  しのぶ 

見通す 如き 辯 古 は。 實 にも 信 夫の 後室と。 

フシ 輿 ゆかしく ぞ 見えに ける。 炮 理の當 

然に拉 が ，れ て。 八 汐は尙 も 減らす 口。 詩 

テモ つべこべと 能う おっしゃ るの。 が 所 

み-つか け ろん 

詮 分らぬ 水掛 論。 モ 何時まで 言っても 同 

じ 事。 マァ此 儘に 差 Is いて。 追っての 設 

議 それまで は。 小^も 下って 休息 召され。 


せ と 目く ばせ し 作 ふ I 一人に 一物の 。有り 

と見拔 きし 後室の 眼 銪はづ さぬ 一 捌き。 

曲者 引けと 厳 重に。 心は隔 つ。 竹の の 

ォクリ 襖へ 押 明け 入りに ける。 地 跡 見送り 

て 政 岡が 正 無き 事 も 身に 魅る。 科 は 晴れ 

て も 晴れ やらぬ 。養 ひ 君の 行末 を 誰に、。 問 

ふべき 樣も フシ 無く 心。 1 つの 愛き 思 ひ。 

* 物案じなる 母親の 。顔 を 詠む る 千 松に。 

鶴 喜 代お も 打 守り。 88 コレ？ Esse モウ 何 

云うても 大事ない かや。 アイく 外に 誰 

も 居り ませす。 何なりと も 御意 遊ばせ。 

ほんに ST に 沖の 井 殿。 若へ 御 膳 を 上げた 

時。 豫て 母が 申した 事お 閉 入れ 遊ばし 

て。 よう マァ お上り 遊ばさなん だ ナァ。 

それでこそ 此 乳母が。 お育て 申した 若殿 

様。 ヲ、 お出かし 成された 天啧 なと。 地 

を さな ざ  i  I  CI 

譽 むれば あどな き稚氣 に。 詞ャィ 母。 

ひも じいと 云 ふ 事 は。 强ぃ 武士の 云 はぬ 

事と。 常に 其方が 云うた 故。 おれ は 云 は 


は ど。 お から 腹に 成った わ やい。 ヲ - 

け ふ 

ヲぉ 道理で ござります。 今日は思はぬ^^ 

故に。 御飯の！ へも遞 うなり。 あなた 樣 

にも 撫ぞ お待ち かね。 千 松 もよう 辛抱し 

やった。 * モウ 持へ て 上げます と 立 上れ 

ば。 S3 ナウ 乳母。 こ&に 在る 此膳 を。 食 

べるの は惡 いか や。 ァ、 ィャ 申し 其 御 膳 

を 上げる 程 なれば。 乳母 も 苦勞は 致し ま 

せ ね ど。 此 程から 怪しい 事 ども。 忠義 厚き 

沖の 井 殿。 差 上げられた 其 卸 膳。 疑 ひ は 

なけれ ども。 油斷の 成らぬ 此 時節。 上げ 

てよ ければ 此政 岡が 上げます る。 コレょ 

うお 聞き 遊ばせ や。 今お 館に は 惡人兹 り。 

ぜん- H し 

御 近習 小姓 瞎番 まで。 ちっとも 心 は 許さ 

れす。 忠臣の 節 之 助 は。 、不義 者と て 遠 ざ 

けられ。 力と する 者 も 無く。 朝夕の 御 膳 

は 皆 庭へ 捨てさせて。 私が 手づ から 搏へ 

て 差 上ぐ る も 。若し 毒 藥のェ みもと 。微塵 

、むは ゆるされす 。空腹な もお 道理ながら。 


御前のお こらへ 遊ばす 爲。 此千松 も 四 五 なりき。 * 母 は 健氣さ 

日 前から。 * 三度の 食事 もた つた 一 度。 いぢら しさ ス * テ 目に 持 

忠義 故ぢ やと 堪 へて 居ります。 コレ千 っ淚 心に は。 御前に 閉か 

松 0 そなた は 云 ふ 事よう 閉 いて。 何とも 云 す 譽め詞 C  0 ヲ 、 さ うぢ 

はすに 辛：^ する。 ヲ 、賢い く强 いく やく。  ^s? ぢゃ。 千 ム 

つ はも 0  T 

强者ぢ やと。 地譽 むれば 千 松。 男 n レ母 はいかう 强ぅ 成り やった 

樣。 侍の 子と いふ 者 は 。ひも じい 目 をす わい の。 ィャ千 松より お 

るが 忠義 ぢゃ。 又 食べる 時には 毒で も 何 れが强 い。 ャィ政 岡。 お 

とも 思 はす。 お 主の 爲には 喰 ふ もの ぢゃ れ はちつ とも 空 复には 無 

と 云 はしゃった 故に。 わしゃ 何とも 云 は ぃぞょ 。大名と いふ 者 は。 

すに 待って 居る。 其 代り 忠義 をして 仕舞 飯 も 何にもた ベす に 。か 

うたら。 早う ま X を 食 はして や。 それ ま う 坐って 居る 者ぢ や。 ナ 

では S 日まで も 何時までも。 かう きっと ゥ 33^ 母 おれ はお 5? ぢ や。 

坐って。 お 膝に 手 を 突いて 待って 居り ま 是 は又氣 i ぃ事ぢ やわ。 

す 。お腹が 空いても ひも じう は 無い。 堆 さう お 行儀な 所 を 見て 

何とも 無い と^ 面 作り。 淚 は出づ れど猶 は。 まだく 千 松な ど は 

氣に譽 めら れ たさが I 杯に。 E こちゃ 泣 叶 はぬ く。 ヲ、 ぉ虽ぃ 

き はせ ぬわい と。 額 を 撫でて 泣 顔 を。 く。 さう ぉ强 うてな。 

さすが 

陰す 心 は 流石に も。 名に 負 ふ フシ 武士の コリャ 早う お を 上げ ざな 


as4 
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るまい。 地 ドレ 持へ うと か 5- 立って 。が 

へ に 飾る 黑 棚より。 ォクリ 取 出す。 錦の 袋 

物。 風爐に 掛けた る茶鈑 釜の。 4h 太夫 7 シ湯 

の 試み を 千 松に。 飲ます 茶碗 も樂 なら 

で。 タ、 キぉ 末が 業 を信樂 や。 いつ 水 指し 

を 炊ぎ 桶。 流す の 水 こぼし。 心 は淸き 

洗 ひ 米。 釜に 移して 風爐の 炭。 直して 煽 

ぐ 扇 さへ。 骨も碎 くる 思 ひなり。 埯ァレ 

もう i^tio やと 御機嫌の。 我が 子 も 共に 悅 

び顏。 見れば 胸まで 突 つかく る。 淚呑 

込み 呑 込んで。 ゥ 上げます ぞぇ。 母 

樣 早う 上げまして や。 ヲ、 上 ザ ませいで 

何とせ う。 今上げ まする まちつ と 煮立つ 

其 間。 ぉ氣に 入りの 雀の 子。 モウ 親鳥が 

來る 時分。 地 其處へ 直して お慰み。 アイ 

く /、と 千 松が 返事 は すれ ど 立ち 惱 

み。 歩む^^もたょくと。 7 シ 置き 直し 

. たる 小鳥 饞。 文 I ちう と敎 へる 親鳥の . 

喘の 竹に 飛び か はす。 子 は 孝行に iSW せ 


う ぽ J- ま 

て。 はごくみ 返す 烏羽玉 

の。 淚を隱 す 7 シ うな ひ 

髮 か- -れは 直ぐに 鈑 にな 

る 0 ソリャ もう 鈸ぢ やと 

悅ぶ 子。 En レ千 松。 何 

とも 無い と 云 ふ 下から。 

忙しない 何の 事ぢ や。 何 

時 も 唄 ふ 雀の 歌。 唄うて 

御前の 御機嫌 取り や。 H 

ェ 鈍な 子で は あ る わい 

と 0 叱られて おろく！ 《^( 


スヱ しゃくり な 

がらの 濕 り聲。 頃 こちの 裏の ち さの 木に 

/、。雀が 三疋留 つてく。 一羽の 雀が 

いふ 事に やく。 夕べ 呼んだ 花嫁 御 花嫁 

御。 竹の 下葉 を 飛び下りて 籠へ。 寄 来る 

親鳥の。 鋅 貧み を すれば 子 雀の。 ii  7 シ 

さし 寄す る 有様に。 K ァレく  gs5  。雀 

の 親が。 子に 何やら 喰 はし 居る。 おれ も 

あの 樣に。 早う 飯が たべたい と。 S 小鳥 


を義む 御 心 接。 ヲ、 お 道理 ぢ やと 云 ひた 

ふる 

さ を 紛らす 蔑 も。 フシ 震 はれて。 1" わし 

が 子息の 千 松が- 、 コ レ千 松。 

殿様の 御機嫌 を。 ェ、 何 を 泣 顔す る 事が 

ある。 ち ひさうても 诗ぢ や。 コ レ。 B" 七 

ッ八ッ から 金山へ く。 一年 待て ども ま 

だ 見えぬ. （-。 詞 乳母 まだ 釵は 出来ぬ か 加 

や. >  ヲ 、もう 出来ます る。 《!  二 年 待て ど ほ 

- i  代 I 

もま だ 見えぬ/ > -。  母樣釵 はま だかい ま 一 
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のェ 、忙しない。， てな た 迄が 同じ 樣に行 

儀の 惡ぃ。 イエ/,^ わし は 食べたい 事 は 

無い けれど。 御 前 様が おひ もじから うと 

思うて。 H  、何のお 强. S お 殿様が。 おせが 

みなされう。 ソ リャ 其方が せがむ の ぢゃ。 

イエく 私 はせ がみ はし ませぬ。 サァせ 

がま やば 今の 唄。 聲張 上げて 唄うて 見や 

と。 地 云 はれて 淚の嫛 張 上げ。 ！f ほろ り 

/\ と お泣き やる が// \-0  * 力なく 

泣 聲を隱 して 連れる 母. が" 何が 不足で 

お泣き やる ぞ く。 唄 の 唱歌 も 身に 常 る。 

淚 はお 乳が フシ 胸の €： 子 故の。 闇で 遣る 瀬 

なき。 * 若殿 小 陰 を 打 詠め。 a ァレく 

千 松 种が來 る 呼べく。 种 よこい くと。 

呼べば 駆けく る綠の 上。 ョヲ、 よい 所 

へ よう 来たな。 ァ ほんに われ は 仕 合せ 者。 

おすべりの 此御 膳。 殿樣の 御機嫌 を。 直 

した 御 褒美 戴けと。 * 紙 折り 敷いて 並ぶ 

れば悅 ぶ體を 見る 若君。 ^母お りゃァ 


ノ种 S! 成りたい と * 羨み 給 ふ 御風 情。 聞 

く 悲し さ を堪へ かね。 B« ヲ、 お 道理 ぢゃ 

(0  * 日本 國の其 中に 幾 億 萬と 限り無 

き。 人の 果報 を 請け 給 ひ 五十 四 郡の 御主 

と。 榮 矮 榮華は 上 も 無き 何喑 からぬ 御身 

にて。 思 ひ-かけ 無 い 御 辛抱。 a 縱 へ 賤し い 

下々 でも 0 斯うい う 事が 有る もの か。 * ま 

してや 遂に 見 も 聞き も。 長 * 淚 ながらに 

政 岡が 申す 事と てお となし う。 閒 入れ 給 

ふ 痛 はしゃ。 現在 碑 內の御 家来が。 邪 

非道に 組み 從ひ C 殺害 せんとの H みと は。 

知った る 故に 蔭 身に 添 ひ。 お まめな 御身 

を さな 

を 御 病氣と 世間 を SS り 胴慾に。 幼い 御身 

に 朝夕 さへ 思 ふ 様に 上げぬ 故。 鳥 獸の餌 

ばむ をば 羨し がるお 詞は。 御尤 ともお 道 

理 とも 云 ふに 云 はれぬ 御身の 因果。 雀 や 

犬に 劣った る宮 仕して 忠義 ぢ やと。 云 は 

にえた ふ 

れぅ もの かとな おひし ばり。 胸 も 煮立つ 風 

ろ ？ぎ  ぴ やうぶ 

爐 先の。 屛 ほに ひしと フシ 身 を 寄せて 奥 


を。 惮る 忍び泣き。 * 幼 けれども 天然に 太 

守の 心備 はりて。 1^コレ9^母何で泣くぞ 

いやい。 其方 や 千 松 もた ベぬ e:。 おれ I 

人 忙しい と 思 ふなら。 モウ 堪忍して 泣い 

て くれな。 其方 達 二人が たべぬ 内 は。 向 

時まで も おれ は- 堪 へて ゐる。 おれが たべ 

て も 53? 母が たべす に。 死に やったら 惡ぃ 

ナァ千 松。 そちが 死んでも 惡ぃ。 ナァ。 

ハイ/ \/\。 よう おっしゃって 遣 はさ 

れ ます。 ァ 、有難う 御 ざり ます。 乳母 か 

今 泣いた の はな。 ァリ ャ釵の 早う 出来る 

呀ひ。 何の 悲しい 事 は ござり ませぬ。 コ 

ご ら-っ 

レ モウ 淚は 無い。 ナ御覽 じ ませ。 ホ 、 ホ 

ホ、、 、o を かしい くサァ く 今の 呒 

ひで。 モウ 釵が 出来ました。 いつもの 樣 

にぎ/. t  いひが ひ 

に。 S 握々 して 上げ ましよ と。 釵七 取つ 

て 手の 內に。 7 シ 結ぶ を 千年と 待 侘びて 

手 を 出し 給へば。 《s マァ くお 待ち 遊ば 

せ や 。吟味の 上 にも 吟味せ ねば。 御 辛抱の 
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甲斐が 無い。 地 先づ御 毒味と 千 松が。 顔 

を 眺めて。 a ム、 氣遺 ひない。 サァ く 

雉 御前 御心靜 かに 召し ませと。 一； ムふ にい 

そ/、 御悅 び。 千 萬 石 を 乎の 裡に。 握る 

御身に 引替へ て。 只 I 握りの 握 を數の 

珍味と 思 召す。 御 心根の 勿體 なやと 君 を 

思 ひ 我が 子 を 思 ひ。 心の 臭の 7 シ 忍ぶ 山 

忍び。 淚の 折からに。 》8 梶原樣 の 奥方 御 入 

りな b と。 呼ば はる 聲。 ハテ 心得ぬ 捤？ § の 

奥方と は。 何にもせ よお 通し 申せ。 コ レ千 

松 。そなた は 次へ。 常々 母が 云 ひし 事。 必 

す /^忘れまい ぞ0サ 早う。 * 早う と 追 ひ 

やって。 フシ 衣紋 ふ 其 €： に。 沖の 井 八 

か はら 

汐も出 迎ひ敬 ふ。 襖 押し 開かせ。 地梶原 

平 三景 時の 奥方。 夫の 權咸 に榮ぇ 御前。 

しと/, \ と 上座に 直り。 SS ヲ、 何れ- 

も 出迎ひ 大儀。 自ら 今日 來 りし は 右大將 

の 御上 使。 夫 景時承 はれ ども。 の 一 

子鹤喜 代病氣 によって。 男た る 者を禁 


たると 聞きし 故。 夫に 代る 此榮。 義網隙 

し 上ら ラ 

居の 其 後鶴軎 代の 所勞。 殊に 食事 も 進ま 

ぬ 由。 御 心 を 付けられし 此御藥 子。 賴朝 

公より 下され 物。 有難く 頂戴 あれと。 

持たせし フシ 力、 * 菓子 箱 さし 出せば 八汐 

引取り。 <H コレハ く 有雜 ぃ大將 よりの 

下され 物。 サァ， --と 申し 若殿 樣。 早う 

ふた 

頂戴 遊ばし ませと。 i 押 開き。 詞テモ 

まあ 見事な 結構な 此ぉ窠 子。 ィザ 召し ま 

せと 7 シ差 出す。 * 流石 童の 嬉しげ に。 

立 寄り 給 ふ 鶴 喜 代 君。 》-ァ 、 申し 御前 様。 

又其樣 なさ もしい 事。 荆病氣 の 御身 なれ 

ば。 お 毒に なったら 何とな さる、。 地此 

方へ お越しと 政 岡が。 詞 打消す 榮 御前。 

0 ャァ賴 朝 公より 下さる i 御 紫 子。 何 疑 

うて 頂戴 させぬ。 是非 此榮が 食べさせる。 

ァ 、 ィャ それでも。 ム 、但し 賴朝 公の 仰 

せ は 背いても 苦しうな いか サァ。 サァ。 サ 

けんぺい 

ァ くと 7 シ權柄 押し。 * 奥よ" 走って 


千 松が。 其 菓子 欲しい と引摑 み。 何の 頑 

只 一 口。 八 汐が洶 り 御前。 毒の ェ 

なう らん 

みの 顯れ 口。 忽ち 惱亂： U を 見詰め- M ちら 

かした る 7 シ折は 散亂。 地 八汐は 透かさ 

す 千 松が。 首筋 片手に 引 寄せて。 懊劍 ぐつ 

と 突 込めば わつ と 一 聲七轉 八 倒。 iS? く 沖 

の 井 政 岡が 7 シカ、 《 '仰 犬ながら 一 大事と。 

若君 押し遣る 我が 部屋 口。 戶 口に 付添 ひ 

フシ 守り 居る。 飼 ャァ何 を わざ. （-。 騒 

ぐ 事 は 無 いわいの。 くも 親 朝 公より 下 

されし 此折。 獄 M りし は 上への 無禮。 小 

さい 餓鬼で も 其 俊に は 差 置かれぬ。 それ 

故に 手に 懇け たは。 お 家の 爲を思 ふ八汐 

が 忠節。 ム、 ハ、 ハ、、 、ゝ、 。ヲ、 可 

愛さう にく。 痛い かいな うく  C 他人 

の 私さへ 淚が こぼれる。 コレ政 岡 殿。 現 

そなた 

在の 其方の 子。 悲しう も 無い かいの。 何 

の マァぉ 上へ 對 して 慮外せ し 千 松。 御成 

*<ぃ  こなた 

^は 御 家の 爲。 ム 、 ス リャ。 是 でも 此方 
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は 何とも 無い か。 ャ是 でも か 0  / と。 

なぶ M-VJ ろ  き. *3 き . 

地 激 殺しに 千 松が。 苦しむ 聲の肝 先 へ こ 

た ゆる 辛 さ 無念 さ を。 ぢ つと W ゆる。 辛 

抱 も 只 若君の 大事 ぞと C 淚 一 滴 目に 持た 

ぬ。 男勝りの 政 岡が. - 忠乾は 先代 末代 ま 

で 又 有る まじき 烈女の g フシ 今に 其 名 

は。 Ic- しき。 * 榮は 始終 政 岡が。 素 振に 

氣を 付け ほ、 笑み。 a ヲ 、 出かした 八汐。 

右大將 より 鶴 喜 代 へ 下さる、 大切の 御藥 

子。 小 枠め が 出しゃばって。 すっての 事 

に 大事の ェみ。 ィ ャァノ 大事の 菓子 を 荒 

した 科。 殺した は 八汐が 働き。 さすが 渡 

會銀兵 衞が妻 程 ある。 政 岡に は 自らが 云 

ひ 聞かす 事 も あり。 沖の 井 八 汐兩人 は.. 暫 

くチ、 へ 間 を 隔て OSS 召されと 地榮 の詞。 

何と!！！ 變も 沖の 井が 深き 心 は 和 田津海 

の。 汐の八 汐も打 連れて ォク" 伴 ひ。 へ 一 

間へ 入りに ける。 7 シ跡 先見 廻し 榮 御前。 

政 岡が 傍に すり 寄って。 5^ 頃 仕込みし 


ぐわん *M ラ 

そなたの 願望。 成就して 嚷ぞ悅 び。 ェ 、 

何と おっしゃる。 ァ 、 ィ ャモ隱 すに は 及 

ばぬ。 東西 わかぬ 內 よりも。 取替へ 置き 

しそな たの子の。 鶴 喜 代が 身に 恙なう。 義 

綱の 誠の 悸。 千 松が この 最後。 撫ぞ 本望 

であらう なう。 ェ、 。ヲ、 取替へ 子の 様 

子 は 先達て 知つ たれ ども。 若し やと 思 ひ 

最前から。 窺うて 見る 所。 血筋の 子の 苦 

しみ を。 何 ぼ 氣强ぃ 親々 でも。 _t へらる 

る もの ぢ やない。 若殿 にして置く 我が 子 

が 大事。 そなたの 顔色 變らぬ は。 取替へ 

どう ふくちゅう 

子に 相違 は 無い。 スリャ 皆々 心 は 同腹 中。 

刑 部 殿と も內談 しめ。 諸事 我が 夫の 指圜 

あらん。 先づ 今日は 立歸 り。 病 氣の樣 子 

申 上げん。 必すく 何事 も。 人に 覺られ 

まい ぞ やと。 *1 人 呑 込み 悠々 と。 フシ 

館 を さして 歸らる i。 地 フシ 跡に は 一 人。 

政 岡が 奥 口 窺 ひくて。 地 我が 子の 死骸 

抱き上げ。 こたへ くし 悲し さ を 一度に 


わつ と溜淚 ス H せき 入りせ き 上げ 歎きし 

が。 S コレ千 松よう 死んで くれた 出かし 

たなく。 そなたが 命 捨てた ゆ ゑ。 邪智 

深い 榮 御前。 取替へ 子と 思 ひ 違へ。 己れ 

が ェみを 打明けし は。 親子の 者が 忠心 を。 

神 や 佛も润 みて。 鹤喜代 君の 稗 武運 を 守 

らせ給 ふか。 ハ、、 、 、 有難 や。 有難 

や。 是と言 ふの も此 1$ が。 常々 敎 へて 置 

を さな ご-ろ 

いた 事。 稚 心 に閉 分けて。 手詰めに 成 

つた 毒害 を。 よう 試みて たもった なう。 

ヲ 、出かし やった く。 そなたの 命 は 出 

は あう しう  いっか ちう  aj ぞ 

羽 奥州 五十 四 郡の I 家中。 所存の 脾を堅 

めさす 誠に 國の 。フシ 礎ぞゃ 。地と は 云 ふ も 

のの 可愛 やな。 君の 御爲豫 てより 覺悟は 

極めて 居ながら も。 せめて 人らしい 者の 

手に 楚 つても 死ぬ 事 か。 素姓 賤 しい 銀 兵 

衞が 女房 づれの 铜に掛 り。 なぶり 殺し を 

現在に 傍に 見て 居る 母が 氣は どの 樣 にあ 

らう どう あらう &ひ遐 せば 此程 から。 唄 


かな や i 

うた 唄に 千 松が。 七つ 八つから 金山へ 一 

年 待て ども まだ 見えぬ。 二 年 待て ども ま 

だ 見えぬ と。 唄の 中なる 千 松 は 待つ かひ 

あって 父母に 顔 をば 見せる 事 も あらう。 

同じ 名の 付く 千 松の。 そなた は 百年 待つ 

たと て 千年 萬 年 待った とて。 何の 便が あ 

ろ ぞいの。 三千世界に 子 を 持った 親の 心 

は 皆 I つ。 子の 可愛 さに 毒な 物 喰 ふなと 

云うて 叱る のに。 毒と 見えたら 試みて 。死 

ん でく れいと！ K ふ 様な。 胴欲.^ 非道な 母親 

ひと リ 

が 又と I 人 ある もの か。 武士の 種に 生れ 

たは 果報 か 因果 か 。いぢら しゃ。 死ぬ る を 

忠義と いふ 事 は 何時の 世からの 習 はし ぞ 

こリ かた  てつ ザ き| ん  ぐ 

と 。凝固まりし 鐵石心 0 流石 女の 愚に 返り 

人目 無ければ 伏し 轉び 死骸に ひっしと。 

抱 付き 前後。 不覺に 歎きし は理。 7 シ 過ぎ 

て 道 St* なり。 地 後に すっくと 八汐が 大聲。 

K 何もかも 様子 は 間いた。 こっちの ェ み 

の 妨げ 女。 己れ も 生けて は 匿 かれぬ と。 地 


詞の 一 間 押 開けて。 詞ャァ 不忠 不義の 銀 

兵衞夫 li。 ェみの.？^^^白狀せょと。 地 立 

出づる 沖の 井。 ャァ此 八汐に 白狀と は。 

ヲ、 其證人 は爱に 在る と。 地 云 ひつ、 出 

づる卸 見て 恂 り。 詞ャァ そち は 小卷。 ヲ 

ヲ 好い 證 人で あらう がの。 夫 道 益に 云 付 

けて。 無理に 毒藥調 八" させ。 此事 外へ；？ - 

らさ うかと。 よう 夭 を 殺した な。 夫の 敞 

わざ 

と 思 へ ども。 女の 身の 討つ 事 叶 はす。 態と 

惡 事に 一 味して。 まつ 斯う 手め を 上げよ 

ぅ爲。 鸫喜代 1^5; と 千 松 を。 入替 へ 子と 云う 

たも 小卷。 それ故に 榮 御前。 うまく 此 

場を歸 りし も。 裏の 裏 行く. V 加減。 サァ 

眞 直ぐに 白狀 と。 * 忠と 不忠の 喻ひ 合せ。 

毒藥 却って 藥と 成る 額に 似合ぬ 配劑 は。 

類 ひ^ 儀の 7 シ 手柄な り。 地 モウ これ ま 

でと 八汐が 懷劍。 心得 政 岡 請け 流す。 互 

だしな 

に嗜む 太刀 さばき 手 を  一一： f  、リ盡 した 

る。 フシ 二人の 女。 S 我が 子の 恨み 一 心 


に 突 込む 懐劎打 落し。 直ぐに 切 込む 八汐 9 

が 肩先。 ひるむ を 取って 突 通され。 虚{ や： を S 

摑ん で悶き 死。 惡の報 ひ は フシ 忽ちに 心 

地よ くこ そ兑 えに けり。 地 手柄々々 と 沖 

の 井 小卷。 共に 悅ぶ 折からに。 物音 入聲 

騒がしく。 詞ァ ノん音 は緣の 下。 油斷な 

ら ざる 若君の 御身の 上 も氣遣 ひたり。 ャ 

ァ膝ー 兀中燭 々"地 はっと 答へ も^,, あ 手燭。 

手んで に 一 腿 長刀 も 閃めき 渡る へ綠の 

下。 身は鐵 石の 節 之 助。 寄りく る 忍び を 

人ぞ  一一； M 力、 9- はらり ノ，. -と 7 シ殳げ 散 

あ いろ くら £5  たけ はっくん 

らす。 地 物の 文 色 も 暗 紛れ。 丈拔 群の 大 

鼠。 口にく はへ し 系 圆 の 一 卷。 飛 itl の 如 

-; づか し： s«- け/" 

く 新 行く を。 透さぬ 松ケ枝 小柄の 手裹劍 

鼠の 頭 忽ちにば つと 燃え立つ 焰と 共す つ 

くと 立った る 。異形の フシ 姿。 P ァ、 ラ 

との わ  I 

不思議 や。 密かに IS 道の 緣の 下。 斯く取 I 

り 園み し 曲者 ばら 0 騒ぎに 紛れ 現れし は。 g 

群に 勝れし 大虽。 正しく 忍びの 幻術なる 錄 


か。 ハ、 ハ 、！^ しゃ ナァ- い 此 一 卷を楚 は 

ん ftr 大^成就 嬉し やた ァ。 地 聲は遙 かに 

節 之 助，、 曲者 待てと 聲 より 门 十く" はっし 

と 打った る 以前の 小柄。 心得 松ケ枝 忍び 

胸先 血煙り 曲者 は 跡 を- 嗜 まし 

一お へ 出で て 行く 

第 七 

お サァく 休めく  C おらが 旦那 明衡殿 

は，) 人 遺 ひが 好 い と 間き。 跡の 季 から 住ん 

で 見た が。 此 頃の 忙し さ是 では 鱧が 辏か 

ない 。ヲ 、 それ/、。 專 内が 云 ふ 通り。 朝 

から 晚 まで 傲き 通し。 其 上に 京都から。 

上使と やら, 使と やら C 今日 此處 へ來 K? 

*, 一 やうおう 

と 云うて。 あの 樣に幕 打 廻し，」 麥應ぢ や 

の 御馳走のと _ 一  酒 ゃ宥で 交ぜ かへ す。 殘 

らす あれ を 喰 ふで あろ C おいら はすぐ ち 

かん ざら  » 

§K で。 寒晒しの 此尻 を。 明け六つに 御 

とも やう ぴら  へ "ち 中ク 

戶帳 開き- >  夜 九つに 閉 帳して。 著の み 著 


の俊轉 りと やる は。 はかない 事で は 無い 

かい やい： コリャ 是非 €： が 云 ふ 通り" 中 

問の 身の上 程。 打 見に は 美々 しくて。 不 

便 者の 上 は 無し" さりながら 悔 むな/ \c 

此 身の上に も樂 しみ あり。 最前 幕へ 運ぶ 


he ちょろり と 曲め たコ レ 此撐。 I 二人 寄 

つて 一;^ ま うぢ やない か。 是は 出かした 素 

•  之 えう 

早い やつ C 肴な どと は榮耀 の 沙汰と。 « 

芝に。 べったり 毛 だらけな 尻 フシ かたば 

みに 押 直り。 《f 指い つ 指されつ 食べつ 押 


へつ 吞む 程に 酒 もよ い 程 s り 口。 江戸 兵 

衞 茶碗。 下に 置き。 》«ァ 、何ぞ 看が 欲し 

いな ァ。 ァノ 幕の内に こそ 肴 はたんと あ 

るらん。 ゾリ ャ 知れた 事。 此專 e が 運ぶ 

ぶ. M  あさ， 

內01 * 蓋 は 取って 見ね ど。 大方 中 は淺蛾 

す あ ひ £ ぐろ さしみ  い W あげ このしろ 

の 酔 和。 鮪の 刺身 きらす の 煎 上。 嬢 こ は 

だ を 魚 田に し。 それから 段々 長 じて 來た 

ら。 湯豆腐な どと 奢る であらう。 コリャ 

/、江戸 兵衞。 汝は 其樣な 料理 をば。 

つた 事 は あるまい な。 テモ奴 も此扠 はき 

J- ぴ ざう く *： ひもの 

つい 下卑 藏。 i 艮 物の 事ば かりぬ かし 居 

すわ ど 

る。, くも 此. 江 戶兵衞 。水道の 水で 育った 

男。 ^樣な卑劣な^£^は御存じ無ぃゎぃ。 

コィッ ハく^：^ビぬかすがな。 江戶は 

だな  べつ ひ 

江戸で も。 大方 裏屋の 九 尺 店 一 つ 通に 割 

鍋 f) け 此頃は 米 は 高し。 其 日. <  々の 小 買 

ひで あろ 。コリ ャャィ く。 顷の 動く 儘。 

た/ * さ 

樣. <f と 人の 店 探しす るが な。 恭 くも 此男 

の 。住みし 所 を 云うて 間 かそ か 。ド レ閲か 


うか。 云ふぞ よ。 閉くぞ よ。 抑も此 男の 住 

みたる 所 は。 淺草 見附の 邊 りに 於て。 島 

げんきん みせ 

屋 とい へ る 現金 店。 先づ其 間口が 五十 間。 

奥行が 五十 五 間。 土蔵 作りに 家 を 建て。 

ャァ 井と 書きし 暖廉を 掛け。 番頭 手代 


子供まで。 六 百 人 餘の人 を 遺 ひ。 ャァ。 

某 は 其 中で。 番頭 殿 か。 ィャ 1^ 焚殿ぢ や。 

ほんに 人の 行末と 。白水の 流れ 程 知れぬ S1 

. おうし 5 さんがい 3  先 

もの は 無い。 江戶の 者が 奥州 三界 わい 等 代 

と： t: 合 ふ も 他生の 緣 C ィャ叉 江戶の 繁昌 


が 見せたい わい。 先づ 現金 店と 云 ふ 物 は 

な。 手代 衆が 二百 人ば かり。： ^ & 盛った 様 

にづら りと 並ぶ と。 店に 子供が 立って 居 

て。 お 這 入り なさい やせう。 是 へく 

/\  。時に 女中な ど釆 ると。 お出でな され 

のどか  s 

ませ。 今日は 長閑に ござります。 此 間の 地 

合 を も 一 度 御 覽 じ ませ。 ェ 、 子供 や。 へ ノ 

サ 位の 八 丈替り 縞。 十四五反持って.^*ぢ 

や。 勘 三御覽 じたで 御座り ませう。 羽 左 

衞鬥 もき つい 評判で ござります。 ェ、 判 

取な どと やら かす は。 ハテ さて それ は 賑 

はし さうな 事ぢ やな。 したが 其 勘 三 羽 左 

衞 門と は。 どのお 屋敷の 御 家老 だ。 ェ 、 

しゃう とく 

コ イツ ハ 生得 田 舍の 芋掘り だ， コリャ 其 

勘 三 羽左衞 門と いふ はな。 日本 一 の 歌舞 

妓 芝居。 ィャ又 其 繁昌が 見せたい なァ。 

役者と 云 ふ ものがたん とあって。 義經を 

する 時 は 義經。 金平 は 金平。 傾城 は 傾城 

と。 それぐ に 分かる 所が！！ だ わ。 それ 


を わい 等に 見せたい なァ。 ぢ やが 此樣な 

遠國に 生れて は。 それ も 一 生得 見. f に。 

そうぐ 

地 仕舞う であろ と總々 が スェ 力； 打 萎る 

れば 道理々々。 詞さ りながら 江戸 中に 生 

れて も。 屋敷 方の 奥 女中。 又 町方の 奉公 

人。 芝居 を 見る は 一 年に 漸と 一 度 か 一 so 

其 様な 人に はかの。 聲 色で 堪能 さす わ。 

なに 聲 色と は 聞かない 染色 だな。 ェ、 n 

，レ ろ  もえぎ 

色の 事で あろ。 但は萠 黄 か 花色 か。 ァ 、 

ィャ /,、 其 様な 事ぢゃ 無い。 今 云うた 役 

者の 聲柄 を。 とつと 其 役者が そこへ 出た 

樣に 似せる のぢ や。 おれ も 江戶に 居た 時 

は。 其 聲色を 使 ふ 事が 大名 人。 聞 手が ある 

なら 閉 かしたい と。 地口から 出傻の 7 シ 

太平 樂。 地 聞いて 皆々 ii り 寄り。 コレ 

それ は 何より 面白 かろ。 芝居 を 見る 事 は 

成らす とも。 せめて 其 蒲 色と やら 嫛 色と 

やらが 間きたい たァ。 どうぞ  一 口 所望 ぢ 

やと。 * せがみ 立てられ 今更に。 知らぬ 


と は 云 はれぬ 時宜。 髙で 向う は田舍 者。 § 

あて  羅 

知らぬ を 當に押 強う。 K そんなら わい 等 先 

は彌々 知らぬな。 ィャく 知らぬ。 ほん 获 

に 知らぬな。 知らす ば さらば 遣って 間 か 

さう。 併し 聲色遣 ふに は。 噴が 無くて は 

成らぬ が。 わ. いら 唄って くれない か。 ハ 

.  ャ- いご もの つ- ナひ きうた 

テ唄 というても 在鄉 者。 臼 引 唄より 何に 

も 知らぬ。 ィ ャく聲 色の 唄 は 文句が 極 

つ て ある。 ァ 、 何と やら 。ヲ 、 それく 0 

雨の 降る 夜 は I 入 ゆかし。 この 文句に 何 

なりと も。 節 を 付けて 唄って くれ。 そん 

なら 節 は 何でもよ いな。 雨の 降る 夜 は 

ナ。 一 しほ ゆかし。 K 東西々々 只今 遣 ひ 

ますが 市 川 團十郞 で ござります。 金なら 

たった 三百 雨で。 可愛い 男 を 殺す か。 ァ 

ァ 金が 欲しい なァ。 二八 十六で 文 付けら 

れて。 二 九の 十八で つい 其心ぢ やわい な 

ァ 。とつと もう えら. S もん ぢ やわ. S なァ。 

ヨウく 團十郎 様く。 ハ 、国 十 郞は女 8 


役ぢ やな。 今の は 大方 十七 八な。 娘に な 

つた 所と 見えて。 可愛らしい 風俗まで が。 

思 ひ 遣られて 面白い わい。 サァ くま 一 

きんぴ.？ 

つ 所望 ぢ やく。 令 度 はかう 金平 か 金 時 

の 様な 。强ぃ 事が よかろ くと。 地 請け 

のよ いのに 頭に 乘 つて。 "^强 い 事なら ヲ 

^ が はきく のじよ ゥ 

ヲ それ/、。 そんなら 瀬 川 菊 之？^。 こい 

つ は 又 可愛らしい 名ぢ やが。 若し 菊 之？^ 

は 女役ぢ やない か。 ィャ く。 江戶 一 番 

の 敵役。 丈の 高さが 六尺 餘 りで 太り肉。 

たと へて 見よう なら 誰で あらう ぞ。 ヲ 、 

ソ レ /、。 此國 から 出られた。 丁度 谷風 

と 云 ふ 男。 顔を眞 赤に 塗り 散らし。 橋懸 

からぐ わたり/ \ と。 ィャ聲 色ば かり は 

面白な い。 つ いでに 身振り もして 見せう。 

おれが 足 を 踏む 度に。 そこらの 石 を 拾つ 

て 来て。 今の 撙 でも 叩. S たく。 おっと 

-  ぜひない かげ 

合 點と專 e: 是非 內。 陰 を 打つ 役ぐ わたり 

く。 ぐ わたく く。 地 まつ こ の 如くと 


踏ん ばた かる。 3 ヨウく 菊之丞 様く。 

椎の木 四 五本 小槻に 取り。 赤澤 山の 山 千 

鳥。 本尊 かけた か 掛け 千鳥。 とんび はと 

とう 烏 はか かァ。 變 つた ハ レ マ 對面ぢ や 

なァ と。 地 何 を 云 ふやら やくた. S も 。知ら 

そうふ、 

ぬが 佛總. _T か 7 シ やつち や. （-と 褒めに 

ける。 江 戶兵衞 ハット 心 付き。 3 かう 

してべ らく 遊んだら。 また 頭め が呵る 

であろ。 尻の 來ぬ €： サァ くと。 in かた 

げて 地銘々 に ォク 9 とば か は へ 彼虚へ フシ 

あま  ひな 

急ぎ 行く。 地 天 ざ かる 木 フシ 力、 リ鄙 とはい 

へど 風俗 は。 都に 恥ぢぬ はげし 地の。 徒 

ち  きさが た ご ぜん  もじ +-U-  , 

歩 を 拾うて 象 潟 御前。 娘 文字 指 伴うて。 

7 シ乘物 釣らせ しづくと。 と ある 木蔭 

に 立 休ら ひ。 詞ィャ なう 文字 惜。 け ふ は 

CS で ひら さま 

御先 祖秀衡 様の 御 命日に 相 常れば。 定倉 

ベ うさ 0 

殿 廟參の 害 なれ ど。 公用 繁き中 なれば。 

夫に 代って 自らが % 歩路を 行く も 君への 

恐れ。 そなた を 一 所に 伴 ふ も 都より 上使 


の 御 入り。 御馳走 役 は そなたの 夫。 祝言 ^ 

8 

はま だせね ど 許嫁の 千 贺之助 殿。 餘 所な 

がら 顏も 3- せた し。 さりながら 屋敷から 

は餘 程の 道 。そなた も 定めて しんど かろ。 

私より は E5?!i$ の。 常から おひろ ひなされ 

ぬ 近嚷ぞ お疲れで ござり ませう。 お 使者 

儲けの 此 床几。 ちと マァ お休み 遊ばし ま 

せと。 * 親子の 中 も 武家 は 武家 7 シ 堅い 

程 尙！： T 愛らし。 1!？ コリャ /、家 來 ども。 

暫 く 休息す る 間 乘物は そこに 置き。 木蔭 

に 休んで 歸りを 待て。 《 ？サァ 文字 摺と傍 

へなる。 7 シ 床几に 休ら ふ 程 もな く。 地 

京都よりの 使者 羽根 川， 丹 下。 伊達 千賀之 

助 伴うて しづ/,^ と。 出で 來れ ば。 それ 

はぎはらとう C 

と 見る より 获原藤 治。 二人が 前に 兩手を 

突き。 詞先づ 以て 遠路の 御 光篤 御 苦勞千 

萬。 拙者 儀は定 倉が 家 來获原 治。 憚り I 

ながら 一 つのお 願 ひ。 先祖 秀衡の 眼識 を ^ 

以て。 主人 定倉 代々 預る 領地の 内。 今改 .3 


めて 明衡 殿の 支配 地に 罷りなる 事。 主命 

默 f しがた けれど。 何とも 拙者 その 意 得 

す。 此俵 遺恨の 元と ならば。 終に は兩家 

おの づ. * 

の 不和と 成って。 自 らと 忠義 を 忘る k 道 

理。 今 一 應 了簡あって。 御 割 し 下され 

かしと 恐 入って ぞ願 ひける。 ホウ 获 原の 

願 ひ 尤も 至桎。 定倉 殴と 親 明衔。 兩人遣 

恨 を 差 挟ま ば 鶴い： la 代 君 のお 爲も いかに。 

コリャ 丹 ド^ 御 思案あって。 御 割 房し 遣 

はされ まい か。 成り ませぬ。 何事 も皆此 

胸に。 サ 何にも 云 はすと 控 へて ござれ。 

ャィ コリャ 若い者-。 此 度の 領地の 事。 主 

人 鶴い せ 代の 指 n ばかりと 思 ふか。 忝くも 

捉原殿 内意 を 以ての 御 仰せ。 其方 如きの 

知る 事なら す 、- 上使に 向って 過言 を 吐く 

は C 主人 定 介の 言付けな らん。 後日の 小 

りをャ 待って をれ と。 地 嵩に か- -れ ば此 

力 はむ つと。 a 鶴 喜 代 君の 仰せと あらば。 

了簡の 付くべき 品 も あらん、) が 先祖 秀衡 


武功に よって。 k 先にて 取った る 此國。 

他家の 指圜を 講 くる 様な 主人で 無い。 ャ 

くめんたい  おお-ぼね I. 

ァ si 怠な り 其頓 骨。 切 下 げて くれん すと。 

埔切刃 週せば こなた も 身 構へ。 旣に 斯う 

きさが 

よと 7 シ見 えければ。 地象渴 中へ 分け入 

つて a; マ ァノ、 お待ち 卞さリ ませ。 自ら 

は定 倉が 妻 象渴と 申す 者。 モ 最前よりの 

家来が 無禮。 御 立腹 は 御尤も。 が 慮外の 

段 は 幾重に も， - 御 了簡 下さらば 忝う 存じ 

ます。 ィャ なう 藤 治。 御主 入 様より 我が 

夫に。 數代預 る 領分 なれ ど。 モ 他家へ 上げ 

ると いふで はなし 同家 中の 明衡 様。 殊に 

內緣 ある 家へ。 お預けな さる を 其 様に。 

マ 何を爭 ふ 事が ある。 御覽じ ませ 田舍武 

士と 申す 者 は。 面々 が 勝 乎ば か n。 モ必 

すお 氣に障 へられて 下さり ますな え。 

コリャ 其方 は此 様子。 定倉 殿へ 早く 申せ C 

ィャサ コリャ 何事 も此 胸に ナ。 合點が い 

たか。 サァ/ ^早う に * 是非な くも。 主 


命 何と 詞 さへ 無念 を。 7 シ堪 へ立歸 る。 ： 

地 跡 打 見やり。 f ャ何象 とやら。 ほ 

や-ば  $ 

其 許は定 倉の 奥方と な.^ 領分の 狭められ ま 

撫ぞ 無念に ござらう が。 主命 なれば 是非 

ない 事と。 早く 謠 めさつ しゃる がよ い。 

ヤコ レ千賀 之 助 殿。 其 許 親父 預り 地の 外。 

十分の 棒杭 打た せ。 ^^そ大慶にござらぅ 

の。 モ誰 しも かやう の E 出たい 事。 あや 

かる 爲に 幕の 內で。 ぉ盃を 頂戴 致さう。 . 

ャ n レ サモ鬼 角の いら へ もさつ しゃれぬ 

は。 どうで ござる。 サ其 許の 莉利 分に 成 

る 事。 刑 部 殿の 差圔 なれ ど。 モーつ は 拙 

者が 働き を 以て。 サ かやう に 事 を 取 計ら 

ふ も。 此 國に澤 山なる。 カノ  H、 金 ^4、 

く  1! 奥の C ナ金 花. 伊、 く 御馳走に 預 らんと 

參 つたに。 不興の 體は 心得す。 が ffll し は 

使者 を 侮る のかと-」 地氣 相變れ ば象渴 は。 ■ 

き はう 

上使の 前に 差 寄って。 S ぉ氣放 じに,、 S 茶 4- 

1 つ。 召 上られて 下さり ませ。 ィャ其 許 8 
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の 馳走 は 請けぬ。 かつ ふつ 構 ひ 召さる、 

な。 が 心得ぬ は 千賀之 助。 餘人は 知らす 

某へ は。 Si 様に 道 ひつく ば ひ。 馳走 答拜 

すべき 害。 不快で ござります。 ャ 何とお 

さし 

いやる。 サァ此 四 五日 はきつ う 病 氣が差 

お-;  か ゥ ひとごと  • 

發り。 一向 人事 も 分り ませす。 モ それ 故 

私 は 一 家の 事な り。 け ふ 御馳走の 其 役に 

頼まれました 事 なれば。 モ 何事 も 御 遠慮 

なう 仰 付けられ 下されよ と。 地 この 場の 

時宜 を それ ぞ とも 言 はぬ 色なる j 包み。 

7 シ 上使の 袖へ 差 入 るれば、』 * ちゃくと 

袂 でしび いて 見。 俄に 作る。 ほやく 笑 

顔。 HS ハ、、 、 、さて はさう いふ 事で あ 

つた か C それ は 近頃 御 苦勞千 萬。 が千賀 

殿 も 病氣と あれば 蘩 生が 大事で ござる。 

モ 早く 藥を用 ひさつし やれ。 が象渴 殿が 

取 持ちな さるれば。 モウ 其 許は是 にご ざ 

かんしゃく- P ち 

るに も 及ぶまい さ 。身 ども とても 掛痕 持。 

發 りさうな 其畤 は。 かの 今の： h ソレ 。萬 


きんしょうぐ n ん  た 

金 丹 か。 金 勝 丸。 金の 字の 付く 妙薬 を。 給 

ベる と 忽ち 直ります。 が是 から 幕の 內へ 

かんしゃく 

參り。 疳 痛の 養生ながら。 御馳走に 預りま 

せう。 それ は 何よりお 嬉しい。 ィャ ナウ 

文字 指。 千 賀之助 殿の あの 病氣も 大抵で 

は 癒るまい。 モ， そなた は 近頃 大儀ながら。 

跡に 残って 介抱 親む。 が 但し は 母が 殘ら 

うか。 ァノ マァ か、 榇 のおつ しゃる 事 。大 

儀な 役 を 勤める が。 ちとな とお 前へ 私が 

孝行 ヲ 、 それ/、。 申しお 使者 様。 マ 孝 

行な 娘で は ござり ませぬ かいな。 ィャハ 

ャ 神妙な 事で ござる。 モ あれなら 娘 御の 

御馳走で も。 隨分 とよから うが。 モ どう 

言うても 若いだ け。 今の ナゾレ 萬 金 丹。 

こがね はなさ ** ちの く 

金 花 埃く & 奥に。 心が 付かぬ と 我等が 迷 

惑。 若い者 は 若い 同志。 が 象 渴 殿に は 御 案 

e。 然 らば 左様。 斯うお 入りと 地 塗り 廻 

っゐ しょう 

したる 追從 も。 深き 心 の 奥方 は ォクリ 伴 

ひへ 慕へ フシ 入りに けり。 * 千 賀之助 は 


默 然と。 ス* テ 思案 fe: り， f 後に は。 心 も 

だく 文字 摺が。 B ィ ャ 申し 千賀之 助樣。 

s*. ゥ  * なか  . 

ぉ心惡 いが 定 ならば。 お 背中で もさす り • 

ませう かえ。 ヲ、 緣 なれば こそ 深切に。 

問うて 下さる 恭ぃ。 -が只 心得ぬ は 父の 胸 

中。 此頃は そなたの 父。 定倉 殿と も 中 好 

もと & 

からす。 さすれば 主人へ 不忠の 基。 が但 

し は 深い 思 召し。 あっての 事 か 何にもせ 

よ。 モ どうも 思案に 落 付かぬ。 ァレ まだ 

あんな 餘所 事に。 紛らす 様な 事ば かり。 

地 許嫁ば かりにて いつ 呼迎 へな さる. - や 

しるし 

ら。 ほんに 出 雲の 神様へ 。懸けた 願 ひの 驗 

4* ナ 

にて。 思 ふ 殿 it へ。 嫁入り を 今日よ 明日 

ち とせ 

よと 待つ 月日。 短い 冬の 一 日 を。 千年と 

思 ふ 心根 を。 ちっと は 推量して たべと。 

娘心の 一 筋に 思 ひ 積り し。 フシ 怨み 泣き。 

ハな ふね 

地 千賀之 助も稻 船の いなに は 非す 機に 出 

でて。 薛く 心の 向う へ 人 昔。 E ァレく 

あそこへ 親 仁 様。 S ほんに 私が 心 も 知ら 


す 悪い 所へ^ m 樣。 かう いふ i らな體 見 

せたら 直ぐに 勘當 請ける 事。 コリ ャマァ 

な-くま  V 

どうせう 木 隱れも 七 熊なら ぬ 乗物へ。 づ 

さうな つて 7 シ 屈み 居る。 * 伊達の 治郞明 

ベう さん ■t' かう みち まくぎ は  たちと r 

衡廟參 の 下向 道。 幕 際 近く 立 止り。 "-そ 

れ なる は 文 宇 指なら す や-" 京都の 餌 使者 

は 早 やお 入り か。 枠 千 賀之助 今朝より 此 

所へ 參り 居る 害。 が 其方 は 知らす やと。 

地 樣子 知った か。 知らぬ のか。 氣味惡 さ 

うに 文字 が。 JS サァ 千賀樣 はたった 今 

まで。 私と 話し やな どす るお 方ぢ やない。 

さう して 常から お 達者で。 乗物 は大嫌 ひ。 

お 屋敷に やな どご ざり ませう。 サ 早くお 

鐸り。 なされ ませと * 何 を。 7 シ言 ふや 

たんげ 

らし ども 無き。 地 幕の 內 より 羽 梗川丹 下。 

象！？！！ 御前 伴 ひ 出で。 a ヤコ レハ く明衡 

殿先鋪 よりお 待ち 申す。 が 就いては 其 許 

領分の 锾。 拙者 內外 取り はから ひ。 士分 

K うぐ ひ  ご *-<ん 

の It 杭 打ち 渐ぅ 只今 休息の 所。 そ御滿 


悦で ござらう の。 ヤコ レハ 遠路と 申 

し。 裨慈 ザの SS らひ 身に 取って いかば 

かり C 某 も 今朝より 早速 參る 害の 所。 先 

ベう しょ  ぶ さ た ご いう めん 

君の b 所へ 參詣。 心外の 不沙汰 莉看 免に 

預 りたし。 が 則ち 侔千賀 之 助-) 御 使者 設 

け Q 其爲 に： ァ 、 ィャく 其 儀 はお 構 ひ 

御 無用。 象渴 殿の 御 取 持で = 種々 御馳走 

零う おう 

に 罷りなる。 ハ テナ。 蹇應の 役人に 付 置 

く 枠は此 場に 無く。 親み もせぬ に 橫<^ 口 ひ 

よりの 取 持ち だて。 世に は 物好きな 者 も 

ある もの。 ナウお 使者と 《f どこ やらに 毒 

ある 詞閒 咎め。 詞ィャ 申し 明 衡樣。 其お 

詞は 誰に おっしゃる。 最前 是に千 賀之助 

殿。 病 氣の體 に 見えし 故參 りか- - つた 氣 

よしみ 

の 毒 さ。 お 世話 申す も I 家の 誼。 ャァ其 

1 家氣 にく はぬ。 心 善から ぬ定 倉が、) 娘 

の 緣を幸 ひに 我が 枠 を 取 込んで： 牧め賜 

はる 領分 を。 割 返させん 其爲 に。 . ^使者 

つねしょう けいはく  ， ， 

の追從 輕^。 其方の^！^智慧か。 但し 定倉 


がー 一一 5 付け か。 ャ&- 怯 至極な 追從 侍。 ャァ i 

間き にくし 明衡 殿。 緣 談は內 事。 京都 先 

のお 使者 も ござる 前閗 捨てに はなり がた 

し。 定 倉が 領分 は。 先祖の 鍵 先 鈍らぬ 所。 

表裏 を 以て 郡內を 貪り 掠める 明衡 殿。 平 

たう 言 はビマ ァ；！ 賊 C 斯く 申す のが 御 無 

念なら ば。 お 相手に なり ませう か。 サァ 

御 返答 * 承 はらんと 懐 刀拔 きかけ て。 

詰 寄り 詰 寄る 柳腰。 傍に あぶく フシ 力、 9 

氣遣ふ 娘。 明 衡は高 笑 ひ。 S ハ ： i 

ハ テ つべこべと 噪 つたり な。 所詮 女 は 相 

手に せぬ。 御 自慢な さる- -御 亭主に。 泡 

を 吹かせて お 目に 掛けん。 が これより は 

屋敷へ 歸り。 不所存なる 枠め を眞 二つに 

打 放し。 內緣 さつば りと。 切って 仕舞へ 

ば何處 から も。 手 を 入れられん 氣遣 ひな 

し。 ィ ザお 使者に は。 お 先へ と * 邊に 吃- 

度 目 を 付けて。 フシ 屋敷へ こそ は立歸 る。 ％ 

* 行く 間遲 しと 乘 物より。 飛んで 出で た 


る 千賀之 助。 a 日頃に は 似ぬ 父の 詞。 刑 

部 貝 田に 荷檐 して。 お 家 を 奪ふェ みよな。 

4v つ さう 

ャ 何にもせ よ 御意 見 をと。 地駄 行く 氣相 

マァく 待った 千賀之 助。 詞今明 衡の詞 

じゃくはいもの 

と 言 ひ若犟 者の 意見 だて。 閉 入れぬ のみ 

ならす 却って 匁に か- - りなば。 サぉ 主へ 

忠義 は どの 命で。 マァ 急く 所ではな いわ 

ていたらく 

いなう。 が 今日の 爲體。 明衡 殿の 心に 一 

物。 所存あって か 敵へ 一 味 か。 善惡 分か 

る それ迄 は。 千 賀之助 を こっちへ 人質。 

牢與が はりの 此乘 物。 娘の 部屋へ 押込め 

うつ -ぜめ 

て 日の目 拜 まぬ^ 敷牢。 屛 風の. e の轉 責。 

夜 もとつ くりと 寢 さし はせ ぬ。 さう 心得 

て覺 悟し や 。ィャ なう 文字 摺 。假 初なら ぬ 

大事の 人質 そなたに 番を 言付ける。 マ 取 

あ ひごし 

^さぬ 樣相舆 にと。 恥 かしがる を 手 を 

取って 無理に 。押 込み ヲ、 ソレ く。  3 

めしう-ど 

いつ a 出さう も 知れぬ 囚人。 地肌と 肌と 

を 締め 合うて。 用心 堅固に 油斷 せまい ぞ。 


ヲ 、 マァノ 嬉し さうな 顔 わい の。 家来 ど 

も。 乗物 やれと * 引 添うて 。歸 るは粹 の。 

水上 や 衣。 川へ と 三 a へ 立歸る 

第 八 

f  ® 荻の 上 風浮氣 はい やよ。 しめて 

寝る 夜はナ 下紐 解いて。 萩の 下露 わしゃ 

恥 かしい ナホ ス フシ 武名 は 國に綜 びぬ。 衣 

川の 館に は 泉の 小 治郎定 倉。 華麗 を 好ま 

ぬ 奥座敷。 庭 は 代々 經る もと あらの 木获 

の 花の 返り^き。 時 を 違へ し 人心 穩 かな 

らぬ 冬の 空。 庭に は主從 三人が 一 々に 竹 

杷& 目の。 落葉 枯葉 を 取捨て て 打つ 水玉 

に 置く 露 も フシ 紛 へ て 。蟲 とや 見えぬ らん。 

地主 定倉 機嫌 好く。  ャ千賀 之 助。 今日は 

其方が 手傳 ひで 思 ひの 外 早い 仕舞 ひ。 撫 

ぞ草 臥で あらう 休息し やれ。 ハァ これ は 

痛み入つ たるお lf。。 お前 樣 こそ 嘸 ぞぉ勞 

れ。 モウ 何事 もお 構 ひなく。 平に 御 休息 


なされ ませと。 地勸 めに 定食 Is への 床几。 t 

たばこ ぼん る， ： S  00 

膝う ち 掛けて 烟草 盆。 煙管 取上げ 薫らす 

る。 煙に 憂さ を 吹き はらす。 フシ 花に 餘 

念 は 無 かりけ る。 M 飛石 傳ひ 。歩み 来る。 

定 倉の 奥方 象渴 御前。 跡に 付添 ふ 文字 摺 

御&。 年 も 二八の 拫 りの 袖 心ば へなら 器 

しなかたち 

量なら 京 恥 かしき 品形。 腰元 はした がと 

さ- i  くみ W う 

りぐ に。 小 竹筒 組 重 かすく を 床几 

の フシ もとへ 持て はこぶ。 地 奥方 はしと 

やかに。 御 秘蔵の 花の 返り き。 いつ 

も 盛りの 時分と 違 ひ。 寒氣 烈しき 冬の 空 

毎日々 々庭へ 下り。 御 持病で もぎって は 

と。 文字 指に 氣を 付けられ 九獻 でも 上げ 

たいと。 此 子が 手づ から 切り刻み。 所變 

れば 品と やら。 ぉ氣放 じに 酒 一 つ。 お 上 

^ レ P  く 

りなされ て 下さり ませと。 會釋 こぼる V 

挨梭 に。 8- ヲ、 氣が 付いて 心 遣 ひ 過分 91  I 

分。 花に 心 を 移し 居れば 俊氣 もせす。 結 ほ 

句 土な ぶり は 身の 養生。 ナ _1 栂平は 次へ 获 
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立って 休足せ い。 ナイく と 埯其逮 部屋 

へ 7 シ 立って 行く。  * 定倉は 打ちく つろ 

ぎィザ 一献と 取 上ぐ る。 娘が 酌に 一 っ受 

け。 ほ 此盃は 千賀之 助。 そなたへ 差さう-、 

I つ 呑み やれ。 此頃. K 身 庭の 掃除 を 勤む 

ちょうあい 

る も。 秀衡公 寵愛 ありし 此萩。 それ 故 庭 

を淸 くす る も 先君に 仕へ る 心。 時なら ぬ 

|^0り^きもぉ家の吉事を吿ぐるならん。 

こ はぎ 

此 もと あらの 木 萩に 寄せ 詠みた る 歌 は。 

ァ 、何と やら。 娘 そちゃ 焭 えす や。 アイ 

成程 その 欲 は。 秋 萩の 古枝 に^ける 花見 

れば。 元の 心 は 忘れ ざり けり。 ヲ、 いか 

ひとと そ 

にも. （-。 ある 人 萩 は 1 年づ つに して 枯 

れ。 若紫より 花^く を 古枝に 咬け ると 詠 

さう く 

みしはと難す。此获草^^にぁらす木なり。 

« 1 名 を 唐获と い ふ 。依 つ て 弓な どに 是を 

作る。 K 武勇に 長ぜし 秀衡公 寵愛 ありし 

ことき 

も 尤も/ \。 壜 花の 色も異 木に 勝り 餘國 

に雙ぶ 方な き 名木。 先君 御 秘蔵の この 木 


A とと V-  こ ぞ ことし > 

萩。 ョ一 年に 二度の 樂 しみ。 去年と 今年 

を 秋と 冬。 ハテ 面白の 眺め やとせ 酌み か 

はした る盃の 數々。 ォクリ 廻ぐ る 年毎に。 

フシ 斯くぞ ありた き 風情、 なり。 * 父の 镄 

嫌に 文字 指が。 何 か 願 ひの あり 顔 を。 見 

て 取る 母が コレ 文字 $55。  8^ 父上へ 今の 事 

ちゃつ とくと 敎 へられ" s|@ 映 ゆげに 

い たづら も 0  、 , . 

手をっかへ。不義者と思召すもフシ^^カし 

けれども。 * 許嫁の 千賀之 助樣。 一 っ屋 

敷に 居ながら もま だ 祝言 もせぬ 殿 i:。 父 

こよ ひ 

上のお 情で。 どうぞ 今宵 夫婦の 盃。 お 許 

しなされて 下さり ませと。 父に は 願 ひ 夫 

には閗 け。 閉 けがし も戀の かぜ。 胸の 結 

ぼれもっれ糸た^^ 1 筋の フシ 願 ひなり。 

ホ 、 尤もなる 願 ひなれ ども 其盃は 追つ て 

の 事と。 言 ふ 其 仔細 は。 明 衡が此 頃の 行 

ぎ  がったい  さい 

挑。 刑 部 貝 田に 合體 せし か。 先つ 頃より 

不和の 中。 彼が 心底 さぐり 見て。 悪說に 

極まらば 其 時 こそ 改めて 明衡 方へ そちが 


くみ 

輿 入り 若し 又惡 事に 與 せし ならば。 言 ふ 

まで もな く 叶 はぬ 緣と 諦めよ と。 * 間い 

てが つくり 文字 指が。 いつ 果てしなき 1^ 

ひま 

の。 延びる 思 ひの スェテ 遣 瀬な さ淚 隙な 

き 。有様に。 地 母 象渴が 引取りて。 S 此 

頃 上使 設けの 時。 明衡 様の 御機錄 損じ。 

それ 故 自らが 伴うて 此 館に 置く 千 賀之助 

を 見 4n せ &言は 自らが 心に ある。 

其 上 父御が 明衡樣 にお 逢 ひなされ たら。 

祝言 もつ い 出来る。 必 すきな く 思 やん 

う ぶく 

な。 この 國 にて 明 衡定倉 といへば 羽翼の 

臣。 代々 忠義 を 忘れぬ 家。 明 衡樣に 限り 

よも やさう いふお 心の。 ィャ /,\- 奥 さう 

はゥ ゑん うつ は 

で 無い。 水 は 方圓の 器に 隨ふ。 油斷 なら 

ざる 此 時節。 移り 易き は 人心と。 * 詞の 

內 に千賀 之助定 倉が 傍に 差 寄って。 "^父 

明衡が 胸中 は 定倉様 こそ 能く 御存じ。 主 

君 を 忘れ 非道に 與し。 同 天 は 戴かす。 * さ 

りながら。 如何なる 天魔が 魅入りに て。 


V や <t  やつい う 

逆徒の 氣ざ しも 候 はに。 一 家 同 友の 御 誼 

しゃう せ I* 

み。 御 諫言な し 下さらば 生々 世々 の 御 厚 

恩と ス, -テ淚 と共に。 願 ひける。 詞ホ 、 切 

なる 願 ひ 尤もく。 併し 薪に 依って 一 命 

x!- ん かい  ぐんぷ 

は 塵芥よりも 摘輕 し。 君 父に 仕へ る千賀 

之 助。 若し 又明衡 。君に 弓 引く 心 あらば。 

ハ 、 ァ 仰せ まで も 候 はす。 君の 爲國の 

爲。 父明銜，^^って捨て。 腹 かつ さばき 

めいど  さ キ- がけ  せい 

父 諸共 冥途の 魁 。 ャレ 其詞が 武士の 誓 

ごん  く  •<  けなげ 

言。 ハテ 逞し ゃ健氣 やと。 地 流石 血筋の 

綠に 連れ。 千賀之 助が 心の中。 思 ひやつ 

ひと しづく  し *IJ 

たる 目に 淚。 見合す 顔の 一 罕 フシ 花 も 萎 

る、 ばかりな り。 地 折 柄 下 Is が 手 をつ か 

へ。 a 錦 戶驚五 郞樣御 入りな りと 知らす 

れば。 ハテ 心得ぬ。 刑 部が 枠 當國へ 来り 

しと は。 何にもせ ょ是へ 通せ。 象 潟 娘 も 

次へ 立ち やれと 追 立て やり。 衣紋 繕 ひ。 

* フシ 待つ 間 ほどなく。 入り 来る 錦 戶鷲五 

すみ 

郎。 都育ちと 名に も 似ぬ ia くれ 立ちし 角 


前髮。 墨 隙り も 荒け なくさ も 横柄なる 面 

構。 上座に 7 シ どっかと 押 直れば。 地定 

倉 は 威儀 繕 ひ。 ホ、 珍ら しゃ 五郎 殿。 

先づ 以て 遠路の 所 御 苦勞千 萬。 御用の 趣 

き 承 はらんと 手 を 突けば。 サ レバ/ \。 

はる.. 5.-- 

拙者 遙々 と參る 事餘の 儀に あらす。 當時 

都に は 奸&の 者 多く。 や. - とも すれば 主 

君 を 害し。 家國 を押領 せんとの 企て。 愚 

父 を 始め 貝 田 某。 日夜 を 分た す 寝食 を 忘 

れ。 さるに よって 間者 を 入れ 聞きた る 

ちゃ. fK ん 

所。 其 逆徒の 張 本と いふ は。 當國に 在り 

と 事 明白た るに よって。 貴殿と 某 申し 合 

せ。 國賊 ども を 搦め捕り 一 々に 首 を 並べ。 

國 家の 歎き を 鎮めん 爲夜を 日に 權 いで 參 

つたり 。コ レ 〈く 存じ も 寄らぬ 大變 。承 

つて 驚き入る。 シテ其 反逆人と は 何者で 

ござるな。 サ レバ サ。 其 逆徒と いふ は。 

贲 殿と 綠 ある 伊達の 治 郞明銜 さ。 承れば 

梶原 殿の 御意と 偽り。 貴殿の 領地へ It 杭 


打た す。 是 などが かの 侫人 ばらと 馴 合つ g 

て。 定倉 殿。 貴殿に 11^ 起させお のれ 等が 

館へ 引 寄せ。 手 を 出さす して 討 取る 一 術。 

ナサ 御 合 點が參 つた かと 地 同士討ち さす 

る フシ 底ェ み。 地 千賀之 助つつ と 出で 。き 

ャァ 間き にくし 驚 五郎。 捧杭は 君よりの 

御 差圖。 父 明衡が 反逆 ど は。 糙 かな 證跡 

あっての 事 か 。ハ 、 、 、同し 穴の 子 狐め。 

化の 皮が 顯 はれ か、 るで。 悶 くわく。 

此鷲 五郎 を 誰と か 思 ふ。 當時肩 を 並ぶ る • 

者 も 無き。 錦戶刑 部が 二番 生え。 女 童が . 

使の やうに。 ィ ャサァ 其證據 はな どと 口 

を閉 ぢて歸 らう か。 ァノ 爱な大 馬鹿者め 

なまじら  つら 

が。 汝 ごときの 生白け たしゃ ッ 面で 知る 

おとが ひ  そちら 

事で ない。 眼 をた. - かすと 其方の 方へ 片 

寄って。 ちょ/ \ こなって ござい。 ちょ 

くこな つて ござい。 ィャ定 倉 殿 貴公へ ^ 

見す る 物 ありと。 地该 中より 一 通 を 取 出 ぼ 

ひ i つが キ  ， i« 

し 。詞 この 一書 披見 召され。 ム、 松 ケ枝節 菊 
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之 助 殿 伊達 明 街。 地ハテ いぶかしと 眉に 

Si 。披き 見る より 恂 りし。 a 明 衡妹政 岡 

と 心 を 合せ 0 鶴 喜 代 君 を 毒殺に 及ぶべし。 

定倉事 は" 某存 する 旨 あれば 宜しく 事 を 

計ら はん。 コリャ これ 明衡 自筆の 狀。 ホ 

ィ。 何と 御覽 じた か。 身動き ならぬ 此 一 

通 。ちょっと 小口が こんな 物 さ。 とても 遁 

ねぐ さ  I 

れ ぬ明衡 親子。 可愛 や 命が 宿 腐った か。 

ャモ面 を 見る も 接ら はしい と。 《s 飽 くま 

てうろう 

で 惡言潮 弄に。 たまり かねて 千賀之 助。 

腹に 据ゑ かね。 ャァ詞 が 過ぎる。 察す 

る所汝 等親 子。 貝 田 勘 解 由が ェ みに て。 父 

を 科に 落さん 爲 な。 我が 推量に 違 ひ はせ 

じ。 地 イデ 逆徒 ばら 一々 に面縳 させんと 

立 上れば。 ャ ァ何處 へく。 詞 案外なる 

素 野郎め。 某 親子 を 反逆と は。 圖 ない 事 

を卷 出した な。 其 はしゃいだ 頃 骨 を。 切 

り 下げて くれん すと 誇 打 鳴らしつつ 立て 

うぬ 

ば。 ヲ 、 さう 言ふ汝 をと *tesn くつろげ。 


詰 寄り 詰 寄る 血氣 と勇氣 フシ 旣に 斯うよ 

と 見えたり ける。 定倉 押しと め。 _^^五 

郞 殿お 控 へな され 千賀之 助 も控へ て を 

れ。 明 銜が科 明白の 上 は 君の 上意 を 頭に 

戴き。 討 取る に 何の 手間隙。 今 兩 傷 

に 及び 此事 世上に 流布 あらば。 國の 騒ぎ 

らく.？ < 

大方なら す。 事 落 居す るまで は 千 賀之助 

ろラ ち-つ 

は 此方 へ 人質。 最早 籠 中の 鳥 同然。 五郞殿 

に は 大切なる 討 手の 役目。 何事 もお 構 ひ 

なく 奥の 一 間で 御 休足。 街 酒 I 歡召 上ら 

れょ。 コレハ /、某 も 長途の 勞れ。 然 らば 

奥に て^ 馳走に 預 らん。 コ = ャ千賀 之 助。 

此 世に 居る も暫 しが e:。 賴み 寺へ 人で も 

遣り。 似合うた 様に 念佛 でも 唱 へ て 待つ 

よく あくぶ ；.； う 

て 居れ。 ャ定倉 殿御 案 C と C せ 慾 惡不道 

の 犬侍。 力み 詰 寄る 千賀之 助。 押 へ る定 

倉 鷲 五郎 フシ 打 連れ 一間へ 入りに けり。 

*7 シ風か あらぬ か。 获の本 そよ と 物音 忍 

あた 

びの 姿。 邊りを 親 ひ コハリ /、足。 出合 ひ 


頭に 栂 平が 見る とも 知らす 曲者 は。 奥 を 

指して！^ 入る を。 ？s ャァ 忍び入る は 何者 

ぢ やと 聲 掛けられ。 * 振 返って 物 を も 言 

はす。 斬って 愁るを かい 潜り。 刀 手繰つ 

か つ ざな  と 

て擔 投げ。 拍子に 落つ る 一 通を疾 くより 

後に 定 倉が。 拾 ひ 取る 間に 栂 平が。 何の 

苦も無く 曲者 を 縛し 7 シ 上げて ぞ引据 ゑ 

たり。 * 定食 封 じ 押 開き。 S 何 々其方ん r 

日 屋敷へ 忍び入 ケ。 小 治 郞定倉 討 取りな 

ば。 當 座の 褒美と して。 金子 三百 兩遣 はす 

もの 也。 猶 SB; は 功に 依るべし。 伊達の 

治 郞明衡 判。 ム、 さすれば いよく 彼が 

悪心。 根深く もェん だり な。 出かした 栂 

平。 下郎に 似合 はぬ うい 奴く。 今日よ 

り 後日 末長く C 武士に 取 立て 使って くれ 

ん C ハツく く 有難く 存じ 奉る。 此上 

ながら % 時々々 まで も。 お目掛けられて 

下されうなら。 忝う 存じ まう すで ご はり 

まう すると * フシ 悅び 勇む 折 こそ あれ。 
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呙 明衡樣 御出で。 ハテ 合點の 行かぬ。 斯 

くも 仕込み， し 今日の 時宜。 此頃 不和なる 

我が 屋敷へ。 明 衡來る は 仔細 ぞ あらん。 

栂平 曲者 取 通すな と 引 立 て させ ォクリ 座 

席 を へ 改め 待ち 居た る。 フシ 早 や 程 もな 

く。  * 伊達の 治郞 明衡。 家に 杖 突く 年ば 

あづさ  がんじょう 

いや 腰に 梓の 弓 取の。 張と 意地との 岩乘 

作り。 祷の ひだ も角菱 ある 不和なる 中の 

な. A し きゐ 

中 敷居 7 シ目稽 ばかりつ と 通る。 * 定倉 

も  一 S: し。 珍ら し、 明衡 殿。 いつぞやよ 

り 何となく。 中絕 致せし 某が 屋敷。 思 ひ 

じゅら. J 

寄らぬ 只今の 入来。 サ 仔钿ぞ あらん。 ホ 

ホ 成程。 伊達 泉の 兩家 は。 誠に 車の 兩輪 

の 如く。 何れ を 何れと 甲乙な く。 國の政 

治 を 預る兩 人。 水 魚の 如く あるべき を。 

何故に 忍び を 入れ。 某 を 討たん と は 謀り 

しぞ や。 證據は 忍びが 所持の  一 貴殿 

よりの 賴 みの 狀。 * コレ 見られよ と 投げ 

いだす。 定倉 取上げ 打ち まもり。 》>K  、 


ハ 、年老い ぬれば 麒錢 も駑 馬。 流石に 名 

を 得し 明衡 も. - 刃金が^!„!へ廻りしな。 其 

方の ェみを 仕損じ。 詮方な さの 破れに。 

先づ *J 方から 白狀 召され。 ャァ舌 長し 小 

治郞定 倉。 某に 白狀 とはナ 、何 を 以て。 

アイ ャ鶴喜 代 君 を 亡き者に せんと。 種々 

の ェみを 我 能く 知る。 最前 召 捕る 曲者が。 

ぶんて い 

懊 中の 狀の 文體。 人知れ す 定倉を 害せん 

ェ みの 證據の 一通。 地 披見せ よと 以前の 

狀。 差 出せば とつく と 見。 S ハテ ヱんだ 

たば か 

り 持 へたり 。似せ 筆 を 以て 某 を。 謀らん と 

は 愚か/、。 遣 恨 あらば 武士ら しう 名乗 

り搀 けて なぜ 勝負 はせ ぬ。 腰 拔け侍 を 相 

手と する は。 刀の 樣 i 思へ ども。 ィザ立 

上って 勝負々々。 ホ 、！ E 事 も露顯 すれば。 

所詮 叶 はぬ 死物 狂 ひ。 狂人 同然の 明 街な 

れ ども。 望みに 任せ ィザ 勝負。 サァ。 サ 

ァ。 サァ/ \ と 地 互に 鲤ロ ちっとも 赦さ 

&  くば  こ なた 

ぬ。 氣 配り 目！ 1^ り。 とくより 此方に 立 聞 


きさが； ♦• やば ， 

く 象^。 心 を 冷す 氷の R^。 一度に きらめ 

でんくゎラ：^-っくゎ -  は さき 

く 電光石火- かっしと 合うた る 刃先と 刃 

先。 胸の isl はこ ぼる、 如く。 勇士と 勇士 

はれ わざ うちかけ 

の フシ 一世の 業 * 打 接 ひらりと 白刃の 

P -。  fs マ ァ/, 、待った 定倉 殿。 明 衡樣も 

マァ 待って と。 * 我が身 を しづに どつ さ 

りと。 二人 も 尻 居に どっかと 坐し。 a ャ 

をん なわら ベ 

ァ 武士と 武； H との 爭ひ を。 女 童の 知る 事 

とめ だ  ト 

なら や。 ヲ、 サ 奥方 留 立てして 怪我 召さ 

る k なと 引取る 刀。 マァ まあ 言 ふ 事 

を 開いて たべ。 女 童と おっしゃれ ども。 

先程から のお 二人の 爭ひ。 互に 證據は あ 

りながら。 それと 分らぬ 其 s: に。 打 某し 

なされて は。 兩家 共に 滅亡し。 先祖へ 對 

して 碑 不孝と 言 ひ。 主君へ は 不忠 不義。 

マァ くと つくりと 荆 思案と。 * 詞 立派 

に 武家 育ち。 合す^に 打つ 非 太刀。 流石 

フシ 泉が。 妻な りし。 * 二人 も 顔 を 見合 

して。 ム 、 實 にもく。 負うた 子に 敎 


へられ 淺&を 渡る と譬の 如く。  +兩 人が 

打 果せば。 家の 斷絕 先祖へ 不孝" しかし 

汝がェ みの f< 第。 吃 度 詮議す るまで は。 

傍 を 離れぬ 定 倉と。 地納 むる 刀 明 街が。 

二， -た 

フシ 膝元へ 投 出せば。 地 此方 も 同じく 刀 

さや 

を 箱。 a ホ 、 明衡が 魂も定 倉に 付添うて。 

汝が 底意 白狀 まで。 互に 離れぬ 詮議 役。 ヲ 

ヲ明衔 が 魂は定 倉が^ 度 張り番。 定 倉が 

魂 は 明 衔が吃 度 礼 明。 後程 迄に。 サ 仕上 

つ は は 

げを 見よ と。 詞 のせつ ぱ 詮議の 鍔 際。 國 

に njB: の兩 家老 -ォク „ '刖る 、 1 間 象？ S も. - 

暫し 休まる 胸の 中 7 シ 連れて 奥へ と 入り 

にけ る。 《f 樣子窺 ひ 鷲 五郎。 出づる 庭先 

さしあし. a 今』 あし あ, _i 

差足拔 足。 邊りを 見 超し 以前の 忍び。 共 

に 木蔭 を 奴の 栂平。 51 五 様郞？ ンィ聲 が 

高い。 親刑部^2^の計ひにて" 伊達 泉兩人 

を。 同士 討 させんと 忍びの 計略。 圖をは 

づ さ卞爱 まで は 仕 ef せた が。 成程く 疾 

くより 入 込む この 栂平。 又 國に续 る I 味 


の 面々。 いよく 二心な き 血判。 コレ此 

1 卷 にと 差 出せば。 ホ . 出来 かした ノ、 

併し。 この 連判 を 明衔定 倉に 見付けられ 

て は 事む つかし。 コリャ く 汝は是 を 親 

人へ。 右の 様子 物語れ。 必す 人に 見咎め 

られな 早く。  * 早くに 曲者 は。 肌に しつ 

かと 納 むる 一 卷。 調然 らば 拙者 は是 より 

直ぐ。 ヲ 、 サ/、 早 や 急げ。 ナ 一一 栂平は 

跡に 续り。 某 諸共 何 かの 手番 ひ。 ff 早 や 

行けと 7 シ奧 と。 表へ 刖れ 行く。 隔っ親 

子の。 仕切りの 澳。 明けても 明かぬ 明衡 

が。 蹄に 附添ふ 千賀之 助-" 父が 前に 差 寄 

つて。 3 先程より 申す 如く。 貝 田と 緣ぁ 

る 親 人 故。 主君に 背く 氣ざ しあり と。 證 

據を 以て si- 五郎が。 定倉殿 へ ！ Isim は" 却つ 

て 彼等 親子が ェみ。 親 人と 定倉 殿。 互に 

疑念 を 生ぜ させ。 .1 虎 潰えに 乗ぜん 爲と 

9 よぐ 

は 思へ ども。 * 日 EC に變れ 利 慾に 迷 ひし 

さか ひろん  まこと 

境 論。 何 かの 樣子思 ひな a せば。 若し や g 


の 不忠に やと。 現在 血筋の 某 さへ。 疑 ふ S 

心の 出づる もの。 ™ 今區々 の 人心。 他人 ^ 

の 疑 ひ 尤も 至極。 5? お 心 を 打明けて 定食 ^ 

殿と 心 を 合せ。 お 家に^ ジ惡人 ばら J 々 

きうめ い 

に轧 し。 忠臣の 名 を 上げて たべと 詞を 

盡し理 を盡し 孝と 忠 との 一 筋に ス H 淚 

は。 血筋の 誠なる。 * 明衔は 返答な く。 

諸手 を 組んだ る。 フシ こなたの I 間。 * 

障子 開いて 小 治郞定 倉。 m ナ - 文字 15。 最 

前より そちが 願 ひ は。 勘當 をして くれい 

とな。 女の 身に 似合 はぬ 望み。 サ樣子 は 何 

とと 尋ねられ。 煽淚 ながらに 顔 を 上げ 。姬 

卸 前の 身の あられぬ お 願 ひ IT そや 憎し と 

思 召す。 不孝の 罪も辨 へぬ は。 親と. （-と 

の 言 ひ 約束。 sslln せね ど 殿御 ぢ やと。 樂 

しんで 居る もの を。 ョ思 はぬ 今日の 爭ひ 

r ん 1 レ 

故。 夫 の 綠も是 切りに。 なったら 私 や 

何とせ う。 どうしょう ぞいな K 思 

ひ 切られぬ 胸の 內。 いっそ 勘當 請けた な 靴 
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ら 不和な 中で も 武士の。 義理 も 意 氣地も 

あるまい と 無 St- な 思案 も千贺 船に。 添 ひ 

たいば かりの 私が 願 ひ。 人と 思 召されす 

と 犬畜生と 思 ひ 切り。 願 ひ を 叶へ て 給 は 

れと。 おぼこ 宵ち の あや もな く。  7 シ譁 

もな みだに くれ 居た る。 地 千 賀之助 は 父 

の顏。 や、 打 守り 恨めしげ に。 S いか 程 

に 申しても。 御 返答 もな されぬ は-〕 お 心 

に I 物 あるか。 忠義に は 親 を も 討つ。 誠 

お 家に 仇なら ば。 親子の 緣を さつば りと。 

お切りな されて 下されい。 不孝に は 似た 

,  ふ しょぞん 

れ ども。 不所存なる 父上と。 一 つで 無い 

主君へ 言譯。 先祖への 我が 忠義。 サァさ 

つばり と勘當 との。 お 詞願ひ 奉る と。 地口 

に は 言 C ど 心に は。 子と して 親へ 不孝の 

惡ロ 。勿體 なや 恐し やと 胸へ 7 シ せきく 

る 血の 淚 押へ。 かねた る 風情な り。 地 治 

郞 明衡聲 あら- r げ。 E ャァ讓 者の 言 は 

れぬ諫 一！ 目。 親に 勘當 して くれと は。 他人 


となっ て^;>5-!に。またも諫めを入れん爲か。 

但し 許嫁の 文字 指に。 心 迷うて 其 願 ひか。 

何にもせ よ 親に 向 ひ。 應外は 我に 弓 引く 

同然。 幸 ひ 飾る この 弓矢 n 當の的 は澳の 

搶。 雪 持つ 松の 下り 枝。 一矢に 射當 てば S ぶ 

みの 通り。 勘當 をして くれん と。 ® 投出 

す 弓矢 定倉 も。 1^ ャィ 文字 ss。 一 旦 組ん 

み さ を 

だる 夫婦の 緣 親に 換 ゆる は 女の 操。 と は 

言 ひながら 只 一 人の 我が 血筋。 捨てる か 

捨てぬ は 正 八幡の 敎 へに 住す 此弓 矢。 的 

は換の 松の 枝。 射 常てば そちが 望みの 勘 

當。 早くく と *f 親々 が 互に 詞か はらぬ 

願 ひ。 はっと 一 度に 取 上ぐ る。 親子^れ 

ひとや £1 みや がみ みやう！？ t 

を爭ふ 一矢。 弓矢 神の 冥 慮に も。 *| き 果て 

たる か 悲し やと。 思 へ ば 共に 手 も 震 ひ 。目 

當も くるひ 引き絞る。 弓弦 を傳ふ 露淚。 

ねら 

覜ひ 固めて 文字 摺が 放す 手の はづ る、 

矢先。 鋭き 羽 ひ にき 千賀之 助。 0 當逮は 

ぬ 松の 枝。 射當 つる 矢先 我が 胸 も。 碎く 


るば かり 親と 子の 綠の 切れ目と 思 ふに ぞ 

弓投 捨てて。 7 シ どうと 坐し 暫し 詞も艇 

かりけ る。 * 明銜は 勇みの 顔色。  >ぉ 勝負 

の 一矢に 射 勝ちし 上 は。 京都へ 赴く 伊逮 

明銜勘 $a せし 千賀之 助。 行末 賴む 小治郎 

殿と。 S 詞に 文字 5ra 千賀之 助 思 ひがけな 

く フシ 驚く 二人 CIS ホ 、ハ+ 月の 本望 達し 撫 

ぞ御滿 足 察し 入る。 改め 言 ふに は 及ばね 

ども。 刑 部 を 始め 貝 田 直 勝。 徒 黨を持 へ 鶴 

喜 代お を 寄せん とする 此 時節。 贵 殿某兩 

人の 内 京都へ 立 越え。 台聽に 達し 事 を 5^ 

さんと 思へ ども。 今 諸 士の刖 たる 梶原 

平 三景 時 は。 錦戶刑 部に 內綠 あれば。 此 

けつだん  いっそくと 

度の 決談は 地獄の 上の 一足飛び。 生きて 

は歸 らぬ此 役儀。 勤むべき 贵 殿と 某 互に 

忠義 を爭 ひしが。 死ぬ る も 跡に 留まる も 

けつち， く 

忠義の 決 著せん 爲に。 枠 どもが 弓矢の 勝 

負 射 勝ちし 方が 都へ 出立。 命 を 的の 對 ^ 

も 星 をはづ さぬ 忠臣 は。 武運に 叶 ひし。 


明衡 殿。 * ホ . お 羨し ぅ存 すると。 詞に 

明衡 is^ 爾と打 笑み。 as 貴殿と 某兩 人が。 

心 を 堅む る こと を 知らば 敲心を 許さす し 

て 0 短 11! 急に 我が君 を。 殺 Ifn せん も 計ら 

れす。 敵よりの 術に 乘り。 不和なる 體に 

なした る も。 事を延 する 互 ひの 計略。 最 

； IS 取 交した る 一 腰 は。 死ぬ る も 生きる も 

兩 人が 忠義 を 一 つに せん 計略。 又^ 智深 

き S* 五郞。 いよく 不和に 見せかけて。 事 

の 様子 を 刑 部 貝 田へ 吿げ知 さらせん と 我 

が 計ら ひ。 * 武士の 身の上 は 人界へ 生る 

しんたい はっぷ 

るより。 君に 捧げる 身體 髮膚。 時日 を 移 

さす 都に 登り。 侯 人 ばら を 悉く 罪 を 礼し 

らぅ！^ぅ-71.ンゃぅ 

て立歸 らん さりながら。 S 老， 少 不定の 世 

の 習 ひ。 父が 顔 を も 能く 見 置き 都へ 登り 

し 其 跡 は。 定倉殿 を 親と 賴み萬 事の 差圖 

に隨 ひて。 文字？ S と 中 好く 添 ひ。 子孫の 

榮ぇを 忘る.^ な。 * 又 母 とても 無い 千賀 

之 助。 御 不便 賴む 小冶郞 殿と。 忠義に 携 


もの ijl  おん あ. 1  み ふし 

まぬ 士も。 流石 愛 捨てが たき。 身 節 

に應へ 千賀之 助。 文字 i™s も正體 なく 歎け 

ば 共に 定倉 も。 親子の 心 7、 ゾ思 ひやり。 

忍び 淚 にくれ 居た る。 * 襖ぐ わらり と 錦 

戶 五郎。 ャァ 始終の 樣 子と つくと 聞く。 

いき 

此 上は汝 等が 息の 按 留めん と该 中より。 

てつぐ わん  おも 

* 取 出す 鐵丸 庭の 面。 投げる と 其 ま \ 燃 

え 立つ 狼煙。 俱に 盛りの 萩の 花。 一 度に 散 

つ て散亂 せり。 合 園に 駐來る 以前の 曲者。 

フシ 庭先に 突っ立ったり。 地 五郞聲 かけ。 

狼煙 を 合 園に 味方の 軍兵。 取 i.) けたる か 

てだて  のろし 

何とく。 されば 候 術の 如く。 狼煙 を 合 

圖に寄 掛けん と。 待ちに 待った る 刑 部が 

軍兵。 定倉 殿の 下知に よつ て。 こなたに 仕 

はう ろくび や 

掛けし 焙珞 火矢。 切って 放せば 一騎 も殘 

らす 微塵に 碎 けて 皆殺し。 此上は 其方 一 

人。 最早 最期に 間 はない。 尋常に 觀 念せ 

よ。 汝が 忍びと 賴 みし 我 は。 熊 川 源 五兵 

ひで かげ  れんばん じ やう  . 

衞秀景 逆 意 一 味の 連判 狀。 最前 我が 手に 


人り し 上 は。 親子 諸共 逆 i つ" 覺悟々 々と 瞻 

呼 はったり。 P ャァ扭 はお のれ は 熊 川よ I 

な。 斯 くまで 仕込みし 我が 大望。 汝ら如 蘇 

きが 術に 乗り。 裏 か i れ しか 殘念ゃ ナァ。 

せめても の 腹癒せに。 某が t て 仕掛けし 

地雷 大 にて。 倶に 冥途の 供 させん。 覺悟 

ひろげと 言 はせ も 立てす。 ャァ 愚か- (\。 

地中に I 氣 ある 故に。 時なら ぬ 萩の 返り 

^。 正しく 敵の ェみ にて。 地雷の 4! 销と 

は：^  ころもが は みなかみ 

測り 知り。 熊 川に 一一 目 ひ 含め。 衣川の 水上 

を堰き 入れた る 故に こそ。 地中に 籠りし 

しぽ  さう 

陽 氣を失 ひ。 ァレ 見よ 花 は 枯れ 萎む。 草 

キ上 う .Ji 

木 心無し と 申せ ども。 お 家の 凶事 を 告げ 

ぽん じん 

知らし む。 凡人なら ぬ秀衡 公の 惠 みの 程 

ご ちょうあい 

の 有難 さ。 先君 御 寵愛の この 名木。 今よ 

り 後 は此花 を。 先代 萩と 名 付くべし と。 

みや 

* 詞は實 にも 大國 の。 花 も實も ある 7 シ宮 

城 野に。 今 も その 名 は 世に 高し。 《f 鷲 五 4 

郞は 死物 狂 ひ。 定倉. 目が け 斬 付く る を。 か 9 


い 潜っても ぎ 取る 刀 其 儘 フシ はっしと。 

首 打 落し。 調 驚 五郎 を 討 取る 上 は。 兩 家の 

疑が も 晴れ渡る。 此上は 二人の 子供。 婚 

禮を取 結ばん。 ャァく 象 潟。 取り 敢へ 

てうし /M 

す铫 子々々。 地 アイと いらへ て 象 潟 御前。 

心ば かりの 祝儀の まなび。 三方 土器 取 持 

つて。 二人が フシ 前に 並 ぶれば。 明衔 

^打 振って。 源 五兵衛の 忠節に て。 储 

かの 證跡 出る 上 は。 晝夜を 分かす 都へ 上 

り。 惡人 K をと り拉 がん。 枠 ごときの 小 

事に か \ はり。 暫時の！^引暫時の不忠。 

フシ 早 やお 暇と 立出づ る。 定倉晳 しと 

おしと r  い ちづ  はキ . ► 

押 止め。 E 忠心 I 途の御 老人。 り 給 ふ 

こと. Co'  く. G はん  にん 

は理 ながら。 過半 刑 部に 一味の 中。 一人 

參會 ある 事。 氣遣ふ 儀に あらね ども。 * 恐 

る に德 ありと かや 必す /、油 斷 なく。 

0 ヲ 、 尤もなる 御 示し。 錦 戶刑部 は 取る 

に 足らす。 貝 田 直勝梶 原が。 威勢 を假り 

て 忠節 を。 覆 ひ 隱す術 ありと も 我 亦。 義 


心 を 表に 立て。 爾誠を 以て 押す 時 は神國 

き ビく 

の 奇特な どやな からん。 S8 若し やかの 地 

ひそ か  かんだ 力 

に變 あらば。 若君 を竊に {サ 謹し 間道より 

馳せ歸 らん 事。 十日の 外出 まじき ぞ。 其 

ろう じ やう けんご 

間の 龍 域 を 堅固に 賴む定 倉 殿。 ホ、 「其 

俊 はちつ とも 氣. 遣 ひ あるな。 本， 城に 立籠 

し よそつ 

り 種々 の 計略 諸 卒を勵 まし。 地 寄せ 來る 

敵 を 追 立てく 暫诗も 足 は 留めさせ じ。 

ヲ 、潔よ き 御詞。 詞千賀 之 助 も 其 時 は 一 

t ちく  けんちん 

方 を 賜 はって。 破竹の ごとき 堅陣な りと 

4v んてっ  は 

も。 義を 金鐵に 切って 入り。 地 井の 字 巴 

の じろ 

の 字に 藩ぎ 立てく。 野 白に なった る 敵 

兵 ども 追 詰め。 く。 追 散し。 武術の 程 

を 試みん。 詞ホ 、勇まし. - く。 此熊川 

も 立籠らば。 敵の 曾 をば 二三 百。 珠數^^^ 

ぎに してく れん もの。 近頃 殘念 さりな が 

ら。 寄 手に 武功の 者 あつ て。 思 ひがけな く 

じ 中う ぐ わい 

城 外 に 勢 を 伏せ 置き 不意 を 討た ば。 ヲ 

ヲ それ こそ は 傅へ 聞く。 野に 伏勢 ある 時 


は 。歸臈 連を亂 すと かや。 地 まつ 此 通り ^ 

と 松が 枝に。 打 込む， 年 襄劍栂 平が。 フシ 

む ざし 

眞 逆様に 無慘の 最期。 詞ヲ、 天晴 *々c 

手の €： と 言 ひ 智謀の 程。 末賴母 もしき 千 

，；ゅ 2- く 

賀之 助。 心 置きな く はや 出足-" ホ 、 然ら 

ばお 暇。 S 再會 は。 7 シ賴 みがた なき 夢 

の 世 や。 思ひ數 書く 文字 指が。 せめて I 

日宮 仕へ 泣いて 見 $S る象渴 が。 互の 心 思 

ひ 遣り こぼる &淚。 押 包む。 忠義の 誠 を 

顯 はす 時節。 か \ る 目出度き 出立に 淚は 

不吉と 聲 張り上げ。 51 者の 交り 頼み あ 

る 中の 酒实 かな。 詞ハ 、ハ、 ハ、、 、ゝ。 

地 笑 ふ は 武士 の^れの 淚 忠臣。 一一 一 *- なり 

ける 

第 九 

詞サァ く 何と 主 \ 鶴 喜 代 幼少に I 

か と < さう ぞく  しのぶの しゃう じ >  ^ 

て 家督 相績 仕る に 付ぎ。 信夫庄 司。 錦戶 ぼ 

刑 部。 兩人 後見 仰せ付けられし を國 許の 蘇 


老臣 ども。 不快に 存じ 罷り ある 上 11:^-^1。 

京都 在府に 極められ。 家中の 仕置 仕る ゆ 

かう K  く 

ゑ髙木 s» に 憎まる &の譬 へ。 信 夫の 庄司 

病死 以後。 錦戶刑 部と 私 二人。 政治 專ら 

-•i よ ともがら 

に 取 計ら ひ 罷り 在る ゆ ゑ 爾餘の *。 その 

をち ど 

誤り あらん 事 を 心掛け。 越度 あらんに の 

み 目 を 付け。 耳 を 傾け 窺はビ C 數 年の 間 

何ぞ 一 兩 度の 誤り 無き 事 や あらん C 勿論 

毒殺に 及び。 家 を 奪 はんと 一 ^徒 黨を催 

せし なんど。 ゆめく 覺悟 仕らぬ 儀。 然 

る 所 逸 忽の訴 へ。 コリャ 明衔が 偏執 ま 推。 

憚りながら 此俵御 賢察 下さるべし。 聊か 

みやう ばつ 

左様の 企て せん 事。 *H< の 冥罰 恐ろしと。 

辯 舌 巧みに 7 シ 述べければ。 地梶原 顔色 

快 然と。 ® 貝 田 勘 解 由が 申す 條ー々 に理 

に 富れ りァ 、明 衡1« 屑の 人 あらば 撫ぞ赤 

面 を 致されん。 地 ハ、、 、 、と嚮 弄に。 

お 4 や は 

a ホ 、梶原 殿の 詞 とも 覺 えす。 忝くも 公 

の 政道 を 承り。 理非 明白 を決斷 し。 親疎 


え こ  しょくぶん 

依估 に拘 はらざる を 面々 職分の 心 

よ-; し t 

得。 邪 を；！^ す 役人と して 身に 邪 を 行 ひ。 

或は 時の 權 威に 誇りて 己れ に S8 ふ 者 を 助 

け。 己れ に 疎き 者 を 罪に 落す。 若しも 左 

様の 者 あらば 是ぞ 誠の 大罪 人。 誰に もせ 

よ。 どなたに も あれ。 急ぎ 召 取り 首 討つ 

ご くもん  さら 

て。 獄門の 木に 噪す こそ。 政道の 本意な 

らんと。 *k ひ 飾らぬ 其 勇氣。 攮々" たる 

に阡拉 がれ。 詞 成程 々々。左様々々。 重 

ぎし やう じん 

忠 殿に は 菊 象ム C 尤も 至極に 存 すると。 

ざき ょク てい 

座興の 體に 7 シ扮ら せば。 *f 明衡 謹し 

んで頭 を 下げ。 83 貝 田 勘 解 由が 逆 罪の 俵 

は。 先達て 訴へ 奉る 通り。 當鶴喜 代に 限 

らす。 凡そ 十ケ年 以来の 存じ 立て。 其 故 

は 若き 主人 は 常 々 に 諫言 を 加 へて さへ。 

我儘 さし 起り 申す 事なる に。 却って 近習 

の 者 どもに 申し 含め 0頻 りに 酒 を 勸め。 

奇妙 院と 申す を 親み。 下駄に 呀咀の 文 を 

害 かせ。 益々 放^に 本心 を取亂 させる の 


類 ひ。 擧 げて數 へる に 暇な し。 仰ぎ 願 は 

く は。 台 命の 憐愍な し 下され。 御 5si 明 願 M 

ひ 奉る と 恐れ入って 訴 へれば。 梶原聲 か 获 

け。 コリャ /、勘 解 由。 明衡が 申す 所 一 

1 に 相違 なきや。 其方が 返答に 依って 存 

する 旨 あり。 定めて 覺悟 ある ことならん 

と。 * 心 を 付 くれば 貝 田 は ひれ 伏し。 《s 

ふ み もち 

冠者 太郎の 近臣の 內不身 持 知らす 者 ある 

ゆ ゑ。 刑 部 私 申し 合せ。 鹿々 諫言 仕る^ 

は。 毎度 異議なく 得心 致し。 私な ど 出席 

みぞ リ  いうき よう 5 たかつ 

の砌 は。 酒宴 遊興の 沙汰 itn て 無く 後々 に 

はふぐ わい  よん どこる 

承れば 法外なる 事 ども 御座 あるよ し。 m 

なく 國 許へ 申し 遣 はし。 一門 ども 罷り 上 

り。 義網 を隱居 致させし は 老臣 ども 皆 承 

しょ ゐ 

知の 所。 私 一 人の 所爲と 申し出 づ る明衡 

が 所存 心得が たし。 コリャ く 貝 田 暫く 

待て。 汝事を 左右に 寄せ 言 譯立 つると 思 

へど も 爾餘の 俵 は 未だ 知らす 。鼓 前より お 

廿餘 ケ倏。 悉く 其方が 罪。 其 職に 居て 其 9 


事 を 怠る は 大罪に あらざる や。 ハ 、御意 

やくざ 

恐れ入り 奉る。 しかし。 過分の 役儀に 付 

き 用事 繁多に 相 勤め 罷り あれば。 義辆の 

放 SITII 弱晝夜 傍に これな き 故 存ぜぬ 事 は 

力 及ばす。 ャァ詞 多し 貝&直 勝。 汝富宴 

那の 辯を拫 ひ。 役人 ども を 言 ひ 掠めん と 

思 ふや。 譬 へば 其方。 主人の 家に 大切な 

る 重寰ぁ つ て。 汝が方 へ 預 くる 時 。盗賊の 

爲に奪 ひ 取られ。 ィャ某 は 存じ 申さす 盜 

賊の 業な りと。 油斷 の言譯 立つべき か。 

サ 其方 何と 心得 居る。 若き 主人 を 預る事 

き ざい  わう こ しう こうたん サ い 

器財の 類の 輕き にあら す。 往古 周 公 日〕 成 

王 を 補佐し 給 ひ。 淸 和の 朝に 良 房の 趣き 

人臣た る 者の 鑑 たり。 義 網の 心 亂れ。 In 

跡 正しから ざる は預り 人の 罪 誰に か讓ら 

ん。 返答い かに 直 勝と。 * 水 を 流せる 詞 

の 橘 板。 暗き を 照らす 明察 は フシ 實に日 

本の 固めな り。 a 貝 田 は齒も 進み出で。 

S ハ 、御意 S れ 多く 候へ ども 暫くお 扣へ 


下さるべし。 明 衡に答 ふべき 儀 あり。 家 

の 大事 を訴 ふるに 御身 I 人 引 請け。 爾餘 

の 面々 は 一向 知らざる 體。 これ 不審の 第 

1 なり。 謀 書 を 作り^. 人 を 集め。 某 を 無 

資の 罪に 沈めん と 計る は。 如何なる 遣 恨 

あっての 俵なる や。 これ 不審の 二つな り。 

又 諸士の 面々 何 心 も 無き に 0 汝 一 人詞を 

だいち やう 

企て。 ムロ聽 に 達し 奉る 事。 これ 不審の 第 

ゐ だけ だか 

三っなり。言譯ぁりゃ明衡と。*-^シ居丈高 

に 詰め かくれば。 地 こなた も 膝 を 立て直 

し。 3 汝辯を 巧みに して 專らに 非 を 飾れ 

ど。 何 ぞ明衡 を 言 ひ 掠めん や。 某 一 人事 

を 預るは 深き 意味 ある 所に て。 其方 如き 

が 知る 事なら すと。 * 言 ひも 果てぬ 梶原 

聲 かけ。 ャィ く明衡 そり ゃ喑 い。 只 

今 貝 田が 尋 ぬる 所 1 つと して 返答に 及ば 

す。 意味 ある 事と 後日に 延し。 我が 方に 

ある 事 を 只今 急に 言 ひ 立つ る は。 コリ 

ャ これ 汝 身勝手 過ぎる。 貝 田 一 人に 申す 


と 心得し か。 恭 くも 決斷 所に 於て e 諸 役 W 

ない がし  ♦ らく わい ^ 

人 を 蔑ろにし たる 申し分 。甚だ 以て 奇怪 

なりと 氣色撗 じて 見えければ。 ハァ、 御 

意 恐れ入り 奉る。 併しながら" 國 許の 面 

面 一 列に 申 上ぐべき 搴 なれ ども。 一 昧徒 

こうなん 

黨の 後雜を 恐れ。 私 一 人事 を 預り申 上げ 

し お 今』 とう 

奉る。 近年 國 許へ 申 遣す 仕置 等。 道なら 

ぬ 事 ども 少なから す。 心得が たく 存 すれ 

ども^ 時の 下知 何れの 指圇 にも 梶原樣 の 

仰せ。 景時樣 の御內 意と 申 越さ るは是 

なく。 當時 一 天下の 間に 於て。 梶原 様の 

御意と あれば oi 雷の 如く  入り 奉る 儀。 

刑 部 貝 田が 非道 を訴へ 申す 時 は。 憚りな 

がら 梶原桓 の 貴 命 を 背く に 相似たり。 さ 

るに 依って。 コりャ く 明衡。 委紬 の樣子 

詳 かなり。 さりながら。 梶原 殴に 限り 左 

様の 非道 あらん 樣 なし。 殊に 景時 殿は專 I 

ら 歌人の 閒ぇ あり。 正直の 心 を 種と する I 

よみ ラ fc  5 たよみ  よ iij^t  ^ 

詠歌。 ナ その 戟 詠の 梶 原殷。 よも 邪に. * 
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與し給 はん。 但し 覺ぇ ばし 御座 ある や。 

何の/、。 左様の 事予が 知る 所に あらん 

や。 定めて それ は 俊 人 どもが。 此梶 原が 

威勢 を 借り。 諸人 を 靡かす 謀り 事 某は存 

ぜぬ 事。 左樣 なくて は 叶 はぬ 所コリ ヤコ 

レ刑部 貝 田が ェ みならん。 明白に 白狀せ 

よ。 ハァ 御意 恐 入り 奉る。 併しながら 我 

我が 謀計と は。 何 を 以ての 御 仰せ。 ヲ 、 

か う & 

其證人 は是に 在りと。 贵人 高位の f?^ れも 

なく。 明衡が 前にむ やと 坐す。 ョム 、珍 

らし \ 浮世 渡 平。 シテ 其方が 證 人と は。 

こり や 明衡と 言合せ。 某 を 罪に 落さん ェ 

みならん 忝くも 御大 名の 方々。 歷々 御座 

の 其 中へ 其方 如きの 出席 は 上 へ 對 して 恐 

れ あり。 且つ 鶴 喜 代が 後難と もな らん。 

其處立 去れと * 白眼 付く る。 ちっとも 喧 

せす くつく と 吹き出し。 a 今に 變らぬ 

立派の 口上 併し 某 出る から は大 言の 吐く 

； ii-l ぽ は  さ 

其 頃 骨 追 付け 踏み 裂いて 地く れんす と 事 


も。 無げ なる 一 言に。 緩怠な り 浮世 渡 平。 

たく  ,J ようせぎ 

BS 某がェみとは何ぞ链かな證^！ぁりゃ。 

.« ナ びと  ぞくご  • 

ャァ盜 人 たけぐし いと。 俗語の 如く 其 

爭 ひも 今の 內。 某疾 くより 入 込みし を。 熊 

うつげ  すき 

川と も 源 吾と も 得 知らぬ 阿房 ども。 隙 を 

窺 ひ 奪 ひ 取りし 此 一 卷に汝 を 始め 一 家中 

も 大半 は 刑 部に 一 味の 連判 狀。 最早 連る 

る 方 はなし。 それへ 参って « 接け ようか。 

但し 言 譯の筋 あるか。 サァ それ は。 サァ 

ど うぢ やと a 退 引なら ぬ證 

^に。 さしもの 貝 田 も 口ごもり 返答。 フシ 

しどろ に控 へ 居る。 * 庄 司重忠 威儀 繕 ひ。 

0 ナ II 梶 原殿是 にて 事 は 落着せ り。 さり 

ながら。 證據 となるべき 其の 一 卷 改めす 

んば叶 ふま じ。 許す 是へ 持參 せよ。 * ハ 

ッと明 街頓. i して。 7 シ莉 前へ 差 出せば。 

P 景時殿 ィザ御 披見。 ィャサ /、何の 是 

しき 見る に 及ばす。 其 儘に 捨て置かれよ。 

ィ 、 ャィャ 左に あらす。 鶴 喜 代 一家の 納 


りは此 一 卷の 中に 在り。 佞人どもに^?\し 

i され。 梶原殿 も 一 味なされ。 其許の^8： 

姓名 此中 にあらん こと を。 恐れて 披見な 

されぬ か。 サァ それ はよ もや 左様の 事 あ 

る まじ 。然 らば 一所に 見 ませう と。 兩 

人 立 合 ひ 紐と くく。 貝 田 は I 生 懸命と 

面色 はや 乂 土の 如く。 明衡 熊川兩 人の 胸 

の * り を 吹き 拂ふ。 冷 風 さっと 押 開く。 

中には 一 字 一 點 なく 重 忠は唯 不審 顏。 景 

時 怒りの 聲 荒らげ。 汝等兩 人。 此所を 

*, うしよ. 5- - さん 

遊 所 遊山の 座席と 思 ふや。 忝くも 京都の 

决斷 事を提 りに 取 計ら ひ。 白紙 を 以て 證 

^と は 上 を 恐れぬ 大罪 人 C 謀 書 を 搏へ詞 

を ェみ貝 田 を 科に 落さん 爲明衡 I 人の 所 

存 にあら す。 みな 鶴 喜 代の 指圔 ならん 覺 

悟せ ょ汝 等と。 *1 卷 取って 投げ 付 くれ 

ば。 兩入 驚き 立 寄って 披き 見れば。 ™ コ 

リ f^ii。 明衡 殿。 源 五兵衛。 ハァ 〇 * 

間 毎 々， 1 々の 結構 は實 にも 執事の 奥座敷。 


上段の 間に 座 をし めて。 テレイ キャン。 

イン テ レイヒ。 コゥ キャン 。テビ ィルヒ 

ひ みつもん かなへ 

ィル。 コハ リと唱 ふる 仙 家の 祕密 文。 鼎に 

けっしゃ うす ゐ おどろ 

注ぐ 潔淨 水。 棘の 黑髮 振亂し 天に 向って 

渴 仰し。 明衡貝 田が 對 決に。 落 著すべき 

いちく わん もろこしろ こう 

かの 一 卷。 唐土 盧 江の 水 を 取って。 是な 

る b の 中に 湛へ。 洗 ひ 落して 白紙と なせ 

しも。 奥 羽 ニ國を 覆へ し。 ナ ホス 先祖 國香 

しゅら  まう しふ 

の 修羅の 妄執。 散 ぜん 事 は今此 時。 ァラ 

心地よ や 嬉し やと 襖に 響く フシうな 

り聲。 塘疾 くより 窺 ふ 外 記 左 衞門窺 ひ 寄 

つて 眞 二つと。 打 込む 刀 曲者 は。 又と 唱 

ふる 秘文 につれ。 次第々々 に 手 もす くみ 

思 はす 知らす 取 直し。 我と 我が 手に 數ケ 

所の 疵。 夢の 直路の 如くに て。 よろ ぼ ふ 足 

を みしめ く。 爱ぞと 斬 込む 刀 は 反り。 

£ つかう  した- かなへ 

眞向 二つに 血 は 滴り。 鼎の 中へ 入る より 

いん やう W き  さ. す ゐ き 

早く 陰陽^して 忽ちに 逆卷 く水氣 燃え立 

ほ0 ほ 

つ 炎。 折よ く 松ケ枝 is 之 助。 さし もに 重 


き大鼎 片手に 差 上げ 差し 付 くれば。 血汐 

モむ  S そく 

の 稜れ嫌 ふと 見え 背ける 曲者 早速の 松ケ 

枝。 姿に， 影の 添 ふ 如く ぢり、 くと 付け 

廻せば 7 シ うんとの つけに 倒れ伏す。 ョ 

さい ころした や 

ハ テ 不思議 や 先つ 頃 下家に 忍ぶ 君 を 守護 

する 其 折から。 鼠と 化して 系圜の 一 卷 。奪 

ひ 取って 立 退く 曲者。 何にもせ よお 家の 

系圔 此方へ 奪 ひ 返さん と。 S 立 寄る 松ケ 

枝 曲者 は。 むつく と 起きて 。詞 シャ豎 tljo 

がう しゃう  だいし 0 ぎう 

汝 いかなる 强盛 なりと も、 我 又。 大室九 

たんきん えぎ キ； やう 

丹 金 液 經の法 を 行 ひ。 雲 を 起し。 雨 を 呼 

ビ しゅみせん  けし 

びケ 須彌山 を拔き 芥子に 隱れ。 自在 を 得 

たる 我が 幻術。 汝も下 尿の 鬼と なさん。 

テレイ キ マン 0 イン テ レイヒ。 カウ キマ 

ン 。テビ ィルヒ ィル。 地と 貴め かけ/ \ 

唱 ふれ ども 更に 奇瑞の 見え ざれば。 節 之 

助 希代の 思 ひ。 m« 担 は 外 記左衞 門が 無念 

の 精 血。 血 汐の稳 れに汝 が 仙術。 忽ち 失せ 

ラ ちがみ 

し は 天の 貴。 我が君 を 守らせ 給 ふ 氏神の 


御 加護な らん。 ハァ 有難 ゃ悅 ばしゃ。 サ 

おとへ  a* 

ァ此上 は 系 園の 一 卷。 早く 渡せ。 假令仙 

術 失せたり とも。 汝等 如きに 渡さん や。 

速 かに そこ 立 去れ。 こま 言い はすと 早く 

渡せ 

ャ ァ く 明衡。 其方 筋 無き 事 を 申し。 某 を 

ぽ うしぶ 

科に 落さん と 謀 書 を 持へ。 剩 へ證據 なん 

どと 差 上げし 其 一 卷 C 白紙 を 以て 上 を 欺 

く。 汝 ばかりの 科に あらや。 主人 鶴 喜 代 

をち ど  だんぜつ 

越度と なって 家の 斷絕 今此 時。 地覺 悟せ 

よ 明衡と li 打 叩いて 7 シ 詰め かくれば。 港 

まさ 

源 五兵衛む くり を 煮やし。 K 正しく 館 を 

しら！ 6.*; 

出づ るまで 扮 ふかた なき 連判 狀。 今. 

となった る も汝が 胸に 深き ェみ。 * イデ 

船さん と 立ち か i る。 明衡暫 しと 押し 止 

め0事にはゃるは尤もなれども。今&^»-を 

W して は 鶴 喜 代 君のお 爲 にならぬ。 ぢゃ ^ 

と 申して。 先 づく待 たれよ。 何事 も此 ゆ 

胸に 先づ。 先づ 次へ 立 たれよ と。 * 老臣 获 


の詞 是非な くもし をく  7 シ 次へ 立って 

行く。  * 梶原聲 かけ ャ 了/、 者 ども。 a" 

鶴 喜 代 始め 一 家の 奴 ばら。 悉く 雜を 掛け" 

獄屋へ 引け。 アイ ャ先づ 待 たれよ 梶原 

貝 田 勘 解 由 も 暫く 扣 へよ。 ャ ィ明衡 

證據 となるべき I 卷の 白紙と なりし と 言 

ふ も 偽り。 貝 田 を 科に 落さん 爲汝 一 人が 

ェみ であらう。 左樣 なければ 鶴 喜 代 も 筋 

なき 事 を 台聽に 達し。 上 を 恐れぬ 科 運れ 

す。 其方 一 人 落命せば。 主人の 身の上 刖 

條 なし。 1K 誠 を 照らし 給へば 死後に 汚名 

は 自然と 雪がん。 とくと 思案 を 廻らし 召 

ご こうぜい 

され。 ハツ 今に 始めぬ 重 忠樣の 御 厚情。 

粉 骨碎身 仕る とも 報じ 難き 御 示し。 斯く 

なる 上 は 何 を か 包まん。 貝 田 勘 解 由に 職 

を 超えられ。 我が 威勢 を 奪 はれし 其 無念 

止む 時な く。 斯 くまで 仕込みし 大望 も。 

時 至らねば 悔みて 返らす。 此 上の 御 願 ひ。 

ご しゃめん  しんべ う 

切腹 御 赦免 下さらば。 ヲ、 神妙の 詞 至極 


せり。 其 儀 は梶原 さし 敷す。 早く 支度 を 

仕れ。 ハ ッ 有難く 存じ 奉る 。跡々 の 儀 は 重 

忠樣 。ホ 、 心 置きな く 最期 を淸 う。 ハ 、 ハ 

ット * お 請 も明衡 が。 無念の 淚押隱 し。 

な む £ つし i だいみ やう じん ゆみやが み 

心 靜に手 を 合せ。 南無 松 島 大明祌 弓矢 神 

しゃう. A ちミん 

正八權 C 奥州 五十 四 郡 を 照し 給 は^。 鶴 

r ぶ うんち やう 4-- う  つたな 

喜 代の 御 武運 長久。 我 こそ 武運 拙く と 

みや ゥ らん 

も。 死後に は冥覽 明らけ く。 是非 潔白 を 

しるし  .4V ねん 

神 國の印 を顯し 給へ やと。 祈念の 內に貝 

田聲 かけ。 閎ャァ 明衡。 切腹と は 武士の 

冥加。 傍輩の よしみ 某 介錯して くれん。 

ヲ 、 過分々 々。 腹 十文字に 搔 切って。 ィ 

ザと 聲を かくる まで 必す 早まり 介錯すな 

と。 地 無念の 一 言 身 も 震 はれ BSH  、. 天惡 

人に 與せ すと は 偽りなる か。 ェ 、奇怪 や。 

たと へ骸は 死す ると も。 魂 君の 影身に 添 

ほら  かた ざぬ 

ひ 。俊 人 s» に nn に 物見 せんと。 * 肩 衣 はね 

0  5 しそへ もろて 

退け 坐 を St 一んで 。差 添に 諸手 を 掛け。 フシ 

旣に 斯うよ と 見えた る 所へ。 S 暫く 待つ 


た明衡 殿。 松 ケ枝節 之 助是に 在り。 貴人 ； g 

ほい しん S ん くわい  „  0 

出席の 其 中へ 陪臣の 參會 御免に 預 ると。 先 

a ー卷 片手に フシ 立 出づれ ば。 貝 田聲か ^ 

け 尾籠 千 萬。 <?旣 に 以て 事 極った 裁許 を 

もどく は 恐れ多し。 早 や 立 去れと * 極め 

付 くれば。 からく と 打 笑 ひ。 詞汝が 手 

ひたち 0 すけく に. y  .  . 

足と 賴ん だる 常 陸 之 助 國雉を 殺し。 家の 

系 圖奪ひ 返す。 又 砂 川の 屋敷に て。 頻域 

高 雄 平 產の姬 君。 義網公 諸共に 害せん と 

する 汝が 間者。 此方へ 召し捕って うぬら 

がェ みの 底 叩かす。 最早 週れ ぬ覺 悟々 々。 

ャァ， 舌 長な り 節 之 助。 旣に 以て 明 衡が差 

上げた る 連判 狀 1 字 一 點 なき 白紙。 是卽 

ち かな 證據 。ヲ 、 其 一 卷 こそ 仔細 あり。 

くにを  くじ  しるし 

國 雄が 幻術 蹇く上 は印ぞ あらん 明衡 殿。 

H- ほ 

« 實 にもと 傍なる 一 卷を。 開けば 姓名 あ 

りくと 元の 如くに 鲜な. 明 衡貝田 を 

に ら  きんじ ク 

はった と 白眼み。 P 禽獸に 等しき 汝讀み 0 

1 

間 かすに 及ばね ど。 重ねて 詞を 出さぬ や 9 


う。 $^tそれにて承れ。 此度 冠者 太郞義 

綱。 幷に 子息 鶴 喜 代 丸。 退け 且つ 害せい 

ともが *：> 

と 謀る 事。 則ち 成就せば 一 味 連判の 輩 は。 

f  -, らう  かう ろく あてお こな 

其 功の 輕 重に 應じ。 高祿宛 行 ふ もの 

也。 錦 戶刑部 太 郎^ 純 直 勝とまで * 讀ま 

ぬ €：  二つに なって 倒れ伏す。 血 刀 引 提げ 

飛鳥の 如く 奥の 一 問へ 込めば。 接いて 

松 ケ枝節 之 助 7 シ遞 さじ ものと 追うて 入 

る。 地梶原 俄に あわて 出し。 詞貝 田め が 

死物 狂 ひ 殊に 松ケ枝 li 法 者。 彼奴が あば 

れ 出したら ば 我等 はお 座に たまられ や。 

ゴ レ，， 、武勇 自慢の 重忠 殿。 組 留めて た 

ベ 地賴み 入る と 膝 もがた /!\ フシ 9 おひ ゐ 

る。 * 重忠は 脇目 も ふらす。 お驚き入りし 

田が 手の 內。 伊達. fs^ 郞明 銜が帶 する 所 

の 刀 諸共。 速 かに 斬 放せし は天晴 名作。 

是 こそ は 先達て 紛失せ しと^ 聞きた る。 

いちえう 

^^れ髮の 一 腰な らん。 只 田が ェみ 明白に 

現 はる.， 其 上に。 家の 重 资出づ る 事。 鶴 


けんげ *-  . 

喜 代の 運 目 出た き 所と。 地 劍颠を 振る 其 

中に 座席 崩さす 悠々 として 坐し ゐ たる。 

寬仁 大度 ぞ 7 シ 見事な り。 の 一 間 は 

つ i おと. M おと 

錢 音！^ 音 手に 取る 如く 閉 ゆれば。 梶原猶 

も 尻据ら す。 „5ァ レ く 愛 へ 來る さうな。 

It- やう. ，（- 

コリャ どう 致さう 重 忠殿。 コ 〈仰々 し梶 

原 殿。 何の 是 しき 仔細な し。 終日の 對決 

に 拙者 殆ど 疲れ 申す。 ？ J 養 ふ は 斯樣の 

そっか  ぅナ ちゃ 

時。 足下の 手前で 藩 茶 ！ 服。 一 服 やら 立腹 

やら。 切腹しょう も 知れぬ 時宜 。繭 茶 どこ 

ろで あらば こそ。 折節 風呂に 火の 氣は無 

ろ  ひえ U 

し。 爐の炭 もつ ぎ かへ す ほんの 是が冷 火 

缝。 * 緩 わと おあたり なされよ と。 尻に 

帆 掛けて 走り 船梶原 7 シ はふく 逃げ出 

づる。 地 貝 田 を 中に 熊 川松ケ 枝。 いづれ 

劣らぬ 早業 は目覺 しかりけ る 三 a へ.？ 第 

ラナて 

なり。 * 熊 川 は 簿手を 負 ひ。 貝 田 を 足下 

に 節 之 助と め をぐ つと 刺 通せば。 庄司 


田が 帶 せし I 膝 は 亂れ髮 の 一 腰な らん。 n 

系圖の II 卷 家の 重 寶 かく 一 時に 手に入る 

もんる 

上 は。 錦 戶刑部 は 遠 流させ。 家の 榮ぇは 

萬 々歳と。 * 仰せに 兩人 勇み立ち 祝ひ赛 

く 池の 趣 千代の 榮ぇを 鶴 喜 代の。 威勢 は 

朝日の 登る が 如く 寳に 神國の 人心。 糗も 

し、 ともな かくに 申す。 ばかり は 無 か 

りけ る 

松 貫 四 

!K 明 五 年 巳 正月 作者 高 橋 武兵衞 

吉田角 丸 


*  *; つ £ ゆ 

重 忠喜悅 の 眉。 詞ヲ 、 出かした. 


一 貝 


先 

萩 


If.A ごろ  かばら C たて： S き 

lif 鼠 近 噴 河原 達 引 


上之卷 祇園の 段 

»- 七重 八重 7 シけ ふ. 重に。 句 ひぬ る 花の 

都の 川 東。 紙 園の 社 年 ふりて 和 光の 影 も 

いちじる く 。参り 下向の 人 群集。 咄 し萬歲 

居 合拔。 えいとう く 諸 見物。 7 シ げに繁 

昌の靈 地な り。 *■ もの-ふの 身 はいと r 

なほ 難から め。 瀧 口 左內と W えし は。 龜山 

の 勘定 役人 ひと も 心 をお くじ まの 折目 正 

しき 7 シ長羽 辯。 a- それに は 似ざる 相役の 

橫淵官 左 銜門粉 ふ 方な き 惡者づ くり 暫し 

は爱に 立ち 休ら ひ。 a; 何と 官左衛 門 殿。 我 

我が 國元 などと は 達うて 繁華の 地と 申す 

もの は。 まあ 賑やかな 事で は ござらぬ か。 

されば く此度 貴殿 我等 役 用に てま かり 

出で。 しばらく 都 住居。 いつ 来ても 飽か 


ぬ賑 ひ。 これ を 思へば 田舍 にぐ づ -暮 

すと いふ は 申さば 面々 の不仕 合せ 何と 左 

內殿 さは 思さぬ か。 ァ 、其お 詞 御尤もに 

は ござれ ども 譬 にも 申す 通り 花 は 三吉野 

人 は 武士た とひ 田舍に をる とても 心に 引 

けの あるべき や。 いざ 神前へ と兩人 は。 

ォクリ 打ち つれ へて こそ 行 過ぐ る。 フシ 1 

き は 目立つ。 風俗 は。 お ^ 園の 町に 名 も 高 

き。 お しゅんと いへ る戀 知りが 二世 

の 誓 を 神 かけて。 クシ 願 ひ は 重く 足輕 く。 

仲居 まじ くら 歩みく る。 向 ふの 方より す 

た/ \- と。 來 か-る 男が 目早く も。 ァ 

モマァ 妹よ い 所で 行 合うた な。 ホ、 ゥ兄 

樣與次 郞樣。 よい 所で 逢 ひました。 案じ 

ら る-はか \ 様の 御 病 氣 別にお 變り もな 

いかいな。 殊に 目 さへ も 不自由な お 身。 


#i お前のお 世話で ござんせ う。 ィャ モウ 

別に 變り はない けれども。 いっとて もぶ 

ら ， （- - とた 引 立たぬ 母 じ やの 病氣。 し 

たが 物 を 苦にし やるな。 追 付けさつ ばり 

本複 さし やろ。 こち も 今日は 此邊へ 用が 

あった 故 序ながら の 祇園 參り。 又是 から 

外へ 寄って いぬる 所 も あれば。 此頃 ゆる 

りと 逢 ひ に 行き ませう さらば，/ \.- と 小 短 

き 羽 辯 打ち ふり フシ 別れ 行く。  * 氏よりも 

育ちに つる、 人心 フシ 男ぶ りさ へ。 常な 

らす。 來 か.^ る 井筒屋 傳兵衞 と。 遠目に 

見ても 焦る k 人。 それと お しゅんが さし 

招く。 手に 走り 着き。 そなた も 今日は 祇園 

參 りと 聞きたり しが。 よい 所で 出く はし 

た。 マ ァ氣を 急いた は 身 請の 事 互に 深い 

とい ふ 事 は。 人に 知られた 二人が 中。 外 

へ 遣って は 此 傳兵衞 が 男 も 立 たす マァ當 

分百兩 ばかり 手附を やって。 金の 鎖で 紫 

いで 置く 事 を 手代の 万 八と 牒し 合せ。 大 


方に 手附の 才覺。 サイ ナ文 でも しらす 通 

り 私 を 身 請したがる 客が あるのと。 ほん 

にもう 氣の 揉める 事ば かり。 どんな 出 

世の 身になる とて フシお 前に 別れ 片時 も 

生きながら へる 心 はない。 いとし やきつ 

う 苦が あるか。 《5 このま あ 色の 惡ぃ事 わ 

いな。 堆 その 苦 もみん なわし ゅゑぞ 。こら 

へて くだんせ こらへ てと 手 を フシ 力、 リ取 

りか はし 泣きく どく  7 シ 折から 後へ。 瀧 

口 左內。 それと 知らす る 咳 を。 聞いて び 

つくり 立ちの く傳 兵衞。 H  、 コリ ャ左內 

様。 愛へ はま あ 何時の 問に と。 《- 隱れ 

か ta 1! が 

もなら ぬ 7 シ まじめ 顏。 * 左內 も片頰 に^ 

笑 ひ。 見れば 遊 所の 女中 さうな が。 密に用 

でも こ、 は 往來。 人目に 掛れば 何の かの。 

社 へ 參詣ぁ るなら ば 早う くと 追 立 つ 

る。 詞に 否と も 云 はれねば。 おし ゆん は 

別れ 行き 過ぐ る。 《s ナー 1 傳兵衞 お 身に も 

兼て 存じのと ほり。 拙者 もと 關東 浪人 漂 


泊の 內。 僅かな 好みに 御 親父 喜 左 衞門殿 

の 世話 を 以て。 今の 主取り 跑 山へ あり 付 

いて 新參 奉公。 だんく 御前の 首尾 合よ 

く。 間もなく 勘定 頭 仰せ 付ら れ。 恩顧 譜 

代の 面々 とも 肩 を 並ぶ る 身の 立身。 これ 

とい ふ も飽山 へ 代々 出入の 喜 左 衛門殿 

の。 世話 下されし ゆ ゑと 恩 を 仇に は存ぜ 

そのば..' 

ぬ 此瀧ロ 左內。 心に か&る 其方の 身 持 放 

埒。 御國へ 出る たび 親父の 曛。 某 此度上 

L ん ぶく  n 

りし を 幸 ひに 意見 を 加へ。 心腹 を 矯め直 

さう とこれ まで 意見した は 幾度 か。 した 

が 若い 時 は 誰し も ある 習 ひ。 と はいふ も 

の、 見た所が よ つ ぼ ど 染み つ いた 體 たら 

く。 得手勝手な 義理 づ くに。 無分別な ど 

出す 時 は。 第一が 親へ の 不孝 世間の 人の 

評判 誹り。 それ 程の 事辨 へぬ お 身で も あ 

るまい。 ハテ つまらぬ 事 は 相談 もした が 

よい。 此左內 が 恩 を 受けた 井筒屋の 息子 

の 身の上。 聞き捨てに 致すべき かとくと 


く內 へお 行き やれ さ。 諸事 は晚 ほど。 ch  ^ 

くくと 立 上る。 增傳 兵衞は 忝な みだ。 

^ お 馴染と て 御懇な 度々 の 御意 兑。 用 ひ 

ませぬ 不屆 をお 叱り もな う 事 を 分けての 

今のお 詞。 中ク わるう は 受け ませぬ。 冇 

難う 存じます 殊に あなたが 當ぉ 役に おな 

りなされ てより。 諸色算 W 應^ に まかり 

なり。 愁掛ゃ 仕入れ 方 取り わけて 親 共が 

俛び。 此 脇差の 小柄 迄 も。 殿様より 拜節 

なした る 程の 我々 が 身の 首尾 合。 これと 

申す も 皆 あなた 樣の 御高 恩 御 執 成し。 さ 

らく 徒らに は 思 ひませ ぬ。 ハテ 其禮ぃ 

ふに は 及ばぬ，/ \ 身 持 を 改めさ へ すれば 

この 左內も 嬉しい 忝い。 ちと 又晚 など 身 

が 旅 宿へ も 来たが よいと。 《- 心つ く.，^ 

瀧 口 は。 フシ 宫居を さして 別れ 行く。 增ぁ 近 

と 伏拜み 傳兵衞 は。 淚 のうちに もくどく  g 

どと。 IS 他人の 身で さへ 目に 餘 つての 意 g 

見 親父 様の 心根 を さぞと は 知れ ど。 勤め "5 


の 身に てお しゅんが 貞節。 馴染む につれ 

て 可愛 さ增 し。 退く にの か れぬ 一 一人が 

中。 これ も S 果の ひとつ かと。 身 を 悔み 

たる 一 人 言。 《■ 後の方より 官左衞 門 しづ 

くと 出で 來り。 W ャァ 傳兵衞 待って ゐ 

たと。 聲 かけられて 泣きが ほ 1^ し。 a 

これ はく 官左衞 門 様よ い 所へ お出でな 

さりました。 此 お頼みな され た^の 儀。 

三百 兩に 付け人が ある 故。 いよくお 拂 

ひなされ まするならば。 追 付け 是へ。 仲 

寶を 手代 万 八が 同道 致して 參 る：^。 それ 

に付きち とお 咄 しと 申す も マァ御 無心の 

筋 委細 は 万 八に。 ヲ、 サ 委しく 承知いた 

して をる。 隨分 三百 雨なら 拂ひ 申さう。 

某 も 入用の 金子 なれ ど。 平日 懇意の 其方 

の 無心。 否と いふ も 何 とやら 氣の 毒。 當 

分百兩 用立て 申さう。 それ は 近頃 有難- S 

仕 合。 ィャ もうあな たもお 手づ かへ なれ 

ば こそ。 大切な 道具 をお 手放しな さる I- 


に。 餘儀 なき 御 無心 申せし に。 御 得心 あ 

つて 用事 を 足す とい ふ も 偏にお 藤と。 a- 

禮の八 百 三百 兩の。 金 ふり 搀げ いきせ き 

と仲寶 勘藏 同道して 手代 万 八。 S ャァょ 

い 所に 若旦那。 幸 ひ宫左 衞門樣 もお 出な 

されて ぢゃ。 万 八 殿 を 伴うて 參 りました。 

ヲ イノ こち も 見える 時分と 最前から 待ち 

心。 マ ァ く此處 へ と 居並 ぶ 茶 見 世。 增傳 

兵衞は 懐中より 八 橘の 錢取 出し。 a コレ 

勘藏 殿。 こちの 手代 万 八と は 馴染 さうな 

が。 わしが 逢うた は此中 初めて。 其 折 も 

いふ 通り。 出 所の 確な は。 卽ち あなたの 

御所 持の 誇 今 御相對 申して 三百 兩で手 を 

打った。 ィャ もう 家に こそ よれ 井筒屋の 

若 且那が 世話 ぢゃ もの。 何の 粗末の ある 

もの か。 サァ これ 代金 三百 雨と *- 包 渡せ 

ば 万 八 もろとも。 金 改めて 渡す 5r 互に 

引き 換へ 取り を さめ。 詞幸 ひさる 歷々 の 

かひて 

曰； 那 衆が。 乞 ひ 望まる V 此鍔。 買 人の あ 


る內 急に 見せねば ならぬ 代物。 共內ぉ 目 近 

にと 》- 仲 IK は。 とっか は々.； -ぎ 7 シ立歸 る。 河 

»- 宫左衞 門 は 二百 兩。 懐中して 立上り。 

a" 念のため 百兩 の^り 手形。 認めて 置き 

やれ。 身 は 一 先づ 行て 來 ると。 《■ 立^れ、 

ば 此方の 道へ 。来る はたし か 揚屋の 六 左。 

ヲ 、 ィ くと 傳兵衞 主從。 招けば 程なく 

六左衞 門。 《s ホ、 ゥ俾兵 衞様。 このごろ 

內 申します 通り。 おし ゆん 様 を 身 請 さう 

と。 望みのお 客が 手 附を裤 渡しな されう 

と ある ゆ ゑに。 則ち 共お 客が <fr 日 は爱へ 

見えて なれば。 今 相談に 參り がけ。 お 笑 

止な 事 なれ ど。 何 を 言うても 皆金づ く。 

ィャ これ 六 左。 お しゅんと 深い 中と いふ 

は 。么に 知ら.；^ た此傳 兵衛。 外 へやって 立 

つべき か。 時 立に よって は 生きて は 居ぬ。 

又 死ぬ るから は 一 人 は 死なぬ。 ホ 、ゥそ 

れく。 此万 八が 腰 押し ぢ やない が。 身 請 4 

を 取 持つ 六左衞 門。 I 番骶 にしゃつ ぷり 0* 


と。 ァ 、氣 味た が惡 いわいな。 首筋 元から 

ぞっとす る わい な。 もしし やつぶ りと 言 

はされ て は。 マ ァ 好の 酒も飮 めぬ わい な。 

もし 又 < ト-- にお 前の 方で。 ホ 、ゥ身 請せ う。 

おし ゆ んが身 請せ う 世話 を賴む 六左衞 

門。 それ 手附 金百兩 渡す。 これで 其方ら 

K ん かふ 

の 談合 は。 ィャ もう 何が さてく。 お前 

が 身 請な さるれば。 おし ゆん 樣も悅 び。 

私 もしゃつ ぷり を脫る \。 何處も 好し ぢ 

やと 懷 中より。 《> 矢 立 取り出し 7 シ手附 の 

證文。 ま づ此金 を ちっとも 早く 親方へ 

傳兵 8^ お出 を 待つ と。 *■ 金 請 取って 六 

左 衞門活 として 引つ かへ す。 《- 跡へ 横 

淵 宫左衞 門。 „«サ ァく證 文 請 取らう 出 

來て あるか。 ホン-一な あはった りと 忘れ 

てゐ た。 殊に こ-に は 判 もな し。 手形せ 

うに も 矢 立の e 意 は。 ァ 、これ 若； n; 那。 

途中で そり や 問に 合 はぬ。 はて 今 六左衛 

門から 取った 手附證 文。 手形す るまで 


百兩の^？：：物。 ヲ、 サ くそれ で 此場を 取 

り 計ら ひ。 手形 認め 晚 になり と 引き 換へ 

に 来たが よい。 《- おらば 左様と 件 P  I 札 

手に 渡せば。 ® 身 は 近邊の 兩替屋 で金改 

めて 直に 旅 宿へ。 《. 兩人共 跡から と。 フシ 

別れて こそ は歸 りけ る。 *■ 跡 見送って 手 

代 万 八。 《RB 左 衞門樣 のお 蔭で。 どうや 

らか うやら おし ゆん 樣は 紫ぎ 留めた で。 

此万 八まで も大 安堵。 何とお 嬉しう ござ 

ります か。 ィャ もう 嬉しうな うて 何とせ 

う。 是も皆 そなたの 衝き。 ハ テぉ 主の 爲 

ぢゃ もの。 傲 かいで よご ざり ましよ か。 是 

からま だ 跡 金の 工面 じふ めん。 これ も 亦 

此万 八が 見ん ごと 働き 出して お 目に かけ 

よ。 ヲ、 頼む フシ 賴 むと 悅ぶ 折から。 《■ 

息 もす たく 六左衞 門。 大汗 になって 駔 

け 戻り。 ァ、 お 人柄に 似合 ひませ ぬ。 

お 額 だけに 沙汰 はすまい がかう した 金 を 

人に 摑 まし。 手附 とは楨 道な と 皆まで M 


かす。 手代 万 八。 P ャァ 何とお 言 やる おら g 

が 旦那に 似 <1  口 はぬ の。 撗 道のと 名 を 立て 

て。 手附の 金に 何 言 分。 麁忽な 事 ほざき 

出す と。 その 分に は濟 まさぬ ぞ よこれ お 

手代 殿。 濟 ますの 濟 まさぬ のと は そり や 

皆 此方から 言 ふ 事。 今 請 取った 手附の 金。 

往 にがけ に懇 仲 の 兩眷屋 で 改めさせた 

れば。 みな M 金。 ャァ とびつく り 包 を ほ 

どき。 見れば 最前 渡した 金。 《s さて は 仲 

賣勘 蔵め が。 ほつ かり 一杯 喰 はした か。 

惡ぃ 奴と 氣も そ^ろ。 《" コレく 万 八。 

知り やる 通り 此間 わが 身が 世話で。 近付 

きになった あの 勘 蔵。 そなた は 馴染の 事 

なれば。 町 所 も 知って ゐ やろ。 引きす つ 

て 來て此 譯をェ 、申し。 わし ぢ やて- -馴 

ぢきく 

染と いふで もな しお 前が 底々 つばめの 相 

ST マァ それ を わしが どうして 知る もの ぼ 

ぞい。 根が 大枚の金 を。 粗末に 取 遣な さる § 

るから. 0 取り あへ もせぬ 顏 付に。 傳兵衛 


は 口惜し さ。 出さん とする 所 コリャ 待 

て 傳兵衞 動くな と。 聲を かけて 宫左衛 門。 

コ ナ贊金 遣 ひの 大 騙め。 大切なる 道具 

の 代金。 此樣 な贊物 を。 授けよう とし 

をった な。 晝强盜 の 泥坊め と。 《- たぶ さ 

握んで 引 倒し。 金の 包 を 目鼻の 間。 打ち 

付けく 投付 くる 無法の 打搏覺 えなき 身 

も言譯 なく。 スュテ 齒を噫 ひしば る。 無念 

の淚。 K ホ、 ゥ 無念で も 口惜しくても。 

手 向 ひならぬ 身の 邪曲。 ® 金 をつ かま さ 

れ。 秘藏の 縛 を 騙ら れた 上から は。 旅 宿 

へ 引きす りぶ ち はなす と。 # 引 立つ る 手 

を もぎ 放し。 ぐっと 捻ぢ 上げ 突飛せば。 

振り かへ つて K ャ ァ左內 殿。 御手 前に は 

マァ 何時から これへ。 ァ 、ィャ 先刻より 

様子 一 々見聞いた した。 フ 、 ム お聞き あ 

つたら 申さいでも 知れた 科 人。 引 立つ る 

を なぜ 留めさつ しゃる ぞ。 なぜ 邪魔し め 

さる ぞ。 ィャ ft^ 口が 止めました は 貴殿 


のお 爲。 ナ 、 、 、何と。 サァ たと へ傳兵 

衞 まことの 騙り 饕金師 にも 致せ。 左様の 

吟味 政道 は。 當 地の 御 代官 所より あるべ 

き 事。 何 ぞゃ他 國仕宫 の 身 を 以て。 いは 

れ ざる 吟味 仕置。 もし 代宫 所より 裨察度 

あらば 言譯は 何とな さる、 ぞ。 サァ その 

儀 は。 如何にお 急ぎな された とて。 麁忽 

千 萬。 百兩の 手形の 出来る まで 取り 置か 

れた 手附證 文。 それなる 男へ お戻しな さ 

れて。 彼め を歸 して 遣 はされ い。 そり や 

なり ませぬ。 拙者が 賫 つた 鍔 代の 三百 兩。 

誠の 金 請 取る まで は此質 物。 返す 事 存じ 

も よらす。 フ 、 ム コリャ 成程 御尤。 傳兵衞 

いつぞや 其方より 借用した 三百 兩。 只今 

急 度返濟 する。 此金を IS? 代に 官左衞 門 殿 
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へ 進ぜれば。 贊金遣 ひの 名 を 免れる では 

ないかと サ 、 、 、敎へ はせ ぬが ともかく 

もと。 * 取 出し 渡す 三百 兩。 ィャ 申し 

あなた 様へ 三百 兩。 御用 立った 覺ぇ は。 


ハテ さて 物覺 えの 惡ぃ 男と。 せ 目 額で 知 

らせ敎 へられ。 はっと 戴く ありがた 淚。 I 

B これ 官左衛 門樣。 仲賣 めに のめ/ \ と ほ 

fit- 

緩り 取られた 八橋の 錄。 賀金を 取った は 

此傳 兵衞が 誤り。 左內樣 の御薩 にて。 三 

百兩を まど ひます。 それ 請 取って 最前の 

手 附の證 文お 返しな され ませ。 ヲ、 眞の 

金 請 取る から は。 戻して くれる。 と證文 

投 出し。 どう 見ても 仲賣 めと。 肯き 合う 

た 手練 事。 其 儘で は濟 まされぬ 吟味す る 

所で 吟味 させう と 底意 地 わるき 詞の 針。 

六 左 衞門は 手附の I 札。 取り あげて 引裂 

きすて。 BS ァ 、氣の 毒な 樣子 なれ ど 。我等 

風情の 何と 判斷。 どなた もこれ にと 立 上 

る。 左 內は聲 かけ コリ ャ. （- 揚屋ち と尋 

ねたい 事が ある。 おし ゆん を 身 請 せんと 

いふ 客の 名が 聞きたい。 ハイ 其お 客 はと 

言 はんとす る を n  9 ャ ./\ 六 左 衞門何 を 

, ベ  6 

うだ， （</(\ と。 ら すと 早く 歸れ こ 9 


れ はしたり 官左衞 門 殿 いらざる お 世話。 

コリャ 其 客 は 何 國の誰 名 は 何と。 サァ其 

お 方 は。 どうも 此處 では 申され ませぬ。 

ヲ 、その 害/ \ -。 サァ もう 何にも 用 はな 

いちゃつと 去ね く。 ハテ其 許に はいら 

ぬお 構 ひ ィャ何 官左衞 門 殴 我 々 國元を 出 

A ぎ. 9  て- r- じ 

立の 砌遊 所へ 足ぶ み 堅く 停止と。 御 家老 

中より 嚴 しく 仰せ 渡された は。 貴殿に も 

覺 えて ござらう がの。 いかにも それに 叉 

かの 者が 名 を。 六左衞 門と はどうして 裤 

存じ。 サァ それ はァノ 物で ござる。 ハテ 

とぼけた 顔め さっても 遊 所 通 ひ は 明白 明 

白。 ハレ 滅相な 左內 殿。 身 はついに あの 

者が 所 へ。 入り こ んだ覺 え もな し。 逢うた 

も たった今が 初め。 ィャサ 言 はる i な。 

初 封 面の あの 者 を たった今 六左衞 門と。 

彼が 名 を 知って 呼ばる-害がない。 此趣 

を 本國へ 申し 遣 はせば 其 許の 稗 身の上。 

サァ そこ を 朋輩の 好みに。 今日の 所 を 聞 


き 通しに 仕り 其 代り 傳兵衞 が 今日の しだ 

ら此場 限りに 風聽御 無用。 ナンと 御 得心 

か 若し 不 得心なら。 お しゅんが 身 請の 客 

の 名まで も設議 しぬ いて。 ァ、、 、いや 

これ 左內 殿。 何の まあ 不 得心。 傳兵衞 は 固 

より 親 喜 左 衞門は 出入の 町人。 懇意の 中。 

何事 も此座 切りに。 さらり く。 鬼 角 か 

やうな 所に 長居 は。 おそれお 先へ 參 ると 

云 ひ 捨てに。 * 立 歸れば 跡に 揚屋 も 立場 

なく。 こち も 長居 はお それ あり。 早う い 

なう とこ そ/ \ と。 我が家 を 指して 急ぎ 

行く。  *■ 苦り切つ たる 瀧 口 左內。 《s ャァ 

万 八め。， がよう 傳兵衞 を そ \ り 上げた な。 

此ぃ 一 卷 詮議の 仕樣 も あれ ど。 科 人 も出來 

且は 諸方の 掛り合 ひ。 何にも 言 はすに 濟 

して くれる。 ィ ャ何傳 兵衛。 身 も 喜左衛 

門に 逢 ひながら U 同道して 立歸 らん。 いざ 

お行き やれと 瀧 口が。 伴 ひ歸る 傳兵衛 に。 

* 底 氣味惡 く 万 八 も 7 シ 跡に 付添 ひ 立歸 


る。 *■ 道 引きち がへ うそ. c と。 來か、 ^ 

る橫淵 宫左衞 門。 こなたよりも 勘藏 が。 

ちらと 見付けて 立 寄れば。 万 八 も 7 シ走 

りつき。 55 今日は 互に 上首尾./ \ 。シタ ガ 

左內 めが ほく あげ かけ。 さて 冷い 目。 ヲ 

ヲサ此 官左衞 門 も氣を 冷した。 其 代りに 

はまん まと 三百 兩。 冷い な 目に 逢 はぬ は 

勘藏 われひとり。 ィャ もう 其 代り。 お前 を 

待合して。 さっきにから 其處ら あたり を 

ぶら./ \ く。 サァ 八橋の 鍔戾 します。 

こ ち  れ け くち 

ヲ、 此方から も 分 口と。 百 兩づっ を 二 

人に 渡し。 詞 さて 身が 當り 前の 百兩 を。 

お しゅんが 手附に 渡し。 其內に 金の 工面 Q 

是と いふ も 皆 万 八 その 方の 蔭。 ィャ私 も 

わけく ち 

勘藏 も。 お前の 手先 を 働く は。 分 口の 金 

が 欲し さ。 シタ ガ左內 めに 穴 を 見られた 

is  近 

から。 尻尾の 出ぬ うち 爱 から 直に 駔落。 頃 

ヲ、 サ此勘 藏も當 分 は 影 を かくさに やな -啼ぃ 

るまい かい e 何に 付けても 此 百兩。 ホ 、 "5 


ゥ うまい/ \- と 三人が * 立 別れ。 てこ そ 

三 へ 行く末 は 

揚屋の 段 

其 許 は 主人 壅 谷の 響 を 報す る 所存 はない 

か。 氣も 無い 事く。 家國を 渡す 折 柄。 

城 を 枕に 討死と いうた の は。 御臺樣 への 

追從。 時に 貴様が 上へ 對 して 朝敵 同然と 

其 場 をつ いと 立った。 我等 は 跡に 號 張つ 

て 居た はいかい たわけの。 所で 仕舞 はつ 

かす。 御 墓へ 參 つて 切腹と。 裏門から こ 

そくく 今此 安樂な 樂 しみ も 貴殿のお 

蔭。 昔の 好み 忘れぬ く 堅み を 止めて 碎 

け をれ。 いか 樣此九 太夫 も。 昔 思へば 信 

だ  f" け あら は  いっこんく 

太の 狐。 化 露して 一 献酌 まう か。 サァ由 

良 殿。 久しぶり だ斜 1^。 また 頂戴と 會所 

めくの か。 さし をれ 飮む わ。 飮み をれ さ 

すわ。 狂言のお 邪魔ながら。 宫左 衞門樣 

へ 申 上げます。 御國 元より 御 狀が參 り ま 


した。 何々 國. 元よりの 書狀 とや。 どれ ど 

れ 亭主 是 へ-, (-。 フ、 ムイヤもう こり や 

何でもない 見舞の 狀。 何事 かと 思うた に 

家来 ども も氣 のっかぬ。 爱 まで 持たせて 

おこす に 及ばぬ。 はすみ 切った 狂言の 大 

事な 所で 腰が 折れた。 *■ 殘念 至極と ス モア 

拳 を 握れば。 仲居 藝子も 氣の毒 さ。 詞ホ 

ン - 一もう 御 家来 衆の 不粹 なから。 いらぬ 

狀 おこして。 大事な 所で 間が 拔け たなう 

おた よ 殿お そめ どん。 サイ ナ官左 衞門樣 

の 由 良 之 介 はえら いもの。 尾 上 梅 幸 そこ 

退け ぢゃ。 ソレ/ \ 大抵うまい こっち や 

ない と。 * 笑 ひ を 嚙 みて 機嫌 取り。 ィャ 

もうお 相手に なった 此久 ひませ ぬ。 

今 歌舞伎で 金 を 鳴らす。 三 五郎 ゃ十藏 

に。 お前の 藝が やりたい。 いらぬ 所に 藝 

者が ある。 フ 、 ム豪 いものであった ろが 

Q。 今宵 は 身が 思 付きで。 仲居 交りの し 

のぎ 狂言。 此 あとが 雙蝶 々で。 娘のお 縫 


1SW  ,匸 

が 濡髮の 長 五郎。 其 間の 狂言に 我等が 踊 I 

に 仕らう。 サ ァ，， （\ 何ぞ 唄って くれろ。 卵 

マァぉ 一 つ 上って さ。 ヲット こぼれる お ^ 

たつ 殿替錢 子。 それ 高調子で。 ォ. ノ P 立 田 

川で は 杠葉を 流す。 我 は 君 ゆ ゑ 浮 名 を 流 

す。 ィョ /\ やん やく。 どう だく。 

きつい もの か く。 眞だ あらう がく。 

ホン 一 1 もう まとも./ \ホ ン マ-一 猿で ござ 

ります と フシ 言 ひ 捨て 逃 ぐれば。 講 につ 

くい 仲居め 料簡なら ぬと 荒れ 出す。 《 "亭 

主 は 陰より 手すりた いほう。 久八も 押 止 

め。 女子 どもの 仇 口に。 腹 を 立つ と は 

旦那 不 梓々々。 マァく 下に 斜 出で なさ 

り ませ。 そしてもう おし ゆん 樣が 見える 

時分。 ホ 、ゥ鬼 角き やつが 事ぢ や。 揚詰 

にして くどけ ども。 蒂 解かぬ 情 張 者。 こ 

の 横 淵 も 精が 盡 きたれ ど。 そこが 意氣 張。 

是非とも 傳兵衞 と 手を切らせ。 女房に せ g 

にや 顔が 立たぬ。 コリャ 六 左 かねて 相談 9 


して s いた。 身 請の 手 附百兩 は。 すな は 

ち 今^ 渡さん と。 持參 致いて をる。 肝心 

i ねけ 

の 狂言 は。 國の 飛脚で 間拔 がする。 踊 は 女 

子どもに 半 凝 を 打 込まる \。 何と やら 氣 

が 滅入って 面白ない。 座敷 を かへ て 酒に 

せう。 ホン -ー それく。 いかう 座敷が め 

いって 来た。 サ ァく是 から 奥座敷。 娘 

ども は どっちへ 行た お 鏠ぉ國 と 呼び立て 

て 亭主 は フシ 俘 ひ 奥座敷。 地 勝手の 方に 

は氣の 張らぬ 酒 も 茶碗で お 縫が ほろ 醉ひ 

機嫌。 おた よどん 一 っ飮 まんかい。 また 

お 縫さん 醉 はんすな え。 島 田 髮 へみの か 

けて。 髮も 衣裳 も 出来て あるに。 狂言の 

膝が 析れ。 お前の 濡髮の 長 五 郞を兑 いで 

殘念ぢ やわい な。 ホン - 一大た ぶ さの 前髮 

で。 肩 板っての 身歷 梅。 艷 退けて 仕手 は 

無い ぞぇ。 又お たよ どんの いら ひぢ やよ。 

チア II お前 を いら ひて は。 何處ぞ にあろ 

ぞいな。 誓文 わしゃ 誰もない。 おし ゆん 


さんに あやかって。 傳兵 衞樣の やうな 面 

白い^で も あり や 好 けれど。 何 言 はんす 

お 縫さん 此ぉ たよが 取って ゐる わい な。 

ホン I 一もう 此ぉ しゅん 様 もな ぜ遲 いこつ 

ちゃ ぞぇ。 いっそ お 縫さん 何ぞ彈 かん 

か。 アイ-. 何に せうな。 道行に せう かい 

な。 それよ かろ そんなら 愛護の 若 ぢゃ聞 

かんせと。 S 音/やさしく 彈き なして 

お サハリ 逢 ふこと は。 なほ かた 糸の よると 

なく。 晝 とも 分かぬ 闔 の內。 枕ナ * ス ひと 

つの。 フシ 床の 海。 *• おし ゆん は戀 に面瘦 

せて。 長地餘 所の 文句 も わが 身に は。 い 

と 思の まさりぐ さ。 詞ぉ 縫さん 今參じ 

た。 ホ、 ゥぉ しゅんさん 二日 醉と いふ 色 

ぢゃぞ え。 アイ 二日 醉 やら 三日 やら。 日 

さへ ろくに 覺 えぬ。 ホ、 ゥ 道理い な あの 

宫左衞 門づら が。 お前のお 出が 遲 いとて。 

喧しう 吐し くさって ならぬ わえ。 そして 

奥座敷のお 客が。 お前と 1^ がしたい。 ど 


ぅぞ ちょっと なりと。 逢 はして くれと た S 

つての 賴み。 お 縫さん も 一所に こちへ と。 

おた よは 二人 を 伴 ひて。 入る 奥座敷 。フシ 

茶屋の 檠昌奧 口の フシ 取り 締も なく 忙し 

き。 《- 折 ふしお そめが とっか はと。 《s お 

みよ どん，/, \。 ホ、 ゥ何ぢ やと。 《- 勝手 

から。 詞何ぢ や 所 か。 きりく ごんせ い 

なう。 大抵 や 大方。 ひ よんな こっち やわ 

いなう。 奥の 客が。 お しゅんさん を 今宵 

中に 身 請 するとい ふわい なう。 ャ アサ ァ 

事ぢ や/^。 どうぞ 傳兵衞 様へ 知ら 

せたい もの ぢ やが。 ィャ くそれ 知らし 

たら。 どんな 事が 出来よう も 知れぬ。 どう 

たいこもち 

ぞ まあ；！ « 問の 久八 どんに 逢 ひたい もの ぢ 

や。 あの 久八 どん は 傳兵衞 さんの 大分 恩 

になった 人ぢ やとい ふ事ぢ や。 それ ゆ ゑ ， 

傳兵衞 樣の最 屑 方。 呼んで こうかと 地 二  I 

人して。 7 シ 思案 かひな き 女子 同士。 折 g 

からが 方へ 出る 久八。 《- 二人 は 見る より。 


.3  n レ 何して 居さん す ぞい。 サァ -/..\. ち 

よつ と 思案 出して 下さん せいな う。 ィャ 

もう。 さっきにから 思案して ゐれ ど。 え 

い 狂言の 趣向 はない。 ヲ、 しんき そん 

きそんな こっち や 無 いわいな。 ドレ.^ 

耳お こさんせ 斯 うぢ や./ \ わ いな。 ャァ 

そいつ は事ぢ やく。 ァノ宫 左め が 身 請 

の 手附々 々と 吐かし くさる に 厭き 果てた 

に 。 今宵 中 に 身 請す る と は 。ゾリ ャ事ぢ や 

. (-。 太鼓 持つ が 役 なれば 客の 呼ぶ 時 は 

どの やうな 座敷で も 勤めねば ならぬ 故。 

宫左衞 門め とも 附 合うて は 居れ ど。 この 

久八 は何虏 まで も 傳兵衛 の 味方。 こち は 

もと 新 町の 暂間。 傳兵 衛の大 坂へ 出て ご 

ざる 時。 天滿 祭で 喧曄 仕出し 相手 を あや 

すぐ 

めて。 直に 牢舍 する 所 を。 わし を 傳兵衛 

樣の 引かし やって。 金 出して 扱うて 下さ 

つて。 それから 京まで 連れて ござって き 

つい 世話。 大恩の ある 且那 なれば どこ ま 


でも 世話せ にやなら ぬ。 ィャ/ \. もう そ 

り ゃ事ぢ や/ \。 サ了 ちゃに よってえ い 

思案 料簡 を。 ちゃつ と/ \ くく。 ァ 、 

其 様に 忙しう いふと。 出か \ る 思案 も 引 

込んで しま ふわい。 サァか うぢ や。 ど うぢ 

やい な。 ある ぞ/ \- こいつ はどうで あら 

う。 ど うぢ やく。 たか あの 客 は此丹 

波 屋の內 の 客。 愛の 亭主が 吞込ん で 6 相 

談の 出来ぬ 樣に。 ちゃく、 人れ たら じ や 

みさうな 事。 その 亭主 を 抱 込み やう は。 

ヲ、 娘の ぉ鏠。 娘のう ちでの 立 者。 き 

やつが 吞 込んだら。 出来る 事。 すっと 氣 

の 捌けた 通り 者。 親んだら Ko とはい ふま 

い。 イエ，， そり や 惡ぃ。 その 思案 

惡ぃ^ (\ -。 おそめ そり や 何として。 サイ 

ナァ おみよ どん は 知らす か。 あのお 縫 は 

傳兵衞 さんと 譯が ある わい な。 ヒャァ そ 

れぢ やによ つてお しゅん さんの 身 請と 聞 

いたら。 あり や 喜ぶ であろ ぞいな。 言 ひ 


出して 結句 惡 かろ。 ハイし まうた。 サァ 1^ 

どうがな と。 * "三人が。 上 サハリ 小首 傾け .！! 

智慧 袋 7 シ 一度に 絞る 折も折 。奥に はお I 

縫が 聲 として。 詞久 八さん。 用が ある 何 

處に ぞい。 ァノ聲 は 娘のお 縫。 愛へ 来て 

は 話の 邪魔。 一 1 人と もに 此方 へお ぢゃ 

と。 連れて 一 間へ 入る あとへ。 おし ゆん 

は。 し を/ \ 立 出で て。 ス子ァ 心 も 浮かす 

氣 もす ます。 案じに 胸 を フシ 痛めし が。 5« 

互に 變 るな 變ら じと。 言 ひ 交した 言葉 を 

反古に して。 奥の 客に 受 出され。 傳兵衛 

さんへ 濟 むべき か。 どうぞ 逢 ひたい 知ら 

せたいと。 おし ゆん は 淚の獨 言。 逢瀬 も 

しばし 途絕 えして。 君 ゆ ゑ 心痛むな る。 

俥 兵 衞が內 さし 囅 きつ ッと 入る。 ナウ 傳 

兵衞 さんか。 逢 ひたかった と スヱ 抱き付 

けば 取って 突 退け。 ョィ ヤコ レ 古めかし 

いその 身ぶ り。 此頃は 宫左衞 門が 揚 詰で。 M 

おれが 事 は 忘れ 果てく さった ろ。 あたぶ 9 


が 惡ぃ稳 はしい と。 仕掛ける ロ說。 *- 

しゅん は顥を 振り上げて。 恨めしの 

，、キ お 言葉 や。 なんの 私に つゆほど も。 

ナ * ス 7 シ 外へ 引かる \ 心 は 無い。 IP お前に 

別れた その 日より。 掾げづ めに する 官左 

衞門。 增拫 つてく 振りつ けて。 內へ 戻 

れば その あと へ 。 as 茶屋からの 附け屆 け。 

親方 樣には 叱られる。 それ も 誰 ゆ ゑお 前 

ゆ ゑ あまりた よりが 無い ゆ ゑに。 どうぞ 

ぉ顏を 見る やうに と。 * 神 さままで を 

せびら かし 無理な 願 もお 前に 逢 ひたさ。 

サハリ 梓な 臺詞も 打 越して。 愚痴に なった 

も 誰が 業ぞ。 義理 も 恥辱 も 外聞 も。 忘れ 

果て i も 忘れぬ お前。 それ を 外氣も ある 

やうに。 疑 はしく はお 前の 手に かけて。 

殺して やい のと 漆の 上。 身 を 任せた るお 

ぼ こさ は 廓に 馴れても か は ゆらし。 傳兵 

衛も心 解け。 W ホ、 ゥ疑ひ はれた もう 泣 

きゃんな。 堪忍し や。 日頃から 憎い と 思 


うて ゐる 宫左衛 門め が揚 詰で。 一 倍に 氣 

が 揉めて。 常から 外心の 無い と は 知りな 

がら。 腹立ち紛れ。 口へ 出る ま.^ 言うた 

のぢ や。 ホン -I あの 宫左衞 門め が。 祇園 

での 三百 兩も。 てっきり 言 ひ 合せた 騙り 

事。 手代の 万 八め を 吟味して。 事の しだ 

らを 質さう かと 思へ ども。 その 場より 彼 

め も 落。 あの 官左衞 門め が 外の 者なら 

仕樣 も あれ ど。 何 をい うても 出入 屋敷の 

重役 人。 それ故に 手出し もなら す。 殘念無 

念 を 胸 を 擦って 堪 へて ゐる。 ホ、 ゥ 道理 

いな 尤ぢ や。 それ 程ぬ しの 憎んで ござん 

す 宫左衛 門。 何し に從 はう。 帶解 くもの 

で ござんす。 急に 話さに やならぬ 事が あ 

る。 マァ/ \ こちへ と 手 を 引いて。 》- し 

んき 辛苦 を わくせ きと フシ 伴 ひて こそ 入 

りに けり。 奧 から 亭主が。 謂お そめく 

おそめ は 居ぬ か。 アイ， — /\ と。 地 勝 

手から。 S 旦那さん 。奥に ござる かおし ゆ 


ん樣を 身 請な さる、 お 客 かえ。 ヲィ/ \-  ^ 

座敷が 淋し いちゃつと 行き や。 ィ ャ御亭 

主 それへ 參っ て 御意 得 ま せう と 立出づ 

る。 堆年も 六十の 7 シ 親父 客。 S おし ゆ 

んくと 名 を 聞いて。 れて來 たこのお 

ゃぢ。 身 請して 連れて 往 ぬる 氣。 今宵 中 

に賴 みます。 あと 金 を 宿 もとへ いうて 遣 

る 間の手 附け 金と 7 シ差 出せば。 K ホ、 

ゥ こちらに も 先約が あれ ど。 今宵 中と あ 

るから は。 あなたの 方へ。 首尾なる やう 

に相對 して 參じ ましよ と。 立 上れば 此方 

より。 詞 その 身 請 まあ 待って もら ひまし 

よ。 ゾリ ャマ ァ誰ぢ や。 ィャ わしで ごん 

すと。 增聲を かけ 娘のお 縫が 狂言 仕 立の 

大 前髮。 道具が カリ 肩から 歩く。 大 縞の 

サハ リ祸小 短き 草履 下駄 强 さうな 顔。 フシ か 近 

は ゆらし。 詞ぉ縫 こり ゃ何ぢ や。 ィ、 K 

わしゃ 鏠ぢゃ 無い。 濡髮の 長 五郞ぢ や。 S 

お しゅんが 身 請 は 此濡髮 がさ、 ぬ。 アイ。 ？ 


ぐっと 長 五郎が 邪魔す るので ごんす。 ィ 

ャ これ 此方が 身 請して 連れてい ぬると い 

ふお しゅんに。 何 ゆ ゑ 邪魔し めさる ぞ。 

サイ ナ身請 を 待って もら ひませ うとい ふ 

譯は。 あのお しゅんに は 傳兵衛 というて 

深い 間夫が ござんす。 それ を 又 何して わ 

しが 世話 やくと 思 はんしよ が。 其 傳兵衛 

樣に はわし もちつ とした 譯が ござんす。 

それ ぢ やによ つてお しゅん さんと 傳兵衛 

さんの 中 を 裂きた がると 思 はれて はわし 

こんりんざい 

が 女が 立 ちゃんせ ぬ。 金輪際 世話 やいて 

おし ゆん さんと 添す 氣。 それ 故 男伊達の 

濡髮の 長五郞 になって 賴 みます。 こ-を 

聞 分けて。 親 仁さん。 マァ その 身 請 止め 

て 下さん せ。 賴 みました と 增 立 役の 臺詞 

も 所の 7 シ德ぞ かし。 K おそめ は 手 を 打 

ち あつ ばれ 女子 ぢゃ。 富 十 郞が女 伊達 其 

處 退け ぢ やと。 7 シ いそ/ \ すれば。 此 

方 は ittels き 届け。 * せ 親 仁が よい 年 t 


しての 色 狂 ひと。 一 通り は を かしく 思 は 

しゃろ が。 わしが 身 請せ うとい ふ も 外の 

手へ 渡すまい ため。 こなさん の 其 賴 もし 

い 心底 を M くから は" 私が 所存 も 打明け 

て 話します。 聞いて 下され。 わし は其傳 

兵衞が 親で ござる わい の。 ヱ ヽ。 ホ、 ゥ 

恥 をい はねば 理が 聞えぬ と。 わしが 出生 

は 遠州演 松。 だん/、 と 身上し 鍵れ とう 

く 果は嵌 子の 身の上。 子供の 時覺 えた 

東北の 曲舞 を。 謠 うて 立った 井筒屋の 鬥 

口。 先の 喜 左 衛門樣 は 慈悲 深い 生れ 付。 M 

H 惡ぅも 育たぬ 風體 不便な 事と 呼 込ん 

なりたち 

で。 こちが 成立の 話 を 聞き。 讀み 書き箅 

用の 出来る を 取 柄に 引上げて 手代 格。 ェ 

ェ 有難い 忝い。 どうぞして 此恩 をと 商寶 

に 憂き身 を * し。 一 つ 飮んだ 酒 も 止め。 

煙草 は 固 よ り 鼻紙 は 紙屑 a か ら 取り 遣 

ひ。 足袋 はかす 頭巾き す。 十八 年が 間惣 

嫁 I つ 買 は こそ。 花の 都に 住みながら 


芝居 は W をす る もの やら。 親方 大事 家業 § 

大事と 精出した が 御 一 家 衆の 目に 留り。 .1 

先 喜 左 衡門殿 死去の 後。 此跡式 を 立て か I 

ねぬ 其方と。 家の 娘に め あはされ。 我が 名 

も 直に 喜左衞 門と 改めて。 大名 高 家の か 

け 星と は 成 上った る わしが 银報。 其 後 枠 

傳兵衞 を產み 落した は 女房と い へ ど 昔の 

主な り 家筋と。 心 一 杯 介抱し たれ ど。 十 

年 以前につ い 往生。 わが 子ながら も傳兵 

衛は。 此 家の 眞の 血筋と。 大事々々 が餘 

つて 甘く 育てし が。 親の 眼 を 眩まして。 

多くの 金 を 傾城 買 ひに 遣ひ棄 てる 身 持 放 

^。 どうぞしたら 直らう かと。 心 を 痛め 

暮せ しが。 つくぐ 思案した 上で。 それ 

程 あれが 好いた 者なら。 おし ゆん を 請 出 

し 女房に 持たせて やろ。 添 はして やろ。 

マァ どれほど 染み付いた 中 かと。 樣子を 

見る ため 親な がらよ い 年しての 揚屋 這 M 

入。 もし 傾城 は 持た されぬな どと。 選り 9 


嫌 ひして。 心中 事の 世話にな ど 作られる 

やうな 無分別な どした 時 は。 井筒屋の 血 

筋 はとん と絡果 つる。 それが 悲しい とま 

た 不便が 餘 つてよりの 急の 身 請。 お 縫 女 

郞の道 を 立て X。 男伊達の 濡髮 になって 

の賴 もしい 今の 入譯。 忝な うござる。 嬉 

しう ござる。 そんなら 斯うし ませう。 此 

身 請の 11 卷は。 お 縫 どのに 預ける から。 お 

世話ながら 突 込んで 世話 やいて 貰 ひませ 

う。 是 では 道 も 立ち ましよ がの。 スリャ 

わたしが 言葉 を 立て。 身 請の 世話 させて 

下さん すか。 H  、恭 な. S と禮 いふ 場 なれ 

ど。 濡髮の 長 五 郞が預 りました 請負うた 

ぞぇ。 必す 今宵 中に その 身 請 を。 ホ 、ゥ 

違 はぬ 證據 おし ゆん 女 郞をこ k へ 呼んで 

下され。 アイく く。  《 "あ ひから 様子 

を 立 聞く おし ゆん。 傳兵衞 は 親のお 慈悲 

と ありがた 淚。 おし ゆん を 連れて 出る 久 

f<。  K 思 ひがけない 親 且那。 ざっと 棚け 


た 御 取 捌き。 ホン I 一もう 拜んで 居 やん す 

お 縫さん。 ヲ 、わしゃ 厭いのお しゅん さ 

ん。 世話す る は 濡髮が 役。 これで わし も 

立 ちゃんした。 ざっと 臺 詞が納 つた。 サ 

ァく是 から 奥へ 行て 酒に せう。 ホン 一一 

ほんに 且那 さんさ うぢ やい な 鬼 角 浮世 は 

色ぢ やえ。 * 騷 ぎに つれて 打 連れて ォ タリ 

入る や へ 其 夜 も r.. 後 夜 近く。  *■ 奥から そ 

つと 横 淵 官左衞 門。 様子 立 聞き こなたへ 

出で。 BS あの 喜左衛 門め が。 今夜 中に。 

おし ゆん を 請 出し をる と は。 思 ひがせ な 

い 事。 鬼 角 こ \ の 亭主め も ！w 間の 久 八め 

も。 傳兵衞 が最貭 して 身 どもが 詞は 取合 

はぬ。 いっそ 親方 を 直に 呼んで。 逢 ひたい 

と は 思へ ども。 三百 兩の身 請の 所 へ 。此百 

兩 ばかり では 所詮 埒の 明かぬ 事。 國 許へ 

言うて やる 間 もない 急な 事 ゆ ゑ。 金の 才 

覺 難儀 至極。 いっそお しゅん を 人知れ す。 

引つ さらって 退く より 外の 思案 はない。 


地 さ うぢ や/ \- とつぶ やく へ。 《- 奥よ S 

9 

こなた  ， 

り 此方へ 出て 來 るお しゅん。 物 を も 言 は 

す 官左衞 門。 じっと 小脇 "に ひん 抱かへ © 

出す。 後 へ 久 八が。 ど つ こ い 遣らぬ と引戾 

せば。 邪魔 ひろぐな と 踏 1^ す。 足首と つ 

て久 八が。 鎵 より 下へ フシ 眞 逆様。 《 "踏 付 

けく 踏みの めされ。 命から ぐ 官左衛 

門 フシ 這 ふく^げ て立歸 る。 《> 皆々 此方 

へ 走り出で。 きァモ よい ざまよ ぃ氣 味と。 

* 笑 ふ 折から。 走って 来る。 手代 十 助。 

詞 唯今 瀧 口 左內樣 より 急の 御 使。 トハ氣 

遣 はしと 喜左衛 門。 狀箱 取上げ 封 押切つ 

て讀み 終り。 ぉ國 許より 急ぎの 御用 筋 申 

し 来る。 急に 談 じたき 筋 あるに よって。 

只今 旅 宿まで 來 いとの 此文體 。何 御 亭主。 

身 請の 事 を 今夜 中に 辟 明 けて と 思 ひし 近 

に。 今 聞かる & 通の 譯 なれば。 私 は是か I 

ら 直に 御 出入 屋敷のお 役人の 許へ いぬる £ 

程に。 御用 筋の 濟み 次第。 こ. -へ戾 つて 3- 


明日 は 早々 後金お こして St 明け ましよ。 

傳兵衛 は 跡に 续り何 か 相談 棧 めて 戾りゃ 

いの。 皆の 衆賴 みます。 そんなら ぉ歸り 

なされます か。 おさらば さらばと 聲々 に。 

* 仲居が 見送る 前垂の あかり を。 ユリ 照 

し 一 li へ 出で て 行く 

中之卷 河原の 段 

*■ 名に 高き 。四條 河原 も 。冬 ざれて。 本 フシ 

川風 寒く 吹きす さび。 往来 も浪の ばし 

る。 水 音まで も 夜 はな ほ。 いとしん く 

と フシ 物凄く。 曇る 空より 我が 胸 も。 戀路 

にくら む 宫左衞 門。 万 八 勘藏引 連れて 立 

止り。 《r 何でもお しゅん を 引つ さらって 

と 出かけた 所。 たいこ 持の 久八 めに 邪魔 

されて 散 の 仕 合。 すごく と 戻る 所汝 

等 二人に 行き 逢うた こそ 幸 ひ。 今夜 中に 

請 出して 喜 左衞 門め が 連れて 戾 ると 吐 

かした おし ゆん。 この 河原に 待合 はして。 


面を隱 して 引つ t げ。 何處 へな りと も 退 るな。 ヲット 合點ぢ ゃ吞み 込んだ。 もし 13 

く 料簡。 ホ、 ゥ それよ ごんす。 何 かなし 邪魔す る 奴 はしら ども 賴んで 片付け。 さ g 

にお 前の 段平。 すば と 引 祓いて 閃つ かせ す。 我等に お任せ。 ひと 走り 往て 賴んで 


たら。^ の 奴等 駕籠 を， 投 つて 逃げる は定。 連れてこう。 コリャ 出来た。 そんなら ち 4 

そこで K ^捲げ て！！ くの ぢゃ。 万 八ぬ か つと も 早い がよ い。 -* 走れく に 万 八 ま。 ^ 


いち あ L  たく A 

逸足 出して 驅り 行く。 か V るェの あり ぞ 

と は 知らぬ 井筒屋 傳兵衞 は。 わが 家へ 戾 

る 辻 駕籠に。 道 を 急がせ 7 シさ しか、 れ 

ば。 *- そ りやこ そ來た わと。 ぬつ と^で。 

提饤 ばったり 切り落せば。 駕籠 界 ども。 

わつ と SIf き 逃散ったり。 コハ 狼藉と 駕籠 

よりも。 飛んで 出で たる。 傳兵衞 が 額 見て 

びっくり。 S ャァ わり や 傳兵衞 か。 お前 は 

横 淵 官左衞 門 様。 ャァ おのれ は 仲 寶勘藏 

め。 よくもく いつぞや は賀 金を摑 まし 

おのれ 

たな。 汝に 逢うて 此 詮議が したかった わ 

いく。 ャァ そこな 蚊鯖蛉 め。 假令 人目 

無け り やよ けれ。 大きな 聲で 吐かすな や 

い。 ほ 金の 吟味が したうても 所詮 わが 手 

に 合 ふ §藏 では 無い わい やい。 あた 忌 

忌し いと 踏 飛す。 足首 取って 拂 ひのけ。 

心得が たき は 官左衞 sy。 か &る惡 者 を 

手に 附 けて。 何 ゆ ゑ 此傳兵 衞に狼 籍をさ 

せ 給 ふぞ。 ホ、 ゥ その 仔細い うて 聞かさ 


ん。 汝が親 喜左衞 門が 身 請して。 連れ 歸 

るお しゅん を。 待 伏せして 引つ さらへ。 擔 

げて 退かん と最 is から。 待って 居た 此宫 

左衞 門。 駕籠に 乘っ たはお しゅん ぞと。 

思 ひの 外に 傳兵 衞サ 、 、 、-^ しゅん は 何 

處 へ片附 けた。 サ 、それ 吐かせ。 吐かせ 

^\ -と 嵩高な り。 こなた は 故と 逆 はす。 

イカ ュ モぉ しゅん は。 親 どもが 身 請 を。 

今夜 中に 致して 連歸 るべき 害な りしが。 

裨國 より 急の 御用 金 申し 來り。 おし ゆん 

が 身 請 は 明日と 約諾 致し 置き。 親 ども 儀 

は 瀧 口 様の 御旅 宿へ 先刻 參上。 これによ 

つて 某 事 も。 跡より 只今 參り がけ。 瀧 口 

樣も あなた 様と 御判談 もな さ れ たかろ 

SPT 御歸宅 然るべ し。 身 も 親 どもが 待ち 

かねべ し。 、t かれ 候へば。 增裨 先へ 參 

り 候と 言 捨て 立つ を 引き止め。 《s 何處へ 

/\ -。 一寸 も 遣る ことならぬ。 スリャ 身 

請 明日へ 延びた とな。 いま. （- しい 手 害 


逮 つた 今夜の しだら。 汝に 知られた から S5 

は此 儘で は戾 されぬ。 ヲ、 さ うぢ やさう 

ぢゃ。 そ 扠を歸 していけ 口 叩かれて は。 

此方 とらが 身の 破滅。 いっそ 旦那 一思 ひ 

に。 ヲ 、 サ くこの 官左衞 門 も 其 料簡。 ィ 

ャ何傳 兵衞。 此横淵 宫左衛 門 は。 汝が出 

入 屋敷の 重役 人。 身が 惚れた と M かば。 

お しゅんと 手を切り 離れ ベ き 害なる に。 

親 喜左衛 門まで が 一 つに なり。 身 請して 

內へ 引-措り 込み。 官左衞 門に 鼻 あかせん 

と は。 言語 道斷 S き 仕方。 おのれと いふ 

色男 る 故に。 お しゅんめに 振附 けら 

れた 腹い せに。 思 ふ 存分 さいなんだ 其 後 

で。 息の根 止めて こます のぢ や。 たと へ 

じたばた 騒いだ とて。 所設 の 明かぬ 事。 

わ  おれ  くら 

汝が 手に 合 ふ俺ぢ やない。 諦めて 泥水 喰 ^ 

へと。 IP 雨の 溜りへ とうと 投げ。 あた 忌 # 

まくし いと 3g 平 足に。 踏附け SI 飛し フシ ^ 

さいなむ にぞ。 * 傳兵 衛も齒 ぎしみ 歯ぎ 3 


り。 無念の 胸 撫でさす り。 K ィャ 何官左 

衞 門樣。 此 傳兵衞 は 卑しい 町人。 敏られ て 

も^まれても 苦しから ね ど。 此 脇差の 小 

柄 は。 殿様より。 拜領 したる 祐乘が 作の 三 

疋 II 子。 此 小柄 を。 御 家来の 身と して。 土 

足に 掛けても 勿體 なく も ご ざり ま せぬ 

か。 ャァ 置け くい ふな。 たと へ 以前 は 

殿の 物な りと も。 おのれが 手に 渡った か 

らは。 素 町人の 家の 道具。 踏んだ とて^ 

たと つて。 何の 勿體 ない 物 か。 小柄ぐ る 

みに。 踏み 躍って さいなまん。 ヲ 、此勘 

蔵 は。 元より 小柄に & 合ない。 おのれが 

やうな 愚 銷な奴 は。 堕飩 ぶみ にして こま 

さんと 二人して。 * 踏む やら 域る やら 河 

原へ 投げ付け 踏 付けられ。 《«H  、餘 りと 

い へ ば非義 非道な 宫左衞 門樣。 出入 屋敷 

の 重役 人と。 無念 を堪 へて 手 向 ひせねば。 

附け 上った る 非道の 打 揮。 さほどお しゅ 

んに 執心なら ば。 夙く にも 身 請 はなされ 


いで。 腹 立つ ま& のぶち 打搏。 武士に 似 

合 はぬな され 方。 ホ、 ゥ その 金が 出来る 

くら ゐ なら。 ^金の ぐら 事 驅 はせ ぬわい 

やい。 スリャ あの 八 橘の 縛の 折。 ヲ 、是 

なる 仲賣 勘藏。 手代の 万 八と 肌 を 合せ。 

三百 兩 物した のぢ やわい やい。 增さ てこ 

そ さう と 傳兵衞 が。 スそァ 無念に 無念 重る 

思 ひ。 晚 みつけた る はらく 淚宫 左衞門 

は。 せ、 ら笑 ひ。 ョハ、 、、ホ 、、、口 

惜しい か大聲 あげてと こ^えろ。 腹 一 ば 

いさい なんだ あとで 息の 拫 止めて やる。 

これが 此 世の 泣 納め 泣けく ほえろ。 《■ 

大 べらぼう めと 立ち か、 り。 又 踏み か、 

れば。 もう 是 迄と 官左衞 門が。 肩先す つ 

ばり 切 下 ぐれば。 勘 藏は氣 も 狂亂。 ャ レ 

切った わと 呼りながら 7 シ 一散に こそ 逃 

げて 行く。  *■ 深手ながら も 官左衞 門。 拔 

合せて 切 付 くれば。 ちゃう ど 受けと め。 

切 先鋭に ちゃう/ \^f\。 危 かりけ る 有 


樣 なり。 痛手に 堪へ かね。 官左衞 門 河原 -;^ 

へどつ さり 倒る、 を。 疊 みかけて 切りつ 1^ 

くれば。 殘念 無念のう めき 聲。 のた 打ち 通 ^ 

る をな ぶり 斬り。 數ケ 所の 傷に 官左衞 門。 

フシ 狂死 こそ 心地よ き。 *- をり から 来る。 

人影に。 旣に 自害と。 傳兵衛 が。 覺 悟の 

刀 取 直す を。 ャレ 早まるまい 傳兵 衛樣。 

マテ く 待って 下さん せと 聲 かけられ。 

ャァ さう いふ は久 八お しゅん。 そなたの 

事 を 接に 持って。 最前より 官左衛 門が 非 

道の 打搏。 堪 へる だけ はと こらへ しが。 

どうも かう もなら ぬ 仕儀に なり。 胸に 餘 

つて 手に かけ たれば。 人殺しの 此傳 兵衞。 

すぐに 此 座で 死ぬ 覺悟。 親 人 さまのお 歎 

も 。さぞ かしと 思 ひ はすれ ど 。此 期に なつ 

て は なき 繰言。 不孝の段々ょき樣に^！^ 

してた もと。 # 又 取 直す を 久八は 押 止め。 

ョ 河原に 喧 まが あると 聞いた 故。 お前の 6 

事が 心 もとな く。 おし ゆん 樣 諸共 走って 的 
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来た。 人 を 殺せば 死ぬ ると は尤の 事な が 

ら。 窖左衞 門 様 や。 是 なるおし ゆん 様の。 

歎 かしゃる 所 を も 思 ひやって。 四 邊に人 

の 居ぬ こそ 幸 ひ。 早く 此場を 立 退いて 下 

され。 サァ 落ちて 下され。 久 八さん のい は 

んす 通り。 喧 と M いて 胸騒ぎ。 かう い 

ふ 仕 係 も あらう かと。 脫 けて 來 たこのお 

しゅん。 わたしが 事から 起っての 人殺し 

の 科 何とせ う。 さう. S ふ 事なら 死ぬ る覺 

悟 は 道理ながら。 親御 様の 歎き や。 わた 

しが 悲し さ を 推量して 。どこの 山奥。 いづ 

くの § にも 週れ る だけ は 逃げ 隱れて も。 

どうぞ 死なす に 下ん せ。 死ぬ る 事なら お 

前 一人 死なし はせ ぬ。 わたし も 共に 死ぬ 

先 悟。 * お まへ を 先立て。 わしが 身が 一 

日 生きて ゐ ちれう か。 親孝行と 氣を 入れ 

かへ。 未練 卑怯な 心に も (て) ちっと は 持 

つて 下さん せと 7 シ 身を投 伏して 泣 きゐ 

たる。 お サ ァ親 へ の 不孝 やそな たの 歎き。 


思 はぬ に は あら ざれ ど。 人 を 殺して 此傳 

兵衛。 存 へる 所存 はない。 止めす と 放し 

て 殺した く。 はてさて 聞譯 のない。 お 

前の 恩に なった 此久 八。 惡ぃ 事い ひ はせ 

ぬ。 たった 一 人 子のお 前 を。 家の 血筋と 

喜 左衞門 様の 大切が り。 後先 見す の。 不 

料簡 も 出ようかと。 おし ゆん 様の 身 請な 

さる も。 悲しい 事の ないた めのお 計 ひ。 

そこ をよう 聞 分けて。 止まって 下さり ま 

せ。 それ 聞 分けぬ にもな けれども。 そん 

なら 落ちて 下さります か。 それ ぢ やて 此 

死骸。 ハテ跡 は 我等に お任せ あれ。 おし 

ゆん さま 此 所に 長居して。 人目に か X つ 

て は 傳兵衞 樣の爲 にならぬ。 早う 內へ 戻 

らんせ。 序に 傳兵 fir こっそりと 送つ 

て やらん せと。 《- 言 ふに おし ゆん も 心 急 

き。 ほ サァ. （-/\ 傳兵衛 さん。 早う 退 

いて 下さん せ。 もし 死ないで 叶 はぬ 其 時 

は。 わたし も 1 所に 死 出の 旅。 ハ テサテ 


おし ゆん 様。 お前まで がそん な 事。 千の 

萬のと 言葉 數 いうて ゐる うち 隙が 入る。 

何 をう じ^ (\。 早う-^ と せせ き 立てら 

れて 傳兵衞 は。 7 ジ 心なら す も遁れ 行く  0 

«- 星の 光に 後 影。 見える は 延び 上り。 

やれ 嬉し やと 始めて 吐息 フシつ く 折 か 

ら。 地 向 ふへ 万 八が。 しら ども 引 連れ 走 

り 寄る。 かくと 見る より^し。 無二無三 

に 締め か \ る を。 ひらりと か はして 身 繕 

ひ。 詞方人 つれたる 泥坊 めら。 久 八が 手 

並 を 見よ と。 《- 左右 前後 を 相手 どり。 手 

を盡 したる 手練の 働き。 n リャ叶 はぬ と 

万 八 はじめ 7 シ這 ふ. （. 遁れ 逃げて 行 

く。 勘 藏が訴 へに や。 所の 代官 捕手 引 具 

し 甌け來 り。 勢州飽 山の 御 家来。 横淵官 

左 衞鬥を 切り殺せ しと。 注進あって 召 捕 

りに 向うたり。 尋常に 糊 か，^ れと。 《- 呼 

ば はる 聲に久 八が 科 を わが 身に 引きう け 

て。 捕手の 前に どっかと 坐し。 人 を 殺せ 


ぱ覺 悟の 前。 御苦勞 ながらと 手 を 廻せば。 

早く も 掛けた る 縛り 雜。 囚人 引け ハ ァ 

堀川の 段 

* 同じ 都 も。 世に つれて。 7 シ田舍 がまし 

の。 ぎ烟。 堀川 逢に 住居して 後家の 操 も 

立つ 月日。 琴 三味線の 指南 屋も。 合の手 

もつ  くすりぶ ろ 

縫れ。 氣 縫れ を。 保養が てらの 藥 風呂。 

煩ぐ も 我 を！ g 團扇。 7 シ目 さへ 不自由な 

暮 しなり。 K お つ る樣待 遠に あらうな ァ 。 

そして 何やらの さらへ であった。 ヲ、 そ 

れ鳥部 山" ァリ ャ地體 心中 事。 會 k でも 

彈く のなら。 お前 は 女子の 方。. おしげ 樣 

は 男の 方。 祷 合に 唄 ふが よい ぞぇ。 ドレ 

くお しげ 樣の 代りに わたしと 掛 合に 唄 

ひませ うと。 《- お. S て ひく 手 もし をら し 

き。 --上 リ歌女 肌に は 白 無 や e 上に 紫 藤 

の紋。 中 著辧紗 緩に 黑襦 子の 帶。 年 は 十 

七。 初花の。 合 雨に 萎る i 立 姿。 男も饥 


は 白 小袖に て。 黑き 綸子に 色 淺黄裏 

十一 五の 色 盛 をば。 戀と いふ 字に 身を捨 さ を 見る 時 は。 K イエ 


色 酒に。 亂れて 遊ぶ 騒 合 ひ。 合 あの 面白 g 


し をれ がない 5 

達 


小舟。 どこへ 取りつ く 島 とてもな し。 合 -ー上 リ R あの 面白さ を 見る 時 は。 あの 面白- 

鳥 部の 山 は 其方 ぞょ。 死にに 行く 身の 後 さ を 見る 時 は。 詞 よしく。  ニ上リ * 染ど J 


髮。 ひく 三味線 は 祇園 町。 茶屋の 山 衆が の そなたと 某が。 去年の 初秋 七夕の。 庫， 


敷 踊 を かこつけて。 忍び 逢うた 事 思 ひ 出 

す。 《5 け ふ はマァ そこまで が 出る ほど 

あって。 きつう 手 も 廻り 出した。 もう も 

う 何 處で彈 きな さっても。 恥 かしい 事 は 

かた. S なみ  みや 5 にち 

ない と。 》- 聞いて 笑顔の 片男 波。 义 明日 

とい ふし ほに。 7 シ おつる は 立って 録り 

ける。 W 母 を 大事と 油斷 なき 身す ぎも輕 

き 小 風呂敷。 肩に 載せた る 猿 廻し。 戾り 

はいつ も日暮 前。 與次郞 は 息せ き 7 シ門 

おに 

口から。 a 母 者 人 今 戻った ぞゃ。 ヲ 、兄 

庚り やった か。 さぞ ひも じかろ。 茶 も 沸 

いて ある。 膳 も そこにして 置いた。 ヲ 、 

とくよ 戻った か。 今朝から 子 猿め が 親 を 

尋ねて 喧しい。 ちゃつ と 傍へ やって やり 

や。 アイ-^ -.. 'さう で ごんし よと も。 ソリ 

マち やっと 33^ を吞 まして やれ。 ィャ ナウ 

與 .？„<郞。 そなたが 孝行に してた も につ 

け。 わしが この 長々 の病氣 も。 いつ 本復 

する 事で あらう と 思へば。 度れ の 上に 潜 


疲れる。 僅な 弟子 衆の 餘情 や。 わが 身の 

働きで 。この 養生が なる もの かと。 增 思へ 

ば藥も 毒と なり。 母で はなうて 子供の 爲 

に は。 呵責の 鬼と 思 はる、。 鬼 は 冥途に 

ある もの を。 つれな の 老の命 やと。 身 を 

悔みた る 咽び泣き。 スェ テ 哀れに もまたい 

じらし- -。 SS ァ、 コ レ母じ や 人。 ソリャ 何 

を 言 はんす ぞいな う。 其 様に ひそ やかな 

身代 ぢ やと 思 はしゃる か。 《- 此間 弟子 入 

した 米屋の 息子 殿から。 永々 おふくろの 

煩 ひで 撫 かし 勝手 も惡 からう と言うて。 

たま 

雪 か 花 かと 申す やうな 白米の 仕送り。 店 

店の 旦那衆から は 何な と 用が あるならば 

言うて おこせ。 もし 出 養生 さしますなら 

幸 ひな 隱 居所 も ある ほどに と言うて くる 

お 方 も あり。 羊羹 饅頭 生魚。 近所 隣へ さ 

うく 裾 分 も しられねば。 鲷 赤貝の 類 は 

横町の 鉢屋へ 卸賣。 K" モ 案じる 事 は 微塵 

もない ぞゃ。 それに まだ-^ ^氣の 毒 


な は。 この 家主が 此家を 居な りに 買うて § 

くれぬ かと 賴 まれる。 ャレ 厭やの。 く 

ァ 、あた 世話な 家 持より は 金 持が。 遙か 

ましで も あらう かと。 母に 案じ を 掛けさ 

せぬ。 嚏 八 百 さへ 一貫に 足らぬ 節季の 言 

譯 を。 いふ 下 積 古 や フシ これなる べし 。坤ぅ 

そと は 知れ ども 老の身 は 子に 從 ふが 習 ひ 

ぞと。 機嫌 よげ に 頷き。 JS ヲ、 それ 聞い 

て 落 付きました。 が 落 付かぬ は 娘が 事。 

此間も 親方が。 おし ゆん を 預けに 来て 言 

はしゃる に は。 コレ 傳兵衞 殿と いふ 客の 

事で。 ちと 內に 置かれぬ 事が ある。 たと 

へ 傳兵衞 が 尋ねて ござろ とも。 おし ゆん 

が歸 つて 居る 事 は。 包み 隱 さねば ならぬ 

ぞゃ とくれ/ s.\- も 言 はしゃった。 サァゎ 

v わけ 

しも 其 入譯を 聞いた 故。 お しゅんが 心根 

近 

を 思 ひやり。 思 はす 淚が。 ドレ マァ。 せ 5^ 

火を點 そと 棚の 隅。 こてく 取り出す 行 § 

燈の。 7 シ 火影 も 漏る. ^ 暖簾 ごし。 おし -5 


ゆん/ \。 ァ ィ と 返事 も し を./ \ と。 

本 7 シ 思ひ惱 みし 額容。 * マァ/ \ こ- -へ 

と小聲 になり。 《fl の戶 はかけ て ある。 

見る 人 も 聞く 人 も 無い。 方々 で を 聞く 

に。 此 間の 川原の 喧嘩 は。 殺人 はわが みの 

客の 傳兵銜 殿 なれ ど。 大恩 受けた 久 八と 

い ふ 者が。 代りに 捕られて 往 つたげ なが。 

其 場に 落ちて あった 小柄が。 カノ 傳兵衞 

殿が お 屋敷から。 拜镇 した 小柄 ぢ やゆ ゑ。 

1K 命 通れす 御設議 最中。 なれ ども 其 夜 か 

ら傳 兵衞の 行方 も 知れす。 其 相 方の 女郞 

はお しゅんと いふ 事お 上に もよう 御存じ 

で。 親方の 方 へ も 色 々 と 御 詮議が あれ ど。 

是も 行方が 知れぬ と 言 ひ 切って。 今 接め 

て ある 最中 ぢ やと。 とり/^の^5.評判。 

おり やもう 聞く たびにび く/ \す ると。 

»- 聞く ほど 迫る。 7 シぉ しゅんが 胸。 其 

夜の 起り も 皆 わし ゆ ゑ。 何 慮に どうして 

ござる やら。 增心 もとな さ 逢 ひたさ も- 


い  ふに 言 はれぬ 此 場の 品。  フシ いか と 

胸 も 塞がりし。 a 母 は 一 途に 娘の 可愛 さ。 

Bn レぉ しゅん。 何にも 案じる 事 はない。 

併し 突 詰めた 男氣 で。 ひょっと 此方の 家 

へ 来て。 匁 物 三味で もしゃせ まい かと。 

四 五日 は 夜の 目 もろく に。 寝られぬ ま、 

の 物案じ。 《- 世間に たんと ある 格な 心中 

やな どして くれたら。 此母は 目 かいは 見 

えす。 兄 はァレ あの やうな 臆病者。 もし 

もの 事が あったらば 跡で 母 は どうせう 

ぞ。 袖 乞 物 もら ひに 歩いても そり やもう 

ひッ とつ も 厭やせ ぬけれ ど。 そなたの 體 

に 凶事で も あったら。 おり や モウ 直に 死 

んで 仕舞 ふぞ や。 若い 氣に； IS 後 思 はす。 

義理 ぢゃ ィャ 人の 落 目 を 見捨てて はと。 

つまらぬ 義理 を 立て ぬいて 年寄の 此婆 

に。 つらい 目 見せて たもん なやと。 可愛 

さ餘る 親心。 ァ 、南無 阿 彌陀佛 も 7 ぉ淚 

聲。 W 兄 もと も/^。 コレ おし ゆん。 K 


今 母の 言 はる- - 通り。 何の 義理 もへ ちま 近 

,  頃 

も いらぬ。 退いて しまへば 赤の他人。 ま g 

たおれ も氣 にか、 つて。 好の 釵 さへ 喉へ ^ 

おれ  弓 

通らぬ。 母 じ や 人の 氣 休め。 俺が 腹 助け 

ぢ やと 思うて。 退いて たも。 や。 や。 賴 

むくと 正直 一 遍。 母の 心と 兄の 言葉。 

勿體 ない と 思へ ども。 切る に 切られぬ 胸 

のうち。 所詮 死なねば ならぬ 身の。 此場 

を晚 けて 其 上で と。 7 シ心 j つに 思案 を 

極め。 ほ 母さん 兄 様。 お 二人のお 言葉よ 

ぅ合點 致しました。 《■ 殊に 又傳兵 衞樣。 

つい 一通りで 逢うた 客。 深い * 中サ ハリ譯 

でもな いわいな あ 。しかし 勤の 習 ひに て。 

人の 落 目 を 見捨てる を。 廓の 恥辱と する 

わ. S な。 迚も 末の つまらぬ 事。 わしゃ 得 

心 を させまして 。品よう 譯の 立つ やうに。 

K ィャ/ ^其 やうに 譯 立てる と 言 やって 

も。 あっちに 得心せ ぬ 時 は。 それく 往 0 

にがけ の 駄賃 馬で 踏 殺し。 ァ ヽ ィャ， （\  M 


無理 殺しに しょう もしれ ぬ。 コ 5- ャ 滅多 

に fs 合 はされ ぬ。 ヲ 、兄の 言 やる とほり 

ぢゃ。 そなたに 怪我で もあって は。 傳兵 

衛殿 とやら も 難儀。 思 ひ 切る のが あっち 

の爲。 わがみに 心 引かされて は。 つい 捕 

へられる は 知れた 事。 退狀を 遣ったら そ 

なた の 事 も 思 ひ 切って。 切れる ともく。 

遠い 國へ でも 影を隱 したら。 身 を 遁れま 

いもので もない。 ソレ くむつ かし かろ 

とも 一 筆。 兄硯箱 取って やり や。 サ 、早 

う。 地/ \ と 母と 兄。 言葉に いなもな き 

顏を。 隱す硯 の 海山と。 重なる。 思ひ延 

^ に。 筆の 立 所の 後 や 前。 淚に 墨のに じ 

みがち なる。 胸のう ち。 《- 書き 遣す と は 

つゆ 知らぬ。 與.？ fK が m から。 ほコ レ。 

其 やうに 長たら しう 書かす とも。 つい 退 

きます と 書いても。 濟 みさうな 事ぢ や。 

ィャ ナウ。 查 曰いた もの は あと/ \ まで殘 

る 物。 男の 去狀と 同じ 事。 とっくりと 譯 


の 分る やうに 書いて やる がよ ぃぞ や。 ァ 

ィ，. （\ 此狀に とっくりと。 御 合點の 行く 

やうに。 兄樣。 此文 お前から。 お渡しな 

されて。 よしく。 此狀 さへ あれば 千 人 

カぢ や。 マ ァく。 母 じ や 人 も 落着かし 

やれ。 とや かう 言 ふ 內九ッ 前。 お前 も奧 

でもう 寢 やしゃん せ。 ソレ. （-。 今夜 こ 

そ ゆっくりと。 心よう 寢る であろ。 兄 も 

そなた も 其 處に寢 やと。 <? 奥底 もな き隔 

て をば。 押 明けて こそ 入りに ける。 ず 

ァぉ しゅん こちら もこ k に 往生いた そ。 

アイと 地お しゅんが 共々 に。 暫し此 世 を 

假 蒲圑。 タ、 キ 薄き 親子の 契 やと。 枕に 傳 

ふ 露淚。 夢の 浮世と 諫めて。 ナ * ス ギン ォク 

リ 更け ゆく へ 鐘 も 哀れ 添 ふ。 *■ 頃し も 師走 

十五夜の 。月 は 冴 ゆれ どス H 胸の 闇。 過ぎ 

し 別れの 11 目 ひか はし。 死なば 一 所と 傳兵 

衛が。 忍ぶ 姿の しょんぼりと。 \ィ む 軒 は 

見覺 えの。 SS かに こ、 と 門の 戶へ。 障る 相 


圖 の咳拂 ひ。 聞く におし ゆん は 飛 立つ 思 g 

ひ。 上る 枕もう ちはづ す。 7 シ與. ftC 郞は 

*a  めん f 

傍に 高鼾。 * 心 も 共に 行燈 の。 ともしび 

吹き消し さし 足に ハ f 、心。 急く ほど 明き 

かぬ る。 戶 口の 鏍 表に も。 おし ゆん 

ぢ やない か。 傳兵衞 様よう 逢 ひに 來て下 

さんしたと。 埴 いふ 聲寢 耳に 與.？ 5- 郞が饱 

り。 起きる と 明ける 門の 口 妹が 姿 も嗜紛 

れ。 捉 へる 袖の 振 合せお しゅんと 心得 傳 

兵衞 を。 無理に 引き こむ 取り 達へ。 戶ロ 

を內 からびつ しゃりと 引立て。 《 ！" ソレャ 

こそ 突きに 來 をった ぞ C おし ゆん 必す外 

へ 出まい ぞゃ。 戸口に 俺が 押へ てゐ る。 

門に ゐる は傳 兵衞ぢ や。 おのれ を 入れて 

よい もの かと。 ，シ言 ふ もがた/ \ 胴 震 

ひ。 《En レナ ァ兄樣 。わしゃ 表に ゐるゎ 

いな。 何ぢゃ 表に ねる わい な。 ャ ァ其聲 籠 

色お いて くれ。 そんな 事 ia ふお れぢ やな § 

いわい。 母 じ や 人く。 傳兵衞 がお しゅ 3 


んを 殺しに 来た ゆ ゑ。 今 表へ 立て 出した。 

おれ I 人で は 手が 通らぬ。 こなた も 加勢 

して 下され。 加勢/. \- と。 *- うろう 

ろ 》,^/\  7 シ うろた へ 騒ぎ。 増 母親 も。 

ex 何 ぢゃ傳 兵衛の 加勢。 ム 、まだ 外に 同 

類で も あるの かと。 # 探り 寄った る傳兵 

衛 がそば。 《«コ レ/ \ お しゅん。 顫ふ事 は 

ない。 兄 や 母が 付いて ゐる。 マァ 氣も鎭 

め やと； WI でさす る。 背中の 手 障り 合點ゅ 

かす。 コレ/ \ 與次郞 。どうやら n リ 

ャ娘 ではない やうな。 ャァ 闇が り 紛れに 

こなた 

材木が 紛り やせぬ か。 此方つ かまへ て 居 

て 下され やと。 *- 探る 手先に 火 打 箱。 が 

ち 震 ふ。 ？ン付 木の 光り。 a; コリャ 

妹ぢ やな S 傳 兵衞ぢ や。 おふくろ 兄 御。 

ェ 、面目 もない 此 姿と。 *-猶 も 小 隅に フシ 

屈み ゐる。 リャ ャィ其 やうに し をし 

をして 見せて。 おいら を 欺して。 おし ゆ 

んを 突かう とする のか。 其 手は喻 はぬ と。 


《より j 通 取り出し。 怖々 ながら 傍に 

寄り。 コ リャ傳 兵衞。 .^e しゅんと 汝と手 

が 切れぬ と。 科 人の，^ ぢ やによ つて。 妹 

まで 難儀す る。 それで さっきに。 妹に 得 

心さして。 退狀が 書かして ある。 コ レ是 

を 見い。 これ ぢ やによ つて モウ./, \,,(\。 

おし ゆん が 方に 殘心氣 は 離れて ある わ 

のき 

い。 ム、。 スリャ お 伎が その 退狀 を。 コ 

リャ どき 狀ぢゃ /\。  H  、その 心と は 知 

らす。 いひ か はした 詞を 誠と 思うて。 迷 

うて 来たが 無念な わい。 增 口惜しい と齒 

を 喰 ひしば る 男泣き。 恨 を 聞く も 隔たる 

戶ロ。 心 はさ ラぢ やない じゃくり。 a" ヲ 

ヲ さぞ 腹が立と 道理 ぢゃ マァ とつ 

のき： c9-i 

くりと 氣を鎭 めて 退狀を 見て 下さん せ。 

ヲ 、それでよ い。 長う 物言 やん な 屑が 出 

るぞ。 傳 兵衛。 おれが 讀 むで 聞かした う 

て も。 皆目 おれ は 祐筆 ぢゃ。 サァ く。 

»- 早う と 封 じめ 切り。 突 付けられて 目に 


たまる。 淚を拂 ひ。 ョナ 二 書 置の 事" ャ 丫 y 

ァ なん ぢゃ書 置。 コ レく兄 正直な。 吃 IE 

sif する 事 はない。 そなた は 無筆 私 は 盲者。 ^ 

書置ぢ やと 讀達 へ 。狼识 さして 門 へ 出で。 

娘 を 存分にせ うとの ェみ。 そんな 虚言 は 

喰 ひませ ぬ。 サァ- く ほん まに 讀 まっし 

やれ。 コ レく與 次郞。 表の 娘に 氣を付 

けて。 門の 戶を明 きゃんな や。 ヲ 、吞 J:^ 

んでゐ る。 こ、 に はおれが へたばり 付い 

てゐ る。 サァ 早う 讀め。 物 こそ はよう in 

かね。 聞く 事 は 無筆 ぢ やない わい。 サァ 

く。 讀ん だく。 これまでの 碑 養育。 

海山に も譬へ 難き 親の 御 恩。 殊更 不自由 

なるお 身の上 何と ぞ 首尾よう 勤 を 遁れ。 

世 を樂に 過ごさせ まし 候 は， --。 せめて 少 

し 御 恩 報じ。 孝行の 片端に もな り 候 はん 

とそれ のみ 朝夕 祈り A37^。  二世までと 

いひ 交し Ait 兵 衞樣。 思 はす 此 度の 御 2 

身の 難 も 昝我ゅ ゑに 候へば。 今更 見て ね 9 


候て は 女の 道 立ち 申さす 候。 不孝と は 思 

ひながら 共に 覺悟を 極め 母 じ や 人 ど 

うやら 風が 變 つて 来た 様な。 サイ ナウ。 

わし も 胸が どき-, -と。 サァ/ \。 あと 

を 讚んで 下され。 先 ほど 傳兵！ S 退狀と 

申して 認めし は。 此事 申し上げた きま \ 

退狀と 偽り 書 遣し f。 何事 もく ぎ 世 

よりの 定まり 事と 御. 識め 下され 候。 申 上 

げたき 數々 は 筆に も盡 しがた く 候へ ど 

も。 心せく ま、 申し入れ A::7.>。 担 はさう 

した 心 かと。 《- 驚く 傳兵衞 親子 はう ろう 

ろ。 詞ヱ、 氣遣 ひな コ レ 兄 や。 娘を內 へ 早 

う。 (-と 母が あせれば 與次郎 も。 戶 

口 を 明 くれば 走り 行く。 妹 を 無理に 四 人 

が 顔 見合して 溜息つ き。 淚に 更に 別ちな 

く。  * なんと 言葉 も 傳兵衞 が 泣く 目 を 拭 

ひ。 a 一旦 言 ひか はした 言葉 を 立て。 共 

に 死なう と覺 悟して。 義理 を 立てぬ くそ 

なた の 貞節。 忘れ ほせぬ 嬉しい ぞゃ。 《- 


思 ひ 廻せば 廻す 程。 我 こそ 死なで 叶 はぬ 

身。 そなた は 科の ない 身の上。 共に 死ん 

ではお 一 一人の 歎き。 命ながら へ 亡き 跡の。 

とひ 弔 ひ を 賴むぞ と。 言葉に はっと 泣 出 

し。 そり や 聞え ませぬ 傳兵衞 様。 お 言葉 

無理と は。 思 はね ど そ も 逢 ひか、 る 始め 

より。 末の すゑまで 言 ひ 交し。 互に 胸 を 

明かし 合 ひ。 何の 遠慮 もない しょうの。 

世話 しられても 恩に 被ぬ。 ほんの 女 夫と 

思 ふ 物 大事の。 大事の 夫の 難儀。 命の 際に 

振 拾て-女の 道が 立つ もの か。 不孝と も 

惡人 とも。 思 ひ 諦め コレ 申し。 一 所に 死 

なして 下さん せと。 隱 せし 剃刀 取 直す。 

ss: マ、、 マァ 待て 待ち をれ やい。 是で死 

ぬると 命が 無い ぞょ。 コリャ 何の 事ぢゃ 

とんと 分からぬ やうに なつ て來た わい。 

殺しに 来たと 思うた 傳兵衞 殿より。 今で 

はわれが 方が 手强 うなった ぞょ。 コリャ 

マァ どうしたら よから ぅぞ と。 «- いふ も 


おろ./ \ 母親 も。 詞ヲ 、さ うぢ や。 我が ^ 

子が 可愛い くと。 子 ゆ ゑの 闇の 傍 ひら 

見す。 これまでお しゅんがお 世話になつ 

た 恩 も 義理 も辨 へす。 、一 途に中 を 引分け 

うと 思うた 母 は 義理 知らす。 地賤 しい 勤 

する 身で も 女の 道 を 立て通す。 娘の 手前 

面目ない。 そなたの 心に 恥 入って 何事 も 

言 ひませ ぬ。 傳兵 衞樣と I 所に の。 コレ 

死 出の 道 連 しゃいな つ。 したが コ レ 申し 

傳兵 衞樣。 定めて 親御 樣 たち も ござり ま 

せう が。 親の 心と いふ もの は 人間 はおろ 

か。 譬へ 鳥類 畜類で も。 子の 可愛 さに 變 

り は 無い もの。 おし ゆん 傳兵衞 と 言 はす 

氣か。 もしゃお 前が 死なし やった と 親御 

たちが 聞かし やったら。 悲しうて./ \此 

世に 淺 つて ゐる氣 は あるまい。 何國 いか ，，」 

なる 國の果 。山の 奧 にも 身 を 忍び。 どうぞ ま 

遁れて 下さり ませ。 娘が 心に 恥 入って 夭 I 

にも 地に も 掛け i! ない。 可愛い 我が 子 を 弓 


心中に 合點 してやる 親心。 こ、 の 道理 を 

聞き分けて。 コレ拜 みます。 賴 みます と 

手 を 合した る 母親の。 子 ゆ ゑに 迷 ふ 闇の 

闇。 1 1 人 は 何と 言葉 さへ 淚に淚 結 ぼる、。 

血筋の 別れ 與次郞 も淚の 雨の 古布 子 袖く 

ひしば り フシし やくり 泣き。 *- ァ 、傳 兵衛 

樣の歎 かしゃる も 道理 ぢゃ。 又お しゅん 

の 泣き やる も 道理 ぢゃ。 母 じ や 人の 泣か 

しゃる のも猶 道理 ぢゃ。 道理 ぢ やく。 

道理々々 というて は椟 から 葉から。 何時 

まで も 分からぬ 道理 ぢゃ。 ガコレ 一 一人な 

がら 母 じ や 人の 今の 言葉。 御 合 點が參 り 

ました か。 ェ 、コ リャ。 われ も 得心して 

くれた か。 合點 がいた か。 サ、、 、合點 

したら ば。 どうぞ 此場を 立 退く 分別。 し 

かし 其 形で は 人目に 立つ。 京の 町 を 離れ 

るまで。 此編 笠に 顔 隱し幸 ひの 猿 通し。 

まめで 二人が 末 永う。 めでたう 女 夫に な 

り 遂げる。 門お の ひに 此與 次郞 がお は 


つ 德兵衞 が，" g 言の 壽。 こなた 衆 も^れ 

の盃。 ィャく 积 言の 盃と。 《■ 祝 ひ 唄 ふ 


かいな。 B" ヲ 、德 兵衞樣 ござんせ。 餘り -g 

こな 樣が來 やうが 遲ぃ によって。 おはつ .J 


、 2?  5. さき— 


BRf/f 一 


や？. tijsss' 


ルせ を -J' 
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も聲 化に。 有 田 * お 猿 はめで たやな。 合 拍子 

婿入 姿 ものつ しりと/ \。  sn レ さりと 

は/ \  w ナウ ある. S いな。 さんな 义 ある 


樣 は額眞 赤に して 腹 立て i ゐ やん すわい 

なう。 n レぉ 初樣。 isi が盃 をしたい と 

いなう。 機嫌 直して 1^ を 戴かん せ。 コ レ 


コ レ/ \«_ ^くなら 盃 を。 さんな 又 ある 

かいな。 ほャ 、 コ レ むこ 樣。 足で 盃をさ 

す餘 りつれ ない。 それで は 嫁裨が 戴かん 

せぬ わい なう。 ひぞら すと ほん まに 差し 

て やらん せ。 さぅぢゃ.，^^。 そこでお 初 

が 戴いた 物ぢ や。 《- コレ 戴くな ぅ盃 を。 

さんな 又 あるかい な。 拍子 コ レ 嫁御の 晝 

寝 もころ りと せい/ \。 ナ。 n レ。 ェぁ 

るかい な。 さんな 又 あるかい な。 K コレ 

婿樣餘 りつれ なう さんす によって。 おし 

ゆん よめ 御樣が 起きさん せぬ わい なう。 

そこらで ちょっと 起したり。 ，./\.。 ェ コ 

リ ヤコ リャ ャィコ リャ。 さりと はさり と 

は 《 "ナウ あるか いな。 さんな 叉 あるかい 

な。 拍子 起きたら £ ひに 抱き付き やれ。 

ヲ、 それで 機嫌が 直った ぞ。 《- ェ 、、ヽ 

あるかい な。 さんな 又 あるかい な。 合 拍子 

くるりと 返って 立ったり な。 立って くれ 

コ レ/\./^\.立たしゃませ。 序に 日和 を 


見て たもれ よい 女房 ぢ やに。 (- ナウ 

あるかい な 。さんな また あるかい な。 拍子 

日より 見たら ば 落ちて たも。 -^。 コ レ 

さ うぢ や./ \ -。  # おさる はめで たやめ で 

たやな。 ほサァ J. (-- きり^. -此家 を。 さ 

る ま はし。 まさる めでたう 何時 迄 も。 命 

全うして たもと。 目 は 見えね ども。 見送 

る 母。 言葉 も此 世で M きを さめ。 心の中 

の 乞 あすの ® ^と。 なりふり も窶 す。 姿 

の 女 夫 連。 名を繪 草紙に 聖護院 森 を。 あ 

て どに。 li へ迎り 行く 

下之卷 道行 淚の あみ 笠 

なまな かに 染めて 眞 紅の 縫れ 糸。 

結 ぼれ しょり 白糸の。 昔 を ナオ ス 忍ぶ。 フシ 

世の 憂さ や。 今 は 浮 名 も。 たちばなの。 

花の 姿 も スェ いつしかに。 萎れが ちなる 

目に もろき。 露の命と 消えに 行く。 深き 

契りの 傳兵衛 は。 おし ゆん を 連れて をち 


こちの たつき も 知らぬ 夜の 道。 あと やさ M 

きなる 縫れ 髮。 むす ぼれ そめし 緣の はし 

人目 を 包む。 編 笠に。 姿は套 し變れ ども。 

心の 雲い つまで も 變らじ ものと 手 を 取 

りて。 心紬 くもた 二人。 半 太夫 ハル 7 シす 

ぎし廓のきぬ^-に。 送られし と は 引替 

へて。 我 ゆ ゑ か. i る。 フシ 身と なりて。 

丰中 サハリ 智慧 も 器量 も 身代 も。 みな 淡雪 

と消失せて。，かは^し言のかすくに。 

切る に きられぬ 中々 に。 しがら む。 緣の 

いとし やと。 い へ ば傳兵衞身を悔み。人 .-^ 

の氣 やすめと。 猿媼 しと 姿を變 へ。 堀川 

を 落ちて は 来たれ ども。 人 を 殺した 我が 

ながら  そなた  や- 

身の上。 存 へる 心 は 無い 其方 は 後に 生淺 

り。 母御へ 孝行 盡 してた も 。柱んで たも。 

コ レ 傳兵衛 さんそり や 胴欲な。 氣の惡 い。 

か i さんや 兄さんに も。 眷 へぬ お前 を 先 籠 

立て-。 生きて 居さうな。 わたし ぢ やと 龍 

思うて かいな 愚痴 なぞえ。 死なば 一 所と 


いひながら。 世に も 尊き 靈 場の。 森の 中 

にて ナ * ス死 ぬるなら。 囘 向の 數に 後の世 

の 闇 も。 照さん ヒ 。ヒこ なた へと。 手 を 引 

き 立て & 行く 空の。 星 も 逢ふ瀨 の。 天の 

おりび め 

川。 それに は あらで 緩 女の 錦の 小路 綾 も 

なく。 七ッ ユリ 過ぎる 向 ひにちら./ \ と。 

見 ゆる. K 影 は。 蓄願 寺。 嵐に さ ゆる。 鐘の 

聲 なま。 いだな む あみだ 世 は 定めな 

や 去年の 秋。 閨の 隙間の。 小夜 嵐。 ナ * ス 

ァ、 よい 月と 7 シ 眺めて し 今宵 は 二人 月 

影 も。 面恥かし此^^^ 牟太 ハル フシ わたし も 

もとは。 突出しの ふと 逢 ひそめし 戀の種 

H  、儘ならぬ 浮世 ぞゃ 。おいと しい 此 姿。 

わしと いふ もの 無いなら ばお 內 儀さん を 

呼迎 へ。 仲よう 添うて ござんし よと 思 ひ 

as せば。 7 シ勿體 ない 0  文 わたし や 未 

來 でも あなた を 退けて 浮氣 はない。 二世 

も 三世 も 其 先まで も。 どうした 因果の 緣 

ぢ ややら。 堪忍して とば かりにて わつ と 


ひれ 伏し。 7 シ泣 沈む。 ユリ 二人 フシ 露の 横 額 

吹き か はし。 帶の しゃら 解け 引 蹄め て。 

本 フシよ しゃ 歎 かじ 色 ゆ ゑの。 憂さ も つら 

さも。 猿 通し 有田歜 おさる はめで たやな。 

合 拍子 婿入り 姿の つし りと^ \o  K コレさ 

りと は，/ (^地 ナウ あるかい な。 さんな ま 

た あるかい な。， 又と あるまい 二人が 中。 

淚 耕す 畑 道。 合 にげ 来る 一 一人。 合 追 ひくる 

一 一人。 合 挑み あらそ ふ 人影の。 合 夜の 目 

に それと 小さう も。 さだかに 見えぬ 霧の 

中。 見えつ。 隱 れつ。 7 シ かくれな き。 二 

ちり 11 

人が 中は樓 木に。 鏤められて 唄 はれて。 

色の 譯 しり 戀 しりと。 タ、 * 力、 リ 仇名 殘 

すが 亡き あとまで も。 ほんに せめての 思 

ひ 出と。 へ 慰められつ。 なぐさめつ。 行く 

も 淚の道 もせ や。 二人が 命 はかなく も 森 

の。 こなたに 着きに ける 

聖護院 の 段 


* こなたの 畑 道 いっさんに げ來 る勘藏 .^ 

其 跡より。 同じく 走って 万 八 も。 吐息つ ^ 

原 

き。 K ャレ/ \危 い。 ひ よんな 听で 出く ほ 

弓 

はした る 瀧 ロ左內 め。 ァノ又 井筒屋の。 

手代 十 助め も カ强。 なかく 手に 合ふ扠 

等で はない。 ヲ 、 サ.. （- 何でもお しゅん 

傳兵衞 一 一人の 扠ら。 引 捕 へ てく れんと。 

思 ひの 外の 今宵の 時宜。 さてく ひどい 

目に 逢うた。 ィャ もう 此万 八が。 體は大 

方 粉に なった。 よも ゃ此處 まで 追つ かけ 

ても來 はせ まい。 捉 へられて はむ つかし 

い。 《- マァ 息休めと 芝の 上。 へたばる 後 

の 樋の 陰より。 すっと 出で たる 手代 十 助" 

隱 せし 提灯 差揚 ぐれば。 吃驚しながら 顔 

打 眺め。 ャァ おのれ は 手代の 十 助ぢゃ 

な。 ヲ、 I 1 人と も 動くまい。 最前 惜しい 

所 を 取^して。 これまで 跡 追 は へ て 来た。 

此處で 逢うた が 百年目。 傳兵 衛樣の 難儀 

も 費 金 も。 おのれら が 皆 仕業。 片 つばし S 


犯 i つて。 ぐっと 詮議 を仕拔 くの ぢゃ。 

ホ 、ゥ 斯うなる から は。 此方 も 死に もの 

狂 ひ。 それ 万 八。 ヲ 、心得た。 もう やけ 

むちゃに 締 殺せ。 して こいと。 右と 左に 

万 八勘藏 武者ぶ りつく を。 B5 ノリ 心得 二人 

を 小手が へし。 又 組 付く をす くひ 投げ。 

提 消えて。 《- コ ハリ眞 闇が り。 どれが ど 

れ やら 當 どなく 聲を。 しる ベ に摑 みつき。 

投げつ 投げられ I 競べ。 ぐれば 追つ か 

け 追 屍し。 堤 をす ベ つて ころく. （-。 

落ちて は 上り 上， れば 落ち。 命 限りと li 

へ 摑み合 ふ。 フシ 斯く とも 下より。 弓張提 

灯。 火影に すかして。 ャァ 十藏。 ？ W 內 

が 來た氣 遣 ひない と。 いふ 聲 聞いて 驚く 

万 八。 落ち 散る 雪駄 かい 握み。 提灯へ。 

ばったり 當 てれば 火 は 消えて。 俄に 闇の 

心地す る。 畠 を傳ゥ て^げ 出す 一 人。 何 

國迄 もと ユリ li へ追跃 くる。 * こなたの 

森 はしん， （- と。 傳兵衞 は 傍へ に 座 をし 


め。 詞サァ これが 我 * が。 露の命の 捨て 

どころ。 書 置く 事 も 言 ふ 事 も。 もう 此段 

くり， W 

に は 皆 繰言。 二人 手に 手 を 取り か はし。 

死 出 三 途を伴 はん 。心強く 死んで たもと。 

«_淚 ながらに 勸 むれば。 お 俊も淚 に。 フシ 

聲 曇り。 詞 嬉しう ござんす 傳兵衛 さん。 

* れ 

夫が あの世の 樂 みぞ。 もう 今生の いひ を 

さめ。 女房お しゅんと 唯 一 言。 いうて 殺 

して 下さん せ 。わたし もこち の 旦那 どの" 

傳兵衞 さんと 《- いふ わい なと。 ス， - 膝に 

凭れて 泣きく どく。 詞ァ 、愚な 事ば かり。 

逢初め た其晚 から。 互に ほんの 女 夫ぢゃ 

と。 約束した に 違 ひ はない。 斯く 成り 果 

つると 知らす して。 我が 命 を 助けん と。 

久 八が 身に 覺 えなき 人殺しと なっての。 

獄舍の 住ま ひ。 憂き 苦しみ。 親 人に お 歎 

かけ。 現世の 罪に 罪 重ね。 来世の 苦 息 も 

恐ろしい。 親の 裨 恩 を 忘れぬ ため。 *? 家 

の 定紋の 小袖 は 血汐に さじと。 せ fi- と 


ある 傍へ に 7 シ 直し 置き。 《s サァ 夜が 明け g 

て は 恥の 上塗り。 この 傳兵衞 を 御 不便が 

餘 つてより。 そなた を 請 出し 添 はせんと 

の。 親 人の 御 情。 思 ひがけな く其晚 に。 

事 を 仕出せし 河原の 喧嘩。 詮方な さに。 

官左衞 門 を 斬殺した る 身の 災難。 不孝に 

不孝 重ねた る 我が身の 上。 是 まで 不孝の 

言 や。 暇 乞に は拜 むば かり。 そなた も 

堀川の 親 兄へ。 暇ケ〕 して 禮言 やと。 《- 心 

を 付けられ 身 を 震し。 《"H  、忘れて 居た 

もの を。 ひ よんな 事い ひ 出して。 また 泣 

して 下さん すか 。宵に 別れて 出る まで も- > 

いかなる 國 の果。 山の 奧 にも 身 を 忍び。 

どうぞ 遁れて 夫婦と なり。 無事で 暮 せと . 

か&樣 の。 の 給 ひしに。 明日 は 死んだ 

と 沙汰 あらば。 さぞ ゃ母樣 兄さんの。 歎 せ 

き 給 はん。 お 命も繽 くまいと 。案じられ。 I 

それが 悲しい， （- とわつ と スェ 力； ばか § 一 

りに 取亂 し。 7 シ 前後 正體 なかり しが。 <?  5 


やうく 淚押鎭 め。 SS ァレく あれ は 向 

うの. 1^ いは 夜の 明ける のぢゃ ないかい 

な。 ィャく あれ は 在の 墓所。 亡者 を 葬 

る 火の 光。 同じ スと 生れても。 曼の 上で 

死んだ 身 は。 あとの あとまで あの 樣に。 

葬らる i も ある もの を。 都の 中で も 指 折 

の。 町人の 子が 淺 ましい。 見苦しう。 死 

んだ體 を 巷に 曝され。 あとく まで も。 

を さらしの ながら 川。 《■ 水の 流と いひ 

ながら。 人間の 身 は 船に 似て。 心の 船長 

； 取の。 惡ぃ ばかりで 末の世まで。 因果 

の *J を果 さぬ かと。 悔み 歎けば。 諸共に 

抱き合う たる もろ 淚。 7 シ 森の 落葉 や 浸 

すらん。 はや 明が たの 鶏の こ ゑ。 タ-キ こ 

こに は 無常の 使 かと。 心せ かれて 死 用意。 

ナ * ス フシと りぐ 急ぐ 其 所へ。 *-  I 文字に 

甌け 来る 與 fjC 郞。 南無 三寳と 3^ 出す を。 

兩 手に 取り付き 殺さ ぬく も う 殺さぬ 

ぞ。 斯う あらう と 思うた ゆ ゑ。 々と 零 


ね 歩行 い た 様子が ある と い ふ聲も 息切れ 

したる 後より 瀧 口 左 內喜左 衞門を 同道し 

勘 蔵 万 A に 親 を かけ 十 助に 引立てさせ ャ 

ァ 早まる まいく 兩人橫 淵 官左衞 門 は 役 

柄 に て 自由 を 働き 是ま で 殿の 御用 金 を 掠 

め 遣 ひ 多くの 御金 を 引 負 ひした る條 明白 

に 死後に 露顯に 及び 不屆 たる 旨お 咎め 强 

く 彼扠は 死に ぞん 殺し どく 是 なる 万 八 勘 

藏も 彼が 手 さき を 働き 資金まで 遣 ひし 仔 

紬惡 事の 段々 一 々白狀 彼等 を 直に 代宫所 

へ 引渡し。 久 八が 出 牢を願 ふば かり。 せ 

安堵せ よ 傳兵衞 と。 言葉の 中より 喜左衛 

門。 S おし ゆん は 直に 身 請して 波風 もな 

く 事 すんで。 治まる 家の 花嫁と 呼迎 へ ん。 

喜べと。 *- 聞いて 皆々 勇み立ち。 親のお 

慈悲と ありがた 淚。 嬉し 淚に 7 シカ、 リ喜 

び を かさね 重ぬ る。 千代 八千代。 羽 を 伸 

す。 鶴ゃ龜 山に。 音 は 結えせ ぬ 瀧 口が。 

仁 あり 義 あり 道 を 立て。 運 も 開く る傳兵 


の 代. まで も 筆に 任せて 書き 殘す 


衞ぉ しゅん。 昔に 還る 其 @.。 目 出た き 末 

河 

原 

右此淨 瑪璃は 天明 二の 春璺竹 八重 太夫 中 

の 芝居 へ 下 り街 目見え 出 語 大黄 仕 侯 得 共 


正本 出不申 依之此 度った なき 筆 を もって 

上中下 三 段に 緩り 四方の 貴 客の 街 一笑に 

備ふ の み 

天明 五 乙 巳年 九月 九日 

中 村 重 助 再 撰 


_  ほん  たい  C  -?  0 

繪本太 功記 


發 端 

M 天に かな ひし 故 やらん 八 百の 諸侯 從ひ 

て 射 王 を 討たん とい ひし を 我 未だ 天命 を 

知らす とて 諸の 軍 を 引 具し 先づ歸 りぬ。 

ナ * ス *- 實に 戰國に 大勇 を 示す 亂 舞の 音 高 

はる ながこ 5 ひ W か へ 

き。 內 大臣 春 1^ 公の 一 構。 遠近の 諸士大 

半屬 し。 登城 は 櫛の 齒を 引く 如く  7 シさ 

ゆん 

も嚴 重に 見えに けり。 》- 取次の 侍 罷り出 

で。 《5 仰せ付けられし 安部の 法 印 只今 參 

著 仕る と。 》_ 申 上 ぐれば 近習の 面々。 斯 

くと 取次ぐ 間もなく 內 大臣 平の 春 長。 從 

ふ 武士 は 羽翼の 臣眞柴 筑前守 久吉。 武智 

A つ ひで  えんぎ は 

光秀 諸共に 7 シ緣際 近く 座に 直る。 地久 

吉 下部に 打 向 ひ。 《- ホ、 君に も殊 なう お 


座 本 竹 本諫訪 太夫 

待ち かね。 早く 案內 申せよ と。 a- いふ 間 

程なく 法 印 安部 氏。 さすが 都の 水 清く。 

淀まぬ 公家の 交りに フシ 衣紋 正しく 入り 

来る。 《- 春 長 莞爾と 打 笑み 給 ひ。 詞ホ 、 

法 印に は 大儀. 々。 其方 を 召 寄せし は餘 

の 儀に あらす。 あれなる 大 庭の 蘇鐵。 泉 

州妙國 寺に ありし を。 此 安土に 植ゑ 置く 

所に。 頻りに 聲を發 し妙國 寺へ 歸 らん。 

歸せ くと 震動す る 事 三 夜に 及ぶ。 正し 

く k 化の 所爲 ならん 判斷。 いかにと あり 

ければ。 《" 始終 を 聞き入る 內 よりも 理を 

考 ゆる 道 の。 胸の 算木に 眉 を 皺め。 詞 

ハ ァ 、 御尤もなる 御 尋ね 某 考へ 申せし 

に。 草木 心なし と は 申せ ども。 佛 地に 育 

ち 朝夕 妙經を 聞込み。 一 度 枯れし 木 なれ 


ども。 元の 如く 榮ぇ しも 法 華 經の德 なら § 

す や P 法力の 尊き は 御 宗旨の 有難き 所な 

れば 君に も御滿 足な らん。 急ぎ 佛 地へ 

送り 還し 耠 はるが 。肝要な らんと 法 印が。 

水 を 流せる SI 舌 は 實に晴 ％ の 末孫の 器量 

フシ 顯 はれ 見えに ける。 せ 色 血氣の 大將道 

理に 迫り。 詞春 長が 手に入れし 蘇鐵 返す 

ベ き 謂な し 暫く 妙國寺 へ 預ける： sls。 使者 

を 以て 申 遣 はし 身が 心に 叶 はざる 法 華の 

族。 いはれ ざる 宗論を 好み。 上 を 恐れ ざ 

る 無禮の 段々。 牢獄へ 押込め 置いたり。 

«_ 其 上 今日 捕へ 置きた る 普 天 一 人。 身が 

目通りへ 引出せよ。 安部 氏に は 休息 あ 

つて 然るべ からん。 久吉 には齒 略な き樣 

もてなすべし。 《- はっと 領掌式 禮目禮 。眞 

柴に隨 ひ 法 印 は ォクリ 次の 二 間へ フシ 立 

つて 行く。 程 も あらせす 下部 ども。 . 普 天 g 

坊を 高手小手 庭 上に 引据 ゆれば。 ほ 光秀 g 

は 普 天に 向 ひ。 S ャァ 貴佾。 か i る 縛め 記 


に 遭 ふ 事 も。 法義 故と はい ひながら。 獄 

の 苦しみ 察し やる。 君に もこれ に 裤 座 ま 

しませば。 退って 出 牢の御 願 ひナ。 サ致 

されて よからん と。 《" 普 天 を 庇 ふ 明智が 

V  ^ さの  おもて 

詞。 尾 田 殿く わつ と 怒りの 面。 S ャァ某 

が詞も 出さぬ 內。 出 牢の願 ひせよ と は。 

いらざる 汝が 最 展の 沙汰。 控 へて 居よ と 

る た 1; だ^ 

居丈高。 ャィ 。根ぐ さり 坊主よ つく 聞け。 

此 度妙國 寺の 庭木の 蘇鐵。 某所 望し 此安 

づち  it ゃラ 

土に 植ゑ 置きた る 所。 無性に 妙國 寺へ 歸 

らん と^ゅる。 喧しき によって。 暫く か 

の 地に 預ける 間。 佛 木たり とも 春 長所 望 

の 上 は。 再び 返す にあら す。 汝等を 番人 

に 申 付く る 間。 其 旨き つと 心得られ よと。 

冥途の 高祖へ 申し 達せよ。 不承知な らば 

直ぐ様に。 普 天 を 以て 冥途より 返答 ある 

べし。 *p おのれ も 法 華の 妙 を 知らば。 二 

度此 土へ 立歸 り。 詞 某に 詞をか はせ よ。 

最早 左樣 なる J«,R は あるまい く。 一時 


も 早く 使 を 急がせよ。 早く。  *? 早くと 不 

敵の 春 長。 重惡 募る 樓 威の 仰せ。 泳へ く 

し 普 天 坊。 すっと 寄って 齒嚙 をな し。 ョ 

あざけ 

ャァ ぬかしたり 嘲ったり。 汝が 宗門で あ 

りながら。 高祖 を 輕んじ 奉り。 惡ロ雜 言 

報 ひ 忽ち 遠 かる まじ。 愚儈 只今 命 を 減す 

る も。 汝が 使に 行く にあら す。 閻魔の 廳 

へ 赴きお のれが 惡逆訴 への 爲に此 世 を 去 

る。 見よ く 頓て 火の車 を 持たせ。 拙者 

迎 ひに 来るべし。 サァ。 一時 も 早く 冥途 

で  い t やく 

の門途 急ぎた し。 ィザ 光秀 殿 介錯と。 堆 

罵る 普 天 を 光秀が はった と にらみ。 K ャ 

ァ 我が君に 詞をか へ し。 惡言を 吐く 手間 

で。 なぜ 助命の 願 ひ は 致さぬ。 恐れな が 

ら 我が君に も 御 怒り を 鎮められ。 御 助命 

ひミへ  も ミ より  --.b ん 

の 程 偏に 願 ひ 奉る。 元来 勇猛 盛に して。 

良 も すれば 靈場佛 地 を 破 却し 給 ふ 事。 君 

の 一 失 山門の 衆徒 等 も。 急難 を 運 れんと 

1 七日の 加持 祈禱。 惡 逆の 勇 將と。 世の 


人口 默 しがた し。 只 仁 惠の御 計ら ひ 偏に 0? 

願 ひ 奉る と。 《■ 事 を 分けた る 光秀が。 詞 g 

に 春 長 突っ立 上り 默れ 光秀。 き 我が 惡逆 記 

と は 憎く き 過言 赦 されす と。 せ 拳 振 上げ 

明智が 頭り う/ \ く  。 打 据ゑ給 へ ど 手 

向 ひの。 ならぬ も 主命 ハツ はっと， - あや 

まり 入った る 無念の 淚。 普 天な ほ も 怒り 

の 顔色。 BSH  、惡鬼 魔王と いふ は汝が 事。 

君あって 臣。 臣 あって 君た る 事 を 知ら 

す。 情なく も大國 の。 主たる 光秀 殴 を。 

童 劣りに う ち 打搏。 Haw 佛罰 一 時に 報 

ひ。 墮獄 にく だしてく れんす と。 《• 怒り 

重ねる 額の 天 弓。 光. として 日蓮の。 出 

現 あるかと 身 もよ だつ。 ャァ. 物な 言 

はせ そ 早く も國 境へ 引立てよ と。 御 下知 

恐れ 家來 ども。 はっとば かりに 引く 雜の 

やがて 懐み を 知らさん と。 題目の 聲 一 心 

に。 佛敵 春長赦 さじと。 詞は 正に 本能 寺。 化 

御 法の 庭の 露と なす。 佛の 報い 宗門の 威 9 


力の。 程 こそ 三 * 

ウ^た ち . 

六月 朔 日の 段 

扭も其 後。 《- 天 正 十 年 六月 上旬の 事 かと 

よ。 內 大臣 平の 春 長。 東北 に 猛威 を 振 ひ 押 

ごや-つらく  おんち やくなん しゃ ミの f け はるた，、 

して 都に 上洛 ある。 御 嫡男 拔之助 春忠ニ 

條の 御所に 居 をし め 給 ひ。 天奏 御沓 を 入 

れ給 へ ば。 饗 1^ の 役人 は武 智日 向 守 光秀。 

森の 蘭 丸 始めと し。 譜代の 良臣 古老の 諸 

士  7 シ列を 正して 相 詰む る。 堆色 院の斜 

所 の 內勅。 浪花 中 納言兼 冬 仰 せ 出さる X 

は。 es^^ 應 仁の 亂れ より。 諸 國の逆 

賊王威 を 輕ん， じ。 都の 內 へ 軍馬 を 引 入 

れ。 玉座 近く 馬蹄に 稳し 歙慮穩 かなら ざ 

りしに。 幸 ひ 春 長大 志 を 抱き。 帝都 を 無 

事に 治む る條。 主上 歙感淺 からす。 其 功 

を 賞 じ 給 ひ。 摘 子 城 之 助 春 忠を從 三位に 

叙し 左 中將に 任ぜら る 院の內 勅。 《" 斯く 

の 通りと ありければ。 春 長 はっと 1^ 伏 あ 


り n ハ 有難き 勅命。 鍔 不肖の 某。 何ぞ 一 

臂の 力に 及ばん。 三 好 を 始め 逆徒 原。 四 

方に 退散いた せし も 君の 聖德。 數 ならぬ 

枠春忠 身に 餘 つたる 官位 昇進。 天恩 謝す 

るに 詞 なしと。 《" 勅答 あれば 兼 冬 卿。 や 

ゃ滿 足の 御氣 色。 春 長 重ねて。 軍務に 暇 

おん もてな ひな  くわん 

なき 某。 心ば かりの 御 饗應。 鄙びた る觀 

世 能 御上 覽も 時の 興。 ィザ奧 殿へ と あり 

ければ 袖 かき 合せ 乗 冬 卿。 武智が 案內に 

しづ/ \AJa ォクリ 奥の間 フシ さして 入り 

給 ふ。 *> 色 春 長 跡 を 見送って。 蘭 丸 これへ 

と 近く 召され。 詞汝 も豫て 知る 通り。 無 

二の 忠士と 思 ひの 外。 心得難き 光秀が 心 

中。 彼が 心 を 探らん 爲。 いつぞや 寺に 於 

て 諸侯の 見る 前。 恥辱 を あたへ？^ しむれ 

ど。 面に 怒り を顯 はさす。 無念 を 忍ぶ 彼 

が 胸中。 潜 以て 不審の 一 つ。 其 俊に さし 

置かば。 虎の子 を 飼 ふに 同し。 逆心の 企 

て ある や。 《 "虚實 を 探り 試し 見よ と。 仰 


せに 蘭 丸さん 候。 S 武智が 行跡 聊か 不赛 g 

に存 する 折から。 割符 を 合す 君の 御 心。 

思 ひ 合する 彼が 俗 性。 頭上に 喜 怒 骨 ある 

者 は。 主人に 祟る と 異人の 禁め。 もし 逆 

心に 極まらば、 討って 棄 てんに 手間隙い 

ふん：  そこつ 

らす。 奥へ 踏 込み 引捉 へ。 ャ レ麁忽 なり 

蘭 丸。 實 否も轧 さす 荒立てな ば。 却って 

僻事 出来せん。 事に よそへ て。 ナ。 合點 

か。 ハァ 、長り 奉る。 必 す油斷 いたすな 

t め.. あは  ちゃ ミだぃ 

と。 《- 牒 合して 春長公 フシ 帳臺。 深く 入 

り 給 ふ。 * 蘭 丸 は 只 一 人。 兩手を 組んで 

思案 額。 本 フシ 工夫 を 凝す 折も折 奧は。 亂 

舞の 打嚼 子。 二番 三番 ヮキ能 も。 終りと 

見えて 配膳の。 7 シ 時刻 も 移る。 巳の 上 

刻。 武智が 一 子 十 次郎。 ォク リ故實 を。 守 

る is 應ォ。 配膳の かけ 盤 山海の 珍味 美 を 

盡し。 フシ 目八分に 捧げ 来る。 蘭 丸 見る f 

より。 詞コ レサ 十 次 郞先づ 待 たれよ。 楚 I 

應の 役目 は。 お 手前の i 父。 光秀 殿と 此 記 


蘭 丸。 兩人立 合 ひ 申合せ も あるべき を。 

自分 一人の 取 計ら ひ。 この 蘭 丸は吞 込め 

ぬ。 膳部の 次第 は。 如何で ござる。 ハァ、 

御 料理 は 板 元 奉行 中 井 半左衞 門。 七五三 

の獻 立。 ナ -I 七五三。 《テナ ァ。 何にも 

せよ。 相役の 某に。 1 應 のこた へ もな く。 

氣 儘なる 致し方。 近頃 以て 不展千 萬。 此 

分で は 差 措かれす。 光秀 殿へ 直 應對。 增 

イデ 役所へ と K 行く 向 ふ。 襖ぐ わらり と 

出で 来る 武智。 蘭 丸 傍へ ぐっと 詰 寄り。 

«« 樣 子殘ら す。 聞かれし な。 武士 は 禮傣を 

表と する に。 この 蘭 丸 を 踏 付けし 仕方。 

如何な る 趣意 か 言 へ 聞かん。 返答 次第 手 

は 見せぬ ときつ ぱ 通せば ハ 、ヽ、 、コハ 

仰.^ しゃ蘭丸。さすが若氣の 一 徹。 何故 貴 

殿 を 侮り 申さん。 最早 御 膳の 時刻 故。 役 

目 大事と 勤む る 光秀。 默り 召され。 變應 

の 役。 貴殿 拙者に 相 勤めよ と は 主人の 云 

付け， - 主命 を もどき。 自分の 氣 僂に せ- 


らる、  は。  ェ  、聞え た。 こり や 何 か。 招 者 

を 役に立た すと 思 召す か。 但し 又 智慧 者 

と 呼ばれし 武智 殿。 人 を 見下す 高馒 か。 

ィャ ハヤ。 人 も 知った る 其 許の 素性。 何 

か 浪人の 寄る 邊 なく。 所々 方々 をう ろた 

へ 超り。 北國に 於て 詮方な く。 粮に盡 き 

たる 身の せつな さ。 土民 どもの 小 枠 を 集 

め。 手跡 指南の 禮 物で。 命 をつな ぐ 寺 子 

屋 のお 師匠 様。 ハァァ まだ ある。 日 外。 

江 州 佐々 木 征伐の 折から。 木 下と 先手 を 

爭ひ。 箕作和 田 山 時限の 合戰。 久吉に 仕 

負けても。 恥を^と も 思 はぬ 其 許。 何と。 

さう で は ござらぬ かと *- 心に 思 はぬ 傍 

若 無人。 さしもの 光秀 くわつ とせき 上 

げ。 K ャァ 物に 狂 ふか 蘭 丸。 大切の 場所 

と 事 を愼 み。 いはせ て 置けば 法外 千 萬。 

今 一 言い つ て 見よ。 舌の 根 を 切 下げん。 

ヲ、 ならば 手柄に 切って 見よ。 ヲ、 切つ 

て 見せう。 サァ。 サァ。 サァ と。 《- 兩方 


が 互に 詰 寄りく。 旣に フシ 斯うよ と 見 翁 

えたる 所。 a- 襖 あら はに 春 長 飛び か&っ は 

て 光秀が。 ^がみ 摑んで どう ど 拾 付け。 記 

0 や をれ 光秀. - 凡そ 武家の 格式 は。 故實 

を 以て 式法 を 用 ゆる。 過ぎた るは祸 及ば 

ざるに ず かじと は。.. 古の 詞。 院の內 使 も 

重 けれど。 皆 それ-^ の 例 法 あり 中納言 

殿 饗應の 膳部。 金銀の 瓶 器 を 用 ひ。 七寳 

を ST の 如 く^が。 法外 奔走。 此後。 主上 

做 雷の &lf に は。 何 を 以て か 變應に 叶 は 

んゃ。 其 上 蘭 丸が 申す は 我が 詞も 同然な 

るに。 異變 致す 慮外 者。 頗 打て 蘭 丸。 ハ 

ァ。 早く 打て。 ハァ， \く 稗 上意な り 

と 蘭 丸が。 腰の 鐵扇振 上げて。 眉間 眞 

かふ  かなめ  たきつ SL- 

甲つ J- け 打ち。 噴 入る 要に 血 は 瀧 津激。 

これ はと^ 寄る 十次郞 膝に かためて 引 敷 

く 光秀。 流る. -血汐 諸共に 眼 血ば しる。 

フシ 無念の 顏色。 《■ 春 長つ くぐ 打 守 2 

り。 S いかに 光秀。 今 蘭 丸が 手 を 以て 春 9 


^1Kが折^T  口^しう は 思 はぬ かと。 《 "底 

意 を 探る 大將 の。 詞に 光秀 居 1^ りて。 K 

n ハ 仰せと も えす 數 ならね ども 武智光 

秀。 に 捧げし 我が 命 骨 は 挫 がれ 身 はす 

た^ \ になる とても。 大恩 ある 御主人 を 

お恨み 巾さん 様 はなし。 さは さりながら 

世の 人口。 春長こそ鬼の1_^来。 情 を 知ら 

ぬ大將 と。 e 教りを 残し 給 はん 事。 末代 

までお 家の 瑕 ti。 留惡を 泔む御 性 ；。 諸 

士の みは 小 車の 終に 御身に 報 ふとい 

ふ。 御 心の 付かざる はへ ェ 、淺 まし ゃ悲 

しゃな ァ。 御 心を黼 へされ あっぱれ 仁義 

の大將 と。 呼ばれ 給 はれ 我が君と。 或は 

怒り。 或は 歎き。 五 贜 を ス，？ 絞る。 血の 

淚。 思 ひ は 千 々に 十次郞 父の 心 を 察し や 

り。 齒を喰 ひしば る 忍び泣き フシ 心ぞ思 

ひ やられたり。 地色 金言 耳に 逆立つ 大將。 

猶も 怒りの 聲 荒ら か。 S ャァ言 はれぬ 諫 

音。 推参 至極。 目通り 叶 はぬ 立って 失せ 


う。 ソレく 蘭 丸。 武智光秀親子の^^ 

門外へ 引出させ。 早く./ (^と。 《- 烈しき 

下知。 はっと 領掌蘭 丸が。 祸豫は 如何に 

ときめ 付けられ。 無念 重なる 光秀が。 我 

が 子 を フシ 引立て 出で て 行く。 底意 は 誰 

かしら 浪の。 isj 里に 羽 打つ 大鵬 や。 面目 

淚十 次郞身 はしょげ ひ T の片 羽が ひ。 父の 

心 はしらに ぎて。 祌も佛 もな き 世 かと 身 

を I 叱ち たる 忍び音の。 タ、 キ胸 は喑闇 五月 

闇 せん 方。 淚 諸共に 御門の 外へ と へ 出 

でて 行く。  》■ フシ 名に し 負 ふ。 花の 都 を 隣 

りして。 時に 近 江の 本 城 を 跡に 見. なして 

今爱 に。 假の舍 の 上屋敷 千 本通り に 一 構。 

日向 守 光秀が。 出仕の 留守 は 操の 方。 

S 夫子の 武運 長久 を。 神に 祈り を かけ 

まく も。 手づ から 備 ふる 神酒 供物。 殊勝 

に 見えて 褸は づれ。 7 シ さすが は 武家の 

奧 床し。 折から.？„^の襖を開き。 出で 來る 

武士 は 武士 武智が 組 下火 野豐後 守。 年 も 


五十の 分別盛り。 操が 前に 兩手 をつ き。 《 

■^5 先づ 以て 今日は。 林 鐘の 初日。 大內に 

て も 氷室の 節會。 殊更 太守 光秀 公。 大公 

儀より 饗應 司の 大役 仰 付けられ。 御 家の 

眉目 我々 まで 大慶。 了ン 至極と 述べ けれ 

ば。 增 操の 方 取り あへ す。 夫 光秀 殿。 

十次郞 諸共 未明よりの 御 登城。 殊に 大事 

は 今日のお 役目。 常々 短 氣な春 長 様。 生 

れ 付いた 夫の 一 徹。 坤 何の 障り もない 樣 

と 案じる は 女の \ポ。 悲しい 時の 神 佛と手 

づ からのお 供物。 詞是 は/ \。 ィャ もう 

萬事拔 目な き 光秀 公。 追 付け 吉左 右上 首 

尾と。 7 シ 挨拶 取々 なる 所へ。 殿様の 御 

下城と。 知らせの 聲に妻 操。 我が 子の 音 

壽 諸共に 豐後守 も 座 を 改め。 待つ 間 程な 

く武 智日 向 守 光秀。 常に 變 りし 其 面色。 

疊ざ はり も 荒. しく。 不興の 體に 立歸れ g 

ば 。跡に 隨ひ十 次郞。 フシし をく として g 

座に 直る。 堆色 夫の 顔色 額の 疵。 心なら す 記- 


と 操の 方。 光秀の 傍 近く 申し 我 夫。 い 

つ にないお 額 持ち。 ぉ氣 もじ 惡 うは ござ 

り ませぬ か。 お 怪我で もな された か。 ど 

うやら 氣 がかり 胸騒ぎ。 增 心が かりと 尊 

ぬれ ど。 とかう 答へ もせぬ 夫。 十 次郞顔 

报 上げ。 K 今日 ニ條の 館に て變應 司 を 勤 

むる 所。 日頃 不和なる 森の 蘭 丸。 我々 へ 

様々 の 惡ロ雜 言。 それの みならす 春 長 

様。 もっての 外の 御 怒りに て。 蘭 丸に 仰 

付けられ。 ァレ あの 通り。 父上の 眉間へ 

疵の 付く 程に。 殿中での 打ち 打 搏 目 通 

りへ は 叶 はぬ と。 警 固の 武士に 追 立てら 

れ。 無念ながら もお めくと。 額 押 拭 ひ 

歸 りしと。 *- いひつ \ こぼす 口惜し 淚。 

聞く より 妻はハ ァ はっと。 胸 を 貫く 釘 

かす： ？4 ひ  こぶし  はぎり 

^。 豐後も 俱に拳 を 握り。 スェテ 咬牙齒 

ぎしみ 無念の 淚。 # 色 樣子立 W  く 四 王 

天。 物 を もい はす 表の 方。 靳 出す 裾 をし 

つかと 止め。 K 事 を 急いた る 汝が顏 色。 


仔細 ぞ あらんと 言 はせ も 立てす。 ャァ愚 

かなり 豐後 守。 主人 へ 恥辱 を與 へ し。 素 丁 

稚の蘭 丸め 素 頭引拔 き立歸 る。 妨げすな 

と 振 解き。 せ 行かん とする を 猶も引 止 

め。 ィ 、 ャ其 憤り は 齒忽々 々。 汝が無 

骨 は 主人の 誤り。 却て お 家の 仇と なら 

ん。 先づ待 たれよ と 支 ゆる 九 野。 シャ 

面倒な と 勇 氣の田 島。 放せ 放さぬ。 フシ 

力、 リニ 人が 爭ひ。 光秀 聲 かけ ャレ 待て 雨 

人。 身が 詞も 出さぬ 內。 立 騒いで 見 苦 

しい 靜 まれ やっと 制すれば。 《 "物に： » へ 

ぬ 田 島 頭。 武智が 前にぐ つと 詰め かけ。 

S たと へ 誤り あるに もせよ。 丹 州 近、 江兩 

國の 太守。 殿中での 打搏 は。 我- も倶に 

恥辱。 頻恥を 曙さん より。 蘭 丸め を 討つ 

て棄 て。 叶 はぬ 時 は 生害と。 覺悟 極めし 

四 王 天。 ナ 、何故お 止めな さる- -な。 ャ 

ァ 愚か， （-。 光秀 を 打った る は 私なら ぬ 

主命。 スリャ 蘭 丸に 遺恨 はない。 元來短 


慮の 御大 將。 心に 叶へば 飽くまで 寵愛。 又 翁 

叶 はねば 打ち 打 擦。 たと へ 命 を 召さる k  « 

とも。 君に 捧げし 我が 一 命。 ちっとも 惜 1 

ます 厭 はぬ 某。 我が 存念 も 知らす して。 

息 筋 はって 尾籠の 扳舞 ひ。 靜 まれ 退され 

と 睨め 付く る。 道理に さすが 荒 者が。 

行く も 行かれす 立ったり 居たり 7 シ勇氣 

も。 た ゆみ 猜豫ふ 中。 ^*-1;上使の御入り 

と 下部が 聲。 * 光秀 不審の 眉を皴 め。 

ハテ 心得す。 思 ひがけな き 上使と は。 何 

にもせ よ。 女房 枠 は 次へ 立て。 早くく 

と 7 シ追 立て やり。 》- 色 威儀 模 うて 出で 

迎ふ。 案內 につれ ての つ さく。 役目 を 

か t ひ ぢ  つら •* つか 

功に 肩肘張り。 頼 も眞 赤い 赤山與 三兵衛 

上座に。 むん すと 押 直り。 上意の 趣き 

餘の 儀に あらす。 先達って 眞柴 久吉。 ■ 郡 

三 家 を 退治の 爲中國 へ 馳せ向 ふ。 急ぎ 光 

秀 加勢と して。 西國へ 下り 久吉の 幕下に 

4 

暴し。 戰功を 動むべし。 其功勞 によって。 9 


出 雲石昆 の 兩國賜 はるべき 間。 今まで 下 

し 給 はる 丹 州 近， 江 一 一 ケ國は 召 上げら る \ 

旨。 城代へ 申 渡し 急ぎ 城 を 明 渡すべし と 

の嚴 命な りと。 いふに 人 * 二度び つく 

り。 主 從顔を 見合せ て暫 し。 7 シ詞も 口 

饉る。 # 物に 動ぜぬ 光秀 は。 禮儀 正しく 

上使に 向 ひ。 《s ハァ、 台 命の 趣き 委細 承 

知 仕る。 すぐさま これより 西國 下向。 域 

明 渡しの 用意 萬 端。 家中の 諸 士へも 申し 

渡さん。 ホ、 早速の 領掌 神妙 々 一 

刻の 延引 は 一 刻の 不忠と なる。 出陣 やら 

宿 眷 やら。 がらくた 道具 片付けて。 はや 

く 域 を 渡し 召され。 役目 はこれ 迄お さ 

らばと。 IP 憎 體目禮 取 混ぜて。 眞 綿に 針 

の 靑晏。 7 シ獄 立て \ こそ は立歸 る。 《■ 

一徹 短 氣の田 島の 頭。 《«コ レサ 御主人。 

今 赤 山が 上意の 次第。 前後 揃 はぬ 詞のは 

しぐ。 西國 加勢と 披露して。 實は 御身 

m9  t めつ  かん ォぃ 

を改 n« し 自滅 を させんす 春 長が 姦計 0 


良 禽は木 を 見て 栖む。 不仁 非道の 尾 田 春 

長。 義理 も 忠義 もこれ 限り。 西 伯 姬昌は 

殷を 討ち。 つ ひに 天下 を 治めし 例。 破鏡 

再び 照さぬ 道理。 今 目前に 顯 はれたり。 

今 隨臣の S 虛を考 へ。 一時に 尾 田 を 討ち 

亡し。 天下に 覇 たる 功 を 上げ。 名 を 千歳 

に 留めん は。 サ、 、、ヽ いかに /\ と 急 

立つ 田 島。 や、 默然 たる 日向 守。 始終 こ 

なた に 立 聞く 操。 襖 あら はに 走り出で。 

夫の 傍へ 差 寄って。 P 忠義 一途の 田 島の 

頭。 さらく 無理と は 思 はね ど。 a- 勿體 

ない 我が君 を 殺して 四海 を 奪 はう と は。 

聞く もうる さい 檢ら はしい。 罪 は 目前 美 

濃 尾 張 主 を 殺して 一 日 も。 安穩 ならぬ 天 

の 責めお 年寄られし 母御 樣。 いとし 可愛 

い 子供まで 倶に惡 名 とらす るが。 それが 

本意 か 情ない。 妻子 不便と 思すなら。 御 

身 全う 月と 日の。 曇らぬ 鏡 武士の。 操 を 

立て、 給 はれと。 わつ.^ ロ說 いつ 理 をせ 


てい なん  ち f^^b 

めて。 夫 を 思ふ貞 心の 思 ひ は 千 筋 百 筋の t5 

. ，  9 

苧 E を亂す 憂き 淚。 7 シ 止め かねて ぞ見 

えに ける。 き兀來 仁義の 豐後 守。 光秀に 

打 向 ひ。 詞 文武 二道の 我が君に お諫め 申 

すは惲 りなれ ども。 和漢の 書籍に 記せし 

ほん y やくむ ほん ミ. 6が ら  L 

通り。 反逆 謀反の 輩 が 本意 を 達せし 例 

はなし。 世に 秀でた る 光秀 公高 木 風の 俗 

語に ひとしく。 皆 佞人の なす 所。 時節 を 

待って 誤りな き。 申し開きの 手段 はさま 

ぐ。 上使に 立ちし 赤 山と 君が 五 音を考 

ふるに。 水火 旣濟の 卦に當 つて。 西 ^ 國 

ミら かた 

を 傾く る 不吉の 占。 一 日 一勝 利 ありと 雖 

も。 日 あらす して 災ひ 生じ。 終に 全から 

ざる 前表た e 幾重に も 思 ひ 止まり。 スヱテ 

下されよ と。 事 を 分けた る 諫めの 詞。 》- 

いへ ども 鬼 角の 返答な く。 きム、 心なき 

人 は 何とも 言 は M 一目へ。 身 を も 惜しま じ 搶 

名 を も 惜します。 スリャ いよ/ \ 御 謀反 太 

の 思し 立ちで ござる よな と、 地 言 はせ も 記 


あへ す ，後が 首 討って かたむる。 7 シ謀 

反の W 途。 严ノ  、適れ/, \ -。 此上は 軍の 

乎 &り。 ホ 、いで 出陣の 川 意 をせ よ。 ハ 

ァ。 所存のお こそ 一一-.^ 

M  二日の 段 

a 何と 二 助；？ i<; くて 堪 へられぬ ぢ やない か 

い。 ヲ 、サ此 下郎に は 何が なる。 朝疾く 

から 手桶の 切り 水。 暮方も 又 此樣に 汗水 

になっての？ W き 掃除。 俺 も 後の世に は大 

將に 生れて 來べ いと 思 ふが。 どうで あら 

うな ァ。 されば。 此 本能 寺を假 殿に して 

ござる 春 S 様 は。 前生 は 鬼 だとい へば。 

扠 が大將 にならぬ 事 も あるまい わさ。 * 

といへば 傍から 珍內 が。 お ハテ担 二人な 

がら 何 をい ふ ぞい。 死んでの 先 は片便 

り。 奴から大^？^に生きながらなられた眞 

柴 ar それ を 知りつ- -。 ほんに やれく。 

来 芝の 事 は 由 男に して。 山村 程 今 をた 


め。 扭虹^^ぢゃとぃはる、市紅が犴心だ 

と。 》- どっと 笑 ひの。 フシ 折 こそ あれ。 

ァ 、 n リ ャ /、 あれに 見 ゆる 御先 供。 南 

無 三春 忠樣の 御 入り だと。 *- 猫に 鼠の 奴 

おの 

ども。 7 シ已が 部 g へと げて 入る。 地 

程なく 近付く 续乘 物。 數 多の 武士が 前後 

つい i;- -ご もん もき す 

を圍 ひ。 築地 御門に！ 2k 据ゅれ ば。 斷 くと 

知らせに 森の 蘭 丸。 儀 正しく 出で 向 

も の おつ _» ね 

ひ。 3 阿野の 御 局 御 苦勞に 存じ 奉る と。 

* 訶の內 に 乗物の。 戶を^ かせて 阿野の 

局。 三 法師 君 を 抱き まゐら せ。 しづく 

と 立 出で。 春忠 様の 御名 代と 此 若の 御 

入り 故。 一組 父君 春 長 公より 御 迎 ひとし 

て。 自らが 守りまして 參 りしに。 殊 なう 

御機嫌 もよ ろしぐ。 お 嬉し う^じ *- ま 

すると。 7 シの たま ひければ。 K ホ、 そ 

れは 一 段 さぞ 祖父 君に もお 待ち かね。 *- 

いざさせ 給へ と 蘭 丸が。 案內 につれ て 付 

き/ ,L\> も門內 さして 11 夏へ 入りに けり 


る S 音 鹿の 音 蟲の昔 も かれぐ の 契り。 あ 接 

ら よしな や。 形兑の 扇より く。 翁 裏表 お 

ある もの は。 人心な りけ るぞ や。 あ ふぎと 記 

は i 仝 一 >ロ や あはで ぞ戀は そふ もの を /\-。 

つぼ： a 

ナホ 5 局が 一 曲出來 たく。 粋 春 忠が名 

代 孫 il へ 御馳走に。 何と 面白い か。 サ 、 

つげ。 《 "つげと 大 盃。 はっと 心得し の 

ぶが お 酌。 S 蘭 丸へ さす 所 なれ ども。 阿 

野の 局が 舞の 一 手。 勞を 謝する 共爲 に：^ 

へ 否 さし 申す。 是 はく 不束なる 一 奏。 

* 御意に 叶うて 此上 もな き 身の 冥加と。 

いひつ &局は 御 盃。 少し 引受け 差 置け 

ば。 春 長 公 笑壺に 入り。 ナ -1 蘭 丸 局が 

間 を 仕れと，.' * 重き 御 詫 も 詔 ひなく。  《 

コハ 仰せに 候へ ども。 一滴 も 及ばぬ 某。 

此儀は 偏に 御高 免 を。 ハテ サテ飮 まぬ 所 

を飮 ますが 興。 ！！ i<F は汝が 望み次第。 すり 

や 御 看 を 下されう とな。 ホ、 六十 餘州を 
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手に 握る 此春 長。 サ 、何なりと も 望め 望 9 


め。 ハァ然 らば 何と ぞ此閣 丸に。 軍勢 を 

四 五 千ば かり 下し 給 はらば 有難 からん と 

相 述 ぶれば。 ム、 心得ぬ 汝が み もし 軍 

勢を與 へな ば。 さん 候 丹 州 姐 山 へ 押 寄 

せ。 只 一 戰に 光秀が 首 討 取って。 君の 災 

ひ を 避け 申さん。 成 Si 尤もなる 願 ひなれ 

ども。 いらざる 心配 無用々 *。 左様な 事 

に 骨折らす と。 早く 一 盞を 傾けて。 暑さ 

を 凌ぐ が 身の 養生。 《^ 飛び立つ ばかり 有 

明の。 夜輋 となき 樂 しみの。 ナ * スほ榮 花 

にも 榮堵 にも 此春 長に は 及ばぬ く。 我 

が 君の 御 錠に は 候へ ども。 安土の 無念 を 

散 ぜんと 一 度 は 謀反の 旗 を 上げ。 窮鼠 却 

て 御身の 大事。 ァ さすが は 若 I^r 北國に 

は 柴田勝 家。 西國に は眞柴 久吉。 龍に «s 

の 尾 田 春 長。 君の 御 詫 はさる 事ながら。 

蘭 丸 殿 0詞 の 如く 油斷 大敵。 ハテ サテ局 

迄が 同し 樣に。 いらざる 此 場の 長 詮議。 

御 客人が さぞ ふら./ \ 眠り。 身 も ほっと 


屈。 《- イデ 一 睡の 夢の の。 契り はい ざ 

と 戯れて。 フシ 力； 座 を 立ち^へば 阿野の 

局。 若君 誘 ひ しづくと。 7 シ帳臺 。深く 

入り 給 ふ。 *? 色 跡に うっとり 蘭 丸が。 心 

1 つに 取っ^い つ。 1 思 ひ は 同じ 女氣の 

人目し のぶが 寄 添 ひて。 S 中し 蘭 丸樣。 

もう 何時で ござり ませうな ァ。 これ はし 

のぶ 殿。 そ もじ はまお 奥へ 行かす か。 ァ 

ィ。 ハテ さて それ は 不埒 千 萬。 御 S も あ 

らん 早 ゃ奧 へと。 地い ふ^じつ と 打 詠 

め。 ほんに まあ 女の 心と 男と は。 それ 

程 迄 違 ふ もの か。 兄 齋藤& 之 助 殿に お 親 

み 申して。 春 長 様の 奥勤め も。 あなたの 

お 傍に 居たい ばっかり。 今更い ふ も 7 シ 

恥 かしながら。 * 去年の 初春 洛 東の。 

いざな 

地主の。 お 庭の 花盛り。 腰 I 兀 どもに 誘 は 

れ。 願 ひかけ まく 初戀 の。 色 も 香 も ある 

殿御ぶ り。 觀昔樣 のお 仲立ち。 互 ひの 胸 

の下帶 も。 とけて 绾 しい： s。 變 るまい 


ぞの ぉ訶 が^ぐに 心の 誓紙 ぞと。 片 忘 ^ 

れぬ 女房が。 お 傍に 居る がお 腿なら いつ 

そ 手に かけ 給 はれと。 びんと fef の絲 

樓。 7 シ 花も亂 る、 風情な り。 地 さし も 

に猛き 丸 も。 心の 外の 曲者に。 取 挫が 

せな： * 

れて^；^撫でさすり。 ！！；ィャもぅ何！；^-なぅ 

申せし がお 氣に 障らば 眞 平々々。 な 萬の 

强 敵に もび くと もせぬ 某が。 7 シ斯 くの 

通りと 手 をつ けば。 KH 、又 人 を 術な が 

はん； 0 よ 

ら すの かいな ァ、 春 長樣も 大方に。 班 • 女 

ね 0-  むつご S  ミリ か 

が閨 のお 睦言。 *- お 局 様の 取楫で 出船の 

相 作。 サァ ござんせ と 手 を 取れば。 K ハ 

テサテ たしな みや。 人目 を 忍 ぶ 二人が 

£ の .0 

中。 殊に 今宵 は 君の 宿直。 *- 又の 首尾 を 

と拫 切る を 無理に。 引立て 奥の間へ。 入 

る やい る さの 月影に。 しのぶの 亂れ みだ 

れぁ ふ。 わりな き 夢 や。 フシ 結ぶ らん。 0 

早 や 更け 渡る。 夏の 夜の。 そよ 吹く 風 も - 

物凄く。 接ら れぬ 儘に 御大 將 。手づ から 隙 ^ 


子 押 開き。 何 心なく 茂みの 方。 見やり 給 

へば さわく と 驚き 騒ぐ 塒の 鳥。 g ハテ 

訝 かしゃ。 まだ 明け やらぬ 夏の 夜に。 庭 

むらさ り 

木 を 離れ 騒で 群 鳥、 增合點 行か じと きつ 

と 目 を 付け。 怪み袷 ふ 時し も あれ。 I 音 

に 響く 鐘 太鈹、 春 長つ、 立ち 耳 そば だ 

て。 a; ァレく 次第に 近付く 人馬の 物 

音。 宿直の 者 は あらざる か。 急ぎ 物見 を 

仕れと。 《- 仰せの 下より 阿野の 局。 長刀 

搔ぃ 込み 走り出で。 S 君の 大事に 候ぞ 

や。 蘭 丸 殿 は 何 所に ある。 早く 物見 を 致 

されよ。 * 妾も倶 にと 表の 方。 フシ 呼 は 

りく K けり 行く。  《_ 色 S くに 蘭 丸 一 間 

より。 飛んで 出 づれば 春長聲 かけ ャ アヤ 

ァ蘭 丸。 S 反逆 ありと 覺 えたり。 急ぎ 物 

見 を 仕れと。 * 上意に はっと 蘭 丸 は 。オタ 

リ振 返り 見る 廊下の 高簡。 これ 幸 ひの 物 

見ぞと いふより 早く a 上り。 《- 四方 をき 

つと 打 見やり。 s.-, 物の 黑白 はわから ね 


ど。 この 本能 寺 を 志し 押 寄す る は。 察す 

る 所武智 光秀。 ナ * ス スリャ 光秀が 反逆と 

な。 今 こそ 後悔 汝が 諫め。 聞 入れざる も 

傾く 運命。 只 此上は 防ぎの 用意。 ハァ委 

細 承知 仕る。 がた と へ 。 j 致に 防ぐ とも 院 

內 僅か 三百 餘人。 思へば く 主君と 倶 

に。 蘭 丸 我が君 樣。 # チ ェ 、 口惜し やと 

主從 が。 怒り の齒 がみ 逆立 っ髮。 ス 無 

念淚の 7 シ 折からに。 * 色 表の 方より 森 

の 力 丸。 廣 庭に 大息つ ぎ。 ノリ 御油 斷ぁ 

あに lio-ys 

るな 兄 者 人。 武智 光秀 我が君に。 多年の 

恨み を 散 ぜんと。 a 手勢 選って 四千 餘 

騎。 左 馬 五郞を 始めと し。 或は 齋藤藏 之 

助 間近く 押 寄せて 候と。 いふ 間 も あ 

らす蘭 丸 は。 其 儘 7 シ ひらりと。 飛 下 

りて。 S 我が君に は 恐れながら 防ぎ 矢の 

f 意あって 然るべ し。 * イデ 某が 彼處 

ひ て 

に 向 ひ。 一 當 あて 、眠り を覺 さん。 力 丸 

来れと 兄弟 は。 7 シ飛 ぶが 如くに り 行 


く。 增色跡 打 見やり 春 長 公。 此上は 防ぎ 翁 

の 一 矢。 ま づ差當 つて 一 大事 は 三 法師。 51 

a: ャァく 宗祇。 若 を 誘 ひ 早くく。 

御 詫の。 道具屋 力； 下に かひぐ しく。 ナ 

* ス しのぶ 諸共 茶道の 宗紙。 若君 抱き 參 

ら せて。 7 シカ； 足 も わな/ \.嗣 震 ひ。 

しのぶ も俱 に。 7 シ うろつく 所へ。 * 多 

勢 切拔け 阿野の 局。 其 身 は數ケ 所の 

ながら。 血に 染む 長刀 かい 込んで 心も强 

に 立 戻り。 K 申しく 我が君 樣。 最早 敵 

は 込 入って 候へば。 君に 代って 一 軍。 御 

身 を遁れ 下さる べしと。 *- 口に はいへ ど 

It 名殘 り。 7 シ 淚頹增 すば かりなり。 3: 

ャァ 愚かく。 なまな か 身を遁 れんと 却 

つて 名 もな き扠 原に。 首 を 渡さば 死後の 

恥辱。 汝は 我に 成り か はり 宗紙引 連れ 三 

法師 を。 何と ぞ 守護し 落ち延びて。 此旗 

諸共 久吉が 手に 渡し。 我が 存念 を晴 させ 

よ。 鋭&は 却って 不忠の 至りと。 仰せ 糊 


にわつ と 泣 崩 をれ。 たと へ 不忠に なると 

て も。 君の 御 最期よ そに なし。 何と 此儘落 

ちられう。 此儀 はお 赦し 下さり ませ。 こ 

はん ぢょ 

れを思 へ ば 自らが 宵の 酒宴の 其 時に 班 女 

が閨の 託ち 言。 其 一 さしの 扇と は。 別れ 

を吿 げし 知らせ かと。 思 ひ 廻せば いと^ 

猶 。悲じ いわいのと。 どうと 伏し 歎き 沈め 

も- C そ 

ばお 道理と。 心 を 汲んで 諸 袖 を。 絞る し 

ミも なみ！：  . 

のぶが 倶淚。 7 シ 泣く 音 を 添 ゆるば かり 

なり。 *> 色數 多の 靳首 片手に 提げ 庭先へ。 

立歸 つたる 森の 蘭 丸。 それと 見る より 春 

長 公。 K ホ、 今に 始めぬ 汝が 働き。 シテ 

シテ樣 子 は 如何にく。 されば 候。 ニ條 

の 稗 所へ は武智 光安 立 向 ひ。 當 手の 寄せ 

手 は 左 馬 五郎 光俊。 采配 取って 嚴 しき 下 

知。 なれ ども 味方 は 必死 勇者。 御 覽の如 

く 首 討 取り。 一 泡 吹かせ 候へ ども。 始終 

の 勝利 は。 成程々々。 只 此上は 潔よ く。 

死 の 1ー1 途も主 S に。 サァ今 S く 通り 


我が 免 悟。 早く 此場を 落延びぬ か。 但し 三 

世の 緣 切らう や。 サァ其 儀 はな ァ。 緣切 

るが 悲しく ば。 一時 も 早く 落延びよ コレ 

サぉ 局。 君の 先途 を 見 届く る は此蘭 丸。 

片時 急ぎ 裏門より。 宗祇坊 は 何 をう つか 

り。 ヲット 合點。 ィャ もう 最前から 落ち 

たうて く氣は 上つ り。 コレ くしの ぶ 

殿 もお 供の 用意と。 《- いへ ど さすがに 忍 

び 夫。 云ひたぃ事も面伏^^れ。 泣く く 

フシ 立 上れば。 *■ 蘭丸聲 かけ。 しのぶ 

は 君の 御供 叶 はぬ と。 堆 聞いて 恂り 驚く 

しのぶ。 SH  、そり や 何故。 ホ 、汝 にお 

咎めな けれども。 そちが 兄 齋藤藏 之 助 光 

秀に 一 味の 反逆。 敵の 末 は 根を斷 つて 葉 

を枯 す。 命 を 助け 其儘歸 すは是 迄。 サァ 

是 まで 君への 宫仕 へと。 *- 明けて いはね 

ど 妹と 脊の。 中 を 隔ての 垣と なる。 しの 

ぶが 憂き身 詮 ？^。 淚 ながらに 用意の 懐 

劍。 咽に がば と 突立 つれば。 コ ハ 何故と 


驚く 人々。 大将 春 長 感じ 給 ひ。 ホ、 女な 51 

がら も 逋れの 生害。 兄と 一つで ない 潔 

白。 今日 只 今 春 長が 仲人し 蘭 丸が 宿の 

妻。 心殘 さす 成佛 せよ と。 仰せに 手 負 蘭 

丸 も。 はっとば かりに 有難 淚 額に 紅葉の 

から くれな ゐ血汐 に 染まる 兩の手 を。 合 

す も 一 1 世の 名 殘ぞと 物い ひた げに 夫の 

方。 御大 將を 伏拜 み。 笑顔 を 娑婆の 置 土 

產。 7 シ あへ なく 息 は 結えに けり。 *- 色 

歎き をよ そに 御大 將。 勇 を 付けん とャァ 

ャァ蘭 丸。 詞我 はこれ にて 討 手 を 引受け。 

此場を 去らす 討死 せん。 汝 はこれ より 馳 

せ 向 ひ。 敵の 奴 原 一 泡 吹かせ。 名 を 萬 天 

に 輝かせよ と。 フシ 勇め 給へば。 ハァハ 

ァ ハ、、 、 、仰せに や 及ぶべき。 たと へ 

光秀。 何萬騎 にて 寄す ると も。 片端 撫で 

切り 拷り 立て。 君の 御供 仕らん 早 やお さ f 

らばと 7 シ立 上れば。 *? 色 淚を拭 ひ宗紙 ^ 

坊。 局 を。 -ノシ 諫め 勸 むれば。 *■ 是非 も 記 一 
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淚に 袖の 浪。 漂 ひ。 ながら 若君 を。 宗 紙が 

背に しっかりと。 これ ぞぁ ふぎの 憂き 別 

れ見か へ る。 名殘 見送る 名殘、 又 立 屍る 

を 蘭 九が。 中を隔 つる 鯨波。 早 や 亂れ入 

な， た 

る 諸 軍勢。 切 立て 確立て 女 武者。 共 名 

も。 高く &名 書の。 筆に と めて 末の世 

の 美談と。 こそ は  一一 一 へな りに ける。 《- 

寺 中 は 合戰眞 最中。 力 丸 蘭 丸 I 同に 一 進 

I  離散して。 或は 时 たれ 或は 討ち。 棱 

く 新手 も あらば こそ。 堅 甲 利 兵の 大軍を 

防ぎ 戰ひ。 流る > 汗と 湧 出る 血汐。 唐 

くめな. Q  i: つ *!  もみ ぢ 

S に 水く る。 龍 田の 川に 祖 葉の。 フ 

シ 落ちて 流る、 如くな り。 *- 色 寄 手の 從 

將安 田作 兵衛。 春 長 を 討 取らん と。 群 際 

にさし 寄れ ど。 味方の 勢に 隔てられ たや 

すく 內 へ 寄付 かれす。 得たり と 鍵 を 力 

杖。 えいと 一 はね 髙 街に。 飛 上りた る 早 

業 さそく 目 免し かりけ る へ.^ 第な り。 *? 

さし も 名 髙き靈 場 も 修羅の巷 と 鳴る 鐘 


の。 天地に ひ く 陣太鼓。 フシ 亂聲に 打 立 

てく。  *- 色 先に 進みし 田 島の 頭。 手勢 

をめ 

引 具し 一 同に 喚き 叫んで 攻め かくれば。 

赛長 公一 越 調。 反逆 光秀 は 何 所に あ 

る。 主 に^く IK 罰 思 ひ 知らせて くれん す 

と。 弓 杖つ いて 罵る 大音。 さし も 勇 あ 

る武智 勢。 恐れて 思 はす 進み かねた じろ 

く 隙に 差；；； S め 引 詰め。 射 給 ふ 矢先に 先手 

の 軍兵。 はたく. （-と 射 幾され。 7 シ 

仇 矢 は 更にな かりけ る。 增色此 虛に乘 つ 

て 坊丸カ 丸。 鍾を：^^って八方へ突立て幾 

立て 阿修羅の 如く 廣庭。 さして へ 追うて 

行く。  *- 客殿に は 春 長 主從。 膝を拉 ベて 

どっかと 坐し。 力 丸 無念の 齒 がみ をな 

し。 KM  、口惜し や。 往昔 1K 文 年中よ 

り。 今 K< 正 十 年 迄。 四海の 內 に 横行し 

て。 武威 を 以て 1K 下の 兵亂を 切り しづ 

め。 民の 塗炭の 中に 救 ひ。 四方の 敵阔君 

の 英名 を。 鬼神の 如く 恐れ ふる ひ。 正 二 


位 右大臣に 昇進し。 大業 旣に 成就せ し Iff 一 

：?  本 

に。 逆臣 惟任が 爲に 空しくならせ 給 ふと 太 

は。 *• 天魔の 所爲か 口惜し やと。 血汐に 記 

注ぐ。 血の 淚。 フシ 止め かねた るば かり 

なり。 *- 春 長 一 言の 訶も なく。 御 佩刀. V 

脇腹へ。 がば と 突立て 引 廻す。 倶に 冥途 

じゅん. J  V ざん 

の裨 供と。 力 丸坊丸 殉死の 切腹 無慙 とい 

ふ も餘り ある 御身の。 菜て ぞ。 -ー 一重 へ哀 

れ なり 

同 三日の 段 

均 驚 卓は漢 室を燒 捨て 伯 知 は 水 を 以て 趙 

を 浸す。 例 を こ V に 眞柴が 軍師 名に 髙松 

の 城廓 も。 水死の 合 戰强勇 も フシ 手に 

汗。 握る ばかりな り。 》" 色 武家の 家で も 

姦しき。 膝元 ども は寄擧 り。 S 何と あげ 

は。 毎日.！ r 々降る 雨で 水の 增 さるが 瘤の 

種。 是と いふ も 尾 田 勢の 皆 仕業。 中で も 

0 

憎い は眞柴 とやら 松葉と やら。 突き さが 9 


してやりたい わい なう。 ヲ、 コレ/ \ 

その 突き 序にお 痛 はし いは。 妹 神の 玉露 

樣。 i 邊 山三郞 様に きつい 偬れ 樣。 大方 

埒の あく 時分に なって。 山 コー郞 樣の爺 御 

空 之 進樣。 ァノ林 丈左衛 門め にお 討 たれ 

なされた 故。 此程 はふら くと 纖煩 ひ。 

ヲ 、左様 かいな う。 此方 も覺 えの ある 事。 

どうぞ 首尾して 上げました いと。 *- さす 

が 優しき 女の 情。 7 シ打 連れ 一 間へ 入り 

にけ る。 *- 色 思ひ內 にあれば。 其 色 眼中 

にす」 むと かや。 父の 最期に 亂 れ髮。 無 

つの サたひ  あ もじ 

念の 仇 を。 角 額。 浦邊山 三 郞利氏 は。 主 

の。 留守 を 窺うて。 林 を 一 太刀 恨みん 

と。 屋敷へ 入 込む。 ，，ン 生死の境。 斯く 

と白齒 の。 玉露が。 出合 ひ 頭に 見合す 

顔。 はっと 驚き 引返す。 袂に 槌りコ レ待 

つて 給べ 浦 邊樣。 お前 は 深いお 望み 

が。 あってのお 越しと。 見た は 違 はぬ 姿 

かたち。 *_ 其お 姿に 懸ひ こがれ。 送る 千 


束の 返事 さへ。 ない は 無情い お 心ぞ。 せ 

めて 一 夜の 添 臥 を。 赦 して 耠 ベと 取 付い 

て。 じっと。 締めた る 手の 內に 心。 フシ 

餘 つて 見えに ける。 sn レ 》/\聲 が 高 

い。 推量の 上 は 包む に 及ばす。 匿 まひ 置 

かる &敵 丈左衛 門。 何と ぞ 今日中に 手引 

きして。 勝負 を 遂げさせ 下さらば。 こな 

たの 心 も 無 足に せじ。 サ V  、何とと。 © 

急いた る 面色。 玉露 も 胸を据 ゑ。 成程 

成程。 わたしが 爲 にも 舅 稗の 敵。 折 を 見 

合せ ァノ垣 越しに。 ナ 御案內 申し まし 

よ。 ホ 、其 詞に違 ひなく ば。 まだ 云 ひ 聞 

かす 仔細 も あり。 此方の 部屋へ。 *- そん 

なら かう と 手 を 取って。 顏 は上氣 にち る 

花の。 玉露 姬は 情の 露。 濡れに ？ y 彼 

所へ 入りに ける。 《- 折 もこ そ あれ 立歸 

る。 館の 主 清水 長 左 衞門宗 治。 智勇 を 兼 

ねし その 骨柄。 フシ 跡に。 從ふ。 女房 はま 

だ。 十九 1 1 十一 一 つ 三つ。 雪の 白粉 やり 梅が 


紅花 色 添 ふ。 嬰 子 を。 抱きいた はり 立 フシ g 

歸る。 》- 宗治は 眉 をし わめ。 _K ャィ やり 

梅。 晚 春の 末より 三 家へ 人質。 枠 諸共 遣 

はせ し處" いまだ 合戰の 勝利 も 決せす。 

敏に圍 まれた る此械 中へ。 歸 されし は 仔 

細が あらう。 何とく。 ハァ、 尤ものお 

尋ね。 此度三 家 御 加勢に 向 ひ 給 ふとい へ 

ども。 手 を 空しく して 日 を 送り。 水の 手 

1 つ 切る 事 叶は卞 無念 さは それ とても 同 

じ 事。 もし 討死 致されて は 大事と なる。 

手段 を 以て 一 時の 合戰は 遠から じ。 それ 

迄 は &<氣 を 養 ひ 置かる- 樣。 憂 を 晴すは 

コ レ此 若。 隨分々 々やり 梅 も。 心 を 付け 

よと はげしき 御靛。 此 子の 顔 も。 見せた 

さ。 a- 見た さと 番に愛 持つ やり 梅が。 フ 

シ色ぞ 籠りて。 見えに ける。 義に張 詰め 

し宗治 は。 指折りて 日 を算へ 今日は 早 や A 

六月 三日 阜 月の 末より 敵方に 大變 ある 凶 

星 を 見極め 置きつ るに。 土 俊 を 突 上げ ％5 記 


長なる 仕方。 間者 を 以て 敵方の 様子。 聞 

出さん と 思へ ども。 これ ぞと いふ 謀 な 

く。 空しく 入水す る 時 は 後々 諸人の 物 笑 

ひ降參 する は 家名の 恥辱 是 まで 度々 の 合 

さもく わ- じャ 

戰に 不覺を とらぬ 宗 治が。 猿 冠者 如きの 

計略。 かく 口惜しき 籠城 も 天より 我を責 

め 給 ふか。 何と せんかと せんと。 名に 秀 

でた る 武士 も。 傾く 運と 突く 息 も。 スェテ 

天 を K んで。 居たり ける。 《- 慌 しく 庭 

先へ。 ^^卒一 人駔け來り。 S 何か談 する 

筋 ありと 郡 家よりの 使と して。 安 德寺和 

^只今 本陣へ 參 著せり。 殿に も 早く 御 越 

しと。 7 シ云 捨て 家来 は 引返す。 S ム 、 

汝が歸 域の 上安德 寺の 使の 様子 M 捨て 難 

し。 これより 諸 士に對 面 致し。 事の 

を 申し 聞かん。 其方 は 郡より 預り ある 丈 

左銜 門。 囚人 同然 なれば。 萬 事 心 を 付け 

よ。 サ行け „(.«。  * 心得 ましたと 立上り 

奥と。 表へ 引刖れ 7 シ 二の丸 さして 出 


でて 行く。  * 雨 吹拂ふ 松風の。 夏山 こめ 

し。 蟲の音 を。 ォクリ しるべ に。 漂 ふ浦傳 

ひ 振 も。 小捿も かひ. <\> しく。 夫 を 導く 

5 なォ  らくく わら... 'ザ *- 

健氣の 玉露。 花 も 木 草 も 落花狼藉。 互に 

切 合ふ稳 先と 穗先 7 シ 汗に 浸す るば か 

りなり。 *- いらって 切 込む 太刀先 を。 し 

つかと 受 止め 丈左衛 門。 B" ャァ 小賢しい 

浦邊山 三。 おのれが 親の 空 之 進。 評議の 

席に て 某に 惡ロ 吐き しん k 蟲。 討って 棄 

てた を 恨みに 思 ひ。 见は 及ばぬ 事。 

ャァ ぬかしたり 丈左衛 門。 さいふお のれ 

は。 冠 山の 落城 をよ そに 見て。 當 城へ^ 

込みし 人畜 生。 父の 仇 方々 の 恨み。 思 ひ 

や い す もさ 

知れよ と はね か へ す 15- 尖き 雙 方が 受け 

つ。 流しつ 烈しき 爭ひ。 見る 玉露 は 心 も 

空。 山 三が 念力 通じ けん 林 は 刀 打 落さ 

れ。 逃げん とする を 切 伏せく。 父の 敵 

覺ぇ よと。 7 シ 乘っ懸 つてと 5- めの 刀。 

*- 色 首 引 切って 大地に 打付け。 a ハ、 ァ 


嬉し やく コ レ 玉露 殿禮は 未来で おさら as 

ばと。 * 腹搔 切らん とする 所。 戻り か \ 太 

りし 長左衞 門。 7 シ やり 梅 諸共 走り出 m 

で。 K ャレ 死ぬ ると は 狼 ffl 者。 赦 しもな 

き 敵 を 討ちし 言譯の 切腹なら ば。 某が 計 

ひ を 用 ひ。 まさかの 時の 討死 こそ 武士の 

道。 城外の 水 を 潜り。 久 吉の陣 所へ 馳せ 

込み。 偽りなら ざる.？ 第を賴 み。 匿 まひ 

てだて  く 5 きょへん 

貰 ふが 術の 第 一 。 敏の 空虚 Is の 次第。 相 

圖を 以て 知らされよ。 *- 折 も あらば 眞柴 

を 討 取り。 名 を 末代に 接されよ。 サ 、 、 、 

一 時 も 早く，/ \\ と 急き 立つ 淸水。 ハ ァ 、 

n ハ 有難し。 武士 の數 にも 入るべき 大 

功。 命 を 的に 仕 果せて 7 シ立歸 らんと 

1^ 出す。 ャレ 山三樣 お待ちな され 玉露 樣 

との わりな き 中。 最前 ちらりと。 アイ ャ 

申し 宗治 樣。 お 妹 御と 浦邊樣 との 二世の 

it 緣。 ホ 、好き 合うた 一 1 人が 中。 門出 を 

か はらけ  bs±ky  5 

K する。 堵 扇 も 時の 島 裏 土器。 松 は元來 9 


常 磐 木の。 搶には あらざる 检竹 梅。 オタ 9 

末廣。 びろ と。 7 シ 夫婦の 固め。 BE ハ ァ 、 

重々 の御惠 み。 玉露 殿 も隨分 無事で。 お 

前 もお 怪我の ない 樣 にと。 《- 立派に いへ 

どな まなかに。 タ、 キ 馴れし 枕の もつれ 髮 

離れ。 難な き兩人 を。 わざと 制する 宗治 

あ ふぎび ゃミ ぶ 

夫婦。 扇 屏風 や あ ふぎ の^れ。 心 定めて 

城外へ 飛ぶ が.^ くに。 三重 へ 紐け り 行く。 

«_ 襄沙背 水の 謀 を 廻らし。 見ぬ 唐土の 元 

す 6  A たい  A づ 

帥 も。 舌を卷 くべき 稀代の 軍 術。 ォク "水 

嵩增 さる 大河の 流れ。 % 止めた る 土 俊 il9 

せき  おんさ ちん 

石。 大木。 運ぶ 地 車の。 木 やり 音頭 も 跛 

馬。 揃 はぬ 肩 も 降参の。 フシ i 仝 腹 武士 知 

られ ける。 地 加 藤 は 土手の 高みに 上り。 

ャァ者 ども。 汝等は 悉く 降 參の者 ども 

なる に。 此 度の 勤 功。 大將 始め 某まで 滿 

足せり。 此合戰 終りな ば。 急 度 御 扶持 あ 

ひ やらら 5  y ん 

るべき ぞょ。 ソレ 兵粮 を 遣 ひ 終らば。 暫 

時 は 休息 致すべし と。 せ 下知 を傳 ふる 其 


內 に- 向う に 何か騷 ぎし 人聲。 正淸 きつ 

と 打 詠め。 S ハテ 合點の 行かぬ。 髙 松の 

域外に 怪しき 取合 ひ。 何にもせ よ 心得す 

と。 《■ 瞬 もせす 見渡す 向ゥ に。 我 組 止 

めんと 數 多の 軍兵。 小船に 打乘 り。 が往 

左 柱に。 コ？ 追 3« せば。 山 一二 郞は 水中 

を。 潜つつ 拔 けつ 働けば。 鵜よりも 早 

す. 5- よ 

き 7 シ 水練 水 魚。 》" そこよ こ、 よと 組 子 

ども。 7 シ うろつく 中に。 舳先を 持ち。 

えい やうん と 打 返せば。 水 は漫々 小船の 

組 子浪の 藻屑と なりに ける。 此 有様に 殘 

りの 兵船。 進み かねて ぞ。 一一 i へ 見えに 

けり。 a 此方の 岸に は正淸 が。 何者なる 

ぞ 心得す と。 手ぐ すね 引いて 待つ 所へ。 

血 氣の浦 邊は拔 手を切り。 忠孝 二つ を 額 

に當 て。 飛鳥の 如く 遙 かの 堤。 I 聲諸 

共 フシ 飛 上れば。 《- 何者なる ぞ と取卷 

く 雜兵目 も かけす。 加 藤が 前に 兩手を 突 

き。 某 は 郡 家の 家臣 浦邊山 三郞利 氏と 


申す 者。 高 松の 城內に 於て。 親の 敵 を 討 

取り。 立 退かん とせし 所。 城 中より 討 手 

か V り 手詰めの 難儀 何卒 武士 のお 情に。 

御 匿 まひ 下さらば 生々 世々 の 御 厚恩と。 

ス 敬 ひ 入って ぞ願 ひける。 墦加藤 正淸聲 

を 荒らげ ャァ粉 はしき 願 ひの 筋 まこと 親 

の 敵 を 討つ は 武門の 譽れ と。 郡 家より 恩 

賞 も あるべき 害 却って 親め 捕らん とする 

髙松 勢。 紛 はしき 御 邊の僞 り。 眞 直ぐに 

申されよ と。 疑ふ詞 に。 《5 ハ、 ァ 御尤も 

なる 御 仰せ。 某が 討 取りし 親の 敵と 申す 

は。 冠の 域を拔 出で し。 林 丈左衞 門と 申 

す 者。 我が 父 空 之 進と 聊かの 論に より。 

父 を 欺し 討ちに 討った る 事。 其 無念 止む 

事 を 得す。 何と ぞ仇を 報ぜん と 主人へ 敵 

討 を 願へ ども。 軍 中と て 取 あへ なく。 剩 

へ 敵 丈 左 衞門は 淸水宗 治 殿に 預けと なれ m 

本 

ば 心に 任せす。 .S しく 月日 を 送る 內。 ：w  ^ 

度の 合戰 に付き。 久吉 公の 計略に て。 1 K 


城： 共 龍の 如く。 水底の 藻屑と ならん は 

治 { せ 然れば 父の »s 憤 を 散 ぜん 時節な し 

と。 i を 窺 ひ 本望 は 達し たれ ども。 御赦 

しなき 敵 討。 いかなる 咎め あらん も 知れ 

す。 惜しむべき 命に は あらね ども。 亡き 

兩 親の 跡 をも營 み。 共 上に て 切腹 致す 我 

が^ 念。 《- 暫 しが 程の 御惠 み。 御開き 屆 

け 下さらば。 忘れ 置か じと 手を摺 つて。 

賴 めば 正淸 につ こと 笑 ひ。 《«ホ 、事 明白 

なる 汝が願 ひ。 尤も 其理 なきに は あらね 

ども。 敵々 たる 此 時節。 諸卒の 疑念 も 如 

y  *、  けんりょ 

何なり。 萬 事 は 主人の 賢慮に あらん。 日 

も 早 や 西に 傾けば。 ィザ 同道と。 《- 正淸 

が 深き 心の 計 ひや。 士卒 来れと 夕 映の。 

下知の 詞に。 ハ 、はっと。 立 上れ ども 內 

心 は。 久吉 討たん 血氣の 若者 毒蛇の 口 

の 。水 筋 を。 ハズミ 7 シ伴 ひて こそ 行 過ぐ る。 

フシ 向う 遙か に。 漕ぎ 渡る 主 は 誰と も 白浪 

を。 衡と 衣の 擦 無常。 急ぐ 船路 や 行く 空 も 


浮世。 なりけ る -幾 (次第な り 

同 四日の 段 

* 東魚來 つて 四海 を吞 む。 西 鳥 来って 東 

魚 を くら ひ。 四海 旣に穩 かならざる。 戰 

場の 地の利 を 窺 ふ山傳 ひ。 近習 召 連れ 隆 

景は。 7 シ しづく 谷間に 立 休ら ひ。 K 

ャァく 方々。 此 度の 合戰 誠に 武門の 晴 

いく  3  *; だ.. "ろ 

れ軍。 郡の 枝 尾 田が ために 悉く 落城に 

及びし 上。 軍 慮に 賢し き淸 水が 域 廓。 久 

吉が 謀に 乗ぜられ。 入水と なりたる 高 松 

の 味方 を 助けん 其爲 に。 《- 遙々 此 土に 陣 

を 取れ ども。 敵の 耍害强 くして。 味方 を 

てビて 

救 はん 術な く。 三 家の 心 もまち， （- たる 

A ォ？ 4  く  t ろ  けん さつ 

に。 三澤久 代が 非道の 企て。 隆景が 見 察 

達 はす 白狀の 上。 國元 へぼつ 返し 禁籙申 

付けし 上 は。 敏 方へ 裏切りな さん 妨げな 

ければ。 先づ此 山の 頂 に 塞 を Si ひ 敵陣 

を見づ もり。 明日 中には 攻め か、 り。 敵 


の 勇氣を 試みん は サァ/ \ぃ かに./ \。 翁 

本 

、ノ  、 、 、仰せ 迄 is- 候 はす。 我々 ども は 先 太 

L  f  功 

手 を 乞 ひ 請け 雜&- の 合戰。 一 命 は 風前の 記 

ちり  >,ん てつ せんぺん II ん くわ 

塵 義は金 幾。 千變萬 化と かけ 破り。 さし 

も 名 を 得し 久吉 が。 頭 を 取らん な 驟 く 

內。 御 心安く 思 召せと。 7 シ實に 勇し く 

見えに ける。 W 色遙か 向う に 人 音 は 何者 

なる かと 見やる 內。 現世 未來を 一 寺に 納 

め。 大地の 僭 都安德 寺。 清水が 妹 玉露 

娘 e フ、 y 伴 ひ 歩む 一 木の 影。 * それと 見 

るより 手 をつ かへ。 ぉハ ァ隆景 公に は 御 

健勝の 體恐悅 至極。 拙佾 今日 清水 長左衞 

門樣 へ御陣 見舞に 參 りし 處。 妹 御玉 露樣 

を 以て 何 か 密談の 裤使。 味方の 諸士 にも 

心 置く 篛域。 幸 ひなる 安 德寺誘 ひくれ よ 

との 御賴 み。 委しき 仔細 は 存ぜね ども。 

これまで 同道 仕る と。 * 申 上 ぐれば 玉露 

も。 面 は ゆげなる 顏を 上げ。 5«女0 あら 

れぬ 事ながら。 敏の陣 所へ 使の 役。 隆 9 


2W 様の 御 賢！ i を。 伺 ひました 共 上と。 兄 

上の 指圖ゅ ゑ。 安 德寺様 諸共に お見舞 か 

た. <\參 りしと。 出す 文箱 小 梅 川。 

手に 取上げて 讀み 下し。 詞ム 、 一 口-和ま 

を 相 調 ひ。 事 を 計らん 計略 あれと。 先達 

て 申 遣 はせ し 所。 此 使に 惠虔 老。 淸 水が 

妹 玉露 を 差 越さん と は 面白し。 さりな が 

ら 大地の 住職。 敵陣への 使者と は 悼り あ 

れど。 他 M を 恐れる 密事の 大役。 足下な 

ら では 叶 ひ 難し。 垴 先づく 陣屋へ 入ら 

せられ 。暫時の 休息 あるべし と。 せ 詞の折 

もこな たなる。 茂みの 枝に 飛 逮ふ數 多の 

鴻が。 爭ふ 餌ば み。 隆景 きっと 打 詠め。 

m ハァ 、あれ 見よ。 只今 鳥類の 餌ば みの 

爭ひ。 思 ひ 合 はす は 昨夜の 夢。 我が 陴中 

へ 飛来る 村 鳥。 色めきた る Is を 御へ。 

塵 塚 山 をな したる と 見えて 夢散ぜ しに。 

目前 人 を 恐れす 餌に よる 鳩の 嘴 先にて。 

つも もの くわ 

责 めつ \ きたる ァレ あの 蔓物。 瓜 は 春 長 


の 紋所" 三つ 五つ は 五體を 表し。 其 身 を 

包む 衣服 こそ 敵の 城廊。 ィは源 家の 臣 

i。 我は淸 和の 末孫たり。 此蔓 物の 贝に 

よりし。 尾 田 春 長 を 一 戰に討 取るべき 神 

の吿 げか。 伍し は 敵に 變 ある 吿 げか。 地 

ハテ 怪し やと 明 慮の 大將。 尾 田 を 討った 

る 光秀が。 京都の 大變神 鳩の 不思議 は。 

フシ 後に ぞ 知られたり。 增 安德寺 進み出 

で。 E ハァ、 智 人の 仰せ 至極せ り。 唐土 

周の 世に 當 つて。 赤色の 烏武 王の 陴に泊 

る。 人々 怪しみ 迷 ふと 雖も。 大公 望 これ 

を吉 なりと 悅す。 果して その 詞に違 は 

す。 周武の 正に 天下と なる。 君に まつ 其 

如く。 今陴 前に 鳩の 集りき たると. S ふ は 

當 家の 吉瑞。 愚佾も そぐ はぬ 戰 場の。 役 

目 もや はり 此姿。 赤色なら ざる 此 衣の 頭 

ごかし に 取 入って。 强氣の 尾 田 方 取 挫ぐ 

も。 國 家の 御爲 天下の 爲。 玉露 樣 にも 御 

油斷 あるな。 ホ 、 、 、御念に 及ばぬ ぉ佾 


様。 わたし も 名に 負ふ淸 水が 妹。 见^ れ ^ 

聞き なれ 軍举軍 術。 夫に 迫り 力 を 合せ。 

味方の 怒り 兄樣 の。 無念 を 晴らす は 敵の 

大 將久吉 が。 お 討 取って 立歸 らん。 《- や 

はか 仕損じ. & すべきと。 詞凉 しき 玉露が 

怯める 色な き 武家 育ち。 了ン さも 勇し く 

見えに ける。 增色 か.^ る 所へ 味方の 郎等 

片山藤 太" 水に 浸せる 愁身 の。 汗 諸共に 

押 拭 ひ。 詞 仰せの 如く 水中 を 潜って 敵の 

陴 所に 近付き。 事の 様子 を 窺 ふ處。 地猶 

も 流る &水筋 を。 堰き 切る 手當の 石橹。 

詞 或は 土俵 蛇 籠の 用意。 これ を まゆる 淸 

水が 郞等。 詞 忍び入って 水 筋 を。 切らん 

と あせれ ど 敵陣の。 傭へ は 名に 負 ふ 加 藤 

正淸 近寄る 軍兵 事と もせす。 詞 おと 左に 

幾 立て^ 立て切 伏せられ。 地 水の 哀れと 

流れ 行く 清水が 勢の 敗軍 は。 目も當 てら 維 

れぬ 無慚の 有様。 斯くて 空しく 時日と 送 # 

らば M の^^と なり 行く 城兵。 御 賢慮 あ K 


つて 然るべ しと。 フシ 息繼ぎ あへ す訴ふ 

れば。 增隆景 は i;: 點 頭き。 ョ かく 迄 敵に 

取 切られ。 拔^ けして 高名 せんと は。 自 

殺 を 招く 清水が 城兵。 只此 上は惠 凄老宗 

治と 申し 談ぜし 如く。 玉露 諸共 久吉 が陣 

所へ 立 越え。 兩家 和睦の 計略 こそ 盱 要な 

らんと *- 隆景 が。 詞に はつ と 頭 を 下 

げ。 修羅の巷へ 出家の 身の。 入るべき 

害 はな けれども。 * 危急 を 救 ふも敎 への 

道。 玉露 様に は 御用 意 あれと。 勇み 進め 

ば 神妙 々 々 。 兩將 へ も 此趣具 に 某 言上 

せん。 *■ ィザ兩 人 も 本陣へ 同道 申さん 來 

られ よと。 物に 馴れたる 小 梅 川。 その 名 

かん K  の、 ふ  すぐ やき f< 

芳し 武士の。 刃 切れ 尖き 直 燒^。 毅 ひに 

截 ふ隆景 が譽れ は。 世々 に。 一一 i へ顯は 

せり 

同 五日の 段 

*M 嶙山撣 一 同して 風雨 烈しき 中國 の。 


i** づ  V- んや； -t ら， i づ 

物騒がしき 蛙が 鼻。 久吉 公の 陴館。 亂杭 

高 垣 幕 結 ひ 通し。 兵 具 ill しと 拉 べし は。 

フシ 事 嚴 重に 見えに ける。 *P 太 郞兵衛 治 

郞兵衞 と 呼び集め。 落葉 祜枝を かき 寄せ 

て。 7 シ濕氣 を 拂ふ雜 兵 ども。 一つ 所に 寄 

り 集り。 何とかう した 所 は。 かんしゃ 

う ゆうの 煙と 出かけた。 ヲ 、サ 今に 

1- ゆせん U 

も合戰 というたら 戰 場の 切 合 ひ。 集錢出 

しの 飮み噎 ひ。 軍 場の 小 商人の 手 目上げ 

させて やらう もの。 何 をい うても 長の 籠 

被。 我が身で 我が身の 儘ならぬ と。 * 重 

き 口から。 さぞめ き。 ちんぷん 勘 六 智慧 

あり 顏。 へ 、 、 、尤もな り。 7 シ勇 しし。 

# 某 とても 戰 場に 出で立ち なば。 かの 唐 

土の あぼす 東 六が 奇計 を 以て。 鐘 先 尖き 

餅 田樂。 串 ざしながら 摑み噴 ひ。 鬼 殺し 

と兑 るなら ば。 あたり 次第に 飮乾 して。 

とい ふ 大敵に は。 ia 逃げ。 飲 恐げ。 

早い が 勝ちと 總々 が。 咄 しの 耳 を。 フシ 


突拔く 鐘。 スリャ こそ 軍が 始まる と。 お 

*" 達者な もの は 口ば かり。 足 も。 7 シし 太 

功 

どろに 立って 行く。  スハ事 こそと 加 藤 記 

正淸。 一 間 を 出づる 庭先へ 雜兵 一 人 a 來 

り。 司 只今 遠見いた せし 處。 怪しの 兩人 

陣中 さして 參る よし。 引捉 へて 詮議に 及 

び 候處。 郡 高松兩 城より 使者と して。 女 一 

人佾 一 人。 通し ませう やと 伺 へば。 ホ、 

使者と あれば 捨てても 置かれす。 案內致 

せと 追 立て やり。 《> 待つ 間 程なく 取次 

に。 フシ 從ひ來 る 葉月の。 使者 は 二八 

のむ S 形。 振の 袂に 名香の。 尊き 寺 情 諸共 

に 7 シ 使者の 座に こそ。 著き にけ る。 堆正 

淸 威儀 を 繕 ひて。 詞 これ はく 郡 高松兩 

城よりの 使と あって 珍事の 御兩 人。 お 使 

者の 趣 承 はり。 加 藤 取，^、 仕らん。 * 様子 

いか， V と正淸 が。 尋ねに 愛 持つ 玉露が。 

K ハァ、 正淸樣 とやら お 取次の 段 御苦勞 > 

に 存じます。 自ら は 高 松の 城將淸 水宗治 9 


が 使 玉露と 申す 者。 清水 申 越 さる k 趣 

は。 此方の 家中 浦邊山 三郞と 申す お 若 i^， 

樣サァ 其 山三郞 不慮に 城 內を拔 出で たる 

不忠 者。 御 匿 まひの 由 承 はり。 早々 使者 

を 以て 所望に 及ぶ と雖 も。 御歸し 下され 

ざる 段 我々 ども 不審 晴れす。 もしゃ 使の 

ぷ ねんぶ こつ 

不念 無骨なる 事ば しあって。 武士の 意地 

を 立てぬ き 御歸し 下されん も 計り 難し。 

此度 は汝參 つて 御機嫌の 伺 ひ。 同道して 

立 歸れと ある 使の 口上。 御前 宜しく 御披 

露と。 * 詞の あや も 玉露が。 7 シ詳か 

に相述 ぶる。 S 安 德寺詞 を 正し。 詞 玉露 

の 申さる  > 通り。 浦邊山 三郞は 郡の 家人 

同然 故。 此方よりも 使 を 立つ ると 雖も御 

承引な きに よって。 頭 役に 愚僧が 使。 《- 

兎にも角にも 貴所の 御 執 成 偏へ に 頼み 存 

すると。 頭 を 下 ぐれば 加 藤 正淸。 何事 

かと 存ぜ しに。 浦邊 について 咋 日と いひ 

今日と いひ。 か 事 も ありさう なる 三 家 


の 胸中。 軍 は 脇へ 取 置いて。 幅原梶 田の 

勇 特等 馬 を 出さる &は。 この 虎之助 一切 

合 點參ら ね ども。 女 儀の 使 出家た る 御 方 

を。 追。 返す も 大人げなし。 取次 は 致し 申 

さんが 暫時 隙い る 事 も あらん。 あれなる 

1 間に 相 待 たれよ。 《- 然 らば 後刻と 式禮 

目禮。 玉露 引 連れ 安德寺 ォク- 左右へ 

へこ そは^れ 行く。  朱 明の 空 も 一 面 

の。 雲 かけ 隔っ浮 草の。 浪に。 漂 ふ 山 三 

郞。 又 降る 雨に 足音の 粉れ 出づる もしめ 

と。 フシい と 憂さ を や 重ぬ らん。 

«■ 色 後の 此方に 玉露が。 物音 窺 ひ 立出づ 

る換も そっと 人目の 關。 盡 きぬ i の 額と 

顔。 なうな つかしの 山三樣 御身に お 怪我 

はな かりし かと。 鎚 り 付いた る 振袖の！ 

ぶ 翼 や 連理の 緣。 妹脊。 フシ わりな く 見 

えに ける。 詞 これ は 思 ひがけ もな き 玉露 

殿。 何故 爱へは 来られし な。 サイ ナ此拔 

中へ 入 込みし も 兄樣の 深き 御 思案。 お前 


に 逢うて 力 を 合せ。 眞柴を 討てと くれぐ 5S 

れの 仰せ。 首尾よく 仕 果せ 立歸 らば。 誰 

憚らぬ 夫 中。 せ 手柄 を 見せて 下さん せ 

と。 夫顿 みの 女氣 は。 フシ 胸に 遣 瀨ぞな 

かりけ る。 ホ、 我 もやた けと はやれ ど 

も。 一 かたならぬ 名大 將。 猿 冠者の 猿智 

慧と 聞きし に 違 ふ眞柴 久吉。 此 軍配に 我 

我し きが 及ばん や。 所詮す ごく 高 松へ 

は 歸られ す。 淸水 殿への 申譯。 只今 腹切 

り相果 つる。 其方 は 立 歸り此 通り 傅へ て 

給べ。 地 さらばと ばかりに 柄に 手 を。 か 

くる 夫に 槌り 付き。 マァ 待って 下さん 

せ。 姬 御前の 身で 敵 城へ。 お 使者に 来る 

も 何故 ぞ。 お前に 逢 ひたさ 顏見 たさ。 《- 

死なば 一 所と 語ら ひし わたし を 振 拾て 死 

なう と は。 聞えぬ わい な 胸 欲な。 わたし 

を 先へ 手に かけて 殺し て やい の 我が 夫 箱 

本 

と。 命惜 まぬ 武家 育ち。 淚 色めく I 戀の 太 

功 

袂は。 フシ 戀の 淵な らん。 * 色淚隱 して 記 


山 三郞。 8 ャァ いらざる 繰言 t- まれよ。 

敵へ 漏れて は 互の 恥辱。 *- そこ 放されよ 

と 突き くる。 ィャ くく。 わたし も 

俱 にと ゆ ふ 後。 ャレ 早まるな と 聲をか 

け。 立 出づる 眞柴筑 前ノ守 久吉。 H 髙松 

より 使者に 來 りし 玉 第へ。 山 三郞を 返し 

與 ふる。 又湘邊 へは此 書面。 久吉が 心 を 

こめし 淸水 殿へ の^り 物。 この 役目 仕果 

せな ば拔 群の 髙名 手柄。 はやく 小船に 

て歸 城せ よと。 《- 差 出し 袷 ふ 情の 賜物。 

共 文章 は 知らね ども。 一 先づ 城へ 立 M り 

共 上 生死 を 決せん と。 心 定めて おし 戴き 

足早に こそ 駔出 づれ ば。 夫の 跡に 引 添う 

て 命の 親の 久吉樣 と。 悅び足 も 地に 付か 

す。 7 シ飛 ぶが 如くに 立歸 る。 《- 色 又も 

聞 ゆる 陣 鐘に つれて 甌 来る 女 武者。 金石 

た- 3 わ. r れ，/ 'tt ん H 

ならね ど 王 鋭 离_ ^を亂 し 都より。 夜 を 

n に權 いだる 阿野の 局。 K 久吉 公に 御 見 

參と。 * 支 ゆる 組 子 事と もせす。 7 シ廣 


傳ひ 歩みく る。 ャァ者 ども 某に 逢 はん 

と ある 女 武者。 曲者な りと も 何程の 事 や 

あらん。 對 面して 取らせん す。 者 ども 引 

けと。 IP 御 下知の。 聲聞 取って 阿野の 

局。 ャァ 久吉殿 かと. S ふを柙 へて 傍 を 見 

通し。 as 音 高し/ \。 御 自分の 形相 一方 

ならす。 一 大事の 注進なら ば。 敵へ 漏れ 

て は 味方の 非運。 心 を 付けて 物語 ら れ 

よ。 *? 腹帶 しっかと。 フシ 卽 座の 氣付 

け。 E サ、、 、樣子 は 如何。 何と./ \。 

ハ ァ 、 されば 候 春 長 公に は 安土 を 出立 ま 

し ，/\ -て。 都 本能 寺に 入らせ 給 ひ。 中國 

加勢 の 御手 配り 諸 軍 を 催す 時 こそ あれ。 

せ 逆臣 武智が 夜 討の 企て。 フゥ何 光秀 

が 謀叛と や。 シテく 勝利 は 如何に 如何 

に。 ハ ァ、。 明 くれば 二日 子の 下 刻。 *- 

水 さへ-音 なき 眞 の 闇。 早ゃ洛 陽に 亂れ入 

り 夢 驚かす 俄かの 戰場。 ほ 太刀よ 具足 も 

乏しき 寺 內。 數 萬の 敵 は 甲胄に 身 を 阁 め 


たる 小手 臑當。 《_ 味方 は 薄 衣 綾錦。 濃杠 0 

の 玉 禅。 お 自ら 始め 蘭 丸 兄弟。 死地に 人 5^ 

く  h-? じゃミ  く  t  ^ 

ったる働きに^^裏方丈も忽ちに。 血汐暖 記 

どる 慠羅道 0。 巷に 迷 ふ 築山 かげ。 射つ 

つ 射られつ 切つつ 切られつ 剣の 山。 八 寒 

地獄と なる 鐘 は 五臓 を 射拔く 君の 弓勢。 

先手の 軍兵 一 筋の。 能に つらなる 三人 五 

人 恐れ をな して 引退く。 ほ シテく 君に 

は 御 安泰に てまし ます か。 氣を 付けられ 

よ 阿野の 局。 ハツ ァ。 君に は 御 安泰に て 

まします か。 心許なし いかに， （-。 ハツ 

ァ。 申す も 便な き 事ながら。 運の 薪き と 

て 蘭 丸 殿。 田 島が 手 ：@ に 無念の 最期。 *- 

勝に 乘 つたる 光秀 方。 味方 は 接ら す 討死 

し。 K 春 長 公に て 御腹 召され。 シテ 11 一法 

師君 は。 若君 樣は紬 川 殿へ 落し 参らせ。 

一 一條の 御所 も I 時て 亡び 火中の 燎と 失せ 

給 ふ。 《■ 是ぞ筐 のお 家の 御 旗。 此 上は久 

吉 殿の 智略に て。 武智を 討 取り 亡き 我が 9 


君の 亡魂に。 手 向けて 給べ ゃ眞柴 殿と。 

死ぬ る 今 端の 際 迄 も。 君 を 大事と 張 詰め 

し 心の 花 もがつ くり と 折れて 散り 行く 貞 

心貞 死。 7 シ義 女の 鑑を殘 しける。 * 色始 

終の 大變 聞く 久吉。 .；^?;體忽ち壞敗に苦し 

め。 ス H テ 途方に 暮れて 居たり しが。 つ- - 

立ち上り 大 音聲。 ャァく 方々。 我 を 

謀^9女が不敵。 只今 某 切捨てた りと。 

* 諸 軍の 心 まよ はさぬ さすが 智 人の 名大 

將。 先立つ 主君 亡き人の 生死 はおな じ 梓 

弓。 ォ タリ HJ- ひに。 フシ こそ 入りに ける。 

If  7 シ 無常に 傾く。 夕陽 は。 坊主頭 も 伸び 

欠び。 時刻 移る と安德 寺。 H ヘン。 惠叆 

は ひ しづく 歩み 獨言。 a ハレ ャレ 

この 永の n 中 待せ て 置き。 返答 もせぬ 上 

に。 直 爪 はま だな 事。 接 屑 一 服 志さへ な 

き 大将。 主 腹ば かり 肥やす と ゆる。 餘 

りな 釣 付け 樣佛の 顔 も 三 家の 使。 歸 つて 

由。 * 申 上げん と 行かん とす。 K ャァ 


ャ ァ安德 寺惠叆 和尙。 何 所へ ござる 久 .nr: 

對面 仕らん と聲 かけられ。 ハ、、 、いや 

はや 愚佾は 生れ 付いた る 近飢。 餘 りの 隙 

いりに』 &だ 腹中， 窮 困に せまり。 一 鉢の 御 

芳志に 預り 度く。 勝手へ 參 ると いふ を 打 

消し。 ハテ さて 久吉が 志の 供養 ある 事 

を。 K 前 見捨て & 歸られ るお 佾の 心底 訝 

かし。 そこ 動くな と * 眞柴 久吉。 障子 

を さっと 押 開き。 上段に 飾り 置いた る 金 

鴨の。 煙も薰 する。 7 ン手向 草。 * 色 心 

憎し と 尻目に かけ。 S ャァ大 將の詞 とも 

覺 えす。 出家た る 我 を 訝り 動くな と は。 

物 を 知らざる 今の 一 言。 ャァ い ふな 惠 

璦。 都の 大變立 聞きして。 郡へ 注進 せん 

す 心底 隱 しても 隱 され まじ。 軍勢 を 引 入 

れ。 修羅 を 導く 惡僭。 寺領が 望み か 知行 

が 望み か。 返答 聞かん と。 地 未 前の 眞柴 

屈せぬ 惠虔。 大口 開いて 高 笑 ひ。 《«ハ ヽ 

、 、ャァ ぬかしたり 猿 冠者。 愚僧 を捉へ 


惡 僧と は 何の 癡霄。 おのれが 主たる 春 長 ^ 

は。 伊吹山の 鬼の 再来。 諸 寺 諸 山まで 责 

め 苦しめ。 沸 敵 通れす 本能 寺の 庭に 於て 

野仆れ 死した る 尾 田の 幕下。 主に 劣らぬ 

暴れ者。 五畿 七道で ia ひ 足らす。 この 中 

國 まで 攻 下り 民家 を 苦しめ 人種 を絕 やさ 

ん とする 魔王の 根元。 亡ぼし 絶やす が佛 

の 役 希代の 名劍請 取れと。 S はっしと 打 

てば 確乎と 止め。 .^ハ 、 、 、出家に 似合 

はぬ よき 嗜み C 童 劣りの 坊主が 惡ロ。 久 

吉が 耳に は 入らぬ。 ま KI 相手に なりたく 

ば。 天地の 道理 成佛の 明らかなる 事 を 悟 

りし 上。 相手に なって 取らせん と。 *- 飽 

く迄嚴 しき 嘲弄に。 奧齒碎 くる 無念の 眼 

中。 つかく と 立 寄り。 眼 尻 逆立て 息 を 

つぎ。 K ャァ 威勢に 募り 人 も なげなる 今 

の惡 言。 當 時安德 寺の 大寺を 踏へ る此 0 

惠虔。 童 劣りと は 何 をい ふや 久吉。 ホ、 は 

たと へ大 寺の 名 僮たり とも。 心中に 六道 記 


の 迷 ひあって は。 成 佛の道 思 ひも 寄ら 

す。 汝が 目より 魔王と 見拔 きし 某が。 天 

地の 道理 を 知らせん すと。 * 惠瓊を 目が 

け 打 掛け 給 ふ 以前の 蓮 花 衣。 これ は 如何 

にと ためつ すがめ つ 見て：^ り。 覺 えの 袈 

裟は矢 作の 橋に て。 天下 を 得る と 見付け 

置いた る 奴 si- かと。 フシ 呆れ果て たるば 

かりなり。 增久吉 につ こと 笑 はせ 給 ひ。 

a いかに 惠 W 老。 其 時は臺 無. しの 一 文 

奴。 算木 書物 も當 てに はならぬ と 貴佾の 

詞。 後の 證と其 時に 申請け たる ソレ 其袈 

や はぎ  さラ めん 

裟。 矢 作の 橘に て 我が 相 面 見付けし 貴惜 

の 天眼通。 此久吉 が 望む 出世に あらね ど 

も。 天 より 生す る惠 みなれば。 惡 しくな 

思 ひそ 惠達 殿。 3 此上は 尾 田と 郡の 和 を 

結ばる-が 出家の 役。 よも や 遠變は ある 

まじと。 埴明 智の詞 に安德 寺。 頭 を 指 付 

け 招 付けて。 3" ハァ、 理非 明白た る 御 仰 

> んこ  よる A ちん 

せ。 劇 狐と いへ る 物 は。 夜 は 微塵の 虫 を 


も 見れ ども。 晝は 大山 さ へ 見る 事 能 は 

す。 此 坊主 もまつ k.s く。 御身 黑 どんた 

る 日陰の 其 時 はよ く 奇相を 見 分 くれ ど 今 

天下に 名 を 得。 武威 白晝に 輝く 時 は 相 見 

あた はす 見損 ぜし訓 狐に 等しき 此坊 主に 

和議の 御 i は 冥加 極、 仰せに 從ひ 和談整 

へ 奉らん ホ 、早速の 會得 はさ すがの 名 

僧。 一 刻 も 早く 急がれよ と。 《- 仁者の 詞 

にハ 、はっと。 天より 照らす 久吉の 威勢 

に 恐れ 引き か へ す。 道 は 道な り 明らか 

な。 フシ 心 照らして 立歸 る。 坤色跡 見送つ 

て久吉 公。 心 を 凝す 軍 慮の 庭先。 見越の 

松が 枝 はっしと 射た る。 矢文 はいかに と 

立 寄って かなぐり 開けば 返書の 實名。 淸 

水が 自筆 一 紙の 血判つ らくと 讚み 終つ 

て 表に 向 ひ。 K ホ、 高 松の 城主 淸水 氏。 

眞柴 久吉が 一 書の 胸中。 射拔 きし は逋れ 

逋れ。 此上は 三流 を 切 落し 諸人 を 助け 與 

ふべ し。 いざく 是 へに * 清水 長 左衞門 


宗治。 豫て 期した る 討死の。 弓矢 打 捨て f 

庭 上に どっかと 坐し。 a: ヱ 、天運 强き久 太 

吉殿。 只今 射 込みし 矢文の 返書。 いよい 記 

よ 御 承知 下さる 上 は。 味方の 助命 賴み入 

ると。 *- 鏜脫ぎ 拾て 腹 一文字に フシ 引 切 

る 苦痛。 《• 色 夫の 跡 を 慕ひ來 る。 妻 は 手 

負 ひと 見る よりも。 なう 痛 はしゃ 悲し や 

な。 斯うした 御 最期 させまい ため 郡 一 家 

の 人々 より。 わたし を 以ての 御敎訓 無に 

なすの みかいた いけな。 此子は 可愛うな 

いかいな と 夫 に 縫り 伏轉 び。 フ シ 前後 も わ 

かす 泣き 居た る宗治 苦しき 目 を 見開き" 

詞ャァ 愚 や 女房 何 繰言。 郡 三 家の人々 は 

某が 胸中 をよ く 御存知 そち 達 親子に 今生 

の。 暇 乞 ひ を させんす 爲の御 情。 ハ ァ 、 

冥加な や。 フシ 有難 や。 * 色 一歳の 時よ 

り も 1*1 ひ 込んだ る大祿 の。 恩義 はいつ か 

謝すべき ぞ。 詞 それに 引き かへ. V 知の 

1^ ベ 主恩に 命を捨 つる。 數萬 人の 最期 を ゆ 


御 * 早 

記 功： * 


ば 助けん 爲の此 切腹。 玉露 山 三が^ 書の 

使 心 を こめし 久吉の 書中。 味方に 取って 

は 盲 飽の浮 木悅べ 女房 何 吹え る。 氣を張 

めて 悴 をば よき 武士に 仕立て上げ。 主 

に 忠義 を 怠るな と。 S 高 松 一 の良將 も。 

子 故に くらむ 深手の 苦痛。 見る に 付けて 

もい ゃ增る 夫の 最期 稚兒の 行末 思 ひやり 

梅 は 女の 淺 い. 心から. - 太 I- の 仰せ 誠ぞと 

斯うした 別れ 知らす してお 跡 を^ ひ來た 

もの を 暇 乞 ひ さへ ろくく にい ひたい 

事の 數々 を。 いつの 世い つの 添 ひぶし に 

語らう も のぞ 情な や。 アレ^-! /(\何 に 

も 知らぬ 稚兒 さへ。 虫が 敎 へる 寢覺 めの 

愛て うちく は 父上の。 今 は を拜む 合掌 

ぞ やと 抱きしめく 伏轉 びた る女氣 を。 

不便と 察する 久 吉公堪 へこた ゆる 宗 治が 

恩愛 一 度に 保ち かね 淸水。 浦き 来る はら 

く 淚血水 川 邊に浪 越えて 土 i 吹 飛ばす 

如くな り 哀れ を 見捨て i 眞柴久 吉彼所 を 


屹度 打 見やり。 詞ァレ くく 見られよ 

兩 人相 圇を 以て 川筋の 土 使 岩石 嫌 ひな 

く。 切って 落せば あり.， （-と 平地と を さ 

まり 城外へ。 遁れ 出で たる 老若の 悅び 

の聲 鯨波。 コレ 見物 あれと 大將 の。 敎に 

はっと 心 付き。 EH  、幸 ひなる かなこれ 

に 物見と。 地 ォクリ 跪 ぼひく 腹帶 しっか 

と 白 布の。 高見 を傳 コ ハリ攀 登り。 見 

開く 険に高 笑 ひ。 ハ 、 、 、女房 悅べ。 死 

後の 思 ひ出此 上な し。 浮世の 夢 も 今日 限 

かもめ  ミき のこ 5 

り。 地 昨日の 敵 は 群れね る 白 se。 鯨波と 

覺 えし は。 SSff 風と こそ。 フシ 聞え けり。 

地色 我 は 朝の 露と 消え 淸 水流 る X 柳 か 

げ。 しばし が 程の 世の中に 心淺 さぬ おさ 

らばと。 白 布 解かん と。 フシす る 所へ。 

K ャァく 宗治暫 しく。 小 梅 川 隆景。 

いった いす， Qy よ 

安德 寺が 理解に よって。 尾 田家 一 體水魚 

ちな A 

の 因。 見届けて 成佛 あれと。 せ聲 諸共に 

大將 隆景。 衣紋 改め しづくと 入来る 跡 


に安德 寺。 手に 捧げた る白臺 は- 神 文と ^ 

こそ 見えに けり。 互に 和議 を 取 納め" 惠 

虔は 神文柙 戴き。 K ハァ、 目出度く 和談 

整 ふ 上 は拙佾 はお 先へ 歸り。 久吉 公の 御 

神文兩 家へ さし 上げ 奉らん と。 堆禮儀 も 

足 も 勇み立ち。 フシ 衣し ぼって 歸らる 

る。 《 "久吉 は詞を 改め。 《p 兩家和 順に 及 

ぶ 上 は 何 を か 包まん。 主君 尾 田 殿 都 本能 

寺に 於て。 武智が 爲に御 落命と。 地聲搔 

曇る 一 15^。 萬 里に みちて。 袖し ぼる。 色 

驚く 人々 制する 眞柴。 弛み を 見せ じと つ 

つ 立ち上り。 K 主人の 敵武智 光秀。 都に 

上 り^ひ 軍 三 家の 助力 ある や 如何にと。 

せ M  くより 隆景 につ こと 笑 ひ。 SS ホ、 軍 

の備へ ありながら 手 を 空しく せし 味方の 

若者。 地 研ぎた て 置いた る 弓矢の 手前。 

願うても なき 後詰めの 加勢。 詞隆 景采を # 

なし 申さん。 ホ ヽ 、 、賴 もしし c。 

や 上京の 用意 をな さん。 者 ども Eh くと 


下知に。 *- 加 藤正淸 始めと し 人馬 狭し 

と 7 シ居 ならんだり。 增 憂 ひに 沈む やり 

梅 を 諫め 宥めて 隆景 公。 ヨ 父に 劣らぬ 武 

ゼと小 梅 川が 成人 させん。 K 心殘 さす 旅 

立ちと。 籠る 情に につ こと 笑 ふが 暇 乞 

ひ。 此 世の 念も宗 治が。 忠義の 家名 稚兒 

をもう り 育つ る 仁者の 道。 雲 きれ 空も靑 

靑と。 天王山の 晴れい くさ。 名 をと る 射 

とる 弓矢と る。 B< 下 を 鳥の 聲 につれ。 い 

ざ や 武智を 討たん すと 勇む 正 淸兩將 も。 

都 を さして ユリ Ills へ 出で て ゆく 

同 六日の 段 

地 扨 も 逆賊 か智 光秀。 多年の 恨み 一 戰に 

春 長 父子 を 討ち 奉り。 妙 心 寺に^ を 構へ 

勝ち誇つ たる r^s 軍の 勢 ひ。 俱に 威風 を顯 

はして。 ォ。 シ備 へ。 シ嚴 しく 守り ゐ 

る。 《- 中央に は 光秀の 母阜 月。 の 上に 

座 をし めて。 ィャ ナウ 四 王 天。 Jfs 何事 も 


見ざる 聞かざる 云 はざる に。 咄が あらば 

嫁女i^、申待。 ゆるり と 聞かう ドリ ャ。 《■ 

奥へ 行って 夢で も 見 ましよ と。 立つ を 引 

止め 田 島 頭。 詞後窒 樣の御 立腹。 其理な 

きに は あらね ども それ は 一 途 Q 思 召し。 

幕下と なって 春 長へ。 身 を 寄せ 耠 ひし 御 

大將。 *P 時 を 得て 其 機に 臨む は。 天の 時 

を 知る とい ふ。 何と ぞ 御機嫌 直 されて 光 

秀 公に 御 對顔。 偏に 賴み 奉る と。 願へば 

倶に嫁 操。 只 幾重に もと 手 をつ いて。 願 

ふ 心の 夫 思 ひ。 ス子ァ 道理に も 亦 殊勝な 

り。 s# 月 は 少し 面 を 和らげ。 それ 程 

に 迄 倚の 衆が。 頼み を 聞かぬ も 年寄の 片 

意地。 そんなら 息子 殿の 歸り 次第 奥へ 知 

らしゃ。 コリャ 女子 ども は 来て 腰 を 打 

て。 ャァ エイと 》-老 の 立 居 も 重々 と。 

嫁が 介抱 四 王 天。 フシ 引 添うて こそ 入り 

にけ る。 《- 斯く たる 世に も 花 開く。 色香 

もしる き 初 菊が。 奥の 透 間 を 立ち 出で 


て。 《5 ほんに マァ此 十チ、 郞樣 は。 氣な榕 

お 方で は ある わい なァ。 こちの B:3 ふ樣に 5 

？  功 

もない。 間が な 透が な軍舉 とやら。 色の 記 

道に は辣 いので。 一倍 心 を 痛める と。 《- 

女心の 物 思 ひ 後に 立 聞く 十 次郞。 初 菊 殿 

これに かと。 いふ 聲 聞いて。 K ャァ十 次 

郞樣 か。 H  、聞えぬ わい なと *? ばかりに 

て 跡 はえい はぬ。 おぼこ さは。 赤らむ 顔 

に顯 はせ り。 《s これ は又嗜 みやいのう。 

又してもく。 顏 さへ 見れば 恨みの たら 

たら e 親 * の 許し を 受け。 コレ 未来 永，々 

變らぬ 女 夫。 少しも 隔て はな いわいの。 

ァ 、ィ H/\ づん ともう ァ タ辛氣 な。 永 

永と やら 未来と やら。 *? 其 先の世 は。 知 

らね ども。 緣を。 結ぶ の 神様が。 御苦勞 

なされ ii; 髮 子の。 振 分け 髮の其 中から。 

あれと 是 との 結び 合 ひ。 親の 赦 しも ある 

の を。 つ ひに 一 度の 逢 ふ 瀕さへ 無い は。 

餘り 胴欲な。 お 情ない と娘氣 の。 胸の あ W 


りたけ かき ロ說き 恨み。 了ン っぞ 道理 

なり。 《- 思 ひ は 同じ 十 次郞。 ほハテ もう 

今迄 は 不調法。 以後は急度^^む程に。 コ 

レ赦 してた も，^。 そんなら 願 ひ を。 ハ 

ひな づけ 

テ誰 憚らぬ 許嫁。 世間 廣ぅ 遠慮 は い ら 

ぬ。 ェ、 11^ なや 嬉し やと。 《- ひったり 抱 

付く 妹と 脊に。 わりな く 見えし 7 シ緣 

なり。 折から 蟲く の 音。 光秀 公のお 

W びの  t よてい 

歸 りと。 知らせ に^り 飛 退く 二人。 所 鱧 

1^ ふこな たより。 妻の 操 も 出で 迎 へ。 

7 シ 待つ 間 程なく 立歸 る。 武智十 兵衞光 

秀。 武威 森 かす 强將の 常に 變 りし 7 シ 

託 顔。 《- 席 を 改め 詞を 正し。 S ホ、 、三 

人と も 出迎ひ 大儀 f シテ母 人に は斜 機嫌 

よくお 渡りな さる か。 サ アイナ ァ 先程 も 

田 島 頭と 自らが わつつ ロ說 いつ。 どうや 

ら 斯う やらお 口が 和らぎ。 母公樣 とも 睦 

じう。 ム 、 ホ それ は 重 US 出かいた く。 

さあら ば 直ぐ様 if 對面。 ィ 、 ャ それに は 


及ばぬ。 が 直々 參 らんと 增聲 うちか 

け を 引き かへ て。 木綿 布 子に 風呂敷 包 

み。 に ちょつ こり 賤の女の。 姿見る よ 

り 驚く 人々。 操 は 傍に 招 寄って。 K 系圖 

しき 武智の 御 家。 殊更 四海の 武將 とも 

仰がれ 給 ふ 夫 光秀。 天下の 御 母公樣 とも 

いはる、 御身が 淺 ましき お 姿 は。 もしゃ 

お 心 違 ひし かと。 《- 尋ねに につ こと 打 笑 

ひ。 與ホ、 忝くも 淸和 源氏の 摘 流た る武 

智の 系圖。 元より 武勇の 家柄 なれば。 誰 

に恥づ べき 謂れな， し。 老 S は 寄れ ども 心 

は鐵 石。 渴 しても 盜 泉の 水を飮 ますと 

は。 お 身 達 もよう 知って ゐ やる 害。 》■ 心 

機れ た 我が 子の 傍。 片時 も 座 を 同じう せ 

んは 我が。 日本の 神明へ。 恐れ ありく。 

はく  its  くせい  *5 んす -0 

伯 夷 叔齊を 習 ひ 只。 雲水に 從 うて 出で 行 

く 母。 これが 此 世の 別れ ぞと。 義强き 母 

も 恩愛の 淚 紛らす 有 樣は。 7 シ いと 。哀 

れぞ增 りけ る e  «" 光秀 は默 然と さし 俯い 


てゐ たりし が。 a 操の 方は淚 ながら。 Kn  M 

レ 申し 我が 夫。 母 様の 只お 一 人。 いづく を 

當 てと 長の 旅。 なぜお 止めな され ませぬ 

ぞ。 ホ 、不忠 不孝との 御輕 蔑み。 今更 申 

す 詫 もな く。 せめて は 母のお 心に 逆 はぬ 

が 寸志の 孝。 四海の 內は此 光秀が {A- に 

ある、 お止め 申すな 其 像々 々。ヲ 、さす 

が は惡人 程あって 根強い 魂、 * チ H 、い 

にんぐ hi  ui- 

はん 方な き 人外め と。 K む 目元に はら 

はらと 淚 かくして 立出づ る。 心の 張弓强 

弓の 引き ぞ。 煩 ふ 嫁 孫の 中に 悲しき 初 菊 

が。 これな う 申し 祖 i 樣と控 へる 手先。 

振拂 ひ。 ，シ 見返り もせす 出で て 行く。 墻 

わつ と 泣 出す 人々 を。 制し 止めて。 8 ャ 

ァく者 ども。 母 人の 御行 方 いづく 迄 も 

見届けよ。 御手 道具の 用意 々々と 光秀 

が。 墻 鶴の ！  IH 許 多の 軍卒。 簞笥長 持 挟 玲 

一  ォふ ひび や.，' のりもの  ^ 

箱。 其 外 雜具鎮 乗物。 w 母 公 樣 のお 姿 は 

を。 見失 ふなと 足早に 跡 を。 7 シ 慕うて 記 


急ぎ 行く。  《- 影 見送りて 光秀 は。 何 か 心 

に 打ちうな づき。 S 奧 操悴+ 次郞。 嫁 初 

菊 もろとも.^ へ 立ち やれ。 用事 あらば 手 

を 鳴す と。 心 ありげ な詞の 端。 アイと 

はいへ ど 立ち 兼ぬ る。 ャ ァぐづ くと 何 

を 猜豫。 早く 立てよ ときめ 付けられ。 心 

は 跡に 殘れ ども 親子 三人 打 連れて。 相の 山 

力， リ 是非な く。  .ff- へ 入相の。 フ. ン 鐘が 無 

常 を。 吿げ 渡る。 本 フシ 實に 物凄き 庭の 

面。 忍び 出で たる 四 王 天。 主君の 樣子 

如何 ぞと。 身 を 潜めて ぞ 窺ひゐ る。 それ 

と は 知らぬ 光秀が、 有 合 ふ硯引 寄せて。 

フシ 筆 ia ひしめ し。 唐紙の。 表に 何やら 

さら.^ ^./c-o 小 ォクリ かくと 0 見る より 

4. 次郞 膝き もせす 物陰に。 守り ゐ ると 

も。 白 書院。 只 一 心に。 フシ 書き 認め。 «_ 

筆投 捨て、 むん すと 坐し。 諸肌 くつろげ 

差 添 を。 拔 くや 玉 散る 氷の 匁。 や i 打 詠 

め兩 服に。 はら/ \淚 くひし ばり。 旣に 


斯うよ と 見えければ。 主 從小陰 を 走り 

出で。 ャレ 早まり 給 ふな 父上と。 取 付く 

十 次 郞四王 天。 鏡の 如き 兩眼 を。 くわつ 

と 見開き 聲震 はし。 S コレ 我が君。 コリ 

ャ こなた 狂氣 召された の。 今朝より 始終 

の 様子。 心得が たく 思 ふ 故。 萬 事 心 を 付 

くる 某。 物陰より 窺へば。 出かし 顏に辭 

せい  じゅんぎゃく  だいだ， -.-L ん！； 人  、 

世の 一 句。 順逆 1 1 門な し。 大道、 も 源に 徹 

す。 五十 五 年の 夢！^ め來 つて。 一 元に 歸す 

ちり もく 仁  . 

と は 何の 癡言。 君臣 見る 事 塵芥の.^ くせ 

ば。 臣君を 見る 事 怨敵の 如しと。 春長猛 

威に 增 長して。 神社 佛閣 を燒 失し 萬 民の 

Sn むる 暴惡、 神明 これ を誅 する に。 光秀 

の 御手 を 以て 討た し耠 ふ。 夭の 與 ふる を 

取ら ざれば。 災ひ其 身に 歸す。 左程の 事 

を 申さす とも。 よく 御合點 のこな た樣。 

切腹と は 馬鹿々 々しい。 人 は 知らす この 

四 王 天 田 島 頭。 殺す 事 罷りなら ぬと ，シ 

罟 丈 高。 K ヲ、 さ うぢ や/ \ 父の 命 は 我 


我 始め 萬卒に 至る 迄。 御 一身に 及ぶ 街 街 

卞 

命。 臣義を 守る とも。 君 これ を 補助せ ざ 太 

功 

る は。 それ 將とは 申されす。 增 只 生害 は a 

止まり 給 ひ。 下 萬 民の 苦しみ を 救 ひ 給へ 

とお 左。 7 シ淚 と共に 諫めの 詞。 *> 光秀 

はたと 横手 を 打ち ハ 、誤ったり /(\.。 

1 天の 君の 御爲に は。 惜しから ざり し此 

命。 暫しは 永ら へ 事 を 計らん。 * 先づは 

輪 旨 を 乞 ひ 請けて。 猶も 背かん 者 ども を 

悉く 誅戮 せん。 《s 急ぎ これより 我は參 

內。 汝等 二人 は久吉 が。 都へ 上る を 半途 

に 待 受け。 一 戰に ぼつ 返せよ。 イデ 装束 を 

と 立 上れば。 《" 近習 小姓が 心得て。 オ クリ 

運ぶ。 大紋立 烏 精子。 立 1^ に 著な す 骨柄 

±そ ほ  :h, 

は あたり 輝く 其駐 ひ。 早 や 引出す 栗毛の 

駒。 7 シ 光秀 ゆらり と打乘 つて。 港ャァ 

く 十 次郞。 a; 田 島 頭 諸共に 西 國へ馳 せ 

向 ひ。 必す ともに 油斷 なく 軍功 を顯 は，， - 

せよ と。 * 詞に はっと 51 王 H< ハ 、、、、恥 


君。 鄉 出陣に は 及ばす とも。 S 某 かの 地 

に 向 ひなば。 猿 冠者め が 素 頭 を 討 取る は 

手 裏に あり。 アイ ャ /\ 彼 もしれ 者。 定 

めて 遠き 計略 あらん。 コハ親 人の 詞 とも 

* えす。 父に 代って 某が。 * 軍 K 取って 

1 戰に。 敵の 首 i 檢に備 へん コ レ。 氣 

遣 ひ あるな と。 勇み 進みし。 7 シ 我が 子 

の 骨柄。 ホ 、 * 天晴れ./ \ 潔 よし。 我 も 

蹄より 出陣と。 手 網 かいくり しと 

んモく  くつ. C 

乘 出す 駿足 馬上の 達者。 轡の音 は 秋の 野 

の 虫に は あらで リン./. -/\。 綸旨を や 

がて 頭に 戴き 匁 向 ふ 玟原打 立て。 追 立て 

切 散し。 追 付け 四海に 羽 を 伸さん。 いそ 

ふれ やっと 逸 散に 大內 山へ と 一一 一重へ 急ぎ 

行く 

同 七日の 段 

*- つくわず. 0 んん 

* 攝化隨 緣眞實 に 無量の 惠み！ れ ざれ ど 

も。 佛敵 猛威の 春 長に 世 を 狭められお S 


成。 無念ながら も 杉の 森 砦 を 構へ ゅ&し 

くも。 寄 手 を 防ぐ 唯 一 が。 矢叫び の音閧 

の聲 天地に。 了ン滿 ちて 動搖 せり。 * か 

かる 險 しき 其 中に。 媚き集 ふ 腰元 ども 軍 

に 馴れて 氣は張 弓搏。 鉢卷 腰刀 さすが ゆ 

ゆしき 身の 備へ。 7 シ 中に 小 彼が 才發 

額。 《e ィャ なう 浪江。 なんと マァ騷 がし 

い 世界で はない かいの。 切った くと 切 

つつ はつつ を 世渡りに まだ 仕 足らいで 春 

長 殿。 慶覺樣 を 相 人に 取り 滑て らしい 軍 

事。 サイ ノウ 追 付け 如 來樣の 罰が 當り。 

首が ころりと 飛ぶ であろ と。 *- いへば 兵 

卒ロ々 に。 詞ヲ、 サ飛 ぶと も/^。.. 一向 

一 心に 固まった る 我々。 殊更 御主人 喜 多 

の 頭樣の 軍配。 石山に 於ても 度. の 勝 

軍。 ャモ 負ける 事 はけんに よもない 事。 

淺り 多い は 王様の 御 挨拶。 % の 役で おと 

なしく 丸う 納めて 慶覺樣 が。 石山の 砦 を 

引 拂ひ此 杉の 森へ 御陣 がへ。 ii 懲も なく 


又 寄せ かけた 尾 田の 大軍。 どっと 寄せて お 

も 不可思議 光如 来のお 力に や 叶 ひませ ぬ 

ぢ やない かいな。 あいな ァ あいな。 ヲッ 

ト 待ったり。 叶 はぬ 序にお いとしい は 若 

旦那 孫 巿樣。 尾 田と 和睦が 破れた ばつ か 

.1**? ご  て , -- 一？ t 

りに。 御 使の 越度 ぢ やと 爺 樣の御 勘當。 

なんと 可內。 御 詫びの 願 ひ を 一統に。 し 

て 見る 心 はない かい やい と。 地文 IR おろお 

^5  t  す \ りち  みづほな 

ろ淚愁 が。 唆 上げた る水涕 も。 忠義の 

はしと。 了ン 殊勝な り。 《> かくと 漏れ M 

く 一  間より。 孫 市が 妻の 雪の 谷。 我が 子 

の 手 を 引き しとやかに。 出 づる姿 もお の 

づ から。 思 ひ ある 身の 打 萎れ ほんに 主な 

り 家来な りと。 思うて 優しい 其方 達が 

志。 聞く 嬉し さに いと 1- 祸。 悲しき 夫の 

お 身の 末。 どうなる 事と 自らが。 心の 內 

を 推量して 給 やい のうと ありければ。 翁 

腰元 はじめ 士卒 ども。 7 シ顏 見合せ て詞 太 

なし。 * 娘 松 代 は 母の 顔。 打 詠めく。 記 


！ sn レ 申し 母樣。 お まへ は 何 をむ づ かる 

ぞ。 同じ 樣に皆 迄 も 何 を 泣き やる。 早う 

父樣ゃ 弟の 重 若 を 呼びまして 来て くれや 

い。 此間の^^？書をぉ目にかけて。 春めて 

貰 ひた いわいのう。 ヲ、 * めて 貰 ひた か 

らう。 そなたよ りこの 母が 逢 ひたさ は 山 

山。 暫 しが 間 も 母の 傍。 得 離れぬ あの 重 

若。 き 定めて 泣いて ばっかり ゐる であ 

ろ。 可愛い の 者 やと 喰 ひしば り。 泣く 音 

を 包む 雪の 谷が スそァ 心の 內ぞ。 せつな 

けれ。 換の 彼方に 重 成が 髙 ら かに 咳 拂 

ひ。 担 は 舅 君のお 出で なる ぞと。 いふに 

心得 腰元が。 席 を 下れば 雜兵 ども。 7 シ 

地に 鼻つ けて かつ 跪 ひ。 待つ 間 程なく 

悠然と。 立 出づる «5 喜 多の &。 不與氣 に 

邊りを 見 週し。 お ャィ女 ばら。 此 所に 用 

事 はない. へ 立て。 軍卒 ども も 何 をう つ 

かり。 耍 害を賴 みに 親め 手の 守り 怠る は 

1 大事。 早く 罷 つて 心 を 付けよ。 サ 、行 


け。 地 行けと 追 立て やり a" ィャナ 一 1 嫁 

女。 そなたに も 云 ひ 聞かし。 悅 ばす 事が 

あるて や。 ァノ 私に 悅 ばす 事が あると 御 

意 遊ばす は。 ム、 夫 孫 市 殿の。 ハテ さて。 

又しても 1^ 吉 者の 枠が 事。 左様の 事で 

をり ない。 當月 二日め 曉に 天文の 考 みし 

所。 東に 當 つて 白 氣 自然と 立 昇る。 これ 

則ち 敵の 大將。 春 長が 腹心と 賴む 勇者の 

內に變 心の 者あって。 事 を 破る の 前表。 今 

日 迄 口外せ ざれ ども 數 日の 餞 城。 お 身 も 

定めて 心 勞と思 ふから。 安堵 さ ぜんた め 

申し 聞かす。 見よ/ \ 追 付け 世を廣 う。 

足 利の 正統た る慶覺 君の 御代と なさん。 

何と 此上 もな き悅 びで は をり ないかと。 

* 未然の 察す 明智の 眼力。 こなた は 一 途 

に 夫 思 ひよ き 折からと。 7 シ指 寄りて。 

B ィャ もうお 嬉しい 段 ぢゃご ざり ませ 

ぬ。 ガ どうぞな らう 事なら。 其 白氣 とや 

らが 立ち ましたが。 孫 市 殿の 御勘當 がが 


ります とい ふ 知らせなら。 ほんに どの 樣 

本 

て 1$ しう 存じ ませう ぞ。 博りながら 慶 太 

樣と裤 一所に。 どうぞ 世に出られます 樣 記 

に。 *- 親御のお 慈悲お 情で と。 いふ を 打 

消し ァレ まだ しっこい。 K か &る目 出た 

き 折からに。 よしなき 癡言 聞きた くな 

い。 お 身 も 孫 を 連れて 部屋へ 行き やれ。 

て 、何 をぐ づ/ \。  * 早く 立ち やれと IP 

なゅふ 

付けられ。 何とせ ん方投 首し 娘 松 代 を 伴 

ひて。 フシし を/ \ 立って 入りに ける。 

*" 跡に 重 成 只 一 人 立 上って 通路の 鈴。 引 

き 鳴らせば 一 間の 御簾。 さっと 小姓が か 

かぐれば 念誦 他事な き慶覺 君。 重 成が 音 

づれ 何事 か ある やらん と。 仰せに はっと 

頭 を 上げ。 g! 今朝より 御機嫌 を 伺 ひ 奉ら 

んと存 すれ ども。 敵の 朝 K け 短 兵" まに 寄 

せ たれば 軍配に 8? なく。 一 泡 吹せ 味方の 

勝利。 攻ロを 退き 候へば。 》"1 息の 問と 

漸ぅ 只今 御前へ ^i£。 不 UQ^ は 御 k 免 9 


と 敬 ひ。 7 シ 深く 述べければ。 *• 誠忠 俊 

乂の 一 人時に 合 はねば。 此 程よりの 心勞 

よ t て. okJA  A  V*  L 

推察せ り。 H 兄 義輝君 は 三 好 松 永が 爲に 

亡び 給 ひ。 今 又 我 は 春 長が 爲に斯 くの ご 

とし。 *- よしなき 命 永ら へ て。 萬 民 塗炭 

の 苦しみと いひ。 諸 卒の命 を 失 は ん よ 

り 。早く 我が 命 を 新ち。 表具 萬 死 を 救 ひ 得 

させよ と。 御 目 を閉ぢ て稱名 を。 唱へ袷 

へば 重 成 も 君の 惠 みの 有が た淚。 胸に 押 

へて 氣色 を變 へ。 詞チ H  、いひ 甲斐な き 

御 仰せ。 それ 軍 は 和に あって 衆に あら 

は せんき ia-f 

す。 馬 洗 厩 養に 等しき 尾 田の 弱 兵。 何程 

の 事 や あらん。 《■ 飢敬を 上ぐ る は 瞬く 

內。 君に も 知し 召す 如く。 國大 なるとい 

へど も戰を 好めば 必す 亡ぶ と。 ほ 近く は 

武田 勝賴。 父 信 まで 其 威隣國 に。 並ぶ 

者な く 猛虎の 如く。 諸侯 も 恐れ 候 へ ど 

も。 *- 勇に 誇り *- 武に慢 じたる 太郞勝 

る <s い 

賴。 "《 累代の 武名 も I 時に 朽ちぬ。 春 長 


とても まつ 其 如く。  *- 御 心 弱くて 叶 はじ 

と 諫め 申せば 慶覺 法師。 打 頷かせ 給 ひつ 

つ。 重 成 来れと 御座 をば 立せ 給へ る 其 所 

へ。 大息つ いで 鷺森 八郞。 御 注進と 手 を 

つけば。 人々 いかにと 仰せの 下。 "リさ 

れ itj^ 軍 は 味方の 勝利 なれ ども。 力 責め 

に は 叶 はじと。 數 千の 車に 燒草を 積載せ 

て 格々 の 其 下へ。 山の 如くに 積み重ね。 

た ^- 燒打 ちに と ナ * ス云 はせ も 立てす。 

«- 喜 多 頭 はった と 睨め付け。 a ャァ 馬鹿 

馬鹿し い。 何の 癡言。 其刈柴 こそ 身が 申 

付けた る 一 つの 計 策。 御大 將の 御前なる 

ぞ。 鹿忽の 注進。 早く 立て。 地と わざと 

怒りの 一 言 も 知らで 梵 森八郞 は。 拍子 拔 

け。 7 シ拔け 引き かへ せば。 地い ざ 御 入 

りと 八方に。 心 を 配る 軍； 成が。 底意 を 汲 

みて 慶覺 君奧殿 さして。 -i  (入り 袷 

ふ。 * 夏の 日の。 7 シ永 きも 我 を。 恨む 

なる。 物 思へ とや 夕暮 の。 を。 待ちけ 


り 孫 市が。 肩に しっかり 鎧 榧。 オタ-人目 W 
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を 忍ぶ 陣笠の。 歩に やつした る 俤 は。 

昔に 變る ス ユカ、 リ勘當 の。 身は猶 更に 

心の 隔て。 何と せんかた 切戶 口。 ハズミ 佇 

む。 7 シ こなたの 茂みより。 地色 忍び 出 

でた る大の 男。 あたりう そ./ \ 窺 ひ 足。 

奧を 目が けて 忍び 行く。 ， 後の方より 孫 市 

が。 曲者 やらぬ と 弱腰 を。 むん すと 組ん 

で 引き 房す。 シャ 猪口才す なと 振り解 

き。 《• 直ぐに 拔 討ち 匁の 光。 かい 潜って 

拔合 はし。 手練の 切 先 はっしく。 打 合 

ふ 曰 何事と。 手燭 片手に 立 出る 雪の 

谷。 火影 を 覆 ひ 物陰に 息 を 詰めて ぞ 守り 

居る 庭に は 二人が 上段 下段。 飛鳥の 衝き 

孫 市が。 難なく 曲者 斬り 倒し。 乘 階つ 

て。 7 シと 1- めの 刀。 埴色 血お し 拭 ひ 刀 

を 糖。 納める 丈夫 死骸の 懷中。 探る 手先 g 

に 取 出す 一 書。 さて はと 月に し 見て。 太 

功 

K ム 、 スリ ャ當月 二日に 春 長 父子。 光秀 記 


が爲に 亡びし とな。 《- チ H  、心地よ ゃ嬉 

しゃと 悅び 勇む 後に は。 粉 ふ 方な き 夫の 

聲。 飛 立つ ばかり 走 寄り。 逢 ひたかった 

と f つき 7 シ 嬉し 溴ぞ 先立てり。 *- 色 

夫 もさす が 夫婦の 愛情。 ゃ&打 潤む 目 を 

しばた i き。 3 誠 や 飽かぬ 夫婦が 銘々 

に。 枠 を 連れて 思 はぬ 雜^。 父の 勘氣を 

蒙りし も。 暴惡 非道 Q 尾 田 春 長。 約を變 

ぜし故 なれば。 何卒 彼奴が 首 討ち取り。 

親 人の 寳 撿に備 へな ば。 勘當 詫びの 網に 

もと。 心 はやた けに はやれ ども。 *_ 枠 重 

若 召 連れて は。 足 手 纏 ひと 未練に も。 子 

に 引かされて 接る 月日。 鐵砲疵 にて 臑さ 

へ も。 思 ふに 任せぬ 不具者。 S 武運に 盡 

きし 我が身の 上。 せめて 御主 君 親 人のお 

役に立って 死なん ものと。 覺悟 極まる 今 

日 只今。 死後に 賴 むは 二人の 子供。 *■ 心 

得た るかと 夫の 詞。 聞く に 女房が 泣 出 

す， - その 口 押へ て。 K コリャ 親 人のお 耳 


に 入らば 却って 妨げ。 イデ 枠 を 手渡し 

と。 *- かたへ に 直せし 鎧櫃。 蓋 取 除 くれ 

ば 重 若が。 母樣 なう と 走 出で 縫り 歎けば 

母親 も。 胸に 淚の滿 潮の 引く や 血筋と 奧 

よりも。 姉の a 松 代が 聲 聞きつ け。 a: 

ぉ父樣 のお 歸 りか。 重 若も戾 つて か 嬉し 

いく。 早う 遊 ぼと * 手を叩き 悅ぶ 姉弟 

雪の 谷が。 膝に 引き寄せ 聲 くもらせ。 a: 

ヲ 、嬉し かろく。 何ぼう 其 樣に投 び や 

つても の。 久しぶり でお 目に かふった 父 

樣は。 腹 を 切らねば ならぬ といのう。 コ 

レ孫市 殿。 これ を 見て かい. のう。 何にも 

知らぬ 二人の 子供。 お前 は 可愛う ござん 

せぬ か。 *■ 此 姉弟 を ふり 向けて。 死ぬ る 

覺悟を 極めた と は。 飴り 氣强ぃ 胴欲な。 

武士が 立っても 康 つても。 死なさぬ く 

死なさぬ と。 かき ロ說 くの も。 忍。 び 音に 

7 シ 奥へ。 博る うき 淚。 道理と 知れ ど聲に 

ほえ づら  ： 

角立て。 K ャァ 未練 至極の 其 吠 頼。 弓矢 


取る 身の 切腹 は此 身の 本懐。 今 計らす も 

寄 手の 大將。 是角 六郞を 討って 拾て。 悽 4^ 

中の 一 書 を 見れば。 都 本能 寺に 於て 春 長 記 

父子。 光秀が 爲に 討死と。 春 孝よりの 報 

知の 密書。 * 此騷 動に 寄 手のお 原。 一旦 

圍 みは 開く とも。 再び 寄せん は 必定た 

り。 危急 を 救 ふ はこの 孫 市。 君と 父との 

命に か はり。 首 を 則ち 久吉 が陣 所に 送り 

和 を 乞 はに。 元より 寛仁 大度の 眞柴。 よ 

もや 違背 は 致す まじ。 使 は 枠 重 若 丸。 

豫て 認め 置いた る 一 書。 斯 くまで 思 ひ 込 

ん だる 某。 妨げな す 不所存者。 コ リ ャ 

く 二人の 子供 爱へ 来よ。 姉弟と もに 父 

が 子 か 又 母が 子 か。 云うて 聞かさば 賢い 

者と。 f へ 撫でつ さすり っ尋 ぬる も 。胸に 

無量の 思 ひ ある。 心 は 知らで 弟の 重 若。 

コ レ 父樣。 私 はお 前の 子で ござる わい 

の。 何ぢゃ 父が 子ぢ や。 ヲ 、よくいった ，， 

出かした なァ。 サ 、肺の 松 代 はどう ぢゃ i 


ど うぢ やと。 地 問へ ど 年 だけ うぢ/ \と 

フシ 母に 氣 兼の 云 兼 ぬれば。 S ム 、返事の 

ない は 母が 子 か。 我が 子で なくば 出て う 

せう と。 《- 呵り 付けられ 泣く/ \ も。 K 

何の 母樣の 子ぢゃ ござり ませぬ。 と、 樣 

の 子で ござります。 スリャ 其方 も 我が 子 

とな。 ヲ 、よく 云った 出かした なァ。 父 

そむ 

が 子なら ば。 身が 云 ひ 付ける 事 背き はせ 

まい。 ァノ 親の 云 ふ 事 聞かぬ 者 は 不孝 者 

ぢ やと 母樣が 常々 からのお 阿り。 どんな 

事で も 聞きます るな う 重 若。 そなた もい 

ふ 事 聞き やる かや。 アイよう 云 ふ 事 を 聞 

くわいのう。 ヲ 、扭々 うい 扠。 然 らば 申 

付ける 役目が ある。 今 父が 此 短刀 を 腹へ 

突立て たらば な。 n  、此 刀と 脇差に て 身 

が 首 を 引 切り。 此 一 書 を 添 へ て 久吉殿 へ 

持参せば。 此上 もな き 孝行 者。 合點 がい 

たかと * 細やかに。 云ひ敎 ゆれば 驚く 

母。 股 付けられ くひし ばる 親の 心 は 知ら 


ぬ 子の。 譯も 七つ 子 重 若 丸。 S そんなら 

父樣の 首を此 脇差で 切る と。 孝行に なり 

ます かや。 ヲ 、なると も/ \。 日本 1 の 

大 孝心。 n レ姉樣 も合點 かや。 サァ 早う 

腹切って 下されと a いふに 堪ら す母樣 

が。 我が 子 引退け。 、忌 はしい 子供 

では ある わい のう。 コレ孫 市 殿。 いかに 

望みが 立てたい とて。 何辨 へない 此 子供 

に。 親 を 殺せと 敎 へる 人が。 又と 世界に 

あん おん 

あらう かいのう。 *_ 夫 や 我が 子 を 安穩に 

置きたい ばっかりに 鬼 や 角と。 心 を盡す 

女房 を 思 はぬ 仕方 情ない。 親の 別れ も 身 

の 科 も辨へ 知らぬ 佛樣。 鬼に せう と は 胴 

欲な せめて 此 子が 生 先 を。 見届ける 迄 生 

きて 居て 下さり ますが 親の 慈悲。 賴むゎ 

いのとば かりにて 譯も。 詞も淚 川 膝に 漲 

る 風情な わ。 《K ャァ 益な き 繰言 W きたく 

ない。 三千世界に 子 を 思 はぬ。 親が あら 

うか 白癞 者。 左程 悴に此 首 を 討た し 難く 


思 ひなば。 子供に 代って 介錯せ よ。 サァ ^ 

それ は。 得心な くば 緣 切らう か。 ぢ やと 

いうて 是が マァ。 ャァ 未練 至極の 其 ゆえ 

頻 所詮 介錯 思 ひも 寄らす。 見下げ果てた 

る 女め と。 》" 取って 引 寄せ 接 緒の 早繩。 

庭木の 杉に しっかりと 7 シ 結ぶ 妹脊の 

亂れ 口。  こがる、 其 身 は 梢の 猿。 腸 

を斷っ 憂き ナ * ス思 ひ。 タ、 キ 母の 有様 見 

るよりも。 二人の 子供 はおろ， ._、 顔。 JS 

コ レく松 代。 重 若 も 父 樣の兩 の 手に 取 

付いて 居 やや。 必す 放して 給るな と。 * 

あせれ ど 夢 か。 現な き。 IP 夫 は 今 を 

最期 ぞと。 諸肌 脫 げば 弟の 重 若。 P パ乂樣 

もうか や。 ヲ 、サ 今が 親への 孝行 時と。 

*• 云 ひつ X 短刀 我が 腹へ ぐっと 立てば は 

つと 散る。 唐 杠 に 目 も 弦み 心 も 消 ゆる 

雪の 谷が。 闇路 を 迎る思 ひに て。 フシ 正 

本 

體。 もな く 伏 沈む。 *■ 歎きの 折 も 一 閱ょ 太 

り。 S ャレ粋 其 刀 引 通すな。 云 ふ 事 あり 記 


と 父 重 成。 W しづ/ \ と 立 出で。 K ホ 、 

迪れ 忠臣よ くしたり。 今 こそ 勘當赦 して 

くれる。 是を此 世の 思 出に。 心靜に 最期 

を とげよ。 と は 云 ひながら 二人の 孫。 親 

の 死別 も 夢現。 さぞ 成人の 其 後 は。 歎く 

であらう 悔み 居らう と。 思へば 不便 通 

して。 * 我 は 老木 Q 末 近く。 便りと する 

は 母の 親。 むごい， 3ハ义ぢ やと コリャ 恨ん 

でばし くれるな よ。 S 我 とても 骨肉の 枠 

を 見 殺す 胸の 內。 どの 樣 にあら うと 思 

ふ ぞい やい" *P チヱ、 是非 もな き f„< 第 や 

と。 胸に 湯玉の？ ^ 返る。 親の 思 ひの 有難 

淚 見上げ。 見お ろす 7 シ 一世の 別れ。 W 

手 負 ひ は淚押 止め。 5! ハ 、有難き 父の 惠 

み。 忠孝 全く 望み は 足りぬ。 サァ重 若松 

代。 最前 父が 申 付けた る 役目 は 只今。 サ 

早く。 早く/ \。  n レ/, \必 す 切るまい。 

切ったら ば 母が 炙を据 ゆる ぞ やと 》- 脅 

せば さすが 子 心に。 控 ゆる 手先。 S ャァ 


詞背 くと 子で ない ぞ。 H  、父 樣の褐 用 を 

M くと 母 樣が呵 らっしゃる。 その 母樣は 

あの 樣に 縛られて 居 やつし やる。 コレ重 

若。 か \樣 の ァノ翔 を 解いて 上げて たも 

いのう。 サァ それでも あの 樣に 白眼し や 

る もの。 ヲ、 何ぼう 呵 らしゃっても 大事 

ない。 この 瑰 解いて 給いのう。 コレ 申し 

55;^ 御樣。 同じ様に 脇見せ すと なぜ 止めて 

下さり ませぬ ぞ。 現在 孫 を 親 殺しに する 

が 情 か 慈悲 かいのう。 * 此 痛と いて 下さ 

れと。 親む 嫁より 轵 まる、。 舅が 胸の 苦 

しさ を 。堪 ゆる 辛 さ 溢 面 は。 淚に 7 シ增る 

思 ひなり。 *_ 色 斯くて は 果て じと 孫 市 

は。 我が 子の K 先 持 添へ て。 しっかと 當 

つれば 是 なく。 ともに 力 4- で e 貝と、 

樣 斯う かや。 ヲ 、さ うぢ や 出かす。 * 出 

かす も I 世の 別れ。 二世の 名 殘と雪 Q 谷 

が。 消 ゆる 間 を：！ 5； つ 夫の 命。 神も佛 もな 

い 事 かと。 亂る そむ 亂れ髮 血 汐爭ふ 血の 


溴。 上に は 父が 稱 名 の。 聲 諸共に。 鈴 培 

の 音。 慶覺君 は 他念な く。 南無 阿彌 佛。 

南無 阿 彌陀佛 南無 阿彌陀 佛の囘 向の。 恩 記 

德 廣大。 不思議にて 往相同 向の 利益に は 

還相囘 向に 囘入 せり。 聲は 如来の 迎ひぞ 

と。 えいく くと 孫 市が。 フシ 力、 リ首 

は 前に ぞ落 ちに けり。 わつ と 恐れて 飛 退 

く 子供。 母 は 其 儘 打倒れ。 スそァ 前後 不覺 

に。 泣き叫ぶ。 塌始終 見 屆け重 成が。 目 

に 持つ 淚押拭 ひ。 W ハ 、生者 必 ；® の 理 

今 目の前に 見る も 夢。 せめて 夫 の 切 首 

に。 #§^乞 ひ をと 立上り。 フシ SS 解き ほ 

どけば 雪の 谷 は。 其 儘 首に しがみ付き。 

覺悟 故と は 云 ひながら。 いとし 可愛の 

姉弟に。 や 心が 续る であろ。 魂魄 去ら 

すば 今 一 度。 物 云うて たべ 孫 市 殴。 《- 我 

が 夫な うと 押 動かし。 盡 きぬ 名 殘の百 千 

行，。 聲 を^りに 泣き叫べば。 a ヲ、 其 歎 
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き は 理 ながら。 主君へ 忠 死の 枠が 功。 9 


出かし をった と嫛め そやす。 親が 心 を 推 

量せ よ。 * 不便とば かり 詞數。 いはぬ 心 

のせつな さ を。 思 ひやった る 雪の 谷が。 

體淚の * を 上げ。 ほ 家 を 忘れ 身 を 忘れ 

討死す る は 武士の。 習 ひと 覺 悟しながら 

も。 得 諦めぬ は 女 だけお 赦 しなされて 下 

さり ませ。 地 永い 別れと 知らぬ 子の 常の 

^^びか何ぞの樣に。 親の 首 をば むごら し 

い。 》s 切る が 手柄に なるとい ふ 敎へは 外 

に 情ない。 *- 如何なる 宿世の 報い ぞとロ 

說き 立てた る 恩愛の。 心 は 一 つ 重 成 も。 

榜き繁 く はら/ \ く。 淚は雨 か 夕立 

の。 7 シ 車軸 を。 飛ばす 如くな り。 堆色 

折し も 吹 来る 風に 連れ 響く。 貝鐘攻 鼓。 

又も 敵 や 寄す るかと。 驚く 雪の 谷 騒がぬ 

老人。 思 ひがけな く 彼 所より。 K 足 利の 

正統た る 慶覺君 を 御迎 ひの 爲。 中 川淸秀 

參 上せり と JP 呼 はり，/ \。 "'シ 入来る 淸 

秀。 a 喜 多の 頭 はくわつ とせき 立ち。 S 


ャァ 和議 を 破りし 無道の 春 長。 其祿を 

む 中 川瀬 平。 納め 過ぎた る 上下 衣服。 御 

迎 ひとは 何の 癡言。 ホ 、 一 旦の 憤り は尤 

も 至極。 此 度の 合 戰は御 舍弟春 孝 殴。 事 

を 計りし 糧 を亂 す。 さるに よって 眞柴久 

吉。 內意を もって 立 越えし は。 密に 都へ 

供奉せ ん爲。 *- 早 や 御用 意と いはせ も 立 

てす。 ほ 逆賊 光秀が 爲に 自滅せ し 春 長 父 

子。 知るまい と 思 ふか や。 石山 方に 名 を 

得た る滅喜 多の 頭重 成。 眼 は 日月。 及ば 

ぬ 事 をと 7. ン きめつ くれば" *■ 淸秀猶 も 

詞を つくし。 ほ 成程 推量の 如く 當月ニ 

日。 都 本能 寺に 於て 主君の 横死。 "愁 ひに 

沈む 我々。 偽りの あるべき や。 とりわけ 

子息 孫 市 殿。 死 を 以て 久吉 殿へ 願 ひの 一 

條。 堆 今より 一 子 重 若 丸 父の 忠義 を 頭に 

戴き。 二 代の 滅孫 市と 名 も 改まる 兩 家の 

和睦。 S 慶覺 君の^ 本願 照す も 法の 道廣 

く。 やがて 目 出た き 祭え をと 情の 詞 


に 疑念 も 散 じ。 ハ 、誤ったり/、。  n 

程 厚志の 眞柴中 川。 枠が 願 ひ 我が君の。 

法の 門出 一 時に 開け。 此上 もな き 我が 悅 

び。 コ レく嫁 女。 孫が 手柄 は 1 一代の 忠 

臣。 歎きの 中の 悅 びと 《-  *. 舅の 詞聞 くに 

つけ。 いとに 淚に 雪の 谷が 應答も 7 シ更 

に 泣く ばかり。 《- フシ 早 や 御 立ちの 刻限 

と。 追々 警 固の 諸 軍勢。 コハリ 見る より 重 

成 手 を 打って。 *E 萬 事に 馴れし 淸秀 殿。 

イデ 我が君 へ こ の 様子 申 上げん と 立 上れ 

ば。 ィ 、 ャ 聞く 迄 もな し。 とくより 慶覺 

これに ありと * しづくと 立 出で 袷へ 

ば。 はっと 恐る i  二人の 勇士。 慶覺君 は 

ぎょい  かた. f 

御衣の 袖 絞り 給 ひてい かに 方々。 お 孫 市 

が忠 死により 萬 死 を 出で しも 佛の惠 み。 

久吉が 情の 計 ひ。 又淸秀 とやらん が 志。 

*" 過分 至極と 直へば。 淸秀 なほ も 敬 ひ 深 椅 

；。 an ハ 有難き 君の 御靛。 此上は 御 心 呔 

置きな く 早ゃ鎮 鳴に 程近し。 いざ 御發駕 


と *■ 勸 めに 君 は。 フシ 下り立ち 給へ 

ば。 ャレ 暫く。 御門 出を壽 ぎの 孫め が 

一 さし。 御上 覽に 入れ 奉らん。 嫁 女。 常 

常；^ へし 扇の 一 手早く。 早くと 舅の 詞。 

增 フシ 淚な がらに。 *- キ取 上ぐ る。 鼓の 調 

ベ 重 若が。 詞， -i 父 様。 謠 をう たうて や 

と。 S 屬を しゃんと。 身の 備へ。 《 ^あら 

E 出た ゃ末廣 の。 君の 榮ぇ は。 註 萬々 歲 

と 祝し けり。 拍子に つれて 稚 子の 奏で。 

祝す る末廣 の。 其 一 曲 は 末の世に。 名 を 

止めた る搣が 踊り。 了ン 因緣斯 くと 知ら 

れ たり。 せいざ 御 立ちと 淸秀 が。 詞に。 

ふり 出す。 行列の。 おさへ は 二 代の 饑 孫 

市。 武士の鑑 となる 鐘の音 諸共に あけて 

行く。 夜 もしら と 白 驚の 森 を 離れ 

て。 飛び ハ乂ふ も。 君の 榮ぇを 白鳥の。 祌 

の 擁護と 勇み立ち 都の 。空へ と 5 へ 供 

奉し けり 


同 八日の 段 

せ憫 むべ し。 英雄の 武將 の 霜と 消えて 

行く。 內 大臣 春 長 公 今日 一 七日の 大法 事 

と。 老若男女 別ちな く。  7- ン參詣 群集 を 

當て にして 見せ物。 輕業 力持ち 戰國の 世 

も 下々 の。 7 シ 身過ぎに 變り なかり ける。 

ぢん ah- じん 

地所の 百姓 引 連れての さく 來る 陣張甚 

助。 茶屋が 床几に 腰 打ち かけ。 3 ャレ庄 

屋太郞 作と やら。 此度尾 田 春 長の 法事 

は。 主人 武智左 馬 之 介 樣の御 指圖。 情 を 

以て 萬 事 御宥免 あれば。 付 上がりの した 

百姓 ども。 誰が 赦 して。 輕業ぢ やの。 ィ 

ャ曲 持のと。 仰. <  しい 振舞 ひ。 外 は 格 

刖。 當 村は此 陣張甚 助が 支配。 立てう と 

伏せう と 身 ども.^ 第。 小 家 掛け 茶屋に 至 

る 迄。 今日中に 取拂 へと。 *f 主の 威光に 

肩臂 張り。 7 シ さも 横柄に 罵れば。 地 皮 

や 太郞作 頭を搔 き。 ほ 其お 腹 立 は 御尤も 


で ござり ますれ ど。 又しても/. \。  H ィ玲 

エイ わ あで 村々 は亂が 騒ぎ。 此頃 武智光 

秀樣。 將軍 とやら にお 成りな され。 少し 記 

こ k ら近 邊は穩 か。 其悅 びの 參詣 群集。 

せめて 四 五日 御 用捨 をと。 *f いひつ. * 腰 

の 早道より。 取 出す 小錢 茶碗に うつし。 

マァぉ 一 つと 差 出せば。 手に 取上げて： E 

りし。 睨んだ 眼 は 何 所へ やら。 ぐ わらり 

と フシ 變る 機關 的。 K へ、、、、 ハ、、 

、ィャ なに 庄屋。 ソリャ 何 かい やい 主人 

光秀 公が 天下 を 知し 召す。 其御悅 びと あ 

れば 苦しうな いく。 輕業 なりと。 唐の 

芝居な りと 勝手次第。 拙者 元来 茶が 好き 

だが。 大服 にして 換へ て くれる 氣 はない 

かと。 《- 肩から はえた。 爪 Ins 代官。 百姓 

ども は 口 揃へ。 《 "何が さてく。 何 杯な 

りと 御 遠慮な しに。 ぉ換 へな されて 下さ 

り ませ。 然 らば どうぞ 今 一 ばい。 irsw 所 

望と 差 出され。 《- めいく 紙入れ 巾 著 S 


を沒 へ て漸ぅ 八分目。 7 シ 些少な がらと 

差 出せば。 これ はく 重々 の 御馳走。 

いやもう 此 お茶 さへ 下さらば。 少々 は 拙 

者の 頭で。 土 佐 踊りな されても 苦しから 

す。 用事 あらば 承らん。 必す心 置かれな 

と。 *" 慾に 目の ない にこく 笑顔。 サァ 

してやつ たと 百姓 ども。 庄屋 を 先に 立 上 

り。 E 又もや 御意の 變ら ぬ內。 代官 へ 

差 上ぐ る。 《- 出端の 錢を 儲けう と. * 挨拨 

フシ そこ/ \。 立歸 る。 》- あとに 甚助只 1 

人 ォク リ燒ら す。 煙草の 煙より 胸に。 思 

ひの フシ 力； 絕 間な き。 タ、 キ おこぶ は 

後に もぢ^ (\ぅ ぢ./ \\。 ドリ ャ まから う 

と 立上り。 歩み か.^ れば こらへ 兼ね。 申 

しくと 呼び かくれば。 甚助 あたり を 見 

通して。 ハテ 心得ぬ。 柳の 小 陰より 申 

し/、 と 呼びかける は。 夜 魔さん かい 

な。 アイナ。 あいなと 走り出で。 か 

しさう に鎚 付き。 いはんと フシ すれ ど 


赤らむ 額。 难甚助 はためつ すがめ つ。 お 

こぶが 姿 を 眺め 入り. - 詞 見れば 本 肉の 仕 

事 成 g り。 身 どもに 取 付き こだれ る は。 仔 

細ぞ あらん 物語れ。 つ ひに 見えぬ 街 妻 殿 

と。！？ いはれ て 漸ぅ顏 を 上げ。 KH  、つ ひ 

に 見ぬ とは閜 えませぬ。 *P 去年の 五月の 

夕まぐれ。 道 堀の 奈良 茶屋で。 思 ひ 初 

めた が緣の はし。 丸寢 の。 盆屋は 丸淸の 

二階。 千年 も 萬 年 も。 變らぬ 契り 龍 竹の 

節々 までが 萎る 程。 * 仲 快かった 床の 海。 

音 はぎし。 く。 岸 本 や 人の 嘩に 嗚戶屋 

を。 ほんに 嬉しの 森 新で。 私ゃ悅 んでゐ 

る もの を。 それにお 前 は 揚物屋 の 荷 箱 か 

大正の 鳗の樣 に。 ぬら くらと したぬ めた 

様。 ナ ホス 忘 れゐる とは餘 りな。 聞えぬ わ 

いなと 取りつ いて 恨みの たけを 口 說き立 

す、 り あ  だる i ゑ ざ、 3 の 

て。 上げた る 有様 は。 達磨の 畫 像に 野 

良 猫の フシ そばへ か、 りし。 ごとくな 

り。 地甚勒 道理と 背 撫 でさす り。 


心に 覺 えの 合 ひ紋。 顔 見忘れた は惡 かつ 22 

た。 幸 ひ おれ も 徒然の 砌。 ァノ 水茶屋へ 

サ ァぉぢ やと。 a いはれ てお こぶ もぞっ 

くく。 渡りに 船と 帆柱 を。 か . へ て戀 

の 港 入り。 フシ 打ち つれ 立つ て 歩み 行 

く。 堆 フシ 流る 、水の。 音 さへ も。 物騒が 

しき 戰國 に。 行儀 亂 さぬ 生 立 は。 武智が 

一子 十 ff- 郞 人目 を 忍ぶ 深 編 笠。 了ン 松原 

傳 ひに 歩み 来て。 增有合 ふ 床几に 腰打褂 

け G 詞ハァ 、思 ひ 廻せば 恐ろしき 世の 亂 

れ。 增 昨日の 君臣 は 今日の 怨敵。 親 は 子 

を 討ち 子 は 親に。 ^を 合す 修羅の巷。 是 

非 もな き 世の ス H テ 有様と 暫し思 ひに 悔み 

けり。 *> 漸ぅ心 取 直し。 父 光秀が^に か 

かりさし くなら せ 給うた る。 春 長 公の 靈 

前へ。 1： 許容な くと も 後世の 爲。 7 シィ 

デ拜 せんと さし か k る。 《■ 道 を 遮る 陣張 ^2 

甚助。 家来 引 具し 大昔 聲。 ァ主 殺し I 

の武 智が悴 そこ 動くな。 汝が 家來と 偽り 記 


し 某 こそ 眞柴 方。 久吉樣 への 奉公 始め 腕 

を ® せと 犇 めければ。 ハ 、 、 、久吉 方へ 

裏切りの 二股 武士の 甚 助め。 腕立して 怪 

我 まくるな と。 股 立 フシ 取って 身 構へ 

たり。 K ャァ 猪口 あな 小童め。 物な. 言 は 

せす 討 取れと。 《- いふより 早く 一同に：^ 

いなづ *• 

つて か、 りし の稻 妻。 フシ 暫し 時をぞ 

移しけ る。 *- いらって 切 込む 甚 助が 匁 物 

からりと 打 落し。 付 入る さそく 十 次郞。 

フシ 切 伏せく と めの «- 相手な けれ 

ば これ 迄と 衣紋。 ひ を 精。 納める 不 

敵の 十 次郞。 是 より 直ぐに 婆樣 の。 御隱 

居所へ 發 足し。 此 身の 出陣お 願 ひ 申し。 

敵の 扠原 K 立て。 藉 立て 寄 手を惱 まし。 

屍 は 修羅の巷に 曝し。 武士の 本意 を 達せ 

んと 勇み立つ たる 若木の 花。 タ * キ あたら 

盛りの 春 も 見す 憂き を。 都の 假 住居 蹄に 

見なして -- 一重 


同 九日の 段 

堆 德は 咎徹に 勝ち 仁 は 凶 邪 を 除 くと か 

や。 されば 眞柴久 吉中國 の 大敵 を 攻め 討 

たんと。 水 を 以て 手 を ぬらさす 忽ち 和睦 

相 調 ひ。 大物の 浦に ，シ 著陣 ある 武名の。 

程ぞ類 ひなき。 地 加 藜正淸 進み出で。 S 

ぎ 長と いふ 鬼の 再来と。 怯ぢ 恐れし 春 長 

公 を 討 取った る 逆賊の 武智 光秀。 一 時 も 

早く 都に 攻 入り。 拾り 殺す が 君へ 追善。 

* 早ゃ裤 用意と せり 立 つれば。 久吉莞 IS 

と 打 笑 ひ。 g 今に 始めぬ 淸疋が 勇言ヲ 、 

心地よ し/ \>。 さりながら 此久吉 中國に 

發 向せば。 都に 足 を 入れぬ 內伏勢 を 以て 

討 取らん と。 武智が 結構 顯然 たり。 迂濶 

に 上京な す 時 は 過って 死地に 入らん。 必 

ャ油 衝 致すな と。 * 軍 慮に 敏き久 吉が詞 

にあつ と 諸 軍勢。 7 シ英 智を感 する ばか 

りなり。 * 色 折節 ひよ かく 濱づた ひ。 


7 シ i 片手に 百姓 長 兵衛。 旅佾 一 人 引 連 練 

れて 7 シ咄し 交 くら 行 過ぐ る 。《- 軍兵 ども 太 

は S を かけ。 S ャィく 土民 蛸坊主。 眞 記 

樂筑前 守 久吉樣 の 裤 前と も 憚らす のさば 

り 歩く 横道 者。 控へ をら うと 咎められ。 

ァ 、そんなら 久 士ロ 樣は そこに ござる か。 

ぉ坊爱 ぢゃ とやい。 ャ レ く 嬉し やく。 

マアー 服し ませう と Is どつ さり 7 ジ 

髙胡 坐。 a ャィく まだ ぞんざいな 蛆虫 

めら。 ァ 、 コ レ /\/,\- 其 様に けん. 

いはんすな。 久吉樣 のお 目に 接ったら。 

さっぱり 譯が 分る もの ぢゃ。 ナウお 坊 9 

成程 左樣。 大坂今 里 村の 長 兵衞。 江 州の 

觀音 寺の 僧 Jl^ 穴が 參り ましたと。 おつし 

やって 下さり ませ。 ャァ 長兵衞 でも けれ 

ん穴 でも。 對面 なさる 用事 はない。 きり 

きり 立てと 爭ふ 軍卒。 *_ 眞柴久 吉御聲 か 

け。 S 某に 對 面せん と は 仔細 ぞ あらん。 

4 

地 これへ 通せと 御 仰せ。 ハヅト 恐れて 兩 


人 を。 7 シ 君の 御前に 誘へば。 *- 久吉 ニス 

を 見下し 給 ひ。 フシ 終に 見馴れぬ 其方 

達 。仔細 如何にと ありければ。 ハ、、 、。 

テモ扨 も i えの 惡 いお 人。 わたし を 見 

違へ て ござる かいの。 ソ レア、 いつやら 

の 事であった。 今 川と やら 庭. P とやら い 

ふ 大將に 負けさつ しゃって。 春 長 樣とニ 

人 ifS で こちの 內へ逃 込まし やった を。 お 

世話 申した 今 里の 長 兵衞で ござります わ 

いの。 ハイく 愚僧 は 前方 江 州の 山寺 蕺 

音 寺の 住職 致し 居りました 時。 岸 田 村の 

百姓の 息子。 岸 田太吉 とい ふ 者 を 私が 小 

姓に して 置きました 時に あなたが お 立 寄 

り 遊ばし まし。 丼 小姓に 御茶 を 汲ました 

らお 目に とまり。 綺麗な 小姓 ぢゃ。 此方 

へお こせと おっしゃる 故。 二言と なしに 

若衆 を 4^ じた I 穴と 申す 者。 樣 子あって 

わ r> ザ t も 

只今 は 今 里 村に 伦 住居。 あんまりお 该し 

いやら 又はお 願 ひの 筋 も あり。 わざく 


これなる 長兵衞 殿と 同道で 參 りしと。 《■ 

高座 馴れたる しら 聲張 上げ。 フシ 汗 押 拭 

ひ 語りけ る。 《- 久吉は 打 頷き。 ョ 成程 聞 

けば 一 々覺 えの ある 事。 兩人 とも 無事で 

重疊。 シテ汝 達が 願 ひの 筋 は。 アイ ャ外 

でも ござり ませぬ。 知っての 通り 本能 寺 

で 春 長樣を ころりと いはした 武智 光秀。 

昨日から 俺が 在所 へ 陣を 取り 先手の 衆 は 

京 街道に 出張して お前 樣を 殺す との 謀 

憎さ も 憎し。 お馴染みのお！ 8。 武智に 

討た すは殘 念な とこのお 坊 との 咄合 ひ。 

そこで 俺が 一 生に ない 智慧 を 振 ひ 出し。 

お：？ S 樣をそ つと おら が 在所 へ 連れて 往ん 

で。 思 ひがけな う 光秀め を ころりと いは 

して こま さう と。 わざ./ (^迎 ひに 來 まし 

て ござんす。 サァ/ f\.^ 1 時 も 早う 用 

意して。 武智を 討 取る 魂膽 さし やませ。 

ほんに 又 忘れた 事が ある わい。 久しぶり 

でお 目に か、 つた。 * "土產 はこれ と 藝 


よりこて く 取 出す 风 二つ。 KSn レ これ g 

は 俺が 空地に 出来た 眞桑 切って 食つ 

て 下さり ませと。 * 自慢ら しげに 差 出せ 

ば。 《5 ヲ、 あけ 地に 出来し を 切って 喰へ 

と は 幸 先よ し滿 足々 々。 殊更 汝が 光秀 を 

手引きして 討た せんと は！ K 晴れ 忠臣 出か 

した/ \。 恩賞 褒美 は兩 人と も。 みに 

任せ 得さす べしと 《" 仰せに 悅ぶ兩 人よ 

り。 勝 色 見す る； 1： ハ方 のどよ み。 フシ 皆 勢 

ひ を 添へ にけ る 3  «■ か、 る 折し も かたへ 

に 竝ぶ稻 村より。 閧を 作って 武智の 軍 

辛。 久吉 やらぬ と 切って か V れば。 加 藤 

正淸。 《!" シャ 猪口才な 蟈 ども。 《- 目に 

物見 せんと 大 太刀 拔 いて 切り かくる を。 

受けつ 流しつ 亂 軍の。 互に 镇を 削り 合 

ひ。 7 シ濱 手の 方へ 戰ひ 行く。 堆兩人 は 

立って 居つ。 こり やえら ぃ大 騒動。 怪 粉 

我の ない 內久 吉樣。 サァ くご ざれと 先 g 

に 立ち。 》- 歩む 兩人 明智 の久吉 出で 行く 記 


^を 引戻し。 ぐっと 一 締め かたへ に k 投退 

け。 S 百姓 長 兵 衛とは 偽り。 誠 は 武智光 

秀の蔡 臣四王 天 田 島の 頭。 止れ やっと 聲 

掛けられ。 *_k 巾搔 ぐり ぐっと 詰 掛け。 

a さすがの 久吉 よく 察した。 汝を 偽り 誘 

き 寄せ 討 取らん と 計りし に。 見顯 はされ 

て殘念 至極と * いふより 早く 藁苞に。 

隱 せし 業物 拔 放し。 久吉 目が け 切 付 くれ 

ば。 ソリャ 通すな と 軍兵 ども。 群り 寄つ 

て 突つ か \ る。 鍵の穗=^は篠|^^" 薙 立て 

く 切 結ぶ 。勇猛 不敵の 四 王 天。 乾 達 婆 王 

の 荒れた る 如く 突 伏せ 切 伏せ 1^ 上れば。 

あしら ひ 兼ねた る眞柴 方。 フシ 度 失うて 

見えに ける。 》 -久吉 も 心 を 配り 味方の 勝 

利覺 束な しと。 有 合 ふ 僧の 裝裟 衣手 早 や 

に 取って 我が身に 著し。 馬に ひらりと 飛 

乘 つて。 濱 手の 方へ 只 一 騎^ 出す 向う へ 

四 王 天。 それと 見る より 緣 出す 隨先。 得 

たりと か はし 逸 散に 駒 を 早めて 1^^ けり 行 


く。 ャァ 汚し 返せ 猿 冠者め と 跡 を。 慕う 

て。 三重へ 追うて 行く。  * "田畑 畔道 緣 ひな 

く 追 驅け追 詰め 四 王 天。 額に 無念の 息 煙 

立ち努 ひ 込ん で^け 通る。 遙 かに それと 

加 藤正淸 躍り 上って 田 島の 頭。 觀 念せ 

よと 切 込む 太刀。 心得たり と コハ * 渡り 

合 ひ。 雙方 劣らぬ 勇猛 力 火花 を 散らして 

戰 ひしが。 ナ * ス いらって 打 込む 正 淸が凡 

人なら ぬ 希代の 切 先。 あしら ひ 兼ねて 四 

王 天 漂 ふ 所 を 切 伏せく。 主人の 安否 氣 

遣 ひと 跡に。 一一 i 力、 リ 見なして 7 シ走 

り 行く。  *- さし も 勇 氣の田 島の 頭。 數ケ 

所の 深手に 搶 ひく。 チ H  、殘念 や。 

斯く迄 手に入る 眞柴 久吉討 波ら し。 それ 

のみなら すむ ざ/ \ と。 名 ある 勇者の 首 

を も 取らす。 討死す るか 口惜し やな。 思 

ひ 週せば S す 程。 運の き 猿 冠者め。 此 

土 をはづ れいつ か 又 彼ね を 討 取る 期 や あ 

in 一 

らん。 地 無念 * 々とい ひ 死に。 こ、 に 名 


のみ を殘 したる。 田 島の 頭が 身の 果ての 翁 

本 

哀れな りけ る  一一 i  太 

己 一 

言 1 

同 十日の 段 

な V め f  n ふれん け I  ,  i*^ 

南無 妙法 蓮華 經くく く。  * フシ 御 

の 聲も媚 きし 尼が 椅の 片邊 り。 誰が 住 

む 家と ゆ ふ 額 も。 お のが 儘なる 軒の つ ま。 

あたり 近所の 百姓 ども。 茶碗 片手に。 フシ 

高^。  a: なう 婆樣。 こな 樣も 見たところ 

が。 上方で 歷. _< のお 衆 さうな が。 何の 爲 

に 面白う もない 此 在所へ は ござった ぞい 

の。 ァ、 コ レく甚 作 そり や 言 やん な。 

京の 町 は武智 とい ふ惡 人が。 春 長 樣を殺 

して 大 騒動。 大 かた 又 下へ 下って ゐ やし 

やる 久吉 殿が 戻って 来て。 武智と 是非に 

1 合戰 なけり ゃ濟 まぬ わい のう。 そんな 

ら 年寄 はう かく 京の 町に は 居られぬ 兎 

角 のない 樣 にこん な 在所へ 来て ゐる 5 

が 大出来く。 時に 近付きが てら 妙見講  一 9 


を 勤める と はよ い 手 週し。 大きな 馳走に 

逢 ひました。 これから 隨 分お ^ri にお 心安 

う 致し ませう。 * サ ァ，， （\ 往なう と 口々 

に。 いひたい 事 をた くし かけ。 フシ 喋り 廻 

つて 歸り ける。 *■ 老母 はつ どく 門 送り 

小 ォクリ 庭の 千草に 打つ 水 も ハズミ たもつ 

葉 毎に。 風 かをる。 軒 を目當 てに。 來る 

人は武 智が閨 に^く 花の 操の 前 は 家來を 

遠ざけ。 嫁の 初 菊 伴うて 窺 ふ 切戶の 庭先 

に。 フシ 花に 心 を。 養 ふ 老女。 《- それと 

見る より 手 をつ か へ 。 後室 。様の 見舞と 

して。 只今 參上 致せし と。 * 態勲 に相述 

ぶる。 詞に 老女 は 打 笑み。 詞ヲ 、珍ら し 

い 嫁 女 孫 嫁。 遙々 の 道よう こそく。 さ 

りながら 枠 光秀" 當月 二日 本能 寺に て。 

主君 を 害せし 無法者。 同し 館に 膝拉 ぶる 

も。 先祖の 恥辱 身の れと。 * 館 を 拾て 

て此 在所へ 身 退きし 此婆 を。 a= 見舞と は 

を C がましい。 #1 にもせ ょ惡 にもせ よ。 


夫に 付く が 女の 道。 操の 前 は武智 十兵衞 

光秀が 妻。 そなた は 又 孫の 十次郞 光義が 

嫁で ないか。 生死 わからぬ 戰 場へ。 * 

赴く 夫 を 打 捨てて 浮世 を 捨てた 姑 に。 

孝行 盡すは 道が 違 ふ。 3 妻 城に 留まつ 

て。 切 守 を 守る が 肝要 ぞゃ。 モウ 寡 II 暮 

しの 樂 しみに は。 夕顔 棚の 下 涼み。 《- 捨 

つべき 物 は 弓矢 ぞと。 いひ 放した る 老女 

の 一徹。 フシ 跡は詞 もなかり けり。 增常 

の氣 質と 逆ら はす。 E いかさま 後 窒樣の 

仰 やる 通り。 此樣に 只お 一 人で ござった 

ら。 何もかも 氣散 じで。 マァ 第一 はお 身 

の 養生。 《■ 今から 私 も 初 菊 も 後窒樣 のお 

傍に 居て。 飯 も 焚いたり 茶 も 沸し。 ぉ宫 

仕へ をせ う ぞいのと。 有 合 ふ 前垂れ 打掛 

の 上に 引締め 茶釜の 傍。 端 香の 籠る 姑 

の。 しぶく 機嫌 を 取 兼ねる 娘心に 初 菊 

も。 マ どう 濟む事 か 濁り 井の。 深き 奇緣 

の釣枉 繩。 7 シ 水汲み 上げん と 立 寄れ 


ば。 K コレく 嫁 達。 シテ孫 十次郞 は。 ^ 

城に 殘 つて 居め さる かされば で ござり ま 

す。 十 次 郞が願 ひに は。 どうぞけ ふの 軍 

に。 高名 手柄が 顯 はしたい と。 父上 迄 は 

願 ひし かど。 婆 様のお 赦 しなき に 出陣す 

る も 本意で なし。 母に 取次して くれと。 

くれぐ の 願 ひ 故。 地餘 り健氣 さ， 祖母 樣 

に 御機嫌の 程い か 1- ぞと。 伺 ひに 參りま 

したと 語る 內。 老母 は淚を はらく と 流 

し。 K ヲ 、煩 さの 嫁が 物語り。 主 を 討つ 

たる 逆賊の 邪 非道の 軍の 評定。 聞く が 

厭 さの 此 住居。 ガ又 孫を譽 める ではなけ 

れ ども。 非道な 悴 光秀が 子に。 十 次郞と 

いふ 武士が。 生れて 來 ると は是も 因緣悔 

んで 返らす。 戰 場の 事 聞きた うない。 ァ 

いや，/, \ 情なの 浮世 やと。 》" 無量の 思 ひ 

百 八の。 フシ 數珠 爪繰って 居たり ける。 粉 

さ いつ *  ^ 

地色 折節 表へ 草鞋が け。 風呂敷 背に 息せ ^ 

き 込む 道の 邊の ォ ク-淸 水。 抱ばん 夏 . お 


の 旅。. 西 行 もどき の 僧 一人 7 シ 門口に 立 

ち 休ら ひ。 諸 國 修業の 一 人 旅。 近頃 申 

し 鍵ね たれ ど御& の 報謝に 預 りたし。 * 

押 付けな がらと いひ 入れる 聲を 老母が 聞 

取って。 IS 見苦しう ござり ますれ ど。 お 

心 置きな う 御 一 宿。 それ は 千 萬 忝ない。 

左様ならば 御 遠慮な しに 御免。 *>■ 御免と 

あがり 口 腰 打ち かくれば 二人の 女。 草鞋 

の。 7 シ紐を 解き かくれば。 BS ァ、 勿體な 

い./ \。 構うて 下さり ますな。 旅しつ け 

た 坊主の 氣散 じ。 木 納屋の 隅で もつ いこ 

ろり。 蚊帳 も蒲團 もい り ませぬ。 お 心 遣 

ひ 御 無用と。 *- 詞 半へ 表口。 人目 を 忍び 

只 一 騎。 窺 ひ 立 聞く 武智 光秀。 心得が た 

き旅佾 と。 生垣 押 分け 差 き。 思 はす 見 

合す 母の 顫。 老母 は 何 か 心に 點 頭き。 H 

ヲ、 わしと した 事が 心の 付かぬ。 コレ御 

出家 様。 此权圉 ひが 則ち 風呂場。 水 は 幸 ひ 

汲んで あり。 ついぼ や. （-と 燃して。 暑 


い 時分 ぢゃ 行水して 休んで 下さり ませ。 

婆 も 蹄で 相伴し ませう。 ァ 、ィャ それに 

は 及び ませね ど。 相伴と あれば 沸し ませ 

う。 そんなら 御免な され ませと。 * 包み 

提げ 氣散 じに。 7 シ 湯殿 を さして 入りに け 

る。 *■ 味方の 軍卒 兩手 をつ き。 S 御子 息 

十 次郞 光義 樣。 後室 樣に It 願 ひの 筋 あり 

と。 只今 是へ御 越しと。 *- いふ 間 程なく 

づ/ \  よ. C ひびつ 

靜々 と。 家来に 持たせし 鎧 根。 7 シ舁入 

れ させて 打 通り。 Kn リヤ^ \ 者 ども 其 

方 達に 用事 はない。 陣 所へ 早くと 追つ 立 

て やり。 《- 威儀 を 正して 兩手 をつ き。 

母樣を 以て 御 願 ひ 申せし 出陣。 御 聞 届け 

下されな ば。 《- 武士の 本意と 十 次郞思 

ひ 7 シ 込んで ぞ願 ひける。 增 老母 は 見 

るより 機嫌 額。 a" ヲ、 珍ら しい 十 次郞。 

出陣の 願 ひとな。 枠 を 見限り 此 所へ。 身 

退きし に叮 ia- な 願 ひの 筋。 最前 嫁 女に 詳 

しう 聞きました 。とても 出陣し やるなら。 


祖母が 願 ひ はこの 初 菊。 今宵 この 家で， -g  0 

言の。 盃 してから 門出し や。 何と 嫁女绾 

しいか。 《- と 老の詞 に 初 菊 は。 飛 立つ ば M 

かり 氣 もい そく。 心の 悅び穗 に出づ 

る。 額 は 上：！ l4 の夏梗 色も媚 めくば かりな 

5 ひ W- ん 

り。 * 色只默 然と 十 次郞。 今日 初陣に 討 

死と。 覺悟 極めし 此體。 お 暇 乞 ひに 參り 

しと。 知らせ 耠 はぬ 悲し やと 本 フシ 淚。 

吞 込み 忍び泣き。 <P 色 操の 前 も 立上り。 

祖母 様の 御機嫌の 變ら ぬう ちに 固めの 

盃。 it ヲ 、それ。 孫も大 かた 心せき 操 は 

■l^^ls の 用意 L や。 十 次郞が 初陣の。 鎧の 

役 はすぐ に 花嫁。 《■ 三國 一 の 悲しみと。 

知らぬ 白 齒の孫 嫁が。 手 を 引 連れて。 三 

人 は オタ リ奧の 一間へ 入りに けり。 《- 殘 

る ^ の 花 一 つ。 水上げ かねし 風情に て 思 

案。 投首 萎る k ばかり 了ン渐 う。 淚押止 

め。 ほ母樣 にも， 視母樣 にも。 これ 今生の 

8 

暇 乞 ひ。 此 身の 願 ひ 叶う たれば。 思 ひ 置 & 


く 事 更にな し。 《- 十八 年が 其 間 御 恩 は 海 

山 かへ がた し。 討死す る は 武士の 習 ひと 

思 召し 分けられて。 さき 立つ 不孝 は赦し 

て 給べ。 S 二つに は 又 初 菊 殿。 まだ 祝言 

の 1^ をせ ぬが 2 の 身の 仕 合せ。 わしが 事 

は 思 ひ 切り。 他家へ 緣 付きして 下され。 

* 討死と 聞くならば さ こそ 歎かん 不便 や 

と。 孝と 戀 との 思 ひの 海隔っ 一 間に 初 菊 

が。 立 聞く 淚轉 出で スヱテ わつ とば かり 

に。 泣 出せば。 《" はっと 驚き 口に 手を當 

て。 ほ ァ、 n レ/ \ 聲が髙 い 初 菊 殿。 棟 

は樣子 を。 アイ。 殘らす 聞いて 居り まし 

た。 *f 夫の 討死 遊ばす を 妻が 知らいで 何 

とせう。 二世 も 三世 も 女夫ぢ やと 思うて 

* ん * 

ゐ るに 情ない 1^ せぬ が 仕 合せと は。 餘り 

聞えぬ 光義 樣。 祝言 さ へ も濟 まぬ 內 討死 

と は 曲がない。 わしゃ 何ぼう でも 殺し は 

せぬ。 思 ひ 止って 給 はれと 鎚り 歎けば。 

S ァ 、 n レ 此方 も 武士の 娘ぢ やない か。 


十 次郞が 討死 は豫 ての 覺悟。 龃母樣 に 泣 

額 見せ。 もし 悟られたら 未来 永. *c 緣切る 

ぞゃ。 ェ 、。 サァ とかう いふ 內 時刻が 延 

びる。 其ぎ 根 こ-へ。 く。 アイ。 アイ。 

サ 早う。 時 延びる 程 不覺の 元。 聞 分けな 

いと 呵られ て。 《- いとしい 夫が 討死の。 

かミで  ものの ぐ 

首 途の物 具 付ける のが どう 急がる X もの 

ぞいのと。 タ、 キ泣 くく 取 出す 棑  1 の。 

鎧の 袖に 降り か- -る。 雨 か淚の 母親 は。 

か はらけ しらが  なが A:  て fL て 4 

白木に 土器 白髪の 婆。 長柄の 欽子蝶 

花形 首 途を祝 ふ^ 斗 昆布 ォクリ 結ぶ は。 

こ て すねあて りぐ ぐ  ) 1 

親と 小手 臑當。 六 具 同む る 三々 九 度。 此 

世の 緣ゃ割 小 札。 猪首に 著な す鈸 形の。 

ぁたり^3|ゅき出立は。 爽 かなりし。 フシ 

其 骨柄 e  K ヲ、 逋れ 武者振り 勇ましし。 

高名 手柄 を 見る 樣な。 祝言と 出陣 を 一 所 

の盃。 サァく 早う。 目 出たい く 嫁御 

&と。 * 悅ぶ SS いや 增す 名殘。 こんな 

殿御 を 持ちながら これが 別れの 盃 かと。 


悲し さ 隱す笑 ひ顏隨 分お 手柄 高名して。 

-  "い え  9 

せめて 今宵 は凱陣 をと。 跡 は 得い はす^ 

ひしば る。 胸 は 八千代の 玉 椿 散りて。 は 

かなき 7 シ 心根 を。 地色 察し やった る 十 

次郞 包む 淚の 忍びの 緒 7 シ しぼり。.， かね 

たるば かりなり。 フシ 哀れ を。 こ- -に吹 

せめだいこ 

送る。 風が 持てく る攻 太鼓。 氣を取 直し 

突立ち 上り。 いづれ もさら ばと いひ 拾て 

て。 地 思 ひ 切った る 鎧の 袖 ハズミ フシ 行方 知 

ら すなり にけ り。 * ナウ 悲し やと 泣 入る 

初 菊。 母 も 操も顏 見合せ。 K ばふ樣 嫁. 一 

女。 可愛い や あったら 武士 を。 む ざく 

殺しに やりました。 ナウ 初 菊。 十 次 郞が討 

死の 出 & と は 知りながら。 なま 中止め て 

主殺しの 憂き 死 耻を曙 さうよ り。 健氣な 

討死 させん 爲。 * 祝言に よそへ て 盃をさ 

したの は。 1^乞 ひやら 二つに は心殘 りの 椅 

本 

ないやう と。 思ひ餘 つた 三々 九 度。 ば- - は 

が 心の せつな さ を 推量し やとば かりに 記 


て。， 始めて 明かす 老母の 節義。 聞く 初 菊 

も 母親 も 一 度に どう ど。 伏し まろび。 フシ 

前後。 不覺に 泣き叫ぶ。 せ 色換押 明け 何 

氣な うつかく 出づる 以前の 旅 1。 司コ 

レ /\ かみ 様。 風呂の 湯が 沸きました。 

どなた ぞ おは ひりな され ませと，' *-ぃ ふ 

に 此方 は 泣卸ぽ し。 ヲ、 それ は 御苦勞 

ながら。 iH?s に 新 湯 は 毒。 跡 は 若い 女子 

ども。 マ 了お 先へ 御 出，： sis- から。 いかさま 

湯の は 水と やら。 左樣 ならば 御 遠慮 

なし。 お 先へ 參 ると *■ 立 上れば。 三人 

は淚押 包み 本 フシ 奧の佛 問と" f 殿 口 入る 

や。 月 漏る t 庇。 爱 にかり 取る 眞 柴垣。 

夕顔 槻の 此方より。 顯 はれ 出で たる 武智 

光秀。 必定 久吉 此內に 忍び 居る こそ 究竟 

1 e 只 一 討ちと 氣は張 弓。 心 は 矢 竹 |» 垣 

の。 見越しの 竹 を 引つ そぎ 鐘。 小 田の 蛙 

の 啼く音 をば 止めて 敵に 悟られ じと。 差 

足拔 足。 ，シ窺 ひ 寄り。 聞 ゆる 物音 心得 


たりと 突 込む 手練の 镜 先に。 わつ と 玉ぎ 武智も 仰天し 7 シた 1. 忙然 たるば かりな 椅 

る 女の 泣聲。 合點 行かす と 引出す 手 負 り。 色聲聞 付けて 駄け 出る 操 初 菊 諸共 太 

功 


ひ。 眞柴 にあら で眞實 の。 母の さっきが 走り出で。 ナウ 母樣か 情ない。 此有樣 は 

七韓八 倒。 a! ャァこ は 母 人 かしな した 何事と 鎚り 歎けば 目 を 見開き。 歎く ま 

り。 せ殘念 至極とば かりにて。 さすがの い 歎くまい。 內 大臣 春 長と いふ。 主君 を お 


害せし 武智が 一 類。 かく 成果つ る は理の 

常然。 系圖 正しき 我が家 を。 逆賊 非道の 

名に 檢す。 不孝 者と も惡 人と も。 譬 へが 

にん？ > にん 

たなき 人非人。 不義の 富貴 は 浮べる 雲。 

地主 君 を 討って 髙 名顏。 天子 將軍 になつ 

のす？ こや 

たと て。 野末の 小 家の 非人に も。 劣りし 

と は 知らざる か。 主に 背か. f 親に 仕へ。 

もつ rx5 め. J きり い 

仁義 忠孝の 道 さへ 立てば。 物相飯の 切 米 

も。 百 萬 石に。 フシ 優る ぞゃ。 《- おのれが 

心 只 一 つで 験 は 目前 これ を 見よ。 武士の 

命を斷 つ。 匁 も 多い に此 様な。 引つ そぎ 

竹の 猪突 鐘。 主 を 殺した る 天罰の 報い は 

親に も此 通りと。 鐘の 穗 先に 手 を かけて 

, ぐ  き s や 5 て おひ  む 

扶り 苦しむ 氣 丈の 乎 負。 妻 は淚に 咽せ 返 

かゥ i で 

り。 Kn レ見 給へ 光秀 殿。 *? 軍の 首途 にく 

れぐ もお 諫め 申した 其 時に。 思 ひ 止つ 

て 給 はらば 斯うした 歎き は あるまい に。 

知らぬ 事と はい ひ fe^ ら 現在 母御 を 手に 

かけて。 殺す とい. ふ は 何事 ぞ。 せめて 母 


御の 御 最期に 善心に 立歸 ると。 たった 一 

言 聞かして 給べ。 拜む わい のと 手 を 合し 

諫めつ 泣い つ 一筋に 夫 を 思 ふ 恨み 泣き。 

操の 鏡 暴り なき 淚に 7 シ誠 あら はせ 

り。 《- 色 光秀 は聲 あら &げ。 詞ャァ 猪口 

才な 諫言 だて。 無益の 舌の 根 動かすな。 

遣 恨 を 重ぬ る 尾 田 春 長。 勿論 三代 相 恩の 

、王 君で なく。 我が 諫め を 用 ひすして 神社 

佛閣を 破 却し。 惡逆 日々 に增長 すれば。 

武門の なら ひ 天下の 爲。 討 取った る は 我 

が 器量。 武王は 殷の紂 王 を 討ち。 北條義 

みか わ かん ミも 

時 は 帝 を 流し 奉る。 和漢 俱に 無道の 君 を 

弑 する は。 民 を 安む る 英傑の 志。 女 童 

の 知る 事なら す。 *- 退り 居らう と 光秀 

が。 一 心 變ぜぬ 勇 氣の眼 色。 取 付く。  7 シ 

島 もなかり けり。 折し も 聞 ゆる 陣太鼓。 

耳 を つらぬく 金 鼓の 響 あは やと 見やる 表 

口。 數ケ 所の 手 疵に血 は 瀧 津瀨。 刀 を 杖 

に搶 ぼひく。 立歸 つたる 武智が 一 子。 


庭先に 大息つ ぎ。 親 人 これにお はする ； 53 

やと。 a- いふ も 苦しき 斷末 魔。 見る に 驚 

く母豫 より。 娘 は 傍に 走 寄りな う 痛 はし 

や 4. 次 郞樣。 ば& 様と いひお 前 迄 この 有 

様 は 情ない。 お 心 5§ かに 持 づて 給べ やい 

のく と 取 付いて スェテ 介抱 如才。 泣く 

ばかり。 地 光秀 わざと 聲 荒らげ。 詞ャァ 

不覺 なり 十 次郞。 仔細 は 何と。 様子 はい 

かに。 具に 語れと 呼 はれば。 詞 はっと 心 

を 取 直し。 詞親 人の 指 園に 住せ 手勢す ぐ 

つて 三千 餘騎。 濱 手の 方に 陣所を か た 

め。 今や 歸國と 相 待つ 所に。 《■ 敵 は それ 

とも 白浪の。 櫓 を 押切って 陸地 に 漕 付 

け。 詞追 ひ. （-. 都へ 馳せ 上る。 眞柴の 軍 

勢 ござん なれと。 《- 鬨を つくって 味方の 

ぐんび や 5t5 わ 5 むじん 

軍兵 縱橫 無盡 になぎ 立 つれば。 不意 を 打 

たれて 敵 は 敗亡。 狼识へ 騒ぐ を 追 立て。 椅 

追 詰め。 こ k を 先途と 戰ふ內 。後の方よ 太 

り大 Jn 上げ。 眞柴筑 前.， 守 久吉の 家臣 加 藤 記 


正淸 これに あり。 逆賊 武智が 小童 ども 目 

に 物見せ てく れんす と。 いふより 早く 太 

刀拔 きかざし。 g: 角 八面に 切 立てられ。 

瞬く に 味方の 軍卒。 接ら. f 討死 仕り。 

無念ながら も 只 一 騎立歸 つて 候と 7 シ息 

機ぎ。 あへ す 物語れば。 埯 光秀 怒りの 髮 

逆立ち。 K ャァ云 ひが ひなき 味方の 奴ば 

ら。 シテ四 王 天 田 島の 頭 は。 さん 候 四 王 

天 は。 目 ざす は久吉 一 人と。 昨朝よりの 

1 騎 がけ。 亂軍 なれば 生死の 程 も。 m か 

に それと 承 はらす。 親 人の 御身の 上 心に 

か X り 候 故。 未練に も 敵 を切拔 け。 是迄 

落延び 歸 りし ぞゃ。 此 所に 御座あって は 

危 ふしく。 一時 も 早く 本國 へ。 引取り 

耠へサ 早く。  くと。 * 深手 を 屈せす 爺 

親 を。 氣遣ふ 孫の 孝行 心。 聞く に 老母 は 

せき かねて ァレ あれ を 聞き や 嫁 女。 共 身 

の手^^は苦にもせす。 極惡 人の 枠め を。 

大事に 思 ふ 孫が 孝心。 ャィ 光秀。 子は不 


便に ないか。 可愛い と は 思 はぬ かやい。 

おのれが 只 一つで。 *- いとし 可愛い の 初 

孫 を忠と 義心に 健氣 なる。 討死で もさす 

事 か。 逆 賊^^の 名を橡 し。 殺す は 何の 

因果 ぞ とせぐ り 苦しき 老の 身の。 聲 聞き 

付けて 十 次郞。 SS ャァ そんなら 翻 母 様に 

は。 御 生害 遊ばした か。 今生のお as 乞。 

今 一 度お 顔が 見た けれど。 もう 目が 見え 

ぬ 父上 母 樣初菊 ST  * 名殘 惜し やと 手 を 

取って。 妹脊の 別れ 愛 著の 道に 引かる \ 

いぢら しさ。 母は淚 に正體 なく。 討死す 

る も 武士の 習 ひとい へど 情ない。 《 "十八 

年の 春秋 を の 中に 人と 成り。 いつ 樂し 

みの 隙 もな う 弓矢の 道に 日 を ゆだね。 今 

9  i タで  5 ひ XT 人 

朝の 首 途の其 時に も母樣 今日の 初陣に。 

逋れ。 高名 手柄して。 父上 や 祖母 樣に譽 

めら る. - のが 樂 しみと。 *■ につと 笑うた 

其 額が わしゃ 幻 に ちらついて 得 忘れぬ 

と ロ說き 立て。 ロ說き S つれば 初 菊 も。 


ほんに 思へば 此身程 はかない 者が 世に あ 

らう か。 とけて 逢 ふ 夜の きぬ/ も 永き 太 

名殘の 許嫁。 二世 を 結ぶ の 枕 さへ。 か は 記 

す 間 もな ぅ此樣 な。 悲しい 別れ をす る 事 

は マ どうした 罪 か 情ない。 わたし も 一 所 

に 殺して たべ 死にた いわいな と 身を悶 

え。 互に 手 を 取り か はし 名 接り 淚の暇 乞。 

見る に 目 も くれ 心 消え 母 もお 母 も聲を 上 

げゎ つとば かりに 取亂 せば。 さすが 勇氣 

じひ 1ん  りん S 

の 光秀 も 親の 慈悲心 子 ゆ ゑの 闇。 輪 s» の 

きづ こた 

緣に綺 めつ けられ 堪へ かね て はらく 

く 雨か淚 の。 汐境 7 シ浪 立ち。 騒ぐ 

如くな り。 * 色 又も M ゆる 人馬の 物音。 

矢叫びの 聲 喧 く。 ォクリ 手に 取る。 フシ 

(如く 聞 ゆれば。 * 色 光秀 W  くより 突立 

ち 上り。 K ァノ 物音 は 敵 か 味方 か。 勝利 

如何にと 庭先の。 K すね 木の 松が 枝 踏み 

しめ，/ \ -- よち 登り。 眼下の 村 手 をき つと 2 

見下し。 a. 和 田の 卿の 左手より 追 々つ 0. 


ぎょりん 

く數 多の 兵船。 間近く 立った る 魚 憐の備 

へ。 千生 i^Q 馬 印 は。 疑 ひもな き 眞柴久 

吉。 風 を くらって 此家を S3 げ延 び。 手勢 

て て 

引 具し 光秀 を 討 取る 術と 覺 えたり と。 *- 

いふより 早く。 フシ ひらりと 飛び下り。 

* 色 草展摑 みの 猿 面 冠者。 いで 一 挫ぎ と 

身 繕 ひ。 フシ 勢 ひ 込んで かけ 出せば。 《 ^ャ 

ァ く武智 光秀 暫く 待て。 眞柴筑 前守久 

吉對 面せん と 呼 はって。 《- 三 衣に 代る 陣 

羽綠。 .yp 小手 臑當も 優美の 骨柄。 フシ 

悠然として 立 出づれ ば。 《- 光秀 見る より 

仰天し。 駔戾 つて はった と 睨み。 誇ャァ 

珍ら しし 眞柴 久吉。 武智 十兵衞 光秀が。 

此 世の 引導 渡して くれん。 觀 念せ よと。 

*■ 詰 寄る 光秀。 中を隔 つる 老 鳥の。 子 故 

に手疵 屈せぬ 老女。 なう 久吉 樣。 K 我が 

子に 代る 此母 も。 天命 遁れぬ 引つ そぎ 

鐘。 作りし 罪の 萬 分 一 亡ぶ る 事 も あらう 

かと。 思ひ餘 つた 此 最期。 武智が 母 は 逆 


磔 に。 か、 つて 無 慙の死 を 遂げし と。 末 

世の 記 i に殘 して 給べ。 壤 それ もやつ ぱ 

り 枠め が。 可愛 さ 故の 罪 亡し。 ョ うるさ 

の 婆に 殘 らんより。 孫と 一 緒に 死 出 三 

途。 ハァ わたし もお 供 致します る。 いづ 

れ もさら ば。 おさらば と。 未練 殘 さぬ 

武士の。 花 も實も ある 此 世の 別れ。 フシ 

今ぞ 果なくな りに けり。 操の 前 も 初 菊 も 

更に 詞も 出でば こそ。 あへ なき 骸を押 動 

かし 天に あこがれ 地に 伏して 歎く。 心ぞ 

いぢら しき。 *- 色 哀れ を餘^ に 眞柴久 

吉。 光秀に 打 向 ひ。 K 倶に 1K を 戴かぬ 亡 

君の 弔 ひ 軍。 今此 所で 討 取って は義 あつ 

て 勇 を 失 ふ 道理。 諸國の 武士に 久吉が 軍 

功 を 知らさん 爲。 時日 を 移さ す 山 崎に 

て。 勝負の 糠 雄 を 決すべし ガ いかにい 

かに。 ヲ 、流石の 久吉 よくいうたり。 我 

これ ふ  ちょつ J6>i  ほんく わい 

も 惟任 將 軍と 勅許 を 請けし 身の 本懐。 I 

先づ 都に 立歸り 京洛 中の 者 どもへ。 地 子 


を 赦すも 母 へ の 追善。 互の 運 は 天王山。 3 

洞が 峠に 陣所を 構へ。 只ー戰 にかけ 崩さ 

ん。 首 を 洗って 觀念 せよ。 ホ、、 、、何 

さく。 たと へ 項 羽が 勇 ありと も。 我 又 

孫吳が 秘術 を ふる ひ。 *■ 千變萬 化に かけ 

惱 まし。 勝 関 上ぐ る は 瞬く 內と 久吉 が。 

詞は搖 がぬ 大! 9 石。 忽ち 蹈り 小栗栖 の。 

土に 哀れ を殘 すと は 知らす 知 られぬ 敵 

味方。 睨み 別る、 コ？ 二人の 勇者。 

ナ * ス 二世 を かための 別れの 淚。 か、 れと 

てし も *、 キカ、 リ 烏羽玉の。 其 黑髮を あ 

へな くも。 切拂 うたる 尼が 崎。 菩提の 種 

*- ん th. び *-i たん  ぃ*、 

と 夕顔の 軒に きらめく 千生 瓢簞。 駒の 晰 

き迎 ひの 軍卒 見渡す。 沖 は中國 より 追 ひ 

追 ひ 入来る 數 萬の 兵船。 威風 凛々 凛然 

たる。 眞柴が 武名 假名 書に。 うつす 槍 本 

の 太 功記と 末の。 世まで も ュ "^一 i  3  m 

しけり  太 

功 

d 


同 十一 日の 段 

"« 家来 ども やい。 彌.' 明日 は 山 崎に て晴 

軍。 時に 拔 目ない は久吉 殿。 敵方の 間 

者。 又怪しき曲^<^;もぁらんかと。 此赤山 

與三兵 衞へ密 々の 申 付け。 汝等も ゆかり 

なく。 もしゃ 怪しき 者 も あらば。 男女に 

限らす 搦め 取って。 本陣へ 差 出せよ。 褒 

美 はきつ と 後日に 御沙汰。 必す ぬかるな 

合點 かと。 *- 隙し 合せて 主從 は。 フシ ハズミ 

左右へ こそ は 別れ 行く。  《- フシ 身 は 世 を 忍 

ぶ。 ^笠に。 やつす 姿 も 椅 が。 夫の 詞 

守 立し。 主君の 嵐の 音壽 丸。 いた はり 傅 

き參ら せて。 心なら す も 夜の 道。 オタ"； M 

れに。 傳ふ淀 堤。 7 シ； 一 組 木の 陰に。 立ち 

休ら ひ。 お ナウ 和 子。 遙 かの 西に 放の 手 

の。 月に 映 じてきら めく は。 山 崎の 御 本 

陣。 父上の 御座所。 * 妾が 夫 政道 殴 も 主 

君の 御供。 翌は 早々 光秀 樣に 御對 面。 お 


嬉しう ござります かえ。 BS ヲ 、嬉しい 嬉 

しい。 早う お 父 樣に逢 ひたい けれど。 ど 

うやら 眠たい/ \ と。 堆詞 のうちに。 

フシ ふら/ \ 眠り。 K ヲ 、お 道理で ござり 

ます。 大切の 密事 を 受けた 俄の 旅立ち。 

もしゃ 敵の 間者に 出合 ひ。 御身の 御難 儀 

あり もやせん と。 心 は 千々 に 誰 あらう。 

地、 江 州 丹 州 兩國の 御主" 今では 四海の 御 

大將。 惟任 將 軍の 御 公達。 あまたの 從者 

引き かへ て。 從ふ者 はこの，.^。 杖柱と も 

思 召す。 御 心根が おいと しほい C 是 とい 

ふの も 父上の 道に 背きし 御 企て。 たと へ 

望み は 叶うても。 勿體 ない 御主 君の。 春 

長 様に 匁 を 合し。 主殺しの 大罪と。 世の 

口の端に 情ない。 それに 連れた る 我が 夫 

も。 俱に汚^^を下すかと。 思へば 悲しい 

悲しい と 人目なければ 聲 上げて。 わつ と 

ばかりに 伏 沈む 心ぞ。 思 ひ やられたり 立 

戾 りたる 赤 山が それと 見る より 相 圖の呼 


子。 友 呼ぶ 千鳥ば らくと。 顯 はれ 出で 檢 

し 以前の 組 子。 KS 女め 遣らぬ と 追つ 取卷 $ 

お.： t>©  功 

く。 地 驚きながら さすがの 柵。 音 壽を圍 記 

うてす つくと 立ち。 ャァ 心得ぬ 人々 の 

擧動。 何者なる ぞと咎 むれば。 赤 山は大 

口 あき ャァ 何者と は 舌 長し。 主殺しの 光 

秀が 一 子音 壽丸。 軍の 幸 先久吉 公へ 差 出 

す。 早く 渡せと 罵ったり。 ホ 、 、 、事 可 

Ik しゃ 光秀 公の 御內 にて。 人 も 知った 

る 松 田 太郞. p:! 衞 門が. M 房椅。 主な しの 久 

吉殿。 それに 隨 ふそち 達が。 及ばぬ 事 を 

と 言 はせ も 立てす。 ソレ者 どもと 赤 山 

が。 下知に 從ひ 一 度に。 切って か \ る を 

事と もせす。 右と 左に 一一-重 (幾 立 つれ 

ば。 《- 口 程に もな き 雜人原 むら /(\- ばつ 

と^ 散ったり。 隙 を 窺 ひ 後より。 切 込む 

赤 山 さそくの 栴。 ひらりと か はせば 赤 山 

が。 首 は 前に ぞ フシ 落ちに けり。 サァ 

/\-,,.,\此 隙に 音 壽様。 此場を 早う と。 9 


かひ，.^ しく 忠義 一 途 の女氣 に。 主君の 

若 を 伴 ひて。 定めな くく 短夜に。 心。 

せかれて ミ重 へ迎り 行く 

同 十二 日の 段 

こず ゑ  から： ろ も 

一 幽を戀 ふ。 了 ンカ； 鳴く や 梢に。 唐衣 ほ 

つて ふ 蟬の音 を 友と。 地 世 を 厭うた る浪 

人の 風雅 を 好む 一 構へ。 7 シ 谷の 流れ も 

水無月の。 ォクリ .S 半ばなる フシ 夕暮れ 時 

遠 寺の 鐘の かう くと。 豫 ての 願 ひ あ 

り 礎 海。 長 《- 深き 思 ひに 柵が 緣に 寄邊の 

すみか  ながな はて を さな ーノ- 

舅の 住家 そこ 爱と迪 りくる く 長 啜稚子 

連れて 夜の 道。 漸ぅ 尋ね あたりに も。 家 

居なければ 爱 ならん と。 フシ 柴の 軒端に 

佇みて。 詞ィャ なう 音 壽樣。 夫 松 田太郞 

左 衞門殿 の 指圔を 請け て 來事は 来ても。 

つ ひに 是迄 音信 もせぬ 親御の 所。 どうや 

は ひ 

ら 敷居が 高うな り。 入りに くう 思 ひます 

と。 地い へば 音壽が 打ち 點 頭き。 そな 


たが 得 入らす ば 俺から 先へ 入って やらう 

ぐわん *> 

と。 何の 頑是も フシ 上り口。 ァ 、 コ 

レ 申し を 機に して。 は ひる 物音。 何やら 

んと。 納戶を 出づる 妻の 眞弓。 顔 見合 は 

して 柵が 手 を もぢ. と。 K ホ、 、ヽ、 

ほんに 私と した 事が。 いかに 舅 君の 所ぢ 

やとて 案內 なしに 不作法 千 萬。 ぉ赦 しな 

されて 下さり ませと。 *- いへ ど 此方 は不 

審顔。 詞 夜に 入って 若い 女中の 子供 をつ 

れ。 舅の 所へ 来たと は。 此母は 覺ぇは ご 

ざらぬ。 成程々々 委.！ の譯を 申さねば。 

さう 思し 召す も理 りながら。 私事 は 十三 

の 時 家出 致されました。 御子 息 宗太郞 殿 

の 女房 柵と 申す 者。 夫 も 今は歷 きとした 

侍。 名 も 改めて 松 田 太 郞左衞 門と 申し ま 

して。 それ はく 適れ の 武士。 どうぞ これ 

迄の 事 は 川へ 流し。 元の 親子に。 ヲ、 そり 

や 云 はし やれいでも 知れた 事。 元より 氣 

に 違うて 家出した と 云 ふで もな し。 生れ 


ちからづよ  tt ひ 

付いて カ强。 草深い 住居 を きら ひ。 我と g 

我が 手に 家出した 宗 太郞。 わし は 明 暮れ 

焦れて 居ます。 そして 連れて わせた は 夫 

婦の 中に 出来た 子 か。 《 -マァ く 此方へ 

と 嬉し さの。 子に は 目の ない 母親が。 プ 

シカ、 リ悅ぶ 中へ 宗左衞 門。 刀 片手に 歩み 

出で。 お 婆 何 をべ りくお 言 やる ぞ。 

親 を 見捨てた 不孝の 悴。 それに 連 添ふ此 

女郞 嫁なん ぞと は檢ら はしい。 地 早 や 立 

ち歸れ とっかう どに。 いふ を 押へ て。 詞 

ァ、 コレ それ は 一 途な思 ひ樣。 毎日 々 A 

壁訴訟。 願 ひの 折 も 幸 ひと。 始めて 逢 

うた 嫁の 手前。 どうぞ 了簡し 中 直りして 

下されと。 7 シ いふ も淚の 種な らん。 詞 

ェ 、又してもく 役に立たぬ 枠が 訴訟。 

聞きたくない ぞ。 よい 年 をして 女房 去る 

も 世間の 笑 ひ。 暇の 代り ぢゃ 向後 物 は 言 I 

はんすく。 早く 奥へ お行き やれと。 <? 常 I 

じ や 5 つ； は  § 

の氣 質の 情剛 に。 詞 はなくて し をく と 


心。 ォクリ へ殘 して 立って 入る。 《- 色 柵 は 

氣の 毒の 中に 願 ひも 言 兼 ねて。 俄に 作 

る。 フシ 輕薄笑 ひ。 S ホ、 , 、ほんに ま 

あよし ない 事から 御 夫婦のお 諍 ひ。 もう 

お腹 立ち は 重々 の 御尤も ぢ やが どうぞ 夫 

の 願 ひ。 則ち 此子は 主人と 仰ぐ 光秀， 公の 

御 公達 音壽 丸樣。 *• それに 付いての 御訴 

訟と何 か 様子 は 白紙に。 書き 認めし 願 ひ 

の 一 書。 7 シ 舅の 前に さし 置けば。 》. 色 さ 

すが 骨肉 同胞の 我が 子の 手跡と IS 々なが 

ら。 手に 取上げて 押 開けば。 様子い かに 

と 氣遣ふ 嫁。 舅 は猶も 眉を攀 めつ ぶく 

読む も 口の 中。 卷 納めて につ こと 笑 ひ。 詞 

何事な らんと 思 ひしに。 少しば かり は 侍 

臭い 所 も あり 出かす く。 そんなら 夫の 

お 願 ひと 申します は。 成程 大切の 密事。 

其方 は 知るまい く。 枠が 我への 願 ひと 

いふ は n  、此 小兒。 光秀 此度當 山 崎に 於 

て。 合戰の 挑む といへ ども 無名の 軍。 元 


より 主殺しと いふ 大罪。 天何ぞ これ を赦 

さん 然 らば 十が 九つ 負 軍と 推量った る 枠 

太郞。 さるに よって。 光秀が 一 子音 壽丸 

我に 養育 を輯 み。 成長の 後 は 出家と もな 

しくれ よとの 願書 ま た 柵 事 は 敵方 森 尾 茂 

助が 妹に 候 へば これ も 親が 乎より 返し 遣 

しくれ よと ある 枠が 文面と 聞いて： E り 柵 

は 膝 指 寄って。 ® ムヽ スリャ 主君の 若殿 

お預け 申さん 其爲 にお 詫びの 使 一 つに は 

&が 身の上 兄 様 へ 返して くれ と は 何の 

事。 さう いふ 事と は 露 知らす 舅御樣 へお 

詫びして。 嫁よ 如何せ い 斯うせ いのお 詞 

受けて 歸 りなば。 夫の 悅び此 身の 手柄と 

悅んで ゐるも 0. を 科 もない 身 を 去らう と 

は。 聞えぬ 夫の 心 やと。 スそァ ロ說き 歎く 

ぞ 道理な り。 ハテ さて 何も 歎く にや 及 

ばぬ 此宗左 衞門も 元は 武士。 亂れ たる 世 

を 通れ。 心 を 澄す 茶道の 樂 しみ。 折. -は 

久吉 殿の 招きに 預り咄 の 伽。 弓 も 引き 方 


眞柴へ 心 通 はす 某。 大惡 無道の 光秀が 種 翁 

本 

と あれば 願うても ない よき 得物。 首 打 放 太 

し久吉 公へ 默 するならば さぞ 悅び。 ハテ ^ 

飛んで 火に 入る 夏の 虫と は是 ならん と。 

增舅の I 言 梅が 聞く より 又も 1 一度： g り。 

K ほんに く 親子と て餘 りな 情 知らす 獵 

人 さ へ 懐へ 入る 鳥 は 助ける ものた と へ お 

身 は 去られても。 夫に 立つ る 心の 潔白 女 

で こそ あれ 松 田が 女房。 主人の 若殿 滅多 

にお 首 は 得 渡さぬ。 斯うい ふ內に 片時 も 

置きます 事 はなり ませぬ。 申し 若殿 様。 

堆 いざ？ _^ 給へ と 立 寄る を。 突 退けく 

音壽丸 小脇に 引 抱き はった と 睨み。 詞ャ 

ァ 龍の 腮 にか X りし 小 枠。 連歸 らんと は 

叶 はぬ 事。 惡く 妨げ ひろぐ や 否や。 身の 

爲 にならぬ が や。 ヲ、 元より 夫に 去られ 

し此 身。 生きて 詮なき 我が 命。 ちっとも 

厭 はぬ くと。 地 又立揭 かる をシャ 面倒 

なと 眞の當 て と 倒る に 奥の間 さ 9 


して 7 シ K け 入ったり。 跡に は 一人 榊が 

苦痛 堪 へて 起 直り。 ほチ H 、胴欲と も慘 

いと も 何に 譬 へん 勇 君。 增何辨 へ も 七つ 

子のお を 敵に 渡さう と は。 心 は 鬼 か 蛇 

かいのう。 たと へ 此身は ひしぐ ほに 成 

る とても。 取 返さいで 置くべき かと。 心 

を 配る 緣 先に。 落 散る 一 書 は 夫の 手跡。 

„ ^柵 殿へ 光高より。 スリャ 最前の 文の 中 

に 封じ込め たる 此 一 書 心なら すと 封 押切 

り。 詞書殘 す 一書の 事。 ャァ くそん な 

ら夫太 郞左銜 門 殿 は 討死の 覺 悟であった 

か。 、ノ ァ。 何にもせ よと 又 取上げ。 ナ -1 

ナ 一一 今度の 合戰 主君 光秀 公 主殺しと い ふ 

惡名。 其罪遁 る、 事 ある まじく 覺ぇ候 故 

其方 を 賴み親 人へ 若殿の 儀 くれ. <\ -相賴 

む 事に •  候。 又々 明朝の 戰 ひに 向 ひ 候 敵 は 

其方が 兄 森 尾 茂 助 春久に 候よ し。 元より 

討死の 覺 悟に 候へば。 我等が 首 は 春久へ 

遣 はし 候。 なれ 共 妹の 緣 につれ。. 用捨 も 


候 は 武門の 屮恥づ ベ き 事に 候 へ ば 是非 

なく 暇 遣 はし 候 段。 必す 恨み ある まじく 

候と。 * 讀みも 終らす 立上り。 ss こり や 

斯うして は 居られぬ わい のう。 夫の 最期 

は 此曉。 若殿の 御身の 上 奥へ 踏 込み 取 返 

さう かィャ .（》,^。 あれ/^ あの 鐘 は 

八つの 鐘。 Jf- 王 山へ は 一 里の 餘。 夫の 命 

も 助けた し。 *■ こり ゃマァ どうせう. /(^ 

と。 主と 夫の 身の上 を。 我が身 一 人に 梅 

が。 立ったり 居たり 設方 も。 淚 ながらに 

氣を取 直し。 詞 何にもせ よこれ より 直に 

天王山へ K 付けて 夫に 一 言 さ うぢ やく 

と。 帶 引締め。 常に は 弱き 女氣も 夫に 立 

つる 貞 心の。 曇らぬ 鏡 照る 月に 照らす 道 

筋 逸 散に こけつ 轉び つ。 へ 慕 ひ 行 

V らくれ 

く。  * 山 は 血 汐の唐 杠 。 敵も^ 方 も 入 

亂れ。 戰ひ 挑む 其 中に。 森 尾 松 田が ase^ 

の爭 ひ。 人 混 もせす はっしく。 切 結び 

たる 電光の。 匁の 光 飛鳥の ごとく。 フシ 


t の lb 

鎬を 削る 其 折し も。 夫の 生死い か ぞ W 

と。 氣は張 弓の 女房 梅。 武家の 育ちの 甲 

斐.. -々 しく。 夫 を 思 ふ 一 心に。 木の 應岩 

角 厭 ひなく 登る。 檢蛆も 力 草。 足踏みし 

こ なた  よ V- のぼ 

めて 難なく も。 此方の 岡に 攀 登り。 それ 

と 見る より 分 入って。 マァ 待っても 

身を惜 ます。 支 ゆる 女房 突 退けて。 猶も 

付 入る 太 郞左衞 門。 互に 劣らぬ 勇將猛 

將。 中に うろく 詮方 も。 诸の 小舟 柵が。 

7 シ浪に 漂 ふ 其 風情。 * 色 心 も 切に 有 合 

ふ榍。 切 結びた る 白？ の しづ。 しっかと 

とに め。 B マァく 待って 下さん せ。 n レ 

兄 樣茂介 殿。 必す 早まって 下さん すな。 

もとより 知れた 敵 味方。 討ち 討た る乂は 

武士の。 身の 常と は 知って 居 ますれ ど。 9 

あ ひやけ *-  L 

相手 も 多. S に s 同士。 切つつ はつつ の 

爭ひ を。 何と 見捨てて 置かれう ぞ。 思 ひ き 

や-  本 

止って くと。 歎き 1: つ を 耳 にも かけ 太 

力 

す。 K ャァ義 晴何を 猶豫。 內證 の緣は 記 


緣。 親子 兄弟 敏々 と。 鎮を 削る は 武門の 

常。 早く 勝負 を 決せよ と。 》- 云 はせ も果 

てす につ こと 笑 ひ。 S 死人 同然の 政道 わ 

せん さ 

が 相手に は 不足な り。 光秀が 先途 を見屆 

け 死ぬ ると も遲 かる まじ。 妹が 止む る を 

幸 ひ。 此場を 早く 退けと。 聞く よりく 

わつ と 急 立ち。 a; ャァ 奇怪なる 一 言。 弓 

矢 取って は 誰に 恥づ べき 事 や あらん。 女 

房が 兄と はい はさぬ。 首 討ち取って は修 

維の 奴と なしく れんに。 死人 同然と は 案 

&  t けだ 

外な りと 居丈高。 ィャモ 如何 樣に陳 する 

とも。 ^色を顯はす汝が骨4^。 我に 討た 

れん 心の 覺悟。 死人と いひし が 誤り か 

と。 き 明察 違 はぬ 一 言 は。 胸に 盤石 現と 

も。 心 は 闇の 椅が。 聲も 淚に搔 曇り。 兄 

樣の あの 心なら どの 樣に思 はしゃん して 

も。 所詮 死なれぬ お前の 命。 どうぞ 死な 

すに 濟む 事なら。 千年 も。 萬 年 も 長生き 

して。 二人の 中の。 サァ 二人が 中に 預か 


つた。 * 主人のお 胤 音壽樣 の。 行末 も 御 無 

事な 樣に 思案して 下さり ませ コ レ 申し。 

夫婦と なって 以来に 願 ひとい ふは是 一 つ 

聞 届けて 袷べ 我が 夫と。 妹が 歎き さすが 

にも。 血脈の 糸の 亂れ 口。 淚吞 込む 義晴 

が 7 シ 心の 內ぞ 切な けれ。 《s 何 思 ひけん 

太 郞左衞 門。 鎧脫ぎ 捨て どっかと 坐し。 

„K 實 にや 名將の 下に 弱 兵な しと。 逋れ眼 

力 森 尾 義晴。 主家の 無道 を 見限りて。 死 

出三途 G 先陣と。 覺悟 極めし 心は鐵 石。 死 

後に 賴 むは 此女。 *> 色 叉 これ 迄 音信せ ざ 

れ ども。 實父松 田 利 休 殿へ。 預け 置いた る 

かの 若殿。 K 心 を 添へ てよ き樣 に。 賴み 

置く は 貴殿 一 人。 最早 浮世に 望な し 急ぎ 

首 討ち 我が 存心。 立てさし くる k も 武士 

の 情。 m 豫は 却て 恨む ぞと。 《- いふより 

早く 持った る 刀 腹に が はと 突立 つれば。 

なう 悲し やと 取 縫り。 歎く 女房 を 取って 

引据 ゑ。 S サァ森 尾。 名 もな き 士卒の 手 


に 掛けん より。 武士の 情に 我が 首 を。 受 稳 

本 

取り くれよ と 差 付 くれば。 ハ 、世の 有樣 太 

と は 言 ひながら。 》- かば かり 惜しき 弓 取 記 

も。 主家の 惡事は 其 身の 不幸。 殘念 至極 

と義晴 が。 是非 も 淚に立 廻れば。 ャァ愚 

かく。 死に 臨む は 勇者の 本義。 骸は廣 

野に 曙す とも。 名 は 千歳に 留まる こそ。 

死しての 悅び此 上な し 早く。  《" 早くと 唱 

名の。 聲は此 世の^れ かと。 身 を もむ 妻 

を 動かさす。 膝に 引 敷く 强氣の 手 負 ひ。 

義晴 いざと 潔き。 勇者の 最期 あへ なく も 

フシ 首 は 前に ぞ 落ちに けり。 《■ 色 わつ と 

ばかりに 柵 は。 其 儘 死骸に いだき 付き 聲 

も ろ そで 

も惜 ます 泣き叫ぶ。 心 を 察し 諸 袖 を 絞る 

も 血筋 恩愛の 7. ン淚 に。 變 りな かりけ 

る。 s 義晴は 淚を拂 ひ。 ャァく 妹。 

si-, /ん 

歎いて 返らぬ 松 田が 最期。 遣 ：一ー- 〔守る は 音 

壽が 身の上。 又 この 首 は そち 持歸 り。 佛 

事 もよ きに と 《" 詞の 中。 麓の 方に えい m 


えい 聲。 響き 靡け る兩陣 の。 7 シ 入亂れ 

たる 関の 聲。 》• 身に ぞ こた ゆる 柵が 淚な 

な，..， つ..  ^^A.7r,-0 

がらに 亡夫の。 ，，キ しるしの 筐上帶 に。 

包む も淚雨 やさめ。 ふり 行く末の 末まで 

も。 思 ひつに けし 敵 味方。 兄の 忠臣 妹 

が。 貞心 くもり 泣く  くも 麓の。 方へ。 

： 一： 重 へた どり 行く。 短夜の。 風 吹 拂ふ庭 

の面腠 なき 月 も あはれ 添へ。 淚 〇 露 かい 

たいけに。 無懒 なる かや 稚 子の。 目 は 泣 

そでず り 

き はらし。 袖摺 の。 其 松が 枝に。 フシ 絡ま 

る&。 地 妻の 眞弓は 差 寄って。 詞 ナウ 利 

休 殿 尤も 武智 光秀と いふ。 逆賊の 子と は 

いひながら。 我が 子の 爲に はお 主の 若殿。 

手に かけう と は 胴欲な。 き どうぞお 命 助 

ける 樣。 思案し かへ て 下さり ませと ス 

H 力、 リぃ へど も。 更に 答な く。 おのが 好 

める 7 シ 薄茶の 手前。 * 稚子は 座 をし 

めて。 詞 おり や 侍の 子ぢ やによ つて 何と 

もない。 早う 殺して 下されと。 いひ 放 


けなけ  た 

したる 健氣さ を。 聞く に眞弓 は堪へ かね 

て。 ァ、 さすが は 武士の 育て がら。 聞 

分けよ， S 程尙 不便な。 コレ いぢら しう は 

わけの ぼ 

ござらぬ か 敵と 味方と 分 登る 道 は 二つに 

か はれ ども。 同じ 雲井に。 照る 月の 分隔 

なき 恩愛と。 情の 道を辨 へ て どうぞ 命 を 

助ける やう。 思案して 給べ 我が 夫と。 詞 

を 盡し理 をせ めて 7 シ淚 ながらに 泣き 詫 

ぶる 色 山手 は 修羅の 攻鼓 時し も遙 かに 

街して。 松 田 太 郞左衞 門 政道 を 森 尾義喑 

討 取ったり と。 聞く より 思 はすす つくと 

立ち。 スリャ 悴宗太 郞は早 や 討死 を 遂げ 

しとな。 此上は 生け 置いて 詮な き 音壽。 

此 世の 暇取ら せんと。 地 解く 縛め 悅ん 

で 7 シ手そ i ぶりす る有樣 を。 地 見る に 

心 は 弱れ ども。 四海の 怨敵。 根を斷 つて 

枯らす 枝葉と 拔 放す。 なう 痛 はしゃと ま 

ゆる 眞弓。 寄る を 寄せ じと 引戻し 7 シ爭 

ふ 折 も 柵が。 背に 夫の 切 首 を 結ぶ 妹脊の 


別れ道 輕も あら はに 7 シ かけ 戻り。 增此體 ^ 

見る より 稚子を 後に 圍ひ マァ 待って と。 

言 はせ も 立て す聲 荒らげ。 詞 ャァ此 期に 

及び 聞く 事ない。 悴 討死せ し 上 は 1K 王 山 

を 取 切られ。 光秀が 敗軍 も 目下 妨げせ す 

とそ こ 退けと。 * 尖き 振 翳す。 其 手に 

取 付き 聲震 はし。 詞コレ 親父 殿。 慈悲 も 

情も辩 へながら。 始めて 逢うた 嫁の 思 は 

く。 生きと し 生ける 身で はなし。 《- 先立 

つ 老木 若木の 荅。 どうぞ 助けて 進ぜて 

と。 淚に誠 姑 が。 情の 詞 身に 餘り 有難 

淚 柵が。 夫の 首 を 抱き上げ。 亡き 我が 夫 

わび 

も 諸共に 命のお 詫と さし 付けられ。 さす 

が 剛氣の 利 休 も。 親子の 輪廻に 引かされ 

て。 撓む心 を 取 直し。 じり & くと 付 廻 

す。 地獄の I- 責三惡 道。 シャ 面倒な と 突 

退け 獄 退け。 H ィと 一 聲稚首 水 もた ま • 

らす打 落せば。 二人 はわつ と 泣き 倒れ は 

スそァ 正體。 もな く 伏 沈む。 詞 主殺しの 大 記 


罪。 報い も 早き 此死 樣。 いで 久吉の 本陣 

へ と。 增^ 出す 裾 を 止む る 嫁。 はった と獄 

飛ばし 齪 行く 向う へ 許 多の 軍卒。 高 提灯 

に 威 を 照らし。 靜 々入来る B 柴 久吉。 

あたり 揮く 陣裝 束。 思 ひ 寄らねば 宗左衞 

門 フシ 遙か 退って 平伏し。 ES コハ ぞんじ 

寄らざる 公の 御 入来。 只今 陣 所へ 推参の 

所。 願うても なき 對 顔と。 敬 ひ 深く 頃^ 

ぶれば。 "久吉 I お 爾と打 笑みて。 85 逆賊 

光秀が 一 子音 壽丸。 足下 扶助 致さる 由。 

家 E 森 尾が 密事の 注進。 急ぎ 討 手と 申す 

も餘り 仰々 しく。 久吉 密かに 向うたり。 

いかにく と嚴然 たる。 訶に稱 も 恐れ 

人り。 ぉハ 、計らす 手に入る 武智が 枠。 

討 取った る は 某が。 信義 を 忘れぬ 豫 ての 

交り。 ィザ御 改め 下さる べしと。 增 血汐 

を淸め 差し出せば。 久吉 とつく と實檢 あ 

り。 父 光秀 も此 如く。 やがて 討 取る 主君 

の 怨敞。 と は 云 ふ ものの 稚き 者。 不便の 


最期 遂げた るよ な。 ィャナ -I 宗左衞 門。 

云 はば 小 兒の此 切 首。 {*1^木にさらすにも 

及ぶ まじ。 由緣の 方へ サ 葬り 召され。 御 

邊 へ の 恩賞 は。 風雅 を 好める 別 I へ 。 思 

ひ 寄った る 寸志の 一 品。 それく 者 ども 

早 や これへ と。 * 仰せの 下に 雜兵 ども。 

，-ン 庭に どつ さり 一 つの 居 石。 何と 宗左 

見られし か。 亡君 春 長 公の 御自 服と も 思 

されて。 お請け あらば 拙者が 悅び。 スリ 

ャ其石 を 某へ。 いかにも。 小袖 代りの 小 

袖 石。 蒸ぎ にも。 あらぬ 眞菰を 引き かけ 

し。 かりの 淀 野の 忘られぬ かな。 ヲ 、さ 

らば。 I？ くと 一 禮し。 從者引 速れ 久吉 

はォク リカ， リ本陣 さして フシ 歸ら る、。 せ 色 

跡 見送 つ て 宗左衞 門 ほ つと 吐く a- も 突 詰 

めし 女心の 椅は何 思 ひけん 表の 方。 駅 出 

す 戶ロ立 切る 利 休ャレ 待て 女。 K 音 壽丸 

が 身代りに 二人が 中の 枠 を 殺し。 それが 

最 明の 忠義 も 立ち。 さぞ 本望で あらうな 


と。 *- 聞いて：？ り。 S ムゥ そんなら 此子 き 

を 初めから。 あなたの 孫と いふ 事 を。 ヲ お 

ヲ 十六 年が 其 間。 對 面せざる 我が 枠。 た 1 

とへ 幾年 經る とても。 骨肉 分けし 此親 

が。 見忘れて よい もの か。 音專 丸に 出立 

たせ。 連れ 来りし 稚 子の。 面 ざし 目元 鼻 

筋まで。 枠に 其 濠生寫 し。 *- その 時 孫と 

は。 フシ 知った るぞ や。 增とは 云 ひなが 

ら。 現在の 祖父が 手に かけ 一 刀の。 下に 

消え 行く 不便 さ を。 こら ゆる 心の 四 苦 八 

苦。 コ リャ。 推量せ よと 大聲 上げ。 取 5^ 

したる 溜淚。 眠れる 如き 死 首 を。 右と 左 

に 打 守り。 K コリャ 枠。 久々 にて よく 來 

たな ァ。 十六 年が 夢の 內。 忠孝 全き 親子が 

最期。 ヲ 、出かし をった と 一 言が。 夫 

子の 爲の經 陀羅尼と。 有が た淚 榊が。 袖 

に 露 置く 樊言。 KS さう したあな たのお 心 

と 知らで 恨みし 不孝の 罪。 ぉ赦 しなされ 

て 下さり ませ。 ァ、 その i 言は此 母が。 ^ 


云 はねば ならぬ 此 場の 時宜。 a 孫と 我が 

子の 死ぬ るの を。 それと 白髮の 身の 因果。 

む、 I 

慘. S 者ぢ やと さげ しんで。 たもるな やい 

のと 姑 が。 詫ぶ るも淚 聞く 淚。 "《ァ 

勿體 ない 事お つし やって 下さり ますな。 

堆 嫁と 名ば かり 是 迄にお 宫 仕へ もす る 事 

か。 逆様 事 を 見せます る。 不孝の 罪が 恐 

しい。 とはい ふ もの、 味氣 ない。 二世と 契 

りし 我が 夫の。 最期の 場所に 居ながら も 

止める 事 さへ 情ない。 いとし 可愛い の 千 

石 迄 人 も 多い に 祖父 様の。 お 手に かけう 

と 親の 身で 連れて来 事 は 何事 ぞと。 歎け 

ば さすが 利 休 も。 恩愛 死別の 憂き 淚 二つ 

の 首 を 見つ 見せつ。 取亂 したる 三人が。 

淚の 雨に 水嵩の いと r 增 さりて 淀川の 堤 

も。 崩る \。  7 シ 如くな り。 *- 利 休渐ぅ 

淚を 押へ。 3 枠が 忠義 を 立てさ せんと 信 

義を失 ふ 我が 計 ひ。 天地 を見拔 く久吉 殿。 

賜物 も あるべき に。 小袖に かへ て 遣 はす 


と 心得ぬ 庭の 居 石。 其 上猶も 不審なる 

は。 金 葉 集に 載せられし 相 摸が 詠 欲。 菖 

蒲に も。 あらぬ 眞菰を 引き かけし， 0。 引 

きぞ 煩ふ賴 政が 深意 を 取れば 千 石が。 最 

期 を 花に よそへ し 謎。 枠が 子 袖 千 石と。 

心 を 込めし 我への 賜物。 今 こそ 思 ひ當っ 

たりと * 悟る もさす が久吉 の。 7 シ明 

智を感 する ばかりな り。 增柵は 膝 ffls 寄 

せ。 3 スリャ 身代りと いふ 事 を。 そんな 

ら 孫の 千 石が。 身代りに 立てた の も。 水 

の 泡になります かいのう。 ャァ かねが 

ね。 敵 を 惠む寬 仁 大度。 猶も願 ひ を 立て 

んと思 は t -。 此利 休が 鈹腹 ~ つ。 必す止 

めな と せ 差 添 を。 旣に拔 かんとす る 所。 

取 付き 歎きと 1- むる 二人。 フシ 放せ/、 

と爭 ひの。 《_ 色 折 もこ そ あれ 一 間よ 

り。 K ャァく 松 田 宗左衞 門 利 休 殿。 狼 

狼へ ての 犬 死なる か 《- 早まられ なと 聲 

を かけ。 障子 を さっと ほ柴 久吉。 しづし 


づと立 出づれ ば。 思 ひ 寄らね ど 騒がぬ 利 

休。 E ャァ犬 死と は 事 を かしゃ。 誠眞の 

失せし 某が 旣に報 ふ 此^ 腹。 ホ、 さすが 

は 老體。 斯 くも あらんと 察せし 故。 陣所 

へ 歸る體 に 見せ。 とくより 忍び 窺 ひ 聞 

く。 西國の 探題た る眞柴 久吉。 實檢 遂げ 

し 光秀が 一 子。 天地 廣 しと い へ ども 今 I 

人と あるべき か。 主君 を弑 せし 武智光 

秀。 それに 引き かへ 子息 政道。 討死 遂げ 

し は逋れ 勇者。 增 せめて は 死した る 人々 

の 菩提の 爲に此 所へ。 庵 を 結び 利 休 殿。 

1« き、  1*1 クー こ 

S 好める 道の 茶 を 以て。 往来の 人に 施さ 

ば。 死す るに まさる 節義な らんと 增 情 

の 一 句 は 則ち 悟道。 死 をと に まって 松 田 

利 休。 《5 ハ 、惠み も 厚き 御 仰せ。 敎 への 

心は卽 #in 提。 心の 濁り 墨染 の。 衣が はり 

は コレ此 居士 衣。 坤 くもり を拂ふ 誓ひぞ m 

本 

と 髻 ふつ X と 押切って。 SS 姿 心 も變る 太 

， だ.，.  功 

世に 我 は 茶道の 道廣 く。 孫が 其 名の I 字 -っ化 


を 取り。 利 休 を 其 儘に 千の 利 休と 改名 

し。 《■ 浮世の 塵に 交 はると も 只 本 覺の佛 

性た らん。 ホ、、 、 、！ K 性 傭 はる 千の 

利 休。 今より は 久吉が 則ち 茶道の 師と賴 

まんと。 地 約束 かたき 小袖 石。 庭に 哀れ 

は榕 子の。 淚の種 か 袖す り 松 古跡と なり 

て 末の世に。 殘る其 名の 因緣 は。 了ン此 

時より と 知られたり。 境 色 か.^ る 折し も 

眞柴 Q 郎等。 庭 上に 大息つ ぎ。 フシ 御 注 

進と 呼 はれば。 《 "ホ 、堀 本義 太夫。 味方 

の 勝利 はなん とく。 ハァ。 仰せの 如く 

備へを 立て。 兩陣 互に 鎬を 削り。 麦 を 先 

途と戰 ふ 中。 敵の 勇将 蟹江才 蔵。 陣頭 

に 躍り 出で。 味方の 諸 軍 を 手玉の 如く 

打付け。 * 投付け 駔勉 る。 其 勢 ひに 怯ぢ 

恐れ。 少した ゆみて 見えた る 所に。 詞福 

島の 陣中より。 至って 小兵の 桂 市 兵衛。 

斯 くと 見る より 飛び か、 り。 地 互に 組み 

合 ふ 金剛力 者。 六尺 1.5! かの 才 を。 難な 


く 生 捕り 古今の 手柄。 勝つ 色 見す る 間 も 

なく。 川 を 隔てし 筒井 順慶。 時分 はよ し 

と 光秀が 陣所を 目が け 無 一 1 無 三。 一 手に 

なって 攻め かくれば。 敲は 敗亡 狼狽へ 騒 

ぎ。 崩れ 立った る 其 虚に乘 つて。 追つ 立 

て ぼつ 詰め 攻付 くれば。 是迄 なりと 光秀 

を ケ るす 

も 馬 を 飛ばして 只 一 騎。 小栗栖 さして 落 

延びし を 追々 駄 行く 味方の 勝利。 御歸陣 

あって 然るべ しと。 7 シ悅び 勇み 訴 ふれ 

ば。 《"ヲ 潔し く。 ィザ小 栗栖へ 後詰め 

せん。 增 かたぐ 用意と 久吉 の。 詞には 

つと 迎 ひの 軍兵 了ン いざ 御 S: と 引 居 ゆ 

る。 駒に ゆらり と 法の 緣。 結ぶ  一 &と 1 1 

世の 緣。 切って 捨てた る 亡魂の，。 しるし 

を 直ぐに 野邊 送り。 又 思 ひ 出す。 女氣に 

淚の袖 や 鎧の 袖。 旭に 映 じきら./ \/\。 

綺羅 一 }K に 刈 取る 眞柴。 仁德 なり や 風雅 

の德。 忠孝 全き 其德を 世々 に。 傳 へて 

三 ま 美 嘆せ り 


同 十三 日 段  $ 

功 

wi^ 力 勇者に たす と雖 も。 天 遂に これ 

を 罰す。 されば 武智 十兵衞 光秀。 筒井 順 

慶が 裏切りに よって 山 崎の 一 戰 破れ。 漸 

ぅ遁 れ.. ^栗栖 の フシ 藪 陰 近く さし か&れ 

ば。 堆 追 ひ/ \^ 來る眞 柴方。 ゾリ ャ落 

びミ  をめ 

人よ 遁す なと。 喚き 叫んで 切 りか、 れ 

ば。 詞シャ 猪口才な 蛆虫 ども。 冥途の 導 

きして くれん と。 坤 振りかざ したる 刀の 

^5 妻。 驟く內 に 先手の 軍兵。 十二 三騎切 

つ て 落せし 勇猛 力。 叶 はぬ 赦 せと 一同 

に。 嵐に 誘 ふ 端武者 ども。 7. ン むらく 

ばつと ^失せたり。 *- 相 人なければ 光秀 

は 太刀の いきり を 冷さん と。 菝の小 陰に 
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S: 夢 〇 累身责 の 段 

薩八節 〇^ 行 相 合 巨！ g〇 桂 川 戀の栅 〇烏邊 山 〇 花街 

の 色糸 〇 道行 一 ^種の 亂 a-〇 江 の稳姿 〇 せ」 行綠花 

口. 舌 八景 〇小# ュ 5 兵 衞 巨！ S の 2«〇 夕霧 

江戸 sjpo; り やす 大ほ *を5 む) 〇 矢の 根 五郎 〇 無 問の^ 

〇 傾城 S3 成 寺 〇 風流 相 生 蹄 子 〇 二人-お 久〇英 御子 亂 g 

〇 百 千 c!?:^ 泣 成 寺 〇 高お さんげの ^〇 天人 羽衣 京 鹿 子 

娘？ F」 成 寺 〇 英執 ^御子 〇 風流 妹 if^ の 柱 a^〇 門 出京 人形 

〇亂菊枕慈.；53^〇錄入解脫衣〇劍烏^子§;葉逢〇柳鑠^5 

鳥^ 0 初" 吹 法樂舞 〇 ねこの つま 〇 乘掛 情の S 小 立 〇 鞭 

權字佐|^?〇百夜^£^〇姿 の 鏡關寺小 町〇^^調娘七稀〇& 

子 arra 被 〇 衣 かづき 思 破 車 〇资御 子 〇 敎草吉 原 雀 〇 相 

生 御子 〇^ 染 分れ 葉 〇s 取 安宅 松 〇 御代 松 子： w 初 戀〇 

其 容形七 枚 起 誚〇 關來小 六 後 雄 形 〇 其 面 形 二人， 椀 久〇 

黑 かみ 〇 女 夫 松 一； S 砂 丹前 〇 菊 S みの 招 〇 勢 五大 力 〇 吹 

S の 旗 形 〇三 或 SS 嬉敷^ 鳥 〇 舞扇 茴生 =^〇 濱 松風 戀欲 

〇 ゆかりの 月 〇 美 面より 〇 七 枚 績 花 の 委粉 〇 涯 樓手爾 
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